巧 巧 巧 争 巧 巧 曹胜棘 育义巧 
Uchida Trading Co., Inc. 

1 1 Park Place 
TeL Barclay 1576 


を 疑 為が 试貪お 

ご hi 前 a Tra ぶ ng Co., Lt ん 
150 Broadway 
Tele か one Rector 1484 


巧す 曾 祗赤尾 巧を 
Akawo 在 Co リ Lt ん , 
23S Fifth Avc., 

Tel. Caledonia 9758-59 


大 倉が お育ま 巧 
Okura 在 Co .， 

30 Church St., 

Tcl. Co け Ian か 2292-93-94 


H 共 棟る 會社 
化理巧 
髙 巧が 會 
120 Broad * 化 fl. Y. G. Tel. R 扣 如 7884 
Factory: 35-10 36{h Aye,, L I. City 


浅 巧 麻を 巧 ホを を 
Asano Bussan Company 

Room 801-805 
165 Broadway 
TeL Cortlan か 8047 ぶ 052 


ミ 井のを 巧 ま 曾を 
なち ま 巧 
M れ 8ui 在 Co リ 
65 Broadway. 

T，K Bowling Green 7520 

なま 會な辑 ホ 巧 巧 
が 育 出張所 
Iwai & Co.. Ltd. 

Woolworth B 山 Iding, 
ToL Whitehall 6040 

互菱 商事 巧 ま會お 
が 育ま 庙 
M な subishi Shoji ICaisha 

(Mitaubighi Co., いん） 
120 BiToadway 
て〜 1. Rector 2 良 60-2564 

曰ネ 生糸 巧 ま會化 

巧を 名會せ 

扫米 生糸 株を を 社 1 

短 育ま 巧 

かを モ巧 

紐ち ま 巧 - -1 

H1 扑 Ofl K レ ! TO K&IS 化 LT 日 

Hara & Co., 

W 即レ化 i K1I 巧 K 脯饼 1 が KWSHA 
(N に H レ BEI KHTO c6 ；， vrD-) j 

Iwo Park Avenue 

443 Fourth Ave^ 

1 P が k Avenue 

Te!. Ashland 巧 20 

Tel. Caledonia 7830-35 

Tel. A ふ land 6246»47«48~49 








V(Uf|, No . けけ 


巧 ft タぷ な 巧を の ミな化巧 
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君の 期を し添ム ''巧では 無い 
巧 化一输 W ぉ」 すら 混 かされ 
身 をら、 かも 誘わる {化み-一 じめ 
る。 され V 」 かよ。 化の 『をし 
さ 货を』 こを、 或は-へ 化を 龄 
J みネ ろ秘输 t * る や も 知 J ..: •ホ- 
(評註】 化 化に 下つ て 煩 慨の巧 
界のヒ マラ や 山 巧 じな もて 『天 
上天 f I 物 無し』 と 大笑し ホ. マ 
さて、 巧 化 一輪の 巧に 慾 かクた 
るで 應け實 じ 面白い。 彼の 天才 
はを*! 見 おごる、。 彼け 镑 時め 
波斯で 肩を 並ぶ ちを 無き 程む 吾 
學 者た‘ ぁち、 法學 をで あ b 、 又 
た神學 おで ぁった、 天文 學 じが 
てリ誰 人の 追随を 許さむ かつむ 
ご 迄、 云 片た棒 大な學 をで ぁつ 
た。 しがし、 彼は 巧學を 『 I 物 
無し』 ど 空 じ 去つ たおけ 實じ巧 
しい、 モ應は 『戀は 化身の 里な 
れ ぶ、 今日 ぞ をの 里歸 VJ 歌 
ふて 大 自我の 寶 藏广歸 b 、 戀巧 
S 昧の美 境に 入 6、 巧 巧 一輪の 
美に 驚かされつ 1、 『を 戀の聖 
經』 八 バィ ャッ ト一卷 の 詩集を 
書た。 なじ 巧る ' 『野 あ .2 を ば、 
人間 扱を されの 女性 S 事で わる 
I' 『戀の 御神酒は 改造の 泉。 

罪ぢ やなで どは を ホの 信條、 
飲い が 神妙、 咽 ふは 慮外、 
誰が 据 たか 化の 御 膳 0』 

(評註) 『御 膳」 どは、 創造 美の 
神が、 人類の 爲じ据 て 下 ださ ク 
た 女 件の おお 美の 御 膳の 事 だ、 
海 スわ衝 萄の海 じあら や、' ム 類 
をを 磨す る 美の 海の 事で をる、 
化 おは 天地開闢の 初よ ら、 吾等 
の 祖先が、 ユ デンの 園で おみ 巧 
めた 愛戀の 美の 海で あつて、 是 
を 子孫に 傅て 今日 じ 至 b - 靡に 
幾 億万 年‘ も經て おる が、 おの 袭 
味は 年を 經るじ 魔つ て、 更に 巧 
香を 放つ て掉 る。 吾等の お骸は 
化 鶴が® 入れ 心 被蠻じ 過ぎず、 
否や 吾等の なの 化は 化の 海な の 
だ、 女性の お骸は 活た樣 である 
だから 女牲 のお發 美の 御 膳を 据 
た 神は 释 方 だ、 化の 御神酒に 
醉ふ 事は 創造の 神の 聖旨で ぁる 
聖 慮を 無にすれば 子な も絕 わる 
譯 、先づ 是 はがな 御 神の 聖 
意を 奉體 して、 此美 海を 雜 おく 
頂 載し ろ、 さすれば 苗 萬 倍の 功 
德が をる どる ふの だ。 是 では、 
『戀 せの 者は、 玉の がの 底拔け 
たる 如し』 ご 抑 がられた 兼 好 法 
師も规 足で 逃る 穩 だ。 

『わしは 女で あつたなら、 

美の 御社 じ潑明 あげて、 

明る 朝から 巧まで も* 

己が をを 鏡じ寫 し、 

女性 讚美の 經じ讀 わ 0』 

(評註) 是れ 無上を 戀の 妙法 蓮 
華經を 女性の 形骸 美 じ 認識した 
女性美 讚 仰ち 疆目 である。 

背等は皆^:^、 女巧のあ骇美ご 
云ふ活 きた 紙の 上に、 造花の ま 
よ 6 授かつな 創稱 美の 神の 肉筆 
を ば、 白熱の 化 じ 染めて 『戀 愛』 
ど 云 ふ 人 あ 詩を 霄て 居る の だ。 
是 こを 質實の 詩で わる、 よしや 
溝 ニの 始皇が 出て ホて、 一切の 
文献を 燒 きを さぅ ご、 化の 不な 
文字の 『お举 微笑』 でぁる 愛戀 
美の 詩經 ホけ は、 か 巧なる な 火 
ら燒 （事は 巧來 無い、 是ぞ 人間 
の 巧き て 居る 間は 萬を じ 渡らて 
巧 《 掌をから 無い 活 きた 詩歌で 
をる り 


大紐育 

. I 九 ニ 九 年 版 r 近く 發巧 

* 

本社が 强に骗 象を 巧いた しま-、 た 「大 が 巧」 は、 幸 ひじして 
化 湖の 巧く が 加き 巧 評を 博し、 遂に 查 部： 册殘ら ホ 巧 切れ ごな 
り 主 L た、 化て 本社は 躲 一版の 内 おを をが がた にし、 頁数を も 
ち加したモ义がサ几年版を新に發わ{ るこ ご ：^>ました、 お 
確に して 且つ 新ら しい 統計と 事實 をぶ 礎 じして、 刻々 塔 化する 
巧が 『大 が 育』 の眞 相を 巧 ふる じ 遇 城 ijk きこ ごを 巧して おもま 
す。 尙 けを 懼は 

豫絲 申込 者に 限りて 

特價と 十五 仙 

發刊 後の 御麟 買には 

を 價金一 弗 

ご 致しました、 漆 かじ 豫約御 ホ 送み を 希望いた します。 


巧 


紐臂 新報 社 


謗 || 
を 編 

i 猛 




獅。 


族 


1 


が h 
川 ^ W 

が 13 


圆 I 


知 

比 


品 5 
I 遇！ I 

苗 藍- 




G 


朝 i A 蜘 

京 巧-! - 

部 きん 進 

に 野 点 I 

朗化 パ 山 

嫩 0 ご 

大 h。 T 


C 

•3 

•1 


E 

なが 
戌 ' H 

-i i 

が！^ AI 

阪 0 
大 


0 

W. 


A み 

ぶ B 

3 ^ 
m T 、 


な 


M 化 h W 

W .i 邮 '一 
ぃ献 5 V 

K W ご 


施 民 船， i 巧 

M 

I 脯 |猜 

織 龍 




外に 新條 約、 巧に 統一で 

王ぶ 廷 男.^ 上け ろ 

最も 西 難な 銳兵 會議 はわぶ 巧から 


上が 特電 十二 巧 化日發 一二 ユ 
ヨ！ ク •タ井 ムス 紙 】 n 久しい 

間义服 統一 じ 就ての 懸案で ゎつ 
た柬 一二 巻の 南 巧れ がを 體は 

賞 巧の 视じ 到達し 奉 
天 政府は 本日を S て 東 一二せ の官 
廳を 始め ごして を 地に 靑天白 円 
巧を 褐揚 した、 東 ご 一省^を 體 .か 
U 本に おて いかなる 反 磐を 及ば 
^ イにま & やけ 判然し。 い •か 、 U 
.'本 ど （て ピを體 r おを を 翻吿し 
わ挪 保は あるら の、 がに この 際 
强脈 的；；^ 態 巧 じは 化で まいど 觀 
測され て おる、 閒< 所に 化れ け 
第 S 叛 の 首 滞 ホが かみ 邱に けを 
化 南京 ib 舉天 みがを 旅朽 して 
日本に M 朝し だが 氏が 果して 東 
S 省のを 體に 向て n 本 か 府を化 
-あし 

何等 かの 勸吿 をが みたか 
どぅかは がが して 居。 いけれ 共 
ニ 遇 間 前山ぶ 省に がるを 開の 席 
上で 氏が 山柬 省が をの 必 をを 力 
說 した こごは おじ 日 ま 懸案の 解 
决前挺 どして 撤 をを お ホし つ i 
ある 商 京 政が ど 愚を のを 致を 見 
'む ものである ど 云 はれて 居る， 
一而して 列强の 熙稅自 ま權條 おじ 
化て 甫巧 政府を ホ跋 せしめ 旦つ 
'巧 三 一を の 合 饋を實 現す る じちつ 
たこ ビじ 巧し 支那め 輿論は これ 
をな て 外交 總を 壬正廷 氏の 巧る 
である ビ 認めて 居る が、 乂もニ 
ご 一の 巧條 おが 

外人 におして 支那 內 化の 
± 地所が 權を 認めた こごは 一が 
じがて 非難を 巧き 居る もの i 四 
_ 做のは 中 义巧化 年 一巧 一日を 化 
て 領事な 倒の 撤廢 をな をし 締盟 
固々 K は 相互 的 じを の 國± にが 
て ホ 民な 上 S 制限を 與 へない こ 
:玄 じぶつて 居る が、 一々 じがて 
巧 ザ 派を 化を するな 文 氏の み 息 
i じして 現殘进 大臣な 巧 巧の かき 
i か 函大會 化の 殺を を 恐怖して 居 
一る ので あるが、 まが ピ しては 旣 


にす ホ等條 約の 撤廢を ま 張ォる 
國 がごして この 際 支那 人の みに 

特殊 の ホ 益を を るか 如 
き條 約を 締結ず る こどは 却て 5 T 
經じ 勒し词 巧の 特殊 利 權シ賦 お 
ずる 个 平等 條 約を 巧 巧す る もの 
どして これ 等の 巧 凿は理 も；：* し 
と をら れ太势 を 勘 かすに まらず 
を お 約の 批准 もを 易 じ 巧 はれる 
で わらぅ ど觀 測され て 届ち、 而 
して H 本を 除く を列强 どの 朋親 
條約 並び じ柬 一二 省のを 體は 支那 
な 化を にめ- L を も棄大 なる 一牟 
を 送つ じ譯 で、 裁を 會識 は-り 
巧々 から 着手す る ことじな つて 
おもが、 この 食 燕は 約な 万人の 
軍 除を 一な 

解散 甘し めた t 圓巧 組織 

を 新しくす る ごい ふ 雷大， る禽 
證 じして これ じは を省督 軍と 中 
央 おおの 營理じ 就て 漫も樓 雜；： > 
關 巧を 生ずべ （みお 瞥 軍が 県し 
て 中央 もがの 命み におて 絕截じ 
服 化する やを やは 問題を 解み す 
る雜 じして 國民黨 第 S 间猶會 は 
一二 お 十 立 日に 巧 集され るが こ-の 
述 かも 激 をを 講の 結果に 徵 する 
の 外な く 前總现 じして ァメ =1 タ 
大統領 ッ ー ゲァ} 氏と 親ぶ^ 間 
辆 じ あ る ホを唐紹儀氏 を評^委 
島を 顔 問の 役に 作せ.. っれた^は 
要ず る じな 巧の 平和維持 策 かを 
る ご 見られて 居る。 一 

林總 領事が 

モが 否認 

奉 天 【蹄を】 十二 巧廿 九日 發 
H 奉 犬な 巧の が總 領事は 本 U 新 
聞 記ち 刚 ごの 會 見に がて 

H 本 政 巧は あ S 省の 怯體變 'を 
に 就て は 巧 等 干渉ず るみ 患 志 
は：：：^ぃ目本がネをと巧張學良 
氏 じ おして 南京 政府と みを 體 
はが 機を 得 じらので ながく 勸 
吿 した i は 事 宵で あらが 當時 
ご 今日の 事情は 自ら 異て 居る 


•東 S 省の 空 高く 
1 .. 靑天白 H 旗 ぉ 公式に 揭揚 

南 化 支那ん 銃 一口 形式 ±茲 じ 成立した 

排日 運動には 穫禱 的に 對 策ず S 

東京 特電 十二 巧 S 十日 發 ’；. お： ニ 省 政府 >こ 頗京國 お 政府は 合 糖し 昨日を な 
て靑 天む M 旗を 公式に 梅據 ずる こ、、 一： なり、 軍務 總 指揮-^ 變 粟して 國段政 
府 認可の 下 L お 學な將 軍が 總 司令 V 一な ゥ た。 

東京 特軍 十二月 册-日 お = 化を ょもの 特带じ 依れば 撼巧巧 巧 化 巧 エド ヮ ー ズ 巧け おちを 巧し 
たので 支那ん を 巧 巧 どし が 脚 巧政网 化を 期す るふ。 

東京 特電 十二 巧 化日發 === 支那から 歸銷 しわ 巧みが 巧郎 氏は 即 中を 相を 訪問して ぞ那旅 巧の 視 
察談 をが みたか 化 弓 的 態 巧を 避け 宮 己のを 地を 强 ひる こどは なかつ たので 頗る 滿足じ 巧 はれた が 
引 結き 第一 一、 筑 一二 网の 巧を がわ はれる もの ど おられて ちる、 田 中 首 化は 床み 巧 ど 會晋を 對ま强 硬 
を 巧を 變史 する のをな しど かが 首腦 郁に 言明 f たが、 祠畴 じげ 巧け ま 那み邮 じ 巧ろ が 日渾 載-し 就 
ては化ホの巧が的お巧ト捨て\稽陆的對策餐巧用するこ^ じリ( た。 

ど 述べた、 而 て 張 學を將 軍け 
本 U を おて をを の督 軍じ電 巧で 
を體を 通牒し 

をの 父 張 作霖は 生前 じがて、 
柯 等巧义 氏の I ニ 民 ホ 義じ反 ぉ 
した こごは。 い、 余の 己 父は 
支那の おを 化に 向て 戰を 挑ん 
だので あるが、 支那を 統！ し 
て ホ かを 回 おする こごけ 己 父 
が 唯 I の ホ 巧で みつた、 南を 
政 おの 政が。 るら のは 柯等東 
一二 省の 政 巧ど異 じら や’ 故に 
我等は 商を 政府の 權 威を 認め 
支那の 統 T 貿 現を 促進す る-*' 
ので ある 

ど 述べた、 而 して 蘭 京该府 ごの 
を 體 協を じ 化れば 張 作霖逝 まを 
じ 組織 されれ 東 S 省の 化を 貧は 
これを 解散して 化 支 軍 總司か 部 
を設 が張學 なお 軍を 委貨長 ごし 
て 汲が たる 顔觸を R てす ベ < 張 
學良胳 軍は 吉が 省を 督 軍し 萬 福 
麟お 軍は 黒 龍 江を 司る ベ < 巧 H 
雀のを 體は巧 ホ 千 九な 廿 化を. を 
て 巧ム吿 でぁつ むが、 南京 政府 
は 千 九な か 八 年を 歷 あの I 頁 ど 
すべく を 體を强 要し 急 じ 協を が 
成ぶ したので ある。 

南を 〔蹄 合】 十二 巧 二十 九日 
發 n モ正廷 氏の 語る 巧 じ 紙れば 
お 互 省の 靑 天ら n 旗 揭揚を おな 
發 おした のは 『外方よ b 萬 一の 
千 渉を 恐れた 結裝』 であると 言 
巧し 奉 天 政府は を S 前 政府の 人 
事 じ 就て 報吿 しむと。 


對 日が 策に 

南北 一致 

編 玉 祥じ對 立 か 

化 ま 特電 十二 巧 甘 九日 發 〔ニ 
ユ ョ—ク •夕并 ムス 紙】 = 東 I ニ 

省のを 體に哪 聯し當 拙 ル 官が及 
び 外を 錫は 何等 珍' りしい ニュー 
ス でない ごの 態 巧を 抱いて 盾る 
ベ < 蓋し 最巧蔣 か 巧、 閣錫山 及 
び 張 學を將 軍は 鴻唐 協谣 して 满 
ち お 將軍 どの 勢力？^ 巧 A . 謀 じ 現 
に 化 京 城 かじ わる 奉 天軍の 歸を 
を 中 化した るが 如き この 閒の巧 
息を 語る もの じて 巧 巧 政が ごを 
體 はした もの！ 圳 じを 天の 巧を 


じ 尚 巧 侧の巧 おも 如 はら 中、‘ 化 
枕を の 他 一切の 巧 か ゴな前 Mb 
にて 率は H 本の 細聯 しだが 巧 問 


題 じ 就て は府化 一致して® す 
る こご なる で わら， fi ど 舰測さ 
れて 暦る。. 


第五 十六 帝 顚議镑 
政な 會の 一部が 

床 次 巧復黨 に巧對 .； 

議會 再會を 前に/) 巧 倩 綾雜化 

束 京 特電 十二 巧 化-日を == 巧ぶ 巧み 郎 巧の ザ歇會 態^に お 
ははつ きら こぜ中 •闽 幽；； 事 傾を ょ （觀 察し だ 上で かすらら し 
いが 政ぶ 曾の わぶ a がみ 巧入黨 W なお 速 動を 試， かっ I わる E 巧 
をは 巡り 難く 明を の 政情は 從 てな 雜 であらぅ ピ^ 測 さいて 盾る 
肺して をの-力 乂蝶信 {街 巧み 一が 旗 上げ も 證會ぶ 開 前に かで わ 
もの i 如 ^义 お遞 化は I 昨が 新 黨供樂 部の 細 旧'' II 兵 彌氏ご 普 見 
し 政府の 外を 政策 r 酷して 或る 說解わ 出 ホ U ど^ふ 增が 鳥げ 
れて 居る。' . 

議會當 面の 諸 聞 題 


今期 議 曾は 旧 中み 閣 じごっ て 
窜實上 始めての 遊會 である ご 
同時に 排閣 の 巧 一年が ザ じ 於 
る 施政の ホ算 期で も ある、 然 
もを の 前途には 幾多の 難 細が 
漠 たなつ てゐ るから 攻 わる も 
i " も かるらの もこ S を 化を に 
が 術を つくして 相圖ん だら う 
が 今期 兩院は 本會議 委員を 通 
じて わけても 左の 諸問題 こを 
锁野兩 軍の ホ 力を 傾 巧す る ご 
ころ f - L てを 方面 じ 深甚の 興 
が £ 注意を ひいて ゐ る。 

對あ那 外交 

意：^ の 事態 豫想 

對 まか 巧の 刷新は 組閣の 當初 
特に 担 中 首相の 發 しわ 聲 明じ徴 
する も 巧 內觸が 最も か黏を 置い 
て ゐるま 要 政策で あを、 また こ 
の 問題の みけ 反對黨 たる 找政黨 一 
どの 閱じ欧 策 的 差異を 示して ぶ 
るので ホる から 少く ピも對 まを 
策の が 巧 か 何は あ巧閣 のぶ かじ 
らちを の 關 係を をず ち もの ど 夏 
ら わて ゐ を、 組閣 0 ホ 一年 有 竿 
のお鑛 72 果して V 」 うで あを か- 
が-^ 政府が か 巧に 强 癖しても 教 
支 政策の 現が け 巧 詰らの 一 帮じ 
つきる、 たぐ これを 議窝 の 殺 題 
ごして 見る 時に 貴 衆 兩院を 旭 じ 
てを 會 派の 腦裡 じは 依然 かを 問 
題は 政黨か 派を 超越す べきら の 
との 觀を じ强 くま 配され てゐる 
からを して 正々 堂々 この 對支政 
策を 中必 どす る 一大 野勒 が譲會 
の 正面 じ 展開 されら かで うか；： は 
發 はしい、 しかし 爵族院 ホ 面 一に 
於る 失敗 非議の 論は かな b が 强 
いものが わる ことは 今秋.？ み 
决蕩 じ駐て もを の 雲 巧が うかが 
はれる、 又 民政 黨 幹が 中 じ* で 現 
内閣の 無 方が ど 其 H 著し じぶ 巧 
して 置けば 將巧 日、 まの 願 yt は 
を だ 憂 ふべ を窮逊 じ陷る ごな し 
の 際 攻略 的 考慮け 外 じしても 
橫械的 じ 妓府の 失態を 拙 還せ ね 
ぶなら 打 ミい ふが 硬 論者が 少 C 
ないやう だから 或は 局面 じ 意外 
の 事態が ホ 起せ のぞ も 限ら C 。 

優 刺 降下 問題 

本年 五 巧 化 巧 巧の 义閣じ 端を を 
してを き 起つ た 内 巧な 造 劇の 最 
中、 水 野 文化に 對 ずる 優 誰 降下 
問題は 一 化の 视聽 を營喊 せしめ 
たので あるが、 かやうな 問題 じ 
ついて 時に 嚴 格な 貴族院 方面で 


a 事態の 推移に^る 憂慮 i ぉ 時 
をぶ クラブを 除 jL を 派の 蹈概會 
は 出 中を 相み 越 巧を 『輕 をす 謹 
愼 / 啸』 VJ す & 育の お 岡 魅. 明 書 
まで 發 して ゐ る、 これは 驚な 當 
期議 貪で も 論 萬の ホ 巧 題目 ごな 
& 政府の 巧 擦 じょつ てけ 意み の 
お 裝をお ホす るか も 知りぬ。 

す戰條 絲閒题 

.民政 黨の 幹部が 鬼のを で 占つ 
た 棟じ蓄 4 でなる 攻 道具の. 一つ 
じす 驟條 約を 中のを 巧 問題が あ 

る、 い' は ゆる 『1 ン •ザ •サ ー ム 
ス •ォブ S ピ—プ 火ス』 の感 巧が 

『國 氏罢に がて』 か、 ぶ V ； 
も 『威 民に 化つ て』 かは、 学者 
じょつ てで み 解釋を 異に 寸 るの 
ご あるが W 政黨 e は 『これが 國 
體の 根幹 皆搖撼 する 不 還の 乎 句 
でんつ て、 患 法の 精神に もな す 
る 政府み 大乂態 だ』 VJ 淹駡 心、 
巧 巧 園を を？ 化ん モ 面に， ¢11 解 
運動を 起し V ゐ るが、 或は 巧 政 
黨の獨 角力 r 終りは しない かど 
の 懸念 も あ％ 

司法 懼 問題 

東京 ぉ 政に 關 ホる 未曾有の 絲獄' 
樂 件の 檢擧 が：^ ゴ {賴顿 的に 
開始され' た 本が 八月 ト甸 、総 選 
擧 W ホ 鬼 角を のが 立 性を おぶ ま 
れ てんる 司法 權の 保を 遥 動が 貴 
族院を 派を 志ので にもぃて がさ 
れ た、 をして 『社 曾の 通刖 から 
見て 明白なる 事 宵 もし ば/-- 不 
問 じ 脚せられ て & を. I とい ふ 立 
前から 飽迄 も檢察 宵：，'; 背 おじ 潜 
む 黒ぃ 手を 拂 斥して 巧が 磯の 獨 
立を がを せねば ならぬ- '一 ホ 張し 
巧 法相 ども 會 見して 共 阿 お 明の 
趣旨を 通達し わので もる W '， な 
がが た r 聞き 放しに してけ 貫 族 
院も 納まるまい。 

治 維 法 間 題 

巧で 識 をのを 部が 巧 おしてむ る 
治を 維持 法の な 正 ま 恃 即疆會 
で 握ら 潰しに 逢 ふや 峽府 け飽迄 
で 初 一を を 貫徹す ベ T 輿 訟の激 
流を 巧し 切つ てこぶ を 緊备颗 み 
どして を ホした が- れ は！？ 6 今 
期議會 にがて 承諾を ホめ ね 一-はな 
らの ものであるから、 前 じ 
おける 審議の 盛 過に 徵ず 1も> 
故府 どしても 容易 一に 獎觀 むを さ 
2 だら うとい ふ诗ホ も あ も 0 

金解禁 問顯 

觸禁 問題は が界ぶ 年の お f あ 


るの みならず 今やが 巧の 輿論 玄 

もこれ じ 動か？ れ 媒相 ^ 哪 
西 銀 巧 火 括 じがて 抽を 的では ホ 
'る：^5兎-|お 一 通6政巧のホがを 
發 おし 非を ぶじは 支那 間 題が 巧 
をを 吿げ對 外 巧な •かぶる 码巧主 
で 回復を 吿げ 巧に が 外 ム巧加 あ 
其 化 の 準赌 W お ホ た ら ば滋 か 
ら 中を 解禁を 斷り する'^ 差 まへ 
なき替 の总 向を 规 らして なる。 
これに 對 しお 政黨は 劇み 經濟の 
をを、 おかお 替の闽 お、 國はホ 
巧の まを 薛 の諸點 からを の哪時 
解禁を ホ 張し 現 內閣の 政策を ホ 
難しつ！ あ 6、 また 新 黨俱樂 部 
も適當 なる 時践 にを の 輸出 撰た 
を 解き 巧 固の 經濟 巧を 常道に 俊 
歸せ しわべ しごの 意見を 有して 
ゐ るから 議會 'じがて は 金ん 酣時 _ 
解禁 論と 尙早論 どが 對 ホ，‘/'- れ 
じ 附随せ る 諸 問 强ご共 じ W 當議 
論が 巧 なれる もみ ごなられ てゐ 

が 界 後始末 

助を をを の後始 未の 爲 めじ 政府 
は 臺灣を 離 法に 本 づき 一億 九で 
巧萬圓 、曰 銀恃別 融通 法に 本づ 
ろ 六 億 八 千と' C 萬 山の 時が 融通 
を 巧 ひ 一化づ 財界を を定 せし む 
る こどが お來 た、 然る じこの 財 
巧 まを 兩 なに 本づ /、 資を 貸出し 
のた めじ 異常 ぃ よる 資を偏 化を 來 
し 金融界 じ 諸 柿の 變態的 現象を 
齋 しを 潰に もを 般の 影響を 典へ 
たのみ ならず 

、摹灣 を 離を おじ 時别 融通 法 
じ 本づ 貸 おは あして 妥當で 
ぁつたか 

、を 灣を離 法 じよる 貸 あを を 
除し 售 質的に 國民貧 擔 じよを 
救濟 したみは 如 巧なる 巧を で 

わら か 

、まじ 特別 離 通は 貨お 締切を 
旣 じザヶ 年を 經過 する も其剧 
收は遲 々どして 進ま や 最近 ま 
での 回收 鳥は 僅か じ S モ 六な 
餘萬圓 じ 過ぎない、 こめみ で 
巧ぐならば 特別 誠 述の圃 蚊は 
相當 時日を 要する のみならず 
H 銀の 損失 額を 增加 せしめ ひ 
いては 國坟負 擔 をち 大せ しい 
る 憂 ひじき か 

等の 諸黯 じつき 欧府侧 じ 相當の 
弱點も ある こと； てこれ 等の 諸 
事項 じつき 議會 において 相 常 論 
載が 巧 はれ もる ご 見ら むて ゐる 

ド井ツ 政府の 

財力 回復 

ギ ルバ— ト 氏が 報 吿を衣 
パリ—- 日發 N ド キッ赔 憤を 
支 拂巧理 着で ゎ b 目下 歸 米の 途 

じ 就きつ i ある ハー々一 •ゲル 
パ] ト 巧は 獨 逸の 財力に 關し本 
H 長文に 互る 報吿 をを 表し 昨年 
度 じ 於る 濁 逸め 對 聯合 國 賠^を 
ま 沸は 國 巧の 化 政 組織に 何等 影 
響す る 巧な くして 巧 はれれ 事實 
を擧げ ド） ズ案 履行の 結果に 滿 
足し 濁 逸 現在の 固 債は 僅 じ廿億 
巧で ある ど 述べて おる が、 るの 
報吿じ 化を 獨 逸が 來 るべき 賠償 
金會議 じがて 自國 のが 力不足を 
理由 ごして 賠償金の 贼 巧を 計る 
ことは 恐ら < 不可能で あらぅ と 
がられて ゐ る。 一 


新 知事 就任 

スミス 隠退せ ず 

アルバ ニ— 一日 發 h ニュ f : 
ク州 知事に 當 選した フランク ブ 
ン • U 1 スシ ぶルト 巧の 就 巧 式 
は 本 H 脯大 じ礙 巧され 前 細幕ィ 
ミス 巧け 數 での 官坟 から タ殘を 

惜ま むつ； ニ ユョ！ ク ホに おけ 
て出發 しむが、 スミス 戊は 
余は 遮 去の 兴治的 ホ活を 顧を 
なに 强も 渝俠 なる 印象 和 おて 
呼に でる i を 壽びご ずらが 余 
け 批 人の 一部が 想像す る 如く 
を然 政治ょ b 磯 退す る もので 
はなく 今後 ど t も 政治の 爲め 
に 盗ず 所がで ある 
と 語つ た 0 

氣京 特電 
ロシ 了條婉 無職 

I : 十二 巧 化 一日】 漁業 健 約を 無 
視 して 露國 々巧を を强 制し 我 
漁業を 益々 背 境に 陷 つたので 
紐を で 善後策 協議 中。 

森を ニ 曰に お發 

〔十二 巧 化-日】 旣報錫 逸 賠償 
を 最終 巧を を 貴 じ 巧 命され た 
媒賢吾 氏 W 二り お 西 伯 利亟經 
由で 巧她 じを < 當。 

火保界 海外 進 ぉ 

〔十二 巧 化-日】 內化閉 おの 巧 
詰り ご 雜輔保 險認巧 難 ごで 化 
おが 験の 海外進出 氣 運が 見 ゎ 
て ホた。 

故 ホ 山 巧 氏 葬儀 

〔十二 巧 化-日】 紋 小山み 薰氏 
の 葬儀は ホ 八 H 午を 築地 小 劇 
媒で擧 巧、 劇 瘍赌係 者、 义十 
演劇 方面 等の 諸 名 ± を 始め 巧 
化 ニ 千 五な 名が 别席 しな。 


漫筆 


愛戀 の聖經 

詩ん 王 磨の 詩 

管 野 あ 川 

て】 

詩人 ォー マァ (王 磨) は 八な 
年の 奮く、 波斯じ 生れな、 彼 歌 
ふて 曰く、 

『 A 跡を 絕つ 深山な 玉を おす、 
人自の 及ざる 海底 眞巧 生ず、 
萬を の 所論 巧 灰に ひごし、 
愛戀の ~聖 經巧處 じか 巧る、 
佳人の 眼底 じ聖經 を讀め OJ 
(評註) 眞 紅の 王は 奥山の、 人 
目の 關を深 越し、 ハ 合間の 底に 化 
る ものを。 無價の 眞珠も 其樣じ 
人に 知られ 《 大海の 底 じ 隱れて 
化る ものを。 無駄 曾 巧の 神學じ 
- 生 送る お 房ら しさ。 俺の 巧 尊 
は 唯 だ 一つ、 粹な 美ん のをを ば 
八方 四手の 經を讀 め、 優美な 戀 
人の 眼の 中に、 新舊兩 龍の 敎さ 
へ、 『色は 句 ひ』 V - 讀む ものを、 
眞珠を 採る 腐れ 學 ち、 ふく 妙の 
上 じ 指 ホで、 宇 巧の 謎を 書く ご 
て も、 戀 の 大波を せ 巧れば、 元 
の 白 称 ど 成る 計ち。 戀 から 生れ 
た 身を 持つ て、 戀に 下卑 だ やと 
駡る 者は、 天 じ おつて 唾して、 
顏じ懸 つて 居る さへ も、 知ら 中 
じ 誇る 宗お 家、 £ 王 磨は 笑 ふて 
居る。 

『自 をは 單 純なん 巧で ある、 
人世の 謎 ど 解 巧 乎る じ、 委< 
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©蓋 露！ S S * 時 持牢午 



Midori Matsumo わ 
が P 的 Uve. City 
TsI. Lor 巧 ine 0 が 7 


MIKADO TAILOR 

30 に 6 な h み . 

Tel. Rhineland がが 30 


1 

♦ 

扇 

♦ 

麵 

♦ 

■ 


眉 


Wadswor 化 709 4 み わ 巧ぴす さい ♦■♦i 




GAMP 化 11 な RVI 化 

設備 猿が 經餐 低廉 

CaU-TRAFALGAR 8200 
FRANK . E . CAMPBELL 

"The Funeral 〇1»*»^^*ー巧。， 
が O 內 SECTARIAN) 
Broadway at 66 比 Street, N. Y. 

ご 塞 i 爸 i.-' さ 


Ur • ご abro む ny, 

1 腿 5 Park Av&, 
Tel . Sacramento 7980 

-KANZO W ロ ‘ KI M じ ~ 

214 Hi か 化 Br 的 klyn 
W. Triangle がが 

—— K^4WAM 〇 T 〇 rM4>. 

U4 W.70th St. 

Tei. Trafalgar 0 巧 2 

A な 靖べ 

夕 音 診 育 /^* 

時 巧ち 午^ § 學ュ 

らろま 四 閱さ巧 病 
八 金で 時 だを 院 
時^ か 朗勤度 
迄 とら W 

が、 一 

武 育 王： 午 午 
ボ 》 巧 後 巧 診 

3 五 7 パ、 察 

ン 街， 先 六 九 g 

お バおプ 栗 時時 1 

ぉラぉ I 堯 1 , 間 
かン巧 病を 八十 
挣ド なな 二！ 時時 

H ル古ト - £ 午 午 診 

* デ お 王ク餐 をを 養 
は， 比 這と 一 養 ' 

驾巖季 巧特乾 

約 お大紫 T II il 輛 
函院を 八 互 11 
上 勤 度 jgi 時時 

核み び '^ 


DR.E.E.YC 5HII, 

307 W. 做な. 

Tel. Rivers; 



M.Yamaguchi, m.d. 
巧 Seaman &ve.. 

Tei. Lorraine が 34 


Y. ITO 

t お Ees け 3rdSt. 
Cor. Uxmg わ n lUe.i 


房 書 巧 東 ♦內案 育 紐 

The East and West Soo^o. Ths わ w Kork Tcuris け e け ice 
が 1 W がり 1 目 th S. Te!. Cathedral 4408 


DR. D. BLOOM 

— NEW YORK OF 打 CES- 
34th S れ e が Cor, 3rd Avenue 
86th Street Cor. Lexington Avenue 
125th Street Cor. Park Avenue 
—BROOKLYN— 

E,F.AIbeeBIds ： "De!C & 化 Av さ . at Fu!tonSt. 

彰じ日 II 巧最タ 
日 化 午 察 T 本 能 巧年衞 

mmml 


I i ミ! P 體醫 



F. I. FREDERICS CO. 
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CLOTHES BUILDING 

" PA 反 EXCELLENCE " 


ICo も e SUidio 

730 Fifth Ave. 
Cor. が th St. 
Tel. Circle 4406 


Oriental Art Studios 
J. Y. 抽 atsumo わ 
1 お W.34 化 化 N. Y. C. 

Tel. Wisconsin 化け 
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KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 
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著 巧 人 本日 

巧 專靴聖 小 

てし 張 出 員 店ら がに 發 希が 
がけ 屆日即 は 靴ら お 5r 法寸 

を 小き » .せ 小き 巧ぶ 小き 巧 



類 討 時石寶 農を 貴 

會 商柳靑 



しと 旨を 艺切 親と 直 正 
精を 品 巧る あ 用 信 St 確 
が 持 ま 一物を 生 御し 還-. 
すまし 致賣 眼で;^ 

引 割 四 至が 割 ミ 

Aoyagi Co. 

1 が-巧 7 W. の nd ST. 
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牧師 宮崎繁 一 
お 事 脇 崖 義人 

諸 集會， 

日曜 巧 巧 午前 王 時 
日曜 華 校 午前 十 時 

鱗 浦 日曜 キ 後と 時半 
が禱會 水曜 夕と 時牢 
を 宿を 


位置を が 巧 亞をお 
を 下町 迄 十五み 单 
生會 社員 じ 最適 
巧備 圖書雜 誌巧妨 
を 種 娛樂具 館 易を 
堂 あち 

便宜 碌 業巧旋 旅を 
ま 巧を 種事袭 劇を 


弊 巧は 實質 誠意 恐 速よ 義の 
をに 御 ±產 物】 式 卸 賣痕段 
で販賣 致します タみじ 約は 
ら中 御用み 仰 か 下さい 主せ 

◎欧米を 種 時計。 置 時 封- を 
◎資石 貴を 屠。 銀製 器具】 ま 
◎を 褲萬年 筆。 を お 輿を 筆 
◎蓄昔 器。 レ 31 ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タイプライタ！ 
◎船 切符。 がな 寫巧钻 お瑞臺 


i 

午沒 一二 持よ (時 
巧 巧祐巧 K 

ドク ト it 

窩是費 多 


▼學友 聯合 晚餐會 ▲ 

ロン ピア 大单 H 本ん ホぶ 協を 
巧 15 W . ニ 5 さ st . J ミ さみ N . Y . 
(ぎ B 三 dhii をち 70 で t 贾) 
每巧 第二と 祭 四を 曜日 正 六 時ょ 
，を 大學 M こ ay 呈|。 食後 间 おれ 
を 室 じて 會談 ず。 校の 內外 . V 問 
はや、 日米 學タの ホ おを 乞 ふ- 


n 6 


li 


本 
人 
4 基 
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な 




諸を 含 


« 巧說软 (日) 八 時 
日 お學校 (日 ご 一時 キ 
をを 集會 (水) 八 時 

八時 

婦乂會 
講巧會 


皆 


設 ^ 

を 宿を、 巧 あたを 
會ブ み 案 用 巧、 をの 化 
乂 事め 巧 相 淡 じぶ 
ます 0 


ブ 


で ー 巧と 十恶 


領事 箱 お 側 建衙お 0 お號室 

巧が 请 

游ぶ爾 A 

170 B 夏を ミ， 三. 置 y 
Tel . Coftlamit 巧 巧 巧 普 


洋敝 調進 

クリ！ ニン ダ、 ダィ 

イング、 修棲 等】 切 

ミカド 洋服を 
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巧 話 = 


本 保 

ン タ^ ~ 

X I ニ 0 


紐 育 州を 認 / ノ 
巧務 ちを 許 
を 巧 帝大啓 巧大ホ 
ま 婆 復習 稱 卒業 
元浊み 

^產婆 松本綠 
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ご 一木を ま 
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巧 ho 扫 か .， gorth 22^ 

會おノ 方 n 洒游 か/ 篮 いが y 
衙自 を/タタ ピ港好 巧 巧 チホ 
巧々 k 蚕キす サィ 



贷關事 か 前 
を洋一 t 一地 辟 じを 阻を 
乂そ 法に 離ず 
切の 御 諮が じ 
道 渡船 貨物 運 
帆を 稅が 斗蹟 
毒 都 
に 誠 

實を^!!|御用命じ應中 

專新取 祝 

W 1 L でを 广愛 をが 夸 

虽ニ巧 夏を ミ-晏 
、、ジ ミ一烹 - G 養。 基 芝-す 6 


書 等屢呈 ず 。 t 
ボ じ瓜理 店を が 


JOICIC 里 OGCR 产 Mb - ~ 
ニ 1 West 空 h s.f ジ； 

ジ I •至 V ミ ide 篇 73 > ジミを Is 是 | 

を 巧 お 九 時] 午後 一時 

H 巧 午 巧 九 時 1 午み 四時 

ドクト^ 小 栗乘ぎ 


診療 I 

午前 十 時ょ ち 十一 1一 
時、 午後 六 時 ょら 
八 時、 a 暖は 前約 
願上慑 

ドク ト八 

山 ロニ 一之助 


1 讓 

廚約願 上 巧 

チ か大學 

かす ブメ尸 vy 

皆學巧 ± 

舍 ぉ悅彌 

■ / > 


お 五十 S 了 目 


H ご 一 


が 藤 
洋服 巧 


を 話 
グラザ 


八 六 ニー 一 


徵兵 猶豫ー 

手續は 一巧 化 一日 お 
™ b で 無 巧 £なら ま个 
I 地方な 留 又け 事務み 
化の 爲めホ 手 續の遲 
齡 若' 諸君の 巧 宣を圖 
ら 今回 小生 にがてな 
f . 巧と 锁始 する 事 & な 
らました 。希望の 方 
I は 生年 巧 け、 原籍、 

I 班な 巧、 最 巧の 猶豫 
巧 日 明記み 上申 お 下 
さい。 手 數巧一 弗。 

紐 育 商事 研究所 

所' 長缠 f けと が 純 雄 


お 巧ィ 

320 Manhattan A さす ニを 114 ぎ 
言. 是 Tel . 3 ミ lent ま 里 


化巧靑 を 理想の 曲 ホ 

扫 本人 1円 年會 

》<巧8ぞ單ブ1.芭ち1{|12ミ 
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も 

願 哉 

U 邸 9 .3 

H 刑が W 

S ご .W 
5? 冷拓 

苗；^ 

ロ 

U 
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i 雞 揉治攘 

マッサー ジ 、整形 

醫科學 的 運動、 腸 
灌 注， 水 治、 光線 
巧ち 氣 治療、 其 化 
紐 育 州を 鼓 

フィ ジオ シラ ヒス ト 

西が 幸 巧 

扫歷 外每月 午が 化 
時ョ ，午を 九 時を 
を 話 前め 願 上 候 


檢眼 おじ 眼鏡 調節 


齒科馨 

▼彰察 時間 A 
を 日 (日 晒を 除 < ) 
午前 九 時よ b 
午後 五 時半 
水曜 午 的儿時 1 
午を 一姆 


H 本、 まが 寶玉製 美 
術 品* 婦人 用を 銘其 
他 装歸品 

阀島訂 r ァ か 

を 等 美 满品後 偉' 
曾綺 品、 スト 9 ンダ 
日本 踞裁境 


笠 ザ 洋服 巧 
丸 山 洋服 蘭會 


西 四十 六 T 目 六十と 番 
電話 ブライアントと 0 とか 


機が 工具 製 巧 
運 勘 具 並な 县 
貴 金屬及 時計 

松 本，？ パ， 

寫眞機 レ デ J ォ 

ラン フン エ^ド 

美術品 販賣 修理 


第五 巧と 一二 oj 

へ クシ ヤ I j 
ビグ ザ ング內 

小池寫 舘 

電話 チ ー ク か ， r 

四 四み 六 


十五' 年の 磨を ある 當 校は タ 為の 
經驗ご 新 智識を なする 敎 姉を 聘 
ム」 ■ し 自^ 幸 
操 おが k 
び 運轉を 
の 修得す 
べき か 要 
な 機顆的 
智識ぶ 短 
巳し 


期 巧； _ 

て 最も 龍 
牵 あるが 
を 的 技術 

を お 習し を狀 獲得を 保 證し磯 菜 
ロを も 周旋し ます" 



若き ホ國婦 A 
日本人への 矣 
語を 授 じは 多 
年の 經驗を 有 

す 0 一ン ブス 

ンお 十五 他 
每 H 朝 九 時ょ 
らが化 時 迄 何 
聘 じても をし 
H 耀 日は 一 轉 
よら 四時 迄 


ぉ 2 

*h C 

相 1 

d S H 

私 li 

& w w. 

11 


お 船 巧用澤 
船具 食 巧 お 
か洋 を 雜 貨販賣 
藏 出入 稅 關手續 
諸 荷物 運搬な 扱 

遠滕小 乃商會 




るので 一 般き巧をも前を傾哪？1 

わ 先 眞閱だ VJ 云て 居る 。 i 


尋れ人 一 

含 城縣) 大橋武 雄 (長 巧逝软 
巧ず A (同) 佐 伯 媛 雄 ニ^ 島 
お) 中が 榮ニ (同) 灌邊泰 巧^ 東 
京 ホ】 古澤 武之巧 一 (か 歌ん 縣) 
巧 藤 甚之丞 (おお 腐) 松 下-南 之 
吉 (山 ロ縣) 德原避 帝 (熊 
本縣】 西が 巧 喜 (を： お縣) 股 勝 
衞 (山 ロ縣) 原 基を 一 (変 祕縣ー 
橫田常ま(岩手縣 ) を 水 淸 ロ郞 
(が 歌 山縣) 化 本平吉 一岳 九 島 
縣) 國上時 愛 (愛知 一が) 水木 松 
(長 麻 縣盃旧 內藏ま (を 古！^} 
水 お 米松 (熊 本縣 な/小 
樽 ぉ) 大町化 造 こ觸 廣縣 )，| 一又 
伊 度み 

をの 者に あかを 
候 間 本人 若く は 紙 人 心 主况 
化 巧 御 通 か 願 上 

紐 育 帯 ^領 ぶで 舘 

ニ S こち k I ゴ 




ホを 英文で ホ顏 又に 能 < ホ 
やぅ 簡單 明瞭に 歌 明した 卞 みが 
出 巧ょ した。 內作目 ホ 進！ をし 
ます、 御寶 下^。 j - 
》 Kuii 呈， /4 E . 呈 h SU 孕 

成功で 秘 談- 

^ ま 英語を 琴， 事 
^ 巧の 第一 す 
矿 じは 日本 玉か授 
に 慣れた 専任 攝 A な 
えら 渡 切 じ 食 お 通 
I 信 文 社を 語を 装療し 
、ます。 日 躍 週：：：! おじ 
午前 化 時ょ ちを _ お 十 
蛛 まで 鱗 校し こッ 
乂ンと ト五紳 T;- 
伞 U 海-^- しタ按 みれ 



新鮮 魚 か 一切 

目ネ A 向きの 生魚 澤山取 b 瑜へ 
特别ホ 沼で 大勉强 をし ます 

サヴオ ナ魚巧 
SLUMBIA FI 芸呈 0 0 YST 里 黃 ET 
2 言 West 61 st ぎを Corner Amst 置 i live . 
ブ~. GolumtIUM 9 ニ w 


♦亩お ♦雜誌 ♦新聞 
が 寛 室を 開 
執務 午前 九 時ょ も 午を お 時を 

紐脊 日本人 會 


ブロ — 

す 一 


とと 五 

00 と 0 


話ナ ークグ 一 00 と 


iE -41^ 

1 寅 7 1 st A ち. 


每巧十 K を 巧 
- 部 十 化 

す W ジ rk 巧な 


日本 ご 支那 ご 滿洲ご (中い 

誰が滿渊^繁榮 

ミラ— ドに 公 ロ ふ 


さした か 


細薰お 


【八】 

若し H 本 じして 張 作 森の がな 
を 巧まず、 且つ ミラ ー ド 君の ま 
張す るか < 日本 •か 殺した もので 
ある どす るなら ば、 別 じ 日本が 
を接手を下さ^=>くても、 巧お巧 
員 じ 暗 巧せ しめたら い/一澤では 
ないか、 ホ ひは ホ''、 ラ] ド 君の 
云 ふが か < 、日本は 山 東 省を の 
化で 别じ固 民ず の 化 進を 邪馈す 
る 化 b じ、# ザを 化 京 じ おがせ 
_ しわる 方 か 得策では ない が， こ 
I れじ勒 して ミラー ド 君は 恐ら < 
j 答へ るで わらう、 H 本は 張作霖 
一を 巧かない ご 共に 困 民 黨トも 嫌 
I 惡す もが、 山 柬省ビ おがには 亟 
-诞 してち るの だ ど、 ちし： n 本に 
I して 巧洲を 欲し、 最も 狡 お。 手 
I 段^ 滿洲の ホ 人を たらん £ しじ 
I のであるなら ピ何 かこの 混淹た 
るを 局 じ おじて 一を 化み 地を 占 
，め かつれ ので あらう が、 をれ 
おでな < み、 張の お 継を である 
張學を じ勸吿 を 巧 ふる ど 共 じ、 

惟 わべき 巧を 政府 ごの 交渉を 許 
をし 旦つ評 誰を 員たら しむる の 
; 巧 6 じ、 巧め 最も 强巧 なお 巧に 
及ばな かつた ので あるか、 ミラ 
I ド 君は 恐らくを へる であらう 
『 H 本は 要する じ 時の ホる のを 
'，恃 'て 居る の だ 一 ど、 取して おら 
どす るなら じ、 n 本は 何な 首相 
をして 中外に 街し 嘘々 ち 那に領 
上 的が 必 のない こどを 言明せ し 
め、 を ひは 黄 巧 わる H 本のを 傑 
である 內田伯 や化测 大巧を して 
このな 言の な義を 釋明ゼ しめた 

し <、 U 本は-体 をのが 機の 
到 ホ る ものを、 どうして 巧 待 
する こごが 出 ホ やう ぞ 
【九】 

さて ミラー ド 巧の 所謂を が じ 
於る H 本め M ま、 特に お洲 のを 
れじ對 I て け、 事な の 巧 相を 知 
らしい 4 爲 じは、 先 づ巧ホ 上 じ 
わける 火；； < ■る 誤謬を 正さ けれ 
ばなら；；？ い。 

先つ 第一に ミラ） ド 氏は、 支 
那 A び お洲じ おする U 本の 特殊 
な 位 おど、 利權を 巧まして 居る 
が、 こ C は 誤 b である、 なに ミ 
つてな の 隣 をん 人は 數十 了を 隔 
てた 町に 住む 人よ らも、 より 密 
おな 位 巧に 隅 係を 持つ、 化に お 
若し 隣 あの人が 惡い 癖を 持 も、 
亂 装ち であ 6、 嗔巧 がきで わつ 
むら、 を ひは 不衡 をのな 人陆で 
あるか、 おしく は 化の 飼滿 がを 
巧な の 安眠を 巧げ、 或 ひけ 彼の 
袖犬が化の娘 v -傷けたご^ るな 
ら ぶ、 进< 離れた 友人は 平 おで 
あるか も 知れ 《 が、 なは 隣家 じ 
巧て】 谈利持 も 込よ ねば ^ら《 
ち那の 隣が じある H 本の 位昭は 
即 も-* の 鹏係じ 等しい もので あ 
る、 即七 支那に をた 事象が H 本 
じ 巧 巧な 縱 係は あるが、 をれ ご 
词 じぶ 證 か-- っ 見て アメリカは、 
何を特巧じ關巧が：：^いのである 

U 0 】 

滿洲 をを むヴ那 じ化留 する 日 
本人は、 約 化 一巧 八 千人强 VJ 見 
械られ て 居る、 この 中 上がが ニ 
_ぷ 人、 おが じ 五 千 人、 濟 巧に ニ 


i ぺ 

千 人、 巧 ロ じ ニ 千 人 等 じて、 上 
記 五大 都巿 にめ るは 資緒 猫の 五 
億圓 、楠 巧、 海運 等の 諸を おじ 
て’ この かを 數の銀 巧、 巧舖、 
エ堪 、學 校、 お院 等は り 本人の 
資本 じ 化 6 H 本人に 化 b て 経を 
さ H てち る、 これ 等の な留 民は 
恰 から アメリカを 巧 どめ なが じ 
化 b め I 万人 現の アメブ 力が 人 
ご宣 をが か 居 化する ど 厨楼の 日 
まな 約の F じを 巧し つ I ある 者 
でを るが、 而 かも H 本人の 生命 
財を のな 巧閒 題なる ものは、 を 
の 數もタ く 且つな 留 はがを かじ 
散 化して 居る ので あるから、 自 
が アメリカ のをれ ご 自ら 趣を 異 
じして 居る ので わる。 

滿洲 ぶび 租借地で もる 關東脚 
じは がで 人の 朝が 人を 化を のか 
じ、 十と 巧ん の 日本人 かな 留し 
I て 居る、 晒 東 糜が千 化な サ八 
年に まる 巧に 於て、 この 化 ホに 
巷した るを 額は ニ 億 ニモ 五な 巧 
圓 、大小を 間會 化の 投資を 五 億 
と 千 八 百で 圓 、日本人 銀 巧の 日 
本人 じ おする 貸 出ち は 一二 億 八 千 
五ち 巧圓じ 達して 居る。 

【 M 】 

ミラー ド 君に 從 へば、 巧滿鐵 
道に 整され たを は 約 五 千万 巧で 
ムる のみな' ら で、. 段 道は 曰 シア 
人 じ 依 b で布設 され、 今日の 許 
優を ホした 巧な も 結局 支那 入の 
乗客 & び 貨物 運轉の 結果で 、 H 
本人の わ 蔭では ない 相で あム、 

が 事 貪 にがてを 滿 鐵道會 社なる 
ものは、 創立な ホ 千 九な 二十 六 
年に 至ん 間ピ がて、 鐵道觀 じ ニ 
億 ニ 千 あなで 巧、 終結 点の 港灣 
なな じ お 千 五 バ方圓 、石 お鑛の 
開發じ 一億 ニで 九 百万 川、 溯鐵 
鑛山 及び エ 海に 四千 五亩巧 W 挪 
^ と 億ぶ 千と 内 巧 山 ごい ふちが 
を 費して 居る のみなら 中、 この 
间 期間に 於て： i 本ん 及び 支那 人 
非昭關 員を 牧 をし、 ミラ— ドち 
の 所謂 『陸軍 病院』 じ 一千 六 百 
方 山、 支 邪 人の み じ 設けられた 
ものを をい 學巧じ 一 千 四岛万 旧 
即ら これ 等の-切を 合し 千 化な^ 
二十 も 年に 至る が じがて 二十 億 
W 英乂 ん ごしても 巧して 些少な 
をでは。 い 十億 废ご いふ ものを 
日本は を獨で 投資して 居る ので 
ある 0 

M ニ】 

が洲今 H の繁 をに、 支册 人の 
勞 力が 巧て 力 わ もこ ごを 容認ず 
るを け、 なに 一寸 ミラー ド 君の 
言葉を 巧 借す る、 f 若し 過去 ニ 
十 年に 瓦ら てこの 十 萬 じ 巫々 
ごず るぶ 抓が 滿洲 じを 化しな か 
つむならば、 巧滿 鐵道會 社は 今 
n のかき がを ー はなら なかつ た 
で わらぅ』 而 して モ 九む 二十と 
ザ ほじが て 滿洲に 移 化した 支那 
人は が 巧 A に逮 し、 昨年の が 化 
を a 恐らく これ じ ニ おず をで あ 
らぅ ど 云 はれて 居る、 がら ば 彼 
等 支 服 人 ' W 阿 故を の 每い巧 力を 
利用して、 支那 本 ± な 内じ锁 道 
をが 設 しないの であらう か、 こ 
れ等數 だ 方 人じ乘 々ごする 彼等 
は H 故 巧んで 日本人が ま 牠を濫 


用して 居る ど 云 はれて 居る この 
地 じ 雪崩 达ん で來 るので あらぅ 
が、 巧々 が ミラ ー ド 君は この 勘 
機 やを 響を、 巧みに 何處 かじね 
じ么 、で 居る ので ある。 

お 道 沿線 幾多の が 出 媛-し、 鑛 
山に、 エ琪 じ、 店舖 じ、 これ 等 
無 おの 支那 人 移住を じ 就職のを 
を銷 き、 滿洲の 富 源を 開が した 
ものは、- をす るに 日本人の 精力 
€ 企藥カ じかなら ない、 南滿激 
道は 敎育 、保健、 病院 等 S をを 
講中る ご 共に、 有力なる 農事 硏 
究 所を 設けて 植物 類の 蹄 子と を 
配し、 農民に 凿 してい かじ 良 < 
いかに 多 （の收 獲を 得る の 道を 
啓を して 居る、 数 だでんの 支那 
人が 溝が へ 移住す る 理由は 即も 
これで ある、 而 して 若し H 本 じ 
して 支那 本 十一を 跋厕 荒廢 せしめ 
た內 乱の 波及を 防止し じかつた 
ならば、 滿 糾は斷 じて 今 H の繁 
をピ將 巧の 隆昌を ホ さや、 內亂 
ど飢 獲の 荒む たるま 邪の 樂 よた 
b 能は なかつ たので ある。 

ニ I 己 

日本が 滿洲の 開 發じ巧 力し、 
ホ かの 維持 じ 巧む る ことは、 勿 


論 利己的で あらう、 こ 十 巧の な' 
留 H 本人 ど 滿賴は 彼等 自身の 繁 
をのた めじ 慟 いて 居る ので ある 
而 して H 本 政が はこれ 等 自威巧 
のまを を： is て 居る ので あるが、 
而 かも 同時に 教な 万人の 支那ん 
もを の をに おして 居ので ある 
〔♦情勢 巧の 如し、 左程 じ 馬鹿 
でない 尝の ミラ ー ド 若、 單 なる 
想像の 繪 具を なて 陰變 U る 書を 
描き、 事實を 曲解 曲 辯す るの み 
::^らず、 自みの巧宜上じは數ぞ 
が舒 まで もが 麻 化し、 粗雜 K 化 
太平 巧 戰亂の 恐怖を 描出 せんご 
イ るに まらて は 巧 人 か 彼が 巧く 
する 動機を 疑は ざるを が あらう 
か、 而 かし 個人の 持つ 隱れた 動 
機を 謡 別ず る こどのを 難な こご 
は、 國をじ わける 琪をじ おして 
なは これ じ 鬼 や巧ピ 言ぶ する こ 
ごを 避けて、 巧ら じ 筆を 進めて 
支那 及び 滿渊じ おする H 本の 立 
場に 就て、 をの 眞 巧を 述べて 見 
やう ♦〕 

■註 〔♦〕 巧は ネ 1 シヨ ン 誌の 論 

义じ現 なれて ゐ ない 巧义 でん 

らます 0 


を 外ぶ 貨 一億 圓余 

を 銀 巧の 預金 もを 前の 邑 額に 

ま 京 特電-日 發 n 大藏 省の 獲を する 所 じあれば 昨年 十二 巧廿 
五 H までの 輸出は 十 义億ご 一千 化な 二十 巧 田、 輸入は 廿 一億 四千 
ホな 二十 巧阳 じて この 外 じ 臺灣ミ 朝鮮 どの 輸入超過は 一 慮圓で 
をる、 おして 十！ ちボ H わ. 正貨 總 おけ 十 こ 億 あ 巧 方 働、， 化 外 正 
貨は 一億 一千 九な 巧圓 でを るが、 昨春の お 巧 大變動 0 巧が 少の 
一途を 辿て 居た を银 巧の 預 をはを 齒を殖 じ‘ 徐 々巧な し 舊鹏ニ 
十八 H 大藏 省の おます る 巧 じ 化れば、 十一 巧の 預を總 巧は 巧 ニ 
十億 一千一 二百 巧圓じ 後び 空前の 叙 記録を 示し 昭か 元年よ b 1 億 
六 千 巧 圓の增 加で ある、 尙ほ 政府は 舊臘最 巧の 閣諸じ おいて 直 
もじを 輸 解禁 調杳に 着手す を こど： なつた。 


昨年の が界 

推移の 跡 

外務大臣 壌、 十二 巧 
ぶり 商務 書記を 肴電 

が界 動搖の 後を をけ たる 
本年の 巧が 界は 特別 融通 資金の 
かぉ、 金解禁 論進轉 、支那 問題 
巧 替動搖 等 極めて タ 拳な なしが 
一般 購買力の 减 退、 商取引 ホに 
脅 易の 不振 じょら 不嵩あ 相當深 
刻 ub しじ 拘ら やが ホ 面 どもみ 
萬 じな き^ 跡の 巧れ て 居る、 金 
融界を 見る じ 巧 離 資金 放 おの 結 
果 異常の 緩漫 、資金 偏が のが 態 
を呈 したる も 政が H 銀の 通貨 收 
縮 策 じ 化ら 之が 媛 かを 見て 銀 巧 
整埋も 殆んど 

完了 しを 利 化 巧 巧が 巧 整 
狸の 進が じ大ぃ A る 効果を おへた 
お 業 巧け おじて 操業短縮 じょ b 
漸く 需紛の 調節を 副れ る 化 おな 
るが、 を 利負擔 の輕减 、生を 費 
化 下、 能率 お 進 じ 站當の お績を 
擧げ じ、 貿 おは 上半期 順 刷 推移 
を 見て 巧况 期待され たる も 十二 
巧 中句を 輸出 十九 憶 九な々、 入 
超な ニ 億 一千 方、 前年 间 巧に 比 
し 入超 巧 一二 千 S. ゎで 圓を增 加し 
結 お 下半期 じ わいて 不；^ を 示し 
たるが 右は 輸出し がて 生糸 數量 
お 加 じ おらず か壤 化を のた め 偕 
格 ニ 千万 叫 •か 却つ て威少 せる こ 


.南洋 じ 於て は ゴム、 做 糖 
懼格 下落に 伴ふ購 I 貫 ヵ减 退に 排 
日貨も 加は b、 巧 巧 ホ ホ 振、 更 
ら じ- 般的荷 爲替の 動搖あ b し 
じ 起因し、 輸入 じあら ては 下半 
巧 じがけ る棉 化の 補充 買激 あが 
資易 巧に 影響— たる 所大 な- 
がを 般を 通じては 棉 化と 千 お 巧 
巧、 ホ 四千 五 巧で 等ん 超が せる 
じ 羊毛 千 五が 巧、 鐵 類、 機が 媽 
柯れも 一千 巧等增 加せ る じょる 
要 -T る •し 我が か 界の將 ホは ホ だ 
整理 時化の 延長 ど 見るべく、 例 
々整理 進搜 、がか 情勢 精 じ悲觀 
が 料は なき も か 解禁 ぞ那 問題を 
控へ愼 重 馨戒禪 じ 推移 i ベく 観 
測 せらる。 

わホ眞 闇な 

金塊の 移動 

輸入に 化しい ドキブ 

ニユ i ョ ' — ク •タキ ムス 紙の 

報道 じょれば 昨年度の 岡 際を 巧 
移動は 頗るす 調 じて 千 化な 十四 
年： 5 ホの こ と じ屬 して 居る、' 即 
も摄 みと 個 月の アメリヵ 輸出 离 
五 億 一二 千' 白 巧 弗 じて 輸お 先は 巧 
米、 獨 、佛 、がで あるが 十 巧 L 
6 舊臘に 至る を 塊 輸入は 五 千で 
巧 (をの 中 一二 千と 巧 万 弗は 英 W 
から) じて こ S 同期に 英固ー 
も 金を 輸お しお 獨八千 五な、 み 巧 
對佛 一億 弗 じ 達し 居 b 、/ 今年に 
入らても フランスけ. マ' メリ々 巿 
場から 金 巧を 呼 寄せる 傾向が あ 



Wing Hing Low 

む inese R が iau な ni 

3200 eVay, N. Y, City 


Quang Gan Low 

Chinese flesiaurant 
112 W. おけ， 化 むか 


《ミ ty Hall T が Garden 
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Ne づわ tha Tr み une BMg 
Loo Lin Manager 
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ご 目 了 巧 十四 
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College In 打 
3100 Broadway 
お i. け 3rd い 24 化 化 . 
Tel. Mernin が か 74 巧 
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曰 
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お East 2 が k なけ et 
W. Uxingfon 57 の 
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Ho お I 足 Re が aurant 
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む ble id かが S ntlii 化 



TAIYO 

1 が West お 化 化 
Tel. Trafalgar 抓 巧 


T0Y0 KWAN 

41 E. 19 比 St. 

fist. B'w 巧 i が ii A 化 
Te しが gone { 山 n が 扣 


DARUMA 

巧 1— が h わ ft. 
Te しわが n パ 的 9 


The Tokyo Co. 
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T •し Tufilgir 6 刷 


uuwmMA 抓 


1 14 E. 59 比 St. 
New York City 

2 巧 3 
化 57 


化 one. fie が nt 


KIN が 0 & 巧 T が OP 

IMPORTER OF 

GOLD の S 过念 MRDS 

/ 動 真 力み 

物 策 十 種 
一 篇リ金 
切 •類ャ 魚 


DANCING 

411 W. 115 比 St. 

Tet. Cathedra; が 08 hi 3 


庵 桂 米 日 


Kawasoye Hotel 
巧 8WesH23n) 化 姑 . 
おしむ the か al お 10 


御 

旅 


河 


添 


SHOWA 

53 We が 105 み 巧 
Tel* Clarkso 打 0981 


KATAGIRI BRO^S 

224 E ： •が 比託 
Now York City 

Te しおが nt 34 邮 -3481 



^I vgJCo 、 

340 W. 58 出み . 

Telephone: 
Columbus 8882 


(1 ■ 目 • 水) 司壽ぉ 


號 八十 昏五千 一 第 


攻 わで 斬な 打 脚た 孤 m が 


日幡水 


曰：: こ 月 一年 四が 昭 


を 樣の御 嗜巧じ 適 
揉 化の 御 巧理ト 

i 趁 

をし ますから 績 々斯 
ホち を 巧 ひ まず 一 

0 、還 S 

晚揃 ひの 巧 理人數 
ぉ 日本人 諸君の 嗜並八 
じ 通す る 巧理を 差*^ 
よす。 朝 S 時 迄 開た { 
(なサ 五 T 目 ナブ 
停車 巧の 下) 一 


まがち 理 i 

が 廳ぶ園 i 

司理 人な を 一 
巧 勤の 方 じは を 
の 御 便利 じ髓 へぶ 
晒を 席の 御用 じな 
や， へく お 關巧ホ 巧 
ず 變わ引 立願 巧を 
巧 上 御 ま 內申上 候 


ホ じ 御 料理 



ん 

反な 

5 綱 

F 4 M 

G 削が 
NU 础 
A 脱圓 

H 齡 

N 紀 


S W 

3 


.支那 料理 

\ 新 杏化 

弟樓 料理ん 歐廉が 
腐！®^ 巧つ て 日本人 
諸 若 4ft 好に 適する 
巧 理を遵 上げまず の 
で窮 と^のな 二十 ホ 

了 目の ずャブ スィ £ 

云へ ば^ 日本人 諸 
君 じは 巧シ 程好 詳を 
博して 居まず 0 
巧卒繁 々御^の 程 
ホ 上ます。 

王、 日 巧は 銭 巧、 シ 
クマイ、. 春 巧が あ > 

ます 0 


ザ 上 金魚 巧 

W18 Sixth A さ-, Hew ジ rk 巧 な. 
phi 妄 cle ちち 


媛の 蒲燒 おいしい 巧燒 

會廢 御巧理 

畫 食は 末廣へ 

叮峰簡 巧畜巧 大お强 


割 慕 並 U 鉤娘舘 


生 



培 巧 
巧 弟 


巧 巧巿西 八十 八 了 目 一二 ニニ 
« 装ス 々イブー と 八 ニニ 


高等 御旅 舘 

東洋 館 

會廢御 料理 


御が 理 滅知卽 

太 陽 

壽司每 日 あちます 


H 本 食料品 類 及び 雜貨類 卸小賣 
ホ 之 ま 大資搁 桑 山廚會 
巧 巧 香 籍雜誌 小間物 ロ 用品を 種 


巧タ九 時を 巧 ま 
メ I グア ドレス 〔年-巧 

東京 巧會 

ト タンク 巧ら ます 

貪を の較 あち 


日本を 巧 品 
日本 雜货巧 
* 巧 巧雜を 


レヤ トル 市 

NP 旅館 

W 06 •ま h Ave . WO . Meat ユタ Wash . 

巧を な 前 あを ご IT 左側 《階を 
H 本 巧 船 切な 取 巧が 巧 場 送迎 


ロス アン •セ ルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

/ ご 7 N San す dro 資._ Los Hn を es , Gak 


舞踏 個人 震 

▼化を ダンス ▲ 
►お' 情 ホ 操 A 

朝 十時ョ ，巧 十一 時 

シャリフ •ダン シ 

ング 師範 學校 ネ袭 
上衫 タマ 


を 話 V ラィ r ント 

を ま。 を驾を ま 

.ザち， 重 萄 

か 西 四十 四 T 目 
ニニ— 二八を ご 庭) 
さ吉 ち！ \ 青 EMP 吉呈 GY - 
な ニ 18 去を を th ぎ N . Y . G . 
Te 三 立 yant ち 75 



會厭御 料理 

昭 和 

が 別规 日本 おを 新設し チキンの 
水 案を 始めました。 チキンの 水 
煮は 一二 時 脚 お前 御を 話 願 ひます 


御 下 梅喜樂 

元巧綺 旅館 おな 直 お 
養署 巧.， 巧。 晝タ H . Y 
す 勺ぎ g てち 17 


邦人 クタ ブ ¢1 



58 Mands 資 .巧 30 互グ H . Y . 
Tel . Tria 量 e 74 な 


▲淸巧 > 親切、 氣樂 U 兰巧 

勢州舘 

.ザ 巧 事を 久 間を 巧 

•225 E •塞を Str ま t 

ジ 一. Re 巧 nt W だ S 


岩 巧旅銳 

な函 新聞 ホ數取 揃へ 居まず から 
近所 脚立 富の 節は 御 化 憩 下さい 
woo でた 1 田 h S すを 呈-巧1|3 巧 a 己 335 一 


力 旅館 改め 

帝國 旅館 驚 

146 W. 苗 ih Si す こ ork 
Tel. ぎ SQuekari ミ芸ち 


紐 省 旅鑛累 奥— 

k 四十 T 目 ニ 四 ニ 巧 


\ Tel . Call を呈 ia 吉 74 


レスト \ J ブント 

並じボ ー デ \\グ 

蔣 物な 巧檢 お；^ b ます 

181 三 量 Ave . 呈 . 1 言 th & 穿 t ぎ. 


ボストン 巿 

富 丈 旅 舘大浦 末 

1 さき 吕 ester St . & 另 ton 3 as 产 
Tel . B . B . ちな 



費府 御旅 鑛 

桑山淸 五郎 

さ 8 を U さち h 資. さ ミを Ip 至 》 pa . 

Tel . Walnu ニ这 一 

旗業區 域中必 、綴 領事 綻、 H 本 
教船其 値錶巧 大會社 おき 凑巧 

を 港 パ ホ テが， 
純 日本を (特則 間 あを) 

御 一巧み 窠 自動車 御 出 迎申上 お 
ロニ Ca 云 ornia St- San Francis 召， GaHf . 


n 加， 醬烛 S 辕 iSSI 雜梗 上白 米 




かけ 
扫 •加 


a U 

J れ化 W 


日本 米 Si 食 巧 品 is 雜 4SS 

巧 巧 巧み 巧 ま 會化お 巧 一手 資搁巧 

日本赛 品商會 


W 唯一の 日本 百貨店 

\ '黄 桐 兄弟 商會 

スマ ドレ •戸^ ダク ッ I ず 化資元 — 


御 披露 

日本 スタ イか 

頭ゲ f を r り 基 Ji 十 丑 ^ 

目本ス タイ か 

散 髮 六十 伽 

厕 をで 毛み ょく 拂 ひぇす 

散 髮 

シャン プー I ホ 

へ— 卞 •トニック 

散 髮 

顏 ジリ- 九十 五 仙 

へ ー ャ •トニック 

マ， ヴサ！ デ 五十 仙 

U 營業 時間 N 
午前 八 時半 ょら 
午後 八 時まで 
町嘻进 速を 旨 ごし 精々 勉 
强 致します 

日本 埋髮鎭 '淸 

西巧寸 H 了目肯 番地 ニ 旨 お睾粤 

ーゴ 階 ( を ホ お ミ 巧 十 H 了 目を ) 


露 ゎ稽ホ t 

御 忙-飞 い 餘暇じ 何 ごも 言へ ロ 
淨墙靖 の 趣 ホを 御 賞玩 被 遊 度 
皆 樣^御 ホ 遊を 歡迎 致します 

一 一野澤 吉王 

I 11 ご 18 ミ 一呈 St . 喜 
.一 el . Unive をな 畳 98 


化 巧 0^ 卸 負 

/ 五味 商會 

\ ニ . i sf', N. Y . 呈 
I で | S1 さ vei ニ 745 



なる ホ 職 同胞 じ度實 
業を 周旋す 


131 務所 

が 育 ホ 西 四十 ニ T 目 百 か 一 を 


電 

お 


ブー 


蘇絲 


煎餅 卸ぶ 賣 
を 腐油揚 
日本食 巧 品 一巧 

uesirls 巧 Itic 度 Gako 

黄 5 さ ird A ま.- 
Te 三 堅 a 畏 ニ 

木 田 ル I 、 t ン グー^ 

ニ07ザこま.妄.59&呈|1ぎ6^| 

ブ一 ちす ミす 巧 nt 芸 27 ^ 


アメリカの 家庭は 

调 落の 傾向 ご 攀者潑 表 

i \ s 中 一人は) 生涯 獨身 生活 
獨 みの 婦人は 矢 張 大都會 じ 多い 
百万長者 もめつ きり 曾した 


.•， > 

ろ 


ァメリカん の 家庭生活は 愚 巧 
獨 をの 途 をた ど b つ！ ある、 ど 
いふ 驚くべき 餐秘 が舊臘 二十 八 
日 附でシ カブの 一巧から 傳てホ 
わ、 同地 じがる 社會 學者大 をで 
シ 々コ大 學のォ クバ^ — ン巧 ± が 
調 當報吿 した もので 

現な ァメリカの 人口を ホ 巧し 
て 十乂じ 一 人は 一を 獨 身で 遇 
して 居る し 結婚 年齢 期に 連し 
た 巧みを をる ど旣婚 者は 六 人 
の 中から 五 人 ごいん 較 、六 入 
の 中で I 人は 後を さんじ。 る 
か、 離婚した が 或び は獨 身で 
通して 居 るん 

最も 横 鈴 的？ の ものは こ ユョ— 
ク巿み ローチ H K タ！ で 千 九 巧 ニ 
十 年 じ 於' る旣婚 婦人を 調べて 見 
る ど 五 入の 中で 一人は 離婚す と 
かが 居す るか、 良人を 失つ たお 
で 十と 入の 中で- AU 必中 良人 
どが 居ず るか 離婚を した 婦人で 
ある 巧 だ？ 

みに 家庭 悲劇のを いのは 矢 張 
ち 都會で 結婚の おみ 率は 約 一 
割 じ化當 し、 これを 都 ど 旧を 
じみ 類し 人口、 年 齡の據 準を 
同一の もの じした 婦人の 獨身 
者 田を じ 比較して 約 I ニみ の ニ 


ホは 皮 勢で ある。 ホ も 千 八な 
九十 年 か 頃 じがて^ だ 曾て お 
婚をしたこ ごの^:^いおのず巧 
率 ニ 六 •化で あつね が、 こ 
れを巧 年度に 割芭 てる ゴ千丸 
な 二十 年 ほじは ニ 一 お •一二 じな 
つて 居る . 一一 
おら ば 昨年度、 郎七千 九な 二十 
八 年度に 結婚した ものは ど 子な 
るか どい ふじ タか五 人 じ-一 _ 人は 
必らす 離婚 裁が を 持 出す であら 
ぅどい ふこ ごで ある。 巧ら にこ 
れを 千义な 年から 千 九 百 二十-年 
じ 直る 統 討を 按ずる じが 理巧等 
のゥ で タ ーが增 加し たん 歎は 結 
おした 者の S 倍で、 稱巧 店の 特 
まは 四 倍 £ なら、 千 丸 巧 十四を 
から 千 九な 二十 五 年に まるべ」- 
カリー の增 加が 六 割 じ 街して ム 
ロは 僅かに 一割 五み、 デ リグ J 
テ センは 千 九 罔 十 年から 十 年に 
宜ら四 割 S 巧、 即も 人口の 一二 倍- 
に 祐當 して 居る とい ふから、 化 
づ差當 b 色氣 ょらを 食氣 がちし 
たど 見る ぺき でを らぅ。 

ところが、 をに面白ぃの^矢 
張 b シカゴで 開催中で ある ア 
メブ * 統計 協會じ 於け るニュ 
ョ I . ク聯錶 力ー ル •シナ キダ 


— 氏の お說で 

同氏に 化れば モ 九な 十四 年、 即 
も、 歐 洲大戰 前にめ る アメリカ 
のな 力 長者は と 千 人で あつたが 
今 H じがて は 恐ら 巧 人から 
四 万人 じ 達すべ < 『をら，、 これ 
等 新ら しいな 巧 長者の 半 巧は 大 
戰 中の 通貨 や 爲替の 暴落で 儲け 
たもの らしく' タく のちは 戰後 
疆券 類の 時 憤 上騰で 儲けた 煩 向 
が ある。 これは 恐らく 世 巧 ホを 
有の 大き；：^ 賭博であろぅ か、 若 
し；- の 一 ホの 紙 じ 巧 ゥ赌隋 で 巧 
るち 利を 搏 した ご ずれば、 ホ 業 
の 節約は、 一体 何處 じある であ 
らぅ か、 がで 造つ た樓閣 は决し 
て 永 磯ず る もので ない』 ご ある 
最ぅ 一つ。 

7 シン トン 二十ん 日を リピ— 
プ八ス •。ビ ー の 報吿じ 化れ 
W 千 九な 二十と 年度に 於る 热 
所得 ニ 憶 八 千 九十 巧 鬼、、 を 所 
得 ニ 億 九 千 九十 巧 弗 『准く は 
國家歲 入の 十 S をの 一』 はァ 
メ 9 々の 化 帶ニ平 四を 巧から 
一巧 i 千 六十よ 人で こゎ 等の 
人達" 純 所得 十で 巧& 上に 街 
する 納稅は 一割 五 か 六 厘、 即 
も 純 所得 及び 追加 稅總 巧の 六 
巧の I で、- 人が 殘 したを の 
平均は 二十 一巧 ニ 一千 ホ邑 六十 
巧 これを 千 九 白 十九 年に 比較 
すれば、 十万 I ニち 十 一 弗^ 增 
加で あるが、 同期 間 じがけ る 
をホの失業者はニ百五十一^^ 
農園で 截き 乍ら 給银 をが 得 
なかつ わ 者は 白 巧 人一^して 
音る。 ' 


外人の 眼に 映った I . 

明治の 『円 ホ y 魏譯ぉ 版 

= 本 醫學界 の 恩人べ ルツ 氏の！！： 記 


H 本 醫學莽 の 恩人べ 八ッ樓 ± 
がな 國 ドィッで 逝いて から 了 度 
十 お 年、 久しく ドィッ じ歸 つて 
- ゐた擠 ± の 令息ぶ A ビン •トク • 
べ八ッ 氏な 

日本に ゐ るを 巧 巧 子 ホ じ 
人を 慰 わべ て最 を ホ 朝、 今度 父 
博 主を 記を する ためじ 明治 九 年 
H 本へ ホてから を 大敎授 ホ」 宮 
內省 御用 おのま 巧を 辭 して 歸國 
する までの 二十 年に 直る H 記を 
ロ 本 偉 じ 雛 麗して 明年を々 日 撮 
文化 協會 から 出版す る こどに な 
つた、 が 書 じは、 父 蹲 ± がま お 
道を 驚 龍に て 旅した 當 時の 風俗 
を 蕾いた 錦 給な どを 入れて 出宋 
る だけ 當 時の 

面影を しのぶ こど じして 
ゐ る、 何しろ 明治の 巧 年に 巧た 
博 ± の 眼 じ 映 じた H 本の A 情 風 
俗の こご^て をれ が 大巧 面白 か 
つたら しく 事細かに 日記 じ 記し 
て あるが、 がが をを 初め 當 時の 
宵 韻が ± どの 巧 際ら ひろ かつ わ 
ので、 明治 义化硏 兜の 資料 ごし 
て も 大切なら のか あ 5 、 出版の 
上は 枯當 面白い 生活 記錄が 見ら 
れる 見込みで ある， 左に 巧 ± が 
生前 親 巧を 結び 病床 じ も 立會つ 
たか 化 目 囲 十 郎のお 儀に 巧した 
日記の 一節を 紹介す 4 1 化 0111 
年 九月 廿 十日 —— 本日 閒十 巧の 
葬儀 巧は る、 おは：： 一本 じ わける 
もつ ども 


偉大な 俳 媛の 一人で あっ 
わかれの 演技は 言葉の 表現の 銘 
圃を 越る て， 人間の 深い 內必の 
發 表にまで つき 進んで ゐ た、 彼 
れの 演じ わ 役の 多. （は 悲劇的な 
もの か、 歷お 的な もので をつ ね 
鹽十郞 は 六十 六歲 まで ホき たが 
彼の 若い 時を は 未だ 役者と いふ 
ものが 輕 べつされ ルは じきされ 
『錦を 着ても 疊の 上め 乞を』 ビい 
はれで ゐ ね、 をれ が 今 H 脚十郞 
の 葬儀には H 本 如 最も 勝れた 

政治家 のが 藤を が參 巧し 
てなる、 L かもが 藤を は 弔詞を 
讀んで 『か 人圃十 郎君 日ぶ 現 
巧 じ おける 最も 重要；；： •人物の 一 
人で あつた』 ご 

市の 自動車は • 

殖ぇ ミーぶ 

昨年は 一割-をを 

ニユ 131 ク ホに がける 自あ 
車の 激 おぶ b は 最巧撇 るし いも 
ので あ 5 巧廳 じがても お 巧は 

一層 增加 する もの どして 
目下 有力なる ぉ民蝴 体に お 巧の 
巧 策を 考究せ しめてち るが、 モ 
九 だ 二十 一年 度 じめ ける 自動車 
使用 巧の 增 加は 一昨年 じ 比較し 
一割— みで を 用 自動車は I 割 ニ 
み、 自動 貨車は とを であるが、 
ニュ 3— ク巿を 始め ごして ウェ 
スト チェ スタ I 、 ナグソ ー、 ナ 
ツ フォグ ク、 n ブク ランドを 郎 


直る を 用 自動 率 登錄數 は-か 
律み 六十 六 万化 手と 肯十 あがげ 
ぶは よ 十五 巧-千 五な よ 十九 輔 
とな 6 、 自飄貨 幸は 十四 巧 五 千 
五ぶ 二十 八から 十五 巧 五 千み 田 
乂寸輛 どな b 

登錄 の 自動を 緩數は I 巧 
年ぶ 八十 五で 九 も 九十 S 輔 ごな 
つて 兵る、 この 中 じけ 栗 合 自動 
車 四す S 千 八 百甫巧 〔 -昨年は 
一二 万 お 千 ご r 白 十' 輔」 も 含まれて 
增加 率は 一割 一を、 增加 率で 一 
番を 心の け 矢 張 マン、 J ッ タンで 
ぁる VI 。 



巧 釣 家は 是非 

鑑札が 要る 

キ 績は喊 めて 筋單 
本が 新年 嚴を 飾っ た 釣 おを 座 
談會 のま 人を である 釣 おがの 元 
を 橋 津^^ — ゴー 氏からの 注意」 
化れば 當地附 巧で 釣魚 じ 鑑札を 
必要 どす る' 區 域は 

バド ソン 河こィ ー スト 河は バ 
タリ— •ハー ク 0 化 (ペラム 

灣を をむ) 州 巧の 湖水 あび 河 
水で' ド ソン 河の' ニユ ジス 
] 側は ニ ユージ ャジー の k 化 
を 必要 艺— 

鑑札み をめ 個所は 

スタ テン • ブ\ ラ 

\ 

— ■アキ ミ 

. — !ナ、 ジヤメキカ》 ベ 

'ホ ロン ク •ビ— チ、. クレ^ — 
ト •サゥス •ベ 4、 0 ングア 
卞 ランドは 化 岸の 海水の み、 

シ チキ •アキ ランド 

等に I て 鑑札がない 場を な 十 弛 
の爵 金」 處 かされる から、 この 
際 ァグ バニー 州廳巧 a ンサ ー ゲ 

で*"* ~ ション •テ ハ*— トメ ントこ 

手紙で 照會の 上鑑化 請願書を 賞 
ずけ 諸事 項 じ 記入の h を 証人の 
許で 宣誓し 五 巧 五十 仙を 卦乂し 
て 送れば 阳 等の 面倒ら むく 許 巧 
•か 得られる ご。 

\ か 本の 會社 事業 じ 

遺產の 一部 寄附 

アメブ 力の ア クミ ナム 王 ごを 
はれる 故 チャ ー 八ズ •ホ] 八 巧 
の 遺產約 一千 方 巧は 故人の 遺言 
じ 基き 遺を 管理人 じめ h 日本を 
始め ごして を 東を び ま 巧 じを 配 
する こど/' なつた お、 H 本で 巧 
配され る 劇 ホは 神 戶女學 校、 聖 
^1 ク 病院、 朝が' 傅 道協會 等に 
してを の 化は 

ィンド、 ト乐コ 、ア 八メ ニア 

ダリ] ス 、支が 等 じ おける 學 
校、 病院で ぁる。 

には 千 九 巧 十四 年じバ ファ。！ 
の 自邸で あ 去した ァグ ミ ナム 製 
造 法の 發明 家で アメリカ •アグ 
ナム 會社 をの 化の 大 株まで あ 
遣產の 重む る ものは 旣じ處 か 
濟じ なつて 居る。 


タ輸 時化の 來た 


をが 目 本の 航を界 

^ 曰 本を 輸會 が事髮 計皇 


為で 

東京 特 ーち 十二月 化-日 潑 U 大 
正 十一 年 叙 立 3 巧 二な 五十 巧 巧 
めち 賓を拱 じ 巧 民間 琳巧 界じ大 
3 を 貢献 ぉなした H 本が 空會社 
は 今春 一二な 敕府 補助の 下に 新設 
さる ^ H 本が 空輸を 株式 會 おの 
ためじ 數便请 巧、 連絡 飛行を 中 
ホず るの 止 かなき に 至 b 遂に ニ 
十と 名を 解是し 一旦が 散の h 河 
巧が を會 赴を 一作 b 海軍 指を エ淺 
ごして 專 ら活疆 する ご。 

黎明 典の ゎ 如 一が ぞ をに 大きぃ 
を祕を 印し じ：! 本 航空 會 社が、 
今を ホ 日 4 一 限 b じ 解散の 止 
むな きじ 立ら い 巧る か と傳 へら 
れて 居る 矢先き を 府 から ニモ 
巧 ロの 滿 巧を をす けて、 最あ設 
々された H 木 おを 輸を 會抽 (資 
本を 一平で 阳 j の 事 震は タ大な 
な 目を なて 迎 へられて 居る が、 


日本 空輸 曾が 事業 計畫 成る 

會 社々 長 西 野惠之 助、 運が 部長 
を 部浩兩 巧は 柴 入、 大橋兩 技術 
部員を 伴 ひ 先般 歐 ホに 出張、 を 
轟 の 

航を機 製作 會祀 、輸送 會 
社を 視察し 明日 着 M すべ <1 二月 
一-日まで じ歸 朝の 豫 を、 同 おの 
使用 機 ごして A オランダ、 フオ 
ツカー 會社 のフオ ツカ！ F 
と號 八ん 乘 おょび フオ ツカ I * 

ス — バ一 •ユニ ゲア' — サグ型 四 
人 ホの 旅を 機が 採用され る こど 
どな 6、 おょを 百 S 十万のを 投 
じて を ホ摹づ i を オランダ じ 注 
文し、 目下 フォ ツカ ー 會 化で 製 
作を 急ぎつ/' わつ て、 おを くご 
も S 巧 初旬まで じは 着荷す る こ 
ご i なつた ので、 いよ^.^ 四 巧 
からを 期が 空を 開始す るは ずで 


同社では 

各方 面 にわた つで 換縱十 
および 機 關± の 人選 中モ ぁえが 
を^ 中 もつ ごもを 力な 侯^ まご 
して 目され てを & のけ 照 男 
龜 井-も 誠、 乾將顯 、^季 福、 
小川 寬爾 を，. でで、/ をの 他 陸海 
軍からら援助を5^^<、 巧々じお 
よを 二十ち の^ 去が 採用され 
る こど じ.^ た、 を 府の 補のを 
ヶ 年繼續 事業 どして 總額 
千 化 巧 九十と 巧 旧で わる； =* 
昭和 旧年 度 r は 
巧 京大 連 繳東ま 大阪閣 ( 一 
週 十二 往な) 大阪福 岡 間 1( 一一 週 
六 往な)、 福 岡を 城 間 (週 一二 
往復、 京が 大速間 (一^一' 一二 往 

大阪 上が 線 大阪福 岡！^'; こ 
週 S なお ニ砸岡 上海 邸 {j 試驗 
飛行} * 

が實 施され、 これに 要する 题巧 
填 および 格納庫 じ；' いてな‘ 机 化 
小烟 技術 部長が ま £ じつて 

證衡 のの 上 立 川、 大龄木 
津 川は 四 個を 建設す る。 旅 b 輸 
送料を は大 かお 車の 一等車 貫 じ 
急行券 寢臺 券を 加へ たものを 基 
準 どし 東を 大疲間 か 道化 圃墳物 
は一キ 。グラム おじ 一圓、 雖使 
物は 葉書 附加 おを と錢 封書 刚加 
巧を 十五 媛、 み國は 倍額で わる 

紙上 わ歲玉 

’ ホ 趙薰良 氏 f 
最少 型 銀を 〔口にのを ふ藉〕 

北 巧大朝 特派員が 
皇族 年鑑 一冊- 

お 商 察 費記官 f ^ . 
'を 今 巧 妻を 十册 .，；，； て 
香 巧 龍 雄 氏 一 
紐 育 日 會頌德 表. I 袭 
田 島繁一 

翰 便 パリを 個 Cf 1^1 
井上^ 塞 人 
嬰 斑 撮 お 專巧寫 眞^ 一個 
冷企龙 一靖 巧へ 
新刊 農籍 巧で も-触 れー 
黛を 一 _ 良 氏；，、 
釣道具 一ま罢 部純夺 製： 一- 
巧 ロ大藏 事^官 _、 

ま 臭離脫 のよ じない 



ずき 燒關处 


時下 歳晚 益々 御 淸福ぉ て 恩 i 
陳を ホる 正 巧 巧々 ょち.} ^ の游巧 
じて 牛、 鳥、 魚の すき 燒ー御 料理 
を 開業 巧 仕 特に 魚は 關西 一一 スタ ィ 
グ じて 調理 巧 致 萬 事に を 盧勉强 
仕 b 候 巧 是非 御 光 ホの 程 偏に 奉 
f 候 先は 開業 御 披露よ で t 
牛 鳥 魚す き 燒御巧 巧 ニ 

き 


と 


.み 


を Wesi ち th St . さ 
ぎ U 皂 ere を 


♦◊日本 菓子 

栗饌頌 、採 羊羹-を 澤 一を 
其 他 巧んでも あ もま 
お菓子 舖 松風， j う 

这 WJ 置 纪. TByrrafalgarp/tiA 



を壽司 御な 义じ應 じょ f 鸣 

木が 言 

當 をサ 桐が 卽氣件 

>1 ヴュ •くん 
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婦人 會役員 會を 

紐を 日本 婦人 會 にて は 巧 去 四 
日 (を權 午を 役員 會を 瞬-.^ る 
べき 新年 例 曾の プ曰 グラムに 關 
し禪 々協講 をを C る 由。 

目會 理事 例を 

が 育り 本人 會例巧 理事 會 巧 
る 八 H (窠 ニみ 曜) ザ 巧 六 時染ょ 
b 新年 宴會を 兼ねて 料亭が！. 閒 
催す る 箸。 

•勞働 部ち 傕 懇談 曾. 

が 育 日本人 會勞働 部 じて^ 巧 
秋 開催の 委員 會じ 於て 本年；， 巧 
及び S 巧を 期し 會 員の 懇^ 资を 
開く^じ內决し居たるがすネ 
巧で 旬を 期し 實現 する i ピ 化ら 
目下 瘍所 時日 等を を衡中 みる 

♦訂正 去 巧サ化 H 發巧 ^4 织新 
年号 化。— ボン！ シ 3 ン f 馨か壽 
巧 談話 中の 誤 一項を 左 の| 如/ 訂 
正す 「千 化な 二十 化 年^ 經裤を 
は 商工業は 始めよ ろし^ 終トは 
稍 わろ し、 巧 式 高、 る！!！ をの 持 
續 、を 利の 强 調の 繼續 j 


火災、 生 部、 畫 
責 巧、 装 害、 良 動 
車、 をが 除 及ジ一 
切の 巧 隙に 特 巧の 
便當 あら、 アパタ 

ホン • A キス ■ブレ 

ス會 趾發れ を化界 
通用 爲替 -ブ タフ 
ト 、旅 巧 用 ホ 巧手 
等 取扱 


觸诞黑 、雜 貨卸賣 

森村ブ タザ— ス 


が 皆 陶破媒 

ドライ グ I ズ卸賣 

太洋 貿易！ 會お 

まが ホ 巧 古、 ポストン 


# 羅府 、を 港 お 拼 (ホ ノグ^ 經 も) 

诛 おを 桑港發 

C 午 お ニが 出帆) (お 午 お 化) 

西 比利亞 化-巧 十一 日 一 月十六0 

大 がえ 二月 化 日 ニ旱言 

天巧乂 二月 廿 二日 二ち サと日 
コレア か 一二 巧 八 H 兰巧 十一 二日 

® シアトル 出帆 (午前 十 時化 机) 

伊媒化 一巧 十 置 日 
靜岡化 二月 义日 
橫渚乂 ニ g 甘 一二 日 
ご 一 島 化 一二 巧廿 一一百 

0 倫教お 日本 巧 出帆 

も 山 も 一巧 十二 日 

化教み 一巧 芸日 

樣 あお ニ 巧 か 目 
▲組 育 出帆む 奈馬經 由 目 本 巧 貨物船 I 巧ニ圃 
▲稀 络驭お 0 帶 社は 欧洲 巧、 南 来 巧 並に むを 馬 
經南 おや 津岸 巧を 親 紙を 社 ミ恃热 有り 乘城間 
巧等規 事御愧 をに 取 計 ひ 申 上まず 
▲米 國激道 切が、 寢を券 等 も 御 傑を じ 取 計 ひ 申 
上まず 


ロ 當ら霄 き大臺 一-つ 
達 装飾 綺麗、 シン ご 

でも 宜し、 ゴ八フ 俱樂部 じ 班. き 

摸 所。 

John B - を r 京 ！ ry 

苦 5 We 韋 eld F weid J J . 


t ♦金製 ナィフ 鉛筆 類 

を 

虔 ♦金剛 お 向 金 胸 飾 類 
^ ♦を 銀製 烟草入 各種 
隨 ♦美麗な ピン 時計 鎖 


.シアトル お祗 (午前 十 時) . 
あ b ぞな化 一巧 ホ 四 B 
あ ふら か 化 二月 六日 
るん でんみ (坡巧 化 机 一 一巧 十五 日 

• i 横濱 ) を 弗 _ ，しこ 自 

化し ばリ ずみ るん どんみ は 一 置 五 巧 
，一二 等 日本 巧を を 叛 客室 おな 遠を 族 室 ホな 
，御を 望に おリ 一等 割引が 沒 切が 發巧致 巧ち 

ロスアンゼルス お 帆 (す 塗 ニ 時) 
はわい 乂 ！ 巧廿 六日 
らぷら た 化 ニ巧サ 五日 
，一等 橫濱ニ ミ 0 巧祖 はわい にら 导至嗦 
►を 别ミ等 目 本 巧 直 十九 巧 ▼ミ斋 体 巧ぶ 卞な巧 


晚香 坡每ニ 週】 巧 お 帆 
▲エム プレス 露 西 亞ごニ •0 呂顺〕 

ニ 巧 二日 

▲エム プレス 亞細亞 一二ろ 00 峨 一 

二ち 十六 日 

A で ム ブレス 挪蘭西 ご ニろ 00 巧) 

ご 一巧 化 日 

A ゴム ブレス 露 西亞三 一ろ 客觸) 

一言 己 十日 
一を、 二等 n 二等 及び 下等を 設備 
•遥大 、き卖 、设 快走. のをが が 巧 船 
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資本を 車. 巧 旧 
拂込濟 資本を ぶ 千 巧 旧 
賴 立を ホ 千 一二 百 五十 巧 旧 

送 ニ 弄 銀 巧— ま 巧 

本店 ま 京 市日 本巧區 本を 尾 町 五番 化 一巧 
ず 巧 小 括 日本 橋を 內 (ぉ 京) 雲 
名を 屋 京都 大政 巧 (大廣 ) 神 戸 
廣島下 熙巧司 若が 语闲長 供 
I 上海な 敦を買 巧 水 ! 

お出 入ち 替’ 電信を を. ホを を、 旅 巧 信用が 
商業 信用 狀其化 一般を 巧 菜 

ん 菱 銀な— ま 巧 

撤里 送金" 日本が 化 無 キお巧 ニ， 迅 まお极 
本店 預を (定期 通知 ノニ 補) 御 便利 化を 
本 支店 まを 安度、 大阪、 #戶 、京都 
巧な 地名を 屋 、小裤 、上海、 かを 


▼鄕 里を を 及びを をを (無手な 巧 )> 外面 
巧替賣 買、 荷な 替が組 取 立、 信用が g 
巧 等】 較を巧 業務 两巧巧 じな 巧 可 化 侯 

3S 脱 臺灣銀 巧— 出張所 

本な 臺潰臺 化 

を 巧を 巧、 横 巧、 大巧、 神卢 、上 巧、 巧 
ロ、 福 州、 厦 巧、 地頭、 を 港、 巧 束、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 パタ ビヤ、 を K 
々グ カツ タ 、倫 巧、 巧 外 臺潰十 巧ヶ 巧 

一、 資本を 資摄圃 (を 額满达 巧) 

- 、 積 立を 一. 億 二百 五十 萬圓 

巧 化 本 支な = 橫濱 (本店) 巧 巧大坂 
神 戶をお 下 巧 名を 屋 

權濱 ぶ 金銀な— ち 巧 

ホ 画を ま 巧 U をあ羅 巧 沙巧 巧を 
巧 化 世 巧を 图 をを 都巿ニ 支店 度 コザ^ 
ス有之 お 


本店 大阪 化濱五 下目 
お 育 支 巧 組育ブ C 1 ドウで ー さ 四十 化番 

難 住ぶ 銀 巧 

ぉ f 東京、 橫濱 、名 古 崖、 京都、 神 ロ、 岡 か 
尾ノ 道， 廣 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ熙 
巧 支店 一巧 司、 小 倉、 巧 松、 陣タ * 乂巧义 、熊 本 等 

本國 預金、 鄕里 送を 等は 極め 
て 御 巧 利 迅速 じ 御 取圾可 申ち 


本店 朝鮮 京が 

ま 巧 出張所は 日本 巧 地の 樞要都 ホ。 巧货 
滿洲 、支那のを 地 及び 浦 お 巧 お 

朝鮮 銀 巧 紐 育 曲 張 所 

外 固爲替 一般 お 巧 萊務靖 々巧 便が じ 取 巧 可 

申上娱 


藤本 證券 會な 

一般 有價粧 巧ノ質 買、 引受、 裳 お 
▲金融、 ホ >1 么こ關 スニ切 ノ菜お 

館 脱 藤本 ミ；- 力！ 銀 巧 

紐 育 ぉ 張 巧 


ラム プ ぶび シルク シ呈 I F 

製造を 卸賓 手 錄商會 

式.' iM ‘ ETSCK :> CO - 

15 S 24 左ぎ 三. 暑ぎ C 重留 a 證 一 


諸 雜貨仰 買、 卸販賣 

お 旧商會 


陶 爐器雜 貨が寶 

春 閒痛會 


B 本 陶磁 黑雜嘗 類卸賣 

ホ元ブ タザ— ス 


R 本觸破 器雜貨 

ラム プ卸賣 

奈良贊 易廊會 


H 本吳服 反物 キ モノ 

テ^ — ブルク ロ^ — ス類 

諸雜貨 卸商 

I 賊 日本 ドラ- グ 1 プ商會 

巧 圳廉巧 でん 粗 巧が 流 巧は 常 巧の 巧を 


M 木 陶器 雑貨 
ドラィ グ！ ブ 卸販賣 

|g 殘木桃 ホ 組 


之 


片禍 スペシャル 


結ぶ も 
娃 の' 巧漬 
おの 筋子 
干あぢ 


化 桐 兄弟 商會 


東京 廊會 特吿 


轉送 留置‘ 


タ 1 ル I 

卽善 取扱 ひ！ 

) ヶ年一 弗な 上 一二 巧 迄 

御 便 おでを を 
.御 申 越は 今 

紐 育 東京 商會 

之 0 里. 是 th ぎ N . V . G . 
Te ニ ra 堅 葛 置 置 


ウナ^ I 力 ー の特を 

が 本人の わ 買物 じは 特別 掛 員を 置き 無 
料で 御 案 內致ホ 電話 义 はわ 手紙が 第 御 
訪問 t て 御 便を を 計らが めての わ ホに 
凿 しでは 特に 注意 致しまず から 是非 お 
立 寄す 願ひ开 、巿內 配達は 勿論 B 本 其 
他を 地 宛の わ 荷物 發 送は 當 ホで 致し ホ 

ジ ヨン ワナメ I 力 \ 


日本 郵船 會社 (並 ニを 鐵道會 社) 

代理店 巧 欄 兄弟 蘭會 

乘 車、 萊船 切符 並 じ 小荷物 運送 御 便利 じ お 扱 申しまず 


將來の 在留 同胞 社會ご 

紐 育 日本人 會 。事業 

化育 tn 本人 會 々お 草 信 か 治氏談 


千 九が 二十 八 年のを あを 脫い 
だ 巧ら しい 曆 日は 若々 しい 策を 
で 元を 潑测 どして 香 人の 眼前に 
開かれた。 新 井領 一郎 氏 やな 綻 
村豊 氏の 如き バィォ- 1 ァスが 日 
米 貿易に 手を 染めて な ホ 旣じ五 
十 S 年を 經 過して 居る。 化間資 
易の ホ 面 にがては 長足の 進 ホを 
示し 今 H を 0 て其當 時を 回想す 
ればなじ隔化の威£?きを得ない 
おして 巧留神 胞社會 むる もの も 
賓 あの 進展 图 迷の 伸暢 じ 伴 ひ 年 
を逐 ひて な巧容 をな め、 其 かお 
を も 整へ てがたので あるけれ 共 
商業の 中必 化た る 紐 育 じを b トょ 
がら ホだ內 をの 充 質を 他 ほ 族に 
誇る までにな つて 居 U いのは 吾 
人の 大じ 城み どす る 所で ある。 
東洋 移 おど 跌洲 移民 どの 紐 育 じ 
於け る經濟 的、 祉會的 地位 じ 相 
當の 距離の おする のは 何な であ 
らぅ か、 

を おどしての 人格’ お 養 及び 
手腕 等の 素質-し 於て は 東洋を 
稼は の 一で ある 吾人 同化は 歐 
拥が民 じ 比して 媛る ども 劣る 
所け。 いごの 固 信は 充みゐ る 
•唯獨 逸人の 如く、 猶太 人の か 
く 若 < は かおが の 如く、 米 人 
ど 伍して 遜色；；* きまで じが ゆ 
る ホ 前に 度 速して 進 レで 化か 
^:^ぃのは巧かでぁらぅかをち 


をす るに 根本的 巧みは 日本の 
を 族 制度の 產物 たもが ゆるが 
かき 强烈な 愛 鄕必じ ま 配 せら 
れ な 育な b いづこな b 自ら ホ 
國 東部 じ化留 する ± 地を 墳墓 
の 地 どを 《やぅと する 覺 悟が 
ない 爲 めで ホる 

ご 吾人は 確信す る。 化 恒久的み 
意を 冀固 G らしむ る 上の 一の 支 
睫は 『 H 本人は 歸化 不能』 でぁる 
て ふ ホ 閱翰化 法の 缺陷 でぁつ て 
有識者は 巧に 修正の 必要を 認め 
歸化權 獲得 運動を も 試みた ので 
ぁるけれ 共 加 卵の ± 化 法 問題 や 
千 九な 二十 四 年の 排日を ほ 法な 
どじ 妨げられて 化 舞つ たので ぁ 
る。 米國 政府 ぷ び國 怯が 『原則 
V - しては り 本人の 永住を 欲しな 
い』 と 云 ふこ ごは 齒ご 固との 友 
を 的 精神を 沒却 する もので ゐる 
から 吾人 化留岡 胞の將 巧を して 
ホ 巧 わらし むる 爲 めじは 歸化懼 
の 獲得は 必要の 一條 仲た るを 失 
はない 現在の 情勢では 是れ 
はを 易の 業では ないど 觀 測され 
て 居る。 遮 奥 吾人 第 f 化は 飽ま 
で 腰掛 ま 義を排 し 永 化 主 着の 覺 
おを まめて 邁進せ ねばならぬ 運 
命を 持つ て 居る。 河 ご なれば 夫 
れは 第二 世の 運命を ま 配す る键 
ご^る からで ある 0 

如扣じ テス アド ヴブン テ レジ 


が あつても 不屈 不燒の 勇氣ど 
最善の 勤勉 努 ごを 繼続 すれ 
ば必ず晋人の1|^質じ値ィる丈 
けの 酬は ある 心 相違ない。 を 
じがて お 育 日 人會 じがても 
商務 部 委員 食 jk まごな つて 同 
胞的 職業 調査！^ 開始し 之を 資 
料 ごして 解^ 發展 すぺき 指針 
ごな さ レ ど 心る ので 是れ は繼 
績 事業 ごしで 年 も 巧 はれる 
i ど 思 ふ。 的會舘 ぶを 問題 
の 解み、 賠^の 獎勵 、巧 品陳 
列 所 問題^ 題は タ々 あるが 
前に 述べ 4:^ 化 本 問題 じ對 ずる 
解かは な 本人 ごしての 養 
なの 自覺！ ^ がたねば なら 《 。 
更ら じちの 本 問題と 關聯 して 
ヵ說 したい は 米 人 どの 個人 巧 _ 
接觸 である 一い 出 淵 大使 も 旣じ化 
必要を 闡 明/されて 居る が、 米國 
を 墳墓の^ ごして 働かぅ ど 云 ふ 
決必が あ!！：？ なよ ビジネスの 上 じ 
も 個人的^ 係の 上 じ も 相 瓦の 接 
觸を滋 し、 ホ 人を して ヨリ 善 
くり 本.^ を 正解せ しむる 努 方を 
なす ど 夺し自 かも ホ國 人を 正解 
ずる ふ 息って はなら の。 孰れ 
ニ 巧に^ ホ 淵 大使ら おがされて 
吾人に^ が ゆる 所が あらぅ》」 期待 
して！ が 巧謂會 社員 銀 巧 員の 
一部-^ ± は 別 v > して】 般じ C つ 
迄も^ 掛ま義 を 捨て 得 い樣で 
は 吾^の 將 巧は 决 して 樂觀出 ホ 
ない jls , ら H 本人 會 本年度の 事業 
も.^ 論 化 おじ 電 きを 置いて 經營 
し^ぃと 思 ふ。 斯- -- てが 留同 
胞 渐み 恒久が 施設の ホ 面に 覺 
醒^*ゎ；を切望する。 

盤聚 、巧 社 も 巧 おすべく、 化巿 
盧 じんれば 殆ん ど。 いものは な 
：! 巧で 名實 みじか 界 第一の マー 
ごじる 善で ある。 巧 ほ 窓の 總 
^ は 五 千 五 だに 達し、 電燈 S 設 
^ け S 萬臺 、ニな 巧 吹の 電線は 
^ 長 一二が 八十 啤 '雷 景は 六十 暇に 
上 b I ; を每 -.， ニ 円 巧 立方 奶の淸 
新 じる を氣を 流通せ しいる 設備 
かゐ る。 - 


米國巿 場で 

九な 饒 復活 

九を 燒は 往年 米國 陶器 ぉ 場 じ 
がて 相應 の 位廣を おめ 米 人中 九 
谷燒を 賞な する もの も あつ わが 
意を、 スタ ィ八 U ど 年々 千遍 j 

律な 6 し 爲め漸 み 巿樓巧 俗 まれ 
輸入 高は 激 殺せる 結あ囊 じ； ッ 
ビ ー n — トの輸 おじ 成功し を 澤 
漆器の 髓出計 轟を 立てた 石川縣 
立 工業 試驗場 じがて す お 0 ドン 
底 じある 九 谷燒の 輸出を 企てず 
回模 棲を 彫刻した 花 盛 ど 鳥類 獸 
類を 型で つた 置物 (灰皿 プック 
エンドな ど > を 試作し 大阪の 山 
一中 巧會じ 示し 同 巧會の ボストン 
タ おへ 見本 品 十 糾づ！ を 送ち ァ 
メリ 力 人の 嗜好 じ 適する かで ぅ 
かを ためず を じな つたが 九お燒 
の 溫を場 長は 『今度 ァ メタ々 へ 
送る' とじ ぃょ つた 九み 燒 はな 巧の 
I 化み 燒 製品では じく 試驗 場の 中 
巧 君が 工夫した 新ら しい もので 
相當 歓迎され るで あらぅ ど 信じ 
て & る。 注义 がわむ ば 勿論 當業 
者し か 配して 製作 クせ もから 不 
扳 極まる 扎な烧 の 發展じ 貴す る 
•とが お ホ やう ど 思 ふ』 ど謁 つて 
一居た。 (を 巧涵 信) 


叙 動され た 

ミラ ア巧 

加州 ブゲワ サィドの ミツ シ 3 
ン イン 主人 フランク • ミラ <— 氏 
はを 年 日米 親善に 盡 力した る爲 
め お 大典に 際して 動 四 等 じ 叙し 
化 日 章を 踞は つたが、 氏は 昨年 
ロ 1 チン ゼ^ス じ 開かれた る 萬 
國 日曜 學校 乂會じ 日本から 巧 席 
せる 百と 十餘名 全部を ミツ シヨ 
ン •ィン じ 招 巧 I わ 時 じ 其 理由 
を 或 人が 尋ね わら 氏は がの かく 
語つ たも。 『旨を けタ年 日本人 
の 善良 じして 尊敬すべき 國 民で 
ある i を 感じて 居る。 まじ I 九 
ニち 年波 日の 際 日本人から 非常 
に 化 話 じな つて 居る。 而も n 本 
人は 米 固で 不當 U る 持 遇を 受け 
てな ちので、 自 をは 時 じ 巧 ホる 
だけ H 本人を 好 遇せん どす るの 
だ』 ご。 


0——0 脫黨の 名人 巧み 先を 

i 5 齡 I は 支那、 往ミ f 

0 —— 0 おや 王正廷 にを つて 
歸 つてず じが、 例 じの つて 例の 
如 （天機 不巧濟 ど 云 つれ 調子で 
スフ キン クスを 眞 似て 御座る A 
一 ホ ドンナ 事を して ホた かご 正 
面から 訊か わて はわ 恥し いので 
あつて、 苗 ホ 政府の 居 頭 S 握ず 
して お世辞の 巧換 ホけ を濟 ょせ 
て ホた ので わ あらぅ 么斯 くし 
て 旧 中み あ出嬉 目の 罪 巳し ど；：：* 
つた かの 如くち へる 痴人が あれ 
ば 夫れ はを 計 も 極ょ つて 居る A 
俺が 德理 大臣 兼か務 大臣 化び じ 
事嘗 陸軍 大 おは ムソリ こじ 似て 
粗野、 禮 節に 觸 はざる J 甚 しく 
隨て濟 南 事件の 跡 化 未ら まだ 出 
ホず、 對 の、 對支 共に 巧き 詰ま 
つて 御座る A 夫れ は 自業自得で 
ある ご 云へ ば 御 仕舞 ひだが 巧禍 
を 蒙る のは 罪の U い國 民。 モ，— 
い i 加减じ 往生して 化 巧 じ 新ら 
L い ホを 付けて 賞は ねば ャ 9 切 
れ ない。 所謂 賴賴ホ 藥ど稱 する 
滅茶苦茶な 巧き 當 b バッタ 9 な 
治を：. つまで もい i 氣じ 遣つ て 
居る のは 政治的 罪惡を 重ねる の 
みさ A 化し セメテ 今期の 議禽ホ 
けは など i ホ 練を 殘 すかれ、 氣 
の 利い わ 潮時 じ 引 込ま G いご ま 
たおる 機 會を失 ふじ 過ぎない。 
床み 先生の 如き 乂蹈信 常 侯の 如 
きも 新 時 巧の 黨昔 ごなる 資格は 
U い。 况んや 俺が 首相 じがて を 
やと 巧 年 巧々 H 本巧樂 部ん 喫煙 
華で 最をホ 紐した 一 旅客が 氣滿 
をよ ゾて 屠た。 


柔道 俱榮 部大會 

當ボ 巧な T 目 十 バ查糾 育 柔道 
俱樂 部は 誰道雜 出身 川 方 酒を 之 
助 氏が ま 宰し會 員 組織ので 人を 
道 敎巧宣 傅を U しつ'； ゎるが/ 
米 人 數名も 待 員 じ 加は つて 居 b 
逐 H 發展を 見む どす る 機 會じ逢 
着した ので、 一巧 十九 リ(± 幡) 
午後と 時半ょ b リヴ ヮ— チィ ド 
ドラィ ゲ厨際 學生曾 舘大講 をに 
於て ホ 道 大會を 催し 純收 入を ぷ 
本を ごして 稽ん 立つべく 針 蕾し 
问擔は 川 巧、 白川兩 氏の ホ 道の 
型を 始め 構を の 模樣を ホし 餘興 
と して『忠朽厳』十阳を^5^ 映為す 
る當 である ご 云 ふ。 を 裳は 一巧 
五ト 仙。 


湧き 返へ る樣な 除夜 大會 

H 本 お 樂部 ナイトは 空前の 盛况 


一 0 本 お樂部 年中行事の 一 

I でを る ククプ ナィトは 例年み か 
一く 舊臘 二十 化 n 巧 盛大に 擧巧さ 
'わた。 乂跑 券は 销 場数 U 前が ぶ 
が 如 < じ 贊れて 化 舞 ひ 申込み 渔 
延 せる 向 じけ 巧き 渡ら 中み 政委 
貸、 幹事 ぅん 連が 巧收 運動を す 
る ご 云 ふ 騒ぎを 刻 午 巧 六 時 前ょ 
り 降 姑 ご 神 巧け 階' ト の横擬 巧は 
壽 一? 詰めり 化' 入口には お辨か 巧 
を 山と 賴 いで 嚴 重に ままの 關を 
一ず るな お数 人、 奥の お 凝 巧を 堂 
I なわ でん、 を ば、 ぅでん、 雜を 
I の お 化 b 目まぐるしい 許 6 午後 
と 略 S 十み ッ リスト •ビユ — 
i ロー が 育 事務所の 好意 じ 娘る 日 
本 化 操の 活動 寫を映 萬を 開始し 
一 約 四な 五十の 會員 家族 及びぶ 人 
I 等ゴ 

i 打 連 れて 階上の が 幾會鶴 
一に 入る。 午後 八 時 旧島會 接開餘 
の 巧を 陳 V 敞處 を弗輔 若のを 語 
I 『脱線』 で お 場 抱 腹 給 倒、 巧 じぶ 
一人 手 お 帥の モ なゎ b 、 を 川を 州 

ー君の — モ こ ヵ『々 作 メ ン』 『越 

後獅 ず」。 ど ゎ b 大喝 巧に お r 
し’ 巧 本 父 學± の わ 伽 嘶 『ウン 
な ウン』 じみぎ が 滕謁雄 若の サ i 
ンタが 出て モ化 一村に 處當を 配 
る。 ブ ー 乂タ r の 矢 栽-- 谷 君、 

I 巧ち、 巧ち ぷび西 巧の 五 お クラ 
ウンを で 展氣を 添へ る。 小ん 後 
風 問を 貨を備 おに お楼を 述べ、 
'柴山 夫人 マダム •デュ ボグワ は 
露阳亞 W 、 サクラ/、 か 二三 一を 
'啦 つて 乂哨 ホを 帕 し、 みに 都 山 
おの 尺八に 地 能。 る 化祖山 おの 


r 靑お 波』 ん本曲 獨奏は 近 巧 稀な 
る名キ どて 滿煤 

水を げたる 如く 傾聽 した 
夫ょ b 『追 か』 を 奏して が 評 積々 
み じ 佐 巧 夫人の 『玉 川』 『夕 裳』 
ァ ン コ ー じ『薄墨』みわで^お 
やか じ 小 彼 夫ん のを 巧た 嗔ど S 
ホ 之に おじ 急 繁^ 楼 ‘‘4 拍手に 送 
られ てが 了し、 鼓 後に 萬 化永淸 I 
昇 ホん 『御所 禪瑞 河が 討』 巧 深 止^ 
王師 匹の S ホで 辨慶 上使の 段を 
語った が是れ また 大喝 巧 一同^ 
を盡 して 階下の 舞踏室 じ 入ら.^ 
後 十一 時半ょ h 翌曉ニ 時す ぎ^ 
で 踊 b 化いて 散會 した。 當が ¢1 
ブ ー ， タ ア諸哲 、常 局 委員 諸 
みみ 目が ザ斐 であつ てを 前の 盛^ 
を呈 したの け めでたし-^。、 


市 俄を に 建つ 

商品 ホ瘍 

. 化が 第一を 誇ら^ 
本紙が 昨兹巧 報し 昭 け^が か 
く 巧 似ら ホ-し 建築 5 れつ --ある 

巧 お市 踞 (マ ァ乎 ヤン ダィス • 

マ ー ト) は 化 巧を 通じて 巧 ニモ 
の 製を 家、 卸 問 M 、 輸人阳 巧が 
を 乂を迪 機 脚め 小樞 である 一 砲 
域 じ 澄 立ず るので あつて、 を述 
築の 窓が よ S を さは ホ 哑ザじ 昔 一 
るべ く、 六 円 五十の* 巧 巧 廊下を 
がして ちる。 化 二十 四 階の 速 築 
は 明年 お 化する 豫を でを 体 S ブ 
~ 。 ァ スぺ ー スは實 じ 四. むガ平 
! 方 吹を もむ る 山で あるが， 歐み 
! 别幽 はか 論 お 巧 方面の 化 お 的 製 
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H. Segawa, Insurance 技 roker. 
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Ucmda iVa ぷ ng Co リ！ X 1 C. 

1 1 Park Place 
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島 貿易 株式 會を 

： mun 度 li*a ふ ng し 〇 •, Ltd. 
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Ak&wo 在 Co,, Lt ん， 

巧 弓 F • が 比 A 化， 

TeL Caledonia 9758-59 
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Kat&kura & Co リ Ltd., 
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30 Ch 也 rch St., 
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巧 野衝を 巧え をな 
A 化 no Bu 化 an Company 

Room 801.305 
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Vxosho ^rporation, 
Silk impo け er も 

化 技 8 が 34 比 S む e が 
で 白 ! ， A か tand 4 觀 7-91 
Go*ho Co., Incg 

Co け 0 凸 Expo けが • 

胡 K か V が 化 . 

Tol Bowline Green S80&-0?- 

巧 巧が 巧 道 巧 式を か 
絲育 事 巧 巧 

Sou 比 Manchuria も R. Co., 

Room 202 ら Cana ぷ an Pac ぶ C BI わ . 
342 Madison Ave. 
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愈々 な 集され た 裁 兵會議 

け 本か實 例に 軍 岡を 激勵 

、り 大總 統蔣介 お將 軍が 中央 集權に 就て 熱 辯‘- ぃ 

日本を 憎む の 前先づ 日本に 就て 擧べ M 
東京 特電 四日 發 。 と 海に 於て 第 S 黨の結 黨式斤 はれ 唐紹儀 氏-^ 之に 參加 
した •こ 海 へらる 0 

上 お特を I 二日 發 【ニユ ョ—ク •タ并 ムス 紙】 == 支雕の 時局に 就て な も 鹏係深 < をつ 裔義 垂大 
なるな 兵會 靡は 本 n 午前 化が 化み をな てが 集、 大 緩統蔣 か石將 軍は 現が 約な あ 十万の 軍 除を 解除 
して 五十で 人 お 巧に 巧を すち のか 巧を 說 いぃ、 この 會を じけ 媽 韦祥將 巧を 始め ごして 閱錫 山將軍 
を濟仁 お' 带等现 下ので 那政 ぉを 動かす が 力な も軍閱 の 巨 頤も參 加し 属 も、 秦 天み 張 學ぉ將 軍 も 
近/、 化 おを 波 遣す とこく じな つて 居る？^ ま 那的ひ 軍閥 衙議 だけにを の 成 巧は 非常に 注 呂シ惹 き 居 
るが、 がちの 時 おおな 兵に 協 貧す スも 均等なら ざる 裁 兵を 敢て せらる 1こ€ は酣ち 自己の 政 
治上み位昭シ危ぐ-^^るといふ危厳ょもしてを易じ承服する模犧もなく、 中央集權ご地方を權の爭 
ひが 策 巧 おが- るで わらう く 観られて 居る。 • 


化每の 第一 等國に 列し たかをを 
究 t な パれば なら，； L ょい、 即も日 
本が 巧る 長足の 進 ホを 巧した 巧 
お a 政府 W 權 ゎを 中央 化— 絕對 
がたら しめたから である、 然る 

囊 がた—- 這 邪に？ 1窝近《傾 陌を 
翅_^ 々大名^ ド バー— に 常 じき 己の 利得を まどず 
る お 建 制度に 流れて 支那の ぶ ± 
を 自己の 坑具ご 也 得て ゐ る、 故 
じ 今や 支 化の 統一 どい ふ 磯會じ 
お 面する 我等け、 この 際 これ 等 
軍瞄 の 道じ步 いべき か、 然 ' b や 
んば 

方向を 轉換 して 新たなる 
をを 駒が する のみは い、 而し 
て 軍闕の 道は 常 じ 破壊的で ぁる 
な.」 我等は ホ T 國 家を 統一す 4 
おめ じ文宫 制度の 確 化を 期さ. y - 
ければ。 ら 0、 故に 先づ巧 等の 
游 一 じ 着手すべき ものは この 封 
速 的。 軍閥の 力を 削 奪して 中央 
をい かじな て 一 集灌の 政策 じあび 封建制度の 軍 


L お 特電 ミ 日發. _ .〔ニ ュョ ーク 
トリ ビ ユンが】 かお 將 軍は 

本 n を W てな 集 をれ たを 支搜を 
會 盛'‘ 出席して^ 動じ 滿 七た お 
說を がみた、 挪 V お 弔 ， W 

是の 

あ. つたげ 化を 想！^ しこれ 等み 將 I 
軍み が H 本 ご：、/* 齒豕を おすが 
めじを 力を 巧みして 中央政府の 
組 域-し 巧 力し^ 美 おを 擧げ て/な 
お ダ 化し 『も^ 我等 支 服 人 
本を 想 ふが、 で 本の 侵略的； 

數 におして が慨 する こどを 
する が、 斯る 憤慨 かいかに 
である か^^ネおらがにをの 
を奖し いのでを る、 切'^ 

な 旧 本が 巧な じ 我々 ょ b も I 
かとい ふこ ごを ち 兜 f る も 巧の 
ある こどを をれ る i は 出 巧ない 
がして H 本が をの I 

舊 組織 



隊 をして 眞に扇 家み 防禦 機關た 
らしい る こどで ホち、 この 爵讚 
の 目的ら 嬰す る-— 軍隊 制を を 中 
央 政府 じ ま 配せ しわる こど じあ 
ら なけれ にならぬ 』 S 々ど 論じ 
巧ら じ ビス マ！ クの 獨逸統 I ょ 
> して 南 化 戦爭の 結果 中央政府 
の 確立で 國 家の 

統一を 實現 L て 化を の 一 

乂 を强國 どなつ たァ メリ々 を實 
例に 引き 裁を 现錯ご 助敌犧 巧を 
說 ぃてを 堪督 をの 徵稅ち 配锥を 
中央 か 府じ移 L 0 てが なの 確立 
を 計るべし VJ なし 『巧 等は この 
際 巧な め 禪を薛 < がかき わ 動を 
一切 愼 しみの て國家 統一の 使命 
を 架すべき である』 - i , 一 諭 じた、 
尙 はを 支那は 愈々 ネ おょら 新曆 
を 採用して おぉ 巧を 祝賀し 南京 
でけ 觀兵 まを 擧 巧し がー 發の禮 
砲を な もてを 那の 統一を 祝福し 

で 0 


支那 政策を 肩 レして ...！ ' 

岐路に 立った 日本 

合 問 通信 特派 貴 マ 井 ルス •ボ— シ氏發 


東京が 電 I 二日 發 n モ 化な 化义 
年度：.； 於る H 本が 食 面する 一大 
閒 題に 支那 問趙 である、 蓋し 本 
，巧 趙に おする H 本政洽 余の 成功 
ご不が 巧は H 本の 

國 運に 直巧 馨 する 巧鈔 

'なから や、 巧し H 本 じして' 一の 
對支憑 案の 解 巧 じか 敗す るな 心 
; ば扱濟 上に 蒙 るれ 擊は甚 火で わ 
- るの みならす、 アジア 政策の 指 


ど H 本の 駐屯 隊が濟 巧 じがて 衝 
タを 惹起 しれ 事件で、 第一 二 皆 化 
京よ 6 敗 媛して 奉 天-」 歸 らん ご 
しじ 滿洲王 張 作 霖お軍 じ 離した 
奇怪。 暗殺で 事が は H 本 軍醬赌 
地域 巧で 起 6、 今日 じ まる も尙 
ほ 事ち の眞 化が 獲ぶ されて ゐな 
い、 第 四け 支那を 地 じ 夏る 日貨 
排斥，」 お' うし 

外國 にも 傾大 し蘭領 印度 


與お ミしての：：： 本の 位 超に も お I を 始め ごして フネ リツ ピー/が 島 
嚮イ るからで わる、 卸 も 支搬脚 I マン I 半窩 から 苗が じ 到を 支那 


題ぶ 千 九な 化 八 年な じがて 解 巧 
ずる じ をら 中、 巧 年の 初 助 じ 於 
て 解 巧の 曙 化を 認めざる 大間强 
じして モ化巧 か 八 年初 朗の內 却 
が 化の 支那 どの 間にを じ 諸問趙 
は 千 化な 出 八 ザ ホに 於 4 が 一 さ 
れ たま 那 政が - V 相 キじ尙 はがが 
して お るんで ある、 をの 第一の 

問題は ぉ巧阁 圾府の H 
i ま 通が 條の破 楽述蝶 じして 游ニ 
は 昨 お；：！ 本が 山 巧 省に 出を I た 
お あが 蜗化 巧に 討 娘の 巧め 化 上 
: しつ i あつた 巧京欧 を 軍の 一部 


巧 人 もこぃ •し 雷 巧し 特に 千 化な 
か 八を 下半期 r - 激烈 ど：；* ちて 日 
本 お 品 S 絮つわ 損失は 数が 巧圓 
じ 度んで おる もい ふが 化で ある 
叙 上の か‘ 日本 ど支批 ご の關係 
ぶ 頗る 黙 おして わらが こぃを 化 
列强 ミの 關 なじ 就て 觀る じを の 
ぶな. 悼き 關 なけ 歷 をみ 稀に 居る 
所に して 揖 。シア 細 係は モ 九な 
化と を 巧よ クも遙 かじ 國 をけ 增 
進し 居ら 巧ら に 料 米、 裝 、巧' 踊 
に 至- c ' てけ 頗る 親善。 が 巧に 廣 
かいて 居 b 、 更ら じ 眼を 織して 


巧 政 上 の 間 題 じ 就て 觀を 
じ 千 化 巧 か 八 年は 日本の ほ ま 化 
じ 就て ニ 個の 意義深い 現象を 見 
た' をの 第一は が 頭じ擧 巧され 
た H 本禄 初の 普 迪淺擧 で 頗る 获 
巧 正し < 幾 タの親 もしい 國會議 
貴を 選出し 第二は" 4- 巧を 化て 實 
施された H 本最 がの 陪審 裁 おで 
これ ホ ホ 常 i :* る 成 巧を なめて 居 
る、 巧ら じが 年度 じがる 最ら垂 
大 る おが 事は 大元帥 陛下の 御 
哪 泣た 興じて 紳郁 京都に 巧る 若 
き 第が 廿四巧 じ 巧は す 陛下の い 
とも 壯嚴 なる 翻 儀式は 六 千 方の 
ロ 本人は 元 ょら 

參 列の 榮だ 浴した 外圈 A 
の威敏 した 所で ある、 越 わて 十 
ニ H 二日、 巧々 木 練兵場 じ 催さ 
れ ^::御乂お觀おをじは云巧五千 
み 棉銳は 陛下の 御 親闊を 受け、 
をら じ 四日、 漠 演灣萌 じがる 大 
觀お まには お 艦 擦を じ おされた 
陛 F は 二人 化さ 巧 おで ある 加賀 
ホが をを い 巧 八十 六隻の 大势カ 
を 御規閱 遊ばされ たので ある。 

仲裁 條約 

ホち 化 おが 討議 

I ワシントン 二日 發 n 國務 長官 


大紐育 

一九二 九 年 版 Y 近く 發巧 

本社が 搜じ 編を 發 巧い じしました 『大紐 育」 は、 幸 ひに して 
化 湖の 湧く が 如きげ 評を 構し、 を じを 部ー册 巧ら 中賣 助れ ごな 
6 ま L た、 化て 本社は- 游 一版の みおを を然新 むにし、 员 あを も 
ち 加した 千 九が 廿乂年 版を 新に 發れ f る こご 《 ならました、 正 
確に して 且つ 新ら しい 统則ご 事實を 基礎 じして、 刻々 搂 化する 
巧が 『大が 育』 の眞 巧を 傅 ふる じ 遺が U きこ どを 期して 居 6 ょ 
す。 が ほを 巧は 

豫約 申を 者に 限りて I 

.轉 傾と 十五 伽 I 

發刊 後の 御 購買には 

を 價金一 弗 

ど、 をし ました、 速 かじ 幾 約裤中 a みを ホ 望いた します。 I 

ilB 紐 育 新報 社 I 


ヶ 。ツグ 氏のを 衆す る 巧に 化れ 
ば间 氏は H 下 お 乂ま微 を 化 施を 
築 巧 ご 化に 過 牧他か 威み おごの 
閒じ 締結した る じ 等'」 い 米 仲 
戳條 巧を タ涉中 じて 化來 支那 ご 
アメリカの 間に 巧ろ 條約 がが 
在せ や， ク— リツ デみ 關の 方針 
じ 則り 巧め て 外 瞬 政 巧 d この 神 
條 約を 結ぶ 必要 h この 擧 じぶん 
だもので あち ごが おした。 


東 化 暴風 

本 ± 沿岸 乂被お 

ま 京 特電 四日 巧 = 裳 H 本の 大 
吹雪 <- お 嘯 ピ の 被害 じつき 内務 
省のを 帮 左の 如し ■ 

巧 傷者— Sts を、 被害 家 お 
— ニ 千 云 内 戸。 

東京 特電 四日 發 UH 本 海 沿岸 
じ十駭 年が の乂游 風雪 襲 ホし 巧 
潟縣下 死傷者 二十を、 倒攘 流出 
家屋 ニな 鈴ち、 富も縣 下が 傷者 


二十 徐 お、 被害 家屋 八巧徐 ロを 
出し 山形 縣ら 死傷 驳 数名 ゎり、 
尙ほ 慕兹义 け浦强 ょら 漸く 敎贊 
に瘡 した-か 大祕 損. 5, 篆 つて な た. 
ど 0 

ま 京 一二 日辕 〔蹄 合】 N 新お縣 
の 南西 じなる 本 小' 沿岸に 大滨風 
雨 襲 巧し 巧 巧 あ 十ムハ 名' を 媛 お 
較ち 名を 化 じて 巧 化 地 ホ 一帯 じ 
被害を 巧 ぼし 数が 軒のを 崖は 崩 
壊したら の i 如 （鐵道 省へ^ 入 
叢に 讼れば 昨日の 大黎れ じ 沿 
岸の か 部落は 大 洪水の 被害を 蒙 
つじ ど。 

豊臣丸 も ......： I 

坐礁し 沈沒ー 

長崎附 おじが す 

東 ま特毫 四日 藩： =： 山 ドを 社 
の 豊臣义 けと お行きの 途中 崎 
脚な にて 坐礁 後 化 沒し船 旨 If 名 
は漸 （が 岸じ游 ぎっ いたが |一 十 
名は 溺巧 しお 體六 個は 漂着 I でた 


命ずる こど •甘 嫌 ふ 風 ある も 恐 
らく ヤングで 滿場 一致で 委 
員 接 じ 常 選て （ ' 

獨 逸の 赔 償を す谢 能力 じ 幽した 
ゲグバ t ト 氏；：. お吿 は巧圆 側で 
も 巧 おの 速 か 了を じ 驚きつ > 、あ 
ち樣 である jj ,、 この 報 吿ト孽 


礎 V 一した 赔篮 
逸 側は 恐ら 
ご 観ら いて 虽 


獨逸政 化は 


|4^の制をじおて獨 
I 反 載す るで あらぅ 

る。 


ィ 、ミ 3 - P で { 

擧 一致 y 

ベルリン 一|| 日雜 ：= 巧 6 V き赔 
償を を議 じ^ 席すべき 獨 逸を 確 
を 員じ對 し!^ は擧國 一致で これ 


本社 击个 を特 雨を (絮お 町 轉氧〕 


富 ± 製紙 專務穴 水 巧 逝 ま 

〔四日】 當卞 製紙 會 化の 專巧巧 氷 嬰よ 氏 逝去した が 其 影 

同 駐の株 等 S 山を となる。 

民政 驚の お 川が 議主 逝く 

户 四日】 大阪が 逃 おお 政 黨化譲 ± 石 川な 氏は 逝ました。 

楓 越鐵藏 巧が 日銀 埋 事に 

【四 0】 麵越 M 藏 をは y 銀 理事 どなつ た。 


で 


巡 艦 建造 案を 媛に、 して - 

不 戰條絲 批准 詩議が 

化が の/反 聯盟 派の a 將が 同志 就 
幾多の 保留み 議案は 否 巧の 模模 

の ごして な 『萬 I 國際職 監が經 
濟封變 或 ひは 海上 封饌に 义んだ 
盛 合、 アメ 9 力 軍 繼や窺 船け 向 


ワシントン H 日發 n 新年が 議 
會 明け 第一 日で ある 本リ 上院 海 
軍 委員を であるへ！ ル 巧は 巧 開 
前のを 協 案じを き 形式的に 問題 
の 巡洋艦 建造 案じ 就て 一 應說明 
をした る 上み を 委員長 ボラー 巧 
の 緊急動議を をれ - 

直ち じす 戰條 約の^ 議じ 
移つ た、 ボラ ー 氏は 長 一^間に 置 
るお說 じがて 條 約の 條 一^を 哪細 
じ說朗 したじ も關 ら^!/ 民ま黨 
側 ょらは 。ビンソン 巧、 ブ 1 ド 
巧、 與黨侧 ょらは ジ 3 シ ジン、 

シッフ スブ* — ド、 フ レず ン氏 等 

の 質間闻 化の ち樣で は ホ 常 
じ 緊張した、 卽ちボ えー 氏は 本 
條 約を U て ァメリヵ ム道德 的に 
も 物質的 じら 河 等 違を 國じ凿 す 
る 制裁の 責務な く 岡 私 r モ 'ん。 
1 ま義を 始め どして アメ ブ 力の 
傳統 政策 r 何等の 制^ら 加 へら 
れて居 U いど カ說し だので ある 
が、 を 議員が 等し {質問の 

邑彈を 放ち Z ' あ る の は 
モン 01 ま 義の保 泌ご大 英帝國 
が 『地理 的 じ 時 殊め關 係を 持っ 
地方に 掛 しては 本！^ 政 麻が 自ぉ 
巧 動を 採 b 得る もの ど 信ずる』 
旨を 述べた 附随を 文書の 解释で 
あつて プ レ！ ンを のかき 『斷じ 
て英闡 政が の 特殊 巧 確を 認め や 
斯 のかき は 聯盟 規約 第 十 條じ等 
しい もので をる』 ご. いふ ホ 瘍 i 

/ して 吳固 側が あした 右の 外を 
を 文書の ホ 殺 巧 萬 ま. を 提出した 
が、 モン nl 主義に 视聯 した も 


て 

敷對の 巧爲じ 出で た 梅を 

條 約の 貴務 はでぅな るか』 由い 
ふ假を 論^で 恃 出され、 或 一は 
タ ぺ ー キンが メ！ .ン號 沈 沒か責 
巧を 否を した 瘍を ァメ 9 々は 巧 
びスぺ ー キン じ開戰 すべき か 等 
どい ふ 質 間 も 出ホボ うー を此大 
童に なつて 答 巧に 勞 めて 居々 が 
化 年 クキ^ ソン 巧の 國際 聯强批 
准 否 巧 じ 巧 動を 共 じした リ* ド 
氏 じ ボラ ー 巧が 今や 正反對 み 位 
置に むつて ボラ！ 氏が 政府め 化 
猜 役を 觀 めつ i ある MJ 巧 被 かて 
皮肉 どされ て舊 る。 .1- 


一巧 下旬に r 

賠償 會議 1 

日本 委員 i 到脊 

ロンドン ~ニ 曰發 U 勘 濁 を 
制を 會 講じ 瞩聯 しを 独白 掌の ま 
なる 聯を圃 當甸の 患 見は アーリ' 
々を 非を 式 じ 化を すべきを 椎ど 
L ては オ—ウ で ン •ヤン々 巧を 
媛滋 する じかし’ 旣じ歸 ホ だた 
聯を國 賠償 委員 會 巧を。 キル パー. 
ト 氏の 化 命 もを こじ ある V 觀測 
されて 洁 るが、 

會議 はタみ 一巧 下旬 日本の 委 
員 一巧が ホ佛 したる ど 岡が じ 
開懼 ずべ く アメリカ 固 巧を 侧 
では 委員を じ アノツ .々人を 巧 


を 支持ず ベす ごの 輿論は 漸 みが 

カピ ub マ バクス 前 首 巧に 化ら 
て ヵトリ ブク敎 徒 黨の盟 まごな 
つた 力 ー ス にの 如き 
濁 逸は 今一 3 み 場合 术 明瞭に お 
らど 答へ 了よ を もカ强 V 否 ど 
答へ るを 矿を 送れ 
ご擧國 一巧 說 をを 望し 巧 外 貿易 
業者 協會も 賠償 問 鍵の 解み じ 就 
ては 十 個條じ 宜る覺 書を 政府 じ 
提出して おる が 

をの まな るら のは お 巧の 支视 
賠償を： W 獨 逸の 經濟 利得 じ 保 
る もの わみ 國公廣 に浓も わの 
確實 。る 巧 別、 資金 缺乏の 今 
日と して 現を ぞ拂 は徹廢 せよ 
聯を 國がァ メタ々 よ 6 受けた 
るに 等しき ま沸猶 像の 履 巧、 
突 沸に 對 f る 物品 賠償 引渡 ニ 
'割 六を は ド！ ズ 案じ 違な する 
''もの どして 做廢 する、 物品 賠 
償の 修正、 賠償金の 制を じ 就 
ては 過 まじ 引渡した 物品を 巧 
金 词險- し萍價 ずる、. 國騰 巧な 
保護 銷稅 率の 輕减 履行 
等を 擧げて 居らが 一 殺 輿論 もこ 
み’ 隙 濁 逸は 『到 お！^ 行し 難き 機''': 


件を 强 要さる _ 


。寧ろ 談巧 


じ應 せざる を 可 ごす』》 J の 意見 
じ 一を して 居る。 

沉米 會議か 

調 訂法巧 あ 

參抓 國は廿 i 慨國 
ワシントン 一二 日發 ：=: 曰 下當她 
じ謂耀 中で ある 化ア メリ々 會绪 
のを 巧委義 會 南 化 ァメプ 力 ゆ 
サ 一個 國 を網絕 する か 浅 諷訂條 
約を 可み しあく これを 總 會の議 
題じ附 したる h 調が する こど i 
なをべ く 西 ザ 巧のを ぁを 維持す 
る 上-しがて 最も 意義深ぃ 條 約で 
あると 觀られ て 屠る、 即ちを の 
一は 一般 調訂 じて を 德國陈 間の 
紛爭は 一切 これを 外交を 段に 解 
ホし 得 ぃ 場合け 調， 期を 員 會じ 
委 托する 案じして 、第二は これ 
等の 諸問題を 强制 仲裁す る こご 
を 篡煉し 

'第 S じ巖も 注目すべき ものは 
を般巧 武力 じて 紛爭 しつ i ぁ 
る ボリビア ご パラ グアキの 事 
伴】 切は 九 入を なて 成る 調訪 I 
委員 會の 討議に 赃 しこめ 間兩； 
國か府 は 切の 敵 對巧爲 を 中 一 
止して 窜件 2 圓 おなる 解 巧を I 
诗つ ごい ふので ある 
この 委旨會 じは ァメ 9 力 人を 委 
員 長 ごして 銳 ずを 審 巧す る こご 
となつ て 居る が 風を 省 測み を 普； 
じ 化 b 他 凶よ b を 員 長を 選舉し 
直- じを 盛に をる 豫 おじして 兩 
固 政府 も旣 じこぶ 一を 承認して 居 


るか' L 、 新條 約の 調が は 恐ら （尘 
幡 日頃には 巧 ぶれる 形勢で' ぁる 

連 續大飛 巧 

陸軍 穗葉 機か朽 

ロー サン ゼ ルス ホ メトロ ポリ 

タン 飛巧瘍 I 二日 發 n 陸 帶被ぉ 銭 
じ 乗じ 去る 一巧- H 午前 よら 上 
空に て 化の 飛 巧 燃よ 5 煙 池の 供 
給を 受けつ 1 連藏飛 巧し つ； ぁ 

るク MK シ 3 ン •マ！ ク號け 今 
夕 八時册 S サ凹 十六 秒 じて 旣じ 
六十 一時間と かを 玻 巧し 昨年 ホ 
巧べ ホ， キー 陸軍に is らて殘 され 
た 化が 的 お錄を 破つ たが、 岡號 
が備附 けた ニ 一箇の 發 動機は 疊初 
よ 6 何等の 故障 も；：* く.- て鄕轉 
し 居り この かじて 天 憤が 良好な 
らば 裝らじ 第 S 、 裳 四み の 燃 独 
お 給を 受けて 恐らく お界的 記録 
を殘 すじ まるべく 機は 常に 飛 巧 
場の 通信に 依らて 天候を 知 b を 
れじ應 じて ホ蹈平 巧を の 他を 化 
の 上を を 飛んで 居る。 


漫筆 


愛戀 の聖經 

詩ん 王 磨の 詩 

管 巧 あ 巧 

【王 

舊約じ 『神は 天地を 造を、 山 
-化 草木ょり 禽狱 にぶび、 さてん 
間の 男子を 劍 遣し、 最も 終 be 
女を を逛 つに』 ご 記 5 れて ある 
されば 女性 こを、 神が お 地を 創 
、造し 終っ た 時の 最後の 筆を 振 ふ 
た® 龍 点睛で ある、 さて こを 女 
性の あ骸 美には、 神が 絶げ の 意 
辰を 凝され た 跡は 明かに をる。 
即ら 神が 最 をまで 鍛へじ おへ 線 
ちに 練 5 影塑 じた 絕巧巧 美の 巧 
き R 藝術 品で ある 窜は 爭れ まい 
愛戀瓶 上の 神が 朦効 まれな 御 場 
黃の 傑作で わる、 だから 女性の 
お骸 じは、# が 曼で銘 をげ つて 
ら耻 し/、 無い ご 云ム御 神の 邱譜 
邸 もを 效が女 巧の あ骸じ 巧て を 
る、 美み 神が 狗滿 をせられ た ご 
云 ふ 最終の 精 上げの 磐の 跡け 深 
く 彫 b 这れて 居る のは 其 だ、 な 
じ 女 巧は 湛 化の 梟島藝 術で を b 
'無上の 活 きた 詩 e みら、 造化の 
"源泉 じして、 生かのを 里で あち 
VJ 王 磨は 歌 ふて 居る。 

「春が ホた どや 靑 々ど、 

巧邊も 小山ら 毛 盛 敷て、. 

白い モーゼ の 手の 穩 じ、 

化は 木 枝に チラ'-^ と、 

生スの 呼吸の 微風に、 

あれさ 野を も唉 きおて 
嬉し涙が 空の 雲、 

ニニ 時雨る！ をの 雨 0 J 
(が 註) 斯ム 歌は るれば、 基督 
の 苗を i 自然に 巧れ て か 柯じも 
面白い。 幾千 卷の 再生 論 も此敬 
一つで とめを 刺された C 乗馬の 
博 巧 じ 『馬と 人 ご 思 ふて 乘れ』 
ご 一語 ホは 記されて あつた £應 
く。 巧 化 一輪の 巧 ホ-」 救 モ巧生 
の 暗示が 讀め 《 位では、 象徴詩 
e ある、 巧醫巧 約を 讀 破る は覺 
束 無い 秦 ピ^' 達人は を 今を 一 じ 
し、 萬ち 一む、 平等 無差別 S 境 
地から 天 化を 挑めて 居るな じ、 
斯ふ見 わるのは 自が である。 信 
をの 血 ど 汗 ごを 絞 上げて 遐 つた 
マホメット 王國 じは 软 まは 盾ら 


なかつ た。 王應 け、 煩慨 のま 足 
で 踏み 千 扣られ て おる 巧 花 一輪 
の 女郎花の 中に 神 も あまもぶ 住 
して 居る 事を 認めた。 ト 翁の 力 
シ 3 ンャ 又は ゲ ー テの マ I ダレ 
ツト 皆ながら である。 

『ザ ば 荒 巧の なを 道に、 

俺の 化 家は 破 おぉやが、 
■まん や 僕の 差別 も 無バじ や、 
书 のを 维も 素い 梓よ 0 J 
王 磨は n ラシ ァン 王よ も 宰相の 
泣を 授けられ たが、 を 戀の聖 ホ 
で わる 彼の 前には、 をが の 位 も 
小を み抗弄 物に 過ぎな かつた、 
架せ る 哉、 彼は 是を 『銀 猫』 の 
如 （捨て i 化 詩を 作つ た。 をれ 
愛戀 は、 ホ 等 一如の 美の 化界で 
ある。 王應は 時の 韦權 者に 『君 
若し 段 . V 眞 じを する 必あ らば、 
辭書 よら 『僕』 ごを ふ 字を 取 去 
玉へ』 玄進 富し じ 事が ある。 
をに 書て 化る おの 評註は 皆な 王 
磨み 思想で ぁつて 自 をの 意見は 
一つ も 入つ て 居らん ので ある。 
おは 王 磨の 詩 じを 然同啟 である 
ご 云 ふので も 無/、、 唯 だ 八 百が 
の舊 し、 マホメット 敎 主の 寫驟 
なる ドク マ (毒 魔) の 時化 じを 
ら て、 敢然 どして なみ 誤れる を 
義 をを 擊 し、 人生の 意義を 明か 
じした る 化の 勇氣ご 態度 じ對し 
ては を大の 尊敬を 拂 ふを である 
なは 彼の 詩 二百 首 程を 麵譯 し更 
じ 託 註を も 加へ S 巧 買に 渡る 原 
稿を 書き終つ たが、 遠から 中、 
册の本 じして 發表 致します。 
愛 戀の美 巧は 巧の 卷馈 じの み 
開かれ、 畫の 頁には-つも おて 
屠らん 樣 である、 を こで 我は、 
新年の 御 祝 じ 一寸 おして 見た の 
r ある 0 

'『神化 このかた 變らぬ ものは 
水の 流れ ど戀の 道』 

な 諸 

『を 神す 巧、 是謂お 化、 化 叱 之 
巧、 是謂 天地 根、 强縣 若が、 
用 さす 勸 日』 老子 
『神は 何等の 美しき 物を 造らん 
が、 美の み 宇宙の 創造者 だと 

エマソン 

今頃 昔の 詩歌を 讀わ 入は 學生 
ならばい ざ 知ら 中、 大 底は 讀ま 
口に 極つ て H 5. るの じ 獨ら壬 磨の 
詩 丈け は、 如 河なる 階級の 人 も 
讀んで 居る じは 驚いた。 

『歌の 一卷 木の 下 蔭に、 

酒の 瓢じ バン か 添て、 

君の 歌 聽き飮 むじら ば、 

娑婆は 其よ！ 極 樂だや 0 J 
(註) 『下 儀』 ごは 破屋の 事 だ 0 


ニ r | 


3 


ク眷秋 


◊ 或る 新聞の 巧を 號名剌 
を 梅 欄に、 死んだ 人の るが 掲載 
されて 居た、 異途 からを 婆へ 巧 
年 お 芽 お 度ぅ、 ご 遣て ホる のは 
流石は 流 巧、 ニユ a — ク だけ あ 
る、 ご感 > むする 人が ある。 

テン カム ごい ふ ド 院議 




貫、 不戰條 約 運動に 外國 のをが 
音傳 費に されて ちる、 ご 調査 巧 
議案を 提出、 巡が 經 建造 運動の 
沉 押しは、 但し 不問 だ ど さ。 

◊ ........ 云 木武ま S 申す 巧 議± 

兼 化 製 マ^ フキー、 巧 擇を巧 さ 
れて 政治家 ミい ふ 者は、 一巧は 
監獄を 巧を ホ ふべ し、 £殊 勝な 
こごを 云 ふ、 大醜 政治 あごは 恐 
ら （こんな まだらぅ。 
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巧ン巧 病ち^ 八十 
沒 ドな 探 ニ！ 時時 

0 かを ト ， S 午 午 診 
巧 デ お 賓 後を 技 
は， 比… 夏と 一ち 
扣ン 亞巖季 時時 時 
約 お大娶 で II H 帛う 
屈院學 ス ^ 八 H 1 
上 勤及逵 時晓 

ち 採び 


的. 1 suchiya , D . m.d 
105 化 巧 rd な- 
Tel. む 3 ゎ如 [ 8509 


ッンは 乂自自 曲 
クテ 踞午午 科 
じ 1 午； 巧 前 巧 
出シ ^ を！ 一九 


勤 


ン 

ヤ 


時 ミ 


ク I H. 

リ 7 六 

ユア 時 


i 
M 谷 

時 高 基 


細が Bianclie Fisii が 

1264 Lex. わ もむ 山 een お 化 and 88h Sfreeki 

节敎語 興人婦 


tndo 公 Kodachi , Inc . 

48 む eenwich 化 eef , C 則 
Tel.WhMali 巧 か- 2 



藤 

小 

巧 

商 

# 


荷 出が 具 無 
物 入を 食娇 
運 稅雜巧 用 
搬關實 お ま 
取手 販 
扱績資 


を 


諸 

お 

會 


JAPAN ART STUDIO 

1 巧 E. 57 化な . B 比 わ！ 'k & Le) (. む es, 
TE し 化 AZA 8897 


TC KASAI 

^ Merchant 
Tailor 

Ti 柏な 卽 !!_0 刪 
む Ej 商 3 目 4 

化 W Y0BH 


Phone 

む ) fant 30 が 


に 1C. Mamyama Co* 

が W .4 も h 化！ U . ゾ さ^ 

Tei. Bryant 7079 111 




CLOTHES BUILDING 

"PAR 巨 XC 巨 ULE が CE" 


洋 

腺 

蘭 

r 



Koike Shidio 

730 Fifth Ave. 
Coir. 巧 比み . 
Tel. Circle 4406 


Oriental Art Studios 

j. Y. Matsum が 0 
!24 W.34 化 化 [1. Y. C. 

Tel. Wisconsin が 18 


ロを 經十 

を お AMERICAN AUTO SC 扫 OOL 始五 

も 習 736 Lex. Ave. Bel. が th-59 出 みん 
罔し Phon も 氏 巧 ent 2 1 T7 


旋鬼 
しが 
ま 獲 
す 得 
。を 
保 




I 菱 

智歷 
識を 
を ホ 
有る 
す當 
る 校 


を牵 てみ i 智 a ベの び 操し をは 
し 的 あ 最聞識 機き 修運縱 自師多 
磯 おる‘ もじを 關必得 巧 法 頭を 年 
業術徹 能し 短 的 要すを 及 車聘の 


GAM 巧 化 L な RVIGE 

設備 猿が 經費 低廉 

Call-TRAFALGAR 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

••The Funeral Church ,， Inc . 
(NON SECTARIAN } 
Broadway at 66化 Street . N . Y . 




ザ 


售 


號 九十な お干 一を 


雜 辦 窝 M 


【円 巧 ±) 日 五月 一年 四巧昭 



がが がが } 


寄宿 舍 、巧 度を 
试業 巧を、 をが 化 
人事の 御 相談^ぶ 
じます。 


診察 

午 《1ニ 時ょ-' 六 時 
目 巧は が 約 巧 願 g 

ドク ト中 

爲を誉 ま 


化 W 

.S I - 

& I 

ホ；^ 

r 

邮 

IS 一 J 

化 化 
§ 刖 

お^ 

2 

3 


本 I 
人 
美 

巧 

お 

を 


お師 をが 繁一 
幹事 脇 崖 義人 

NNW , 

日曜 お 巧 午前 十一 時 
日曜 學校 午前 十 時 

綱微 日® キ をと. 時半 
祈禱 會氷蹈 夕と 睹ぞ 
寄宿を 


位 廣を倫 比 班を 數 
を 下町を 十五 か 摩 
生會 社員 じ 最適 
設お 圖書雜 誌 巧 闭 
を 種 娛樂具 痛る を 
堂 あ b 

便を 職業 周旋 旅を 
ま 巧を 辖事菜 誠を 


診齋 

午前 十 時ょ ら个ニ 
時、 午後 六 時 ょら 
八 時， H 曜は 前約 
願 上 候 

•トク ト\ 

出口 ニ 一之助 


JO 巧 10 左 I OOC 巧 一 , MO. i 
ニ 1 West 芝 さ S 产す こち k I 
ざ-ミ ま sitle 黄 73 & ジ量 er 1 夏累 一 

斗 前 九 時— 午餐-時 

H 巧 午 的 九 時！ 午み 四時 
ドクト^ 小 栗乘ち 


弊 巧は 實餐 誠意 恐 速 去義の 
基に 御 ±產 物 一 ま卸賣 値段 
で販賛 をし まずを みで 巧は 
らや御 巧 命 仰 か 下さ ド ませ 
， ◎ 歐 ホを 棟 時計。 置 時評 I ま 
{^ 資 石 貴を 屬 。銀製 器具 一 ま 
一 補 萬が 筆。 を 銀製 纷拳 
◎ 蓄音器。 レ 3) ド 見本 陳列 
◎窝眞 器。 タイプライタ ー 
◎ 船 切 巧。 紀念寫 巧 帖繪揣 書 


プロ一 ドゥで ！ 百と 十番 
領事 舘向側 建物と 0 五號ま 

がが^が か 脅 
蔚み爲 A 

170 Broa を ay , NJ . G さ 
TeL Co ユ landt 泛 ゴ巧晋 


松林 好か 

320 Manhattan Ave _ Bet . ニ ザ ご A Mis . 
音. 话 Tel . 立 on — 三 京 9 


齒科醫 

ザ 診察 時間 A 
巧 日 ( H 曜を膝 < 】 
午前 化 時よ b 
_ 五 時半 

水曜 $^§化時’ 
午を 一時 


M I 

酌 お 願 上 お 

ゴレチ か大學 
ド タト か オプメ 尹 y ン 

醫學巧 ± 

吉居悅 就 


- 稅關事 鶴 

おがを 地幷 じを 化界 
の 輸お乂 方を じ 網す 
する 一巧の 轉諮既 じ 
應じ攒 道 滨船貨 み 速 
貸ぶ お 蜗お稅 满乎繪 
書 等 進呈す。 重要 都 
ホに 化理 巧を かん 誠 
育を を 御用 かじ 應や 

が 輸取圾 


▼學友 聯合 晚餐會 ▲ 

コロンビア 大单 りネ\ を 友協會 

815 W . ニ 害 S 三 ミぎ k , N . Y ‘ 
(ぎ ぞ薑 U 互吉 70 呈 .迈) 
毎月 第二と 第 姻を隨 日 正 六 時よ 
ら 當大學 joh こ ay ザ II 。 をを 间舘化 
巧 室 じて 會談す \ 校の 內外 ， v 問 
はや、 日米 學 ぶが 來 麓を 乞ム。 


齒巧醫 木 下义巿 

ゴ 0 宝. 1 ニ さ St - . 

ぎ M 呈 1 1 苦 57 


紐 育#^ 保 險食駐 


養 

老 


一木 定吉 

が險 


2 ew ごを てを Jtnsu さ non Co 
. ohamb ミ jst : 玄 ewYor 片 citiy . 
Jn タ vi ^ ort 》 22 巧 

を社ノ 方-一 猎ケノ 筋ハ必 V 
銜自 か-^ をで ピを話 窮巧チ 申 


巧留靑 を 理想の 巧が 


H 本人 11円 年會 

苦を 篇 .す I . C 1 ミ k さ n 12 至 


た 

民 




i 八が 

M 邮城ぉ 

SBnl 

巧 g 恶 


N 

0 

3 

U 

Y 


卸 


題 揉 治療 

マ ツサ， ジ 、轄形 

醫巧學 的 運動、 腸 
灌 注、 水を、 光線 
及電氣 治療、 其 他 
一巧 育 州を 誌 

/ ィジ 才 シラ ヒス ト 

西が 幸 男 

日 應外每 H 午前 九 
時ョ ，午後 化 時を 
電話 前 お 願 上 慎 


お 五十 HT 只 

一' ミミ 

が 藤- 
洋驗巧 

^フ f な ニ 一二 


洋服 調進 

ク 9 1 ニン ダ、 ダイ 

イング、 陵 鑄 等】 切 

ミカド 洋服な 

化 本 保 
を 話 ライン ランダ— 
六 八 I ニ 0 


お 育 州を 認 
內務 省を 許 
ま 巧 帝大搭 巧大を 
產婆 復習 巧卒菜 

產婆 お本綠 


稅關 事務 取が 

WILLIAM 广 BA 再 & G | i . 

す 0ョ 7 芸ゴ Bill 古さ 巧* 
Tel . す wlirig-Gaeen 岩 04.5-8 一 


をき 米圏婦 A 
B 本人への 吳 
語敎授 じは を 
年の 經驗 をち 

fo 一 レヴ K 

ンと十 立 化 
每 H 朝 九 時ょ 
b お 化 時を 巧 
時 にても 宜し 
H 躍 日は 一 時 
よ b 四時を 


H 本* 支那 寶玉お 美 
術 品、 婦人 用 首 節 其 
化 装飾品 

岡島訂トァ5^ 

房 等 美術品 修 媛、 

貸 飾 品、 スト 9 ンダ 
H 本 服载键 


笠 ホ 泮服店 


西 四十 六ブ目 六十と 番 
電話' プライア ン^^ 0 と 九 


機が エ其製 巧 
運勸具 化が 具 
貴を^ あ 時計 

糕 本：；- \ い 

寫眞機 レ デ ィオ 

ラン ブ シエ*— ド 

美術が 販賣 修理 


第五 巧 石 so 

へ クシ ヤ！ 

ビグ V V グ內 

小 池 寫眞舘 

電 詔す！ ク か， 

四 巧 0 ホ 


， 徵 兵猶豫 / 

,18 _ ず續は 一 巧 化 一日 取 
紐 W 權 I b で 無 巧 ごならます 
昏， 化 ホが 留义 け 事務 タ 
咖 I 化の 爲めホ 手 繪の適 
案 パむ I 酷 者 諸君の 便 宣を圖 
內 jw i ら今巧 ホ 生じ 巧て な 
► T . ^ 次を雜お t る事どな 
令 uj らました 。希望の ホ 
ち 证 K " はを 年 円 H 、 お籍、 
身 柳 5 あ 化 巧、 最初の 猶豫 
西 則 W 巧 日 明記み 上 中 お 下 
書 柳 加 j さい。 手數巧 一巧。 

房咖 が！ 對 商事 研究所 

j 所'を敎轉け±杉純雄 

一 — - — 1 — . 


尋れ人 

(宮城 縣) 大橋武 雄 (長 巧芭歡 

巧ず 人 (同を 伯 旗 雄 一 魔 島 
縣) 中が を ニ (岡) 渡る 泰 逝- 桌 
京 巧) 古澤 武之助 (か 歌 . y 縣) 
巧藤甚 之を (おお 縣) が 下 一帯 之 
を (山 ロ縣) 德お猪 S 郎： ，(熊 
本縣) あが 巧 喜 (鳥 取縣 )-: 部 勝 
衞 (山 ロ縣) 原甚亩 (愛 姐縣 一 
橫旧常 苦 (岩 手 お) を タ未淸 k が 
(か 歌 山縣) 化 本が ま \ 鹿 化 島 
縣) 國上 時を (愛知 縣) 水木を 
(長脉縣)池出巧藏吉 (名^^|屋) 
水み ホが (熊 本縣ホ ホ 深 j (か 
樽ボ) 大町化 造 ニ 欄岡縣 ) 一又 
伊 度み 一 

をのを じ 通 おを 度き 儀を ム 
お 間 本人を くは 知人ょ 6 を 
化 巧 御 通知 願 上提 ^ 

紐 育を 國 総領 襄箱 

12 夏 dway New York 妥 



かるで 


はも' — のちび 
ホを 英文で ホ 閱人じ 館く わ扛る 
やぅ 館單 明瞭に 說 巧した も 巧が 
お 巧ました。 巧容 目み 進呈 巧し 
ます、 卸覽 下さい。 

M isisJ 14 で呈 hst . 百を 
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成功の 秘訣 j 

米 固ま 英語を 話 I 事 
は 成 巧の 第一義です 
本校には 日本人が 授 
じ 慣れた 専任 婦 I : な 
師 ぁら 懇助じ 貪 品を 
信 文 社を 語を を 式し 
ょす。 H 曜遇 月み じ 
午前 化 時ょ 午 お 十 
時 主で 開校 L 1 
スンと 十五 納バ- 
今 U が* りじ ホ锭 あれ 


お 

邮 

が 

細 

化 

が 

fl 

5 

6 
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歡鱗魚 か 一が 

日本 入 向きのを あ 澤山か b 揃へ 
持利廉 巧で 大勉强 致します 

サダ ホ ナ魚巧 

呂 LUM 田 > FI ち ミ D QYS 里！ VIA ミ ET 

200 West 61 st S す 6吉 与 ner Am 蔓 dam 言. 
Tel . Golumbs 9 ニ W 


♦奋籍 ♦お 誌 ♦お 聞 
縱覺 室を 開 
嶺務 午前 九 時 ょら 午を-五 時を 

‘ '雜育 日本人 會 

プヴ - k ドクで ィ 一とと 五 

電 チー ク, 1 00 と 0 
話ブ クク 一 00 七~ 

巧 論 rTT . ii 4.-^ 每 
雜お LLL4 - S 1 部 十 化 

1057 Is こ ve . New さ rk 畳 


日本 ご 支那 ミ滿洲 'こ 〔正 

理想 VJ 實 際の 衝突 

I ミラ ー ド じ 答 ふ ru か 畑薰良 


【_ 四】 

おし 日本 だ あ 去 じ 於て 滿讲或 
ひは 支那の いづれ かじ 巧 ± 的 巧 
、むが あつたと すれば、 をれ は 巧 
じあ 切られて 居る 窒 である、 こ 
れは 持に H 本が ヮシントン 倉講 
じを 加し、 支那の 宗ま權 ご機會 
均等、 巧 お 開放の 巧 則を 支持す 
る 巧 支那 九 個 聞 條約じ 締盟した 
I な 巧 じがて 然 などす る、 U 本は 
I 今 n の 時化に がて ま 力 じ 化る か 
! 固 領± の 併合が 到底 實現 する 能 
I はざる こどを 知る、 而 して 支 邪 
I じめ る H 本は 資 易、 産業を の 化 
^じ一をら諸か齒どの正々堂々たる 
一簇 呼に たえ 持る こ. こを 確信して 
居る ので ある。 

【一 五】 

H 本の 国民を がに おする 態度 
は、 同 おご 疑懼 也 ど、 巧 あど 實 
檐 じを おされて 居る、 H 本 じが 
る あ 力なる 自由 ま義 をは 固 お ま 
義の恶 動じ 向つ て溫 かい 巧 情 あ 
る 態度を なて 援助 L 、 從 でを か 
じ 避ける こごの 巧 巧 U い 適 厳な 
'る 手段 じ對 してら、 これを 一-の 
經路 ごして 努めて 看過す，) 態度 
じ 义んで 居る、 多くの 新 閱紙や 
が 力なる を 給 U この 自 もまを を 
支持して 席る、 がるに を か 一方 
j じは、 支那 じ 於て 物質 上に も、 

I 或 ひは み體 州-しも、 遇 数。 る 草 
I かす 段に 依らて 苦が をを け、 お 
I ホ どー て も 彼等 自身 並び じ 彼を 
I のむ する が權じ 向ての あおを 不 
安ごして居る、 故に彼等^?國は 
な 幹部の 無 寅 巧 じして、 且つ 巧 
等 化が S ぃ * い 巧 動を 化ツ 、自巧 
が 府化ゴ 

巧 後の 势 力の お ホ.」 荷して、 

_ 倍 的な 娘 巧を 抱いて 居る、 この 
故 向が めが を路の 一部を ど 配し 
て 居る こごは 事 質， C ん つて、 過 
去 ニ S 年に': a ' b 故 巧の どつ たり 
動ゴ態 巧は をの お 現-しみ ならな 
i い、 U 本の 的府 他闽の 政府 
一に 等し （、實 際を 基 雄 ごして を 
のな がを 樹立 寸 る、 なて 议 がは 
i 外國 にが 留 する W 胞の 生命 財を 
i を保譜 すろ 上に 於て、 苟< も單 
G る 巧 會を搁 わ やぅな 義 巧の 遂 
巧は お 巧ない こどで ある。 

ご 乙 

がら じ 眼を が じて 滿渊間 趣に 
就いて 見ろ'.- 、比を いか；： ♦る玫 
黨が政 他を 握る にもせ ょ、 n 本 
が自 劇の 齒ぶ的 生が に電大 なる 
關係 あら ご 思考す る 滿洲じ 於 4 
膨大 G る經 濟利權 ご、 日本の 滿 
洲に對 する 權刺遽 立を ぉ张 する 
もので わる、 H 本が 滿洲じ 就て 
巧を 惱ま f もの t 5、 誰か 滿洲を 
支配 f るかで G く 、ホい るち'' 
はが 洲の年 かと 秋 巧の 維持で あ 
る、 故 じ 確乎た たる 中央が がか 
がが せ や、 張作寐 じして、 ホき 
_ をら へる 限 b 、 日本 ごして は 彼 
ご 巧 勘を おにせ ざるを 巧ない の 
.で わる、 がを に 今やを の 人 じし 
; ごすむ ば、 日本 どして は、 滿洲 
.じがる U 本の 楠が ごが 濟的 巧權 
^ をが あし、 化が 那 人のを 集に 迫 
I ； 害を 加へ ない 化 b 、 いかなる ま 


那 施政を 5 ぉ 現を も歡迎 する も 
i ので ある < 

【 I ち 

現代の H 本 じは、 固 民 政府に 
勒 する 敵 お 必定 いつむ やぅな も 
のな 絕を じない、 同時 じ 両國の 
闕 民が をみ 理想に 掛 して 相を 的 
じ 同情す る 聞 じがても、 をの 一 
方には、 國巧 政府 かお ホ 巧 はん 
ごする も 3 じ 向て、 巧 等 かの 不 
安を 抱く 潜 化 巧が、 國民 及び 政 
巧の 一部を 巧 憂せ しむる こごは 
否ぶ し 能は ざる ごころ である、 
而 してを は敢て 叫びたい こ i は 
この 不信が が ほ 化 巧 的 じみ 通し 
て 居る こどで ある、 而 して 巧を 
玫府 が、 この、 ィンダ キイ ップを 
巧み じ 除去し、 なて 列强の 信任 
を 博す るの 途 だる ものは、 單な 
る 宣傅や 外 巧 的 賭 巧では じ （ 、 
正 じち 那ご いふ 大家の 威信 ど 技 
がご、 合致を か 巧に 示す のかは 
ない と 信 中る 者で ある。 〔完〕 
訂正 前 お 本論 义 の 第 十 S 項 
のを ょら 化 巧 目 『個人の 持つ 
隱れた 動機を 謡 別す る ことの 
ま 難なる こごは、 國家 じがる 
場合 じ おして』 ど あらます が 
これは 『段 家 じがる 族を じ 等 
しい もの々」 し 一-』 の 誤 もじ 付 
訂 化いた しまず。 

窮迫 一方の 

支那が 政 


が ホ 公式に なぶした 问 政府の が 
を 内を じょる ど、 円 下 中央に わ 
ける 收乂 月額は 四な 二十 巧 元 じ 
過ぎ；：^ い、 をの 內挥 はみ の 通ら 
( 單化モ ホ) 

一、 进 稅化乂 一、 一二 00 

ニ、 印化稅 収入 一 五 0 

一二、 煙 酒 稅收乂 S 五 0 

四、 - 瓶 我收乂 (巧 化稅 局收乂 

をを む) 乂 00 

五、 お 池が 稅收乂 一と 0 

六、 を 州の 中央 協 巧 費 

一、 ニ 8 
內譯 U 浙化 省のを を ニ 五 
0、 江 も 省 {すを 則 ご 0 
0、 福 雄 省 一 不を 糊) •五 0 

巧 東ち ニ 09 

と、 を 5 化雜收 入 四 五 0 
を 針 四 •四 ニ 0 

を もの 通 b を 省の 中央 協贊 費が 

僅少 V の^一中央政がの威 
みが 及ぶ 江 蘇‘ 浙 江、 を 徽を除 
き’ 烟余のを省^:5巧れも新が間 
の 勢力 ドに わかれ、、 これ 等は 
な だ じ 中央 協寶 我を 送を しない 
のみ か、 かへ つて 軍費の 補 救 ど 
か、 玫楚の 補助 ごか、 解散 裳の 
支給 どか おして 逆に 中央 じ 向つ 
て 補助 裳 か 支給を を ホし、 また 
を ホし よう ビし /. あるた めで 
一 ある、 まじ 現に 協 赞餐を 送を し 
つ I あるち どても 民力の お 弊 ど 


: この 政が を ま 持す る 
f 


が 省 送金は 少額 

第一 面 巧 報の 如： ま 那んが 政 
一 整理に 必 をな 我を を 證け蔣 かお 
氏-；;; 大雄 辯で 幕を 协 つたが、 最 
巧 固に 政府 财化部 次を お 壽錄氏 


• I ' ' • I J 1■ -!11 - t I 1 I 

_ 中央 かがに おず る 地方 人、 むの 不 
信と ', みよつ て、 漸 みこれ を贼巧 
しよぅ ごする 傑 向が あ b 、 な稅 
綱稅 、印 巧稅 、煙 酒税、 紙卷煙 
を特秘 、巧 加特お 巧の 重要が 源 
が 甚だしく 枯渴 せる 事情な、 在 
ホの 內 外債 W 外 じ 昨年 巧 巧を じ 
ホ C じ 

增發 をした を 柿 國庫券 及 
びを 祕を債 等の 擔保 ごして、 こ 
れ 等諸稅 のを 額ない し 一部が、 
こご ごごく 指を 引當て じされ、 

從 つて これが 元が 償還に お當ず 
る剩 余が 極めて 少な L じめ であ 
るピ されて むる、 灾に 中央の ま 
出に 願し 張み 長は 巧 額 九ち 巧 元 
に 達する ど稱 して ゐ るが、 がか 
部ん 巧み 消息 じよる ど、 月額 優 
じ-千 ニ 巧 巧 元 巧 外 じ 上る よぅ 
で、 これに 見る ら國民 化が の窮 
乏を 容易に 觀 がされる ど。 

が麵觀 

- 巧 商務 書記 宫報吿 

ー乂 二八 年 义闕經 濟界の 趨勢 
を逆觀 ずる じ、 商工業は 下半期 
中】、 ニヶ 巧 S 季節的 閑 敷を 除 
くが 

大体 にがては 前年 あに 比 
し 一段の 進境を 示しみ じ 自動 革 
建築は 其 ま 導 ごな b 且つ 株 ま 市 
壌を 前の 盛 琳を呈 しか 融巿傷 之 
じ 伴ひ屢 々逼迫を 吿げを 力 おじ 
超記錄 み 成績を お現しれ b 其 間 
を 股の 產棠 じつき 明を 度 i 比 陵 
すれば 製を 工業が び鷄業 牛產は 
四 かを にして 其の 中 優勢 t * ちし 
ものは 銭额 、旨 動 車、 タィャ— 
セ •' V ン ト、 お浊， 精製練あ、 ダ 
ラス、 銅、 巧 刷、 タバコ 等の 諸 
工業で あろ。 昨年度に 比，-' 稍々 
衰勢 じあ もしもの として 織物、 
飼が お、 皮ぞ 、親、 紙、 木材、 

が 細、 巧 炭 コ ー ク 、巧銳 、鉛 等 
ど擧 ぐれで も； 般エ を用甫 - 力 消 
貧は 六を 乃至 八を の 

增加 を 示して 居ら、 機 道 
貢 彻蓮輸 な 昨年に 比し 减退 せる 
が、 右は 幾 か 貨物自動車 速輸巧 
观 の結黑 じら 歸 せ'. ゥる 可く 實際 
何動きは巧年间樣を^^其な上な 
るべ/、 、商品が 荷 も 昨年 巧樣颇 
巧は 昨年よ b 稍々 騰貴せ るが 一 
化 ニ 六 年ょ b 下を じあち 一九二 
一が 度の ホ 巧 ご 大差な し、 卸資 
は 昨年 間 樣の巧 度なる が 秋口よ 
り 商 內增加 小賣は クリス マブ巧 
巧 空前の 殷 眼を 見せ たれば、 年 
滞 總計四 打 億 乃ち 六な 億 おじた 
つすべし i 淺 測せられ つ I あ 6 
丄谋 券慟著 就業率 ホ 均は 些少 昨 
年に 比し 劣れる が 下半期 殊に 年 
ボじま b 漸增 をみ して 居 も。 

農業 は ホ 要 農産 豊作なる 
上 本年 十グ 月間 ホ 巧 階 格は 前年 
岡 期み じ 比し 八み 高。 れ ば、 農 
お 購買力 も 自然 增進 せる 告 じて 
貿易は 十一月 中 輸出 五 億 四千 六 
が 万 巧、 出超 ニ 協 一で 九む 万、 
本年 十一 ヶち 累計 輸化 四十 六 億 
五 千ぶな 四十 六 巧 じし，.. 同期 お 
超は 旣じ化 億 一二な 巧に 達し 昨年 
同期 かの 五 割ち 加の 好况を 示し 
た、 斯 のかく 前年よ > 持 越の な 
動的 化靜 大体 恢 化しね るが 如く 
政界 もを 定し對 外的 じを 差當ウ 
悲化 材料な し、 巧し 最 を 急激な 


なる 信用の 膨脹は がを の 一問 題 
じて 証券 ポ おじは 整理の 期待せ 
られ居 るら 一般 商工 策は 醬 くの 
お 好が 裏に 推移し くもの ご觀 
測 せらる。 ； 

手形 巧 換% 記錄 

舊臘 全米 巧と 都 おの おわ 手形 
を換 高は 六な ニ 億^】 モ九 なお 十 
九方ニ千巧じて十 ^巧ょゎも五 
を 化 厘の 增 加を 示-! をの 中二 ユ 
3 1 ク巿は 一二な 九 + 1 ニ 億 千 八な 
十 S 巧 一二 千 巧 これ 度 近 S 新 記 
錄 して) お前の 同 耕に 比較し ニ 
割 ニを 八 厘ち であを'! 尙ほ 昨年 
中のを ホ 銀け 手 お 交 言 局は 左の 
如し 〔ぶは 垂ホ 左は t ュ 31 ク 
ホ單泣 一千 巧〕 

六 ニ 五 •ホ 四 四 •^义 一 
一二 九 一 •六 ニと • 六 


株式 界 依然ぶ 靜 

H 本 銀行 監督^ 着電 
昨年の ホ 資金 中央集^の 傾 お 
顯著 ごじら、 金融界 ゆ^ 勢化冻 
ごまし （趣を 異にする に ちらか 
る 事情 も あら、 資 をのぶ 動量め 
目を を 易 じを まらざる 化 柄、 十 
ニ 巧 二十 六日 0 後 じ 至 6 資金の 
地方 流 ホ 著ち せる じが 戟 せられ 
流 銀 巧 S 態度 一變し 一時は を 
然コ ー ^ マネー の あ 出.^ ずを へ 
たる 程 U 5 しか ばを 繰 痛 じ 窮屈 
ごなら n i > マネ！ ホを 頓じ硬 
化、 翌 n 物 一 •八と 昨年ょ b ニ 
厘 ホ h 觀を 示し 爲を銀 巧 父な ニ 
流 銀行 筋の 本 わじ 融通を 求む る 
もめ 相次ぎ. 十二 巧 S 十 ロを 換 
を發行 高年 末 ご I ての 鼓 高記錄 
を 示した るが 大勢 や 隱に經 逝し 
を 償 類 底堅 （綿糸を 糸 黄 氣お媒 
からざる も 本年 貿易 入超 巧增加 
及び 米 借を 窠 じょら 制 界问 ごな 
く 活氣に 乏し' 株式 界沒 靜个振 
を 脱せ 中。 

十二月 化 H 現な ■ . n 方圓' 
を おを 發巧商 一 、 とと 一二 
限外 發巧 五 九 ニ 
一般 貸が 八 一二と 
み爲 貸が 八！ 
政府 預を 一と ニ 
民間 頭を 八 0 
十二月 末 (十二月 廿 八日) 

化 ホ 相 埃 一 一六、 六 
(十一 頁 P 十一り) 

一問一答 〔三 

財政は 保守的 じ 

チヤー ルズ •セー ビン 氏 

〔間〕 巧 仲買ん 貸出しは 今後 
數個 巧に 直る を融が 巧に どん 
リ 影響が あ 6 ます か。 

〔答」 一般な 引は 狀；^ が 破め 
て 御を であるか 今、 今後の 進 ホ 
を 若し 害す るら のが あもとず。 
ば をれ は 巧 磯 巧 場と 回收し 得べ 
き 証券 じ おする ち 額 5 貸 出資を 
である、 化 じこの 藤が 巧を や_ 
般實業 家 どして 留意すべき。 過 
去 數年じ 置る 保守 ま義 をぶ 持す 
る こごで あつて、 この 前古 未 曾 
ちの 繁を期 じがて 經濟的 借が に 
おする 化確ト ♦るが 斷ど擊 圓な紐 
織を 保持す の： ど は 特に 必要で 
ある、 今 H の 黃金時 R が單 なる 
資本の み 離と なら i 般 取引を が 
投機に 傾く こごは、 即 も-の 浪 
餐 W して 最も 愼 むべき である。 
を。 セ！ ピン 氏は ゲャ ラン テ 
1 信巧會 社の 重役 長です。 
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(醒日 •水) 巧 壽ゎ 


號 九十 昏お千 一 第 


级 もを 3 な pane 好た 透 ime 沒 


【日 幡づ 1】 


H 五月 一年 四 和 昭 


涙 もろい 陪審 官の爲 めに 

が 角の 陪審 法に 弊害の 離 

被 吿の殺 叢 肯定 じ 反 對の答 


を 巧 も： H ま 的 （ど いん 理想 か 
ら 日本 じがる 陪審 法け 巧 施 W ホ 
ニグ 巧を でを 地で 綾々 陪審 お 制 
が 開廷され るの ロ'、 かねてな 目 
の 的と U つて ゐた 陪審員の 巧績 
がを を ごや 巧 非難 S 組 上に ヒさ 
れてゐ る、 これまでのを 化の 化 

横を 見る ご 水戶の 放火罪の 被吿 

•> 

4；* つたのを はじめ 
檢 事の 公訴 事實 がを く埋 へされ 
た b 、 あるひは 殺人 傷害 ご；； •.つ 
て 余らに 问 情され すぎた b する 
おが あら、 陪審員に 掛 する 个滿 
はを 方面から 擧 つてむ る、 もつ 
ごも さきごろ 大阪の 陪審 裁 巧は 
階審 貸が 裁 倒 良と どつ も かごが 
はせ るする どい を ホを-して 模範 
的ご唱 へられ もした が、 水戶じ 
おける 第二 回^ 如き、 殺ん 事件 
の被吿 自身が 『殺す つも b でし 
じ』 ど 肯定したら のにつ いて ま 
で階審 員の 答 中には 坟對 の結柴 
かぶ 現せられ 遂に 陪審 旨 不盾巧 
ごな ト‘觅 新され 

二度ち の 陪審員が 選ばぃ 

る ごいつた やぅい ょん i あつじ、 

! おじて 陪審 法 質 施 前を 化で やつ 
I じ 模擬 陪避 裁が' 0 公が が 巧の 逃 
; び 方に わざ t ? いして か、 結末が 
ー無罪ご じ る が かき-^> の が ぞ か つ 
i たの か、 知ら や識 - b ずの 邸- 處 
I 女 地の やうな 陪審 M の 助に 影藝 

- したので はむ いかごら い て 



& る‘ ピだ幸 ひ 巧が 固山 
.の 抑の 弊 宰に對 t る 一 
を辨 ごして いけ ゆるがが ( 

(裁が 長が 陪審員の 答 中 一 
の 場を、 をの 答申を 採擇せ ザ更 
らじ 他の 陪審：® の 答申を ホ 1 ずる 
制 巧】 を 認めて あるので、 ぶ 制 
巧 過渡 時化 じ おけ も 一一 

こ A な 弊害を 除まして 
ける だら うどの 樂お說 も稱へ 
れて 居る、 尙は最 化まで じ 司^ 
省で よと めた 成德を 略記す るム 
左の通り である 0 


檢事 

認定 


陪審 答申 
巧剌决 


岡 

權 

浦 

福 


山 

お 

か 

岡 


宮 

化 

大 

山 


ゎ巧 

み 

形 


殺人 殺人 
殺人 殺人 
殺人 殺人 
(一人の おが 二人を 
殺傷した もの〕 
一方は 殺人 
I A は 殺人 殺人 
ホ遂 傷害 
殺人 傷害 致死 
殺人を 遂 傷害 


名 ホ 塵 
新满 
水 戸 
大阪 


殺人 ホ遂 
殺人 
殺ん 
な 火 
な 火 
殺人 


傷害 

無罪 

殺人未遂 
無罪^ 
無罪 
傷害. 


(水戶 、大 をは いづれ も與ニ 
回目の 陪審 裁判は 皆更斬 ごな 
る) 


も 3 1 言^* " S あ ろ 

講演 旅 巧に 來 た！ 

ロボットの 名 儀で ホテル じ登錄 

憐物舘 にあろ 武を 人形の 樣な姿 


I ナ エコ •ス ロゲ アキ 4 アの劇 

^ 作家 力 ペックの 巧で ある 『人間 
: 製造 會 お』 はを て當 地で も’ ネ朱 
j ド劇團 がと 楠して 

I 異常な.. 人. 氣 .3- おぃた もの 
でゐ るが、 帖じ戰 巧 疲弊した 輿 
雨 や 歐洲で こわ 劇は な 剔な 影響 
を 輿へ わ、 この 劇 じを 場して 巧 
る 『淮ら "たん 閒』 である 《 ボ' 
ットじ おがを 持：- のはち 國の有 
一名。 技 帥で をる リ チアー ブ 大尉 
で、 早速' 一の'。 ボット じ 趣向し 
一て 玻 をら のを 言 ふ 人形を お 巧し 
i これを 數過閒 前 アルバ ー ト •ホ 
じ開備された展覺會じ化品 
i し、 子供さん 達を 相手 じを々 ど 
一 雜演を さして 离 ばした のみ か、 
i 當 U 展覺會 の 開 撰 式を 司られる 
一 御銭定 であ つれ 3 ! ク 太を •か 相 
がく スコットランドへ 旅 巧され 
~ わので リ チア ー ブ 君は 

I 即座*, い 31 ク太 をに 代る 
i ぺき 人形を 造 上げて 瓶 衆の 抑 じ 
I 現 はれを々 たる 滿說を 試みて ニ 
度び つ <6 5 した どい-* 話で ゐ 
る、 この ロボット 君け 愈 ゥネ 度 
は アメリヵの 物駭奇 崖を 前に 谋 
な 旅け k 試みる こご t な b 去る 
木醒 日に 入港した ベン ン ダリア 
號で 上陸した、 か訟化 はん 問で 
は あるが 移は 法 じは- 扣挪 巧な 


く 船中は 箱 S 中で 荷物 部属」 慕 
したら の \ 上陸を は リン 3 グン 
ホ テ d にを々" ボット ど 登錄し 
て ブ チア — ッ君ご 同衔 して 居 る 
この 0 ボット 君は 体量が 約 打 四 
十 封 度、 を劲 アルミ ニユ ー ムで 
造られ 

眼 玉 も 動けば 腕ら 振る し 
勿論 齒ら あると いふ 怪 つたいな 
入閒 で、 をのを は あだか も 博物 
館 じくす ぶつて 居る 古 巧 武を八 
形の 细 きも 9 であるが、 何しろ 
これ だけ カ圃 体では あるが 第一 
ものは 食べない し、 宿賃ら をら 
や、 間食. はか 論の こど、 婦人に 
色 眼を 化つ た b わ 酒で 道樂 をし 
ない VJ いふ をれ こを あ眞正 緒な 
r 模飽的 人間』 どして、 をめ て 化 
會纔勘 家ゃ敎 役者の 歓迎を ずけ 
るで わらう ごる はれて 巧る が 
さてで うしても のを 言 ふかは 絕 
對が密 V あるけれ 巧 恐ら < ラ デ 
オ をが 用した もので あらう ど。 


警察 協力して 

毒酒 征伐 

捻 舉の猶 尾續々 
こュ ー ョ f ク詳巧 長 宫に就 巧 
'3 ホが 改 なをで 乂 いじ 巧を 上げ 
て盾るもの5、 |波のなぉ論者 


から 

ウエー ランの 巧 動は をす るに 
市 おの 候補た らん どす る巧必 
に 化 U ら ns か、 が ひは 自家 
巧 吿だご 

兎 巧の 傅を 生んで 居る もの^ 
歲末じ 直らて は 怪しい 速 中を ザ 
揣 から 換擧し ホみ 監に正 巧を 迎 
へさし わ 外、 昨今 毒酒 W ためぃ 
倒れる 者が 頻 々ご 繪 出して 居る 
ので ブ n I ドゥでー 筋は 勿論 ィ 
! スト •ナィ ドのを 酒屋を 檢擧 
して 毒酒を が収 し、 これを 檢查 
の 上 若し 木精 酒で も賣て 居る 邊 
をは 嚴爵 に處す こと t な b 旣じ 
换擧數 も數巧 件し 及んだ。 

尙ほ 警務 長官の 更をピ 共 じ 現 
市を ゥォ八 力 ー 氏の 施が ぶち 
じ 對し前 州 知事 スミス 氏は 不 
快 ごする 點タ （次期 お 長戰に 
一 スミス 氏は 恐らく 前巿 長' ィキ 
ラン當時5か<クォ^々—追 
一 おし 策を 講不 .，> であらう ど專 
一ら 昭 されて 居る。 


; 一巧 十日から 

; 流 威の 會議 

首都で 召集 きれる 
アメリカの 保健に 關 する 巧 政 
'な 大藏 省で これを 詞て 居る が、 
人藏 長官 メ 0 ン 氏は を 醫大監 力 
> 、ンズ 巧のと ひを 容れて 愈々 巧 
る 一月 十日 かも 肯都じ 流 威豫巧 
じ 隅す る 會議を 召集し 流 威の 巧 
因 除去を の 化 じ 關し硏 をす る こ 
這 じ；：* つて 居る が、 を乂ニ 一十 ニ 
蜗 から 達した 報吿 じょる ィ」 舊臘 
1_: 十九 H 現 化の 流感 患者は 十 S 
力 ニ 千 六け 八十 二人を お' して 六 
十六 万 H 千 四な 十 人が 患者 ごし 
で療を 中で わるが 流 班ら これで 
お 頂 期を 過ぎた ど 觀れて 居る。 


ニ 巧 四日 がら 

: 撞球爭覇戦 

_ 松 山を 嶺岩も 出場 
H 末を 巧の 十八 •の ビリャ ード 
爭碟戰 は 愈々 巧る 二月 四日 よら 
西 ニな お 十 S 番と 十一 ニ 了 目の レ 
ゲ で； ク •クラブの 大廣 間で 擧巧 
さる。、 くを 選手は お 日 午後 ごが 
じさ 一 今 四巧ポ キント おを 爭 ふこ 
どじな つて 居る が、 現 世界 選手 
で バグ'々 ! の ホ ー 瓜 マンは 近く 
このために ホ 紐すべく、 このみ 
のを 加 者 ごして はァメ 9 力 側よ 
b は 3 クラン、 シ で ファ ー の兩 
替 、獨 こよら は^— レン ダ々— 
〔な 上 いづれ も 前 選手〕 ベ 八 申— 
の グランデ、 フランスの n ユ チ 

日本 よら 松 山を 嶺 及び 营沼忠 雄 
ちが あげられて 居る が 後者は 目 
下 日本で 摇球殘 を經營 中で ある 
ら 日本は 化 山 君の み じ 止まる 
で みら ぅか 

過去 十二 年の 大會 じ參 加し じ 
帛 選手で ある ウネ ブ •ホッペ 
君は スリ— •ク ブシ 3 ン •ビ 

リァ ー ドの ず覇 戰じ參 加した 
廉 e 不本 息ながら ホ 催 者 側か 
ら邊 加を 禁止され た。 

日本 じ 密航した 

璧霜 邦人 

.米 大陸 ご 間違へ 

一 ワイから サンフランシスコ 

へを 化を をて たが 船を 閒違 へて 
正 ほ對の H 本へ ホて しまつた ど 


いふ 密が 珍談が ある。‘ 舊 臓と 日 
午後 十 時 神戶じ 入港した ブンジ 
テント •モン ロ 1 號で擧 動 小が 
の】 み 年を 神戶 水し 署 外事 係が 
を 見し 本署 じ 引致して 取調べ 
VJ 、 をは：； ヮィな 化 H 系 乂人木 
下サム(十乂)どいひ、 沒は ^ ヮ 
ィで 船舶 S 猜极 人を I て 居る が 
かねてから 米 大陸 じあ こがれ サ 

ン フランシスコに 兄 己！ もじ 密 

がを 企て i 居た が、 去月 二十 11.1 
日の が 兄 じ 先立つ て あ 航をホ 行 
I 、 ホノ^ 八から 乂國 行きの 船 
ど 信じ T モン。— 號 ししみ び 込 
み眞 暗い 石炭 庫 内 じかくれ て 居 
だが、 をれ ど 知つ て大い 一^ 驚い 
た兩親 かも 早速-フィ 蠻 巧を あ 
して モン nl 號へ 無電で ホ當て 
をして ホた ので、 間 船で 沾船內 
ま；：* く搜査 しね おお 漸くを 見 
した、 本人は よるつ きら 船を 間 
違へ て 居た のを かつて ァテ がか 
れ化劇 太を ふんだ. か 何 どもし か 
ねがな く H 本 ま. 一で ホて しまつた 
鬧署 じは 九 U 午 一前 八 時神戶 入港 

の フ レジ テントす V ンカ 1 ン號 

で 巧け、 > フイへ 送還した。 


人種的 偏見り 

後天的 特性 

必ホ爆 正し 得る 
南加大 學が會 學敎授 H モブ ー 

エス •ボボ ル ダス 博 ± は 『人類 

の 最も お 害なる 威 一晴』 どして 人 
鞠 偏見を 指摘して むる が、 博 ± 
はこの 人禪 偏見 問題の 解か じ對 
しを 地 じ 散なず る码十 異人 稱ニ 
千 人の 巧 おから 得た 回答 書 じょ 
つて、 同憐 ±ぶ 人裕 偏を じ掛し 
左の 九つの お 因を 擧 けて 嬌 正の 
可能性を 說 いて 居 ム -。 

一、 一二 おの 反 掛か 經驗を 普遍 
化ず る 普 遮の 時徑 郞も自 かの 
麗して 盾る を 人 见じ反 おして 
反動 巧爲 をな す恃 一巧 
ニ、 人禪的 利己 ホ義 P ごへ ばナ 
シ 3 ナ リズムと かつ デ カブ ダ 
ムのご どきは-人^を 優秀 號 
したら、 他人 禪を心 i 視 t る 
思截を 助成ず る _ 

一二、 文化的 發 達の 欠^ 即 もす 衛 
を 的を 活狀 態き たぶ らしい 取 
激した 服裝や 身なら 

四、 無遠慮で しかも 腿 i 制 的 態を 
これが 垂が 他人の 堯人禪 じ 遇 
して 特に 顯著 一 - 

五、 一人 蹄が 他人 禪ど 一一の 競爭て 
な も 勝た 場合 即も H 本人 棵が 
加州 移は》」 して 成 巧した 場を 
他人 禪 から 排巧が 趣る 

ホ、 假らじ も 着の 人 補が 化 罪を 
化した ごすれば 大 しせ 反感 も 
超らぬ がを 民の 化 罪 -.1; 對 して 
は 反感を 挑を し 易 い- 
と、 ぁる 裸の 劇 ごか 擬脚 小說、 
たと へば 早 川 雪 洲が盞 日屋じ 

利用され たナ ^ 劇の 堀き 又 

は排 B 小 說强盗 ごいへ げ墨國 
人を 化 表する 如き もの- 
八、 皮膚の 色、 眼の 色 鼻 义はロ 
唇 等の 相違 . _ 

化、 他人 補の 傅 聞や啤 をず る こ 


沈ま n ボ I トで 

太 洋橫斷 の冒餘 

摄じ太 西が を 横 餅す る 貝 的で 

ロッテ 瓜 ダムから ロンド ッじ 巧 

た 救命 ボート け 五月 U ホを しく 


礎舶 中で あつたが あ々 去る 二日 
を 0 て P ン ドンを 出發 、ザス ボ 
ン から ァ ゾラスを 經 由して ニユ 
ョ— クじ满 かける こご-し なつむ 
この ボ ー トは 持まで ある ネラン 
ダ 人が お 明し じ 『絕掛 じ 化沒し 
ない ボ！ ト』 で 發明濟 であると 
十歲 のを 人 シュッテ ゲ H ァ寺船 
を どし 二人の 水夫 ご I ニ巧ボ I ロン 
の 淡水 及びを 糧 品を 滿 載して 居 
るが 無線電信。 裝潭 して 居ない 

f _ 

禁酒法の 廢 業に 

黃を 新聞 王懸 

囊じ自 勘を 王 デュラント ぶは 
禁酒法め 腳巧 策に 就て ニ 巧 立 千 
弗の 懸賞で 論文を 募ら 前 ニ 立— 

'ク巿 の 禁酒 勵巧官 ミラ i '~ 氏 
の 平 化な 固 答を 一等： ししぶ で 
随 かど 化閣の 不評を 招致して 居 
るが、 これに 對抗 した 譯 で-をを 
るょ いが 黃色 新聞 王^ 1 スト 氏 
は 選 擧當時 こを 禁酒を 爆 反 
拼 したが、 今度は 逆 じ 現 巧 禁酒 
法を 廢棄し 別に 巧るべき 法が じ 
就いて ニ 巧 五 千 ホの 懸賞 企を を 
出した 0 

ダ ソリン 供給 巧を 

日本 金魚で 裝飾 

ホ歐內 のを 巧に 設けられ!'^ ゐ 

るザヤ ソブン •ステ^ション • 
スタン ダ— ド •ォィ 死會 id では 
サ！ ブ •スブ I シ 3 ンを 美がず 
るた めじ H 本 金な を 裝飾じ 一 用 ふ 
討 富を 樹 て、 をれ を 一手 じ 
ぅける 蘭人を 求めて むる と 
が、 米鹽 巧のを スタンド じ 
る較 をを 部で 驚-勿れ ニ 巧で 匹 
をして 每 H 死 己した を 魚を 职を 
換 へる 歎は を 積もら 巧 二十 一力 匹 
だ 玄 いふが、 會 社の ホ どして は 
を 体から をて 左 おで もない _ で 供 
給 側の 方は ぁまも 話が タき 一い の 

、ホ だ 誰も 手の おし 手は ない 

サン フランシス .コ ょ b の 通信 

見えた。 " 
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U 營業 時間 N 
午前 八 時半ょ 
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叮嗜进 速を 旨 ど/」 精々 勉 
强 致します 

罔本理 覆舘淸 

西 四十 S 了 目な 13^ 二百 五 室ち 
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淨巧璃 の 趣 御 賞玩 被 遊 度 
俗の 御 ホ 遊、 歡迎 致しまず 

澤 まち 

吉 118 wii St . 呈 
Tel . ぎ iv ミ芸是 ち 


でき 

吾 ふ 

耍す I 


化が/お 卸 負 

五味 轟會 

W E . ニを で.， N •产 Ci な 
T 丘芭 uyy 男 an こ？ を 




英船ご 郵便 運搬 ^ 

ア メジ 力 郵便局 な’ 今後 キユム 
’ド 蕭船會 社の V レンが リア、 

アンソニア、 アン ダ ニア ロザの 

氣撇じ 限ち 特に 氣船 名を 記 3 
い 限ち 今後 これ 等の 氣船 f は 
郵便物を 一切 運搬し ない 旨、 を 
表した 0 


舞踏 個人— 

►触费 ダンス ▲ 

►表情 体操 A 


了昭 r 

譚顿 
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戟十 時？ 巧 十一 時 
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ング 帥範學 校卒冀 

L 衫タ マ 


じ 候 


ずき 燒關盞 一 

講醫時下益々御淸福率^ 

陳 を、 今 巧 中旬 頃ょ b 左の I お 巧 
じて 牛、 鳥、 魚み すき 燒 組 f 理 
を 開業 巧 仕恃じ 魚は 願囲ス 一 一- ィ 
グ じて 調 规可致 萬 事 じ注盧 _ 故强 
仕 b 候 間 是非 御 光 ホの 释 偏で 奉 
願 上 お 先は 開業 御 披露ょ^ 

牛 鳥 おすき 燒 御料 巧 

と き 

を Wes 二 こ 三 さ 
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本樓巧 理人歐 ホが 
腕前を 巧つ て 日本人 
を 君のを 巧に 適する 
巧 巧を 差 とげます の 
で 第と 巧の 巧 二十-一 ハ 

T 目め チヤ フ スイと 

云へ ば 底ぐ 日本人 諸 
君 じは 巧る 程が 評を 
隱 して 居ます 0 
巧卒繁 々御 ホ 巧の 程 
希 上 i す。 
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號 九十 酉 お干 一 第 


雜 辦 蒼 縱 【日曜: t 】 


日 五月 一年 四和昭 


【四 


方 


む 


▼鄉 里を 金 及びを をを (無すな 巧)、 み！！ 
巧替賣 貫、 お 巧を が 組 取 立、 信 巧が 發 
巧 等 一 殺を 巧 業務 廚懷巧 じな 巧 巧 化 巧 

設臺灣 銀 巧— お 張 所 

本店 摹海臺 化 

支店 巧な、 读 巧、 大 吸、 神戶 、上 巧、 灌 
ロ、 福 州、 厦門、 仙 頭、 香港、 巧な、 巧 

嘉坡 、スラバヤ 、スマラン、 バタ ビヤ、 至 K 
— 々グ 々ツタ 、倫を、 其み 臺潰十 巧ヶ巧 

- 、 資本を 壹猜圓 (を 額拂毯 巧) 

- 、 橫 化を 一億 ニ 巧 五十 萬 旧 

巧 化 本 支店 濱 (本店) 東京 大阪 
神 戶を畴 下 巧を を屋 

機濱ぶ 金銀 巧— ぶ 巧 

ホ 固を ま 巧： = を 巧 羅巧沙 巧ぶ 哇 
巧 化 世 巧を 围重巧 郁 巧 ニを 巧及ュ ザレ 
スち之 侯 


本店 大阪 化潑五 T 目 
紐 育ま 巧 紐育ブ e — ドウ 五 1 巧 四十 丸を 

驚 住ぶ 饌巧 

日 ぉち f 東京 •横 お、 をホ屋 、を 都、 が 戸、 岡 & 

け 一尾 ノ道 >廣 島、 お、 柳 井、 下ノ熙 
巧ち 巧 (巧 司ぶ 倉、 巧 松、 惦 ホ、 义留 ホ、 熊 本 等 
本國 巧を、 鄉巧 送を 等は 極め 
て 御愼巧 迅速 じ 抑 取扱 巧 申娱. 

本店 朝鮮 巧が 

ま 店 出張 巧は n 本 巧 化の 樞要都 ホ" が鲜 
お洲 、ちがのを 地 巧び 浦 强巧徳 

朝鮮 銀行 紐 育 曲 張 所 

外 图爲替 一般 お 巧 裝お靖 々"巧 梗利じ 取孩可 
申 上 巧 


藤本 證券 會な 

一般 お 憤 証 簽ノ寶 買、 引受、 篆集 

▲を 触、 並 ニ么ニ 融ス八 一切 ノ 業務 

S 藤本 ミ 7 口-力— 銀 巧 

紐 育 出張所 


頗强黑 、雜 貨卸寶 

森 村 ブぅザ ー ス 


が赁 脚诞器 

ドライ グ ー ズ卸賣 

太弹賓 易げ ま會社 

ま おが お ホ、 ボストン 





日本 航を 運輸 創始の 爲め 

の 飛行 界 y 一瞥して 

U 本が ぶ 輸送が すを 化々 長 

’ 西 戰惠之 助巧談 


旣報 のかく H 本が 空叛送 
巧ま會 化々 長 西 巧 惠么か 氏は み 
嫂 同が、 を 部 運が 部長、 柴 入を 
術、 大橘 事務 兩 部員 等 どみ じ 一二 
日 午前 九 時 入港の ベレン ガリ ャ 
號 じて 着 紐し を じ ホテ^ •ペン 
ン 八ゲヮ ニア じ 入れる がめ 十日 
閒當が じ 滞在して 巧 業を 親を し 
頓巧 西部 じ 出で ホち 二日 晚否坡 

出 化の エム 'ソ レス •ォブ •ロ シャ 

巧 じて 歸 朝の 途じ就 （箸、 着 紐 
巧々 西 野 化 長は 化 頭の 記 まじ 語 
つて 曰 < I ■十月 化 日に 日本を 出 
を、 シべ ブャ經 由で 獨逸じ 入 ^ 
フランスを 訪 ひ、 オランダ じ 赴 
き、 英國じ 渡つ て、 今朝 漸く ア 
メプ 力に 迪ら ついた 所で ある。 

歐洲 のを 擦界は 冬季は 約 
四 制 方 閑散 化 態で ぁるが 夫れ 
もを 期 じ 巧つ てゐ た。 濁 逸は ゲ 
エグ サィ ユ條 巧に 化つ て 爾巧機 
を 軍事 じ 使用 巧 巧ね こどに なつ 
てゐ るので、 は 間が 業界 じ 異常 
の發 達を 遂げが 路も 七十 餘線じ 
I 及ぶ ご 云ふ狀 態で、 巧 用 飛行機 
も 夥しい 駭じ 上つ てゐ る。- 部 
の お 息では、 頤滚 危急の 際是等 
は- 變 して 軍事に 使用す る だら 
_ 'うご さへ 云 はれて ゐる 0 フラン 
スは 殆んど 軍おモ がに のろ 化し 


< 巧 業 上の 方面に 手を 延ばして 
ゐ る餘裕 がない ご 云 ふ おを 呈し 
'でむる 。オランダは 国が 小さく 
お ホ、 コロン、 バリ 1 W 云 ふ 方 
巧の 

連絡 餘を がま ミ llii - H ロ 
の 飛 巧 機が 巧 用され てゐ る。 目 
一/- 計 書中の オ テン ダ、 化哇 間の 
建 絡 空 輪が 實現 すれば 素晴 しい 
ものでぁる。 英國も 相當の あを 
をを てゐ るが、 殖民 地の ぞい 同 
，國 のこ £ であるから 、アフリカ 
巧 度 方面への 連絡は 益々 發展し 
て 巧 かぅ ど あはれ る。 も ホ、 空 
中輸 をは 現な の 所 化ホ阳 れの國 
でも、 政府の 補助なくて は 採算 
上 成立し ない。 费國の 如きは 約 
四 割、 巧 逸は 政府の 補助 どを 都 
おごの 補助で、 無 數じ簇 おした 
のでめ るが、 現在では j 會 社に 
濕 つてなる もの； 尚 ほ 半を は 

補助 を 仰いで ゐる 。一番 
成績の ょい オランダで すら、 ニ 
割 五を の 補 巧を 受けて 收支 ごん 
どんである0 このア"^リカで す 
ら 、巧 業 だけは 政府の 辅巧 をを 
受け U ければ な^3 ど 云 ふが 態 
である。 然し アイリ 力は 大國で 
あつて、 飛行機の 輸送に 適を し 
旦つ錫 道が 化が 第一で ある 如く 


を輸 事業 も 將ホ顆 を 握る こごは 
瞄か でもる。 織つ て 日本の 狀態 
を 見る ど、 同じく を 巧の 補助を 
受けなければ ならの が 態で 愈々 
ホる 四月から 開業す る 巧 化を 輸 
送 會化も 十 ヶ年約 ニ 千 巧 W をを 
ける 王に なつて ゐ るが、 之が 爲 
めじ 最も 影蠻を 受ける のは 锁日 
新聞 及び H 本 航を會 社の 旅客が 
巧な でで あらぅ。 

用 一飛れ 磯は オランダの 
フォッ 々厂會 社-し 六を、 ァ メリ 
力め フオず 力ー 會 社に ホを 宛を 
注文して あるが、 をの 一部は 旣 
じ R 本 じ 送 6 出されて ゐ るから 
四 巧 I ぶ 主で じは 充を間 じを ふ 
望で、 巧 巧 日本で も 優を な爾巧 
磯 製が^ が 數ヶ巧 あるが、 巧れ 
も 飛 巧！^ 藤 期間 親 （えづ 國產品 
をを 迴 じして フオ ツカー 會社 
たもので、 窠一じ 飛行 
をを である ど 云 ふ； を 
•じ 知悉せ しめなければ 
歐洲 を 地で も 一年 じ ニ 
を 運んで ニ ご 一人の 事故 
だけで 汽 華、 巧 船、 自動 
ら をを である ミを 如實じ 
ばなら 扣 をれ じ往 永い 
驗を 持つ 飛 巧 機を、 先づ 
る； が 必要で、 搂 じ外國 
ん だので ある』 云々。 

西 お 惠么助 氏は ホ 颜 劇場 
締 没を 長で あ 5、 白木屋 
股 巧の 重役 其 赃を會 赴に 關 
し 福 潭桃か 巧、 巧 野 幾么進 
等 ど 共に 慶應義塾 巧 身署實 
家の 先輩で ある。 


お巡洋 帆船の 

保を と聽金 

船 かや 模型を®!; つて j 
ホ國あ 上下」 が あな 巡が 机 船 n I 

ン ス テ ナ ユ ！ シ ョ ン 号は千ヒ百 
九-一 — - ^ 年ィ rt ホス トン 巧^; ッ I 
船 架に がて 進水せ る ホ國ザ 渡で 
あるか 翌年 就な する や 商に ゥ エ 
スト •ィン ゲァ あが じ跋 居せ る 
佛蘭 西の 海賊船を 顆逐 L て 勇名 
を 馳せ下 八が-；- ニ 年 巧 ホ 徵ずじ 
際して け吳婚 数雙を 破らを 數を 
補 媛して 大巧を 樹 てた 么巡巧 帆 
船で みる。 乂喊お 軍 じがて はコ 
ンス ブナ ユーシ ョン 号を がな し 
てを 化に 傳へ圖 民を して 永く 之 
を 記憶せ しむべく、 千 九 巧 二十 
五 年 S 内の 聯邦 諸會 じて ぶ修錢 
を 巧みせ る もが 源は 都て 一般 臟 
を U W るべ しごの 趣盧じ 棠きポ 
ストン 錯が府 接を フキ プププ • 
r ン グブゥ 々將 をを 負 技に 擧げ 
全 ホ じ 直らて 修経 おを を 慕 集し 
つ i わるが 尙は 二十 巧 弗 山 ' 个せ 
を 成 じつ I あ b て搭臘 おら じ 右 
瞧を 運動を 起した。 右に 化れば 
有を な 窗がゴ ー ドン •グラント 
にの 化 塞ピる コン スブ チユ — シ 
3 ンの極 彩を 娩忠 細面を 始め、 
ホき 船が を 用 ひて お 術 巧に 製が 
せる 模豐五 ホ 乃至と 巧 五十 仙) 
木 化、 ブックエンドが 皿、 イン 


する を 得べ しど 0 因 じ コン ステ 
ナュ シ ヨン 号の お 上に 雄飛し 
つ； ある 舆壯 G 繪 轟は 嚴化 五十 
仙 よら ある 尝 0 


南米 巧殖ミ 

有利の 契絲 


諸稅^:一全部を除さる 
去る 八月 下 か 南 ホ ブラ ジ片の 
任地に おつた 南 ホ 祐殖會 社々 長 
福が 八郞巧 一巧は 十 巧 上み 目的 
地に 割 着した が 最近 齋ら された 
報道に ょると 

1 、 今後 十 ニヶ 年間 一切の 諸 
稅を 全部を 膝ず る こ VJ 
一、 五十 年間 じ 直つ て 州 か 移 
岀 親を を是 する こど 
のニ條 がを 始め 四十 五箇 條ょ b 
成る 契約が 間 化 兩院を 通過して 
十一 巧 二十 五日 じ. ハラ 州 統領の 
裁 W を 得る じ 至つ たとの こどで 
ゎる。 

南 ホが 殖は パラ 州 統領ょ b - 百， 
ガ町 ホみ 無愼提 化の 約を 得て 
辭を たてた ものでぁる わ 其 反 
にはが 輔 の 課 稅貸擔 の 懸念 も 
つた ホけ に 右の 契約の 成立は^ 入 
なる 成 巧 ど 見られる。 しか 欠 石 
'諸稅 を 除の 期限た る 十二 筒 
云 ふ ものは n! ヒ I の 栽培 
採取まで 約 十二 箇 年を 巧す 


ご 


のなから 磬じツ オード 氏 

クじ祖 、記な 大 棚、 鹿が 齒其化 桃 i 州政府 どの 間 じ 締結され たもの 


神^ c *る器具.こ せ るものを化く篤 
ぶ あに 凶 b 柳いて 財源を 作らむ 
ごする じあ & もの ミ呵 、アン 
ダ リゥ 少將ょ b 特にを 地舉 脅々 
，局 等へ 宛てた る化賴 化を 發 して 
; 居る。 該 おなおみ 錫 おは ポスト 
ン •ネ ーゲネ ヤア！ ド 岡 少將へ 


ご刮梭ではあるが、 南拖^^棉化 
煙が の 如き 一年 葦を まご^て 栽 
培 せんどす る ものである ら是 
れホ 食赴侧 じどら が 巧 心 もので 
わらう 0 ' 

■尚は お 乂祐舶 では あ^のうら 
に 移 お赏集 K 宮ホ する f ごじつ 


み 一一 回に 直 r て 五十 家族 づ I な 
五!"* を 族を 送らん どず る もので 
其 族 数の々 だのは 家族 收を 
の^築を の化の準滿を要するか 

一で ある v > 。 . 


新年の 敎會 

當お乘 お 十と 了 目 一二 I ニ 0 蕃紐 
Ijj: H 本 A 敎 をに ては 本 T 午後と 
巧ょ b 例年の か < 新年 晚餐會 を 
く 山で 信徒 會 員外の 同胞の 出 
忠をも 歓迎 するど A 西な 八 了 目 
ニニ S 蛋 おな 敎會は 明 六 U を R 
新年 大 親睦 會を 開く ベ （、當 
ザ ホけ 時間を 獲 あし 午後 一時よ 
6 ニ 時まで リ曜學 俊、 ニ 時よ. CV 
藏 拜說敎 あら ホ よら 引續き 親睦 
會じ 入る 巻。 


徴兵 適齢 者 歸朝後 

忘れて なら も 屈 

外國 •しな 留中徵 を 猶豫の 恩典 
を 受けつ-- ある 岡胞 が】 旦歸蘭 
せる 際は 必ず 二週間な 巧 じ巧處 
聯隊 おへ 歸が厢 をなず 必要が あ 
る。 左す n ば滯 H1 ニヶ 巧閒 ホが 
徴兵 猶豫の 恩典-じ 輿る i が お ホ 
ホる。 しかし 巧々 右 屆肚を 忘れ 
る 人が あるが 化て 徴兵 猶豫 はお 
則 上 外 図に な留 して 居る 摸を W 
みが 巧で あつて 歸巧 すれに 無効 
となる 性質の ものであるから 右 
屈 出 V 息 閑じ附 すれば おじ 兵役 
の 義務に 服さなければ。 ら ない 
のは 當 がで わる。 


軍、 滅 道、 璧 貫扇關 係官を の 宴 
食を 日本 俱樂部 じ 催す お A 紐 育 
雜 貨小賣 商 組を 及びが 育 賴巧子 
講員聯 を 新年 宴會は 十三 日 (日 
曜) 巧が 添 おを •して 開懼 の豫定 


.寄 紐の 川 島 公使 

ホ 臓 巧 剖を 權を化 川 島 信太郎 
氏は 化巧歸 朝の 途か脊 がし ホ テ 
作ビ ホ ト モ ァじ投宿せる！；^本：11 

お發華 巧を 經て西 巧の 篱。 


澤田參 事 官歸戟 

豫て歸 朝 命み の ホる を 巧 待し 
つ i あつた 举府 大使館 參 iti 巨 揮 


0 —— 0 だ ホ開胞 の避掛 思想 


寸善 
尺 魔 


は 太 毕洋ピ 太 西洋 ど 
oio の 兩犀地 ホぶ 盛 じて 
の 宿弊で あって 吾人の 嫂： 憂 どず 
る 所で ある。 東部 地ち & 留间胞 
の爲 めじ 千た 百 八 年當^ 不動 產 
賣 買の 仲買 業を 經 むだ 4 は 盛に 
化 永住 ± 着 ま義を ま 張^た A け 
れ共紐 育に 於け る大先 ik 達は 對 
岸の み災視 して 何等 持 導の 勞を 
執ら G かつた。 あの 頃 か Vf 腰掛 
思想 排繫の 運動を 繼續 したなら 
二十 年後め 昨今に まっで けタ々 
の 賞が 結ばれた かも. れぬ入 春 
秋の 筆法を 0 て すれが 紐 靑を中 
必ど する 同胞が いまだ じ 持久 的 
討 轟を 進い る 点じが て 値の 歐渊 
巧 民に 劣って 居る かな 是等乂 先 
輩の 負 ふべき 賣 任で^ る A 左は 
言へ タ數の 巧 胸が 徒らに ホ ヮィ 
トヵラ ァ勞勸 を パ. み ホ醫し 難を 
避けて 易き を 選み、 赞實 剛魄、 
身を 挺して 苔 楚を嘗 いるの 勇氣 
を缺 ぃて 居る 審 夫む 自身が を展 
巧 上せね おた/る お 巧で ある A 由 
ホ 歐洲移 ほみ 乂闕策 部に 蜡 集せ 
る を i； 發達おを檢討す る に 體々 
化 端の 間は 叙、 むか 巧して おがの 
基礎を をむ るに 腐-! 一し、 一二 十 乃 
ま 四十み 間に 達す かば 過去の 經 
驗ど 自己の が 幹 ご！； 頼 b て獨立 
自營 一家を なし A 四十ょ b 五十 
の 間-- 所謂 身を なて 胜 におで： 
活躍ず るのを 常 ごする が、 巧留 
同胞は 瑕して 如何 唯 いつまでも 
冒 験 的 移民 ごー て 棚から 杜み餅 
の 落下を 持っ の 風な きか 吾人け 
化 点じ 閥し 巧胞の 自正自 匡を 愛 
ホし 篤 一 おごしての 貴 務を完 を 
じ 遂行す ると おじ 第二 化の 前途 
に ホ 明を 投げむ をを 熱望せ ざる 
を 得ない。 
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宛て 照 食 すれば 詳細の 報道に 巧た が 今年 废 はお 巧、 と 巧、 十 巧 


新年 宴會 一束 

鐵道 省では ず 夕， 太が 資 易は 
ホる 十二 U に いづれ も 東げ 館で 
開催 ah ぶ 綿花は 昨夕、 山中が 
曾は 今夕 日本 巧樂部 じて 關 惟、 
月 鴨 化は 化が 外務、 大藏 、陸が 


旧 節 藤氏は 舊臘 愈々 本省ょ 飞該 
電命 じ 接した るが 歸朝 後、 雨を 
太駐 劉を 使たら むか どの 說もあ 
楽轉 化は ホ だみ をして 居ぬ ご 
的 ほ 出を 期は r 巧 中の あ。 


婦人 會 新年 會 

旣報糾 育 日本 婦人 會じ ては 巧 
十-夏 第二 お 曜军後 ニ 時ょ 
本俱 磯上 じて 新年 曾を 
關き 家族 友人 も 同が おお！ 得る 
山 じて 會貴外 ホ 客會叟 は； 邦。 


kv H . 


河 上淸巧 歸蔡期 

歸朝 中の 大每 孽府 特寂貨 が 上 
淸 氏は 昨 H を潘 入港の サ M ベリ 
ヤ化 じて 歸米 十日 前後 お 府じ歸 
還す る揀 を。 


務み 算じ關 する みのみ であな がー _ 
舊臘 開催の 運に まらず 本日 午後 
十二時 ザよ h 巧 木 委員長の 巧 集 
じがら 銀 巧俱樂 部に 巧て 午餐を 
棠わ岡 委員 會を 開く 善。- 


新年 匆 々同胞の 死 

東京 お 日本 橋 院乂傅 巧 町を 籍 
の闲 胞をモ 健と 助 巧 (化 五 私) は 
肺 をの 爲め豫 てべ^ ビゥ 病が じ 
入院 加療 中の 處本巧 ニ H 午な 九 
時 五十を 遂に 巧 まし 澀川 知み 滿 
氏 等の 齊 おじて 日本人を 共が 部 
じがて葬儀を擧巧する^ごなつ 
た 0 


な 人が 人 

♦縫 田榮 四が 巧 舊臘來 出华中 
の ブラジ^ 大使館】 等 書記を、 
明 六日 歸 がの 豫定。 

•鄕敏 氏 南滿鐵 道紐脊 事が 巧 
長、 明 六 H 出 華 巧 週中歸 巧の 锥 
•奧巧 茂み 皮汪商 コム バ - 1 
當化 支店 員、 昨日 出を テ キッス 
經由 サィべ タヤ 乂 じて 歸朝 《當 
•阿部 義京氏 昨秋 W ホ 滯轴中 
め 靑山學 院敎授 、ご 十九 日お磬 
西 巧 厳 朝の 途じ 就いた。 

♦が 本 正み 氏 昨年 渡 魄せ扩 巧 
氏は 爾後 じ 里 大使館に 化勸 中に 
てち がの サ 。ン じは 彫刻 「营樂 
を」 が 入選し 呂下今 寒の おが 準 
備 中の 旨 入信が ぁつた。 

•旧 中 抑 八 氏華府 大使館 
を官 補、 ンャ ト^ 頌事舘 副 
を 命せられ、 本 巧 中旬 頃 夫 
伴 お 巧の 豫 を。 

® 蜜 巧 かみ 氏 元 當化總 領事 舘 
詰 巧 稼 書記 生. 家族 同伴 去^ ニ 
日 桑 港 お 帆の 春洋义 じて 歸锅。 
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化災 、生命、 家 ま 
貴 化、 傷害、 自動 
車、 をが 險 あび I 
切の 巧險じ 特殊の 
懐宜 あら、 ア メリ 

カン •五 キス プレ 
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來る 二月 一日 r 期して 

日本を U 無 條約國 の取披 cS 

假想敵 こ 見做しむ 巧を 會議 のみ 議 
東京 特電 八日 壊； 化を 巧電じ 依れば 南ぶ 會議 では H 本を 假想敵 ごし 獨 
逸 頗閒を 招聘して を 器、 兵制の が 本を おを なし 二月 一 H ょり 日本を 無條 
約國 取扱 ひのみ 議 をした' こ 0 

撤兵 問題で 濟 南會議 交渉 說 

東京 特笔セ 日發ぃ y 旧 中を 相け を 中 觀年宴 脅 後 おわて ぷ巧巧 ホ郞氏 ミ會兒 して 柿々 填ま 政策 上 
の 間强に 就て 懇談した が、 W 巧ち ホ 腦會說 をの 後 兩氏食 見の 巧を シ中必 ごして 禪 々討議した る 
も お 局 『巧みに ょり 柯 等み 化め な 案も摧 謀され て 巧ない のでを めて を虛を おすべき 點 はな < 巧 支 
政策は 飽么 7" 巧を ホ 針の 下に 進める』 ィ稱！ 居ら 円 中 首相 も 巧 熙講の 席トで 『巧 巧い 變更で 東 S 
おの 政治 化 織に 阿 等の 急變 もな く お まがを 卞 おもがて 變 巧ず るが 要 もない ど碟吿 しわ. が 政府 f 
しては 『お 溪拽退 攻涉も 今後は 放が ごして 乘天政 麻を 相手 ごすべ ぐ 巧を 權の 南京 移轉 はこれ を認 
めじい」 ど 一 靡張學を氏に忠吿* るで、わらぅで 觀られて居る、 一卞 南京 あ睛ト 相手 ごする n ま 巧 
渉 S 巧詰6 を打開ん お め 巧巧巧會を要ポす ベ きが 、 を府 の 根ぶ ホお f して は南京侧 の を巧 す る 山 
- 巧 省が をの 機 速 じ 助き つ I わ* 〇 もの 如 （桌 面の 巧涉も 漸く 進 巧した ので あ C 濟 巧で 會議 •か辭 催 
.される でもら ぅとを はれて 居る。 / 

ま 京 特電 セ 日を = 柬ニ あの 蚊を 心 W 關 はお 京 派 勢力を 加へ ず 現狀の 儘で 勢力を ま 持ず ベで' 奉 
'天拉 巧 部内 S 息兒 も巧定 I わご 。 I 

上お特 ホセ 巨 巧 〔へう ルド 
- が H を W て 止ま 討 溢し 移 b か， 二人 


f ユン S 


:: 裁を 烏議は 


揚宇露 •ま 林 省 政治 委員長に 誠 


項の 礎 巧を 期.. 大總統 おかお 狩 軍 重て 衙議の 円 的を 說明 t ね 
上を 巧 ホの 誠 怠 A る 協力を 求めた t が、 會議 の 目的 どして 發表 
され じ < ブー トメ ント じあいだ！ つまが の 軍制を なめて 威を を 
，斷 わしを 隊 を 礎を を 化 式に 則* I 陸 防 制度 ごし 軍制 も豫 算を樹 
立して 軍圈 地‘ 城 制を 酱 布し 中央^府 いおを これ シま 配して 裁を 
を處 かずる ごい ふに をる が、 禽 慮には 蒙を、 滿測 あび 巧 藤の 化 
を もを 加して 居る。 . 

H 本が 後押しを し 一し 

滿 蒙に 革命 陰謀 說 

上 お 特電 六日 發 (ヘラ ル 了-トリ ビ ユン】 = 南を 政府は 蒙 
古妓び 西藏を 旨を 員を ピムて 闆錫山 お 軍を 巧 命す る f 共に、 最 
近調查 した 問 化 方. 巧 じぶ を 化 図 民 政府 建動义 び. の 化を け 本 
のが 強 做 ± たらし めんご^-も 陰謀を 殿 窓した、 をの 報吿じ 娘れ 
じ 索 古 度び 西 親 S 獨立 述^ 一 じる ものは 『お 获找 族自巧 協會』 を 
ま體 ごず & もみに て 『こ；^ 墓 面 U ぶ ロ 潔 殖産 組を S 組を 長が 溝 
が.' しがる がを。 る H 本ん!^ 賊ビ述 絡した もので ホら』 ど 獄じ最 
あ懼 された 獨 ホ 述動 _ .’關 ^ した 幹部を 畿 のみ 譲 G る ものを 摘發 
して ゐ る、 挪 も舊袍 朝の 一玉 族を 巧 泣 じ 就かし めて 日本の が護領 
± VJ iikL 、 巧潔もを改化5|し け本陸带顔問をして 軍隊が織 の 衝 じ 
ならしめ、 日本 政带の 9^ 資じ浓 b 蒸を 學 生を ロ 本 じ留學 せしめ 
でを がを 準備し、 山 蒙-^ 業 組合を 紐獄 して 當 源の 開拓に 從 事す 
る どい ふじめ るか、 ま^ 新開 巧は この 報道を ま大 醜して 爵巧日 
おが アメリカ ホ瘍に 起を せんどし つ I をる お 蒙 W 債に 就て 注意 
を 喚起し つ i ぁるが、 齡 賴山將 軍は 委昆長 じ 就 巧 ど おじ 先づ斯 
る 閣立蓮 動を 一刻 も 速^ じ 打破す るの 急務なる こどを 說い 居る 

上 お 特電 〔聯 を】 六良發 === 本 H 南を じて 重要なる 外を 會遙 
摧 された 結お國 お 政府み 現な のみを 方針を 變 おせ や、 且つ 滿洲 
じ幽聯 した 諸 問 越ら 今が W 然 どして 奉 天で 條議 ぶ繼續 する こど 
を條件 ごして 靑天 白日 巧を が 蒙 じ揭揚 する こどに 就て はこの 隙 
敢 て追ボ しない こどに ホした。. 


を 省 化を。 宣誓の 上 巧 議事！ た 氏、 黒 龍 江 政治 委員-良 じは 常 


-為 


新國な 褐揚は 

S 巧 中が 

本 化特堪 ぶび 樹合 通信は 燒臘 
奉 天 政府が を々 靑 天ら H 旗を 
枫践 した 旨 報を しじが、 が 項 
の お 巧 じ 化れば これは 單 じを 
面の みら し <、 樂實 .し 於て ホ 
だ巧齒 巧は 揭擬 されて ゐ ない 
な 子で をる、 右に 敞聯 しを 巧 
のまを 池 借は 曰く 
邢±廉 、王 樹翰巧 氏が おをから 
を 天に 歸遼 しでを、 南 化を 協に 


おず る國技 政府の 

强® の 息 向. 聽 化した 奉 
天 派は お 式 的に でも 苗 ホ じなら 
つて 政を を 員 會を 設置す る こご 
じな b 東 化 政治を 員を 及びち 政 
府 組織の 决定 をを るに まつな、 
政治 委員 會の 顔觸は 
巧 化 政治を 員會首 庵巧學 を ▲ 
间を旨 長 張 作 相 ▲委員 萬 福が 
據宇靈 、王樹 翰、 まみ 凱， 劉 
巧、 奥德惠 、お 文選、 常蔭槐 


蔭槐 をが 擧 げられ てゐ る、 右 顔 
觸は東 S 省が 安食を 員を あ 礎 移 
して 單じ 

名義 のみを 化 政治 委員 會 
ごな 稱し たもので を 委員が 颜良 
驚に 人黨 したわけ ではな.；、 從 
つて 黨部 組織 もない からこれ を 
なて お S 酱が完 をに 國民 政府 >」 
を禮し 政治 紐 織が 化 本から な 獲 
された ど 見る-; J は 巧 一計で ある 

がわき 悩み 中の 南 化ち 協に 一轉 
がを 齋 した 事は 事實 e ある、 殊 
ド 熱' 御閱 狸は 舉天 側ょ b 推薦 f 
る 首席を 員 (不 を) を 闕民极 巧 
で-巧 命！ 湯书麟 軍め 科を を 認め 
て 解 巧ず る-- と： なつた， か- 
の かくが 巧 蔣か巧 巧 一派 ごの 間 

じがての みみ 面 的 r 巧 はれて ゐ 

こ 

を 協 問題 ゴ 今间邢 、王兩 
巧が 蒋か 巧を W み じ閣錫 山、 白 
崇廢 諸氏 等 ごもが 衝 した 結を 表 
面 じ 現れて 漸進的 傾向を 示して 
ホた、. た r 奉 天 派は 依然 東 S 省 
の 化 境を ま 眼 i しあ 化 政を 委旨 
會じ 南方 おん 物の 割を みを 巧を 
する は勿静 、其 化 南 ホ 勢力の 侵 
入 じじけ 経 勤に 皮 おの 模樣 でぁ 
る、 即^を協じ巧する奉天派の 
腹 南方 W - れ 口上を 釀ィを 避 
け自 派の が 立を 擁 謹し、 たぐ あ 
ま 上 南々 ご 手を 摧る 程を の もの 
らしい が、 がし 

大勢は 妥资實 現に 向 ひ 

つ： ん つて 實現 する もの ど 哥ら 
れ 一が にけ 閱技政 巧のを ホ 通り 
一巧を 朋 L て 東 一二 省 じ 白 H 旗. か 
麵る だら ぅ',、 巧 へられて ゐ るが 
乘天派 ご （ては 日本との 巧き ■い 
がら上白円旗揭揚じ^5 1 應日本 
の敲 解を ホめ る必 おら あるので 
かた 巧を S 月 十五 U の 瞬 民 


で、' あじを 天ち 政 おを 員 長 じは 一 藤を 固化を 大會 i で おを を巧堪 


大 紐， 育 

一を I 九 年 版 y 近く 變な 

本社が 裝に 編篡發 巧い じしました 「犬が 育」 は、 幸 ひ」 して 
江湖の 湧 （が 如き 好評を 巧し、 を じを 部 一册殘 らや資 切れ ミな 
> ょした、 化て 本 化は 溝 1 版の 巧容 をを が 新た じし、 な 数を も 
巧 加した 千 九 百 廿化年 版を 轿じ 凌け f る こご： な b まし わ、 で 
確に して 且つ 巧ら しい 統計 ご 事 巧を 基礎 じして、 刻々 撥 化する 
巧が 『乂 が 育』 の眞 巧を 傳 ふるに 遐城 きこ どを 巧して 辟 b ま 
す。 尙 はを 傾は 

豫約 申を 者に 限りて 

特價と 十五 仙 

發刊 後の 御麟 買には 

を 僞金一 弗 

ご 致しました、 を かじを 約 巧中达 みを ホ 黨 いじします。 

S1B 紐 育 新報 社 


し闕 民な 巧の 基礎 脚 固 どなる を 
を釉 めむ ト 最後の 腹を をめ るの 
ではない かど 兒る ものが ぶい。 


意見書 狮で 

條約 批准 

上院 胸派ボ 妥協 

ワシントン ± 日發 H 不戰條 お 
の 批准 じ 賄し W を 委肖長 ボラー 
氏は 目下 乂重 ごな b て 驚 圖し大 
統領の 希 留：ず るかく 無 保留の 批 
准を 急ぎつ ぇ もる か* 

巧對 派で ある リード 巧 一派は 
若し 巧黨侧 じして 强 いて 無 條 
が 批准を 急げば 批准 投票を 延 
期せし わべき 形勢 c ;^ る 爲めボ 
ラー氏はがりホこれ等反お派 
のみ 議員 ご會 なし 巧 事か頻 b 
じを 渉 中なる もみ、 如く 
結枯を 協が 成立して タを 木曜 U 
じけ 批准の 投票を 見る に まるべ 
きか、 を 協の 條仲 £ しては 恐ら 
くが 留 案は 承懿 しないが 囊じモ 
! ゼス 議員 じ 化 b て 巧 あ 委員 會 
じ 提出 さい L 意見書 ホび じリ— 
ド 氏 寄の 意 是を綜 をした モン® 
— ま 義じ關 ずる アメリカの 立 壌 
も釋明 L たものを 上院 外を 委員 
會の阳 随息見 書 どして 列 强じ通 
碟 するとい ふ 形 まに 止る らしく 
條 約反對 がか 斯ぐ 急： i 頑强 なる 
態度を 變 おした のは 上院の 反逆 
組が 巡げ 艦 速 お及び 農が あ濟案 
で 巧び 政府を を めん ごず る 策略 
から おた もク らし L 

上院 保留は 

日本に 響 

東京 〔踰 .を】 セ邑發 H 聯を通 
信 社員」 對 外務省 要路が 言明 
ずるが じみれば H 本が， ず 戰條約 
を無條 がで が 准す る こ S は權實 
であるが 而 かも アメリカ 上院に 
てこの 際が お 案を 巧 巧ず をが 如 
き •)£ が あるならば、 をの 反響 
は 忽ち じして 日本 じ も 影響し 反 
政府 派は 巧々 批 おじ 銃て お 留ま 
を 持 巧ず じ 至るべく 殊に モン 曰 
1 ホ義 をが 留す るが 如き こどは 
日本 S か界 r 深甚なる 勢力を 存 
ずる 反動的 劇體の 運動 ごなら、 
從て本 問題に 對 する 政 麻のを 置 
も 困難 じ U るで わらう と。 




パリの 客舍で 

舊 太を 避く 

ロシア 巧 制の 居 頭 
パ y— 六日 發 =:。 シア 革命 R 
ホフ ランスに 己が して 配 巧の 
巧を 縣 めつ i も現蠻 農政 おを 


事 的；.； も 政治的に もを の 一 ホを 
巧耀 I た 人 でんつ わ、 ず 
時化 r ニ ほに おる 偉 巧を 樹て戰 
後 國化指 掛官ど r* ち、 二度 じな' 
b 暗殺 されん どした こご もめつ 
じ、 性 ホ勝氣 人物 だけ じ巧繁 
ホ ご も攒 々 街突 し 政 界 が -.^^お 
した こども あつむが、 泻ホ W 强 
みで 復活 I、 千 化な 十四を S 乂 
戰 じは 總 司み 官 ごして ガ タシア 
じ 

奮戰 •して 偉 働を 樹心 K 巧 

の 視 酷を 惹 いた、 而 かもを のを 
戰 おむ'、々 リシアを 始め 左— ラ 
ン ドを 失っ わが、 これ U 武器 禪 
藥の缺 乏じ原 内して むた、 P る 
じ 太を のを々 たる 總あ 却ぶ は 
當時 軍事 方面 じがても 世蒋 P の 
賞 讚を 践し たもので わら • ^ く 
る モ九百 十五 年 太を は P シ を 
中の 怪奇で あつた ラプ ステン じ 
がて 露骨 K 非難を しい 爲め卷 帝 
ょ b 嫌惡 されて n — ヵサスで 面 
じ 退けられ たか、 ア^メ ニ 
線に 巧び 偉功を 樹て t をの 
を驅 歌され たらので あつじ 

革命に 際しても ょ營ホ 
素 八 ま 張の 如く 舊露 巧の 退 


働吿 したので ケレン スキ— 内瞄 
ごのを 協ら 圆 お-— ぶ 立 I た路遂 
じ 過 数 派のを 命 < な h、 ク 9 ミ 
ア よら イ タリ ー を 經て遂 じ バリ 
I 郊み附 巧に 亡命して ゐ たので 
ある、 太を 自身 VJ しては 倍 巧 反 
過 数が 連動に 化 串 だ 中、 靜 かじ. 


お 生を 送つ て 居た が、 而 かもを 
越のを け おに & 蹈私 離れ ホ 雇 入 
じ おし t は 現に 逝去の 巧 も祖國 
が 興じ 就て 講話を して ゐ じど 云 

ふ、 姬 d モン ブ子 クロの アナス 

タシァ 姫で 千 九な と 年 じが 婚し 

ブ」 C- 


木 社 束を 轉 雨ち U ホ ぉ町轉 載〕 

’ 巧 支献績 陳情 委員 上京ず 

(八日】 排 H 叙惡 化して 巧 支那が 績は巧 詰 もみを ホ 段に 化る 
みない ごて 凍 情を 眞が k_ 京した。 

纖溯 重大 事件に 誦る 宣言 

【八日】 滿洲某 蛮 大事 件に 關し 円本は 鼓 早 何等の 關 也を 持た 
の ご 巧 ホ'. 首相け 講魯で 宣言 するど；。 


吞氣な 首 

煮 わ 切らぬ 新黨 

(八日】 新年の 政界の 幕 d 旣じ 
開かれた が お 場 劇は 相 も變ら 
やじを いもの I 蒸し返し じ 遊 
ぎ や、 旧 中 首相は 政府と 新黨 
俱樂部 VJ の關 孫に 樂 お' が 抱き 
ち 日が の 如きは 山の手 劇燒じ 
澤 正の 忠担藏 を觀じ お掛け 大 
じを 氣振 6 をを 揮した 一 ホ 新 


黨供樂 部員は 田 中を 相の 冀ゎ 
切らぬ 態 巧の ためじ かを 間 題 
に關 して 政府を 援助す るか 巧 
かを 禱趨 して ゐ る。 

烈風 中の 御親閱 

(A 日】 聖上には 烈風 吹き荒む 
中を 軍帽^ ぎ 紐を アゴに おけ 
.させられ 宮城 前に 巧て を國男 
みを 酣親阀 遊ばされた、 御 親 
閱中 御譬謹 申と げた 窜巧內 柏 


はお 風の ため 晒 子を かき 飛ば 
された 0 

社 償方而 新記錄 

【八日】 を 觀の乂 緩 役 かこ‘ 昨年 
中の 化 议十窗 3 h じ 上 b を贿 
の挪么 みは サ 一二 憶 ごな つたが 
巧 ホな 新記錄 である ど。 

を 償潑巧 六億圓 

〔八日】 新規 公憤は を游を 避け 
るが 明年の 一二 巧を じち 巧を 定 
巧け 巧 おど 借懊 .ロで ホ 億 W で 
ある ご 0 

利權讓 渡を 宣 傅. 

〔セ 日】。 シア 側は H， 米、 顿 
に 東 支鐵逍 剌權讓 渡を 宵傳し 
居ら ミ那 測は。 シアを 怒らし 
巧收 手段を 取らん ごして ゐる 

婦人を 民 權尙早 

【セ 日】 『婦人に を 段 權附與 は 

一部の 速 動で 輿論で ない 』 f 
あ 麻 側では 尚早 意見を 械 らし 
て揖る 0 

市議 總選擧 期日 

〔七日】 囊じ 解散され た 巧を 巧 
議綾選 擧はニ 丹 ホセ H とかを 
しを 員は 八十 八 名を 八十 四を 
交した 0 


フ 1 バ—を 急遽 歸 米して 


W 化の 



巧 年 S 巧から 新 大統領 じ 

する フー ゲァ ー 巧が 急 じ莖！ 

變 おして フ シン トンに 歸つ 
どは 閣員の 巧 命じ 

重大 な踞 なが ある ど傳へ 
られて 居る が、 昨今 下馬評を 主- 
つ て 居る 新锅 員の 候 浦は 約が A 
じ 建し、 こわ 中には 他人から 頻 
もに 違 動 S れて はおる が 本 A は 
一巧 無銷 也め を も あなし、 自ら 
必 巧に なつて 獵宫連 載-しお 为 し 
て 居る 人 ももる、 而 して 洪 閣員 
中で も 居 踞 りけ 確 質 ご 見られて 
居る を じ大礙 長官 A n ン巧 一-農 
務 長官 ジャ ー デンを ミ截 巧總監 
の ニユ！ 取 等ら ゐ るが、 こめ 中 
郵便 緩監な 任期 滿 了で 退職； し 得 
るが 閣員は 後任が 决定す も fVi で 
動く こ C は 出 ホない、 さて ぞ省 
長官の 娱補 顔觸は 々」 ぅでを るか 
ごを ふじ、 化づ 

國務 長宫の 候補し どで 巧 
巧ヶ n ッグ 氏は 旣じ 引退を を 明 
しで 居る から 間 題は ない ごして 
第一が 駐メネ シコを 俊で をる 財 
あを ド ユウ キット •モ 0 !r 關 
稅禽議 や 治 外法 權間 題で ま 郁に 


目を 惹く 內閣の 椅子 

.‘UK ラリ ミ 並んだ 長官の 新 候補は 絲徘人 
H 國務 長官の 椅子 だけに お 六 人の 下爲評 

氏 等 


轉 覆して 帝 越を 按 巧し 帝王の 

位 潰に 就 （べきち 力なる 淚巧 j 全權 どして 特派され たン 々ゴの 
者で あつた ニ n ラス 太を は 造 法曹 家 サネ ラス •スト n 1 ンを 


巧な ホ 肺炎に 化されて 靜 養し 
つ i ぁつたが 昨が 半 必臟麻 巧 
の爲 めじ 逝去した。 

T T 

逝ける ニコラス •ニ 3 ラ f* ウ 

キ ツチ 太 公は 歐洲 大戰 時化 には 
"シア 降 軍の 

總 司令 空して 華 ミな を 
涯を送 b し 人で 舊ユ 3 ぅス 階下 
み 舅に 當 り、 千 八な 五 - H (年 十 

一巧ろ 日 じ セント ピタ ，スブ 成 
ダに 生れた ホ拔 きの*^ で 六尺 
壁 かの 風 ホを々 たる 人物 じて 軍 


巧に 71 ゲア！ 氏の 顧問と U て 
南 ホに をいた ィタ 91 大使 プツ 
ナヤ！ 氏、 聯合 齒 賠償 會議 _p :ォ 
プサ— パー たらし ボストン を 
曹》 じして 銀 巧を である 0 下 ラ 
ンド •ボキ デン 氏、 駐英 大带ホ 
] トン 氏 等が ある。 

薩軍 aK 官は現 化 ドぅ ソゲ 

ツト •デグ ネス 氏が 退けば 况司 
を 副 長官 ウキ リアム •ド— I ワア 
ン 大佐、 ニユ 91 ク抑 選が 前 上 
院議 負 じして 陸軍を 員で あつむ 
ヮ ブゥォ ー ズ氏 、前 陸軍み jpa 一 


ン プ才] ド •マ クナ キタ 

が 宵 力で ある。 

海軍 は 現を 官 ゥネ グバ| 
氏が 司法 接宫 かえ 審院 が！！- じあ 
を 說が高 {後 ほごして は 化 ヵロ 
.ーブ. キ.未獨.够 奠擧狡' 

出身の ステ ユア ー ト •クラ マ" 

をの 雌聲が 高い。 

司法 長官 VJ しては 現任 サ 

— ゼン ト 巧は ク ー クブデ 大統領 
どぶ 人關係 でん 閣 したる じ 止ま 
ら實 をは 副 長官 ドノ ゲ アン 大佐 
が 其 讀じ當 つて 居た ので あるか 
ら當幾 巧が 體承 すべきで あらう 
が、 若し 巧が 座 軍 長官に 廻れば 
現 海軍を 宫ゥ キ^バ） 巧は 前 力 
プフォ^ ニア 州み 大審院 判事で 
あつたから をを 海軍から ちを せ 
しむる か、 選擧篱 時に 大間 題を 
惹 なしな 婦人の 副 長官で ある メ 
1 ベル •ゥ キン ブランド 夫ん が 
前网を 破て 巧 命され るか も 知れ 
ない。 . 

郵便 總監の 椅子は- 1 ュ ー 
巧が 留任 t るで あらう が、' 巧し 
辭退 すれば アキ ォヮ州 選出の 前 
下院議員が i ム ズ*グ ラ ン ド 〔フ 
—ゲア ー 氏の 西部 選 擧委昌 長〕 
前ト 院議 員 じして な 一 ー デン グ 
大統領の 秘書官で あつた スン ム 
プ氏 等が をる。 

勞働 長官は 現 巧ゼ ー ムス 
デ I ゲ キス 巧の 辭 職は 確實 らし 
いので 鐵道勞 働 部 委員長 ジョ ー 
ン •ド ー ク 氏、 缀山勞 働 紐を 長 
として 乂閣じ 戟必満 々たる ジ e 
!ン •火 1 キス 巧の いづれ かで 
~ あらう。 

巧務 長官は 池田リ I ス疑 
獄な來 最も 段 黨の頓 を 憎まして 
居る 椅子 だけに 今 巧の 短 かい 期 


間 r. 就 巧して 藻會の 問題 W なつ 
た 現區官 0 ネ •ゥエスト 氏は 恐 
ら< 引退すべく、 後签 じは 前ア 
サゾ ナ她细 事た ヤンべ か 氏の 外 
じ 遂に も 昨今 獵官 連動を して 屠 
る どを ふ 共姑黨 幹部を め 一んで 
ある アグ グ キン® パ I ト 夫ん が 
をみ をの 外じフ 1 ダア！ 氏を ベ 
八 寺.— で 補佐して 居た々？ フォ 
がで ア がの 鑛出 技師で ある マ ー 
ク •ン クア氏 等る 领 るち 力で あ 

簡務 を 官の 椅子 も フーゲ 

ア！ 巧が 最も 力瘤 をん れて 居る 
椅子で あるから 頗る 注 白され て 
居る が- 番呼聲 み 高い のは 現じ 
同省の 巧 外 遮 お：？ 長 ごして 大 い' 
じキ腺 k 發 揮して 居る ジュリア 
ス •ク レー ン巧 丈が 先づ 第一め 
候補 ど。 b 、 この 外 じけ 前を 米 
商 棠會讓 所會巧 じして 戰時中 じ 
は官 營穀插 所長を 勸 めて フーゲ 
r ! 氏 ど 協力した 大麥 の輸巧 お 

ち e ある ジュリアス •パ I ンズ 
巧、 この 外 シカゴの 富豪で わら 
惑 善 家で ある ジュ 9 アス •ロ 1 
スン ブ 1 ' 八 ド 巧 等 か ある。 

農務： れは i のかく ジ 

ヤ！ テン 巧 か 留 任 ずるで あらう I 
萬； 潑職 ずれば ミゾブ ー 震 
學 校々 長で わる マム フォ！ ドを 
わ、 ア ネォ ブ 卿の 農業 新聞社 ま 
筆 ダンテ •ピ T 1 ズ 巧が 任命 さ 
れる であらう 。さて この 申で も 
最も 

重要 C 椅子は 阿を 云っ 

て も 胡 格 長官で わるが、 この 椅 
子を 園 むん々 で 巧々 じ最 もらら 
つく 顏け 化を をみ 人々 であらう 
◊モロー 巧先寸 第一に 浮び 
上る 顏は メキ シ 3 駐剖禾 顚大化 
ドワイト •モロー 巧の 巧で ホを 


モ。 1 巧は 昨年 巧、 ク ー ブッ •チ 
氏の 懇绍で 年 化な 方 弗 ごい はれ 
て ゐるモ 瓜 ボン 商會の ( 1 トナ 
— 役を かなぐ b 拾て メキ シ 3 じ 
使して むる 人で ある、 メキシコ 
は ホ 國の對 外 巧 策の 一方の 中む 
をな す i ころ、 いかじ 氏が ク！ 
9 ッゲ 氏から 重を 視 されて でる 
かぐ 剌 る、 しかち 巧は をな 一一 ヶ 
年を こ {で 前メ キン n 大^領 
カン K 氏を ホな づ パて 成功 於- 驅 
はれ r るる、 轉時 中は 聯を國 海 
運 貧 遜の ァメ 9 々巧 ま VJ し I て歐 
渊じ 乗ら 巧した 巧が 界巧舞 寒で 
の潘 躍の 經翰 d 化當 じは ぁる 
◊ホー トン 巧みぎ'? 英國駐 
劉大随 アラン ジン •ピ •ホ 1 トン 
巧で ある、 巧ら 词じ （寶谁 家の 
出、 初め^ — ズゲ 五 グト巧 じを 
おされ 下院で ブラ"''-- して ゐる 
ぅ もじ 、 J — デ ィングを じがき た 
てられ： 一九二 ニ牢 戦後の 巧大 
巧と して ドィッ じ 渡 つた、 ドィ 
ッけ 曾遊の 化で あるの ご 巧の 抽 
攻 的を 脑ご 相俟って ド ー ズ 案の 
成立 運 巧に 一方なら 妇 0 を 添へ 
た、 一九二 五 ザ 巧 閔椿卿 ヶけッ 
グ 巧が 运圖駐 刹た 巧から なかれ 
る やを のを ぉ磬 ぅて 窠 固に をっ 
てん rH じ まつて なる、 巧 年の 選 
擧 じは 三ユ ー ョ ー ク から 上巧議 
員に 打って出 たが 惜しく も 敗れ 
た、 がしと 院莖員 ど國格 卿とは 
别 ものである 0 - 

◊フ レツ チヤ— 巧 ヘン リ1 
ピ ー •フン ッチ Y 1 をは フーゲ 
ァ ー 巧當港 後の 初 旅行なる 中 南 
ホ旋 巧に 司 巧して なら だめ 更に 
其 國巧卿 满伟說 は 濃 辱 •しなっ て 
な 6、 をは モロー 巧 や ホー トン 
巧 等立異 って 化 道-'- ホ巧宫 ごし 
て じ t きと ザて 巧たん で わる、 
キユ 1 バ 、ポ y トゲ 瓜、 g 那、 

チリー 等と しかも ニ ir 等 書記 宮 
で隨を 良い こご 旧を ばか 6 姻っ 
てむ た、 巧 じ I 丸 二の 牟 のをで 
あつた、 しかし 菊 瓦 巧 化 ぉ會遙 
では ホ 齒資帝 巧を をっ ごめ てた 
いご 活驢し 化 ホ 問題では 一 ホの 
權を ごして 重きを なして む も。 




The Japanese Christia 打 Association 

巧 3 W. 1 が お 化 II がむ rk Ci わ，. leL 8ra 加 ur おおな 


The Japanese Christian I 瓦 か • jnc* 
巧 M 掘 E. 57 化な . 8 がな rk 巧 お . Photie, 巧む a 8 巧 2 

皆 お — 暮 … 妾 天… 是 てす 詔 


I 巧け 裁が 巧 あ 
i を會辖 占ん* 宿 
i 計 員を 思な 部 化 
る 及 巧 I 露、 み 
びの S 胞ミ 

ホ 唐 露 S 巧; 事 
, 會 課が、 n を ホ 
' 員を 巧 請 ま 
のを 巧を 巧 


丄户目 

茶賠 英巧巧 巧 お 
話 唐が 巧 卿 盛 

會讓 及 | 說會 1 
演 び 1 软 i 
會午 まな 夕 S 
タ义 巧な 夕 夕と％ 
入は ニ 八ん 時 巧 
時 巧 時時 ザ 午 


霜 

集 

を 


Dr. Sabro Emy, 

1035 Park Ave ， 
Tei . Sacramento 7980 

KANZO OGU 反！ M . D . 
214 High 化 Brooklyn 
Id . 扣 angk がが 

K. IWAMOTO, MJ >. 

U 4 W .70 比 S *. 

TeL 了 ra お Igar 0352 

夕每 ^ 璧べ 

ブ y 彭 育グ * 

時巧お午察を^學ュ 
かぶ時を時見醫） 
ら 四 陆さ科 病 
八を で 時 ™ 品な 院 
時、 か 朗勤食 
迄と ら 

巧 

武 育 午 午 
ボ巧ホ を お診 

。ち 7 パ、 察 

病 こ’ 震^ 鳥襄^ 

な ド お 探 ニ！ 時時 

日 作を トド還 午 午 診 
潘ザぉ V; g 後を ^ 

巧な び ^‘ 

一 


T.C.TAKAMW 

<76 む mberlaad 化 わ oolii が 
Tt し 化 mi) が hnd 巧 1 1 


M. isuch げ a, D. M.D 
1 化 W. 73rii 化 
Tel. Tnfai 即け 09 


DR. H . ん GARDNER 

DENTIST 

巧 E.8W 化 M 抽 adi 如 tiA 化 . 
Te し R 巧 eni'7 け 6 


んし CEASA も M.D. 

1 リ East 8 咖リ础 
bet. お rk & Lexing 虹 n むが 

湾 喉 晒 鼻 巧 隣 

間 時察該 
午 I 目を 巧ト 巧午自 
時ん ま 巧 六を 午自 
日 曜 

自 午前 十 時 ま 午を 一時 


JAPAN ART STUD の 

122 E. 57 化 化 Bei. Park る Lex. わ 的 . 
化し 化 AZA が 97 


T， KASAi 

Merchant 

TaUor 

が 

刚巧 gUILS 舶 

Boom 304 
巧 巧 巧が 


Phone 

わ ド nl 30 巧 


MIKADO - TAILOR - 

30 E . 65 比 St . 

Id Rhinelami がが 30 


Midori Maisum が o 


38PosUve.Cih 
Tsl. Lorraine 04 お 


M ほ s Blanolie 化 1 ] が 

1264 Ux. iUe. お tween おか and が h Streets. 


授敎語 與人嫌 


D 化 D. BLOOiVl 

—NEW YORK OFFICES - 
34 th Street Cor . 3 rd Avenue 
S 6 tk Street Cor . Lexi 打 gton Avenue 
1 25 th Street Cor . Park Avenue 
— BROOKLYN — 

E « F.Aibee BIdg.,DgKa 化 Are •が Fu れ on み. 

診に 目 n 堪最多 
u 化 午 察 r え 協 能 新年 楠 f 
曜時前 時 寧 入 1 じ まの 网 
午 九 閒懇諸 I て 巧 經ホ斗 

i 趕刖 fli 醫 

をを 壌 糖 U しじて 



F. I. FREDERICS CO. 

巧 巧赃學 大巧 比输を 
'! け E. 5 抓れ Tel. おが ni 7094 

お i. Uxiiigluit る P が k わ わ . 

迄 時 八が 0 曠 主水爲 


DR.E.E.YOSmi, 

307 化 93rd な . 

むし River お de 3 扣 0 


M. /amaguchi, m.d. 
70 お aman む e.. 

Te し Lo ぴ aine が 34 


F •心 Mar は yama ん 〇 • 

67 W . がな 化 も 
Te し 目け ani 巧 



CLOTHES 泛 UILDING 

" PA 及 EXCELLENCE ：" 


^rrlTO— 

巧 3hd 的 rd な . 

む r. I 別 ingi 帥を 巧.， 


Ko 化 e み U ぷ 0 

730 F が 比 Ave . 
Cor •巧 化な. 
TeL Circle 4406 


One 打 tal Art Stuaios 
丄 Y. Mafsmno わ 
124 Wi 3 か h 化ん Y. C. 

Tel. Wisconsin 巧 18 


KE 民艮在 MAYOR 

1023 Third Ave. 

6d. 80 & 61 な s. Te! 巧 hone おが n け 3Q9 

^ 巧 人 本日 

i 巧專 靴型 小 

I てし 張 お 員 店！) 巧に 聲を御 
I がけ 届 日 邸は 靴!) なと を寸 



I リ ZES in STOCK 3 TO 12 F WIDE 


I 画 - • 

をを AMERICAN AUTO SCHOOL 鬟盖 

も 習 7 が Le 又. Ave . Bet . が 比- 5 お h みん ご 年 


巧し 


Phone . Regent 2177 


新の 



証底牵 て期智 なべの び 操し 敎は 
し 的 あ 最間識 機き 修運縱 自師タ 
職 技る もじを 瞄必得 巧 法 動を を 
業術徹 おし 短 的 要す 者 及 車聘の 


號 十： : こ 巧 お干-- 第 


雜 m 畜 湖 


【円曜 か】 


日 九月 一年 四巧昭 



諸を る 


本 

人 

を 

督 

お 

修 

道 

會 


苗 巧說を (日) 八 持 
日 酿タ校 (日 ご 一時 半 
を 庭お會 (水) 八 時 

祈燒 階ぶ (本 一八き 
聖蓄研 お；- /お 
婦人 會 
語お會 


設 備 


寄宿を、 箱を をを 
巧 業 周旋、 をの 化 
人事の 巧 相談 じ お 
じます 0 


|| 

&| 

か祉 

r 

C C 

* k 

E ^ 

J 

if 

打 的 
趴 巧. 


本 

A 

美 

巧 

巧 

會- 


牧師 畜條繁 一 
幹事 脇 崖 義人 

;,を 集 

日醒话 巧を 前 王 時 

日曜 學校 午前 十 時 

觀麗 日® キ をと 時半 

が 禱會水 嚴タと 時 律 

帯’—— 雨！ 峰 

'位 睛古淪 比 亞をお 
を 下町 迄 十五み を 
を會 社員 じ 最適 

を 猜圈書 Si 誌が 曲 
を種娛 樂真衝 ちを 
堂 あ b 

便を 斌萊 周旋 旅を 
案 巧を 棟事袭 調ず 


i 

午後 一二 時よ ちみ 持 
ゴ府 約祐函 g 


局 見璧ま 


JO ご 0 立 I ooi 、 i . 

1 ごまた 臺 st.f To ; 

ぎ 宝 さ rsid こご 3 > ジ|| 量 r 妄吉 

^ •なをす か 九 時— 午 巧！ 巧 
時， 午後 化 

H 睡午的 化 時— 午後 四時 一 
ド* トル 小 架を ち i 


应 巧な 主 谷 基 

自 午前 九 時 H 十二 持 
自 午な 一時 ns 時 

火贿 午が 六 時 

は ヘキ； S ヤ 1 フア 
ン テ^ン ヨン クブュ 

ツクじ 出勤 


弊 巧は 實質 誠意 巧 速 主義の 
まじ 御 ± を 物 一 ま卸賣 値段 
で販資 をし ますを ホ じ拘は 
らや 御用 命 仰が 下さいょ せ 
◎歐 ホを 稱 時計。 置 時 訝 一 ま 
◎寶石 貴を 属 。銀製 器具 一 ま 
◎を 禪萬年 筆。 をを 製 鉛筆 
◎蓄音器。 レ 3— ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タィプラィタ！ 

◎船 切符。 がを 寫巧帖 給擺書 


プロ— ドゥ ユ！ 自 お十番 

領事館 お 側を 物と 0 五號室 

於が i ホク 
^ A 策 

絶が 商 A 

170 Broad ミ产 N . 产 百ぶ- 
呈 . Cortlandt 黄 37 芭 5!一 




正確 選廉 
直 實し價 
ご 信 御で 
親 用虫販 
切 ぁ產寶 
ミる 物 致 
を 南 一し 
旨 品 まま 
ごを 持す 
し精别 


▼擧友 聯合 晚餐會 ▲ 

コロンビア 大學 H 本 \學 ぶ炼會 
25 辛 ニ 5 thst -, す W さ rk , NJ , 
(ぎ 巧 ratlh ミ si 二 70 空- 适) 
每巧 第二と 第 四を 廳曰 おお 時ょ 
ら當 大學言 こさ 呈 1〇 食後 词潘社 
を 室に て會談 ず。 巧の 巧みを 間 
は 中、 日米 學 ぶの ホ琪を 乞ん。 


齒科醫 

►彰察 時間 <1 
每日 (日 確を 除'、) 
午前 九 時よ ち 
午後 お 時半 
水 確 午が 九 時 1 
午を 一が 


齒巧鬟 木 下义巧 

W 10 W . ご ミ 芭' 

ぎ Mln ニ 置 


H 本、 支那 寶玉製 美 
術 お、 婦人 用 曾 飾 其 
化 装飾 晶 

导 巧ァ ー トス 
P 4 a チ ュデホ 

島 等 襄術お 修键、 
曾歸 品、 スト 9 ング 
日本 お敎镜 


笠 ホ 洋服 巧 
丸み 泮服 藏會 


洋服 調進 

クリ. — ニン グ ，ダィ 

ィング、 修鑄等 一巧 

ミカド 洋服 巧 

化 本-が 
笔話 ライン ランダ！ 
六 八 一二 0 


が 育 州 公認 
內搭 省を 許 
まを 帝大皆 巧夫學 
產壤 復習 巧 卒業 
元化邊 

產婆 松本綠 


をき 米國 婦人 
H 本人への 襄 
語敎授 じは 多 
年の 經驗を 有 

す 0 一 レブ K 

ンと 十お牠 
每 H 轉丸 暗ょ 
ち锭化 暗迄码 
時 じても をし 
H 曠 目は 一 時 
よら 闽 時を 


じ 
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i ， むい 
t 4 
c 6 5 

ん舶 -M 
& I 肩 

0 6 "S 
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滋 船が 用译 
船を を 巧な 
か 洋を雜 貸販賣 
輸出入 焼 關す續 
諸 荷物 運搬 政 扱 


遠 藤 小 乃 商 貪 
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巧自 かノタ 巧げ 去 詩を 巧 チ 申 
巧 方 k 霞 辛 f サィ 
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320 Manhatt ミ Uve •す 1. 11 3,114 た S - 
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i 雖 揉治攘 

•マツ ザー ジ 、整 お 

醫科學 的 運動、 腸 
灌 注、 水を' 光線 
及電氣 治療、 其 化 
な 育 州を 鼓 

フ ィジ ♦ンラ ピスト 

西が 幸 巧 

H 曜外毎 H 午前 化 
時— 午後 九 時を 
電話 前約 願 上 候 


攒眼化 じ 眼 媛 調節. 


診療 . 

ザ 前 十 時 ょら 十二 
時、 午後 六 時 ょら 
八 時、 H 曠は 前約 
願 上 候 

ドク ト八 

扣 ロニ 一之助 


錦 I 設療 

前約 願上娱 

ゴ—チ か大を 
ドク トか オプメ デシン 

臀學巧 ± 

吉 居憶彌 


斬 鮮魚 か 一切 

目 本ん 向きのを お 澤山取 b 愉へ 
特圳 廉谊で 大勉强 致します 

サゲ才 ナ魚巧 
SLyNIBU FISH 呈ロ 0 YST 呈互 ARKET 
2 呂 至を ご si S すを G ミ ner A 量 ミを ョす e . 
Tel 呈 umbus 91 だ 


♦畜籍 ♦巧 誌 ♦新聞 
お 寛 室を 巧 
執務を 前 九 時ょ ち 午を 五 時を 

紐 育 日本人 會 

ブヴ 1 ドウ 玉ィ I とと 五 

電尹グ y 1 00 お 0 

話 T クグ 一 OC と" 

巧^ 31^\每 巧 十 H を 巧 


$ 


部 十 化 

三 司 ISIAVe . す W さ rk 曰 iy 


西 旧 十六 T 目 六十よ 番 
竜 話 ブライアントと 0 と 九 


荣 五十一 ニ 了 目 

ニニ H 

伊藤 
洋服 巧 

作 7 5 な こ ミ 


機械工 具 製 巧 
運動を 並 おを 
賢を 威 及が 計 

松 本 7 \ぃ 

寫眞機 レ ザ イオ 

ラン フ シエ！ ド 

美術品 販賣 修理 


第 •五 街よ so ■ 

へ クシ ヤ— 

ビグ デン グ两 

小 池 寫眞舘 

電話 サ ー クか， 

四 四 0 六 


M 徵 兵猶豫 

細 8 i 手續は 一巧 化】 日限 
紐；！ 相 -I b で 無 巧 どならます 
青 ， I W 化 ホが 留义 t ? 事務 多 
仙^ 忙の爲 め ホ 手 賴の適 
案 パむ 齡者 諸君め 便 宣を圖 
內 ら 今回 小生に 於て 取 
ト な-. I . 次を 範始 する 事 どな 
舍 W らました。 ホ 逞のホ 
お 棘 は 生年 巧り、 お 綴、 
勇 此^ あ 巧 巧、 最 巧の 猶豫 
西 做 W j 巧 日 明記 心 上申 旧 下 
書 恥 則 I さい。 手 數巧一 弗。 

房- が 营 Si % 究巧 

他 巧 長 けと 杉 純 雄 


繁榮の 秘訣 U 何^ 

ベツレヘム 期锁 食れ 甫 巧せ 長 

チア ー ルブ エムシュ ヮ ー ブ氏 

巧々の固家はネゃ前古ホ曾ちの 一胶的^^を榮を迎へて居る、 
アメリヵの 一般的 化 引 巧 どして は、 最早 これから 遙 かなる 項 上 
じた ど. 〇 を < 必要は なくなつ たので ある、 なじ 今： a の 巧々 の 問 
題 どい ム ものは、 從 ホの 夫れ どを が 趣を 異にし たらので ある、 
即も いかじし てこのを をを 永义 化する かとい ふ 問題で ある、 勿 
訟 この 化め 中じ自 かの 取引を 永 义 じは 巧 甘し わる 專資特 をを 持 
つを はない が、 なは-】 の おじが てを ひは 諸ち の參 ちになる かも 
知れない どあム おを 提唱した いので ある、 なじ どつ て 左の 十 個 
傑は、 繁 をを 永繪 せし むる 鱗で ある ど 威 じられ るので ある。 

〔一】 就慟 をに 對 しては 出ホ& だけ 高い 給を を 沸へ 繁をご 給 
银の プヶー 火と いふ ものには、 を 巧む 鹏 係が あるから。 

ごこ 就 お 者を 目 じの パー トナー ミして 侍 遇せよ、 企業の あ 
巧の 秘訣は、 が 源 や 機械み 組織 よらら、 人間的な 關 係に 賴 る〜」 
ころが タ いので ある。 

〔一二】 取引は 銭て 白まを々 ごけへ、 蓋しを 共の 信賴 どを 共の 
猜疑は、 僅か 扉 一枚-しお てを おされる からで ある。 

【四】 需要 《 お 給の 巧理を 思る 勿れ、 を 產を巡 刹 ご寸る 必要 
にき ことら おじ 記憶せ よ。 

【五】 自己 じ 生 <る^ 共に、 他を 生かしめ よ、 いかじ 繁榮し 
た產 業ど雖 、化の 産業 争 别の逆 か 後ろ じ蹟 くこ ごは 出 ホロ、 永 
义 的なる 繁榮 は、 均等なる を 配じ俟 たな けれに なら 《。 

- で ハ】 巧ら しい 思想を 歓迎せ よ、 永久 的な 機 脚を 設けん ミ 欲 
する ものは、 刻々 ど 變化 もの-し 備へ。 けれげ G ら 0。 

〔と】 自己の 事業の 進み じ お 足す る 勿れ、 氣取 つた 6、 喜悅 
すだこ ごは 進 ホを 促進し ないから。 

【八) 總て 3 企業は 經濟を 基礎 どして 運用 . C よ-時 價の輕 が 
あ大 a 膨脹， 不經濟 なキ路 じ： g るか おは、 時 憤の 制定、 獨 占、 
刺 引に 等しく、 取引 及び 一が をな じな 害で ある 

【化〕 常に お ホを 見、 將巧タ おへよ、. テプ レッ シ ョンを 免れ 
る こごけ、 治す こごよりも おぶ である こご' を 知れ。 

【十】 おに笑ひ、 而して渝^^じ、 化引の目的は人類の幸福を 
を 進す る じある こごを 基 ごし 了 一^け。 

最う 一つ シ增 した* レ；： 

十億 弗 級の I 大銀巧 

ギヤ ラン テ厂信 巧を 社が 中間に 
助が 活腥 一^が 映ず るを 銀 斤增資 


千 化な 二十と 年'. ホ过 V 迎ふ 
ると おじ ァノ 9 々の财 巧には 第 

四玻目 S 所 調 『十億を 紋 おり』 
が ホ 巧した' . この か 飄機關 け 日 
本 A じけ 閒 馴れて 居る V V ラ > 
テー 信 化 貪 社で、 而か t - 舊年十 
月から 傕か 一二 概 H じ 

一 躍 この大を飄機脚ご^^ 
つたみ である、 哪も 同社 舊腦 S 
十) 日 現ない 資 を， J 十倍 五 千‘ 一 
巧 二十 r 力 一千 だ 义 十八 巧 どい 
ふ 巨が」 速した が、 これを 前期 
巧吿 じな する じ 昨年 乂 g 二十 八 
H が八谊 一二で 八', り 十二々 九 千 ホ 
巧 六十 八 弗、！ 昨年 SW 期け 八 
億ぶ 千 S 十 S 巧 一二け 五十 九 弗 ど 
なつて 居る、 拙 も' 川扯ゎ 膨脹に 
反映し たらので ある 殊に 问化 
のをを 膨 脈け も ホ 化 人の 眼を お 
いた 火を ホが 巧なる もみが 多 < 
は 他が 巧 ご合间 したお おで ある 
に 脚らず、 獨 hv ャ ラン テー 信 
巧 曾 社は 千 九が 十 年な 來 いづれ 
共を 問は せす、 をく 

獨ヵ で 短 かいこの 期間に 
一繊 十が ホ 級 か领巧 ど。 つた も 
ので、 千み ホ 十 ザの！？ 社は 一一が 
巧が よ b 五-, り 万 巧 じあを し 同時 


で 雌 年の 資產 に 既に 十ぶ 億 巧を 
超？! しみいで 千 化が 二十み 年に 

メカ 一 ニックス •で ンド •メタル 

ナシ一 ヨナ^ 銀 巧を 合併し。 チユ 
i ズ^ ナン ヨナみ 艱巧も 十億 雜 
觀 vsk 仲間 じ 入/" む もので、 今 
回の 暫ャ ラン テ— はがに おいて 
主 一 
( \ - 

一 の 信巧會 おどして 活 
躍して Ip たので ある、 最ぅ 一つ 
の 十 憤 4^ 級 銀 巧は 昨年 コン チネ 
ンタ ナシ 3 ナル 銀 巧を 合併 
した シすの コン チ ネンタ 八 • 
ィ リノー!^ ネ 信巧级 巧で ある、 ゲ 
ャ ランチ!- 信 巧の 年期 報 吿を見 
るに拂送|!|1:を五千万弗、 を剩を 
四千 巧 ホ i 未お當 がな 千 一二な S 
十よ 巧 古 ふ 十八 巧、 總 資本を- 
協 一二 巧 一二 牛と ガよ千 十八 お、 預 
を d 八 億 四 Ihtci 二十 お 万 八 千 
; i 巧 十五 弗 前年度 间期じ 比す 
れば 一億 ニ^ニ 打 S 十二 巧 化 千 
闽十 S 弗 加で ある、 ゲャラ 
ン テト 信 巧 如 

食ゴ しなのは 千 八な 九十 
一年の こどで 資本を は 俺 かに t 
巧 弛、 余剰 利益と 巧 二十 弗 でん 
つたが モ化 なぞには 資本金が ニ 


じ預 あもと 千 九む 五十 方 弗から 一巧 万 巧 どなら 余剩 利益 四な 巧 弗 
一巧 ニ 千 四け 巧 弗 じあ 加した の ホお當 利益 ニ 千 一二で ニ 千 八な お 


: であつ た、 元 ホ アメリカの-;- 億 
弗が 銀け でを の慰大 。る ものは 
當 地み ナシ 3 ナ作 •シ チ！ 銀 巧 


十八巧でぁった^^のが千九だ十 
年に おらて、 ス マン ダー ド 信 巧 
を か あび 第五 巧 is 巧會 おを を 併 


して 今 H じ まつじ ものである、 
千 九 巧 二十 八 年 巧は 金顯巧 じご 
つては おを ホ 曾が の 活動 期で あ 
つたぐ け じ コ ー ル 巧 煤の 金利 も 
- が ニを じ 奔騰し 社 憤 成立 も激 
ちした か 株 ま ホ谋が 繁忙を 極め 
たちめ じ 銀 巧の 離 逝と これによ 
b ホ 中る 

利得 も駭脹 しこ ユョ！ ク 
巧 じめ ける お 力 G る お 巧は 悉く 
ち資 -5- 颖巧ォ るに まった、 邸 も 
ナシ ョナ" •シチ^ — のかき と 千 

五な 巧 弗から 化 千 巧 巧、 九モ巧 
ホから 一倍 巧 £ ニ 旧じ挂 つて 居 
る 外、* キャ ラン テ ー 信 巧は 三千 
巧 弗から 四千 巧 弗、 チ M —ズ* 
ナシ ョナ 八が 五 千万 弗から 六 千 
巧 巧 じ、 ァ ー ゲ キング 信托の 一二 
千 ニが 巧 弗から 四千 万 巧 等は を 
の 一例で、 これ 等は 當化 財界の 
活躍に おする 反映で ある。 

南米 移民に 

新方舒 成る 

外を 上の 影響 考量 
巧が 國の 移ち 政策の 穂 極 方針 
ご して 昭かニ 年度から 海？；：： 移住 
組を 法 じ 化ら 鬧 組合なら びじ.、 
聯合 會を設 なし 每年 政府から 化 
資 巧と 十 巧 劇の 飄 通を うけ 

海外で ± 地を 腺 人して 一 
組合 旨 じ 二十 五 下步の ± 化を 貸 
輿し、 開を の 上で； 定の化 慎を 
得て 組を 貸に ± 地 S 巧ち 權を歸 
感 させる ホを を ごら、 企を 移 段 
を 每年八 紐を 一千 六 巧み 族 約 六 
千ん を 渡が させる こ € じ决 をし 
たが、 わが 蝴 なじめる 移民 紐を 
聯を會 が おして ブラ ジ < で完を 
* し i 化を 巧 冶す る こど-かお ホる 
かどう かの 重大 疑義を 生じ、 し 
かも 

會 頭に 內務 塞を 戴き、 

を府の 援助 じよって 巧 ホ 拓殖 単 
萊を營 いこ どは 村歐 人に 對 して 
かを 上恼 めて 微妙な 彰 響を あた 
へ るんで、' 词聯 をを 並びに 巧 お 
を 埼宏は 秘密 裏に 協議の 結果、 
根本的 じ 組織を なをし、 プ ラジ 
を おならび— 巧殖 事業を 營む 
ため 新たし お 限 責任 プ ラジ 瓜拓 
殖紐 をを 設立し、 移は 紐を 職を 
禽 のを 託を ちけ て 事業を 巧 ひ、 
聯を會 は 單じ內 地の 移民 渡航 準 
礎 串 采を營 むこ V 一に 巧を、 十二 
巧 開會の 移民 組を 聯合 脅 理事 會 
で 

正式‘— -i じこい を 巧を する 
こど^;:*つた、 颗設されるお限 
巧な ブラジ^ 拓殖 組を のを 飲の 
う もま U るら のは 左の 如くで あ 
る 0 

銷四條 本 組を S 目的は 左の 
かし。 

(ィ }± 地の 賣買 貸借 抵當 (り 一 
移 化 化の 雄設 ぉよび 經營 こ) 
辩お 自骑車 わよ びを の 化のを 
通途 渝機關 の雄殼 および 經營 
(- こ 地ん 利用 關發 およびを の 
化が 殖じ關 する 一切の 附帶事 
業 

を あ 化 本 組を の 資本を は 金 
五 巧 コン トスと し'. れを五 ロ 
持 かにみ 割し 一口 持 かを 巧コ 
、 ス £ t 引受 紐を ど 同時 じ 
をが 拂込濟 £ し 甲 ニ ロ、 乙 ニ 
ロ、 巧 一口を 引 巧け 組を 員の 
寅 任は 本 化を の 資本 巧に 限を 


される もので ず^ 一 
移住お合聯を會はをの祖^^を化 
本 的に なめ 今度が 聯合を の定欽 
を 改正して みお 大臣が 命 頭 ごな 
る截 制を 削を し 民 聞 お 4?¢ を會 
頭 じすえ る'- どじな つね •か 刷 係 
常 局の 人 逃の 結 お 今 井 •五かん を 
會頭じ 推ず ことじ 內 をした。 

財 薄の 動き 

東京 特電 六日 發； 

支那 巧の 積 觀激减 一 

巧 司發電 じよれば ぞ那巧 貨物 一 
はが 目貨 のために 激减し 郵船 會' 
社は 大巧 擊を 受けて 居る が 殊に 一 
天津 わ 路は空 船間樣 である ど。 

特融 回收 額は 僅少 

昨年 末までの 惦别飄 通 间收額 
は 旧 千 四な 万 巧で 遞 額は 六 僚 四 
千 iir 白 九十 巧圓あ b 被融逝 銀け 
は 九十と 巧で ある ど。 

手形 巧换 ：1 增加卞 

昨年 中の 東を 手形を 換窩は ニ 一 
な 十一 億 旧 じ 上' ゥ 前年 じ 比し 一二 
十と 億阳 のち 加で あると。 

拂お 件數で 世界一 

火災 保險界 のみ 地 開 巧は 巧 詰 
ち 海み 進出の 氣連 わる こご 旣報 
の 如 （なる が 愈々 英 、ホ、 濁、 
佛等じ 支店を 設置す る ご、 巧 ほ 
U 本 にがては 拂 出し 一年ず 均 諸 
か國 のと 俾じ おし 十と かじ 及び 
鼓 高の 數 宇を ホ. して 居を ど。 

入超の 原因を 發表 

大藏當 5 發 をに 依れ ばけ 年度 
の貿 摄は輸 お八 巧减 、輸入 八み 
增 であつ たが 右は 締 製ぶ 輸お不 
振ピ搜 、自軸 率、 小を''! な 類の 
輸入 增進じ 因る もので ホ 糸は 教 
量增 加して ゐ るが 晒 格 下を のた 
めに 渝 お八 お 加を ホ さなかつ た 

常 潜 ニ】 

人絹 產 業の 膨脹 

ゥ井 ツグ ハム 氏 

〔問〕 人を 絹糸 產 業け 今後 盛 

镜 膨脹し よず か。 

〔答」 セレ ニ 1 ズ • n — ポレ 
!シ ヨン •ォブ •アメリカは 旣 
にこれ を 準備 I 且つ 千 化' 白 二十 
九 年度の お 展を 期が して 居る が 
一般的 よら 云 へげ k づれ も生產 
經费 S 節減を 斷 ぶ’.- お 憎を 化廳 
たらしむべく 努力 t て 居る ので 
あるから、 今後^ 造 絹糸の 發達 
は木絲 のみなら や、 絕物や 毛織 
物界 にも 影 攀ず么 であらぅ。 

註。 ゥキ ツグ、 ーム 氏は 上記 會 

社^ 粟 役_ 長です 01 

人絹 生 產め增 加 

ハ 井 ラム •心 ヴ井ツ 氏 

〔問〕 人絹 混を 新ら しい 方 

をを 發挂 する こふじ も 人絹 


.尋れ 人 

(を 城縣) 大橋武 雄 (長 野 黙) 获 

おず 人 (巧) 佐 化鎭雄 雇 島 
縣) 中 村榮ニ (岡) 渡を 秦巧 〔を 
京 巧) 古' 渾武之 巧 (か 歌 出縣) 
お 藤を 之を (お 棋縣) 松 Ht 之 
吉 (山 ロ縣) 德原猪 S 郎 (熊 
本縣) 西が 劳喜 (鳥 か縣) 縣勝 
衞 (山 ロ縣) お甚吉 (を 操縣ー 
横 巧 常ち (を 手縣) を々 木 淸料郞 
(和歌 山縣) 化 本平吉 (鹿妃 島 
縣) 闕上 時を (愛 か縣) 水 末 松 
_ (長が 縣) 池 出 巧藏ま (能 卞縣】 
ー卒 井深 (小 樽 お) 大町化 造ニ觸 
一 础縣ニ 一又 伊 度み 


を^を じ 活かを 度き 儀ち 么 
巧!^ 本人 巧く は 知人よ b 巧 
化 1一5 御 通 か 願 上 巧 

紐 育 一帝國 総領事館 

1 ます 呈 を ミ aev * Tork 岂 y 


の 要 ボは增 すでん 
〔答〕 アメ ，々じ 
巧 二十 年の 人絹 牛 産 
巧 方 封 巧で あつた. い 


一ら うか。 
がける 千 九 
は 僅かに 九 
千 九 だ ニ 


十八 年 じは これが-億 封废 ご 4:* 
つた か、 千 二-白 巧 封^を 輸入し 
且つ 消 獲して 居る、-^ 絹應 用の 
發 明は ホ だ あつて。 矿 。いが 過 
ま 化 年 じ 豆る 經驗を 个 ー臺 どす る 
らば 千 化が 二十 九 年 巧の 生産 
ど 消 蒼の お 加は、 低く を 構ても 
恐らく ニ 千 方 お 度 じ 達する であ 


覇 化かを 


はも/、 の趙び 
ホを 英文です 國人じ 能く わが 
やぅ 簡單 盟' ‘ 

お 巧ました 
ます、 御賣ー 

M ミ丢4ー言三^1こ14£.呈||篇呈. 


— 長—*'! 會 く老ス . i 
F 擺じ說 巧し じ ものが 
; つ 巧容目 ホ 進呈を し 

單 でさい。 ' 
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术聞ま を 語を 話す 事 
けが 巧の 第一を です 
ぶが じは 白 本ん が授 
じ 階れ た# 巧婦 みを 
師を 6- 懇 顷じ會 一 
信义 社を 語を あ： 
ます 。 H 陡遇日 一み じ 
午 韵化诗 よ b 午 巧 十 
時 主で 賴 校！' 一 
スンと 十五 袖イ 
今 H 治 もじ ホ按 I わ わ 


?ク を 

音を 

し 




稅關事 

おがを 化 おじを 也界 
の 輸出入 ホ 法 じ^ず 
する 一切の お^じ 
應じ凿 道 お 船ぶ 御 運 
貨及出 化 おお^ 續 
書 等 進まず。 吾を 都 
が じ化理 巧を がし 誠 


實 おを 御用 命に 

が輸取 


藤 中 


稅關 事務 取换 

WI 居 AM LiE & 

す— 7 ミ ご Broadwa こ iy 
T 巧 I . Bowrlng-Gai ち 04-置 


化廉 
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巧 Easf 2 が h Sired 
Tel. Lexington 5727 


Kawasoye Hotel 

巧 9 Wm り 巧が 化 Mt. 

む i. む thedral 巧 巧 


御 

旅 

館 


河 



IKUINE 

liotel & 民 e が aurant 
313 W.8 削 1 巧 . N が York 
Tel. Schuyler 7822 
Cable Address !KUINE 


Wing Hinfir Low 

ChniBsc む staursfit 
お 00 が way, Hi Y.C か 


Quang Gan Low 

加 in が e R だ taurant 
112W. 巧 tf), 化 Cib 


SHOWA 

53 W が!: 105 
Tel, Clarkson 0981 




340 wWh St. 

— j_elej3hor 



Columbui~8& 


(晒 日 •水) 司!! お 


College In 打 
3100 む oadway 
BeU23rd & 巧 4 化な s. 
Tel. Morni 巧 side 74 巧 
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至自 
す 午 

菌 を^ 

房 ± 采 

半時 
開 
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ブ薩 

ィ 及 
き ± 
诸曜 

雅 r はこ 
ヘン 
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ミ 


わ 

44 W. 46 化 

Tel. Ungac 巧 64 り 


SUN HANG FAR 

2 巧 0-7 化 わら B お. 巧8 化 4 巧™! が S. 
お I. M 刪怔帥 i が S4 


ま ゥ± 希 巧 博 君 云 T で 巧諸瞄 
す マ、 上を しじへ 吕窠理 君 前 本 
。ィ 甘ま繁 ては ばの セを のを 樓 
、强 す々 居 巧 直 チ 巧 差 嗜巧巧 
春 |む° 御 まるぐ ャ のとが つ理 
谣設 先す 程 H プ 百げ にて 入 
が 頭を。 好 本 スニま 適日歐 
\ あ、 の 評人ィ 十す す本廉 
\> シ 程 を 諸と 六の る 人が 


新囊 

あ營 

お 



巧 ホ 巧 
ご 目下 四十 四 
曲目 T 五十 四 


KI 脂 Y0 & PET が 0P 

IMPORTER OF 

GOLDFISH & BHIDS 
〇 

動 其 力を 
物^ ナ種 

一 烏リ金 

切‘ 類ャ魚 


City Hal! Tea Garden 

170 Nassau St. City 
Next to the IVibune Bldg 
Loo LJH ndanager 


DARUMA 

巧 レ か h わ も 
Tg し B け ani 巧 58 


T お MyoOOi 

140 W. 巧れ 化 
Hw む rk C 利 
Te しむ afti 巧 r 8559 


Japaa 

Vision Go 

一す SO W. 蝴 h 化 
Te し En おながが お 


KATAGIRI BRO ^ S ' 

の 4 に 5 か h St, 
New York City 

Te し Re が nt 3 が fl-3 が 1 


牛ぉ^5 

巧 魚！） 御 

ず 料 


燒 


狸 


DANCING 

411 W. ns 化 St. 

TeL Cathedral 4408 Apt. 3 


號 十二 宫お千 


第 


な Ib を i な！ 巧说か 0 を ® im を 巧 


【日幡 水 


H 九月 一 か 四が 昭 


超の 蒲烧 わい しい « 镜 

會席御 料理 

晝 食は 末 一^へ 

叮蹲筋 化 まが 大勉强 


割 慕 化に 御旅 舘ー 


1 


ろ.- 

集 


佐 巧 
巧 お 


な 育 巧 西 八十 八 T 目 一二 ニニ 
巧 話 K 力 イク； と 八 ニ ご 


を 様の 御 嗜好に 適 ふ 
樣な美 ホの 巧 巧 まを 

温 廣珍樓 

致します から 镜 々巧 
ホ ホを 頤ひ 主す 


琴 承興樓 

腐 揃 ひの 巧 理人數 名 
か 日本人 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 蘭 一二 時を 開 巧 
(な 什 五 T 目 サブ 
淳車 おの 下】 


會應御 料理 

昭 巧 

特別 棘 日本 巧を 新設し チキンの 
水煮を 始めました。 チキンの 水- 
煮は 一二 時 巧 お前 御 お 話 願 ひます 


レャ トル 巧 

NP 旅舘 

30 タま f Av タ扣 〇• we る ti タ wsh * 

停車 滨前 通を ご IT 左側 K 階 建 

H 本 巧 船 切 持 お 扱 波 貝 場 送迎 


燒 

~に 御が 理 




ザと 金魚 巧 < 

ご 8 S 害 ミ.， New すみ 享 
一 さ 0ミ Circle 97 ち 


ろ 那巧巧 

が廳 茶園 

司 巧 人を 巧 
お 數のホ じは をな 
の 御 巧 利じ備 へが 
間會 席の 御 巧じ應 
中べ くち 巧 巧キ巧 
す變 わを 立願 巧な 
紙上 御 案 內申上 巧 


日本を 巧^ 
日本 雑貨 
書な 巧 雑を \ 


巧タ九 格を 巧 ま 
メ 1 グ r ドレス 〔年； を 

東を 巧會 

* ブ y ホ 巧 もまず 
かを の投 あら 


酱油 SSSISSI 驚 f 白 ホ 
日 案 難 食料品 is 胸。 へ gJi 削 

巧 田 巧 油 巧 ま會社 東が 一手 費挪巧 

曰 本 品商會 




一本 食料品 巧义び 雜貨類 卸小賣 
V ホ 之 ま 大資搁 桑 山商會 
新 身 害 籍^誌 小 問 物 日用品を 種 


住 巧旅銳 

館 ま 住 旧キセ 
S: を 1置 S すを ザ I. ぎ yvesan ニぎ 


力 旅館 改め 

帝 國旅舘 館 I 

二の W ’ 苦す St す < すみ 
ジ L をぶ 云 hanna 》61 巧 


紐 育旅舘 田 中ち 巧が 

を 四十 T 目 ニ 四 ニを 
Tel . を ledcn 一 a 贾 74 


レスト タント 

並 じボー デン ダ 
靖 物ぶ 保 隙 附じ預 b ます 

〔島 出】 

1810 さ inuve . 呈 .言 さ & ち Istsis . 


ボストン 市 

富 ± 旅館 大浦末 お ' 

養 W ミ cester S 二 oston 至 ass ‘ 
lel . B . M 87 S 


費府 御旅館 

桑山淸 五郎 

夏 W ぎ 量 9 th 苗-さ ilaiielphiu P 产 

Tel. Wal ミニ 231 

商袭區 お中必 、據 領事 裙 " B 本 
郵船 其 他 錶巧大 貪 社 近き 鶏 巧 

桑 港-^ け ホ テが 

巧 日本を (特別 間 ぁを) 

御 一報み 窠 自動車 御ぉ迎 ホ 上 お 
巧 ニ 夏ぎ rnia 这. • San Ficisc タ Ca 云. 


ロス アン- ゼ ルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ S きす dra SI , Los An をを cal ’ 


舞駿 個人を 授 
▼社を ダン， ▲ 
マを 情 ホ 操 A 



朝 十特ョ ，お 十】 踪 

シ ヤジフ •ダン シ 

ング 帥蜡學 俊を 襄 

上が タマ 


卷壽司 御 注文に 應 じます？ 

木村屋 

當 みか 桐 巧 曾氣が 
電話，— ミ >ト 八 五六 乂 


淨 瑞璃ゴ をな， i.n 

i 線を 轉 111 

御 化しい 餘暇じ 何とも 言への 
淨瑞璃 の 趣味を 御 賞玩 被 遊 度 
.皆 樣の御 ホ 遊を 歓迎 致します 

野 澤ち王 

ニ 8 ごの W ごゴ h 苗 My 

ジ 一. Univ ミ S さ是 88 


化 解 品節資 

五味 商會 

W E •ニを S 1., 尹 Y . C さ 
1史 S 夏 vesan こ 7 を 


曰 

米 

桂 


を 話 プラィア ント 

ミミぶ 八 這。 を ま 

が-一一- 重 I 葛 

紐 育ボ西 四十 四 T 目 
一三— 二八 落 ニ 庭) 
J 夏黃 E A 青呈 P 富呈ー 
二 2 ご 8 吾 st を thF N . Y . G . 
TeK ず 皇 nt 苦 75 


眞 面目なる ぁ縣 同胞 じが 巧 
なる 戰 菜を 間旋す 

宮が 事務所 

紐 育 ホ 西 四十 ニ T 目 島 か！ 番 

■とと 八よ 
化 六 化 八 


煎 餅 卸、 小賣 
豆腐 油 擦 
H 本 食料品 一切 

SC 曰 ご S0 Rice rake CP 
巧 85 ゴミ A さ こ 

Tel.Piala 52 ニ 



高 松 宮殿 下 御 婚約 


德 W 喜 久子姬 ごわ 近いぅちに 

ま 京特® 六 百：. 链 H 德川慶 ホ 公爵を 妹な 〔久子 姬け 今を I 二月 じ學 
留院 をホ萊 すべ'' 下 小を 川 S 自邸 じいて ピア‘-、 生 化 等を 習 
お 中で テニスの 淫ホ であるが、 巧い 中に 高 化 お 殺' 中と 御 婚約の 
儀が 公 おされる ご拜 承す る- 


眞黑じ なられ 

載炭 御が 業 

高 化を 殿下 < 御 あが 
兄君秩 父を 殿トの 御成 おじ 相 
夾 いで、 徳州幫 义子姬 'この 御婚 
約說を おじられた 高 松 宮宣仁 親 
王 殿では， 乂お 天皇の 巧 一二 皇乎 
に まし まし、 明治 S 十八 年-巧 
一二 日 じ御誕 A 、 がめ 化を ご稱し 
奉る、 大正 ニ 年-^ 巧み H 、 高 松 
宮 の御稱 号を 賜り、 十四 年 一巧 
十一 二日 じ 御成 年式を 御擧 巧、 同 
を 十二 H i H が 巧ず 尉に 御巧宫 
遊ばされ たが、 巧が おが 中尉 じ 
御 昇進 相ぶ る どみ じ 練習 鑑隊八 
雲、 お 雲に 御 乘組遊 だされ、 療 
洲ょ 6 班', f に 化 化 じら 御 あ 港、 
遠が が がをおて 一旦 御歸閣 、御 
大典 じ 御 參别の h 、 巧び 八 雲み 
乗組 良 ごして 舊臘 十八 H じ U お 
巧潘に 御し 陸相 成た が、 殿 ドの 
御を 化 じ 就て が 附武を 山 口中 佐 


はな 下の 如 '' 語て がる 『殿下に 
はい， こ 御 化 健に 軍を そ勵 ませら 
れ 、艦 巧では 一 股 將\^ ご 少しも 
わ變 > なく， 巧間朔 肌を つん 
ざく やぅな 時ら 當直 - ip おじつ 
かせられ、 を 天 激浪，^ 中 も わい 
ご ひなく、 上陸を の お をゐを 
ばされ て 居る、 これが め乘組 
將 十の ±氣 は 殿下を 中、^ どして 
いょく 緊張して 居る。^ 乘組員 
がーを 嫌つ て おる 石炭^む どで 
も、 まつ： ろに わなら レ K つて 
指揮され、 徹 巧で 御 巧 業 一， y あを 
ばされ たこ V - ら較巧 あつ ip 過 
H 高 化 港に 入港した 聘 じけ^ 縣會 
議員ら が 訪問し 殿下は 當 お^ 校 
どして これらの 人を を 御 案^ あ 
を ばされ だので、 非 萬に 恐 一言し 
てん：. やぅで ある。 艦 巧で i 1 
水を でも 殿下を 『を 隊長 J 『： i み 

將 校』 ごかわ 呼びす てに して \ ゐ 
るが、 殿 ドには 御 微笑を ふ- 
で 御答禮 ホを だされて 居る』 


’ 驚い 


こ 

f _ 


アメリカ人の 間食 懲 

キ ヤン デ ー が 一が じ 約 四 億 弗 弱 

ア井 スクリ ームが S 億 弗を 超過 


アメリヵ人が 元 ホ 間を 慾の 强 
いこと U 無數 のべ ー カリ— やキ 
ヤ ン ザ 1 お 、 ア斗 スクリ 1 ム座 
が 大變む 商 質を して 居 & こどで 
j も 明 おで ある：； 5、- さて 一年 じ 互 
; る ホを がで れ积 かどい ふじこれ 
は ホが 化な がに 速して 居る。 
即ち 去る 一巧 ホ H 附で お務餐 
が發 表した 爾 をに 论 ると 千 化 
内 二十ん が 巧-: がける キャン 
デー 類のを 産け 吉億义 千な 化 
十二 万と 千 一二 巧 四十 一二 弗 どい 

ふち 額で、 アキ スクプ ー ムの 
みで も I ニな h 五十一 巧 ニ 千 四 
な 一二 十一 弗、 前が 年度に 比較 
すれば た サ四煙 〔词 年を： 2 ニ 
憶乂モ 六な トよ巧 五 千 六け 八 
十六 弗〕 の お 加で ある。 

先づ この 統計 內 をを をる じ アキ 
スクブ ー A 類の みで ニ 憶 ニ 千 六 
巧と 十一 こ 万一 こ 千 六-ゎ. 五十一 一一 •キャ 
ロン どい ふらのを ホを してを の 
傾 格が ニ 億 八 千 二百ち 十 方 九が 
お 弗、 ア ザスを の 化み 御 親綺筋 
が 千 八な 九十 一巧 千-五な 二十 六 
弗に 速して 居る。 

更 らじキ ヤン デー の ホ おを 見 

る ど ナヨ コレ ー ト！^?1ニなと千 

五 巧と 十五 ガ とで 八 巧の 十九 
封 巧で 一億 ニで 六 だ 化 十 几 方 
五モ 八が と 十 巧、 峽裤お ホ 
た 棒 型 S ものが S 原閒下 六な 
六十 八ガ iir 白 二十 五 お 巧で と 
で ニな 十の 巧 お <= 八十-' 弗’ 
堅い キャン デー 類が ニ 檀ニ千 
一二.， U 面 十 A 巧と なと お 巧で 一二 
で 五れ S 十八 巧 ニ 千 巧.：： 四十 
弗、 キヤ ラメ^が 一な ニな ニ 
十五 巧 化 千が S 十 封 度で 千 六 
百 四十 五 方 四千 八な 四十 巧、 


マン ユ マ。 1 ズがお 千 四 巧 四十 
儿 巧と 千 おな：- 一十 お 巧，' 八な 八 
十六 万 八 千 S 巧 ニ 弗、 をの 化 ダ 
ム 、パ'' _、 。— ゼン ゼス 類じ屬 
する 糖菓が 一億と 千 化 巧 八十 九 
巧 六 千 ニ 巧 二十と お 巧で、 をの 
偕が が ニ 千 六な ホ 十六 巧 六 千 一二 
巧と 十み 弗’ をの 他が 四千 四百 
九十 S 巧 六 千 一二な 六 巧、 盛 ナブ 
ッか千 六な 十五 万 四千 ニ 巧の 十 
八 弗、 ビ 1- K ッッ がご 一千 四 巧 ニ 
十八 巧 四千 八 巧よ 十一 巧、 曰く 
曰 ■と 頗るち 額’ 達して 居る。 


かも この 閒 にがて 一回 も 街 突を 
他) な 障を をさず、 燃 油を の 
化の 食糧 品 巧の 供給 畳け 四 巧 ニ 
千 封 巧 じ 及んで 居る。 

磯は 陸を 標準 磯フォ ツカ ー 式 
シ！ 萬 ニ 漉で ラ ネト 式を 動 磯 
S 個を 牠 化しを 發 動機の 馬力 
は 二な 五十二、 平均 速力 一時 
間 セ 十二 哪 、平均 上昇 力 一二 千 
八 巧 吹、 最高み 千 六ち 吹、 發 
動機の 网轉數 は 四千 二な 五十 
ニ 巧 ニ 千闽じ 及び 巧窠と 十一 
吹の 大型 飛が 機 じして' 

今 巧の 試練に 就いては 飛 巧協會 
を おめ VJ しお 軍 當荷も ホ 常 じ 重 
要 視し絕 完ず機 ご 飛行 塔 U 通信 
を交换 しつ^を つたが、 乘組員 
は操縱 、機 願の 両部 みに をれ て 
を替 f 睡眠し、 機關 帥は 常じ發 
動 器の 姻轉に 細 也の 注意を 沸 ひ 
つ、 あつたか 離陸 3 ホ， 踏々 故障 
あらし も 巧みに 修 鑄し HH 目ん 
かき 硬 風 S わめ じを を 破が ュ<れ 
て 寒 氣み襲 ふ 巧 どならた るた め 
僚機け fc もじを ボラ プ を. 携 へて 
れを 上を じて をがず るみ 離 業 
をも衡 じたが- 

この間 乗組員は 何等 不自由 も 
U くょ く 霧 や 烈酸裡 しこの 大 
飛 わを 繼績- したので ある、 而 
して 若し お 動機 じして 故障を 
生じな かつれ ならば 乘化眞 と 
しては 尙ほ 優じ數 日の 飛 巧に 
たる；；^ ご發表しておる。 

斯 のかき 大 仕掛な、 而 かも 長盼 
間 じ直& 飛が おの 耐义飛 わ： 2 今 
度が 巧め てに て アメリカ 陸軍の 
むら 中を 世 巧は これ じ 驚嘆み 
を 放て 居を が、' アメリカ 陸を 
局と して U 要らに】 層 準備の 
か^ 全を 期した L 巧く 第二 回目の 
みお 巧' しおぶ ベぐ 目下 計 劃 中 
じして'- の 試験の 結 架は 今後の 
長距離 お 巧を 始め ィ」 して、 一般 


世を 驚 力ず 

耐久 飛行 

陸軍 飛行隊 壯擧 


旣報 のかく 去る お 巧 元旦 午前 
と 時が 六 か 四十 六 巧に n 1 サン 
ゼ ，ス飛 h 媒 ょら 離陸して ホ 曾 
宵の 耐久が わの 化擧に 就いた ァ 
メブな 權带诚 巧燃ク ゴッシ 3 ン 
マ ー ク號な 〔乘組 五 人〕 

絕 えず 磯ょ bh 空 じて 燃她 
を碼 おぶ 化必を f る 物 おの お 
給を をけ つ t お 巧 V 繼緒 する 
こご 正にな 五十 時間 四十を 十 
五が 全 おがの 飛行 術、 幡お球 
飛，い.機の耐6=^お錄を - 徽し 一 
月と り 午を ニ 持と か、 お 動機 
にお 陪をホ じた じめ 化 わなく 
荐馆 した 0 

この 糖'、 べき 耐久 祗 巧を 距離-し 
巧を ずる ごな じ 一方 I 千が 巧哩 
じして 巧 巧した ボス 9 ン のみで 
お 千 二な 五 ダ。 ン 、独は ニ 巧丄ハ 
十一 ダ n ンじ をし 離陸 W ホ 上空 
で 化 燃から 燃邮 をの 化の 化 給を 
受けた こご 約 一二 十六 回に 巧び 而 


照宮內 親王 近事 

東ぶ 特量 六日 發 n 聖上 じは 巧 
年を なて 二十 九歲 じ、 皇后 じ 
は 二十 四歲 じなら せられ 益々 
御 健勝 じ 渡らせら る/' が、 照 
宮內 親ち にも 五 歲を數 ぇさせ 
ら れいごを くるしく 御發 育を 
b 颇る御 健かにして 羽二重 ビ 
ンク 色の 御着 物に 白 お袋を 穿 
か ザら れた御 寫眞は 實じ御 巧 
をく、 時々 お 測の 者と 量譜を 
巧は せられ、 バケツを 提げて 
砂い じを や 菊 子 板つ き、 巧 六 
にも 興せられ る ど。 


巧莱飛 巧のと にも ホ 常 じ 有力 y 
參苟パ 資料を 輿へ たもの どして 
陸軍 常 局は 今回の 結 おじ おを し 
て 屠る 0 


スポー ツ界の 

興 巧 王 逝、 


テツ キス •リツ 力ー ドに 

お 化ホ圃 乂ポ！ ッ巧 巧を の 親 
かごー て攀剧 をを して 今日の 隆 
昌を 見る じ まらし めた 巧 巧の 天 
才ボ通 稱ブッ キス • ジョー ジ • 

で 火 •リッ々 アド 君は フロリダ 

州 マヤ ミ •ビ ーナじ 避寒 中舊臘 
二十 五日 壌 ほ 牲育腐 炎 じ 巧つ た 
のでち 治醫 の 勸 じよら 同地の ア 
9 ソン 病院に 入院 手術を ずけ 一 


巧 小康を 傅 へられた が 腹膜ぶ じ 
變 をせ る爲め 度ら じ资 二回の 手 
術を 施-」、 を 化 ホの 專巧 名醫を 
聘 して 病毒の 觸除じ 力め， 前挙 

圖遇 手ジ ヤツ ク •テム フ セイい 
リツ 力ー ドを 病窜じ 訪問せ fO 際 
『化戰 には 是非 勝つ て 見せで く 
て。」 ご 力む で 巧た がまる 六日 
午前 八 時 一二 十と を 五十よ 歳を 一 
期 じ 巧々 しい ホ涯の 幕を 閉ぢて 
仕舞った 。リツ 力 ー ド 氏の^ 業 
上の タィト^ はがを な マ デ；!- ン 
ス n でヤア •ダー ザン 社長で 今 


千 葉 病院 燒失 す- 

ま 京 特電 八日 豬 n 寒 パ 町千棠 
病院は 六日が 燒 失した が 幸ぶ 
患を はを 部 まを で 千 葉 数 道 為 
社で お 護され て 居る。 I 


列車 雪崩に 埋沒 


まま 特電 八日 發 H 奥の 本線 院 
內ホ面 じて 雪崩の ため 列車 巧 
沒し乘 をは 勇の 中に 這 出しん 
ホな 五十 入は 掘 出 中で ある。 


度は 新む じ獵 おの 競 犬 塔を 開い 
たおで ちゆる ス お！ ツ 興業を に 
手を ホして 居た。 リツ 力ー ド 氏 
は 千 八 巧と 十二 年 一巧 二日 カン 
サス贿 レ ー ゲン ウオ ■ — ス の 農園 

じ 生れた が 巧 謂 カウ ボ^ っ ミな 

つて テキサス 卿 じ 放浪 中を 儲の 
野 必を趙 ，しな 名な アラ 7 カお鑛 
發 をの 旅 じ 上ら 牛 ば 賭博 的のを 
活を 送つ て 居た。 彼 か 千 九 百み 
年 化 巧 バット リング •子 グ ジン 
と ジヨ— •ゲン ズ VJ の 拳 翻 競技 


をゴ* 作ピ フネ^ — 八 ドで フロ モ 


-ト したの が 抑々 拳歸 をの 猎壬 
- た* る 導火線で あつた。 


新報 自も隐 


妙な H 米親羞 ぶり 

横が 山人 投 
◊あ ホ 、 H 乂 人の 社を 席上に 
タ數の 巧 A 諸 碁が、 モ モノ 姿の 
まんみ 縷 、さては ァメ y 力 婦人 
を 同伴して 出席し、 ホい じァソ 
リカ 人 どを 歡を溫 めら やう じな 
つねこ どが 巧々 も 大いに 痛快 ど 
する 所で、 日米を 歡 積極 ま義じ 
は大贊 がで ぁる。 

ク 吾輩は 敢 てこの n 米 親善 促 
進の 努力 じヶ チを つける 譯 でも 
ない が、 H 本 協會、 H 斗ん 會を 
の 化の 斯うした 社を 席 七に、 ど 
うやら 頗る いかがわした 人蹈が 
いかがわしい アメブ 力 婦^を 同 
伴して お 席し、 巧つ てア厂 リカ 
人から いかにも 化 巧に しで 下品 
なア メリ々 婦人の ホて 居 ふのを 
奇怪 視 される 镇 をを 囊 々具 受け 


◊誤解す る 勿れ、 吾輩 dj 敢て 
階級 的 差別 必理を 持つ 者で 一はな 


い、 併し だ、 日本 協會 あた V の 
大宴會 じ、 巧 人的な H 本人が 巧 
處 から 是て も、 白娼 上ち と 覺し 
い 女を 憶が もな くが ふて ホて、. 
アメリカの 紳十 淑女 ご 混合 さす 
こどは、 我々 H 本人 ごして 耻ず 
べき こどでは あるまい か。 

◊恐ら （この 禪の 人は、 會員 
である H 本人の 招待を 受けて 出 
席し r 居る のであろう が、 若し 
さう だ VJ すれば、 招 巧す る 方が 
少し 注意して 欲しい もみだ、 蓋 
し アメリカ人 とて ビンから キリ 


まで あら、 アメ リタん から ひん 


し ゆされ る やうな 男 や 女を 招待 
する こ VJ け 見を すがい i 、 巧 
舞踏す る こどの みが H 米の 親 
を 促進す ろ 巧 似では U いの だ 


; も 

善 


卓上 巧 話 


今 ザの 祭 R ごょ み 
◊今が# まが 元 第二 千 五 巧 八 
十九 年 昭か箱 巧 ザで 西紀す 化な 
二十 九 年、 米 圍は搁 立して 常な 
五十 四 年の 春を 迎へ るので るる 
之で たいていを 化は 明かで々 る 
が 念のため 化を の 年 化 記を 矿る 
C 陰暦では 一巧 十二 日が あ 巧 元 
H ミな b、 羅馬曆 では 九ち 日 
から お 千 四な 一二 十八 年に 入る。 
猶太 おでは 十 巧 西り 五 卞ホ白 九 
十 年 じ 入る ごいつた 風で あてが 
今年 日 触は 五 H 九 H ご 十一す~ 
日 ごの 二回 ある。 

◊新年 匆 々からを 日を 識 るの 
は 如何にも 息け 者の やぅです る 
が、 元 fl の 火曜日を ふ b お P じ 
ん体 左の 樣な ものである 。 i 
7 ンン トンを 曰 

ニ 巧 二十 ニ H を曜 In 
五片一 二十日 木曜げ 
二月 十 一 H 月曜 H 
四 巧ホ儿 日月 觸 H 
と 巧 四日 水曜 ： n 
九 巧 ニ H 巧 躍 H 


招魂を 
紀元節 
天長節 
獨ホ祭 
勞 風を 
感謝 巧 


十一 巧 化 八 H 木曜！！ 

降誕を 

十二月 か 五日 水擢ロ 
をな つて 日曜 H じ 重なる も 3 は 
ない 事に なつて 居る。 


ずき 饒離業 

時下 盛々 御淸福 泰賀ト '暖陳 ち 
來る 十二 n .(+: 曜 } 

鳥、 魚 八す き燒 御が 理 を 開業を： 
し 特に 魚は 關西 スタィグ じ C 調 
理巧致 萬 拳に 注 息 勉塘化 b お 間 
是非 御 あ ホの 巧 偏に 奉 願 トー 族 化 
は 開業 御 披露まで 

牛 鳥 魚ず き燒 御料 埋 

ときわ 


を West ち さ St . 呈 
ジ 一. L ミ 巧 icre 是ニ 


♦◊日本 菓子 ◊々 

を饋 頭、 其 化 色々 一 
のし 餅け 前 H 御注义 類上韦 
捆 葉モ舖 松風が 

這 W . 置 fh St . ヴ I . Tra を爸こ 坦4 


御 披露 


曰本ス タイ か ， 

顏 制ら こ卡 五嘟 

マユ ダの まわ 4 も测リ ミず - 


曰本ス タイ か 

散 を 六十 视 

减毛 でを およく 拂 ひまず - 


へ 1 卞 •トニ クク 


散 

顔 


九十 お 化 


五十 袖 
U 酱業 時間 n 
午前 八 時半よ ち 
午後 八 時まで 
叮喀 迅速を 旨 どし 精々 妈 
巧 致します 

日本 理 髮舘淸 

西 四十 一二 了 目が 番地 ニな お 華 号 

ご 一階 (巧 お 街 ミ 四十 1 } 


‘も ..一... r ; ト t 主 
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Gor. 9 比 St. and Broadway 

Guldens Office 

a 打 d Shopping ご ervice 

Mr ん Ed け h 赶 umphrey 
Special Japanese Guide 


N. Y. K. LINE 

お 會船郵 本 日 

San Franc お CO Office Los Angeles Office: Seattle Of む ce: 

551 Market St. 605 So ロ 化 じ rand Ave Colman Bids：. F かが Av ら 

N 巨 W YORK OFFICE: 

8-10 B'dge St. TE し BO 扣し … G GREEN 2262 
Chicago Of む ce: 100 W. Monroe St. 


THE FUJIMOTO 
SECURITIES CO., INC. 

120 Broadw 化 N. Y. G け y 
Tel. Rector 2416-3339 


THE が NK OF 削 OSEN 

Room 1 日 29 16 目 Broadwa もん Y. 
Phori も Corilan が 8583 
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Te しむ rci 巧が 18-4119 


The Ywoti 編 
S() が e Baiik, L 化 

が F!oor， Equifabie Bid も 
1 如 Broadw 化 FI. Y. 

化 刪！? wWr 2 巧 0 


Tlie おがが む iwan,LM. 

おむ で 5 巧 

B 饥 nen 如 n in 化 :’‘ J み 川 ding 
が 5 む 日 adm N. Y. 

Tei. Cortiandt お 32-33-34 


み 


TaiyoTradingO 日.,! nc.l MOM) 即邮 OS. || 瓜, 

impcrkrs & txpo け ers 
101 Fifth Ave., N. Y. 


み 


下 el. Algo 叫 uin お巧ぷ 

327 W. Madison 化 ee;, 
ChicagOi 川 mo は 


紙 


53- 巧 - 57 W. 巧 rd S し 
N が York 11 か 
Tel. Gramercy が 50 


ま洋 


ぉ ' - 推 

ボ貿； •货 

I 易 ミ •陶 

^ S 1 ® 

; を 嘉 お 

ン 富 ® 


觸 

猫 

蓉靈 

ブ卸 
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0,S.K. Line 
お販廊 船會が 

2 姑 7-8WBiTEMLL 郎 IL0 巧を 
17B が 巧 8Y 化 AGE 郎 W 巧 HUmf 
PHQ 化郎 Wtm 目 お EH 巧が お 


MOGI, MOMONOI, 
COMPANY, In じ 
105-E. 1 帥が , I ん Y 
Tel. St 叫 vesant おお - も 7 


<dMM> 


Nippon 
Dry Goods Co. 

12 が Broadw 巧， G お， 
Cor. 31st Si. 

Tel. Pennsylvania 5950-51 
Room が 5 


Nara Trading Go. 

151 ■ぶ 比 Avenue 

(Cor. 21 が St.) 

Tel. が gtmquin がが - 47 


i 旧が 0 か os., inc. 

Formerly 

Maruhaclil & む . 

け EasM 训化 U. 
Te!. が go 叫 uin の 6 も 37 


B る閒 TA & 郎， 

141-1 が Fifths., 

げ肌 21s け t.) 
Newlfork 削ぞ 
Tg し％ 刪加 巧 30-23 自 1 


が 別 BA & 00 . 

M 目 巧 h3[i 日 ! se む sk が 

巧 HOliS 化 お ON け 
246-5th Avenue 
TsUshIa おが 郎 




« ♦金製 ヒ ツブケ ー ス 

を 

慶 令金緣 合尉囊 
令を 銀時計 類. 

そ 

.商 令を 製叠 みみ 置 時計 


晚を 坡每ニ 週！ 回 出帆 
A で ム プレス 露西亞 ( I 二三 呂嚼〕 

ニ 巧 こ H 

A 五ム プレス 亞細亞 三 一ろ 00 巧 i 

ニ 巧 十 ホ 日 

A 五ム プレス 视蘭曲 ご ニろ 呂喷 )' 

ゴ貝九 日 

A で ムプン K 露西亞 (一二 •呂 0 喷) 

一二 巧 一二 十日 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等を 設備 
嚴大 、善 お、 最 快走の 東が がわ 船 


新 どろろ いら 


か懒 兄弟 霸會 


東京 蘭 會特吿 


トを I 轉 y ぷ留® き 

i 情ー囊 ひ— 

一ケ が 一 弗な 上吉 ホ 迄 

御 便利で をを 

.觸申 题诚今 


綿 育 東京 爾會 
140 WJ 5 thFN . Y . C . 
ぎ呈量 r 萬 還 


ロ， ナメ I み ー の特を 

H 本ん の お 買物 じは 時別掛 員を 置き 無 
巧で 御 案 內致升 電話 义 はわ 手紙 次窠御 
訪閱 して 御 便宜を 計ト ，初めての わ 方に 
對 しでは 特に 注意 致します から 是非 お 
な 嘗ら願 ひ 巧、 ホ 巧 配達は 勿論 n 本な 
他を 地 宛の お 荷赖發 送は 當 方で 致し ホ 

レーヨン リナ メ ー 力 1 


T 寧の が 刷 ご 精巧。 も 化 上げ - 
時 円の 迅速 ピ 藤實な 校正を 巧 記 

印刷け 紐臂 新報 社へ 

電話 マト キン スニ九 0 か— ニ 九- 0 

わ 間違^む く 新報へ 

が， 西 十と 了 旨 十二を 十 階 目 

東部に がける 巧 字 言 i 機關の 

確 威、 吾が 新報を 讀 まの 人 じ—-、 

廣吿は 紐 育 新報へ 




#羅 巧、 を 港 出帆 (ホノ^ル 經 由) 

羅府發 桑港發 

(や 盾 ニが 化 化) (正午 巧れ) 

大 が 乂ニ巧 九日 ニ享晉 
天 洋义ニ 巧 甘 ニ H 二月せ と 日 
コレア 化 一二 月 八 H 1 ニ 巧 十一 二日 

奢が 乂 一二 巧サ 二日 一二ち 廿と H 

@ シアトル 化 帆 (午前 十 時 お 帆) 
靜脚乂 二月 乂日 
橫演化 ニ 巧 化 一二 日 
一こ 島义 一一一 月廿 一二 日 
伊豫— 义 四 巧 一二 日 

@淪 致が 日本 巧が 帆 

お 載 お 一巧 廿立目 
樣 あみ 二月 化 日 
化を も _ ニ 丹 サニ扫 
育 巧 帆 匹を 馬 経が 日本一 わ 貸 物 舶—巧 ニ 旧 
媛。 が 社は 欧湘巧 南米 巧 並に 巴を 垣 
網^^ 如 痒 行を— 會社ミ 巧 約を り 萊椒切 
▲来* J 鐵 r 泰 がバ綻 け齡 J が U — ひキ 


J ミ. お-とす Jj -_- こ ミと J I _= 古 U T ん 


r てす 


公人 か 人 

参 原 巧お郞 巧巧務 書記を、 前 
遇々 ホょ b 微恙引 籠 中の 處輕快 
不日 登廳 執務の も 
参上 田 喜 ホ 巧を 规が會 な 育 巧 
張 巧を、 が 用を 帶び 急遽 歸朝ご 
决し 昨日 出發 西巧沙 港ょ ら榮港 
じ 出で 十六 H 巧 帆の サィべ リヤ 
义 じて 歸朝 

♦祉巧 助 造 氏 夫人な 巧 コー ボ 
レ— ' ゾ 3 ンま 店長 夫人、 鄉 里の 
父君 病氣の 報じを しか 息 從婢同 
伴 西 比 利亞乂 じて 一時 餘 朝の 由 
参 板 倉 操 平氏 長 野縣誠 並中學 
校 良、 111 H 轉洲 を經て 着な ニ 巧 
1 B 巧巧歸 朝の 當 i 


魔— 度 シ’な 


經 のお漬 
娃の 筋子 


巧— 賣—な ホ 〔甘 ホ】 

娜燒 ミき わ 開業 

日米 人の 趣好に 適する 郷 焼を 
專巧 ごする 料理 巧の 有望なる は 
夙 じを 方面 じて 認められつ i あ 
るが 今 巧 西 四十 六 T 目 四十 四番 
地 じがて 鳥、 牛、 魚の すき焼を 
まごす る淸雅 U る 新 料亭 ごさ わ 
が 巧る 十二 日 (王 曜) ょ b 開 楽 さ 
れる當 で經營 をは 松が 好か 巧で 
あるが が 巧の 新鮮 調理の 美味 ご 
巧 寧翅 速の サー ゲキ マは 其 特色 
でを る yio 


新年 競技 會 I 

ホグ 十二 H (±曜 H } 午な tp 時 
» ブ 於 當會館 依を 例 新年 お 技 
會 (ピンポン、 募、 將棋 、歌 

力 W タ 、チ エツ々— 等) 脚權 
を シマ スカラ ぞ數 諸兄 姉バ御 
參會ヲ 歓迎 致シ マス。 . 
尙當巧 八 補々 澤山ノ 御 韻を 
ノ舉觸 ダ アブ マス 
一巧 頤目 

日本人 靑年暂 

巧 West 9量 St ., G 量 爸三賽 


東洋巧 |織5:?織 

を 話し、 お洋じ 富んで 嫌 行す る 
人を ホ わ。 品物を 1一 貿 るの''」 ょ あ 
らま せん、 給料 ご 旅 费を部 ど 支 
拂ふ希 袋の ホは 手紙に て 左へ' 

巧 0 こ 置 ， The Japanese ゴ養 

共同 經營者 

y 求 か 
利益 確實 

ニ rtf チ ヤシー 州 ベイ 3 ン 

第一 街 セ 五す dio 呈~ 

前 巧 重 雄 


が 2 Is 

U 呂 脚な 

が en".i 

，ぶ 卿 
E 擺扣 が 

I - ^ W 

U ぶ 

S E 
N 2 


かお、 生命、 家 ま 
賓巧 、傷害、 自動 
車、' をお險 及び 一 
切の 保險じ 特殊の 
使を あ， 0、 ア メリ 

ホン •至 キス プン 

ス 會社發 巧を 世を 
通用 爲 を、 ゾラ 1 
ト 、旅 巧 用 小 切ず 
等 取扱 


特 測廣吿 i 

新年 初 週 祈禱會 

題 一巧 九日 午後 八 時 
乐國 を ど 其 ま權者 

一巧 十日 午後 八 時 
® 同胞 S 救靈と 献身 - 
一巧 十一 日 午後 八 暗 
® 家庭 ど 敎育 / 
「求めよ 然 らば おへ n ん 、羣ね 
よさら ば 見出さん、 巧を 恥け 
さらば 開かれん」 - 
「神は 我等 3 化て 求む る 巧、 化 
て 思 ふ 所よ を も 甚く 滕るニ ご 
を；^ し 得」 j 
化の 標題は 化 巧 共通の 祝 禱^じ 
基く もので あらます。 

まじみ る 兄弟 姉妹は 無論 一般 同 
胞諸 ± の 御來會 を 願ます。 

紐 育 日本人 敎會 

を 五十を TSHO 




►擲 を 送金 及び ホ 送を (お 手 巧 巧)" か 面 
巧替 WU 、 荷爲替 取組 おな、 信用が » 
巧 等 一 投を巧 菜 お 的 巧 巧 じ 取 巧 可 化* 

g 脱 臺灣銀 巧— お 張 所 

本 庙臺潰 妾 化 

ち 店 巧を、 巧な、 大巧、 神卢 、上が、 巧 

ロ、 福 州、 厦門、 仙 頭、 香を、 廣 束、 巧 

嘉坡 、ブラ バヤ、 ス * ラン： ハタ ビヤ、 ま K 

— 々グ 々ッタ 巧 か 臺巧十 巧ヶ所 

一、 資本金き 億围 (を 額拂込 巧) 

哼 ，積 立を 一億 二な 五十 萬圓 

巧 化 本 支店 H 橫演 (本な) を 京大 圾 
神 ロ 長 時下 热 名古属 

橫濱ぶ 金銀 巧— 支店 

ホ おを まは： = を 港 羅度沙 巧 巧を 
巧 他 お ホを 西 重を 都市 ニ 定店及 コザ レ 
スを之 帯 


げ 店 大較化 殺 お T り ’ 

お 育 支が が 育ブ 0 ! ドゥ.； 玉！ ぉ 巧 十九 番 

巧ず .uj .一^^マ sat 1 了 

會お-. 1¢! 

日本 內 (東を* 横 澄.. 名を 崖， を 都.、 神戶 、岡 山 
也 だち j 尾ノ 道、 廣复 、吳 、视 ホ、 下ノ顆 
ぜ ミな (巧 司、 ホ 倉、 を 松、 跋 を、 乂留 ホ、 熊ネま 
本國 預金、 鄉里 送み 等は 極め 
て 御 便利 迅速 じ 御が お 可 申ち 


本 巧 朝鮮を 城 

ち 店 巧. 張 巧は H 本內 化の 枢要 都 巧， 朝が 
巧洲 、そ那 のを 地 及び 浦 盛斯お 

蘭 鱗 銀 巧 溢 育 お 張 所 

外 固爲替 一般 お 巧 業務 精々 神 使 利に 取が 巧 
申 上 お 


藤本 證券 會お 

一般 有 僧 組が ノ賣 買、 がを、 募 お 
A 金融、 並- 1 之 ニ踞ス ニ切ノ 業務 

S 藤本 ビ； ロ— 力— 銀 巧 

紐 育が 張 所 


日本 郵船 會社 (並 三を 鐵道會 社) 

代理店 片桐 兄弟 廚會 

乘 車、 乘船 切符 並に 小荷物 運送 御 便 巧 じ 取扱 申しまず 


シアトル 巧 帆 (午前 十 時、 
あ なぞな 化 一月 廿四日 
を ふを： i . 化 二月 六日 
ば 巧寸み (银巧 出俩) 二ち 二十日 
►一等 横 お 一九 お あ 

化 L ば リす丸 . i ん でんみ uj 五 五 巧 
▼三 一等 日本 朽置 五庸 をを たを 遣を 巧 室タ技 
►梅を 望 じあ リ 一等 割引 巧復 切祥资 けを 巧を 

ロスアンゼルス お 化 (ケ 後一 ニ 時) 
はわい 乂 一巧ず 香 
らぷら た 化 二月 廿す日 
▼一等 横演ニ 1110 巧 旧 ロ わい かま じらを 蛮 巧 
▼巧 別 一二 等 日本 巧 五十み 巧 ▼一二 窜曰本 巧 五十 置 巧 
▼み 灌羅 が 巧 海 車 切符 寝 童を 藤 入 巧 持を 化り お 
▼紐 育 線 パナマ 經由 日本 支那 巧 貨 巧が 月 一' 屈 


諸雜貨 仲買、 卸販賣 

保 巧蘭會 


觸 靖器雜 貨卸資 



日本 陶破 叢雜售 類卸賣 

ザ 元ブ タザ I ス 


日本 陶破 器雜貨 

ラ ふ プ卸寶 

奈良 貿易商 會 


H 本吳服 反狗キ モノ 
テ^ — ブルク ロ^ — ス類 

諸雜貨 卸商 

鱗 日本 ドライ グ！ ブ商喬 

特別 廉價で 乂魅强 新 流 巧は を 巧の 特 を 


り木陶 黑雜貨 

ドラ 1 グ ！ ツ お 販賣 

S 脱 茂 木 挑 ホ 組 
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資 .今を を 巧 曲 
拂这巧 資本金 六 千巧駐 
棺 立を ホ 千 一二な あ 十 お 固 

能賦 ミ お 

本店な 京 ホ 日本 お區本 革屋巧 五を 地】 班 
支店 小搏日 ネ播乂 易(ちち 〕8 
名を 崖を 都 大阪西 (大 氏) 巧 戸 
廣島下 顆巧司 若 お 巧 岡 長 巧 
1 — 上が か 奴 ま 買 巧 水 

な 出入 爲替お 信を を ホ 送を、 旅朽 信用が 
巧 業 信用 狀其化 一般を 巧 業 

ん 義銀 巧— ま 勝 

撒 里 送を ハ 日本を 化 無キ教 巧？ るを 取扱 
本庙 預金 {定期 通知 ノニ 補) 御 便利 取扱 
本ち 巧 巧 巧 (本店〕、 大阪 >#タ 、京都 
巧が 地名を 崖、 ホが、 上 お、 おを 


ラ么ブ あび シルク シエ iF 

製 遣 元卸賣 手 緣廚會 

H , Y . HETSCKA CP 

15ち6た2童ジこ三-芸，1た.空6||畫一 
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J 31 




先づ 脚下に 也を 用 ひて 

大地 お踏み 占みよ 

同胞 お 會の內 省、、 一工夫を 促がず 

覆面 樓モ 人談 


新年 タ 々アメリカでは レ 
ソ リュ^- シ 3 ン ミ稱 する 新規 薛 
をし の ラィフを ちへ て 見る 習 巧 
が ある さぅ だが、 予 のかき 一 か 
の 渥 遊を じあぎ のどは 言へ 廬々 
が 育の 人 ごな つて 見る ご 自ら 第 
ニの 故鄕 でぁるか のかき 威が ぁ 
る。 隨て化 ± 地の 同胞な 食の 賞 
相に 願し' ても大 化の 正谣め 知識 
を 持つ て 居る ご 云 ふ 自信 ホけ は 
失は ぃょ い。 之を 聖路爲 の 大博覽 
會 巧即ら tip る 戰役當 時の 社を ビ 
化较 すれば 確か じ 長足の 進 ホを 
示して 居る じは 相違ない。 H ホ 
貿易 じ 直接 關係 ぁる 部 巧を 除い 
て も 网胞の 巧 立自營 をの 化較的 
タ數 巧ぇ て 居る 事實 、巧 舖の体 
截位監 、商品み 容 の充實 、碟業 
.の 確 類の ち 加、 み じ闽胞 絕餐洋 
I を おのち 加 等は を 敷 チの 巧 目を 
おむ た。 子 .か】 

旅客 の 身で が 育 同胞 あ會 
の 內ちど 工夫 ごを 促が すな どご 
云 ふのは 鳴 呼の 沙汰で あると 感 
ホる 人 十ら あらぅ が、 日本 じ 於 
ても資 はが 育 ご 切 つても なむの 
經濟的 細 係を がつ て 居る 予 じぁ 
つては が 育 叫 胞社會 の 巧 長 盛衰 
は 吾が 祖國 じがけ も 岡 胞社會 の 
反映で あるから 巧して 吾 不顯焉 
の 態度で： 1 もら 祷 い。 ソコデ 
が 育 间胞赴 巧を 通觀 ずるに 化# 
大戰の 絶が 機會に 於て がらに 大 
-發媽 を：：：* し 得ねば た •ら なかつ た 
のに おはら や、 彼 S 千を 一 - 监の 
おを 巧 巧し 去つ た ミ d 誠 じ造喊 
である。 彼の 當 時を 利用して 顿 
柴 . S 猫脚を 濁め る； も 出 巧、 適 
化 S 勞働 當然 の々 なで わ國 人の 
儲け じら。 を' 秘めて 自然 じ n 本 
入の 德中 じを 入し 得られた 當で 


あつたのを 今 巧ら 惜しい； だピ 
痛感す るので あるが、 巧兒の 

を 算 ふる も 無益で わる 
から 先づ 第一 脚下 じ 必を用 ゆる 
こど、 換言 すれぶ 淳腰 思想、 中 
ブラ リン ま 義をサ ラリ ご 棄て i 
『お 育 中 必ま義 J を 樹立し、 毅然 
どして 大地を 摩み もむ るを なて 


本年の レ ゾ リユ ー シヨ ンミ ずる 

がよ い。 やれ 巧 中 內閣が 左に 曲 
つた、' やれ 南米 経 營は國 をの 大 
事 ど、 やれ 日本の 議 曾が でう U 
るかな で 云 ふ 問題 G どじ 沒 頭せ 
や = 注意を 拂 ふのは よいが 寒中 
じなる のけ 愚で ある： = 第一 紐靑 
若く は 東 郎ホ國 を 自己の 天地 ご 
して か 巧 じ 闻胞の ライフを 展開 
ずべき かを 眞縛 じちへ るが よい 
禪 借の 言 ひ 草では ない が、 死中 
じ活を 糖る 道 さへ あるでは ない 
か 况んや 夫れ 稍 巧き 詰まつ て 居 
らの 吾が 同胞 社會 にがて 新生面 
を 拓< をが お ホの 黄は ない。 

內省 せよ 而 して 工夫せ よ 
ごは 親切なる 一 旅を ごしての 予 
のが 願で をる。 指導者 も 必要で 
あらう。 しが！ 指導者の 出現の 
みを 巧 頼み ごする 樣 では コレク 
テ ィブ ブロ グレスは 望めない。 
窓氣 地の リい 泣き言を 並べ ホ 男 
らしく 進出 するがよい 。なら じ 
を 輩々々 ごを 薬の 蔭 じなら うご 
する のは 東げ 的 事大 お 想の 化 影 
f わるから、 お 導 者が 出現 ずれ 
ば大 ホでは あるが、 篤 一義 ごし 
てな じ 礎よ b 始 むを の勇氣 、熱 
、むがなくて は。 ら の。 を じがて 
浮 腰が 想、 中 ゾラ 9 ンま義 な 
喊の 前の 該の 如く じ おえて 化 
ひ间胞 社會の 前を はが々 ごし 
樂旣 すべき も S が あら ミ。 


年の 巧 友で あるが 頭 腦巧晰 、思 
慮 精を の 人で 大正 一二 四 年の 頃 H 
井 じ 巧て ち 巧のへ ムプブ レ] ド 
の 契約 輸入を ぃ * せる 際 偶々 お植 
暴を の 腐め 米 人 顧客は 緻 々契の 
破毀を要ホしお境じ陷 n る^が 
あつた お、 縣烦 氏は 綱 古 支 巧 長 
の じ 化 b 之が 善後 處 みを 講ず 
る 心 ほじ 當 b 巧み じ 難關を がら 
拔 けた。 が ホ 巧の 叙 也と 奇才 ど 
が 認められ 脚途 頗るを 摩で あつ 
た^じ 忽然 ごして 長逝した のは 
宛^夢の如しである。 氏の能筆 
能 义は亦 社中 稀に 見る ど稱 せら 
た稻 である』 云々。 ホ 同窓の 石 
谷 郵船 支 巧 長は 語る 『一ッ橋 巧 
校 中ょ b 氏は 語學の 天才で あ b 
英語 倉の 幹事たら しを も あつれ 
がす 氣煥發 、談論 縱横 のか 男を 
であつ たじ 一朝 突か ご して 幽明 
境を 隔 つるに まらし は 痛惜す ベ 
主で ある i . ミ々。 


紐 育 H 本人 敎會の 

新年 新禱會 

當巿東 五十と T 目 H 巧 一二 十番 
育 n 本人 敎會 じて は 例年の 如 
新春 初 遇の 新禱 會を懼 すべ < 
= 午後 八 時 ょら r 歐家ど 其を 
者』 の爲 めじ 十日 同時 『閱胞 
巧 救靈ど 献身』 の爲 めに 十一 日 
厨 時 『家庭 ど お 育』 の爲 めじ 祝禱 
- しなく 同胞の 巧會を 歓迎 するど 


結 城巧歡 迎晚餐 

安 旧 保を 社 專お巧 事 結が 豐太 
ー郞 氏は 前遇歐 測ょ b ホが 隨員ど 

一 其に 目下 ホテ來 プラザ じ 投宿 中 

みるが 巧 木 おを、 武 ホ H 銀 あび 
おお 挪 船を あの 下 じ ホる 十一 日 
サ後六 時半よ な 日本 俱樂 部に が 
てが 志の 歓迎 魄餐會 を 開く 箸。 


總錦辰 次郎氏 

忽如 長逝 


; 化 叢 僚ぶ 其 死を 悼む 
： 葬儀は ホる 六り 與巧 
~ 1 ニ ホ 物を 株式 會社 M 诗支巧 長 
I 化理 ごして々 おあらし 鶴 飼 辰 次 
ー郞氏はお臘一一ー^日近郊ブ ラィ ャ 
;ク9 ッフじ 節 養 中飯 冒の 氣ホ 'し 
元旦 M を 後を お甚敷 肺炎の 徴 
极 々 b しおめ あを 醫 ：； 擲吿じ 化 
^ち去るニり午前盤化加ぉ院じ入 
お、 同 四 M 午後 病が かじを ま b 
必瞒施 痒を 惹起して 午後と 時 ザ 
; 遂に 逝ぶ しじ。 越えて 六日 午を 


一時 當ボ •ノ 


ドウぶ ー 六十と 


! 了 目 キヤ ムベ^ 雖 權が內 じがて 
_ 葬儀を をいだ が、 な 葬 巧は n 米 
人-一 订餘 名に 速し 淸水 牧師 巧 ま 
の. 下に 旧な 支店 良、 級ぶ 總 化石 
谷 巧み 邮 氏、 か 水 巧 代表の 巧 辞 
，が 讀ゎ b 嚴細驟 翻に 巧 巧せられ 
_ 逆 嵌は 永 C 人 兼 子を 始め m 島 111 
_ がま 巧を ホ 妾、 山 崎ち 店 接化视 
夫妻 化 化 親近 3 人々 じ 護ら れ新 
が 西 州 ユニォ 'タウンに 送られ 
て 装 把し 附 せられた。 を 年 四十 
六歲。 . 

一 城 飼 氏の 出を 化は 柬巧 である 


到 ニ 

足 東 


かが 難け 神戶 おじ ぁら、 巧： 
十五 年 おも 岸' 商業 學校 卒業. 

を 島 等 商業 學校じ 入 b 一二 十 f 年 
優等の 成績を 巧て 卒業 お睛で 一一 
が 物產會 おじ 入 6、 印度、^ 國 
紐 育 等のを 支店に 出張を せら 
た i も 摩々 ぁった が、 昭号 一年 
が 育 支 巧 提化理 太 旧靜巧 《の乂 
般 _ し轉 なせる 後を 襲 ひて^ 任し 
巧 島 支店 接を 輔 けて 今 じ 至つ 
じ ホ 壯あ爲 S 人才で 非 じ其將 
ホ-ゲ囑學<?れておロホムもる。 
赖飼 氏战大 おご 一年 化を^ 戰勃發 
前後な あ木舜 S をに 糖/」 メキ シ 
コじ入 b 武器の 賣ら な I にわを 盡 
し、 が脊支巧じ轉じ^ら^:^く 


-プブ レー ドの 契み じ 願す， 


跡 化 末を 渉の 巧-」 當 f て 其 手腕 
を 認められ たどを ふ^ 間 巧の 級 
生 t 日 ホ 間の お 業に^ 係 ある 人 
± 中 L | は 巧が 棉化 是統役 島專吉 
巧’ もな 郎 船ち 巧!！^、 樓巧 正を 
沙港ま 巧 長、 郵^ 客 課を 永 島 
を おお、 S が 合を 不動を 課を ホ 
なな 魄氏 等が あ 6、 ホ 一二 か 銀 巧 
が 育 支巧按 高木 d 吉 氏は 名古屋 
おを 時化の 闽窓 である ど。 雜飼 
に Gj 逝去 じ おし 化が 岡 僚 どして 
巧 私せる 現 王 i {ン 商禽 支配ん 
阪 ホ 誠-治 氏は 語 去 『賴飼 氏は タ 


靑年會 新年 競技 

當ホ西 丸十 AT 目 九番 她日ネ 
人 寄 ザ 待に ては 例年の 如 < 新年 
競 お 曾 V - 開く i どな b ホる 十二 
;1:{4^曜}午後八がょら歌留タ、 
ピン ボン、 慕 お 棋を碰 の 遊技を 
ず あにて を閒 同胞の 參化 をが 
駕 （て 病る。 


シャトル 親睦 會 

をて 巧 海岸 ンァ トルが 住を じ 
して 巧紐滯 巧せ る もの 相 當タ數 
じ 上れる を 機 どし 親睦 ど 新を 宴 
ざを 兼ねて ホる 十一 二日 午後.！ ハ 時 
ボ內西 阿 お T ぶ お 十 S 番 料亭 昭 
か-し 於て 會 を する 由なる が當巧 
は 長幼 巧 女の 別な く巧寬 ろぎ 較 
番の餘 興 をら 演じて 徹を盡 す 由 
にて ホ 望 者け 前日を に 昭和 巧亭 
な」 中 込むべし と。 


南米 條會 新年 宴 

あ 乂協會 じて は會員 及びを 志 
の 親睦を 謀る 目的に て 明が 六 時 
一二 十を ょら 巧亭 太陽 じがて 新年 
奠爵を 開き 滯が 中の ブ ラジが 乂 
使 滞 一 等 書記官 縫 山 榮四郞 巧を 
聯 して 溝 惟を 請 ふ も。 曾 隻ニ弗 
誰 人を 問は ホ 出席 巧 意。 


ホ賣 組合 新年 會 

紐肯 H 本人 类術雜 貨小寶 紐を 
じて d 既報の' 如 <十立 日 ( H 曜 
U ) 午後 お 時ょ 6 河 添に めて 新 
年 宴 會を 開くべく、 化合 員なら 
ざる 同藥 を、 お < はか 己の タ數 
出が を 歓迎す る も會聲 は】 弗 五 
+ 仙 (がな 員は 會費 不要) 




が 川が 隙 事を 巧 

H. Segawa, Insurance Broker. 
303 Fifth Ave^t 
Te!. Caledonia 4101 


K. Mildmoto 

Mikimoto Pearls 
な 5 F お h Avenue 
ToL VandorWU 巧巧 


巧 巧が 事株タ t 酣紐 育ま 店 
Uchida Trading Co., Inc. 

1 1 Park Place 
TeL Barclay 1576 


大倉 なが 育ま 巧 

Okura & Co., 

30 Church St., 

TeL Cortlandt 2292-93-94 


島寶易 株式 會お 
S^ima Trading Co., Ltd. 

150 Broadway 
Te! が hone Rec わ r 1484 


巧 まる 肚 赤を 巧る 
Aka WO & Co., Ltd.. 

255 txtth Ava, 

Tel. Caledonia 9758-59 


ホ 倉 お 絲巧績 巧 ホ會な 

Kataku 化み な >.> LuL, 
zoo Madison Avenue 
Tet Ashland 4545-4546 


H 共 株 ま會化 
巧 巧 店 
高 巧巧會 
120 Broadw 化 N. U. W. お 加 r 7884 
Facfo け： 35-10 3 目 化む e ., し I. City 


’ 淺 巧み 産 巧を をを 

Asano Bussan Company 

Room 801 -SOS 
165 Broadway 
Tel. Cortlandt 8047.8052 


iaosho Corporation, 

Silk Importers, 

が Ea が 84 也 Street 
む ! . A か land の 的 - 9] 

Gosho Co.) InCn 
Cotton Exporters 

奶 かが er 化 . 

Tel EowHng Green 8806-06 


巧 巧 巧 巧 道が ホを 化 
巧 巧# 巧 巧 

South Manchuria R. R. Co., 

Room 2026 , Canadian Pac ぶ c は M 扩 
342 Madison Ave. 

TeL Vanderbilt 4*135 


H 井のを がま 食な 
なち ま 巧 
Mitsui & Co., 

6a Broadway, 

Tel. Bowling Greea 7520 


巧 ホ會 なち 井 巧 巧 
紐 育 おお 巧 
Iwai & Co., Ltd. 

WoolwodhBuHcHng, 
Tei. Whitehall 6040 


H 盞巧事 巧を 會化 
紐 育ま 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(M な subUhi Co" Ltd.) 

120 Broadway 
TeL Rector 2560-2564 


大阪 朝日 ニ まを 朝日 
化 野ま內 
Osaka A 化 hi 

The New /ork limes Annex 
Tel. Lackawanna 1000 


0 本 捕 巧が ホを 社 
紐 巧 支店 

Japan CoUon Tra ■ぶ 叫 Co., Ltd.» 
2 Park A ▼• 凸 ue« 

TeL Lexin が on 8787 


日本を 糸 持 ま 食な 

巧を 名を お 

日米 生糸 巧 まる 社 


短ち ま 巧 

組を まを 

が 育ま 店 


NIP 剛 KI-ITG KA 做け， け D 

Hara & Co., 

1 NICH レ BEI 郎巧 KAB11 如 m KAiSHA 

が ICH レ BE! KUTO CCX* LTD.) 


1 WO Park Avenue 

443 Fourth Ave^ 

1 Park Avenue 


iel. Ashland 5320 

ieL Caledonia 7830-35 

T-1 finia 



犬 殺 每日ニ 义巧 8 日 
鈴 木 S 邹 

Osaka Mainichi 


r?rdi3 


Roo m ス OfiA 

TeL Beekman 4259 







な 巧 削が JA 触 AB ム 1 お 19 巧 


大紐育 


九 ニ 九 年 版 y 近くが 巧 


ひに して 
，切れ ごな 
i 貝 敷を も 


本化が屢じ編签を巧ぃたしました 『大が育」 は、 

江湖の 湧 （がかき 巧 評を 巧し、 をに をが 一册 巧ら や も 
6 ました、 巧て ネ 化は 窠 一版の 内を をを な 新た じし、 
巧加したモ义な廿化年版を新じ發巧す るこ ど ；な>ぶてじ、 正| 
巧 じして 旦つ 新ら しい 統計 ど 事實を 基礎 じして、 刻々^ 化する 
巧が 『大 が 育 J の 異相を 傅 ふるに 遺が。 きこ ごを 巧して おも 主 
个 。尙 はを 價は 

豫約ホ 込 者に 暇り て 

特 煩と 十五 

發刊 後の 御 購買には 


を價金 


ど 致しました、 速 かじ 豫約 御中 送み をを 導いた しまず。 


巧 


紐 育 新報が 


i 


非 政 か 鳴 

れゃリ の 農民 警官隊を 包圍 

n 遂に 步堅ニ 個 中隊 こ 憲兵隊へ 出動命令 N 

昭和の 御代に 岐阜 縣 下で 百姓 一搂 • 

; 東^ぷ特電十日發— 祕を縣を八郡ぶおがを中必どする犀川切落しの縣^5劃になおしつ1わ 
一つた 度 民の 不 ホは 遂に 爆 あして 一一 一千 五 巧. が じ 軍々 と すろ 農ち の麗動 どじ b 攀鐘 . y . 補 打 L つ！ わ b 
ホ-し.^^ 巧を をの 化の 姑 器を ふら かざしで S 百ん の 蠻官隊 を包闡 する じ まら、 大％ 圃の結 あが 民 
-】 入は 哪 巧し 一二 十 餘名ご ニを の 摩を はま 崎 傷を 蒙る じ ま b し 持め 縣廳 ょ々 軍 膝の 出動を 巧 請した 
一ので 遂に ホを' 一二 偶 中 お》」 憲店ハ 八十ん じ 巧 巧 急派を 命じた が、 ザ 巧 お動か 巧 •— 流 おの 巧 姓 一 换も沈 
'靜 し.，」 ので 派遣： も 隊も途 ょ h 引返し 暴動は がく 一段を シ吿ザ わので 格 事局け 第-段み 策 ごして 
慕勒 首謀を の 乂檢擧 じ 肴 手 I 縣 下の 人* むはす 穩を喊 めて おを。 

- 東京が お 十-日 發り 岐阜 縣下 農民 髮動大 檢擧の おを 旣 じ收監 された る 者 八 t ニ 名に 及びを の 
- ぃこけ ホ.； 族の 老蠻も あらて 化 間の 淫 目を おきつ、 をち が 騒動 直を の あ 因は 譬ち である ど 民政 
巧が 派 調奔を 員は 巧吿 した。 一 


を ま 特電 九日 群 ご- ュヨ ーク •タ 井！!！ ス 紙】 

一一 上 I 裳を 置して 官醒を お 幽しを- I 馨官 & よ b 五ん、 円 姓 画 よら 五 A の 貧 傷 离をホ じ わ" 


: 歧阜縣 TQ 円 姓 約 S 千 人は 今朗巧 槍で 武裝め 

一 撰の 巧 


flj ^ 月 * KV つ ク < I そ ミ If— 占 3- こ I i • . - ( / / . I < I 

y ょ 水利 問蹈- して 政 街の 剖 劃は 彼等': i 所ち す も 巧 畑を 枯らしを に 彼等を 飢餓 じ繊せ しむる ごの 不 
ホ か 爆 鼓した もので' 右は あま 數删巧 じ 白ろ 問題で あつたが 遂に 今 R の 暴動 ごな つたので ある、 
最み 1 1 部落の が 姓 約 •一千 人が 先づぷ 装して 現れた 爲め 官憲は 六 百 人の 馨„ 官暖を お 動せ しめ 更ら 
じを 化の 聲官 ミな 人を 急遽 巧 集，.， て 吾姓剧 退散せ t め やう ご！ わので わるが、 怒な ふ 一 摸鹽は 
曾 鐘を 热げ [て おらに 一 辛 人の 不 ホを 子を 叫を しお 勢は 剔々 厳惡 f なつ わ爲 めを 憲け 到底 この 勢 
を 巧 出し 雜 しご 是 ，'縣 鹿--- 急報して 單隊 のが 動を 巧 請し わので 巧に スも遂 じ ホを S 桐 中隊を 現蕉 
こを 振した が、 を 瞬內巧 省に 達し じを おじ 痕れば 暴動は 軍隊 お 動の 結 お鎭踞 した もの I 如 < 水利 
問題 3 卸 大典 前ょ b の 問題に て 現じ^ 大典 最中 じ も 本 問題 じ關聯 して 巧訴 をを 出し わ 位で あるが 
を 部落し がて' もを 夫ン窮 がに 抽睛 すなが 巧 人は をの 爲め續 々辭 職した 泣 e ある、 然るに 最あ縣 知 
事は 內擦 省の 認可を 得て 懲„- を 除が 護 か 下 じこれ 等 地 ホの 材 政を 蹈 時に 司る こ なつた 結果を に 
を攘旣 V 是 るに ま b しもので わるが i" 巧 巧覚局 ごして は别 •— 今 巧の 暴動 r- は 何等を を 前 動機は な 
く、 內八巧 U モ巧 町の 荒 地を 贿盤 する じ 過ぎ U い f 稱す るに 反し、 巧娩 等は 自己の 水田を 
化され ま 命に 规 する 閒題 だ/.- 巧 昂しス 居る ので ある。 

暴民 n 本 租界； こ包圍 して 

我が 陸戰隊 遂に 漢 ロへ 出動 

n 巧留お 自警 團を 組織し 不眠不休て 警戒 H 
H 端務ミ 陸海 軍 首 腦會議 を 召集 對策 協議 n 

お 巧 特電 十日 發 = 漢 ロの 反 n 皆の 一 隙は 突然 H 本靴界 を包圍 したので 靴與は 食糧 おす 足を 吿 
げた 爲め我 グ梭駿 嫁は 出動して 餐 補の 任じ 當 つた 結裝排 H 運動は 稍 緩和した。 

東京 特電 十日 發 My B ま臟 孫ぶ： この 儘に 蛟任 すれば 盛々 惡 化の 傾 巧が 濃厚で わる どの 時局 じ鑑 
み陵擊 、海带 ぶび 外 おミ當 の首腦 者は がタ 來會議 してを の勒 策を 講じて 运 る、 庶 して 巧ホ赏 相は 
昨 H 興悚 じ西鹽 寺を を 謀 間した 如を の途 h 語らて 曰く 『若 （支那が H 本 ど 商議を 經ホ L て ニ 巧 一 
日から 新视稅 率を 宵 施ず る やう 如 じ なれば 日本と しても 默て 居わぬ からこ ごは 丽 倒になる が、 
而 かしこの 間 題は をれ までには 决が出 ホる であらう』 ど。 

滿蒙鐵 遺 交渉に 南京へ 請訓 

東京 特電 十一 日搔 = 躁學 良な a 支搜 道を 渉じ關 して か柯じ もを お 置すべき やお かおの 指み を 
仰いだ か 此問迦 は# 巧 政 あの 滿蒙閔 題を 暧の 最初 ごして 重大視され てなる。 

總 稅務哥 M ド ワ—ヴ 巧雜職 

ま 京特窜 十日 發 = 支那の 絕お 巧司ュ トフ ー ダ 氏が 辭 職した 爲め現 上 お稅務 司メー .み-氏を のを 
でと なり、 メ ー •セ氏の 梭 巧に な 岸 本庄吉 巧が 副 巧務司 ごな ち 上海 稅務局 兼な じ內定 しじ。 


とが 特電 C 1 ユ ヨ—ク •タ并 
ムス 巧】 九 巨 巧 = 外 巧 人に 化る 
W 巧管现 し關聯 しじ 崩ず が ザ も 
やた 那を 騒がして 聞る、 即卡 。歐 
は 化 巧は 泌税扮 巧ぶ ド ヮーブ 氏 
の游 職； •を理 ずる ご おじ 副促務 
司メ ー ゼ 氏を をの 後 巧-'! 巧る し 
じが' 玉ドヮ ー ブに a モ A な廿 
と 年 ニ バ、 當 時化 京を ま 配した 
張が 寐が 軍山爲 《じ 駆を されな 
フラン シ .•アグ モッ卿 3 を 任 
V し 巧 かされた A で わるが、 氏が 
お臘 する じ またのは 稅格 扁內の 


ニ ま 司 政に 嫌 歌た る爲め 辞職し 
たもので 從 ホが 內 では H ドヮ ー 
ブ巧 1 らも ホ 輩で 而 かも 國 民政 
府 じ人氣 ある メ ー ど 派 ピ^ 反目 
しじ 結果 昨秋 もこの 內爭が 曝を 
した 結 お 遂に 兩 派が 巧 協した も 
の i これは 單じ 五 ド ヮーブ 巧の 
面目を 樹て たのみで あつたが メ 
I ゼ 氏は 國 民政 巧の 信頼 も 厚 < 
遂に 化辭 脱を 見る じ 至つ たもの 
で-暇 玫界 どしても これは 當然 
の 結ち どを、 別に 政治的 じは 影 
懲 はみ U いらし い 0 


奉 天 部內で 

銃殺 騷， 


東京 特電 十-日 發 H 奉 天恃電 
じ 化れ ぱ最 巧に まらて 奉 天 政府 
部 內の內 なは 日 ど おじ 激しくな 
b 最初 ib 南京 政府 じ 接を して 
居た 參謀 総長 揚字靈 お 軍 外 一 名 
は 昨 H 午後 張 學良お 軍の 爲 めじ 
監禁され C ごの こごで わるが、 
陸軍省 じ 建した 情報 じ 化れば を 
のを ニ 名は 銃 おされ じと。 


註、 揚お 軍は 張 作霖が 軍が 化 
巧に 入つ た W ホ 急 K が H 論 お 
ご。， > 奉 於引揚 後 b 南京 帕府 
ど 排んで 反目 本が を 煽動し つ 
あ b と搜 へられて 巧た 人物で 

關稅 會議說 

矢 田 氏 宗こ會 見 
東京 特電 十-日 支棚稅 
巧 渉は H 本 側のを なにの b 支那 
侧も漸 < 巧 關を诀 化 L たらの i 
如 < 矢田媳 領事は を ±义 巧 ご 明 
H 上 お f 會を ずる W 、 この 曾議 
で 支那 側ぶ 日本のを あする 如く 
遇を 稅廢化 期 じ靖ス 的確 じ 言質 
を 巧へ るを で わ た。 

政策 巧 詰り 

泉 京 特電 十-日 雖 = ち 那を地 
の排 H 運動は 巧 巧閱の 致命傷で 
對滿め 策ら これで 巧 詰る と 民政 
黨は議 會で徹 お 娩じ彈 劾 せんと 
ずる 關保 上な 友を では 改めて 旧 
中 首相 S 强 硬か浓 支持を 聲 明す 
る K 至るべき が ■割 まを 渉の 中 
必 でぁる 山を 省で 撤兵 期 言明に 
就て は 現 内 顧は 飽 をら 强 硬なる 
態 あで 應せざ ふべ く、 殊に 山 東 
省の 無 條件撤 獨玉祥 のを 權 
力を 一層 擴大 し-し 現 南 巧 政府の 
位置を あくす もの 風 あら、 蔣か 
石 一派は 巧 必《 本の 巧を 於 欲し 
て 居る との 說 i 高い。 

東京 特電 牛 一日 壊 U 漢 ロの 化 
留 おは 自譽 離を 組織し す おす 化 
で 形勢を 注戚 して ゐ るが 軍艦 巧 
根、 懐、 佐賀 等からは 陛 戦隊を 上 
陸せ しめ 嚴 雷に 馨 がを してむ る 
W 軍當埼 は镇ー 遣外 鑑隊 司を 官 
^£少將じ《し漢ロじぉけ急航 
，べきを 命 市した のでを 宅、 保 
げ、 梅、 柳 努タの 諸 媛は 南京を 
g し漢 ロド：！： つた e 


所な，、 支那を 引 磯け たいご 言明 
しじが、 をの 望みを 連！ K がに 
駐屯 中で ゎつ たお 後の がみ 脚は 
目下 引 揚げの 単瞄 中に てて けん 
ん兵 ± ごかんの お 校は 播 めを 引 
揚げのを 備中 じて ず 5? 船- ンダ 
ソン 號じ 便乗 上が じ 思 心-楽 四 
職が VJ をして 巧び 塘 がに 輸 還の 
上 月 か I 二 H を W て サンが' アゴ 
じ出發 すべく 柿 やのを 化 浦 一 藝確 
おを なんは 浓然 駐屯す ベ，」 パト 
ラー 將 軍け 普通 湯船に 乘 をて 歸 
ホす るを である。 

宣戰 巧を を 

一般投票 策；. 

フ井 ツシユ 氏が 堤 谦 
ワシントン 十日 發 =r 陪證員 

でを るニユ ョ^ — クが 選出 § ^ ミ 

M 

グ トン ♦フネ ッシユ 氏：！ をり ッ 

グ 不戰條 約の 後に 巧る-'、 仁 > 當然 
の徑路 ミして、 ァ 'メリ々^ 侵略 
的な 宣戰 布吿 はこれ を 一 |_民 を 
投票 じ 問 ふべ しごの 憲法 i 定案 
を 提議す るに 至つ た。 ？ 

邸 も 右の 議案 •し 彼ぃ ば ijg 會じ 
して 他 國じ對 し 自衛 上， I- むを 
得ざる 場を を 除 （宣戰 一 布吿 
を敢 てした 媛を、 大統 はを 
©旨を 國じ 布吿し 一を 期日 
內 じちの 宣戰 布吿を i じ 於 
て 批准せ しむ もを 要 心 I 
若！'. 宣戰 が 態 じ ホ 人 P ム居じ 
場を 大統領は こいを 中 よるの 
權能 をち すら ごい ふじを-! て 


漢ロ 〔樹 な】 十日 發 = 反 H 貪 
暴動の 爲め 口を 人の 威馈け ホ 常 
じ 緊張し H 本 租界け 蟹壞ぉ 黛い 
て攀戒 中；. て 日ぶ 緻領窜 は 目下 
漢ロ 官憲 ご 一れ が 善後策に 銳て 

搞議 中で 心る。 

漢ロ 【を 同】 十日 發 H 日本 陸 
戰 隊員. ゎ 支那 人力車 夫を 射殺し 
たのが 動機 ど 約 一二 千 人の 民 
衆は 日本 霄を 包圍 したので 陸 
戰 除を 增波譬 が 中で をる が 形勢 
は 頗る 除 露で める。 


文化 事業 費 

ぉ 支の 紛爭 解み 

漢ロ 化ロ發 H ぞ那ょ b 巧 化る 
べき 削 巧 ホ 件 賠償を を 支が じが 
る 文化 事典に 注ぐ アメ 9 力 側の 
事 楽は 閣 li 政呀 がまる と 月 じ 潰 
槍を 容れ」 紋ず W ホ 中 絕の姿 
なつて 罵が 過 股 n n ン ビヤ 太 
學の モン 曰 1 搏 十が 稱 々國 民政 
府側ど ホ 渉した 結 架 T メ 9 々側 
の希留 > るかく 一呂 解散した 舊 
圈體の おを ¥ 承認し 満足し じの 
で アメカ 側は 巧び 送金 じ 着手 
し 文化 ホ 業を 進む る こご じな つ 
て居る^/ この事業费は千ニ百 
巧巧餐 を どして 居る。 

游兵團 撤退 

なち 义軍引 揚げ 

天 曰發 = 支 邪 じ 派遣され 
たア 力が を 削 指揮官 パト ラ 
1 將 w は當 時！ 發 k も あがす 


そ， 

奪委 


巧は 先 ィ本議 まを 議 道の 身 
員會 じて 審議を ホめ 心 居ん 一が、 
氏は 場合 じあ b 「ァ メリ A の 傅 
統 政策を 支持す る戰 ずは- 1- の 限 
じ 非ら や』 ミの 追 抓條尊 一を も 
敢て醉 さない 模穩で t 一 
ごわ' じ 化- 我等は 在 かお A の 
生 お 肋產が 蠻じ對 する 遲が的 
な 政策は 元ょ b、 モシで P ま 
義の 支持を 初めて 憲法 
し 得る 
ピ 語て 居る。 


霄記 


-恣ー t 

: 葬 i 


S 

司 


巧 革 じ 面した 

救世軍 組織 

現 司み 官は引 ニ か 
曰ン ドン 十日 發 n 救 化 一み 現 
化を 司令官 ブラム ク 2 八-- ブ 
ス大 おけを 齡 病弱 でら ホ V がち 
じして 現に アィリ々 み 司え 巨で 
あ 6 プ—ス 壌 ご 後繼爭 ひ-; 化 目 
して 居る 顆孫 上目 下銷會 一一^の 救 
化 巧 幹 節食 議の成 巧は 非 冷の 重 
を 視 されて 居る が、 プ 1，- 人將 
d 最初ょ ち斷 じて 辞 巧の 是 わ 
b しも 大勢 U 逆 巧し' 難 
五 人のを 員 組織を 0 て 軍 
るべ く提讓 したる も最鳥 莎が委 
員會は 協議の 結果 乂タ 数^ ふて 
委肖 制に 反對 を巧議 ：」 同 i レ 
ブ！ ス大將 じ 巧して は.； I 下 ニ 
歲 のを 齡 でら わ b みに かおで 
あるから この 隐 引退して 喻を 
後任に 讓 b 今後は を擧审 r 宫 
と して 働かれた き 旨 
一同 連 著して 大將じ 通牒し &れ 
が 回答に 化 b て 何等かの 幾ぶ を 
みする 爲めニ U 巧の 時間を 巧 ふ 
る こど じ G ら後 ほどして 巧？ ブ 
—ス踞 の呼聲 高い W 、 巧し r フ 
—ス にして 引退を 巧絕 すれ i 委 
員 會け大 おの 留 巧を 不適ぎ 認 
むる か 窺を なし 引退を 強®- る 


東京 特電 
珍ら しい 新 安値 

【十一 日】 地ぶ 貴を 间收圓 渦の 


ため 


^ マネ ー の ロ ホけ 四 j 


厘 ごい ふ おを 化を 出した。 

園 公の 質問 峻烈 

【十一 日】 田 中 目 巧は 內政 、外 
を 間 題に 就て 酉 園 寺を r 報吿 
したが 货支 政ぶ じ 就て は深劍 
質 隅を 受け 佔模 なで わる。 

海外 移が 薇增ず 

宇 一已す 貴が ど お 外 移化氣 
運勃巧 で 移民啟ち （ 本を は 船 
不足で 顧 時 配' 航か 必要 ごなる 

勞働化 おの 選擧 

【十一 日】 國 際々 慟會議 日本 勞 
働 化 表" ニ. 十 ロ 選 擧の窜 だが 
タみ化 岡廚吉 化が 選 まれ やぅ 

ど ロ 

お ホ 巧 歐米舰 察 

〔十 一 臣】 陸^#6-將松ホ巧根氏 
は歐ホ 視察け— ため 十一 二日 神戶 
を發 する V」。 

上 山 前驗督 結婚 

〔十ぶ】 前 辜' 蹲總督 であつな 上 
山 滿之進 氏は 今回 良緣 あら 鐵 
道 省み 官瑞出 義明氏 夫人の か 
妹で ある 巧 賀千巧 子 〔四十 化 


巧〕 i 結婚を を擧 げた。 

珍 旧 子 近 < 引退 

t 干 日】 多年 宮中に 举 化しむ ま 
郝長官 が 撰 巧が をは 引退し を 
巧 どして 松 ホ 慶四郎 巧、 銳島 
侯 等を を衝中 じて 倚 從長诊 田 j 
I 檢己伯 成び 上が 大膳巧 もを 齡 
I のな を 0 て 近 （引退す べしと 
! 傳 へらる。 

i 德富巧 國民隱 退 

一十 日】 德窝蘇 峰 巧は 巧を おご 
三 お 見が をは ホ あく 國皮新 おを 
引 泌の窜 だ ど。 

兩陛 下葉 山 御幸 

【十日】 巧皇 、皇后 ぉ 陛下には 
照宮內 親王を 御间 伴、 今朝 葉 
山 御用邸に 脚 避寒 遊ばされ じ 
がを みがる かり 頃まで 御澀化 
の 御豫定 でぁる。 

電氣 事業 統一 案 

t 九月】 電氣 事業 統 刺の 爲めぞ 
官 半民會 社の 創立を 今議會 
提出し み大 電力 會 社を 統一す 
ん どの 運動 依府巧 部に 起る 

東京 巿議戰 物議 

{： 九日】 東を 巿會 議員 選 擧運贵 
は あ々 開始され たが ホ 醒外ゴ 
區は 選出 議員 數を 威ず る じを 
ら C る 爲め巧 ほは 大巧 對を喝 


へ 居る じ 反し 深 川、 本 巧 二度 
なな 加す る J ごな つたので 巧 
ホボ を': r 极 巧み ごな 6 み 柄 S 
協を 中で わち。 

水み 代議 ±脫 退 

〔九日】 水を 化谣 十-け 想 見を 異 
じする 巧め 舊勞 農黨よ b 脫退 
した。 

ii ュ I 3 ! ク 春秋 


◊ト •院じ 農村 救濟 案が t を 突 
出して、 巡が お 叙 巧 ま 6、 不戰 
傑の の 批准 遲 れん どす、 天氣豫 
報じ 曰 （明 目の 天 氣は曇 6 むる 
後 構る、 巧し 蕾 雨 ある や 解らず 
◊岐阜 縣じ 巧け j. 换 、漢 
排日 蔡 動で 共 じ 軍隊 あ 動、 サー 
ベ 少內閣 じ相應 なお 巧 事。 

◊日本 供樂 おじ 人會 W ホ、 會 
食 食費を 納めざる 記錄 破らの 男 
現れた どか や、 役員 も 開いた ロ 
が 塞がら 《 ご かや、 I 層 ロを 閑 
ざして を 寝入ら どす るか や。 

◊張が 霖は 日本が 殺した か、 
の 排日 記者 ミラ！ ドめ I 文が 利 
いて 民政 黨 これを 滿渊の 某 重大 
事件と して 政府 じ 質 間 せんごす 
塞 じ勞働 埼のト ー マ 巧 朝す る や 
勞働 團體の 左右 兩派 爭圖 沙汰 あ 
な、 驟譯 じ忠實 なる 國 、を 日本 


王， 


ド井ツ 賠償金 會議じ 

ヤング 巧 愈々 出馬 

この間 題を でぅ 解み 卞 るか 
パリ ー 牛日發 = 聯を國 賠償 委員 會 では 囊に歸 米し 目 F 大統 
領ク！ リッ デ 氏、 新 大統領た るべき フ ー ゲァ； 氏、 大藏 長宮メ 
n ン巧 寧ご屢 々會 見の 上據議 しつ i ある 赔償化 巧 人 長 パ— 力！ 
ギグ バート 氏を 通じて ァメブ 力 側 ょらは ドー ズ案 觀を當 時の 隱 
れ たるな おちで ある ォ！ ク S ン' •'卞 \ ダ 巧を 選 おすべく 下を 渉 
中で をつ たが、 當地じ 達した 內賴じ 化れば ャング 氏 も大ホ じめ 
て說 解し 近ぐ 7 シン トン 當局ご 協證の 上を 式 じを おを をる じ 至 
るで をら ぅご 0 


英锁お 軍 協を が 生んだ 波 欄が 
ひとしき ら鑛 まつた 今 H、 國儀 


この 問題に ついては イぞ リスは 
原則 ごして 撤 ちじ 賛成で あ ら、 


な 局の 最も ま 要な 椅モ じは 瞎償 I 佛 、白は 反對 では あるが 賠償 問 
問題が 顔， ど おした I 題は 一通 6 片 限き、 しかも ドイ 


◊ ◊ 

■ド イプが 聯を國 じち 拂 ふべき 
賠償 總額 1 化 ニ 一年 n ン ドン 
赔償 委員 會で千 S 巧 二十 億を 貨 
マ ー ク ごい ふ當 棒な 金額 じみ 定 
され じが フランスの 八！ グ 占領 
の結裝 ドイツが 破產 してし まひ 
錯ら ぅじ も 猪れ なくな も、 フラ 
ンス もが 政 難のを てあ貨 の大洪 
水に 弱 6 をて、 赔憤閱 題は 結局 
一九二 四 年じ寶 施された ド ー ズ 
案で サ附 けられる こど じな つた 
この 案じょ る ドイツの 最初の 五 
年間 支 沸を 額な 次 窠じ增 加し 祭 
五 年 目に 廿五億 金貨 マ ー クど U 
b な 後を れが續 パら れるこ W i 
じつて ゐ る、 をの 第五 年 目は 本 
年 九 巧 一日 じ 始まつ てゐ る、 し 
かして 結局 ドイツが 幾 巧 支挪は 
なければ なら 打 かは まだ 巧つ C 
& ない、 今 U を ドイツの 支拂つ 
た總 額は 孟 十一 五 億 マ） クじ 上つ 
公る 

◊ ◊ 

今 巧 賠償 閱 題が 新ら しく 持ち 
あがつ たのは まる 化 巧の ゼネゲ 
T 會 塞の 際 ドイツ. か 聯合 國のラ 


ブの 西部 國 境を 巧 障す る n 々瓜 
メ條 約が お來 たな 上飽を もドィ 
ッの 要求を 巧け る譯 じは ゆか；：* 
かつた 

を こで 突、 祕を中 > むごす る關 
巧國は 賠償 閒 題は まだ 根本的 
じか 附 いて ゐる譯 でない から 
關 傭を 醒で 新ら しく 委員 會を 
組織して 先づ 根本的に Jg 償 問 
題を 解 巧し や ぅぢ やない かご 
いふ を になつ た、 をの 委員 會 
の 組織に 就て は 目下を 渉 中で 
あるか 二月 一日まで じ 組織 さ 
れる當 である。 

◊ ◊ 

賠償 問題 じ 就て が ほ 解み さる 
べき 間 題は いろ^ あるが 大體 
じがる 巧國の 態度を 觀 るに ドィ 
ッの 方では 銀 巧 や鐵道 また 巧 接 
じ 財政の 上 じ 加 へられて ゐ る、 
聯を闕 の 窮屈な 監理を 撤廢 しで 
ド ィブの 責任の も ごじ 自由に 支 
拂 義務を 遂巧 せしめる、 だが ド 
イプの 今まで のぞ 沸は 大部み 外 
固 よらの 借款で 巧 はれて ゐ るの 
で、 賠償 巧を 削减 して 賞は 归 0 
上 支 拂は績 けられな いどい ふの 


ランスの 突、 米に おする 間 債 ど 
戰爭 による 荒廢 地域の 復興 じ 要 
す る愛用はでぅしてもド イ ツ ウ 
賠償 じよらなければ ならのと 頑 
强じま 張して ゐる 

イダ ブスの ホ 張の 根本は ィ夺 
9 スが每 年 アメリカ じ まが ふ 
べき 戟廣 よち フランス、 イタ 
9— をの 他よ b ずなる 戳廣を 
を 除した 殘ら を每年 ドイツよ 
ら受 化る-べき 赔償額 ごしたい 
ごい ふじ ある、 輿、 佛海電 協 
定 によつ て 具 ホ 化された 巧國 
のを 近は この間 題 じ もまた 顔 
はれて むる。 

十 g 下旬 獎藏巧 チヤー チが 巧 
が 賠償 閱題 Sr 相談の ため 巧が 
バリー じ 免 はれた ごき、 抵 巧く 
アメリカの 厄 かじなら やに 賠償 
閔疆を 解 巧す るホ必 できた どの 
增が あつた、 彼は 去る 十 見 二十 
ご 一目 彼 自曼の 選 擧區- しがる 馈說 
で 『イ リス' はアメ 9 力に ま拂 
ふべき だけのを 額を ドィツよ 6 
更ホ する』 ごの 一九二 一を のバ 
"フ オア 宣言 じある 言 巧を 繰 返 
し、 イ •キリスは 戰 潰の 削减 じは 
晚ホ巧 力した が、 を や バ^フ オ 
ア宣 言の 言 巧を 繰 返す 時 磯が ホ 
など 述べ イぞ リスのを 策の 轉換 
を 明か じした。 

◊ ◊ 

アメ 9 力 d 來 るべき を 員 會じ 
け 半を 巧の 委員を おすに とめる 
らしい が、 ド ー ズ案實 施 0 ホ ド 
イプ じは 旣じ 五十 億 マ ー クの貸 
附 けが あるので、 この 上 でれ だ 
け ドイツ じ 貸 おすべき か、 をの 
見當 をつ ける じめ ドィツ 賠償の 
總 巧みを ぉ 帝 望して りる、 をず 
る じこのを 員會の 仕事の 最も 重 
要な ごころ は 賠償 總 額の 决 まじ 
あるが、 イゲ ブス 财 をでは をの 
ホ 定は旧 難 ご 巧、 委員 會の 結を 
ごして 别じ 纏つ じ 巧を は豫 巧し 
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0f 
婦人 會 
講 巧る 

i ~~ 備 

ま 宿を、 簡る なを 
載 業 巧を、 をの 化 
人事の 巧 相談 じ 巧 
じます e 


苗 巧 巧 主 谷 基 

自 午前 九 時：：：： 十二 持 
自 午を 一 持 n お 時 

火 躍み が 一が， = 六 時 

はへ キシヤ ーフア 
ン テ^- シヨ ンクジ ニ 

ツクじ 巧 勤 


診察 時閒 

午を 一時 化 ニ瞄 
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▼學友 聯合 晚餐會 ▲ 
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ちを 大擧 Joh こち 量 I 。 をを 间 おな 
巧 まじて 會談 す。 校の 巧 巧' 巧 
はや、 日米 學 ぶの ホ 煤を 色ん。 
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首飾晶 、スト 9 ンダ 
H 本 股 我な 


笠 弗 洋服 巧 
丸 山 洋服 廊會 


西 四十 六 了 目 六十と 蕾 
電話 プラ 4 アン トと 0 と 丸 


を五十一ニ了目 ^ 

一 ミニ 

が 藤-- 
洋腮 な 

作フ如 八み ニニ 


機械工 具 おお 
運動具 並 お 具 
貴を 屬度 時訂 

松 本：；'- ^ァ ぃ 

寫眞機 レ デ イオ 
ランプ シス 1 ド 

美術品 贩賣 修理 


第五 街 お so 

へ クシ ヤ 1 
ビグ デン グ內 

小 池 寫眞舘 

電話 チ ー ク术 

四 旧 0 六 一 


ちき 米 國婦ん 
日本人への 巧 
語敎授 じは を 
年の 經驗を 有 

ず 0 一 レ ブス 

ンと 十五 仙 
每 H 朝 九 時ょ 
b 巧 化 時を 柯 
時 じても をし 
H 唯 日は 一 巧 
よ b 四時を 


尋ゎ人 

(宫 が縣) 大橋武 雄 (長 野ご获 

原ず 人 (間} 佐 伯鎭雄 顔 島 
縣) 中 村榮ニ (同) 渡る 泰か (東 
京 ホ) を 澤武之 助 {化を 縣) 
を 藤 基 之を (證 ぉ縣】 松 HI 之 
ま (山 ロ縣) 德お猪 一二が (熊 
本縣) 西が 巧 喜 (鳥 取縣 '服 勝 
衞 (山 ロ縣) ぉ甚吾 (あ 如縣 一 
横 田常吉 (岩 手縣) を々 木 si 郎 
(か 歌 山縣) 化 本 ホ ま (化 化 島 
縣) 圃上時 愛 (愛知 縣) 水木 松 
(長 崎縣) 池 旧 巧藏吉 (熊* 縣) 
ホ 井深 (小 樽 お) 大巧 化 造ニ觸 
岡縣ニ 一又 伊 度 次 


をの まじ あおを 度き 儀を ム 
候 間 本人 若く は 知人ょ h 巧 
住所 御 通 か 願 上 お 

紐 育帝國 総領 字舘 

1 巧す 0艺 ミニ ew ジ羣ニ 



花 か」 た 


も/、 ぴ 
ホを 英义で 米 國人じ 能くを る 
やう 衛單 明瞭に 說 明した A のが 
出 ホました。 内を 目次 進晏し 
ます、 御覺 下さい。 

M KUWA さ ミ呈， 1三£.5害田.タ 


成功の 秘謙 

米 因 ま 英語を 穿ず 事 
は 成功の 第一を です 
本校には B 本* お授 
に 慣れた 存巧度 人を 
師あ b 懇切に を 語み 
信义 化を 語を が 巧し 
ます。 日疆週 円 巧 じ 
午前 化 時ょ なかを 十 
が 主で 随巧 （ .一 レツ 

こと 十五 她 パ； 

ネ Hi もに ホ 接 あれ 


IT— 

S 

n 

111 


な 

m 


巧 

8 A 

巧 加 
艮化 

. W 加 

n 

U W 


稅關事 巧 

を 巧を 化幷 じを 化 巧 
み 輸出入 方を！^ 願ず 
する 一切の 御 d 問*’ 
應じ掛 道 歲船给 物 運 
貸ぶ 出帆 あ 稅^手 緒 
書 等 進呈す。 至要 都 
ボ に化理 巧を 知し 誠 
賞が 速 御用 か！- 應や 

が驗 取ぶ 


稅關 事務 取扱 

き LLIAM 广 BANE & G0 . 

す i 7 芸 ニ Bid まご!！ さ 
Tel . Bo 至 in です ま n 3 畳 4 - 5 -^ 



徵 兵猶豫 

.手續 は 一月 化 一日 限 
~ ちで 無 巧 どならます 
i 曲 方が 留又 15 事務タ 
忙の爲 め ホ 手 續の適 
齡 を 諸君の 便意を 圖 
ら今凹 小を じがて 取 
を銷始 する 事 ごな 
ました。 希望み 方 
生年 月 H 、 巧籍、 
住 巧、 最初の 猶豫 
万 日 明記 A 上申 ホ 下 
。手 數巧一 弗。 

が 育 商事 研究所 

が長峽 wil が 純 雄 


愛用 津 

みを 巧 お 
评么窺 貨販資 
出ス稅 關手續 


シ 


昭 

和 

四 

年 

一 

巧 


曰 


今議會 のみ 野と 

地租を 讓 案の 運命 

新 貴族院 策に 焦慮ず る 現內閣 

ま 京特吿 九日を = 地租を 譲 まじ 反對 する 上院の 空を 險惡ご 
ならつ i ある 巧め 田 中 首相は 一二 ±藏 相を 靑山お 邸 じ 招き 一時間 
餘じ互 b て 街議會 巧を 激遙 した。 が ほ 媛 詔 問題 じ 脚す る 講會の 
質問 じ對 しては 首相 自身 應 をの 矢 表 じ 立つ も。 


主 

罹 

白 


獄 


高 


输 

が 

# 


地租を 蔑 問題を 目標と して 今 
期議 曾の 

み 野を おな する じ 先づホ 
證院4^は 

あぶ 曾- ニニ 一 
一患改 一新 會 と 
i 實業 同志 會 ご 1_ 

i 計 ニ I ニ I 

一が か府案 支持の 立 埃 じ 立 も 

，民政 黨 一美 

^ 無 を 黨 八 

- を 新 クラブ 一 

計 一 八 五 

'が 反對黨 ごして 立 も 


新黨 クラブ 
巧政會 
中 立 

計 


一二 〇 
四 
一 0 

四 四 


第 

一 

千 

'も 

百 


辨 


はまが の 巧 おを 缺 くもの ど 見 傲 
され 

: 員数 四な 六十 二人 中 
二人の 正副 證 長を 除き や I 政 麻 
側 巧が じ 傾き、 假み 巧み 巧 5 率 
ゐる新 黛が を 然反掛 の 位 潭じ立 
.'つくしても 巧は を 巧 側 タ數を 0 
て膀 巧を 占むべき が况 じみる か 
ら 、地 靴を 譲-し 關 ずる 限 b 衆議 
な 別 勝敗 U 豫め枉 据えが 立つ ご 
稱 しても 差 支ない、 た r 貴族院 
の狀 み じ まつて はを 然婚滩 の 間 
じ彷猎 してを 族院 のを 蝴体 自身 
じ も 事の 餘 超を 計ら 難いで あら 
うご 云 けれて 居る、 無論 今日 化 
頃 S 率 態け 寧ろ 政府 側に 

す ホ であつ て 委譲 案の 杏 
みは 兎ら 巧、 審讓末 了 位は 或は 
止 レを 得ないで あらう ご 云 ふ 向 
さへ あるが、 假 じがが が 最善の 
巧 力を なて 議食劈 助 じを 案を 衆 
議院に 提出し、 を 速力で これを 
赏族院 じ姻附 するどしても、 貴 
族院 では 演ロ 民政 黨總滅 の恵氣 
込 レ かく、 對ま 外を な ド 凡ゆる 
政 巧の 非違を 鳴らし、 圣黨 員を 
すぐつ てを 個の 問題を 擧げ總 な 
紫を をを ご あるから、 地 粗 
委譜の 本論に 入る 前を 柿の 難件 
な 本能を ごを 負會 どを 述 じて 幅 
暖 すべ < 、勢 ひ 地 靴を 譜 おの 

. を 阻害して 雑事の 進 
わを 長 弓 かしめ る审 ご。 るで あ 
らうが、 本を は 政が 及び お 蘇が 
.カ說 する かく 現 內閣じ 取つ ては 
をく から ホ 巧し ホつ じ電要 政策 
，であつ てこれ が 兩院を 通過す る 
ご 巧 ごは 贷に 政府を かの 威信 じ 
'關 する 問題で あり、 化の 村れ の 
問題 •かが 巧しても 调 b 本 まじ 肢 
-れる どき、 なじ 鼎の 輕 蜜を 問は 
;れ るので める から、 政府の 苦痛 
は 云 ふまで も。 いがを 族 院の舉 
情け 前記の 通 b で 政府 どして 差 
當り . 

: 手 「レ' 下し や ぅも^:^ぃ から 
I 今日の ホ 安を 其 ii 證 曾に 持 越 
，し 曾 期の 迫る じな つて 何とか 巧 


を 施す の 外は あるまい ご 云 はれ 
政が 部内で も 本案の 結果 じ 就て 
自信 をら た。 いのは 事實 である 
而 して 政府の 街 巧は 貴 ホ 兩院ど 
も 未だ 完全と 云 ふじ 至ら や、 特 
じ 貴族院に がける 赌引じ 就て は 
頗る 不 をを の現狀 じあり、 これ 
がが 巧 じ 觸し政 巧の 中枢 部は 頻 
ちじ 

焦慮 してむ るが、 差當ら 
一問 題 ごなる のは 目下 民政 综 がを 
* 1 ^ を盡 して 攻裝 がが をを 集し つ 
つ あち ご稱 せらる 
(二割 支 外を ごご 水 巧前內 
相じ關 する 優 誰 問題 (一 云 上 
山 前 台灣總 瞥じ關 する 聖旨す 
傅 達 問題 等 

でを つて、 勒 まかを は 前 巧閣時 
化幣思 外を を 軟弱なら として 立 
v -^ る 現內閣 がな 成績 じがて 毫も 
— を 見るべき ものな きのみな 


嗅^ 


本年 上 半季 

貿易 情勢 

棉花 輸入は 激增 

昨年の 入超 額は 豫想外 じ 多額 
じ 連して 幕を 巧 だん どして ゐる 
しかして @ の 如く 本を 上半期の 
資易化 おじつ いても を ホ 面で 豫 
測 中で を々 見込みが つかぅ どし 
て 居る が、 を 巧 お 中 貿易の 消長 
を 左右す る棉化 VJ 生糸に ついて 
はみ のかく 

豫想 されて ゐ る、 昭和 四 
年上 半 巧の 楠 化 輸入 幕は 數最六 
百 九十 八 巧 ホ 千 ピコ^を 額 一二 億 
九 チ 五十 方阳で 之を 前年 上半期 
の 實績に 比すれば 數 畳で 巧 八十 
と 巧 ピコ^ お 額で 一億 四百 巧 助 
巧 度の 激增を 見る 見这 である、 
をの 理由は 

一、 本年度 輸人 滅少の 後を 受 
けて 補充 的 買つ けが 斤は れん 
ごする 氣配 じある i 
ニ、 本年 六ち 限ら ニ お 一二を の 
結績 操短が 解餘 せられ 同時 じ 
深が 業が 撤廢 せらる i が 結 扇 
生産は とか 释 度の 增 加が 見込 
まれ 化 手當が 上半期 中に 巧は 
れ るを 

みぎ じ间期 中に めける 


在外ぶ 貨が大 減少 

補充 策 ミ L て 地下 鐵 外債 交涉 

お 京 特電 十日 發 = 化 外 正貨み お 少は最 あ-！ ま b て從 ホの 記 
錄 y 破り j 億 一千 化が 巧 山 ごな つねので これを 補充すべき 唯一 
の 望みは 南滿 鐵道會 社の 外債 募集で ぁるが、 これは ま那觸 係の 

政 巧ょ b ^ て 頗る ドリ ヶ^ VJ なをを 急 じ 英米 ボ瘍で 成 ホず る 

じな をら に网 難で ぁ b 摩み も歡な いが、 左 b ごて 正貨を 現送す 
る 巧は 兌換に 影 嚮 し 頗る 重大 U 問題と U るので 大藏當 周は 東を 
巿 地下 鐵道會 社に 對 しが 外 正貨 補 巧 策の 一 ごして 外債の 矮 巧を 
擲吿 して 居る。 


らず 一一— を 頃 じ 至つ ては 南 化 ども 
巧れ ぉ 巧 詰まらの 狀 態に 陷ら、 
何 がをおすべき やを く見當 もつ 
き 兼 もが 捲で あを、 これを 

對內 的 じ 見る も乂 阪化ネ 
の 輸出 業者が 漸< 旧 中外を じ 倦 
厭の 化すら ご 傅 へられる 事 梢 等 
で 本 問^が 兩お初 猫の 質 巧戰で 
煽ら立でられる；は現內閒に取 
ら巧當 巧 傷 手た るは 巧 はれない 
事 賞で もる、 しかも か 巧 S ミは 
國家 をが S が 蕾に 棚し 一驚 一 派 
の抗 ずぶ 巧 用すべき もので G い 
から、 心. 麻に 於ても ある 程度の 
辯 明を ロて 當而を 糊塗す る事必 
やし も 不可能で はない が、 後の 
ニ 則趙じ 就て け 事を 中じ械 し、 
今 0 て 化閒の 一部 じ 疑惑を 抱藏 
する 向き も あゎ、 截 しこれが 貴 
族 院の擅 上で 

化 巧 せられる ごきは 當面 
の 人 じる 水 巧、 上山兩 たも 自己 
のな 瑞を 明かに する 必要 上、 或 
け 一み 上 化 辯 明を なす iG しご 
も 限られ ホ-、 を： S 節 田 中^の 
答が ど 併せ 考 へて 兩を完 を。 る 
符合を 巧し 巧る やを やじ 就て は 
政 巧 部内 じら 巧なら 懸念す るを 
わ b 、 これず け 問題が 問題 だけ 
-」 一 县酿艇 を ホせば 事態は 駐に 
重大 る 結 おを をむ もの ど 解 さ 
れ 、巧 脚侧 でら 餘掉 戒愼を 加へ 
て 居る 0 


生糸 の輸 巧で ぁるが 其數 
量は 二十 四 萬 ピコ 作 金額 S 億 一二 
千 六な 巧 5 ： ト 、之は 昨年の 間 期 ご 
殆 んで變 ゎは ない， をの 理由は 
昨秋 米國の 大統領選 擧の 結果 共 
か 驚の 勝利に 歸し 諸政 策 も 踏襲 
するど 云 ふので、 米國の 嵩氣は 
永 纔性ゐ る もの ど 見られ 從 つて 
生糸 じ對 する ホ國 の購貿 力は 悲 
観ずべき おでは ない、 然し 世界 
の 謡 業國が 競ず 的じ證 業を 開發 
し 又 人絹 工業の 發達 じは 

脅威を 感ずべき ものが ぁ 
り 义對內 的 じ もを 解禁 問題 等を 
控 へて ゐ るので ホ 常な 樂觀ら 許 
され 中 先づ數 霞を 額 共 昨年の 程 
度 じた まるで あらぅ 0 


昨年の 入超 

ニ 億圓み 

今 巧 中甸^ 入超 
束 京 特電 十日 發 n 大藏 ちの 發 
表する 巧に 化れば 巧 年中の 凿か 
貿易は 輸出 十九 億と 千 巧 六十 八 
巧 化. 千 W •輸入 廿-億 九 千 二百 
八十 五 万 八 千 叫 ど 見 積ら れ差引 
入超は ニ 億 ニ 千な 十六 巧 九 千 田 
であるが、 この 中 お ま 貿易は 輸 
出 五 億 S 千 九十 五 巧ち 千 W 、 輸 
入 S 履と 千 五な 四 巧 一千 山、 差 
引 おお 一億 五 千 五な 十八 巧 五 千 
叫を をんで 居る、 即七 これ 等の 


統計： ij のかし 〔單位 千の〕 

〔.〕 昨年 中の 貿易 高 

厳 巧 一を と I ホ 八 ふ 

輸 スけ ニー •九 二八 五 •八 
入掉 t ニ •ニニ 六 •九 
〔0 十二月 中の 資易 

驗 3 -W 一 •と 一二 六 9 四 

輸入" 一 •九九 四 二王 ハ 
入超：‘‘ ニ 五八 ニ •ニ 
■〔ご 一月 上旬の 資易 
輸出：： 堅 一と 1 T 九 
輸入：：： 五 四 四 五 •四 
入超 = I 1 0 と ニ •五 

財が， の嚇き 

東京 特電 十日を 
特殊 脯 巧の 配 當据置 

化 お 拓が銀 巧は 今期 一を の增 
加を け ひ 高 ごする 笠む るが 其 
他の 時 殊銀バ t ! 皆が 前 通 b 据置 
じ决 をした 一 

遊資の 乂波巧 寄ず 

地方 送金 殺到して を 離 大緩漫 
を ホし 翌日 物 脚 鹰臺も あら 大阪 
でも 遊 まを 大波 ま 京へ おけ 流い 
达 むで 居る。 

標準 マ！ クを 設定 

砂糖 供ぉ 組を で 燥 マ！ ク設を 
してを 励 巧 巧の マー クを廢 化す 
る こ VJ I むつた。 

- 人一 答錄写 一】 




飛行 饒 株は 有望 

ゼフソ ー •グ ランガ.— 巧 

〔間〕 す 八な 二十 九 年後の 株 

まあ じが'^ 最も 活躍 r る もの 

は柯 でせ-! &。 

〔答」 千々 一な 二十 化 年の 採 式 
界 はを 般 的—' 化て 昨を 度よ b も 
よら 隆盛を 巧 •，もの と 観て 居を 
特に 良好 U る 語 券 顔の 時 僧は、 
この 越の 繁を ぶして 立 消へ ごな 
りたる 限ら 蒙-騰貴す る も 一口-と 
信ずる し、 繁 ぶの 立 消へ 氣 味；^ 
る ものは、 今" み 傷を 一寸見 當 
る こどは 出 ホ わか、 なは 特に 躺 
巧 機巧の 膨脹を がサ るら ので 段 
々 飛巧機會魅 の蜡は非常 じ ーい 5 
であらう ビ 思ぶ、 蓋し 飛 巧が 等 
は 今後 大いにを 爲 ずべき もので 
あ b 、 これ じ徑 資した 利得 も 多 
い VJ 信ずる か 良で ある。 

鐵 道から 油 鋼 株 

ホ ヮ巧ト •りー を 

〔問〕 本年 了 お 季^ 株式 强氣 

を豫 想して 廣 * 烏 導な 巧は 何 

でし やう か- 

L 答〕 なは を ザが 期の がまは 
お 見 どして 强氣 である ご 信じで 
居る： £*、 第一 じ教す 株は 鐵道棵 
をれから石她、 颁^ 鐵ごい ふ瓶 
序です。 I 

金利は で なる 

た^ ゥ エル 巧 

〔問〕 長期 じ 思な を 利は ど’ 

獲 化しまず か。. 

〔答〕 現 化の 形勢を 3 てず る 
じ 昨今のを 利は 著し.、 永滅 する 
もの ごを へる、 尤もが 今の 仲買 
化 所資を 高の かき 或 ひは をい お 
巧に 贼少 i るであろう： 2>、 を 米 
の 州、 都市、 一般化 引 乃 まを 理 
的な か 憤 要 ホは 今後 こても 永 癒 
する で ホろう から、. 時 的 U 變 
化は 則 どして、 化づ化 今のを 利 
は永續 する であろう。 
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自動車 王フ ホー ド 

產 業の 哲理を 說く 

將 ホの 化 巧は 勞 力を 機械化す る 
煙草 やわ 酒ら 不 ぶの 時化が 來 6 
戰爭 じ愛國 、心の 發 露では ない 


旨 動 単 王へ ンリ •フォ I ドが 
を おへ ば 欧洲 大戰當 時の 平和 船 
でなず かの 夢想が. こ 世 巧から 嘲 
をされ たもので あ が、 自動 単 
ではを の 豊かな 天を をを 探して 
み： ロでは 化 お 溝 一の 當豪 となつ 
て 居る、 この ブォー ド 君が 最近 
を 策の 哲理を 說 いた 書物を 著述 
し 去る 水曜 H を U て發刊 された 
この 一書 じがて 產業じ 街す 
特の 乱暴を 述べ、 更らじ 氏 
家觀 、社 會觀じ も 言 巧して 
じ 巧 ホ 深い 書物で ある、 左 

^ の 一節を 揭 ぐれば 、 

この 胜 じがて、 說敎 じ- プ 
; ガン ダに' 或 ひは 書物 じ 於 
て說き 乍ら U し 得な かつじ もの 
は、 \ 機械が 實 巧して 吳れ る、 お 
ホ^ 肚 がは 勞 力が 機械化され、 
男 主 女 も 働 < 必要は；；* くなる、 
食物て 外 そで々 おじ 機が が 料理 
して ごれ を 運んで 吳れ る』 

『惩 業は 近く 革命に 遭遇す る 
こ のぞかの 基礎 U 今や。 シァで 
絕驗 でれ つ I ある 共濟 制度 じを 
のを 滯を 置く であらぅ 。お-りず 
んば霞 おはみ がして 一大 グ ー 八 
を 紐 織す るこ这 じ浓ら 、始めて 
經 濟の呂 ホを 搏し 得る』 

『ちえる ごい ふこ ごは 最も 難 
しい 化專 である、 考える 人の 殺 
ない めは こ’ め换 でめら う』''’ 
『喫煙は 刪 人 じごつ てら、 を 業 


- じと つてら 惡 い、 フォ] ドエ 琪 
には 喫煙す る まは ない』 

『な 酒の 時化 ごい ふ ものは 沈 
默の裡 じ 葬らるべき ものである 
なじ こん G 巧 題で アメリヵの 新 
聞が 兎や角 じ 論で る こごは 止め 
:;*ければならの」 一 
『ちえる こどの お來 ない 人間 
はか 巧 U る 主 泣を 持つ て 居て 
教育 ある 人間 ごぶを への』 
『おを の 間 題を 解决し 得る 靑 
年は、 あ史 にがけ る 職業的 軍人 
ょら ら 、ょ b 世界に 對 して 貢献 
する こごが ぞい 』 i 

『戰爭 とい ふ ものは 愛國 、むの 
爲 めじ 姪る もので ない、 人間 
誰し も. い國 家を 巧 帯す る爲 めじ 
富んで 死の やぅな ちは な k 、 戰 
爭 は小數 者の 間つ 逢た 信條 じあ 
b て突發 する ので 轰 る』 

『所謂. 牛 巧 論者 お まを でぁる 
こ ミは、 即も 彼等 お 實際上 じ 於 
ける 戰ぞの 徑路を お 難して 居な 
いからで ある' 若し 彼等 じして 
眞實を 口にして 居らなら ぱ 、彼 
等は 今日の 如く 可愛がられ い 
彼等は 眞 盲の 游敎 港で ない』 
『世界で 最も ホが U る國 は、 
戰爭， U なし 得る が、； 一れ を 回避 
する 齒あ でもる』 一 

『少しく 巧 細に 觀を するど、 
人間の 持つ 誇- ごいぶ ものは 多 
くの 場を 間違た こごた 巧ての 誇 
ら f ある』 等、 等 I . . ミ… 。 


をで 燃 油 供給を 受けつ 

世界一周 飛行 計蟲一 


アメリカ 陸軍み 經験じ 刺 戴され 
歐米飛 巧 家が この 夏には をれ か 


前年 本 ザ 所 報の 如 （ァメ 9 力 
陸軍 お 巧 节ォみ 力 ー ま クエッ 
ション •マ— ク 号が 上 巧で 燃 油 
をの 他必 おおの お 給を をけ つ^ 

耐久 飛 わじが 巧し 從ホ 
の總 ゆる 誌錄 を一戲 した こごは 
歐乂巧 巧 器に 一大 制 哉を おへち 
五十 時間の 晌义 おわは あ 界を無 
着陸で 一周す る •し充 をで ある ど 
の 確信を 博ず る じ まれので おじ 
フランス-し 本店を 漬くフ オブカ 
1 飛 巧磯會 '乱では この' 實驗を 基 
礎 ごして 世が 一巧 飛 巧に 計 劃を 
起 I 、 居る 一 この 計 劃は を 重要 
» じ燃视 ゃ本糧 品を 上を で^ 給 
すべき 供給 i 巧 機を おを した 上 

『パ 9 — よら. レ, リ！ へ』 を 標語 ど 
ォ る一闽 飛む でて 現 かの 討 劃に 
化れば これ 等 供給 機の お 恩は 化 
づ シキ リアの アレ ツボ から 

巧 度 の カラチ 没び カグ 
; カツ タ 、支那の 香港、 サ牛 ベタ 
- ァの浦 结巧德 、べト 日. ハゥ 火ス 
ク 、カム チ ヤツ* 等で 若し 化 ホ 
I じ n I んを どつ わ 巧を は プリン 
ース •ルツ パー ト 若，、 は ダ アンク 
jl ウア— •ニ ュフ フン ランドの 

聖ジヨ ） ンズ ごな. C -、 更らじ 南 


すれぶ シカゴ 及び ニユ 一一ー ク ご 
な &譯で 兎 づ六巧 頃に ホ 巧す る 
意氣 をみ であるが、 一 ホァ メリ 
々じがても 米 布 橫勘飛 任 や 大陸 
橫斷 おが S 記録 所持者で める 民 
閒飛わ 家ゴー ベみ 大佐が 巧 6 じ 
S の ^ 

實巧 を 急いで 居 そ、 
郞も 氏は 曰く 『今回 陸軍 菊 巧 機 
のお擧 はが 巧 機の 無着陸 化； 界一 
周 可能 巧を 充 かじ 疆 明し 化 もの 
であつ て、 これ じは タ論化 力と 
優秀な 飛行機を 必要 ごする がを 
は 是非 實現 する 精ち である j ど 
述べて 居る、 氏の 計 劃は 西て な 
巧 進す る もの じて 繰 縱± ニみ、 
無線ち師ニ人でが織す ベ く||?里 
カン サス 州の ュ チカを お 發 4 て 
『ュ チカよ らュ チカへ』 の 世が を 
一岡 飛 わすべ （目下を ホ 連ぶ 協 
講中で ある。 


流 威 會議一 

■當 地で 患を 激增 I 

昨今 流 わして 居る イン フ八 一一 
ン ザは 幸 じして 赏 化の 患者は ぶ 
去 じがて 比較的 殺；：：* かつね が 頃 
日ホ氣 巧の 加滅 でみ つき 6 を ホ 


は 巧し 衛ホ 巧で も 八方 防 比に 巧 
めつ、 あるが、 ち 都に 摧 された 
流感 會 藩は 巧 巧を 幾を 召を した 
ヵン ミン グ眾醫 、藍が 流感に 罹 
ると いふ 悲養 劇を 演じた が、 大 
体 左の かき 注意書を を 越 じ發す 
る こど ミな つた 0 

【一】 1 H じ歡く とら 八 時間 
ょら 十 時 强叙睡 し 窓を 開けて 風 
通しを 巧 < する こど。 

ご ニ 大食せ 中、 閒 食を 止め 
て 一日 じがくな と 八は いの 冷水 
を 飲む こご。 

で ニ】 屋內 集を の 堤 所には 遠 
慮し、 流 威 患者 どの 接を を 避け 

る こと ロ 

〔四】 流 威 防止の I 買藥 類を 信 
用すべからず。 

〔五】 風邪を 惹 ぃた Vi 思へ ば 
直 もじべ ッ ドに 入ら、 風通しを 
巧 （して 醫 帥を 呼ぶ こ < 、巧し 
醫師を 巧 ば U い 時は 靜 かに 寢て 
冷水、 フ " 1 ッ ホ、 牛乳、 熱ぃ 
ス ー プ等を 時間 正しく 取ら、 輕 
いく だしを かける こご。 

【六〕 肺炎を の 化の 余病を 併 
發しないこミ^5、 風邪氣が^:*く 
なる まで、 ベッド じある こどを 
忘る t 勿れ。 


を恳 やお 觸で 

盲騰 病傳染 

ヘンり ー 巧發見 

アメリカ でち をな W 科 醫のフ 
ランク •シ！ •ヘン ジー 巧 は营鷹 
炎に 對 する 權威 者で ゐ るが、 同 
病發 生の 巧 因は 不可思議。 る 寄 
を蟲 の堯蟲 じよる ごい ふ 

新學說 を 壌 表して ゐ る、 
この 堯蟲は 非常なる 繁殖を ちし 
一疋 S 蟲 がー 巧な 上の 卵を 生む 
が 從ホ學 者は 同蟲の 驚くべき 繁 
殖 力を おして ゐ ると いふなみ、 
を； 巧 事を も 知られて ゐ なかっ 
た、 ヘンッー 醫師 によれば、 こ 
の盲膽 炎を ひき 趣す 堯蟲 はキッ 
ス 又はを As 接觸等 じよつ て繁 
殖するから家庭：^,盲腹炎の患者 
を 出し ねら、 さら じ 他の 

同病 者を 出ず し f にぶ 

人に も博染 ずるが であるから、 
今を これが 巧 止じ對 して 敎育的 
キャン ペンを すれば 閲 病は ホが 
に 巧ぎ 得る どいつて ゐ る、 宜腐 
炎 病原菌は この 堯蟲 だとの 傳說 
は、 ヘン リ ー 氏が サあ 年間 じ 直 
る 研究の 結果が 就され た 學術上 
の大發 見で、 斯界に 大 革命を も 
ねらず でを らぅ 0 


婦人 大臣 じ 

婦人が な對 

現 政府は 本人の 力量 
昨今 新大 が锁フ ー グァ！ 氏は 
閣員の 巧 命 證衝じ 化しい H を 送 
居 b 、 內務 長官 ごい ふ 重要な 
椅子 じは 典 か 黨争副 委員長- 1 
ド 夫人を 推す 運動が 盛んに 巧は 
れて 居る が、 

を都プ シン トンに ネ 部を 置く 
ァ メリ々 婦人 俱樂部 聯盟では 
を 役 會議の 結を、 この 際 婦人 
の 大臣 乃 ま 官吏 任命に 就て 反 
掛の决 謀 じ 同意した、 

ごい ふのは 敢て パ！ ド 夫人に 反 
對す 4 譯 ではない が 『別に 力量 
の ある 人物がない ごい ふの なれ 
ば 巧 も 巧、 この 瞭單 6 アメブ 力 


の 婦人に 敬意を 表する でい ふ樣 
U 意 ホから 巧 閣の蛋 巧々 椅子を 
與 へら こどは 婦 A K ど C ては 却 
づ 有難 迷惑』 だ どい ふじ わる。 

ガリクルチ 夫人 

辕唱の 旅へ 

一 頁 九 H ぶ發 

メート ロ 水 ブタン •オペう 觀の 
n 。 */ チ ユア •ソプ ラ" の考手 
ア メタ ア •ダ リク 八 チホ 人は 豫 
てょ ち 巧が を 劇の 招聘を をけ ホ 
素から 憧れて 居ち 搜唉 への 
演唱の 旅に 上る こ VJi じ 知. て 居 
るが、 先 遇 初めて 今 ン ン ズ\ ^ン 
に 『セ ゲキ ー 八の 理髮 師』 じ巧演 
した 夫人は， 愈々 巧る 二月 九 ザ 

のフ レジ テント •ジヤクソン 

じ 促 乗、 先づ マ-一 ラ-し 赴き 上 
を谐 由して 日本に 渡る i ごな つ _ 
た， 歌 劇界の 舞を じ 漸く 名聲^ 
からん として 居る 夫人、 今後が 
重に コン サ—ト の 舞を じ 生きる 
で扛 らぅが、 ホの モ 鳥に も 似た 
聲の 持まで ある 夫人の 銀聲 はを 
てから レコ ー ドを 通じて 敬慕 さ 
れて 居る 日本 好樂 家を 權殺 する 
でみ らう 0 


I 


が 布の 平均 流通は 

四十 一 弗ぶ と 仙 

アメリカの 大藏省 巧 報じ 化る 
と モ化 だサ八 年の 十二 巧を じが 
てを アメリカ じ 流通した おを は 
四十 九 億よ 千 一二 巧册 二方と 巧 八 
十六 ホで これが 降誕 巧の 贈物を 
の 他 じ 流通した 譯 であ 左が をア 
メリ 力の 人口 一億 千 九 百ん 万 六 
千 人 ど 見 横り 一ん 當ら のが 布 じ 
ある わ 金は 四十 一巧と 十ん 他、 
十一 巧 じ化較 して 一割 八 刃の 减 
少 である、 尙 ほ國內 正貨 か 商は 
八十 四 億 一二 千よ 十よ 万 ニす 百 四 
十五 ホで この 中 四十 一億 四千 百 
十 セ 万化 千み 巧 八十 六 弗は お 銀 
貨 であるが 太 藏省じ 巧 管の 化貨 
は 化と 億 千 二百と 十八 巧ぶ 卞八 
百 十八 弗 じ 達して 居る〜 


A 新年 大^ 兵 式 

東京 特電 九日 强 新年 觀兵ま 
は 昨 H 巧々 木 線 \ 一^/場 じがて 巧 
i れ 一巧 五 千の 迈衛師 閲將卒 
で 第一 師鹽 兵-^ を 加し 陛下 
は y 元帥の 御 軍 も晴 々敷 御 

愛ず 為綠」 の 互に囊 m あ 

ご^てき ホに 耀き普 ひ 皇弟秩 
ぶを 殿下 じは 陛ド 愛馬の 一 
で/ をる 「を 鷄」 に 乗！ P 給 ひ拜觀 
者 V 始めて 馬上の 你 勇姿を 拜 
、とを 臂 た。 


ゴ 井 •テン ご 

各 鷄が唾 

宮內 省へ^ 上方 

をの 卓 宮庭へ 白い 雄：^ 飛び込 
ん だので I 、 時の ホけ 瑞音 でる る 
ど嘉 みさて て S じ&雄 ふな 元 さ 
れ むのは すい i で ホる 鼻、 昭か 
の聖化 じて ィ テンごぅ y ；： ふ 白 
鷄がぁ ホ 4^、 この 瑞 鳥は 贷 前ち 
ヶ瀬 ごし 玉 有名な 岡 山 縣か氣 郡 
山 田が の 化 ± で 松 島 かま みん 
画 五) 方の 羅で 白色 レグ ン種 
で 毛色ら 純す で是 事な 雞 心-をる 
作吉 さんは を內 省へ 献上 j る ご 
て、 が役瘍む持ってホて：|?^じ 
頼んだ ので、 同役 瘍で 飼育 了て 
ゐ るが ゴは極 姑く 切って タ厂の 
ニ 語ぶ 一巧 じして 义 がら テブの 
ニ 語を 一巧 じし、 つま bs 聲じ 
切つ て， すた ふので ゴ •タイ •タン 
ど爾い 亡ゐ るので ある。 


宿屋ので 中 じ 

暴 貧を 已た 公使 

東京な 都 某剧を 化が 禪大 禮參 
則 の ため 都滯留 中 じ 手 な づ け 
た 宿の 女 4- を、 歸巧 後を 使が じ 
巧び をせ た-暴 巧を 働いた 事件は 
調 查の結 良 f 事寶が 明せ る じめ 譬 
視廳は 化 機會 じがて 斷乎 ごし 
てす良か-<|を取締るみがでぁら 
化の 不良^」 關す るち 力な 詰 
おも 酸 巧し 一に。 的 ほ々 女 媛 辱み 
某國を 化は |4 固 政府ょ 6 召喚 さ 
れ巧 < 歸國 する こご i なつて ゐ 
ミ 


ゴルフ •フアンは 

秒 <共吉 十 巧 A 

昨年度に がて 當 化の パ 
户？ ンクじ 鑑札 巧を 支 要 

ゴ分 ファ じ 輿 じた ファン 

一 ト四巧 八 千 八 百 八十ぶ- 1、 


一を ゲ アン •コ* ~~ ト ラン 止 
i 千 ホな よ 干 四 人、 モ 
が^巧四千九な六十 一 人、 


リブ 
つて 
止 藻 計 
で こ 


が 九 

3 ^ 
ベ ■ — 


ラムが 五 巧 ニ 巧 五十二 人で ある 
から， これな5ー外のゴ フ • フ ア 

ンを をして 化タ 一二 十 巧 人を S 見 
られて 弁る、 彰 ほこれよ b 得た 
ホのを 盟課收 木は 十ご云 ー串乂 
十八 弗-し \谨 して 居る VJ。 I 


ずき 燒 開業 

時下を^ 御淸福 奉賀 h ぉ陳者 
來る 十一 ニ： 曜 ) .nb 
鳥、， 魚 化す， お娩拘 料理を 觸 P 致 
し 特に 魚は 阻 西 K タィ グ ドて 調 
理巧致 萬 事 じ 注 急勉强 化-^ 喉 間 
是非 御 化 ホの 释爲じ 奉 願 保 先 
は 開業 御 披露 主で 

や 鳥 魚ず き 境 御 巧 巧 一 

と き わ 

を 票 sith Si 宴 
ぎ Lo 這 写 e 虽 一 


♦ク 日本 墓 子 

お獲 頭、 其 他を 
のし 餅け 前日 御 注文 類よ お 
お菓子 鋪松 一風 が 

岩 W . ま Ih St . ジ二三 空ち 二 置 


御 披露. 

目本ス タィ か 

顔 制ら 二十 五 仰 

マユゲ のま わり も 刹リま V 一- 
日 本ス タィ か 

が\*1|でモもょ<巧ぴまず { 
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H 營業 時間 N 
午前 八 時 ザ よら 
午後 八 時まで 
叮嚷 迅速を 旨 どし 精々 勉 
强 致します 

日本 理 髮舘淸 
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® 羅府 •を 泌出化 (ホ ノグ^ 經 由) 

を港發 

(正午 巧 化) 

ニ 巧 十 ゴー H 
ニ 巧 サと日 
一二 巧 十 ご 百 
一二 巧廿と H 

@ シアトル あ 帆 (午前 十 時化 帆) 

靜 .岡 化 二月 九日 
横-溶 化 ニ巧廿 一二 H 
一二 島乂 一二 巧廿 111 R 
タ豫— 化 四 巧 ミ 円 
0 淪敦發 c | t 本 巧 出帆 


羅府黎 

(午后 ニが 出帆) 

げか ニ 巧 九日 
巧 化 ニ巧廿 二目 

コレ J 乂一 二月 八り 

春 ホー. 化 一二 巧 か 二日 


化 

揉 

D 

▲斑 育 出： 
▲端 絡 取 
經由太 
巧 等 萬^ 
▲朱國 
上まず 


致 か 一巧 廿 五目 
あお ニ 巧 か 0 
度 も 一 頁せ 二日 
ち 奈馬竊 由 日本が 費物赌 I 巧 二回 
"嫁 社に 軟洲 巧、 南 朱が 並に 芭奈馬 
.津岸 巧を 漁 鉛を 祐ミ 特約 有 リ乘城 切 
•御 廣宜じ 取 計 ひ 申 上まず 
! 切符、 寢台發 等 も 御' 偕を じ 取 計 ひ' み 


▼鄕 をを 金 及び ホ 送す (お 手技 巧】、 外 ■ 
巧を 賣 買、 巧な 替救組 取 立、 恒 用が# 
巧 等 一 投を巧 業務^ 巧 巧 じな 巧 可 化 《 

S 賊 臺灣銀^一がち出張所 

本店 臺潰臺 化 一 

を 店 巧を、 巧な、 大あ f 神戶 、上 巧、 巧 
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內巧 本ち 店 U 横濱 (本 客を 巧大阪 
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諸雜貨 仲買、 卸販賣 

保 田商會 


陶磁器 雜 貨卸賣 

春 巧商會 


ロネ 陶魅 黑雜貨 類卸賣 

并元ブ タザ ー ス 


日本 觸破 器雜貨 
ラム ブ卸賣 

奈良 貿易商 會 


H 本吳服 反物 キ モノ 
テ ^ — ブルク ロ^ — ス類 

諸雜貨 卸商 

難 円本 ドラ- グ 1 ブ商會 

特圳廉 愼で大 勉强新 巧 わは 當 巧の 時 長 


り本陶 黑雜貨 

ドライ グ ー ツ 岛販賣 

龍賊 巧 木 桃が 組 


最高の 文化 事業て をる 

日本人 経營の 病院は 必要 j 

を 化 0 降 第二 阻 お 育問趙 乃至 第一 化の 腰掛 まを 徹焰巧 題 等 じ j 
顯 ずる 意見、 を ホ 面 じがて 績 出しつ； ぁみぶ がは 該閒 題が 叛 
育を 中、 む どして 米 困 東部 じ化留 する M 胞化會 の 解 ホの 上 じを 
甚 のな 義 あるじ 巧み 力めて 紙面を 割當 して 輿論の 向 傾を 注- 
し 瓦つ 適當の 施設を 巧す の 必要を 認めて 居る がか じ 例々 本^ 
のま 張 ど 相反す る もの じせよ 眞 面目なる 总 見の 發 表を 歡迦ム 
る。 左は 紐ち でを 要なる 化卷 じある 某氏の 執筆せ る もので. 
るが 參 ちの 巧め 不取敢 淀じ紹 かして 廣 く。 


一巧 ニ H を 紙上に 揭 載され た 
る 「紐 育 日本人 貪の 事業』 ご 題ず 
る 草信會 長め-談話は 甚だ 面白く 
拜讀 せる が 足れ じ熙聯 して 小生 
の 深く 威す る あは 间 巧は 柯等言 
及す る裤 なき も化留 同胞を して 
出 着必を 喚起せ しめる じ 最も 大 
なる 障害け 化 地方で 曰 本人 經營 


て 揭げて あるが 蓄獎腳 のか 
巧る 病院 晏の不 跡の 脅威に 
されて 居て はか 巧 じして 貯曹が 
お ホる であろぅ か。 

而 かも 日本は 醫術 じがて、 を界 
じ 誇るべき 名醫 をタ數 持つ I て 居 
るので みる。 

难 技地發 展の乂 要件は 豆^屋 や 


の あ院設 楠の なき 事には あら ざ i 酒 崖 娼家の 懲展 ではな^、 學 


るべき か、 大な 育の かき 固ょり 
有 巧 無 おを 拙 病院は 存巧 ずべき 
も 是れは 円本 人 ごして 始終 ま必 
して、 か ミる 事み 巧 ホる もので 
あるで あるう か、 又を 自のお 中 
じ 適 應し作 ものであるで ホろう 
か、 吾人 P 】 番 大事。 生命を 適 
當じ 託し y べき 病院が あるで あ 
ろうか、- 若し 是れ さへ あ.'^ ば 職 
業 問題 や會 館違設 等の 問題は 比 
較が 解かを 為で あると 思う、 相 
當 の 地位 ど 面目を 巧 も 度 もの i 
i さか 慈善 病院に 巧く 譯 にも 巧 
i かざる ベ < 、去 b とて、 ち 料 病 
: おじ わけば 身み 不化應 め 巧を を 
i 取られ 一 度の お 氣で數 年間 かせ 
j がねば 支 拂が巧 來扣樣 。大負 償 
一を 生す る 是け臂 例に ょる もので 
^單なる想像静でけじい。 化ホ多 
を、 タ少 のが 菩を ■してら 梢 年 
波の 蘇ら ど 共に 自然 度々 病氣じ 
か lb、 お 院寶じ 追 ひこ くられ 
る 時む 巧ね に 死なれ やまきる に 
生き ろれ や、 お 局 他人の 迷惑と 
^:*つ て化を化間にさらさねばた， 
ら « 僚 じ；：* る 樣な運 かに 階る 事 
は 股 じを えの 事で 巧る 胳ホ をを 
へる 巧ら ば 化 化を 墳墓の 化 ご覺 
悟を をめ るよ b 寧ろよ い 加 城 じ 
引 上け じ 方が よい ご おはれろ。 
日^-^ 待事莱 5円 的の 一つ ごし 


校、 病院、 燒琪の 一二つ で-'^ る、 
學 校と 燒 場は 第二 ご-して I 病院' 
の 建設は 羣も 必要で ゐる j 一思 ふ 
當地じ も 日本ん 名 醫タ數 ^6、 
日本 帝 大醫巧 ホは 遂應醫 Y ご 
の 連 證を取 り、 並 じ巧府 、瓦つ 
諸會 なおり 其 他の 補助' も 仰ぎ 
お留 民が を、 むして、 か >1 る 事の 
ぉ ホる 大病 おを 建設し、 I 他面 米 
人 をら 吾が 慶秀 U る 仁^ じょつ 
て、 診療し 又 同時に 硏 的 建設 
S する 事 ど U らば 是 ホ^を 的义 
化 事 栗 ごして、 日本ん 一の 聲 憤を 
高む る 所 0 じして、 円か、 が 巧 
の 如きら 大じ緩 かする 爭を 場る 


でを ろ- 


’ ザ ブ •で ン •If •テ 1 ク 


の 化の 中い^ らば 是れ 心の 貢献を 
米國じ U す 事は H 本 A ごして 亦 
當然 でぁるか も 知れ'^。 

が く .- i て 吾人 もを* む， f て、 化 地 
を 墳蟲の 化 i して 發展 する 事が 
出 ホを であろぅ 。確'^ の 一巧 じ 
めて、 專が醫 術の 恩. 言を 示 U 居 
る ご 阀樣化 大都會 のす 央 化 人 
ホ 愚 高の 义化事 菜を 注設 したな 
らば n 本人 ごして、 巧大 なる 事 
震で あるであろぅ、 H 本 軍隊の 
ま呢 派遣 带贊 ^ 1_ 部 了な てす る 
--^^斯ろぉ業な易々 ^るものでぁ 
ろう。 かて 紐 育 化^の 敎 へを 乞 
ふみ 第な 


草 人が ま演の ニ.. つ 映 心 


昨を 管 人は ブ クニ ヵラー 會 社よ 
b 书 お映盡 『互 anchu Li 』 の 撮影 
で 巧 かれ 棍 おじ 大タ 化を 梅め た 
右 A 天が 色 活動 お眞 でを 部 東が 
でを る 巧 拽を裳 满渡婷 な 色彩の 
東洋 物 だ^ら 完 がの 上は、 ヵラ 
フ パな 天然を 活動が 見られる だ 
らぅ、 引 續きッ リニ テ！ 會 社で 
『ゴ e China S て ミ』 ごい ふま 贿映 
盏を 破つ てむ るが とで a をん 君 
けは 偵 ごとを"- おおのを の頭斌 
心 役を や & ので 舊臘 大赂 曰か 
y 披彭を 隅が しを H 化 みなし 
%‘： 蒂め兼 巧で 披 影を 急いで ゐる 
丢歲 では 山閒 ァィリス 壊が 重要 
I •す】 ト なを ピ つてなる、 ユ！ ナ 
I て テッ ドアー チ スト 脅 社の 『セ 
I 一 V スキ ユ ー」 ( を财) が お 巧 ニ 
jt !； から ロ — サンジェ 瓜ス ホの ユ 
^—ナィテブト* アーチスト 
一で お 切され た 化 茜 U 。 ナグド コ 
户 マンを プリ！ ダ 


探價 になつ たり 乞食 じ^つたり 

て お 影 しなもので^ 督 はち 名。 
老大 み^ — バ 1 ト j ブレノ ン氏 
封 切 早々 席 員大 tf ホだった •こ 


紐 育 H 本人を 

理事 供會 

次剧じ^^'化も施_ 


ホ 化 も 施 席 

が 育り 本ん 會^ 事例 會は 新年 
宴會を兼ね旣が^^抑（去る八日 
午後 六 時 ザ 料亭^ じがて 開かれ 
たが、 晚餐 後草 js おを 强長 席に 


着き 年頭 S 挨 巧を 陳べ點 巧の 結 
巧 出席 巧 事 二- ニ 名に 達せる を 
W てな' し 開替シ I 宣し 安孫子 書記 
長は 前回の お银を 朗讀し i 般資 
務報吿 を 試みて を認 ぉ得、 かじ 
吉旧會 計の 十、 十一 巧に 直る 會 
計 報吿わ 6 異滋 おく ホ 認ご决 し 
夫よ ^ 勞幽 がの 帯吿じ 入ら 水を 
を 肖 長 M を 局 貪め 懸案 及び 經過 
タ糜ご おじ 一を 説明し 〔一〕 巧 置が 險れ 制度 


萃 人君が 出 お 馬 巧の が贼 になつ ■は愼 雷に 巧が をを する じつき 巧 
V 無人な で 昨 夏 中天 瞎生 巧を し 一級 巧を ぃ 4 すを ご n お 當獎蝴 は 






が 脚 

B ^ I 

— K 如が G 

i 
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資本を 壹 巧 旧 
拂达濟 資本を 一 六 モ巧旧 
板 立 金 一 六 千 一二 百 五十 萬 脚 

能 写 弄讀 巧# 支 巧 

本店を 巧巿 日本が 區 本を 屋巧 五を 巧】 巧 

ま 巧 小が ま 梅を 內采 ち 護 

名古屋 京都 大お巧 (大技) 神戶 
廣島下 赏門巧 若松 巧 岡 長 巧 
上 おみ 巧を 買の 水 


货 出入ち 替’ 電信 送 か 化 送を、 旅 巧な 用狀 
巧 業 信用 狀其化 1 お 行 業 

餅 脱 S 薬^な— ま 巧 

瓶を 送を ハ 日本が 化^ キ巧 巧？ 迅速な 巧 
本店 巧を (を 巧 通知 1 補) 巧 便利れ 巧 
本 支 巧 東 巧 系 度す 阪苗戶 、京都 
巧 巧 化 名を 屋 、小 帶 、上 お、 なな 


ラム プ 及び シルク シエ ー ド 

製造： 兀卸賣 手 塚商會 

正. Y . H 円 TWCKA CO . 

15 W 男 1 2童 St . J J . 妄.ぎ呈*|苗こ岂一 


がを 銀 巧 ご連絡 提携して 宣傳獎 
腳 する i 写 ご 失業者の 化 憩は 
繼繪的 じ 注 息 f るを 〔四^ 勞働 
ぎの 蓄化 善用^ 商務 報 ご 聯絡し 
て 適 當の注 息を 促が す i 〔五〕 
江戶 委員の 提議 じ ま <會 員の 懇 
談會 を-月 及び！ 二月 中 じ開摧 ず 
る J 〔六〕 香 西み 郎 氏の 提案に 
化る 職 菜 お 育 調査の み 要を 認め 
其 準 楠と して 現 巧の 職業 調査、 
巧 じ 従事し つ i める 巧 ホ 面 職業 
の實 情、 お 來强展 すべき 餘地ぁ 

ご 認めら る： 職業 如 阿を 調杳 
する 爲め 特別委 員を 選 巧す る も 
み 六 項を 報吿し 狂つ 意見を 述べ 
ホに が 岡會お 基金 問題 特別を 員 
長よ 6 ぶ あ 巧を 報 吿し化 際 急速 
委員 會を開 < ベ しごの 一二 理事 
のな 窓 ゎ b 、 堀 越 共濟部 委員長 
は 昨年々 末 入院 患ち、 刑務所 囚 
人， 孤を 等の 同胞を 懸問 せる 顔 
ホを 詳細 じ報吿 し、 草 信 會長理 
事に 巧ら て 謝辞を 星し だ。 夫よ 

草信舒 長は 出 淵 大使 どの 贈答 
書翰を 一讀 して 大巧が 攝育 在留 
同胞' 5 會 情を 知ら わ ど 欲する ホ 
留じ對 し 不取敢 理事 會じ 臨席を 
を ひじる 結柴 二月で 旬を 期し 出 
がの 序を 巧て 臨 おを 快諾せられ 
たる 點を 巧吿 しみで 矢吹義 ホを 
理事 辭巧 I 化ら お 谷 貞巧郞 氏を 
理事 じ選擧 する 件は 異議なく 决 
定 ，紐 育 お 衛ホ馬 長 よら 內山播 
領事 巧 狸を 經て 委囑し ホ. りたる 
ジフ テリ ャ豫 巧を 員會紐 織の 件 
も 直 じ 巧 巧 午後 十 時散會 した。 

外 國述信 旨協會 の . 

噢國 公使 招待 會 

當地 W 國述信 員協會 じて は ホ 
る 十五 日 駐米 雖圃 を使シ ー ヶン 

— 巧 爵をバ ー ク •セント ラル • 
ホ テ じぉ待して歡迎會を開く 
绪 なる が鲁 員外の 知己 じて ホ 席 
ホ 望を は 會費ご 一巧 五十 仙を 要す 


南 义懦會 新年 宴 

旣巧 のか!- まる 十 H 午を ホ 時 
ザ 上ら 巧 ホ!}- 五 T 目 太陽に 於て 
新を ぎ 會が爾 かれた がが 會者巧 
サち餘 名、 すづ 西村雜 事の 開會 
の 辞に が ざ I 會 長が ホ 保 固 巧の 最 
化 H 本 じ^ける 感想 談 及び 小幡 
盾 雄 巧の^ 鮮支邪 じがけ る 趣 ホ 
をる觀光^^薄ぁ>和氣露々狸じ 
散會 した.^ は 午後 十 時 頃で ぁつ 
た。 」 ___ ' 

早^ 旧 校友 會 

巧紐の|11^稻旧大學ぉ身者及び 
關巧者は|^1-次ブ ラ ジ ジ 八 じ赴ほ 
の途 か-一^ 使 館 一 專 書記官 縫旧榮 
四 郞巧心 ホ 紐を 機 會じ歡 迦會を 
兼ね 新 牟宴會 を 去を 八 U 日本 语 
樂部 e 開い な。 

が 人 が 人 

•補 ロ門么 助を 歸朝 中の 發巧 
企業家、 サィべ 9 ャ化便 •して 五 
日 着 桑、 羅府地 ホを 經本巧 中旬 
歸 紐の 善。 

•林 斑み を 太 西が ボ林 商會ま 
木曜 H 巧 現を 帯びて 出な ネタ歸 
還の 箸。 _ 

♦縫 旧を 四 郎氏滯 紐 中の ブラ 
ジ术 大使 雑 一等 書記官、 本 白 ホ 
帆の 巧嫩 じて 旌 任。 

I 巧 躍說敎 

♦な 育 0 本人 敎會 
.『膚 抑を 活 のを 間 J . お 水 牧師 
♦基督教 條道會 
『必靈 の 殿堂』 ふ r 井お師 
♦日本人 美な 敎會 ' 

『ん 生の 戰の爲 て』 を 略 牧師 


di ： 胸ス ペシ々 ル 


英米 海電じ 新案 

當地ゥ 五 スタン •ユニオン 電- 

信 會 社に ては ホる 十四日ょ b が 
來巧地 じ 用 ひつ i あつた ナ キト 
レタ ー の 巧 制度を 英國じ も應用 
する 旨 おを した、 即も 今回の 新 
率 も 日ン ドン、， ダ アブ 1 八、 
マン チ H ンタ— 主 b T キ is , ラン 
ド- 帶じ 及ぼ すらのに て 五十を 
I レタ ー どし j 語 四 化を 計 ニ麗 
でを 言し 得る もの じて 打電し じ 
型 朝に 配達され るので わる。 

河 上淸巧 W 歸華 

旣報 ナィ ベリ 化 じて 歸米 せる 
大お毎 H 華 府特置 員 河上淸 氏は 
ま邪滿 おの 視察を 了へ 去る 十日 
午前 歸華 なじ チ 五 ビ チェィズの 
宮邸じ 人れ るが 『昨 夏 臺灣に 於 
る鐵道 事故に 化る 負傷を だを 癒 
せ や ホ 巧 稍々 困難 U る も 近 りお 
紐のを を』 なる 旨を 信が あつた 

巧 樂同巧 會盛况 

が 樂间巧 會巧年 第一 會は 去る 
十日 夜 巧 亭ホ稻 じがて 開かれ 十 
餘名 おお、 新 玉の 曲ょ b 高你、 
大內 山、 巌 上の 松、 巧 他 數番の 
琴、 一二 ホ、 尺八を 奏 おくは 獨奏 
佐 野 ホん の 踊 も わ 6 て 盛な 裡じ 
散會 した。 出席ち 中 じは 市 川 ホ f 
妻、 ちお随 4- •夫妻、 瀬 庭、 ホ、 

松 村、 鎌阳を 氏、 巧 (巧 田が 事) 
太 巧 兩乂人 等 も 加は つて 居た。 


結の お攘 
おの 筋す 

新 ごろろ いも 


か 桐 兄弟 商會 


皆樣 御が 知の 
海苔の 個 煮 

江 戶の華 

一 爆 入， 

が ひは を粹の 

江戶前 


桑 山商會 

114 EAST 芸 ih SLN . Y . C . 
さ ミ e . Re 巧 こ 21 站 -夏骂 


ジエ シシト の 

日本 理髮ぶ 

五 年間 中 村 氏 ど 共同 經營 、と 
年間 曰 本人 諸氏の 理髮を 致した 
經驗を 持つ て 居 b ます。 

日本ん 諸君 じは 特別の 注 息を 
拂ひ 巧み 御 便利を 計 A まず。 料 
を も 大勉强 をな て 左の 如く w 下 
げ ましたから 續 々御 ホ ホの 佐を 
願 ひます。 . 
衛生的 設備 ごか 法を 御覽 下？ い 

散髮 、シャム プ ー、 最上 髮御 
一 弗 

散髮 、顔 劇 八十 立 仙 

散- 髮 六 + 他 

ぞ爾 へャー トニック 

十 一 仙 

ピナ— ズ •ォー デ •クヮ 
イナ イン 一 瓶 九 + 化 仙 

瘍 巧は 極めて 御 便利の 西み 十 

五 了 目 S 十】 番 ブ。！ ド 7 で 

—酣近 


妻 家具 附 一二 室、 裝御美 
® 一勇麗 、.夫婦 者 又は. 天 

じ 適す、 燒 巧は， I 流、 國隣留 館 
おな、 紹介は 左記へ 
ぎ M 置 e こ 43 


東京 商 會特を 


轉送 留攪， 


取扱 ひ申愼 


ィ—ル j 

小包 

電信 一 

】 ヶ年 一巧 W 上 I ニ 弗を 

御 使 巧で をを 

御 申 越は 今 

， .、 

M 育 東京 商會 

基 W . 京 thst . J . 一. C . 
ぎ ブ暮亭 畫 


タンク 


ティ ラ！ ぶ 
ィン ノ！ ベ } シ 3 ン トランクを 

顿お乘 5 十 他 i ち 十二 帮お十 触 
基で st gh street / 


タンク 


約 五ぶ 欄の 

ゥォド ロブ 

及び スチ 1 マ ー トランク ホ 巧 五 

十 仙、 化 巧 五十 他、 十二 お あ 十 
仙、 少し 許 b 使用した 跑賴 一巧 

H 弗 故び 五 弗 ， 

8 芝ム芭 こを， cor . さ th 早， NJ ' 


新年 競技 會 

ホグ 十二 H (± 曜日) 午後 八 時 
3 リぶ當 會縮依 ま 例 新年 競技 
會 (ピンポン、 募、 將棋 、歌 
カ方タ 、チェッカー 等} 開懼 
致 シマ スカラ ぞ歐 諸兄 城ノ御 

遂會ヲ 歓迎 致シ マス。 

尙當 巧、 > 踊々 澤山ノ 御 斑を 

ノ 準備 ボア リ マス 
一巧 四日 

日本人 靑半會 

8 Wes ニ 害 St ., Glarki 1244 

ホ國 婦人 或は 莫 
舅 國 婦人で 日本語 
を 話し、 東洋 じ 喜んで 旅 巧す る 
人を ホむ。 品物を W ： るので はを 
b ません、 給料 ど 旅費 全部を ま 
拂ム ホ 興-の 方は 手紙 じて 左へ。 

巧 0 こ 岩， ゴ こち 呈 ese Times 


紐育柔 證俱樂 部大會 . 

忠臣 藏 逆し 狂言 活動 寫眞 映寫 

日龙固 おの 柔道が、 vT ホな もので ぁるか、 でぅ して 會得ぉ 巧 
るか y いふ 点を、 一般； j お 解して 賞 ふれめ、 まだ 一つ じは、 之 
が 普 A を 計る ためじ、 ゎ：" な 育 柔道 惧樂 部では、 左の 如く 第一 
圃の大 會を關 くこ ごじを しまし ね。 昨年 巧を、 あ 巧 西な 了吕十 
八を じ をれ た 當俱樂 部が-今 U をに 如何 じを 長し、 如 巧 じ 隆盛 
を 極めつ！ ぁるかを、 化说會 じか 實じ 見て 頂ける のは、 巧樂部 
員 一同の 大 なる 誇らで ぁ t ます。 而 して 此 上に も 組織的の 發展 
を 針る じは、 基を のか 要 ミ 威 じ、 之が 募集の 爲 めじ 化大會 を懼 
す こご； 致しました 0 - 

牺ほ當 巧は 川 おの 段 外み 殺 者 等み 柔道の 型を 示 L 、 活 勤寫眞 
あお 藏を 十四 卷の 通し 映み をを します から 奮つ て 御參會 下さる 
こ 泛をわ ホ ひを しまず。 

- 後 セ 時 I 二十み 

•リヴ アザ イド •ドライ 7 五百番 

ク夕 アナ シヨ ナル ハウス 
巧 五十 仙 


時日 

攘巧 

ィ 

會豐 を - 

昭和 四 年】 月 十二 ： I 

ホ 催 


紐 育 柔道 俱樂部 


了寧の巧刷ご精巧じ1|^上げ . 


巧 日の 迅速' 


實な 校正を 保証 


巧 刷 j な 紐 育 新報 社へ 

電話 I ワトキンス ニ 九 0 か— ニ 九 - o 

わ 間違 むく 新報へ 

お.^^ 西 十と 了 目 十二を 十 階 目 

ま 部に がける 巧 宇 言論 機關の 

懼 威、 吾が 新報を 讀 まの 人な し 

廣吿は 紐 育 新報へ 
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けを 驾$® 式を を 
紐ち ミ 店 

J&paa Co け cm Trftdi 叫 Co け Ltd" 
2 P&rlc Av«nu も 
JeL Lexi 叫か n 8787 


みま 永 巧 巧 骨 IE" 
巧ち ま 巧 
WP 剛 KI.IT0 MISHI , 加 

Two Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 


巧 會を會 Hit 
紐 育 そ 巧 
Hara & Co., 

443 む urtb Av も， 
TeL Caledonia 7830.35 


曰 ホを 糸 巧 ま會を 
な 宵 文な 
NICHI-BEI KIIT0 KABUSHiKi KilSHA 

(NICHI ぶ El KHTO CO" LTD.) 
1 Park Avenue 
Tel. Ashland 624 & >47*48 〇 49 


大 おお 日 二ぶ 运 3 U 
を 木 H 離 
0 化 lea Mainichi 

Room 306A AVorld Building 
Tel. Beekmao 4259 


州. け I No . け 巧 


を 通な jKtti がを 扭 imwi 


WEONES 日が I JANUARY けけ 29 


お 川巧隐 事務所 

M. Segawa^ Ingura 凸 ce Broker, 
303 F が 比 Ave., 

1* 。 1. Caledonia 4101 

巧 巧 商事 株す 會巧紐 育ま 巧 
Uchida Tra ぷ ng Co. ， Inc. 

11 Park Place 
TeL Barclay 巧 76 

島 貿易 株 ま會お 
Shima IVa ぷ打 g Co " いん 
150 Broadway 
Telephone Rector 1484 

株式を 化 赤 尾 巧を 
Akawo 在と 0 リ丄 化， 

235 Fifth Ave^ 

Tei. Caledonia 9758-5? 

が 倉 製 絲結績 株を 食な 
K&takura & € 〇 •, Lt ん， 

200 Madison Avenue 
Tel. Ashland 4545~4546 

K. Mikimoto 

MUdm が 〇 PearU 
的 目 巧れ h Avenue 
Tol. Vanderbilt 2519 

■ 

大食な なぞ ま 巧 
Oku 化 & C<»M 
30 Church St^ 

TeL CortWdt 2292.93 -94 

H 共な ま會お 
化 巧 店 
ちな 巧會 
1 扣 Broadw 化 H. Y. G, W. わ 加! ■巧 84 
Factory: 35-10 36th ive., 1. 1. Cit| 

浅 巧 あを 巧 ま 食な 
Asano Bussan Company 

反 oom 801-805 
165 Broadway み 

Tel. Cortlandt 8047-8052 

, Gosho Corporation, 

Silk Importer% 

が拉 a が 34 化 Street 
Tel. Aihiand 4987-91 
Gotho Co.) Inc.} 
Cotton Exporters 

60 お Bver な.， 

Tei Bownnar Green 

巧 巧 讲巧道 株 ホを を 
か 巧 巧 

South Manchuria R. R. Co., 

Room 202 も Canadian Pacific B1 か . 
342 Madison Ave. 

Tcl. Vand が bilt 4135 

H ザめ をみ 巧會 tt 
な 育ま 巧 
Mitsui & Co., 

65 Broadway* 

Tel. Bowling Green 7520 

み 巧 食な を 井 巧な 
がき 出張が 
Iwai & Co., Ltd. 
Woolworth Building, 
Tel. Whitehall 60 が 

- s 菱巧宰 株 ま會化 
な 育ま 店 
Masubishi Shoji た aisha 

(Mitsubishi Co^ Ltd.) 
120 Broadway 
Tol. Rector 2560-2564 

大肢熟 Q ニ 東京 朝日 
化 巧 ま 巧 
Osaka Asahi 
The New .York Tim が Annex 
Tel. Lackawanna 1000 


奉 天の 政局 盛 I 化し 
滿蒙鐵 道 交渉 i 絕望 ごな ろ 

典 S 省轉覆 r 企てた 揚將軍 銃殺 

ま 京 特電 十五 日稚 = 出 中 首相は H 支鐵 をを 渉は 化 ホ 通ら 奉 天 政府を が 手 じして 繼 織すべく 訓 
み. あ！，' た。 

ま 京 特電 十四日 發 = 山東ぷ 撤兵の 時が S 實巧ホ 法 じ 就て ぶ 日 支巧國 巧々 で おか じ 具体案を 練 
る こごに。 つて 居る-わ、 滿蒙锁 道を 涉じ 就て 南京 あ 巧の 請訓を 仰いだ 巧 學良お 軍は 巧 中 巧 閣の政 
巧 じほ おを 巧な した もの-- 如 < 厨 民め 府 錫道础 でも 滿 致の 利 樵を 巧收 する 巧め じ 局長 V- 副 局長 ご 
を 巧 かして 案を 棘 b、 日本 ごの 掛道巧 渉は 斷然 中止して 南京 政府 じが 衝せ しむべく 張學 良-し 電命 
しだが、 この 姑め お 迫を 涉け 今後 j 唐 阻 難 C なる ぺ く、 殊に 床 巧が ニ 郞氏も 巧 中外を 反對 のみ 也 
を 脚め て 化く 第 S 黛を 妍 織ず をと 傅 へられて 巧る。 

まを 特巧 十一 二日 巧 === 奉 天 lb 達した 情報 じ 化れば 窜天 政府の 參謀德 ちで ぁつ 持 揚宇露 お 軍 ご 
前 女 述總技 張英ホ 氏が 張 単を お 軍の 爲 めに 銃殺され わの け、 巧舉 良の 樵ヵ轉 覆を 陰謀した 文書が 
發覺 しわ 結 ぉで、 二人は 張 學な將 軍に 招かれて お 軍の 官邸に 人 h 麻雀を 遊ぶ こご ミな つね 陳、 曝 
をな U 服 架を する ご稱 して 座を 去つな 刹邢 、で や'--- ■ど 一隊のを ± がぎ 內じ 闇ん して 兩人 V 饒殺 
した もので、 揚ぞ逵 はの-しみ 十を、 脚 じ 一を を 射たれ 頗統を 3 て 抵抗 ぜんとし わ 張 英乖は 十數を 
-を说 がさ わて をの 培に 即死し じので ある。 f 


銃殺 U 巧氣の 沙汰 

東京 特電 十四日 發 【蹄を】 = お 夭ょ. 0 速した 報道 じ 娘れば 
揚お軍 I ホの 乂檢擧 に 恐い を 抱く を 天の 要人は 綠 々日本人 居留 
地や乂 速に 避難 中で わるが、 賜た 銃殺の 按じ おした 外務 當 掃は 
奉 天の 帖 叫を 目 ずらに 巧 氣の沙 ホで をる £斷 じ、 最近 滿洲じ 於 
るり 本 5 泣 お t 理解を 抱き ロ 本 接近の 傾向を 示した 揚 巧の 銃 
殺は H 本 にごらて け巧當 である こ V - を 容認し 滿蒙鹽 道巧涉 もこ 
の 上は 巧學を Q 態度が 明む ごならない 限 b 中 化の 外な しど 觀て 
居る か' 官邊 ぶび： かお 論は を 天 政 時の 動搖を 目す るに 日本 じ 
ご b ては 一 大事 じ （て 南 巧み 府が揚 氏の 銃殺に 關係 あら どは 認 
めない が、 こぃじ aib て 今を 奉 天 政 巧の 外を 巧衝が 南を じ 移る 
こどを 贼 待」 て 起 も、 义も 上がょ b 秘 じられ たか < 南京 政府が 
奉 天を 府 ，< 對 外を 巧 持に H 本 どの 談巧中 化を かじ、 ぉ滿鐵 道の 
凹な' みを ぶじて ちる ごの 說は水 だ確訟 されて 清ない けり 巧 日本 
な 泡 こし H は早魄 期る 事態の 出現を 期待し 盾を 今後 日本の 滿洲 
政 A レ 一人 化 姑め A ごが 想され て馆 る、 耐 して 外な 當扇 揚を 
の 銃殺は 嬰— るに 張學良 •か揚 氏の 勢力 擴大を 嫉妬し 自己';; 手腕 
じ 何等 自寝 。き 巧氣 のみ 汰 f ある 評 1,. 居る。 

奉 天 十四日 發 【晦 を】 = が徳領 中な 本年に 入ら 初めて 張學良 
將 軍-- 曾 兌し じが、 氏は 擬 化の 銃殺は 日本の 満渊 にがる 位糧じ 
巧 等動搖 しど 错 W した^、 張に け 本日を なて 今後 舉 天のを 馬 
を まがず べき 蚁治評 韶を貴 會をお 集して 訓示を 述べた。 


銃殺 i で 

を 天 ぉ電十 I 二日 發 【ニ ユョ— 
ク •タ井 ムス か】 N 殺 ぞ靈お 軍 
等^ お A ど撫 なおのを で赔 殺さ 
れ をら じを のを-ホの 檢擧 どな 
つれ おホ當 地の 人必は 

不を を媒 めて 居る、 ホ も 
兩氏 おじ 商屬 t る 軍隊は ない の 
で 今後 騒動 U 機大 ずる ピは 観測 
さむて 居 f ょいが、 軍隊 S 大部 か 
は！： 时 首」 なら かも 知れ 归ピぁ 
b てん、 む树 々たるら のぞ （賜ぞ 
違が お S ぁかじ 热ても ホ だ 巧が 
した 巧け。 いがが 化 的 じがつ た 
も では。 < 寧ろ 揚ぞ 露％ 一派 
が張學 ない 崎 殺を 陰な L たるに 
をけ t る もん ホく 銃殺の おみ 前 


の說 明す る 所に おる と 揚宇靈 は 
張學 良-し 無 相 誤で 靑天 白日 旗の 
揭揚を 命じ これが 統 殺の 動機 ご 
な C たもので をる ピ稱 して 居る 
尙 ほ張學 を 氏は 奉 かを 生後 か ホ 
ぞ どの 會 をを 一な 謝絕 して 居る 

奉 天 政局は 

n 本に 不利 

奉 天 十 I 二日 壊 〔聯合】 = 張學 
良將軍 W 銃殺した 揚宇靈 W ホ 己 
人 じ 封 L て 葬儀 豐 一切 ご 弔慰 お 
五 千 巧を 贈 じが、 この 外を 天電 
信 局長の 張 巧を 始めを 奉 鐵道支 
おん 顧 震 等 も 陰な じ 

連絡 した 廉で 幽閉され て 
居らが' をち 廠の溫 化霖は 証據ホ 
ちかで 释が さるべく 化じぞ をの 


* 張學 な， 心 撰の 陰謀 义静を 突 付 旨む をが 藍禁さ 化て 夏る が、 慧 
けて 1 ミみ である、 麻 I 宇 誓は S 招待を 受 パて 監禁 
して冀なけをの著じ1^長义~後-ーな間ド管 て驚轉覆の陰 
じ 百る 宜ー貝 當を發 ぉして 巧 入の j 謀、 をを 费巧 をの 他 じ關し て 取 
- 00 を說き掌天政がの統 調を受けを曜0の午前己時じ時 
一と お 渊^平 化を 維が t る 爲め别 軍法 爵議に 攸ち銃 おされた も 
: じ 化 レを 得す こ 手段に & ん だので あると。 

- ご巧してぉる.^,、 ぉを官ぷを路 束 京特を 十二 日發 ご一ユ 3— 


-ク •タ井 ムス 紙】 HH 本 官憲は 
殺 宇靈將 T の 暗殺で 滿洲 じを 治 
的動搖 S 一生 やる こどを 期待して 
居る が、 j この 動搖は いづれ め點 
ょら 觀て j も 目 本に 

ず逊 で ホる、 邵ちネ 回の 
暗殺 陰^は きがの 張 か 相 お 軍に 
化ら 化^ まれた もので、 お巧滿 
洲の實 ^ は 張 作 相の手に 移る も 
のど 觀 をれ て 居る が、 この 張 作 
相. 氏は P ホ 激烈なる が 日 家 じて 
現じ 一 Jil -前の南滿截道社債募集 
當時じ 甘 頗る 猛烈に 反 お 運動を 
起し 今 国 H 本. が布設 せん W しつ 
i ぁる j お 銭の ま 林 線に も 徹巧徹 
尾な して 居た ので ぁるから 氏 
にし で 滿 洲め實 權を捏 るに まら 
ば 1 南京 政府 ど按 あして 日本 
の滿 が^ 計# 一を が 害する じ まる- 

ー暗 ぷ さむた 揚將 軍は 曾て 
大の其 日 論を わ もし こごら あつ 
たが j 元 ホが 實際 巧な 政が 家 だ 
けに 本の 勢力を 箱 蒙から 驅逐 
ずる 一 V- け 到底 出 ホない ど 悟ら 
最 巧な = 本 VJ の 誌 解 じ 努力し つ 
っ ぁで た 人で をる、 故 じ 彼の 暗 
殺は!：：： 本 じど 6 て も 政治 巧の 打 
擊で j は ぁるが、 而 かもを の 半面 
じが t 彼を 暗 おした 最も 有力 
動^は巧するじ張巧霖の築いじ 
大 聞を 護ら 危隙巧 子を. 一一 掃す 
る じぁる もの i か （、時事 新 巧 
はこの 問 おに 就て 張學 良は 揚將 
軍が 

じ 父 の 暗殺 じ 關係ぁ b ど 
見 法んだ 結を でぁらぅ が 若し こ 
の絕 わじし V 、 事實 であるなら ば 
揚將 軍が 張學 良の 權 力を 信頼ず 
る 堂がない ど 報じ、 多數の 新聞 
紙は ち 那が外 國じ對 して あかを 
權 のが 廢を要 ホし つ i ぁる 際、 
支配 階が 者 じが ほ 暗殺の 政 あ 的 
を 風 か 化しつ i ある こごを 悲し 
んで 居る、 而 して 日支兩 固の 隅 
稅を涉 わ幡 みお 南京 側の 希望で 
王を 廷ど矢 旧泌贿 事の 間 じ 巧 開 
されて 頗る 好調 子に 進みつ i あ 
る もの >1 如く、 


大 紐！ {ち 

I 九 ニ 九 年 版 一^ 近く 發巧 I 

本社が 襄じ 篤篆發 巧いた しました 育」 は、 幸 ひに して； 
江湖の 湧 < がかき 巧 評を 巧し、 遂にを 塾 一 册殘ら や 巧 切れ ごな- 
した、 化て 本 化は 窮 一版の 内容を を^ 巧た にし、 頁 おを も; 
增 加した 千 九な 廿化年 版を 新に 發行 f るつ ご： な b ました、 正 I 
確に して 且つ 巧ら しい 統計 ど事實 をぶ 谨^ して、 刻々 變 化する 一：^ 
巧が 『大組 育』 の眞 巧を 傳 ふるに 遺が こごを 巧して 居 6 ま I 
す。 尙ほ 定價は 『 

豫約 申を 者に 限りて 一, 

特價 と. て 五 仙 

發刊 後の 御 鱗 買には ： 

を 價金一 弗 

どを しました、 速 かじ 豫約御 申込みを 希望 い. たします。 

ii 紐 育 親 報 社 


定も 外交 义 書を 梅 巧 形 
まごなる べきが、 過 ま ニ H に 置 
る 巧が は 頗る 順調で わる か I こを 
一遇 間 巧には 調印の 速び （到達 
すべ < 、歸朝 中で あつじ 澤を 
使 もを 一週間み じは 山 おおを 經 
由して 化を に歸 任ずべき だを し 
巧 園の 空氣 じして 氏を 巧 京に ホ 
わる。 らば 南京 じ も 立 寄る 萬で 
元 巧を 使の 歸 任期は： 0 支を まを 
涉 期たら しめん どした ので わる 
が、 巧 齒の國 をは 遂に こぶを を 
わじ まらず、 この 上帝 都-一を の 
H をが つ こご も 無益 ど ホを 遂に 
歸巧 とかした もので、 今 齊奉天 
の 暗殺事件 じ！- 巧 等關炼 T がな，、 
こどで をる。 j 

政局 險惡参 

タ井 ムス 紙貧說 

◊ 險惡な 現 化 支^の 政ぶ 
的 反目に てらし、 を网 #11 き滿洲 
王 張 擧良お 軍が、 柯 故？^ お 軍を 
暗殺す る じ 至た かとい ふ眞 相は 
-寸 これを 巧斷 する じ菩 しむが 
この 事件は 巧々 な 意 ホ-一ょ b して 
影響 S 多ぃ 出 ホ 事で あて 儀 一 
•i 事が r- 依 b て 示された ちのは 
若き 張 學良お 軍は、 をのむ 父 張 
作霖の 跡を 踏み、 政敵を 倒す 爲 
めには 暴力を 辭 さない こごを 示 
した、 第二は 礙沸じ 巧て この 若 
きお 軍の 權 力を 奪 はんとす る 陰 
謀の 本る J を 示して 居る。 

◊ 1 第 己は、 滿讲の 政界 じ 
謎 どされ て 居た 二人の 令 力な 將 
軍が、 をのが 在を 絕つ じどい ふ 
こごで ある、 即ちを い ノーは 張 作 
霧 ど 運命を 共 じした 黒 龍 江^ 王 
將 軍の 慘 巧で ある、- 今が 暗殺 さ 一 
れれ揚 お 軍は、 おが 霖の 後繼ち 
ごしても 望視 された 人物で、 观 
じ 張 作 霜の 暗殺 前、 化 京で け務 
將 軍は 秘か じ 一 ホの H 本人 ど窗 
脈を 通じ、 ホ 期の 滿渊 壬た る. 
しごの 增も わつ た 位で ある、 岳' 
時 揚將軍 も 張 作霖ご 巧を 共 一し 
て歸 奉す る舊 であつ たが、 巧怪 
じち 出發 間際 じな つて、 俄か じ 
化を へ 踏 化つ たので ある。 

◊ !1 なじ 張 作 霖の晴 f R 
て日本の仕叢であるご腕，'-で居 
る 人々 は、 揚將 軍が 濁 b 北を に 
踏 化つ たのけ、 H 本 ごの 幽 孫の 
括 おで ある ご觀て 居る、 元 ホ こ 
の 稲の が 治 的 暗殺なる ものは 遇 
去 じがても 屢 々黎 返さ 八、 人必 
を 窓々 不 をたら しめ わ もので あ 
るが。 支那の ホ 巧を 里む 戰等だ 
して、 この 暗殺が ミ や 反動を 
叫ぶ じ 至る こ VJ を 巧まない、 若 
き張學 良は 南を 换化 £ を 體を承 
誰 L たが、 若！ 各 巧の 暗殺が 彼 
じ掛 する が 苗 京酿の 陰謀な 映で 
わらごするなら*5滿洲は巧び極 
東 じがる 危隙 地」 なを 譯 である 

裁 お？^ 强要 

宗 財務 總長說 く 

南京 十一 ニ& 〔聯合】 け 財務 
總長宗 ± 文 にの 見 積 6 じめ る 本 
をを の歲 は 四 憶 五 千と 巧 方 お 
歲 出は 五を と 再 巧 巧で 差 引 不足 
は 五 千で々- し 達すべ < 、この 中 
軍事費 A わ 面 四 割 一巧で あるが 
純歲入 r 巧して は實 じと 割 八を 
じ 達し か V 內乱終 媒をも 依然と 
して 歲 不足なる おを 嘆きて 反 
省を ホ- 『がを のな 革を 速 かじ 


ち 巧し；；^ い 限 b 到底 3： 憤 巧 入れ 
の留 みけない』 £說 きこん 奥大 
なる 軍事を を アメリカ のを 谋算 
じ掛 する 八 か， H 本み 化か ど 比 
較 して 軍 隅め 反省を 化し 將 巧が 
を S 確立を 期す る爲 * じ ホの 五 
側 條を擧 げた。 

【一】 を 國の租 稅は總 て M 務 
部に がて 徴集！ 軍 拳、 地る 官憲 
のモ 巧す る こどを 許さず 

【ニ】 が 務省 島の 巧 命は が 嫁 


お 長に おして！ 切を 委任す。 

こ一 ご 地方 軍隊に 對 すを 支 拂 
をは これを 先づ が 政な じ 巧 付し 
總 ての 軍事 餐支 巧權 はこれ をが 
お 部に 巧て 真 巧を 持つ。 

【四】 化 ホ憲を 愛用は 化 ホを 
がに 於て 貸擔 ずる。 

【五 J 裁を 會讓 はを 軍 嫁じ掛 
する 支拂 高を この 際 徹底的に を 
め 財務 部 どして はこれ を 遵奉し 
て支拂 ふ。 


東京 特電 十五 日發 い 


漢 ロ緋リ 暴動 化し 、 

目 本 居留民 U 孤立 

祖 がを 包圍 して 邦人を 食糧 攻め 
陸 戰隊は 消極的な 保護 策に 

M 浅 U の H 本 居留は はを 然 孤立の姿 どな 
つたが 巧-か 陸 戰隊は 今 ロめ どころ 蹟械 的；；： 6 保護 巧 動は 取らの 室 
で祖 がを 巧齒 した 反 H 關體の 食糧 攻 A 作 戰の爲 め-し 居留民は 物 
資の缺 ま 祭 お 拖度じ 達した ので 上海の 居 お 民谢體 は食穩 急送を 
準悄 中で ぁる、 が ほま她 側の 糾察 がご 居留民 自蠻鹽 ご 衝突した 
が 陸戰隊 急がして 大事 ごなら や， 巧 別戒嚴 かが 布 かれた。 

泉 京 特電 十四日 發 H 漢 ロの 眞臨 がわのを 永 ま 巧け 反日 會 本部 
じ拉 をされ て 荒 繩で縛 b 上 ザら n 極度の 侮辱 ず パ、 正を、 臺 
灣 .化ぶ を 銀け はま 那人巧 貴が 缺 勤した ので ホ 業の 化い なき じ 
まつれが、 按お當 局は 爱を 漢ロ總 領事 ど ホ內第 j 遣外 媛隊 司み 
宮じ 勘して 特别巧 譲 策を 誤 市る ミ 及び ま那 官憲に 掛 して 抗議す 
る や 5 訓 をした、 衍ほ駐 w 支那 公使は 今朝 お W 强細亞 局長を 訪 
閱—最巧の漢ロ事件に對して遺喊の意を表（岛っ關稱會議の再 
開を 求めた。 ：-. 


第 置 十六を 國 議會 

.貴族院け 委譲 巧對 

東 帝特笔 十五 日强 = 菅 原お敏 戊み な對 3 ホ兩 稅委讓 案は 
員族晓 'を 派に がて 益々 お 齡 叙 高ょ b 例 か 該榮が 衆議院を あ 過す 
る ごも 貴族院では 頗る 困難で あると 懸を さわて ゐ る、 を じ 就き 
硏を會 の 某 領袖は 語つ て 只. く 『斯る 重大 案は 國民 5 巧斷じ 間は 
なければ ならの、 巧し 聰ぶ會 が 選 擧に勝 つたならば 我々 は 喜ん 
で 特別 ホ 會で巧 案を ま.. 持す' る』 云々 ご而 して 兩稅 を讓 をが 通過 
せねば 現 S 閣 のを か 傷で みるが 貴族院のを 索は' 樂觀亂 が やが が. 
では 八 A に 語解违 勘， 3, 一がん てなる。 

藏 相委讓 案を 說明 

ま 京 特電 十四日 發 =：：== U 一 ±藏 相は 十一 ニ H 昭か俱 樂戲じ 對し巧 
捉委讓 案の 說 巧を したが 反稱氣 をは 研究 會ど 同様 深刻で ある、 
树は出 ザ 首 袖 1 十一: 3 お剧寺 公訪閒 ょら 歸 京し 巧み 巧ニ郞 をは 
同： Q 園公訪 脚の 爲め 東を 去お發 したが 車中 截 つて 曰 （『お 巧委 
譲は 絶體 にお 齒 ではな いが 税制 整理のを 化から 租稅 の麗ぶ 乱れ 
はせ ぬか ご 憂慮され る』 み々 

巧敕 贊は歲 出の 五 割ぶ に 

泉 お 特亀十 I ニロ發 = 销 が' 其に 依れば 巧 政賓總 額は 綴 歳出の 
半をでをら带事費^?|ニ割-‘-達すると。 


ァフガ ニ國王 

遂に 退化 

飛 巧 機で 國外 ：| 

ロンドン 十四日 發 N 囊 じが 外 
漫遊を 歸齒な ホ， 泰西 S あ 邸に 
剌戟 されて 急激。 る W 會制 没の 
改 をを 計らん どして がず 的 •：：* 回 
お 徒の お 威を 買 ひ 遂にぎ かの 突 
發を 見る r まつじ T フボニ ft タ 
ン國 王は 其後國 巧のを かは お悠 
したる もん 必个 を；： t る 巧め なじ 
退位を み >む1 圃 壬の 位シ兄 ぉじ 
讓 b 自らけ 前兽 をを び 宴 おか 巧 
君 ど 共 じ 飛 わ 機 じ 乗 6 てを 饰を 
化を、 いづれ にか 姿を 隱 しおく 
固 ホへ 己 おする らしく 

巧國 王が 勞農 n シ > 'め 府篇局 
じ巧づ き英閔め咕を巧け I 
あつた 點 等より してを の當位 
は舆國 のな 策 政策に も 巧 於 響 
を 巧らず もの i 巧 測され'、 居 


るが、 斩國 王は 直 ♦T じ 首都 じ 
入 b て 軍 おを 指揮し 前國 王の 
施した 社會 制度' の 改革を 舊制 
度 じ 化い ベ < 

この 結 巧アフ ダニス タシを 中ら 
ごして を菌 と n シアの 巧 目は I 
唐 募る じ まるで あらう ご 0 


この 窓 ホは 不既條 約、 巡が 猫を 
造 案を 今期 證會 じて 通過 だしむ 
る决 & である-* ごは 明白で ある 
が、 一 ホ 萬會じ 巧る 不戰條 約 案 
はリ ー ド 氏やモ ー ゼス 氏の なお 
派 わ 日 ど おじを を增し 

現じ 約廿六 古の 上院議員 はこ 
の 路右條 約！!； おする ァメ V 力 
み 巧を 員 會 み解釋 をと 院に明 
示し こんを 意見書 どして 批准 
をの 條 約に 附 加し 締盟 列强じ 
通牒す t き 旨を 暗示し 居 b 
別 じリー 氏 もこの 息 ホを 明白 
£ した 决^を 提出して 居る が、 
右 V — ド 巧の 巧 議案は ネ 明り 中 
じは 投票に 附 する 當 である。 

名 將軍病 か 

ブホ ッシユ .化 帥 

パリ i 十四日 發 == 歐洲 大戰當 
時 マが！ ン の勇± ごして 聲 名を 
題 はれ 巧ら ド 聯合 軍の 德 司み 宫 
£ なつた フォッ ン ユ 巧 帥は 昨年 

化 戰條約 締結 記を 日の 頃ょ も 風 
邪に 襲 はれて な ホ、 む臟 痛の 爲め 
じ 引 籠 中で あつたが まるを 曜 H 
0 ホを^ は爾 ホ檢惡 じ^つた の 
で 英國巧も中止 さ れ 目 ^ 約 四 ん 
の 名醫め 治療を 受けて 居る、 元 
帥自を ごして は 頗る 元氣 である 
が 河を じ も セ 十と 歳のを 齡 でも 
あら あ 親 まは 萬 一を 蠻戒 して 看 
病に 资 事して 盾る。 ■ 

諾 成^ 皇太子が 

御 婚儀を 表 

瑞 典の マルタ 姬 

ストックホルム 十四日 發 H ォ 

ス 々國 王が 自ら 御 發表相 成る 所 
じ 巧れば チャ！^ ズ 親王の 內親 

內觀 正が びべ がが！ の皇 
太于が ァストリッド 內 親王の 御 
妹 一-は/ I ルゥで ー 皇太子 ォロ 
1 プ 親王 殿 一 トど巧 （御 婚儀 遊ば 
さるべく、 ォ 0.1 フ 親王は 争 孰 
マ ザ タ姬を 御 間 伴の 上 參內し 御 
體を申 上げた、 オ 01 フ 殿下は 
ィ .！ 於ウ五 I 國モ 唯一ん の 王子 
じ 巧は し吳 蘭々 王の 躁じ 當らサ 
られ 、マ グタ內 親王は 御 從妹じ 


當らせ 給 ひ、 皇お 子の 煩 歲は本 
年 サホ歲 、內 親王は 廿八歳 じ 直 
ら 甘ら る 0 

ロー マ 法王 廳 

領上 權タ條 

ィ タリ 技巧がず 渉 
ロ— マ 十四日を リ千八 巧 お 十 
年 W ホ P — マ 法王 恐どィ タブ 政 
府の岡 題 どなつ て 居る 法王 廳の 
顏±權 ホび じ ィタ 9 政府が 法王 
權じ 侵入した 隊の巧 害 賠償に 就 
て 致 あ 法王 藤の 化 巧は 曾 相ムソ 
リニ 氏を 化 表すろ! < 々ご 個人的 
じ禪々協裘したお^^ィタブも府 
は 現 巧の 法王 庭園で 更らに ベン 
て ブ 等 じ 延長 
ま L て 承 

f 胁域 等べ < 

〔約 お 千 二な 
の 賠償金を 
个日 D ! マを 
の 承認を 仰ぎ 


メツク ■バンプ フ 

した 瞬 域を を 王の 
認 しわ 上 おみを 權 i 
このみ 十億 金- 
六十 一二 巧モ 六な 弗 D 
ま拂 ふこ ど ミなら 
王 VJ ムソ タニ 首が I 
妓じ邁 ま 蚁年じ 夏る 法權 どな 權 
のず 聞は 一段落を 背げ る 模樣じ 
して この結果 巧巧广 タリ 議會で 
は 政府 ま ミして 從^の 慣習を 破 
6 曰 f マ 法王の 旅 を もを 評す 
るに 至る ベ < 1 硬の 囚人 じ もを 
しい 法王 もこれ で 雨を され わ缓 
で わる 0 


ニ H 


3 


ク 春秋 


◊ …ニユ 3 ! グの塞 さは 正 
にと 度、 ァグ ゼン 可ンの 暑さけ 
ぼつき b 九十と 度- ァメ 9 みか 
がが す戰條 巧で 頓ぞ惱 ます S 
日本では、 揚將 軍の 暗殺 じ滿 视 
のな 置が 危 いご ある。'' 

◊ 漢ロじ 又もや 暴動- 化 
日會八 策動、 軍 嫁の 巧 動、 をの 
實咱膊 かぶ 用ら ムの赤 波を 動 VJ 
本た、 费か をを 比るな 留民 こを 
い i 面の ほごい >1 もの。 

◊ I; 白燈 街め 巧 通 整理で、 
を 劇場の 開瘍時 閒制膏 巧、 タか 
ら 宵へ タ クシ！ は 一直線 じ をら 
すの み、 ホ— 火 心 •ァッ フがお 
陰でし よ （なる。 

◊ 巧淵大 ザぃ 円本 人き 理 
事 會じお 席す る I 委員な 頭を 息 
くしら や、 ィタ 


本 お 東京 轉電 (紫 お 听轉载 } 


治 氷 計 劃け 建 直、 し 

t 十四日】 襄 J 岐阜 縣 下の 農 技 暴動を 招致した 治水 計 劃に 街 
巧務省 S 注意 もを b て縣醒 側は 農民 化 表に 街 i て 計 劃の 建 直 
しを 言明した ので 巧 表は 萬歲を 叫びな 喜して 引蔚 けた。 

定 したと。 j 


臨時 議會 ^ 

フ—バ I 氏 召集 

ワシントン. 卡 四日 潑 h ホる ミ 
月 四日を なて 大統領 就 巧を を擧 

ぐべき パ — バ — ト •フ — ゲア 1 

巧は 本 HT 院講 長" ン グゥ ォ ー 
ズ 氏と 長が 間 じ 直る 協議を 遂げ 
たが 

會見巧 巧の 言明ず る 所 じ 化れ 
ばフ ー." ! 氏の 就任 お 萬と 丈 
】 ホ賴 時議會 のな 集は 確實 
して 來 るべき 巧 時 薄 會は關 巧 
なお 及 ひ 農が 救濟 まじ 限 まさ 
れる當 じて 


珍 田 侍従長 逝去 

【十六 日】 近く 辞職すべし ど 傳 
へらる >> 侍を 長 珍 巧捨己 化は 
腦 貧血で ホが し 遂に 逝ました 

勞働化 ま 鈴 木 巧 

【十五 日】 み 期 圈際勞 働 會議勞 
働 代表は 鈴 木 文治 巧 じ 巧定し 
わ 0 

市來 市長 辭職か 

〔十五 日】 巿巧巧 ま ホ 長は 前 巧 
會 のを 姑 未 後ぶ をが 職 するど 

カナダ 公使 內定 

〔十五 日】 シド ニー 總 領事の 德 
川 家 正 氏は 歸朝 命み じ おしれ 
:?,間氏はカナダを化じ內定し 
尙 ほお 報が 第二 課長 若 杉 要 氏 
は巧英 大巧 お】 等 書記官 じみ 


庭球 協^ 役員 

〔十-ニ日】 日本^^琢協會は會長 
じ 掘 田 お 恒伯 擧げ淸 水 善 造 
氏を 理事に 選 4* だ。 

笠 原ぶ 段 渡米 

〔十 I 二日】 早 砲 山大學 柔道が を 
巧 五段 外 五 巧 ヮシントン 大 
學の 招诗じ 化.^ 渡 ホす る。 

高野巧±|^推擧 

【十 I 二日】 髙巧 3 石 i ニ郎巧 ±は 日 
本 大衆 慈の 中央 執 巧 委員 じ 推 
擧 され じ。 

議會 放送 不許巧 

【十 I 二日】 巧 京 政 送 巧は 議會こ 
ユ！ ス 放送を 哉 願を したが 當 
局け すが 可 じした。 
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I 巧 主 谷 基 
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を 庭集會 (水) 八 時 

I 講 ¥ 八 時 
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譲 巧を 
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牧師 宮時繁 一 
韓事脇 崖 義人 

日 蹈链巧 牛 前て' 時 
日曜 學校 午前 十 時 


S み 

89 

練 省 


日耀 午後と 時半 
祈 禱會水 巧 夕と 時半 
寄宿を 

位 厦をお 比 西を 巧 
を 下町を 十五を を 
をき な 員 じ 最適 
設巧圖 書！！ 誌 巧 曲 

を 種 娛樂具 簡易を 
を あち 

便宜 喊業 周を 旅を 
ま 巧を 辖 事業 親杳 


弊店は 實質 誠意 通 速 ま義の 
をに 御 ±產 物 一 ホ 卸 賣恆段 
で販賣 致しまず タホじ 巧は 
ら乎 御用 命 仰 か 下さい ょせ 
◎歐 米を 補 時計。 置 時計 一 ま 
◎寶石 貴を 遠。 銀製 器具 一 ま 
◎を 禪萬年 拳。 をを 製を 筆 
◎蓄音器。 レ 31 ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タイプライタ？ 

◎船 切な。 紀念 寫度帖 繪端臺 


齒郡醫 

►誘 i 察 時間 A 
每日 (一 b 醒を 除ぐ】 
午 萬 化 時よ b 
午链五 時半 
水曜！ 午 的 化 持 1 
午を 一時 


證療 

ザ 前 十 時 ょら 十二 
時、 •ず 後 六 時ょ も 
A 時 • B 曜は 前約 
願 上が 

ク 一 ^^^ 

山な ニ 一之助 

器 —' 

，前め 頗上お 
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巧 四十 六 了 目 六十 セ番 
電話 アラマ アン トと 0 と 九 


P i 叫 
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，邮 


を 五十一 11 T 目 
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洋服 巧 
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▼學 友聯を 晚餐會 ▲ 

コ 日ン ピア 大學 《本\ をぶ 協を 
ご 5 W . ニ 害 尸ず 三 ork , H . Y . 

(ジ； sdilur み 云 70 置. 置) 

每巧駕 二と 巧 四を 曜日 正ち 時よ 
ら 當大學 皇 こさ 至 I 。 をを 巧 おを 
巧 室 じて 會談 ず。 校の 巧 巧 問 
はや、 日米 學タを ホ 填を 包ム。 
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一 , 束：： 市 

日 巧を 晋 巧が あ 年 
: 共 肋 芯 夕と 時 ザ 
を 巧 一な お タ八時 
木 おが 房る タ八時 
ぉ捂 みび 我な 
ー_ 午を ニ冉 

± 曠满 ぉ會义 成： 
茶話^ タ乂時 

がす# ま 

あ宿巧^ 旅巧ちま巧 
巧 •ん をな 装が、 誘 ホ 
巧み 周旋 部、 类巧 
我 键な發 の 器 課を お 
け會量 び ホ 會 頁の 
巧を 堂る 

」了 1 I : 


ブ。 1 ドウ |1一 ] 百と 十を 
領事 箱 向 側 /あ 物と 0 五號ま 

巧タ请 

礙 ' 文间 A 

‘夏 Br 云を a 产 HJ •呈 y 
• lil . C ミ tlandt 迈 37 夏 夏 
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-SAW 

拆 

M ホ -s 

K , i!i 

& 咖 w 

ぉ§ 说 
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嚴 船が 用津 
船を を 巧 お 
か 洋を雜 貨販資 
輸出入 稅 踊手績 
諸 荷物 運搬な 圾 


遠 藤 小 刃簡會 


齒科醫 未 下义巿 

ゴ 0 W . ミ M . 

ぎ N 1 重 ョを苦 B 7 


をき ホ閣 婦人 
日本ん への 巧 
語を 授じ はタ 
年の 經驗 をち 

ず 0 一 レプス 

ンと 十五 轴 
每 H 辩九 時ょ 
ら巧化 時迄柯 
時 にても をし 
H 唯 R は 一 時 
よ h 四時を 


第五 巧と so 

へ クシ ヤ 1 

ビグ デン グ巧 

小 池 寫眞舘 一 

電話 サ ー クグ 

酉 四 0 六 


通譯 ◊諷杳 ◊巧 渉 
.脚 グ 買物 ◊其 化柯 でも 
^8 . 御 懇切に 御 取扱を し 

紐 就 14。 


著巧 抽 i ^なは ン 力 ゴ 大學を 

案 II II 麵 

內 Ik ; お 
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..もらのと 信じが 


お 辛 Ci j が 育 商事 研究所 
y ' 所 一を 献韓墓 純 雄 


東咖 也— 

画.！ 刪 一 4 


事白 識^ 
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米國 じて を 巧せ る 
ぶ舊の 書籍と 雜 誌は 
靴 注え か 第 敏速 じ 御 
居け 致します。 

冬を 御 注文 じ對 して 
を漬 よを 割引して 
差 上げます。 
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魏 I 孫治攘 

マツす— ジ、 SSS あ 

醫科學 的 蓮 動、 賜 
灌注ー 水を、 ホ 線 
及蒂京 治療、 其 化 
症 育が 护嚴 

フイ ジ了ン ラ ピスト 

is が 幸 男 

H 耀八每 H 午前 九 
時 ミ！！ すを 九 時を 
電話 巧 願 上 候 


十五 年の 磨 あある 當 校は を 年の 
經驗ご 新 智識を ちす る敎 師を聘 
し 旨郵牽 
操 縱法及 


び 運轉老 
の 修得す 
べき 必要 
な 磯關的 
智 轟を お 
期閒 じし 
て 最も 能 
牵 ある 徽 

ぶ お 習し を默 獲得を 保証し 職業 
なを も 周旋す まず。 
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ミ >ミ 至 タ - 1% に ミ、 


一月に 入つ てから 

圓爲替 相場が 漸落 

生糸 輸 化の 减少に 棉花 輸入 增加 


本年 一 弓 じ 入てから の 脚ち 替 
相 巧は 測 落の 步 病を がて 居る、 
即も削 遇の 相 巧勘搖 をを るに 左 
のかき ものである 0 

デマンド ヶ 1 ブ火 

と 日 四 五 •八と 四 五* 九 ニ 
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十二 n 四 五 •五 0 巧 五 王 ハ 0 
而し てこれ をを 搬中巧 頃 一時 强 
調を 呈 したき 時 じ 顧る にこれ が 
をを の 巧 因 ごして は、 內地銀 巧 
が S 、 四月 物 じ おして 大いに 資 
ち 向つ た is であるか、 內巧银 
巧が 斯 やう；；？ ■態 巧を 取ら。 けれ 
ばな もな （なつた 理 もは、 從巧 
相 おのを い 間 じ 期 近 物を みから 
や 買 这んで 居た ごころ、 圓貨は 
目先 

强 1 調を たどる 風 じを えて 
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を 巧 想す るょう じな つじが 巧 ど 
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總蜂府 を 逝 じて 大臘 ちじを 涉中 
であつな か、 今 凹い ょいょ 乂藏 
省で けを-； 伴ん を俾 まを ホ强を 
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とな 巧 2： を まづを 巧し、 をの 後 
ェが 計證 年度 四 年間 中を の 巧を 
資 をを 年々 お 巧し てれく 方法を 
採る かを < ホ定 である ど e 


モルガン 巧が 

賠償を 員 

ヤン ゲ氏 どみ じ出砖 
確かな 俯から 洩れた 報道 じょ 
れば近 < 開摧 ずべ > 聯を國 の 脂 
巧 お 會遙じ ァメ？ 々を 非を 式 じ 
化 おして 出席ず べきを 貝 じ 餅て 
d 轿大が 卸た るべき フ ー ゲァ！ 
巧 も 頗る 熱必 に證衡 中に て巧大 
統曲ク ー リッ 尹 氏、 大藏 を官メ 
. n ン 氏、 贈 おを 取 化 理人パ ー 力 
一 1* 作バ ー ト氏巧 ご 巧 皆が 讓 
; 中 である IJ ? 


オ—ク エン 


グ 巧の お 馬 


ニな S 十万 テ ー 八、 ド 八 银化千 
四 円 四十 カド^に 達した ので、 
み 後ます まず 增加 する はからで 
なく、 舊あ 巧が 接近しても 左程 
の 撰 おを 期 持され ないから、 銀 
瑰は 今後 デリを を績 ける かさぅ 
でな くど も* なほ 

低迷 狀 態を 績 ける もの ど 
見られて 居る、 從 つてが 塊を じ 
ぶく 支那 人 筋の 圓 ちは，' 相當お 
强 ひわけ であるから、 爲替 上の I 
出超 期 接を じ 巧す ろ ある 巧 度の 
乂氣先 ま b と枯 まつて、 この お 
が圓貨 じ截 ずる 强 が 巧 ごなら 得 
る わけで ある、 但し 資為 S 實勢 i 
を 見る じ、 を 糸の おおは クリス 
マスを 越せば 正 巧を をて 頓 じが 
少し、 0 後み 第 じ瞄境 期に 接近 
する じ 反し、 巧 捕を まど ザる 棉 
化の 瞧 入は で、 どちら かご 
いへ ば 見送られ 膀 であつ たぐけ 
じ 今春は かなを ち おの 輸入を 豫 
想され 貿易の 前途は なほ ホ もを 
をれ ないし、 またを 塊 まは 排日 
じ 加へ てち 那 貿易を 

不振 にず る ごを；：：*^ ければ 
。ら ない、 淀つ て皴 塊を ご 金 解 
銭 說出梨 じよつ て 圓貨は 目先な 
は 强赖を 辿 & W す るら、 での 稍 
巧まで 伸びる かは 解禁 論 今後の 
推を ごまが-^ 筋 S - 態 巧如柯 によ 
る わけで あ 盧强調 ごは 言 ひなが 
らこ 9 もがな は 不安を をれ ない 

は確實 ごな つた. かァ メリ々 な 
府 どして は會 娘め を 止 ごを の 
影響が 化 巧經濟 おに 没 ぼす 垂 
大巧に 省み」 化？ 一人」 はゥ 
オ ー ^ 巧 主と ち稱 すべき ゼ ー 
ピ ー •モ火 ゲン 氏に 下を 渉し 
なろ もの、 か < 、氏 も 大体 じ 
がて 承認し 居 6、 若し 巧 •しし 
て 出馬— 能は ざる 際は パブ ー 
にある 糾を 貴ゼネ 巧を 推す こ 
ごに みました も S 、如く 
モ 八 ダン 氏の 出馬 說 d フランス 
は 元 よら 當のド キッピ してら を 
正なる おちを 期待して 非常 じが 
評を 憐 しち i が、 モグ ダン 氏の 
お 見 ごして はこの 際 ド 4 7 の激 
道 やま 業 巧を ァメリヵ 市場 じ. 引 
受け これを 賠馈 をの 化 償なら し 
むる こィ 一け 危険で ある どの 意見 
を 抱き 先づ ドキブ のを 拂 ふべき 
賠償を 額ぶ びま拂 年限の 制を を 
第一 ごず ベ，.' ま 張ず る まじて こ 
れら一 股 興 論は 好感を なて 迎へ 
て 盾る らしい か、 を ホ 固 際を 觀 
あど I て 活動した 氏が ぶ 面 I 同 
を 代を して 巧る 貪 講じ 出る のは 
今一! がかめ ての こ ピ でら ゐ b 、 
氏の 出 おは ァメリヵの 簿お 役た 
る 位 度を 巧から しむる であらぅ 
ご おられて 居る。 

而 して 聯を歐 即もィ ¥ リス、 

フランス、 ベ ^ 辛'—、 ィ タタ 

等が モ ホ ボン 巧會 から 過去に 
がて 觀述 をず けたを 巧は と 億 
弗に 達して 居る が、 若し ドキ 
ッ のをを、 鐵 道を 憤 化が 實現 
されない おなじは 
赏 がか 齒 じがるな 府借 飲のを 巧 
どなる であらう が、 今 ロの ど 



ろ 巧る を倘は 一億 弗 內外ご 巧ら 
れ をの 四 割は アメブ 々、一 こ稱は 
イダす ス 、幾る 一二 剌は フランス 

日本 I イ タブ 等のを 徽合固 及び 
舊 中す 國で 引受ける こご じなる 
であを ぅご 0 

ホ 場で 

逸品 活躍 

一 本邦 製品を 厭 迫 

欺 麗戰を ドィッの 著る しき 役 
活ご ぶじ、 巧 洋ボ場 一帮じ わけ 
る ド イタ 商 ロ g の 

活罐 は目醫 ましい ものが 
あ も、 殊に 英領， レイでは、 支 
がんの が 日 ボイコットを 磯 ごし 
て、 急進的 活躍を 見せる じ まつ 
た、 即も 大戰总 前の 一九二 ニ 年 
ト 4 ッょ A マ レイへの 輸お 合計 
とを 四十 九 万一 千 六ち 九十と ド 
八の 一 もの、 一九二 ニ 年 じは ニち 
五十一 化 万と 千と ち 四十 五 ド少ご 
な bf 大戰 直後^を 弊を 示して 
居る U おはらず、 一 化 ニ 五 年 じ 
は ニが 八な を 千 一こ 巧と 千】 酉 置 
十 ド!', じち 加し、 おらに、 ニ ホ 
が じは】 モー ニな と 十一で 五モ四 
育 六 令よ ド こ 一とを じは】 千 一二 
巧と 十五 巧 あ モー 二百 化 十六 ドル 
ど 主ず--..- 進出して 巧た、 右の 
如き •トイ ッお進 おの 

敍果 はな ホ 優勢で わつ た 
本邦 驗お品 じどつ て、 一大を 威 
となる もので、 ビ^ ~ を屬類 
醫藥顔 及び 染 巧に まらて は，' は 
るか じ 本邦 おを 链駕 し、 ホ H ボ 
イ コットが この 上繼 綾す を穩。 
こどが われば、 本が 商 おじして 
挽 凹し 得ざる 巧 蟹を 蒙む る もの 
も 相當； 出 ホる ものと 見られて 居 
る、 右の 原因け 生 產ホ面 優秀 
じある こ ミは 勿 諭 t あるか、 を 
らじ販 1 興 方法 ごして 岡ち 面巧留 
ドイッ 薛人 はな ホの ごごく 注文 
を 待つ て 輸入す る こ i を 化め て 
自己み ぶ 込 じょ b 輸入し、 これ 
を 0 て あ 燒じ活 踏し、 お 引を 丸 
十り 拂 ひの 長期 どす る 外 契約を 

嚴 重に 履 巧し 販資 人を 擁 
護 t る 等、 十を な 巧 力を して 居 
る結裝 でる る、 なほ ドイツ 1 ら 
辕又 ずる 晶物中 重なるら のは ビ 
— ル、 綿製品、 機が 類、 威 器 類 
あびの 物 類、 陶潑 器、 ダラス、 
ゴム 製品、 ランプ、 毛織物、 巧 
が錢 器、 おが、 ワィヤ！ 類、 藥 
な 類、 エ ナイル、 ペンキ 類 等で 
ある、 ビ ー のかき は大戰 がの 
十倍に 逢して 居る、 しか L て H 
本は 南が ごは 距離 も 近く、 强つ 
て 運賃 もを く 地の利を 得て 居る 
からから、 本が 巧 おじして 努力 
すれば、 ドイッ 品 どの 競 爭も困 
離では t •■いど 見られて 居る。 

對外 投資は 

十四 億 弗に 

過 まの 膝 史は络 ニを 
^义 二八 年度 じは 米 阅を融 がは 
を 巧 島 じな やんで ゐ たけれ ども 
米國 をを の 海外 移動 傾向は 化然 
阻た されて ゐ ない、 米 國內で 外 
段 前 券 類の 賛 出された もの よ 千 
九 巧 二十 乂仲じ 遠し、 をの 總額 
は 十四 條ニ千 ホち 四十 八 巧と 千 
五な 八十 巧 じ 上つ て 居る。 この 
數字け 一 昨年巧の十}|億九千ニ 


な五十ホ五千巧を除.^11、 過去 

じ おけ A 波ての レ コ1 ドを 破る 
もので ぁ 0。 がし 昨年 後半期の 
金利 高は々 をのが W 移出 じ 甚大 
。る 影が む與 へ、 前半期 P 十億 
弗に 達し ト のか、 後半 では 
= 一樹と 中を 巧まで 激滅す ホし 
てゐ る、 がか 度のを 國 別が 入れ 
額は 左の 通 he ぁる。 ； 
ドィツ ニ 億 八 千 巧ぅ ち属 千と 
百で 弗は 政 度 8、 ラブ'''! •ア 
メブカ 諸 國羞駕 し チ' =1 1 が 
八 千 巧 四 户巧づ ブラぶ^ と 
千 八 巧 二十 四で 巧、 コロ； ンビ 

ヤと千 四な f 票、 r 木 ゼン 
チン 圃立 千ち 肖 一一 十乂巧 巧、 
カナダは ド 4 ツ につぎ ニ 億 四 
千万 巧。 ， 


，生糸 ぉ垄鼠 

ニ 千が 巧ぶ 弗に 
昨年 化 巧 十二 日を 0 で 華々 し 
く 開 麓 まを 擧 げた 當地 《ナン* 
ナ^ 生糸 取引所 I が舊臘 1 H — 一 日 
まで じ 取引した 争 糸 化物 心ぉ來 
高は ニモ 五 百方 免じして 一一 方と 
モ ニな 十五 烟じ逮 し 本 牟一づ ホ 
日まで じ お 査巧證 巧を 申込 A だ 
ものは 四千 百 四十 棚、 この 成 一 
千 ホな 二十 お 堀 も攒査 お求めた 


尋れ 人. 

(宮城 縣) 大橘武 雄 (長 巧縣 I 歎 

原ず 人 (同) お 伯鎭雄 (鹿 島 
縣) 中が 榮ニ (岡) 渡る を 助を 
京 ホ】 古澤 武之助 (かお ル踪) 
巧 お 甚 之を (班 お縣) 松 下 1¢ 之 
ま (山 ロ縣) 德お猪 一二郎 ： 熊 
本縣】 西が 巧 喜 (鳥 お縣) 废勝 
衞 (山 ロ縣) 原甚ま (を 媛絲) 
横 田 常を (是 手縣) を々 未 淸四郎 
(和歌 山縣) 化 本 ホを (鹿な 島 
縣) 國上 時を (愛知 縣) 水 ホな 
(長 蜗縣) 地 旧 内藏ま (熊 本 焼 > 
ず 井深 (小 樽 巧) 大町化 造' 題 
岡縣ご 一又 伊 度み 


右のを じ 通な を 度き 儀を を 
候閒 本人 おくは 知人ょ b 現 
住所 翻 通知 願 上 僚 

紐 育 庸國撼 領事館 

1 廷 8養を 巧 New ご rk 妄 


國 


巧 かるた 


勞减 と增給 

建築 方面に 影響 

裏：.； 當 地の 電氣エ はを 渉のを 
あ ホる ニ 巧 一 H ょ b 1 遇 五 H 勞 
働 制、 勞銀 I 割增 給のを ホ じが 
巧して 契約した るに 勢を 得た マ 
—— ブ^エは 現 巧 一遇ぶ 日ず、 I 
日 十二 弗 誇 銀 制を 一-： 遇 五 H 制 一 
日 十 旧 巧じ增 給すべく 新たに 要 
ホを 提 おし 約 化 千 人に 垂 々ごす 
る 煉亮エ も 巧 じ （一過 陆あ a 制 
どし R 給 一割 シ-增 加 H し 十ち 弗 五 
十 化 ごして 宿^ じ實 強ず ち やぅ 
要求し 巧し おじ U い 場を な罷エ 
を 巧 ふの 形勢を ホす じ 至な た爲 
め 建築々 面 じ- 大 影響を みへ る 
でを らぅ ご 觀られ てるる. 亦、 一 
週 五 H 勞慟制 要 ホは 漸ぶ皂 方面 
じ 機 人す る模樣 であるで- 

す； 

東京特電十一一ち發 
S 菱も H 業 區^へ 

京濱問 W 峰の た 工業 - i 域は 一二 
井、 満鐵 、化ぶ の 中に ごー 蜜 も 刹 
b こむ こど、、 なつた 0 I 

正貨， 支拂巾 止の 聲 

が 外の 正貨 沸を 化め 替巧濟 
じ 巧す との 議論-部 じ 曲す。 

銀行の 减少約 ニ 1 H 

げ 年中の 銀け 减少 ニが 屯 十 ゴ一 
巧に 鼓んだ。 

王子 製紙が 新 販^ 

王子 製紙 會社 a アメリカ ホ壤 
じ 贩路擴 張の 端緖を 開いだ。 


はも/--- の おび 
ホを 英文で ホ 厨 人 じ 能 くわわる 
やう 簡單 明瞭に 說巧 しれものが 
お 巧 主した。 内を 目み 進呈を し 
ます、 御覧 下さい。 

M 呈去 m 重呈ミ E . 呈さ St . 呈 y . 


1.1 

8 


成功の 秘談 

米 國ま藻 語を 話す 事 
は 成功の 篇 一義 取す 
本校 じな 目 本人 か 巧 
じ 慣れた 専巧 婦人 較 
師を 6 懇切 じ 會お通 
信 文 社 ま 語を を 度し 
ます。 H 曜週自 ホ じ 
午前 化 時よ. り 午後 十 
がまで 銷 校. し 一 レブ 
スンと t お 独；〜 

今 H 南 し ホ 後 わ n 


化 


む 

.1 

..W 

5 

B 

2 


P 

0 

H 


加 


K 利 

0 巧- 1 m 

日 品 C 

K M J 眶 

ミ S 

W R 化が 

M 

U 

K 

0 が 


d 

n 

つ 


新 古 書籍^ 賣 

バック ナンパ 

雜 誌、 を雜誌 
新 注 父 等 化て 一 迅速 
じ 御が 炙を します 
何卒 彻巧命 願 上げ 
ます。 

奥 村堇店 



Y 


H e 

巧 g 

a 

& L 

庶 


画最 
巧 C 


む 意 

端 


抓 類 


C 

旅 

C 6 W 4. 

丄 が . iw 

乃 Ml 

H 化 g 
Y 北 巧 也 

端 31 

罰 Jw _ 
に 


稅 鶴事烙 

を 浮を 姬幷 じを 化 お 
み 輸お入 方法に 踊ず 
する j 切の 御 諮 岡 じ 
おじ 激道療 船 貨物 運 
- 貨ぷぉ 帆お稅 縣手镑 
書 等 進呈す。 重を 都 
ホに 代理を をが し 誠 
窗投ぷ 御 巧 命じ お ホ 

が儉 取が 


稅關 事務 取挪 

WILLIAM L. BANE & 夏 . 

す 0 ヨ 7 爱ニ B 吕 ad ま产骂 y 

Tel . ぎ WiingIGae ミち G 4,5-6 






巧みな 

£ 目 T 巧 十四 
扣目 T 五十 四 


SUN HANG FAR 

2130-7 化む e. B 比 12 加 & 127th 化 . 
Te し Monumen パ 864 


ま ク上希 巧 博替る T で 巧 お 腐 
す マ、 上キ しじへ 目 窜巧君 前 本を に 
。ィ日 i 繁て はばのと をのを 樓 觀 
、醒 r 々居 巧 息 チを 差 嗜揮巧 
き , よ。 御主る ぐャの 上がつ 理か 
播錫 おす 篇 H プだけ じでん - 


DARUMA 

け レ 帥 ht. 
Te!. わ ロ n け扣 9 


SHOWA 

53 Wejst 105 St^ 
Tel. Clarkson 0981 


TAIYO 

1 が W が t 的 化が . 
Tel. Trafalgar 00 巧 


TOYO KWAN 

41 E ： . 1 か h み . 

わ K B'w 巧 i 4 化、 わ も 
む i. ill が 叫 uin 8788 


Whig HB 打 g Low 

加 inese Restau け nt 

3200 gi * 化 N.Y. City 


Quang Gan Low 

Chine が R が iaurant 
112 W. 的 th , 化 Gib 


City Hall Tea Garden 

170 Nawau St. Ci け 
Next to the Tribune Bldg 
Loo Lin Manager 



巧 Eisf 2 が h S わが t 

Tel. Lexiagton 5727 


IKUINE 

Ho わ I 在 R が お want 
3 巧 W. 88 化 化 New わ rk 
I んむ huyler 78 巧 
Cable Address IK 山 化 


T お TolcyoGo. 

140 W . 巧 化 化 
わ w Yarit C か 
Tel. TriWg が 6 扣 9 


UUWAYAMAGO. 

114 に 59 比 81 . 
New York Ci か 

l*ho 邮 . Re が a! gg^ 


KiNGYO & PET SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFISH 忽 BIRDS 

〇 

動 其 力 各 
物^ ナ種 

一 鳥リ金 
巧‘ 類ャ魚 


DANCING 

411 W. 115 比 St. 

Tel. Cathedral 4408 11 dJ.3_ 


庵 桂 米 日 


Kawasoye Hotel 

1 巧 W なり 23 rd 化 eet. 
M む 化 edrai 扣 巧 


御 

旅 

縮 


河 


添 



340 W, 58 化 St. 

Telephone; 
Columbus 8882 


( 晒 日 ■ 水) 司 巧 お 



KATAG 附眺 0 ツ 

224 E. 59 th St 
New York City 
むし おが nt 3480-3481 






文、 燒 

ホ じ 御お理 



支那 料理 


高等 御旅館 

東洋 館 

會お 觸巧理 


御料 埋錄 紅 

I 太 陽 

賽 司毎自 あらまず 


會雕 御巧理 

昭 和 

恃别純 日ぶ 巧を 巧 鼓し チキンの 
水冀を 始めよ しわ。 チキンの 水 
煮は 云 時 巧树巧 御を お 願 ひ^す 


を 様の 御 嗜好に 適 ふ 
様な 美 ホの お 巧 巧を 

温 廣珍樓 

をし まずから 績 々御 
ホ ホを 頤 ひます 

S 永 興 棲 

晚揃 ひの 料理人 數名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じあす る 巧 理を差 上 
よす。 朝 一二 睹を開 巧 
(な ホ 五 T 目 サブ 
停を 巧の 下) 


ちが 料理 

が 魔ぶ 園 

司 理心唐 蓮 
出 數のホ ij ほ査巧 
の 御 便利 - u 構へ 巧 
阳會 席の di 用 じが 
ゃ V く お 瞄がホ 相 
す變わ 引を 願 度な 
紙上 卸 案 皮： 申 上 房 


I 化 


I 软廉が 
B 本人 
覆 ず- 
ます の 
こ 十六 

スイ 交 

本人 譲 
好評を 

巧の 程 

頭* シ 
が あち 


レャ トル ホ 

NP 旅館 

W 06 I 巧を A < e . wo , W ミ ttl タミ sf * 

停を 巧 的 通 東 ご IT 左側 太 階を 
日本 巧 船 切 持が 巧が 巧 場 送迎 


む"* 
n SW 

h S ' 狮 ！ i 

e "sc が 
呵 

k 巧 "2 川 

C 3 U ^ 
お T 


日曜 及 t 曜 には シ- 
— マィ 春诺を おへ 钟 

支が 呈一 ミぶ 哥 

巧理 舅策厦 

自 午が 十一 時 覆 g 
ま 午を 房 ぞ爵巧 


提の おおわい しい 巧な 

會廢御 料理 

晝 食は 末廣へ 

叮喀簡 度を 巧 大あ强 


熟ぶ 化 U 錄旋館 

生稻 n 

なち ホ 巧 八十 八 下目 一二 ニニ 
ま 活‘； 々イブ— と 八 ニニ 


日本を 巧 品 
目 本 巧货巧 
00000 


巧タ化 時を 备 菜- 
メ 1 グ r ドレス 〔年 I 巧 

東京 巧會 

トブ ンク巧 hi 卞 

食を の投 あち 


化 巧 旅 能 

箱 ま 住 田キセ 
2 岂 でた 基 h street , . を . S 呈さ i こ 35_ 


一力 旅 お改め 

を 國齋館 S 

1 ま 去， 萬 ； St . Ne 三 ork 
Tel . を squeh 尝ミ 萬ち 


紐 育 旅館 寧 奥— 

- 

を 四十 h 目 ニ 四 二番 

ジ言 一至 ミ 一 ニ 374 


レスト タント 

ホ じ ボーず ング 
衛物ー i 保 除が じ預 らます 
j 【島山】 

ニー 三 量 Ave . Bet . 言 さ こ 0吉 ぎ 


ボストン ホ I 

富 ± 旅舘 I 大浦末 松 

妄 W ミ 養 ter S . す shm Mass . 

ぎ B . B . さ 75 I 

費 府鄉如 館 

桑^ 淸ぁ郎 

さ 8 を 己 h 9 th 泛 . ki 星 置 hia Pa . 
ぎ ミ li ニ だ j 

巧 裳 區域中 必、^ 領事館、 B 本 
郵瞄其 他 銀行 大會社 近き 埃 巧 

を 港 小川 ホ テが. 

が 日本を (特 d 問 あら) 

御 一巧み 祭 自動 单^お 迦申上 候 

巧ニ呈 一 ぎ ミ a ぎ San Fi た薑 ，呈芦 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ S San す dro si - ijos A 夏 寅 Gal . 


一 


，賣 

巧刊 書籍 雜誌 小間物 日用品ぶ 種 


百 本 食料品 環々 ぴ雜貨 穎 卸 本 
ホ么ま 大賣糊 桑山廚 


ザ 上 金魚が 


9 ニ巧妄 ミ 6 ._ New York 
Pho ミ Circlt ち 3 巧 


覃 


一-.- 


I 抓 ii 

P が W to 

る ，1^:1 

n 5 

1J P 1 W 


日本 ホ 難 食 巧 轟 鱗 

巧田曾姐巧まを化ち巧 一 手資^巧 

日本食 斜品馨 


舞踏 個人 敎授 

▼社を ダン， ▲ 
▼を 巧 ホ 操 A 



朝 十賦ョ 。巧 十一 時 

I シャリフ* タン シ 

ング 脯叛學 校を 裳 
h 杉タ一 



ち 話 ブライアン 


穴 童 0 八 八 基。 获蓋 

> づ 一 一 3 一^ 

-- 11 - ■看 ニを 

紐 育 ホ 西 四十 四 了 目 
ニ 下 二八 番 (二階) 
JA 量罩 A 夏呈 P A 再 NCY 
ニ こ IfUes 二 善芭 N . Y . C . 
Te , 量 a ミ 基 7 巧 


紐 育 唯一み H 本 昏貨店 

片欄 兄弟 商會 

スマ ドレ •プ 0 ダク ッ 一手 お g ホ 


裏 司 巧を 御 注 义じ應 じます 

\ 木が 屋 

\ 當を ザ栖荫 會氣付 
\ 電話？ ジ于 V 八 五六 八 


麗ゎ 稽古 

彻 い 餘暇じ 巧と も 言への 
淨瑶璃 の 趣 かを 御 賞玩 被 遊 度 
皆 樣の御 ホ 遊を 歓迎 致します 

野 澤吉王 

一 ニニ 18 W ごゴ h St . 呈 y 
Tel . Unive 星 畳 98 


化 w 1 お 卸 貸. 

^ 五 味 商 會 

W E . ごさ 梦 • N . Y . C さ 
ジ一 S 章 星 nt 37 さ 



を 面目なる ホ P 同胞 じがち 
なる 喊 業を 岡 化す 

宮川 務所 

お 育 ホ 西 四十 ニ 了 目亩サ 一を 

電，， ► r / ト とと 八と 

話 フライ アン 奚九八 


煎 

を 

日本食 料 

UU ロ m 度 Rice 


卸、 小賣 
油揚 
I お 一切 

leak 。 C ? 


i T 置 A まこ 

呈 . pl ^ l 二 2 ニ 


木 田 ル^ — 、 ^ング 

ニ07芝芒6.呈.5^己量ぎます 
ジ是 す ミ 忌ま 漢ゴ 

御 下宿 晉樂 

元 黒が 旅館を 良を 蘇 
184 是 h SU 4> 童 ， N J 
Te 三 rian ^ l こご 7 


ステ 


タ 


ング 


邦人 クラブ 自ホ寧 

5》 ジ nds St . Blook 言.：. 
を. Tria 墨 e |74 ゴ 


▲淸 巧、 親 巧、 氣樂 貧兰德マ 

勢卿错 

伊勢 事を 久巧巧 作 

2 沒 E . 58を Street 

T 8 I . 烹ミ ニ沒 9 


本 壁 巧 王の 妻 

別居 中に 燒殺 若ろ 

華やかな 人氣 男に 暗い 秘密の 影 
故意 か 過失 か 官憲に 疑め 眼 


今は 化に 時め （野 巧 おの 人氣 
巧、 本 蟹 打 壬べ ブ • A スご 云へ 
ば 年俸と 巧 弗の 野球 大選キ ごし 
てを 化 巧の フアンから 祸仰か 的 
ご：；* つて 居 もが、 この 華やかな 
人 氣巧じ も 

赔い 半面 のがを は 燃 ゆ 
る 炎 じ燒き 殺された を 妻の 巧 じ 
化 X 明るみ じ 啜 露し 讀 ちは 
恐らく 每 年の ウオ— か ド •シ^^ — 
リゾじ 可を らしい ぶ 年九歲 にな 
る 本 蟹 打 王み をの 結晶、 ド 日. ゾ 
— がわ 巧さん であるへ レソ •ク 
ブドフ オ^ — ド •^ス 夫人の 手に 
抱かむ 本 蟲巧主 ど 共 じ カメラ じ 
入る をを 屢 々おず けむ こくで あ 
ろぅが、 これは を 面み みの あ 庭 
脚樂で 二人は 旣にニ 年 前から 何 
かの 串悄 のために 别 居して 居 じ 
ので あつた、 をして 本 壁 巧 王り 
妻で あら ド。 シ ー の 巧で あるへ 
レンは ボストンの 實 家に 化み、 
ド" シ ー は 鬼 わる 地方の 

家庭 學校 じ 預けられて 

居た ので ある、 おる じ ボストン 
の 旧を （ 當るウ ォタ タウン どい 
ふ 町 じ 化む をみ 地方での 顏 刺き 
である 齒 料醫ス ドヮー ド •キン 
ダー どい ふ 人が をる、 巧 當の名 
巧で あ i がを の 妻ミ稱 する ヘレ 

ン •で ド 7 — ♦ト •キン ダ— こを 

はが 拓中 C ある 本 壁 巧 生の 妻へ 
レンを のんで あつた、 をに 奇怪 
なの^^このキンダ—ど瓜スごは 
をい ぶ 達の 間 巧 t ある こご 古、 
妻燒 死の 悲報に おした 本 堅 巧 王 
は 『自 かは 過去 ニ 年に 量ら 妻の 
ホ留じ 副ぅて が 居 生活を して 居 
た 一 ど 短 かい ステー トメ ントを 
资 して 居る もの、、 この 短 かい 
字 巧の 背後に a お雜 した 

一二 巧關係 わ あつた もの 

らしい _ 、をれ は 兎 じ 巧、 この キ 
ン ダー 家に 火災の あつな のは 去 
るを 稲 H 巧の 出 巧 事で、 道路を 
通わ 中の 自 風車が 失火を 餐 をし 


て 急を 報じ 消化 隊が かけつけた 
際、 レン 夫人け 二階の 居を じ猛 
かじ まれ 重傷を 蒙て おた がま 
だ 生が して 居た ので 直 もじ 巧 隣 
のぶ じ 抱 込みを もじ 醫師 を迎へ 
い：- が、 醫師の 割 着す る ま e に絕 
息‘、 一 方 キン ダー 氏は 當巧ボ 
ストン •ダー デンで 巧 はれた 拳 
關試 をの 見物に あいて 居 じが、 
ヘレン 烧 死の 報に 氣を轉 倒す る 
やぅ じなり 

奇链じ もを の 巧な. ホ 旨 
邸へ 歸 b ホら や、 巧衛 •かす 明に 
。つて 居る- 一說： ょれば キン 
ダ ー は當时 『みス じこの がを を 
打明けね ばい* ら 打』 ご ロ また 粗 
であるが、 をれ ご おに 警察 じ 向 
て 『ヘレン •キン ダ— 夫人は 育 
はが スホ A でみ ち』 と 述吿 した 
者が あるので、 官憲は ホ 人の 姉 
妹を ボろ トンから 召喚して 識别 
せしめた 結 お 巧んで 居る 婦人け 
明かに ぶ疊打 王の 妻で ホら 自を 
達の 姉妹で ある S 立證 したので 
官憲は をの 旨を 本 壁 打 王の ぶん 
じ报 じ、 <ス は 直 もじ 巧 化へ 赴 
いた ものであるが. 

第二 S ホで ある： ダ 
1 醫師の 巧衛が 不明で ゐら 、キ 
ン ダ！ の 親族 等は^ ス 夫人は、 
おじ 離別して 過般 トロ. ン トでネ 
ンダ ー i お まじ 結婚した ど 稱し 
八スの 友ん 等 U 『をれ* J 初せ で 
ゎる』 どを つて 居 b 事 かは 韓宮 
じ 入て 居る が、 本 璧打王 どして 
は 『これ W 上自 かは 何も 云 ふこ 
ごは お ホね』 C 新聞記者 じ 活1 
居る が、 を憲 ごして はこの 燒巧 
事件 じ 就て は 飽迄も キン ダー 醫 
师 を一應 がま 的に も 取調べる 必 
をが みを ご 云て 居る、 木 靈巧王 
VJ ヘレンが 結婚した のは 千 化な 
十四 年頃の こごで ヘレンは 當時 
巧 狸 巧の 

給仕 女を 勸 めて 居 わの 

であるが、 離婚 話け これまで ど 


て も 度々 化 間 じ傳て 居た ので あ 
るが、 今から 九 年 前、 突が， ヘプ 
がを らしい べビ ー を 抱へ て 巧 球 
場に ホら、 同僚 速 もがめ てグ， 
じ 娘の ホれ た 事 賞を 知た ミい ふ 
話で あるが、 をみ 當 時の 娘の 生 
れた時 H じ 就て グス どへ レンの 
云を. か 違つ て 居た どの ことで あ 
る、 尙ほグ X は 別居と 间 時じボ 
ストンで 所ち した 農園は ヘレン 
じ讓ら ヘレンは これを 化 じ賣巧 
しね もの^ か （この か 本 蟹が 王 
はへ レン じ每巧 

一千 弗を 扶助料と して 

仕 送つ て 居た と 5 こどで あるが 
別居 ご 同げ じ ドロ シー はへ レン 

の 手から 離して を處學 校に 常宿 
せしめて 今 H じ またもの である 

夫人の 死體は 

. 1 應解劑 に 

を 火の 巧 因は 视電 
をの 後 本 壁 打 王の 夫ど稱 する 
窗巧醫 キン ダ ー け辨護 ± を间伴 
のと ゥ ォタ 1 タゥン 譬察 著に 姿 
を 現 （著を VJ 数 時間に 直る 偽證 
を 遂げた が 

本 蟹 巧 王の 夫人は おのぶ 人、 
賓客 ごし X お^を t 宿泊して 
居た もの e ある 

と 語を、 死亡 請 明 書 じ キン ダ ー 
夫人 ど 記 人し じこ ごじ 就て は 
當 時の 頭は 非常 じ混亂 して ゐ 
たので をく 無意識 じ 巧つ たも 
ので あらぅ 

ど斷 じ、 本 壁げ 王 夫人との 關係 
は 依が ごして 曖 おに 附 せられ、 

本 墨 王 自身 ごしても 夫人 ご 別居 
は 容認して ゐ るが、 二ん の 間に 
生れた 少女 ド n シ ー のこ ごじ 就 
ては 何故か 回答を 避けて ゐる模 
樣 である。 

~ ホ 警察 侧 でけ 夫ん の 死 ホを 
一應 解剖 じ 阳し失 化の 原因 も 
祗電で 巧 因に 柯冀 怪しい 点は 
ない。 

VJ 一 胃 明して ゐる けれ お 夫ん の 兄 
に當る 人が でぅ しても 專巧醫 の 
手 じょる 解剖を ま おする ので 葬 
儀は この 解剖が 濟 むま ト 巧び 延 
期された、 尙 ほこの 事件-し 關聯 
し 本 量 打 王が 巧 球が を 去る 等 ど 
いふ 巧々 な 巧が 巧 聞 紙を 騷 がし 
てゐる 0 


年 暮れに 人夫が 

小判 一二 千 六巧圓 r 擺おず 

神 田の 水道工事 じ 奉 巧 宛め 遺言 


萬臘廿 一 H 午前 十一 時 ごろ 巧 
京 ボ神巧 お 巧 鳥 巧 一先 道路で 巧 
み 東を 水 逆 おの 水道 鐵を 埋設 エ 
事 U 巧 業 中の 除 川 おの 人夫、 府 
下 再 婦町諸 化 巧 ニ 五 お東寬 みが 
三 ニ 五} a 地下 四 巧のと ころで 直 
極 一尺 高さ 1 R お寸 位の 

•るの I 頭を お b 當 てた、 お 

を どつ て 見る ど おら じ 陶器の 壺 
ぁつて、 をの 中 じ お 徑己寸 五 
、なさ ニ寸六 をの 非常 じ 重 i 
の罐 がは： > つて ゐ た、 早速 持 
出して 巧 化 橋 署じ属 出で た、 

1 著では 爱ち 0 下總 巧で なじが 
出 io かご、 こぢ あけて 見る ご、 
晤 ；^| ニを の 巧の 中には 師走の 風 
が改 きまく 最中 ごい ふの じ、 を 
色拖務 ごして 小判が 光つ てゐた 


ので I 巧 ビブ クブ 、な 出して み 
る S 1 兩小 おが 五十 枚、 ニ ホを 
が 千 おな 九十よ 枚、 一み 金が ニ 
百 枚、 これを 

が價じ じ 見 積る ど 約 一二 千 
ホ百圓 ごい ふを 額、 なほ 罐を調 
ベて たくころ 罐 のを 面 じ 左の か 
< 彫 つて あつた。 

申 置 事 

一、 右のを 子は 父を 久間玄 意 
故 有つ て 武州大 おが 小 關氏之 
家名 娘 かねを 巧て 巧績 する 所 
化、 を 聲が旧 崖 源兵衛 ご 名の 
る、 化 あ 若し 災雖 又は 不如意 
じて ホ 難き 節は 化を 子を もつ 
て 巧 線を 旨 父よ b 命を 蒙ら 密 
じ 請け 取 b 申した る 所 化、 誠 
父 厚 巧の かじ 化々 ホ 巧の 適 言 


じ 申 置を 化 
を 政 四 年下 己と 巧 

巧 巧小關 源兵衞 
妻つな 女へ 

子な 代々 じ 
乍 恐 奉 願 上 候 

若し 子な 堪 がて 化を 子 お 候 節 
は 0 御 慈悲を ま 名 相 立 候 横 偏 
じ 奉 願 上 巧 0 上 
巧 H 

源ち 衛 
まかね 
御を 儀 御 奉 巧な 上 
0 上の 遺言ぶ び 

願書を を 細々 ご 刻# して 
あるのを 资 見した みで、 小爛源 
兵 街の 子な じつき 萬 化 橋 署で調 
査 した どころ、 源を 衞 な— 當 
る小腳 はつ (六 六} が 神 山 半 永 町 
一、 ニに 長ち の义治 ニニ ゴご同 妻き 
く (ニ 六) ご 二人で 暮 して 居 も 事 
が 巧 明した、 目' ト はつを 呼び出 
し 事實の 有無 じつき 化 調べ 中で 
みるり 


監獄の 四 A が 

食糧 暴動 

フ井 ラデル フ井ァ で 

フ キ ラ デ 5 s . フ キ ァ 市の郊外 
八 メス バ八グ 郡 監獄で 去る 十 
日約六巧人のの入が棍棒ゃも の'^ 
他 凶器を まじ ふ b かざして 
『好い ものを 食け せ』 

ご 叫びつ！ 食糧 裝 動じ 及び、 遂 
じサ 四時 間 じ 瓦 bt 警宫 隊ゃ監 
守 ど 乱闘し 遂 t 璧ち旨 隊け ボス • 
ポンフ で 涙 彈を放 もて 淑 退散 
を 命じむ 椿事が 突發 した。 

この 食物 じ單 する すかは 数個 
巧 じ宜る 問題で ぁつたが 十 一 
日の 午餐 時 じ爆發 しの 人 等は 
皿を の 他を 投げつ ける のみ か 
監獄の 量を じ 建物ぶ 占領し 中 
じは ふごん じ 化を あつちを 生 
やる じ またので 

監獄 側では おの ポンプで 巧 化に 
化 事す る ご 共 じ 急を 訴 へて 應援 
隊を 求め 遂に 涙 彈の發 がと なら 
じ 及んで 六 巧 人の 暴徒は 約 百 五 
十 人じ减 々したが、 彼等け 監ホ 
等が を 易 じ發砲 しないの じ 勢を 
得て 巧强じ 抵抗した る も 遂じガ 
スの 威力に 征服され わので ある 


今度で I 二人目の 

婦人 商務官 巧 命 

ア メリ か 商 お 省では 浸 广 婦人 
の 商務 宫を 採用し 巧じス 々ツク 
トン 出身の ゲキ オラ •ス ，ス壌 
を 上海に、 メンフ キスので リザ 
V ズ •ホ ー ク で 磯を ロ ー マに 派 
遣した が 今回は 過 云 六 年 じを 6 
あ 類罐話 協會に 勤務した ミ子 ソ 
_ タ あび コ n ン ビア 大學 出身の グ 
I ドラン •ヤ 1 八 ソン 嫂を ノ ！ 八 
一一 ゥ で！ 郎 巧の 商務ち じ 巧 命した 


福 岡縣當 局が 

ゴルフ 課稅 

I 補の 賛澤棍 じ 
福岡縣 は 明年度 豫算じ ゴ^ 
フ稅を 新設し 目下の VI ころ 縣會 
でも 巧决 さむる 形勢で あるが、 
スポ ー ッ に課秘 する のは 根本的 
に 不合理で わ 9、 かつを 國で巧 
めての こどで も あるので 認 者の 
間 じ 論 邦の 健 どなつ て 培る。 縣 
の 原までは I 人 一年 二十 田 (四 
期-しか 納) 縣トで ゴ^フを やる 
ものな A ご 琶てニ 千 W を 計上し 
社會 政策 酌 見地からの 提案で あ 
る と 說 明して ゐ るが、 反對 者は 
これは 縣 がスポ ー ッに理 がが な 
< ゴ八フ を 賛澤と 見る 一部の 縣 
民 じ 迎合した ん氣 がらの 政策で 
ある ごし、 極力 お對雄 動を なし 
縣會讓 員 等も訪 ぅたが 何れも ホ 
年の お 町村 會 議員 選 擧を控 へて 
能動的に 削除 八 態 巧 じ 出る どな 
對 派の 逆宣傳 かが 料に せらる 1 
こごを 恐れて をる。 


シアトル 會 

日曜 H 夜 昭和で 

旣 報の 如く シァ ト八會 は 十 S 
日が 六 時半 巧亭昭 かじ 開かれた 
男 ホ 二十 余 名が 席 じ おつて 懷し 
さぅ じ 輝し ぃ顏 をして 歡 語を 巧 
へ じか、 つた、 久 々目の 集 b で 
ある ばか 6 でな く 新年 宴 會を兼 
ねて お b 漸 （記憶み 遠が ちかけ 
てち る わなの 親睦を 計る ごい ふ 
息 ホ も あるので 最 巧から 巧 女 長 
幼の 距 てを 撒して 大寬 ろぎ だつ 
た、 化 話 h 手で ロ說き 上手の 高 
橋 幹事の 嚴 かな 指 命じょ つて 隱 
し 藝ん棚 晒しが 始まる、 麗琶歌 
ホ 6、 追々 る b 鴨 綠化節 あち、 
流行 明 あ >、 聲 を あら 中 じは 巧 
女 ニが ホ も、 聯唱 ゎらで 聲も黄 
をから 濁聲 まで 十ん 十 色が はつ 
つままし く、 或は ダブ ボブと 飲 
む 程に 召し h る 巧に 氣縮 方丈の 
化 巧 どなつ た、 散诗 したのは 深 
ちで あつじ。 


自動車 運轉 

自動車の 運轉を 習つ て シャッ 

ア 1 • .メカ ニブク •タキ シ 1 

ラィゲ> とならなさい 0 撰 

業 料は 普通' ラィセンス 保証。 

時ょ b 九 時を。 婦人の 入のを 

藥迎 す。 

MTAT ご 一一さ i 呈广 20 VU ぎち t . 

f ずき 燒 開業 

時下 益々 御淸福 奉賀 h 候陳を 
今が ち 鳥、 魚の すき 燒御 料理 
を鮮業 致し 特に 魚は 關西ス タ- 
グ 心て 調 巧 巧 致 萬 事 じ 注意 魁强 
化す； 候 間 是非 御を ホの お 偏 じ 奉 
願で お 先け 開業 御 披露まで 
牛 烏 魚す き燒御 料理 

一とき わ 

\ 44 S 晝 St . 妄 

TeL L 呈咨写 e 臺 一 


で 日本 菓子 . 

蟹 頭、 其 化を々 
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這 至-巧 ih St . を . T 星 急ミ 5巧4 


ジ シトの . イ 

す 本埋髮 巧. 

一 西み 十五 T 目 H 十を 地 
ち 4^- 間中が 巧* i 同經 蟹と 年 
間：：！! 本ん 諮ち の 理髪の 經驗を 
持 c ! て 居を が。 懲穀じ 注意 深 
じ H 本人 諸 替を御 待遇 申 
上：^。 料を も 左の お （引下げ 

蓋 強。^ 

敎を シーヤン フ i 巧び 刈 込 
髮 Ir ニック 一巧 
散ぶな 顔 剰ら 八 五 他 
散 一 -髮 六 0 仙 
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= 營業 瞬間 N 
ぞ A 心^ 八 時半 ょら 
食 A 時まで 
巧 喀 {^3 速を 旨 どし 精々 勉 
巧を t まず 

け も理 髮舘淸 

西 四十 一二 I 目な を 化 ニ 宜五室 号 
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江戶前 


山商會 

ご 4 芒 ST 芸 th MT : N . Y . G . 
さ one . す 巧 nt ご 3 ザ窝巧 
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御 申 越は ji 


な 育 東 旱頗會 
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紐 育 柔道 俱樂 部大- 

忠臣 藏 通し狂言 活動 寫 S 部映寫 

日本^ 有の 柔道が、 どんな もので あるか、 どぅして 會得巧 巧 
るか どで ふ 点を、 一般に 敲 解して 賞 ふため、 また 一 I つじは、 之 
が 普る す 計る ためじ、 ゎがが 育 柔道 俱樂 部では、 _ なの 如く 窮 
回の大^を開くこごじ致しました。 昨年おを、 お^の巧巧下目十 
八番 じ^れた 當俱樂 部が、 ネ H を じ 如何 じ 生長し， 如何 じ 隆盛 
を 極めす！ あるかを、 化 機會じ 细實に 見て 巧け るのは、 俱樂部 
員 一 卸可乂 なる 誇らで あらます。 而 して 化 上 じん 組織的の 發展 
を 計ん じは、 基を の 必要を 飯 じ、 之が 募集の 爲ホ I じ化大 會を懼 
す こふ 恋をしました。 一^ 

树が當 巧は 川 石 四 段 外ち 段 者 等の 柔道の 學を 一ち L 、 活動 寫眞 
忠臣* を 十四 卷の 通し 映寫を 致します から 驚つ ぶ I 御參會 下さる 
こと，^ お 希 ひ 致します。 一 
I 時日 十 化 日 午後 セ 時 I . 二十を 一 
燒所 ...：.： リヴ アサイド •ドライ 7 五 百 量 

イン*. 夕 アナ シヨ ナが ハウス 
_ -會豐 ........ を - 弗 五十 他 I 

昭和 四 年 一巧 十二り i 


ホ 催 


紐 育 柔道 惧樂部 


シアトル 巧 化 (午前 i 時) 
をら ぞな 化' - 巧 廿四円 
あ ふ b か乂 二月 ホ 日 
ばリ すか (坡淺 お 化) 二ち 二十 B 
►一等 複演 一九 五 巧 

化し ば ず かるん でんみ U ■五 五 巧 
ミ 奪 目 本 お 五 五 巧を 室大な 造を 巧 室— 
▼涵を 望に 依リ 一等 割引せ 瘦 切符 發 巧を 巧を 

P 又 アン ゼ ルス お 帆 (午後 一二 時) 
はわい 化 一巧 廿 六日 
らぷら た 化 ニ 巧 甘 五日 
▼一等 橫凑ニ HO 巧但ロ わい み 生 にら か I を 巧 
►恃別 H 等 日本 巧 置 十 か 巧 ▼立 等 日本 巧 五十 五 巧 
►ホ 灌羅商 巧 银車切 巧廈窒 を 購入 御 幹 挺 化 4 を 
▼紐 育 線 パナマ 瘦お目 本ち 邪一餐 物が を 旧 


確窥 巧’ 勇 巧 出物 (ホ ノ片 A 終 ホ」 
羅府を 

(午后 二が 化 化〕 

巧 化 ニ 巧 化 日 
.巧 か 二月せ 百 

コレア 化 三月 八 H 

春 洋 义 一二 巧廿 二日 


大 

天 


を港發 

(正午 おれ〕 

ニ 巧 十三 日 U 
二月 廿 b 日 A 
一二ち 十一 二日 脚 
一二 巧 かと 日 肌 

® シアトル 巧 帆 (午前 十 時 出 化〕 化 
靜岡見 ニ 巧 义日邮 
橫濱义 ニ 巧 化 ir 日 TO 
一二 島 兄 一二 巧サ 一一 白 N 
が豫化 四ち 一二 白^ 

<5 

@ 淪教费 日本 行 巧 化 J 
ホ 巧 お 一 a ; 甘ま^ 
巧を か 二月 か 目 g 
化を か 一昇 サ互 
A 紐 青 出帆 田を 馬經由 日本 巧 貨物船— 月 ニ Et A 
▲聯絡 取摄 。货甜 は 欧洲 巧、 南米 巧が じちを 巧 
經由太 モ津岸 巧を 滋 がを 化 と惊 巧を リ乘腊 切 
巧 等 萬 事 御が をに 取 計ひキ 上まず 
▲化 國鐵道 切 巧、 寢台券 第 も 御 便を にお 計 ひ 車 
上まず 
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本店 巧 京 ホ 目 本 巧 跨 本を 崖时 五を 地 一巧 
支店 ル裤呈 橋を 內某 ち 横 巧 
名 古尾を 都 大阪西 (大技〕 巧 ロ 
廣島 下期 巧 司 巧 松 馬 岡 長 W 
上海 & 致を 頁 酒 水 
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^ 餅 脈 &が HiKiS 


瓶 里 送を い 日本一 
本店 預金 (定期 一 
本 ま 店を 巧 (j 
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化擺 ホを 巧？ 迅速 取扱 
かノニ 補) 巧 便利 取な 
き、 大阪 > 神 ロ、 京都 

j 、 小が、 上 お、 なか 


ラム プ 及び シル クシ 王 iF 

製造元 卸 I 買 手 塚商會 

五. Y， HETSGKA CO . 

15 West 2 善 St - J . Y - 呈 y , ぎ isea ち 31 


グナメ ！ 方. ！ が 特 ^HJ 

I 

H 本ん め お買顿 じは 特別. 贫 員を 置き 無 
巧で 御 案 內致サ 電話 又は お 手紙み 第 御 
訪 間して 御 便宜を 計を 初!® ての お 方に 
對 しでは 特にな 意 致し ょ| ずから 是非 お 
立 寄 b 願 ひ 升、 市 內配盛 I はか 論 H 本な 
他を 晒 宛の わ 荷物 發 送け I 當 方で 致し 升 

ジ ヨン ワナィ I — 々 ！ 
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日本 郵船 會社 (並 ニを 鐵道會 社) ^ 

代理店 巧禍 兄弟 廚會 

乘 車、 乘船 切符が じ 小荷物 運送 御 便利 じ 取扱 申しまず 


H 本陶黑 雑貨 
ドライ グ ー ツ 卸贩賣 

i 赋巧木 桃 ホ 組 



T 寧の 印刷 ご 精巧。 る 仕上げ I 
時日の 迅速 ご 確 賞な お 正を 保证 


印刷な 紐 育 新報 tt へ 

電話 ソト キン スニ九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違^む く 新報へ 

お內西 十七 了 目 十二を 十 階 目 


ま 部 じ 巧け るが 字 言論 隙關の 

權 威、 吾が 新報を 讀ま 《人な し 


廣吿 は， 經育 新報へ 


* レフ テリア 

豫防 委員 

ホ衡生 局よ b 化话 
«臘 二十 八日 紐 育 ホ 衡尘扇 長 
キン 巧 十よ b 紐 宵 日本 入を々 
をに なて 

內 山が 锁事 代理 よらの 提遙に 
をき ジフ テリ ャ おを 運 勘の ち 
めじ 貴下の 協調を 請 ひたき は 
化な し、 昨年 中 巧 一巧 一一 一千 五 
ちの 患を 巧 生し 居ら 旣 じと 巧 
十五 乂 U 大郎 巧は 小を N は不 
幸 じして 該お 毒の 巧め じ 媛れ 
わ事實 をる 5 をはを が豫 巧し 
得る せ 質で 無总じ 人命を 損ず 
るは 楽て 度き 難き 巧 第 じが 此 
際 巧 防 法を 徹底せ しめて デフ 
テリ 卞を 驅逐 せむ ど 巧定 した 
就て は货下 じして H 本人 部豫 
巧を 員 長た る を 快諾 あらた 
し 云々 

ごの 化 顧 じを し、 逆： n の 巧事會 
じがて 直 じ 承認せられ 、一巧 十 
H 付を なて 草 信 食 長よ h 委員を 
指名 推薦し、 街 生 局長の 同意む 
ら巧第 特別を 負 食を 開き 衛生 局 
の 注意 じを ひ 機を み 運 巧を なす 
を ご つて ゐ るが 一面を 旅館 團 
体 等を 通じて 豫巧注 息を なし 他 
面 新聞 及び 印刷物 じ 化 b て 同じ 
(豫防 驅逐め I 助たら しむる i 
どなつ てむ る。 衛生 局長の 注意 
に 化れば 

特に 化 グ巧巧 至十歲 よでの 樂 
を、 A 巧は ホ ホ 診療み 括ふ醫 
帥の が 諮を 受け 豫巧 注射を；； > 
すを 第 ~ どず ももの I かく 巧 
巧宜 。きんじ おして tj 衛ホ局 
にがて 悅んで 保護 嫁がの 巧-し 
當る 

i ごな つてん る。 树ほ會 長み 肯 
をせ をを 負の 氏名は 左の かし 
おが剧橄事、 島見ド ク ト it / 
ま 居 ドク ト 、 化 ま 前 食 長、 

風 間 赴會齡 を： 貝を、 淸水 牧師 
を 崎 牧師、 鴨か埋 事' が脚理 
事 水み 勞 勘が 委員長 L 

柔道が 樂部 

第一 回大會 

"研 景氣大 にを し 
本が 旣 報が 脊ホ道 お 樂部ま 催 
第一 回 大食は 愈々 ホる 十九 日 午 
巧と 盼半 よら ィンタ アナ シ ヨナ 
於 パ ゥスに がて 開かれ じが 前景 
を 非常にを 好 じて 旣じ冗 巧： 5 上 
のが 巧 豫がも ぁら 當 巧は 稻生ニ 
段の 五 A が、 お' 3 を會靑 年を 員 
じて か 段候郎 S を 我 巧 も 加は る 
笠で 午後 九が 12^ 後の A おどても 
，忠臣 藏 十四 卷中 S 大部み は 勿論 
柔道の 型 お 示、 を 試を を'^ 見る 
'巧 利 あ b どの i である。 を じ 就 
_ き 川 石 四 段は 謁る 『を 方面 よら 
^ タ大の 聲援を 得 ホ お 巧 樂部最 か 
; の賦み どして は あ 巧 疑 い と 信 
I じて むます』 云々。 

盛大な り L 

靑年皆 競技 

本年 劈 曲の 競技を を 飾る 问胞 
新年 焼 技 曾は 去る 十二 H 西 九十 
八 了 目の 靑 が 食舘 にお 初の 幕を 
切つ てを した。 タ後八 時、 會す 
る ものな あ 餘を算 し、 先づ ビン 
ポンよ b 開始、 順み を、 將 拱、 

歌 かるた、 チェ ツカー、 ラ ミ） 


も繪 いて 白 熟 戰裡じ 入つ た。 

中を 小な、 靑 年會特 おの パン 
チ しるこ、 毒 司、 を ば、 果物 
等の 蜜應ぁ b 、 巧び 戦は 貧聲、 
歓駕裡 じあ々 優勝 戰じ 入ら、 ピ 
ンポン 部の 度 勝者は 俄か じ逆睹 i 
し 難き お势 じぁつ わが 終に 巧 君 
のがに 餘 し、 化 効なる 五ん が、 

一二 人な は 巧 旧 おの 把提 する 所と 
なつた。 最後 じ 歌わる たの 一大 
巧戰を 演じ、 ペナントは 大を君 
の 頭上 高 （輝く ミ ごじら、 深夜 
盛會禪 じ散會 した。 當 巧のを 部 
優勝者 左の 如し 

一等 .二等. I 二等 
ピンポン 巧 ± 屋 角 巧 
慕 吉村 大贊 小 林 
將棋 •波邊 內旧 川を 
チェッヵ ー を 藤小柴 あ 能 
ラ ミ] 巧 橋 仙 頭 小手 川 
かるた 大を 廣田 巧 


日會 諸集會 

が 育 H 本人 會を 委員 會中 勞慟 
委員 會け 昨が 郡に 於て 開 懼諸禪 
の 事 巧を 協議せ るが 本 月下 旬を 
期し 會 員の 懇談 會を 開く 爲め準 
满 委員を 設け 進 巧す る i ごな b 
A 會館 基を 問題 委員 會は 二十 一 
日 巧を 砲に 開催す るを A 商務 委 
員會 け 二十 己ち 水曜) 午後 六 時 
半ょ ち 料亭 太陽」 辭 食し 小 資本 
獨 々餐業 調奄其 他のを 舉 事項 じ 
就き 協議す る 旨化卞 委員長 よら 
遇 牒を發 しじ A 向は 公務 ま員會 
も お H 田 島を 員を よら 招集 r る 
尝 でかる ご。 


結 城 巧主繼 招宴 

前 遇 當地ぉ 志の 招待 じ 應じ日 
本俱樂 部に がける 晚餐會 にお 庵 
して 曝渊親 察の 所感を 披渥 し撤 
宴を：： 本 じが バ るか 巧の 混 滞た 
る狀 態を 語つ たを 祖嚴 W 副 頭 お 
結 城 豐太郞 氏け 今週 ボストン 化 
方を 旅 わし y 紐 後 巧る i 二日を 
期し 電立 もたを 會社 銀朽巧 化を 
ホ 面の 人 十-を n 本惧樂 おじ 招待 
して 别 をを 開 ，、 CO 

齋藤 博を 部長 か 

ま 京 特電 十四日 發 n 舊臘歸 朝 
せる 前が 育 總前事 齋藤博 氏は 外 
な 省 情報部 長 •しなせら るべ く 巧 
定し巧 部長 小が 欣一 侯け 勇退め 
窓 お。 ら 傅 へらる。 


梅が 榮吉巧 結婚 

大巧 貿易 巧ま會 化々 員 おがを 
または 滿藤治 一二郎 巧の 玻 酌に 彼 
巧膝祿 氏み 姪 山 m 操モど 婚約 
轄ひ ホる ト九 R 紐 含を 會 にがて 
華燭め 曲を 嬰ぐ るみ。 


基督 敎 修道 會 近事 

ぶ督お 修道 會に ては 前 遇 理事 
會を 開き 一 g サ六 =1 十' 曜} 巧 新 
年 族 技 會を閱 値の 件、 架 原 幹事 
のが’ 臨時 巧 事 貪を 二十日 午後 
九 時半ょ も 開會の 件を 决 しわ 由 
當時 二十 六日の 競技 大會は ピン 
ポン 、チェッヵ ァ 、募將 お、 か 
るた 其他數 柿の 試 4 ロを おじ 化の 
脚 化 化 まごの ビン ボン 試を を も 
巧 ふを。 

新 ホ 國際課 お 招宴 ' 

媒道堪 固 隙 課長 巧 ホ堯爾 氏は 
峡 W 視察の 旅 巧を r へ歸 朝のを 


i 、 資本を ぶ 億圓 (を お 巧 这濟) 
i 、 稽 立を な ニな 五十 萬 旧 
內地本 支を 演 (本店) まな 乂 阪 
神タ 長が 下 巧を 古尾 

機濱ぶ 金銀 巧— 支 巧 

ホ圍を ま. 巧な を 巧 お# 沙ホ 巧を 
其 化 化 ホを を 垂巧都 巿ユま 店 及 コ か レ 
ス 有么误 一 


ぶ艱巧 


本店 大阪 化抵お T 目 
が 育ま 巧が 育ブ。 1 ドゥ 王— な 四十 九を 

能 減 

日 ぉ . え 東京 •橫漬 ぷを屋 、京都、 巧 ロ、 脚 山 
出り 尾ノ 道、 泉气吳 、柳 井、 下ノ顆 
巧ち 巧 t 門 司ぶ を お 松、 睫 多、 乂留 米、 熊 本 等 

本 固 預金、 娜ま 送金 等は 唐め 
て 御 便が 讯盡じ 御 取扱 ザ 申ち 


本店 朝鮮を が i 

ま 巧 出張所は 正本 內 地の お 要 都 ホ， 朗样 
滿 卵、 支那 § 地 巧び 滿 捕巧德 

朝鮮 銀 巧 紐 育 お 張 所 

外国 爲替一 股が 一だ棄 務 精々 御 便利 じ 取扱 巧 
申 上 慎 


藤本 證券 會か 

一般 有懼お 1^5 ノ賣 買、 引受、 募 お 

▲金融、 化 ニで ニ 關スグ 一切 ノ 業な 

S 脱 藤本 r ミ-力— 銀 巧 

が 育が 張 所 


- 

觸が黑、雜$1|卸賣 

森 村 六 タザ ー ス 


雑 


ち お谣器 
r ライ グ ー ズ卸責 


太舊 易！ 會お 

支 おおを、 ボストン 


C 


晚香坡 每ニ週 一 I 回 お 帆 

A で ムプ ンス露 西亟三 Tgo 順) 

_ ニ 巧 ニ U 
▲で ム プレス 亞細显 ニニろ 呂觸) 

ニ 弓 十六 日 

A エム ブレス 佛蘭阻 (一二ろ 呂 頗〕 

一二 巧み 日 
is 呈呂嚼 ) 

ニ 一巧 一二 十日 
一等、 二等、 ご 一尊 及び 下等を 設備 
摄大 、善ち、 最か 走の 東げ 航行 船 


A 五ム プレス 露' 




諸雜賞 仲買、 卸販賣 

保 巧 商會 


鞠 媪器雜 貨卸賣 

春 旧廊會 


H 本陶艇 黑雜貨 類卸賣 

ザ元ブ タザ ー ス 


日本 陶破 器雜貨 
ラム ブ卸賣 

奈良 貿易商 會 


H 本吳服 反物 キ モノ 
テ— ブルク ロ ー ス類 

諸雜貨 卸商 
鶴 0 本 ドライ グ 1 ブ商會 

恃圳ホ 懼で大 勉强巧 ホ 巧は を 店の 特長 
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巧 寄が、 去る 十四日 巧が の 重立 
七 じる 人々 をを 洋舘 にお 待して 
晚餐 食を 開きた る じ タ數の 出席 
まあら 盛 巧裡じ 散會。 


# — T ® か ブリン クレィ 巧 

I 龍 I ま 英文 日よ 歷 ぉの 
あ —— ® 精密なる じ 比し 大綱 
を あむで 一般的 じよ < 書いて あ 
る ごのを 評 わち 『日本 歷あ』 の 
著 巧 クレメント 巧は 大正の 巧 年 
よ b 十六 年間 お蔭 I 高の 英文 學 
教巧 ごして み 名が ぁつじが、 昨 
年 歸米後 老後の 餘 ホを フ 。ラル 
パ] クじ 送つ てゐる A ア ー ネス 
ト •ウキ^ ソン •クレメント 敎授 
は： n 本に 於て 黃 集した 藏書數 百 
卷を 現在 シラ キユ ース大 學圖書 
舘じ依 巧して ぁるが、 敎 授が始 
めて 曰 本に 招聘され たのは 千 八 
巧 八十 六 年で 茨城 縣 々立 尋常 中 
學 校に 敎 鞭を 執つ た。 當 時の 校 
長は 渡 瀬 寅 巧 郞お± でぁつ たさ 
ぅな A クレメント 敎 授はウ キス 
コン シンで 結婚 匆 々夫人 タ J 共に 
H 本 じ パネ ー ム！ ンを 送ち、 水 
ロ じぁる iH 年 其 間 じ 夫婦の 間 
じ 長女を 設けた ごい ふ淺 からぬ 
因 緣を持 クてゐ る。 クレメント 
教授は 日本 歷 をの 研究家で ぁる 
ど 共 じ 『フ 0 ラ か々 ンン デア』 
VJ て 四季の 花 じた どへ て n 本を 
說 明した 小を 書ら ある ▲氷タ な 
巧中當 時の 敎へモ の 内で 後年 世 
におたん 物の 中 じけ 常 陸 山み を 
衛門 ご膏業 あの 井阪を 巧が ぁる 
战 をの 樂みじ 日本 歷 をに 基いた 
白 本ん を 講演して ホ 人に 紹介す 
る さぅ だが 四 巧 二日 じは コロン 
ビャで 『バラ ドキ シカが •ジャパ 

ン』 の 題 じて 譲演 する £ となつ 
て ゐるど 敎授じ 逢 r た ある 人の 
噪。 

♦上 お雜孝 氏を 臘獨唱 巧 脚を 
思な も、 面部を 經て 祖國じ おつ 
て おおした 上 出を は 其 後ミゾ 9 
—贿 じて 二回 お 唱を爲 t 十二 日 
羅府 到着の 旨 あ 信が ぁった。 
♦飯 野 逸平 巧媒 が 組 取締役、 

本日 橫濱度 帆の 五ム プレブ •ォ 
ブ •。シア 号 じて 渡 ホの 途じ上 
らぶ巧 下旬 若 < は ニ 巧 上旬 着 紐 
のを 定。 

♦武 藤乂 雄を 夫人 慶事 西 豆 ニ 
十四 T 目 四 ニ 九 番武藤 乂雄氏 ホ 
人 ホ じ 慶事 ぁ b 去る 十二 日 午前 
八 時半 女子 出生を 子 共 じ 健を 

巧 賣なホ 【甘 セ 】 

當お西 六十 五 了 目 一二 十一 番地 
ジェ シン トブ 3 n 瑚髮店 ま 人は 
五 年間 中が 氏と 共同 經營 中が 氏 


餘朝後 引續き 日本人を 巧 客 ごし 
て 好評を 巧して ゐ るが、 今回 巧 
金を ひき 下げ 深 巧 巧 喀を旨 ごし 
巧 生 的 設備を をを じして 時に 日 
本人 頑を を 優遇す る < 云 ふ。 


片脚 スペシャル 


新澤庵 


か 桐 巧 弟商會 


賣物 金を あ ペット 商店 

シ！ タン 十 巧 ~ 目 頃から 四 

巧を、 商 賣—ニ 千 五 百 ま 一二 千 
お、 巧— フ 。ン トニ 十八 巧 ニ 
階付ケ チン じべ— ド 於— ム、 

V I スメント 兵 今一 モ五巧 弗 
程 有 も、 家賃— 一ヶ月 二十 五 
弗 セキ ユリ テー 無し 
ノ！ 'スじ 夏瘍を 持つ 人に 好 都 
をの 店、 家み 病 氣め爲 め 是非 
讓ら たし、 を/、 で 
呈吉岂 PET 里ち 

ニち Grandview A ま. 

田甚 0ミ B 苗を コ a . 


ジエ シン トの 

日本 肆 •髮巧 

五年閒 中が 氏 ご 共同 經營 、と 
年間 日本ん 諸氏の 理髪を 致しむ 
經驗を 持つ て 思 もまず。 

自 本人 諸君 じは 時 別の 注意を 
魏ひ 巧を 御 便 巧を 計 b まず。 お 
おも 大勉强 をな て 左の 如く 引下 
げ ましたから 續 々御龙 巧の 程を 
願 ひます。 

衛ま的 設備 ご 方法を 御覽 下さい 

散髮 、シャム プ ー、 最上 髮池 
一. 弗 

散髮 、顏制 八十 五 仙 
散髮 
を 補へ ヤ. 


ニック 


六十 仙 
化 

ピナー ズ •ホ— テ •クワ 
ィナ ィン 一 瓶 化 十五 仙 

旗 所は 極めて 御 巧 巧の 西 六十 
五 了 目 ニ 一十一 番ブ 01 ドゥで 
— 附近 






VO しけ， 化. 巧の 


巧 虹？ ぶな } が m がを 巧 ミな化巧 


SATU 削 が JANUARY 19 け 巧 




お 川 保 お 事が 所 

h. Segawa, Insurance Broker. 
303 Fifth Ave., 

Tel. Caledonia 4101 


巧 旧 商事 株 或會化 お育ま 巧 
Uchida 1 radkng Co リ ! nc. 

1 1 Park 巧 ace 
Tel. Barclay 1576 


島 貿易 株式 會お i 

Shima Trading Co., Ltd. | 
150 Broadway 
Tek か one Rec れ r 1 が 4 


巧 ま 食 化 ホ 尾が 會 
Ak&wo & Co リ Lt ん , 

235 Fifth Ave., 

TeL Caledotua 9758-59 


ホ 倉 製な 妨繪 巧を をれ 
Katakura & Co., Ltd., 

200 Madison Avenue 
Tei> Ashland 4545>4546 




K. Wkimo ゎ 

Mikiinoto PearU 
535 Fif 化 Avemie 
Tel. Vanderbilt 2519 

大倉 がな 巧 まな 
Okura & Co., 

30 Church St^ 

Tel. Co け laadt 2292-93-94 

H 共 巧 ま會貼 
.巧 巧な 
商せ 巧會 
1 如 わ时か 化 N. Y. C. Tel. R 扣 tor 巧 84 
Fadwj: お - 10 38 化 わ e ., し 1. Citj 

巧 巧 巧を 巧 ま 食 あ 
Asano Bussan company 

Room 801 -SOS 
165 Broadway 
TdL Cortianat 8047^052 

, Gosho \^rporation, 

Silk Importers) 

40 拉 at 84 化 技 treet 
で *1. Ashland が饥 -91 
Gosho Co^ Incn 
Co け on Exporter ， 

说 Beaver 化， 

Xe! BoWtnflf 谷 ree 。 猫 ) 6-0 ち 

甫巧讲 巧 道が まみな 
お 育 事な 巧 

South Manchuria R. R. Co., 
Room 202 も Canadian Pac お c B! か . 
342 Madison Ave. 

TeL Vanderbilt 4135 

H 井の まみ ま 食を 
なち まな 

M ぉ山应 Co., 

65 Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

巧を 會 なお 井 巧 巧 
が 育 巧 張 巧 
Iwai & Co., Ltd. 

Wool worth 技 山 1 出 ng ， 
TcL Whit みぶ 6(M0 

H 菱巧寒 巧 ま會お 
が 育ま 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(M け 化 b ミ*}! ミ Co 巧し t ム ) 

120 Broadway 
Tei. Rector 2560.2564 

大阪 朝日 ニ 束を 蘭 日 
化 巧亩巧 
Osaka Asahi 

The P'Jcw York 了 i 田が Ann が 
TeL Lackawanna 1000 


日本 お 巧な ま 任 It 

日本 生糸 採 まを 化 

巧 お 名會た 

目 米を 糸 株式を な 1 

な 育ま 巧 

おを ま 巧 

が 育 支な 

紐 育 支 巧 

お pan Co れ 0 凸 TracUng 0 〇 •, Lt ん， 

NIPPON KI-IT0 KMSHI, LT0 

Hara & Co., 

N 刷 !- BEI KIIT0 K 刪 SHIKI U 削 A 

2 Park ATenue« 
Tel, Lox ミ n が on 8787 

Iwo Parle Avenue 
Tel. Ashland 目 320 

443 Fourth Ave^ 
Tei. Caledonia 7830.35 

(WCH し BEI laiTO C 〇 i LTD.) 
1 Park Avenue 
Tel. Ashland 6246-47.48.49 


大巧 每日ニ 菜な 日日 
を 木 s が 
Osaka Mainichi 

Rooni 306A 'W'orM Bull 化 巧 
Tel •良 eekmim 4 な 9 



歸 巧の 芳澤 公使に 重要 訓令 

M 聖上 對支玫 局を 御 • しん 念 遊ばさ H 首相 參內 M 

束 京 特電 十八 日を = 葉 山 阿 用 邸 じ 御 避を 中で をる 聖 h 陛下には そ那 問題の 成 巧を 深 （御# 念 
遊ばされ 畏くも 旧 中 首相を おいて 時局を 御聽化 遊ばされた、 尙ほ出 中 首相は 歸 巧の 途じ 就いた 駐 
支を 巧ち 巧 謙 ま 氏に 對し 日本 议 なは 曰 ま 懸案のを 部を 解 巧し 且つ H 支銷 係を 常道に 戻すならば 日 
本玫巧 i 坦 民政が を 承認す るに 踐韓 ザず ご 最後の 訓 かを なしむ、 尙は日 支 雜稅を 涉も旣 にお 立し 
殘る どころ は 駒が だけ ごな つて 居る が、 滿が じがる 新 駆； 祝膏 施を 備は 着々 進が しつ {あるが 若し 
日本が 乂埋 にがてが 巧 率の 實 施を 拒絕 する やぅな 谋を ぞ那は 租借地 どの 境界線で ある 普 蘭 店 じ 新 
稅 隅を 開設す るな 第 込みで ある。 I 

す …： こつた 返へ ず 支那の 政局 

: 市：； り 疑問の 人據 ぶが か 突如 親日 論を 吐いて n 


自 拐に 个を巧 U い 限 b まを の 上 
から 逊 H 家来ら 得る 支那 人は 一 
人 も， * い當 一！ ^ ぁる、 日本の お洲 
に對 4 る 利！!!！ はおを を 維持して 
これが 化議 I し戟 乱の 波及を 除去 
する じかな で や、 故じ揚 氏の 筋 
死は 支册 一^ 局に 波紋を 生む かも 
知れ 《 か 

目 本 I の 位 おじ 巧 等 勘摇を 
あぼ寸も ^^ でない、 蓋し：一:本は 
巧る 勘搖 ぜ なをを さない ので 
ぁる . ご I 育 明した - か、 日本の ち 
力；； ^ を I 那 通は 揚氏镜 殺の 動機 
じ f しこれは 蔣か石 £ 獨玉祥 
反 ロ ^ 1|._ 現象で 揚 氏は 常 じ國民 
を 化に 覆-情して 居た がその 半面 
じれて 心 ! ： は 擴书辞 v > 組んで 蔣か 
巧圃？ 山々 び張學 をの 勢力 じ 
く奉天政府の南をを體 
L 、 反 釣て たもので、 揚氏 .最近の 
軍事的 I . な 動は これを 立証す る も 
のぞ ' 、 揚 巧よ h お 玉祥に 宛てた 



上與 特電 十六 日發 。ニ ユョ 
ク • 々ム 并ス 紙】 U 巧 詰つ じ 

支を 巧を 巧が してり 本 軍 ぉ 
よら 撤おサ しめ 问 時に U そ 
を 孫な し化瞭 支那は 徒らに A 本 
: じ 巧 一して 

00 巧爲を 化め ょどで 思 
を だ， 人 も わらぅ じを ホ お jls は 
兎も角 勒日 强硕か • 策を 鼓^し ク 
. つみつ たお 京玫 麻の 副 繰^ 格で 
- ぁを お 玉鮮お 軍に 化 b て 舞 ばれ 
一口 支 か 巧の 人々 を 驚か しづ 居る 
蹤ら將 軍は 南を 政府 じ货 了、 
r 政府は この 隱濟 南を の ！^ か 東 
''ちを 化の 巧 巧 維持 k Hi ' 

つ 池を しなて 撤 をを 速か 
一 - べき ' である』 VJt? し， 

ぶ證 的なる 館 巧を をる 
をる』 ご說 くの み。 ら 
じ 進んで 『日本が 南を 一 
モじ 

誠意 ぁ i 涉 寺して 居 

るを は 明白 じな 証さ^ て 居る』 
ど斷じてお（日本よ-^歸任のを 
が 南を じあるべきな^ 乂 a 本を 使 
を 澤謙吉 氏を 誠 怠な^」 歡 持し、 
ホる ニ 巧 一日を 期-! て 日本を 除 
(を 則 强の協 管を した 離稅法 
の實 施を 速 かわら- わべき でぁ 
もど 後饭 した、 巧^ 公 巧は 目ト 
日本よ ら歸 巧のを!^ 巧き つ i ホ 
るが、 填を じ 依 bi -* かを 總 を 王 
正廷氏が：3支巧1^の條件どし 
て 固執し つ、 ぁん 山 東 省 撒を 問 
題た をむ U 支 諸^ まの 巧 渉權を 
を 巧され て 居る^ の {か （、狼 
巧は 更らじ 目 本 

0^ をが!^ したる 後 巧を 
.か府 は 最も 訓 れ たる 軍睐を 
.濟南 じが 遣し て 彼 地に がる 
日本人の 生を が 產 のを 全を 化 


ては 第一 ご 巧し 得べ 4、 我等は 
- - の 利得に 化 b て 日本 じ對 する 
良 債を 償却し これを^ 收し 得る 
こごを 確信す る』 ど 述べて 居る 
が、 をに 注目す ベ - こどは、 山 
東 省は 將ホ 支那の ぷ聯巧 組織 S 
共に 媽 氏の 势カ化 福 ごなる べき 
こどで あつて、 從づ狼 どして は 
山荣省 問題の 解か i 急 r 譯 であ 
るが、 巧が この 地で じ 最も 優秀 
4;*る审隊を派遺しス治をの維持 
を 力説し つ i をる I こごは、 郎ち 
お 軍に 反對 する 二 派に 向つ て ホ 
づ富源 壁 富なる 山 巧 堪じ截 ずる 
お 軍の 度 先權を 豫めキ 張した も 
の ご 

觀渐 されて 居る、 而 して 
巧澤公 巧の 南京 訪問は ニ 巧 一日 
の 新 細 悅ホ實 施を 前 じして 官界 
も 非常 じ 重要視し 居ら、 こいを 
機 會じ日 支 諸 懸案の 解 巧を 見る 
べき 模棟 であるが、 巧を 政府 ご 
しては H 本の 贊を いかんに 關ら 
ホ 巧る ニ 巧 一日 ょら 新關稅 法を 
實施 するとい、 さまいて 层 る。 

南京 巧涉ミ 


証すべき でぁ 
.軍 拳 化では。 

I て 秩序を 巧 も 
一て 居る』 ご 附_ 
を棲雜 しつ： 
貧の す回收 
b この 泌道 
; かじ 就て は 
; て對 ずる 限 
等の 支拂不 
:この搜道は^ 
一し きを 得 

I 利得 


' 濟南府 は 今や 
埋官の 手 じ 化り 
る 程 巧 じ 立 入つ 
し、 日本が 撤兵 
る 山 あ 省 搜道投 
留 L ては 『日本ょ 
いかじ 回 化すべき 
等 じして 誠意を な 
U ぶ 政が ビ雖 、巧 
:を敢 てせ ざるべく 
道 省に L て 監督 宜 
、をの 


首 おの 



は 恐ら （を ま 那じ於 


ま 京 特電 十六 日が 【ニ ユヨ — 
ク • タ井 ムス 巧】 . UH 本當 局は 

濟 南が よら 靑 島で 駐屯す る 軍隊 
を 近 < 撤退せ して こごを 考量 
中で をら との 把に おし - 

當局 はぶく もを 否認し 
目下 この 化 ホ 心 駐屯 中の 审隊は 
最少 限度の 軍み を 0 て 治を 維持 
じ おめ て 居る みで わ 氏から 撤退 
どは なての かづ ある ど 稱 して 居 
る、 旧中首相|^本日の樞密院顧 
問 官會議 に 出 P して おち 巧 題に 
網す る 報を お jbi ベ、 濟南府 よ b 
の撤 をに 巧ムら 頗る しんらつな 
る 質問を 受 ぶたが、 首相 ごして 
け ま 恥 側よ 堅い 保証を 得ない 
限 > 斷 じて お 兵し ない 巧* むで ホ 
ると 答 辯した、 而 して 奉 天 政府 
とお 京 政府の 合 賴じ依 b 滿 蒙に 
蘭した 諸懸 おのを 渉が 一切 巧 京 
じ 侈つ たと I いふ 誰 論に がて H 本 
软 巧は まだ 

南を 政が をを 巧に 承認し 
て 居。 い 心 係 上飽迄 もを の 地 ホ 
官蒂 ‘ ゴ巧 Si の 腹を をめ 居る もの 
のか < 、が 絮檢 道を 渉は 目下は 


停頓のを であるけれ 共 日本を 府 
£ しては 將巧 ごても 南京 政 巧を 
承認し リい限 b 奉 天 政府を 相ず 
じ 巧 渉を 繼續 すべ （若し 承認の 
曉 は當然 南京 政が の 手 じ 移る で 
あらぅ が、 日本 どして は假 b じ 
關稅條 約 じ 外を 文書を を換 して 
も 新 政府み 承認は 別間 題 ごする 
箸で、 芳澤 公使の 南を 訪問は こ 
の 擦 承認 問題と 巧い 重要 懸案の 
解 巧 ごな b 日 支 願 係に： 轉 媛を 
巧す じ まる がら 知れない。 

兩派 反目に 

死の 犠牲 

東 ま 特電 十六 日發 【ニユ ml 
ク • タ井 ムス 紙】： == 奉 天 よら 外 
窝 省に 達した を 巧は ニ 一二 新聞紙 
じ 化ら て 報じられた 事 育を 

確認して 居ぇ 即も揚 宇 
靈お軍 等は I 殺の おする 如く 銃 
刑に 處 せられた もので なく 全く 
裏が b よ b ホた 歷然 たる 殺人 巧 
爲 じして、 殺された 一二 人は 張學 
良 お 軍から 麻雀の 遊戯 じ 招 がれ 
たが、 席上 張學 良は 服藥 ど 稱し 
てを の 患を 外した 際、 一隊の 兵 
± が どや-. 關 入して 二人を 
邸み じ 引 張を をした 上 銃殺した 
もので わるが をの 際揚 巧は 背後 
じ 十一 發 、前身 じ 化 發の彈 义 を 
まけて 居ら 點 よら 察して 揚 巧は 
先づ 

背後から 化を さた 更ら 
にお 罪 者を】 人 £ しない 巧め じ 
滅多 やたらに 化擊し たもの らし 
く 若し これが 眞實 ごすれば 張學 
良將 軍が 巧 く- > た 動 磯に 至な で 
は 目星が つかず、 を ひは 神經 過で 
敏で 捜を 恐怖した もの か 


密書 

の統危 


_ 張學 をの 手に入り 遂に こ 
なつた y 一 論じて 居る。 


並册 要路は 

I 厭 會樂觀 

I 不安な のはと 院 
あま 特電 十八 日發 n 議會 巧關 
劈 お' 如が て 旧 中 首相は 貴族院 じ 
於て お 政を びみを が 策の 演說を 
なし lbs じ 兰±藏 巧は 衆議院 じ 
機て 委譲 案じ 關 しお 說 すべ （を 
じ 始め L 溝會戰 のみ 藍は 切らい 
るが 現 也を 府黨は 政ぶ 貪 ニ 旨 か 
を、 實を 巧志會 一二 名、 中立 中の 
ニ 一ち！! 政' 新會 中のと 名で 議 
員数 五な の ト九名 中の 逝 ザ數を 
もめて 正る めで 政府は 床み 氏の 
贊 成な < ごら 議會は 無事で ある 
と 観測して & るが 结族院 は委叢 
案を お f 其他內 を、 外 あ 閔題じ 
就て 遽レ樂 観を 許さ や、 而 して 
新 黨ろブ の 態度は 今尙ほ 委譲 
案じ 養 否す 巧で 床 巧 氏み 化 
の 中 接雜で I ニ尘藏 相は 委譲 案 
說巧 のじ* 网 巧と 會 をした が 巧 
等の a 表 もがして ゐ ない、 尙ほ 
海 野を 巧には 民を 黨を脫 退ず る 
もの」 見られて ゐ る。 


マ ./ ガ ニ スタン r 

莖 一次 革命 

上位を H 度變更 

- ン ドン 十 セ日發 U 義 じ社會 
嫂の 急激なる 矯風の 爲め 保守 
懸 のぶ 命じを ひし T フ ボユス 
々ン の强王 r マヌ ラは 王位を 巧 
r し當ふ ィナヤ トラに 譲らて 己 
したが 革命軍は これ じ も滿足 
じ 中 首都に 侵入した る爲め イナ 
ラ 置 王は 再び 讓 位し 遂にを 
場の 命 軍の 総帥 じて パ ビプラ •々ア 
陰謀を 探知した 結 架か ど乏 はれ y ご稱 -h る實を バン ヤ •ナ 々オ 


て 居る、 この 點じ 就て-が じけ 一 
揚將軍 か 囊じ奉 天軍を 山 お關一 
追 巧した 漢 ロの 白 崇禱將 軍 〔巧 
玉祥 S 幕下〕 ど 巧て 提携し 蒙 
政府の 轉 覆を 陰謀した 結果で ホ 
るお觀 巧して 居る、 而 して- れ 
じ 離し 

參謀 本部の ホ 拳懸、 

『日本の ぉ洲 にがる 利權 J 斷じ 
て 一個の 軍閥 や 政治を じ I ち 左 
右 さる i もの じ ホら や、 扬宇違 
は 元 巧 親 H みビ稱 せら 5 て 居 
が、 をれ 自身は を だ 間 iU た 話 


なる ホでの 子が 
- なつた I 。 


一躍して 王樣ご 


造 艦 案 討議 

一反 對も相 當强し 

ヮ i ン トン 十 セ日發 U ァ メリ 

タ上既 は 不戰條 かを が 准す る や 
否やを もじ 十五 隻の 巡が 艦 建造 
案の 討議に 移 b 本案を も 今期 議 
會で 巧みす ろ模 機で あるが、 政 
お？- 一して はこの 際 建造 案の 可 巧 
を ホ 望す る も 單じ計 劃の 承認に 
止る i こごを 希望し つ i をる じ も 


熙 ら中與 なの おお 派は 大タ おを I 
0 て 建 お 期間を も 制を すべし V 
稱 しを b 頻 b に 運動 中に して 計 
論 お 結には 的は ぶかの 時 H を か 
要と する であらう が、 反 教派 j 
相 當ちカ じして 特にな か 黨のー 
ホ あご 民ま黨 のが 力を け 不戦 ： I 
約の 精神 じ 逆 巧す る 本 まじ お . 


て ホ 巧 じな おし 居 6 若し 巧黨侧 
じして 强脈 的-し 案のを 過を 即翻 
する」 至るならば 講壇を ち領し 
て 謙 率の 進 巧を 妨 ぐる 準備に 着 
モ ，，' つ t ある もの I 如く をら， 
建造 期 隅の 制を はを 巧され 單じ 
計 勘の 承認の みに 化る であらう 
ど 観られて 居る。 


本社 束 ま遍電 ( 紫 ぉ巧轉 載〕 

居留民^^|鑛詰生活 

便衣隊 刹 察 膝が 横行ず る漢ロ 

【十八 日】 不安の 漢ロ化 あ - しは 化 衣が も 侵入し ホ 6 て 糾察陵 
ど 呼 應の上 到る 巧 じ 暴 巧し ニ！^ じ旦 ちて 格 奪した ので ぜ留 民は 
一物 もな （目 本人 ニ 名 も 拉致 I れ化江 ホ 面に も 排日は 墓延 する 
じ まつた 發電 巧の 支那 人勞勸 は 柯れら 家族の 危難を 恐れて 逃 
おし わ爲め ホ 中 d 暗黒 ' 〇 なら / 居留民は 罐詰 のみを をし つ i 上海 
から 食糧 船の 着く のを 待て るが、 をのを 警備 も嚴 まごな りし 
上天 換 不良なる 爲め糾 察 隊 ^ 姿を 替 めて ゐ る。 


餘木巧 化 表辭退 

〔十八 日】 曇 じ國際 勞働會 勞 
. 働 化を じ 選 まれた 鉛 木 文 ^; 氏 
は辭 退し なので 巧 表は 松 乱 駒 
ま 氏 じ巧定 した。 

秘密 文書を 押收一 


社 ：：. 


な對 僅か 如 

上院 不 


票で 

观條約 批准 


手前み 嚼 的な 報 吿 書を 記錄 して 


【十 セ 日】 勞農黨 山 本 宣を氏 
派の 背後に 4 ぶ 共產黨 どの 連 ^ 
絡ぁる；發見され澤山の秘を ' 
文書は 官憲に 巧收 された。 

爲替拂 ひに あ定 

【十 セ 日〕 政 おの 海巧拂 ひは 正 


國務當 局 ^ 

ワシントン 十六 日發 N 晚 In 上 

院じ V ‘ 投票に 附 した 結 あけす を 
票 巧 一票の 大差を なて 批 it ロれ 
たヶ 。ッグ •ブ 9 アンす 
は 愈々 明 H ク！ ブブデ 炙が 霄が 

正 ザ じ 調がず る 運谱な 
^今朝ホ駐米り本大使ぉ龍^み 
氏を 始め どして 列强 使臣 tiiw み 
いで 國務 を官ヶ n ッグ 巧み 葡問 
の h 賀詞を 述べ、 が别强 か稻ょ 
b も 祝電が 殺到し っ I あ ふぶ、 
難を を豫 劇され だす 戰條鉤 |苗批 
おが 勘 （大 多數で 通過し ゎ I * ご 
は 意外 ごする 巧で あるが、 おは 
最初ょ b 政府を 化 おして 彼 常の 
批准に 巧 力し、- 切の お 留ザ乃 
ま 意見書の 附 加に 反掛 しつ ドを 
つた 上 廃み を 委員を ボラ 1 ムわ 
殆ん ど國巧 長官 じは 一言み 地談 
もな く 本 條約ど モン。 1+ 票 じ 
掛 する 

上院 外を 委員 會 の®^ 書 
を上院 の 記錄 じ 殘す こ ピ '%<|み認 
した 結果、 これを 批 をの di : と 
しつ i めつな タ數 議員の 化 摸を 
巧す る じを つた 巧 0 じして、 最 
初の 意見書 論まで ゎる モ— "ス 
氏、 說 明を 要 ホし つ i あつ ーリ 
1 ド 巧 等 も賛间 する じ 至つ， •も 
ので 唯一の 反對 者は ゥキ スーン 
シン 州の プン 1 ン氏定 尊が 
留的 外を 文蓄の 抹殺を ま 張し っ 
つ あらし 人〕 のみで あつた、 斯 
く -- ； > て難產 を期诗 された す I 條 
約 も 遂じ批 おされた ので あ， が 
国務 當局 どして はかを 委實の 
意見を 記錄じ 止む る じ 至 b しボ 
ラ ー 氏 ホび じこれ を 要求し ‘- 

與黨 議員の 措置には 你る 
不滿の色を浮べ、 がるこど^事 
實じ 於て 不必要で ある ごのおを 
を 抱き 居 ら、 化て を 員 會 のぶち 


一一 報を 書を 默殺 ずる 


なる ものは 單じ 議事 錄じ收 むる 
のみ じて 默 殺し 巧强 政府には 改 
めて これを 通牒し ない 模樣 であ 
る 0- 

ボラー みを 委員長が ボ戰條 約 
巧批 おにを 立 もて 議會 の記鐵 
じ 蚊め た 委員 會の モン 0 -—ま 
■義 じ關 する 解釋 じみた 報吿の 
お要 ^ 5左み如し。 

本 委員 會はモ 化な せと 年 八 巧 
廿と 日、 パリ じ 於て 調印され た 
ケ C ツグ •プヴ アン 條巧じ 協賛 
の 意を まする ものである。 

本 傑 約は、 一言 じして 厳へ ば 
婦盛國 は正當 なる 自圓 防衛に 非 
ざる 限 b 、 いかなる 國際 的紛爭 
も 戰爭の 手段に 依らて かせざる 
こ Vj を 誓 勒 する もの じて、 本を 
員 會は麻 ホ これ 等 締盟 國が 、戰 
爭を 絕對じ 斥け 平和的 手段に 於 
て 諸問醒 0 誠意み る 解み を 巧 方 
する じ まるべき こ ミを 望み、 且 
つ 確信す るら のでを る。 

本 委員 貪は 右な 約の 條項 乃至 
傑 かが 自国を 防衛す るの 權 利を 
柯等 傷け ざる こごを 巧吿 する も 
のじして •、を 國 家は 條 約の か柯 
じ關ら 中、 巧 時たら お 自由に 自 
國を 防衛し、 且っ 自己 防衛の 權 
巧じ對 する 刊斷 度び これ じ 必要 
なる 手段と 窥圍を 巧斷し 得る も 
ので ある ど 認める 。 . 

アメリカを 衆國 は、 モン ロ ー 
まを を 巧て 國を的 保証の 一と 認 
わるもの じて、 條 約が 自國 防衛 
濯を 認め 居る 限ら、 巧が 國防制 
度の 一で をる モン。！ ま 養の 維 
持 じを お .口すべき もので あらな け 
れ ばなら ぬ、 我等は この 觀 をの 
下に 從ホ r メ？ 々を 衆國 が解释 
し 直つ 緒 持し つ i あを 巧の モン 
n — 主義を 左のを 項 じ 明記す る 
する 0 
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大 .紐 育 一 

一を I 九 年 版 Y 近く^ 巧 

本 化が 基に 親篡あ 巧いた しました 「大 が 育」 は、 幸 じして 
江湖の 湧 < がかき 巧 評を 巧し、 をに をが 一册 残ら や れ ごな 
>主 した、 化て 本 化は 萬 一版の 內容 をを が 新た じし、 iJj おを も 
增 加した 千 九な 廿化年 版を 新に 發巧 する こご 5 なら ま-^ た、 正 
確に して 且つ 新ら しい 統計 ど 事 貸を 基礎 じして、 刻々 ずる 
巧が 『大組 育』 のを 巧を 巧 ふる じ 遺が U きこ ごを 巧して ま 
す。 衍 はを. 憤は I 

豫約 申込 者に 限リて I 

特價と 十五：^ 

發巧 後の 御 購買には 一 \ 

を價金 一を 

どを し 主した、 速 かじ 津約 御中 込みを ホ 望い じします 。 'I 

一 さ m 紐 育 新報 社 I 



貨じ 巧ら や 巧替じ 巧る やう 政 
府の方 かは ホ定 したがぶ 替を 
を 後實巧 するど 云は を。 一 

芳臂 公使 出發勘 


t 十々 百】 巧澤お 支を 使， レ 十六 
H 上 お、 南京 經由歸 巧の 窜じ 
て 支那は 问を 使の 歸 巧と 歡迎 
してを る £ 巧せられ てむ る。 


張 寧 良が 見舞 念 

〔十六 且】 張 學良將 軍は 一万 元 
を見遗 ごして な 楊 宇 靈將軍 親 
族 じ 同時 じ 葬儀 費用 一巧 
を 支！ ^ る £ 申出で た。 

若换 課長 英國へ 

〔十六 日 情 お 部 第二 課長を 杉 
要氏は^報の细くな吳大化館 
一等 書 誓 旨-し 巧 命され 後は じ 
は 白鳥 我 夫 氏が なつた。 


戶板ピ 為、 子 女史 

(十六 日】 戸 极女學 校長 ロが せ 
き 女を は 逝ました。 

一個 師團 移動 說 

〔十六 日】 白 川 陸相は 豫算巧 示 
會じ 於！ 一し 滿洲 境を 防備は ぶ充 
をで あ fo から 朝幹國 境に 巧 地 
から 一個 師國 のを 轉が 必要で 
あると 言明し じ 0 


『故 もこれ 等 剧强ご 友 證的關 
係を 維特 する 我等は、 これ 等 
列强 にして 彼等の 持つ 制度を 
この 半球 じ 及ぼさん とす，" こ 
ごは 我等の 平 巧 W 保ちを 挺 乱 
する 巧爲 である £ 宣言す も、 
蓋し 我等の ホ かと 幸福を 危機 
'じ 導く こごな くして、 これ 等 
外國 のを 治 的 制度を 兩 大陸 じ 
布 （こ 了は 絕對じ 不可 だから 
であ & P 1 八 ニ 一二 年 十二月 ニ 
日 モン-ロ！ 大統領を 書 
『我等が このま 義を强 （保持 
する こ ミは 極めてが 要で ある 
落し 國冢の 平 かご まを を 維持 
し、 我等の 自由なる 政治 磯觸 
タ」 を 體をお 持す る 要素 だから 
でを る n 1 八 九 五 年 十二 巧 十 
- と 日 クリー ダ ランド 大統領の 


敎書 UJ 

このま 義は國 際を をには ホら 
ざる も、 自己 防衛の 權 利の. 上 じ 
置かれ、 この 權 利は 國 際を な ■じ 
巧 6 認められて 居る ので あ 4 - 
この 權利 はま 權の獨 立に 對 する 
必然的 歸 おでを る、 自己 巧街權 
の 巧 使に 瞭 して、 稍 も すれば を 
め 固が 領± かじ 及ぼず こご 屡々 
あれ ど、 モン ロ！ まを に 至 h て 
は 巧國の 自己 巧衔權 をを 礎 f す 
る もので あを、 從 てこれ をアメ 
リヵの 一画 乃を 諸 固 ごの 共间宣 
言に 變 おせし むる を 得ず。 

而し てこの 宣言が 表明す る國 
隊權 利なる ものは、 威愤 、理解 
乃 ま化國 の政體 組織の 行使， 54¢ 
礎 どす る もので なく、 を 巧アメ 
リヵを 衆 國の巧 まし 置 （もので 
ある、 蓋し 則 列は 『我等の ホ 和 
ど 幸福を 危機 じ 導 （こ ご な' 
新改 巧を 轉 覆し 得 や 「アメ 9 力 
を衆國 はいかなる 形式 じ 化る 共 
斷 じて 巧る 子涉を 許さない ので 
ある n 1 九 一四 年と 巧 S 9 フ》 
ート 氏り J 

『モ n — 主義の 過 ま 及び 現 
在に 照し 一二 個の 巧 則が 現が して 
居る、 黄】 _ し モン ■ 1 主義なる 
ものは 勤 じて が 他ま義 ではな < 


岐阜 暴動 收驗者 

【十六 日】 岐阜 縣表動 単 件で 百 
一 1一 十一 名 捕縛され 一二 + 五名 収 
監 された。 

林總 領事が 警苦 

【十六 日】 が 奉 天 お 領事は 十四 
日 張 學良將 をを 訪問し 治安 維 
待を を ホし ね。 

池 旧 巧歐米 漫遊 

【十々 日】 一一 一井が 巧 甫役姐 旧 お 
彬 氏は 今 丹 箱 巧 化で 歐 お獲 遊 
じ 上 b 九月 中に 歸 朝の 営 だ ど 


ュ—ヨ ー ク春巧 


0 ァメ V 々製 ホ 增でこ ね 

上げ じ、 上院 外を 委員 會報吿 ど 
いふ 珍 記録 附で 、大山鳴動 すじ 
不巧傑 約批淮 さる、 ホ增 の相瘍 
もこれ で 下つ て ホた '0 
◊ ........ 懸案 垂 部を 解 巧し、 日 

支顆 係を 常道 广戾 しわ t 固 おを 
府を 承認ず 4 ご 首相. か 巧 澤忽巧 
じ訓 か、 訓令され た 劳澤を 化？ 
目を パ チクブ さして、 一 體曲道 
は 誰が 敎 へたの かいな。 

ク 齋藤鐵 領事の 情報 局長 
任命 說傅 はる、 が 人 小が 侯のを 
ならば 父 句 もを らう 善は なし。 


自己の 權利じ 基く を 策のを 言で 
わら、 第二 じ國 際を 法 じ 認めら 
れた 自己 防衛の 權利 ごして この 
宣言は 正當 である、 第 S じこの 
權 利は 巧して 新を な もので；；？- い 
故に 若し 一同 じして 自己 巧 巧の 
原則 ょら 一 ホを 踏 巧すならば、 
この 權 巧は 喪失して 當然 疑は し 
いもの じなる、 壺し をの 巧爲は 
他 國の權 利を 侵害す るからで を 
る、 モン。！ ま 養は 自己 防衛を 
基礎 ごする もので あを、 これは 
國家 及び 個人 じ て 萬】 義の 
法律で ある H 1 九 一四 年ち 月、 

セォ ド！ ァ •ゥ — グジ キを摄 UJ 

本 委員 會 のが ほ該解 ずるが に 
あれば， 本條約 じは 字句 精神 あ 
じ 巧 等 制裁 力を 備へ 居らず、 從 
て 締盟 乃 ま 條約參 化國の 一圃 じ 
して 假 b じ條約 違反 L たるを を 
ど雖 、傑 約 締盟 固には 何等 制裁 
お 罰を 强 要さる i の 責務を 勘 じ 
てち し 居らず、 傑 約の 違反れ 爲 
が 影響す る ものけ、 條め 違な 國 
じ 等しく 嫌巧國 をら 同樣 をの 責 
務ょ b 離反し 得る ので ある。 

換言すれば、 本 お 約は 條 約を 
反 國じ葡 して 締盟 固は 何等 武力 
をの 化の 手段 じ 依る 條 巧の 展巧 
を 迫る の 制裁 力なく、 婦盟 固は 
自己 防衛の 場を を 除き、 巧 除 的 
紛爭の 解 巧を 戰爭じ 依ら や、 半 
巧 的 手段を あじて 行 ふこ ご を自 
ま 的 じ 誓約 しれもの でぁ b 、 巧 
し】 國 じして 條 約の 無視を 適當 
ご 認めて 違反 的 巧 動じ 及んだ 虔 
を， をの 一 國は條 約の お 惠を賊 
し、 化國 をして 條約國 たる 關保 
を斷絕 ずるに まるので ある。 

本條 約は、 我等が 現 化 化 固 乃 
ま 他 政府 ごの 條 約、 協定 等の 傕 
限を 變更し 得る もの ' じ ホらず。 

この 银吿 書は、 本 委員 會が條 
約じ對 する 正直なる 是 解を 記録 
ごする じ 化 まる もの じして、 何 
等本條 約を 修正し 若く は 保留 倫 
件を 附す るを 目的 ごした ものに 
ホざる ことを 巧 じ 嚴肅じ 附記す 
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旨 午前 十 時 至 午を- -時 


F . R. IViaruyama し 〇, 

67 W. が 化 化 N.Y. 

Is しぶ 明ぶ 7079 



CLOTHES BUILDING 

"PAR EXCELLENCE" 


Y •げ O 

1 巧 Eest 巧 ni ぶ . 
Car. I 。 ぉ ng iftg-JUe た 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave . 

Bet. 80 & 61 な も Tel 巧 hone おが nt 2909 


含 棘 人 本日 

巧專滯 盤み 

てし 張 お 員 巧！) 化に 留を御 
ザけ 屆江即 は 郁ら 取を 法寸 

を 小き 足 ホき 廣ぶ 小き 巧 



お 一計 時 巧 寶屬を 貴 

會 商柳靑 




しご 旨を と 切 窺と 直 正 
椅を品 商る あ 用 信 « 確 
則恃式 一物 產± 御し 涅 
すまし 致資 おで 價廉 

引 割 四 至 力 割 ミ 

Aoyagi し 化 

1 が-巧 7 化が nd ST . 

巧し bh け in が パ 


SUES 1 H STOCK 3 M 巧 12 F WIDE 





齒— 主な 基 

自 午前 九 時： = 十二時 
自 午後 一時 H お 時 

火 巧み 板 T 贿 n ホ 時 

はへ キン ヤ —フア 
ン テ^- ン ヨン クジニ 

ツクじ 出勤 


診察 時間 
午を 一時 岳 
午後と 時 n 八 時 

愛 おお 學 * 

り': 巖本谨 ' 

'古み 比亟大 をぶ び 
少 ザ， ン 病院 教な 
自 おはか 巧 西 上が 


診察 時間 

午が 九 時 1 十 時 
午後 六 時 1 八 時 

パ： 小 栗 幹 ごー 

巧 育 ホ フク 7— 巧 探 
' # 五 巧 病院 巧務 

武ボ コン バラン ド 

お陈 おが 


ベ グビユ I 病院 度 
紐 育た 學醫 巧な 勤 

江 見 ご 一期 

彰察 時間 
每日 午を 四時から 
六 時 ょで 

夕 巧、 水、 を、 と 
時から 八 時を 


一二 ミミ ミミ ora ミ - U ; 

ぎ 受 ミた を 3573 & ジ量 I まち お 巧 

診察 懸 IU 塞 

目 巧 午 巧 九 持. 1 午を 巧 時 
ドク トか小 裝乘香 


D ’ 邮 
M •か 1 

たで 1 

« わ 到 
前れ 一 

品 

品 W 


養 察 


午 獲 一二 時ょ > ホ 時 
日 賴 は 前 巧# 西 g 

ドクト^ 

窩見當 き 


▼學友 聯合 晚餐會 ▲ 

ロン ビア 大學 H ホ、 ホぶ 腐會 
巧 ニ 辛 ニ 5 th F Ne こ 弓 k , | U . 

(ぎす adhu 互 4370 呈. 53) 
おち 第二と 深 四を お 日 化 ホ 時よ 
'當 大學皇 こさ Hallo を 後 同 おお 
を まじて 會談 ず。 校の 內外 4- 問 
はや、 日米 學 ぶの ホ 法を を ふ- 


化 S 
hi ' 

&1 

E 做 

§i 

品 


一本 

人 

凄 

巧 

お 

を 




の 


牧師 客が 繁一 
幹事 腺 崖 義人 

を 集 貪— 

日 お 唐 巧 午前 王 時 

日曜 華 校 午前 十 時 

麵職日 確キ— 時半 

斬 禱會水 巧 夕と 時半 
寄宿を 

な 匿を 倚比亞 をな 
み 下 巧を 十五み を 
ま 會を員 じ 最適 

設備 圏 書な 誌巧历 
を 瑶娛樂 具 簡易を 
堂 あち 

便宜 威 業 周旋 旅を 
ま 巧を 種 事 菜 調を 


在留 靑 を 理想の 團ホ 


f TIP ..5 ri あ ロ -B 月 I 

巧 求人 靑年を 

W 辛 9 B を 苗. す I . Ci ち k さコ 124 A 


ん 


很姊 州が 

ii 

0 

の 

U 

Y 




.ジ 、卷 

蜜 動、/ 腸 


マツす—- 

醫科學 巧 運動、！ 

灌 注、 水 治、 おお 
及電氣 治療、 某 他 
I が 育 州を 鼓 

フィ ジオン テ ピスト 

が 村幸恭 

日 曝 外 侮 H 午 お 化 
時ョ ，4* 後 九 時を 
营話前約藤上^ 


機科醫 

▼診察 時間 |足 
每目 (目 喔を换 く) 
午前 九 時- ^|も 
午を 五が^'- 
水 罹 午かん 時！ 
ホを 一時が J 

I が 4 . 


該療 I 

午前 十 時ょ V 十二 
時、 午後 六骑ょ 
八 時、 日曜が 前約 
風上 候 : 

ドクト^ i 

山 ロ 一二を 助 



內み稱 
X ホ餘 

‘醉 願 上ち 

ゴ ー チ か大を I 

ドク トか オプメ デが) 

醫學巧 古 

まを 悅彌 


日本、 支那 寶玉 
術 品、 婦人 用を： 

化 装飾品 

:闕 島ぶ 

矿 等襄術 ぉ乾觀 

昔 節 品、 ス トプ 心グ 
日本 おが 擦 


J 

言 

各み 


が 


蠻 ザ 洋服 店 
丸 出 洋藤蘭 會_ 


洋服 調證 


クブ 1 ニンク* 


ィング、 修犧等 

ミカ H 洋^ 

松 本 

が訟 ライン ラン 
六 八 


V 


切 

.0 

保 

ダ] 

0 




お 育 W を認 __ 

內な 省を 許 I 
巧を 巧大 g 巧扛 ，學 
ま攀 復習 巧卒が 
元 化る 一 

產 婆が ホ綠 


第五 巧と 一二 0 

へ クシ ヤ 1 
ビグ デン グ巧 

小 池 寫眞舘 

雷話サ ー ク八 

四 助 0 六 


稅關 事務 取扱 

國 i LiE 岂产 

Roi 7 芸 ニ 巧 夏を ay . C さ 
Tel . Bowling - Ga 臺薑 4 - 5-6 


松林が か 

320 3 an 矿 Han Av で Be 二 13-114 Sts . 
さ 一. 苦 ぎ siment ま 59 


窗が醫 木 下义心 


ゴ 一一ち. ニニ h St . 
Tel . 互 01 nt 8 骂 


新 難 魚 か 一 孤 

日本人 おきのを あ 跟山取 b おへ 
巧圳が 苗で 大勉强 致します 

I サヴォ ナ魚ホ 
呈 LUM ^ こ 吾萬 D 0 YST 呈ミ芸 ご 
2 夏 West 了 t ぎ eel Corner A ョ sterdam Ive . 
Tel - {一 ミ umbus 91 だ 



♦巧 誌 ♦巧 聞 
，^覺 室を 巧 
執を 4^ 前 九 時よ ち 午後 五 おを 


育 日本人 < 


サ 1 クグ 


玉イ I とと 去 

1 00 と 0 
1 00 と 一 


巧 論 nr 每 月 十 リ ぶが 
雜巧 一部 十 化 一 
養 7 Is こ ve . N 呈さ rk City | 


-- 

あ 四十 六 T 目 六十 f 番 

電話 プライ アン トセ 0 お 九 


を 五十一 ニ 了 n 

ニ ミー 

が 藤 
泮搬ホ 

ラ ^ なご ミ 


尋れ人 I 

(宮城 縣) 大橋武 雄 (をが ご款 

巧 平 人 (同) 佐 伯鎭雄 處島 
縣) 中が を ニ (岡) 渡る 泰姑 (を 
京 巧】 古澤 武之巧 (か 歌ん 縣) 
か 滕甚么 を (が お縣) 松 H 南 之 
吉 (山 ロ縣) 德 おお 一二郎 (熊 
本縣) 西が 巧 喜 (鳥 化縣 おお 
衞 {;山ロ縣)お甚吉 (裘縣) 
橫旧 常を (岩 手縣) を々 木淸 3 郎 
(和歌 山縣) 化 本 平 ± ロ SS 
縣) 園 上 時 愛 (愛知 縣) 来 松 
(長 瞬縣) 池 旧 巧藏吉 (熊* 縣一 
ホ ザ 深 (小 樽 巧) 大が化 造ご赌 
岡縣ご 一又 伊 度み (碟ム おみ 
勇 太が (靜岡 膝) 川口 熊吉 

をのを じ 通知を 度き 懲爱 

あお 本人 若く は 知人ょ ぶ 
住所 御 あか 願 上 お ~ 

紐 育常國 総領 ザ 館 

1 苗す oadwa ニ ew Yor 三 一 1 


化 

はも. 


力 


普び 


ホを 英文で 米国人 じ 能 < わ 
やう 簡單 明瞭に 說 巧した 
出巧ました。 巧容目ホ進0^1|^ 
ます、 脚 費 下さい。 

M 呈舌 AYA ミ呂 ， 114 E . 呈 hSt . 呈 


が 

し 


目 

占 

n 

—Ha 
111 f — 
8 
s 


成功の 秘談 

米国 ま 巧 語を 話；^ 事 
は 成功の 游一ま I です 
本校には 日本人^ 巧 
じ 慣れた 専任 端^ 敕 
師を b 恐 切に を^を 
信 文 社を 語を 致^し 
ょす。 日曜 週 目^ じ 
午前 化 時ょ b 午^ 十 
時 主で 銷 巧し 一' 
スンと 十五 她づ 
ネ H お^じ ホ 校 r れ 


t 

S 

h 

お 

8 

が 

0 

も 

A 


0 




C - 

n 

批 li 

C 6 

丄 術 

刊 Si 

お 化 S 
Y 巧 5 む 

Is 

R 


J 

wu 作 


稅關 事務 一 

まがを 地幷 じを 化 资 
の 儀 出入 モ 法に 鹏 中 
する 一切の 御 諮問 じ， 

おじ 货道載 船 貨物 連 
賃及ぉ 帆お稅 锅キ續 一ん 舶 n 
藝等 進呈す。 重要 都^ 心： 1 ；! 
ポ じ化理 巧を がし 誠 &側刖 
實 おを 御用 かじ 應 や ，』 WW 

が 厳 取扱 .り 


が い脚 
的 加 化 ’ I 

m ^ 

化 


機が 工具 製 巧 
を 勘 具 並玩其 
貴を 齒 及時卽 


松 本 


ア 


デ； テオ 


寫眞機 レ デ イオ 

ラン フシ M ド 

美術品 販賣 修理 


十五 年の 歷お ある 當 校は タ 年の 
經驗ど 新 智識を ちずる 敎 師を聘 
し 自勘車 
操 縱法及 
び恶 棘を 
の 修得す 
べき 必要 
な 機 お 的 
智識を 短 
期稱 じん 
て 景も能 
率 ある 徹 
底 的技帮 

を か 習し 是が お得を 保 疆し蛾 菜 

ロを も 巧を します 0. 



8 

0 


紐 i _ 
育 || 
案 

內 iw 

...T 

♦ ^ 

東凯 

房 加 パ 

巧 


ん 

6 

邮隨 

.は 如 
rr a 

& 帥 

8 

輸^ 

3 IW 

£5 相 

M ^ 

2 


▲通譯 ◊調杳 ◊を 渉 
◊買物 ◊其 他柯で j 
涧 懇切に 御な 扱を し 
まず 0 

I A をは 々ゴ 大學を 
ホ 業し 在米 焼に ホ 五 
年 聊か ホ 固の 事が じ 
和 通^る もの ご 禱じ鄉 

I が 育 商事 研究 巧 
I 敝寶上 i 雄 


紅ホ國 じて 發巧 せる 
新舊の 書籍と 雜 誌は 
御 注文 巧 第 敏速 じ 御 
屆け 致します。 

A を 御 注 义じ對 して 
は定 償よ b 割引して 
差 上げます 0 


婦 

人 

爽 

讓 


、 

授 


若き 米国 婦人 
H 本人への 英 
語を 巧 じは タ 
をの 経験を 有 
す 0 1 ンプ K ' 

ンと 十五 化 
每 H 朝 九 時ょ 
ら巧化 時を 巧 
時 じても 宜し 
U 喔 日は 一時 
よ-*' 四時を 


絕船狗 用を 
船み を 巧 お 
か 洋を雜 皆販資 
輸出入 お 關手績 
諸猜物 運搬 取扱 

遠 藤 小 乃霞會 


至ち を ♦1 ミ！ 1± 


ii 

巧 

の 

跨 


醒 

午 

よ 

辛 一 
用 
お 
を 


紐 育を 命が 險會魅 

S 木を ま 

雜保險 


zew YorK でを I 日 田 UManceco 
巧 IChamber か Sr 2 ewY ミ keity . 
phone . Wo ま h 22 里 


曾 おノ巧 こお 掛ヶノ 街 > 必イ 如 
御 自をノ あぶ ピ定 話を « チホ W 
妨ヵ >1 巧キ下 サィ ♦ 

だ ♦•♦■ V ■♦巧 


/L 

f/f 


昭 

巧 

四 

年 

•- 

巧 


九 

曰 


语 


溯 


育 


输 


第 

一 

千 

を 

百 


號 


昨年度の お 超は … ：… 

八 年な 來 のち 額に 

をの 移動は これ >こ 逆 じ 入超 期へ 
了/リカの 輸 おが 膨！ した 跡 


まる 十五 ロ 附 をな て ァメブ 力 
一 商務省 かを 去した 千 九な 二十 八 
- 年度 じ 於る ァメブ 力の 對が 貿易 
一一 內譯 じょれば 

:輸 おは す 九 百廿年 巧の 戰 
を 物 促 ィン フ - 1 シ 3 ン 時化に 
がる 八十 ニ 儀 r 千 八ち 万 弗の 記 
おじ ホぐ の 長 巧 じして 五十-億 
ニ 千 化ち 十一 ニ 巧 ニ 千 巧、 これ じ 
反し 徐 入は 千 九な 二十と 年 巧の 
四十】 億 八 千 四百と 十四で ニ 千 
弗 じ 比して 物 俄 下落の ため 九 千 
四な 八十 一巧 ニモ 八 百 九 がをお 
々して 四十 樹八辛 九な S 十万 弗 
じ 達して 居る、 舌ら じこれ を國 
內の狀 おじ 巧て なる じ 昨今の 大 
さ 生 產な巧 品夥タ S ' 傾向は 塞ら 
なく、 これを お 錢業じ 就 css 
じ 昨年 閲 期ょ b もて 場 動力は ニ 
割を をし 居 6、 デ、 P キト 巿じ 
がる 自動車 工場の. 

就 働 員 も 一二® をを 增し 

建築 エ萊も 昨年 ど 岡 おじ 祀 しく 
手形を 換髙も 巧 ザょ ら增 、木材 
ホを が 昨年 师 巧ょ b 巧臧 々して 
居る こどは 堅官 なる を 達を 物語 
，るら のじて、 一般の 購買力 も滅 
一一 退ず るの 化 も。 く 一般 じ 健を。 

- もを 建が 期待され て 居 4 が、 こ 
ザを 酱外賓 易の 方面に 拼て觀 る 
わ、 最も 願 著。 る 爭寶け 製を 品 
巧 販路 腺 眼に して'- が ザん 二十 
帯と 千よ む 五十 万 巧は 一十 ニ 億 
里 千 八 だ 巧 巧 ごなら、 自動車 輸 
五な ニ 千 五な 万 巧 じな すべ 
一. 

巧國お 諸を菜機械^^!?,こ 
億さ丰 おけ nl 十万 巧 銷^ 製造 
おか 一 低 八 千 四十 巧 弗、 度 業 磯 
がは .1 僚 一千 四な 六十 万 ホに 及 
ぶべ 一'、、 をの 他 これな ドの おじ 
がる；^ ホ おは タ种タ 巧 じ 直で お 
るが， 輸入 お 方面— て 最も あ 力 
なる すのは 巧 巧 お、 刚心ホ 奈、' 
か拂 、ゴム、 紙 類 等が 重要なる 
部を を 古め て 居る、 輸出 貿易の 
顯 著。 だを 度は 即も 阐內蕉 巧の 
進 ホを 裘書 する もので あつで、 
同時 じ 昨年度に がる 輸出の 靡 進 
は 購買 熟の 經濟的 基 あがを 固 じ 
なつた こ ミを な莊 する もので あ 
る、 綱て を 塊の 移動 方が を 巧る 
じ镜 おは \ 昨年の ニ 億な 四十 お 
巧 五平 巧 i 1 躍 お 惊六千 お + お 
巧 九で ホ じなー 居る こどは 

注目に おず ベく、 輸 人は 
これ じな して 一昨年の ニ 億と な 
お 十一 ニ 巧 おず 棘が！ 億 六 千 八を 
八十 八 巧おモ 巧に おかして ゐも 
ホら このを 趴ぶ 出な 一昨年 のん 
巧ょ b 始まり 昨年のと 片じ をの， 
絶頂に 速し わらので、 これが 影 
嚮じ 就て は 經が界 にも 補々 と議 
論を 惹起した あるか、 こ 
のか 出 期間 じがる ホ爲 をは プレ 
ミ アムで あつ.；： f から、 ア メリク 
の 國礙货 借 バランス’ の 不毕衡 か 
ら 生じね 巧を ごみみ 斷 やる こご 
一け 出 ホ a い譯 でめる、 更らじ 巧 
~ぉ 省の 巧吿 はこの 問題に 關聯し 


て 『アメリヵ $ を利窝 ど おじを 
のを 出が 停頓して 巧て 化 入狀態 
じ 巧 あした こごは 注目 じ 化すべ 
く、 巧 じ 巧が 國の 巧み 

出超が 一外 債 引受けの 减少 
と あんど 期 fc 间 じく してち 進し 
つ、 わる こに も 注目す V きで あ 
る』 ご 述べて 屠る。 おみに 過 ま 
I ニ 年 じ 直輸ぉ スの變 化を 見る じ 
左の かし 〔を 古ら 輸出、 輸入、 
出超の 順序〕 一 
- 化 二八 年— 

五 •一二 九 •ニニ 一 T OQO 
四 • 0 八 九 •九 H 9 OCO 

一 • OS 九 •ニ 0 ニ • 000 


九 ニと 年 —— 

四 •八 六 四 •八 0 五 • 
四 • - 八 四 • m と 八 • 
六 八 0 •四 ニと* 
九 ニ 六 年 —— 

四 •八 0 八 •六 六 9 
四 •一八 四 • S と 八 • 


至 ニ 

- 八 ニ 

を 

ニ 一 五 
ニ 

八丄九 


財界の 動き 


一二よ と •とと 

更ら じこれ 等の 逝去 S 年 じち." 
をのを 動は 左の かし 〔順序は- 
揭表同 樣、— は 出超、 + は 人 i 
を 意 ホす〕 

一九二 八 年 —— 

五六 0 •お 五 九 • 000 
一六 八 •八 八と • 000 
一二 九- •八と ニ • 000— 
一九二よ 年 —— 

ニ 0 1 •四 五 左 • 000 
ニ 0 よ •五 I ニ 五 • 000 
丄ハ •と 九 六 • 000+ 

一九二 六 年—— 

二 五 •よ 0 八 • 08 
ニ Hi て 五 0 四 • 000 
化と •主 化.！ ハ • 000 丄- 


出 中 首相の 首增で 設けられた 
■ 經終審議を，；5國際貫皆な善の 
諮 方策を 答 中し じが、 をの 中 
でも 見る べきら の ミして を 解 
禁の化 進を 巧め どして、 が 外 
邦人 事業 投資を め 化'」 關し見 
るべき も 知かタ t 、 切 をの 
I ニを 摘記す わ ば 
〔第一〕 金の 輸出 禁止は。 るべ 
くを じ- れ をが 除す る こど、 但， 
しこの 嘗 施に 當 b ではを 融 上に 
激變を ホせ しめざる 巧 意を じす 
ご、、 も」、」 巧內 化を 業に およ 
ぼす こご あるべき 終 響を 輕疯ず 
るた め適當 なる 巧 摆を讓 せられ 
んこ i を ホ 學 ず、 截 かず 替 ^^恢 
復 をを をはから 國陪 貸借 巧濟上 
の 不利 盈を除 まし 取引を をを じ 
しなて 齒民 經濟の 基礎を 塞圃な 
らしむ るた めじは 罔 到なる 用意 
ので じ U るべ く 速 かじを 輸お解 
禁を實 わする の 要 あ b ど 思 ふ。 
(祭 ニ〕 爲替敦 巧に 掛 する あ 利 
資金の 化 給を 澗澤じ t 巧替 手形 
の 期限を 延長せ しめ、 かつをの 
支店、 出張巧^:^でをち設せしレ 
る こど、 輸出 貿易を お 典す るた 
め 化 利なる 爲釋 資金を 一層 潤 深 
じして あまねく 商工業者 をして 
をの 巧 益 じ 浴せ しめ 特にが か 新 
販路の 開拓の 盛 合 じついて はこ 
れじ 資する ため 一層の 使を を與 
ふる 必要 わ bvj 認 わ。 

〔第 S 〕 海外し わける 邦人 事業 
の 投資 わよ び お 外 化 商業よ b 生 
やる 刺 益 じ おしては 事業の 性質 
をち 慮し 靴稅 をが をす る こピ、 
巧ん よたは が 人の 統卸 营理 t る 
故人 かお 外 じ おいて 事業 じ投贊 
する じよら、 i たは 邦人が が 外 
曲 菜 化 じよ b 盤ぐ る 利益に 對し 
巧 地に がける 課 稅を適 當じ臧 免 
す， るは ニ 蛋課稅 の 負 擔を緩 かし 
邦人の お 外 お 展を凝 脚オる 上に 


i 


望み薄ぃ 金輸 解禁 

預金 利上げ じ 傾き 短期を 債 繁忙 
民欧 黨决議 ミ經濟 審議 答申 

ま 京 特笔+ セ日發 = 金融 緩漫は 稍々 引締 たが、 金輸 解禁の 望 
み も 薄く U つたので 銀行 預金の 利 下說が 有力 どな b 、 を 雜は短 
期を 償 證券 じがく 傾向を 出現し、 興業 債券 9 如き 賣 おし £ おじ 
お 額 ど。 つじが、 民政 黨 特別委 員會は 議會を 前にして を輸 解禁 
測 巧を 决證 した。 

おいてを のを 裝 巧なる もの あら 

乂 露む。 

〔第 四〕 か國 人ん 渡 ホを をから 
しむる ため 名勝の 化が、 ホ テ 
の 增設 をの 化觀ホ 視察に 徑宜 
なるべき 諸般^ 施設のを 備を 
る こご、 外-^ 渡 巧 誘致の ホ 策を 
講ずる ：^んがの國精をが外に紹 
かし、 巧 外齒民 相互の 理解を 巧 
け、 延いては 威際收 支の な 善 
寄 輿す る こころず からざる べし 
ミ懿^0 

賠償 對策 

金融 王 愈々 お 馬 

.ぉ 号 ザ 報の か''、 アメリカの 國 
際 巧 金融 王 モ^ガン 氏は 愈々 ホ 
月 中旬 頃を おて 召集すべき 載獨 
賠償を 會讓じ 出 巧と 决 し， アメ 
リカ 側の 

巧 か 江を 員は ォ ー ゥ玉ン • 
ヤング 氏の 外、 ラモント 氏 等 も 
委員た るべ < 聯を國 どして はャ 
ンク 氏を 委員長 じ 仰ぐ ぺく不 H 
正を の發 おを 見る じ 至る であ 苗' 
ぅが、 探閒 する 所に 依れば アメ 
リカ 側で もこの 際を 良 I 致して 
國 隙が 界 の難關 である この 大問 
題 解み を 期し、 が 大統領た るべ 
きフ ー ゲア ー 巧 も 非常 じ 乗氣ど 
なら 積 株 的に 問題の 解かを 期待 
して 居る が、 アメリカ 側の 意見 
としてけ 先イ 賠償を 額 及び ま拂 
期限の 制を を ま 張す る じ 至べ （ 

物 ロ m 巧 償 巧を 查が 放棄し 
支 拂を额 じして 佛獨 のま 張 一致 
す n ばま拂 が 限を 化 ニ 年 程 巧 ど 
し爲替 のをを を 待 もて 產業鐵 道 
公債に 轉検 して 聯合 國の戰 時 負 
憤み 濟を肋 < ベく アメリカ ボ場 
の 願 係 上を 遙 直を じ獨逸 大借欽 
の發 わじは 反 おして 居る 模樣で 
ある。 


東京 特電 十 セ日發 

甲 州 系の 重役 脫退 

富 ± 製紙 會 社の ザ 州 系 重役は 
皆脫 あしお お 銀み 郞氏肩 化ら ど 
な 6 。一一 

率^|がに磯張を計畫 
大日 本 製糖の 販路 擴張 計蠢ば 
れて 妙^ か祥 販冒頓 坐ず。 

造 範界は 頓に活 化 

船を^ <繁 にを ホし を 造船所 
何れも！ 百年 じ 王ら しき 注文を を 

ミ 居す 

人 W 师の 影響が 來た 

巧年^^んホ糸輸出は五十四巧 
し 千 後 前年ょ b ミ万隹 近くち 
柿 一した.^ を 額は 八 巧方圓 おみし 
心が を 絹矮 達の 影響で ぁる 

靜#采 取引所 解散 

- 報の 姑く 靜岡 米穀 取引 巧は 
愈 溶 普决定 した。 

が^ 信 巧 ご 配當减 

を拽信^は諸會祖が配當を滅 
じた 切め-. I 十二月 中は と 巧タ圓 
しか一。加でな.£>った0 


ロ 羞帳巧 ミ 金利 

を 疫電 ■一-八 曰發 U 發巧高 十一 
億 六 ミ . i 巧圓 、樹 限外 八 千ぶ 
百で 圓 5?一|33 高は と 億 一二 千 六な 
巧圓 、ぶ 物 四 唐 よら 一 錢一厘 
結績手 W 心が よも- 錢ニ 旗。 


爲曾 か 目先 軟調 

一' 日 _ 本. 銀 巧 藍 脅 役 着電' 
〔十二 ロ 苦 年 ホ 資をま 随順 誠 
じ回歸 、而 f 季節に 目 ぼしき 資 
金の 移 おが 料 もなければ 、金融 
巧 場 巧び おがの 緩 潜 情勢を 呈し 
コ ー. ^ を 泡 巧旌ご 前年 同期 じ 比 
し 五毛. ぷ受 値を 示せる を亨 け、 
ぶ 憤 引 撰き 好調 リる も、 株式 界 
艇ぶん 振、 期 米は 漸落、 綿糸 
来棉 這に 稍を おす、 生糸 刚 散、 
慧 ：： 對支 問題 ホ 解 巧 及び 入超 
等 レ i すられて 目 化 軟調で ある 
i 青 円 
巧 描； 券 發巧高 】 •ニ 九 0 
鮮^ 巧 S 八 
一 船貸附 ぶ ニ 五 
外 I 爲 替貸附 一四 
東 ホ 物 憤指數 

ニニ 九 •と 五 (一八 一 •ま) 

呂离 

十 f 一 で 中 輸入 ， 一九 化 

輸出 一と ご一 
- 义巧卞 手 おを お 高 

百离 

_ 東京 ニ •と 三 ハ. 

I 大販 一 •九と 0 
徑を at け 勘定 (一巧 四日 現 化) 
至が 太 吸 巧で内 

預 がー To 化 六 一 •一一 宅と 
貨出 To 化 S 一 •のとと 
コ 玉 ニニ 置 0 
をが 一二 0111 1 〇 九 



新 古書 籍販賣 

バック ナン バ r の 

嫌 誌、 を雜誌 類の 
新 注文 等 化て 进を 
御 化 あを します 
.卒 御用 命 願 上げ 
一ず。 

奥 村 書店 





巧 六 巧 

£目了 四十 四 
曲目 T 五十 巧 


DARUMA 

け 1-6 化 *ル 

Tel. Brfint 3859 


SHOWA 

巧 We が 1 的 St., 
Tel. Clarkson 0981 


Wing 陆 n だ Low 
Chm が e Restaurant 
お邮が way ， N. Y. City 


Quang Gan Low 

Chin が e Restaurant 
112W. 巧 thi 化 City 


City Hall Tea Garden 

170 Nassau St , City 
Ne がわ か。 Tr 化 une B!dg 
Loo Lm Manager 


KWGYO & P 打 拙 OP 

IMtrORTEKTO ^ — — — 

GOLDFISH & BIRDS 




O- 


動 其 力を 
物^ ナ趣 

奶おヤ 魚 


T 0 Y 0 KWAN 

41 じ 1 か h St 

Bsf • が w 巧 & 4 化む e. 
む i. Algonquin 8788 



TAIYO 

1 が We お 的 化が . 
Tei. Trafalgar 00 が 


College inn 
31 郎む oadway 
Bei. 巧 3rd 左 巧 4 化な s. 
むし Morningside 74 巧 

巧す ミ 日 
ま a 驾義 マ醒 
午 午 ィ及 
前前 春 ± 

fill 

^ 園 ^ご 


UUWAYAMA 郎 . 

— 1X4 E- 59th 
New York City 

Phone. Regent 器 妻 


Japan 

け 0 化 化 i) Co. 

1 如 W. 脚 h 化 
Tel. Endic 加 97 お 


曰 
本 
巧 ホ 


I 


q § 段別 枢白 

食纔 

邮 

。-? 觀 



KATA 6 IRI BRO^S 

224 に 5 か h St. 
New York City 

Tel. Re が ni 34 邮 -3481 



IKUINE 

Hotel 在 Re が aurant 
313 化け 化な . New む rk 
むしむ huyi が 巧 W 
Cable Address 化 Ul 化 


牛 おと 

巧 魚 > 御 

ず 料 

4 ® 



44 W. 46 化 St. 

Tel Urn 巧な e 6411 


The To か 0 Co. 

140 «r . 化れ 化 
lew Terk City 
Tb し TriWg" 6 刷 



DANCING 

411 W.l 巧 th St 

Te し CaHiedral 4408 細 . 3 


庵 桂 米 日 


Kawasoye Hotel 
1 巧 . Wes り视 dSM. 
Tel. CathedraMSIO 


御 

旅 

舘 


河 


添 



oMI/aKo, 

340 W • が 比 か . 

Telephone: 
Columbus 说の 


( 醒 日 • 水) 司壽ゎ 


\ 


魏 H 十二 昏 お. 千 一 第 


巧 bf ぶ微 HUP が 城 m が 


【日曜： h 】 


日 九 卡月ー ザ 四和昭 


マ矣 J 燒 

ホ じ 御が 理 



會應御 料理 

• 昭 が 

特別 紹 日本 巧を 新設し チキンの 
水 案を 始めました。 チ モンの 水 
煮は 一二 時 巧 程 煎 巧ち 話 巧 ひます 


を 棟の 御 嗟が じ 適 ふ 
樣な美 ホの 御 巧理を 

蘆義 

致しまず から 績 々御 

ホ ホを 巧む ます 

0 、嚷樓 

隨揃 ひの 5^ 理人數 を 
が 日本人？ 8^ ちの 嗜巧 
じを する A 理を差 上 
そ。 朝-音を 開 巧 

(百サ 五 T 目 サブ 
停車 舊の 下) 


まが 巧理 

が 廳莱園 

司 人な 蓮 
出勤の ホ じは 畫巧 
の 巧 使 谢じ備 へ 巧 
巧會 ホ^-巧 巧 じが 
中べ くぶ 閒巧キ 巧 
す變 わ-! 願 巧な 
が 上 御を 內申上 お 

支那對！^ 


R 化 
F い M 

端 

H 邮 

N 5 

urn 

点 


薪 あ 巧 


本 樓巧理 


腺 前を 揮つ て 日本人 
諸君のを なじ 適する 
巧 理を差 ふげ ますの 
; のな r 


人 歐廉が 
人 


で 第と おのな 二十 六 
T 目の チヤ プ マイ £ 
云へ ば 直 全日 本人 お 


君 じは 巧 ふ 
隱 して 盾 主 
巧ホ繁 々做 
希 上ます 

± 、目 巧 立 

か マィ、 盛 

i ず 


程が 評を 

す 0 

ホ ホの 程 

ー資 頭* ン 
巧が あ* 


ザ 上 金^ 

芸货 皇 ilye ; す W 」 Y ミ k 妄- 
さ i Circle 9^38 


高等 御旅 絕 

東が 舘 

會席御 料理 


御 料理 葬 t 
太 

霉司每 日 あち 主す 


陽 


レヤ トル ^ 

NP 旅館 

W 累—ま h Av タ WO* weattf Wash. 
巧を 巧 前を まご IT 左側 天 階を 
甘 本 巧 船 切なな 圾ぷ戶 場を 迎 


日本食 料 晶類义 び 雜貨類 屋小賣 

I 目 

告之 ま大賣 挪 桑 山顧會 
巧 巧 書籍 雜誌 小間物 日用 日^を 種 


紐 育 唯一の 日本 旨^ 店 

片桐车 蘭會 

スマ ドン •プロダクツ I 旱巧巧 元 


養 さ ird Ayr 

ジ I’p 空 a 巧 ニ 


木 旧 ル ング 

1 00、 ザ d iive. 京 t. 59 & 基 さぎ ま h 
ジ是 h 呈 e Re 巧 nt ま S 


御 下宿 喜樂 

元 黒 瞬 旅館 奈 良直藏 
臺 舌を St., す ook 享 N. Y. 
ぎち a 置 e 黄 ニ 


ス テム じ！ ト 

户ツ トフ タラン ニンク 

邦人 クラブ 自由 亭 

58 S ミを 班. Bikly タ N. Y. 
を. 夏を ニ 4 な 


▲淸 巧、 親切、 お 築 =1ニ德^ 

勢州舘 

伊# 事 佐 久巧ま 巧 

沒 ひ 因. 赛 を strst 

Tel. Re 巧 nt ちち 


培の 蒲烧 おいしい 巧筑 

會雁 御料 巧 

晝 食は ホ廣へ 

叮喀巧 便 まが 大勉巧 


割 煮 並に 御旅 舘 

. か 0 佐， 巧 

与 お 兄 ホ 

巧ち ホ 苗 八十 八 T 呂 一二 ニニ 
« 活ス 々イブ 1 と 八 ニニ 


日本を 巧 お 

日本 緣巧巧 
ちな 巧 誰を 


每タ九 麻を を ま 
メ 1 グ r ドレス 〔年-巧 

東京 巧會 

ト タンタ 巧ち ます 

をを の 鼓 あら 


住 田旅龙 

館 まな 巧キ * 

呂 0 で S ニ 害 穿 ま t_ ぎぎ y ミ 己 養 一 

： _ : 1 —— 

一力 旅館 改め 

帝 國旅舘 謀 

_ 146 W. 量 h St. Newl Y 置 
I Tel. を squehai B が 0 

紐 管 旅舘？ 争* 

ピま 四十 T 目 ニ 巧 ニを 
Tel. 星 edenia 雪 4 


レズ トタン 卞 

ぶじ ボー デン グ 一 
满 物ぶ 巧 除 照じ預 ら寸す 

【島 里 

181 三軍 d Ave. Be 二言を こ 0 




ボブ 寸ン巧 

d± 旅 舘大浦 去 お 

1 ま I W ミ 養す 『 St . ミ sion 111 一 as 产 
Iel .8. B . 舍 75 


費^ 鄉旅妃 


桑 山淸ぉ 


蘭 


408; ぎ 量 9 th 芭 •さ 量 昔 hta Pa . 
苦. ミ 量 ニ沒 1 


桑 港 


商 菜 一言 域中必 、療 領事 乾！、 S 本 
郵船 ぷ 化を 巧 大會社 近 巧 巧 


T パ ホ 束 


巧 お 本を (時 別間 ぁ-:^^ 

御 i す崇 自動 单 おお 迎矿上 候 
rnia 資 ： San Francis 写 I 


がぶ 4 
n 巧す か 
6 ニぶ 韋| 


P 


アン •み ル 

ホ リン ピ 


ニ ； N 芒 n す tlsst ; LosAn -Gai 



舞踏 個人— 
►赴を ダン， ▲ 
▼を ぉホ 操<^ 


了 寧 
親切 


を 

朝 十 時 f 巧 十一 時 

シャリフ •ダン シ 

ング 帥範學 校卒裝 

上が タマ 


巧 話 ブラィアント 

を まぶな 四廷ま 

4*** TT 

が 一一 看 二焉 

が 育 ホ 面 旧 十 巧 T 目 
ニ I 下 二八 委 二階) 
と PA 舌ち RMm 呈こ再 養 
1 ニ， ご 8W を 室 h ざ N. Y.C. 
Tel . ずち 皇芸ぶ 


巧 面目なる ホ 載 同胞 じ » 寅 
なる 该菜ぉ 周旋す 

宮川 事務所 

紐 育巿西 四十 ニ 了 目 百 ホ 一 を 

を グ ブイ r N ト とと 八 お 
活 フライ アン 义完八 


を專司 巧當巧 注文 じ應 じます 

木が 屋 

當をサ 桐 巧 會氣付 
を 話，- ミ？ 八 五六 八 


淨溜 璃ぷを 日， In 

ご康 線を 稽 

御 化しい 餘 暇じ柯 S も 言への 
淨瑶璃 の 趣 ホを 御 賞玩 被 遊 度 
皆 樣の御 巧 遊を 歡迎 致します 

骄澤ま 王 

ニ 8 ニ 8 W ニゴ hwt . C さ 
ジ广 UnWe をぶ 夏 96 


化が お 卸ち 

五味 商會 

3 E . ニ th 單- N . y . 己な 
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禁酒法 布た て 

早 や 十 年 か 巧 日が 經 つた 

政府て 公ぶな 調を を 


♦ 1 千义冉 廿^ 一巧 十ろ 
H を迎 (れ巧 まは、， 一れ でを 米 
禁酒法が 布 かれて 下が 十 周年を 
迎へ たわけで ある、 酒を 中必じ 
して 右 奥、 左 奧の對 陣も义 しい 
ものであるが、 柯ん のかの ご議 
論を して 居る 禪じ十 年 S いふ 月 
日は 早や經 つたので ある、 をの 
十 年 目 じ、 太 西洋ょ b が ゥ玉ッ 
ト である ビ云 はれる ニみ ヨーク 

巿 じ、 蜜 察が 毒酒 征伐に P てゐ 
るの も、 神様み 惡戲 であ^^ぅ。 

♦ ........ 戰 が禁洒 法の 實^ から 

一足飛び じ 全米 强制禁 あ 為 か 政 
界の間 題 どな 6、 禁酒の 尊は 恐 
ろしい 勢で 全米を 風靡し^、 邸 
も 千 化な 十六 年の 一月 十お - H 、 

ネ プラス々 州 會が禁 傾に 範 ■ 
合衆國 憲法の 修 化を 5^ ホし 
とじょ^、 をじ禁お派は亂 
j 奏して をれ から 十一 lln 後に、 
患を け 管 施された ので ある 

♦ 禁酒法の 總帥 はこ 十 
周年を 迎 へて たのを 磯會 ごふて 
『禁酒の かょ 長 かい』 ご視 
議會の 禁酒 おは 『巡 去 十 年の み 
& らホ 禁酒を は 永遠の 法律で^ 
る」 ご演說してゐる、 岡時じ*4 
ホの お 禁酒 巧盟 では、 禁酒法の 一一 
勵巧じ就て單じブ1ト ンボーの^ 
みを 所 罰し、 酒を 買 ふ 人間を 所 
罰しない のけ お 違て & る、 需を 
あつての 供給 だ e いんので、 ムユー 
後飮涯 家の な締 法を おす ごい ふ 
運動 じ 着 ホして ゐ る。 

♦ ごれ 間、 フキ ラす 少フ 

十 ァ の或る富豪が 、 ブ ] ト レ ダ 
— から 酒を 貢つ じ廉で 四な 幾 巧 
の 罰金に 處 せられた、 をの 隙 巧 
事が 下した 巧 巧が 甚だ ふる クた 
もので ゐ る、 曰く 被 吿か洒 お 買 
たこ どじ 罪は ない が、 をの 酒を 
ニュ 3 — クじ 速んだ こぶに 向て 


罰金に 资 A 


ずる、 ごい ふので ある 
がる じ 被吿侧 では ブ 1 トンガ 
が 旣じ狂 罪 どなつ た 限ら、 買わ 
ホの 罪は 宜然 消が した ごま 巧し 
^ て 居る、 酒で こんじ や < を 造る 
擒な 話で める。’ 

♦ 11 當化夕 巧 テ レグ ラム 紙 
が 調査し わ 巿內の 毒酒 誠べ じょ 
る ご驚< かれ 化を 八 厘までは い 
づ れも疆 酒で あつた、 昨今 この 
滞の 惡 酒で 鬼 巧と されて 居る の 
は* ィ 1 スト サキ ド、 プ ルツク 
リン、 スタ 无ン で キラン ドの 一 
ぱい 二十 五 他 式の ゥキ スキ ー で 
あるが， 驚ぐ こごには プ n — ド 
ゥ 王'— 筋で】 矿い I 巧を 徵 する 
ナんト •ク ラグ じこの 補の 惡酒 
がを いこ どで 扛る相 だ。 

♦ - の 藝酒法 十 周年に 當 

b 、 ジヨ 1 ン スー •ホプキンス 大 

學の ヤング 敎授 一巧、 クキ A ツン 
氏の 強制 禁酒法が 掛を 吏ら じ議 
會が一 磯した 當弹、 ゥキ术 ジン 
氏が 彼に 物語ね 一ぶ 葉を 化 じ 紹介 
して 居る、 曰 < 彼等は 實じ 憐れ 
むべき 虛爲 をで あを、 彼等の 化 
下 室 じは お 類が いク ぱい 積まれ 
彼等は 禁お をを 信^ない のじ 運 
動 履の 手先き どな <!；' て 居る じ 過 
一ぎ じい、 ビアと ヮ ホンを 許ず ホ 
がァ乂 リカは 遙かム ず 全で ある 
ど。 ーーー 
♦ミ：… 禁酒を 布 か 恥て 十 年、 
高い わを をせ しめら がても、 惡 
翁が 橫巧 する 時代と たつね、 フ 
V プァー 新 大統領 はん r 巧の 議曾 
pi を 正な 第一 ニ黨 のを 旦で巧 命し 
禁猶 法の が果是 巧を， 孤査 せし む 
ぶこ ど^なつ た、 寇が 出る か 能 
:一 出る か、 この ごころ 一一 左を 兩派 
がを ひけ、 又も 化閒を 騒がす 

こて」 でを らぅ。 ち 



澄 宮殿 下が 轉發熱 

扁桃腺炎 てこ r 暫< け 御が 學 

を京がを十セ日發^第一ニ王を澄を|8^ドじ？1將ホ陸軍お1御志願 
遊ばさるべく 目下 學潛院 じ 御迪學 中で あるが、 昨 H 校 
發 熱の ためじ 早引け 遊ばされた。 最 みは デフ ブリアの 
昨 十 ホ 日 じは 御 熟 化 化 度 余に 上 b 今^は 稍 おょろ し < 化 一 
かじ 下つ たが 御恢 なをまで じは 相當 6一 時 H を 要すべ （、 

の拜 診で 扁桃腺炎 である こどが が 明し^、 澄を 氣ド 御發^ 

じ 接し 給ん や 御を ちで あんき 太后 經 ドでは 深く 御诊念 遊^ 
アィス クリ ー ム 等を 差遣は された か 親で （御 病床 じ 御を 省 遊ぶ 
されて 御 看 謎に 御 余を なく、 尊き 御 母を のを じを 侍は 感 把して 
居る。 \ 

r 、 i キ— ，に 谁 されて 一 

臨時 俳優 泣 面； に 蜂 一 

會 社が 費用 節 鈎ぶ 雇 ひを 减 じと 

昨今の 巿內 はお 末の 小 活助寫 
眞巧設 おじ 巧 つても。— やフォ 
ツク ，の 連 锁經營 から トーキ I 
や サゥンドの 設 確が 出來、 

發聲 活動 寫 眞の黃 ぉ時化 
じ 入 巳. んピ して 居る が、 昨年が 
じがる 映 巧の 王 都 カブ フォグ こ 
ア她の パリ ウッド お 影 所で 雇は 
れた エキストラ、 即も 臨時 俳優 


は ニな 八十 一二で 八 千な 一一 一十 ホ 巧 
じ對し 昨年は ニ 良 惦 十六 巧 九 千 
，とな 十一 弗 じ 

减少 して 居る もの 1 1 人 
當 b じ 勘を する ご 昨年は 一昨年 
ょ b 1 日 化 五 仙 ホ 腺 貴して 一巧 
年の 一 H 八 弗 五十 九 化は 八 弗 九 
十四 仙 どなつ て 居る、 而 かし 昨 
年の 雇 総 歎は 二十と 巧 六 千な 五 
十五 A で 一昨年の S 十三 一万 一二 百 
九十と 人に 比し 五 巧 四千 二ち 四 
十 ニム ご'、 ふ减少 、巧て】 日の 
平均 も 一昨年の 乂旨お 入が と 巧 
五十 ホ 人 どなち、 この 中で も大 
部 かは 巧で 女の エキストラは 三一 
割 ニみ、 子供が 一二 かとい ふこと 
じな つて 居. る、 さて 働いた 數 か. 
ら巧 くご 前記の か （一年 休みな 
しの 二人を 除けば 

一週 じず 巧 四日 半 働いた 
女が 二人に 巧が 一 人、 四日 半 巧 
の 女が 一二 人 じ 巧が 十一 人 、 IlIH 
ず 巧の 女が 十五 人、 巧は 四十 ニ 
人 ど あち、 二日 平均の 巧 女は 四 
巧ち 十义人 このと 割 五を は 立 
派な 着物を 着用し、 たぐう ろう 

ろ すれば い {五 キス トラで あつ 
た 相 だ、 さて 柯 を 斯 く五キ スト 


化なる 光景を 
を 訟衡中 じて 
じして プ—ズ - 
公大 將 のか 巧で 
ブ ー ズ司 A 官ご 
•キン ズ將 WG 呼 I 


み、 目；^ を 巧ぎ 
メ 9 力 巧 巧み 官 
_ぉ ど 反目して 居 
アン ゼリン ■ 

司み を 化理ヒ 
が 高くな つて 


居る が、 元 ホが >1 ズ 家の 横暴 
じ 憤 減す るな 葡 一^の 勢力 强 くを 
てヒが ンズ普 お 护後繼 がち 力で 
あるが、- ホフ- トズ 乂將侧 はこ 
れを 法廷の ずる 意 氣を示 
し 居 b ザ！ ズ 寺の わを 騒動は を 
あか 軍' 方 磯 能 作-一大 影響を及ぼ 
す 模樣ト ある。 一一 




東 ま 特電 
服 部 傅 ± 會議へ 

〔十八 日〕 服 部 搏± は 德川義 親 
侯を 间 伴し ジア バ じがけ る 化 
太ず 洋學術 會議ホ 席の ため 四 
月末 東京 出發じ 巧し わが 兩氏 
は 聖上 御 研究の ために 生物 學 
じ 願す るが 科を 造 集す ると。 

損失 補償 一億 圓 

〔十八 日〕 『震災 手 お 總巧算 の 
おを 日銀の 損失 補償は 約 一億 
田で をる が 今後 も鐵重 じな な 
てる』 ど S 主藏 相は 聲 巧した 
尙ほ 昨年 ホ 國債總 額は 五十八 
億 凹、 內國 債は 四十 一二 億 凹で 

ある 0 


ラが お 少した かどを へば、 をれ 
はム r 年 じな つて 日の出の 勢で あ 
るト ー み ー じ おされた 結を で活 
颤慕 眞會社 ごして は 

費用の 上から 觀ても ホ だ 

海の もの ごも 山の もの どもつ か 
ぬト！ キ— じぉ瘍 大勢の 賛裝な 
ものは 出々 の ご あら、 高 懼なス 
ターを 雇 ふわめ じ 随時 雇の 頭を 
節約した i めでを るが、 けれ 共 
ト ー キー 時化が を々 根を 深 むれ 
ば 日なら ずして H キス トラの 黃 
を 時化 も 巧び 出て ホ やうと いふ 
もの だ。 


の收 入は みつきら ど减 少し 一一 週 
五 H の 割合 】 年中 働き 綾：^ た 

幸 巧な 五キ k トラは 一巧 五 千 U 
の 臨時 佛廣を 通じて 巧が f 人、 

ホ か 一ん どい ふ狱 しさで ある* 

これは 去る 十六 9 所を なて 映歲高 幹部は 更らじ 十四 U よ 


救世軍に 

わ 家騷動 

ブース 大將彈 劾 

旣 巧の 如く 英國じ 本部を 置 （ 
救 化 軍の 最高 軍部 會議は 目下 ロ 
ン ドンで 進涉 中で あるが、 髮じ 
現總 司み 官のブ ー ズ大將 じ辭職 
を勸吿 した 最高 評議 委員 會に勤 
しを 體病 親の ブ大 おぶ 健 氣じも 
これを 拒絶す る じきら しため 景 

十五 


の 都の ロん 屋 本元で 一柿の 俳優 
興信所から 發 まさ n たニュ — n : 


ロ じ 直ら 不眠不休 のをで 禪 々討 
證を まねた 結を、 プ I ズ大將 の 


である、 即も 一昨年 巧 じがて ニ j 身 巧を 除 < 幹部の 大タ おは 遂に 
れ 等の 俄か 俳 媛が 得た 收乂總 巧大將 の彈熟 决議を 通過す るの 悲 


山ご投 I まれた 

大が C が 上品 

斗 日 菊 臺覽に 

御大 禮省棘 儀わ牽 祝し、 ホ 
誠を こめ わ\ を 瞬 ホ 子からの 献上 
おは 織々 ホ k 雖宮じ 納められ 篮 
ロ 事務官、^ 巧齋 藤、 山 田を 
の 他を 係員 Si をめ 

受か £ 狸 じ 速 H 忙殺 さ 
れて おる、 主 了-一^ •一巧 一 H 受付 
が 開始され て、 臘 までの 献上 
おは 約 I 千 点で 邁 し、 離宮 階上 
の お驚か 間を てに、 五つの き 
殿に W がい ま \ で 並べられ、 期 
H の 本年 一巧 一'^ 十 ホまで じは ホ 
常の 數じ 上る^ で ゎつ て、 遠 
く アメリカ やブ 等の が留 

邦人から^>をれ~^13献上ホを巧 

議 し、 宮 みぞ おじ ー- 

電報 一で 願 おーづ 7 ィの 

在留邦人 風から ニ^ 酉 フィー ト 
の々 ヌ 1 の 一献 上 願び が あら、 裤 
嘉納 5 御 私 ホが あグれ 、これ 等 
の 敵し 品は 新 切 b が 離ち を 宮殿 
じ 陳列し 二 パ 下旬までは 二月 h 
タ 天皇、 A 養、 皇も 公二 陛下 
巧け 啓、 がた く 御覺を € られ 
保存 0 困難 かもの け 適 k じ處み 
し、 これな 
御 記念と して 
をら せられ か 承は る 


ス氏侧 では 現せ 島の 有力 U る 巧 
援も あるので 决 して 負けね とい 
いきごみ、 この 勝負の 前を がな 
目 さむて 居る。 


發 巧部數 H 千巧册 

聖書の 大量生産 

化 界の緻 ゅるが 巧 物で 最も!^ 
巧 部 歎の 多い ものは 聖書で をみ 
が ニユョ ー ク 聖書 協會が 去る h 
六日の 總會席 k で發 をした 巧 
ょる ご 聖書のを 巧 部 數は正 じご 
モ巧册 じ 達し 昨年度 ニ ュ a > 
巧の みで 範 かされ たらので も 
十六 巧 五 千 六 巧と 十一 册じ茂 
で 夏る ど。 


自動車 運轉 

自動 単の 運轉を 習つ てシャ 

フア 1 •メカニック ■タ キン 
ドラィ ゲア 1 どならなさい 0 
業 料は 普通。 ライセンス 保証 
允 時よ b 化 時 迄。 婦人の 入校 
戟迎 す。 

MTATE 吉 Toi 畳！.， 20 W . 125 stSi .| 


だ 


で 


の もの U 蒼 萬 深い 
宮中 じ 永， 一巧 巧 お 


ラ 


が 一 

i 爭 ひに 


.ドが 

ぶ 


♦◊目 本 菓子 

栗饋 頭、 其 化を々 
のし 餅は 前日 御 注文 類 上 侯 
御菓子 舖 松風 轩 I 
29 W . ま th St . Te ニを al 巧 こ 式 4| 


ジ ぶ シン トの 

目 本 埋髮巧 

西 六十 五 下目 一二 十 番地 
五 年間 中树氏 どか 同經營 よず 
威： 3 本人 諸君の 理髪の 經 験を 
持つ て 居らが。 戲數じ 注意； 休 
.く 持 じ H 本人 諸君を 御を 遇 中 
上が。 巧を も 左の 如 （引下^ 
乂 勉强。 . ； . 

散髪 シャン プ 1 巧び 刈 法 

髮ト ユック 一巧 

散髪 顔 測 6 八 五 仙 
散 髮 六 〇 化 
を 禪髮ト ユック 一 0 化 
衛生的 設備と ホ 法 御注意 


ジブ クフ 玉 

勢 丑 

石^ 界の 珍現恭 

ィン デ アナ 一 ■スタン ダ 
が會 化の 重役 一長 スチ ユヮ 
は 過般の 石油 疎獄 審問 じ 頑強に 
も 日を 辭 ざして 政が じ 有利な 證 
言を 吐く じ 至す ホ、 お 油を のを， 
耽を 期す る 石 is 王。 ッ クフで ラー 
ラ ー 氏は 若し 實を 化かない な 
らばま役長を^礙せょ->?|强をし 
つ 5 をつ たが ム 氏 側は この 命み 
を 聞か や遇然 月の 潑會 を髓じ 
し、 曰 巧 おは 子に 株を 買附け 
てス 氏の な 置； 攻め立て たので 
昨今の 同社 巧：^ どんどん 拍子 じ 
上騰し つ i ぁ. 0 ^ か 一 殺 巧 ま界で 
は。 ツ クフ S ラ ー 氏 側は 巧 五 割 
四を 高の 巧を 買なん で絕 勒タ數 
を 制して 居る か I りス 氏の 失脚は 
間違な しど 観測 i して 居る けれ か 


御 披露 

日本 スょィ か 

顔剌ゎ 二十 五 仙 

マユ ダの まわ リも 朔リ まず 
0 本ス タィ か 

散 髮 六十 仙 

がちで 毛 もよ く彿 ひえず 


散 髮 

シヤン フ I 

へ] ヤ •トニ 

散 髮 

顏 ジリ 

へ 1 卞 ■ト三 


-ク 


'ク 


ホ 


丸十 五 化 


マッサ ー デ 五十 仙 
= 營業 時間 U 
午前 八時半ょら 
午を 八 時まで 
叮喀 迅速を 旨 ごし 精々 勉 
强 致します 

日本 理髮 舘淸 

西 西 十一 ニ 了 目な 番地 ニ 育 お 室 
一二 階 (巧 六 街 ミ四卞 一二 了 目を 


ず 善 燒關業 御 披露 

皆様 愈々 御请 福の 御 争と 巧 じまず、 巧き ましては 今般 牛、 
鳥、 魚の すき 瑞 御が 理を 開業 致し 魚は 關西 スタィグ じて 調！! 
する 外が 巧は 皆 撰が ホ勉强 致しまず から 何を おホ來 のをを！ 
る關業 御ぶ 露 旁々 御案內 まで。 

j 巧亭と き わ 
I を wesith 田. 呈ぎ 10 富 ミ 空 ニ 
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【日 喔±】 


日 九十 巧 一年 四和昭 


四 


故 移 西 化の 外交な 

至誠 一 賞 互 讓ま義 

自家の 誠意 ご 善意を 基礎， こずる 


侍從長 S して 今上 陛 了」 

近侍し、 を 使、 大使、 柜を巧 間 
等じ累 巧して 大正 帝 及び 明治 ホ 
ホの 御世に 直ら S 代 じ お 仕せ る 
を 誠 無二の 人格を であつ た 珍 田 
拾 己 化は 忽焉 ごして 世を まつた 
と 十 S 歲の 老齡 であつ たどは 云 
へず 生 おがの 正しい 生活を 營み 
細 也な 巧 養 法を 怠らな かつた 伯 
が-日 じして 繫れ たのは 誠 じあ 
つけがない。 を 中の 人 どしての 
伯は をら < 德大寺 侯な 來の 純ち 
であつ たらぅ が、 伯の 圓家 じ對 
ずるみ 潰は 寧ろ 明治 十九 年始め 
て 外を おじ 巧 命され て ょら 大正 
八 年む 里 じ 於け る講 か垂權 委員 
の 一人 どして 活動せ る S 十四 年 
巧の 外巧官 を 巧の 間 じを つた。 
を 政 I ニ 年 十二月 

靑森縣 中津輕 郡が 前 巧に 
生まれた 伯は 明治 巧を 米 國に渡 

b ィン •テ アナ 州ニゥ キヤ ツス术 

ホの デ ボゥ ごい ふ 小さい 大學を 
卒業し = ち 名な な 上院議員 ァグ 

パ アト •ジ で— •ビダ フブ ツジ 

巧 と 同 巧で あつた n 歸朝 後が 藤 
公 井上 お 等の 哟化 万能 時化 じを 
着して か務 省に 入り 明治 二十 ニ 
年置月じ^^を化舘壽記官じ巧せ 
られ じが、 發 二十 一二 年 化 巧窠】 


ホ 國講曾 開 お前 領事 じほせられ 
て 桑 港に ii # した C 伯が 當巧巧 
留 邦人を^ 蔑す る i じ 化れ わ 加 
州人ごを^して偕做^:*る -一 

彼等 斗 驚かし. 掃 話？ 

尙 人口に されて ゐ るが、 其 
氣 魄ご俠 すごは 近年の 薄ッ ベら 
。靑 年ち かを 官の 到底 追随を 
許さ U いものが あつた。 珍 田 伯 
は 明治 ご 十と 年 仁 川じ轉 勤を か 
やられ^-明治 二十 八年德 領事 ど 
して 上み じ 赴いた が、 H 淸戰爭 
中の 巧」 依 b 動 五 等瑞寶 章を 授 
けられ、 翌一 二十 年 旣じ辨 拙を 使 
ご t •つて 伯 刺 西 お 國駐 劉を 命せ 
られ鸿 らじ轉 じて 巧 蘭、； J ホに 
を 使わら。 明治 I 二十 S 年 特命を 
權を おじ 陸 巧し 明を 一二 十四 年 か 
務経徐 長官 即も ホ官 として 本省 
の中必 A 物 V - なら、 同！ 二十 六 年 
官制な 正の 結 お 外務み を ごなら 
り蠢戰 ずの 當 時は 小 村 侠の 女房 
役 ごな つて 巧 顧の 憂な からしめ 
じみ 動 者で ある。 論 巧 

れ賞の 際は 勘 一等 瑞寶章 
みび 一時 賜を S 千圆じ 過ぎ U か 
ク たが、 四十 一年 九月 化 H 大毅 
をを 授けられ 特に 男爵を 授けら 
i たが、 翌年 六巧獨 進駐 劉を 權 
大使 どリ b 、 四十 四 年 子爵に 進 


み 化 巧ょ b 蒂盛頓 じ 移 も 幾 巧 
も く 千 九な 十一 一! 年の 加她 ± 地 
問題が 湧 起し、 雑 巧 遜大統 顔、 
鼠務長 官 ブラィアン 氏 ど 巧を 大 
じ 努め 大正 五 年 米 画が 世 巧大戲 
じ參 加せ も 後 間もなく 倫 敦じ轉 
じ、 大正 ホ 年 十一月 聯合 國 B 里 
會講 委員 どして 重きを 列 國か相 
の 間にな し、 岡 八 年 一 丹 講和を 
權 委員の 一人 £ して 牧野 モが集 
院巧ど ホ じ 西 園 寺を を輔 けて 山 
巧 問題の 爲 めじ 奪 圃 した。 

珍 田 化 は 農々 外相の 椅子 

を オツフ 71 された じ 巧 はら 中 
『自 をは 其 器に わら や』 どて 謙 
抑した 人格者で あるが、 巧 巧 伯 
松 井 巧、 後藤 伯、 故 伊集院 男 等 
が 得意 さぅ じ 外相の 印 絞を 帶び 
たる 事實じ 比較 すれば 珍 田 伯の 
方が 遙 かじ 適 ほ 者で あつた じ 相 
違 い。 伯の 外を は マ キャべ 9 

ビス ザ— ク 、バア マ— スト 1 ン 
乃まビ .1 n ンス フキ 八 ド、 ゥキ 

ッ テの 磯 略縫橫 、權 道を 弄ぶ 巧 
義 ではなく して 至誠 一貫、 對手 
をして 自家の 誠意と 善意 ごを 誘 
解せ しめ 是を某 礎 どして 瓦 譲の 
道を をを せわ ごする 主義で あつ 
じ。 しかし 國 ほの 輿論を 背景 ど 
して 勒 手を 首肯せ しめむ どす る 
所謂 新 時化み をの 呼 巧を が 邊ま 
で飮み 込いで ゐ たかは 聊疑閒 と 
される。 さあれ、 伯のを 巧な 英 
語 溃說ど 洗練され た 英文 章 どは 
華盛頓 、偷敦 じがても 今 じ椎服 
尊を されて むる。 〔一記 者〕 


外廚 通信員 協會が 

大使 r 歡迎 

ニ 巧廿ニ n の 夜 

な 米 大使 ホ 棚 勝 次 氏は 來るニ 

巧廿 一 H がが、 N 巧け H 本ん 會 

理事 例を に 臨席して 親し {化 留 

邦人の が 態を 聽 取し、 菊 サ ニ：：； 

は 今 秩决京 じ 開かるべき 强際 

學會 大會^ 準備に 熙 する ホ锅 

員侧 かお 持會 1 出席す る 巻で 

るががて外威通信員協會，*ら大^ 

化 巧が のが 機を をト して 歓迎 魄 

を 曾を 雌した し'‘， の 意嚮 あ， 、 

大使の 都を を照會 中で みつじが 

愈々 ニ 巧 か 一二 日 {と 曜 } 巧 同 i 

の 正賓 ごして 臨 おする を ごむら 

食 長 ァン ダラを (前 駐米 墨掛を 

使) よ b 正式の 招が 狀を錢 t な 

一 化し 場 巧は ホ ブルア スタ ア なら 

むごの 說 あれで 巧 過 i では ホ 巧 

'をの 篱 である。 

- /'• . ‘ 

米國歸 りの 

.無 產黨 活躍 

故巧殖 信じよ るビ 無を 階級み 
四政黨 でぁ 4 U 本勞 農が、 日本 
農民 化を、 技患黨 、おを 大衆 黨 
が 化 地方 無を 巧 ニ、 一二は 無產大 
衆携 のを 渉 じよ b て 合 厨 協議 會 
をが 織 しがつて 一刚 ごな 6 進退 
を 共に する S に。 つた ご ある。 
其がず W 。 った 無 產大が 窝は舊 
勞度黨 の新黨 準備 會 から 離れた 
人々 で閒黨 S 獨逸あ 巧 論み 福 本 
か 夫】 派に 悉くが 斥され 社會民 
ま々 義 おどげ びか パら れた舊 巧 
の 日本 共 まな 元老 かが 均、 熙刺 
を 等を 加へ 夫い じ 米国 輪-^ の理 
論 家勞働 運動家を なせて 成立 ム 
たらの だ。 先 づ大み 祭の 元 曾と 
しては が 巧の お 道を に 出入した 


るの ある 十五 街 ランド 勞働學 校 
化身の 鈴 木 巧云耶 書記 畏 、黨の 
趣 論を でな 國薑論 巧の 重鎭 おお 

津巧雄 君は ゥ キス コン シン 大學 
出身 紐 台 勞慟陈 會の會 員で あつ 
た 人。 機 踊が 聞勞農 のま 巧 野中 
誠 之 君け 加 W 、 松 木を がちけ 山 
中部、 紐 育 靑を會 わら 旧 U 君 矢 
がを-某 督敎會 から 前 巧 河君勞 
協の 荒 川 君、 美 S 敎訪 から 河 鳩 
君、 ごい ふ 顔ぶれで あるの け 面 
白い現象だ。 是學の諸を：^,舊勞 
農黨の 幹部と 異なる 点は 舊勞の 
合法性 政黨が 磯の 放棄に 反對し 
勞 働を 農 おの 政府 樹立を 基本 ご 
する ス ロ] ボン じ 反 對し棵 左 巧 
助 的、 又はみ 裂 孤立 ホ 義と みな 
し、 前 說諸黨 VU のを 刊巧 動じ 出 
たもので ある。 今度、 糾 をキ義 
かか 治ま 着かで 激論し 舊 勞を脫 
した 水が 化 諮 壬は 無產を 间團に 
入る もの ご 観測され る。 因み じ 
社 K 黨 U 孤々 の 形に なつて ゐる 
S は 明かで ある (巧が 義雄巧 稿〕 


が 育宰 '術 雜貨 巧の 

新年 宴盛费 

紐き 美術 雜貨商 組を ど賴 呼子 
雜 おを ごの 合併 新年 宴會は 十一 一一 
H がボ巧 西'-:: サ 一二 了 目 河 添に が 
て 催され' じ。 會 する もの 約ん 十 
名、 殆ん *」 前例の ない 盛會 じて 
高木 グ ザ— ンヮ成 ドの 鳥 木 化か 
郎 氏の 司 貪 振らら なかく 潑测 
たる もの、 を 信 日本人 會 長の 潰 
說 、最 な 當 ホ 總锁事 緒へ 着任せ 
る 木 原書 記 生の お 說じ先 づお持 
を 引締めて 潰いて 脇 本 餘輿係 ホ 
巧が 例の 天下一品 振 6 で 采配を 
振つ ねらので ある。 をが の 化 ホ 
さんの 誰 曲、 松 村さん の 藥屋、 
ま 巧さん の 詩吟、 南が 夫人の 描 


增 ど、 宛然 馈藝會 の觀を 呈し隨 
所じ氣 揃の 高 聲が傳 はる。 福引 
じ 移つ わ 頃 われ こを は £ が 唾を 
がんで 待 クのも 面白い。 ゎつ ど 
歓聲 .か 一 纖每じ お內を 騒々 しく 
する。 十 時半 一 先 づ散會 しれ も 
の i 、 お 志は をれ から 第二次 會 
を 開いて 翌 曉散會 した。 

增の人 齋藤搏 氏は 

愈々 情報部 長に 

本社 巧を 特電 じて 報道せ る 通 
b 前が 巧德 が 事 齋藤搏 氏は 愈々 
本省 情報部 長 じな せらむ、 小 村 
欣一 侯は 吳强大 化 お參事 官じ轉 
巧 但し 當み 本ち 出 化の i どなつ 
た 旨 十と 日付を W て 本省よ を 當 
地總 領事 おじ 架電が あつた 由。 
因に 壤圃 大使館 じは 佐を 巧貞男 
氏な 巧 中で ゎるから、 小が 侯は 
佐み 利 氏の 歸 朝を 诗も赴 化する 
か 又は 東京 特電の か < 外務省よ 
h 勇退 ミる i どなる ので あらぅ 

美 謠會例 會闢傕 

美謠替 一巧 例 替は昨 巧 日本 俱 
樂 部に 開かれ 左の 番組に 依 b 间 
巧 あの 素謠が あつた。 

高 砂 = シテ 松 旧、 ッン 松宮 

ワキ 中 村 

田が；； = シテ 留巧 、ワキ 島 橋 
熊 野 = シ テ文樓 、ッ レタ鹿 
ワキ お 川 ワキ ッン武 ホ 
東 化 n ジテ 田 中、 ワキ 地 ま 

日本人 會 委員 會 

本お旣 報の 外 紐 育 日本人 會委 
員會 はを が 部 にがては 二十 ホ H 
(± 臓} 午後 六 時 よら 都 じ t 開く 
MJ どなら 相 木副會 をを 委員長 ご 
する 商 お 陳列 巧じ關 する 特別委 
員 會はニ 巧 ニ 円 午後を 巧舘 じて 
開 < 壁。 


日本 協會新 役員 

が 育 H 本協會 にて は 前週 水曜 
を 巧 總會を 開 S たる じ 巧會頭 
ン 91 •ダブ リユ .•タフト 氏は 
辞して 理事と な- > 、現 剔を 頭ァ 
レキ ザ ンダァ •キゾ ンに今 巧の 
會 頭じ當 選し、》 I ! 五 I ム •ィ 
1 •クリ ー ン巧盘 じ爵會 頭. じ當 
選した が、 他の^ 員は 前が 度 ど 
同棲で ある。 巧 i 理事の 一入 ポ 
ト氏 任期 滿了 - p ヘン Vi シ 
ュ タン ド氏當 基3 就 巧した。 


澤田參 事 f ち 出發期 

旣報 のか （梟を 歸 朝を 命 せら 
れれ 大使館 參事 i 扫澤 田節藏 巧は 
夫-^ 同伴 二ち^ 巧 出 あ 西 巧 十 S 
日 桑 港 お 帆の ぶげ 化 じて 歸 朝の 
豫 を。 

お 人— 私 人 

•藤 原義 江 氏： 欧洲 演唱巧 脚 中 
でぁつ ゎ 同氏 ホ 週か曜 R 頃の 
便船で 着 紐、 乾一 く滯 巧の 上 太平 
巧 沿岸 K 赴 （な づ。 

♦島を 修藏氏 h ニ 菱巧事 株ま會 
社沙港 支店長 j 歸 朝の 途 み歐测 
視察の じめ 寄矿 本日 出帆の マ デ 
ス チック 号に て 渡 巧。 

♦が 山 順 巧 華が 地理 學貪囑 巧 
美術家. マ デ グン •ボ！ ドニし 
がける を 禽展堯 會 視察の 爲め來 
が。 

•を 巧 一二郎が 歸朝 中の 幫ホ中 
央會參 事、 寧 遇 桑港經 を 歸 ほ。 
® ジヨ！ ン .を 本 神' 員 ゥキ 9 
アム •ジョ IL ンズ氏 乃が ジョ！ 
ン ズ 氏 は宿^^1啡進 のた わ ま る 十 
五り 午前 ジ子 ンィホ じがて 長逝 
せる が、 昨 a 午前 十が 问ホ 聖ジ 
七フ 寺院に 巧て 葬儀 ~ を營 むだ 


U 曜 說 致 — I 

♦紐 育 H ぶ 人 敎會 ' 

『神 どの かぎ』 淸 水极師 
♦基 瞥敎 修道 會 
『天ょ b 巧へ 今 ホ化師 
れ やば』 

♦日本 A 美な お會 
『をが ニを 缺 く』 を 崎故師 


巧 禍 スペシャル 


新澤庵 


か 桐 兄弟 商會 


皆樣 御を 知の 

海 若の 化 煮 . 

江 戶の華 

瞻乂 ， 

ホ ひは ホ粹の 

江 戶-前 


桑 山商盒 

ご A EAST 是を Mf : H . Y . C . 

Phone . Regent 岂 3,0557 


東京 商 會特吿 i; 


轉送 留歷を 


取扱 ひ 申 候 I 


タール I 

小 な- 
電信 

一 ケ年一 乘巧上 一二 弗盞 I 

御 便利で まを 

御 申 越は 今 


紐 育 東京 商舍 I 

皇 W J 害 田. J . 三. 
Tel . ブ a を 葛を 涅 


家庭的 貸間 


:w 


i 乂 


裝歸付 ニまバ K 、 ヶチネ 
一週 十 巧 U 上 H 本人 紳± 二人 I 
は 夫婦 まじ 適當 

を、 一、 ニ、 ニ 一室 バス、 ヶたホ 

ット かが 掏 數十室 ''I 
御 一寛の k 旅行 宏 又は 永住を I 
揖し 便宜 御 相談に 應 じます。 
fr ニ晋 .ご 4 ち. 73 芭 .畳 


期： H 一月 一二 十 
塔が 


勞働部 蓉 
ち 催 望 


夏場 賣度 

摸 所 n ン ごー ナ 
ゲ 1 ム ポ 力、 化の ゲ！ ムで 
もよ し 

委細は 面談の 上 

養妄 I 

■ 2 さ 5 th AS -, N . Y . C . 


エ傷內 の 化 

ゴ户 ち^ 巧*! 及び 馨 

巧し 敏活 じ 働き 能率を 离め 得る 
同胞 靑年 一名を ホい. 

七！ 八 K マン 數名 = 經驗の 
有無を 閔 はや 羣 固なる 意志を 有 
し 將ホ大 じ 活動せ む どず る岡胞 
を 質む 0 給料 = ムミシ ヨン 其 他 
都て 面談の 上。 

福 田 啓 商 貪 

な 去 8 S ニ罩 ぞ呈 


賈物 


を 魚ぶ ぺ ブト 巧 店 


シ ーズン — 十月 一日 頃から 四 
巧 迄、 巧賣丄 一千 五 百 至 S 千 
弗、 店— フ 。ン トニ 十八 尺 ニ 
馨巧ケ チン じべ * ~~ ト少" ~~ ム、 
ベ！ スメント ロハ 今一 千 五 円 巧 
おち も、 家賃'— 一ヶ月 二十 五 
巧 セキ ユリ テー 無し 
ノ！ スじ夏 媛を 持つ 人 じ 巧 都 
をの 巧、 家内 病 氣の爲 め 是非 
讓ら たし、 安くで 
章 吉岂覃 ち 0 P 

ニち ぎ ndview Ave . 

置 hna B 里！！ h , 吉. 


タンク 


約 五 百 個の 

クオ ド ロブ 
及び スチ— マ ー トランク 六 巧 五 

十 仙、 九 弗 五十 仙、 十二 弗 五十 
仙、々 し 許ら 化 雨した 雜類一 娘 

一二 弗 技び 冗 弗 
養 - S 置 こ ve ., C 田 こ 害 苗.， NJ . 


タンク 


> イラ • 


ン 

.巧 


イン ノ^ V ! シ ヨン トランク 441 

物 お 弗 置十牠 ょら 十二 霜 五十 仙 

基 星 置 さ S す 置 


日 (木曜 午後 八 時半 
紐 育 R 本人 敎會 

東 五十よ 了 目 一二 一二 0 


季 親睦 會 


どなた も 奮つ て 御 ホ 食！ § 見のを 換を 希望し ょす。 面 

白き 餘巧數 々あ 6。 ’ 

ス 傷 随意 


雜 脊 日本人 會 


•香 西み 郞巧 

死 愛の 接 物 

巧を 『私は 巧 お 二十 二人 
の英を 殺； しわの か ？ J 
な國 じがて 忽ち ヤニ 版を まねた 
みのち のよ だつ 事實諧 、犯罪む 
お (定 ー慣 

S 、 ホ 


巧の 巧を 巧 (定 福-弗 S 十 仙) 


片 楠、 


- 巧を 商會 じな 6 


上げ 


了寧の印刷ご精巧^^るな" 

時日の 迅速 ど 確宜な 校正を 保証 

巧が 锋 

電話 ヮ f 

わ 間違 必 

お內ぶ 十と 了 目 十 二番 十 階 目 


紐 育 新報 社へ 

キン スニ九 0 九 — ニ 九 1 0 

なく 新報へ 


東部に がける 邦字 言論 5$關 の 

權 威、 吾が 新報^ 讀 まね 人な L 


廣吿な 紐 育 新報へ 


シ アトみ お 帆 (午前 十 時) 
あ b ぞな乂 一巧 廿四 B 
あ ふ b か乂 二目 六日 

ば リ寸か (坡巧 出か〕 ニ 巧 二十 B 

►一等 横演 一室 巧 

化し ばリ寸 みるん でんかな 一 五 五 巧 
▼三等 B 本 お直 五 巧ぎ 室 大な适 ホ 巧 室 i 
▼なを 望に 化り 一等 割引を 復 切符を 巧を 巧ち 

ロスアンゼルス お 帆 (午を 一二 時) 
はわい 乂 一 辱 六日 
らぷら たか ニ巧サ 五日 
▼一等 樓演ニ 30 巧 巧は わい みを にら か 一 全 巧 
▼巧 別 H 等 日本 巧 五十 化 巧 ▼一二 等 日本 巧で 十五 巧 
Y 巧 溝 霜が 巧级車 切符 寝 塞を 屬 入®^ 巧な ^ ち 
▼が 育 線 パナマ 經由目 本ち 邪 行 度 物 船ち 一回 


資本を を な 巧 
拂込濟 資本を ホモ 巧 阻 
稽 立を ホ 千 一二 昏お十 巧 旧 

韻兰 .弄 銀な— 支店 

ネ 巧な 京 ボ 日本 禄區 本を 屋町 五を 化 一巧 

支店 ル 巧 日 塞を 內 1 を 

名 古 屋巧都 大胶西 (大 皮) 神 ロ 
廣島下 瞒巧词 若松 巧 岡長綺 
上 おみを を 貝の 水 


な 出入 巧替’ 電信を を‘ 並を を、 旅朽な 用が 
巧 業 信用が 其 他】 股を 巧 業 

人 能 紙 S 菱銀 巧が ちま 巧 

お 里 送金 ハ 日本み 化 無キ數 巧？ 迅速 取 巧 
本店 預金 (定期 おか ノニ 巧) 巧 便利 取 巧 
本 ま 巧 巧な (本 巧)、 大お > 神戶 、京都 
巧巧地 名古屋、 小巧、 上が、 ^ 


►鄉 まを を 及び ホを を (無手な 巧)* 外面 
巧替賣 買、 荷爲替 取組が 立、 恒 用狀發 
行 ま 一 殺を 巧 業 巧 御 巧 科 じな 巧 巧 仕 候 

基臺灣 銀行 f 出張所 

本 巧 臺潰臺 化 . 

ぞ店巧 巧、 巧濱 、大巧、# 戶 、上 巧、 巧 
ロ、 お掛 、厦門、 灿 巧、 音 港、 巧 東、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を K 

々グ 々ッタ 、偷 を、 巧 か 室 巧 十 巧ケ巧 


一、 資本を 宣億围 (を 巧拂 A 巧) 

一、 積 立を 一億 二な 五十 萬圓 

巧 地 本 支店 濱 (本店) 東を 大度 
巧戶 さお 下 巧を を屋 

横濱ぶ 金銀 巧— ミ 巧 

ホ 因を ま 巧 U 桑港羅 麻沙ボ 巧を 
其 他 化 ホが 函 重要が 巧 二ち 店 及 n グン 
ブち之 保 


本 巧 大阪化 濱お了 目 - 

な 育 支店が 育プ C — ドゥ ユ ー な 四十 化を 

難 住な 銀 巧 

ぉ (東ち 横 潰、 名古屋 、京都、 神ち 岡 山 
育ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ顆 
がま 店 (門 司ぶ 倉、 若が、 博 多、 义お ホ、 熊 本ぎ 
本圃 預金、 澈里 をを 等は 極め 
て 御 巧 巧 巧 速 じ 御 取扱 可 中 お 


本店 朝鮮 巧が 

ま 巧 出張 巧は 日本 巧 地の 枢要 部 巧， 巧鲜 
滿洲 、支那のを 地 及び 浦 强巧德 

朝鮮 艱巧紐 育 巧 張 所 

外 固ち 替】 股 おけ 業務 精々 御 便が じ 取扱 可 
申 上 巧 


藤； 本 證券 會お 

心般 有情 証券 ノ賣 買、 引受、 募集 

▲金 顧、？ さ 品 タこタ 業が 

S S 藤本 ビル ミ i — 銀 巧 

紐 育 お 張 巧 


鞠が 語、 雜 貨卸賣 

森が ブ うぶ I ス 


雑ち 陶^ お 

ドライ グ！ で卸資 

太洋 貿易 巧 音 巧 

支店 ホ おを、 ポ^トン 


# 羅府 、桑 港 出帆 (ホノ^^ 経由) 

羅府を 轰港發 

(かち ニが 巧 化〕 (だ 午 出 化〕 

大 洋化 二月 化 日 ニを 晉 
天洋化 二月 廿 二日 ニち 廿よ日 

コレア 化 一二 巧 八日 一二 巧 十一 二日 
寿洋义 一二ち 廿 二日 ニ 一巧 廿と日 

® シアトル お 帆 (午前 十 時化 帆) 

靜岡か 二月 九日 
横濱化 ニ巧廿 一二 日 
三 一島 义 一 こ巧廿 一二 日 
伊豫— 化 四 巧 一二 日 

@ 输敦あ 日本 巧 お 化 

* がか 一 另芸日 

を あ 化 ニ 戸 化 日 
化 茂み ニ 香 二日 
▲組 育巧眺 田を あ經由 日本 行篇 物が— 月 ニ 画 
▲聯絳 あ 扱。 巧 化は 缺洲 巧、 南を 打 並に 己を 馬 
經 巧た モ律岸 巧を 涼が を 社 S 巧め あり 巧が 切' 

巧 爭萬事 御 使 宜じ取 計 ひ 申 上まず 
▲来 国 鐵道切 巧、 庭 台を 等 も 御 化を じ 取な ひ 申 
上よ 寸 


ラム プ ぶび シル々 シエ —F 

製造元 卸賣 手. 塚廟會 

H. Y. HETSCKA CO. 

15 至を 呈了 ぎ！ I . Y . 呈こ el . 呈 el 養ち 3， 


謙雜貨 仲買、 卸販賣 

保 旧 商. 會 


陶磁器 雜 貨卸寶 

春 巧. 廟會 


日本 陶破 黑雜售 類卸賣 

ザ 元ブタ デ！ ス 


R 本陶破 器雜貨 

ラム ブ卸賣 

奈良 貿易商 會 


H 本吳服 反物 キ モノ 

テ^ フルク ロー ス類 

諸雜貨 卸商 
浦賊 日本 ドラ- グ 1 ブ廊會 

特刖廉 惜で乂 勉强新 流 巧は 當 巧の 特長 


H 本陶 黑雜貨 
.ドラィ グーブ 卸販賣 

偷賊巧 木 桃 ザ 粗 


目 本 郵船 會社 (並 ニを 鐵道會 魅) 

代理店 巧 欄 兄弟 藏會 

乘 車、 粟 船 切なが じ 小荷物 運送 御语利 じな 扱 申しまず 



I 


巧 川 保 媒爭塚 所 

H. oegawa, Insurance Broker. 
303 Fifth Ave., 

Tel. Caledonia 4101 


巧 旧 商事 株式 會 おが 育ま 巧 
Uchida Trading Inc. 

1 1 Park Place 
TcL Bare! 巧 だ 76 


島 貿易 株式 會お 
Shima Treuling Co. ， Ltd. 

150 Broadway 
Telephone Re が or 1484 


巧ぶ 曾 化 ホ 尾が を 
Ak&wo & Co リ Lt ん， 

295 Fifth Av«., 

Tel. Caledonia 9758-5? 


ホ 倉 梨 おが 蹟 株る 會な 

氏 at&Ku 化 化 Co リ LtcL, 
200 Madison Avenue 
TeL A み la 打 d 45 が .4546 


K. Mikinioto 

Mikunoto Pearls 
535 Fifth Av«nue 
Tel. Vand が bilt 2 な 9 

大食な お育ま 巧 
Okuira 在 Co ，， 

30 Church み •• 

Tel. Cortlandt 2292-93-94 

H 共 巧を 會化 
巧理巧 
あな 巧き 
1 站 Br 的 dy » 化 N. K. C. Tel. B 扣 tor 7884 
Facta け； 抓 10 36 化 4 化， し 1. City 

巧 巧みを なま 食を 
Aisano Bu»san i^mpany 

Room 801-805 
165 Broadway 
Tei. CorHandlt 说が *8052 

、 Vjtosbo Corporation, 

1 Silk importer*, 

I が狂站 t ぉ祀 Street 

I T< 比 A か land 4 的 ?- W 

Gosiio Co., Inc" 
Cotton' Exporters 

妨 Beav がみ.， 

T6! Bowlins Greec 8805-06 

巧な 讲巧 道な 式 含 お 
な 育 事 巧 巧 

South Manchuria R, R. Co., 
托 oom 202 ら Canadian P がぶ c B!df. 
342 Madison Ave. 

Tel. Vand が b 化が お 

ミ 井 杨を贼 曾を 
お育ま 巧 
Mitsui & Co., 

6a Broadway, 

T«I. Bowling Green 7520 

巧 ホ 會赴揖 ホみ 巧 
な 育 巧 張 所 
Iwai & Co., L 化 

Woolworth Building, 
Tel. Whitehall 6040 

H 菱が事 株 ま會社 
紐 育ま 巧 
M れ sulsishi Shoji た aisha 
(MiUubishi Co^ Ltd.) 

120 B か adw 巧 

Tel. Rector 2560-2564 

大巧 朝日 ニ まを 朝日 
化 巧吉巧 
Osaka Asahi 

The New York T";mes Annex 
Tel. Lackawanna 1000 

日本 说 巧が ホを 化 
巧ち 支庙 

Japan Cotton Trading Co*» Ltd., 
2 Park Avenue* 

Tel. Lexington 8787 

日本 ホ ホ 採 ま會化 
なち ま 巧 
NIPPON K り TO MIS 化 LT0 

fwo Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 

扱を 名會化 
なち まな 
Hara & Co.. 

443 Fourth Ave^ 
Tel. Caledloma 7830-35 

日米 生糸 株 《をな 
紐 育ま 巧 
III 削 1 •化 i KIIT0 K&BUSH 化 1 KA ほ H& 
(NICHI-BEI KHTO CO^ LTD.) 
1 Park Avenu* 

TeL Adhiand 6246»47-4 ん 49 

大お每 日 二ぶ ま 日 B 
を 木 H 郎 

0 巧 ka Mainich ミ 
民 oom 306A World Bu なぶ 叫 
Tel, Beckman 4259 




巧 九 0^ ら對獨 賠償 會議. 

ヤ ン グ巧 ，、ー モ ルガ ン 巧正式 じ 化表古應諾^ 


巧て ょら 聯な妈 から ア メジ々 
政府に を涉 中で あつむ 新 擢賠憐 
金 制を 曾 蔑のを 破 巧 命に 筑 ては 
度に ドー ズ まを 疑 架し じ 齡 係ら 
わら 殊にが 大統領 フ！ ゲ r 1 氏 
どしても 將ホ 

國 際が じ ま 要 U も 問 超 ご 

して あ も 殿を に 諸衡中 y 」 あつむ 
が、 遂に 前 號の本 おじ^ 報した 
かく トーズ まの 副が 案 f でれ る 
お ネラ八 也 力 會啟の A 1 ウェン 
ヤング 氏.、 鼠 際 金威甚 どして 世 
おじ 著を^ モ 八ザン もい 冗 式 じ 
これを 承諾し ヤングが の 補佐を 
權 ごして は ボストン/の 銀 巧みで 
みる ト^- マス • ， i キン ス 氏 を 
モ八 ダン 氏の 補佐 接 ごして はト 
— マ： ラモント ホが 随巧 する 
こと iub 、 まるな 腿 H を おて 
な米舆 齒大樓 ホー ッド 托が兩 比 
を お 式に 訪問の t 承諾の 诗を通 
じて 化 じを おし じ 

-行は ニけ】 日頃に アク 
キタ-一 ァ號 にて 化を、 ニ 巧 化 H 
をな て戶 y の フブン ''ス 濟け樓 上 
じ 巧 集す.'、 き 结證じ 判 庵す を咨 
で、， メリ 力 側..」 しては この 陈 
を 負 長には ョ " ッバの 化 あを 
& てし 化い v , rs 巧 吗を澳 ，らして 
语 をが、 旨がの 空氣 な ド‘— ズ案 
會邊 をが み挪係 も. わ もので ヤジ 
グ 氏の 就 ほを M 待して 居る 巧 子 
で わる.、 これに 關聯 して ヤング 
氏が 言朗 すなご-ろに 化れば、 
r ドー ズ 案の 制を された のは 五 
年 前の こふじして 當時 ド— ズ委 
員 食は ドキブ が支拂 ふべき 賠償 
を 額の 総が じ 就ての 論議を 許を 
されず、 を じ ド キツが 

每 年に 县ら 支拂 ふべき 年 


賦 のみを 制定し た^で わるから 
今を 巧 集 さるべき 判强專 巧を の 
會 韻；；* る ものは ド-- ズ案を お 
するどい ふよ b U 寧ろ ド ー ズ案 
の 完成を 目的 どした 會合 ど稱す 
る 方 •か 適當で わる、 蓋し ドー ズ 
案に 於て 缺 "たものは 賠償を 總 
额 S みを であつ た、 故 じ々 巧の 
會畿か 單にド キッれ 今を 幾年に 
直ち 年賊 をま拂 ふべき かの みを 
巧す る 會議ご 思惟す るの d 誤解 
である、 巧々 けで ぅしても 今後 
ドキッ は每年 幾何の 額 じがて 幾 
年」 宜 b これを 巧濟 すべき か 〜> 
いふ 最後の 疑問を 解 ホし。 けれ 
ばなら 0』 ど稱 して 居る、 ドネ 
ブじ對 しおちに 

大借 歎を 起- J なて ドキッ 
をして 現金で 賠 憤を か 濟せ しわ 
べきで ホる i のま' しを し ヤンク 
巧は を 巧の 言 故を 避けて 揖 を. か 
要する じが かかき 問題は 本會議 
■力 討邊 すべき 性質の もので なく 
『化 づ本會 誠では 支彿 賠償を を 
制を しこりが いか；：* る おどな 6 
いかじ 動く がを 見、 然るを じ' 斯 
る 可能性が ある U らば 賠償を に 
對 .3 るを 償發 巧を 討 譲す るか も 
かれ。 い』 どなし、 今 网會議 の 
な果 ド-- ズ 案で 旣に决 した ドネ 
ッの年 賊支挪 高に 變 化を ホす に 
至る から 知れない こどを 暗示し 


し 


ゎった . か、 今 凹な H 本 も 正を 一 | 
化 まを を 加せ しめ、 ド キッは 
じ 巧 簾';; 質疑に 應答 すを ごい 
形まで 參加 ずる こど じ じって 
も、 而 して 今次 會邊が ド —' ズ I ホ 
討溝當 時ご異 & 空氣 け巧處 ま !" 
も 過 巧の 事績を 生きた 証左と 
て將 ホの 問错を 解み せんごす 
じぁる が 『 •- 1 ズ案討 幾當時 I' な 
今日 ご 串標を 異にして 屠 わ - 
じを 化を も 嗤嚷腰 どなら 

會議 もを の爲 めじ 事 遭 一の 
誦據爭 ひじ 隙惡 なを 氣 をを だ 

もんで ぁるが、 ド 1 ス 案は 心、 の 

ぉ事督 調を 貧を 組織、 過 ま-百年 
じ 直ら 昭 憤に 鹏聯 した 一巧げ 事 
實 はを 集 さわて 居る ので あ飞か 
ら 、この 事實 をぶ 磯 ごして Jig 戰 
すれば 問題の 解 巧 も 最初- 容 


易で わる』 どなし が 八 


氏 


の 手 腐を 賞揚して 巧る が、 氏の 
豫 想」 化れば 會議は 恐ら j ニ 個 
月 巧を 一二 個 巧で 終結す る あら 
ぅ.」 魁 測して 居る、 尙ほ 去. 貪議 
の 討 號範圍 は 縄が たる SI - キッ 
お 偵を に 限らいて 房 も、^ 合 園 
の アメリカに 對 ずる 

負 僧を 始め どして 雀を 圈 
相互 ル貸附 等は 一切 討議を 評を 
されない.； どじ i :* つ' てぶ. るが 而 
かも こい 等の 間 題を 度 化視 して 


今度の— ずる じ漠ニ 


1 ズま 爵證で 何等 ' 
新 こい 案を 討議し 若く k 

感を せんどす る もので*^ い 巧を 
明白 £ して 居る が、 ド ー ズ 或の 
會議じ おかれた 化ぶ はイ’ キリス 

フランス、 イ タブ、 V かッ ー 及 

び アメリカの ホを 式 化を のみで 


鞠な ホ 面から 考 兜され こ i ; れホ腺 
償を 制定の 活事實 者た ふじ まる 
i - け 明白で をる ご觀測 れて居 
るが、 ヤング 巧 ご 共に* 一 瓜 ボン 
巧の かき 人物が 出た i 诸八ム 正な 
る 會議の 成果が 早く も 1；： 强 から 
，深 < 賊镑 されて 居る 0 ~ 


撤 を.^ 條 件で 邦人 保護 言明 

h 王 お廷ご 矢阳總 領事の 關稅 協定 成立 幸 n 
n 滿洲の 某 重大 事げ て 民政 驚け 飽 を追潘 H 

東京 特ま 二十 二日 發 = 旧 中 首相が 滿洲の 某 重大 事件 〔張 作霖晴 殺の 異相〕 じ 關し議 宵で 質問 
せ 0 み. ぅ頻 b じ 懇請した こどは 却て 貴族院 及び 民あ黨 f 反 威を 民が 黨は飽 を も 質 間して 巧 府を追 
おすべく をの トー 眞枯を 曝露 サん ごし 新 黨お樂 部は 質問，* 避けて 居る、 尙ほ 巧澤を 使の 盧ぷ 訪闽で 
上 おの 励ち 替は兹 腺した。 

を 京特竜 二十-日 發 = H ち關棍 協定のを 义 はを t 王正廷 氏と 矢出總 領事の 間に 正 まを 換を見 
るじまったので明日院內閣證の採ホを經て樞密唉じ巧詢する2ど？：^ったが、 上ぉょち速：した楷電 
广 化れば 支那 側を 化 表して 王お廷 氏は H 本よ 6 山ち お撤 をの 具体的 表示が あ 6 次第 山 東 おな 留日 
本 入の 生命が 產ぶ をは 時 別にな 意し 且つ これを 保 郁' ■"る 稽 b で わる ど 言明し わ。 


支が 國 民政 巧は ホ 年 ニ 巧】 日 
から お 洲じ對 しても 新鹏稅 率を 
適 巧す る 息 あを をし、 早く も 張 
學を 氏に おし 大 連、 をち、 旅 順 
密 ロ、 牛莊 等に 
準備 を すべき 旨 通吿し 

たどの； で、 わが 當業 をを はじ 
め賊係 方面では 成 巧き を 注視し 
I てを る. かこれ が影嚮 はま 那本 ± 
一 じ 比し 

i 1、 不當課 巧 〔ワシントン 會を 


の 幾を じ 準ずる-一み 五 廬の附 
加 巧〕 を アン ダ— ブ 。テスト 
のあでら納附—で&ない^ 

ニ、 安東には 随坡 關稅の 巧惠お 
約が あつ ス H 伞 品は 銷稅を 一二 
み 二に 贷 じて める 主 
などが 巧な 事 巧し あるた め、 こ 
れ が撤廢 され も S きは 支が 本 ± 
でを ける よら* 遙 かに 大 なる 

影響 を； ける ミ じじる の 
で當 菜を も對 W じな やんで ゐる 


な 政府は 目で を 支那の 關我間 題 
ごして 圓 民政が を 化 手 じを 渉を 
進めて をる ので、 巧し 陸 境關稅 
だ け が廣す る S が 巧ホ て も附加 
秘 二み 五旌 だけは ま那本 ± ょり 
急激 じち 大した 彭增 ぉず けられ 
ない 所で、 この 詰 おは • 

1、 をち 通過 お洲 輸入品が お大 
する ザ 面大連 輸入 か减 ホす る j 
; じ な る1 

ニ、 化 ホ この 事 わるを を 期し- 


滿洲じ 新設，’ て ゐるお 洲が橫 一 
南滿 製糖 等の 諸が 裳は 巧 利に i 
展開ず る こごに。 る、 少 くら 
H 本の 巧 政 ドに わる 滿鐵 蹤屬 
地な 繁 化を 來ずこ パ.- しぶる S 
ぞ みかわる、 と 
で であるか、 しかし。 で 

ニ 項 とも 政 おのを がか 柯 
じめ る 所で 支 邪 侧か附 感化を 日 
本領 ± 化み じ 見た る 陸 境 顆稅も 
撤蹈を ま 張す る ごきは をれ だけ 
影響 も大 U るけ をれ t * い、 これ 
じ 反して 輸入品は いづれ じして 
も 影 蠻 は 免れ，- 所で あるが が 
品が 課 稅を餘 儀な （される ごこ 
ろは 左の 一二 港で 貿 ち 額は 昭かニ 
年の 成績に 見る に 〔單位 千兩〕 


大速 


f 內帷品 ホ 一 


Ilf 


營 曲 


一九 0 

ム .1 と 一 

道 ハ 

五 ニニ 
至 ハ 一 


が 

地 i 
が 四 
內化 五 
朝鮮 

すなは もな 計 一 傅 五ぶ へ 万一 千 
海關 巧で わる、 だに 

一雨 ロ附 別に 化る イ大 迸の み 
で 綿織物と な八卞 餘巧兩 知-筆 頸 
じ 絹 製な S な 鈴 巧 巧、： 鐵 一 部類 千 
二な 万兩 。..こも b ， 僅 ホ 端鐵が 
奥地から 大連 向の 皆腾 めんぶ- 
して か貨で 苦ん んでゐ じ^の が 
をに 大速經 ホ 知 地 巧化戚 起す る 
こご じな つて 瞬 東 州の 自 も化帶 
制度もで 確ホし^=*ぃ锻6--れま 
た 影醬を をれ まいど 見ら む 一拓る 


第五 十六を 國 議會 

移民法が 轉ぉ 期待 

滿 蒙の 利 權は飽 をら が 護を々 借 

首相 ご 外交 方針 〔康京 特電 j 

〔廿 二日】 外相を 兼攝 する 旧 中 首相は 本^の 議會 明け ム 於て 
帝齒の 外を 方針に 就て 說 明し 滿 蒙の 巧權 問^ょ らヶ 。ツ の不 
戰條 約、 ァメブ 力の 排 H 移 お 法 じ も 言及し：：、 即ら首 巧 r ア 
ブク ごの關係じ就き 『政治經濟の兩方宙は1了^日本ど4メ 
力の ぶ精關 孫が H ご 共に 增進 しつ 5 ゎるは 固の 爲 めじ 盛 福す 
べき こピ であを •わ、 過去 数年に 互 b 移民法^ 題が 尙ほ 懸案； どな 
つて 居る こごは n 恩 機 じ堪へ いが、 而 かも 研る 問題の 旧踢 。る 
解 巧は 巧 A の完 を。 る 理解に 賴 るの 外な く I 搔數 年の 裡 ド； 斯る 
機會の 到達すべき こどを 確信ず る』 ィ しヴ "ツグ 不戰魄 約の 
成立を 慶賀し' おらに 支那 U ず か 期の 到ホ丄 一た るを 臺び 『ホ那 ど 
關係 深き 刈强 ご協力し 巧て を那 のち 建 じ お 帝國は 助力よ る』 
となし 支那の 巧 逮は溫 健なる か 子に 化 b 心 指導され ざる をら ざ 
る こどを 绕み - H 本の 溝 蒙：，！ 對 する 利害 お まがの 化 S 地ィ 異な 
b て重大^^る點をカ說し 『が國を府が滿をのま權を尊重す べき 
こどは 勿論、 巧 ロの 開が、 機會 均等の お 則は 極力が 持し n て 同 
化を して 支那 人 度び 外ん のをを 地帶 たら じめん こどを 截 里す る 
もみでを るか、 间 化に 我等み 重大 ^る§ じを 少な b な 輔搔を 
舆 ふるが がき 事件の 發 生じ 谓 t ては 斷ずど L て 適宜なる お I 霞に 
及ぶべく、 帝國 政府は 滿蒙 問題 ど楼觸 中る •し 隙 （ては 常：； これ 
をを 隨 ょり 離さ や、 帝國 蚁巧ピ L ては 太那 政府 ど 隔意な I . 協商 
し， な 譲 的 精神を なて 雨齒の 懸案を 解かす るるは、 音 じ 11 國の 
繁榮じ 資する のみでは なく、' 極東の 位置を 確が して お界 <1 單か 
，ぶー 增 進ずる 所 W でみ るを を 確信す るら いで ホる』 ご 述べ.！ 

を 黨派胤 

存一且 二十日 現 化 貴、 t 兩 

院 じがけ るを 派 別 左の 嘘— 

貴族院の 各姬； 

皇 族 一一 

研究 會 

を正會 

を 次 俱藥が 

同成會 

同か會 

み曜會 

無 m M .1 一 ミ 
缺 員 ニ 一 

衆議院の 各屋！ 
が友會 ニ I り 
民政 黨 一す 一 
新 黨俱樂 部 1 IU 
憲政 一新 會 
明政會 
無產黨 

實業 间志會 I ニ 
革新 俱樂が 一 
中 立 一 一 阳 
缺員 と 

民な 黨の新 役 貝 

〔廿ニ日】 漠ロ民政務の^斌は同 
黨新 役員を 左の か < 任 わ わ. 
幹事長 凑巧 ニ〕 
總務 〔お 澤幾之 輔 i 巧 木 桂 


增艦 案が 害 

上院み 數派 策動 

ワシントン 二十-日 發 = h お 
じがて は 愈々 巡洋燈 十五 隻 あび 
飛 巧 巧 お 一隻の 建造 まを 目下 討 
議 がで ぁるが、 與黨 幹部は 元ょ 
も 海軍 派の ま 張す る 巧 じ 波れば 
旣じホ 十八を の 寶同者 ぁ 6 て 通 
過は 間違な しご 稱し 居る もの； 
本 H の 議事 進 巧 中 じ囊じ 不戰條 
約で 唯一の 反 巧の 一票を 投じた 

ゥ キス n ン シン 州の ブリユ 1 ズ 

議員の 言 勤は 明か じ 上院の 少數 
派が 海軍 案の 上程 じ 膝し、 

故意 じ議 壇を 占領して 長廣を 
を ふる ひ獨特 の亩戰 々法で 議 
案の 投票を が 害すべく 策動し 
つ i ある こごが 巧 かじな つた 
一ので が 軍 派は 目下 こわが 善後 
策 じ 就て 協 難 中で わるが、 議 
事 法の 規定 r 化ら 舌戰 々法を 
暇 迫す る ホを もない ので 
:巧黨 幹部 どして はおし々 數派じ 
して 斯る橫 暴に 出づ るなら ば 巧 
傻 的じ議 會の大 問題で ぁるを 算 
案を 上程せ ず、 而 してを の 罪 
少數 派に なすら つけて 0 て 輿論 
を 喚起し 海軍 まの 前に 屈服せ し 
めん どす るを を 惊議中 じして 少 
數 波の 進退は 恐ら < 今明日 かじ 
巧 巧す る酱 e もらう と 。 


吉だ旧 幸 か郞森 旧を 小 
川 鄉太邮 田小隆 一二 永 か 柳 
太 郞川帖 ま 紫を お九郞 
本巧植 之〕 

顧問 〔を 速 離藏町 田忠治 
ル 橋 一太' 加 藤け 之 助 石 塚 
要 藏营が 適お大 .律淳 一郎〕 

政府 執擲に 運動 

〔甘-日】 兩稅を 譲 案-； 關 しが 
がは 貴族院を お 化 おを 首相官邸 
に 招き 認解ト ホ めん ど。 

勝 旧案自 が 農 案 

〔甘-日】 自作 度 樂に關 する 勝 
田 文相 案のを 廣發巧 傑が じは 一二 
±藏 化 も遂じ 巧れ た。 

朝野 兩黨勢 揃 ひ 

L 甘-日】 議 會化會 開け ごな b 
お 院は廿 ニ n 巧 蘭す..、 <辆 巧 お 
黨共 昨日 勢 揃 ひの 乂會を 開いた 
が お 中 首相は 政る 會乂會 じがて 


f • リ - X ぶ ， - > f - K V 

『失政な 出の 現 內鹽を 図は に 化 
ら禪 劾せ ょ』 ど 述べた。 

實同 委讓屋 賛成 

〔甘-日】 實業岡 ホ I 會は 兩巧委 
譲 案を 叢 歌し を 輸避禁 時期 U 法 
律を 髮 して 確を せ-^ どの ホ 證で 

) , 3 _ 


を 


社ち ご民篮 合流 


【甘-日】 み閣 不信 巧 案じ 關し 
て社會 民衆 黨は 段が 黨 とを 流せ 
ん ど。 

大瞩 一派 媛黨式 


(甘-日】 わ 腰信棠 
を 十を を 得た ので 一 


侯 一派は 同 
一二 H 中 じ 結 


黨 式を 巧 ふとい ふだ、 この 旗 上 
げはホ 巧 館ら し/、 將ホ ごて’ 
寸學 みがない ご。 


本社 東を 轉電 (紫 無鮮尊 載〕 


借替 公債を 交渉 說 

【甘 二日：！ 東 巧 電力 お 長が 永を 左衛的 氏は 取締 神を 卓 巧 氏 
ご 巧 じ ニ 巧 中が を爾伯 利强經 由で 歐乂 視察の 途じ 了るべく 紐 育 
に 於て は 一平 万 弗の 借替を 債を 渉の 當だ ご。 - 


秦 上前に 漏 深ず 

〔廿 二日】 米 實收豫 想 0 上で 供 
給 過剩は 六が 巧 石に 上 b 聖上 
陛下に 奏と前 じ 政 巧侧じ 湯れ 
たど-, ふ C 

侍從長 部長 親任 

【廿 二日】 旣巧 S 通 b 軍を 部長 
鈴 木 貫 太郎大 おけ 侍従長 じ、 
軍事を 議官化 藤 宽治大 蔣は軍 
を 部長に 巧 命され 本 H 親 巧 式 
巧は せらる、 辟 ほ巧圃 寺八郞 
巧 U ま 部を 官じ 巧を した。 

今が 博尘 おかる 

t 甘 二日】 南ホ智 利から 國 立地 
震 硏究巧 《長 どして 争 村明恒 
.博 ± わ 招聘した が閲随 ± け諾 
否 考慮 中 だ ご。 


嵩 橋 巧 安 巧 入り 

(廿 二日】 鳥 橋 思 I 淸巧 はを 旧 保 
善 社 顧問 S な 61 森廣藏 をは 理 
事 どなる。 

支那 留學 停學 

〔甘-日】 岡 山 黨六島 等 學校支 
那 人留學 生は 舊臘 排日 宣傅文 
を 騰寫刷 じした をを 覺 しとを 
停學 をが せら. れ た。 

柳漢 ロに 急航 

〔せ-日】 觸逐做 柳は 漢ロ營 縮 
に 加つ た。 __ 

永 富 丹 下 巧 逝去 

〔サ 一己 元日み 掛船 副社長 永 
富雄吉 氏、 お 軟宫獸 醫學虜 ± 
丹 下謙吉 氏は 巧に 逝ました。 


後任 侍從 長呼聲 

〔サ- 日】 軍み 部長 鈴ん 貫太郎 
大 おは 侍な を どぃ 軍み 部を 
じは 巧 率を 潘官加 藤な 治大將 
化かさ れんごの 説が ある。 

資本家 化 表證觀 

一 廿日】 困 勝が 働を 議 資本家 化 
をは 名 古尾 商業 食 溝 巧 副會頭 
髓を巧 氏の 呼聲が 一番 高ぃ。 

高 野 巧 ±辭 退か 

〔廿日】 島 野 岩 S 郎階 ± は 健康 
勝れ や 日本 大衆 麗 執行委員 長 
を 受諾し 主い ご。 

新 渡戶郎 へ强盜 

〔廿日】 今朝 新 渡 ロ稻造 博卡邸 
へ强盜 押入 > 家人を 脅迫 中警 
察 じ 電話され 逃げ おすを 中 刑 
事 ニ 名に ビ ストが を 放 もを 馆 
を 負は しじ。 

市營 バスに 力 願 

【サ 日】 まを ボ電は 儲から ホ 其 I 
經 費を 逐 かなら 下げて 乘を自 
載苹 じみ 權を 入れる ご。 


% 


ド ソン 薄暮 調 


【一】 里が くるる 
曰を ひご ひ パ ドッン W の 川べ b 
じ 人を 思へ もんる さ ごを、 
ふるさと のまは なつかし 吾：^ 思 
ふ 少女 子供は わけてな つかし 
川の 邊の 薄暮に 坐して 旅人は 少 
年め きし 悲しみを する 
ふたごせ を 相 見 中 君 も 化の 日頃 
物 思 ふ 子 ごな もじ けら 乎 や 
さか b 居て 人を 愚 ふは はかなけ 
れ閣 じて 燃を まさぐ るに 似る 
ふるさとのを 渡ろ 巧し 秋の 風 今 
パ ド ソンの が 波を 巧く 
が 波ょ 空 吹く 風ょ 旅人の 思 ひを 
のせて ふるさ ごへ 巧け 
を こ ミな ぐ 旅愁 湯き 巧の 川の 邊 
じ a き 歌を 濁 b 思へ ば 
此處 じがて 幾 巧を 經しパ ド ソン 
の 流れぐ ろみて を來 たるら し 
異题び VJ ぅ も 群れ 仰ぐ グラント 
のッ. 一 ム にを5尸おを秋の雨 


I ニ ホを の 智慧 も 利かず 

野 黨聯驢 U 立な 生 

* 民政 黨 踊らず、 巧み 氏は あいまい 


个 个 

ま 京 特電 二十-日 發 n 政界の 
お ± 小 泉 策お郞 氏は な友會 不平 
粗 及び 憲政 一新 會ど共 じ 野黨聯 
盟の 組織を 企て {居た が、 これ 
じ對 し新黨 クラブの 床み 氏は 化 
な 態度が あい 主いで ある、 民政 
罵を 自ま獨 步の覺 悟が 强 いので 
か 泉 氏の 劃策は 具体化し ない。 
个 个 

の 総本山 南部 巧は 小 
艰策太 郞老の 巧へ 巧黨 クラブの 
を島隆 ニ、 民政 黨の降 旗 元太郎 
ち 等を の 他 大小 陣 をが をい 日 じ 
は 十 數名少 い H ごて 數 名を 下ら 
す いづれ も 野 黨蹄盟 の 計 畫を持 
つて 敎ー 諸して 居る 殊に 床み 君の 
又那 けの 留巧 中には この 稀の 說 
をが 激增 L てゐ た、 所が 一二 申を 
はいつ も 同じ やぅ じ 『巧黨 聯盟 
の 目的は ネ 直ちに 現 政府を 闽す 
にある、 をれ には まづ 

第 I じ 民を 黨が巧 まどな 
りて 巧 動の 中む とならね ばなら 
3、 巧る じ 民 玫黨の 免が は 諸君 


も 知る 如 （巧な 巧 勢 的な 氣は （ 
もな < 生氣 もない 唯內 輪の ゴタ 
ゴタ のみに 氣を 取られて 居る で 
はない か、 次 じ 床み 黨の 新黨ク 
ラブで ぁるが、 巧黨 聯盟を なす 
0 上 巧み 君は 虛 •むたん 懐と なち 
政府を 倒した を これを 濱ロ君 じ 

る の大 雅量が な < ては 
なら 打、 果して 床 巧 君 じを の 雅 
量を ホめ る 2 が 巧 ホ 得る や 否や 
この 巧 黨の條 件が 完備せ 中して 
野黨 聯盟を なす ども 何等の 權威 
もじく 意義がない ではない かま 
づ 諸君け 黨じ歸 つて 輿論を をす 
ご 共 じを の 陣容 そ 整へ て來 るべ 
きで ぁるを の 膝は 我輩 も-ロ 乘 
らな いもので もない と 思は せお 
ち やら 指導 なぞして くる 說 をを 
煙じ卷 いて 居 ふさぅ だが S ホを 
どして は 一度； 

機會 だが ホら ば 龍が 雲を 
ゆんで 風雲を まき 起ず やう じ 一 
働きし ようど 化視 たんたん わる 
は 見 わすいて 巧る、 この 巧の 消 


息を 知る S 申 老の舊 政ぶ たる 小 
川 圈相ゃ 山 本 滿鐵お 長、 鴻 山- 
前 旧、 巧 田、 族を 等の 連中な で 
も 加は つて 智慧 者の H 申 老じ勒 
して 『人間ち さう 理屈 通 もじは 
いかぬ、 あつさ も復黨 しては か 
巧 だ」 と 親切 ゴボシ じ勸吿 して 
居る が 一二 申を ィッ カナき かず、 

『ょしんば われが な 友會へ 

復黨 したから とて 攻 巧の 
病氣 がな ほる もので もなければ 
又 看護した 巧で 到底 阅復 する 見 
込は ない 無意 ホに も 歸れな いぢ 
や；： > いか』 ご 嫌がらせて 巧して 
諾 ミい はない さう だ、 先達ても 
岡 特巧輔 をから 『君は 病人の 脯 
腹を 微 破る 計 金を して 居る ごか 
いふが、 若と しては をん な 無情 
な こどは 巧して すまいね』 とを 
を 巧され て 小を 君の かん n きの 
を 封 じた さう だ、 S 申 
老 としては 持つ じ 智慧を 無意義 
じ带 一て せて 置く の も 惜しから う 
し 又 男の 意地 じ も】 化 事し な < 
ては 氣が すま 打 ごい ふ もの i 、 
政 憤が 小 泉 君の 思 ふッボ じは ま 
らホ 動かん ごして 勘け 中 策 + の 
總 本山の I ニ 申 をら こ i もと 不勤 
明 王の 體で 巧黨 連盟ら 立な 生と 
あるり 


大紐育 

一九二 九 年 版 y 近く 發巧 

本社が 異に 縮篆お 巧いた しました 『大 が 育」 は、 幸 ひに して 
江湖の 湧く •かかき 好評を 階し、 遂にを 部一册 壊ら や資 切れ ごな 
> ま I た、 化て 本 化は 窮 一版の 巧な をを 然轿 たじし、 员數を も 
增 加した モ 化な 廿化年 版を 新に 發け もる こご < な^ ました、 正 
確 じして 且つ 新ら しい 統計 ど 事 貸を ぶ 巧 じして、 刻々 變 化する 
巧が 『大 紐 育』 の眞 巧を 巧 ふる じ 遺 城 U きこ ごを 巧して お bi 
す。 尙 ほを 惟は 

豫約 申を 者に 限りて 

特價と 十五 仙 

發巧 後の 御 購買には 

を 價金一 弗 

ど 致しょ した、 を かじ 豫約巧 中 込みを を 望いた し 主す。 

15B 紐 育 新報 社 


I 備 


講婦聖 祈を 日を 
- ん書禱 庭絕巧 
研を 集辛說 
會會 究及會 校を 

/-"N * •— * N 

木 水 U a 


乂八時 八 

時炼 半時 


了 h だ Japanese しれ ロが lan Association 

4 巧 化 143 rd 化！ {がむ rk G 邮 Td Braditurs け 936 

會道修 お 督ぶ人 本 曰 


M . Tsuch げも D . M.D I 
105 W . 巧 rd が. 

Te し TraWg 化 8 刷 


T . C.TAKAMW 

リ 6 Cumb が snii 化 Brookiyii 
Te し Cumb だ Und 巧り 


Dr . Sabro Emy , 

! 03 日 Park Ave 。 
Tel , Sacramento 7980 

KANZCTDGURI M D 

2 け H が 化 Brooklyn 
Te しむ iangie がが 

K . IWAMOTO , M . D . 

U4 W . 70 化 St . 

Tcl . Trafalgar 0352 

タ每 藝べ 

ブ y を 育 グ， 

時ち ホ 午 察’^ 學ュ 
かぶ 時を 時 見醫し 

ら、 i 四閒 ニ ご 巧が 
八 余で 時 品を 廃 
時； か 期 勤 反 
を とら W 

が 

武ち 王； 午 午が^ 
巧 巧 ホ 後が 診 
3 要; 小ム L 察 
ぁ 霞 ヮ栗品 時^ 

巧 ン巧お ^ 八十 
巧 ド お 巧 ニ 時時 

H ホを ト ，器 午午訟 
化ダな 装 をを 衰 
は， 化 夏 お 一を 

的 ン亞巖 季 時 巧 時 
おお 大聲で II 1 ! 間 
頤院學 み^ 八 H 
上 勤ぶ 捶 麻喊 

おがび** 

1 


DR . H •ん GARDNER 

DENTIST 

け E . 61st Sh M 抽 adi 如 n A 化. 
Te し Be が flt 7 巧 6 


A •し CEASAR ， M . D . 
127 Eas ! 84 化 化 細 
bel わ rk & Uxin が on A 化 s 

p1 喉 晒 鼻す 器 

間 狩察彰 
午 あを 埼ト 前午自 
時乂至 時ち を午扫 
目 曜 

自 午前 十 時 至 午を- -時 


DFLE ぶ .YOSH 化 

307 化 巧 rd な. 

Tel . Rivers ! おが 如 


M , I amaguchi , MX ). 

7 日 お aman むも. 

Tel . U び able 巧 34 


JAPAN ART STUDIO 

巧 2 E . 57 かお . Bel お rk る Le ] (■む es . 
巧し 化 AZA がが 


T， KASAI 

Merchant 

1 a9or 

一一が 

nii / IE ミ 8 山 LQ ! が 
む sm 304 
化 W YORK 


Phone 

わ] fan パが 吕 


F. K. Mamyama し 〇, 

6 ? 化が 化 Sf . fU . 

Tel . Bryan ! 巧 巧 



CLOTHES BUILDING 

呼 A 民 EXCELLENCE " 


Midori M « i れ umo わ 
38 れ stAve . むむ 
むし Urraine 04 リ 


MIKADO TAILOR 

30 £• が 化 St . 

Tei . Rhineland が 6830 


I 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave . 

お パ 0 & ががん Tele か one Regent 巧 OS 

書が 人 本日 

巧 專靴盤 小 


てし 張 お 員 店ら 化に 巧を 御 
がけが 瓦即は 靴!) 化 5： 法寸 

を ホき « ぶかき 巧 i ち 小き 巧 



SIZ は " STOCK 3)^ 刊 。 F 丽 


お 計時 石 寶屬を 貴 

會 商柳靑 



しと 旨を と 切 親 ど 直 正 
精を 品 巧る あ 用 信 « 巧 
别特ま 一物を 尘 巧し 選 
すまし 致 賣販で 價廉' 

引 割 四 至 力 割 ミ 

Aoyagi Co. 

1 が-巧 7 W イ 2nd ST . 

T 化 . BRYAKT が 74 


DR . D . B し OOIW 

一 NEW YORK offices— 

34l:h Street Cx>n 3rd Avenue 
86比 Street し oiv Lexington Avenue 
1 25th Street Cor , Park Avenue 
—BROOKLYN — 

E.F*.A 比 ee B!dg.,DeKa 化 Av もが Fulton St. 


あ最タ 


彭 じち II 一 
日 化 午 察 了 本 能 巧 年 楠 
喔時前 時 寧 人鑑じ まの 図 
午 化 間懸證 g て 巧經科 
を 巧® 切 君 S 信 學驗： 王 
一 11?。 こ 叢 巧手を 醫 
時 午と 治は 巧嚴 術な 



F , L FREDE 財 CS CO . 

辑 巧锁學 大巧 化输去 
118 E . S 邮化 T ん Regent . 709 争 
8 化 Lexin が on i わ rk A 化た 

迄 時 八 巧 日 體主氷 巧 


Y. ITO 

1 お Ees パ 3 nl 化 
む r . Uxmg ! 日 n む も| 




八 


服 藤 
巧 


心を 


一 了 

H 目 


を祉ぶ 皆許認 
ごる ホ 巧 
]ド を大 

絶 を 
綠 


Koike Studio 

730 Fifth Ave . 
Cor , 57 化 St . 
rel.Ciixle4406 


Oriental Art Studios 
J . Y . Matsumoto - 
124 W .3 仙 i 化 N . YiC . _ 
Tei . Wisconsin 6518 


細が 目 ! 卽 ct) パ isil&r 

1264 Lex . む e . Beiween 8 巧 h and が b Sir 細 s , 

授敎語 興人婦 


Endo & Kodadii , Inc . 

がむ e 卽 wich S が eet , CHy 
Iel，Wh お halM 54!-2 


遠 

藤 

小 

巧 

扇 

# 


諸雜 か船鑑 
靖出 巧み 船 
職 入を を狗 
運 親 雜巧用 
搬關 寶お译 
な ホ 販 
授績賣 


ま おや ホ 
す來 うを 
，よ餘 典 
^鄉 、し 單文 
ミ穀た 明で 
耳 下 D 瞭ホ 
ニ. さかに 國 
ニ; いを 說; 人は 
。目 巧に も 
S ホし 能 7 
写' 進イ 2 < \ 

ぶ 县ん 心^^ 

■ 致の か 遊 
しがる び 



化 

か 

た 


OKJJMURA BOOK SHOP 

ROOM 923 

1 が W .42 nil 化む r . む oatoy 在が nd S .. 

化 W YOBK CITY 


李 巧に 新 雜バ新 


ず 卒御注 誌 ブ 
偷 。御 化 文、 ク巧 
奥 用 巧 等を ナ書 

村 命 致 化 雜ン鲜 

願して 誌 ム重凸 

王み 心が' 




げす 速の の 



F . MU 民 RAY HILL CO . ! 打 C . 
巧 TA 化 iSH 巧 18 が 
Room 614-815 29 む oadw 巧 
Tei. む wling-Gr 阳 n 4987-4991 
宫ボ 妻貸路 すの ' 宋 
化 ’ 巧だ專 ぶじる 輸が 紙 ' 
1 そ 速 化 進出 傑一 出を 概 
險御 埋呈化 itt 切; 入敝關 
- が ^ が - 个 • 我な のか 幷 . 

巧 かを。 稅船御 法に 事 _ 


與 M •ち 這を 气 


應し 要を 物 間關化 

や 誠:. 都績運 じず お 


肺 



州 化 巧 & 巧邮 Y 

3 Maiden し ane N . Y . 


了: » 散 銀を じ 巧が 脚が 

類 お寶匠 意新最 


GAMP 化 11 な RVIGE 

設胳 龄が經 費化廉 

Ca ん TRAFALGAR 8200 
FRANK - c^^ivfPBELL 

"The Funeral Church" Inc. 

(NON SEC 


房 書 西 東 ♦內 案育猶 

なを 相 st and W が I Book む. な e . New む rk T 卽 ris け mice 

4 り Westi 巧 thSi .， iU . C . Tel . Cathedra ! 4408 


差は A 屆 節! 新 A 
上定 をけ 注舊米 
げ攪御 致 文の 國 
まよ 注し 巧 書に 
すら 义ま 滨籍て 
。割にす 敏 ごを 
引 勒 ° 速雜巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は る 


紐 

紳义 £ 

學學暨 
十 ± 事 
上辆 

純を 

雄 所 


旌 年を A ' ま 御 〇 A . 
す- 聊 業なず 懇買 通- 


る か' しは 
も ホ 巧’ ン 
の圖 米々 

ごの 既ゴ 
信 事に 大 
じ 情甘學 
がに 五を 


> 切物 譯 
じ〇ク 
御 其 調 
取化杳 
扱 巧 ◊ 
致で を 
しも 涉 


ロを 經十 

ム 4 AM 技な ICAN AUTO S 畑 00 L 漆 五 

も渴 736 Lex . Ave . Bet * 5 か h - が 化 みん と 年 


罔し 
旋を 
しが 
主-獲 
す 得 一 
。を. 
保 


化田! も 民 巧 畑 t ' 2 ロ 7 




新の.' 
智歷- 
請 あ 
を ホ 
ちる 
す當 
る 校 


祕を牵 てが をな ベの び 操し 敎は 
し 的を 最閒識 磯き 修運縱 自師タ 
磯 おる もに を熙必 得 巧を 敌を年 
業術徹 おし 短め 要す 者 及 車聘の 


號 W 十 こ 円 お 千-- 第 


m 新 育 湖 


H 罹 水】 


曰 


せ 巧 一年 四巧昭 




諸を を 


寄宿を、 话る をを 
み 業 周を、 をの 化 
人事の お 巧 震じ應 
じまず。 


If 


铅 

脊 

H 


li す 

h A C 

c 柄 I 人 

塞 


化 心 
制 N 

5 S 

r 

J L 

S 0 
h お 
T 地 

3 


督 I 

软 I 

を I 


日 巧を き 稱発史 か 
巧顯會 夕と 持キ 
巧 拜說を タ八時 
木 巧 所 禱をタ 八が 
巧语 及び 巧み 

午を 二な 

± 谣誘 なを 又は 
茶話 會 夕 入 持 

がを 事業 

窗 宿が、 旅行を ま 巧 
巧* 人事が 巧が、 巧 杏 
巧、 巧 業 周旋が、 巧ち 
裁 键敎授 の 諸 課を 設 
け 食 員 及び ホ 會 貴の 
巧を 計る 


ブロ ー ドゥエ） 巧と 十を 
領事館 お 側 逢 物と 0 お號ま 


巧 省 

錄ぶ商 冷 


ニ 0 ず oadwa 产 N , Y , C さ 
ジ 一’ c ミ ilandt 泛 37 贾涅 


@1 丈な 基 

自 午前 义巧 n 十二時 
自 午を 一時 n モ時 

火 礎 ‘晚 n 六 時 

は \キン：^ フア 

ン テ*— T ン ョンク リニ 

ツク じ出勸 


JOIan 庄 - OOC 巧 一, MO . 

ニ 1 We 色臺芭 .すこ 夏 
TeL Riv ミ ide 3573 > ジプ景 ニ 04 累 

U 巧 午が 九 時） 午を 巧 時 

ドク トン/小 巧乘ぎ 


一！ M 

I - 化 W 

岳 i - 
左 I 

品祉 

r 

姑剛 

に：！ 

k J 

化 

品邮 
§. け 

訓 


牧師 宮が 繁】 
幹事 脇 崖 義人 

韻— お 旬 

日 曝茜拜 午前 十一 時 
日曜 學校 午前 十 時 

臟观日 W キ をと 時半 
祈禱會 水曜 夕と 時半 
寄宿を 


位置 古な 比 亞をお 
み 下 晒を 十五み 華 
を會 社員 じ 最適 
を賴 圖書雜 誌巧历 
を 穂 娛樂具 簡复を 
堂 あら 

巧 宜磯業 周旋 旅を 
案 巧を 種 事業 調ず 


弊店は 實質 誠意 班 速 ま義の 
をに 御 ±產 物 一 ま卸賣 値段 
; で販賣 致します をみ じ拘は 
f ら卡 御用 命 仰 付 下さい ませ 
◎歐 ホを 構 時計。 置 時計 一 ホ 
◎寶お 貴金属。 銀製 器具】 ま 
◎を 禪萬年 拳。 を 銀製 鉛筆 
◎善を 器。 ン 3— ド 見本 陳列 
◎寫眞器。. タ ィ プ ラ ィ 4 1 
◎腊 切符。 紀を寫 眞帖繪 端 蕾 
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毎 巧 第二 £ 第 四を 曜日を 六 時よ 
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水 醒午か 化が ー 
午を 一時 
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.顔 鱗 揉 治療 

マ ツサ ー ジ 、整形 

醫稗學 的 運動、 腸 
灌 注’ 水 治、 化繳 
ぶ電氣 治療、 其 他 
が 育 州を 敲 

フイ ジオ シラ ヒス ト 

西が 幸 男 

H 曜外每 H 午前 化 
時— 午を 化 時を 
電話 前約 願 上 お 


徐眼並 じ 眼鏡 調節 
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货 巧 ホ 煩で 大赔强 致します 

サブ ォナ魚 巧 

呈 LUMBIA 吉 H 呈 D SST 呈置呈 ET 
2 备 West 81 st Street 110— Amster を m Ave , 
Tei . ooumbus 91 だ 


.♦みお 誌 ♦巧 聞 
お覺 重を 熙 
執務 午前 九 時 一一ょ ち 午を 五 時を 

紐脊 け 本人 會 

ブロー ドウ 去イ- とと 五 

00 と 0 
00 七- 


每巧十 お あ 巧 
一部 十 他 
li ミ さ rk 宴 


電 

話 


サ ー ク 




10 巧で I と 


I 古 . 
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小 池 寫眞舘 
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四 四 0 ホ 


をき 乂國 嫌ん 
日本 入への 英 
語を 授 じは 多 
年の 經驗を 有 

す 0 一ン ブス 

ンと 十五 化 
を 日朝 九 時ょ 
6 お 化が を 何 
巧 ドても をし 
:: 一耀 日は 一 時 
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縣) 國上 時を (愛知 操て 末 松 
(長 临縣) 池 出み 藏ま (態 牛 縣} 
ホ ホ 深 (小 樽 巧) 大町化 (福 
岡縣ご 一又が 度 次 (權去 島 谷 
勇太郎 ■(靜 岡 お) 川口 
徹橋 一 巧 

右の 者 じ 通 かを 度き 化 

お 間 本人 若く はか 人よ て 

化 巧 脚 通 か 願 上 巧 


紐 育 帝國総 

一 萬す 0を壬 さす W 


聲舘 

互を 
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成功の 秘誰 


15 
$ 
r, 
6 
• V 


略 


米齒 式を 語を をす 事 
な成巧の第 一 :}^です 
本校には 日本^を 授 
じ 慣れたを 巧 人较 
師ぁ b 搔切じ 合 語 通 
信义 社を 語を 教授し 
ょす。 日 魔 遇 〔： 巧に 
午前化時ょち.^^を十 
時まで 開 煤， 

* ンと十 あ化バ 
今 H 烏 もに ホ货 あれ 


I 知ち 新— 報 

軍 間 的 外交 

田 中 內閣を 屠れ 

I 現下な 閣 じがけ るな なを 派の 
- 一利 番化戚 ごを 化沒 巧が である 吾 
: 人は をる を 總裁田 中 装】 巧が 組 
ー稱 U 降 政が 史らじ 擧らや 趣々 吾 
j 人が' 反 巧 論 溝せ るが か < 內投外 
; 巧 共に-ご してを 正なる 酉 ほを 
I を肯 せし いる じ 足る ものな きじ 
I 巧み 一 H も 早く 田中內 おの 寂滅 
一を 留 'むで 己む 能は ざるみ 窮 であ 
I る > 其 財政 整理の キ瞄が お椒內 
-閣よ b 1 屑 化 劣なる 点 若く はが 
; 潜 吸 治の 餘み ごして 綱が のをし 
く弛錶 せる 点は 暫ら < 措き 所謂 
あ 隅 的 外 巧を なじし つ i あるは 
.吾 入の おら 巧 憂 どず る 巧で ある 
特に 蔚を钟 巧の 失敗は 巧は む ど 

なすみ も 到底 掩 ふこ ごが 出 巧 
、 0 \ 

田 中が 觸 成立の 赏時 吾人 此陸 
軍大將 A 外相 兼 おとす 巧 どし 算 
巧 外 化を 巧 かする 必要を 指摘し 
して 思い わが 『俺 かみ 觸」 の賴 
: 極ま 黄 ど^らを かを の 上に 試み 
レ どの 巧が 滿腹 たる 巧 中 首相な 
巧 お 無人 心 も 霞が 熙の軟 を 漢等 
を徑 服せ ムめ 、政を をの 义櫃た 
る 窝絮久 お巧么 助 氏を 入閣せ し 
め、 せめてが 外 化の 印 緩を 彼 じ 
滞び させて 惦備外 巧を 糊塗 ゼ む. 
ごせる 形跡 比 あつたが、 是れ义 
な 内の 異雜じ 一 粗 化せられて 巧樓 
ごな つた。 巧 がて か 陸軍 大お 
でを を 山中を 柏 兼 外 化は、 お ま 
外 巧の 窠 .矢 < して 濟南 事件を 
導か 線 じ 出を， ？! 斷 わし、 娘作霖 
が 化を じを は 審 天い 巧 -—入 
らむ どす る や、^ ぶ閣投 政府を 
稽か すじ 『例 的 て も 出兵 節が』 
を W てした。 一^; 

斯 S かき U 確かに 軍 隅 的 か 巧 
ど稱 すべき もの^ろ つて 西 比 利 
'亞お 兵な 巧み 勝 じで おお A 左が く 
しつ I ぁつじ 陸軍が 閔の棲 如せ 
るお朵 である. 而ー 百は の ホ 張 
阐 おの 挫が' を おが-^ _ 、ち 郷を始 
め 列 巧を して •巧 かじ 木 巧を 威 
せしめた サ ー V ルみ み 义ど云 ふべ 
きらので ある 0 一 

が 夏 お 作 寐が南 力 准 衣 巧の 巧 
めじ 據殺 ゼられ たる 举 化の かき 
支恥ん^^か論巧が$茹乂ん等を 
して 『娘 作 霖を繼 せる は n 本み 
官 患で ホる』 ご 宣 信せ； P め該事 
件に 關し 未だを 巧 あ大め 辯駿を 
なさざる がかき は、 たくへ 腥傷 
の疾 ましき ものな きじせ よ、 畢 
巧ず るに 带脚 外を の禍で わる。 
巧め にり 本の 树外 信用と が墜し 
故 き 猫 疑を 列 固に 買 ふ ti 至り 
しは 確か じ 田 中 內關の 非で ある 
:を近に^:^つてはを天じがける抵 
宇 楚の銳 殺 ホけ じ 伴 ひて 靴 遇を 
涉じ 一頓 挫を 招き， H 本の 既得 
確を 仲べ むくす る も 得 ホ、 由 方 
拐 ほ 政 およ 6 は 『ニち 一日よ b 
巧 怠 じ 哪稅を 徴収す る』 ご 错明 
せられ、 を澤を 化は を萬ピ t て 
歸 巧の 途じ 上つ たでは。 いか。 
がるに 田 中外 相は 西圓寺 急詣の 
をみ 『か^る 隙に ロ 本人 村 志で 
彼是 雄 論を 脚は して 居る V ! 掛手 
じ 侮られる のみ』 £ 放言！ て國 
おの 巧閲的 外を 無が 件： おがを 期 
侍して 居る。 

言 ふまで もな < 外 をは 一人 化 


撲 ではない。 ホき 盧睐 じめ て 巧 
手の 力 ± どカ茜 する ので ある 
徒ら.； H 本の として 外巧閣 
巧 K 巧踩サ しめ-時化の 潮流を 
無視して を 手 クで巧 遇せ わ どす 
れば必 や 化 理をホ やる。 が 無理 
を 通さぅ ィ J づ れが必 やを を じは 
自み自 身の 力で をる こど さへ 
あるでは ないか。 で那 をして 勝 
手 じ 無 巧を 宣傅 6 ホめ よ、 節 寒 
を 働かし めよ、 が 亡 S も 毒を 制 


する じ 毒を なて ずる 勿れ ご 云 ふ 
のが 吾ん の ホ 張で みる。 

故 じ 巧 人は 田 中 巧閣の 如き 軍 
閒的外 巧 じ 引き摺られ るのは 將 
ホ H 本の 大患を 醒驗 ずる 危險を 
b ご 信じ 節 乎 ごして 現み 閣を屠 
b 少く ごも 越 民 的 外交に 聽 化す 
の 素質 わる 新み 題を 組織し、 
かを の 建 息し は 勿！ i : 放漫 千万 U 
な內 政のを 觀を耍 集 一せ ざるを 得 

。い 0 


け I ふ 
……： 条 … ：.： 

化 I 頃 


腊 償金 新 評 塞 

, ド 井 ッの支 孤 能力は 壽何 

ピ— ルも财 源の ひごつ 


ド キブは 年々 莫大 償 をを 
取られてホ巧じ苦しん^^る、 
何 W かして こわは' 輕る なく 
ては、 結局 巧き 詰まつ てし まふ 
どい ふ說ら あるが、 又 一を お 
いて 左 機な 事は がして ぶ 中- 賠 
巧 あは 樂じ拂 へる どい ふ 新^を 


□ 


ある、 をの 割合は 窠五 年度よ 
.ら 政府の 收乂 からず ニ 億 五 千 
巧 マ ー ク 、が 化かん 十二 億 五 
千 巧 マ ー ク 、併せて 二十 五 億 
ず， 1 クご いふ 事じ飞 つて 居 
る。 一 

Q 一 

エ裝會 社や感 道の 收 j 湿、 運輸 
を 通 秘から 出る みは 第一 凹 年度 じ 
を わいて 旣じ 十二 億 五 千で マー ク 
じ 達して 居る から、 窠五 年度に 
至 つても 別 じ增徵 はさむな いの 
である。 をれ 故 じ、 こわは 暫く 
問題 ピ して 霞く、 巧で 於 府の歲 
入から おすみで わるが A こ むは 


'ド キッは 昨年 九月から 
じ 二十 五 億 マ ー クの賠 憤を 
ねばならぬ。 前年度 じ 化べ >ど 
實 じと 億 おモマ ー ク のち 加で 
る、 巧が こ S 二十 五 億 ミい ふ 
は 所謂 「標準 額」 で、 つまら 

化 限を なので ある、 をれ である 一 篤 四 年度 じ 五 億 マー ク やを つた 


から 廣氣ホ 第で をら じこれ じ 割 
增 金を つける ことじな つて 居 


ものが 第五 年度から 十二 億 五 千 
万 マ— クじ 激增 ずるの ある 


この 事は*^^ — ス缀吿 第二 附顧 id がし 政府の 歲入中 關黯收 入 

粋 姆專袁 收乂、 ビ—グ 、添 草、. 
が 糖の 消費税は 賠償 委】 耳の ホで 
私へ. て ある、 ド キッ极 あは、 こ 
か 等の 收入 をを 部 擔お略 入 管理 
人で 引渡さねば ならの、 ニれ が 
賠 辟を の支拂 保証 財源で！ この 
別口の 歲入 •か両 一二 年 ホ ホ 蒂に增 


じ 詳し f ぶめ て あ こ、 即も 次の 
統則 じょ 6 ド 4 ブの 繁榮措 歎を 
作ら、 をの 指數が 1 OC を 超過 
すると 刹增 をを 収&ん である。 

1 、 歳 巧 入を 計 
ニ、 輸お 入を 計 
一二、 数 道 貨物 旅を 輸送 置 


四、 顿 糖、 煙草、 ぺ ー 八、 酒 I 加し」 ホた 
'おの 消 裳 量 

五、 人口の 增加數 

六、 巧が がを 量 

□ 

二十 化 橋の 上 じがら じ剌 おを 
までら かられて、 さて をれ わ 今 
後 州 年 閒繼賴 したならば、 賠償 
義務が 完 r する のか どい ふじ、 

其 点 U まだ 確まして 居。 いので 
ある、 ドキツ から 見れば これで 
は實じ 際限の ない 話 だから、 本 
年は 是非とも この おを 明瞭 じし 
且つ 賠お 年額 問題 や' ょ 拂ホ法 
じ 就いても 何 ごかを 慮して 貨ひ 
たいごえ つて 居る、 之れ 等の 問 
題を 詳細-: 討 渚す るた めじ、 巧 
たじ 赔俏專 巧 委旨會 が 出 ホて、 

別項の かぐ アメリカから モ术ガ 
ンど ヤング 氏、 日本から も森贊 
吾 おや、 靑木隆 巧が 出かける 譯 
ので ある。 

□ 

賠巧問 越は ザット をの ごごき 
事悄 じな つて 足る みだが、 をれ 
ならば 赔 のをが 樂じ拂 へる どい 
ふ說 の化披 け、 で こじ あるか ご 
云 ふじ、 化が み歲入 じを のを お 
が 十二を じが 化して 居る ごい ふ 
ので ある。 

こ I で 一寸 脱 償金の 出 所を 說 
明して 鹿かねば なら 《 、胎償 
をはめ 府の歲 入と、 をれ から 
ェ をや锁 道の 収益、 さては 迷 
搞 を通稅 から 取り立て るので 


□ 

巧 生は 歳入 總計 九十 柯億 かの 
內 れが 二十 八 億 0 上 あ'?' た、 
余りに 過ぎる ので、 ド 立： ッを 
が じ 稅瓜ぶ 下げた 巧で あ ふ、 本 
年は みし 韻る らしい が、 ぶれで 
も 彼れ 是が 二十 八 億 あ'、 に 一なる 
であらう、 一 ドー ズ案 •かお ホー だ 直 
後に 比べろ てこれ 等 別 日の 一 取 A 
は ザ ット倍 一, じな つて 居る、 ごれ 
は 一面 じ おいて ド キッの 俊 I 巧 ど 
繁榮を 物語る-® のでを らう、 鬼 
じ 巧 かう 立派な 財源が 令る 
もの だから、 V 賠償金け 巧ん 心； 苦 
もな く拂 (る ー气云 ふ說が おで 來 
るので ある、 I 」 ル內 から 第部牵 
巧には お 慮 巧 I ' I ク拂 つた： け 
であら、 第 支 年度には 十二 ぶ 
千 巧 マー ク拂 ふので あるが、 で 
れ でも 尙ほ ザせ の 上は 媛る 勘 I 化 
である、 か論錢 b は 賠償を 員 |?一 
ら ドキッ 政が」 返還す も。 一 

□ i 

おりじドキ ッ入はビー 八を煞 
んで赔 償を をち 拂 ふご 云ふ說 4 J 
揭げで 憤く、 ビ 1 A の 消裳稅 4 
賠償 M 腺 S I つで あ &、 をし 王 
をれ けみ の 如 <增 加して 居る。 一 
(單泣 千 マー ク) 

_ 化 ニぶ ー ニ ホ 年 

ニ 五六 、 000 
一を H ハー ニと ザ 
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く、- がめ ドキッ 皇室を ども 云 
ふべき もいで あるか をれ でも 彼 
j 流の 解 驛を附 加したら ので 化 
當而 白い ものである らしく、 こ 
ユ 3! ク •タ斗 ムス 紙の べ瓜リ 

ン特蕾 もを 义じ甚 b てを の 
內 {みを おかして おる か、 

カキゼ 八は をの 文中に 於て 彼の 
を落、 ドキッ皇をの敗滅.*-ホし 
た 商 接の 動機で ある 當 時の アメ 
リカ 孤ウキ A ソン 氏の 個人 
じ對 しては 元よ b 化が 唔 導した 
平かん 十四 條 か、 國際 聯盟 じ も 
言及して 頗る しんらつ じ ウキ方 
ソン 氏の 必 事を 攻擊 して 居る-一 
節が ある、 即七 曰く 『ウネ グソ 
ンの言 薬し よら—- 表現され た 思 
想は ド キブ闕 民を 感服せ しめた 
ものであるが、 厢 かも ドネ ッ 国 
民が この あ 想に 征服され で 自己 
防禦の 総てを 投お すじ まる や、 
この あ 想を 說く こごは 削 座に 中 
化されて 頗るが 蠻 的な 

權 力の 發揚 にな ミ 〔玄 
なし 更ら じを 章の 一節 じは〕 想 
ふじ フレデ ブック 大帝は 單じ巧 
個の 武入 であつ たのみ ならず 彼 
がアメ > 力 S 獨立戰 爭を按 助す 
る 目的の 下に スブビ ユンを アメ 
ブ 々の顆 間 ごして 巧せ しめた こ 
ごは 巧 かじ 立派 U 外を 官の手 腺 
をを 揮した ものである 彼は をの 
がプ 。シアを 化を して アメリカ 

どぶ 毕嫌巧 傲が を婦 おしで 八 百 
と 十 I •ホに プロシア 萬會 はこれ 
を 批准し 現じな 効で あるが、 こ 
の 條頂中 じがる 個人が 產權 のを 
敬 じ 就て 堅く 協を されで 居る じ 
も賊ら ず、 ウキ^ ジンは 

故意に これを 破*®' てアメ 
リカ じがる ド ♦ッ 人の 個人 財を 
を巧收 した、 をは アメリカ •わ自 
固の 名を を 維持 t るた めじ 後繼 
大統領が このが をを 還附 して 現 
存 ずる 條 約を 巌ず する 如 義務が 
あると 信 中る』 ど 大いに 氣禍を 
吐いて 居る、 W ころが 面白い の 
は 斯ぅして 一 人よ が b におを 吐 
く々 キゼグ じ おし 溶 部下が アム 
スブ八 ダムの テン グラフ 巧を 巧 
じて々 キゼ グの迪 まを 素 破 巧き 
r 前々 キゼ は 世界一の お 怯を』 
だ ごて 歐洲 大戰の 隱れた 話を 一 
がの 


話題に 提供して セン セ— 

シ ヨンを 起こした こごで ある。 
それは 過般 巧ました ド キジの ラ 
ィン パ*^ ト •シ ぶ. I 瓜 提嘗の 日 
託から 化 •本 おいた ので ぁる、 一 
九 一八 年 十月 さすがに 無人の境 
を 巧く か < 連驟 連勝を 綾け て ホ 
な ド キッも 漸く 持 义戰じ 疲れ切 
つて 一 化 まわ 一敗つ ひじ 化に 塗 
れん どす る斷末 魔に 當 つて 度 後 
の 一戦を 試み、 最 おの 勇を 揮つ 
で 潰滅を 巧 倒に 回すべく 突如を 
園 艦隊 纔な擊 の 命み が r つたげ 
の ド キッお 軍々 み 部 畏シ 五— ^ 
提督は これを 

- 弓 受 るには 引を けたが 何 
ん W 乏 つても すで じ 巧 喪し きつ' 
た ±氣 を 挽 凹せ ねか ぎら、 ごう 
てい 勝 目 か あ'' りう ごは 思 はれ：；* 
い C ころから、 つかに 一 あ 案の 
結果 ヵィ ピル 陛下 自ら 旗 腊じ乘 
込んで た氣を 鼓舞ず るに 巧め て 
賞 {る。 ら 喜んで これを 巧け し 
やう ど 申出で た、 この 意見には 
幕 巧は らち ろん A — デン ド瓜フ 
將軍 も、' ナ ピッッ 提督ら 大贊 
成で、 獨 がを を も 即座に 承諾し 
『自ホ ごあ擧 のた め—- 艦隊の 劈 
頭に 立つ て 化み 洗禮を 受ける こ 
を 巧す の 本懐』 ごば か b 、 例 じ 
ょつ てを 請を の 

大見得を 切 C ちを' ち 

シエ— ^ 提督 も 喜 A でキ ー 八 じ 
向 ひ 早速 準滿巧 端を ご i のへ、 
いざ 明り 出郵ご ホを しじ 前日に 
まつて々 ィゼ 火から 都を だ ぁつ 
て 巧け ぬ ごい ふ 通知を をました 
い じ皇 かごは いへ をらん 背信 
的 わ 爲にシ 3 1 か 提督 も 憤慨し 
たどい ふ 0 ■ 

免！ ^ S# 

わ 祭 離ぎ の 初を ； 

譬務良廈ク ぶ ー レ ン氏はグ 口 I 
— ドゥぶ？ 筋轉じ 四十 ニ 了 目を I 
中 也 VJ ずる 劇海區 域. のがは 觀劇 

ずる 人々 や ホ テ术の 

宴會 にぉ 入す る 人ミ自 
動を でを 通 整理が をが 不可能に 
なつて 居る こごに 鑑み ホ 般巧先 
づ 劇場 ま V - 會 巧した お あ 芝居の 
銷幕 時間 變 おじ 巧て 八 時化 か 皮 
び 乂時じ 協を しじが、 をら じ 一 
ホを 進めて 午を と 時から 化 時化 
を、 午後 十が 化をから 十一 時化 
かじ 豆 > 四 十二 T 目から 五十 了 
目 じ 直る 窠と 巧、 プ曰 1 ドゥ エ 
1 、 簾ち 街、 窠五巧 等じ珪 ちて 
巧 通 禁制 おがを 制を し、 この間 
の 通 打は 南化兩 進に 規定して 車 
を 曲す ことじ 制限を 加へ 乗客 用 
0 外の 自動が 通 巧を 化め 互つ 单 

の ハ^ — キング も 

敷が 禁止す る 方 かを ごる 
こ なら、 愈々 まる 巧 曜日を 
3 - てこれ じ 着手し、 警務 長官 自 
ら巧棋 して 四十 S 了 目の お 巧 塔 
に陳取 b て ホ ご靑の 信号 巧 火を 
司る か， 四が 人の 臨時 巧官 おを 


化動せしめて巧通^整巧し^^ 
タ クシ ー のかき 目的の 勘 巧 一 \ 了 
前にを を 降し 除 巧し つ 、〜乘- 
を 支挪ふ £ いふ 協 端な 方 か 
て 居る の f 整理 S 云 ふ 点では 
づ 化 巧を 化め たので 尙ほ一 
一二 日 このま > 試 驗の上 不備 也 
細則を 改 レる じ まるで あらぅ が 
巧し ろ 白 燈巧じ 斯る大 が？ b な 
を 通 整 巧け 始めての こごで ある 
巧から 頗る 

人氣 'を 巧び 整理 腺 域の 人 
おは 見物の が 集で 密集し 車のを 
通 整理ょりも 人間の 通け 整理 じ 
警官は 化 殺される ごい ふ 奇觀を 
星した が、 この 巧バ 1 キングの 
現 則に 邁 たして 售 察に 巧 W され 
ね 自動 畢成 十五 輛 、ぉ蔭で を 町 
のグ ラー ジは大 繁昌で、 わづか 
b 貧 五十 仙 も 一躍と 十 お 仙から 
一 弗 サ五仙 お 巧 じ 騰貴して ホク 
ホク顏 おして 居る が、 この 巧 通 
巧 整理に 違 だして 巧を 橫 切らん 

した 巧は、 直 もに 吿發 された 
が 裁 巧の 結を 無罪 放免 どなつ わ 
警察 側では 不日 巧 参事 會を 動か 
して 人間の 通行 違反を を 所 罰す 
る こご-- なつて 居る、 巧は を 通 
整理 法は H 耀 H のがは 除かされ 
て冨 る。 ' • 


の 映寫を 終つ て 盛を 裡じ 散會し 
たのは 十一 時で あつた、 巧 r - 川 
お 師範が 發 ゎした 進級 者は 左の 
かし。 

ニ 段 (白 川 明 雄) が 段 候補 一； 巧 
山 巧 一二) 一が (溶 野 政 尼、 乂 
河內 ホを) 四 級 {島が 唯 紫、 
東繁 吉、 最勝 寺俊隆 、中 西 お 
次、 山 本を 義 、まな 悅 ニ、 勝 
男 西 篤) 五紋 (巧 田貞 ホ) 

バハマ 島 附近で 

世界一周 船 坐礁 

一 ダラ I 激船會 おの 肚巧 I 罔 紙 


j レシ デン 


ダ ー フキ 1 


當 地を 經 もして 

乂ホ 者激增 

乂港煮 船 一二 千隻 

當 地港務 言を おず る 所 じょ 
れ ばげ 年當 ^を經 山して 人 米し 
た 者は 從 ホに なき タ數じ 達し 稅 
幽收入 も激增 W •ホした もの^ 如 
; 昨年度 じがす るん 港のを 船の 
みで も 一昨 の ニ 千 五な 二十 コ一 
隻に勤しニ^^な九十お隻じ達 
し 上陸を も 一^年の 一 ご 十六 巧 九 
千と 百 二十 八， け ニ 一十と 巧 ニ 千 
とな 五十八 人、 一を の 中 稱關じ 申 
吿 しれる ぎは 一一 昨年の 二十 五 巧 
八 千と な 一二 十^ 人 じ對し 二十 六 
巧が 二ん じしで 政府 じ 納めた 稅 
を も 一昨年め ぶ 巧 五十 五 方 六 千 
四 巧 一二 ホ 六十 也'^ が 四百 四 巧 八 
千 化 百 二十 弗ん 卞乂 仙に 增 加し 
て 居る ど。 一 


柔道 俱樂部 一 

峽議タ ベ 

國 隙^ 館で 擧巧 
旣 報、 紐 育 柔道 Jjs 樂部 第一 回 
大會はまる十九：^^一^ ン ターナ シ 
一 ゥスに 乎 打、 ±尾樹 
身を Q 司會 じょ b 中^を 藏を 十四 
卷の榮 一部 映寫を 0 で開會 、數 
百の お 衆は 山 旧 老人 Ip 說明じ 巧 
を 傾け、 義十 劇に 懐^み の 眼を 
据えた、 終って 師範 四 段は 
俱樂部 創立の 經 過、 み\ 後の ホ 斜 
等に 就て 縷 々說 明し て 第二 
席に 乂女ホ 穂が の 明 渡^ じ 涙を 
を ^ b な 化を をの 義俠^ 血を わ 
かし 大石 內藏么 巧の 痴 けた 毎 
H じ も 計 b 知れの 胸中む 呑る の 
である、 ホで 當 巧の 呼^ 生 ニ 
段の 五ん がに 入らを 藤、 1 ¢- 西、 
最勝 寺、 漠 巧の 四 君を ち 
たが 最後 じ 初段 候補 曾 巧 
ばら 强 くつ ひじ 引を け ご 
場總 なち どなつ た、 川 巧： 

な 川 ニ 段を 相手に 谣道館 
特別 後み 化の 型を おじて 
恍惚たら しめた、 忠臣 巧 第一 I 部 



一は おる 二十 H の 午前と 時 過ぎ 
バー 一 こ 島の 化 端 じて フ。 9 ダ娜 

バ广ム •ビー チょり 化 東 約 丄ハ十 
を^の 带上じ 坐礁 L たる リ めを 
ちよ 船礁 せん. こし じる も あさ ホ 
遂 危險 救助 信 號を發 したので 

マンソン 線の パン •アメリカ 號 

だ 瑞磁に 急 化— 乗客 九十 余 名が. 
荷物 諸 装に 救助され なが、 船體 
はホだ離礁されて居^:^ぃ。 

フーバ —大統領に 

一 日本刀を 贈る 

_ ぉが製罐株巧會社の常務な婦 
な 高 崎 達 之 助 氏は 巧の 會 社が ァ 
ょ リカみ が 大統領 フ ー バー巧 ど 
脱 I 係 深く 絕 へず 個人的の 巧言を 
をけ て 居た 關係も あら 今回 大統 
領當 選の 視賀を 兼ねて 化の 家寶 
で 一 ぁる 巧 身 一二 尺五寸 、巧 渡 ニた 
一一 I 寸 ごぃん 無名の 逸物で 年 化 一二 
ち 年余のを パを 贈る こど、 な b 
同 I 化な 締役中 山 克己 氏が 持參 s ' 
上诞 米し 不日 當地 着、 フ ー バ I 
氏が フ 。ブ ダょ 6 歸帮後 贈る こ 
どた なる であらぅ WO ' 

化 山を 嶺替が 

驚 一日 目に 試合 

旣 W の 如く 世界 擢球爭 覇戰は 
ホる ニ 巧 四 曰 午後 八脖 からと 十 
S 下！ 一口の レダぶ 八俱樂 部で 開懼 
され扛、參ー加者は珍らしくも- 
メ リ 側からは ホ ブ ぺ がおでず 
カク ランと シ ぶ フ T 1 じ 止ら 現 
選手 ホ I 八 マン 〔ベ 八ギ ー〕 八 1 
グン ラす 力 〔ド キプ〕 グランデ 
〔プラ 乂ス〕 日本は 化 山金嶺 君で 
賞を は 一等 ニ 千 五が 弗 じ 年俸 六 
千が とい ふこ ごじな マて 居る が 
初日の 後は 選手 ホ— ^ マン ご 松 
山を 嶺のキ をせ で 四な 點 である 
因 じ入瘍 料は】 弗、 一巧 五十 仙 
ニ 弗、 一二 巧と いふ こど じな つて 
度る。 


牧野 選手を 筆頭に 

を 日本 庭 巧 順化 

千 九 百 二十 八 年度のを U 本 庭 
球 順位が 過日を 表されね が 其の 
ぅ も 第一 二位までを 記せば 左の 如 
くで ある 0 

□シング こ' 一位 H 檢町玄 
(商大) 二位 n 佐辕 懷太郎 (關 
西學 お) I ニな n 化 お 英武 
□ダ プ^ス 一位 山岸淸 一、 

志 村 彥よ組 二位： = 野が 頼 雄 
收野玄 お (商大) 一二 位 = 巧 田 
武 一、 伊藤 榮吉組 


商 資—往 I 巧 【廿 八】 

「ミを わ」 が 開業 

巧 寧 『都』 じ 化て 廣くア メリ 
か 人じ紹 かされた 「すきやき』 
はだん だんごを 盛期に 向 ひて を 
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H 曜 水】 


日 H サ巧 一年 四和昭 



化 

|| 


み羅府 、を 港 出帆 (ホ/^^ 經 由) 
; 羅府發 

( 午を ニ 時 出 化〕 

がか ニ 巧 九日 
洋 化 ニ巧廿 二日 
-ア乂 一二 月 八 H 
录洋乂 一二 巧 ホ ニ a 


大 

一天 


を 港を 

(正午 化か〕 

ニ 巧 十一 ニ H 
ニ 巧 廿と日 
H 巧 十 IV 日 

ご一 巧せ と H 

が シアトル 巧 化 (午前 十 時化 帆 ) j 
が 岡 見 二月 九で 
横濱乂 ニち かご Ir 
一二 島 化 一 こ巧サ 一二 日 
伊豫 义 四 巧 三 日 

Is 偷敦装 日本 巧 巧 帆 - 
様ぶ 化 ニ 巧 九日 
化な か ニ 巧せ 一日 
を かか ir . 巧 化 日 
▲紐 青 巧 抓 芭を馬 巧 由 日本が 貨物船 1 巧 二回 
で騎絡 取な 0 がをは 缺洲 巧、 南 来 巧 化に 田を あ 
一一 經由 太平洋 岸 巧を 激她を おさ 巧 巧 おり 乘船切 
- 一-待 等 巧 事 御 他せ じ 取 計 ひ 申 上 たす 
1 来 圃鐵道 切符、 寝さ 券 等 t 御が 宜じ取 計 ひ 申 
上ます 


諸雜貨 仲買、 卸販賣 

保 旧商會 


陶 礎器雜 貨卸資 

春 旧廊會 


B 本 陶破黑 雑貨 類卸賣 

ザ元ブ タザ ！ ス 


H 本陶魅 器雜貨 
ラ厶 ブ卸寶 

奈良賛 易商會 


H 本吳服 反物 キ モノ 

テ — フルク ロ ー ス類 

諸雜貨 卸商 

I 肯本 ドラ - グ 1 ブ商會 

特別 廉懼で 大勉强 新 流行は 當 巧の 巧 長 


H 本觸叢 雑貨 
ピラ V — ク ブ が販賣 

S 巧 木 桃 ホ 組 


▼鄉 里を お及びを 送を (無手 巧 巧)* 外国 
巧替賣 買、 巧 巧を お 紐 取 立、 信用 巧# 
斤 等一胶 あけ 業務 晦巧巧 じな 巧 巧 化 お 

I 賊臺灣 銀 巧な ち 化 張 所 

本店 摹潰臺 化 

支店を 巧、 横な、 大度、 神戶 、上 巧、 巧 

ロ、 お 州、 厦門、 灿 頭、 香を、 廣 束、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 •"タ ビヤ、 を K 

I 々グ 々ッタ 、おを、 其 か 臺巧十 巧ヶ巧 

1 、 資本を 壹穩圃 (をが 拂 & 巧) 

一、 積 立を. 一億 ニな 五十 萬 画 

内が 本 支を： = 橫濱 (本 巧) 巧 ま乂阪 
神 戶長巧 下 巧を 古 唐 

機濱ぶ 金銀 巧— 支 巧 

ホ 岗をま 巧 N を お 羅麻沙 ボボを 
其 化 世 あを 留 重を 郁ボ 二ち 巧 及， ブ y ン 
ス有之 巧 


本 巧大阪 化演五 T 目 
が 育ま 巧 化育 プ 《 I ドウ S 1 が 四十 九 巧 

難 住ぶ 銀 巧. 

ぉ f 東京 •橫沒 、名を 屋 、巧 都、 巧戶 、岡 山 
尾ノ 道、 廣 島、 お、 柳 か、 下ノ斯 
巧ま庙 一巧 司ぶ 倉、 巧ち 槐タ 、义留 ち 熊 本 等 

本國 巧を， 卸 里 送を 等は 搔め 
て 御 巧が 迅速 じ 御 化 汲 巧 申 お 


本 庙销鮮 をが 

ま 巧が 張 巧は 日本 巧 地の お 要都巿 ，朝が 
お洲 、支那のを 地 巧び 浦 お斯德 

朝 鱗 銀行 紐 育 出張所 

外国 爲替 一般が 巧 業務 精々 御 便利 じ 取 巧 可 
申 上 巧 


藤本 證券 會巧 

一般 有 偕 お 券ノ賣 買、 引を、 募集 
▲を强 、あ ュ之ニ 隅 ス^ 一切 ノ業巧 

S 藤本 ミミ 1? 銀 巧 

が 育 お 張 巧 


陶强黑 、雜 貨卸賣 

森村ブ タザ ー ス 


雜貨 稱班器 

ドライ グ ー ズ卸資 

太洋賓 易！ 會巧 

タほ巿 俄 古、 ポストン 


賓 ♦をら し 奇卷煙 
を - 

* || 

寶 L 11 

石 

巧 ♦草 パ厂 .乎を 種 


資本を 壹 饭 旧 
拂込濟 資本を 六 モ巧脚 
巧 立を 六 千 一二 育 五十 巧 面 

献献ニ 一#: 銀 巧— 支 巧 

本 庙ま京 巧 日本 橋 區本革 産 町 五番 巧 一巧 

ま 店 小 巧 日 塞を 內 (I ) 機演 

名を 屋 京都 大お西 (大 お) 神 戸 
廣 を 下 踞巧司 若が 箱 损長货 
上お份 致を 買 巧 水 


货 出入ち 替 •電信 送金、 ホ 送を' 旅 巧 借用が 
が 菜 信用が 其 他 一般が 巧 業 

乂鱗城 S 菱銀巧 @ち 支 巧 

鄕里 送を ハ 日 木が 化 無キ數 巧？ 迅ま 取を 
本店 預金 (を 巧 通知 ノニ 稀) 御 促 巧な 巧 
本 ま 巧 東を (本は〕、 大お >#戶 、京都 
巧が 地名を 屋 、小 樽、 上が、 なを 


シアトル お 帆 ( 午前 十 時 ) 
あ ふら か 化 二ち ホ 日 
あらび やか 二月 ホと 日 
ば リザ か ( 坡巧 出か) 二ち 二十日 
►一等 巧沒 一九 五 巧 

化し ば 寸 みるん でん おは 一 五置恶 
ミ專 日本が 五 五 弗 客 ま 大巧 造 家族 室 — 
▼勸を 違 じあり 一等 割 則せ 巧 切 巧 安 衍を巧 侯 

ロスアンゼルス 出帆 (午後 一二 時) 
らぷら たか ニ 巧 ホ 置 日 
さんどす 化 S 月廿五 H 
▼ 一等 镇濱 二三 0 巧恒ロ わい みを レら をを 巧 
▼ 括 別 一二 等 日本 巧 あ 十 か 巧 ▼一二 等 日本が 五十 五 巧 
▼ を 巧 羅巧巧 あ 串 切 巧寝窒 を 購人巧 餘旋か 4 ち 
▼ お 育 線 パナマ 經由 日本ち お 巧 皆 物が 巧 一圃 - 


魄を坡 毎 ニ 週 一回 出か ■ 

* でム プレス 露西亞 (ニ 一る 00 嗯〕 

ニ 巧 ニ U 

《エムゲ レス 醒細盛 ニニ •呂 0 巧 一 

ニ 巧 壬 ハ 日 

A ェムブ ンス徽 蘭 画 ( 一二ろ 00 嚼 ) 

H 巧 化 日 

みで ムプン マ 露 西强三 一ろ 呈喷) 

一二 巧 H 十日 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等を 設備 
一 最大、 善 実、 最巧 をの 東が 航巧船 


日本 郭船會 社 (ホ こ 

に 

乘 車、 乘船 切符 ホ 


鐵道會 社) 

带 巧巧禍 兄弟 藏會 

に 小靖職 運送 御 優利 じ联扱 申しまず 


ラム プ ぶび * - 1 ル クシ M—F 

製 争 冗卸賣 手 蒙 商 會 

正 . Y. HETSCKA CP 

ニ W 男 1 2き ぎ N. Y. 田ぞぎ呈8ー ': 呈巧31 


ダナ メ I 力 ー の特を 

日本 A の お 買物には 特別 掛 員を 置き 無 
巧で 巧 ま 內致ホ 電話 义 はおず 紙み 第 御 
SS して 御 便宜を 計ち 初めての わ 方 じ 
對 しては 特に 注意 致します から 是非 お 
+=^ 9 願 ひ 巧、 市內 配達は 勿論 H 本 其 
¥_观 宛の わ 荷物 發 送は 當 ホで 致し 升 

。'一一 3 ン ワナメ ！ 力 ー 


期 H 一月 ごふ 
瘍所 


一日 { 木曜 目} 午後 八 時半 
紐 育 曰 本人 敎會 

東 五十と T 目 一二 一二 0 


梯働 2 ー蕃 季 親陸會 


どなた も 奮つ て 御％ 會 意見のを 換 をを 望し よず。 面 
白き 餘興數 々あら" 


乂爲隨 唐 


紐 育 日本人 會 


了 寧の 印馴 V 」 精巧 じる 化 上げ 

時日の 迅速 V 倦實な 校を をが 証 

印刷は 紐脊 新報 社へ 

電な ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0' 

わ 間違 6 むく 新報へ 

巿 西 十よ 了 目 十二を 十 階 目 


東部 じがけ る 巧 字 t 論 機關の 

權 威、 吾 がが 報を 讀 まね 人な し 


廣告は 紐 育 新報へ 




家庭的 貸肾 

裝締が ニを イマ、 ヶず ' I ット付 
週 十 弗 W 上 H 本人が 古 二人 又 
は 夫婦 者 じ適當 
全、 1 、 ニ、 一二 室 バユ、 I ヶチネ 
ット 付を 巧 數十室 
御 一覧のと 旅 わを 又は ホ 住 者に 
赛し 巧宜御 相談に 應じ ，みす 

互— を d . ミ 2; St . 置 


香两 み郞譯 

死 愛の 接 物 

巧を 『なは 何故 二十 二人 
の 妻を 殺し わの か？』 
故國 じがて 忽も 十二 版を 重ねた 
身の 毛の ょだつ 事 賞 諮、 犯罪む 
理の 巧資巧 (定 懐-巧 一二 十 仙) 

化 柄、 桑 山、 ま 京商會 じな々 





JJ * 






突飛な 施設を 敢て ずろ 

南京 政府の 前途は 未知 數 

巧 詰りの 巧 開を 梨 卞る對 支 外交 


昨年 初夏 松 平 大使 一巧 ど 
同船 歸朝後 朝鮮、 お洲ょ b 巧 巧 
じ 固 K 政府を 訪問し 歸途 上海ょ 
ら塞 潰に 出で 昨年 十月を 化附あ 
を 輕巧鐵 道 じて 旅行 中 お 炭单ど 
衝突の 奇禍じ 罹 6 台 化 病院 じ 入 
院 治療を 受け、 退院 後ち 京 じ 於 
て靜を 中で あつた 大阪毎 円を 京 
B 々華府 特派員 巧上淸 氏は 旣報 
のか < まる 十 リ漸< 歸 華し、 前 
週 出 紐せ るが、 會 見の 記者に 對 
して 樓 々滿納 、支那 方面の 眞相 
を 語つ た。 巧 一節に 曰 < 『みが 
ホ 天 滞在中 偶々 林權助 巧の か 張 
作霖會 葬、 張學良 ミの 會を ごな 
ら- 時を 天 派を 慰撫して 南 化を 
協の 延期を 實現 しじので ぁるが 
結埼南 化のを 巧は 免むな いお 勢 
じを つた。 巧滿鐵 道の かき ま 邪 
侧じ 不測の 事變績 出す る 爲め對 
ま 事業は 更らじ 

進展 せざる は 遺 城 ごすべ 
きで ある。 子が 上 おじん る どみ 


巧的じ巧勸す る^^らば相當の收 
獲 わるは 疑 ふべ くもない。 乍 併 
獨玉祥 の 如き 閣錫 山の 如き 化 伐 
の爲 めじは 蔣 かち V ー擾 手せ る も 
巧け 纖雲覆 雨の 變を 生やる や も 
計 6 難き 棉勢裡 にも b ては ま那 
じめ ける 內 外人を して お 易 <國 
民 政府に 信頼せ し レる をは 蹲み 
得らむな い。 而も 

國民 政 おはな々 突飛なる 
施設を なし、 新 首府 W 稱 する 巧 
京の 道路な 逍の爲 めじな が 地を 
沒 化しつ！ (僅々 墨が お 巧を 0 
て 大小と な < 買收 して ゐ る) 新 
たじ ホ 民ょ b 徵稅の 税率を 激增 
するとい ふが 如き モ 策を 執を が 
爲 めじ 鑑聲絕 ゆる 巧がない/」 を 
ふ狀 態で ぁる。 化 間 日本の 對支 
外を も 巧き 詰ま もの 窮境 じぁる 
が、 寧ろ 名を 捨て I 實を 執らい 
どす る 吳國の 例 じ 做 ふべき であ 
つて、 日貨ポ イコ ブトの 運動 も 
織 効で わるから H 本の 立 族 よら 
観て 决 して 樂觀す べきでは ある 


じ 意外に も お ホ 政 あみを 部で あ j まい。 現じ 上がを 頭 じ 山積せ る 


ょら 巧じ靑 年を 巧を して チに 歓 
迎の 意を 通せし め、 南京 じ 化ら 
てな 外を 部の 首腦 ごを 歓 し、 王 
正廷 ちごら 摇 話を 重ねた が、 所 
謂 おき 支 恥の 意氣 込は ホ 天の 槪 


あ 6 彼等が 餘らじ 巧を 急が ホを I る』 を々 


日貨は 巧に 迷 ふの みなく 內 化に 
入れぶ 入る 程 ボイコットは 潔 刻 
の 恐が ある。 なじ 化 巧 詰ま b を 
巧 開して 巧 局面に 善 處オる こと 
は H 本の 利益み 爲 めじ 急 おで あ 


上院 委員 會 VJ 

移民法 改正 

送還され たる 外人の 
巧 人 國に對 する 罰則 
巧 巧が K 法改正 じ幽 ザる 諸 法 
案 パ 每聯巧 溝 會じ提 おされて 
ゐ るが 今期 韶 曾に U す 截條の 
巡泮艦 建邁其 他を 耍麗 案が タ 
いなめに 特-し 緊急を 威 ホざる 
移民な おみな 正は 上 ド 兩院じ 
於て を裝視 せざる 傾向れ ら、 
現じ まる 十八 U 閒會の 上院 移 
民委貴 曾に めて はん 佛 別-'」 依 
る 入 國許巧 数の ち^ 改正案は 
あらに 一 側 年間を 化の 健 じず 
る じ 巧した る も sir 如くを 員 

長八ィ ラム •ジ m ーン ソン 巧よ 

ら後滚 された が、 

を-し 馳 する 巧 議案^ 委員 巧試議 

は ノ^ — ニア コタ 州^ 出の ノィス 

幾 員 よら 提出され 盾 6% 巧 法 お 
の 立 まを にもし ペン 州 選 ホ遙貴 
リード 氏の 討 滋參^ よ f 延朔さ 
れる i ご。 つた。.' 乍が サウス • 
々り リナ 州 選出は ま黨謠 旨ブリ 
—ズ 氏の 促 案た るぶ 0 义四 号を 
案は 『外人 じして モ九只 十と 年 
二月 お 日 制を の あお ホ 又は 千 九 
巧 二十 巧 年と 片 一り 制定の 移民 
法に 違な した ム結裝 捕縛 送還せ 
られ たる 外人 じして 巧び 違法 入 
固せ る あは 索 罪 犯 ご 憩め 千 巧ぶ 
內の 罰を、 ニ 個 年 0 內の禁 鍋 
くは 巧妍 むかを 巧し 罰を 納附 
又は 刑期 滿 r おおじ 送還の ま 
を 採ろ べし』 VJ のを ホの 

法を け 上院を 員 封 じがて 可 ^ 
せられ 化 もじつ き， 


がを 法的 じ 入 越せる 外人は ニ一 
巧の ず數 巧を 支彿ひ 在留 証明 
書の 銭 給を 勞働ぷ じ 申請す る 
i を 待べ しごの 法案ら 同時 じ 
h 院 委員 會を殖 過して ゐ る。 

改善され ろ 

郵船 航路 


シャト^ 総に S 島义 
鬟に所 報の 姑 < n 本郵姬 では 
を 港が 路じ 本年から 漸み S 乂優 
秀 船を 配す る ミ じな-* ='、 窠ー船 
どして 長 崎 一二 塞 造船所に て 新造 
の淺間 化が 愈々 十) 巧 六 H 藥港 
お漸 のをに 確を した。 而 して】 
お间 社では 化 南方 航路の な 善に 
伴 「て シヤト V 線 じ も 明年から 
是 隻の新 お モータ ー 船が 配 
潰； される 豫ぶ C 旣じ 造船に 取ら 
掛 .勺た が、 をれ をの 間に も漸を 
5^ ふて 改善を 加へ る i じな--. ホ 
么 一一 ニ巧廿 HH か 港 出か 船便から 
I 方 一二 モ顺 S 加賀 化の 巧 5 じ 一 
を ハ千哦 リニ 島 化を 配し 十二 巧 
ら サィべ リァ 化、 巧 年の S 月 
から コレァ 化ら 小型 船に 化つ て 
ネが路 じ 就が する をに なつた。 
ち 島 化は 元歐 讲化路 船で 船を 收 
を 力は 一等ん 十义 人、 二等 二十 
六. 人、 一二 等 約 ニ. 円 人で ぁる。 本 
船の 特色は 大 化な ホの 沙 ホが 路 
船 じ 比べて 船型が 大きく 速力 も 
ホら 一等 遊 ホ 巧が が 非常 じ廣い 
i ご 一等 じ 一人 床 室が 六 個 ぁつ 
て 化割增 巧を は 僅に 五 か 乃至 一 
削に 過ぎ y ■いを、 二等 船室の 設 
備 .か ある i 等で あるが、 運 貸は 
本 會證が 一 現 化の ま i 据疆 であるので 旅を 


が 育 H 本人 おを の 

新年 大 競技 省 

當ぉ巧 五十と T 目 一二 一二 幻 番地 
紐 育 日本人 敎會 社を 部に V は 例 
年の かく 新年 大 競技 會を 照く i 
ごな b ホる サ六 H ( ± 靡) 午後 屯 
時 1.0 ピンポン、 歌留タ 、園 募 
將拱巧 他を 補の 競技を ぶ ひ 山と 
蹟わピ 馳走が ある もじ 心 一般 同 
胞の參 加を 歓迎ず も ご 

•ジフテリアを 巧の 

無料 注射を 靜始 

當巿シ 1 マン 街と +1 番 ドク ト 

; ロ I ニ 之 助 巧は ジ 一! テリ ア豫 

防日本 A 部委員會じ I ^し 『ダィ 

ク マン 方面には タ數^ ノ嬰兒 も あ 

る i 故 同胞の 父 冗 ホ^ 病豫 巧の 

為め 注射を 希望 せら/る {人々 の 

ホ訪を 歓迎し 無 巧 _ん て 注射を し 

て 差 上ます から 禱摧 せらる 5 巧 

なく 巧 館 あれ』 どのが 意を 通じ 

て ホた。 ダィク マン 方面 じは 山 

ロド' クト^の 言は I ぶ i 如く タ數 

の 家庭 も わ b 化離祠 ドク ト术の 

巧 意 的ォッ ジアみ ホ 注射の 小 巧 

達は 直 じ豫防 注がを するがょい 

--1 IJ 1 !■■-; 

香 西み 郎巧 « 唐の 

「死 愛ぶ 接吻」 

日本で 第 十二 版を 重ねた 五ッ 
チ •五 ドウ キン*. ム 1 ズ 原著を 西 
巧 那氏觀 譯の齒 を 『なは 巧な ニ 
十二 人の 妻を 盤した か』 譯名 『巧 
をのを 晚』 は！！！ 業の 化 巧 社發刊 
の 珍書で 事實心 架空の 小說ょ b 
も 奇怪で をつ!^ 犯罪 必理 の好資 
稱 である ど 言 於れ てゐ るが 四 ホ 
版 H ちみ 十 頁を 憤 一 弗 一二 十 化、 
ホ 桐商會 、桑 山商會 ，東京 商會 
等-して 購 あし 得べ しと。 

窩お 巧は ち 筆 

昨年 欧米を 漫遊して 歸朗 せる 
大阪每 U 新斷社 常務な 締役高 お 
眞 五郎 氏は 今 固の 巧 威 制々 定じ 
基き 巧に 大每化 じを H 兩 新聞の 
ホ 筆に 巧せられ 兩 社の 論 読 おを 
監督 お 導す る i となつ だ 旨が 育 
特派員 事務所に 通達が あつた 


がて 正式 じぶ 過 後 下 おを 員- 
に 迴附し 下院 <2 本會满 じが 
可 化すれば 大が がの ホ 可を I 
てを 悼 ご；：？ ■る 笠 U るが、 ホの 


に 化つ て ホ 常 じ 有利で わる。 因 
じ 同船の 二等 運 貸は 大げ 化の ニ 
等 B ご 岡 率で ホ 巿横演 間は 巧 十 
巧 どなつ てゐる 


齋藤 美術 巧競賣 

當 ボマ デ ソン 街 五と 乂番齋 藤 
義 三一郞 巧經營 東が 美術 庙に ては 
本 H 及び 明日 午後 アン ダ！ ツン 
書房 じがて 約 四百 五十 点の 支那 
日本を 化 美術品の カタ。 グ競賣 
をな す當 なる が、 十ち 化 紀當時 
の 桐 製 長撞を 始め 巧 藤ぶ び ラ 
の繪 蕾、 耀 、支那 古代 服 指雜等 
逸品 タ數 ゎる 由。 • 

武間之 男 巧 鉛 約 

森が 兄弟 商 會意底 部 社員 武間 
之 巧 氏は 日本 文化 學會ホ 事 巧 田 
柳が 氏 長女 千 鶴す 磯と 婚約せ る 
旨 前週々 末 發表ぁ b 追て 黃道吉 
日を 選ん 華 濁の 典を 擧 ぐる お。 

HHUn^ 

参 ホ 中 當資氏 過去 十 年間 か 山 
洋服 巧會 社員 W して 活動 せら 同 
氏は 最近 退社、！ 時 休養の 爲レ 
—クジ ヨージ 方面を 旅 巧す る ご 
♦塚 ロ 巧 一二郎 巧 醫學巧 ト大陋 
醫科大 をお授 、十四日 歐洲 ょち 
着 紐 ホ稻じ 投宿 化 H 西巧絲 朝。 
•一二 半义巧 商工 省 絹 業 試驗所 
お 帥、 十一 日 着が 國乂方 じ枯宿 

一巧 サホ 日波 歐の窜 


巧 觸 スペシャル 


一巧 巧 講談 クラブ 
文藝 クラ プ 
富 ± 

キ ン グ 

講談 雜 誌. 

到着 


か 桐 兄弟 商會 


截樣御 お 知の 
海苔の 個 煮 

な 戶の華 

瞻乂 t 

ホ ひは 生 巧の 

な戶前 


桑 山商會 

114 寞 T 芸 thsT: N. y. C. 

さ ミで が 巧 n こ ニ ザ 苦 57 


東京 蘭 會特吿 


轉送 留虜き 
取扱 ひ申淚 


一ケ年 一 弗な 上 S 弗 迄 

御 便利で をを 

御 申 越は 今' 


紐 育 東京 商會 

1 さち. 羣 hFN . y . G ‘ 
ジニ妄 量 ニ 蓋 



新年 競披會 

來る 一巧 二十 六 9(±曜 一 午を 
と 時 ょら 新年 競技 會 (ビン ポ 
ン 、歌 留タ 、閣磬 、胳棋 等 ) 
相懼 ふし 候 間柯卒 御友 人タ數 
御 誘 ひ 御 ホ 會被下 度 御 待 も 申 
上 候 

紐 育 n 本人 敎會 
社 交 部 

東 五十と T 目 一二 一二 0 雷 


夏場 賣度 

傷 所 。ン ごー チ 
ゲ 1 ム ボカ、 化の ダー ムで 
もよ し 
委細は 商 淡の 上 

ち 岩ち 

S 5 5 ih F N. Y.C. 
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ぉリ 1 保换 事務所 1 

H. Segaw み Insurance 良 roker. 

303 Fifth Ave., j 

Tel. Caledonia 4101 ' 

巧 田 - ザみ 巧 - ぶ# 化 化育 ま 店 

Uc 打 ! da 、 radi 打 g し 〇 •, Inc, 

1 1 Park Place 
Tel. Barclay 1 巧 6 

島貿巧 株式 會化 
^tuma iVading Ltd. 

150 Broadway 
Telephone Rector 1484 

巧 ま舍化 ホを 巧を 
Akawo & CcK, いん， 
235 Ehh Av&, 

Tcl. Caledonia 3758 ぶ 9 

片倉 製な 綻賴 株を 食 社 
Katakura 在 Co., いん， 
200 Madison Avenue 
Tel. Ashland 4545-4546 

K. Mikimoto — 

Mildmoto Pear!* 

居 33 Fifth Avenue 
Tel. Vanderbilt 2519 

Okura & Co., 

30 Church Si., 

Tel. Cortlandt 2292-93*94 

H お 巧 ま會化 
巧理店 
まなか 會 
1 如 Br 叫 iw 化 0. C. Tel. R 阳 ter け 84 
Facb け： お - 10 38 化む e., し 1 . 巧わ 

巧 巧 あを 巧を さを 
Asano Company 

Room 801 -SOS 
165 Broadway 
Tel. CoTtiandt 8047 ぶ 052 

1 Gosho corporation, 

! Silk Importer み 

j 化 '!? act w。 street 

! Te!. Ashland 4987-Bl 

Gosho Co«» I&c«t 
Cotton Exporters 

说 Beav がみ .. 

Te! BowHor Green 8 斯 6> 〇 6 

巧 巧が 巧 おがを 會 を 
紐ち 事み 所 

Sou 比 Manchuria R. R. Co リ 

Room 2026 ぶ anadian Pac 沿 C BMy. 
342 Madison Ave. 

Tel> Vand [ が b 化 4135 

H 井み ま 株 ま會ぉ 
な 巧 ま 巧 
Mitsui & Co., 

6 。 Broadway ， 

Tcl. Bowling Green 7520 

巧ホ會 おち 井 巧 巧 
紐 育 出張所 
Iwai & Co" Lid. 
Wool worth Buiiding, 
Tel. Whitehall 6040 

H 菱巧 事み ま會お 
铅 育ま 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(Mitsubishi Co" Ltd.) 

120 Broadway 
Tel. Rector 2560-2564 

大阪 朝日 ニ まを 蘭 曰 
化 巧 ま 巧 
Osaka Asahi 

1 れ e iNew York iTnnes An 田 ex 
Tel. Lackawanna 1000 


日本 お あ 巧 ホ會化 
がち ミ 巧 

Japan Co が on Irading じか， いム , 
2 Park Amhu み 
ToK Lexington 8787 


日本 生糸な 式會お 
なを ま 巧 
NIPPON K1-IT0 RilSlU, LTD 

Two Park Avenue 
TeL A 此 land 5320 


巧な 名會巧 
化育ち 巧 
Hara & Co., 

443 Poul ■比 Av み 
Tel. Caledonia 7830-35 


日米を 糸 巧 ま會お 
I が 育支庙 

! HICHI- 化け IIT0 WB じ 州 IKI KA ぶ M 

I (NIC 出 - BEI KUTO CO, LTD.) 

I 1 Park Avenue 

! Tel. Ashland 624^7-48^9 


大 おお 日 ニ 戌 京 曰 H 
が 木 H 郞 
Oisika Mainichi 
Room 306A World Baildiog 
Tel, B«ekmaii 4259 
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大紐育 

一九二 九 年 版 y 近く 發 タ- 

ネ 社が 裳に 編冀發 巧いた しました 『大 化育」 は、 幸 ひじして 
江湖の 湧 （•わかき 巧 評を 巧し、 遂に 全部 一册殘 ら中資 切れ ミな 
6 ょしじ、 なて 本 化は 祭 一版の 巧容 をを 巧が たにし、 员數を も 
增 加した モ化旨 廿化年 版を 巧に 度け f る こご； な b ました、 正 
確 じして 且つ 巧ら しい 統計 ご 事 賞を 基礎 じして、 刻々 變 化する 
巧が 『大 紐 育 J の眞 巧を 傳 ふるに 遺な：： ♦きこ ど . V 期して 居ら ま 
す。 尙ほ定 巧は 

豫約 中を 者に 限りて 

特價と 十五 仙 

發刊 後の 御 購買には 

を 價金一 弗 

ビ をし ミした、 を かじ 豫約 御中 込みを ホ 望いた します。 

if 紐 育 新報 社. 



第五 十六 I 帝 國議曾 


豫算總 會で戲 驚遞相 追窮か 

n 滿洲の 某 重 犬 事件 も 國家要 値て 巧賣 ずる M 

束 京特を 二十 五日 發 = 本日ょ な衆邊 おが 算總會 が 開 おされる が^ あ黨 側では 陣形を 立直して 
ん巧遞 化 ル 一身上に 鹏斷 した 問題で 巧 府側广 突貫 寸べ < め 巧 も購戰 ふ巧備 し' て 屑. るが、 満洲の 某 
曼蕃 1 じ ¥ は 「磬囊 舊じ響 S 變で 政惡 責任を^ ふ』 ど？ 弘 いだ 態度を 示 
しお るら 中堂 刚氏 G 追擊で S 中 首相 もたら 態'^ な b 政 雲 W で 漸< 狼 妨の色 あ >、 一卞 
民玫 なの龐 1 ¢ 降 1 氏 等は 大 1 を 訪問して 1 旗トげ 薑を 求めた。 


射 政に 不戰條 約に 

活氣 y 呈 した 衆議院 

ま 京 特電 二十四日 發 = 廿 一二 n な族院 では 高 構‘ 琢化 氏の 長 だ 
らしき 質閒 でず つ^.^ だれ 気 ホ ど つじが 衆證 なでは 助 政閒趙 
不戦 條お 問强 等で 稍々 活 おを 呈 しれ、 ほ 政 簿^ 小川 郷太郎 氏は 
助か 質問に 於て 『本年 段の 豫算 案には ホ 年度な お おがの 大膨 
おを 避けられ 0 やうに 立案され 居 6 互±藏 巧の 役 U 巧 こなれ ま 
第を 曝繁 してんる. 地 ホ か 權を振 b 醫 し々 案した 兩稅を 讓は何 
時み 亂 じか 增 化. し^って ゐ る、 お瞬蔡 では 朝 心'- 慕 四の 言明で 経 
濟 がをお 節さず こご 夥 '解禁 谁備ホ だ をら of いふが 政 巧 f し 
帘赌 して & るか' 励債貨 借な 善 か 巧、 日銀 お 酿 M 收 ，が柯 、叉那 
問題 おが 如 M 』 ご矢繼 おに 責め 脊ザご 一 ± 藏化么 じを へて 『おな 
の 現が から 見て 鼓 適の 徐算 でぁる、 剩餘 をは 少 いが 巧 想で 一 阿る 
を 解禁は 嶺 善の 方策を 靡 じつ t 適當の お规を 巡が うの やう 疋意 
して」 る』 ミ 述べた にみ 柯 事ら をへ なか. ィ た。 I ■ 
東を 特電 二十四日 發 = 田 中 首相な ホ 日の 讓會 にがて 囊^不 
戰條 のの 批谁 _ i 规し 民な 黨侧 ょら 『國汉 の 名 じ 巧て 條 約を 孤 お 
する』， 一記 入し じのは 巧 段の 図體に 違た するど 摘 發し閒 酷の-ず 
句で あと 『ピ い プ A ズ』 み 語義 解 释の谭 問 じ對し 『これけ 齒家 
の 名に 化て に 等し いらみ で わを』 ごもつ さ b 答 辯し 巧 驚の 突擊 
も 郎战悠 が^がつ ゎが， 玫ぶ會 で’ け巧黨 聯絡 掛ら なる ものを 設 
けて 就 巧の 提携 氣か濃 阵を呈 して 居る が大醒 候' 派の ルみ ~ 謙 ま 
巧を の 他は 政府の 地 巧を 讓 まじ ほ勒か 意を 示 t て 巧た。 一 

張. 作霖 のを 死 事が 

永 ホ 柳太郞 ぶの 質 潤を 外 

ホ 譲院 巧閒當 B 田 中 首が、 |ニ - H 藏 相の 滿哉 終る ぞ大お 裡じ 
墳閒 戦じ乂 b 化づお 略孽を 氏は を 想圈難 巧/® 無 斌を責 A I ー說お 
ぉ始めた ので 旧 测堅ま 氏は 之を 冷評 かして 朗 巧巧黨 じが 飞 散ら 
し、 漸く 永 ザ 柳よ 郎 氏は 支那 問題を 提げて 突 磐 f 開始‘ だが 出 
鼻た 挫かれて 氣 势搭ら や、 田 中を 相け 巧みな を 辯で 逃 W を 打つ 
た按 めな を贼の 脚诗は 外れ 故 府侧は 早く も樂 おの 色を 出 I したが 
唯 怖 i るは 貴族院の み どなつ た。 

東京 特電 二十 一二 日發 == 旧 中 首 
巧は 二十 ニ H おがの 某を 大事 件 
じ關聯 して 濱ロ滋 裁の 諮 解を ホ 
むべ く會 をを 中 込みし も 拒 おさ 
れ たので、 政府では 本 問題に 就 
ては' 个 問に 附す こご*" ■し、 民を 
黨 幹部を は 鞭を 的に 曝 あずる と 
いきまいて 居た が、 本日 午 おの 
みを 留問戰 にて 永 井 柳太郞 〔お 
政黨〕 は、 

張が 霖の 奇怪 i ：* る 暗 おじ 就て 
^ ホ だ柯等 この 眞相あ 表され 
でみ おじめて はこれ を U 本 
b 仕業 ど 見做れ 日本の 圖策じ 
で 頗る 恶が 磐を ぶ ぼしつ； ぁ 
り、 がが は 常 じ 調を を ロ じし 
，つ i ぁ n で 氷 だ 調査の 結联を 
をまず るに まら や、 政 巧の 巧 
怠裝 して か柯 

ミ 質問の 矢を 放 もたる も、 田 中 
を 相は 『ホ だ諷查 中に おし 酱を 
の 限 0 でない』 と あづさち これ 
を ま おした。 


藏相說 • 


を 彩 薄、 し 

/ 首， 梅の 施政 パ 針 

を 京特を \ 〔こゴ 3 — •タ井 

ムス 鞭】 寺日豬 H かかを 兼攝 
する 田 * をは 本 H 政 集の 施政 
方 か-しみ ザ說 明し むが、 一 內か政 
策 おじ £緣 新奇な 5 色彩に 乏し 
く、 嗔 めでず々 化々 でぁった、 
首 巧*’ 先っ ち國 皇帝 陛下め 御を 
快に 内は 飞られ て 居る こ 女 じ視 
貸の 副を ベ、 今期 議會 み大問 
題で ゎる 地 稱委讓 じ 就て は簡單 
に 化 明した、 をれ ょら 一二 ±藏 巧 
本め 財 巧 旧な を ヵ說し 一二 再 
レと 銀な のを 同， 截巧 おを の歷 
とじ ホを おな 魅 巧を 說き 爲替相 
みの 巧 化 じ 巧 力すべし i なし 金 
が 解禁に タ大の 望みを 抱 < 旨述 
ベ K 、 この 曰 傍聴席は 鈴， らの 
で議巧 前 じ も 人の お 山を 築 


が務 大臣 發 、巧 商務 
.一 書記官 二十 二日を 電 
/ 祭 五十六 議會 にがけ る 大藏大 I 
/臣の 演說中 本が 經濟 がの 實が 
-に關 ずち 部 ホ聖領 左の 通 b で 一 
わる 0 

I 

一が^^ の 財界 動乱 じ菊丄 
ては官は協^; 1 致其應急措置ぶ 
び 善後 處理 にっきを 力を 注ぎな 
る 結果 今日 金融 磯 綱の 基礎み 
恐怖 前に 比し 巧っ て 堅 實を加 <1 
」 股 事業が の整禪 丈に 進 巧し 海 
巧の 合同 整理 亦 著しく 進 わした 
此 趨勢は 今後 も 尙ほ繼 綴し' 銀 
巧 數は戚 ホィる も、 其 勢力 增 た 
の ためお ホ康 業界に 巧 影# を 魔 
す もの ご 信ずる、 財界 恐憾 後を 
融巿 おは、 賢を 偏 巧の 減少 #? P 
きため (め 巧は 右資 をの 偏ぶ を 
解き 緊急の 疎通を 圖 るの 急 お；；* 
るを 認め、 之が ねめ 禪々 施設を 
諸 じたる 結果、 民閒當 業者み 努 
力 ど 相俟って 信用を 四復 せした 
め、 を 融 がは 漸次な 善を 見る じ 
まつた、 

昨年》 對か賓 易は 輸ぶ千 
化 億 お 千 百 驗万阳 、輸入 超 P 額 
こ 瞭ニ千 四が 餘巧圓 、朝^び 
辜灣 が 张を 加へ 一二 億 二 一中 餘 
巧圓 ぶなる も、 をを 數年 5 ^ の實 
績じ 比較 すれば、 其な 善の 跡 著 
を認 ゎ、 み厨爲 を 相溪 一| 昨年 
始め 街 术相換 四十よ お見^な b 
しも 一二 月下 旬ょ b 漸騰 の^を 示 
し】 時は 巧 十八 弗に 達し のが 
五月に 入ら ま 服 事 かの 影^を 受 
けて 四十み 弗臺 じで も、！^ あじ 
がて は 四十 巧 巧 台を 示し L 运 
爲替相複の安をは、 をを^易を 
股ょ b 見て 必要なる を 社て 

'^府 は國廣 貸借^な 善 じ 
化 b 、 爲替 の 自然の 巧 ふ」 期す 
る £ 共に、 成る ベ （速 心を の輸 
出解 禁を實巧し じ し W へ 居 れ 
るが、 么が爲じは飽を^重の態 
をを 要す 6 を R て、 絕 1 ：； ず內外 
の 情勢を ち 察し、' 本 問^の 解决 
じっき 其 時期 及び 方法^ 誤ら ざ 
らんこ ごを 期して 居る ごぶ々- 

日 支 巧 渉を 「 

支那 側悲觀 

首相 聲 明み 反響 

上 お恃お 二十-二日 【ヘラ ル 
ド •トリ ビ ユンが】： iH 支を が 






の お ま 巧 隙に 熙晚し 一般 支那の 
興 論は 旧 中 首相 S 誰會 じがけ る 
聲明 〔前號 所 報〕 に 鑑み 

じ 傾いて 居る、 尤も 
南京 W おごして け 巧 まを 使巧澤 
謙き 氏の 南京 訪問に 對 しては 官 
K i を-'- てを が頻ら じ歡恃 しつ 
つ ゎる もを の實巧 澤氏訪 閒の眞 
がにおしては疑惑械し居-^、 特 
にを！^ よ 6 建し つ i ぁを 新聞 電 
報は 一 股 輿論を 憂 滲」 階ら しめ 
てち る、 而ら 0 キ テル 通信は 明 
かに 日本 官憲より 傅へ たど 覺し 
い 事實を 報じ U 本 政府は ニ H i 
U よ 4 寶 施すべき 支那の 關稅旨 
ホ權を 承認ず る ど 共 じ 支那 側 も 
西 巧 借 歎 等の 黃 あを 合法的 じ 承 
認し たど 傾へ てち るが、 これは 
支那 側 じど もては 內政的 じら 重 
大 U 

なが 的 意義を 含み、 財政 
接 長を ± 文民は この 報道に 就て 

れを 否を I 最巧國 皮 政府は 日 
本し おず る 不拂借 嫁の-部 * 5 -- を 
ゎ 諸 借 歎 償 巧み 爲め五 巧 方 弗の 
資 をを 宛てる こご じみして 居る 
が これは 西 巧 借 歎じ 適用され や 
且つ 離稅自 まの 實 施に 斯る條 件 
なし ど 言明し ちる もの 5 一般の 
不 をは お ほ 一掃され や、 殊に 巧 
中 首相が。 ネ ブル 通信の 傅 ふる 
如く 滿 蒙を 化て 支那の 本 ± どを 
が 別倘視 したる がか < 議會 じて 
聲 明した こどは 非常 じ セン セ ー 
シ 3 ンを をみ、 これは がわ じ 支 
那じ對 する 

巧 である どの ホ 難が 高 

-、 ま 方 通信に ig れぱの 林 奉 天 
繊 領事は 最近 張學良 氏を 訪問し 
單天叔 巧が 滿 蒙に 關 L た W をを 
巧 京の 麻 r 1 ほし じこ どじ 抗議 
し H 本め 府は斷 じて 滴 蒙 問題を 
巧を か府ご 協を する 意志な しと 
迴吿 しじ どの こごで ホる が、 こ 
れ 等の 報攀は 現じ 商 京を 請 問 中 
でぁ 也が 巧浑を 使が 王 出廷を ど 
の 脅 見し お 蒙 巧 題に 觸 る} や 否 
やに 就て 疑惑を 高め 居を、 兩巧 
曾 見の お 巧は おて 非常に 注目を 
惹 いて 屠る が、 支那 新聞紙は 一 
股 じ 

を 使 の 訪問は 巧して 滿蒙 
山東當 問題を の 化の 日 ま 懸案を 
同一の ものごして 解み せんと 欲 
する 支那 か 府£ の 諮 解を 得る 爲 
めでな く、 單に田 中內閣 をして 
議會 じがる 危機よ 6 脫 おせしめ 
ん ごする を 面 上の 手段 じ 過ぎぬ 


ご觀て 夏る 0 


暴露 戦備 


段 政 黨 -p 

前 號本趾 恃電巧 瓶^み 如 H に 政 
黨は證 員 總會じ お I て濱 □給 裁 
が 『巧 W 閣は巧 ふして® み 
ぞい、 をの 罪を きす 彈ィる ミ 
に總 動員の もど に す往 まいを せ 
ょ』 と馈說 した'-」 ころを 滿ど 
して 本會講 委員^' を 逆 じて 化 ゆ 
る 機會じ 政府の^ ハ 政を 痛聲 ザる 
事 じ 根本 モ かが をして 居ら、 
然て本 會講委 宵 じ おける 憲事 
の 進け 化じ驅 び 院內じ 巧る 

各派 ど^を 涉 をの 他の 巧 
戰 d おみ 總務； ^ まご L てを の衝 
じ當 るので あ^^ 力 今議會 のか 巧 
は與黨 じる 扱 j 巧會 が一黨 だけで 
絕對ぞ 數を制 I してち ないから 野 
黨の 中堅た るで な 篤の 作 f 祭 
では 時じ與 d が 虛を衝 いて 勝 
を 博ず る 横， か 多々 あるじが 違 
ないから が^ 治 氏を 恃じ院 巧 
總 あま 巧 ごー て總て 

臨 磯の I 處 匿を 一巧す も 事 

玄 なつて 居* j が 今 遙會の 一 ー锻ホ 
略は まづ本 4： 講並じ 豫算盛 曾で 
徹底的 じ 質^ 戰を 試みを の經適 
を 見て 適當 構 會じ總 かつ 硏不 
信な 案を 提 して 一擧じ 雌雄を 
巧ず るで る jr ぅ、 掛ち 現み 閣は 
あ 立む ホ々 けまで 一年 九ヶ 巧を 
の 間 議會を 駒く 事 S 圓で ふろた 
が議曾 9 開 皆け 僅 じ 十二 H じ 過 
ぎ ホ 巧 野黨ピ して 現み 閣 の 巧 罪 
を 論議す をめ は 今 議會が 始めて 
であるか > 叫 

對支 みを、 が政經 渡の び 
ん 乱、 を 解禁の 實巧 不可 萌思 
想の お銳 、化 相の 惡 化， 龄お家 
の 節操 じう b ん間 題を のを 切 


はこの 根本 問題を を-しして 盾 も 
着手され るら しい。 


.ロ ツキ ー i 派が 


革命 陰謀 


ホ 犯を の 大檢擧 

リガ 二十四日 巧リ モス カクょ 
ら连 したを 報じ 化れば 勞 農ロシ 
アを府 は モス カウを 中、 む どして 
をが じ 直 6 お 巧 五十人の ト 0 ッ 
キ！ 派 じ 感ずる 一派のを 命 陰謀 
まお吿 發化獄 I たが、 をの 中 じ 


は， 4 デブ ン 、パンク ラトフ 等 著 


名な 同志ら 欺 （ない ホせ 巧黨員 
じして 述絡者 ごして 補 縛され た 
者 もな じ、 煤を* し 化ら ては 目下 
シ ベ V ァじ流刑中でぁ^<| 

キ ー をら 更ら じ處 罰す II らし 


S ヴ 


官患 はを 風の 新聞に おみして 
檢擧事 化の 特筆大書， ぶ-命じ 革 
命 派の 一掃を 譬吿 し、 i トロ プ 
キー がおか じて 慕 述心お 巧し 
てな勞農政巧勢を鼓^しっ 
ある 事賃 、この 一波 


陰謀 L て 居る こどは 祖收 しわ 


文書に 化る も 明白で 仁 
ベて 居る。 


を議瘍 の閱題 ごして 論戰 ずで、 
殊に 對 まみを の 如きは 巧；！？ I ま 4 
の眞相 例，、 ぱ濟南 事が や 則 巧 じ 
報じて 苗る 如 {張 作霖橫 亦蚕俾 
じ關 すを ほを 黨の 調査せ， 一事 實 
の 異相を 始め 現内閣み «紀で ん 
热に關ずる幾多の事廈を端^な 
く質間して い はゆ る 一. 硬斯^露 
政策を 斷芦む して 校が の 急！^！^ 

手は ずを 定めて だる 
义ホ信 件 案を 始め 院内に 赔了巧 
動 の 根^^ 方針 は 獨自ま い 化戸 わ 
て 他派 全を 渉ず る やうの 谊をじ 
も 右の 根本 方針は 變 をせ の 事 じ 
こ わ 义覚 居を きめ マ 居る イ C 


日 支 巧 涉が轉 期に，： 

東京 特電 二十 五日 發 == 南を 特奄じ 依れば 滞 化 中の 巧！！ 貧 使 
はお かお、 王 正廷氏 等ピ會 をの 結果 ¢ 1 ホ點 では 意見の 一み を 見 
本日よ b お 式のを 渉 じ 移った。 一 一 1 
巧 京' 【聯 を】 二十四日 發 = H 本 政府 ど 南京 政府に 化ん 日 支 


木 社 束 東 特電 (紫 お巧轉 載〕 


實 本家が 表 顧問 

.【廿 五日】 小松緣 巧は 國際勞 働 
會諮 資本 ま 化を お 崎淸と 氏の 
顧問 どなつ た。 

木 村氏即 巧反對 

〔甘 五日】 銀け 巧 樂郁晚 餐會席 
上 木村淸 一郎 巧け 『み 巧が 政 
穀縱前 じ 金解禁 すれば が 界は 
巧 迦觸』 どて 即 巧に 反 おした 

織 運界の 黎明期 

一: サも 日】 海運 あに 黎明 巧に 入 
b ぶ 方面の 負債 整理 巧も ネ年 
中 じほ 完了 せん ご。 


一 あ± 共に 逝 < 

〔甘 四ぶ】 費 族 院議 員 服 部 ニ 一一 
巧， 心學博 ±兩 川 あ 之 巧 氏は 
共に 逝ました。 

巧 大臣 秘書官 長 

t 甘 四日】 巧 部長 悬 子は 巧 大臣 
秘書官を じ內 をした。 

政 資兩化 表內定 

【サ四 已】 國際幾 働會議 資本家 
巧を は 巧 京 亮斯會 社長 お崎淸 


を 命を 


- と 述 


よ 巧、 政 お 化 表は 內巧當 が 厳 
部長 湯淺 一二 千 巧 氏 じみ： をした 

小が 爭議 减少ず 

〔甘 四日】 昨年 中の 小 4 |： ま議は 
千 ニ 巧 かで 前年ょり 二割 五み 
嫁 少した。 

移ち 六 百が i ず 

【サ 四日】 ブラ デが 移ゴ ホち 名 
は備後 丸で 巧 司を 出会した。 

强 盗は 小 學範員 

〔サ 四日】 德島 縣のピ A トタ强 
をは 小學敎 氧 だつ たみで お會 
の 耳目を 衝動した。 

信 州 淺間山 噴火 

〔甘 I 二日】 信 州淺間 山な 义 振ら 
で應發 しを 地 灰を がらした 

邦人 待遇改善 案 

〔廿 I 二日】 アム ステ 作* タムの 曲 

界商 講大替 じめ てと U 本 商業 
會 議昨踰 をし 日本人 梅 遇な 善 
まを 出した 0 

漢ロ 剌察隊 捕縛 

〔サ兰 日】 漢ロ のが 察 際は 日淸 


歲 船を 巧を し 支 術 人 苦力は ピ 
スト^を 摄 L て 罷裘を 强耍し 
じので 巧 •いが 軍 陸 戰陈は 追 « 
して あを を 補 縛した。 

蘇 峰慰勞 晚餐會 

t 廿 I 二日】 德富蘇 峰 巧の 記者 生 
巧 四十を 慰 巧 晚餐會 は 廿-日 
巧 東を 禽 館に 踏され たが 席 h 
巧を は 『化は 生れながら じし 
てが 聞 人で あつた、 今 巧國民 
新— を 離れても 輪 待機の 騷音 
なしでは ペンを 取る こごは 巧 
东 《云々 ご』 述べた。 


轿裙歌 擅- 

ハドソン 薄暮 調 

【ニ】 里が くるる 

グラントの 墓石に 向 ひ 旅人は 旅 
愁 じ のた & 悲しみを する 
かの 雨し め やか じを る パ ド ソン 


の 河岸の 柳 じ 


- ボ » 


川 添 ひの ドラィブを 巧く 自勘审 
の 車輪の 音 もを めき じけ 6 
ふるさ VJ のをの なつかし マデソ 
ンの 廣瘍じ 雪の をら 積.^ 夕べ 
マ デ ソンの 廣瘍 のきは の 富 塔に 
鐘 鳴 b いで： じを がれ じけ り 
ドラッグの 角に ィみ 人を 诗つ戲 
れ 女を 吹く をの 風 

巧を 巧 < ォフ ィス ダ 1 グの ス々 
i トの短 かきを 見て 樂 しめ ちま 
ホの なき パンを 喷む ごご 化の 國 
のタ 也は をき たる かな 
バンス クの 踊な 子 こを はは かな 
けれ 巧は 巧 もず がら 腰を ふちつ 

づ 

バンス クの 女ょ をれ のぅつ ろな 
る 瞳み を 見れば 昏れも 悲しき 
バ レマクの 踊ち 子なら 巧き. が必 
つねにう つろ じ 人を 思へ る 
さよ ふけ ご 巧の ふけ 巧け ど バレ 
スクの 女暧ム h 踊 b やまず も 


懸 '案の 豫魄を 渉は 目下 進 巧 中 じして 違ら 風聞され て 居る 席に 化 
. n ば 日本 政府は をし 南を 侧 じして 正ゴ談 巧のを 渉じ應 ホー も 一なら 
ばを 支 邪 じ 宜る排 H 的ボキ コットを：^- めどして 反日 會 をの W の 
勘體 の 排 a 迷勸を おがの 手に 皮な て 機 まじ 化 締> これを 挫 潔せ 
しめ 生 ツ义撕 じな おする 日本 八の 正を。 る 巧 菜を 始め ど T て 生 
かどが をのぶ 全を 確が する-」 ごを 條 かどし 近き 將ホじ 於'^- 山を 
ぎょ b 徹 をせ ム わべ しどの 腹で をる が、 從 ホの 巧懸ら は'^ (山 
東 省の 撤お問 越に 懸 >、 支那 側は ホイ 日本み 撤兵を 0 て ホが 着 
手の 第 一條 かごして 居た ので あるが、 今 巧の 日本の 提議 r 掛し 
ては 南を 脚 も 稍々 をの 態 巧を 改 むる だま b しもの！ か < 巧から 
敌 おの 着キ をを ホせ や、 大体 H 本のを 議は 承諾す るが をめ 日本 
の 山 来 省 撤兵 期 H を 明示され たいご 巧して 居る、 劳澤没 かは 右 
の 巧を 直 もじ 社 本 じ 向けて 巧吿し 請訓 中で あるが、 兩 者のを 渉 


話 一 I 

.•••••••つ 

人! 々 




お 油 王 親子を 相手に 

W 喧嗦 かずろ 男 

鐵騎隊 の ステ ユワ— ト君 


◊; … がをゥオ！^;^衔で、 ス 
タンタ！ f 石 池 王 國の大 親を。 
ック ブ エラ ー 親子を 化 手 じ、 勇 
敢 じ喧釀 して おる 圃± が ある、 

C パ， ト •ラ キト* スナユ T ! 

ト君 であ も、 彼は ロブ クフ エラ 

— じどつ ては 子を であら、 ィン 
デ アナ •ス タンタ ー ド 石 巧會社 
のま 巧を であるが、 上院を 騷が 
した 地 田 疑獄 じ 就て、 義じ 厚い 
彼が 事 賞 ら 3、 がせず VI 頑 
强じ巧 通した ので、。 ック フエ 
ラ ー 親を は 『會 社の 體面 じ關す 
る』 S ぁつ 1 現 臘の辭 職を 强要 
したが-彼 a これに も 頑 ごして 
應せ 乎、 遂レ 親を ど 子を がを 社 
採の 爭奪戰 じな b 、 ゥオ I グ街 
を 騒がして 君る ので ある。 

◊ 11 と搭五 千万 巧の 資產を 
背景 どす る女窝 社の 權利 爭奪戰 
は、 一二 巧の § 總會を 前 じ 今や 
佳境に 入て 居な が、 抑々 彼れ ス 
ブユブ ー トご W 其して 巧者で あ 
るか、 とい ふじ、 がの 故 鄕はア 
ネオ ワ 州の 七 ク 1 •ラ ピットで 
千 八な 六十 六が じかれ、 ょー少 
大學じ 巧 律を aj 攻 すな 愣ら 、二 

ュへ ゲンの シ オン •ボ — グド 
ク キン 法俾 化を 一.; 働いて 居た か 


律 事務所を 銷 いた。 

◊ 一の 若き 法律家は 政治 

巧 じ も當時 大いに 飛躍し、 州儉 
事から 州の 上院議員 どを つじ も 
ので ぁるが、 ホ 西戰爭 於 突を す 
る や 彼は ロ] ズ ダで 瓜 十を の 有 

名な 鐵騎 隊じ參 加し、 ず 佐 じ 巧 
命され て 大いに 奮戰 した もので 
ぁつた、 戰後 巧び 南 ダ^タ じ歸 
つた 彼は 如の 國民 軍大 ごな b 
今日 じがても 彼は ステ K ブ！ ト 
大佐 ご 呼ばれて 這る、. 九な お 
字、 スタン ダ！ ド 巧 油苯が トラ 
ストの 巧 决を受 パて 解^を 命じ 
られた 直前、 彼は ピュ V の 法廷 
でス會 社の 辯 護 ± で 巧 （勝 
訴 した ことか 評 おじな^、 コー 
ヮン 社長 じ 招かれて シ女ゴ じを 
き、 スタン ダ！ ド 石 浊の顧 間 辯 
謹 ± じな つたので ゎ ム。 

◊ 彼の 巧 政 的 腐 と圃 志 
的 巧 勘は 漸 々ま 用 さ 心、 千 九 巧 
十八 年には 會 社の 重役 どして ィ 
ング アナ •スタン ダ + ド お 油 食 
社を 支配す るに 至ら、 一千 化百廿 
年-」 は 中西部 精油 會： i ^、 デキ V 
— 石油 會 社を 併を し ので、 曾 
社^一をの後が瘍 へ ま：^を漁る必 
要はな < なつた 譯で I ® る、 彼は 


巧 く 南 ダ 9 タの ピぶン じを 身を ホ 吹 ニ 巧、 體隻 I r 百 五十 封 


度の 巨漢 だけに、 化 事 じ 街す る 
精力は 驚くべき もので、 朗 のと 
時化を じは 出社し、 午餐 も 化を 
で濟 ます ごいん 招の 事務家で を 
j るから、 これ ごいつて 優しい 趣 
ホな なく、 拳圖 試を じは 仕事 じ 
邪魔し ない 限ち 巧處 へで も 見物 

じ 巧く ミい ふブ .アンで ある。 

◊ .ィン デ アナの ス タンタ 

1 ドが 膨脹した のけを くこの ス 
テユ 7! トの 努力の 賜で ある、 
をれ だけ じ 今度の 親 巧じ對 する 
喧唾じ も、 貪 社の 社長から 重役 
や ホ 株を も 彼の 立瘍を 支持して 
大いに 奮圓 して 居る、 彼が 入社 
した 當 時の 會社 株は 僅か じ 四千 
六抒 株で あっなが、 今では 五 万 
八 千 株 ごな ち、々 9 フォグ ニ- 
の K タンダ ー ドを とも ボ 場で 大 
いじ 同志 討を おず る こ £ も わる 
彼のす ごい 手 晚じ對 しては、 今 
や唁 巧の 相手 じな つて 居る 日ッ 
クフ エラ t 親モも 風じ惚 込んで 
居た のでを る。 

◊ 彼は 遇 去 •しめて 結婚す 
る こご 正 じ 二回、 二人の 息子は 
他に 石 地 貪が ま 役 ごして 親 譲の 
仕 拳を 繼 いで 居る が、 ホを 前 彼 
が スタン ダ ー ドじ乂 化した 常時 
の お 俸 五 巧 弗は、 ネゃ 十二 方 五 
モ巧 S なり、 お産 も 数百で 弗に 
なつで 居る 相 だ、 百万を 者で を 
6 親み であるを 權を 巧手に 喧唾 
をす る 彼れ、 流 お 聲騎隊 じを 加 
した 程な 巧ん 的な 化は 爭へ 打- 
ので は；：* いか。 
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Midori Ma わ umo れ 
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日 化 午 察 T 本 お 新年 楠 
躍 時 前 時 寧么羅 じを の网 
午 乂間懇 諸 § て 巧 經ホ夺 
後 軒 S 切 君 S 信 學驗品 
一 Ilf 。 こ 叢 用 手を 醫 
時 午 H 治は 巧 篤 術な 
をを 巧が li I じて 
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A •し CEASAR, M‘I>. 
127 East 84 扣お 巧お 
bef • わ rk & Ux おが on むが 

喉 咽 鼻 巧 I 

間 時を 診 
午 正 ま時ト が午自 
時 八 ま 時 六を 午自 
日 曜 

自 午前 十 時 至 午を 一時 


DR.E ： .E：.YOSH 化 

307 W. 93rd 化 
Tel. Riverside が 如 


M. f amaguchi, m.d. 
70 お 3m 加む も， 

Tel. Lorraine が 34 
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Wadsworth 了 094 み わ 巧び 下 ■ さい ♦ 麵 ♦ 
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3 Maiden La 打 e N, Y. 

で 備冶鑛 おを にが 巧附を 

類 お寶匠 意新最 


GAMP 化！！ な RVIGE 

設惦 整が 經餐 低廉 

CaH-TBAFALGA 反 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

"The Ku*tAa«>-l-€inircB*Tnc. 
(NON SECTAR 化 N) 
Broad ザ ay が 66 け I Streets N. Y. 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

Bet . 如 & 81 ぶ s. Tel 巧 } 1 DM Regent 2 说 9 




き 貧乂ホ 日 — 

巧專 靴型 小 

てし 張 お 員 店！) あじ 與希御 
ザけ 盾 日 邸は 靴ら 取を 法寸 

ち 小き » . 足 小き 巧. 足 かきが 




巧 計時 巧寶屬 をを 

會 蘭柳靑 


SIZES IH STOCK 3)^ TO 12 F WIDE 


しと 旨を と 切 親と 直 正 
精を な 巧る を 用 信 « 巧 
削 持 ま 一物を ± 御し 選 
すましを 賣販 で價廉 

引 割 凹ま 力 割 H 

Aoyagi Co. 

1 が - 巧 7 W. が ml な . 

巧し 邮 YANT が 74 


日を 經 •+ 

を AM 技 RICAN AUTO SCHOOL 驗去 

も 習 736 Lex. Ave. Bet •が 比ぶ 9 比 Sts. ご ；^ 


罔し 


Phon も 民 e が が 21*77 


新の 



証底牵 て期智 なべの び 操し 敎は 
し 的 あを 閒識 機き 修運縱 自師多 
織 技る もじを 顆必 得铸法 動を 年 
菜術澈 おし 短 的 要ず を 及 車聘の 


♦I 




mmm 






_- 、 L. ■■. レ —!;, ypj. 山 . す 叫 ji .iiMiljpiilil 


就 九十 I 巧 お干 一 第 


m 辦 裔 湖 


【 H 巧と】 


日 六サ巧 一年 四が 昭 【ニ 




化育 州を 設 
內を をを 許 
巧 巧巧大 皆？^ 
を 婆 接 習 巧で 
元 化 ？ i 

產婆お 


大學 

案 

す綠 


H 本* 支那 
術 お" 婦人み 
化 装飾品 

を 


墳玉製 美 
を餘其 


闕島 

島 等 藥術品 
曾 飾 品、 ス 
H 本 服 載 縫 


-ス 

寻デホ 

矿辖、 

ング 


笠 井 泮屬巧 
化み 洋服 齋會 


西 四十 六 了 目 九十 おを 
電話 ブライアントた 0 と 九 


洋壓邏 

ク 9 — ニン ゾ、 ダ- 

ィン グ 、修 S ? 等】 馈 

ミカド 举服巧 

..，化 ト-が 
雷 話 ラィンぅ ン ダ— 
六 J 一二 0 


T - 


W ご 的 

HT ^ 
巧誦怒 


N 

0 

の 

U 

Y 


g 进 


競 g 揉 治療 

マ ツサ！ ジ 、整 惨 

醫巧學 的 運動、 腸 
灌 を、 水 治、 光線 
及電氣 治療、 其 化 
I な 育 州を 裁 

，ィジ オシ ラヒ スト 

西が 幸 男 

H 曜か每 H 午前 化 
時ョ ，午後 九 時を 
電話 前約 願 上 お 


檢眼ホ じ 眼鏡 調節 


齒科醫 

►彰察 時間 A 
毎日 (目 曜を除 （】 
午 蘭 化 時よ b 
午を お 時半 
水曜 午 的 化 時！ 
午を 一時 


齒巧醫 木 卞义巿 

W 10 生. ニニ h 芭. 

ぎ M き 1 1 & 置 


篆療 

午前 十 時ょ b 十二 
時、 午後 六 時ょ も 
八 時， 日曜は 前約 
願 上 お 

ドク ト瓜 

.山 ロニ 一之助 


巧め 巧 上 お 

ゴ I 子 か 大巧 
ドク トか ホブ メグが ン 

皆學巧 ± 

'吉 居悅彌 


ま 五 壬 


伊廉 
泮 i 


龜話 

プラザ 


子 ハ 


T 目 

ニニ 三 一 


巧 

ニー 一 


紐 育生 命 保 險會社 

ニ 一木を 吉 

龍保檢 

S . SI ス_ 

玄度 3 Yorlc Ltife lnmc 7 *anoe Co 
SlChambe さ St : zewYorkcHy . 
phos . Worth 巧 巧 

♦れノ ホ ュ 御掛 ヶ ノ 猫 必ィ 
衙 自をノ あぶ ピを 話を 巧 チ 申 
助 女た おキ f サィ 


巧の 秘 謀： 

米 國式夷 語を f 事 
は 成功の 溝 一 おです 
，本校 じは 日本 もを 巧 
h 慣れれ を 任 掃ん を 
I 師 あら 懇切 じを 話 通 
一信た 社を 語を お授し 
了す。 日® 週日 共に 
^ 前 化 時よ b 全 後 十 

节 よで 簡较 L ご レー 

ンと十 置 仙づ ー 
H 窗 もに 东め あれ 



野" 谋の 曝露 戰術 

巧 厨 巧-のが 巧な でんる 技 
玫 巧は、 野 裳 喘盟ょ b 孤立し 
て 所謂 盛お戰 術の 手段 じ 化ち 
巧 巧を おお するど 本紙 巧ぶ は 
巧へ て 居る、 を S 第一 戦術 こ 
して 張 作 おを 巧 じがて 政府 じ 
巧 間し、 政府 不問に 聞 ずれば 
なで 諷杳 した ホ 宵を 啜受 する 
といき まいて 居る、 想 ふじ、 
反 巧な とを 府があ 巧拙 彈 する 
こどは、 たま^^ 常が をを ず 
る やうな こどが あつても、 势 
ひの 数す る ごころ •まれ タ少 
恕 ずべき でぁらう •か、 巧 巧の 
可否を 離れて、 ただ 逆が の 內 
情を 强あ するどい ふこ》」 は、 
あして グ」 うで あるか、 をれ わ 
みのめ ずで ぁらう か。 

* も ホ H 本のを ずが 故 巧の 爭 
ひで な （、化 俗の いは ゆる 泥 
試合で ある こどは、 要するに 
斯る啜 淀 戰術じ 中毒を して 居 
る 結果で ぁつて、 我等は かて 
政ず をな て 君子の ず ひとしな 
(共、 切め では、 规狀の 評 合 
ひじ 巧を を d しめたく；：* い、 
がん や、 をの 範齒が 國際腑 係 
じぶんで 居る 限 ら 、か > 、る 曝 
R 政 巧は、 大いに 愼 しわ ぺき 
でもら う、 お 作 謀 怪死 事件の 
かき、 をの 眞 相が いづれ にお 
卞 るに もせょ、 假 りじ も 化爭 
の 補 どして、 無暗に 曝 塞す る 
ここは、 をれ でな く £ も 、 H 
本の 勒支 政を 國に 誤解 さ 
れつ^ ある 際、 いかなる 影蠻 
を 生む-し 巧る かも 知れ no 

現內閣 S 勒まめ 策に 就て は 
これを 敌 巧の 上より を々 と攻 


II 中べき が 巧は、 巧して ミし 
、ない ので ある、 な U 好んで 
.5 いぇいな 巢面 S おおを 摘を 
し W てち 那ょ b 利用 クれ 、則 
お S 誤解を おくには おにない 
のでみ る、 巧を は 巧る 忌 レべ 
•さ. 巧が 戦術は、 かしき ものと 
して 巧け る。 . 

蔚獨赔 償金 會議 

アメブ 力から、 因 際 ホ融王 
モ T ヵン 氏 •こ、 ド ー ズ案副 ま 
おご- グ 氏が 出 おして、 ホる 
ニ から、 パリー じ腊さ 
れん I ; る、 お 獨賠悅 を會講 
は 巧が 财がじ 及ぼす 影響は、 
甚大で がる、 盏 しこの 會歲じ 
依らて 獨逸 ま 桃'^ べき 赔 
なを 總 がを かを するとい ふこ 
ち 賠巧 をの 胳來を 明 
白 ごして 巧 强の 疑惑む 一掃す 
る もので も'' り、 このぶ じがて 
も、 化 巧ぶ 辟 済みは 巧 明 r - が 
— 得る のでみ る 0 

しかし、^ 償金 S 巧を のみ 

一 で問題は解4^た譯巧^ c ^く、 

一 これに ラ キン^ 畔を 奮備 する 
聯を 軍み 撤兵^い ふ-一一-ごを 必 
耍 ごする であ， でぅ し、 _ 聯を國 
め戰時 じがる^ 瓦 貸 供の 决濟 
は 勢 ひ、 了 メリ 力 じ おず る資 
傍 決濟條 約め 改訂を 化 妊 ピ し 
なければ ならの 巧 塗は この 
巧 合しが て 役 じ ホつ、 唯一の 
•};^どして、 ア メブカの態度 
じが 徐 する ものが をい •若— 
アィ _ リカに して、 で こぶで^ 
傳搬を どしての 頑固な 姑 度を 

§ ならば、 が證 W ‘稅あ 
i ごして、 化 界が惡 の 
べき こごを、 めめ 覺 
れ ば。 ら ね。 


昨年の 金 離 子 ゾリ 力/ 

ロンドン よりと 倍 

英國の 全體が 米の ぶ 償 高 じ 匹敵 

普通株の 黃金 時化 A 卸采 >し ^ 


巧 今が A 面から 發 おされ'' 居 
るが 計を 掠を f る じ 千 九な 二十 
八 年 巧 じがる アメリカ 資本の 推 
移は、 今が 巧に がて 新しい 

傾向を を 生む じ まるべき 

こごを 明かに して 居る、 VJ 留頭 
して ユドヮ 1 ド •コブ ンス 氏が 
ニユ 3 — ク •ヘラ 瓜 ド •トリ ビ 

ユーン 巧で 說 （巧 じ 化れば、 先 
づを 一にげ ザ 巧 じがて 舜 巧され 
た內 W 、 政が、 社 偵を をい を 憤 
手形、 證を 類は 過去の 晓 をを_ 
激し、： 昨年の 九十ん 億 千 八な 
巧 巧が 九十 化 化. 一千よ 巧 巧 弗 じ 
巧 加し 居ら、 萬 ニに 十一' 巧のを 
巧 高は 十一 あと 千 八な 巧 巧に 連 
して 從东の 月別 ホけ 記 錄を破 b 
窠 S じを 融ホ 堪ィ 、しての 0 ンド 
ン ご三ユ 31 クの 位爲の 比率は 
ユユ 9 I クが 

優越 者 ごしての 地位を 維 
持し 0 ン ドンの I ザ ザ 巧 底 十 巧 
億 ニ 千 五 巧で 巧 じ 巧して をのと 
化 即も前 紀の衡 じ 速し 居る こど 
で、 第 四な お 外貸附 は-昨年よ 
b も 稍が がして 十五 おと 千 ホな 
ガ邦 ごな つて おる が、 これ どて 
も 巡 去 じがる 他の 年 巧に 比較す 


れば 化が お 加」} て 居 る こごで あ 
つて、 第 あは 巧 担の 普通が が 正 
じを の 地 ホを 固^て 千 九 巧 十た 
年 時化 S 結 頂 巧：-^ 約 S 倍し 二十 
憶 四千 八な 巧 弗 ど ら 普通 及び 
歷先 株の 發巧お 賣\^ がて 證券 類 
ょ 6 も 媛つ じどい， y 過 まの 

歷史じ 曾つ て y ない 免を 
をまん だ こ VJ である ご 如 も コン 

マ— シア 八 •フ T キナ V シア 片 

ク 日 -1 ク八 紙の 統計に あれば 証 
を 及びな 券 じ 新ら しい 資本が 含 
ちされ たこ ごは 化の 何物ょ らも 
タ きじ 反し， 償還 用の 請^ お 巧 
は 巧 年のを 利 高に めら て些 した 
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ご じな つた じついて 管理人 どし 
てな. か 就任す る こご じな つたわ 
けで、. 農 嵐の 收 益は 園內の 農民 
め 幸福 ご敎育 事業 じさ、 けたい 
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ぜら御 出血が あつたが 御を 靜 
の模 撥で ある。 


協會 から 一一 

度の H 本 化 表^ 際 デ 

ビス •カップ 選手 補缺 じする ど 
を ふ 恩 出 選手 じ 取らて は^る 芽 
出度い 電報が 二十 H 日に 濟 奢し 
た。 これでを々 從 ホの 域 お脫し 
て 日本化 表 選手 どして 固 際が 試 
をじ參 加す る 事 どな b ホ だみ を i 
しては 居ない けれな 恐ら 遣 
せられる であらぅ 太 田、 を逊等 
の 選手 ど 伍して 日本 運動界の^ 
め r 氣を 化く であらぅ 。恩 旧资 
ホが 今： n じ まつた あまを 見る 一二 
恰度 千 九な 二十 ニ 年 じ 本が がよ 
槛 してが 育 邦 A 庭球 爭觀 戦护獻 
ふした 时 一 

優勝 戰 じ 這 入つ たのを キ 

ツカ ケに爾 巧を 處の 0 1 力 八 • 
トーナ メント にホ瓷 して コッコ 
ツ 腺を 磨き 化维の n I チを 巧け 
る 機會も か；； な 化 化て 余ら 惠 


まれ ざイ 環境を 持 も 乍ら も熱必 
に 好き；： V 道 r 精進した ので メト 

ロ ポリ イソ •ランキング じ‘ 加は 
ら！ 進 一鴻の 年 も あるけれ お 巧 
年数 年 U パン ズン S 登つ て 今年 
巧の ランキングは 前年の 十八番 
から 一 躍镇十番じ；^6那常なる 
進步の 跡を ボ して 居る す 


暴風雨の が 上に 

遭難 船員を 救 巧 

昨今の 太 西 ホは 裴 風！^ で大い 
じ 荒れち 船フブ ンス号 dj かき も 
入 巧が 一日 湿れ だ-巧 で^るが ダ 
アジ ユァ卿 沖で な 荷物 船の 遭難 
多 < 貨物船 フ n リーダ 就 も 一^く 化 
沒 せんご L つ i をら しが!^ メプ 
力の 院船ア メブカ 號は現 じ 急 
巧 1 1 時閱六十五哩の强^を犯 
して 端 おを 巧し 乗組員 S す 一人 
を 救助‘ わ、 ア メタ々 親^ 船長 
は 往年 も イタ 9 貨物船を 节名 
を擧 げた。— ズゲ S ホト 靡の 船 
をで あつた フ 9 — ド 氏で 一層 名 
聲を 高めて 居る。 


新ユ ニフォ 1 ' ：! を 

ヤン ネーズ 採 巧^ 

當 地て メ ブ方ン • ジ 1 グかヤ 
- キ ー ズ巧球 劇は 一般 見物」 の 
便宜を 計る ため 選手の 背 じ & 驚 


を附 一 ^たおユ ニ フォームを拌用 
する こ W 、 G つた、 これは 從ホ 
選手の 番號を スコァ • 々 1 ド 
みに 記した のを 一層 解ら 易 < 
たもので 本 蟲打王 八スの 背し 
『ニ一』 の齡宇 か大蓄 される 譯で 

る、 ホ もこの ユ ニフォ ー ムは 


ンキ 1 ズ のみで 他の 野球 脚は ホ 
だ 採用して 居ない。 




巧亭河 添で 

ずぅ-^^ 連 懇親 

當 地が 留の 東北人 V 中 &£ す 
る やぅ 貪では 今 か 六い 午後 
六時册 みょ も 西む 廿 一二 了 目 百 化 
乂番の 河 添 旅舘で 新が 懇親 會を 
おすべく 家族ぶ 人 岡 伴の ホ會を 
歓迎して 培る、 今 巧のを を 幹事 
は 松巧慶 一二、 お 要 i 、 大圃お 巧 
及 川 威 ま 氏 等で ホる。 



卓— と’ 夜’ 話' 

1 H に ニ 一巧 ニ 千 弗 

♦せ 時計が チ ツヵ チヵと 右 じ 
左 じ 振る 巧 おじ 一二 十八 仙 化が ピ 
3 ツ 、ピョ ツど满 び 出す といつ 
たまでは、 j 寸槪 をが 酒 まれな 
いだら う： iZ i み間經 つじ 從つ 
てを 敵 U く 二十 ニ 巧が 轉げ这 む 
もう 一つ 去ひ換 へる ど 一日 二十 
四時 間 じは どうで もこう でも 1ニ 
巧 ニ 千 八な と 十六 弗、 銀れ 預金 
余儀なく せられる。 

♦こんな 巧い 話が うら 若い ァ 
ン トニ^ — •ビ ドみ 夫人り 身 ふじ 
患き 起された、 彼の 女は この ほ 
で當 地で 死んだ 親父 デュ ー ク氏 
の 遺 產ニ億 巧を 祂續 せざる を 得 
なくなつ じ、 ニ 億 弗を 年 六を じ 
巧殖 するど 一ヶ年 じは 一千 二百 
巧 弗、 r 週間 じ 二十 S 巧と 巧 六 
十九 弗 二十 一二 他、 I 日 じ I ニ 巧 ニ 
千 八 打と 十六 弗よ 十一 化、 他人 
のを 勘を にくた ぶれる なんて 愚 
の 骨頂 だ、 これで やめ やう。 


け. -r ふ 


此 ^ 頃 


リ ース權 を讓リ 

桑 山 藏會が 他に 移轉 

先祖は 食料品商の 元祖が 巧商會 

ニ 巧‘^ ら移轉 の 紀念賣 出し 


□ ........ 當化 東が 十四 おお 十と 

下目に 日本食 料 おを を 年 親營し 
て 居る を か巧會 も、 不 り 逆 去 十 
五 年に 豆ら 化 馴れた 古巢 を引攤 
て 新居 じを る こと 《 なつた、 五 
十. VT 目には 別 じが 桐 商 會があ 
b 、 六十 五 T 目には 日本食 料 お 
や 東を 商會が ぁつて、 巧 請 日本 
食 お 品地帶 こされて 居る この ホ 
面から、 一軒 破る 譲で あを。 

ロ .… 1 を 山 巧 會ま桑 山 仙藏君 
が： の 店を 經營 する じ 至た のは 
モ 丸ち 十五を のこ ごで、 営； 時は 
今の 隣 6 邸 も' 白 十 二番に ゎっ ね 
食 巧 晶巧會 巧 出 巧會を 引を がた 
ので ある、 この 巧 田商會 こを は 
世界を 一 の メトロ ホリスで をる 
ニユ！ ョーク じ、 臀 油や澤 庵を 
賣 出した 日本 食料品商の 草 妊け 
であつ た、 桑 山晚會 は 約 六 ザに 
直ら こ i で經營 して 盾た ので あ 
るが、 を じ 現な の 塔 所 じ 移轉み 
化むな きじ またので ある。 

ロ 『出む。 きじ 至た V , い 

ふのは 實 は體截 上の 話で、 臂は 
を 立てを をつ たやぅな ものです 
どい ふのは、 ホ 增や澤 庵の 猛烈 
な 巧 ひが 巢 つて 遂に 家 まか fv 爲 
避され たので ず』 どは を 山 君の 
述懐ず る ど-ころで あるが、 了 度 
をの お 隣ら じある 格が な 建物' 

一 即も現 化の 巧を 向 ふか 一年 晒」 
宜 b てブ ー K しこれを 改築して 
が轉 したの U 八 年 ご 六ケ巧 前の 
こ N0 でゐ つた、 ホ 山 一族は この 


四 階 目」 住み、 二階 一二 階は 化 じ 
貸附 けて 階下は 日本 美術品の 少 
實 りと、 食糧 ag 部 じぶ てた もろ 
子 ミね。 

一口 Is 桑 山 君の 話 じょる ご、 
經餐じ 着手した 千 九 百 十五 年は 
歐 洲大戰 めを 中で、 下町には で 
んぞん £ 日本の 大廚會 や 支 巧が 
設 福され る 外， 日本からの 旅を 
や 補 巧者ら 培した ので-化 帶持 
ちが 殖 へる、 料理屋は 黄を 時け 
をを む どい ふ譯 で、 自然 日本食 
糧が も、 あ 腿が ホぇ ね やぅに 賣 
れ たもので あるが、 をの 中じァ 
メ 4 ク が參戰 し、 船疫 不足 ど あ 
つで 食料品 類の 輸入 禁止み ごな 
つれ 結 あ、 巧 稼は 膨脹す る」 ホ 
じな つた。 

□ I . 戰ま 終息の 過渡期 も旣 
じ 去み、 な留 民の 生活 も 根深 < 
なれば なる 程、 斯ぅした 食料品 
巧の な 巧の 必要を 高めて ホる 譯 
であるが、 をの 中に 桑 山 替のふ 
ところに 戒ん でもない 瑞 鳥が 舞 
ひ 込んだ、 をれ は 昨今 ニユ 3 — 
ク をを 血眼に さして 居る 不飘產 
資 買の ブーム で、 この 桑 山ビが 
デン グじ 眼を 注ぐ スカ キス クプ 
ダ パー 速が ぞく、 隨を ごが ホ 面 
から リース 譲を けのを 渉を 受け 
たが、 今度 日本 協會長 ごな つた 
法律家 チ！ グンさん の 媒介で 良 
緣が 成々 一した S で ホる。 

□ ........ 相手は 無線 お 信で 馴染 

が 深い マグコ ュ兄请 で、 今度は 
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號五廿 百を 千 一 第 


雜 豪 巧 M M 【日曜 — 七】 日 


六 甘 巧 一年 四が 昭 



メ—ル I 

. - r、 ■ .> 

きヨ 1 
ijjnir 


、 轉送 留置き 
^ S 心 扱 ひ— 


ケ年一 弗な 上 一二 おを 


御 便 巧で まを 

御 申 越は 今 


紐 育 東京 簡會 

皇ち.8晋ぎ戸ご， 
Te ニ rafalgar 夏 基 


御挨機 

な 義 

多年 化 山 洋服 商會 じ勸務 致し 
居ら ま し じ 處今回 都を じ 浓..：^ 
退社いた しました が 同 商會じ 
街し 不相變 顧を 諸賢の 御眷顧 
を 御 願 ひいだ します 
巧 ほな 暫ら （化 養の 上 巧び 當 
地 じて 柯歎 自營 致ます 際は 巧 
を 宜敷御 指導 御 援助を 願度不 
取敢御 おがまで 
昭巧四 年 一巧 

平 中啓 資 
.辱知 諸賢 


トタン クい り：： いい 

イン* \ ■ベ** ~ シ ヨン h ランク *^*Q 

物と 巧 五十 他 よら 十二 乘立十 他 
岩 i 署 5 set 


ホを 綺麗なる 家ぶ て菩音 

機ま價 じて 竜 了 度し 

名歌 手の か 込 レ コー ド： i て-、 左 
じ 御ホ訪 或は 御 電話 あ 4 
ご £. 巧 rd S 三 el . Wick ミ享 j 田芸 


巧 入荷 

わさ 漬澤 I 胃 
が 入新澤 P. , 

これな 上の 漬 参は 
なし ご-云 ふ!！ 慢お 


桑 山霄曾 


114 互 ST 基 ih 

至き e. Reg 呈 


ご：： C. 
2 ニ 普 巧 7 


シアトル 出帆 (午前 十 時) 
あ ふら かか 二ち 六日 
あらび や 凡 ニ 巧 ホと 日 
ば リ卞お (坡潭 巧 化) ニ 巧 二十日 
_ 等橫濱 一九 五 弗 

化し ばリ卞 かるん でんみ U1 五 置 巧 
I ニ讓 B 本 巧 五 五 巧 客室 わな 造を 族室タ R 
W を皇 にお リ 一等 割 則を 巧 切巧费 巧を 巧 お 
ロスアンゼルス 出帆 (午後 一一 谅) 
らぷら た 化 ニ 巧：^ 日 
さんどす 化 t 一二 巧：^ H 
|| 等 橫演ニ |こ0 巧但 はわい みま じらを を 巧 
..ザが. コ專 日本 巧 五十 化 巧 ▼一 二等 日本 行 五十 五 巧 
▼ pii 潘羅が 巧 纔車切 巧瘍臺 ホ 賴乂巧 辞 捷せリ お 
富然 パナマ 淺由 日本 支那 巧 廣物瞄 巧 1 巧 


期り こで 手 一日 采 管) 午雙 時半 

傷 所 紐 育 日本人 敎會 

'一 東 五十- VT 目！ ニニ 10 


資本を を ほ 旧 
が 込 巧 寅 本を 六 モ萬旧 
給 立を 六 千 一二 育 五十 巧 脚 

錯賦ニ 弄 銀行— 支店 

本店 巧を ボ 日本 お陈 本を お 町 五を 巧 一巧 
支店 小搏 日本 棍 丸の 內 (宋 ま〕 お 巧 
名古屋 京都 大扳巧 (大阪 ) 神 ロ 
廣を下 熙巧司 若松 巧 岡 長 巧 
上がな 致を 買 巧 水 


徐ぉ 入を 替 •を 信 送金 ホ 送を， 旅 巧な 用狀 
巧 業 信用が を 化 一. 肢お巧 業 

乂能脱 S 菱銀 巧が ちま 巧 

撤里 送を" 日本が 化 疵キ较 をを を お 扱 
本店 預金 (定期 通知 ノニ 稀) 御 巧が おを 
本 支店を 巧 (本 巧)、 大お •押 ロ、 京都 
巧 化 地名を 尾、 小 傅、 上 巧、 みを 


觸お黑 、雜 貨卸賣 

森村ブ うず ー ス 


雑ち 陶 なお 
ドライ グ ー ズ卸資 

太洋 貿易な ま會社 

ま 店が 巧 古、 ボストン 




#羅 巧、 桑 港 出帆 (ホノ 八ル經 ホ) 

羅府を を港發 

(午を ニ かお 化〕 (正午 化 机〕 
大 げ乂ニ 巧 九日 二月 十三 1= 
天 洋見ニ 巧廿ニ H 二月 サと日 
コレア 乂 三月 八 H 1 ニ 巧 十一 二日 
寿巧乂 一二ち か ニ 9 1 ニ 巧 かと H 

@ シアトル 出帆 (午前 十 時 出帆) 
節岡义 二月 九日 
横演化 ニ巧廿 一二 日 
一二 島义 111 丹廿ご 一日 
が豫 ’化 四月 一二 日 

® 倫 巧 残 日本 巧 巧 帆 

樣名丸 ニ 巧 九日 
化 茂み ) 貢せ 二目 
を 取み S 丹 九 8 
▲綿 育 お 帆芭奈 馬經由 日本 巧 貨物船— 巧ニ闽 
▲聯絡 取 お C 弊社む 款洲 巧、 茜 ホが 並に 芭奈馬 
賴由 おを 律 岸 巧を 窺 船 會社ミ 辖約お リ乘船 切 
巧 等 萬 李 御 使を に 取 計び 申 上まず 
國鐵道 切 巧、 庭を 券 等 も 御 傾を じ 取 計 ひ 申 
去ます 


日本 郵船 會社 (並-一を 续道會 お) 

化！！ お片桐 兄弟 蘭會 

乗. 幸、 乘船 切符 並 じ ホ 荷物 運送 御 便利 じな 扱 申しまず 


ラム プ 及び シル 知 シエ— ド 

製造元 独賣 手 琢商會 

H. Y. HETSUKA CP 

臺を 2 きぎ N. Y. 百ぞジ 一. 覃 eli 蓄 1 


懒ス ペシ 一 ホ 


暖い 御飯 ど 素敵に わ！；， 

しそ 卷 筋す 

! ぉ-を 

わ 香の物 じ 

守 ロ 大根 V . 

新澤 庵： 


が 桐 兄 患 


商會 


、資本を 壹億圓 (を 額拂这 巧) 

、積 立を 一億 ニな 五十 萬頤 
巧 化 本ち 巧：：：：： 橫濱 {本 巧) を 京大 阪 
神 戶を惊 下 巧 名 古尾 

機濱ぶ 金銀 巧— 支 巧 

ホ 周を 支な = 桑渚羅 か沙ボ 布を 
巧 化 世界を 巧を を 郁ボ 二を 巧及コ グレ 
K 有 之 巧. 


本 店大 酸化 お 五 T 目 
な 育 支 巧が 育ブ 0 1 ドウ 王 1 な 巧 十九を 

II 住ぶ 銀 巧 

日本み (東京、 横濱 、名 古 崖、 京都、 神戶 、岡 山 
化。 尾/道" 廣 島、 吳 、柳が、 下ノ賊 
巧ち 巧 (巧 司、 小 倉、 巧 松'、 搜タ 、久留 ホ、 熊ネ等 

本國 預金、 擲里 送を 等は 極め 
て 御 便利 迅速 じ 御 取な 可 申 お 


本店 朝鮮を が 

ま 巧 出張 巧は 日本 內 地の 樞要 都市、 朝が 
滿洲 、支那のを 地 及び 浦 活巧お 

朝鮮 艱巧紐 臂巧張 所 

外国ち 替 一般 银巧 菜を 精々 御 便利 じ 取 巧 可 
申 上 巧 


藤本 證券 會巧 

，一般 有惜莊 をノ賣 買、 引 ま、 募集 
▲金融、 お ニ 之ニ關 ク^ 一切 ノ 業が 

S 賊 藤本 ミ 7? 力-銀な 
紐 育 お 張 巧 


宗教 J 

♦日本人 おな 敎會 
『神の愛に 就いて』 盛 臨 牧師 


東京 商 會特吿 


M 本 陶器 雜貨 
ドライ グ ー ツ 岛販賣 

f 賊巧木 桃 ホ 組 


錄員獅 春季 親睦 會 


でな たも 舊 《て 御審 意見のを 換を希 壁し よす。 面 
白き 餘興數 A あら。 

又 瘍隨富 


紐 育 日本人 會 


了 寧の 印刷 与 精巧。 な 化 上げ 

時日の 巧 速 ピ化實 な 校正を お 証 

滞 刷は 紐 育 新報が へ 


笔話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 


わ 間違いむ く 新報へ 


おみ 西 十と 了 目 十二を 十 階 目 


東部 じ 化け ス 邦字 言 細 機 開の 

權 威-吾が 新が を 請 まね 人ぃ卢 


屬吿は 紐 育 新報へ 


な 人が 人 

♦藤 岡を 親、 勝 部 源 I ニ兩巧 日 
本 郵船 會社 旨， 先般 歐洲よ 6 着 
が H 本俱樂 部に 滞な、 をく 歸朝 
♦を 入 春吉氏 日本が を 輸送 會 
社 お 帥、 先般 西 巧 社長 ご 別れ 獨 
b 日本 俱樂 部に 滯な 中な ちしが 
巧 < 西 巧の 豫 を。 

•松 本 正 己 氏 野が 銀け 員、 最 
近着が H ぶ 俱樂 部じ滯 化。 

参 S 滞 運 一巧 滿洲醫 巧 大學敎 
巧 十四 H 着 紐、 と 八 ヶ月 間滯巧 
♦一二 浦 義道氏 法を 博 ± 、商工 
省囑 巧歐渊 よら 先般 ホ 紐、 目下 
費 虑视察 中なる が 巧 巧 十二 1H 桑 
港發歸 朝の 豫定。 

•小島 = 一郎 氏ま乂 助敎授 、傳 
が！^ 獨 逸よ b 着が、 去る サ四 
日出 發歸 钥。 

♦高 壁 原子 氏 文部ち 化か 巧究 
員、 英國 よら 着 紐、 歸 朝。 

書 励吉あ S 氏 山 ロ 高巧敎 巧、 
國際會 館に 宿泊、 ホ g 初旬 ュユ 

オ术 9 アンスへ 0 

♦闽旧 ホ S 嘟巧 海軍 ま 計々 佐 
最近 着 紐。 

♦滕お 義江氏 聲樂家 乘船ブ レ 
,V テント •户リ ソン 號が 急遽 遭 
難船 教助じ おきし じめ 豫 をに 遲 
ゎて 本：： 一着 糾の 壁。 

♦山川 鹿 一二郎 氏 S 菱 商事 社員 
愚を 日本よ らお 張滯巧 中。 

•お 城 聲太郞 氏を 旧 叛巧ま 役 
先般 ホ滯が 中の 所 ホ 四 H 午前 九 

時發 マィァミ じ お 發ニユ —ォグ 

1 ン .を 經てホ 月 十一 11H 桑港發 
太洋 化で； 一朝。 

♦が 賀を勝 巧 郵船 桑 港 支祖船 
を 課長' 視察 0 ため 甘 S 日 着 紐 

ホテル •ア スタ ー じ 投宿、； i： ホ 
日 お 發華府 、ニ ュ！ ォ於リ —ン 
を 經て歸 巧の 當。 


莫國 大使館 じ 嫁入ら 
說 の わった 齋 藤博德 


@ み 

一道 聽— 

I 途說 

み —— 0 

做 事 も 情報 厨 長に 納 つたが、 出 
與前 この 說を 非を し 夕飯を 約束 
— 一 だ 位で ホる から 御 本人 も 小々 
豫想 かで もつ たか も 知れぬ A ァ 
メ 9 々では 大統領が 改選ず を £ 
自黨と 否と に 係ら や一應 辞表を 
おすを じな つて ゐ るが 華 府の大 
使 館で も 出 淵さん のを 巧で 人員 
じ大更 をが あるら しい A 先づ澤 
田 參事官 の歸戟 から ハ 合一 等 書記 
官 や長陶 副領事 も歸 つたが、 を 
書記ち の 後任には 特電の かく 天 
津総頒 事 加 藤 外 松 氏が 巧 命され 
A 參事官 じは でぅ やら 本省の 巧 
上會計 課長が 巧 命され る ごい ふ 
が、 化 藤、 坪ト '兩 氏け 巧 淵 氏に 
等し < 高が 出身の 手腕家で ある 
外務省で 高がを ご 亦 門 系^ 晩を 
說 もみし いもので あるが、 大使 
。御 タみじ 波れ やみ 宫 時化に 省 
內じ高 巧 岡を 作つ たと 云 はれた 
人 だけ じ、 巧 か 知らく すぐつ た 
い氣ら すと A 出 淵さん は 兎に角 
働き ホ 養の A で 何 か 知ら 働いて 
ゐ ないど 御を 嫌が 惡い 相で ある 
から、 今後 大使 舘のゴ 'ル フ連じ 
ら恐惦 巧の 嚷が あらう。 


♦紐 育 H ネ 入敕會 
『信 沖 生活の ニ 面』 淸ル化 帥 
♦基督を 修道 會 


『& 靈ご 眞理の 


今 井が 師 


陪審 官の 同情から 

主 地 法事 件に 同胞 側 勝訴 

加州 同胞 農夫の 死活に 觸卞 る閒题 


【サン ビ ド。 特 信】 ビタス ± 

地 法 違た 孽件 ごして 過 ま ニ 過 間 
じ 互 も 審問 じ カブ フォ八 ニア 妍 
同胞が 注目し、 をの 

成^は 同胞 层 夫の 巧 巧 じ 
關 するど 巧 へられた 宰 件は 遂に 
まる 十ん H 午後 四時 四十 八み 同 
胞侧 の勝說 じ歸ム た。 事件の 起 
b は 市民 播 をち 丄； ：* い 同胞 農夫 
が 日系 ァ メタ々^ お 中が、 宮旧 
長 渚、 奥、 小 巧、 I 黒 川 等の 巿 お 
權を 濫用し 巧み；!！ カリフ ォ < -I 
ア掛の ± 地 法を^ てゐ ると いふ 
理由で 吿 巧され でで ぁるが、 
巧-し 斯 した 方法 Ir 農作 じ從 事し 
てゐる まが タい I 一間 胞赴會 は 寧 か 
の成巧じ深甚^:^る注意を拂つ て 
ゐれ ので ぁる。 I 即も巧 被 兩吿の 
辯 論は 十八 H .if- 前 中に て 終了し 
午を ニ 巧ょ 6 

判事 ヘ^ンズ はを 陪審 宫 

じ對 して ィンて トラ クン 3 ン を 
ぶへ た。 こ 心 ィンスト ラク シヨ 

ンは 大体 じ^てを がなる も被吿 
か 提出した！ ■ン スト ラ クシ" •ン 
は ま I が^せられ や、 制 事は 
被吿侧じお^;:>らざる條件を附 
しじ。 即^ 法 驰論上 事 化の 運が 
を 左 あず，/ 所の 『化 罪の よ 体は 
被 吿の自 すご 稱 せら わるもの 
じ 化つ て 成せず、 なじ 陪審 官 
I はこの 点 を 慮して が 巧を 下 
^ すべきで I ある』 ご 云 ふ 被告の ま 
; 張に 對 -j て お 事は 

原 ホ侧み インスト ラ クシ 
3 ンを知 C， 


はり 白人 傍聰 四十 數 名に てを 谣 
なき々 檢な るが 陪審 嘗 退廷 後^ 
巧か时をお遺ひ待つを一が間^?|- 
午な 四時 半 陪審 官 中の 婦人 達が 

滿面 に 笑を 淳 かべて 入^ 
書記は 一々 を 被吿の 巧み 文'^ 朗 
讀 、被吿 が 陪審 官 一致 じて ||葬 
なる； を吿げ じか、 書記か^ 巧 
文を が讀 する や傍聽 をは 滿 總 
な 七 どな b 聽 巧を 立てが^ を 傾 
聽 したる が、 無罪 ど 知 るん 何れ 
も 飛び 上つ て兽び 『コン*^ ラナ 
ユレ— シ ヨン、 お 目出度 ふ」 の 

聲が 裁が 廷じ お-^ た。 么じ 反し 
H 巧寢 をを 底れ てが 職 巧 P 魁め 
たる クラ！ ク給 串は、 を/ぐろ 暗 
涙を 摧し 、 

兩眼 じ パン プチを 當 てむ 
间 時に 過去 ニヶ 月間 暗 ひ 思 ひじ 
が H 々々を 暮 して ゐたホ 被吿は 
無罪の 巧 巧 T る や 陪審を の 人間 
らしき 怖らを ホ じして 人 禪的偏 
見の なき 態度に 感激！ 男泣きに 
泣いて ゐ た。 化 事 かじ 關 して 努 
力した 通譯瞧 ホ 整 氏は 曰く 『證 
潘 事件の 中せ 君 《 下 同胞を 部が 
無罪 じ U つた i は 喜ばしい ie 
ぁつて、 本件を 直 おを 寶 巧を-: 3 
て 讚 港 H 會 が擔當 しわを は 感謝 
じ 値ず る 巧で わる。 吾々 辯 護の 
巧 レ ぁる 者の 背後 じこの 後援を 
がつ をは 實じ 

輸 快。— あつち 万一 

が 罪しな つじ 矯合 じは 例の 新條 
で窮 九條ビ T が 違憲で あると い 


ふ 点で h ホロ C る計畫 を 立 了： り 
化し |~れ を 間 梭肅據 ごして 今む が、 幸 ひに 無罪 じな つで 爲じ 
回の かを お 巧す る參ち どす 化の 間 題は 立 消へ であ A。 H 系 
一が 出 ホる ホ おの 中が お 一 君が 最も 總 巧な 
1 お' ^3 である. インスト ラク 態 巧を W て檢 事の 峻 恐な 質 間 じ 
シ 3 ん は 二十 五 貢 i5 成 H が 事 巧 快。 答 辯を おへた i が 化の 勝 


は 朗^たら を轉 にて 讀 r し、 を 
睹審す 用 拱を 渡した。 陪審 官 
は ニ ホの 刑 率 じ 護衛され 陪審 室 
じ 入 マた 時に 午後 ニ盼 半。 法廷 


綻城豐 太 邮氏か 

IS 楚な 招宴 

円本 俱樂 部に て 

出が 巧を 役 お 城 豊太郞 氏は 
滞^中が 留 諸氏よ b 受け K 好意 
じ 前 ゆるた め まる サ 二日 午後 丄ハ 
時 平日 本识樂 部に 晚餐會 を銷い 
た I で おかれた る もの 官邊 では 内 
領事 代理領事、 おが お 書記 
、巧 ロが 務官 、化 田 お 巧 監督 長 
をの 新 井、 が ホ 巧 御 巧、 学 信 
會 々をを 始め どして 銀 巧會化 
ま 店を 等 約 五十 名 じぶん だ。 
を 巧よ 6 結が 氏は 控室に あつ 
々ホ 賓に應 接し 座が におが 
添へ じ。 『栽の 滯 巧は 短 か { 
つたが 諸 巧から 受けた 厚意は 一 
透ら でな かつた。 化餐 であるが 
朽も寬 いで 巧し 上つ ていたぐ き 
たい』 ごま 人は 謙 讓じ挨 巧した 
をが どなつ てゐ るを 廣 舌の 難を 
逊 いたわを 操 逢は、 どんな 御馳 
走を おくよ らもよ いど 化 語が あ 
一 もこ も、 『何卒 別室で 御 緩と ご 
ち 入は 做 裳-し 先 もて 义一ま ロ、 を 
じ 化て たのは 內山谢 事で、 當巧 
は ホ資を 化まして 謝 巧を 述べる 


徵兵 延期 願 

締切 期 接近 

申 吿を速 かじせ ょ 
昭和 四 年度 徵集 延期 願に 願 
るな 留申吿 書 及び 徴集 延期 特^ ハ 
失格の な權 ホ 巧 おは 化般總 領事 
館 じて 吿 示せる 通 b 其 願酱の 
出は-巧 化 一 H を おて 最後 ど 了 
るが をなる じつき 右觸係 者^ 
滞；；^ く 同り ぇで じ 手 績を濟 立 i 
必要。 b どて 當巧總 領事館 Lj が 
て も 時 H 切迫 ごみ じ 持 K 之が 注 
意を 喚起して むる。 - 

旅舘 業者 觀光鹽 

屢 'し H 本の 旅舘 業を はァ * 
力の 閒 業者 じ H 本 觀ホ醒 を^ 織 
せしめて 巧 待し ね 返 禮の意 寺 
今度は アゾ 9 力 側よ ち 招待す 又 
け 斯業 蔡 十五 入の 一 わは ホ 了 ニ 

巧 十五 H サン フランシス ゴて乂 

灌 ずる 天洋 丸で 渡米す る な 


巧 

ホグ 


負を 巧を しじ 大 なる 原 ST である 

中が 宮け 確か じ リ系お 民の ため 

じ大 いなる 氣を 吐い じ 者 ご 言つ 

てょ い』 云々。 一 

I 

一ち 『大變 御馳走？ でした』 と 

頭を 下げた きら、 も 千 語を 績け 

る 隙が ぃ * いので ぁる!' 巧び を ま 

で座談じ花がおき、 ^年劈頭の 

摸 範宴會 は 十 時 じを 殘 く 散 

會 しじ。 

オレゴン 大學 で! 

日本語 敎授 

聽講 生は W 十 人 

义 ホ 洋を中 必に將 ホ 日米 願 係 
が 益々 密接む らん どす る 時兩國 
貿易の 後 達-し 鑑み ホ 函人 じ 日本 
語學の 必要け 旣じ 久し <識 巧 間 
じ唱 へら わて ゐ じ。 旣じ 加大で 
は久能 教授が：！ 一本 語 お授を 正規 
じ おへて & るが、 I 今义 ォレゴン 
州 じある 則な ォ ゴン大 學のポ 
1 ト ランド々 校 ii がて H 本 語 あ 
を 正 親の 學科 VJL て 開設す る i 
に巧定 し、 愈々/ 去る 丸 日ょ b 窠 
一學 期を 開始した 由で ぁる。 聽 
深 者は 凹 十 名 巧 外で 每學巧 ホの 
試驗じ 合格 しなもの じは 大學正 
がの 『ク i ジ ツト』 を與ふ 黄で 
滿師 ごして は 同化に 齒科醫 を 開 
業して むる 大か縣 人 阿南 惟德氏 
が 就 巧した 由で ある。 


『イヌ』 が 八 億 乂千ゴ 
通稱 『イヌ』 をで ある 
ドッグに 就て アメリカ 罐詰協 
貪が 最 を 發 をした 統計：. 一依れ 
ば 昨年度のを アメ 9々 \ 峡峻盡 
しじ 『イヌ』 は 驚く 勿 心 八 億 
八 千万 封 度、 長さ じして 地球 
を 十 ホ 周す るを が 出 ホる 相で 
あるが、 實 際にして をして ど 
んな數 になる か，^ おらない 位 
でゐ る。 一封 度の み 霞は フラ 
ンク ファター ズ 十本に 相當す 
る ごい ふ 話 n シカゴ 甘 一二 H 發 


を アメリカ 側では 目下 歓迎？々 
おじ 就て お 中で あるが、 一行 
は H 月 か |ニ 日シ アトが 出帆の マ 
デ ソン 号で 歸國 する が I 巧 中の 
一部は をの 前當 地を 中必 ごする 
を 部を 地 か 一流 旅 舘を硏 兜の た 
め 巧がず も绪 である。 


日會 商務 委員 會 

が 育 H 本 A 商な 部 委員 會は廿 
吉日 午後と 時 料亭 太陽 じ 開懼、 
前回 委員 會 じて み定 せる 『東郎 
だ留 者の 濁な 事 叢 經營を 調® 
吿』 の 調査 材料 報吿を U し 巧々 
硏 をの おぉ、 巧び 是等獨 ホ 拳 業 
を額緣 製作 業、 金魚 店、 荣 備品 
店、 植木 業 窜じ郝 別して 識査を 
續 わする i じ 巧を し 十 時 散會し 
た。 出席を は 草信會 長、 化. 主 商 
お 部 委員長 かを 西 龍 雄、 お 岡 巧 
ろ 矢 吹 義ち木 巧書葡 生、 井 
上 副領事、 香 西み 郞 のが 巧で ゎ 

っち 1 1 / 

重役 禍子 連來^ 

ミ か 銀け 1 が 杉 巧 麻す にし 
て 池 田謹戲 株を 會社專 殺 ir ぁる 
池 旧が 巧 氏は 視 をを 終 b する 一 
白 巧半發 1 八 ■•テ •フラン 一 ス號じ 

て 渡 巧すべく 、ミホ 銀が 重役 今 
井利 壽 一二郎 氏の 麻 子 今哉理 一氏 
も數ヶ 巧の 漫遊を お 6:^ 出 氏と 
同船 渡英すべく 、同じ，、 一二 井 男 
の耐卡 じて H 銀。 ン ドン 支店 員 
でぁる 一二 ホ 商を 巧は 夫人 家族 巧 
伴 7 ク キタ こア號 じて S 十 H 頃 
着 紐の 豫定 にて 四 五日 間滯 巧の 
善で ある。 

明 あ大學 校な 會 

明大 化身を よ b 成る 间會は 明 
H 曜日 巧 日本 お樂 部に 聞懼 、新 
年 宴會を 兼ねて 親睦を 謀る 由。 


r タンク？ 巧け f? 

及び スチ 1 マ— トランク 六张ち 

十 他、 九 弗 五十 他、 十二 弗 五十 
仙、 少し 許ら 使用した 鞠 類 一 张 

I ニ 邦 致び 五 弗 
苦 4- 穿 th す r 0 与. ち さぎ 三. 
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で 調査 中で ある-か ホる 化 H の 本 
會證で け 恐らく 通過し 二月-円 
ょ b 實施期 じ A るべ （、本 りの 
豫算總 曾 r : がて 出 中 首 化は 巧黨 
侧ょ b 巧然 ごして 强 げ霖將 軍の 
怪死 じ 就て 追猜 された、 郎も中 
野 fi ? 剛 氏は 首相に ぉし、 

若し 我等 じして 银作霖 は 何人 
じ 殺害され たる やど 問は ぐ、 
支那 入は 恐ら （微笑を 0 てこ 
れじ 答へ るで あらぅ、 我等は 
この 問題に 就て n 本が 外國じ 
誤解され つ i ある こどは 遼城 
じ堪 へざる 所 じして、 去る 十 
巧を なて 完了した 本 問題 じ教 
する 公表を ホ 蟹せ ざるを 得 中 
殊に 嗜殺當 時 巧が 錢橋 守備な 
の 巧 動は 遺 減 どすべき 點多 （ 
特に 暗殺 盾 前、 巧が 唯 兵に 化 
b て銳 殺された ご 傅 へられて 
居る 二人の 奇怪な 支那 人が 現 
じ 奉 天 じ 生が して 磬澤 なホ活 
，ぞ 送つ て 居る こどけ 奇怪で な 一 
ぃか 

ど 猛烈に 質問した が、 首相は 化 
おとして 『本 問題は 目下 調査 中 
である』 の 一天 張で 巧 通した。 

柯か 會議に 

支那が 機 横 

議棋 骚お裡 じ散會 
ゼ子 ヴ了廿 五日 發 U 本 = の國 
際 聯雜阿 巧 會議疆 h じがて まが 
化 ぉ 王慶岐 巧は 支那 本 ± じ禁劑 
栽培 S 事實 なき じ 關らネ 、み國 
ょ b 續 々輸入され つ 5 をる のは 
日本の 領 出で ある 辜 灣を經 をす 
る もので をる ど斷 じ、 

則 强の不 ホ 等 條約ゃ 領事 裁 巧 
の 制度 じ 化 6 これ 等の 禁劑扁 
は 巧國租 をに 輸入され て 支那 
官憲に 何等 化締 6 方法な きこ 
ごを 嘆 じ、 一轉 して 日本の 山 
を 省 おを を 引例して U 本 並び 
じ 巧 國の對 ま 政策を 正面から 
攻餐 した 爲め 


U 英兩閔 化を は 政治問題の 論及 
け會規 じほす るら の ごして 講ず 
錄 よろ^^を 强 巧し イタ リ 化を 
は 言論の 自 おを ホ 張卞る 等滿を 
魔が たる 裡じ 散會 した。 


話 一 題. 


を 


人々 


: 建 艦 巧 機み 

大海 軍 派に 痛 事 

; ワシントン 二十 八日 發 ：；：：： ホ 五 
隻 の巡洋 お雄逛 案じ 願 蹄し 大海 
ぶ 派は タ數を 制する 勢-」 乘 じて 
，」 の 歷建獲 まの みならず、 現大 
统頭ク 19 ッ尹 巧が 夙に 反對し 
つ、 ある 建 艦 期 H の 巧 示 じ 就て 
も！ 擧じ可 巧せ しむべ ぐ 頻らじ 
運動し つ i ぁる 瞭 、下院 お軍委 
員を じて 囊じ 窗搂ィ ダリ， 首 柏 
に 軍縮 會議 蘭疆を 提議して 間 題 
を 惹起した ブ リッ テン 氏は 
クー リッ デ 大統領が 建絕期 U 
i の 明示を ホめ ざる こごは あ も 
角、 ホる S 巧を おて 大統領に 
j 就 巧ず べき ブ — ゥァ * — 巧 が 建 
. 黯 期日の 明示 *— 贊间 しつ i ぁ 
る i は 余が 直搂問 巧ょ b 得た 
- 言質で ある 

を 表して 化 間を 驚かし 俄然が 
^ 大統領の 意見 衝突を 推斷 せし 
斗る じを つたが、 るじ關 L7 — 
ザァー 巧は をち じク 19 ッデ巧 
巧電し 

をは 海 單閱疆 じ 就て は 選を お 
說當 巧の 言論 ES 外、 をを いづ 
れの瘍 をを 間は や 巧 人に 對し 
て もな 見を 吐露した こごは な 
(、海軍 政策に 就て はを 燃費 
下 ご同咸 

で わる どの 旨を 吿 けたので へ！ 
海軍を 賣 長は 直ち じこの 電殺 
で 上院で 期讀じ 及んだ が、 この 
願 巧ょ b して 建鑑 案は 一層 お 池 
£ なつて 巧た。 . 

I - I 

本社 栗 ま特雪 

預金 利下げ 內を 

〔廿 九日】 東西 共 じ 機運 熟し 預 


を 巧下ゾ みぞし を 助 頭を ザ 禪 
五贿 下が 四 か 五 姐、 乙關八 お 
下げ 五を、 巧 他は 一 厘 下げ ご 
するど 0 

矢旧總 領事 休養 

【廿 九日】 矢 田 上海 總 領事の 化 
養 希學は 許さる じな つた 

婦人 公民 權 前途 

〔甘 ± 日】 婦人を 民權を 派競爭 
で 提出し 衆議院は 通過 せん も 
貴族院は 困難の 模樣 、巧 格 省 
は 化が お對 である。 

報知 新聞 祖動搖 

〔甘 セ 日】 巧知 新聞は 舊晚ホ ま 
京巿 民を 脅かした 說を 瑞盜捕 
縛 事件の 巧 おを 誤 0 編輯 長む 
下 外 巧 記を 數 名は 貴巧辭 職し 
た 0 

新银 歌壇 

: ハドソン 薄暮 調 

ご ニ】 里が < るる 
ブィ ムスの 辻 じ \ ィみ仰 ざ 見を 空 
せま < して 星 ホ b 居る 
お樂も 悲哀 もな ベて ひと 色の 巧！ 
ピならじけらブ 口 ]ド ク エ ィ 
- I * れだ この 色 ど ホ W 音 樂ご夢 ご 
巧 ひの うづ まく ごころ 
キヤ プ スィの 窓 ょら ひぐ くデヤ 
Y スの音 ブロ！ ド 街に お ホた る 
らし 

割引のを お 切なを 賣る 子等の 聲 
ょろ 更 ぐる 巧の 巧の まち 0 
美 - P き證れ じを じちて ひを やか 
じみ じ < き 人の 巧く は 寂しき 
姑ず 化の 街 じして 乞食の 風琴 彈 
(は 寂しから けれ 
午歡 八時プ 01 ド 街の 人波を け 
た ！3し（も走る巧防車 
現實ご 夢の わは いじ ほのぼの ご 
ナ主 トク ラブの 巧の 明け 巧 （か 
うつを みの 苦を 忘る てう キヤ パ 
ン丄の 毒の 酒 こを 飲む 可から け 
れ 

小が 更けの 黒ん 街の キヤ バン ー 
におぶ 《 な 6 て 醉 ふは 誰が 子 だ 


無限軌^ 上て：—’ 



材兩癸 雄の 會見 

..わらが 首相 ご 床 次 氏 


◊ 岡 崎が 輔 翁が 田 中、 巧 I 
ホ兩 君の 會 見を 評して 『巧 英雄 
の會 見です から 何を 話した かは I 
凡人の 推定を 舒 しません よ』 心 
- って ニコ - 笑って居る 、^ 
崎 翁の かく 世間の 辛い 肯 いを + 
ニを じかみ 別け た苦勞 人す ら篮 
せない 程の 『兩吳 雄』 の 會見曲 
幕で あるから をの 眞巧も 確 ごは 
たれ もが 謡は 化 ホない。 

◊ ^の食兒は巧ホ共 『會 

ひない』 『會 はう j の ゆ 吸が 一致 
し 巧聲で 立っ たの だが、 か （ま 
で 巧 吸が よくを つた どい ふの も 
ひつき やう 巧 ホの 腹に をれ ぐ 

物が わつ たためで をる、 巧 ホ 
をの 腹では 掛 支み 巧み 巧き 詰よ 
7 を 巧 開す る じは 田 中では 獻肖 
だ、 ごうしても 巧冀が 化つ てこ 
の 重大な 化 命を あたす の だ をれ 
一け 田 中じ會 つてよ くいつて 巧 
かせたら 如何 じ 化の めぐ- 〇 の惡 
、田 中で もさ どる こごが 出 ホる 
だら うとむ じきめ て乘ら 出した 
の だ。 

◊ ところが 田 中 君 じして 


見る と 『床 おが 支那 じ 巧つ て 見 
たらき つと おらが やつて ゐるこ 
ごが もつ ごも ぢ やと 氣づ < だら 
う、 柯 しろ わらは 一二 十 年ら 支那 
を 研究し ちょる の だから おらの 
や b モじ はぶみ も 共鳴して を 廚 
援助の 腹を 女め この 議會も 無事 
じ 終る こ 出 ホょう、 早 < 巧 
巧じ會 ひたい もの ぢや ノゥ』 ど 
ひごりを點で巧次君ご會見した 
の だ。 

◊ 巧み 君 ひいき のん々 じ 
いはせ るイ I 『巧みさん は 曾 相 じ 
が 明け渡しのを 渉を したの だ』 一 
ごさ も 巧 鄉南洲 翁 ど 膀お巧 翁 ご 
が 江 巧 城 胡け 渡しの 食 見で らし 
たやう じ 善び 勇んで なをが 巧し 
ろ 同じ 薩摩 でも 南 洲游ご 巧 次 君 
ご 同日 じあたら 南洲 翁が 地下で 
泣く だら i っ、 おまけ じ 相手は 滞 
か 翁なら ざる おらが 首相と 來て 
ゐ るから 巧みち ご 田 中 おど 一二 度 
や 五を 會 つた 巧で をん なやす や 
すご 永 旧 町の 城 明け渡しの 話が 
進い ゎけは 無い。 

◊ をの 食を じ おいても 巧 


次 君は 『對 支み 巧の 好轉は 君が 
おめ て 僕 じ 讓れば 成算が あるの 
だ、 替も闽 をのた め 一つ 考 へて 
a でう だ』 ごい ふ 意 ホを ま那要 
人 等 引を かじ だし、 支那 南 化 
の 情勢 報吿 をしながら 用必 深く 
極め マ 婉曲 じ說き 立てれ もの だ 

◊ii ミ： 『いは ゆる 自ら 語ら や 
人を 4> ていは しわ」 の 底で 出 ホ 
る だけな 雜じ巧 ホる だけ 回は ち 
<ど< 辞職 翻吿 めいた こごを い 
つて & たがを こは のん 氣な巧 中 
首相の i だ、 床々 君は 簡單じ 解 
し 巧 巧 君が じがい ミを いつても 
ホまい やう じを が b いは ごごつ 
さ （相 をれ ず、 お 互 じ 無限軌道 
をを つて ゐる やうな 調モ であつ 

2 ロ 

◊ 1 現に 撤を 問題 じついて 
の 問答を 陆 いても 『わらの 方 じ 
も ゆき 懸ら がわつ て ノウ』 £ い 
へばぶ み 君は 『ゆき 懸らが ある 
から ネ ー 』 W 相づ もを 打つ やう 
じ 見せる、 巧 あ 君の 腹では 『前 
じは ゆき 懸 b が あらう が 巧 輩 じ 
け巧懸 b はない』 といつ た橫 b 
だら うが 旧 中 君は 貢 葉 通 6 じ 解 
して 『巧 巧 も わらの やら ホを を 
肯 しちょ るの だぢ や』 ど 輕< ず 
なつて 仕舞 ふ、 こんな 茶番 染み 
た 岡 格 翁み いは ゆを 兩 英雄 會見 
刺で 巧 幕 ごな つたので ある 



鮮 育 


I を I 九 年 版 Y 近く 發巧 

本 化が 整に 鶴な 巧いた しました 『大 が 宵」 は、 幸 ひじして 
江湖の湧くがかき|^;評を巧し、 をじを部 一 册搂らホ#切れごな 
6 ました、 依て 本^は 窮 一版の 內容 をを 巧 巧た じし、 頁 數をも 
ち 加した 千义 なか!^ 年 版を 新に 搂 けずる こご {な， es ました、 正 
確に して 且つ 新 4 しい 統計 ご 事 賞を 基礎 じして、 刻々 錢 化する 
我が 『大が育』 の品巧を傅ふるじ遺が：：^きこごを巧してお^ま 
す。 が ほを 價は 

豫約申 注 者に 限りて 

特價と 十五 仙 

發刊後 化御麟 買には 


を價金 


'，> 

巧 


ごを しました、 速 かじを が 御 申込みを ホ 望いた し 主す。 
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元帥、 邦 彥王蔑 去 


東京 特電 二十 九日 發 N な久お 
を 邦彥モ 股下の 御 葬 おは ニ H 
一二 H ど ホし 葬 傑を 段 按じは 前 
陸軍大臣ず 垣が 大將の 巧 命 
を おる に まつた が、 大お御 臨 
格 前、' おおじ 急 谨わ啓 遊 じさ‘ 
れゎ 皇后 陛ド じ；：： 5 五 年 前御婚 
儀 0 ホ 始めて 御兩 親御 訪問 じ 
て段ト じは 病ぶ じ 微笑まれつ 
つ 『巧が 生涯は これで 莖 きる 
のでない、 柯も邀 言； です る 


t i ^ J — If / C 

- には 御を が 遊ばさ 
一よ b 狗 下賜の 荀葡 
- せらい むが、 哥も 


こごは。 L 』 ど 仰せられ たの 
で 韋后陛 ド 
れつ、 聖上ょ 
洒を 進めさせら わむ 
なく 殿 ドには 安らか じ 御 臨終 
相ぶ つた、 旧 中 首相は 殿 T の 
溝 去 じを 懼 しながら 『誠に 惜 
し L こどで ある 力、 御大 典 も 
旣 じあ r し欧渾 隆昌を お寶あ 
>、 必 おきなく 御 永 版の； ど 
わ 察しす る』 ご謹站 した 0 

東 ま 特電 ニ + 八日 壌 = み. 通宮巧 意て 殿 ド じは 脚持祸 の痛疾 
がな 進し まる 节四 H おがに めて 御 失神 遊ばされ 同日な 五 固 じ 互 
ら測 出血 わな、 御 お 態锁る 御險惡 なる 爲め狗 長女に 當らせ 給 ふ 
皇ち幽 下-」 は^を 舞み 爲め熱 おじ 巧 啓 遊げ された るが、 遂に 昨 
U 午後 零 化^ か 御 盤ぶ 遊ばさる、 御 遣 おは 今が 東京 じ 御着の 篱 
でもる か、.^ れょ b 靈き殿 ド 御 危篤の 報 天聴に 達ず る や、 を 前 
の 御 功労に 特 巧を おて 元帥府に 列せられ が 巧 章 頸 飾を 巧け 
給^ レ 御 葬 は豐島 ヶ丘 じて 御擧巧 どかし 御 日 おは 二月 ニ、 I ニ 
四の 一二り^ じ 御 化 株め あるべ < 、昨 H ょり】 週 阳を中 喪 仰み あ. 
さむ、 本：！：/ の 御 ホ 書 始め も 御 お 化め ィ 一な 6、 皇后陛下 じは】 個 
を 御 服喪'.^ ば さい、 御 葬儀 當 日は 歌 無音 曲 等 も 停止 さるべ （、 
をホ兩 お‘^ おじ 今 H の講 事-」 てお辭 をを 里した。 

東京 を】 二十 セ H 發 === 皇后 陛トの 御 父君 じ 當らザ 給 ふ 
义姐 おか 王 殿下は 本日 審時 化か 糞 去 おださる、 殿ト 危篤の 報 
天 艦に 逢!!- るを 特旨を R て 元帥府 じ 列せられ 菊 化 章 頸 飾を 巧け 
給ん た ■ ^ 下は 义逆宮 ホの ニ 化 目に 化は し卞八 良と 十； ニ 年 お 月 
ホ ミ 日御誕 を、 千 化な 巾 S 年 陸軍 大 おじ 托せられ、 現 軍事 參證 
官 じが 心し 給ん、 殿下は 軍隊を 巧に 御 終 お遊ばされ H 露の 役 じ 
は參 謀」 して 御 出征、 戰お獨 逸ピを かれ 11 ニ 年に 直 b 軍事を 御 
硏學 遊ばさる、 殿下は 王族 にても 最も お ホ 的に 巧は し、 を 其の 
席上む も麼 々御 臨御 遊は されて 居る のを おを 受 n した、； 殿トは 
特に 美術の 御 愛が 者 じな はし 產業振 典 じ 也を 注がれ 給 ふわ。 

ニ ユョー ク總領 お 館 着かな 省を 報 === ホ 動 位み おを 邦 意 王 殿 
下 お祗氣 ノ處、 廿セ H おお ニ 於 テ 驚ぶ 遊^ サレ タ 9、 衍ホ间 日 
十二 日 迄、 宮中 喪 仰 セおサ 於。 

親王は 明治が 六 年 S 巧 六日 翻誕 
を、 大正と を 一巧 十 巧當妃 
册 立の 御沙汰 あら、 十一 年 ホ 巧 


.おぶ 第. 
9 ニ月- 

狐 


略歷 


义 遇お滚 S 御 酪譜ぉ あるじ 伏 
見 宮^を 親王 第 四 王子 辆彦 親王 
ど祖ト し、 蔑 王 始め 靑 蓮む 院跡 
を 御水 避 後 御な 歸 おめ 中 川宮、 
贺陽 宮ご稱 せられ、 後伏見 家へ 
御な 籍 •明を 八 年 五月 廿日 义遞 
宮 をと 御 創立 ■御 當まニ 巧 目 じ 
な U す 元帥 义 潮位が を 王 じは 明 
治# ニ 年 十二 巧 十一 二日、 な 公 巧 
島 ホを 義 第と 女 動 一等 巧 モ姐ど 
御 おお、 第一 王子 お 軍 中尉 朝 軸 
韦 .な 明治 化 四 年 ニ 巧 二日に 御誕 
生、 博 恭王游 一二 王女かず 巧 親ち 
じ 大正 十四 年 一月 化 六日に 御 結 
^ 遊ばされる、 笛 一王 ホ 良モ巧 


サ U 御 結婚 刺 許、 化 巧 化 八 H 御 
納を激 一等に 叙 せらた 十 |ニ 
年 十 一 巧リ六 H 御 入 輿 皇太子が 
宣下、 大止 十五 お 十二 巧サ 五日 
皇后 宣下 あらせら る、 梨 本宮ず 
正 壬、 久通 お 多黨 王、 朝 香宮鳩 
意 王、 巧义 通を 稔彦 王、 故巧內 
おを 伯 ホ 人 鞠 子女 王、 な 東 園ぶ 
をず 巧 夫人を 乎み 王、 壬 ホ基義 
化 夫 A 篤 モ女モ 等の 御 兄 君に 食 
らせ給 ひ、 久週 をが 久侯 等、 大 
ハ かホ暢 伯爵 ホ 人智 子女 王、 一二 條 
西 公 お 氏 夫人 信 子女 王の 御父宮 
じ 澄ら せらる。 


第五 十六を 願議會 

床 次 巧の 懐柔 失敗 

婦人 公お權 て與黨 幹部 板挟み 

ま 京 巧を 二十 九日 お = 明が 會 鶴な 祐輔 氏の 中間が 聯盟 述動 
ご おじ 自 巧は 巧 山貴臾 氏を かしがみ 氏 懐ぶ をが みたを も 失敗し 
最早 丰 辿い ピス つた、 がは 赚人 公民 椎閒趙 じ 械 しかぶ 會せ 志と 
內な省视みぶ！3^をはゃ巧黛ぉがはぉがみど；：*ら 一 騷動が持ち上 
る 巧は で わる。 

輿 驚 巧に 改造 運動 

ま京特 巧せ 八日 撰 = あぶ 會 一曲には み 閣な湛 運 抓 起 b 政務 


官 巧を 迷 蟲もゎ b ご 去 はれて 居 
るが、 明政會 の 鶴 妊祐輔 氏は 巧 
黨巧樂 部の がみ 竹ニ郎 戊を 誌 巧 
し 中間派 瞄 阻を 提 溝した。 

委讓 擁護 

卿 村ち 總會 か議 

東京 特笔 二十 九日 豬 = を鹽町 
がを 爵第 为闽總 食は ホと 日 東京 
じ 開懼さ 左の 如き 意味の か議 
を M 過し に 

地租 委譲 案は 化 隙 直じ實 現を 

期す、!^ 人を お 權附與 は 巧 早 

である |0 

遽員 歳費 案 

東京ぶ 電 二十 九日 發 n 議員 歲 
豐值 上^ 案に なきを 派々 志 W を 
渉 中で* t るが 多み 今 請會じ 提出 
大藏 省は 及 掛を嚮 で 

子 質問 遞吿 

電 二十 九日 發 n 石 ホ 銷 
み郞 ぶは 思想 問 越’ 敎肯間 題に 



就て 旧 中 首 化 及び 勝旧义 化に 質 
問通吿 をし 化。 

新 黨俱樂 部觀望 

ま 京巧電 二十 八日 疆 = 轨黨俱 
樂 部は 今が ほ H か是 的で お院の 
反政府 熱を 除ろ に觀游 した 後 じ 
態 巧を かず るら I い。 

遞が 進擊戰 

東京 特電 サセ 日を U か忠 日の 
議装 にがて 鈴 木 當女彌 氏け 久お 
遞 化を なおし 『台 灣銀巧 震災 手 
形 四千 万 圓離通 額 中 一千 S なで 
山は 义巧 のをで わ b 朝鮮 銀 巧 も 
ホ久 原の 爲 じな々 圓 損害を 受け 
橫濱 里を 銀 巧は 置 巧 方 圓は回 化 
本能 ど誦 めて 睛 る、 是 等を 計 四 
千 六な 方圃 の 商業 上の 失敗を 政 
府じ 扉を なは せま 拂 ひもせ や 閣 
員た るは 厚顔 無耻 でぁる、 か 
るん 物を 內销じ 人れ た 巧 中 首相 
は補弼 S 黄を をぅ して ゐ るか』 

ご 詰め寄ら、 窜圃窝 船會社 < の 
契約 不廢 わ認訴 文を 讀み 上げ 議 
填騷がピ。る， 久巧遞相^^鈴木 
皮に 答へ 『霞 ホ 時 離は 銀 巧を 救 
ム もので 巧 T : 業者を あつた もの 
でない、 をれ r 潰 ロ藏相 時化の 
を 故 疑 あら ば 同氏に 聞け、 實業 
巧での 仕事を 大担 として 答 辯の 
要な し』 ご强い 巧， V 見せて 反身 
じな つた。 


濟南 交渉 解决 近、 し 

み 割 的 撤兵を 根本 條件ミ >し て 

京 特電 二十 九日 發 = 濟南 事件のを 渉 じ 誦し 巧 澤を化 ど 王 
正を 氏み 息を は乂體 一致した もみ i 如くを 割 的に 撤を する やぅ 
一はを が じ 請訓し 化 づ解 巧の 見込みは 巧から し < 芳澤を 使は 
右一!; 願し 『懸案 全 節の 解 巧に 努力ず る』 ご 語つ T 居る が、 ム r を 
はをひは上ぉでタ涉を繼繪するじ至るか-^^知れ^:^ぃと。 

龍 ロの 邦人 お 掠奪 


I 

見 赛 

足 氏' 


芝录 二十 八日 發 M チ！ フーあ 
蹈-帶 に 一 耳ら てま 那 軍隊は 突 
が 化 逆し を 地に 被害 多く 去る 
を曜 H これ 导の暴 巧を な 龍 ロ 
の 日本人®; 5 を繫 ふて 热棠し 
たる 上目逼 しい ものを あ 奪し 
±曜 目は を 揚じも 飛み して 巧 
長を 始め して ニ 名のを 員を 
殺蓄 ずる 冬® 巧を お 奪して 南 
ホ じ 向け 己し 目下 李將 軍の 


軍 膝が 追擊 中で あるが 日本 驅 
逐鑑は 旅 順 ロ ょら 直 もじ 龍 ロ 
じ 急 化して 陸 戰隊を 上陸せ し 
めた る じ 勤し 同地の 官憲な を 
の & 要を 認め 中と 南京 政が に 
抗議 中で ある、 日本ん の 被害 
程度 じ 至らて は ホ だ 剌然せ ざ 
る も 掠奪され た 日本人 巧 巧は 
五 巧 じ 達し H 本人 家族は 漸< 
旋泊 中の 湯船：，； 避難した。 


方に 交渉 悲觀說 


上が 特 
b 達した S 
おおもの 
おじ 引 殺 
居を 巧め 
迄ら 日 
を 使は 


二十 八日 發， ’ニユ m — ク •タ共 ムス 紙】：：：： = 南京ょ 
巧 道を 線を する じを 澤を使 f 王 正を 氏の 日 支 巧 渉は 
。ら や、 巧澤 公使は 遂に 河 物たら 得る 所リ くして 上 
て ホる 模樣 である、 談 巧の 經 巡は 極秘 じ附 せられて 
の 異相を 知る じ 由な きも 聞 （所 じ 化れば ま那 側は 飽 
の 山を を 破を 期 H の 明示を ホめ て 化まざる じ 反しを 澤 
問題のを 涉じ 先立 もて 先 づ關稅 問題の 協 巧を ホめ つ i 


をる も ぷ巧廷 氏は 日本との 巧 涉じ對 する か 身 省の 撒 兵 ご いふ 外 
を 力ー を おんで 離さ や、 殊に ニ 巧 一 H ょち 寶 施すべき 新關稅 
法に 對し 南を 侧ピ I ては 日本が 賛同 するど 巧 ごじ 隅らず、 何處 
まで も賛 施す る 意 巧で ぁ b H 本 ごしても 支那 巧 麻が これを 強制 
的 じ 執がず る 限ら 抗誰附 で 納めざる を 襟ない こ £ は 万々 承知の 
上で をす から 謀 判に 就ても 頗る 高飛車 的な 態度 じあんで 居る を 
接で ここの 經 過を 目し U まを 渉は 决裂じ 終つ たと 稱 する こどは 
早： ぁるが •歡 （共を が 前に 期 巧され た 樂觀氣 をを 詔む る 能 
はや、 I 殊にち 那人侧 のが 情け 頗る 窗奮 しつぇ みる 模擦 でぁる、 
即 もま 那の 輿論は 芳澤 公使の 南を 訪問け 要する じ 日本 議會 じが 
る 反 お 黨のお 支め を 詰問を 一時的 じら 妨 化し 《 て 內閣调 劾の 磯 
會 じ^いし め や： 5 中の 觸が 化な どして な權を 握て 巧 かう どす る 
反間 苦肉の策 略で 何等 誠 息 ホる 巧涉 でない ど亩 做して 居る をが 
ぶい、 おは 柬 京よ ちの 巧 道に 依れげ 日本 政府は 脚稅 協を じ 協賛 
のを 文書 . V 旣 しを W した どの こどで あるけれ 共 未だ 南京 政府は 


を 取て 居ない、 敏 上の ぷ敏 r 
して 昨今の 日 まを 涉 なん ものは 
を 面では が < な 矢 旧、 で ぉな を 
涉 よら-ホを も 進んで 居む い ど 
瓶 測し 得る 點がタ いのて あ 一る。 

交渉 i で 

支那は 樂搬氣 か 

k お特ち サ 六日 發 【ご ユョ— 
ク •タ井 ムス 紙】 n 驻ま 日本を 

化を 澤謙吉 巧 ど 南京を 府 巧な 總 
長 王正廷 巧は 恋々 昨日 よら 

化 式 を 渉に 移 Ci たがず 回 

のず 渉は 恐ら <: □ま 招^ ま 中の！ 
間 題 力ま ニ閱越 じが vf 徹底的な 
解 ホ點じ 到達ず る も-巧 ど 期待 さ 
れて 居る、 巧 澤を樓 を 昨 H 外を 
部を を まじ 訪問 後 午が ょ bK 涉 
じ乂 つたので ある； 一一 ー該 解^る 
所に 化れば 王 巧は H すじ 凿し先 
づ山ま 省よ-^ の撤 ちを 要求し こ 
れじ勒 ずる 應 否を 巧て 日 支 父 渉 
着手の あ 本條件 どむ 一して 居な •か 
今回 劳澤を 使の 南亩 訪問な がみ 
巧 渉 じがる 矢 旧 綴 裳 事の 見 をど 
異にし、 交渉 じ關^ した 

を權 を委ほ 一一れ て 思る の 
で 支那 侧 でも 頗る 萊氣 じな ゥて 
會議の 前途を 樂範 ‘ P 邁ま 數簡巧 
じ 直る を涉の 暗礁 ら脫出 じ 得 
るで あらぅ ど 期待' して 居る 痕樣 
である、 これ 等の 中 じがて 6 最 
も 確實視 されて 居で こど 心 巧 
る ニ 巧 一日よ ら實 雨すべく- 關ほ 
自ま條 約に 對し 日飞欧 おもら 
を 批准ず る じ 至る てき こぶ ご 巧 
澤 公使 どして は 山!！ ^ 省 問 肥 環 討 
議じ先立もて先づ6<^閔題巧觸巧 
を 計るべく、 これ じ 依 6 裁か 支 
那 側の 譲 ホを 陣 ずる 模樣 でして 
一 暇 官憲 も . - .1 

樂觀 象を じ滿 もて 一巧 

の i 永年の 懸案で ある SIS 豕 ぶび 
山 東 省 問題 じ 就て 支那 側め！ で 藤 
は 一 ホたら 共讓 ホす る 能は f -- ご 
稱し 居ら、 保守 階 絞の 人々 な 日 
支 正 まを 渉を 巧 立せ し 山え 巧が 
ごして踞稅條約を第 一 ^<|し.^撤 
兵問題を第ニごするこ^^は威巧 
の 繼續じ 向 ひを 協を 博-^ 得な 唯 
の 方を である ご 良 做. でて 巧る 
が、 巧澤を 使が 目 本よ^ 直 採 南 
巧を 誌 巧した こごは 本^ 义涉 巧 
する 日本の 誠意のを 心な W 
認められ これ じ 依ち 麻 I 去： |:ー 於て 
は 稍 もずれば 一. 

暴力 に 依 h て 解 巧 i ' 猶磯 
じ 源した 兩國 のを 渉に 圓 る 
辭 巧を 切望し つ i ある こで を 立 
証す る もの じて、 巧巧歧 i 柳で 
は 巧みが ニ郎氏 巧訪富 時の 暴 巧 
j の 舞を 演せ ざらん やぅを 便の 
身邊は 軍隊の 手で 嚴 まじ 潔 巧 さ 
れて 居る。 _ 

張 作霖の 死を 

飽 遙逆窮 

關稅條 か 批准が P 

東京 特電 二十 ホ！！ ロ發 = 湿お院 
精を 委員 會 じがて は H ホ關稅 
條 約を タ數を S て 承認！ だが 
本會讓 でも ホ 通 適する i のど 
お 測され て 居う I 

ま 京 特電 二十ち 日を ご 互 m 
— ク • タ共 ムス 紙 J Na で陳 

稅條 めは 目下 一一を 院 精査 ホ 負會 
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Tel, *r 化 falgar 03 な 


M. Tsuchiya, D. M.D 
105 W. 巧 ni 化 
Tel. Trafalgar 6509 


T.CTAKAMImd. 

リ 8 む mberland れわ 0 加が 
1 ん Cumberlami 巧り 


The Jap み nese Christian Association 

4 巧 W, 143rd 化 わ w Ifork (! け ! ， む 1. Bradliurst 89 が 


KANZO OGURI m.d 

214 Hi が 化む ookiyn 
Tel. Triangle がが 


Dn Sabro Emy, 

1035 Parle Ave ， 
Tei. Sacramento 7980 


D を .H •ん GARDNER 

DENTIST 

巧 E. が st な • が Madi 如 n む e. 
Te しおが ni 71 が 


Midori Ma れ umoto 

38 む sUve. Ci わ 
Tel. Lor 巧 ine 0 が 7 


DR. D. 呂 LOOM 

— NEW VORK* OP 巧げ s- 

34 th Street Cor. 3 rd Avenue 
86 th Street Coi*. L^xihgton Avenue 
125 th Street Cor. Park Avenue 
—BROOKLYN— 

E. に Albee Bldg.,DeKa 化 Ave. at Fuhon St. 

診に 日 n 堪最ホ 
日 化 午 察 了 本^ 能 孰年衞 

i お liSfU ! 置醫 


(參鴻 



。祗 E!R!cfc 〇 . 

黨巧破 華大瑶 が输を 
118 L 巧 化が . Tei. おが nf 巧 94 
Bd Le 加 gitm & わ rk む es. 

を 時 八が 日曜 ± 氷ち 


DILE： •に YOS 排 I， 

307 化 お rd St. 

Te!. Rive ロ ide が 如 


M.Yama 径 uchi, M.D. 

巧む anian む も， 

Tel. Lorraine が 34 


至を お 巧 ホの 方は 午前 九が ミ 十 巧の 巧に 巧 お ♦ 


M 
♦ 
m 
♦ 
■ 
♦ 
■ 
♦ 
a 
♦ 
B 
♦ 
S 

Wadswo け h 7094 若 わ 巧び T さい 


F. MURRA Y 描 LL CO •ミ n に 
巧 T が LiSH が 巧が 
む om 8144 巧 巧 も Qadway 
Te しむ wling- 目 reen がが がが 


KERR & MAYOR 

1023 Third A ve. 

む t. 如 & がな 1 Teleph 日 ne おが nt 2909 

きお 人 本日 

巧 專賴聖 小 


てし 張 出 員 巧ら 依に 强希御 
がけ 屆日迎 は 靴ら 取を を寸 

を ホき* ぶ 小き 巧ぶ 小き 巧 



SIZES IN STOCK 3)^ TO 12 F W 邮 


類畫ト 時お寶 厳を 貴 

會 廊柳靑 



し £营 をと 切 親と 直 正 
精を 品 商る あ 用 信ち 確 
が 持 式 一物 產± 御し 運 
すえし 致 費 おで 價廉 

引 割 四 ま 力 割 H 

Aoyagi Co. 

147-157 化 42mi 化 
巧し 即 UNT 43M 


んし CEASA 民, M.D. 

127 Easi 84 化 化 eei 
bet. Park & Lexi 巧 ton む 巧 

壽喉晒 鼻 巧！ 

間が 察該 
午 あを 時ト 前午自 
時 八を 時 六を 午自 
日 權 

自 午前 十 時 至 午を 一時 



P 化げ S も巧邮 Y 


3 Maiden Lane N. Y. 

_し 細 冶殻级 策に 巧々 规# 

類 お賽匠 意新最 


GAMP 化！！ な RVI 化 

設脯騰 悅經替 化 ホ 

Call-T 民 AFALGAR 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

••The Funeral Church ，， Inc. 
(NON SECTAR 仏 NJ — 
-Brtnntway 巧 E 抑 i み reef, Nf. Y. 


號 六十 ここ 肯立千 一 第 


m 堯 巧 貪 规 


【 H 巧 水】 


日 十 ミ 巧 一年 四巧昭 


け 


巧— ± な 基 

自 午前 九 時 U 十 こ 時 
自 午後 一時 H お 時 

火醒 ^:^一^ 六 時 

はへ キシ卞 1 テア 
ン テ^- ン ヨン クすニ 

ツクじ 33 勤 


診察 時間 

午を 一時 化 ニ 時 
午後と 時 n 八 持 
あか 塚を ± 

巖本違 ‘ 

をみ 比 亞大學 及び 
^ ザ， ン 病院 勤ず 
日 おは お 約 頭上 巧 


診察 

午を ニ 持よ* 六 持 
日— は 筋め 柏 巧 侯 

ド ク ト Js , 

窩見尝 ま 


諸 集を 


本 

人 

を 

督 

を 

修 

道 

會 


« 拜說を (日) 八 時 
日 確卒校 (日 ご 一時 キ 
家庭 集會 (水) 八 時 

誦寶； 時 
婦人 會 
譲が 會 


設巧 


寄宿を、 巧み 貧を 

巧 業 巧を、 をの 化 
」| > 巧 貧を こ 


t I 

ろむ 
• n む 
h ^ 
C 柄 

P 化 
が W 

J L 

1^ 0 

T 棘 
3 


諸'.' 谦 ，.'.'帝. 

日 巧 聖書 巧 発 正午 
巧 剧會タ 毛 持牢， 
唐巧說 お' タ八际 
木 巧が 度を 夕 八 時 
巧捂 及び 弦沒 

午み ニ 6 

主跟 講演を 又は 
ホ話會 夕 八 時 

が會 事業 

を 宿が、 旅行ち ま 巧 
巧* 人事 相获 が、 調を 
巧、* 業 巧 推が、 巧ち 
蔵 键を授 の 諸 課を 設 
•け會 員 及び 非 食 員の 
巧を 計る 


ブロ^ — ドク エ . — 百 お十番 
領事館 お 侧建銜 お 0 お號室 

5.4 が f - 

蔚が爾 A 


170 B 養 dway _ NJ . •暑 
ジ 一. C 置 iandt 适 ゴ黄晋 


診察 時間 

、午 ホ 化 時 1 十 時， 
午を ホ 時 1 八 

バ^ 小 栗韓ー 

化育 ホフ ブ 7 1 巧 
巧 五 巧 病院 巧 一 

武ボゴ y バラ 

お 藍 


時/ 


''磊 

著 

- 之 ト 

ぶ沒 


ベ グビユ ー 病を 反 
お 育 大學醫 巧を 勤 

江 見三钥 

診察 時醒 
每目 午を 四 巧から 
ホ 時 主で 

夕 巧ぶ、 を、 と 
時から ふ 時を 


4 

化 W 

. Si ' 

& J 

-gw 


牧 巧宮椅 
醉事脇 崖 


繁】 

義人 


山‘ 也 
C W 

化 化 

^ m 


諸-美 含 


日 罹巧拜 
日 喔學校 


ホ 崩ェ持 
タ前十 時 


顯观 日絕キ をと 時半 
が 禱會水 おタと 時半 
寄宿 舍 


3 

2 

3 


位 展を淪 を 巧を お 
み 下町を す 五を タ 
を會を 員に 最適 
を 箱 園 書！！ 誌 新曲 
を 種 娛樂其 簡易を 
堂 あを-. 

便宜 磯 業厥旋 旅を 
ま 巧を 禪 事業 誠丧 

! ■■ — I 

弊店は 實質 誠意 迅速 ま義の 
を じ 御 ± 産物 一 ホ卸賣 値段 
で販賃 をし ますきみ じ 巧は 
らす 御用み 仰 付 下さい ませ 
◎歐 ホを 構 時計。 基 時計 一式 
◎寶石 賢を 屠。 銀 費 器具 一 ま 
◎を 禪萬年 筆。 を お 製 鉛筆 
◎蓄音器。 レ 31 ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タイプ ブ イタ] 
◎船 切符。 が 念 寫み帖 給瑞書 


JOIac 里- 00 CR 1- M . O , 

ニ 1 wsi 芝さ芭 . N 3 さ rk 
ぎ Riv ミ ide 35 ゴ >ジ臺3 1 M ま 

を 畏 1 午後 化冉 
H 巧 午 的 九 時 V 午み 巧 時 

ドク トン， 小 粟乘ぎ 


▼學友 聯合 晩餐 會^ 

コ 日ン ビアた 爭 H 本 \學 友協會 
615 去. 135 さぎ N 星 さ rk , N . Y . 
(ぎ Bradhu 互吉 70 呈 .岩) 

毎月 第二 ご 镇 四を 曜日 正 ホ 時よ 
ち 當大學 M こち 童 I 。 食を 同 おお 
巧 室 じて 會談 ず。 校の 內 かを 間 
はず、 日米 學 ぶの ホ 煤を を ふ。 


齒科醫 . 

►彰察 時間 A 
お 日 (日 確を 藤 <】 
午前 化 時よ b 
午を 五 時半 
水眶午 的乂時 1 
午を 一時 


化育 州を 認 
內煤 をを 許 
東を 帝大醫 巧大を 
> を 婆 後 習 巧 ホ 業 
巧 化を 

產婆 松本綠 


巧 留靑年 巧 おの 曲 ホ 

巧 本人 靑年會 

g 丰 9 苗 こ一. Tclbarki 124 A 

揉 療治 化 島覺ホ 

を 7 ちを ニ 害 纪. 
i ジ 一. 赛 Gib 芸 B . 


. 

P - 

に 

, 

風設 i 

§ 普 

f 巧 巧 -s 

0 

の 

U 
Y 




麗 揉治攘 

マ ツサ 1 ジ 、整 あ 

醫科學 的 運動、 腺 
灌 注、 水を、 ホ 線 
ぶ甫氣 治療、 其 他 
姑 育 州 公認. 

フイ ジオン ラビ スト 

西が 幸 男 

H 曜外每 H 午前 化 
時 ョ， 午後 化 時を 
を 詔 前約 願 上 候 


檢眼並 じ 眼鏡 調節 


i 齒お醫 木 下义巧 

I 310VM ニ Ihst . 

Tel . 互薩ヨ 呈二登 


該療. 

か 前 十 時 ょら 十二 
時、 午後 六 時ょ‘ 
八 時、： n 醒は 前約 
願 上 校 

ドク ト八 

山 ロニ 一之助 


即 I 襲 診療 

前め 願 上 お 

ゴー子 か大を 
ド グトか ナプメ デ y ソ 

酱學谋 ± 

ま 居お彌 


S 

ぶじ 

拼祈 S 

I 祝 

• i 4— 

化 


機が 工具 お 巧 
運動具 化 玩具 
貴を 屬を 時計.、 

松 本 パ— テす 

寫眞 機い デ ィオ 

ラン フシ エ 1 ド 

美術品 敕賣 修理 


斬 鱗 魚介 一切 

日本人 かきの 生魚 澤山取 b 揃へ 
榜削廉 あで 大勉强 致します 

_ー サヴォ ナ魚店 

呈 LUM ミ FISH 呈 D OYSTEil ミ呈 ET - 
2 呈 W を 田 1 st Str 置 Corn か！ ■ A ョ sterdi Ave . 

_ Tel . Columbus 9 夏 


ぶ rw 
s ぶが 
s h 化 ， S 

皆 r-G 

•1 p 0 し 
.ミ CA 


第五 街と 一二 0 

へ クシ 卞 1 

ビグ ザ ング巧 

小 池 寫眞館 

電話 卞] ク 

四 四 0 ホ 


十五 年の 匿 お ある 當 校は タ 年の 
經驗ご 新 智識を 有する 敎 姉を 聘 
し 自動 牢 
操縦 法 あ 


び 蓮 巧 ま 
の慘 得す 
べき 必要 
な 機關巧 
智識を お 
期間 じ L 
て 最も 能 
を ある 徹 
底 的を 術 

を お 習し を狀 獲得を 保 疆し駿 ま 

ロを も司旋 しまず 0 



斬 


8 


紐 

育 II 
案 

內请 


♦書ぶ ♦お 誌 ♦新聞 
凳 室を 既 
執を 午 一前 九 時よ も 午を 五 時を 

紐 日本人 會 

プ C ドウ ゴイ- とと 五 


電 

話 


'クグ 


とと 五 

1 00 と 0 
1 00 お 一 


\ 毎月 十 H を 巧 


00^0 i. 


0 も 

m-i 

U 側 

r 7 
巧 Si 

苗 

AJP 

頭 I 化 


A 通譯 ◊調杳 ◊交渉 一 
◊買物 ◊莫 他柯 でも 
一 御 窓が じ 御が 扱 致し 
ます ° 

A なは ンカゴ 大學を 
卒業し を ホ おじ 甘 五 
一年 聊か ホ 固の 事情 じ 
~ 通 中る もの ご 信じが ~ 


S 5" 


東^ 

西觀 

書 €誦 

房扣リ 

j ,24 

巧 


が 育 商事 研究所 

上 お 純 雄 


A 米國 じて 發巧 せる 
新舊の 書籍 ご雜 誌は 
御 注文 巧 祭 敏速 じ 御 
盾け 致します。 

A 右 御 注文 じ對 して 
は定潰 よら 割引して 
差 上げます 0 


r 化 

咖議 

U — 如 

舶 -1 


が 


他 

紙 


婦 

人 

興 

語 


、 づィ 

授 


をき ホ閣 婦人 
日本人への 英 
語敎授 じは 多 
年の 經驗を 有 

す 0 一 レプス 

ンと 十五 化 
每 H 朝 九 時ょ 
もが化時迄何 
時 じても をし 
H 懼 日は 一時 
よ h , 四時を 


ふ：？ 2 
C N 

ふ ホ M 

け 6 1 

a わ 
d S 州 
0 加 相 

K . i-i 
& I W’ 

0 G d 

E 


艦船 狗用澤 
船具 食 巧な 
和洋を 雜貨 販資 
輸出入 稅 離す 續 
諸 荷物 運搬 取扱 

遠 藤 小 乃商會 


H 本* 支那 寶玉製 美 
術 お、 婦人 用を 飾 其 
化 装飾 お 

阀島訂 トァ g 

商 等 美術品 修營、 

首 飾 品、 スト プング 
日本 服裁擬 


A t 一 B が 

S || が 讓：一 


笠 ホ 洋服 巧 


丸 山 洋服 廊會 



西蹈 十六 了 旨 六十 お蕃 
電話 プラ不 アン トと 0 と 九 


0 リ化 

r d & 

T 巧 

1_1 I が 


細 

• E 
Y 柳 


8 

= ij 


を 五十 HT 目 

一三 ミー 

が 藤 
洋服 巧 

t フ？ 人み； 一 


R 


•則 


皆 1 

T な-一 

0 に ^ n 

ぶ 0 邮 
A 3 K 

K k 

«i 

M 


带服 調進 

クタ 一"* ■ニンク々 タイ 

r ク 、修撐 等 一切 


ミ 


が ド 洋服な 

I 松 本が 
電を ラィン ランダ 1 
六 八 =1 0 


紐 育を 命が 險曾社 
ニ 一木 定吉 

龍保險 

S . 呈|ス_ 

玄ミ K 弓 k L ミミ Sr 旨 ce Co 
51 Cha 吕 be さ St: zcaYorkc ミ . 
さ 旨 e- Wor を泛涅 

會れノ 方ニ衙 钱女ノ がい 必 V . 
卸 白を ノあ 巧ピを 話を B チ 申 
閒 々* 巧 幸す サィ 


稅 臟事烘 
をが を进幷 じふ 化を 
の 輸出 A モ法 L 願す 
する 一' 耻の衝 满間じ 
おじが^ 療船 巧賴運 
貨及 出^ 稅幽 手蹟 
馨等進 もす。 を 要 都 
おじ 化 埋^を みし 誠 
實政速 御 Ip 命：- 應や 

が險 取扱 


(巧知 縣ぶホ 松 
I 藏吉ご 苯喊】 

b ニ 又 伊 ホみ 

(靜屬 巧 

大塚 ノダメ 
ャ お) 旧丄寺 


縣) 國上 時を 
(長 巧縣) 池 旧- 
ず ホ 深 這 岡 
(棵 太) 島み き 
ロ 熊を 撤橋 

(六 ィラ デグフ 

化か 勢 松 

右め を じあみ ホ 度き 農巧么 
巧 間 本人 若く^ な 人 iv 現 
化 巧 御 通知 願-^ お 

紐 育を^ 総！ |拳 雜 

1 置 巧 oadw|y Ne 去 ご r 呈 y 


ei 

p 义 

o け 


H 


d 


Ml 

Bw 的 加 

選^ 

r 




新^ 書籍 g 賣 

嫌 誌の 一 バック ナン 
パ I 、 导雜 類の 
新 注义^ 化で 逆を 
じ 御 K すを！ 支す 
何卒 御が か飽 上げ 
ま-^ ( 


4; s 店 


1 


化て た 


はも. 


み 遊び 

ホを ち 文で ホ 園 人 じぶ。 く - J かる 
やぅ 簡單 明瞭に 說 巧」 一-たん のが 
おがました。 內容目.|!5|進這致し 
ます、 御 賢 下さい。 I 
M KUWAYAM 5 114 E . 呈を •ぎ 


成功の 秘說 

米屬ま 英語を 謀ず 事 


6 S 

♦ I h 
-■■•レ 5 
411 8 


い おお 

S 

n 

—■n 


.1 


はな 巧の 窠 


おです 


本校には 日よ 人を 巧 
じ 慣れた 專が禄 人 お 
師 あち 懇切た を 語を 
信 文 就を 語を か授し 
ます^ 日 醒週ロ 巧に 
午前み 時よ VT を 十 
時 i モ開技 L レ- 
ス ンを 十五 巧-- 
ネ H ム なをし ホ铁 あれ 


稅關事 慾^ 巧 

WIEA 空！.. &00. 

ミ i 7 夏 ご Bi 嗜 y - 妾 
Tel . すを ing , G 苦 ミ 9^4，で| 


鮮 # 渐— 

デモの 目 本 

日米 デモの 差 点 

I 『日本は ましで グ モク ラシィ 
I を 採用すべき 乎」 ごの 疑 巧は 單 
i じ 日米 巧 固の 蟲ザ問 じめ ける 疑 
_ 巧 ごして を 化する のみでな く、 

; 化 あの 識 をのな 問と する 所で あ 
i ら ねばなる まい。 巧る じ輕 ホな 
一る デモ クラシ ィの育 信を 巧は、 

I 「日本は 巧に グモ クラ タィズ さ 
一れ て 居る ではない か』 ご 反問し 
つ：、 普通 速擧 法の 制を、 閱際 
勞働會 港のを 加 乃 ま 新 時化の 要 
ー來 じ傾聽 せむ どす る國 民のを 治 
占 内を 識の 装ず を 目して デモ クラ 
'ンィ のか 譯 即ち お ま々 義の 前途 
i はを々 としてを のがの かしと 速 
一 随 して 居る が、 吾ん は 巧 かる 盲 
一信ち 流の 蒙を 齊く こどが 刻下の 
; 急務で ある ど 確信す る。 

所謂 デモ クラン ィの 思潮が 厳 
巧 ごして 巧 巧兩洋 をぅ ねら 姻は 
一つた 當時 でさへ 『民モ j の ニを 
- を 用 ゆる こどを 回避し 『民衆』 
.の 二字を； ：5 て デモ クラシ ィの純 
正なる か譯 どし やぅ W 試みた 程 
の 日本で ある。 厳格な 息 ホの デ 
モク ラシ ィが津 か 滞々 の 孰 じあ 
るか。 而 かも 柏 をれば はま々 義 
を 鳥 誘して 居る のが 日本人で あ 
る。 を 併 彼等の 髙調 する 民 ま々 
義は免 寛 H 本 特製の 民 ホ々 義で 
ある。 巧言 すれば レ ザー ダで ー 
シ ヨンを 附 パた ゲ モク ラシィで 
をる。" が じ 「日本は 稱ホ おして 
民 ま々 萬 じ 赴くべき か』 ご 題し 
て デモ々 ラシィの 立法 よら H 本 
の 民 ま 化を 豫想 しつ i ある スタ 


ン レィ •た. ィ氏 つ ァパ アス誌 I 

巧 焼 所論〕 其 化の 日本 巧が、 大 
じ條 正を 要する 意見で ある どは 
吾人の ホ 振で ある。 

莖し槐 を 「•テ モク ラシィ』 の 
發祥 化は 言 ふょで も。 く 米國で 
ある。 鞍よ-を 化 界大戰 の 禍中じ 
投じ じる 1 K の 偉人 維 爾遍じ 化 
b て 『はま々 義 S . ぃめ じ 化を を 
を 固；； <> らしめ ょ」 ごま 昭 された 
其 K ま々 義 の 結 糖は 確かに ホ 固 
じな あるが H 本には め. 〇 措ない 
n 皮 まの 是非は が問鹽 ごして n 
然らピ 巧' い 巧 ま々 をの 信條 であ 
るか どる ふ ば 請む で 字の 如 
< 『啟 K を ま V . ずる まを』 であ 
る。 巧 國か顺 制 政 おに 掉抗 しが 
がな 巧を 揭げ て獨 立せ る 建幽の 
歷か 夫れ 自身が 术喊の お ホ々 を 
化を 語つ て 居る。 聯邦 十 H 州は 
を 一獨ホ 図で あつて、 化 岡 把を 
体が 火 統領 ど稱 する ホ揽 まを 選 
おし、' 巧 化、 な 法， 司法の 一二 樵 
々立 じ 化る も 治を 巧つ て 巧た。 
なじ 大統領は ま權 ぶで あ 6 间げ 
じ 『闽 民の 化 傑』 である どの お 
想が お認 され 巧を を、 れて 居る。 
今 吾が H 本の 欽を盛 法 ご ホ闕聯 
巧 患を の 明文を 比軟 すれば が 整 
- 化 なれざる ホ おの お 立が おじ 明 
確 ごならぅ。 

; 或る 一部の 識巧小 『 H 本は 的 
^ まホ義 劇で あるが かじが 易に デ 
一 モク ラ タィズし 得 ；：* い』 £ 信じ' 
てち る 人 も わるが、 窠 一民 ホ々 
義 の 定義が 『拽 にを よごし、 ュ 
ラス ブックな 巧 論 ど 協調し なが 
ら巧巧 かを、 指海蚁 治を 實 現す 


もので をる」 て ふけ 請 じあち ご 
ホれば 現な の 日本 じは 適正 U 息 
かでの デモ クラシ ィ はない。 若 
しおいて】 鞠の 自由主義 的 運動 
を デモ クラシ ィ の先联 でを るか 
のかく 巧 ずるならば 是れは 所謂 

『ダ モ』 の デモ クラシ イ でもって 

ホ 資の民 ま々 義 では あち 得ない 
然 らば 日本人 じは 化 附烧孙 の 


民キ 々まょら 覺 酷して 賢 巧專制 
ょ 6、 勞 化者專 制な b じ轉 化す 
な 勇み ど 經 給と、 準满 どが ある 
お 常に おか 雷同して 一知半解の 
主義を ィズムの みを 昔ら の 顔 じ 
喜ん 户 居る 日本は 誠 じ 情ない 國 
であを。 國家 及び 画 民が モット 
自己を 確か b と 巧まねば を々 乎 
ごして 危 いかな であ も。 


縮 業憾會 主催で 

生糸の 格 付. 評議 

將來は H 本のみ でな く 闡際的 じ 

を 度 こそけ 眞劍 に翰定 ずろ か 


H 本黨糸 中央 會ま懼 の ド じ ホ 
固 絹 業 協を のゥ キリ アム •チ.- _ 
1 氏を を 員 長 ごした 米 励 側の 委 
員】 巧を U 本 じ 招 巧し、 昨年 四 
月 十 化 H よ b 五月 五 H まで 

第一 回 U ホ 生 余换杳 格が 
委員 會を開 おした ことは 當時旣 
報の 通ち で ゎるが、 其 際 兩者間 
じは 今春が 今秋 乂國 しめて 之が 
第二 回 委皆會 を 開くべき 誌 解が 
巧 b 立つ でゐ たので、 U 本 じが 
ては ホ じ鹽糸 中央 貧が ま ホ ごな 
つて、 着々. 準 楠を 進め 殊に 昨年 
十二 巧 じ 入らて 词 貪の 裕付 委員 
會 はちら じ ホ 数の 硏究 委員'^ 廢 
託し 每 H 研 巧に 沒 頭し、 一方 ホ 
國 じがても 紹莱協 會ま摧 の 下 じ 
昨が 0 ホ硏 巧を 續け 十二 巧 よら 
は 毎週】 回 (木 髓) 格 付 委員 會 
を 開き 

0 本*®^ 側よ 6 は ご 一井 物産 
生糸 部い がが、 H 本を 糸會 社の 
化かの 兩 氏を 員 ど。 b 今週は 旣 
じ 第 S 巧 目の 委員 會を開 < 運び 
ごじつて 居 も。 右の 如く 兩國じ 
於ても 夫々 窄備 中で あつた 矢先 
米 阔糾裝 協 貪は 『兼て 認解 のな 
つて おた 第二 凹 H 米 生糸 格付委 
員は 銘圍を 源め 生糸 關巧 判國を 
招いて 固 際 生糸 檢查 格が お 術を 
員會を 今春 ㈱ き ロい』 ごん 招が 
狀を あしり 本のな をを かめて ホ 
わり 本 じがて は 

一 e 本 にがては 日米 間の 窠 
ニ 圓委負 會關懼 をを 然豫 想し 
& たこ ど 

ニ 日米のを 員 會は U 本の 生 
ホの 格が じある こと 
一二を 糸が 付 問題が、 所謂 巧 
題で あつて、 日米 間の みで 委 
員會を 開けば、 第 I 回の 時の 
息 見の 違'^ 點 だけを 說明 1 れ 
ば濟 むこ どで、 會畿の 能率 も 
舉げが 4 

四 他闽を 加へ る ど、 ロ 本の 
生糸のを が 問題に 就て、 手數 
どが 問と をを し、 かへ つて 會 
藩の 進 巧を 害する 
どい ふやな 巧 もの 下 じ、 諾否の 

回答を を 輿へ やじ & たが 
偶々 餘朝 中の 豁糸 中央 會の雜 旧 


巧び 前 凹の 繰返しの 煩を 避け 
やぅ 

ミ B 本 3 生糸の 格が じつい 
て 充をお 論議し 硏究 する 用意 
ど 時間 ト輿 へて 賞ぅ 
等を なが イ してを 渉を 進めた 所 
が 巧れ も 一 

主催 羞麵協 S 驚す 

る所ご^:^つ一たので同協會はなめ 
て 先の 招待 ぞ右お 旧 氏を 渉の 諸 
おに 副 ふや 可 訂正ず る こ S 
ち、 嚼議期 ザ. 演題 等は 一一 兩日 
中 じホ定 す* f 逮 びじて 招待を 國 
はが 太 利、 傭 蘭 西、 ま那 、瑞西 
異國 、獨逸 等なら むと。 


i 國債增 加 

を 外 正 賞は 激减 

k 京 特電 二十 セ 曰を = 本年 一. 
巧 一 H 現 化、 巧が 國の 闕債纔 
額は 五十八 檐圓 にて 前年度ょ 
ち も 四 憶圓增 加した が、 同時 
に 昨年 ホのを 國お巧 頑を は 六 
十億 圓の貸 ぉ 五十 四 億 叫、 明 
年巧减 償を 金は 本年 繰 起しを 
合せて 一 傷よ 千 余 万圓じ 及ん 
で 夏る f 

个 < — < — 

大正 八 年 未 じ わけち 化 外 正貨 
は 十一 ニ 億 四千 ご r 百方 圆 のぞ 額に 
上って 居た か、 をの 後 外債の が 
拂 ひ、 政府の おか 諸拂ひ 等の た 
めじが 用され、 つ ひじ 昨 お 十一 
月末 じは 一億 一千 九が 方 圓じ滅 
少す るに 至つ た、 かやぅ じな か 
正貨が 一擔圓 化く じ贼 少した こ 
ごは、 左表に 明らかな 通 b 明治 
大おホ 期な-ホ かつて 無い こ VJ で 
政が 當巧 ごして は 巧み 正貨の 

補 お. は. まさじ 焦 屑の 急 ど 
U つたわけ である、 すなは ち 明 
あ 一二 十八 年に 英 菌で發 巧した 第‘ 
ニ 间四か 利 英貨み 憤の 償 媛 期限 
は昭 か. I ハ 年 一巧 一日 どなつ て 居 
るので、 本年から これが 借換準 
備を 進めねば G ら ね、 これが た 
めには がか 正貨 S 補充を する 必 
要が わら、 なほこれ を 別にして 
も 目下 财 巧の 最大の 懸案で ある 
金解禁の 準備を 進める ためじ も 


乂 いじ 巧が お 巧 補 巧の 必 をが ぁ 
一二郎 巧は 么 •かを 渉の 巧を 巧び て 一 るので、 大藏當 局く しては 其 補 
巧 U 巧び 巧が‘、、 底 もじ 米 网絹充 策 じついて 具体的 調 巧を す^ 
巧協會 どを 巧を 開始し ； めて ゐ るが、 今日まで 調査した 
一 贫潍を 尤サを 効に する じ j どころ じ J れ ば、 ム r 後を 巧す る 
は 期間が 姑 か 過ぎる から、 か： なをに なつて ゐる滿 錢み償 六 千 


じ、 適 宮なボ をはない やぅで あ 
る、 いま 明治 四十 年 W 巧の 化か 
正貨 

增 减の狀 態を 示せば 左の 
通 b である (單化 千圓) 

明治 四十 年 四 Q I 、 000 
大正 元年 ニー 五、 000 
置 年 四 八 一、 000 
八 年 1 、 一二 四 I ニ、 000 
十 年 八 置 お、 000 

十一 年 丄ハ 1 五、 000 

十二 年 四 四 五 、 OQO 

十一 ニ 年 一二 ニム ハ、 000 
十四 年 ニ 五八、 000 
昭か 元年 ニニ 10、 000 
ニ 年 一八み、 000 
S 年 十一ち 一一 九、 Q 0 O 
すなはら 九 年 前の 乂正八 年末 十 
云 億 四千 一二な 巧圓 であつ たもの 
が、 いまやを の 一二 割 五を じ も 足 
ら ない-億-千 化な 巧圓 じ激滅 
したので、 政が がな 外 あ 貨の银 
充 のた め臺灣 電力 會趾 外債 保證 
のょ 丈げ 

亂 暴な 法案 さへ も 議會に 
提ホ する 等、 巧 外 本 貨の補 巧 じ 
手段を 撰ばない 理由が るの 數字 
じょつ て 巧を ぅな づ かれる。 

稅 率と 議會 

を聽會 着々 進涉 

米 勘 下院 じがる 關稅が 规じ關 
聯 したを 聽會 はを の 後 着々 進 渉 
しつつ あるが 果して どの 程度で 
稅 率を 改正す るかは ホ だ 調 巧 中 
じ屬し 居る ためを 易じ豫 想す る 
こ VJ を 許さない が 今回の な あを 
化’ 單に舊 ホの！ 部じ屬 せし む 
るかを なが 關銳 まの おごな つて 
現る る じ 至る かも ホを である。 


財界の 動 _ 


-き 


じ 延期し やろ 

ニ H 本に がて 巧 はれた 第一 
回 日 ホ ホ 糸が が 委員 曾の 巧 文 
記 錢を蝴 係を 扭じ 配布して、 


巧圓 、辜 機 お 力 外 偵 (但し 議會 
の 協赞を もどめ る必耍 あら) 四 
千 八な 巧圓 等の 段 間 W 潰の 成立 
をが つて、 これを 頁 ひ 上げる か 


ま 京 特電 廿 九日 發 

國際 漁業 食 社 創立 

國際 漁業 會社 設立 計畫 は順講 
じ 進みを 國 CB 會 社ど查 部み 伸 
買 契約を なした。 

米の 買 上げ 中 化か 

ホ實 收高發 おな ホ米懷 は不變 
な S で 政府の 買 上げは タを 沙汰 
止み どならぅ ご。 

數量價 格 共に 增加 

農袜 ちのを をに 化れば、 昨年 
の 蘭 産額は 八 千 S が 八十 五 巧 八 
千 化 巧 貫、 價 格を 億 五 千 巧 六十 
八 万 四千 ニな ので 前年 じ 比し 數 
摄 じがて S か iir 姐、 價 格に めて 
一割！ みの 增加 だつじ。 

日銀 帳 巧 ご 金利 

東京 特電 二十 九日 發 = 媛 巧 高 
は 十二 一億と 千 九 百方 叫、 制限 外 
は 一億 化 千と 巧で W 、 貸 出 高は 
よ 億と 千 巧 川、 翌 H 物は 化魄お 
毛よ b 1 錢 一 厘，‘ 巧 繰 手が は 八 
趣よ ウー 錢こ 厘。 


尋れ人 

(宫 城縣) 大橋武 雄 (長 巧縣) 藏 
おず 人 (同) 化 伯鎭雄 ~ 魔 島 
縣) 中が 榮ニ (閒) 渡邊泰 か； ま 
を ホ) を 巧 武么巧 (か 歌 か縣) 
なおを 之を (群 お縣 } 松 下壽么 
ま (山 ロ縣) 徳お 猪-ニが (熊 
本縣) 西が 巧 碧 (鳥 化縣) 廳勝 
衞 (山 ロ縣) 巧を ま (巧 媛縣) 
巧 旧 常 ±ち を キ縣) を々 木 淸四郎 
(かが 山 腐) 化 本 平を (鹿を 島 




1 曰 
で曜 

ィ 及 
春と 
巧 確 
をに 
ホは 

ヘシ 

钟ユ 


City Hall Tea Garden 

170 Nassiui St. C な y 
Next to 比 e Tr 化 une BMg 
し oo L 也 Manager 


College Inn 

3100 わの dway 
Bet. 1 の rd & 124 化な s. 
Tel. Morningside 74 巧 


Wing Hing Low 

加 inese R 巧 iaurani 
お OflB’ 明 I fiJ.C か 


Quang Gan Low 

Chinese R がわ u 巧 nt 
り 2 W. 巧 化 . 化 City 


SUN HANG FA 民 

2133-7 化む も 8 お . けが h 在 巧 7 比が s. 
Te し Monument 8884 


ま ク ± を 巧 階を 云 T で 巧迸晚 
す マ、 上 卒し じへ 目 藥巧君 前 本 
。ィ 目ミ繁 ては ぶのと をのを 樓 
、租 r 々居 巧 息 チを 差 嗜巧巧 
ま .‘ よ。 御よ るぐ ャの k がつ 巧 
裕讀 ホす 指 H プ なげ じてん 
が 巧を。 好 本 スニま 適ロ顿 
あ ' の 評ん ィ 十す す本廉 
h ン程 を 諸 ミ 六の るん が 




巧 East 29ih Slwl 
Tel. Lexington 5727 



TAIYO 

1 が West 巧 化な . 

Te! Tra む igar 00 が 


TOYO KWAN 

41 £ ： • 19 比 St. 

Bst • が w 巧 & 4 化む e. 

— __M A お 0 叫 uin が 巧 


SHOWA 

53 West 105 St., 
Tel. Clai*kson 0981 


Kawasoye Hotel 
1 が Wes り视パ Iwt, 
Tei. Cathedral 9910 


御 

旅 

館 


河 


添 


IKUINE 

Hotel 在 Restauirant 
313 化 88 化な . New York 
Tei. Sch け I が 巧 巧 

だか お A が 巧 巧な が‘ 化 



肉* 魚 料 


t 理 
参 

燒 

44 W. 46th St 
Te し Longa な e Mil 


DARUMA 

781- 6 巧 he. 
Tt しわが n パ 8 巧 

ホず 

御蠢 

巧 

理 



fST 巧 十四 
面目 T 五十 巧 


The Tokyo Go. 

140 W . 巧 化 化 
In Y"l (帥 
Til. TuWuf 8559 


KIN が 0 & 巧 T 洲 OP 

IMPORTER OF 

GOLDFISH & BIRDS 
〇 

動 其 力 各 


仿策ナ 言 

一 鳥リ金 
切 k ャ魚 


Japan 

れ 0 化 i 邮 Co. 

1 如 W. 脚 h St. 
Tel. Endi 的け 9792 



oM'^aJCo, 

料 0 W. 58 比 St. 
Telephone: 

Columbu* 8882 


( 醒 日 • 水) 司壽ぉ 


も KUWmMA 郎 . 

114 E ； •が 比 St. 
New York C な y 

化 an も Regent 


KATAG 刪邮 0 ツ 

224 E. 59th St 
New York City 

怕 . R 巧 ent 34 邮 -3 が 1 


DANCING 

411 W. 115 比 St. 

Te しむ 化 e かお 4 賴 Apt 3 


號 六十 二百 五 千 一 第 


煎が 3 贫 pan を 巧を 獲 itti を a 


目曜水 


円 十 H 巧 一年 四 巧] 昭 


ミ那 皇く ま 园 
巧理 身聚厦 

自 午が 十一 時 ぉ直 
ま 午前 ニ 時半 屏巧 

ろが 巧 現 I 
が 魔 あ 園 

■司埋 人 蘆を 
お 勤の ホ じは 赛巧 
の 御 便利に 備へ巧 
間食 席の 御用 じあ 
や， へく お 間 巧ホ拍 
ホ變わ お立頰 あな 
巧と 巧笔巧 中よ 孩 


を 巧の 巧嗜 がに 適 ふ 
様な 美 ホの 御 巧理を 

S 廣骇樓 

をし ますから 績々 狗 
ホ ホを 顔 ひます 

S 永 輿 棲 

晚揃 ひの 巧 巧 人數名 
が 日本ん 諸 巧の 嗜好 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
ます。 钥 I ニ 時を 開 巧 
- 巧 化 五 T 目 サブ 
を牵 場の 下) 


化 巧 旅 鶴 

舘ま住 旧キセ 
so でな ニ th S すを ぎ 田ち 養 an こ 35 


一力 旅館な め 

帝闕 旅 舘測赫 

1 を 卓 . 苦 thS 二 elQrk 
Tei- ぎ squehai 苦ち 


紐 育 旅館—* S 

を 四ト了 目 ニ 四ニ潭 
Tel . Caled 呈 万 署ム 


ン スト タント 

ホ じボ— デン ダ 

荷物 这保驗 附じ預 らます 

〔島山】 

ニ 10 ジ置 Ave Jet . 1 夏 さ & 101 st Sts . 


が ストン ホ 

富 ± 旅 舘大浦 末 お 

妄 W 夏 est ミ St . Boston Mass . 
妄三 .さな 


費府鑛 旅館 

藥山淸 五郎 

さ 8 Sout 三 tii St .量 ad 昔 hia Pa . 

ぎ Wainu こ这 1 

腐 袭掠域 中が、 綴 領事館、 H ぶ 
题船其 化 銀 Ip 大會社 巧き 瘍巧 

—小贺 ホ テが J 

純 日本を 秦别間 ぁち ) I 

御一银 夹窠自 S 貫 巧 御 お 迎申上 お I 
巧 ニ 登 ifornia st:isan で iisc 。- Calif . I 


ロス アン 一 ♦セ 术ス 

オリンピック 

I ホテル 

ニ 7 N San す dr を - L 另 A 量を cal . 


提の蒲 お おいしい 巧 お 

會應 辨赞理 

晝 食は ホ廣へ 

叮峰荫 化 蜜が 大姑强 


高等 御旅館 

東洋 矯 

會席 御料 環 


御 料理 錄如卽 

太 陽 

壽司每 日 あら i ず 


會席御 料理 

昭 和 

時別视 日本間を 新設し チキンの 
水 案を 始め ましれ。 チキンの 水 
煮は 一二 時 巧 巧 前 御な 話 願 ひ ます 


割烹 並に 觀旅舘 

t 貧 佐， 野 

与 巧 巧 

な 育 ホ 巧 八十 八 T 目 一二 ニニ 
宙話 スカイ ラ ー と 八 ニニ 


日本を 巧晶 
日本 雜巧類 
*巧| 巧 


タタ 九 時を 巧 ま 

メ 1 グア ドレス 〔年-巧 

東京 巧會 

> ブ ン ク|8^ます 

なをの なぁ> 


ザ 上 金魚 巧 

918 W 至 h A ま . • す W If ミ k 0 立 . 
phi Circle ち 38 


i 醬油 $ 體鐵 SI 謂— 白米 

日本 米辭 食料品 i 飄獻觀 

巧 巧 巧 巧 巧 ま會化 おが 一手 資搁店 

日本 食料品商 會 


感 




東西 茶話 

嚴 近の ニ ューズ よ 


パリ I に 嚴寒來 る 

千 八 だと 十 年、 セー ヌの 河が 
水 おし 下 化の 補の パブ ジャン 
は 非常 じ恐擺 したが、 をれ じ 
巧 敵す る やぅな 裴 氣の裝 ホで 
氷 化した おお 人、 一二な 方の 人 
速 もぶ る<^ もので、 流 巧の 
巧 も人述 b が々 なく、 舖 道で 
すべ 6 轉んで 傷た する もので j 
病院は 文字 逝り の 満員、 鼓 も 
觸 かい ブゲ！ ラ も 寒さ じふる 
つて 居る n パリ 廿と ロ發。 

女は 生れ 乍ら に 
わし やべ りで ある 
女は 生れ U がら じ わ 嚷らだ ど 
いふが、 最巧コ n ン ビァ 大學 
の邮節 科に 掉る クレァ •ジー 
ン 嫂は 幼 滿圃の 小 拱に 曾 話の 
試驗を L てを る ど 父の 子の ホ 
が 巧の 子ょ b を 巧 ロを 巧く き 
く、 同 媛は 巧 十 S 人 女 十八 人 
中で 曾 就を をへ たが みの子が 
一二 かの ニべ もゃ^ ^ 嚷 つて 五 
み 一二 + 巧に 四方 五 千 五 巧と 十 
五 記 5 を 言を して 房え、 其閔 
題は 『ぶ 庭では f んな こどを 
I て 遊ぶ か』 ごい ふみで わつ 


た ご、：；* かじは ホ さい ロから 

『レィオフ』 『ジ ー.』 『ゲィ』 『デ 

ッ ケン ス』 などを 赌 々化つ わ 
が 流 巧 『ゴッ デム』 は 化は なか 
つむと 0 

四 歳の 神童 現は る 

アラバマ州 パ 1 ミン グ^ムの 

醫師 ャング 巧の 子供 ホ） ヮ） 
ドは、 本年 四歲 色ち 個 巧で を 
るが、 ホれ 乍ら の 天才と いふ 
もの か、 非常な 請 書家で 旣に 
化 六 册を讀 がし、 目で サと册 
目を 讀んで 居る が、 難解 なぞ 
巧 も 一巧 敎、 れぶ决 ふて なれ 
ない、 彼の 兄に 當る ヘリ ド 9 
ック * は 十六 歲 じしで^ 1 ヴ 
ア ー ド乂學 じ入學 しで 化を 驚 
か，， たが、 彼は 歡< ホ 千四歲 
で入學 するど 力んで 居る、 お 
もも やじ 興 やる こごを の 化は 
普殖 の 子供 ど 少しも 異 をはな 

い n パ） ミン グ戶ム ホ， ピ日發 

氣を ひの 多ぃ 紐 育 

こ ユョ！ ク« 慈善 條會キ 事 ホ 
! マ. - . •フ オル ク 巧々 霄地ラ 
キオン 俱樂部 じがる 講璃 の 】 
節 ニュヨ ー ク咕に 於る 精 


神 おおの お 版 率は、 人口を よ 
らも 遙 かじ 激甚で、 現が 二 立 
1 3 ! ク州ホ お 院じ収 をされ 
て 居る をはぶ 巧 人、 これを 敕 
字 じする ご 一； 巧 二十 五 人の 中 
で 1 AU 氣が ひごい ふこと じ 
なる H 太 西浑巧 H 五り 發。 

參詣 者に がて 喜捨 

ず ッフォ ク め】 部落 藥 エド 
モンドの 聖メ 心；' — 敎會 け 四け 
四十 八 年のを： i 歷 をを 持 V , 敎 
會 であるが、 モ 四が 八十 一 年 
0 ホ、 スミス ど 一-いぶ 信を の 遺 
言 じよら、 每 年の 槐巧說 をに 
がを する のとは だ對 じ、 を會 
から あ貨】 シ火； リングを 賞よ 
こご じな つて 垣る n ザ ツフォ 
1 ク甫か 六 H 驚。 

飛行機 椿事 新記錄 

ラ キト 飛 巧 磯會ー 蛙が 驗官 -ッ 
ドン 中尉は、 今 則の 試 驗飛わ 
に S 巧 ニ 千 吹の 主 空に 達した， 
際 零度 化 下 六十を の 寒さで 遂 
じを 倒し、 機體 が-一 r 力 吹 程 下 
をした 時 漸く 意識 ■•回復した 
が、 を 度は S 千 吹 k 々で タン 
ク に 乂を發 しなの ぶ、 早速 燃 
ゆる 機體 から. ハラシー ーユ I トで 
飛 降ら 無事なる ことを 得た n 
デキ トンサ ホ H 發 。一 

阴 十六 巧哩 をぶ 復 

ラブ ク V ナ擬 道會社 貫で ある I 


共產黨 事件 y 陪審 裁判へ ； 

思想 裁判に 一新 生面を 開 巧 か； 


n 水み を黨 おかめ 被吿 は大阪 
の 九十よ 名、 化轉 、福 岡の 己 十 
化 六る-^ 筆 城に 查図 十一 地方 城 
判 巧で 總計 I ニが 四 名に 達し、 を 
地 ごも 旣 -し を 巧 じがされ 'をの 大 
ザは- 審の 判み (槪 む懲巧 五が 
口下) を 終つ じ、 ひとら をを の 
みは 化 おが だけにを の 

が 大きく かっ ポッポ 
ツ ご歸朗 してく る ソゲ ィエ ザト 
共產大 學留學 生を の 化 ゃ 學 
ホ 四十 六 あの 內約 半數は 歸狀) 
檢擧 もれの 越猎 がま だを <絕 る 
のので， 今年 中にはを 審 終結 か 
定 する じ 至ら ロ、 目. 下 巧 ヶみ刑 
務所じ 起訴 收を中 のらの 旣 じご 
百を 名の タ數じ 達し、 結局は ニ 
巧較十 あじなる ベ < 東を 地 ホ 我 
巧 巧 塚 お、 か 山、 藤 井、 神 巧が 
豫審巧 事の 手で 豫 薄な 調 中で ゐ 
るが 巧 かじ も 

人數 がを いので 一人の 自 
白の 眞爲 を證 が 固めす る じ も ニ 

十を の 敗 調べを 巧は ねばな を 
OW いふ 有樣 でぁち、 豫審 終^ 
は 早目に 忌ても 今 ま 一二 四月で' 

お 開廷は 夏-頃の 模楼 でも &、 こ _ 
こじ 問題 ごなる のは、 ま 巧を 除 
くを 化では 頤審を 賞 施の 十月 一 
日- 3 巧 じを お 巧 H が 巧を しわ 關 
巧 上、 を 化は 何れも 普 逝 事件 ご 
してを 巧ぶ 行 はれ じが 今度の 東 
巧の 巧は を 巧 請 ホの 

罪名 のかを か 巧 -しょって 
i は. 陪審 じ 付され る 可能せ ある 事 
I でぁる、 檢庫商 側' では 化 罪の 內 
! 巧 がを 巧 廷じ获 愛され じら 陪審 
員は 渡 倒 i るに 違 ひない から、 
j 恐らく 被吿 側は 請 ホは しまいと 
: をて 足る が、 を 巧 じな して 請求 


の盧 向を おず る被吿 か相當 じあ 
る模據 でを の 成 巧は すこぶる 興 
ホ をら つて 見られて 居る、 义 
の お 劇み じょる 治を 維持 法に i 卿 
れる ちは 目下 S 巧 二十 ホ 名 あ レ， 
こりは 當然 法を 隋審じ 化され も 
粧 質の ものであるが、 これ 等の 
かじ 關 しては i 

取調 V の 進 巧に っれて 巧 
乱の 罪狀も 現れ かねない お 勢-し 一 
あるので、 もし 內亂罪 どして を 
巧 じ 付 せらる/ 'ことじ なれば 事 
件の 性質 ト 陪審に 付 られ 《 結 
あじなる、 いづれ じしても か I 
る ホ 曾な の 思想 的 犯罪が 陪審 じ 
かされる 事 じ なれば 誕ホ 早々 の 
陪審 法 上の 重大問題 でを 方面の 
注目を ひいて ゐ る。 

スクリ ー、\界 

名優 日本へ 

喜劇 王 チヤ プリン 等 
本年の 春 じ 入てから アメリカ 
のス クリン 界 から 男女 名 廣がど 
(ぞ （ご釋 お < H 本へ 憧れて 旅 
じ 上る が、 をの 第 .1 人 者は なん 
ど 云ても 

\ 盖 ロ 獻界の 花形 チヤ I リー 
y ヤ プリン 君で ある、 な 年 一度 
ぶ 本へ 赴く 酱で あつたが 夫人の 
雜谣 訴認が あつたら 、日本 のぞ 
樹 が この 時 ご 計 b じ 宣巧退 > 
で でら じ 招待の 電報 や 手纸を 
搜ヒ わので、 元 ホが 孤 巧を 好い 
♦.一 ヤップ リンち、 すつ かり 氣を 
腐 W してを のま/' か汰 止み、 ネ 
度す 一つを b ご 日本へ をき をな 
削^の 招待は 一切を 巧絕 して 必 
ゆ < i 、じ H 本を 巧 ホし やう ご 
して 巧る、 巧は 何 巧を も 漂泊を 


である、 第二は 

.魅惑 的な 眼、 V - がつ た 鼻 
美しい 足、 をして 大膽な 姪 格の 
持主で 化が 映馨 がの 女王 j の 一人 
ど龜 はれて おる が、 昨今 漸 （ 
人氣 下み £ なつた ド •ラ I フア 
レエ ズ おの 夫人 こご、 ダ S ' 1 リ 
ャ •スワン ッン 、陽春は 巧 巧の 
頃を 期して 稱作 『ク。 ！ ぶ』 の 
。ヶ ー. シ ョンの ため そ那じ 一一 赴く 
途上 H 本に ホ 寄る 化で、 目 1^. け 
タト ロン' 一 ィム 監督の ド じ 一 『ク 
リィ 女王 J を 撮影 中で ぁる、 一 『蜂 
を』 『五つの 魂を 持っ 女』 等で 

妙技 じ 魅惑され た 目 の 

_ー フ ワ ン を喜ばすこ W であら**^、 
第ミは日本では巧じ人氣が心ら 
霞 地では 昨今め きめき W 賣 出し 
目下 ジ ア^トで 『ウォ ー a 街い 
擴』 じな 役者 ご；：* つて 居る ジ 3 
! デ •パンク 日 7 ト 君。、 最あ 
日本の 活 佛人氣 投票 じ 第一 等 ご 
を じられ たので、 映爵會 社やア 
メリ 力 商務官 等の 要請で、 一は 
アメリヵ 製な 販路 擴 張の 宣傳を 
まどして 渡 曰す る 善で ある。 

歩行 法制を 

警察で あく 發表 

蠻 t 務を 官ウ 五 1 レンを は 目下 
巧の プ n ! ドウ ユ ー じ嚴 まな 巧 
通 整理 法を 制を して アメリヵを 
都巿 のみ ら やを 通 整理 じ惱む 
を國の 注目を あきつ、 ぁるが、 
ブロー ドウ 王— のを 通を は 書 巧 
巧の 時間 じを 應用 する 當 で、 こ 
れ等區 域の サキ ド •ウネ！ クを 
を 巧す る ボ民も 宫勘車 巧 あ 法 ど 
同棲の 制限を ずけ 居ら、 現じ 晝 
巧 最も 雜杳 する 工場 腐 おじ も ホ 
巧 制限を を S 施 中で あるが、 嘗 
察 側では 巿 巧のを る 院域じ 限ら 
今を 試 お 的 じこの ホ 巧 ホを 制を， 
すべ < 、をの 上は 巿を 事を を 動 


かし 無靖じ 街の 中央を 横 巧る や 
ぅなを じは 罰則を 課す もこ どじ 
なる であらぅ ど。 

自動車 奇涵 

電車から 降りて 

ペン 州ウ ホロ ー •グロ— ダ じ 
化む 日本人ぶ ツチ •五ス •トン 
ノ (靴 野 か ロ 巧 か) は 過 H ォ ー 
八 ド •ヨ ー ク衔 附近で 電車から 
降 b た 刹那 疾走し 來 つた 自動車 
じ 傷 けられた 墟打摇 てられた も 
の、 かく 瀬 死のを で 倒れて 居る 
のを 迹 がの 自動車が 認め 直ちに 
ア ビング トン 病院 じ収 をされ た 
が、 頭部を 强 くげつ て 居る のみ 
なら や內臟 にも 傷を 蒙 b 非常な 
雷 傷で ある £0 


I 九 一二 ニ かに 

円本 y 党よ 

パアボ •ヌルミ 警吿 

目下 當 地に あちて 得意の 長距 
離 競爭じ 天晴れ 世界 運動 あの 覇 
王ね る 面目を 躍動せ しめつ/ < あ 
るフ キン ランドの 長距離 選手 バ 
T ポ》 ヌ术ミ 君は 
巧ら 千 九 百 化 ニ 年の ォリン ピ 
ックで 最も 恐るべき 大敵は 日 
.本で ある、 見よ あの 矮 艦を 0 

てア ムス テグ ダム じを々 たる 

ホ 績を擧 げた 日本 蓮 勘 お 最近 
の發 達ぶ ちは 實じ 世界の 驚異 
でを る、 日本の 體育界 の將ホ 
こを は實に 恐るべき 'もので あ 
つて 吾人は 自本ど 世界の 覇を 
爭 ふべき 日が 眼前 じ おて 居る 
こごを 巧 想ず る。 

ごい ふ 威 想た 洩らし、 巧 もを の 
意 ホよ b して 大會前 じは H 本體 
育會視 をのた めじ 日本へ 巧 < や 
うな ロぶ b を 洩らして 居る、 氏 
は 今回 フ牛ン ランドの 自動 ホ會 
なじ 入社して 當化じ 派遣され た 


ゥ キリ 了ム 、フロスト 君は 
ユョ • 一 ク 、ニ ユジヤ • 一 ジ！ 州 

通 ひの フユブ ー の 船を で 過 ま 
四十 六 年間 勤 線した 人で ある 
が、 この 巧 奥 火な 養を を附で 
退峨 した、 この 人' フ ユリ 1 
で 南 贿を化 化する こどは 正に 
巧 十六 巧 五 千 おなか 六 回、 哩 
じ I て 四十 六カ啤 とい ふ 珍ら 
しい 記錄 のが 侍 巧で あるが、 
今後は ホ ボブ ンの 自邸を 中必 
じ 散 ホ S 記録を 化る 相ぃ み。 

ロンド A の 生 時計 

ロンドンの サダ オイ •ホ ブ A 
のビ并 •デで ニイ ごい ムホ十 
ニ じ；：* る 時計 巧 S 爺さんは、 
圣く 文字 通らの 生き 時 討で あ 
る 『爺さん 今树时 かい』 ど 聞 
(ど、 巧で も晝 でら、 時計な 
しじ、 一二 十 秒 ぅがたせないで 
『柯 時柯 かです ょ』 ご' ピッタ 
byn 友ひ當 てるの じは、 だれ 
でもび つくら •ごせられ る、 ホ 
すが じけ 千 五 だのせ 盼副が あ 
るので、 爺さん ゼン マイ かけ 
じ每遇 四日 か ー る さぅ だ、 を 
して デ H ニイ 爺さんが こ S ホ 
テ A の ゼン マイ かけに 雇 はれ 

てから 今 U まで 一二 十二 年、 最 
巧 臀學協 會の間 題 どなつ て德 
± 速が 『人間 時 針 J の硏 巧を や 
つた か 結局 わから やじ まひに 
なつ わう うだ n 。 ンド ン聯を 


ものであるが、 永住を ホ，、 むした 
もの か 旣じニ ュ 3 — ク クラ 
プの會 員と して 入 禽し活 勘ず る 
こどに G クて 居る。 


ニ 年間 巧衛 不明の 

夫を 尋れる 妻み 

みしぐフキラザ八 ブキ^|の エ 
ヌ第 j 町 目 五 巧と 霄で ペ^ント 
職を 巧 他を を 業 L て 居た^ 人 直 
見 某は、 妻の ヒデ子 どの §1 じ 子 
供 二人 も ある 仲で ホる じ」 關ら 
や、 一一 年 前 ニュョ - i クホ 卑し 就 
職ご稱 -’1 て 出た ま 辜 家へ 释っな 
いのでホ常に困お（ て居ちのを 
を 傍の ゲ ァレン チン 一-夫人 也 見 兼 
ねて 岡 化の 日本を 領事- # へ 
たので おちに 當化羞 領樂绝 じ 向 
けて 本 A か 探索を 蓝賴 して j ホた 


了 . ~ 王メ々 


自動車の 運 轉を習 心 て 
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ニック^ タをシ 
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賴 菓子 舖搔乱 I 砰 

這 去 J 5 す St . TeLTrafi 营 r 巧 置 


ジ M シン ト め.‘’ 

日本 埋 3^ 店 

巧 六十 五 下目 S 十 I 番地 
巧 年間 中が 氏 ど 共同 趙 霞よ 年 
間 H 本人 諸君の 巧髮 を 
持つ て 居 b が。- 戲穀」 注意 深 
<恃 じ H 本人 諸 哲を脚 違 申 
上が。 巧を も 左の 如、¥ げ 
大 勉强。 

散髮シ 中ンフ 1 巧が^!^ 
髮ト - I ブク I 巧 
散髮顔 劇ら 备 五が 
m 0 共 0 他 

が 拂髮ト 三ブグ I 〇? 
衛ホ的 設備 ど 方法 御 d 意 
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午前 八 時半ょ- •"，一 
午後 八 時まで 
叮蜂迅 をを 旨 どし 精々 お 
强 致します 

日本 理髮 舘淸 
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新入 荷 i 

を さ漬澤 庵^ 

鑛漬 新澤庵 

(別名べ つたら 漬 

これ 0 上の 漬物は 
なしと 云 ふ 自慢 ロ I 


/ 東京 商 會特吿 
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ご 4 EAST 巧 置 了 MT : H 
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ト ■巧ち まさ 
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一 ヶ年一 弗な 上 S 弗を 
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が 東京 商會 

三 0 至. ますぎ N . Y . C . 
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を ♦金製 手| 呼フ 鉛筆 類 

を I i 

属 ♦金剛ぶ 白を 胸 飾 類 
^ ♦金銀製§^草入各種 
巧 ♦美麗を ピン 時計 鎖 


►鄕 里を を 及び ホ 送を (無手 R 巧 r 外！！ 
巧替 8 W 、 荫巧替 取組な せ、 信用が 》 
巧 等】 投 あお 業 お 租巧巧 じな 巧 巧 化 候 

が 脱 臺灣銀 巧— 曲 張 所 

ネ巧臺 巧臺化 

を 巧 巧を、 横*、 大政、 神戶 、上が、 满 
- ロ、 お贿 、厦門、 灿 頭、 香 巧、 巧 東、 巧 

嘉坡 、タラ バヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 ま！！！； 

々グ 々ッタ 、おを、 其 外 專巧十 巧ヶ巧 

一、 資本を 壹億围 (をが 拂込 巧) 

一、 賴 なを 一億 ニ 育 五十 萬围 

內地本 ま 巧 U 橫濱 (本店) なを 大販 
神 戶を惊 下！ 一名を 尾 

橫濱ぶ 金銀な— 支 巧 

ホ 留をぞ 巧 U を 港 羅» ホ 巧巧哇 
巧 化 化 ホを 国を 巧 都 ホ ニ ぞ店及 3 グレ 
スを之 お 


本店 大阪 化演五 T 目 
な 育 支 巧 お育ブ 0 — ドゥェ- 


’邑 四十 九番 


巧 ま 
會 が 


住を 銀 巧 


日本 內 (まを •橫演 、名 古屋 、京都、# 戶 、岡 山 
担 I 色 一ち ノ 道、 興 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ顆 
巧ち 巧 《門 司、 小 倉、 若 お* 博 ホ、 乂留乂 、熊 本 等 
本國 預金、 鄕里 送を 等は 極め 
て 御 巧 利 迅速 じ 御 取 お 可 申 侯 

本 巧 朝鮮 京が 

支店 出張所は 目本內 化の お 巧 都巿 、巧样 
お洲 、ま那 のを 地 及び 浦 語 巧 お 

朝鮮 銀行 紐 脊曲張 所 

み 图爲替 一 殺 銀行業務 精々 御 便利 じ 取 巧す 
申 上 巧 


藤本 證券 會巧 

^ i 般有價 証を ノ賣 買、 引を、 募集 
'金融、 ホ 三 之 ニ 熙スグ 一切 ノ 業が 

離 紙 藤本 ミミ— 力— 銀行 

紐 育 お 張 所 


陶お詣 、雜 貨卸賣 

森村ブ タザ ー ス 


巧ち 阳班お 

ドライ グ— ズ卸賀 

太洋 貿易 巧 式會お 

支店 ポが 古、 ボストン 


シアトル 化 帆 《午前 十 持) 
あ ふ b か 化 ニ 巧 六日 
あらび や乂 二月 ホと 日 
ば リザみ (坡港 巧れ〕 ニ 巧 二十 H 
r 1 等 ほ演】 乂 五を 

但 L ば 4 寸丸 るん 一とん みは 一玄 五 巧 
► I 二等 a 本が 五 五 巧ぎ 室大 をを 家族 室 ホ R 
▼御を 壁に 依 リ一莲 割引を 渔切 巧を 巧を 巧を 

ロスアンゼルス お 帆 (午後 一二 時】 
らぷ らた乂 ニ巧廿 五目 
さんごす 化 一二 均廿 五 ： n 
▼一等 淺濱ニ 一二 0 弗但 はわい 丸を じらみ 一宝 巧 
►おが I ニ染 日本 巧 五十 化 巧 ►一二 等 日本 巧 五十 五 巧 
▼ホ 巧 羅か巧 窺 車 切 巧瘍* 券 藤 入御 翰を 化 4 侯 
►統育 線 パナマ 經お 日本 支那 yjai 樹賠巧 一回 


ヮナメ ！ 力 ー の特を 

日本人の お 買物 じは 特別 掛 員を 置き 無 
巧で 御 ま 內致巧 電話 又は わ 手紙 次第 御 
訪問して 御 便宜を 計 6 初めての お ホに 
おしては 時 じ 注意 致します から 是非 わ 
立 をら 願 ひ 升、 巿內 配達は 勿論 U 本 其 
他を 地 宛の わ 荷物を 送は 當 ホで 致し ホ 

レ ヨン ワナメ — カ^ 


晚香 坡每ニ 遇】 回 出帆 

、去ム プレス 亞細西 ニニろ 呂哦) 

I 二軍 言 

ぶで ム プレス 佛蘭西 0 ニる 呂 巧 ) 

ご 貝 九日 

で ム プレス 露西亞 (一二ろ 登 喷) 

I ミち 一二 十目 

K で ム プレス 亞細亞 0 ニ. 登 0 嘴) 

四 巧 十八 日 
I 等、 二等、 一二 等 及び 下等 客 設備 
- 最大、 善美、 最快 まのを 洋航巧 船 


ホを ごのお 係、 ホに 內 蒙古 じが 
ける 活 巧が 態を 述べ H 本は 唯 お 
拥 のず かど 秋 序 どを が 持 すれば 
巧る。 而も 歷 を 的、 咸精的 背 致 
をち する H 本の 滿洲 じがけ る權 
益は 條 約の 明文に 準じ おどして 
化すべ からざる ものである VJ 陳 
ベ、 國お 政府が 千 八 百 化 十六 年 
の 通商 條の廢 棄を聲 言せ るに 言 
及し、 満洲 政府 中 南 化 妥協 論者 
こ 反 巧 論を どの ニ派對 立の 狀勢 
を 語ら 巧 化 提携の 僧 値は 轉 民政 
がの あ 壽か柯 じを る 点を 指摘し 

ご 0 

鄕 巧は 續 いて ホ 露と 支那 W の 
關係 ぉ論じ 最後に ホ 國の論 誠 
を 批判し 一部の 人々 が 『日本 
が滿洲 じある は 巧 タ 開 なの 爲 
めじ 採らざる がかき 意見を 抱 
く』 は 誤れる の甚 しきもので 

るる ごて クオ 处タア •マ ロリ 
1 巧 並じユ n ラス •八 1 ズダ 
ユ於ト 巧の 巧 說を紹 かして 結 
論じ 化え たが、 支が 侧の漢 蹲 
± は 二十 一個 傑 問題を 引用し 
千 化な 十五 年の 日 支條約 無効 
說を 述べて 盛 じ ホ 人の 同情を 
求め、 二十 六日を 達 氏は 漢博 
十の 所見を 反驳 して 『千 丸 百 
十五 年の H ま條 約を 壓 をの 下 
_ じ 締結せ なと すれば 獨 逸は 千 
九 巧 十九 年の G お 傭 約 も 協商 
國の歷 おの 下 じあ 立せ るな 無 
巧な も W 主張し 得む』 VJ 挪瑜 
.し、 日本の 最後 通熙は 實は當 
時の 支那 大德統 ょ b 日本 政府 
におして 懇請せ る 結 おで ある 
ィ」 素プ 葉ね いたので 聽泰は 意 
外の 感じ 打たれた。 ホい よら 
圆卓 討議が あら 非常に 盛會で 
あつた ど 云 ふ。 

別 午餐 曾け 中と ごな つた。 


公人 私人 

•を 崎淸巧 一二が 物を 食 社員、 
お內西 八十 八 T 目ょ ろゥ S スト 

で ンド 街义一 おを アバー トメ ン 
ト九 he に 轉属。 

•鄕敏 氏 南滿鐵 道が 育 巧 張 所 
長、 別報 去る サ五 日没び ホみ 日 
クリー ブランド 巧に 於て 開かれ 
たる 『支那 日本 及び 葬 律 賓の現 
狀ど顯 著なる 化 巧的關 係』 論議 
會じ 出席して 『南満 狀 勢の 眞相 j 
を 講演 後 月曜 H 歸 巧。 

♦あ 間 豊ホ氏 海軍 機關 大佐、 
ホメ ブック 號 じて 前週を 曜寄紐 
ま 部を 地方 經由ニ 巧廿セ 日を 灌 
ホ 帆の 天が 乂 じて 歸 朝の 望。 
♦嘉納ち 意 巧 お 軍機 關 少佐、 
右 全。 

♦山 ロ 信 巧 氏 お 軍機 關 少佐、 
歸朝 命み じ 接し ニ 巧 中旬 出發西 
巧サと 日を 港 お 帆の 天洋化 じて 
歸钥。 

新刊を 贈 書 紹介 

極 ロ 流 新 日 國字 

化留 邦人 お會 の， 一一 畏老 どして 


發明 企業家 どして おた 熱烈な 信 
仰 家 どして 知られて ゐる極 ロ 門 
之 助 巧は 昨 おみ 息 间伴歸 朝 i 本 
巧 十 化 目々 レー ジボ ィン トの旨 
をじ歸 還した が 多年 硏鑽の 上 じ 
成れる 『麵ロ ホ颗國 宇』 なる 一 小 
册卡を 著した。 巧の 自序 じ 依れ 
ば 化の 巧國 をのを 明に 志せる は 
實じ 明治 二十と 年 日 淸戰爭 お前 
であつ たと 云 ふ。 巧は 現な 漢字 
假名 文字、 羅お 宇を お得せ る 者 
の爲 めじ 謀る にもら 中 『ホ だ假 
名 も 習は ず、 漢字 も覺 えず、 ロ 
— マ 字は 尙更 知らぬ 者の 爲めホ 
ホ 永久の 子孫の 爲め完 をな もの 
を提洪 したいの でめる』 と說い 
てむ る。 を篇黃 あ篇ょ b 成ら 第 
i 篇 じ漢ぞ 假名を ら义を 解說し 
て 困 語 ど爾タ どの 別を 明か じし 
第二 篇じ 於て 日本 闕 字と してり 
1 マ 字 採用を 排 し、 窠 一二 篇 じて 
假名の 不規律を 論じて 國 字に 適 
せ やとな し、 第 四篇じ 理論的 極 
ロ 流 新 固 字の 構ぶ を說き 第五 篇 
に 其 實用的 ホ 法を 述べて ゐ る。 


巧 胸 スペシャル 


暖い 御飯 じ 素敵 じ おいしい 

しそ 卷 筋ず 

I 瓶-弗 

お 香 W 物 じ 

守 ロ 大根 ご 

新澤庵 


か 桐 巧 弟商會 


御挨機 

お 養 

タ年义 山 洋服 商會じ 勤務 致し 
盾 6 ました 處今圆 都を じ 化 b 
退社いた しました が 同 商會じ 
對し 不相變 顧を 藩 賢の 御眷顧 
を 御 願 ひい 巧し ます 
尙 ほを 暫 らく 化 養の 上 巧び 當 
地 じて 巧 獻自營 致まず 際は 巧 
卒宜敷 御 指導 御 援助を 願度不 
取 政 御挨授 まで 
昭巧四 年 I 月 

平 中啓 資 
辱知 諸賢 

m l 室 或は ニ 室、 婦人 
又は 夫婦 者 r 貸 度し 

並 じ 目 本 劇 施 リンネ グ 刺鑛自 
を じて 皆樣 じわ敎 へー ます。 
ダィク マン 停車 壊ょ b ニ T 
ミセス 毛 巧 

ミ shein ミ. 吾 5 
Tel . Lmrai ま呈呂 


# 羅府 、る 港 出帆 (ホノ^ 八經 由) 


羅府發 
.を 皂岳化 机〕 
大洋 兑 二月 九日 
天洋丸 二月 サ 二日 
乂一 二月 八 H 
丸一 二ち 廿 二日 


桑港發 

(正午 化れ〕 

二月 十一 二日， 
ニち 廿と日 如 
I ニ 丹 十一 二日 加 
一二 巧 廿よ日 卵 


春洋 

® シアトル お 帆 (午前 十 時 出 化) 

静 岡み 二月 义日训 
橫濱丸 二ち ホ 一二 日 TO 
一二 島 化 一二 巧 サーニ 日 N 
かが 化 四ち S 日弘 

0 淪敦發 日本 巧 お 化 J 
巧を か 二月 化 日 Y 
化 茂み こ 巧 せす ^ 
蚕な み ご； 巧 九 a ^ 
A 麵青出 视ち奈 馬 經を目 本が 貨物が— 巧 二回 A 
▲蹄 絡お摄 。が 社は 歐洲 巧、 南え 巧 並 じちを 馬 
經 おおや 弹岸 巧を 第が 智社ミ 诗約お リ乘船 切 
巧 等 萬 事 御が 宜じ取 計 ひ ホ 上 ミず 
▲お 齒鐵道 切符、 寝を 券 等 も 御愧宜 にお 計 ひ 申 
上まず 


日本 郵船 會社 一 ホ ニを 鐵道 會胜) 

代理店 巧瞄 兄弟 蘭會 

乗車、 乘 船^ 巧 ホ じ 小荷物 運送 御 便利 じ 取扱 申します 


ラム プぶ ぴシが クシでー ド 

I 製造元 郞賣 手 錄商會 

H . Y . HETSCKA CO . 

15 ちを 2 章 ぞ NJ - 宴. ぎ 呈を虽 ま 31 


諸 雑貨 仲買、 卸販賣 

保 西商會 


陶磁器 雜 貨卸賣 

春 巧廟會 


日本 廊髓 叢雜貨 類卸賣 

ぶ元ブ タザ ー ス 


日本 鞠 猫 器雜貨 
ラム プ卸賣 

秦良 貿易商 會 


H 本吳服 反物 キ モノ 
テ^ — ブルク ロ I ス頰 

諸雜貨 卸商 

2 減 目 本 ドラ- グ 1 ツ商會 

時 別 廉慣で 大勉强 新 巧 行は 當 巧の 特長 


H 木 陶器 雜を 
ドラィ グ ー ツ お販賣 

1 賊巧木 桃 ザ 組 


期 R 一月 三 七 一日 (木曜 円} 午後 八 時半 
瘍所 - 紐 育 日本人 敎會 

東 五十と 了 目 ニ 一一 ニ 0 

g 働 纏考季 親睦 會 

でな たも 奮つ て 御 ホ! 意見のを 換を 希望し ます。 面 
白き 餘興數 々あり。 一 
入瘍 随意 

紐 育 日本人 會 


了 寧の 印刷と 精巧 G 3 化 上げ 

時日の 迅速 ど 晒實な 校正を 保証 

印刷な 紐 育 新報 社へ 

電話 マト キン スニ化 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違 4 むく 新報へ 

がみ： 一 西 十と 了 目 十二を 十 階 目 


東部 じ 於け るが 字 言 I 機關の 

權 威、 香 か 巧 おを 讀 まぬ 人な し 


廣吿は 紐 育 新報へ 


狮 .0 

化 

W 舰 "*:i 

piii 

^ Jw- 

w 


w M か 

/V が c 
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資本を 
佛込濟 資本金 
椅 立を 


まは 旧 
ホ 千巧圓 
み 千 一二 百 五十 巧 旧 


餘賦 S ザ 銀な— ま 巧 

ぶ 巧， 東京 ホ 日本 おお 本を 唐 町 五を 化 一巧 
支店 小 持 日本 橋を 內 (東ち 1 
名を 屋巧都 大巧 西 关ち神 ロ 
廣岛下 顆巧巧 若松 巧 岡 長 巧 

上 おかを 賽累 


な 出入 爲替’ 電信 送を、 化 送を’ 旅 巧 宿 用が 
巧 業 信用 狀其化 一般 お 巧 業 

人 城 脱 S 蒙 銀行— ま 巧 

渝里 送を" 日本が 化 お 手を 巧？ 迅速 取を 
ネ巧預 を (定期 通知 ノニ 裸) 巧 巧が 取 巧 
本 支店 ま 巧 (本 巧)、 大巧 •神タ 、京都 
所な 地名を 屋 、小搏 、上が、 を お 


國際 問題 討議 會を 通じて 

日本と 満洲の 關係 r 闡明 

二十 一個 條の 幽靈が 問題 ごなる 


クブー ゥラン ドぶ 人 お 育炼會 
ま 摧の下 じ C — タリ ー •アメ 
リ 々ン •リジ 3 ン、 を 色 人 1^0 
を 協を、 キプ M ス等約 一二 十鹽 
体が を 加して 去る 二十 五日 及 
び 二十 六 H の 兩日じ 直ら 问市 
の 新 小 劇 撰に 於て 络三 一回 固 際 
巧趙巧 讀會が 開かれた が、 本 
年は 支那、： n 本 及び 菲律賓 の 
對 化が 脚 係を 取扱 ふ iw な b 
日本 侧を 化まして 南 お 錫 道 紙 
育 事務所 長鄕敏 、並 じを 達を 
之 助の ニ 巧 か 出席した。 

が 巧は 「お洲 情勢の 眞 相」 を 述 
、を 逢 氏は 『 H 本の 產業 化』 じ 
おしてを 港した。 是じ對 し 支が 
が 巧を まごして は パ アグ ヮ ー ド 
晏巧大 學巧換 を 授漢博 ± が 『支 
那じ めける 現下の 危機』 ど 題し 
て 苗 民を 府 のな 場を 辯 謀し H 本 
の 掛支腿 迫 政策を 巧 « して 二十 
一個 鞭の おがわ 問題 じ 言及し 巧 
めて 哀願 的 態度 ご 巧 辞に 化ち て 
米固聽 ホの 岡 おを 惹か むご 試み 
葬禅賓 問題に 關 しては 陸軍々 將 
ヘン リ ー •ティ •アレン 巧が ホ國 
菲律賓 ごの 關係ホ じ 米 國の責 
巧を 解說 して ホ 固が 極東 故 策 上 
菲律賓 諸島を 領 なする はま 當な 
6 と 論じた U 窠 一日は 維 爾遜巧 
閣赏 時の 

陸軍 長官 じらし ニウ トン •ゴ 
— 々ア 巧が 開會の 辞を 述べ、 


敎稱 しつ、 鄕 氏を 紹介した。 
颊 巧は 開口 先づ 『予は 從ホ屢 
展 H よは 巧な 滿洲 をが 證賴尘 
とせざる か』 ごの 謎の かき 奇 
閒を受 くるは 極めて 迷惑で あ 
る ごて 『 H 本は 化 巧の 輿論に 
反抗して 他 圃の領 + 一を 占ち す 
るの 意志な < 、亦 首 際 問題 ご 
して 打算的 巧 由 ょらす るも滿 
讲を 保護 齒 どす るの 怠 志は 巧 
毫 をない』 ご斷じ 『滿洲 は n 
シアの 侵略 じ おする 日本 自衛 
の發 一線で あるから き 己の 領 
i どす るを なくして ず髓す る 
ミが 出 ホる」 ご 述べ、 日本の 
滿洲じ 於け る經 濟的發 展は假 
か 政治的 じ 優越なる 地位 じあ 
る ご おらざる どを 間は 中 地理 
的 關係並 じ 化の 本質的 條 かじ 
依 b 自ら 特異の お 位 じあ 一る 点 
を 明か じし 

千 九 百 十五 年の 日 ま條約 じを き 
H 本は ± 地の 巧 有權ど 租借 權ご 
をが する もま 鄰め 妨害 じを ひて 
ホ だ 其 目的を 達せざる が、 農業 
ょら も 商工 叢の 爲 めじ 使用す る 
じ 過ぎ やどて 現巧鐵 道の 收 益を 
倍加 するとし てら 廣漠 たる 滿洲 
の 巨大なる 巧政餐 を支辨 する じ 
足らざる べし ど說 き、 が 政 的 見 
化ト b する A 滿洲 占ち はり 本 じ 
.み 利益で ある ど吿げ 、巧ん や 刹 
国の 同 精を 失 ひ、 支が 固 反の な 


本は 國隙的 得 表を 曾を する I 抗を買 ひて i で 么を敢 てす るを 


國 をで、 化誠實 なる 点は-皆ろ 
别國の 軌範 ごすべき で わる ご 


日本は 不 賢明で ない ごの 意を が 
かじした。 鄕 巧は 更らに 進 わで 


紐 育 日會員 

春季 親睦 會 

あ々 明 巧開摧 ずる 
本 賊旣報 H 本人 會勞慟 部 主催 
の會員 親陸會 はを き 意見のを 換 
意志の 疏 あを 謀る 目的を 化て 愈 
を 明が 八 時 S 十を ょらが 育 日本 
人 敎會內 にがて 開催 せらる ベ < 
草信會 長ら 臨席 一 媛の 满說を 試 
むる 堂 じて 午後 十 時ょ ゎ 餘巧じ 
をら 南部 邦を 氏の 伴奏 じて 窩嶺 
夫人の 獨唱 、ジャ パンッー ブス 
ト •ビユ I 。 — の：：： 本 風景 お 俗 
活蕾映 萬' 江 戶德巧 おの 詩が 其 
他 義太夫、 わで b なで 數番 ある 
あじて 一般 岡 胸の ホ 會を當 局を 
は叙缚 して ゐ る。 


正宗な 鳥 巧來紐 

故菌义 壇の 老將 あま 白鳥 氏 夫 
妻は 太 ホが 沿岸ょり 巿 が 古方 面 
j を絕 由し 昨 削 ホ 紐 化 お 旅 舘じ巧 
一宿した が 同化は 大阪销 H がち 特 
I 派 負 化 野 氏ま備 の 欽迎晚 餐會に 
一 臨 レ だ。 


光楓 盡化 個展 

過去 S 年間 じ坚の ァトリエで 
硏免 をを ねつ、 ぁつた 油 給水 彩 
書家 巧が 化が 氏は 前 遇 水曜日 入 
港の パ 9— 號 じて 眷 が、 不日 西' 
部 地 ホに 出 獲す る豫 をで ぁるが 
水彩齋 小品 二十 餘 点で 二月】 日 
よら M 本お樂 部に 侧人展 覽會を 
開く 尝。 

紐 育 敎會大 競技 

旣 報が 肯 曰よ 入が 台に ては ま 


る 二十 六日が 新年 大 城が 技 會を開 
きたる じ 出席者 九十を 名に 達し 
非常の 盛 贺を呈 したる が 競技の 
結 あ 左記の 諸氏 媛 勝者 ご なつた 
一等 二等 一二 等 
園 載 H まがお が 橋 
將撰 n 川 お 廣お谁 旧 
チェッカ H 前 旧 小 巧 な 本 
ピン ボン H 大 な-巧 中 を 崎 
輪投 n 小手 川原 W 田 
ラ ミ n 下瀬濱 野中 西 
歌留多 n 大 を 高 橋大答 


支那 問題 講演 會 

最近 ま 那問题 は 米 斑の 論 擅を 
脈け して ゐ るが、 かを 政嚴 巧を 
會じ ては ホる ニ H (+ 隨) 中餐會 
ご 共 じ 『ナシ ヨナ 9 ストす チヤ 
ィナ』 の 題 下じ漢 巧：/ アグ ヮ 
! ド晏 城大學 を換敎 巧) j ア！ サ 

r •五 ヌ •ホ 八 カムを 巧ぶ ぴま那 

基督 お 靑年會 幹事 葉 巧 講演 ぁ 
るべ < A 紐 肯大學 = 華 瑜頓を 園 
附 あか 校り しては 二月^ 日、 六 
H 及び 八 H の 111H 間 午^ 十一 時 
ょ b 『支那は 何 か ボル/ ツで ダキ 
ズム を排裝 せる か』、 rk 民 政府 
の 構ぶ ご 目的 J、 『支 お £ 日本 ど 
の 解な』 なる 問題 下に ジ玉 レミ 
ャ •ジュン ク、 ス 博± か 講演 あ b 
一般を 衆の 聽 溝を 歡 逝ず る ホ。 


澤田巧 母堂 逝去 

す 日出 酸歸 朝す v / き 華 お 大使 
舘參奉 官澤出 節 麻を 巧を は 前 過 
週末 巧 巧 じめ て 逝る せる 旨 入電 
が あつた 由。 随つ 一で 來 る】 日 開 
惟のを な b し 紐 を發 企の 送 


患。 k ". 

303 ) F げ比 Ave ., 

T « l . Caledonia 4101 

巧 巧 商事 巧を 會班紐 育ま 店 
Ucnida 1 rading Inc . 

1 1 Park P!ace 
Tel . Barclay 1576 

島 貿易 巧 ま會な 
anima irading Co ., Ltd . 

150 Broadway 
Telephone Rec れ r 1484 

巧 式を 化 ホを 巧を 
Akawo 在 Co リ Lt ん， 

23 百 Fi む h A 化， 

TeL Caiedtmia 弓 7S8 - 5P 

巧 倉 製な な績が 式會駐 
K が akura 签 Co ., Lt ム， 

200 Madison Avenue 

K , MUdmo わ 

Mikimoto Pear la 
5 お 巧れ h Avenue 
T « l . Vand が b 化 巧 19 

大倉 巧な 巧 まな 
Okura & Co ., 

30 Church 化， 

Tel . Cortlandt 2292 - 93-94 

H 共 巧 ま會脯 
化 巧 巧 
离巧 巧き 
1 如か 03 お 化) 1 . U . W . わ 加 r け 84 
Fa 加け； 35-10 3 財 h 4 化， し 1 . む か 

巧 野 橡を株 ま 食 栽 
Asemo 技 u&san し ompany 

Room S01 - S05 
165 Broadway 
Tel . Co け la 凸 dt 8047 - 80 巧 

uosho Corporation , 

础 k Importerst 
40 E 站 t 84 化 S な eot 
Tel . Aihiaod 4987-81 
Gotko C 〇 n Inc ., 
Cotton Exporters 

の B が ▼がみ.， 

Te ! Bowliujr Green P806 - P6 

甫巧讲 巧 お 株 ホを 社 
按巧 事な 巧 

Sou 化 Manchuria R . 化 Co ., 
れ oom 2026 , Canadian Pac ぶ C Bldf . 
342 Madison Avc . 

Tel . Van んか化 4135 

H 井 物を なま 會 it 
なち す 巧 一. 

巧ホ會 せお 井 巧 巧 
_鼓_音_虽 張 巧 

H 菱 巧を 巧 武會化 

MU •，ム ；•！《: Qk — ; ミ V * バ -Un 

大胶顯 日 ニを 京 朝日 
化 巧を 內 

M な 8ui 在 Co ., 

6a Broadway , 

TeK BowU 哗 Green 7520 

Iwai 在 Co •，いん 

Woolworth Building , 
Tel . Whitehall 6040 

— け 共 ト ■ホ lil かけ^^ WIKI1W ___ • — 

(Mitsubishi Co ^ Ltd .) 

120 Broadway 
Tel . Rector 2560.2564 

Usaka Asalu 

1 he New \ ork Ames Annex 
Tel . Lackawanna 1000 

'日本 締巧巧 ま會化 
化 巧 ま 巧 

J & P & 凸 Cotton Trading 0 か》 い ん * 
2 Park Avenue , 

了 el * Lexington 8787 

日本を 糸 採 ま會化 
巧 育ま 巧 
N げ剛 K 川 C KWSHI , け 0 

Iwo Park Avenue 
Tel . Ashland 5320 

巧を 名會お 
がち ま 巧 
Hara & Co ., 

443 Fourth Ave ^ 

Tel . Caledonia 7830-35 ! 

曰 ホを 糸が 巧會旣 
紐 育ま 店 

N1 郎! .阳 K1 け 0 KA 邮训 KI け 削 A 
( NIC 出-なむ がげ 0 CO *» LTD ,) 
1 Park Avenue 
Tel . Achland 624 も 47 > 48<49 

大阪を 日 ニぶ 巧 日' 日 
■お 木 S が 
Osaka Mainichi 

Room 306A World Building 
Tel . Beckman 4259 
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な b でぶな わ 謝 巧を な imp 巧 



SATURQ が i FE 抓 UARY 2 19 巧 


大紐育 

I 九 ニ 九选版 y 近く 發巧 

ネ 化が 遵じ 編を 發 巧いた しまし ! ； i 『大 化育」 は、 幸 ひじし ェ 


でを が一册 巧ら や資 切れ ごな 
t もを をが 新た じし、 頁数を も 


江湖の 湧く がかき 巧 評を 巧し、 を I 
ゎ 主した、 化て 本 かは 氣 一版の 内 

ち 加した モ义な サ化年 版を 新に 發で する こ ご {な b ました、 正 
確 じして 且つ 巧ら しい 統 討と 事實す 基礎 じして、 烈 々疆 化する 
巧が 『大紐 育 J の眞 巧を 巧 ふる じがが U きこ ごを 巧して 居 b 主 
す。 尚ほ定 憤は 一 

豫約 申を 者に 限り 一し 

特價で 十五 仙 

發刊 後の 御 購買に 作 


を價 一 金 


弗 


，致しよ した、 速 かじ 豫約 御申么 みを 希 導いた します。 


巧 


紐霄 新報 社 



日 支 關稅條 約 批准 


まを 特電 I 二十 - 日 诞 U 樞密 院本 會 論の 承認を 将た H 支賴稅 
條がは今朗の官報を ^ ーし & ホされニ片 - リょら實施さ れる窜。 


排日 暴行 抗議 拒絕 


ま 京 特電 I 二十 - 日 發 = 上 お內み 棉花 會 化の ぞ那般 エニ 巧 人 
は 巧が 値上げ 連動を おして ェ をを 疆嚴 したが 陸 戰隊の 出動で 鎭 
節に 歸 したがは 漢ロ のな U 罷業 ど經遲 封鎖-’ >' おし 芳澤を 使は 巧 
巧 かがに 掛し級 あじ 抗潘 しわる も 王 あ廷 氏は 素氣な < 巧絕 した 


芳澤を 使は 上海， へ 引據、 


東 お 巧 軍せ 九日 诞 、ニ ュヨ ー ク •ク井 ムス 紙】. = 南京 じが 


たが、 奉 天を がの 嘘 學良將 を も 
こ 八 じ 賛间し ホる 巧 巧 一日を 0 
て 正式に 閉屬 すべ <旣 じ ニ ミの 
委員 ぉ 巧を ト をのを 備に 着手し 
て 居る が、!^ 息 通は 彈藥庫 閉鎖 
の日本じ^^5す影響を考舊し早 
< も 日本！^ 府の 抗議を 期辖 して 
ちる、 即ん こめ 彈藥 庫は 張作霖 
お 軍が 約 五 千万 弗の 巨豐を 投じ 
U よを 除り ば悔東 じがる 最も 雄 
乂； ：* る 彈樂庫 じして 軍事通は 日 
本が た 化 反び。 ン アじ勒 する 軍 
事 的 立嫉* f もし' て 張 化 霖お頻 b 


る 芳链公 化 こ 王化 廷化 5 を かは 巧 製： f 化し £ 報じ りれ 居 をら〔 
本窝 W どして U 向 ほ 削途じ 望みを 囑 短る もの^ 如く、 談 がは 一一 
貪 隙 じがて はぶが. 3 上 じ 進 跋し居 お 省 問題に 就て t ' 巧ガじ 
な兒 3 相違 わいで、 を 巧は 濟 おがは 撤を 後の だ留 H 本 A が 護に 
隅して お 京が 府-し 或る 碑の 提議を U し 肖 下 巧を 侧の旧 答を がつ 
が 態-」。 つて 居と、 がは 上海の 矢 巧捲颁 事は 本國 へが 喚？ れた 
南を サ 九日 發 〔職を】 === 王正廷 巧は 本日ち 淺を 使ご會 見の 


上 山が お 撒お閒 題に 細聯 して 協證 したが、 確 開す 4 巧-し 依れば 
兩 者の 材見 はま 被ぶ 證 的に 巧 はれたら の I か；、 を 使け 明日 上 
お .i 引 掠 ザを： i よ bl ニ 四日 後 じ談种 を繼紹 する をで ある。 


日本の 陰謀 說 否認 


東京特電 | ニ十日發 〔ニ ユョ — ク • タ井ムス盤1 = 日本5^:務 


る 

の 


說 がし 遂に 莫大なる 資金 
を おて 建築せ しめた もので ぁ 
•い、 率 天は 滿洲の 中必で 円本 
租借地で をる 太 速 及び 锅鮮じ 接 
近す るを 要地で ぁ 6、 日本 じご 
b ては 滿鐵 £ おじ 最も 重要なる 
もみで をら、 從 て彈藥 庫み 認碼 
を 巧く あ 京 じ 設< べき 中央 彈藥 
庫に 移络 する ことじ 就て 日本 政 
府はモ 渉を 加へ るで あらう ど觀 
測して 居る。 


をは 本り 化を ょ b の 精 報 ごして を 天 政商の 大 でぁつ た楊ぞ 
靈が 軍が 張 舉良お 軍の 爲め ー> 銃殺され たのは、 I 彼が H 本 政府 S 
陰み し ' L 滿灰レ 姑 直 お 肘の が 上け をし に掉柴 1 をる どの 報道を 
堅く 巧踞 した、 當地じ 於て 一般に 强< 信じら る i 所に 依れば 滿 
渊の 陰謀 事件 じ H 本の 支 鄰很人 勘が 支那 人 ど^" 謀して この 罪を I 
化し だ こごは 明かで わるら ぶ V 如く、 聞 僚 や 軍 省 巧屬じ 外の 
ち A かもが かに この 奉 賞を 摩いて 雇る が、 盛作霖 殺害の 眞 相は 
昨爭十 巧ょ b 調を さいつ I をる も柯 等の-が おを 見る じ まらず、 
一部には 確か。 証左け G いか この 事件に】 縣の B 本 軍隊が 參地 
しお b 田 中 首 伯が 本 聞 題み 政 ザ 化を 恐け てが 默を 巧て 语 るの も 
巧 おおで ある ど觀 測して 居る 者が 多い 。 ’ 

I ド • トリ！ ! ユンが】 U を那 裁を 
會議の 結 秦 天の 大彈藥 康ピ巧 
I 鎖み かを }^ し-一れ を 


奉 天の 彈藥庫 

閉鎖 命令 

日本 映府 よら 抗議 か 
b が 特電 二十 九日 發 〔ヘラ ル 


工場 が 轉換の 上 寧ら 藤 蒙 


の產裴 錢媒に 資する こご I なつ 


抗議は 當然 

'某 消息通は 語る 

右の 報じ 觸し滿 蒙の 事情に 精 
通した 莫 氏は 語らて 曰 < 
『この 彈藥 庫に 張 巧霖將 軍が お 
して でれ 巧 投資して 居る かは が 
がしない が、 元 ホ この 彈藥 庫は 
日英 兩國 よら も お 資して-完成し 
たもので あり、 をの お資 額が ど 
わ 程の もので もる か、' 勿論 軍機 
に骗 ずるから 巧 外漢に 知る 由 も 
ない が、 旣 じ兩國 から 出資を し 
てちる - 一 玄か歷たる事實であ^^ 
限 6、 濁 劇的に 南京へ 移しな て 
閉鎖す る VJ いふ ことじ 向 -，日本 
巧 至吳國 政府が 抗議す るのは 當 
然 のこと であらう』 を々 ど。 


第五 十 夭 一 帝闕 議會 


骄黨 聯合の 决 議案 巧 决 k 、 ろ 

M 張が'^ 棘 暗殺の 眞相發 表 葵 求は 巧び 暗へ 

委讓 案の 前途 Y 政府は 樂觀 


東京 特 お-日 發 = 過去 數 ： n じ 直 6 で讓 脅を 販 やかして 盾た 滿讲某 重大 事件の 眞 相を あ 案 要 ホ 


巧證 案は 昨 U 投禀 に附 したお 裝ニ 十二 票の 差を 0 て 巧 ホされ た、 巧黨 側は 民政 黨シ '筆頭 じして 巧 
が もの 叙 黨化樂 部、 剛政會 ぶび 無產 を破聯 をして カ戰 したる も、 實藥 同志 貧、 憲政 一新 禽 等は 典窝 
じ巧携 して 發を じな 對し たので わる、 この 投票結果 じ徵 して 『今を 巧 黨俱樂 部を 敵に 廻しても 憲 
政 一巧 貧の ま 持 さへ あら ば兩稅 委譲 まか 通過 も先づ 大丈夫で ある』 S 政府 側では 頗る 樂觀の 色を 
浮 •へて おる。 


東を 册 一日 發 【聯合) = 衆議院^ 本日を W て 奉 天の 張作霖 


が 池 暗殺-:: 眞相お 吿搂を 化 謀 案を 上程した が、 與黨の お ま 極め 
て 凹く 遂に ニな サ對だ 九十 八 惡の差 一 ど 议て否 巧？ れ たが、 議會 
はこの 垂樂 ホぶ W 討 おで 近が じ U く-取 張した， 即も證 案を 提お 
したお 换な侧 は 『おがが 事件の おを 當帖直 もじ これが 調を じ 化 
畢 し； dk かつた のは 産 だしい モを もで あつて 化が は 昨年 五 巧 十八 
日、 描ぶ の 治る 維枯を 化が じ聲 明した みで あるから 張作霖 の 怪 
死にが'」 の 占 巧は ぶか じある』 ごが 難して 問 貴し、 無産 派の 亀 
かが 一 邮化ぷ±:5 「この怪化事件じり本浪人圈が關係しておる 
な 政府 じ段吿 されて あら 事實 はを 时』 ご 詰らた るに 對 して 田 中 
首 化は 「巧る お吿 しを し 居らで』 と 答 辯し、 巧ら じ 同 巧は お 天 
の 領事 内 山五郞 氏から 外務省 じ 連した 巧吿 をを を r る こごは 日 
本じす利^:^らゃごの巧閒にぉしてを格次官兹が氏は現巧の巧巧 


をな て すれば： 3 本に と b ては 不 
利で をる ど 答 辯した。 

東京 特電 化-曰 發 ：= 滿洲 某を 
大事 件に 骗し 民政 驚は 質問を 弛 
め 中 义お遞 化 も 震災 手形 ど 阿 ホ 
問題で おぶされ たが、 招 夫次郎 
巧^!現内閣の議員買化事實を舉 
げて佐 お 音 巧は 政 黨賊黨 前後の 
事情を 曝を する や 佐 藤氏 堪 6 兼 
ねて お 擅に 殿这み 爲じ淸 瀬副議 
長は 懲罰を 寬 した、 一方が 算委 
員を にがてけ 中 巧 正剛巧 滿洲問 
題に 願して 旧 中 首相を 攻 巧し、 






■こん u 事 仲で 寶 巧を 錄へ 《 巧 
閣 はを しくが 蛾せ ょ』 巧 持を 切 
つた ° 

•ま 京 特電 I 二十日 發 = 麽詔閱 題 
と 滿洲脚 題に 脚し 山中 首相 貴族 
院 再銷當 H 『をは 優 詔 問題に 就 
て精帅 的に 資 なをを は灼』 ご 言 
巧し わので 『この 言辞は 歡 くご 
もを 相 ごしての 誠 實を疑 ふ』 ど 
て同院 のを 氣隙惡 とな b 首 化の 
立場は 頗る 困難 じ 陷ら豫 期せ ざ 
る 大難㈱ が橫 はつて ホた。 

束 京 特電 I 二十日 發 n 中 野た 剛 
巧は 滿洲閒 おにが て 質問を 巧留 
して ゐ S が 早 晚畿を じ 於て、 
『ポ— ッマ ッ條約 じ 於て お浏 
鐵 道は 六十 米突 0 內の 支配 權 
を 獲 持して ムる じら 關ら中 ま 
那 軍隊を 立 も 入ら しめたは 鹽 
權 侵害を 許した もので 田 中 首 
相ぶ び 白 川 座 相は 費 巧を 逃れ 
る こごは 巧 ホの』 

ご 首相 巧び 陸相を 適當の 時を 選 
ん "み擊 せんご。 


遞 相追擊 


衆議 院本 會議じ 於て を 部を の 
討簿じ 入らを 鄉赏 氏は 转 3 が 
早を ホ 娘し 椎 崖 巧 匿、 を 2 耕 


ホ 氏 等の 質問が あつた 化 I 
化 六 名の 委員 附巧 ごじ c| 
政府は この 義會に 臨み こ红 


牲局 

ブ 0 

む 無 


事に 乗が るか どうか じつい | V 愼 


夏 

^ 前 


東京 特電-日 發 U 化 H の豫算 
總 曾に 於て 岡が 久ホ郞 氏は 义原 
遞 相を を擊し 『盜贼 に 近い 巧爲 
の 人 だ』 ピロを すべらし 一 騒ぎ 
ご つたが 久お遞 がは 之 じ 答へ 
て 曰て 『义原 商 串を 趾が W 界恐 
礙の 影響を 受けた 際 じ 八 千方圓 
栽 財を なげ 化しが 巧 信用を 維持 
した、 ヌ臺銀 窮境の 時は 住まの 
邸を を擔 化に 又れ て 之を 救つ た 
がな 自身， J 1 銭ら 得て 居ら 归』 
云々 ど。 

中間 鑛內註 

東京 特電-日 潑 n 田 中 善 立、 

補 ロを 雄 巧 等 じ おする 憲改 一新 
會 員の 感情 疎 隅け 巧れ 词黨を 裂 
の徵 ど兒ら れてゐ る。 

ま 京 お 電化 一日 發 n 床み 氏は 
『中間派 同盟の 趣旨 じは 贊がだ 
が ホ だ 時期で ない』 ど 鶴 見 氏 じ 
网 答した。 

東京 特電 I 二十日 發 n 明な 會ら 
鶴 見祕輔 氏の 中間 喘盟計 蜜の 裏 
面には 大巧 貫；、 淸瀬 一郎 、守 
屋榮ホ 巧 等、 小 寺 謙 ま 氏-派、 
明政會 一派 等が ぁつて 旣じ誘 解 
が 成つ てゐ るが 唯 間 題は 新黨お 
藥 部の 態度で 巧 か 氏は ホ だ 回答 
をして 居ら 妇が鬼 も 巧 も 成立 
て 同志 糾 をの 申を せがが 立した 

若概巧 首相 追擊 

東ち 特電-日 發 お 规 をは 貴 
族院 じがて 旧 中 首相を 追 聲し空 
氣緊 猿す。 

都巿 議員 一致ず 

東 ま 特電 化-日 發 n 特別 ボ制 
案は 突か £ し 提出し 六 大都巧 選 
出 四十 餘 議員 一致して 巧 過を 討 


まじ 考慮して ゐ るが 乂體め 
ょび 與黨の 多くは この 幾を 
途を樂 巧して むる 樣 であを I、 
かし 一部には これを す然 W 葡じ 
深刻な る 悲觀論を^^ 者*あ る 
が、 I 

樂觀 する きの I 巧 ぉ j する^ 
ごころ は 第一 じを か I おょ ご巧窝 
の 勢力が 議會じ おかて 比 J 轟タ 
數を がして ゐるこ イご繁 ニには 
現 巧閣が 倒壊す る* 一して 4 凑繼 
內觸を 組織すべき お蜀黨 たる 民 
政黨の 勢力が 徐 bLI も微 f 姑で ぁ 
ら この 內外 多難の" I 埼じ ザち て 
これを をを せした」 能力 j が U い 
こごの 二つを 理由 て I 塘儘的 
な樂觀 をな して ゐ -I •の 王ち る 邸 
ち 敌巧お 1 び與黨 《座 も 衆議 
院 じがて は 新黨ク -y の 4 後の 
向背 か 削じ關 らずタ / 、ど-も 化粧 
營裴 收益銳 地サ委 歳の 细 大 
法案は 現在み 勢力で もつ 
ら 優に ニ S 襄 の差ぞ もつ 
甘し め 得る ごの M たる 
ちして ゐ るので あ 扩、 然 
ら この 連中 ごいへ てら 一 


之'- 


生糸 價 格安を 案 

ま 京 特電 化-日 發 H 生糸 價格 
を定の 融資 補償 案 農が 省よ b 議 
會じ提 おせん vt。 


委讓 政策 


上院の 形勢 不利 
東 ま 特電 一日 豬 U 豫算 會議は 
旣じ輯 を 越した ご をら れを府 
は 專ら兩 稅委讓 まの 通過に 力 
を 注ぐ 酱 である。 

東京 特電 か-曰 お N 化 九日の 


1 て 
邁過 
信を 
なが 
爵族 


了の 方法 じょつ て をら つぶしの 
厄 じ ホ ふで あらぅ ことは 略 明白 
である からこの 裝をじ わいて 政 
がは か 巧な， J 態 巧に 出づ？ きか 
じ關 I て 政 おおょび 與黨 内部に 
がても 補々 の 議論が おて ゐるや 
ぅでわる 掛 もを の多數 のし ふご 
ころでは 貴族院に がける 審議 ホ 
了の 故を もつ て 直に 內閱を お だ 
ずが 要は 毛帶 ない、 巧 年 高橋內 
閣 にわいて 陪審 法が 貴族院で 撞 
b つぶしを なつた 時 も 巧 閣投出 
等の こごは U かつた ので わる か 
ら 。か 1 る袭 をには 翌年に 回し 
て 巧び 提案し 協替を ホむ れぱょ 
いご ま 張して ゐ る、 これ じ對し 
化の 一部では 地租、 營業 收益稅 
委譲の 如き 旧 中內閣 じと つて 對 
まがを の 解 巧 並 じがを 教濟 £ 共 
じ 重大なる 使命を なず る もつ ど 
も 重要なる 政策が 審議 ホ 了の 方 
法で 挺 b つぶし じなる ことは 旧 
中巧觸 が 立の 意義を 失 ふ もので 
あス から、 か i ら 場合には 內閣 
は颗 然總辭 職を なすが 妥當 であ 
る ミの 議論を なす 者 も ある 泣で 
あるから 貴族院 じこの 兩稅 委譲 
を 業が 送附 され をれ が 如 柯じ審 
議 をれ て ゆ < か をの 成 巧 じつい 


ては 今期 議 をに おいても つ ごも 
輿 ホ ある 問題 VJ してを 方面から 
注目され て 在る。 


院じ おいては 化 雲 呂 業 化が 琼を 


讓 法案は 挺ら つぶ C の 運命 韦遭 

-一一 


ふので けない かム 憂慮して ぶる 


現が である 事寶じ 
營業化 益 稅委讓 ホ 
は ニ ご 一票の 

優勢を もっ 

るで をら うが 費 旅 I 


おいては™ 吧租 
最は 衆議 乾で 


I て 還 遇せで む 


建 艦 討議 


巧 あが. かぶ々 譲 ホ 
ワシントン か-曰 發 H 上院 じ 
於る 巡 洋お十 お 隻の擴 張 案じ 就 
ては 大體 じがて 建 艦を の 巧みは 
確實 であるが、 建 艦 派の 中で も 
大統領の ホ 留 する かく 單じ計 劃 
の 承認に 化め て 運 造 期間の 制定 
をし ないどい ム 一派 ど、 單 a る 
紙上の 海軍 曠 張は 實際上 有 塞 無 
益で ある ごい ふ立酱 から’ 飽を 
も 之を ホ 張す る 一派 じを 裂し 盾 
ら么 がを 協 じ 就て ボラ ー 氏 等 も 
苦必 して 居る 模樣 であを が 結局 
ボラ！ 氏が 囊じ 要求した るか （ 
戰 時に 於る 中立を の嚴 巧を 始 
めと してが 上の 自由に 就ての 
を 典 作成、 これ じ關聯 した 軍 
縮 會議の 召集 促進 ■ 

等を 條 かごして、 右 十 あ 隻の轿 
造 濫じ掛 しな】 部の 崖逛 期間を 
制を し 盧じ么 じ 着手す ると 之 ふ 
モか でを 協 點を發 見す る じ まる 
可く 恐く 月曜 頃 投票に 附 すると 


鳥 お宮を 總 裁に 

〔一日： 日 ± 協 會は裔 松 宮殿 下 
を 絶 我に 仰いだ。 

支那の 絲績 受難 

〔が-ロ】 支那に 巧 けら 綻績業 
の 巧業廢 化の ためを 妨績會 社 
d 自 も競爭 こな b 小が 模の會 
社は 说ん V」 斯界から お 散した 

昨年 移民 約 二で 

〔化-巧】 昨年 中の お n 移民！ 
方 九 千 人 今年は 义增加 せんご 


本社 東を 時電 (禁黑 巧 轉氧； I 


福 永 知事 逝去ず 

〔化-曰〕 中葉 縣 知事 福 永 曾 か 
巧は 逝ました。 

巧務省 態度 緩和 

(化-ロ】 婦人を 民權じ 關し內 
務 省の 態ち 緩和し 巿 町が 制な 
正 案み 修正で を 派に 追隨 せん 


'ニ 知事 任命 さる 

【巧-ぶ】 巧庄 就治郎 氏け 靑森 
縣 知事 じ、 まが 哲 一二ぶ は佑賀 
縣知爭 じ 夫々 巧 命され た。 

ホ 上樞府 人不應 

【化 一 曰】 前日 銀總哉 井よ を么 
助 氏 ts 疆密 顧問 官 交渉を ずけ 
たがを を拒絕 した。 


. I 祭 資料を 御 下賜 

三日】 か乂通 宮殿 下を 資料と 
して 五 方圓御 下賜 あら 岡 時 じ 
聖上、 皇后 雨 陛下 じは 御 喪服 
じて 化 一日 午後 一時 五十を 义 
あ 宮家に 行幸 啓 遊げ されを 大 
滕 宮殿 下靈 前に 御 參拜相 成つ 
た 0 


院 では 審 Is M 上海 總 領事 更迭 


【一日】 重 ホ 葵を は 矢 旧 氏 じ 化 ~ 
つて 上 お骚領 奉じるべし ど。 


松が 屋 一部 燒ぐ 

〔 - 日〕 上野 廣 小路 松が 屋お服 
巧 新館は 化 H 1 部燒 失した。 

樞密 顧問 官巧定 

〔一日】 鈴 木 貫 太 郞大將 、石 井 
菊次郞 子は 共 じ樞を 顧問を じ 
內ま しじ。 


新報 歌壇 

ハドソン 薄暮 調 


■〔四】 里が くるる 
スペィン」 をれ しと 言 ふ 踊ら 子 
の 黒き 瞳み をめ づる宵 かな 
ニつ 一二つ 酒を 重ねてな ほ醉 はぬ 
たはれ をの つらの 僧 さょ 
ラ デ イツ シを猶 みつ え 憶 ふよべ 
逢 ひし じ はれ 女の < ちび るのを 
パレス クの幕 あきめ きしみ だら 
なる ■•む 持 f ■'もて 女が も 島る 


話 

- ……. の … 

人！々 


革命の 受難 巧 

一： 古 ト Q ツみ i— 

祖國 から ± 耳 古へ 追放 

べルリン一ニ±1 日發=^瀑刑中のト P ッ キ—氏は軍法會議じ 

5厂」 


がすべし との 意 巧 あらし 寺 これは 見合せ ごなら、 スタ 9 ン 氏の 


勤 論で 十 入のを 
反 毀し、 一人は 


貝は おか を 討議の 結果 五 人は 餐 成し 四 人は 
な 祟を 差^ _ へたので 遂に 追放 ビ巧定 、ト^コ 政 
府じ裕 歳して 强 地に 追な た^し じる も ト^コな 府は トロッキ！ 
を 3 ン スタン チつー ブ みが I 谢 化せし むる こどは 禪 々難問題 をら 
ごな し アンゴラ 《 0 シア 入が 絕原域 じ 滞在せ しめみ おじ 除して 
は議 衛を附 すべ I しどの 條ザ Sp 承諾した をの i 如く、 ト 。ッキ 
1 1 巧は 旣じ於 刑 地ょ bl- *1 ムじ議 送され 近く トグ 3 じ乂 るべ 
し £ の說 が高い f. 尙ほ勞 をが 府はト 。ブネ ー が斷 じて 祖國 じ歸 
ら ない こどを 化 寺と してが 籠の 同伴を 許可した らしい、 尤も 本 
閱趙 じがて 勞曲 1^。 シアな 巧な 堅 {沈 默を守 b を まじ 柯 等の ス J 
ブト メント を 心 W 表して 居ない" 

現勞 農政 巧 どしても、 左 樣じ輕 


ク. :i ; シア I 单 命じ 於て-一 レ 
ンど おじ 大來 物であった レーす 
: •ト 。ツキ^ら、 をの ぶ 


幸續 きで、 目て 無 刑 地に 配厮の 
巧を 職め る 彼れ は、 別項 靈巧 
如く 瘡 々祖國 ロシア わら 更らじ 
海外へ 追放 さ 如る やぅ じ-^ つが 
らしい、を命心父レニンは化1^ 
て 一 躍 『革命心神樣』 £なゥ「^ 
生き 永ら へて 呂るト 。ツキ — W 
『生 挪』 じな ムご思 ひきで 一 S 
治 的な 厭 あ、 可 健康で 水と XI? 
ず 難 期 じ 直面で て 居る。 一 

◊ ; ii •ト 。ツキ！ の 失 滞は 
ッ フエの 自殺 ご 一 層 深刻な をみ 
じな つて 居る I か、 何しろ f 
シア 革命 お-^ じは レ ニン ご筑摩 
的な 垃療 じん _ る 大立物 だけ」、 


輕 しく 處 かする ことは 出 ホの、 
殊に 彼が 現勞農 幹部 ご所 見を 異 
じし、 をの 內 註が 表面 じ 現れた 
勘 磯 どなつ た 對ま那 革命 じ掛す 
る 彼の 立 策、 稍 もずれば 變態的 
な 資本 ま義の 道に 足を 踏达 まん 
VJ する 現勞農 政府の 新經濟 政策 
じ凿 して、 彼が 堂々 ど 吐露した 
盈 見には、 タ くの おを 黨員 もみ 
磨を 威 じて 居る ので あるから、 
ぅつか b とした 處 かも 出 巧ない 
譯 である。 

◊ 。ッキ； の 位置 

•し 就て、 最近。 シアから 渡米し 
て ホた n シアを をの】 領袖で あ 
る 化 會を命 黛の ゲクト •シ ヤノ 
フ 氏は、 過般 マンバ ツ タン •オ 


; ヘラ •一 クスで 催された 渭說會 
で、 トロ ッ 幸一をの 下の 如 <詳 
して 居る 『トロ ツネ 1 は ロシア 
を 命の。 マン ブックな 時化を 表 
徵 する 人 晒で、 彼は 最も 急進的 
な 共產黨 の盟首 て 復活を 計 
劃して 居る ので あるが、 千九肯 
サ 一年 新經濟 ま義 じ轉換 した。 
シア どして は、 到底 斯る 政策 じ 
拘 つて 進い ごは お ホない ので あ 
る』 

. ◊ 『郎ち この 新經濟 を 策 
實 施の 結を W して、 過去 十 年に 
豆る 變遷の 跡は ト n ッキ！ の 意 
を 等を 容む 得る 餘地 はなく、 彼 
としては 徒ら じ 巧に あらて 聲を 
大き < 叫ぶ のかは ない、 殊に 彼 
自身の 共を 黨ら巧 訂ホ內 証の 繼 
續 ごな b、 彼を して 遂に 海み へ 
ご 命の 化むな きじ まらし めて 居 
る こどは、 ボグ七 1 ゲキ ズムの 
本 體が尙 ほ 巧 ぶら らん じな つて 
居る じ 等しい、 而 かしこの 誇 農 
政を じ 於る 經濟 ぶびな 治 上の 危 
磯な るら のは、 今を どうして こ 
れを脫 出ず るかと いふ こごに 就 
ては、 製く 巧 二つの 道が 橫 つて 
居る、 其 一は 自然 的な 進化の 狸 


路 をた ごる もので を b.、 其 ニは 


を然 巧ら しい あまじ 化る 創造の 
立直しで をる が、 之は 今後い か 
なる 人物に 依らて 其 產黨が 指導 
され るれ ごい ふ 一 おじ 歸 する』 

◊ 『この 意 ホ よら すれば 

我等は 自巧 的な 進化の 徑路を 欲 
する もので、 後者は 云 ふを もな 


< 第三の 頭 家的廉 壊を 惹ホ する 
巧々 社會 を' 命黨 VJ しては この 立 

镇主 b して ラ キコ フ 及び カブ ニ 
ン 一派が 現じ 政 權を揖 る スタ 9 
ン 一狼の 勢 刀を 驅逐 する じ 至る 
もを を 望し 1 居る、 董しタ タタ 
ン のを 策なる ものは 巧 姓を 喧物 
じし、 勞働 ちを 壓 追して 固を を 
經濟的 じ もを 機に 導ぃて 居る か 
らで をる、 おして 0 シアの 本義 
ごして は •進化 W を 命のを 段、 
をの いづれ じ賴 じ もせょ、 を 
の 目的 ごすを ものは 巧 働 者に 狼 
る 民 ま々 義的國 をの 建設で ホら 
なければ ならない』 

◊ 『ボ '朱 セ ゲキズ ムを繼 

承す る ものは-ナポ i オン ま義 
でな （、シ .し才 1 まちで な <、 

フアス シズ ム でない、 况 んやト 
B ツキー ズ .ム でもなければ ホ 祠 
ホ義 でもない A でぅ しても を 動 
民 ま々 義 であ 'r 一なければ ならな 
い 巧々 は ホ ごむの 濁 线ホ義 じは 
斷乎 £ してな 對す るので をる』 
◊ .'.この 庸爵ぞ 命黨 領袖の 
な 案じ もを. ロ も をら、 トロ ツネ 
1 のち 起は 巧 || じ 於ても 不可能 
じな つたが、 んマ をの 巧た なる 懲 


罰に 嵌て、 彼 


を 治 的 復活なる 
ものは、 實隙广 めても 不可能 じ 
なつた 澤 でを も、 を 命攻巧 樹立 
して 遂に 十 有が を、 巧 巧の ホ 旗 
も 漸< 桃を じで b かけな 頃、 祖 
國 ロシアょ b をを される をみ な 
ト B ツキ ー の & 慨や裝 して 如 巧 
なる もので あ 色う り 






裏 ry 吨！. -r ...... 
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若 向 人 本日 

巧專 靴型 小 

てし 張 出 員 巧！) 依に 篇希御 
がけ 眉 日即は 靴ら なを 法寸 


を 小を* ぶ 小き 巧ぶ 小き 巧 



/ 酥ロ懼 ± ま \ 
靴 

小さき 横き 足に 適す 


I SI 化 S W ST 扣 R 31 ■^扣 12 F WIDE 


類 計時 石 寶屬を 貴 

會 蘭柳靑 



し £ 旨を ご 切 親 ど 直 正 
梅を を 商る を 用 信 寅 巧 
巧符え 一物を ± おし莲 
すまし 致賣販 で價廉 
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自 午前 十 時 至 午を 一時 


房 書 西 東^ 內案育 紐 
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紐 
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十 ± 事 

屋霉 

雄 巧 


通年卒 A 
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御 其 調 
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扱 巧 ◊ 
をで を 
しも 渉 


號屯十 ここ 百 お 千 一 第 


隸 雜 蒼 湖 


勺 


【円 巧 ±】 


日 二月 ニ 年 四巧昭 


諸を 食 


本 

人 

ま 
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巧 育 巧 巧 

が 巧の 立直し 

巧 巧す るか、 惡轉 する か、 
をれ じを もを、 巧 巧を 使 ご、 
王正淫 氏の 日 支 巧 渉は、 進む 
がか {退 かき 狀 おじ 置か 
れて 居る が、 巧が 困の 貿易 不 
振、 画 傾の すを、 化 外 正貨の 
族み 等を 聯想す る じ、 本を の 
わが 巧を は、 現內 巧が をの 解 
祭閒趙 じ、 ミが 問題 じ、 速 か 
じ轉 機を 巧 ふるの 方寸 じ出ゴ 
る や 否や じが b 、 をの 述 かが 
睡る こごを 暗示して 居る。 

故 じ 巧內閣 じして、 をのを 
がなければ、 朝野 じ 田 中內閱 
打倒の 役が 島 まるの も、 必お 
のみ ひで い ょければ ^ら《 、盏 
し 今日の やぅな 不安な 政策の 
下 じ 於て、 財界の 立 息し 等は 
~絕 おじ あ b 得ない ので ある、 
即も 一二 ± お 相の 證會 演說 等を 
散見す るに、 支が 巧 垣が か附 
いじらを 解禁 もお來 やぅ V 一い 
ふ あじを まける が、 今日まで 
の 日 ま巧涉 経過 じ 数す 4 なら 
ば 勒支頭 巧の 好 巧 じ 最も 邸 か 
的な こ ミは、 恐らく 旧 中內閣 
を投 出して 實ふ こごで ある、 
をれ で わる じ も 細ち や、 藏柏 
かま 巧 問題の 解 巧を を 解禁の 
ち 力；：* 條ホ ごして ちる こごは 
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田 中外 巧の ジレンマ じ 巧 比し 
て、 あま h じは 肉じ玫 をと を 
はなければ なら 打。 

眞い 英米 親善 

不戰條 おから 巡 巧 慮 雄 進の 
お 幾 じ 就て、 アメリヵ 兩 陵の 
反舆 的が 向は、 日 ご おじ 
して 巧く、. 元 ホ、 ア 
巧 困 ご お 等の、 が 軍 力 維持を 
ま 張す る こどは、 I 面 眞理で 
あらぅ し、 世界の 大 なを 國ど 
して、 この 實 現は 巧して 困が 
では あるまい が、 をの 態 巧： 2 
あまら じ お々 兒的 である、 を 
の 本 ± ど 領± じ對 比し、 これ 
が喊 防の 猛地 i らおても、 兩 
國 み 闕巧 手段 じは、 自ら 異る 
ものが あらなければ なら 0。 

五 i かし、 斯ぅした アメリカ 
の簿 おじ 勒 して、 勞慟 黛の マ 
クだナ^5_ド氏等だ、 この際お 
巧 五六のを 力 者を 巧 方から 理 
おし、 お 軍專巧 あを 加へ ない 
軍縮 曾議を 召集して 、奥、 ホ 
お 係 だまき じ 置きたい 等 とま 
張して 居る こご も、 一寸 わ 巧 
笑し；'. 話で ある、 若し ィ’ キリ 
スが五 隻の巡 巧 おを 建造 すれ 
ば、 アメリカ じ 五隻を 建造せ 
しめ、 S 隻を廢 艦 ずれば アメ 
ブ 力 も 三 一隻を 藏 中る £ い ふこ 
どが、 お ホの 親善を ち 進す & 


もので をる。 らぱ 、每 ろを 乂 
はな 力して 巧る 軍備を 撤廢し 
0 て 化が じ 平和の 鉛を 乘れる 
こごが、 英米の 親善を して、 
よら 意義 あらしむ る 所 似では 
あ* るまい か。 

人造人間を 携 へて ニュョ ー 
クじ 着いた リ チァ！ ゾ大獻 は 
この 驚くべき 機械 人間が、 パ 
ランスの 觀 をを かいて 居る 事 
實を 容認した、 わ {、人 お 的 
な、 余 b に 人間的 u = ズ プリ 
ング フキ 火 ド 紙。 

若し デュラント 氏が、 禁酒 
法の 勵巧じ 就て 更らじ 懸賞 論 
文を 裳 集 すれば、 我等な 敢て 
提繁 する、 プ ー トン ッグの 酒 
を 飲まざる 者は、 違法 巧爲で 
をる ご 憲法を 修正せ よど ±： ナ 

ブシユ ゲネみ •パンナ — 紙。 

お 帥 『ァメリカで 一を えら 
いお 軍は 誰です か』 

生徒 『ゼネ ラ 成 •モ ー タ ！ 
でず』 n ラキ フ誌 よち。 

ホ 人 『條は 昨が 何時頃 じ 家 
へ歸 つたの か 知ら』 

-從侯 『今朝の 一二 時です』 

一一 ま 人 『をれ で ご、 昨 朗は何 
か 頃 じ 起きた のか 知ら』 

一を 僕 『昨夜の 八 時です 』 n 
パッシング •シ 3 1 誌よ bo 


る 油 王 挑戦 

ステ ユワ ー ト氏じ 

ィン デ アナ 石油 會 社を 中必ど 
する 現 间會化 常 お 取締役 長 ステ 
ュ 71 ト巧 ごス 'タンダ I ド 石油 
の 大立物 n ッ クフ ゴラー 第二 化 
どの 反目は 一二 巧 一二 日の 總會を 前 
じ 持 株の 奪が 戦を 演じつ^ ぁる 
が、 これ じ對 して ロック フユ ラ 
I 祭 一世は 『自 をは ィン デ アナ 
會 社の 株までは ない が、 今回の 
叙爭じ 巧て 自 をは 自 みの 息子の 
立 巧が 正しい く 信ずる』 旨を 式 
じ K ブ ー トメ ン トを發 をした の 
で ステ ユワ ー ト 派の 形勢は 益々 
不利に 陷 つて 居る。 


先づ 小手 試しに 

婦選 實施法 討議 か 

政府 與黨 はを お 權てわ 茶を 濁ず 
相も變 らちが 期尙 を」 說て 


今が 潇會 じがて は、 與黨 、即 
黨聯 をで、 婦莲實 施 じ 關すも 

選擧 法の な 正、 ホ じ 地方 
制 巧の な 正 まを 提案す る 模様で 
ある、 この 問題 じついて は装臘 
民政 黨ょ b 該锅 おなおの 化 正 ホ 
をを おすべき： J ょら、 舆黨も 同 
おされ 度い どかぶ をに 向つ て提 
雍し たも 隙、 巧 お 側では 政ぶ 會 
もこれ を 誌 レる こど じみ 定 して 
ゐ るから、 若し 政が にわいて 改 
正さる i 地方 制度の 化 化 案 中 じ 
婦人 じを 民 權を附 巧す る 條項か 
あつたならば、 修正 まを 提出ず 
る 方 巧で ホる 旨を、 间 答した 事 
ちが あるので、 內 採を 化々 扇で 
は、 これが 善後 巧 じつ きげ を. だ 
をした、 旣じ內 稼を まごして 立 
まし 法制局に 送附 したる 地方 制 
巧の 

改正案 じ は、 婦人に を 民 

推を 巧へ る ごい ふ條 項け か 如し 
てなる、 のみ^:^ら中締人じお溢 
院溢 員理が 資格を 巧へ る邀 おな 
のな ぶは、 わ 政 剩巧審 雜會總 を 
ては を （越を を 明か じせぬ 狀態 
じあ もので、 政が ピ [ては これ 
じ反货 のな おを ちす る もの i か 
くで ある、 即も 巧務省 どして は 
證會じ わいて 問題 ごな つ わ 場を 
じは、 留 '片內 わょ ら、 婦人 じ參 
か 權を附 巧ず る ここ じけ まを ご 
して 哲成ィ るら ので あるが、 現 
化 

_ 到 みの 婦- < •しよ つて 提 
I 增 されて ちる 締乂參 政權述 勘を 
一を 化の の もの どを る こどは 出 巧 


ない お、 この 運動が お 當磯烈 じ 
なつて かめて 窗 現すべき もので 
あるから、 時期 尙早ご 見る 外は 
。い 旨の 客 辯を なし、 旣 じを 制 
局 じを 附濟 みの 化 方 制度の なお 
をは、 をの 主 >>講 會じ提 ホす & 
.そかで ある。 

生糸 輸人 

量は 增し 價格减 

ァメリカ 巧が 备が 去る 廿 九日 
巧を 0 て發 表ず る 巧に 化れ げ昨 
年度に がるを 糸綠 入な 

一昨年の セ 平 四ち 万 四千 五 酉 
九十 ご 一封 度、 僧 格 I ニ 億乂千 S 
十ち 方ぶ 千 四百と 十五 弗 じ お 
しが 年度は と 千. あが 四十 八 巧 
化于 = r 白 十五 お 巧、 偕 格 一二 億 
ホ 了 屯な 九十 九 巧よ 千 ニが 五 
十 巧に て 

舊 じがて け 内 あ 十万 封 度を 巧し 
居る も 巧 格は 時化 下落の 影蠻を 
まけて ニ 千 二な 巧 巧の 咸 々を 示 
し、 絕 屑の 酸 入は-巧 年の 千 ニ 
が 二十 八で とが 六十 封 度、 懼が 
八が 六十 五 万 ニが 六 弗に 凿し昨 
年 山 千 ニな よ 十一 巧 八 千よ 巧 五 
十一 ニ おを、 巧 格 置'。 二十 化 万 六 
千 八な 十と 巧 じて、 套ご惜 がの 
ち减は 生糸と 間 様の 現象を 呈し 
絹 减銜の お 入 も 一巧 年の 四千 ニ 
な 二十 |_' 一方 四千 巧 九十 化 弗が 四 
千 だ 二十 化 巧と 千と 巧 二十 弗 じ 
が 少して 居る が ほ當地 ナン ヨ 
ナグ 生糸な 副 所 情が 巧の 發 おじ 
よれば、 過ちと 年に-瓦 bB 本よ 
6 の 輸入を 糸は ちじ セ 巧 じ 速し 


千 九 百 二十 一、 ニ 年度の 二十 六 
巧^ 千 ニな と 十八 烟は千 九な サ 
と、 乂 年度 じがて あ 十二 巧 六 千 
おな _ ぶ 十四 础 VJ なち、 千 九だサ 
八、 ホ年キ 期は 一二 十二 万 义モ六 
巧 ニ 4 -よ 徊 になつ ブ 居る、 即も 
これを 年 化 則と する じ 左の 如し 

韋ぶ 巧〕 

一龙 ニー 丄 H リ寅 - V •ニ 

ん ぶ。 一九二 ニ丄 ニニ HHO 
六 H ハ。 一九二 己 1 ニ 四 
HI 1 I 一画 • 01 ニ 五。 一九二 四 
I ニ 四 0 六* ニ 五 九。 一 
九 ニ 丄 一六 = 四 九 ニ •と 五 
一二。 一^二 六— ニよ U 五 0 よ 
0 おん。 一九二と il 八 = 五 
ニぶ •五と 四。 一义 二八— ニ 
九 側 H 〕 ul ニニ 九 •六 ニと 

ステ 在 ソン 氏 か 

慰務 長官 說 

一新 閣員 ほ' ぐ 確を 
ヮ シン ドン I 二十-日を H 目下 
フ。 y ダ 巧 じて 釣魚 じ 興じつ i 
ぁるみ 則 大統領 フ ー ゲアー 氏の 
新 閣員は ほぐ 巧を を属 るに ま自 
しも 四日の 就任 巧 擧巧後 ま 
では 堅し 秘を じ附 しを をを 差を 
へる 尝 であるが、 姑も寬 要なる 
國務 長官 身柄 子に 就て は 
駐お 大化モ 0 1 氏の 呼 聲島か 
b しも 来 ー墨輔 巧の 現が じ 照ら 
し 氏を 長ち の 椅子 じ おを せし 
むる •こどな アメリヵ* し 不利で 
ぁる どい ホ 立 媛から 沙汰 化み 
どなら 現 スキ リッピ V 摄督 •し 
して ラ t 心ーン •アメリカ 通で あ 
る ヘンリー、 ス テム ソン 氏じ內 
をしじも'^:か<巧け近<を 
用船 ヘン. ダ.— ジン 号じ乘 じて 
歸 米の 途 じが < 皆 でを る。 
尙ほ現 大統領 ク 19 ッデ 巧は 恐 
ら< 大統領よ > 引退 後现 大審挖 
陪席 お 事 ホ^ ムス 氏を 繼ホ する 
であらう どの 說が頻 らじ流 巧 さ 
れて 居る。 






財界の 動き 

ま 京 特電 化-日 發 

商船の 副社長 交代 

大阪 商船 副 魅 長 深 尾 隆太郞 氏 
は 平な 締役 £ なち 專務 取締役が 
田省藏 氏け 副 社畏ピ なつた。 

四大信 巧の 配當率 

四大 信托會 社の 信 托配當 はま 
巧信托 六を、 他は 五を 八 厘 £决 
定 した。 

東ぶ 電燈の 大额汰 

巧京電 燈は圣 社員の】 割 ニを 

强 、一二 巧 八十 名を 濁 化した。 

貯蓄 銀 巧 も 利下げ 

が 蓄銀巧 も 一般 銀 巧の かく- 
齊 - t 預金 巧す 引下み じみ しれが 
H 本 銀 巧は 追随せ ない 模樣 であ 
る 0 

移民の 九 割は 南米 

海み お業會 社が 取扱つ ねが 年 
中の 移は 數は 一巧 ニ 千 化な 八十 
ニを じ 及びを の义 割は 巧 米プラ 
ジ へ 送られた。 

利下げの 步調說 る 

預金 利げ じつき 東西 銀行は を 
古 崖と 相談せ ず あを 屋け S 厘 下 
げ 、定期預金 ザ、 乙褲四 かと 厘 
ど 五を ニ 厘を 實 巧？' ため ホ飄 乳' 
れ 東を 側 おお,-^ 巧す。 

郵便 贤 金の 利下げ 

大藏 省は 郵便 おを 利子 引下げ 
を 考慮 中で ある。 

一巧の 人 超 ぉ 千で 

本年 一巧の 輸 化は 一億よ 千 九 
百 I 二十 巧 四千 山、 輸入は ニ 億 S 
千 八十 四 万化 干 山に て 差 引 入超 
は 五 千 百 五十 四 巧 五モ阳 でぁる 

一月 下 巧の 貿易 高 

輸出は と 千 四 巧 四十 一巧 五 千 
ロ、 輸入は 九 千 ニな 一二 十五 方 云 
千ので 差 引 入超は 一千と が 九十 
一二 方八モ 田で わる。 

♦太ず ホ 評論を 刊寺曲 俗、 
鳥な 進 氏經營 じて 二月 中旬 頃 月 
刊雜誌 太平洋 評論を 澄 巧ず る 計 
劃なる 由。 


尋れ人 

(宮城 轉) 大橋ま 雄 (長 巧縣) 热 
巧ず 人 (同) 佐 伯鎭雄 _ 魔 島 
縣) 中 村を ニ (同) 渡る 泰助 (東 
京 巧) 古 渾武之 助 (か 敬 か縣) 
を藤甚 之を (が 垢 お) 松 下壽之 
吉 (山 ロ縣) 德お猪 ニーが (熊 
本 操) 西 料ぞ喜 (鳥 お縣) 鹿 勝 
衛 (山 ロ縣) 煩甚吉 (愛媛 縣 } 
巧 田常吉 (ち 手縣) を々 木 淸四郎 
(か 歌 山縣) 化 本ホ吉 (鹿を 島 






巧 六 巧. 
と 目 了 四十 巧 
记目了 五十 西 


Wing Ffing Lo が I Quang Gan Low 

— Chin な e ftestaurant | Chinese Itesfau な n! 

3200 B-way, N. Y. Cit> ~ IIFl. S 加 ， 化で jf]T 


College Inn 

31 帥 お irndw 巧 


City Hall Tea Garden 

170 Na ssau を， Ci か 

Next to the "Tribune Bldg 
Loo Lin Man 巧 er 


T お To か oGOi 

1 が！ !. 脚 h 化 
Kiw Y&rk Ciiy 
Te し TnfW が r 巧 59 


Japan 

けが ほ i 加 Go. 

巧 日 W. 巧 化な. 

Te し EndicQit お 92 


lUTAG 旧 I 邮 0 义 

224 に 59 化 化 
New York City 

Tel. Re が nt 3480-3 が 1 


TOYO KWAN 

41 に 19 比 St 

む h BV 巧 & 4 化む e. 
Tel. Algonquin 8798 



TAIYO 

け 8 化が 巧 化な. 
む!. Tra わ Igar 00 が 


SHOWA 

53 West 105 Sl, 
Tel. Clarkson 0981 


DARUMA 

巧 1- が h ji 化 
Tel. Bryan け 巧 8 


SUN HANG FAR 

hw a* {巧な ti A け 7 化な s 


なし M 綱 m 加 i がが 

ま ク± 希 巧 曝さる T で 巧 諸 腐 
ず マ、 上ネ しじへ 目 第 巧 君 前 本 
。イ 日ま繁 ては ばのと をのを 樓 
、爾 す々 居 巧 息 チ 街 差を 揮 巧 
きは。 御 まるぐ ャ のと 巧つ 理 
お 蟹 ホす 程 日 プ昏げ じて 人 
が 頭 ホ。 好 本 スニま 適日歐 
あ ' の 評人ィ 十す す本廉 
A ン程 を 諸 と みのる 人が 


新! 

I 碧 


削が 0 & P 打が 肿 

IMPORTER OF 
GOLDFIS 扫发 BIRDS 
〇 

動 其 力を 
物 呼ナ種 

一る リ金 

~~ マ— 魚 


DANCING 

411 W. 115th St. 

Tel. Calhedral 4408 Apt. 3 



巧ち 魚 料 


t 理 

含 

燒 

44 W. 46th St 

Te し Umgawe 84 リ 



fCaw&soye Ho わ I 

1 巧 WetH23nf な r»t. 

Te しむ 化 edral 巧 10 


御 

旅 

館 


IKUINE 

Hotel & Restau 化 打 t 

313 W.8 が h が . わ w ITork 
む i. む liuyler 7822 
Cable A が 巧が IK 山が 


S . KUWAYAMAGO . 

114 にが 比 St 
New York City 

f*hon も Regenf 的 巧 



差 v^Ko, 

340 W. 58 出 St. 

Telephone 
Columbus 8882 


(獲 目 •ボク 司 か • 



庵 桂 米 日 



號と 十二 百 五 千 一 第 


贫 h で 細 謝が 瘦 im を 君 


【円幡 よ】 


日 二月 ニキ 


- V 早 巧 叫 ^ 

ニ幽和 昭 ^ n 


ずを 燒 

* じ 御 巧 巧 


さなの 巧 嗜好に 適 ふ 
樣な美 ホの 御 巧理を 

温 廣趁樓 

致します から 績 々巧 
ホ ホを 巧 ひ 主す 

0 ホ興樓 

晚揃 ひの 巧 理人お 名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 S 時を 規巧 
(な ホ 五 T 目 ナブ 
停車 巧の 下) 


;9 日權及 ± 赌 じは y ユ 
IWI 1 マィ 春掩を 擦へ ザ 


- d 
;.| 

一 北 


支那 ム賽幸 画 

薑 舅 弱 匿 

自 午前 十一 時 南ち 
ま 午前 ニ 時半 お 店 


ま 那巧巧 

ホ廳 茶園 

司理 人な を 
出勤の 方には まほ 
の 御 便利 じ 礎へ 巧 
聞を おの 御用 じ康 
や ぺくお 賊巧キ 相 
す 變わ引 立願 まな 
紙上 御 ま 巧 申 上 後 


日本を 巧 品 
日本 雜货巧 
書籍 巧雜 を 


巧 夕 化 時を 巧 束 

メ 1 グ アド V ス 〔ザ - ARD 

東ぶ 巧會 

トブン タ 巧*^ まず 
をを のを あら 


馨池 S 锭鐵 鱗？ sf 白米 
日本 爲 一食 巧 品 iiS 獻 

ホ 田 巧 か 巧 ホ會化 東が 一手 賈挪巧 

^ 日本 食料品商 會 


が 育 唯一の 日本 百貨店 

炸桐 兄弟 商會 

タマ ドン •プ P ダク V 1 ず 拓資元 


高等 御旅 纔 

東洋 矯 

會潑御 料理 J 



御辯埋 齡如 宿/ 

太 陽 

養 司 毎 H あち ミす 


會席御 料理 

昭和 

時 巧 純 日本間を 新設し チキンの 
水袭を おめ まし わ。 ナ キンの 水 
煮は 一二 時 历程巧 巧ち 誇 願 ひます 


レ 4 ‘ト ルポ 

NP 旅館 

W06 ま h Ave.so- S き ttl タ wsh- 

停ま# 前を ちご ir 左側べ 階 唐 

H ぶ 巧 お 切符 取扱 波 ロ 場 送迎 


井上 金魚 巧 

芸 S 至 h F N ミ 養 妄. 
さ 1 章 cle 973》 


舞踏 f I 

►社を ダンス ▲ 


.表情 体操' 


了 寧 
親切 


を 

朝 十 時？ が 十一 時 

シヤ タフ •タン シ 

.ング 師範 學校卒 を 

とお タザ 


提 の浦烧 おいしい 巧镑 

會席御 料理 

畫 食は 末廣へ 

巧 隨-巧 保 査巧大 あ 巧 


河， ♦度‘ 添 


割烹が に 御旅 舘 

生 稻隸一 

な 巧 巧 苗 八十 八 T 目 一二 ニニ 
る話ス 々イブ！ と 八 ニニ 一 


住 旧旅銳 

お ま 化 田ネセ 
2 置で st 妄 h S すを ぎぎ yyei こぎ 


力 旅館 化め 

帝國 旅館 龍 I 

1 を W . 雲 St . New Y ミ k 
Tei . Susquehanna 芸ち 


紐 育 旅舘帛 * ホ* 

東 四十 了 目 ニ 巧 二を 
TeL 空 edcnia 63 之 


レスト 一 ブント 

おじ ポ— デン グ 
猜 物は 保險 おじ 預 b ます 

【島山】 

ニー 三 己 rd Ave . 量. 1 呂さ & 101 をぎ 
ボストン 巧 

富 ± が 錯大浦 末を 

1 を Wor 養 ter St •す st 旨 ま a を. 
ジ三 . B . ち 75 


費 府鄉 旅館 

桑 山 淸五郡 

さ 8 を U ずの th 資 ■さ 一 堅 elphia を. 

Tel Walnut 7 这 1 

I 

お菜 區 域中必 、撼頒 事 お、 f ネ 
教船莫 他 錫け 大會社 近き 请巧 

桑 港 小が ホす 术 

巧 日本食 (特が 聞 あら) 

巧 一 谋み窮 旨 動 車 御 ぉ 逆ぶ 上 侯 
S 2 California St - San Francis 写 空 if . 

I 

ロスアンゼルス！ 

ホ リン ピック 

ホ テ 典 

ニ 一 ?N San す dro 沒.， Lqs A 這 夏妄. 


日 本食料品類£1|^ひ 雜貨類卸小賣 

ホな ま 大賣挪 桑 山商會 

新刊 jl 籍雜誌 水 間 物 日用 おみ 種 


を壽 司巧當 御を 文じ應 じます 

木村屋 

當み片 桐 商會氣 が 
電話？ ジュン ト八 五六 八 


1 ゎ 稽古 

御 化しい 餘暇じ 巧 ども 言への 
淨瑞璃 の 趣 ホを 御 賞玩 被 遊 度 
皆 樣の御 ホ 遊を 歡迎 致します 

野 澤吉王 

二の ご 8 W ニ 7 さ其呈 y 
Tel . Univers を是ち 


化粧品 卸資 

五が 商會 

« E - ニす 資こ H . t •巧な 

S Stuyve 芒 見 3745 


八十 八 歲の老 議員 

民ホ黨 ド 院議 員 チヤー 八ズ* 
ステ I ト マン 巧は. アメリカ 

兩 おを 逆 じ 南化戰 ずに 從 巧し 
た 唯！ の 議員で をり 八十 乂歲 
の 誕生を 迎 へた、 翁は リーあ 
軍の 下 じ 南 带じ從 軍 I 、 負傷 
する こ ¢1 二回に 及んだ が、 翁 
は 『昨今 州 權が漸 ホが 滅 して 
中央 集權 化しつ/' ぁるのは 嘆 
やべき こご だ、 今 じ 大き；：？ だ 
動が 起る』 ィ」 豫 言して 居る H 
ヮシントン サ化 H 發。 

モガは 働いて 居る 

アメブ 力 農務 省の ニ！ ランド 

攘は當 地の 家 输協會 じ お 席し 
『を 化の 女は 兎 巧賛澤 過ぎる 
どい ふ ホ 難は わるが、 これは 
甚 しい 誤らで 現ぶ ア メリ その 
ま疏は 一週 五十一 時間 ごい ふ 
もみを あ 事の ためじ 盡 して 居 
る』 ど氣を 化いた U ブネ ラゲ 
术 フキ アサ 九 a 發 0 

人造い ちごを 發明 

フラン， 化 學協會 の 席上 じが 
て 二人の 化學 者は 光線を 利用 
して、 いも ごの 成長を 速 かた 
らしめ る 實驗の 結果を 示した 
即も 二人の 化學 をはい ちごの 
硬を ホ 線に 化 b 四十 日間に 立 
派に 實 らし、 これを を 膳に 供 
したので ある、 普通い 4^ ごの 
自然 的 成長には 八十 B を 要す 


々号が 出觀 した 翌 U でん々 木曜 
日、 マン ニン グ速轉 ± のる 巧の 

許 じ 速達郵便 をな てと 千 無 
>む 狀を發 し 『若し この^で 扇け 
なけないならば お前の 息 I 
はこの：：：曜日までご思 へ^ 

じ 文 巧が 並べて あるので 穿 察で 
は 目下 犯人 わ嚴探 中で を々。 


•のか 
と 嫌 


婦人の 耐久 飛 お 

本を 十と 歲ご いふ 女流み 巧を 
リノ •スミス 壊は 去る み 曜日 
當地 ミッチ* 八 飛 巧瘍で i サ身健 
氣じも 婦人 S 耐久が 巧 じ 一！ 錄を 
殘 すべく をの 化擧じ 就き 可し 十 
一二 時間 十六み 四十 五 砂を 續的 

じ 飛んで カリフ ォ八 ニア 说の女 
流 飛 巧を でぁる トラウト 傍， の舊 
記錄を 破つ た。 一 


自動車 S 運 轉を習 


ヤツ フア 1 
ニック ♦タ 
ドラィ ゲァ丄 
^ なさい 
は 普通。 を- 
化 時よ ち 化 時 迄。 婦人 歓倫 
芭 SE AUTO ち吉 0 L , 2 ロ さ. 1 苗 


難 


てシ 

メカ 
シ 1 

ごな 
が 業 料 
保証 


St . 


チヤ ブス ィラン 

もや ぷ すい 
てんぷら 
さんで うい も 
をう だ、 こうひ！ 

ブ シン トン 街 巧 四ん 


化 

が 

細 


i 五 


▲淸 巧、 親 巧、 お樂 ==吉德マ 

勢 州 縮 

.が# 事を 乂战 をが 

2 資 巧. 装を S すま t 

ジ I . す 巧 n こ 這 9 


覆 話 プラィア ント 

を 室ぶな 号 焚 蓋 

竹 中 重 雄 

お 育 お 西 四十 四 了で 
ニニー 二八 番 (一/一階) 

JAPA 舌 S ご青呈 こ吉養 
含. 二 8 West 4 妄ぎ N . 产 G . 
ぎ 置 書 量 5 


るの f あるから 甚だ 便を では 
わ t が、 この 人造い ちご じは 
五 弗 ごい ふ おを が 消へ て 居る 


: パブ ー サ化 H 發 0 


タリー じ 滞な 中じィ タリ ー 婦人 
どの 間 じ をれ た 日が 混血の ピア 
ニ ストで ある H 下部 ヨランダ 讓 

は、 過 殻 二度目の 日本 訪問 ご 音 
樂 旅行を おへて 布哇 、チン フラ 
ン シスコ 地 モで獨 奏會を 催した 
上、 母親 間 伴 一昨日を 0 て當地 
に 旅裝を 解い なが、 當 かの 間は 
當 地じ滯 なし 磯を 見て 當 地の 樂 
壇に 處女 演奏すべく 目下 準備し 
て 居る。 


『勇 ±』 の 巧 じ 

强 なの 手紙 

と 千 巧を 無必 する 
囊じ 荒な ふ 太 巧 洋上で 遭難し 


ね ィタ 9! 療船フ 0 リダ 號を救 
助した 演船ア メタ 力の フブ 1 ド 
船長を 始め どして 救助 端艇を 指 
揮した-等 運 轉± マンニ ング 0 
下の 乘組 M は ニユョ ー ク巧 よら 

公式 の 觀迎を 受け 宴會じ 
観劇 じ諸ネ 面から 歓待を 受けた 
のみなら や 一般 よら 寄贈され た 
を 品を 受領して 大持てのを であ 
つたが、 フタ I ド 船長は これで 
二度目の 大功を 樹 てた のでを 都 
ホから 船長を を 式 じ 招待す る 者 
を/、 激船會 か 側で もこの 際會社 
の 宣傳を 兼ね アメリヵの 海運 熱 
を 鼓吹す る 意 ホよ らして これ 等 
の 招待 じ應 やる こ W y ' なら フリ 
! ド 船長は 一县 下船して 先づ首 
都 じを いたので アメぇ 力 號は本 
年 化 ニ歲の 一等 運 轉± マン-一 ン 
グを 船を 化理 どして 歐洲 じ出發 
したが、 この 

勇 ± 的な 行動 £ 社 會の同 


惜じ 眼を 着けた もの か、 ア 


♦日本 菓子 ♦ 

栗 鶴 頭、 其 化 色々 
のし 餅は 前 H 御 注文 願 
御菓子 舖を風 


侯 

针 


這 W . 雲 S ニ el.TIgar 
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ジぶ シン トの 

日本 理髮な 

西 六十 五 T 目 一二 十- 垂独 
あを 間中が 氏 f 典 同經ぶ 屯が 
間 日本人 諸君の 理髪の d 願を 
持つ て 居 b が。 懸穀じ 注 幕 深 
(恃じ 日本人 諸君を 御 徐烟申 
上が。 料金 も 左の 如く 引 r げ 


大 勉强。 


散髮 シャン プ 1 及び 进込 


髮ト ユック 一报 

散髪 顏朔ら 八 直 柳 
散 髪 六 Q 側 
を褐髮 トニ ブク 一益 
衛生が 設備と 方法 御 注 章 


御 披露 


日本 スタ ィか 

顏觸ら 二十ぶ 卿 

マ 主 ダの まわ リも 制リ をず - 


日本 スタ ィか 

散 髮 六十 邮 

巧 毛で ち もよ < 巧 ひます 


散 


髮 


シヤン プ— 

へ 1 卞 •トニ ヴク 


一巧 


髮 


散 

額ソリ 九十 五 I 

へ 1 ヤ •トニック 


マッサー デ 五十 视 
U 營業時 1 SN 
午前 八 時半ょ b 
午後 八 時まで 
叮喀进 速を 旨 どし 精々 趣 
强 致します 

日本 理髮舘 謀 

西 巧 十 HT 目 •白を 化 二な 至を 号 
一二 巧 (巧 ホ お S 四十 一二 了 WO 




仁.* を 


眞 面目なる ホ藏 同胞 じ獲窗 
なる を 装を 周を す 

宮 W 事務所 

紐 育 巧 西 四十 ニ 了 目な 什！ 巧 

^ フラ ィァン ト蘇絲 


煎 餅 が、 小賣 
を 腐 油. 揚 
日本 食料品 一如 

り US 乙 S 巧 巧 tee opike CO. 
養ゴ ■互す r 
ぎ 丑 al こ 21》 


木 旧 ル 




ング 


ニ 07 3 rd A ま. 置 .5 U 霉 hStr ま 方 
ジ I ちす ミ Re 巧 nt 苦 S 

御 下宿 喜樂 

元黑綺 旅舘奈 良直藏 
184 量 St , Brooklyn , N.Y 
ぎ Trian 曹结ニ 

スブム t — ト 

バット ブタ ランニング 

邦人 クラブ 自由 寧 

58 ジ nds Si Broo 書. NJ . 
妄 .Triangle 7 さ 5 



東西 茶話 

最近の ニ ューズ より 


も 人に 自動車 一臺 

モ 化が 二十 八 年 一巧 一 H 現が 
の 化 おを 固 じ 直る 自動 幸 登録 
總數は ニ 千 化な 六十 巧と 千 一二 
巧輛 でを の 中 アメリカ だけが 
ニモ 一二な 二十 六 巧 ニ 千な 八十 
三一辆 磯る 六な 四十 二で 五 千な 
十よ 輛が 世界の 登錄 自動を、 
內譯 はを 巧^ ニ 千 五な 十六 巧 
八 千と 育 四十-お、 貨物 用が 
巧な S 十一で 四千な お 十お輔 
乗を か 二十 万 四千 一二 巧 八十 ニ 
輛 、ア メタ 力の みの 內譯は ニ 
千 二十と 巧 化 千 六な 六十 一、 
ニな 八十 九 ガホ千 八 巧 八十を 
八で 立 千 六な S 十八 稀の 順が 
であるが、 これを を 化 ボ數じ 
ず 巧す ると 二十 六 人に 一輛^ 
ァメ 9 力 內化 のみ だ ご 五人^ 

】 毒、'; キが八 人 じ 一臺、\ 


々ナダ、 ニュ ジ^ — ランドが 盛 


吉 位で 十 人に) 臺の 割を で r 
番低 いのは ぞ那で ニ 巧 一千 ニ 
百 五十と 人 じ 自動車 一臺 とい 
ふ 情な さ、 囚じ千 九 巧 二十 五 
年の 統計に 娘る ミを 化 巧 じが 
だする 自動が が ニ 千な 四十を 
巧五モ 化な と 十一で をの 中ア 
メリ々 はモ となと 十四 万 ニな 
S 十ぶ 臺で わった n ツ シン ト 
ン比八 H 發 0 


四ん が 服役 延長 願 

培 玉 縣秩父 化の 長 瀬を は、 寒 
さど 貧乏で 炭を 盗み、 秩父睹 
裁 巧 所の 法を じ 引き出された 
檢事 がを もて 論吿を 始め、 懲 
役 一年を ホ 刑す る ご、 被を 長 
瀬は 眞 面目な 顔附 して 哀願す 
る やう 『 - 年 どい ふ C ホ 年の 
を 出獄ず る こど じな b ます、 
寒い 時に 出 まずれば 暖かい 物 
が 欲しくな つて、 またを みま 
すから、 一年 半に して 夏 巧 中 
じ 出獄 さして 下さい』 ど 巧 事 
は 彼 じ 同情して 一年 半の 懲役 
じ處 した U あを を。 

S 0 S ごは 何 か 

梟 近 化 太 西洋で 暴風雨の ため 
じ漸 船が 頻 々ど 遭難し SOS 
の 危險信 おを 速を する ので、 
海軍 苗 じ 宛て^ この 危險 信號 
の 意 ホを 尋ねて ホる 者 もタい 
が泌軍 省では 別に 怠 ホの ぁる 
言葉では ない S 云つ て 居る、 
郞も 或る人は 『我等 S 船を 救 

つて 下さい』 U セ] ゲ •ァヮ 
シブ ブ = であらう ごか 『巧 等 
の 魂を 救へ』 リセ I ブ •ァヮ 
ソ I グ n で わらう' VJ 說く おも 
をる が、 これは 間違で この 信 
哉は 千 九な 十二 年、 n ン ドン 
，の國 際 無線 會議で 採用され た 
暗號 で、 要は この 符 語が 打電 
をす るじ随 めて 簡 をで、 シ。 


ゥトの ラ デ ォーぶ 手 じ も お 巧る 
からで ぁる、' 一口れ を 電信 略語 
でが つじは トー イ 、トン、 トン 

シユ] 、ンユ シユ ト 

ン 、トン， トン 一一 ど 極めて 容易 
であるからで、 I をれ お前 じは 
C な D の S おを^ 紙 こして 居 
ゎ H 7 シン トン^ 八日を 0 

カンヌ じ大 博瘍 

モンテ 力。 の 向-て 張る 當地 
の大 賭博場では、 最近- 臺の 
睹博臺 じ 育万 弗 ふい ふ 金が 動 
き從 ホの 記錄を 一| 磯した、 一 
寸 した 勝負 じ ニ +1 巧 フラン 米 
貨八千 巧 位は みを I で、 五み 間 
じ 動く をは 五 万能 じ 達して 居 


をる 希腦 
す 昨が は 
妒 巧を 明け 


るが、 堂 元の 一人 一 
乂ゾ グラフ オズの 
一時 十と 方 五 千 弗- 
たが、 ぉ局閉める：^^の利得は 
ニ 巧 五 千 弗-' 達し ji 、 この 賭 
博場で創設化ホ堂ー|^は 一 8ホ 
均一 巧 華 宛を 上げ》 言る 相で 


鞍 0 


をる n カンヌ 廿 AUI 

晝は 先生を は Iji 盗 

最お德 島 巿じピ マトて 强 盗が 
橫 がし X 人必不 をを めて 居 
たが、 去る 一 巧ニ十一^^り化人 
が譬官 じを 砲して 逃で 後大搜 
索を して 居る 中 じが が 小學 
校の 訓導 化 下國雄 (廿 k ) が 負 
傷して 隱れて 居る み ij 怪しと 
晩み 逮捕 取觀ぺ の結ぉ 一^は 學 
校の 敎賃 、巧は この 強^と 驚 
くべき 事實を 自白した^ 化 罪 
裏に 女が ある 見茲 み：：：： を ま發 


趁ら .しや 洋服 姿て： -： 

ぶ宗 白鳥 令ん 來ろ 


ぶつ きらぼう な 口調で ぼつ 

排日で 耳が 痛 < がった 話 等 


旣裙 、二十 化 B 午前 十 時 シヵ 
ゴ方 曲ょ b 着 紐し れ小說 家本宗 
白鳥 氏 夫妻の 截迦晚 を 會は大 孰 
ま 朝 特派員 化 野を 內巧キ 催の 下 
じ阔 巧と 時 H 本巧樂 部に 懼 され 
た、 瞎賓 として 招かれた もの 內 
山 前 事、 巧 商務ち、 お 本文 學± 
巧 田 H 米 文化 學會ホ 事、 早 川 雪 
洲 氏、 村 岡 H 米* 水 各が 育 (代 巧) 
兩新閒 等 e ぁつた、 洋服 嫌 ひで 
通つ わ 白鳥 氏の 

初 洋服 も 早 や ィタ じつい 
て 若々 しく 『なは もぅ 年 もな つ 

たし 』 と 漏らず 言葉が 少 

少 を々 しぃ 位で ぁる、 薄 桃 地 友 
禪の裕 じ 色の 調和の がれた 帮、 
白 足を 草履の 夫人が、 何時も こ 
の ストン ン ジアー の 一萄を 引き 
立たせる 。『船には 醉 ふし 嫌 ひ 
だし 歐洲 巧き もこの 化が のこ S 
を ほふ ピい やじなる が、 まァ化 
處 まで ホた の だ、 五日 餘 6 で お 
國へ 巧け るく 思つ て元氣 をつ け 
てゐ る』 と 云 ひ 乍ら も、 船中は 
氣 じなる らしい、 をの 歐洲 行き 
は 何時の こご やら、 皆目 

决 めて 居らぬ i 云 はれる 
ボストン、 ブ シン トン 等 も觀ホ 
され. るかと 聞け だ 『何れ さうな 
らう』 ご 答 へられる、 誠 じ 面を 
嫌 ひで ぶつ きら 棒で ある ごの 詳 
巧が、 其 盛 身 じ 迫つ て ホる の だ 


が柯ど 一な く 戴 しげに 感 がられる 
時々 は is 論じ 興が 兼る S 立 も 上 
つて 上 ホの 鈍を 無意識に ひねっ 
て、 輿酱の 氣が滿 もる、 こ 
の間じ^^- シポ ン ッ トのか殼が 
H 本、 ぶ 本、 八本 どなって、 ど 
ぅやら ゴで ブプが 中つ て ホる。 

『日本 巧^は 日本で 食へ る、 ま 
くても ょ。、】 膳め しやで もょ 
ぃ、 育 ザ 

特 をみ ある 巧へ 巧つ て 見 


生活苦 勞の 日本 

まま お電 I 二十-日 發 = ミシ 
ダン 大を敎 巧 ごして 知られた 
井 ホを ち衛 氏は 昨年 歸 朝した 
が 日本 じがけ る 生活 困難 じ堪 
を 切れ や鄉黨 二十 人と 共じモ 
ンテ デビ オ 化で ブラ デ グへニ 
巧 二日 出發 ずる ど。 


たい。 旅館 だつ て さぅ だ、 女 速 
れで なけ 6 や 毛唐の ホが ょい』 
ご、 成る 程、 帝齒 ホブ^の ホ活 
の延 をと いふ 氣 持からは、 さぅ 
留ょるのも無理は^^い。 『を港 
羅巧 間の 連餘な 行は 一二 時間 半で 
まァ なにも 醉ふ 暇は なかつ た。 
ま必 はして 乘 つたが、 ょい 氣持 
もの もので もない』 一寸 眉を 寄 
せて 苦笑 ひで ある。 『アメリカ 
は 名所、 舊跡 がな （て、 まこ ど 
にち が樂 だ、 伊太利 見たい な 寺 


ばからの 所へ 巧つ たら、 进も閉 I 
ロ だ、 一々 見て 大 しねら のでな 
くど も、 見ず じ 巧く のは 

氣掛リ なぇ だ、！ 一体 名 

巧 見物な どは、 自動車 じんかで 
さつ さ W 巧つ て 化 舞 ふ Vi 駄目 だ 
を ふても い： から、 こつこつ タ J 
電車 や 徒 步で巧 < ごい 現じ 
户 ブ^ — ゥッドな ど十邊 4 自動を 
でげ つたが、 でう して 4 巧らぬ 
電車で 行つ て ホき 迴つ括 ら 一圃 
じして。 すつ か 6 おつた、 當巿 
ブロ ドク エ 1- ^ 午後 ニが 頃 巧つ 
てを わが、 さう 籍鬧 しで ゐ なか 
っね 芝居は 羅お 0 ホ必 典け て 見 
てゐ るが、 新聞の 

鎮 評は ぞくは 提打持 もの 
やうな 氣 がした、 同胞 葬 君 ども 
屢 々逢つ て、 餘ゥ 好きで ない 議 
訟を 聞いた が、 西 ちごでは 流 
おじ 格段の 差が ぁる、 巧 かと 云 
.へば 巧 日々々 でを め 立てられる 
西の 人々 は、 云 ふこ ごら 一々 つ 
ま 占れ てゐ る、 鬼に 巧、 j 化の 旅 
はぶら 旅 だ、 巧の 豫 i 疋 もな 
くを b ホいて 巧く だけ だ 一た ぐ 
もうかし 若い 中 じ ホれば でかっ 
ねく 思 ふ、 まァ 、文 擅 一 

引退の 記な 位の 必诗 ちで 

ホた の だから これらょ からう』 
ご、 をで 白鳥さん は、 乂秦 漫談 
のく、 ちを つける。 尙ほ 邸； 氏 夫 
妻は、 化 巧 氏 招待 魄餐 會镇 、巧 
商務官を を 訪問、 翌日 巧は 內山 
領事 宮邸 招を をに 旗んだ。 


m ランダ 鑛 

音樂 演奏の 旅に 
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律 上の 解释じ 依らて 現 巧 民を 
の 缺陷を 明か じし 小賣巧 八の ス 

の スープ 

霄るご 


ブ 


タスと 通商 寶易荫 人 I 
1 タスと を 同一なら しめ I 
しても 更らじ 聯巧國 立^ 部 じが 


て 反動的 法律を 制を す- 
を 生む や* 測ら 難く 斯， 


の 結果 
して 現 


巧 條約曠 棄の氣 運を 離 峰し、 お 
なる 條約 締結を 必要 ど寸 る機會 
を 巧る じ まら わか £ 觀* する を 
も あ b 、 單じ 試訴の 勝^て ふ 問 
題よりも 試訴 よら 轉 化する H ホ 
願 係を も 顧慮す る 必要 をるべく 
事 かを 愼 重に 考量した こ 上 萬を 
の ホ途を 選むべし ごのち 力なる 
j 意見 もる る。 孰れ じせよ 右は 垂 
要なる 案件 ごして を 部 装？ 胞の間 
じ 巧ても 更らじ 硏究の 想 値 あら 
むご 當地日 會を務 部 委員の 一人 
は 語つ てゐ る。 


雪の なの 春季 親睦 會盛 魂. 

勞 動協會 員の 彌次も 笑殺され て 


紐脊 H 本 A 會勞勘 部 ホ 懼の會 
員お季 親睦 會け旣 報の お （ま 
■る吉 十一 午後 八 時 ザ よらが 內 
東 五十 お T 目 S 巧 一二 十 番組 育^ 
日本人を 會內じ 聞かれた が 時 
志會員 出 浦 幸 一二 郞氏 よら 煎餅 
一 袋づ； の あ附が あら、 斗惜 
の 雪の 巧では あつたが おお 者 
約 巧 五十 あじを しを ホ 稀。 る 
盛が を 卓した。 窠 一じッ —-9 
スト ビユ ー 。 1 の 好意 じ 化る 
り 本 風 真の 活蕾 『瀬戸 內 お』 の 
映 萬 あら 

午を 乂時勞 働が 委員長 水を 渉 一二 
氏 南 會を宣 し， 東部 地 ホ じがは 
る日本人會創なの巧源よら說き 
出して 千 九な 十四 年が 育 ロ 本人 
會粗 威の 沿革を 述べな 目的を 阐 
巧す る V 一共 じ 官民 勞資み 差な く 
|『 自 本ん j のを お 劇 体た る 所り' を 
吿げ親 睹を刚 ち 懲お會 を 開いて 
を自 じを 志の 疏 通を 謀 b 意見の 
巧換 をな さむ どす る 旨を 吿げて 
先づ 草お會 長を おかす る 
會お巧 信 巧 治 氏は H 本人 巧の 
事 巧 性質に 雜 して 樓 々說 明す 
■る 所め b 、 を 斑 進 巧は レスト 
ラント 從菜 おの 圓ホ 組織を 提 
唱ん端某氏 (乂國共產黨が育 
日本人 部員 ご自稱 する) なる 
非を 員は 質閒あ > ど 稱 して H 
會の 理事を 篤 倒し、 『資本を 
の义』 と 叫び、 水 谷 連を よ b 
詰閱吨 貴を 受けた ので 『 U 本 
人會は 無用の長物で あるから 
勞街 お會へ ホれ』 ご滋劣 y . る 
宣 巧を 巧 ひ、 末 化 某 & は 大和 
魂の 必要を 論じ 

深澤 たは 乂 化の 出が じ瞒 して 幹 
事の 注 怠を 化が し、 座 接の 説明 
あ >、 寺 旧 某氏は と 十 名の 理孽 
じ 化 b てを の樞 巧を 轨 4 は 貴族 


的な 6 ごて 服 線 論を 試み、- 會社 
銭 巧の 涙金を 云爲 したる が是じ 
對 して 座長の 反驳 ぁら、 巧 野 某' 
たな マ^クスの 一知半解 說を試 
みて 日 會勞働 節の お蓄 、巧 隙獎 
纖 などの ス。！ ダンは 舊 時化の 
遺物 じ屬 するど 論じて (勞 働を 
ぶ設立サる立派々お巧3ゐる^ 
を 知ら！ 3 巧) 笑殺され て 不時 餘 
輿を おえ じので 共を ょ義 一派の 
『集 貧 荒し J もず 成功に 終つ ね。 
夫 ょら 巧 中 重 雄 氏の 同胞 糾を論 
江戸 德治巧 織田寬 をの 注 恵 等 も 
b 午後 十が 四十 五を よ b 餘 興じ 
移 b 南部 夫ん の獨唱 江戸 氏の 詩 
が、 野 澤ま王 丈の 淨瑶璃 等を 6 
巧 半を 適ぎ て 會を閉 だた。 


奉祝 品狱上 

谦藤精 報 部長 よら 
紐 育を 中必 ごせる 米 國巧部 地 
力な 留 邦ん ニ 千 ニな 餘 名よ b 華 
府 大使 簿を經 て 聖と陛 ートじ 献上 
せる 奉祝 品 『化 ホを お國 歷化大 
統 规親爱 集’ 純銀 製 菊花 御が 章 
附を 器’ 並に 附感が h 者 お 薄 J 
は 一巧 二十 五日を 3 て 無事 宮內 
省に 献上を 了せ る 旨齋藤 情報部 
をよ b み山總 領事 代理へ 宛 電報 
がわつ じ 由。 右を 文は 巧の かし 
御大 禮を 祝な 二十 五 H 献上を 
I せ 6。 をを 信を 貴を じ 御 傅 
を 請 ふ。 

極 ロ 旭 浪氏來 る 

松 巧で 映した ホ 上 正 夫 ま お、 
田 中 絹 化 助 お 『人の 化のを』 お譯 
すれば 『二人の 父の 娘 云 ふべ 
きが刻^^る悲劇もの及び 『扱本 
龍 お』 などの 映 書を 携 滞して シ 
ヤト^で がが を 曲した 辯 L 碰ロ 
化 おぶ び ご 康線ボ 川が 江の ニ 氏 


は 本 巧 中句 西 第 八街グ -4 ニ プチ 
ゲキ レ！ ジじ 新築され 心 フキ グ 
ム •ア ー ト •¥ 八 ドの 招 菊に 應じ 
ホる 六日 頃 ホが する 由。,.''' 


± ニィ 巧來 紐， 

巧 滿鐵道 株 ま 會社顧 間へ ンリ 
1 •キー ニィ 巧は を港經 由が 日 
來 紐^— パ ー ト惧樂 部に な宿當 
分滯 巧の 蠻。 

柔道 俱樂部 化 

ぉ內 西な 了 目 十八番 本 柔道 
俱樂部 じて は 遇 日開摧 る大會 
の 成功裡 じ 終了せ もじ I 化ら 昨 巧 
料亭 都に がて 慰 勞會， 兼ね 進 絞 
者 祝 賞會を 開きた る ij 多 數化席 
者を b 餘興 數番盛 巧强じ 散會し 

ち 一- 


日 本 お 樂部圖 書 部 委員は 今回 
藏蓄 類の 一大 整理を 巧つ たが、 
小說 類の 書棚は 鍵を 用ゐ ずな 意 
閱讀が 出 巧る 樣じ なつた A 宿 治 
まの 設備 もな 善を 加へ 會 員は 大 
室 ニ 弗 五十 仙、 小 室-お 五十 他 
非會 貴は 火 室 S 弗 五十 仙、 小 室 
ニ 巧五ト 仙の 割で あるから 旅 巧 
をの 利用を 望 わご 云 ふ A 其他擢 
草 類の 割引 特値提 おも をら、 雨 
天の 際は グ ポジ ット) 張で 泮傘 
を 貸 輿す るを どなつ じ。 


嵩 橋 大佐 經過 良好 

過般 富膽 炎の ため 新 城 西如モ 
ン トク レヤア 巿聖ゲ キン 七ント 
病院に 入院 手術を 受けた 高 橋 陸 
軍 砲兵 大佐は 爾後 經過 良が じて 
不日 退院 靜 養し 得る じ まるべし 
ご 0 

雜が 旧を 氏 遞信馬 技師、 まる 
廿 九日 着 紐、 五月 下旬 渡英の 當 
•化が 政治 郞巧ま 京 中央 放送 
掃 技師を、 全 上、 二月 下 お 渡英 
の 壁。 

•藤 巧 純 ホ 氏神 戶ホ 雜貨 輸出 
商、 まる 甘 着が、 昨 H 渡歐 
•瀬 川 重 禮巧窠 四 高等 學校敎 
授 、まる 化 化 H 着が、 二ち 初旬 
西 巧 太が 化 じて 歸 朝。 

•佐々 木窜氏 文部省 体育 硏兔 
所 技師、 全 上 二ち 廿よ 日の 天洋 
乂 じて 歸 朝の 當。 

•井上 正朋氏 乂阪 商船が 育 巧 
張 所 まな、 ホる 四 円 出發 レャト 
朱 じ 赴き 本 月 中が 歸 巧の 豫 ま。 
参 飯 巧 逸平 氏 森が 紐な 舗 役、 

エム プレス •オブ •ロシア 號 じて 

ホ 六日 晚香坡 着、 昨日 ホ 紐。 
•ま 本 梅 S 氏歸辆 中の 木 林が 兄 
弟商會 員、 飯 野 巧 ど 同が 歸 任。 
•髓 藤 治 S 郞氏 舊臘 W ホ滯が 
中の 太洋 貿易 株ま會 社長、 まる 
一二 十一 曰 午後 レー クン ョ r 線に 
て お 俄 古 經由西 巧、 ニ 巧 十 ご一日 
桑港岀 帆の 太洋丸 じて 歸 朝。 
•鉛 江 匡輔巧 夫人 慶事 鈴 江 商 
店主 夫人 ホ じ 慶事 あら 去る 化" 
午前と 時 女子 お 生 さ だよ ご 命名 
せる が巧モ 共に 極めて 罐 巧。 


® —— ® 華 盛頓會 ff ? 後が 軍を 
I 瓣お 罷 めて 久棄 ホ 大じ通 

0 み ひながら 溜濟 學を修 

めた々 お 森電一 二君は!^ 野中 將ご 
級ぶ で、 故 か 山中 將^ 下の 俊髮 
である A 親を が 早く I 化を まつた 
ので 志を 海軍 じ 得 や L て 退いた 
けれぶ 巧來 はり 本： 巧 險巧ま 
會 社に 入社して 保险 あじ 活動し 
始めた A 舊 ぶの 間 は 『電 チヤ 
ン』 で 通る 程 今 業 心の 樣な優 さ 
男で あるが、 戲 む；； J 基督 敎 信者 
で间時 じ亦モ 福を ある A 明治 
時化 じは 薩 靡の 芋 心 や 主 佐 熊 本 
め 書生さん じょ （ホ シロを 化は 
れ たもの だが 昭和 巧 年の 賀狀を 
讀 むと 眞 面目な 老营ホ じなら ぅ 
£ して ゐる A 曰く 行 本の 國 債は 
外 憤 十四 億 内 憤四卞 億、 圃民一 
人 當り負 税額 八 + 圓一戶 五 人 ご 
して 約 四な 圓 之を 每日 僅か じ 十 
立 銭 内外の 節約 五生 命 保 隐じ入 
むば十年後に約}^な五十圓を受 
取ら 慶に國 債を が 還して 餘らあ 
らご A 亦 曰く 列が 勢力の お 長は 
化險 契約 高で 巧 巧ず る 最近 米 固 


が 千と 百 二十み 億圓 、巧が 英國 
で 二百 六十 S 億圓 、日本は 第一 ニ 
化で と 十八 億圓 (化 界大戰 前は 
五 億圓) 觸國が 五十 九億圓 、獨 
逸は 四十よ 億圓 (大戰 前は 六十 
五 億圓) が 太 利は 化 億圓の 順で 
ある ど A 電チ ヤンの 結論に 曰 < 
『故に 巧 H 本の 國際收 支を 有利 
じしを 融を 正調 じして 資力を 巧 
實し巧 業を 振興して 不嵩氣 を】 
掃し 國は生 巧を をまして 敎育ホ 
じ社會 問題を 解决し 所謂 あ想經 
濟の兩 難を 敷 治し 進 わで 國 防を 
完備し なて 大じ國 力を 進展せ し 
むる 一大 绍策 どして 化生 命保險 
を 利用し 即も 確實に 普及せ しむ 
るは 励家當 面の 急務で ある A ご 
同時に 一家 永化繁 榮の慶 要々 件 
たるを 痛 威せ ざるを 得ぬ。 巧言 
は 一巧に 如か や、 乞ふ魄 ょら 始 
めょ ど あるが 是れ淘 じ お •か 保險 
報齒じ 志した る 一理 じみ。 ら 0 
A ご電 チヤンの 保 隙報跑 論、 ウ 
ムど一 晚考へ 込いだ 電 チヤンの 
舊 ぶが 『がら ば 僕は 矢ッ張 6 文 
草 報幽』 で 終始す る 哉 どの 直話 
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第五 十六 帝 國議會 

不信 巧 案 上程 お前に 
新 羞俱樂 部 政府に 步み 寄て 

I . N 對支間 題て 認 解を 仰 V 」 治ま 維持を はを 協 N 

貴族院の 形勢は 化 然として 不孤 

ま 京 特電 五日 お政黨 のな 府 不信 巧 案は 愈々 本 H を W て 正を じ提 おされ 來る 九日を 0 て 上 
ベ 1,、、 をの 一方 じ 於て 新 黨供樂 部は 內政 諸問題 じ 就ても 政 麻を 漸 々を 巧の 徵お明 


= 民政 窺は 黨議の おお 豫算 まけ 返附 じ、 稅制 案け 巧 巧す スし £ の 腹を 固めが 


程、 討論に 移る ベ 
かで ある。 j 

東京 特電 四日 

野 黨どホ 渉して 潰ロ繳 なを 疎が じ 立て I ホる 屯 八 H 頃には 綴 括 的な 巧閣 不一 一5| 巧 案を 提出 じ决 した 
るも、 卸黨お樂が伽ではみ容を君ねば巧んピも館巧ぉ决—兼ねるぞ稱—て1^るので、 巧が側も必 
巧 ごならて 巧 藻ぶ の 誌 解-, が 奔し旧 中を 徊 a 先 ツ乂內 暢-ニ 巧を おいて H ま^ 渉の 經 遇を 說 明し、 
「か 蘇お樂 がの' <1^ 巧す ろ おけ おれて あを 巧で ある』 ど 說き誌 解を ホめ たの ト大ホ 巧は をち じ 巧み 
氏に をの 巧を 報 し 遂に 床 ホ 巧 ど 旧 中 首相は 禽 見の ト •對ま 問題に 就て 寮 見^を 愤 [わが、 一方 治 
ま 維持な 逆 過の^ になぶ 貧'; H 商 橋ホ戚 氏ぶ 委負 ごして が 黨お樂 部 側め 委員 井阪 當ホ 氏と 會 見せ 
しめじ おお 兩驚 を 協！！ 遂に 战 立し 巧閣 不信 件 案の 提出を 前 じして 新 黨^部 ご 校が は 漸く 接近 
の 巧を 深めて 居 一る’ か、 貴族院 じがて け 水野脖 子. い 病気の 爲 めじ 研を 會 巧^ 政ぶ、 民 化 系 入 亂れて 
お脚しっ 1^^，んト'、 優詔閱题じ就ての首相の放言.か崇6形勢が惡化しっ ，|1あるみで上院の面目を 
なて； 圆滿 •—调 題を が ホすべく 巧 府巧路 はな 奔 L て渾動 中で ホる。 

の 南 化! {み 協 中止 勸吿 はを 併を 却 
つて 准 取した 事 實を擧 ザ、 ま那 
政策に I 一就て 巧 画 ごの 諮 解 運 載が 
失敗ぶ 終 6 し 事 實を說 いて 政が 
はこ 个翩聯 し 口外を 文書を を 
おす^し ピ 詰ら、 最後 L 關稅自 
ま 條聲ぃ がて：：：！ 本が 巧强 の柯國 


緊急 决 議案 U 否み 

まま 特電 置日發 = 帝都に 於ら 强盜お 巧 不安の 巧 議案は 衆議 
院を 波を が 令で 政 友 食に 葬ら 4。 

東京 特電 四日 發 = 東京 お內じ 傍を 無人なる 强 盗が 横 巧し つ 
つ ゎるので 技 時 おは 營舰廳 の 態度を 閒資 ずべ く 緊急 巧满 ぎを 上 
程し：：： のでの 相宫 邸では ぶの 問幽じ 願し 繫急會 譲を 巧 集した。 

若 棚、 骼原巧 等 
上院で 見得を 切ろ 

對支 政策 ご 財政々 策を 矢繼 早に 

まま 特電 一二 jn 發ぃ = 1 日ょ b ニ U じ宜も 賞族燒 では 巧 中 首が 
を 相手 K お规 Is 首が、 おが 削み が 等 相 巧いで 一靖 巧 もの 論戦を 
演じ、 為め •1 巧 聽を帘 じ 溢む て 紫 張を 極めた が若概 氏の 海軍 豫 
算赞 閒じ對 —1 て 岡 旧 海 巧が 『がを のことは 知 もの』 と 放言し 上 
院內 じ問銘 起ゥ 、稱化 薑重郎 男は 現 巧 閣の對 支 積極 政策、 支 
が 南 化を 做； 4 則勸吿 、山 巧 省 出兵を 散々 じ 卸 下しを したる じ對 
'し 田 中を か！^ あつさ b ど 外を の 成 巧を 說 き、 ホ講院 じめ ては を 
政 黨化燕 ± わる 前 大藏か 官旧昌 氏け 兩稅 委譲の か 源に 就て を 
償ち あじ 化 - f やどの 政府の 言明を 覆 （政府の 弱點を 曝露 L た。 


貴薦 候補 

ま 京 特電 hJ 日發 NM 族 院线員 
四 名の 故 負：! みみ 如/、 ホを 式 じ 
巧を した 

前內ぁ 省节化 局を 

一 山 岡 萬么か 
前 陸軍お^ 巧 局長 中 お 

ご 一 か 淸-が 
王子製^留社長 おおおかが 
慶應 人^ 繳長 が毅陸 

宗敎 法な 對 

ま 京 特電 一日 發 U まあ 法案は 
政巧官 ぶび 巧黨ぶ おの ほ 對じ化 
ち 謠會へ 提出は 疑は しい。 

首が 追窮 

貴族院の 論戰 

東京 特を 二日 巧 【ニユ m — ク 

タ并 ムス お】：：：：： 野な の 旧 中 皆 相 
じ 街す るを 窮は今 H 上院 じがる 
若 槐體义 巧 氏 ご椎が 薑重郎 巧の 

諭戰 でを のク ラキ マツ ク 


スじ 達した、 野黨兩 領袖の 演說 
は 別に 政府の 不信任案を 上 巧す 
る 前提で なく 單 にを 開 的に 政府 
の 不信を 鳴らす じあつ た、 これ 
ょな 曇き 下院に 於て 巧 黨は張 作 
霖 S を 巧に 鹏聯 した 政府の 調杳 
巧吿を 表を 要求した る も 遂じ廿 
ニ 票の 差を なて 破れ、 これ じぶ 
> 巧閣彈 劾を する 野黨の 策略は 
破れた が、 野黨 どして はこれ を 
が じ 前 唯 線 ご 認めて 居る 樣 でを 
る。 若概 氏の 政府 追窮 '3 隨か空 
な烈 で巧處 まで も 軍人 まな 巧 中 
ち 化は 明かに 論戰じ 敗け た 形ぶ 
る& が、 1 男の P 

外交 問 寅 演說じ ま b てな 
が黨の內聞巧倒氣勢を 一 巧煽<> 
たらの ご 見られて 居る、 邸 _ ちを 
原は 田 中 男の 列を が 支那 じ柯等 
の 成柴を 結ぶ や •.却て H 貨 排斥 
を 一 曆擴大 せしめた のみなら や 
山 巧 省じ掛 する 出を は 在留 段の 
生命が 產 をが 譲せ や 却つ てホ那 
人の 排 H おを を 巧し、 田 中 化を 


KV & 

立 渥 れて 孤立 5 が 態じ自 
ら焰 つた 失政を 鳴らした。 これ 
じ羁 して 巧 中 首相は 頗る 頑固な 
答摇 を 示し、 ミ那の 情勢 變 
化 じ^ 應 して 政策 も亦變 化する 
の 化す 得ざる こ f をカ說 しま 
那 萊じ 就ての 點朵を 渉は 何等 
文！！/ に 化らず、 單に內 田 伯を ロ 
ン ぶ- ンじ 派して ま那じ おする 巧 
が！|^の立淺を說明せしめ岛つ數 
年 支那に 英貨 排 巧が 巧 はれた 
際 I ロ 本は 秘か じこれ を歡迎 した 
ご j いふ 英两 側の 誤を L 印象を 正 
ムじ のみで ぁる VJ 斷 じたが、 こ 
心兩 まの 論戰は 異常の 興 ホを 惹 
をした 0 

，對支 問題で 

倒閣 期待 

民政 黨の 議會策 

I 別項 所 報の か < 民政黨 はこの 
と 日ょ b 九日 頃に 直らを々 內閣 
不信 巧 まを 提出 じ 巧して 居る が 
民政 黨の 今期 磯 會の掛 策は 昨年 
八 巧 一 H の 巧み 巧 脫黨が ぁって 
B ホ屢々 

一切 山朋 しの 運 かじ 遭つ て、 
當 かの ニな 十六 名ょ b 現 巧な と 
十 I ニ 名に 徽 落され 頗數 において 
P 會 S 大勢を 支配す る こどの 不 
巧 館なる 狀態じ 匿 かれて ゐ るた 
め、 非常に 不利 r * る立堪 じんる 
i は 謂 ふまで もな きこ こで ある- 
が、 民政 黨の 最高 幹部を 始め 窓 
內大 ホの ぶ 氣は假 か 巧 黨ホ數 じ 
して 頤較 において 巧 黨を壓 する 
; が出來 ないから どいつて 第_ 


現 內賴が 凡ゆる 

失 巧 をを ねて をれ 自體が 
己に 颜巧 のが 態 じある こ/-、 窠 
二に 對支外 巧の ホ 化を 始め V 
て ホだ嘗 つてを の 例を 見ざる 程 
の山賴 ずる 諸 失 かは をの 何れを 
ごら へても、 これを 藻會じ 於て 
猛攻 擊を 加へ たる 埃を 巧 閣は引 
責辭職 か、 少くピ もを 命 傷を 加 
へる 占の 出 ホ るら の、 みで ある 
から、 萬 I 今 则講會 を 最後 どし 
て、 現内閣を 闽壤し 得ない やぅ 
な こどでは 、固 民の 前 じ 申譯な 
き义 第で ある ど カホ 返つ てゐる 

狀態 である。 但し 幹部 側 

の 息 お f しては、 野黨 ごして 議 
會に隨 いや、 先づ 陛下の 反對黨 
ごして 野黨の 職！！ なを 果 ti を 先 
决 問題 どし、 單じ 自己 じ 政權を 
化 めんこ どのみ を目賴 ご して 戰 
つては ならぬ、 宜しく 正々 堂々 
政を のを 明 ど 失政の 救濟じ 向つ 
て 論陣を 張らねば むら ロ、 前网 
じょれば 議禽 中じ內 開の 倒れた 
，こは 前後 ニ 罔 〔な、 山 ネ兩巧 
閣〕 しか。 いけむ で-® 議會じ 於 
けを 巧勒黨 S 巧 力 如何では 巧閣 
の 

恆# は 自然に 巧き 將來に 

ホる ので ある どい ふ馨で 
〔ィ〕 對ま 外を の 失敗 
〔ロ〕 を 債增發 ごを 解禁の 不 
實行並 •し 財 孜の案 就 
〔ハ〕 優 說間題 及び f 旨す 傅 
達 問題 •鈴 木 前 內相辭 職 じが 
ふ 内閣の 連 帮責斤 問題、 選擧 
干渉 間 題 治る 維持 法じ關 すを 
緊急 獻か 承諾 ま 等の 憲政の 本 
義じ關 する 諸問題. 

〔ニ〕 兩稅 委譲 問題 等に 向っ 
てを 力を 擧げ てを の賽 巧を 糾 
彈し眞 相並ピ 失政を 啜 露し、 
殊に 支那 間 題 じついて は 一日 
も 現巧閣 がな の 許し 難き S を 
天下 じ 明か じする を どせ ねば 
。ら の 

どして && 而 してみ 數黨 じ對す 
る 

00 どして は 飽迄自 ま 濁 
巧で 唯 ホる ものは 拒ま やの 態度 
で 巧く 方針を ごる 化；：* いが、 最 
近ん が 勢 じ 見る じ、 政府 侧じぉ 
いては 現 巧 二な 廿ニ 名を 有し 乍 
ら議 貪の 過半 數 たる 二百 化】 名 
を 得る を じ 確信な き模樣 じて、 
案件 じょつ ては 如何なる 形势を 
馴致ず るか も 知れず、 豫 算總會 
のかき も 政 友會化 一名に 野黨化 
名の 同數 じて 新黨 クラブ ニ 名 
はを 切 重 雄、 中 西 ホ 一二 郞氏 のか 
きで ホら。 なか-,..-- に 巧 形勢の 
を必し 難き もの あるが たる、 最 
なじまつ てまた-^ 頻じ 

暗中 飛躍を 試みつ i あら 
巧 次 氏の ま 就と 相俟って 别項特 


大統領 ク！ リツ 尹 氏は 建 i を 
制を せず、 胸 確の 軍縮 會 講じ 佩 
ふる 爲め 單じ郭 劃の 承認に 止 わ 
ベく 講會へ 巡 憑す るじ掛 しお 軍 
派は 千 九 百 化 ニ 年と 巧 一 H 迄に 
建を の 終了 ど P ホし つ、 ホつ た 
が、 本 H 午後^ 時 じ まら、 民 ま 
黨 議員 パブ ソ j ン 氏が 提出した 
こ 的等媒 巧!^ 十五 隻の雄 遣は 
千 九百册 一| 年 一巧 一日® 手 
せぎ る もの^ごす 

なるみ 議は の 場 じめ てあか さ 
れ 、更ら じ！^ 鑑 一年 宛の 延期み 
議も 五十 四 一|| 對ホ八 票の 差を な 
て 巧 巧の 運 •し 遭遇し、 これ じ 
てク —9 ツ^ まの 巧 巧は 明 曰 ご 
な > お 軍 派^ ま 張す る 議案が 約 
ニ销 一の 大 をを なて 明日ぶ 巧 さ 
れる こごは^ 確に なつた、 I - 尤も 
最 巧の 投 巧^ 先立ち ボラ 丄 氏が 
提唱した!^ 戰時中 じがる か 立國 
親船の 中 A 權を 保護ず ベ >1^ 閥 際 
會議の 召！！^』 及び ダブ ン ちー を 
が提 ぁし I 」 『建 媛八隻 はを 仰 造 
船 巧に 於^ 建造』 ずる 修を おは 
恐らく さるべく、 

今回の I 投票 じがて ホ 素 共脚黨 
じがで I 反逆 組 ご 目され るソー 
下の 進 ホ あが ' V 护ソ 
ン案本：賛成し、 巧黨^?幹禪が 
却て |ノ ー リツ デ まに 反 對^む 
をけ 一穗 の奇觀 でぁつ た、 即 
建^ 期範 ちじな 對 したる サ 
八面^は 共か黨 十六、 民 ま 漂 十 
一、 農勞黨 一票で、 これに 賛 
成 f た 共 か 黨廿ホ 票、 民王黨 I 
比， I: 票で 兩黨の ホ 調は をな 亂 

れ卷譯 で ホる。 

投票に 先立 もを 議員 じして 本案 
じ 願し 意を を述 V たる 者は 十五 


人の タ數じ 達した が、 が 軍 派の 
圃將で わる タキ ソン 氏は 極めて 
皮肉に 英乂 のぶ 證綱 孫を； 『’ き、 
余の 敲解 する 所 じ 化れ' ば剧强 
の 帘縮 會講は 巧き 將ホ じな 集 
される 相で あるが、 をし 一年 
ザ 前、 我等 じして 柯等 この間 
題に 協定す る こどが お ホな か 
つた ごするなら 乐 、巧るべき 


食 簾に 際し 我等の 巡が おじ 對 
する 化 蹈のあ 進は 必らず や 前 
间 ょち も圓滿 なる 解み を 促進 I 
し 得る ご 信す る、 がらざる お 
b H 本 やを 國を 相手 どして 將 
巧^ 建 艦 制限を 討議す る こ ミ 
は 益々 闲難 である、 をは 我等 
か 位 鼠を 强 いるに ある 
ぶ斷 じた。 


本 赴 束 京特言 (紫 ぉ巧轉 載〕 


濟南 交渉 潤 滿解决 


H 月 まま 

(五日】 

を 重ぬ る こと 正 じ 十 時間 半、 

見の 一致を 見、 をく 南京 じが 
じは 撤 をず る 善で ある。 

【五日】 漢 ロの 糾察隊 は 又もめ 一 乱暴を 働き 邦人 五 人じ熏 傷を 
蒙らし めた 


輸出 稅の 


厭 兵を 斷巧 ずろ 

芳澤 公使 ご 王化 廷も tj 上 おじ 於て 今朗五 時まで 協議 

巧の 解 巧じ關 して まを じ 意 
? 運 びじ まるべ < ニ 月末 迄 


收 延期 


共を 黨 をが 八十 六を を 有罪 ご 
なし 一' お &上六 年の 刑を 言 渡 
した ° 

米 支 間借欽 交渉 

ご 百】 ぶ 支那 じ ラデォ 厨閉設 
完成 冀ぶ ごして ホ 固から ニ 千 
巧 元の i を 渉は 巧 支 米 厨る 
使 ど ほ 國欧府 を 通德長 ごの 間 
じ 進行 中 了 ある。 

列 畢^ 正面衝突 

ご 百】 吹 ため 度江津 附近 
荒川苗橋1|-列車正面街突し抑 
巧者 四 名、 I 負を 者 六十 名を 巧 
した 0 

山 旧 巧 巧な 脫黨 

【二日】 新 媒お選 お 民政 黛巧議 
± 山 巧义词 巧な 脫黨 して 中立 
じ乂ク た。 

松ホ邊 式部 長官 

【二日】 が ホ 慶四郞 巧け 式部 長 


賽 たるぶ-把 


〔五 0】 顚東廳 3 抗議に 依ら 丈 連 海 離 S 輸出 稅 讓稅徵 集は！ 
時 延期す るを ごな つた。 I 

I ホ來 東京 ホ 長 難 職 

.(ぶ 日】 おお ホ會 議員の す 止 獄 やお 會 解散の 責任を 感じ 東 
を おお 巧 ホ 乙る 巧 あび 小 野 助役 it は ボ會講 員の 選 擧を前 じして 
遂に を 提出した。 I 

な 根 知事 千 葉へ 

〔五 &】 富山縣 知事 白 根 化か 巧 
は 斗葉縣 知事 じみを した。 

「を 花さん」 滞 ぐ 

【至 曰】 T わ 花さん』 ごして 有名 
だつ た 西 園 寺を の 寵婢奧 がは 
な 子は 腹膜炎の ため 琵琶 湖畔 


巧 

-ミこ 


トロ ツキ！ み 斤衛じ 奇怪な 
蹲' = 歐 洲レ經 濟擲盟 == スぺ 
井ン 革が 說 I . ル マニアに 化- 
產黨 一彌ぎ ー 新國務 長官 內を 
英水 外交官 南京 調查 I 歐洲 
巧 都 改名 i ル國じ 一億 旨辆 


ベ 八 9 ン 


四日 發】 囊じ窜 命 I 巧 等は 賠償を 問題の 解 巧を 磯會 
陰|献の嫌疑で 口 シ ァ領ょしト 作 ^ ご ；！... si « Lte 

I し 退去を 命じられ たど 並.； 


れ|る レオン* トりツ''!^ — がの 巧 

衛 r 關し勞 農投府 はの 然^-して 
ホ默 をず を 居 6、 ホ だ 彼の 所 巧 
む I 明白 ごしない がー 說じ 化れば 
ツキ； は勞 農が おの 洽船ク 
ン シフ 曰 ツト號 じ 乘じ巧 鞭を 
| i て a ンス タン チノ 1 プル. ゴじ 

途上 大 暴風雨 じ 遭遇， た爲 
の i はお だ 目的地 じ 達 Aj や 恐 
すく 船 諸共 じ 黒 おじ 化沒挪 k し 
だピの 踏が 高ぐ、 ちしが 袋が 事 
賃乂 ずれば 假 b じ 乘組員 心 救助 

死 G 


されても トロ ツキ ー のみけ 

電の巧 報す る 如く、 不信任案 提 f したで あらぅ ど 奇怪 U る d 


ミ'' ピ 

- 討 < 


巧 前が よで じは 何 ごか この 問題 I 流布され て 居る、 即ち ト ブモ 


を 解み せんど 企てつ i ある 事實 
あら、 これに 對し 幹部は 萬 一. 
考慮して ホ 常なる 警戒を 挪 つ- 
む るり 


建 艦决議 I 

大統領 案を 否 巧/ 

ク シン トン 四日 發 = 先般 t 
，院 の大問 おで あつた アメリカ お 
一軍の 巡が お 十五 隻缕造 案じ 對し 


1 波は 勞 農政 おがを の義 風雨 耕 
を 前 じして 病身の 彼を 陸 携で巧 
ば や、 な 息じ黑 おを 選ん ぶの み 
ならず ト 。ツキ ー の獨 逸と 命 ホ 
壁を 無視した こどは をめ 谨 難を 
覺 悟して 巧つ わので あら， っと 化 
測して 居る。 

〔" ン ドン 一二 日發】 歐 m 政み 
の大立物であるィ¥リス ¢ j チ^^ 

ンバ 1 レン、 フランスの > 

ン 及び ド キツの スト レゼ 


として 歐渊じ 經濟的 聯盟を 紐 裁 
すべく 十 巧 頃を 期して n シアを 
を わを 额經 濟會議 をな 集して 賓 
易 お 進の 障害で わる 關巧 率の 鶴 
下を 始め どして 園 際 ホグブ 作の 
組織 策を の 他ま耍 なる 政策に 就 
て 協議すべく この 速 結は 要する 
じ 歐渊じ 落 躍し つ i ある ア メリ 
々の 勢力 ど 協 端 a る 保護 關稅 致^ 
策に 對 がする 準備で あるら しい 
マド 9 ツド I 二日 發〕 執 化を 


大津 のが 住居で 巧ました。 

I 埼玉縣 下の 大火 

〔五日) 埼玉縣 典 野 町渡邊 製糸 
; 工場ょ ら岀 火し 建物 己 十揀燒 
失， 附を C 住を 二十 巧 類燒し 
五十一 ニ 名め 巧 傷を を 巧した。 

ホ產 m 垂部 有罪 

〔二日】 太 被 地 ホ 裁 お 巧は 昨 Hj 

z"r:zr ぃ 。り：： z:。 り：： zz:z み，： い— り： い 。い ：： 巧い ：.1 い：：，’'' —— 

醫宮除 色 衝契お 動め お畏ニ 
ぶ 人の 檢擧 者を 生じた。 

- 註。^ — マ， ニア 國は 執政 ブラ 
プア ヌ 時化に 治ま 維持を をを 
布し、 共を 黨 S 圣滅を 計 6、 
昨年 十一 巧 農民 黨政 獲を 握る 
じぶんで 維持 法の 一部 緩 かを 
見る じ 至 b しら 十二月の 總選 
擧に 得た 投 祟は 化 五 巧、 を 体 
じ凿し 僅かに ニみ であつ た。 
〔タ シン トン 澄】 最も 信 

W すべき 筋よ 6 洩れた 巧 道 じ 化 
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すー ク 春秋 


◊六 巧 農^の ホ マシと、 
五 尺 じ 足らな を 山を 窺が ビタァ 
! ドで 手を サ 、おにを ける マッ 
トご ゼフの 競技、 柯時 じな （ゼ 
フ 快勝して、 ホ お 巧き こど 限 b 
なし ° 

◊ォラが^ 巧、 貴族院で 君子 
潜 巧 巧に 攻 心立てら る、 首相ち 
ぅちのは 辛 社を んぢや あ。 

◊變 屈を^ 通つ て 居る お宗白 
鳥さん、 网 V 巧て ニユ 31 クを 
白眼視し、 - J ； 間 巧を 是 卸す、 

層 ゥキ处 • tj ッデャ ごおんで 舞 
をに 巧る どを るか 

◊ちグ ラ 曰く ニユ ョーク のを 

は、 を 四 五 週間 i するど。 

ホ ホを をの！ は 新を がめ々 量 
や 化 織 じ 就て おみ 硏究 する もの 
ごして 大いに 和を 閣の 注目を 惹 
いて 居る、 尙ほ 日本の 巧 澤を使 
ち當 をけ 當 地に 滞な し 王 击廷氏 
を 相手 じ濟南 事件の み 日 ミ 通商 
條巧山 東 省 省を 問題 じ 就て 巧 
渉を 繼續 ずるす で ホる。 

【一 ンダ丄 国 ブダペスト ニ 
日髮】 ブ ダ. へ I スト 巿は戟 後、 ロ 
シアの ペトロで ラ ド やクブ -スチ 

- ァン マの 咧じ姗 ひ 近 （名 稱を變 
I れば現 フネ リッ ピン 群島 總督へ I 更 する じ まる^ぐ をの 理由 どす 
マリ！ •ス ブム ジン 氏は フ ー ゲーる 所は 外 固 人；^ 電信 や 手紙で プ 
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巧が 『大紐 育 J の眞 巧を 傳 ふる じ 遺が a きこ ごを 巧して 居ら ま 
1*。 尙は 定價は 

豫約 申を 者に 限りて 

特價と 十五 仙 

發巧 後の 御滕 買- 
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を價金 
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新巧閣 の國務 長官 じ 就な ど 
かしな （歸 ホの 途じ 就く 巧 （氏 
wn 1 ズゲ エル ト巧聞 時化 じ 三 
ク のを 衆國巧 事に 任命 さ 
.け、 千 九 百 十 年 じは 州の 共化黨 
知事 候補た b しか タフト 內閣じ 
長官を 勤め 欧洲 大戰 じは 砲 


デ • 9 ダ 五 ラ將 軍じ對 する 反感ず 隊の 大佐 どして 出征、 最あク 


は 軍 膝に も 及ぼし 遂に バ レンシ 
ア化 ホの 一部 軍隊は 反旗を 觀す 
じを らし も サン •ジユ 0 將 軍が 
飛行機で を 葉へ 出 おした 結を、 
暴動は 鏡壓 された 旨 政府は を 表 
したが 事實 じがて パレンシア 一 
帶じ 互る 形势は 頗る 不を にて 戒 
嚴 かは 布 かれ 知事は 幽閉され て 
譬察窠 長が これ じ 代理し ち るら 
の i かく 政府は 軍隊の 革命 說を 
否認す る も 巧 閒檢閱 なの 縣係も 
あ b 事 實の眞 相け 巧が しない。 

【ブカレスト S 日發】 术 1 マ 

こア 共産 黨 員は 本 H 乂 貪の 席上 
じて' マリ I 皇太后 や' ミカエ 小 
陛下の 寫眞 を踏附 けて 皇室を 侮 


I — リッ デ 大統領の 命を 受けて 
す ラグ ァの內 亂調訂 じ 巧した 人 
r 氏の 就任は 前國お 長官 八— ト 
化び ヒユ ーズ 氏が 熱 必にま 持し 
だ 結 おで ある ご。 

〔 b お ニ U 發 j 化ホ駐 化獎國 
巧 使 お 參峯官 ニユー トン 巧が お 
巧 じを < ご 共じァ 'メリ 力を 使 館 
pi 官 パ） キン 3 氏が 一週間 前 
h 巧 じ ホ b て 當み滯 なしべ タン 
ク操領 掌が 滞 化する み ァメブ 力 
公使館 附陸お 軍 武官が 南京に ホ 
とは 街 京 政が としてもち 
ホ 兩閣が 列强じ 先んじて 南京 政 
伯を 承認した 細 係 上 ホ 常 じ歡迦 
しつ i ある 所 じして 鼻息 荒 （爽 


タ ベストと ブ か i スト ご 巧 違へ 
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外語に 體 裁が 惡 いこい ふので 單 
じ 『ブ ダ』 ごな 稱 す-へしとの 議 
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b 遂に 一 履 巧の 聯を借 戴か 成立 
して 假 調が 起 終了した、 ァメ 9 
ヵ侧の 引を 比は を 巧の 六を の I 
じて デ。 ン *19! ドが# 等が 主 
ごなら S 千 正 巧は 化々 锐洲の 政 
府借欽 じを^ して 居る ス H ] デ 
ンのマ プチ 舍 化： £, 引ずけ る こど 
じな つた。 
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お 船 巧 用を 
船具 食 巧な 
和洋を 雜 資販資 
輸出入 稅 闕手績 
諸 荷物 運搬な 设 


遠 藤 小 乃商會 


一な 
モ I 
こ： 


至 


が 育生 命 保 験會社 

S 木 定ま 

韩保險 
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巧 lohpmberbwr zewK 弓 ItCi 巧- 
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會れノ 方 ニ お 掛 タノ 巧ク必 V . 如 
巧 自をノ をぶ ピ ま 話を » チキ W 
巧 力 k 爱キ T サィ 
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水 ホ 化 (長 巧縣) 地 お 內蘇ま 
(熊 本縣) ホ 井深 (福 両縣) ニ 
又 か 度 巧 (慷 太：！ 島が 勇ム邸 
撤橋 一巧 大塚 サダ メ (フィ 
ラ デ 八 フィ ヤ 巧) 巧 上-を！； 

勢め 

右の まじ おおを 度き 儀が え 

お 間 本人 若く はな 人ょ b 現 
化 所 お 通知 願 上 お 

紐 育帝國 総領 爭雜 

一巧す 0を去ミ fj ミ ご rk 豆- 


に 

P 乂 
0 け 

徘刷 

Ml 

bm 刷！. 

化 な 
W 


新 古書 籍販賣 

雜 誌の バック フン 
バ ー、 を雜誌 巧の 
新 注文 等 化ての 速 
じ 御 化み 致します 
巧キ 御用 命 願 上げ 
ます 0 

奥 村 妻 店 


.麵 


巧 かるた 


はも^*^^^^^ の 遊び 
ホぞ 英文で 米 國人じ 能く わかる 
や. 叮衞單 明 藤に 說 明した ものが 
お求ました。 巧を 良み 進曼 致し 


まみ 


御 費 下さい。 
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一成 巧の 秘說 

米国 ま 英語を 話す 事 
はな 巧の 第一 おです 
本校には 日本人を 授 
じ 慣れた# 巧 婦ん を 
師 あらお 切 じを 話 通 
信 文化を 語を が授し 
ょす。 日 喔遇日 巧に 
午前 化 時ょ b が 巧 十 
時まで 開校し 一-レツ 
スンと 十五 化づ 'i 
今 H 底 も-し 巧が あれ 


£ 


JO 巧 10 左- 00 CR 1、 M . D ， 

ニ 1 ミ st 9 含タす 三 ミ k 
Tel . 舌 さ rlEe 黄 73 & ジ h を er 1 忌ま 

—1 

日 化 午が 化 時 1 午を 化 時 

ドク トン， 小 栗乘ま 


▼學友 聯合 晚餐會 ▲ 

コ弓ン ビアた 學 日本ん 學ぶ なを 
B 1 SW . 13 置ぎ N 呈さ rk , N . Y . 
(ぎ Bradh ミ S ニ 37 d 呈 .岩) 
每巧菊 ニと 祭 四を 随 H あ ホ 時よ 
b 當大學 M こ ay 1。 をを 同 館 お 
を まじて 會获 ず。 ほの 巧 巧を 問 
はず、 日ホ學 ぶの ホ 巧を とふ。 


比 的 

& ^ 
I 祉 

1^1 

託 

m 

4— 

- ^ 

な 


が 


牧師き 倚繁一 
が 事 脇 崖 義人 

Nw,,b 

日 曝 ホ 拜 午前 主 時 
日 お牵校 午前 十 時 


隊ホ 
基 奇 

が潛 


日 確 午後と 時キ 
が禱會 水！！ 夕と が ぞ 
寄宿 舍 

化 展を冶 比 巧 迄 お 
み 下町を 十五を を 
を 會お貴 じ 最適 
設備 图書 雑誌が 用 
を 種娛樂 具備 みを 
を あら 

便宜 あ 業 周旋 旅を 
ま 巧を 種 事 菜 巧ず 


免 巧は 實質 誠意 巧を ホ 義の 
ぶじ 御 ± を 物 一式 卸 賣お段 
で販賣 をし ます 多 かじ 巧は 
らや 御用 命 仰 か 下さい ませ 
◎歐 米を 禪 時計。 置 時 お 一 ホ 
◎ IJH 巧 貴金属。 銀 おお 具 一 ま 
◎が 揮 萬 年を。 を 銀製 鉛筆 
◎蓄音器。 レ 3— ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タイプライタ 1 

◎紹 切符。 がを 寫タ帖 繪端書 


化 留靑年 巧 おの 函ホ 

0 本人 靑年會 

; ち さで. ぎ clwrk さ n 124 A 

揉 療治 化 島 驚 ホ 

普 7 丟たニ 害 St . 

_ Tel . 亞 geco ョ b 1 を 8 


T - 


0 

蚕 


N 

0 

の 

U 

Y 


證揉 治療 

t マツす— ジ 、整形 

;醫 科を 的 運動、 腸 
灌 注、 水 治、 光線 
义蕾氣 治療、 其 化 
お肯 谢を設 

フイ ジオン ラ ピスト 

巧 村 幸 男 

ロ 谣乃お H 午前 化 
時 fly - を 九 時を 
ち 話 前の 願 上 候 


餘 化が じ 眼鏡 諷節 


渗蘇 

午前 十 時ょ も 十二 
時、 午後み 時 ょら 
八が， 目 おは 前約 
願 上 候 

ドク ト瓜 

山 ロニ 一之助 


si 

的お頤 上ち 

ゴ！ チ か 大巧 
K タト か ナデメ m がン 

醫學巧 ± 

吉 居悅彌 


機が 工具 製作 
運動具 おお 具 
貴を 處あ 時計 


松 本 I 


デュ ザオ 


寫眞機 レ デ ィォ 

ラン フン エ^ド 

美術品 販賣 修理 


_ 一一. 新 鱗 魚 かー视 

で 本人 紋 きの ホみ 澤 山が b 揃へ 
禄が廉 巧で 大魁强 をし. まず 
サヴず ナ療巧 

呂 LU 童 S 吉三黃 0 YST 虽 MAR 再 T 
宫 ロ巧沒 1 81 st ぎ 某 tci Amst 马をヨ Ave . 
Tel . nolibus ごだ 


鐘 科 H 

> 診察 時熙 A 
.巧 9( 日 喔を陈 く】 
午前 化 時よ h 
午後 五 時半 
成 階 午 か 化 持 1 
午を 一時 


U け BS ? 

ぶ 日 wt 

H 化 巧 

Y ぶ 5 む 

論顯 I 


稅關 事務 
ぉ 一を 洋を化 幷じ盡 み 
W 徐 出入 方法 じ關す 
イる 一切の 御 壽じ- 
i 心じ掛 道を 船— 運 
ぶ 巧 帆表棵 S を績 
ik 等 進呈ず。 1 都 
か 了化理 店を おし 誠 
をを 速 御 巧 命じ 應や 

お驗 取扱 


稅亂車 務取級 

WILL 霞 LBA ミ U 0. 

ぎ § SB 一一 ニ Bidway.Giy 
ジ 1. B を覃を i ミ 04-5-6 
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巧 柏 巧 强 

次期 大統儀 

玫治的 資產貴 債 

お' イアザ イング 氏の 巧げ た、 
『平 調じ綺 るべ し』 との ま 巧は 
固な 聯巧加 又の 巧 巧 討義に 巧ろ 
て 米 巧の 輿! 一を 沸が せし々 た揚 
句で あ 0 た^ら 一時の 鎭靜劍 ご 
しては ル さ广巧 能は あつ わけれ 
お 巧 政の 方が を 等閑 視 しじ 爲め 
じ ま おおが なの 信用を 傷け た。 

户 アデ イング 氏の 不時の 巧 じ 巧 
I いで 大が 巧の 椅子 じ 睡れる クゥ 

ツジ 氏は 「節約 萬 一ホ義 J を 
擦 巧して 巧 巧の 建て 底し じぶ 巧 
L 、 巧に プ0 ス ペリ ブイ 語 歌の 
時化を 作つ た。 ク 氏の 退任 も 今 
や 眉 睫の 蹈に おまつて 來 じが S 
巧 四日を みて 米國游 一二 十一 化の 
大統領た るべき^ アバ アト^ フ 
—ゲヮ ー 巧が か 何なる ス n 1 ダ 
i ン をま唱 すを であら， っ 乎。 吾人 
は タ大の 巧が を 化點じ 持つ て 居 
るが、 共 か黨の 長を グ ー トあび 
ヒ ユーズ 巧め 推薦 ある 比島 總督 
スチム ソンを を 段が 長官 じが 命 
ずべ しとの 說 有力なる じ 巧みれ 
ば、 新 大統領 71 ゲア て 巧の 窗 
外を 策 巧 中衝歐 政策は 純然たる 
孤な 政を を 採ら や、- ホ々々 固 
巧聯お 日を 慶 じな あする. しあら す 
やど 揣摩 一され る。 幸に して フ氏 
が、 斯く个 ン ライン ネる 傾向 
をち すごせば 英米 蘭 係、 ホ佛關 
係み かき も好轉 み磯會 あるべし 
ピを なぜら れ ざるに ホらず C 乍 
併フ 氏の 繼 みする 改治的 負 化 ど 
してけ 對外 おには 巡洋猶 建設 問 
題が あ b 劉 巧 的 じは 最も 化かな 
る 農が あ濟閒 題が ある。 

’ 巡が お 建趴爵 題は をし ク 巧の 
希遵 する かか マ 年限を 附せ やし 
て述過 すれば I 應平調 じ 解 ホす 
べき もがら ざ ば其餘 波は が 易 
じ收 まらず なで 新 大統領 S 政治 
的 資産 ごな み 巧ない 怖が わる 
農村 救 濟閒越 比-. 旣じ 開會じ 巧を 
せる 臨時 讓會の 一一 大咕礁 ごして 
フ 巧の 手 腺が 審刊 され も 大切 y 
問題で ある。 同が じ おか 黨縣ホ 
の 運 かじ も 至大み 影營を 及ぼす 
間 題で あるから 、一 化 一大 暗礁を 
か 巧 じ 乗ら 越ず か 方 ま 回避す る 
かは 米圃 輿論の 焦点 ど i :* るに 相 
違。 < 、フ をの 大 がが どしての 
及 巧は 此 問題で 巧す るら のど 看 
做され 得る でを G ぅ。 

然 らば 巧期內 閑の 對 東洋 政策 
はか M 、 從來動 もずれ に 『親 支 
踩 日』 の 傾 おを 稱び 一巧の 陰影 
.を 太ず がに 投げつ t をつ た米國 
は r 親 ま 親日』 敌 巧を アド ブトす 
る やか 何。 個人 ごしての、 フ氏 
が 日本ょ b もミ那 レを 蒂 つて 居 
.る 過去の おお 兎ら 巧、 太平洋 
上 じ 桓久的 平 かを 諮ら さむ どす 
る じら ば 親 支 疎 H 主義は 一擲せ 
ねば U ら；： •■いのは 営が であるけ 
れ 共、 おして 其 奥を が あらぅ か 
否 ザろ ホ 固 溝 一 まを を 標榜して 
H 本を 邢馈物 巧 じする 憂な きか 
吾人は 耕 大統領 就げ 式當 扫の珪 
言 じ 化 b て 這般の 消息を 窺知す 
- る こどが 出 ホる ので あるから ホ 
れ までは お 見を が留 する の 外は 
ない。 

, ホは 關稅 改正 問題で あるか、 

| j 是れら 臨が 雄 倉の 一 ま 件 ごして 


現 けれ やぅ どして 居る。 巧 巧 西 
の駐乂 大使 ク 0 デー 八 氏の おき 
ぶ ホ 齒の熙 稅が窩 率の 隙 壁た 霜 
持す も 一 ホで ぁるのを 搞黎 して 
乂佛 貿易の す おじ 言 皮して 居る 
が 現行 鹏稅中 特に 農 あを あ 巧す 
る 必要 ある もの 若く は 製造 ェ票 
家を 掩護す る 必要 ある ものな 巧 
じまで 廣 率の 關稅を 謀し 乂 固ん一- 
找じま 稅を負 斑せ しわる 結果 斗 


生む 様な 巧 端なる 改正を 巧 ふこ 
とじ フ氏 どして は 恐らく 反 おで 
あらぅ ご 信 やる。 タ年 商務 長官 
の 地位に あつて 化 点じ 精液す る 
フ 氏け 速 舉院脚 係ょ らお 發 する 
宣 目的な 關稅な 正 運 勘を 抑制す 
るで あらう ど； 殷 じは 期待され 
て 居る 所で ある、 兎 も 巧 巧大統 
領の 就任式の 宣 含は 宮人の 最も 
重要視すべき もので あらう。 


圓爲替 U 目先を に 

支那 閒顆が 解が 甘 ねげ 益々 不安 
金輸 解禁 も P 靈 になり さ、 つ 

先 遇 じ 於る ニ ュョ！ ク巧瘍 の； 一 かく 見られ H 支關 係の 惡化 がち 
巧が 旧な 替相お 鳥 値は 四十 五 弗^ 替巧 場のを 調に あぼす々 じは 及 


廿五 化、 化 値は 四十 お 弗 十九 仙 j 
本年 じ 入 5 ての 底値は 一巧 S 日 j 
の 四十ち 弗で あるが、 この 下 巧 
しの 巧 因 どして は ユユョ ー ク巧 
瘍 の田爲 をが 楠 巧 買が けの 鑄 頭 
ご 日ま關 係の 惡 化を 入れて、 し 
きちじ 落势を 報せられ、 一方 近 
おの 爲禄巿 場の 
唯一 の强 硬が 料で ぁつた 
生糸 輸ぉ商 殺が 年 かな ホ さつ ぱ 
b 手 合せを 見せな くなら、 自ら 
下 支へ る ものが 崩れた ためで あ 
つて、 このを 潮な 膏势上 己む を 
得ない ごころ ど 言 はれて ゐ る、 
しかし 巧爲替 か瘍の 軟弱で ある 
のは、 この やう じ 貿易 關係じ 基 
くばからで なく、 をのを 調は 化 
がごして 日米を 利の 開き じよる 
爲替 資金 誠 達 難 じょつ て 巧を さ 
，、從 つて ボ縷が 一貫して 期 近 
買 ひ、 化物 賣らじ 終始して ゐる 
わめで ある、 すなは も 昨年の 春 
から 夏に かけて 殆んど 同時 じ 起 
った 日本のを 利を、 ホ國 のを 利 
鳥は 巧 ホを のま、 持續 されて こ 
i に 初めての 輸入超過 期 じ 面し 
たわけで、 現が 圓貨 の當 面する 
療 境は ニを ご 一重の 軟躲せ 巧 じ 包 
よれ、 前を なは 一入み 化 落を 巧 
想され てゐ る、 もつ ごも 巧 場が 
.、み 玉 

金解禁 もしくは 解禁 待 尊 

相場を 氣 構へ てゐ るのは 事 賞で 
あつて、 昨年 巧 化み めを 見送ら 
れてゐ る 輸入 ビ^ もな は少 から 
やなが して 居る やう U わけで， 
ある 巧 度まで 相場を 下 まへ て 居 
る ごは 言へ るが-しかし 巧廣の 
形势 はいしろ 日一日と 解禁を 氣 
じ 溢 ざ かつて 巧^ やうで ある、 
從 つて これらを 送られて 居る ビ 
八 も 巧れ 近くみ めら れ なければ 
ならない 事 巧 じあら、 かて I 加 
へ てげ 年の 棉花 輸入額， レ 一昨年 
よな お 千 方 叫 も々 いが 態 じある 
から、 本年は 化 棠廢化 じよる 巧 
键 もこれ に 加は つて、 少 から ざ 
る 買が けが 必要と-される こごは 
疑 ひ U い、 おじ ホれば m 貨は目 
化の 十五 ド 摹 割れの 可能性 こ 
そわれ 昂 藤け 剧底學 'み 得 U いご 
ころで、 たぐ 本年は 

銀塊 るち 那の舊 正月に 接 
近し てら 恐ら （强 調を 呈 する こ 
どは あるまい ごを 想され る こど 
がタ 少の强 が 巧 どなる か、 こ 如 
ごて 支 邪ん 筋の 思惑 じよつ てタ 
々の 波概を 引き起 マ 稍 巧に 化ら 
一卞浪 郁と して 牧拾 すべから ざ 
る 事態 じを も 入つ て 巧く もの！ 


なない ご 見なければ ならない、 

^ つて 目先の 爲替 相な はます ま 
t 人氣 低迷し 時々 一寸 引退す こ 
た は あつても 大勢は デリを を續 
4' て 巧く のでは ないかと 是られ 
居る、 これ じ 載し 

'禾藏 省 側は 人ち 的 じこれ 
が' 方策を 講じて 見た ごころ で 到 
を^ 厳き はせ や、 か へって 徒ら 
じ 瘍の變 動を ホす のんで ある 
か，^、 いまの ミころ 何等 留 策は 
考ぞ 居ない どぃつて おる、 じ 
S - アでリ 々または ロンドン じ わ 
いて \ 滿搜 をの 他の 外債の お 立 
につ 一て は 巧 外 正貨め 現狀 から 
して， ていじ 鬻む VJ ころな ので 
津 島^ 務官 をして 瀬踏みを させ 
て 居 を I 模模 である、 し々 して お 
本 的の 一贸 策れ るを 解禁 問題 じつ 
いては すでにを ホ 面の 速 巧 議論 
も ある Sp では あるが、 巧 巧に I 
最 おの 3^ 際 貸惜瞄 保が 甚だかん 
ばし か-て 

狀態 じを、 加 ふる じ教 
ま 問題 主す'-^ 蘇が する 情勢 
なので 唐 一 厨 もを くこれ が 解 巧に 
は 巧 詰まつ た模樣 で、 議會巧 開 
劈頭の 藏 相の 演說 中に も 依然 ど 
して 抽象的に のみ 觸れ 、質問 じ 
對 してら 陆樣の 態度を 0 てす る 
もの ご 觀んれ て 居る。 

人 縮 界巧氣 

本年の 生 產增加 

當地 でを 巧す る 『機業 化 £ 
誌の 發を する 所に 攸れば おが 度 
じがけ る マ， イブ 力の 人提 ホを は 
化 千と なよ 十万 千 ニ 巧 五十野 度 
世界 生産 属橫は S 億 四千と な 四 
十で 封 巧 じて 本年ち のアメ ブ々 


大 をめ 椅子 競賣 

約 巧 年 前 もの ど 云 はれる 
本の 大名の 椅子が 巧 H 第四衔 
一二 白 四十 一香の デー •，キヤ 
リ 1 で競貞 される VJO 


じ 於け る ホを 見蹟は 一億 ニ 千 五 
なで お 度、 IV 昨年度 ょら 約 ニ 
割 八を を增^ する じ 至るべく 
昨年は 機業 矿が 一般 じ 不振な 
しも 人絹のを 産は 殆ん ど消费 
れち るを 樣 じして、 グ 4 ズコ 
ズ巧會 の 人 額 消費 別は 

メ 9 ヤス 鐘.； 剧 八を、 木綿 額 
二割、 絹物 一割 一二み、 下着類 
ご 一割 S み、 をの 他 四を、 毛稱 
物 一を、 ブ ^1 ド ホみ， をの 
他 ホを じて 

ポント 麻會の 倒を は 
•ヤス ニ 前】 タ 木綿は 


デ 


剌 化を、 絹は S 割 四 か、 で 着 
じ ニみ、 をの 化五サ 
ご巧吿 されて 居る。 


が界の 動き I 

ま 京 特電 五日 發一 

が 績株頓 に 暴騰ず I 

ま那 問題を 定 をを 越しが 績^ 
取 別けて 暴騰す。 一 

を 債 再發の 準備 じ 一 

を 利 化 下を 是 てを 電力 會 社は 
を 償 巧を 巧 じな b 掛る ベく 巧 邦 
巧 電兩者 巧 目下 其 準備中で みる 

大同 電力の 新 社債 

义岡 電力の 新を 債 一千 万 田は 
期限 一二 年、 五 か 平貨で 住ぶ 銀 巧 
が 一， 手で 引受け わ。 

ル國 のを 債を 賣 が 

正貨 補 巧 策 どして 外 懐を 債を 
賣 却し 預金 部所ち の 一億 千方圓 
を 政府の 海外 拂 ひじ 巧當ご 巧を 
した。 

日銀の 帳 巧. こ 金利 

□あ 巧 高 U 十一 ニ 億 九 千 一一 一巧 巧 
田 □制限 外 n ニ 億】 千 百万 阳0 
貸 お 高：：；： と 億と 千 五 白 巧 田 □翌 
日 物 n 八 鹿 五毛ょり 一 錢一厘 ロ 
が 績手お = 八 厘 五毛ょ ち 一 錢一 
唾。 

一巧 中の 驗お入 烏 

一巧 中の 輸出は 一億 八 千な 六 
十八 巧阳 、輸入は.- 一億 四千 义十 
八で 六 千 山で 差 引 入超は 五 千 丸 
巧 一二 十 巧 ホ千阳 である。 

頰金 利率 引下げ 

日本 銀 巧 監督 役發表 

引續 r を 誕緩漫 の 精 勢に 鑑み 
東を & び大阪 組合 銀 巧 預金 協を 
巧を 引下げ じ 决しネ H ょ b 實施 
を 地 も槪わ 之-し 追随す る こど i 
な b 自然 巿中 割引 ホを の 祗下機 
運を 巧き を 債は 一. 段 好調を しめ 
し 株 まも 亦 金 科を 刺戟に 稍々 是 
直し 生糸 閑散、 綿糸 不ホ 、一巧 
中 貿易 入超 五 千 一巧で 阳 前年 同 
期に 比し 九 巧 万 巧 培で ある。 

ち 泻 

巧 お 券 發巧高 一、 四 五よ 

限外 發巧 ニよ 五 

一般 貸が よ 四 五 

か 爲貸か ニ 九 

正 ホ (一月 ホ) 二八、 一 


滿鐵の 事業 紹介 

當地南 滿驟道 事務所 良 鄕敏氏 
は 二ち 四 H 附を なて 千 化 百と 年 
ょ b 千 九 百 二十 ホ 年に 直る 甫滿 
簡 道の 發 達じ關 した 諸事 情と 統 
計を 英文 ル 册子这 して お刊 、を 
方面！^ 配 かした が滿蒙 問題の 紛 
糾 、滿錢 外債 募集を 前にして 好 
個の 參 を 資 がで わる、 因 じ滿鐵 
が從來 アメリカ 巿 座から 購入し 
わ 諸が 巧 品は この間に が t 一億 
ニ 千 五な 方圓に 達して 居る も。 


尋れ人 

(ち 诚縣) 大橋武 雄 (長 巧縣) 欺 
原 平 人 (同) 佑 伯鎭雄 ~ 魔 島 
縣) 中 村を ニ (同) 渡る 泰巧 (東 
京 市) 古澤 武么助 (か 歌 山縣) 
巧 藤を 之を (おぉ 縣) 松 下壽之 
ま (山 ロ縣) 德戚お 互が (熊 
本縣) ぉが 巧 喜 (鳥 化縣) 處勝 
衞 (山 ロ縣) 原を 吉 (を 媛縣ー 
橫田常 ま (か 歌 山縣) 化 本平吉 
(鹿を 島縣) 國上 時を (変 知縣) 






巧み 巧 
£ 目 了 巧 十四 
扣目 T 五十 巧 


College Inn 

3 化 日む 时 dway 
Be [ 巧 がす を t—M なが S.' 
Tel. Morningside 7479 


を自 
午 午 
おも 

島 ± 

半時 

開 

巧 


巧 ま 
巧那 

集 

雅 

園 


1 曰 
マ谣 

ィ及 
春 ± 
掩喔 
をに 
おは 


Wing Hing Low 

Chin な e Rtshuunt 
32 抑 rw 化 — ii. Y. 战 } 

まじが 晚なキ 
^ すを 日 揃 
停 百。 卞本 ひ® 邢 
車廿 朝る 人の 
巧 五 S 巧諾巧 ス （ 
の T 時 巧ち 理 巧 ^ 
下目 迄を の人 ^ 




DARUMA 

7 が — 6 化む e. 
U1. Bryant 3 拆 9 


SHOWA 

53 We が 105 St, 
Tdl. Clarkson 0981 



巧 も •を 料 


t 理 
を 

燒 

44 W. 46th St. 

Te し Ungacre M り 


Quang Gan Low 

Chiti な B RbsUuuW 
ミ 12 W. 掛 b 、 化 (5 か 


5UN HANdJAB 

21 狐 7 化む e. Bet.12Sth&127ih Sis. 
Te!i 巧 刪 m 郎 t がが 


まク よ 希 巧 摩替云 下で 巧 誰 腐 
す マ、 上を しじへ 目 窠巧君 前 本 
。ィ 日よ 繁て はばのと をのを 樓 
、醒 す々 居 巧 直 チ 街 差 嗜渾巧 
春な。 御 まるぐ ャ のと 巧つ 理 
播蟹 ホす 程日プ なげ じてん 
が お 巧。 巧 本 スニま 適日歐 
あ、 の 評人イ 十す す本廉 
>ン 程を 諸 と 六 のる 人が 


新！ 

巧！ 

花 


IKUINE 

Hotel 衣 R が !; aurant 
313 W. 88 化 化 New York 
Tel. Schuyler 7822 
む ble Address IKIHME 


TAIYO 

148_West 65ih お . 
Te!. Trafalgar 日 0 が 


TOYO KWAN 

41 £ ： • 19 比 St 
8si. SViy & 4 化む e. 
Tel. Algonquin 8768 



お 巧 $1 29 化 Street 
Tel. Lexington 5727 


ーム; お 
ん 



〇 Miy«£s ， 

340 W. 58th St. 

Telephone; 
Columbus 8882 


( 晒 日 • 水) 司壽ぉ 


TlieTolcyoCo. 

140 W. 65 化 化 
Kw むか 巧 i! 
W. Tufilw 巧 巧 


Japan 

れ 0 化 i 邮 Go. 

巧 0 W. 脚}) 化 
むし En が cqU 97 が 


JJUWW&MAm 」 

114 に 59 出 St 


New York City 

nu D 1 2133 

Ph 的 e, R 巧 帥 t gggy 


KATAG 刪邮 (TS 

224 に が 出 化 
New Yo 出 Gty 

Te し Re が nt 3 側 -3481 


DANCING 

411 W.l 巧 比 St. 

Tel. Caihedrat 4408 Apt. 3 


Kawasoye Hotel 

1 巧 WmH 巧 niS わ eet. 
むしむ thedraM910 


御 

旅 

锥 


河 


添 



City Hall Tea Garden 

— — ■ 、？- さ r;c" ゎ a ぶ t ■■ ご i 培 — 
Next to the Tribune Bldg 
Loo 1411 Manager 


前 朋 Y0 也 P 狂ぶ 》 

IMPORTER OF 

GOLDFISH 公 BIRDS 
〇 

動 其 力 各 
物 哗ナ種 

一ぶ リ金 

切 M ャ魚 


城 端 - 世 お V.; 




號 八十 二百 五 千 一 第 


愈 わを 麵贫 なで 巧を STfett 郎 


【日曜 水 


比 六 



矣ー燒 

ホに 御 料理 



を 棟の 御嗜 巧に 適よ 
巧な 美 ホの 御 巧理を 

£1 廣義 

をし まずから 績々 拘 
ホ ホを 頭 ひます 


割 農 並に 御旅 舘 

ニー 9 佐 苗 

句 巧 兄 ホ 

な 育ボ再 八十 八 T 目 一二 一一 一一 
« 話ス 々イブ 1 と 八 ニニ 


高等 御旅 無 

東洋 舘 

會賺 御料 埋 


御 巧理苗 如卽 

お * 陽 

壽司每 曰 あちます 


會席御 料理 

. 昭 が 

時 別が 日本 巧を 新設し チキンの 
水 案を 始めました。 チキンの 水 
煮は 一二 時 巧ち 前 巧ち 話 頗 ひます 


レャ K ル 市 

NP 旅舘 

W 06 I ま ザ Ave.wo* S き ttl タ Wash. 

巧 幸 巧— まご 一 了 左側 K 階篇 
日本 巧 お 切 持が ほが ロ 場 送迎 


媛の お燒 おいしい 巧な 

會席御 料理 

晝食は 末廣へ 

叮巧筋 巧を 巧 大巧 巧 


日本を 巧 品 
日本 雜ち巧 
否 爲巧舉 註 


を タ化時 迄巧柔 

メ 1 グ r ドレス 〔が-巧 

東京 巧會 

> タンク 巧*^ ます 

なをの な あ > 


▲淸潔 > 親切、 氣樂 U 1 ニ «▼ 

勢州舘 

がみ 事が 义間榮 作 

•225 E . 6 望 h S すま t 

Tel •す 巧 見 だち 


住 旧 旅 総 

箱 ま 住 田キセ 
薑 £ as ニ 置 St 「をぎ ぎ yvesa 己 3 ぎ 


力 旅が 改め 

帝 國旅舘 S 

1 ま W. ま thSt. す こ ミ k 
ジ I. を ぶ uehanna W61Q 


紐 育 旅館？*— 

巧 四十 了 目 ニ 四 ニ 巧 
Tel. 呈至弓 ia 贾 74 


ボストン 市 

富 ± お 舘大浦 末 松 

妄 wister Si •ぎ 包呈 Mass. 
ぎ B. 8.4875 


費府鄉 旅館 

桑山淸 五郎 

さ 8 ジ uth 害 St. さ 量 elphia Pa. 
す 一 . 辛 aln 己 7 这 1 


巧裳屬 域中必 、爆 領事館、 白 本 
郵船 其 他錶巧 大會社 近き お 巧 

II 小が ホブ が， 

焼 日本食 ( 精 別 巧 あ も ) 

ち 巧み 第 自颤車 御 ぉ 迎申上 候 
B ニ California St. ■ さ n Francis 宮 • 空 if. 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ ？ N San す dro Si., Los A 這 I 寅 - Cal. 


丹 本 食料品 鎮るぴ 雜貨類 卸小賣 
ホ么ま 乂賣掘 桑 由蘭會 
新刊書 籍雜誌 ホー 間 物 日用品を 種 


酱油 S 辕 |設|5营± 白米 
日本 ホ 離 食辫轟 iiS 驟が S 

巧 旧を 巧 巧 ホを をを 巧 一手 資搁巧 

日本 翁 品商會 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

片稠 巧 弟蘭會 

スマ ドン •プロ y クッ一 ホ 巧* 无 


鱗 踏 個人— 

▼ 化を ダンス A 


▼表情 ホ 操. 


了 寧 
親切 


を 

朝 十時ョ ，巧 十一 時 

シャリフ •ダン シ 

ング 師範 學校ネ 裳 

1 杉 タマ 


♦日本 菓子 ♦ 

栗 獲 頭、 其 他 色々 
のし 餅は 前日 御を 文 願 上 侯 
御菓子 舖 松風 巧 
岩 W. 雲 S ニ el.Tra 夏 ar 置 呈 


を 書 司巧當 御な 义に應 じ ま 立 

木が 屋^ 

當をサ お 巧會氣 が 
電話？ ミ； 八 五六 八 


部 S ゎ稽ホ •. 

御 忙しい 餘暇じ 巧と も 言への 
淨溜璃 の 趣味を 御 賞玩 被 遊 度 
皆 樣の御 ホ 遊を 歡迎 致します 

野 澤吉王 

ご 三ち W ごゴ -資. 呈 y 

Tel . Univers さ 君ち 


化 巧 晶卸負 

五味 商會 

W E . ごす 資 N •产 百な 

T 己 Siuyvesant 3745 


曰 

米 

桂 

i 


を 話 ブライアント 

を ま飞. < 含 。を 蓋 

竹 中 重 雄 

が 育 お 西 四十の 了 目 
一三— 二八 番ニ 磨) 
• JAP 备 ESE mMP 吉呈 S 
ニ こ 18 ちを 4 た list - J . 三. 
ぎ ミ 壹署 5 


典 面目なる ホ 風间術 じな ち 
なる 蔵 業を 巧を す 

宮川 事務所 

紐 育 ホ 西 巧 十二 了 目な サ一 巧 


置 

驾 

覆 


ブ 


r ン 


蘇 嫂 


煎餅 卸、 小賣 
を 腐 油揚 
日本食 料蟲 一切 

。旨 ri RIC。 rake 广 0• 

養 章 d asm 

ぎ P 堅 こ 2 ニ 

木 旧 ル ング 

ニ 0? 3rd iue. 呈 .59 & 呈 streets 
ジ I ち h 弓 e R 品 ま t 苦 27 

御 下宿 喜樂 

元黒瞒 旅館を な 直 蘇 

184 量 siji 呈 n, N.Y 

Tel. ブ ia 另 le 篇ニ 

スブム 1 1 ト 

户ツ トフ タ ランニング 

邦人 クラブ 宮も亭 

置 Sands St. す 00 互 戸 N. Y. 
を. 置曼 7 ニ 5 





東西 茶話 


最近の ニ ュース よ. 


み 奶の乂 男を 探ず. 

當化蠻 •お 著の 人事 探索 課に 珍 
らしい 子供の 巧衛 探査 方が ぁ 
つた、 探す まは ブ瓜ジ クリン 
. のデ ん • レ I ス 五鸟ニ十ご一 
番じ 巧む y タ •ダ ー ドラ'— ホ 
人で、 探^て 居る 子 おは 身を 
六趴 四が、 體墓 ニな 二十 五 封 
度、 ブ 八^の 萍服じ ブ^— め 
シャッ、 ホク タキ、 茶揭 色の 
外套を 着が しまる j 导 S 十日 
午を' 一時な ホ 巧衛が 解らぬ、 
ごい ふが、 の 子供は ジ 31 
チ •タ I ド 3 —£ 呼び 本年 ニ 
十一 歲、 述巧ヶ レ！ で 通って 
居る 由。 

服がぬ^ の 結婚 

ポ ー ランド お 達は 結婚式 
の 宣誓の 文句'^ 時化 後ぃだ ど 
いふので 、八!^ 前 宣誓な 正を 
法王 バィアス 心 化 じ 中し 出で 
てゐ たのが、 を^に 聽 許され 
いょ-^ 今 ザの 一月から 宵 施 
さ る Z ' こ ど t む た 、 い ま 、 
で 愛 ご 信仰 ど、 夫に 對 ぶる 服 
を嘗 つた 化 嫁 さち、 この 春 か 
ら服 なの 义巧拔 ^ で 『を ご 信 
仰 ごま ごしての 也 育』 を も か 
ふこ どじ。 つむ、- そのため 去 
年から 擧巧 延期の iy ダン 化 嫁 
連巧搭 へがすな フ八ジ 
郵 信。 .. 


盗む 最中に 窒息す. 

去る 木曜 H の 化、 ク キン ス郡 
ジャィ キカの， バ テー 昕巧化 I 
十五を じある々 ダン 木 か 巧會 
の 事 巧 巧で 巧 巧の ためじ 窒息 
し 頻死の 狀 態で 病院に 送られ 
た 身元 不詳の 巧は を じ 日 確 日 
死ました が、 譬宫 の談じ 地る 
どこの 男は 同 巧 事務 巧 じ 忍 込 
み商會 のが 巧 通帳まで ポヶブ 
トじ 失敬して 居た ので あるが 
盗 わ 最中 じを 巧が 巧 かの 機を 
で 洩れた のを 知らず じな をし レ 
たもの らしい W 0 

無茶な 女 敎員辭 職 

當地 官立 學 校の 女敎員 であら 
八— ネス •メー 壊は、 敎へ子 
である フランシス • ネゲエ み 
ご 呼ぶ ぶ 年と 歲 のす 供が 敎室 
で 余ら おしや ぺ b をす る ごい 
ふので、 去る 木曜 H 乱 嚴じも 
子供の 口に ブ ー プを 張らつ け 
ておし やべ らを勒 じね ので、 
子供は なく- 家に 歸 り、 巧 
親が お湯で 溫 めて 漸く テ 1 プ 
を 取 除いた 騷 ぎじ 父兄 速も大 
いじ 憤慨し 社會の 問題に しか 
けたので メ ー 壊は 遂 ，辭 職し 
た N リゲア サキ ドニ H 發。 

藝敍を 物品 取扱 ひ 

東を 商工 會議 巧では ニ 巧 二十 


一日が 講 員むな 逃がに なつて 
居る ので、：- の瞄 から 調査 作 
が 中で あつた 選擧 人を 簿を立 
族 補 者の 手贵じ 配布して 居 も 
が、 をの 職業が じ々 度 新し < 
入つ た 藝妓崖 一を 物品 販賣莱 ど 
して あるのは、 いさ、 か 巧 肉 
だ、 をう する A - J 藝 をは 一 蹄の 
物品 あつか ひ ミなる、 が裙連 
が 聞いたら さぞ 憤慨ず る こど 
だら う、 粹人ぞ ろ ひの 會議所 
じ も 似を はない こど だ VI 增の 
VJ ら でを n 柬を迪 信。 

珍ら しい 戈の 密輸 

神戶港 じいろん な 補 類のを 叛 
が あるが 珍ら しん、 も 小牛は ど 
あ& 犬の 密輸が 斧 けられたー 
— をる H の 午後 I 時 ごろ 神 ロ 
巧關 本館 橫の關 巧を 小牛の や 
うな おが 鑑札 もつ けず ノ ソノ 
ソど通 巡して ゆム のを 監視 島， 
が 見つけた が、 日 半に け 珍ら 
しい 神 類で あ b 、 ごいつは を 
しいと あつて 一 T 巧で 後から 
ついて 來る をの 持主ら しい 男 
を 捕へ る f 方 犬を なつかれ じ 
が 犬は 知らぬ 男 じ 逆にれ るの 
で 一. 目 散。 逃け おんた、 しか 
L ホれ が 外 圏、 神が の 地理を 
しらの ので、 つ ひ L ； 逮捕、 人 
犬 ごもに 引致して 鹽重じ 取調 
ベる ミ、 人間は 觀 までない ど 
いふが、 犬は 遮ん じを の 人間 
の 顔を 見て 尾を 振る 疫 で、 つ 
ひじ 包み きれず 飼までを る こ 
f を自 なしれ、 この ス 間は 某 
船員で 神 戶ホ楠 町を 本 伴 = 帝 


(一 二十) ごい ひ、 最巧义 が 非常 
じ 巧け して 居る ので 一儲けせ 
ん运 して オランダから ド ィブ 
稱ど ドアマン 禪を 買つ て ホた 
が 高い 稅 金を ミ 拂ふ のが おし 
いので この 始末 ど 巧 巧した N 
神ロ郵 信。 

貨幣に 斷髮 マ— ク 

フランス 政府は、 今圓轨 しく 
を 行した 巧 フランの 金貨に、 
珍ら. — ^ ^ も パ ッフド •ヘアの 
女を マ 1 クど する こど じ 巧 一 一 
た、 圖案 家は 片シ ー ン •バゾ 
— 巧で この 近 化 的な マリア ー 
ネは 『勿論 クラシック ならの 
にはす るが- 歐 測大戰 S 試練 
で 固められた フラン， 近 化の 
女性を 表象す る 意 ホから 斷髮 
娘を 推す こご じな b ましれ』 

と 語つ て 居る、 尙ほ树 時じ發 
巧され る 十 フランの 貨賴は 長 
髮の 娘で ぁる：： = バリ ー 1 日發 

氣が 利いた 强盜閣 

當地 第一 ニ 街-ニ 千 化 百 化 十 五番 

の ベンジャミン •ワ トコ ゥキ 
ッの レスト ラントへ、 で やど 
やと 乘 込んだ 四 お乂浊 れの强 
盜鹽 、表口に 旨 動 車を 持たし 
て 食事 中の お 客 二十 余人、 店 
の 現を 箱から 約 二な 十 お 巧の 
現を を 失敬した が、 何を 考へ 
たらの か 巧び 巧 じ 引返し お 客 
さん 達の 卓上に ぁつた 勘を 書 
を 一々 檢査 しこれを 支 拂ひ車 
賃 二十 化を 獲し 下 引 揚げた、 
日曜 H である ニ 巧 三日を 曉の 
お ホ 事で ある。 


け W ふ 


此 I 頃 


變 ろが 式 取引所て：！' 

勝脹 ずろ 斗 


一 何處迄 も喧唯 巧き な 株屋 


ゥォ — 八 街の ニュョ A ク がま 
な 引 所では 旣 報した 如- Mr 固 ニ 
百と 十五 人の 所員 お 加じ規 ての 
可否を お 引 巧 具に 尋ね 愈 ホ 

明 0 卵 もと 日 じは. 一一れ を 
决 する こど じな つた、 师 しろ 现 
化か 界巧 一の 大瞄博 麓で ぁ \ る ニ 
ュ r ク 株式な 引 巧の 稱 張で ぃ 
ふこ どは 獨ち アメ 9 々が 巧扩み 
ならず、 化が のが 界 じら 影^が 
ぁるので、 自然 化が 的む を si を 
あいて 居る 譯 である、 取引所の 
演張 論が 生れた のは 昨年の 十一 
月、 フ ー ゲァ ー 當選當 時の 株式 
ブーム で、 1 U の 化 巧 高 ホ 均 六 
な 巧 株 こなら、 化 引 所員は を 知 
I こを 不眠不休で ブンブ n 舞を ム 
i わが、 をれ でも ナッ 力ー スの银 
; 道は 遲れ て不巧 この 上な く、^ 

; 引 所で も 俄か じ 電信 電話線を^ 
- 張して 漸< この ラッシュ じ 礎え 一 
.巧た ので あるが、 今や 

f る 一方の 取引所 ご 
してを いお ホ じ 一 H 】 千 方 株の 
お 來ら宵 現し 巧な 形勢 じ.：；^ つて 
居る ので、 今 网相當 の 値 殺で 所 
員を 渡 張し やぅ どい ふので ある 
尤も 千 九な 二十 五 年に 取引所は 
を 役な 謀の 結 お、 一人 當 6 十 I ニ 
で 五 千 巧から ト 四で 五 千 巧見當 
で 僅か 二十 S A のが 會良滋 娘を 
捏 級して これを 取引所の 收入じ 
宛て やう どした が 大多数で 否 巧 
された どい ふ厲 をが ある、 をれ 


だけ じ 古 （巢を 喉 ふ 巧 謂 先輩 連 
中には 今回の 思 切つ た捉則 改正 
じ 反 街を して 居る 人 も數な < な 
いが、 時め 推移は ずへ いょ いもの 
でが ぅした お 固な を 人 階 扱の 株 
屋 さんは 漸み をの 跡を 経 も 昨を 
では 

學校 おの ホヤ/、 二十 時 
化の 靑年 株屋さん も 多 < 本年 僅 
か 二十 一歲の 株屋さん が 二人 も 


巧 大球團 轉戰地 

まま 特電 二日 强 = 明治 大學巧 
球 脚は サイべ リア 化で 一二 巧 十 
五 H 横： あを 渡米す V < 競 お 化 

は ホを、 ロス ア y ゼグス 、ポ 
ダグー プ 、を 港、 オレゴン、 
タコマ、 沙 港、 ミネソタ、 ウ 
キタ 3 ン シン 等 だと。 


取引所 員 ごして 活 敷して 居る 位 
であ， からを 老 、中老 階級 ミ靑 
年 階級の 太 W 巧 もも どぅやら 靑 
年 階級の 勝が どな b 株式取引所 
一は 名 實典じ 現 化 化される らしい 
I 兀ホ株 崖さん はまて 喧唾早 いら 
のが タ ：、 取引所の 歷お をの も 
《は旣 じ 仲買人 同志の 喧雖 であ 

る、 をも^.*..^ ニ ユヨー ク巧 巧が 
引 所が 孤々 の 聲を擧 げたのは 元 
を 訊せば 嘻巧じ 始まつ て 居る か 
ら 面白い、 化 ぉを 衆齒の 第一み 

聯巧議 曾が フエ デラ^ •ホー 瓜 

こ 

る 集され たのは 千と な乂 


十 丸 年から 九十を であ づが 、當 
時な 府は戟 時 中の 負 償 I 殖民 化 
乃 まを 州のを 債 償還 用て て 八 
千 巧 巧のを 債 (窝 時は 斧と 呼ん 
で 居た) 募集を 巧决 した もので 
ある、 こいが アメリカに 於る 証 
券 投機の 皮 がらで ゥォ丄 八 街に 
敵 巧ネる 商人 や 競 買 人は 一 是非共 
これ々 買へ ど 命々 された 一 もので 
あるが、 一部の 商人は 巧 一 迷 この 
証 窃をホ 巧の 資 どして 新て しい 
商 買に 巧つ た、 ごころ がを じ 端 
なく も 穀買人 ご 株 忡賣人 巧 間 じ 
餘爭を 生じ、 競 寅 A は 巧が 職を 
でを 日み な會を 希 留 する 心-共に 
當 時の 扫巧 新聞で あつた^， キ T 
9 1 紙 ： -i i 

を 出し 『プ 9; 一力ー 

ビン タ ド、 マク 玉 ゲア— 一、 バ 

! ク レ！、 3 ランド、 ずツ 

トン 商會 等は 聯 をの 上、 今倭每 
目史 午ょり ゥォ ー 八 街 二十 二番 
じ 採 取引所を 設け』 ご發 表ん た 
のは 千 セな 九十 ニ 年 三 一巧 上旬の 
ことで あつた、 これに 憤激した 
のは 新 仲買の 連中で、 直 もじ 0 
下の 廣吿 をを をした 『 H 巧 一| 十 
一日 我等が 仲買人は コー グ " tl * 
ホブ 八で 協議の 結を、 ホる i 月 
二十 一日な 後、 一切を 開の 席' 上 
じがる 巧賣 買に 立 入らず、 別 じ 
適當 なる を 屋を借 受け 

規則 を 設けて 取引す る』 
ご發 表し、 更ら じ. 一 ホを 進めて 
今 H の 株 化 引 所の ぷ礎 ども 云 ふ 
べきみ 議を發 ホし 打、 即も 彼等 
は 千と 巧 九十 ニ 年 一二 巧 十と H を 
3 て 『下を 等は 今後 化 ゆる 証券 
巧 引に 就て はが 面 四 かの 一 口下 
め コン ミツ シ a ンで磨 巧 じ 巧 人 


み 取引せ ず』 どい ふ 宣誓書を を 
表する じ 至つ ねので ある。 

第一 日 目に 

松 山 快勝 

意：^ の番 巧は せ 

.お 報の 如く 世巧ボ I クラ キン 
掃 球 大會は 去る 四日 巧を 0 て レ 
ゲ エ^ •クラブに 開催、 約 四な 
人の 觀 衆を 前 じ 現化界 選手 ホ ー 
グ マン 〔ベ 弁 VI .〕 街 化 山を 嶺 
〔日本〕 の 試を じ 移っ たが、 最巧 
の 勝負を 想は 先 づニ掛 一の 割合 
で*! マンの 勝利が 確信され 
て 居た にも 關ら ず、 この 日 ホ 1 
八 マンの 當ら惡 く 第二 イン ニン 
グ ょな 失策 續 出した る じ 乗じ 松 
山は ねば b 强ぐ 得点を 高め 遂に 
十六 イン ニ •"'ダを S て 松 山は 四 
なおを 博し 四百 掛 ニが 九十 ニの 
大差を 0 てが 山 快勝、 大會 最初 
のをが はせ を 演出して 前途の 波 
欄を 呼んで 居る、 イン ニン ダに 
依る スコア 左の 如し。 

ホー グ マン N ニ 九、 ニ 旧、 0 

S 、 一一、 ろ 一二、 一、 ろ 

Q 、 一二 0、 五 化， 四、 一 五、 五 
八、 匹 四 U 合 針 ニ 化 ニ。 孕 均一 
八 •四— 一六。 最大 捧五 丸。 

松 山 = と、 と 四、 一二、 二八、 

一 五、 I 二八、 0、 六と、 ニ、 八 

化、 一、 一二、 ニニ、 四 0、 0、 
ニ OU 合計 四 OOC 平均 ニ 五。 
最大 棒 八 九。 

尙ほ當 巧惧樂 部では 兩 選手 じ 
敬意を 表しべ 八 ¥1 ぶび H 本總 
領事 舘 員を 招待して 晚餐爵 を 催 
t たが、 ホ賓席 じは 內山 領事 夫 
人 も 見を け、 化 山の か 勝 じ 邦人 
の 巧を は 一を じ 巧 喜した。 


番組が お ホ 

デビ k 盃戦 


じ 一 


不戰 一勝 

ス盃戰 は參加 
おび 愈々 まる 
化の 抽鑑を 巧 
な 米 预帶じ 
じ 孤は り、 
は、 米闽凿 
齒 ごで、 日 
ぶの 試を の 
順が と W つ 


弓 

本年度 國際ー 
摄數 二十 九ヶ® I : 

阻 B 巴を にがて 查 
つたが 右の 內五ァ 
二十 四グ國 は歐卿 
米國帶 では 第一 贵 
加を 太、* ュバ 心？ 

本は この 米 國對名 
勝利； 報どキ 合せ イ 
て 居る。 一 

グ アレン チノ 巧 

身臀 心 ぶ 償 

凹 巧 五 千 勝訴 

プ V ツクブ ンじ住 心 3' セツ • 
ヵシォ ブと 呼ぶ 男、 卑わグ こ 
ン チノに ょくので 居ち ていふの 
で將 ホは 第二の 世界 一巧 ごー 
て スク义 1 ン界じ 活動 1 ベく み 
の 日の ホる のを 夢み つ了舖 道を 
横切った 譯 でも ぁるまで が 
昨年 八 屑。 ネ I ァ キ^ンドで 

タキ ムス •ス n エァが 水 降を 

持つ 觀化乘 を 自動 革 一 I 喜の 間 
じ狹まれて双脚じ費^^ を聚ち 
殊じ 左足が をれ な ホ K て 
なつた こ ミを 理 もとー I て 
會 社を 相手 联り 
巧 角 スクリ ！_ ■ン界 の 一 
將 巧を！！ 觸 された ミ. 

十万 弗の 損害 赔 償を 電 求で、 彼 

が ダ ァレン チノ じの P 服！！^ でポ 

1ズした禪々な寫眞|^.*證管品£ 
して 陪審 裁 巧 巧で が'^ 中イ をつ 
たが、 別に 歷然 こし 节 巧^ 歲眞 
會社 どの 契約 もな かづた 斗で 遂 
じ 五十 巧 巧から 四方 お 千 ^ の賠 
廣 を受联 る-こご •しなつ た A 



自^*! ^* s 轉を密 つて シ 

ヤブ フアず • j メカ 

ニ ブク参 タキ！ シ 1 

ドラィ ダ I で . — てな 
らなさ ぃー- 授一^^巧 
は 普通。 をが 巧 証 
化 時よ ち 化 時 迄。 婦人 徽 迎 - 
MTATm AUTO Ms 畳广 '20 吉 .夏 さで. 


FF 1 

酱 


チヤ プス ィラ I ンチ 

もや ぷ すい 
てんぷら 

さんで ういち 一 刖 
をう だ* こうなー 0 
ブ シン トン 街宮幽 十で 


t 

ns 

.1 お 


ジ五 シン トの 一 

埋髮鹰 I 

西 六十 五了皇 一一 •す- 靈化 
五 年間 中が 氏 ど 共 1一 經營と 年 
間 日本 入 諸君の 巧 雲の 經 験を 
货 つて 居 b が。 懸 4- i 注意 深 
< 特に 日本人 諸君を 一 脚 涛遇申 
上が。 料を も 左の か.- 則 下げ 
大 勉强。 一 
散髮 シャン フ 1 巧 一げ 刈这 

髮ト 一一 プク 一一 お 

散髪 顔觀ら 五 伽 
散 髮 マ G 仙 
を棟髮 トニック 一一 0 他 
衛 ホ的設 鶴と ホ 法 御裡意 


淸 
山 D 


日本理髮^ 

西 四十 ST 目. 白を 化 ニが おお 号 

ご 庭 (巧 六# じ 巧し) 


ま 邪巧理 

が廳 茶園 

司 迅人ま 蓮 
出勤の 方 じは まな 
の 御 便が じ備 へが 
强會 おの 御用に 應 
や V くち 間 巧 ホ 巧 
ホ 變わ引 立願 巧な 
紙上 御 ま 巧 申上误 


ホ 上 金魚 巧 

ち 8 巧董 F Ne 三ち k 置. 
さ i Circle 97 ち 
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號八廿 百 五 千 一 第 


雜新 窝 器を 


日曜 水】 


日 六月 ニ 年 四が 昭 


四 


が 


き ♦金製よ ツブケ 1 ス 
を 
展 


賣 

石 


♦金緣 財囊 
♦，金銀 計 類 


商 ♦金製 養を み 置 時計 




新入 巧 

栗 きん ご 

瞻 入 


桑 山が 




ニ A EAST 吉 th N . yjc . 
さ ミ e . 《 eg ミニ 13 ザ 0 黒？ 


ゎ 尋ね 致 C 半ず 

スラン ク大 庭稳、 プ ー. 


ウン じ 働ら いて 居らで し 
御 貴殿 じ 最上の 働き 「 
巧じをらます、 是ホ|^所- 
知らせ被下ます樣願けま|^-^ 

ホ 巧 I 

241 呈 nt 呈 芭- Watet 呈 n ,'- N - 产 


j ^タ 
矿方 
P が 雀 W 

r お 


東京 蘭 會特吿 


轉送 留置き 


な 扱 ひ 申 候 


メ—ル j 

小包 
電 .信 一 

一 ヶ年一 弗 0 上 一二 弗 迄 

御 煩 巧で まを 

御 申 越は 今 

紐 東京 商會 

140W . 畫 FN . ご. 
Tel . T 互 a 宫 置 基 


« 1 ま 或は ニ 室、 婦人 
.又は 夫婦 者に 貸 度し 

ホ じ扫 本刺脯 リンネ グ 刺雜自 
宅 じて 皆樣 じお敎 へします。 
ダイク マン 停車 壌 よら ニ 了 
ミセス 毛 利 
ごご her 置 n Av 田. 享 5 
ブ|. tirrai ミ宫 呂 


晚香 坡每ニ 週-回 出帆 

▲で ム プレス 亞細亞 ニニろ 00 顺) 

ニ 巧 十六 日 

▲で ム プレス 佛蘭西 (一二ろ 呂嗯) 

一二 巧 九 日 

▲ M ム プレス 露西亞 (一二. 呂 0 喷) 

一二 巧 一二 十日 

▲でム ブレス 亞細亞 (一二ろ 00 咽〕 

四月 十八 日 
一等、 二等 n 二等 及び 下等 客 設備 
最大、 善美、 梟 快 まの 東が 航巧船 


資本を 壹 ほ 胜 
拂込濟 資本を 六 千 おな 
構 立を 六で 一二 百 五十 お圓 

能賦 S ザ 銀 巧— 支店 

本店 ま京巿 H 本 橋 臨 本を 崖 町 五を 化 一巧 
支店 ル诘 日本 お 化の 內丢 ち谋演 
名 古 屋巧都 大阪西 (大拓 ) 神戶 
■谣島 下 巧 門 司を が 巧 岡 長 供 
111 上が か 致る ち 巧 水 


おお 入ち を’ お 信 送金' ホ 送を' 旅行 借用が 
巧 業 信用 狀其化 一般を 巧 業 

乂獻船 S 菱銀巧 f まな 

が 里 送金" 日本み 化 お キ较巧 ニ， 迅速 取投 
本店 預金 {を 巧 あか ノニ 補) 巧 便利 取 巧 
ネ 支店 まを (本 巧) > 大阪 ># ロ、 京都 
巧 巧 地名 古 崖、 小 梅、 上 お、 な 巧 


▼鄕里 送を 及ぴ ホを を (おず 巧 巧 r An 
巧释夏 巧、 荷な 替 おが 取せ、 傳庙巧 g 
巧 ま】 巧が 巧 業務 稱 使が じな 巧す 化 侯 

濃臺灣 雞巧替 出張所 

本 巧 臺巧臺 化 

ぞ巧ま 巧、 巧な， 大巧、 神戶 、上が、 澳 
ロ、， 履 州、 厦 巧、 細 巧、 を 巧、. 巧 東、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 ス- マラン、 バタ ピヤ、 ま K 
々グ カツ タ 、偷敦 、其 か臺巧 十四 ケ巧 


i ヴ ナメ！ 力！ の 特色 

お 本人の お 買物 じは 特別 掛 員を 置き 無 
觀で御 案 內致升 電話 又は ぉ 手紙 か第猶 
哉 間して 御 便宜を 計を 巧め ての お 方に 
發 しでは 特に 注意 致します から 是非 お 
立 蚕ら 願 ひ 巧、 巿內 配達は 勿論 日本 巧 
値を 弛 寃のお 荷物 發 送は 當 ホで 致し ホ 

-I ン 3 ン ワナメ ー 力 ！ 


一' 資本を 壹億閣 (を 額拂这 巧) 

一、 橫 立を 一億 一' 巧 五十 萬 回 

內化本 支店： 濱 {本店) まを 大阪 
神タ 長が 下熙 名を 屋 

橫濱ぶ 金銀 巧— 支店 

ホ 困を ま お = を 港 羅《 沙 巧 巧を 
其 化 世 ホを 画 重要 都 巧 ュぞ店 及 コ グン 
ス有之 g 


ネ巧大 阪化濱 五 T 目 
が 育 支 巧 祕育ブ 0 1 ドゥ ユ！ 百 四十 九を 

鱗 住ぶ 銀 巧 

日. . L 立 東ち 橫濱 、名 古适 、京都、 神ち 岡 山 
出 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 井 卡ノ顆 
巧ち 巧 一巧 司ぶ 倉、 若松、 博 多、 乂留乂 、熊 本 ま 
本爵預 を、 猫 里を 金 等は 極め 
て 御 巧 巧 迅速 じ 御 取圾可 申ち 


ネ巧 朝鮮を 巧 

支店 お 張 巧は 日本 巧 地の 樞要都 ホ、 朝鲜 
巧讲 、支那のを 化 あび 浦 お 巧 お 

朝鮮 艱巧紐 育 出張所 

外 固爲替 一般を 巧 業 お 精々 巧 巧 巧 じ 巧投可 
申 上 巧 


藤本 證券 會巧 

一肢 ち借莊 券ノ賣 買、 引受、 裳を 
▲金輔 、ホ ニ 之 ニ 關ス八 一切 ノ 業が 

餘賦 藤本 ミミ—？ 銀な 

紐 育 お 張が 


シアトル 度觀 (午前 十 時) 
をら ば まえ S 巧 十 ご 一 曰 
あらび や 見 ニ 巧が と 目 
ば リずあ (坡謹 お 化) ニ 巧 二十 目 
► I 等簿 透】 九を 蕉 

化し ば リず丸 るん どん お U 1 おを 猪 
T1 二等 目本转 おお 弗を 室 おを 遣を 淚室 多な 
▼御を 窒 におみ 一等 割 おを 獲 切符 發巧致 巧 候 

ロス ア A ゼ ルス 出帆 (午後 一二 時) 
らぷら たか- ニ 巧廿 五日 
さんごす 化 一二 月 ホ 五日 
▼一等 穂濱ニ HO 巧恒 はわい か i じらみ 一芸 巧 
▼巧 別 一二 等 日本 巧 五十 化 巧 ►一二 等 日本 斤 五十 五 巧 
▼を 潘羅商 巧 盛 車 切 巧 寝 窒を蔑 入御 幹旌な 4 を 
マ 親 育 線 パ マ 經ぉ 8 本ち那*$ 13 ;物船貝 1 圆 


諸 雜貨仰 買、 輝販賣 

保 巧廊會 


陶媪器 錐 貨卸賣 

春 旧商會 


日本 陶破 黑雜貨 類卸賣 

井元 ブ タザ ー ス 


日本 陶継 器雜貨 

ラム プ卸賣 

奈良 貿易商 會 


日本 吳服 反物 キ モノ 

テ^-フル クロ ー ス類 

諸雜貨 卸商 

特別 廉價で 大勉ぶ 新 流行は 営 巧の 巧を 


H 本陶 黑雜貨 
ドライ グ 4 ブ卽 販賣 

S 巧 ホ 桃 ザ 組 


ド 一 V 


下 尊の 巧 刷こ^ 巧なる 化 上げ 

時日 d 迅速 ご 確實な 校正を が 証 


胸は 紐臂 新報 社へ 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九 - 0 

わ 間 運^む く 新報へ 

お內西 十と 了 目 十二を 十 階 目 


東部 じがけ る 巧 字 言論 機關の 

權 盛、 吾が 新報を 讀 まの 人な し 


廣 をは 紐 育 新報へ 






這 -,- ' - タ . ；| を* <す|. 复 





® 羅府 、を 港 出か (ホ 
お府發 

(午后 ニ 時 出れ〕 

天洋化 二月 廿 二日 

コレア 义 一二 巧 八 目 

春が 义 一二 巧せ 二日 
西 比 利 お 見 四月 五日 


グ少經 ち 
桑港發 

(正午 化 化〕 

ニ 巧 サと日 
ご一 巧 十三 一日 
ご 一月 甘と 日 
四月 十日 


U 


謝® シアトル 出帆 (午前 十 時 お 化) 

丈 橫濱乂 ニ巧廿 一二 日 
W „ 一二 島 丸 一二 月廿 一二 日 


- 伊を 化 

一 靜岡化 


四ち ご 一 

五月 一 


® 输巧發 日本 巧 巧 帆 

化 廣か - 頁せ す 
香 取み 一二 巧 九日 
熟 巧 か 三月 4 = ニ扫 
▲紐 育 ぉ 帆 芭奈馬 孫を a 本巧赏 物がー 巧ニ圆 
▲蹄 絡 おお。 邮 社は 獻洲 巧、 南 ホ 巧 並に 田奈馬 
經由 おや 律 岸 巧を 俄船營 社ミ特 おち リ乘鉛 硬 
巧 等 萬審御 便を にお 計 ひ 申 上まず 
▲ホ 閣鐵道 切 巧、 廈當券 等 も 御馈を にお 計 ひ 申 
上を ず 


N 






日本 郵船 會社 (化ュ を 鐵道會 社) 

代理店 片欄 兄弟 廊會 

乗車* 乘 船が 巧が じ 小满物 運送 御 巧 利 じ 取扱 申しまず 


ラム プ ぶび シル クシ 王 IF 

製造元 卸賣 手 塚商會 

H . Y . 1ETSCKA CO . 

• 15 West 2 室 ぎ！ I . Y . 晏ぎ量 養 黄 31 




維 爾遜氏 ホ t 人 も 加って 

聖路加 國際 病院 完成 運動 

ホ國 がわ 委員を 附隨 婦人 委員が 

紐 育 方面て 約な 巧 弗を 釀金 


東^ 展塞地 じがけ る 聖路加 
病院 巧 座 運 勘は 千 九な 二十 一二 年 
な ホ院を ブユ！ スラ ァ巧 ± の 熱 
必な る奔を じ 化 b て 部み 的 じは 
成功し ホつ たので をる が ブユー 
スラ ァ巧± を 始め 幹部 じがて け 
更らじ 其 規模を 渡 大し單 なるお 
院 ごせ や國際 的の メグ カ^ •セ 
ンタァ をを 成せ わごの 計畫 をが 
て 五 白で 弗を 目標 ごして 少 くご 
も 半 巧は H 本 じがて 之を 募集す 
I る 2 ごし 別 じ 米 固實巧 委員 貪を 
創立し を 地方に 五十 0 上の ま 部 
を 設けと じ附隨 して 婦人 部のを 
員 會が あろを ホを 中必ピ する 該 
委員長 A ヘン リー •ピ t •ダ ゲキ 
ッン 夫人で あるが、 本 月を 則し 
少< ごら ち 万 ホを 姑 育 方面」 て 
艇 をせ むとの 運動を 起して むる 
まる 二日は 婦人 部 委員 會丰 催の 
午餐 會をク 才少ド 1 フ •ア スト 
リァに 開いた が ホ 會者千 五十 四 
名に 達し、 テユー スラ ァ搏ナ -の 

従妹 じ相當 するな 大統領 
維 お 遜 氏 ホ 巳ん も 特に 華 端頓ょ 
一ら 臨席した。 當 日は ホ强實 巧委 

員を ジ m — ジ •ダブ リクら キッ 
一々 シャム 氏、 內山 總锁事 巧理、 

一 聖路加病院 創立者 ブュ ー スラ T 
一博 ± 全米 王 ピスコ バか敎 會ま事 

'ウッド 博 ± ，お 肯婦 A 部 委員長 

一 チヤ 1 レス •ゲ作 モア i ; 々アレイ 


夫人 等の. 棋說あ b 孰れ も 熱必じ 

東 巧 じ 國際メ デカグ •センタ ァ 
I を 完成す るの 意義 あるを 說 いだ 
出 淵 大巧は 『華府 じ 前約 あ もて 
ホ會不可能；；*るは遺城なるも化 
計 塞に 化 b て H 义兩瞬 相互の 好 
意を 化 進す るは 予の 深謝 じ 堪え 
ざる 所でを る』 ごの 電報を 脊せ 
マンニ ング 僧正は 『主 治 醫の勸 
吿じ 基き 午餐 曾に 列席す るを 得 
ざるは 殘をモ 萬なる が、 世界の 
平和を 目的と する 聖路加病院の 
尊重すべき 寒 化は 東面を 接觸結 
をせ しむる ものである』 ご 一書 
を嘗 甘た。 

實巧 委員長 ゥキ ッカ シャ 

ム氏度 テユー スラ ァ博 ± は 『日 
本じ對 してぶ 證的じ 握手を ホい 
るは 米 人の 義務で わる。 殊に 米 
國も 府は必 やし も 常 じ 日本に 適 
正なる 待遇を 典へ なかつ わ 11 ご 
て 暗 じ 差別 的 待遇の 不可を 諷し 
巧山總 領事 巧 巧は 『 H ぶ 人は 化 
敬愛すべき 施設 じ 向つ て 多大の 
興がを 待 もを つ 威 謝の 精に 溢れ 
てむ る。 予は 日本が 終始 愈ら 中 
誠實 なるお ホる 詰を ちずるを を 
保 謡せ む」 ご 結び ダグ キ ソン 夫 
人は 『假み 女，：；^ がらら 巧 巧 や ニ 
な 方 典の 基金を 集わる ミけ 難事 
で。 い ミを 寶巧 委員長 じ吿 げた 
い i ど聲 明し 盛 現 狸に 散會 した 


： J— • . I , 


ソーヤ 了 女たい 著は. した 

小說 「梅の 道」 はが 評 噴々 

. .新に HW 梅の 隱れ 家」 を義 


昨秋 所 報の かくみ 文小說 『梅 

の 道』 を 著せる で デス •エ ー 
; ソ ー ャア 女史は 去る 十一 丹 W 
降 メィン 州フ ラぅ バーグ よら 
來 が ホテル • n ち ドア じな 6 

I て 右の 纔篇 とら 稱 すべき 『侮 
- の 魔れ 家』 を お 稿 中で 旣じ大 
体 脱稿せ るが、 _ 王 梓 前が 著の 
I 主要部み ごな ち化臺 、松 島 等 
を觀 ホす るの 削臺 もめら 更ら 
; じ 淨瑞璃 化 台 がをおめ が 達が 
ま 傅 等を も ホ 職して 參考ご ょ 
さ レ ど 試み ク 、あら 
壁 じ 徳川家 達を を經 て、 まを じ 
がける： n 米 協 曾々 員 じ 寄贈せ る 
『梅の 道」 じ對 しを 方面ょ b 禮 
化、 批許 等を 摄手 せる 由 じて 扱 
を 巧は 『特 じが ホ ある 一書』 であ 
る ど 云 ひ、 が 貧 長文 巧は 『斯か 
る 興 か 深き 寒を 著は せる 貴 壊の 
巧 力を 謝す」 £ 云 ひ、 ジユー • 

エス •パ ッパア 氏は 『チは 一二 十 

と 年間 H 本に 巧ら 其 故 も あらむ 
が貴媒 のを 必 、考査の 痕歷 々た 
るを 認めざる を 得ない。 武 十が 
か 巧に 巧き が柯に 巧せ るかて ふ 
をき H 本を 知る 予は貴 媛の 婉麗 
U る 筆致を 讚美す る』 ど 激稱し 

ご 0 

亦窮 •五 師團 を 放 口中 將 のみ 息 
太郎 巧れ 『篇罐 の 適正なる H 
本 おを は予等 H 本人 自身を し 
て瞪 をたら しむる ものが ある 
貴 雄の 巧 あある 叙事は 實じ宁 
等を 驚かした」 £ 云 ひ、 藤 煩 
を 雄 氏は 『 H 本人の 生活 ご 巧 


巧 どを 正確に 捉えなる を 祝す 
特 I 敵を 寬を ずる H 本人の 理 
想を 美は し （書き 現け して 復 
譬 謀に 巧え たるは 稱ぶ べし』 
と稱 し、 ヘレン •ディ •チヤン 
ドラ ア 女史は 『多數 の 筆者は 
日本の 樽 神を 眞實 じ 得へ わご 
して 幾度 か 失敗して なる が、 
貴 攘は其 内的生活-し 觸れて 巧 
みに 日本人の 習慣、 傅 說並じ 
をを 惜 いの 情を 表現し 殊じ最 
後に 敵を 寬容 する の 精神を 高 
調せ るは 大に 佳し』 ご 云 ひ、 
斯波 巧爵は 『化の 書 じ 依 6 て眞 
の 日本を 歐米 人に 紹 かずる； を 
得む』 ど 評し、 ポ ー グ •ケー •タ- 
ム •ト！ マス 氏は 「閑雅なる 筆 
致 じて 日本 婦人の 貞操 忍耐、 を 
氣を 遺喊な < 傅 へたる ものは 化 
書で わる。 巧が 道 寒がに ゐ るぅ 
めの 苦， むは 潑测 ごして 表 巧され 
てゐ る』 ど 一 おひ、 な グリ フネて 
巧 ± の ホ 亡ん は 『貴 獲は 驚 へ 
き 程 H 本人の 氣 かを 巧みに 撤ぇ 
て 泰西 人を 悅ば しめた。 化 書は 
正さ じ グリフ キス 博 ± の 稱讚じ 
値して ゐ る』 と 當 いて ゐる 


决し 午後 S 時 散 曾した。 


堤 汀 巧 一二 月來任 

過 ま 五 年間 I ニ 井 肋を を あ 支店 
長たら し 堤び 氏は 當地 ま 店み 長 
かお 飼 辰み 郞氏後 ほごして S 巧 
下を ホ 任の 豫 をなる が、 を 港 支 
店長は 大阪 支店を 物 支部 長化理 
小 林 お 之 巧 氏 どかを せる 由。 


ジフテリア 豫 防の 

委員 會開 催さろ 

草 おが 肯 H 本人 會 々をを 委員 
長 どす る ジフテリア 豫防 日本人 
部 委員 會は本 B 正午 東洋 舘 開 
かるべく、 ボ 衛生 局の 要求に 從 
ひ 同胞 住居 錄の 提供、 日英 文サ 
アキ ユラア の 巧 刷 頌附、 ポスタ 
アの 配給 等 じ顆し 相互 じ 協 li の 
方法を 講中る 蟹。 一 


日本 ドラィ ダ！ ズ I 

移 轉は本 巧 中旬 

タ年ブ 0 ? ドゥ 五！ ニ I ムハ一 
番 じがて 營 業して ホた 日ち トラ 
イグ ー ズ商會 じて は 業務 曠 張の 


ジフ テリ ヤ豫 防の 

注射は 有 劾 

ジフテ 9 ャ病豫 防 注射液の 頗 
るち 巧なる 事 實は顯 著な 飞 じを 
拘 はらず カイ。 プラ クタ マス 等 
の 一酿は 免疫 注射の 巧ぶ を 疑 ふ 


該病豫 

ブ ラタ 


賴 向が-ぁるので お 衛生！！^ 

歐ま 使ユド プ ー ド •ユ フ^ 

ン 巧に 一昨夜 紐 育醫學 命の 委員 
會じ 於て 語る。 曰く 『巧 i 去 S 十 
年 邸の 記録 じ 化れば を- - f 注射を 
爲 さぐらし ならば 十五 争 レぞの 
小话巧 己數は 二十 一巧-!: 千 S な I 
八十 八 人に 達した るべ 下化內 
十と 万 五 モ义百 六十 のを か 


货ア术 セン チン 國巧勤 
帝闕を 使舘附 武官 
因 じ 上野 少佐は 目下 靑島 特務 機 
關在 宮中で ある。 


紐 育 佛む會 成る 

を 中 曹溪庵 ま 佐々 木 指 月 居 ± 
が 昨秋 巧が せる を機會 ごし 前年 
禪 の硏究 をな せを 有志 中 巧び 其 
硏領を 希望ず る 者 數名ゐ も 今回 
愈々 紐 育 佛必會 る一闡 体を 組 
織し 每 巧】 日 及び 十五 日 午後 八 
時よ を 岡 志の 人 ± が會 をして 指 
巧 居 ± じ 就き 硏究 をな す 由。 


澤旧參 事 官お潑 

華府 大巧 舘附を 事官澤 田節藏 
氏は 夫人 同伴 昨日 出 發西巧 十 S 
H 桑 港 出帆の 大が义 じて 歸 朝。 


な 人が 人 


參潰 化眞次 巧歸朝 中の 日本 生 
糸 巧ま會 社員、 夫人 同伴 去巧サ 
八日 巧び 巧が。 

•高木 光次郎 氏 高木 グリン ゥ 
オ八 ド商會 ま、 商用を 帶び まる 
四日 出發 中西部 あび 南部 地 ホ じ 
お 張 巧 巧 初旬 輪 紐の 豫定。 

•小 阪忠 之輔氏 轉寓從 ホポス 
ト街 四十を じ 居住の 同 巧は 去る 
± 曜日ア 々デミ！ •スヴ 9 ;> 


五八 四、 アパ ー ト四 一二 じ 轉寓。 




巧 胸 K ペシ タル' 


して ゐる 
下 六 人の 
八の 宛む 


商品 陳列 所 委員 

紐 育 日本人 會 商品 陳列 巧 設置 
に關 する 時別委 旨會な 去る ニ H 
午後 巧 木 委員を、 巧 商 巧 書記を 
あが、 あ 藤、 矢 吹、 お 本、 水 谷 
をを 員が 席 碑々 協議の おち 巧 お 
陳列 所設睛 問題を 打 切 b 1 ニの 
提案を が囘 理事 會じ 提出す るに 


は 救 おし 得た 結 裝を示 
巧 ほが をは 一万よ 百と 
盛者 あ ^ 巧 六な 四十 ニ 
羞を おせる が豫 巧を 射 へ 巧へ 
な 化 死亡 數 はを 然 阻止し 得 じる 
备 である。 今や 大紐 肉 じは 
^ 十四 個所の 注射 局 主 設けて ゎ 
•1? からま だ 注射を 巧 為ざる を 後 
化 ヶ巧度 ま 五 歲の小 立は 速 かじ 
尊 手 線を 履むべき で 衣る。 を 注 
尉は 無痛、 無害、 極す 簡單で 
- あるから】 週間 一圓 一一 遇 間繼纔 
すれば 罹病の 危險 ょ!' 脫れる S 
が お ホる』 


ご - 


都を に 依 b 本年 巧々 マ デ ソン 巧 
四十 八を (一二. 十二 T 曰 角) じを 轉 
の 堂で るつ じが 日本す 造作 意外 
じ涉取らず爲めじ^^轉巧は本巧 
中哥 なるべき かど。 


巧 

十 


中 溝 不二ぶ 個展 

が 轟 家中 溝 不二 は 永年の 
カじなれる作おを^^めま巧ニ 
ホ 日ょ b 本巧义 日を. ニュー ジァ 
ジ！ 炯 ニュ^ 7 てク ボブ シン 
トン 巧 一との カン ユ ！ グ •ァ 
1 ト •ゲァ ラリ ー でが て 展覽會 
を 罹して ゐ るが 玉 I ッ チン グ 十】 
点、 浮 蕾 十二 点ぶ 力作 揃 ひとて 
鑑賞 家の 注意を き 連 H 盛 巧を 
呈 して ゐ ると。 


故 ホ 上 ^ 佐 後任 

囊に V > トリ f 號 で悲慘 なを 
後を遂げた井上^一の後ほは左 
の 通ら 度を され 

陸軍大學一一^^教官 
陸軍砲\ 13 ^々佐 1 巧 一 霍 


暖い 御飯 じ 素敵 にわいしい 

しそ 卷 筋子 

一 瓶！ 强 

わを の 物 じ 

守 ロ 大根 ミ 
新澤庵 


か 桐 兄弟 商會 


養女に 遣は し 度 


父は H 本の 紳± 巧は 英國 人當 
年 十二 歲の 女子げ 細 あ b て 信 
賴し 得る H 本人 良家へ 養女に 
遣は し 度 委細は 英文 手紙 •して 
左記へ 照會 あらたし 
(が 育 新報 社 郵函五 五 0 號) 


巧 員人 巧 ホ賣 じ經驗 

ある 店員 一名 ま 急 頼みれ し 御 ホ 
留の ホな 左へ 御 巧 談ゐれ 

.餘 江喬巧 

だ 02 Bsatlw ち， 芭な 


アパ 1 トメ ント讓 度 
と 室、 閑静 巧 通 便利 傷 所は マ 

ンパツ タン •アダ エニ々 家賃 

な 二十 五 ホ、 昇降機 附 

(が 育 巧 巧郡函 S 五 0 號) 


貸 室 fffru? ぶ 


张よ b サ弗 U 本 紳卡じ 貸し 度し 
き 篇 fard , 244 W . 103 rd 这. 

ジ I . 妄巧 S 立 こ 457 
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巧 川 保 お 事が 巧 內田 商事 なぞ 會化紐 育ま 巧 島 貿巧株 ま 會を巧 ホ 食 化 ホ 是巧タ ホを 驳 絲按錶 がま 會を 


H. Segawa, Insurance Broker. 
303 Fifth Ave., 

Tel. Caledonia 4101 

Uchida Tra ぷ ng Co リ Inc. 

1 1 Park Place 
TeL Barcl 巧 だ 76 

Shima Trading Co., Ltd. 
150 Broad w&y 
Telephone Rector 1484 

Ak&wo & Co., いん， 
295 Fifth Ave., 

Tel. CiJedtoniii 9758 - が 

IC が akura 在 Co., LtdL, 
200 Ma ぷ son Avenue 
Tel- Ashland 4545-4546 

IC. Mikimo れ 

Mikimoto Pearls 
巧 5 Fifth Avenue 
TcL Vand • 比 at 2519 

大倉組 お育ま 巧 
Okura & Co., 

30 Church St., 

Tel. Cortlandt 2292-93-94 

H 共 巧 ま會化 
化理巧 
巧# 巧會 
1 扣む时 か 化 N. Y. C. Ttl, Rtdor け 84 
Factorji; 35-10 36th in., L. 1. City 

巧毋 みを がまる 栽 
Asano Bussan Company 

Room 801- 如 5 
1 巧 5 Broad 、ダが 
TeL Cortlandt 3047-8052 

c^osho Corporation, 

Silk Importers, 

40 拉 aat 84 也 Street 
T«l. Athlftnd 4987-9} 
Go^o Co ， Inc, 

ご otton Exporter, 

の Beaver な " 

む！ Bowling Green 雄 旅 >06 

甫巧拥 度お賊 をな 
紐 育 •み 巧 

South Manchuria R. R. Co., 

Room 202 ら Canauiian Pac ぶ c BUtf. 
342 Madison Ave. 

Te!. Vand [ げ b 化が 巧 

ミ 側を 賊 含を 
なち 支な 
Mitsui & Co., 

6b Broadway, 

Tel. BowUnir Green 7520 

なま 含を 岩 井 巧 巧 
な 巧 出張 巧 
Iwai & Co" Lt ん 
Woolworth BuUdinf, 
TeL Whi ゎ hall 6040 

s 麦 巧 事 巧 ま會を 
货 育ま 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(M れ ，化 : 舶 Co" Lt ム） 
120 Broadway 
Tel Rector 2560-2564 

大阪 朝日 ニ 東を 孰 お 
化 巧吉巧 
Qsaka Asahi 

The New York 1 imes Annex 
Tel. Lackawanna 1000 

曰 本箱 巧が ホ會化 
紐靑 支店 

Japan Cotton Trsdinsr Co^ Ltd<, 
2 Park A,e&u も 
TeL Leximftoii がが 

曰 本 ホ 糸な ホ會化 
お 巧 支 巧 
NIPPON KI-IT0 KilSHJi, LTD 

Two Park Avenue 
Tcl. Ashland 妨 20 

巧を 名を 巧 
短 巧ぞ巧 
Hara & Co., 

443 Fourth Ave^ 
TeL Caledonia 7830-35 

曰 ホ 生糸 辕式會 社 
紐 巧ま庙 
1 W 削 レ BEI KliTO KABl ) 排拟 KAiSHA 

(NiCHI ぶ E! の 阿 0 CO, LTD ，） 
1 Park Avenue 
Tel. Ashland 6246-47-48-49 

大巧 お 日 ニ 東を ロ 日 
1 か 木 己が 
Osaka Mainichi 

Room 396 A World Buildiog 
Tel. Beekman 4259 



V0 しけ， No. ‘15 巧 


をぶな 巧を ® imi ? 巧 


SATU 即 AY ， F 脚 1UA が 9 19 巧 


が 


大紐育 

一九二 九 年 版 r 近く 發巧 

ネ 化が 巧に 箱 巧を 巧いた しました 『大紐 育」 は、 幸 ひじして 
江が の 湧く がかき 巧 評を 巧し、 をに 查巧 一冊 巧ら ヤ資 切れ ごな 
した、 依て 本 化は 窮 一版の 內 をを をが 巧た じし、 頁な を〜 
巧加した千化百サ化年版を新じを巧するこご1な>ました、 正 
確 じして 旦つ 巧ら しい 統計 ご 事 貪を を 礎 じして、 刹々 瘦 化する 
巧が 『大が 育 J の眞 巧を 巧 ふる じあが なき こごを 巧して 居 b ま 
す •尙 A を 憤は 

豫約 申を 者に 限りて 

特價と 十五 仙 

發刊 後の 御 購買には 

を 價金一 弗 

ご 致しょ した、 速 かじを 巧 お 中 込みを ホ 望いた します。 

二月を 紐 育 新報 社 
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調が u 十二 日頃で 
南京 政府を 信賴 、し 撤兵 着手 

濟南 事件 互に 讓 歩して 遂に 解决 


東を 特 « セ： □お = 芳 浮の 化 ご 王 止 姪た は濟 
は 恐ら〜 ホる 十一 一日 曳を なて 巧を で 正式 調邱 
し 巧 巧 ど じ 日本は 山 ま 省の 撤 ちじ 着手す る 
半 跳ね 上 b 貿易 界も 前途を 樂 おして 色めいて 


を 件を 解 巧し 目 ド これを 义 書に 作製 中 じて 據ぞ 
るに まるべき が、 協定の 巧證は 南京 お府 じ信賴 
である、 が ほを 巧 事 巧の 解 巧で 爲替 はニポ キント 
る 0 


談判 U 早曉に 

衝突の 責任 ご 謝罪ぶ 結局 不問 じ 

過去の お來 事を 水に 流 •して 


上 お轉電 五日 發 【へぅ ルド • 
トリ ビ ユン 巧】 U 昨 U よ b 十 時 
間に 一日 一る 徵宵 曾議の おお、 ち澤 
を 化 ご 王正廷 氏は 日 ま 一 

懸案の 解 巧 じ 向 ミ 解み 
巧に 到達 心た、 ちじ 熙 しち お 側 
の 態度は がは 不 をの 色 あれで、 
日本側は 頗と樂 巧 おみに 滿 もて 
居る、 會議め 経過け 明かに 溝 南 
巧 事件を の 化の お ホ 事に おし 芳 
澤 、王 巧 氏は 圓 おなる 解か おじ 
卸. ました もの i かく、 兩 巧は 會 
見 巧を は 一れ を 一先 づ义 書の 形 
式 どして 爾國 政府の 協賛を ホめ 
たる 上 正 ホの 装 巧 じが 事ず る こ 
ご^.;:* つて 居る、 巧者の 息是合 
をを おる じ ま ゥし內 を どして 洩 
れ黃 '，.巧に 巧れ ぶ、 日本は を か 
じ 山 巧 省よ b 

撤兵 

を斷 巧して 濟巧府 ぶ 
びな 道 沿線の 巧戒を 支那 政府 じ i 
一任ず ベく、 簾 ニに 濟南 事件で 
蒙りし り 支兩國 たが 損害賠償 じ 
就て は 特別 U で 謂を を 員を 任命 
して これ じ 一任し、 萬 一二 じ濟甫 
事件を 生の 賣巧 亂彈 及び これに 
巧ず る 謝罪は 相互 的 じ觸れ ない 
.£ いふので あるら しい、 而 して 
を 平なる 第二 者は 事件の 圓 席な 
も 解 巧は これよ > かじない ど 見 
田中內 おも 議 貪の 街 策 上 事俾の 
が 巧を を ざつ、 ある 有樣 で、 巧 
まの 巧 おは 巧渾を 使の 請訓 後 じ 
! 巧 開ず る 堂で ある。 

上な 特電 五日 發ご I ユ 3— ク 
タ并 ムス 紙】 = ホを まじを 表さ 
れた巧 じ 化れ げ巧澤 を 使 ど 王 正 
廷 たは 王 氏 官邸で 

徹宵 協 蔑の 結果 昨年 五月 
一 じ 突を した 濟南暴 勤 事件 じ 就て 
圓滿 。る 解 巧な じ 到達し、 日 支 
兩 田の 固を 危 傑に 频 した 昨今~ 

I 道の 光明を 認 いるに まつた、 巧 
澤を 使は を じ 隅し 『濟 南府 事件 
はこれ で 圓滿じ 解 巧し 目下を 渉 
の經 過を 文書に なめ 0 て 雨 固を 
i 府の 協赞を ホむ 6 ミに なつた』 

I と 言明した が、 を 渉は 昨 U よら 
; 今朝の 四時 化か じ 直 b 會證 が屢 
i 嚷 停頓 後 再開され た 巧 よら 見て 
I 協を の內 をを の もの じ 就て は 調 
I 印され た 

一文 書 を 見 ざれ ぱ？ じ樂 


観を 許さず ごい ム悲經 的な 觀察 
を 下す もの， jp わ b 、 义 書の 內 {各 
が絕葡 がを じ附 せられで 居る め 
で 一 禪の謎 ご 見 傲され て 居る が 
王正廷 氏が 解かみ 基礎 お 仲 どし 
て 山 巧 省 じがる 呂本 軍の 撤お要 
ホ •し 終始-貫 しね こご だけは 確 
貸で あるら しい I 即ち 南を じ 親 
あなる 人々 どの!® 測 じあれば 濟 
南 事 仲で 蒙 b - J 目 ぞ國民 じ對す 
る 相互 的な 損 事 賠償 と、 扫本軍 
撒を を 山 東 省ぶ みなら やを 支那 
じ 百る 在留 曰^ 人の 生命と 化產 
のをを ； 

，保證 にがては 相互の 意見 
一致を 見わ樣 子で ホる が、 巧 渉 
解 巧の 前途に 橫 はる 唯一の 不を 
は 旧 中 首相の 撤兵 じ對 する 態を 
じして、 首相は 即刻 做を じ 向つ 
ス 容易に 賛 巧せ や、 殊に 議會じ 
於ても 巧®^. は反蜀 黨の兢 彈を悉 
く 斥けて るの 位置 頗る 强固 であ 
ら、 飽迄 も！^ 奧支强 硬 政策を 支持 
しないかゴ^いふ懸をでぁる、 な 
じ' 股 人^ 興 ホは 煽定 文書の 巧 
容 ごこれ 一に 對 する 兩 政府の 態度 
じ 注がれて 居る。 

東京 辖電 五日 發ご 一ユ mi ク 
タ井 ムス 紙】 U 濟南 事件の 解 あ 
じ 巧ち， H 東 省の 撤兵 期を 早める 
であらぅ ご の裙 道に 教し 

外務 當 局は これを 容認し 
じが、 お ホ 巧 支那 日本人の 生命 
財產の 保護 じ 巧て ま那侧 がいか 
なる 巧證を 巧へ たかは 公表され 
居らず、 をら < 至極 簡 軍に 今後 
日本 軍隊に 化る じ 規律 正しい ま 
那軍お = 恐ら < 淚玉祥 の 軍隊 か 
n をな てず べしと 協定した ので 
はない かこ 觀測 されて 居る、 濟 
南 事件は 元ょ- 過 まの こど じ屬 
する が これが 解み 策は 國 威に 係 
る もので IQb 從て本 問題の 解 巧 
は芳澤 1:^ 及び 王 氏の か 巧 的 手 
.所 こして 賞 讚され て 居 
この 協を 巧 立は 由 ホ 日 
省 出を は 満蒙 地 ホ 


の 撤をお 扱め て必巧 U こどで を 
>、 外巧當 局と しても 劳澤を 使 
が この 動じ 開し 支那の 要を じ 巧 
てを の 半を 《.ヒ を 容認した 手 腺 
を 賞 讚して 居る、 哪 今回の 協 
をは 日ち 誕を 復活の 滋 勘を 期に 
入つ たもので みぎに 巧るべき 重 
要な もものは 日 ま 兩國が 均等な 
る 泣 置 じ 於る 瓦惠 的な 條約 の締 
結 じして、 これが 運用は 支那 將 
ホの 


國際 熙係 じを- KU 4 影攀 
を 没 ぼずに まるべく、 H 本 政 が- 
が この 際 化 巧を 使 館を 巧 巧に 移 
轉 す. へしとの 巧 道は 巧なる 風說 
じ 過ぎない が、 今 おぶ 澤を 巧が 
上海に 滞 だんて 親條 約を 協を し 
これが 締結 後を 巧 淀を 南を じ 移 
ず こごは 確實 なる もの i かく、 
前 外 お 大臣 おお 喜を 郞男 はお 支 
政策に 就て みを 的 Sjp ； 問を 試みた 
る も 河 等 目 巧ら しで 點 はな <、 
田 中外 相の 宣言 ば お 蒙 じがる 
H 本人の 利權が 直接 影響を 受 
けし 際 干渉 すん ものな b や、 
をれ 巧- 般 的ぶ ホ 和が を 化さ 
れし 壌合于 がする 意な > や 
ど 質問した る じ 端し 田 中外 巧は 
滿裳じ於るい^^なる動乱も日 
本 じ 影響す る もの ご認む 
る 旨 回答した。 

東京 【合同】 五日 發 h 吉 田み 
務ホ官 の 語 も 所に 化れば 濟南拳 
件 解 巧が 確實 。らば H 本は 一二 巧 
をな て撤 ちじ 從 事すべし ごの こ 
であるが、 日本は 山 泉 機 道 引渡 
しの 條 かとして 一般的 排日 行爲 
の 撲滅を ホめ 溝 南 事が は 相互に 
がて 遺 域の 息を 表する と共に 事 
件 じ 依る 損害の 要償は H 支が 方 
ょら 委員を 巧 命して 調査せ しむ 
る尝 である。 


想 ひおグ 深し 1 

濟南府 事件の 回顧 

日 支兩國 政府が 步み 寄ろ まて 



のお提 である どの 非 
難を 巧で もので あつて、 巧 時 じ 
媽玉费 の 勢力 擴大じ 勒し南 巧 お 
がが 加' 平の 爲め 勢力の 差異を 針 
つた おおじ 外なら ない、 而 して 
總 ゆる 理論は 別 どして 日本 どし 
てま 邪と のぶをを 繼績 する 巧め 


日ち 兩國 關係惡 化の 一大 導か 
線で ぁつた 濟南擧 件 も、 遂に 別 
項 所 報の か < 田滿 なる 解 决端緖 
を 見る じ またが、 を も----- この 
事件が を 生した のは 昨年 一巧、 
腊か 石を 總帥 ごする 南 軍の 

化 化 が 破竹の かき 勢を R 
て 化 軍を を 地じ织 破し 山 ま 省 じ 
直る 化を はを 軍 混 亂じ陷 'らし 爲 
め 田 中 內閣は 南京 事件の 二の舞 
を 恐れて 巧び 山 東 省に お 兵と 巧 I 
し、 旧 月 廿日を 0 てこれ を聲明 
し 熊 本 第五 師團ょ b 五 千 名の 精 
銳じ巧 動を 命じ、 不な敢 天津の 
化 ま 駐屯 軍から 一二 個師 圏を 濟南 
じ 急派して 廿日 同地 じ 到着し、 
五月 一日、 濟お府 は 完全 じ 南 軍 
の 手じ歸 した、 この間 巧が 派遣 
軍 先 發隊は 四月 ホ 五 H 靑島じ 上' 
陸、 廿と 日までに 輸送を あ b て 
五月 二日には 濟巧 府じ乂 b 巧留 
邦人 巧 誰の 任じ 巧く こ 空 i なつ 

巧 

南 軍 の 入城け 頗る 整が む 
る もの をら、 五 巧 二日 總司 か蔣 
か 巧の 濟南 到着と 共 じ 巧は 福 旧 
第五 師團長 じ 勤し 南 巧 じがて 治 
をの 維持 じな やる から 巧を 化 じ 
がる 日本軍の 防備を 撤去され た 
き 旨を 渉が ぁつたので、 日本軍 
もこれ をか諾 、同 巧防鐵 工事を 
撤去した 、がるに 早朝 一隊 
の 南 軍 正規兵が 邦人 家屋で 棍奪 
を 巧 ひたる 爲 も、 日本 兵が これ 
を胜 止せん ご する や 支那 兵 整 砲 
して 日本を を 傷け 日本 兵ら 之 じ 
應 がして 小 衝突を 演じた が、 こ 
の 砲を を 巧 じしたち 那 兵は 隨所 
a 本 軍に 發 砲して 查ボに 直る 戰 
圖狀 態を 誘を し、 支那 兵は 巧が 
守瞄區 域み じある 邦人を 虐殺、 
掠を のを 劇を がず る じ 至 b し爲 


J は 不可能 じな つに ので过 本を 
府は 解， のを 礎 的條件 じして 
固 民/映 府の 謝罪、 貴 巧者の 處 
罰、！© 害 賠償、 將东の 保障、 
を要^^すべ （矢田總領事たして 
王 正 も 外を お 長 < の 

巧帮 を 命じた ので あるが 
この おじ 於て 南を の 化 伐は ぶ 巧 
して 化を はを 城し、 張作霖 怪死 
して 皆し 南を 欧 ホの H 支 傑 約廢' 
薬 巧 旗 ど る じなんで 事件の 解 
巧 々困難 じ おちし のみなら 
ず、 を 支那 じ 白 貨 排斥を 底め て 
遠/南洋 じぶ げし、 H そ 兩國の 
關獻 はお 滩 たを 裡じ昭 か 11- 牵も 
たので あ 4 が、 新年を 迎へ 
京 政府 どして は ニ 巧 一日よ 
施ず べき 彌稅 自ま條 約の 締 


結に 就て = 本を 巧^ 親す る こご 
は 出 ホ 中、！ ホ 旧-^ 内 隅ら 巧强 
ょ b 孤な しじ 勒 支^ 策 じ 巧て お 
府は元 ょら 誠會の 势も 

惡化 すろ じを b しちめ 漸 
< 問圉の 解かを 焦^ ぉし、 先づ 
開稅條約の締おし；|:るを磯會じ 
歸 巧の 芳澤を 使を-^ て 南を を訪 
問せ しめたが、- を 音 政府 じがで 
も 山 東 省に 垂诞 しす I ぁる 媽玉 
祥將ぞ が濟あ 問題の 解み 促進を 
カ說 しを しこれ じな 對 すれば 巧 
巧の 巧 政府が 傳 •し 勤 搖を興 ふ- 
關係も あるので をサ巧 方が 相 倚 
ら 、內 あ、 み 政の^ 要に あられ 
て お 石 難 關£ された この 大間題 
もを じ 解 巧の 曙 巧で 見る じ まつ 
たもので ホる 。 I 一 


め H 本 軍憲は 1^ 

領事 ご協力し 支那 軍憲乂 
連絡して 極力 停 戰じ盡 力した// 
も蔣か 石の 威力は 部下に 撤 底す 
ず、 爲 めじ 日本軍は 化むな'- 南 
軍を 商 卑贿外 じ驅逐 して 武 おを 
解除した ので ある お、 當時齋 南 
を 中必ゴ 'して 駐屯す る 南 軍の 兵 
力は 十万 ピ稱 せられ、 事 俾餅發 
後靑廣 から 急派され た 岩-^ 旅團 
を 加 ふる も 巧. 軍は 五 千 人。 過ぎ 
ず、 をの 上 山を 鐵道 沿線に おを 
する 南 軍に 依 b 靑 島の 連絡を 斷 
たれた ので 蘭 東軍よ 5 增 なしみ 
山 旅 圏を 濟 南へ 强巧 進ち せしめ 
た、 斯 （てと 曰 福 田師跑 長は 事 
かの 應急 措置と して 

商 軍 じ對 し、 辨南 周圍及 
び 山 巧 質 道 沿線 サ まを かの 撤去 
日本軍 及び 厦留民 じを 害を 加へ 
た 軍隊の 武裝 解除， を 巧 巧 幹部 
の嚴 罰、 蔣 か巧總 司み 謝罪の 四 
項に 就き 十二時 間拉 巧の 回答を’ 
ホめ じる も 南軍侧 これ じ 應せや 
遂に：！ 一本 軍は 實 力を 用 ひて 八日 
よら 九日 じ 届 b ホ那 をの 掃蕩 作 
業を 逐 巧し、 城み の 支那 軍には I 
ホ か 的 退 まを 命ヒ たる も 却て を 一 
擊的 態度に 出で じので 九 曰よ h 
城內を 砲を、 十一 日完を じこ 比 
を 占領して 南 おを 掃蕩した、 こ 
の 間に 於て 南 軍の ためじ 虐殺が 
A . をた 邦人は 十四 人 
戰 巧した 日本ず お 卒は歡 十ぶ じ 
達し 支那 側の 化 傷者は 千 餘ぶ達 
したと をはれ て 居る、 巧 （で 巧 
軍憲 はを かじ 本 事件を 軍事的に 
解 巧すべく を 渉した る も 南ず 最 
高 軍事 當 局で ホる 総 司み 藤が 石 
將 軍は 六月 化 H 辭 表を 画 民 政府 
じ 提出して 濟巧 事件の 責任を 回 
避し、 到を 出先 官憲で 解み する 


上海 交渉 巧び 决裂 

I 東京 特電 八日 發 i 上海 じがる 日 支 巧 渉は 撤兵 

の 時期 じ 就て、 ち那 側の 鼻息 荒く 衝突を 生じ 遂 

じみ 裂 《止むな きに まる 0 

I 第五 十 巧を 國議會 

一首 相閒責 案の 成 巧 

貴族院 S 形勢は 通過の 見を み 

まま 特垂 八日 豬 = 優詔閔 題じ關 する 貴族院み 田 中 首相 問責' 
案は 火曜 憤の 立裝 じ疑麗 をる も大 體じ虽 b 通過の 見を みで ある 

元 田 議長 不信 化か 

まま 特電 八日 發 = ft 元 田 議長 橫暴不 をず』 じ 民を 黨 一部 じ 
不信任 め^が 高く 彈 熟ぶ 運 敷 中で ぁる-か 穂满問 疆じ關 しても か 
府 側では 貫族院 との 該猩 じ巧奔 して 居る。 

邏代 警視 總藍 の警 を决議 

東京^^八日發=貴族院じぁる歷化の普視媒監八人は最あ 
蠻視廳 が 政 お 警察 じ沒 頸して 刑事を 無視す る 傾 お ホる を 憤 おし 
警視 廳じ蜀 ずる 警吿的 庚 揉を 貴族院に 上程す る舊 である。 

新黨 U 輿黨氣 みに 

彈 を 前 じして 低がず る 暗雲. 

東京 特電 セ日發 = 化 巧 巧は 六日の 新 黨俱樂 部 總會じ 於て お 
說 して 巧く 『我黨 のか 藍に 從 つてを 府が 撤兵 じあした ことは 巧 
黨の酱 ま 故 策の 大成功で ぁる ま々』 ご、 續 いて 重が 政策の 炼議 
じ 入ら 枯局媳 を 算 まの ホ 待、 民政 黨提 おの 不信 巧 案 反 對に决 し 
兩稅委 議案に 就て は 旣度ホ 針 通 b 反對 する るに み定 したが、 若 
し 新 黨积樂 節が 化 日 じを を黨提 おする 不信が 案じ 反菌 するなら 
ば 賛巧巧 開き 六十 惡な ふじなる ごて 政府る びめ ぶ 會は扱 局を を 
のを 越 C をつ け樂觀 して ゐ る。 

をを 特電 セ 日發— お 黨俱樂 部は 濟お事 俾の 解決で 『山 東 省 
の 撤兵が 斷巧 さる i こてし な b 巧黨 のま 張が あれられて 面目が 
ホつ た』 ご 半 お黨氣 みで 太平 樂を 極め 稅制 案ピ 民政 黨の 內聞不 
居 巧 まじは 反掛巧 動じを ぶべ < 、をの 一モ にぶて 從ホ 提携し つ 
ン ぁつた 政ぶ 會 ご 惠お お 會£ のを 策は を 然一變 した ど唱 へら 
れ政 をへは 彈熟 まを 前！. して 暗雲 化 迷し つ i むる が、 民政 黨は 
彈劾 案の 否 巧を 覺 悟し K 信 ほ案提 巧の 當日 でぁる 九日には 內閣 
倒攘 固民大 旨を 芝を 園で i 擧 がする こど i なつね が尙ほ 貴族院 じ 
於る 優 詔 問題の 質 間に^’ し 乂曜會 は 『これ じ 深 入らは 皇室に 累 
を 及ぼす から 手必 せょ J 一 ご 申を せを したので， 政府 側は やつ- 
胸を なでおろして 居る。 

軟弱な 協定 か 難詰 

婦人を 民 權は遂 じ 委員 會へ附 巧 

ま 京 特電 セ日發 =婦ム を 民權附 巧 案は - VH 衆議院に 上程 さ 
れ傍聽 席 じは 娘子軍 巧し かけ 流 巧 じ尙早 論を の 望月 內 相は 迷惑 
顔を してな た 0 ■ 

東京 特電 六日 發 === 五日 質 族院 じがて 幣厢 巧の お 支 政策 質問 
後、 お 吹 省 S おは 満洲 孝 件で 白 川 陸相 ど應酬 した 上 日 支を 渉 論 
難に 乂ら 『濟甫 事が 解识 には 充 をの 賠償、 將 ホの 保証、 支那を 
處 罰ぶ び 謝罪 四 項目を お ホす するど 昨年と ち 十八 日聲 明した が 
傳 へらる ご どき 軟弱 條 かで 解 巧を 急ぎ 共同 調査 會を 設ける かき 
は 解し 難い」 と 田 中 首 如を 難詰した、 衆議院 じ 於て は 婦人を 民 
權 討議で 星 島ニ郞 巧の 喬じ 留月內 相は 『時期 巧 早 ど 見る もを 
迅せば 之を 曾を 手續を 於る』 ご聲 明し 該案は 勞働者 災害 お 助を 


まどお じを 員谢巧 どなる、 永 か 柳太郎 氏け 緊急 質 荷で 『日 ま關 
稅 協を 內な度 ませょ』 ど お b 旧 中を 巧は 『支那 側^ 韶 解を 得て 
からを 表したい』 ど 答へ む。 

野 驚の 質問 X 巧み 5 逃ぐ 

東京 特電 直日發 = 四日の み 算會謠 をを 日 じが l 「 L 亀 ホ 貫 一郎 
氏は 滿洲 閔鹽 、神 旧 正 雄 氏は ホ 兵 問題、 鈴 木 富 氏け 優 詔 問 
題、 中が 晋 がが 巧は ホ 戰な約 巧 題、 小 W 鄉太郞 氏^ 日銀 特融 間 
題、 高 田耕伞 氏は 自作農 巧 題、 田 昼 氏は 化 お道拓 m 問 巧 じ 巧て 
夫々政おを擊5鋒を巧けたがタじ點する田中首巧^ 望月內相、 
一二 ±藏 相 等の 答 辯は 皆 中 也を かれた。 一 


英蘭 銀行が 

金利 上げ 

株 ま市瘍 大混亂 

英蘭銀 巧では 豫て ょら 爲替を 
からを やる 绝米お 放 ぉの 善後策 
じ 關し菌 取を 當地じ 派して 職 銀 
當 局ど稱 々協議 中で をつ たが、 
木曜日 じ 至ち 

突然 從 ホの 巧 割引 率 四を あ 庵 
を 置み 五 厘に 引 上ぐ る 旨を を 
表ず る じ 至を 當地 ボ 鶏は 元ょ 
ら フランス、 ド キツ等 歐渊一 
殺の 金融 あじ 影 磬 を あばし 惊 
じィ ，辛 リスの 賓易 あび 一 殺な 
引に 及ぼす 彰 響が 深甚なるな 
目を 惹 きつ i をる が、 

ホ アメリヵの 聯邦 お備 銀行 局 
じても 水耀 日ぶ 化て 嚴重 U る馨 
を 書を 組を 銀 巧に 養し、 組を 銀 
巧が 直接 間接 投機 巧を の 株式 資 
をを 諫通 する ことぶ、 株 巧 取引 
熱を 高める のみならず、 -殷お 
引に おして 金利 高の 惡 影響を ぶ 
ぼす じ 至る •へき 弊害を 指摘して 
反省を ホめ、 止む を 得 中ん ばを 
巧 巧 上げの 氣 配を 見せ じので 木 
曜日の 株式 ホ 壌が 一齊じ 下落し 
て大潭 翰を 生じ、 準備 局の 譬告 
じ 就て 助が 巧び 議會 でも 非難の 
聲が 高い、 

おは 株 ま 取引 巧では 旣 巧め 化 
く 巧 取引所 員 二君と 十五 人の 
擴 張を 投票に 照し ね 結 巧從巧 
の 千な 人を 千 一二な と 十五 人 じ 


お 加す る 案は とで 八十 ニ毋良 
化 S 票を 0 て 巧 された、 こ 
れは千 八 良よ 十 がな ホの お 
則 改正で をる、 而 して 昨今 お 
引 所員に 流感で 欺 勤す る 者 輩 
出し 居る 爲め 本日の 巿 おは 巧 
時化 業す るを ごな ゥ た。 

兩院と 建 艦 

反對 者な く 可 ホ 

ワシントン セ日發 nh 院じ於 
る 巡洋艦 十五 隻の卽 斑 建造 まは 
海軍 派 $藝 力が 絕對ぶ 數を制 L 
て 一昨 a 通過し、 本 曰 下院 じ 上 
提 された が、 下院 側。 は 反结派 
が絕 無の 姿で をつ た 巧め 投票 じ 
附 する の必 をを 認めす して 直ち 
じ可决 し、 大統領 ク — 9 ッデ巧 
の調印をホめる— じなつ て居る 
が、 大統領 ごして はが 廃の 投票 
が斯 （絕對 的な ものでは ぁら 假 
ちじ 受理を 拒否しても 何等の 甲 
薬がない ので 恐らく これを ホ認 
する じ 至るべく、 化て 直ち じ 新 
を算千 五ち 萬 巧 〔ぶ 年 建造を 五 
隻〕 を 今期 議會じ 提出して 承認 
を 仰ぐ じ 至るべく、 

下院の 可 巧 前 じ 一二 議員は 極 
'めて 徽溫な 抗議 的 溃說を 試み 
たが、 これ とても 單じ形 ま 巧 
な もので ぁつた 结 めじ 下院議 
長は 巧 議案を 上涅 する の 必要 
なし ど 認め 遂に 巧 票を 見やし 
てこの 巧みを 見る じ まつた も 
ので ある。 


中 お 東京 荷電 (梵 ぉ巧轉 載〕 

藏 巧の 意見 r 財界で 冷笑 

【八日】 金解禁を々 の 廬で實 巧せば 政府は 自滅す るの かなし 
いふ 一二 ±藏 巧の 解禁 意見を 一が 銀 巧 家は 見なつ てゐ る。 

五十 九 名で 其 大部み は 一二 歲 


巧議戰 延期 

〔八日】 東を 市會 議員 選 擧け巧 
び 一二 月 中旬 頃まで 延期され ね 

伊藤 公 依願免官 

【ホ 曰】 宮內省 式部 職 長官 巧 藤 
博 邦を は 依願 殖官 となつ たが 
松 井底 四郎 巧は 巧 後ぶ たるを 
を醉 退した ご。 

地方 長官の 更迭 

〔々日】 埼玉縣 知事 宮脇 お吉巧 
は 千葉縣 知事 じ、 富山縣 知事 
白 化 竹 か 氏は 埼玉縣 知事に、 
化 海道 廳± 木部 長 山中 恒立氏 
は 富山縣 知事 じ 夫々 更 をす。 

船 旧 助役 居殘リ 

ご ハ 日】 東京 市 助役 船 田 中 氏は 
居殘 つて 巿長 事務を みる 舊で 
をる 0 

東京に 流感 襲來 

【六日】 を 京地 方は 巧 年末 J を 
晴天 持續 し空氛 乾燥して 流行 
を 威 貿猎微 し 巧 己 まを 計 十二 
月は 一千 二十 名、 一巧は 千 百 


の 幼を である。 

專賣局 長官 任命 

ご ハ 日】 大藏省 專賣局 事業部長 
平野 亮ホ 氏は 專賣局 長官 じ 巧 
命され た。 

美術家を 國賓じ 

【六日】 G 里 じがて ホ 年 ニ 巧 開 
開の 日本 差 術 展覧を じは 横 山 
大觀 、巧 巧栖 凰、 川 合 玉を、 
婦木淸 方、 松 岡 映 丘の 諸 蕾 伯 
及び 大倉黃 と郎男 等は 固賓ど 
して おがれ た。 

岸 田 領事 轉 任ず 

【六日】 牛な 領事 岸 田英治 氏は 
パン ブ^ゲ 綴 領事に 任命 さる 

大山ぶ 渡米 不能 

【六日】 大山 鄉夫 氏の 巧 ほ 渡が 
旅券は 不話 巧に なつた。 

佐 藤 化 議± 有罪 

で ハ 日】 お 川 縣選お 民政 黨 ょも 
あま 會じ 按替 へせる 化 議± 佐 
藤 貪 巧は 化 賄 罪で 有罪の 巧 巧 
をず けた。 
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を お 習し をが 避 得を 保証し 磯 ま 
ロを も罔旋 'し if す。 



_ー をき 乂固 婦人 
百 本人への を 
一語 敎授 じは 多 
牵の径 験を 有 

ず 0 一 レ ブス 

I ンと 十五 化 
^ 日朝 九 時ょ 
一斗が 化 時 迄 巧 
時 じても 宜し 
. H 喔 日は 一時 
一‘ ょち 阻 時を 


端關 事務 取扱 

ミ LLILBANE & GO . 

ぎ i 7 男 ' 1 Broa を さ， 呈 y 
ジ|. ぎ wii 另 .&i 苦 04-5-6 
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化育 4 命 保 隙會駐 

ご 一本 定吉 

難保臟 

S . SIK - 
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水 ホ 松 ( 長 腐縣) 地 旧 ホ徽ま 
( 熊 本 縣 } ホ 井深 ( 福 岡 货 1 
又が 度み ( 棵 太) 島み 勇ぶ が 
愉橋 一男 大塚 ナダ メ (フィ 
- ダグ フィ ヤ 市) 旧 上 寺 坂 伊 
勢 化 

をの 者 じを 知を 度き 傳ち么 

候 巧 本人 若く は 知人ょり 現 
化 巧 御 通知 願 上 お 

紐 育帯國 総領事 舘 

黃 B 皇をち New ご k 呈 y 
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新 古書 籍敝賣 

雜 誌の バッ * ナン 
パー、 を雜お 類の 
新 注 义等化 V 迅速 
じ 御 おか 致 L ます 
何卒 御用 命 風上げ 
ます。 

奧村眷 店 



かるた 


はち の 遊び 
ホを 吳 又で 米国人 じ 能 ¢0 かる 
やう 街ず 明瞭に 說 明した ものが 
出 巧まで た。 内を 目み 進ま 致し 
ます、 倾覺 下さい。 

M 呈ミ草 A 呈. 114 E . 5 置 St . さ- 


成功の 秘熱 

乂菌式 英語を 魔す 事 
は 成 巧の 第一 おです 
本校には B ネ みお 浸 
'じ 慣れた 専 iS # 入較 
師ぁ 6 懇切 じ 會話通 
信 文 社を 語を を授し 
主す。 目 曝 遇 曰 共に 
午前 化薛ょ b サを十 
時まで 開校し-レツ 
スンと 十五 袖イ 
を H 廣 もじ ホ沒 ぁれ 


fc 

.♦n 

r — 


5 

6 
2 





ド ^ 

濟南府 事件 解决 

日 支巧國 のぶ 泣の w 係な 活 
じ、 至大なる 规 係を 持つ 濟巧 
巧 事が は 巧渾を 化と 王 正を 氏 
の 巧涉が 成立して 遂に 解 ホの 
第-ホを 巧み、 日本 も 山 東 省 
から 撤を じを 手す る こと i な 
つた、 ま那 どのぶ 記 細 係 維持 
は、 が （お、 目 本の 因 家 的を 
命じ 隅る 程の 重大な 問題で ぁ 
る、 故 じ 巧 等は、 この 濟を事 
か 解 巧が いかなる 形まで 結 だ 
れ たかは 別閱趣 ごして、 解 巧 
をの こど 自身に 苗して、 喜ば 
ざるを 得ない 0 

今 H まで じ 現れね 諮 報吿に 
ょれば、 支 おは 山 東ち の 撤兵 
とい ふ 巧 則を 拾て 中して 終始 
一貫し、 日本は 邦人の 生か 財 
を保證 ごい ふ、 將 ホの 暂 ひを 
目 擦 どして 間 題を 解決した や 
ぅで ゐ る、 苟< も】 偶の ま權 
固 どして、 をの 固 じが 留 する 
外因 人の 生を がまを 確 おする 
どい ふこ £ は 、當な 過ぎる 間 
題で ぁつて、 日本が、 山 東 省 
の 撤兵 じこの 條 件を 附 した ミ 
いふ こごは、 耍 する じが ホの； 
體 面を 保たぅ どす る じ 過ぎな I 
いの だ、 をれ じしても、 巨 巧 _ 
4：* 巧 聲をま 出して 數方 W 兵を 
勘 かし、 をれ じ 化 b て 紹濟的 
じ讲 斥され、 物質的には 幾多 
の 人命を 偽け た 『旧 中外を』 
のぶ 果 は、. この 溝ち 事 化の 解 




巧で、， W れ だけな はれる こど 
であらう か’ 山 東を の おちが 
日支瞄 係を 常道 じな さしむ る 
もみであるなら ば、 田 中內巧 
か 今日まで これを 怠つ たのは 
巧换 であるか、 濟巧事 伸の 紫 
决ど云 ひ、 日 支 酉 巧の 常道 お 
歸 どで ふこ どは、 莖し 當然ホ 
むべき 道を ホんだ ごい ふに 過 
ぎない、 たぐ、 この 常道を 無 
親して 邪道 じを つた 田 中外 交 
の 罪け i 、 日 支 固を の 俊 活じ化 
ら斷 ぶて 帳消し さるべき もの 
では 化い、 田 中 巧閣は 支那 問 
題の おみを 機會 どして、 あく 
退 <, へきで あらう。 〔と：！ 一記〕 

日本の 山 東省駐 をじ截 する 
支那の 慣 おは、 極めて 銳 いも 
ので あつた、 が、 これ じ 政治 
的な 意 ホを 加 ホして か 小棒大 
化 班され てち たこ ども 疑 ふの 
を 化は ない が b 幾ぶ 支が じ 同 
巧す る 一派が この 問題に 巧て 
ァメ ヵじ訴 へた ブロ パガン 
ダは 一 質 じ 於て 信ず 巧から ざ 
るも^ が あつた、 而 かし 斯う 
した 本に 勒 する 规 塞な 非難 
攻» ふ、 辯 解の 要な き 裡じ消 
おし 化ので ある。 

今や 齊南間 題 もを じ 解 巧を 
吿 げた 呼 U どして、 巧 等は 今 
巧 支那が 日本 じ羁す & 態度を 
なめて、 I よ b 合理化し、 0 て 
両國 の^ま II を俊歸 せし わる じ 
至るべき ごとを 望んで 止まぬ 
H -1. ュ ョ个ク •タキ ムス 社說 


1 fluj 


の 一節ょ* ^ 0 

若し キブ ストの 十戒 承認 决 
議案 か アメリカ 上院 じ 現れた 
ならに をら < 巧 十條じ 直る 保 
留案 がを 出さむ るで あら， つ： = 
ニユヨ I ク 夕刊 ポスト 紙ょ b 

昨年 カナダから アメブ 々じ 
輪 入され た 酒類は、 一二 千 百方 
巧に 達して 居る が、々 ナダ 酒 
の レツ ブ八 輸入は 恐らく これ 
じ 十倍ず るで あらう n サン ナ 

アゴ •ユニオンより 0 


ラブン 語の 『ア モ』 は 『汝 
を 巧す る』 ごい ふ 意 ホで ある 
が、 ア メリ々 の 『レノ』 は 正 
じこの 反掛 である U デト ロネ 

ト •ニユ •一 ス よら 0 

男 『貴女は をの 生命の 呼吸 
でを る』 - 

女 『だ や もょ つ VJ 呼吸を 止 
めて 下さい』 リ パンチよ を。 

憤を 常密家 『僕に 二十 弗 貸 
して 吳れ 給へ， 但しを のぅち 
十 弗 だけ 渡して 吳れ 給へ、 を 
こで 侯は 君に 十 弗 借金が あら 
君は 僕 じ 十 亦 借 りじんをから 
結 馬 貸借な しごい ふこ ごじな 
るみ だ』 n ジ卞ッ デよ ち。 

ぶ 達 『この 子供は 柯日じ 生 
れ たのです か』 

愚 巧 『ラ デオ の巧賦 ニケ 月 
目 ど、' ピアノの 巧賦. 一-做 巧 目 
をま拂 つむ 時の 間 じ 生れ まし 
た ZZ ： ラ 4 フ よらり 


關稅け 一部 的修ぶ 

農業 救 濟に關 係を ろ ものに 制限 


ワシントン 五日 發 巧 凹 H 
を W て 大統領 じ 巧 ほすべき フ！ 
ゲ y I 氏は 過が フ n リダに がて 
上院が 政を 員長ス ムート 氏ど蛋 
巧なる 協讓を 遂げた が 聞； 所 じ 
よれば フ— ゲアー 氏は 巧 則 どし 
てが 謎關稅 なぶの 必要を 認め 居 


る も 目 ドを 聽曹で 審議 中で をる 
を 方面の 要 ホ ホ 余りに 過大に 失 
する の をら^ フ* "" クア！ 氏 ど 
しては ホる 巧-^ 臨時 議會 にが 
關視な正の化^^は農業救濟じ巧 
て 特殊の 賊係 もても のじ 限定す 
るモ 針で ある ご 


け 


ふ 


此 I 頃 


變 ろが 式 取引 巧 〔中】 

家賃 U ニ 巧 弗 

古 巧ない 綺 子が 今 昨の 鳥價一 


巧 < して 生れた 株 まか 引 所は 

一 ア レキ サンダ •パ ミ 八 トン 巧が 

一 剣 立した 合を 酉 级巧ゃ 化 米を 巧 
を 通じて 渐々 

投^的 傾向を 示した が、 
千と 巧 九十 ニ 年 五ち 二十 六 Hu 
をを された 當 時の 上 巧 お 券は ち 
み附 二十 ニ 志、 一二み 附 十一 一志 八 
か、 合 ホ阐媒 巧の 志 割プ) i ァ 
ム 、化 米 お 巧の 一 制 五かプ レミ 
アム 等で ゐる •かお 治 問題 じ掛す 
る 賭け もを の 巧から 非常に 塩ん 
a もので あつたが.、 巧し ろ 化し 
'い 今日、 血眼 じな つて 巧 おを な 
ホす るの ご異 b 、 當 時の 株屋 さ 
ん はいかに もを 氣 U もので、 現 
巧の クォ！ グ街六 十八番 じ 茂る 
大樹の 下に 巧を ご 6 ながら 巧 や 
一政 治 漫談 じ 化を おかした もので 
一め つた、 當 時の ゥォ！ 八 巧は な 
; んご云 つても 

I 义化 の 小 •む 化で、 をの 昔 
_ 巧 裴を姻 らして 巧 壁を 設けた も 


のも處 除され、 咕幅も 六十 趴に 
縮められて クォ！ グ衔 じあつ た 
か 隸が媒 もを の 影を 潜めて 居た 

し アレ キザン ダ • ミルトン 
氏を の 化の 豪奢な マンションが 
建ら 並んで 居た、 を S 頃の ゥォ 
— 瓜 街で 巧 買を して 居た のは ク 
日— ク 、煙草 製造 工場の 外 じは 
靑物屋 、お 物産、 印刷 摩 等が 一 
軒 宛、 洋服屋が ニ 軒と いふ エを 
で、 巧 米 戰爭の 影 攀が殘 b を融 
おな 甚ピ 甚だ 道 迫は して おた が 
呑氣な 株屋さん 達は この 大樹の 
下で 

呑氣 な帮ザ か。 生活を 送 

つた ものである、 をる 仲買人の 
日記を 見る じ 『了と 巧 化 十五を 
二月 十と H 、 ゼ ー 巧が の 五な 票 
0 との 差で 州 知 寧じ當 選すべき 
こどを コックス 腊 ける、 負け 
た 者" 2 サ ナンの プリー チ スを一 
揃る 出す こご』 等 ど 書留め て あ 
る、 仲買人が 『_1 1 m 1 ク巧ま 


取引所 J の 名 稱を附 したのは 千 
八な 十と 年の こどで クオ 1 瓜衔 
四十 蚕の 一种 をの 二階を-年 ニ 
百 巧の 家賃で 借 受け、 一家 まは 
を S 條化 どして 『スト 1 ブを焚 
きお 子を 取 揃へ て每日 掃除を す 
る こご』 じな つて 居た、 この 

椅子 こを は现巧 六十 幾 巧 
巧 かの 價を 出して 居る ものの 先 
温で あつたの である、 而 かして 
このな 引 所 も それな ホ 隨みど 宿 
替 へを したが、 家主は 仲買人の 
喧擾 じあ 惟を 盡 かして お 引 巧の 
移轉を 喜んだ ものである、 今の 
ゥオ I 八 巧 ど ゥキ リアム 街め 巧 

じあつ ねコ ^ — ヒ ^ — 巧 も 一 時 二階 

.を 取引所 じ貸附 け， 化 引 巧 員 も 
庙の 顧客で ぁったが、 而 かも 株 
屋 さん 達の 喧か ましい 聲じ懼 ま 
されて 家 まは 取引 巧のを 轉を喜 
ん だので ある、 をの 頃、 この 取 
引 巧 じ おおして 私設 的な 取引所 
を 設けて 

對 立し 取引所 船では 『貧 
ま 巧 買 人や虜 をした 政治屋の 
集團』 S 罵つ た& でぁるが、 結 
局不 ぶを 子は 一掃され て溫 健な 
を 子が 合同し、 をの 頃漸巧 頭を 
もたげた 巧 機屋に も嚴 まな 規則 
を 設けて 違反者を 除名 處 みに 附 
した ものである。 

が 界^#^ 

ま 京 特電 八日 發 
を 解 早く 來 たらむ 

『對支 問題 好轉 のた めを 輸解 
禁は 息が じ 早く 庫ら レ か」 ご S 
脚藏 化は ぃふ。- 

乂商 航路 船の 改革 

大巧 商船 じがても 戳船 並じ慶 I 


i 店 


を 船を 建逛 しを 航路 お改单 せん 
と計喬 中。 

大阪脯 糸 界活化 

H ま 懸案が ホの 曙 ホを 諫めむ 
ごず るの 報じ 接し 大阪綿 f は 
頓 にを 况を 里して 巧ね。 

大連 複船內 地へ 

お鐵 系統 大注滿 船は 內 地、 向 
け賴極 進出を むし 支那 船員が 用 
せる じっき 化の 船 まど 把 員 巧 じ 
大風 樵を ホして 居る。 

郵が四 巧 利下げ 

截 便が 金利 子は I ニ 厘 六 毛 下が 
四 巧 四 厘 四 毛ど产 * し 四 巧よ ら實 
施。 

生糸 格が， こ 日本 

H 本 側は を々 思 際 生糸 格付會 
議送 加に 巧を しわ。 

巧 ま淸算 取引 復興 

巧 まを 期淸算 なが ニヶ 月を I ニ 
ヶ巧じ 俊 興す るの 案は 衆議院で 
は 通過の 見这 みだが 貴族院では 
疑 間で ある。 

二て 藏相 漸く 讓步， 

自化 農地法 案じ づきめ 債發巧 
のこ ど ほ S 主 藏相も 遂に 讓ホ卞 

ち 一 I 

A 千で 圓の 大巧を 一 

米穀 法 じよち 米 賢 上げが すげ 
每じ 機宜を 失し 十が 問 じ セ 千で 
田の 巧が あいた ご。 

フ ホ— ドエ 傷 活躍 

日本に がける ブォ！ ド 自勘苹 
製造 工場は 觸設 3 來 製作 漸 あし 
最遐 T 単 聞に' 化ぶ で T ぶ 卑ホ臺 
じ 及び 一一 白ず 巧 六十 臺じ 上って 
居る がエ瘍 の 垂能 力は 一日 二な 
臺 でぁる ホら 今後は 支が 輸 ホぶ 
目標 じを 胳 力を 發 揮す ご。 

大販 商船の 新 計 劃 I 一 

大扱商 « 食を お 計 副社長が 助 I 
省藏 氏の^ 船 建造 航路な 革 計 
じよれば'^ 千 お 殺 ディ ゼ^ 貨妨ー 
船 四 隻を糾 貧 線 じ冷藏 貨物船 一二 
隻を 豪洲線 じニ隻 宛を 甫米線 ご 
歐測線 じ配最 ずるに ある ご。 

中京 勸吿を 無視 卞 

東西 銀 巧の 勸吿を 無視して 名 
を屋 銀行 1 心 言を 利子を 巧 引下げ 
せ 中 0 


精を U 一一 

乂 木曜 生後 九 時 1 十】 時 
H 曜 ぶ 後一 時丄ニ 時 

紐 育 柔道 俱樂部 

事務所 西 巧 ST 目 一四 化 

クラ 1 クソン 吕 I 癸 

道場 西 宵 T 目 一八 


日本囊 館 I ロ 

西 四十 S 了 目ち^ 化 ニな 置 ま 号 

ミ 常っ窜 々おじ あし レ 


尋れ 一人 

{宮城 縣) 大橋武 並 (長 巧縣) 巧 
巧ず 人 (同) 佐 伯质雄 f 鹿 島 
縣) 中 村榮ニ (岡ぶ を泰巧 (東 
京 ホ) 古澤 武之助 W か 歌 か縣) 
後藤を 之を (おお 縣) 松 下壽之 
ま (山 ロ縣) 德お猪 一二が (熊 
本縣) 西 树巧喜 (烏な 縣) 鹿 お 
衞 (山 ロ縣) 原を ま (巧 媛縣} 
巧 田 常 ま (和歌 山 お) 化 本 平を 
(鹿兒 島 腐) 國上 時を， (巧知 縣) 


> 


、v. 





City H&!l Te る Garden 
170 Nassau St. City 
Next to the Tribune Bldg 
Loo Lin Manager 



巧 ホ 巧 

c 目了 巧 十四 
曲目 T 五十 巧 


SUNJJANG FAR 

213 も 7thive. Bd 126 化 & 127 化 Sts. 

Te し Monument 6864 

ク ± 希 何隱君 云 T で 巧 お 腐 
す マ、 上ネ しじへ 目 第 埋君前 本 ホに ミ 
M 日ま繁 ては ばのと をのを 樓耕那 
、辑す々居巧直チ街差嗜が巧 
きは。 御 まるぐ ヤの上 辟つ 理か篇 


— ホず 程曰ブ なげにて 人 if-- 
が 巧 ホ。 巧 本 マニ ま 適 日 歐イじ 
あ ' の 評人ィ 十す す本廉 
>ン 程 を 諸と ホの る 人が 


S . KUWAYAMAGO . 

114 巨 . が比お . 
New York City 

Wion も おが nt gjgy 


KIN が 0 & 巧 T 洲 OP 

IMPORTS 反 OF 

GOLDFISH & BIRDS 
—— O— T" 

動 其 力ぶ 

物^ ナ種 

一, 嵩リ金 
切 k ャ魚 


KATAG 旧 I 邮 0 义 

224 に 59 比 St 
New York City 

Te しお 巧 nt 34 邮 -3481 


DANCING 

411 W.l 巧 比 St. 

Tel. Calhedral 4408 Apt, 3 


庵 桂 米 日 


IKUINE 

Hotel & Restaurant 
3 巧 W. 88 化な . New York 
Tel. Sch 巧 ler 巧 巧 
む We Adilress 削 INE 


SHOWA 

53 West 105 St, 

TeL Clarkson 0981 


DARUMA 

781- 6 化 わ t. 
Tel. Bnrin け 8 巧 


Wing 陆 ng Low 

抓 iness Restaurant 

抑 } Ogiw 化 K.Y •巧む 


Quang uan Low 

即 inese わ siaurani 
112 W. 脚}). 化 Ci わ 



巧 Ewt 2 お h なけ et 

III. Lexington 5727 


Kawasoye Hotel 
139West123nl»r»t 
Tel. Caffiedraf 9910 


御 

旅 

裙 



340 W. 58 比 St. 

Telephone; 
Columbus 8882 


( 晒 日 • 水) 司壽ぉ 


TOYO KWAN 

41 E. 19 比 St 

わ !. B'wiy & が h ik 巧 . 

む I. Algo 叫 uin 8788 



TAIYO 

1 が Wes パ 加な . 
Id Trafalgar 卽が 


44 W • が 比み . 
Tel. Longacre 6411 


Ttie なか 0 001 

140 W . 巧 化 化 

Nw T 扣 k C 咐 

Tel. Traiilgir 8559 


College Inn 
31 邮わ oadway 
お 1 1 の rd 左 124 化な s. 
Tel. Morn'mgsi お 74 巧 


ま邑 
す 午 

曲 お 

爵 ± 

半時 

閉 

店 


巧 ま 
巧が 


曰 
確 
4 及 


集蠢屋 
雅 ！! 里 

園 




.Mmm 


號 九十 二百 五 千 一 第 


なおを ぶ 邸な 細を 孤が を 巧 


【日幡 ± 】 


日 九月 ニキ 四和昭 



まが 巧 酒 

か 廳あ園 

司 遇 人な 蓮 
巧费 のま じは まな 
の 御 便 おじ 满へ巧 
間會 おの 巧 用じ應 
や V <ぉ； 閱巧ホ 巧 
不變わ - S 立願 ま 0 
巧 上 御堂 內申上 お 


す 或」 燒 

ホ じ 御料 巧 



日本食 料 お数な び 雜貨類 卸が 賣 
ホ 之 ま 大寅端 桑 山 蔵； 會 
が刊 書籍 雜 d 小間物 日用品を 種 


Ik 上 金魚 お 

I _ 

I 置 8 巧 害 Ave ._ 穿* Y 葦 苗な. 

i さ！ J 


2 

成 削 


打邮 

的. 柳 刷 W 

而 S 


醬油難 isl 辨 f 台 ホ 
日本 米 離 品 i 驟驟 露 

巧巧咨 姐 ii ホ會 化を 巧 一手 賣巧巧 

曰求襄 品齋會 



御 料理 

? S ずき 黨 

牛两 


紐育谁 一^の 日本 百貨店 一 

巧 稠 兄弟 疏會 

スマ ドン •ブ n ダク ッ 一ず 販資巧 




舞踏 登— 

▼社を ダ. i ス ▲ 


▼表 おみ 一 

了 巧 
親切 

朝 十 時 f 巧 十一 時 

シャリフ • . 1 ダン シ 

ング颇 範を夜 卒業 
とぶ タ 


▼表 おみ 操. 


巧 話 ブラィアン 下 
を 室。 八 八 基。 み 重 

K 1 TL 13 ゴ ^! 

が 育巿西 四十 四 下 一目 

ニニー 二八を (一一 一階) 
J ち 青 苗 量 E 呈 P 呂空 IpY 

11 ご 18 ft 4 き si - N .:. 

Tel . す ayant 黄 75 


割烹が に 御腺舘 

ニ 1 曾 佐が 

勺 一 が 

巧 巧 巧 巧 八十 八 T 目 一二 ニニ 
• * 話 ブカイ，， と 入 ニニ 


會席 御巧理 

昭 和 

特別が 日本 巧を 新設し チ* y の 
水煮を 始めました。 チキンの 水 
煮は S 時 巧 程な 巧を お 願 ひます 


をな の 釣 嗜好に 殖ふ 
様な 美が の 御 巧を を 

£1 簾趁樓 

をし ますから 績 々巧 
ホ ホを 西 ひます 

£霸 ホ興樓 

挽 揃 ひの 巧 理乂が 名 
が 日本人 庸君の 喧巧 
じ 適する 巧 巧を ま 上 
i す。 朝 一二 時を 開店 
(育 ホを T 目サプ 
备車 巧の 下) 


巧 お 區域中 格、 緩 領事 お" H 本 
戳船其 化 お 巧 大會お 巧き 複巧 

桑 巧 

純 日本を (特別 閒ぁ b ) 

御 一巧み 第 自動車 御 巧 迎申上 巧 
巧 ニを lifiia St ; San Fiisc タ豆 if . 


ロス アン* セ ルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ 7 N San Pedro SI - Los 一一 這 を$- 置 • 


化粧 お 卸 負 

五味 簡會 

W E .. ニさ芭 .- ItT . 百な 

S S 妄さ iil 37 ち 


み 面目なる ホ 磯 同胞 じ 巧ぶ 
なる 践 業を 罔旋す 一 

宮 W 事務所 I 

紐 育甫西 四十 ニ 了 目 百サ一 

を ブライ， ' S トと お八と 一 
お フライ アン 九堯八 


煎 餅 卸、 小賣 
を 腐油瘍 
日本 食料品 一切 

sunss 巧 巧 ice 广 ake \-. 0 . 
ま ニ hird A さ M 
ジ I . P 堅 a 巧 18 


木 旧 ル 


ン 


1 言 srdAve . す t . 里 & 吉さ Streets 
ジ I ち h 弓 e R 品呈 i ミ 27 


御 下宿 喜樂 

元黒腾 旅館 奈 な 直藏 
1 芝 ミ ghSt . Jroo 妄 nJ . Y . 
Tel . Tria 互 e 苗 ニ 

スブム た— ト 

戶ツ トブタ ランニング 

邦人 クラブ 自曲亭 

58 Sands St . Brook 享 N . Y . 
ブ l . friall 苦 7475 



语 の蒲烧 おいしい 巧な 

會席御 料理 

畫 食は 末廣へ 

町を 筋 巧 « 巧 大巧 巧 


河， S 添 


窩等 御旅 纔 

東洋 儀 

會が 御巧理 


御料 理錄寶 

太 陽 

ま 司 每日あ bi 卞 


日本な 巧 品 
日本 雑貨 巧 
巧な 巧雜 を 


巧タ化 時を 巧 菜 
メ I グァ ドン ス 〔年-巧 

東京 巧會 

ト ブンタ 巧ち まず 
度を のを あ b • 


卷壽司 巧舊御 注文 If 應 じまず 

木が 屋 

當みが桐巧^1^氣付 
运 諮？ ジュン トん を 六 八 


麗ゎ響 

御 忙しい 瞧暇じ 巧 も 言へ 《 
淨瑶璃 の 趣味を 御 賞な 被 遊 度 
皆 樣の御 ホ 遊を 歡迎 一す します 

臀澤是 王 

ニ ご 1 巧 W 1 二さず 夏 y 

ぎ 量 ve 喜す ま 







東西 茶話 


最近の ニユ ーズ ょり 


ある N ボストン 近 0 發 0 

世界一の 上戶 ぶり 


九十 お 歳の 双生 兒 


ァメリカで 恐らく 最古 老の 
巧 ホ 兒ピ云 はれる ヘン リ及ぴ 
ゥ ♦リァム •ィ— ンス兄 おは 

本年 儿 十五 歲の 誕生を 本日 祝 
つた、 兄弟は 千 八な 五十二 年 

じ ドキッ から 渡ち ニユョ ー.- ク 
じ 一年 それから トンド じを き 
更らじ 當化じ ホ b 、 爾巧 六十 
年の 欠.^ じ宜 b 巧 買を して 
居た もので タ數の 知 百 や 親戚 
も 誕生 是じ 列した が、 同じ 五 
日に 當 化から 數嘟を 離れた フ 
レモン ドでは ジ 3 ンど 巧ぶ 六 
十 歳の が 生 兒が共 じ 誕生日を 

祝つ た n オバ キヨ 州 ウッド ダ 
キ八五 りを。 

自轉 車の 遺兒蕃 落 


フランスの チユ！ リング • 
クラ プ ではい i 養を 院に 保護 
されて むる ミツ シ 3 — ィ J いふ 
だを 尚が の 一を 人の ためじ 救 
濟を裳 集を 始めて 居る、 この 


老人 こを 化 ホ 的の 大衆 巧迪磯 




自轉 単の 發明家 ミツ シヨ 


の おれが たみの 晩年のを でぁ 
る， がの カジ屋の 父 ミツ シヨ 
1 が發 明した 二輪 畢 をが ばし 
てょ だを かつじ 息 f の ミツ シ 

シ 3 — 々年 か コ' — ト •チ •モ 

1 ヤ ー の 街 じ 姿を 現は しれ 時 
パ 91 お 氏は をの 異樣 のを 通 


機 じ ホ 常な セン セ— シヨ ンじ 
巧 たれた、 だが、、、 ソン 3 —は 

時が を も 巧 や 大工 海 も 建て や 
じ、 やは b 生涯が ゆ 力 デ 崖で 
終つ たの だ = バリ I 通信 0 

カラ— 博物 舘め話 

當 化に がける々 ブ r お 造を 
が經營 する カラ 巧 物 おには、 
今度み 巧 大統領 71 ダァ ー、 
飛 巧 王 チヤ— グマ •乎 ンドバ 
1 グ 及び 民 ま 黨の大 给領お 補 
であつ じ 前 スミス 知妄の カラ 
I が 署名 おきで 陳列され たが 
この 巧 物 館 じは 珍ら し 一 > 々ラ 
I が タ數陳 巧され 曾て ダ ラン 
ト將带 が 大統領に 立候铺 した 
當 時流 巧した 紙の カラ—; じ將 
軍の 宵 像を 猫へ たらの/- 外、 


シア 


千 化 巧 年に 日ン ドンで 口- 
の ち大漢 のために 造つ た 高さ 
五が、 長さ 二十と 时ザ 、一敏ら 
ホ さい ものは 高さ： 巧、 を さ 
十一 时の ヵラー が 陳列 さげて 
居る H トロ キ巧笠 a 發 ° ; 

この 荒れに 大漁 獲 一 

大 两洋】 帶が 大荒れみ 略を 
定めて 不漁 ご 思 ひき や、 ボス 
トンの 漁夫は 前週 僅か 一二ぶ の 
出漁での 獵 物は S 十八 隻で驚 
く 勿れな 九十 巧 お 度 どい ふ 記 
錄破 b で、 一隻で 十万 晒を 
たもの も あるが、 大部は 媛で 


ミン ボン 州 フリント 市の ト 
リップ £ いふ 巧は 禁酒法 違反 
の 有名な 常習犯、 最初は 四ち 
ドグの 罰を です み、 こを 目に 
は 刑務所の バンを ホヶ巧 食は 
され、 一 二度目 じは _ 一千 ド 八の 
罰金 刑を をつ たが、 金を 出す 
ょ 6 も 刑を 所で 働いた がまし 
だど體 刑を 申し出で： 入獄、 
やつ ど 出 巧した かど 思 ふ ど、 
またもや 禁酒法 違反で 擧 げら 
れ て、 四 旧 目の 巧 巧は とぅど 
ぅ 終身刑 U ブリントを。 

仲裁 役は 脚 歳の 子 


ヨンカ— スのニ 


! ン 


巧に 住 わ々 ッ 々シ I ホ 妻は、 
失婦喧 曝で 裁が 所の 厄 かじな 
る こと 前後 二回、 この 释則居 
の 妻から 一週 十八 巧の 扶助料 
訴訟を 提起し ホ） ド 巧 事廷で 
まる 二月 四日 審理に 附 したが 
法廷の 控室で 待っ て 居 わ 四 歳 
の 子供が 裁 制の 了る のをを 兼 
ねて 法廷 じ 躍达み 『お父さん 
お 巧さん、 早くを へ歸 ろぅょ 
か 潜らを したいんだ』 どやつ 
じので、 思は やかけ 寄つ た兩 
人が 顔を 見合して ニッ コリ、 
裁が もこれ でオジ ヤン。 

豆を 盗んで 終身刑 


キング ス •ミ 作 じ 住む フラ 
ンク •ボワ— ご 呼ぶ 男は、 一二 
十 裳の 豆を ユニオン ゲキ みで 
盗んだ 廉 じよら、 ミ シボンが 


f 巧飞适 

ち 琴 
ンな i 非 


のな 盜常巧 化 所 罰 法に 則らて 
終身 懲役を 宣吿 された、 彼は 
今 H ょで じ 自動車 盜捧 、詐欺 
化か 等 前 巧 四 化の 巧^-ぁる 
〔別項 世界一の ト '戶お 一り 參 照〕 
ni シ ダン 如 々 0 

ロマン テツ ク 

花が お < まで 監獄で I 暑さぅ 
トラ、 ラ、 ラ ど 鼻 巧 混 可 じ 喜 
んで 服役した 巧が ある 一一 ゥキ 
ブ ァム •キス プング ご ザぶ 庭 
園師 、このを の 寒さ じすは 
なく 不圖惡 い必を 逸し う 盜 
みを した 巧め じ吿餐 わじの 
でめる が、 ジャ メキ々 おが 所 
で 審理の 中 『お 事 さ A 一 この 
をの 寒さでは おは 仕事^ 出來 
ません、》」 ぅぞ 花が お 巧 ま 
で 監獄に 遣つ て 下さい』 \ こ賴 
み、' 粹 U が 事から 『 S 個！！。 の 
禁 銅』 を 言 渡され 『春に つ 
て唉かした 】 番化はきつ^^削 
事さん^ 許に 送-®' まず』 ふ 申 
立てた、 ニ 巧 六 H の お ホ で 
をる 0 

今年の 流 巧 衣裳は 

千 九が 二十 九 年の ドン ス 
巧は 時間が 經 つじ 連れて、 

力 ^ — トか 長^なる らしい、 

メリ 力 衣裳 據會は 目下 當 地で \ 
陳列 會を 開いて 居る が、 をれ 一 


大會み 算報吿 


收入么 郁， 總計八 化 四、 00 
內譯切 賣上六 ニ 一二、 00 
蘇附 一 -1 と 0、 00 
雜收乂 I 一、 00 
ま 出 之 部 ^ 計 およ 六、 八 五 
內譯映 料岛 •技師 > 運賃、 
其 化： 11 ニ 化、 五 0 
會瘦豐 と 五、 00 
諸 巧 刷、 ポ* タ ー、 廣吿 

ニニ 九、 ニ 五 
通信 豐 ニ 四、 四ち 
運動 尝及 謝廬 五 0、 00 
雜豐 四 八、 ホ 四 
差引殘 を- 一一-一と、) 五 


皆 樣の御 同情と 御が 助 ごじ 化ら 
ましてが あを 納め 得た 事は 一同 
威 謝に 堪 ，りょ せん、 お ほ 時が 御 
を附を 仰ぎました 方々 へは 左の 
發 ぶを 0 て 受領 證じ醫 へる £ 共 
厚く 御禮申 上ます 巧附者 芳名 
はみ のかし (尊稱 省略) 


じ 化る S 正午の ス 力ー トは膝 
位で あるが、 巧の ス 力] トは 
素敵に これが 垂れて 來 る、 前 
から 見れば 巧 化 的 じ 短 かく、 
後 側は 舊 式の 良く 靈 n たもの 
が 流 巧す る =：： シカゴ 五 H 發。 


大每骄 球團が 遠征 


六月 一日に 

日本む がける 最强 の學生 チ— 一 
み ど 蘇ず べき 大阪每 H 帮球鹽 
は 今 養を 期し アメリカを ± じ 
直ち 曾 y なき 大 遠征を 試みる 
こごに なつて 居る、 郞も 
一巧は S 貝 一二 十 a 橫濱 出帆の お 
洋乂 にて 遠征. 3 途じ 上るべく、 
四月 十五 日桑灌 着、 同 二十 I 日 

をな て フレスノの U 本人 野球 鹽 
とお 會戰を 振ろ 出し じ 羅府じ 於 
ては 同 二十 ニ： 3 南 加大學 ご戰ひ 
な 下み の 如き 日 おじて 東征ず る 
箸で ある。 

アリゾナ 辦ブ- — ソン 岡 大學ご 
二十 0 、 二十 五、 二十 六日、 
テキサス 州々— ステン 同が 太 
學ご S 十目、 丑 巧】 H 、 タイ 
ラ ！ 、 テ キ ザ ス 力 ン 1 チ ご お 
巧 ニ 曰、 オクラホマ 脚 スチグ 
クォ] タア摩 理科 大學ど S 目 
キャン サス が キャ ンサス じて 
聖 メリ ー 大學ご 五 巧み 日、 同 

怖 マン 户ツ タン じて キャン サ 
ス農大 ごと H 、 ミ ゾリ！ 拥コ 
りム ビャ •して ミ ゾ ブ ー 大ど乂 
H 、 イリノイ 供 シャム ペン じ 

て イリ ノキ大 ご 九日、 イン デ 
アナ 州 ラフ ア エツ トでバ アデ 
プ大ご 十 H 、 岡 イン テア ナポ 
ブスに てバツ トラ ア大ご 十一 
H 、 アイ オプ 撕間巿 じて 如 立 
大學ご 十 S 、 十四日、 同 デコ 


ラ 市 八 1 サ！ 々レ I ジご 十五 

日、 ク ネス コン シン 州 マデツ 
ンのゥ ネス コン シン 大學ご 十 


は NYU ご復 譬戰； 

十と 日、 ノ — グダ ム大ど ニ 
十 H 、 ペン 州 ラト 01 ブ聖 ダ， 
キン セント 大と 二十 一日、 が 
育 卵が 育巿 午前 着、 フオ] ダ 


ま 罹 じて 十九 H まで 滞 布し、 ニ 
十日 ホノ グル 出帆のを 洋义 じて 
歸 锅の豫 をで ある。 


ム大 £ ニ 十二 H 、 コネ クナタ 


ット 巧ニュ へ- — ブンの 五— 於 


大ど 二十 一二 日、 ブ n ビデ ンブ 
大ど 二十 五日、 マ脚ク 1 スタ 


ァのホ ブ*— クロ ブ大ど 二十 


八日、 ニュ 么プ シャ州 デュ 
— ラムの ュ 三 オン 大ご 二十 九 

日， が 育 大學泛 六 巧 一 U 、 ス 

ケネ クタ デイの ユニオン 大ご 

六 巧 六日、 糾育州 カントン 巿 


聖 01 レンス 大ど 八日、 シラ 
キュ ー ス大 十日、 八— グヮ— 


ド大 十一 日、 プリンストン 大 
十二 日 、 n ! オ^ 大十ゴ 一日、 

アム^) スト 大 十五 H 、 ウネ 
リアム スタ ウン じて ウキ リア 
ムス 大と 二十 二日、 

0 上の か ホち ニ H は武 巧の セ 
ミ •プロで 有名な ブブ シュウ ネ 
ツ クと戰 ふべ く、 大學中 ホを の 
を 一二 四 個處ぁ b と乂每 特派員 事 
務 所の スポ ー トホ巧 福 本 巧は 語 
つて 居る。 尙ほ摄 措が 宮じ はま 
幹の 奧が 不染 巧を、 圓 島は 投手 
じは 小 野、 演 崎、 永 ホ、 湯 崎、 
捕手 じは 天 知、 ホ 川、 內 野には 
を澤 、ホロ、 內 お、 巧 巧は 大巧 
营 井、 中 川の 諸氏が じ、 髙須氏 
も 加は るべ < 、を ホ 遠征 會戰は 
ホ 十回 じ 達すべく、 と 巧 一二 十一 
國榮渚 出帆の n ンャ化 じてん 月 


ホ 日、 イ 9 ノイ如 シカゴ 大 と 六日 ホノ 八^ 着、 日 巧 時事 社の 


松 山 君 優勢 

を曜 までは 第一位 
目下 ああ 擅 球大會 じ出瘍 中で 
ある 邦人 選手 松 山金嶺 君は 旣巧 
の 细く萬 一 H 目 じ現大 選手 ホ） 
> マンを 擊 破し、 更らじ フラン 
てめ グランデ ど戰ひ 四百 對 二百 
す 八 点で 大勝し 金曜日までは ニ 
| a 戰ニ 勝で 繁 一位を 占め ホー グ 
で ンのニ 勝 一敗が 第二 位 ごなら 


晦巧は 1 グ ン ラ ッ ずーご 
え -;、 £1 J f ftx t 


戰つ 


わが、 年少な 山を の 奮戟は 異常 
の セン セ 1 ン 3 ンを 呼び、 を英 
を 紙は 記事に 漫畫じ 特筆 大當し 
て 帯 道して 居る。 


すわ 歲の 少女が 

爆 團乂り 

天才が 認められ 


ニユ 3 1 ダ じ 生れ 三 ユジャ 1 

シ L - が ジン テンの 戶 キス ク 1 グ 

をを 業し たみをの 少女 セラ フキ 

ナ •一； ブォ镶 〔十み〕 は 十二 歳の 

頃から 蟹藥の 豊かな 天を を 毀 揮 

し 作曲家 モこブ メジ 夫人の あ 顧 

を 受けて 居た が、 今度 ミラノの 

K ヵブ 座と 契約が 成立ち 遊學を 

兼ねて モン ブ メジ 夫人が 同伴の 

上を 曜日の 巧 渡 獻の途 じ 就いた 
•> 

磯は ドラマチック •サブ ラノ 
で ボン ゼーが やゲォ グピ等 VJ 
いふ メトロ ボブ タン 歌劇 閒の 
スタ] が 慾 憑した おお、 出を 
の當 日メト n ポリ タンの 支配 
人ガチ •カサ ザ 氏の 前で 巧督 


し 「これなら 大丈夫』 とがが 
が附 いた。 


讀 をの n ラム 


.賣を 饒舌の 偉人 

- 會員投 

紐 育 H 本人 會勞働 部 ま 員會ま 
催の 會員 親睦 會が前 遇 木曜日の 
巧 開かむ ましね。 曇の 降るな か 
を おも 會 員の I 人と して 忠實じ 
出席し ました、 座長の 演說も お 
じは よ < おから 草信會 長さん の 
御演 說も說 解し ましたし、 竹 中 
さんの 『同胞は 皆 一巧 じなる ベ 
き 時で 御 互に 爭ふ 時で ない』 ど 
さ ふの も 御 ホ W 感じ ましたが 堀 
さんの 非常識な 『日本人 會は欺 
目 だから 勞 働協會 へ入會 せよ』 
どの 無 禮なネ 巧 的 質問 ど-やら じ 
は 失望し ました。 

日會の 『集 食 荒らし』 を 目的 
どす るた めじ 會 員の 親睦 會へお 
るの が 第】 ホ 常 謡で を もます 典 
產黨 でメシ がを へる のなら 共産 
黨へ往 くが よいので 好む で 日本 
人會の 集會じ ホる こどは ホら ま 
d ん 。其 かの 辯 ± 中 じ も 日本人 
會 及び 會 員の 爲 めじ 善意に 座長 
の 言 はれた 『建設的 批 巧」 をした 
人がない のじは 呆れました。 义 
誰 やらの 『埋 事が 貴族的で デク 
ノ巧 云々』 も あんな 暴言を 寛を 
せる 座長 じ 敬意 i •おします がな 
はいしろ 今後の 集會 じは ロ 本人 
會の 目的、 事業を 敲解 しない、 
又はして 居ながら 邪魔を しやぅ 
どす る、 义は資 巧の ためじ、 議 
諭の ため ツべ n べ嚷る 偉人を わ 
斷り i るが よいと 咸 じました。 
ソシテ もつ V ー眞颊 にお 互の 將來 
を考 へて 見る のが 必要で せう。 


を 一二 十 巧 島が 唯 紫を サ五 お 
大 ハな 信 一 金 二十 弗 巧 靑木計 
ニ 伊藤 雅ニ 足 立ず 次郞 、金 
が 五 弗 前 川 方 平 山 本 忠義 
を 豁弗藤 おな 庵 舍お巧 置 十 
她お橋 本 十 五郎 無名氏を 
- V 弗 ホ 司 龍 r 金み 弗宛內 
田 貞み中 野を 房 金 五 弗 宛 
一里 井が 服 巧 ホ 篇眞館 藤本 證 
す 會社高 橋 淸が郞 大下義 雄 
が ロ 門 之 助廣觀 定か 桐義雄 
巧 巧 梓 庵 東洋が 胳 屋義ん 
な 四 弗 高見 豐 を 參弗宛 
帝 典 作未廣 が亭靑 柳商會 
ニ 弗 五十 仙 繫田德 次郞金 
一一 舉诞江 見 一一 最 井上 義人 
織 出 露を-巧 五十 仙 宛-中 西 
滿 iw - 無名氏 


紐 育 柔道 俱樂部 


一 事務所 西な ニ 1 T 目) 四 九 
鶏 巧な 了 目 一八 



^ の 運 轉を留 つて 


シ 


ヤ ブフア 1 •メカ 
ニック •タネ シ •一 

ドライ ゲア] どな 


なさい。 授業料 
は 普通。 を狀 保証 
九 赔\ 主ら 丸時遙 。婦人 歡迎。 

i を TE 备 さ篇是 0 L - 20 ミ 25 さ si 


立 ヤプ スィ ランチ 

も 4 ^ ぷ すい n 化 
でんぷら ^ 
一一 一さん ざぅ いも 刖む 
I 一を うだ、 こうひ ー 
厂 シン トン 衔巧 四十 五 


ごぶ グン トの 


埋髮巧 

巧み 十五 了 目 S 十 一 番地 
ぶ 年間 中が 巧 ど 共同 經營と 年 
装： H 本人 諸君の 理髪の 經驗を 
つて 居 b が。 戲數じ 注意 深 
巧 じ 日本人 諸君を 御 待遇 申 
上 巧 料を も 左の かく 引下げ 


大勉强 ~ 

散を シャン プ 1 巧び 刈 込 
髮 t 三ック 一巧 

散を 顔 制ら 八 五 仰 
散 \ 髪 六 〇 仙 

ニプク 1 0 伽 

i ご 方法 御注意 


を 柿. ぶト 一 
街を 巧 ^'^備- 


L»t 






EBP 


^1 


♦日本 菓子 ♦ 

栗 獲 頭、 其 化 色み 
のし 餅は 前日 御を 文 願 上 侯 
御菓子 舖松孤 巧 
29 W . 贾 th St . ブ I . 是 fa 品 ar 置 4 


▲巧 巧， 親 巧、 氣樂 H 三 巧 ▼ 

勢側纔 

が 勢 事を 久巧巧 か 

仪沒 E . 5 望 h Street 
Tel . Re 巧 nt なち 


化 巧 旅館 

お ま 住 旧キセ 
2 畳で S 二 置芭呈 t , ぎぎ ミ § こぎ 


一力 旅館な め 

を 國旅舘 館 前 

i W. 黃 h 篇 •す ニ 夏 
ジ I. を ぶ ミ hanna C610 

紐 育 旅舘帛 * ホ* 

東 四十 了 目 ニ 四 ニを 

ぎ呈 ed 呈 ia 6374 


が ストン ホ 

富 ± 旅 舘大浦 末を 

一を Worcester S ニ另す n Mas 产 
Td B.:875 


a 府 御旅館 

柔山淸 五郎 

さ W M0U を 9 ih 苗. 呈 ia を 章 ia pa . 
Td Wainu ニ这 一 


レヤ トル 

Np 旅館 

W06- ま h Ave. wo. Mr 至タ ssb. 

巧を 巧が を 東ご于 左側 六 階を 
日本 巧 船 切な 化 度 波 ロ 場 送迎 


iiliii 
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120 Broadway, N. Y. 

Tel. 民が tor 3254 


T 帖 Sum け omo Baiik, LM. 

化 W 巧 RK が 巧な 
B 邮 m が4 
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Ro 邮 1 10 巧 1 扣む oadway, ん Y. 
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說 
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號九廿 百 五 千 一 第 


雜辦 育 納 


【日曜 ±】 


日 九月 ニ 年 四巧昭 


四 


r 


藤本 證券 會巧 

■一般 有 憤 お 券ノ賣 買、’ 引受、 募集 
▲金觀 、ホ ュ么ニ 關ス八 一切 ノ 業が 

袋 藤本 ミ 71- 銀行 

紐 育 お 張 巧 


陶魅黑 、雜 貨卸賣 

森村ブ タザ ー ス 


雜貨 W 逆 お 

ドライ グ ー ズ卸賀 

太 洋貿晉 ホ會社 

ま 店 ホ 俄 古、 ボストン 


黄 本を 量 は 旧 
拂 a 濟 資本を 六 千 巧 旧 
梅 立を ホ 千 一二な 五十 巧圃 

8 賊 S ホ 銀 一 何 誓 支 巧 

本庙 i 巧 日本 巧區 本ぎ 屋町 五番 化 一巧 

支店 ル搪 日本 裙を內 (妄) 雲 

名古屋 巧都大 阪巧关 ち# ロ 
廣島下 巧 巧 巧 若が 巧 岡 長 《 
上 おな をる 買 巧 水 


なお 入 巧を’ 電信 送を' ホ 送を' 旅 巧 宿 用 巧 
巧 菜 信用が 其 化 一 おを 巧 業 

乂餅城 三 蒙 銀 巧な ちま 巧 

が 里 送を ハ 日本が 化 おず お 巧--， 巧を 取圾 
本店 預を (を 巧 通 か ノニ稱 ) 巧 便利な 巧 
本ま庙 をを (ネ 巧〕、 大巧 > 神タ 、ま 都 
巧 巧 お 名古屋 、ホ樓 、上 お、 倫 巧 


▼が 里を を 及び 巧を を (無ず 巧 巧 r 外 ■ 
巧を—、 巧巧替 取な 取 立、 お 巧れ S 
巧 等 一 較巧巧 業な 妈巧巧 じれ 巧 可 仕 候 

基 臺灣艱 巧 f お 張 所 

本店 臺巧臺 化 

ち 巧な 巧、 巧 « 、大巧、 神戶 、上 巧、 « 

ロ、 I 席 W 、 厦門、 灿 頭、 香港、 廣 束、 巧 

嘉坡 、スラバヤ 、スマラン、 パタ ビヤ、 を K 
々グ 々ッタ 、をを、 巧 か臺灣 十四 ケ巧 


せる 点 道 巧に 掛 する 意見 じ掛し 
て 俄かに 賛 息を 表する i は 巧 ホ 
ない が、 巧のを ちなる 硏 をの 發 
表じ對 して 多大の 敬 患を まする 
じを ならない をで ある ( 1 記者) 

極 ロ 巧の フネ 瓜ム 

.昨日 正午に 試寫 

本紙 旣報松 竹 座 製作の 「人の 
世の 姿 J と 叙 劇 もの 『阪本 龍馬』 
ごの ニ フキ 八ム を携帶 して まる 
五日 ホ 紐せ る 活議辯 ± 棚 ロ化浪 
氏は 目下 河 添 旅 おじ 投宿 中で ぁ 
るが 昨日 正午よ 6 フ キ^ム* ア 

!ト •ギ^ド じがて 試 寫會を 催 
した。 尙ほ巧 人 側への 映 寫會は 
あ H 期日 蕩所 等を 决定 ずるなら 
むご 云 ふ。 

修道 會 競技 會 

去る ニ H 午後 五 時 よら 開懼せ 
る 第 一圓 修道 會競 技會は 巧會者 
な 餘 名、 お ホ 稀なる 盛 巧 じて、 
當日輿 ホの 中位で あつた 美 0 お 
會お 修道 會の ピンポン 競技は 美 
な 軍の 奮戰 空しく 遂に 不戰 一名 
優勝 H 名を 殘 して 今年 も 優勝を 
は 修道 會 軍の 手に入つ じ。 殊に 
八 木對岩 田の 激 戰は是 るを をし 
て 其 神技 じ 驚歎 させた ど 云 ふ。 
個人 ピン ボン 其 他の 優勝者は 左 
の 如し、 

~ 等 二等 111 等 

圍慕 n 小 林. お 下 瀬 

將撰 n 佐々 木 川 石 下 瀬 

歌留タ = 大答 大巧 お 

ビン ボン n 八 木 山 霞 有 働 

チ ッヵ n 小 架 小 林 乂掘 

五目 rz 下 瀬 恩 旧 ず 西 

各 敎會の 消息 

お 巧 西 百 八 T 目 一二 ニ 一 二番 日本 
人 美 お敎會 淸語會 じて は 明 十日 
午後 八 時ょ もを お 總會を 開き 重 
要 會務の 審議、 役員の 改選を 巧 
ひたる 後が 井 保 固 氏 並 じ マコ！ 
ネか 監督 ホ 人の 說敎 をる を A が 
ほ 同日 午後 ニ 時 キ敎會 顧 時 役員 
會を 牧師 室に て 開 <蠻< 1 まる H 
"故を を 謙み 氏 ホ 巴ん たけ子 ホ 
人は 宮崎 化師よ 6 授洗 A 西な 四 I 
十 HT 目 四 あ 一二 ま督敎 修道 脅^ 
事 栗頗善 藏氏歸 朝の 爲め小 栗 叢 I 
一二 氏が じ 幹事 じ决を A ホる 十ムへ 
日 午後 六 時新舊 幹事 送迎 會を 絶^ 
ね 親 陸 晚餐會 を 開 （壁。 i 

川鑛新巧巧^ 

S 井物產 生糸 ま 部員 川瀬 新 I 
氏は 過日 巧 流行 巧 威 冒に 罹 
を じがて 療養中で ぁつたが 覆 I 炎 
を 併 發し遂 じ 一昨 巧 八 時 四- 三 
巧 逝去し ね 葬儀は 本 H 午後が 時 
プ 日— ドゥ エイ 六十 六 了 目， ドャ 
ン べ^じ 於て 執 巧す る？ ぶな つ 
たが、 川瀬 巧は 福井縣 小： 心 生れ 
じて 長 崎窩商 出身で ある。 


なムか 


•河 上淸庆 乂每華 府特衝 
夫人 同伴 まると H お 紐。 

参 飯 野 逸平 巧み 息の 計 
紐せ & 森が 組 取締役 飯 巧 化 
み 息は 同 巧 着 紐の 當 H 名. 
て 入院の 電報に 接し 翌日 
去せ る 旨の 入電が あつた 


員、 



♦紐 育 R 本人 敎會 
『がの 子の お 現』 
♦を暂 お 修道 會 


水 牧師 


『神の 人格 J 
♦日本人 美な 敎會 
r 魂の 叫ピ 


ず ホな 師 
•宮時 牧師 


半額 

巧 ま 的 名作選 集 
新進作家 叢書 
巧 他 


片桐巧 弟商會 


新入 荷 

一 

矿じ 好， 評の 
富 印 

畢剌 

燒 牛肉 


東京 商 會特吿 

メ ー ルオ— ダ| 

を 御 利用 願ます 
ま 巧が 會は I 册の雜 誌で^、 

一 瓶の 醬姐 でも、 一斤の ホ增 
でも、 一服の 藥 でも、 柯んで 
も 御 注文 巧窮 をち じ 0•0•0 
じて 運 b ます 

を價 表、 商品 目 錄御申 越が 游 

送らまず 

便 額勉强 、を 送进 速、 を々 お 
不係 御用 かを 乞 ふ 
ぉ內 配達 仕 候 

馨 東を 商會 

140 W . 雲ぎ：. G . 

Te ニ rafaig ちを 芸 


9tt 


タンク 


タイラ ー ぶ 


イン ノ ^^ べ ^ ~ シ 3 ン トランク 11^ 

赖と弗 五十 他よ を 十二 霜 $ 4 ^ 

基 i i 等 置 


ミ/… 3 


タンク 


約 おな 教の 

クオ ド立ブ 


桑 山商會 

114 EAST 芸 ih 資： 开 ベ. C . 
Ph 呈タ Re な nt S な-這 57 


諸 哲じフ T ンン 

を 一 7 玉！ キング 及 
> 巧 理法を を授 す、 新 ま 設備 
戸吉 UTi 

19 电 な こ 7 th St . Gor . B 呈をさ N - Y - 


及 ぴスチ ー マー トランク ホ！^ 五 

十仙、 九弗五十他、 十ニ弗^^十 
仙、々 し 許を 使用した 飽 類一雜 

I ニ 弗 度び 五 巧 
篇ミ呈 lave : Gor . ささ 芭 . J . y . 


養女に 遣は し 度 

父は H 本の 紳± 巧は ち 國人當 
年 十二 歳の 女子 巧 細 あ - f て 信 
賴し 得る U 本人 良家へ 養女に 
遺は し 度を 細は ち 文丰紙 じて 
左記へ 照會あ もたし 
(紐 育 新報 社郵函 五ぶ 0 號) 


ア ハ，一 トメ ント -讓度 
と 室、 閑静を 通 便利 旗 巧は マ 

ンバツ タン •アグ エニ ウ家賃 

百 二十 五 お、 昇降機 照 

(が 育 新報 郵函 一二ち 0 號) 


T 寧の 印刷 ど樹 巧なる 化 上げ 一 
時日の 巧 速 ご 確實な 校正を 保証 I 

印刷は 紐脊 新報 社べ 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九 I 10 

わ 間違 ^ む く 新報 f 

ボ內西 十と 了 目 十 二番 十瞎目 

東部」 がける 巧 字 言論 機關の 

權 威、 吾が 新報を 讀 まの 人な し 

廣吿 は雜脊 新報へ 
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# 羅府 、を 潘巧帆 (ホノ^^ 經 由) 
羅府發 を 港を 
(そ 盾 ニが お 帆) (お 午 窺) 
天洋义 '一月 甘 二日 ニ 巧 廿よ日 U 
コレア 凡 一二 月 八日 一二 月 十 互 日^ 
春洋 丸一 ニ巧廿 二日 一二 月 立よ 日邮 
C 化 I 西 比 利 亞乂巧 月 五日 四月!- 日 m 
に ^ i ® シアトル 出帆 (午前 十 時化 化 心 脚 
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W 

化.； 

N 与 S : 

が- 


巧 

H 
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潰 

島 

0 
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化 

义 

化 

丸 


こちよ 二日 
一二ち お ミ 日 
四月 H 
五月 


がか 


® 偏敦後 a 本 巧 巧奶 

化 巧-み 一見 寺 二目 
を 取 一み 一二 巧 I 九日 
新 西み ニ 頁ち す 
▲趙育 お 视芭お 馬 揺を 日本 物 船 1 す窗 
▲騎絳 おお 0 が 棘は が渊 巧、 南 来が 並に をを 馬 
摇 由た ぞ洋岸 巧を 媒 がを なと 诗妍あ リ请船 切 
薛等萬 事 御 俊を に 取 計 ひを 上を ず 一 
▲乂國 錫 遺 切符、 寝な 勞等も 御 便宜に 取 ひ 申 
上まず 


目 本 郵船 會社 (化ュ を 鐵道會 お) 

代理店 巧稠 兄弟 

乗車、 乘船 切符 おじ 小荷物 運送 御 便が じな 巧 申 
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^00 

暖加面 
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邮ぶ化 
W が 
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(午 f 前 十 時) 
ニみ 化と 日 
ごぶ 十 吉日 
二 さ 一十 目 


シアトル 化 化 

あらび やみ 
あら ば ま 凡 

ばリ すか (巧 渚 曲れ〕 

T 1 等综漠 一九 五 巧 

巧し 一 ば づす九 るん でんわは 一 五 直 巧 
▼一二 華 目 本 巧 一 五 五 巧ぎ 室 大巧 巧 お 族 室 i 
▼御を 皇じ 依り 一等 割 5 巧を 切符を 巧 » 巧ち 

ロス ア み ゼ ルス 出帆 (午 お 一二 時) 
らぷら た 光 ニ 廿 五日 
さんごす 化 一一ぶ 廿五 H 
►一等 镇 窗ニ吉 0 巧但 はわ：， 丸 まに 十を を 巧 
►辖巧 H 等 日本な 五十み 巧 ►一二 等 日本化 五十 五 巧 
▼ホ 藩證 おお 衡軍 切を 寝 妻を 路 入® S ： 幕な リち 
▼紐 育 線' パ +- マ經由 日本 支が 物 巧 1 固 


ラム プ 巧び シルク シエ IF 
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ラ么 プ卸賣 ； 

奈良 貿易商 會 


■ • 5 

Mil 

巧 SG.S 


日本 吳服 反物 キ モノ 

テ —. フルク ロ^ス 類 

諸 雜貨郎 蘭 ^ 

體 日本 ドライ グ 1^ 商會 

時が 廉 憤で 大姐强 巧 巧 巧は 10 恃長 
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H 本 贿叢雜 

ドライ グ ー ツ厨 J 

S 巧 木 桃 


細 






御遊 金 ハ 
確實 有利 ナ 
倩 券 株式へ 

岛本 內地ノ 債券が ま 御 買 入 レニ 就 
テ ハ 特ニ御 便宜 御 計 ラ ヒ致シ マス 

戰村 證券 株式 貧 社 

紐 育 お 張 所 


、資本金を 億圓 (を 巧巧这 巧) 

、積 立を 一億 ニな 五十ち 圓 
巧 化 本 ま 巧 濱 (本店) 巧を -KR 
神 ロ 長 巧 下 巧 名右屋 

機 獲ぶ 金銀な— ち 巧 

米 因を ま 店 U 桑巧羅 *’ 沙 ボボを 
其 化 化 ホを 画 重要 都 巧 ニ ぞ店巧 コ か’ レ 
スち 之ち 


本店 大阪化 濱五了 目 
短 育 支 巧 紐育ブ C — ドゥ ユ—百 四十 化を 

聲 佳ぶ 銀 巧 

日 お， 主を ち橫濱 、名 古屋 、京都、# ち 岡 山 
化。 い 一尾 ノ 道、 萬 島、 吳 、柳 井、 下ノ顆 
がち 至 巧 司ぶ 倉、 若松、 博を、 义窗ち 熊 本 ま 
本画預 を、 婦里 送を 等は 语 * 

て 御 便利 迅速に 御 取 巧 巧 申ち 


本店 朝鮮 巧が 

支店 出張 巧は 日本 巧 地の 樞要都 ホ， 巧鲜 
お洲 、支那のを 化 巧び 浦 お 巧 お 

朝鮮 銀行 紐 脊あ張 巧. 

外国 巧替 一般 おけ 業務 精々 お 便利 じ 取 技巧 
申 上 候 


ジフ テリ ヤ豫防 運動 ミ - 

日本人 部 委員の 施設 商議 

巧 衞生局 ご 協調して 着手ず る 
本紙 旣報お 育 ボ巧生 局よ 


ち U 本人 會 々をに おし 化 巧し ホ 
れるジ フブリ ャ豫巧 運 風は 會長 
自身を を 員 長 どして 特別を 員會 
を 組 巧し、 先づ 局 側の 意る 
を 巧き たる 結果 當扇ま 巧 ブラゥ 
ン 氏ょ らお 巧 じ甚る 諮問を 受け 
たるに つき まるみ 日 正午 ま 洋館 
じがて を 員會を 開き 該 を 巧 運動 
じ おし 碑々 商議す る 巧が あつた 
【 - 】 は 日本人 居住 錄作 おの 件で 
をる が 是れは Jsj 巧 ホを としては 
日本 惧樂 巧、 ni 本人を 其 化の 團 
体、 旅館、 で 宿、 邦人 醫師 、 S 
を會等 じを 旗す るを 捷徑 とすべ 
しど 云 ふじ 巧し、 〔ニ〕 ジフ テリ 
ャじ顆 する サ r キユ ラァ はま 要 
部み は 英文の 窗 じて おに 印刷 じ 
照せられ ゐ もを のじ 必要に 應じ 

邦文 注意書を 加 ホして 配 
おすべ（、 树ほが要巧第其一 な 
をの か譯 ぶです はか 說お附 の 手 
I 績を 取るべし ど决 し、 【一二】 が 岡 
日米 水 ハ 合 f 兩 を 主を 化 表 ごし 
てこ ゥズの ホ 面を を當 せし むる 
至 VJ し、 石】 ポスタ ァス も英义 
旣 おみみ！ f が义を 加へ てま 要の 
填 巧々々 一: 揭 おする を 可とすべ 
しど 提議す るに 決した。 尙は席 
上 委員 高見 ドク ト 八は ジフ テリ 
ャ のをを 化 射の 偉功を 述べを お 1 
ドク ト かは をの 注射液 發 をの 略 
史を說 きて、 スミス 博 t 、 バ！ 


ク巧 ± 等の 教必 なる 巧 力を 述べ 
豫防 法を 遺が なく 讓 中れば 罹病 
のを 隐は絕 おじない から、 まか 
じ 具体的 施設の 進 巧を 希望し 瓦 
っ醫師 間の お 謂じ掛 する 意見 A * 
披淹 しを お、 むじ 巧 護せ るが、 高 
見、 ま 居 ニ ドクトルは 『生後 六 
ヶ 月までは 生 巧 ょら 受け じる 免 
疫 質を 有する も 九 個 巧 

至 十歲じ 達する 間は 該 
病毒 素の 侵略の 威を 性タ きをな 
てを じを 巧 注射の 必要 あらと 力 
說し 一週間 一回 宛 一二 遇 間 じあん 
で (ネ巧 前な ブラゥン 氏 談話 參 
照】 注が すれば ニ云ヶ 年は を 巧 
でを らぅ。 注が 液 も 既に スタン 
ダ ー ダィ ズ され 居 b 普を は 無痛 
無を 叙で あるから 何等 畏怖す る 
所は ない。 依て ホ 注射の 话女じ 
は 一時 も旱く 巧って 置 < のが大 
切で をる』 ご 保 謡して ゐ た。 因 
じが 人中 住 巧 懸隔の 南 係 其 他の 
狸 由 じて 無料 注射を 望む 者は 左 
記市設 注射 巧 じ 赴き 兒 女の 注射 I 
を 了す るを 便 > yj すべし。 

A マン 户ッ タン = マゥント* 

モリスを 園 一二 0 了 目 第五 
巧、 まよ 化 了 目 ニ 一二 四、 西 四 
と 下目 五 0 八、 A 巧 so 六 
巧！ 四 五 了 目 四 八 一、 第 化 
革‘ 街と 八、‘ チ ュ 9 ! 町 1 0 八 
ヘス タア巧 一九と、 マグッ j 

ン和ニ 0 六、 東 ニニ J 11 T 


四 五、 東】 一二 T 目 一二】 五 
ナフ オック 巧 ニと、 スタン 

トン 巧 一を 一!、 巧 ニみ 了 

目 一二 四 五、 マグ ベリ！ 巧 ニ 
四 四、 東 H 八 T 目 I ニニ 五、 
巧 一 】 T 目 五一 一二、 モン" 
1 町 ニ 一四、 ま S ニ Tamil 
一四 八、 ま 五 四 了き ニニ ニ 
A プ 0 ン クス = 東 一 ご 三 一 了 目 
旧 二八、 を 一四 九 了 目 五一 
1 、 ヒウズ 巧 ニ 一二 八 0 、 ゥ 
エブ スタ ア巧 ニニ 五 四" ホ 
I ; ワイト プレイン 巧 一二 五一 0 

キング ス 情。一 ド •ユ ニグ 
ブ^シ テイ 爾巧 

A ぶ术ッ クリン ネ プチ ユ！ 

ン街 五丄ハ 1 、 マン 户 ブタン 

街 一二 五义 、ホプキンス 町 一 
ホと、 パ シフ キック 町 ニ 一二 
迴 六、 サイ ダム 町 ニ 1111 一一、 
グラフトン 巧 五六、 ポ チ 
ック町 I 二八 五、 力。 グ町四 
化、 バ ー ダ y 胖 一四 八吉、 
第四衔 一八 四、 第 四 街み ニ 
一、 ヘン リ ー 巧-一 ハ义 八、 イ 
ンデア 町 一四 六、 ジョン ジ 
ン街八 あ、 ォズ ボ！ ン町六 
と、 パ— ク街五 九 ニ、 テン 
アイク 町 一二 化 

ごクネ —ンス = アストリア* 

フグ トン 町 一一 四、 9 ッデ 
ウグド オン タア トンク 街 お 
五己、 マ スペス、 同 マスべ 
ス街 ニニ 

一公 リッチモンド： =：：；；； ポ ！ トリ" 

チ モンド •パ— ク衔九 S 、 
ステ**— フ八 トン •フロ！ L 

町 II 。 _ 


支那 新 共和 國 制度に 就 . 

ジェンクス 蜡' ± が 紐大で 講演 


1 二十： a 發刊 本紙 巧帮 のか 

く ムム 週ょ を ジュン クス 博 ± は 
■ が<?^大學よ0丸號あ室じ於て 
支狀巧 題に 關し 一二 固の 諸 おを 
試みつ > あるが、 昨日 午前 講 
演巧當 でを つた 『支那 ど 日本 
ご で顆 係』 は 月曜日 午前 十一 
時に 延期され た。 ジ で y クス 
傅 ± 金曜： n の讓溃 はま どして 
巧 国民 孜府の 制度に 巧て 說巧 
な ものであるが、 博± は 冒 
頭 巧 巧が 化 軍を 敗ち て 山 東 省 
を 占が し 進む で 北京を 攻略せ 
るな h j 應 まがの 統一は 目鼻 
がつ いたど 云 ふので 搔じ 新な 
巧 樹立の 気 連を 馴致した ので 
あると て、 立法、 司法、 巧を 
部な みを ホ科擧 9 測 巧 ど お似 
の 制度を 採用して 一部を 置き 
更らじ ニ 千年 化 ホが 置され た 
謀 諮 太夫 ご 间 一の 制度を な 巧し 
てな を、 巧を、 あび 巧 政 一二 部の 
監察を U す i ごむつ てゐ ると 說 
いたが、 支那は 共が 國 ど おする 
けれ 共ち 質に 化な ては ホ だ 泰西 
人の 說解 ずる 共和 國 とぶ つて 
ゐ U い。 しかし 巧將 ホは 有望で 
をる、 司法 部の かきら 近き 將ホ 
じ 巧 立の 實を舉 げて治 外法 權の 
制度を 撤廢し 得 もじ まるべし と 
て 化 本の 執れる 努力 じ關し 
論ぶ 心る 所がめ つた。 立法 部の 
解說ザ がても 公理に 化る じあら 
ざる^を 指摘し、 固 おの 八 削は 
义ぞ打 知らないから 逃を はお ホ 
ない ご 述 V 行政が の 構成に 綱 蹄 
しても 西は など 化 ご の 嫉視を 論 


じ， 貨鞭制 巧の 現 巧を 說 明し 

ス クキズ •ンス テムのを 在す 

理由を述べ、 が政總長ホず交|;? 
のが 幹を 激稱 して 其閱 歷を紹 W 
し、 現內 閣員 中と 人は ク 9 ス I デ 
ヤン f をら 六 人は ホ 歐大學 33 | 身 
者で ある ど 語つ た。 

ジ で ン ク ス陈±の講おが^^|那 
若く は 巧げ にが 等の 豫備 4 ^ 識 
を 有せざる 米 國大學 生じ^し 
て巧相的でぁる のは己ゎ|*得 
まい けれ 共 現 巧ち 那の臂 一^で 
ゎる 宗敎 、哲學 及び 歷を正 先 
づ おゆる じあら ざれば 博 王の 
講演を 聽取 する 彼等 學^ は單 
じ 皮が 的 ミが の 現な を み踞 
下す るに 過ぎまい ごは 一| 聽講 
をの お 評で ある。 


和譯 された 

創造の 東 豕 

千 九な 八 年な ホ偷敦 •_ v ^ i リ ー 

で キス プレス お 紐育特 養-員 ごし 
て 巧 米す る ジエ— •ダブす ゥ •テ 
ィ •メ I ソン 氏は 千 九..^ 二十 ホ 
お『創造的自由』^:*る ！ 書を著は 
したが、 書中 東が、 し 日本の 
巧 道、 支那の 儒を のイ I ンフ リユ 
ェ ン ス じ論及せる所.-?|ぁち日本 
婦人 じ おする 巧 一流 也哲 學的批 
おを 巧みた。 巧を じみは 昨年 更 


の 東洋』 ど 題して 出版した。 を 
篇 が 四 頁の 短 かいものでは ある 
が、 序說 じがて 自我 完戚の 一二 要 
素を 論じ 『人間は 精神 ご 審美 ミ 
を 利 どの 完全なる 調和の 下に 自 
巧を 表現す る』 S 冒頭して 東洋 
の 精神 ま義 、審美主義 的 文 巧 ご 
西 巧の 攻利 ま義巧 文明 どの 高調 
し 第一 じ 印度の 精神的 直覺 、攻 
利 的 審美的 犧 牲を說 いて 巧 度 思 
想 ど 西が 巧學の 差を 比較 論評し 
第二に 支那の 審美 ホ義 、其宗 を 


ワナメ —カア にて 

日本 風景 盡映寫 

ジ 卞户ン •ツ^"— ブス ト •ビユ 

0 ! 主任 宮內昌 雄 巧は 着 巧の 巧 
を奔西 走、 を ホ 面を 硏兜 中で を 
るが、 同氏 渡米の 際携帶 せる 日 
本 風景の 活 蕾は ホ 固 側の 敎會、 
學 校、 闡か 等ょ b 借用を 申込む 
向き も あら 頗る 好評を 博して ゐ 
る。 ホ 週 水曜日ょ b は 四日 巧每 
日 午後 ニ 時半 乃至 四時まで ヮナ 
メ！ 力 ァ商會 乂講を じがて を 部 
九卷 の映寫 をを 開し、 第一 日は 
內山鹽 領事 代理、 日米 瘍會 々頭 
チゾン 氏の 演說 あら、 第二 日は 
小 畑薰良 氏の 演說 ある 堂 じて】 
殺 同胞の ホ會 を歎迎 する 由。 


ど 審美的 精神、 並 じ 其の 審美的 
攻利 ま義を 說き窮 一二 じ H 本のを 
利 的 本能、 創造的 ま敎 的が 斷を 
論じて H 本の 審美主義 じ 及び 創 
造の 東洋は 精神、 審美、 及びを 
利の 三 一要素の 調和の T じ 夫れ 自 
らじ 『クタ エブー ダ ふイー スト J | 身を をを する 巧 W でを る ご 結む 


の！ 篇 をを まし、 を 孤の 佛お新 
閉中か 日 巧 社々 長 眞^ 涙 骨 氏め 
々息で 大阪朗 H 記ぶ であろ 眞溪 


でゐ る。 普 人は 氏の 『支那の 宗 
をは 其 審美 ま 義の爲 めに 亡ぼさ 
れてゐ る」 ごて 支那 人の 思想が 


龍 三 一氏は 昨み 之を が譯し 『創造 i 審美 まま 万能なる かの か <說 明 
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壓倒 的な 勢^な て 

內閣 不信ぶ 案 衆議院で 否决 

= 1 留言不 雲 f 醫案 美換箇 U 

ニ 五九對 一で よ 票で 豫算案 巧み 

_ ま 巧 特電 十二 日瑶 === 本り 上提の 豫 111^ おは ニ 巧 五十 九票勒 百と 十と 祟を 巧で 衆議院を 通過した 
が、 內賴个 信 件 案と 提當 = の 紛擾に 關韦 をぶ 食よ b 民政 黨講員 十九 人の 懲罰 案を 提お しわが、 こ 
れ におし 新 黨お樂 部は 『露に 挺 おされで 居る で 旧 議長 不信 巧 まじ も 未 懲罰 案じ もみじ 不賛成で を 
; る、 どを 明す るに ま b 、 お 局 懲罰 案 ど魏長 不信 巧 案は を 巧 的に 撤间 される ミ じな つじ。 

ま 京 特電 十-日 發 = 技政黨 よら 提 かした あみ 賴小 信任 まは 旣報 のかく 九日の 衆議院に 上释さ 
; れ じが 證诞 討論は 沿 辭の拖 度に 達して をに 投票を 見る に 至ら や、 議事 ホ 了の 儘 じて 巧じ乂 b て 
具 散を. 5- なし' 翌る十 H 岡 案の 煤 巧に 移つ わ 結 巧 ニな 四十 九 票 お 巧 八十 五 票の 大差を W て 遂じ不 
信任 案は ー概 。れ わが、 總揀算 ま 巧び ほな 黨提 巧の 元 巧 溝 長 不信 件 案は 十二 R めを 議院に h 提す 
る 常で あろ。 

東京 特電 十一 曰を = 旧 中 首相は み閣 不信 巧 まの 採み じ 先立- 


ち 绝留 じめ て 『凶 務の逐 わじ 最善の 努力を 0 て すれば 捕 酌の 賣 
を缺 くこ £ なし、. ま 誠 おを の 精神に がて 余け が 人 じ も 劣ら 归』 
ど 言 叫した が、 不信 巧の 賛否 別を をる じ 左の 姑し、 

13^ 成 (一八ぶ 西が〕 = 氏を 黨-よ 0。 無巧屬 と。 巧 
を 曾 S 。 尾 崎が が、 淸激 一郎、 太 出 信ホ郞 、旧 淵 藍 ま、 大 
巧 貫 一 

‘ 1 , : 政ぶ 貪 ニ-と。 實業 同志 會 一二 
お會 六， 擅が 體 助、 堤淸 み。 

I おへれ ごて 自を體 じでんな を 展 


反對 (ニ 脚 化 票〕 

お蕉供 柴邹ホ 一 。 患が 




兩黨 提携 

新黨じ 分裂 氣分 

東京 特電 九日 發 n 巧 黨お樂 部 
: め 柳 旧 淸お衛 氏 戊び を 杉 お 五郎 
巧 はん 日み ぶ 曾 幹部と を おした 
が兩驗 提携 荣 連は 溢々 媛婷 とな 
つたが をの 一力 じがて 中 西 六 三 一 
郎 巧は 巧黨お 樂卽脫 慈を 通知し 
たが お 切 帝 雄、 巧 耕兩氏 も脫黨 
のを 嚮 である。 

藏相 r 非 雛 

よ H の 貴族 臨 

まま 巧電 八日 發 n ホ證 おじが 
ける 政 政 か 化 じ 的を 越し 今け 貴 I 
族院が 興がみ 中、 むごな つて ゐを 
と ロみ 皆 族 おにが て 营巧述 敬 氏 
一一は 地租を 讓 まを こき 下し 旦つ 一二 
± 巧 柏を 攻裝し 
化 6 が 源ビ してを なをが は 一 
ホで 金を 巧へ 化 ホで 借金の 利 
息を 支拂ム S じな ち 矛 屑ら 甚 
し、 i 地から 生ずる 巧を を 固 
を じ 巧げ るを 巧の 觀 をを 破壊 
してを も黨略 化租稅 政策を お 
るの か I 
ど 詰めが つたの じ勒し 一一 王藏^ 
は 火に 之を な跋し 
進 ホ的财 政な 革を 納税 挑を 被 
お。 どとは 管抵 君の 國 家を 品 
こを な はれる 
- ご帮酬 した。 

: 婦人 公巧權 討議 

ま 京特窜 九日 發 n 締 入を 比權 
^卵典まは屯0ホ说ぉじト'ぉ*!-」む 
: 婦人 傍聴！ *5 お 座な 规の禪 じ 致ぶ 
民政、 巧黨 、あ 志の 化 講±說 明 
演說 を。 した か 氏 政 巧み 一議 員 


唐 


か』 など i 質閒 して 笑聲起 
る、 遂に 委員 酌 巧 f なる。 

貴 院豫算 委員長 

をを 特電 九日 發 H は 族 院豫算 
を 員 長 じは 柳 澤保惠 伯、 副委旨 
ちじは 大化巧 元 巧が 當 蓮した 

今後の 難關は 

貴族院に 

雨 稅委讓 ，、」 海軍 

窠 京巧電 十二 日潑 n 『単が 條 
.約に がが'* を 六 年度 凶を の 建 
艦 巧は 兩稅委 藍で 其が 源氣遺 
はし』 ご 民を 黨 でも 騒ぎ おす 
; まま 特電 十-日 發 = お 軍部 內 
J 一では 政府ん 兩巧 委譲げ 策に 關 
- 職し 『をの 爲め建 艦 裳 牵瞄が 
源は ザが お 下 どな b 巧し この 
を 巧が 實現 すれば 大縮 かの 外 
はない』 ど 反 割 試が を 力 ごな 
ら 、貴族院の お 勢 ど 共 じ 頗る 
重要 规 されて 居る。 

別項 巧 おのか （巧黨 の 內閣不 
信 巧 案は みじめな 敗 化を 見を じ 
ち b 衆 諮 防の 形勢は 最早 

扔確 ごな つたので 議會の 
焦 點は自 が 貴嫉巧 r - 攝 かれる を 
こで 政府 侧 でも 藏 がが 閲 おを 派 
じ韵 してん 童に なつて 語 解を 求 
めて ゐ るのを はじめ、 裏が では 
を 出- 婚 山， 前 旧 巧 等の 大官や 
巧 法’ 小 おが 伯、 淸木 子な どを 
通じてし き b じ 質 巧院の 巧氣が 
巧を 巧 すれば 巧黨侧 でも 民政 系 
講員 がま どなつ てあら ゆる 機會 
じな なが 拨 運を 烏 めるべく 巧 力 
は 『夫の 命々 聞か 《 やうぶ 女は j して ゐる 、貴族院では 民な あ d 


; 化 やず 方が よい、 婦人を が權を 


政ぶ あに 比し 


有 方 な 圃± をタ數 擁して 
をる ので お概前 首相、 帶原前 外 
相を の 他の な 著が < つ わを なら 
べ內 列を 般の 問題を 携 へて をつ 
たら 議會の 一偉觀 である ど 共に 
政 巧に お L 多大の 傷 手で あらう 
がて 論 戰めま 題と なる ものは 
一、 兩稅 委譲 ま ホに 稅制 整理 案 
一、 お ミみ を 間 題 
1 、 優 誰 問題 

一、 治を 維持 法改正 縣急 勸み閔 

題 

などで をの 化 綱紀 間 題、 お政闽 
題な で じ わたら、 むしろ 

攻擊 材料の タ きじ 苦しむ 

位で あると 稱 し、 じ かんづ < 例 
の 優 誰 問題、 對支 外を 間 題は 重 
犬で、 また 兩稅 委譲 及び これに 
伴ふ稅 制整禪 案は 今や 積極的 じ 
これを ま 持し 1 うとす る ものは 
を院じ 殆どない £ いつても 差 支 
へない 位の 不評で、 いかじ これ 
がが 理 される かは 

深甚 の舆 ホが ある、 かく 
の 如き あ 樣で政 巧の 載 賣族院 の 
た 勢を 巧す る ものは 會員巧 四十 
餘 名を 擁する 硏究 貪の お 背 如 巧 
じょる かは ない ので、 朝野 巧 派 
どもを の 態度に 注目を はらつ て 
をる、 しかして 研究 會內部 じは 
禪 々の 潮流ら あるが 幹部の ぞ數 
は 貴族院 本 ホの 

傅が じし わがつ て是 々非 
非の 嚴ムみ 態度を どる ご 典 じを 
治 上の 青 任を 負けさ れん i を 息 
避ず ベし ごし 會 員の 大多數 も 結 
局 この 指導 精神に 聽從 する 結果 
ごなる であらう から 貴 疾院の 

難關 をも乘 切る のでは な 
いかご 消息通は 觀てゐ るが、 を 
れ じしても 硏究 食の 統制 昔日の 
ごご < でな < 、巧黨 か 巧の 巧 力 
も あるから いか U る變 事を 見る 
や も 知れの。 

賠償金 曾議 

ヤシ グ氏 委員長 

パリ— 十-日を = 聯を國 の 巧 
巧 賠償を 貪議は 愈々 本 H をな て 
ジ m — デ 五 化 ホ ブグじ 召を、 聯 


大紐 育. 

I を I 九 年 版 Y 近く 發巧 

本社が 邊じ 篤る を 巧いた しました 『大 化育」 は、 幸 ひじして 
江湖の 湧 < がかき 巧 評を 巧し、 遂にを が一册 巧ら ゃ資 切れと な 
> ました、 化て ネ なは 祭 一版の 內 をを をな 巧た じし、 頁 おとも 
巧 加した 千 化 百 サ化年 版を 轿じ發 わする こど $ cbi した、 正 
確に して 旦つ 巧ら しいが 計 ご事實 をぶ 礎 じして、 が々 獲 化する 
巧が 『大 が 育 J の眞 巧を 巧 ふる じ 遺が U きこ ごを 期して 居 b ま 
す •尙は 定價は 

豫約 申込 者に 限りて 

特 煩と 十五 仙 一 

發刊 後の 御麟 買には 

を 價 金 一 弗 ^ 

ごを しよ しれ、 速 かじを 約 御中 込みを ホ 望いた します。 

ニ 亨言紐 育 新報 巧 


を 闽侧の ホ學を をれ ァィ r 々を 
化を す & ォー ゥェン •ャ j ング を 
をを 負 長に 随員べ I ト たを 書記 
長 じ速擧 し、 

先 づを國 化 表は フ ラ！： スを筆 
旗 じ英佛 白ぶ び H 本が を 森 賢 
吾 氏に 巧いで ァ メリ マの モグ 
ダン 氏、 獨逸化 表の 順序で 十 
を-し 直る お說を 述べ だが、 
これは いづれ も お ま 的な もので 
巧 H よら 本 會遙じ 移る ベ （先づ 
賠償金 高を 制を し更 じ 支拂期 
限 じ 巧て 協定の 上 濁^を 債の 引 
けを 議 ずるに まる 一 <ァ 
の 載 時負漬 は巧朋 して 觸れ 
い 笛で ある。 


ま 

力 

じ 


不戰條 約 ご 

經濟 封鎖. 

上院に 斩案 巧る 
ワシントン 十一 B 證 N 上院 外 
をを 員の 一人 じしで 農民 閔を化 
表する々 ンサマ 卵 普 巧の 共か黨 
議員 ァ ー サ ー •力!' ■ 氏は 過 
般ヶ 。ッグ’ ブタで ン兩巧 じ 依 
らて首 増され 化を 巧强の 協賛を 
博した 不戰條 約が 軍 じ 道 德的局 
面に 制限され 巧 導 物質的に 瞬 裁 
力の ない J を 遺が とし、 

今後 大統頭 じして 一圃が 不戰 
條 がを 故意 じ 達 反した と見緻 
しこれを 宣言 I 一た 膝、 議會乃 
ま 大統領 自身^が て布吿 しな 
い 限ら アメ 歐民 なをの 違 
反國じ 對し武 b 彈藥 をの 化 載 
需品の 輸出を 黨止 
し 若し アメ ブ カ灾 じして 違ほ國 
の あがを 授 助す： 扩が 如き 巧 動に 
あんだ 麓 合、 顏民 どしての な 譲 
を おへず 等の お 件を 附 したみ 議 
まを 提出し 若-^ 一-これを 可み した 
瘍 を、 大統領 か 締盟 國の協 
貧を 隱す ベく^ 動じ 着手して ホ 


得る こどに なつた！；/ 協 おけ ホ j を 及ぼす じ 至るべき あを じて 巧 


る 四月の 證 會批谁 後に 始めて 巧 
力を 發 生ずべ くを でら をれ まで 
な 依が £ してを 王 贈に 籠 思し 及 
開の 席 じは 姿を 現は さないで あ 
らろど 0 


株 取引 取雜 

調查を 上院み 議 

ワシントン 十一 日發 ；：：：： 最巧ゥ 
ォ1^.おの株式お引投磯、 これ 
じ 伴 ふ 準備 銀が の譬吿 等が 動機 
どな り 上院讓 フ .リン 氏は 取 
引 巧の 投機 並びに 聯 銀の 媒 仲買 
乂貸 巧じ對 す* 壁み 議案を 提 
おした が、 右の み 溝は を^ 內を 
一部を 修正して 一 投機な 締 ：一 顆聯 
した 聯銀當 局の 意見を 求^ る 至 
じな つたが、 4 JI の 巧 諸 案 IE は 蹄 
銀の ホ 針に な i でつ i あを f 貝 
ご 株式 投機に. 於 威を 抱く 一波が 
を 同し わ もので 財界 じ 化 當彭響 


巧 諮 まは 聯 銀のを 巧 引上げに 就 
て も 質問を して 居る •かを が 削除 
された、 而 してへ フリン 氏を 始 
め聯銀 法の 紐 織 じ 努力^た ダラ 
ス 氏の 如き、 I 
昨今の 株 化 引は 純ぶ 賭博に 等 
しい もので あら ア 
辱で ある 

と 述べて 取締を を ホし 
其 一 ホ じは 株 化 引 其 
不正なる 點 はな （、 

じ おて 濫 にを 利を 巧 ムげて 銀行 
め正當 。る惜 出を 抑制 せんごす 
る 聯銀當 局の 處 置は 巧て 不正で 
ある どい ふ立诺 から 論難して 居 
る 者 も をい、 

尙ほ聯 おおでは 本日 晦時雷 役 
會議を 開 おしを 利 品 上げを 静 
議す るかの か <觀 測 ざれて 居 
たが 會畿は 別 じ 巧 等 重要な を 
をみ 議 しな かつた。 


本 赴を 京轉 帝を (紫 ぉ巧轉 農〕 


V 々の耻 

て 居る が 
のじ 巧 等 
ろ 化 取引 


秩父嘗 御 接が 役 

【十二 日】 お 父 宮殿で には 乐る 
五月 御來朝 遊ばさる ベ S 英國 

ヘン リ— 親モ御 滞在中 獅搂俾 
役 どならせられる。 

裏日本に 大 吹雪 

〔十二 日】 裏 H ネ一帶 じ ホ 吹雪 
が續 いて ゐる がまを 及バ 附近 
も 氣溫審 度に 化 下して 寒 日 山 
停車 填 附近では 别 車が ホ 化生 
して ゐ を。 

紀元節 大 祝賀 含 

〔十二 日】 十一 白の が 元 翰 じは 
き 中 當明駭 にがて 大視 費會を 
催させられ 午前は お內 女ケ巧 
じがて 建國 祭儀 まが 巧 けれ 正 
午 宮城 前庭に めて 十 巧の 靑年 
學 生の 巧 進行 則が 巧 はれた。 


民ぶ 府が 交渉 お開か 希望 

H 帝鹽 政府は 濟南 談判の あ 裂を 認めない H 

ア^リカ 上院 圓稅條 釣 y 批准 

ワ シン ト . f 十-日 雖 ==^ ァメ 9 々上院は 本 H をな て 氧ま那 關稅條 約を 批准した。 

ま 京特馨 で-日 發 ===-^ 海 じがる 日 支を 渉み 裂の まのは 王ぁ廷 氏が 撤兵を 四 週 昭內じ 巧 ふべ 
ご 固執し わ 果 でを ると - I はれて 居る が 右に 願して 日本 委員は を 然ホ裂 否まし J そみ 務當 苛ぶ 
— : . ，': , のでない』 ご 述べて 居る が、 支那 侧 でもず 渉の 再開を 希望して 


し 


常に 注目を 惹 I 


不徵條 約 違 各 S じ 對し經 濟封饌 


の 制裁を 議决 .1 
聯强の 經濟お 


て 居る、 該案は 


す， るら ので、 國際 
頸 項 じ 匹敵す る も 
のでを b 、 進つ てこれ が 圃際的 
反響ら 深刻ぶ をる と 見られ 旣じ 
歐 測の 輿論^ 太い じ 賛意を をし 
て 居る が、 I 一 

h 院 ではが ラー 氏の 如く 排國 
際概盟 派！？ 勢力 W 强く 封鎖が 
動は ァメ す々 が 間接 聯盟 じを 
加す る も 巧 ごして 激烈に 反掛 
の 意向を 示し 居る か、 巧の お 
き 絕勒菌 惟利を た 統領に 賦輿 
ずるの 可否を 疑 間 親す る 者 も 
ぶいが、 I ; 

カッパ ー 压 .さしては 本 議案の 討 
議を敢て<||がず、 除ろじ輿論を 
喚起して をる 四月 じ 召集ず べき 
摇 時議會 じ, て充を 討議を する 尝 
である 0 一 

法羅 燃を 

ず 書の 調印 終了 

ロ— マ 平-日 發 H ィ タリの 歷 
を じごら で大 問題で あつた ロ — 
マ 法王 麗じ 就て イタ リ 政府は を 
て よら 法ェ廳 どを 渉 中で あつね 


『まだ 決裂 こ斷 まずべき 墙 質の 
居る 模樣 で护 る。 

嗜頓 i で 

ま涉の餘地^^^ 

東京 特 八日 發 〔ニ ユ 31 ク 
タ并 ムスが】 U 上海 じがぶ 日 ま 
巧 國の濟 がを 渉は 又もや t 頓座 
を 生じで ロ 本 政府け 

一ぶ； なら や 失留し こ の 際 
中外の 誰 解を 正ず 爲め スタ トト 
メン トを發 おする 签 でぁへ' 一た が 
會 議の瑜 途が絕 望に 陷つ 居る 
簿 でもない ので ス 'ブ！ トふ ント 
の發を li 會 議が實 際に 巧^した 
瘍をじ f 時 延期す る こど、 てつ 
た、 をって 目 本 側では 近 かお ホ 
じ 談判 再銷 する もの ごちて 居 
るが、 间議が 停頓を 巧す！： 至 b 
し底摔 S 動機は 王 お 廷と尤 一澤を 


ホ 那巡警 が暴觀 

東 古 I 特電 十二 曰發 = 漢ー 【特電 
-れば 利根 艦の 水兵 一一 名は 
ま 巡 警じ巧 ホを 邪魔*、 れ】 
名が 散々 殴打 後 引致 さわた の 
で 化の ニ 名は 之を お戾 んど 
し I な 巧 巧つ てま 那巡譽 i 拔劍 
し 1 抵抗した が 潮 < 陸 戰隊出 
塾し 取 度した。 


おぶ n 

或 

じ 皆， 


使の/間 じ 暇 協を を 見る じ まちし 
點じ對 し 田 中 首が ょちを 使 
した 訓 かじ 起因し 居な もの 
の 化く 支那 側では 旧 中ち 咖の訓 
みはち 澤を 使の 協を ょら|> 

颠硬 である ど瓣し t 语る 

けれ 共を れが裝 して 眞實 である 
が、 成 ひは 南を 政府の 內吻じ 原 
因す る もので あるかは 事 保の 眞 


が 遂に 下を 渉 も 成立し 本日 ラブ-相 じ L て 裳 表されない 限 h 判然 
ブンき 殿」 がて 双方の 化 表が ぶしない、 而 かし 双ち 共に 傳頓の 

眞相じ 就て 化默を 固な しで 居る 
こどは 再巧涉 X 餘 化が 巧な 殘さ 
れて 居る もの ご解释 して 挂 るが 
事 かの 直接 巧 因 どして 傅 


會の 下に 協を じ 調印し を じを H 
のま 權地も 確立し ィ タリ 政府け 
敕會押 化の 賠憤 ごして 八 千と で 
お 十で ホを ぞ拂 ふこ どじなら み 
主 も 今を は 自由 じあ 外へ 旅ぞ 


《 る 


る 日本の 山 東 省 撤兵 時期 r がて 


は勸 < 共 日本側と しては 聞 題 じ 
して 居ない 模犧 である， 邸 も 陸 
軍 省 側では 日本 どして がを を 巧 
意した 限ら 

^ DM も 早く これを 欲ず る 
のは 當源 であると なし、 寧ろ 事 
'牌の 眞 相は 濟巧 事件の 發を 責任 
£ これ じ 伴 ふ 凍 謝 乃 ま H 支兩國 
民め 損害に 伴 ふ H ち お 饰を員 會 
の 調査 じ 向て 支 邪 測は 旺 本人の 
受け む 被害 ご 相 置 的 じ 賠償を 要 
おして 居る ろで ある お、 巧 中 首 
相 ごして は 日本 兵じ對 する 化擊 
ごま 邪 軍の 日本人を 犀 掠奪が 事 
件を 惹起した 直 おの 原 巧で あら 
從 てこれ ょら 生じた 軍事 巧 勤の 
損害 耍 償を 相 巧 的に する こどは 
出 ホ 8 どい ふじ あるら し {、を 
府耍 路の聲 明す る 所 じ 依れば 芳 
澤を 使の 

使命 は 巧 中 首相の 條 がを 
南京 か府が 容認す る や 巧 やじ あ 
b 若し 南京 測 じして これに 應や 
中ん ば濟 商の 駐兵は 豫期 口上に 
延引ず 4 もの ど觀 なければ なら 
ない が、 南京を 巧が 果して 蹲 さ 
る i 如く 獨玉祥 が 山 東 省に 勢力 
を扶植するを巧まない ^^わ をの 
化の 內政的 理由で 日本を 引を ひ 
じ 出した もので ホる か をれ 共 田 
中 首相の 要求が 果して 巡大 であ 
つた かは， 後日 協を 經 過の 澄 表 
じ めら て判斷 する のみは ある ま 
いごを はれて ちる。 

問題は 賠償 

南京 政府の 鼻息 

上 お 特電 八日 猎 〔ヘラルド • 

ト U ビ ユン】 紙 n 教 曰 じ 貫る 協 
證の結 あま 極 圆滿じ 進 巧し つ i ’ 
あらし 濟 南を 渉は 本日に まら 

突然 一頓 座を ホして 停止 
の 止む U きじ まつた、 王 お廷巧 
が 今夕 外ん 記ち 刚 どの 會 ちじが 


て 洩らした 巧 じ 化れば 國民 政府 
はフ シン トン 條狗の 規定に 應じ 
これを 固 際を 員會 のが 斷に 仰ぐ 
意向ら しく 王 氏の 云 ふ 所 じ 化れ 
ば 芳澤を 使は 最初 濟南巧 事件 じ 
巧る 損害の 調査け を 正なる 委員 
會じ 化ら て 巧 ふこ ごじ 最初 賛同 
したる もを め 後日 本 政府は 急に 
態度を 變 じて 寧 件 じ 化 bB ま國 
民の 受けた 街 害は 相を 的 じ默殺 
すべし ど 提議す る じ 至を しらの 
じて、 

支那 側の 受けた 損害は 日 
本人 じ 約 五十 倍し 居る 關係 上荫 
を 政府 ごして は 到底 巧る 提議 じ 
應 ずる こごは 出 ホね ごい ふに あ 
るら しく、 ま孤侧 ごして は 田 中 
首相の 眞 意は 要する じ 巧 巧の 必 
要 上 お 式 的に 談 巧を 開いた もの 
で柯等 S 誠 息ら な < 、をを よ b 
の賴 道は 解 巧の 條件 軟弱で ぁ b 
ごの 巧黨 非難が め府 をし 下 俄か 
じ 態度を なめし めたら のでな 巧 
はこれ' 3 上の 談 が 繼續 をす 利 親 
した 結 巧で ある こごを 暗示して 
居る、' 尤も 支那 官憲 測の 惡觀静 
じ對し 一般は 疲 巧の 巧 關 あいと 
巧 測して 居る。 

巧 政 彩鄉音 か 

支那 方面の 觀測 

上が 特電 八日 發 〔ニ ユ ョ—ク 

タ井 ムス 紙】； =： 王正廷 氏、 こ巧澤 
を 使は 今夕 會 見の. 結 あ 

談判 は 苗び 停頓し だが、 
をの 結 巧 ごして 南京 かが 側では 
ブ シン トン 條 約に 則 6 日本の 濟 
苗府驻 をに 關聯 して 列强 の其间 
調 杳を要 ホすべし どの 說高 < 王 
巧 もを 渉の 前途を 頗る 悲観して 
居る が、 兩 巧は 本 H 午を 會 見し 
た 捷散會 しお 氏は 共じ會 蔑の 前 
'途 を悲觀 しつ i わるもの i かく 
ホを 式じ银 じらる i 巧 じ 化る ご 
田 中 巧 巧は U 支な をに 閣 蹄して 


暴漢 書生 ご亂闘 

【十-日】 昨 巧 中 巧ぉ聊 巧を へ 
島贼』 S 器つ i 面^を ホめ 
た 暴漢 等 あ b を じ 書す ど 乱 励 
して ニ 名の 負を をを 由した。 

御 下賜 金 S よで 

〔十-日】 查國 社會事 ぉのた め 

金 S 十万 旧の 街 下賜を が あつ 
2 0 

女工 十四 あ據死 

【十-日】 御殿場の 製す 工場み 
災の ため 女工 十四 名 下宿 直 員 
燒 死を 遂げた。 一一 

長 ホ 博 ± 逝 よず 

【十 I 己 東大 名 擧敎巧 日本 
藥厨法 調査 會長理 、お學 博 ± 
長 井長義 巧は 逝ました 0 

~i : , j . : し...：- ぃ 

! 野黨ょ b をの 軟弱 外を i 道窮さ 
れた 結果 事が 發ホ赏 時 そけ ね 相 
互圃 民の 損害賠償 じ 就で 

急' し 强躁な 態度!！ 出で 芳 
澤氏 はこの 際 本 問題は 相互 的に 
抹殺して 談 巧を 進めて はを 巧と 
提議した る も 支那 側は 損害 甚大 
を媚 じこれ を拒絕 した もので を 
ホ 旧 中み 閣の對 ま 積 お 外を を攻 
おした 野黨が 今日に 至ら 體面巧 
をを ホ 難した i は將 ホの 影響 頗 
る 甚大で ある ご 認められて 巧る 
上海 八日 發 〔蹄を】 n 王あ廷 
巧は 今夕 タブー トメ ント をな し 
濟南 事件で 支が 人の 殺傷され た 
ま 五 千 人 損害 數育巧 巧に 建し 居 
ら從 てこれ を 無 親す る 能は ず、 

H 本が 最後に 投げた 爆彈 はを 巧 
がを 氷 泡に 歸せ しむ VJi ：* し、 誤 
が 巧銷じ 就て 巧 等の 意是 なし S 
述べて 居る。 

治 外法 權て 

米 支 交渉 

國務 長官が 巧衝 

ワシントン 十-日 發 n 支那 じ 

がる 治 外法 權の 撤廢 じ關聯 した 
米ち を 渉は 過 ま ニ 遇 間に 直 b 進 
涉中 じて 

巧 渉は 新な 駐米を 巧 伍 中樞た 
とヶ n ッグ 國巧 長官を 中必じ 
極東を 稼を 見つ-^ ある 国務 灾 
官ジ 3 y ソン、 國巧省 極ま 課 
長 ホ 1 ン ペック 博 十 等で 
ロッグ 國務 を 宮 ごして は支鄉 
の 要望 じ 向て 深甚なる 岡 情の 息 
を披歷 しアメ 9 力 の 國是で ホる 
對支 親善 ま 養を 維持して 居る が 
一 遣が は 過去 一二 箇月 じ 唐 b 舊條巧 
の廢止 ご巧條 約の 締結を 機會ど 
し 『ホる モ九西 加年を じ 治 外法 
權 をち する 巧 强の權 利 放棄』 を 
條伸 V - して 

べ朱ギ —、 グク セン バグ グ、 
イタ ザ、 スぺ！ キン、 デン マ 
1 ク、 ポ八ト ボル 阅等 
ご 治 外法 權の 撤廢を 協定し わが 
アメリカ 政が ごのおみ 法 權が約 
は 千 化な 化 巧 年まで 滿 期しない 
ので あるが、 アメリカを 府 とし 
ては 何等かの あまじ 於て を 協し 
夫れ の 前に 撤廢を ホ 導して なる 
もアメ 9 力め 府ど しては 支 恥 巧 
府の 司法 樵 確な 延引で 頗る 不便 
を 威 じて ちる 模廣 である。 
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M ， Tsuchiya , D . M.D 
105 W . 巧 rd 化 
Tel . ' T 巧抽が r な 日 9 « 

々 ぉ： 蟹べ 

ダ 音 診 育グ 

時 巧 六 午 察’ 江泰ニ 

t 鄕^ 雪;^ 

乂おで 時な;; 立在院 

朗勤及 

送と ら 

が 

ま 育 王； 午 午 心 
巧篇ボ 後 前 診 
，ち フん霉 

ぉィ; 舅 苗 鳥 凛 霞 

! 聲 八十 

巧 ドみ 巧 三: 時時 

も; 観！ 1 雲 

ン 亞巌} 時時 時 
巧 病 大棠卞 II n 間 
巧院學 八 siBi 

上 巧及捷 時時 
巧 巧び 

ッンは 火自自 齒 
クダ^ 曜午午 巧 
じ 1 キ午 i 後 前 巧 
出’ ン:を ー义ふ 
ぉン 時時^ 

ニ 時 言 S 


T \ C . TAKAM!md 

リ 6 む ml ) が land St Br 明 叫 Til 
Te しむ mil が lind 巧 n 


F - K . Maruyama Co , 

67 化が 化 化 li . lf . 

Te しむ yant 扣 79 



CLOTHES BUILDING 

«PAR EXCELLENCF /* 



PHELPS & 巧邮 Y 

3 Maiden Lane N * Y . 

- T •細が 叙銳 をに 幷巧 邸) を 

類 お 養 匠 意新最 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

Set . 郎 左 61 なん Tel 巧 hone Re が n け 如 9 


着 時人 本日 

巧專 靴型 小 

てし 張 お 員 店！) 巧に 聲ホ御 
ザけ 盾 日视は 郁ら おと 法寸 

を ホき 裏 •足 ホき 巧 •足 ホき 巧 



類 計時 石 寶處を 貴 

會 商柳靑 



SIZES IH STOCK 3 K TO 12 F WIDE 


しご 旨を ご馈親 £ 直 正 
精を 品なる を 用 信 « 巧 
が恃 ホー 物を ± 御し 運 
すまし 致賣販 で憤廉 

引 割 四 至 力 割 H 

Aoya だ 1 し 〇 • 

け 7 •巧 7 化が nd ST . 

巧し BRU 化が 74 


D 反 •比ん GARDNER 
dentist 

巧 E , 目 Is パ t . M Madis 加む e . 
Tei . おが n ! 71 が 


JAPAN ART STUDIO 

122 E . 抓 h 化 目 ei . P 扣 k & Lex . Aves . 
巧し PU な 8 巧 7 


下 . KASAI 

M が chant 
T 泣 ilor 
が 

リ坑巧 細 1扣 が 
Roam 如 4 
NEW YORK 

Phfine 

むが nt 30 が 


Y. ITO 

け 3 Ees パ 3 nl 化 
む r . Lwmgion む も I 


MIKADO TAILOR 

30 E ： •が 比 St . 

Tel . Rhinelan お r 6 お Q 


Miss MgIi パ islier 

1264 Lex . iWe . む tw 触! 化 th and が h Siree お I 


授敎語 興人婦 


GAMP 化 LL SERVICE 

謀備 鸦巧經 費お廉 

Ca!!-T 氏 AFALGAR 8200 

FRANK に CAMro じしム 
"The Funeral Church ^ ! nc , 

が ON SECTAIUAN ) 
Broadway at 66 th Stsreef -, N . Y . 


DR . D •良し OOM 

-NEW YORK OFFICES - 
34 th Street Cor . 3 rd Avenue 
86 th Street Gor * Lexi 打が on Avenue 
125 th Street Cor . Park Avenue 
— BROOKLYN — 

ELF.AIbee の dg " DeKa!b Ave . が FuItonSt . 

診に 日 n 巧最タ 
日 化 午 察 T 本 能 新年 檐 
曜時前 時 寧 人 器に 式の 网 


迄 後 


梓 S 切 君 S 信學驗 

睡 ] 遞 忘 * 



F. 祗 E!R!cf CO. 

珠科踩 み 大强比 化を 
り 8 E . 5 郎 1 巧 . Te しおが nt 巧が 
Bet . Uxingion & わ rk Aves , 


檢 

腺 

ホ 

じ 

眼 


YUKIO NLSHIMURA ， 化 P.T. 

PHYSIOTHERAPIST 
200 We がが 也 ST. 

Tel. Rivergide 0863 


フな 墙西 

巧 時 H ィ意 及灌醫 マを 村 
話？ 晒が ジ谢電 注 巧 ッま巧 
前 午 外 西 ォを氣 、學 チが 
じ 約 後每 ； Ist •ご設 治水 的 1 ^ 
眼 願 化 吐な フ 療治 運 ジみ么 
鏡 上 時 午幸ピ 、、動、？ ロ 
調 候を 放巧ス 其 ホ、 整 
館^- おち^-— 舊叛駭 おが： 


んし CEASAR , M . D . 

127 East 84 ih Street 
bei . Park & Lexington ives 

舅 喉觸鼻 巧 ! 

間 時を 診 
午たち 時ト 前午自 
時ん を 蜂 ホを 牛 烏— 

自 午前 十 時 至 午後 一時 


DR . E ：. E . YOSHII ， 

307 化 お rd 化 
Tel . Riverside 36 加 


M.Y amaguchi , m . d . 
70 む aman A 化. 

Tel . Lorraine が 34 


One 打 tal Art btua の s 
124 化 34 化 化 Opp 故け e M 扣 y |$ 
T ん背 isconsin 巧 18 


Ko 化 e み u ぶ o 

730 Fifth Avc. 
Cor. 57 出 St. 
Tel. Cir-cle 440ft 


房 書 西 東 ♦內案 育 紐 

な e East and 化: け ook Co . 化 e New York Tcuris け ervice 

411 W 的 川 5 化 化， H . K . C . Tel . Calhedral 4408 


差は ▲眉 御 勘 A 
上を 右け 注舊米 
げ憤御 致 义の國 
まよ 注しみ 書に 
すら 义ま 第籍て 
… ニ'^ を' 

お 對 ° 速雜巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は る 



迪年卒 A 
す •聊 業を 
るかし は 
も ホな •ン 
の 國ホヵ 

信 事に 大 
じ 精甘學 
がに 五を 


ま 狗<>^ 
す 懇買通 
。切顿 護 

じ ◊◊ 

御 其 調 

凌 巧 ◊ 
致で を 
しも 渉 


諸を 會 


本 

人 

ま 

督 

お 

修 

道 

曾 


唐 拜說お (日) 八 時 
日 唾學校 (日 ご 一時 ぞ 
家庭を 會 (水) 八 時 
祈禱會 及、 k 一. んを 

壽 研を さ バぉ 

婦人 會 
誘な 會 

設 所 

寄宿を、 筋を をを 
巧 業 周を、 をの 化 
人事の 巧 巧 巧じ應 
じます 0 


4 

沈 W 

& J 

I 做 
J 咖 
に M 
施 J 
化 化 
的 刷 

手：- 
J 3 
3 


本 

A 

票 

0 

救 

を 


牧師 宮崎繁 一 
幹事 脇 唐 義人 

H A 會 

日 醒苗巧 午前て 時 
目 曜學巧 午前 十 時 

觀观日 ぉキ後 セ 時半 
斬禱會 水醒タ と時牢 
を宿舍 


位 展を倫 比 巧を 巧 
み 下町を 十五み を 
生會 社員 じ 最適 
を 巧 圈書賴 誌巧闲 
を 構娛樂 具備 あを 
堂 あら 

便宜 喊業用 旋旅タ 
ま 內を補 事 菜 謝を 


JOICIC ミ 8 i - i . 

ニ 1 « を呈 It 田-を ブ rk 
ジ I . Ri ミ ss こ 573 > ジ 置 I ミ备ま I 
呼 前 九 持 1 午 沒-時 

案 f を S , 午後 各 

H » 午 的义時 1 午後 四時 

ドて^ 小 巧乘ま 


弊店は 實質 誠意 巧 速 ま義の ブ " 1 ドウ 玉 1 百と 十を 
をに 御 ±產 物】 ま卸賣 値段 領事館 向 測 建物と 0 五號室 


A 

◎蓄音器。 レ 31 ド 見本 陳則 

◎寫眞 器。 タィ ブラ ィター 170 Broadway , N . T . City 
©船 切縣 。紀念 寫巧帖 繪離壽 Tel . Cortlandt 否 37 迈涅 


で販賃 致しまず 多少 じ拘は 5 >1 を ，、、 t 
らず御 角 命 仰 か 下さい ませ'^ か‘ タク r を 
◎歐ホを禪時計。 潰時計 一 ま ミ ^ , I 
◎寶巧 貴を 廣 。銀製 器具 一 ま if ? rn 4 

◎を 魄萬年 筆。 を 震 s 難が 巧 


診察 

午を ニ 時よ* ホ 時 
H « は 巧め 相 巧！ 

ドク トザ 

高見 尝ま 


— 笠 ザ 洋服 
丸 山 洋臟廊 A 


〔巡を お縣) 西 上 時を ( tm 縣) 
ホ ホ 松 (長が 縣) 池 田 内強吉 
: 旗本 縣) ホ 弁 深 (福 岡 腐 ニ 
义伊度 ホ愉橋 一男 大樹 チ ダ 
メ (フイ ラデグ フイ ヤボ 田 

上 寺が か 勢 化 

をの まじ 巧知を 度き を々 之 

膝 間 本人 若く は 知人ょ、 現 
住所 御 通知 願 上 候 

紐 育帝國 総領 争 館 

1 巧 Bsa を ay N ミ Y ミ kCity 


ci 

な 


淵 II 


Ms 加 

U 品 

化 iS 
? が 


新 古書 籍脈賣 

雜 誌の バック アン 
パー、 を雜誌 紙の 
新 注文 等 化て 巧 速 
じ 御が 巧 致しよ す 
巧卒 御用 命 願 上げ 
もす 0 

奧が堇 店 


露 巧 


み >- るた 


はも'^* 化 遊び 
ホを ぶ 义でホ 圃人じ 館く わかる 
やう^ 明 騰じ說 巧した ものが 
出 ホ た 。巧を 目み 進呈 致し 
i す、 贺賣 下さい。 

W 呈き i C 0 J 14 E . 呈 h Si 写 


威 巧の 秘談 

乂國 まち 語を 話ず 事 
はお 巧の 溝 一 萬です 
本校には 日本人を 授 
じ 惟れ たを 巧 お人敕 
姉を b 懇切 じを 該覆 
信 文 社を 語を お授し 
ます。 日 魔 週日 巧に 
午前 化 時ょ b 牛 後 十 
時まで 開校し 一 レツ 
スンと 十五 軸づ I 
今 ' H 盾 もじ ホ 巧 あれ 


mfmi 
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1911 
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s 

tn 

.画 I 一 
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■1 


8 
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VJ J 

ぶ C 
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比け y 
H 扣 ミが 
Y 巧 5 む 

is 

i Jw 

に 


稅 關事铃 

ま 伴を 地幷 じを 世 巧 
の械 出入 ホ 法に 隅す 
すな-切の 御 諮問 じ 
應じ 磯道 湯船 貨物 運 
貧ぶ お 帆お稅 臟ホ戀 
書 壁 進呈す。 軍 要 都 
巧に 化理 店を なし 誠 
資 i 御用 かじ 應や 

化赖 取扱 


稅關 事務 取扱 

WII 置 M UANE & Co . 

を i 7 畏 V Bid ミこ さ 
Tel - Bowl 暑- Ga き 這 04-5-6 


コロン ビャ 大巧 

日本人 學 友協會 

ゴ e をち ミ se Shid ミす and All ョ 
of を lu ョ sa II ョ vers さ 
巧な W . 二 置 St ., Hew さみ ！ u 
ヴ I •置き ミ st 

「日米 大學 々窓」 發巧 

ゴこ3 ち ミ se A § ric ミ UniversHy Qua ユ erty 


. 齒科遍 

マ 診察 時お^ 
毎日 ( H 暧を隆 了 一 
午前 化 時よ V 
午後 五 時半； 
水曜 午 巧 丸 時-^ 
午後 一時 


日ネ、支が賓1^^,美 
術 品、 婦人 用を 飾ぶ 
化 装歸お 

岡島弈 5 

房 等 美術 ぉ修 放て 
首 飾 品、 スト 9 シグ 
日本 聰裁爲 i 


西 旧 十六 T 目 六十 




と。 で 九 


で番 


を お 十 HT 


が 藤 
洋服 


® 話 
グラザ 


百 

H ご 一 


0 


八 ホ こ ニ 


洋服 調進 

クリ， — ニン ダ、 i ダ イ 

ィング、 修錢屬 一巧 

ミカド 洋服 店 

化 本 i 保 
電話 ライン ラン I ダ一 
ム ハ A ニー 0 


I 育 州 公認 
: おちを 詳 
心を 巧大皆 巧大ー 
S 婆 復習 巧 卒業 
元 化る 


巧 


を ドー 蒙 




をき ホ茵 婦人 


への 巧 

ではを 

I 廣をあ 


日本人 
語 お 巧 
年の 谭 

す。 ニ： i ザー 

ンと卡 五 化 
每 H 說九 時ょ 
ち お. 可 時迄柯 
時に でもを し 
H 曝な は 一 轉 
ょち 四時 迄 


齒巧醫 木 下义市 

ゴロち . 1 ニ thst . 一 
ぎ MQni ニ 置 _ 


診療 

午前 十 時 ょら 十二 
時、 午後よ 時ょ. 
八 時， 日曜は 前約 
願 上 候 

ドク トグ 

山 ロニ 一之助 


謁 I 謗療 

巧 的： 磁 上ち 


— 子 ル 
'トか 


大を 

¢ 1 ホオ プー メ y がソ 

瞥學巧 +1 

ま 彌 


♦ 


新 鱗 魚 か 一切 

日本人 喊 きの 生 あ 深山 化 h 巧へ 
诏利廉 巧で 乂 勉强 をし 主す 

サヴネ ナ魚巧 
C 置 書 ニ 室 i i 呈重菱 T 
2 夏 West ご si ぎ eetcoirAms 董 dam Aye . 
Tel . flolumbus 91 ち 

♦窗お ♦巧 誌 ♦巧 前 
お 寛 室を 
執を 午前 九 時 よら 午後ぶ 時を 


紐 育 0 本人 會 



雜度 一部 +4 
養 7 Is こ ve . ■至 さ r 三 ぞ 


あを、 器が X 具教巧 
運動み、 玩具* 貴を 威 
時計、 お あ 器 あ 現像 

ァ 一ー ト 

M — ス^ •テオ 

を 棟 レディ ォす樂 器 

ラン フンが] ド 

東を 繪盡 、美 部 萬、 

モ ータ！ 修理 i 


第五 街よ ごを 

へ タシャ 十 

ビグ デ^グ 內 

小池寫 S 

電訟ナ ！ 

四 踩空ハ 



十五 年の 歷巧 ぁる 當 巧は タ 年の 
經驗 ど 新 智識を 巧す る あ 典を 聘 
し 直 激車 
操 梢が 及 
び まなを 
のが 得ず 
，へ 言 要 
な 碟賴的 
省 ii を 短 
端が じし 
て 一 最も 能 
を ぁる 徹 
を 巧ホ帮 

を あ 習し をが 獲得を 保が し 職業 
ロを も罔旋 しまず。 
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年 

ニ 

巧 
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ご 一 
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扭育巧 巧 
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- 
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五 

巧 

H 

十 
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平和と 軍備 

米 國のチ 盾 健 お 

共 かな 遙會は プリ アン 、 r ロ 
ッグ不 巧 おめ のが 准の 巧め じを 
I 力を をして 平 かの 巧な を 蒙 じ 
|して话き：：>がら、 間も^:^く巡巧 
巧 十五を， 巧け 巧 お 一隻の 尝遽 
一を 造 まを あ逊 した。 を まの 诞巧 
j 巧 張 まじ おしてを 造 期限を 附ヴ 
ざるを 巧 ごすべし て ふ 大統領 ク 
ゥブツ デ 氏の意見は 一朔され た 
一ので あるけれ ホ 若し 大統領が を 
I 巧を 拒否 すれば 上下 両院は 巧 盛 
一 逆すべき 形 势をボ してち るので 
; あるから 大統領 も 千 化 百 二十 四 
お 制を の 移 お 法 署名 當 時の 如く 
i 「 輿静 じ聴從 する』 ど 云 ふ 命題を 
一一 巧 見して 允可 碧 名す & じ 至る で 
j わらう ど 巧ら を 想され て 居る。 
r 勿訟 今み の 巡洋を 建造 問題に 
脚して は 幾タの 曲が も あらう が 
ー是は ジュネ ゲじ於 けら 日英 ホ 一二 
固會證 失敗の 結果で ある。 換言 
'すれに 英 齒が乂 段を 憤激せ しめ 
^たお莱であつて千九^ 021 ニ十 一 年 
じ關 かれる 萬 でんる 游 二み 軍縮 
會谣 前に 乂國が ザは 英凰 がを 
ごお抗 ずる じせを 艦 巧を 編成せ 
む どす るに 外なら。 い樣 である 
けれ 共、 約 一二 億 弗の 巨豐を 投じ 
て；^ •带 を搬張 1 る乂围 かみの 軍 
縮會游 じがて おして ヒゥズ 氏の 
提案の おき 遞お斷 巧の ま昭 者た 
り 得る であらう かか M 吾人の 大 
じ 疑間ピ する 所で ある。 

を 偷比亞 の ショット ゥ 五 片巧 
± のかき はブ 9 アン、 ヶ "ツグ 
不戰傑 約 ご お# 機 張 ごは がて そ 
盾では いど 辯 遊して 居る けれ 
共、 假 みおを 閱 故のを おお 實じ 
惜 h 、 お < は ロを 姐 お 贸易擁 態 
- I 賴 b る i しても 化ち 势 力を 践 
張す 4 .. くは、 ト他阅 をして 间じ 
< 巧 勢力を 巧 娘せ しむる もので 
あつて お 富 軍赃の 挽爭を 獎勵す 
るので は；：^ いか、 巧 满の焼 巧を 
獎蝴 する こごは が も 武力の 衝突 
を 忽ちなら しむる もので あつて I 
明らか じ 第-ホが おを 證 ル齋ら 
せる 『平 かじ 接 あ」 せわ どす を- 
巧 力を 威が して 巧みざる 施設で 
ある。 如 柯じホ 盾は 人 おお あの 
一大 要 索で あるじせ ょ、 基 人は 
余 b に 健な の 甚だしき じ 巧れ ざ 
るを 得ない。 

がる（共か黨トー院廉員の ■ 巧 
'力まで ある々 ッパア 氏は 不戦 條 
約の 捣 神を 曾 典して、 巧し 不戰 
條 約-: 違な せろ ー國が あつた 谋 
を 化の 締猫 别國 ，レ 化】 瞬に 對し 
て 武器は 勿論 戦ず のを ホず る 一 
かの 物 巧を 拖 化せ ざら レ こごを 
の 巧すべし ごの 化講 をを 挺 化し 
一た。 米國谋 巧の 納 一二 輿 四は 何等 
吾人の脚かずるがでは^-ょい巧な 
もの^、 是れホ 其 健な ピネ 盾く 
を巧呈 して 逛が なきもので わる 
不戰條 的の 椅神じ 単が すれぶ 力 
ッ バアを の 提案は 消 协的巧 瞬で 
- は あるが ー應首 宵され るが， 斯 
かるが 视 的な 措 おを； 占ち せいょ 
らは谭 ろ 巧 巧 竿 随一 ホを 進めて 
兜を 脱いで 固 巧 聯粧じ 加は るが 
_ よい。 をし 米网 が别闽 ど お ホみ 
■を 揃る て恒 乂的华 かを お 持せ わ 
I W ずる 诚 なを 披 渡せい どず るな 


らば、 カツ バア 氏の お搔的 主張 
既サ 的中を せな どの 巧を か 巧 じ 
椅 力を 消耗せ いょら は齒際 聯盟 
じ 化は る こど か 崇高なる 目的 達 
巧の 捷徑 である。 がる じも拘 U 
ら中 『廣路 晚巧じ 加は るのは、 
巧 父 華雜頓 のが 統的 政策に 反す 
る』 ごやら 义は 「欧洲の 政爭渦 
中に 倦き 这 まれる のは 义國の 利 
をで ない』 ごやら で 維 巧 遜の が 
圖を テス々 レ^ ~ ジ する こごの み 
じな* むしつ、.： 方 じ 不戰が 約に 


級 中し、 不« 化 約 通 遇の おには 
おお 猎張 案を 驅渐し ジョン ジン 
氏を して 『將 ホの ドラマは 太牢 
泮 じぁら』 なご £ 晦哮 せしめ、 
今 亦 をら じ不饭 をなる ま 器す 供 
給 案の 出現を 見を ごは 矛盾 健を 
の述線 じぁら 中して 巧ぞ 。近 か 
くみが 大統領の 榮 慰を 頂かむ ど 
ずる フ ー ゲア ー 巧は 這 股の 問題 
じ勒 して 如柯 なる 腊 度を 執 b か 
何なる 抱負を 持つ て 居る かは き 
人の 切に 聴かむ ど' ずる 巧で ある 


の ブト ソン 敎授 等の 外、® 
が 政專 巧家フ 4 y 氏を 事 おが 
を じプ - r ン ストン 乂を前 かな 
フ H ツ *1 氏を 事務 副 長 ごし 
め 一年 じ をら て 支那に 滯 だす 


け 


ふ 


此 I 頃 


變ろ 株式取引所 【下】 

一昔を 顧みて 

チ ツカ— ズの 利用 じ i 反對 


二 ユョ！ ク巧 式な 引 所が ゥォ 
—处 街の 十一 二番 £ ユユ— 巧 四を 
地 じ 自己の 取引所を 設けた のは 
卞八宜 六十 S 年の こ S で、 渐や 

借家 生活を 脫 したの であ 
をが ニ 年を じは 十二を のプ甘 1 
ド 町から ニユー 巧へ、 ゥォ ー グ 
巧からで キス チ 玉ンデ •フ レ- ~ 

ブじ 直る 四つ 巧を 巧ち して 居る 
誘で ある、 をの 頃 株屋さん 達の 
あ 強ぶな は、 むいした もので、 

皆 時の ニ ユヨ— クは町 こを 小さ 
いが 株屋さん 達は 報 早くから 徒 
蓮 力ま 馬 ホで 化 引 所 じ ホ b 、 夕 
がを をべ てから あらに 巧の 取引 
じな 事したら のでむ る、 をの 頃 
•キ|^ ラ カーど呼ぶ巧る頓化じ巧 
が々 つて 株式取引所が gvj おじ 

繁昌 する のを 見て 大いに 
が を 起 L 、 二十 四 了 目の 第 お 
街* k ^ じ 『ゲ ヤラカ] 格關お 
引 巧!! ごい ふ ものを 新設し 食 員 
ニな^ 一十 六 人、 食 裳！ 人 當らニ 
な 五-^ 巧で 取引に 從 事し 見物人 
じは I 一十ち 化の 入場料を 紛 おし 
たも 心で あるが、 何しろ 野 ホ 馬 
氣 をで 生れた もの だけに、 立食 
中の 嗔嗦 。ん かは 鹽業攀 閒をこ 
のけ どい ふので を惭 人は 黑 山を 
築いた ものである 二 ユヨ' — 
ク おまか 引 巧では 斯 るみ 眞 面目 
な 取引は 斷 じて 反 おご あつて 會 
員の 出 A を 禁足した ものである 
今は 化に 時め く 

百方 ゲ アン ダビ 八ト 、ゴ 

，ド、 ア ネス ク 家の ホ 化が 株 
ま ホ 媛で 晩を つたのは モ 八が 六 
十 年 のげ 化で、 當 S の 仲買人は 
いづれ もこ の S 波 じみ 製— 巧屋 
さん 旨 身. か武裝 して 居た のみ U 
ら ず誰衛 の無賴 淺を问 伴して お 
引 所 じ お 入 するどい ふ 恐怖 時化 
も あつじ、 現が ボ媒で 使用され 
て 居る が 利。 チ ッカ！ ス が發刚 
された W は 千 八 巧 六十 セを のこ 
ィ 一で、 苗 信 技 ホ カラ ン がホ棋 
のお亂 から 思が いた 接 明で ある 
が、 當 巧の 仲なん は いづれ も 脚 
の 早い 

配達を 雇 ひ、 化 旗 おを 一 
一 ミ 顧を じ 配付して 注文を 化る 
ご 云 ふ懼哲 じな つて 居 じので を 
にもが 递 組の 忡買 人は チ ッカー 
スの 利用には 大いにな おし 『r 
メリ 力の が』 ゴ化稱 されて 居た 
配 連 ホウ 十 リアム •ヒ ープ のか 
き自 巧は ぶ 中 チ ツカ 1 に 勝つ 
て 見せる ざが 語して 焼ず したが 


遂に 様 械のカ じは おて やじ 今日 
じ まつた ものであるが、 一 この 發 
達で 當 時の ゥォ ー グ おじは 電據 
が縱橫 無壺じ 張られ 『をれ こを 
鳥 もがべ ね 位』 であつ たどい ふ 
話、 この 取引 巧の 

椅子の 賣 買を 巧め て 許し 
たのは 千 八な ホ 十八 年の こどで 
當時 S な 引 所員は 五な S 十一 二人 
椅子の 賣 買は 最 化が 一二 千 弗 •最 
高がと 千 おな 巧、 今日の 五十 幾 
萬 弗 じ比歐 すれば 正 じ 巧 ごスッ 
ポンの 相違で ある、 現在で も當 
時よ b 生 永ら へて 取引所 じ 活動 

して 居る ゥザ リアム •ヮ ズゥォ 
—ズ 氏は 千 八 巧み 十九 年 じ 取引 
所員 ごな つたので あるが、 をれ 
をは 『缺 府を债 局』 ピ缩 打ち 巧 
と 十一 二人の 會員 でが 引して 居た 
ものが 取引所 じを 同した ので あ 
るか、 當 時の 入 食料は 特に 一人 
一千 巧 ごいよ 格安な もので あつ 
わ、 を S 後一 ニー 百 五十 四 人の 會 貸 
を 持 もゥキ y アム ス町 二十 S を 
地の 

地下 まで 株の 取 則を して 
居た 述中 もこれ じ 相 前後して 乂 
會を許 巧され 巧に 會 員は 一千 六 
十 A を算 したが、 千 八 巧と 十 化 
お 十一 巧 十二 日、 取引所 梅 張の 
目的から 更らじ 旧 十 人の 入會を 
許可 （て 一千 巧 人 ごなら 巧が 今 
日 じ まつた ものが 巧 報した ご 
く 前 遇を なて 更らに 二百と 十五 
人を 增加 する こご じな つたので 
あ &0 

財政改革 

委貴連 南京へ 

上が 特電 十日 雜で一 ユヨク •タ 

弁 ムス 紙】 U アメリカを 非を ま 
じ 化 表し、 南を あがのが 政な 革 
の 顧問に 巧せ ' b れじ ケン マー マ 
巧 十， の-巧は 本日 上 おじ 上陸し 
おもに 宗ト '义巧 や 錢道總 長 孫 科 
氏 等 ご 要談した だ、 一巧の 使命 
どして はち 那^ 歲 入を 統 j して 
巧算制 巧を 樹ホ卞 る 外、 貨幣 制 
巧を 確立し、 銀 巧 制度を も 巧 化 
化すべく お 本位 じよち チ ー グ刺 
废 を撤礙 する 壁で 一巧 中： J は 
酉務 省换濟 顧問で ある 信用 制 
巧の 導 巧を ゾ ー ニグ 博 ± 、稅 
制專巧 家で ある コ ー ネ グ大學 
巧 巧。 ックパ ー ト博 ± 、鐵道 
財政 家ポ ー ランド 巧、 瞄稅專 
巧 家ヌ！ レ ス巧± 、豫算 制度 
のが 巧を クリー ゲラン ド 巧 ± 
を 巧が 巧を リン ♦氏、 が政學 


當 である 

ま 京 特電 十-日 發 
前 ニ 長官が 日銀へ 

乂藏省 前 專賛场 長官 今 化 策 之 
助 氏、 宮內省 前 式部 長官が 藤 博 
邦を はおに t |： I 本が 柯 監事 じみを 

しち 一. . 

貸 出 競^を 警 をず 

十 爾^の 手形を 換嘛 新年 
黃會 じがでと 方 日銀 総裁は 貸 出 
競 爭を銀 も 家 側に 掛し譬 吿の尝 

年額 お 十 方の 利 盗 

日本 亀カ會 社の 電力供給 秘 
密 契約は 龜怒川 電力の 解約で 東 
京 ホで 一# と 十万 阳の 利益と な 

C 

ニ 巧 上甸の 貿易 鳥 

ニ 巧 上 可の 輸 ぉは 四千 化な 
五十 四 万 凹 マ 田、 輸入は と 千 ゴ一 
良 I 二十 I ニ 万 丸于山 じて 差 引 入超 
は ニ 千 一二 白 十九 巧五卞 凹で あ 


0 一 


一 




一月の 財界 

外 あ 大臣 發 、八日 

屈が お 書記官 着電 
一巧 中の 貧 為 S 輸 おは 一億 八 
千な 萬、 入 媛ぶ 千 化 百万、 前年 
じ 比し 入超な； 一千 ニな 巧 囚增に 
て、 奧支貿 あぶ 輸出 四千 丸な 巧 
出超 ニ 千 ニが 巧、 前年 じ 比し ニ 
千 巧 旧 增 でぁ もが、 昨年 中ぁ貨 
現な 高 十】 億 知 千な 巧、 內海か 
巧 高 一億 八 巧での、 み 融緩漫 じ 
て 31 少 •レ.-; トは激 をし、 を 
憤け 引 續き好 諷を呈 して 居る 
又 東西 協を 加 歇 巧は ニ 巧 一日 
よら 預金 利下げ (定期 五 厘、 其 
他 一 厘】 を實施 じて 居る、 而し 
て 紛績の 深が 業 i 哉 止 も 日 淸が績 
は 二十 HH よ 一大 日本が 綾、 
巧 洋結績 等は ニを 一日よ 6 斷巧 
して 居る、 尙ほホ 年 九ち 巧 巧の 
H ま 懸案た b しま 專穂 率、 關稅 
問題 解 巧、 ニ 巧 二日 よら 新稅率 
替 施せられ たる： 加 ふるに、 ニ 
月 五 e 濟南 事が 醒 巧の 報 傅 へら 
れ たるた め 巧 支 貿^み 急 增の徵 も 
現は る！ じ まら、 一ィ 後を し 同事 
件が 解 巧し 霞ら じ 犹日貨 運動の 
緩和 實施 する じがす はお ミ 貴 易 
も 好轉の 見达み でん-る。 


稽 ち 一 

火木 曠午 後九^! 十一 時 
H 幡 午後 一時— 一二 時 

紐 育 柔道 狐囊部 

事務所 西 百 一二 下ぶ 一四 化 

クラ 1 クソ^】 0 1 化 巧 

道場 西 巧 了 目 一八 


尋 れ 

(宮城 縣) 大橋武 雄 ( tf {巧 縣) お 
おず 人 (同) 佐が 鎭^ _ 魔 島 
縣) 中が を ニ (同) 渡邊^ 助" 東 
巧ボ】 を 巧 武之助 狱山縣 ) 
巧お甚 之を (群 お 縣】^ 下壽之 
ま (山 ロ縣) 德巧猪 111^ (熊 
本縣) 西が 巧 善 (鳥が^) 廳勝 
衞 (山 ロ縣) おを 吉 媛縣) 
换田 常き (か 歌 山縣ふ 本半吉 
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在留 靑年巧 巧の 曲 ホ 

日本人 靑年會 
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廳船狗 用を 
船 其を 巧 お 
か 洋を雜 貨虛賣 
輸 ホ乂稅 關至續 
諸 荷物 運搬ぶ 圾 


遠 藤 小 巧商會 
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DANCING 

411 W, 1 巧 比 St. 

Tei . む ihedraM 408 & pt . 3 
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Down lown 
Cor. Gd がな . 
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New York City 
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號十 S 昏五千 一 第 


がわを ホ 哪な 清 孤 m 规 




【日 晒 水 


日 H 十 巧 ニ 年 四和昭 



舞踏 

▼祖交 ダン 


ス 

▼表情 体叛 


貧 

朝 十 時？ 巧 

シャリフ •ダ 

ング帥 おを 按 
と衫グ 


了を 

親が 


一時 

ンシ 

卒業 


巧 語 プライ アン V 

室！ 一一ぶ 八 這ぶ霎 

乎 ト直 を 

が 一一 一 看 萄 

紐 育 ホ 西 四十 四 了 目 
ニ千ニ八 番 (一一 階) 
JA さ NESE A 夏 EMP 夏 Et^Tf 
112,118 West 4 宴資 ； N . if . C . 
Tel . Bra 書 苦 75 I 


やぷ すい 
てんぷら 
さんで うい も 
をう ご、 こうひ！ 


日本 准 料 品 頼みび 雑貨 類 鄭小賣 

- 

之 素 大賣棚 桑 山齋會 
お刊 it 籍雜認 小間物 日用 爲 各種 


ブ シン トン 街な 四十 五 


ジエ シン トの 

埋髮巧 

西 六十 五 T 目 己 十 I 番地 
五 年間 中が 氏と 共同 經營と 年 
間 H 本人 諸君の 巧髮の 經驗を 
持つ て 居 > が。 戲數 じな 意 深 
< 特に H 本人 諸 哲を御 待遇 申 
上が。 がを も 左の 如く 引下げ 
乂 勉强。 

散髮 シャン プ 1 巧び 刈 込 
髮 トニ ブク 一巧 
散 髮顔鄉 b 八 五 仙 
散 ~ '髮 ムハ 0 仙 
をが 鬟ト 三ック 一 0 他 
銜ホ的 設滿ご 方法 御 注 怠 


日本 理髮舘 I 。 

西 四十 S 了 目な を 化 二が 五 室 号 

一二 巧 つ 巧 六 おじ 巧 L ) 




▲巧 巧> 親切、 な樂 = 三 巧 ► 

勢 州 縮 L 

伊み 事径乂 晒を 作 

援 5 因. 累 th 法 r^t 
Tel . す 巧 n こ b 


化 巧 旅 総 


雜ま住 旧ネセ 
谷： ミニ 害 Street , ぎぎ yyes 普 二 苦 1 


がス トンボ 

富 ± 旅 舘大浦 ホを 

1 さ W ミ sst ま St . Bast 田 n sass . 
ぎ 三 •さ 75 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ S S ミす d 吕 SI , Los ilngelek cal . 


レヤ トル 

Np 版舘 


wo タま 一一 >\ミ.59 w ミ tti ニ， wsb . 

を 牽巧前 通を へ- IT ち 側 ホ 階を 

H 本 行腊切 持な 巧 巧 戸 場 送迎 


- 

w . i 北 

如ぶ 


3 S 

耐 加. 
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をな の御嗜 巧に 適よ 
樣な美 ホの 巧 巧理を 


支那 髮趁墜 


巧 巧 

致し i すかる 績 々御 
ホ ホを 頤 ひます 


謂"^ 


雌 I 


な お ^ 
Hew 
g SI が 

n ^ o 

w むの 


s 興樓 


晚揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 講 君の 嗜巧 
じる するな 理を差 上 
ます。 朝 ir 時を 開 巧 
(なサ 五 T 目 サブ 
停車 巧の 下) 


心 9 

Tnw 

か 

0 3 1 ts 

巧 m 
加 謂化邮 
C 3 U ^ 
ぉ1 


日曜 及 t 確 じは シュ 
- マイ 春 培を 擦へ が 


£ 娜集雅 園 


吕 午前 十一 時 


ます 前号 財 半 


開 塞 
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如 
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本 樓巧巧 人 歐廉が 
腐 前を 渾 つて 日本ん 
諸君の 營巧じ 適する 
巧 巧を 差 とげます の 
で窠と 巧の 昏ニ 十六 
T 目の チヤ プ スィと 

云へ ぱ 息ぐ U 本人 諸 
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ト タンク 巧 b ます 
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一力 旅が なめ 


を國 旅舘識 

1 を W. ま thSl Newark 
す L Susquehari ミ 8610 


紐 育 旅館 寧* ホ* 

お 四十 了 目 ニ 巧 二番 
TeL Cai 互 cnia 夏 心 


♦日本 菓子 ♦ 

栗饋 頭、 其 他 色々 ^ 
のし 餅は 前日 御 注文 願 上 侯 
御菓子 舖 松風が 
這 W . 苦ず Sf . ジ I . Tri ちを 呈 


を 壽司 辨當御 注文に 應 たます 

ホが 巧 

當 みか 桐 商會氣 ：!？： 
電話 11 ト 八ん 六 八 

淨瑶璃 is 

ミ 蠢を稽 

御 忙しい 餘暇じ 何玄も tj 百へ 3 
淨墙璃 の 趣味を 御 賞玩；^ 遊 巧 
皆 樣の御 巧 遊を 歡迎 致します 

野 澤ま壬 

ミ 118 W 11 呈 S . 暑 
ぎ 量 ve 喜 言 8 


化 巧な 卸 負 

五味 霜 I 會 

W E . 1 ミ SM . r 一-百 tr 
1里 stii こ 貴 


\ 

- 


くど も， 席に 蹈 まわるな 事が 大 
なる 雄 辯で ある。 

故 高峰 跑± が、 『日本へ 歸つ 
て 余を を 送を う 乎』 どる ふて 體 
澤翁じ 話した 時-し、 翁は 『日本 


のために 米 
ど 云 ふたの 


酉に 止まって おれ』 
b 流 おじ お 見で あつ 


た。 むかし 歌舞伎'^. をた、 片柄 


が 大阪退 お 
がる/ M 一人 
巧び 出た、 
しわ か自を 
近頃し き， 


の 時 じ 城； $： で ま 成 W 
3 をが 突が 眼の 前に 
が柯ん のた めじ 思 出 
しは 能 （解らん。 

じ 『浮 腰』 が 蒸せら 


電氣 の 誕生 舰 

電氣王 ユーノ ソン 翁は 本 円 八 + 
ニ 歲の誕 日を 迎 へたので ホ 
巧大統領4|:るべきフーゲァー 
氏 や 自動 ザ 王フォ ー ドを の 化 
かを のぶ 達が 集 b 盛大な 麻 
宴を 張つ いが 自動車 王は これ 
を機會 じ云ァ ソン 圖書 館に 五 
巧 万邦を 巧 一: 附 し、 同 持に ニ 千 
二百 爽 町の 一 自己 所を 地 じ ゴム 
裁 培を 翁 じ 一 化 頼した が 潑明王 

は ニコ'^-^ 顏でフ ^ — ダァ • 一 • 
プりマ ペリ テ ー の 到 ホを 豫言 
した：：：；；： フオ 1 ト •メ 1 ヤ' — 十 

i 日發 0 


る - i 際 じ、 此 地の 主と 成って 
み往の 模範を 示されね、 美 < し 
きる の 巧を 者で あった、 無名の 
大使 鳥峰憐 十を 忍ばず じは 居れ 
なぃ C 

巧上淸 君の 拳で 博 ± の 吴文傳 
が 出版 ゼられ たど 云 ふ 事で あ 
が、 見 度い らんで ある。 

影 だな ろ 日向 どなら 高峰さん 
が、 實 弟の 樣 にを しわ 野 ロ 博 ± 
この 二人は 『接 腰』 の體 おけを 
程 も 無い のみ か 『永住』 か氣か 
をら 忘れ 場た 偉人 達で ある。 


*1111^^ 車 《運 轉を習 ツてシ 

ヤツ フア 1 *' メカ 

凝 ぶ i 

.弓は 霊。 衰が証 

九 時 よら 化 時 迄。 婦人 歓迎。 
MTHTE ミ さ S 呈呈 L 20 W . ニ 置 St . 
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なる 哦 業を 巧旋す 
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木 旧 ル ！ ミン グ 

1 夏 7 3 rdiive . 呈 . 59& 雲 hS すま ts 
ジ I さ ho ミす 巧 ni 苦 27 
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Tel •ちぎ 菁 327 


ス テムた 1 ト 

户 ツトブ タラン ニンク 
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S 8 ジ是 S SI Br 吾 klyn . N . Y . 
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蝴 東西 茶話 


嚴 あの ニュー ズよリ 


魚 一尾 じ 罰金】 弗 

ブロンクスの ホ — ランド 街 
じ 化む 少— キズ • 3 ストゥ 卫 

スト キど 呼ぶ 男、 な 釣 b じ 巧 
て 『お前さん じ や 釣れぬ、 ィ 
ャ 釣れる』 でな 房と ロ唁 離し 
まる ニ 巧と りのを 朗 、イン デ 
1 フック じ 赴いて マン マ ど 釣 

った 銭 己 巧 〔お 封 巧ず 均〕 じ 
意氣擬 々、一刻も早く 女房へ 
見せた さに 自動 単を 規則 違な 
に まらして 『一寸 战巧 所へ』 
ゆ 出され、 結 お 釣っ た 魚 一 短 
じ 一 お 宛を 針 一二 巧の 罰を じ處 
せられな 、がを 巧く 『わ 前は 
な 釣が F 手で ラ ッキー な 巧 だ 
巧 L 1 二十 尾 も 釣れば 罰を 化 弗 
を 課ず る ごころ ぢ やつた』！ 

ダニ ユ ー ブで壞 氷 

輕かなゥォ ^一 ジの名曲で名 
廣いバ パリア 励の ダ三ュ I ブ 
河 上 じは 昨今 スケー ツの巧 女 
で滿 ちで 居る-か、 昨瑚 突然 壊 
氷して 四が 人め ネケ！ ツ * フ 


アンは お/、 溺死す る どころ を 
渐く 救助され わ n ゥ キンナ 發 

万が 筆 盤 ピストル 

『お 川 やおの 眞 が』 もを い 
ものでぁるが 、犯罪 化 學は最 
あ 恐ろしく 進 ホし、 强盜 画は 
万年筆 型の 涙彈や 毒ち 斯を使 
用して 居る. か、 ネ巧 はおら じ 
万年筆 型の ピスト 八が 發明さ 
れ たので、 雙猿當 局 も か 常に 
驚き、 こんじ ものを 監獄 じを 
敏 されて は大變 ど あら、 まる 
と 日 刑務所の 巧 長さん を 招い 
いて 實 物を 示し 馨戒を ホめ た 

警察犬に 死刑 宣告 

當 化の 酱察醫 スラ ！ ン 巧の 
子供で ある ボ公 —( 八歲) の 
護衛 兼 遊びぶ でぁる バ 。ン 
ど 呼ぶ 獨逸 巧の 贊豁义 ば、 甚 
だ 賢い 犬で ある. か 毛織物を 着 
用した 碱人や 男には から や 咽 
かき、 巧 角の 暗 看を 臺無 しじ 
する S で 嘴 まれに 謡人澤 山が 
巧 廷^ 上、 嚴 かに 死刑の 宣吿 
をを けた n 太 西が ホ 八 H 發。 


松 山 力戦して ……： 

コクランに 惜敗ず 

がきつ 拔 かれつ 最後の ゴ— ルに 

最大 棒 巧廿ニ おを 出. しわが 


前 過の トーナ メント じ I ニ戰 S 
勝した が 山を 输街ニ 勝 I 敗の n 
クラン (アメリヵ 選ず) の 競技 
はち 確 日が レグ H 八 烘樂部 じ 催 
された、 この 巧の 勝敗は 兩 選ず 
特にな 山 じごつ ては 

天下 波 目の 合戰 W ホら て 
を おも 頗る 緊張し H 本人の 觀を 
約 二な 人を をゎ觀 衆は 無慮 一千 
人に 達し 乂 贫瞒始 W 巧の 盛况を 
呈 したが 松 山 大事を 取 b て廣袖 
の ニ 棒を 逸した る じだし コ クラ 
ン-は 一二 掩 じて 巧 <ら 巧 ホ 十一 お 
を 占めたので 松山窥 なけ 靜 まり 
退て居た：£2松山は一ニ棒目ょ^サ 
ニ 点、 巧 点、 九十 一点、 十六 点 
を 占め 巧ら じ お 棒 目 じ 巧 サニ点 
を 巧し ほ 山 どして は大會 U ホ 梟 
かの 最大 棒を おして おが 二百 五 
十五 衡ニ円 十の 差を W て 却.- 

贩卸 ずるに ま b ちら じ 十 
一回 目 r 五十、 十四 凹目に 五十 
ニを 出して 益々々 留ご 見られた 
る じな し、 n クランは 稍々 焦ら 
氣ホ どなつ た 爲め松 山の 勝 もは 
疑な しど 見られて 居た じ も 綱ら 
や、 コクランは 十. も 棒 目 じがて 
一 舉だニ 点を あして 松 山を 稍々 
ッ） ドした 形 ごな 6、 がきつ 披 
かれつの 阪 でい 勝な を祗 じた か 
十 化 條目じ 於て コクランは 阿 巧 
ホを 突きが h 遂に 巧な お 云な と 
十一 ニ 点み 差を 5$ て惜败 した、 こ 
の 巧 コクランの 最大 棒'； 5 百 ニ、 
平 わ H 1 点 十九を の 一で が 山の 

平均-は 十九 お 十九 かの 十 
ニ、 を乂 ホ-, りか ニ 点で 松 山 どし 
ては 返す も殘を G がを であ 
つた、 松 山 はげ H 午後 巧ら じ 巧 


敵シ 五ファ ー ど戰 つた 箸で ある 
が、 若し シ で ファ！ だ 勝てば 勒 
巧 幾 一等の 位 潰は 動かず、 若し 
コクランみ シ S I フ 了！ をぶ 日 
午を の 試を で 負かせげ n クラン 
ごな めて 第一 等を ずん ベく、 巧 
し コクラン お 敗 化すれば 第一 等 
は 當が松 山め 手に 歸 する 尝 であ 
るか、 若し シェフ ァーじ 敗 化す 
れば化 山は 恐らく 繁四等 じを ち 
るで あらぅ 0 一 

ヘン デキ ヤップは 

體 格の 差 

松 山のを 選手 評 

前週 r メリ 力に がける スポ 1 
ツ おで 最も セン セ） シ 3 シを生 
んだ 事實は 何ん ご 云ても をが 掃 


球. 


ナメ ントに 


中で ある 我がな 山を 
嶺 君め 力闘ぶ をで ある、 即も彼 
はト！ ナメン トの第 I 巧 じ 現 選 
手で あるべ 八 VI の ホ！ が マン. 
を 四な 掛 二百 化 十二で 敗ら 先づ 
最 かめを 化は せを 演じた のみな 
ら 中、 更らじ フラン マの グラン 
ジを 四な 街 二な 十八で 葬 6、 ド 
キツの 八！ ゲン ラ ツカー ど 紐ん 
で 最初^ 二回で パ ー ゲン ラ ツカ 
— ’ が ニを こ 十四 お キン ッを 得て 
頗るち 海な b しも、 松 山は S 固 
目--* 5 ぶち ご 巧 立て 十回 
目には 斗 か 出 旗な 巧の 記錄 でぁ 
る 巧 十 4*- 突いて をの 差 僅か じ 
十と 點ど でら、 更らじ 

搞擊 一一の 手を 弛め や 遂に 十 
一二 巧 目 じ If 々出を つた 難が と美 
事に おきん けて 一擧 六十 八 点を 
巧し 遂に 四 パ お S 百 八十 五 ごい 


ふ 際で いス n 1 アで强 敵を 破 
なじ 一二 戰 S 勝 どい ふ 推し も 推さ 
れもし*^ぃ第 一 化じ進んだが、 
凿戶 1 ダン ラッカ • 一 戰 では 勝つ 
た 松 山の 平 巧 一二 十点ピ 十一 ニみ の 
十 じ對し 敗け た 者の 平均は 一二 十 
ニ 点 十二を の 一 どい ふ奇 U 現象 
を 生んだ、 殊に 過去の 各 試合を 
通じ 前週 中に 於る 勝負の 跡を 琶 
る じ 滨四位 じある' J 1 グン ラ 
力 ー は巖ら 

知 闘して 嚴大棒 ニ 豆 ハ 十 
四を 化して 滨 一位を 占め 最大 ホ 
均 も 四十 おで 第二 位の シェ- 
— W 同等 ご.；： k ら、 '總华 均では 第 
二位の カク ラン 二十 ホ 点 四十 
かの 二十 四を 窠 一位 じ、 シ 五— 
ァ ー の 二十 六 お 四十 四み の 十 
と、^— ゲン ラッカ] の 二十 五 
お 五十八を の 十八、 ホ 1 ルマン 
の 二十 S 點 五十と をの 五十二、 
をの 巧ぎ が 化 山の 二十 一二 お 五十 
一を の 四、 最後は 五戰五 敗した 
グランデの 十四 点 八十 一を のと 
十八 どい ふ 成績で あつて、 この 
數 字の 跡を 池る ご 松 山の 連戲連 
勝は 

奇蹟 である £懿 めら れて 
居る が、 が 山 君は この こご じ 就 
て 『なが 若し 化が 選 ホ 權を贏 も 
得た ど すれば、 をれ は ホッペに 
學んだ お蔭で、 ホッペは 極めて 
ゆつ くら ど細必 ^ 巧を 動かし、 
彼は み擊じ 於ても 巧手を 恐れさ 
す 如く 巧ぐ ホで も 敵を 必配 さす 
をは この 戰 をを 利用して ホ ー が 
ンや グランデ ド 勝つ た』 と 語 
つて 居る 如く、 對 グランデ 戰の 
如き-部の 好球 家 もぅん ざら し 
た 程の 戰 法で 相手を いらつ かし 
た 上 勝 巧を 占める どい ふ 戰をじ 
出で； 居る、 松 山を 嶺 ちは 人ら 
知る 如く H 本 A どしても 

倭 少じ屬 し體貴 僅か じ 九 
十二 お 度、 身長 四 吹 十一が、 こ 
れを 强敵シ .五 フア ー の體量 巧と 
十五 封 度、 身長 六扔じ 比較 すれ 
ば 鶴 格 にがてる 一般の バンデ キ 
ャップを 持つ て 居る、 爲 技の 玉 
臺は 長さ 十趴 、幅 お択 、高さ 化 
ニが で 松 山 おの 體が玉 臺の上 じ 
現れて 居る のは 僅か じ 化と 巧、 
若し 夫れ 隣 S 長さ、 指の 長， ご 等 
じ ま b ては 松 山は 化の 選手 じ 比 
較 して どれ 释じ ンデ キャ ブプ 
を 持つ て 居る か 解らない 位で あ 
る、 而 かしこの 倭少の 日本人が 

六 吹 豊かの 體 量を ころら 
ころら ご轉 がした ので あるから 
一般的が 球 家から 『マッチ ー』 

と 可を がられて 居る' み も 無理の 
ない 譯 で、 を 新 間 紙は 本を 二十 
八 歳の この 倭少 化、- 見 十四 玄 
歲」 しか 見へ ない 掃 球 巧の 神 量 
あ 現じ 驚異の 眼を 見 おつて 居る 
このが 山' ちじ どつ て 唯一の 强敵 
はシ玉 ファ 君 だ 相で あるが、 彼 
け 今度の 大貪じ 出場した を 選手 
を 巧 下の 如 {評して 居る 化で あ 
-0 

♦ホッペ n 最も 偉大なる 翻を 
偉大なる 戰蓉 ぶの 踊 敵で、 玉 
臺に 向て け 自山自 巧、 彼じ歷 
る 者は シ で フア ー のみ。 
♦シェフ T in 巧 等の 弱点な 

レ^— 八、 ナ- — ス 、マシぶ 

ドロ ー も 自由 自 な、 若し 彼 じ 


ボツぺ の 闘を あら ば 何 スじも 
敗る、 恐れな し。 

♦々クラン U 立派な 遇ず であ 
一る が 余 b じ 大膽で 注 息を 缺き 
一 辛 棒を する 氣 持を 缺 く。 

♦ホ 1 ルマン： =： バランスを 觀 
く、 マシぶ どナ 1 スけ 轉大で 


あるが、 斯うした 競技 ム 
負 敗け をす る。 


i .0 


- ダン ラ ツカ—:：：:: ナマ r ス 


ット では 一番で ある マー 


►グラン •チ H 大膽な 玉 突 一 

一る が、 ナ 1 スに 弱点が 


录で 

める 


で メリ 力 軍艦に 

\乘 組む 邦人 I 

\ 先 づ八巧 人內外 

ァ y リヵの が 軍 ホ おじ 脚 膝み 
わるす 氏の 語る どころ によ * <llw 
米國が 恩給 法 じょ > 巧々 恩給の 
支給を ずけ 場る 日本人 即 んホ國 

に籍を 置いた 當 が、 
ホ西發 ザ、 マニラ 拳 件 及 ぴ化淸 
の事嚴 等々 じ H グ巧な h 屢紐員 
でぁつ た 人々 の 数は どぅ をても 
八な ぶぁつた 尝だ ど 云 ふ あ-でぁ 
かも 當 年め 带艦乘 至の も 
のは}-^ 巧 近年 ホ國 恩給 法 r よつ 
て、 自^ 或は 遺な、 妻女の 扶助 
巧のぅ! 得る 年頃で ぁるが、 其 
等 軍艦 じ 栗 組んだ 同胞 中 現 ホ 
國じ是 一^ 殘 つて 居る もの 又は Iv の 
遺族は 四百を じ 達する 
でぁるで も拘 ず、 をれ 等 
人で 給 法の 

巧 {ハ 合を 知らない ため "1: :々 
こ 十 巧 化 まあ 十 弗の ち 給を ぶ 厂 
巧き 權 一！： じ おする ホ續 をな』 て 
居ない*'^ のが ゐる穏 でぁる》 f 云 
ふご こふから、 をれ らの乂 み-の 
注意を ij び 度い ご 云って 居 A 
同氏の 語て どころ じよる こ 担す 
を じよる-^ をでは 當該の 人々 は 

六十 ニ^^に 達ず るを ニ + 巧 

ムハ + A 皆 一二 上 

と 十 こを I II 十一 

と 十で 谋 五十 

云った^^月々ち給される 
であるから 當生 割の 上に 補助 
される 肇ご 


言 

を 人 


婦人 雜行 新記錄 

曇：.^ スミ マ 撥か殘 した 婦人み 
單身耐义飛11||記錄は义もゃ加 
の ト。！ ト政じ 去る 十日を なエ 
破られた、 トロ ー ト 濃の お 巧 
錄は十と時間^^み化よ秒でス 
ス罐ょ b も 間 四十 八み 五 
ニ 秒 優って 居 

讀 者* で ラム 

浮 腰' ミ f 永住 ミ 

ij 巧あ川 
『浮 腰を 葬 ふった 上 じ、 永住 
の 基を 造れ』 と Ija 、 組 育 日本人 I 
會の 新年 第- 聲で をった。 一 

をれ か、 あらて、 巧 腰は を 
巧 紐 育の 流 巧 語!. 一成った 樣 だ、 
をれ ど 同時に 『ホ 化』 ご 云 ふ、' 
氣 持み 善い、 落：^ た 言葉 も、 深 
< ホ ふ 巧に 成つ ふ來た 事は 腾ぶ 
べき 現象の】 っ？! あら ふ。 

お 澗大化 自ら、 I 永 化の 鞠を 靈 
れ樣 ごして 居られ 一る から、 吾等 
も 其氣じ 成る のは 自 がで ある。 
特に U 本人 會 じを! m . を 坂て 居ら 
れ 理事 曾に 離 席せ 一^る S ご 云 ふ 
事 だが、 ょし 一言で 仰せ ちれな 
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育 五 干 一 第 


雜 辦 育 淵 【日 巧 水】 


日 H 十月 ニ 年 四巧昭 


四 




#澡 が、 桑 港 出帆 (ホ ノ少 
お府發 

(午を ニが 巧 化) 

天が 乂 ニ巧廿 二日 

ュ レア 乂 一二ち 八日 

春洋か 一二 月廿 二日 


k 豕ム 

を 


宵) 

港發 

(正午 化れ〕 

ニ 巧 廿と日 
ごみ 十三 日 
ミホ 廿 -VC 


西 比 利亞化 四月 お 日 四 ホ 十 


ミホ 


呪) 

ホ廿 ご一日 
廿ご 一日 
ミ 日 


巧 


@シ アト ル お 帆 (午前 十 時 出 

横濱乂 

一二. 島 丸 

ザ豫义 四 
'靜岡 化 五せ 

® 淪敦を 日本 巧 巧れ 

化 茂 か 一一 ホせ ご 
を 取み ミ 音 九日 
親 田 か ミホち 百 
▲が 寄 出帆 田 奈馬爲 由 目 本 巧 貨物船 + 巧 二回 
▲騎骚 化 扱 0 巧 化は 欧洲が、 南ホ衍 化^ 田を 馬 
極 由を 平洋岸 村を 漁が を 化ゴ待 巧ち 与 乘船切 • 
巧 等 萬 事 御 俊を に 取 計 ひ 申 上を 卞 _广 
▲ホ 困 鐵道切 巧、 廣さ务 導 fc 御 化を じみ 訊 ひ 申 
上 ず 


貴 令 紳± 向帶革 、白を 

を 

慮 

寶 

石 

商 ♦金銀 製 金具 附を種 


シアトル 巧视 (か‘ 前 十 時) 
をら び や 化 ニで サと日 
をら ば主乂 一二で 十 H 日 
けづ すか (彼 薄 巧 化) 百 二十 B 
► 1 拿接濱 一九 五 弗 

化し ば 4 すみ るん でん A は 一 五 五 巧 
こ V . 等 日本 巧 五 五 巧ぎ 室 お 吸る ま 族 室— 
►翻を 望に 巧り 一等 割引を 復切 巧を 巧ぶ 巧 お 

ロスアンゼルス お 帆 (お 後一 ニ 時) 
らぷら た 化 ニサ 廿お日 
さんごす 化 一二 骨廿五 H 
►一等 横濱ニ 一二 0 巧 おはわい か ミ にらを を 巧 
►待 則 一二 等 日本 巧 五十 九 巧 ▼一二 等 日本一 if : 五十 直萊 
►み 渚羅 なお 衡車切 巧 寝 妻券鹽 入御 幹ぶ 化 4 侯 


ワ ナメ^ ~ カ^ — の 特^5^ 

目 本人の お買顿 じは 特が掛 員を 置き 無 
巧で 御 案 內致升 電話 义 はおず 紙み 窠掏 
訪 間して 御 便宜を 計ら 初めての わ 方に 
蜀 しては 轉じ 注意 致しまず から 是非 お I 
立 笛を 願 ひ 升、 お內 配達は 勿論 H 本 其 
他が 地 宛の お 荷物 發 送は 當 ホで 致し 巧 

ジ 3 ン ワ ナメ^ — 力 ー 


日本 郵船 會社 (化 二を 鐵道會 赴) 一 r 

代理店 片桐 兄弟 澈會 

乗車、 乘船切 巧が じ 小荷物 運送 御 便利 じ 取扱 申 - p ょず ‘ 


ラム プ ぶび シルク シエ iF 

製造元 卸賣 手 塚 商-曾 

H . Y . HETW 己 巧 > CP 

15 S 薑 si . J . Y . 夏 y , ぎ 量 某 a 夏 一 


諸雜貨 仲買、 卸販賣 

保 旧商會 


鞠 破器雜 貨卸賣 

巧商會 


日本 陶撼黑 雜貨類 卸寶！ 

.ザ 元 ブうダ i ス 


R 本陶破 器雜貨 

ラム プ卸賣 

奈良 貿易商 會 


円本 吳服 反物 キ モノ 

テ 1 ブルク ロ ー ス類 

諸雜貨 卸商 

グ— 


ラ‘ 


巧 式 hrrii ^ 

會社 RT 

特拙廉 櫃で大 勉强新 流 巧は 當巧 


ブ漓會 


巧恃長 


i H 本陶叢 維を 

_ ドラ1グ ー ツ ■販賣 I 

2 献巧木 桃 ザ 祗 


官製 日本 映 盡么開 

H ぶ 政府の お 導の 下 じ 鐵道省 及びを 巧 船 曾 社の 手で 撮ら 
ました ものを、 ク！ ブ スト •ビユ 。^ご 協同 致し ま して 

M 難店大 講堂 じがて M 
紐 育に 於け る 最初の 公開を 致しまず 
名馨 委員 

日本 總 領事 化理 
日本 協 曾々 荫 
H 本俱樂 部會長 
前 H 本俱樂 部會長 
紐 育 H 本人 會長 
鐵道省 巧 表 
日本 郵船 會社 支店長 
南滿鐵 道會社 お 育 お 張 所長 
大阪巧 船 會社お 張が 長 

ジヤ パンツー ブント ビュ。 代表 

水曜日 (十一 IjH ) より ±曜！11 (十六； 

まで 每日 午後； 一時 半開 會 


內山 淸巧 

アンキ サンダ ア チゾン 氏 
旧 島 繁ニ氏 
相 木 秀義を 
草 信. 竹 治 氏 
靑盛忠 雄 氏 
巧を 貞み郞 氏 
鄕 敏氏 
內田 巧 巧 
宮巧昌 雄 氏 


▲水曜 目の プログラム ▼ 

3 ン チア トォ八 ボン 序曲、 涵ロ 化浪た 夫人の 日本が 
謠 、內山 總滿事 化 巧、 日本 掠を々 頭ア レキ サンダ ア 
チゾン 氏演說 

JO 瓦 Z w > z > 客 > 巧丙タ 

を r ’ 雲 St . お 8 養 d 養 y 、 N . Y . 暑 


晚喬 坡每ニ 週！ 回ぉ觀 
A で ム ブレス 佛蘭西 0 ニろ 00 觸 ) I 

一二 巧 九が 

A で ム プレス 露西强 (一二ろ 客哦 ) ~ 

ニ 頁 一二 十 H 

A で ムプン 盟細亞 (一二る 00 嗯) 

四 巧 十八 H 

▲でム プレス 郷蘭西 ご ニろ 呈觸ー 

五ち 九日 
一等、 二等、 一二 等 あび 下等 客 設備 
最大、 善英 、最 快走の 東が 航巧船 


資本を き 巧 風 
巧 込濟を 本を ホ 千 巧 旧 
枝 立を 六 千 一二 百 五十 巧 旧 

飾贼ご 一井 銀行— 支 巧 

本店 巧を 巧 日本 巧區 本を 崖 町 五番 化】 巧 
襄 小が 日本 橋を 內 (荣京)1 
名を 屋 京都 大巧 巧关 ち神戶 
庚 島 下 巧 巧 司 若が 巧 岡 長 » 
上 おな をを 買® 水 


お出 入ち 替’ 電信を をを 涅 を' 旅 巧 倍 用が 
巧 菜 信用が 其 他 一 股を 巧 お 

人 餘兰囊 銀行— ま 巧 

が 里 送を 旨 本が 化 無キお 巧？ 迅速 取を 
本店 預を (を 期 あか ノニ 補) 巧 促 利 取 巧 
本 ま 巧 東京 (本 巧)、 大疲 > 神タ 、ま 都 
巧な 化 名古屋 、小 得、 上 お、 な 巧 


▲鄉 里を 金 及び 並を を (無手 おお)、 か 固 
ち替賣 買、 荷ち 替 おお 取 立、 信用が を 
巧 等-股が 巧 業務 御 便利 じ 取を 可な 娱 

鎌献 臺灣 銀行 攀 出張所 

支 化 ま 京 違橫演 、大 あ、 神戶、 k が、 巧 
ロ、 福が、 厦門、 拙 頭、 香港、 廣 ま、 巧 

嘉坡 、スラバヤ 、ママ ラン、 バタ ビヤ、 孟買 
タ 瓜々 プタ 、儉敦 、巧 外摹潰 十四 ケ所 


一、 資本を 壹億圃 (を 額拂达 巧) 

一、 稽 なを 一億 ニな 五十 萬 巧 
內化本 支店 H 橫濱 (本店) 東京 乂皮 
神 戶を麟 T 巧 名を 屋 

橫鑽 ぶ金艱 巧— 支店 

ホ 面を ま 店 H 桑 巧 お 《 ホポ 布を 
巧 化 化 巧を 國ま 巧が おュ 支店 及 コ^レ 
K 有 之 お 


本店 大阪化 濱五了 目 
お育ま 巧が 育プ d ! ドウで 

株 ま 


- 音 四十 化番 


I 住ぶ 銀衍 

をち r 東京 •橫演 、名 古 崖、 を 都* 脚戶 、岡 山 

なり^ I 尾ノ 道、 廣 島、 お、 柳 井、 下ノ顆 

地 まな {巧 司， 小 倉、 若松、 機タ 、久留 米、 熊 本 ま 

本國 預金、 鄕里 送を 等は おめ 

r 5 12 一/リ こ 田. 义なす J 3 L 豪 


本店 朗鮮巧 城 

支 巧 出張所は 日本 巧 化の 樞要 都巿 ，巧 お 
滿 が、 支那のを 地 及び 浦 お 巧德 

朝鮮 艱巧紐 育 あ 張 所 

外 國爲替 一般を 巧 業務 精々 お 便利 じ 取 あ 可 

畫候 


藤本 證券 會お 

一般 有僧强 をノ賣 買、 引を、 募集 
▲金融、？ 么こ關 スニ切 ノ業巧 

S 藤本 ビル ミ — f 銀 巧 

紐 育が 張 所 


了 寧の 印刷 ご 精巧なる 化 上げ 

時日の 迅速 ど 锥實な 校ぶ を 保証 

印刷は 紐 育 新報 社へ 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違^む く 新報へ 

巧內西 十と 了 目 十 二番 十 階 目 

東部 じ 巧け るが 字 言論 機關の 

權 威、 まが 新報を 讀 まぬ 人 U し 

廣吿は 紐 育 新報へ 


日本 ロ胞を 目の 譬 ごして / 

陶器の 輸入 稅引 上け 計蠢 

翰 乂商侧 も 必死 韦 結束 反對 運動 

巧 税五闽 五を の 外 別 じ】 打 じ 
つき 跑裝 じ掛し 十五 化、 趙器 
じ掛 ，心て 二十 五 仙を 賦課す る 
がょ：^ ごの 意 巧を 述べ、 之に 
街し 手 国人の 輸入 商 側 化を 
は 米 巧 おおが 日本製な £ 相違 
する みを 指摘して 顧客の 需要 
を滿 足せし むる 爲め 巧の かき 
關 枕の 引 上に 反 留し英 凰の 化 
表 も 

現 巧ゆ稅 率を を當 なら ど認 いる 
旨を 論じ、 獨逸侧 化 表 もな 價五 
韵 五を おじて 米圃の 製造 工業を 
保 謹ず る じ 巧みで あるから 引 上 
は 必要なし ど 述べた るが、 ボブ 
タブ.— •プラザ ー フ ー ド 化 表は 
勞 働ち 側の 賃銀 化廉 なるお 內國 
製陶業の 振なざる じ 娘る ぶて 關 
稅引 上を ホ 鬻 し、 ォ ィ^ 州 選 
お 下院 譲 員の 一人 マ— フ斗 1 氏 
のかき も 共 か黨の 搏統的 政策 じ 
準じ-引 上を なすは 極めて 自然で 
ある どま 張した 由で をる 10 邦人 
輸入 商 側 にがては 森が ぶ 弟巧禽 
大洋 貿易、 茂 木 桃 井 組 其 化感商 
の 上 藻が のゥォ 八々 ァ 氏を 華府 
じ踪 派して 奮圖 しつ i 去ら 
々：ズ 巧の 統則 の；^ 算 的が 
據じ勒 しても 日本は ッブブ 
!サ アス妓 びを セッ^ 類 多く 
おて】 巧 巧 程 ご 計算!- ■'る 際は 
七 瓶の 蓋 ど 身と を 別て ニ 個 
ご 計上す る 統計を 8^ 據 ごする 
は 誤れら S 突を む^ ゐ るが、 
ホ國 製陶業 者を び お 等は 废 
稅率引 上計 書に か！^ 程まで 眞 
面目で をら やら 聊券巧 ど せら 


み 巧議會 にがけ る 巧 題の 橫期 
はを が 救 巧 法の 制を であらぅ 
が、 是れ じみで お 巧々 率の 改 
正 まも 顔を 出す じ 相違な かる 
ベ < 、『改正」 と 巧す るは 共和 
なの 天下で をる 0 上を 約を 重 
ん じて 保護 ま 義の廣 調に 基 < 
引上げ じある のは 勿論で ある 
かるを 國の叛 入 巧は 刮目して 
其 巧 巧を 注視し つ、 あら 
一巧 巧 旬ょ b 細稅 委員 會は公 聴 
を 即ち ヒャリングを 華 输頓に 開 
いて 諸 谨の稅 率に 願し 賛否の 兩 
說を 諮問して ゐ るが、 寮 あは デ 
ユ—ト 、ヘム プ 、綿製品 ょら 絹 
巧 物な でじ轉 じて ホた 容子 であ 
る。 而 して 對米 貿易 中を 要 品の 
一 どなつ て ゐる陶 破 器じ勒 して 
も 米 固の お 造 業を、 彼等を 背後 
の势カ ごする 議員、 勞働者 等は 
化を 關税の 引 上は 當が である ご 
主 おしつ i あるが、 去る 一巧 十 
一 H 開かれた を聽會 はま 要の 巧 
質を 帶 びて ゐ る。 苦し 化を 聽會 
じめ てま 張され た ァメリヵ 侧の 
稅 をが 法律 ご。 れば 日本 陶器 中 
の 所謂 安モ / は大 打を を 蒙る じ 
ちるべき 形勢で ある。 

オ パィ ョ 州ニゥ トン 其 他の 地 
力で 巧モ / の 製造 家 ど してち 
力 U ゥエ .八ズ 氏は 輸入 統即を 
示して 陶器の 平均 憤を はを 國 
が 養 打-しがき 巧 便 五祁餘 、佛 
蘭 西 •か 吉巧餘 、獨 をが 一 弗 四 
: 立 十 她を當 となら 日本は 壹が 
じつき 僅々 六十 ミ 仙 じ 相當す 
る。 なじ 米國 品の 大敵は = 本 
品で わる •か 來翔內 地の 製陶 裴 
を 保護す る爲 めには 現 巧 率な 

み 域 籍巧人 お 重は 

乂學 不可能 


る； 点 あ も 形勢 婚 
人 筋は 觀 測して ゐ 


- たちと 玄 


巧- 


H 本 法律の 缺陷 


巧 ホ 日本人ょ b 文部 jSo じ對 して 
注息を促がし、-おみ^籍はホ國 
じあ クて も歸 朝せ る^ 童は 其 日 
本 諮 3 敎 育の 释度 ij おひ 入學せ 
大ぶま 牵威籍 法が 改正! いめて 敎 育して 化'; しを 渉を 

譜學 校で 巧ん 强 量み 入 學を許 巧 

してる る 中に け 最初け おを じ英 


I されて お ホ 米 陵で 生れた H 系 ホ i 
i おは 出生 後 十四 H なみじ 管巧總 
i 領事館 U 出生 屈を 提出した もの 
でない 限 bH 本 勘籍が 保留され 
ない i じな つて ゐ & が、 タ數の 
人々 はこぅした 規則 じ 無 關必で 
屆 出る 事の 面倒が なくなつ た 位 
の巧度^な正實施«來特別の人 
3 かじは を然 出を 屑は おさなく 
なつた が、 最近 じ 至つ て 兒童同 
伴細围 者の 巧 加に つれて 親が 日 
本 じ 歸らモ じ H 本 語を を授 する 
滿 をず 化は 純然たる ホ 固 ホ おで 
あるから H 本を か學 校に 

正式 じ乂學 ずる 2 が お ホ 
ないで こまついて ゐ るを がぞく 
ある ど 云 ふ。 をれ で 今後な 童を 
日本に 送 b を ホ 學校じ 正式 じ 入 
學 させる 塔を は 一旦 ホ國 々籍を 
離脫 して 巧 じ U 本の 厨籍 取得を 
お 願して を 正 まじ 乂學 する 横に 
しなければ ならない 。改正 W 前 
のかく 生れ 乍ら じして ニを の國 
籍を 巧し H 本 じ 着いて なじ 日本 
人と して 乂學は 出 ホない ので あ 
る， 右は 日本に がける 法が の缺 
陷 とを を ふべき もので あらう 力 
日 待 理事の 一人は 語る 『若し こ 
れが 

事實 


る當 じて 當 巧は 巧 淵 大使、 內山 
總頒事 代理、 が 井、 巧 井の 兩名 
擧會 員、 巧 商務 書記官、 陸海 軍 
搜 道、 大藏巧 表を も 招待せ る 由 

ブリッジ 競お會 

日本 俱樂部 ダー ム 委員 會ま催 
间會 々員 及び 家族め ブリッジ 競 
技會窠 二回を ホる 二十日 (水) 午 
後と 時よ 6 開く 由 じて 賞品は 一 
等よ らお 等 迄、 會雙一 弗 出席 ホ 
暨 をは 十八 日まで じ申这 べしと 

婦人 會を 期總會 

組 育 日本 婦入會 じて は ホる 十 
五日 (第 S 金曜) 午を 房よ b 日 
本 惧樂部 階上 じがて を 期 繪會を 
開く 箸で ある。 尙ほ 東亞 婦人 俱 
樂部會 員は 邦人 會 員の 招が じて 
十八 日 (丹曜} 十二時 半よ b 午餐 
會を閣 く 由。 會費ニ 弗。 

夏瘍營 業者 會合 

ラ ッカ ゥ ユー ビーナ 方 而夏瘍 
營 業者は ホる 十 セ 日 午後 ホ 時よ 
ら巧亭 河 添に 於て 懲親會 を 開き 
營業 上の 協調を 謀 b 意見のを 換 
を 巧 ふご 共に 巧 春の 歡を盡 す 由 
會營ニ 弗 五十 仙、 お 席が 望 者は 
巧 內東巧 二十 お T 目せ 四 番地 横 
濱商會 巧 あ 酸佐巿 氏へ 申这 みを 
ちね しご 0 


諸の 解からない 者ん > をる じせょ 
退學を 命せられ た 例 も 聞かない 
ホ 國じ がける 差別 巧 待遇に 封し 
て 常に 巧' 个を 华^搁 する じぎ 
ならざる 邦人は { aiji 敷先づ 自家 頭 
上の 娜を拂 ふの 也至當 では ある 
まい か』 る々。 

香 西 氏^ 巧 開設 

ぉ 内 あだ 二十' お T 目 八 番地に 
がて 大和が 會 を轉聲 する 香 西 龍 
雄 巧は 今闽 支店 f で ナッ ソ—町 五 
十八番 化 じ 開設て 去る 十一 日ょ 
b 開を した 。 I 


紐 育 佛む會 々合 

紐请 满必會 じて は ホる 十五 H 
年後 八 時 例 會を西 九十 一二 了 目 百 
六十 一番 H 本俱藥 部に 開き 佐々 
木 摘 月 居- エは 『六道』 の 解 說を試 
わる 尝 にて 同志の 黯 講も隨 意な 
る 由。 

'公 人 が 人 

參岡 上ず 道 氏乂朝 反び あ 朝 伯 
株 特派員.、 夫人 同伴 赴な のをみ 
四日 着を の 大洋 かじて が 米。 
•山 ロ お獲 氏 箱 根 富 ± ホ テが 
常務 取纔 役、 H 本 旅館業 者觀ホ 
鹽 十四 名の 先 摩と して 大洋を じ 
て ホ 桑 H 巧 中旬 ホ 組す る 由。 
•金を 眞 一氏 日光を な ホ テグ 
支配人、 ホ 全。 

參高橋 貞夫氏 紐 育 陸軍 事務所 
長、 砲を 大佐、 盲 膳 炎の 爲め乂 
院 中の 處 まる 十一 日を 快 退院。 
新刊^ 書籍 紹介 

刖 柿巧库 年鑑 

布 桂 ホノ^、 巧 U 布 時事 化の 
昭和 S 年 版 『日 布 時事 布 畦 年鑑』 
は 梟近發 巧され た。 同を 鑑は精 
細なる を 禪の統 削、 記録に 化 b 


ニ 弄 高ぶ 巧 一巧 

滯紐 中の ち 哥商公 氏 一巧は 巧 
島 ご 一が 物産 支を 長 ご おに 去る 一 
円 出 華、 大使が を 訪問し、 大が 


領 クウ リブ ジ 

後歸 紐の 豫定 


; ど 謁見、 本 H 午 


日會 理事 例會 

旣 巧の かくが 育 日本ん 會 理事 
例會は 第二 火 を變更 して 巧 
る 二十 一日 (木 晒) 午後 ホ 時 ザよ 
b 料亭 邵 じがて 隅 催す ベ （を委 
員會の 報吿其 他の 會 おを 審 をす 


巧 脚 スペシャル 


半額 

化 ま 的 名作選 集 
新進作家 叢書 
巧 他 


か 桐 兄弟 商會 


同 島の 歷 を、 政を、 軍事、 を 業 
を 通 其 他 一 殺を 一 jm 腺が たらし 
める。 巧 じ 在住 日^人 發 おの 完 
をな 晒 鳥圖 でぁ も/おど 相俟って 
家長の 姓名な 所 凶 I はま 巧の もの 
でみ る。 印刷 鮮踢 じして 体裁 直 
尙 、を 價金一 弗み 十 化 (別 じ 要 
郵稅) 


新入 

特に 好評の I 
富 ±即 

33 、 

tnr 

燒 


肉 


桑 ~ 山簡會 

ニ 4 I 夏 T 置 th ST : N . 三. 
さ！ ne . H 為 ent 2 ニ 3, ま 巧 


東京 爾會 特吿^ 


ホ！ ダ— 

一を 御 利用 願ます 
を京晚 寺は- 册の雜 誌 でら、 

一 おの 言で も、 一斤の ホ增 
でも、 一服の 藥 でも、 柯んで 
ら 御^ ホ窮直 も-し C 6 5 
じて を b ます 

を 憤 策、 商品 目 錄御申 越 先 第 
送らます 

價額 勉^、， 發送班 速、 多少 じ 
不係猶 用命を 么ふ 
お 內^達 仕 候 

、紐 育 東京 商會 

140 W . 墨 h SUN . ご. 

ニ ra 寡 ミ 萬 里 


懇 


ラ ツカ々 エィ •ビ— チ じめ て 夏 
葉を 經營し 居らる、 同胞 謡替ご 
一堂に 會 して 胸襟を 開いて 歡話 
致し 度く 左の通り 懇親 會相催 ふ 
し 候 閒經營 お 諸君は 勿論、 就 働 
者 諸 菊の 御 おおを 希链 '仕 候 住所 
不明に て 通知 洩れ も 巧ち 么ど巧 
じな 紙上 御 案 內申上 候 
時日 n 二月 十と 日 (日曜 H ) 
午後み 時 
場所 N 河 添旅舘 
會費 N ニ 弗 五十 仙 (當日 持參) 
申込 U 金曜 H を じ 左へ 
S . NAS 夏产 24 ご 2置 資. II を 

發 超人 一同 




養女に 遣は し 度 

叉は H 本の 紳± 巧は 英國 當 
年 十二 歳の 女す 巧 細 ぁら 信 
賴し 得る U 本人 良家へ 養す し 
遣は し 度 委細は 英文 手 化で て 
左記へ 照會 わち たし 
(が 育 新報 社 郵函五 五 cj > 號) 


諸君 じ ファて ン 
ィぺ— キング 及 

び 巧 理法を 敎 巧す， 巧 ま 設備 
D . 呈 UTi 

ち轰 st 27 さ St . Gor - 8 含を さ产 Y . 



303 巧れ h A V. 
Tel. Caledonia 4101 

巧 巧 商事 株す 會祗紐 育 支 巧 

Uchida jf 化。 ing し 0 •， Inc. 
ll Parfc P し、。 

TeL Bare! 巧 巧 76 

島 貿巧巧 ま會巧 
Shimia Tradinsr C®-* Ltd. 

Telephone R 。 け or 1484 

煤 《會 化 ホ 尾 ザ々 

Akawo み C ル， Ltd., 
23 良朽脯 Ay も 
TeL Caledonia 9758-59 

を 倉 巧な 結 儀 学 ホ 食を 

& おな S&ura & 0>•, Lt。" 

200 Madison Avenue 
TeL Ashland 4545-4546 

K. Mikimo れ 

Mikim が 〇 P ••ふ 
閒良 F が 化 Avenue 
Tel. Vuu! が Wit 巧 19 

夫 倉な なち まな 
Okura & Co., 

30 Church み,， 

Tel. Co け Jemdt 2292-93-94 

H 共な ホ 食 社 
化理巧 
商を 巧會 
120 Broadw 化 N. Y . に Tel. R 的 tor 巧 M 
Factory: 35-10 36th Are., L 1. City 

ま 巧 巧を 巧 ホ會ぉ 
Asano Bussan Company 

Room 801-805 
165 Broadway 
Tel. Cortlandt 8047-8052 

, Gosho Corporation, 

Silk Importers^ 

40 Ea,t 84 比を treet 
T«L Aihland 4S87-91 
Go»ho Cc^ Inct 
1 Cotton Exporters 

の BeAver SL. 

Tel BowliBff Green 8806-06 

巧 巧が 巧 道 巧 ホみ 赴 
なち 事 巧 巧 

Sou 比 Manchuria R. 民 . Co パ 
Room 2026, Canadian Pacitic Bld$r. 
342 Madison Ave, 

Tel. Vanderbilt 4135 

H 井 物 ま 贼會ぁ 
なち ま 巧 
Mitsui 在 Co" 

65 Broadway, 

Te!. Bowling Green 7520 

巧 ま 會肚お 井 巧 巧 
な 育 お 態 所 
Iwai & Co., Ltrf. 

WooWorthBuil<Un& 
Tel. Whitehall 6040 

s ま 商事が ま會社 
お育ま 店 
Mitsubishi Shoji Kaisha 
(MUsubish ミ Co» Ltd.) 

120 Broadivay 
Tel. Rector 2560-2564 

大お 朝日 ニ ま 巧 朝 目 
化 巧を 巧 
Osaka Asahi 

The New \ ork Times Annex 
Tel. Lackawanna 1000 

日よ 楠 化が 式を 化 
紐 育 ミ 店 

Japan Co け on Trading Co*, いん， 

2 Park ATenu み 

Tel. Lex;n が on 8 巧 7 

曰ネ 生糸 採 ま會化 
短 巧 ま 巧 
NIPPON KI-IT0 XlilSHt, LTD 

1 WO Park Avenue 
Te]. Ashland 的 20 

巧を 名會 it 
なぞ まな 
Hara & Co., 

4 が Four 比 Aw, 
Tel. Caledonia 7830.35 

日米 生糸 株を 會社 
綻 育ま 巧 
WCHI-8EI KilTQ KAB 脚 im KA 巧 HA 

(NIC 排ぶ EI KUTO CO 。 LTD.) 
1 Park Avenue 
Tel. Ashland 6246-47-48-49 

大阪每 日 二度な 日日 
か 木 H が 

0 化 ka Mainichi 
Room 306A Mi^orid Building 
Tel» Beekman 4259 


ikH 
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大紐育 I 

I 九 ニ 九 年 版 y 近く 發巧 

4 社が 塞 じ 滿纂巧 巧いた しました 『大 が 育」 は、 幸 ひじして 
江湖の 洩< がかき 巧 評を 巧し、 遂にを 部一册 巧ら ゃ資 切れ ごな 
> ました、 依て 本 化は 萬 一版の 內 をを をが 耕た じし、 頁 おを も I 
ち加したモ化な廿化年版を新 じ を巧す る こ ご ： なちました、 正 ； 
確しして且つ巧らしい統針と事實を基礎じして、 耕々獲化する 
巧が 『大紐 育 J の 其 巧を 巧 ふるに 遺 城な きこ どを 巧して 居 b ま 
す。 尚 ほ 定價は 

豫約 申を 者に 限りて . I 

特 傾と 十五 仙 I 

發刊 後の 御滕 買には 

を 價金一 弗 ^ 

ご 巧し ょした、 速 かじを 約 御中 & みを ホ 望いた します。 I 

一— ハ 日 紐 育 新報 社 


肥 魁 管 埋^ 米穀 案で 

乘然觀 巧の 不統一 お 曝露ず 

: 上院て は 江 木 翼 氏が 滿洲 問題て 政府 攻擊 M 


發 巧警理 まご 米穀 資金 お 額で 111+' 藏 相は をが 巧葡を 言明す るに 巧んで 又 
を 曝 恣^る に まつわが、 貴巧院 の巧算 お 會は 昨日よ b 開かれ 反政府 系は 江 木 翼 
をを陣頗じホたしめて滿^6問題を中必に政府じ肉薄して居る。 


牽巧 特電 十 
"や內 巧の 



兩 稅委讓 寺ら 

.海軍 2^. 題に 飛火 か 

妍 f 挺樂部 i 反對 しさぅな 形勢 
ち 政 掌 I が 海相 離 劾を 鑽謀 

東京 特電 十四日を 山中 曾 化は 巧 次 氏を 訪問し 豫算案 通過 
不信任案を 巧に おする おかを 謝した か 巧み 巧は 『是 々ホ々 ホ義 
で 進んだ まで >、 威 謝み/受ける 筋な L 』 ご 云 ひ 暗 じ巧稅 委譲は 支 
持 せ ね 旨を旨み じ 洩し が 、 十一ニ 日 の 巧族おじ が て 豫算案討謠 
され ご 1± 藏 化は 岡 まの^ 明を 試みた が 湯 淺倉や 氏は 續 いて 選擧 
法 違反、 朴烈怪 寫眞事 £ 、宮崎 師範 お轉じ 絡る 騷擾事 か 等 じ 就 
きか おを 攻 態し 加が 政么助 氏は を廣 政策 じ 就て 質問し 午後 四時 
散會 した。 

まま 特電 十四日 發 U り 貴族院 じがを 優 詔 問題に 巧ての 反 田 中 
首相 叙は 日 ピ おじ 黨じホ b を 派は 髓 をして 首相の 不諸愼 を 詰責 
ずる も彈 劾は し U い j ごじ 申を せがぶ 立し、 み 議案を 上程ず る 
こご じな つたが、 一方 首 巧 ごして は 貴族院を 派 じ 街し 决議 上程' 
前に 凍が 釋明 S もみ 消し 巧に 着手して 居る が、 をの 一方 じがて 
甫稅を 誤に 伴 ふ おず 製 お餐が 源の 滅 がは 漸次 政治問題 化し、 お 
軍の 一が でも 话院ん を譲提 潰しを 愁學 して 特に 貴族院 じ 啓み を 
かけつ I ぁる：^、 化か 黨 では 年額 ニ億圓 のが 軍豐を 自前 じして 
'誰 お 一; あを I じ： 留な 相の 禪劾冀 を お 岡すべく お證 中で ぁ も。 

义 I 巧み 巧 入閣 說 

小 選擧區 制て な 友 ミ歡黨 合流 

東京 特電 十四 U 發 === 政る 會 と 巧 黨棋樂 部は 小 選擧區 の復舊 
巧で 盧 をのを がを 見、 兩 二日 中には これを 提出す る じ まるべ < 
これに 脚聯 して 政 巧に 專ら巧 はれて ゐる 風說じ 化る ご 新 黨俱樂 
部み 巧 まが ホが け 恐ら （み 相 どして 入閣す ベ < 政ぶ 會 幹部述 も 
'內閣 化 造の た あじ 巧みに のめぶ 會複歸 を希學 しで ゐ ると。 

大衆 簾み 裂 

東京 特電 十 虹曰發 n 整 じ 成立 
した H 本 大衆： 黨 'レ 醜聞の 曝を 化 
みぎ 事 賞 上；. I みなしむ。 

上隐一 質問 戦 

湯 掩倉や 氏 肉薄 

東京 特を卞 一二 日が H 十二 H の 
貴族 おじ 巧て 湯 淺倉华 氏は 小川 
诺巧じ お！ 留道敷 乾の 黨势擴 お 
利用の が、 誰' 員買收 の 仲、 が 巧 
'怪 為ち 問 おな どじ 隅し 可成ら 突 
,&んだ質响をじした：^*錫巧は、 

『か 事 巧な し』 こ 答 辨し怪 
為眞閱 おに 就て け r 余の 巧化辭 
^ 任を 超 ゥた事 化 ご あるから 黄 巧 
はない ど 答へ た。 


建 艦 着手 

大統領 遂に 受諾 

ワシントン 十四日 發 n 大統領 
ク 19 ッデ 氏は 靈じ大 タ數を 
0 て 上下 兩 おを 通過した 巡 巧 
驢 十五 隻 及び 飛 巧 母艦 一隻の 
建造 案に 協賛し 本日 兩院が 軍 
委員 立會の 下じ署 をし、 直ち 
じ 本年度の 巡 お 燈五隻 建造 截 
千 五 巧 巧 巧を が 軍豫算 にお 加 
する こと i むつた。 

アメリヵの 建賴 まは 大統領 ど 
しては 單じ建 獲の 討 劃 ホ 認じ止 
め 建 艦 巧 曰の 谢定 じは 極力 

反對 しつ i あ b しら 遂に 
上下 爾院 の壓 轉的タ 數じ觸 せら 
れ をに 化むな <卽 刻 建造 じ 着手 
ずる こと i なつた のでを るが、 
アメ 9 々の 海軍 聯鹽が 調 营發表 
した 統計に 镶れ ば廢鑑 ごず べき 
ものは K ィブ々 かニ隻 十六 巧蹈 



縮會議 


'英國 から 提議 說 

.ロ/ドン 十四日 發 n が 力なる 
筋ょ ろ视 むた 我 道に 化れ げ英國 
一政 かで 鼓 近の かを 閒題 ごして は 
i お 訂勸 よら 生じた 英米の 意見 
を 装、 をれ じ 及ば t 齒 をの 彭懲 
じがて 巧を にを をし ち も、 


特に ホる 五月の 總選擧 を 前 じ 
して 勞働黨 は 現巧链 をを 巧し 
海軍 軒 劃から 生じた 國 費の 膨 
腺’ 勒米脚 係の 惡 化を 化府彈 
劾の 標的 ごする 模樣 あち 
從 つて 政府 ごしても ネ問 唐は 巧 
政 的に もを 大視 し、 歡く 共總選 
擧前 じァメ 9 力を 動かして 軍縮 
會 譲を 召襄 せんとし つ i ある も 
の i か （、本 間 題は まごして か 
務 省と 海軍 卷が硏 発し まだ 閣議 
じは 上提され てゐ ない が、 

四圍の 事情が 有利で ある ど認 
われば 直 七 じ賴議 のを 認をホ 
めじを 上 自お領 政が じあ 達 協 
贊を ホめ ての 上 化 まじ ァ メリ' 
々じ對 して 提議す るで わらぅ 
が提 溝の 内を と あ 式に 就て は 
ホ だ 確 をん て 居 U ぃけれ 共、 
恐らく 髮じ吳 佛兩國 から ヶロッ 
グ國巧 長官 じ おけて 軍縮 會議を 
媛滋 したる じ 對しヶ C ッグ 氏が 
體 げく 拒絕し たものを 更らじ 外 
巧 文書の 形式に 化 b てち ちを ホ 
むる の 方 巧に 出づべ （、プ シン 
トン 恼 をな 外の 総 ゆる お 型に 點 
ずる 制限を 农 める 蟹で ある。 


をの 寵兒が 婚約 

空の 寵兒 ごして r メリ 力の プ 

，ンス •オゾ •タエ グス ご 云 
はれて 居る ナャ— グズ •リン 
ド パ f グ大 をけ、 豫て よら 想 
思の 伸で ある 駐 メキ シ 3 る 巧 
モ tj ] 巧の み鐵 T ンネ變 とい 
よいよ 婚約が 成立した 旨 花嫁 
さんの 兩親 がを 表して ホ 常 じ 
評が じな つて 居る、 結婚は ぶ 
を 六 巧 頃、 何 處で擧 けずる か 
は ホを であるが 恐らく メキ シ 
コボで 盛大 じ擧 ぐべ く、 これ 
ど 同時に リンデ！ 君の 巧 堂で 
をる リン •トバ ー ダ ホ 己 人に. 
再婚 ごい ムお芽 泣 巧い 增が傳 
つて 居る。 


モ巧嗯 、日 ネ九隻 六 万ち 千 四十 
嗯 じして イザ 9 ス じは 一隻 もな 
< 、瞄砸 八时 0 下の 近 化を 巡洋 
篮現 勢力は アメリカ 十 隻六巧 ホ 
千嚼 、ィ •そ リス 四十 化 隻サ巧 方 
ムハ 千と 白ぶ 十六 嗯 、日本 廿 一隻 
九 巧 八 千 十五 嚼 、備飽 八 时の近 
化 ま 巡洋鑑 はアメ リタには 

一隻 もな くイぞ リス お 隻 
よ巧哺 、日本 五隻 一二 巧 八 千 四な 
觸 、間 型で 目下 建造 中の ものは 
アメリカ 八 隻 八巧嗯 、イ •キ =- 
八隻と 巧み 千 六 巧 順、 H 本亞隻 
S 方 八 千 四巧嗯 、同型 じて 今後 
建造すべき もの アメリカ じけ 
もな <ィ ダブ タニ 隻 一巧 六 千ムハ 

巧頓 、日本 一隻 一万 嚼 じて 結局 


備砲 八时 S 近 化 式 巡が 趙势 力は 
メ 9 力 八 隻八万 順， ィザ リス 
十と を 十 ホ 万 S 千 ニ豆哪 、日本 
十二 隻十巧 八 千 四が 爾 てな b こ 
れ 等の 新舊 及び 建造 中ぶ ものを 
を ゎ 

合計 はア メリ々 一平 八隻十 
四 万 六千嗯 、ィゲ リス； ホ 十六 隻 
四十 巧 九 千 化 百と す t 顺 、日本 
化 I ニを 廿巧六 千 四百 十五 瑜 ごな 
b 、 アメ ブ 力の 現 建言ょ b 生 
やる モ九百 化 一年 度^ 變化 をを 
る じ アメリカ はと 千 午 酉 嚼ょ b 
一巧 咽 級 化 一二 隻 化で 千嗯 、ィ 
•キリスは 五十 九隻 〔マの 中廿六 
隻 はと 千 五百砸 よら 一一 巧觸 絞で 
他は をれ W 下〕 册^巧 晒 ごい ふ 
を じな つて 居る 0 


棉花 類 取引 一- 

取引 法巧决 

修正案を 望みな し 
ワシントン 十暫 I 體 n 民ま黨 
の 上 お 議員々 ラゥて！ 氏は 楠 花 
及び 穀類の 先物 見 引は 栽培 者 じ 
凿 して 頗る 不利で^ら、 投機 若 
を增 長さす ごい ふ^でを 物 取引 
禁 立法を 上程 論議^ おを 四十と 
對サと 票を « て 巧 取され たので 
パリ ソン 氏は これ 护 修正し ね 別 
案を 上程した る- <1 到底 可 巧 さる 
べき 見込みは ない 一：-、 カラ ゥス ー 
氏の ま 張に 辑 しな- 對 派は 斯< 遇 
数 U 手段 じ 依ち 取引所を 閉鎖せ 
しむる こごは がぶ 少數の ェ填經 
營者 買占めの 弊菩 をを じ 栽培を 
はを の犧牲 になろ とま 張して 居 


統領 71 ゲアー 氏じ對 す. 院 
の 選擧人 投禀は 昨日 兩院シ 拭て 
承認され、 氏は 合法的 だ ホ闡乂 
が頒 た る ^^を容認 さ れ た 蓮で わ 
るが、 巧は 歷巧 大統領の 静巧慣 
習を 破 6、 一二ち 四 H の 就げ ま擧 
巧 前に 早く もク シン トン r ホる 
模樣 でを る、 

即ち 氏を して 急遽 化 暇のを 定 
を變 をせ しめた a 由は 顔 員の 
證衡 じある もので 國務屋 -官は 
スブム ソン 氏 じ、 大藏 さ官の 
留任 も巧定 し巧務 長官 一；々 リ 
フォ八 ニア 州の ゥキグ - II — 巧 
じ內定 した 模樣で わる お、 
農務 長官の ■チヤ ー デン 巧が 豫想 
じな して 正式 じ辭 職の 旨を を 表 
する じ 至らし 爲め 閣員の が 命じ 
種々 手 違を 生じて 意外 じ 淮搜せ 
や、 をに 歸 華を 巧 意した もめで 
あるが'、 巧は 恐ら < ホ 遇- i はフ 
0 リダを 出 獲して 首都 じ 鼓き ク 
— リツ デ 大統領 ど會 見の Lr 更ら 
じ 具 ホ 的め 協議 じ 移る はや。 


た 0 


五リフ •ル—-!- 氏が 

渡 歐が途 に 

國 際が 延間 題で 

ワシントン + 西日 發 n 明日を 
0 て 八十 四 藤ぶ' 誕生日を 迎 ふる 
アメブ 力 法曹 巧の 元老で ある 前 
國務 長官 i ! ト .たは 同日 お 帆の 

アク キタ ニア 號^ 渡歐 の 途じ就 
く當 であるが、 I 渡歐の 使命は 國 
際 司を 裁 巧 巧 心 おする アメ 9 力 
を 加の 保留 條^じ 關し則 强の誌 
解を 得ん W 欲 r る もので 特に 第 
五條は アメリカ じ關 した 問題に 
就ての 審議は 豫 めマメ 9 力 上院 
の 承認を 必要と して 居る ことじ 
對 して 别 强は斷 然反對 して 居る 
顆係も あるので 恃 じこの 方面 じ 
就て 認 解を ホめ る窒 である。 


備 へて 居る が、 氏が ぶして 永久 I ッ乃ま フランス じを/、 かは 不明 
じ 當地或 ひは アン ゴ丈 の。 シア-にして、 氏の 巧 動は. 一切 おを f 


大使 舘附 あじち 化すん か、 ドキ 


されて 居- 


木祖 ムブ待 品を (を お啡轉 載.〕 


芳澤 公使に 巧 訓令 


トロ ツキー 氏 

トルコ 亡命 

假 をで 家族を：^ 伴 

n ン スタン チノー ブル ホ 十一 ニ 

日發 = 囊に勞 農 W ン アじ强 命を 
陰謀し れ廉で 海外 己 命を 4 やら 
れた勞 農 《 ンア 政府の 大ホ颇 で 
あつた レオン •ト 0 ツキ L 巧の 

巧衛じ 就て な I 
黒が を 航行 中じ氣 船が 化な し 
た ごか ド キツじ まつた VJ か 種 
種ご嚼 されて 屠た が 
昨 巧 オダ ツチょ ち 入港し わを 農 
政府の 激 船で 假名の 下 じ ホ 八 や 
み縷 、徒者 等 一巧 六 人で 到晉し 
直 もじ 勞 農。 シア 領事館 じ闡閉 
同樣の 葵で 軍 嫁に 化ら 巌 東に 護 
衛を 受け、 巧 一二 千 人に 垂 々ごす 
る 白を を。 シア 人で 一の 暴觀じ 


【十五 日】 巧澤 る 使の 賠償 範圍を ホまして 共同 委員 食 設置 ま 
綺訓 じの 府 では 反み 意嚮で あると いふ。 

殺さる。 


お鄕 元：^ 


. ミ ft 

流 巧 感冒で 重態 

〔十五 曰】 東鄉元 邮病狀 はがな 
重態で 體溫 一二 十と お 一二を で 渡 
勞甚 しど。 

【十 I 二日】 元帥 東鄕 伞八郞 伯は 
ィン フグ エン ザで 繫熱化 八 度 
四を の 重態で をる。 

海軍 機 墜落 滲 死 

〔十五 日) 海軍 機は 朝鮮 大巧 じ 
がて 墜落し 宮下 中尉、 江巧曹 
長慘 巧した。 


逝去が る ニ 名 ± 

(十五 日】 貴族院 議員 陸軍 大將 
ホ 花 小 一郎 巧を び 前 貴族 焼議 
員が ± 敬巧郎 氏は 逝去し ね。 

自 が 農 案 資金 减 

t 十五 日】 自作農 案 窮餘の 一策 
ミして 資金 滅少で やつ ご片附 
いたが 想を 賓 をは ご 一千 巧圓で 
么 じは 王±藏 相ら 議步 しわ。 

で 巧 ± 日本 永住 

〔十五 目】 前駐 目を 大使で 9 ォ 
ット感 ± は 白山 化で 渡 a の途 
中 じを るが 同 博 ± は 日本 じ 永 
住のを を だと。 

安住 法 院長 射殺 

〔十五 日】 關東廳 乂莲地 ホ 法 お 
長を 化 時太郞 巧ぶ 蕴子窩 管 巧 
馬賊 被害 檢謡 中馬賊 のた めが 


國 玉と 執政 

ス 。へー 并 ン動搖 

パリー 十四日 發 U 最近 マぺ— 
キンょ ち ホら し 旅客の 談じ 波れ 
ば スぺ！ キンの 執政 リグ 王ラ將 
軍に 對 する 國內 民衆の 反 威は 日 
£ 巧 じ 募 > を 命 熱は 擴大 しつ i 
ある 爲め ァ八フ オン ゾ國 王は 最 
巧 政 あの 有力を を 一々 宮廷 じ 召 
して 政治 上 じ. 關 する 意見を 聽な 
しつ i あるら の、 如く これ じ浓 
ちて 國 王は 恐らく リグで ラ將軍 
の 執政 制度を 廢化 ずる じ 至る で 
あらぅ ごゥ 


次期 大統領 

避寒 引據け 

閱 員を 衡の爲 めじ 
ワシントン' 十四日 巧 n 目下 フ 
- リダ 如に 避寒 中で ある 灾期大 


mills な^ I 約に 

經濟 封鎖の 制裁/お 

アタリれ 兩院じ 現れ^み 議案 

その 國際的 影響 極めて 歡大 


不戰條 約の 潇結じ 關聯し 偕 巧 
の强 測を 意 ホす る 決議案が サン 
チ ス州選 おめ 上院 かを を 員 ヵブ 

1 氏から 提 おされ 

是非 の 議論が 高い がで 
下院み を裘 員を の耍 職に ぁるべ 

V シル ゲ ニア 畑 選出の スブ エノ 
スン •ボ 1 タ—氏 もこれ じ 巧々 
類似した 議案を 提 おして 圃巧 W 
元 よら 世を の 注目を 惹起して な 
る、 即ち々 ッパ ー 案じ 依れは 甚 
し一國 じして 不戰 條約獻 精师シ 
無視し、 化國 ごの 紛爭 を戰 ザに 
依 b て 解 巧す るの 手段 じ 及んだ 
擅を、 大統領は 布 吿ぶ發 して 巧 
る國 家に おする 戰 需品の 輸出を 
禁止せ しむる どい ふので あるが 


ト 巧が 南 ホモ 面に 鑽を する 動搖 
じ關 蹄し、 ア タヵ 騎 巧の いづ 
れの國 家 ご 雄！" アメリヵ ょら 輸 
入され たら 戰鶏 馬が 國內の 暴動 
じ 使用され つ ぁ bf 認めた お 
を 大統領は を^ 國家 じ掛 する 武 
器め 輸出を 禁^し 得』 ごい ふじ 
ぁらて、 この |< 統領み は旣じ 

過去 じ て もゥキ グブン 
あび ク！ 9 ブー デ 次 統領 時化 メキ 
シコの 內 却；./ 向つ て巧读 された 
もので あら、. 今回の ポ ー タ！ 案 
は 要する じ 『アメ ブヵ聯 巧』 な 
る 字 巧を で r つれめ 國 ホ」 にも ご 
改め 單 なる T 內闕的 暴動』 じ 『外 
敵の 威 脅に 盧 面し 若く はを の 虞 
れ をる もの」 と 意義を 渡 大した 


ポータ ー 案は 斯る漠 を 大が領 じ I 譯で ある、 一が！ タ！ 氏 旨 身 あび 

これに 賛间 する 人々 は假 6 じ 巧 
事 實が突 おした 溪を 若し 證會が 


對 する 權 館を ょら 

撥大 しなて r 內 ^義數 
を ひは み 敵の 成 脅 レ 直面し ち （ 
はを の虜れ ある いづれ か 圃家じ 
對 しても 戰 需品の 輸出/ど 禁 化せ 
しむ』 とを の 前文 じ^して 居 
る、 このみ 議案は 千*; 百 十二 年 
一二 巧 十四 白、 當 時の ム統爾 クフ 


巧會 してを ない；：^ らば 戰需 轟の 
輸ぉ 禁止 巧ま禁 化み 解除が 速 か 
じ 巧 はれ や、 あじ 大 .确頒 じ おし 
てを のを 權を賦 巧す J のは 當が 
であら 

#じ 戦 需品の 输巧 禁止が 


實業家 連 狼獨ず 

【十 E 日】 政 没會ど 憲政 一新 會 
ど炼 をして 巧 業 委員 會 案を 衆 
議院 じ 提出した ので 實裴家 連 
は 色を 失 ひ お 策を 練つ てなる 

加 藤 博 ± の 渡米 

【十四日】 慶應醫 大敎授 加 藤 お 
博 ± は パ ー ゲ ア^ — 大學じ 開 
躍 さる i 國除ホ 理學大 貪に 巧 
席の ため 五ぶ ホ 四日 横 濱發サ 
ィべ 9 ア 化で 渡米の 亀 だが 同 
博 ± は 神經巧 統じ關 する 新發 
兒を發 表する ど。 

縣民 一二 巧 名 上を 

【十四日】 富 山縣技 H 目 名は ホ 
價 引上げ 渾 動の わめ 上京した 

直訴 犯の 巧纔死 

(十四日】 直訴 お 巧 木政吉 のを 
は不 宵の 子の 朽爲を 耻ぢ溢 巧 
しわ 0 

郵敗利 下 中止 か 

〔十四日】 郵澳 お金 利下げ じつ 
き 反載黨 の追窮 から 巧 黨內じ 
申を 論が 起つ て 居る。 

張學 良の 重態 說 

t 十四日】 奉 天の 張 學良將 軍は 
モ少 ヒネホ 毒の ために 重態 ど 
の說 がを る。 

親王 御着は 五 巧' 

〔十四日】 異國 ヘン リ！ 親王 接 


伴 係 b ごして が 惟助 巧、 松 や 
慶お子 か 四 名 選 まれた。 • 

〔十 =1 日】 ヘン ブ ー 親王は ダ ー 
ター動 章を 捧持して おち 二日 
橫演 御着の 诸。 

長崎縣 下の 大乂 

【十 I 二日】 長 崎 縣南松 浦 鄰玉之 
浦 村 じがて 九十 ロ燒 失し ニ 名 
燒 巧し ミ。 

痘病金 澤て發 見 

〔十一 二日】 天 ぉ惹が 金澤ぉ 附近 
じ彰 見され たが 患 萬は 最巧上 
海から 歸 つた-もみだ ど。 

京 城 劇瘍燒 失ず 

〔十 I 二日】 京 城 劇 傷は 十二 一日 午 
前 五時燒 失した。 

滿鐵內 債に 變更 

〔十一 二日】 歲鐵は 外債 計を を 鐘 
更 して 巧廣 VJ し 差當ら 四千 万 
田發 巧す る。 

原 信 子の 父 拘引 

【十一 二日】 イタ 9] じ 居る 聲樂 
家 巧 信 子の 父親は 託 欺 事件で 
拘引され た。 


ニュ！ 3 I ク春巧 


♦あお 軍の 本家 ブ— ス大 おの 
後繼は 委員 派の 勝で、 又もや 訴 
認沙み どなる、 世界 巧 大本 敎で 
を あるまい が、 これで 慈# 鍋 じ 
は ひ r がま じた。 

♦ァメリヵの 經 濟封饌 ま、 御 
自身の 圃 じは 一 お 利 目 U し、 不 
戰條約 じ 制裁ち が 要 だが、 さぅ 
は 間屋が 卸す まじ。 

♦濟 南を 溃を 裂、 俺が 巧閉日 
< まだ 巧 裂せ の、 國 民を 府目 < 
旣じ巧 裂し ね、 上 おで 迷子 じな 
つて 居る 人は 巧澤を 使。 

◊巧んだ 6、 を かされたち、 
神樣 じ' され， 惡魔 じされて 居る ト 
ロッキ ー、 漸く 假名で ト 3 じ 
む 命す、】 層ア メタ々 へ 巧、。 


ホ 巧を 確保 車る 上に 巧て 極めて 
を 力な 手 致で をる ことは 過去の 
歷史 •し徵 ず*!? も 明白で あち.、 民 
間の 戰 需品！！ 一^買 契約 もこの 大統 
頒じ 依な てす 防 化 t 得る 譯で 
あると U し 『現じ 南米で 腕を ひ 
つ} をる ボ了 とア W プ八 グアキ 

じ 對し歐 刹 らタ數 の 武器が ボ 
リビア じ輸 されて 居る 相で わ 
るが、 萬 一一 帝 固が 视髓を 開いた 


の 民間 斯袭 者は を 
巧 需品を 賣巧卞 る じ 
れ 0、 余は 不 載な 約 
じ戰需 おの 賣 買な 締 
統 巧に 一任す る こご 


場を ァメ 
ひは 巧 ボ ぶ 
まる かも.^ 

め 締結 
の權 能を ± 

は 最も 

必要 I なること を 信じ この 
巧 議案の ふ 程 說讓を 急ぐ もので 
ある』 ご議 じて 居る が、 現巧ァ 
メリ 力 議會の 空氣じ 照して々 プ 
パ！ 及び お— ター兩 案の 最も 弱 
點 ごする 巧は 假らじ I 國ど j 國 
が戰爭 じみんだ 傷を、 不戰條 約 
じ 示された 『侵略的』 な 閥 家を 
いづれ d すべき かじ 就て 大統領 
じの みを の巧斷 權を賦 巧す るの 
は 不可で わる ごい ふ點 である、 
尤も 兩 まは 共 じを の 巧 議案 じ、 

『侵略 J こい ふ 字 巧を 使用して 
居 いけれ 共、 をれ を 意 ホして 
居る こごは 明白で あ b この 點じ 
就ての 

反對 が中必 じなる であら 


ぅ VJ 觀られ て 居る， 而 してす 戰 
條約 論戰當 時を 顧みて みを を 員 
長 ボラ ー 巧は 『この 道德的 精神 
で おを だ』 ど辩 謹した 關巧も あ 

巧る を 策に 反對 する こごは 明 
白で、 現じ 巧は この 巧 譲 案じ 就 
て スブ！ トィ y トを をし 『經濟 
的 乃 ま をれ なみの 手段 •し 依る 制 
哉 ホれ 自身は 極めて 危隙 巧を 加 
ホす る もので ゐ ち- 經濟 封鎖け 
爲 をの ものは 旣じ戰 圖斤爲 であ 
る、 のみなら ホ 經濟的 制裁なる 
ものは 元を がを 困ま義 的な 思想 
じ 基く もので あつて、 巧る ホを 
は 弱小 國じ對 しては 極めて 

{み 易- じ實 巧し 得る が、 ァ 
メリ 力を 始めと し、 日巧佛 等の 
大國じ 向つ て實 現す る こ V 一は 出 
來 ないし、 弱小国は 强圖の 前 じ 
屈服せ ざるを 得ない ごいん 極め 
て不を 平な ホ か 確保 策で をる』 
ごな し 殊に カツ パー まは 『議食 
じ 於て 河 等 かの そ 法を 溝せ ざる 
限ら』 と 記して 別に 大統領の が 
務を 明白 ごして 居ない 點 を擧げ 
て 居る が、 大統領 どして はを の 
趣旨 じは 賛词し 居る も實巧 性 を 
疑惑规して居る、 尤らポ》タ1 
まに 就て ポ ー タ I 氏は 圖務 をな 
の 協賛を 得ね 旨を 述べて 居る が 
いづれ じしても この 巧 まじ 筑て 
兩院は 又もや 論 邸に 花を おかす 
であらう 0 
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號 


十 H 百を 千 一 第 


まを 新 


畜 


納 


【 H 晒 ±】 


日 六十 巧 ニ 年 凹 巧 巧 【ニ 


/い 


諸 集 g 


蒂 宿を、 巧る たを 
# 業 巧を、 をの 化 
人事の 巧裙が じな 
じます 0 


齒巧 a 主な 基 

自午お 九 時 = 十二時 
自午 後一 持 n 五 時 

火お^ ri ^- 1 ハ 時 
はへ ネシヤ 1 フア 
ン テ^ン ヨン クブニ 

ブクじ お 勤 


」 0 巧 10 至- OOCRI 、 M , D ’ 

ニ 1 If を妄 h St . f ジみ 
ジ一 •ち ミ title 篇 73 か ジ h ち I ま 養 ま 

す お 九 時！ 午な-時 

HW 午 S 义巧 1 午 巧 四時 
ドク トが小 栗乘ぎ 


診察 

午沒 一二 時よ* 六 時 
目賴は 前約 括 巧 g 

ド ク ト 

高見 尝彥 


牧師き 崎繁】 
翰 事脇屋 義人 

集— み 

日曜 南 巧 午前て 時 
日曜 學校 午前 十 時 

卿 猶日醒 午後と 時半 
祈 禱會水 お 夕と 時半 
寄— 宿を 


位 混を 输比亞 を お 
み 下 巧を 十五 サを 
生 會化員 じ 最適 
設備 圖書お 誌巧历 
を 種 娛樂具 おちを 
を あ b 

便宜 踩業 周旋 旅を 
ま 內を稱 事 菜 調 黄 


コ りン ビヤた ホ 

日本人 學 友協會 

さ e . 1 ち anese 巧呈 ミ h anti si ヨ 

of Columbia UnW ミ芸 

巧ち W . ニ 害 St , すモ さ rkJJ . 

ぎす adhu を沒ま 

「日米 大學 々窓」 發行 

さ こ aDa=ese Am 巧 kan cnisrs さぞ arterly 


齒科醫 

▼該察 時 巧 ▲ 
每日 (日 曝を 除 （) 
午前 化 時 よら 
午後 五 時半 
水 確 午 的 九 時 1 
午を 一時 


一日 本、 支が 資玉製 美 
術 品、 婦人 用を お 其 
化を 飾 品 

I 岡爵 が 

^蠻 美術が 修僖、 

矿 飾 お、 スト 9 ンダ 
す 本 服裁瘍 


洋服 調進 

クタ 1 ニン ダ* タイ 

ィング、 修儀等 一巧 

ミカド 洋服 店 

松 本 保 
電語 ライン ランダ 1 
六 八 S 0 


がを 州を 慶 
內 なち を 許 
巧 まホ大 S 巧大學 
を蠻 復習 巧 卒業 

產婆 お本綠 


{鹿を 痕縣) 國上 時を (愛®) I 
水 未 お (長 時縣) 池 旧 巧藏巧 
(熊 ネ縣 } ホ ホな (福 阳縣) ニ 
又 伊 度み 撤橋 一男ん お サダ 

, (フィ ラデグ フィ ヤ の) 田 

上 寺が か 勢め 

をめ を‘ じ 通知を 巧き 巧ち 之 

巧 間 本人 おくは か ルょ。 現 
化 巧 卸 通知 願 上ち 

紐 育淸國 総領事 舘 

1 巧 Br ミを さす S ご rk ゴぶ 


瓜 




W3 側 

8 の 

sill - 

瓜 w 邮邮 

r 

励 s 
o が 


新 古書 籍販賣 . 

雜 誌の バック ナン 
バ ー、 を 雜誌絕 の 
新 注文 等 化て 巧な 
じ 御 化み 致し 4 ホ 
柯卒 御用 命 願 レげ 

奧村書 お 



巧 かるた 


はも' の勉び 
巧を 英文で 米 頭 人 じ 龍く わがる 
でう 簡單 明瞭に 說 巧した も^が 
班 ホました。 巧容 目み 進呈が し 
ます、 御覽 下さい。 

M 芸夏 YA 夏呂 _ 114E . 置 thSU さ 


6 

UU 

XTal 


成功の 秘談 

米國ま 英語を 話 r 事 
はお 巧の 窮 I 義 e す 
本校には 日本人な 授 
じ 慣れたを を 婿 八を 
師 をら 懇切に 會献殖 
信 文化を 語を を 巧し 
i す。 日醒遇 日み じ 
午前 化 時よ b 宇 依 十 
巧え で锅校 （ 一 i ブ 
スンと 十五 仙づ i 
ネ H 底 もに 巧 校 めれ 


化 

加 

贈 

巧 加 

U 

U 端 


一奔 店は 實質 誠意 进速 ま義の 
基 じ 御 ±產 物】 ホ卸賣 値段 
I で販賣 致します タ かじ 拘は 
I らや 御用 命 仰 か 下 3 いょせ 
d 歐 米を 褲時 討。 置 時 試 一 ま 
◎資お 貴を 雇。 銀製 器具 一 ま 
◎を 禪萬年 筆。 金 象 製热筆 
◎蓄音器。 レ 3 ! ド 見本 陳列 
岛寫眞 器。 タイプライタ ー 
◎船 切 巧。 がを 寫巧帖 給端眷 


プロ ー ドゥエ] 巧と 十を 

頒事 おぉ 側 建物と 0 五號室 

輕がお 絮 

綠ぶ爲 A 


ニ {一 ミ 夏を さ - N J - 呈 y 
ジ 一. Corti ミ 氏 置 37 迈普 


在留 靑年 理想の 曲 ホ 

日本人 靑年會 

揉 療治 北 島覺丈 

普 7 ミ S ニ薑 St . 

ヴ 一. Edg ま omb 基 巧 


た 

民 

i がか！ 

帶 


N 

0 

の 

U 

Y 


短 


i 鐵揉 治療 

マツ ザ 1 ジ、 整形 

醬科學 的 運動、 腾 
灌 な、 水 治、 ホ 線 
及電氣 治療、 其 化 
が 育 巧を 認 

フイ ジオ シラ ヒス ト 

西が 幸 男 

日 喔外每 H 午 お 九 
時 ョ， 午を 化 時を 
を 話 前 巧 願 上 候 


徐お並 じ 化 鏡 調が 


齒巧醫 木 下义巿 

】 10 *.ニ 1 さ資- 

ぎ MIt 篇巧 


，診療 

午前 十 時ょ も 十二 
時、 午後 六 時ょ & 
八 時、 曰 罹は 前約 
願 上 候 

ドク ト火 

山 ロ 一二 之 助 


S 診療 

がめ 願 上ち 

コ ー モか大 を 
ド ダト か ホグメ IKV ン 

醫學巧 ± 

吉居悅 巧 


新鮮 魚 か 一切 

日本人おきのまお澤山取^術 へ 
時圳廉 苗で 大勉强 致します 

サヴオ ナ魚店 

客 LUM 田 三窒呈 D 0YST 呈ミ呈 ET 
2 呂车沒 t ご si Mtr 法 吕ミ呈『 己 erdam live . 
一己. Golumb 民 ごだ 

一 

♦ 6 籍^ ♦巧 誌 ♦新聞 
縱費 室を 蘭 
執な 午 旗 九 時 ょら 午を 击時あ 

紐臂目 本人 會 

プ P 1 ドウ S ィ- とと 五 

巧す， 一, y i 00 と 0 
話 サ：ク 八 一 00 と 一 

巧 論 巧 十目を 斤 
雜巧 1 . 部 十 化 
養 7 | 1st Ave . f さ rk 呈 


を 五十一 ニ 了 目 

一三 ご ニ 

が 藤 
洋腮巧 


電話 

プラザ 


八み ニニ 


電氣 、器が 工具 製作 
蓮 動 具、 お 具、 貴を 處 
時 討、 寫巧器 及 現像 

を.^ ァ ，ト 

ス チデオ 

を 補 レ デ イオ 音樂器 

療 、ラン フ) '玉‘ 1 ド 

ホ 浑繪盡 、 4 ^ 術 お、 

モ ー タ ー 修理 


第五 巧よ so 

へ クシ ザ— 

ビグ デン ダ 巧 

一 小 池 寫眞舘 

__ 電話ず ー ク か， 

巧 四 0 六 


苔き 米國 婦人 
ぶ 本人への 巧 
巧を おじは 多 
をの 經驗を 有 

す _ 0 ーン ブス 

ン； と 十迅化 
を 日朝 九 時ょ 
もぶ 化 時を 柯 
時 r て も 宜し 
U 罐 目は 一 時 
‘ムち 凹 時 迄 


诗 B ♦麵 ♦■♦■♦ 8 |寺||參 ■ ♦ ■ W 


ま 

♦ HA 


紐 育を 命 保 險會賊 

二 一木 定吉 

鮮保驗 


z®w Korlf Li を Inffl 弓 aice Co 
51 。 す 3bertsmt : zewTorkeity . 

巧》 o 白タ wortli 22 器 

含 お ノ方ユ 御 掛ホノ が K が V 
御 自をノ あぶ ピ 餐巧丞 g チ 申 
巧々 た 黄 ホで サィ 


■ 


稅關 事が 

を 巧を 化幷 じを 祀を 
の 輸出入 ホ 法に 酣す 
する 一切の 御 諮阀じ 
應じ级 道 お 船® 運 
貧を 出帆 お稅 頼モ續 
書 等 進呈ず。' 都 
おじ 化理 巧を がし 誠 
實软速 お 用み じ 腿 や 

が驗 取が 


械關 事務 取が 

き EAM 广 まち ご 0. 

巧旨ョ 7 夏 ニす oa { lway _ 妥 
ジ 一. Bowl 忌 .Gaeen 9804 - 5,6 


絹 ホ 業 お 響と 

_ 絹織物 關稅引 上け 

代表 チェ ニ— 氏が U 本の 威 脅を 
說 き廉價 品の 殺 倒を 盛んに 宣傳 
「絹物 保護 協會」 は斷 然反對 


アメづ 力 下院 じがる 瞄稅 率な 
正を おみは 旣 巧した か < 去る 十 
一日を U て、 日本の お乂 貿易 じ 
脚 係の 深い 絹據物 じ脚聯 した 

公 聽會を 召を し’ ァメ， 
ヵ紹糸 まを 協會を 化を して ホ ー 
ラス •チで ニ I 巧が 出席した、 
チで ニ？ 巧は 六 年 前に 制定され 
じ 組 谋物视 ^ の 起を 者で ぁ b 逍 
ま 二十 年 じで Y みか 黨の 鹏稅引 
上げ 審證じ 一一 常に 絹糸 協 會を化 
をして 斯業 辛の 盧 向を 巧 辯した 
人で あ も、 もが 今次のを 聽會で 
述 •へた 要旨ぶ 巧 困 じがる 質 値 じ 
化 ふる じ r メ 17 々の賣 化を なて 
熙 稱評 傾のを^ じせょ ごい ふじ 
; わら、 換言ず 扛ば叛 入 桃は これ 
じ 依 b て 自が脚 ー稅は 引上げられ 
'る譯 であら、 一^ら じ苟 ^ 親 糸 
を おを した 總 心る 

織物 類の I 入稅引 妾を 

要 ホす る もので 心 I 氏 じを の 重。 
る 理由 S して T ふ ブヵじ 於る 機 
莱は 今日 •しして 热齋 策を 講じな 
ぃ 限 b 自がじ おす； 『點を カ說し 
て 居る •か、 氏 自身'^ 巧 マサ チユ 
占？ ト がで 經 をし 4 . をる 會せ 
の 利得、 巧 失 r 就を 巧 等 言ぶ 
しな かつた、 而か t をが 首郝に 
をを 规 はす ど 共に •辛 ブン デー な 
る 人の 經咨 する 『ァ I ， リヵ 勵稅 
お 報 巧』 なる ものが お現して、 
『外 歐ピの 競爭特 じを ネ晶の 渡 
ホょ 5 ホ やる 威 脅』 シす傳 しつ 
! ある こごは 注目 じがでる、 拙 
も 氏は ー| 

政府 みぁ お 絹物 i ' j 業 S お 

濟を 監督して 化を の 制限 一を 斷巧 
し 內段斯 巧 おみ 殺ず を^ お 一二 
みの 一 の お 巧 じが 少し -すじが 
て 觸稅を 引上げて 外 厨 おか 輸入 
を 制限し やぅ どい ふこで お 目的 
ごする もの }如< 、外國 為の 威 
をには 特に 円 ネごフ ランタの 廉 
價 G る 製 港 品： i 輸入税 引上げを 
求め 『一例を 舉げ るなら ば 昨今 
日本 ib 殺樹 しつ i あを ビ ■ _ ♦/ 
コ） ト 類の 如き 外圃 値を 化て す 
れば 僅々 四 弗 お 巧で あるが、 を 
: しアメ ブ 力で 製造 すれば 掛 らく 
_ 十 あ 弗を 要ず るで あらぅ が" 而 
- かもを の赖 （どころ じ 化 けばを 
る 

百貨 巧み 代表は トランク 
四 個に 畢； 々どす る 下着類 巧を 本 
'を携 へて H 本に 赴き 勞 おの ほ廉 
なるこ どを お 用して これが 機 做 
一を 注义 した どい ふこ どで ある』 
ご 辯 じ 立て/一居る、 而 して 化は 
ァメブ ずの 斯業 者は 一般 じ 所謂 
~ r ァ メ リ 力 式評懼 』は ^ の 比狭性 
じ敍雜 なが 違が をる こどを 認め 
て、 これを 『アゴ ブカ L ! 化 ター 破 
; 貸」 じ評價 すべを こごを 慾殘し 
I をの ホ 法は 關稅 ィ」 陸揚稅 のが 式 
一を W て ォるど 共 じ 特別が 課 巧の 
; 現行 率を 歡く共 化ぶ 稅の 摄巧伞 
^ じ 半を せし いる 码ま じがて 引 上 
I ぐべき こど 


の 質稱じ 巧して 

絹產業 S をは をら ゃし 

も熙稅 引上げ のみでな く、 巧 策' 
を じがて 殺く 共 現 だの 生 產過剩 
を お S かの】 じが 少 する の必を 
をを 是認し 現 巧 ごても 斯業 者に 
繰 業 短縮の 上か齒 おごの 競爭じ 
從 事して 居る こごを 陳述して、 
絹 製 あ 類の 賴稅 五を を 一割 五を 
どず る 外人 製造が みの 製造 席輸 
入 も 織物 ピ问等 じか 扱 ふの 必要 
を 陳述した、 チユニ ー 巧の この 
陳述に 挑戦ず ベく 委員 會じ 現は 
れ じのは 外 厨 お 絹織物の 輸入 業 
者ょ b がる 『紹截 物 保護 協會』 

の 化おク ラキ ダグ 氏で、 ア メリ 
力の 斯業を が讓 すべき 關稅を 策 
の 風 則は 訟め るが、 現 巧 率は 巧 

ニ 

程度 外 の ものである ィ」 斷 

じ 『アメリカのを 業は を 化が じ 
を 出 ィるま 糸のと を 五を を规蜜 
しつ i める が、 今日の 塔を これ 
S 上 じ 絹織物の 輸人稅 を お 加ず 
る ことは 單じ 固瞭關 巧を 惡 化し 
延ひ ては 巧が 齒の產 楽 お 達を 化 
まずる のみならず' 或 ひは 外 超 
政府^^報な手段じおで ^巧が國 
製品の 輸出を 妨害す る じ まる や 
も 知れ や』 と 論じ、 アメリカ 輸 
乂組 をの レツ ドク リツ フ 氏は、 
j ■今 a も アメリカ じがて 絹物は 
巧して 賛澤 おでな く、 一 かの ス 

ブ / クラ フア — も ウエ^ベツ ト 

を 用 ゆる』 ご 論じて 引上げ じ 反 
街し、 その外 七ツト 、絹 傘 
業者 等は 醜稅 引上げを ホめ、 時 
ならぬ 論戦に 化を おかした。 

引 上を 見越し 

價格 暴騰 

解稅 を聽會 の影嚮 

ま 京 特電 十四日 發 H アメ y 力 
議會 の 絹織物 熙 稅審講 食の 經 
過に てら L 絹 製品の 挪稅引 上 
げが朔 がされ、 これを 見越し 
て 注文を 發し 巧る 者 ぞく、 從 
て アメリカ 向 巧な の 中で も 絹 
製な のげ 惟は 最近に 至り 特に 
黎騰ト ホして 居る。 

一寸 信じ 兼れ ろ 

S 井 物を 紹物部 

松島义 街氏談 
最近 一二の 巧 人が 盛ん じ 日本 
の絕製 おを 買占めて 居る お 跡が 
あつた 巧、 偶が 米國 今藩會 では 
關稅 引上げが 逆 逝し さう だ ごの 
お 巧 か 巧は つた/' めじ 見越 買 ひ 
なで i 唱 へられる やうに なつた 
ので あらう。 誤 巧の 巧 因 じは. 
をの 事情が 幾み 預 つて 力を なし 
たで あらう •わ、 之は 賞 じ 馬鹿々 
々しい こご じ おはれる、 恐らく 
外 じも将 力な ほ 因が あつたで あ 
らうと ちへ る。 米 國向絹 お 品 ど 
云へ ばの 二重、 縮ず の極少 おを 
除いて 大 がかは 絹 細で あるが、 


をカ說 したが、 委員 I 之 等は 米閣 から 見れ じ、 數 量の 


おから 云 つても、 價 巧の 点から 
云 つても 殆んど 問題 じ；； *ら ぬ少 
いもので あるから、 關槐を 引 上 
げた どてず のま、 だつ むと て、 
大した こィ 一はない、 兎 じ 巧關視 
引上げ じを をした 所で、 之が 實 
施は 早くて 九、 十月のを •少し 
遇 るれば 年末、 前例から 剧 おせ 
は ホ 串の こどで ある、 ミれ を 見 
越 買 ひなで ご考 (るのは、 殆ん 
で 言 やられね 位 恐な こどで ある 

見越た は輕を だ . 

挪越巧 庙上お 道氏談 

この 闕 曝に 就て H 本では 祟 初 
から ゴ キサ 午トし 過ぎた 感 かを 
る、 H 本のが 製 おは 注文が ぁつ 
て賣 るので あつて、 米 固からの 
注义 は械稅 引上げ 見越 頁 ひで な 
< 、ょ < 賣れて 巧 < からで、 將 
ホの 見越しな どを 考 へて 居る の 
で^:^い、 をたを昨今のやうじ誤 
解して を b 輕卒じ 取 あ ふ ど 巧つ 
て 現 化の 取 却に も 悪い 影響が 來 
ぬ ごも 限らぶ から 大じ 誤解の 点 
を 指摘して、 \自 をを 導む 電報を 
打たう W 思つ で ゐる位 ひで ある 
關稅が 上る か、 現 巧の ま、 で 遇 
ぎる かも、 目 \ 下は ホ 定^ 時で あ 
ら 、ょし 引 上 ザら れて も、 從糟 
巧に i ：* ちか、 重量 稅じ U るが、 
現 巧の 日本 懼 格が 米國 僧が じ 獲 
るか も 制が しない 巧に 於て、 引 
上げ 後の 影響を どは 相 像 もつ か 
の'^ 

也 配の 要はな >し 

某 巧 息通談 

こみ 間 題に 就て は 日本では 一 
個 巧 余 b も 前^ら 騷ぎ かけて 居 
たこ どを 情報で 一知つ て 居た。 を 
の 結果、 スぺキ レ— シ 3 ンが 
現 はれて 展 あの It 騰を ホむ しわ 
ので あるが 數円前 華が で 開かれ 
ね パプ リック •イアリング でも 

農ま物じ對して^|5關稅を幾み引 
トげるが其化の^一^のじ對しては 
現稅を 維持す る I ごい ふの が 大勢 
であつ たから、 嘴 情勢は 烏 もじ 
新聞の 報道 ごな.^ 續 いてを な齡 
係 筋の 巧電 どな^て、 日本で も 
渐く眞 相に 觸れ かけて ホた ミ 見 
え、 今日 (十四よ のかき は 下落 
の步 調を ポ して 恩る。 何れ じ も 

せょ 元 ホス ぺネ ユ！ レ 1 シ 3 ンで 

吊 6 上つ じ もの 心 あるから、 結 
巧 をれ を 放ら おォ がが あるは 必 
をで、 をの 時 こぶは 巧 勘 ごして 
大 暴落を ホた さ， を じ 巧、 之 
は 困つ たこ どで を 一る、 又】 方、 
傅 通りに 關 穂が 引ぶ つても、 宮 
施は 穂々 年末 ごな すうが、 さう 
なれば， お パ ー セ ト から 十 パ 
1 セント 泣は 騰貴し やうが、 ロ 
本の 輸出 絹物 界を体 どして 大し 
た 問題では ない。 

金魚に 課稅 

H 本 金魚が 威 脅 

H 本を 魚 •か 盛んに アメ 9 力に 
輸入され て 0 ホ、 當地 でもを な 
飼育 業が d じ まら、 斯業 從事者 
は 目下々 院 豫算委 M 會 でを 郁輸 
乂關秘 改正の 審議され つ t ある 
を機會 じ、 商務省に おして ホ踢 
內 のみ 巧： 飼育 叢の お 護を ホめ、 
同時に 議會 じ奧し 輸入を みの 關 
お 賦課を 巧 ホして ゐ 6 が、 商務 
巧 じは H 本から 輸 人され るを 魚 
の 数を、 を 額 じついて は 今の W . 


ころ 何等の 記錄 もない ィ 一の こご 
で わる。 

熟讓 き' 

ま 京 特電 十五 日骚 

信 巧の 割込を 防遏 

信托會 社の 銀行 領域 割达 みは 
目 銀から 大藏省 じ防遍 方を 提議 
せんか ど。 

± 方 總裁ご 金解禁 

手形を お 巧 新年 宴會 じがて ± 
方 日が 總 裁は 一 『を 解禁み 準備の 
まを』 と r 憤^ 引ず 愼 重なれ』 
ご 云つ た。 一 

高利 債节換 を巧涉 

ま 京 電燈の 高利 潰 化 于巧凹 借 
換へ じっき 互ず 銀 巧は を 田を 行 
とを 涉中だ ど- 

火力 發_ 雷を 廢ム 

大同 電力 食'^ は 火力 發電 巧を 
廢 化し 歌 訪湖づ のが 永 化を 木を 
山中 じ おら 水 ホを 電計 蕾を して 
ゐ . 0 。 \ 

國債總 觀の增 加 

一月 ホ國債 額 五十八 億と 百 
巧阳 、前 巧ょ すよ 巧 五十 巧 凹の 
をが である。 \ 一 

爲 替弱お 或を 誘致 

巧 外 正貨 数 遮で 輸入 資金 騎達 
至難 ごならち 替が 壌の 弱 氣を誘 
致した。 i 

日銀 帳が、、 一 金利 

發巧 高は 十一 億 五 千よ なガ凹 
じして 制限 巧け \ 一と 千 五 巧 万阳、 
貸 出 高は と 塩 四 可よ 巧々 阳翌 
日 物は 六 厘 ょら < 銭 一 厘 じして 
が績 手形は 八 煩！^^ 毛ょ を 一 錢ニ 
頸で ホる。 

金利 上 bw 見を 

木曜 H の當 地^ 銀 ま 役 會議は 
數 時間 じを b . 當^ のを 利 引上げ 
じ 就て 協 藻した ホ 結局 四 園ん 事 
情は を 利上げ 尙が VJ 巧定 した 模 
樣でゐ る。 一 

工業 一般 活氣 

原 お務^ 記 官報 吿 

〔二月 化 日發〕 n ; が式巿 場は 準 
樵 銀 巧の 投機 嘗戒 W 舊吿 あびず 蘭 
銀巧巧上じ崩落動 5 ^を見たるが 
後 稍々 落着き 一般^ 工業 巧は 鐵 
鍋、 钢 、絹 織、 巧：^ 精製の 諸エ 
業活况 、其 他 一が じ 底堅く 推移 
しつ i あ b 、 絹 織.^ 物 も 巧 巧 良が 
じて 弱 二重は 化然榻 壌不變 な- 
を 堅 實巧內 あら、 锅細 はを 地 高 
じす 拘當 地相 棋は 二十 ニ 仙見當 
持を 賣巧 化當 じよ ム。 


稽 をり 一 
乂 木曜 午後 九 十一 時 
H 幡午お 一 S — 云 時 

紐 育 柔道 化 取水 部 
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巧ず 人 (同) 佐 伯鎭が _廣 島 
縣) 中が 榮ニ (岡) 渡 邊泰巧 一 東 
京 ホ) 古澤 武之助 (和歌 山縣) 
巧 朦甚之 あ (が ぉ縣 一松 下壽之 
吉 (山 ロ縣) 德お 巧三郞 (熊 
本縣】 西 村巧薑 (鳥^'^ 縣) 廳お 
衞 (山 ロ 縣} 巧甚ま ^ 瘦媛縣 一 
お 田 常 ま (か 歌 山縣) む 本 半を 
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£ 議 永興樓 

晚揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本 入 諸君め 嗜巧 
じ 適する 巧 理を差 上 
主ず。 朝 I ニ 時を 開 巧 
(百廿 五 T 目 ナブ 
停車 あの 下) 


そ 邪 料理 

ホ 廳を園 

司理人 S 蓮 
お 街の ホには 金 化 
の 御 便利 じ 備へ巧 
間を 巧の 御用 じ應 
や V くち 閲巧キ 相 
す 變わ引 立 顔 度な 
紙上 御 ま 巧 申 上 候 


費 府 鄉旅饒 
桑山淸 五郎 
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ぎ# 己 7231 


蘭莱區 域中必 、お頒 事 お、 自本 
郵船 其 化崇巧 大會社 近き 巧 所 

を 港 -^パ ホ テ 

純 日本を ( 特則弼 ぁち) 
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支那 料理 

斬 巧 巧 

本樓巧 理ん歐 なが 
膝 蘭を 巧つ て 日本人 
諸君の 營 巧に 適する 
巧 巧を 遵 上げ 圭 ずの 
で 萬と 街の な 二十 ホ 

T 目の チヤ プ スィ VJ 

云へ ば宜ぐ 日本人 諸 
香 じは 祠る捂 巧 評を 
摩して 居ます 0 
巧卒繁 々御 ホ ホの 程 i 

± 、曰疆 d 讀 お、 シ I 
クマィ、 春 谣がぁ 
まず々 


ザ 上 金魚 巧 

918 穿 t 三 V ， ， f さ rk 田 タ 

さ i 百をこ73》 


慢の蒲 お おいしい 巧烧 

會席御 料理 

董 食は 末廣へ 

叮喀衔 巧を 巧 大巧 强 


割 煮 並に 御旅 舘 

ち 自 巧 巧 

句 巧 兄 ホ 

化ち ホ 巧 八十 八 了 目 一二 ニニ ‘ 
« 話ス 々イブ 1 と 八 ニニ 


高等 御旅 お 

東洋 儀 

會廢 御巧理 


會應 御巧理 .. 

昭 和 

巧別满 日本 曲を 巧 鼓し チキンの 
水袁を 始めました。 チキンの 水 
煮は 三時 巧 程 前 巧な 巧 巧 ひ^す 


レヤ トル 巿 

NP 旅舘 

W06- 巧 tf ><®.wo. Mopttlo- gallf ， 

停を 藥 前る まご IT 左側 X 階を 
日本 巧 船 切符 取 圾が戶 場 送迎 

ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

1 ニ ■ ジ n Pedro St.- Us す 巧 les- GaL 


y h 7 

肿が e 


日曜ぶ t 曜 じは シ 
マィ 春 椿を おへが 


日本食 巧晶類 及び 雜貨類 卸か賣 I 

ホ 之ま 大賣规 桑 山藏會 I 

新刊書 籍雜誌 小間物 日用品を 種 I 


發油 1醒替上 白米 i - 

日本 ホ 食料品 

巧 旧 巧 油 株式 會なを 部 一手 資搁 巧； 

日本 食料品 蘭會 
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巧 桐 兄弟 蘭會 

スマ ドン •プ P グクッ 一 ホ 巧責ホ 


舞踏 個 啥授 

▼ 化を ダン - i ▲ 

►表情 体 裳 A 



朝 十 時 t 巧 十一 

シャリフ •ダ ザシ 

ング輔 範學校 A 平 案 
上 おん 


御料 埋严扔 

太 陽 

壽司每 日 あちます 


日本を 巧な 
日本一 II 货巧 
書 巧 i を 


巧タ化 時を 巧 ま 

メ 1 グア ドレス 〔年-巧 

東京 商會 

トブ ンク巧 b まず 
食を のな あち 


ス ブムヒ 1 -ト 

户ッ トブタ ランニング 

邦人 クラブ 自も亭 

置 ジミ S St. Brook 量 . こ . 
Tel . Tria ち 一 こさ 5 

▲ 巧 巧 > 親切、 お樂 U 1 ニ «▼ 

勢州舘 

巧 勢 奉を 久 巧 巧 作 

. 2 岩 因 . まを で set 

呈 . す 巧 nt ち ち 


巧 巧旅鑛 
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200 で S ニ 害 S すを 言-ぎ ysiu ぎ 


力 旅館な め， 

一帝國 旅館 
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ジ i - を ぶま han ミ 置 in 


紐 育 藤 儀？*— 

東 四十 T 目 ニ 四 二を 

ぎ 星を 呂~!| 夏 A 


ボストン 巧 

富 ± 旅舘大 浦 末 あ 

1 を wor 房 ster 篇 • ぎ 注呈 sass- 
ぎ B.B •さゴ 


日本埋髮^^ I 。 

苗 四十 H 了 目 百を 化 ニす 五 ま 号 

一二 階 ( 巧み お 一 じあし ) 


日本 菓 壬^ 
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當を斤 桐 巧 貧 P 
電詣？ ミントん 五六 八 


淨瑶璃 お 

一二 味 線を 稽 IV 

御 忙しい 餘暇じ 何とも 言への 
淨瑶璃 の 趣 ホを 御 賞玩 带遊度 
皆 樣の御 ホ 遊を 歡迎を P ます 

野 澤ま直 

ニニ IBWIis 三 さ 

Tel . Univm さ 0 霄 


化粧 晶卸离 I 

五味 商 省 
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おち 市 西 四十 四 T 曰 
一一 千 二八 番 (1 音) 
JAPANESE >ME EMP A 吉是 
ミ' 118 W 男 i siw 青 
すニ呈 an 二 87 S 


眞 面目なる ホ哦 同胞 じ«义 
なるみを を 周旋す 

宮川 事務所 

化育 巧 西 四十 ニ 了 目 島 ホ 1 
電 とと 八よ 

話 フライ アン 九み 化 入 


煎 餅 卸、 小賣 
を 腐油瘍 
日本食 料晶 一切 

susnse Rice oake n ? 

苦 ニ 至 rd ミこ 
Tel . P 空 a 苗 ニ 


木 田^ I ミン グ 

1 夏 7 3 rd A ま. 《瓦. 59 & 呈 h SIS 
Te 是 hi 京 巧 ni 夏 ゴ 

御 下宿 喜樂 

元 黒 時 旅館を 良 直が 

184 喜 St ., Bro 董 n J . Y 

ぎヴ 一 ぎ 暮苦ニ 




シ五フ 了 I 遂に 優勝し 

惜敗の 松 山 四 位に 


入氣を 呼んだ 撞球 

' 今年の 化巧搞 巧ず 弱戰は 突如 
聲星 のか < 現れた おもを 嶺 君の 
，化 傷で 入を を 呼び S 巧 S 勝の 

成績 を 示した が、 今 遇 巧 

確 日 巧 散 コクラン じ惜化 I、 を 
のを H である リ 'ン n 火ン 巧の 午 
後、. 巧び 强敵シ ユファ .を 相手 
じ 力 圃瘡戰 したが 遂にを 運 拙な 
(破れ 一二 勝 ニ 化の 成績 モ第四 位 
ごな b、 化 お 慶勝權 は半曜 a 巧 
の 試を でを じシ五 ファし のず じ 
巧 もた、 あ山蜀 シ王フ r! 戰は 
化 人の 期待 じ 反 かや 非が なを 巧 
で、 お 山化づ 第一 棒 じ 百が 点を 
得て 敵膽を 寒から しめじ」 反し 
シェフ T— は 少しら 振は 寸 、第 
と 回目ん 得点は 松 山 & ニぶ 四十 
ニに 凿し 僅かに 五十 回と 心ふ乂 
差を 生じ お 山は がか も 無 玉の 境 
を ホ^ かかき 觀 をら しも 人 九 
の 兩巧じ 直る 失策 無得点が 一 

破綻 S まごな を ご 一 ノァ 
1 先づ 五十 四 得、 吏ら に r 1 
回目-しがて 當 巧の 最大 棒で 一 < のる 
巧 八十 ニ おを おしてを' しあ I 巧は 
逆轉 し、 遂に 四な お S 巧 化 一 i ; お 
を W て 松 山が 敗れた、 回數 r よ 


—ナ ゾシト 

る お績は 左の通り ■ 

シェブ ァ In ニ、 と、 1 0、 
と、 化、 ニ、】 と、 ニ 四、 0 
五 四、 一を 一、 ニ、 一、 一九 
八、 一、 三 一、 五 ニ 合 討 四 00 
平均 ニニ •四！ 一八。 

化 山 nl ニ 0、 一九、 I 一二、 
1、 四 0、 】 一、 ニ乂、 0、 0 

四、 -、 0、 一 五、 九、 ち 五 

五、 0、 合計 云 Ml I 。 ホ 均一 
九 •八— I セ。 

即ち この結果 コクラン どシ で フ 
ァ！ を ニ 勝 一敗で 

對等 こな b 翌 水曜日 巧决 

戰の おち 期待* ごれ た 如く 四百 對 
S 巧せ 八を なて シ五 ファ ー が 優 
勝し 茲じ 賞を ニモ 五な 弗 ご 年を 
六 千 弗の 外を 人 場 巧の 一二 割 八み 
を 巧 輿され、 コクラン、 ホ ー 八 
マン、 お 山は いづれ も S 勝 ニ 敗 
で 同等 ごな つたが 規を のかく 總 
平均で 决 ずる こご じなら コ クラ 
ンの廿 五 点と 十 S をの 六十 吉が 
ニ 發じ入 もて 賞を 千 四な 弗 どを 
を S 千 巧を 得、 ホ 八 マンの 廿ニ 
点よ 十と をの 六十 化が 一二 等で 千 
巧 典、 松 山の 廿 一点 八十 八 巧の 


五十六が 四 等で 賞金 一一 千 巧を、 
户— ゲン ラッカ] は 総 ホ均サ 一二 
點と 十み をの 化 五 のげ 成績で あ 
つたが ニ 勝 I ニ 敗で 一 

お 等 じを*^ て 賞を 五な 巧 
ホ 等は を 敗した グランデの 十四 
点 四十 一巧の 化 ニで lli ： を 二百 五 
十 弗を 得、 を 選手は この 外に 入 
撰 巧の 幾 割かが み 配され る こご 
じな つて 居る、 衍ほ 今年からは 
新規 則を 採用し 選 キ^は 一年 据 
焉じ なつて 居る ので、 y 年の 大 
會 まで シ 五— ファは 世 ホ 選手 權 
を 保持す る 誘で をる 。 I 

試合の 多に 

◊巧し ろ あの 小兵の 於 山が、 
最初の 巧 じ 選手 權 保持^で ある 
ホ ー が マンを 破る の番な I せを 出 
したので 、今年の トーナ 厂ント 
は 近 ホに。 くを 氣を帶 び、 引續 
き 松 山は グランデを 一 数し、 更 
らじ强 敵^！ ダン ラブ々 てを 僅 
僅 十五 点の 差で、 而 かも^ 初の 
どえらい ター ドを 追附い ので 
あるから、 マッチ ー の 人 、彌 
が 上」 も离 かつた のは 無理 もな 
い 話で ある。 

◊スコァ！ の 上 じ 現れ 
ドから 巧けば、 松 山は ご一 ラン 
を 破 わ、 シ五 ファ ー を一責 すべ 
きで あるが、 體 格の ンーふ キヤ 
ツブ ど 舞臺 度胸と いふ 経験 b 差 


違は、 正を じ 松 山を 第 化 位に 睹 
れて了つた、 而かし最^2^の平均 
最大 棒、 總や 均、 試合に 一||< しじ 
ィン ニン グご いふ 冷靜な 字が 
化 山を 斯く あらしめ たの^ 當然 
過ぎる 話で ある。 

◊化 山は をの 手 巧 著な み U 巧 
て、 小兵な 点じが て 正 じ. 暑 摸で 
行けば 往年の 玉 椿を つく h であ 
る、 苟 しも 相撲を かる まけ 一玉 椿 
の 巧みな 手 取ら、 相撲 上ず ては 
感服す るで わらぅ が、 いか^ 相 
撲か强 くても モ 椿じ橫 綱の 格 
を 巧へ る 人は 恐らく ある ま i 

◊小さき マッチ' — が、 ト II ■ナ 
メント を 通じてい 七ン セー； I ョ 
ンを 生み、 人氣を 呼んだ の も I が 
山の みが 專 有すべき 特權 でも I つ 
た、 が、 而 かし 假 0 じ 松 山が 一 
勝した 壤 を、 堂々 たる 横綱 ミー 
ての 人氣を 階— 得る かは、 大- 
な 疑問と し U ければ ならぬ。 

◊松 山 じ も 柯時か 横綱の 榮 E | 
の 輝く 時化が 來る であらぅ 
までに 松 山は もつ ど 4^ 侯を 踏 ふ 
横綱た る 貫目を 修養し なけ わが- 
なら ぬ、 をれ にしても 彼が みず I 
じ 於け る 活躍は 確かに 國際タ お 
— ッ界の 異彩で あつた、 彼を 藤 I 
援 しま 持した 同が をは、 この 晤 
最も 意義 ある ホ 法 じがて 彼の 勞 
をね ぎら ひ、 が々 たる 彼の 將來 


'何 じ吳 いとなく 化 話を 燒 いて 居 


讀 をの n ラム 

同胞 百年の 大計 

讀 を コラム じ揭 載され わ菅巧 
あ 川え 生の 同胞 永住 論は 玉極賛 
成で あらます。 をれ でなくて は 
同胞の 根は 固ち ょせ 0、 あ展は 
ぉ ホ ませの。 過 まど 同様に 幾 星 
霜を 経ても 何等 見る じ 足ち ぺき 
同胞のを 礎は 築き あげられ ませ 
打 こど 必を であ b ます。 

さ b ながら、 永住に 必巧條 が 
ごして 同胞の 孤 濁 生活ょ h 夫婦 
ホ活の 途を拓 かねば 永住 論は を 
論 理想論 ごして 効 お 頗る 疑 はれ 
ます、 夫婦生活が 永住 論の 第一 
義 S して、 同胞は 矢 張ら 商胞婦 
人と 柏 結ぶ にわら ざれば、 これ 
ホ 永 化 論の 効 あ 薄き こごを 信じ 
まずから、 其方 案を 日本人 會で 
は柯 はさて 置き 研究 討議 3 れる 
こ ターが 肝 甚だ ど 思 ひます。 

がらげ 高峰 樽 ± も 巧 ロ 博 ± も 
巧 化 多々 なり £ も 仕事ら しき 化 
事を なされる 諸 先輩は 孤獨 生活 
ではな わつ たのです これ W 論よ 
も謡據 であ b ますこ ミに わ氣 が 

- を 願 ひ i して、 空理空論を お 
樂 しみな される こどを 止めて、 


軍の 

基金 一一一億阳 の 大半 ど、 維 
巧费 ごして" ン ドンの ぶ 部 じ 集 


巧^ ごころ まで 斤ぐ？ 

救 お 軍の わ家騷 動. 

參謀 爐おヒ ギン スを 後繼 じ選擧 

ロンドン 十四日 發 n 救世軍の 最窩 評議 委員 會は 巧び 會 をの 結 
巧現總 司令を ブラ ムゥ 玉 於 •ブ ー ズ大 おじ 老齡 病身で 職に 堪へ 
ざる こどを 理由 ごして 退職 わ婪 ホし 滿媛 一致を 0 て 巧 巧 するど 
共 じが 繼 者の 選擧に 移ら ヒがン ス參謀 良》 し大 おのみ 妹で ある 五 
ダ T ン ゼリン 中將を 推した 結ち ヒぞ ンスめ 四十 二に 菊し で グン 
ゼリンは 僅か じ 十と 票を 得ぶ みみで を 選した。 而 かし ブ！ スを 
では 飽を もこの 巧議を 承認せ すを 姪 じがて 黒白を 爭 ふこ どじみ 
して 居る。 

『慈き 鍋 J で わな じみの 救世ぶ-おける、 まわ 曰^ 今度の 决 

じひび が 入 b かけた、 この 危 一議は 英米 兩國审 勢力 爭 ひの 現れ 
機に 際して、 いくら 巧 龍 だか 一で ある、 と、 いふのは 現在 救 化 
ら ごて、 大 s | 柱の 自 かか 引遷 

ずる わけ じ 巧く もの か ご 

おを 會 幾の 引退 勸 吿决議 を、 

ブ！ ス大將 が、 ぽん £ はねつ 
けた こ V . はが 項 巧 巧の 通 b で 
ある、 事 営 救世軍 じは ひびが 
乂 つて 居る もの かで うか？. ブ 
1 ス 大巧の いふかく 『救世軍 
の 根底を 變を せん £ ずる 策動 
が ある.！'' かどう か？ こ {じは 
化 巧の うは さを をの ま i じ…. 

うは さじょ る ミ、 すでに ブ—ス 
大將は 

遺書を 用な して 屠る、 を 
れ じょる ど 長 ホ カナ リン 大佐を 
を繼 を じ 化め たらしい。 もし、 

さう^:^るご大將の地位は云化相 
傅、 化疆 のぶ 礎 お 固ま b かけて 
ホる、 化 盤の 懼例 だけは がつ て 
わかねば ブ ー ス家 唐を R 外の 將 
官はか何じ巧動をれて 5^^大お 
の 格子を 得られな いふい ふ おを 
れが ある、 從 つて、 こ ' p 巧に 米 
國哥み 官でブ ー ス大 » のみ 巧 ェ 
ゲ アン ゼリン 中 おを 推し 立て i 
おけば 世な の 巧いだ けは 破つ て 


富 ± 山が 低くなる 

陸 巧を 謀 本部 陸地 測量 部では 
富 ± 山の 高さ じつき 一昨年 ホ 
技術 員を 汲し 御 巧場附 化を 中 
必 ごして がを じ實 測を 行つ て 
; 居た がいょ-^ このほど 稠査 
が 完了 しれ、 をの 結果 じょる 
ど、 一二 千と なと 十八 メー ト术 
二 万 ニ 千 四な ホ 十よ 巧) ごみ 
定 し、 小學 校の 固定を 科 書に 
ょ る 一一 V な 八十 八メ — グ 
; r 力 ニ 千 五 巧 巧) ど 比較して 
十メ ー ト^ 邸 も S 十 S 尺 化 ひ 
わけで ある、 陛お 省では を も 
じ 化圖を 訂正した が、 誤つ て 
居る 國 をを 巧 書 も 急 訂正を 要 
する わけで ある。 


司み 長官でぁった 現 大將の it バ 
タントン •ブ ■ — ス は本舒 からの 
召還 命み じ 接する やら 巧 ぶら で 
ゴッタ 返した ホ、 どぅ と ろ'^ 世 
軍を 飛び おし、 今度の ユ ダ'!!^ ン 
ゼリン 司令を 官も 一度 召還 を 
をぅ けたが 應 じな かつた、 ュ の 
都度 ホ國 側の 將キ けブ ー ス 將 
ご 日 ン ドンの 本部に 向つ て楚烈 
こ 

一反® したお 卒お百 五十々 
これ じ社會 事業に 携 はるを！^ を 
ずれば ニな 万を 超 ゆると いす 
る あ 世 軍、 創な 0 ホ 六十 年、 

— マ舊敎 ご、 もじ 靈をじ 隱變た 
る ニ 大巧 國 をが も樹て I ホた 斬 
世 軍、 今年は 巧 代ゥキ リア 
ブ ー ス大將 の 誕生が 年 目に 當 
る S いふので 『窮巧 年 召命 戰』 
の宣戰 をを あ 巧に 布いた 救世 里 
をの 救 化 軍の 今度の ゴ .タ つきは 一 
ブー ス大將 一個人 じ 關寸る 巧 頭 一 


この 見易き こ の 實巧 案を 一日 も 
を 鞭 達すべき であらぅ 〔寇 面す〕 I 早く 御發 表された らば、 がが 同 

胞巧 千年の 大計で これ 0 ふは あ 
一ら まずまい 


3 ランダ 巧 子は 一 甚ィ タリ— 
じ歸 b 更ら じ闹年 前日 本 じが 
き 約 一年 じちち てを 地に 演奏 
外務 尝じ 膝詰談 巧の ホ 『妾は 
何處 まで も 日本人で あち、 狂 
本人で ある i を 誇ら どず る』 
ご 計ら じ、 今度は 多年の 駕み 
叶つ て 3 ランダ さんは 純 日本 
入 どしての 旅券で 渡米の 途じ 
就き 

パブ キ 、サン フランシス a 等で 

衛奏 、當 地で な 巧る ニ 巧 十九 日 
(火曜日) 午後 八 時 S 十み から、. 

スブンゥぶ！* ホ1八 で獨奏會 
を 懼ずこ ミ じな つね、 プ 。ダラ 

ム は バ ブ 、 メ ン デ グ ジ ゲ 、 マ 
グ チン、 デビ ユジ 、シ 3 卡 パン 
ブ ジブ 等の 泰西 名曲の 外-山 田 
耕作 氏が 編した 日本 曲め を 雨、 
越 巧 媚子導 日本人 じな つかしい 
古曲を 演奏し、 梟を じ 御 得意の 


でな く あ 世 軍 全軍 じどつ ての ボー 『'ィン ボリ アン 巧 想 曲』 を衝 奏す 
ン じなら はせ ねか £ 見て 居る も 一一る こ玄 じな つて 居る。 I 


のさへ わる 0 


まもを の S みの ニな 上は 大西洋 
を おつて 居る、 ホ 巧 側は この 金 
力を 循じ 教化 軍のを 灌 をち 固 か 
らぞ はぅ ごい ふので ある、 また 
こんな 事實も ある 巧 化ホ國 


ヨランダ 攘 

潑奏の 夕べ 

ホ 週 か 曜日 關催 
ィ タリー 大使 箱 じが 勤 中 X タ 
ブー 婦人 ど戀じ 陷らを の 間 じ お 
巧た 日伊 沼 血 おの ピアニストで 
ある 曰 下部 3 ランダ 壊は 

恰 かも 震ぶ の 直前 未だ 見の 父 
と 對 面すべく 巧 親 ど 共 じ 日本 
じな き、 久しぶ b の 親子の 巧 j 
面 も 束の間、 ぁの 震災で 危く 
生命を 奪れ やぅ ごした が 
幸運に も 簾を 避けて をの 後を 國 
の樂 擅に 淸奏 貪を 傭し、 をの 天 
才 的なず 腕を 認められて ヨラン 
ダさん は 一躍 樂谨の 流行 巧 ごな 
ち、 テノーぉ原寨な£共じをの 
名を 聖 はれて ちた が 


『どぅか H 本人 諸氏が 妾の 巧 
めに 後援の 意 ホで この 淸奏會 
じ來 て 戴 < こごが お ホぶ ば 幸 
基です』. I 
美しい ヨランダ さんは 則れな 
ぃ I 英語 や、 片言 泥ら の 日本 憩な 
ダ^で 盛ん じを 爆を ふらまい f し、 
一二 矿 物を 會 化の 田 島 支店長 一巧が 


^*1轉を習 ( て シ 

ヤッ フア 1» メ为 
ニック • タ夺シ 1 

ドラィ ゲア 1 VJ な 
ちなさい。 撰業稱 
は 普通。 殖巧 保証 
九 時よ ち 化 時 迄。 婦人 歡迎。 
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化 


てんぷら . ： 
さんで うい も 削む 
をう だ* こ， つ ひ！ 0 郎 
シン トン 街な 四十 五 


シン トの 


理髮巧 


ーぶ ハ 十五 T 目 S 十！ 潭化 
閒 中が 巧 ど 共同 經當と 年 
諸君の 巧髮の 絕驗を 
持つ で 居 b が。 懲敷 じな 意 深 
く 特に 日本人 諸君を 御を 遇 申 
上がで 巧を も 左の 如ぐ 引下げ 
大勉 お。 

敞ぶ シャン 7 1 ぶび 刈 込 
髮ム- ユック 一巧 
散 髮顔劍 b 八 五 化 
散； 髮 ムハ 0 仙 
を 語髮ト こ プク 1 0 他 
衛生 巧 設滿と ホを 御注意 


日 下部 m ランダ 攘 

ビア ゾ 演奏 會 

泰西ぶ 曲の 外 『を 雨 J 『越が 獅子』 

等 日 ホ 曲數番 

瘍所 ステン ゥ H ! •ホー ル 

西 五十 セ 下目 百 九を 地 

時日 ニ 巧 十九 日 午後 八 時半ょり 

入 傷 料 一二 お 
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資本を 壹 お 脚 
拂么濟 資本を 六 千 おな 
賴 立を 六 千 一二 酉 五十 お 凹 

献呈 弄 銀 巧— 支 巧 

本 巧 まま 巧 日本 橋區 本を 屋巧 五を 化 一巧 
支店 ルが 日本 樓を內 (窒 ) i 
を 古 崖を 都 大巧 巧 (大展 ) 巧戶 
康島下 顆巧司 若松 巧 闲長巧 
上がな 致を 買の 水 


お出 乂爲替 'を 信 送を' 化を を’ 旅 巧な 用が 
荫業 信用が 其 化】 般お巧 業 

ん接 ニ囊銀 巧が 帛ま店 

が 里 送金', 日本が 化 おキを 巧？ 迅速 取圾 
本店 預金 (定期 通知 ノニ 補) 御 便利な あ 
本 ま 店を を (本店〕、 大お > 神戶 * 京都 
巧 巧 化 名を 屋 、小 あ、 上 お、 なを 



御 獲 金 ハ 
繼實 有利 ナ 
倩券烁 式へ 

日 本內地 ノ 債券巧式御買入 レ ニ 
テ ハ お ニ 御 便宜 御 計 ラヒ致 シマ! < 

野 村 證券 株式 會 4 

紐 育 出張が 


東京 商 會特吿 

メ I 瓜 オー ダ— 

を 御 ホ 用 願まず 
東京 衙會は 一 册の雜 誌で も、 

一 截の普 独で も、 一斤の が增 
でも、 一服の 藥 でも、 巧んで 
ら御 注文み 窠 を もじ C •0 *D 
じて 送 古ます 

を價 表： 商品 目 錄御申 越 次 為 
送らまず 

價 額勉强 、發送 恐を、 を少じ 
不係 御用 命を 色 ふ ： 
巿內配 逮化候 一 

馨 東京 商嘗 

基 WJ 置ぎ N . Y . G . 
ぎ呈 a 嘗 夏の 


髮こ ニニ 室 巧を 具 一切 
讀ん 外 じ ピアノ 一ムロ 

突が 轉住 じつき 頗る 格 まじて 讓 

b じし。 閒 合せは 午前中 ど 巧み 


良 

1 

左 

記 

八 

室 

、 

五 

巧 

よ 

ら 

£■ 

3 

CO 

ro 
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十月を、 瘍 所ぶ 
で r 沒 tHill , L 呈 g 昏互 及び 海 じ 面 
た 家 一二 軒 夏季 中傷 所は Long 
を Lo ミ 互 and 孰れ も 日本人 じ 
をし 委細は 左に 御 問を 下さ 
3 rs . POST J 1 三 8 呈 呈 fur ミぎ 
For を 吉|1 U . す 己 id 87 岩 


® 丄 

; 互 

逆 


貸 室 


を 通 も ニ室續 き、 ホ 

婦のホ义はニ人じ|^ 

し、 室 代 低廉、 場所は 至極 煩^ 

議は 左へ I 

111 Te 三 sdemy 互 47| 
148 W . 1 ま さ S 三 ま： 


霍 


i 


T 嘗の 印刷 ご 精巧な で 化 主げ 

時日の 进 を ど 確實な 校正を 保証 

巧 刷な 紐脊 新報 社へ 


電話す h キン 义ニ九 0 九！ ニ お 

わ 晒 違が むく 新報へ I 

お 赔西十 お 了 目 十 二番 十 階 目 


東部に 於け る 邦字 言 


蕭機關 の 


權 威、 吾が 新 觀を讀 まね 人。’ 


廣吿 


は紐肯 新報へ 



松 


W 公 

讚齋曼 U I 趣 




禱紐 


辯 ± 
瘍所 

時日 

入瘍料 


取 


東京 松 竹 座ま伟 辯* 一 極 ロ 旭な 

王 キス プロ ラアス 俱樂部 
5 を ！} aihedral P ミ kw さ 110 さ 巧. 京 ar 巧 road を } f 

二月 二十 S 日、 二十四日 午後 正 八 
金 一 弗 五十 仙 均 f 
巧 紐 育 有志 ー稱 
授 日米 時報が 
紐^ 育 新報 祗 


スペシャル 

食 をち 卞美 ホし い 

葵 時鳥 卷 

一 瓶と 十五 化 

子 辛子 潰： 

I 一 瓶 五十 仙 

I 小 花 樂京漬 

一 おみ 十 仙 

が 着きました 

か 桐 巧 弟商會 


お 正 丹が 遇ても 
忘れられぬ 

鹽生數 の 子 

お 美 ホし いがは 干數の 
子 ど 比べ じなら 主 せん 


桑 山商會 

114 呂 ST 置 ihwT : 产 If . C ‘ 
さ 0 夏. Be 巧 nt 《ニ ザ 0557 


トタン ク线 巧？ § 

及び ス チミ マ] トランク 六乘丞 

十 仙、 九 弗 お 十 仙、 十二 弗 五十 
袖、 少し 許を 使 巧し ね 雜類一 弗 

一二 弗を ぴお弗 
ま 4- S 霉 Ave こ Gor . 4 害ぎ N . Y . 


ト タンク 


ブイラ- — 及 
リン ノ 1 ベ— シ 3 ン トランクを 

P お 弗 五十 仙 ょら 十二 弗 直 十 仙 j 


日本 教船 ( ホ ニを 鐵道 會脏) 

一^. 代理 巧 巧 桐 兄弟 商會 

乘 単、 お 船 切符 おじ 小靖物 運送 御 便利 じ 取扱 申しまず 
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圓 W の 
肌 W 的 
B W W 

化 化 M 

W 化卽 
I A H 

TO m 麵 
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球 削 


シアトル 出帆 (午前 十 時) 
あらび や乂 二月 サと日 
あら ばま乂 一二 月 十一 二日 

るん でんみ (彼 薄 ぉ 化〕 一二 月サ 五日 一 
1 1 等 横濱一 か 五 巧 —一 
坦 しば 4 卞丸 るん どんみ じ 一 五 五 巧 一 
►一二 寒 日本 巧 五 五 叛ぎ室 大を遼 お孩室 i 
►御を 望に お リー 等 割引 往復 切巧發 巧な 巧 お 

ロスアンゼルス ぉ 帆 (午後 一二 時) 
ら ぶら たか 二月 廿立日 
さんどす 化 S 目 ホ 五 a 
▼一等 银濱ニ 兰 0 嚴化 はわい かま じらみ 一を 巧 
▼特別 三等 目本朽 五十 か 巧 ▼云 等 日本 巧 五十 五 粥 
▼ホ 落攝商 巧嶺を 切が 寢窒を 騒 入御 幹を 住り を 
▼紐 育 線 パナマ 経由 日本 まが 行 貨物 お 月 一回 


ラ么プ ぶび シルク シエ IF 

製造元 卸賣 手 塚商會 

至 ■ Y . HETSGKA CO - 

1 S W を 24 をぎ U . 呈 ，ぎ 吾 里 蓋 夏 1 
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IS M £2 出-一 
= 如 化ぶ-! 
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諸雜貨 仲買、 卸販賣 

熙 旧商會 


陶 破器雜 貨卸賣 

春 巧蘭會 


饼。 4 
W h M - W 
iY ’：" 刷 

M ^ け W 
C 1 ^ 
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H 木 陶器 雜ち 

ドラィ グ ー ツ 封販賣 

S 茂 木 桃 ホ 組 
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K n 6 UU 

剛巧細 

邮 刪 1 诚 
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▲鄉里 送金 及び 並を を (無手 數 巧)、 か 固 
爲替賣 買、 荷ち 替 取組 取 立、 信用 巧を 
巧 等- 肢银巧 業務 御 便利 じ お 扱 可け お 

S 臺灣 銀な— お 張 所 

支が 東京^ 横濱 、大 お、 神 戸、 上 お、 漢 
ロ、 福掛 、厦門、 池 巧、 香港、 廣 ま、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 パタ ビヤ、 盡買 
ホ 瓜々 ブタ 、渝敎 、其 外專膚 十四 グ所 


Nippon 

Dry Goods Co . 

巧 目 1 Broad 押 ay , むか， . 
Cor . 31 st Si . 

Tel . Penn が阳 nia 巧 目 0-51 
Room が 目 

N が a T 阳 ding 0 日. 

151 ぶ 也 Avenue 

(Cor. 2 1 ■が St.) 

Te し おが 叫 uin 3848 - が 

础 が 日 か 0 S ., !邮. 

Formerly 

おが uhachi & Co . 

け East 17 化 化ん' f . 
Tel . が gan 叫 in お 版が 

S 瞥テ 日 

i 曰 諸 I 本 

I 本が f 良 

勉ド 貨ク反 
璧 ラが ロ 物 
霞 ィ 卸！ キ 
泻グ商 スモ 

S ； 類ノ 

1 商 
i 會 

ラ 曰 
厶本 

奈ブ陶 
g 卸媪 

貝 雜 
易貨 

南 

會 

曰 

山 本 

ザ 漂 

兀黑 

ブ雜 

タ貨 

TI 

ス 


T 3 iyoTraillngCQ ., inc . 

师 がけ が S & t ： 巧 orters 
巧 1 F 伽 Ave.， H J . 

Te し Algo 叫 uin が 巧 - 5 

327 W . Madison 化 eet . 
Ghica が , lllintHS 

痴 

太 

i S 洋* 

か資 r 貨 

! 1 易文陶 

^ ] m 

; スをズ 班 

1 ト^^ 卸な 

! ン耳資 

1 か 

M 邮麵 8 A 前日 S . 1 邮., 

53 - 扣ぶ W . 巧 rd 化， 

New む rk むか 
Tel . Gramercy 3850 

WE 阳 jiM が 日 
SE 閒 RITIES 郎 .， 1 服. 

120 Broadw 巧 |ん Y . Ci お 
Tel . Rector 2416-3338 

THE が NK OF 閒 おが 

1100 阳 1029 け 5 む oadw 巧， H . Y . 
Ph 帥 e . む 巧 andt おお 

な パ ymi れ m 日 邮化 L 化 

化 W YORK が 巧な 
Room か 4 
149 Broadway 
Te しむ rci 巧が 1841 巧 

The Yokoiiama 
Specie Bank , Ltd . 

5 化 FI 邮 r , Equi お b!e 目 idg . 
120 Broadwa もん Y . 

即 帥 e R 目 純 ) r 2 巧 8 

鞠 

お 

11 

ブ卸 

ぅ賣 

ザ 

I 

ス 

食な 旗 

騰 

藤^ 擊本 

本？！ 绰 
が ミ 5 ? 證 

观券 

马？ ir 會 

巧 巧が ぉお 

固 巧 巧 
候爲ミ 9 滝 
替 をち 渊出朝 
一が F ' 張 お 

般を良 ま 所 巧 
を $ 巧那 はが 
行ク こを の 曰 
菜 1 J を 本 
務 i 班 化 巧 
精巧 圧 巧 地 

々 びの 

街 R 浦提 
便 盛 要 
が 巧 都 
じ g 長德巿 
取熙 ， 

投 W 锅 

可 巧 1 お 

化 日 が 本 

支 本 育 

店 巧 ま 

siiTiii ：： 

驟ぶ 道、 橫 '馨 J 

速擲若 島' 名 化^ 薑 

麵! ぶ P 

堂 極留ノ 种^暮 
お* 米 顆戶ザ 巧!^ 

§ 咳ぶ ニ 里 
; 奎 山な 番 

i 寺 

i 雪 義謹霎 i 

雲 銀 タ議實 墨 

市 羅爱互 長 惠五额 
ニ廢 f 了 時ち 十拂 

臺! 墓! 囊 目! 

グ 布け-を 乂 
ンを j を雇阪 


一般 同胞 满 人の 家族 巧 員 

乂國の 自由に 關 ずる 意 風 


巧义 村 胞小賣 巧 乂^條 約 
上の 資格が 米 固 大審院の 巧み 例 
じ 娘る 解释 をを 礎 ごすれば 國瞭 
貿易に 從寧 する 閒胞こ 巧等異 4 
所な しどの 諸 諭は 巧。 唱導され 
てゐる ポィント である。 乍 併 右 
巧 巧 例の 解释 を、 同胞 小賣 商人 
の 家族 店員 呼を をを 定 しつ： あ 
る苗務 をぶ 勞街 省を 意見 じ 比較 
すれば 何等かの お ホで 試 訴を提 
をす るの 外乂 固の 自由を 獲得す 
るのを なから わ i は是れ ホ殆ん 
•£】 致せるな 米 邦人の 輿論で あ 
る， 即ち 大密院 の お 巧 例は 『廚 
ま J の 資格を 廣義 に解释 して & 
るが、 千 九 百 二十 四 年を 民法の 

勵 6 に 閥 蹄し 千 九な 二十 
五 年 九月 一二 十日 國巧 省ょ ら頗事 
じ おへた る 訓令 九な 二十 六號舆 
五十八 巧は 「現行法 及び 條 約の 
明文 じ 基き 旅券の 杳證を 受けむ 
ご f るち がが 業じ從 事ず るを U 
る 時は 査謡 申請 人は 其 事業が 條 
約 じ 明記され ねる かく 主 どして 
合お國 ぶびぶ 領主 どの 間の 姐 商 
一 貸 易 じ關係 ある 者なる ミを 表示 
I せざる ベから ず』 どの 意 ホを 明 
一 かじして ゐ る。 園 務當ら 勞慟省 
I も 化 方針に 從 つて 『商業』 しを 事 
I する をを 認定す るので あるから 


貴， 两 組を 等の かき も 巧 かる 問題 
_ 巧 兜して 一々 家族 店員の 呼 お 
自由 じする n 大審院で 有利な 
決さへ 得れば 日本の 外務省ら 
解 券を を附 する じ 違 ひない =£ 
でし 他方 永住の 計畫を 樹立して 
|タ 面目 じを 自の 天職を 盡 すべき 
ではない かご 某 消息通は 語って 
- る。 しかし 又 入國當 時の 資格 
矿抑閒 題の 核必 をな すので ゎる 
ら 若し 千 九 百 二十 四 年 0 前乂 
當時 『移民』 でぁっ たなら ば 現 
I 巧 本人が 『商業』 じ 化 事し つ、 ぁ 
了 ごして 其 家族 巧 員を 巧 寄す る 
__資格は^>ぃ ご云ふ狹義^:^意をも 
^當ぉの現巧がに法解搏では间胞}ぁら、 旁充をの硏兜を要すべ し 

ごの 議論 わるみ 簾で ある。 


は杏敲 されて & るので ある。 故 
じ 化 巧 政 方針を 變更 せしめむ と 
する ならげ 司法 上の 權 利を ま 張 
裁 巧の おみを 仰ぐ 3 かじ 巧 
いので ある 0 

ホ 面の 同胞で 小賣巧 
人に 限らず プ 。フ ユン 3 ンじ從 
事 る 同胞 等の 中で 貿易業 者と 
間 の 自由を 得む ご 希望し つ、 
あを 者 も 決して 砂少 ではな レ々 
一定の 年月 閱 、相當 の 資本を お 
して 獨立營 をを なしつ I ある 同 
胞 でを 氏 勞慟 着の クラス じ 入ら 
なで i が 明瞭であるなら ば、 移 
心 法 明文の 上で 所謂 『ホ 移民』 ご 
心れ て もよ い 箸で ある。 雜貨小 


小賣 商人の 家族、 店員 呼 宵入國 

'贿斯 聞 社 後援 

キネ マを 開 

辯 ± は 極 ロ 姬お氏 
本紙 所额 みか < 目 ド 滯紐中 
東京 松 竹座斜 ±碰 U 化浪 氏は 
化ち 志 S ホ 鶏に 任せ n 米 時 巧 
及び 本社 後 俊の T ;.: ホる サ HP 
壬 夏び 二十四日 ( B ) の兩 HI 干 
後 八 時ょ b 西が 十 了 目附あ 

ヤス ドラ 八 パ— ク 々エ 1 五 gj 四 
番) エキス ダ。 ラ ァス俱 樂部麗 
をに 於て 化 巧 キネ マ 大作’ 脈 あ 
妻兰郞 ぉお 明治維新の あ ± _'_阪 
; 本 龍馬 ご 巧 撰 組」 の 映 書を fj ; 開 
すべく、 巧 作は 靑木綠 園、 督 
はを 田恣 邦、 撮影は 鈴 木 博 篇 
後篇 f を 合せ 十二を、 ぉぉ ': 阪 
ま 妻云郞 はん 氣銘 一の 佛慶 I 女 
優ぶ 憧れの 名 化 蘇 靜モご 泉を モ 
筋の 硬 槪は維 巧の 偉 傑阪本 龍馬 
が 王政な 古に 對 する 當 也、 j 龍馬 
の 每书論 U 飯 化された 如 化 I の 化 
お、 總 待の 巧 化が 龍馬のを 人 お 
柳が 親の 化を 討つ のじ 助」 一？ パの 
俠氣 、最後 じがけ ろ 加 紐が かお 
數 なをが 近滕 舆を盟 まど 
撰 組を 巧 ふに 姻 はしての -I 
な 乱 圓は眞 に 天 T 1 な、 

涙 あな、 情 化 あ ら、 化 型 一き 肉 躍 
も。 この 中 サいょ き 大映 |一| じ碰ロ 
化浪 氏の 齒 切れの い lit 呵は是 
れ亦 痛快、 が 國 から 紐 苦 じを 開 
の爲め 送られた もの i ホで 從ホ 
じな き 傑 かで みる。 入 I すは を 
】 巧五十仙均 一 、 切巧：^^巧過ょ 
6 河 お 旅 お 化 化 じて ホ矿得 ♦へし 

官製 映 蠢を為 開 

旣 報の か （鐵 道省克 I びを 巧 船 
;會 お 映 為の 日本風 致ぶ I は 去る 十 
一一 ニ H 午後 ニ 巧 ザよ b 互ナメ ー 力 
i ァ じがて を 開 非常 じが 評を 博し 



つ I あち、 第 1 H はみ 山 纔顏事 
化 狸 0 本の 現 構を 說 明して 米 人 
の觀 ホを 慾 憑し、 チゾン 氏は 百 
聞の 一見に 若わざる を演說 し、 
宮內ホ 巧の 說明 をら、 翌 H よ b 
を モお巧 表の 溃說 あら 本 B 閉會 

外 鼠 通信員 協會の 

ぉ 淵 大使 歡迹宴 

本紙 旣報 5 かく 駐米 大使 ホ 淵 
勝み 巧は ホる 二十 一 H 出が、 同 
巧は 紐 育 日本人 曾 理事 會に 臨席 
绍 H けで 國エ 學家大 會ホ國 側を 
員會ま 催の 晚 獲に 列し、 二十 S 
H 午後と 時半よ b ホテ^ •マ デ 
ッン ：= を 五十八 了 目 十ぶ 番 n じ 
於け る巧國 通信員 協會お 催の 歡 
迦宴じ 出席して 一 傷の 演說を 試 
わる 窜 であるが 多 數 H ホ 人の お 
席 あらむ ごを ふ。 尙ほ當 夜は 南 
部 高嶺 ホ A の獨唱 じ おを 添 ゆる 
針靈 である。 

四 巧に 領事 會議 

をを 國駐化 ホ 闕總郎 事 父び 領 
事が 事務げ をの 爲 めを 港 じ禽合 
せる 2 は旣*しニ回じ豆つてわつ 
じが 本年は 華府に 集を する J と 
なら 四 巧 十一 日 前後より ボ トマ 
ック 河畔の 觀禪を 兼ね 領事 會議 
を 開くべく 巧を せる らしく、 紐 
育、 桑 港の ニ總 頗事舘 、シヵゴ 
ポ—ト ランド、 沙 港、 羅府 をび 
ニ ォ ル ン ァ ン ス (布畦は不邊 
加) の 五 領事館よ b 出席ず る尝 
であると 云 ふ。 


なつた _ 


正宗 白鳥 巧迎宴 

H 本お樂 部圖冀 委員 會ま 催の 
下 じ ホる 十八 e 午後と 時よ b 目 
下滯 お 中の 正を 白鳥 氏を 间俱樂 
部に 招待して 晚餐會 を 龍 < 由。 

美な 敎會囊 報 

美 《 敎會靑 年會ま 催の 春季 大 
競技 會は 本日 午を S 時よ b 同會 
會館 じがて 擧巧 せらるべく、 撞 
球、 ピンポン、 募、 將棋 、ラ ミ 
輪投其 他の 競技 ゎ 6 經井 、天ぷ 
らを ば、 きんつ ばな での 攀應も 
ぁる 由 A まる 十日 午後 乂時淸 話 
實 を期總 會を關 きお 上が 井 巧 固 
翁、 マコ！ ネグ 夫ん の講諮 ぁら 
本年の 役員 £ して 貧 長 じ ベンダ 
ァ 女を， 副會 長に 山 ロ、 野中 兩 
夫人、 會計じ 岡 島 夫人、 會計補 
じ 松 本、 有 働 巧 夫人 書記 じ 椿 ホ 
人を 信書 記に 布施 夫人 當選 しを 
部 委員 も邀 任された A 明 十と 日 
午後 八 時 よら 時 別 講演 曾を 開き _ 
頃曰歸 おせる 碰ロ巧 之 助 氏の 畳 I 
あの 故國 事情なる 講演を る 答。 I 

外 巧 政策 協會 午餐 

外を政策協會じては本日午^^^ 

十ニ時四十五かよも午餐例會 4 - 

ホ ブ ァ ス タ ア じ開き『繁を」の 
題 下に ホ 國は經 濟的國 民 ホ義寺 
執るべき か國陈 主義を 執る ごを 
わじ 關し經 濟學者 バゲ。 フ巧 I 
フラィ ディ 氏 及び 國際 聯盟 經 
部を ァ ーサァ ソ八タ T 卿の Ssj 諭 
ホる 善。 一 

—dj ~~~ 糾么. 

•一二 井島を 巧滯紐 中の 立が 宗 
家み 願、 夫ん 家族 及びを 者 1 
巧は 昨朝 ぉ發 西巧歸 朝。 . 

« 福阳 唯一 氏 元本 お々 員、 I 一昨 
日出 帆の 便船 じて 歐渊經 由歸朝 
の途じ 上る。 

® がで 周 太郞氏 np ムビ 
學の间 氏は セ？ ダマン 蹲 ± 
じ硏究 中で ぁつたが 今回 『を 的 
債務の 經濟巧 影響 J なる 論文を 
提 おして ピ — • S ブチ • デし. を 巧 
けられ じ。 

•田 中 淸き氏 復興 厨 巧 細、 去 
る 十一 日 着 紐 ホ ブグブ リストが 
じ 投宿 巧 十と 日 西巧歸 朝。 一； 

•旧 中 長 巧 氏 農 か 事務 、を 

よ /. 

•梶 山を 一巧 神 巧 中央 雷 話 扇 
通信 事務官、 去る 十一 日獨 逸よ 
6 着 紐 S 巧 上旬を 滯 紐の 尝。 
•豐田 良 藏巧遞 信 技師 I 全 上 
S 巧 下句を 滯 おの 由 。 I 
H 幡—說 —麵‘ 

♦紐 育 H 本人 敎會 
『靈的 知能 磯關』 淸氷 牧師 
♦基督を 修道 會 
『活力の 奈敎』 今 ホ 牧師 
♦日本人 美な 敎會 
『大 なる 誠の 硏 兜』 

脇 居 義人 氏 


管 驟ホ人 展覽會 

ガ ー ッ 八] ド •ポィ グ管野 夫 
人は 明 十と H よ bH 巧 吉日まで 
日本 巧樂 部に 於て 會 員の 展寛じ 
おず •へく 力作の 繪盡 、巧 像十數 
点を 階す 化な 室 じ 陳列す る； 


讓渡攘 

瘍所ま 人歸國 の爲め 譲渡 委細は 
左記へ 

NIATSUS 王 IT 产 B 1 W . 黃 St . 呈 y 


貸 室 


轿 らしく 装飾した 閑 
靜 なぎ 一人 又は ニん 

佛人 家庭 

呈呈吉 0 IN , ミミ 
置？ 至. ご 3 さ St . 亞ぞ Tel - 呈 heds 一 さ 岩 



なリ 1 保 お 事 煤 所 

H. Segaw も ln,urance Broker. 


巧 田 巧 事 巧る 會化 化育 ま 巧 
Uchiaa 1 radm$; Co., Inc. 


島資易 株式 會 巧 
ShinuL Trading Co., LtcL 


煤 ま 曹れ赤 尾が 曹 
Akawo & G>., Ltd., 


ホ 倉 製 絲が績 株 ま會截 

K が alcu 化 & Co., Ltd" 


OUO rircn Ave.. 
TeL Caledonia 4101 

王 1 P- 一 le PS。,，,: 

TeL Bare! 巧 巧 76 

— - - i • 占 ■4¢ な w. ■ 一 —^' rr— j i & 巧 9 F 化 in AVC*, 

Telephone R がれ r 1 が 4 TeL Ca!edonia 9758 ぶ？ 

TeL Ashland [がが ィ 546 

に MUdmo れ 
MUdmoto Pearit 
535 円 わ h Avenue 
Tel. Vanderbilt 2519 

大倉巧 お育ま 巧 

Okura 在 Co パ 
30 Church St" 

Tel. Co け ! andt 2292-93-94 

H おがま 會化 
巧理巧 
髙 峰な 會 
1 扣 Broi か 化 N. Y. C, Tel. R 扣 tor 巧 84 
Facto け： 3 日 - 化 36 化 J 化， し 1 . むか 

ま 野み を 巧 ホ 食を 
Asano Bussan L^mpany 

Room 801-805 
165 Broadway 
Tel Cortlanat 8047-8052 

, Goftho Corporation, 

Silk Importers, 

40 Ea が S4th Street 
T«L Ashland 4987-91 
Gosho Co., Incn 
Cotton Exporters 

扣 B 田 IV がか " 

Tel BowIIdr Green 8806 -06 

« 巧が なお 株式を を 
な 育 ホ 巧 巧 

Sou 化 Manchuria R. R. Co., 

Koom 2026, Canadian PaciHc 
342 Madison Ave. 

T。!. Vand が b 化 4135 

H 井 巧を 巧 式 食を 
なを ま 巧 - 
Mitsui & Co., 

65 Broadway, 

Te し Bowling Green 7520 

なまを 赴を 井 巧 巧 
紐を 巧 張 所 . 
Iwai & Co., Lt ん 

Woolworth Buil ぶ ng, 
Tel. Whiteh ぶ 6040 

s 麦 商事な まを St 
が 育ま 店 
Mitsubishi Shoji Kaisha 
(M れ *ubi,hi Co., Lt ん） 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560-2564 

1 大阪 朝日 ニ まを 朝日 

化 巧 ま 巧 
Osaka Asahi 
The New York Times Ann が 
TeK Lackawan 凸 a 1000 

B 本 捕 巧な ホ食肚 
化育 ミ 巧 

Japan Co け on Trading C 。 " い ん， 
2 Park AYenu も 
TeL Lexington 8787 

日本を 糸 巧 ま會化 
な 育ま 巧 
NiP 刚 KI.IT(I MIS 化 LTD 

Iwo Park Avenue 

Tel. AsHaiad 5 の 0 、 

巧 か 名會巧 
怯ち そな 
Hara 在 Co リ 
443 Fourth Ave, 
Tcl. Caledonia 7830.35 

曰 米を 糸が ま 食を 
紐 育 支店 

Ml 削 1- 化 1 KII 巧 KWU 卻 IKI K がが A 
(NICHI ぶ 巨 I KHTO CO, Lm) 
1 Park Aven^ie 
Te!. Ashland 6246-47-48-49 

大巧 お 日 ニ 庚 巧 日日 
を 木 H 巧 
Osaka Mainichi 

Room 306 A World Building 
Tel. Bookman 4259 
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大紐育 ^ 

一九二 九 年 版 r 近く 發巧 

本 化が 毎に 編 巧を 巧い じしました 『大が 育」 は、 幸 ひじして 一 
江湖み 湧く がかき 巧詳を 巧し、 を じを 部一册 煙ら や 《 切れ ごな！ 
した、 化て 本 化は 裳 一版の 巧容 をを な 巧 じじし、 頁 おを も， 
お加した千义なサ九年版を新 じ 後巧す る こ ご t なみました、 正 : 
確 じして 旦つ 巧ら しい 統計 ご事實 をを 礎 じして、 刻々 變 化する 
巧が 『大が 育 J の眞 巧を 巧 ふる じ 遺 城な きこ ごを 巧して 居 b ま 一 
す。 扣 ほを 巧は 

豫約 申を 者に 限りて I 

特 煩と 十五 仙 I 

發刊 後の 御 購買には I 

を 價金一 弗 I 

ごを しょ した、 速 かじ 豫約拘 中 込みを 希望いた します。 I 

■ . i 

こち 革 日 紐 育 新報 社 I 


第 お 十六を 國議會 

優 詔 問題に 首相が 先づ 謝罪 • 

I 自作農 法 V 一 肥料 管理 や 米穀 法も提 ぉに 决定 M 

議會 が濟ん でから 巧閣 Y 改造 說 

巧 京 特電 十九 日疆 ：： y 媛 詔 牌 題 じ 關し旧 中 首 かは 貴族院 じがて 遺憾の 意を 表した が 赤 池 媛 巧は 
な 巧に 追 おした るが、 硏巧會 の 反 おを る ごも 優 詔 間 題 問 貴 案は をお會 、ホ 鴨 曾、 同巧會 、巧 か會 
から 質 族な じ 提出され をが 研を 會け替 巧 胳同數 で お 野 伯 一ん^ 向背の 鍵を 揖 つて ゐる もの、 かく 
懸案 中の 白 巧を 法、 肥料を 碑'、 ホ 殺を の三大 みまは 今藻會 U 提ぉ f ホを！、 ぉ 穀間围 解 巧には 大 
調 每機臘 を 特設して 差な b お 千で 圓の奇 をち 額を なし、 黨 派を 蹈越 L て 共 巧 解み じ當 らん ど 政 巧 
侧ピほ 政 蒜 V 」 食驻 V 遂げた、 而 して 兩 巧を 讓案 がむ 俄院を 通過し なくく も 巧 閣は辭 職— ない もの 
と 巧 測 さ' いるが、 畿 诗閉會 巧は 典黨內 じ雜 多の 問題を 惹起す ベ （化づ み 相、 拓柏 等の 巧 命、 大臣 
の更 を、 政 友 待 幹部の ぉ 巧 等は 著しい もので、 あ 巧 一般は お ホの が 巧を 巧 駆して ゐ る。 

ま 京 特電!- 八日 發 = 地 稱を護 案じ 對 して 巧 か 巧の 新 黨お樂 部け 絕稱 じ反對 ずる 旨な めて 聲明 
する じ ま b 民政 黨も 躍を じ てが 黨聯 をの h 巧决 じ巧奔 しつ、〜 ある も 恐ら/、 八 票 位の 差で 結 
局巧决さた扩 形势でぁ1、 巧けを敎勵體巧案に就て文部ちでは兩院淹過け確實ど樂觀しつ1ぁる 
も婦人を技^賦巧案じ對し政府側の時期尙旱論は頗る强硬じて、 をぶ會も漸み軟化してホた。 

現じ 今朝のを 新聞は 殆んで 一致 
してみ 務 省の 專橫を 非難し、 ボ 
! 7— ド 氏の 立場を ち 持して あ _ 
(議會 で これを 間 題 化する じ 至 
るべき こ i を 暗示して 居る が、 
政府が 巧る 巧 動じ あんだのは 趣 
ら （自治領な 痛との 關係 ょち 生 
じた ものら しく、 本 間 題は まだ 
正 まじ 閣議-し h 程され や、 おで 
自治領 政府の 賛否を を 式に 間ん 
V 、 居ない からでを る。 

ワシントン 十六 日發 N ホ！ ブ 
— ド 大使は 英米 軍縮 會議 に關聯 
しまねて ステ^- トメ ント を發し 
新聞記者 鹽じ 述べた 盧 見は 余 
個人の 感想で ぁつて、 何等 あ 
府の爲 めじ 直接 化 辯した もの 
でない、 若し ァメ 9 力の 輿論 
が これを なて を 巧の 意見 £を 
做すならば.、 余は 重ねてを の 
誤らを' 正したい 

W 述べた が、 アィリ 力 政府では 
大使の 意見を ホ 常 じ 有留視 し、 
軍縮 會議の 召集 機運の 熟して 居 
る こごは 爭 へない 事實 である、 
ホる 四 巧を ' y て ゼネゲ ァじ巧 集 
すべき お 備縮少 準備 委員 會で巧 
等 かの ホ定を 見る じ まるで あら 
，つど 観測して 居る。 


歲費 値上 案を す 决 

東京 特電 十九 日發 = り 諮 員 歲費值 上 案に 化れば 議員 歲 避は S 
千圃 ょん ホ千圓 -」、 讓 をと 千 五白圓 ょも】 か圓 じ、 副議長 四千 
お 曰 腫 」 t なと 千 五な 圃ピな b 貴族院 じがて は 通過した が 扱 おは 
がみ々- 作 上 ほ 割 怠を を おし 島 旧を ぶ會 幹事長は 『之は 圃 民が 首 
肯し まご ど 云つ てなる。 

東 一 0^ 電 十八 日發 = 議員の 歲裳 値上げ じ 就て はを 飯の 評を 
巧 立- i 、 兩稅 委讓案 後には 六 千 凹み 値上 案 提出を 見る じ 至る ゾ 
きも 心府 U な 掛^ 模様 じて、 大藏 省は をの 一方 じ 恩給 法改正を 
計 割 七 おり、 るに 化れば 文官は 恩給 年限 『十五 年 0 上』 を 『廿 
年な ぶ』 に、 軍人の 『十一 年な 上』 を 『十五 年な 上』 じな 正し 
て 幾 會に捉 出す る窜。 

f 自か 農法 案 U 保留 

でみ 特電 十 セ日發 = 肥料 管埋 法案が 解 巧す るまで 自作農を 

一 解が もが 留 された、 旧 中 首相は 本日み 泉 巧 太郎 氏を 訪閱し 
て I ゎ黨を 求めた るら 結論 じが かみ 會 をは 披 つたが、 優 詔 問題 じ 
巧て が 兜會の 態度は 軟化す る模擦 じて 帝都を 治の み 議案には 反 
を ホし 政府は 稍を、 むして 居る。 


今夏 y 期して 

軍縮 會議を お 集グ 

新國務 長官 ステ ム ソン 氏 日本へ 

駐米 英國 大使が 提議を を 表 

まま 特電 十九 日發 = 本 H の議會 じがて 『お 軍 競ず を惹 をす 
I やぅな 言論け 避けたい』 ごの 岡 田が 相の 言 じ對し 『まるで 質閔制 
I 巧で をる、 けしから 《』 と 民政 窓 側は 情慨 して 居る。 

一 ま 京 特電 十八 日發— アメリヵの 新國務 長官た るべき フ キリ 
ッ ピンが 島 總暂ス ナム ソン 氏は 东月歸 米のを 次 日本 じ も 寄 避 
ベ （をの 節 ホるべき お 軍々 縮を 幾 じ顆聯 して 田 中 首相 や 岡 田 
化 等ご會 なを 遂げる こご じな つた。 

東 ま 十八 日發 (聯合】 = 旧 中 首相は 今锅 マニラ じぁる、 方 
リ •ス ブム ソン 巧じ電 巧を 發し 氏が ホる S 巧 四日、 歸 ホのを ぶ 
横 搜に奇 港す るのを 磯 g ごして 晚餐を おじし じい ど 招待し 本が 
諸が 聞 紙は ス 氏が フ） ゲア！ 巧閣 の阔務 長宫 たるべき 欠 て 
氏の ホ 遊を ホ 常 じ 重を 視 しお 6、 あを 朝 H 新聞は 右 じ 關し田 中 
を 相 ご 岡 出が 化は ホるべき 軍縮 會讓 じがて お 護す る 所 あるべし 
ど 報道して 屠る。 


ロンドン 十六 日 巧 H なア メリ 
々巧齒 大使 ホ ー ヮ ー ド 巧が 前週 
アイ？々 新閒 記者 削 どのを 見 じ 
巧て 『巧 乂兩國 放府の 軍縮 貪遙 
氣述は H ピ 共に 熟しつ {わ b 、 
恐らく 近い お ホに 召を のぷ びじ 
至る であらう」 ご 言明した こど 
_ は、 昨今 本 問 酉が 

蘭ち の 間じ眞 面目 じち 直され 


て 居る 隙 だけに 異常のを 目を 
惹 きつ {ぁつ わが、 外な 當局 
は 昨日 スブー トメ ント を發を 
し 『ホ ー ブ ー ド 巧の 煮 見は 要 
する じを 個人の 威 想を 述べた 
だけのを で、 英齒 政が こして 
のが 動は 別間 越で ある』 ごを 
をしたので輿論は 一 1?^がの 
を/一な b 


日本の 輿論は 

提議 協賛 

ホを 巧 じこれ を聲明 
東京 特電 十六 日發ご I ユ m— 
ク •タ井 ムス 巧】 U ホ ーブ； ド 

大使に 化ら て 提唱され た 英ホ蛋 
縮 會議の 召集に 對し 日本は 

00 ごなら 河 時た な 共を 
加の 意志を 持つ て 居る、 大使の 
聲 明は 梟が 新が 電粮 にの りて 報 
じられ 日本の 要路は 驚き 且つ 深 
甚 なる 興 ホを なて をの 成 巧を 眺 
めて 居る が、 今 巧の 會議 が英团 
から 唱道 されれ； は 日本が 旣じ 
過まじがて探らしかく巧る會議 
は 大列强 の 自ま的 巧 動じ 俟つ の 
外な しどい ふ 意見を ま 書きし わ 
もので あつて、 巧に 大巧が アィ 
リカ 議會の 巡洋艦 計 劃 まの 巧 ホ 
をに これを 捷唱 した 賢明なる ホ 




寸を 賞揚して 居る、 卽もお 軍 省 
の 一を 路は 『化 巧の 輿論は 旣じ 

軍縮 の必 をを 切實じ 感じ 

つ ぇ あり、 日本 どしても これを 
支 梓ず る點 にがて 何 函じも 劣ら 
や』 ご なし ま 力 鑑の順 數輕减 及 
び 巡げ 艦の お齡 延長は 恐らくを 
正な を 成果を 生い じ 至る であら 
ぅと 觀て 居る が 、 r メブ 力の 巡 
が 渡 建造 計 劃の 影響に 關踰 しお 
軍當 局け 屡々 讓會ょ b 質問を 受 
_ けつ； をら も 岡 旧が 相 S しては 

『未だ これを 確 實に豫 想し 得る 
確莊 なし』 ご 答 辯し つ！ あるが. 
右は 建造 終了 期が 不明で をる 結 
巧 じ 化る ものな をべ く、 アメ 9 
力の 建 艦を の ものは 机 等 日本 じ 
對 して 

00 の 恐橄觀 をを 生じて 
居 U いけれ な、 若し 昨年 建造 中 
の 八 隻じ對 し 新 計 劃に 化る 十五 
隻が 極めて 短期に 進水す るら の 
で ゎれば、 H 本 ごして は 老朽 艦 
や 小型 濫艇 め替鑑 事業を 速 かな 
らしめ ざるを 得ざる. ベく H 本 ご 
しては 若し 會議 じして 召集され 
るなら ば 勿論 最も ホ 裸々 な 態度 
_を0^ 化ゆる審議じ應やべ<準 
傭して 居 6' 而 して 英米の 海軍 
_ 反目 ど いんこ < をを 頭 じ 置く タ 

み 日本人は 本 問題が タ 巧で 最 
初 じ 報せられ た 際は、 單 じ英國 
側の 口先き のみの 提藥 であらう 


V- _ 


の餘 地け 巧 かじが 一 レ C 廣る もの 
ど 信 やる、 尤も 吳 j 阻： 5 争 夏 維 選 
擧を 巧ム細 係ら ゎ I ロ 曾 谦じ關 す 
る 論 誰も をれ 0 後の こごで わら 
ぅが、 グァ八 サキ ュ條 約の 締盟 
國は條 約に 化 b お縮遂 わは 義務 
的のものであ^、|广 メ リぶ政府 
もこの 目的に 協心： しつ I みるの 
であるから、 今 心の が 態を 0 て 
すれば 軍縮の 論な 一 も 千 九巧廿 ぶ 
年 W 上に 滿 足。* 結果を をむ じ 
まるべき-とを 確ち L て 止ま 田』 
云々。 


賠償 曾議 

年額 A み 定期 じ 

パリ— 十八 丘が H 目下 當 地に 
召集 中で ある^ 脚賠 憤を 會議は 
愈々 ドキ ッ側ト I り 今後 每 年に 直 
6 て支挪 ふべ を额 どを の 年限 
じ 就て 徹底的：/ 提案すべき 時期 
じ 到 巧し じ。 


觀測 した 模樣 である、 衍ー 
ほ 貴族院で ブ シン トン 條 約め 延 
長を 論じた 民を 黨み江 木 翼 巧が 
語る 所 じ 巧れば 右の 延長 論は 民 
政 霞み 黨孜 ではない が 旣じ黨 の 
巨頭 速 もこれ に寶 成し 居る のみ 
なら や 貴族院の 空 氣ら協 貧に 傾 
いて 居る 點を 擊げ 『余の 海軍 問 
題じ對 ずる ホ 難は 結局 兩稅 委讓 
じ 巧る もの じて、 民政 黨 ミして _ 
は 未だ 確固たる 海軍 政策を 樹立 
して 居ない けれ 共 軍備の 負 擔ミ 
いふ こごは 永久の 問題で をる、 
をて 本 問題は 今期 議會で 更らじ 

論議を 必要— る じ まる 
ベき ことを 層ず る、 即ち 千 九 百 
化 一年 後に 於て お 軍 裕定が 延長 
されない 限ら 固 民は 更らじ 軍費 
負擔の 憂目 じ 逢 ふ ものと して 一 
般の 輿論は 巧た なる 軍備の 輕贼 
じ 傾いて 居る』 ご 述べて 居る が 
巧は ホ） プ ー ド 大使の 意見 發表 
前 政府 當 局が 『日本は 一二 大海 軍 
國じ 於て は 最も 小國 であら 從て 
ぞ縮會 議を自 ま 的に 指導す る 位 
置で ない』 ごの 立 集に あつたの 
を ホ 難し、 日本は をの 位置 じあ 
るの みなら や、 國を ごしても 卒 
先して 軍 豐を輕 減すべき 位置 じ 
あ 6 ど 述べた。 

問題の 言明 

英國 大使は 曰く' 

ワシントン 十五 日を = 英國大 

使 ホ） ヮ！ ド 卿は 左の 如き ス 

ブ ー トメ ント をを しじ 0 
『アメリヵ 海軍の 巡洋艦 十五 隻 
の 通過が 明白 ごな つた 今日、 巧 
いお 巧 じ 列强の 軍縮 會議 召集 氣 
蓮は 熟した もの £ 見を けられる 
ましが 軍 案じして 討議 中に 雇す 
る 限 b 巧る 言論は アメ 9 カ議會 
じ禮を 失する もので あらう が、 
旣 じを 過した 今日 どして、 論議 


革命な じ惡麟 

ロシア 革命 I 少大 立物ト 。ツキ 
は 今や ト 至の 勞農 領事 鏡に 
幽閉 同樣 のをで、 劍附 みを 隊 
が 業々 し 主 良 邸を 護衛して 居 
るが 病 氣けホ 常な 雷 態で も ぁ 
を、 氏の^ て 巧く 先は 鹽際的 
じ 注目を 化 I いて 居る が、 最近 
ドキツ のを 售じ 向けて ト 。ブ 
キ 自身 か \ トネ ツ ご 命 援助の 
請願書が 巧いて 一閱 題を をし 
て 居る も li 、 1 の 請願書は 
どうも 儀 らしい ごは'、 人騷 
がせな 鸯邮 およ！ 


那もド イソ 代表は 殆んど 前週 
の 議事 占領し 幾を の 文； 書を 
提供し^ ド キタの 經濟狀 態 じ 
就て 說^ する 所 わ b し 去の i 
拋<、 pK 會は本 H の會を じ 
がて I れ 等の 統計 义 書を 整理 
すべ ふ 一乂の 委員 會を 巧を し 
たので I あるが、 本日の 會 をで 
ドネ" f 細で 聯合 國 委員 がをお 


街 巧を 生 P たとの 巧 道は 何等 
確認され で砖 G ぃ、 

而 して ドキ I ッ 測の ホ 張-し 依れば 
ド ー ズ 案^ 攸 るち 億 五 千万 巧の 
年賦は 負^ 陈 b じ まし どよ 張す 
るに 勘し ランス 側は 八 億 弗を 
要求 すべ 形勢で あるが 、 r メ 
タ 々化 表-!^ を 憶 弗說を 提議ず る 
模樣 じて、/ ャングを どして は ド 
キッの おか 資易 振興 じ 化る 賠償 
支拂の 援助に 就て 俺 乎た るが 案 
を 持て 运る ピ傳 へらる。 

制裁の 力は 

輿 諭の みに 

I 國務 長ち 巧 （言明 
ワシントン 十八 日發 h 閣巧長 

宫ヶ "ッ .寺 氏は 曇に 下院 外を 委 
員長ポ I タ！ 氏が 提出した 不戰 
條約 をを 効なら し 4? ベ （制 栽 手 
段 どして 經濟 封鎖に おづ べしと 
の 議案に 對し 

屬務省 ミして はお 則 ごして こ 
れじ反 勤す る もので ない が而 
かし 過去の 歷をじ 顧みて 巧の 
如き 巧 動は 實現 至難で をを 
ミ 委員 曾で 藻述 したが、 氏は 今 
夕ジ 3 ! デ タク ン乂學 の 講演 じ 
がて 本 問題 じ 言及し 大体 左の か 
ぐ 述べで 居る、 

余は 别强が 陸 お 軍を 保持して 
侵略 國じ 敵掛 する 限を 戰爭を 
絕對 じ摸滅 し、 永久を 和を 維 
持す る 時化は ホ 0 ご 皋へ るし 
同時し 經濟的 封鎖を 0 てす る 
もこ の 理想は 實 現！' 得る もの 
でない と 信で る、 争 回の 不戰 
條 約なる ものは 斷 じて 舉 なる 
デ去ス チユァ でな < 、寧ろ 宣 
戰の 布を をして よ '困難たら 
しむる じ 至る 磯關で ホる が、 
要するにを 巧の 不戰條 約 じし 
ろ、 他の 條め じせよ、 をみ 背 
後 じ 輿證の 力が 潜む こ W は絕 
對じ 必要で あ b 、 この 輿論 こ 
を條 がを 活かし わる 唯一の 力 
である 岩 々0 


. 取 社 東 ま 特電 ( 禁無 所 轉氧〕 

勢の 纖 張に 排目 

【.+ 一九 ロ】 首 藤 ぉ務書 祀官は 巧の 细く 孤べ た 『支那 じがけ る 
辨 y 靈 却は 國は黨 み 黨勢增 張の わめて 固 ほ 政府が 巧 背を じぁる 
ことは を實 だから 濟南 事が ら巧讓 ホに 依つ て 解み しても 拼 日は 
終炼せ 心から 我實業 家は 共同 圏 おして 根本 お 策を 講ずる 必要が 


ある j ニ々。 

御慶 事 か 

【十 か 日】 葉 山 御用邸 じ细 避寒 
中ろ 白 一 唐 陛下には 御 芽 曲を き 
御 截睹あ b ご拜 されて 苗る。 

遞病 隣燒く 

〔十六ぶ】 今 巧 半、 戸山 m 病院 
じか 篮を 6 入院患者 廿 I 名 行 
衛个盟 どな b 內お 名のが 巧體 
發見 ュれあ 接せる 陸軍 幽エ學 
巧も泌 j 失しむ がを の 後^: 然し 
ゎ腦お 院の燒 死者は 十す 
巧衛す 明は 八を ピ なつム ：。 

仙 砂中將 逝去ず 

〔十九 P 】 陸軍 中將仙 波-一一郎 氏 
はがました。 一 

す 十二 一日 目の 雨 

【十 Hi 日】 東 ま 及び 附近 1 十八 

日 切 五十 ご 一日 目 じ 降雨！； あつ 


た 0 

山 梨て 地ち 聯鹽 

〔十九 日】 山裂縣 大地 ま 四 育 名 
は 農民 組を 聯盟に 勒抗 して 山 
梨 化ち 聯盟を 組織し 小作 爭議 
を完を じ處理 すご。 

安住 院長に 叙 動 

〔十九 ロ】 旣 報、 馬賊 じが 殺さ 
'れ た乂连 地方 法 院長 安住 時 太 
が 氏は 動 S 等 瑞寶章 じ 叙 せら 
れ じ。 

東京 巿議 選擧日 

(十六 曰〕 東を ホ會 議員 選擧は 
S 巧 十六 日じ內 をし 定員は 八 
十四 名 ど ホぶ した。 

白 大使 賜暇 歸國 

【十み 0】 駐 H 白巧義 大巧 アグ 

ベ— グ- 


ー •ト • 


ブ ソン ピ 玉— グ 

巧は H 巧 一日 橫濱 を春洋 化で 
米胡經 お】 時 賜暇 歸國の 善。 


I 寄#: 

故 野 ロ 隙 ± 

記念 事業 論 

無名氏 稿. 

日本から 着いた ある 最近の 新 
聞は 一月と H じ 野 ロ 博 ± の爲め 
じ、 東大、 傳硏 、北 研の お志醫 
學 者が 百万 圓の 記を 事 案の 計 割 
じ おする 具体 まの 協議 會を關 い 
た 事を 傅 わて むる。 巧容の 詳細 
を 知 b 得 ぃ* い 事を 遺滅 どす るが 
兎も角 こ i じ 我等の 陣± 、巧 ロ 
の 大規模な 記を 事業の 削 劃が 東 
京 じ 生れん ごして ゐ ると いふ 消 
息を きく 事は 筆ち の獨專 すべき 
よろこびで はない々 

昨年 六 巧、 を 巧 ± 葬送の 筆者 
は 本紙を 通じて、 バストー グ《 
コッホ 硏究 所に 必 適すべき 巧 ロ 
硏究巧 設置を 提唱し、 をの 實巧 

對 しな 米词 砲の 同情 ご 熱誠 じ 
訴 b た。 直接 間接に 巧 ホ 同胞の 
貧ん 巧 多い、 な 瞎± じ對 する 一 
な 紐 恩の ため • 一 つは 化 年の す 
觀の 努力で あの 化 界的業 蹟を完 
成し 不幸 じして ァ 7 リヵの 異郷 
じ 只 一人が しく も、 勇敢なる 人 
類の 犧牲者 ごなら 了つ た 博 ± を 
永. 遠に 記を する ため、 一つけ 化 
界 的發展 をを げんと しつ i ある 
日本 醫學を 完成させる ため、 ま 
じ、 游 ニ、 萬 S の 野 ロの お 現を 
期待ず るた めじ、 曾つ て 日本 じ 
なかつ た 名 譽の野 ロが 発 巧を 東 
をに 建設す るた 女に 運動を 趣す 
事は 我等 化 求词胞 の貧擔 すべき 
責任 だと 畔ん だ。 而 して をれ が 
實現苗 あね 理由が ないど おいた- 
要する もの 比熱で ある。 錫諫さ 
へ あれば 百万の 資產 をを する 巧： 
胞 じして 其 半ばを 提供す るよう！ 
な特志 家を 巧 現せし めな いらの 
でもな からう ご 書いた。 

化 ホ 同胞が 何等かの ホを を 0 
て 薄 ホを 記を せねば なら 扫£ い 
ふ 事に 誰も 異議は ない。 然し 巧 
ホ 巧 胞の間 じ 巧 等 かの 具 ホ 的 方 
をが 講究 せられぬ 中 じ 東京 じこ 
うした 計 劃が 突如 ごして 生れた 
事は 筆き の 最も 欣ぶ 所で ある。 
運動の 棱& がを を じある 事が 最 
も 事の 進け じが 巧な 事 ご 信ずる 
がな である。 殊にを 京 じ 於て を 
太、 博 巧、 化げ のな をの 閒 じこ 
の 具 ホ まが 協議 せられた ごい ふ 
事は 淺 されな 間 題は 基を だけ だ 
ミい ふ 事を 意 ホす る。 こうした 
蛋勤じ おして 最も 適當 なんを じ 
よつ て 最も 熱* むじこの 事 裘わ計 
劃せられ つ i ある 事を 想像し 得 
るからで ある C 

一つの ものが 割 造せられ る 時 
を こじ 異常な 困難が あら、 巧々 
がいる 拳は 言 ふを もない が中必 
を；：* す ものが 飽きない 熱必 さで 
努力した 時 どんな こごで も 作ち 
上げられる よう-しあ へる。 化界 
での 先驅 をな し、 着々 其 巧戀を 
化が の 學會じ 認められつ i ある 
日本の 營 養硏究 巧が 佐 伯 博 ± 】 
人の 努力 じよつ て をれ たの だと 
書たら を實を 知ら 打 人は 冨 じな 
いか も 知れない。 同 博 t が 化 巧 
での 營養學 の權成 £ して 溝 まじ 
な洲 から 招かれた 時、 巧 硏巧巧 
が國 立で あるが なじ 闊 民は' 自み 
達が 日本の 舊養學 を 巧 b 上げた 


I 如 < じ 思つ て 創を せられた を 時 
巧 同 博 ± の 努力は や i も すれげ 
なれられん ごする。 

筆を が こ！ じ 態々 佐 伯 愧± の 
例を 巧 L たのは-人の 熱* むなる 
巧 力 じよつ てら か i る 結 東を 生 
ませ 得る どい ふ 事實を 示したい 
がた めじ 外なら 0。 今 H を 京 じ 
化れ じ 巧 ロ 搏± 記を 事業に 勒す 
も 中 V む势 力は もつ V . カ强 いもの 
C あるが 故 じ、 やがて 政が を 動 
かしを の 事業 じ 要する ザを の 基 
をを 政府 じ負擔 させる 事 も 必ず 
しも 不可能で はない ので ある- 

を ういん 大規模な 硏究所 じ 要 
する をは 到底 集まら « で ホら う 
ぶ 云 ふ 人が をつ た 。筆を は 然し' 
をれ が 巧 米 同胞を 體の意 是を巧 
おして ゐる ものでは ないど 信 中 
を。 隱± 野 ロが 幾ぶ の 先輩が 幾 
午の 實驗の 結 あ 不可能 だ ど！ て 
め棄 して むれ 聞 題を や b 始めた 
巧は 必 やお 巧る もの だ ど 確信- 
て 硏 兜を 始めた。 出 ホぬ かも 知 
れん •かやつ て 見よう VJ いつた か 
ろな 事で 巧が お 巧る か！ ご 喝破 
した 博 ± の 意氣を ホ だ 知らぬ 人 
達の 言葉で あらう。 

旣じ 日本 じ 事 菜の 核 必がお ホ 
た‘ 3 上な ホの 我等に 問題は を 易 
じな つた。 五 年 計 劃で もい i 。 
十 年 か 5 つらい i 。 を 地の 巧ボ 
日本ん 會が 有力な 運動 者、 後援 
を どなつ てを をの 募集 じ 巧め た 
なら 今日、 a 本じ薛 かれね 種は 
やがて 美しい 實を 結ぶ であらう 
御 天 典を 視 ふために 幾千 巧のを 
を 狼 費して 悔ゐ U い 日本人の 元 
氣ど 外人は 不可解 £ する かも 知 
れ ない。 をし こうした 運動の た 
め」 假か 太鼓を た i いて ァ メタ 
々中を かけ 迴る 同胞が あつても 
すあ議 VJ は 思は ぬで をら う。 計 
劃.. 心當 お過ぎる 程 當然な 事 だ ご 
筆者は 信 中る からで もる。 

就 人が む 里に をつ パスト I が 
硏巧 所に よつ て 有つ 同じ 誇を 巧 
等ら 名 馨の野 ロ硏兜 所の 出現に 
依て をちたい の だ VJ 筆者は 書い 
た。 然し 若し 日本 じを うした 研 
を 巧が お ホても よ （が績 を 上け 
得られない であらう ごい ふ 疑を 
がそるなら 筆者は か^る 硏巧巧 
の 設置を 提唱し ない。 現 巧の 日 
本には 随を 秀でた 病理 細 葡學者 
が 左る。 野 ロ 博 ± が 得た かうな 
機會ご 梗宜が 巧， ロら れ たなら、 
お 傅 ± が や b かけた トラ ホ 1 ム 
の 研究の 完 おも、 日本 固 中に 踏 
クてゐ る 結核、 寄を 虫の 硏究も 
期が し 得る からで ある。 か < て 
直に 我等の 巧 ロ 搏± を 記念す る 
患 ホを 徹底 させ 得る からで ある 

筆を 擱 くじ 當 つて、 故 巧 ± と 
泉を 巧 渉の あつた 我がが 育 日本 
八 會じ巧 ロ 博 十 i 記念 事業 じ 勤す 
る 一 つの 委員 會が組 磯せられ る 
日の 一日ら 早 からん 事を 冀 つて 
止ま，£:>い。 

ニ ユ—ョ I ク^^!^ 

♦散々 資金を 貸して 膨脹した 
かまを、 聯 おの 貸ぉ譽 巧で 今度 
は 巧 返らす、 クオ 街 じも來 
るべき ものが ホね ので ある。 

♦巧 巧の 吳ホ 軍縮を 議も I 填 
の 『盛 お』 で おる ごは 倩な し、 

♦兩 巧委讓 案じ、 お 軍 計 劃の 
を 礎 資源が からみつく-おい。 
のじから みつかれ たもの。 
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时 まで 锅 校し 一ンプ 
ンと十 革 抑 づ S 
ru 息ち じを 校 あれ 




關事鶴 

を^ •を 地幷 じを 世を 
の^ 出入 方法に 離す 
す 心 一切の 御 諮 間に 
應^潍 道淚船 貨物 運 
貸ぶ 街 帆を お 蹲手續 
書 逸呈 す。 重要 都 
ボ； jj 代理 巧を ちし 誠 
賞^ぶ 御用 命じ. 應や 

sl . 驗 取扱 


稅關事 一教 取扱 

MLi LME & 呂. 

Room 7 基 一一！ Broad まこ ity 
ジー JowHn 芭 安口 芸 04 を 


え 
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巧 

四 

年 

ニ 
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曰 
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隸 


昭和 S 年度の 

對 米爲替 上下 表 

一年の 平均 脚 ト六弗 四十 五 仙 屯 厘 


正を 週報の 一月 十一 日號 所載 
昭か S 年 こか 二八 年) あお 米 
巧 替枯棋 巧 別 まを-発 ずると、 
十 ニケ 月間 即も 一ヶ 年の 相 おは 

最 高 
弗 

一 巧 四と、 000 
ニ 月 四 ホ、 八と 五 
三一 巧 四 八、 000 
四 巧 四と、 八と 五 
五月 四と、 一二と 置 
丄ハ巧 四 六、 八と 五 
と 月 四 六、 五 00 
八月 四 五、 五 00 
一九 弓 四 五、 八と 置 
十月 四 八、 ニ 五 0 
十-月 四 八、 五 00 
I 十二月 四と、 八と 五 
一ケ年 四 八、 000 


最島 四十 八 弗、 最低 四十 阿 弗と 
十五 仙、 ホ 均 四十み 巧 四十 五 化 
と 厘で ある、 巧 則を じて ホせば 
W 下の 如し。 


最低 

巧 

四 六、 六 ニ 五 
四 六、 八よ 五 
四 六、 八よ 五 
四と、 五 00 

四 五、 八と 五 

四 六、 一二と 五 
四 五、 五 00 

四 四、 と 五 0 

四 五、 ニ 五 0 
四よ、 一二と 五 
四と、 五 00 
四と、 五 00 
四 西、 も 五 0 


平 均 
巧 

巧 六、 八 お 0 
四 六、 八よ を 
四と、 0 八 一 
四と、 八 一と 
堅 ハ、 ホ ニ か 
四 六、 五 化よ 
四 六、 0 ニ 四 
四 五、 0 八 六 

四 五、 と ニ 五 
四 八、 ニ 五 0, 
四 八、 0 ニ 一二 
四と， ホ 八と 

四 六、 阻 五と'. 


聯銀貸 ホ 警戒に 

株式 市 傷 立ず くみ。^ 

小 株屋 連の 賣 放して ー齊 下落 


第 

- 

千 

百 

ニ 一 

十 

ニ 

號 


ぶんどん 巧 ホの 投機 氣 み^ 充 
なして 活氣を 帶び了 居た ゥォ I 
グ絕の 巧 ま 取引 も 仲買人に 巧す 
る貨 巧の お激 から 

■聯^ 唯關 おの 細 合を 巧に 
對 す：？ 嚴電 る巧吿 どな も、 更 
らじ巧 題は 政爭 化して 議會の 問 
題 どじち、 聯あ貨 出め 巧 衛じ就 
てのを 寇 や、 吳蘭敏 巧 等 じ對爲 
替資を 誠 辿の 證議じ G ち、 何處 
までが みする や も 知れな：. 形勢 
になつ おの e 、 現じ 先 過の 當地 
聯 おを 輯會能 ではを 利 引上げに 
就て が静駭 刻に ぶんだ のみなら 
や、 蛋役迎 S 大藏 あ當 巧が 長 お 
離 電話で お剌 引上げの 可否 じが 
て 大いに 時 唯 腰に。 つた ごい ふ 
やぅ^>煎說がゥォ| ^街_し傅は 
ら 、あらに 軍ね て聯 お準满 扇は 
組を を 巧 じ 

敬富 み！ 一を 發 して 投機 資金の 
融通 雙戒を あむる じ まらした め 
じさ 氣の 悪化を 早くら 察した 小 
規模の 巧 法さん 達に 前週 未 じ ま 
らて 持巧資 なしの 舉 じぶん だの 
で時猶 は-あじ r なしが ホお懼 
の 吊上げ、- 狱 下げを 繰つ て 居た 
- 波け 周ぶ おがしつ i あるが、 
巧ホ贷 附の膨 眼は 過去 四を に 一宜 
，ら H ご 典 じ膨脈 するど 共に、 ゥ 
ォ—八 巧の プ I ムが漸 み 化が 的 
; じ なつて おる こどは 爭 宵で、 が 
'じ ゥォー ホ 巧 じ 上 旗され て 居る 
株を や、 証 おおのげ 巧は 一千 億 
一巧 どい ふ 恐るべき 膨 脈ぶ b でを 
- ろ、 これに 伴 ひ 仲 貿人じ おず る 

I も附ら 六十と 協 一 ニモ 五が 
巧 弗」 激增を ホし、 而 かもを の 
重な々 もの.^ がを 収 引の 貪を じ 
を 注* れて 居る こごは 率寶 であ 
るが、 而 から 昨年 じが '' は 金の 
放出 f いふ 诊 らしい 現象を をん 
だので な々 を 利髙を 生じ、 この 
機じ乘 じて 外 國の遊 貸 やが 巧な 
外の 大曾社 遊資が n I か 巧 傷 じ 
活遞 する じ 及んで n — 4^ 巿 場の 


かき 一劑 ニを ごい ふ お 記 錄を生 
みて が あは 益々 變態 的に 傑い^ 
關陈も あるので、 今回 聯銀當 0^_ 一 
の 貸 出 餐戒じ 孰ても 信用が 態が 一 
斯 かる 變應 的な 絶頂に 達しれ 擦 
この 罪を 載に 銀 巧の みに 歸すふ 
譯じ 巧かぬ ごて 聯銀當 おじ 對す 
る-ホ 難の 毁も 高く 

議 棚は 協々 どして み裂丄 
加 ふるに 曰 y ドンのを 巧 引上げ 
じ 伴 ひて、 ニユョ ークも 引上げ 
氣構 5 化が あるので 巧 式 界は益 
々神經 過敏 どなつ て 居る が、 聯 
銀當 « じして 斯< 貸 お馨戒 じ乘' 
おした 限ら、 更 らじ斷 がた る徹 
底 的 方 かを 示さない 限ら、 が界 
は 益々 混 亂じ陪 るべ く、 常を は 
を 債 類の 活氣 時化を 生む に 至る 
であらう ミ 0 

賭博 等、 こは 


なての 外 

株屋さん が 激昂 
別項 所 報、 聯 銭の 方 おじ 關し 
證會 では 『ゥォ ー 八 街の 現狀 
はを く 化 巧 的胳惜 填』 ど 罵つ 
たまの あるじ 對し 、セォドア 
ピリン ス巧會 の 主人 ビリン ス 
には 大じ 激贵し 
『株収 引を 化て 赌陳 等ゴ稱 する 
のけ 經濟 進化の お理を 知らない 
無智 まの 言論で ある、 千 九が 十 
八 年 じがて 巧々 が 十 ぉ キントの 
マ’， デンで 自由を 潰を 買つ たか 
ら W 云つ て 或 ひは ユニォン •パ 
シフ キック 鐵 道の 化 造 じ 四 巧の 
巧を 買 ふじし てら、 をれ が果し 
て 腊巧ご 云 ひ 得る か、 而 してを 
の いづむ が 賭博で あらお 機で を 
ろぅか、 今 H じがて アメ タカで 
け 株券が 民衆化 されて 居る、 故 
じを の 巧を 買 ふ 人の 額 や をれ を 
所がして 居る が 間は 斷 じて 赌巧 
では^^ぃ、'彼等な寧ろをれじ化 
b アメリカの 繁をじ 貢献 L て 居 
.るので ある、 を巧會 おの 大愚を 


をは アメリカの ホ活 標準を 鳥め 
て 居る が、 若し これ 等會 社の 巧 
を 巧 おする こどが 賭 巧 なれば ア 
メリ々 の繁 をは 正じ賊 博で 出 ホ 
じが 上 の 樓閣と いふ ことじなる 
今 H の アメリカは 勞資の 提携 ご 
いふ 新 社 會ま義 にで おされて 居 
るが、 これは 正に 巧 機で ある 投 
磯は 取引 ど 進步の 生命で をる』 

と 氣脯を 吐いて 居る。 

在外 正貨， こ 

爲嘗 の對策 

H 本 銀巧當 扇の 意見 

政が のな 外 正貨は 今や-憶 一 
千 余 巧 圓を殘 すの み どなら、 な 
府が如 巧 じして これを 補充す る 
かは を ホ 面の 

を觀 する ごころ ごな つて 
居る が、 旣 報の 通 b 政府は 得來 
の 方針を 改め 在外 正貨 じよる ち 
替 相場 維持 或は 政府 お 外ち 拂义 
を やめて、 今後 爲替相 漠は國 際 
貸借な 善の 根本 策 じよ b 、 また 
政府 おか 拂は爲 替巧濟 の 方法 じ 
復歸 する こご じ內 をした が、 こ 
の 方針 じ關 しては 日本 缀巧側 も 
替 成で あつて をの 趣旨は おのか 
く 根本に さかのぼら 巧 かぶ 貨を 
の もの yi - 

存巧 を 必要なし ど是 るの 
である 『 B 露 戰爭な 後 我が 國に 
於て は 在外 あ貨 なる ものは 圓貨 
の 信用 維持と 絕掛じ 必要の もの 
の やぅに 一般から 信じられて 巧 
たが、 これは 意 ホの リい こどで 
あつて、 一を 額を 常 じが かじ 保 
持し なければ ならない VJ い'^ 理 
由は ない、 勿論 國家 信用 上を 请 
のがみ 拂を 一日 も遲 滞せ しむて 
こごは 許されな いが、 をん 路す 
じ應 じて 爲替 でみ 濟 するな h 

民間 外債を 買 上げるな ぉ 
正貨を 現送ず るな ら、 或 ひは を 
を？？：漬を募るじら臨機じ處廣を 
燕 乎れば よい、 をの 場を 一二を 
處 置が 爲替 動搖の 原因 ごなる 
を考 へられる が、 爲替巧 濟も民 
蹈 外債の 買 上げ も 皆 秘密 補 じ 巧 
ひ 得る こどで、 さすれば 爲替へ 
巧 影響 も决 して 衝擊 的に ホる も 
^ でなない、 これは 現じ 英國政 
ぶの 採つ て 居る ホ 針で あつて、 
ぜ外 お貨御 度を 廢 化した から ミ 
て 一、 をれ じよち 圓 貨の價 値が 崩 
落す るな で t 云 ふこ どは ない 0』 


をじ惱 みおし じが 或 ひは 四み 五 
厘を 債 時化 到 ホ せんか ど、 化の 
趨 をを 觀 測し 『短期 ものなら 巧 
能で ある」 ご 民 聞を 行では 云つ 
て 居る が 日銀は 巧 早 論で ある。 

國 債の 償却 近し 

ァメ 9 ヵ大藏 あが 巧く 憤 却 巧 
じ 巧して 居る 國債滤 額は 十八 億 
か 千と 百万 巧 ご 云 ふち 額 じ 達し 
てぉる：^^をじ關し當化のを融巿 
場 どを 利が 上記の 如き 狀態 じあ 
るみで での 程度の 利子で 親を 債 
をを 巧す も か 注目され て 居る。 


ぉ 超 最高の 記錄 

外務大臣 宛 商 電校照 
寫巧 商務 書記官 報吿 
〔すみ 日發〕 一月 中 貿易は 輸出 
四 侵 化 千な 巧 ホ、 巧 超 一億 ニ 千 
万、 巧れ も 一九二 一年な 巧の 最 
高を 示して 居る が、 摇鐵 物ホ况 
は 一般 じ 良が、 羽 ニ ま 絹 細 巧れ 
も 巧を みの 處な荷 もをから や、 
巧 媛 巧々 上 府賣巧 宜し。 

公 償 類は 目先 安 

日本銀行 監督 役發表 
C 東を 十六 日發〕 舊 節季ず 穩じ 
經 過し 資金の 回收 極めて 順顏じ 
巧 はれ、 を融の 情勢 引續 き緩漫 
を 債、 社債 類 利 廻 も 大勢 化下模 
樣 とな >、 最 あが 構 乍ら 五バ] 
セント •パ] じて お 巧 電力 社債 
の發 巧を 見る じ 至 b しが、 を 債 
は 過般 巧 續騰の 揚句 思惑 筋の 投 
じ 目 ホな 動を を呈 （、株式 も 巧 
軟調 ■綿糸 日 支を 渉 停頓を 傅へ 
られ て不陳 、生糸は 巧 荷 薄 乍ら 
引ぶ たや。 

苗离 

巧換を 發巧裔 一 •ニ 四 ニ 
限が 發巧 六 一 
一般 貸晰 屯 一二 I 一一 
か圃爲 替貸附 一四 
東京 職 憤指數 

ニニよ？ 八 五 (一 こ •云 

專円 


三尉 课’の 讚き 

X ま 京 特電 十八 日發 

産業組合の 設置 案 

『一 榜じ强 制 的の 勞資 協調は 
ホ 可能で ある J 一とて 産業 組を 設 
廣窠 で酱し 工業化 樂 部の 意見は 
一致した。 . 

資金 調達 難は 事實 

或る 爲替銀 巧は ニポ キントの 
開き ある にも拘らず 外國ビ 八を 
買つ たが 之れ は 現 巧の 輸入 貪を 
調達 難を 裏書ず る 一つの 事實で 
ある。 

滿鐵 の內債 成立す 

滿鐵內 債 一二 千 五 巧巧圓 はお 銀 
の 手で 成な、 利子は 五を 五 厘。 

遊資の 處み 難來る 
一月 末 信 巧巧產 十二 億と 千 九 
百万 圓 ごな b 信 巧 食 社は 遊資 お 


一月 中 輸入 
輸出 
手形を 換高 

東京 
大酸 

組を 銀 巧 勘を (二月 九日 現 巧) 
東京 大 贩百离 
預金 ニ *101ニ 一王 二八 九 
貸 出 - TO - V 化 一 •四 四 五 

置 六 


ニ 四 0 
一八 一 

ち离 

- 四 00 
■お八 ご 一 


ち 銀 


\ 一 0 1 
ニ 六 0 


五六 


稽古 U 

一 乂木隨 午後 化が！ 十一 時 
H 曜 午が j 時 丄ニ時 

紐 育 柔道 俱樂部 

事務所 西 百 S 了 目 一四 化 

クラ— クソン 1 0 1 化み 

道-場 西ち 了 目 一八 

尋れ人 

(宮城 縣) 大橋武 雄 (長 巧縣) 欺 
原牢 人 (同】 お 伯鎭雄 -麗島 
縣) 中が 榮ニ (同) 渡 邊ま助 (東 
京 ホ) 古澤 武之助 (化 歌 か縣) 
巧 藤を 之を (おお 縣) 松 下壽之 
ま (山 ロ縣) 德煩猪 一二が (熊 
本縣) 西 衬芳喜 (鳥 お縣) 廳勝 
衞 (み ロ縣) 巧甚ま (愛媛 縣ー 
棋田 常る (和歌 山縣) 化 本 平 ま 




齒巧醫 木 下义巧 

310 生. ミ さ篇. 

ぎ Mint 黄 巧 


評論 nT 4 i 4 r ,^ it 巧 十 H を 巧 
雜穂 E 4- S 1 部 十 俄 
ち骂 IstAve . す 三 ork City 


、 y 7 * 

w け 3 

w c M 

わ w M 

,5 u . 帥 

SUM 

i D . 

o 3 d 
w T 

M 


が 育 州を 認 
內 をち を 許 
巧を ホ大 B 巧 乂 學 
を 婆な 習 巧 卒業 
元 地る 

產婆 ぉ本綠 




SUN HANG FA 民 

2130 •巧 h わ も Bei . 126 化 在 127 化 Sts . 
Tei . Monument 6864 


ク± を 巧 摩 君 云 T で 巧 諸 腐 
す マ、 上 卒し じへ 目 裳 理君前 本 
M 日主繁 ては ばの セを のを 樓 
、辑 r 々居 巧 息 チ 街 差 嗜渾巧 
をは。 御 まるぐ ャ のと 巧つ 理 
溶 蟹 ホす 程日プ 百げ じてん 
が 頭 巧。 巧 本 スニま 適日歐 
を' の 評ん イ 十す す本廉 
>ン 程を 諸と 六の る 人が 


新 ! 

ホ 料 

巧理 



巧 ホ 巧 
ご 目 了 巧 十 西 
扣目 T 五十 巧 


KATAG 做邮 0 で 

な 4 E ： • が 比 St 
Now York Ci か 

Te しおが nt 34 扣 -3481 


I Cawaa oy e Hotel - - 
1 巧 化 s け 巧け 化な t . 

Tel . Cathedral 9910 


IKUINE 

Hotel & 民 e が auirant 
3 巧 WJ が h 化 わ w York 
Tel . Schujfier 7822 
CaWe Address IKUINE 


ぉ进 


TAIYO 

1 が Wesi 姑 化な. 

Te しむ afaigar 0( M 2 


TuYuRWAN 

41 E . 19 地 St 
Bsi . 81*3; 4 が h わ e . 
Tel . Al 巧 叫 uin が 88 


DARUMA 

7 目 1- が h 11 化 
U しわが nt 巧 巧 


SHOW A 

53 We が 105 St ., 
Tel . aarkson 09 が 


T 帖 To か 0 な. 

1仙 W . 的 化 化 
Niw York Citf 
Ul . Tmf か ir 巧 59 


S.KUWAYAMAGO. 

け 4 E ： •目 9 比 Sl 
N ew York City 

Phon も Seg 即 t 


KiNGYO & PET SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFISH & BIRDS 
〇 

動 其 力 各 
物^ 十 種 

一 鳥リ金 

切 k ヤ魚 


DANCING 

411 W .1 巧 比 St . 

Tel . む 化 d な！ 4408 ApU 
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東西 茶話 


最近の ニュ 1 ズより 


福 阿玉 秀 頭の 競技 

舊臘幅 揭巿じ 巧聲を ぁげ じ 
名 ± を も 心て がる 福 ィ ヶ 
の會は 招樹お 天神 町 化 万を を 
じ 新年 焼^を 催し、 をを の 
窓口から を ホの 逸物^ ゲ がを 
突き おして， 眞向 ひのを が带 
氣會 社の 電 おご 競が 競 おして 
慕を 巧 だた u_ 日本 あ 信 

これ こを 職の 犧が 

當 地の 自動 自轉ホ 巡を ロバ 
—ト •ク キクレ I はを 朝蠻を 
署で間 僚 ご談樂 L て 居る 最中 
突が 明を 失つ て 盲目 じ U つじ 
早速 薄を 醫が彭 おしたお 柴、 

クキグ レ！ちな<^おモ| タ| 
サィ クグで 風を を 化 面に 受け 
乍ら お々 を をら ムた爲 めじ、 
遂に こ 如 憂目を 盘 たもので、 
左 眼 だけは 治療み 窓で を 治ず 
るかち かれぬ と U 太 和が 巧。 

い-^ 氣な 密航 少年 

十八 H 神 戶かス 横 おし 入港 
しじ 截船 大巧 义亡 二人の 少年 
が乘 船して 居た*, 東京 府下の 
の 某小學 校の 五 おを で 小が 化 
太郞 (十一 ニ畜阳 巧み 郞 (十二 0 
(いづれ も 假名) V- 知れた が、 

兩 少年は 活動 爲 眞や雜 誌が す 
きで、 どこで でろ 忌たち のか； 


ロンドンの 華やか。 街が 頭 じ 
こび b ついて 離れない、 0 ホ 
兩 少年 小さい 胸を 痛めて ヒジ 
ヒソご ロンドン 巧き の 討 室を 
立てた もの だ、 ァリ ッ タヶの 
智惠 をし ぼつて、 わ 巧さん の 
へ ソクリ をを を 失 お —— 兩少 
年は 手 じ 手を ごつ て宙 をがん 
で 横 演じ 着いた のは 十四 円、 
岸壁には 》 1 U ッパ 巧き の 鹿 
島 化が ぁる、 コソ ごまぎ 
れ 込んだ が、 を こは 子 巧の 無 
邪氣 さ、 甲板 上で ぁこがれの 
鄕 。ン ドンへ 巧け る ど、 すつ 
か b 洋行 氣 をで 遊んで 居る 處 
トボ ーィじ 見つけられ 船が 神 
戶着と 间時じ 船を 化へ て 送ら 
返へ され じの だが、 岸壁には 
巧 おで 驅 けつけ じを 持 先生が 
必 おおで 待つ て 居る 『先生た 
だ 今 '… ミ. 』 い I 氣 ならの： = 横 
巧を 信。 

少ザ 飛行家の 正夢 

ニ ユジャ — ジ—州 西 オレン 

デ じ 化む ダゲ 4 ット •クラー 
クど がぶ 本年 十一 歲 ゆみ 年、 
前週 當化 マテ ッン •スクェァ 
— で 催された 飛 巧機大 展覽會 
を 見物した 3 ホ、 巧 巧を じな 
6 たくて 堪ら や、 類ら じコツ 
コブ ど 木 ホ や コンパスで 天晴， 


れ飛舆 を 製作し、 これを 身に 
つけて、 隣家の 二階から 階下 
じお隆 6 たが、 巧 角の 號翼も 
獻目 でを のま i 負傷を 蒙 b 病 
院へ 送られ じが、 本人は どぅ 
しても 飛 巧 磯の 發明 家になる 
i カホ 返つ て 居る。 

パリ ザて シ大 憤慨 

バリー の眞 中、 セ ー ス河 じ. 
包主れた聖^^キ島は頗る歷お 
的な 町で、 町民は#! をの ま i 
のる を じ 化んで 居る が、 最近 
アメリヵ人の 居住者が 近代化 
されて ちる こど じ 甚だ 反感を 
抱イて 居た が、 今 凹 アメリヵ 
人^ 或る シンデ ゲー ドが 買这 
んだ Vh 化 じあ 巧 的な アバ ー ト 
メンて 建てる 計 劃を かつじ 
のづ大 いじ 憤慨し、 文ち 
詩心、 新聞記者 その他の 巧 民 
W じ 請願書を 出し、 この 
? な 島の アメリヵ 化に 反； 
W をを した。 

つ'^ ぼの ひがみ 性 
大阪ボ 浪速 蜡熟津 町 一 了 目 
八 八を 政 楠 弟 荷 本 ま お (一二 四) 
はま 成^ 生 巧 町 大阪巿 立营鹽 
學 校の 1111 年をまで いつたが、 
不其 者が ひがみ 反感を いだき 
中に も 電話機に 勒 しては 非常 
じ惡威 情を もち-昨年 十二月 
一二 日 じ南區 を W 屋橋化 詰のを 
衆 電話^ 破攘 して ホき、 電話 
巧 一二 十 を 敬して、 班田 遊 
廓 や 活動 寫眞 お覽じ 使つ て 屠 


たこ f が 利 b 逮摘 された = 大 
阪發。 

國 父の 胸像 歸 へる 

來る 二十 二日は 國父 プ シン 
トンの-誕生が 念 巧で あるが、 
こユ 3; ク卵废 じあつ わ 巧 偕 
一巧 五で 巧の 胸像は、 千 化な 
十一 年を 大火な ホけ 衞す 巧に 

なつて 居た どころ、 ニ ユョ！ 

ク •クょ '1^ ド 紙の 州廳 記者 
トー マス 君が、 最近 じ 至 b を 
の 胸像は か 事では 燒 かれず 
バ ー ミグ グ トンを 距る 十五 嗤 
の 農 化に 请 めて 居る こどを が 
知し、 早^ 出張の 上 これを 取 
返して 卿 藤 じ 納めた。 

足が 牛へ た 五千圓 
鳥取ぉ^1|访ト ンネか專巧請 
負 業桂豐 H 郞 ( H ご ニ) は 危險な 
化 事 じ從裏 t る 身で、 しかも 
二十 歲 を， 见じ五 人の子 供が あ 
るので 巧 一げ 際じ筛 へる ため 
一家 共同で ス 形み ぶ十錢 銀貨 
を 巧の 中 じ 集め、 やぅ やく ま 
年の 秋 じ 五 ゴ-圓 に 達した ので 
を 庫 臺の化 申に これを 埋て居 
た、 ごころ が 十一 巧 I 二日、 隱 
した 媛 巧を 獲へ ょぅご 堀つ て 
見た どころ 興 もの かの ためじ 
盗まれて 、モー， ヌヶ のから、 び 
つくち し 誓 察 署は化 人物 
色 中で あつた 一が、 お 年 ご 一月 ご 
ろ、 同家の 留守 枯番じ 賴んだ 
石 野 幸 叟ニ乂 ) が をんで 臺灣 
じ 逃走した ら^いと H 鳥な 巧 
發。 一- 


大 統領の 椅 でから 

文筆 生活に 

.ク— リツ* チ 準備 

今から ニ 遇 間 後、 7 シン トン 
で 塩 大じ執 わ， ごれ るで.— グア 1 
皮の 大統領 就 巧を 巧 •し 

現 大統領 ク ー リッ •チ 巧 夫妻は 
住み 馴れた 首都を みだして 當 
をは まれな 鄉 みノ！ ザ ンプト 
ンじ歸 ち、 二十 五 年」 垂 々と 
する 化 兹ま活 の稳を 閉じる こ 
どに な b 、 万事 か 謹 還を の も 
の^やぅな 人 だけ じ 
昨 かは ホヮィト •バゥ，' のを 斤 
附 化は しく、 巧 吳れ》 -ぃょ く 指 
固を する 外、 今期 进 巧で 通過し 
たを がの 讓まニ 千を 神 •！ 惡名ム 
つ！ あるが、 さて 立 まつた をの 

ク- — ブ ツ 尹 巧 柯 をす るか 

じがぃて 補々 巧を 生んで ち もが 
をが？ シン トン じが 邸を ホめ 
て 居る ことは 事暂 で、 巧 ひは 
フ ーゲア ー 氏の 現を 邸 L を ま 
くこ £ じなる かも かれない が 
をが 引退を の】 年は をる 巧 巧 
ン ンジゲ I トご 契約し、 氏が 
過去 じがけ る 州を を貞 、州 お 
事， 副大械 巧から 大統領への 
生を 記錄 をぶ 礎 どした を 治 的 
な 萬 文を 執牵 ずるら し/、、 を 
の 必巧上 ヮシントン じ も 持に 
滿化 4 ►る 堂で あるが 
をの 契 方 かお 了した 後は、 y シ 
ン ト ン4-しは何等の脚巧；：^き大 
を 化 巧 役に 又 社して 實を界 S ' 人 
たるら しい ど、 


藍 獄で纔 死 

同胞の 剣 傷 化 人 
巧 年 六月 十 B 巧 おお 窠八 街と 

十と 器 マキ オ .•チ—^ 1 ムじ於 


て 給 化 富 島 蓮 城を 出 齒底了 じて 
滅多 斬 じし ホヶ 巧な 上 S ヶ 年の 
刑 じあせられ、 ホ獄ゥ H 火フゴ 
I ヤ •アキ ランド じて 服役 中な 
らし 淸 木を 雄なる をは、 去る 十 
四日 獄內 じがて 寢 巧の シーッ を 
梁 じ 架けて 盜 死を 遂げた。 是ょ 
ら 先、 ニ 巧と 日 彼は 紐 育 日本人 
會じ おて、 左の 如き 手紙を 送つ 
て 巧ね。 

先程は 禪 々御世 話 下され 又 色 
色 送 物 下されち 難く 御旌 申し 
ます。. 時々 外の 景氣ミ 倭の 曙 
を 御 通知 ドされ たく 御 願し ま. 
す。 又 愚生の 事は ル 野 塚 君に 
御 聞き 下され 度し。 愚生 事ネ 
日氣な 監獄に 居ます、- 度會 
ひじ ホて 下さる やぅ 御 願 ひし 
ます。 化は 御禮 まで。 

又 何時 巧 おへ 巧く か 知れない 
です、 詳 视は會 つてょ ち。 
日本人 會事巧 巧ょりは 去る 十八 
日 早朝 同人 見舞の ためじ 巧 かけ 
しじ、 旨 殺せ 吿 げられ 意 か 
であつ た ご 語つ て 居た が、 同人 
の 遺骸は U 本ん 會 じがて 引取ち 
を まを 營む こご i なつね ご 云 ふ 


が 千 九な 云 十 年よ 月と H まで じ 
十一 万五モ 弗を を 募 ずれば 一人 
で 同 巧を 寄概 する 意を 通じた ご 


段 父 ヮシントンの 

誕生 地 買收’ 

富豪が 乘 りおず 

巧る 二十 ニ 0 は ァメブ 力の 菌 
父ジョ 1 チ •ヮシントンの 誕生 
がを 巧で あるが、 最近 ッシ ント 
ンが ホれ たゲ ァジ ユァ 如の ゥで 
スト モアランド 厂 ある クエ 1 キ 
フキ 1 A ド 巧の 所を 化 二百 六十 
と英 町の ± 地を 買收 し、 をに を 
面を 設けて 國 父の 遺 裳を 永久 じ 
だ 念すべき 協を が ホれ 盛ん じ ホ 
々面の 察 おを ホめ つ i あるが 富 
ま n ツク フェラ ー 第二 化は な 貪 


石油王の が 子を 

秘葦擊 殺 

昔 i 蒙の 暗い 半面 

往年 ァィ 义 々政界を 騷 がした 
石油王 ドナへ； 1 の 息子で ある 五 
ド 71 ド (化ム If 歲) は、 疑獄め 中 
必 人物で をる 內務 長官 フォ ー 
八 氏め 許へ 疑 の 金子 十万 弗を 
持つ て 巧 さ、： _ 上院 調査 會の審 間 
をを けた 男で をる が、 去る 十六 
日り 1 サンち グ スの ペグ ザ 1 バ 
リ ー •ヒ 八の- W 邸で 秘書 役で あ 

る户ゥ •プランケットから ピス 

ト； 巧 殺さ i ^、 化 害 者 もを の 
傷で 自殺を 遂 が'^ た。 

當時 ドナへ ー 夫人 も別莖 じあ 
つたが、 この 一一 凶行は を 然關知 
せず、 プランす ットが 自殺し 
た 统聲で 巧め 了 この 椿事を か 
つた ご稱 して! るが、 同家の 
侍醫が 語る 巧！!^ 化る S プラン 
ヶットは 景近 ijji 度の 神經 衰弱 
ご も、 現じ-一の 日ら グラン 
ケットに 氏を 通' I じて 入院を 勤 
めた なでを る。 一一 

ど稱 して 居る けれ 一^ ハ、 官憲は 化 
じ 巧 因が あ b じ 腕み 事件の 眞相 
を嚴探 中で ある。 一 

お山金嶺君が^ 

晴れの^ 朝 

コクラ>^|^利放棄 
前週 中ス ポーッ の七ン 七— 
シ 3 ンを ホん た 化 8^ 球 爭覇戰 
で I 踏 フアンの 窥兒 了な つた 松 
山を 嶺 君は、 目下 ドて キア ー 巧 
場で ホるべき ジュ ニプ擅 巧ず 攝 


-戰じ 出場の 候補まで あち^) キ 
ズや パン マ ー ご摸範 試合を 巧つ 
て 居る が、 i 

コクラン ごの 試合 じ 敗け わの 
はを < の独斷 でした、 シェブ 
ァ— ち どの 試を は 翌日の 巧 じ 
して 賞 ふ 所でした。 

ご 殘念 相に 語つ て 居る が、 氏は 
都を じ 巧 もては 今一 年义 々ぶち じ 
日本へ. 一時 歸 朝し 一 1 模範 試を を 
巧ふ當 である、 尙ほ 大會で 第二 
位 ごな つた ユ ク ラジ 君は 

本職の 摇 球ょ bi ら 目下 働いて 
居る 株 崖さん の I 化 事が にしい 
ので、 をし 黄 こがの 賞 お S モ 
弗を 受領 ずれぶ！ P 球 協 會の契 
約 じ 依ち を 地へ ij 恢範 試を じ 出 
場す る 義務が たるので 
賞金の 受領を 拒絕 - I ) たので、 ホ 
1 こン 、が 山 乃 去 パ— ゲン ラ 
ッ 々1 じで も讓 b たい 希 留を洩 
ら すじ まつね ので 驗會 側では 出 
琪 選手の 意見を ホ^て 屠る ど。 

一 願 飛 に 

ゴ— ベル 氏 I 計 劃發表 

陸軍 機の ク M . スシ 3 ン 《マ1 
ク號が 百 五十 時間な 上を 無眷陸 
で 滞空した こどに 剌截 されて ド 
1 グ 氏の パ フキ 懸賞 飛 巧で 一等 
賞を 得た ゴーべ 八 巧な、 囊じ今 
夏 無着陸 化 界-周 飛が 計證 をを 
をした が、 巧が 一周 韩 書の 巧を 
じついて 語る 巧 じょ 扣ば一 罔 計 
蕾は 完成 . V 見た が、 これ じ 使用 
ずるのは 特別に 設 確した 海上 飛 
巧 機を もつ て當ら 、燃 巧 供給 用 
ごして 化の 十四 臺を化 用ず る 堂 
で、 ウ チタの 實菜 家が これ じ 要 
ずる 數 百万の 支 巧を 保証して 居 
るから、 財 的 じは 何等の 也 配 も 
.ない、 又 同化の ネ火 •玉 ャーク 


ぅ フト售 が 7 述賴 ip 致グ 'わ》' 1- 
方 弗を なじて エ瘍 すたて、 居る 
が、 同 機には ラデォ 寡が 置し、 
ニ 名の パィ n ジト^ 手 ニ 名 おょ 
び ナビ ゲ！ タ！ 一ぶ の乘お 員で 
をる ごり 


巧 巧 長 巻の 

埋髮屋 謂 

弟子を^8^めてお戒 
當地； < ピン •手； じ理 
髮 崖を 經營 して 居る 一んー キズ • 
モ！ ゲンは 『な 方 長* I の 巧屋』 
£ 云 はれて 居る 巧で、-- ド 歲の頃 
から-遇 一二 邦の 給銀扛 ふら 出し 
じ今：！！ の出化を見た^^幸5傅中の 
人物で ゐ るが、 今回 お々 引退す 
る こ VJ じな. 〇 過般 門ち の 盛大な 
曠餐會 じがした 席上^ 理瓷帥 ご 
しての五戒を舆へ た-左の通ら 
一。 常 じ町喀 じせて . 
ニ。 常 じ 正直で ぁて チップ 
のが 配を する 匆れ j お 感わ自 
巧の 仕事に 忠 賞です 喀 である 
廢ら ナツ フじ也 配 W ない 
一二。 活 きた 必 巧を 帯 じ 學びお 
をに 對 して 愛 篤 あ _ li 、 郁き < 


ホた 機嫌の 惡ぃ立 
の 一っ も 云って 機 
出す こご 0 

四。 あまら わし やべ 
はいけ ぬ、 若しし 
ば智的 じし や ベれ 

五。 新聞の 巧說を 
時事 間 題に 觸れ、 

對 話せよ。 


すじは 笑 族 
j 嫌よ く 送’ 

をして 
I でべ るなら 

I 裔じ 讀んで 
一 おを さんご 


巧/もや 寒し なる 

昨今の 氣 おは 頗る 組 か < な 
春が 巧 じので はを るょ いかと 云 
はれ、 H 曜日の かき 卿 か 散策 じ 
赴 （をが をつ. き b 巧した 樣 子で 
あるが、 氣象臺 み 觀侧じ 依る- 
又もや 寒^ なる らし、 を 商 日中 
じは 恐らく 從巧 よら 6 ニ 一二 十 度 
そは 寒 るとの こじ、 惡 寒に 
襲 はれの やう 御巧必 


自動車 昼轉 



ヤー 


ク 


で 習って シ 
]• メカ 
タネ シ • 
プア 1 ごな 

。授業料 
をが 巧 証 


ちな さ 

は 普通 一 

丸 時よ b 化 時 迄。. 婦八 谱迎。 

mTE 夏ち i 畳！. • 20 尹な を St . 
さ B 至 ILLE ちちち 芸 另 ， glE 88 THST . 


チヤ プ スィ ランチ 

もや ぷ すい 。化 
てんぷら 

さんざう いも 刖む 
をう だ* こうけ ー D 締 
ブ シン トン 淸 な 四十 五 


ジゴ シン トの 


埋髮巧 


西 六十 五 了 目 S 十 I 番地 
五 年間 中が 巧 ご 共 IS® 營と年 
間 H 本人 諸君の 理 をの 經驗を 
持って 居 b が。 戲賊た 注意 深 
(惦じ 日本人 諸君を 御を 遇 申 
上が。 料を も 左の. 引下げ 
大 勉强。 

散髪 シャン ザ 1 及び 刈 込 
髮ト ユック 一巧 
散を お 制 b 八 五 化 
散 髮 六 0 仙 
を 种髮ト ュブク S 化 
ぉホ的設拖とホ法^^^意 


培の 蒲烧 おいしい 巧烧 

會麻 鑛转理 

晝 食は 末廣へ 

叮 度， 筋 怔塞巧 大巧 巧 


眞 面目なる ホ慑 同胞 じ 確* 
なるな 業を 周旋す 一 

宮川事^ 

紐 育 巧 西 四十 ニ 了 目す ホ 一 番 
と t 八と 


を 

活 


ブ 


ント 


化み 九 八 


煎餅 卸ぶ 賣 
を 腐 油 I 接 


切 


日本 食料品 

sunrlsn 巧 Icn 0ak4 Co. 
まこ h 互を， 

ぎ P 空 こち 


木 旧 ル I ミン グ 

ニ 07 3rdAve. す U9& 夏 さぎを： 
ジ I ちす ミす 巧 至 ミ S 

御 下宿 喜樂 

元黒綺 旅が おな 直が 
184 ミを St.Jrook 享 N.Y 
ぎヴ 一 ミ曹 35 ニ 


住 旧旅鑛 I 

館 ま 住 田ネ七 I 

岩 0 Easih S ミみ ぎぎ yint 3 左 一 


日專 髮舘 I ロ 

西四十1ニ了^1ち番化ニ旨五ま号 
S 階 (巧々 おに あ L ) 

♦日す 菓子 ♦ 

栗傻 巧、# 一^化 色々 
のしが は；！^ 目 御 注 义願上 侯 

御菓子^ 松 風師 
占 W . 呈 hip - ブ I . TS 空ち 巧呈 

を壽 司辨當 W 注文 じ應 じます 

ホ村屋 

當を ij ： 桐巧會 をが 
電話， て—- 八 五六 八 


1 書 ホ 

御た しい 餘^じ 何とも 言への 
淨避璃 の 趣^を 御 賞玩 被 遊 度 
皆 樣の御 ホ^を 歓迎を します 

野 I 澤吉 ち 

ごご ニ ミ 17 th St . 呈 y 
孚 Ijnii さ 這ち 


化粧 掃 卸 


ち 

3 早 

ミす 


味禱會 

ゴ h Si . J J •這 y 
ちち i こ 74 巧 



BROADWAY 
OPPOSITE 
ST. PAUL’S CHAPEL 
AT VESEY STREET 


O.S.K. Line 

大贩 商船 會か 

263?-8 WHlTEHiLL BUILDiNO 
け BmERYI>UCENEWY(MCin 
PHONEBOWUKS が EEN 巧 お-お 


John Wanainaker, New York 

Cor. 9th St. and Broadway 

Guide's O が ice 
and Shopping Service 

Mr ん 技が th Humphrey 
Special Japanese Guide 


MOBIMIM 抓 OSJilc. 

巧 - 55-57 化の rd 化， 

New む rk City 
Tel. Gramercy 3850 


THE FUJIMOTO 
化 抓 RITIES 郎 I 船 

1 巧む oadwy, N. Y.City 
lei. R 細 or 24 が >3339 


制 yoTradin が o.,l 邮 . 

impom は & ながけ 押 s 

巧 IFi 細む e. ， N.Y. 

Tel. Algonquin 3823-5 

327 W. Madison Street, 
Chica が , Illinois 


N. Y. K. LINE 

社 會船郵 本 日 

San Franc お CO 0 だ ic が Los Angeles 0 だた が Se が tie Of の ce: 

妨 1 Mark が Sf.’ 605 South Girand Ave Colma 打 Bids:. Fir が Ave. 

N 巨 W YORK OFFICE: 

8-10 Bridge St 、 了£し BOWLING GREEN 2262 
Cbicaero Office: 100 W. Monroe St. 


MOGI, MOMONOI， 
COMPANY, Inc. 

• 105-L 16 化 化， ん Y 
Tel. Siuyvesant 8595-6-7 




Nippon 

Dry Goods Co. 

1261 Broadway, C’ か I 
Gor.SIst St. 

Tel.Penn^hania5950-51 
む offl .4 巧 


Nara Trading Go. 

巧 1 ぶ 化 Avenue 

(Cor. 21st St.) 

M かが 叫 uin が 4M7 


imoto Bros., inc. 

For 阳 8 か 

Maruhachi & Co. 

17 East 17 化 Si N-Y. 

TeL A!g 帥 quin のが-が 


HA 閒 TA & 00, 

1 か - 1 が F 刪む e., 
( む r. 21s けり 
New む rk む 封 
let. Algonquin 2390-2391 


が 如 日 A & 郎 . 

舶 rcliandi 巧 Broker 
WHOLESALES ONLY 
246 - 5 化 Avenue 
おし ilshlanc) が 00 


HGANADUN PAGIFIGJ- 

NEW YORK OFFICE 

344 Ma ぶ son Avenue ， 

Telepho 凸 e. Mu び ay Hill 4000 

♦ 間 日 十 迄 本日 ♦ 

♦ 間 目 四十 迄那ま ♦ 

巧 ■ か tr 俯 為の が马け 


THEMimiiBA 化 LT0. | 

flEW YORK 化 ENCY j 

む om No. 712 ■ 

61 Broadway, N. Y . た ] 

Te し Bowling か een 3440 j 


The 邮化 0 け aiwan, L 扣 . 

Ro 細る 巧 

Bennenson i 刖巧 ting む iiding 

1 巧 わ oadw 化 N. Y. 

Te し Gorflandt 巧 32- 化 34 


The Mits 加は！ ) 1 8 加も Ltd. 

Room 9 れ Eq 山ね が e Building 

120 Broadway, N 州 York (! か 
Tel. Re 加 r 9483 - お 


Tti8 Sumiiomo Baiik, Ltd 

flEW YORK が 巧が 
110 offl が 4 
1 が お oadway 
Te しむ rcl 巧 41184 り 9 


Tile Yokoliama 

Sp が お 目 3 化 L 化 

5 扣 Floor, Equ お ble SIdg. 
120 Broadw 化 も Y. 
Phone R 邮 tor 25 如 


T 化 BANK 扣削化 EN 

Room 巧 巧 巧 5 む oadwajf, N J. 

- Phone. t)ortiandt おお 


號ニ肿 酉 お干 


第 


雜縱篇 縱 【日曜 水】 日 十二月 ニ ザ 四巧昭 


四 


つ 3 



W 寶 

^ お‘； 

巧 ♦萃パ _ィ. 


E 

0 

on 

0 

F ~ 
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シアトル ぉ奶 (午前 十 時) 
あら ばま乂 j 二ち 十一 二日 
あらだな 化 四ち 四日 
るん >と ん化 (巧淺 巧 化〕 一二ち ホ 五日 
►一等 横を 一 か 五 巧 

化し ばり オ かるん でんかは 一 五 五 巧 
す 三等 日本 巧 五 五 巧ぎ 室 大攻逛 家族 室 多 R 
▼御を 望に 巧り 一等 割が せ 淀 切符を 巧を 巧 お 

ロスアンゼルス 巧晚 (午後 H 時) 
さんどす 化 一ニ丹 ホ 五 H 
i じら 化 四 巧 甘と 日 
▼ I 笛巧沒 二三 0 巧 粗は わい みま にら か 一至 弗 
▼径巧 一一. 等 日本 巧 五十み 巧 T 一二 等 目 本 巧 五十 五 巧 
▼ホ 港 お 麻 巧 激車切 巧 寝 まを 强乂 S ；® 淀を りを 
▼紐 育 線 パナマ 經由 日本ち が一餐 物が 月 1 回 


ワ .ナメ^ — カ^ — の特 <1^3 

円本 人の わ 買物 じは 特別 掛 員を 置き 無 
巧で 御 案 內致巧 電話 又は お 手紙 次第 御 
訪問して 御 便宜を 計を 初めての わ 友に 
掛 しては 特に 注意 致します から是 ホ お 
立 寄ち 願 ひ 升、 巿內 配達は 勿論 日本 其 
化が 地 宛の お 荷物 發 送は 當 方で 致し 井 

ジ ヨン ワナメ ー カ^ — 


藤本 證券 會巧 

一般 あ價莊 をノ賣 買、 引受、 募集 
A 金融、 並 ニ么ニ 關ス八 一切 ノ 業が 

S 賊 藤本 ミミ— 力— 銀行 

紐 育が 張 巧 


陶お黑 、雑貨 卸賣 

森 村 ブうザ ー ス 


雜巧 陶獲お 

ドライ グ ー ズ卸資 

太 洋貿營 式會社 

ま巧巿 化を、 ボストン 


® 羅府 、を 港 出帆 (ホ メグ^ 経由) 

羅 がを を港發 

(午ち ニ 時化 机〕 (正午 出 5¢〕 
コレア 化 S 月 八日 一二 巧 十一 二日， 
春 洋义ニ 一巧 サ 二日 一二 巧 甘と 日^ 
西 比 利 醒义四 巧 五日 四月 十日 邮 
大 が 义| 四 巧 二十日， 四月 廿 四日 m 

® シアトル ぉ 帆 (午前 十 時化 化) が 

一二 島义 一二 巧 ホ 一二 日邮 

がな 化 四ち 一二 日 g 

雜脚化 五 巧 一日 N 

横濱乂 五 巧 十五 日^ 
— A 

® 偷敦發 日本 巧な 机 J 
を 取み H 月 丸 a ^ 
热 巧み ご 一巧 サ 二日 ^ 

を 島 も 寶 ホ B 姐 

A な 育化视 芭を廣 お 由 日本 巧 貨物が— 巧 二回 A 
▲樹 絡な 巧 0 が 巧は が洲 巧、 南米が 化に 臣を馬 
經由太 やが 岸 巧を 漁 姑會化 S 巧 巧 あ リ乘船 切 
巧 等 萬 ホ 御が 宜じ取 計 ひ 申 上 t ず 
▲ホ 國教道 切 巧、 擔さ贫 等 t ⑩ 俊を じな 計 ひ 申 
上まず 


ラム プ ぶび シル クシ ih!f 

製造元 卸賣 手 塚商會 

H . Y . HETSCKA CO . 

15 去を 置ぎ N. U ぎぎ chef ち 31 


諸雜貨 仲買、 卸販賣 

保 旧商會 


陶驢器 雑貨 卸賣 

春 田商會 


日本 陶破 黑雜貨 類卸賣 

ザ 元ブタ ダ！ ス 


日本 陶破 器雜貨 

ラム プ卸賣 

家 良 貿易商 會 


H 本 お 服 反物 キ モノ 
テ — フルク ロ ^ - - ^ス類 

諸雜貨 卸商 

懿 日本 ドライ グ i ブ蘭會 

特別 廉慣で 乂勉强 新 流 巧は 當 巧の 特長 


H 本 陶譜雜 を 
ドラ 1 グ ー ツ が販賣 

㈱賦巧 木 桃 ザ 組 


小 野 塚 氏 じを ぐ 
故 淸木正 雄の 事 じつき 御 伺 ひし 
たき 事 わら、 巧して を 惑は 掛け 
ねな 事務所 迄 ま 急 御 ホ 訪を乞 ふ 

紐 育 日本人 會 


讓渡度 ？^?前2;05| 

瘍所 ま- 歸 固の 爲め讓 渡 委細は 
左記へ 

isus 呈产 空 宝. 置 St . 暑 


魄香坡 お ニ 週 一回 ぉ 帆 
A M ム プレス 佛蘭西 (一二ろ 呂嚼) 

ご 貝 化 日 

▲ 2 ム プレス 露 西亞ご ニる 客喷) 

I こ 巧 H 十日 

A エ ム ブンス 亞細亞 (一二る 呂喷) 

. 四月 十八 H 
▲で ム プレス 佛蘭巧 (一二る 00 嗯) 

直 巧 九日 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等 客 設備 
最大、 善美、 梟 巧 まの 束が がけ 船 


了 寧の 印刷 ご 横 巧なる 化 上げ 

時日の 通 I 化 ど 確 賞な 校正を が 証 

印 船は 紐脊 新報 社へ 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九！ ニ 九- 0 

わ 間違^む く 新報へ 

巧內西 十と T 目 十二を 十 階 目 

東部に がける 邦す 言論 機關の 

權威、 吾 '';! 新報を讀まぬ乂 。1 

廣 をげ 紐 育 新報へ 


備大 

ホ 

巧が 

マが 



善-な 開 

自 i 妻 ミ 廊ま鑛 

賠本 龍馬ィ- 

，新撰 組 

辯 ± 東 ま 巧辯* 極 ロ 旭 瑕 

ごん 線 ゎ囉 巿川菊 江 

瘍所 I H キス プ 。タァ ス惧樂 部 

( ユ 三 ブ， ン を食隣ら) 
'芝 4 呈 h 至を さ rkw ちご Oti St . N 亞 r B 吕 至 至 さ 
時 日 ニ 巧 二十 一二 H 、 二十^日 午後 正 八 時 

入 旗な を 一 弗 五-一-! 仙 均一 

K 場 券は を旅舘 料理店 V - て前賣 を 居候 

ま 巧 I - 紐 育 有志 一 同 
を授 日米 時報 社 
紐 育 新報 社 


貧 本を を ほ 旧 
拂这巧 資本を ホ 千ち 旧 
橫 立を ホ 千 S ち 五十 巧圓 

能賦 S ホ 銀 巧— 支店 

本店 ま 京 ホ 日本 お區本 革屋町 五を 巧 一巧 
支店 小稱日 ネぉ を內 餐ち8 
名を 崖を 都 大限西 (大 お〕 押戶 
廣島下 巧 門 司 若松 巧 岡 長 《 
上 おな をを ち洒水 


なお 乂巧替 •電信 送を' ホ 送を' 旅 巧 信用が 
巧 菜 信用が 其 他 一般 银巧業 

乂城紙 ミ 菱銀巧 紐 育ま 巧 

徹里 送を ハ 日本み 地 無手 おが？ 迅速 お 巧 
本店 預金 (定期 通知 ノニ 補〕 御 馆利取 巧 
本 ま 巧 東 巧 (本 度、 大 お、# 戶 * 京都 
巧 巧が 名を 尾、 小 あ、 上 お、 か 巧 


▲鄕 里を を 及び 並 送を (お 手數 巧)、 か 固 
爲替賣 買、 荷 巧を 取組が 立、 信用 巧を 
巧 等 I 般銀巧 楽務御 便利 じ 取を 巧け 候 

S 臺灣 銀行 響 出張所 

本 巧 臺潰臺 化 

支店を を、 横 潰、 大巧、 神タ 、上が、 漢 
ロ、 福挪 、厦門、 油 頭、 香 お、 廣 巧、 巧 

嘉坡 、スラバヤ.、 スマラン、 バタ ピヤ、 を 頁 
タか カツ タ ，倫を、 其 外專潑 十四 ケ所 


、資本を 壹億圓 (を 額 挪达濟 ) 

、稽 立を - 億 ニな 五十 萬圓 
內巧 本ち 店： = 橫濱 {本店) ま 京大 阪 
神戶 をが 下關を 古尾 

機鑽ぶ 金銀 巧— 支 巧 

ホ 因を ま 巧 = を 港を# 沙ボ ホを 
其 化 世 あを 圃を 巧部ボ ニち 巧 及 コ グン 
ス有之 侯 


本店 大阪化 潰 五 了 目 
が 育 支 巧が 育プ C 1 ドウ S 1 百 四十 九を 

鎌 I 住ぶ 艱巧 

日 お f 東京 > 橫濱 、名 古 崖、 京都、 巧戶 、岡 山 
出り! S 崖ノ 道、 廣 島、 吳 、柳が、 下ノ顆 
巧ろ 巧 t 門 司、 小 倉、 若松、 博タ 、乂留 米、 熊 本 ま 
本固預 を、 鄉里 送を 等は 極め 
て 御 便利 迅速 じ 御な 圾巧申 お 


本店 朗鮮巧 巧 

支 巧 出張所は 日本 內 地の 樞要 都巿、 巧鲜 
お渊 、支那のを 地 巧び 浦 盛巧徳 

朝鮮 艱巧紐 育 曲 張 所 

外国 爲替 一般 象 巧 業務 構々 お 便利 じ 取圾ザ 
申 上 巧 


日本 郵船 會社 {並 ニを 鐵道會 化) 

代理店 巧 綱 兄弟 廊會 

乘 車、 乘船 巧な 並 じ 小靖物 運を 御 便が じな 扱 申しまず 
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猶 ロさん が 今 樣浦島 物語 

狹 苦しい 島 巧の 圃爭 = 締 人の：！ 一本 服装は 媛 美 
巧 年の 元氣 頗る 胚盛 = 御大 典 ごを 圓民 のち 敵 


巧ング アィ ランド •カレ 1 ジ 
お ィン ト の スシ ごを はれて & る 
在が M 胞化 曾の 長老の 一人で ホ 
る视ロ 巧么助 氏は 昨年 九月 歸朝 
し 十一 頁 下旬まで 巧 ニ 一 ヶ巧滯 巧 
して おウて ホた が、 一丰 八ず 琴 
b でか 鄕ぉ 訪閒 したので ぁ 了 か 
ら其見 巧 談は歡 から 《 興 ホが ぁ 
らぅ ど增 されて ゐ た。 幸 ひ 同氏！ 
所 おの H 本ん 美 W を 曾では お 式 
的 歡迎じ 代えて 同氏の 歸朝威 お 
を おくべ （、まる 十と 日 年後 八 
時间 にじ 歸 ひて 謀 お 曾を 開いた 
ので お會駒 係を 0 かの 舊無 等數 
十 名を 集、 宮がお 師の巧 會の下 
じ 讚美歌のを 增 、コリント 擅 一 
節の 聖書が 請 後 棟 ロ 巧は 登 擅し 
一時間 餘 じちら て 今 樣浦お 物語 
をが みたが 左に 數 がを 紹^す る： 

島を 見た 巧 象！ 

自 巧のを った 巧 船が 段々 鹿 島 一 
灘阱 あじ 進む で 巧 ふじ 度 かしい 
日本の 本 掠 •か 空 絡の 如しに 浮き 
おた 第一の がをは 巧か^ 裳が た 
る島國 巧で 曰く 政を、 く經濟 
曰 < 巧と 云って 兄弟 墙 •，せめい 
でり るが 一 か ド n じを す餘化 
が ぁるので をら ぅど I 十 暗い 威. 
じがした 。汽船が 愈々 稍 お 港内 
じ 着いて 出迎 みを ぃたて 臀姉ゃ 
親が化舊- 1 逢った刹^は贿が 一 
なじ；；^って唯相おして巧瓦の無 
事を 祝した が、 橫 お^ 旅館に 泊 
ま つ た幾朝お室 の 襄一^^ じ 當 る 運 
河の ぉ 岸 じが 崖が ぁ 41 、 小？ ぃ 
H 本家 崖が ある ビ ー 1 ;-^ ど 云 ふ 
巧の 音が 聞え たと あ！^ ど 夫れ は 
豆腐屋を 呼んだ 小さて おで、 
瞄も なぐ 置 腐屋が 一氏!^ を 切っ て 
渡す 光教、 是れ は^でを 居を 
觀てゐ るの だ ご あっ I たが、 す圖 
自 みじ歸 ってみ る 巳を 居で も。 
く樂 でも。 （おかに H 本の 實误 
だ t * v . 漸 （飯 じな 心 > ぁる。 

嫌 人和裝 讚美 

を おは 歌舞伎 座な どを 見物し 
たが あまら 感興を 惹か G かつた 
けれで も 唯 菊 立 郞の脯 の 妙手に 
は 嘴 服し、 同時にを 巧の 蹄 b も 
東 巧の 踊 b も 妙處じ 入れぶ 異化 
'巧 巧で ある ど戚 じた。 婦人の H 
本 服裝は 誠に 礙 でで 巧 装 ょら-レ 
ー遙 かじょ い。 唯 巧な 餘ら 舉类輕 
巧に 流れつ、 みる . i 戒飾 すべぐ 
之を 瑶 •れ ばが 服は 巧 巧の 禪の 
如く 『是れ^5-^ご許，-化のま 
野山』 の拟おは^^^っ ても日本吉 
站 の】 な' 殿 烏^が 蓝 なのが 化 
巧 松 相 錯綜せ る^ 韻 妙趣の か 装 
に 及は ない ご：！^ じ i では ある ま 
一ぃ か。 n 本 巧^の 巧 お 旅 巧 も 銭 
想 外に 使 利で 鐵道 省の 注意 
もけ きおいて P るが 乘咨 のゴ 
- おど 巧みを 磯/、 する を徳 必の缺 
，乏 U ! は 驚ぃ ぶ。 道路 も 東京、 大 
阪 、名 ホ 崖 if 化 追々 改良は され 
て 巧た がが 操 的に 滞 除を せ や 撒 
水の みを 巧 I ' てむ をので 瞄 天で 
もが 幡 靴を^ する 奇現 をを 星し 
てな ち 0 I 

獨創 力の 發揮 

巧 化 ロ わの 靑 年は あ 想ら なむ 
で賴み ザが P 4 ;^ いなじが 評する 


人 も あるか 予は 親しく 其视 々相 
じ 接し 硏究 也じ當 める i 化 年の 
かく 兵を 泰西 义 明に >む 醉 、追随 
せ や 反て 之を 如 阿に H 本に 利用 
し、 善用すべき かじ 苔必 しつ； 
あるを をち 取し 大に 窓を 强 ふし 
た。 义予 の滯朝 中は 御大 典氣を 
津 々浦々 じ 横な し兩 陛下の 京都 
じ 巧 幸 啓 あらせられた 際の 如き 
奉迎 奉送を のか < を 祝の 怠 匠、 
施設 もな 底 的で あら 國 民の 皇室 
におず る 忠誠の 思想は 微動 だ も 
して 居ら 0 睾 賞を 認めた るは 特 
じ歡 ばし かつた。 要する じ 貧乏 
齒 たる 日本 國 民は 精 腳醒勉 向上 
卞 るの 外 他 じ 妙 巧は ない。 斯く 
せわ ど するならば 現 狀に滿 をせ 
中 進む で 日本人 濁 創の 見地ょ.^ 
自己の 巧 的な 善は 勿論 物質の 改 
良、 組織の な 良を 實 現し 同胞 相 
卒ゐて 巧 天地を 開がず るの 雄志 
なかるべからず。 左 すれぶ 前途 
は 遼遠なる も 巧 かの ホ 明を 認め 
得る であらぅ 云々。 


操 狐 お 半 化が 間の • 

ち 星墜つ 

ス. £ ン 氏 長逝 

巧曜 午後 ニ 巧 さ方哩 

じ 直つ て 化 ホを 國 つてむ る 蹄を 
通信社の 垂線は 倏焉 どして 其活 
動を 中必し 通信 綱を 絕 った。 夫 
れは 逝ける 國際操 狐が のち 星で 
あ b 聯を迪 信 社の 元 動で ある メ 
が ダキ作 •スト — ン 巧の 葬 

儀に 隙して 一み 間の 默禱を 捧げ 
わが 爲 めで あつた。 スト— ン巧 
は 昨秋 0 ホ 宿 洞の 厳 脈 硬化 おを 
姨養 中で あつたが 頃 者病势 俄か 
に 進み 遂に 去る 十五 H 午後 八 時 
五十を 東と 十五 T 目な 二十 番の 
自邸に 長逝した ので ある。 お 俄 
を じがけ るぺ ニイ •ニ ゥズの 創 

始 をで あ 6、 後年 聯合 通信社の 
な 造に 成 巧し 五— ビ ^ ~ をして 今 
U をら しめたる 巧は 過去 半 化が 
を 通じて 世が の 通信 樞 磯を 握つ 
た悔乂 である。 

替 H I ヒ] をして 今 U 
あらしめ たのみで なく 现化 乂闽 
新聞 界が 努めてを 率なる ニ ゥス 
を キャブー せむ どす る 時化 思潮 I 
を 作つ たの もス 氏は 义與 つて 大 
じ 力が ある。 M 本を 化 界に紹 か 
する じ 就ても ス 氏の 統轄 指が ザ 
るエ ー ピ ー は。 イタ ァの 如く 英 
國のブ U パガン ダを 專巧 どせ や 
出 來得& 限ら ぉ 確 U る 事 實の報 
道に 盡 巧し 化が 别國 をして り 本 
を 誤解せ しめざる 必然の 結 おを 
齋 らして ゐ る。 スト ー ン 巧は 千 
八な 四十 八 お イリノイ 州、 J ドソ 
ン じがて 敕師の 子 どして ままれ 
た 弱冠 じして 小 印刷所を 經錢 ； 
巧ホ间 化々 新聞の 探訪 員ょ > 進 
むで 記ち どなら、 が 育へ ラ 八 ド 
ぶの 摩が 特派 貴た 6 しが モ 八な 
と 十六 年に 方今 荷 名な 巧が 古 デ 
リ 1 •一一 ウス 紙を 創刊し 十二 年 
なに ま b 么 をぶ 人。 1 ソン 巧に 
雜 波し 一帖 臟洲じ 遊び 歸义 後】 
時が 巧 家 ど 千 八が 九十 己年 


踰を迪 信 社の 創立 ま-とな つたの 
である 0 


御大 禮 奉祝 會 

最終 幹都會 

昨秋 紐 域され た 紙大禮 を祝會 
最終の 幹部 會は 去る 十八 H 午を 
一時 爭信會 長の 招集に 應じ銀 巧 
俱樂 部に 開かれた が ぉ 席 者は 相 
木 財務 部長、 旧 島难務 部長、 風 
間蠻宴 部長、 お 田 1 高木、 水を 
一二 委員 及びを 孫子が をを せ 八 人 
財務 部ょり 寄附を； g 出 並に 支拂 
じ關 する 件 等 じ旦ら 詳細の 報吿 
あを、 總務 部ょ 主 献納 おじ 關ず 
る 仲 記念 給 端 書を 献上 者に 配付 
のが 等を 報吿し 結局々 額の 剩餘 
をは 殘務處 理の育 務じ當 る 日本 
人會じ 巧して を阳 する i を 巧 巧 
し、 尙ほ 献上 手 綾に 就き 東京に 
於て 盡カ せる 齋藤精 報 部長に 對 
し 謝 狀を呈 すぶ 2、 决算 報吿を 
不日 巧 聞 紙上 じて 發 表する ミを 
證 決し 午後 ニ 半散會 しあ じて 
御大 禮 奉祝 資が 解散 さる is 
なったり， 


日會を 委員 會 

紐 育 H 會を 員會中 開催せ るは 
會館 基を 特柳 委員 第五 回で、 去 
る 十八 日が 生 稍 じ 開きが 岡を 員 
長 始め 淸 水、 巧 牟 旧、 山 ロ、 山 
巧、 江戶 、水を のをを 員 萃信窝 
長を 孫子 書茹臣 臨席し 禪 々討議 
せる が 昨秋を 集せ る 質 間 書に 對 
し 會舘設 償を 要圆答 四十 四、 不 
必要 间答 化を 一般 會 員の 意嚮な 
5 ど認 レる や 否やに 縣し巧 巧を 
採み したる に 一般 會 員の 嵩嚮な 
b ど 認めざる 說タ數 、夫 1 ら本 
議じ 入ち 討議の 結 ぉ會舘 をを を 
化然 どして 宙 置し 適當の 機會を 
0 て 促進す V しごの 說 五、 前 ニ 
巧を 期 總會め ホ議に 基き 化際該 
をを 應慕 をの 承諾を 得て 特別 基 
をを 設 をし 他の あ 意義なる ホ途 
じ 使用す V しごの 說 一にて 基金 
が 匿論捷 がを 占めみ 回 理事 會 U 
其 替報吿 ずる じ 巧して 散會 せる 
は 午後 十一 時 A を務部 委員 會は 
本 H 午後 ま 員 おの 招集に 依' ウ關 
懼 する 答， 


め 出張 中の 副領事、 昨日 入港の 
煩 船 じて 歸 ほ。 

♦草 信 巧 治氏裔 峰商會 支配人 
夫人 同伴 ま 巧 下旬 ポ ー トリコへ 
靜 養の 爲め旅 巧し S 巧 十一 日頃 
歸 がの 堂。. 


宮腾 牧師の 辭巧 

日本人 藥 なお 會化師 宫崎繁 一 
氏は 都を じの bs 巧 ド 巧 現職を 
辞し、 四月 十日 桑 港 お 化の 便船 
じて を 族 閒伴歸 削の i じ 化を せ 
るが 後 巧は 未を の 由。 

井元 兄弟 商會 災禍 

前 遇を 曜 H の 拂曉巧 巧 ま 十と 
T 目 十よ 番地 輸乂商 井元 兄 お 商 
會 ビ^デ ング 一二 階 米 人洋笠 商店 
ょら 後 火し、 第】 階の 井元 巧 弟 
巧 食は を 本 室內の 商品 數巧 弗の 
損審を 受けた るが 今明日 中 じは 
化 前の かく 開庙營 業の 答で ぁる 

HHMnh 

♦加 お 外が 巧 華 巧 大使館】 等 
書記官、 夫人 间伴 十五 日 着を の 
天 巧 化 じて ホ 米 直 じ 東 巧 不日 着 
巧のを 定。 

参 藤 巧 義江氏 目下 カリフ ォ火 
ニア 州を 地を お唱 中の 同氏は ホ 
る 一二ち 十五 H 出帆の コレア 化に 
て 出發師 朝の 途じ き U 本を 地 
で彼唱 する 當。 

•巧が が 氏な 巧 方面 視察の た 


社 吿 


今週 廿 二日 (金曜日) は圃 タワ 
シン トン おじ 就き、 本紙 發巧 
は 一日 遲れ ± 曜日 じを 送し ま 
すから、 自が 新聞配達 も 一日 
遅れる もの ど 御 承 か 下さい 

紐 育 新^社 


dr： 欄 スペシャル 

r _ 

貪慾を 增す美 ホし で 

山葵 時鳥 緊 

一 瓶を 十五 仙 

茄子 キ子漬 
小 花 樂京漬 

一類 六十 仙 

が 着き ましむ 

か 桐 巧 弟商會 


お 正月が 過て 飞 
息れ ら たぬ 

I 

驢生數 | b 子 

お 美味し ぃ I 味は 于數の 
子 ご比ゾ じな ちません 


桑 


商會 


ニ Am ち ゴ 芸を ST..N. Y. G. 
PhoneJ 為 ミこ ニ ザ 苦 57 


東京^ 會特吿 

メ — ル — ダ ー 

を 邮ホ巧 願ます 
東を が 會は一 册の雜 誌で も、 

一 瓶の 醬油 でも、 一斤の が增 
でも、 一服の 藥 でも、 巧んで 
も 御 注文を 第 おも じ 0•0 る 
じて 送ら- す 

を 憤 ま、 が 品目 錄御申 越 次第 

送 b ます I 

價額 勉强^ 發送进 速、 多少 r 
不係 御用な を 乞 ふ 
ボ內 配達な 候 

紐肯 東を 商會 

- 140 W . 里 さぎ N . 产 C . 

^ Tel . Trafa 窗ニ 苗9 


料理人 ¥? ^パバ .い ^ 

び お 理法を 敎授 す、 新式 設備 
戸屋 麵》 

19 去 est 27 th St. Gor. Bit! 至 さ N. Y. 


が 川が 隐 事な 巧 

H. Segaw も Insurance Broker. 
303 F が 化 

Tel. Caledonia 4101 

巧 巧 商事 巧を 會 かが 育ま 巧 
Uchida Trading Co., Inc. 

1 1 Park Place 
Tel. Barclay 1576 

島 貧ち 巧を 會お 
Stiima Trading Co., Ltd. 
150 Broadway 
Telepho の e Rector 1484 

巧る を ft ホ 尾席會 
Akawo 在 Co リ L わ 1" 
235 Fifth Ave*, 

Tel. Caledonia 97S8-5P 

サ倉製 おが 橫 巧を 會を 
K& お 1 〇化 & & Co., Ltd., 

200 MadUo 凸 Avenue 
Tel. Ashland 4545-4546 

に Mikimo ゎ 

Mikimoto Pearls 
535 Fifth Avenue 
TeL Vanderb 巧 t 2519 

大倉 巧な 巧 ま 巧 
Okura & Co., 

30 Church St" 

Tel. Cortlandl 2292-93-94 

H 共 巧 ま 倉 お 
化 巧 店 
あを 巧會 
1 扣 Broadvwy, H. Y. C. Tel, R 扣 ioi •巧 84 
Faiilcr!: 35 - 巧 36th ive., し 1. Ci け 

巧 野 おを がま 會辭 
4sano Bussan Company 
Room 801-805 

1 ぞ 5 Bro&dway 
Tel. Co け landt 8047 -80 良 2 

、 Gosho Corporation, 

SUk Importer み 
40 反 ast 34 比 Street 
で ,1. Aih 虹 巧が ? 7-3! 

Go,ho Co 巧 Inc., 
Cotton Exporter* 

放 Bmv が 化 . 

Tel Bowling Green 刪 5*06 

巧が 讲巧道 巧 ま會な 
なち g が 巧 

South Manchuria R. R. Co., 

Koom 202 ら Cana ぷ an Pnci む c BMf. 
342 MadUon Ave. 

Tel. Vanderbilt 4135 

H 井 かを 巧 ま會を 
が 巧 戈な 
Mhg 山 & Co., 

6d Broaaway» 

Tel. Bowling Green 7520 

巧 ホ 會窟； お 井 巧 巧 
短す 班 お 巧 
Iwai & Co., Ltd. 

Woolworth Building, 
Tel. Whitehall 6040 

S 蓮。 なをを ホ會 を 
M な subi ふ i Shoji Kaisha 

(MhsubUhi Co" L4 ん） 
120 技 r*oadway 
Tel •反 ector 2560-2564 

大巧 執 目 = を 巧 朝日 
化 野ち 巧 
Osaka Asahi 

i，he New York fimes A 打凸 ex 
Tel. Lackawanna 1000 

目 本 姑 化が 式を 社 
なち ミ 店 

Japan Cotton Trading Co.» Lt ム， 
2 Park Arenue, 

Tel. Lexing ゎ n 8787 

日本 ホ 糸 巧 ま會を 
おち 支 巧 
NIPPON KI-IT0 KilSlU, LTD 

Iwo Park Avenue 
TeL Ashland 5320 

巧を 名會巧 
がを そな 
Hara & Co., 

443 Fourth Ave^ 
TeL Caledonia 7S30-3S 

日 ホ 生糸 巧 まを 社 
紐ち ま 巧 
NICH!- 化 1 KIIT0 KABU 圳 IKi KMSHi 

がに H レ B む のげ O CO, LTD.) 
1 Park Avenue 
TeL Ashland 6246-47-48-49 

大巧を 日 ニ乂巧 日日 
が 木 H が 
Osaka Mainichi 

Room 3 斯 A World Budding 
Tel. Beekman 4259 
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革命 陰謀 


首相 問責 VJ 兩 稅委讓 案す み 

政局に 一道の 暗雲 漂 ひて 不安 y 增ず 

東京 特電 二十！ 二日 發 i 貴族院 じ 於る 優 詔 問題の 首相 問責 案は 百よ 十二 
對 なよ 十九 票の 値 差を なて 巧みされ たが、 田 中 首 巧は 禪劾 案で ない 問責 
案 謹んで 承り 置く ミ 言明した C 

東京 特電 二十 一日 發！ 兩稅 委譲 は 衆議院 じ 本日 上程され、 西 中 總理は 
巧み V 」 會 おし 極 パ認 解を ホめ て たが、 上程の 結果 兩稅 委讓 案は ニを ニ 
十二 票對 白！ 屯 票に て 衆議 晓 f 通過した。 

東を 特電 二十 一二 B 發 貴族院の 首が 轉^ 案で 新 渡 部 稻造蹲 ホ 等轉體 擁護 論を 唔 道し 十票訴 b 
替成 投票を 殖やした 模犧 であるが、 爾税 を^に も 貴族院の 形勢に 暗雲 撰 ひ 民政 黨 ははし やぎ おし 
殊こ 巧％ 會 御用 議 旨の 實 々失墜した こごが^ 証され を 新の 運動ら 勢を 增 し、 新 黨供樂 報 也 街 •政府 
離 係も惡 とみ 徵 あ-*^、 尾 崎 巧 雄を は 『ん お^を* しがて』 の解釋 から 不戰健 約 巧割决 議案を おす i じ 
なりに 狭 魚 ゎな 施い 模檢‘ じを るが、 倒幽 ’- f して 成功す むぶ 床ぶ が ニ 郞をや 鶴 見 藏輔も 等を 超然 內 
觸を逛 る 寡ら しく、 おらが 總 埋^ 山ら 妊 心た ごても ぶ 曾】 部では 早く も 後任 總 戴を 燃を して 盾る 

東京 特電 甘-日 發 P 優 詔 間 題 W 證 は 赏族院 じ 本日 提 ぉさ 張宗昌 驚单- 
一れ、 明は と 程の 違；：；： 04 がちし 巧滋 をが！^ あされ てら 内閣に がて’ 

はが 宮 的の 瞥を ど解释 して 黃斤 問題ご^ のら.'‘' い。 而 して 水 巧 
:续 太郞ん のこれに 細聯 した 一身上の 碍 がは 巧中摄 巧の 言明を 覆 
へし 政府 侧け 窮地に 階っ て 居る、 尚を" 會 一部では 鈴木幫 一二郎 
をを 副錢 ぶじ 推さん i 述 動して 居る ど 一 t 

を 京 特電 甘日發 = 貴族 おじ 化けを 霞詔閒 題よ 蔬 まじ 就て は 
化 ホの 惯 例を 破 b が究を じても 自山 問題 ミ— 勝敗の 差は 極々 數 
. G らむ かご 拠 拠 さる i が、 巧 溝 まは 一 j 兩 日中 じ提 おされむ と、 

ー尙 は叟絮 が鍊盡 氏は 一身 ま 孤 一明？ ず 爲め巧 日の 本 曾 
證 じな 煤すべく 歧 ぶを 一が には 水野洽 るが 起つ て 居る。 

: み 裂 r 覺 悟して |_ 

巧 ゾ濟南 事件 交渉 

條件 脚て 共單 調を じ應 ずろ 腹 

東京 特電 廿 一日 籍 = 劳 巧公祕 *1’ 二十 二日 ぞお濟 海事 件」 架悚 
の H 本の 最後 案を 王正廷 をに 提示！^ てを の 諾否を 確め る こごと 
なつた。 、 

東京 特電 サ I 日發 濟商带 件^ ま 備’刊 調を じ齡 しては 調查 
の結柴 をを 說せ 争惹 見. 敎 せる 惠 おの 豁鹽で 賠償金を 决定 ずる 
條俾御 ••、を 渉ず ベく 芳禪 公使に 飄 I をを 發し たど 云 ふ。 

L 海 二十日 發 (聯 を】 = ァ^ブ ヵン タ刊 ニユ ー ヌ 紙が 靖京 
をが ょら 得た を おじ 依れば 日本で ま 郎の瓣 南を 涉は 愈々 み 裂し 
むが、 をの 臟 因は 支那 側ょ ち濟 |e 砲攀 の镇菩 M 償 どして 千 五な 
巧 弗を 裝求 したる も H 本 側は こ I れ をが 错 した 爲 めで ある。 

ては 

要求 


して 支那 侧 どして 臟 （みネ かの ~ 
革 かじは H 本の 援助 あり ご 瞬ん 
で 居る が、 遥 にして ち 服 巧 じが 
る化の勢カご提携し狂つ外國ょ 
b 授か V ずけ U い 限 b 革命の ぶ 
巧は 巧 難で ある ど觀 測され て 居 


會 

員 


福 田 中將の ■ 

罷免 耍 あ、 

南 巧を 府 みま 狼、 
上 お 特電 二十日 發 〔へ クルド 
トリ ビユ —ン 巧】 n 過去 四逊^ 
じ： 挂 6 て 立 化 化の 姿 ごならて J1P 
る 日 支を 渉は 巧 巧め 化の 一 

I 州 P 巧を 一週 閒 R 內 には 
巧を 涉じ從 事すべき 形勢では ぁ 
- るが 上 かじ 於る 內外新 W は宫患 
側ょり 洩れ じご 覺 しい 濟巧率 件 
i じ對 する 支那 侧の 位置に 就て お 
_ じて 洁る巧 じ 化れば 支脈 政府は 
濟 おを かに 化 bl ニ 千 人ょ b 五 千 
人 じなる 即死 者を 出した 損蕾賠 
巧 f 五.- け々 巧を 要求 するど 共に 
: 濟南城 砲 裝の寅 巧者で もる 福 旧 
I 中 おの 罷を k ホめ 円本 側は これ 
一を 巧 絡す る じ 至つ たもので ある 
が、 ま那侧 ごして はこのを 涉じ 
街す る 田 中 内閣の 强 硬な 腺废の 
:史 化を 视 待し をの 巧を だ那 とし 


じ 就て 讓 ホす るむ 紐 
みで あつたが を 渉み 裂の 今日 ど 
して 斯る讓 ホは 到を 出 ホず 益々 
をの 態度を. 强硬 じしつ > 'あるが 
々上海、 舒島 ぶび 大 連の 外人 
祖 借地には 南 巧议巧 ょら 追 出さ 
れた 段を や 軍 隅が 盛んに 睛 中飛 
驢 して 化 H の 雄飛 ごを 府 打倒を 
隆 謀して 房る。 

對支 政策を 非難 

ま 京 特電 二十日 發 n 貴族院で 
永のを 次郎 氏は 玫 巧の 對 まか 策 
巧て 左の 如 （迦 ベた。 

よ 族の 巧 法ミ大 おのみを はみ 
して 成功す るら のでな ->、 由 
^內閣 が變れ ば對支 政策 も變 
- る どい ふ のけ 闕ホ じごら ては 
非常 じ 不利益で、 今後 內闡が 
異 勘しても かを 官を をれ じ 化 
b て 異動せ しわる 方針は 斷じ 
てな めて 項きたい 云々。 


吳光新 等ら 動く 

上 巧 特電 二十-日 發 一: ニユョ 
-ク •タ井 ムス 紙】 n 义 しく 乂 
をの U 本 巧を じ 亡ぶ して おた 前 
かお 省督軍 振宗昌 おおは 愈々 革 
なの 旗を 纖 ずべ （ 

大連 よら 资船 i 隻を借 入 
れ吳ホ 满將軍 等を 词 伴の h 過 H 
ホ 異動が を じて 居る 龍 口に. 间け 
X 出 おした、 日本 適 信 社の 報道 
じ 歡れピ おお ザは 妈 をを 府 じす 
痛を 抱く 一派 ピぶ應 がし、 が 南 j 
湖 化 及び 陛川 省ぶな 力なる 軍閥 
ど認解：^一成立しで屠る旨をおじ 
て 居る が、 をの 眞 相に まらでは 
剌 がし 居らす、 市が 政府 侧 のま 
張す る 所に 化れ^ 山 東 あけ 化な 
どして 日本軍お^ 屯し 居る 爲め 
陰謀 者の 暨戒も 怠の 如くなら ざ 
じ 乘じ巧 等の I 派は n 本 軍 じ 
隱れ て不穩 ：：*^ る 巧 動じ 及びつ i 
ぁる もの i 如 C 、 靑 島よ b の 報 
道 じがれば 去ら 火曜 a の 午後 ニ 
時 W 巧 山 叛當み 

を 地 じは 舊 五色 旗を 揚揚 
する ものぶ ぐ 、奉 天 よらの 報道 
じ废る ご 張 宗旨け 密使を 張學良 
の 許 じ 送ら 滿測じ 兵を 動かす や 
ぅな ここは ないど 意を 通じた が 
奉 天 じぁる ぶの 化 巧 人は 舊軍闊 
のを 力を である 褚美將 軍 じして 
髮じ裳 動を したお 贼の 一隊は 
張宗 昌お译 V 柯 等の 顯係 のない 
ことが 明白に なつた、 この 革命 
勸搖に 伴 ひ 鼓ら 注目を おきつ i 
ぁるのは 南 j が 奴 巧の 陸軍 總 接で 
をる 謎 のん 獨玉 祥將軍 じして 氏 
は 今や 河を おの 首都に 歸省 中で 
あるが 嵩 化に まら か 東 省との 境 j 
お線じお^|兵を敷かしつ i ある 
もの i か 4、 この 軍事的 巧 動が 
巧して 張 •が昌 派の、 

を 命；.. じ敵對 する 巧め であ 
るが、 を かなを かじ ホ ホす る も 
のかない な 問 ごされ て 居る、 而 


軍縮 未た し 

英國 ，か 相が 言明 

ロンドン 廿 二日 發 == 昨日の 議 
にがて チャンバ— ンン 巧山莽 
の 質 間じ對 し、 

政府 はげ 年 丸 巧廿八 H 、 ァメ 
リ 々國務 長官 ヶ扫 ッグ 氏ょ b 
致され じる 軍備 縮みのを 準 案 
- をを 認 ずる ことお ホず、 且つ 
巧が 政が じ 依らて 軍縮 會證を 
召集す るの 意志は ず U のと こ 
ろな し、 

ミ 答 辯した、 ヶ 。ッグ 巧の 提案 
は黯型 じあら 觸數の 比率 的 制限 
を 主 ごし、 若し 一链 型が 親を な 
上の 順數 •し 達した 虔 を、 化の 縣 
型 嘲 數を滅 やる ごい ムの である 
が、 政 おごして は斯る 提案 じ應 
ずる 能は ず ごして 居る、 ホ もな 
ぶ お 巧 ボーヮ ー ド 氏が 洩らした 
带滿脅 議の邀 懲じ對 しては 化 相 
も词 威で もる £ 述べて 居を が、 
政廚 どし r ' は 自治領 劇 ご 協議め 
1 ブ n ブダ 氏の 提案に おし 不 H 
重を なる 巧 答を 發 する らしい。 


總選擧 形勢 

巧 守黨に 不利 か 
ロンドン サ 二日 豬 ：=: 惠 I け ホ 
る 去月を 0 て 德選擧 をむ ふ-ベく 
を 政黨は 目下 準滿 中で ぁ が 本 
をじ乂 b て 1 b の 凹に 珪 '一て 巧 
はれた 補 缺選擧 じ 於て 常一勞 働 
黨が 勝利を 占め 居る 上， ゥ 一由 黨 
は 約 五 巧の 候補者を 出す のぞ 巧 
るべき 選 擧は勞 働黨じ おが ご 見 
られ、 勞慟黨 2 旱 くも 天トダ 取 
つた かめ か （喜んで 居る が 前 
巧の 總選擧 では 
保ず 黨四 ニニ、 勞働黨 一 立 一 
自由 黨四 0、 をの 化 一 i 
どなつ て 居る が、 巧相ジ ョザソ 
ン •ヒブ クマ 氏 も 巧ず 黨の个 巧 
を 容認し 黨 貴の 巧少 約と 十五 人 
ど駐 穂り 勞働黨 ニな 十 凹 人 i .き 
由黨 六十 人 ど見橫 ちて 居る 矿， 
巧黨 巧には をれ でも 樂觀し g ぎ 
る史 いふ 聲が 叫ばれて 居る _ 


アメリカの 提議を 

聯體 が歡迎 

解 ホ 意外に 早し 

ゼ 子ヴァ 廿日 發 U 闡際 臨销當 
局は 最近 ァ メリ 《政睛 を ホを 式 
じ 化を し ァメリカの 國瞭周 法 裁 
お 所 參加條 件の 庭め 渡歐— ホる 
处！ ト巧 到着を 前 じ、 ヶ "プケ 
氏が 關 係を 國じ對 して ァイ 9 力 
政府のを 學を 述べ、 ァメリカの 
參加 おが、 就中 則强 •か 極力 反掛 
しつ{をる溝五條に就ても更な 
の 意志 わる こどを 表明した るを 
非常 じ 賛成し、 

この 瞭别强 化 あは 八！ ト 氏と 
を 保留 條 かの 緩 かじ 孰て 會談 
し 問題ら 息 外にを く 解 巧す る 
じ まるべく 、改正案 も 恐らく 
が] ト 氏よ b 提 おされ 列强の 
意志を 閒 ふこ VJ になる だら う 
ご 頗る 樂觀の 色を 浮べて 居る。 



高 松宮爾 下御婚 

答 禮仙苦 して 御 渡英の 旨拜聞 

【せミ日】高松宮殿1*ーじは豫てょら傳へられた如<徳川喜ル 
モ姬ど今秋御婚儀を擧が|;させられる ？旨御內定ゎらたるもの} 
如く、 御 婚儀 後 南 殿下；. はなく 御 ホ 朝 あるべき 英國 、ン 9 親子 
殿下の 御答禮 どして 巧 を 御 訪問、 め 一を じちら 御滯英 のな 巧 


聞ず る、 的は 聖上 陛下 じを 國 
の 最高 劍章 である ザ ー ター動 
章 御 贈呈の 爲めジ 3 — •チ闕 王 
の 御名 化 どして 御 巧 朝 かがる 
べきへ ンリ 親王は お 月 ニ H 、 
橫漠に 御 到着の 尝 じて、 ま 京 
御 滞 巧 中は 國賓 ごして 御 待遇 ■ 
申 上け、 御 退京 後は 引 結 ひて 
H 化、 箱 化、 を 良、 を 都、 大 
巧の 御 都 ホを 御遊 寛を、 五月 
サーニ H じ 横濱を 出帆すべき 玉 

y プレス ■ォブ •アジア 號じ 

御巧乘 、グ アンク ー ゲア ー じ 
向は せられ、 同化 よら 更らじ 
々ナダ アン •パ シフ キク 線の 
'便 術 じて 一路 n ン ド. ン じ御歸 
'國 遊ばされる はや。 

ホ 上 博 ± 襲 はろ 

〔廿 _ 日〕 井ト巧 か郞隱 ± は 昨 
巧 深 ぉる 冀劇 体の お ± じ 疆» 
され 負傷を 蒙つ たが 巧 眼の 巧 
を 失する 虞 わち 加療 中で ある 
薄 ± は 杉 浦 嗦剛翁 追悼 會で襲 
擊 された ので ある。 

化 澤樂天 巧渡佛 

(甘 一日】 時事 新報 化の 漫議を 
としてを 高い 化 澤樂天 氏は フ 
ランス 遊 學の爲 め 昨 H 神 ロ お 
化の 伏 見 丸で お發 した。 

京都 大擧 新總長 

〔た-日】 荒木を 都 大學絕 長を 
巧は 敎巧會 じ 於て 巧 學報敎 巧 


知 城が 藏 をを 選 擧 した。 

軍縮 提唱 ミ 日本 

I ; 廿日】 出 中 總埋け 貴族院 豫算 
總會じ 於て B 本ょ b あ 縮 提唱 
は 時機で ない と 凍べ わ。 

聖上 大阪へ 行幸 

一；； 十九 日】 天皇 陛 ドには ホる 五 
月 U 四 H を 0 て戰閱 おじ 御 坐 
乘の 上， が豆大 島、 八丈島 等 
を御輕 由の 上 乂阪ボ じ 巧 幸 遊 
ば さるべき が、 熙 西の 大都じ 
聖上を 御迎 へす るのは 實じホ 
十 年 ぶら の 至 ど てボ 民は 今ょ 
b 奉迎の 準備に 记 殺して 居る 

關直彥 翁 若返る 

【.十九 日】 本年と 十 S 歳のを 京 
府選ぉ 化 鶏 ±關 直を 氏は 今年 
廿 H 歲 とい ふ 妙齡の 美人と 結 
婿し 評 ¥ じ なつて 居る。 

高 松宮が 御乘艦 

〔十 丸 日】 高 松を 殿下 じは 本日 
軍 媛 擦 名に 御乘 お遊ばさる。 

望 巧 巧 相 秋 巧 中 

t 十 か 日】 ん情 大臣で ぁる 遵巧 
內 相は 持病の 腎臓病で 既巧や 
である 0 

お 產黨學 生 入獄 

〔十九 日】 京 郡 巿の學 を 巧產黨 
事牺は 本日 京 郡 化 ホ 裁判 巧に 
て 審理の お鸦 巨頭 宮崎 菊み U 
下 サ六人 け を禁麵 一年よ b 五 
年を 意吿 された。 


ハウス 大佐の. 回顧 錄じ 曝露 さわた T: 

在米邦人 待遇改善ぶ 下 交渉 

k b 4.4 t 」. k , hi • ^ rvB^lk 


日本と アィリ 力の 移民 問題 じ 
關 した、 いろいろ。 磯を 文書 
の 獲を は、 今 H まで も屢 々を 
つたし、 則に 珍ら しい こ と で 
もない が、 故ウ ず グジ ン乂統 
領の懷リでをつ た ゥ ス 大を 
が 最近 著しな 『闽 顧錄』 の 中 
にも、 これ じ關聯 した 問題が 
記載され て 居る、 をの 槪 をは 
先づ こんな もの。 

/){}(/}\/\d/)nyi/^(/t)(/L) 

佐 藤 愛 摩 大使， こ ハ 
ウス 大佐の 會見 

一九二と 年 五月 ニ an 日本 大 
巧の 招待で な 達は 午餐に 約 ニ 時 
間を 製した、 をの 場 じあつ たの 
は 私達 だけで ある、 實隣 東方の 
外を じ接觸 する ごい ふこ どは、 
なじ とらて は 興味の 深い 問題で 
をつ た、 佐 藤は ホ々 の 手腕を で 
克 （彼の 位置を なつて 盾た、 栽 
け 彼 どの 食 見で ロ 本の 憲法の 下 
じ 働く 日本 政府 ごい ふ ものを、 
一寸 窺ぅ こどが 出 ホた、 彼が を 
は勒 する 質問で 最も 重を U こ £ 
U 、 今日の 壤 合、 兩闕な 府の間 i 
じ 懸案と なつ V 、 居る 間 題の 解 巧' 
をを るの 巧 巧 じ 就て であつ た、 
がは 戰 ずが 終る まで じは， 日本 
£ アメリカめ 巧の 葛 おを おを す 
る やぅな 閒趙 を、 是非な 解 巧し 
なけれ ぶなら ね ご 云 ふので ある 

彼は、 これが 大統領の 希望す 
る 所で ある 共阳 加した、 を こで 
比 4 彼に 向つ て、 考 へて 居る こ 
ごを 列擧 して 欲しい ど 答へ た。 

彼は 主 化を ご 我等の 移民法な 
る ものは、 最も 日本人の 可 威 性 
を 傷け て 居る ど 述べた。 

をの 善後 巧と して、 彼は 若し 


極東の 特殊 勢力 y 秘かに 說く 

西部 諸 州 じがて、 これ 巧 h にぶ I おじ 致し 候、 食を 後 氏は 小を じ 
本人 じ對 する 栽 立法を まる じ 革 I 對 して、 この 擺兩國 城 淆ぶ渾 .譲 
ら ない こどを 兩國の 蚊 巧で 屬を I の 懸案を 解 巧す るの ち 否を ホを 
すれば、 先づ H 本も滿 なす 支で j に 聞 はれ お、 仍 てみ 生は をに 彼 

よちへの 馨觸； 覺書 及び 小生の 




あらぅ どの 私を を 述べ ； i 
彼は 同時 じ、' 地權 にお 
の 立法 磯 關が國 をの 政み 乃を 
國條約 じ 相反す る ごいん、 お 
の 政 贈が 持っ 難熙も 虽〜諮 盤- 
て 居を こ £ も附 加した 

併 L アメリカが ドキッ VJ の 
爭じ參 加 早々 である AU 
がを ぶじ 本 間 題を 持み すと いて 
こどは、 いかにも ど •くさ' 騷 
じ 問題の 解 巧を 求め 4 やぅに 誤 
解され るから、 をれ & 化め 畫 
い i ごな はを 藤に 忠 をした 。 I 
が、 なは 彼-」 向って、 この 限 
日本な 巧の 意嚮を 》 書の お 一 去で 
提出 すれば、 ホを ホ じこの 一 補！ 

を 討議す るか も 知らない 
フ シン トンへ 請つ C から 畳- 
巧す ことじな つた- _i 
けれ 共 彼は 日み 欧 がか ふ， I の 
問題を を まじ 提 中： する やう 一 孤" を 
されて 居ない こ を 理由 と - I で 
文書の 形を じ 化ん：】 ごを 蔭 藩で 



これに 酱 する 闽 答を 岡 お致し 候 
お 暇の 節 御 一 讀ん上 貴ず め 御意 
見を わ 洩らし 下され まじく 娱や 
若し n シア じして 昔の 專制鹽 じ 
復歸 する ならげ、 將ホ 日本と 日 
シア 思び ドキ プが密 おなる 同盟 
離 儒を 結ぶ じ まるは 明白な b ど 
愚 あ 仕ら 候。 敬具 

ィ 1 • ゴム •户 クス 

これは 後日の 話で あるが、、 V 
ウス 大佐が H 本の 問題 じ 興が 
を 抱いた この 手紙が、 ニが 後 
の 平和 會 講じ 巧る 山 東 問題 じ 
タ大の 彭醬を 巧 ふら じ まもし 


ド 巧々 じして 日本の 梅 東 じ 於け 
る 勢力 地帶じ 就て 闲等 かの 讓ホ 
を敢 てせ ざる 限 6、 を 晚紛爭 を 
をず る こゴは 避け 得ず ごが じ慑 

日本は 地球上 じがけ る總 ゆる 
を 開を 地ょ h 排斥され 居 らお、 
故に おし 日本 じ掛 して 裙 をに 於 
i も 南淺 譲' 憾 'ょ b 树等 かの 程度 じ' 
巧る 優越 的な 勢力を 認めざる じ 
ホら すん ば、 巧 響の H 巧るべき 
こ ft 存じ 慎 0 

a 本を 満足せ しめ、 ち 邪を 再 
興せし め 且つ 門口を 浓然 ごして 
開放し 得べき 政策の 樹立な 巧 巧 
得る こ VJ {なじ 候、 モー リスは 
この 點を 明白 じ 磯 取を し 居 b 候 
も、 貴下 じして 若し 御賛间 あら 
ば、 をの 御 協 貧を 必要と 致し 居 
6 ち 敬具。 バゥ’ ス 

大使の 覺書 

日ネ d ア メタ々 じ橫 はる 問題 
ごして即剔じ解みををするもの 
は、 この 國じ 化留 する 目 本人に 
對 する 正しい 待遇で ある、 日本 


こご、 


0- がモろ 奠 タ • r m —I ■弓 一 i I— IV yfi - ( — ィ 

は 疑 ふの 徐化 はない n 回 一が この 點 じあいる ものは 特惠齒 
顧錄 編輯 者の 言葉。 一 民と しての 待遇 じ 外なら 0。 

- 余の お 見に 彼れ ぶ、 これを 解 

復譬 の曰來 るか I 決すべき 道は をの 1 ま-し 依る 

ニュ S 1 ク じて、 一九 一と i 條 約の 締結 じあら ご 信 やる。 


た、 極めてを 着 
の會遙 はなじ £ 


た、 冷 餘^ご 
て廊 かたた 。の 


でぁる、 な 連は 死 像の や 主」 賴 
を愤 でを 6, をれ が 如柯追 里大 
な 問强で もってら、 無暗 い」 貫を 
高める やぅな を^な かつお 一ので 
ぁる ° 

ハゥス 大佐ょり ず 

井 ル ソン 大統領 三 

ニユ 3 ; ク じて、 一 4=^ f 飞 

年 お 月 十一 日附。 - 一 
先 過小 ホは 日本 大使 ぶを む 


年 九月 十八 日、 

.ミト まは 本 ； n 0 ! ランド •モ 
— リス 〔最 巧駐 H 大巧 じほ 命 さ 
れた 人〕 £ 會談 化ち 校。 

小生は 費 下が ホ 週化曜 a をな 
てを 巧の 前、 W 下の 極ち 觀を巧 
ふべ く 十み 乃至 十五を の 御 引見 
をを 望 致し 候-同 巧 自身の 觀察 
と 意見は 正しき もの ご 愚ち 仕ら 
族、 仍て 若し 貴 ド じして これ じ 
御 協賛め らば、 词 巧は 自己の 進 
むべき 方 巧を 露 解を r 可く お、 

巧 等は U 本の ± 化を 反び を 巧 
をに 掛 する ホ 尊' は 到を 容れ得 も 
館は や ご 侵 やる ぎに 核が、 同 巧 


〔イ】 財を 灌を 始め £ して、 
居留民の 從 事す る產業 その他 諸 
職業 じ對 し、 相ぶ 的 U る 暴惠闽 
民の 持 遇を 賦與 すべきを 離 的 
條 約の 締結 じして、 これ じ關聯 
しわを 涉は 既に ブラ キア ン國務 
長 宮ご珍 旧た 巧の 間 じ 進 巧し 居 
たる も、 をに 特記す るを 要せ ざ 
る 理由の 下 じ惇顿 して 居る。 

〔ロ】 日 义お國 間の 現行 通商 
條 約を 改訂し、 日本が 旣じ W ! 
ロ ツバ 諸迎ご 締結した 如く、 財 
を權 、諸 産業 從 事、 视ホ 没び 條 
學 等に 對 して 最恵 図民诗 遇の お 
則を 保證 する こごで ある。 


大赡 極る 娜權 制限 

に 願した 大 提議 

〔八】 アメリカの ホを じ 依る 
，をの、 尤も これは 國藤 巧を 渉 じ 
ホ適當 な論點 であるが 、憲法の 
1 部を 修正し 巧て：'' かなる 州と 
百 I 、 み顯最 おの 財產 をび 居留民 
權を 制限 1おぐ け 差 則的挣 遇を 
興 ふるを 得ざる やぅ じする こご 
は、 お ホの 禍根を 結つべき 療法 
である ご 信 ずる。 

これ じ關聯 して 余が 注意を 晦 
适 したい こ と は、 現行 歸 化を じ 
示された る人贿 的掠别 なち もの 
は、 多くの 鳴を B 本臣 おのを 留 
ホ 民 ごしての 持 權と權 利 削 奪を 
目的 ごして 居る こ & である。 

尤も このを 律 をれ 自身は、 厨 
際 的の もので な （國巧 的の もの 
では あるが、 而 かし 不幸 じして 
法文の 或る 條 項は 外人 居留民の 
權 利を 傷くべき 辭柄 である 限 I 
な 法 部の 注意を 喚起す るに 適當 
なる 事項で ある ご、 をは 信じて 
ちる。 

これ 等の 諸 ホを が、 をして 間 
題のを 般巧 解かを 巧し 得る やる 
や、 今日は 最後の 審 がを 下す ベ 
き 日では ない が、 余は これ 等の 
いづれ もが、 問題のを 解み のが 
洋 たる 前途に 資する 巧の あるべ 
きこと を 確信す る。 

をは 本义を 結ぶ じ 際し、 移民 
問題に 就て 聊か 言及したい。 

日本 入勞 働を を 今後 も 入國せ 
しむべき や 否や ごい ム 問題は、 
日本 測 じめ て 忠實じ 履 巧し つ t 
ぁる 紳± な 約に 依 b 旣じ 解み さ 
れて 居る 巧で わる、 なじ 日本 か 
巧 ごして は、 本 問題を W て 巧 望 
活 きなる 問題 ご 認めず、 且つ ホ 
余 ごしても、 本 問題は 現が 維 化 
じ 出い る こごが、 兩國 政府 じ V 
b て 島を の 策で をる ご 信で る。 


大紐育 i 

I を I 九 年 版 Y 近く 發巧 一 

本社が 愛に 編 巧を 巧いた しました 『大 化脊」 は、 幸 ひじして j 
江湖の 湧 < がかき 巧 評を 巧し、 をに をが 一が 殘ら ゃ資 切れ £ な： 
> ょした、 依て 本 化は 窮 一版の 内容を をが 巧な にし、 貢 おを も 一 
ち 加した 干 化な 廿化年 肢を新 じあが f る こと 5 なら ました、 正 I 
確 じして 直つ 巧ら しい 統計 ご事實 をぶ 礎 じして、 巧々 錢 化する ~ 
我が 『大紐 育 J のみ 巧を 傅 ふるに 遺 域な きこ ごと 巧して 居 6 ま ~ 
す。 尙ほ定 憤は 

豫約 申を 者に 限りて 

特價セ 十五 仙 

發刊 後の 御 膳 買には 

を 價金一 弗 

どを しました、 を かじを 約が 中 込みを ホ 望い じします。 

ニ 量 言 紐 育 新報 社 
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新鮮 魚介 一切 

日本 八 おきの ホな 澤山巧 b 揃へ 
轉判廉 頃で 大お强 致します 

サゲオ ナ魚店 
呈 L 呈 置 F 室呈 0 i 呈ま黃 ET 
2呂 去 est 61 st 芭壹 Gi Amsterdam > ま 
Tel . Golu ョ b ミ 9123 


♦# 巧 ♦巧 誌 ♦新聞 
縱覺 まを 関 
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紐 育 日本人 會 I 

プロ— ドク H ィ ~ とと 五 
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巧 論^^ 每巧 十日を 巧 

謹 1 部 十 仙 

養 7 ご こ ve . New York 因で 
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サ 1 クグ 


十五 年の 歷巧 ぁる 當校 はを 年の 
經驗ご 新 智識を 巧す るを 師を體 
し 自勘産 
操縱 法ぶ 
び 運 巧者 
の 修得ず 
べき 必要 
な 磯 お 的 
智識を お 
期間 じし 
て 最も 能 
牵 ある 徹 

を 巧 習し 语が 獲得を 保莊し 職業 
ロを も！？ をし ます 0 
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な 青 巧 巧 

輿論の 力 

固が 長官 グ n ッグ 氏は、 過が 
デ 《— ジタ ウン 大 をの 讓お會 じ 
巧て、 不戰條 約 並び じ 下院に 審 
講中で ぁる 『不戰 條約違 h 固 r 
街 卞る經 濟封锁 J の 制を をに 就 
てが 巧し 

不戰條 めの せ 蛮は 侵を 閱を武 
力を ひは 經濟カ じ 依 b 制裁す 
る こご じ 化 6、 平 かを 促進し _ 
得る もので ない、 恒久 平 化を I 
緒 持すべき 唯一の 道は、 煤 約 
の 巧 まを 化 進 t へき 輿 訟のカ 
である ウ 

f 論じて 居る、 想 ふじ、 歐 消の 
大巧は、 條 約の 曾 蛋 じがて、 巧 
巧 じ 向つ て 偉大なる お訓ト 垂れ 
て 居る 萬で ぁる、 なじ 化 あの 平 
かを 巧 持ず るた めじ、 拓 をの 巧 
裝 を充货 せし むる どい ふこ どぶ 
段を じどら て 保 支ょ b 、 游 ，ろ 
あの 巧が 深い、 こご じ 巧ん や、 一 
『人に の 名に 化て」 化 界を闕 かふ 
協 贊を愧 した 不戰條 がの 背後に 
圣化界 じ 見る A はの 毁か 潜んで 
盾る こど _ を 思 ふ 時、 園務 長官が 
なつた 第- 聲 は、 眞じ倾 聽じ化 
する 誰 論で ある。 

た r 我等は このみ •1 就て、 ケ 
プグ 氏が 何を アメ？ 々の 巡が 
お 雄を じ 向つ て、 间 様み 患 見を 


吐かな かつ わかを をし みたい、 
免じ 前 合 衆 段 巧 法 長を クキ ッカ 
i シャム 氏め かき 

アメ 9 々の 巡が 腊 建造み 講は 
ヶロッグ 氏の 不戰條 約を 反古 
巧 じしむ 

ど 非難して 居る が、 アメリカの 
みなが 柯 あじある か、 をれ は 兎 j 
も 巧 S して、 ヶロッグ 氏 じ 依 b 
て 叫ばれた この 眞理 の毁 が、 聊 
かが 期を 失して 居る こごを 遺械 
ごす $ ものであるが 、今や アメ 
リカの 逛が腊 雄 造み 議の巧 か £ 
共 じ、 H 吳义の 巧 縮 會議巧 集の 
叫びが 漠厚 でぁる 時、 偶々 ヶ日 
ツグ 氏の 言論は、 アメリカの ち 
ま 的 巧 動を 化して 居 ものでは ぁ 
るまい かご 思 ふ、 蓋し 小 戰條約 
の 締結 じ めら 世界の ずがが 理論 
の 上に がて】 步を 進めた 今日、 

育 際の 平 か 維が 策 W して、 軍縮 
を證 めな をを 要望して 居る こと 
は、 化 ホの 輿論と なつて 居る か 
ら である 0 

ヶ日 ッグの 不戟條 約は、 彈藥 
工場が 働 （限ら、 をの 働きを 見 
一せ る こどは お ホぬ = バグ リシ ャ 
厂ス •シン チゲ 1 ト紙。 

ー戰爭 か、' 平和 かどい ふこ ごは 
をに 輿 ホの 深い 問題 だ、 蓋し 人 
照は これに 向て 聞 ふこ ごが 出 巧 

もから N ボストン •ニ ュ！ ヌ紙 


巧々 は 化 巧ず か 到 求の 日を 待 
兼ねる、 而 かしを のた めじ 戰ふ 
べき 理由は ないど 信す る n デ 
n キト •ジ 卞—ナ 火が。 

こユ] ョ ー クで 夫を 殺した 女 
十】 巧の お ホ 事を 記憶し ないど 
述べた、 實際 十一 巧まで 日記を 
書く人巧はおめて少^:^ぃ：：：：デ 

ロ斗ト •ニユ 1 ス が。 

妻 U 『ヘン ブ— •わ 前け ま 

とても 美 > いク ブス マスの 

賭 物を おれた こどを 覺 えてい 
る J の 

ホ = 『か 一就 さ、 だが お前、 誰 
が 釣つ た 魚 じがを 輿へ る 人間 
が あるかい ？ J U ジ ヤツ デ 誌 


男： =; 『どぅしても なご 結婚 ご 
して 下さい』 

ホ：：：； 『でも まの 父親 じを つた 
こどが あつて？』 

巧； =' 『エ V 幾度 も-をれ で 
お前が 巧 巧い、 の だから 化 方 
がない』 n - h 1 ス ト誌ょ.*^。 

メ ー べ^:；：: 一 f 柯を をん なしょ 
げて 居る のを』 

'レォ ー ラ；：：： 『だつ て、 あの 馬 
鹿つ たら あみやし ない、 巧 巧 
婚約 破棄 おを 請求し やう どを 
へて 居たら、 結婚した がるん 
だもの』 N ラサ フ訪。 


何處 にわち つ < か ....： : 

關稅 改正案の 前途 

下院 有力を な 一部 修正を 觀 測ず 
るが 製造業 考 はでえ らい 鼻い き 


第 

- 

千 

な 

H 

十 

H 

號 


フ ー ゲア ー 氏 じょ b て 飢織さ 
れる おなお か 目 ドア メリ々 下院 
で進涉 中で ある 脚稅 法な 化の 審 
閒 反び これを 根 波 どず る 提案 じ 
巧して いかむ る 

態度 じ 公ぶべき かごい ふ 
こど じ 就て は、 フ ー ゲアー 氏自 
身 か 堅 < 沈默を 巧つ て 居る だけ 
じが々 ど 下が 詐を 生んで 居る が 
'審閒 曾し 召集 さいた 啓 柿を 業の 
な 人は 恐らく 今 遇 末には 六 巧 人 
のち おじ 速す ベ < 、これ 等のを 
.証人が 化 ホ 陳述した 点を 綜 をす 
るに いづれ も 保 讓腳税 の 引上げ 
がを 力で をり、 中には 粮入 禁止 
じ も 等しい 島 率を ホめ て 居る き 
らゐ るが、 今 网の隅 巧 哉 問を の 
推移 じ おする 上下 兩院の 有力な j 
る 化 鶴は 先づ ニ一视 じを 類され 襟 
るで ホら ぅ、 をの 中 でら ニ 柿の 
々力なる 觀 をはを らく 關稅 問題 
の歸趨 ずる 巧を 

瞻示 す 

る もので みら ぅ！^ 
をの 窠 一は 歡く共 フーゲ アー巧 
の 政策を ホを 式 じ 化ぶ した もの 
ど 云 はれて 居る、 即も 下院の せ 
力ち じょ 6. て哨 逆され て 居る こ 
の化测 は、 ホるべき 臨時 講 をの 
巧 集は、 農 楽の 救 濟を主 ごする 
ものである、 從 て關稅 のな 革な 
る ものは I 部 じ 化るべき もので 
あら、 關 親な 正の ま 旨 もち 莱が 
必を ごする 農を 品 輸入の 巧 誰 じ 
ホ レべき ものであると いふ 證瑜 
であつ て、 從て 改正の 舘 闽も拖 
めて 限られた る もの、 即も 織物 
セメント、 が呆 、が 巧 等 じ 止む 一 


V きで ある どい ふので あつて、 
換言すれば 

刻下 必要 U るら の i 外は 
臨時 謠會じ 上 巧せ ざるを 巧 どす 
どい ふので わる、 勿論 この 證說 
かおして フ： ゲアー 巧の 政策を 
化を する ものである やを やけが 
がして 思る 肆 では；；* いが、 一般 
じは 新を 府の 採るべき 政策で あ 
る ど辭释 されて 居る、 即も 第一 
の 觀测は 幽稅の 一部 修正 どい ふ 
こど じ" るので あるが、 これ じ 
反して 鑽 ニの お 測は 重 じ 製造業 
者を 中位 ごすら を關稅 率の 改正 
論で ある、 化に 自己の 事 裝の瞄 
係 上ょ b して 關稅 率の 改正を ホ 
める この i 波は 一が 修正 論じ 正 
- 曲から だ おして 居る が、 巧に 看 
過す'- ごの 出 ホない 串實 は、 こ 
の 一派に. 

輿黨 の 中 じあら て、 頗る 
が 的 じ も 勢力を 有ず る 人物が 指 
蹲 的な 粧 じある こどで ある、 一 
例を 舉 ぐれば 關稅 引上げを 攘榜 
して 化 立し。」 アメブ 々巧 護醜稅 
協會の 第-副 會頭 であるべ ンシ 

，ダア ニア 州の 製造 家 ヨセフ • 

ガン デー 氏で ある、 氏は ペン 州 
のかが は 元ょ b 共和 黨内 でも 有 
力な ホ 箱の 一人で ある、 をの 協 
をから 發 した 通 巧は 關 巧の】 部 
修正を 0 て 『不を 極まる もの』 
ご斷じ 

特に 製 進 おの 細稅 引上げ 
じ 就て 寬 がなる ホを をフ —グア 
1 氏に 働吿 しつ、 ある-派を 非 
雜し 『巧 化のを おはこの おじ 巧 


て 一道の 嚼 雲に 蔽 けれて 居る が 
をし を 米の 製逛棠 ちじして 協力 
一致、 W て 議智じ 極力 運動 すれ 
ば、 この 暗雲を 除去し 得べ く 
旦つ 製造業 者と t て 巧く する 
とは 本然の 義をト をる』 VJ て 直 
接が 動を 懲邀し で 製造業 者に し 
てこの 際 一致 協が を 怠るならば 
遂に 自己の 違 業を^ 化 護ず べき 機 
倉は 失する』 S 大 i ぶじな つて 察 
圖 してち る、 この 相 ほ 的な ホ 張 
ど觀 測が 現 巧の 一 

を を 支配して 居る こど 
はホ實 で’ 時-」 製造 菜 巧 側では 
關稅牵 みを ホ 的な 正ぐ ぃふ 目的 
じ 必勝を 期，、、 彼等が これが 政 
治 的 影響 じ 就で も sb じ 今度 
駒 桃 法を を おしても ホ 期の 兩院 
選擧 じは 一年 半の 余裕が をる か 
ら 大丈夫』 ど 盛ん じ宣 傅して 居 
る、 この ニ禪 の 讓 論じ 爵 する 繁 
I ニの ま 張は 極めて 化據の 貧弱な 
る もので 『我等は この 隣 觸親法 
を 一般的 じ 改正し なて、 農 おじ 
對 して 農作が 譲の ためじ 關稅を 
引 h げ 、岡 時 じ 農は が歷 買す る 
製 遺品の 保 謹關稅 はこの 際 引下 
げする を 可とす』 ごい ふに ある 
が、 過去に がる 民ま黨 のめ 綱で 
ホる 關稅 引下げ 策に 比較し、 今 
巧の 講論 はみ 6 重嬰視 でれ て 居 
なぃ。 

炳院 共同で 

聯銀 調糞說 

下 お 委員 會協遙 
ワシントン ょら 達した 情報に 
ょれば ド 院の级 巧を 段 貧は 協 お 
の 結果 近 （巧 題の 聯銀 制を じ關 
聯し兩 院が共 岡で 調査 じ從 事す 
ベ <继 巧した もの、 如く 
聯銀當 おがを 頗银巧 頭 かごな 
をの 結 巧 n ン ドンのを 利 引 上 


げ どな b 聯 をの 貨出灣 巧を 誘 
致ず もじ 至 b しお 相に 關し大 
統領 ク 13 ッデ氏 及び 大藏長 
官メ P ン 巧の 释 明を あむ 
ごの 巧 議案は 昨日を W て 上 お、 
直 もじ 討 譲に 移つ て 居る が、 前 
後の 事情ょ b して、 若し 兩院共 
同の 調杳委 W 會が 成立す る じ ま 
るなら ぶこむ 等の 聯銀 じ關 した 
諮 まも-初 磯め て審杳 する こと 
じ。 るで わらぅ 0 


財界の 動き 


ま 京 特軍サ 二日 發 

滿鐵の 農業 獎勵 

滿鐵は 横 極 的に 農業 經營 を獎 
劇すべく ± 地な 祖權ホ 解 ホの 儘 
でも 成功の 見込み あら ご 云つ て 
居る。 

滿鐵內 債の 條件 

滿鐵內 債 條化發 をされ たが 摄 
額 S 千 五な 万圓 f 利率 五み 五 厘 
額面な 圓 、ま 拂す法 S 年据 置、 
と 年間の 随時 償還、 應募 期は 一二 
月 一 tr ょら お 日を、 拂么 期は S 
月 十 置 日で あるた 

超 儀巧藉 熱なず. 

を 利 低下の ね t 起債 ボ場熱 巧 
し 年 內の募 憤總心 S 十億 圓 をち 破 
の模樣 じて 一月 i 含 じ 四 億 m 臺 
じ 上つ た。 一 

郵便貯金ぶ 降が 激增 

遞信 省の 發 表すて 所-一 ょれば 
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十 S 巧よ 千な 八圓ー j ： して、 前 巧 
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である。 
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巧 十一 方 叫 じして 输 人は セ 千 八 
巧 四十 九 巧 六 千 巧 じてん 超は ニ 
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旗 功の 秘心 

乂國式 英語 ど 話す 事 
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本校 じは H み 心が 授 
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號兰十 S 百 五 千 一 第 


煎げ 3 贫 ium 舰瓣 tn 的 I け 社】 


目 H 甘 巧 ニ 年 四が 昭 


永興樓 

膊揃 ひの 巧 理乂數 名 
が 日本ん 諸君の 嗜好 
じ 遺す る 巧 理を差 上 
ます。 朝 S 時を 開な 
(な廿 五 T 目チブ 
停車 巧の 下) 


ま 那巧理 

が 廳裳園 

司理 人な 蓮 
巧 數のホ じは を 巧 
の 巧 便利 じ 糖へ 巧 
閒 を おの 街 巧 じな 
やべ X 巧 間 巧キ柏 
す 變わ引 立願 ま 0 
巧と 御を 巧 中と 误 


勸烹 並に 御旅 舘 

た. 替 を 野 

兄 お 

な 育 ホ 西 八十 八 T 目 一二 ニニ 
電話 ス 々イラ ー と 八 ニニ 


高等 御旅館 

東泮馆 

會席御 料理 


御料 理錄載 

太 陽 

寒 司每日 あちまず 


レャ トル 巿 

NP 旅舘 

一】 0616 を A . ミ . w ? Meat ユタ' wash . 

停車 巧が あまへ I 于 左側 六 階を 
し 日本 巧 お 切 持が 圾波戸 場 送迎 

ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

- ニ 7 N San で ds si - L 另 覃 をを 妄. 
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搭 の蒲烧 わい しいかな 

會席御 料理 

晝 食は 末廣へ 

叮巧簡 巧査巧 乂 あ强 


會席 御輯理 

昭 和 

巧别说 日本 巧を 新設し チキ V の 
水 案を 始めました。 チキンの 水 
煮は 一二 時 席 境 前 巧を 巧 願な 主す 


費府 御旅館 

桑山淸 五郎 
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渚 君の < 巧 じ 適する 
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£ ころが、 最巧 あるが じホ昭 
でら 美ん ごして 評 巧の 高い エ 
ミン •'ィ ネン 媛が 素 村 家の 息 
モ さんど 语 巧の 典を 擧げる こ 
ご i なら、 白 絹の ゲエ 八 じ 
千紫万紅 のょ をを ひを 巧ら し 
兩 親や媒 かお 達に 伴 はれて、 
お 婿さん の 家 じ 練つ て 巧く ど 
例の 統聲が 素晴らしい 鳥氣を 
つけて くれた、 をれ 主で 一は 無 
事で あつたが 、行列が お r 花 
婿 八 家に 入らん/」 する 刹 _ 哪閣 
の 中から 辦んで 巧ね 銃彈^ 尸、 
深く も 花嫁の 胸板を 貫拔 山た 
ので ある、 巧哀 をう：；：^ 嫁 触 I 寮 
はを の 場」 倒れ 歡 善の 聲は 一れ 
もま も 悲愁の 叫び ご 變つゎ 一、 
をう した 悲劇の 原因は 运れ矿 
'ぬ戀 のうら み ど 割つ たが、 一を 
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仲は 兎ら 巧 £ して、 目 お 度 
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ごは 甚だ 威服が お ホない ご 一で 
つてを 圍じ見 b これが 巌禁す 
命じた n アンゴラを。 一； 


めじ 新ら しい 椅子を 買 这んだ 一 
閣員の みは 則に 新ら しい 椅 エ^ 
を 買は なく 共自 かの が 卡は沿 一一 
職 £ 共に 持 も 去る こどに なつ 
て 居る が、 この 椅子-しは 銅げ 
化が をって 入閣み 時日 ど 姓 *！ P 
が 記入され て 居る。 一 


も 一 二人共 窜 傷ながら 絕 がせ 中、 
を もじ 病晓へ 化を された。 

巧 ほを のをに まち 姉 巧な 遂に 
死ました が、 犯人は 生かを 取 
化め 得る ど。 


支那の モガ ご 

男み 同權案 

上海め 大 貪で 決議 
まる 二十 二日 附で上 解から 達 
した 報道に ょると、 支渺の 新ら 
しい 女を 0 て 巧る 『支が 婦人 聯 
盤』 は 大會を 催し C 結を 
國お 政が は 男女の 岡權を 承認 
して 參政權 を お 輿し 且つ 政 巧 
を 員 じ 巧 命すべし 
と决 讚した か、 目下 シン ボポ！ 
方に 亡 か 中で ある 國民黨 を 翼 派 
のち 頭 王籠惠 氏の 歸齒許 巧 ホを 
決議し 

來 るべき 齒は 黨大會 じは 總ゅ 
る 政黨の 代を を 巧せ しいべ し 
ご 要求した が、 大 をのみ 議は婦 
ん參 政、 婦人 化 議± の選擧 、中 
學 校の 男女 巧學 ，法が との 男女 
睛權を ま 張した もので まがの 社 
會緋 綴じ 一大 變 化を 及ぼす じ 足 
る ものである 0 

戀に 破れて 

無埋ム 中に 

雪禮る 木曜 a み 朝 
I 今 遇木擢 ロ、 ぁの 降賴 つた 雪 
上で S 人の 無理 必中と ぃふ ァ 
-■ vj リヵでは 珍ら しい 出 ホ 事が あ 
なた、 化 A はおな 探偵 社に 働く 
ム t ネ 1 ど 呼ぶ 靑 年で、' ニユジ 
ャジ！ 則 ィ' — スト •オレン デ じ 
往むマ ー ガレット •ボ ー ズどゆ 
ぶ 娘に 戀 して 居た が 

ねつから 色 巧い 退 事を しない 
ので 裘を 煮やし 遂に 殺 怠を 起 
して 細々 ど 事情を 記した 遺書 

をボ ケット じ、 マ ー ボン ット 
がが ご 共に 働きに 出かける の 
を 街 上で 化裝し 

ニん が 倒れる のを 見て 約 半 巧 ほ 
で 隔てた 所で 自 をの、 む瞒 に 一 あ 
をが 込んで 倒れ わが、 す 思を じ 


王— ル大 をで 

「人間」 妍绳 

蒼 用と 百 お 十で 弗 

ユ I ^ 大學 じて は 『人 曲』 を 
の 物の 硏究 をなず ベく とだ 五十 
万 巧の 基金を 得て この-研 お 所を 
創設す る こ S じな つた、 誌 研究 
所の 目的 ごする £ ころは、 人間 
のを 方面に 對 する 關巧事 巧の 硏 
究 じある が、 人間 旨 身が 總 ての 
もの i 中必 じな つて 活動 i て 居 
る 巧から， おつて をの 研 圍 
も 隨か廣 ぃ 都 かじ 直る もの ご豫 
期され、 就會學 を、 年理 aliir 
必理學 ぎ、 經濟學 者 等を 麵し 
法制、 醫藥 、生 蝶 學のホ ¥ 必 
身上の 駒 係から 攻究して 行かう 
とい ふので ある、 さら じ扫囊 の 
關 係を 個人 或 ひは 團体 じつぃて 
一曆硏 究を續 け‘ 斯 くして A 間 
巧 勘のを ホ 面の 狀 態を 調べで う 
£ いふので ある、 この結果は 人 
間の 活動 じつぃての 革命的の お 
朗を發 見す るで あらう く 期 がさ 
れて 居る。 

シカゴの 虐殺 事件 

嫌疑者 五 人 捕縛 

囊じ 暗黒街の シカゴで と 八の 
無頼漢が 巡査の 正服を 着た 一人 
の 巧を をむ 立 人の 一 嫁に 銃が * C 
れね 奉が に關し ツカ ゴ醬察 じは 
極力 採杳 中で ホつ たが、 銃が 隊 
が乘搶 てた 自動車が が 見さ；. 嫌 
I 疑 港 どして 五 人め 巧が 檢擧 d れ 
た 上、 事件は 益々 擴乂 する 巧 込 
み じして 銃殺 隊じ 加は つて 思た 
二人の 巡杳 か事嘗 警官で あノた 
己の 說 にがては 譬察部 巧で 6 】 
巧騷 がれて 居た が、 これは 李實 
ではない らしい 0 


シ 


自^ 運 轉を写 て 

ヤ ブフア 1 ♦ \ 力 
ニック* タネ^^1 

ドラィ ゲ > — ごな 
ちなさい。 巧柴巧 
は 普通。 を 狀が謡 
九 おょ b 丸 時 迄。 婦 A 歓迎。 

写 AT 巧 ACT ミ CHOOI 

一宮 VM 25 TH St . 養 E . 篇 TH ST 



日本 理髮舘 I。 

西 四十 I ニ 了 目 巧 番地 ニ 貧 お 室 号 

一二 階 (巧 ホ 街 じあし) 


皆玄 シン トの 

一 埋髮巧 

ロ 六十 五 T 目 S 十 I 番地 
.閒 中が 氏 ご 共同 經營 b 年 
間 江 本人 諸ち の现 髪の 經驗を 
持 d 一て 居 b が。 懲 敷に 注盧深 
< ぶじ H 本人 諸 若を お 侍 遇 申 
上-如。 がを も 左の かく 引下げ 
大 勉强。 

設髮 シャン プ 1 巧び 刈 込 
髮 トニック 一 免 
散髪が 制ら 八 五 化 
哉 髮 ホ 〇 化 
を 柿を トニ ブク 一 0 油 
衛生的 設備と 方法 巧 注意 
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朝 十が ョ ，巧 十一 時 

シャリフ •ダン シ 

ング が 範學 枝卒藥 
と衫 タザ 
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桂 
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な 育 ホ 西 四十 ニ 了 目昏ホ 一を 

電 グー ブイ r ' N ト とと 八 お 
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東西 茶話 

最近の ニュ— ス より 


お睡 りした 密航者 


ロング •アキ ランドの グレ 

1 ト •ネック じ 住む 本年 二十 


歲のロ パ — ト •プ 一 •ム ホワ 1 


と 呼ぶ 巧は、 まる ニ 巧ト八 H 
じ 入港した ラン カストリア 號 
で歸乂 しじが、 今後が お だけ 
は 一. をせ 0 W いふので、 をの 
巧 細を 尋ねる ミ、 去る 一目 十 
二日、 彼は アフリカ 周が 船の 
々リン シア 号を 見物に おき、 
不阔 甲板 上の 椅子で 瞄 b じを 
ちた のが 運の 盡 き、 眼 醒めた 
時は おじと 哩沖 のが 上で 歸る 
こごもおホや、 化む；：^(俄船 
員 じな つて 西て フ リカの ラス 
パ V マズじ 上陸、 岡 地から リ 
パフ ー 八 じ 赴きが く 一二 等 船を 
どして 爲 つて ホた が、 歸 がは 
巧 今の 荒れ ピ あつて、 斯 くは 


が お 嫌 ひじな つた もの だ ご。 

說 敎强盜 溢々 祟る 

を 京が 淀 樵の 巧尝 八と か 左 
を 職 淺井牌 遣 QH ハ) 夫婦が 間 
じ 巧篱乂 0 ニを 地の 化 來で立 
詔し をして 居る を樣を 見て 痛 
じさ わる £ ばから じ、 いきな 
う 二人 じ 立 小 巧を した 巧 か ぁ 
ク た、 ど ころが これが また、 
身み 丈 六 穴 も ぁ b さぅな 大巧 
で 流石 江戶 ッコ氣 質の 時さん 
がいくら か、、 つて 巧 つても か 
なは；^ い、 夫婦 ごも どら 背負 
ひがげ をを はされ て圣治 一二 週 
間み 傷を 負 ふとい ふ有樣 、こ 
の 巧は 府下 野 モ町新 井二 四 
化 化ず 諸 蒙 (ニ 四) どい ふ 柔道 
四 段 b 猛 ち、 梟を 說敎强 盗 や' 
何 かの 不安から 郊外の 某聲族 
郎の用 >む 棒に 雇 はれる こ £ に 


なつた ので、 をに 窥が ぁらつ 
ぽ< なつた ものと 巧つ た：：：： ま 
巧 獲。 

法廷で チビ リ 
壌 所は マックを 衆 厨！： 事楚 
時日は まる 二月 十九 H 、 出來 
事は 歸化權 獲 待の 審理で ぁつ 
たが、 突然 一隅から 『あんな 
巧には 市 お權は 遣れ お』 と 叫 
ぶちが ある、 が 事が 訊問す る 
をの 巧 『彼は ボケ ブト じ 


ご 


酒を 忍ばして この 巧廷で チビ 
リ やつて 语 まず』 と 述べ 
る や 否や、 ガチ ンゴ音 がして 
巧 角の フラ K クは 壌れ 黃 ろい 
水が ド この 巧 巧な ァ 
ノリ 力の 巧 民 お 補 まは 本年 ニ 
十六 歲 、ぶ 年 一 ニヶ 局の 子供を 
持つ 親で あつたが 巧 寧から、 
『最ぅ 一年 考 へて 見丄』 ご 云は 
れ すごすご ど 退廷し 心 心。 

物騷な 結婚 視廢止 

ト八コ の 農が 地 ホ 4 は 古 ホ 
のる 習： か ある-をれ に 婚禮の 
晚 、殊に 嫁入らの 眞媛じ 盛ん 
な視 おを 打 上け るこム である 


探 險隙新 陸地 發見 

バ并ド 中佐が 飛 一^機で 探 蜜の 上 

.愛妻 マリ ー を紀 念し， て 命を 


頗る 巧 學的い *、 大化掛 な 準備 
の 下に 目下 街晚 をが 檢中 である 
アメリカの バキド 中佐は、 遇 股 
ホ 飛行機 じ 乗じて 根據 化から 極 
化の まを 飛ぶ こ ピ巧じ 四 巧ず ホ 
巧 じ 巧んで 居る が 

まる 二十 1 H 、 ニユ 3]ク》 
タキ ムスが-し 達した 保诚 から 
の おお 電信は、 バ 中を だち 械 
じ 新 陸地を を 見し 當然ア メタ 
々の 領± 確を クンー ム する < 
间時じ 愛妻を が 念す る 怠 ホで 
この 新控見 化を マ ザ！ •バキ 
ド 島 ご 命名した 旨を 傳 へて 居 


中を がまる 巧暧日 W 巧 ニ 臺の規 
巧满を利用して、 をょ6殴；：*く 
協 地を 探査して 居た ので あるが 
中佐が 義 じ發是 した 山脈の 面積 


の 東 ご 南-し'^ らしい 山を 發 見し 
たので、 タッ クフ ユラ！ •ラン 
デ ど 命名した が、 この 山は 第一 
じ ィザ ブス'^ じょり て發 見され 
た ロッス • ペン デン シ 1 の領 
- H じ屬 してぶ る やぅに 思 はれた 
が、 をの 後：」 至ら 單じ連 綴して 
运る のみでみ 張ら マタ！ •パキ 
ド 領じ屬 し 窝さ八 千 吹ょ も 一方 
扔ご いふ をら-しいを 山で ある、 
この 地は n ッブ海 ごグラ パム 大 
陸との 中間 じかる 

而 して 化の f 機に乗じ わァメ 
? 力 陸軍 娘 巧隊の マッ キン レ 
— 少佐は。 ブ クフ ゴラ ー •ラ 
ンデを空中^^ら撮影したのみ 
なら 中、 新を 見地を を 部窝眞 
じ收 めた 上、 ク エ 八ズ灣 沿岸 
も 地圈じ 作製 - f た ごの こごで 
あるり 


「成程； 一うな づ かした ...... 


若き m ランダ 壌の 獨奏會 


張の 暗殺は 

ロシア 人 4 


一 


揚常 両人の 化頰で 
滿 渊あ襄 大事が が 巧が 議會間 
題 どならつ i ぁるが 巧 最巧奉 天 
じ おいては 揚宇廷 ぶび 常 蔭槐統 
殺 5 眞 相は 左の 如くで ぁると 喧 
傅され 

張學良 自身 もこむ を 一一 日 明 

して ゐるご . J ■ふこ ごで、 この こ 
£ は 政府 部 巧 S i 部 じ も、 靖報 
々をつ たと しふ、 すなは も孚の 
眞 相と しては、 右據 、常 巧皮銳 
殺 S 前日 五名の 怪露 人が 張擧良 
の 軍隊 じよつ て 捕縛され、 なら 
調べの 結果、 張 作霖を 暗殺せば 
十五 万 无を輿 ふるの 旨 據ぞ廷 か 


巧を 5 自動 革 被害 

負傷 一方 四千 人 

東京 特電 二十-日 發 = 警韻 
廳の發 表した 統計 じよれば 化 
をを じ 於る 常を ホのを 通 被害 
は郎 巧者 ニ话ニ 十九 人、 負傷， 
者 一巧 四千 四な ホ 十六 人で あ i 


夕 井 ムス や トリ ビ ユン 紙が 赏嫁 


旣報 のかく 日本人を 父に、 ィ 
タリ ー 人を 巧 どす るち き 日 下部 
ョランダ 镶の ピアノ 獨奏會 は、 
去る 十 化 日の 夕 ベス ブンゥ 五 I 
ホ！^ のさ >、 やかな 音樂 をで 催 
されな、 ホ會 者は 無虑巧 五十を 
人、 保 A で淸趙 な、 をの 巧 じ 相 
應 しい 獨奏 貪で あつた、 

ョランダ さんの ビア ノ じは 女 
に不 似を；：' 义い 線が あら、 ホ 
かがら 巧を で、 殊に H 本 曲で 
は 『を 雨』 が 媛れ、 秦西 物では 
.ショパン ものが 得 愈； S やぅに 
是 まけられれ、 

三ユヨ 1 ク •タキ ムス 紙 も 『ヨ 

ランダの テュ ー ンは 極めて 巧く 
随情も 克< 浮んで 居る が、 お 巧 
や 個人的 U スタ キ^ じ 阿 等の 特 


色の ない ピアニスト である』 ご 
評して 居る が、 ト ビユン 紙 も 
壊の ず 腕を 賞揚し 心 上 『難曲を 
巧みに 彈 きこなす 優れた 技術が 
ぁる、 殊に 不可解ぶ n 本 曲の 禪 
奏は棵 めて 鮮 新な 酿 じを 巧 へれ 
が、 日本の 新曲には ズヶ I 作 も 
說 かもな （、泰西の ぶ 潮 か 流れ 

たち 洋の 技巧が 見 《む』 と 巧し 

ミ ， 

お 衆は まじ 日本人、 殊に 御婦 
人 方が ぞく、 相 木 夫妻、 离木 
夫妻を 始め ごして 內山總 領事 
巧理 夫ん や 田 鳥 S 井 ま 巧 長 夫 
人達 もを をけ た、 3 ランダ さ 
んは 多を S 月 二日 頃の 巧 船で 
一旦 イタ タ 1 じ歸ら 'あら じ 日 
本へ 魅く はや。 


覺 書を 所持し、 かつ 京 奉 鐵路局 
長 常 蔭 槐の舆 へる 爆彈 輸送 護 照 
を 所持し 居ち、 一切の 

事實を 自白した る こど； 
ょら 張學良 U 直 七じ兩 をを 招致 
し 右の 證據 をつ きつけて 難詰し 
た 巧が 答 辯じ窮 したる じょち を 
の 自白^ 事 賞なら ご 認めて 銃殺 
じ附 した 次第 でんる マ」、 をは 張 
を 良 自身 も 言明して 居た どころ 
である 0 


慣例に を ひ 

移る 「椅子」 


斩舊 大統領 ょら 
アメブ 々政 巧では 憤 例 ごして 
隱退《べき大統頗は、 闕講じ化 
用し わち 己の 椅子を 持 まると 共 
じ 新 大統領た るべき 人に 新ら し 
い 椅子を 購ホ する こご じな つて 
居る ので、 巧を 一二 巧の H 限らを 
なて 巧に 下る ク！ リッジ 大統領 
去る か U 、 ブー ゲァー 巧の た 
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號 S 货巧五 干 
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雜 辦 貪 徽 


【日曜 ±】 


日 H 廿月ニ 年 四巧昭 



# 羅府 、桑 巧 化 帆 (ホ ノグ^ 経由) 

お府發 を港發 

(午ち ニが 出 化〕 (正午 出れ〕 
コレア 化 二月 八 U S 巧 十一 二日 
春洋义 三月 サ 二日 S 月 廿と日 
西 比利亞 化 四月 五日 四月 十日 
大巧 乂四巧 二十日 四巧廿 四日 

® シアトル お 帆 (午前 十 時 出 化) 

一二 島 凡 一二 月廿ご 一日 
がを 凡 四月 一二 日 
靜岡乂 五月 一日 
橫濱乂 五月 十五 日 
@ 淪敦發 a 本 巧 出か 

' を あお 一一异 か 日 

辯 巧ん 互 巧せ ニ 8 
鹿 島 4? 四月 ホ 日 
▲都 青お晚 E 奈凉經 お S 本が 貨物船 I 巧 ニ 画 
▲聯絡 取扱。 がが は餘洲 巧、 南米 巧 並に 芭奈馬 
經宙 太を 津岸 巧が 絡 掘を 辅ミ持 お あ リ巧船 胡 
巧 等 巧 事 御 便を に 取 計 ひを 上まず 
▲来 國錢道 切 巧、 孩亩券 等 も 御 値を じ 取 計 ひ 申 
上まず 


▲鄕里 送を 及び ホを を (お 手数 巧)、 外闻 
爲替賣 買、 荷爲替 取糾化 立、 眉 用 肋を 
巧 等 一 お 銀 巧を な 御 巧 利 じな 圾可 化极 

鱗賦臺 灣銀 巧— ぉ 張 所 

本店 臺货臺 化 

ま 店を 京、 橫漠 、大阪 、种 巧、 上海、 漠 
ロ、 福 州、 厦門、 袖 風、 香 巧、 顯 ま、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 パタ ビヤ、 を 買 
カ乐 カツ タ 、偷敦 、が 外を 灣 十四 ケ巧 


一、 資本を 善億圓 (を 巧拂込 巧】 

1、 構 立を 一億 ニな 五十 萬 旧 

內化本ま店=|15濱(本巧) を巧 乂お 
神 ロ長惊 T 巧を 古屋 

機濱ぶ 金銀 巧— 支店 

米国を ま 店 = を 渚 羅# 沙 ボボ 哇 
其 化 化 巧を 國重巧 郁 巿ニぞ 店 及 n ン 
ス有么 侯 


ネ巧大 阪化濱 五 T 目 
お 育 支 巧 紐育ブ 《 — ドウ 王 1 な 四十 九を 

襲な ぶ艱巧 

日本 巧 《まを、 横 潰、 名古屋 、京都、 巧戶 、岡 山 
担。 尾ノ 道、 廣 島、 お、 柳 井、 下ノ顆 
巧うな (巧 司、 小 倉、 若松、 碟タ 、义留 ホ、 熊 本 等 
本 固 預金、 槪里 送を 等は 極 A 
て 御 巧 巧 迅速 じ 御 取扱 可 申ち 


本店 朝鮮 京が 

支店 出張 巧は 日本 巧 地の 樞要都 ホ、 朝 お 
滿 刹、 支那のを が 巧び 浦 捕 巧 お 

朝 鱗 銀な 紐 育 曲 張 所 

外 固爲替 一般 銀 巧 菜務猜 々お 便利 じ 取圾可 
申 上 お . 


藤本 證券 會巧 

一般 有慣莊 をノ費 買、 引受、 裳を 
A 金融、 並ニ么 ニ關ス ニ切ノ 業務 

能 S 藤本 ビル 7ロふ| 銀 巧 
紐 育 お 張 巧 


觸碰麗 、雜 貨卸寶 

森村ブ タザ 1 ス 


雜貨 陶碰器 
ドライ グ ー ズ卸資 

太洋 貿易 橡ホ會 巧 

ま 巧ボ化 古、 ポストン 


資本金を 巧 旧 
拂 & 済 資本を ホモ 巧 旧 
賴 立を ホ 千 S 育 五十ち 旧 

飾赋三 ホ 銀行— 支 巧 

本店を 京 市日 本 お 區ネ革 崖 巧 五を 化 一哉 
ず 店 小 巧 日本 橋 乂の內 (ちで〕 お 巧 
ち古屋 京都 大阪西 奚圾) 神 ロ 
鹰な 下踞巧 巧 おお 巧 岡 長 的 
上がな をを 買の 水 


な 出入ち 替 .軍 信 送を' ホ 送を' 旅 巧な 用が 
商 菜 信用 狀其化 一 股を 巧 お 

乂能妨 S 裘銀 巧— ま 巧 

瓶 里 送を" 日本が 地 お キ較 巧？ 班 速 取を 
本店 預金 (定期 通知 ノニ 補) 御 便利 取扳 
本 ま 店 東を (本 巧)、 大阪 、神戶 * 京都 
巧 巧 地名 古 崖、 小 巧、 上 お、 な 巧 


日本 郵船 會社 (ホ ニを 鐵道會 お) 

代理店 巧 欄 兄弟 祿會 

乗を、 乘船 切符を じ 小荷物 運送 御 便利 じな 扱 申しまず 







を 表せられた 通 b であつ て わ 
れ われの 腦桌 じ^して 置いて 
適を の 磯 貪に 家 解み を 謀る 
お 要が ある ご 信ずる。 要は 相 
互 じ 密かなる 拽觸 、連絡を 保 
ち、 邦人を 自 3- 間の 完成なる 
誘 解を 促進して 之を 日米 人間 
の關 係に 及ばし、 われ'— 自 
身の 結束を 羣 固なら しむる じ 
蒋す るが 故 じ/一層の 努力 ど活 
鹽をお 願す るが 第で るる。 



一致 團 結の 必要と 

.個人的 接觸の 急務 

理事 會じ 於け る 出淵大 がの 演說 

駐米を 權乂使 出 淵勝头 氏は 眞木 一二 等 書記官 M 伴 まる 二十日 巧 
巧 じて 翌朝 着が、 ホ 迎の內 山 總锁事 化 规ど共 じ 自働革 じて ホ 
ル プラザに 投宿し わが、 軸餐 後訪閒 のか 木 正金ち 店長、 武井 H 
お 監督な、 草 信 商 峰 巧 曾 支配人、 巧巧務 書記官、 水み 本 化々 ホ 
等 ごお談 、午前 十一 時 中央を 固化 雪を 兼ね 聖ジ 9 ン 寺院、 を 倫 
比 西大學 等を 參 化し、 午後が 育お備 銀け 株式 取引 萌視 を、 同が 
は 紐 育 日本人 會の 招待 じ 化な 理事 例會に 臨席、 本 夕は ホ テ 火 マ 
ダ ソン じ 於け る外國 通信員 協 會ま懼 の 歓迎 會じ 臨みて 一場の 潰 
說を 試み 明 午前 歸 華の 豫 をで あるが 巧澗 大使の 日 ネ乂會 じ 於け 
る お 說はホ 巧 巧の 如き 意が であつ わ。 

今夕 貴會の 招請 じ應 じて 巧 < 

タ數の 理事 諸君 ど 膝を をえ て 
親し < 窓 巧す るの 磯會を 得た 
るは 予の深 （欽 かどず る 所で 
ある。 前 刻ょ b 貴 會の辭 係ず 
る 事業 じ 孰き 適任の 人々 が 夫 
夫を あしつ i をる を々 面の 報 
吿を おみられ たが， 予が當 か 
腦裡じ 描 きゐた る じ 比し 意み 
じ紐截 的で ぁら 叙必 をつ 眞面 
目の 巧 力を を がれて ゐ るみを 
看取し 非 巧じ滿 をの 意を 表せ 
ざるを 符 ない。 

予はおかじがけ る 3:1本人會；；？ る 
ものに 賊 しては 必ずしも 素んで 
は U い。 二十 お 年 & 前 朝が 京が 
じ 飽事官 補 ごして 巧な せる 赏時 
同地の H ネ人會 唐した 經驗も 
あるが、 當 時化 隣の 勸敵 。シァ 
の おがを を 想して ゐた 際で ある 
ごけ 云へ 居留が 人の 結束は 仲々 
單固 であつ たるを 記憶して ゐる 
ホ 上 おにが 任せる 頃ら 同地は 英 
國 S 勢力 範隨で わつ たけれ V . も 
日本人 會の事 菜は 親るべき もの 
が ぁつた。 其 後 化 まに 一 等 書記 
官 ごして な 化せる 當 時、 孩は巧 
謂 天下のを ± が 雲の 如 < に 集ま 
つて 縱談 漠議 をす る 場所で 會を 
の 都 巧 ロ 巧 泡を 飛ばして 論爭し 
彼の お 名な 二十 I 個 條の閒 題 
を證 論した 時の かきは 數 名の 
を ± がを 化 館を 訪閒 して 公使 
に 巧 機を 蝴吿 した 例 も あつた 
予は諸 若が 攀實に 諸 禪の問 超 
を硏 おし 化 留时胞 社 會の福 触 
ち進の爲めじカを盡されわ2 
を希舆 せざる を 場。 い。 予は 
昨が 米國じ 大使 どして ホ 巧す 
る際聲 明せ るが 如： H 米兩國 
人は 個人々々 のをが なる 接觸 
じなら て 相 瓦の 誌 解 認識を を 
當 らしい る；.^ 最も 緊要で 
ホる ど 信 中る ど 同時 >>/ 吾人 同 
胞閒」 於ても 先づ 個人々々 の 
お 切なる 巧觸 をが 待して 化 < 
i が 必要 t ある ご 巧な する。 

日米 間にが て 現下 當 面の 大 問題 
は 巧つ てむ。 い憔 では ホる けれ 
共げ 細 じ 國酪時 巧の 推移を 化る 
じ垂乂 i ：* る 煤 合に が 面して ゐる 
i を 痛 威す る。 H 本の 經濟 力は 
かお 火 戦み 機な-」 ま 敷 膨脹した 
ので わるが ほ 動 期じ乂 b ての ホ 
化然 どして 不 おん 域を 脫せ 中景 
巧 U 本 ょら S 情報に 徵 ずるに 舊 
峨予 のを 想せ る 巧 巧 じな 善 せら 
れてゐ ない。 これが 外に わる 者 
も 今；： 一の 時 おを な視 して 經濟カ 
の 恢化佈 張を を どせ ねぶなら 《 

化な おの 遂行け 諸君の 双 祠じ擬 
つて ゐる i を 目を せられたい。 

彼の 移 ほ ホに 關 しては 田 中外 
柏が 巧 國溢會 じがて 逍械 のを I 


紐 育 H 本 

哩 事例 會 

紐 育 H 本人 會裝よ 回巧擧 
例 會は旣 報の かくまる 二十 一日 
午後 セが 巧亭都 じがて 開催され 
たが 當 夜け iZ 盛頓駐 劉を 權 大使 
お 淵 おか 氏と 始め 名疊會 員が 井 
巧 固、 新 井 補 ニ郞ニ 氏み 山總領 
事化理 ，眞本 一一 一等 書記官、 が 田 
お 軍監瞥 長、- 一： 巧阁務 書記ち、 原 
ロ大藏 事務官、 曾 化 鐵道お 化 表 
巧ザ副領事^ 齋藤、 矢巧、 木巧 
の I ニ 頗事舘 員 等 鶴 席した。 晚餐 
後草 信會 を/先 づ議段 席に着き 書 
記 長を して 岀席 理事 四十 四を の 
指名 点呼 私 巧は しめ 開 鲁を宣 し 
出 淵 大使 歡迎 の辭を 述べ 紐 育 日 
本人 會 のが 心 治 的 廟悚： J をらず し 
て 純然た 一 わを 共 的機關 なる 点を 
カ說 し、 就 化の 理も ご 米 人 側の 
日本人- ip , じ對 する 誤解を 指摘し 
(モ！ プ 氏の 所論を 部の 報吿 
を 促が，； ^ たる じ鸭井 理事 其濟部 
委負 長'- . f 化ら て說 明の 報 吿を試 
み、 巧 一 水を 勞慟 委員長は 會員 
親陸會 / の經 過、 會 員が 健 問題の 
硏をじ - W て報吿 し、 化 ホ 商務 委 
負 長ょ/を 

同 胸 職業 調査 進 巧の 梗槪 
ホ」 レスト ラント 袭の調 查報吿 
を說项 し、 風 間社會 委員を は 本 
年度の 計 畫子お ディ 並 U 舞踏 禽 
の 開催 シ吿げ 、旧 島を 格 委員長' 
は 萬 二世 職業 問題、 學生 懇詰會 
移 W 法の 調査、 學量巧 おお 覽會 
小賣お 人家 族 巧 貴入國 問題 等に 
互ら て報吿 し、 巧 木 商 お 陳别所 
調 ま 特別 委員長ょ b 調査の 結联 
ぶ 必裝を 認めざる じ决サ るが 化 
に 貸 易 仲 娘じ關 する 一二の 事 巧 
を 惟 藤 しみでが 岡 曾 館 基 ゎ恃別 
を 員を、 を 巧を 員茲集 委員長の 
巧吿 あり 協 爺 事 巧す か 後一 巧 起 
々拍ホ 裡じ大 化は 別項の 如き お 
說を 試みす 後 十 時 ザ 散 曾。 

支那 會ち催 

化 氏 おが 宴 

化曜 口 本供樂 部に て 

前國 Si 政府 外を 部長 どして 活 


» し、 霞 じ峡洲 ょら ホ 米 後を 化 
ホを 巡遊々 說じ寧 H なき 伍朝樞 
氏は 當地 邦人 官 を、 實業 家を S 
て 組織せ る 支那 會の 招が じ應じ 
まる 十九 日 午後と 時 H 本 俱樂部 
じがけ る 晚餐會 じ 出席した 。當 
巧は M 育な 巧 支那 節 事 も 陪席し 
まを 共 じ 隔意な き 歓談を をへ た 

が、 デサ^ — トコ] スじ 入れる 頃 

巧 滿鐵道 お 育 巧 張 所長 鄉敏氏 主 
人 側を 化を して 歡迎の 辞を 述べ 
旦く 伍朝樞 巧の 関歷 、が 幹を 激 
稱 し、 伍 氏は 日 支の 駒 係は 相互 
の說 解-し 依らて 改善 せらるべき 
もので をる ど說 き、 支那 時局 じ 
聯關 せる ニ 一二の 質 閒應答 あら 更 
らじ後 H の會 をを 約して 盛讲裡 
じみを かつた。 因に 伍 氏は 現駐 
米を 使 施肇基 氏の 倫 敦じ轉 じた 
る 上 其 後を 襲 ふ ミ どなつ てゐる 
が、 近 化 支那の 名 外を 家 ど 悪は 
れ たお 伍廷巧 巧の 息で ホ國 仕込 
の 逸が である。 


旅行 肴 注意 

南部 ど 加を 太 じ 赴く 
華 府勞働 省に 於て は 千 丸な ニ 
十四 年發 巧せ る 現 巧 移民 法規 じ 
依 も 好まし からね 移民 の 入國を 
制限 若 （は禁 化しつ、 ぁる ピ拘 
はら や 南部は 墨國 々境よ b 又は 
巧 船 じて な與 方面よ b 密航 入菌 
し ホる 者 波 然として 絕 ゆる 暇な 
化 部は 加を 太よ b 入國 する 箸 
タ數 ぁる 事實じ 顧み 近來嚴 重」 
化 稀を 擲 巧して ゐる らし （、瑞 
じ 前 遇 テキサス 州 化 ホを 旅 巧し 
て歸 紐せ る 邦人 實業 策ら 移民 管 
の 誰何を をけ た 由で を，。 かも 南 
部 地方 旅 巧の 際は 必ず 旅券を 携 
帮し 同時に 務比官 をして 信憑 ダ 
しむる じ 足る 參ち义 書類 (假か 
ば 大戰當 時の 登録 證の 如き) を 
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今 明晚の 映蠢會 

若手 橫網辯 ± 極 ロ化浪 氏が 解 
說 し、 ボ川菊 江 媛が あ奏 でる 
『阪本 龍 巧 ど 新撰 猫』 の 松 巧 
キネ マ 大作 十二 卷は 愈々 本日 
午後 あ 八 時ょ b 第 一圓を 巧 巧 
十 了目ブ P ドゥ ユ ■ ~ おを、 
エキス プ C ラー 惧樂部 トを開 
し、 第二 回を 明 日曜 同時 刻 じ 
'阳瘍 所に て開婚 致ます がら 是 
非 御 ホ觀を ホ 留 いたします。 
入谨 をは ( 一 弗 五十 仙 均)) を 
旅館、 料亭 じぁ b 、 常 极會壌 
にても 御 ホめ が 出 ホ J す 

ま 催 紐 育 有志： 1 同 
後援 H ホ 時滯社 
紐 育 新報 社 


携帶 するがょい。 ホナ 'ィ ャガラ 
瀑化觀 化 あの 如き も】 旦 化を 太 
侧じ渡 橋 すれに 巧び 乂國の 際 八 
ホの 人頭 稅を要 ホせられ たる 事 
實か あるから 米國ょ L 】 時加奈 
太 じな いたご 云 ふぶ. $1 •立証ず る 
爲め 旅券 携帶の 必要 お ある。 

美 W 敎會 で愼 した 一 

春季 競技 犬會 

H 本人 美 W 敎會 靑ホ會 を中必 
じ 去る 十六 日を 季 競技 大會 聞か 
れ多 おの ぉ 席 者 ぁら < 午後 一二 時 
ょ b 绍规ニ 時 じ 至 b 特じ类 化 派 
ご 修道 派 ごの ピン：, J ン のな譬 戰 
は 異常の 興がを 0 て 期待され た 
が 遂に 巧び 修逛 派み 優勝 じ歸し 
た。 當 日の 一等 個 A 媛 勝は 左の 


鐵道省 吏來往 

鐵道省 技師 山 化 幸 人 氏な 去る 
4 五日 天が 义 じて 着 桑 あく ホ 紐 
ずべ く A 滯紐 中の 技師 魚 住 朝 お 
ぶは 本日 出帆の 便船 じて 歐測經 
を歸 朝の 途じ上 b A 旅を 韻 長：：： 
靖寬 氏は S 月 H 日 着 桑の コンヤ 
お •して ホ ホし A 事務官 玉 清 善 雄 
闊大お 正、 技師 星 野 繁樹の |こ 氏 
は互巧初旬獻洲よ^ホ紐する箸 

日本 俱樂部 舞踏 

H 本俱樂 部會員 及び 家族を 中 
ー必 どせ る 春季 舞踏 曾が S 月 二日 
(王 曜) 午後 八が 半 よら クラブ 
階上 大廣間 じ 開かれる 望 男子は 
タキ シ！ ド、 會費お 兼。 

外交 政 簾 研究 會 

ルを 政策 硏究 會ま懼 午餐 討議 
會は ホる H 巧 二日 十二時 四十 置 
を ホ ブ^ア スタ ア じがて 開かる 
ベ < ，議題は 『印度の 將 ホ』 で 
辯- H はが 度 通の シー •ィ！ •アン 
ブ 9 ゥス 氏、 お 人の 巧 度 研究家 
エ ス*ケ|?フツトク9ブフ 氏を： 

び前郎 度議會 議長で を 名；^ ザ。 _ 
ジ ニ* ナィ ダ 夫人 等で ある _ 

ジがチ ニ 師來紐 

羅お 法皇 朝な H 巧 表 使節 ジゴ 
デニ 師は羅 およら 巧び 目 本へ 端 一 
巧の 途次 ホ ホ、 前 ±曜：11 華府じ 
お 淵 大使を 訪闡 して 歸紐 、まふ 
十 化 H は當 化な 留 邦人 加恃 力を 
信徒め 重立 もたる 人々 の 招待し 
應 じ、 一昨日 お發 加を 太 線 じて 
西 巧 日本 じ 赴いた， I 

婦人 會を 期總會 I 

旣 報の 如く 紐 育 日ぶ 婦人 會が 
ては 去る 十五 H 午後 日本 お樂. 
じを 期總會 を 開き 會務會 計の 
吿後 左の か （本年度の 役員ぶ 
委員を な 選した。 

會長新 井 夫人、 副會 を 一 柏 
木、 旧 島、 中 山 S 夫人/ 
通信 書記 地 ま、 ま兩夫 
記録 書記 石 谷、 巧兩 ホん 
會計田 中、 吉 EE 兩 夫人^ 
プ。グラム委員長 波田^^ん 
委員 鄕 、高見 兩 夫人 

メム パ— シップ 委員長 

夫人、 委員 風 間、 水な あ芙 
人 

な 人 H — 

♦旧中吉兼氏 を出信託株|7?會 
社員、 去を 十一 日偷 をよ blig 紐 
四月 ド 巧を 滯 がの 尝。 

•溝 ロ敏 磨を H 本年 糸！！ ま會 
社々 員、 夫人み 息 同伴 天^ 化に 
て 十 狂日眷 を まる 水曜 HAjil 巧。 
•巧 木を 巧 氏橫潰 正を^ 店長 
家族 同伴 昨 H よみ 太 西が^ 地方 
じ 赴く。 

參小野 旧 义吉氏 一時 轴 中の 
H 本 綿花 會 社員、 去る ホと H 歸 
紐。 一 


嗎說を 


♦な 育 目 本人 敎會 

『題 ホぶ』 

♦基督 敎 修道 脅 
『藝 報. こ 信と 愛』 
♦日本人 美な 敎會 
『約 見よ」 


淸水 牧師 


今朵 牧師 


宮 崎な 師 


! 桐 スペシャル 

貪 I 慾を 增す 美が しい 

巧 葵 時鳥 卷 

一 おと 十五 脚 

子 辛子 潰 ：^ 

一 瓶 お 十 仙 

す 花 樂京漬 - 

一 瓶 六十 侧 
が 着きました 

化 桐 兄弟 一頭 曾 


ド ランク 約 おな 個の 

ご ノこゾ ノウ オ ドで ブ 

びスチ 1 マ ^ ~~ b ランク 六 飛 五 

伽、 九 葉 五十 牠 、十二 雜立十 
少し 許 b 使用した 趣 疆ニ雜 
一一 窠 反び 五乘 一, 

巧を — sixt 三 ve ., cor . 4 ま h st ._ N - ご 


わ 正 巧が 過ても 
I 忘れられね 

鹽 數の子 

お pK ホし い ホは 干數の 

f ど 比べ じなら ません 


桑 山商會 

114 夏 S S 量 乌： N ‘ y . C . 

さ one . f {其 ent w ニ 3— 夏 巧 


タンク 
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イラ 下 及 

イン* \ ! ■ベ*™ シ 3 ン トラぶ タを 
畅お弗 五十 觸 ょろ 十二 簾！ 4 ず備 
篇 で S { 雲|1 Str 置 一 
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び 料理法を 敎授 す、 新 ま § 新 

田. ま US 言 

ニ运 est 2 ゴ h Si G 弓-ず ミ d 含 ご 一. Y - 


東京 廊會 特吿 


メ！ 化 - す— ダ— 

を 御 利用 願ます 
を 京蘭會 は！ 册の雜 誌で も 
一 瓶の 醬油 でも、 一斤の ホ增 
でも、 一服の 藥 でも、 巧んで 
も 御な 文 次第を ちじ C *0 *D 
一-一 て 獲 b ます 

を 憤を、 商品 目 錄御申 越 次第 

送らます 

憤 額 勉强、 發送进 速、 タ 々じ 
不係擲 用を を 乞 ふ 
お 巧ぶ 達 仕 候 

.，紐 育 東京 蘭會 

140 写. 霉 hSiJ . Y - C . 

Te こ ra 空當 『巧 萬 9 


巧 利なる チ ー グ 
! ム 南 巧 目 淡め 


夏 Tsui 产 苦 卓. 量 S 三 さ 


貸 度 


家具 付 H 室 アバ] ト 
メント 、期間は 四ち 

中旬よ b 十 巧 I H 迄 
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御遊 金 八 
磯實 有利 ナ 
僖券 株式へ 

日本を 地ノ 債券 株式 御 買 入 レニ 就 
£2 W 甲 I テ ハ お ニ 御 便宜 御 計 ラ ヒ致シ マス 

轉村 證券 株式 會社 

紐 育 出張 巧 


了 寧の 巧 刷 ご 精巧。 <• 仕上げ 

時日の 迅速 どな 實な 校正を 保証 

巧 刷は 紐 育 新報 社へ 

電話 ワトキンス ニ 九 0 化 i ニ 九- 0 

わ 間違み むく 新報へ 

お 西 十よ T 目 十二を 十 階 目 

東部に 化ける 邦字 言論 機 願の 

權敲 、ぶを 描 報を 讀 まの 人。— 

廣吿は 紐 育 新報へ 




夫 


寺' 


シアトル ぉ觀 (午前 十 時) 
をら ば ま 丸 S 巧 十一 二目 
を^ ぞな丸 四 巧 四 H 

るん でん お (巧 凌 巧 耽： > 一二 巧廿 五目 
y 1 等 樓漠】 九を 弗 

但し ば W ず 丸る ム でんかは】 を五乘 
マー 二等 日本 巧を を 顯 客室 おな 造 家族 室 多な 
▼御 兼 望に 依リ 一等 割 則を 沒巧符 をが 致 可 侯 

ロス アシゼ ルス お 化 (午後 一二 時) 
さん VJ す 丸 sg 甘 五 a 
まじら か 四 巧 甘と 日 
►一 窜镇濱 ニー ニ 0 巧 旧は わい みま じら 化 I を 弗 
►榜巧 一二 等 日本 巧 五十 九 巧 ▼一二 等 a 本 行 五十 五 巧 
▼ホ 淺羅 がせ 親 ま 切巧寢 塞を 購入 御 幹 逆な y ち 
►が 育 線 パ ナ-紹 由 0 本 ま 邪一餐 物が 巧 一回 


諸雜貨 仲買、 卸販賣 

保 巧商會 


陶磁器 雜 貨卸賣 

春 旧廊會 


日本 陶破 黑雜貨 類卸賣 

ザ元ブ タザ I ス 


日本 陶疆 器雜貨 

ラム プ卸賣 

奈良 貿易商 會 
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303 巧れ h Ave" 
Tel. Caledonia 4101 

巧 巧 巧 事 巧ま會 なお 育ま 巧 
UchWa TVading Co., !nc. 

1 1 Park Place 
TeL Barclay 1576 

島 貿易 株式 會お 
Shima Tra ぷ ng Co* ， Ltd. 

150 Broadway 
Telepho 凸。 Rec れ r 1484 

が式會 お赤展 巧を 
Akawo & Co.j Ltd., 
295 Fifth Are., 

TeL Ca! が ionia 9758 ぷ 9 

片倉驳 お結稳 巧ホ會 を 
Ka ゎ kura 在 Co., Lt ん， 

200 Madison Avenue 
Tel. Ashland 4545-4546 

に Mikimoto 
Mikimoto Pearls 
財 5 Fif 比 Avenue 
Tel. Vanderbilt 2519 

大食が お育ま 巧 
Okui*a & Co パ 
30 Church St., 

Tel. Cortiandt 2292-93.-94 

H 共 棟 式會化 
巧理巧 
高 睁巧會 
12 日 Br 时か化 N. Y. C. Tel, R 扣 toi ■巧 84 
Fa 加げ 化 10 36 化む 8., しし City 

沒巧銜 を 铁ホ會 栽 
Asano Bussan Company 

Room 801-805 
165 Broad way 
Tel. CortUndt 8 雌 rS 百 52 

Gosho ^rporation, 
Silk Importer*, 

40 政 Mt 34th S ゎ换 t 
で 化 Ashland 巧 折 - 9! 

Go，ho Co.» Inc,, 

Co 巧 OB Exporter, 

—— W'BSffVer tit,. 

Tdl Bawhng Green 98054 )6 

巧な 洲巧 道が ホ會を 
なち ♦み 巧 

South Manchuria R. R. Co., 
也 >om 202 ら Cana ぷ an Paci 打 c B1 わ . 
342 Madison Ave. 

I'd. Vandl が b かか 巧 

己 井のを 賊會赴 
短 巧 支 巧 
Mitsui & Co., 

6 a Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

巧 まを か 填 ホ 巧 巧 
な 育 おお 巧 
Iwai & Co., Ltd. 

Wool worth Bui ! ぷ n ん 
Tel. Whitehall 6040 

H 菱巧事 巧 まさな 
お育まな 
Mi わ ublshi Shoji Kai ふ a 

(M け suWshi Co" い ん） 
120 Broadway 
Tct Rector 2560.2564 

大阪 朝日 ニ ま 京戟曰 
北 巧る 巧 
Osaka Asahi 
The New York で Hies Annex 
TeL Lackawanna 1000 


日本 姑巧賊 曾 化 

曰 本 ホ 糸 巧 式 食な 

巧 か 名會せ 

, 曰 ホ 生糸 巧 ホを 胜 

な 巧 支 巧 

お 巧 支ぶ 

がち そな 

; お まま 巧 j 

Japan Co け on Trading Co" いん， 

NIPPON K1-IT0 KilStt*. LTf) 

MitTA 化 C>0., 

N1 圳 I-BEI KIIT0 KMUSKiKI WISHA 

2 Pa ふん rcuue* 

f WO Park Ave 凸 ue 

443 Fourth Ave 。 

(NICH し BEI のげ 0 CO" LTD.) 

Tel. Lexington 8787 

Tel. Ashland 5320 

Tel. Caledonia 7830-35 

1 Park Avenue 
Tal. Ashland 6246.47-4S-4d 
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す 十六を 


兩 稅を讓 案の 運命 頗ろ危 し 

一 n 田 中 首相 等 厄 鬼 ごなる も 上院の 形勢 硬化 一 

野 驚は 不戦 條約 y 攻擊の 渦卷に 


まま 特電 甘 六日 發 = 旧 中 首が はが 四日 勝 田 文 巧、 鴻山諭 長、 島 巧' 政ぶ 食 幹事長を 招き 兩稅委 


譲 まじ 關る 貴族院の 詰 解 運動， で 凝議せ るが 其 おお 勝 田 文相を 之が 專任者 じ 指 命した が 貴族院 豫算 
審蒸遲 々ど I て 進まず 反政府 氣を 漸次 濃厚 どな > 殘 b の會 期では 兩巧 委譲 案審 P 不可能 ど 認め 握 
潰し 論 高ま 6 i 部には 貪 期 延長 說 さへ 起つ て來 た。 

東京 特電 甘 六日 發 = 民 叔黨は ホ H 早々 乂巧遞 巧彈効 案を 提出し 阿 巧 密輸、 議員 貢收閒 題を 提 


げて攻 « すべきが 載なる •か 政が のを 灣 H 巧潭 電力 工事 計を にも 反 おすべし f 。 

ま 京 特電 甘 五日 發 === 本 H 貴族院 じ 上程の 兩税 委譲 案 〔ニ‘ 白 S 十二 票教 二なー セ 票 じて ホ 議院 
甘 一 H 通過〕 にがす， J な 對氣勢 高 ib 大ホ握 潰 L じ 傾いた •か 尚 も 同院民 巧黨み 子の 追擊は 急で あ 


巧 側は 法く 惱 まされて ゐ る、 雷 要 政 巧の 運命は 皆晤膽 わるもので 初拔け 見を みの ト るのは 豫算案 
ど 事後承諾 まを じ 過ぎの ご。 

.をを 巧電廿 五日 發 == 尾 帖巧雄 氏 提出の 不戰傭 約ち お ホ 議案を 瀬踏み'^ して 民ぁ黨 は野黨 聯盟 
を お 煤して 政府に 肉滩 り' ん ごする 一卞新 黨巧舆 部も從 ホの 政 おぞ待 傾向を 改めち へ 商し V 現を 称 
を兒限 A 四閣の 事情 自派 じち 刺に 轉韶 せんこくを 試みて ゐ るので 遣の 豫 期される 五、 六月め を 
を 境 ごして 崩搂 せんか ごい ふ、 『この 上は 穂 硬 的に 大衆 遙 動を 進め ス』 ど 無產黨 側は 盧氣 泣む で 巧 
む、 お ほ 咸崎わ 雄 巧は 不戰條 約 ほ 對ホ講 案を 見合ず 化ら じ 『ピ ー デ グス』 の解釋 じつき ぉ， 國 での 
を 换を艾 の 公ぶ を あらむ ごい ふこ どで わる。 - 


歴史的 背景に 基く 

日本の 亟細虛 政策 

口 支の 經濟的 文化的 提携を せ问喔 

お淵大 傑の 鑛說 


本紙 簾の 面 所 おのかく 駐米を 
權 大巧 出郷 勝み 氏け 去る 二十 
ミリ 巧か齒 通信員 協會 の歡迎 
晚餐會 席 h お 其に がける H 本 
めか 巧 政策を 瞬 W して タ大の 
注 息 ぉおむ た。 左は 該溃 がの 
•摧槪 である。 

朝鮮 服 征ご目 本 

〔前略〕 今夕 化 磯 食に がて 日本 
の お 極 束 外を 政策の 大巧を 窺 ひ 
知らら 至とは 諸君の 巧 趣を 喚起 
する やら がら 知ら 難いが、； II 本 
の 極東 政策を 敲稱 する が爲 めに 
，は 先づ 朝鮮 ど 日本 ピの滿 係を か. 
るを が必 をで ある 0 〔ごて 大使は- 
朝鮮が 大陸 諸が の踏臺 となら ス 
U 本の 宵 威と U つた 歷 をを 擧巧 
第 十 S 化が 中 元寇の 裳 ホが 朝婷 
を經 由し 巧れ る もの U るを 明に 
し、 巧 巧 支那 じ 次いで。 マノ パ 
王朝 時化の 猿 西 巧の 應 服を 略叙 
し〕 ま那 ぶび 露 西亞の 朝鮮 /惩版 
は 耕む じせょ 日本のを 寧を お-く 
し钥 鮮齒內 のを 亂ど 失政 ご 吐 H 
本が 嫂々 忠言せ るに 骗せや 益 其 
甚 しきを 加へ H 本が を 那の橫 調 
を 巧 やして はを 新の 强み難 さじ 
想 刹し：：： 支 お 問の 動かを 提 萬し 
たが、 支那は 頑ビ して 替が 好な 
を をれ ず 朝が をして 姑ん .もし 國 
じ 階れ た爲 めじ 日淸 戦役を おを 
.な < せしめた ので ある 0 〔とて 遼 
東 ザ岛領 お、 ホ じ S 図 干渉 じの 
る 還 W の 經絳を 述べ、 日本の 受 
けたる 駐隙的 化 辱を 說き U 

; 露 支の 秘密 條游 

i 而も まがの 背後 じは ち 八 お 西 
ー亞が あつて 渔を 半島の み。 らや 
: を 滿洲を 微弱 U る淸 朝よ h . おを 


むごの 意向を がし， 支那は 又 
八 巧 九十 六を 李鴻章 H 。 バノ 
秘密 條 約を 締結して 露西亞 VJ 
日 的を 守 同盟を 結び、 ニ 年後 
- I : ま b 蕩西 盛は 有力なる 鑑隊を 
： ii 順 大逆 じ 送 9 1 ニ 年 前日 本ょ b 
取せ る 支那の 領± を 租借した 
^モ 丸が 年 ボック サァ 事が は 露 
菌亞 じ滿洲 及び 化 支那-し 陸兵を 
急派す るの ロ 實を與 へ 事 伸 終 煤 
を 列齒の 勸獎あ b しに も拘 はら 
ホ 繁西亞 は滿滿 ょり 槪 をす るの 
模 襟な/、 、千 九が 一一 I 年 H 本. か 支 
那 の 宗ま權保持 ピ 巧ロ開放 の誓 
巧を 迫 まらし に 街し 叢 西 亞の回 
答は 增兵 ご 要塞の 防備を 完成す 
るの みで あつた 〔交て B 露戰役 
の 止む を撐 ざら しを 說き 、日露 
戰 役の おち 講和 談 巧の 末 滿洲ぶ 
び遼巧 半島が 日本の 手に 歸 せる 
事 寶を語 ら、 千 九 苗 五を 十二 巧 
の 化を 條 おを 引用し、 該戰 役を 
日本が か 何に お 浏の開 發じ巧 力 
せる かを 明か じし〕 

日本の 滿 测開發 

化 餘年前 一 漁が に 過ぎな かつ 
た义 連は 現下 支那 じ 於け る 第二 
の 貿易 巧 ごな つれ。 日本の 鐵道 
鑛 山、 潘灣繫 鐵巧其 化 お 洲じ巧 
する 投資は 十 原 巧を 超 b て 居 b 
今や サ 萬の 日本人と 百 萬の 朝鮮 
人が 棲息して 居る。 斯 かる 事 储 
の 下 じがて 滿洲を 巧び 日本の 脅 
威' 瞬 域 じらしい るるは 日本の 斷 
じて 肯じ 猪き 所で ある。 しかし 
同時に 日本は 滿 拥じ對 して 領± 
的 巧む を 有して 居 U い。 われ わ 
れ のを 留は 支那 ど 協力して 該地 
ホの が濟 的、 文化的 お展を をげ 


たいので をつ て、 か 論 化 巧國の 
礙 調を 巧む ものでは ない 0 〔大巧 
は 進む で 外的 侵略の 脅威ょ もを 
れ たる 日本が 人口の 激增 、自然 
富 源の 缺乏を 語ら、 日本の 産業 
ごしては僅かじを糸の輸おご水 
カ電氣 の鬆達 ぁるの み ど 說き化 
理的 形勝 じある 通商 資易國 とし 
ての H 本を 劈議 して 約 巧 巧巧嚼 
の 海運.^ 擁する 事實を 吿げ〕 

吾が 國民的 要求 

菩 人の 眼前 じ 横は る 問題は 富 
源に 乏しき 國家 がか 何 じせば 化 


激增す るん ロを サツ ポ ー ト すべ 


きか、 ぶ單じ 彼等の 物質的 要 ホ 
を 摘た vi 間 題に 止まら や、 併せ 
て 彼等み 文化的 要 ホを も滿 たず 
べき かが 一大 間 題で ある。 國を 
は 個人 ご 同じく、 渝を S 自己な 
善 どを を ホす る 巧 國を蒋 など 國 
民渝ま Ij の根抵 じは 人口問題が 
橫 ってが る。 經濟學 の權威 者は 
如何 る國 家め 人口 膨脹 も 唯 移 
民を 外國じ 巧す 一事を 0 て解决 
し 難い どを ふ MJ じ 吾人 1 致す 
ると 偉 中る。 况んや 吾々 は 歓迎 
せざる 國 じを 巧を 送る 希 璧は持 
つて 居らぬ 0 〔どて 人口問題の 大 
部み は科學 の進步 、を 業 通 巧の 
を 達^ 化 b て解决 する の 外な か 
るべ t ご 說 き、 扫本國 民は ホ 化 
のを 策 ご好盧 とじ 基いて 一大 商 
業國 民たら いどす るので ある ど 
喝破し、 原料を 支那に 仰ぐ のみ 
である ど斷 じ〕 

ち那 の門戶 開放 

併 香々 は 支那の 巧 巧 及び 市 
裝ム摄 占す るの 意志は 巧 毫もな 
い。 I 巧戶 開放 ご機會 均等 どは ま 
が 巧みなら 中 巧 國の爲 めじ 巧 益 
でかる。 吾々 の 有す 一 H の 長は 
地^的、 人邱 的、 國 語が 理由の 
館 I 巧を 出での。 善隣の 日本な 支 
那久の 嗜巧お ホを 誌 解し 化の 孰 
れの國 よら も 化廉じ 支が の資易 
が じ 己れ''.-- の 製 おを 送る 便宜 


一-''. じ 狂. 


大細育 

I 九 こ 九 年 版 r おく 發巧 

本社が 養に 編みを ij ；! いたしました 『大姐 巧』 は、 幸 ひじして 
化 湖の 溝 < がかき 巧 一^を 巧し、 を じを 部； 冊 巧ら や# 切れ ごな 
> ました、 依て 本なん 游 一版の 內 なをを な 巧 K じし、 员數を も 
ち加した千乂なサ九^8^を新じあ巧するこ ど'、な.4^ました、 お 
確 じして 且つ 巧ら しい^ 計 ご 事實を 基礎に— て、 莉 々趙 化する 
巧が 『大紐 育 J のみ 相を 傅 ふるに 遺が U きこ どを 巧して 居らょ 
す。 巧 ほを 憤は 

豫約 申を 者に 限リて 

轉價と 十五 仙 

發刊 後の 御 膳 買には 


を 價金 


弗 


- をし ましね、 速 かじを 巧 御中 这 みを ホ 望いた します。 

ニ 量 t 紐 育 新報 社 


をち ずるに 逝ぎ 《0〔ご て 日本が 
ち那 のが 一を 熟迎 する 所 0 を述 
ベ、 前を 遼 逆なる 支那 のぞ 幸を 
'術 6、 指導を の 建設め 政策が 世 
がの 勘を じ 背わざる べきを 摩み 
H 本のち 那で對 する 熙 係は 經濟 
的 巧 ホに 止/^ らホ 文化的 方面を 
無視す るを 一得 ホど說 き〕 

支那を 新，、 一 世界 

日本は をて ま 那のス ブユー デ 
シト であつ た 今を われ'---^ は聊 
之じ酬 ゆるの 機 會を得 じご 信 や 
る。 此 ぶ® •し 於て H 本は 化 京 及 
びと がに 文化的 施設を 試み H 支 
學 生の みならず 廣く熱 ホ 人のを 
じ ホ b 學 ばい 5 を希遵 して 居る 
是れ又 東西 兩 がの 國 民間に がけ 
る 文化的 協調の お展に 資する 巧 
巧 一 J て々 からざる べし ど 信ず る 
ま 邪の 古典が 制度 廢簿 'なる 領 虫 
夥多の 人口が 化の 列鹽ど 協調す 
る じ まもまでは 東西 文明の 油 か 
は 窓 巧 じ實 現—' 難い ご 信 ホる が 
おじ 予は 諸を がち 那 をを 理 的、 
な讓 的-」 指導し をの 富 源を 開 猿 


をが お 巧 態 巧を 執る 傾向 ゎ 
漢 ロ、 漢陽 地方の お 導を け 致は 
廣東化 府定お 脈を 通じて 南で 改 
巧を 狹擊 せむ ごの 陰謀を 愈 1' 巧し 
居れら ごの 流說も あら、 阜沙み 
頗は南 巧ょ > 離は する も の ご お 
られつ： ホ b 。 . I 
をを 二十 四 n を 〔聯を t 如 信】 
國お軍 ご 叛軍 ごは 今朝 巧け び 接 
戦せ るが 叛軍 利 あらや 西 k ホ 面 
じ擊 退され た。 叛軍の 大が隊 は 
當 地ょ ら西モ 二十 お师 の： 地豁を 
巧を 包圍し 居れる. か 今朝な なの 
捕虜を 殘 して 登 州府ホ 面」 潰走 
しゎ。 國ほ軍 巧か官 。谁 巧を 繼 
續 すべく 兵が 部を 前進せ てめ つ 
づあ 6、 をら ^ 叛軍を 输禪 する 
じ 足る 兵數 くち 器 どを お 
かど 觀 測され て 居を。 な 
ホの 精粮 はを 涩線 杜絕の 爲め不 
巧で ある •か、 奉 天な 巧 ル 砲濫一 
隻ネ U 凰 民 軍 援助の 爲 A 入港し 
た。 但し 大連 lb 山 東.-: 渡つ た 
善の 聽萬 旨將 軍み 巧な 心を 然知 
ちらみ が，；，* い。 


すべき 

顶府地 



持せ た ごする 華な 協約の が おを 
滅 殺せる ものである。 國民 政府 
當路 おは 張宗昼 軍の 蜂起は 直 じ 
鎭膨 せらる へ （敢て 憂 ふるを を 
しない ごの 窓を を 有し 『お洋 ホ 
かの 爲め將 た H ま 兩國の 利益の 
爲 めじ 柯等か 解 巧の 途を 見出さ 
ん とずる も 未だ 其 時 磯に わら ざ 
るが かし、 故 じ H ま兩國 じがて 
戰爭の 解み じ 願し 國は 政府は 最 
大 ©巧 力を をいで 居る-か 巧し 解 
决 不巧摇 と なる 場を は 支那は 化 
の 列國の 助力を 借 b わ ば じらな 
い。 甘！ 個條巧 題な ホ 目ち 兩國 
のみに ては 間 題 解 巧 巧 難の 爲め 
巧 國の調 訂を請 ふじ 至つ たが、 

H 本 t! 今や 駐兵の 路 要な S じ拘 
はら ホを 易 じ 山 巧よ ちの 撤兵を 
首肯 しないの である』 ど 言明し 
た 0 


し、 政を 經濟 の 組織を あ 化 的に 
なをし 其 文明を 發 庭せ しむる は 
濁ち 支那の ちめ のみならず 實じ 
化界の 急務で をる £ 云 ふ 點に賛 
意を 表せられ るで ゐら ぅど 確信 
する 0 


不安を 示ず 

，山 慕 政局 

河南の 變は 重大 

化 京 特電 二十 五日 發ご I ユ 3 
— ク • タ井 ムス 紙】 n 劉 建年將 

軍は 國民軍 司々 官 ごして を巧附 
おを 支配し つ i をれ ど 威が 衛じ 
がける ホ 伴藻將 軍が 麾下 一巧 五 
千のを を 率 ひて 張ま昌 ど 連衡す 
る 旨を 聲 明せ る爲 め、 危險の 位 
置に 巧る らし < 援兵の まるを 待 
つ 情勢で ある。 

南を 特電 二十 五日 疆 【聯を 通 
信 ) n 山 東 省 じ 於け る戰 局は 國 
民 政府の 愼重 じち 慮し つ {ある 
巧なる が 一方 树南 地方の 不 まな 
も 情報は 寧ろ 山 東 0 上 じ 熏大視 
されて 居る。 長沙を 占領す る 何 
摧將 軍は 河南 省 政府を 驅逐 せる 


南京 外交 部は 

驅 y 日本に 

吳ホ 巧國の 干渉 觀 ^ 
上海： W 二十四日 發 〔礎 I せ 通 
信】 菌昆 政が かを 部を 化！!：^ る 
一 官憲け ム r 巧の 張を 昌將 6|一 の 巧 
起は 日 ホの 使曠 に出づ る^-ので 
あるかの 如 （吹聽 して 曰ィ 『支 
那政 ぶけ 東京 政府が 張宗 富ぇ扶 
けて 大巧ょり 山 東 省 じ 向け^ 發 
せしめ 回 地 ホ じがて 反國 を 府 
運動を 惹起せ しめたる 確 の 證 
左を 黃 liP た。 山を じ 勘 其を 黎 
生せ しいる i を 希 啓： しつ^-あら 
し 日本け 化 叛軍の 勃 郵を房 動し 
て 山を 杜 をの 撤退を 爲し缉 さる 
ロ 實を现 けむと せる じ相遂 かい 
華府 協め の 明文 じ 浓れば 徐お列 
國中濫 V じ 軍隊を 支那 じ 思ら た 
る 一圃 わる 縷 をは 支那を L て 化 
の署叠 じ 勒 して 調查委 貢を 組 
織の 罐 化を 典へ 居 >、 國 展め曆 
かを 却は 化 ホ 策を 選 わを 練せ を 
るも毋 巧の 精 勢 じて は 日ち 兩國 
間に < 單獨 じ濟南 事伟を 爆かず 
るけ の 難で ある』 ごの 意ム I 疲ら 
し 暑の 駐兵は 東が の 平 おを が 


新 大統領の 

施政 方が 

一般 關税 改正に 反勒 
ワシントン 廿 六日 發 n クウ 9 
ツデ 大統領の 任期 も 一過 間 0 內 
じ 終 T ずべ く、 新 大統領た るべ 
きフー ゲア 巧は 7 n 9 ダよ み歸 
ホ S H 四 目に めける 就 巧實言 書 
の 瞄稿ご 閣員の 證衡 どじ 化かし 
く、 閣員 中旣 じ巧定 甘る は國務 
長官の ス テム ソン 氏、 大藏 長官 
の. メ 。ン 氏巧務 長官の ウネ ザバ 
ア隱 ± 、遞信 長官の ブラウ ゾ巧 
海軍 長官の アダムス 氏 なれ r 現 
鞭 事 副總長 ダナ ダフ ン大 佳は 陸 
軍長 宮じ擬 せられつ i ゎ b 恐ら 

就任 を 承諾す るなら で ど 
觀 測され て留 るが、 勞働 、農務 
商務を 長官は 巧 說區々 £ しで 輕 
信す る じ 足ら t ♦い。 がして え 巧 
就 巧 巧々 聞かる i 磯時議 會じ對 
しお 黨 ごして は 保護 關稱實 あの 
政治的 手形を して 信用 あらしむ 
る 爲め是 巧 一艘 關稅 のな おを な 
すべし と 力がん で 居る が、 フ巧 
は T 院議 長 0 ン グウ ォ I ス巧上 
院助政 委員長 ヌム ー ト巧じ 懇請 
しま VJ して 農が 殺濟 案を 成立 甘 
しむべき 魔 時 議會に 關稅間 題を 
討議す るは 巧欧的 見地よ らして 
ち 障々 からず 炼 もじ 

製造 業 著の 强 硬なる ま银 
じ聽 をす る 態度を 明か じすれば 
農業 家 ホ 面 よら 『製造業 者じ迎 
合する』 と 晩 まる S 不利益 あり 
ごて 一般 關稅 討議 じ 反對の 意を 
を 有し 居る が 故 じ 魔 時議會 じみ 
提出せられ ざるべし と 豫勘 する 
も敢て 誤り じは あらざる べき わ 
尙ほケ n ツグ 國務 長宫は 再度 プ 
! ゲワア 氏を 訪問して 程る が、 
是れ はお 大統領の 外を々 か 宣明 
じ關聯 せる 諸種の 情報を 國務员 
宫 よら 巧へ たるら ので あらぅ が 
フ 巧の 施を ホ 針が 大体 クウ ジツ 
デ 政策の 踏襲で ある 0 上 大綱に 
めて 何等の 差等な から わご 觀ら 
れて 居る。 

鳥人と 愛人 

おく 婚期を 發表 

クエルナバカ 巿 二十 五日 發巧 
電 【ツ リビ ュ—ン 紙】 鳥人 9 ン 

ド パー グ 大佐は テキサス 州イ ー 
ググ パスから 昨日 一氣じ メキ V 
コボ じ 飛んで 得寬の 不慮 打を 巧 


みたが、 大佐の 飛 巧は 突な の搂 
意 じ 出た もので みして お前より 
計 塞し じ ものでは ないど 云 はれ 
て 居る、 大佐は 愛人 モ —01 大 
巧み 罐ご會 見せる が 直に 當 初に 
がける 大使の 別邸に ホ 泊 靜養中 
であ も。 大佐の 婚約を おは 二月 
十二 H で 社交界は 勿論を 力 面を 


驚かし だが、 今朝よ 6 大佐は モ 
1 ロー み 礫と 自動 审を驅 b て悠 
悠 自適し つ： ぁら、 八 名の ホ 囲 
巧閉 記ぶ け 大佐を 訪問して 钻婚 
後の プ クンを 訊かむ ごした が大 
佐は 笑って 容へ 中。 しかし あ （ 
結婚 脚 •確を ホ 第モ！ n ! 家よ I 
必ず 發 表すべし と 約束した。 


本社 東を 特電 (絮 ぉ啡轉 載〕 

東 化關東 地方に 火災 類々 

■宮城、 千 葉、 茨城、 をを 各地に 

〔サ 六日】 東 化觸東 地方には 左 S か <义 火災 頻 々ご 起つ た。 
宮城 縣 本を 郡 氣牠お 町に がて 二十 五 自早钥 モロ W 上燒失 公千 葉 
縣巧旌 郡 曰 ホ 明 じがて 廿四 a 巧 八 時册ニ ロ燒失 A 茨が 縣璃敷 郡 
木 お 村 じがて サ四 H 巧 八 時 再 九十 S 戶燒失 マ 東京 附巧 一圓に ホ 
四日 朝 ホ 烈風 吹き荒み 府下 馬 送 町に 於て か 一口 燒 失、 巧 髓の川 
咕 じがて と 戶燒ち A 武卵高 尾 山 じ 火災 起ら 藥王寺 本 房は を 篤し 
わが 頂上の 本 房は 無事。 


婦人を 民權 問題 

C サ 六日】 婦人を 民 權賦輿 案は 
お黨 委員 中ょ 5 巧 あ 案を 作が 
提出し、 衆議院 委員 會 通過の 
見込みなる 爲め 政が 侧急 じ慌 
て 巧し 目下 握 b 潰し 露 請 中。 

對歐 無電 送信 巧 

〔せ 六日】 H ネ無薇 電信 會 社の 
愛知 縣 じがけ る歐洲 おけ 送信 
巧は 愈々 四 巧 上旬 開始の 當。 

樞密院 態度 题化 

〔甘 六日】 枢密院 測 も 不戰條 約 
批准 問題に 對し 硬化して 顔 問 
宮中 諮詢 論議を 希留 する をが 
ある ご 0 

委譲 案 ミ 民な 黨 

【せ I 二日】 兩稅 委譲 案の 投票で 
京成 電車 疑獄の 親炼 から 民政 
黨の本 多 貞み郎 、恵が 淸る衔 


門巧氏は貧成投票を^:^し、 一二 
好 榮灾が 巧は 旅 巧 中、 高 鳥 順 
作 氏は 病氣 中、 節 戴の 井阪 農 
ホ 巧は 負傷した ご稱し 巧れ も 
缺 席した。 

聖上 踐下 御風 氣 

〔甘 I 二日】 旣 おのかく 海路 大お 
巧 幸の 御上 睡 地は 神 ロ 港 じみ 
ましたが 聖上には 御 お 發間瞭 
の 二十日な ホ輕微 なる 御風 邪 
氣じ 渡らせられる。 

閉裴隊 勇 ±遜< 

【甘 = 百〕 日露 戰旅順 n 閉塞 陳 
の 勇 ± 退役が 軍 少稱鳥 蜗を藏 
氏は 五十 巧 歳で 逝去した。 

立候補者 約 二百 

〔甘 三日】 ま 京 帝 議な晓 補 ミは 
な 八十 ホ 名 じ 達した。 


管 野 夫人の 

個展 y 觀て 

亚米巧 

U 本俱樂 部な でで 繪書や 藤 刻 
の展覽 倉を 開い わごて タ數會 員 
じは 馬 再 ま 風、 豆腐 じ錢 も间樣 
だから ィツ ソ思ひ 止まつ たせが 
ょから ぅとは 宮 輩の 眞 面目の 忠 
言で をつ たじ も拘 はらで 美術 じ 
構 進す る、 ジン ブ 勇敢な 管 巧 衣 
川 夫人 H 寧ろ ガ ] ブグ！ ド •ボ 
ィ 少女を で 知られて 居る N は是 
れ まで ホ 人 側では 幾 十回 ごな く 
個展を 開いた が、 まだ 日本人 側 
じ 劇き 掛けな をがない から 兎 も 
角 一度 開きたい ごを つて 去る 十 
と H から 同俱樂 部の 婦人 ホ激ま 
を 中必じ 作品を 會 員の 展寛じ 供 
して 居る。 殊勝な S だ。 

古 審じも 飽きた し 流 巧の 際 も 
の も 巧 まし （ない。 河 か 獨自の 
個性が 後郑 されて 居ち 作品は な 
いかご 漁る 人々 じは 管 野 夫乂の 
作品は を 目に 値する。 

夫人の 無雑 作な マ ヶッチ 類は 
不 巧の 漫盡 のさび た ホが あら、 
娜ご 引い ね 線の ひらめき じ 女性 
美を 示して 居る 手 腐は 確か じ 平 
化では ない。 ま 夏 秋を を 現は し 
た 四枚續 きの 水彩盡 はが 塑をホ 
け あつて ネーナ ユアのを 現を あ 
骸 美に 化ら て 描き出して 居る。 
『春の 傑惜 J は 黑いチ 3 — ク でさ 
ら {と 女性の 形嚴 美を 描き出 
した ものであるが をの 懊惱 じ堪 


•ロ 巧れ 妇 'をを の渦卷 をょ （表現 
して 居る。 

巧と 云っても 夫人の 彫塑 作は 
展寛會 中の 白眉で ある。 就中 近 
化 植物 學の 泰斗 パ） バンクの 胸 
像の 如き 驚の 穩な 眼で 植物の 神 
破、 まの 去なる ものを、 即も植 
物の 創造 美の 神殿を 看遂 して 居 
る。 バ！ バンクは 巧んだ が、 彼 
の 胸 傑は 生き 居る。 生前 バ 巧は 
管 巧 夫人の 作を 見て 『を じ 美し 
い 作品』 でめる ど滿 をの 意を 表 
しじと 云 ふ 事で をる。 是れは 昨 
年武ホ 美術 おで 展覺じ 供した 原 
作の コッピ！ である。 

な 詩人 ゥオ キン •ミラ^ 
翁の 山 おからを 門灣を 眺めつ； 
十 有 ニ 年の 丹精を 凝らして 作ら 
上げた ミラ！ 翁の 半身像の 巧塑 
も、 ミ 篡の溫 かさ、 氣裔 さが 遺 
減な < を 現されて 居る 0 

書家*— スの 頭は ホ 人の ぉ 化 
作な さぅ だ， ホん は 化則大 華の 
を 校 桑 港 美術 學校あ 身 だが まだ 
廊の 足らぬ 巧 化の 作 ロ gf は 思は 
れぬ指 天才の 面 おが 彫み 込 i れ 
て 居る。 化 化 も 巧に ニ 年 前緣付 
いて 居る さぅ だ。 

其 他 米 紙 じ慣傳 された 野球 巧 
手あ シ ユ ー ソ ン の||像の a ッ 
ピ ー、 小ら のでは 「悲を J 『破れ 
し 巧 あ』 热は 『遭』 『ホ 皆」 『を 
贈』 『日 1 マンス ご 巧學 J なで お 
理じ 牽强附 をせ ぬ自 巧の 作品が 
わる。 同 巧の ± は 日本 惧幾 がの 
御 巧 可を 得て 一巧の だいて 見る 
價匯は あら 5 0 
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KERR & MAYOR 
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The Japanese Christian Inst, inc, 
巧 8-330 E. 5 加 化 Newlforic City. Phon も Plaza 6 巧 2 
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麗揉 治療 

マツ ザ一 ジ 、整形 

, _ 醫 科を 的 運 勘、 腸 
灌 注、 水 治、 ホ 線 
及電氣 治療、 其 化 
巧 育 州及認 

イジ オシ ラビ スト 
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新鮮 魚 か 一切 

日本 A おきの 生魚 澤山取 b 滿へ 
巧が 廉 度で 大勉强 致しまず 

サヴオ ナ魚店 
呈 LU 夏 IA 是 H 書 0YS 童 置 RKET 
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Tel . Columbus 9123 
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し 自胜車 
操縱を 及 
び 運皇去 
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V さ、 盛 妾 
な 機孤拓 
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期間 4 し 
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巧 育 巧 な 

政治家の 不德義 

I ち 笑締の 不徳を ご 不お目 どじ 
去 < 『壁は 尋常 あ 飯 単 どして 
i 稚 人も毋 度す る 所で ぁ もが 近 ホ 
: 巧が 政治を の 不徳義 ど东お 面目 
ごにち < I ■噓 J が 敢てボ 思講ど 
考 へられぬ 様 じな つた 褚 巧には 
- おが だ'^ ざるを 巧ない。 i 別言す 
I れじ國 民は 娛 々政治を と 巧す る 
; 一部 人 ± の 「 HS じ欺瞄 ザら れ 
: 勝で あるじ 對 してを 惟を を かし 
一 彼等を 信頼す るの 念り を莲 ふて 
稀薄 ごな b つ^ある 事實 をあ視 
: せねば；；* らぬ こどは 誠に 漂 巧 じ 
; 堪ぇない ので ある。 り 本のが 治 
をが 巧圃講 曾を 遊戯 座 化すな を 
がせず、 議員の 爭奪じ 頁 收す巧 
ひ 議案の 提出 じ 情 弊を がひ^ 政 
府當路 をは 諸 員の 質問 じ 答 る 
じ 無な 巧の 放言を なて する 扛惜 
ら や、 貼 をの 緊縮 整理を カ說ず 
る 護 員き 身 i ら歲を 倍加の 議案 
を 巧 おず る 厚が 無耻を 悟ら ざな 
じ ま b ては 彼等の 所謂 責任 內閣 
代議を 治なる ものは 徒ら じ 空を 
を 保持す る じ 逝ぎ 中 魔て 巡激な 
る 一部の 固 民を 驅 b て、 或は 畿 
會 無用 訟を增 導し、 をは 寇法中 
立を お 叫せ しむる の 危機を 酸 ホ 
するどせば 其責 巧の 大部 かは 彼 
等 政治み ぃ * る もの、 負扭 すべき 
もので もる ごの 自覺を 必要 どず 
る 0 

就中 內销咽 b がきの 達人で あ 
る 巧 中 首相は 不信 巧 巧遙ま h 枯 
の當時 r ず a 純を の 誠晶じ 巧て 
は 巧して 諸ち に 譲らない』 ど 答 
へたの みで、 をが の 措置 方 おじ 
隅して 何等 聽< じ 足るべき 辯駭 
說 がを がみて おない。 化は 化 霞 
の 問 ふじを もやして 語る じを も 
掉 局は 『誠 息の W あま』 である 
からが 野 黨の攻 おは 巧 由-か。 い 
ど迪げ 、大膽 にも 持を せざる 誠 
なの 种資 を證 會に绍 して 巧つ て 
朽 る。 畢觉 n 本のかず は 主義、 
政ぷ & び 政見の 相違点を 相 瓦に 
明かに' する に 化る のでは ない。 
ずなる* いヮー の 獲将を 目的 ごす 
ものである。 かに 嘘 八が、 ロ か 
ら出 まかせ、 陋劣！ の繰投 ご 
U る。 而 して 是が 日本の め 治と 
稱 する ものである ならば 政治み 
は 日本 巧び H 本ん を菌 する お 等 
動物で ある。 吾人は がる 劣 笠 動 
物を 祖阐 H 本ょ b おを しまる エ 
夫を 謀 じがる 上に 巧の 國ほ的 政 
治の 樹立を 謀らね ピ ならの ご滿 
威す る 一人で ゐ る。 

ぉ 淵 大使の 满說 

お淵乂 化は まる ニ- 一日 かが 
二十 巧ザ歸 巧した が、 頗る 
多 だの をが 育 じを つた。 裝 
一が はが 育 日本ん 宵の お 請に 應 
じて 理事 例會に 臨席し、 大使の 
持 泣 f ぁ 4 個人的 お觸ど 岡胞一 
致陋 結の 必を どを な 巧 カ說 した 
大使の 满說中 殊に 個人 かお 觸じ 
幽して はが 人 ごのお 觸を滋 < す 
る 先み 問趙 どして 同胞 柏な じ お 
を。 る 誌 解を 遂 ぐるの 巧當 。る 
べきを 暗示され て 居ら、 I を蝴 
結を您泌せるザがじはだ^:が人 
の迪弊 ごして 自認され てを る 問 
胞社會 おの 無益の 暗關 、鮮 巧を 
: 阻と すべし ごの 偶な がを よれて 
I 居る ご 解 巧し おらる！ ので ある 


大 化の 演說は 時節柄 割 切なる ル 的接觸 をを ぐべき ずが 具体的 
注な であつ て、 コンスタント •两題 ごして 取扱 はれねば ならぬ 
ル •コンタクト がか 巧 义问胞 化會の 一を 脚 結を 謀 5 如 
阿 じして 無益の 暗閒 、競ず を 阻 
止すべき かの 間 題 も 间脑相 瓦が 
巧裝を 解除し、 赤裸々 で 相 接し 
姑 巧る こ ご より 出發 せね ぶじら 
«0 


ン タク トが 如何 
じ 相互の 誤解を 一掃し、 敵意、 
猫 疑、 嫉规の 流 癖を 矯正し 得る 
かじ 想到 すれば 誰乂も 個人的を 
觸の傾 化を 冷嘲し 去る こどは 化 
ホまい、 唯か柯 じして 好個の 側 


橫濱 取引所の 聲 巧に 

ス巧 巧び 反駿 だん 


反駭 書は 當市ニ 誌じ發 表される 


東京 特電 N 米駐 ィンポ！ ト • 

サ！ ビス •コ— ホ レ 1 シ ヨン！^ 
長 ゴス •テ^ ~ •スタン フレ 1 力 

! 氏 か 『不 を棵 まる 橫濱お 引 所』 
ご 題して 過 股が 育生 糸 ホ 場の 

機 關誌シ 業 •ダ ザジ五 
ストに 一 大を蟹 論を 掲載し ねの 
で、 横沒 取引所の 松 浦 常務は、 
直 もじを 方面の 關係當 業者に 直 
つて、 をの 眞 相を 調杳 した 結 あ 
取引所 側には 何等の 責任な きを 
認め、 去月 一二 十一 日橫濱 出帆の 

エン ブレス •ォブ •グ シァ 号で 

ニ ュョ！ タ絹業 條會長 あて 巧の 
やうな 聲明當 を 送達 するど 共に 
米國】 般當 業者 5 誌 解を ホめ る 
ため ス 氏の 

攻擊文 を震- 3 たシ； 

ダキ ジュスト じこれ を揭 載す る 
構 取 計 はれた き 旨の 依頼が を 添 
是當ポ 駐化疆 糸 中央 會 のな 旧 |ニ 
郞 氏に 送致して ホた ので 同氏は 
慣ら じな を 績を取 b 聲明 書は 先 

姐發 巧の 『シ 作ク •ダ キゲ エス 
ト』 及び 『ゥ 1 メンス •ゥ ユア 
-—』 じ揭 載され た。 

□聲明 書 

ず 渡しを 糸は 封即 付きで ある 
こくを 原則 ごする が、 戎 鞠め 
條 件を 附 しま 封が ホ 糸ょ じ 差 
まへ なし ご 明記して ある 化ク 
て 問題の 十二月 限淸算 取引の 
賣 建に を賣 b でない 限 b 生糸 
み準瞄 さへ われば をの 提 化： ^ 
理論 上 差 J 义 へな < 、單じ ホ 封 
がで ある £ 云 ふ观由 じょ b 、 ； 
または 外國 人み 提供で あるか 
ら ，こて 巧 巧す る やうな こごは 
ない、 十二月 限の 封 巧 檢査の 
申請が 巧 巧め から 殺到した t 
め 中旬に わ：， て 今後の 中 請 生 
ホは を 渡し = ま '，-'- に 準備 檢查 
を 完了ず る こどが 困難で わる 
ご 云 ふ 注意を 取引 負に 發 した 
こどけ 事實 であるが、 封が 攒 
奇の中 請を 拒絕 したやうな こ 
どは なかつ じ、 梟か提 化の 未 
お 印を ホ か 檢査の 結果 ニ 凹 ど 
も 不合格に なむ ばを の 化 引 人 
は 除 ああ かを をけ る こど じ U 
つて 居る が、 ス 巧の 資玉 をず i 
けた 化 引 貴は、 をの おを おを 
れ て、 す 親切 i ： •取 巧を したの 
でない こどは 巧痕を 文に 化つ 
て 利 明され る。 故にが 引 員が 
自己の 地位のを 泰 じの み轨着 
してを 託ちの 怠 思を 無规 する 
やう； ■こどは 絶掛 じな かつじ 
ので ある、 化 引 員は を 託ちの 
な 志に 反し 獨斷咎 巧を 許さ。 
いのは 勿論、 をのた めじ 生じ 
じ 損害に ついて 委託 者が をの 
黄 じ 巧 中る やう G こごけ い 
ので ある'、 これを 要ず るに 問 


題に 取引 巧 自体の 賣買ホ 法の 
す隨 、またけ 職業の か陷 では 
むく、 ス 巧が 所論の やぅな 不 
溝を おする もの ごすれば、 こ 
れは 中間 じか 巧した 生糸 輸お 
あの 說 明の 不 十を じ歸 着す る 
ら のか W も 察せられる 云々 
を聲明 書に 勒しス 氏は 巧び 巧 週 
あ 巧 9 『シ 八ク •ダネ デ 玉 スト』 
じ 反駭を 書く ミ る はれて 居る が 
某消恳 通は 『ス 氏は ゥキ？ アム 
チ ニ—— 氏な で； と、 八 年が 日本 
ピ取 をを 始めて 巧 もな く 止めた 
人で ぶ： らぅが、 何を 云つ た 所で 
思ら/、 斯界では 大した 問題に も 
すまい』 どちつて 居る。 尙ほス 
巧が を攻紫 文を 書く じ 至つ た 

動機は 岡 氏が 昨 軍 一 頁 

横 渚 取引所を が 用して 賣 つて ゐ 
る 時、 が 测の吉 が 氏 等の 買 ひ 占 
め な ど お b お 即責 め じ 逢 い 
實隙ホ 場 どかけ 離れた 相 填み た 
めじす 慮ん 損失を 受けた ので、 
斯 くの 如きは 取引所 义び 取引 人 
の不完 をな わめで ある どの 理も 
からでを ると。 

新關稅 適用 

上 お 稅關長 通知 
國 把 段が は 新銷稅 率の 適用 じ 
ついて 上海 捉顯長 マィャー ス氏 
から 加 藤 k 海 副領事 じ 示した る 
槪をは ホの 逆り でぁ 6 。 ( 一 ) 一 
巧兰十 I リ午お 四時まで じ 入港 
手 績を終 . i したる ものに 掛 して 
は舊稅 率を 適 巧す。 ニ 0 パンド 
な 庫 中の 貨物 じついて は 一を 期 
，間の 猶豫 期間 內じ 輸入 手續 をな 
すごき は舊穂 率を 適用ず。 (一二) 
橫替 への 塔を は 原 積 荷船が 一巧 
十 じ 入港 手績を 完了した ると き 
は 目的地 到着が 二月に 入 つても 
舊稅 率を 適用す、 だ 那 沿岸を 港 
入港の 場合 じがて は 一 CT 中じ最 
おの 港に がて 荷物の 一部の 積 卸 
しを なず こご、 窮ニ巧 入 渚が ニ 
月一 りなお；^るごきは络ニ港な 
をの 場を じ おして 新稅率 じょる 
(四) 舊稅率 適用 期間 中 じ 輸入 さ 
れ k る 貨物 じして 二月 W 後戾稅 
を产 らち 邪を 巧に 向け 巧 輸旧さ 
れ わる ご きは 到着 港に わいて 舊 
稅 率を 適用す。 {五) 從ホ 附加徵 
化しつ、 あらし 輸入 ニみ 五が 不 
常 課税は 新 祝賀が ご 同時 じ廢止 
のこ ご/'^ ら 居れら 0 

春 物の 景氣 良が 

原 商務 書記官 
二十 一二 日發電 

テユ •ホン トは 二十 IH ょ b 
人を お 糸を 輔ャ ーンじ 就き 輸入 
品 じお抗 のた め一剧 ホの が 下を 
發 ました b 、 絹織物 ボ虔は 昨今 
の 天候 不順に 幾 かが 波 薄の 氣味 


ぁ 6 しが 一般には 化然春 物嵩氣 
を 巧、 羽二重、 絹 細 柯れら 賞 行 
相當化 瘍不變 、一巧 中 紐 育 輸入 
羽二重 四十 八で 六モお •，け 十一 ニャ 
一 ド、 絹 細 H 本 九十 S 巧 ニ 千と 
だ 五十 ャ ー ド、 支那 十 巧 四千 百 
六十 五ャ ー ド。 

財界の 動き 

東京 特電 甘 六日 發 

預金 部を 債を 融通' 

爲眷 維持の ため 放が は 差當ら 
巧を 部のを 償を ニ 千万 圓ぶ 金銀 
巧じ顯 逆の 蟹。 

問責 案 通過を 歡迎 

爲替不 をで が 巧す 滿 足を 意 じ 
て ゐる爲 めが 界は首 巧 問 費决議 
案を 過を 喜び 迎 へ’ た。 

無手 數 料で 競合 ひ 

遊資 處み面 難から 信巧會 社と 
猛券會 化との 間 じ 激烈な 競爭起 
らニ 千万 圓の 宮城 縣債 (利率 五 
み 五 厘) は 無手 數 料で をい 競ら 
を ひで ぁる。 

歐 ホの 商品 進 おず 

ま 那の內 亂繼繪 で 奥、 义 、濁 
の 商品 進出し 今年 岡 國輸乂 超過 
は 四億ブ I ^ 巧 上 かど。 

一 扭保株 全部を 賣が 

若 尾 銀 巧の 持が 融通 擔巧 わる 
を 電巧十 ご r 力 巧の 處を じっきを 
ぶ ごホ瘍 どへの 影響を 恐れ 小 林 
一^二 氏 其他數 巧へ を部賣 却した 

ニ大 銀行 合併 せん 

'.一 古河 銀行は 第一 銀 巧 ごを 併 ホ 
績ザ だが おな 具体化 せん V 」。 

菱 銀、 森 村を 合併 

一二 菱銀 巧は 森が 銀 巧を 買収し 
未拂 込みの 儘 e を 併す る ご。 

福 島 銀行 遂に 破產 

福 島 銀 わ U 破產 の宣吿 を受受 

17 - 7 ^ 0 

米が 一二 か 方 値上り 

ホー 画 木が 類は 木が 關稅 引上げ 
のむ \ め S かの 値上ら どなつ た。 

氣替 漸落の 步調 

先般 ホ 四十 冗 巧 五、 六十 他を 中 
必じ 漸落の ホ 調を 辿つ て 居た 爲 
をは 遂に： 六 H に 至り 四十 五 弗 
〜 J な 翌 ホと H も閒 樣でキ ぅじ 
て 五取臺 をが つて 居る。 

日 i 帳 巧 ご 金利 

東京 特電 二十 六日 發 == 發巧离 
は 十二 億 六 千 ニが 方圓 にして 制 
限外は 八 千巧圓 、，貸 出 高は と 億 
一二 千 一二な 巧圓 にして 翌日 物は セ 
およ > 1 錢一烛 、妨績 手形は 八 
厘 五毛^ b I 錢ニ 厘で わる。 


稽古 心 

火 木曜 午後 九 時 i 十一 時 
= 曜 午後 一が 丄二時 

紐 育 柔道 俱樂部 

事 お 所 西 巧 I11T 目 一四 化 

クラ I クソン 1 0 1 を 
道場 西 巧 下目 j 八 


尋れ人 

(を 城縣) ホ 橋 巧 雄 (長 巧縣) 获 
おず A (巧) お 伯鎭雄 ~ 魔 島 
縣) 中が 榮ニ (同) 渡 邊泰助 (東 
京 ホ) 古澤 武么助 (か 歌 山縣) 
巧が を 之を (おお 縣】 松 下壽之 
ま (山 ロ 縣焉巧 猪吉郎 (熊 
本縣) 西 村を 賣 (鳥 取縣】 鹿 勝 
衛 (山 ロ縣) 巧甚吉 (を 媛縣ー 


醫常ま (和歌 山縣) 化 本 平ち 
島縣) 國上時 変 (發か 碗) 
氷 ホ 松 (長 崎縣) 池 旧 巧な ホ 
(熊 か縣軍 井深 ニ砸岡 愛二 
み大塚 サダ メ -:( ブ， 
ラ デバ フィ ャ 巧) 田 上 

るゥ まじ おおを 度き 儀々 ぶ 

お 明 本人 若く は 知人より 現 
化 昨 御 通知 願 上 お 

紐 育 帝國総 缩爭舘 

養す oadw さ すこふ 百 ニ 


P 

0 ； 

細 パ。 

K 日 

のの^ 側 
0 9 5 け 
BM M I , 

邀 3 

M ^ 

U 化 

K 糾 

on 


新 古書 籍默賣 

嫌 誌の バックす ン 
バ ！、 を雜話 類の 
新 注文 等 凡 了のを 
じ 御な みを てます 
巧卒 御用 命 頭上げ 
ます。 一 


奥 村 


晋店 


i 


化か 矿た 


はも/ 遊び 
方を 英乂で ホ 固 人 じ 能ぶ！ i かる 
やう 1 明瞭に 說巧 しだ 6 のが 
お ホ. た。 巧を 目み 進 3 致し 
ます、 御覽 下さい。 


W 呈ぎ y & ミ 呈， 114 E . 置 さ 笠. 


8 

-tl 

y 
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s 


化 

加 

が 

巧.！ 

g 明 


n 

u 
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成功の 秘謀 

米國 まち 語を W 卞事 
は 成 巧の 萬 一 1 试 です 
本校には H 本! < を 巧 
じ 慣れた 專 巧！^" 人な 
師 ホら 惩切じ 諮を 
信 文化 ホ 語を 技し 
ょす。 H 曜 週! 一み じ 
午前 化賠ょ 6 1 巧 十 I 
時まで ® BV 
X ンと 仙 I . ト 
今 H 底 も， しを が をれ 



が 

R 

rt 

P 




"し 

2 ル 


一す 


を 

脚喬 

I 新 

が 意 

を 匠 

删賓 

をる 


aw 
W 9 

0 7 


化 

a 

丄 S わ 叫 
比 19W 

H 刊 J 
Y 巧 j か 

A 

抓 1 む 

に 


稅關ホ 

東洋を 地 幷ぶを あ 
の 輸出入 ホぶ じ觸す 
ずる 一切の 
應 じが 道激. 

赁及 出帆 お： 

書 等 進呈す。 を 要 都 
巧 じ 代理 おを 巧し 誠 
實软速 御用か^ 應や 

な驗 あ^ 



稅縣 事務 取獄 

之 ILli 广まミ 夏. 

Room ? ま ニ Broaci ミ产 巧な 
Tel . B 呈 lin 巧を ま n ミ 04- 艺 


55 費 
S 經 
IL 

化が 
§£ 整 一 

M 赌 

即設 


L • Y 
化 IV 

I 黑 I 

細 放 化 

晋 

W £§ け 
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148 West 65fh St. 
Td Tufa お ar OB が 


歸 

旅 

館 


河 


添 



巧み 巧 
£目了 四十 四 
曲目 T 五十 巧 


35 Ewt ク 8 化 St け ei 
Tel. Lexington 5727 


補 御 

肉ち を 料 

ず 巧 
燒 


44 W. 46th St, 
Te し Longac 巧 64 り 


SHOWA 

巧 We が 10 さ St . ， 
Tel. Clarkso 凸 0981 


DARUMA 

7 が - がいけ . 
Tel. わが n け お 9 


IKUINE 

Hotel & Re が aurant 

313 W. 88 化な . New む rk 

Tel. む h がが けの 
む ble A がけ ss iKUIHE 


Ttie Tokyo Go. 

140 W. 喊 h 化 
Kiw わ rk City 
Te しむ ah! が r お 59 






TAIYO 


TOYO KWAN 

41 に 1 か h み . 

Bsi. B'ff 巧 & 4 化む も 
Tel. Ai が 琴 in がが 


Kawasoye Hotel 

1 巧 W けり 23nlSi 加 . 

Te し Cathedral お 10 





一-— 

340 W. 58 化 St. 

Telephone; 
Columbus 8882 


( 晒 目 • 水) 司壽ぉ 


Kl 肌 YO & 巧 T 洲 (] 

IMPORTER OF 

GOLD 巧 SH & EIRE 
〇 

動 其 力を 
物^ ナ種 

一ぶ リ金 

切 k ャ魚 



Japan 

れ妍抽 Oil Go. 

巧 0 W. 的れ Sf. 
1 も Endic がが の 





良 




高等 御旅館 

- 東洋 館 

會廢御 料理 


御将理 銳补を 

太. 陽 

毒 司 毎日 あちます 


ずき 燒 
ホ じ 御料 巧 



おの 蒲镜 ん いしいの お 

會席祠 料理 

妻を は ホ廣へ 

巧 巧が 巧 藍が 大あ强 


巧タ乂 時を g 菜 

日本を 巧 品 メ ，グ アド ご圣 一巧 

東京 巧會 

一 なをの 投 あ-' 


會雁 御巧理 

昭 巧 

時 別 巧 日本間を 新設し チキ V の 
水 案を 始めました。 チキンの 水 
煮は 一二 時 巧 程 巧 御 « 話 願 ひまで 


割烹 並に 御旅 舘 

.ご」 貧 を 苗 

与 兄 0 

化 巧巿苗 八十 八 T 目 一二 一 三一 
« 話ス 々イラ！ と 八 ニニ 


昭 
巧 
の 
年 
ニ 
巧 
甘 
屯 
白 


縣ホ 中學、 簡業學 がに 

組織的の ザ 窃盜團 

長戰 巧^ 瓜で 削 近 各市を 荒ず 


水 

略 

日 


的 

m 

獲 

謝 

M 

i 


第 

- 

千 

お 

昏 

ニ 一 

十 

四 

號 


H 


足 部の 傷が 濃毒祐 をが 發 して 觸グ 夫人な 急がの 旅を が 太 利まで 
死した。 學校 はか I る 大事 化を 潰ぎ 付け 最近は フ 。レンス じ 避 
十 H もが 雇し おからな 刑事 件を 寒中で あつたが 近年 稀なる 歐洲 
後 じ 到つ て 初めて 知つ た 事に 就の 嚴寒じ 苦 めら れた故 か ホが 威 
て ホ 難の 聲离 く、 これを 探知 管 ょら 肺炎，^ 併發し 遂に 同地を 

蹇着 の妓齒が閉は東£-を蚁十伽 1 し姻ミ說お强 

巧 ^? ど ’ ： ^^ 5を都？ . じ？；巧蚕ぉ ^ 別けい？？谋盗事 叫 ^ い2題拥け： ^::^? 刖 ^^^^ 拷：；^-いさサいい 

が、 當ボの デリー •、、ラ ァ 紙は 
御 巧 峰 じ も 姥一稱 にの たも 人の 寫 
眞を 揭げて 前ぶ ニ 闽间じ 記事を 
載せて 居る。^ ではぶ 年 五十 歲 
太 田 君が S 十一 一歳 だく やら- 

福來博 ± 1 : 八 人 

悲慘 を奇禍 

短銃で 射殺さる 


件が みから 次へ と 載せられて 居 一つ 殊に お 頃は 白畫 銀座の 
エ ー に說 敕無錢 飲をまで 現 はれ*^ 誠に 物騒 千 巧の 化の 中 ごは 
なつて おる、 每 年試驗 地獄と 云^れる を學 校の 新學期 も近窗 
つて 來た がさぅ 云ふ學 園から も’-^ 先には 小學敎 員の 强盜 化が 
巧で、 义 巧く はみ じ 記す がかき 一ず の 驚くべき 事が が おつた 
これらは 『何が さぅ さゼ たか』 を爛 では 讀過出 ホぬ こ S どもで 
ぁる。 

組織 ぅ\れ たのは 昨年 九 巧で わつ 
て、 •巧^ 窃盜 仲數巧 九十が じ 達 
して 居す S いはれ てち る、 中學 
校の ふは 商業 學 校の もの ほど 
大仕错 知では ない. い、 事件 暴露 
ご 巧 時」 狼 狼した 兩學 校當 局は 


ずと い 腕前 

脏 品は 賣 飛して 
闊の 女への 奉仕 

I 度が 縣立お 業 學校ホ 徒で ぁる 
I ニを の 兄弟が 過 U 長 巧 巧 內み貴 
を廬 窗のシ 3 I •ゥ キンド^ — を 
破壞し、 時計、 貴を屬^:^どを窃 
取し じ擧 仲から、 を 野 化 ホ 裁 巧 
所檢 事局に おいてを 兩 人を 取 鱗 
ベる ご 问时に 學校當 局ご觸 絡し 
て 取調べ、 が密 じみ 偵を 進めた 
ごころ、 恵が じち 事が はみ から 
ホへ ど媳大 し、 同が ホ 徒 ニ 一十 余 
名 かな 盜 劇を 組織して ホ 中け 勿 
論、 を 地の 巧な 

段 家を 荒し 迴 つて 居た ど 
いふ 驚 < べき 事 實がお 明 L たが 
更ら じか 調べの 結 お W 校の 窃盗 
剧か縣 立 長 野中 學校內 じ も 組織 
され、 兩题の 一味は 瓦じ述 絡を 
W つて 化 巧を あねて 居た 事實が 
裘 あし、 巧官 及び 兩學 校當 厨' を 
I 陛 がたら し， U るに 至つ た。 巧棠 
學 校の 巧 盗 脚は S 年 殺を 中必 .こ 
して 組織され、 四、 五 年を にも 
別の 會が 組織され て 巧る か、 巧 
れも をの 

首魁 者 の 命 乎る がま じ 
鹽 員は 手當ら 次第に 巧 引、 或 ひ 
に 深が じ 窃盜を 働き まわつ て お 
たもので、 甚だしき は 白 躍 日な 
で 四 五. 年 級の ものは 上田 お、 小 
諸 町、 禱ホ 巧まで のら 化して 荒 
しまわつ たくい ふ 本 もの I 泥棒 
をし のぐ、 すご 脾 で、 ま 魁で あ 
る ニ、 S 生徒 ご 所持品は 勿論、 
身に つけて 居る もの なぞは あ< 
窃を おで、 をれ を 誇つ て 居る. ご 
いふ 大膽 さで あるが、 をんだ 品 
物の 大部み は 諸 ホに 賣 b 巧 ばし 
て巿內 のをし い 力 フユー 等の 

闇の 女 じつぎ 泣んで 居た 
こごが 巧 巧した、 この 窃盜 團々 


横 有恒巧 一行 

活火山 探險 

ホ 月 極 化 義領へ ；..： 
化を のを 山家 横を ほ 氏は、 日 
本山 岳會貧 八 名 ど 共 じ 今夏 露 敵 
カム チ ヤツ 方の 最高 峯ゾ 1 プ 


クリス チ ユ ノス カヤを 極む るた 

め、 目下 H 露 據會を 通じて 旅券 まま 特電 二十 ご 日 磯 = 神ロ鍛 
の 下 明を 急ぎつ i あるが、 クブ治 エを中 賛太耶 取、 前科 八 化の 
，チ ゴフ K ャ 山は 巧 •か 富 ± 山 者で あるが、 數 ふ-前 ホ 人のを を 
事件に^^のある兩校學生议び ょち四千巧も-高く、烈々ミ乂を 一千ニ百叫拐帶..^け衞不明中ニ 
をの 炎 兄 じついて 化 調 中で ある^' .，、活か 山て 一、 極 化の 幾を の 神 十日 午前 S 時寶 一^一 劇 驳じ現 はれ 
が， 黄 魁 io 見られて 居る 者は 栽を おみ、 山ず じは を禪の 奇怪 同座の々 優、 紅 千 一鶴 子 (十八) が 
長 里が 業 S ザを 小野繁 {十九) なる 動物せ いを く- 殊に 猛思 花道から お 臺じ出 一 でん どす る 巧 
閒曲 本ニ郞 (十八)、 同 原本 文なる 蚊 おの 襲 巧は 恐るべき ものを、 背後ょ 6 がお^ でん ご 企て 
ま (- 1 . 八)、 大木 ミが (十と)、 ど 傅 一' られて 盾る、 横 氏 一巧は ピストン/を 放 与、 常 具 方 じも發 
井口 恶 (十 几}、 や 谷 博 (十九) ホ 巧 日本を 出を し S ヶ 巧の 豫を 砲して 惡 鬼の 如く.！ "通 b へ 飛び 
を もつ て 詳細ぶ 探 隙を なすは や 出し、 巧惩 しく 眼 燕を 通ら 掛つ 

國が 破壞を 陰謀 ミミ、 實意曉 じけ 冀 のた 福を 蹲 ± 夫人 か 一一を をが 殺し 

東を 誓 一王 ハ 日發 新聞 围登 d 界 及び 學術界 に 幾 タの貢 献 たが 己ら 續 いて 基 一を 遂げた。 

蕾 祟 =昨ぉ 王 S . HQ 御を なす も？ 見られ 5 る。 

大典 卡巧國 ホを 一擧じ 破瘦し 


獄 巧を 同志を 賊監 せしめん ご 
いふ 赤 刷 ポスタ] 尾の 道 配 彼 I 
尉 じで 發 見され 該化 A 磕岡ホ 


デム プシィ ご ー； 

チヤ プ y ン 

鐵碰騷 ぎ ご 毒騷ぎ 
今夕 マヤ ミ* ビ ー 呼で 巧ふ當 
が 育 おを ホ催兩 新聞 I のシヤ アキ！ ご スト イプ リング 

cl ブ y ング 


『お 本 龍 巧』 にみ ぎて 

人の おの 葵 

公演は 二月 '; 


F 


上田 ル， 路 ホれ 鈴 木 健み 郎ニ 

ホ) ぶ间十 一 H 富 山 縣伏木 巧 社 後援の 下 じ 計 蕾せ る 『巧 本 龍 ごの 拳圖 勝負は ス 

にて あ满 された。 馬 ご 新撰 組』 十二を 映寫は 去る が 左の 肋骨を 巧つ て 膜 炎を 起 

-iJ 霞 nr 么グ rr •髪！ 旨曼 巧た を ミ 1 、 ー广 .lnlnb ‘3 一 、 5 ? ピー- f •り 


小 學生闕 死 


富 U — 、 ト山 V も ± 曜日 & び 円 曜 H 兩お 探險家 供して 居る らしい のでぶ，.‘ リ /が 
一が 巧け g け ホ樂 部の 講堂 にがてを 開せ を ホ 巧ら じ？ こどに 巧 もした さぅ 

常の好詳を隱しタ龍なる鞠這 だが、 化拳圃はマデソシ， ボ， 
一 お ロ i + 一^ ド ぉ 木 典 ま 二 § 良 辯 ま 技 俯 ご ぉが 菊 江 ミ。 ドンが 興 巧 元で 巧を マッ々— 

いも 1 名： > 撥の 评る をな 育 人に 認めさせた ドの 寵お ジャック •デーム ブシ 
私 巧 で 受け が、 巧る S 巧 ニ H (主 曜} 午後 正は お 巧 元の 一人 どなつ で 居る。 

八 時 ょら 西 五十と 了 目の ホ乂ま デム プシィ が將巧 リブ 古' — ドの 
督敎 靑年會 々館に がて 第二 回を 御株を 取る か 如何 かは 疑問 なれ 
敎肯界 の 大閒題 旗を なすべ ぐ、 映 蕾は 題して、 ど 當んの 巧 必はソ n じ 去る らし 

廣島巧 誓 1 淸を S 了 g 器を』 美 ふー羅 替 ぃ。？ 丰音 W 夕 i 紙は 

男 一 男ニ 一云は本河小學校高等 平ミ郞、 脚色は野震ち 撮影 『デ ム プ シ ィ が銃砲^ 1 ,打|;^れた』 
巧 一年生 ミを、 去享 音は 野材吴 、主演は 董正 夫、 助と 大業な i しを がけて 報道し 
囊 中岡營 階の 危 除の 瘍 所に 演じは 旧 中 絹 巧屢季 ，ホ' て 居る。 マャ ミからの 准電 じょ 
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でん、 わ雜 煮の 用 息 もめ こ 由、 
タキ シ^ — ドで わ でんを お 上る 人 
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I ィ 金融、 ホニ么 ニ ㈱ ス^ 一切 ノ 業を 

㈱ 賊 藤本 ミミ i — 銀 巧 
紐 育 ぉ 張 所 


シアトル 西 帆 (午前 十 時) 
あら ば ま 化 ニ 一巧 十一 118 
あち ぞな化 四 巧 四日 
るん どんみ (巧 渚 おみ： > 一二 拜ホ荘 B 

y 】 等 巧な 一九 棄 

おしば リず みるん どんみ は 一 五 左 巧 
▼一二 等 B 本が 五最弗 客室 おな 造 家族 室 i 
▼御を 寒に 巧リ 一等 難 S ； 隹獲巧 得を お 致巧娱 

ロス ア A ゼ ルス 出帆 (午後 I ニ 時) 
さんどす 义 S 月廿 五日 

►巧别 H 等 日卡巧 五十 化 巧 ▼一二ぎ H 本お亞 十五 巧 
▼ホ 薄 森 商 斤 没を 切符 寝窒 を 感 入®® 巧 化 リ餐 
r 象 ぺ - k マ强お 3 お W 孤！ hM 廚躲拜 一圓 


外國 通信員 協會が 

出 淵 大使 歡迎の 夕 

南部 烏嶺 夫人め 獨喔じ 興を 添えて 


外國 通信員 協な ま おの ぉ 
淵 大使が 迎晚餐 をはを 巧の かく 
去る 二十 111 H 午後と が ザから 當 
巿東 五十八 了 目 十 五番 ホ テグ マ 
デ ソン じ 於て 開かれた。 當 巧の 
出席を は メキシコ 巿ユ 三ゲヮ ー 
サ が 化 ま柯會 々長ユ ー •ァ瓜 _ 
ダラ 氏を がめ デー ブ ー •テ レグ 
ラフ 紙の ビユ レン •クラ 1 ク皮 
两夫 妾、 が間聯 をの デ クソン 氏 

_ j ザ イリ 1 •三 クス 紙の ブり ック 
I 氏、 デイ， 1 •エキスプレス 諷 
のメ ー ソン 氏 父子、 南 滿顧隅 斗 
1 ニイ 氏、 ポニ氏 夫妻、 合同 通 
信の スト。 ング氏 夫妻、 ソー卞 
ァ 女た 巧 化 五十 おを、 邦人 側で 
ぶが 木 S 掌 書記官、 內山總 領事 
化理 、田 島 S 井 ま 店を、 風が ミ 
I 菱ま 巧を、 巧 巧 お 書記を がま 妻 
_ 郷南滿 事が 所長 夫妻、 河 上な 巧 
i を 淫を么 巧 巧、 鈴 木 並 じ 福 お 夫 
每 特派員、 南部 巧を 巧 夫妻、 ±._ 
屋 ドク トグ 、単 信裔峰 支配人 父 
子、 巧 井岡 社員 夫妻、 小 畑薰を 
^ 氏、 云が 廣 を、 巧 田 日米 义化學 
j 會ま 事、 安孫子 日會 書記長、 ま 
_ ホ 踊を 氏、 香 西 おか 日本 社 支 扇 
ま 巧、 水 谷 本社々 ま ホ ま 外數名 

中 かじ 日ホ留 旗を を义し 
淸楚な もを 飾を 施せる】 室を 占 


年 化 伊達 政宗の 遣外 使節が メキ 
ン n 訪問の 事 實を語 b 晚あ 日本 
の 進ホ發 おを 略 あして み 國迪信 
員 協 曾の 目的に 誰 及し 化 界の伞 
巧を 高 誠した-み じ 別項 巧 載の 
かき 大巧の 满說が あ 9、 更らじ 
『創造のを 洋 j の 著ち メ] ソン 氏 
は 得意の ち學觀 をを 礎 £ して H 
本を 批 巧し、 源氏 賴 語の 视槪を 
述べて お 巧 巧 時化の 日本 ど 現 化 
VJ を 比較し 巧み じ諧 龍を 巧え て 
氏の 持論を 吐露し、 前を 國下晓 
議員で 紐 育 タィ ムス 巧の 寄書 家 
である ゥキ八 ソン 氏は 日本 文明 
の背景を讚111|;しつ i なニ十餘化 
連綿たる 

白ぶ！^^ を繼 ホす る 0 本の 家 
族 的 ホ か 的 推移を 羡 塾し、 a 英 
同を じ 示された る：： = 本の 誠意を 
頌揚 して 巧 信 穎し 敬愛す る じ 足 
るべき 国民なる 点を 高調し、 噴 
火山 國 じがでる 日本の ツム ボグ 
である 富 +1 が 雪 情を 頂き 慈眼を 
巧て 悠な してを 巧 じ 君 離す る 
詩的 情ホ车 掏す •、しごな し、 桃 
源 洞 禪み璋 地、 神が 夢想の 樂± 
VJ おせら われを 日本の 陆東 じめ 

る -：! 重を 0 大な ものを 
b 其 化を I かの 維持に 對 して 香 
曹泰巧 人， I 共に 相を つべき 賃務 


TIf V. • タ •ま隹 ^うミ I ち 1 J ミ C I TBir- = ブ M— > 1 ;. - : — •， 

頭、 別室の 梭翔會 じは 多數の 目や輕 から f ご斷 じた。 化 間 商 部 
米 人 お 淵 大废を 中必じ 歓談し、 j 高嶺 尖 人 か 獨增は 蘭 後 ニ 園、 ッ 

• t • . rs« I 」 一 ^ 


i 午を 八 時 食を じ 入ら デ ザー 
111 スじ 入れる 頃 會長ア 作 ボラ 氏 
I をつ て 大使 歡迎の 群を 陳 ベ、 日 
i 墨縣 係の 歷 をを 引用して で 六な 一した 


プ ラ/の 巧 喉を 傳 へて 滿瘍を 魅 
r し练じ 最後の 俗謠 『背 タのだ 
ん 畑』 は i 心る、 か 如き 喝 ホを 博 


- 

T 


兰 不法 徵集的 

人頭 稅 問題 

旅 巧 巧の 注な が 肝要 
前號の 本紙に てがん 旅を 中米 
.國ょ b 1 巧 加を 太 じ おき n ナィ 
ャ ボラ 觀瀑 等の 爲め n 巧 入國の 
I 陈移 氏ち ょ > んが おを 徴集 せら 
れ たる 實 例を b ィ J て- 般旅 巧を 
の 注意 含 化が し’ 起け るが、 右は 
當化總 領擧舘 にがてら 化 調ぶ る 
巧 あち 千 九な 廿 とお 發 布の 移民 
法旌巧 追加 細則 どらを ふべき も 
の/' 內當 然人國 人頭 稅 をを せら 
•は 〔第一 項】 のみを 官 、領事 
I 宮 及び 巧を 族 〔第 四 巧〕 の 正當じ 
乂國 をを ザされ たる 外國人 じし 
て 一地 力ょ b 化 地 ホ； し 赴 くべ 
接 娘 化を 經 もして 巧び 乂國 
をぶ び (第と 項】 の 正當に 入國せ 
る 外國入 じして 正 當の化 居を を 
を轉 にわら ホして 六 他 巧な 
i 內 一時的に 加が 太、 


化 目 杰巧系 米ん の 

又學 難解み 

文部省ょり 缠牒 

ニ巧ゴ 11H 發刊 本紙 第 巧 おじ 
がて 『单國 籍巧人 斑 量は. 人學不 
可能』 る 題 トに主 どして 米國 
じ 生ま た 所謂 H あ 米 人が 父兄 
ど 共に 11 本 じ 赴いて ゐる瞭 み 父 
兄 よら 
^ ごす 


_ ドラン ド 


を 立小學 校へ 入學 せしめ 
でも 槪ね 乂學を 拒否せ 
る、 ど is 擧賞を 報道し 日本 じが、 
ける 逢げ、 制度の 一缺陷 じあら 
やや どぶ 息し 匿き たるが， るは 
桑 港ぶ 米 H 本人 會 よら 化 京溢澤 
モ爵 心 愁訴し、 游澤モ よ > 文部 
おじを 渉せ る 結 あ 普通 學務 局長 
よ ^ がお縣 知事 じ對し 『をな 學 
校 じみを をを 留 すち 日系米人 じ 
對 しては ぶ入學 にお ホ 得る 限 b 
便宜を 與 へられ 度』 云々 の 通牒 
を發 ずる じ 至つ たわらが 後語學 
の おを じ從ひ 適當じ H 系 ホ 人を 
跃驰 、巧く は 墨 巧て て 一へ 學の希 誤を 達せし わる 機 

k I ’ . . > r ニ！ K イ ， • • ‘f * •-ユ 


を 員る の 調査 *¢ 1 あ 6 、 更らじ 
硏究の 逢を 採る を ごな も、 邦人 
の摧 利が 護 じ 就て は從 ホの 事實 
じ 頑み 事に 應 じて 努力す べしと 
云 ふじ ホし、 華 府議會 じ 於け る 
移民法、 送還 法力 ま 外人 登錢法 
じ關 する 現 巧を 報吿 し、 學 ま 作 
お 巡 固悪凳 曾の 化は 實巧 まほ 者 
を 選定して 進 巧す るを ごな も、 
同胞 小一 買 商人の 妻す 巧 員 乂國問 
題は 愼重硏 究すぺ し £ 云 ふに 决 
し、 潔 ニ 闽學を 懇話 會は 四月 中 
關懼 する MJ じ ホし 化 田、 武 井、 
水な の 一二 氏を 特別委 員 じ 擧げ午 
後 H 時 散 曾。 

米亟 婦人 俱樂部 

會員 一同を 招が の 円 

米亞 婦人 俱樂 部所 屬 日本 婦人 
會員か 巧 年】 回を 會 員を 招待し 
てを 歡の會 をを 開 < 例 どなつ て 
ゐ るが、 本年は 去る 二十 五日 午 
後 目 ネお樂 部に 權 されれ。 お 席 
日 ホ 婦人 六十 餘 名、 酱 日は ッ ー 

スト •ビ 'ユ 1P ! の 提供せ る 
日本 風景 映 讀數卷 を 6 憧れ 巧 日 
ホ、 を 良、 瀬戶內 お、 鎌 倉 等の 
實景 もる が 如く 一同 一を 恍惚たら 
しめた。 尙ほ滯 が ホーの ビア ニス 

日 下部 IR ランダ 壊 も お 席して 
得意の 曲數 をを 演奏し 非常の 巧 
采を 得、 終って 茶 窠壽司 等の 響 
應 あち 盛 巧 狸 じ散會 せる が、 故 
グリフ 4 ス博 ± ホむ 火 も ソーャ 
ア 女を の賓ぎ どし でホ會 した。 

山 室 軍 平 巧說敎 

昨が 入港の 巧 船に て 寄 おせる 
H 本 救 化 軍 巧々 官 が 室 軍ず 巧は 
巧 巧 半 お發歸 執の 遂に 就く ので 
當 化を 督敎 同盟 會ま 催の 聯を說 
を 貧を 明 二十 八 H ; 午後 乂時 ょら 
東 五十と' 1 目 一一 一三 0 番紐育 H 本 
入敎 曾に 於て 關 し 由 一して】 殺 同 
j 胞 のホ聽 を歡迎 ホる/」。 

陸軍 記念日 會合 

ホる S 巧 十日は 有名な 日露 戰 
役 奉 天 臂戰の 記を 日 じ相當 ずる 
が 當化陸 帝； 事務所 ま 倦の 下に 绝 
十 一 H 午後 ホ隨 平ょ も 日本 俱樂 
部に 晚餐會 を 就き 往年を 追想す 
る と 共 じ當時 砲を々 廚 ごして 出 
征 せる 高橋大 をの 實戰談 が ある 


_ ブ ホ 


片禍ス ペシ や ル 

を 慾を おす 美 ホし い 

山葵 時鳥 卷 

一 おと 十五 他 

茄子 辛子 漬 

一 お 击十仙 

小 あ 樂京漬 

一 お 六十 化 
が 着き まし；；！ 

巧炯 兄弟 商會 


わ お 月が 遇ても 

忌れ られ ぬ！ 

鹽お數 の ！ f 

お 美が しい ホは hI 數の 
子 ご 比べ じな A ません 


桑 山 I 


會 


ニ A 互 ST 至 th WT.I N .. Y . G . 
ぎ ミ. 巧 egen こか 3 -吉 ご 


哥 じを き歸乂 せんごず る 巧に 限 
ら れてゐ る。 換畐 すれぶ 正當乂 
西ぶ たる H 本人が 一時的 旅 巧の 
爲め 出國し 巧が 化た る 加を 太ょ 
巧び 入 米せ わ と する 場を じは 
人 巧 稅を支 彿ム必 をは U い。 勿 
論 巧 旅 巧を 証刚 すろ じ 足る 適當 
なる 文書を 持參 して 移 巧 {民 じ 掘 
示す る i は 旅 巧を のな すべき 巧 


會ゐ らいかと 巧 ホ日會 書記長 髓 
本を ニ 氏ょ b 當化 日本ん 會へ通 
知 おみつ た 由， 

學生 懇話 會 

を おを 員 會ま懼 みを 
旣報紐 育 日本/、 會を務 委員 窝 
な 去る 二十日 正午 田 島 委員を 事 


みまに がて 開催し、 松 旧、 を 崎 
巧で あるから 旅 巧を はな 上の お 鸭 井、 武 井、 が 野、 水み をを 員 


答 。 __ I 

紐 育佛か 會例會 

が 育 郷必會 例 曾は ホる】 目 午 
後 八 時 U 本 巧 楽 部に 開かれを々 
木 指 巧師の 『大乘 起 信 論』 なる 読 
敎 あるべ < 1 般の 參聽を 歡迦す 

る ご 0 


•山 室 軍 ホが 倫を にめ ける 敕 
化 軍鼓 髙 幹事 會議じ 列席せ る 日 
本 救 化 軍 司啼官 、アク キタ ニア 
號 じて 昨日す 紐、 I 兩 日中 ぉ發 
西巧歸 朝け 害。 

•お C 合貞 みが 氏 日本 掛船會 社 
支店長、 前 遇な 瑪 地方に 赴きた 
るが、 次週 中歸 巧のを 定。 

•飯 巧继ホ 巧滯紐 中の 渡が 組 
化婦 役， 前週 巧 發西巧 一二月一日 
桑 港 出帆の ブ レシ デント •グラ 
ント號 じて 爵钥。 

と大 、小 室、 部屋 化 普 
S 達 通、 博物館に 近し、 



料理人？ 巧ぃ 

び料禪 法を 敎授 ず、 執 或 設備 

产 H 夏 S 童 

ニち を 27 thst . Gor . Brnty , N . Y . 


•が ホー ダ f I 

を 御 利な 敵ます 
東京が 會 は- 册 の^ 誌で も、 

一 紙の 醫油 でも、 一斤の ホ 嗜 
でも、 一服の 藥で 了、 巧んで 
も 御 注义み 裳を も f し C •0 ■0 
じて 送 b ます 

を慣 あ、 商品 目 5^ 御 申 越が 第 
送. 〇 ょす 

價 額勉强 、發 送^ 速、 を々 じ 
不係 御用 命を だ ， f 
お內 配達 化 候 j 

が iSE 東!^ 商會 

140W.B ihSi , N . Y . C . 

ゴ 三 ja 寡ち 苦 送 


讓渡度 -f ムが 巧 目 扱 

旗 巧 ま 人歸國 の^め 藻 渡を 細 
左記へ _ 一 

置 T 養 宝 TA , ，重 去. 蓄 si . 呈 


かを 家 耳 音ご臺 r パ！ ト 
庭 メント 、駕は 四 巧 

中旬よ ち 十 巧 1 IH 迄 

が 70 互 attanllve . Be ニ 1 S 1 BSF 
I . 互— 瓦 ちま 


家具 付： 貸 度。 綺麗 

じ 装飾し あら バブ及 化で 線 半 巧 
」里 8 里， 呈 2 W . 18 呈 SI 呈 y 
Tei . wash - H 臺 ts 3 夏 2 


松 竹 キネ マ h 化 二八が 度大 傑作 

日本化 表 的 映 議を關 

ホ 上 正 犬、 田 中 絹が 主演 

人の 世の 麥 

東京 若手 横綱 辯 ± 

極 ロ 旭 娘 

線 



一二 ホ 

市 川 菊な 

當る 一二 巧 二日 (±) 巧 八 時 開演 

填 所' y ， m ， c > a * 

西击 十と T 目 (第 八、 化 街の 間) 
ま懼 紐 育 有志 一同 
後援 日米 時報 社 
が 育 巧 巧 社 


ツナ 


々 1 の特を 


本人の お 買物 じは 特別が 員を 置き 無 
巧で 御 ま 內を井 電話 又は お 手紙み 窠御 
旣閱 して 御 便を を 計ら 初めでの な 方に 
苗して は 特に 注意 致します から 是非 わ 
盈寄グ 願 ひ 丹、 巿內 配達は 勿論 目ネ其 
^ をが 宛の お 荷物 發 送は 當 方で 致し ホ 

ピ ヨン ワ ナノ！ カ^ — 


nv 

P 

ぶ 

D 


驚 

0 A が 數迄群 
K n ^ の 

g| 式 f 南 

YIJ 品 I 

WM が 間聞航 

腿 ♦み路 


魄香坡 每ニ遇 一 固 お 帆 
:, 左で A ブレス 邮蘭西 (云ろ 呂觸) 

H 巧 化 目 

I : ム プレス 露巧亞 011 を 呂觸) 

S 巧 ミ 十日 

一-! で 么 プレス 亞細强 (一二る 含觸〕 

四 巧 十八 日 

A 五ム プレス 佛蘭西 ご ニろ 登 嚼) 

五 巧乂弓 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等を 設備 
一 最大、 善美、 最 快走のを 洋航巧 船 


貸室畫 


じ 注 怠し 旅券な 外總 郎事舘 よち/ 學信轉 おを 孫子 嘗記長 等 出席 午 一 家庭的で 盾 也 地宜い 所です 

3rs . だ Imp ニ 化 W . 77 さ St . 
Te 三 usqueharma 這 07 


證明霄 を 将るも 一方 法た るを か/ 餐 後山 駐 委員を の挨機 わら、 


づ 第二 胜晚菜 問題 じ 供す る 特別 I 


し、 室が 低廉 一 
委細は 左へ I 

夏ち iHl - 1 を タ 


ら ニ室續 き、 夫 
婦 が 方 又は 二人 じ 1 
瘍 所は 至極 便利 
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貴 ♦金製 ナ 主- フ鑛筆 類 
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處 令を 哪 石!：！ 金 胸 飾 類 
^ 令 金銀 製 I 草 入を 種 
南 ♦美麗な^ シ 時計 鑛 
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養 St . A 这 de ョ 二？ ニ 


裝狐綺麗、 設欄完を 

專用 湯殿 付 一週 十 弗 

互 rcle Hotel . だ丰呈 ih で. 百 ty 


T 寧の 印刷と 構 巧な 0 隹 上げ 

時日の 迅速 ど 疵當な 校正を が 証 

印刷 剪 紐 育 新報 社へ 

' \ — )• 1 (/ 11 < — 

電話 ワ^ r キン 义ニ九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違 CS 矿く 新報へ 

ボ 巧ち 十と 了 目 十二を 十階自 

東部に 巧け るが 字 言 說战關 の 

お 威、 吾が 新が 亡 讀 まぬ 人な { 

廣吿な 紐 育 新報へ 


▲鄕 里を を 及び おを を (無手 數 巧)、 外国 
巧替賣 貝、 荷ち 替 取組 お 立、 信用 肤巧 
巧 等 一 殺 想 巧 まな 御 便利 じ お 扱 可 化 侯 

鎌 城 臺灣銀 巧— 出張所 

ホち 宴 巧を 化 

支店 まを、 巧を、 おお、 神戶 、上 巧、 漢 
ロ、 鹿 州、 厦門、 地頭、 香港、 巧 巧、 巧 

嘉坡 、スラ パャ 、ブ マラン、 バタ ビヤ、 を 買 
ホ^^カッタ、 衛を、 其外臺機十四ゲ所 ， 

1 ' 資本を 壹億圓 (を 額拂达 巧) 

一、 蹟 なを 一億 ニち 五十 萬 旧 

巧 化ネ支 巧：：：：* 濱 (本店) 東 巧 乂 及 
がちを 時下 两を 古屋 

機濱 正金銀行— 支店 

ホ因をそ^;! 5 =:を巧 巧« 沙甫 巧を 
巧 化 世 巧を 国を 巧 都 巧ュで 巧及ュ グン 
スを之 候 


# 羅府 、表 港 巧 帆 (ホ ノグ^ 経由) 

羅巧發 桑 港を 

(午后 ニが 化 化〕 (正午 化れ〕 
コレアみ 一二 巧 八 H 1 ニ 巧 十一 二日 

~ 寿洋ぶ 一二 月サ 二日 一二 月 サと日 
西 比 利 盛 凡 四 巧 五日 四 巧 十日 
I 大ず丸 四 巧 二十 H 四ち ホ 四日 

I ® シアトル 巧 帆 (午前 十 時 巧 化) 

\ 一二 島义 一二ち 甘 一二 日 
が銭乂 四ち 一二 日 
靜巧丸 五月 一日 
巧演化 五ち 十五 日 

® 淪お资 日本が 巧 化 

香 おか ご' 扫九白 
蔚闲丸 互 月 甘 ニ 8 

鹿爲 .ち 買 六 曰 
▲猫 育 ぉ 耽芭袭 馬經由 日本 巧 貧 物 船— 巧 二回 
▲職 絡 取 あ。 弊 班は 欧洲 巧、 南 来が 並に 芭奈馬 
經 をち 平津岸 巧を 纔 鉛を 社ミ货 おを リ 巧が 切 
符等萬 事 御 便を じ 取 計 ひ 申 上 支ず 
▲米 國鐵道 切 巧、 寢ムロ 券 等 も 御愤宣 にお 計 ひ 申 
上まず 


ラ么プ 及び シが クシ 五 ！ F 

製 勇麵手 塚廊會 

H . Y . TETSCICA . CO . 

15 壬 男 ih 田.， 三. 臣ぞ ぎ賽苗 a 證 一 


諸雜 貨仲貿 、卸 販賣 

お 巧廊會 


觸磯器 雑貨 卸賣 

春 旧祿會 


B 本陶破 黑雜貨 類卸賣 

井元 ブ タザ ー ス 


日本 陶破 器雜貨 

ラ ふ プ卸賣 

奈良 貿易 蘭會 


驚 日本 ドライ グ—ツ 蘭會 


巧 

曾 


H 本陶 § 帝雜货 

ドラ 1 ク ー ツ 荀販賣 

贼巧木 桃 ザ 組 
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資本を 壹 ほ 巧 
. 祐込濟 資本を 六 モお曲 
格 立を 六 千 一二 良 五十 お 拐 

城兰弄 銀 巧— 支店 

本店 東京 ボ 日本 巧 原本を 屋町 五番 化】 巧 
ち 巧 か 巧 日本 橋を 內 ( 襄〕 横 没 
お古 屋 京都 大胶西 (大ち 神 戸 
廣を下 顆巧司 若松 巧闲長 巧 
上がな をを 買 巧 水 


括 お 入ち 替’ 電信を 金' ホ 送を' 旅 巧 倍 用 巧 
席 莱信戍 狀其他 一般 おけ お 

ん S 岂菱銀 巧 S ま 巧 

が 里 送を" 日本が 化 お キお巧 ニ， 迅速な 圾 
本店 巧を (を 巧 通知 ノ 二種) 御 巧 利 取 巧 
本 ま 店 まを 军楚 、大阪 >#戶 、京都 


« こ «& 


• t A 1 1 ミ I 


日本 截船會 社 (化 ユを鐵 道 會粧) 

代理店 片桐 兄弟 廟會 

乗を、 を 船 切符 おじ 小荷物 運送 御 便剌じ 取扱 申しまず 



比 sSSSwW. 
303 巧れ h Are*, 

TcL Caledonia が 01 

巧 旧 商事 巧 ま 會お紐 育 支店 
Uchida Tra ぷ ng Co., Inc* 

11 Park Place 
Tel. Barclay 1576 

島 貿易 呼 ま會お 1 

amnia "iradmg Ltd. 

巧 0 Broadw が 
Telephone Rector 1484 

巧 式を 化赤逐 巧を 
Akawo 在 Co リ いん， 
295 巧れ 11 Ave.i 
Tel. Caledonia 9758-59 

が 倉 製 絲お錶 株式 會お 

Ksitalo び a 在 Co., Lt ん， 
200 Madison Avenue 

に Mikhno ゎ 
Mikimoto PearU 
的 5 F お h Avenue 
Tel. Vanderbi じ。 な 9 

大 倉な お育ま 巧 
Okura & Co., 

30 Church St" 

Tel. Co け landt 2292-93-94 

= 共 巧 ま會お 
巧理巧 
あ 巧巧會 
1 如 Broadw 化 N . Y . C . Tti , i ! 扣 tor け 84 
Fsefory : 35-10 36 th Are ., L . 1. City 

'巧 巧 梅を がま 會を 
Asano Bussan Company 

Room SQl -说 反 
165 Broadway 
Tel. Co け Undt 8047-80 お 

, Ciosho corporation, 

。 1& Importers* 

が East お th Street 
T«l. AiWand 化 的 - 9! 

Goftbo Co.) Incv 
Co れ on Exporter* 

60 Be が er 化 . 

Td} Bowl 山 g Green ^9>5—06 

甫巧讲 巧 道 巧 まを を 
巧ち 事 巧 巧 

： South Manchuria R . R . Co., 
Koom 202 ら Canadian Pac 近 c Bidfir. 
342 Madison Ave. 
j Tel. Vaad が bilt がぉ 

云 井 物を 贼會を 

な 巧 ま 巧 
Mitsui & Co., 

6 な Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

なま 會 おち ホ 巧 店 
な 育 出張所 
!wai & Co リ いん 

Woolwoir 比 BuUfiU 田 g, 
Tcl. Whitehall 6040 

S ま 巧 事 探ま會 it 
な 育ま 店 
Mitsubishi Shoji Kai ふ a 

(M な subishi Co., Ltd.) 

120 Broadwaiy 
TeL Rector 2360-2564 

大度 朝日 ニ 東京 朝日 
化 巧吉內 
Osaka Asahi 

The New York Tim が Annex 
Tel. Lackawanna 1000 

a 本 締巧巧 ホ會ぉ 
な 育 支店 

Japan Cotton Trading Co.» Lid., 
2 Park A マ •mi か 
TcL Lexing れ n が 87 

日本 生糸 巧 ま 食な 
短 巧ち 巧 
NIPPON KI - IT 0 KJilSHA , LTD 

Two Park Avenue 
Te!. Afthland 5320 

巧 か 名會せ 
巧ち そな 
Hara & Co ., 

443 Fourth Aye., 
TeL Caledonia 7830-35 

曰 ホ 生糸 巧 ま會胜 
紐ち ま 巧 
W 即 1 •化 UIIT 0 K&B 腳 m K&i 繼 
(NICHi-BE! KHTO GO^ LTD.) 

1 Park Avenue 1 

Te!. Ashland 6246*47.4S*49 

大巧 每日 二み 巧 日日 
餘木 H 巧 
0 化 ka Maiuichi 
Room 306A World Building 
TeL Beekman 4259 




療 おを SajKm 鱗级 tm を 巧 
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大紐 育^ 

一九二 九 年 版 Y 近く 發巧 

本社が 摄じ 編篆發 巧い じしました 『大 が 脊」 は、 幸 ひじして 一 
江湖の 湧 < がかき 巧 評を 博し、 をに 全部 一册殘 らや資 切れと 
な 主した、 化て 本社は 蘇 一版の 內 をを を然巧 たじし、 頁 おを も 
ち 加した 千 化な 廿化年 版を がに 發け する こご 《 ならました、 正 一 
確に して 且つ 巧ら しい 統計 ご 事實を 基礎 じして、 刻々 強化す る j 
我が 『大紐 育 J の 異相を 傅 ふるに 遺が なき こごを 巧して 居 b ま I 
す。 尙ほ定 憤は 

豫約 申込 若に 限りて I 

特價と 十五 仙 „ 

發巧 後の 御 購買には j 

を 價金一 弗 I 

とを しました、 速 かじを 約 御申么 みを 希望いた します。 

一旨 ミ 紐 育 新報 社 



第五 十六を 鐵議會 


最近の かは 四 か 五. 姑を 唱 ふるに 
まつた。 メ 。ン 氏‘ U 現が の 巧 得 
稅を化 r ; をつ 巧 制 V - が 純化 ゼ 
む どの ゎがを 巧緻して 居 b 巧に 
顧問を 員 會を設 愚して お 其 か 化 
を 謀つ て 居る。 現じ 幾千 と 云 ふ 
巧 お 我抗吿 事件は 該 委員 會 じが 
て 解 化を 吿げつ I ぁ b て 之 じ 要 
する 政 巧が じ抗吿 ホ民侧 の裁剌 I 
費 相を 輕駭 した。 立法府のを 方 
面ょ b は大藏 長官が 巧稱稅 

抗 ホロ じ 對し餘 b じ 寬乂な 

- 措 巧を 執 6’ 就中 大 資本 V 擁 
ずる 大會 社の 巧吿 -し 街 r 易々 ど 
して 巧が 吿 ど安餘 がる も ホ 難す 


へらいて 居る ので わろ。 而 して 
米 陶リ街 絲洽谣 版ず， r 於 巧の 
如き も お竣化 ぉか 要 ごすを も カー 
U るな 姑が 巧し く おて ホ じい 遭 
今-! VS ' b ては メ 。ン tf 旣ぞ の. 
が； 5.1 持賴 する もの ミ 看做 f の 一 
巧 常で わらぅ'' 

臨時 議曾 々蝴 

約 六 週間 乎 I 

四 巧 十日 頃 開かれる I 
親 大統領 銳巧匆 々開 おせ"-^- 
ベ （みを せる を衆國 臨的議 は 
共和 黨 下院々 內總務 チ^ ソ j 氏 
が 囊じフ ーゲ ブ ！ 巧の 化囑 旅 
b 開禽 期日を 和硏巧 中で ぁ！' た 
が 同氏は 新 大巧 做 •し 割し 西す 一 
H をむ て關き 約み 過 間繼賴 _ ^れ 
ば 蔭 村 救濟案 y ニが 關稅 ぶ！^ 案^ 
は锥過 S を 込 ゎ b ご 賴吿丄 巧。 
チみ ソン 氏け 今 ホの 隨 が！^ 會じ 
は を ニ 化案 W みホ常 重 る 
繫急事 巧の お發せ ざを 限： マ議會 
じ蹈 策せ もい ざるべし ごれ 息 見 


ご樂な I て 居る、 魄规 證食も 
一昨日 批准の あ牒を おし 得な まで 
じ 進 巧して 盾る 當 である さ； つ だ 


が H 本の 護會 反び 樞密 なは をし 
て 如何 ある V きか ホ 知數で わる 
とを むて 居る ひ 


I 巧友會 巧に 議論 沸騰 •し 

'，委譲 案で 惱； 巧閣 

- 貴族院の 反 田 中 巧閣熱 益々 高し 

•衆議院 野黨は 久原驟 劾を 計畫 

を 京 特電-日 發 = u 比 谷 座ら 會期剩 す 所 漸く ニ 句 じあ まつ 
て惡 るの e 政府 侧 はを 法案の 通過に 焦必し 居れな が兩税 委讓ま 
じ おする 貴族院の 硬化 じな 流 巧の 田 中 首相ら 名窠 なく、 お抑壽 
一氏は 本日 『政府は 議 を 解散の 勇を なく ば 該案を 撤闽 せよ」 ご 痛 
进し與 黨ゎ强 硬 排は巧 中 操 裁に 『貴族な 策を 施 立せ よ』 と 進言 
したる が總 栽は ず 垣 一ぶ 巧 ど 盤談の 上硏究 貧の 水 巧 商 子爵を 動 
お 5 わ魂膽 。ゥど 言 はれて 居る。 一 ホ 政 发會巧 じ も 硬軟 ニ 派を 
なじち し 雨 稅を讓 まが 貴族院 じがて 巧 ホ しまられれ ら內 閣は總 
爾 哉ず べきで ある ど老ん 組は キ 張し 若モ 組は 解散 說を唱 へて 居 
る。 おか 貴 巧 おじて は 化 井 卓藏巧 ± の 如き 猛 おじ 宗敎趨 体を 案 
じ 技 おしち ち、 競馬な 案を もを 巧が むごめ 意煮納 らし （、ニ 法 
I ま S 逮命 けを 蔑 おど 共に 頗る 危 く、 をが 所 構厮法 まじ おしては 
I 隋廚 までが 放府じ 巧ち を 促 かし おな 相の 面目み 潰れと なる 模樣 
ト よちし か张 おげ がは 該巧 案'^- 撒 四し 新法 案'^ 作製 出廣 しじみし 
じ。 衆講院 じがけ るに を黨の 义巧禪 劾ま据 巧は 確を せ るら，， 'き 
が化み巧の新黨お樂部"^化對の意嚮である。| 

ま京特電甘八日 お ^り兩稅委磯案は貴族.4 じ 上お さ れ た が 握 
潰しの 琪を じに 繼 姑を： 民附巧 説ら ゎら、 な 春 側では 地 ホ 有数の 
農業が を乂擧 上を させむ 族 お 威嚇み 計靈ゐ b ごさへ 傅 へられて 
& る。 一方 出 中 首相は 對 貴族院 誠 解 運動の f 巧 じ 指名した 勝 旧 
义ぉ だけでは 機り しピ して 自身 乘 b 出し 貪族院 懐柔 じ 大童 玄 
なつて ゐ る、 與 おおぶ 會內 には 『をし 树案 がを かされたら 議會 
解が が繳辭 臘をゼ よ』 ごの 聲 がを つて ホた が、 兩 税委讓 案は 遂 
じ 霞 族 お 姐 過の お込みた'、 G つじので 委島附 巧を の 形勢を 君た 
上で もがは をを の對 策を 巧を ずる 吿 でを 也と 傅 へられ 譲 食々 期 
延を說 のかき は 威嚇な 蹲で あると 貴族院で 是溢 つて 怒る。 

を 京 特電せ 八日 發 == 不戦 お 約 じ 隅ず を H 米を 換义書 發表要 
ホ-'」 勒し旧 中 首相！！ 答せ やム 。な （ち 倘か雄 氏は 文書に 依ら 質 
閒 1 るに みしお 政黨 、明 政 曾 么じ賛 巧した。 

ま 京 特電 甘 八日 嫂 = 貴族院 空 氣の惡 化に 乘 じち 政 黨は义 巧 
遞相彈 熟を 4- 五 H お 挺 おの 模樣 でぁる。 

ま 京 特電 甘 八日 豬 = 鐵道敷 說をお 比 霞 族な の W 別を 員會に 
がて 反對 者が タ數を もむ と。 

大統領は 變 つても 

が 政策 U 變ろ い 


タロシ 氏の 方針を 其 儘 踏襲して るの 聲高 きも 現眷の 留任す る I を 有し 居 もフ！ ゲ 71 巧 も チ 氏 


.本社 東を 特 帝 を (紫 ぉ巧轉 載〕 

皇后 酸 下 運動 御中 止 被 遊 

〔.甘 八日】 東京 U 日 お 崩は 『皇后陛下には 目下 御 お 狼 ニ S ヶ 
月ど拜 される ので ブ ニス 其 化の 蓮 動を 御中 化 遊ぶ され 同時に 目 
下 伯が 滯 化の 侍瞥寮 御用 お 盤懒構 ± におし 一日 も 早く 歸朝 すべ 
しご 電命され た』 ご 報じ おが 侍醫拜 診の 結 あ皇を 陛下 御懷 おは 
疑 G く 益々 御 健勝に 渉ら 一巧ら むる が 五 H 葉 山よ b 還 啓 後 御經過 
正ま豁 表さる I 舊。 



中華 錐 お 整理 難 

一-巨】 內 孫、 大藏兩 當埼は 協 
議の結 お 中 苹渡業 銀 巧 整 ps は 
ち 那の資 みを じ化賴 する 一一 ご 
に 巧した が 巧 巧は 結局 解 取の 
化むな に まるべく 日本^ 損 
害は 一 做 預金 其 他 じて 巧て 方 
圓 及び 雨 煩借教 なでの 拭ユじ 
及ぶ ごる ふ。 

日銀 腿 尻 ミ 金利， 

〔 - 日】 を 巧 高 = 十一 ニ 億 おす 八 
百 巧圓マ 制限 - 億と.。 H ( 
な方圓 ▽貸 お 高 U と 億 四で. 百 
巧圓 マ 貸出离 n と 億 四千 P 巧 
圓 マ 翌日： in 1 錢 よち 一歲一 
厘 マ 親績モ が U 八 厘 五毛よ を 


ー錢 ニ厢。 

杉 氏 正金 盛査役 

【一日】 宮 お省み 藏頭お 琢磨 巧 
は 正を 銀 巧監查 役じ內 をした 

木材 巧 あ 婦就巧 

( 一 狂】 前 a 銀 副 緩 裁 木が 淸四 
郞 巧は 千代 旧 生命の 取締役 ご 
なつたり 

鐘热 絹糸 界進お 

〔一日】 鐘ヶ淵 热績會 社は 養 m 
の 外宮 崎縣 等で 製糸業にまで 
手を 染めた。 

裁判所 案 影 薄し 

【甘 八日】 疆密院 の 空氣惡 化し 
裁 巧 所 構成 法改正の 前を 危ぶ 


話 I 趣 

. 如…：. 

人 |々 


新 大読領 はどうず るか 玉】 

沈默 ，こ 决斷の 男 

闘 貴の 任命 じ 現れた 彼の 性格 


ワシントン 甘 セ日發 n 巧み フ 
—ゲア 氏が 火 統領 どして 就 巧ず 
る じせょ 陰然 たる 米 酉 おがわち 
慰で ある アン ブ ，ゥ •メ n ン巧 
お 大藏長 官 ご‘ して 留巧 する 0 上 
义國政 巧の 財政々 策に 大 なる 錢 
化 をるべし ごは 誰 人ら な 想せ ざ 
る 巧で ある。 メ 。ン氏 W 留 巧す 
る i は 殆んど 確定 的事實 ピ觀ら 
れて 居る けれ 共、 巧大 統巧フ ー 
ダァ ー 氏が吉月四りを0てを式 
I じ宣 明ず るまでは 剌 明し いご 
I 云 ふ 外は， ゴ ぃが、 化が 乂戰後 じ 
i がける 乂國 化 界の 根本的な 善 施 
一鼓なる ものは 义 体を ぶされ、 巧 
得 おら 輕 がされ、 戰 巧を 憤 も 憤 
還され つ i あち、 段 償 ま 拂の規 
j 定も出 ホ 上っ た。 乍 併から じ是 
i れな 上が 巧 おゎ 

ー輕减 し 如 M じして 錢餘の 
j 国 憤を 巧 還すべき 乎、 义か柯 じ 
i して 大戦を が貸附 けた 對外 憤權 
一を 因收 すべき かぐ 剰され た 問題 


である。 現在の ホ 國を債 四十 八 


慑化千 四な 巧 お 
なる ものは 十九 
殘餘は 千 九百ゴ 
還せ ねばなら n 


の內 本年 滿期ど 
協 巧で あつて 
十一 ニ 年まで じ 償 
。其內 利息の 窩 


率；^ る 風 債は 车四 みの 一二の もの 
も あって、 メーン 氏が 大截 長官 
どして が 巧す^ ば 是等高 刺の 園 
償を 化 利に 借 亡剩餘 のみを 償 
還して 長年 巧 一レ 引き延ばさぅ 
する じ 相違。 い。 其 見極めの が 
くまでは 大藏 省は 九 ヶ巧若 < は 
一ヶ 年の 短 勘を 償を 發 巧して 持 
もつな ぎを 就 0 るで あらぅ。 化 
財玫 々策は ゴ 。ン 巧の 従 巧 

踏襲 某っ たらので、 化 

が 時化を 待!^ まけむ どす る大藏 
ちの おを モ^で ある。 千 九 百 ニ 
十と 年の $8^ 邸ら 投機の 巧 勘 巧 
主では なぶを 巧を 債の 利率は 徐 
徐じ 下向 丈で あつて 平ち 年利 巧 
巧の 下で あつた。 然る じ 巧後發 
わじ 繫 るみは 漸巧 上向き どな b 


0 上 夫れ は 隅 題 ごは なるまい ご 
豫 想され て 居る。 されで 現 巧の 
助を を 通 觀し歲 おど 歲乂 ごを 化 
際が おする じ 向後 ニ删年 閒は納 
稅輕贼 は 望み 得べ < もない が 目 
下の 繁榮 時化が 仮り じ 繼賴 する 
とせば 其 强必 すし もな しどは し 
ない。 十窮弗 0 上の 蚊 入 ある 者 
じ凿 する サアタ ネスの 如きは 其 
醬 みある 部み に 入る であらぅ。 
を じ 趣が ある 觀察 じは 現行 流通 
貨幣の サィズを 縮少 する S であ 
つて 五 巧 前を じは 大藏省 ょら 

^イ貨 あの 頒が ホな 及び 
期日を る 表する i ど i ：* るで あら 
ぅが、 是れ はを 銀貨 帶 、準備 銀 
巧ぶ び 固な 銀 巧を 巧の みを も 都 
てを むで 居る。 が ほ 約 一二 億を じ 
達する 郵便局 裁が 所の な 築， 聯 
邦 政府 事 あ 巧の なお 費け 如何 じ 
配み 支辨 せらるべき わの 大 問題 
が あるが、 メ n ン 氏は 巧に 么じ 
對 する 方 かを 確を して 居る ど 傅 


の 息を に 賛意を をして 居る から 
開會は 恐らく 四 巧卞日 どなら わ 
か。 先 づ躲】 じ鹰 が救濟 案を 下 
院じ 提出し 十日^ 内 じ 審議して 
±院 じ 回付 1 る 見込む るが、 一 
部撕巧 改正案は 發が 軟濟 案な 上 
時間 要すべく ^ ソン 氏は 四 
遇間內じ該改ぉ^^^の通過を實現 
する じ まら わ どが 想して 居る。 

不戰條 約 批准 

完了 永た し 

現 大統領 任期 もを 一巧 日で あ 
了ず るに 巧 はらず 昨年 八月 じ 里 
じ 於て 署名され た 不戰條 約の 批 
おホだ完了せす英陋は本リ頃ま 
で じ 批准のを ぶ 報 吿を華 盛頓じ 
試む る 旨 約束せ る 由リれ で舰蘭 
西、 白ぜを ぶび H 本は 本紙 締切 
までには まだ 批准の 巧吿 をな し 
居ら やし かし 己 巧 四：！： 退 ほす 
ケロッグ 氏は 最後のを 秒まで じ 
は 大体 批准を 了を を 巧し 得べ し 


◊ 了メ V 力， 否を 化 ホ じ 

b 、 昨み 最も 話題 じ 上る |飞 の 

は 巧 か、 ぶ 去へ ば、 恐らく jp 乂 
でもホる三巧四日を 0 て*|グリ 
力を ホ國め 大統領 ごなる ベ y フ 
グァ は、 大統領 ごし I 向 
をな すかぶ いふ こどで をも飞 
大統領 ごしての フ！ ゲァ ー 一が で 
んな ものて をら うか、 彼は ずん 
な 政策 じ i3 るで あらう か、 动で 
じ溃 はる 防 懸案を どんな 態 巧で 
解决 ずる。 あらう か* 彼の 蘭賣 
は ざん な 顏觸れ か、 等芭數 ぶる 
じ 暇の 基い 位で ある。 f ':. 

◊ I J 兀 ホフ！ ダァ ] ご-^ ふ 
人は ク J すブチ じょ もを か W た 
程に 化 助 一 か 人で ある、 彼は 一一 勘 

お、 巧く もを じ關 しね 問 酉に 
限 b 、 もで て 他人の ロを 藉リて 
自己のを を 通じる やうな 八で 
はない、 I 潑 ては 彼 自身の 言 お、 
彼 自身 5 一筆に 化ら てこれ 等 W 諸 
疑問を 辑决 した < て はならない 
人で あ > 1 、 をれ 程 U 『彼 J の 一’ 彼 J 
だけは が赏 なので ある、 『磯 预」 
の 人と 一^ はれる だけに、 彼な 萬 
事に 蜀 一) て 律義で あ 


而 かし ァ メタ々 の I 乂統 
領 が、 然 自然を 愛する シ プ 
瓜な 人で ある ここを 理厮ど 
する 狂 If - ば、 フ ー ダァ ー は 化 じ 

理想の 統領で ある、 彼は I 嘴 
湖、 細 尸 愛して 釣を 巧み、 帕頂 
じ 焚 ル I して 只 知らぬ 旅人と が 間 
話を. Vj る こごに 深い 興がを 沿い 
て 居. I 、 なじを の 巧 釣な 家は フ 
ゲた ー ご 接を する こどは 蚀め 
てを ホで ある、 而 かし 釣篮」 名 
を藉 hV 獵官 運動で もし や 3 ど 
ふでが けの 人は、 絕稱じ 取と 
を もど 深く す もこ ごけ 出 ホ い 
力 S ソオグ ニアを 巧斷 する ゲゴ 


ラ 山脈は、 實じ鑛 山 技師 £ して 
彼が 出世 S ふ b だしで あつたが 
彼 目 身と しては 『このが 五 ラ か 
の 靈氣 じげ なれる ミ 巧ん ごも 云 
へね 必持 じなる』 ど 物語つ て 居 
る， 彼は 巧處 まで も お 巧. 八 まを 
自然人で をる。 

◊ .だん まらく いふ 點で彼 I 

ど 彼の 前な ち どなるべき ク ー ブ 

デ 氏 ご a 頗る 共通した 黯があ 

る、 耶 もホヮ ネト •パ タスは だ 

んまも崖の舊ま人るを送ら、 再| 
びだん ま b 崖の がま 人を 迎 へる 
こど じなる ので あるが、 彼ぶ ク 

リッ 尹の だん まちには 自ら 趣 
を 異にして 居る ものが ある、 ク 
! リッ デ 巧は 忡 々の だま b 屋で 
をる が、 あれで 愛嬌 ごい ふこ ど 
は 息れ ない、 然るに 我が フ！ ダ 
r 1 君に 至て は、 他人の 前 r 巧 
れば をれ こを 顏を異 ホ じしで 3 
ソ n ソ£ 隅の 方 じ 畏まる £ いふ 
風の 人間で ある。 

◊ 哪 ちフ！ グァ； め沈截 

をた 6 巧 0 は、 化かしが をから 
ホて 盾る だけ じ、 一度ぶ 人 や 知 
己の みを 相手 じした フ ー ゲァ ー 
じ まつて は、 をれ こを さぅ した 
化かしを は をれ じ穩じ 消へ て、 
仲々 の饒を おじ U る、 彼は 書 巧 
じがての みでは なく、 彼が 山の 
奥 じ 巧 化で もし 乍ら， バキプ を 
口に 煙を 吹かしつ i 相 語る 場を 
も 同 樣でゎ ら、 この お、 ク- 
ッデ 君が 化默じ 終始-貫 しれの 
と 頗る 趣を 異にする。 

◊ 去ら じ 彼の 特技と も 巧 

すべき こどは、 聽き 上手、 卽ち 
他人の 話と 熱必 じ、 克く聽 くと 
いふ 妙な お 術で ある、 ある 换治 
家は 最近 獵官遙 動じ 就て 約 十五 
をに をら 會を のを、 彼の 態度を 


國境 關稅据 置を 

(甘 八日】 を お縣じ 於け る國境 
關 巧は 日本の 抗議で 當み据 鼠 
ごな つた 0 ■ 

米 山 巧 外遊 延期 

I : サ 八日】 一二 ホ 信 巧 化を 米 山 梅 
モ 氏の かお：； S 六け を 延期され 

こ 0 

政府 對樞 府樂觀 

^:サ八日】 歧府は不戰條約字巧 
隅 韓じ觸 しては 結 お 枢密院を 
通過 イの もの ご樂 観して むる 

藤旧總 領事 聲 が 


〔サ 八日】 藤 旧 靑島總 領事は ス 


ブ^ _ . S . メント を發し 『 B 本 軍 


ザ備 線化帶 にがて、 武器 彈藥 
の 化 あや 反動 軍の 巧 遇を 嚴禁 
1』 ィ-聲 明した。 

聖上 法案 御下問 

t 廿 八日】 聖上には 己 ±藏 巧、 
山 本 農相に 掛 しきが 農 創を 案 
肥料 管理 案の 御で 巧 ぁつた。 

東 化 地方 大が雪 

【甘 八日】 去る か 四 B の 日 躍 0 
を 東を 地 ホは 大 吹雪 媳 までを 
通杜絕 して 殊に 山地 じがけ る 
を學 校は 化 校の 止む。 きじ 至 
b 巧 車 も ニ時蹈 R 上 遲延の 所 
あら 通信、 を 通磯關 はを （無 


力 どなつ て 仕舞っ た。 

珍しを 軍艦 進水 

【甘 八日】 潜水 腊 V 一 補 獲ず ベ、 
おが 鼓 巧の 捕獲 納お燕 〔五な 
嚼〕 ，は ホる 廿ホ円 捣渡じ 於て 
進水式を 擧 ける。 

英國 親王 御ぉ迎 

【甘 八日〕 英國 ヘン ブ ー 親王 御 
到着の 隙は 聖上 御 お迎へ 遊ば 
さむる i じ 巧を あらせら る 0 

重光總 領事 赴任 

【甘 セ 日】 新 巧 上お總 領事 重 ホ 
葵 氏 ufr 五 H 任地へ 出發 しわ 

高等 學校畏 更迭 

t サセ 日】 な 前 高 i # 校長 鈴 木 
信太郎 氏は 罷 をされ 其 後任 じ 
は 山 ロ 高等 學校 f 澤 化を 氏 
が ほ 命され た。 

‘兵庫 縣へも 巧 幸 

【サセ 日】 野 ロ 侍が はかと H 巧 
幸 化 檢 をの わめ 巧 西に 向つ じ 
が宮巧 省は 『聖ト 大阪ょ b 還 
をの 硕ら 兵庫縣 下に も 御立窗 
ら 遊ばされる』 旨 ホを まじ 發 
おした。 

後任 式部 長官 說 

【サ 七日】 が據随 がを 免官な ホ 

を 位の 儘の ま部焉 宫 じは が權 
助男說 がを 力 どむ つて ホた- 


許す るに 『彼は 他人の 話を 聽< 
ごい ふ截 では 恐らく 化 巧 簾 一で 
をら うが、 さてし やべ る ど いふ 
こご じなる ど 彼は を然巧 だらけ 
だ』 ど 愚痴を こぼした こ** J じ も 
徴し得 やう 9 

◊ 彼は かう した 镇合 、聽 
く 巧は 頗る 磬富 じ賛澤 さを 見せ 
るが、 語る 言葉 じ 至て は强 めて 
ぞお 回な ので ある、 然 かし 彼が 一 
吿帯 るぶ a れ ば、 巧 霞まで も 彼 
自身が 語る ので ホつ て、 自 をの 
お說 原稿 も纔 てが 自 をで 執筆す 
る， 執筆す る 前に 化 思 熟ち する 
ごい ふ 風で ある、 彼の 匿る こご 
も をれ でを つて， みして 雄 辯で 
な/、、 别じ話 上手と いふ 譯 では 
ない が、 をの 用語 等 じ 至て は 極 
めて プ レ！ ン である、 而 かも 整 
つた 言葉で も あ 6 耍必深 （語る 
£ いふ 勘で ある 0 

◊ 同時に 彼は 演說 をの 碰 
總 ゆる 瘦 をを 通じて、 事實 ごい 
ふ もの じ觸れ 、これを を 究 しな 
い 限らは 巧して を 言し ない、 こ 
れは鑛 山 技師 時化からの 修養の 
ホ 蔭で も あらう が、 彼は 斯うし 
た點じ 於て は 極めて 忍耐む の强 
い 男で ある、 假じ演 說を巧 稿 じ 
執筆して タキ プに附 した £ して 
も、 彼は 要ら じこの タキ プじ成 
つた 原稿を 校正し ない 限 b はみ 
してを 表する こごを がさない、 
換言すれば 彼は 『調査』 ごい ム 
ことじ おて 異 巧の 忍耐 必を 抱い 
て 居る のでを る、 これ こを 彼が 
巧な 家 ごして 立派な 手 腐で をる 
こごを 立證 する もので もら.、 彼 
がが 務 ちを なをして 今 H K メ 9 
々の 化 引 界じ蔚 する パ。 メ 1 タ 
1 たらしめ たの も、 をの 故 じか 
なら 

◊ さて これ 等の 事 實を基 

礎 ごして 大統領 ごしての 彼を ち 
察するならば、 彼は 確か じ 巧 > む 
深 < 、巧 あ 默考 する 人で あ >、 
必 巧じ應 じて は 長期 じ 直る 調を 


も 忍耐し、 而 かも 堂に 卒 盧じ自 
己を 當 見を 述べる 十 統領で あら 
なければ ならね、 がら ばな 黨大 
統領と しての 彼は をう でを るか 
£ いふじ、 勿論 彼は I 綴 ゆる 樓を 
を 通じて 共 か黨の 人秘を 巧官す 
るで あらう が、 而 か； も 輿 ふべ 
位置に 對 する をの 人め 社 會的地 
位、 手 腐、 能率が、 瑕の 標準 じ 
適當 たるを を黨 巧に 發 見— 能は 
々い 鶏を、. 鞭 お 恐ら く 俩 等禱践 
する 所な くして 自黨 g 外のを や 
婦人を 巧官 する じ 相 遠ない- 現 
じ 南部 諸 卿に 於る 其 町 黨巧官 じ 
就て、 彼は 巧 じを くを この 傾向 
を 示し 居ら、 黨 派一黯 張の 巧宫 
じ 馴れて 居る 共か黨 のを 巧 組 じ 
旱 （も 恐德を 生じて 居る し、 司 
法 長を のを 命じ 民ホ熏 畑の ミッ 
チで グ氏 任官の 風評を 生みつ { 
あるが 抽 き、 をのが 簡の I 例で 
をる 0 

◊ 新 大統領と して 彼が 窓 
一に 直面すべき ものは、 新議會 
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時なら では 巧游 しひいだ らう 
いふ 豫想 も、 こ S 巧を でう や 巳 
間違の ない ごころ らしい 0 
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Pho ロ e . 马 ミを だ お 

會社ノ 方 ニ 御 游ケノ がいが V 
狗自か ノタ巧 ピを話 おな チ 申 
拍ホお 巧 幸で サイ 
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_ 楠，， ，，，ザ . 巧 喉 

i 學閒ど パン 

I 敎 育の 本義 如何 

I 货 おの 巧 値が お 巧 的 段 則に を 
_ じて 诗巧 するど 同じ （を 晒の 懼 
I 化、 抑ち 巧 本 巧 惯化ど 謂が むょ 
，一ら はを ろを 巧のを 用的惜 おは 需 
I 巧 供給の グ 1 作 じ ま おせられ 人 
物巿琪 のが 巧 か 巧 じ 依 b て-上 
一 下すべき は當 がで あらぅ。 巧 
じ 日本の かく 人物 呑 化 お 巧の 規 
巧狹小 U る 社 食 じみちて は學問 
を 質 b て バンを 得む ごする をの 
痛切 じ 威 かすむ 所で あらねば な 
ら 《。 ホ 就中 パンを 得る の 道を 
ホむ るを が 翁が どして 同禪若 （ 
はお 似の 晦業 方面に 向 ふじが て 
はを 問の 傾 値 益々 下らて パンの 
巧 粗は 益々 上る じ 相違な く 何等 
おむじ巧る現をでは^:^い。 ま巧 
二十 二日 シヤト A じがて を 巧せ 
る 问業化 米 時事のを を 近 信 中 左 
の 一節が ある。 

を 大學廣 等 商 楽 おみの 優等 者 
が 幸 ひじ 一流 會化银 巧 等じ热 
職し 巧た b どす る も 其 巧々 の 
收 入は 八は 屋 、散 髮屋 の收乂 
の ザが にだ も 達せす‘ 下がの 
傳入 屋ど雖 一日を 围 乃を 一二 圓 
の收益 あら ご 申惕今 S 井王國 
がち 化 用人 じ 最初 柯桿 支給す 
る やを 調べ 候に 
ホ大 ぶび お大 = 給 おお 十圓手 
當 ミ十圓 

をな 大； i ； 給 巧の 十五 圃ホ當 ニ 
^ 十よ圓 

一 化 ホ 高 お n 給料 四十 圓ホ當 ニ 
十駐 

ザ妳离 商； = 給稱 二十 五 圓ホ當 
十五 胚 

學間 じて 飯を をふ爭 またを 易 
じあら 中 お 

而 して おがを 學 校の 卒荣 ホは 
ホ おお 前 所 記 學校醉 部 りお 藤を 
力 じる 社、 が 巧 じ 就職の 運勒を 
。すが 巧が あつた。 燃る じ 右は 
柯等 かの 弊 蒂を伴 ふ どのな 見 お 
で、 げを關 巧 地力 諸學 校け 表を 
_ と 一二が、 一二 冀巧 十八 乂會お 巧を 
j で會 をの 結果 『社 旨 採用の 訟衡 
; でホ浆 なじ 縷 る」 どの 協を 成立 
し 諸を 废も化 例に 做つ て 巧る か 
ホ 楽を 自身 就職口に 不安を 威 や 
一る _ をら 學校 幹が じ 愁訴して 旣じ 
'該 協定を 破 b 基 巧ょり 潮の 如 （ 
巧し 掛ける じ まつた ごの 說 さへ 
をな。 日本のを 育は 裝 して 斯< 
食 お、 銀 巧 民、 官史 、お師 巧く 
は扶師 をみ み 養成す る 巧 想で ホ 
6 ホ かで わるの かか 何、 円本の 
社を じがけ る 學閒肅 をは 是等官 
廳 、曾 化、 銀 巧、 學巧 のみ じ 時 
.限され て 居る がかに バンの 價做 
徒らに 高 < L て學閒 の巧随 ほき 
を をれ ざる 乎か时 0 

一 ホに 試験地獄 ご稱 しを 問修 
i 巧の 逆路 を杜蓝 してまで 乂學ホ 
I を 制限せ ざれぶ がち 機 綱の 運用 
I を完 からしめ 得ざる じ拘 はら 乎 
_學 をを 巧で、 活化會 に 入 b あ々 
を閒 のぶ 用を なさ わ どす る お 年 
が 自ら 效ロ ごなる の舆 など 华瞄 
WU くな 管 牛 巧 5。 らて 『錫 上 _ 
b 』 をのみ 唯一の 夢想 ごする が 
かきは がに を 問を 賞が する じ 化 ^ 
まら 中、 行 巧の 靑 ザを 顆 りて 械： 
巧の給巧烏^化せしぃるのでぁ 


つて、 を 育の 本 黄 じ 巧みる も 巧 
かも 風潮け 益々 華 閲の價 おを お 
殺す る 經辨的 事 菜み を 生わ じ 過 
ぎまい 0 

然 らば か柯 じせば を 問の 活用 
の 僧 化を 島 か/, らしめ パンの 巧 
化を 化から しめ 巧べき かと 云 ふ 
じ (一 ) 根本 阅題 どして は敎 育の 
なをを な-^ 巧華輕 化なる 時化 迎 
を ま 装を 麽し脚 健を 實 、巧 立自 
曾の 氣 組を 留 養す る こど (ニ) 中 


央 官民の 事業 方 能 ホ 養を 薬て 
地方み 權ま をを 尊を し郡會 集中 
の腦 充血 的 思想を 冷却せ しめて 
地方み 勃興 じ 力を 壺す こど ( I ニ) 
おか 移住の 好適 地 ぁら ば 機會を 
逸せ や靑 年を 獎腳 して 移住せ し 
わる こ玄が 現伐學 生の 頭 腦を支 
配ず るの 巧 給 鳥を 棲の 思想を 打 
破し 學閱の 活用 的懼 値を 高 （す 
る 方策 巧 あると 信ずる。 


を 世界の 生產を 支配ず ろ 

學を實 業 家の 會議 


方 極 エ菜曾 常 ど化界 動力 會證 
か 今 巧 十 巧を 期して 巧 京 じ おい 
て 開かれる 方 歯 エ柔會 議は國 巧 
の 工業 關係 まを 十二 學會 から 紐 
織され て 居る エ學會 ま おの 下 じ 
秩 父を 殷 ドを 緩 我 じを 戴し、 首 
柏を $會 長、 簡 H ホ 段、 漉澤 
予 原を 名 譽副會 を どし、 會 長を 
巧を 威男 

主宰の 下：! 一十 巧 二十 九日 
ま大 を田乂 講堂：! 開會 まを 開 お 
し、 引 綴いて 十 一一 巧と H の閉會 
式まで ホ 議院が 化 じ 貴族院 控室 
を會蕉 どして 盛 太に 開懼 される 
ごな つて 居る；、 间會 議じ魯 
加す 4 固は と 十數ク 固に 上ら 參 
加 化を 數 I ニ 巧 五十 乃至 四 巧を ご 
見込まれ、 これ じ 巧 固からの 出 
席 者 もとが 乃 ま 一千 名 じ 上る 豫 
をで あるから 千 ニ兰が 名の 貪 員 
數に 上る 醫隙 乂會 である、 同會 
溝は 世 巧を 齒の學 者 おょび 工業 
をが I 摩の 下に 會 をして T ; 業 お 
ょび 工業に おする 論文のを を お 
ょび 意見の 

交換を なし、 化界 人文の 
進ホ發 達に 貧 巧 貢献ず る こどを 
目的 ごオ るを ので 從巧 もこの 補 
の詹 議は歐 ホに わいて は 時々 開 
储 さわた が、 I 東洋に おいてけ 今 
回が 最初で をの 規模 雜菌 の廣化 
な こ VJ は ホみ すのもの だけ じよ 
巧侧 でもが 裳から 工業 恨樂 部に 
事 あ 所を 鼓は 總務 (計 劃、 資金 
の 二部に をら；) 論文、 會議 、編 
篡 、見學 、接が、 庶務の かく か 
擔を 設けて 諸 おの 带赌に 遺憾な 
きを 朔 して 居； ゥ 。を魏 からの 

來會者 か ホ 込ら 織々 あ b 

ァメ ，力で ‘ U 知 期 大統領 フーゲ 
1 巧 かて 菜 凑お身 だけに 特に 
力を 盡し同 曾 ァィリ ヵ侧 參加委 
員會を 組織して を圃 的に 勸 誘し 
て 居 もから 閱會 まで じは 百數十 
を じ 上る 見 化み e 、 ィゲ リスで 
U おを な ± 木學會 々長ァ .—ネス 

•エフ •シ 1 •トレンチ 氏 外 

タ 数-か、 フランスからは マロ 

- 巧 外か數 名、 ィ タリ ー ^らは 
ダリ' I H 學會 々良 八 ィジ •八 
ッジ 氏 外か數 をが、 ド キプか 
- は S 十 余の 論义 どク片 ップ會 
長、 シィ メンス 化の ケット グン 

專 巧、：、 ユン ヘン 巧 物 館長'、、 ュ 
1 ラ' 1 巧 ± 等 一二 十を あの 申込み 
がホておるからいょ^開會と 
じれば 

を 世界の 生 f ち ぉず & 
學 者、 實楽 がを 綱雜 する こご、、 


二っみ 國 際會議 今秋 東京で 開 惟 

'る、 化 巧 動力 會議は 十ち I 二十日 
を 護 院議 鶏 じがいて を會 式を あ 
げ 、引 綾いて 十一 巧と 日の 閉會 
ままで 貴 衆兩院 控室を 會瘍 どし 
て 動力 じ關 する 經濟的 方面 (學 
術 的 方 巧の 工業 大會じ 合併) の 
硏究を 常 表する こど^な つて 居 
る、 同會議 の參加 凰は と 十を ヶ 
國じ 上る •か、 出席者は 工業 大會 
を 兼ねる もめが 大タ數 であら、 
動力 會證 では 遞 巧を 名奪會 を じ 
遞 信、 商 H 、 戲 道、 を 次を、 資 
源 巧 長官を あ 擧副會 を、 を巧會 
長を 

{イ J して 巧は いる こご' 
じな つて 居る、 が ほを 兩會議 ご 
もじ 開會 前後 並びに、 會期キ ば 
に H ち おお、 鎌 倉、 當 ちを 
較 、宮 島、 別が、 温泉 岳を の 他 
觀ホ並 じを 濱 地方の 復興 事業、 
橫須賀 帝 港、 乂宮壊 道 省 エ镇ゎ 
ょびか 食 製糸 エ瘍 、熱 海 トン ネ 
瓜 足 尾 巧び H を 銅山、 お 町 無線 
局、 褚苗化 水 電、、 S 池 炭田、 
東を、 を 化、 京都、 九州を 大學 
なでの 見學を なすこ VJ I なつて 
居る。 


ユー •エス •ス チー ル 

更に 增資 

財政 大 整理 斷斤 

アメブ 力 助 巧の バ 0 メー タ] 
ごして おじ 巧 式を を 指導し つ i 

あつた ユ— •五ス •スナ 1 が即も 

を衆國 鍋鐵會 化では 重役 會議の 
結果、 なホ發 巧した 

が 償 總額ニ 億と 千な I 二十 
八 巧五モ 弗を 一掃し； むに 化 ふ 
るに 新 巧を 四 億乂千 六な 六十と 
巧义千 巧を 發巧 する こど じ；： > つ 
た、 これは ァメブ 力の が 巧では 
稀に 見る ち 巧の が 政 整理で、- こ 
の 結果 普通株は 一 採 額面. む おの 
割を で 九 巧 五十一 ニ 巧 一二 千 二百 十 
巧から 千 ニな 五十 巧 株即も 十二 
億 五 千万 弗に 增加 する 譯でゐ る 
この 財政 大 整理の 結果 どして 會 
社 じ所屬 する 子會 なじ 蜀 する ニ 
億 弗 ど 普通株 及び 慶先權 のみに 
化る 譯 であるが、 現 巧の 巧 まじ 
おしい かなる 方法に 於て 巧 巧を 
輿へ るか £ いふ 

方法 じ 就て は ホる 四 gill 
十 H の 巧 ま 總會で ホす る こご じ 
なつて 居る* か、 ゥォ ー 八 街では 
を < も 從來の 持 巧 六 じ勒し 新株 
一の 割合 ごし 額面 も 恐ら < 百 お 
十 巧 巧 巧で あらう VJ の豫 想が 流 
巧され て 居る、 故 じ 巧な の株數 
。るべ （內 かの 注目を 集めて 居 ~ はと 巧 十一 万 六 千 二百 I 二十 五で 


'ゎるから この 削を で 巧けば 新株 
は 巧 十八 巧 六 千 S 十九 棟 ごなる 
譯で これ じよを 會 社の 純 收乂は 
一億 八 千万 巧を 算 する じ 至る ベ 
( 、これ じよ - •i :' 會 社の 拂込 資本 
は 創立な ホ 巧みて 十億 弗を 超 道 
する 譯 である、 ー即ら 

從來 ごても ュ 

プチ— ^ は 十 償 一 ホ扱窗 社と 認め 
られて 居た ので 一一 あるが、 これは 
總資 をの 話で ゎ _ 「、今回の 增巧 
じよ b て額扭 silgi は 十二 億五モ 
巧 巧に 達する 露で ある、 負債の 
償 巧 ど 同時 じこ 巧增資 であるか 
ら 、今後 會 社の が當增 加は 必が 
的の もの S 見 傲 をれ、 巧を はを 
{も 異常の 活氣谷 星して 居る、 
盎 し同會 社の 城け を ホ ごても 株 
式界 では 指導者の 一一 おであら、 會 
社の 歷 をが 古いだ' じ 蛛ろ巿 場 
じ 巧 入す るん々 は 一す 均して この 
銅鐵 株から 受けた 

利得 は 大き'!^ 得て 株 巧の 
寵 あごな つて 居た * i ので、 本年 
じ 入つ て投巧 同社 の 變遷を 見 
るじ瀑 値は 1 月の 百 十と 弗 八 
をの】 であつ たがを Ip を じ 至 
で漸み 上騰し、 糖に あじ 至ら 
『额 鐵會 なじ 巧 か あるら しい』 と 
いふ 初す 巧な 增が傳 はつて 一躍 
巧 化 十二 滯闽 かみ 一二と なを、 巧 
曜日には 更 ろじと お キント ホ 上 
騰 I て お 千 ニな 四十 八で ニ 千 ニ 
な S 十 ご 一 弗の 取引^ 見る じ まつ 
たが、 化 曜日 じは， 一れ が更ら 
上騰 氣を ごならを 111 この 發 表を 
兒るじ まつた ので 放； 鐵 株け 果然 
昨今 採が の寵兒 ご^で 歡迎 され 
て转 る。 I 

熟 ^^‘ 

ホ京^^^八回發 

預金 部 公債 一 融通 

爲替雑 巧みた めぶが は董當 b 
頭を 部のを 債 ニ 千万 墙を圧 金銀 
巧に 融通の 皆。 i 

爲替 下落の 心！？ 策 

對ホ爲 替ホ旗 四十 五 _ ^臺 割れ 
の 對策じ 利用す る H 汲 外貨を 
債は 八 千 ホ 白万圓 でぁす W 。 

東京 お斯 倍額 藥賽 

東京を 巧會 社は 資本 I ' を 倍額 
じ增 加され る酱 だが お 私 i 社長 外 
遊を じ 之を 發表 すご。 ー _; 

ニ 巧 下旬 貿暴高 

輸 ぉは 四千 一二な 义 十み で圓じ 
して 輸入は と 千 六 巧 ニ！ ±_ す 一千 
圓 、差 引 入超は 一二 千 ニな I 二十 四 
巧 一 千圓 である。 一一 


稽古 H 一一 
化 木曜 午後 化 時 1 十一； 一時 
H 鴨 午後 一時— 一号； 時 

紐 育 柔道 俱樂報 

事務所 西 百 ST 目 一四 I 九 

クラ — クソン 吕妾 

道場 西 巧 T 目) 八 


尋れ 人？ 

(を 城縣) 大橋武 雄 (長 巧縣 I 秋 
おず 人 (同) 佐 伯鎭雄 (摩 島 
縣 .) 中が 榮ニ (岡) 渡 邊泰助 (索 
京 市) 古 禪武么 助 (か 歌 出 お) 
巧ぉ甚 之を (おぉ 縣) 松 下壽玄 
吉 (山 ロ縣) 德お猪 ミが 名 
本縣) 西が 巧蹇 (鳥 化縣) 廳踪 
衞 (山 ロ縣) お甚ま (巧 媛縣} 



City Hall Tea Garden 

170 Nassau St. City 
Next わ 化 a Tr ル ime BMg 
Loo Lin Manager 



お East 29th リ wet 
Te し Lexington 5727 



了 A 化 O 

1 が West 巧れ 化 
Tei. Trafalgar 00 巧 


TOYO mm 

41 E. 19th St. 
Sst. B'way & 4ih む も 
む L が gimqum 87 巧 



巧 六 巧 
と 目 了 巧 十四 
姑 目 了 五十 西 


College : 打 打 
3 巧 0 化 oadw 巧 
お 1. 1 巧 rd 4 124 化な S. 
むし Mornings! む 7 が 9 
一 目 


^ A 巧 支 

畢 擧迎那 
醉ぉ 傕 ^ 


爵て 

半時 

S 圖 


雅 


すな 

丢 ± 

巧喔 
をに 
おは 
へ y 

がユ 


Wing Hing 

お OOB • 明， N.Y-City 
Tei . 化 iversity 巧 87 

まじが 晚な古 
^ 卞 適 曰 揃 §1 

淳ち 4 十本 か 巧 巧 

車 什 朝る 人の 
巧 五 S 巧 諸 巧タに 
の 了 時 理君理 矩 ^ 
下目を をの 人 ザを 
一す 開 差嗜數 主を 
プ 在上寫 名^を 


Kawasoye Hotel 
139 West 123rd Street. 

Te し Cathedral 扣 10 
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旅 

館 


河 


添 


IKUINE 

Ho お 1 在 民が 化 ura 打 t 
3 巧 W.88ih 化 New お rk 
Tel. Schuyler 7822 
Cable Wd 做 s iKUlNE 
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昭 和 

恃荆純 日本 瞄を 新設し チ* ンの 
水袭を 始めました 。チキンの 水 
煮は 一二 時 巧 程 お 巧を 話 願 ひまず 


日本を 巧 お 
曰 ネお貨 巧 
書を 巧 雑な 


巧タ 九が をを 菜 

メ 1 グァ ドレス 〔年 一巧 

東京 巧會 

> ブンタ 巧 もまず 
なをの 巧 あら 


日本食 料蟲類 及び 雜貨類 卸小賣 
巧 之 素 大賣挪 桑 山蘭會 
新刊書 籍雜誌 小間物 日用 晶を種 
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朝 十 時？ が 十一 時 

シャリフ •ダン シ 

ング 師範 學校 卒！ 

上が タマ 




一二ち 四 H 、 即もホ 週ち 曜 H は 
化 米 合 衆國第 化 一 化 円の 乂統術 

じるべき：^— パ. ト •フ ー ダア 

1 巧の が 巧 式-如を 靴 ヮシントン 
で 雁され る 日で ある、 巧々 の 

記憶 じ おすを 限 b .、 最巧 

の 大統領と してで R こ、 ながらの 
華々 しい 就任を を擧 わし だのは 
ゥッド nl •ゥサ 作 ソン 巧が 幾 
十 年ぶ b で ほ ホ 裳の 大統領に 當 
選した 千 九な 十一 一一を のこと であ 
つた、 千 化な 二十 年、 共 か黨お 
が頒 ゲング 巧の が 巧を は、 
巧 L ろ 稱竖節 わを 看が じして 當 
選した だけ じ、 一切の おを b 騷 
ぎは 辭 退した、 クー リッ •チ 大統- 
領は こりが 稱 々ホ々 しい もめに 
な >、 乂統棚 就 巧を の ぉ 物で あ， 

就 巧ぶ 大 舞踏 おも 擧 巧され た 
心 「度の フ ーゲァ ー にの 轨 巧を じ 
:フ にどして はわが 6 騷 ぎの 梅 化 
j を 巧んだ S 八で ゎらが- いい---^ 

I 迸が 

承知 せ ホ、 むしろ 化 ホに 
; おしたお々 しい わ然 b 騒ぎが、 

- 巧 H から 關じ宜 つて 能され 
る、 即心 就任式 當 R の 陸、 海軍 
ホは 画み 火む 列は な 論、 陸、 が 
: を 反び 比間刚 ホの がを ベ ー デで 


この： n、 人々 は亂 舞ず る 

首都^ 飾ろ 大統領 就 巧 式 

H をには 大 飛行隊の ぺーチ 2 ント 、地に 
十での 群集 礎々 ご 練 ホ < 行列 ご 舞踏 會 = 

動 串 上の 人 ごな 6、 民衆の 

歡 巧 禪じ ペン 街を 一路 證 
事を じ 赴き、 ホづ 上院 議事を じ 
赴いて 副 火 統領 じるべき 力ー チ 
ス 氏の 就な まじ 臨席す る、 この 
赏誓 まは 新舊 上下 兩院 議員、 大 
審院 、が 驚 閣員、 陸な 軍 最高 幹 
部が、 列强 外を 凰 等の 有力者が 
殊に おかむ て 列席、 クー リツ デ 
氏 じょ b 臨が 議 貪が なの 形式に 
がて 舉巧 される、 即ち 副大統領 
である、 ド ー ズ巧じ i ト- 力] チ 
ス 氏の 實嘗式 か 終る や、 シ！ チ 
ス 副大統領は 祿 めて 衛單に 就 巧 
の 言葉を 述べて 副大統領の 就任 
巧を 終る や、 フ ー ゲ T ] をは ク 
1 ブツデ 氏に 墳 かれて 上院 控笔 
から 韻事を？？： の靑 天が下に 設け 
ら れた特 語む 

議墙じ 立 も大審 S タフ 
ト氏巧 式の 下 だ 聖聲を 前にして 
いど 嚴 かな 實誉の 式を 擧げ る、 

こ S 場合 歷化 大統領 どしての 職 
資を嘗 約す る £ いふ' 言葉を 述べ 
るめ でもる が、 クア 力を をの 他 
の 信者に 對し は 憲法 ト '大統領 
ごしての 職 寅を 『是認、 肯 をす 
る』 ど 述べ 得る こどに なつて 居' 

る、 フー ゲア！ 巧は クア セ敎 の. 



大統領 フ ー ダァ には 舊 大統領 ク 
1 ブッデ 氏を ホヮ キト • ；； ウス 
の資客 ごして 午餐 會を 催し、 更 
ら ，し 巧剧 を換閱 ずる こ、 ごな つ 
て 居る が、 今 巧の 大巧 巧には、 
陸が 軍 及び 海兵 劇の 精 銳約ニ 個 
師 劇を 始め ごして、 ぜ擲 軍ん 團 
十を 及び 兵學 校、 南 化戰爭 時化 
の老 軍人 脚、 副大統領々— チス 
氏が 血を をけ た イン デ アンを 始 
め ごして カウ ボ 1 イ 、フ！ ゲア 

1 お 樂 部員 數平 人、 判强 みを 闡 



度び 民間 飛 巧 機が 絕 間な く亂舞 
して 景氣を 添へ るが、 副大統領 
の 證會內 じがけ V 就 巧 巧を おめ 
Vi して、 大統領の 就 巧 ま & び大 



巧 巧は を 所 じ 配置した 一二 十の マ 
キ クロフ ォンを 涵じ てを アノリ 
力 じ 放送す る こご じな つた、 尙 
ほ 臨時 議會 はが 閣員 b 承認の 要 
掠を 帶 びて 五日ょ ら调 かれ 巧 上 
下兩 院議 員 もを々 就& 式を 擧げ 
るが、 上院では 現な 4 一共 和黨四 
十九、 民ま黨 四十 六、； 農 勞黨】 
は新議會じがては共^黨五十ムハ 
民ま黨 I 二十 九、 農勞 一で 巧黨は 
絕對 を數を 占め 

了 も 現 巧の 共和 黨 二な 
一一 一十 置、 お ホ 黨巧化 十！ 一一 農勞 
黨 ニ、 祖會黨 一， 空席 凹、 巧議 
會 では おか 黨ニ岛 ホ 十て 民 ま 

す 六 州の か壽 も參 加し 譬 六十 六農靈 一で j 幸兩 

J 院 巧に 共和 黨 は斷然 主して 大タ 
を r ‘ は、 夫 飛 斤 船。！ ナ數を 制し フ！ ダア ー 氏 心 心天 下は 
ン ゼ 少 マ 號を始めごして隆が軍 万々歳と いふ ベ き所で^|がらぅ。 

夫人の' 巧 堂 病 ひろつ < 一 

急ぎ 首都 y 退く 前大統領 

令息 ジ ヨン 君は 知事 副官. こふて 

I フ — 。ク 


ントを 姑め ごし' 巧頌に 巧の ホ 
b を お 护て輔 巧 ふ 昔を のま、 の 
孰 巧 式を 祝 ふ n 、 慈善 舞踏 會を 
の 化 公を の媳 I - ^か祐 々ご 副® さ 
れ 、を お S ホ テが は 槪じ滿 員の 
盛况 である、 この H の 來ぞお 約 
十 巧 A ど 巧 想され て 居る が、 ベ 
ン 街を おす 線' し錯事 堂から 第 十 
九 町 目じ骚 じて 大巧 巧を 見る ベ 
き 

觀覽； ンド S 官糜の 

姿を 隱す がか < じ述 てられ、 ス 
タン ド 料が ニ おお 十牠 から 十 巧 
巧 巧 ご 約五グ 人を 收 をし 得る こ 
W になつ て おる、 これ 等の スタ 
y ドは、 ヵリフ オ^ ニア 州を を 
おすべきブ it ^ —と黄ををの慢幕 
:をれじ星條巧モ目-^覺むるかご 
I 斗ら じ饰 らおて ぁる、 耕 巧 式が 
I を 式に 巧手る n るのは 巧 曰 午前 
十】 が I 二十 か， 兩巧化 表が ホヮ 

ネト ハ クス じ* ブ— ゲア！ 巧を 
訪問、 就 巧 まが 巧の 3 ロを を まじ 
通牒す る ご、 シみク • ^ ットじ 
滿 装した ク ー リグ デ 巧 ど フ—ゲ 
ァ I 氏は 随貝間 健の 上、 巧じ自 


信を であるから 恐‘ 一^ < 後者の お 
まを どるで あらぅ、 この 化嚴な 
まを 終る ど 新 大統領 フ ーゲア ー 
巧 じを つて 就任式の 橫說 をす る 
これで 就任 まは を 式で 終る ので 
あるが、 このまが 濟むど . 

斩舊 大頗領 は谓び 同車し 
て 降 海 帝 機化 兵を を：^ 就 巧式大 
巧列を化驅し、 ホヮ1^\ト* '^ゥ 
ス 前の 檢關裹 じを き、 こ： じ 新 


S 巧 凹 H 午後を 0 て 遂に 『前 
大統お』 ご る ク ー リ ッ デ ホ妻 
は ぞ年巧 馴れた ホブ キト •^ゥ 
スの移 轉準赌 じ 化は し （、旣 •し 
な鄕 マサ チゥ セット 挪ノ ーザン 
プ トン じ發 送され わ 巧 物は な ニ 
十五 箱に 達 I て 居る、 これ 等の 
タ （は 大統領 時化 じ內 がから 贈 
ら れわ數 々の 品で あるか、 をの 
中 じは 愛犬のを る こどは か 論 だ 
ク氏 夫妻は 就 巧 式の 擧巧お 恐 
らく ニ 時 S 十を 發の 特別 列車 
モン トリ ー ^ で 首 巧を 出發、 
翌 早朝 ノ！ ザ ンープ トン じ 到着 
のはず であるが、 斯く歸 省の 
旅を 急ぐ のは ク！ リッ デ 夫人 
の 巧 堂 レン ミラ •グッド フ- 
夫人の 病 篤き ねめ である 故 
に 就 巧 まの ホ 第では ボヮ キト 
- ゥスの 午餐 會を辭 退し、 或 
ひは 上 おの 食堂で 午餐を どつ 
た 上 ユニォン 停車 農 じあく か 
も 知れね たのこ ごで 
氏は 旣じ 昨日 最後の 閣議を 召集 
してを まじが 醉を 述べ、 今夕は 
現內閣 々員 巧び 夫人 連を 招待し 
て晚餐 會を懼 し、 明 夕は 新大統 


領 たるべき^— バ ート* 

ァ—巧 夫妻、 新 副大統領 j たるべ 
き 力ー チス氏 並び じ 氏の I 疎 君で 
ぁら 今後々！ チマ 巧の ホ 人 役 ミ 
してを 際 瘍裡じ ぉづべ きづ ンホ 
人を 賓客と して 晚餐會 を y 私す こ 
じじな つて 居る 尙 ほみ 息を ジョ 
ン •ク 1 9 プデ 君が a ネク チカ 
ット州 か事ト ラン ビル 巧 令 壊 £ 
近く 結婚す る こ i は巧賴 -4 た 所 
であるが、 今回は ト ランに 术知 
事の 爵官 ジョン •ク ー リッ j チ々 
を どして 首都 じ ホ も、 ノ ー; ザン 
プ トンには 赴かない と。 ー| 

尙 ほこの 日フ！ ダア ー 大祗領 
が 使用すべき 聖馨 は、 先 1| 皿 傅 
巧の もの ごを つたので、 か！ 
チス 副大統領は 千 五 育 六寸四 
年 ドキッ が國の 皇帝 クア丄 -デ 
ナン ドが 使用し、 千 八 育 皿 1十 
一年 アメリカ じ 渡 も、々 ンサ 
ス州 サリナ S - ダキズ 家のを 寶 
どして 居る ドキッ 語の 聖堇を 
用 ゆる ことじな つたが、 こ お 
は實じ S 百 六十 五 年 £ いふで ノ 
らしく 古い 聖書で ある。 一 


わが 國獨特 の 一 

テレビジョン 

ま 験 時化 じ 進む 
活動な 眞を ラデォ でせ 送し 逆 
隔の 化に わける いろくな 現象 
を 岡 時刻に 眺められる や 一ぅ じし 
よぅどい ふ ラデオ •ブレ f ジ 3 

ンが無 お界の 天才 巧 藤 巧に じょ 
つてを 明され 氏は 大正 十史年 W 
巧 この 完成に 專 をし 摄を こぶ « 
がを なす 巧を じな つたが、 巧 氏 
の說明じ化ればま巧 一 ロから毎 
過 二回 ± 賄、 H 應の 午前 十】 時 


ザから 十二時まで 放送 巧の 放送 
中を 除いて この 最期の 實驗を 試 
みて 居る、 をの 裝 置は 中必 から 
それぞれ 異 つた 距離に 多くの 小 
化を 持つ ね 徑ニ尺 程の 圓 盤の 上 
じ 普通の 活動 寫眞の 像を 結ばせ 
この 圓 盤を-巧 十と 巧の 

速度 で回轉 させて 巧 解 さ 
れ たおを 寫 をを じ 入れて 電化し 
を 幅 機を 通じた のち 普通の 短波 
長 故 送 機で 放送す る、 受信の ホ 
はこれ も 普通の 巧 信 機 じ 受け ネ 
オン 管を 巧 用 L てを の 光線 じ 照 
される か 送の 場を ご 同じ 圓 盤を 
巧 じて み 解され て ホ わ ホ 線を 映 


寫機じ 受けて 映 盡幕じ 

映 お ずるので 最 勘の 實^ 
は S 十八 メ！ トグ 乃至 iir 白メ厂 
ト八ゆ 波長で 發 信ず 信 ごも じ节 
氏を で 巧 ひみで を 信 機を ニ、 一一 二 
十 マィ グ 離れた 處へ 持って 巧 
試驗 をして ゐ ると。 右 じ賊し 
信當 局は 『チレ ビジ 3 ン』 は數 
が 前から 米屆 で奋驗 されて 相を 
の 成績を をて ゐ るが、 を 藤氏の 
ものは 恐ら （、之 じな 良工 夫を 
こらした やうな もの だら うご 思 
ふが、 實 膝の 裝 置を 見ない から 
特徵も 欠點も おらぬ ど 云つ て 居 


愛馬の 嘆 善 

斷食 する 7 ラウ I - 
恩 だのを だの ど 云 ふ 文す はな 
いど 考 へて 居 るん 間 さへ A る 冷 
たい 化 化の 中に これは また 殊勝 
な 動物が ぁる。 紐 育 壁眞專 部の 
騎お 巡査部長 ジユ ーム • 1^ — - 
ダウリングは 千义な 十二 か 頃^ 
だ 若 かつた 美しい 鹿 毛の ちを 武 
巿の 訓練 錫ょ b 選み おし 心乘用 
どし 爾來 春風 秋雨 十と 年 上の 
人 ご 鞍 下の 馬 どは ダー ド .--フン 
ンド でぁつ たが、 ダウリングは 
數 週間 病 氣で引 籠 b 加養 ホ 前週 
金曜 H 遂に 永い 訣れ を吿 て 仕 
舞つ た。 愛馬の ブラウ ニ お 勿 
論ち 曜 H に營 まれね 葬儀 
加 はった。 己き ダウリン ぶの あ 


I し 


サ期 I 


重罪 刑を 科ず を 

禁酒 違反者 じ お. 

華盛頓 二十 八日 發 特電 
議會も 愈々 閉幕 どな もが 煤て 上 j 
院で 通過し わ 禁酒法 改正 下 
院の 大切 間際 じ 巧を されむ あ^ 
豫 想の 通 b を稱 下戸 黨の盤 U 歸 
し 二百 八十 一二 票對 九十 漂：.^ て 上 
院の ジョン ス まが 其 儘大ぶ 歎で 
下院の 本會 議を遙 過して 化辩つ 
た 化 新法 律 じょれば 禁酒ぶ じ 違 
反して 藤 進、 巧 I 買'、 運輸 す 
者は五年の重罪刑じ處ず.<^が 
万 巧の 罰金 か 若 （はが 方ぶ がす 
S 云 ふ 驚べき 法律で あるが 一巧 後 
，の說 明に 化れば 裁 倒 宫の裁 墓で 
マケて 賞ふ餘 化が ある 流ぶ U ホ 
國の 法律で 鷹揚に もので 御 挫る 


革の ぁ Vi から 頭を 巧 ふ （おのと 
して 往く ブラウ ニ ー の 姿ぶ 巧た 
會 葬の 騎馬 巡杳 達は 思は す i 戲を 
を，^ けた。 ブラウ ニ！ は 時； が悲 
しげ じ 嘶きっ > '物 驚きず る 馬子 
が ぁるので 人々 は聲戒 しを 皆々 
1 ゎ 八 ごを ふ 巡査が 臀を なって 
導いて やった が、 其り から 
の牽 がれて 居る ダブ ブック 
馬小屋に 空しく 天を 仰いで 袁大 
息を 滯 らしっ > '一巧の 食を 品っ 
で 仕舞っ て 居る。 プ ラウ ニ，.- は 
多が 普 樂を共 じした 乘 まの 品を 
明らか じ减觀 したの じ 違 ひ V く 
親た」 誰か 乘ら うご 試みて，。 容 
易に 夫を 許さない さう だ。 


言 

-ks- 


旨 動 車 Qis つ 

ヤツファ！ • 力 
ニゾク •タキ 
ドラィ ダァ— ごな 
ちなさい。 授柴科 
は 普通。 免狀 ajt 証 
九 時 ょら 九 時 迄。 婦人 歡迎。 
STATE AUH ミ CHOOI 

谷 卓. ニ 5 T 正 sf . 養 E . まさ ST - 



る • 


ジ五 シン トの 

理髮巧 

巧 六十 五 了 目 一二 千 I 番化 
五 年間 中が 巧 S 共同 經 營^扛 
間 日本人 諸君の 鋪髮の 經教を 
持って 居 b が。 殻數じ 注意 深 
< 特に 日本人 諸 若を 御 巧！^ 申 
上が。 巧を も 左の かく 引下げ 
乂 勉强。 

散髮 シャン プ 1 及び 刈！： 一 
髮ト - t プク - ホ 

散髪 顔 刺 b 八 五：^ 
散 髪 六 o；i 

を祁髮 トニ ブク 一 0 化 
巧を 的 設拖と 方法 巧 注意； 


テム ヒ •一 ト 

户ット プ タ ランニング 

# 人 クラブ 401 由亭 

一 58 Sands St . Broo 享 N J . 
Tel . Triangle 74 な 

A 淸 巧、 親切、 氣樂 =兰巧マ 

勢炯館 

伊勢 事を 久間榮 が 

援5 E . 漠を Stre を 

Tel . R ぶ 呈こ芭 9 


薑 


住 巧 旅 鮑 

館 ま 住 田キセ 
でた ニ th 芭 3 et , ヴニ享 esant 3351 


力 旅 お改め 

を國 旅館 鷄 

1 ま W . 羣 h S ニ ew ジ占 
Tei . を squehia 芸 10 


鞭 育 旅舘覃 奥— 

巧 四十 了 目 ニ 四 ニを 
呈 edonia 呈& 


が タトン ホ 

か |田± 旅舘大 浦末极 
一心 S Wo 養 t 巧 St ぎ 庄ミ Mm . 
タ B . を 75 


夏 


影 鄉旅簾 

桑 山 淸五郞 

含 B ジ己 h 9 th 苗 • Phiiade 韋 ia 巧 a - 
ジ I . Wa 量 SI 


荫藥^ 域 中が、 緩 領事館、 B 本 
戳船 他 銀が 大會社 近き お 巧 

桑 港*-;;^ 5:^ ホテ戶 

純 本 食 (特別 間 あち) 

御 一 お 第 自動を 御 出 迎申上 候 
巧ニ臺 iia st._ San Fiisco , 查 if. 


磐油醒 if 白米 

日 ネ米難 食 巧 品 i 觀歡が 鈍 

巧 旧を 巧な ま會化 をが 一手 賈搁店 

曰 本襄 品蘭會 


紐 育 唯一の 日本 百貨 巧 

片桐 兄弟 蘭會 

スマ ドン •ブ 。ダク ツー 手販責 元 


日本 理髮舘 I。 

西 四十 一二 了目昏 番地 ニな お 室 号 

H 階 (第み 街 じあし) 


♦日本 菓子 ♦ 

栗 蟹 頭、 其 他 色々 
のし 餅は 前日 御 注文 願 上 侯 

御菓子 舖 松風が 
だ W ’ 6 害 St . ジ 一 . Trafalgar を 置 


卷壽司 辨當御 注文に 應 じます 

木村屋 

當み 片搁巧 會氣付 
電話， itt 八 五六 八 


謹 ぉ稽ホ 

御 化しい 餘暇じ 巧 ども 言への 
淨瑶璃 の 趣味を 御 賞玩 被 遊 度 
皆 樣の御 ホ 遊を 歎迎 致します 

臀澤吉 王 

ニ 8 ニ ~ まご ゴ h 苗. 百 ty 

Tel . Uni さを な 夏 96 


化粧品 卸寶 

五味 商會 

W E . ニを 苗. • N . ベ. 置 y 
Tel Stuyves さ こ 之 5 


目 

米 


蕾 請 ブラィアント 

を 重 1 Q 疑 違。 八 八 蓋 

rr j ifni 一^*^ 

紐 育 お 西 四十 四 T 目 
一二 11 八 蕾 ニ 庭) 
」ちゎ 苦 S 三黃呈 P A 再 夏べ 
112.11 8 West 44 ih F N . Y . C . 
Te 三 r ち ant ま 75 


眞面 旨なる あ 磯 同胞 じ 確 巧 
なる 磯 業を 閒旋ず 

宮川 事務所 

紐 育 ホ 西 四十 ニ 了 目 再 ホ 一を 
電 ブラ {r X ト と 八と 


話 


ン 


九み 化 八 


煎 餅 卸、 小賣 
一亞 腐油揚 
日本 食料品 一切 

suans。 Rice Cake CO - 
苦 5 ゴ吉 Ave こ 
Tel . 古 ala 话 18 


木 旧 ル 


ング 


1 言 3 rd A ま. 妄 ■逛 & 呈 h Streets 
ジ I ちす ミす 巧 nt 苦 27 

御 下宿 喜樂 

元 黒 崎 旅 お 慕を 直な 

184 置を St ., Brook 章 N . Y 

ヴ I . ブ ia 為て 黄 ニ 




THE MITSUI BAfiUTO. 

化 W YORU 目け GY 
Room No. 712 
61 む !} adwajr, N. Y. C. 

Tel. Bowling Green 3440 


The M お 帥 ish け ank, Ltd. 

Room 941, EqiTitadie む ilding 
1 如 Broadwa も New む rk CHy 
Tel. Rector 34 的-巧 


M 邮 IM 邮 A 邮 化.1邮.， 

巧 - 55-57 W. 巧 rd S し 
New York City 
Tel. む anm パ 化 0 


THE FUJiMOTO 
な 挑 RITIES 邮 .， IW. 

120 Broadwajf, H. Y. City 
M お ciM 2 が 6 • お 39 


T 化 BANK OF 削 OSEN 

む tim 巧 巧 1 的む oadvf 巧： も Y, 
Phone. Cortian が 8583 


T お 如 mHom 目 目3化 lid. 

お W 巧 8K AGENCY 
Room が 4 
149 Broadwajf 
Te しお rcl 巧が 巧 41 巧 


The Yokohama 
Spec お 貼が, L 扣. 

5 化 FIq 日 r, Equ おお 8 Bid も 
巧 fl 自巧 adway ， も Y. 
f*hune 8 郎 foi •巧卽 


Tlig M( 0 け aiwan, LM， 

Room 515 

目 erni 郎 son i 刖的 ting BuHding 
巧 5 お oaiiw 化 fl. Y. 

Te しむ r«an が 巧 32- お - 34 


|む けけ ndingOfUnc. 

i Impo けが s & む po け ers 

I 巧 1 F 刪む e., K J. 

I Tei. Algonquin 如 巧ぶ 

! 327 化 Madison 化扣 f, 

Chicago, 川 i 叫 is 

痴 


AGENCY: JAPAN TOU 反 1ST BUREAU 


N. Y. K. LINE 

社 會船郵 本 日 

San Francisco 0 がた e: Los AngeJes Office; Sea れ le O だ ice: 

目な Mark が St, 605 Sout:h Grand Ave Colman Bldg. Fir が Ave. 

NEW YORK OFFICE ； 

8-10 Bridge St. TE し . BOWUNG GREEN 2262 
Chicasro Office: 100 W. Monroe St. 


O.S.K. Line 
大贩 蘭船會 か 

2 お 7- 吕 WHl 巧 fi 化 LBUiLOi が 
リ 8 が巧が 化が EHEWYOBKCITY 
FHO 化 的 WL1 卽が KN 的 お-お 


The NoiMa 如 郎邮ぉ Gompa 巧， L が. 

120 良 roadhvay, N. Y. 

TeL Rector 3254 


Imo 化 お os., !ne. 

Farm が y 

沾 aruhachi & Cq. 

U E が t 1 诚化 fU. 
Tel ， A! が 叫 uin おがぶ 


-HA 削 T まも 郎， 

141-1 が Rffh む e., 

げ or. 21s け t,) 

お w Ifork C も 
Tei. がが n 弓 uin 2 お 0-2331 


Y お DO をを 00, 

M が citaniii 巧 目 巧 k が 

WHO 巧な L お 日 NO 
246 ぶ th Avenue 
お L A み ! and が 09 


Nippon 

Dry Goods Co. 
148-150 Madison ive., 
New York むか 
Td Ashland 6141 - が 


Na 巧む ading {]〇. 

1 目 1 ぶ 化 Avenue 

(Cor, 21 がな.） 

Tel. か gonquin 3 的 目-が 


MOGI, MOMONOl, 
COMPANY, Inc. 
105-E. 1 が h 化 J. Y 
Te しな 叫 化 巧 nt 8595-6-7 


號 瓦が 亩化千 一 第 


雜 雛 喬 總 


【日曜 : L 】 


日 二月 H 年 四和昭 


四 


資本を 壹 巧 圓 
揀 & 済 資本を ホ 千な 旧 
横 立を み 千 ご 一な 五十な 旧 

本店な を 市日 本巧區 本を 屋町 五を 化 一巧 
ち 巧 ぶ 樽 日本 巧 义の內 某ち 巧 巧 
名を 屋 をが 大 阪巧关 ち神戶 
廣島下 閑 巧 司 若松 巧 岡 長 巧 
上がな をを 買の 水 


橡 出入ち 替’ 電信 送を' ホを を、 旅 巧 倍 用 巧 
巧 案 信用が 其 化 一般を 巧 業 

乂餅賊 S 萎 銀 巧が 帛ま巧 

お 里を を', 日本が 化 無キお 巧？ 迅 まなを 
本店 預金 {定期 あか ノニ 補) 巧语利 取を 
本 まなを 巧 (本 巧)、 大度 ># お、 京都 
巧 巧 地名 古 崖、 小 お、 上海、 か 巧 


▲鄕 をを 金 及び 並を を (無手 お 巧)、 外國 
ち替賣 買、 荷 庭を お 組が 立、 信用 肤發 
巧 等 一般 銀 巧を お 御 巧 利 じな 扱 巧仕展 

餘靈灣 銀 巧 紐 育 お 張 所 

本店 臺巧臺 化 、，ミ！ 
ま 店を 京、 橫演 、大 扱、 神戶 、上海、 淺 
ロ、 福 州、 厦門、 她 頭、 香港、 廣 ま、 お 

嘉化 、スラバヤ、 スマラン、 パタ ビヤ、 を 買 
タ ，カツ タ 、倫を、 其 外 寒 巧 十四 ケ巧 I 

一、 資本を 壹億圃 (を 巧拂込 巧) 

一、 稽 なを 一億 二な 五十 萬圈 

內化本 支店：： 濱 {本店) 東 巧大阪 
が お 長が 下 巧を 古尾 

機濱ぶ 金銀 巧 S 支 巧 

^をま店^衾巧 羅な みボ 巧巧 
Wtg 世界を 國ま巧 部 巧 ニ そ 巧及コ ，レ 
ク有之 巧 


本を 大阪化 演五了 目 
紐 育 支な が育プ d I ドウ ュ！ な 四十 化番 


株式 

をが 


住ぶ 銀 巧 

お (東ち 橫漠 、名を 崖、 京都、 神 ロ、 脚 山 
尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 井、 下ノ關 
W まな 〔門 司ぶ 倉、 巧 松、 博タ 、乂留 ち 熊 本 ま 
ネ國 預金、 鄉里 送を 等は 極め 
て 御 極 利 进をじ 御な 扱 可 申ち 


本 巧 朝鮮を が 

支 巧 出張所は 日本 巧 地の 樞要都 巧， 朝样 
おが、 支那のを 化 及び 浦 结巧お 

朝鮮 銀 巧 紐 育 出張所 

外 固爲替 一般 お 巧菜務 精々 銜 便利 じ 取 巧 可 
申 上 お 


藤本 證券 會な 

^ 一般ち 憤 おを ノ資 買、 引ず、 募 お 
i 金飄 、並 ニ 之 ニ關ス こ切ノ 業な 

鱗賊 藤本 ミミ-力-銀 巧 

紐 育 お 張 巧 


鞠お黑 ，雜貨 卸賣 

森が ブうザ ー ス 


雜货 陶 おお 
ドライ グ） ズ卸資 

太 洋資晉 ホ會社 

ち 巧が おを、 ポストン 


# 羅府 、桑 巧 出帆 (ホノ^^ 経由) 


コレア 

春洋 
西 比 利西乂 
大洋 化 


羅府を 

(午を ニ 巧 化执〕 
乂一 二月 八日 
化 一二 巧廿 二日 
四月 お 日 
四月 二十日 


桑 港を 

(正午 出れ〕 

ご 一ち 十 ごす 
ご 一月 廿と日 
四 巧 十日 
四日 ホ 四日 


® シアトル 出 化 (午前 十 時化 化) 

一こ 島义 H 巧廿ご 一日 
が豫乂 四 巧 一二 日 
靜脚义 五月 一日 
巧漠化 五 巧 十五 日 


@淪 お 没 日本 仔 化れ 
香 取み 
热巧化 
煤 島 か 


H 巧 九日 
ご 一巧せ ニ B 
四 巧 六 目 


A 親 育 お 抓 E 奈振經 お 日本 巧 貨物船— 巧ニ圆 
▲聯絡 取扱。 弊社は 欧洲 巧、 南 ホ 巧 並に 巧を 馬 
經を 太で 津岸 巧を 漁賊營 かさ 特約ち リ乘船 切 
符等萬 事 御 便宜に 取 計び ホ 上まず 
▲米 國鐵道 切符、 農を 券 等 も 御 便宜に 取 計 ひ 申 
上まず 


シアトル お 帆 (午前 十 時) 
あら ば ま 化 一' 二ち 十一 二日 
あら ぞな丸 四 巧 四日 

るん でんか (坡 巧は 化) 三ち ホ 五日 
M 等 搔沒 r 九を 巧 

化し ばリ卞 みるん どんかは 一 五 五 巧 
▼ I 二等 日本 巧 五 五 弗を 室 大を遺 家を 室— 
►御を 導に せ リー 等 割引せ® 5!^ 巧费 巧を 巧ち 

ロスアンゼルス 巧 帆 (午後 一二 時) 
さんと す 化 S 巧せ 五日 
まじら 义 四 巧 サと日 
► - 等 横濱ニ HO 巧 化は レい かまに ちみ 一を 典 
►待が S 等 日本 巧 五十 化 巧 ▼一二 等 日本 巧 五十 直 巧 
▼ホ 濯羅巧 巧療車 切符 寝臺 を 喊入 i 旌せリ ち 
▼紐 育 線 パナマ 經由 日本 そが 霞 物 船ち 一画 


投資 wi 

嫂靈乃 

I 颗實 有利 ナ 
倩 券 株式へ 

B 本ぶ 場ノ 債券 株式 御 買 人 レニ 就 
テハ特 ニ. 御 便宜 御 計 ラ ヒ致シ マス 

蔚 が證# 株式 會社 

紐 育 出張所 


日本 敦船會 社 (並 ニを 鐵道會 社) 

.化理 巧 巧欄梵 弟商會 

乘牵 、乘船 切なが じ 小荷物 運送 御 巧 利 じな 扱 申しまず 


ラ厶プ 及び シルク シエー ド 

製 遣 元卸賣 手 缘商會 

H. Y. TTETSCKA CO. 

15 W を 2皇 F N. Y. 呈 ごぎ 空 els まま ゴ 


諸雜貨 仲買、 卸販賣 

保 巧商會 


陶磁器 雜 貨卸賣 

. 春 西蘭會 


H 本觸離 黑 雜貨 類卸賣 

ザ 元ブ タザ I ス 


日本 陶破器 雑貨 
ラム プ卸賣 

奈良賛 易商會 


難 日本 ド ライ グー ツ^!^ ^Jn 


H 本觸 講雜賛 
'ドラ /I グ ー ブが 販賣 

巧 木 桃 ホ 組 


巧 欄ス ペシ ャ 


を 京の 巧を 想 ひ おす 

納 を 

乾き 具を VJ ホ 上々 の 

をジ 干物 


か 桐 兄弟 簡會 


巧 入荷 

ごても 美 ホし い 

干 柿 

保な の 出 ホる 樣じ 

罐詰 にして 有ち ま 主^ 

一罐一 丰五她 


桑 -E ® 毒 

1 三 里 ST 呈 h ST: N. d 
Ph きタ すち ni 2133 ぎ w 


夏瘍ス 夕ンド 

クエ スト ヘブン •七 タン" ツ 
，の 有利なる 夏 凛 スタンド、 貨 
化 又は 權お讓 渡 孰れ じても 主 し 
W 舆 をな 左記へ 御ホ談 あれ 


東京 商 會特吿 

メー ルオ ー ダ— 

を 御 巧 用 願ょ す 
巧 京 晚會は 一 册の雜 誌 でら、 

一 瓶の 醬油 でも、 一斤の 味增 
でも、 一服の 藥 でも、 巧んで 
ら御 注文み 第 おも -」 C 5 •0 
じて 送 b ます 

を 憤 表、 商品目録 御 申 越 巧 第 
送らます 

憤 額 魅 硬、 發送理 速、 多少 じ 
不係 御用を を 乞 ふ 
ホ 巧 配達 仕 お 

紐 育 東京 商會 

140 W . 雲 St ., 三. C . 

Te ニ rafaig ちま 泛 


タンク 


約 五 百 個の 

クホド ロブ 
及び スチ ー マ！ トランク 六乘五 

十 触、 九 弗 あ 十 仙、 十二 弗 五十 
视 、少し 許 も 使用し ね 靡 類】 乘 

一二 雜 及び 五 弗 
苦 4 - S 至 三完 .， Ca こ 害ぎ N.y‘ 


ト 


タンク 


ン 


テイ.. ラ*™^ を 
イン ノ 1 ベ I シ 3 ン トランクを 

物と 弗 五十 側よ ち 十二 巧 五十 他 

置で た 置 さ ミを 


m 裝飽 綺麗、 設欄完 

シング か 一週 八 弗 

專巧 湯殿が 一週 十 弗 

百 rcle H 量， 22 至. 養 了 St . 妄 


垂 


四室 ア バ I ト メ 

バタ ント貸 度。 酱麗 
じ裝 節し ぁ も バス 及 地下線 半 巧 
」呈 ち N , 畳 W W . 1 芸 ih 笠. 田で 
ぎ Wash . H 黑王こ 082 

料哩 人？？； f パ U 鈔 

び 料理法を 敎授 す、. 新 或 設備 
三 登 if ! 

19 West 2?th St . Gor . ず ミを さ， N . y . 


T 寧の印刷ご精巧 G ^ d な上げ 

巧 日の 迅速 ご 磕賃な 校正を 保証 

印刷 紐 育 新報 社へ 

' \ V • ■ • s .\* / If / -/ iDlJ 

電話'' トキ ンスニ 九 o 九— ニ 化- 0 

わ 間違 心なく 新報へ 

ボ td 西 十よ T 目 十二を 十 階 目 

を 部 じがけ る 巧 宇 言； il 機 願の 

權 威、 吾が 新な を讀 まの 人な L 

廣吿は 紐 育 新報へ 




新聞記者の 妻 新入 國は 

許可 ぞ ぬと 頭 張る 勞働省 

桑 港 日米 新聞社 記者 試訴を 提起 
勞働 省は 米國 領事の 査證を 無視 


日本 A 视ょ b 巧れば 排 H 
を 民法 ご 巧して 何等 差違の ない 
千 九な 二十 巧 年 制を 發 布の 移民 
法は 其游 I ニ 傑に 於て 『をに」 の定 
義を 設け 第一 項 よら 第 六 項 じち 
る 資格 じ該 なする 者を 除けば 總 
て 移 お 級 じ 入る どの 解释を 示し 
てむ る。 而 して 目下 閒題 どなつ 
て 袭港地 ホな 留 日本人が 試訴を 


及んだ のでを るが、 同氏は 辯 護 
± ミッチ 3 ^ 巧を 通して 華府勞 
働 省へ 事由を 具陳し 妻女 入 固を 
要請 中の あ勞 働ち の 意見は- 
n ホ 巧 聞は 日米 傑 約 中の ッレ 
— ドじ從 事ず る まじ 該當せ や 
一地 方の 新聞で ある 
なじ千弗のポ ン ドを蹟^^げ妻女 
は 六 個 月間 一時 乂國を 許可す、 
(換言す n は 巧 後は 化齒を 許さ 


提 をし や ゥ f 塞して ゐ & S I ず 謹 すれば 靈 する 美 ふじ 
を 第み 項 中の 『現 巧 通 巧が 海條 13 こ 一，.. - U ‘ 。こ b ) g こを C6 。 
約の 明文 じ 依ら 巧 まを 營む爲 め 


じ 合 衆 國じ乂 b 得る 外人』 の 解 
巧 如 巧で ぁつて 旣 じな 米す る 小 
賣巧 人ち 右の 資格 じ該當 する i 
云 ふ 見地 よら 巧 店員 妻子の 乂國 
を 自由む らしめ たし ごの 趣意に 
外なら 巧い。 而 して 新聞 雜誌記 
まは 巧を 段 法 第三 條窮六 項 じめ 
ろ H 本が 發の 際ホ國 領事館に め 
て 旅を の 

査證 を 受け 巧 等 入 固に 制 
限せ，、 る、 至 かつた が、 最 
をを あじ 通つ たみの 事件に 依- 
「在米 固の 新聞記者」 は 『日本よ 
らホ ホす る 新聞 記を』 Vi 資格を 
異にする ごを ふ 奇怪 千万す を理 
至' の 勞働當 の 解释じ 正面衝突 
- を すじ まつた。 郎も 事件は を 
; 港 r / i 米 新聞記者 じして 钟 時に 羅 
ー府が 米 記を たる 熊 巧 御堂 巧 父 巧 
-が节 年輪 钥し巧 妻を 迎へ巧 渡 ホ 
一ぶ 志し かお 省 よら 旅券の 發 給を 
^ をけ、 な荣 京米國 領事よ b 『移 
'一ぶ 法 第 S 條躲六 項-し 該當 する 旨 
; め 査證』 户得去 お 十二月と H 秦 
を 着の 郵船 コレ ャ 丸で 上陸せ わ 
I : 己せ る じ、 熊 野 御堂を 自身は 旅 
なみに 巧 人 風 許 ザ' 部 V 巧 持し 
畜 b 素よ.* '問題 どなる i はな か 
^ つたが 夫人 餘 子は 移に 官 よも 入 
^國を 拒まれ (勞働 省の 官巧 びる 
^ 移出 官は國 務省官 おた るな 外 韻 
I 事の 査兼其 ものを 無 巧と 認めた 
I 巧 第； り 本 郵船 會 社の 保証 じて 

I . 時 上？ 許され 言に 


间 じ) どを ふじ あ b なじが て 熊 
野 御を 氏は 妻女 入 画の 試 訴を提 
起す るを を 巧 意し 日 ホ 新聞社 長 
を 孫子 义太郞 巧のを おを 得 化を 
港 辯 護 ± 力 デン 氏の 手を 通じ 
二ち 十八 日 合 衆 國を湛 地方 裁 巧 
巧に 訴敲を 提起し じ。 裁 おはを 
二週間な 內じ 開かる i 堂で をる 

な 上 の 事 實は假 らじ該 試 
訴が熊 巧 御を 巧の 勝訴 じ 歸し勞 
働 堪が其 巧 巧に 服を すれば ょし 
がら ざれば 更ら じを 訴 、上吿 を 
要し 少 くど も 約 一年 0 上を 要す 
V (、試 訴の 結！ < ど吿 ぐるまで 
熊が 御堂 氏 夫人は を ホを 許可 甘 
ら るべき が、 勞衡 省の 解 釋の不 
を 巧 だるは 恐らく 議論の 餘 化な 
かるべき も 同じく を衆國 政府の 
機 鱗で わらながら 國務 省の 官を 
たる 锁 事は 曾て ホ國 じあを し葡 
聞 記ち の，' ブ タスを 移民法 第 
S 條第六 項 じ該當 すら ご斷 じた 
るに おし 勞働 省の 官 をが 之を 否 
認 したる は 皮肉 ご 云は r 皮肉な 
がら 其不統 j 、 お 媛 目を 曝露し 
て遺馈 なきもの である。 吾々 同 
業を ピし 子ら 該試 訴じ對 ，し 適 奮 
の聲援 をな すを 巧せ ず、 タ熊巧 
御堂 氏の 勝訴を 信じて 疑は ない 
もので わる。 唯 該試訴 進 巧中聯 
邦 上下 兩 おが 勞働 省に 刺戟 せら 
れて 巧を かの 新な 法を なす H 假 
に條 約に 違 k せる 性質の もの じ 
せょ々 法け 彼等の 自 あなれば な 
bn の危險 なきや か 何が 巧を さ 
れる点 t もる。 


偷敦に 於け る 救世軍 會議 

山 室 軍 平氏が 審 に其眞 相を 語る 


H 本 救化带 司令を 山 室々 おは 
旣報 のがく まる 二十 六日 アク 
キタ-一 ア號 じて ホが、 當化救 
化 軍 本部 巧 ホ、 桑 港ょ 6 巧が 
せる 問 地方 敕化軍 司み 官 小が 
玫 が 氏 其 化の 出迎 をを け 上陸 
おを 方面の 歡迎ゎ 6 、 水 鴨 日 
がは 日本化 樂 がに 於け る 有志 
の 招待 會が 照され、 木赌 巧は 
ぶ瞥敎 间盟會 聯を鹿 巧 ぁ b 
山室少 おけ！^ おなおに ダト。 
1 トに 向け 心钱 しじ。 同 H 午 
後タ化 禪め达 おは 小林參 巧、 
淸 水お師 ご！^ じ 本社を 訪ひ义 
.潤を 叙し ら倫 致に 於け る 
最髙幹事を|^:關して所威を記 
をに 語った ， f 

救 化 巧の' ィィす カウン シグは 一 
巧 八 H を て-な 集され 二月 十！ ニ 
日を 0 て 結 ムを吿 げたので ある 
が會 幾の 目的は まごして 救肚带 
大 將巧繼 ちを 化を する にもつ じ 
が 會歲は 救 あ 軍の 將宫 にして 現 


支持した ので ある。 

救 化 巧 かま だ クリス チヤン •ミ 
ツシ a ンど稱 した 千 八 百と 十八 
年 時化には 大 おは 後継者の 氏名 
を呂 書して 之を 封筒 內じ嚴 減し 
巧を 之を 開くべし ごの 憲法は を 
るが モ 九な 四 年 じ 萬 一の 煤を を 
想像して 該 憲法 條 項は 補正され 
たので あるから 將巧 救世軍の 活 
動の 爲 めじ 世襲 あ 想の 舊 頭せ ざ 
る W 前 じ デモ クラ タイズして 糧 
く ミじ 急務で あつた。 大將 のみ 
巧 エダ ワンジェリン •ブ！ ス女 
をが 其 後任たら レ S を 望んで ゐ 


役に わるら の 及び 將官 でな くご 
も 一 固に 司 か官 たるら の 六十 四 
人 = 內 一人 巧を 缺席 n を 化て 成 
なしを 人で 新西蘭 司令官で わる 
ヘイ 中 おを 窥 をに、 會議中 不幸 
じして 急死せ るへ インス 少胳を 
副議長に 推し 會議を 進 巧せ t め 
たので ある。 

旣じ新 間に も喧傳 された 樣じ 
ブ I ス大將 の 退位を 要請せ る 
爲か 一時 法淨 問題 どもな つた 
が、 ヒ ツ ¥ ンス 氏を 大將じ 推 
して 會證は 一段落を 吿 げたの 
である。 ブ！ マニ 巧 大將は 本 
年と 十四 歳で 神經 衰弱 おじ 加 
ふるに 神經 炎に 罹 b 居 b 到底 
軍務 じ狱 掌す る i が出尔 い 
から モ化百 四 年 修正せ る 憲章 
の明义 にめ b パイ々 ゥン ン术 
を 開い じので わるが、 ブース 
乂將 家を が b に 神聖 视 せる 證 
員と 八 人を 除いて 他は 皆 デモ 
クラ タイ ゼ 1 シ 3 ンの 大勢を 


學友演 說大會 

な 育 日本人 學友雄 辯會ま 惟の 
下 じ ホる 九日 (±曜) 午後と 時 
半ょ b 東 五十と T 目 HHO 番 
が 育 H 本人 敎會 じがて 第 一圓 
學友演 說大會 を 濯す 窒 じて 男 
女の 辯 ± 約 十 名、 タ數 問胞の 
ホ聽を 歓迎す る v;o 

たご增 されて むる が事實 は左犧 
でない 0 

日本の あ 世 軍 も 今や ±官 五な 
人 ま部數 なじ 達し 往年-; 比し 
隔世の 威 G きを 得ない が、 本 
年 十】 巧 中には 米國 司令官た 

る エダ ブンジ エ タン ■ブ 1 ス 

女を が 愈々 H 本を 訪 間ず る ミ 
じ 巧みした。 是れは 最もを 接 
なる 駆 孫を ちす る H 米兩 救世 
軍の 蓮 動の 上 じき 大 のが 威 化 
を 典 ふるで あらぅ と衷 必悅ん 
でゐ るみ 簾で ある。 往年 關東 
大震災 當時 じがけ るで ゲ フン 
ジ S リン ホを の 活齡は 實に目 
喔ま しきらの お，； らホ 國な箭 
を 促が して ホ國ホ 十を ご间一 
の 特典を 得 藥品お 服、 食 巧 品 
及 六を の自働 車を 日本 じ 透つ 
て 罹災 巧 慰藉 救拨 じ賞献 した 

外闊 在留の 

ア /y み 人 

ニす 九 萬 ニ千餘 

最を闽 務省じ 於て S なご 一十の 
米闘總 領事館 度び 前 事 館ょ b 齋 
せる 巧吿 V を 礎と して 發 表せる 
統計に 化れば 米 國巧籍 人の 永义 
的 おくは キホ义 的 じ W 國じ 在留 
ずる 者は 歐與 にと 万と 千 六十 云 
人で 其 內邸蘭 西 じ ニ 万 五 千 八な 
六十 人， 英幽じ 一巧 一千と 巧 十 
と A か 最も 多數 どなつ て 居り、 
亞細抵 大陸には を 計 ニ 万 四で 巧 
十义人 化留し ァフリカ じ S 千 ホ 
百 一二 十よ 人、 n 本に ニ 一千な 一二 十 
ホ 人、 慶洲 及び 南洋 じ ニで I ニ貞 
I 二十と 人、 南米 じ 一巧 ニ 千 旨 S 
十六 人、 メキシコ 及び 中米に) 

巧义千 六な 十四 人、 西 印度 諸島 
並に バミユ ー ダを をみ 一方 化 千 
五が と 十 化 人な 留 しつ i ある. か 
其 內キユ バじ化 千 ニな 一二 十四 人 
巧留 しちり を 計 一二 十 乂巧ニ 千 六 
巧み 十八 人に 逢す る 由で ある。 

紐 育 B 本人 會 

お會 委員 會 

子が ディ お踏粹 開催 
糾肯 H 本人 會社 食を 員 脅は 一 
昨 巧 開催 さい 風 間 委員長 0 ドを 
委員 出席 補々 熟議ず る 所 あ b す 
が デイ 關 催は 寧ろ 大规模 ごしを 
數 日米を 量を 一堂に 向を せし レ 
る まも おで 嫉所會 煤 等を 調が す 
る當 であを。 尙ほ曾 員の 懇親 舞 


踏會を ミち 二十 一 H 春季 皇靈巧 
當 巧を 期し 會費 五十 化 どし 巧 営 
の 場 巧 じて 開懼 すべく 其 お 所を 
選ます るを ごな つて 散會 した。 


ホ娜 大使より 

鄭重を 禮狀 

前週 水 階 H 開催の が 育 日本人 
會 理事 會じ 臨席せ る 出 淵 大使よ 
ら 去月 二十 八日 附を 化て 左の か 
(鄭重なる 謝 狀を健 日本人 會長 
じ 達した る 由。 

拝啓 益々 御淸 適の 段 慶賀 化 事 
じ 存候陳 者 過般 貴地 じを きた 
る 際は 貴會 理事 會の御 歓待を 
ずけ 同 會例會 席上 貴會 事業の 
現狀を 親敷聽 取す るの 機を 得 
たるは 甚欽快 どす る 所に ち 之 
ネぉ 共益々 貴會 の 御 巧 動を ホ 
错 致しを 不取敢 御 禮申陳 度 貴 
會員 幹部ぶ び 巧 事 諸 忌に 對し 
宜敷脚 傳聲相 願 度 候 敬具 

武藤中 將來ら む 

前 艦 政 本部 萬 一部 長 海軍を ぉ 
仕 造ち 監督官 武藤稻 太郎中 贈は 
歐ホ 造を 事情 視察み ため 本 巧 下 
巧 着 紐， 約一ヶ 巧半滯 巧の 豫定 
なる が， 同-中 おは 恰も 時を 同じ 
ぅして 输敦 よら 到着の 化 堂中蔣 
ど 同 巧 じて 進 扱し 共 じ 造兵 ホの 
ニ 俊才で ある。 因 じ 武藤中 おは 
當市 にお 張 所を 開設した る眞珠 
王 御木本 幸 ま 翁の ホ 婿で ある。 


伍堂 中 縣來紐 期 

滿鐵顧 間、 前吳 工廠 長 化 堂 卓 
雄 中 將は滿 鐵鞍山 製鐵所 整理 擴 
巧の ための 機械 購入を 兼 赵歐米 
の 製 繰 事業 視察 旅け. 上れる ミ 
は 本社 特電 じて 旣 報の 如 午なる 
が 同 中將は 目で 伯な じ滯 在中 じ 
て 今 明 H 中 じは 偷敦じ 向 ひ 約 十 
H 間 逗留し 紐 育 着は をみ 巧 ホ ど 
なるべく 一巧は 鞍 山製鐵 が 繫造 
課長 お 根 常 S 部、 お 鐵參事 森 野 
正 之、 同 兒书晋 匡、 八幡 製鐵巧 
製鋼 部長 义巧 出當 云の 諸 巧 じて 
滯紐 約： ケ 巧のを 定な ちご。 


同胞の 病死 ニ胖 

約 一年 前まで が 巧 ブロ i ン クス 
ビルが 留 ホ人ジ で— ム J •マク 

ノ— トン 氏 方に 就 働し でむ わ 長 
野縣 上水 內 郡と ニを が 大字 大を 
寺 辕旧幸 ま 巧 (五十六 歲) け 入院 
中で ぁつた •か ホ 巧 二十 ホ H 死む 
し 葬儀は 舊まマ クノ！ 'で ン氏展 
び 藤 お 桂庵 主 等專ら 幹^の 勞を 
執った A 廣島 縣豐み 郡ず が 江 崎 
が 出身の 括 德太郞 巧 お ニ 年 
生} は 西 一二 十一 了 目 ホ 人で 宿屋 
じがて-が 二十と 日 巧 亡し ぶ 人 
巧 ホ 政 巧 氏 H 本人 脅 事務員 等の 
手 じて 葬儀 K 關 する がを 化 計 ふ 
S ごな つたを 0 


曠說お 


淸水 牧師 


♦が 育 H 本人 敎會 
『題 ホ定』 

♦を 轉敎 修道 會 
『化の ホなる を督』 今 ホか師 
♦ H 本人 策な 敎會 
『神の 國 どは 巧ぞ や』 

乂島豊 氏 


王皇置 旨- W . を じがて 

養 這 多 ザ經營 せるな 巧の 

チヤ プ ，ィラン ナ 主人 歸闕 じか 

を急憩渡度^委細は左へ 

》 堂 《 0iri Ri ジ I ’ R ミミ こ 4 芸 


お 川 保 お 事務所 

M, Sagetwa* I 凸 ,ura 凸 ce Broker, 
303 Fifth Ave.. 

Tel* Caledonia 4101 


巧 巧が 事 株を 會お紐 育ま 巧 
bchida Ira ぶ ng Co,, Inc. 
!1 Park 巧 ace 
TeL Bare! が 巧 76 


1 島資易 株を 會お 

I Shima Trading Co., Ltd. 

150 Broadway 

> Tel 巧 hone Rector 14 が 


巧 ま會化 ホ 属 巧を 
Akawo & Co リ Ltd、, 

2 が F ; 加 Av&, 

Tel. Caledonia 9758-59 


巧 倉 製な 結績株 ま會敌 
Kfi お kura 底 Co リ Lt ん， 

200 Madison Avenue 
Te! ， A ホ ! and がが •がが 


K. MKkiino ゎ 

Mikimoto Pearls 
535 Fifth Avenue 
Tel. Vanderbilt 2 な 9 

大倉 組が 巧 ま 巧 
Qkux*a 在 Co., 

30 Church St., 

Tcl. Co け landt 2292-93-94 

= 典 巧 ま 貪 あ 
巧理巧 
高峰が 會 
1 扣 わ时か ay, N. Y. C, Tel, R 扣 tor 7884 
Fa 加け； お - ID 38 th Ave ., し 1 . C け y 

巧 巧 物を 巧 ホ會を 
Asano Bu が 泣 n Company 

氏 ooix^ 801-305 
165 Broadway 
Tei. Co け ; an か 8047 ぷ 052 

Gosho ^corporation, 
Silk Importers, 

が 及 ast 34 也 Street 
TeL Aahianti 巧が -91 
Gosho C か,！ nc., 
Cotton Exporters 

が Boa 7 がか " 

む！ BoW 比 K G 巧 en 8805 •が 

甫滿が 巧 おがま 會お 
化ち 事な 巧 

South Manchuria R. R. Co., 

Koom 202 ら Canadian P&c ぶ c B! か . 
342 Madison Ave. 

TeL Vanderbilt 4135 

ミ 井のを 賊會を 
な 育 支 巧 
MUsui 在 Co リ 

6 a Broadway* 

Tel. BowlinflT Green 7520 

巧 ホ 浄旺ち ホ 巧 巧 
おす 巧 張 巧 
Iwai & Co., Ltd. 

Wool worth Building, 

TeL WhUel 化 1 ! 6040 , 

H 盞 巧を なま 會お 
紐 育 支 巧 
M; わ dbi&hi 訊 oji Kabha 

(Mitsubishi Co., Ltd.) 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560-2564 

大波 葫日 ニを 巧 朝日 
化 巧 ま 巧 
Osaka Asahi 

The New Yorfc IHines Ann が 
Tei. Lackawanna, 1000 


a 本 痛 巧な 式 诚 
铅巧 ホを 

ム ipan C がわ n Trading Co " いん 
2 Park Avenue, 

TeL Lexi 凸 gton 8787 


日本を 糸 巧 式會な 
巧 宵で 巧 
NIPPON KI.IT 0 WIS 化 LTD 

Two Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 


巧を ぶを を 
な 育ち 巧 
Hara & Co., 

4 が Fourth Ave., 
TeL Caledonia 7830-35 


米を 糸な ま會な ： 

紐 育' モ巧 
NIGHI-SEI KIIT 0 KABUSHIKI KMSHA I 

(NICHI-BE：! KHTO CO, LTD .) ； 
X Park Avenue ミ 

TeL Ashland 6246>47«48 イ 9 


大お综 B ニ 棠京日 i 
鉛 木 H 郞 
O 化 ka Mainichi 
Room 306A World Build 
TeL Bookman 4259 
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大紐育 

一九二 九 年 版 Y 近く 發巧 

本 おれ： 裳に 編赛發 巧いた しました 「大 化育』 は、 幸 ひに して 
化 糊の 滅< がかき 好評を 巧し、 を じを 部 一 册淺ら や 巧 助れ ご； 
ゥ ました、 化て ネ 化は 祭 一版の 內容 をを な 巧た じし、 貝 數をも 
ち 加した 千 义な廿 化 年 版を がに を 行 f る こご {ならました、 正 
確 じして 且つ おらし いが 計 ご 事實 をぷ雜 じして、 刻々 變 化する 
巧が 『大紐 育』 の眞 巧を 傅 ふるに 遺诚 U きこ ごを 巧して 居 bi 
す •尙 ほを 潰は 

豫絲 申を 者に 限りて 

特 煩と 十五 仙 

發巧 後の 御 購買には 

を 價金一 弗 

どを しょ した、 速 かじを 約 御 申込みを を 望い じします。 

一二 月 六日 紐 育 新報 社 


兩稅 案の 運命 危く 

...! 早く-^ 內觀投 化しの 風評 

, H 養黨 §擊 急に 新霞蠢 ほ < そ 笑な 

無 產驚虐 f の 小 選擧區 案出 づ 

東ま特電五日發=政ぶ會ど新黨お|^部 ご の說解成^ル選を區を案は明後0ホ議院じ檐出さ る 
i をに てを 員^を を增 加して 四な お 十一 一； を* J すべ < 化 日に 七积 され 約 一週間 じ 議了 せんご 提案を 
のな嚮である：^5巧お浦過後樞を院も巧愚疑な<該法案ドは無產黨擦頭防^の寬ホもあるもの5如 
く、 政府は 同時に 應急的 じボ穀 資金と で 巧 圓を巧 巧すべく ご 一十一 藤 相は 山 本 農相 案を 承認し 改正案 
出さ A ど。 

東京 特電 四日 發 民を 黨の义 原’ 變相彈 劾 案 上程は と 目 どなっ たが 問題の 兩稅 委讓案 委員 中 じ 
は 賛成者 タ數 。る も 結 W 貴族院で 握 潰さい る形势 濃厚なる 上菌道 敷設を を 正 法案 ど 地 ホ鐵道 買収 
法案は 巧 巧 さるべく、 を 敎剛體 法案は 審議 ホ r じ 終る 尝 じて、 重大 法案は 殆んど 查滅の 形勢で あ 
るが 『か 巧に 現み 跑 不死身で も 謀を 烏後樹 壊ず ベ < を繼巧 蘭は 當然 b が もの』 ど 民政 黨は 自信 
を ホし 化か お黨は 去执に 迷つ てなる、 而 して 『今 巧 P 貧け 切 おけ やぅが 西、 五月 頃 巧げ おすか』 と 
巧 祭 巧榮が .けを つて.' 山ろ。 

東京 特電 一二 日を i 『雨 おを 讓で お跋リ 0』 ど ニ 一卡藏 相は 貴族院で 凍 辯 じ 巧め、 問 I な 案 提巧當 
時ょ b 實院 '5 が 勢は ないど 政 か 側 U 云 ふ も 誌 解 運動に 浮み を 蜜—- てゐ る、 結局 兩稅 委譲 案は 貴族 
院 でを 貴斷巧 ど。 った、 尙は 競馬を な あ 案 謗 馬 據增設 じは 貴族院では 一致 反對 して ゐ- 

宗敎 團體法 巧惱み 

ま 京 特電 五日 發 y 京 お 樹體法 まは 今 議貪中 じ^ 了 至難の 理 

由 あ b 繼緻 委員に 酣巧 どか—- た。 I 

自が農 原案 

原 お を も" ia めす 

まを 特電 二日を n 自か當 案は 
か 八 U 議會 に提 おさいた か 山 
本 農相は 乂讓 ホして 原案の 影 ~ 其 權を認 した I 

ス テム ソン 巧來嘗 

旧 中 首相が 盛大な 晚餐の 催し 

を 京 特電 五日 發 = ァメ 9 々の 新國巧 長を ステ； ソン 巧は プ 
レシ ザント •ピアス 號 じて 一二 日 午を 神戶 着、 间 巧を 都 じ 一泊、 

四日 午前 入京し 同 巧 外相を 邸に がける 招锭宴 じ^み、 五 H 午後 
橫斌 發闷船 じて 餘ホ したが 同 長官は 豫め 語って 一 『軍縮 食議 巧を 
せじ 就て 柯等 官命を 巧け て 居らね』 ミ 云 ひ 旧 中が 相 も 『を （お 
的のを をで ある』 ど 云つ た。 / 

あ 部長 化 巧を か 化の 支 巧 人ち 力 


すら 止めぬ 位 じな つたの ピ非 
難の 聲が 底い。 

婦人 公 おご 政 友 

をを 特電 二日 發^を 友 會はあ 
がの 絲人お 民^ 與案お 案を 


東京 一二 曰 溝 〔聯 を】 n 巧國務 

長 一 良た るべき フキ リブ ビン 總督 
ヘン リ •ステ ムツン 氏の 一巧は 

歸 米の 途 巧、 今 深 宵 神戶に 上陸 
したが、 一行は 田 中 首相の 招待 
じ應 じて 巧 日 入を すべ < 、首相 
官邸の 歡迎 晚餐食 じは 內閣 々員 
垂 が、 列强 外を 脚 及び 朝野の 有 
力 家 も 招宴され' を 極 盛大 じ 催さ 
るべ く、 官邊 及び 巧 聞 紙は ホ ホ 
の國巧 長官 ど 日本ち 力を のが 街 
を 非常に 蜜 要瞒し 居る もの； か 
く、 特に 巧が 上 おで 國民 政府の 
みを が 長 王 正 巧を i 會 見した 關 
係 も ぁ 0 々巧の 招待は 意 ホ 深長 
S 設 めら れて 居る が、. ス ブムブ 
ン 氏の！ 巧は 化 唯 U をな て横濱 
を 出帆す る當 でぁる。 

上が 巧き ニ巧廿 八日 發 【ニ ユ 
31 ク •タ并 ムス 巧】：：；：： 歸乂の 
途み當 化に 寄港した 新國あ 長官 

ステ ムツン 氏は 駐支 アメプ 々公 
巧 ザ クム レ） 氏 ど 共 じかを お 長 
王正廷 氏の 晚餐會 じ 招待され 貿 


をを 始め スブ j ム ソン 氏 夫人を の 
化の アメリヵ I 人ら 瞎賓 ミして 招 
待を 受け、 晚餐會 前 マ クム レ 1 
氏 ご 共に 巧は 支那 問題に 離騎し 
重要な 協議を 遂げた が、 

余の 資格は ブ キリ プ ビン 猜島 
の總營 でめ b 従つ て 今 H の 場 
をち 那間趙 じ 就て 柯等 語る ベ 

き i ミい 0 

ミを は 巧み じ 新聞記者の 襲な を 
避けて 話愿を フネ リッ ピン じ轉 
じて 居る ^、 - 巧は 明日を なて 
日本に 出を すべく、 マ クム レ ー 

を 巧が 初めて 上が 及び 南京 方面 
を 訪問 f たこ ごは 時節柄 ホ 常 じ 
注目を 寂き つ i ある も、 

余は 單じ情 巧 視察 旁々 最近 制 
ぶ さ； i た 商標を じ 就て 智識を 
得たい 巧め じ ホた もので、 巧 
ま攻治 的のを ホを 帶び や、 王 
正廷 氏との 曾 見ら 何等 政治 問 
題 だ 解れな が. つた 
言 巧した。 


ど 


フ ー バ！ 巧 

.宣誓 就 巧 

雨を 犯して 行列 

ワ シン ト A 四曰發 U ア J リ A 
第 化 一 化 目の 大綾領 である、 一* 
バ—ト •フー ダァ！ 巧の 就が ま 
は 今朝 ホ 降らしき る 雨を がし 五 
巧の 群集を 前に 

議事堂 前 じ 設けられ たま 
瘍 じがて 擧 巧、 大審院 長 タフト 
巧の 司 式で 宣誓 就 ほし、 茲じ新 
大統領は この 瞬閒 をな て 前大統 
領 S なつた クー リツ デ 巧を 前 じ 
堂々 たる 就 巧 演說を 試みた、 挪 
も 巧け 歓洲大 戰巧ホ じ 於る ァメ 
リカの 長足なる 瞬 家的發 達を 叙 
して 前大統領 クー リツ デ 氏の 指 
導を 威 謝し、 I 轉 して 法律の 勵 
巧を ホめ これお 促進を 期す ら爲 
めじ 聯巧 及び 地方 裁 割 所み 煩雜 
なる 測度の 單 純化、 賠審 官選を 
のな を、 勵法諸 機 願の 能率 增進 
を 要求し、 禁酒法み 勵 巧に 就て 
tJ 飽をも 憲法を 遵奉し この 際 中 
央 政府 ど 共 じ 州 官憲が 法の 

勵行 ^ 協力す るの みなら 
ず、 アメ V 々巿 民た るを は 法め 
精神を 自覺し 協力 一致な てを の 
目的 じ 達すべき こどを 懲邀 し、 
世界の 平 あを 確が する 爲 めじ ァ 
メリ々 の國際 司を 裁 お巧參 加を 
ホめ 且つ 不戰條 約を 支持した 後 
更らじ 進んで 軍備 縮々 巧 他 じ 化 
るず かの 促進を 方說し 『巧が 國 
防の 巧 賞は 即 もず かじ 勒 する 曾 
敬を 意 ホす るが， 軍備の 縮少ど 
平 お 的 磯 額 じがる 國際紛 ずの 調 
訂も平 ぉを 促進すべく、 同時 じ 
を 固 民が を々 其 立樓を 自賛し 

相互の 友情 ど 幸福を をず 
こどは この 平 かを 充實 せし むべ 
き 動力で ある』 と斷 し、 更らじ 
を 黨化 おの 貴 巧を 論じた るを ホ 


るべき 臨時 議會じ 就て 言 政し、 
農が 救 濟を张 ねて 關稅 法に 绡 
す； 或る 靖齒 巧の 修正を 靡す 
る こごは 度 ほ 底び 勞働者 じ 毀 
する 刻下の 急 巧で ある 
ご 論じ 選 擧じ化 b て 委任され た 
諸問題た 對 する 巧 巧 r 就て 自 B 
の 憩 見を 發 をして 演說を 閉じむ 
が、 前 太 統領 クー リッ デ 巧け 右 
の 溃說後 おも じ 故郷 ノ！ ザンブ 
トン’ じ 向けて 出發 し、 新 大統領 
は 寅ら に 

騎 兵隊 を 先頭 じ 初めて ホ 

ワネ ト •パ ウスの 人 どな も 、 H 
個師 閣に垂 々ごする 陸 お 兵 及び 
ボを削 體の就 巧 巧 大巧 則を 檢閱 
し 空 じは お十餘 機. い 入 亂れて 祝 
賀飛 巧し 首都は 歡薑の 聲に滿 ち 
巧に 入 b ては 非を まじ 就な 式 記 
を 大舞路 倉が おされ 别强大 を 使 
を 始め ごして 祉を界 かを の 紳± 
淑女が 出席、 副 大統頭 力] ナス 
氏 願 媛して 大統領を 巧 表した が 
を 都のを ニ 云 B はを 然わ をら 騷 
ぎで ある。 

椅はフ ー ゲァ！ 氏の 就な 式を 
機 食 V' 一して 日本 天皇陛下の 御 
祝電を 始め f し 化 界を國 の 元 
首た 統領ょ ゥ德 々ごして 祝電 
殺到 I、 日本 天皇 陛 ドけ U 米 
親善を カ說 された。 

サント •ドミンゴの 

財政改革 

ド— ズ氏 等化俞 

中米の 共お國 でを-色 サント • 
ドミンゴ 政 おは 從巧 國內 のが 政 
改革、 豫算制 おの 樹を欄 新じ關 


し アメリヵょ b が 政 顧問み 迎ふ 
ベ （を涉 中で あつたが、 A 一巧 遂 
じ 左記の 人々 を 巧 命し わ， 

チャ ー 八ズ •ド ー ズ 副大 

統裙 "豫算 制度の 專巧 祟。. 

ゼ ー ムス • ボ ー ド n 退役 

睹 軍少將 じして ラ， テォ e コ お 

レ 1 ン ヨン •ォブ •アメ すカ會 

社の 副 社 接。 P 

モネ ドア •ロビン ジン；；：； シカ 

ゴの 製造 家に して 離 好、 I 諾會 
社の 重役を 兼な。 I 
A I プ U 前を 衆 鹽豫資 協 真。 

ヘン リ •七 ネ デマンり. が府硏 

兜局の財啟專巧家、- 

サ ン ナ* ゥ ぶ ^ ズ：11::^^:蘭霧省 
ラテン •ア メタ カ局焉 。 

この 外 前 三 ユョー ク州選 3 上院 

議員 ピ ^ ^ .ムス •ヮ！ ズグ .ネ] ズ 

氏 も 或 ひは) 巧 じ 加は 言 •へ （、 
S 月せ 八 H じは 當 地を I 西な する 


當 じて 約 六 遇 巧 程 同地に 滞在す 
るを である。 

日本へ 抗議 

山 お 省の 暴動で 
東京 特電 五日 發 N 上 お 特電 じ 
化れば 苗 支 方面 もず 穩は 僅か 八 
ヶ 巧で 再び 紛糾し 蔣か 巧け 浙江 
軍 じ對し 一部を 南京 じ 進 わる で- 
を 命み し I 部を 殘 して 甘蕭 派に 
稱 して 防禦 陣形た 張らした が 消 
息 通は 『本 巧 竿 頃 衝突 あらむ』 
ど 焼 測して 居る。 

上 お =1 日發 I ： を 同】 = 南京 國 
民 吸 府精報 局の 巧 報じ 化れば 國 
民政 おかを がで 12 山 東 省の 一角 
じ 起つ た 暴動の 裏面 じ 日本 政府 
が 暗じ援 化しつ、 ある 事 實を榻 
ごし 日本 政府に 向けて 嚴 まな 抗 
議を提 おし じご。 


木な-! ザ轉 帝を (势 無即轉 載^ 


群 馬て 墙 輪！^^ ぶ 

〔五日】 群 馬 縣 i 表 附がじ 於 
てこ 千年の よの 墙卷 かお 見さ 
れ た。 |_ 

橫 濱巿電 化が 

【五日〕 横 澄巧電 はす 朝 1.. 罷業 
をみ 巧した。 I 

橫濱市 巧の すみ； 

〔五日) 橫潰ホ 鶴 見 ^ 內里ニ a 
巧 巧 十八 戶を燒 ホ| しわ。 

東京 巧廳 の| 陶ホ 


{： 左 日】 をを ホ 役 旅， 


はを 昌其她 


四 巧を を 解雇し わ。 

財界 巧 勞者授 動 

〔四日】 畏 き邊ら では 日本が を 
じ凿 する 巧勞者 ごして 左の 蓮； 
巧じ齡 して 巧 動の 御沙汰が あ 
つち 

旭日 大絞章 上 か 滿之あ 
化日盡 光章 井上準之助 
動 二等 瑞寶章 擲懿么 巧 
同 ± ホみ 徵 
同 漂 井 お直 

澤旧正 ニ郞逝 < . 

(圏 B 】 巧 劇 巧の 先 驅を澤 田 正 


ニ郞 氏は 逝ました。 

註。 逝ける 俳優 澤旧正 一郎 巧な 
阻 治 かおが 五月に 出を t を稻出 
主 學の义 巧を 出身した が 進氣銳 
の 俳優に して、 淺 草-— 筑题 劇の 
旌 上げを したな 來 、幾タ の巧圆 
を 經て今 H の 位 最じ灑 おし、 巧 
ぶの 名は H 本 劇 擅に がる； 方の 
化 鎖 ごな つむ、 劍 劇の 元祖で を 
も V- おに 常 じ 巧ら L い 劇作を 上 
媛し、 をの 大膽 なるおぶ 法は 劇 
を じめ る 鬼才 ど驅 はれ 居た。 

爲替 維持は 困難 

三日】 爲替 維持 難で おを 銀 巧 
も 遂にず を 引く じ まつた。 

'二月 中の 賓易高 

一 【四日】 二月 中の 輸巧比 I 億 四 
千 六な 化 化 巧 H モ阳 、输乂 ニ 
億 S 千と がサ 一二 巧 一千 固、 差 
引 入超は 化 千 0 八十 一二 巧 八 千 
圓 である。 

若 崎 代表 お潑ず 

【一二 日】 國隙勞 働會議 資本を 化 
表 お 崎淸と 氏は 米國經 もゼネ 
> 曾 叢 おおのた め 一日 午後 杳 
洋义 でお發 した、 尙ほ 同船 じ 
は歐ホ 視察の 大倉紐 昭締役 山 
旧 馬次郞 氏も乘 船した 0 

漁業 入札 不參加 

【I 二日】 露領 漁業な H 本 當業あ 
參如 L ないで 乂化濟 ごなら 當 
裳 者は 其す 當じ敦 国いて ゐを 
之が ため 自由 お漁說 一部に 德 
頭して 巧た。 

巧 地 海底 線 不通 

ご 二日〕 ま 京 小を お 間の 海底 電 


線は' 个逆ど U つた。 

依然 輸入は 超過 

【一二 日】 一巧 一 HW ホの 檢 入超 
過は； な 四千 巧圓 にぶび 前年 
祿 巧ょ b 六 モ巧圓 のせ 加で あ 
るが をは 棉化 輸入 增 加が 原因 
であ クた v>o 

山東戰 死者 合祀 

ご 二日】 山 東を 戰巧 ちは 靖圃神 
社 じを 祀す るを じ 巧し ホる 四 
问かセ 日を 典を 巧 ふ 苦で 聖上 
の 巧 幸を 仰ぐ ご。 

後藤 化が 立候補 

【I 二日〕 後藤 新 平 伯は 巧 京ホ會 
議員 じ 立候補した。 

授業料 巧 値上 b 

で 二日】 官立 學校 授業 巧は 巧 値 
上げ どな b 大學は 巧圓ょ らち 
什 圓じ决 を、 四月ょ ら實 施の 
當だ がを 方面に 非難が おつて 
居る。 

ニユ I 3 I ク 春秋 

♦故 鄕戀 しさ じ、 な鄕へ 差し 
て 泳ぎ 歸る ベく、 哀れ 一 ド ソン 
河に 溺死し ね 日本人が ある、 木 
の 芽が 吹 < 頃 じは を 勝ちの 現象 
である、 御愛必 0 
♦携巧 も あらぅ じ 支那 人が 理 
店で、 さる カン イン、 巧が カン 
じ觸 つて 口論の ホ 鐵拳沙 ホ じ 及 
んだ ごか、 カンの 實鹽は 女 ご あ 
る、 厄 員が 中 有閑 歎。 

♦上院議員 ボラ！ 巧の 筆蹟 懲 
進 犯人べ 八 リンで 逮捕 さる、 こ 
んな怪 文 馨は蜡 も 乍ら 日本の ホ 
み 先輩で をを ます。 


話 

• •♦■ミミ 

人 


新 大統領は どうずる わ C 王 


の. 


々 


眼前の ご 一 懸案 


0 フ！ ゲァ ー 大統領 じ £ 

，て、 簽 一の 間 題で ぁつれ 閣員 
のな 命は、 別項に 所 報す るかく 
羅 をした、 然 らば 次ぎ じ ホる ベ 
き閱 題は 巧んで あるか、 ご 云へ 
ぶか 論 四 巧 十六 H 頃を 0 って 巧 
集すべき 臨時 議會め 勤 策で ぁら 
ノ 「この 溝と 十一み 議會の 召集 
の 目的は 確が どして ニ 個 じ 極限 
されて 居る、 鑽 一は 最も 實巧的 
な、 基礎の 强 回な 農業の 振興 策 
でぁを、 第二は 現行 保 譲 關稅法 
の 一部 修正で をる。 

◊ … I . 尤も この 點じ說 て、 民 
ま 黨の焼 内 領袖で わる n ビン ソ 
ン巧 S 如き ホるべき 議會 は斯る 
ニ閲 題じ播 限せ で、 をの 鈴圍を 
廣 くせょ どま 張し、 且つ これ じ 
努力す るで をら ぅが、 前期 議會 
の 如 < おか 黨 と 民 ホ黨の 差が 極 
めて 接 あして 居た 族を ならばい 
ざ 知らず、 ホるべき 議會は 特に 
下院の かき 『フ！ ゲ rl 議會』 
ご稱 しても 差 支な き 程に 其化黨 
が絕對 タ數を 制して 巧る ので あ 
るから、' 假 b じ 共 か黨の 反逆 組 
が 民 ま黨ど 提携ず る じ 至 6 て も 
到を 横車を 巧ず こ £ はお ホない 

◊ さて この 前記 ニ大 問題 

な 外じフ ー ゲァー 巧が お 面すべ 
き 懸案 £ しては 先づ 禁酒法 問題 
をげ 擧 得る であらぅ、 フ！ ゲア 
，氏は 大統領 立候補の 應 諾溃說 
じがて 禁酒法に 言及し、’ 一の 法 
律は を じ 曾い 經驗 試練で を b 、 
法律は 法 枠 ごして 尊重し 人間の 


一| 

番の 難物は 禁酒 巧の 調を" 

力で 能 ふる 限. ぅこ- $1； を爾 ぶしな 
ければ なら 妇ど 說い .て 居 至が、 
脚時 じ 禁酒 法が も 41^ ら し 4壤 も 
憂慮ず べき 現象、 ♦ち 法 祭の 輕 
視 ごいん こご じ 就て 論罩 し、 
先 づ善惡 のを 巧に 欄らず をめ 事 
相の 調査を 巧め て 思る。； 

◊ …哪 ちフ] ゲア！ がの 政 

治 的 手腕を 試練すべき も W ほ 上 
記の 一二 大 懸案で をる、 及は 先づ 


農業の 振興 策に 就 t は 略を 疲 
弊ぶ アメリカの 經濟紐 推 vJ アメ 
リカ 繁 をの 將ホじ 向 t をん 重大 
な蹈 題で ある V 」 論じて 语 るが、 
而 机ら マ クナ？ — あび 7! 厂ン 
巧^ 依ろ て 提唱され、 二度 脚院 
を 私 過した 均等 稅じ對 _ してな ホ 
アイリ 力 的、 ホ 経濟 巧-葬 貫 巧 
的提 まどして 反蜀 し、 化 息す ご 
しては ながに 聯邦 農凿 馬ぶ 度け 
て晨 夫を 會員 どし 共濟躺 農の 樹 
立發 達、 プ — ^ 等を 適當 なな 援 
化の 下に 促進し 『恃し 農 おじ 依 
、て 設けられ わな 溶 組を 消 度を 
极府じ 於て ま 持し、 季節 巧な 生 
產過剩 をの 化に 凿 して 善 度し な 
ければ なら 幻』 定設 じて 岩る。 

◊ フ氏 はこみ 點じ なて あ 

濟の 基礎を 固める 爲 めじ* 國お 
媛を 保護すべき 適 営なる 筑稅法 
設定の 必要 t 認め、 なて ム活標 
おの 化い 化 P 農作 ごの 競 づど巧 
ぐの必要あ|<3 こ ごをま張」て居 
るが、 同一^ 農 かじ 對す i 歐庫 
の融逆^<*;4^(數肾巧ぉド淫す 
るで をら ご 云 はれて 盾る、 こ 


の 國庫ま ぉじ 就て はを 方面から 
かな- 激 恐な 反對を 買つ て 居る 
ので あるが、 フ巧 ごして は 農園 
にを きこれ を 生活の資 转 VJ ずる 
四千 方 人の 農民に 對 じ、 ァ メリ 
々繁榮 の餘恵 V 一を 福を 輿 ふるぶ 
めに 國庫數 酉 巧 弗の 支出は 蓋し 
當然 である ごま 張して 居る。 
.ク 次ぎ じ 巧る ものは 關稅 
改正 蹈題 である、 巧は 元ょ らお 
譲關稅 論者で ぁつて、 關稅 引す 
げ はが 國 品の ホ 填 殺到を をす ふ 
いふ 立 壊から 反 おして 居る が、 一 
關稅 のを 般的 修正 か、- 部が 修 
正 かごい ふこ どじ 就て は、 今日 
のど ころ これを 豫言 する こご 过 
出 ホない。 

◊ 簾 S は 雨 政務 じどち て 
何 處をも 鬼 巧 £ なつて 居る 禁酒 
法 間 題で ある- フ 氏は 先 づ 禁酒 
法の 徹廢 じ反對 し、 これが 勵巧 
諭を である ど 認められて 居る が 
而 かしを の 半面 じがて、 昨今の 
お醉 者が 禁酒を 制定 R 前ょ A 激 
增 して 居る 事實 、禁酒法 違反に 
關聯し 聯邦 及び 地 ホ 裁判所が 巧 
前ボ をな すの 現象を 始めと し、 
を 階綠を 通じて 共通 的 a 禁酒法 
を 無視した 巧爲 がを 然的 ごなら 
毒酒 じ 崇られ て 巧 巳す る 者が 激 
增 し、 禁酒を 勵 巧の 磯關じ 疑獄 
が頻 々どして 輩 おしつ！ ある 事 
實を 認め、 フ 氏は をの 由て ホる 
理由の 調查を ホめ て 居る。 

◊ ........ 巧は この 禁酒法の 破棄 

じ反勒 して 居る、 而 かし 禁酒法 
じ 化ら て 生ずる この 恐るべき 弊 
害 じ 就ても 克く 知ら、 これが 嬌 
正は 勿論の こ £ 、禁酒法を よ b 
良く 巧 かしむ る爲 めじ 正 巧なる 
手段 じ 化を 憲法の 修正 じ も 反 お 


して 居ない が、 をれ は 禁酒法の 
目 厳を 徹底せ しむる こごを 條 を 
どす るら ので あつて、 苟 （も 巧 
巧 法を 緩 巧ず るが おき 提案を 壁 
んで 居ない.、 巧は この 意陳ょ b 
して 禁酒法 織 巧ょ b ホ じた 善惡 
の兩 馬面 じ對 して、 最もを 正な 
最も 廣ぃ 立镇 から 調查 、考究 ォ 
る 目的よ らして 近く 委員を 任命 
する£じなって舊る0 

フ ー ゲア— 氏は この 委 




員會の 報吿を 基礎 ごして 憲法の 
履 巧を ホめ て 居らので をる が、 
巧 ごして は 本 問題を を然 政治 間 
題 W 見做さず、 純然たる 國家 
j 化會の 問題 ごして 解 巧を 期す る 
關係 上、 委員の 資格 も 禁酒 派、 
ホ 禁酒 派、 反 禁酒 同盟 乃至 反を 
酒 法 同盟 等、 一方 じ 偏した 扱 治 
的、 を敎 的、 社會 的團體 ごは】 
切無顯 係で、 純が たる 祭 I 二者の 
立場から 考究す る こど じな つて 
居る。 

◊ 前述した ものは フ！ ゲ 
ア！ 巧が 直面ず べき-ニ 大 問題で 
あるが、 をの 化じフ 氏が ホる ベ 
き 四が じ 互 6 努力を をすべき 幾 
多の 懸案が をる、 補助 艦の 制限 
はを の 一で ある、 飛 巧 機 事業の 
を 達 どな 締も をれ でを る、 をの 
他 ミシシッピ キ 巧の 洪水 防止 エ 

事案、 巧鹽の水路、 特じ聖。1 
レンズ 湖の 通遙 問題、 政府を 官 
廳の 制度な 正、 外國資 易の 促進 
これ じ 伴 ふ アメリカ 海運を の 接 
達 も をれ でを る。 

◊ の 中 そ も 飛行機 巧の 

あ 達に 就て 氏は 巧務 長官 時化よ 
ら 非常に 巧 力して 居る、 即ち 巧 
は 飛 巧 機 じ 依る 距離の 短縮は 遠 
隔 地の 人々 C の 親を を溫 める ご 


いふ 立場から、 化づ南 化アメ 9 
々の 操 ゆる 航空 的を 近を 巧 資し 
航空 巧 じ 於て 化界の 覇者た らん 
こ， ぶを 期して 居る、 ミシシッピ 
ネの巧 水 工事に まらて は 巧 自身 
が 罹災 地を 視察し、 宜 つを 師ご 
してのを じは 深い 自信 も あるの 
で、 パナマ運河 化 ホの 大工 事で 
ある この 事樂も 恐ら 巧く 完あ 
すべ （、海運を© 發淫じ 就て 巧 
は 貸 易 上 常 じこれ' を踏勵 する が 
官營 は絕對 じ反對 し、 轉じ貸 物 
船の 擴 張を ホ 望して 居る が、 を 
の 旨 論 ごする 所は 要する じを 演 
船會 社が 民間に 化 陰で動かされ 
ない 限-*^ 満足な 成案を 見る じ ま 
らな いご 云 ふので ある。 

◊1. •任官 ミい ふこ ごは、 人 
も 知る 如く 寧ろ 政治的 懸 引の 問 
題で あら、 手廣 いを 府の わ臺所 
だけ じこれ を 支配す る マ 氏の 必 
勞は一 ホでは あるまい が、 氏が 
何處 まで も 人物の 實 力と 能を 本 
なで 終始一貫す る こごは 恐ら < 
確實 であらぅ し、 從て 所謂 利 確 
屋 さんは 泣 面のを であな が、 外 
國じ おする 大る 使の 巧 命 等 じ 就 
て も 恐らく 舊 ホの 慣習を 無視し 
黨略 やを 治との 仕事 じ 巧す る裙 
恩 的な 任命を 避けて、 をの 位置 
じ 菊す る 適 應牲を 標準 ごすべ < 
殊に ラブン •アメリカ じ對 する 
外巧官 のなか じは 一層の 注意を 
拂 ふでを らぅと 観測され て 居る 
若し 夫れ 東洋通で ある 巧の 掛日 
日を 策、 お ま那玫 策が いかなる 
形 じ 於て 勘いて ホる か と い ふこ 
こじま b ては、 巧 まの 巧甚 なる 
巧 目を 必要 ごする ところで をら 



F. MU 民 RAY HILL CO. !nc. 
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投じ 等ぶ じ 玄瑜巧 撤 > 
を 化 進 お效ー おを の ^ 
を 御 理呈帆 道 切入 地關 
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3 Maiden Lane N. Y. 
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KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

Bel . 的 & 61 が s. Tel 巧 hone Regen け 909 


赛尙人 本日 

巧專 靴型み 

てし 張 お 員 店！) 化に 與希御 
ザけ 屆日现 は 靴ら 取を を寸 

を ホ きんを 小き 巧ぶ ホき 巧 


お 計時 巧 寶處を 貴 

會 商柳靑 






しと 旨を と 切 まご 直 正 
椅を おおる あ 用 信タ巧 
が 巧 式 一物を ± 御し 選 
すまし 致賣 おで 憤廉 

引 割 四 至 乃 割 H 

Aoyagi Co. 

147- 巧 7 W. の nd ST. 

化し BRTf け T が 74 


Dir. Sabro Emy, 
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Tel. Sacrame が o 7 始 0 
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I リ掛 知事' ーキド 巧を 化かした の 
もこれ 亦 世人の 期待を 巧 拳に 墓 
切つ だもので、 にの 巧 かは 先づ 


甫 部のを をに おする フ 氏が 感謝 
の 意を 表明し ね もの ご 見られて 
居る、 これ 等執徽 員の 中で 所謂 
寶膝 政治家 ィ」 も おし 得べき 人が 
グッド 氏 (前 下院 證 員) ォパ 3 
— 政 巧 じ まきをな；^ ブラゥン 氏 
ミ ゾ リ ー如知事たらし ネ ド氏 
等で をる が .一 

政治家 どし！^ 從タ內 顧 
的 じ 或 ひは 地 ホ 的に まきをな す 
人に ベン 州の メロン 巧、 勞働長 
ちの ザー ゲス 氏、 ニ ユョ！ ク炯 
のス ナム ジン. 改 、マサ ♦ユ ブ 

ト 州の アダムス 民 導を 擧げ 得べ 
< 、これを 職業が ごする じ メロ 
ン 巧の 銀 巧を、 懲山 技師の ラモ 
ント 氏、 醫師じ L て スタン フォ _ 
— ド 大學德 長たち しゥ ネ^バ ー _ 
巧 (前 海軍 長 {巨 巧な 息) の巧ス 

プム ソン、 グッド、 アダムズ、 
ブラゥ ン 、 '、 ブ チ で ^^^巧等は法 
嘗家 であ も、 デゲス 氏は 嘗業畑 
の 人で あるが、 これ 等の 法曹 家 
だ-いづれ も 

^ 行 やを の 化 > 5 實 業界に 
顆係 深き 人々 のみで ある、 ゥキ 
八 パ ー践± の 巧 命は フ 氏が スタ 
ン スォ！ ド大學 出身に 動機す る 
巧 深^る べきが、 蘭 員の 巧 命じ 
際し^の 孜治じ 最も 內國 的な 關 
係を 接つ 遞信 長官は あ初グ 'ッド 
氏 じを 渉 あ b しもを は 黨の內 を 
じ關 巧を したくな いごい ふ々 場 
から 謝絶し 遂に お 軍 長官に 処つ 
たので々 るが、 氏は 從ホ 上す 兩 
おのが ホを ご 個人的 じ- Hs 父 渉が 
深いので、 恐らく 今後は ホを 部 
ご巧欧 部め 速 給を ま f して 活動 
する じ まを ベく、 寅ら じ- 疫に注 
目を 要する のは おか 黛の 潜势カ 
が、 兼 部ょり 

西 剖へ 移つ た 一事で ある 

即ち フ ー ゲアー 氏は 力 ヴフオ 火 
ニア 州の おを であ 6 、 副大統領 
力 ー チス 氏は々 ンずス 州 じして 
正副 大統領が 共 じ ミシシッピ キ 
河& 西の 出身者で ある こごは 歷 
おじ 始めての こごで あるか' 岡 
時に ノ n ン、 アダムス、 ラモン 

ト 、デー ダスに を 除く 聞 員 十 人 
の 中 六 人まで が いづ わら 中西部 
化 西部 反び 太平 巧 沿岸の 出身ち 
であら、 これを I — デン グ內間 
當时 上下 兩院の 哉巧黨 領袖 等 •か 


ま 部 出身で あ ら、 特に 新 巧 抑め 
色彩が 濃厚で あつた 當 時を 回想 
する じ 隔世の 威な く、 新 巧閣じ 
留任した 大藏 長官 メ 。ン 氏の 就 
任期は 恐らくを 一年 化た るべ < 
をの 後 巧者 じは、 ロー サン ゼ八 
スの 銀け 家 P ビンソン 氏がん 閣 
す么當 で、 勞働 長官の 椅子 も勞 
働 

總同驢 ごの 關係も あら、 
フ氏 S 物色した 人物 じな 總閒盛 
み反對 甚だ 敎烈 ならした め、 俄 
かじ デー ゲ .ス 氏の 留 巧を 見る じ 
まつたら ので ある、 これを 要す 
る じを 回の 新內 瞬は 實際极 治に 
比較的 關 係の 薄ぃ 實業 家、 銀 巧 
家、 鑛 山お師 、を 律を じ 化 5 て 
固められて 居る ごい ふことは、 
歷がァ メリ々 の 政界 じどつ ては 
極めて 新奇な 現象で をら、 今後 
の 活躍が 朔 待され て 居る。 

閣員 略歷 

臺閱じ 巧した ホ榮 あるを 長官 
の 客歷は 左の ご どき もので あ 


、\: 


- ヘン リー 》 エル •ステ ムソ 

: 1 八 六と が 九月 二十 一日 出 




ゲア ■ 


■ •ト 


ホ 0 法曹 家 じて、 

大學 及び^] ゲア ！ ド 法律 學校 
出身、 タフト 大統領 時化に 陸軍 
長官たら しか、 _ 九 0 六 年よ ち 
ー乂 一 0 ザ じ 直ら、 ユユ ョーク 
州を 衆 威 横 事を 歷 な、 同年 三ユ 
ョーク 州 知事を 立 お 補した る も 
落選し、 歐 渊大戰 じは 大佐と し 
て お 化、 ク 19 ッデ 大統領の 特 
使 どして 內亂め ニカラグア 國じ 
持 派され て その後、 フキ リッ ピー 
ン總督 どして な 巧して 居た。 
令ゼー ムス •ダ 7 リユ •グツ 

ド n ィリ ノキ 州五ゲ ブレス トン 

の 人、 一八 六 六 年 九 巧 二十四日 
アキ ォヮが セダー •ラビ ッドじ 
出を した 法曹が、 アキ ォアの コ 
1 •カレ ジデ 巧び ミシガン 乂學 

のを 律學 校を 卒業し、】 九 0 六 
年よ ち セダー •ラビ ッ ドボの 顧 
間 辯 護 ± どして ニ 年が 勤、 一 化 
0 义 年よ b 1 化 ニ S ザ じ 直り 下 
院議 員む b しが 岡年辭 して シカ 
ゴじ 法律 事 格を 化つ て 居た。 

♦ゥ井 リアム •テ ー •ミチエ 
ル； = ミネソタ州 聖ポ！ 八 のん、 
一八と 巧 年 化 月 九り ミネソタ州 
ゥキ ノナに 生む た 法曹 あ、 ミ子 
ソタ大 學必び 同 法律 大學を 半 業 
した 民ま黨 員、 ク！ リッ. チ大統 
頒じ wb 一九二 五 年 大設師 じ 巧 
せられ 今日 じ 至る、 米 西 戰巧及 
び歐洲 大戰じ も巧征 した 人で ぁ 
る 0 

♦ゥ オルタ •エフ • 7 ラ ウン 

n ォ！^ ョー州 トン！ ドボの 人、 
一八 •バ六 年 五 巧 一一 一十一 日 じォ户 
3 1 州 マシ 0 ンじ 生れた 法曹 家 
户！ バ I ド大學 及び 法律 學校巧 
身 じて 一九 ミ 年よ ち 一九二 一年 
に 置 わオパ 3! 州 おか 藤 選擧委 
員 長 化 b しが、 一九二と 年 十ち 
二日な ホが 巧みち としてが 勤し 


た 0 

♦チヤー ルズ •フランシス 
アダムス rr マサ チユ セット 州ボ 
ストンの 人、 一八 六 六 年 八月 ニ 
U マサ チ ユ七ッ ト州ク キン シィ 
じ 生れた ホ曹 家、' パ 1 ド大 
學 巧び 法律 學 おを 卒裝し 一八 九 
ホ 年 よら 一年 じ 直 b ク キン シィ 
巿を でを つた、 ョットの 道樂家 
にて 一九二 0 を 素ん の國 瞭ョッ 
ト競爭 じ 優勝した レジ リユ！ ト 
號の スキ ッバ 1 W して 名高く、 
マサ チユ セット 州のを 巧 アダム 
ズ をの 出身 じして、 銀行 諸 貪 社 
等の 重役を 兼ぬ。 

♦レ 井 * ラ 井 マン •ゥ井 ルバ 

1 H 々リ フォグ ニア 如ネ！ クラ 
ン ドの 人、 一八と 五 年阳巧 十三 一 
日ァホ ォア 州プ ■ ~ •ンス ホ n じ ホ 
れた敎 育を じて、 スタン フォ 1 
ド 大學ホ 業 後外國 じ留學 し、 一 
化 一六 年な ホ スタ. ンフォ ー ド大 
學 総長た をし 外、 歐測大 戰當時 
じは フ ー ゲア ー 巧の 食糧 掃を の 
化で 活動し、 講演 あび 著述家と 
してを 高く、 日本人に も 親を 厚 
/. -- > て 親日家の 評が 髙 い。 

♦ア ー サ 1* . エム •へ 井 ド U 

モンタナ 掛 トレントンの 人、 一 
ん とと 串と 月 十二 H モンタナ 州 
プ 9 ン ストン じ 生れた 法曹が、 
ミシ タン 乂學 及び アキ ォア 法律 
學 校を 卒業し、 一 化 0 八 年 よら 
一一 年 じは たら ブ 9 ンス トン 市 
長たら し 外、 一 化 一二 年ム b 1 
九 ニ 五 年 じ をら ミ ゾリ！ 脚の 知 
事を 歴任した。 

々ロバ ー ト •ピ ー •ラモント 
：：：： シヵゴの 人、 一八 六と 年 十二 
弓 一自ミ シボン 則デト 。キト じ 
生れね 製造業 者、 ミ' ゾ ガン 大學 
の 出身で 譲太會 社の 軍役を 兼 巧 
し、 I 化 一八 年よ b 1 年に 宜 b 
大佐の 資格で 隆巧 をに 出仕した 
鑛山 技師で わる。 

貸麟 金回收 

金 誕市瘍 硬化 か 

聯邦 準 滿叛巧 局が 組合が 巧に 
對 しが 式 取引 貸附に 附て嚴 をな 
る馨 吿を發 する じ まりした め巿 
價は 一を じで をし ねる もを の 後 
フ ー ゲァ！ 大統領 就任式の A 氣 
で ホ况は 寅び 活氣を 星し つ、 ぁ 
るが、 一方 じがて 組合 銀行では 
準備 局の 意 患を 曾 重し 今を は 仲 
買 人貸附 金の 巧收じ 着手すべく 
前 遇の 回 收は約 一 億 五 千 巧 ホに 
達しれ が、 この 補の 貸附 をは 旣 
じな 五十 億 弗に 達して 居る じめ 
若し 銀行 側め 巧收 手段が 嚴重 ご 
ならば 自然を 融ホ場 も 硬化して 
揀ま取 おのと じ も 影響を 巧 ふる 
じ 至るべく 從て 新た 統領 就 巧を 
ィ」雖 も 株を 取引の 巧氣は 期待 さ 
れた释 の もので なく 幾 巧 沈滞 氣 
みを 見る じ まるで あらぅ と觀測 
されて おる 0 一 

尋れ人 

(宮城 縣) 大橋武 雄 (長 巧縣) 获 
原ず 人 (同) 巧 伯鎭雄 _ 農 島 
縣) 中が 榮ニ (岡) 渡 邊お助 (東 
京 ホ) 古澤 武么助 (か 歌 由縣) 
巧 滕甚么 を (群 お縣) 松 下壽么 
を. (山 ロ縣) 德族猪 一二が (熊 
ネ縣) 西が 巧 富 (鳥 収縣) 糜勝 
衛 (山 ロ縣) お甚吉 (を 媛縣ー 
按田 常ち (か 歌 山 腐) 化 本 竿を 
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パリの 新春に 吹 < ........ 

徒然 草の 藏譯や 新劇 上 類 

日佛 文化 聯絡 傑會 のき i t りで 

一 

ル 氏、 劍 


巧 类術巧 の ち星 ご を の 日 本 
藍の お W 驢 進が 傅 へられて を 
巧 b から、 こんどは、 巧が 文 擅 
一 劇 擅に を毁 をうた はれた 創 化 ど 
溃 劇が フランスの ころもを 暮て 
化の バリ じ紹 かされる ごい ふ、 
素晴らしい 

吉報 が もたらされた、 運 
動の ホ ホは お あ 創 ホされ じ、 日 
独文 化 聯絡 協會 で、 を < パリを 
j 氣 臺じ實 現される ものは. 翻譯 
じ 『徒然 草』 をは じめ、 芥川龍 
之 か 選集、 岡 本綺を 傑作 集な で 
が あら、 演劇 モ 面では フランス 
は 勿論 化界じ 於け る お 劇の 新倾 
向を 產 みつ、 ある ビト ユフ 座で 
あ 松の 『紙 治』 が、 また コメデ 
] •フランセ！ スで は 义保苗 

巧お郎 が 作 『俳諧 帥』 が 
上演 こ」 れる こご^^ら、 
映嶺の 方では H 活 が 作が 化 劇で 
『國 まなみ 御用 篇』 の 额戟物 V 
『な戀 3 女 師隨』 の ニ 本が フラン 
スの キネ マ •フアンを 満足 させ 
ょうどい ふので ある、 現 化 日本 
畫のバ V でのを 開 じさへ、 憧憬- 
这 期待 どじ 燃えて 居る のじ、 い 
ま^ち 禪換 ，、國 の 义藝ど 演劇 
と映證 どが、 この 四、 五 巧 ごろ 
時を 祠 じうして を 開 さいる こど 
は、 フランスの 文 擅、 

瀑 一^ じど つても 劃期的な 
; 一線を 引く こ/」 になろ であらう 
もな みに U 滞 文化 聯絡 協會 は、 

巧 踏の 川が 柳 化、 松 尾が 么 か、 

フラン、- の少ネ •モ ブラン、 ス 
ブィ ニ术 ペグ •ォ^ — べ少 ラン 四 

氏 じょつ て 設立され たもので、 
會貞 じは 訝 人、 潮 作家 どして か 

られ をる アンド， •ド •レニエ 
を、 ジュ '• — 八 •. 。 ！ メン 氏、 徘 
諧し關 する 著孽を おして 知られ 


て 居る ホ ー 少* フ才‘ 

作家で 先年 

が 朝 した こどの ある シヤ 

瓜 八 •ゲキ 八 ド ラック!!^、 巧 

ブ藤 お 麵治蠢 お十數 を：^ ぁる、 
。ほ 炼會 ごして は繁 一一^ 巧 本を 
般の馨 術を フランス じ かする 
こ ミを 目的く してを るら 一ので、 
今 巧の この 企ては をの 一矿 じす 
ぎず、 つづいて 曰彿 莱觀、 H 藝 
品^ 巧な 紹介 や、 B 滯硏究 のた 
め 研究室の 設立な でが：；^ 塞され 
てを る。 

紹 かされる 

支那 文化 

學術 評議 檢會 の事裘 
約 一二 千年の みし— に 一 日て 泰祗 
向つ て 未だ 紹介され 皆い 深い 
ま 那を廣 く 知らし める ど 一一い ふ 意 
がで アメリカ 擧術 評議 織 嘴では 
今回の ま 郞 の 文化 事業 紹介 事業 
を 起す こと/' なつた、 協 貪は 本 
部を コ 。ン ビア 大 攀のフ 3 ヤ！ 
ゥ ぶ ザ！* ホ' 1 グに 蘆き、 一 シカ 
ゴ 博物館の 人類 學專 巧を-心-フフ 
兵の 巧 _ 

東洋 类術雄 ビショップ •一 コロ 
ン ビア 大學 講師 グット J ッチ 
支那 巧を 講師 ホ ド！ ズ、 j コン 
グレス 圏 書 館のを 洋部ま 1¢ 少 
ムメ か'、 をの 化工！ グ 、一 I 

ダア！ ド大學 、農務 省 等が を 
力を を 婿 麗し’ 

『ん 道教 育 普々 S いも 觀じ 於て 
ま 邪の 义 化は 到底 無視す る こと 
はお ホない』 とい ふこ どを ま 旨 
£ しま 那 S 文化的 懼値ご 恒义 的 
;:^ぉ育じ就て總ゅる巧カを巧み 
ま那 S - ホ 化 文學を 麵譯お 版す る 
こど じな つて 屠る 0 


無產 派の 代議 ± 

山 本宣治 巧剌殺 


さる 


東京 特電 五 B 發 n 無産 派の 巧 議± 山 木宣お 氏は 神 巧 表 神 保 巧 
の 旅館 輿 榮舘で 一 怪漢の ためじ 測され て 卵 巧を 遂げた。 


刺殺され た 化 譲 ± 山 本宣お 氏 
はを 都 お 第二 區 から 勞農黨 の 慎 
補 どして 打つ て 出 だ 新人で 
窗 をは 宇治の 素封家で あるが 
性 ホの 變 6 まどい ふ、 東大の 
理學部 動物 巧を 卒業を、々 ナ 
ダを の 他の お 外を 放浪して 巧 
蹄 丰い經 おを した 上歸 朝を は 
京大々 举 おじ 入 學 後を 大醫學 
部 及び 理學 部の 第師 から 同志 
なのを 巧誰師 等を 歴任，」 て 居 
たが 

講義では r 巧.！ じ關 した ものを 
得意 じな つて 脫 線した お蔭で 閒 
志 社を わ拂箱 じな つた ごい ふ該 
も ある、 現じ 勞庭黨 京都 支部 聯 
合 會お巧 委員長で あつ わが、 舊 
タ倉 巧の 復活に 巧て 巧は 飽をも 
極左が の 立 おを ま 持し、 温 健 手 
段で おの 復活を 巧す る同黨 出身 
の 水 谷 化 證± ご 正面 街 突を しわ 
のは 最 をの こごで あつた、 常 じ 


尾 巧附で 登院して 居た 位で ある 
のじ 「怪漢』 のた めじ 刺された 
ぞ あれば、 を こじ 何等か 謎が 潜 
んで 居る GL い 

議 會じ义 つてから これ ぞど云 
つて 華々 しい 演說 をした こご 
もない が、 氏 S 橫 巧は 確かに 
H 本の 化基黨 運動に 大きい 剌 
哉を 巧へ るで あらう、 亨年四 
十！ 歳の 働き 盛 b である。 


巧は フォ ー ダムの 巧 體收を 所 じ 
赴き 換屍 調を の 結果 右は 鹿兒島 
縣大島 邸 智名挪 ぞ上城 出 まの 要 
盛統 どて 二十 一二 歲の靑 年で ぁ 
つたこ どが 巧 かつた。 同人は 巧 
年 歐洲カ 面より 入港せ るみ 國涼 
船 よら 雇 化され. じ 陸 後家 庭勞働 
じ從 事し、 最巧 モリスタゥン じ 

就 働 し】 旦歸紐 後が 內の 

某 チ ー •み！ ム じ就勸 する 約束 
を 結む だが、 ホホ眞 面目な 氣の 
小さい 巧で、 カホ クチ々 ット州 
フ ゴ^ ~~ ャ フネ* — グド信 巧 會祖の 
預金 帳を も 巧 持して 居た ど 云 ふ 
あ ホ柯ん どなく 憂 變の樣 子 ぁゎ 
化 巧鄕巧 よら 屑いた 

手紙 を讀 むで^ら 自 みの 
宿 治しつ i ぁる 勢 則 館の ま 人に 
「 H 本の 方へ 頭を 向けて 寢た 
から 室を 取 b 替 へて 吳れ』 など 
ど變な こどを 言つ て 居た が、 金 
曜日 外出 後歸 宿せ 中、 如何なる 
動機 か マン ッ タン 島の 化端ス 
バィ ッン •ダ キゲキ 少の乂 江へ 

外 奪、 肴 おを 背中 じく/ 'もがけ 
たま^ 襯衣 ど ズボン 下 ごで 飛び 
& み 日本へ みいで 餘 ると 云ム氣 
か 水に 浸つ てち る內 寒さの ため 
じ 凍死せ るら しく、 A 曜日 朝 

入江' に 沿 ふた ニユョ ー. ク 
セント ラ^ 鐵道會 社の 二人の H 
夫が とを 發 見つ 端艇を 潜ぎ 齊せ 
て 引き上げ ゆ 吸 復活 機で 四時 間 
も 蘇生 させ 樣ご祭 力した が 遂に 
其 甲斐が じかつた ものであると 


新造船 淺間丸 

命名の も來 

本年 十ち 處女 航海を して 桑 港 
じ 入港す る鄰 船の 蔚造 優秀 船淺 
陆化 はぶで じ 

進水を て、 亨內惡 

装飾 中 だ どい ふが、' この 淺間か 
船 名の 由 ホに ついては 構々 なる 
憶測 も 巧 はれて 居る けれで も、 
郵船 曾 社で が 恒例 どして 神社を 
をと つて、 萬 一; 船の 命を をした 
も 5 であると いふ。 新造の 淺關 


故 鄕戀し < 

發狂 自殺 

寒中に 投 水して 

去る H 曜日 發刊 のニユ ml ク 
タキ ムス 紙 じ 曰 本人の 

溺死 ご 題ず る 記事が あつ 
たが、 が 育 日本人 會よ > は 同日 
午を をな 子 書 お 長せ び 香 西 書記 
の兩氏 並に 势州館 まを 久間榮 作 


閣員の 年齡 平均 

S 巧 四日を 0 て 就任式を 擧げ 
た 新 大統領 フ ー グァ！ 氏の 新 
內閣員年齡は總^^^六巧歲 一 番 
の 年長者は 大藏 接を ァンド 9 
ユ •メ 曰ン 氏のと 十四 歲で最 
年少 落は 農務 長官 ァ I サ！ '• 
-キド 巧の 五十二 歲 、閣員の 
年齡 をず 均 すれば 六十 歲 ごい 
ふ 老年 內闊 である、 この 中：； 
— デン グ 大統領 0 巧 I 二度目の 
勸 めは メ 。ン巧 W 勞働 良官の 
デ！ グ ネス 巧で ある。 


平和 策に 關 した 論文で、 筋兰 

は アメリカン •マガ ジ！ ン 誌 
じ隨 筆を あを するとの-ごで 
をる が、' エン f ■ィク ロ ぺゲア 
アメリカナ でも 年 睐ニ五 五 千 
弗で をを 記ぎ ごすべく 涉中 
であるが、 末だ諾 をの は 
與 へて 居ない。 


器械 人形を 

交通整理に 

當地蠻 察で 管 施 
を 通 整理 じ 頭を 惱 まして 巧る 
當地 蠻察署 では 信號臺 の^を 

を 

代ら 

めて 


渐 みし 町 ホ 面に も 適用し つ I 
るが これ じ 要ず る 人員を： 

る 意 ホで あ々 生きた 入 間の 
じ 器が 人形を 巧 巧 じ 立たし 

『ストップ、 ゴ 1』 

の 命み を 授ける こ V > i な 6 
側では 不取敢 ホの】 部 じあ 
施し 更らじ 豫算を 得た 上 こ 
全 巧內じ 及ぼす 造 じて 警察 
が、 電氣の スキ ッチを びね k 
この 活 きた A 形が 左 ご を じすを 
動かし 或 ひは 招き、 或は 巧 
いふ 命を を 下す ことじな つ 
る、 器が の 人間 征服 もを づ 
步じ 就いた 譯。 


は 駿巧國 大宮巧 鎭座宫 お 大社 淺 
間 神社の 厕 名を 奉戴して 淺間化 
ど 命名す るに いたつ たもの であ 
る。 淺晒 神を は 大山 祇 神の 女 じ 
して 皇な奠 々巧 辱の ちに 巧し ま 
す 木 花が 耶姬 命を 奉祀した をき 
も絕 ある 曾き 御社で ある。 をの 
駿巧國 一の宮で 住を 社殿な （ 

富± 止を ただ もじ 狗 神体 

どして 仰いで 居た が垂仁 天皇の 
一二 年 八 巧 地を 山宮じ 相して、 は 
じめ て 社殿の 建設 U つた、 巧の 
かき 異常な 歷 をを もつ もので、 
『あさま j とい ふ 窠晚富 據を摩 見 


し 得る ごころ じ 名 づけた もので 
ある。 をれ を觀 船が n 本を 化 表 
する 山嶽 ごして 富卡山 V . 祀る淺 
間 神化の 祠名 をで b 、 外國 人を 
して 船 名の 由 ホた よら、 好く 日 
本の 歷 おを 知ら-^ むる 爲め じか' 

くは 命名した もの 一 だと。 

奈 翁の ホ說 

近 4 お 版 さる 
お 史家 了 スヶナ 一ジ I 敎 授の發 
表 じよる と 一 化め 一^ 傑 ナポ レォ 
ボナ バ ー トじ^ 自作の 小說 
が 後に も 化 じ もた 广 一つ あら、 

し 力 もこ；^ み .1 

.熱烈な 戀 をん 說で 補々 の 

点から ナポレオン ccl 傅 小 說 ど 見 
るべき である ごい ふづ この お 橋 
は 近く ポ i ランドの す 作 ソゥ か 
ら 出版され る こご じすつ ねが、 

れは ナボン ォンが！, 砲を 十官 
じ 過ぎな かつた 時を jll を 執つ 
て 書いた 小說で 題を I クリ ソン 
ユー ジェニ ！』 ごい ひ 作 中の 
人物の 一人は 勿論 ナポ \ レオンで 
をの 相手 じなる 女 ホ 人一^の モデ 
成は ナホ レォン か 若い-でろ 命を 
かける ほでの 戀 をした 於 ジン • 

クラ 9 — 媛で ある。 一 

」 の 女は 後に' ベが 一一 ナドブ 
ト 元帥の 央乂 どなを、 ナ レオ 
ンが間 元帥を ス 五！ デンを ホ じ 
封 じたので K . ユ！ デン 皇 賞な 
つた。 この小說の作風は1|^ら 
しく 熱 構 的な もので、 カ^い 筆 
をで キビ キビ ど 書かれて 匿る さ 
ぅだが、 措し いこ ごじみ 年 管 底 
じ ぅづ まつて ゐ ねので、 腐ぶ 甚 
だしく 完 みな 作 どして 上粹平 る 
までには ホ 常に 骨が 巧れ た r の 
J どで もる、 ナボン オンは ■での 
作には 大巧 自信が ぁつたら-! く 
七ジト 》 ヘレナ' へ 流 誦され 企 I 時 
じ も棄て 兼ねて 配 巧へ 持 + っ通 I ん 
だもの だ ごい ふ。 

前大統領が 

雜 誌に 執筆 

自叙 傳 その他を 
S 月 四日を 化て 過 ま S 十 年 
豆る 政治 生活から 隱 退した 前- 
統 頒ク！ リッ デ 巧が 今後い か 
る 仕事に 就 （かは おんの 最も 典 
がを W て 期が しつ i るる 巧で ぶ 

っ 震 i 

ク 巧は ホヮ キト •パ ゥスを 選 
くの 前 早く も 大統領 どしての 一 
回想 錄に 筆を 染めて 居た もの 

の 如く、 引退 ど 共し この 原稿ぶ 時 よら 九 時 迄。 婦人 歓迎： 
を 近く 一二 雜 誌で 發 まする じ ま STATE >CTO SCHOO '「 
る こどが s した s 125 THSt - 薑 E . 881 

をの 第一は 一！ ストを の 雜誌コ 
スモ ポリ タン 誌で 『大統領の 固 
顧錄」 ご 題し、 氏が マサ チユセ 
ット讲 の 田を で辨護 ± を 開業し 
た當 時の 苦必談 、靑 年の 頃敎會 
じ乂會 しな かつね 理法、 さては 
パ ー デン グ 大統領 逝去の 巧、 ノ 
ザンプ トンの 賞を でを 謡 人で を 
る 父の 手 じよら 窠 S 十 化 目の ァ 
メ V 力 大統領を 繼 ました 當 時の 
劇的な ホ款 等を 回顆 した 曾い 人 
生 記録で、 をの 祭 一巧を は ホる 
金曜 B じを 巧され る 固 誌で 發表 
をる る じ まを ベ < 

をのみ ぎは レ テ！ ス •ホ— ム 
ジヤー ナ > じ I 二回 じ 挂る世 巧 


署察 

臂 

けを 

み 部 


なご 

居 

甫一 


雪渊ご 環さん が 

發聲 映蠢に i 

ゲ 井シヤ を. 

映 轟から 一時 スビ！ キン マ 
ドラマ じ 移つ た 早 川雪洲 をな お 
ら じゲプ ィタ ホ！ ンのホ じち 眼 
して プ少ッ クリンで 撮影を 邸め 
たと 云 ふこ どで をる が、 S 溫環 
夫人 も 化 ホ 面ょ ら勸 めら れ .す 
ーゥ ォータ ペリで 喜歌劇 『當 者』 
の スケッチを 撮影 演唱 する^ 約 
が お ホね も。 尙ほ 布堪に 新が さ 
れた 劇壤ホ じべ か ブンホ 面^ら 
も 『浪 子さん』 上場を 遵が 一9 
目す を 渉 中で ある ど 0 


稽を日 

火 木曜 午後 化 時！ 十 I 時 
H 曜 午後 一時！ 一二 j 時 

紐 育 柔道 俱樂雜 


事務所 西な S 了 目 一四 

クラ 1 クソン 101 

道場 西 百 T 目 一八 


自動車 Qi を 習って 



シ 

ヤツ フア 1 •タカ 
ニック •タキ |ン 1 
ドライ ゲア 1 こな 
をなさい。 授業が 
は 普通。 を 狀巧証 


ジ で シン トの 

埋髮巧 I 

西 六十 五 下目 S 十 I 番视 
五 年間 中が 氏 ご 共同 經營 と 年 
間 日本人 諸君の 巧を の經 欺を 
持つ て 居ち が。 懲觀じ 注意 深 
(特に 日本人 諸君を 御 待遇 申 
上が。 巧 金 も 左の かく 引 ドげ 
乂 勉强。 

散髮 シャン プ 1 ぶび 刈. 込 
を トニック 一巧 
散を 顔 制ち 八 五 仙 
散 を 六 〇 化 
を 補を トニ ダク 一 〇 化 
おを 的 設備と 方法 巧 注意 
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號六 W 百 お干 


を 


m 新 


育 


總 


日喔 水】 


日 六月 H 年 四巧昭 



貴 ♦金製 ヒバ i ブヶ ー ス 
お 

雇 ♦を緣 合姑囊 
^ ♦金銀 時韩類 

巧 

巧 ♦金製 疊 をみ 置 時計 


ロナ メ^ ― 力 ！ の特を 

白 本 みのお 買物 じは 特別 掛 員を 置き 無 
巧で 飼 案 內致ホ 電話 又は わ 手が あ 第 御 
訪閔 レて 御 便を を 計ち 初めての お 方に 
留 しでは 特に 注意 致します から 是非 わ 
立 寄 f 願 ひ 升、 巿內 配達は 勿論 H 本 其 
他を 如 宛の わ 荷物 發 送は 當 ホで 致し 升 

ジ ヨン ク ナ 'メ^ ^ — 


資本を を 巧 巧 
抑 込を 資本を ホ 千 巧 旧 
格 立を ホ 千 一二 育 五十を 圓 

能竺弄 銀 巧— 支店 

本店 まを ボ 日本 橋區本 革屋巧 五を 化一號 

ち 巧 ル お 日 塞を 內 (1 

名を 屋 京都 大阪巧 (大技) が戶 
廣島 下關巧 司. 若松 巧 岡 おの 
上 おな をを 頁 巧 水 


な 出入 巧替’ を 信 送を’ ホ 送を' 旅 巧 僖用狀 
巧 業 信用 狀其化 一般を 巧 業 

乂城職 ミ菱銀 巧が 帛ま巧 

お 里 送を" 日本を 化 無手 お 料； 迅速 おを 
本店 預を (を 巧 通知 ノニ 蹄) 巧 便利 取 巧 
本 支店 まを (本な〕、 大巧、 神戶 、京都 
巧な おる を 崖、 小爵 、上 お、 冷を 


▲鄕里 送を 及び ホ 送を (無手 數 巧)、 外國 
爲替賣 買、 荷爲替 取組が ホ、 信用が を 
巧 等- 般 銀行業務 御 巧 利 じ 取扱 可 かお 

S 臺灣銀 巧— 出張所 

本店 臺潰臺 化 _ 
まち ま 京、 橫濱 、よ 扱、 神戶 、上 お、 漢 
ロ、 福 州、 厦門、 灿 頭、 香港、 廣 巧、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 買 

f » rk k — 1C * rr - - Kr > 4 ■ - T . 


«羅 巧、 桑 港 巧 帆 (ホ 
羅府發 

(午后 ニ咕巧 机〕 

春洋义 S 巧廿 二日 
西 比 利亞化 四月 五日 
大洋 乂四巧 二十日 
天 巧 化 五 巧 一二 日 


产少經 由) 
桑港發 

(正午 巧れ) 

ニ 一巧 廿と日 
四月 十日 
四巧廿 四日 
五 巧 八日 


# シアトル 出帆 (午前 十 瞬 お 帆) 巧 
一二 鳥み 一二 巧廿 一二 日训 
がを 丸 四 巧 S 日 TO 
靜岡丸 五月 一目 N 
巧濱化 置ち 十五 日 心 

@淪 をを B 本 斤 巧 机 J 
热巧か 一二 巧# 3 二日 
座备も 賢 六 目 

辕根か 凹 巧 二十 8 
▲都 脊掛 帆邑奈 馬經宙 日本 行篇物 船！ 巧 ニ 固 
▲端 路お叛 。鞭 就は 款洲 巧、 廣米行 巫に 芭崇馬 
棘 由 おで 洋岸 巧を 谣船智 班*」 待 お 令り 乘 船が 
符 等萬審 御が 宜じ取 許 ひ 申 上まず 
A 米 圈鐵道 切 巧、 嬉を券 等 も 御 铅宜に 取 計び 申 
上を ず 


Y 

C 

N 

技 

G 

A 


、資本を ま億圃 (を 巧拂る 巧】 

、積 立を 一億 ニな 五十 萬 お 
內化本 ま 巧 h 橫濱 (本店) なま 大皮 
神户 長が 下規 名を 屋 

橫鑽 ぶ 金銀 巧— 支 巧 

ホ 国を ま 巧 H 轰港羅 # 沙ボ 巧を 
巧 化 世界を 國 重ち 都 巿ニぞ 店を コ グン 
ス有之 巧 


本店 大阪 化を 五 了 目 
が 育 支店 紐育ブ C ! ドウ 玉 1 な 四十 九を 

譜 巧な 銀 巧 

お f 東を •橫濱 、名 古屋 、京都、 巧戶 、岡 山 
をり^ I 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ顆 
巧 ま 巧 一巧 司、 小 倉、 若が、 博タ 、久留 米、 お 本 等 

本國 巧を、 鄉里 送を 等は 極め 
て 御 巧 利 进速じ 御 取扱 可 申ち 


本 巧 朝鮮を 巧 

支店 出張所は H 本 巧 おの 樞要都 ホ， 朝样 
滿洲 、支那のを 地 及び 浦 盛巧德 

朝鮮 艱巧紐 脊曲張 所 

か 固爲替 一般 お 行莱務 精々 お 便利 じ 取扱 可 
申 上 あ 


藤本 證券 會な 

一般 有偕莊 巧ノ資 買、 引ず、 募集 

▲金融、 並-一之 こ 關スグ 一切 ノお巧 

鎌 城 藤本 ミ 7。— 力— 銀 巧 

紐 背 出張所 


陶强黑 、雜 貨卸資 

森村ブ タザ ー ス 


雜貨 陶谣器 

ドライ ダ— ズ卸資 

太洋 貿易！ 會か 

ま おボ俄 古、 ボストン 


シアトル ぉ晚 一 午前 十 時) 
あら ば ま 化 一二 巧 十 S 日 
あら ぞな义 四 巧 四日 

るん どん 赶 (坡渚 苗 親〕 ご 一巧 サ 五目 
►一' 等橫演 一九 五 弗 

化し ばづ ずみ るん どん おは】 五を 萊 
T ご一 等 e 本 巧を を 兜を 室大お 造を 族 室 多な 
▼御 慕 望に お リー 等 割引を 獲 切符 發行致 巧 侯 

ロスアンゼルス 出帆 (ザ 後一 ニ 時)， 
さんどす 化 I ニ片廿 置 a 
まじら か 四 丹せ と 日 
►一等 演漠ニ 一二 0 巧 ほ ロ わい 丸 丈 じらを 盖巧 
►梓 巧！ 二等 日本 巧 五十 九 巧 T H 等 日本 巧 お 十五 巧 
マを 港疆廚 巧滿車 切符 寝臺券 購入 漫護 化り ち 
▼紐 育 線 パナマ お 由 日本 ま邵薑 物醋巧 一回 


日本 郵離會 社 (並 ニを 鐵道會 お) 

化 理巧巧 欄 兄弟 簡會 

乗車， 乗船 切符 ホ じみ 荷物 運送 御 巧が じ 取扱 ホし ょす 


ラム プ ぶび シルク シ玄 ！ F 

製 進 元卸賣 手 塚商會 

H . Y . HETWCKA 8. 

15 是 st 2 きぎ 芦 Y . 呈 y , 吉 .空 els 空ち 31 


諸 雑貨 仲買、. 卸販賣 

保 巧顧會 


鞠 磯器雜 貨卸賣 

春 困廊會 


日本 陶爐 叢雜貨 類卸賣 

ザ 元 ブタデ ー ス 


目 本陶破 器雜貨 
ラム プ卸賣 

奈良賓 易商會 


體 日本 ど フィ グ— ゾ蘭會 


^ H 本觸 .叢 雜貨 
j ドラィ グ ー ツ 卸販賣 

一 鎌^ 茂 木 桃 ホ 組 


辆入衙 

i ごても 奠 がしい 

干 柿 

I がが の 出 ホる 樣じ 
I 雜詰 にして おら ま？^ 

一鑛 一二 十 お 伽 

桑 山商會 

114 EAST 芸 Ih ST : N . y . c . 
さ呈 e . す 巧 nt 21 33- 是 一三 


東 京 商 會特吿 

メ ー ルオ ー ダ ー 

を 御 巧 用 願ます 
を 京お會 は- 册の 雑誌で も、 

一 瓶み 替池 でも、 一斤の 陳增 
でも、 一 腿の 藥 でも、 巧んで 
も 御 注文み 窮 な もじ 0•0•0 
じ て $1^ら まず 

を 憤 表、 商 お 目 錄御申 越 お 第 
送 ます 

價 額勉强 、發送 迅速、 多々 じ 
不係 御用 かを 色 ふ 
ボ內 配達 化 候 

I 東京 商會 

1 舍定 J 置 FN . Y . C . 

Tel . ブ臺墳 r を进 


來れ n 而 して 聽 けり： 

熱血 雜る蒂 年の 純眞 なを 聲 を！ 

第-回 學ぶ韻 說大會 剌讀紙 峰 M 

時日 一 I 二月 九 H (±曜) タと時 ザ 
壌 所 .が 脊敎會 (東 五十と 了 目 一二 一二 0 を) 

ま 催 紐 育 日本 乂學友 雄辯會 


了 寧の 印刷 ご 精巧な 
時日の 迅速と 


化 上げ 

雌實な 校ぶ を 保 謡 

巧 刷は 紐 育 新報 社へ 

電話 一 ワトキンス ニ 九 0 化— ニ 九 - 0 

わ 間違 むく 新報へ 

がみ t 西 十と 了 目 十 二番 十 階 目 

東部 じ 於け る 邦字を 一^機 願の 

權 威、 吾が i を讀 まぬ 人 し 

廣 堂は 紐 育 新報へ 


らじ 五な 部を 增刷 する じ ホし 目 
下 上 枠 中。 るが 恐らく 本 巧 下旬 
前に 再版は 完成ず べき かと。 

美ぶ 敎會 々合 

美な 敎會淸 話會の 役員は 明を 
ん日 午後 八 時よ b 會を ベンダ ア 
女 あ ホに て 開催の 由 A 同 敎會々 
議は 十日 午前 十. 一時 開 懼し貼 政 
じ關 する 問題、 後な 牧師、 幹事 
のが、 新年 度 役員な 選の かを 協 
議 する 由。 

_ 

婦人 會 臨時 會合 

が 育 H 本 婦人 會じ ては 本日 午 
後 臨時 役員ぶ び 委員 會を地 ま ホ 
人 ホに 開き 緊急 會務を 審議す る 
ミと なつた。 

俱樂 部の 競技 會 

H 本棋樂 部に ては ホる 十二 日 
(化 曜) 午後と 時よ 6 今春 最終の I 
曾 員プタ ツジ 大會を 開く 善、 會 I 
費 一 ホ、 申 泣 九日 限ち A 同 十四 I 
日 午後と 時よ b 圍慕 大會を 開^ 
賞品 一二 一二 等、 會璧 不要、 申^ 
十一 日限ち の 由。 

ぉ 人. 恥 —:! ij 
♦お キ嘉 雄を オツ タツを 使 P 
™ 等 書記官、 ホ 人を 息 岡 伴 一二^ 
桑 港 着 寄が せず してな 巧の 帯^ 
♦正宗 白鳥 巧滯紐 中の 小！ 11^ 
夫人 同伴 ホる 十四 H お 半解！^ の 
バリ ー 號 じて 歐洲 經曲歸 朝 。 I 
# 阿部 政 次郞氏 S 塞 造船 株式 
會社 取締役、 をが を 地方を 巡視 
ホる と H お發西 巧、 おお 出帆の 
大阪巧 船 サントス 尤 じて 歸 朝の 

ち 

•端 越 博 氏 同 造船 會社技 一柳、 

全 上。 I 

® が 戶四郞 氏 化 竹を る 會社副 
社を、 歐洲經 由 巧 紐の 上 A 國映 
蕾 おを 視察 硏究 中で ぁっ 心 一が' 
ホる 四日 出 媛 画 巧' > タウ!^' ド じ 
赴き 四月 歸 朝の 豫 を。. 

» 中み 武夫 巧 森 村 組 取締役、 
商用を 帶 びと H 出發西 巧、 コレ 
ヤ あじて 一時 歸朝 する 地。 
•荒木 國幹 氏-海軍 遣 お 中佐、 
去る 二十と H 藥港お 帆み 天洋化 
じ S 朝。 ^ 

•山 ロ 信 助 氏 が 軍機 關 中佐、 

右ち 



巧 欄ス ペシ や ル 


東京の 朝を 想 ひ おす 

納 一 

乾き 具を ど ホ 上々 の 

を' ち 干物 
化禍 兄弟 蘭會 


K1 トを H 呈 t 置呈， W . Va . じがて 
S タ 年經營 せる ち 巧の 
チヤ ブス イラ V チ ま人歸 風に 付 
至急 譲渡 度し を 細は 左へ 

Katagiri 巧 0S . Tel. R 這 nt 34 普 


- 晚香坡 每ニ遇 一 回 お 化 
ん U ム プレス 露 西亞三 一ろ客 哦) 

ニ 一巧 一二 十日 

* エ么 プレス 强細亞 (云ろ 岩嚼) 

四 巧 十八 H 

< 去ム ブレス 佛蘭巧 ニニろ 呂顯) 

五 巧 化 日 

* M ム プレス 露西亞 (云ろ 00 嚼) 

お巧吉 十日 
こ 等、 二等、 一二 等 及び 下等を 設備 
最大、 善 奥、 梟 快走の 東が 航巧船 



お 淵 大使の 相互 提携 論 

太平洋 膊 化に 面ず る j 日米 

ユニオン パ シフ 并 ツグ 誌で 發表 


ユ三 オン •パ シフ キック 媒道 
株式を 化で 後 ましつ >> ある ユ 
ニ オン. パ シフ キック 雜 誌は 
旣じ八 年の 星霜を 経て ゐ るが 
五 万と 千 人の 化 員を 始めを 围 
の大學 、圆曹 館、 巧 ま 會諮所 
製造業を のま 立ち じる ホ 旧 等 
じ 酷 附しゐ る 同 曾 化の 機關雜 
誌で をる が IU 巧號は 日本 ナム 
バアの 巧 あり。 表紙の 題 蕾に 
は 京都の 名刹を 用 ひリー デン 
グ •ア ー テク 火には お 淵 大使 
の 寄書が あら、 岡 鐵道食 社々 
員 福島嚴 巧の 『り 本への 旅 しな 
る 日本 紹介の- 籍を揭 載し、 
日本の 庭園、 首都を を、 姫路 
城、 學 童， 颜戶內 が、 横濱生 
糸檢査 所、 神 户劇壤 街 其 化の 
寫眞を 挿入して ゐ る。 

出 淵 大使は 『近 化 日本の 駿 速な 
る 進 ホは 太平が の 化 岸 じがけ る 
タ數の 人 ± じは 一め 謎で ある ご 
なられて むる』 i 冒頭して 『或 
る 人々 じは 浪漫的 U 美の 國 どし 
て 映 b 或る 他の 人々 じは 枯武的 
門 關ま義 の 化 どして 映つ てゐる 
兩國 人の おする 展 を、 固 語、 留 
慣 ホ： J 態度の 均 違 じ 恍惚た る 者 
は屢 々巧 表面 •し 現 はれた 不同の 
裏にん 類 文明の 大厦を 支持ず る 
尋常 共通の 思想 及び 興趣の 輩 固 
ト * 骨 紐の 腺 係す る 事 實を感 かせ 
ざる 傾 巧が ゐ る。 畢 意す る じ 日 
本人 も ホ米國 人の 憂慮し つ i を 
る ホ活の 諸問題 じ 必を檔 まして 
居 b 他の 諸國人 < 略 巧 じ 憧憬 ご 
大志 ごを 抱いて むる。 

り 本む 巧國 がぶ 巧ホ國 の 爲め 
じ 孤立 Q 化 巧から ヨブ 大 なる 
化 巧に 案 巧され て « 巧な じ 約 
四を の S 化が-.— をす る。 化閒 
义 ホ巧兩 おの' 距離は H を逐ひ 
て狹 めら い 東 ご 西 V : の 接 巧は 
益々 滋く なつた。 がして 日本 
の 生活 及び 文明の 實 相け 今や 
米國 人に 化ら てを 當じ說 解せ 


ら る、 じ ま 《たが 故 じを 化 日 
本の 巨細な ブ八 描出は か 要では 
なぃ。 巧て が 單じ化 界た戰 0 
後の H 本の 歡濟的 あびが 政 的 
狀 態を 吿 ぐる じ 局限せ む。 
ブキ ザス j 州 一ょ b ら 小さい 止 地 
じ媽路 し巧垒 自然の 資胁じ 富ま 
ざる H 本の 通が 貿易は 注目に 値 
すべき 巧 功で ある。 千 九な 十二 
年に 於て は渐 （十億 圓じ 速せ る 
じ 過ぎな かクた 日本の 勒外 貿易 
は 千乂巧 十义年 じがて は 二十み 
億 面 ごなら I 一一 昨年は 巧 十億 圓を 
超過す るに 至つ た。 化 膨脹は 日 
米 網 係の 立 傷ょり 檢討 すれば お 
らじ顯 著 斗る ものが ある (大他 
は 十 年 前^ 日米貿易 离が 異常の 
增 加を 示：^ るを 指摘し B 本は 巧 
洋じ 於け る 園の 米 最大の 購買者 
であら 一方 米國は 日本の 最善の 
顧を であ 玄ご 論じ、 み じ 日本の 
財政を 叙して 大載 後の 反動 期、 
大震災 後の 財を 的 危機を 脫 ぉ^ 
得た る H 本の お 政は 葦 固なる!：：！ 
壤じ 巧ら ピ說 き】 I 
更らに 過 まじが ける 日米 間|® 
經濟的 相を 主義が、 將ホ益 |々 
兩 國の繁 をを 促進す るは^ け 
む ど 欲する も 得べ からず。 I 故 
じ 東西 相 倚 6 て 化 太ホ洋 善 
用し、 繁榮 幸福の 途を 豁大じ 
して 跋廳せ ざえ i を 念 どず る 
记實じ H ホ兩國 人の 義務で あ 
る 〔ごて 兩國の 利害 相反 甘 ざ 
る おを 明か じし、 ホ じ經農 J 的 
顆係巧 外の ぶ證同 精の 尊 す 
べき じ 言及し 關巧 大震災 一し 際 
して ホ國の 寄せた る簡 ホぞ說 
き】 す 化な 二十 一二 年 W ホ 巧を 
が 約と 割の 扱 興を なせる， 

ベた る 後 『太平が 時化に 
る 背 人は 地理 的觸係 、徑 
利益、 相互の 語 解 じる 
的る を •し 顧み 幸福を// 

る 隣人 どして 相 親み て- 
ねば。 ら«』 ごおんで- 


お 巧 來紐卞 る 

; 明大 野隸團 

i 賊洲を 縛み 餘锁 する 
j 去月 二十と H 本社 東京 特電 じて 
一明 お大學 野球選手 削 一巧は 布を 
太平が 沿岸 じがけ を 轉戰続 技を 
: 巧 部 地み じ搬 娘ず る 旨 報道し 置 
j きたる が、 東を 通信 じ 娘れ は 一 
; 巧 未 n 選手 會を關 き 大概 野球部 
一長、 岡 出 監督 其 他を 關係者 送 集 
一重々 臨 患の 結 架 遠征 乂ヶ デュ— 

一 ルを みの かくみ をし、 を 部ょ- 
I 渡英す る iw なつた。 も即 
; 一二 月 十' 立 H 横 おお 帆の サイべ 
; ブヤ 化 じて お度バ ワイ じて 一 
I 戦を 巧へ、 巧に 澡 巧、 ダ ー タ 
; グ 1 ゾ、 を 港、 ポ—ト ランド 

一 シヤト 作、 タコマ、 ミネソタ 
ウ キス コン シン じ轉 じ、 中部 
にて は イン デ アナ、 イリノイ 
ミシガン、 オ パイ！！' を 州を 巡 
遊、 六 巧 上旬が 育ヌは ポスト 
ン ょら 渡英 倫が スタン フオ！ 

一 ド フキ 火 ドに 於て アングロ • 

I アメリカン 協を ナ ー ムご 一戦 
- しじ 里、 マ^セ] ュ 、伯 ホ、 

U — マ、 ゲ ェ三ス 等を 遍歷し 


と 巧 上旬 ナポ 9 ょら 白 
て歸 朝の 途じ 就き 香港 
に 於て 厳 技し 

乂國 じて 二十 五 回歐洲 ょり 巧 地 
までの 內 に八闽 合計 一二 十二 回會 
戰の上八巧ニ日歸濱のを l ^ i ^でゎ 
る お、 か定 せる 一巧の^ はぶ 
の 如くで をら じ ニ S 選 もを も 追 
加す るなら ご傳 へら 

大概 部長 牌の 監督 松 本 マ 
ホ •チ - T 1 

「投手」 中が 峰 申 村國赤 
朱 安巧 「補を 驚 
尾 「一 曇」 が 木ユ； 塾」 
永澤 (ホ 將) 「一二 壁」/ 巧 田 
「遊を」 旧 部 「かが」 楼ホ 
が 錢村 「補 缺」 ホ澤 「兄」 


興 斤 移民法 ご 

米敎會 聯盟 

商 接 政治 連動は せね 
最 あを 港に がける り' ホ 及び 新 
化ホ兩 化の 巧ず る 所に 化れ にを 
巧 移民法 じ對し 『 H 本 じら クオ 
タ 制巧 即も 入 國割當ど i ：*' し 其數 
丈け H 本 移 おを 入圆 せし わる 樣 
同 法を 改正ず ベく 递 勘を 開始す 
る旨プ 。テス タン -1 派の 米齒か 


會聯駐會議で巧畿したどの^で 
あるが、 此 運動は シド 三 1 •キ 
ユ リック 博 ± 指導の 下にを 米國 
じ 直ら 大 キャ ンぺ ー ンが關 かれ 
た』 どの 意味の 記事が 揭 載され 
居 b を 運動 じ 掛し巧 名なる 加州 
の 排日 家 マ クラ ブナー 氏を ホ 幹 
どす る 移 技協會 、な鄕 を 人團、 
勞働 組を 其 化よ b 猛烈 じ 反對す 
る旨發 表して ゐる ごがせ 傅 へら 
れ たが、 米國敎 會蹄盟 のま 事で 
ある ダ ユリ ック碟 ± 」 事 實を熙 
會 せる じ 蹲 ホは 曰く 『該 記事は 
曾て 敎會 聯盟が 發 表して 霞いた 
意見を 巧獻 新事實 なる かの か （ 
誤解せ るに をく 報道なる ベく、 

吾 聯盟 じて は ホん じ 對し敎 育 的 
運動 即も該 法の 不合理なる 点を 
自覺 せし むる 爲め 間接の 運動は 
なし ゐる もを は 法 修正の 政治的 
運動には 從 事して ゐな いので あ 
る」 云々。 

日 會社會 部 ま 催の 

舞踏 會みを 

旣報紐 育 日本人 會社會 部ま懼 
會員 舞踏 會は適 當の時 目 ご瘍巧 
をを 衡 中で ぁつた 處愈 々來る 一二 
巧 二十 化： 3 午後 八 時を 期し ボみ 
巧 五十二 T 0 IU ニな 六 燕 バ於ム • 
ダ] ドン じ 於て 開く i どなつ た 
入場 稱は 一人 五十 化 均一 ごし ぞ 
數ホ會 し 得る々 法を 執つ たが、 
同ガ ー ドンは 約 六 百 紐 郎も千 ニ 
百 人の 舞路 者を 收容し 得べ く、 

別 じ バグ コニ！ が あつて 化 憩室 
じ充當 する J も お ホる ご 云ふ橄 
めて 快適 旦つ 便利な 媛 所で ぁる 
巧 ほ乂壌 切なは ホ 日日 會 事務 巧 
よ b を ホ 面に 配がず る ミぶな る 
ご あらぅ 0 

ホ 藍 婦人 俱樂 部の 

春季 招待 茶 筵 

米な 婦人 惧樂部 じて は 來る十 
I 日 (月曜) 午後 ニ崎牢 よを バァ 
ク街 i 1 と 五番 ジ 3 セ フキ ン* 
ホ— グ 女を 邸 じて を季 招待 あ 透 
を 開き 當 H はォ グダ 內 親王の 獨 
奏ら わる 由。 I 

大倉 支店長 更迭 

大倉ぉ 事 棵ま會 社 紐 育 支店を 
巧 巧 直 ま 巧は 今夏 ホと 巧 頃歸朝 
する を どならを などして をを 嚴 
重 氏-! K 人家 族 同伴 コンャ かじて 
着を 近く 着が の 善。 銜ほ 本社 東 
京 特電 旣報大 倉 組 重役 山 出馬み 
郞 氏は 夫人 同伴 巧 米の 由で ある 

『人の 化の 麥 J 巧嘉 

第五 街 劇場へ 

械ロ化 浪氏解 說のお 巧 キネ マ 
大作 『人の 世のを』 はまる ± 曜日 
午後 日本 協 會ま催 映 蕾會を 通じ 
て ホ乂ホ おじ 紹 かされ 、同 巧は 
を督教 靑年會 々館に がて 巧 人 側 
じを 開して 孰れ もが 評を 博した 

が^ 豫 て ァブ トン •クロ] ス氏 
の 手 じ 依 b フキ フス アゲ ェ三ウ 
プレャ - ウス 劇纔 じを 渉の 結果 
ホる 九 H よ b 約 ニ 遇 間を おす 
當 である。 


离峯博 ± 傅 巧 版 

舊臘お 版せ る 河上淸 巧を 英文 
高峰 博 ± 傅は 日本 じ數百 部發送 
を r し、 乂人侧 じ 約 千 部を 頒附 
せる が、 故 博 ± の 知己ぶ 人 等ょ 
b タ大の 讚辞を 海せ ホら を々 お 
じて 酱贈 方を ホ镇し 居る 爲め巧 


お 川保隐 事務所 巧 田が 事 巧す 會胜 お育ま 巧 , 島 貿易 株式 會お 巧 ま 食 お ホ 尾淸食 巧 倉 製な 結績株 巧會お 


H. aegawa, insurance Broker. 
Tel. Caledonia 4101 

Uchida Tra ぷ ng Co., Inc. 

1 1 Park Place 
Tel. Bare ! 巧 だ 7 6 

Shima Trading Co., Ltd. 

150 Broadway 
Tekphone 技が わ r 1484 

Akawo 在 Co., Lt ん， 
23S Fifth Ave., 

Te!. Caledonia 9758-5P 

Ksitalcura 在 Co" Li お.， 
200 M&dUcm Avenue 
Tel. Ashland 4545-4546 

に M 舶 mo ゎ 
Mikimoto PearU 
535 F あ h Avemi 。 
Tel. Vanderbilt 2519 

大 念が 撫巧ミ 巧 
Okura & Co り 

30 Church お .1 
T«l. Cortlandt 2292-93-94 

- H ホ 媒 式を 社 
化理店 
高 お商會 
1 如む oadwayi IU. Cl R 化 お r 7884 

Fa 加け； が 巧 巧が Atci, しし 即 jr 

前 物を がま 食 お 
Asano Bussan ^mpauy 

Roorr 801-805 
1 6 a Broadway 
Tel. Cortlandt 8G47-8052 

Gosho Corporation, 

Silk Importers, 
が技站 t S4 也 Street 
Tal. Ashland 4S87-91 
Gotho Co.) incn 
Co は on Exporter ， 

か Beaver かり 
Tei Bowliag Gre 抑 巧 诞 《06 

巧な 洲巧道 株式を 社 
巧 育 寒を 巧 

お uth Manchuria R. R. Co., 

Koom 2026, Canadian Pacific Bldg. 
342 Madison Ave. 

Tel. Vanderbilt 4 ロ 5 

H 弁 物産 株を 會赴 
紐 巧 まな 
Mi ゎ U ミ 在 € 〇 •, 

6a Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

巧ホ會 をを ザ 巧な 
な 育 出張所 
Iwai & Co., Ltd. 

Woo!wor 比 BuiWing, 
Tei. Whitehall 6040 

ミ 塞がを なま 會 tt 
紐 育まな 
Mitsubishi Shoji Kaisha 
(Mitsubishi Co., Ltd.) 
120 Broadway 
Tei. Rector 2560-2564 

大度 朝日 ニ ま 巧 朝日 
化 巧 ま 巧 
Osaka A 化 hi 

The New York で m が Annex 
TeL Lackawanna 1000 

日本 锦巧巧 ホ 苗 曲 
短ち 支な 

Japan Cotton Trading Co.* Ltd., 
2 Park Avenue, 

TeL Lexin が on 8787 

日本 ホ ホ 巧 ま會を 
な 育 支 巧 
NIPPON KI-1T0 mm, LTD 

了 WO Park Avenue 
Tel. A み ! and 5320 

巧を 名會が 
巧 巧ち 巧 
Hara & Co., 

443 Fourth Ave., 
Tel Caledonia 7830.35 

a ホを 糸 巧 ま會社 
紐 育ま 店 
KICHI-BEi KIIT 日 KABU ミ HiiU 糾 巧 HA 
(NICHI-BEI KUTO CO., LTD.) 
1 Park Avenue 
TeL Ashland がが - が 》 48*49 

大お每 日 二ぶな 日日 
を 木 H 郎 
Osaka Mainichi 
Room 306 A World Budding 
Tel. Beekman 4259 
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，大紐 育 

一九二 九 年 版 r 近く 發巧 

ネ かか おじ 編 赛弯 打いた しました 『大が 育」 は、 幸 ひじして j 
江湖の 搏< がかき 好評を 巧し、 を じを 部 ー册殘 らや資 切れ ごな： 
b ょした、 化て 本 化は 祭 一版の 巧を をを 巧 巧た にし、 頁 教をも 一 
增 加した モ 化が 廿九年 版を 新に 發巧 f る こご { なりました、 正 I 
確に して 且つ 新ら しい 統訂 ご 事實 をを 礎 じして、 剔々 獲 化する j 
巧が. 大 な 育』 の眞 巧を 傅 ふる じ 道 城な きこ どを 巧して 居 b ょ I 
す。 かほ 定 憤は - 

緣約 申を 着に 限りて 

特價セ 十五 仙 

發巧 後の 御 購買には 一 

を 價金一 弗 ； 

ごを しました、 速 かじを 約 御中 込みを あ 望い じします。 一 

一二 冕 B 紐 育 新報 社 I 


第五 ト 六帝 欄議 會 

晝夜兼 巧で 小 選 擧怪案 討議 

,h 耍 0 委讓案 V 幸し 上院 Q 馨 U 疑問 = 

米穀 資金 案の 通過 確實 となる. 

東京 特電 八日 發 == 貴族院を 算總 曾は ホ 議院め 巧 ま 逝 b 綾豫算 案を 可 巧し、 米穀 資金と 千で 圓 
のち 加 じは をを 黨誰眞 四十 あら 賛成 中を せを したので を 過は 確實 であるが、 小 選擧賴 まは 新黨俱 
樂 がみ 費ぶ を 巧て 明：！： 衆 證院じ 上程し 晝巧 兼行 じて 審證を 急ぐ どを はる \ が、 貴族院の 通 適は 尙 
ほ 疑問 ごわる。 

東京 特電 セ日錯 み原遞 おお 實 業を 時化 じがて がを 上 破綻 じ も 等しい 狀 態じ隨 b 遂に 政府の 
援助を 将 たのみ じら ホ、 朗が端 巧 等からの 借ず 不巧濟 をの 化を 理由 どした 段 极黨の 遞相彈 劾 案は 
上 おの おおな と 十五 祟對 二ち 贫八 票の 大差を 0 て 本 B 否 ホされ た、 而 してを 府 筋は 兩稅 委譲は 努 
カホ 第では かして 絕巧 でない すいふ々， 棠 か'^ が 巧 じむつ て 貴族院に 誌 解 巧 動を 試みつ？ をる が、 
常お巧ま、 廣坂棋ち設も上^^の反對氣運が依お濃厚なのでこれホ急じ誌解じ巧カし始めな。 

治 {女 維将 法案 巧决 T! 養— ぃてなる 

まま 特電 六日 發 = 事^承諾の 緊急 賴 かお 巧で 間 題を 惹起し 
つ； ぁつた 共產 黨化締 を^ 的 どす るを ぷ雑持 法 まは 二百 四十 九 
冀對 だと 十 票で 遂に 衆 蘇/おを 通過ず る-し 至つ た。 

鐵道案 巧 も 

ま 京 特電 八日 發 n 地ぶ 錫 道 買 
化 法案 ‘レ が H を藏 院を进 過した 

兩 案と 上が 

ま 京 特電 六日 發 == 義 /」 む 族 お 
^を通過した编員の歲堪挺上案は 
樞を おで 迪適脚 難の 省 巧で ある 
; が、 H 巧 潭水電 問 狸に 關 する 貴 
を院 3 を 氣は氏 故^ 巧 街 顔 b 


こ ご e 反 載を 表明した 0 上 こわ 
を 自由問題 ごしたら を ひは これ 
じ贊 成す る こご':! 對巧 統制 上 か 
ら 辱ても 一寸 

を# であつ た 事情から 政 
府お黨 方面で 貴族院 じ對 する 反 
響を 慮つ て 新 黨に對 して 禪 々誘 
解を あめて & た 結果 結局 新黨は 
自も開 題と したが、 然し 本案に 
對 しては 新黨 のを 持リ くと も 一 


むれで 殖 はお 巧の な 域から 稍 緩 

かされて 居る。 

政局 截途 

一に 貴族院へ 

巧觸 不信任案 かを みに 始ま も 
みぎの 乂問 越で f った 地租を 讓 
も 無事に 過ぎ、 獲 詔 巧 幽も問 貴 
巧 惑で 切 おけた 巧 中 內閣は 別項 
所 報の 如 （繁 を疯を 事後承諾 郎 
も 治を 維持 ホ も 巧みす る-しまつ 
たので ^ 

政戰 9中、む •墓 二期 ミ 

り 今後は 化 巧 委譲， 地モ 制度な 
正、 自作農 ぉ、 米穀 法案、 宗敎 
卸 體をま 等じ帮 回して ホた、 さ 
てを 切の 動きし 就て、 まづ 衆議 
おの 形势 をん 一る どお黨 クラブ け i 
過般の 張 作 霖扱死 事件の 眞 巧を 
をが 誰 案じ r いてに 政 黨どお 同 
戰線じ 立って 敗れて な 巧 おがを 
府 こお 近し を じず 信 化 案 反對お 
粟を， •なして 準 典 黨的態 巧を 明か 
じした、： の陆 政府 典黨 ご新黨 
侧の 

復も漸 ホを をを 加へ て 
一なる 閱 ょも すれば、 今 兼 會をあ 
姑す る 新 综の驢 度は 化が たる 是 
是非々 よ義を 看が ごし ら利 
一審 銷係 薄を 事蜗じ 到して は 氏を 
i 歲じ 化を 持たせ、 をの 結 おじ お 
I いて お府じ 致命的 どなる かき 閒 
; 題に 對 しては 常 じが 與媒 的立废 
I を ごる 7 こじなる もの ど 思 はれる 
I た r 地 机を 讓 案じ 對 しては おじ 
I 黨の巧 おごして 時期が 早 どい ふ 


新會 •實 問、 無所屬 一部の 確實 
なち 持が をる から 衆議院 だけは 
無事 通 巡ず - i もむ ど豫满 されて 
居たん でを も 緊急 賴か 事後承諾 
案じつ いては 委員長を 新 黨で占 
めた ので 政ぶ 會 けん 制の 意 ホで 
いまぶ じ 一巧ら 委員會 を 開く じ 
まら U いが 本案 じついて がみ 氏 
はま 纔上遺 城の 點は あるが をの 
內 をは 

賛成で あ をら 豫算ご 地 
粗を 譲 まが 通過した 上で 委員 會 
を 開き 本會じ わいて は 馨吿附 じ 
て巧黨 これを ち 持す る こご じな 
つて 遂に 本案 も义 衆議院を 通過 
したので ある。 をの 通 6 衆議 腐 
のみ 野は 新黨 のま 持な くご も 輿 
黨 勢が 過半 數を 占めて ゐ をので 
政策 岡链 じついての 鞭 議院の 政 
戰は 先が 見. ロて ゐる ごいつても 
主から 5、 む！ 今後 じめ ける 衆 
議院は W が 兩黨の 間に 議邊じ ゎ 
ける がを 戰が 始まらは しない か 
ご いふ おご 政局の 裏面に わける 
新 麓 クラブを 中必 ごする 諸禪の 
巧 動が もつ ども 注目され る 邸 も 
これ 等 

裏廚 の 動きは お 巧 ネ黎會 
じな 换 する もので なくく も議會 
を じ 現るべきな 巧の 變 化に おつ 
てを 補の 策動が 開始 せられて ゐ 
る^で ある、 即ち 典 黨巧部 じ お 
いも 昨今 摄 がして ホた 講會を じ 
おける め お 官更 を述數 、岡昭 邦 
輔 もを 中む とずる がみ 氏の 乂黨 
運 勘， 諮を における 內閣な 退を 
豫 おした 政、 新 聯立 巧 巧の 運動 


議會 後政權 獲得の 筋 書 16 割 だ 
しじる 床 次 巧 罔 園の 策 勤、 これ 
等の 運動は 又旦 じ相錯 をう し 今 
議會を 終始して 政局の 裏面 じけ 
はれる 策動で あらう、 が じ 貴族 
院の 

形勢を 見る ど 今 議會の 難 
關は 恐ら < 貴族院 じあ b £ いは 
れ ょうま づ優詔 間 題， 對ま 問題 
綱紀 問題、 警視 廳閔 青閲賴 等々 
議會の 貴族院は 相當じ やかまし 
いが これ 等の 間 題で 反を t 的 巧 
力が けつ 趣 t る どしても 結局 間 
題 ごして 眞際 じみ 体 化すを のは 
地 化を 讓 のみは なわら う、 むぐ 
これ 等 諸 補の 間 題 じょつ て激成 
された 貴院の 反を 巧 熱が 地租 委 
讓 案じ 對 して 巧の 桿度じ 集中 反 
映してホるかどい ふ點が間題艺- 
::^も巧かか、 修正か、 審議ホ了 
か、 をれ ども 巧 巧 か， これが 令 
後 貴族院 じ おける 論議め 頂點で 
あ b また 今期 議會の 總ホ算 をな 
すの 曰で ある。 


ゾみシ ns 

叛乱 鑛壓 

前大統領 も 奪 起 

メキシコ 巿 八日 發 H 去る！ ニ H 
搜 B 、 ブ！ ダァ ー 大統領の 就 巧 
まと 期を 阔 じくして ソ ゾラ •ゲ 
ぶ ラ ク^ズを 中 必じ約 

十 側 即 メキ n 國の 一二 
をの 一 じ 達する 地方のを 知事は 
前大統領 じして 陸軍 大度で をる 
々キ エス 氏： Si 現 大統領 ゲが 氏の 
執政官 じ も 等しい 位置 じあら て 
橫巖 しつ i あるじ 憤慨 し ァグ 中 
レ將 軍を 先頭 じみが 大統領 候補 
の 一人で ある、 ゲ キラリ ー. グ將 
軍 等 £ 相應 呼して ダぶ ラク 八ズ 
を 始め W し產 おの 中必 地で をる 
モン テン ー 等を 占領し 政府 側の 
あ 勢 頗る 危機 じ 直面し を 化の 正 
お 軍は 贼軍 じ国國 されて 降 化の 
止い なき じ ま b し爲め 前大統領 

力 キ玉ス 氏は 自ら 

陣頭 じ 起ち 五 千の 正規が ハ 
を おちして 掛抗 しつ i みつたが 
_ 叛軍の 首將 である アグ キン 將軍 


巧は ロンドンが 勸 どなつ む。 

ニ大會 社が 脫稅 

〔セ 日】 成 一-火 會社 •か 昨年 お 0 
巧 ヵナダ 小麥 の脫税 をして む 
たこ ど 神 戶税贼 で發覺 —目下 
取調 中で ぁる。 

江麟得 一二 巧莽進 

〔セ 日】 S 井 銀 巧 內既謀 長江 藤 
得 I ニ 氏な 一二 ホ 情 巧 貪 社 副社長 
じな つた。 

巿 電爭議 解み ず 

〔セ 日】 橫漠 市蕾總 罷業は 步み 
客 6 で解决 したが、 尙ほ横 潰 
青年 踏は 總 罷業の 反 對 運動に 

出で 事件の 解 巧を をめ たらし 

>0 

tv 

【六日】 旣 報、 橫漬 巧電綴 罷業 
じは 巧營 自動車、 傅 馬 船 も か 
入し 横演 船渠 會社も 騒ぎ 出し 
た 0 

一嵩に を 傾簡體 

ご ハ 日】 緊一 高等 學校學 生 晒に 
社會 巧學 硏究圃 ぁる こど 發覺 
しが 校長の 訊問に 巧し 闡 員は 
をみ 歌を 窩唱し 示威 巧 動じ お 
でた。 

後任には 兵須巧 

三 ハ 日】 截米 漫遊 中な b しを 巧 
あ專務 理事 結 城 豊太郎 巧は ホ 
巧 未 ほ期滿 r ご 共に 辭職 すべ 
< 後任は 多を ま 巧 銀行 常を 兵 
須义 氏たら むと C 

お 本 剛ま巧 逝去 

で ハ 日】 藏選 議員 松 本剛ま 巧は 
逝去した。 


な婦 、山 東 細目 協定の 確保 等を 
をむ 鶏 巧の な 障が もつ ごもを 要 
なる 項目で ある、 かく 交が はみ 
'裂-レぶ ぃ 載 態 おっ じが、 劳澤 
を 使が 『尚は ニ 一二 日 考慮すべし』 
ごて 一す ぢ の ゆ 玄らを V - つて 居 
を、 またを 渉を 成立 させたい の 
は、 日 ま兩圃 をが 共通の 願望で 
あるから、 旱晚を 渉は 巧 開 さる 
ベ {、現じを 渉 罵 開の 機運は 

隱密 の 巧 じ 動きつ ~ ■ある 
もの ど 察せられる 元 巧 日 支 懸案 
は 單じ濟 南 事 ホ じ 止ら や、 南京 
事 仲、 漢ロ事 伴、 顆競間 題を 含 
^ 通商 條約間 題 等の 廣ぃ 範圍じ 
ゎね つて 居る が、 南京、 漢ロ兩 
事件は 大體矢 田、 王 お 廷を 渉に 
おいて 辭 巧して をら、 をれ じ 目 
下を 渉 中の 濟南 事件が 解 巧 すれ 
ば、 を 公に 殘る ものな、 昨年と 
巧 十 化 日國民 政府の 廢棄 通吿な 
ホ， 波亂を 極めた 海 商條約 改訂 
間 題の みで ある、 ごころ が この 
通商 條約 問題 こ f 實 じ、 日ま懸 
案を 渉の 山で あら、 最難關 であ 
る ど"， tj もじ、 H 支 巧 渉の ゴー术 
であつ て、 をの 中には 

我 力 對ぞ 貿易 おょび、 巧 
國 産業の 巧 巧に 願す る 重大問題 
ゎる 『關巧 互恵 城を』 等の 窜要 
案件を をめ、 巧强 ごして は、 濟 
南、 漢 ロ， 南京 事件を 解 巧す る 
も、 この 關稅 闽圉を 解決せ ざれ 
ば、 いは ゆる 九 じんの 巧を 一き 
じかき、 對ち不 まを み 义 じ殘留 
せしめる ゆるんで をる から 巧關 
稅率實 施 承認と 今日のを 涉で芳 
澤を 使の 使命は 盛々 重大を を 有 
つて ホむ 譯 である。 


島の フン チ r ♦わら 達した 巧電 
じ めれば 聖ゲキ ) セント じ 太 化 
すべ b の 椿畢ぁ b が餘 人の 卽巧 
者を を じた もの、、 如 C をの 太 部 
みはあ諸おにホ埋めど；=^6、 お 
冉餘ム V 化んだ 化 巧の 家 U をの 
儘 海に 巧 流いた で 化を け自壁 
隊 をが 織して 救助 中で ある-か 數 
日 ホの 豪雨 化 まや、 园 道け 破 壞 
されて 救濟阐 難を 極めて 居る。 

註' 一 マ デ キラ 群 磁はポ みトボ 


來領じ 逸し 太 西洋 じ 面した モ 
n ブ n 沿岸の お 島 じ 化 民 ニ 巧 
五 千 人、 千 八な S 年の 地す ベ 
b じは 一段 族が 恰 かも 舞踏 曾 
の 最中で 邸宅は をの 儘が じ ホ 
され 遂に 五 百 人が 巧んだ どい 
ふ 悲劇が ぁつた。 

モス カウ ホ曰發 N ア^メ-一 ア 
じ 地す ベ b あ b ザ ンゲザ ー の 山 
間 じあ も 一が はを 滅し郎 巧 十一 ニ 
人、 重傷者 十四 人を 生した。 


本社. 乘 -ず特 帝を (榮 無巧轉 載〕 

武漢派 討伐に 着手 

〔八日】 南な 巧 笔じ浓 れば蔣 か 石は 武漢派 討伐の ため 陸軍の 
動員を み じたが 憑 ボ-璋 ど閉戰 する もの VJ 觀 測され て 居る。 

樞密院 のを 氣 緩が 

〔八日】 不戦 條約 案は 樞密院 は 留保 附 承認に 傾いて ホた。 


故 李 子爵に 動 叙 

C 八日】 一二月一日 逝 ませる 故 朝 
鮮 子爵を 夏榮 巧は あ H 桐化大 
綾 章に 叙せられ た。 

ご 一越が 製造 着手 

(八日】 一': 趙お服 店は 卸賣 商と 
め關 係を 絕も 化粧が、 食糧 品 
の 製造を 開始 乎る が おお 屋も 
么 じ 追随す る。， 

東電 海外 賣 をみ 

〔八日) 濁 進 賠償 會議 委員 どし 
て滞歐 中の 蘇 賢 幕を を 遞じ吳 
ホを 融 あのを 京 電燈 株、 買 注 
义實 現の 模犧 である。 


郵貯 利下げ 斷 念， 

(八日】 激便 おを 利下げは 政府 
で斷 念した。 ！ 

英國澈 船の お 躍 

(セ 日】 日本 氣 船の ボィ コッ’ 
は 廃 か 巧の 衡船 臀發 後を 見直 
さや 其 虛じ乘 じ 癸風療 船は 活 
躍を 始めた。 

藤 化 立候補 や 化 

【セ 日】 を 礫 新ず 伯は 健康 間 題 
からを 京 お 溝 立 おおを 斷 をし 
た 0 

岸 書記官 偷敦へ 

〔セ 日】 が務 一等 書記官 岸 倉 松 


巧闢 される か 弓： 


濟南府 事 かの が鑛. 

I ， 通商 條約黑 難 f 前に， ミ； 

I 1 -- : - 

東京 特電 八； な 發 = 溝 南を 渉 じ關聯 した 兩國 を灌巧 第と み會 
見は ぞ巧轉 ' 丹_ 上が じて 巧 はれる が兩 者は を協點 を發话 しれ £ 。 

を 京 特電と 日發 === 上海よ b 達した 特電 じ 依れば 濟南府 を 渉 
の 姿 協 案が 戚立 しぶので が ホ 政府 じして 若し 同意す々 ならば 巧 
澤を 使は 宜 もじ 南京 じを きこれ じ 調 巧の 段 取らで ある。 


顧る じ濟 南'- 府 事件 じ 關 ずる 芳 
澤 、王 正廷會 見は 一月 サお 日の 
第一 次 正式 會議な ホ 順調 じ 進 巧 
し、 ニ 巧 五日 i の 第五 お 會議を も 
つて' 濟南 問題の 

大綱 および 細目に わたる 
一巧の 點 じついて 意見 一致 せら 
と 傅 へられ 日 ま 兩國委 旨 間で 協 
定 巧お义 および お同聲 明の 脫稿 
を 見る じ まつた が、 八日の 繁六 
あ會議 は、 巧澤を 使が 政府の 回 
訓じ 基き、 新 提議を なしたら し 
< これが ため 會議 は-時 停頓 じ 
陷つ たま、 現在に およんで ゐる 
今回 濟南 事件のを 渉が 停頓した 
のは 巧澤 公使が 調が 後 四 遇 間な 
內じ 山ち 派遣 單を做 退せ しめる 
ごいつね のを 王正廷 氏は 二月 廿 
八日まで じ 

撤兵 するとき いたと ま 張 
しが ホの 意を が離觀 したの ピ、 
いま 一つは 濟南 事件 じ 街し 支那 
側は 濟巧城 砲 おに 遺 城の 意を 表 
すと わつ たのを わが 陸軍の 威信 
を 傷つく る も 崖 だしと 參謀總 を 
が頑强 じな 對し遺 減の 意を 表す 
を々 を 削除せ ねば 辭 版を しかね 
まじき 態 巧を 示す じいた つれ 爲 
め 支が 側の 希望を もじ 巧かず 遂 
ひじ 妨 別れと なつた もので、 こ 


の 二つの 顧が 支那 側 じす おを い 
だかせ 停頓め 責 巧が： 3 本 側の 態 
度變更 じある かの 如き 口吻を も 
らして ゐ るので ある、 けだし 撒 
を 期日は 王 正挂巧 一流の 

厮弓 からず 利を 博 せんご 
したので をる から 隅 題では ゐる 
まいごして 遺械の 意を をす 云々 
は 目 本 じ 己つ ては 閥 あの 體面じ 
か1はるこどであら、 支那じし 
て も 面目 じ 關 係す る こご： て聊 
か 困難を 伴つ たもので をる が、 
これは 濟南 事件の 賽 なをを 然支 
那侧 にあ bw し、 居留民を 化が 
議 主義を 高唱 したる 旧 中 巧閣， 
しては 非常なる 屈辱で ある、 然 
しながら 今 國を的 じを へれば、 
久しく 結れ て どけない 日 支諸懸 
まを 解 巧して 誤解を 一掃す る i 
が 急務 中の 急務で あをから、 で 
ぅせ 一度は やらねば ならない 撤 
を 期の 明示 じよつ て、 を 渉が 巧 
開され 得るならば これを 許す ベ 
きで あらぅ、 日 ま 兩國歐 巧の 對 
巧 的體面 論よ ちい へげ 

陳； fsi 處 罰、 賠 憤は 極めて 
ま 要な 項目で あるが. これを 我 
が 國の立 媛よ b すれ だ、 山 東 居 
留 民の 保護、 商取引の をを、 山 
な 觀 道のを あ 安を 確保、 が 日の 


の厕 巧ぶ 大藏 ちょら 司法ち じを 
ずの 巧を じ 就ても 討議す A 语に 
して フ ー ゲ T ! 巧は 禁酒 浊 | g 巧 
じ關し 巧を 二者のを 止なる 部 會 
を設く V しどの 選 擧贼當 g | じが 
る 言質を 重んじ 目下 これ M 入選 
じ關し 巧み 省 當局等 ど 協 逆み な 
るもの1如く委員3^ 1 人\^して 
前が 軍長を ク キ^バー 巧の jiii 命 
a 確實 であるら しい、 尙 q 下院 
のみ か黨 領袖は 下 おじが*^ ハ か 
黨は歷 おじを て 見ざる 大を數 じ 
達しを 委員 會も 共か黨 が^ ー與タ 
數を 制する 離 係 上、 囊じ I ち妓 
逐 した 共か黨 反逆 紐の 委 0^ を 
復活せ しむる の 餘裕を 示，、 同 
時に フ ー グァー をの 政策！^ 巧を 
助ける 堂で を も ご。 


一. 


軍縮を 標的に 

攀働 I 黑運迦 

化 元は ジ 

日ン ドン セ日疆 n 前を 卓 じし 
て 自由 黨み盟 までをる。 - ft " 
ョーデ 氏は、 心' 

最 を 戳時當 時に' がる 失 I ぞ現 


ジ 


レサ一 


jr ' 宜 

が 一 


: な 響 


巧の 失職者 数と 比較 
お黨 じして 政灌を 挺ら 
年 《 巧に ネ間 題を 解み 止 
タ J 言明し わ こどは 政界 じ 
を 叫び、 保守 黨め みなら、^ 勞働 
黨の 如き ジ 3 ! デ 巧の 富 度は 空 
交じ 等しい ごて 大いに ホ ||し， 
舊 軍人に 對 する 待遇の な 普-をの 
化が お 等實 巧され て 居な： ー歐を 
擧げ るの みならで、 

却て ジョ] ゲ 巧の 言論 シ斌選 
擧の 標的 としをし を お！；- して 
現在の 陸が 軍を び 航空を をる 
典 事業 卵 も 道路の 巧 設^の 他 
じが 巧 すれば 失職 問題 1 昏銭 
的 じ 解 巧す る 一. 
ごいん 立嬉 から 軍縮 會叢 4 を 集 
を强い 政綱 ごして 綴選擧 iS 腐む 

こご i なつた。 ご . 


聖上 陛下 4; 

フ！ バ ー 氏恣電 
ワシントン セ日發 n 観み 続 顔 
フー ゲァ！ 氏は 就が まじ.； し 日 
本 天皇 陛 でょ^の 御 下 重：： j を 御 
親電に 接した ので-本日^の 如 
き 答 電を發 した。 I " 

をの 就任 まじ 際し 陛下 A ら御 
T 重 K る 御 親電に 接し」 感謝 
のまを じ堪 へず、 逐 じ巧ト 並 
びじ 日本 國 民の 平和 ど I ' 榮を 
祈らて とま ホ。 一 

カワ島 附近で- 

日本 船 遭難 

ア メリ々 驅逐艦 j がわ 
グ 7 ム 六日 疆 U H 本 親!！ 萬國 
化は 當 化に 接近した々 附巧 
じがて 坐礁し 至急 救助を ホ む- 
の 信 號を發 したので グァ で島纔 
督シャ プリ ー 大佐は を ふ.， 驅逐 
媛 ナパを 現襄じ 急派し ぶか、々 
ワ 島は お圃の 上で も 滅^^! 一！. 見ら 
れ i -* い 島で ぁる’ お ほ 陆义は 
太 正 瘡船會 社に 巧廬 しお 进を根 
お 地 どす る 五 千 化 なお + 脚嗯の 
戒 船で ぁる。 

I ■ 

地ず ベり で j 

巧 餘生埋 瓜 

マ デ 井 ラ 蹈の擊 
リスボン ホ日發 n マ デす ラ靜 


の 部下は 却て 將 軍に 反旗を 織す 
じ 至りし ちめ ゲで ラクが ズ 巧は 
巧び 官軍の 手じ歸 しが 班の 山 も： 
を わ た ごる はれて 居る が、 本日 
は 米墨國 境ので 少パソ を 距る敎 
哑 のジユ T レズで 兩 巧の 會戰あ 
るべ くな 留 アメリカ人け 賴 々画 
境 じ 避難 中 じて アメブ 々軍 勘ら 
お 一を 馨戒 して 居る が、 ゲでラ 
クル ズみ も領ミ 巧に 海軍の 一部 
が叛軍じホカ！ たどの報道は事 
實 無根なる もの t かく、 宫 軍は 
今やで， グ ネレ將 軍を 

包圍 しつ i あれぶ、 首 頭 
の 軍隊に して 敗 嫂 すれば 革命は 
到底 お 巧せ ず、 巧 < 鎭艇を 見る 
じ 至るべき 模樣 じして、 特に ア 
メ 9 みなおが 巧 政府に 巧 意を 示 
L 武器 彈藥 類の 貪 込みを 許可し 
たことは 革命軍の ± 氣を亂 して 
居る 0 - 

大統領 條議 

軍部 外 巧 部 等 ミ 

ワ シン ト A セ日發 n 大統領に 
新任した フ！ ゲア！ 氏は 就任の 
翌日ょ b メキシコ 間 題 じ 關聯し 
國務 長官 ヶ 。ツグを 及び 參謀總 
長 サン ザ •ロ ー 火^ 軍、 上院 か 
を 委員長 ボラ！ 巧^ 数み じ 互る 
協議 じ 着手し ァ メー リタ 政府の 對 
策 じ 就て 患 見を^ 収 したが、 政 
府 ごして は 巧範ム 、の もの じ對 し' 
ては お對や 立を ホ b 化留 をの 保 
議じ 就て 遺喊 なき こごを 期し 引 
揚民じ 就て メキ S ' コ 大使 おじ 訓 
かを 發 したが， 巧 時に ィキ シ 3 
政府に 蜀 すを 武器 彈藥の 輸出 じ 
就て は 政府が 直接 モ輿 する 意志 
はないけれ 共 民閒じ 註文が をつ 
ね 裏を これを 許可す る 方針で あ 


賠償 支拂じ i 

中央 銀 お r 

パリ！ 會議で 議題 
パリ ー セ日發 = 臀獨 賠償金 會 
議は 極めて 地 ホ じ 着々 £ して 進 
巧し つ i をる が、 で メリ々 化 表 
はこの 擦 賠償金の 支拂 をして 確 
實 簡易たら しわる 方法 ごして 0 
ン ドン 乃至 パ 9 ! に 
賠憤金 巧濟銀 巧を 設け、 恰か 
も 中央銀行の 如き 組織 ど權カ 
の 下 じ 萬 事を 解 巧すべく、 右 
は 現金の みなら や 物品 ま拂を 
らな披 ふ 普で あるが、 岡 時 じ 
これを 通じて* トキ ッの內 か 貴 
易を 助長せ しむら 舊 じて 銀行 
の權 限は ドキッ R 外の 戰時貸 
附乃ま 賠償金 ホ 濟じも 適用 さ 
れる 善で、 

若し この 銀行 じして を 别强の 協 
賛を 構し、 自然 銀 巧の 範圍 が擴 
張され るなら ば、 賠償を 支挪を 
商業化す べきを 债额 をら 發 巧し 
政治的な 國際 聯盟に 對し 經濟的 
な國際 聯盟の 成立を 見る じ 至る 
こ觀 測され て 居る。 

臨時 議會期 

四ち 十 お 日 召集 

ヮ シン ト A セ日發 == 大統領 フ 
1 ゲァー 氏は 來 るべき 臨時 議會 
は 四ち 十五 日を 0 て 召集し 『農 
村 救 濟策ど 限られた 範圍内 じが 
る 關稅の 修正』 討議を 目的 どす 
る 旨布吿 をを しじが、 今 U の' お 
あじ 化れば ぶ兩 ま' 3 み、 禁饰法 



維 が Bi 継 ! igTisli が 

12 が Lex . む e . む keen お 化 ami 88h 如 "が权 


F - K . Maruyama Co , ホ 

67 W . 46th Si tl クト 

Tel . Sryani 7079 |リ 

洋 

m 

CLOTHES^ BUILDING 

叩 AR excellence " 




X， KASAI 

M げ chant 

ザ IT が 。 r 

‘ [撤 巧誦 LDi が 

む am 如 4 
一 iif¥MTOT 

巧 (me 

むが お 郎が 


Midori Ma わ umo れ 

が PosU 化. Ci わ 
Tel. Lo び aine04 お 
U び aine 600C-A が • 22 


MIKADO TAILOR 

30 E •が 化 St. 

Tel. Rhinelander が 30 


Koike S か dio 
730 Fifth Ave. 
Cor. 57th St. 
JTeLCi«a« 4406 



CAMPBELL SERVICE 

設楠 整が 經 费化廉 

C ぶ - TRAFALGAR 8200 
F 民 ANK. E. CAMPBELL 

••The Funeral Church け Inc. 

(NON SECTARIAN) 

Broadway at 6 か h Street, N. Y. 


田 民. D. 良し 00 M 

— NEW YORK 〇 を 円 CES_ 

34th Street Cor. 3rd Avenue 
8(3tK Stre が Cor. Lexingto 打 Avenue 
125th Street Cor. Park Avenue 
—BROOKLYN— 

に F.A 化 ee 扣 む " DeKa 化 Av も at FuUo 凸 St. 

該じ日 n 巧 最多 
曰 乂午察 了 そ お 新年 檐 
耀時前 時 寧と 露に まの 闽 
午 九 間懇諸 g て 巧經科 
後 巧 基 切を 8 信 學驗品 
一 II 管 じじ i 巧ず を醫 
時 午ち 治は 巧 篤 術な 
を 後 をが II しじて 



F . I . FREDERICS CO . 

窝 巧戲學 大巧 比が を 
け 8 L 5 お h お. M おが 別7094 
8d Lexingt 帥 4 わ d 4 衍 S. 

迄 時 八が 日 避 ± 水 月 


DR •比ん GARDNER 

DENTIST 

巧 E.81s パ f. At 抽 adi 如 n む も 
T 化 おが nt 71 が 


A 丄 • CEASAR , M . D . 

m East が 化 化 細 
b 比 わ rk 在 Lexington るが S 

壽瞧徊 鼻 巧 I 

間 時 察 診 
午 あま 時ト 詢午宫 
時 八ま轉 ホを 午自 
日 曜 

旨 午前 十 時 ま 午後 一時 


D 化 E ：. ELYOSHII , 

307 W. 的 rd な. 

Te し Riverside がが 


M.Yama 径 uchi, M.D. 
70 む aman むも. 

Tel. U ぴ aine が 34 


JAPAN ART STUDIO 

122 E. 57 枕 St. Bet. Park & Let むが. 
巧し PUZi 1.8837 


Y. ITO 

133£ed 巧 nisi 

む r. L なぶが on ive.. 



房 書 西 東 ♦內案 育 紐 

な e East and W 的け ook む. The Naw York Tm かけ e け i な 
4 り W 的川姚 化，! !. Y. 0. Te し む 枯 edfal 44 留 8 


差は A 屆脚新 A 

飞 r 潰 御 致での 
まよ 注し 次 書に 
すち 文 ま 窺籍て 
。割にす 敏ご發 
お 街 ° 速雜巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は る 


通 年を A 



紳义 
學學齒 
十 ± 事 
上硏 
杉異 
純を 
雄 所 


るかし は 
も ホ 巧’ ン 
の齒 米々' 

ごの 旣ゴ 
信 事に 大 
じ 精廿學 
がに 五を 


ま 御 
帶關 
'切 お譯 

じ ◊◊ 

御 其 調 
取 化 香 
扱 何 ◊ 
致で を 
しも 渉 


Endo & Kodachi, Inc. 

が Greenwich な re か GHy 
TbI . Whitehall 1541-2 

諸 厳か 船腹 
お銜 あが 具 船 
懸 一- 赔 一 
運 稅雜巧 巧 
小 搬關宮 おを 
71 肢手販 
^ 扱續賛 

商 




K 巨 RR&MAVOR 

1023 Thua Ave , 

が £ 61 がんむ I 巧 hone Re が nt 2309 


養爵人 本日 

巧專 靴型 小 

てし 張 お 員 店ら あじ 留希御 
がけ 暦日 现は 靴ら 取を を寸 

を 小き 裏ぶ ホき 巧ぶ 小き 巧 



揮 計時 石 寶屬を 貴 

會商柳 宵 

し tf 旨を と 切 親 ご 直 正 
精を 品 商る を 用 信資巧 
が 巧 ま 一物を ± 御し 運 
すましを 賣販 で巧廉 

引 割 四 ま カ割兰 

Aoyagi Co . 

147 •巧 7 W. の nd ST. 

TE し BRYAHT が 74 


SIZES IN STOCK 3 乂 TO 12 F WIDE 


Orie 打 tal Art Studios 

124 化 3 か h な. Oppos お M 扣) f's 
Tel. Wisconsin おけ’ 


モま錶 を +巧_ 

1 が、 禪松 

タ繪 ラレぶ 
1 壽ン デ^^ 
修 、ブイ 
理美 ンオナ 
無 玉 百 こ， 
品 1 樂 5 ト 
、ド 器 オト 


時運 電 
計動氣 

’ 具’ 

S 畳が 

器 n ェ 
及 貴 具 
現を 巧 
像 短 巧 








.' ご ‘ 、 .'- ヴ ，トみ 






號わ十 H 百を 千 一 第 


まを 新 裔 納 L 


日罹±】 


日 九月 H 年 凹が 巧 【ニ 


バり 


若き ホ 閣髓人 
日本人への 英 
語敎授 じは 多 
年の 經驗を 有 

I す。 J レ プー 

一ンお 十五 仙. 
ー谭 H 顯丸 時ょ 
^ が 化 晓迄柯 
時 じても 宜し 
la 曜目は 一 縣 
よを 妈時迄 


西 四十 六 了ぶ 六十 ぉ蕃 
電話 ブラィアント； お 0 と 九 


洋服 調進 

クリミ ニン ダ、 ダイ 

イング、 修綾 等) 切 

ミカド 洋服 巧 

化 本 保 
笔話 ライン ランダ— 
六 八 一二 0 


が 育 州を 認 
內巧 省を 巧 
をを 巧大お 巧大を 
産婆を 習 巧キ業 
元化邊 

產婆 ぉ本綠 


第五 巧と 一二 0 

へ クシ ャ— 

ビグ デン グ巧 

小 池 寫眞舘 

電話 サ ー クか， 

四 四 0 ムハ 


じ 召喚して 事情を 聽 取し 信用 貨 
附の膨 眼に 拌ふ 万一の イン フ* 
I シ ヨンを 慮つ て 發吿を 輿へ わ 


(鹿を 島 蘇】 圓上 時を t 巧 脚 膝) 
水 ホ 松 (長が 縣) 池 旧 巧藏ち 
J .(熊 ネ縣) ホ 井深 ニ 描 岡 蟹 ニ 
の i かくが てを 巧 側 も 貸 附を义 伊 度 ホ大嫁 サダ メ (7 ィ 

デグ フイ ヤ 巧) 田ト (愛 


金， i - l 回收 する こ 同時 じを の 影響 
じ 就て は 自然の 成 巧に 一巧し、 
を 暫くは 愣觀 する であらぅ ど。 

不安を 爲磬 

R ま 交渉.、」 關係 

東京 特電 八日 發 y 日 支を 渉 稍 
有望 ごな h 巧替掉 場は 反撥した 
ま 京 特電 セ日發 = 上海 筋の 爲 
替ボ 操は 圓賣 ら、 外 銀 筋 買お旺 
盛で 低落 一 ホ ご U 々正を も 手の 
出し やぅな く 五日の かきは 對米 
四十 四 弗 四を の S 、 勤 巧 一志 十 
ホ 八み の 一 どなち、 吏ら じニポ 
キント 跳 上つ たがょ だ 底入れ じ 
達し 居らず、 一二 主 歳 相は 爲替對 
策は 別 じ 講せや 成 巧を 見る がが 
今の 崩を は 一時的 現を かご 云 ひ 
居む で 輸出入 商人は 商跋 をを へ 
輸入 方面は 特に 大巧 擊 をを けて 
琶る どの こごで ある。 


海電料 巧植下 •け 

當 化 ゥェスタン V ユ三 オン 海 

電會 社が 英國 おお 電巧じ 關しゥ 
It -] ク •ェンド •でタ ー 及び ナ 
キト •レタ ー 五十 I が單 位の 館 下 
げを 獣行し じのは 心 既報した 巧で 
ぁるが 一二 巧 五 H ょ.!'' 更ら じあ 十 
語單 位を 二十 お 字； Ji なめ 前者を 
一語 一二 巧 後者を 一語 四 他 どし 
て 顧を の梗を 計る 气英 蹈經由 
と明說 ，ずれば 化の 睐洲 を國 にも 
追加 巧を で 發電飞 得べ く 使用 語 
は舆 語で ある。 一 


株式 市！^ 氣迷ひ 

日本 銀 監督 役 着電 
季節がらお規^^エ業資をの需 
ぉ少く 割引 ホを 地 I みほ 落、 最を 
駐 債類發 巧借替 立^ 巧れ るが 
め 債々 び 株式が A は 政 厨 案じ も 
めらん 氣 々迷 じて^ 績き 軟調、 
禍糸 不勢、 唯 生糸 t 依然 どして 
巧薄 反び 爲替を じ’ 常ら、 二目 中 
貫 易 入超 槪算高 八す ニ 巧 万阳じ 
して 前年 閒期じ 比 ホれば 陛千八 
白 巧圓增 であを。 

巧 換券發 巧 高 
限 か發巧 
一般 貸 化 
か 國爲替 貸 か 
正 ホ (二月 末) 

( H 巧 一 


か 腐) 長 崎德一 
おのち じを 知を 度き お WsJ 
が 閒ネ人 若く は 知人よ な 現 
な 巧 御 通 か 願 上 お 

紐 育履國 総領 爭舘 
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新 古書 籍脈賣 

嫌 誌の パック > ン 
パー、 を雜誌 紙の 
新 注文 等 化て 3 速 
じ 御 取み をして す 
何卒 御用 命 昭ユげ 
ます 0 


奧村索 


店 


巧 か ミた 

はも 化!^ び 
方を 英文で 米 圃人じ 能 < わかる 
やぅ 簡單 明瞭に 說巧 しだを が 
出 巧ました。 內容 ちみ 進な 致し 
ます、 御覽 下さい。 - j 
ご是ミ 夏呂 .ミ E . 呈 h St . 己 I . 
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或 巧の 秘蒙 

米 國るお 語を 註 一!- 寧 
は 成功の 第 •ー盖 です 
本が じは 日本ん あ授 
じ 懼れた 尊巧婦 < お 
邸 ぁな 懸切じ 會お蓮 
信 文 かを 語を が特し 
ます。 目赌遇 巧 棠じ 
午前 見朦 よちが を 十 
時まで 關被 L r レツ 
スンと 千 盡觸づ ，.も 
今 H 賣 も* しホ楼 若れ 
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稽古日 

乂木耀 午後 义が ー す 時 
H 曜 午後 一がー ふ 時 

紐 育 柔道 俱樂 .部 

事務所 西な 一二 了 目 一四 九 

クラ！ クソン S i 可 巧 

道場 西な T 目 一八 \ 


C. 

歌 間 柳 

cel?- 

化 常 i 

小 D 2 n 

H 化が 

Y ぶ 5 む 

很品 w 

伽 J 祉 

R 


稅關 事が 

'東洋を 化幷 じを 瓜 あ 
の 輸巧乂 方を じ谢す 
する I 切の 御 諮 阿に 
應じ 截道蕉 船！^ 運 
賃ぶ 出帆 お稅 觸モ續 
善 等 進呈す。 重 巧 都 
ボ じ化理 巧を 巧に 誠 
實软速 御用 命じ 吸 や 

お驗 取が 


尋れ人 

(1 皆が 縣〕 大橋武 雄 (長 野縣 一お^ 
巧ず 人 (同) 佐 伯鎭雄 ~ 農 島 
縣) 中が を ニ (岡) 渡 邊を巧 (東 
京 ホ) 古澤 武之助 (和歌 か縣) 
巧朦を 之を (が 馬縣) 松 下壽么 
ま (山 ロ縣) 德 おお 一二郎 (熊 
本縣) 西が 芳喜 (鳥が 縣) 廳勝 
衛 (山 ロ縣) 煩を を (を 媛縣 j 
が 巧 常ち (か 歌 山縣) 化 本ホ吉 


み 




M ; 9 
^ 化 刷 

皆.！ 

M * 


暮 a 主な 基 

自 午が 九 時 H 十二時 
自 午後 一時 n あ 時 

火强 ハ 時 
は ヘキ， ソヤ 1 フア 
ン そ^ ン ヨン クブニ 

ブクじ お 勤 


D * 

M - 2 
a み I 

班- 

動 い 如 


祭 時 聞 

午後 一時 化 ニ 持 
午を と 時 = 八 時 
愛 かお 學± 

パ：- 巖本違 一 

古 ^ 亞大學 ぶび 
^^サ夫 ン お院動巧 
日 巧は 巧約函 上ち 
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G 化か 
0 パ. 刷 
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^診察時間 

夺放化 時！ 十 時 
年後 六 時； 八 時 

小 栗 幹 ご 一 

帝フラ 7 l : k 晓 
S 五 街 病院 巧を 
武 一巧 3 ン バラン ♦ト 
お院 おを 


ベぶ ビユー 病院 及 
紐瓷乂 學醫科 在勤 

I な 見 ご 一朗 

彰察 時間 
を扫 午を 四時から 
一 六 時まで 
ク 月、 水、 を、 と 
一 時から 八 時を 


f 師宮 椅繁】 
事 脇 崖を 人 
「お 貧— 

I 唐 巧 午前 十一 時 
W 學校 午前 十 時 

; 日 確 午後と 時半 

伽會 水おタ セ時牢 

寄宿 舍 

を展を 倫比扭 をな 
「を 下町を 十五を タ 
を 會を員 じ最遺 
^ 煤 圈書雜 誌 巧 M 
一を 掏 娛樂具 館ち を 
、堂を ち 

乾 宜截業 周旋 旅を 
i 案 巧が 鍾 事業 蘭を 


」0 巧 1 C 正 W OGUR 1、 M ， o - 

ニ 一 W を 9ミ StJew York 

Tel . Rivtrs 穿篇 73 & す hi 一吉 Ms 芸 

診察料 歸雜 終が 

日 醒午か 九 時 1 午 « 巧 時 
ドク i 小 栗乘セ 口' 
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午隹 一二 持ょ >ホ 時 
日 巧は 前め 相 巧 g 

ドク ト, 

島を 舊彥 


n ロン ビャ 大學 

日本人 學 友炼會 

さ e おち ミ se Stud 呈 ts 呈 d All ミ 
of Columbia U ミ ま rs を 
G 15 去. ニ 望 st._f さ rk , N . Y . 

ジ t . Bra 妄 urst 篇ま 

「日米 大學 々窓」 發巧 

さ e Ja ミミ se Ameri 这 n llnisrsity IJ ミ ユ ミぶ 
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ん動 
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諸 おを 


巧 巧說を (日) 八 時 
日 お 巧 校 (日 ご 一時 ぞ 
家庭 集 食 (水) 八 時 

祈 禱會巧 (お) 八を 
聖畜研究^才ー /お 

婦人 會 

講お會 


設備 


寄宿を、 俺 易を 鱼 
な 業 巧を、 をの 化 
人事の 巧 相談 じ 巧 
じまず ウ 
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如| 

只 

n ^ 
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巧 

を 


諸. JL . ホ. 

日 巧 聖書 巧 究正年 
共 勵會タ と持牢 
麽拜說 を タ八賠 
木が 斬 篇食タ 八 時 
お 語 及び 教炼 

午る ニ冉 
+1 確 第 清 會义は 
茶話 會 タ八時 
が， 會寒巧 
を おが、 旅 巧を ま 巧 
巧、 人事な 巧が、 围ホ 
巧、 巧 業 周旋が、 タお 
哉 綠お授 の 諸 課を 設 
け會員 及び ホを 員の 
巧を 黃る 


弊店は 實質 誠意 通 速 ま義の 
基に 御 ±產 物 一 ま卸賣 値段 
で販 嘴を しまず を ホに 巧は 
らす缺 用命 仰 付 下さいょ せ 
◎執 ホを 種 時計。 置 時計 一 ま 
◎寶} ^ を 萬。 銀製 器具】 ま 
◎を 年 拳。 金銀 製餘筆 
◎蓄を 器。 レ 3! ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タイプライタ 1 
◎船 切 巧。 が 念 寫巧帖 給 端 書 


ブ n ] ドゥ S 1 なと 十番 
領事 おお 側 建のと 0 五號室 

皆 脅 
碱ぶ爲 A 

1 ち Br 含妄さ N - Y - 田ぶ 

TeL Goiilandt 夏 7 巧 苦 




ぶ お脊を 理想の 巧 妹 

日本人 1円 年會 

W 考 9 ま！！ St . Tcl . Clarks ミ 12ミ 

揉 療治 化 島覺丈 

基 7 Wes 二 3 羣 St . 

ジ I . 芭 g 養ョ b 1 を S 
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化 




[脚 巧 做 
wr 地 

will 

H 綱が S 

鑑恶 

N W 扣 A 

〇 ふ 

i 

K 

u 
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si 治療 

マツず一- ジ * 形 

醫 科を 的 運動、 股 
灌 注、 水 お、 光線 
及電氣 治療、 其 化 
な 育 州を 慶 

フイ ジオン ラ ピスト 

西 村 幸 男 

日 躍外每 H 午前 九 
時ョ ，午を 九 時を 
を 話 前の 願上误 


給 限 おじ 眼鏡 調節 



►該察 時間 A 
毎日 (日 醒を豁 く】 
午前 化 時よ b 
午を 五 時半 
'水曜 午 的乂時 1 
午後 一時 


齒お醫 木 下义巧 

ゴ 0 巧. ご 1 th 資. 

Tel . Moint 萬 57 


該療 

ザ 前 十 時 ょら 十二 
時、 午後 六 持ょ > 
八 時、 日曜は 前め 
願 上 候 

ドク ト八 

山 ロニ 一之助 


就 S 療 

前約 願 上 お 

コーチ か大を 
ドクトか ホブ メ|^^が乂 

醫學 博. ェ 

ま 居悅彌 




新鮮 篇かニ 切 

日本人 おきの まお澤 ホな b 揃へ 
特が廉 巧で 大勉强 を 心 主す 

サゲオ ナ魚店 

呂 L 1 BI ニ 星 AKD 0 一 STEp 呈吉 T 
2 ち丢 est 61 st Str ま tGorn ま n | ns す rtiam iWe . 
Tel . 呈 u ョ bus 青 3 


♦害爲 ♦お 誌 ♦あ 威 
が覺ま 
執務 午前 九 時よ 


^^直時 

紐 育 星人會 


迄 


プ 

話 


.ウ i イニ とと 五 


サ 1 クグ 


な 0 と 0 
00 と~ 


巧 論 每丹十 H を 巧 
雜接 B 4 クニ I 十 化 
養 7 Is 三 ve . f Ifork 呈 y 


曰 本* 支那 寶 お 製 美 
術 お、 婦人 用を 飾 其 
地裝 飾を 

闕島パ wr ァ 5 

爲等 実稱お 隆簿、 

首錄 品、 义 I ト 9 ンダ 
日本 服 載を 


を五丰 HT 目 

^ ニき 一 

愿服 



プラザ 


十 立 年の 度 ホ ぁる 當 校は 多年の 
經驗 .ご 新 考識を 有ず る お 師を聘 
L I し 旨範車 

操 縱法及 
び 運 巧者 
の 修爲す 
べき 必耍 
な 機 碟 的 
智識を 短 
期間 じし 
て 最ち能 
を ある 徹 
孩的 技術 

をを 習し をぶ 獲得を 保証し 職業 
ロを も固處 します。 



紐 育生 命 お 險會社 


定吉 


因 ♦|9ホ||參||爭|| ♦爱 ♦ w 令ぶ 

m 

商； 

俸 一 

訊 

麻 

作 

暇 

南 
-橄 
一 あ 

♦巧 ♦ミミ— ♦{■♦■♦■ミ 


結保險 

ぶ. 査 一を 

zav ? YOHk Liif e ご ち cnmfta Co 
5 lchiberast : MewYorkeity . 

巧 ho 白 e . さ orthgBW 

含な ノ 方-一 御 掛ケノ 筋み お V - 
巧 自かノ を 及ピを 話を 巧 チ 申 
助力* おみす サイ 


稅關 事務 取 盤 

W 夏 AM L 受萬 &を. 

ぎ 1 7 夏 ニ Broad まご ご 
Tel . ぎ wling - G ミミ 基 04 •で 6 


新 大統領の 腕 試め し 

農業 救濟案 ミ關稅 

産業 派 ご農榮 派の 妥協が 料 化か 

ヮシ A トン 巧ち セ日瑶 == 巧 お 幹部は 目下 臨が 遙會の 方策に' 頼 
しを 楠 中 じて をを 四 巧 十日ょ b 十五 H の 間 じ 君 集を 見る じ 至る 
ベ < i 度棠 救を まごして は 前期 諮會で 二度ら 巧决 された が、 巧 
政 部ょ h 巧 巧され た マ クナリ ー •フ ー ゲン 案を 大体 巧 形の ま i 
どし 單 にち 等稅 のみを 省略す る 意向ら しく、 巧 黨辟部 こして は 
巧 ホ 得る お b 臨時 議會 をな て 農業 救濟 ど 農作 關稅 引上げの み じ 
止ら し レべ <巧 力し つ i ある も、 産業を まごす る 東部 兩院護 員 
は飽 迄ら お 造な の瓶踩 引上げを 固執し ちら、 稍々 も すれば この 
爲 めじ 農が 救 濟じ反 巧すべき 巧 向 あるた め 或 ひは ホるべき 藻會 
は 度 業 敷 濟を副 ごし- 般顆稅 引上げを 主 ごしで これを を 裕の眼 
目 どす る 傾向 も 渡 厚 じて、 巧 大統領 フ ーゲア ー 氏の 證會じ おず 
る 第】 のが 热と 見られて ちる。 


フ I グァ ー 大統領の 就 化 ご お 
じ 下院で 絕 街ぶ タ數を 占む るに 
ま つ た共か黨^£お內諸委負會 A 
タ數 おの 面目を お 巧して 衛 々み 
か窝 化しつ、 あるが、 巧る 四 巧 
中旬を おて 

巧 集すべき 臨時 謠會 じが 
ける 幽稅 改正 じ おても 着々 ごし 
て 準備 じ 息ら なん 一，、 今後は 每遇 
共 か 黛 負の みょ-^ ある 械巧委 負 
をを が 織して 協 達を 雷ね る こ 交 
じな つて 居る か、 關稅 審査 曾ら 
漸< あ 了 せんご 1 つ、 ある 時 じ 
當 b 前 逊關稅 審ぶ會 委員長 ゥキ 

リス •ホ— リ — 11^ が 獲 表した ス 
テ ー トメ ントは 時 \ が 巧が 常に 注 
目を おを して 居る 少- 卯ち 一部の 
乂製進 家に して 鹏輯 率增 加を 秘 
かじを 绍し 乍ら をら 一 '， i を 聽會じ 
出席せ 中、 單じ 委員 會じ對 して 
書面を おて 稅 率の 引- げを請 ホ 
し、 化 じを 負 會がこ 心^ 書を 基 
礎 ごして 對 巧を \ 

考量 する塔を'^み巧委旨 

をに 向つ て勸吿 をす る ィ一 いふ 立 
煤を 化らん どしつ ある 著が が 



日本 絹物へ 警 

ま 京 特電 セ日雞 np . y トン 
が 策を 誰 所は 日本 絹物 i 出 組 
合に 教； 『致 近日 本のが 二重 
の 巧 じ 著る しく 化 下した-- 若 
し改善しなければ曰 ンド ；^巧 
場ょ 6 を 巧驅逐 され やぅ X ど 
嘗吿を 後した。 一 


化し 居 こもの^ か （、を 員を め 
共 か歲潇 員は この 點じ 就て を お 
長ボ ー リー 氏が 聲 巧した かく、， 
巧る 隱險 なる 手段 じ掛 しては 斷- 
じて 應じぃ * いどの 点じ 一を し 居 
る もの >> 如く 『を 員會 ごして は 
他を もめ 聽會 にがて 陳述され た 
る もの ホび じを 巧の 機關を 通じ 
て 得た 巧吿 度び 記録を ±裹 どし 
て 新 細稅を 制まず ベく、 こぃ 等 
の 諸 記録 巧を 請願 受附 期限は 一二 
巧 九 H ごする』 旨を をを して 居 
るが、 一部の 引 上を ホ 派は 直接 
典 か黨證 員に 

口頭 運動 わがみつ/' ある 
が、 を員禽 ごして はが 瞒稅 法の 
なをに 際し 窮 一二 おょ もの 勸吿じ 
は 一切 應 じない こ ミに 確を し、 
原案 起を にがては これを 濁 b を 
員 巧の みに 止め や、 乂激 省、 農 
務 省、 挪稅を 貫 食を の 化の 官廳 
: 筋 化 おを 招待し 諸 記 錄を査 が 協 
幾す ベ （、化て を聽嚼 じがて 述 
I , へられた 諸 証人の 陳述の みを が 


て 巧熙视 刺を の 基礎 どし ない 旨 
ホ 合せを した 模樣 で、 與黨 側に 
がても フ ー ゲア ー 大が 滞の 意志 
を游 重し 臨時 議會 は單じ 農業 お 
濟 V 一 或を 雜箇內 じめ る關稅 を 引 
上げ じ 止む る ことか 明白 ごな つ 
ミ。 

フランスは 

報復 的に 

半官紙 意見 發表 

今回の マメブ 々隅稅 引上げ じ 
對し最 が Jb 最も 露骨 じす 滿の 
意を を 明し つ I あるのは フラン 
ス政 がで 

旣 -」 ク 。 i * テ 八 大使 か S き最 
近當地 じがて 演說 でを 然个滿 
の 意を 表明して 居る が、 これ 
じ 依 b 乂佛兩 國の關 お 協を 反 
目は 千义な 二十と を 十一 丹み 
乂佛假 協定 當 時の 惡威情 をむ 
し 返ず 狀態じ 階て 居る が 
去る お 日附 のニユ 3— ク •タ卞 
ムス お バリー の 特電 じょ n ば 同 
國の實 を 家ら 宜下 これが 對 策に 
就て がが 筋 ど 類 b じを 涉を 重ね 
つ > 'わるら の、 如く、 旣じ 半宫- 
紙は アメリヵ じがる 今み 關税審 
查會 の 經 過を 巧吿し 万一 フラン 
ス侧の 要 ホに 讓ホ しない 锡 をを 
假 想して フランスの 立 媛を 諭し 
て 居る-か 

從 ホア メリ。 の 族を じ 就て 見 
る： J 巧 則 上に がるが 護 關稅率 
は巧齒 じがる 場を. ょら も 常 じ 
を 額に 失して 居る、 故に フラ 
ンス VJ して タる際 アメリカ 
のちへ ホを フランス 巧 費 者の 
爲 めじ 適用ず べきで あらぅ、 
この ホ かは 斷 じて 報 複を意 か 
す るら のでな く、 千 九 巧 二十 
'年 一二 巧 二十 化 H の 法を を活巧 
ずれば こご 足る 譯 であつ て、 
若し この お郞を 適用す C ば 現 
じ アメリカで 關稅 引上げを 强 
嬰し つ i ある 一派 も自 凰の 製 
造 描 輸出の 運命に 對 して 或 ひ 
は 反省すべく、 耍はア メブ々 
の 制度を フランスの 鴻 合に 應 
用 ずれば 巧る 

ど 述べて 居る が、 をし この 報復 
的な ホ 法を 採用す るに まるなら 

ば K . ノブ々 よら フランスに 輸入 

される 年額 約 一二 千 化 巧 巧 ホの 製 
造 品 じ 至大の お馨. >. 典 ふるに ま 
るで ホら ぅ。 

絹織物 輸 化は 

半減ず る 

アメリカ まの 影響 

整 じ 下な の挪稅 委員 會 では 巧 


困の 踞係 巧き 絹 製 おの 闡稅引 上 
げを 審査した が、 絹織物 及び 絹 
製な の關稅 じついて は 去る 大正 
十 年に も 一度 問 厘 どな b 、 サム 
ユ火 •チ ニ ー 氏 (引上げ 派) の 
從 お八 御 誘との 間 じ 盛んに 諸爭 
が 巧 はれ、 おお 五 刺 五 か 說の勝 
利 ごな つて 今 H じいた つて ゐる 
ものであるが、 今 股 右稅牵 では 

國巧產 業の 保！！ じ 不便 
なら ごして 巧ら じ 引上げを 策し 
たもので、 引上げ ホ 法に ついて 
主 

一、 現 巧は 日本の 输お時 じ お 
ける 憤 格 じ五剧 五み を 課け る 
こど {なつて 居る、 之を ホ齒 
お 煤での 價 格に 對 する 五劍九 
巧 どす るか (米國 じ わける 巿 
催は 日本 內 化の ホ 偕よ b はる 
かじ 高い) 

ニ、 從量 制に なめ 树 時に 稅額 
引上げの 肖 的を 達する か 
一二 ■、を 懼八割 見當に 引上げる 
かの I こまが 考 へられて おる が ニ 
一二 じよる とすれば、 簾會の 協賛 
を經 ねばならぬ ごい ふ 面倒が あ 
る じ 反し、 一 じすれば 單じ 

大統領 2 布吿 をら つて 
完 をじ嘗 巧し 得る のみなら や、 

: この 等 一案-」 よれば、 僅か ニ 週 
間の 猶豫 期間を 置く のみなる 故 
見 趣し 輸 人を 巧 止し 得る こごな 
'ご よら 見て 多を この 案が 採用 さ 
れる ものでは あるまい かご 當業 
者の 間'^ は觀 測して をる、 らし 
第一 まじよ る ミ ずれば、 巧 巧よ 
b おじ よら 二割 巧を 四' 割の 引 上 
げ ごなる から 結 巧 現 巧の 五 割 五 
をに 化っ てと 割 五 か 乃至 九 割 近 
くの 課稅 ごな & から 殆んで 禁止 
的 島 率 ど 見ねば なら や、 したが 
って これが 實 現の あかっきは 巧 
が國 よらの 凿乂輸 お 少 くど 
ザ猜 する もの ピ 見られて 居る、 
がに 腳 し神タ 輸出 絹物 岡榮 組合 
長 おか 宇 八 氏は をめ 影響 じっい 
て 語って 曰く 『巧留 の 絹織物 絹 
製品 輸出は 前回の 

關稅 改正 前は お 一二 千 ニ 

百で 山 じ 達して 居た が、 ご 一割 狂 
を どい ふ 高率 障壁と 價格化 ドの 
ためを のを 漸 がし 昭か 一二 年度に 
わぃて は 約 半額の 一千 六な 巧阳 
ど：：^って化おった、 一千六巧方 
圓 ごいへ ば 巧 圃の絹 綠物絹 製品 
を輸お 額の 一割 六み じし か あた 
つて 居ぬ からた ご ひ 瓶 穂 引上げ 
じ出會 しても、 巧闕 絹物 輸出の 
致命傷 どい ふやぅな 大きな 結を 
はゐ るまい、 がしながら ホ國じ 
わける ゎ •か 國の絹 および 絹 製品 
は歐洲 品の 一 二倍 じ も 達して 居る 
から、 この度の 關稅 引上げ じよ 
って 梟 も 大きな 打 擊を蒙 わるの 
は 矢 張 b 日本で みる』 云々 

金 離 巧 硬化 

巧 式 巧 傷が 狼 狼 

前号 巧 報の かく 當化聯 銀では 
を 額 じ 達する 株 取引 資 おの 回 收 
じ 着手 しれので 金融は 漸ホ 硬化 
し來 b 水曜 H の n 1 ^ 巧 盛は を 
利】 割 ニみ ミい ふ 本年の 巧 高値 
を實 現しが 式界は 狼妨を 極めつ 
つ あ が、 一說じ 依れば フ I ゲ 
アー新 大統領は 仲買 貸附じ 就て 
はク ー リツ デ 前大統領と 所見を 
異にし 現じ 當化聯 銀 重役を 首都 
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巧 等は 山 本 化 謀 ±瞄 おじ 願し 自省すべき こんを 促した が、 一方 
民政 黛 誠 貴 中 じは 山 本 代議 + 暗殺事件を 機に 尊 月 內相彈 劾ま提 
出を ホ 娘す る もの ぁるが 树黨 幹部は 巧みを 駐 越し 禱耀 して 居る 
一 右 無を 黨は 六日 X テ] トメ ント を發し 『該ホ 件は 單 .：：* る 暴力 
國 体の わ爲で なく 反動的 袭滕 政治の ぶ 現で ぁる， 吾人は 巧中內 
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階祕の 血で 描かれた」 と 叫び 『宮 々は斯 の 如き 抑壓的 法律を 除 
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東 ま 特電 セ日發 u 農勞 黨巧議 
十 山ぶ 宣治 巧は 神 旧 表 神 保 町 
の 旅が 興を 絕で一 怪漢の ため 
じ 刺殺され たが、 右の 暗殺 化 
人は 黒 田が 久ニど 稱し山 本 化 
證± を訪閒 して 氏に 化 議±辭 
職を 强 要した るら あれられす 
敎蟲 後、 山 本 巧の 晒條ど 肺を 
突 刺し 絕 息した るを 見 扇け て 
自首し おでた が、 彼の 職業は 
沖 仲 化で 反動派 _し 邀 する 政を 
化で あるら しい 0 
ま 京 〔縣 をゴ ハ曰發 n 曰 本叢會 


じがけ る 無産 おのち 力 者で ぁ 
る 化 議± 山 本宣治 氏は、 本日 
突 お 黑出ど 呼ぶ 反動派の 人物 
S ねめ 旅館 じがて 刺殺され、 
世關の 視聽を 引いて 居る が、 
黒 田は 巡査 上らの 巧で 山 本 氏 
一派の 過激な 言論 じを 憤した 
ものら しく、 議會 では 本 曰 遭 
難した 故人の ためじ あ 意を ま 
明す るみ 護を 上程を 見る じ ま 
6 しも、 無 產黨を 派 化 議± は 
グ グジ ョア なお 滚の 誠意を 信 
じ。 いごて か 簿じ參 加せ や。 


護衛 礫 偵を 斷 つた 1 

フーバ I 夫人の 民主ぶ り 

巧々 め 食費 豫算 だけで ニモ 化 旨 弗 


一二 巧 四 目を なて ホ 7 ィト 》 八 
クスの そ ホ 人を ごな つた フ ー ゲ 
ァー 大統領 夫 A は、 就 巧を 當 ： n 
から わを の 接を や臺 巧の がら 迦 
しじ 化しく、 大統領が 就 巧式當 
H じホワ キト • ^ ウスで 捏 手を 
受けた 数は 較千人 じ 達し •賴ホ 
每 日の 訪問客 や摄 手を ホめ ホる 
まの 應接じ 暇かい い ミい ふを で 
あるが、 大統領な 
恃醫 ごして 現じ 大統領 用 tt ッ 

ト である メ ー フラッ ^ — 號の指 

揮官 であ b 大抗領 な、,— ザン 
グ 巧の 侍醫で あつたが 軍々 醫 
ブ ー ン中 をを 巧 命す る こど じ 
みした が 

故- 1 ゲング 大統領 夫ん から ク 
— リッ デ 氏 夫人 時化 じちら 司法 
备 では 夫 入に 掛 して 特に 護衛み 
探偵を 附 けて 居た けれ 共、 フ -I 
グア ー 夫 八は をの 也 要は i ：* いご 
拒絕 して 先づ 大いにを の 民 ま々 
もを 货 揮した、 さて この ホ ワキ 
ト •パ ウスで あるが、 從ホ 商務 
長官 ごして 小ん 叙の わを の 接を 
當時 どは 事情を 異にし、' ィ ウス 
の 雇人 だけで も 六十 人は あ 6、 
この 人達を 部下 W する 大統領 夫 
人の 苦勞は 並大抵の もので ない 
らしい、 尤も^ ウス ネ 1^* — が 
あつて 每月ニ 千 五 百 弗 ごい ふ豫 
算 でを おのが をす るので あるが 
何しろ 一圃の 大統領 ど あるので 
一回の 晚を會 に 千 弗 ごい ふわを 
がが ぶのは 珍ら し < もない ご あ 
り、 がて これを 司る 大統锁 夫人 
もが々 の 腕を 必要 ごする 
五六 十 人 じ も 速ず る 使用人の 
年給は と 巧 八十 巧から 千 八-白 
巧の お 度で 巧 巧番が 二人、 を 
巧の 助手が S 人、 パト ラー が 


二人、 直從 人が 一二 人-、 J ゥス 
マンが 二ん、 掃隐 A 四 人、 洗 
濯 係ら 二人、 乂ホ 一人、 自動 
車四臺 、禦を 五 人、 ダ！ デナ 
—スが 十八 人 

ど あら、 四臺の 自動 おは 陸軍を 
のを 庫に 納め 五 人の 鐵者ご 一 二人 
の メカ ニ ストが をつ てな 上の 經 
瘦綴 討ニ肯 五十 万. 巧に も あんで 
居る ごい ふから、 巧 じ 下つ たク 
1 リツ デ 大統領 夫人が ノ） ザン 


樓便 


ブロンクスから 

プリン クスの 植物園 じある 目 
本の 禪 は、 每年 四、 五月 頃 か 
ら换き 初めて 日曜日の 散策を 
を 誘 ひ、 楼を 見て 初めて 春の 
ホた こごを 知つ て 居る が、 植 
物 国の 常 局が 洩らしね 報道 じ 
ょる ご、 本年の 樓は 例年ょ ち 
もを く 恐らく 今 巧 下 巧 じは 晓 

き 初める ごい ふので、 プ ロン 
クスの 住民 建は 今年の 春は 早 
く 巧る どをから 必樂 しみ じし 
て 居る £ か。 


グ トンの 巧を あじ 歸 b 、 ほつ ご 
一巧 必 をした どい ふの も 無理の 
ない 話 

夫替で わる フ！ ゲァ ー ちは 每 
朝と 時化を じは 朝刊を 寢 をに 
運んで ホる 愛犬の ポリス •ド 
ッグ じ 起され、 化 時 じは 早 < 
も 執 おじ 巧 < ご いふ 精勵ぶ b 
でを るが 

巧な した 翌朝、 即も 一二 巧 五 巧 じ 
も阴 じよ b 午前 化 時には ホ ヮ4 
ト •、ィ ウ ブ の 執務室！.； 出現、 旨 
から 電氣の スキ ツチを なつて 秘 
書 官共 をび つく b さした ごい ふ 


話で わるが、 故',! デン グ大統 ~ 达 まれたい 
領 時化からの 懼習 どなつ て 居る 
正午を 利用す る 民衆 ごの 握手は 
ク！ ブ ッ デ 時化： J も 1 H ホ 均 ニ 
巧 人 じ 達して 盾る ので、 フ！ ゲ 
ァ ー 氏 就な ど おじ 大統頒 の 健康 
ごい ふ 点よ らして、 これを を廢 
する か、 秒く 共 一遇！ 度 位じ變 
一更す るら しい。 


わ 家騷動 

日 i 同じく 解 ホ 

ィ ン デ 了 ナ が の ス タ ン タ I ド 

巧 她會社 重役 長 ステ ュフ ー ト氏 
ごお邮 王曰ッ クフ エラ ー 驚 ニ お 
ごの 

反！！ n 一は 『正直 U 利益』 
を 標語 ごし 『一は 正直な 商賣、 
商業 道 德み振 輿』 を扼に 財界 ホ 
曾ち の 株 爭奪戰 を 演じて ゐ たこ 
ごは 旣 報した 所でん るが、 まる 
ホ 日 ィン デ アナ 州ゥ キッチン グ 
で 催された 巧ホ總 貧の おお 投票 
株 數八巧 四十 六 巧 五 千 ニな よ 十 
六の 中り ック フェラー 派な 五 百 
云 十一 万 二 r 白 十一 二の 大タ數 を 制 
して 遂に お 池 王 派の 大勝に 餘し 
ステ ユワ ー ト 氏を 始めと して 現 
ま 役 連は 總辭 職のと わなき じ 至 
もを じ 石油 大家の わ あ 騷動も 終 
をく を吿 げたが、 恰か もこの お 
あ騷 動と 不思議にら 

tn を阅 じくして、 連鎖 料 

理 ごー； て わ 馴染の 深い チヤキ 4. 
ド •ン スト ラントの お あ 騷動も 
元祖の 一 人で ある ゥキ 9 アム • 
チヤキ か ド 氏が 株 ま總會 から 排 
斥され、 チヤ ネ^ド 一巧は この 
事業から 手を 割. 一 ィ」 じな つた 
チヤキ 八 ド •レスト ラントは 今 
から 四十 年 前に 逝ける サミ ュ ー 
八 •ナヤ キク ドの 二人が ゥオ 1 
八 街 じ經營 した 栅辨 店から 連鑛 
店の 組織を 思な も 今日では 拂遂 
賛金 一二 千と が 万 弗 ま 店 百 二十 
軒 じ 及ぶ 隆髓を 巧した のでを る 
が、 往年 

株式 組織 どした な 巧 チヤ 
キ八ド 氏の 蘭 買め 策、 特に 野菜 
ま義 の 唱導が 巧 ま 側の 反 掛を誘 
致し 遂に デ ラゥ 五 ア ー の デュ ポ 
ンド 氏が 大巧 まどな つて チ ヤィ 
少ド氏 排斥 熱を 高め、 チ 巧は 反 
掛 派の 重役を 罷 をして 一家 一旗 
の 重役 組織と しれので 益々 調 か 
が とれ や、 遂に 同 H 採 ま 総會を 
開催した 結ち 大タ數 は 氏の 商策 
を排 巧し こ i じ チヤキ 八 ド) を 
は 手を 引 いれので ある。 


ホの 日曜に 

太公望 初 釣 

トーゴ ー 巧 等の ま 催で 

本紙 巧が 號 所載 釣魚 あ 座談 會 
のま 人を である 橘津ト ！ ゴ ー 、 
木 下 政治 氏 等が ま おどなら ホる 
I 二月 十と H (日曜日) を 巧して、 

シ^ ブス ヘッド •ベ* じ 本年 最 

巧の 釣魚 會を 惟す 堂 ザ 午前 八 時 
•し 同地 出 獲、 ジョセフ キン 號で 
沖を じ 釣糸を 靈れ るべ （會 費は 
僅かに 一二 巧 (婦 A は 無料) である 
が、 參 加希駕 まは 乘 船を 借 切る 
都合 も あるので 一二 巧 九 ロ 即ち 本 
日まで じ 巧 木 桃 井の 橋 津氏宛 申 


ご、 る じ 醜し 橋津氏 
: は 語 b て 曰く ' 

春 ホ 6 てを まだ まらない 海上 
の 空 氣は實 にい V ものである 
僕達が この 釣魚 會をま おした 
のは 單じ同 巧ち 諸君 ど 親睦の 
意 ホ じみなら ない が、 四月 じ 
入れば隨をご釣魚船も出る關 
係が あるので、 最も あが ぞく 
をして 比 较的じ 釣魚 船のか^ 
い 今の 時 巧を が 用して 皆さん 
ご- 緖じ 一日を 樂しレ 意 ホで 
を 起した 譯 である 5々。 

ヨランダ 攘が 

巧び 鎭奏會 

ホ 週の 歸國を 前に 
囊じ當 化 ステン ウ 至— •ホ 1 
ルで ピァノ 獨奏會 を 罹し、 當化 
の 朝刊 ブレダ ラフ、 タキ ムスを 
の 他 トリ ビユ ーン 紙.^ ら賞讚 さ 
れた 日伊 婚化兒 日 下部 ヨランダ 
鹽 は、 去る ニ H の 使 船で 一時 故 
鄕ノ .タリー に 歸る當 であつ たが 
都を じょり これを ホ 週 ±曜り の 
硬 船に 變更 しじので、 ホる 十日 
(日曜日) の檐 、巧び ブ テン ウ で 
1 •ホ！ ル じ ピァノ 獨奏 會を懼 
す こご t なつた、 

今 凹の お襄 曲目は モ ダ^ト、 
ぺト 1 クエ _ ンのソ 1 ナタ 、ク 

リ 1 グ 、パト ロウ スキ、 ラト 

レ、 ヴ ッッ をの 他 泰西 あ 曲の 
の 巧、 日本 顿 では 『寿 雨』 等を 
連彈 する 當で 

入 媛 巧は ニ 巧ぶ び 一二 弗 VJ いふ こ 
VJ じな つて 居 邦人 同好 家い- 聲 
按を 期待 L て 居る。 

を發 された 

原 信 子の 父 

詐欺 取 かで 求刑 
目下 ィ タリ，—- じ滯 なして 居る 
聲學家 巧 信す の實 父で ある お 十 
目吉 (と 十四) が訴 おな 財で 

吿發 されね こごは 當時ネ 
社 特電の 報じた 所でを るが、 被 
吿は 詐欺 前科 ニ 猫 ある 上に、 松 
葉を 原料 どず る 保健 効 煙 W いふ 
不を長 壽の靈 藥を發 明した どか 
腐敗 酒の 精 良法を 發 巧した とか 
皇天 道 軍 どい ふ 思想 善導の 團体 
をが 磯した どかと 一、 つぎ じ 
誇大 廣吿を おして 厨 志を 裳ら、 
中 野 町が 越 郭國基 か十吉 名から 
信認 金 ニ 千 一二 百 五 ト圓を 詐取し 
だもので、 前 巧を 逃走して 居て 
ぅまく をれ て 居た めで、 今圆も 
菊 地 健 一二 ど 

僞 をして 居た 旨を 申し 立 
て、 一々 ぺ テン 師 らしい、 する 
い 答 辯ぶ b は 華やかな 聲樂家 ご 
してのを の 娘 £ の對 照の あま"®' 
の 相違に 傍聽 をの 興味を を^つ 
て 居た が 被吿は 頭を おら 立て i 
懸命 じ 『確か じ 間違 ひの ない 藥 
です、 娘から 出資 させれば ょか 
つたが 親 ごして をれ もす 甲 ひな 
< 1 』 どてれ た， 驗畢は 懲役 
十月を ボ 刑した。 


藤 原義 江 巧 

巧び 歐洲へ 

當 化で 獨唱會 開催 
曼じ當 化を 經 由し カブ フォグ 
三ア 州を 地で 淸唱 中で あつた 聲 
樂 あお 原を 江 氏は 日本 どの 契約 


で 今 巧 十 發の コレア 古で 一 
時歸 朝の 當で ぁつじが、 ニー ス 
じ殘 しじ 夫人 急病の 報じが し 急 
じ豫 をを 變 おし 力 y フ牙 ルこア 
州の 契約を おした 上 巧び 跡洲じ 
向 ふべ く ホる 二十 n 頃ぶ り 巧 紐 
の 答で ぁるが、 この 機營シ 利用 
し當地 じても 獨唱會 をお備 すべ 
(壌 巧 巧び 期 H は 目下 狸 か 中で 
をる。 


自動 単 巧の 花形 一 

零落の 果 心、 

無一文で 他界 

自動車の ビユ キック こ 云 j ! ば紳 
± 淑女 間に 愛用され る自 蟲車界 
の 化 形で あるが、 これを ム 目に 
至らし めた ダグ キッド •パ. ユキ j 
ック 巧は と 十四 歲を 一巧 ^|し て 
まる 六日 ロ— サン ゼ ス ホの パ 
1 パ ー 病院で 逝ました 
彼は 元 タが發 明 家で 曾 十万 
弗の 富を 成した が、 自^ の 
澄明に これを 豐 消して 文 
となら、 資本家 ゥキ テ； I グ氏 
の 後援で ビユ キック 自 d 軍 會 
社を 起した が 不成功 じ 5ICS 、 
結局 ゼネラ 八 •モ i タ 1 ' ズを 
をした 自動を 王 ド ユラ 一' ト巧 
の 出資で がく ビユ キッ みは 世 
じ おで" _ ず や 二百 冗臺 ぶい ふ 
ものを お壤 におした が-一 
ビユ キックを はこれ で得户 金を 
カリフ ォ^ニ' ァ 州の 賴巧化 糞に 
投資して み幸 じ も 失敗し、 一一を 樞 
を 提げて 晚 お. は 徒弟 學 校^ 書記 
を勸 めて をた が、 遂に 巧 おした 
際は 無 ー义 どい ふ 零を S おでを 
つた、 奇しくも 憐れな 發迦 家の 
未路 ょご 人々 の 同 精に お 心れ て 
居 ミ' 一 


ピア -> 鑛奏會 ： 

演奏者 曰 下部 ヨラ ， 1 タ壊 
時‘：：： 十 H 〔日 躍 日’'* 

宇 後 八 時ょ h - 
瘍所 ステン ゥ 王 扛ホ 
— ル 西 五十 + T 目 
■百 化を 地 西^ 
泰西 名曲の み 日本 曲 iji ® 
入縷 巧は ニ 弗 ど I ニ乘 、皆 
巧會摇 でも 發賣 致し 才す 



車の 運轉を 習つ てシ 
ヤツ フア I •メカ 
ニック •タキ I シ 1 
ドラィ ゲア な 
ら なさい 0-®* 巧 
は 普 運。 免 3^ 証 
九 時ょ b 九 時 迄。 婦 ん歡郑 
WTAT 巧 AUTSC 正 0 0 L 
2 d W . ニ 5 さ St . 養 E . 署|| 巧. 


ジス シン トの 

唾髮巧 

西ムハ 十五 了 目！ 二十 こ逼 
五伞 間中が 氏 ご 共同 經巧宅 年 
間 只 本人 諸君の 理髮の 猫嚴を 
持つ て 居 b が。 戲 數じ浊 深 
(特に 自 本人 諸君を 御 换逆申 
上が。 料を も 左の かく 引卞げ 
大 勉強。 

散髪 シャン フ 1 ぶび 省を 
髮 トニック 一 巧 
散髪 顔 刺 b 八书栖 
散 髮 ホ 〇 仙 

を 踊髮ト 三プク ； 0 他 
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け 8 を 巧 E が 化が E 化 W 巧郎 巧け 
巧 0 化郎 WU 邮郎 E 巧 的 お-お 


MOGI, MOMONOI, 
COMPANY, Inc. 
105 ム 18 化 化， も Y 
Tei • な 叫 化 sant 8 巧 目 - も 7 




Nippon 

D び Goods Co. 
148-160 Madison Ave., 
New York City 
Te しむ hiaiitm4l-42 


Nara Trading Oo. 

151-5th Avemie 

(C が • 21 が ! St.) 

Te し AlgonQuin 36 が-が 


Im が 0 B 阳 s .， ！ no. 

Formerly 

M が ubdii & C 日 . 

17 East 1 ? 比 化ん Y. 
TeL Al が 叫 uin の 8 目 - 67 


H ま邮 T る & GO, 

141-1 が fifth る阳 .， 
げ肌リ s けい 
New む rk £) 啦 
Te し Algonquin 2 お 0-2391 


Y お DO を 色即 . 

姑が ch がが が Broker 
WH0L 巧 化 ES Ofi け 
246-5th Avenue 
Tei. おも お nd お 30 


Tlie Nomura な Ciir け i がな mpan も Ltd. 

120 Broadway, N, Y. 

TeL R が i ；〇 r 3254 







號 ザ 百 五 千 一 第 


雜辦を 



【日喔 ±】 



日乂巧 H 年 四巧昭 


資本を 壹 は 曲 
巧这巧 資本を ホ 千を 巧 
棟 立を ホモ 一二 百 五十 巧 旧 

本店な 京 ホ 日本 橋區 本を 屋咕 五を が】 巧 

で 巧 小搏 日本 宿を 內 (雲) 雲 

名 古 崖を 都 大阪西 (大ち 神戶 
廣島下 顆巧司 お 松 巧 岡 長 《 
上 おかを を 買 巧 水 


橡 出入 巧替’ 電信 送を’. ホを を‘ 旅 お 宿 用 巧 
巧 業 信用が 其 他 一般を 巧 業 

人 能 城 S 蒙 銀 巧— ま 巧 

が 里 送を" 日本が 化 無キあ 巧-一， 迅速な を 
本店 預金 (を 巧 通知 ノ 二種) 巧 便利 取を 
本 支店 東京 (本な〕、 大お >#戶 、京都 
巧な 地名 古屋 、小な、 上海、 なを 


巧羅 巧、 桑 港 巧 帆 (ホ ノグ^ 經 由) 

羅巧發 桑港發 

(午ち ニ睹 巧れ〕 (正午 巧れ) 

をが 乂 一二 巧廿 二日 一二 月 廿と日 1 
巧 比 利 亞乂四 巧 五日 四ち 十日 心 
大が見 四月 二十 U 旧巧廿 四日 § 
天 洋化五 巧！ ニ H . 五 巧 八日 邮 


@ シアトル 出帆 (午前 十 時 お 帆) 

一二 島 丸 一一一 月廿一 二日 
がを 化 四 巧 一二 日 
靜岡乂 五月 |1 日 
橫濱見 五月 十五 日 

@ 淪敦を 目 本 巧进化 

熟 田 か 一二 巧サ 二日 

鹿 島 も 賈 お B 

籍 おみ 四月 ニ于日 
A 趙育巧 桃 ち 奈馬經 お 日本 行 貨物船— 巧 二回 
▲端 絡 取 お。 弊 化は 款洲 巧、 南 来 巧 並に 芭衷馬 
經由 おや 洋岸 巧を 泼腊 をな ミ辖 約を リ乘槪 切 
巧 等 萬 事 御が 宜じ取 計 ひ ホ 上まず 
A 米國鐵 道巧符 、寢ム ロを 等ら 御 値を に 取 計 か 申 
上 ミず 


ん 

C 

N 


▲鄕里 送を ぶび 並 送を (無手 數 料)、 外國， 
爲替賣 買、 靖爲替 お組联 立、 信 巧狀を 
巧 等 I 般 銀行業務 御 便利に 娘 扱 可 仕 侯 

S 臺灣 銀巧馨 出張所 

支 風を 京、 £演 、大 扱、# 只、 L お、 漢 
ロ、 福 州、 厦門、 灿 頭、 香 渚、 廣 巧、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン： ハタ ビヤ、 をち 
カ少 カツ タ 、倫 敦 、其 外專截 十四 ケ巧 


一' 資本を 壹億圓 (を 巧拂 & 巧) 

I 、 積 立を 一億 ニ 巧 五十 萬 お 

內地本 ま 巧 澄 {本店) 巧 ま大阪 
神 タ を 時下 顆 名を 屋 
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橫鑽ぶ 金銀 巧— 支店 

ホ 困を ま 店 = を港絕 府みボ 巧を 
巧 化 化 ホを 國 重を 都 ホ ニち 巧 及 3 ン 
スを之 お 


本 巧 乂跟化 濱五了 目 
な 育 支 巧 紐育ブ a I ドク エー邑 四十 九番 

難 住ぶ 銀行 

目 本 (東京 > 橫濱 、名 古屋 * 巧 郁、 脚戶 、岡 山 

蓮 於？^?; r ' K が ri 

ネ國 預金、 鄕里 送金 等は 摄み 
て 御 便利 进速じ 御な 扱 巧 申ち 


ネ巧 朝鮮 京 お 

を 店 巧 張 所は H 本 巧 化の 樞要都 ホ、 朝 お 
滿洲 、支那のを 地 及び お 證巧德 

朝 鱗 銭 巧紐脊 3^ 張 巧 

か 國爲替 一般を 巧 業務 精々 お 便利 じが 巧 巧 
申 上 候 

藤本 證券 會か 

.一般 お價 おを ノ賣 買、 引受、 募集 
♦金融、 おュ之 ニ' 關うグ 一切 ノ 業を 

鱗 脱 藤本 ミミ—? 銀 巧 

紐 育が 張 所 


陶诚黑 、雑貨 卸賣 

森村ブ ぅず I ス 


雜貨 稱雜器 
ドラィ グ I ズ卸資 

太洋 貿易！ 會巧 

支店 巿俄 古、 ポストン 


シアトル ぉ蜗 (午前 十 時) 
をら ぞ なお 四 巧拽日 
を ふ も か 見 .四 巧 十六 a 
るん でんみ (玻淹 あ 化〕 ニ 育サ五 a 
►一等 搔濱 一丸を 雜 

化 L ば W ず お るん でん おは】 をぶ が 
▼ご 一等 目 本 巧 五 五 弗を 室 大巧 造 家族 室 i 
マ 御 覆 塞に お 巧 一等 割 則を 獲 胡 巧を 巧を 巧 お 

ロスアンゼルス ぉ 帆 (午後 一二 時) 
さんどす 化 lllg 廿五 H 
まじら 化 四 巧廿と H 

►一等 嶺濱ニ HO 巧但 はわい かを にらを 空が 
►巧 巧 一二 等 目 本 巧 五十 九 巧 マ一ニ 等 日本 巧 五十 五 巧 
マホ 港 謡な 巧 纔車切 巧寝窒 を 隐入 歲化リ お 
▼紐 育 線 パナマ 經由 日本 支那 巧 貨物が 巧 1 两 


諸 雑貨 仲買、 卸販賣 

保 巧商會 


陶 濕器雜 貨卸賣 

春 巧蘭會 


日本 陶破 黑雜貨 類卸賣 

ザ元ブ タザ ー ス 


ロ 本陶破 器雜貨 

ラム プ卸賣 

奈ぶ賛 易商會 


驚 日本 ドラィ グ— ヴ蘭會 


- H 本 鞠 譜雜貨 
I ドライ グ ー ツ 锁販賣 

^ ㈱^巧 木 桃 ザ 離 


資 H 

御 » 金 ハ 

_ 權實 有利 ナ 
倩 券 株式へ 

地ノ 債を 株 ま 御 買 入 レ こ 就 
ニ 御 便宜 御 計 ラ ヒ数シ マス 


日本み 

テ ハ 仙 


町が 證券 株式 會社 

一 一 紐 育 お 張 所 


日本 郵船 會社 (並 二を 鐵道會 社) 

代理店 片闹 兄弟 商會 

乘 車、 乘船 巧が ホ じ 小荷物 運送 御 便利 じ 取扱 申します 


ラム プ ぶび シル クシ 玉 i ド 

製 遣を 錦賣 手 塚商會 

足. Y . HETSC 巧 A CO . 

15 卓を 2き F N . y - 田ぎ T 8 三 置 養 苦 31 


巧 入 お- 

どても 美 ホし い 

卞柿 

保存の 出 來る樣 じ 

罐詰 にして ちら ま！ > 

一 鍵 S 十五 化 一 _ 


桑 山商會 

m 堅 ST 芸 th ST : :, わ. 
さ one . f 一ぶ ent W ニ 34157 


タンク 


約 お 百 欄の 
クオ ド- 一プ 

及び スチ^ ^ マ^ — トランクみ 常 お 

十 仙、 九 弗 五十 仙、 十二 弗 1=1 十 
他、 少し 許 b 使用し わ範類 I 巧 

一二 お 改び五 弗 
量 . S 至 h Ave . ，ぎ. 4 害 F 戸 Y . 


ト 


タンク 


タイ 一 


イン ノ！ ぺ i シ ヨン h ラン 


ン 
! を 

て 古 


物と 弗 五十 化 ょら 十二 弗 五て 辄 

萬 E 霉 h S す eet 


い嗎 おを 王 呈夏ぎ W . va . じ 取て 
119 雇 多年 經營 せる を 巧の 

チヤ プ マイ ランチ ま 人 歸國」 せ 

至急 讓渡 度し 委細は 左へ 

をす iri tip Td Reg 呈ニ皇 


東京 商 會特吿 

メ— ルオ— ダ— 

を 御 利用 願ます 
をを お 會は一 册の雜 誌で も、 

一 瓶の 醬油 でも、 一ぶ のみ 增 
でら、' 一服の 藥 でも、 巧んで 
も 御を 文 お滨を もじ C •0 る 
じて 送を ます 

を價 表、 商品目録 御 申 越か舆 

送らまず 

價 お勉强 、お 送进 速、 を々 じ 
不係 御用 命を 乞 ふ 
ホ內 配達 仕 候 

I 東京 商會 

1 含 W . 苦す St ., N . . Y . G . 

Te ニ rafa 密 r 夏是 


來ゎ H 而、 して 難け I ; 

熱 化 漲る ホ 円 年の 純眞 なる 聲 を！ 
巧々 辯 ± 約 十 名 ホ 聽御隨 意 

醜 病す 友潑 說大會 

暗 日 一二 巧 九日 (4 J 曜) タセ 時半 
鶏 所 紐 育敎會 (3 岂 E . 呈 h 班.) 

ま 濯が 育 日本 學友 雄辯會 


讓り 度し 

夏場 用 空氣銃 十二 挺、 ホキ！ 
ザ 大小 一二 台， 天幕 一組 (十趴 
じ 十六 趴ー 至急 格 まじて 譲 t 
たし、 問を 廿は 左記へ 

ち 室 U 夏 H - だ 5 E . 置 さ 芭. 

Tel . R 品呈！ 3299 


社 J 春季 懇親 舞踏 儘 


ま傕 

期日 S 月 ニ +^义 日 (金曜： n } 午後 八 時ょり 

瘍所 パ！ ムガ一 デン 

四 五十二 了 目立な 六番 (繁八 街 あ <) 

乂瘍券 一人 五十' 伽 均一 

友 A 御 誘 ひを せ i | 々御 ホ會 下さい、 をして 共 じ 一夕 
樂 しく 過し ませ’，： = 服 裝隨意 
が符 はを 鹽ホ下 卓 又は 本會 事務所 じて ホめ られ たし 


靴脊 日本人 會 


T 寧の 巧 刷 ご 精巧な-? 仕上げ 

時日の 边速产 I お實な 校正を 保証 

印刷は 紐 育 斬 報 社へ 

電話 ワトキンス ニ 化 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違 むく 新報へ 

お 巧 西 十と 了 目 十 二番 韦階目 
東部に 化ける が 字 言 醒機關 の 

催 威、 吾が 新味を 讀ま S 人な （ 

廣吿 は紐臂 新報へ 


ん- 


i . 
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紐 育 日本人 會 商務 部て 

調查 した 邦人の 獨立 事業 

夏 瘍營業 ご レスト ラシ トが 多數 

種類 別 ご ずれに を 計と 十四 


昨年 十月 開催せ る お 育 日本人 
會 商務 部 委員 會 にがて 小 資本 
巧 立を 業の 勃興を 獎 脚す るた 
め 其 第一 着手と して 現な の獨 
立 事業 經營 まのは 業 別を 調查 
する i どな 6 調査の 結果 不な 
敢 萬-回 巧吿 をを 表した。 該 
報吿 書を 一瞥す る じ禪別 ごし 
ては 紐育ポ 及び 其 附近 じがて 
はと 十四 碰ぁ b 、 地方 郎もヮ 

シン トン、 コネ-—、 ベイ 3 ン 
ラ ツカ クエー •ビ ー チ 太 西洋 
ホ、 コネ クチ々 ツト 、マチ チ I 
ユセ ブト、 新が 西 州、 ペン シ 

ウフ ニア、 メリ^— ランド 

他 夏踞營 業を 綱絕 して ゐる 
大体 じがて 左の か < み 類 さ 
てゐ る。 一- 
洋 服 店 九、 米 囲を 服會社 化理を 
ニ、 か 巧 婦人服 裁縫 S 、 シャ方 
輸乂 ニ、 染物業 一、 刺 蔬义を 巧 
ご I 、 レスト ラントと 0、 日本 お 
理庙 一 0、 巧當 一、 食 科な お、 
日本 染子 一、 が菓 V 1 カリ！： 四 
煎餅 卸小資 六、 嘗油 一、 を 腐 製造 
- 、 ぶ辄辨 一二、 がを 仕 巧- \ 下 
宿 一八、 轿を 家具 貸 買 一、 家具 
室內 装飾 八、 ラム プ傘 製造 八、 
敷物 圆 案-、 額緣 一、 大工 お ニ 
不動 產巧蝴 業 五、 が險 四、 巧 具 
數造 一、 庭園 設計 請 貸 化 業 六、 植 
木 站花盈 栽よ •を 魚 ベット ニ、 
水中 化撫人 一、 巧 頭 装 節 劇淺背 
i 鼠 一、 農牧 養魚 一二、 を 用お輸 
出 一、 肥が 輸出 一、- 円 合 球お輸 
入 |ニ、 除蟲 菊驗乂 一、 船 艦 巧 お 
1、 速搬叢 一、 貨 自動車 一、 巧 
券販® IU 、 開業 醫 八、 齒巧醫 巧 
巧を 婦 ニ、 揉 療治 ニ、 美を 術 一 
理髮荣 四、 ダンス 一、 遺 時販賣 
ニ 一， 化 巧 お ニ、 義太夫 師应 一、 
琴 お 南 一、 タイプライタ ァ販費 
一、 力ー ポン紙 ニ、 寫眞業 ニニ 
義齒 技工 所 八、 ± 産 お 四、 旅を 
案內 ぶ繊澤 五、 W 籍伐理 化、 美 
術 品お撑 五、 雜貨小 貴 業 一 凡、 
U 乂莱 五、 お 强蠢萊 よ、 骨董 木 
版齋 ホ、 新聞 ニ、 雜誌 一、 印刷 
三 一、 夏镑 ダー ムと 四、 夏镇ゲ ー 
ム器 ニ、 連勸 機械を 錢 一、 クレ 
オン 染卸 一、 雜貨グ 。— 々ア、 


絹 及 ホ ホブ。 1 々て-， 巧券ブ 
り]々 ア】。 

化 ホの 部に 於て は 華 巧 じ 於て 
雜 ち、 旅 舘等十 S 禪 二十 I 巧 

コネ クブ カット 州ゲ ー ム其化 
二十 四 軒、 マサ チユ セット 州 
を 地 雜貨ゲ ー ム等 十五 軒、 巧 
が 西 州 一二 十四 軒 (別に 太 西洋 
市 じ 於て 雜貨 ゲーム 等と 軒) 

_1 ペン シグ グァ ニア 加 じて 二十 
一軒 メプ ー ランド ゲ アデ ニヤ 州 
じて と 巧、 な 育 州內を 化に 於 
て 二十 ホ 軒、 。1 ドア ィラン 

ド 州 S 軒、 ニク バム ブシア 州 

ニ 軒、 メィン 州 一軒、 デ ラウ 

ユ ヤ帅 一巧、 ワシントン ニ 軒 
ぁ 6 是 等の 九 割 化を は 雜貨あ 
び グーム 等を まごす る 所謂 夏 
瘍營業 じ 麓して ゐ る。 

かじ コネ！ に 十四 巧、 ベ. ィ ヨン 

じ 四十 一二 軒 (お 業者と あ 人】 ベ 
1 々タ t I 、 す 宿 I あを、 ラツ 
ホウ H ! ビ ー チ じ 二十 六 軒 ある 
尙ほ右 報を じ 依れば が前營 みし 
もので 中 結せ る 商業 蓄音器 巧、 
玉 突縷等 二十 一種 じを し 西部 地 
ホに がて 巧 人が 營 みつ i ある 事 
業 じして 東部に 於て 現在 營み居 
ら ざる もの 腺な ば 興業 脅 社 あ 
類鐘韓 業、 農產物 仲買を は百餘 
视じ上 r てゐ る。 

な 上の 調査は 東部 地モ じがけ 
るが 人の 獨ホ 營業穗 別を 明か 
じせる ものであるが 故に 化 調 
を ぉ. 參考音 巧と して 職業の 新 
天 化を 開拓す るふが お ホ やぅ 
但し 地 ま 商務 部 委員長の 說明 
のか < 、おら じを ニの 報吿が 
必要で ある。 邸ち を 事業の 狀 
態、 巧を 資本 額、 事業の 特質 
現 巧 事 叢な 善の 見込 お柯 等が 
漸ぶ 確然 i 發 まされ ミ ば 非常 
じち 益なる 資料と U るで ゎら 
ぅ。 右-しつき 理事の 一人は 語 
る 『第一 回の 巧吿は 勿論 完成 
を 期し 難き も 兎に角 東部 地方 
じがけ るが 人獨ホ 事業の 大嬰 
を 誌 解す る ミが お 巧る。 吾人 
は 委員 諸氏 ホに 事務所に 於て 
拂 つた タ大め 勞カじ 割して 謝 
意を 表ず る^ので わる』 を々 


H ホ 記者の が訴ご 

小賣 業を 

家族の 入國 問題 

桑潘 ロ ホ轨閒 記者 熊 巧 御 
をが 义巧 夫人の 人國 拒否 じあい 
た試訴 の おお 如何は 甚大の 影蠻 
を 化 米岡胞 中の 一般 小贊 策を じ 
及ぼす べきが 薄 巧 家侧の 意を を 
照合す るに 勞働 省が 『轰港 H 米 
新聞 化な 図 隙の 述曲 貿易 じな 事 
して ゐ むいから 則 社の 記者は 移 
民法 簾 一二 條第六 項の 非 移民 じる 
資格に 該當せ 中』 ど撕定 せる は 
條の 上不當 である ど 云 ふじ 歸着 
するが要み^5【 一 〕千化なニ十四 
牟 制を の移拉 法には 單じッ レー 
ドを 规ぶ しあ b て國 巧的ッ レ— 
ドなる 規定は U い。 乍 併 ニ 巧 十 
六 H 後 巧の 

本紙 舆 巧 面に 巧へ 招きた 


しても 巧る 解 释は最 商 司を の 日 
ホ條 約の 明文 解释ご 背馳ず るが 
なじ 大審院の 巧みを 尊重 ずれは 
ッレ ー ドの 解 括 其 ものは 廣義じ 
解释 すべき ものであるから 化 点 
ょ 6 す るら 熊 巧 御堂を の 夫人は 
當が 無條件 じて 入 國の權 巧 ぁ 6 
ご 主張し 得べ く、 若し 化 論点が 
徹底し 第二の ボィ ントで 原吿が 
勝訴 すれば な 米小賣 業ち のを 族 
店員は 入國 自由なる べき 結論を 
生ずる のでを る。 しかし 若し 第 
) の ポィント のみで 勝訴 じ歸ず 
る どせば 一般 小賣 業者は 判 巧の 
恩典に 浴し 得ない を然別 側の 訴 
認 事が ご' 看做さる、 み 祭で ある 
ご 云 ふ 0 


ホフマン 巧 個展 

故 加 藤 健 太郞證 伯を 化當 時の 
知邑 であつ わ 露人ァ ー ノグド •' 
ホフマン 氏は ホ 巧 巧 六十 ニ 了 目 

ご！ 十五を コム ミユニ ブィ パ ゥス 

じがて ホる 十四日 (木曜) 午後 八 
時半 ょら 同氏 作品 油 織 氷 彩證數 
十 点を お覽じ 供ず る 由。 

.俱樂 薇 映蠢會 

日本 俱樂 部に ては 滯紐 中の 锁 
ロ化浪 巧の 希 巧に 依な 會員 ぶび 
を 族の ためおせ モネ マ 傑が 巧活 
霸 〔一】 秋 父 宮殿で 御 婚儀 盛典ぶ 
び ごご 現 巧 劇 『ねかる み 小道』 の 
映 議會を 巧る 十五 日 午後と 時半 
よな 開催す る 由。 右は 俱樂 部會 
員 及び 家族に 限る プライ ゲ 五！ 
ト •パ アブイで ある ど 云 ふ。 


指 巧 居 ± 法話會 

紐 育 娜必會 ま 催の 佐々 卞指巧 
居 ±( 臨濟 正宗 曹溪卷 ま). 法話 劇 
會は來 る 十五 H 午後 八 時よ b 日 
本 俱樂部 じがて 開かるべく 當巧 
の 法話 題は 六 波羅蜜の 辨 一 「布 


施 波羅蜜」 である „ 


るが 如く 國路 省ょ も 領事に おへ 
たる 訓 々第 义巧 二十 六號煞 を 十 
八 項は 移 ぉ 法 第 S 條祭六 項の 適 
用を 『まごして を衆國 及び 其領 
± ごの 間 じを 商 貿易に 關係 ある 
もの』 じ 局限して ゐ る。 故に H 
本が なの ホ凰铜 事が 熊 巧 抑 堂 巧 
じ 典へ じる 査證は 明かに 其 資格 
じ該當 する をと 認めた るに 拘は 
らや桑 港 移民を がを 詔した ので 
あるから 熊 巧 御堂 氏の ヶ ー スは 
祭 一に 化み を論據 どし 日米 新聞 
社が 固 際 的 通商 貿易 じが 事し ゐ 
る 点を 明確に 立証す = 述 信を 輸 
入し ゐ るが 如き n れ ば被吿 たる 
勞勘省 側は を 然败訴 ご U る じ 相 
違ない。 更らじ 

第一 一の 論点は 假 b じ歐務 
省 あび 勞巧 をの 移民法 解 釋がッ 
レ ー ドなる 义 をは 图際述 商 貿易 
をのみ 意み ずる ど 云 ふ 立法の 猶 
神なら どま 张 ずる じを b ど 想を 


八 氏は 夫人 「み 糜间伴 本 巧 下旬 
西 巧 二十- VH 桑 港 お 帆の ま洋化 
じて 一時 歸朝 今夏 歸 任の 當 A 歸 
朝 中の 同 出張所 員 溝 ロ泰造 氏は 
夫人 同伴 去る 一二 日 桑 港 入港の コ 
レャ化 じて ホ ホ 不日 着任の 豫を 
A 同が 井を を 巧 も 夫人 岡 伴 コレ 
ャ乂 便じて ホな。 

~~~ 

参 化 野を 內氏 夫人 大阪 朝日が 
育 特派員 化 巧き 內氏 夫人 父君 急 
患の 報じ 接した る爲め ホる サ日 
前を を 壊 间伴當 化 お 發サと 日 桑 
港 化 帆の 春 洋义 じて 歸 朝の 由。 

巧 木金 太が 氏 横 濱挑井 組 お 
員、 去る 一二 日 n レャ义 じて 着 桑 
昨 H ホ 紐。 

♦义富 俊 吾 氏 右 今。 

ぞ宮が 助 氏 茂 末 桃 井 組 支配 
人、 家族 同伴 サ 日頃 當地 お發西 
巧 赛洋义 にて 一時 鏡 朝の 由。 
♦藤 巧を 一巧 川瞄 造船 巧 汽船 
部 紐 育 化 表 藤 巧を 一巧は まる 五 

テキサス 贿 オレンジ じ 於て 開 
かれた る オレン タ 石油 會社お ま 
纔會 じて 社長に 選擧 せられ 就任 
せる 由。 尙ほ 同氏め 川 崎 巧 船 部 
化 表は 從前 V 、 異る 巧は ない ご。 

H 曜說 __ ^ 1 
々紐 育 目 本人 敎會 
『信ずべき 理由』 淸 水が 節 
♦基督 敎 修道 會 
『ィエスの 人格』 今 井 牧師 I 
々日本人 美な 敎會 
『題 ホ定』 乂島豊 氏 


學友演 說大會 

ネ紙旣 報が 育 日本人 學友雄 辯 
會ま 催の 第一 回 溃說大 會は本 夕 
と 時 ザょ‘ りホ內 東‘ 五十と 了 目 S 
な 一二 十を が 育 肖 本人 敎會 じがて 
麗 かるべき 司會 巧、 辯 ± 及び お 
題は 左の 如し、 

司會者 修道 會高 橋淸 お郞、 
自由 ホ 義な育 大學巧 井 了 一 

SVHi 篇 d ミをミ窝(英語')コ。ンピ 

ア大學 お爲德 、敎 養の 意味 
日本人 靑年會 を花繁 男、 を me 
量皇 1 ぎ American Life (ち 語) ユ 
- I オン 神學校 藤永惚 太、 排日 
法を 通じて 觀 たる 米 困 H 本ん 
修道 會渡邊 利太郞 、牲敎 育 じ 

就て インタ 1 ナシ ヨナ 八 バウ 
ス 保 良 せき子、 3里 皇 olises 英語 
ワシントン 乂學 窩井ス ミモ、 
日本 婦人の 政治的 進出 社會ま 
義 田 中 緩 子、 nrown 是 - S を —1 
す— H 本人 美化 敎會 ± 尾 潤 

身、 日本 雜感 コロンビア 泰 

害 宝 量、 ホ 定勞働 巧樂部 
西が 義 雄' 國際勞 働 問題と H 本 
ゼネバ 國際勞 働 局 姑澤博 ±。 

雜貨商 組合 役員 會 

紐 育美 術 雜貨巧 組を 役員 會は 
ホる 十と H (日曜) 午後 S 時ょ 6 
河 添旅舘 じめ て 役員 會を 開き 會 
務 を審證 する 由。 

國際激 船 社員 動靜 

國際巧 船當化 出張 巧を 河 巧 常 


jin ： 瞬 K ペシ タル 


東を の 朝を 想ぴ おす 

納 夏 

乾き 具を VJ 酿 上々 の 

をジ 干物 


か 桐 兄弟 商會 


.麵議 者を 求む 

首府 ワシントンの 某 ホ 國体じ 
て か 义英譯 の 出來る 日本人を 
ホ わ 給料 條件 等は 左記へ 御來 
談 あれ n 電話は 謝絕 n 
.紐 育 新報 社 內水谷 


夏 瘍賣リ た. し 

禱 巧。 ングビ ー チ •。ン グ アィ 
ランド、 ポカ ダ- — ムス ブ 1 スタ 
* ■—ス 、シ ガレ ブト、 巧で もよ し 

化に 岡 稲類懲 業者な し、 委娜面 

談 、至急 おきめた し 

F . T •夏 舅 275 sve ‘呈 y 

夏瘍 スタンド 

ウェスト ヘプ ン •セ ゲン ロツ 

クの 有利なる 夏瘍 スタンド、 貸 
渡 义は權 利 譲渡 孰れ にても i し 
希黨 おは 左記へ 御巧談 あれ 

K . 昌产 100 W . 巧 rd St . 宴 


を 





大阪每 日 二ぶ 巧日扫 
を 木 H 巧 
0 な ka Mainichi 
Room 306 A World Building 
Tel. Beekxnan 4259 




茜 ' 


曰 本 お 巧が まを 化 
短 巧 ま 店 

Japan Co れ on Iradtng Co., Ltd., 
2 Park Ayenue, 

て el* Lexin が on 8787 




お 川保換 事務所 

H. Segaw み I 打 surance Broker, 
303 R れ h Av も 
Tel. Caledonia 4101 


巧 田 巧 事 巧す 會を お育ま 巧 
Uchida 1 rading Co., Inc. 

1 1 Park Place 
TeL Barcl 巧 1576 


島貿ち 株式 會を 

3 化 ma Iradmg し 〇 •, Lt ん 
150 Broadway 
Teleohona Rector 1484 


株 ま 會お赤 尾が 舍 
Ak&wo 在 Co づ LtdL, 
23S Fifth Avc^ 

Tel. Caledonia 9758-59 


か 倉 お 絲結績 煤 ホ會化 
K お aloirci 症 Co .， LtdL, 

200 Madison Avenue 
TeL Ashland 4545-4546 


に Mildmo ゎ 

大倉 巧な 巧 ま 巧 
__ 0^uiFa^& Co., 

30 Church St" 

Te!. Cortlan か 2292-93-94 

H 共 巧る 會化 
化 巧 巧 

巧 巧 物を 巧 式會を 

Gosho Corporation, 

S 进 iispo 巧が も 
40 Ea が W 址 Strew 

T«l. VanderbiU 2519 

忌を 荫會 
1 如か Mdw が ,)!. ？ .C,T8l •わ 加 r7884 
Fado け； 35-1Q 3 郎 1 Ave ., し I. Ciiy 

Rooir SOI -805 
1 ち S な road W&7 
Tel. Cortlandt 8047-8052 

Tel. Aa] ： k!and が 的 - 91 

oosho Co., inc. 
Cotton Exporters 

巧 Beav 併 化 . 

X€l Bowiisfi* Green 8806^6 

巧 巧が 巧 お 株式を を 
なる 事を 巧 

South Manchuria 化 化 Co., 

な com 202 ら Cana ぷ an Pacific Bid ダ . 
342 Madison Ave. 

Tel. Vanderbilt 4135 

H 井 物を 棟 ま 食な 

な 育ま 巧 
Mitsui & Co., 

6 な Broadway ， 

Tel. Bowling Gr«en 7520 

株式 會 を を ホ 巧 巧 
なち お 張 所 
hvai & Co" L 化 
Woolworth Building, 
Tcl. Whitekail 6040 

H 塞 商事 巧 ま會趙 
紐 育ま 店 
M お ubi 施 1 Shoji Kaisha 
(M お ubishi Co., Ltd.) 

120 Broadway 
Tel. Rector 2560-2564 

大阪朝 H ニ 東京 朝日 
化 巧 ま 巧 
Osaka Asahl 

The New Yoi*k Ti 扭が Aim が 
Tel. Lackawanna 1000 


日本 ホ ホ 採 ま會な 

巧を 名を 巧 

曰 ホ 生糸 巧 ま 曾を 

短ち ま 巧 

がち ま 巧 

な 育ま 店 

N1 巧刖 KI-iTO KWS 化 LTD. 

Ha 化 在 Co., 

NICHl-BEi KiiTQ KAB 化 HIKI m ほ HA 
(N1CHKBE! KHTO C 〇 4 LTD.) 

j'wo Park Avenue 

443 Fourth Ave^ 

1 Park Avenue 

TeL Ashland 5320 

TeL Caledonia 7830-35 

， Tel. Ashland 6246-47-48-49 
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一九二 九年販 r 近く 發巧 

本 化が 袋に 縮を お 巧い じしました 『大 が 育』 は、 幸 ひじして 
化 湖の 淺< がかき 巧 評を 巧し、 遂にを 部 一冊 巧ら や資 切れ ごな 
な i した、 化て 本 化は 篱 一版の 內容 をを が 巧た にし、 貢 数を も I 
巧 孤した 千 乂だサ 化 年 版を が じあけ する こご t ならました、 正； 
確に して 且つ 新ら しい 統計 ご 事實を 基礎 じして、 刻々 變 化する j 
巧が 『大紐 R 5 のを 巧を 傳 ふる じ 遺 城な きこ ど •巧して 居 b ま i 
す。 がは を 憤は 

豫約 申を 者に 限リて i 

.特價 セ 十五 仙 ^ 

發巧 後の 御 購買には 一 

を價 金. 一 弗 ： 

どを し 主した、 速 かじを 約 御中 込みを 希望いた します。 \ 

i 

一二 軍 言 紐 育 新報 社 一 




すべ r 計 割して 居る ごの 報道を 
堅 < を認 した、 凰な 當 巧は をに 
對し アメリカ 政が は ホ だ 斯るこ 
ごを ち 慮した こどな く、 從 てを 
證を せで、 化 列强ょ b 斯る 提畿 
を 受けて 居 U いど あ 表した が、 
最を なが 支那を 化 伍锁框 氏が 國 
務當 局を 訪問し 本 問題に 就て ホ 
を 式の 暢 諮を 遂げた こどは 事實 
であるが 、未だ 巧 等 結論に 達し 
居らす、 もも ろん 治 外を 撒廢は 


を晚 
が、 也 
き模谨 


- 巧 さるべき もので ホら’ つ 
き機會 じがて 具体化す ベ 
は；：^ぃど。 


支涨は 依然 

か 局不を 

疑問人の李第仁 
上诚 特電 十日 發ご I ユ ョーク 
ク 并么ス 紙】 H 過去 數 日に 置 b 
武 漢^び 廣東ホ 面よ b 不穩 。る 
反 南 I 巧な 府の 風說傳 はち 入必不 
まを I 随 めて 属 たが、 巧 省の 

蒼 辯 はこれ. ぃ事實 無根な 
る ad をを をし 人必も 稍鑛靜 した 
趣 ^ ぁる、 即ち 蔣か 石將軍 •し對 
し^. 命 的 敵 對け爲 をが ちつ！ あ 
b ぶ 傅 へらる { 武漢の 李 ま 仁 お 
を 知 目下 當地じ 滞在中で あるが 
將 軍は 武漢 じがて 南を 政府 よら 
ほ 命され たか 事を 追な し 敵對巧 
爲お ぶんだ と^ 菊說を 堅く 否認 
しぶらに 明目廣 巧よ b 督 辯の 入 
南が 形勢を 愈々 緩 かすべ （獨玉 
祥將軍 もを おを 路 じ巧電 して 無 
限巧 風說じ檔さ る {勿れ^^^醬吿 
しで 居る が、 これ 等 諸 星 のげ お 
しがを る じ も關ら ず、 軍隊の 出 
動は 頻 々ごして を 化よ 6 報じら 
れ 南京を 中 > むごして、 化 西 及び 
锅 赴よ b 化 じ 

繼軍 しつ、 あを ものぇ 如 
ぐ 商人の 報 普に あれば 貨物の 輸 
送は 停頓し 巧 車 も 軍隊に 徵發さ 
る 楊子 江を 往ホ しつ i ある 小船 
も 政府 じ 徵發を 受けて 居る、 な 
府 はこれ に 對し單 じ 軍睽 の巧替 
らご稱 ずる も國 民は みまなる 感 
をを あしつ i ある もの 5 か <、 
をの 爲め前 遇 支那の 中央 銀 巧に 
一時な 附け騷 ぎを 演じ、 不穏な 
嗔の頻 をに 住 おはを 必お 巧ない 
狀態 にある、 尙ほ H 支を 渉は 依 
然 どして 停頓して 居る。. 

化 京 特電 十日 發 〔ニユ ョ—ク 
タ井 ムス 紙) n 武漢の 李 ま仁將 
軍が 帝京 政府の 評議 委員 會を辭 
藏 した-^ は 武漢掛 南京の 

巧 目 を 益々 高む るら ので 
恃じ邸 題の 媽玉 祥將 軍が スブ！ 
トメ ントを おして 『余は 政府 及 
び鹽民 黨の爲 めじ 飽を 忠實 なる 
べきち 人民に がちて 自己の 勢力 
を 伸長. する こご じは 斷 じて 反對 
する』 S 聲 明した ことは 時節柄 
注目を 惹 いて 居る、 尤も 南京、 
武漢 のな 目は を 協の 餘化充 を じ 
がし V - J 居る が、 を 宗仁將 軍が 今 
や 上海 じて 捕虜 间樣 のを ごな b 
武漢 じ歸ら 得ない こ ご は 一. 層不 
安を 增ー しつ i ある もの t かく、 
この間 一 じめ て兩 派のを 事 行動は 
U W 巧 じ 露骨 ごな wb 武漢 軍は 
南京を おじと- てを 事 的に 重要 
a 化 江を 巧る 十二 哩の 化點 じを 
るが、 南を 軍は 九 江よ を 

半圓； おを 瞄 いてち を 巧 


武 鳴、 港口 等 じ 配を しつ-、 ある 
が、 巧漢 派は 恐ら {婚玉 脚 軍 ど 
の提携^>が立しわ b 始め .戰化 
をを ゆべ く、 をれ をは 單」 對邮 
ずるで あらぅ ど觀潮 クれ」 居る 

巧 日 會巧動 

■漢 ロで 本部 髓 J 擊 
お 京 特電 十日 務 【ニ ユ II — ク 
タ井 ムス 紙】 ns 巧 十二！：： を 0 
で戒嚴 かを 布吿 すべき 當 W 网民 
^!^本部では六千人の立巧ぞ巧の 
を 巧 じ 配置し 益々 ん必 をず 巧 じ 
らしめ て 居る が、 

反 H 會 では 法の 執巧委 烏が 六 
十 人の 支那 人を 檢擧し ロネ 人 
經營の 順 天 時報を 購讀！ た廉 
で 十 巧から 廿五 巧^ 罰を を 課 
しこれを 反日 會の會 討 だ 納め 
たが、 檢擧 ぅれた 支が A は最 
近 支那 人經營 の新閱 紙な. 檢閱 
:^^嚴重で世み中のをがさつぱ 
6 解らぬ 爲 めじ 順 天 時 巧を 購 
讀 した ご 辯 譲した、 一 
マの 一方 漢 ロの 反日 會で 比豫て 
14ら 日 貨拼 斥の 立を を 命 ムられ 
K 1 千 人 & 支 服ん が 本が よら 給 
威の 支拂を 受けざる じ 憤が して 
本部 じ 殺到し、 反 U 會の銘 部は 
を賊 であると て 暴動す るに まを 
古隊お 動の 結果 漸く 退散！ じが 
J の騷 ぎで 化 二人の 負傷を をを 
レち ； - 

日本 祖 をで ； 

前督辨 暗殺 

豆 名の 刺を 乂 込みて 
化 京 〔聯 を】 九日 發 n 前山 東 
る 督辨で わつ た 曲 间醬將 軍は 今 
耕 五 人の 刺客の 手 じ 汲 b 日 年租 
巧の 住を で 暗殺され た、 じ 
還 をんだ 刺客は まんを 總し ぷ 族 
ぞ 脅しつけて 家 巧を 殴な ぐ 殺 索 
上、 曲 氏が 糜宗昌 牌 軍 ごおん 
山 お 省 革命を 陰謀した 證螺を 
見し、 これを 股の 韶じ突 限け 
て就强 の上ピ ィトが 五を をを 射 
してが 殺しを の 壌から 逃む I レ じ 
のでを る。 ：-j 

張の 旗 上け i 

山 東の 前途 不安 

巧 起 不能を 傳 へられて なた 張 
巧ボ島 氏が いよ--^ 山 まじ 粟 r お 
して ホた、 彼が 巧 出馬は 

; 一安 福 派 からの 資を榜 勘、 
葉 部 山 東の 雑色を および 產 朝を 
地 じみる 反を 命 軍 ど 十 かなな 絡 
が 成立した 結果で ある どい はれ 
てゐ る、 目下 東が 山 東 じを る舊 
お 鎌 山 東を の 軍隊は 山 東 鐵谨化 
斌じ わいて 芝 巧 じある 劉羞巧 
ホ のぞき 黄鳳岐 氏の 一 萬 ニモを 
筆頭 じと 部 將約ニ 萬 ミ 千、 織 _ 道 
帯 部は 到 黒との 一 萬を おじん 部 
狩 ニ 萬 ニ 千、 を 計 四 萬おモ あを 
かづれ も 結束して 張宗昌 氏を 迎 
、てなる から 劉 珍 年 巧の！！ 1$： は 


時の 巧 題で あらう、 このほか 徳 
州 ど 黃河化 岸 ー帶の 化に ホる 國 
民 正 规軍络 四十 八師削 長な 應岐 
氏 (お 向 蘇山采 軍) の 一 萬おモ 
濟 巧の 化が 齊河 ( 禹城附 おじを 
るな 殿み 氏、 これ まむ 

舊直隸 山 東軍) の 的と 千 

とらじ 曝を U 日 巧 ど 速 絡して むる 
張 氏が 龍 口上 陸を 山 ホの 獨 なを 
宣言す るか 或 ひは ほを をの 大施 
を 巧し 化て るか 不明で、 もし 後 
をを 選べば 僅かと 萬 泣 ひのを 力 
では进も勝算^^ないが、 巧*し媽 
玉祥 みみを 目標 ごすい ば 案外を 
利 じ 展開す るから しれ 0、 專門 
家は 張 氏 か 狼 氏と 衝 巧しても 一 
ヶ巧 位は 支へ 滑る だら う ご觀 測 
して ゐる曝 及が 一巧 支へ 得れば 
任應岐 、孫 殿 お 巧 等の ほか 德卿 
附范に 洞ヶ晦 をき めて ゐる奮 直 
懿山 東軍 徐 源泉 & の 巧と 千 も 味 
ホし、 天津の 巧く じゐる 

不遇の 陳 調を 軍ら 參 加し 
ょう、 これ じ 對し媽 书：鮮 をが 大 
部隊を 差 向 くれば 泰安 附近から 
山 東西 部に 卡_ 醒が睡 起し 河南 省 
の 西南 部 じ 迫 はれた 岳維竣 、焚 
鋪を氏 等が 反 盛す る だら う、 さ 
ら じこれ を 導か 線 どして 旧 川 省 
めて は 楊 お 氏の 下に 吳佩ぞ 巧 ■か 
陳爛明 巧が 廣東 じ、 蘆永祥 巧は 
贼を毅 氏を の 化と 共-し 天津 附巧 
じ 唐牛智 氏は 湖南 派 じる 巧 健、 
'吳 が、 をな 仙、 を 桑の 諸 巧ぶ び • 
湖 化 派を 加へ て 漢ロ晰 近に いづ 
れも 旗揚げす ゾ く 猛烈な 暗中 飛 
躍を 巧 ふて ゐる ご傳 へられて ゐ 
る、 裝 して 

この 常 ザの やう：；* 轉が實 現 
する かで うかは 疑問で あるし、 
また 目 本 軍が ゐる 間は 山 東 ホ 巧 
じがても 積極的 じ 進展 王る やう 
な. 占は あるまい どして！^ 京昌巧 
巧 角の 巧 起ら 樂她の 1 じ 於る 
が 如 （直に 叩き潰され L かもし 
れぬが、 巧じ巧を命成^、 を國 
統一 後一 年を おでない のじを く 
も ほぎ がのを 火が 山 東の 一一 角 じ 
揚げられ ま 挪を國 じ また I もや お 
動 就を 惹起し さう じが 势 一^ 勒致 
しな もろぇ やうで ある- 


革命 下火 


イキ シ n のを 情 

/キシコ巧十 - 日發=1^ ラク 
グズ ょら 達した 裙 道に 依れば 今 
巧 革命の 總 帥で をる アグ 个ン蔣 
軍の 弟 じ當る シモン •マ タネン 
お 軍は 約' 一千 人の 軍 膝 ごがに 降 
伏し 兄 アグ キン 將軍も 近 < 逮捕 
さるべく 賊軍は が 地 じ 散な して 
居る のでな 府 はま 要なる 灌を封 
鎖して歲船のあ乂を禁化！ アメ 
リ为よ h 武器 彈藥を 輸入 中 じて 
このみで 行は r を 一二 四日 描には 
を 命を 鎮應 する じ 至る であらう 
と樂觀 して 居る。 


本社 泉を 轉電 (紫 お巧轉 載〕 


丸 善 使用人 罷業 

I 【十二 日】 化き 書籍 店 化 巧は 
待遇な 善を 要 ホして 綴 業を 
なした。 

獻 上品を 天鹽じ 

I 十二 日】 聖上、 皇后 兩¥ じ 
は 十一 日 午前 ホ阪 離宮 もを 


をを 寄附し ね。 

英 皇子- > 貴族院 

〔十-日】 巧 族 防を おを が 曾は 
院證 をな てへ- リ！ 親モ 歓迎 
の盧を あする じかした。 

橫濱 船渠 罷業ず 

〔十-日】 橫濱锻 朵會社 化 業 員 
四千 八 巧 名は 岡赃 罷業を 巧 巧 
した。 一 

を 傾 學生怯 除を 

【十-日】 第一 高等 學校 左傾 學 
生 六 名は 除あ處 をを 巧け た。 

山 本 代議 葬儀 

〔十-日】 故山 本 化^ ± の 葬儀 
は 八 H 本鄕 區本鄕 1 J 1 T 目の 本 
鄕 爵年彿 敎會舘 じが て營ま れ 
た 0 

製糸 工場 燒^ず 

門 十-日】 埼 玉縣兒 玉^ 神 巧 巧 
町 大和 組 製糸 工場 燒^ < 、消防 
手廿を 負傷し 數巧 名す H は 
阿鼻叫喚して ゐ るが 害は 目 
巧圓じ 及ぶ ご。 I 


一を— 苑 —11 

僧俗 合痕山 

獨立 美術展 雜磬 


啓 •御大 典 献上 おモ 五' 白 おを 
みを なは せられた。 

傅 書 鳩に 記念碑 

【十二 日】 東 巧が 下 中が 通信 學 
校內じ 建立され る 傅 書 鳩 記を 
碑に 掛し陸 お 軍 度び 巧^ 通信 
化は この 尊い 犧牲じ おしてを 


石垣 榮 女郎 
イン デ ベン デント 美術 心ぶ 協會 
0 祭 十一 二回 美術展 覽會は 本ち 

\ B から ウホ 八ドフ アス^リア 
ホ テ V で 開催され てゐ る。 \ この 
會の榜 長 ごする 無 審查、 巧 
は、 あらゆる 階 絞の 美術 缘 暦の 
作品を 集め、 千 じ 近い 多^の 作 
品を 毎日を 衆の 煎じ 展開--^ てゐ 
る。 會場モ ある この 貴族的な ホ 
テ 少は過 ま數十 年間、 一國 のま 
權者 や、 プ =：. ン ♦ゾ や、 富豪 や、 
强盜 や、 薄 徒 や、^ 殺人犯 やわ 宿 
泊し、 あの 有を な'^ 刑囚 グ户ィ 
シ ユ ナィダ夫 Aii ^密會所じも 
なった ホブ^の 實 がが、 樓 上の 
この 展覽會 じ 化クて 表象され て 
ゐ るかに 見られる' \ 齋戒 沐浴し 
て 藝術じ 精進す る な 美術家 
の 作品 も あれば、 灑^炯 の やぅに 
爛れた 頑廢 的な 作品 ホ あれば、 
賣名な で 書聖 の 作品.3|冒|^し て 
耻ぢ ない 俗物 も あれに、 を 的 
發展の 適 程の 必然的 おを』 の 巧 
ん 空かを 展辭 した 乏言ぶ グロン 
タリ T 蠢 をのが 品 も あ r 。 騷々 
喧々 、雜然 たる 色彩と 巧 祐<」 の 
あ 清、 聖繪ど 肺 おやみ 、梅毒 
わき ご、 乞を £ のを 宿ぶ る木賃 
宿の 觀 ある 化 展覽會 は、' がら ゆ 
る社會 唐の 實 相で あり、^ 間 生 
活の瀉 b なき 表現で をる 一と 歲 
の 子 拱から 八十 歳の 老人^ん ？、 
港若男女ち名無名の美術1^-のぅ 
ら じは 十三 名の 日本ん も 心 一^。 
をれ でな は、 日本ん の 作 3 をけ 
を紹 かする。 乂 BC 順で 譲が A 
てゐ るが、 本年は 抽繁 で^か レ 
初っ てゐ る、 一番を いが かで り檢 
玉に あげる。 \ 
保あ藏 君の 『サ カン ダボ® J マ 
(と 四と) はを る 山中 じを ト日 
本ん の 夏 傷 業の 生活を 極： 筆 
で 描いた もので をる。 玉 コー ロゲ 


ポ ータゲ ー 


一- グ 


ゲ ー ムじ就 働す る 邦人 ご、 み — 
ムじ 夢中 じな つて ゐ るな 毛 人の 
男女、 をれ を圍繞 すち 群集 巧 配 
置、 がを の 中で 立 見して 否る ホ 


ああの フラ ッバ— 達の 肉體 的な 
を現、 かうしたバ！クじよ<巧 
る 都を 人 ど 田を 巧 S の 服装 上の 
相違 や、 を お 上の 差別が、 氏獨 
特の 色彩と 銳巧 的な 描 お ホで 遺 
馈ぃ *< 描かれて ゐ る。 あの 薄暗 
い 色で 明い 店の 感じ や、 ホ や、 木 
や， 馬 やが どうして 出る だら う 
ご 思 けれる が、 を 巧な 巧の 筆は 
完をじぶ巧してゐる。 氏の作と 
しても 好い 方の 作品で わら、 こ 
の會 塔で も ホつ てなる 作品 の- 
つ である。 檢 玉に あげる つもら 
で ご’ っ 擧 めて しまつた。 

曰 井 文 平 君の 『 H 耀 日の 午後 j 
(とと ニ) はかなち の 大作で、 
四 人の フ ラッパ — が セント ラ 八 
パ！ クの樹 蔭で、 新聞を 敷いて 
ピクニック をして ゐる 面白い 圖 
である。 四 人の 女を 工合よ く 配 
置して、 をの 背景に セント ラ少 
パ！ クの池 や、 おやを を壽 のよ 
うじ 描いて ゐ る。 をの 邊じ 散亂 
する 新聞紙の 4 ブト じゼ 7 の マ 
ン盡 から、 菓子 箱の 蓋の 繪 まで 
細かく 描いて ゐ る。 化の 上の ボ 
1 トや 人物を、 はつき ゎ < 描い 
わら、 草の 一本々々 を 摘く， とは 
この 繪 S 効 おを 數 から や 害して 
ゐ る。 か うした 細かい 巧 f 浪费 
する 力を 四 人の 女の 上 じ 用 ひれ 
ら 、巧 一巧の 傑作が 出 ホね 善で 
をる。 構圖 もよ し、 ん物 も柔ら 
か （動いて ゐ る。 ロハ 遺據 じあは 
れ るのは 足が コムの やう だ。 靴 
下の 下 じあら ゆる 巧 モを惱 殺す 
る 美しい 足が ある 當 だが、 ファ 


イ 


アデ パ 


メント の コム 管で 


はが 滅 だ。 細かい 所は ン ンプグ 
ファィズして 重要な 人物 じ 力を 
集中して 欲し かつた。 四 人の 女 
巧瑪は いづれ も、 ぞ 宵て ゐる 
が’ あの 中に 四つ 斑て やつは 餘 
を 見ない わら、 先づ 姉な だら う 
が、 をれ じしても 歲が 同し かつ 
かう だ。 

鉛 木 頸と 君の 『スペィンの 少 
女』 (と ミセ) は ァヵデミックな 
宵 像 蕾 どして は 成 巧して ゐ る。 
巧 像 畫が寫 眞の化 巧を しじ 時化 
の繪 ごして は 申しみ はない が、 
巧 像 盡が藝 術 品 どして 取披 はれ 
る 今日、 かう しじ 給は 時化 錯誤 
である、 藝術 的な 書 エは常 じ。 事 
實のネ 質を、 實 相を 握む をに 离 
必 して ゐ る。 巧 間每じ 推移 流轉 
ずる ホ 線や彭 陰を 追從 する ミは 
夢 巧の 雲を 追 ふちで ある。 ァ々 
デミ シァンの 一つの 重要な 誤謬 
は、 ホ 線と 影 陰を 描が いて 愤の 
實 本を 搔 まん ごする こご じある 
絕對 不壞の ものは なく、 流動 變 
遷 する 事象 事物を 把握す る こご 
は 難いが' 形相 的な、 構 相 的な 
ものを 握 待す る i なく、 物の ネ 
ホじ究 入して、 赏 如の 實 相に 達 
す' るを こを 藝 術を 巧な でな けれ 
ばなら ない。 實 質を 戰 ひとす る 
事 こを 藝街 をの 精進で なければ 
なら nor ホ 線 ご 影を 巧 用せ やし 
て繪を 描け』 ご 誰か 叫んだ が、 
をれ は 眞理じ 近い。 ホ 線 ご 影な 
しじ、 鈴 木 君が 巧 像 盡を描 < や 
イノ じな つ わらつ ペィンの ク 女』 
にはを 屋 とホ體 的な 厚みが おて 

る。 を こじを の藝 術には 千古 
に 輝ぐ 作品 か をれ るので ある、 
か静 誰の 給 だつ て 千古 じがいて 


第.. 並’‘ 十六 帝 跡議會 


小 選 擧區制 案で 深刻な 政戰 


: 齋騰隆 夫 代議 十 一 S 質問 一二 時間 餘に 巧ぶ H 
東京 特電 十一 二日 發 == 衆議院 議長' 兀田肇 氏ほ辭 表を 提出した C 

ま 京 特電 十二 日發； 小 選 舉齡測 案じ 依れば 譲 員を を ホよ b 十二を 增加 しを 員 四な と 十八 名 ご 
U す.、 く 新 裳巧樂 部の 巧 次 氏が 案の 內 をに 就て 說巧 しでが、 これよ ち 露き 政 友、 新黨聯 をの 小 選 


擧區 制は 省 選の 楠 神を 無視す る もので ゎるくて 巧黨は 
巧と 始めて 提携の h 普選 擁藩阅 民 同盟を 納 織し 學をや 
'も數 の 上では 敵—' 難 しど 巧、 反 割を 派は 化 ゆる 手段を I 
事を 引延し 審議 ホ r の 策 巧を 樹 て、 旣じ 質問の 通吿 

誰議第 1 H 目に け 尾 g 巧 雄 氏の 撤 凹を ホが 齋藤隆 夫 の 質問は 實じ 一二 時間 十を の 久しき じ 及んだ 
のでな ぶ 會は遂 じ 泣きを 入れ 本 H じ 持 越し わが、 上い^ じがて はこれ を 自由問題 どして 討議 ど 巧し 
早 < も 否か 說がお 力 ど U つて 居る。 「 


聯をで反巧と决1、 尾略巧雄氏はを部磯雄 
貫 業 おじ も 加盟を 勸吿 しじが、 野黨 の反對 
U てを 法的に 講 事の 進 巧を 防ぐ 寬 ホから 議 
四十 ニ 名 ごい ふ 驚： べき 數じ 達し、 昨日の 


野 驚 協議 


ま 京 特電 十二 曰發 n 小 逃お踪 
制 おぉを 派 あ 志 協議 曾け 十一 日 
正午 衆幾院 巧を 畫 じがて 龍 お 尾 
帖行 雄、 を 嫌 磯雄、 鈴 木 文治、 頼 
巧 木な 吉 、中 野 正 柳を 氏ぶ 化參 
をした が 中が 巧 d 『小 選 擧隨制 
は 憲政を 逆轉 しが 本 か .4 破攘す 
る もみでを るから 吾々 は圃 民の 
を じがて とを ががねば リ ら拍』 
ど 説きな 帖 皮は 巧 轉缩會 を 引用 
して 『バラ マ 瓜 氏は 僅が 一二 名の 
黨 貸を 率ゐて ホな をの 遙 貴を 相 
ホ じ號事 進れ を 阻止した 例 もを 
る、 吾々 反對黨 はおんで 二百 名 
をが して ゐ るから 該案のを ホち 
程 的 難で も いご あ ふ』 ご. 述 
安部 巧は 『吾々 は 憲め檐 誰の た 
めじ 該案の 通過を 巧を すべ （截 
はむ ば；；* ら 0』 と 云 ひ 其 化の 諸 
巧を々 をを を 開陳して 普選 擁誰 
同 盛を 組賴 する じ 遽一决 したが 
: 方 じがて 憲政 一巧 會の腾 お 米 
を 氏は を M 盟に反 對の國 巧遂巧 
同粧會 のが 織を 割畫 中で ある、 
巧 ほ 本案の 採み-レ 陈し政 友會巧 
の 反 お 論を は 故 息 じ缺席 かど 駐 
られて 居る 0 


ム いか 一 


した ものである 主| 

歲贊案 

東京 特電 十-日が jb = 議員 歲裳 
値上案^^民政黨幹|^會じ於て反 
對 にみ をし 値上げ が! {お 署名 者 じ 
化 消を 要求した が、 議員 歲豐值 
上 案は 政が がを 派が 部を 鎭壓お 
ホる か 疑問なる たでを 麻では 巧 


を ま 提出の 讓 あら 


を 一部で け 


『歲豐 値上け は官を や勞擲 者に 
恐るべき 衝動を ホす を惧 る』 と 
稱 してなる。 

首相 ご全權 引責 

東京 特電 十日 壊 = 不戲條 約 案 
じ 幽する 樞密院 のさ 氣は あお 隙 
惡で岡 案を 巧 巧しても 巧 中 首相 
ごを 權 じらし 巧 旧 康哉化 ピの責 
巧 問題は をれ のらし と。 


孫 文 念 日 y 前に 

革命の 氣 動く 支那 

一^ 民 驚の 大會じ 共產派 陰謀 說 


園な 沈獻 


東 ま 特電 十-日 豬 H 旧 中を 化 
は 昨 目西圓 寺を を 訪ひ化 化を 譲 
案 不通 適の 膝の 极府の 巧* を述 
ベた、 をは 小選擧 .帖 制に 關 する 
をを をを はや 今後の 段 巧に 就て 
も 言葉を 外ら したが 政府 侧 どし 
ては 兩 枕を 譜 案を 引換 わに 證會 
閒會 後硏兜 巧ょ b 熙僚ど 政務官 
どに 剧込 連動 幾み 實現 かと 觀測 
されて 居る。 


お 京 十一 目發 明日は 故 孫遙仙 氏の 逝去 記念 H でぁら、 巧 
るを 曜 H は國を 露 大會を 前 じして 支那のを 地には を 命 気を 横溢 
して 不 をし 猫^、 化 京は 共 產屬の 反逆を 恐れて 明日 戒嚴 みを 布 
くじ まる' へく 國 銀れ 筋は 巧 A じ譬 吿を發 して 貨物の 輸送を 速 
かにすべし ごむ^し、 軍事 方面 も漢ロ 派の 反目 ご 媽玉祥 の 進逛不 
明 じて 不 巧で ょ^ るが、 國お 黨大會 じは 過激派み モ はを がを 恐れ 
て 出 おち 少 U がるべ （、張 宗昌 將軍毋 度の 旗 上げ も 避け 難しと 
見られて おる I が、 奉 天の 張 學良將 軍は 山 東 省 方面への お 兵 命み 
を お 絶し、 淨地ホ も 人 也 おめ て不 をで ある。 


支那 か マ クム レー 公使が 

載 目 大使に 榮轉說 


朝野 决戰 


まま 特を 十-日 お = 小 選を 區 
制 お 上 括の 九日、 議 おで 朝野 兩 
黨韶自 乱 閒の結 架 抜ぶ 會 では 民 
ほお 溢 員 化 五 人を 懲罰に 附 すべ 
(勘兹 しその 中廿 五名 じ留 して 
は 段が 測を で吿を どみ したが、 
民政 おも 掛抗 巧を 第 じて 快戰を 
を 悟して おる。 

な。 別項 所较 元巧藥 巧の 醉表 
提出は 恐ら （この 睾 かに 起因 


I マクド シネ ル 技師を 後任 公使 じ 
ワ シン ト |\ 特電 十日 發 = 現駐 Q 大巧 じして 目 ド 賊暇歸 ホ 中 
の ナヤ ー たズ •マ タゲ で I 氏は フ ー グアー 內閣の 成を € 巧 じみ 
を界 よらが 退す る ことじなら をの 後 巧者 じ 就て は 目下を 衡 中で 
ぁるが、*^ を 式に 傅 へらる； 所に めれば マ 巧の 後 巧を ごして は 
目下 ま那 i 巧のを 使-しして 米 ま 關稅條 約に 列强を 巧し がいた ジ 
m . ン •ゲ でン •マ クム レ） 氏が H 本 大使 じ榮轉 し、 をの 後 巧者 
としては 乂 く 支那 じ 滞 巧して 居た 軍人 上らの 技師 9 チ T ! 一 
マク ドン ネザ 氏の 巧 命を 見る じ まるべ/、、 マクゲ H 1 巧が 引退 
して マ クム レー 氏が 東洋 じ 於る 最も 重要なる 外を 地に 强 巧し 同 
時 じ マクよ ンネが 氏の 及 使な 命は、 フ ー ゲア！ 大統領 就な 巧 ホ 
の 最も 重 巧 る 外を 官の 大更 をと 見られて 居る、 マク ドン ネグ 
巧はフー.^ァー氏ど親をの巧柄じて最近歸ホの±フ|ゲァ1巧 


の 就な 式^ 媒みフ 巧 ご 屢 々會 見して 居る が、 氏は 南京 政府の 要 
路は勿 馨化京 软府の 要路 ごも 親を 深き ち 力なる 支那® じして 

目 ドマ サチ ュ七 ブト 州イ— スト •ボストン じ歸省 中で あるが、 


クム レ ー 氏は ニュ 31 ク州 スケ子 クタ デ 1 の 出身 じて、 マクゲ 
ェ 1 氏の 猫 里は ペン シグ ゲ ニア 脚ウゴ スト •チで スタ I である 


治 外 謀撤廢 


交渉 巧認 


|一 務省當 局發表 

上が 十日 發 ：：= 東京より をした 
半官報に 化れ げ アメリカめ おは 


近 < 支那 じ 於る お 外を 權の 撤廢 
じ 就て 列强 を 議をお 集す ベ （提 
唱 しお 6、 日本 政府 どして も- 
の 提議 じ 賛意を を 明して 居る ご 
ワシントン 十日 發 U 國搭省 要 
路は アメリカ 政府が 支那め お 外 
法 權撤廢 じ 關し别 强會寨 . i .- 召集 


4r 

.• > .kL -，*; を r 


K. MURRAY HILL CO. Inc. 
巧 T が L!SH 巧 巧が 
Sornn 目 14-815 29 む aatiw 巧 
Tei. お w!ing-6 巧 eri がが が gi 


Oriental Art Stuiiios 

m Wi3 がけ t.OppDs お扣 a 巧 Is 
Tel. Wisconsin 巧 巧 


Ko ん e み 11 ぷ o 

730 Fifth Ave. 
Cor, 5*7 比 iSt. 
Tel. Circle 4406 


房 書 西 東 ♦內案 育 紐 

巧 e East and Wes け ook む . The Hew Ysrk Toiiris けが irioe 
4 り WestllSthSt, N.Y.G. Tei.G 她 8 お I 4488 


差は A 屆御新 A 
上を 右け 注舊米 
げ潭御 致 文の 國 
まよ 注し 次 書に 
す も 文 ま 驚籍て 
。割にす 敏ぶ發 
引對 0 速聽巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は る 


が 

I 師义置 
華學閒 
卡± 事 

是ノ | 

雄 所 


. 通 年卒 A 
や聊 業を 
るかし は 
も 米巧ン 
の 圃ホカ 
ごの 旣ゴ 
信 事に 大 
じ 精せ 學 
がに 五を 


ま醉 OA 
す 懲買遥 
。が 物譯 

じ ◊〇 

御莫調 
お他杳 
披树ク 
をで を 
しも 渉 


Miss Bianclie Fisher 

巧 S4 Lex. む もむ iween お 化 帥 d が h Sireefs, 



PHE げ S & P が iRY 


3 Maiden Lane N. Y. 

jr 細 お 殻 銀 帯し 巧 巧飘带 

類 石賓匠 意が 最 


I'he Japanese Christian Association 

化 3 yU43rd 化 New 帖 パ か， W. Bradhurst 叫 36 

會道 像を 督ま 人ネ曰 


じ 人な 寄 
ま 事業 宿 
すの 两を 
。おを、 
相' 館 
談 をち 
じのを 
應 化を 


讓婦聖 祈を 日 巧 
ぶ. 書 禱庭醒 巧 
設 I » 八巧會 集を 說 
會會究 せ 會校お 

木 水 日日 
. ^ * 


備 i 


乂乂時 八 
時時 牢持 


Rn. 了 8uchiya>i>.M.D | 
105 1#. 73rd 化 ！ 

Tel. Trafalgar 6509 i 


Dr. 3abro じ my, 

王 035 Park Av も , 
Tel. Sacrament:o 7 が 0 


KAN 之 O OGUfU M D. 
214 Hi が 化む QokI が 
Tsi. Tri おかがな 


K ， IWAMOTO, MD. 

U4 W.70 化か . 

Tel. Trafalgar 0352 


T.CTAKAMImd. 

り 6 Cumberland Si. わ ook 如 

Tel. Cumb が land 巧り 


GAMP 化 ! ！ な RVIGE 

設備 整が 經費 低廉 

Call-TRAFALGAR 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

" 了 he Funei*a! Church" Inc. 
(NON SECTARIAN) 
Broadway at 66th Street, N. Y. 


F- K. Mam 歹 ama Co, 

67 W ， がが 化 N,1 
Ts しわ yad 巧 巧 



CLOTHES BUILDING 

"PAiC'EXCEU.ENCE ，， 


OKUMURA 良 OOK SHOP 

民 OOM の 3 

! が 巧 . 42nd 化 G 0 r.Broadway& が nd 化 N.U. 
Tel. Sryant 0 の 0 


ま 巧に 新バ雜 
す卒御 注！ 誌 
ぉ 。御权 文' の 
奧 用み 等を パ 

村 命 致 化雜ダ 

考 願して 誌ク 

善 === ： よよ ぷ頻 * 

巧 マ - 


新 

を 

書 

籍 


因を 瓦 岂 LOOM 

— 腿 W YORK OFFICES— 

34th Street Cor. 3rd Avenue 
86th Street Cor* Lexingto 打 Avemie 
1 お 比 お reet C が .Park Avenue 
—BROOKLYN— 

にに A 化 eeBidgoDeKa 化 Av もが ] Fulton St. 

彰じ日 n 堪最タ 
日 化 や 察 ■ … 

曜時蘭 時 
午 九閣 

? 薛 

迄 後 ''" 



、、師 鏡 旨 


F. I. FREDERICS CO. 

醫 科醒學 大巧 比 傲 去 
り 8 t 5 射 h 巧， おが n り閒 4 
8 此 bxingi 加を Park Ares. 

を 時 八 巧 打 擢虫水 月 


薪 年 楠 
当の 瞬 

群經科 
擧驗の 


DR.H •ん GARDNER 

DENTIST 

巧 E. 61 が 到 • が Madis 帥む も 
lel. Reg;eni 7 巧 6 


DILE ぶ .YOSHIl, 

307 化 的 rd 化 
Tel. Riversi おお 卽 


M.Yamaguchi,M.D. 

70 お aman JUe.. 

Tei. Lorraine が 34 


JAPAN ART STUDIO 

122 E. 57 巧 化 お f. お rk & Lex Jves. 

T 化， PU な 88 が . 


Y. !TO 

1 お E がけ 3rdSi ， 
む r. U む 巧 Isn & 化.， 


MIKADO TAILOR 

30 £• が 比な， 

Te し Rhi が land がが が 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

8 化 目 0 i 81 な s. Tei 巧 hone Regent 2909 


各 お 人 本日 

巧 專雜聖 小 

てし 張 出 員 店 b 依に 留 ホ-御 

， ’t 备タ け屆日 邸は 桃ら 取を 法寸 

^ 古 U 小き* ぶ 小き 巧ぶ ホき 巧 



類 計時 石 寶盧を 貴 

會 廊柳靑 


禱賴 


しご 旨を と 切 親 ご 直 正 
精を 品 商る あ 用 信ち 確 
別 巧 式 一物 產± 御し 選 
すまし 致賣 おで 偈廉 

引 割 凹ま 力 割 H 

Aoyagi し 〇 • 

1 が - 巧 7 化が nd な . 

なし BR ながが 74 


A •し CEASAR ， MD. 
127 Ea が 84 化 化が t 
bet. Park & Lexington km 

雲 喉 晒 鼻な ! 

間 時を 診 
午 正を 铅 t 前午自 
巧 八 ま 時 六を 午宮 
日 曜 

自 午前 十 時 ま 午後 一時 


T. KASAS 

Merchant 

Tailor 

■*(r 

リ 枯巧麵 LO 鹏 
相 帥 がろ 
巧 巧 y 綿 E 


Ph 邮 e 

か 巧ぉ 3 料 5 


MWori M が sumo わ 

38 PosUve. む b 
Tel. Lorraine 0437 
Lorraine 600Q-A かの 


を 東內が 
碟 定務焉 -- 

おを 餐お 

が、 元習大 をを 
化 化 巧 皆許設 

本を 臺 を 
綠 i 


號 八十 H 巧な 千 


第 


隸 論 蒼 細 


r « 随 7 レ 1 


ロニ + 曰 ニ お ロ a 巧 田 


い 


稅 關事賴 

を洋 を蜡幷 じみ； 世界 
の 輸お乂 ホ 巧 广顯す 
する 一切の 御 部 商 じ 
應じ邀 道激船 祟賴運 
貨及ぉ 帆ま稅 戰手續 
臺等 進呈す。 重要 都 
ホ じ 代理店を おし 誠 
貪 敏速 お 用命：.™ 應や 

巧驗か i 


電を 、器が 工具 製 巧 
運 勘 具* 玩具、 貴を お 
時計、 寫眞器 及 現像 


松 本！ 


チザオ 

を 穗レデ ィオ 音樂器 

類 * ラン フシぶ^ ド 

東洋 繪議 、美術品、 

モ] タ！ 後理 


新鮮 魚 か 一切 

日本ん おきのを お 澤化取 6滿_、 
巧が 廉 ほで 太勉强 をし まず 

サヴォ ナ魚巧 

岂一量 BIA で SH A 吉 QYST 里 量 R 舌 f 
呂 C W を ごた 穿 ま tGorne こ皇 erdatn を. 
Te !. を lumbus ご 23 j 


巧 巧 靑牟巧 « の 曲 ホ 

日本人 HE 年會 

i W . 室 h S 二 cl.f で 旨 ニ 44 


揉 療治 北 島覺丈 


普；？ West 1 结さ 巧. 

ジ I . 亞 gecomb 1 さ B 


第五 街よ ご 10 

へ クシ ヤ 1 
ビグ デン グ巧 

ホ 池 篇眞舘 

電話 ナ ー クか， 

四 四 0 六 


十五 年の 磨を あるを 巧は 多年の 
經驗玄 新 智識を 有する 敎 師を聘 
し 自動 牵 
操 縱法及 
び 運轉濟 
の幡 脅す 
べき 必要 
な 磯 顧が 
智 ||を . 猛 
期 題 じし 
て 梟 も 能 
牵 るる 徽 
底 嘴ぶ 術 

をを 習し 殖狀 獲得を 保 趣し 織袭 
ロを も 罔を します。 



獨 




巧 かもた 


はち/、 を 遊び 
そを 英文で 米 國入じ 能くん かる 
やう 簡單 明瞭に 說 明した^ のが 
お ホ i した。 內を 目み 進® し 
ます、 觸覽 下さい。 

》 呈を吉 量 吾 ミ £. 里 さ St . ち 


8 a 

aft h 

■n% cu 

mfmmmm oo 


•一 


w 


親 巧の 秘談； 

ホ國ま 英語を 證 T 事 
は 成 巧の 察 一兹 下す 
本校には 日本ん 教授 
じ 慣れれ 巧 巧 歸人巧 
飾を も懸切 じを 話 通 
信 文 社を 語を を摄し 
ます。 日 魔 麵円共 じ 
午前 化 瞎よ自 か 後 十 
時まで 麗读 し) レツ 
スンと 十五 觸 T て 
今扫窝 もじを 度 あれ 


た 

-I 

’I 

5 

6 
2 


人 


或 


おき 米 變鑛人 
日本 入への 英 
語敎授 じは 多 
年の 經驗を 有 


す 〔 


ンプ 


ンお十 お 仙 
每 H 蘭 丸 時ょ 
を 巧 九 時遙何 
時 じても 宜し 
H 濯 日は 一時 
よち 四時 迄 


謗 集る 


苗— 主な 基 

自 午が 义時 n 十二時 
自 午を I 時 n 五 時 

火 啜み が I 時：^ ホ 時 

はへ キンみ！ フア 
ン テ^— ンョ * •ク リニ 
ブク じ忠執 


診察 時間 

午を 一時り 一二 時 
午を と 時 U 八 時 
を 知 皆を 主 

パ- f 本 違 一 

をな 比 wli 大學 及び 
，デ， i 病院 巧炼 
0 おはかの 頭上ち 


診ぶ g 間 

宇 か 九 時 1 十 時 
午を I み 時 1 八 時 

パ ホ 栗# ご 一 
がち 南 テ タブ— おな 
巧 著 病 廃觀務 


武ホ 


ン パラン •' 

病 晚がお 


ベ グビ 

紐育大 I 


ュし 炯院度 


导醫 巧な 勤 

が 葛 扇 

診 I ? 時間 
毎日 午を 四時から 
六 時まで 

夕 巧ろ 金、 と 

時から 八 時を 


J 則 2 
•ル C 
h t 4 
c 6 5- 

^ 化 1 

d S nn 
0 -g -S 

K-iri 

& 淵 w 

ジぉ I 

FT 


鑑船 御用を 
据を食 巧 お 
和 巧を 雜貨販 貪 
輸 巧乂稅 關手續 
諸 荷物 運搬 取扱 

遠 藤 小 巧商會 


お _ 

埋 

商 

の， 

を 


が 

丸 

前 

午 

i 

I 占 

事 
用 
衙 
を 
お 


' S ♦ミ 
» 
♦ 


紐 育を 命 保 險會社 

S 木を 吉 

雜保險 


S . 21 KI • 

之 ew work Ufe Inwcr ■冉 30 e Co 
ご oywmbertfwr NewYorlcoitw . 
phe ロタ "Worth 沒 88 

を姑ノ方ニ御掛ケノ筋^^必プ 
御自 を/あぶ ピを 話を 巧 チ 申 
聞 力* 度 幸 下 サイ 


♦ 1 ♦ 


診察 

午を ニ 時ょ 1 ハ 時 
日电 はがめ W 巧 g 

ド タトが 

窩 見豊彥 


2 
- 5 

的 


潇 .. 藻.';々，' 

日 巧 聖書 巧 巧 あ ザ 
共 勵食タ と持キ 
唐 巧 說をタ 八 時 
末お爾 篤を タ八時 
お 語を び 裁な 

午を ニ冉 

±谣 謀 演會义 は 
ホ薛會 タ八時 

が お！ T * 

を お 部、 旅行を ま 巧 
巧* 入 事相 巧が、 巧を 
が、 我 業 周旋が、 巧 巧 
裁键お 巧の 茜 謀を 設 
け會員 及び ホ 會目の 
巧を 計る 


ブロ一 ドゥエ ー なと 十番 
領事館 向侧 建物と 0 五號室 

叫 おが 请 

蔚ぶ商 A 

言 Bi を さ NJ. 呈 y 
Tel. 量 landt 吉ゴ雷 0 


(鹿を 島縣) 圃上 時を (愛 甸樹) 
水 ホ 松 (長 お 腐) 化 巧 巧藏さ 
(熊 本 森} ホ 井深 三 瞄鬧縣 ) ニ 
又が 度 ホ大塚 サダ メ ('- ィ 
ラデグ フィ ヤ巧ー 巧 上 愛 
细 原) 長 腾德一 
ち のぞ じあ 知を 度き お 有と 
候 間 本人 若く はか 人ょ b 巧 
化 巧 脚 通 か 願 上 候 

紐 育帝國 総領 革 館 

1 萬 B 養 dw ぶ 穿 W Ifork i 章 


稅關 事務 取が 

WIE 毫 1.愛萬 夏 0. 

ぎ— S 8 ニ B 夏を ay , 芸 
Te ; 皇一忌 - G ミ呈篇 云— 器 


Jolac 击 W OGUR 1、 M ‘ o - 

ニ 1 W 左 9害 st.f さ rk 

hi . 黄 ミ title 苗 73 & S をを e 二 0 さ 《 

ザ 巧 九 時 1 午 度-時 

髮寞 がを 午 度 九 時 

日 巧 午前 化 時] 午を 四時 

ドク トが小 菜乘ち 


h 0 ン ビヤ 大學 

日本人 學 友谢會 

ゴ e おち ミ se Siudenis anA ち一一 ヨミ 

of colibla Univer 芸 

巧 ニ W . 13 害 pf さ rk , N . 产 
Tel . Bradh ミ st 兹ま 

「日米 大學 々窓」 發巧 

ゴ こち ミ ese A ヨミ 一 夏 n cni さ rs ミ IJ 邑 r す rly 


4 

洗 w 
h 1- 

& J 

伽 

tiS 输 

巧 化 


S5 

o 




お 曲 t 宮綺 繁】 
お一!^ 脇屋 義人 

~ 1 S お 聲 

日曜 話 巧 午前て 時 
日曜 學校 午前 十 時 

鶴观 谣キ をと 時半 
視禱伊 水 醒タと 時 ホ 
宿を 


3 

2 

3 


位展 I を儉比 巧を か 
.巧を 十五を 學 
j 會曲員 じ 最適 
をが 圏書雜 誌 巧 曲 
ー辖娛 樂具簡 具を 
えら 

使を 感業巧 旋帝タ 
W 巧を 種 事業 齡を 


難 巧は 實言 誠意 迅速 ま 養の 
まじ 御 ± ぶ 物 一 ま 卸 賣涯段 
で販賣 ます タ ホに 拘は 
らや 御ぶ 命 仰 か 下さいょ せ 
◎歐 ホを 藤 時計。 置 時 許 一 ま 
◎寶石 貴を 屠。 銀製 器 真 一 ま 
◎を 補 萬が 筆。 を 銀製 叙 筆 
◎蓄音器。 レ*'— ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タイプライター 

◎船 切符。 紀を 葛を 帖緯施 書 


西 四十 六 T 目 六/一-と 番 
電話 ブライアント A でと 九 


T- 

た 

化 

氧 IP 

I 

がの 

N 




请 巧 


の 

K 

U 

Y 


i 鱗 揉 治療 

サブず 1 ジ > 整形 

醫科學 的 運動、 腸 
灌 注、 水 治、 巧 線 
巧電氣 治療、 其 化 
I が 育 州を 慶 

フイ ジオ シラ ヒス ト 

西が 幸 男 

日曜 外每 H 午前 化 
時ョ ，午を 九 時を 
電話 說お願 上 お 


餘跟 おじ 眼鏡 調節 


齒科醫 

▼該察 時間 A 
毎日 (呂 罹を 陈 く) 
午前 か 時よ ち 
午を お時キ 
水 躍 午 的乂時 1 
午を 一時 


診療 

午前 十 時 ょら 十二 
時、 午後 六 時ょ 6 
八 時， 日曜は 前約 
願 上 候 

ドク トグ 

山 ロニ 一之助 


誠 I 診療 

前 お 願 上ち 

ゴ—チ か大學 
ド タト か 才ブメ デ y ン 

醫學博 お 

ち 居悅彌 


日本、 支が 寶ぶ救 美 
術提 、婦人 巧 ま お あ 
化裝飾 お 

阀島 K な 

高等 笔術屏 酱辖、 

を 飾 お、 スト 9 ンダ 
日本 般裁键 


笠 4k 泮臟店 

を洋 臟蘭會 


を五ナ 1 1 T 目 

ご 云 ミ 

伊 既 

洋敝巧 

作 古 ホ ニニ 


洋服 I 


3^1^ 瓜 

— ニジク * 


クジ^— ニブク 1 タ- 

ィン ダ、 •俊變 等 一切 

ミカ お 洋服 店 

松/本 保 

電話 ラ中ン ランダ* 

M ハ 八 H 0 


齒巧醫 木 下义巿 

W 10 ミ ごさ Si . 

ぎ 互 Ilit 夏 7 


♦♦擦 ♦巧 誌 ♦新聞 
が 費を を 開 
執務 午前 九 時 ょら 午後 五 時を 

紐脊目 本人 會 

プロ 1 ドゥ 玉. ィ一と と 五 

誠 チ— クグ！ 說蝶 
巧 論 く，—.. ✓毎^ 巧 

雄 お LU 4- S 1 軍 ； i 

皇 7 Is こ V こ ミぎ U ぞ 


南 了/リカ じ 開 巧ず る 

魏人發 展の新 天地 


最を 人口を 粗 問題 じ關 おして 
海外 移は 問題は 一 股に 注目 せら 
ろ、 どころ である、 特じ 巧米ブ 
ラ ジグに 熙 L ては 昨年 鋪热が お 
米拓 鬼を 社を お 立す るな ど、 將 
ホ 我がを 民の お賴化 どして 好發 
親され て 居る、 しかして 间地じ 
わける、 巧 人 救は 昭か 一二 年 六月 
ホ 現 巧で 八方 五 千ん、 间がホ じ 
は 九で 人な 上 じ 達し、 昨年の 巧 
人の 波が 駭は 一万 人な 上を 算し 
本年は 更ら じち 加の 見达 みで あ 
る、 しから ば ブラ ジグ じ わける 
巧乂 巧を の 

± 地 は^の泣かかどいふ 
じ、 梨が め 所 二百 二十 八で 九 千 
一一 一巧 巧まで あるが、 をの 巧譯を 
見る じ お 外を 住 お 合 碗を 會 (內 
務 を社會 掃の 監哲の ド じある) 

は サ：ー パウロ ー 挪 (リヨ チェテ) 
河畔 十二 巧 和 ホ、 问州ソ 。々パ 
ナ踐道 沿線に 互 巧 町 ホ、 间州ア 
プヤ ンサ じ 己 千 巧 ホ、 を 封 十五 
巧 S で 町 ホに 逮 し、 をの 王化は 
かがが 外 移住 組を 聯合 會 常務 巧 
擧 おが 光貞 氏 (前 長野縣 知事) 

か 波 化して 買收 した もので、 掛 
道の 煤を 有し コ！ ヒ 1、 米、 綿 
化、 置、 が、 极 糖、 果實 類の 栽 
培わょ びか 奋じ 適する とい はれ 
て运 る、 しかして をの 

買收は 巧が 省 J 6 化利資 
をの 供給を 受けた るら ので 邦人 
の 移 化 者 一 家族に 對し 二十： 五町 
ホを 單化 どし 一二 年す を攪 、一 ニケ 
年々 おご か讓ィ る計盡 であるが 
一同が なは 本年 更らじ バラ ナ州じ 
一巧 ニ 千 五な アみグ I グを設 く 
る計靈 であ ム 、お 外輿裝 株式 會 
おは サン バウ。 1 州ィグ アベ じ 
六 巧 町 ホ、 マ* ピ ブト サント 州 
じ 五で 町步 、合計 十一 巧 町 ホ、 
'をのみ ィク アベは 巧ら じ 買收し 
て 十万が ホ じ 達せし むる 豫 をで 
ある ど、 柬山 農事を 社 (一二 菱經 

錢) は デン ハク 01 が クム ピナ 
'スぞ S モ 八む 巧 ホ、 祠贿 ビン ナ 
を おじ ニ 千 五 百 町 ホ、 同 州 サブ 
.ヵィヤに 一千 町 ホ、 を 針と 千 一二 
百 巧 ホで、 一二 證 は旣設 農場を 貫 
I 收 せる もので まどして n — ヒー 
の 生を を 巧つ て 盾る、 H 伯 起業 
組を (山 巧 禮藏) は パラナ 州 コン 
ゴ ニヤ じ ニ 巧 五 千 町 ホ あ も、 同 
事業化 じは 溢から 中 

鐵道 が閒迪 する はやで ホ 
_ る、 野 村 農場 (巧が 徳 と) は パラ 
ナ 州に 千 おが 町 ホ、 長が、 烏 取 
を 山、 熊 本 お 种協會 は サン バウ 
ロ ー 州ア 9 ヤンずに お 千 祀巧町 
ホ、 合計 二十と 巧と 千 ニ r 円' 町 ホ 
; 凶 上は まどして 南部 地方で ある 
; が、 巧ら に 化 部 アマゾン 地方に 
わける ものは ホの かし 

一、 巧 ホが 殖 (鋪 妨經を 社長 

福 巧 八が)' 

バラ 州 アラ ア地ホ 一が 巧 町 ホ 
_ ニ、 大巧 小作 

アマゾナス 州 マウェス 一巧が 

ホ 

. 云、 小 西 源 S 郎 及び お 曲を 六 
; 阿 州が 万町步 


質 收濟の 農場は 一 百 S 十万 巧步 

四、 巧 ホ 企業を 社 (會長 村 井 
保 固) 

バラ 州 カスタ ニヤー グニ千 町 

ホ 

合 針 二な 一万 ニ 千咕ホ 
總計ニ ロニ 十八 万 九 千 巧 ホ 

化 部 は棉化 おょび ゴム 栽 
培 じ 適して 居る が、 一般 農業は 
巧 部が 方 ごして サン バウ。 1、 

ラナ、 ブ ホ、 エス ビ タト サン 

州が 適して 居る。 




山 極 博 ± の 

學究 表彰 

ノ ー ル ホツフ 賞金を 
まる 化 日附の ドキブ •、、 ユニ 
ッ ヒお卷 じがれ 皆 世が 學界 でノ 
IV グ 賞を じみぐ 最离の 學術的 
表彰 ど 云 はれる ソ フネ •ノ ー 來 
ホッ 7 博 ± の 癌 賞は 東京 帝， 围大 
學 のを 馨お授 山 極 勝 S が 巧 じ 贈 

られる こど/'' なつた 

この 賞を け 的 I 千 巧で あち、 
.お彰 委員は 雜瘦 一致を なて 可 
みした ので あるが、 これけ 山 
槐巧 ± が 昨が をを しけ 動物 特 
じ 鼠に 掛 する 癌の 實驗 巧吿を 
承認した もので、 ノ 1 八ホッ 
フ巧 十-は アメリカのを 都 フシ 
ン トン じあら しが 名な 世を 的 
女醫で 癌補硏 巧の 爲め この 資 
をを 奇附 した ものである、 今 
巧 山喊博 十' を 推薦した 委員は 

•_! スト、 ド 1 ダンキン、 ロ 

ン ベみ ダを の 化 化 界でぞ 名な 
巧學 をで ある 

このを 擧 ある 山 極 博 ± は 栗 京を 
大の 名擧お 巧で 太 正ト- 年には 
まだ 學十 時化で あつむ 歇醫學 博 
± お川惇 一民を 助ず S して 癌 じ 
關 した 大巧 究を發 一 我し、 化を 巧 
じ 巧 あどな つた 博で で大 お八 年 
じは 旣じ H 本 學± す 貸を 受规し 
て 居る を 名の 學 者で ある。 

着々 具体化す る 

お 炭の 

朝鮮に 壬瘍 設置 

石が 液化は がを ぶ、 お エち等 
S 燃料 硏究 巧、 朝 魅 総督府， .痛 
鐵等じて、 ぃづれ^<*^究中じて 
义み乂 鹿までは 成功 ご、 經濟的 
じ 採算が 引を ふや 否^だ けが 

間 題く して 殘ー ヴれて 居る 
が最 巧- れが 原料た る 石が わょ 
ひ 水素 製造 巧の 電力を がを 僧に 
供給され、 ば 相 當採络 のじつ こ 
ごが 判明した ので 朝が 窒素 爵社 
は咸 お 南 道を 戰 江に がする 十八 
萬 キロの 水が 化 おを 賴 をし、 本 
年內じ 六萬キ n の 出力を 得て 
方 思 近買收 した 會窜 附近の 褐お 
をが 巧 し ホ どして々 ソブン を 
製 盤す る こごに じ b 、 岡 じ/、 を 
の 近： じて おが 江に お 力 二十 一二 
四を キ 0 ( 姑大 四十 お* U 】 の 水 
利他 点を なする 

一二^ら を 電力の 利用 力を 
ごして、 まづ クウ アン 艦 造を 目 
的と して 今 寒 川村燒 階ず-を これ 
がが 巧に 渡歐 せしめた が、 右朝 



鮮 窒素の 巧 財 讚に 測载 されて リ 
ゥ ァン お 造の 半 工程 じ わいて 得 
られる 水素を 利用し おが 液化を 
巧 ふこ ごじな b 兩 ホの 計 壁を 樹 
てるこ ごじよ つて 9 ク アン ボ瘍 
がを 化の 增を じよち お ホ 供給 過 
剩じ おもいる 崔 をの 凿 策を 謀 や 
る模樣 である 0 

メキ シ n 革命が 

同胞に 影響 

領事 舘が 調查か 

ノキシ 々リ 日會 よら ロ I チン 
ゼ八ス 領事館に '達し わ 情 巧 じよ 
れ ば、 同地 ± 地を 社は 同地 方 墨 
國人勞 働を の 革命軍 投入を 巧ぐ 
ため H 支搞化 栽を 業者 じ 對し當 
巧 一切の 日 支 人勞働 あを 使 巧せ 
や 墨 國人勞 働を の A を 就 働され 
たし ご 申入れ て ホた 由で 

業ち 達 もこの 廃 化む 
を 得 中 これを 容れて 居る 摸樣で 
をる が-今後の 問題は 岡 地方 軍 
除の 去就で。 ドリー ダス' 知事け i 
革命 勃 發の當 初は 現 政府 U 忠誠 
を も かつて 居る も 形勢の 變化じ 
つれ か柯 樣じ變 化する かを 測を 
許さぬ もの あら、 若し 同地 方 軍 
隊 がを 命 軍に 加擔 する こど I も 
なれば 

國 境のを 通は 杜絕 され 巧 
留 同胞 5 を 命 お 產も危 憂され る 
やぅ じなる ので、 をし 形勢 更ら 
じ惡 化せば 芝 崎 副領事は 同地へ 
乗 込み 巧留 民が 謹の ため 機を の 
處疆を 執るべく み V むして 居る と ' I 

爲替 軟調に^ 

外務 大民發 、九日 

商務官 事務所 着電 

ニ 巧む 厳 お 一億 四千 六な 方、 
入超 九 千 巧、 乂お馬 累計 一億 四 
千义百 巧、 前年 じ 化し 六 千 ニな 
巧の 增加 じて、 赖花 輸入の 

薇 增をキ '因 ごす、 對支貿 
易は 前 巧の 顯稅 見越し 輸 おも 終 
ら て、 輸出は ニモ 八 巧 万、 出超 
八 旨 化十ガ 、前 耳 じ 比し 千 ミな 
巧. 前年 同期に 比し 千 巧 巧柯れ 
も贼 少して 居る、 爲 をは 年初な 
ホ貿為 入超 額の 增加 、英 ホのを 
利 高、 だ那 問題 等 じ 正を も 大勢 
支へ 難く ニ 巧 下旬よ 6 建 化を 漸 
ホ 引き下げ、 本 月と H 發义 四十 
四 弗 半 どした、 を 翻は 依然 緩漫 
を持績 し、 を 利 化を、 を 債 お 場 
活況を 呈 せる も、 新規 極めて 稀 
にして 事業が、 兩品 巧 警戒 手控 
へのた めす あ、 資を 需要 巧ら や 
がま 亦 一向 评ぇ や、 今期 議會じ 

提巧 せられなる 關裙な 正 
案の まなる ものは 賛澤稅 の 一部 
廢化哪 心 同 品目 中な あ、 珊緋、 

蜂蜜、 デャム 、フグ 1 ッ 、デ 五 

91 の 類、 チ ー ズ 、生藥 等 二十 
ニ 品目 じ 渡ち 居ら 

ニ) 賛澤秘 を 撤廢し 國を稅 
率に 化歸 する ものと 

ご ニ賛澤 巧を 應し阐 定稅率 
よち 多少の 引上げを なさん どず 
る もの 其 化 木が 關稅 引上げ 案 等 
である。 


國麟 銀な 案 

結局 成 ホず るか 
前號巧 報の かく 掛獨 賠償を 員 


會 では 目下 アメリカ 巧を ヤング 
氏が 提 巧した ど 覺 しい 賠償を 决 
濟の 圃瞭錫 巧を 設け、 濁ら ドキ 
ッの 賠償金 支拂 のみなら や列强 
の 巧 時 負債の ま拂 、を 債 お 巧 等 
じ 願す る 諸 要務を 監察す るこタ J 
じな つて 居る もの、 かく、 この 
お 巧は 一 禪の國 隙 的 手形を 換所 
の 形 まを 呈 する じ 至る であらぅ 
が、 本案 じ 就て は 委員 會が 目下 
偽議中 じ屬し 居ら 從て內 を 等 じ 
まちでは 一切 不明で あるが 
ドキプ 及び フランス じは タみ 
の 反 對說も 傅 へられて 居る け 
れ共 これは 事 實の眞 相に 觸れ 
ね 結果で ある ピ觀 測す る もの 
タ （ 

現じ 當 地の ゥォ 街で も 昨今 
は本閔題じ就て鞠々と風說^>流 
布され て 居る が、 大体 じがて ア 
ィリ々 のがを では 化 巧の 經濟を 
を ま定せ 10 る 理想 實 現の 一策 
どして 新 銀行の 設立 じ 極力 貧 成 
して 舊る VJO 

巧 金の 株 ま總會 

あ 金銀 巧 支店 發表 
E を 銀行の 窠九 十八 巧 株ま媳 
會は 去る 九 H 開 濃の 結果ぶ のか 
<發 表した。 

累年 度 繰 趣を 八 巧 二十 八で 千 
六 百 十一 田 一二 十ぶ 錢 、半期 積 
立 金 一二な 方 田、 本年度 半期 配 
當を五 肯巧阳 (一割) 巧 年度 繰 
お金 九な 一二 十四 巧 六 千 ホ 百 ニ 
十二 山 四十 一二 錢。 

の漸ろ C 、 

東京 特電 十二 日發 

妨績が 深を 業廢ム 

巧績會 社は 大部を 四月 中 じ 深 
夜業 廢 止を 膏 現ずる らしい が增 
を 計 嘉ら相 亞ぎ居 b とち 頃 又も 
や 操業短縮 かご。 

發巧餘 力 半年ぶ り 

ザ 年 おらで H 銀 帳 あ 發巧餘 力 
五を S 十 ホ 方 お千阳 をを じた、 
尙ほ自 銀の 巧が どを 利は 發巧高 
十一 億よ 千 五な 巧 旧、 發巧餘 力 
と 巧巧圓 、貸 出 高と 億 ニ 千 四な 
万圆 じて 翌 H 物は と 厘 五毛ょ b 
一 凝 一 厘、 妨績 手形は 八 厘 五毛 
よ b 1 錢ニ 厘で ある。 

11 1 巧 下 巧 貿易 嵩 

輸 おは 四千 义巧八 巧 あ 千圓、 
輸入は ホ 千 一二 百 六十 五 巧と 千圓 
差 引 入超は 千 四が 五十と 巧 ニ 千 
圓で みる 0 

稽を日 

乂 木曜 午後 乂時 1 十一 時 

W 嗎 午後 一時 — S 時 

紐 育 柔道 俱樂部 

事務所 西な ST 目 一四 化 

クラ— クソン j 0 1 化 ホ 

道場 西 巧 T 目 一八 

尋れ人 

(宮城 縣) 大棍武 雄 (長 野縣) 務 
巧 平 人 (同) 佐 伯鎭雄 ~ 魔 島 
縣) 中 村榮ニ (間) 波 邊泰巧 (東 
京 巧) を 澤巧么 助 (か 歌 山縣) 
巧藤甚 之を (お 馬縣) 松 下壽之 
を (山 ロ縣) 德お猪 S 郎 (熊 
本縣) 西が 巧 喜 (鳥 お縣) 廳勝 
槪 (山 ロ 巧) 巧甚を (を 媛 腐) 
お 巧常吉 (和歌 山縣) 化 本 平 王 ロ 
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SUN HANG FAR 

213 Q -7 th & VS . Bet . 126 th & 127 th Sts , 
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City Hall Tea Garden 

170 Nassau St . City 
Next to the Tribune Bldg 
Loo Lin Manager 

Col ぉ ge Inn 
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BeU 23 rji 基 巧 4 化な s . 
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本章 P 々 

巧 巧を で 

护豐 > IV ト 

切通 畫丄 、ル 
符棠 ‘W j 

i |! 旅’ 

1 磨！ 舘 

よ ク± ホ 巧 博 君を T で 巧 諸 腐 .ホ 

す マ、 上 卒し じへ 目第理 君前罢 をに 黑 
。ィ H ま繁 ては ばの おを のを 樓移 f 那 
、疆 す々 居 巧 直 チ お 差 嗜揮巧 が 
暴は。 御よ るぐ 辛の 上がつ 理か S 
格 疆ホネ 程日ブ なげにて 入寸 巧- 
•が 巧 ホ。 巧 ネス ニ ま 適 日歐イ 
あ' の 評人ィ 十す す本廉 
をン程 を 諸 ご 六の る 入 女す 

がすす •閒の 出 ホ 

上變ぺ き御勸 が 1 

街 も-く 席 便の 司涅贊 
案 引を の 利 方理廳 g 
巧立閒 おじに A ぶ ぉ 
申 願 巧用瞄 はな® 

上 度 ホ じへ 基 蓮 園 
候な 巧 お 巧 飯 

巧 ホ I 日 

ま自 巧滿 マ羅 

午 午®^ ィ及 
歸胳 春 ± 
i ± ^ 涛罐 

まじが 晚巧モ 

^ す ぁ 日 揃 IS 
百。 す 本 ひ 巧 巧 

サ 朝る 人の 
五 H 巧 諸 巧 ヌに 
了 時 巧君理 ^ 
目を をの 人^ 
チ 開 差嗜數 
プ巧上 巧 名 


ザ 上 金魚 巧 

918 巧 香 As- Jew さ rk 晏 . 
さ 0 ミ S こ 7 ち 


魏烹 並に 御旅 舘 

t 得 塔 巧 

勺 一 兄を 

な 育ホ宙 八十 八 T 目 一二 ニニ 
巧を スカイ ブ I と 入 ニニ 


會席 御巧理 

昭 和 

時 別が 日本 巧を 新を し チ* ンの 
水冀を 始めました 。チキンの 水 
煮は 一二 時 巧 お前 巧 窗巧顆 ひまず 


日本を 巧 お 
日本 巧貨巧 
ち 巧 i を 


巧タ化 時を 巧柔 


-1 グア ドン ス 〔年 一を 


東京 巧會 


トク ンク 巧ち ます 
な 室の 設 あち 


——■iliiilili 


日本食 料 晶額タ ぴ雜資 類 卸小賣 
味 之 ま 大賣挪 桑み 簡會 
新刊書 籍雜誌 小間物 日用 酷 各種 


ク 


，海 魔」 に 祟れて か 

無線 技手が 誕の死 

S 人の 乘組 員は 荒 一 很に竣 はれて 

2 ジプト 丸に 起った 奇 確-な 話 


ユナィテッド •义テ 1 ッ •ナ 
ビゲ < — シ ヨン •コム ハ ニ ■ — の愿 

船で ゎる n 本船 ュジ ブト 化は 去 

る ± 曠日プ 火ック ，ン S ブッシ 

ュ •ター ミナ 八 第と 号 梭橋じ 入 
港した が、 をの ュジ ブト 化は 怪 
奇小說 でも 讀む やぅな、 聞く も 
衷れ a 話を もたらした。 

S ジ ブト 化は 去る ニ 巧 十五 目 
に ドネ ッ の^ ン パ* クを お 帆 
した 船で ぁるが、 が お 中 じあ. 
の大 おれで 一二ん の乘組 員を 太 
巧が の 藻屑 ごした のみ か、 四 
人目に 巧んだ 無線 技手 神吉新 
1 (？ 一の 運命は まこ ごじ 奇し 
きもので ぁつた、 乘組抽 僚 等 
はこれ こを 『が 魔の 祟 b だ』 

£ 色 ロ じて 居る、 VI 、 ュュヨ — 
ク •タキ ムスが はこの 謡の 巧 _ 
を 報じて ： n く 

この 小さな 貨物船が ド キッを 出 
邮 した 一遇 巧で ぁつた、 船の 氣 
帳 計の 叢 動か 非常に 激しくな b 
て 用 V なさ いご 共に、 n ンド 
ン から 發 しられた 無線電信は ュ 
ジプト 化の 卦路じ 大風 S 襲 ホを 
翰吿 し、 同が-」 ァ ゾラス 島の 無 
線 巧から も刮 棟の 馨裙じ 接した 
氣 をを の馨 報じ 反 かや 太两 が^ 
波は 荒くなる 一方で 殊に 二月 ニ 
十一 二日 午を 四時 前 甲板 部を 襲つ 
たち 浪 は、 無 慘 も ニ 一等 運 轉± 
廣澤 一、 クォー タマ スタ' ~ の、 

括 巧 治 郎 及び 水夫 長 松原 ぉ 一二 
郎を太 西洋 じ 奪 ひ 去つ て 了つ た 
一松 おは 後甲板から コーヒ ー を ホ 
; むべ く 中 ザ 板 じあく 途上 浪じ後 
はれた もの. で、 廣巧ご 西が 过船 
橋から かを 奪 はれた ので ぁつた 
I この 椿事が あつて 間ら なく、 
無 薇 篮信室 じあった 神 ま 技手 
はおらに 氣 象に 就ての 蠻 報-し 
接した ので あるが、 柯 かじら 


おが 荒- -- i てブユ —ブを 通じ 
てこめ 誉 報を 傅へ る： ごが 出 
ホない ので、 彼は 地を 刺を 着 
用して 船橋に 立つ た、 をの 時 
彼は 一二 A の词 僚が 遂に 生命を 
をはれ k ごい ム 椿事を 始めて 
知つ たみで ある、 當時披 は 無 
言で この 痛ましい 遭難を 聞い 
たが、 別 じ 何ん ごも 云は ない 
で、 ただ 『海 魔 奴が ........ 」 ご 

ロの 中で ぐづ をき 乍ち 彼 
の 船を じ歸 つたので ある、 

をれ から' 一時 闆 を、 彼の 巧 像が 
何氣 なくを の 船を の 前を 過ぎた I 
ら 彼け、 白みのを して 居る ォ ー： 
ムと 語つ て 居た 巧で あろが、 翌 
朝 じな つてを 然 波の 姿は 船の 巧 
處じも 後 思され なかつ た、 かど 
云っ て 誰-. ん ごし てこの 無線 技 
が 海に 巧を したのを 目擊 した A 
もない、 裤の 同僚 蓮は 彼は 恐ら 
く お 魔に 堂ら れて巧 身した ので 
あらぅ ご 云つ て 居る、 盏し 他の 
S んがお 西洋 じ 命を 奪 はれて か 
ら 、流る み乂 凰し も 漸く 鎭 まつ 
たから ごい ム ので わる、 哀れに 
もを おぃ i い マド 0 スの蓮 命では 
あつた 

この 話た 聞く につけ てら 想 ひ 
おさる し 一のは 二月 麗の 『た藝 
春秋』 誌 一に 現 はれた 實話 『あ 
る 無線 拔± の 巧』 ごい ふ一篇 
で K お瓣脅 社の G 化の 無線 技 
± か 巧 ’^、 轉 巧の 通信を を 中 
じ 化の 船からの 危厳信 號で妨 
げられ た 0 ホ、 常 じこれ をき 
におんで ちた が、 巧 角が 祟し 
た 船 じ轉ー じて 歐 測から ニユ 3 
I クじ姻 がの 際、 三ュ 3— ク 
附近の が 上で 大 暴風 じ 遭遇し 
て 無線 お 諸共に 浪 じ； ら はれ 
わご 云ふ奇 しぶ 物語で ある。 


間 積 荷 等 じ 停船し、 久 々目に パ 


ナマ經 由 H 本 じ 向 ふべ しと、 右 
じ 願し 當市國 際 窺 船 ま 店 じて は 
『 S 人の 乘組 員の 不時の 災難 も 
無線 お 手の 自殺 も 誠に 氣の 毒の 
ま b である、 追悼 其 化の こ とは 
ホを であるか、 恰も 阳 船は 今回 
H 本 じ 向 ふの だから 円本 じがて 
巧るべく 處焉 される こご じなら 
う、 また 是窠の 欠員は がま えで 
航 がは お巧归 ことは U いが、 幸 
ひ窝 社の 船は ニ S 隻停 治して 居 


るから 雨充 ずる こご じなる かも 


ワシントン 特電 十-日 發 == グ 
アム 島の 南方 四 巧と 十嗤じ 位す 
カマ 島 付 あで 坐礁した 日本 激 
船 万國乂 (本紙 前號所 報) じ關し 
お 軍當じ 達した を 滞 じょれば 危 
隙 救助 4- 求む るの 報じ 接した ア 
メリ々 官憲は 直 もじ 驢逐贈 ナパ 
をを 虜に 派遣した 結 あ 遭難した 
と H ょら 二日 目 じ 乘組貿 四十 S 
ん をを 部 救助し グアム島 じ引揚 
げたが、 船体に 到底 あ 助の 見込 
なく 現 旗に 放棄した、 乘紐員 じ 
は 幸 ひ」 して 一人の 巧 傷者 も 生 
じて 居ない。 


同僚の 痛ましい 死に ：…… 

神經 衰弱が 募りて 


無線 技手は 椿事の 九り 目 じ 自殺 
一日の 航程 辛 ふじて 百嗤の 暴れ 


ク •タキ ムス 歇けェ 


ジプト 化の 珍事を 則 項の 如く 報 
じて 居る が尙ほ 探聞す る 所に 巧 
る ど 同船は 

國際 漁船. 會 社の 所摇船 

じ て今巧のがおは近巧じ ^^き大 
暴風雨が 繫 ホし 居 船ンゲ キァ デ 
ン のかき すらを 一日、 遲延を 見 
た 位で 一 H のがを 辛ぅじてな 峭 
じ 過ぎない こご もを り、 をく 木 
の 葉の かく 激浪 じ 織 弄さい 賴け 
でを つじ、 S 人の 船貞 —— ご 一等 


述精 ± 廣渾 ニニ 五一、 コータ ー 


マスタ] 西 巧 巧四郎 ニニ 一)、 水 
ホ 長が 巧 おご 一耶 ニニ 五) の 一二 君が 
悲慘 にも 一時に 波に をはれ たの 
は々 ナダの 巧 端 じもぅ ニ 一二 ロ ご 
いぶ ま 月 二十四日の 午を 五 時 五 
十み 巧で、 寡 化 も 

將に 頂上 ごい ふ 時で あ 
つた、 脫長 旗岡淸 氏は おおを の 


靈を 慰む ると 共 じか 員を 生じた 
を乘 組を 激 劇し 共々 じ畫巧 兼行 
任務 じ 就いて ゐ たが、 一二 巧 五 H 
同船が ニユョ ー ク 東方 一兩 りの 
が 程-しまで 辿 6 着いた 時、 乘親 
無線電信 技手 神吉轿 一氏 (ごて ハ) 
は 兼ての 神 經袁弱 か 同僚 S 君の 
ホ 業の 鼓を U 巧 著る しく 嵩 じ， 
時々 乗組員の 目を を ば ホて させ 
てむ ねが、 遂し 同月 五 U 罔圍の 
眼を 盗んで 投身 自殺を 遂げた の 
である、 同船は をね-- の 突が 
事件の ため 五 t じも滿 たね 乘化 
員 中 四 名を も かひ、 積靖 の雜貨 
のみは 滿載 のょ i 九日 ニユョ 1 
クじ着 港し 第と 號後 橋に お留し 
たので あるが、 同船は 一巧 I 千 
屯の 

貨物船て 當 地の 荷賴だ 
けは 十一 日中に 終 b 十二： H 早曉 


スタブ ー ン島化 部 じ 移ら 約 


知れぬ」 ど S つて 揖 る- 


巧國丸 救助 


日本の モ供 達から 

可愛い 贈鑛 

新 大統領 ホ 人へ 

ボストンで 發 巧す るク 9 スナ 
ヤン* モ .ニ ター紙 じ 達した 東京 
からの 報道 じよる ご 日本の ず 供 
ホ 十 宇 かじ 麗して 房る す 供さん 
達は’ 夫君を 助けて 今 H ア メリ 
々の 大統 額ね らしめ たフ I ゲア 


夫ん 巧 巧の 巧を 表彰す る 意 ホ 
で 巧 愛い 日本の お 人形さん を 贈 
る こ あく 發 送の 手續 
きじな つて 居る 

かほ フ ー ゲァ！ 乂統頒 夫妻は 
まる 巧曜 ロの 午を 四時から 就 
巧 後 第一 巧の* 應 ごも 云 ふ 
き 外を 圈のン 七プシ 3 ンを擧 
巧、 を 國の大 を 使 あび 一等 書 
記宫 夫妻 數な 人を 招が したが 
出 淵 勝 巧 大使 夫 まは 禮裝 して 
このを じ 列した V 」。 


i の y 記 


乂會 


がいて 進 巧す いばよ かつた ど 思 
ひました。 

□波邊 利太郞 さんの 『排日 法 
を 通じて 觀 たぉ 國』 は 結 諭か脫 
線氣咏 であつ た樣 でした けれ 共 
米國 どる ふ邑 人の 內臟み 細胞 か 
ら 崩れて ホる であらう ごの ヒン 
トけ 得られました。 を 化 繁男さ 
ん S 『敎 養の 意が』 は 自然 じユ ー 
モアを 加が したが 演說で L た。 
而も 夫れ は當 おの 靑年達 じよ （ 
ある 自家 胺惑 おじ 罹らない 眞劍 
ホが あ b ました。 

□シャ ト少の 高 か スミ子さん 
の 『メト 0 ポリス』 ど 題す る H 
本觀 光威 想は 第二 世の 持つ 卒直 
さの 美点と 優雅 ホを 缺 いた アメ 

力 式の 缺な •こを 二つながら 表 
現しで 居ました。 离 ホさん じ將 
ホ S 爵の アメリヵ 硏を とと 茜の 
日本硏究をなさ る こ ご をお勸め 
します。 社 會ま義 ご 肩書の つい 
た 田 中 綾子さん は 大使 誰の お 役 
人 犠の御 親戚 ホけ あつて ブ少ジ 
3 ア階級らしい ブー ン ごしたホ 
い 婦人です が、 朗 讀演說 であつ 
たのは 遺 減で しわ。 

□資本家の 拷 おご 田 中 巧閣の 
陰謀 どを を擊 して U 本 婦人のを 
治 的 進 おを 詢 々ご說 われました 
が 盛んに 巧みが 飛ぶ の-しも 屈せ 
ず 泰然自若 として 讀み 了ら れた 
のじは 感也 しました。 確か じ ホ 
ホの 締ん巧 議± じ適當 して 居よ 

しやう ド） ャ ラ議會 否認 

静の T ザッラ 階級で もな さを う 
ね 0 

□生 屋漓 身さん の ブラゥ 三ン 
グは活 辯 まの S ネザジ 五 レ 1 シ 
ョンを 拔 けばが 演說の 部で しや 
う。 巧處ミなく溫一^^のあるエ 
モ ー が ョナ リス ムの達 巧 家です 
保 良 せき子 さんの 『巧敎 育に 就 
いて .1 は 得意の 硏究 丈け じすら 
すら ご 無難で しわ。 勿論 女學を 
を 前に 講義を する 樣な眞 面目な 

ものでした 。コロムビアの ビ 1 
八 フ至グ ド菅の 『日本 雜 威』 は 
日英 語を もでは あつたが 日本に 


おする 實 威を 物語つ た爲 めじ 巧 
ず 大 喝采、 相互 じ覚を 巧で 
觀をふ £ 云 ふの が 嬉し， J 御座ら 
ょした。 

□巧 巧は 西 村を 人が 出す 勞働 
巧樂 部の 巧 形 役まで 大 ぶの 骨 壺 
を 持つ ホ榮 をち された 無 頭 銀 一 
さんが 山 本 化 議± の刺瓣 された 
な 共の ゾット する 事件を 化 扱つ 
てグ n レ タリアの 立 虜 から 資本 
ホ義题 家、 社 會の必 お趙栽 亡を 
論じ ましね。 忠實じ マ丄キ シア 
ン ごしての 立 操 か， h 滔 々マ 述べ 
立てた が 時間の U かつた 巧め じ 
惜 いかな 專ら宣 煩が 辨露 巧め ロ 
答試驗 ホけ で 了 b ましね。 最後 
じ 圏 際勞働 局の 囑巧 姑淺嚴 さん 
が 親が じ 國際勞 働 問題と 日本と 
S 關 係を 說 いて 下さいょ J しわ。 
其 巧は 隨を寒 かつた のです が ホ 
曹 をは ニ 巧を 前後 先づく 1 成 巧 
i こ 申して よろしう 御座いませう 
妄評 多 罪。 
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ヤツ フ T メホ 
ニブク • タ等シ 1 
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b なさい。 疲業料 
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日本 理髮舘 I 。 


蝶髮 巧.^, t 


I 耍ハ 十五 下目！ 二十 畜地 
I ぶ 年間 中が 戊 ど あ 同 經營お 年 
禪を 本人 諸君の 理髪^ 經驗を 
^ つて 居 b が。 繫數； J 注意 深 
I ， 特に H 本人 諸を を 釣 待遇 ホ 


引下げ 


主が。 料を も 左の か 
大 勉强。 

散髪 シャン プ！ ぶが 刈を 

髮ト ユック 

散髮 顏朔ら 
散 髮 

を 穗髮ト ュブク 
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' I 五 仙 
io 仙 

0 他 


衛 ホ 的 設備 ど 方法 御挂意 


英語を 勉强 ずる 簡便な 方法 
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小山 巧雜モ 

□窠 一巧 學友演 說大會 が コロ 
ム ビアの 學 をさん 達を 中 格じ懼 
ふされる ミ 云 ふこと、 時 じ 保 良 
さんや 高 井さん、 旧 中さん© 女 
流 辯 ± が 顔を 出す 玄 貴が じぁつ 
たので 好奇む も 伴 ひ ホヮイト プ 
ン ー ン から 態々 巧聽じ 出掛ょ し 
た。 愛撼 タブ プリな 肥 痛した 紳 
± が司會 者で、 漫畫 のが 巧を 豐 
富 じ 持つ て 屠る 快活な 學 をさん 
(？) が 進 巧 係でした。 彼は イン 
ブプ ジュン チヤの々 巧を ひきつ 
け 4 靑 年でした。 

□紐 育 大學の 巧 ホ 了 一さん が 
熱 >む じ 自由 ホ義 を髙臀 しました 
が、 夫れ は 鶴 見 おもやん £ 間 じ 
樣 じ維爾 遜の が 自由ち 義の イム 
コン プブ ー トな說 巧 じ 過ぎ ませ 
ん でした が、 煮を 0 て 優る キビ 
キビした 演說 でした。 コロ ムビ 
アの 巧爲德 さんの シゲ キラ イズ 
ド •プライン ド ネスの 英語な 說 
はい ま 一息 ご 云ふ處 、手 振 b 、 
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を 見て をして 其の 會 話を 御聽 きな 


<’ n 1 7 巧 監督 

ドラマが 展開 


ベンジャミン • ス 

の 下 じ 面白い メ a - 
しまず。 

マ デ ソンス n 五ァボ 1 デン、 ベ 

^ モント •パ ー ク 栽馬搜 、地下線 
の雜 を、 中央 停車場、 プ P ! ドウ 
ゴー ぷびホ 7 イト クュイ 等の 雜音 
其 化 シン •キングが ホら ます、 是非 
御聽き 下さい。 
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支店 小 お 日本 巧 丸の 巧 某ち 巧な 
名 古 崖を 都大 お西关 技) 神戶 
廣島下 顆門司 若が 巧 岡 長 W 
上 おなおを 買の 水 


輸出入ち 替 '電信 送金' ホを を、 旅 巧 宿 用 巧 
巧 菜 信用 狀其 他】 殺を 巧 業. 

乂餘 兰囊銀 巧— ま 巧 

烦里 送を" 日本が 化 無手 お 料？ 逛 をな 践 
本店 巧 金 (を 期 巧知 ノニ 補) 巧 便が 取 巧 
本 支店を を (本 巧)、 大お t 神戶 、京都 
所 巧 地名 古尾、 小 博、 上が、 佑を 


▲鄕ぁ 送金 及びを をを (無手 數 .巧)、 外 固 
ち替賣 買、 荷爲替 取組な 立、 信用が 發 
巧 等- 般が巧 業 お 御 便利 じ 取扱 巧 化 候 

S 臺灣銀 巧 馨ぉ張 所 

本店 臺僞臺 化 

支店を ま、 橫 •街、 大 お、 神戶 、上海、 漢 
ロ、 福 州、 厦門、 池 頭、 香港、 澳 東、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 をの 巧 

々成 カツ タ ，倫 敦 、巧 外臺稱 十四 グ巧 


1 、 資本を 量億圓 (を 巧が a 巧) 

一" 橫 立を 一億 二な 五十 萬 旧 

內化本 ま 巧； = 18 演 (本 巧】 な 京大 お 
神戶 をが 下 巧 名古屋 

機濱 正金銀行— 支 巧 

ホ 固を ま 巧 = を 港 お# か 巧 巧を 
其 化 世 ホを 菌ま要 都 ホ ニ 支店 及ュ ン 
ス有之 ぉ_ 


本 庙大阪 化濱五 T 目 
短 育 支 巧 紐育ブ 0 ! ドウ N 1 な阳 十九 巧 

談 なぶ 銀行 

日 お， 9 f 東を > 橫濱 、名 古 崖、 京都" 掉戶 、岡 山 
あり： J 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳が、 下ノ熙 
巧ち 店 一巧 司、 小 倉、 若 化* 博を、 久留 米、 熊 本 等 

本 固 預金、 鄕里 送を 等は 極め 
て 巧 巧 利 迅速 じ 御 取扱 可 申ち 


本店 朝 お 巧な 

支店 出張所は ロ 本 巧 化の 樞要都 ホ、 巧样 
お渊 、支那のを 地 巧び 浦 強 巧 お 

朝鮮 銀行 紐 脊曲張 所 

外 固爲替 一般 銀 巧 業務 精々 お 便利 じが 圾可 
申 上 お 


藤本 證券 會お 

一が 有價莊 券ノ賣 買、 引受、 募集 
▲金融、 並-之 こ 關スグ 一切 ノ 策を 

龍 城 藤本 ミミ - 力— 銀 巧 

紐 育 お 張 所 


陶强黑 、雜 貨卸賣 

森村ブ タザ ー ス 


® 羅府 、を 港 出帆 (ホ/ グ於 経由) 

羅府發 桑港發 
军皂忌 ぉれ〕 (正午 出 W 〕 
春洋乂 S 巧廿 二日 一二 月 甘と 日 
西 比 利 亞化四 巧 五日 四 巧 十日 
大洋 乂 四月 二十 口 四月 廿四日 
天 洋 义 _^^^月 三 日 _丑月 A 日 

® シアトル ぉ 帆 (午前 十 時化 帆) 

一二 島乂 H 巧廿ご 一日 
伊豫 乂 四月 一二 日 
靜岡义 五月 一日 
'巧 濱义 五 巧 十五 日 

® 输敦を 日本 巧 ぉ 化 

新 西 丸 一二 巧サニ a 
鹿 島み 賢み 扫 
箱 おか 四另 二十 B 
▲紐 育 ぉ 蜘臣奈 馬經由 日本 朽賞物 船— 巧ニ圆 
▲聯絡 取扱。 弊社は 歐洲朽 、南 ホ 巧 並に 芭奈馬 
經 由た や 律 岸巧备 纔撤會 おさ 特約ち リ乘城 切 
巧 等 萬 事 御 侦をじ 取 計 ひ 申 上えず 
▲ホ 圃鐵道 切 巧、 廈ムロ 券 等 も御愧 をに 取 計 ひ 申 
上を ず 


ラム プ ぶび シルク シエ — F 

製造元 卸賣 手 塚商會 

H. Y. HETSCKA CO. 

15 ちを 24 さぎ N J - C さぎ 空を ea 蓋 1 


ヮナメ t 力 ！ の特を 

H 本人の わ 買物 じは 時别お 員を 置き 無 
がで 御 案 內致升 電話 又は わ 手紙が 窠御 
記 間して 御 便宜を 計ら 初めての お ホに 
勒 しては 特に 注意 致します から 是非 お 
ホ 寄ち 願 ひ 升、 巧 巧 配達は 勿論 日本な 
做を 地 宛の わ 荷物 發 送は 當 ホで 致し 升 

、•レ ヨン ワナメ ！ 力 1 


r 獅 春季 懇親 舞踏 會 

期 日 一二 月 二十 九日 ( 金曜： □) 午後 八 時ょり 
瘍 .所 パー ムガ！ デシ 

西 五十二 T 目 S な六番 (崇八 街を く) 
乂瘍券 一人た 十 他 均 一 
友 入御 誘 ひ 合 A 續 々御 ホ會 下さい、 をして 共 じ】 夕 
樂 しく 過し まみう = 服装 随意 
切符は を 削 か 节宿义 はネ會 事務所 じて ホを られ たし 

紐 育 日本 入會 


T 窜の 印刷 ど 精巧なる 仕上げ 

時日の 西 速ぶ 確實な 校正を 保証 

.印刷は 紐 育 新報 社へ 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違 * S むく 新報へ 

ホ 巧 西 十と 了 目 十 二番 十 階 目 
を 部 じがけ るが 宇ち 論 機關の 

權 威、 吾 がが 報を 讀 まの 人い A し 

廣吿は 紐 育 新報へ 


目 本 郵船 會社 (並 三を 鐵道會 社) 

代理店 巧 晒 兄弟 商會 

.乘 革、 乘船切 巧 おじ 小銜物 運送 御 便利 じ 取扱 申しまず 


彌譯 者を 求む 

首府 ワン ン トンの 某 米 團体じ 
て か 文 英譯の お 來る曰 本人を 
ホ レ 給 稱條仲 等は 左記へ 御 ホ 
誤 ぁれ n 電話は 謝絕 H 
一 な 育 新報 社 巧 水 谷 

i 讓り 度し 

真 場 用 空氣銃 十二 挺' ホキ] 
^ 大小 一二 台、 天幕-化 (十 吹 
じ 十六 吹) ま 急 格 まじて 譲ら 
たし、 問を 甘は 左記へ 

SEISHUK 呈 ，だ 5 で 置 す 苗. 

ぎ 羣 = こ 299 


夏 瘍賣リ たし 

族 所 日 ングビ ー チ • 。ン 乂 T ィ 
ランド、 ボ カゲ 1 ムス リ一- スタ 
1 ス 、ンボ レット、 巧で もよ し 

他に 同 輔類營 業者な し、 を规面 
談 、ま 急がき めた し 

F. T. K 0 岂 KI, S 5 置 Uve . 己な 


夏爭 J トも ミコ 一畳 ミ-さ. さ-じ 於て 
タ 年經營 せる ちがの 
チヤ ブス イラン チ ま 人 歸國じ 付 
至急 讓渡 度し 委細は 左へ 

す 忌 iri Br 岩. ヴ I . Re 巧 n こさ。 


ラウエ ル 巧を 迎 へて 

太平洋 會議 の經過 グ說巧 

今秋 十月を 都で 開 惟の 準備 進涉 


パ シフ キック •インス プチ ユ 

— ト米固 幹が をは 巧內お 長を 
ウキグ パァ巧 ± を ま 員 長に 3 
ムスト ック 女を ラモント 氏を 
副を 員 長 じジ玉 ロ， ム •デイ 
タタ— ン 氏を 會 許じユ ドフ！ 
ド •シ ー •々ア タア 氏を ま 事 ど 
して 太平洋 會議の 中必機 期と 
なつて 風いて & るが お 巧加掛 

の ナエ スタ ア •エッ チ ■ラウ 五 

グ 巧の ホ 紐せ るを 機會じ 去る 
八 H を 新 巧 お 者を ホブグ •ベ 
於 モント じ 招いて 午餐 會を催 
し 席上 ラゥ H 八 氏は 太平 巧會 
蔑の 経過を 語つ た。 氏は ホる 
十月を なて 京都 じ 開催 せらる 
る會 諸の 準備を なすべく 今夏 
八月 布 畦に 赴き 九月を じは 渡 
日のを をで をる 由なる が 
當 H は 倫 致 デ リ. — ニ ウス、 夕刊 
ポス > 紙 代表を 始め 天津 大學總 
長 張 おず 氏、 スチ ヮ—ト 夫人、 
モー ゲン 女を、 前 東京 基督を 靑 
年會ま 事 フキ ッ シァ 氏、 あ人敎 
育 巧を 會化表 力 ァト ライト 巧、 

大 なの 福 本、 電 通の 水み ニ 氏 其 
他 新聞社 化を 十數名 出席した が 
ラゥ ユ^ 皮は 簡單じ 太平洋 會議 
の 沿革を 語ら、 巧哇 じがけ るア 

レネ サンダ ア •フオ — ド 氏の 努 

力を 推稱 し、 該會 議の眞 精神が 
『古 化媛麗 る 文明を なせる 希 i 


臘 人の 尺度よ もな たる 亞 細亞ん 
稱 、义 或は 勇 致なる お 馬 人の 尺 
度よ b 觀 たる 巧が 國 おは 必ずし 
も 希 腿、 羅 馬に 劣つ た义 明を 有 
しては 居な かつた ご 云 ふ 点じ 出 
發 して 動もすれば 現 巧 物質文明 
の 極を を 誇らむ どす る ホ 人は 贸 
歐洲の 太 西洋 弼題じ 小康を 得た 
る も お まがの 太ず 巧閒 題を 輕親 
する i は 出 ホない から 

日本、 支那、 葬 律賓其 他の 諸 
困の 有識者 ご 吾 有識者 ごの 閒 
じ ホ 官僚 的、 非を ま、 非 立法 

的なる 一の コン フエ レンスを 

成立せ しめ、 化 會議を 通じて 
輿論を 指導し、 大衆を 啓發す 
るに 資せむ』 ごする じある 旨 
を 述べ、 ホを じがけ る經 過が 
頗る ぞ 意義で わつ た事實 を附 
言し、 隔意な き 巧 互の 意見 支 
待の 得る 巧 至大なる を說き 
ラゥエ ル 巧の 演說を 7 キ ッシャ 
ァ 氏、 水 谷 氏、 モ ー ボン 女を 等 
よら 補々 の 質 巧ん ら 午を S 時會 
を閉ぢ た。 ラ 氏は 加 抑 共 か黨の 

一領 瑚でゐ 6、 前 フレスノ •レ 
パプ y カン 社まで あるが、 フ I 
ゲァ 氏の 選 擧じ僮 巧を 樹 てた ご 
をつ て駐 H 次 使の 候補者に 數へ 
ら れてゐ るぶ 傳 へられた が 『を 
んな增 はみ レて 事 賞に 基いて は 
ゐ ません』 ご 語つ てゐ た。 


な 馬と 日本との 將來 如何 

無 條約國 の 儘で 置ム 、のは 不利益 
日本 郵船ち 店長 お 谷 鼻み 郞巧談 


狄瑪方 おを 視 をして 前週 
金曜 H 歸紐 せる H 本 郵船 會社支 
店を 巧を ぶみ 郞 氏は 往訪の 記者 
じ對 して 间島 方の 近情を 語ら 宜 
つ 息 兒を披 渡した。 岡 氏は 先づ 
商 a ; 柄 現が キ ユナー ド 巧 船どヮ 
1 ドラ イン どの 旅客 速 賃務爭 問 
題を 說 き' 『モユ ナ ー ドの ま 張す 
る 所に 化れば 當初ッ ー ドラ イン 
におし 航路の 開始を 通吿 ずる ど 
共 K 運賃は 一割 高を 維持す る 旨 
を 吿げて 湿き 媛爭 線の 誠 解を 得 
て 置いた じ拘 はら や、 ヮ ー ドラ 
インは 急遽 自 線の 運賃よ b 二割 
五を の 引 ドげ n キ ユナ ー ドじ對 
し 一二 削 五々 の 値 引 どなる n を斷 
巧して 焼爭を 始めた ので ゐると 
云 ふが 巽國 船の 力 0 ニァ 型は 米 
固 船 のプ レシ デント 型よ b 遙か 
じ 優良で あるから 

旅を は往 俊み キ ユナ— ド 
を 巧 むらの ぇ 如く フ^ — ドラ イン 
は 頗る 當增 じなる ものら しい。 
紐 育 •、ナ が 路&か キ ーゥエ 

スト、 マヤ ミ よら 又は ニ ゥォ瓜 
レ ァンスよ b を 地 船 も あつて 旅 
客を の收す V きがての 針 畫が出 
來てゐる'^ ，、ナ化方じは每年タ 
較の被 遊を が往 おする ので ある 
日本 船の が 港は プラム ブ 船が 化 
化に な 日本よ 6 雜货 類を 秘 入し 
歸が じは 砂糖を 横む で 化く のみ 
であるけれ 共な 留巧 人は 農園 就 
働を が 巧 巧み 十一 二人み 十一 二人 家 
族 十二 人で みは 观髮萊 巧 九十 六 
人 女 お 人を 族 二十 H 人、 第 云 
位け 製が 跑 就が お 男 六十 人 女 十 


人家 族 十九ん の 順位で 漁業 じな 
事す るを の 一 _ 、雜貨 巧を 營わ もの 
等 を計と41|^1ハ 十と人 あ る が 日 本 
はま だな 强厂 

條約 を 結む _ト 居らぬ。 勿 
論 白 本 どの^ あおは 千 九-白 二十 
五六 年の 統？； 5 や 均が 日本ょ > の 
輸出 九十 sit ? 餘 弗、 輸人 = まご 
して 砂糖 ニが 六十 H 巧 巧に 過 
ぎない け ハみ 瑪を 体の 輸入額 
は實じ 一二 倍 I 巧 じ 達せ レ ごして ゐ 
るので あ， f から 將巧 目な 資 易は 
整 達の 見を も わるべ （無 條約國 
の儘ピ する では 相互の 爲 めじ 不 
利益では^ るまい か。 唯 問題は 
米國の ィム フ グユン スを受 くる 
な瑪 が支卡 万じ對 する ご 同じ （ 
日本 移民 ト 制限 若く は 禁止す る 
がかき を裡 などを 制を される ご 
H ネの 化を じも關 する VJ 云 ふ 点 
及び 日本 吐み 瑪の 砂糖 じ對 して 
お稅 一封 お 暇 じ ニ 他と ずれば ニ 
仙 即ちち バ セントの 稅 率を 維持 
して ゐ石 U 米 國は約 一仙 ホと 厘 
他は 相 嵩みが 牵の國 も あるが n か 
らちし なおが H 本の 税率 ほ 下を 
ま 張ず る S 台灣の 砂糖 業者から 
反 おが 起つ て ホる ど 云 ふ 問題 も 
考 へねば たるまい。 しかし 頗事 
舘 位は 設 措して 將來 相互 貿易の 
發 おを 謀 b 漸を追 ひて 條約國 ど 
する も 一を でめら ぅ』 云々。 

陸軍 記念 宴 . 

岛橋大 をの 講話 

日 蒸 戦役 お 犀の お齒戰 であつ 
わ お 天の 役を 記を すべ <每 年 S 


巧 十日を 巧し 陸軍 記を 宴を 閉懼 
卞 るので あるが、 本年は 日曜 じ 
相當 しわので 一 H 繰延 '• へ g 曜巧 
日本 俱樂部 じがて 開かれた。 出 
おを は 巧 紐 お 陸軍 お 校を 始めを 
ち 業 家 新 巧 社 化を 日本人 會化表 
等 數十名 じ 達し 非常 じ盛會 でを 
つじが 開 宴 じ 先ち 高 橋贿兵 大佐 
のを 聲で滿 堂 起立 裡じ 大元帥 陛 
下の 萬歲を 一二 唱 しみに 松 田 海軍 
監督 長の 發聲 でを 國 陸軍 萬歲を 
I ニ唱 し、 晚餐 後裔 橋 大佐は 當時 
砲兵 少尉 どして 溝 I 二軍 じ屬 して 
出征し 渾河附 化 じがて 奮 戰苦圖 
しわ 興味深き 實 話を 試み 盛な 狸 
に會 を閉ぢ た。 


佛也會 時日 變更 - 

お 報 お 育 佛必會 ま 催 佐々 木 指 
月 居 ± の 法話は 都を じ胶 6 i 日 
切 6 上げ 明 十四 H {木曜} 午後 八 
時じ變 巧した が 一般の 參聽 自由 
なら W 0 


日會 理事 例會 

紐 育 H 本人 會例巧 理事 會は草 
信 會長ポ ー ト 9 コ 地方へ 旅行 中 
のむ め 一週間 延期し ホる 十九 日 
(み 遇 火曜日) 午後 六 時半ょ 6 料 
亭都じ 於て 開催し 會舘 あを 處を 
問題 巧 化を 熟議す ぶ尝。 

撞球 競技 會 成績 

日本 お 樂部じ 於て 前週 木曜 及 
びを 曜日 じ 直らて 擧 巧され た 春 
季稽球 大會の 成績は- ンデ 一等 
入賞は 上旧淸 I ( 日 線) 二等は 廣 
島 孝 (江が) 一二 等 吉岡ニ 晒を ご 
ィラン 賞が 旧昌治 (物 產) の 四 氏 

コン ソレ 1 シ 3 ンは 一等 尾崎覺 

化 (物産 ご 一等 留巧ホ ホ {森 村) の 
ニ 巧で あつた。 

華府 日本ん 會總會 

華 巧 日本人 會 じて は囊じ 春季 
總會を 開き 昭か四 年度の 新 役員 
をな 選せ る 結果 左の 諸巧當 選せ 
るが 明 十四日を 期し 渡 陸軍 大佐 
及び 巧上淸 巧を 岩 本 旅 舘じ聘 し 
て 講演 會を 開く 由。 

食を お 見 宇一 二部 
副會長 西 尾 源】 郞 
幹事 田 巧頓を 
副 幹事 後藤 ま 八 
會計 ま 弘久男 
評議員 佐 藤秀司 
古谷 龜太郞 
, 東源么 助 
が 山 順 
な 人 1 种 

•田 所 哲太郞 氏滯紐 中の 化が 
道を 大敎授 明 H の 便船で 渡歐。 
•武部六藏氏 復輿局書記官兼^ 
內巧 事務官、 まると 日プ ラジ 瓜 
よ b 着が ホブ^ マン ダ 1 じ 投宿 
•を 信 竹 お 氏ポー トリコ 地 ホ 
へ 旅行 中の 高峰 巧 曾 支配人、 ホ 
人 同伴 まる 十一 日 コアー モ號じ 
て歸 紐。 

参 片野鎌 太 郎巧春 田 商 會社貴 
當化支 化 詰を 命せられ 化 程 着 ほ 

♦香 西 龍 雄 氏 巧 堂# をを 西 商 
會ホ香 西 龍 雄 氏 母堂 八 ま 子は 享 
年 八十 八歲を 3 てまる 十 U 鄕 お 
松 江巿じ 於て 逝 ませる 旨 入電が 
あつた 由。 

参 も 鼓 巖重巧 巧 ほ大倉 組 お 育 
支 巧 長、 夫人 家族 同伴 去る 月曜 

午前 倉が ホブ^ マグセ ー ュじ投 

宿 0 


巧 瞒 スペシャル 


東京の 朗を想 ひ 出す 

納 を 

乾き 具を ご ホ 上々 の 

をジ 干物 


か 桐 兄弟 商會 


トツ 力 ピン 

お 十五 錠 入 五 弗 

活力 素 

一巧を ニ 弗 

タカ チヤ スター ゼ 

な 錠 入 一 弗 


桑 山商會 

114 EAST 芸 th WT .. N . Y . C . 
Phone. R な ent W ニ ザ 0 洁 7 


東凉廊 會特を 

术— 化ォ ー ダ— 

j を 御 承 用 願ます 
東 蹄會は 一 離の 雜誌 でも、 

一 截の醬 独で も、 一斤の 慷增 
で* 、一服の 藥 でも、 巧んで 
も^ 注文み 第 おちに C 5 *D 
じ 送 6 ます 

を 表、 商品目録 御 申 越灾第 
送^:^まず 

便 姑^ 勉强 、發 送な 速、 多少 じ 
不 が^ 御用 命を 乞 ふ 
巿 配達 化 候 

が 胃 東京 商會 

1 舍宙 .苦 th St . J . プ G . 

Te 二 互臺 r 票 S 


^^員乂用 

芸名 アト ランチ ック巿 
( 直に 入用 ) 

十 名 經驗 ぁる 夏瘍 人員 

ビ ツバ I クヌ は. 


(出 發巧四 巧が 旬) 
ポ—カ テー 7 ル 六臺賣 度し 
t 球 付 化て 完備 
右は】 ヶ 巧み b 使用した 
る ものに て 持 ホ 病 氣の爲 
め賣拂 方 依頼を 受けた る 
もの 故喊 格を じて 大 至急 
賣 たし 

渾 細は 左記へ 御 照 會を乞 ふ 

太 西洋 ホ 林 ® 

9 だ Boar を alk Atlantic 呈 y , N . J . 
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H.S 思 |!SSLk". 

303 R む h Ave 巧 
Tel. Caledonia 4101 

巧 田 商事 巧を 會化 化育 ま 巧 
Uchida iVa 瓜 ng し 0 リ Inc. 

1 1 Park Place 
Tel. Barclay 1576 

島 貿易 巧 ま會を 
i^hima Irading Co., Ltd. 
150 Broadway 
Telephone Rector 1484 

巧 まを 化 赤 运巧會 _ 
Akawo & Co., Ltd., • 
■ 235 Fifth Avc.» 

Tel. Caledonia 975S-5P 

件 倉 製 絲が積 株 ま會お 
Ka お kura & Co リ Lt ん， 

200 Madison Avenue 
Tel. Ashland 4545-4546 

に MHdmoto 

Rlilcimotn P 。 一 : 3 — 

535 Fi む h Avenue 
Tcl. Vanderbilt 巧 19 

大 倉な なち ま 巧 

Okura み Co リ 
30 Church St., 

Tel. Cortlandt 2292.93 -94 

H 共 巧 式會ぉ 
化 巧な 
裔 ぉ巧會 
1 扣 Broadwy, N. Y. C. Tel. R 扣 tor な 84 
Facto け; が 10 3 B 化 わ も， し 1 , City 

巧 巧 あを 巧ま銳 
Asano Bussan Company 

Roo 。 801-805 
i 6a Broadway 

T«!. CortUndt SO がぶ 052 

, Vsosho ^rporation, 

SUk Importers* 

が East 84 也 Str が t 
Tel. A か land が 的-的 

&»*| I 。 か一 

Cotton Exporters 

* 奶 Beav が 化， 

Tel Bowling Green 8 撕 6-06 

甫な觀 道 巧 巧みを 
はち 事み 巧 

Sou 化 Manchuria R •民 • Co" 
Koom 202 ら Canadian Pacific Bldf. 
342 Madison Avo. 

ToL Vanderbilt 4135 

s 井の 產賊會 赴 

な 育ま 巧 
Mitsui & Co., 

6 9 Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

巧式會 をち ホ 巧 巧 
な 育 巧 張 巧 
Iwai & Co., Ltd. 
Woolworth Building, 
Tel •巧 tz Roy 8 が 0-61-62 

s 菱 巧を 巧 ま會化 
お 育 支店 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(MiUubi ふ i Co" Ltd.) 

1 20 Broadway 
Tel. Rector 2560-2564 

大巧 蘭 日 ニ 東京 熟 目 
化 野 ま 巧 
■■■ Osaka Asahi 
The New York Times Annex 
Tel. Lackawanna 1000 

白 本 絲巧栋 ま 食 社 
巧ち ま 巧 

J&pan Cotton Trading Co., Ltd., 
2 Park Amhu も 
T,L Lexi 打が on 8787 

曰ネ 生ち 巧 ま會を 
が 育ま 巧 
NIPPON KI-IT 0 LTD 

*lwo Park Avenue 
TeK Ashland 5320 

巧 会 名會な 
巧 育ま 巧 
Ha 化 & Co., 

443 Fourth Ave^ 
Tel. Caledonia 7830-35 

曰 ホ 生糸 巧 まを な 
紐ち ミ 巧 
NICHI- 8 EI KIIT 0 KABUSHIKI KAISHA 1 

(NICH1-BEI KUTO CO^ LTD.) 1 
1 Park Avenue 1 

Te!- Ashland 6246U47-48-49 ' 

大度 お 日 二み 巧 日日 
を 木 H 郎 
Osaka Mainicki 
Room 306A 'W*or!d Buil ぷ叫 
Tel. Beekman 4259 



VO しけ I No . け 巧 


须 I でぷ巧 j な tim 玻 imwi 


. T-. 

SWU 即 AY, MA 邮 H け 19 巧 


るべき 諮會 

召集 はを が 無期延期 する 
わ、 おを 的 じな 集しても ぶ賣不 
足を U 實ピ して 化 日 じこれ を！！ 
るに をる や も 知む 中、 筋 じ 急進 
がを 始め どして お 京 じ 不滿を 抱 
(化かのを 員 會は現 幹部 横 慕を 
理由 ごして 巧 脚を 宣言して 居る 


第； お，， 十一 馴； 謙，， ，皆 


貴族院の 反對に 政府 逆襲 か 

リ兩稅 委譲 小 選 擧區制 案 遂に 握漬 しか U 
n 唯一の 社會 政策 貧窮 者 救護 法案 上程 H 
.內闕 は 改造しても 辭聯 はしない 

ま 京 特電 十五 日發 政る 曾、 實業 同を 爵閲 意の 下 じ 立 まされた 救護を 案は 貧窮 者を 救ん べき 
現巧閣 唯一の 駐 をめ 策： であるが を々 十五 H 議 會じ提 巧され わ、 巧 まじ 化れば あ 護を ず < るす 
幸なをけ貧闲不をち、 <|?^闲お婦等で每年巧譲を要するち十互歲巧下の幼辑よ万んを加 へ終十ニ萬 
人 ごを， 之が 救譜费 八な 巧圓 ^ 娶 するど 昂 積ら れて 居る、 尙ほ川 お茂啸 巧の 衆議院 議長 わる こ £ 
じは 院内に 反 おの 戟高 一一-輿 黨 政ぶ 會に すら 時化 錯誤 だ ごい ふ 者 さへ ホる。 

東京 特電 十四日 發 政ぶ 會は小 選 擧區制 まを ホる 化 日まで じは 巧 族な じ 送 照み 方針で ぁるが 
同院の 通過は 最 巧絕學 なつた し （、臂 問 者 通吿は 旣じ緖 おして 居る が、 兩 稅を讓 委員 會 では 握 
潰しの 奥の手を おして 巧 B 嚴會 期を 意地 惡く 隔日 じ變更 しつ： ぁ 6、 宗敎脚 體法も 握 潰しけ 必定 
どい ム 勢を 呈 し、 貴 態 おの 現 內閣じ おする 不信は 日 ど 共 じ 露骨ぶなら、 兩 親を 讓の審 謹 ホ 下は い 
ょいょ 確資 ど；：：^ つたが、 がかし 政府 ミして は絕 おじ 解職 もせ や、 議會 解散の 處潰 にも あばない 腹 
らしく、 巧て 遙 員の！ 巧 値上 案 反留じ 力を 注ぎ、 をし 該 まじして 兩院を 通過す る じ まるな C 'ば 政 
府は御な巧なきや ぅ1!1|請ず るこ ご じ决した、 而して貴族院のお安維持法ま特别委員會は巧案を巧 
ホし じが、 『轉 ‘氏 新聞.' f け 早 ぐら 旧 中 內閣の 改造を 期待し 『若し 新黨 お 樂 部く 提携して 巧 中 內頤を 
改造す る游 じは あかち 巧內 相は 閣員を 辞職す るで わらぅ』 と 報じた。 

率 ひて 化 万の 南京ぶ ど對陣 して 
居る が、 蔣か石 援^; をを 言した 
媽玉祥 ぶび 闇 錫 山！^ 將軍 はこの 
危機 じ 際し ロを 閉 I レて 化 默を守 
b 、 化 京租巧 じあ 炊 ど 共に 病氣 
ど 稱 して ホた 白 祟^ 將軍 もけ 衛 
をく らまし、 支 のを 局は 不を 
の氣に 席ち て 居 


質問す 時間に なぶ 


小 擧區制 案じ 委員 會じ觸 巧 

ま 京 特電 十 I 二日 曹 = 欧 がの 小選舉 '隐制 まじ 飽 をら な對 しつ 
つ ある 野 黨は聯 44 -> て 遙會の 時間 潰し 策 じぶ び 本 H 社會 おま黨 
の龟 井貫 一郎 化^ 子は H 巧 邸に 畳る 質問を 試み， 民を 黨の武 富 
濟淀も 族を 5 說^ 一にぶ ぶこ ピ六 時間 じあんだ み、 本案 上 巧の 事 
前に 說 解を 得 じ^ろた 實藥 同志 會も同 案じな 對 しおして 街 政府 
の態度じ 一 變化*1^*妓ぶすかどお測されて居たが、 遂じ與黨側の 
動證じめゎて本^^はか八人の委員じ附巧されることじ巧ぞした 

が ほ 貴族院に 於て は豫算 案は よ 
H 委員 會を 通過し 昨 H ぶ 會議じ 
がて 巧 かされ、 まる 五 H 委員 會 
:」 姻 限せられ たる 巧 親 委譲 まは 
尙は 審議 中で ある。 

川原 茂祕巧 蓉歷. 

耕た じ 衆議院 議長 どなつ た 川 
巧巧輔 氏は 佐賀縣 第二 鼠 選出の 
政る 會化講 ± で、 を 賀縣西 松 浦 
那大 川み がに 生れ、 縣會議 貴、 
縣會證 長を ふ b 出し じ 化 議± じ 
當選 する こど 前後 十 一圓、 國勢 
調査、 题民經 溝、 治水 調査、 廣 
軌鐵 道な 築 委員た b しみ、 伊 萬 
ぉ鐵 道、 船越沒 道、 日本 電燈重 
役、 佐賀 日日を び 肥 前日 曰 新聞 
赴 長 等を 兼任し、 往年の ワ シン 
トン 會 講じ も 視察を 兼ねて ホ 米 
した こどの ある 人で ホる、 本年 
と 十一 歲。 


議瘍 混乱で 

議畏 離職 

^^巧じ‘ー川凉茂輔氏 
東京 特電 十四 扫證 U ホ議 院議 
長 どして 政ぶ fa の 川-原 巧輔氏 
が t 選した。、 

【ニユ mtt 領事館 着 十四 
曰 外務省を 電 jiu を廉院 じて は 
: 去る 五日、 治ぶ 維持 法改正 緊急 
勸 かを を 承認！^ みし， よ 日野黨 
.聯 をの 义谭 避^す 信 巧 案を 巧 巧 
M 新 黨化樂 部 化 ぉ) したが、 み 
.いで 新黨 俱樂带 おび 投友會 巧 同 
の 小 選 擧區顯 なま 提出せられ、 
'野な 检カ こわた な對 したおを 巧 
日に 直 b て證掌 引延し、 十一 11 B 
じ まらて 漸く ま 貴 會附巧 ごなる 
元田遙 長は 本案 上 接の 際 じ 於る 
一議 提盤 乱の 黃だ 引いて 辭 職し 本 
日 川 巧茂輔 巧が 講 長に 當 選した 


國段黨 大會を 前にして 

濟南 交渉 义 I 停頓 

化來 上つ た儀定 案を 故意に 覆す 

東京 特電 十 置日發 ==： 濟巧 事件のを 渉 じ 朋聯し H 支 化を は 十 
一二 日 午前 上 解で 非公式 じを 見の おお 解 巧を 文 お 巧と 6 i 時 有望 
ご 見へ わが、 十四り 午前 じ 至ち 支那 侧の 態度 急錢 して 强硬 ごな 
らを協 まを 根本ょ b 覆す じ まら 巧 涉は义 もや 停頓した。 

十八 萬の 軍隊 對陣 

■國 民黨 の々 裂 ご武漢 派の 革命 

化 京 特電 十四日 豬 = 巧 京 政府よ ら罷 をされ たる 漢 ロの 胡敦 
おがず は 軍隊の 解散 じ應 やや 江 西 省の 境目を 中 必じ八 万の 兵を 


分裂す で 

''上が 特電 十 I 二百 發 【ニ ユョ i 
ク •タ井 ムス 紙 _3 = 金權 日を な 
て 開 罹すべき 週 民 黨執巧 員大 會 
を 前にして 現ぶ 巧は 

瓦解 の！^- 能 性 じ 威 脅され 
つ i あ b 、 邸.^ 南を ご 武漢の 反 
目ら 巧 盘を誘 I 称する の危驗 ある 
外、 急進派に 趨 する 靑年披 客は 
議傷 じて を^を 陰謀し 居ち、 巧 
謂 巧 產黨の iijl ヵ增 進は 革命が 就 
な 巧 特に 著 く 蒋介石の が 巧を 
脅かして 匿ん が、 を 地の 執行を 
員は 續 々南 じ 集る 外 約 サ爾じ 
宜る 委員 もを 集し これ 等 在み 委 
員は 兩派勢 差異の 鍵を 撞 もつ 
つ ある もの ii おく、 南京 派じ屬 
する 政 客は I 化ず 派 最後の 勝利を 
口にすれ ど 今 画の 反政府 計 劃は 
頗る 整然たる ものめ ち、 巧を 政 
府を 支持す る タ數の 

'及び 銀な 家は 萬 一の 
漠 をを 慮 シて化 默を守 もつ i わ 


而 して 武漢 派の 首 お 李 宗仁胳 軍 
は總 てのを 職 V 辭 して 當 地の 列 
人 租界に 身を 潜め 一切の 訪 をの 
避けて 居る が、 南京 軍け 楊子 江 
沿岸 じ配廣 され 浙江 雀ょ b 屡々 
を戰 中の 報道 ゎるら 南京 側は 醒 
徒 征伐 ご稱 して 武漢派 ごの 衝突 
を巧决 して 居る、 をの 一方 じ 於 
て獨 玉祥將 軍け 

® 面 蔣 々お將 軍の 支持を 
標榜し 居 ゎで」 おし 南京 派 ご 武漢 
派が 衝突す る じ まら ば、 先づ中 
立を 持して 勝利した 一 派に 巧す 
るか、 或 ひは この 風雲に 乘 ちて 
一黨 の 執政 制度を 廢 正し 自ら 執 
政宫 たるに まるべし ご豫 想され 
新 支那の 前途は 極めて 不ま であ 
る 0 

化平特電十|ニ日發 ご一 ユ ョ[ 
ク •タ井 ムス 紙) = 南京 じ 於る 
國民黨 中央 執行委員 會は 黨議じ 
の b て 河南 准ょ を 選出され じ委 
員を 除名 處 みに 附 しれ どの 報道 
は、 鶴玉祥 巧の 地盤で ある 氏が 
自ら 選んだ 委員を 排斥 しれもの 
であら、 兩 者の 

衝突は 表面的に なつた ご 
解釋 されて 居る、 河南 省の 巧議 
貢 除名は おホ屢 々南京 政府の 遣 
口に 非難され た 官選 化 議員な 策 
の 根 據を强 めね ちので、 旣 じを 
の 政 萊じ對 して 漢 ロ、 ま 巧、 察 
咯爾 、探 遠 等の 國民黨 は 激烈な 
なおみ 議を發 をし 鶴 玉 おの 軍 像 
は山萊 省を 商 おしで 蔣か 石軍撤 
退 地 じ 駐屯し 漢ロ 方面 广* 一を を 
も 送 lb や、 一方 南京み がは 若し 
を 員^ぶ の 際は 委員を 巧 かして 
ら議 百を 開 獲すべし ど傳 られ 
て 居て が、 を萊 から 達した 日本 
領事 P 粮吿じ 成れば 張 宗昌將 軍 
I 軍 ご 妥協の 結を 岡 地 一帶を 

領 すべし ごの こごな わ 
ダ j 確報は 達し 居らず、 當 地のを 
爾 る使舘 はま 那 軍隊で もの-...- 
{警戒され て 居る が 巧を. は 極 
て 平穩そ あり、 孫 文 巧の 記念 
3| 示威 も朗 巧の 烈風に 妨げられ 
一す 化 じ 終った。 

南京 十 I 二日 發 〔を 同】 = 南京 
府の 評議 委員 會は 最近の 武漢 
件に 對 して 强壓的 孜策じ 出で 
巧を ち 一二 將 軍を 罷免して 地方 
府 を'-*' 廢棄 する こご じな つた 
が、 •同時に 委貴 會は鐵 道、 遞信 


る もの i 鄉 く、 これ 等 現 政府 支 一を 業 部に 凿 しこの 際 外 國巿兹 じ 
持を の 中に も 南京 致府最 をのを 1© 償す ベ （巧議 した。 

策 じす 滿を 抱きつ： をる 著 も を- 
る ので、 若し 國段黨 の 統一が 亂 
れ國 家. か內 就に 頻 ずる やぅに 立 
れ ば、 砂 （共 沿岸の 一二 省を M 
する 軍 率 執政 宫の 出現を 巧 待す I 
る もの ぞく、 蔣か石 等は 國內の I - 
平和み 頰 らじ宣 博す る も人必 の. 

す ホは 一掃す ベ （も ぁらや、；！ 

南 省 •しある お 玉祥將 軍は 蔣 かで 
氏に 對し鈔 く 共 武漢派 どを 協 
立を 見る じ 至る まで 議會の 開 白 
巧 期を ま 張し 居れで、 或 ひは か 


南米 移民 

ブラジルが 抗議 

まま 十四日 黯 = 本年度の ブラ 
ジグ 巧 日本 移民 一巧 五 千 乂じ對 
し 最近 ブラ ジグめ 府 よら H 本を 
がに 掛 する 抗議は 誤解 じを く W 
內務 省は 發 ました、 即ち 最近 プ 
ラ ジグ 駐在 大使は 日本 政府に 宛 
てプ ラジ 八な 府は 
千 九ち サ九 年度の プ ラジ 巧 


日本 移民は 政府ょ b 援助 A を 
受けつ i ある 企荣移 ほで‘ 心る 
が、 ブラジ^ 玫 巧は 勞 働げ 度 
を ホめ るが ザ 資本を 的な たを 
移 技を ホめ や ごい ふじ あム、 
內巧省 じがても ブラジ^ 政ぶ の 
琼 志を 尊重し 本年度の 移民 ホで' 
もを 業 移民は 二割に 止め、 版は 
家族 同伴の 勞働 移民 ごする：」 ご 
になめ たが、 この 移 区は; お 
卞人じ 達すべ < 、ブラ ジ 兰媒府 
の 承認を 巧 I わ、 こ 
をのを' 業 移民は 海外 移：？ i 姐. it ロ 
から 送らむ たもので 先づよ I 地 
を 買 化し これを 永久 じ 踏 止’； jO 
人じ賣 却す る ごい ふじ ある' 一が 
勞働 移民 も 永住 政策に 巧づ 10 
ご 共に ブ ラジ 八の ホ绍 する 貫 
銀勞働 者た るべ （、 . 」 
人口 增加 一が 巧 巧 人じ垂 々ど T 
日本では あるか、 政府 ごして な 
一方 五 千 人 0 上の 移民 畜 さな' 
い 方針で あるから 、 A ロ 間 題の 
解 巧じ些 したる 巧呆 はない ど 燕 
られて 居る。 ！ 

奇怪な 曝な まる： _ 一 

東京 特電 十四日 發 n ィ •ネヴ ィ 
ご フランス 主唱の 下 じぶ 巧 十-ぶ 
曰、 日、 お、 米、 撕 、伊の 掌 縮會讓 
開 體說じ 閥し 円本 當 局は 『こ韦 
は 信じ 難い' ァ メタ 力 政府の. 
諾を後 じして 寶 現ずる こどは 磨 
難で ある』 ご 云つ て 居る 。 I 一 
ワシントン 十 I 二日 發 n 國務を 
官ヶ ロブ グ 巧は をる 四 巧ょ を节 
躍すべき 國隙 聯盟の 軍縮を 備 lit 
員 會じ對 し アメリカ 政が は畫 'な- 
で 巧を を お 遺す るが 今後の 方 一野 
じ顯 する 巧 表の 巧 動は 一巧 政 頑 


ょ b 訓を する 當 であると 言 巧し 
英魄兩 國ホ昭 、六月 十五 日ょ 
軍縮を 議 召を 說じ掛 しては、 
メ？ 々政が どして は ホ だ 巧を の 
を 涉や义 書 じ もを しない ど 巧つ 
た 0 

ロンドン 十 I 二日 發 H 外務 人臣 

チヤ ソバ I レン 巧は フラン 义ご 

おじ 軍 滿會議 を 召集ず べし ごの 
報道は 事 實無化 ご 否認し ね。 


英國 下院で 

造 艦 案 辯 護 

ブ リッチマン 提督 ザ 
ロンドン十四日韓：=勞働^^|の 
おぞ擴 張を 擊じ對 .し 海軍大臣 プ 
9 ブ デマン 提督は 今朝 下院の 答 
辯の-節 じ 曰く 

千 化が 十四 年、 ド キッを 相手 
じして 造艘 競ず を 演じた 持 化 
の 四な 巧 族に 對し 本を 度 巧 海 
軍 豐五だ 六十 巧 磅は餘 b だ 過 
大に 失す どの 非難で あるが、 
これは 磅の時 價ド落 ど 戰時養 
老金拂 おしの 增 加に 基 くらの 
でぁつ て戰 前が 軍冀 がを 豫算 
の 二割 四 かたらし じ 巧し 巧を 
僅か じ 六を 化旌 である こごは 
巧 國が他 固を 相手に 競爭 てる 
の 意を なきを 示す。 

どなし 更 らじ戰 前の 巡 洋鑑な 十 
四隻は 今日に 於て 僅か じ 五十二 
隻 どな b 居ら、 現を の 化 艦 率で 
をる 一年 一二 隻の 割を を W てす る 
ならば 廿 年を 絕齡 どす. る 巡洋艦 
は 千 化 旨幽十 年度 じがて お十隻 
じなる であらぅ ど 辯 護し- 吳國 
を府は 軍纔の 原則 S してを づホ 
力 猫の 嗯數を 減少し ちら r これ 
を 補助 黯じ あぼす； にな A て 居 
る定 述べれ。 


ホ 社^!®^ を 羞？’ 添を. {紫 祟町轉 載^ 


正金 重役の 外遊 

(十五 日】 橫濱 正金 重役 水律療 
吉 巧は 四 巧 十二 H を 洋 化で ご 
外 支店 餐業 視察 ごい ふ 名目て 
出發 する がを 厳 解禁 準備 巧 巧 
か ミ 見られて ゐ る。 ji 

茨城 縣 下に 大火 

(十五 日】 茨城 縣 巧岡听 じが 一 ザ 
烈風 中に 郵極局 其 化 千， ニ 酉^ 
戶を燒 失した、 損害 五 巧萬斷 
見當 である。 ； 

ぶ副會 頭み 定ザ 

〔十五 日】 東京 商工 會議 巧議 I ? 
.藤 田 謙 一氏 會蹈 どなら 大山 乃 
磨、 杉 山 義雄兩 氏 副^ ミな 


二月 ホ國 債總領 I 

t + 五日】 二月 末み 國債 總額ぉ 
五十八 億 己 千 化 百 九十 丸萬餘 
圓ご なつた。 

組合 主催て 葬儀 

【十五 日】 故山 本宣治 氏の 勞锅 
組を ま 倦の 葬儀は お 報の か-、 
十五 日 青山 じがて 擧 がされに 
が是 ょち ホ 譬察當 局は 示威な 
動を 嚴禁 する 旨の 酱吿 を發じ 
た。 ： I . 
〔十 I 二日〕 故山 本宣 治化議 ±:p 
葬儀は 共産 黨大 檢蔡 一遇 年阳 
を 日た る 十五 日勞働 化合 ま 阻 
の 下 じ靑山 じがて 擊 巧され 町 
が 當察當 局は 彼等の 巧數を k 
现 して 居る。 


總 罷業を 宣言ず 

〔十四日】 橫演 船渠 脅 社 薇エ四 
千六宜 名は 十五 H ょら 総罷業 
をな すご 宣言した。 

鄰船煙 筒 塗換へ 

〔十四日】 日本 郵船 會社 巧屬船 
の 煙 筒は 黒、 赤、 白の ご 一線 じ 
塗ら 換 .ロら れつ！ をる。 

聖上 朽幸 御變更 

〔十四日】 聖上 大阪 行幸の 御 日 
な b は英國 ヘン タ） 親王 御訪 
問の ため 御變更 遊ばされ 五 巧 
十と U 東京 御發 雲、 二十 I 日 
大阪 着の 御豫定 である。 

伊東 傅 ± 邸燒失 

〔十四日】 本 鄕西ザ 町 十 番地 東 
大名 擧敎巧 エ學搏 ± が 東忠太 
巧 邸は 燒 失した。 

志 旧 博 ± を 表彰 

【十四日】 京大 敎巧 理學搏 ± 志 
旧 順 巧は 地球と 化殼を ぶじ 願 
しむが 免じ 化 も 學±院 賞を 受 
くべ しご 0 

ホ 上 元帥 危篤に 

【十四日】 井上 元帥の 容 おは 幾 
か 持 も 直した。 

〔十一 二日】 元帥 海軍 大將 ず爵ザ 
上馨 氏は 危篤である。 

東京 地方の 烈風 

【十一 二日】 ま 京地 ホは 十】 日 巧 
な來 十と 米突の 烈風 吹き 多數 
のエ複 、住宅に 被害が あつた 


大紐育 

I 九 ニ 九 年 版 r 近く 發巧 

ネ 化が 塞に 編を 骇 巧いた しました 『大 が 育」 は、 幸 ひじして i 
江湖の 湧く がかき 巧 評を 煤し、 遂にを 部 一册殘 らや賣 切れ ごな 
6 ょした、 化て 本 化は 窠 一版の 巧を をを が 巧た じし、 貢 數をも 
ち加したモ九な廿化が版を新じ勞巧ずるこご5ならました、 正 
確 じして 且つ 巧ら しい 統計 ご 事實を 基礎 じして、 刹々 變 化する I 
巧が 『大紐 育』 の眞 がを 傳 ふる じ遺诚 なき こごを 巧して 居 bii 
す。 尙ほ 定價は 

豫約 申を 者に 限リて 一 

特價と 十五 仙 

發刊 後の 御 購買には 

を 價金ー 弗 I 

どを しょ した、 速 わじを 約 御中 込みを を 望いた します。 一 

'一音 主 ハ i 紐 育 新報 社 ： 


文苑 


借 俗合膚 P 

獨立 美術展 雑感 

石 塩 榮太郞 

淸水淸 君の 『ニッ の 首』 は靑 
銅の 巧の 首 ご、 巧膏 の 女 首 どを 
脉 則した がい 小品で ある。 巧獨 
時の 筆觸ム リッチな 色彩 ごは、 
蕾 面を 體を 引き締めて ゐ て.、 佳 
作のう もに 屬 1 る 作で ゐ るが、 
若い 人達の もつ 惱 みや、 寂し さ 
や、 必 梓ち の動搖 やが、 いつか 
は、 惡魔 ま義的 じな つたな、 威 
傷 的 じな つじ 0、 检鉢 じな つた 
ら 、喧雖 腰に なつた b する I 禪 
の 暗い 特辣 性を、 ヵンバスの 上 
じ 漲らせて ゐ て、 曉齋の 壽じ見 
る 凄 絕な威 じの する 繪 である。 

F の 室 じ 巧る ど 藤 ホ 菊 松 君の 
『 S 人 夢想 者」 ご 三 一二 A 〕 w 、 

ボストンの 藤 旧 氏の 『ユ ニコ！ 
ン 箸の 由 巧』 ご 二 一二 ニ〕 ど ォン ゴ 
ン谢の 古屋久 一二 氏の 『農夫』 ご 一 
一二 五〕 の 一一一 點が 一巧 じ 掛けられ I 
てなる。 藤 井ち の 『一二 人 夢 あ 者』 
は、 明るい 海を、 滴る 綠の 蔭に 
一二 人の 美女が 裸體で 海水 じ 入が I 
しやう としてむ る 所で ある 0( ブ 
が！ をの 賓施 をれ てゐる ホ國で 
は、 裸 體で白 0 の 下に、 入浴せ 
ん S する 女は 確かに 夢想までを 

) 裝節 的な 儀圖 と、 マン 
チ ィズム ど、 寫實 的な お 巧 どは 
太 衆を 喜ばす 2 足 & 作で をる が 
裸體の スタ ディが 少なから や あ 
b ない。 藤 旧 巧の 作は 表象 鉤な 
模犧 まな 氏 獨特の 面白がを をす 
る繪 では あるが サラ サ模樣 凶 上 
の藝術でも^:^い。 吾屋巧の巧は 
を 色 じ 稔ら麥 の 巧邊じ I A の 裸 
體の 女が 廣 つて 斑んで ゐる 、モ 
ダ ー ン 派の 蕾で ある。 この 蕾を 
探す 爲 めじ おは 二日、 會瘍じ お 
掛けて 行つ た。 ネャタ 曰 ダ じは 
r 農 ホ」 S 出て ゐ るが、 農夫ら 
しい 繪は一 おも、 F 室 じは 見當 
ら ない。 素繪 だら うか £ 思 つて 
素繪 のま じ 巧つ て 見ても ない を 
して、 やつとの こごで、 見 おし 
たのが この 繪 である。 をして な 
は、 腹が立つ ゎ。 今の 化智 辛い 
化の 中に 裸で 野良に 憩 ふなな も 
ない もの だ。 モ ダ！' ン 派の 繪だ 
から ごいつて、 乳房が 脇の 下 じ 
ついて ゐ たら、 お 巧が お 鱗の 下 
じ附 いて ゐ てがい 理由は 一つ も 
ない。 斷髮蟹 足の モ ダ！ ンガー 
瓜 だつ て 鼻は チャ！ X ご 顏の眞 
ん おじ 化く ホつ じ < 頑張つ てゐ 
るんだ 0 

矢 部 要 助 君の 『一 IV ム 河』 
〔八 四 ニ •一一!〕 の ニ點は 小さな 
スケッチでは あるが、 眞 面目な 
習作で、 新谁議 家で をる 氏の ホ 
ホ じ 明い 道を 示して 在る 作で あ 


氣 さう である。 十 數 人の 人物む 
自然に 配置し 巧る をの 裤圆 上の 
お 巧 も 相を じ 認められ ねばな，.！ 
ぬ。 ホ じは もつ ごな 刻 ホの あ も 
繪を 見せて 欲しい。 

鈴木羅漢君の 『チャイ 三 ！プ 
フ r ンタ ジイ』 〔四 00〕 『ナユ 
1 リップ』 〔一二 义乂〕 の ニ おのろ 
も 栽け チユー リップの ホを 取る 
この 作の ホは 前を ょ 6 も 大膽で 
外形的な 美ょ b も、 本 ホ 的な ホ 
命を戰ひ取るこご じ腐、むしてゐ 
るか じ 見 b る。 構 国 上、 背景に 
なつて ゐる •辛タ ーは炼 計で ある 

『ナ ヤイ ニ— ズ •フアン タ ジイ」 

はキ をが 現實的 である 爲 めじ 7 
アン タス ナブクな 氣 持が、々 な 
から 中 削がれて ゐ る。 木 おや、 
磯 濁 や、 人 おやの 一ッ一 ッの寫 
實じ はが 巧して むる だを の 配列 
じ 無理が ある やう じあ ふ。 氏の 
かも だん {巧拔 けがして きた 

永 井ト— マス 君の 『み 女』 〔五 
ニ 四〕- 宝 ニ 五〕 は 新 お 作家ら し 
い ナイ イダ さを 見せて ゐる 0 も 
う々 し 勇を お敢 じ、 大赡じ 筆を 
運んで 欲しい。 

最後 じ おの 繪 『を 勝の 腕』 ご ニ 
四 一〕 は、 槐を 持っ ず 働 者の 腕 
を 描いた ものである 、生産の 腕 
を， 解放の 腕を 出 ホる だけ 强< 
圈爭的 じ、 ポスト リァリズムの 
手を で 描かん とした。 若し この 
繪が なの 持っ 階 絞 巧 センナ メン 
トを 表現し、 プ C ンタ 9 アの目 
的 意識を 少しで も展關 する こど 
じが 巧して ゐた VJ すれば、 少な 
からで 惡ロ f 嘲罵 VJ は豫 期ず ベ 
きで ある。 だが をれ は、 小ブ术 
f ユ CS ! •イデ ォ ロ’ キイの 影響 
下 じを る藝術 至上 ま義の 陣營內 
から 放れる 微弱な センチ メンタ 
リズムの 彈 化であって 兵、 微苦 
笑を なって 沈默 する のみは ない 
がし 私の 未熟な 技巧の 上に 於け 
る眞 面目な 批評は プグ、 プ曰柯 
れ の陣營 じがても 臺 で拜聽 した 
い。】 般的じ 日本ん の繪 じは、 
思想 的 背景が 足 もない。 


加 藤 憐么助 君の 『支那 人窟 J 
写 一六 0〕 はニユ —7— 咬 じあ 
るら しい 支が 人 町の 賭構窟 を、 
氏 獨恃の 暗 薄い色 彩 ど ナィ ィゲ 
な 手法で 描いた ものである。 馬 
鹿 票を 賣る 窓、 シ In じ 耽る 數 
人の シン サン、 かぅ した 賭博 窟 
恃 をの 陰 修な濕 々したを 氣を遺 
减 なく 表現して ゐる 。悠 々迫ら 
ない 態度で、 搔がや 賭 巧を 巧つ 
シン チン 達の 表 巧は いかじ もを 


アノ ルド •ホフ マ A 

個展に 寄ず る 

S 宜 0 •ふかみ づ 
此の 窠 二回の 個人展に 際して 
彼の 化 表 的なる 作品は 一二つ ぁる 
をの 一つは 『憩 ひの 島』 でぁる 
をの 二つは： 『眼 をら ざれ ど ホ 明 
じ 生く る』 をの 一二つ は 『169 
1 年 セ ー ラム 巧 曲』 である。 

恃 じ、 をの 最後は 化 米を 上に 
有名な 魔女 絞殺 事 仲を 扱つ わ 作 
品で 見逃して はならない 者 e あ 


1 6 61 を ょら 巧 92 おの 夏 
じかけ て、 き 時 新 巧 如の 中必で 
あつた セ 1 レフ ムボ では 十九 人 
の 魔女を 死刑 じ處 したので あ- 
魔女 V 一は 巧んで あつたか、 異 
敎徒も 魔女 ごして みで 篤 かれた 
精神病 患者 も 魔女 に似ては 居 
なかつ わで あらぅ わ。 或は 時化 
の 反抗 お、 先驅 をて をつ たか も 
知れない。 

西曆 十二 化が から 十八 化紀じ 
かけて、 特に 魔女 焚 殺の かは 歐 
洲の歷 おと 埋めて むる。 

化 磨には、 序曲 ご 題され て 描 
かれて ゐ る。 ホフマンが 巧へ わ 
彼の 解答な ので ある。 
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巧乂 十一 哺 •鐵瑰 一一 十二 巧 一千 
巧な よ 十六 颇を 生虽 し、 石炭 鑛 一 
からな ニ 巧 八十 八々 八 千と な ニ 
十八 嗤の 燃料を を 出 一* る どい ふ 
をる しい 

- 發展 ■ b を 示して 居る が 

一 これ 等 副産物の 巧 加 V . 贩賣の 跡 
を 見る じ、 千 九ち ニ + と 年度の 
千 S な 一万 ムハ千 五 巧 一二 十九 ホは 
昨年度し 於て 千 六な とすと 万 四 
千 六 巧と 十二 巧即も 印と 十五 
巧 八 千な 一二 十二 巧め 增郝で わる 
これは 勿論 フォ ー ドエ おじ 於て 
巧 巧した なかの 販 賣高ィ 見る ベ 
きで あらぅ、 岛 もフオ ー ド 了 場 
; では 薇 近に をら これ 等 副 產输の 
巧銜 はフォ I ドエ 填の 經濟 じら 
至大の 彭懲が あるので、 を 方面 
I から 劇 杏 じ 着手した のでん るが 
元 ホ これ 等の フォ ー ドエ 域では 
- 唯の 一物 どしても 裴 てる やぅな 
； ものは な < 、自動車 製造に 不应 
要なる 副 産は これを 他の 製 菊-な 

; に轉換 する 方法を 康じ 居ら， 

- 

一片 の 水が もこれ を 最も 
ー完捣 した 7 ォ ー ド 化學エ おに 廻 
.をして がが をの 化の 化學 を萊お 
しつ/' あらて、 炭が の 如を も 
I デト 。ネトの 道路工事 用 じ S 却 
j ずると いふ お樣 である、 先づこ 
I れま 副を 物の 巧 年度に 直る 牛產 
| i 裔を 見る じ 左の かし (ぶは 一九 


一と、 左は 一九二 八 年) 

アンモニア 性 硫酸 

と 0ご1 


1 ク 


ボ ス 


硝子 


木が 


"銳 

搜 

紛 


八 一四- 

，ヘン ゾ—グ 化と 一 
一 •と 六 お 

セメント 

一 •0 化 八 •三 ハ ニ 
八 一九 •一乂 五 
卞お S ニ 九 •ととみ 
11 H ハ ニ ■ H と 五 ' I 
石が 一二 ■と 六 0 •ニニと 
1 T 八 S 四 •六と と 
一 •六み 九 •八 五搜 
三 一 •ち ニと •九 五 S 
五八 0 •一二 六よ 
四 I ニ 九 •一二 四 九 
一 •五 ニ 化 •ニと ニ 
一 •八 五と •一二 0 化 

1 0| ニ •ご 10 1 

) 01 ニ •四 一 四 
鐵 (昨年) 一 0 •五 四 四 
屑 一 •と 一 0• 0 四 四 
ごて 五と 互* 八と と 
が とと* 一二と 九 
三 ハ 一 • 0 四 九 
蒸溜 物 旧 一八 •と 四 0 
一二 ニ 四 •四 一二 ニ 
標準 量 お 六 四 • 0 四 一 
屯 八 •八 九 一 
合計 ニニ •0 1 六 •五 ニ 一 化 
一み •とと 四 •六と ニ 

15 i ^^ の 中で も アンモニア 

性 硫酸は を アメ？ 力 じ 直る フォ 
ド販賣 巧で 農夫 や 庭園 姉に 肥が 
としてが 賣 され 販賣を 加 高 十一 
万 八を 四十 六 巧 じ 達して 展る外 
巧斯 はデト "キトを 巧會 社の 每 
遇 休 曰 じ 補 巧され、 骸 炭は 揀お 
巿 巧の 避 おじ ホ衡 して 溢々 需要 
をち しデト 0 キトを 始め ミシダ 
ン 及び グレ^ — ト •ン 1 キ 沿岸の 
が 都 ホに 販賣 され、 •ヘン ゾ ー グ 
も 自動車 用 どして 需要を 增 し、 
ケン タツ キ ー 州の 石 おは 自己の 
鐵道 0外 中西部へ 盛ん じ賣 出さ 
れて 居る。 


四 ニ 一 
ニ 五 0 
九 五八 

ミ ち 


ら女玄 去 はれて 居る が 
を 村よ b 郁る への 移 巧を は 曲— 牟 
度よ^ 稍お漫 でぁつ たもの^ か 
會 よ^ 農が への 移住ち も駐 め。 
僅少で、 昨年 農村を 去つ たも W 
は 一が 年の 巧 九十と 万 八 千 人- 
巧し 育兀 十六 万人、 一九二 六イ 
の ニ 巧す 五 ガ五千 人に 比較ず^ 
ば 巧 優々 て 居る が、 都會 よち か 
村への 移住を は 一九二ち 年の ぶ 
十 ご 一万ち 千 人 か 翌年 じ ま b 巧 三 
十と 巧 担 千 人 どなち 更らじ 昨 お 
はな 一二- H 々ニ 千 人と なつて 居 左 


を 者 乂會の 巧を じょつ て 上院が 
な 委員を じ對 し、 絹織物の 關稅 
引上げを 要求した との 巧は 巧 地 
當業 ちを 少なからず 驚かし、 同 
巧が 共 か黨じ 魔す る 關係上 ある 
ひは 實現 される かも 巧らない の 
で、 目下 商工 省を 初めを 固 絹 織 
物 案を はこれ が 載 策を 考究 中で 
あるが、 絹織物 じどつ て關 係の 
深い 京都 じ わいても 自由 通商 協 
會 支み 長の ホ廣 を 雄 巧 ± がを國 
的 じ ㈱ 稅引上 反對の 運動を 起す 


水 ホ 松 (長 時縣) 地 旧 巧藏吉 
(熊 ネ縣 } ホ 井深 ニ 稲岡 縣】 ニ 
又 巧を ホ大塚 サダ* i (フィ 
ラデグ フィ ヤ巿) 田 上 

巧) 長 晦德一 集 田 幸 一二郎 焉 
ネ縣 )一 ニ 鳥ぶ 一. 

右のを じ 通な をを き 儀 有と 
候晚 本人 若く はか 人よ b 現 
化 巧 御を 知 席上 お 

紐 育帝國 総領事が 

1 是 Ikoad ミ y N ミー 一 ork 吾 


べき こどを 主唱し、 商工 會議巧 
而 して 巧 年度 じめ ける 農が 坠を 訪れて 會頭 會議の 席上 じこの 
ん ロち 难 率で 一番多いのは モ 問題を 持ち おし、 を 敬 商工 會議 ~ 
人に 對を子 一二 人、 最少の 巧 巧、 旨 由 あ 巧 協會を 中む じを 都 
己 率は ま 人に 八 人の 割合 じて 輸お 絹業會 、を 都 貿易 協會 、京 
をの 結 里 一一 昨年 農が ょら 都會へ 都對米 輸出 協會 なで i もを ホみ 
の 移動し.％ る 人口の 純滅少 はでを ろえ てを 强 がな ム ，— ゲメン 

トを 起すべく、 近く 具体 まを 協 
歳す る こご じな つた、 因に 昨年 
ザ じ わける 絹織物の 點ホ輸 おお 
W 1 千五邑 四十 冗 ホ千圓 を、 こ 
の 中を 都のを はを の 一割め な 五 
1 万圓 余で あるが、 內地じ おけ 


P 


一九二 六 
翌年の 十 
八 巧 八 千 i 


.の ホ 十四 巧义 千、 
一万 一二 千 人に 结し十 
:じ戲 少して 居る。 


祭關稅 '斬 施 


で 


農が 衰退 

農務 省 調 查發表 

フ ーゲア ー 大統領は ホる 四 巧 
十五 ロを のて 農林 あ濟を 目的と 
する 臨時 議會を 召集す る こど じ 
なつて 居る が、 まる 十 sn おを 
0 て 農務 省かを をした 昨年度 じ 
於け る アメリカ 垂州じ 直る 農民 
移動の 跡を 觀 るに 農村の 衰退を 
か實じ 物語つ て 居る 

卯 も 本年 一月 現が のを ア メリ 
力 農村 人口は 過去 二十 年 巧の 
贼退 じして、 モ化巧 九を &- 膨 
脹絶頃 期で ある S 千 ニが 巧 人 
にぉし ニ 千と 百 五十一 巧-千 
人、 昨年 巧 じを 地の 農が が ホ 
巧 じな 善され を 業 方面に 失業 
者を 見た ろじ も關ら 中、 昨年 
度】 ち 現が の ニ 千 九な ホ 十九 
巧 化 千 人よ b も 劣り 居 b 若し 
農が の出產 率が 巧 じ 率よ b も 
劣つ て 居たならば、 をの 贼少 
數は坡 つと タ數じ 逢した であ 


支那^ 商が 擊 

姐 商の 苦痛な 上 じ 
第一 面 所載、 三ユ ョーク •タ -I 
キ ムスが 特電は 南 まを 府じ蟹 
•する 支が 巧 A 階な の 反感を 傅 
へて 居る が 一 

滿が輸 ぶ附加 稅の實 施に 
玉ら大連な外一^はニを五厘の增 
徵ごなつわが、ーこれょらホ物契 
約 及び 現物 取引 了 わける 損害は 
特ま 取引所 紐 <¢11、 重要 物を 組を 
油 房 聯を會 ぃて 諷查 した 
結果 じょれば、' で 八十 萬 田 じ 達 
する' 傻 へられす 居る が 巧 商ょ 
らも 支那 席 入の が^る 損害の ホが 
多い もの ど 見ら^て 居る、 さら 
じ 新 關 稅の實 施。 つら 輸入 附加 
稅は廢 止さい る こ 了 じな つたが 
銷壌稅 はが 然存 しで 居 るれ め 支 
那席 人は これを 

負 擔 だねば 

新規 率の 上 じ 鎖 場 
輸入 荫 品は をれ だ 
價 格を をれ だけ 上げで ばなら の 
ので ある、 しかし 需^ 地で 狀况 
は 急激に 市 憤を 眷 へで こどが お 
ホね ので 中間 じある 安那 商人は 
困つ て 居る、 奉 天な ぶは 城內持 
込み じ 化が 附加我 一二を、 鉛麾稅 
四み を 謀され、 をの 化 巧を 地で 
も 附加稅 あび 銷洛稅 を されて 
て 居る から， ま 邪 巧 人でして は 
新稅 率の 引上げで 少か 

打擊を 蒙っ て居ム 

じ、 ホを 若侧 じごつ て 
じ おぃて 輸出 附 か 稅 ニを 
新た じ增紛 される ことじ 
ので、 商人 側が 巧 旗相據 
て、 を徵額 だけを く 買 上*^ 
どして 居る 瓜で、 ホ 産品 4 買 上 
げ 値は をれ だけ ほ 落し ホを を侧 
じも巧擊を與 へ るおをご な'^<^、 
巧 願 稅の實 施、 満洲 輸お 附孤税 
の增 徵は國 は 政府め 收入增 かど 
はなる が、 ミ那 巧ん 侧じ勒 ふて 
は 打 》 でぁって 怨嗟の 聲を ホて 
て 夏る ごの こごで あ 


なま 要 絹織物の 生產 地れ る 面目 
上' 一の 禪の運 西 じ 先鞭を つけょ 
ぅこい ふじをる 0 

結 城 巧 辭表提 お 

まを 特電 十五 日發 U お滅 豊太郎 
巧け ま 田 保 善 社專務 理事、 を 田 
銀 巧 副 頭取の 辭 表を 提出した。 

銀 巧の. 利子 競爭 

東京 特電 十五 日發 = 名を 崖で 
は 東西 銀 巧 か 地元 銀 巧を 壓 をし 
て預 をがず 引下げさ せんど 貸 出 
利子で 競爭を 始めた。 

火 連 澈船新 航路 

東京 特電 十五 日發 H 大淫お 船 
會 化は 四 巧 一 H から 大 連名を 屋 
閒じ 直接^ 路を辭 く。 


ら ぬので、 
をく はへ て 
高くなら、 



絹物 增稅に 

を國 的な 對 

京都 商工 會議 所ま唱 
ホ國紐 お 協 會化表 者 ホン] 
チェ ニ— 氏 だま 巧 十 一 H 乂圃絹 


ジでシ 一^ トの 

埋髮® 

西 六 +1 五 下目 I 二十 一番 地 
五 年間 中 1；? 氏と 共同 經營お 年 
間 日本人 |一 君の 理髮の 經驗を 
持って 居卡 が。 戲穀じ 注 患 深 
(特に H 本人 諸君を 御 待遇 申 
上が。 巧を も 左の かく 引下げ 
乂 勉强。 ， 

散髮シ ヤスプ 1 巧び 別达 
髮 トニ ツグ 一巧 
散髪 顔 制、 八 五 化 
散 六 0 仙 

を 補 髮ト- こブク 1 0 仙 
衛ホ的 設備と ホ 法 御注意 


稽古 H 

火 木曜 年後 九 時！ 十一 時 
H 曜牛 後一 時！ 一二 時 

紐 育 柔道 俱樂部 

事務所 面な 一二 T 目 一四 化 

クラ！ クソン 101 化 ホ 

道場 西な 下目 一八 


醒 i 


が 

d 

2 


5 -m 

3 巧 

お 則 

B 側 削.！， 

\ 瓜 ぶむ 

化な 
M ^ 

W 恤 
K 化 


新 古書 籍販賣 

雜 誌の バック ナ い 
バ I 、 を雜誌 類の 
新を 文 尊 化 ザ迅な 
じ 御 取 あ 致し まオ 
柯卒 御用 命 願 上げ 
ます 0 

奧村書 巧 


巧 


を 


花 かるた 


はも' め 遊 ひ 
ホを 英文で ホ 固 人に 能 （わかる 
やぅ 簡單 明瞭に 說 巧した ものが 
出ホました，。 內を皂み進き一^ 
ます、 御覽 下さい。 

M 室 WA さ 置 写 11 吉 .置 喜. 皇- 
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米國式 英語を' 話す 琴 
は 成功の 萬 一 義 で^ 
本校 じは a 本人？^ 
じ 慣れた 專巧 婦人な 
師 をら®」 

信 文 社を 語を 
ます。 日曜 遇 
午前 化 持よ ウ午 $ 
時まで 韻 校し 一 レ 
スンと 十五 视づ t 
今 B 宜 ちじを 校 ■'61^ 
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親 離 事務 
を样 を化幷 にを 黨 
の 厳 出入 ホ；^ 臟す 
する 一切の 御 骚閒じ 
應 じな 道を 船 貨赫運 
貸ぶ 巧 帆表税 瞄す績 
書 等 進呈ず。 をを 都 
ポじ 代理 宿を 巧 r 誠 
實投速 御用 命じ 酷 や 

巧驗 取扱 


尋れ人 

(宮城 縣) 大 橋が 雄 (長 巧縣) 歡 
おず 人 (同) お 伯鎭雄 ~ 魔 島 
縣) 中が 榮ニ (同) 渡 邊泰巧 (東 
京 市) 古澤 武么助 (か 歌 山縣) 
後藤 基 之を (おお 縣) 松 下壽之 
を (山 ロ縣) 德お猪 一二郎 (熊 
本縣) 西が 芳喜 (鳥 お縣) 鹿 勝 
衞 (山 ロ 腐) 原甚吉 (を 媛縣) 
橫 田常吉 (か 歌 山縣) 化 本 平 ま 
(鹿を 烏縣) 固 上 時 あ (愛知 縣) 


稅關 事務 取聲 

mLi L . 呈 NE & {Hj 
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City Hall Tea Garden 

巧 0 Nawau iSt •じか 
Next わ 化 e Tr 成 line BMg 
Loo Li 凸 Manner 


College Inn 
3 巧 0 む oadway 
Bet. 巧 お d 基 124 比 化 . 

Tel. Morningside 7 が 9 

_ 巧す ！ 且 

ま @ Si マ 曝 
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Wing Hing 
3200 rway, N.Y. City 
Tel. 8 山 巧 rsi かな 87 

まじが 晚はキ 
A す 殖曰揃 Si 
傳 な。 す 本 ひ巧郝 
車サ 朝？^ 占の ふ 
巧で 云 巧 諸 巧 
の T 時を ち 理 ^. _ _ 

下目 迄を の 人タ巧 S こ 
ーサ開 差嗜數 -£>i レ 
ブ巧上巧を ® 
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SUN HANG FAR 

2130- な h A 阳 . お i. 12 が hi 127 化 Sts. 
な i. Mommte が 8884 


ま ゥ ± 希 巧谋君 云 T で 巧 諸 お 
ホ ス^キし じへ 目 窠理君 前 本 
。イ日 ま ばめ ^ 

' 醒 す々 居 巧 直 チ 街 差 嗜揮巧 
春は。 御 まるぐ ャの上 好つ 理 
倦 護 ホす 程日プ なげにて 人 
が 頭 巧。 巧みえ ニ ま 適日歐 
を ' の 評人イ 十す す本廉 
> ン 程を 諸 《 六 のる 人が 




TAIYO 

1 が Wes ( 扣 化な . 
Tel. T け falgar 00 が 


T 0 Y 0 RWAN i 

41 も 1 か hist. 

ちき ミ， B ■ 巧 S; ミ 4 がる 巧， 

Tel. Algonquin 87SS 



巧 六 巧 
ご目了 巧 十 巧 
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霞 h で 3 罕細で 谬ミ谢 化 3 


日曜 ±】 


日 六十 月 S キ四 和昭 


まがぶ 理 

巧 酱矣園 

を理 人® 蓮 
出 巧 毒 ホ じは ま 巧 
の 腐 於 利 じ 確へ 巧 
間食 の 御用 じあ 
や. 二〜 巧 閒巧キ 相 
不菌わ 引 立願 巧な 
紙-^御案內申上ち 


レャ トル 市 

NP 旅舘 

W 06 •ま h Ave’wp weat 二タ " wsh . 

停車 お前を まご IT 左側 六 階 達 
日本 巧 船 切符 联巧铁 ロ 場 送迎 


對ち 政策に 憤慨して 

首相 邸 前で 切腹 ホ^ 

福陶 生れの 大山 鐵之巧 〔化 歲」 

'束 京 特電 十四日 發 H 巧 十 HH 午前 八 時 四十を、 福岡ボ 生れの 
巧で 大络 巧に 現 化する 大山 鐵么助 〔化 歲〕 と 呼ぶ 巧は、 白装束 姿 
もの-^ しく 嫂 町 永 田 町の 田 中 首相 新 官邸の 玄關で 切腹 自殺を 
計り 化 誠べ の上發 察に 留駐 され わが、 同人は 現內閣 最近の 凿支 
那 政策に 憤慨し 身を W て 巧 中 首相の 辭職 勸吿を 企てた のピ ご。 


ま 京 特電 十 I 二日 發 【ニ ユョ— 
ク •タ井 ムス 紙】 U 今朝 日本 
入 大山なる 靑年 突然 田 中 首相 
官邸の 主銷で 『山中 巧 閣の誤 
らし 對支政 嘴 じ 抗議』 の 慮 ホ 
で 切腹 せんごし たる も ホ 遂に 
後つ た 事件が みつた、 おし 大 
かじして 巧 腹の 意志を をめ 巧 
聞 赴 じ 報知し なか つたならば 
彼の 抗議 的 切腹は 完をじ おじ 
をれ たので ある、 も 装束に 身 
を 固めた 大山は この 朝 ま相官 
邸 前 じ秦が どして 坐し、 彎官 
策視 め 前 じ 腺を 十 文 宇 じかき 
切 をん どして 裝 さず、 直 もじ 
病茫 へ化容 された が、 ホ 命じ 
はが 條 なき 見込みで ある、 こ 
の は 最近 蒲 會を騷 がしつ 
、ホを 小 選舉隆 まの 刺戟を 受 
け ^:一^も の らし く 野黨は右選擧 
法を 巧て 與黨に 有利なる もの 
と 認 《お 意に 議事の 進行を 巧 


害して 審議 終了の ま、 じ議會 
閉禽 期を 待つ の 策に 及びつ、 
あるか、 このため 議場は 大 混 
亂じ陷 b 議長は 遂に 辭職 する 
じ 至つ たので ある。 

問題の 議長 じ 

川原を 輔巧 

東京 特電 十四日 發 H 元 田 前を 
諮 院議 長の 後 巧 して 政友會 
は 堀 切 善を 衛 、廣岡 宇一郎、 
秦農 助の S をを 擧げ 、民政 黨 
はこれ じ 對し齋 藤隆夫 巧を 推 
して、 み戰 投票 じ應 ずる 意志 
が あつたが、 旧 中 首相は この 
ま 職を 政 友 會總巧 川原を 輔氏 
じ 巧 渉して 同氏 も 承諾した の 
で、 多數 巧で 承認な 確實 ごな 
つた、 尙 ほお 友、 新 黨俱樂 部 
では 淸瀬 副議長を 元 田を 辭職 
じ 報なず る 意 ホで 排斥 熱を 髙 
みつ {あ b ご 傅 へらる。 


犬が 人 ミ 了 ィリ ツシユ 人 

漉 血の 兒が 警官に. 

'一 警務 総監 ウェ ー レン 氏 おく 任命 


B 本-^ がいかに 勇 敕な聞 段で 

‘： あるか！；^ ニコラス 二世 陛下」 

ょつ て 愛見され た ど 冒頭 

して 十ぶ H 發 巧の ニュョ ー ク 
クす ー ド 紙は 日く 
今 固 B 本^ 大 酸の 人で ある B 本 
人を 父 ご 心、 躁をォ コン ネ 八の 
I 人 (ア 1 す ツシユ ) どず るジヨ 
. — チ •フーフで シス 山 下 若が ニユ 
ョ 1 クの 誇タ でを るブ八 1 服の 
譬官 じなら *1 近 < 馨務 長ち ゥエ 
1 レン 巧ょ. 巧 か， ヴれる 替馨務 
總監 自身で した、 彼は あ < 
警官隊に 編入 すれる ニ 千 ニ 巧 人 
の 內で络 二を 下 二位 交い ふ 立派 
なが 蹟を示 L を 居る 

ジヨ - — チ 山を は 目下 フグ ツク 

リンの ゼ ー 巧 ニ 巧 十と 番地の 


エ ，ザ ぺス •ダッ フキ ホ 人の 
を じで 宿して ァィリッシュ • 
ステ ュ ー をぅ まがつ 了 なべて 
居る、 彼は ァメブ 力 お 民た る 
こ VJ を 大いに 誇 b ご. し、 最あ 
はが 學 校に 通學 する 傍ら 或る 
ァィ 9 ッシュ 入の 店 じ 働いて 
居た 靑 年で 

彼は 本年 二十 八 歳、 をの 中 おを 
どい ふ ものは 父の 故鄕 である 大 
阪で暮 した 巧 外は ググッ クプン 
の 水で 育つ た 男で ある、 兩 親は 
目下 大阪で 余生を 送つ て 居る が 
大阪ご エブ ンの 血を をけ たおが 
アメブ 力の メ火 テン グ •ホット 
である ニュヨ ー ク巧 民を 保護す 
ベき 尊い 使命 じ 就いた どい ふこ 
どは、 眞 じを しき 因縁と 云 ふべ 
きで あらう 0 


フ ー グア ー は 

運動家 揃 ひ 

好 狐 豪が 己ん 

大統領 フ—グ 氏の 新み 閣 
は 運動家の 內閣 ど'!^ び 得る ほで 
じ 八 人が 八 人 こごで ど <大 の 運 
動が きで、 皆 一っ i て 

道樂 を もつ でち ると いふ 
先づ 御大 7 I グァー をは 南米 親 
善 旅 巧に も マャ ミ 塾を 旅 巧 中で 
もたえず 釣竿を はなを なかつ た' 
こどは 闕民 周知の 事賛 であるが 
この かじ 野球 も化づ を 通の ファ 
ン とい ふ 程度で、 この か 內務、 
農務 お 長官 レィ •ゥキ > パ） 氏 
ご ア 1 サ — •户 イド 巧は アイザ 
ツク •ウ r グ トンの 弟で である 
クキグ パー 氏は ツ ラウト 釣の 大 


家、 パキド 氏は 鶴の ある ものな 
ら柯ん でも ござれ じい ふん、 お 
軍 長官の チヤ 1 水ス •アダムス 
巧は 米 國宵數 の ヨブ トメ ン、 國 
務 長官は 目下 太ず 洋の眞 中 じ 居 
るので、 氏 自身の 趣 陳は味 はれ 
ない ごい ふこ ど だが 

乘爲 ブこス の 選手で、 フ 
キリ ッビ ン總督 と なつて からは 
每 日白い 服で n — トに 立つ たも 
みだ、 モ ー ター •ボ I トの ドラ 
ィゲ じ脑を もつ て 居る 遞信省 長 
官プラ ウン 巧、 ゴ フの運 手の 
檢事摄 長ミブ チで グ 巧、 併し 氏 
は冒險 的な 活動 寫眞が 寧ろ 巧き 
である、 陸軍 長官 ゾッド 氏は 政 
治經濟 の硏究 者で ある どぶ 人は 
言つ て 居る が、 別に 運 敷 じは 速 
ホでは ない が忡 々をる こどは 好 
き だ ごい ふこ ごで ある。 


復活祭を 前 じ 

春が 來 た！ 

化しくなる 陆 巧が 
到頭 春が ホ じ！ 冷靜な 曆のぜ 
だを 無視して 奢が ホた ので ある 
こ ユ 9—ク氣あ合の報吿じ依れ 
ば この I 二月 十 は從 ホの 記錄 
じない 暖かさ ご あ b 、 温度は 正 
じ 六十 六 度、 プ 0 ン クス 植物園 
じは 旣じ 化が おき 锐れ 、ジャ ー 
ジー じは 蚊 軍の 一雅が 襲 巧して 
をを を 驚かし、 イー スト •オン 
ン デには ロビンスが 聲 もがら か 
じ 上空し 舞つ た、 復活を を 前 じ 

マ デ ソン •スコ エア •ダ i テン 


早 や稷喫 C 

ま 京 特電 十五 日發 U ま 京巿の 
懼は 例年よ b も 一週間 早く 旣 
に晓き 綻びた ので、 滿 郡の ±' 
は 早 （■><4 •化 見 酒じ醉 つて 居る 


には 巧の 瘦覽會 が 開かれる こど 
じな つて 居る が 
同胞の 父 あ も 春 ホる 聲じ渐 _ 
< にし （_、 禪 々U 催し どして 
は先づ この H 曜 H は 同胞 釣魚 
家の 初 釣 y がゐ b、 來る 二十 
一二 日の 巧矿 五十と 了 目の 基督 
敎 靑年會 館で 極 ロ旭浪 君の 日 
本 活動 寫眞を 館、 二十と 日の 

夜は ユン チ ニア' ス •ホ ' — • \ 

じ 巧 葦の ブノ ー 藤 原義 江 氏の 
獨鳴會 、 \^ 十 化 H の グッド • 

フ ラキ デ-^ は 日本 入 會ま權 の 
舞 髓會、 一れ じ 次いでを 敎會 
媛 活勞等 \ 等と 春を 前にして 
人の ふを が 立たせる 懼し ごご 
^ 多い 



ブロ 1 ドウ 


蔡纏 法藏し 


ジづン ズ法實 施 

囊 _ i 議會 を^ 過した ジョ ー ン 
プ禁酒案は‘ソ ？^トレボー征伐策 
ご して 體刑五 罰を 一方 弗を 
謀す る S で密 lal 連中 じ恐擺 をを 
じ 酒の 時價 もを に 上騰を ホした 
が當 地の 禁酒を 劇 巧官は 法の 實 
施を 機會ご しで デ n 1 ドゥ エ ー 
筋の大捻擧じ着'|1^しビ ァーの數 
巧ガ 。ンを 始め 厂 して 酒屋 ミし 
て擧 げられ た^ 户 生ずる じ まつ 
ねが、 一 ホ ニュー 一ー ョーク 州會じ 
現れた 挪法 じょて 禁 潰を 勵巧案 
はフ ー ダァ！ 大端領 の 意 惠を尊 
重す る 意 ホで 去*^ 十四日 上程 投 
禀 におし 議場 大盤亂 を ホした る 
も 遂に 僅少の 差を^ て 否 巧され 
た。 


日 庭巧樂 部で \ 

會員 募集 - y 着手 

庭球 季節 も 近づ!^ て ホた ので 
= 本 庭球 俱樂 部で^ 會 員の 募集 
じ 着手し。 ！ ト 蘭^も 昨今の 陽 
氣 では 今ち ホ 頃の 見 注の 由で ぁ 
るが 俱樂 部コ ートい がが 年 同犧ニ 
百 二十 八 了 目 V ーブ t 一一 ー ドウ エィ 
使用 n 1 ト S 個 曾 册五巧 じて 
詳細は 春 巧 商 會の加 藤 他 正 氏に 
問を せられた しご 0 一 

+ ぶ 本の® じ づ 

賠償 一巧 九 千 弗- 

コロンバス •サー タグの 齒巧 
醫 スモ 1 クタは ス 々 1 デ 方 在住 
のブタ n ムン ン 夫人 かち 齒 をは 
いた 賠巧 ごして 最あ 一巧 化モ弗 


ごい ふ 訴認じ 敗られた、 巧吿の 
申立 じょれば 千 九 百せ 四 年 四ち 
夫乂：^^被吿じ离 1 本を巧.くやぅ 
頼んだ じ 對し歸 を 後 ホ 本を がい 
て 居た のを 發兒 したが、 醫師か 
ら 『臆病を 云つ てはいけ ません 
乂賴を 立派 じして 上げます 』 W 
欺かれての お 十一 本も拔 かれた 
どい ふので ある、 即も 裁が 巧は 
をの 頂 害-し 一巧ち 千 おを、 夫君 
に 勒し醫 料ま挪 化び 慰謝を ごし 
て S 千 弗の ま拂 ずみ じたので を 
ミ \ 

ニ 頭の 猿を が茹れ 

消防隊 まて 出動 

當 地フグ トン 巧 ニ 巧六番 のべ 

ブト •シヨ ツフ であるへ ンリ 1 

パ1テ^ ス店じ養つわ猿をニ頭 
去る 日曜 H じ 籠から！ 2 け 出て バ 
1 レ ー を いじめて 居る のを 通 巧 
の 警官が 發 見し、 閉 された 扉を 
開 < 震戰で 無數の 鳥籠が 倒れた 
爲 めじ 猿を 益々 巧 もが b 傍 若 無 
人 じ 小鳥を 追跡す るので 遂に 消 
巧隊を 呼び 巧し 漸ぐ 扉を 開いて 
入つ たが、 旣じ 店は 落花 狼籍で 
可愛い i ヵナタ. . H ニな 五十 あは 
哀れ 死体 ごな つた、 金魚 や龜が 
巧と じ 死の 外じ大 籠の 嫌々 が 手 
を おして 消防 夫を 傷け る 騒ぎを 
生じ、 漸ぐ 猿を を 捕へ たのは を 
じ ニ 一時間 後で あつた、 損害 數千 
巧 じぶ ぶ 由。 

俱樂部 だ _ ょリ 

昨 巧 日本 惧樂部 じがて 開かれ 
た峡畫 一は お 席 者 約 I ご 巧 名 ホ 常 
じ盛會 であつ た。 持 じ 紐 育 人 じ 
緣故淺 からぬ 秩父 宮殿 下が じ 勢 
横 子 妃殿下め 御 婚儀 活 書は タ大 
の 興眯を 喚起した A ダ ー ム 委員 
ホ 罹の 將棋 大會は ホる 二十 一日 
(木曜) 午を だ 時ょ な 開かるべく 
會費 不要 賞^ 一二三 奪 一人 一 賞 
制、 申込は ホ 言 十八 日まで。 

天 じ " j 日— な— し— 

肩書 流 lip の 化の 中 

日本 じは 每 一^】 人の 割を でィ 

ダク パ 力 セ* をれ る ど、 ァメ 
リヵの 醫學猫 j 誌に ぉて 居る が 
お释 H 本 かこ 來る 旅を のを 剌 
じは 何々 會； 重役から 前 重役 
何々 省囑 巧空眞 黒く が 刷され 
たを 刺を 出す 乂が あつて 面喧 
はせ る、 御を が じ 洩れ や當地 
學 おの 徒の おじ も BD から M 
D ご お 身大學 附記して を 明 
を 巧す る篤學 b '± が ある、 今 
じ BMT だの ゴ技 T だの 、 C 
OD から BV みと 奇拔 U 人 も 
飛 出し さぅ、 を當ら 拙者のを 
位は QQ ごし ト 置かぅ、 ホ榮 
ある ビン ボタ. ||^苹± ミい ふの 
である。 (かを!* <) 

卓上が 話 

解し 兼れ ろ 電報 

□最近 下關の 山陽が テグを 訪 
ずれた 妙齢の 一美 人、 自を あて 
じ來て ゐる電 巧を 受け とって、 


何度 讀ん でも 解し 兼ね、 事務 貝 
じ 『失禮 です が！ 寸讀ん で 下* 
ぃな』 

□事 巧 員が 讀んで 見る ど 

八ノィ 、ヲキ ナ トコ、 ゥユみ 
'ト 、ッッキ ナ 、ニ' サシ ヒ It 

事務員 先生 突 無 失禮じ も々 心 
ホン ラと 笑 ひながら 『わ 媛さん 
莊さ i じ 讀んで ごらんなさい』 

お 磯さん 早速 一讀 しじみ 讀 

ム了 つて サツ トな 葉、 


御大 禮 奉祝 
會 計報吿 

献上 品ニ關 マが 收入 

收乂合 針 巧留お 聴を 

二人 一萊 如) 

; ニ •ニと H * 〇0 
一 まぁ 一' 

I 献上 品 (宋 國歷化 大統領 

親書す 

一 • 08.100 

銀製 献上 おを 器 

ち 0〇• 〇0 

か 裝箱巧 ■化 9.0 a 

諸雜費 四 0 一二 •六 巧 
献上 寒 じ 贈呈 記を 品 化 

一九二 ♦一とん 

ま おを 計 ニ •一八 さ 四 
差引收 入超 過 八 六 •五 九 

藝宴 部收入 i . 

宴 會入瘍 券 賣上焉 

四 • 0 1 五 • 00 
諸 寄 お金 一 •八 五一 •入 八 
收 入を 計 五 •八 六 ホ •ス八 
支 ぉ- 一 

ホテ术 • K スイ^ — へ 支拂- 

四 •ご ニ 九 • I 化 
余興、 印刷、 廣吿 其化雜 

1 • 〇 と 五 • を 

奉祝 貧 事務所 費用 一一 
.. 四 セ 一 *4:1 ニ 
ま 出を 計 五 •八 六 ホ • 八 
を 献上 品ユ随 K ^ 劍 余を 八 
十六 乘 五十 丸 他は 當委® I 暂 
ノ巧議 ニ 依 ブ紐育 日本 -4 曾 

ニ 寄附 ス 

昭和 四 年 ニ 一巧 十 ホ 日 
御大 禮 奉祝 會助務 部 委員ち 
相 木秀巧 
前記 收ま 內容 右の 通ち が嶺 
無之惧 

冷を 頂 
東 義 


日本 活動 寫 
よ 夏 看ぎ 己 Two F 章 琴 

「人の 世の 萎」 

H 二週間 目 巧が H 

極 ロ旭浪 氏！^ 明 

映寫 H 毎 曰 午を 一诲 、阳時 
ち 時、 八 時を 十 胎 
入 壌 料 = 五卞 仙、 と 十五 佈及 
一 弗 

Fif を A.<esue playhouse 
ま Fi で 一一 -Avenue 


「我等の テ J — J 藤 原義 江 

日本 民謠 獨唱會 

巧 H 三 頁 二十と B 午後 八 時化を ょら 
傷 所 エンジニア ー ス •ピル デン グ 
西 一二 十九 T 目 二十 九 番地 
乂琪巧 ニ 弗 〔紐 育が 報 か 內不破 取圾〕 


馨 御旅館 

東洋 矯 

會席御 料理 


御料 理严？ T 加 

太 陽 

善 司每目 あち i す 


ずを 燒 

ホ じ 御お理 



日本を 巧 お 
日本が 貨巧 
書な 巧 雑 お 


巧 夕 化 時 迄径柔 

メ 1 グ r ドレス 〔年 一巧 

お 京巧會 

ト ブンタ 巧ち ます 
なをの 装 あち 


ス テムた 1 ト 

バット ブタ ランニング 

邦人 クラブ 自由 亭 

法 Sands St . すき 妄 n ’ K . Y . 
Tel . Tri 置 e 7475 


▲淸 巧、 親切、 お樂 ニ 巧 ▼ 

勢 炯舘' 

が 勢 事を 义間榮 作 

225 E. 漠を S すま t 

Tel •す 巧 nt だち 


住 旧旅鑛 

館 ま 住 田キセ 
薑で S ニ 置ぎ をぎ ぎ yvesa 己 3 ぎ 


力 旅館 改め 

ii 0 

1 ま 去 kth 纪. 穿 W If ミ k 

TeL sesquehai 苦ち 


紐 育 旅館 s .—* 

を 四 tT 目 ニ 四 二番 

Teij Cat 左呈 ia 6374 

1 — I I - - - - 

I 

ポヌ トン 巧 一 

富 ± が 舘大浦 末を 

1 さち ミ 養 i ミお产 B 另 bn き SS. 

ぎ B.B ‘ さち 

費 御旅館 

桑唯淸 五郎 

さ a を 量 害 を 量 — 量 pa. 
ぎ 室 nu ニ 231 

商菜歷 域中必 、摄 領事館、 自ネ 
齊船其 化を 巧 大會社 あきお 巧 

桑 港 小が ホテ少 

純 目 本を (特別 間 あち) 

御 一巧 巧 察 自動 ザ 御 巧 迎キ上 お 

ロニ 呈 ぎ rnia ぎ San で 實 iscol 呈 it. 


自本 食料品 類が び 雜^類 卸小賣 
ホ 之 素 大賣烦 桑 山藏會 
薪 巧 書籍 雜誌 小間物 曰 用品 各種 


井上 金魚 巧 

芸芭 た こ ve ., f さ rk 亞タ 

さ呈 e Circle 9738 


紐 育 唯 一 の 日本 百貨店 

片桐义 弟商會 

スマ ドレ • ブ 々ダク ッ I 手 販責元 


媛の 蒲燒 おいしい 烦お 

會龐 御料 埋 

晝 食は 末廣 へ 

叮峰お 巧 尝巧大 が 巧 


割烹 並に 御旅 舘 

.1 じ 0 培 巧 

巧ち ホ 巧 八十 八 T 目 一二-云 
巧話ス 々イブー と 入 ニニ 


會廢御 料理 

昭 和 

特别规 日 ネ閒を 新設し チキンの' 
水 案を 始めました 。チキンの 水 
煮は 一二 時 巧 程 前 巧 巧 話 願 ひ 主す 


2 
iK Qtf 

s w 


打卽 

化 邮刖リ 

P が 0 . 则 

a n 邮 

J れけ H 


酱蚀黯 gissi 蘇 f 白米 

日本 米 談食巧 品 

巧 田 咎独株 ホ會を 東が】 手 賣规巧 

曰 本 食料品商 會 


舞踏 欄 人 東 接 

►赴を ダンス 

►表 巧み 操 一 



朝 十時ョ ，を 十 


シャリフ •ダン I 

ン グ郝範 學校垄 

上が タ 


な 話 プライ アン ♦一 
を ま。 八 八 基。 みま 

竹 中重带 

紐 育 巧 西 四十 巧 了 目 
ニニ！ 一一み 番ニ 一階) 
JAPA 吉 SE HMm EMP AG 呈 CY 
ごこ 18 ちを 44 さぎ N.Y. ロ. 
呈 • 83 書 夏 75 _ 


B 本理髮 館脯。 

西 旧 十 ST 目 百 番地 ニ呂 五堂 号 

ご一 階 (第々 街に あし〕 


が 業廣吿 

例年の 通ら 當み 休業 仕 お I 

御晕舖 松風 陣 

S W . 呈 h ぎ I ； も 


卷壽司 辨當御 注文に 應じ 4 す 

木村廣 

當をホ 桐 商會氣 せ 
電話？ ミント-八 五六！ < 


淨瑶璃 ，の搂 白 ..： _n 

二康 線を 稽づ 

御 化しい 餘暇じ 巧 ども 言へ 
淨瑶璃 の 趣 ホを 御 賞玩 被屬 
皆 樣の御 ホ 遊を 歡迎 をし ii 

巧澤ま 一^ム 

ごか ニ 8 至 ニ th 玲芭 y 

ジ 一. Uni ま rs さ是ち 


の 

度 


す 


化粧品 卸賣 

五 巧 商 日 

W E. ニを 芭 . ， N.y.cily 
Tel 这 umsant 37 を 


み 面目なる お 磯 同胞 じ 確 ■ 
なる 踩 業を 周旋ず ^ 

宮川 事務所 I 

紐ち ホ 西 四十 ニ T 目ち サ 二を 

を ゾ ブィ T K ト とよ 八を 
誇 フィ ア 奚化 八 

煎餅 卸、 小賽 
を 腐 池 漂 
日本食 料 お 一な 

り U ロ rlw 巧 巧 ICO 广 pice f な • 

裏 さ ird Ave ., ^ 

ぎ P 空 こ 2 ち 


木 田 ル i ミン グ 

1 夏 7 3 r 三 ミ. 呈 .59 & 夏 す St を ts 
ジ I ち h 呈 e Re 巧 nt 苦 S 

御 下宿 喜樂 

元 黒が 旅 お奈な 直な 
1 芝 舌 尊 苗. Jriyn , N . Y 
を •ブ _ i 暑 黄 ニ 




Th 目 Nomii 巧な 即 iiti 的 Company , 邮 

120 疫 road way, N. Y. 

Tel. 民が tor 3254 


， AGENCY: JAPAN TOU 反 化 T BUREAU 


San Fran が SCO 0 な ice: Los An が I 的 0 だ ice: Seattle Office: 

561 Market St. 605 South Grand Ave 1404 Fourth Avenue 

N 巨 W YORK OFFICE; 

8-10 Bridge St. T£ し BOWLING GR 巨 巨 N 2262 
Chicago 0 だた e; 100 W. Monroe St* 


N. Y. K. LINE 

社 會船郵 本日 


O.S.K. Line 

大 阪廊 船 會姑 

283?-8WHiTEK 化 L 邮 化目 瞩 
1? 姑 巧 E3YPU な 化が 巧 BKCi 巧 
PH 削 E 卽 WUGGRE 別 巧 目 2 - お 


Y が yw & 邮. 

な erchandi 巧む ok が 
WfiOL 巧 化 巧训け 
24 技ぶ th Avenue 
おし Ashland が 08 


HA 削 TA & G も 

1 が - 1 が Rfih4 化， 

げ ci\21s け f.) 

Hew York Gify 
TeU! が 琴 お 巧 SO ぷ 91 


Imo 化か os., ! 邮. 

Formerly 

Maruhachi & Co. 

け EasM7 化 化ん Y. 
Te しが g 帥 quin 82 が -87 


Na 巧 T 巧 ding (；〇. 

151-5 化 Avenue 

(Coi*. 21 が ; St.) 

Tel. Aig 日 muim 3 目が-が 


Nippon 

D ぴ Goods Co. 

148-150 Madison Ave., 
New む rk むか 
Te し Ashland 614142 


MOGI, MOMONOI, 
COMPANY, Inc. 
105-E. "1 が h S し Y 
お i. Stuy 化 san パ 595-6-7 


THE Ml 巧 山 BANK, LTD. 

一 扣 W 化 BK A 化 NCr 

Room No. 712 
61 Broadway, N. Y. C. 

Tel. Bowling Green 3440 


Tlig M 化 (ibisiii Bank, L 扣. 

B 日 0 町 与が ， Eouifarilft RiiiiHing- 

128 Broadw 化 New Ifork tiity 
Tel. Rector 3483 - 化 



MORIMURA 邮 OSilnc.， 

53-55-57 W. 23rd St.. 

New York City 
Tel. Gramercy 38 郎 


THE 阳 JIMOTQ 
な即 R けが 抓.， ING. 

120 む aadway, N. Y， City 
Tei ■お ctor 2416-3 お 9 


T 化が NK OF 削 0 な N 


Boom . 巧 巧 が 5 Broadw 巧，！ i. Y. 
即 one. Gortiaridt 扣 83 



The 如 m け omo Ba 化 Ltd. 

化 W 巧郎 A 化が Y 
Rflafn が 4 

_ t4L-SEfi2£iwaf— ^ - 
- 楠 . む re! 巧が 1 も 41 巧 


The Yokotiama 

Sp が お M, LM. 

-SiirFhnrrr 巧 佩 お e Bl お . 
120 お oadw 巧， S. Y. 

化 帥 e お 曲 r 巧卽 


Tile 邮化 0 け aiwan, LM. 

Ro 邮 1 5 巧 

00 ぉ樹は oiHttt な tin 呂 むな (fine 

1 閒 Broadw 化 Y. 

了 ei. Cortlan が 巧 32-33-34 


な iy け阳 ding な., Inc. 

impo けが S & Exporters 
巧 HifiHve ，， N.lf. 

Te し / II が nquin お 化 5 

327 W. Madison 化 eet, 

化 ic 巧 0 , Illinois 

み 


を 


… _ 巧 - 中 巧 -^ 


號 九が 百 五 千 一 第 


m 辦 育 M 



【日曜. ±】 


日々 十月 H 年 四が 昭 


四 



が 

御遊 金？ 

離實 有利 ナ 
倩 券 株式へ 

因 本巧她 7 債券 株 ま 御 買 入 レニ 就 
テ ハ 特ニ御 便宜 御 計 ラ ヒ致シ マス 

.野が 證券 株式 會社 

紐 育 出張所 




® 羅府 、を 港 出帆 (ホ/グ^ 經 由) 

羅府發 桑 港を 
牟き岳 巧 巧 (正午 出帆〕 
春洋义 一一一 巧廿 二日 一一 一月 廿と日 
西 比 利亞义 四月 五 ロ 四 巧 十日 
乂洋乂 四月 二十日 四月 廿四日 
天 洋 乂 五巧 S U 五巧 八 日 

® シアトル 出帆 (午前 十 時 お 帆) 

一二 島 丸 一二 月廿 吉日 
がを 化 四 巧 一二 日 
靜闹义 五月 一日 
巧漬化 五 巧 十五 日 

@ 淪巧發 日本 巧 巧 化 

琉巧丸 一貢を す 
鹿 島 も 寶 六日 

箱 爆み 四月 二十日 
▲紐 育 出帆 芭奈 馬經由 日本 狩 賞 物 船— 巧 二回 
▲跪 絡取摄 。弊社は 缺洲 巧、 帝ホ朽 並に 段奈馬 
禪由太 モ津岸 巧を 缴舶曾 就 ゴ梯約 おり 乘醋切 
巧 等 寓事禪 便宜に 取 計 ひ 申 上まず 
▲来 國鐵 道が が、 寢さ券 等 も 慰 被を にお 計 ひ 申 
上 ミず 


シアトル 出帆 (午前 十 時) 
あら ぞな乂 四 巧 四日 
を ふ b わ 化 四ち 十六 日 

るん でんみ (巧 渚 巧 化〕 三 巧 ホ 五日 
►一等 窗漬； 五 巧 

化し ばリ すみ るん ごん かは 一 五 置 弗 
▼三 一等 日本 巧 五 五 巧を 室大を 遺を 巧 室 i 
▼御を 望に 锭リ 一等 割引 往復 袖 巧を 巧 致 巧ち 

ロスアンゼルス お 机 (午後 一二 時) 
さんどす 义 lllg 廿 五日 
まじら 兑 四月 ホ 七日 

►一等 搔濱ニ 一二 0 巧但 はわい み 生 にらみ 一を 巧 
►域が ご 一等 日本が 置 十 化 巧 ▼一二 等 日本 朽五 十五 弗 
►ホ 港羅が 巧衡車 切符 寝 窒券感 入 11::^ を 仕りち 
▼が 育 線 パナマ 揺 お 0 本ち がせ 貨物 お 月 一回 


諸 雑貨 仲買、 卸販賣 

保 巧廊會 


陶 破器雜 賞卸賣 

春 巧廊會 


日本 陶嚴黑 雑貨 類卸賣 

ザ元ブ タザ ー ス 


日本 陶破 器雜貨 

ラム プ卸賣 

奈良賛 易商會 


龍喊 0 本 ドライ グ— ゾ商會 


H 木陶 黑雜貨 

ドライ グ ー ツ 卸販賣 

賦巧木 桃 ホ 組 


株 ま 
會 


打を 日當 b をき 大き 立 
向 S ニ ■< じ 適 も 
化じ綺麗なン ン グ ^^ まホ . 〇 、10 
ネ紳 ± じ 貸し 度し 

章 S - Wm . 夏 axe 产 1 芝 W - 芝す St | 

さ 产 4 - mTelu ミ q 夏 hanna 7 善 


タンク 


タィ 及 

ィン ノ^"^ ベ i シ ヨン トランク •わ 

物 お 邦 五十 触ょ .^ 十二 搔 五十： 偶 
59 Ea 庄雲货 it 


规自娜 春季 懇親 舞踏 會 

期 日 一二 月. 幸 九日 (金曜： D ) 午後 八 時ょり 

瘍所 - パ ー ムガー デン 

巧 五十二 T 目立 巧六番 (第 乂衔近 <) 
入禀券 一人を 十 他 均一 

友人 御 蘇 ひ 合せ 續 々御 ホ會 下さい、 をして 共に 一夕 

樂し < 過し ませう： ± り 服繼隨 患 

切符は を鹽 体す 宿 又は 本會 ，事務所 じて 求められ ねし 

雜育 日本人 會 


資本を をな 旧 
拂込濟 資本を 六 千巧圃 
横 立を 六 千 四ち 巧 旧 

’ 本店 ま 巧 巧 日本 巧區 本を 屋町 五を 巧】 巧' 
支店 小が 日本 琼义の 內丢ち 巧な 
名 古 崖を 都 大お西 (大 巧】 神戶 
廣島 下顆巧 巧 若が 语岡長 巧 
上が かを を 頁 巧 水 


な 出入 巧替’ 電信 送金' 巧を を、 旅け 倍 巧が 
巧 業 信用が 其 化 一巧を 巧 業 

乂 雜竺裹 銀な— ま 巧 

猫 里 送を" 日本が 化おネ を稱？ 迅 まか 巧 
本店 預金 (定巧 通知 ノニ 稀) 御 使 利 取 巧 
本 支店 東を (本な〕、 大阪 •拌戶 、京都 
巧 巧 地名 古屋 、小 お、 上が、 か 巧 


日本 郵船 會社 (並 ニを 鐵道會 社) 

■代理店 片桐 兄弟 商會 

乗車、 乘船 切符が じ 小荷赖 運送 御 便利 じ 取扱 申しまず 


ラム プ 巧び シみ クシ m!f 

製造元 卸賣 手 塚廊會 

H. Y. HETSCKA CP 
15 卓 esi 24 を泛 . J. Y‘ sty, Tel. 資 tisea 養 1 


東京 商 會特吿 


メ — ルオ I ダ| 

を 御 利用 願ます 
まを ぉ會は I 册の雜 誌で も、 

一 瓶の 醬视 でも、 一斤の ホ增 
でも、 一服の 藥 でも、 巧んで 
も 御 注文み 萬を ちじ 0•0 ら 
じて 送 b 主す 

を價 表、 商品目録 御 申 越 か 第 

送 6 ます 

價額 勉强、 發送进 速、 多 かじ 
不係 御用 命を 包 ふ 
巧內 配達 仕 候 

紐 育 東京 蘭會 

1 さ WJ 害 sf ., 甲 Y . C . 

- Tel. Trafalgar 8 ^ 置 


字，， ^鹿兒 島縣大 島の 人 4 
言 マ^加 藤氏 或は 全都 氏と 
文通 致し 度 故 同氏 大ま ^ 弦、 
東 百 四十 义 T 目 五 円ち 十九 鸯フ 
P ン クス 迄 音信を-望む i 


をと 室 新 家屋、 サンぶ 
大きな 崖 震 

室 及 ダラ ー ジ をな 四十 吹の^ 
住宅 區の 中央 じて を 通 便利、 I 小 
兒の ある 家族には 最も 適當 、委 
細は 左へ 御 電話 下さい 

薑 THW 呈 TH , Tel . ftbury 岩 


巧 員 入用 

壹名 アト ランチ ツク巿 
(直に 入用) 

十 名 經驗 ある 夏 瘍人員 

ビ ツバー グ 又は ト 

レ 1 K 

(お發 期 四月が 旬) 

ポ—カ テ 17 ル 六臺賣 度し 

電球 付 凡て 完備 
右は 一 ヶ巧斗 6 使用した 
る もの じて 持 ホ 病 氣の爲 
め賣拂 ホ 依頼を 受けた る 
もの お 極 格を じて 大 至急 
賣 たし 

詳細は 左記へ 狗照會 をを ふ 

太 西が 巿 # ® 會 

9 だ B 畳 rdwalk 昏 nt ' iG 亞タ 产 J . 


邑 寻お を = 厚を 呈- さ. を じがて 

fs 盾 多年 經營 せる 有利の 

チ卞プ スイ ランチ ま 人 歸國じ 付 
ち 急 譲渡 度 I 委細は 左へ 

を宣 こで 0 S . を. Reg 呈 t お呈 


タンク 


約 五良 個の 

クオ ドロ プ 

及び スすー マ！ トランク ホ雜五 
十 仙、 九 巧 五十 他、 十二 弗五卡 
他、々 し 許 b 使用した 跑 類一乘 

一二 弗 度び 击弗 
巧 84-S 至 三ミ . ， Go こ 害 ぞ三 . 


T 寧の 即刷ご 精巧なる；^ 上げ 

時日の 迅速 ご 確 校正を が 証 

巧 願が 紐 育 新報 社へ 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違 6 むく 新報へ 

お內 Ja 十と 了 目 十二を 十 階 目 
東部に 化ける が 宇 言 i ㈱ の 

權 威、 吾が 新報を 讀 まの 人な し 

廣吿は 紐 育 新報へ 


▲鄕 里を を 及び ホ 送を (無手 數 巧)、 か 固 
巧替賣 買、 荷爲替 巧が 取 立、 信用 肤 を 
巧 等- 般銀巧 楽な 御 便利 じ 取扱 可れ 候 

S 臺灣銀 巧 替ぉ張 所 

本店 臺潰臺 化 

支店を 京、 横濱 、大 扱、 神戶 、ム お、 漢 
ロ、 福 州、 厦門、 灿 巧、 香港、 廣 を、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 買 

々 i , カブ タ ，倫 致、 其 か專機 十四 ケ所 


、資本を 壹億圃 (を お拂 & 巧) 

、積 立を 一億 五な 冗 十 萬 巧 
內化本 ま 巧 U 橫濱 (本店) を 京大 阪 

機濱 正金 銀 巧— 支店 

ホ 困を ま 店 U を 港 猪# 沙巧 ホを 
巧 化 化 ホを 國 重要 都 巧 ニ 支店 及コ グン 
ス有之 侯 


本店 大胶 化演五 T 目 . 

な 育 支 巧な 育ブ C 1 ドウ 玉 1 な 四十 九を 

襲 住な 銀 巧 

日本を 東を > 橫漬 、名 古屋 、巧 都、 神戶 、が 山- 
を り gj 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ！ 一 ( 
巧ち 巧 (巧 司、 小 倉、 昔 化、 憐 多* 乂留 米、 熊 本 等 

ネ爵 預金、 敍 里を 金 等は 極 A 
て 御 便利 进速じ 御 取扱 可 申を 


本店 朝鮮 京 城 

ち 巧 出張所は H 本內 地の 樞要 都巿 、巧鮮 
滿刹 、支那のを 地を び おお 巧德 

朝鮮 銀行 紐 育 曲 張 巧 

外 固ち 替 一が お 巧 業務 精々 お 便利 じ 取扱 可 

申と 榜 


藤本 證券 會お 

一般 有價莊 券ノ賣 買、 引ず、 墓 集 
A 金 酷、 化 ニ 之 ニ 閱 ス M 切 ノ浆巧 

g 脱 藤本 ミミ— 力— 銀行 

紐 育 お 張 巧 


掏城黑 、雑貨 卸賣 

森 村 ブうザ ー ス 


巧貨 巧诞お 

ランプ 及びを 

太洋 貿易 巧 ま會社 

支店 お 俄 古、 ポストン 


—ipw ニ， ■タい . 


チフテ：^^ャ豫巧注射注意 

證生局 ご 職 絡して n 本人 會 から 


巧 報の 如くが 巧生枯 / 長ゥ キン 
搏± をを 員 長 じトー マス •ダブ 
リク •ラモント 巧を を 員 じ エド 
ブ ー ド •エフ* ブラウ、 \ 巧を 主事 
ごする f フブ ブャ巧 のを員 會の 
依 巧に 基き 间胞側 r ては を 信 日 
本人 會 々長を 委員 居 ごして 特別 
委員 曾を 組織し 街ぶ 巧 ど 協 幾の 
上 該病豫 巧 じ 《 すな 運動に 着ず 
したが 今 遇 じ まも 化づ 第一 じポ 
スタ アス をを 留 み’ 旅館 、下宿 
巧 巧 化 等 じ配附 し、 囊じ 本紙 じ 
て報じ置きたる^^設を防注が巧 
の アドレス をら 端 示す る i ご な 
つた。 をして 一 普 じは 『デフ ブ 
一 リャじ 罹ら 0 や厂 御子さん 達を 
保 誰せられ ょ 一-ご 題し 大要 左の 
如き サ アキ ユ - f / ア を頒附 する 當 
である。 尙ほ ロ/本人 會 じがて 取 
調べた 巧に 化れば デフ テリ ャ豫 
巧 免を ながを 要ず る 子女は 美化 
お 會觸係 じて 寺 十二， 修道 會ニ 
十五、 が 育 人敎會 二十、 武 
お 十五、 。ふク アィ ランド S 十 
プ 。ン クス.^ 合計な 五十二 人に 
上る 由。 j 
♦チフ テリ ヤ ごは 

か哎 なる ものなる か 

デフ ブ J ャ ごは 特殊の 徵茜じ 
ょら 旧 喉で 鼻を 冒される 危隐な 
晤染 病で Ab ます。 

をの 徽 をは 姑駭じ 繁殖して 斑 
点を 生ず A ご 巧 じ 一褲の 毒素を 
を泌 して この 毒が 身体の 諸 所に 
移 巧して 域は も 腺を 弱め 巧は 戚 
渾 せしめる 縷を がを b まず。 

又 デフ テブヤ はこれ ら危 隙なる 
必臟の 取 僻を 酸す のみ。 ら ず、 
これが 袋め 疵揮痛 じて 一生涯 不 
具 者で 鞭らなければ なら 扫 i も 
みら ます 0 

义 或る 填を は危隙 a 咽喉の 手 


術ょ でもして 小を が 窒息して 巧 
ののを あはねば ならの— も あ も 
0 

デ フブリ ャ K 罹つ て 巧 じする ル 
おは タ數 でぁ b 、' 殊に 五 歲お下 
の もの、 死 C 率は 誠 じ 高い ので 
^5^^ます 0 
♦がし 完を じを 防 

ずる 事が 出 ホます 
御モ模 達が デ フブリ ャじ 罹ら 
の やぅ じ 御注意 下さい。 

波 合 抗毒素は デ フブリ ャ をを 
巧 致します。 

泌合 抗毒素は 御 モ樣ホ じ 巧し 
て 害は をら ませぬ。 

御子 お 達を 早速 か ib つけの 
お 醫者じ わ つれ じなる か、 ソン 
トモ ホ營 治療 所 じ 巧つ て 混合 お 
毒素の 注射を わ 受けなさい。 化 
の 注がけ 一遇 じ 一回 づ i 巧ない 
S 週 お 即も郁 合一 二回で 終 r を 巧 
♦をを の 爲め豫 巧 

注射を 要する 年齡 
滿十歲 な 下 殊に 五歲 な 下の 子 
巧は あを 抗毒素の 注が じて デフ 
ブ 9 ャを豫 巧す る 必要が ぁ も 巧 
姑 巧 ごなら ば 一歲ょ b 五歲じ 
まる子 供が デフ テ 9 ャじ 罹れば 
一を 巧む をが 多い のでず から、 
御子 達が 九ヶ 巧に なられた らお 
ホ 得る だけ 早 （化 注射を なさら 
なければ なら ませ 巧。 

デフ テリを は柯時 蔓延す るか 
も 知れ まがの。 ぁなたの 御子 達 
の 遊びぶ 達を くは 學校 じて 隣席 
のモ お： &急じ 晒 喉 痛を 訴 へる 錫 
を じは 即も わなた の お子さんが 
化の 危 隙な. る病氣 じを して 居ら 
れ るので す。 

混を 巧 毒素を 注が すれは るな 
たの おモ 建は デフ テ 9 ヤじお 罹 
もじなる 危隐は あらませ ね。 


一- 米 固の 繁榮繼 線と 

I 邦人 商業 家 

I 烏木 ホ 次 郞氏談 

: ラム アシ卫 — ド 製造 卸 滴 中で 
協 お 頭 巧を 露は して ゐる 高木 グ 
ープン ゥォ^ ド 巧會の 高木 ホが 郞 
一氏は-一巧 初 巧 ょら 巧 五 遇 間 じ 直 
一 b 羅 麻、 を 港、 强 湖’ ゲム バァ 
々ン チス 、聖路 易、 ホ 俄 古、 デ 
トロ づト 、クリ 1 ブランド 等の I 

哇要郡 巧を 視察し を 化 じ 化理巧 
ホ 新設して 今週々 初歸 紐せ るが 
西部 並に 中部 地方の あ贺を 語る 
やぅ 『雜が 化 ホの 發 度は 二十 年： 
心が に 比して 實に 

_ 隔世 の 城が ある。 南 加 化 
一 ホ r がける H 本人が 堅を 不 お、 
;义 人の 發展じ 劣らざる 地盤を 築 
い ki は 巧 部 地々 化留 日本人 ど 
しては 索留じ 化する のみなら や 
を敷學 ぶべき おが あらぅ。 を 巧 
は U 本 お貨の 小賣じ 於て は 恐ら- 
(米 固 第一 るべ く、 一二 十餘巧 
の 小 質 おちが、 支那 人と 競爭レ 
て 互-し 其 特色を 發揮 しつ、 ある 
I は嘴貨 すべきで ある。 加州 旅 巧 
~ 中の 一 股 的を おは 何等 ま 部ど變 
る 巧な く不 喩快ぃ 事 嘗じ 遭遇し 
; ながつ た。 かお 的 法摔的 じは 排 
一日の 餘祕 は々 ろら： 3 米 人の 按觸 
一 頻繁 ごなる K な ひ 傑濟的 社を 的？ 

關係 を 饥ピな b 人 補 的 巧 I 


斥は 其 影を 薄 ^ てゐる 樣じ感 
じた。 今 固の 視察 地方を 通觀す 
ればホ 國の繁 策は 疑 ふ餘化 もな 
い。 唯 吾々 邦人 商業 家が 化 時代 
の 進 運 推移 ど おじ ホ 調を 同 ふし 
得る 能力 あ. 〇 や 否や じ 依らて 吾 
吾の 將 ホは 巧 主る ものである ご 
信す る 。* i アト ロ ィトの フォ ー ド 
フ ワィャ ア スト— ン タィヤ アの 

活動、 ホ お古の ン！ ャス 0 ! パ 
ブク 、モン ゴ モリ i •ワ 1 ド 等 
の チェ ィンス トワ アシス ブムを 

採用して な貨 巧ど對 崎す る偉觀 
の如き、 其化ホブ^!^にせょ劇攘 
じせょ 五 化 十 他店」 せょ チェ 1 _ 
ン ストア 紐 織に 依らて 大 資本を 
糾合す るに 力めつ： あるは 注目 I 
に 値すべ （、巧 俄 古に おける H : 
本ん の 發展は ホ 意外な 程で あつ 
て、 當± トレい デ •グ 、東 仲買 
巧を 始め 盛んに 活躍を 試みて ゐ 
る』 云々。 

ち 志乂剧 婦人 連の 

慈善 鎭藝會 

を 都 ホ V 1 •ツジ ニ テイ •チヤ 

—ナ 新會舘 設立 補助の 爲 めが 育 
をみ 必 ごする フロ テス タント • 

ェ ピスコ パ 八 派の 婦人 部が ニ 万 

あ 千 巧 聴を の 運動を 起し、 該運 
動の 粥 一着 手 どして ホる 四月 八 
り (巧 陋】 力 ー ネゲ I を樂 堂に 於 
I て コンす） トを 催ず MJ どなら シ 
一 ブイ々 レ — ジの 敎巧ピ 1 タ 1 ソ 


ン氏 夫人を 始め々— レィ、 グ ー 
ドゥ キン、 ホ In ラアを 夫乂ク 
ラシ ユニット、 ゥキッ トネ— 兩 

ホを 等が を 員 ごな つて 奔 ましつ 

つ あら、 當 巧は フロレンス •モ 

，ソン 壊の ビア ノ獨奏 、マジ 3 
ブ 1 •ピ —タ ソン 攘の ^ 1 フの 

か日本人側では南部|^ 6 嶺夫人の 
獨喝 、を 野 夫人の 缠 が、 小 坂 夫 
人の 一二 ホ 線が ぁら S 曲 合奏 も 加 
はる 模樣 である。 午後 八 時 1 ら 
十が 迄、 入場料は を 置 弗の 豫を 

美な 敎會暴 報 

が 育 日本人 美 0 お會 じて はま 
る 十日 午前 あ會 を 開き 會費 
を增 額' する を、 會 がの 寄附を 慕 
る を、 經 費を 節 减 する； 等を 决 
し、 後任が 師 幹事の 人選に 就て 
は 新 役員 會じ 一巧す る ら 
選擧の お巧獨 ロ巧么 助、 お 旧 俊 
巧、 岡島敎 治、 祖 サキ、 井上 義 
人、 ホ 田 信 雄、 野中 トシ 五、 山 
ローニ 之 巧、 粟野 嶺之祕 、道 面豊 
信の 十氏當 選した。 尚 ほ 同役 員 
會は右 十 氏な か f 得道 師 、幹事、 
淸話會 々長 及び 靑年會 々長を お 
て紐禄 される の ーじゐ ると A 五ボ 
1 ス靑年 會新お 員は 過 H S 總會 
じ 於て 會 長に 晒島敎 治、 副會長 
じ 松 本節 正、 足な 享巧郞 、會計 
じ 早 川 富 之 助、 ±屋 潤 身 書記に 
藤森豐 和の 諸氏 當 選した A 尚 ほ 
靑年會 學藝部 長大 島豊氏 首唱の 
下に 每週 H 曜^ 後 八 時ょ ら同敎 
會 々館 じがて 學 術硏究 肖を 開く 
.ベく 明 巧の 諭 題を 辯 ± 左の おし 
人口 諸 學說じ 就て 

紐 青 大學お 井 了 一 
日本に がける 社會 主義 理論 
じ 就て 經濟學 ± 井 高乂郞 

鄕敏巧 入院 加養 

南滿銭 道が 育 事務所 長 鄕敏氏 
は 月曜 午前 急患 じ 罹らが 育 ホス 
ビタ^に 入 掠 加養 中なる が 逐日 
輕 かじ あきつ i をる を。 

嵩 旧 無邊巧 講演- 

當地滯 巧みの シアト^ 化 米 時 
事 記を 高 田撫邊 巧は マサ チュセ 
ット贿 アム' 一！ スト 大學 のの 囑 
じ應じ ホる サ 六日 同大 學 ダ八キ 
! 敎授の 比較 宗敎學 講座 じ お 席 
し 日本の 宗を 特に 神道に 就て 講 
演 する 尝 である。 

南部 犬 人の 獨唱 

去 巧 下旬 ホ テグ •マ デ ソン じ 

開かれた 外國 通信員 協 會の出 淵 
大使 歓迎 晚餐會 じ演唱 して 好評 
を稱 した 南部 高嶺 ホ 人は 爾後を 
方面で 獨唱 して ゐ るが、 明 巧は 
ホ テ 八 •プン ゲォー じがて 開か 
る i プレ ャス 俱樂 部の 會 をに お 
席して バタフラィを 巧 ふ 由。 を 
は音樂 家、 义±徘 優等が 會 をす 
る 圏 体で ニ 巧は メト曰 ポリ タン 
のポ ンたリ ー なで も 巧つ たと。 

大朝 特派員 更迭 

大阪朝 H 東京 朝 H 紐 育 特派員 
化 野吉內 氏は 歐洲 經由歸 朝じ內 
をし 居り 後任 ごして 恒川眞 氏 夫 
人み 息 巧 伴 ホる ホ 九 H をを のタ 
ィべ ブャ化 じて 四月 初旬 着任の 
豫 を。 

HHUnh, 

•横 山潤么 助氏盡 家、 コンャ 
ん じて 着を、 此おホ 紐せ るが ニ 




十九 日頃 出帆の 便船 じて 渡佛。 
•山 田 六を 夫 氏 江 巧 コム パ こ 
— 社員、 一時 歸朝 中なら し 所 ま 
る 十 一 H 歸紐 出勤の 由。 

■影 山 書 一二郎 氏 大巧 貿易 株式 
會 社員、 今 圓巧俄 古 支 巧へ 轉ほ 
を 命せられ 不日 出 お 赴 巧の 箸。 
•黒 川 巧藏民 同志 社大 學經濟 
巧敎授 、歐洲 ょ > 歸 朝の 途次が 
程を が 修道 會 寄宿を 別舘じ 投宿 
•を 藏周吉 氏 朝鮮 總督 麻鐵道 
扇お師 、まると 日 ブラ ジグょ ち 
着が 約 ニ 週閒滯 巧の 尝。 

♦山 田 直 之 か 氏 滿鐵棵 ま會社 
員、 化 程 看 お、 ホ巧辆 旬を 滯が 
参 钻澤廢 氏 ジて 本ゲァ 國隱勞 
働局囑 巧、 巧び お 巧の 途ホホ 紐 
二十日 お 帆の レ ピャ サン 號 じて 
渡歐の 望。 

H 曜說敎 

♦紐 育 日本人 敎會 
『をけ る 神の 聲』 淸水 牧師 
♦基督 敎 修道 會 
『信仰の 神秘と 

が 邸 か』 今 井が 師 
♦日本人 美な 敎曾 
『苦難と 活路」 椿な 師 


巧 禍 スペシャル 


東京の 朝を 想 ひ おす 

納 忌 

乾き 具を 陳 上々 の 

をジ 干物 


か禍 兄弟 爾會 


トツ 力 ピン 

五十 五 錠 乂五巧 

活力 素- 

一巧を ニ 巧 

タカ チ ヤス 夕— ゼ 

巧錠乂 一 弗 


桑 山商會 

ニ A EAST 芸ず MT : N . V . C ; 
さ one . f 一ぶ ミこ ニ ザ 寅 置 


夏場；^ 乂用 

巧 給 又はを 割 又は 貸付ても を 
し、 當 ホ化ヶ 年間 岡 所 じて 經 
驗ぁ b 確 富 利益 ぁる 所、 希望 
をは 左記へ 御照會 ぁれ 
巧 ニ Penn . Ave ., N . W -, Wash . D . G . 

ポヵ テー ブル 

及び 玉臺 一切 製作 販 WT 時期 

のが あせの 內じ御 注文 下さい 

伊藤 

182 W . ニ さ St . 呈 y , Tei . ま If 呈 7 
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お 川 保 験 事 お 所 

H. Segaw も ！ nsurance Broker, 
303 巧れ h Ave., 

TeL Caledonia 4101 


巧 旧 商事 巧す 會社 お育ま 巧 
Ucnida 1 radmg Co., Inc. 

1 1 Park Place 
Tel. Barclay 1576 


島貿巧 巧ま會 鹿； 
Shima Trading Co., Ltd. 
150 Broadway 
Telephone Rector 1484 


巧 ま曹化 ホち 巧を 
Ak&wo & Co リ Lt ん， 

295 Fifth Ave., 

て el. Caledonia 975S-59 


ホ 倉 お 絲が績 巧 式會社 

1C が akura 在 Co リ L お •， 
200 Madison Avenue 
TeL A み land 4545~4 另 46 


K. Mildmoto 

Mikimoto PearU 
巧 5 Fif 比 Avenue 
To!. Vanderbilt 2519 

大食な なち 支 巧 
Okuira 在 Co., 

30 Church St., 

Tel. Cortlandt 2292.93 -94 

H おな ま會な 
化理巧 
髙巧 巧會 . 

120 Broadw 化 N. Y. C. Ttl. Re 加 r 巧 84 
Facto け; 化 10 3 时 h A 化， しし 削！ 

法巧衡 をな まを か 
A»ano Bu み san Company 

Room SOI -805 
1 6 5 Br 々 kdw 巧 
T,!. Cortlandt SO が - 8052 

Gosho Corporation, 
Silk Importers, 

40 Kast 84th Street 
T«L Ashland 4987-91 
Goftho Co.) inc^ 

Co 巧 on Exporters 

巧 Bea ▼ 化み.， 

Tel Bowiiag Green 的邮 -06 

巧 巧が 巧 道 採 まを を 
かち# 巧 巧 

South Manchuria R, R, Co., 

tioom 202 ら Cana ぷ an Pacific B! わ . 
342 Ma ぶ … n Ave. 

Tel. Vand が b 化 4135 

己 井 巧を 巧 ま會を 

な 育 支な 
Mitsui & Co., 

6 〇 Broadway, 

Tet. Bowling Green 7520 

みま 會 をち ザ 巧な 
な 育 出張所 
Iwai & CtK , いん 
Wool worth Building, 

Tel. Fitz Roy 挑 60 • がぶ 2 

呈菱巧 ま 株 ま會お 
が 育ま 店 
M な 机 ibishi Shoji Kaisha 

《MUaubUM Co., Lt ん） 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560-2564 

乂ぉ 朝日 ニを 巧 蘭 日 
化 巧 ま 巧 
Osaka Asahi 

The New York 了 im が 乂〇 11 が 
Tel. Lackawanna 1000 

0 本 痛 巧贼備 
な 育 支店 

J 巧 an Co け on Trading C か， Ltd" 
2 Park ATonue, 

Tel, Lexington 8787 

曰ネ ホ糸将 まを お 
お育ま 巧 
NIPPON KI-1T0 KAISHil, LTD 

fwo Park Avenue 
Tel. Ashland 巧 20 

巧を 名會巧 
がち ま 巧 
Hara & Co., 

443 Fourth Ave^ 

TeE. Caledonia 7830-35 
— — — 

日米 生糸 株 まを 社 
純 育ま 店 
W 即 I-BB Kil 巧 Kii 卽が册 KAISHA 
が 1CH! ぶ EI KHTO CO 。 LTD.) 
1 Park Avenue 
Tel. A,Wand 6246*47-48 イ 9 

大扳お 日 ニ 巧 巧 日日 
を 木 H が 
Osaka Mainichi 

Room 306A World Building 
TeL Bookman 4259 
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第五 十六 帝 國議會 


諸 重要 法案 u 悉く 握 潰、 しか 

‘—1 政 巧の 面目 丸 潰む ごな り 結局 泣寢 入リら Ln 

東京 特電 十九 日 殺 = 兩稅 委譲 案の 貴族院 じがる 運 かも 挺 b 潰しは 確實 ど。 ら、 宗 お闡體 法案 
の 油 化-^ ホ ホ拍ど おら か關を 代表して 貴 放院モ 面を 運動 中で あつね 勝 田で 相 も 請め シ つけたら し 
い： a / 歧府 V 」 しては 甫巧巧 まの 握 ゎ 潰し お 策と して 議會 々期の 延長 巧 〔別項 參 照〕 じ 就て 秘かに 
をを 迴 らして 居た もの、、 小 選 擧阮制 案の か < 純 政府案で ない ものを 媚に會 期の 延長 奏請は 出 巧 
まいごい ふので 泣 お入らに 終る らしい、 尙ほ 衆議院 じめ る 小 選を 區 制を 員 會は餐 問を 一先 づ巧切 
b 区 か 裳. こ 無を 故黨 どの 修正案 取扱 ひの 段 取 b どなつ たが、 議院 規則で 一の 修巧 案を 採 巧す る じ 
ち數 U を 巧す るに ザを ベく、 巧くて は 巧ら じ 日を あ费 する 計 もで あ ち、 巧め て 衆議院 だけ も 本案 
の 通過を 夢んで 居た もぶ 會ご新 黨俱幾 部は ぼつ''--- 氣を もみ 出した。 


豫算案 通過 

まま 特ま 十六 曰を n おを 算ま 
は 度 族な を、 肥が 管理 案と 米 製 
法案とは 衆證院 をを 過した、 米 
帶ホ 案が 貴族院を も 通過せば 米 
買上けをか巧せんと0 

自殺 問題て 質問 

ま 京 特電 十六 日發 n 十五 H 衆 
•議院は 午後 一時 甘 か 大風 一過を 
を靜 けさの 中に 閒會 し淸 瀬副議 


長は 川 おな 輔 氏が 議長 じ 親 化さ 
れ じち 宣し續 いて 川原 泰長 は拍 
手 裡じ登 擅し 新 巧の 挨楼 をな し 
义養毅 氏な 祝賀 お說 をな した、 
む 族 巧は 午前 十 時 かみ 開 會し劈 
頭が 本 巧は 最 巧の 首相官邸 ま 駆 
•し 於け る 自殺 ホ 遂者事 かじ 驟し 
て 質 間し 旧 中 首相、 輿ち 巧相么 
じ 答へ 續 いて 德豫算 案が 上 巧 さ 
れ柳澤 委員長 之を 說 明して 正午 
休憩した。 


斯 くして 內閣は 


總難職 4 ク 、解散 グ 


假リじ 議會け 切り おけ 得ても 


實族院 じ わける 讓 お 案の 運を 
しついて は 該案 姐 過が 不可能 ご 
r れ •主渔 b 貴し ょ b も 寧ろ 否 ホ 
ど聲 むを 氣 かめぶ 禽內じ 漸次ち 
刀に U つて ホな 换 巧で わる、 即 
4前號本社特電の如<挺>潰し 
こなつ て 

解散 じら U ら中巧 職 もせ 
でを のま i 巧 偶な 造じ賴 むごす 
けばを 内に 破綻を ホして 見苦し 
い廣 後を 遂げる がかき あ 勢 どな 
り、 か < ては 政ぶ 會の將 ホの た 
めじ 得 巧に をら 中 ごして むしろ 
巧みされ て 躲敢か 總辭喊 か いづ 
れ わ】 を 選ぶ ねげ ならね 立場 じ 
ぶつ i がを ぶ 曾の 將 巧の ため U 
り どして ゐる やぅで ある、 しか 
して々 おおや 政務官 中には 解散 
ど， <0 つて これ じ當 ろべ しどの ま 
張が 接がして なる が i 部 父び 
をを 方面では 總逃舉 の 隙 敗に 巧 
らの 自信なし £ してが に 解散 論 
じは 首肯し 帶 しごして ゐ る、 ょ 
つて 貴族院が 審谣ホ 了のを じ 出 
だ 煤 合は 會 期を 延長して 否 巧 か 
W ホ か いづれ かじ 巧せ ねばなら 
の やぅな 

$ 5 © じ出づ べし ごの 意見 
がな 內じ 起こつ て ホた、 これ じ 
對し 貴族院 側では 政ぶ 會 じこの 
話が をつ て ホた こごは この 隙最 
も 化しき 給で ぁる 恐らく 兩稅委 
諮 法案が 時 別 委員 附託になる の 
は ホ 巧 ニ H 頃 じ；；；* > る であらう か 
ら これを サ 五日の 巧會 まで じ槐 
査し本 食 幾に かける i は 不可能 
で わ b を 巧じ會 巧の 延長を 斷巧 


爽 意. がゎ るなら をい は學 
ましい をで ゐる ごして 居る 义貴 
族院ら 精. 密の 結果 不滿の おがを 一 
ければ 斷巧 否みす る、 な 府は本 
まは タ 年の お看 板 ごして 揭げて 
ホた ので あるから 貴族院が これ 
をを 决 したから ごいつて 蕴辭職 
をす る 必要は なから うよろ し 
衆議院を 解散して 本案 じ對 する 
圃 民の 信な を 問ん べきで ある ど 
し 齿ぶ會 內じ會 期 延長 論の 起こ 
つた i を 

歡迎 して 盾る 模樣 である 
これに 凿し おか 黨侧 はこれ を 極 
めて 冷笑 視し 政府が 貴族院 ど衝 
突した 瘍を じを 議院を 解散ず る 
主は 新 例 どなる こどで これ じは 
充を あらゆる 點 をち 慮し なけれ 
ばなら ない が この 際 政を 會じ解 
散を斷巧す も 意思 あ ら う と 
も 信 やられない 今や 貴族院の 大 
勢は 兩お案 否 巧 じ 傾いて 居 b 萬 
一 政府が 

會期 を 延長 しれら 一層を 
のを 氣渡晤 どならう しを の 上で 
否みされ た 時 じ 化 もはや 總 辞職 
の 外 y ■いで あらう 要するに 會巧 
延を どい ふのは 貴族院を 威嚇し 
ようどい ふぉョ 一 蹲で あらう がかく 
の 如きは 寧ろ 憐縣 の 情を 惟 さぐ 
るを 得ない ご 巧して 居る が 問 時 
じ同黨 では 貴族院 じがる 首が 問 
靑决謀 まに よ 6 を< 琪內閣 の 運 
かは 决 した bw して ゐる 、即ち 
該問 寅巧證 案は 提案を のい ふ £ 
ころ か 巧に 拘 らで官 質は 現 巧 お 
が彈 であら、 貴族院 本 ホの 立 煤 
からか {のかき 


决 H をな すを が 政 お 理論 

上 幾多の 講論 あるじ 拘ら ず歧治 
的社會 が じ 極めて 適當 なる もの 
として 是認 せられて ゐる こどは 
明^に 踐 民を 體が 現內闡 じ對し 
貴 聲阮ご 鬧犧の 威 じを 抱きつ i 
あ*^ ものごいは ざるを 駕 ない。 
然 らば 現內閣 どし V 、 も 頑冥' とは 
云 ， TJ の 輿論の 賞 際を 無祖 する 
ことは お ホず おつて お面决 議案 


をた ぐ 聞き置く ごい ふ も 事實上 
もはや 致命 復を をけ たるを 

痛感 して ゐ る' とは 疑 ふべ 
くもない、 こ i じ おいて 段 後の 
魏斷 を與ム べきは 柯 ごいつても 
貴族院に おける お 稅を譜 案の 結 
お 如树て あるが お 勢 梅め てな 府 
じ 不利なる はいふまで もな <、 
たぐが 魄 民政 黨 の巧廣 1 ろしき 
を 得れば 巧 巧 ご U る 形勢は 巧 分 
馴致し 得べ （がる ごき じは 當が 
現 閣はあ 解の 外は。 い、 度 じ 
もし 匯な 潰しと る もこの 複合 
じは 明かに 巧 ホの 意 ホを もつ て 
握 b 潰し どなした るを は、 首相 
問貴决 議案 通過の 事實じ 照して 
當 がを へられる 巧で これらの 惯 
勢を 察し 綴辭 職を かけずる の 外 
はない、 然し これが ためじは 巧 
を おいても 豫算 まだけは 通過せ 
しむる の 必要が あるから をら く 
議 會閉會 

直後が 遲く ごも 一 ヶ巧後 
即ち 四 五 巧 頃には 現內閣 は撼辭 
職し 政變 ホるべし ピ いひ 得る、 
政府 じして が。 み 間 稀々 のち 巧 
を 講じ 框を 潰しの 壌を じ 調査 貧 
を 設ける を じして 巧 閣の壽 をを 
延ばす どか、 內閣の 一部な 遊を 
計らん どを てる かも 知れ 扫 が、 
かくの 如き 姑息なる 手段は 一切 
効を 奏せ やがてみ 閣の 死期を 早 
むる をが がなら ご 稱 してむ る。 


謎の 武人 據巧 

陸軍 總 長を 離職ず 

南を 鹽民黨 議會に 宛て； 遜電 


上が 〔獨 を】 十 セ日發 === 河南 省 じぁる 媽 玉祥將 軍は まる か 
曜 U 國民議 會じ酱 し、 同院副 院長 じは 踏 止る が 隆軍總 長は 辞職 
する 旨迪 霜し， をの 理由 どして 德康 勝れない こ艺を 擊げて 居る 
が、 南を 政が は 間 題の 鹽お 議會を 前にを の 電報 發 表を 見合して 
度た ので ぁるが、 將 軍は 本日 じ 至.^ なめてを 省の 督 をに 對 しを 
め 旨通電 したので ある、 獨 玉祥辭 職の 理由は 河南、 化を、 甘蕭 
陕西省 等 自己の 地盤 よら 選出し ね 国民 議會 への 化 議員が 承認 さ 
れ や、 これ 等 化 表 も ホ 國ほ議 會め巧 護を 認めない 旨巧議 したお 
果で をる. ご 觀られ て 居る 0 


表面的 解决で 

秘かに 軍^ 動かず 

南を 政府 奉 天に 後援を 依賴 


化 京 特電 十 ホ日發 【ニ ユョ— 
ク •タ井 ムス 巧】 n 武漢の 革命 

騷 ぎじ S んの責 なをる 將 軍が 處 
罰され、 南を 政府は これで 事件 
は 解 ホした ご 


表面 ホ 靜を裝 ひつ； ぁる 
も 昨日 午' 後 六 千 五な 人の 軍隊は 
あ 隻の旗 船で 南を ょら 九 江に 輸 
送され 同が K 奉 天 政府に 勤して 
小銳 r 力 挺、 彈藥五 千万 發を上 
海へ 至急 送附 方を ホめ て 形勢の 
非なる こどを 物語つ て 居る、 漢 
ロ 事件の 解 化は 將軍嬉 罰で 南京 
敌 府は體 面を 保つ て 居る が右罷 
免され たお 軍は 改造され じ武漢 
政 巧の 下 じ 废然勸 巧し 居 6 て 巧 
等處 罰の 巧な < ，特に 叱 支 方面 
じ勒 する 政治的 反動は 極めて 深 
基 じして、 奉 天の 張 學良將 軍は 
有力なる 部下を 化を じ 派 L て閣 
錫山將軍の化表< 『平かじ關し 
た 非常 手踩』 じ 就て 密議し 居ら 
化 京、 を 天 錫 道が 豫 てよ b 計 割 
中で あつた、 


罷 て は 水曜 H まで 一延 巧 さ 
れな もの i 當化 駐屯の 第 四軍鹽 
のおぅ 巧 給 不拂の 爲め鐵 道 次官 
を 人質と して 五 巧 巧の 支 拂を要 I 
ホし、 山 東 省では 張を 昌將 軍が 
盛んに 軍隊の 不平 おや 函 徒を 狩 
集めて 势 力を 扶殖 しつ i ぁ 6 じ 
も關ら や、 媽玉鮮 、園 錫 山將軍 
の 有力 家が 看過し つ、 ぁるが 如 
き 頗る 奇怪な 巧 象で をる ど 共に 
南京 政府の 組織を 乱を か 實じ物 
語つ て 居る、 而 して 國度 議會じ 
提 おさるべき 諸 扶議は 約 云 巧 通 
じ 達すべく、 をの 中 じは 排み宣 
傅を 意 ホす る もの タ （、を 支那 
じ々 年 スカゥトを 紐 織して 敎育 
を 普ぶ ずるみ、 過 まじ 昆ろ 支那 
じ掛 ずる 

外國 の 迫害を 編纂した お' 
殊の歷 あを をし R て 第二 圍 民の 
覺醒を 促す まもを b 、 この かを 
ホ 大臣は 現 巧が 南を の 化を がで 
飢餓に 直面し を 府の救 濟をお 要 
どす る 者 卞ホ島 五十 巧 人に をし 


て 居る 旨報吿 したが、 南京 風會 
じ對 C るかが の 化 叢 旨 巧 命 I 巧 じ 
關 しお 產黨 のす 半を 子 じ I 
ち 力なろ 保守派が 贊同 しつ 
tO こ 珍を G る 政治的 翌 
稱し 巧べ く、 化證 旨の 八 倒 A で 
は 巧 巧 じある を おの 官史 でのる 


雨の 

わ 

あと 


上海 特電 十六 日發 〔ニ！! 一す— 
ク •タ井 ムス 巧】 U 蔣 かがが 带 
は 本日 國民 誰會 にて 敎書 たか 讀 
し 『支那は お'- て 統一され-一居 
るか』 ごい ふ 問題 じ 就て 

自問 自 答し 政治的 じ おた 
現在 S 支那は ホ だ 何等 統一 ゥ機 
じ 達せず， 地方 政 巧は 爵 計： 一就 
て も 中央 披 荷に ニ 旨の 相談'。 せ 
や、 な府を 無視して 兵を 裳，' 或 
ひは 武器を 購入す るの みな， > や 
『最も 憂 感じ 堪 へない のは 式 等 
が 稍 も すれば をのが-力を 利用し 
て 中央政府に 對し 命み 巧 態妄じ 
及びつ i ある こご i て、 一 最ち裁 
兵會議 S 結 あ 地 ホの 動 賃は索 員 
會 のを 認を經 ざる 巧らざる ぃ- 
關ら や、 武漢 方面の かき 早 V - 


支 抑 S 


を A . 勤かず の擧じ 及び I 
なお 的 統一は 前を 尙 ほ^ 遠で あ 
る』 ご 述べて 居る が、 一言 議で空 
氣 はな 府じ 依らて 支 おされぇ 化 
議員が タ數を 制して 居 一る 關巧上 
政が をの 

通過 ^^確實で龙-る ご强め 
られて 居る が、- 問題 比を 府 をの 
通 適は 飽實 ごしても 要はい」 じ 
してを を 潮 巧す る じある が、 旣 
じ武漢 革命の 如きを も あら -.の 
點は 頗る 疑問 どされ て 居る， 


治 外法 撤廢 

外 巧 委員長 言魄 

ワシントン 十 A 日 薄 = ま單政 


がが r メリ々 改 が ど 治み を 雄み 
撤廢に 就て 膝 議し近 （别强 一| 撒 
廢會議 巧 集を 葵 請ず るとの！! は 
國 稼-省 側 ょら 否認され て 居^が 
でぁるが 、一ぶ 下院 外を 委 tj : 長 
でを るボ ー タ！ 氏は これ じち 對 
の說を 化き、 

支那！ 4 がる 治 外法 權の 如冬惡 
法は 1 刻 も 早 < 撤廢し 支 皿. の 
ま權骚 立を 期すべき でぁ- 
ァメ？ 一々 政 巧 どのを 渉^^ 
しお ミれ を實 現す る じ tj 
べき ム ごを 確信す る 
ど 言明』 た。 


て 

覆 


黛 首辭巧 i 


タマこ— ー騷立 

。ユ f — クのポ 政を 左右-^ 
居る 民 | h 黨の タマ ニ— 黨は 
年の 大^領 戰じ 始めて スミ 
事を 中： Ir て 世人の 注目を 惹 j た 
もので I あ. るが、 而 かも 
黨 心寵兒 であら ニュ 61 丸が 


か ホ ごして 四 回も當 選し ムース 
ミ^ 氏が、 をの 地盤で を.！ 且 
つ 1 一 マニ I 黨 じ直屬 する 一 ユ 
yT ク巿內 じがる 投票が ホ 常 
じ矿 少し、 をの 爲め 自己 S 化 
瓣 一で 敗 化し じの みならす、 一 ク 
キー ンズの 防を 選擧ら 共お黨 
じ 占められむ 0 ホ、 

タ巧ニ ー 黨 巧は 暗闘が 繰 返* れ 
みに ホるべき 巧 長戰を 前にして 
現 巧 長 ウオグ 々1 氏 じ 化 ふるに 
W . ミス 氏を 樹 てんとす る 一 お f 
を b 、 をの 內な ががく 明るろ」 


出 でん どして 居た 昨今、 突如と 

して ボップ •マ A フキ ー の 後を 

繼 いで 黨の 幹事長 どして 奮闘し 
つ t ホつ たォグ バニー 前 巧 事は 
ホる 四 円 一日を 限らに 現職を 
辭す 5 旨發教 したので 節 部の 
驚きは； ホな- i ' す、 留 職を 要 
請した ので わるが、 巧け 不健 
康を巧 もどして 顽 ごして 應せ 
ホ、 円 下 後 巧を を 頻りに 物色 
中 じて、 巿長戰 を 前 じ ゥも少 
力ー 巧の かき 氣が氣 でな く、 
賴 b じ 後 巧の 選擧を 急いで 居 
る わ、 恐らくを 曜 H の 幹部 倉 
議で决 をを 見るべき が、 

一說じ 化れば 今 凹の 黨肯 改造を 
磯會 ごしてスミス巧ごゥォ^;^々 
1 氏は 勢力 爭 ひ-し 對立 すべく、 
タザ ニ！ もみ 裂の； 5 ；： なし ど斷や 
る もの も わら、 いづれ にして 大 
改造を ホずに 至るべく、 舊來の 
所謂 政治屋 畑から を 巧を 物色ず 
るか、 新進 氣銳の ± を 出して 黨 
を新裝 せし むる か、 薑 なお 屋派 
の势 力が 调 落して 居る 今 U どし 
て、 を 方面から をの 成 巧を を 親 
されて 居る 0 


赔 償金 銀行 

資本 一億 弗 

ド 井ツも 協賛した 
パリ f 十八 日 溝；：：； 賠償金の 巧 
濟を 目的 ごする 國際银 巧の 設置 
に關 ずる 則强巧 表の 協 藻は PS 
おじ 進が し ドキブ 側は 一時 反對 
しク ぇ あらし もを の 後软廓 VJ の 
巧衝じ 依ら 誤解 も 一掃され たの 
で ドキッ は乘氣 じな つれので を 
國巧 表ら 大いに 方を 得て 目下 礎 
密裡じ 具 ホ 案を 起草 中で あるが 
資本を は 約 一 慮 巧 S し 半官半民 
の 組織 V する であらう し、 を漬 
の 發巧權 やま 店の 權利 等に 就て 
も尙ほ 幾多の 協遙 をが 要 ごする 
じ まるで あらう が、 銀行 專務取 
締役 どして はモグ ボン 商 會のラ 
モントを を 起用ず るで あらう と 
の說が 高い、 尙ほ銀 巧 案は 一應 
賠慣 をぞ拂 額の 巧を を 見た とな 
めて ああを 是るじ 至るべく をの 
前 じ 大体の 案を 定めて 置く 蕾で 


九大 敎巧醫 をが + 御が 一二郎 巧 
は 逝ました 0 

鎌 倉 米國間 電信 

〔十九 日】 遞信 省は 鎌 倉 ごアメ 
リカ 間 海 巧 電信 開設を をて { 


ゐ るり 

.金錢 信 巧に 非難 

(十九 日】 を錢信 巧は ニ 巧 ホ ま 
での 一年間の 巧 加 額は ニ 億 八 
千 餘万圓 、其 他は 十二 万圆だ 
けなので 『持殊 使命を おれて 
ゐ る』 どて 一部 じ ホ 難がある 


漫筆 


初 釣り 記 


上 


をる ど 一 


遊贊 最中に 

飛 巧 機 墜落 


衆 客 十四 名が 傻巧 

まる 日曜 H 、 ニ ユヮ ー ク 巧の 
飛 巧 おじて 遊覽を 目的 ごする n 
三 r ^ 飛行機 會 化の フォー ド 
ま S を 動機を 備附 けた 大 飛行機 
は操縱 ± 1 人の 外 じぶん 及び 乗 
客 十 Ml 人を 滿 載し 第五 圓 目の 遊 
覽が巧 じ出發 したが 間もなく ニ 
箇の發 動機 じな 障を 生じて 上昇 
力を 失 ひ、 操 縱± はす 時 着陸せ 
ん としたる も 遂にを の 自由を 失 
して 鐵道 線路 上の 車輛に 衝突の 
と 磯 體は眞 ニつ じ 割れ 攒縱 ± は 
を 傷を 篆ら むる 外 乗客 十一 二人は 
をの 瘍じ慘 巧し 巧乘 した 友人 も 
入院 後 遂に 死ました。 

iTT が 特電 

踩球團 渡米 中止 

〔十九 日】 大每巧 球幽の 渡米 遠 
征は 一時 中止 S なつた。 


獅醫學 巧 ± 逝 ま 

〔十九 日】 若返 > 法で 有名な 元 


件. 作 

目 本人の 間では 勿論、 寧ろみ 
國 人の 魚 釣 6 忡 間から 『ト ー ゴ 
1 』 の 勇を を 轟かして 居る 橋津 
君 ど、 淡水の 釣魚では 玉 ネスパ 
! k である 木 下 君とは、 共 じ 茂 
木 桃 井 組 じ 働いて 居る A である 
が、 この ニ 雄が 發起 じな つて、 
本年に 入っ てから 最初の 太が 釣 
な會 か、 去る 日曜日を て 召集 
された 0 

衣循 はおを る だけ 着ろ、 午前 
と 時 じ 目が 醒めたら 斷を しろ、 
等、 f の 注意書 も ある、 天 煩の 
豫報も ホる し、 流石に 釣魚 巧の 
元老 だけ じ、 をの 用意周到 さじ 
は 敬 腿す るの 外は ない、 ト！ ゴ 
1 君の 話 じ 敗る ご、 前 過 來ゐの 
好天 氣つ •、きご あつて、 申达も 
者が トと八 人 も あつた さう だと 
いふ 話。 

『ホら 天 氣が惡 （なら や 一寸 當 

じは ならん が』 

ごを つて 居た が、 柯 しろ 目 曜日 
の早曉 から、 をの 物ず ごい 風が 
ビユ と 吹き まくる し， 栽 
の 罔鹽の 不良 速 も、 ダ 玉 スト ブ 
ス號の ニの 難を 演 やる ごか、 お 
魚 ど 無理 必中を する 窜 ご 冷笑 さ 
れ るのを 後 じ、 矮室じ 巧つ たの 
が 午前 一二 時 頃、 ホ だ 起きて 居る 
不良 連から 五 時に 起された のを 
拜^ やう じ賴ん で、 六 時化く じ 
趣 巧、 大 礎て じ憐て {往 ホへ 飛 
出す ご、 空は からな ご 晴れて 居 
るが、 化 一の 店のを 看板が 5 な 
らを 立てる やうな 荒い 風が 吹い 
て 屠る、 がらんと した 化 下菌、 
特る のない のをなら ないで 立ち 
ん巧 等と、 平素 朝 儀 巧の お蔭で 
播て ふためいて 四十 ニ 了 目 じ 巧 
たのは 正にと 時 数を 前、 待を す 
尝の K 君の 姿が 見へ ない ので、 
出むな く 單獨で グリ I ン •ラキ 
ン の' 惇車漠 じ 巧て みる ご、 木 下 
君が 案 巧 役で 旣じ 出張し、 シチ 
— •アキ ランド 户- フラゥ ンダ— 

£ が 善しで をる 五味 吾 だの、 松 
島を だの、 K 君 等が 居る、 拙を 
も ト—ゴ ー 閣下から 賜つ た 釣 掌 
でを つばれ 釣魚 家の やうな 顔を 
して あいさつ する ご* 

『ォィ、 君は この 塞-いの じ 外 奮 

なしで どうす るんだ い』 

と、 木 下 君 だの 五 ホ 吾 だのから 
を 速 一' 本を られ る、 實は 寒い の 
を 承知で 外 蒼を 枕頭 じ 置いて い 
ながら、 つい 厚着を しわので 忌 
れて 了つ たので ある、 朝辑 巧は 
巧處 まで 崇る ことか。 ご 悲觀し 
て 居る ご あ頌の 方では 人を じを 
もない を 山が 巧 まが、 十歲 かの 


程 

か 

ホ 


み 息 同伴で 遺っ て ホる。 

『ヮンは 乂 がの 釣魚は 始めて で 

瞄 、見物が てら じ 』 むじ 

やわ じ やど 云 ふ、 直 ホ 君 ピを山 
をのい にや— は、 入 腐の お蔭 
なので ゐ る、 『お蔭』 じ もい ろい 
ろ/ 禪 類が あるら しい。 

ま 巧 役の 木 下 君は、 ホ だ ホる 
人が ホる かも かれ いごい ムの 
で展殘 るこピ I な ら、 巧々 過 勢 
五-一 ハ 人は 先發 する、 一魚 車换っ 
な乂下 君け、 別の 線を f った 途 
中から 一緖 になる、 

『この 風 だ や、 Vi うやら 僕け 船 
醉 をし 相 だ』 

ご 木 f 君が 云 ふ、 この 釣を 來わ 
大觸は 淡水 釣な を だけ じ、 お； は 
苦手であるらしい、 シ？プブへ 
ッド •，ヘキに 着く ご、 まる ユア 
ラス 力の 犬 群を 指揮して，^ ち 
をまらすやうなを好をしたトー 
ゴー 君が、 巧氣 巧く 同勢と お 一手 
をす る、 船 じ 巧つ てみ る ど ホ 
案じ 違は ない 大 暴れで、 沖み 
ら みたい 風が 眞 正面に 吹いで 
る、 浪頭を立て！小船はおもの 
やう じ飄 弄されて 居る 。 j 
ト ー ゴ ー 君の 寫眞 磯で 記す 
搔影 をした 後、 间 君の 發議夺 同 
巧 港の 呂己紹 かを 遣る、 い 
も 好 釣魚を らしい 福 田を、 ザ 服 
を裁斷 する 手で ゥキ！ ク •ブキ 
ソ V ュを いじめる 坂 野 君、 が 木 
桃 ザ 組の 若瓦那 はんで ある 
ち やん』 こ W 巧 木を 太 郎君 
のみの 諸君 ど 桑 も 篤 ニ あを 
する ミ おじ 十 S 人 ど 半 じな 了、 
なんでも 申达 みした 四 お 人一^、 
前 お ホの 暴風に 赡 をぎ からてめ 
てホ參 したら しい。 - 
ト ーゴ！ 君、 いきなら ^ 1 ! 9 の 
股 倉を わん づ とた、 （、巷し わ 
らんこ ごを ずるな、 ご 思 クて居 
る ご大鳴 1 蟹*;., - 1 - 
『君は 巧ん ぢ や、 こんな 薄着 じ 
外 蒼を 思れ るら ゆうこぶ が あ 
るか、 あれ だけ 厚着を-^ ろ ご 
をって 置いた のじ ：…… 』 

と、 宛然 子供を 吨 ちつけ る やう 
じして、 自 をの 着て 居る 扫 製の 
上着 一巧を 脫 す、 を 巧 製 巧 パン 
を 貸して 吳れ る。 

橋津 親を に 一二 拜化拜 して、 寒 
除けの お 主 じないで ある、 黃金 
化を な 巧す こ、 桑 山を 人 もちや 
ん£ これを 用意して 居る、 茂 木 
のをち やん は タン ドバ ー ゾが冠 
る やうな、 防ぎ 帽を かぶつて 居 
、拙者は 先づ 潜水夫 ど ドつ じ 
やうな 格 巧、 乗船 ヨセフ サ ー y 
號は勢 好 （横 橋を 離れた。 


! 一ュ ー 3 — ク 


♦東京 ボ會も 漸< 新ん の 叫び 
で淨 化され 相な おみ、 み 巧は 衆 
話 院の淨 化で ぁるが 愚當の 方法 
は 議員の 歲 費を 半減す る こどに 
あるら しい。 

♦一難 ま b てまた 一難、 委譲 
案から 小 選 擧原制 案 振 b 潰しの 
形勢に なつた、 內 閣は辭 職す る 
か 講會は 解散 か、 をれ は ど ぅ も 
ぢ やで ぅする、 を こが、 つてな 

じな つて ホた、 をの ぜ 許を 見 
透す のは 支が 計 b ぢや ない。 

♦近頃 巧 か H 本人 間の 曾を が 
ある ご、- 直ぐ じ！ 言な かる 可ら 
ざる 人が ぶい、 共を 禁じら まだ 
い i が、 仰山 黨ご ホて は、 鼻 持 
ちならぬ 1 、 ホれ幾許 0 
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大紐育 

I を 克年版 r 近く 發巧 I 

本社が 整に 箱黎發 巧いた しました 『大が 宵』 は、 幸 ひじして 一 
江湖の 湧く がかき が 許を 惦 し、 遂にを が 一冊 殘ら や資 切れ ごな I 
らまし じ、 化て 本社は 躲 一版の 內容 をを が 巧た じし、 頁數を も； 
巧 加した 千 乂だ廿 九 年 版を 新に を 巧 f る こご： な もました、 正 一 
確 じして 且つ 新ら しい 統計 ど事實 をぶ 礎 じして、 効々 錢 化する 一 
巧が 『大 が 育』 の眞 巧を 傅 ふん じ遺滅 U きこ ごを 巧して 居 > ま I 
す。 尙 ほを 憤は 

豫約 申を 者に 限りて . I 

特價と 十五 仙 

發巧 後の 御 購買には . I 

を 價金一 弗； 

ご 致しました、 速 かじ 豫巧 御中 込みを を 望いた します。 i 

ミち こ ミ 紐 育 新報 社 I 



M . Tsuchiya , d . m.d 
105 W. 巧 rtf St. 

Tel. T な faig がが 09 

ツンは 乂目自 苗 
ク デ^ 昭午午 巧 
じ]^ も 後 前 巧 
巧シ I を 一九 ふ 
勸 品 時時こ^ 

タフみ ニせ 
ニア 時時 持 避 


Midon Ma 1;& umo 1 :o 

がわ st Ave . むか 
Te け orrains { J 4 巧 
Lo ぴ aine 6G0Q4 かの 


MIKADO TAILOR 

30 E . 6 な h St . 


lei. Khinelander 6S^U 


ひ R . D •反し OOM 

—— け に 巧 - 几 瓜 ^^ 兩 (jgS—— 

34 th Street Cor . 3 rd Avenue 
86 比 S わ eet Cor . Lexington Avenue 
125 th Street Coi *. Park Avenue 
-BROOKLYN— 

E. に AibeeB!dg.,DeKia 化 Av も at Fu れ oirSt. 

診に 日 n 堪最タ 
日 九 午 察 T 本 能 お ザ 楠 
曜時前 時 寧と 器に まの 圈 

I liilisii!! 



量 


韓 

を 


じ f 巧手を 
を お 巧 謗衛ぉ 
療時 II しじて 


F . I . FRE 魄: R 1 CS CO . 

酱巧 腺學大 强化输 在 
り 8 E . 閒 化が. Te !, R 巧 ent 扣 94 

_ 呈51-!な1巧4站ぶも^14^ま巧も • 

遙時 八が 日 嚷主水 巧 


DR. 吐ん GARE 5 些心 

dentist 

19 LBIst SI M 抽 adi 巧 niWe. 

Te しおが nt ? け 8 


JAPAN ^ A ^ TSTUDJOj 

MIT な {h 化 日 ei. お rl (在 Lex Jves. 
なしれ A な 88 が 


*y IX tk < C *» A I 

Merchant 
Tailor 

が 

[IMBS SBILOING 
Room 304 
化 W IfORK 


Phone 

む 巧が おお 


F- K. Maruya 風 a Co, 

srirrwrsrTrT 

Tel, B ぴ arit 巧 巧 



CLOTHES BUILDING 

"PAR EXCELLENCE " 


OKUMURA BOOK SHOP . 

民 00 M 9 巧 

' し 削 aaway& が nd 化ん Y.C 

おしむ yant 0520 


奥 

村 

書 


ま 巧に 新バ雜 
ず 卒御注 I 誌 
。御 化 文、 の 
用 次 等を パ 
命 致 化雜プ 
願して 誌ク 
上 まを 類ナ 


新 

を 

書 

籍 

販 

音 


F. MU 民 民 AY HILL CO. inc. 
巧 T る 化 ! SHED 18 が 
Room が 4-B15 29 お oadway 
Te しお w!ing ぶ 巧 en がが - が 目 1 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave . 

む i. 郎 & 61 なん Teie か 8 ne I! 巧 加け 909 

备巧人 本 目 

巧 專雜型 小 


てし 張 お 員 庙！) 巧に 發希御 
ザけ 屈 日 邸は 郁ら がを 法寸 

を 小き 离ぶ 小き 廣ぶ ホき 巧 



お 計時 石寶屬 をを 

會 商柳靑 



しご 旨を と 切 親 ご 直 正 
構を 品 巧る あ 用 信な 巧 
が特式 一物 產± 御し 選 
すまし 致賣 おで 慎廉 

引 割 四 ま 力 割 H 

Aoyagi Co. 

1 が 157 W.42nd ST. 

巧し B が ANT が 74 


DRJLE.YOSHIL 

307 化 93rd な . 

Tel. Riv が si おが 5.0 


M - Y amaguch i ， M . D . 
70 Seaman わ 6 り 
Te し Lorraine が 34 


Y. nro 

t 巧 C む 1 S 3 ||jl 3;. 
Gor ‘ Uxm が 帥 ま 巧 - 1 


Oriental Art Stiuhos 
1 24 化 34 株 化 Oppos お 做 ey's 
Tel. Wisconsin お 巧 


Koike Studio 

730 Fifth Ave . 

C が. 57 比 St . 
Tei . Circle 4406 


M お s Blanc 帕化 her 

12 が LexJ 明 . Bdween おか 规 d 8611 が r 細 s, 


授敎語 英人婦 



3 MaWen Lane N. Y. 

X 細治鍛 銀を じ 拜お卸 ]金- 
韻 看 寶 化 息觀嚴 


Di * •。这 bro じ my , 

1035 Park Ave ., 
Tel . Sacjrame が o 7980 

KANZO OGURI M . D . 

214 がか 化む 8加が 
Te し Trian か 3 fi が 

に！ WAMOTO , MD . 

114 W . 70 比 St . 

Tel . Trafalgar 0352 

^ fe 缓べ 

夕育彰 育^ 

時 巧 六 午 察 學ュ 
ゎぶ 時を 時 見醫！ 
ら 、 i 四 P 气 — f 巧 お 
乂 をで 時® ごな 院 
時ち か 朗勤及 
を とら W 

姑、， 

をち 王； 午 午^ 
巧 « ホ を ホ 診 

:裹 5 雲み 化 g 

ぉバぉ 7 栗 時時 1 
晚 ラ院！ 無！ 1 間 
巧ン巧 おた 八十 
巧 ドな 窝ニ 時時 

S も; 1!! 誰 

は， 比… 夏と 一を 
お ン西巌 ミ 時時 時 
おお 大棠ホ INI 間 

顆院 を^ 八 SiHI 
上 勸及搂 時時 
おな び 


T.CTAKAMW 

リ 8 む mberlsnd St わ ooktiB 
Tel , Cumt ) が land 巧 11 


んし CEASAR. M ぶ . 

127 Ea が 84 化な [細 
be け ark & Lexington む 巧 

賽喉晒 鼻巧騰 

閒 時を 診 
午 お 至時ト 前午自 
時 八 ま 時 六を 午自 
日 曜 

白 ■午 詰ト屏 至を を一蹲-- 


房 書 西 東 ♦內案 育 紐 

The East and 化 st Book Co . The flew Y 抑 k Tourist Service 

411 W 的 i 1 け 化 化， in . C . R Cathedra ! 4408 


差は ▲届 御 新 
上を をけ 注舊米 
げ攫御 致 文の 國 
まよ 注し 次 書に 
すら 义ま 第籍て 
。割にす 敏交發 
引 點 ° 速雜巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は る 



通 年 ホ A 
ず聊 業を 
'るかし は 
も 米 在’ ン 
ゆ國 ホ々 

ごの 旣ゴ 
信 事に 大 
じ 精廿學 
がに 五を 


ま 御 〇 A 
す 懇買通 
。切物 譯 
になり 
御 其 調 
取他杳 
扱 巧 ◊ 
致で を 
しも 渉 


じ ndo & Kodachi , Inc . 

46 目 r 阳 tmich Str が t , City 
Tel . Wli け ehalM 541-2 


遠 

藤 

小 

巧 

商 


諸輸 か船鑑 
荷 巧 洋具赌 
物 入を 食 巧 
運 既雜巧 用 
搬關 貨お译 
取手 販 


i GAMP 化 LL 測 VICE 

I 設瞄 整が 經舊 低廉 

! Call-TRAFALGAR 8200 
FRANK . E . CAMPBELL 

"The Funeral Church** Inc. 
(NON SECTARIAN' 
Broadway at 66th Street. N. Y. 


號十 四百 お 千 一 第 


雜新 育; 规 


【 H 曜 水】 


日 十二月 H 年 四 巧 巧 【ニ】 


JOIac 里 1 OOC さ M . O . 

ニ 1 wsi 94さ st.Ne こ ork 
Tel . 舌 ミ 置 二 夏 こ C 量 er 104 ま 
ずが 九 時！ 午 沒-巧 

日足 午が 丸 時！ 午を 四時 

ドク ト* 小 栗乘ぎ 


n りン ビヤ 大學 

日本人 學 友協會 

Tlie たち ミ seStud 呈 ts anti SU ヨミ 
of csumHa U ヨま rs ま 
巧 ニ W . ニ 害 Ff さ rk , lu 
Tel . Bradh 与 st 爸ま 

「日米 大學 々懲」 發巧 

The Ja ミミ se Am ミ ic 苦 lini ま rs ミぞ a ユミ ly 
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班 

C C 
に：！ 

がれ 

|5 

J 糊 


を師宮 お繁一 
幹事 脇屋 義人 

諸 餐會— 

日疆唐 巧を 前 主 時 
日曜 學校 午前 十 時 

顧 纖日醒 午後と 時半 
祝禱會 水曜 夕ぶ 時 宇 
寄宿を 


位置を お 巧 亞を巧 
巧 下町を 十五を 學 
を 會な員 じ 最適 
を 箱圈書 雑誌 巧历 
を 種 娛樂具 筋 巧を 

5^ ■ク 

巧を 厳 業巧旋 旅を 
ま 巧を 種 事 案 調 ま 
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0 む 

巧 J 
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ft d 

J 邸 謹 
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侵 
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諸を 含 

* 巧說 な (日) 八 時 
日 醒學校 (日 ご 一時 年 
を 庭集會 (水) 八 時 

00 $ A 0 
婦人 會 
譲な 會 

嗦 巧 

蒂 宿を、 滴み をを 
« 業 巧を、 をの 化 
人事の 巧 相 庚 じな 
じ^^^すゥ 


.巧 
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I 化 

n 邮 
a P 

だ • 

み狮 
h -£ 

C ^ 

化， 1 1 を 

孽 

巧 州を 
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お 


法を：, 

日 巧 聖書 硏が 正午 
み 勵會タ と 持 ホ 
唐 拜說巧 タ八時 
木 巧新腾 を タ八時 
巧捂 及びを な 

午を 二な 

主 巧 譲 淸會义 は 
ホ話會 夕乂時 

がを* 柔 
を 宿 部、 旅 巧を ま 巧 
巧* 入 事相 淡が、 巧 ホ 

が、 巧 業 周旋が、 巧 居 
我 経 おおの 諸 課を を 
け會員 及び ホを 員の 
巧を 計る 


巧 巧は 實質 誠意 班 速 ま義の 
を じ 御 ±產 物】 ま卸賣 値段 
で販資 致します 多み じ 巧は 
らず 御用 命 仰 付 下さい ませ 
◎歐 ホを 種 時 討。 置 時計 一 ま 
◎寶石 貴金属。 銀製 器具 一 ホ 
◎を 禪萬年 筆。 金銀 製を 筆 
◎善を 器。 ン ド 見本 陳列 

◎寫眞 器。 タイプライタ ー 

◎船 切 巧。 がを 寫巧帖 搪觸書 


ブ " 1 ドウで . — 巧と 十番 
領事 舘向側 逢 物と 0 五號室 

如が 違 ホク- 

案 を' 么 

綠ぶ爾 A 

170 Billw さ NJ.C さ 
Tei . C ミ tlandt 8337 涅篇 


洋服 調進 

クタ、— ニン ダ、 ダィ 

ィング、 修戀 等】 切 

ミカド 洋服 巧 

松 本 巧 
亀 話 ライン ランダ 1 
六 八 ごー 0 


お 育 州を 認 
內務 省を 許 
巧を 帝大醫 巧大學 
産婆 復習 巧 卒業 
元化邊 

產婆 松本綠 


診察 

午を ニ 時ょ 主 ハ 持 
日 if は 前が 相 巧 候 

ド タト グ 

な间 見尝彥 


巧お奋 年 理 巧の 曲 ホ 

日本人 靑年會 

I 辛 9 差纪 .す l . clarki き 12 乏 

揉 療治 北 島覺丈 

涅 7 Wes ニ 3 善 資. 

ジ 一-笠 geco 百 b 1 さ 8 


た 

に 


里’ 蓋 

§ 匯 が I 

HT ^ 

_| 誦 Weil 

g 惡 


綱攤 揉治攘 

マッサ！ ジ 、整形 

醫稱學 的 運動、 腥 
灌 注、 水 治、 巧 線 
及電氣 治療、 其 化 
な 育が を慶 

フイ ジオン ラビ スト 

西 材幸男 

日曜 外每日 午前 化 
時ョ 9 午後 九語惡 
電話 前約 願- ム候 


換 眼を じ 腺 經^調 靡 



齒科醫 一 

►彰察 時間 A 
每日 (日醒 を 藤ィこ 
午前 化 時ょ J 
午を 五 時半 I 
水曜 午化化お1 
午を r 時 一 


一新 鮮魚 か 一切 


雜巧 
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一日 

實本 

或 

す 一を 
三部 巧 
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百 他日 
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巧 

執 ♦ 
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T 1 S 前 
i ドち 化 寛 ♦ 
文 ゥ円時 お 

グ王 りよ 室 誌 
一一 イ J * ら 
〇〇 一勺、 午を- ♦ 
〇〇 と A 後 新 
ととと ノ 、五 開 聞 

-〇 五會 g 

i 画 基 f 

ご 置 苗 巧 

.色で でき 

早ぎ ち 甘大の 

? 置 S ふぉ尘 
I f S ク强ぉ 
fi S オを渾 
ミ r 里 ナ しも 

S す ミな 主を 

を ミ潭ず > 
置 5 店 が 
ミ へ 


日本* 支那 寶玉製 美 
術晶 * 婦人 用 昔 節 其 
他 装飾品 

闕島 訂"； か 

廣等 美術品 修樣、 

首 飾 品、 スト リンダ 
日本 駆魏経 


缠蓬臟 巧 
I ぶ洋 臟痛會 


西 四十 六 T 目 六十と 番 

電話 ブライアントと 0 と 九 


稅 關ホ務 

東洋を 化幷 i 全！^ 
み 輸出入 ホは じ f . 
する 一切の^ 諮閱じ 
應じ錫 道お^ 貨； I 運 
貸 及 出帆 表^ 關ま績 
書 等 進呈す。 重 市 都 
S に化理 巧.^ 侍— 誠 
賞 お 速 御用 じ酿や 

保 輸取一 扱 


おお 醫木下 又ぶ 

iwji 巧. i 

ぎ 至 呈 uint 8557 | 


該療 

午前 十 時ょ b 十二 
時、 午後 六 時ょ. 9 
八 時， 白曜は 前約 
願 上 候 

ドク トグ 

山 ロ 一二 之 斬 


詔 麵該療 

巧の 願 上が 

コー子 か大を 
ドク トかオ ブィ， デかン 

醫學 巧. エ 

吉 居悅彌 


索 五十一 ニ 了 目 

ニニ ご一 

が 藤 
洋服 巧 

J ラ T み ニニ 


電氣 、器が 工具 お 作 
蓮 動る、 玩具、 貴を 慶 
時計、 寫眞器 及 現像 


松 本； 


チ， テオ 

を 補 レ デ ィオ 音樂器 

類、 ラン フシ ェ 1 ド 

東洋 繪塞 、美術品、 

モ ー ター 修理 


第五 巧よ so 

へ クシ ヤ 1 
ビグ デン グ內 

小 池 寫眞舘 

電話 ナ ー ク八 

四 四 0 丄ハ 


をき ホ 固 婦人 
日本人への 英 
語敎授 じは を 
年の 霜 潑を有 

す。 一 レ ブス. 

ンと 十五 他 
毎 H 朝 九 時ょ 
ちが 九 時迄柯 
轉 じても をし 
a 躍 日は 一 炼 
ふち 四時 迄 


(お 本縣) ホ ホ 深 ニ 瞄岡縣 ) 一一 
ヌ伊巧 ホ 大巧 チダメ (ブ可 
ラグ フィ ヤ 巧) 旧 上 (を W 
腐 妄崎德 一 柴田幸 一二郎 爲 
本褒 一二 鳥を 一 (大 阪巿) 
源太郎 

右のを じ 巧な 致 巧き 儀ち を 
^本人若くはな人ょら現 
住所 巧 通知 願 上 巧 

fl - 紐 育帝國 総領事 既 

ニ wt 1巧 Broadw ミ 京 W ご rk 皂 t j 


W 

ダ^4 


かる ド 

はも'^^ め おび 
ホを 英 おで ホ 画人 じ 能く わ ミ 
やぅ 衞が 明瞭に 說 巧した f のが 
ぉ ホました。 內容 目み 進韋 t 
ます、 御覽 下さい。 

M Ki さ WASJ 14 E . 里 thSt . C を 

丄 J- — 

成巧の薇訣^ 

ホ 國を英 蒲を 話す ssi - 
は 成功の 第一義 
本'校じは目本人？^投 
じ 慣れたを 任婦么 な 
師ぁ 6 懇 巧じ會 一^菊 
信 交 化を 謗を 敎 レ 
ょす。 0!匯遇日：|^ 
午前 化 時 よ も 午 
時まで 熊 揉し 一 レツ 
スンと 十 盡牠づ > 
今け.' 磨^ 一4 ホ 校^^^ 


U S 

fi Ln 

.，‘ 化： 舰 


お -i 

巧 相 

8 ^ 

.が J 

配 的 


十五 年の 歷を ある 當 校は 多年の 
緩驗 ご 新 智議を 有する 敎 師を聘 
し 自敷車 
操 縱法及 
び 運 巧を 
の 修得す 
ぺき 必要 
な. 磯賴的 
智 譲を 短 
期 硬 じし 
てを も 能 
を ある 徹 
を 的 技術 

を お 習し 免が 獲得を 保な し 蔵を 
ロを も 周旋し ます。 



_ ♦ミ！！ ♦■♦ミミ 


紐 育生 命 保 險會社 
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U 1 木 定ま 

保險 


zew Konk " JLifel ロ Moranoe Co 
SI ox »3 ber 圧 mt : ze 匀 Torkoity . 
巧110ロ9马ミを22ぉ 

を 社 ノ方ュ 御 掛ケノ 筋 八必イ 
御白を ノ ち及ピ 電話を 度 チ 申 
巧 力た 虽キ下 サイ 
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税關 事務 取扱 

WIEAM 广呈 NE & 覃 

R 旨 m 7 夏 ニす oad * ミ- 呈 
Tei - Bawl 忌 . Gai 9804-5-6 


新時代に 躍進した 淸き 一票 

伏魔殿 東京 市 會に光 巧 輝^ 

H 十五 日擧 おされた 市議 改選 開票の 結果 H 

新巿 長に 安部磯雄 巧の 聲 


ま 京 特電 十九 曰發 = 東京 ホ 會は 巧る 二十 六日 初雜 食を なし 議 
長 遇を を 巧 ふを だが 柳 澤が患 伯の 呼聲が 一番 高い、 おは 東京 巧 
ホ 長 ごして は 瘍淺倉 平、 上 山お么 進、 永 田 秀ホ郞 、掘 切 善兵衛 
を 部 磯雄 氏 等が 話題に 上って 居る、 而て 東を ボ議 立ち 補を 中保 
證金を沒收されたものは前布巧新巧記を服部毅^ 前化議±上原 
巧 雄 氏 等 其 他 四十 一名 じ 及んだ、 尙ほ神 田 隅から 立 慎 補した 宮 
K 幸】 氏は 一票 も 得られな かつた。 

束京特 を 十八 日を = 解散され じちを お會 議員の 選擧戰 はまる 
十五 自を 0 て擧 巧され たが、 をの 前が のかき 大多數 の お 補 者は 
物凄ぎ 運動を なし S 巧 六十 個所 じ 直つ て 演說會 がが はれた、_ 
ホ ホ 巧淨化 曾では 上野を 園から を 郡 じ 向けて 示威 蓮 動を 起し 巧 
民の 覺醒を 化ず ポスタ ー は巿 內を埋 むる の 異化を 呈 したる が、 
關 票の 結ち 巧が した 當 選は 左の かく 民政 篤が タ數を 制した。 

民政 黨 四- 政友會 ニ！ 
社會 民衆 黨 五 革新 俱樂部 III 
日本 大衆 黨 一 中 立 一四 

即ら これ 等の 當逃巧 簾の 中での 新顔な 六十 I ニ 名、 前 巧 議の巧 選 
は 僅かに 二十を のみ •こな b 漸 （職業 議員は 東京 新巧會 からを の 
彭を をして 伏魔殿 じ も 等しい 疑獄が 會も淨 化の 第一を じ 踏这ん 
だが、 人 氣の焦 點は矢 お b 無産 派 候補に 集注され、 逊會 おま黨 
の 島中 雄 一二 氏は 小石 化 願から 打つ て おた が、 を お 補を を おんじ 
てが 内での を 高な を摧辩 して 當 選し、 同じく 社會 民衆 黨か らお 
た風變 b の お 補 馬場 問 氏は 本所區 じて、 = 本 大衆 黨か らおた 畦 
會ホ義 をの 元老 辨 利る 氏は 牛 込院で いづれ も 第一位で 當選 しね 
み、 嫂 5- 拉じ a ホ 大な授 の 瞥學傑 ± 脚 出 お I が 氏、 ァ メリ々 歸 
ら のぶが 重 治 氏、 下谷區 では お 大名 擧を授 醫隱旧 化義德 氏、 宏 
1511^ は 基 じ 優詔閒 題で 山中 昔 相を 眞化 苗から 非難 攻擊 した 間 遺 
巧 幾 まの 說明者 柳 澤お惠 伯 等が 當 選し、 育英 巧の 元を 一二 輪 田が 
道 氏は 趙町惊 でを 選した。 


眞劍 になつ た 

帝都 ホ 民 

候補者の 身許 調べ 
別 巧 所 報の か （、疑獄 じ 疑獄 
を 軍ね て 遂に ホ 曾ち の巧證 - I 吿 
あまを 出しを じ 巧を 解散に お瘡 
—、 巧痴 じな r た ホ 都 ま 巧の 巧 
民 はつひに 舊巧會 の 打破に 曲ら 
乍ら も 成功した が、 これよ > 囊 
きか 何は しき 防 補 者が 亂 立され 
る 結果、 巧 巧の ホ議 戰を臺 なし 
じして はならぬ ど、 あらかじめ 
選擧 民へ を 滿 知識を 巧へ、 淸き 

i の 

巧 使を お 意義なら しめん 
どす る ボ政掛 策 裕誰會 でけ、 か 
わて 展補 者の 身許 調 杳を巧 ひ、 
ま 就に ょょぅ お權 をへの 指導 機 
腳を こしら. へよぅと 目論見 中で 
あつたが、 い' ょくを の 具 ホ ま 
もま どま；：' たので、 を ホに 手配 
の 上を S 實巧 にごら か、 つた、 
これ じ I つて：！ 會 が調杳 ずるを 
立 お 補 おのみ 許 條顺は 
原籍、 學歷 、從 巧の な 憤 補の 
ぉ 無、 岡 政治 運動 參 如の お 無 
政黨 政化圳 、親 か 子 かの 脚 係 
政見、 斯巧 のが 無、 町內 じが 
ける 勢力 等す こぶる 废 化じ涉 
つた 晚阐で 

これを 阿曾では をを あを じか じ 
て 一々 貨师調 あさせ、 あ （まで 

を 平な 蹇 ミミ 身許 

調 巧 おを こしら へて 市 おじ 配せ 
I した ものである、 柯 しても、 ホ 
來前ボ 接が 駐± をに して 巧つ た 
か 講を民 だけで も 八十 八を の 多 
數 である、 假 b じを の S 倍 ご 見 
福 つても ニ 巧ぶ ト 名の 候補 おが 


立つ 譯 でを るから、 この 身許 識 
登を ずる i いふ 今度の 計畫 は、 
をれだけでも可成りま難な化事 
ごされ て 居る ので ある々、 巿會 
はじめての 普選 じょつ て 選擧民 
どなつ じん々 の 中にはを 然 今度 
の 

市議 戰じ對 ずる 豫廊 智識 
をを せね をが 巧 成 b タ數を 想 さ 
れて 吊ら、 をれ 等の 人々 じ對す 
る この 計 證 の巧果 はが あ 外じ乂 
きな ものが あを だら ぅ ミ 見られ 
て 居た この 調査 表の 發表ホ 法 
は 鬧會の 一室 じ購 へつ けて 自 ホ 
じ閱 寛せ しめたので あるが、 た 
だ 其 隙 問題 どなる お をれ が ある 
のは 前科の ち 無を を わする こと 
のか 巧で、 これを をを の 結 巧は 
候補者 自身に 致命的な 傷 手を 典 
へる 漢を もちへ 得られる から、 
この 一項 目 じついて は、 なほ 愼 
垂じ 熟慮す る こど i なつて 居る 
ども あむ、 この 調を の 

完成は '所謂 人 お 慎 補 ごい 

はれる 人 じどつ ては 巧 成 b の 痛 
た ごとに 相違ない、 お 政の 腐敗 
を 痛憤して 居 K 人々 は 剖 目して 
これを 期待して 居た ものである 

普選 巿會に 

當 選した 變り種 

診察 患者 廿 五で' 

勞働 者に 惠わ馬 島澗氏 
勞働 まみ わ醫ぞ さま —— ごし 
て 知られた ドク ト あ 島 間 氏が 
化 會ほ衆 凝のを 認 候補者と なつ 
て 本 巧の 勞働衔 から 當 選した、 
何しろ 虔災 からな 興の 今 H じい 
たるまで、 问區松 食が じ 『を 働 


者 診療所』 を 開き、 どん おじ あ 
えぐ 人々 のた めじ 日 巧は たらい 
て 巧た 人 だけ じ、 をの 人氣 はす 
ばらしい もの だ、 無產 波からは 
引つ 張ら 服 じされる、 勞働 者は 
フッ ショ-.^ ご擔ぎ 蔑ぐ、 馬 島 
ドク トグ はかつ て賀川 豊產巧 ど 
神戶で 貧民窟 生活を をんだ 變ら 
もの、 わ 年は I 二十と 歲 だが がな 
こどで 世を 捨てた 大野 博 ± を あ 
つむ 俠氣ら あち、 今日まで じ彰 
療 した 患を は 二十 五 万人から を 
る さぅ だ、 巿會 議員 ごな つた 曉 
じは 大いに 社會 周の 仕事 じ 力を 
入れ、 めぐまれない 人々 のれめ 
じ 働きたい VJ 言つ て 居る。 

費用 一文 もな し 

を 魚 飼の 名人 柳澤伯 
阪な 男、 永田秀 みが 兩 氏の 巧 
會 出馬の 嗔 さもを つたが、 貴族 
院 からはを づ硏究 會の柳 澤保惠 
伯 一人の 巿議 立候補で ある、 も 
と巿會 議長を 勤めた 因緣が あら 
々度は もも ろん 「淨 化」 が 目的の 
出馬で ある、 統計 學者 どして、 
化すで じ 巧を 知ら、 また 金魚 飼 
育ど將 薬の 趣味 どで 知られて 居 
る、 を 良縣郡 山の 藩 ま、 粹^巧 
撰のを 巧で ある、 選擧裳 用は' 一. 
义も使 U ず じ 出る、 選擧雙 用を 
おす リら 立惕 補は ごめん ごの 仰 
せで、 ほんごぅ の 理想 選 擧で巧 
くの が 伯立慑 補の 趣旨で 華 育を 
出 ど、 この 無 費用 S で變 b 補の 
筆頭 じ擧 げられ'-- 居る。 

一 金利 引上說 

一一 聯銀 局長の 聲 明で 
一一 聯お廚 長 ャング 氏は、 投機 抑 
制の 方法は を 利 引上げの 外な し 
ご 言明した ので ゥォー 八 街では 
早^、 も 今 お 中にはを 利が 五を 五 
厘 巧 ま 六を に引ト げられ る ごの 
說が 流布され n 1 グも强 が どな 

っも。 

- 

.. 財界の 動き 

東京 特電 十八 日發 

，お大 銀が 成績の 跡 

- 五大 銀 巧 一年間の 成績 じ徵す 
心 ば 預金 增加率 も お 盛 率 も 一二 菱 
银 巧が 第一で を 五大 銀 わの 頭を 
はを 協 前ょ b 九 億圓巧 加を 見、 
を 播银巧 預を總 額 六十 億 四千よ 
巧ぶ 圓中 一二 十一 億 ニ 千 九 百で 圓 
は！^ 大錫 巧を である。 

米の 輸入が 激减 

輸ん 制限で 輸人 激贼 しか 
米 巧は シア ムホ ご 加州 ホ どで 命 
をっ.？1^ぃで居る。 

^ 系 重役には 留任 
おが 農太郎 をはを 巧 系統 傍系 
會 社の 畫 役は 留 化する ご、 尙ほ 
を 田 銀げ 副蹈 化は 當を 欠員の 礎 
どし 森 廣藏巧 追つ て 就 巧の 普。 


出超 嵩が 稍减少 

巧 おな 書記官が 吿 
〔三 一 鬥十ホ 日 お〕 二 巧 中 貿易は 
髓出四 億 四千 四な 巧 巧、 前 巧よ 


b 九を ちが 退せ るが、 前年 巧 巧 
を じ 比し 約 二割 增 、おおと ま ニ 
百 巧は 前 巧を じ 比し 四 おおじる 
が、 前年 同 巧を じ 比し 二倍の 巧 
化を しめし あ 巧 盛 巧で ある、 棚 
織物 ホ费 一般に 巧內靜 かじし で 
巧れ ち聪 b 保を である。 

n — ルは 下髓リ 

日本銀行 監督 役 着電 
〔東京 十六 日發〕 巧品界 一般 じ 
不振、 巧 じ 肥料 巧び 織物 等 季節 
資金の 需要 例年ょ ら遲 し、 割引 
巿 壤化然 閑散ながら もコ！ グは 
月 初の 國稅 移納じ 加へ、 社債 類 
償還 拂込等 重ら 小 繁忙、 コ！ が 
の ホを は 前 月 じ 比し 下涩 、を 債 
及び 株 ま引續 き活氣 薄、 綿糸は 
原棉 高と 實需 增加廣 構へ じ强調 
生糸は 底堅く、 實 物の 最 優等 格 
四 ニ 0 山、 期^は 拡 である 
号 円 

を換を 發巧廈 
發巧餘 力 
一般 貸附 
外國爲 替貨晰 
ま 京物 價指數 

ニニ さ 吉完) 

百寫 

一巧 中 輸入 
輸出 

二月 中手 形を 換高 




巧を 

大阪 


百离 

こ 一八 一二 
■化 五 ニ. 


組を 銀. 巧 勘を ご 貝み 日 現 巧} 


お 京 

頭を ニ* 10 八 
貸 お 一一 ■0 と 一 

n 1 か 五と 
金銀 一二 巧 四 



ジ五 シン トの 

.埋髮 巧 

..西々 十五 T 目 S 十一^ 化 
五年閒中が氏 i 共同經^^^よ年 
間自 本人 謙 君の 巧 髮の經 験を 
持つ て 居-®' が。 懲觀じ 注^ 思 深 
< 特にり 本人 諸君を 御 待衝申 
上が。 巧を も 左の かく 引下げ 
大 勉强。 

散髮 シャン プ 1 あびが 这 

髮トユ ッグ 一巧 

散髮顏 則ら 八 五 化 

散 髮 六 C 他 

を 满養ト こツク 一口 仙 
衡ホ的 設備 ど 方法 御 注 息 


稽 を ： n 

化 木曜 午後 九脾 1 十： 一時 
H 曜 午後 一時 — S 時 

紐 育 柔道 俱樂部 

事務所 西 百 一一 1 T 目 I 四 化 

クラ— クソン】 0 1 丸み 

道場 西 百 T 目 一八 


尋れ人 

(宮 が 縣) 大橋武 雄 (長 巧 お) お 
お 平 人 (同) 佐 伯 態 雄 - 魔 島 
縣) 中が 榮ニ (岡) 波 邊泰助 (東 
京 ホ) 古 禪武么 助 (か 歌 か顆) 
おお 甚 之を (おお 縣) 松 下壽么 
ま (山 ロ縣) 德が猪 一二が (熊 
ネ縣) 西 树劳善 (鳥 化縣) 顧 勝 
衞 (山 ロ縣) 原甚吉 (を 媛縣 一 
橫 旧常吉 (か 歌 山縣) 化 本ホ吉 
(鹿 兒島縣 ) 國上時 愛 (巧知 縣 } 
未 化 (長 崎縣) 地 旧 內藏吉 




DANCING 

411 w.ns 比 St . 

Tei . む the か ai 4408 Apt . 3 


庵 桂 米 目 


Wing Hing 


lel.UuWersity 巧が 

まじが 晚巧そ 
.す 適 日 揃巧那 
停音。 す ネひ巧 邪 
車サ 朝る 人の 
巧 五 H 巧 諸巧ス K 
の T 時 巧 君 理 ^ 
下目 迄を の人 ^ 
チ 開 差 嗜數 ] ^ 
プ巧ト ぶを ® 


SUN HANG FAR 

213Q-7thi 化 8か126扣&127化な$. 

Tell Monument が 64 

: ク± 希 巧淳替 云 下で 巧諸廊 
す マ、 上ネ しじへ 目 窠理君 前 本ぶ G 
，ィ日 i 繁て はばの セを のを 樓 載 
' 喔 す々 居 巧 直 チ 巧差嗜 巧) 時 
をは。 御 まるぐ ャ のと 好つ 理 
を留 ホす 程日プ なげ じてん if- 
が 巧 巧。 巧 本 スニま 適日歐 
あ、 の 評人ィ 十す す本廉 … 
>シ 程 を 諸 £ みのる 人が 



年 過 ニ 立 創 座一 シキ ロ 


面瘍ー 化一 ジー イク一 ピス 



巧 ホ 巧 
£ 目 1 四十四 
柏 目 T 五十 巧 




TAIYO 

1 が West 的 化な. 
Tei , Trafal 卵剛 2 


T0Y0 KWAN 

41 に 19 比 St . 

鮮 . BSy 巧 4 4 扣わ e . 
- tel . Algonquin 8788 


DA 民 UMA 

巧 1 — な！！ わ e . 
なし Bryan け扣 8 


KINGY0 & PET SHOP 

IMPORTER OF 
GOLD 巧 S 扫运朗 RDS 
O 

動 其ガ各 

物^ ナ種 
小 

一 烏リ金 

切' 頰ャ魚 


卓 

と 

化 

話 



巧 East 巧 化 化が i 
Tel . Lexington 5727 


IKUINE 

Hotel 在 民 e が aurant 
3 け WJ 附リ .お w York 
Tel . Schuyler 7 お 2 
Cable Add 巧 ss WUIliE 


KATA6IRI BRO^S 

の 4 に 5 か h St 
New York City 

Tel . Re が nt 34 的- 34 が 


刊バ 0 か 0 001 

140 W . 6 加 化 
Ntw York C か 
Te しむ ifal が r 巧 59 


SilOIWAYAMA( ； 0, 

114 E ： •巧 比み. 
New Yo 出 C か 

Phone , Regent 


Japan 

Provision Co. 

1 如 化 8 加 化 

Tell Endicoti 97 お 


Kawasoye Hotel 
け 8 W な 1 123rd Sir 細. 
Tel , Cathe か al お 10 


御 

旅 

館 


河 


添 



^ IvaJCo , 

340 W . 58 出 St . 

feleohone : 
Columbu , 8882 


(喔日 •水) 司 毒 お 



两 b 魚 料 


す埋 

含 

饒 

44 W , 46th St 
Tel . Longacre 6411 



號 十四 昏五千 一 第 


® わを 3 準な 樹 獲 ミ掛郎 


日曜 水】 


B 


巧 H ホ 四和昭 


mm 


▼社を ダンス A 
▼を 情 ホ 操 盛 


了 輿 

朝 十贼ョ V 巧 十一 時 

シヤ タフ •ダン シ 

ング 師範 學校 卒業 

上が タ .1 


を 話 ブライアント- 

を 室ぶ 含。 を ま 

y - 巧 ゴ皇屬 

紐 育ボ西 四十 四 T 目 
二 111 八を ニ 磨) 
ち iES ご 青 EMP を呈 GY 

1ニ'ニ8ち6己4きぞ！|.三- 

を. す ava 己芸 75 


革の 駄者 じな b 、 或 ひは 貨車の 
をろ から 自動車を 走らす か、 禦 
をと 同を して 煩の。 ぃ蠻 察の 干 
渉を 繫 退して 居た が 
遂に 前 遇 - H 曜日 サキ ァムを 化 
館 巧き の 酒類は 攀官の だめに 
巧收 され、 同車した 公使館員 
もの ニ 時 聞 程 抑留の 上漸 （酒 
どみ に釋 化され じ 事 かが 起き 
たので、 獨 りを 使 おのみ；： >ら 
ず W を國で 問題 VJ なし 
固 巧 省に おけて 殿 重 じが 議 した 
ので 瞬務 巧では 目下 司法 省 ど 協. 
議 し、 この 際 所謂 『外 あ官 酒」 

の あみに 就て はつき b した 法の j 
適用に 鹏 した 解釋を 下すべく 巧 
渉 中で ぁるが、 巧み 議曾內 じは 
の 禁酒 齒 じかを 官 のみ 御を お 
御を は 怪しから ぬ どぃ ふ 非難が 
ゐる 際で も あ b 
今後 的を を侧 C も晚 を」 酒を 
岀す こごは 遠慮して はでぅ か 
どい ぅ 內議も あるら しいが、 
ァメリカ のみで 外を 官 どして 
の 恃權じ 猿を を 加へ る こごは 
化 巧 的に 影譽 ずるので、 ケロ 
グ閱務 長官 t 辭 職を 前 じして 
軍縮 食議 巧よ じ 頭を 惜 よして 
夏る ごの こ 去で あ 4。 


午後 八 的 一二 十 かょ b エン ジこ 
アス •ビ瓜 ザ ンクの ホ 1 テト 

リアムで 開懼 すべく、 今回は 
得な の n 本民謠 のみで、 ブロ 
グラムを 埋める こごに なつて 
居る が、 ん踞 巧な も旣じ 印刷 
され 目下 媛寶 中で わる、 氏が 
過 まの 音樂 持で 日本 お謠 のみ 
を嗔 ふのは 化 年 H 比を を 園 じ 
がる 東京 ボま權 の 巧 か 音樂會 
後 これで ニ 巧 目で わ り、 が樂 
家 か'^ 非常に 期待され て 居る 


斬活蠢 映.； 


十' 曜 H 靑年會 で 

來る 二十 sn 午後 八 時半 ぉ內 
巧 五十と T 肖 一二 一八 y • M * G * 
A •じ 於て 東京 辯 十 界の録 々極 
ロ 化 あ 巧の 携帶 せろ 活動 萬眞の 
わ名殘 b 興む を 懼す當 なる •か、 
當 巧は 去 & 十五 a 巧 日本 俱樂部 
じて 映 為が 評を 博せ る 現 化 悲劇 
『ぬかるみ 小路』 を 始め 『秩 父宮 
勢 津モ化 御城 儀 實况』 巧び 『御 
大典 實 巧』 をを の 部、 京 挪の留 
を 古 屋の部 云を を 上映す る ご、 
右 『のかる み 小路』 は 原作 水町恭 
一郎、 脚色 監督が 本决 、撮影 ニ 


員サ 人を 悉< 救助して ホノ J グ 
に 入 渚し わが、 遭難 地は ホ， 八 
八を がる 化 西と な嗯の 海上で 遭 
難 員 中に d 幸 ひじして を 傷 承 も 
な.^>つた、 グキクトリァ义の船 
長は 松 崎を お 氏で 當 地に もが々 
蒂 港した 船で あ b 、 なつて 谎紐 
員 中 じ も當地 人 ±这 知凸 がかく. 
いづれ も 我が 事の やうに 童！ 一んで 

居 も。. 


死ん だんじ i 

淸き 一葦 

ホ議 毒 曲 

束京特電十九日發1=東巧ホ議 
一面 所 離) 


戰 開票の 結果 (第 
中 じは 左の 如き 立！ lli しむい 
人 や、 梟を 若 < は 昔 も 前 じ 
巧んだ 過去み A 、 杳ひ はな 歌 
等を 淸き 一葉 ど 投 とわ 惡 
戯 者が ぁつた、 即 t . 

下を 區 = では 西鄕 農を、 臀臣 
秀 ちの かじ 最近 病^ 一した ぶ 優 
澤 田を 一郎、 刺殺 ふれ C 化產 
派 化 潑± 山 本宣治 の靈等 
いふ 御叮喀 。もの 
趨巧區=で t ^を選の憂目を見 


デ ザ^ じ チ エブ— •バキ ど あ' 

b 、 彼の 身長は 六 扔ニ时 、体を 
一二 巧 十四 封 度、 本年 二十と 歲で 
をる 0 


日本 理髮舘 I 。 

西 巧 十！ ニ 了 目 酉 番地 ニ 旨 お 室 号 
一二 階 (巧み おじぶ し} 

か 業廣吿 

例年の 通ら 當み 休業 仕 慎 

御擊舖 松風 軒 

这 W . 雲 S こさ 


淨瑶 璃ジ坠 doji 

三康 線を 稽 ち 

御 忙しい 餘暇じ 巧と も 言へ S 
淨瑶璃 の 趣が を 御 賞玩 被 遊 度 
皆 樣の御 巧 遊を 歡迎 致します 

戰澤吉 王 

ニ 巧 ご 8 W ニ 7 さ货 .夏 y 

Tel . Uni まを ty 苦 96 


化が 品卸寶 

五味 商會 


W E . ご fh 單， 甲 Y . 百な 
ジ I 芭ち養 an ニ？ を 


ずを 造 I 

ホ じ 御が 理 



巧 装 お 域中必 、総領事が 、白-本 
觀船其 他が 巧 大會社 近き f 

み 港 ふ 化 ホ テが， 

视日本を (特が巧ぁ^) 

御 一巧み 萬 自動 单御出 迎申上 お 
巧ニ 呈 ifornia ぎぎ Francisco , 呈 if . 


レヤ トル 巿 

NP 旅 縮 

UQ 6 おを Ave . SP wea な一タ wsh . 

倭单 巧が をち ご 一 了 左側 六階连 
甘 本 巧 船 切 巧 お 圾波戸 場 送 逆 

ロスアンゼルス 

-オリンピック 

ホテル 

| l 7 N S ミす dro si-, Los A 量 es , 置. 


日薩 あ主歷 じは V ユ 
I ! マィ 春檐を おへ 辟 

ミ那 義隹园 
巧理 舅お厦 

自タお 十一 時 旨ち 
ま 午前 ニ 時 竿 P 巧 


ま 那巧理 

が 廳茶蘭 

司 巧 人な 蓮 
お 勘の ホ じは るが 
の 御 便利 じ備 へが 
間を 席の 御用 じ應 
や V く镑賴 阿キ相 
不變お 引 立 顔 巧な 
— 艇上御 ま 巧 申 上 巧. 

支那 科理 


藤 巧義江 氏が 

發嘗 映蠢に 

音 樂會は 廿七目 

ロ— サン ゼ ルス 特電 十九 日發 

n 聲樂家 藤 原義 江 巧は 今朗こ 
ユョ！ クじ 向けて おを した、 
出を前氏は發聲映畫會社ヮ！ 

ナ 1 スプラ ザ ー スの 監督 メ 3 
. — 氏ご會 見し、 ニユョ ークに 
がて 同社 ま 酷 人^— •ァ^ キ 
ンズ巧 ご 面 會の上 多み 發聲映 
晝 にお 衛 ずべ く、 メョ I 氏は 
藤 脖氏 のゲキクタ！* レコー 
ドを 聞き 『驚くべき 聲 量で ト 
1 キ ー には 持つ て來 いの 人で 
をる』 と 語つ た 

/alf})a/K/\/ys(r(9(/\cylyI\ 

靈じ俳 廢早川 雪 如 巧から をく 
は 一二 流 環さん のを 聲峽备 お演じ 
巧いで 藤原氏の出 演說 はこれ で 
本人と しては 一二 人目の こどで 
ある、 同 巧は 憂に デフ オ— レス 
トい發 聲映證 を 試した こども あ 
ら 、舞臺 生活の 經驗も あるから 
ト ー キー あおは 實現 する かも 知 
れ ない 

尙ほ藤 巧 巧の 當地 にがる 音樂 
をは ホる 二十と 日 (水懼 日) 


宮義曉 で、 病 ホ ご S 人の 愛兒等 
を 養 ふため じ 盗みを 働き 固 園の 
身 V - なつね， 一 女 ± H が、 病 ホの 
死後.' 乳 巧を S 上を 案じ 跋 いた 
揚句 破獄を して 再び 罪を 重の る 
迄の 悲慘 U 經路を 化 化んだ 悲劇 
でぁる、 現 化物 じ 確かな 鈴 水澄 
子の ま演 でを 見、 大岡 、阿部の 
巧 優 じ湊美 子、 白鳥 葉 子、 八 島 
を 子、 津島 ホモ、 木 下 富 美 子等 
が 助演で ある、 尚 ほ 御大 典實巧 
ばを 部 完備して 居て 目の あたら 
拜觀 して 居る のど 變ら はない、 
入 媛 料は】 ホ 均一で ある。 


フラ 、\ ス遭 難船を 


邦 船が 救助 

川 崎 窥船わ 手柄 

當地ニ ユョ！ ク •タキ ムス 社 
じ 達した S 巧 十 _ H 附の ホノ术 
少恃電 じ 依れは 义 しく ニ ユョ！ 
ク ど；； ンバ ー グ間 のがが に從事 
して 居た 川膊 激船會 社の 巧屬船 
ゲ キク トリ ァ 化は 太 ホが 上で 暴 
風 じ 遭遇して 船 體の自 おを 失 ひ 
ひ 過去 六日 じ 一直 b 洋ト： を 漂流 中 
であつ た フランスの 貨物船 フオ 
プシュ 号の 遭難 地 じ 急がし 乘祖 


た 一二 輪 巧 元 道 巧 じ對！ 『一二 输 
巧せば いづれ も 同じ^ 競べ、 
中に 巧 道 ひとら ピ 々】』 ごも 
ぢつ たもの あら 
日本 橋 原： = では ホ 侯 補し ない 
勞農黨 の 大山 郁夫 じ 一一 一一 がを が 
じた か、 松滿 五兵衛、 後藤 耕 
平の 現 化 人から 营原道 Sr 大 
岡 越 前 守 ご 天晴れ 疑獄 曾-を 
巧 肉つ たもの も あつた 一 

世界一の 大喉ひ ホ 

ミ ゾリー 州 スプリング 井— 

ルド 十八 曰發 n ミゾブ 1^ 切つ 
ての 大晦 ひ 巧で ホる ビジ 丄 •グ 
ャ ー マンは、 癒々 大噫 ひの レコ' 
— ドを 世を 的に 挑戰 した、 ^ の 
一家は 兩親ど 兄妹を をして!！： 靈 
千 二百と 十八 封 度で あるが I 化 

の レコ' — ドは 户ンバ — ガ. 一 I 

ン ドウ キッチ 二十 四 個、 ド寸 r 
ッッ 十五 個、 卵 モ燒き 二十 i 個 


煎 餅 卸、 小賣 
を 腐油揚 
日本 食料品 一切 

S 自 rise Rice Cake 0〇• 

苦 二 hird A まこ 

ぎ P 空 こ 218 


「我等の テ 藤 原義 江 

日本 民福 獨唱會 

一二す 子と： II 午後 八 時化み よら 

エタ ジ ニア ！ ス •ビルデ ング 


巧 日 

巧 

乂塔巧 


西 I ー丰化 T 目 二十 九を 化 

〔が 育 新報な 內不破 取扱〕 


奥 お 目なる ホ 磯 同胞 じ 確ち 
なる 職業を 罔を す 

宮川 事務所 

紐 育ボ西 四十 ニ 了 目 百サ一 否 

電 ブライアントと セ 八と 
話 フライ こ莫 


高等 御旅 絕 

東洋. 舘 

會龐 御料 避 


御 巧 埋銳， f 了 i 

太 陽 

壽司每 日 あちまず 


ホ 上 金魚 巧 

918 Sixth iive.l New If ミ k C さ. 
さ i Gi 吕 le 973》 


巧の 蒲燒 おいしい 觸炼 

會席御 料理 

晝 食は ホ廣へ 

叮嗦お 巧 •堂が 大勉巧 


割 鹿 並に 御旅 舘 

お簡 佐， 巧 

自^^ 兄 弟 

巧ち ホ 苗 八十 八 T 目 一二 ニニ 
* 巧ヌ 々イブ— と乂 ニニ 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

巧 桐 商會 

タマ ドレ •プ * ダク ッ 一ず 巧 a 元 


日本を 巧な 
日本 巧货麵 
書 巧 巧雜を 


巧 タ九時 迄巧柔 
メ 1 グ アド V ス 〔年-巧 

東京な 會 

* ブ ン タ預>ま卞 

食を の設 あち 


を 壽づ 辨當御 注文 じ應 じます 

木村屋 

當をザ 桐 廚會氣 付 
電話？ ジ 5 ト八 五六 八 


木记ル i ミン グ 
1 夏 7 苦 Aye . 量 ‘59 己 量ぎ ま is 

一す I ち h 呈 e す瓷 nt W 苦 叫 
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費府 鄉旅鑛 


桑 山.' 淸 五郎 

さ》 を 量芸 St •さ 量を hia Pa . 
呈. g 言 1 7 だ 1 


日本 食料品 類 巧び 雜貨類 卸小賣 
ホ 之 ま 大資測 桑 山商會 
新刊 善 籍雜誌 小間物 日用品 各種 


酱油辭 giSII 譜 S 白米 

日本 ホ 難 食 巧 轟 i 觀雜 4 S |§ 

巧 田な 油 巧 ホち 化を 巧】 手 巧搁店 

曰 本 品商會 


秩父嘗 様が わ 親し < … ：… 

ヘン リ I 親王の 御 接伴に 

聖上 陛下 畏 く-^ 驛頭じ お 化迎へ 


ゾータ ー 測 章 御 贈 進の ためお 
國皇ホ 陛下の 御 あ 巧 どして 御 ホ 
辆 遊ばされる 第一 ニ 皇子 ヘン yl 
j 殿下 じは あ々 ホる 二 頁 二十 六 H 
'巧を。 ン ドンを 御 出を 

翌月 二十 四り に 香港に 御着、 
f れ ょら 英風 軍瞄じ 只され て 
橫被じ 御 到着 あを ばされ るの 
は 丑 円 ニ H の 早朝の 御を をで 
あ* 

當內省 じて は、. 本社 特電が 旣巧 
しね 如 （御 歓迎 準備の ため、 山 
縣瞎式 課長を 始め ごして、 ま 部 
職 官房な どの 關係諸 員の 會謠を 
銷 いたが、 御 接伴の 當樣 は、 か 
ねて 襄齒御 留學八 節よ 6 御 親を 
深き、 秩父 宮殿 下が、 御 滞が 中 


は ロ 化、 祭を、 京都 等の 御 ま 内 
を 遊ばされ 

また 宮內 をの 接伴 貸と しては 
山 腐 儀式 課長、 を秩寮 ホ務宫 
でぁ b 式部ち の 松や慶 民す や 
が 權助巧 か 任せられ、 をの 化 
陸が軍 ょ b も を れ 任命 が 
.ぁるは ずで 狗着 をの U は畏く 
も 聖上 陛下には 停を 座 じ樹お 
迎へ 遊ばさるべく 
ヘン 9 — 殿 ドめ 御滯化 期間は 約 
S 過 間の 御豫 ぶで、 御歸 ら は ニ 
十一 二日 橫潰 出帆の ユン プレス* 
オブ •ェ シア 號 じて- 路 バンク 
—バ ーじ 向は せられ、 カナダ 大 
陸を 横斷 御餘國 遊ばされ も ご の 
由で ある。 


を 劇作家 ホ ニ— ル 巧が ........ - 

第兰の 憂の 巢」 に 生返る 

今は ド 井ツで 一生 けん 命に 執筆 


ァ メリ* が 生んだ 現 化の 化 ホ 
的 劇作家 どしての 第 一 A 者で あ 
ユー ジン •ォニ ー < 氏 は兩年 
ホ 非常 G 瓶 柿 衰弱に 陷 り、 ョ ー 
ッ パから 地中海を 経て 支那 じ 
入 6、 築地 小劇棋 を經營 しわ お 
小山 内薰 氏の 招待で 日本へ 巧く 
のを 必樂 しみに して おわが 
旣 報した かく 上がに 上随 した 
の ホ お势が 昂進す る 上に、 朝 
な 夕な じこの 劇作み を 訪問す 
る 客 か枯ホ L で ホる のをうる 
さがら、 自ら 巧衡 をく らまし 
て 上がから 秘か じ僞 名して フ 

キ リブ ピンの マニラ じ 波 b 、 

阅 地から 更ら にが 巧裡 に"' — 
日ッ パ」 おいて 目下 ド キッの 
某 地 じ餘養 中で ある‘^ 

をの ォ ニ！ 八 氏から 最巧當 地 じ 
達した 便 b . じょる ご ♦氏は 現 夫 
乂 である ァグ 子ブ •ボ I 八 トン 
ォ 三— 八 どの 離婚訴訟が 成立す 
れ ば、 直 もじ ホ 優 力 ー。 ダ タ》 
モン プリ ー 媳 ど 蒂獨の 典を 孽げ 
る 相で ある、 ォユ— 八 現 夫人は 
1 トンなる 人 ど 離婚し、 千义 
百 十八 年に 離婚を、 直 もじ 當時 
の 巧 進 作家で あつた ォユ ー 方 氏 
ご 結婚した ので あるか、 ォ三 1 
八 氏は をの 手紙の 一節に 左の か 
(自 みの 威 おを 述べて 居る、 
あは 妻 どの 離婚が 成立 しれら 
直ぐ 力ー ロ ジタ ど 結婚ず る稽 
ちで あ-る、 をは々 じな つて 始 
めて 今 巧の 旅 巧が でんな もの 
であつ たかが 解る やう じな つ 
わ氣 がず る、 釉 々ど異 つた ± 
化で 異な b し 人、 異 a つたが 
象に 接して、 なは 實瞭 でぎ ま 
ぎした もの だ、 か、 今にな つ 
て 見れば これが、 はつ きら ど 
解つ ね や である、 なは ネか 
ら 仕事を 始める 巧ら である、 
化が 巧く 急し こらら へ ホた ご 
いふのは、 で うら スエズ お 巧 
では-巧 だつ て 嘗け相 もない 
氣ヵ L たからで ある 
ご あつた、- 方當化 じある オニ 
グ 夫人の 語る どころ じ 仏る ご 
夫人は 二人の す供オ ニナ ご シエ 
ン達 をの 化の 後始末に 就て、 


まだ ォニ ー グ巧 ごを が 中 じ屬し 
て 居る こども あるので、 正式 じ 
離婚の 訴 認は提 おして 居ない が 
をれ さへ 出 巧れば 直ぐ 手 績を執 
る 相で ある、 ォニ ー グ 氏の 第一 
夫人は々 ザ ブ — ン •ゼン キン ズ 
壌で、 千 化 巧 十二を じ 離婚 した 
ので あ も' 

今度 ォニ ー 八 氏 第一 ニを 目の 夫 
乂 どなる モン テリ，— 壊は’々 
リフォ ii . ニ ア州でをれ、 デン 
マ— ク 人を 父 どし、 フランス 
人を 母と する ホで、 フランス 
で 舞台を 修業し 十み 歲で ロン 
ドンの が 舞臺を 踏み、 當地じ 
グ— •ダグ ゼン 君の もの じ 出 
おし、 をの 後は ォユ ー グ もの 
じ 親た しみの 深い タ麽 くして 
知られて 居る、 

尙ほォ ニ I グ ものと しては 昨を 
評 巧に なつて 居る 『幕間の 秘曲』 
の 外 じ 最近 U 新 時化 人の 神じ掛 
する 觀 をを 取扱つ た 『ダネ ナモ』 
.を 八ト劇 錫で 上演、 これ また 
評 おを 惹 いて 居る。 

外交官の 酒を 

警察 卞涉 

首都で 巧題ピ なる 
最近 酒類 販賣 禁止を 目め ごし 
罰を 一巧 巧、 體刑 一年の 保 刑 じ 
處 ずる ジョ！ ン ズ法剛 巧な ホ、 
臀察 度び 司を 省の 眼は 頗る ホつ 
て 居る か、 ち却フ シン トンでは I 
禁酒法 じからん だ國窗 事件を 生 
んで 居る、 

をれ は 巧 强大を 使 おは 治 かを 
權臨 域で あ 6、 か巧官 じァメ 
プ 力の 禁酒法は 適用され ず、 
必要 じ應 じて 圃務 省の 認可を 
得て か 超から 酒類を 輸乂 しつ 
つんつ たので あるが 
最近に ミら 首都の 蠻 察では 大使 
舘旨 自身が 貨物 自勘 車を 操縱し 
た 巧 合は 兎に角、 若し アメリカ 
A の 暇ち が アメブ 力 人 經營の 迷 
送 尾 雇人 ごして 酒療 を莲搬 する 
巧を は 撰 酒を 違反 ご して 吿發す 
る こご じな つたので、 こむ を 知 
つた 外巧官 側では 大使が 貫が 貨 
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畫を辦 貪 總 


【日 罹 水】 


日 十二月 H 年 四巧昭 


四 


@羅 が、 を 港 出帆 (ホノ 八^ 經 由) 

羅府發 桑 港を 

(午后 ニ 時 巧 机〕 (正午 化 机〕 

西 比 利 亞化四 巧 五日 四月 十日 
大洋 光四 巧 二十日 四巧廿 四日 
天 洋見あ 巧 S 日 五月 八日 
これ あ 丸 五ち 十と 日 五月 廿 二目 


® シアトル お 帆 (午前 十 時 お 帆) 

がを 化 四ち 一二 ロ 
靜岡义 五月 一口 
巧濱化 五 巧 十五 ロ 
三 一島— 化— 六 巧 十五 ロ 

® 淪敦を 日本 巧 化れ 

鹿 富 か 買み 0 
箱 巧み 四月 二十日 
或訪化 五 巧 四日 
▲紐 育 化 帆 田を あ經由 日本 巧 貨物船— 巧 二回 
▲端 おおみ e 带 社は 欧洲 巧、 南 来 巧が じ 芭を馬 
經 あた 平洋岸 巧を 绝紀會 化さな 約 有り 乘が切 
巧 等 萬 事 御が をに 取 計 ひ 申 上まず 
▲来 國鐵道 切 禅、 庭を 券 等 も 御使宜 じな 計 ひ 申 
上 ミず 
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UU 

H 

T — 


餘賊 ニー ホ 銀 巧— 支 巧 

本店 ま京巿 日本 橋區 本を 屋巧 五番 化】# 
ま 店 ホが •日本 椿 化の 巧 某ち 巧 巧 
名古屋 巧都大 お西关 皮〕# 戸 
廣島下 巧 巧 司 若松 巧 岡 長 巧 
上 おなか 賽巧水 


化 

— * 叫か 

んが C 

抓 咖 

〇〇 - S 3 W 的 

邮邮 2 

U f JU R 

riiw 

""■"0 2 

9^ R 1 


お出 入ち 替 •を 信を を’ 並 送を、 旅 巧 宿 用が 
商業 信用が 其 化】 殺を 巧 業 

人 無 腸 S 菱銀巧 § ま 巧 

おを 送を" 日本が 化 無キ數 巧？ 理 をお圾 
本 巧 巧 金 (定期 通 かノニ 補) 巧 便利 取 皮 
本 支店 巧 巧 (ネ 巧)、 大阪 、神タ 、京都 
巧 巧 地名 古屋 、小 持、 上海、 なお 


▲鄕里 送を 及び 並 送を (無手 數 巧)、 か國 
爲替賣 買、 荷爲替 取組 化 立、 信用が を 
巧 等- 般銀巧 業務 御 便利 じな ほ 巧け お 

鎌 献臺灣 銀 巧— 出張所 

本店 臺潰蔓 化 

支庙 まを、 橫濱 、大阪 、紳戶 、上が、 漢 
ロ、 福 州、 厦 巧、 灿 頭、 香 巧、 輿を、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 孟買 
力 力 プ タ 、 倫敎、 其外臺猶十四ヶ 巧 

一' 資本を 壹億圆 (を お拂 .送 巧】 

一、 積 立を 一億 五‘ 白 五十 萬 厨 

內化 本ち 店 U 橫濱 (本店) 巧 京大 お 
神戶長 時下 巧 名を 尾 

橫濱 ぶ 金銀 巧— 支店 

ホ 留をま 店 == を 港を 麻沙巧 巧を 
巧 化 化 巧を 國 重要 都 巿 ニち 店を n グン 
ス有之 お 


本. 店 大阪化 漬五了 目 
が 育 支店が 育ブ 《 I ドゥエ— な 四十 化を 

難 住ぶ 筵 巧 

お f 東京 > 橫演 、名 古 崖、 京都" 巧戶 、が 山 
を ちノ 道、 廣 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ顆 
巧 ま 巧 t 巧 司、 小 倉、 お 松、 博タ * 乂留 ホ、 熊 本 ま 
本 固 預金、 觀里 をな 等は 極 》 

て 御 巧 利 迅速 じ 御 おを 可 中ち 


本店 朝 おを 巧 

ち 巧 出張所は 日本 內 地の 樞要都 巧、 朝鮮 
お洲 、支那のを 地 巧び 浦 结巧德 

朝鮮 銀 巧紐脊 出張 巧 

外國 為替 一般 银巧業 お 精々 銜 便利 じ 取圾巧 
中 上 接 


藤本 證券 會な 

'一般 お惟粧 巧ノ貞 買、 引 ま、 募集 
ィを 触、 ホュ 之ュ關 ス^ 一切 ノま務 

藤本 ビル ミ-力-銀 巧 
紐 育 お 張 巧 


H 本願 黑雜貨 
ドライ グ ー ブ卸 販賣 

龍 赋残木 桃 ホ 組 


K j ト之 ミを = な 弓-辛 さ-じがて 
153 多年 經營 せる ち 利^ 
チヤ ブス ィラン チ ま 人歸固 じが 
至急 譲渡 度し 委細は 左へ 

巧 a す罩す 0 タを . Regent 3 さ i _ 


til 手，^ 和 旧 昇 ご一 
和歌 山縣人 

右の 人 じ 面談 致し 度し 現住所 御 
なかの 仁は 左へ 御 通知を 乞 ふ 
- SH 奋吉 I , 8 ニ iillls uve . 百な 


極 ロ 旭 瑕 わを 殘興巧 

日本 代案 的峽蠢 


五卷 

壹卷 

參卷 

を 都) 

I ロ旭联 


巧を 澄 子ま演 f 

新派 悲劇 ぬかす み 小路 
秩父 宮殿 下 御 結婚 實化 
曠古の 盛儀 御大 典實化 

(来 京 名古屋 
東京 お 手 横綱 辯 ± 撼 

|一 ニー ホ 線 市 川 菊 江 
時 日 す 二十 一二 H 午後 八 時半 
瘍 所 西!： j 击セ了 目 ニ 一巧 十八番 Y * M * C * A » 

入場料 一 弗 均一 

切符 旅館、 香 西 巧 巧 巧 他に あらます 
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絶 
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河 添 村 治 
香 西 龍 雄 

日米 時報 社 
紐 育 ザ 報 社 


F - 


A 


も T 讀太 

I 黑評 

如 巧を を 巧 

y ■ゴ r Tr > 

十ホ最 

閒削脑 
M ;! 令 ♦路 


: 晚香坡 每ニ週 一回 お 斬 
A 立ム ブレス 露西亞 (一二ろ 吾哦) 

一二 巧 一二 十日 

: A マん プレス 亞細亞 01 T 呂 0 够) 

四 巧 十八 日 

▲ザム プレス 规蘭西 ニニ. 呂 0 觸) 

五 巧 丸 日 

AV ム プレス 露巧亞 (一二ろ 00 嚼) 

五 巧 ニ 一十 日 

|遞 ， 一等" 二等、 一二 等 及び 下等 客 設備 
鼓大 、善莫 、最 快走の 東洋が 巧 船 


r 獅 春を 懇親 舞踏 會 

期 日 S 巧 丰查 (金曜 H ) 午後 八 時ょり 

壌 巧 - パ！ ムガ I デン 

一 巧 五十二 T 目 S 巧六番 ( 窠八衔 近く) 

入場券 一 一人 お 十 仙 均一 

ぶ 人 御 誘 ひを せ績 4 御ホ會 下さい、 をして 共 じ 一夕 

樂 しく 過し 3 せう = 服 裝隨意 

切なは を 劇 ホ ド宿ス は本會 事務所 じて 求められ たし 


辄育 日本人 會 


了 寧の 巧 刷 ど 精巧。 る 仕上げ 

時日の 迅速と 確實な 校正を 保証' 

印刷は 紐脊 新報 社. へ 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違^む く 新報へ 

巿內西 十と 了 目 十二を 十 階 目 




東部 じ 巧け る 巧 字 言論 機關の 

權 威、 吾が 新報を 讀ま 0 人な し 


廣吿は 紐 育 新報へ 


_ ヮでメ I 力 ； の特を 

一- 一 ， 

日 辜 人 巧-お 買物には 特別 掛 員を 置き 無 

巧 t 御 集 內敎升 電話 义 はわ 手紙 次第 御 
訪閣 しで 御 便宜を 計ち 初めての お ホに 
對 r レて な 特に 注意 致します から 是非 お 
立. 可ろ 顧 ひ 升、 ホ內 配達は が 論 H 本 巧 
他が 地 鬼の わ 荷物 發 送は 當モで 致し 升 

j ジづン ワナメ ！ 々 ^ — 


諸雜貨 仲買、 卸販賣 

保 田商會 


B + 陶破誤 雑貨 類卸賣 

ザ 元 ブうザ ー ス 


を留 同胞の 事業と 

方向 轉換の 一考 察 

眞面目 じ 研究の 歩を 進むべし 


一二 月 九 H 發刊 本紙 第 四 あ 
じ 於て 紐 育 日本人 會 商務 部の 調 
査じ 係る 在留が 人の 巧 立 事業を 
紹介し 面き たるが、 右 記事の 反 
巧 ごして 巧た なる 職業の 館 園を 
を 見せい が爲 A じ おを、 巧 巧 等 
をな し ホる 讀 をら ゐ ち、 商務 部 
にがては 進 わで が 事業の 悄势、 

巧 特質、 又はな 舍進 ホの 見込 か 
何等を 硏兜 ずる 由で あるが、 を 
らじ 等閑 親す V からざる 問題は 
ホ巧轉 おの 一考 察で をる。 一例 
をを ぐれば がな 美 お雜貨 小賣業 
のかき 十 年 一口の 如 （紹餐 の ホ 
法 巧 至 お 扱の 巧 品が 多くは 時化 
の 推を ごみ じが 移せざる 風 あら 
停頓の 儘 どなつ てなる 傾向が わ 
る。 而も 雌々 の 小經營 をを 廢し 
輸入 巧を 

i して チ ユ ィ ン ス ト 
ァ化織 ごして U 假 みばが 人の 大 
輸入 商を 中 也に 小賣 業の 統一 淘 
汰を實 現す るが かき： = 米 國の巧 
瘍に 活躍 甘扩 とする 工夫を もな 
さず 手を まねて 無爲じ 甘ん ホる 
がかき はぶ 留 同胞 社 皆の 發 達を 
助を する 报 なでは U い。 故 じを 
し 現 化の 杂貨 小賣 業が か 柯じ苦 
>わ 慘檐し 一如 何 じ 名 まを 施して 
も か 展 のを 込な きものな らば々 
おを轉おして巧^^る翰業じ就く 
準 牌を 整へ 勇氣を 養は ねばなら 
ない のは 當が である 。去る 日曜 
H 巧が 添 旅館 K 開かれた 雜貨小 
賣お 組を 例會じ 於て 右 じ 願し 最 j 
巧 西部 地 ホを 親 察して 歸 がせる 
高木 グリ ー ンゥォ 火 ド 商 食の 裔 
木 ホ ホが 氏ぶ をが 

桑潑 方面 じがけ る 同胞を 


展の實 がを 語 6 巧 西 巧 聯絡す る 
事業 ごして 巧 菜 業の 有望な 4 点 
をカ說 して ゐ る。 同氏の 語る 巧 
じ 放れは、 加州 方面で 生產 する 
野菜 果物 等の 農を 物は 年額 巧 俄 
を 0 西へ ニ 千万 弗、 巿殺 古" レ 東 
へ 五 千巧乘 移を し 居 b 有力。 る 
組を を 設けて 生產 物の 搬 おじ 巧 
めて ゐ るが 兎 巧 仲買 業者 おくは 
卸が 側に 腿 服せられ つ i あ 6、 
をし 巧 部 地方な おの 同胞が 結 ま 
して 躁 起し 假 々ばな 育の スト ラ 
ブ ジック ポィント じ 野菜の マ ー 
ケットを 經營し 加州の 同胞 ど 呼 
應 して 『生を をょり 直 按睡買 者 
へ 加州 H 本人の 新鮮 る 作物を 
供給す る』 て ふ宣傳 するならば 
必ず 巧 巧し 得る じ 違 ひ U いど 云 
ふので ある。 高木 氏の 說は 至極 
ホ もで をつ て 

惰眠 を 貪な つ i をる 紐 育 
んを 警醒ず るに 値して ゐ る。 唯 
問題は 方面 轉検の I 策 どして 野 
菜 ホ 盛の 經營 をせ む S ならば 加 
州の ホ 面へ、 東部 ボ瘍の 巧 情 じ 
詳しい 间胞を 常 磨して 聯絡を 執 
る S 鐵 道、 H キス プレスの 專門 
をを 傭聘して ぺ 9 シ玉フ グク！ 
ブ である 野菜のを 達を 謀る ミ、 
度 初は 東部 巧複じ 精通し 經驗じ 
嵩む 米 人 ど 提携して マ ー ケット 
を經營 する、 とが 必要 條 かとな も 
はせ ぬか、 孰れ じせょ 化滯 停頓 
した 儘-小景 をを 嘆いて ゐる樣 な 
無氣 力では 駄目で あるか ふ、 音. 
じ 巧樂マ ー ケット 開設の みなら 
や 巧 心る フキ！ グ ドを 採 査し硏 
なする ためじ 商務 部に 巧ても 一 
臂の 力を 添 ゆる 樣 じしたい もの 
である。 ニ 記を) 


變を せる 由 0 

フキ ブロ イ 

八 六 六 ニ 


八 六み 0— 六 一' 


公人 か乂 

•白 江 信 一二 氏 山中 巧 會が育 支 
店長、 巧 用を 帶び 明日 出 發西巧 
を 港 二十と 日出 帆の 春洋义 じて 
一時 歸 朝。 

•西 巧を 氏 山中 巧 會お育 支店 
員、 二十 一二 日出を 晚香 坡經由 S 
十日 出 化の。 シア 號 じて 一時 録 
朝の 由。 

•化 巧る 內氏 夫人 大朝 紐育特 
派 員 化 巧 ま內巧 夫ん はみ 鹽閲伴 
明日 午後 四時 五々 ペン 停車 瘍巧 
を 西 巧 春が 义 じて 歸 朝。 

参 遠 お 健 ニ 氏 一二 ホ 銀 巧 支店 員 
ホる廿ニ：11桑港ホ面の旅巧ょ6 
歸紐 後は プレィン フキ 火 ドボ サ 
ン ミット 街 お 十九 番じ移 轉の尝 
♦早 巧 常 雄 氏醫師 、夫人 間 伴 
去る 九日 暮紐ニ 一 ニケ 月間 國ホ方 
じ 滞在。 

♦山 田 幸 男 氏 文部省 在外 研究 
臭、 去る 十と 巧 着 紐 四 巧 十ち 目 
渡鄰 の尝。 

太— 西— 洋ホ を 信 

•本年は スタ アも早 {邊ら 

候爲 めか 當 地方 も 昨今 春めき わ 
たち 香 見、 が、 原澤 、內 藤、 加 
藤、 橋 爪、 藤 間を 店 共 化しく 相 
あ 候 樣子じ 御座 候 夏期め 商な も 
本年は 何 ごか 恢復 致 度と 一同 巧 
待 罷巧候 

雜 林雜貨 商店 じて tj 例年の 如く 
ペン 及び ォ バィヨ 與地ホ じがけ 
る 支 巧 開設 期を を <1 準備中 との 
事 じ 御座 候 因 じ 厨 ji 電話は 今 お 

U 4. 夏 萬 n ゲ ぶ ンづ ノア じがけ 
る 店 ま 旨宅電 謡は | m 881 じ變棄 
致し お 由。 


奉祝 献上 だ 

P 內爸 よら 領收証 
が 肯化 j 化 留间胞 ニ 千 ニな 餘 
を よら 御 4^ 典 記念の 爲め聖 h 陛 
下 じ 献上 ザる をが おのかに 顆し 
本 巧 十五、 がを て 總佛事 代理 
內山巧 氏 を 信 御大 禮お祝 食 
畏 にお vj を 信を W て 別記の 如き 
田巾外|^よらの述か化並 し 1 月 
か 五 宮內お 官房 庶務課 大強 
献上 お 心よ b あ 給せ るが 收證、 
「を 献 と-五 號」 を 致 送して 來た 
がを に IL 御大 满 奉祝 おを 御祟納 
あらせ マれ た i がを 式 じ 巧を し 
たか もで ある。 

人を 心 第一 五號 
昭^ 闽年ニ 巧 一日 

かお 大巧 巧 巧 田 中義一 

化が 貧 

穂 領事 化现內 山淸殿 
御た 旌お 祝が 上 おニ斟 ス八領 
收茜送 附ノが 先般が 米 ホ 國大化 
舘ヲ經 テ 御 送 附相成 リタ^ 貴地 
だ 堀が 人 a V 献上/ 秦 祝な 旱を 
宮内 おへ 巧 送シ思 キタ^ 處 今般 
问ぶ ヨブ 別 お祕收 善； 藥 送附ア 
リタ か' 三 付 右 泣 三轉送 K 御杳化 
柏が をシ。 


を巧總 會单備 委員 指名の 件， レを 
部會長 一な ごな つたが、 前迎々 
末 単信會 長ょ 6 宫則 第九條 第一 一一 
項 及び 細則 第二 章 第 一條に 基き 
左の かく 委員を 指名せ る 旨を 表 
された 0 

理事 候補者 指名 委貴 
化 ま 延么助 (長) 鴨 ホ 久片 
お 義雄菊 地巿兵 街を 西 龍 
雄 水谷涉 S が 陶を男 盤 
川 知乂滿 
講案 調査を 員 

石 ハ 合 貞か郞 (長) 石 本看產 
冷 牟田淸 搔旧寬 高 垣 吾一 
會複を 員 

が 地 ホ 兵 お (長) 靑木周 一 
端 越 創 河 添が 治 香 西 龍 雄 
松 本節 正 一二 木定吉 村上武 
平 


總會 準備 委員 

去巧销 かれ じる が 育 H 本人 會 
理事 台に がて 來 るべき 第 十六 巧 


淺野 造船 一行 

コレ ヤ丸 じて 着を ホ 紐せ る淺 
巧 造船所 常務な 締役ホ 兼 要 氏は 
技師 帆を を 志 夫、 大が正 篤兩巧 
ご 共に 前週 アラバマ 地 ホを 旅 巧 
中で あつ わが 昨日 歸紐更 じ 東部 
を 親を し 二十 九日 お 化の ベ レ 
ダリヤ 號 にて 渡歐の 由。 


雜 ロ 1 レンス •ブ ■ ir •コバ じ吿ぐ 
ポホチ モアの ジ I •一 ンス •ホ プキ 

ン ス大學 をを 業ぶ らど自 稱しゐ 
る コバ (元 美な を會 寄宿を にお 
泊せ る 木 庭 か 木 鑄 か) じ 省し 電 
信が 巧內マ デソシ 街】 八と よ番 
靑木巧 一氏 ホ 宛 じて 届いて ゐる 
から 本人 旨 身 同 巧 ホ じ 赴き 接 手 
するがよい。 お コバの 現住所 承 
知の 知人は 本を へ 御 一報を 乞 ふ 


巧 脚 スペシャル 


おも も 罐詰 一 弗 
ち ホ 一 包 十二 仙 
すち 白 ホ 增小樽 (十二 斤 入) 


か禍 兄弟 商會 


岩 井 商店 電話 變更 

ボ內プ 。— ドウ ュ！ ニ を 
ウ八 ウオー スビ^ デン グに がけ 
る 巧 井 商店 電話は 今 巧 左の かく 


夏場； 乂用 

巧 給 又はを 割 又は 貸 かても 宜 
し、 當ホ九 ケ年巧 同所 じて 經 
驗を 5 確 實剌益 わる 巧、 希留 
者は 左記へ 御照會 あれ 
巧ニぞ nn . Ave : N . W ., wash . D . G . 


トツ 力 ピン 

五十 五 錠 入 五 お 

活力 素 

一月み ニを 

夕 力 チ ヤス 夕— ゼ 

ち錠乂 一巧 


桑 山商會 

114 EAST 芸 ihsLN . Y . C . 
さミタ Regent 21 だ— 是 57 


東京 廊會 特吿 


メ！ ルオー ダ— 

を 御 利用 願ます 
巧を 商 會は一 册の雜 誌 でら、 

一 瓶の 醫池 でも、 一斤の ホ增 
でも、 一服の 藥 でを、 巧んで 
も 御 注文 次第 直ちに C •0 *D 
じて 送らます 

を價 表、 巧 お 眉 錄御申 越 巧 第 

違ら まず 

僵 額勉强 、を 送进 速、 多少 じ 
不係 御用 命を 乞 ふ 
お內 配達 仕 巧 

誓 東を 商會 

基 里-雲ぎ N . Y . C . 

Tel . T — を 「基 58 


巧 員 至急 入用 

I 壹名 

アト ランチ ブク帝 
(直に 入用) 

i が 名- 

經驗 ある 夏讓 人員 

ビッバ I ダ ミは ト 

V ••••- ト 

(お發 期 四月 巧 旬) 
詳細は 左記へ 御 照 會を乞 ふ 

太 西が ホ 林廊會 

9 这 B 云 rd 重 Ik Atlantic 呈 y - N J . 


ポヵ テ！ ブル 

及び 玉臺 一切 製作 販賣 、時期 
の 切る せね 內じ御 注义ド さい 

伊 藤 

1 B 2 罕 1 蓄 SU ぎ Tei . 去蓄 ミ 5777 


賣度 けジ41及：：7^ 

ト ヘブン •々ネ チ カット 州。 營 
業 期間 五月 中旬ょ b 十 巧 あ 迄 
五月 巧 ホ b の營業 費を 要す。 相 
當の收 入を b 。 希望の 人は 左記 
の 人 じ 至急 御 相談 ぁら 度し 
西 百 十と 了 目 一一 八 番生稻 
電話 ュニ バン ブ ー 四 ニ 1 0 


料埋人 


諸暂じ フアン シ 
ィぺ] キングぶ 

び 巧 理法を 敎授 ず、 新式 設備 

D . 吉 UT 置 K 

19 weststf * wtcorBitk ^ NJ - 
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H. Segawa» Insurance Broker. 
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巧 田 巧 事 株を 會 放が 育ま 巧 
Ucnida 1 で admg Co 叫 Inc, 
11 Park Place 
TeL Barclay 1576 


島ち 易 株式 會化 
Stuma Trading Co., Ltd. 

巧 0 Broad w が 
Telephone Rec れ r 1484 


巧 ホ 食 化 赤を 巧タ 
Akawo & Co" LtdL, 

235 Fifth Ave^ 

TcL Caledonia 9758-59 


ホ 倉 おお 妨績 株を 食な 
Katakura 在 Co., Ltd., 

200 Madison Avenue 
TeL A ふ land 4545*4546 


K. Mikimo わ 

MUdmoto Pearls 
535 Fifth Avenue 
Tel, Vanderbilt 2519 

大倉お 煤 靑支巧 
Okura & Co., 

30 Church St*, 

Tel. Co け landt 2292-93-94 

H 共な ま會化 
巧理巧 
离 峰が 會 
120 わ 的 dway, N. Y. C, Te しお dor け 84 
Facia け； お - ID 36 化 わ も， し 1. City 

浅 巧み 巧な ホ會な 
Asano Bussan Company 

Room SOI -805 
ミ 65 Bi> 〇 adway 
Tel. Co け Ian お 8047 ぶ 052 

viosho Corporation, 
Silk Importers) 

40 East 84th Street 、 

Tel. Ashland 4987-91 
Goaho Co^ Inc^ 

Cotton Expo け 化け 

の Baav が 化， 

でが Bo マ " 。 な Green 战 06-06 

甫巧讲 巧 道 巧 まを あ 
巧ち 事み 巧 

Sou 比 Manchuria R. R. Co., 

g 〇 om 202 ら Canadian Pacific BI も ) r. 
342 MadUon Ave. 

Tel. Vanderbilt 4135 

H 井の ま 巧 ま 曾を 
な 育ま 巧 
Mitsui & G>., 

65 Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

がま 會 な を 井 巧 巧 
なを 巧 張 巧 
Iwai 在 Co., Lt ん 

Wool worth Building, 
TeL 巧わ Roy 8 が 0- が - 62 

云菱 巧を 巧 ま會社 
な 育ま 店 
MhsubUhi Shoji Kaisha 
(Mitsubishi Co" Lt ム） 
120 Broadway 
Tei • 民 ector 2560-2 百 64 

大阪 朝日 ニを 京 朝日 
化 巧 ま 巧 
Osaka Asahi 

The New York T ミ m が Annex 
Tel. Lackawanna 1000 


曰 ネお花 棟ホ錄 
なち ま 巧 

Japan C 。 け 。 a Ti«lUag C 々 " Ltd" 
2 Park Avenue* 

TeL Lex ミ n が on 8787 


日本 ホ 糸な 式を 班 
なを そ 巧 
NIP 阳 N Ki-ITO K4 ほ 化 LTD 

fwo Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 


巧 合 名會な 
短ち 支 巧 
Hara & Co., 

443 Fourth Ave 。 
Tel. Caledonia 7830-35 


日米 生糸 採 ホ會社 
链 育ま 店 
NICHWB f!! 巧な な！! 巧 組な 恐は 
(NICHI-BEI KI1TO CO^ LTD.) 
1 Park Avenue 
TeL Ashland 6246-47-48-49 


大巧 お 日 二ぶな 日日 
を 末 ‘ 与 巧 ’ 
Oiaka Mainichi 
Room 306A World Building 
Te!. Baekm&n 4 な 9 


網 ;! ん み - 一 4 巧を ぞ巧 病て - が "^ 


VO し 19, No. け 41 
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づ 卓； -:, 、ごう • で 巧 ^ 


な！ ! をぶな P なが 巧を 玻 imp 巧 



SATUR 日が， MA 邮 H 23 19 巧 


可. 


認し憲 ホ 第 一條 第四條 及び 第 
十二 一條 じ 違な し 化つ て わが 國 
體變 がの 結果を 誘起ず べし、 
なじ 政 和は をの 御 批准を 奏請 
せ や 別途の ホ 法 じょつ て右不 
戰攸 約の 趣旨 肖のを あ 嘗嚴正 
じ 賞 傲ず るを 要す、 を ホ議す 
不戰慷 約の 內容 一.; 顆 して d 巧が 
國體上 及び 憲法 上 不穏 當の觀 が 
ある ごい ふので 

議會 じ わいても をの 正文 
ならび じな な 文書の 巧 示を 姿 ホ 
せんごす る もの あるが か 府は樞 
府御 諮詢 前で をる どい ふ 理由を 
0 てこれ が內 示を 拒絕 して ゐる 
がし本條約の內容^^らびじ調が 
じいた るまで じ 政府の VJ つた 手 
賴じ颗 しては 樞が 部内 じ 有力な 
る 反掛が ある、 すなは もす 戰條 
約 第 一 條の 『ィン •ず •子 i ム .ス 
ォブ •ゼ •レス ぺ クチ— ダ •ビ 1 
プ ホス』 は 政府が 如 巧に 

解釋 する よらは ち 解釋 

のしよう がない、 右な 明白 じ圃 
家 意思 宣言の ホ體を 入を じあ b 
とした もので あつて 帝國 憲法の 


精神 じ 悼ら 大權を 無視す を もの 
ごい^!;:*ければ^らない、か-- 
る 重大 る 疑點 が あ る じ か t は 
らや 政府 d これ じ 掛し何 逆の 留 
巧條 かを 附 する ごころ な/調 巧 
しじ ど すれば をの 手續 上から 見 
て 大 失態た る ごな じ實じ ホ國憲 
法を 巧て を 文に 歸せ しむみ もの 
どい はねば ならの、 政府 一一 この 
點 じつき アメリカ 政府 ど {ごを じ 
誠 解 あ 6 と L てゐ るが、 當 なる 
アメヴ 力 ごめ 敲 解では 巧 こ 意 み- 
を なさぬ、 

iiS - じ 際し 帝國 の-!^ を 
聲 巧す るか 或は 條約 文中 じ P 保 
すべきが 當然 である、 これを の 
點が 明瞭で U いから これを ^ か 
じし じ上で な い V 」 じ は か じ^あ 
を 明白 じする こ S はでき ぬ 一-とい 
ふじ ある、 この 意見は 相 當をカ 
であるから 本條約 案が 樞府 I じ 御 
諮詢の 際 樞府が 如何なる 態 k じ 
出る わは 豫斷を 許さない 、.てゎ 
がっ て 政府が 議會 の耍ホ じ^し 
て か 巧なる 態度 じおづ るかな 柩 
巧 じ 於ても 頗る 注目して ゐ 狭 
隱 である。 一 


の 軍隊 約 六 万人は 遂に 革 <bl 
た 爲め將 軍は いづれ じか 淮 i 
し 曾て 蔣か 巧ょ な 放逐 さたす 
日本 じむ 衙 中であった 唐を 缠 
將霄の 許 じを も、 將 軍は 奶 nj 
を 0 て 軍隊を 率 ゆべ く、 I 
然る 上は 武漢派 ご 協 方し ザ 南京 
じ街抗 する であらぅ か、 $ ホ 
あで も 酱戒を 頗る 嚴重 じ，， でぞ 
命を 子の 檢擧 じたし い。 

化ず 廿日 發 〔職を】 n 證從 
業 員の 同盟罷業は 遂に 會；^ が 
お 業 員め 要求を 容れ たので 腫滿 
な 觸决を 見る じ まつた 。 I 


南京 V 一武 漢戰 火に 

國民軍 動員して 直ちに 征討み 

東を 特電 甘-日 發 = 南を よら 達した 特電 じ 依れば 蔣か； 々略 
軍は 陸軍 最高 會議を 召集して ま漢派 じ對し 最後の 通牒を 送る r 
じ U つたので 支那のを 情は 急變を ホす で わらぅ VJS はれて 后 

ロンドンせ-日 發 〔職を 】 n 
旣に山 東 省 方面で 革命に 面しつ 
つ ぁる 南を 政府は 漢 巧、 武昌、 

漢 陽を 扼 ずるち 力 U も 一派のを 
命じ 威 脅され 双 ホ 共に 戰 闇は 避 
け 難しと 認めて 居 もが、 化を よ 
b 達した 報道 じ 化れ だ 嵐 民 軍の 
一部は 旣に漢 ロの 化 東と 十哩の 
化點に 到着した もの 一 i 如く、 蔣 
か石將 軍は 革命的 手段 じ訴 へて 
。胡 敦按將 軍 等の 革命を 鎭壓す 
べし ど稱 して 居る。 

廣 東せ-を 發 〔聯を j = 江 西 

省 南方 じぁる オシで ァ 牧師よ 
b の 電報 じ 化れば を 地 じ共產 
驚の 革命 ぁ b 寺院 敎會堂 等を 
燒拂ひ 地方 官憲 じ 手の 下し ホ 
なぐを ちに 增 ちを 巧 請した が 
廣東 政府は 到 あ-.- れじ應 じな 
いらし い。 

南京 甘-日韓 【聯 を】 H 巧を 
政府は 廣東 省の お 事 じして 江 西 
派の 有力を 李 おを を 人 費 同樣じ 
してち る。 

天津 特電 廿日 發； 【 |一 ユ ml ク 
タ共 ムス 巧】 = 蒋 か巧將 軍は 長 
文 じ 豆る 巧吿 書を をして 武漢波 
のま 力革 命じ 街す る 不誠篡 を 詰 
，たる 上、 

支那に 內亂が 巧を ずる どい ふ 
こ ピは即 も 世を の嘟 笑を 買 ふ 
ものである I 

ど稱 し、 直 もじ 征伐の 軍隊 動員 
じ 着手し 武漢 派^ お 兵して 觸陣 
し 居ら、 巧を 政^は 上海よ b タ 
量の 藥 おを 購入 る 外、 野戰病 
院 隊の完 をを 期!*' る爲 めじ 醫師 
をを 募 中で ぁる 一而して. 化 京と 
漢ロじ 互る 樹道 なお 玉鮮將 軍の 
軍が じ 化 b て切斷 されね もみ I 
かく 不通 どな b 、 漢ロ 派は 江 西 
省線 じ 降を 巧いて 戰 聞の 準備 じ 
着手し つ i あを が、 

疑問の 人で をつ た 白 出 ホ 磕將軍 


ナポ レオ >ミ 

墳墓 r 共に 

逝ける フランスの 勇將 
バリー 二十-日 强 n 逝ける フ 
ランスの あ將フ ォシ ユ元師 の 葬 

儀は 愈々 巧る ホ幡 日を 0 て闊葬 
じ附 する こど I なつた、 

即も 円罐 H の H 沒ど おじ 遺骸 
は騎 兵隊 儀仗の 下に 凱旋門の 
無名 戰± の 萬 上に 安歷 され、 
大統領を 始め どして 一般 國民 
じ吿 別せ し レべ （、を フラン 
スを 聯隊の 蓮 おちが 終宵 これ 
を馨 譲し、 

葬儀の 當 H は 沿道は 軍 除を なて 
固めた 上ノ ー テル ダム 寺院 じが 
て莊嚴 なる 葬儀を 執行す ベ {、 
をの 上 遺骸は フランス 一 化の 英 
雄で わる ナポ ン ォンの 墳墓 じ祀 
る こ VJi なつて 居る、 葬儀の 當 
日 大統領は 徒 ホ じて 棺 柳に 從ふ 
ベ < 、'巧の 如き 盛大 U る 葬儀は 
ナボレ オン 化 來の出 巧 事で ある 

で 1 

逝ける 元帥は 平素ょ 6 故鄕に 
埋葬され たい 希 學を濟 らして 
居た けれ 共、 最後の 遺 誓 じ 依 
れ ばな 巧^ 指圖 じを ふ ど 記さ 
れ てあっ じ、 尙 ほが 國の 元首 
名胳ょ b 元帥 ホ 巳 人並び にフ 
ランス 一な 府じ對 して 續 々 VJ 弔 
電が 達して 居る が、’ 

今 蘭け 飘 拥乂戰 中の 首相 ごして 
一兀 帥を 総 司か官 じ 任み した クン 

マン ソー 翁、， ゴフ レ 元帥、 ぺテ 

1 ン 元帥、 パー シング 將軍 をの 
化內 みのを ± 弔 客引きを がらず 

最後 じべ グギ ー の ァグ バ ー ト陛 
下には 畏 < も 臨時 測 車 じて プラ 
ブセグ ょ b 御 到着、 親し < 逝け 
る 元帥に 吿 別され、 元帥 ホむ 人 
じ おして 御 T まな 御 慰問の 言葉 
を 賜っ た 0 

尙ほア メリ々 陸軍は 葬儀 當日 
陸軍 儀禮 をな てを 師鹽 •し 勤し 
廿一發 の 弔砲を 發し册 を 宛 じ 
■後日 弔砲を 故つ 堂で をる。 


英 親王 歡迎 方法 

〔廿ロ】 貴族院の へ ンリー親王 
歓迎の 件け 德川講 長に 一巧し 

2 C: 

ぶ波條 約を 批准 

尸 甘口 ニ 樞密院 dn 本 ご ベ グン 
ア 心の 通商 化 約を 批准した。 

且英 漁船が 提携 


〔廿日 

船 ご 

> 源 


】 歐 米の S 航路に 日本 截 
キュナ ー ドの 提携 契約 成 
j 信 省は 之ど認 崎し 口。 


潰 筆 


初 釣り 記 削 

伴 作 


— 本社 東を 轉 がを (紫 ぉ巧轉 載〕 


麵 


井上 元 

享年 八十 

〔サ 二日】 先般 來ま 態で ぁ - j れ 
元帥 井上 良 馨モは 遂に 寧て 
た。 一 
註。 を 元帥 海軍 大將正 ニ 込 井 
上良馨 子爵は 本が 八十 S み、 
二等 ±官 の 巧 身 じて 巧 治 H 五 
年 十二月 十二 日 おを 中將 に、 
明治 化 四 年 十二月 四日 脚 軍 
大將 どな b 巧 治 四 下 四 年— 月 
化 一日 元帥 じ 巧せ b れ議 I 化官 
じ 補 せらる。 _ 

【せ 日】 ホ 上 元帥の I 谷 態は' 一進 
一 退で ぁるが 二三 一口 ホ衰 粥が 
加つ た。 

安部 磯譜巧 

【廿 二日】 お會ぉ 衆み々 首を 部 
磯雄 氏は 夫人 同伴 邸 養 旁々々 
媒 ぶびを 孫 じ 面 遭 W ため 巧 月 
廿六 H 橫濱發 コレ/ 义 じて 渡 
米し 沿岸 地 ホ じ ニ 烟間滯 在、 
布 哇じも 一二 週間で 過ごしと 
月 五目 歸 朝の 善。 


御用邸を 御 下賜 

〔サ- 日】 熱が 溫泉 御用邸は を 
園 ごして 间呵じ 御 下賜 遊ばさ 
れ ると 0 

左傾 學生不 許 巧 



船が 


だ a ブ クウで— •ポ 


ネトの 突ぶ 瞬 域 內を進 船して 居 
る 頃は、 咚か强 いだけ モ搖れ 方 
は 左程で^ なかっ ねが、 一を 突 
堤區域 を^れ ると、 魔 巧 どで つ 
かぃ 奴が、 でかん-^ ど 巧 寄せ 
て 巧る、 藝茄 者は いづれ も 釣 道 
具の 手入れ じ餘 念がない、 福 旧 
君 だの、 お 巧 君 r - の ごいん 人達 
は、 默 々どして 古色蒼然たる 釣 
掌を いじく つて 居る が、 拙者を 
始め ごして、 ぞくの 半可通 フキ 
ッシ ヤマンは 神々 やかましい、 
拙者の 擎は木 下 先輩が もやん W 
やつて 吳れ だか、 かの 連中は 一 
も ニ もな く橋津 親を の 厄 か-しな 
つて 居る。 

ラ キンを F さい、 針を つけて 
下さい、 これでょ ろしい か、 ィ 
ヤ をれ、 これ ど橋津 親を の 忙し 
さも I 方では ない、 乘細 員が 舞 
ごなる べきで かで 貝を 手暖 巧く 
- の 貝が ホ 素敵 


〔廿 一己 東大 評議— は試驗 I 調 f 

I し！！ g — 人ろ：； 脑 バ * J 

る、 黃お 水の さかな じは 持つ て 
ホい ごめ るので、 盛んにす i つ 
たらの だ、 恐ら < 海底の 媛 や、 
け ふ 釣らん ごする カンナ も、 こ 
の 不都合なん 間 共の 無 作を じ 憤 
慨 した こ-こて をもぅ 0 

船は 搜れ る、 人 聞を 轉 がす や 
ぅじ 搖れ て、 沖へ 一 沖へ ど 動 < じ 
連れて 風は 激し （なる、 しかし 
ゎ天道樣だけはも_やんご照らし 
て吳れ るので、 比較的 船に 馴れ 
た 巧々 じは 平氣 でぁるが、 をろ 
をろ 顔色を 白の 化 候を 呈 して 來 
る 人が 歡 くない。 

『この 工合なら 正午を で じは 風 
もないで ホる』 

ご橋津 親み、 なんごう の やうな 
噓の やうな こ 交を 云つ て 居る、 
をして 盛ん じ 魚 釣ち の 面白さを 


を ホ 巧せ ぬ ことじみ をし じ 0 

復興 狀態御 視察 

( 甘-日】 聖上 陛下には 四巧サ 
S 日橫濱 市の 横 興が お 御視療 
の 0 ^ 1 !。 

兩 新聞社の 光榮 

〔せ-日】 聖上 大阪 行幸の 節は 
侍 おを 大阪朝 H 、 大阪每 日の 
兩 新聞社 じ 差遣 遊ばさる iw 

滿 鐵の增 配を 請 

【甘-日】 がま 會の巧 蟹 も ぁ b 
株 憤を 吊り 上け が鐵 はお 當を 
ネ期 ょら 一み 增 加の 中 請を な 
した 0 

園 公 今 巧 ホ 上京 

〔甘-日】 興を 别莊じ 滞留 中の 
西 園 寺孩留 をは 京都 行を 中止 
し 今月 ホ 上京の 尝。 


rFRr ^ cr ^ 






藥 




ご. 




語つ て吳れ る、 五 ホ 君 や 茂 木の 
を もやん a 巧 買の 話 や、 n ネじ 
居る ニユ m — ク 人の 傅を 類ら じ 
やつて 居る、 をみ 中、 第一を じ 
效 一つて 來 たのは. 袭山 第二 化、 親 
切4:*、 而してを氣じお父もやん 
であるを 山を 人から、 お リブ ユ 
— ンを貨 つてな •へたので々 し氣 
持を 惡 く... ：> て 巧たら しい、 この 
勇敢な 祭 二世は、 到 巧 船の 眞先 
きじ 巧つ て、 よつんばい どな. 
腹式呼吸を やつて 居る らしい。 
乘組 員は をの 可憐な々 年のを を 
見て ニャ 笑つ て 居る。 

をれ まで 案外に 調すな （ 0 — 
リングして 居む 船の 擦れ 方が、 
r うやら 船に 弱い 人の き 手で を 
る 横 ぶら じな つて 巧た、 橋が 親 
をの 說明じ 波る S 發勤 機に 一寸 
故障を 生じた 相で、 兎に角 目的 
地まで 炼 巧し、 停船の 上修 緩す 
る どい ふので をる、 風が 激しく 
あが 裔い t じ 除 巧 ど ホ わので、 

船 こを 堪 つね ものでは ない、 左 
じ 右に、 前に 後ろ じ、 ゆらら ゆ 
らら と 搖れ て、 どうわ すれば 轉 
び 相 じな つて 巧る、 船醉 ひの 資 
格 候補者は、 ぼつ 定 甲が 
の 上^ 寢 なら、 磯 閥 まじ 隣 ちを 
はした 船室に 避難す る、 天娱と 
腹エ をは、 でう やら 巧 巧して 惡 
化して ホた の だ。 

をの 中 じ ィン ジンが びたち ご 
停止して、 激 笛が ピ ー ッ ご 
鳴つな、 いよいよ 殺生 すべさ 釣 j 
虔 所に ホた の だ、 時 じ 正 じ 正午 ~ 
港を 離れて 約 ニ 一時 閱 のをの こご 
でぁつ わ。 

〔上褐の寫眞はト！ゴ 1巧撮 
影に 成る 當 日の 莖加 者〕 


大 紐. 育 

I 九 ニ 九 年 版 Y 近く 發巧 

ネ社が藝じ編签發巧いたしました 『大が育』 な、 幸ひじして^ 
化 湖の 湧く がかき 好評を 博し、 を じを 部 一 挪殘ら や 巧 切れと な 
6 ょした、 化て 本 化は 溝 一版の 内を をを が骄 じじし、 賈數を も! 
巧 加した 千 义な廿 化 年 版を 新に 錶巧 する こ' ご < ならました、 正 
確 じして 且つ 巧ら しい 統計と 事實を 基礎 じして、 刻々 變 化する 
巧が 『大が 育 J の眞 巧を 傅 ふるに 遺 城 a きこと > 期して 居ら ま 
す。 尙ほ定 憤は 

豫約 申を 者に 限リて 

特 煩と 十五 伽 

發刊 後の 御 購買には. 


を價金 


弗 


をし よした、 速 かじ 缘約 御中 込みを ホ 望いた します < 


若さ 曰を 嚴 びて 

華府 じて 敎 子 

かちを めの 誓 じし あれで 君は 
ホ妇 、眞 黒の 毛皮 鐵 色の コー ト 
じ、 なつかしき 面を つ i み、 肩 
のをた-®' 稍 や々 しわら はじ ぞ見 
ゆ、 靜 々ご 橋 巧を 下る 姿、 永し 
へに 愚れ もやら 巧 思 巧 じこを あ 
れ やかで 我等は 小川の ほ £ なじ 
おで 0 、 がを >、 巧 木 ホち、 を 
ょだ 淺< 、殘 らんの 雪、 處 々じ 
繰を ごち、 日の ホの みは 輝きて 
芽へ 旬日の 間 じせ まる。 

靑韋葫 ゆるを 生の 上、 里の 犬 
•しごが めら れク i も 相 擁して 憩 
ひて あれば、 過ぎ じし 年 も 息れ 
若き 目を 碳 ぶ、 境れ の 化を じの 
みさ まよ ム 、もし や ご 致ん 撤の 
音の みぞを しく も 轟く、 巧れ 今 
靑 春の 戀を 夢み てぞ ある。 

木 摄を渡 b 、 並木を 過ぎ、 河 
畔じ遇 ひ相携 へ、 相 抱きて ホむ 
老お慶 暗く、 タ腐西 じほく、 細 
流级 絡の 姑 （、一 鳥 鳴か 中、 高 
樓崖 上に 贊 ゆ。 

.じ まさかに 會 ふは 本意な き别 
れの 化、 を 命は 么れ淨 化、 巧會 
‘な 巧す ベ/、 も あらねば、 試み じ 
携へ 承し が 擒じ 松の 技を かざし 
溪 流に おじて 巧く ホの 運を トす 
る も、 をはれ 0 

時經 ぬれげ を 暗く、 陽光 淡し 
歸路を 急ぐ 激笛 すじ 響く。 

さもを らば あれ、 嬉しき は、 
煙の 巧 ゆち まで 是を b て あ b し 
きのを こを は 永し へに、 なつか 
しき 若き 日を 腰ぶ あ 出 じこを あ 


一 こ月廿 H 日 


紐 育 新報 社 


上院の 握 潰、 し 政策に 
政府 U 議會 々期^ 延長の 朦 


問題の 小 選 擧區制 案 Y ず 隙 巧み 


東 ま 特電 甘 二日 發 U 小 選 舉帖制 案は 遂に 衆議院で 可 巧され たが、 直ちに これを 貴族院に 廻附 
しお 證け化 四日 VJ み定 したが 同 まじ おしては 硏究會 じ も 反墙タ （、結局 捏 bj 潰し どなる らしい の 
で 政 巧 どして は： irs 、 四兩 日の お 勢 じ 化 b 追加 株 算を議 の お 式で 會 期の 延ぶ 石秦請 する らしい。 


研究 會み 裂、 して 政お危 



まま 特電 甘-曰 發 .= 貴族院の 中必 勢力で わるが 究會 じみ 毅の徵 はを b づ もみ 諾會 現内閣の 暗 
礁は化 おにな つた、 重大を 案は 柯れ も瘡 b 潰しの 運命に 逢 ひ 通過した 問責^は お椅 内閣の 致命傷 


て 留月內 相が r 健康 
どして な 情 か 巧じ展 
I 京す 〔別項〕 ごの 精 


ど是 られ勸 くみ 證 を 後な 造は 止い を 得 S こど I 豫 想され てゐ る、 搗 てぇ 加へ 
勝れ 乎」 どのを 円で 閉 をを 销 外に 去る i は旣 をの 事實 ごな つじら I て 是を緖 
酷ず るか、 怡も今 巧 ホ じは 園を 京都 巧 中が め別墅 入らを 中 化して 興津 ょち ト 
報 かわる、 『政變 ホ』 のが 威は 媛い、 化 機 速を 晩んで なを 脅 顧閒岡 瞄邦輔 氏は 巧 中 首相 じ對し 『巧 
み 氏を 簡員 ごして 迎 へよ、 がら ざれば 故 おはを 定 せず、 若し 之が 實巧 不能な ^ ーぱ をし < 內閣總 辞職 
を しが ホに をして 內 開化 盤を むは L め 之を おかせよ』 ど 働吿 をした が 政ち 脅は 巧 次 巧の 入 題を 
巧み 將ホ 同氏を なくる i- を も 否んで & るので ある。 

東京 特電た 一日 發 = 政お提 おの 垂大 法案の 一つで ある 肥 巧 


を邵巧 案は 遂にな 族院じ 於て を 貴を 渡 邊モを 子から 『審議 ホ 了』 
の 引み を 渡されむ、 政 お 測は 問 じく 最 重大 法案で ぁる 自作農 法 
案 だけで ら框 潰しの 速 命から 脫 巧せ しむべ < あ 肥巧餐 理法 案 ど 
は 別箇のを 貫に 附託され る やぅむ 族院 書記官 長 じ 括け 露 談を試 
みたが よ 甲斐ら な < 德川講 おからは 『旣 じを お 協を 濟 み』 どの 理 
由で 絕 拒され ニ 大法 まは 闡路 •し 迷 ひ 込んだ 形 じな つて 仕舞つ た 
化結朵 として 專ら 勝旧义 相が ぉ 衝じ當 つて ゐわ政 巧の 對 貴族院 
巧は 窮境に 陷 つたので 遂广 閣內の 息見院 々じ 別れ 結局 旧 中 首相 
じ 一巧す る i にはな つたが 最早 や 顔 勢は 柯 ぅする こども 出 ホな 
いど ちられて ゐ る。 一方 省 族 おの 中、 む 勢力た る 硏究會 は ニ侧の 
勢力 勒 立して 統制を 失つ て 巧つ i ぁるから 畿 を閉會 おじは 當然 
々数す ろ ものと 觀 測され てゐ る。 

政 友が を發取 下げ 

ま 京 特笔廿 二日 發ぃ n 化 目の 幾會 混な じ 關し檢 事局を 經て民 
政黨議 封を 相手に 吿發 しつ、 ぁつたが、 をの おなめて を 友會側 
ょ b 吿發け 取 下げる こど； ^:^ら檢 事局 どの 默諾が 成立した。 

東京 特電せ-日 發 = 化 H 衆議院は 開 食 劈 巧ょ b 太 混乱 じ蹈 
ち 諸事に 乂 るを 得ず 藻 長は 一二た び 休憩を 宣 して この間 じあ 乱を 
が 化 ぜんごし たが 遂に 纏らず 散會 しわ、 之が ため ほを 黨 議員と 
十と 名は をな 妨害のを ST じ 欧友會 側から 吿發 された が 其 後調 
査の 結果ぶ 十餘 をに 游 じた ごは 云へ おみ 寅 ま 巧 外 ミ 氏は 正式 じ 
起訴 さる！ の 不祥事を ホした、 廿 一日の 衆議院は を 季皇靈 を じ 
つきを 休 じ 巧まして ゐ たが 川原 新講 長は 職權を 0 て 會葬癒 巧を 
化を したので このを お 側の 掌を 返す が 如き 模樣變 へと 云 ひ、 多 
數の議 負を 吿を せら 直後の 績 を ご 云 ひ、 何れも 言論 封鎖の 爲 U 
らど L 民政 媒は飽 を對抗 せんご 敦围 いてむ じので 開會ど 同時 じ 
が 派を 渉 會を閱 いじが 喧 々麗 々どして を あじ 纏る 模樣 もなかつ 
たが 遂に 巧 渉と 時間を 漸くを 協 成立し 午後 八 時 巧 會し小 選擧區 
制 案の 討論を 終結した 、之が 採 ホは 明か ニ H 巧 はれる 尝 である 

不戰條 約决議 回答 

「人民の 名 じがて」 釋巧 後麵し 

東京 特電 二十日 發 〔ニ ュヨ ー! 本 譯は條 約 御 批谁後 これ ホを ま 


ーク •タ井 ムス 紙】 N まる 二月 か 
五 H 、 文擊の 形式を 0 て 尾 崎 行 
一雄 氏ょ ら投巧 じを した 不戰條 約 
! じ脚聯 したみ 能に 對 し、 政府は 

I 文書を なて これ じ 凹 答し 
一た、 即^ か 講义は 化 約 締結が、 
i 『人は の 名 じがて』 なさむ て 居 
; る こどは 巧が 巧 跪と なをれ ざる 
I 非 立 患 的 巧 爲でゐ ると 稱 する じ 
I 斟 し、 政 おどして は 時に この間 
j 題 じがて 释明 せず 『適當 なる 日 


する』 ど 答 辯した る じ 化ら 居る 
房め、 尾 略 氏は をの 無 貴 任じ 憤 
慨 しこれを なて み 閣を彈 劾 せん 
ご 試みつ^ をる が、 巧 じ 諸會巧 
會 期を 前 じして 斯る 策に 及ぶ こ 
f は 至難； d ■るべ （、反 對黨 はこ 
れを なて 政が の 失態で ある どて 
輿論 お 刺戟 せんごし つ {あれ ど 
一般的 影響は 極めて 薄 （、殊に 
ホ畿院 どして は 何等 掛外條 約を 
論煞 する の 資格な く 



聖上 I じ對 して 條約 批准 じ 
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府じ 及げ It こどは あるまい とお 
測され エ I 居る、 首相が 本 决議じ 
對 ずる 回答を 遲ら しわのは 邸ち 
衆議院^^ 確 限に 存 してち るので 
ある：^*、 樞府及び上院での意見 
は 大体 I ： 於て をが の 手 3 か b は 
認める が これを な' て 不戰條 約 反 
割の 狸ぶ どす る こどは 日本の 位 
置を して 鹽際的 じ 困難たら しむ 
W 見る 虫 | 多< 、政府は 本 間 題に 
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疑 もぶ しられる であらぅ が、 結 
局 通 化 I する こごは 確實 である ミ 
期待 もれて 居る。 
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して 頑々 協議 中で あつたが 政ん 

心 置 は 甚だしき 輕擧不 - 

愼で I あつて ゎが 頤體 S 相 容れ- 
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去る 昭か I ニ 年 八 巧廿お 日を- 
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澡 < 貧 成す る 所なら、 然け 
が 一條 じ 脚 記ず るが か （つ 
ちの 名 じがて』 宣言す るは ム 

のま 權が 人民 じある をを f 
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日本人へ のち 
語敎授 じは を 
をの 經 験を 有 

す 0 一 レ ブス 

ンと 十五 化 
每 H 朝 九 時ょ 
ら巧九 時を 柯 
時 じても 宜し 
H 躍 曰は 一 時 
i ち 四時を 


稅關事 装 

東洋を 化幷 じを を 巧 
の 驗お乂 モ法じ ホ 
ずる 一巧の 御 諮 可 L 
應じ路 道 谋船貨 著 運 
貧 及 お 帆を 穂銷 ーキ嬉 
書 等 進呈す。 重す 
巧 じ化理 店を 荷 亡 誠. 
實改速 御用 命じ 腺 や 

お險 取が 


稅關 事務 取 お 

WIEA ま！.. BA まご 戸 

Roo ヨち巧 ニ Broad まち •安 

Tei - ぎ wling-Baeen 薑 4-5-8 


♦猶籍 ♦お 謡 ♦新聞 
媒費 室を 規 
執 巧 午前 九 時ょ ち 午を 五 時を 

紐 育 日本人 會 

でィ 一とと 立 

1 00 と 0 
) 00 と 一 


プロ — 

電 
謗 


チ 1 クグ 


巧 論 i . く..^ 毎月 十 Hi 
雜摄 LLL 4- S 1 部 十 化 
1 置 IstAve . N ミー ork 呈 y 


十 H 澄 巧 


2 鑑船拘 用 建 
W 雜眞 食巧蟲 
おがを 雜 資販賣 
輸 ぉ乂税 關手續 
諸 荷物 運搬な 扱 


*5 


遠 藤 小 刃商會 


— ♦田 a ♦ g ^ 


紐 育生 命 お 險會お 
ニ 一木を ま 

龍保險 


zew Kork Uf e I ロ mdranom Co 
51 ohamberbst : N ' ew ' forkCity . 
Pho ロタ "Worth 22 诺 

をおノ方ニ御掛ホノが^;必ィ‘ 
街 自をノ をぶ ピを 話を 度 チ 申 
巧 力た おみ 下 サィ 


■ 


去 ♦ミ ■♦ミ 


(館 本縣) ず 井深 三 晒 阿縣) ニ 
又 巧 度み 大塚チ ダ* (フィ 
ラダ 八 フィ ャ 市) 巧エ (愛知 
巧) 長 崎德ー 柴 田を ニ郎 〔熊 
本縣 )一 ニ 鳥ぶ 一 (^^|^ポ)巧川 
源 太が (を 库縣) 藤-!. 喜 八 
右の まじ 巧知を 度 t 傳ち么 
侯 間 本人 若 < はか A ょ b 現 
住所 辟 通知 願 上 巧 

紐 育 帝國經 領事 舘 

1 巧 Broa を さ Nei York 毎 y 



ぶを 冀 ぶで 米 醫人じ 能く わ- 
てう 簡單明 隙に 說 巧した を 兵_ 
山 巧ました。 內を 目み 進呈*!^ し I 
S す、 御覽 下さい。 

M S 置 YAMACM 14 E . 岩 さ St . 百な 


成功の 秘談； 

米圍 まを 語を 話； 峯 


お 

.細 


お -I 

巧 肺 

巧. 嘴 

。がが 

巧 L 

巧 

2 


はが 巧の 第一義 じす 
夺 校には 日本人が 择 
じ 慣れたを 巧 婦八教 
師 をら 搔巧じ 倉 防 無 
信 文 社を 語を 敎 だ—. 
まず。 目 罐週異 Lj 
午前 化 時よ b 午 巧 4一 
時まで 巧 校し 1- 
スンと 十 置鈍づ 一’ 

今 H 直 もじ ホ 楼めわ 


政府の 放漫な な 策から 

金輸 解禁 一層 困難 

爲替の 下落 ご H 銀 正金 等の 對策 

を 京特巧 二十-日 發 n 政府の 放漫 じる を 策の お 巧よ b して 昭 
和 四 年度のを 倩 借 入を は 旣じ四 俊 圓じ逮 して 居る ので 金 お 解禁 
は 一曆闲 おじ G つて ホた。 


爲巷 化を じついて 政府、 日を 
正金の 一二 者 蹄を 協 蔑の おおを く 
穂 栋的掛 策に 出づる こどに 巧を 
した こどは 旣報 のか < であるが 
をの 內を じついて はな ほを く秘 
密ホ をを 採 6 明言を 避けて 居る 
しかし 要は 巧が 爲を資 をの 调渴 
おょび 資を 調達 難 じ お-^ いつた 
ため、 穂 極 的じ賣 進 わる こごを 
得な < なつた 正を 銀 巧を か 巧に 
して 拨 助し 質 b おはしめ るかに 
おつて 居る わけで あるから 大体 
ホの かき 

を VJ る こど！ ならぅ 
すなは も、 いは ゆる だ 正貨を 
拂下 ぐる こどは 補々 な點 から、 
どぅしても 避けなければ なら， 
いので、 第 一段とし ては H 銀 巧 
がの 外貨 巧 憤を 正を じ拂 下げ、 
これ じよつ て 正を 自 からか ニュ 
ヨ ー ク または ロンドン じ おいて 
資金の 調達を する、 をして をの 


第二 回 四み 利 英貨 

三 ニて 六 00 

六を が突貨 四 •一. 四 0 
ホみ キ利 米貨 ニ 四 •一二 五 
四を 利佛貨 一 • 0 よと 
が じ 

ホ固大 おお 證券 一と •一二 八 
合計 と 化 • 0 と 0 
U ほこのを 額は 大体で 一 润の償 
却を して ある ものと 見られて 居 
るから 

總 額’ ては 八 千 六ち と 巧よ 
千 W ご 計算して 差 支へ なから ぅ 
0 上の 日銀 所 巧 外貨を 憤の 拂下 
を 0 て じは 間 じを はない 場合 じ 
わいて は、 さら じ旣 巧の か <預 
を 部の 所を 外貨債の 拂 下を おて 
ずる じ 至る であらぅ、 ただ 政府 
および、 日銀 當局 もな ほ、 これ 
が决巧 じつ ひて は、 お 于禱瑶 の 
態を しめして 居る から、 いま 直 
ぐ じ、 拂 下げを G オか ミう かぶ 


- や、 疑問で をる が、 爲替 枯瘍は 
をが た豫め 一定せ や 正金の 必要 妾を じ 四 主 弗を 割 b 、 先 わき 

も、 正金の 出力 一つ じか-- つて 
居る こごの 際で あるから、 早晚 


の释 巧に 應 じて 拂 下る こど i な 
らう、 しかして 昭和 S ザ 末 現が 
の H が 巧ち 外貨 公債は みぎの 如 
< で をる 〔單 位モ の〕 


實 現は 免れまい ど 見る 向きが タ 


- 限ち 復舊 

.ち 巧を 實施 期に 

ま 京 特電 二十-日 發 N 取引所 
の 限 月が 舊は 貴族な で 巧 巧 さ 
れお 巧よ b 實巧 する 答。 
問題の化月俊舊案は豫想おり 
乂タ數 をな てを 議院々 び 貴族院 
を 通過した が- 當 業者の 窓 見で 
は 今回 限 巧俊舊 まがを 證院の 通 
過を 見た のは 豫想逆 ゎで ある ご 
はいへ、 一 じ 限 巧規縮 じよる 証 
券 取引の 

實際上 の 不頓が 衆議院の 

大タ數 の 認める こころ ど。 ら、 
かつまた 政府 當 局が 限ち のみ 定 
じついて は 干渉を 策の いはれ G 
きを かつてを が 白が 的な 態度を 
S るに まつた i めで、 民政 黨お 
最後 じ まつて 俄か じ 黨護ど [て 
反 おを お 明ず るに まつた のは 遣 
城 千万で わるが、 今 巧 通過した 
化 引 所 法改ホ 案は 特別 員 委會じ 
わいて 民政 荡 出身 委員の 動 難に 
よ b 时法第 十八 條 削除の 原案を 
引つ こ A てが 刀を 入 巧に 有惜證 
券の 限 巧を ニヶ 巧から 一 ニヶ 巧 じ 
な 化ず る こど じ 修正され たもの 
でい はぐ 民政 駕 貸の ホ 張が 述 b 
限 巧 化を が 事 實上自 も 問題 どし 
てを 歲 おを 超越す る 結 巧 ピ なつ 
たらので、 このな を 見ても 限 肖 
問題は 

■化 " S カ騷ぐ ほどの 大した 
問幽 でない こごが 巧 明した わけ 
で巧業を：^一この滩動のため-しあ 
t 柿の 利 權を提 おした なでと 傅 
へられる のは 一が 反對 論を のぶ 
宣供 でかへ つて この 論者 こを 柯 
がた めじす る ごころ が あるので 


はなから うか ども 疑 はれる、 化 
つて かやうな 事情 か 貴族院 ホ 面 
じ も あきらか じむれば、 限巧復 
舊 まの 貴族院 逝 過は 必ずしも 困 
難では ない ご 見て、 瀬 巧を 族院 
樂觀の 空 氣が渡 厚 どなつ たやう 
であるが、 麽誰 問題 0 來 貴族院 
の S 巧府徽 係が ごみ じ惡 化を つ 
た へられて 居る 巧辆 であるから 
を 巧の 推移 か树 じょつ ては、 限 
巧 彼舊案 もを の 渦中に まきこま 
れる 懸念がない ども かぎら い ょい 
から、 今後-層 貴族院を 方面の 
認解運 勘 じ 巧 力す る こどを 审を 
はせ た、 なほ 限 巧巧舊 がち 懼證 
をのが 引 じか 巧なる 影響を あた 


正子 镶 等が 渡英 

巧 京特雪 I 十曰潑 N がず 駐お 
大使 令 壊 正子 壌は 島を 忠 重を 
を 攘恒子 踏 ご ホに 五 巧 頃 鹿 島 
化で 巧 堂に 伴は れ日ン ドン じ 
巧く が両 壊は 學習院 の 殺 友で 
共に 十と 歲 である。 


賤償 金額 

みを の 期 おづく 
ドキッ よらの 賠償を 廣 をみ 定 
f ドー ズ まを 修正す る 意 ホ じが 
る 聯合 國の專 巧 家會議 はおを 裡 
じ替 々 VJ して 進 巧し つ/' あるが 
パッ ー よら 達した サ I 日 附の聯 
合 通信 じ 化れば 
會證の おを ドネ ッが每 年支掷 
ふべき 賠償を 額は 四 億 ニ 千万 
弗、 郞も 今日よ での 支拂よ b 
も 約 S かの ニ 城 額 ごみした も 
の i かく、 ドキッ 銀行 巧 表は 
この 案を 胸に 入れて 急遽 歸國 
し苗內 のを お及び 銀 巧を ご 協 
巧の 上 ホる 巧 曜日 じは 度び パ 
リ ー じ 翰 b これ じ勒 する ドキ 
プ め 决 必を會 IS じ 割して 通吿 
する じ 至る ベ < 

前記のを 額 じ 於て ドネ ッ 政府が 
今を 幾年 じ 直-^ てぶ 拂ふ V きか 


盾 商務 書記官 

本省へ 榮轉 

東な 特電 二十日 發 n ニユョ 1 
ク陆化 大使館 商務 書記官 原 明 
治が 氏は 今回み 務 あじ 榮轉し 
整 お 務 省よ b 支那 じがる = 
貨 がげ 狀 態の 視察に 赴いた 首 
藤 ま 人 氏が 後任 どして 舊巧化 
じ 赴，、 こく I なつた。 


じ 就て は 至極 殺を じ附 せられ 居 
b 、 こわ じ 就て は ドキッ 側ょ ち 
いづれ をよ を 見る じ まるで をら 
ぅが、 聯合 驟側 どして はを の 諸 
條 件を W て 敬て 最後の 通 蝶 的の 
ものごして 居ない ので あるから 
ドネ ッ闕 ょらの 條 かみ 第 じょら 
ては 柯巧 かの 形式 じがて 妥 嫁を 
見る じいた るべ < 

ド キッ銀 巧の 化 表は 本案に 載 
してけ 堅く 沈 默をザ 6 巧 等 か 
のを 肯を 避けて 苗る けれ 共、 
旣じ鹽 際 銀 巧の 設 最も 悉んど 
巧を し飞 居る ので わるから、 
この 際 ド キッ侧 どしても 强硬 
に 反對し 得る 事情 も少 ない 
のでを を化界 がを の 影響で ぁ 
つ た賠償閒題もお局圓滿^:^解 
巧を 見る じ まるべく 
聯合 闽會議 は 先 づ本閔 題を 形 ま 
的 じ も 解 巧した る h 、 なめて 半 
官半 おの 國孫銀 巧 成立 じ 着手す 
る酱 である。 


ふべき かじつい ては 當 業を にわ 
ぃて 

意見が 瞄 々で、 受渡し HI 
が每月 未に 被舊 する こど じな つ 
て當裝 お並びに 顧を か 利便を を 
げ る】 どは： E 人 も 疑は ない が、 
呆し てこれ じょつ て 取引の 繫を 
を 期待し 得る か 否かは、 も ごょ 
b 疑問で、 レし ろ 取引所の 手數 
巧收 入が が 少 する 恐れが ある ど 
する を 力 も あ 6、 限 月が 舊を弱 
が 料 どす る も わるが、 ホ讓 
お 姐 あ 後の 採 まが 媒を 見ても 取 
引 所 巧は ほどんで 動かず、 ホ媒 
】 般は限 巧 化 舊を旣 におし がら 
ど 見て 殆んど 閒題规 して 居ない 
が 巧で ある。 


パ I セントを 化 量 五十 五 パ ー 
セントに 引上げを 巧査を 標準 
を巧價 どしたら のを 賣懼 どす 
る こご 

(日) 陶器 現 巧 從價級 品無裝 
飾 四十 五 ハ ー k ント 、装飾 五 
十 パ ー セントを 更に 一律 じ 一 
ダ ー ス 十五 セントを 課し 上級 
品 無 装飾 六十 パー セント 裝飾 
と 十 パー セントを 同じく-ダ 
スニ 十五 ホン トを 課ず 
(パ) 玩具 セが。 ィド 人 あじ 

例を 見る ご 現 巧を 價 六十 五バ 
1 セントを 更らじ 一個 じつき 
ニ セントを 謀す 
(ニ) 油 曰 本を あ视 わよ び 巧 
商 扱の 大 連の 一 笠 油、 漢 ロの 桐 
油、 南洋の 娜モ视 まも 誤稅さ 
れ るが 魚 池は 現行を 積 二十 パ 
1 セントを を 量 四十 五 パ！ 七 
ントに 引 上る 見込み 

公債 賣買 激减ず 

東 ま 特電 二十 二日 發 n ホ 月】 

U じ 期限 到 ホの る 債は 借換 への 
條化 懸念から 其 曾 買' ロ激戚 して 
巧た ご。 

日銀 帳尻 ミ 金利 

栗 ま 特電 二十 二日 猪 = 發巧高 
は 十一 億と 千と 百で 阳 、を 巧 余 
力 五 巧 巧 S 、 貸 お 鳥と 億 ニ 千 巧 
旧 じして 翌日 物を 利は 六 厘 五毛 
よ b 1 錢！ 厘、 が績キ おは 八 厘 
五 まよ り 一 錢ニ厘 e ある。 

一二 月 中旬 賓易离 

果 を特霉 二十日 發 HS 月 中句 
の 貿易は 輸出 五 千 八 巧 六十 八 巧 
四千 田、 輸入 六 千 一二 十九 方 六 千 
田 じして 差 引 入超は 百と 十一 巧 
ニ 千 旧で ある。 


ジゴ シン トの 

埋髮巧 

西 六十 五 了 目 一二 十 I 番地 
五 年 閒中村 氏 ど お同經 摩と 年 
間 日本人 諸君の 理髪の 經藏を 
持つ て 居らが。 敷穀じ 注意 深 
く 特に 日本人 諸 替を御 待遇 申 
上が。 巧を も 左の 如く 引下げ 
大 勉强。 

散髪 シャン プ 1 ぶび 淵を 

髮 トニック 一巧 

散髮顏 制ら 八 五 他 

散 を 六 〇 仙 

を 補髮ト こツク 一 0 侧 
銜半的 設備 一 こ 方を 御注意 


新 關稅法 ご 

本邦の 巧擊 

涂想 W 上 じ 甚だしい 
ホ 國の厳 入 關稅引 上計 塞は 愈 
愈備實 じな b これ じ關係 ある わ 
が 固は 勿 翰 ごして 棘、 伊諸國 し 
て も 重大視 じこれ が對 巧を 考究 
して 居る 模 横なる が、 郵船 會社 
が 海運業の 立場から 調査した 
こる じよる ど 貨物 どして 約 十 巧 
トンを 失 ふ 恐れが あるが 引 上の 
標準を 憤 格 ど 同一の 約 巧 パ！ 七 
ント どして 盾る こど どて、 巧が 
國 貿易 上の が 擊は實 じ 恐るべき 
ものが わらぅ ど、 大要み のかし 
一、 施巧銘 幽はバ ワィ， ヒリ 
ッ ピン 等が 反對 運動が 强 いか 
ら化乂 本 主の 見込み 
ニ、 課稅 物な 

(イ) 絹織物 現 巧從懼 四十 五 


稽古 目 

火 木曜 午後 九脾 1 十一 時 
H 曜 午を 一時—. 一二 時 

紐 育 柔道 俱樂部 

事務所 西な 111 T 目 一四 化 

クラ — クソン 1 0 1 を 
道場 西な 了 目 一八 

尋れ人 

(宮城 縣) 大橋武 雄 (長 巧縣) 凝 
原 平 人 ■(同) お 伯 猿 雄 ~ 魔 島 
縣) 中が 榮ニ (尉) 渡 邊泰助 (東 
京 ホ) 古澤 武么巧 (化 歌 山縣) 
をぉ甚 之を (が 馬縣) 松 下壽之 
ま (山 ロ縣) 德巧お 一二が 蘇 
本縣) 西が 巧 喜 (鳥 化縣】 魔 勝 
衞 (山 ロ縣) 巧甚吉 (を 媛縣 j 
橫旧 常を (か 歌 山縣) 化 本ゃ吉 
(鹿を 島縣) 國上時 巧 (を 知縣) 
未 化 (長 略縣) 池 旧 內藏吉 
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City Hall Tea Garden 

170 Nassau St. City 
N な t to the Tr 化 une 良 Mg 
Loo じ凸 Manager 


SUN HANG FAR 

2130- 加 A 阳 . 8 吐 12 抓 1 4 巧 7 化 化 . 

お し Monu 面即 i 巧 64 


タ主希 巧 瞎君云 T で 料 諸 腕 
す マ、 上 卒し じへ 目窠埋 君前ネ 
。ィ 日ま繁 ては ばのと をのを 棲 
、疆 す々 居 割 直 チ 巧 差 嗜渾巧 
をは。 御 まるぐ ャの 上がつ 理 
博 霞 ホす 程日プ なげにて 人 
が 頭 ホ。 巧 本 スニま 適日歐 
あ、 の 評人イ 十す す本廉 
A ン 程を 諸 £ みのる 人が 
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DANCING 

411 W .1 巧妃 St . 

Tel. C 加 edral 4408 Apt 3 


TOYO KWAN 

41 に 1 化 h み. 

む t , B '* 巧 4 が h む 8. 

TAIYO Tel . A ! g 日 叫 uin 87 が 

148 W が t 巧 化な. 
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Tel . Iluivers も 巧 87 

まじが 晚なホ 
す 適 日 揃巧那 
淳 百。 すネ ひな 邪 
革サ 朝る 人の 
谋五 H 巧 諸 巧ヌに 


這 ^ を じの T 時理君 巧 ^ ミ 了 */ 
おは 下目を をの 乂タ 巧を * A 
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ソア 
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KINGY 0 & PET が 0 P 

IMPORTER OF 

GOLD 巧 SH 友 BIRDS 

動 其々 を 
物^ 十 種 
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切 k ャ魚 


Japan 

Provision Co. 

け 0 W. お 化 St. 

Te し Endicott 87 巧 



が East 2Sth リ r が ! 

Tel. Leiington 5727 


IKUINE 

Hotel 在 Re が aura 打 t 
313 W.8B 化が . New む rk 

むしむ!) 叫 1 が 78 巧 
Cable Addr 的 s iKlii 化 


Kawasoye Hotel 
1 巧 WmMSShI 化 如. 
M Cathe か al が 1 日 



おも 魚 料 


t 埋 

1 - 

婿 

44 W . 46 th Sl 

Tel . L 帅が时 e 64 り 


國 刪郎が S 

の 4 に 5 が h St 
New York City 

Te し ft が ent 34 扣 -3481 


Tlie なか oCo. 

140 W ‘ 巧 化が， 

Nw Y,rk Eh 
Tel. Trifilear 6559 


S.KUWAYAMAGO. 

114に59 比 St 
New York CUy 

Phone, Regent JJp 



340 W . 5 か h St . 

Telephoncr 
Columbus 8882 
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號 一十 四百 五 千 一 第 


が もを 3 雌な n を 巧を ぶ i 謝 巧 


【円曜 ±】 


曰 H 十二月 H 年 四和昭 



お 話 ブラィス ント 

を ま。 を 這。 を ま 

^ . fr 」こま 1 

が诗重 葛 

が 育ボ函 四十 四 T 目 

.三下 宗委 二階) 

JAi 男 ご M ご 互 P A 再 養 
ミミ We たを h ぎ N . 三- 
旱置 ミニ 8 品 


を燒 

ホ じ 御 料理 


ま 那巧理 

が 魔 茶園 

司 理人窟 蓮 
お 勤の 方 じは まな 
の 街 便利 じ 購へ巧 
間を 巧の 御用 じ應 
や V く お 閱巧卒 巧 
す變 おを 立 底 まな 
お 上 御 案 巧 申 上 揉 


舞 磯 個人 ぉ授 

マ 社を ダンス A 

▼ま 情み 操 A 
朝 十時ョ ，巧 十一 時 

シ ヤジフ •ダン シ 

ング飽 範學按 卒業 

上衫 タマ 


巧お呂 なる ホ 辕固胞 じ獲資 
なる 磯 業を 巧旋す 

宮川 事務所 

紐 育 ホ 西 四十 ニ 了 目 巧 ホ 一巧 
電 'とと 八と 

話 フラィ アン 奚 化? 

{ - ! こ - 1 I - 

煎餅 聲小賣 
豆腐 油 撰 

日本食 料盧 一切 

0 旨 己 累 Rice Cake r ? 

8 まゴ ird jur 
Tel.Plala 巧 ニ 


高等 御旅 溝 

東洋 舘 

會廢御 料理 


御 料理 雌 fk 

太 陽 

ま 巧 巧 日 あち i ず 


巧莱隨 域中必 、綴 領事 お、 H 本 
郵船 其 化 銀 巧 大會社 近き お 巧 

桑 港- T パ ホ テ 八. 

純 日本を (精が 巧 あち) 

御 一報み 窠自 載单御 巧迎申 上ち 
ロニ 呈 ifornia St ., San Friiss _ C 己 if . 


レ タトルを 

Np 旅館 

30 タ巧 f Ave. so. Seat ユタ wsh. 

巧を 巧 前 通を へ ニ T 左側 K 階 建 
日本 巧 お 切符 取 巧 波 戸 場 送迎 


ザ 上 金魚 巧 

笠 8 芭妄 A ま. _ N ミ Ifofk 妄. 
さ 0 ミ 百 ixle 973 巧 


營油齡 gisl 雜 I 白米 
日ネ 米 離 食 巧が ii 離 

巧 田 巧 油 巧 ま會化 巧が 一手 巧 巧 店 

已 本襄 品商會 


ければ、 をれ がた だ 珍ら しい ご 
云 ふだけ な 外柯 等の 輿を も 引か 
や、 終には 全く 觀られ ぬ じ 至る 
を 憂 ふ。 音評タ 謝。 


日本 理髮舘 I 。 

西 四十 H 了 目 再 番地 ニ •宮お 室 号 j 

1 二階 〔第 六 街に 近し レ 


化 業廣吿 

例が の 湿ら 當み 休業 仕 候 

御菓子 铺 松風 辟 

迄 W . 雲 F 芸 


绵 S ぉ稽ホ 

御が しい 餘暇じ 巧 ども 言への 
淨瑶璃 の 趣 ホを 御 賞玩 被 遊 度 
皆 樣の御 ホ 遊を 歓迎 致し まブ 

野澤 まち 

116118 W 1 呈 h S 三 iji 
Tel . llnivers ぞ夏 98/ 


化粧 爲卸贊 I 

五味 商會 

W E . ニす St こ N . W 百な 

T を芭 uyvesan ニ 745 


提 0 蒲炼 おいしい 攀繞 

會席 御料 埋 

晝 食は ホ廣へ 

叮喀筋 巧 蜜が 大勉巧 


御旅 舘 河 添 


割薦 並に 御旅 舘 

お 蘇 培 巧 

与 拳 兄弟 

巧巧ホ西八十^|^了目一ニ 一 一二 
« おス 々イブ？ と乂 ニニ 


紐 育 唯一の 日本ち 貨店 

巧 桐 兄弟 商會 

スマ ド プ W グクッ 一ず 巧資元 


日本を 巧 お 

日本 雑 货巧 

書 巧 巧 雑を 


每タ九 時 迄巧柔 
メ 1 グ アドレス 〔年 一巧 

東京 巧會 

トブン ク巧 ちます 
をを のをを b 


を 壽司辨 當御注 义じ應 じます 

木が 屋 

當をザ お 巧會氣 が 
電話， I ミ？ 八 五六 八 


木 巧 外一 ミン グ 

ニ 07 3 rd live . 呈. 芸己呈 ぎを £ 
ジ I ちす ミす 巧 nt 苦 27 


•御 下宿 喜樂 

元黒歸 旅館を 良直藏 
養 H 雪 Sh, Bro 童 タ N. Y. 
ジ三 志賣治 17 


ステ ムヒ^ ト 

八ツ トブタ ランニング 

邦人 クラブ 自ぉ亭 

置 Sands St .すき klyn - N . Y . 
Tel . Trian 狂 e 7475 


▲淸 が、 親切、 お樂 =1 ニ 錶マ 

勢卿纔 

が 巧 事を 久躁を 作 
援 5 巧. 冀 th Str ま t 
Tel . II 品 ま t M 這 9 


住 旧旅鑛 

館 ま 住 旧キセ 
i 墅 i ミを ぎ 宴 養 an こ 351 


一力 旅館 改め 

帝 國旅簾 麵龍 

1 轰 W . 京 ih SI New ご rk 
Te 三 Juetlarlna 8610 


紐 育 旅饒— みみ St 

を 四十 T 目 ニ 旧 ニ 蚕 

Tel . 墅至呈 ia 巧？ 4 


ボストン ホ 

富 ± 旅舘大 浦ホ极 

妄去 ister St . Boston 宝 38产 
す 三.： 奇 5 

費府 鄉旅鑛 

桑山淸 五郎 

さ 8 を 量 害芭 .さ iladelphia Pa . 
ぎ Wainu 二な t 


日本食が 品 類 ぶが 雜貨類 却小賣 
陳么素 大賣挪 桑 山蘭會 
新刊書 籍雜誌 小間物 ni 用品 各種 


メブカ 人 じは 歡 返される" も 知 
れの も、 もう 少し ポ ィン 与ポ 
'ント を 大きく 或 ひは 長-、 描窝 
したら よい かご 思 はれた 一 背景 
か あまら 大きく、 はつき，' 寫し 
過ぎて 中必 点を 捕捉す る.-: 骨が 
がれる 嫌 ひの ある 點もあ 4。 

話の 筋は、 父子の 愛を & 組ん 
でか 當重 いもので 、ヵス-! は 巧 
れ もよ < 恃勸： 出で、 日 41^ 人 じ 

不 償れ の デ エス チ ユァ！^ 仲々 
-< 演じ こなさいて 居る、 總じ 
て 相 嵩よ く お ホて 居る 寫其だ 一 
思つ たが、 0 上の 他 じ、 遲の上 
じ寢 たら、 坐つ たら、 洗 巧のと 
- ろを なせた 5、 又 父の 烏を た 
た < 所 なでは、 留慣の 相 巧 上 止 
むを 得ぬ どは 云へ、 ァメ 。.々人 
じけ 寧ろ 不輸 快の 感じを 苗 させ 
る だら う。 - 
『ぬかるみ 小路』 は 『人？？ 化の 
姿』 にじ 比して 失望した、 筋 も 
ホ 化 だし、 寫しホ も 一体 ず 化 
だ、 をれ じ 婦女子が あん ゎ I た 働 

いて 屠る ごころ を 見せる の 一は、 

ァ メジ々 向きでは ない、 棘^ じ 
扮 しね 鉛 木 すみ子は 、よ/於 じ 
てち るが、 をの 動作が 余を じ、 
こま こま L 堪 ぎて 居る、 扛っ少 
し 余裕を つけねば ならぬ 仁 一 ころ 
が あるだろう、 ぞ屋 のホ縷 一の 採 
- ホは よい ご 思つ た 0 
兩寫眞 を 通じて 感じね d は、 
大みァ メタ 力 式の 寫しホ じを 響 
されて 居る 点が ある、 をれば、 

ご < 眞 画 目 じ 紫 張' して 居を ど- 
ろの シ ー ンで 急に 觀 をを-レラ 
.クスさせる ため、 た わい もな 
い 事を して 笑は せる 事 でんる。 
例へ ば 『人の 世のを』 の中モ 「お 
みつが 興奮の あまら 側 じあ I つ わ 
卵を 手で つ ふして 嘗める が や、 
まね 『田 かるみ み路 J では、- 興の 
葬式 じを の 子供達が 位 碑を W つ 
て 喜ぶ 所は、 那氣 がない タ みへ 
は をれ まで だが、 巧々 日本ん の 
位理狀 態とは、 しつ < b 会は ぬ 
"のでは なから ろか。 

ジョ！ クを 入れる の もよ いが 
-れ は六ブ かしい 問題で、 人 1 程 
場 巧を 選ばね ぼなる まい、 去う 
でら，；： > ければ、 寫眞全 ホの フ丰 
1 リングを スポィ^して 一 j まふ 
『人の 世の 姿』 で 家鴨を 盗む とこ 
ろは よいと 思つ た。 

御大 巧の 實寫は 自由 撮 藍を 許 
されて 语らぬ ご 云 ふ 点 もんら う 
が、 素人 でら 撮れる 化の 巧 度の 
もめ だ、 要する じ、 これ どけで 
は、 H 本の フキ グムじ 就 r の批 
評は を ホ 《 かも 知れない が、 ま 
だか 國の もの じ 比し 數 等ぶ 遜色 
が あるだろう 、こどに 外 風へ で 
。出す ものは 余程 寫眞の 撤し方 
じ 注意し、 入れて はなら 0 もの 
をが ホせ ねぶなる まい、 『人の 
世のを』 の フキ 火ムが 外ん じ ザ 
威され じご 云 ふのを、 を； d がね 
めでは。 からう か、 をう P もな 


「我等の テ J — J 藤 原義 江 

目 本ぉ謠 獨唱會 

期自 一二 巧 二十 セ 日 〔水曜日〕 

場 巧 エン ジニ て ス •ビルデ \グ 
曲 三 一十 化 T 目 二十 九 番地 

入 瘍料ニ 弗 〔本社 じて 取义〕 

な 約 著の お 需じ應 じ 席の レ ザ 
i プを 致しまず 0 




歐洲 大戦の 勇將 

フ オシ ユ 元帥 逝く 

セ 十 セ歲を 一期 r パリの 自邸で 
最後の 言葉は 「さを 進まぅ」 

パリ 二十日 發 H 歐洲大 
戰じ勇 あを 轟かし 更らじ 
聯を國 9 總 指揮官 どして 
活躍し を 世界人 ょら 敬慕 

の 的 ど a つた フランスの 
元帥、 陸軍 大將フ ァグ デ 
ナン ド* フ オシ ユ 氏は 先 
般巧持 巧の ふ臟 病の ため 
じ 臥 巧し、 爾巧 容態は" 
■5 進 一 退し つ {ぁらて 柯を 
じもと 十と 歲 5 老 敵では ぁら 近親の 人達 も將 軍のを 態を 憂慮し 
つ {ぁつたが 、遂にを 夕 六 時、 病 俄かに をら て 白玉 樓 中の 人と 
なつた、 お 軍 逝去の 報は ポァンカレ ー 首 化' ょら 議會 に報吿 され 
滿堂 起立して 肅が S してを 將の奥 魂を おつた が、 フランス 政府 
は. 元帥 生前の 期に 報 ゆる 息 ホで 破格の 國葬禮 ぶな つて、 ホる H 
曜日の U 沒 よら 月曜 H の葫じ 直ら、 元帥の 遺 おは 武運 赫 々たる 
バリ 測旋 巧の 無る 磯 ± 墓前に 安置し、 上は 大統領 よら 下は 一般 
庶民が 吿別 する こごに 决 した。 



I 千 八な 五十一 お 十 巧 ニ ロ、 彼 
I よ， CV も 一 歲め 年下で ある ョ フン 
h 冗 帥の 誕生 化に 化い タ ー ベス ど 
j い ム田舍 じ 生れた 0 ホ、 今 りの 
I 武 動を 槐 して 

I 他界 ずるに まるまで フオ 
一シユ 元帥を 一貫し じ ものは 『動 
き』 であつな、 彼は 徹頭徹尾 巧 
動の 人で わつ た、 地界した 去る 
二十 H の 午後、 元帥は 珍ら し-、 
も 窓 側み お 椅子に 坐 b 如界 のを 
氣じ觸れ；：*がら、 ぁ親者ご快談 
して 居た、 をして 元 邮の撥 床が 
出 巧た どい ふ帮 知を 聞いて、 將 


軍は 『でち や-つ 進軍す るかな』 
ミ 云つ て 立 も 上つ た、 をして 元 
がは こ 0 1 語と 名 媛ら ごして 化 
界 したので あつた、 元帥は 巧に 
して 學校じ 人ら かけた 頃、 一を 
は メッズ じ 移つ たが、 恰 から 普 
獨戰爭 が突發 して ドキブ 軍の た 
めじ 揉鹏 された ので ある、-- れ 
の 巧 この 少年の 必 じは ド キブじ 
對 する 報 化必が 常にを 頭を 離れ 
中、 殊に ナポ ピォ ン胳 軍の 幕僚 
であつ た將 軍を 祖父 ごず る 

彼け でう しても 立派な 軍 ~ 
人 じなる 氣で 年々 の 頃から 算術 


じかけ ては 巧を ないた 成績を 見 
せた、 而か もこのを 留 少年が 恨 
み 重なる ド十ッ 軍を 柏手 じして 
戰線じ 立 も、 ホ 素ち 巧した 戰術 
の 理論を 實 地に 試した のは 正 じ 
千 化な 十四が、 元邮が 六十 四歲 
の 頃で あつ わ、 フ オシ ユ將 軍が 
圓內的 じ 名を 祟げ たのは、 千 八 
百と 十五 年に 陵 軍 中佐 じ U つた 
ので あるが、 をれ までの ± 官學 
校 等 じがけ るが 綾は 巧して 優秀 
な ものでは なかつ た、 千 八 巧 九 
十六 年 陸軍 大挙 じあつ た 頃から 
陸軍の 戦術に 勒 する 識見は 漸ホ 
認められて 一時は 大學じ 

戰 術を 譜じ 五を 後 じけ 野 
施隊 をの 他ド轉 々どして 千 化 巧 
と 年、 時の クレマン ソー 首相よ 
らして 陸軍々 縣の 資格 ごして 十一 
官學 おの 校長 じ拔 躍され たちの 
である、 これ， な將軍 自身 どして 
も 思ひ掛 ない こどで あぉ、 强く 
固辭し _ たので をる が、 虎の クレ 
マン ソ ー は 樂タの お 補を かり 起 
る 暗 圃を排 巧す る 意 ホから フオ 
シユお 軍を 斷が VJ して 校長 じ 任 
命し、 當 時の 圃內政 ホを 騷 がし 
たも 0 である、 彼は この間 じが 
て 戰爭の 原則ぶ び 實際じ 駆した 
ニ ま 述を發 表しを 外國 語に も觀 
譯 された、 耐 して フ オシ ユ 元帥 
の 名が 

'世界-し 輝ぃた のは 實じ歐 
洲大 戰を跃 した 關ヶ巧 ごも 云 ふ 

べき マ ー < の 戦 ひじ 於る 3 フレ 

元帥 ど 共に 擧 けた 殊 動で、 腐 軍 
は 半ば 傷いた + 二方の 手兵と 共 
じ 二十 巧の 優勢なる ド キッ軍 £ 
教抗 しを じこれ を擊 破して ドキ 

め 音 じ わび やかされながら、 を 
を 甘— ブを かたに 大きな ホを ひ 
きつ i がを 過ぎ おかん ごして 居 
る、 彼等が お 互た はげまし をつ 
て 巧って 居る 化必 'か曳 巧は、 聽 
(人 じよつ て 勇 主し い 揉 じも感 
せられ、 又 やるせなき 一穂の 哀 
愁を帶 びて 居る やう じ も おはれ 
るで もらう、 河は 窺 魔の さ/. や 

きの やう じ 靜がだ ホ ごを う 

しての 人の 一 滞は、 ョ ィショ ョ 
ィショの 掛聲 をかず かに 媛して 
ホ 第々々 じ 消へ 去 クて巧 （ので 
る。 

♦この 外當 巧は アンコ ー アじ 
は 昨年の 音 樂會で 好評を 蹲した 
雀 V 一 烏、 化ら れて をの 他を 歌 ふ 
こ W じな つて 居る。 

藤 お 氏は 恐ら < 今明日 中 じは 
カリフ オ^ ニア 州 3 ら 到着す 
ベく 當 巧の 伴奏を ち 目下を 衡. 
中であるが、 春の^^じふさわ 
しい 獨喔會 ミして 4； 常 じ 期待 
されて ゐる 0 

懇親 舞踏 會の 

前景 氣 よし 

旣報 のかく 紐 育 日本人 會化會 
部 ま 催 懇親 舞踏 會 はが 週 二十 九 
31(を曜曰}牛を八時よち西五十 
ニ 了 目 S 百ホ番 パ— ム •ボ ー デ 
ン じがて 謂 かるべ （常 巧は 踊る 
人 も 蹄ら 口人 も 老若ち 女を 間は 
ずを の 一巧を 幾し （迅 ごず 計 蕾 
でな 巧の ホ 込を 到の ち樣 である 
をで あるが、 余 輿は 目下 巧涉中 
の もの/' か、 パラ マ クント 劇琪 
の 名巧シ H ブ ー 壊 も 出演を 諾し 


ッ 軍の パブ 侵入を 巧 止した 時の 
こごで、 彼は 當時 『巧が 右窠は 
擊 破され、 ぶ 冀は擊 退され たれ 
で 形勢は 頗る 巧く、 余は 中央 軍 
を 率いて 敵を 毀 破 せんどす』 ど 
いふを 鄉大 おの 『巧國 の 興廢こ 
0 1 晒』 ごも 等しい 歷 を 的 G 巧 
吿を なしを 化界を 驚嘆せ しめた 
もので をる、 お 軍が 歐洲 大戰の 
たけな はなる 時 じがて 

遂に 聯を 軍の 總搪 禪官に 
なら、 舆米佛 白の 聯を 軍を がー 
した こどに よら、 遂じ强 敵で あ 
る獨懊 軍を 撃破し、 ドキッ をし 
て かを 乞は しむる じ まつた こど 
はを 名な 話で、 戰後 元帥は 了メ 
リヵの 舊 軍人 團 ょら 招かれ 千 化 
巧 二十 一年， この ニユョ ーク巧 
じ 上陸、、 と 週間 じ 直る ァ メリ 
力が 地への 旅 巧で 熱 巧 的な 歡迎 
をを けた こどは 世人の 尙ほ 記憶 
じ 新たなる VJ ころで ある、 戰壌 
じ 於け る この 勇 ± もを 庭 じあつ 
ては 秘め t 無 邪 氣な好 爺で あら 
頗る 敬虔なる ヵトリック 敎の 信' 
者で、 勒 傷：， i ももても ■ 

敎會詣 ゎを 怠ら ミ 一日 

じ】 度は 寺を 訪 ふて 精神を 磨く 
ごを ふま こど じ H 本のを 武± じ 
も 似た 風格の 持まで 元邮が 唯一 
のか 息で ある ボ 1 メン •フォン 

ユ は大戰 後が もな <歐 洲の戰 塔 
で 立派な 戰 死を 遂げ、 を將 軍の 
余生は 恰も 故 乃木將 軍の かく、 
まこと じがし いもので あつた、 
最 あト！ キ！ じて をのを を 現は 
はし、 フランス語で アメリカ人 
じを いさつし ねこ VJ は、 遂に 我 
尊を して 元帥の 風貌 じ 接した 愚 
後の 思 ひ 出 つね。 


名阪 を ホ 氏 ニみ 鍵の 巧 愛い らし 
レ f - — ダンプを ら邮 へる こご--' 
なつて 居る、 巧 ほを •ハ！ ム •ガ 
■■デンは 劇壌隘 域の-中 必 じあき 
第一流の ボ 1 グ • ^ — ム である 
から 誰 人に 街しても 失 鶏させる 
憂 ひは な < 、バグ コニ ー の 化 憩 
まも 自由に 化 用 出 巧る 化 組 VJ な 
つて 璋 る々 ら 、會 員で をる ごな 
いごを 問は す 誘 ひを せて 巧會を 
歡迎 すを ど當時 まは 語つ て 居る 
當 おの 委員長は 河 添 村を さん 司 
會 者、 會虔 委員 等も大 肌ぬ ぎで 
準髓中 W ある。 

讀 をの コラム 

日本の 映 轟 

M •赶 •生 

『人の 世の 妻』 r の わるみ 小路』 
並びに 御大 典實寫 等を 見て、 素 
人 眼に 映 じた ニ 一三の 威 想を 述べ 
て 見たい。 

最初 ジヤ 户ン •ソ サィ ブィで 

催した 『人の 化の 姿』 を 工業 惧樂 
部で 見た、 寫眞 はを 卷を約 半を 
じ. 娩 縮した もの だを ぅで、 を般 
は みらぬ が， 寫眞 をのら のから 
云へ ぶ、 美 < しい、 二 ー トな、 
こぢん 主ら した もの だ、 音 築で 
云へ ば、 ラブン 系の ィ タブ ー や 
フランスの ものを 思は せらる、 
しかしを こじ 深味がない、 太い 
線がない、 墨繪の 樣な咸 じがす 
るが 然 かし 別に、 これと 云 ふ 持 
殊な 意味 をら たらさぬ、 ほんの 
表面 だけを、 うは ばし つて 居る 
氣 侍ち しかな さなかつ た、 或 ひ 
はこん な柔 かい 寫 をは、 寧ろ ア 


テ- >1 藤 原が 歌 ふ 1 . 

已 本 民謠の 夕べ プロ ダラム 

シ シリー や ロシアの 民謠 をを み 


ホる 二十と H 〔水隨 日〕 午後 八 
時化 かよら 目 本人 じは お 馴染の 

深-* で ンジ ニァ 1 ス •ビホ デン 
グのォ ー デトブ ァムで 日本が 生 
ん だブノ ーのビ 々一で ある 藤 お 
義江 氏の 演唱會 が 開催され る こ 
どは 屢 報した 巧で あるが、 當巧 
のプ 0 グラムは 左め 如く 岡 巧が 
最も 得意 どす る 日本の お 謗を 中 
むごし、 る シリ^の 珍 らしい 民 
諸 等 も 混じられて 居る、 確定し 

た プログラムは 左の 通ら 

第 I 部 

歌劇 『ロー ユン グリ ー ン』 よ b 
歌劇 『マノ こよら 
第二 部 
力 やの 木 山 一 
二十 S 巧/ 

诗 ちぼぅけ^ 山 旧 熟 作 

靑い ご 

梅は 吹ぃた か I 

第 S 部 

荒城の 月 髓废 太郎作 
山山 觀作編 
沿り か 小 松耕輔 
がの 巧 杉 山 長 各 失 
す！ きつ ぼ 山 田 耕作 
宵 待 草 をを 亮 
がをお さめて 中 山晋平 
第 四骄- 

アム ブ 、アム ブ 〔シ 、リア 

の民謠 よら J .サデ ロ 


力 ラゲ アン ロラア 
ソレントへ 歸る 力 八チス 

ゲォ グダの か 巧 

ン ヤタア ビン 編 

♦この 中 宵 待 草は 竹 久夢ニ 氏 
のか 詩、 タ忠亮 氏の 作曲に なつ 
たもので あつて 

巧て ど 暮らせで 巧の 人を 
宵涛 草の やるせな さ 
今宵は 巧 も 出の さぅな 
この 小 巧は 夢 ニの ホ喝集 じある 
優れ K もの、 一つで、 一 ど 頃 京 
阪地ホ じ 非常に 流行し、 モ ダ、 
ザボ 連中な で 巧を 整列して 巧 ひ 
ホいた ものである。 

♦お 子 頃で ある アムタ、 アム 
リは 伊太 ホシ シリ ー 島の 田を の 
一本道 巧な き 巧は るか ロナン チ 
マリア. の 馬子さん がいね むらし 
ながら、 巧 やら プッ ブッお 馬に 
小言、 馬は 馬子さん の おおを つ 
つき、 柯 やら ムニ ャ ^ 小言を 
返し、 のろら-.^ ど 六本の 足は 
一向 じは かで る やぅ じ 見へ ない 
とい ふ、 攝 めて ユ ー モァに 富ん 
だもの 

♦ダォ が. ダの ホ 巧に まては シ 
ャリャ ビン じ 巧つ て搞 曲され た 
天 F の あ 曲、。 シァ 大陸を 南 化 
へ かけて 流る i ゲォ グガの 大河 
は 夕 裳の 巧 もや じ 閉ざさ れんご 
して 居る、 今し も 疲れ 巧つ た 一 
おの 囚人を が、 看ず 人の 荒い 鞭 
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賣 度け ジ 及バ 7^ 

ト ヘブン • 々ネ チ カット 帅 。營 
業 期間 五月 中旬ょ b 十ち 終 迄 
五ち 巧み 6 の營業 葵を 要す。 相 
當の收 入を 6 。 希埋の 人は 左記 
のん じ 至急 御 相談 血 も 度し 
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東京 商 會特告 


で 
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メ ー ルオ I ダ I I 

を 御 利用 願ます， 一 
東京 商 會は一 册の雜 誌で も 一 
一 瓶の 醬觀 でら、 一斤の 陳ー t 
でも、 一服の 藥 でを、 巧ん 下 
も 御 注文 巧 第を もじ C •0 
一 」， て ます 

を價 表、 巧 品目 錄御申 越を 
送らます 

價額 勉强、 發送进 速、 多ぶ 
不係 御用 かを 乞 ふ 
お 巧 配達 仕 候 

馨 東京 商 

140 W - 雲 ざ N. Y 
ぎ臺 臺ニ甚 
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賣 家け チ：々 

四十 扔 のな 趴、 停專 
育 巿迄廿 一二 嗤 、中央 
を立學 校、 商店 じあ 
麓 所は 吾 己 bury, 广 I . を 
互 rs. souths 写さ ， 442 
舌 男 ibu ご ， L I. を - 


サン •ホ 
ジ 付、 

_ 摄 じ 近 （紐 
區域 じて な 
化て 便利 
硕は 左へ 
一 ！ Vint す さ St. 

ぎ t 夏 雲 


夏壤 スタ \ A ド 

ウス ストへ フン- 

クのお 巧なる 夏壊义 y シド、 貸 
渡 X は權巧 譲渡 孰れ！ 一^ても よし 
希望者は 左記へ 御 巧！^ がれ 

K. T 岂产 1 言 W. 岩 Jd stby 


料理人？ 巧！； Ui 

び 料理法を 敎授 ず、 新味^ 設備 

三呈 T 画 一 I 

S West 27 th St cor. Bidi N. y. 
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羅府發 桑港發 

(午を 二が 化 (正午 化 机〕 

西 比 利亞化 四月 五日 四 巧' 十日 
大巧 乂 四月 二十日 四月 廿 四日 
天洋 かお 月 一二 H 五 巧 八日 
これ あ 乂五巧 十と 日 五月 廿 二日 


® シアトル 出帆 (午前 十 時 お 帆) 2 
伊を 化 四ち 一二 日の 
靜岡义 ぶ 月 一日 g 
巧濱化 お 巧 十五 日 N 
一二 島乂 六 巧 十五 日 的 


® 渝敦资 日本 巧 出 祝 

鹿 島み 算み日 
箱提か 覺丰日 
颠訪み 貢 四 B 
A 窥育巧 腑巧奈 馬 M お 日本が 貨物 燃— 巧 二回 
A 踰絡取 お 0 弊社は 缺洲 巧、 南 来 巧 並に 芭奈馬 
經 曲た ぞ律岸 巧を 漁 紙 脅 胜ミ辖 約 ぞリ乘 城 切 
巧 等 萬 事御德 をに 取 計 ひ 申 上まず 
▲米 國鐵道 切が、 寢を券 等 も 御 便宜に お 計ひ审 
上まず 
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シアトル ぉ贼 (午前 十 時) 
あら ぞ なか 四 巧 四日 
あ ふらかん 四 巧 十六 日 
ば リブ か (か 渚が 奶) 巧ち 廿 A 日 
ヤ 一等 横濱 一九 五 巧 一 

但し ばりす みるん どんみ は 一 立 五 巧 
►一二 掌 B 本 斤 五 五 弗ぎ 室 大を遣 家族 室 
▼御を 望に 依り 一等 割引を 沒切 巧を 巧を 巧 お 

ロスアンゼルス ぉが (お 後一 ニ 時) 
i じら 化 四丹廿 よ 日 

もんて びで を 化 六ぶ 一日 
► 1 等 橫濱 ニ一ニ0巧 巧はわいみきレ^を奎巧 
▼辖別 一二 等 日本 行 五十 化萌 ▼一二 等 日本 巧 直 十五 巧 
►ホ 港羅ぉ 巧漁牽 切巧寢 臺务强 入®®^ リち 
►紐 育 線 パナマ 經由 日本 ぞ がが 貨物 3^ 月 一 固 


一す T: 
な乂 


陶 嚴器雜 貨卸賣 


春 田蘭會 


日本 陶破 器雜貨 
ラ厶 プ卸賣 


奈良 貿易商 會 


|献 日本 ドライ グ ふ蘭會 


H 本陶 黑雜货 
ドライ ダ' — ツ 卸販賣 

I 航残木 桃 ホ 組 


賣虔 タ年 經營ぜ るち 利の 

チヤ プ スイ ランチ j 主人 歸國 じが 

至急 讓渡 度し を 棚^ 左へ 

Ka 唐 宝 Bi- llfl. す g 呈 t 34 岩 


T 寧の 巧 刷と 精巧なる 化 上げ 

時日の 迅速と 確實な 校正を 保証 

巧 刷は 紐 育 新報 社へ 

電話 ワトキン X ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違^な く 新報へ 

お內西 十と T 目 十 二番 十 階 目 




東部 じ 於け る 巧 字 言論 機關の 
ー權 或、 吾が 新報を 讀 よぬ 人な， 


廣吿は 紐 育 新報へ 


本 店 大阪化 濱五了 目 
な 育ま 巧が 育ブ C I •トウ 五] 百 四十 九 巧 

• 懿 住な 銀 巧 

お (東を、 橫濱 、名 古屋 、京都、 神戶 、岡 山 
尾 ノ ぉ、廣島、吳、柳井、下 ノ 顆 
がま 庙 (巧 司、 ホ 倉、 若松、 博タ 、乂留 ホ、 熊 本 ま 
本国 巧を、 撒 里 送を 等は 極め 
て 御 保 利 巧を じ 御 取扱 可 申ち 


ネ巧 朝鮮 まが 

ミ 巧 出張所は 日本 巧 化の 樞要 都巿 ，巧鲜 
滿洲 、支那のを 地を び 浦 结巧德 

朝鮮 艱巧紐 脊曲張 所 

か 固爲替 一般 银巧 業務 精々 お 馆利じ 取 巧 可 

至 お 


藤本 證券 會せ 

一般ち 憤 莊をノ I 買 買、 引受、 募集 
▲金融、 並 ニ之ュ 關スグ 一切 ノ業巧 

S 藤本 ミミ.-？ 銀 巧 

紐 育 お 張 所 


觸城黑 、雜 貨卸寶 

森が ブ ザ ー ス 


婚ち ^ 碰 器 

ラン 尹 及び 笠 

太 洋貿景 ホ會巧 

ま店ボ 巧を、 ポストン 


ホ解决 の 儘に 殘 された 

會舘 基金 處み 問題 

日本人 會 理事 例會じ 於け る 論議 


な 育 日本人 會例巧 巧 事 會は去 
る 十九 H 午後 六 時半 料亭 都 じ 
がて 開懼 された。 晚餐 後を 信 
會長 議長 おじ 着きを な 子 書記 
長の 点 ゆ あ 6 出席 理事 定数に 
達せし じ 化 b 議長 開 會を宣 し 
書記長、 前會の 記錄を 朗讀し 
巧で 會務 報吿 あら ニ I ニの 質 巧 
後 承認、 會 ，計 報 吿は岡 塚副會 
計 二ち 巧の 報吿 をむ し 承認 さ 
れ 、夫よ b を務部 報吿に 移り 
水み 委員よ b 學ホ 懇話 會を開 
< 件 、外人を 還を 通過の 件を 
報吿 し、 商務 部 委員を 化理香 
西 委員よ b 小 資本 獨ホ 經營者 
の 調 杳じ顏 する 報吿 あち、 風 
巧社會 部を 員を は 
ホる 二十 化 H をのて 惩親 舞踏 會 
を 蘭く 件、 子供 •ティ 開 婚計畫 じ 
願聯 しを お 部 ご連絡して 學生作 
お 展覚會 を 開 < 伸 等を 颖吿 し、 
お 所の 選を を巿立 博物 舘內 のメ 

モ ジアが ホ— ルと ずる 件 こがき 

目下を 渉 中なる 旨を 報吿 し、 共 
濟部 委員長 巧理鴨 井を 員 よらを 
子患么 助、 福 井利 刀 治、 橘を か 
みが、 佐が 富化吉 、故 淸木政 雄 
_ 諸氏の が じ 就き 巧吿 あら、 草 信 


千 九な 二十と 年 四巧熙 催せる 
定期 總 をの 巧 講じを き 會舘基 
をはと が 慕 集 促進の 見达 なき 
もの ど 認め 會能 基を 應寡 まの 
承諾を 得て 之を 特別を を ごし 
時宜 じ應じ 有意義なる 方途 じ 
使用ず る 

のま 張 U もど 吿げ 、質問 應答 
ぁ ら、 江戸 理事は 委員 會をお 
の 報吿を 是認 t 、 適當の 時機 
じ 於て 會絕 建設に 巧 力すべし 
ごの 勘議を 提出し 賛が 者を b 
巧 じ 織 田 理事は 少數 意見のを 
當な るを 認め 速 かじ 處を をな 
すべし ごま 張 C 、 水 谷 理事の 
賛成 わら、 風 間 巧 事ょ も 
會館 基金 巧 題は 特別を 員會ホ 
じ 理事 貪に がて 愼ま 討讓 せる 
もま だ 千义巧 二十と 年 四 巧 十 
六 H 定期 總會ホ 議じ依 もて 要 
ホ せらる i 截定 をな すの 時 磯 
じ ホす ご認 むる じつき 會舘を 
をは 別途 存置し 利殖の 道を 誰 
じ將來 適當の 時機に 於て 理事 
會は 巧び を總 會み議 のま 旨 じ 
基き 適 當のホ 法を なて 之が 講 
究 をなず i '/ 

の 勘 議を提 おしを 西 理寧其 他の 


會長 をを 員を ごする デフ テ 9 ャ I 蒼 成 あら、 水 ザ 理事は 會舘 基を 
豫 巧を 員會 はが 衛ホ局 ご 協 岡し j 問題の 沿革を 熟 レ、 該問題は H 
て豫 をの 巧 戴を 執らつ i ある 由 I 本 乂會の 癌で！ © るから 化 際 時 H 
一を 報吿 し、 夫 i ら豫て お 題 ごし j を 徒 おせず 謝^ 切開手術を 施し 
I て 注 怠せられ つ S わりし 會舘基 I を 患を 斷 つの 必要を 論じて 風 間 


おおみ 間 題の 報 吿じ移 6、 村 岡 
I 委員長ょ b 報吿ぁ b 即も 委員 會 
I 多數の 意見は 

曾 館 基を を 俄然 ごして 存廣し 
適當の 時機 じがて 之が 促進を 
謀る i 

どな b 、 該 委員 會少數 惹見ど 
しては 


巧 事の 動議 じぶ 對し同 理事の 反 
駭ぁ 6 、 討論 おお 採み の 結. 果 
風 間 案 タ數を 巧て 通過 可决 し、 
ニ 年な ホ 未 解 巧の 廬 ごな b ゐた 
る會 館を を 問題は 化然ホ 解み、 
ホ處 かの 儘 ど U るに 至つ じ。 最 
後に A 退會覆 か： 帮吿 をら 殷會せ 
るは 午後 十 - が 半。 


同情ず ベ 

窮 巷の 同胞 

妻は 極 巧の 神経衰弱 
か 巧 西 四十 五 T 目 五が 一二 十四 
を じト おしつ i あるか 歌 山縣人 
を巧兽 化吉を ホ 妻の 窮 精を 見る 
じを び やどなし 近隣の ホ 人 よら 
巧社會局 へ の注意あち赏巧同局 
慈善 課よ b 巧に 紐 育：！ 一本ん 會の 
協力を ホめ て ホむ 事 賞が める。 
右な 別ちり 本人 會 理事 會 じがて 
共濟 部よ ら報吿 された ので 目す 
が 盾の 急を 救 ふべ く 盛 力 中で あ 
る。 右 佐 野 巧は モ化丹 立 四を 當 
時來 紐し、 當 時の お 會雜誌 じは 
氏の 英错 謀满 などを 揭 載せる i 
も あ b 、 商奔 師範 學 校を 卒業後 
敎 育也 理學を 專攻の 持め 渡义せ 
る 人の 由。 るが、 ホ 紐 後 义人ご 
お婚」 て 家 磨を 持 も 一時は が應 
じ 盛らして ゐ たが、 事 志 ご 違 ひ 
- おじは 窮 をに 入ら、 ラム プシ 五 
1 ドの製造職エご；：^らしも妻女 
はなをお ひて 械 度の 神經 衰弱 症 
じ陷 b 、 か當 巧よ b 紋織病 おじ 
送らい ごせる がを 巧 氏は を秦ご 
別 る ！ を悲み 懲請し て 树棲し つ 
つ ある 巧 自身は な 御の リヨ I マ 
チ スを錢 して 職を 失 ふの 己むな 
.き 狼 柏 じ 立つ 巧 じな つたので あ 
る ど 云 ふ。 間 氏は を 育み 出身 丈 


け あつて 資性 謹 巌素巧 端正の 紳 
± であるが 、蕾 年 時化には 內田 
康哉 化な で、 も 知己； 間柄で あ 
ら 在が の 先輩 中に 舊 知の 人 もを 
る 由。 因 じ 理事 會當巧 一理 事は 
おじ 慰問 金の 傅 達を 共濟部 K 巧 
して ゐた 0 I 


ホ國 上院 發案 

送還 法 要領 

所謂 外人 送還 法け クゥ リッジ 
大統锁 退化のを 日 著名され 立法 
の 制を を 見た が、 該 をは 萬】 條 
ょら 篤 五條まで あ b 其を 領 どし 
ては 〔一〕 旣」 法律' レ 準じて 逮捕 
送還され た； J 都ての 外人は 其 送 
還が 本 法制を め 前後に がて せら 
れ たるを 闽 はず 一切 乂國 する ミ 
を 得 や。 而 して 本を 制ぶ 後 六十 
日な 後じ乂 聞を 企てを くは 乂國 
せる 时 はを 罪を なて 勘 じち 罪の 
巧决を 受けた 6 時は ニ 年な 内の 
禁麵 • し處 しを ' 〜 は 千 巧 U 內の罰 
金 じ 處し义 はが々 を 巧 （ごご 前 
項に 該當 する 海員は 其 巧 船が を 
衆國の 巧に 入る も 上陸の 恃權を 
享 ちせ や ご ニ〕 巧 後正當 なる 手續 
ぉ經 中して 又 凰し 若く は虛 儀の 
中立、 事 質を 隙蔽 して 入國 せる 
外人は 輕罪じ 問 ひち 罪の 巧 ホを 
まけた る 時は 一年 W 內の 禁鋪若 
( は 千 巧 3 內の 罰を じ 處し义 は 


巧 ホを 巧ず る 2 あるべし ご 云 ふ 
ので ある。 即も從 ホの 規定は 密 
乂國 者は 唯 送還 さいむる のみで 
あつたが あじ 嚴 酷に 處 罰せる 上 
送還す るの が 本 法の 要点で をる 

瀬 川 一巧 新 電話 

巿內 第五 街 S 百 S を 紐 育生 命 
が 除 支 化構內 じがて 火災、 自働 
車、 病 傷、 盗難な 化 有 ゆる 保險 
の 仲 か 業を 營 みつ、 をる 瀬 川 一 
氏 事務所 電話 番號は ヵン ド こ ァ 
四 一 00 番 じ變更 しわ 。— 

岩 崎 淸ぶ巧 一巧 

ジ玉 ネゲァ じがけ.^ 勞 働會議 
じ 資本家を 代表して aji 席せ る實 
業 家 皆 崎淸と 氏は か息淸 一' 郞巧 
外數る どみ じ春洋 化ぶ じて 桑 港 
經由 次週々 末を 紐の 定。 

將 棋大會 績. 

去る 二十 一 : n 日本^ 樂部 じが 
て 開催せ る將 撰大會 P 豫想 0 上 
の 盛 おを 呈し 原ロ對 I ® おの 勝負 
は ニ 時間 餘を 費す^ 戰 でぁった 
をなる が 入賞を は 4 ^ のかし。 

一等賞 巧 ロ 武夫 

二等賞 お 本秦一 

一 二等賞 I 西が 實造 

光楓 書；^ 消息 

曇に 日本 償樂部 じがて 個ん 鹿 
寛 會を閱 きが 成績を 收め たる 後 
西巧せる石井ホ^壽化ょをの消 
息 じ 化れば 『グ - ムン ド •キ卞 ニ 

ォンを 經て羅 巧よ 約 一週間 滯な 
の 上當桑 港に 着 ± 1 ! る乂 曜日 ょら 
個展を 開懼 してん ^ ます。 當 地方 
比 雨天 續 きで 閉 rk して 居 もます 
が 貴地は 如何。 をは 當 化ょ b 
化 上致沙 港、 晚 一 ^ 坡 、が！ トラ 
ンド ょら 巧び 羅下巧 下して 歸 
朗の 豫定で ゎら 了す が 貴 化の 同 
好 同情者 諸賢 r を 敷 御 傅へ を 願 
ひます』 云々 V 了つ た 。' 

武藤中 翁 一巧 着 

が 軍 造兵 中が 武藤 稻太郞 氏は 
造兵中を菱川^^兰郞氏ご共じ春 
洋凡 じて 十ぶ H 桑 港 着、 旣 報の 
如く 直 じ ま 斤^ 二十 一日 午前 化 
時 四十を ダラード セント ラ术停 
車瘍 着、 ホ テ •ペン シグ ゲ S 
ユァに 投宿 。 I 

增旧一 喃會移 室 

多年ポ マト ) 巿べッドフォ ^ — 
ド 化 十八を 地 じ 於て 專ら 陶磁器 
雜貨 直輸入 業： I 從 事して ゐ るち 
旧 商會は 業務！^ 張の 必要 上 巧る 
四月 1 H ょちが 錐 窠內四 0 五 及 
び 四 0 ホ號室 了移轉 する ミ どな 
っゎ 由。 一 

美な 敎會 近事 

過去 ニヶ 年！：^ 職せ & 宮崎繁 I 
牧師は 本 月 ホ’ 出發 西巧歸 朝の 
をに就くをご .' 1 ^つたので淸話會 
靑年會 等の 發 化の 下 じ 明 巧と 時 
半ょ b 美な お 脅々 舘 じがて 送別 
會を 開催す ふ ぉ A 學術硏 ぉ會溝 
ニ 固は み 過は 曜日 じ 繰延べ どな 
つた A 脇 崖 幹库は 今夏 歸 朝の 爲 
め 四月 S 十り 幣巧 職を 巧す る 望 

. な 人 か 人 1 

♦補 ロ 化浪氏 滞が 中の 松が 座 
解 說部ホ 巧、 四月 九日 羅巧富 ± 
舘 じがで ニ 姻間與 巧の ため ホる 
サ八 H 出發ホ 行のを を。 


•若宮が 巧 氏 茂 木 桃 ホ 組 支配 
人、 家族 同伴 まる 二十 一日 午後 
四時 五を ペン 停車 煤 あ 車 じて 西 
巧 二十と H 出帆の まが 化 じて 一 
時歸 朝。 

參 中が 喜 あ 氏 海軍 お 手、 過日 
歸朝 せる 西武 雄 氏 後な どして 去 
る 十八 日 着任。 

♦鄕敏 氏 紐 育 ホス ピタ 八に 入 
院 中の 南 滿徴道 お 育 出張所 長、 
病 氣輕快 じを き 去る 二十日 退院 

タエ スト エンド アグ 五 ニク 自を 

じ 於て 靜養 中なる が 同氏は 『入 
巧 中 慰問を 受けた るを 方面へ を 
敷傅聲 をた ふ』 と 語つ てゐ た。 
参 緖方お 義氏陛 せ 陸軍が 空 兵 
大尉 ごして 當地 陸軍 事務所 じを 
る 同氏は 今回 少佐 じ醒 ほせる 由 

—り 曜—說 敎 
♦な 育 日本ん 敎會 

『王と し 僕 W し 

ての 基督』 ：淸水 牧師 
♦基督 敎 修道 會 
『愛 じょる を活 

の 革命』. 今 ホ 化輒 
♦日本人 美な 敎會 . 

『狭 別じ當 もて』 宮 崎な 師 


人員 囊集 

夏瘍 働き 靑年 _ 五名 
瘍 所は アト ランチ づク ホ、 
ペン 贿 、ウェスト ダ ユウ、 
ォ户ィ 3 が トンー ド巿等 
右 直 じ 入用 じつき 希望の 方は 
紐 育 新報 社 巧 水を 巧 又は 左記 
へ 御照會 ぁれ 

太 西洋 市 が 商會 

923 ぎ ard 蓋 Ik 皇豈 tic 呈 こ . J- 


巧 禍 スペシャル 


おもち 雜詰 


ま ホ 一 包 干 ニ 他 
すら 白 ホ 增小樽 (十二 斤 入) 


か 桐 化 弟藤會 


弗 


ホ 巧 歌 山縣ん 

尋 留昇 一ニ氏 ； 

をの 人 じ 面談 致し 巧し 現な 所 御 
存 かの 仁は 左へ 御 通知を を ふ 
星實 KI, 87 ぎョ 署こ さ. 臣な 


夏場 

ォ 1 夕、 ゲ 1 ムは 水力 •ダ！ ム 
この 際 至急 安懼 じて 權 利】 顷讓 
渡し じし、 委細は 面談 (旨 由亭 
內淸 岡 ) 58 ジ互 S 三 roo 覃 -N. Y. ! 


貸 室 日本人の 家庭で 綺麗 

な 室が あちます。 お留 の々 はヮ 
ズ クオ— ス五九 四 ニ じ わ 電話を' 
下さ％ ませ 0 


資本を まほ 旧 
拂这濟 資本金 ホ 千 巧 旧 
梅 立を 六 千 四な 巧 旧 

城 写 弄 銀 巧— 支な 

本店 ま 巧 巧 日本 橋 お 本 ぞ屋和 五を 巧 一巧 
ち 店 .小 巧 日本 谣を巧 (东ち 雲 
名古屋 巧都大 お巧关 ち巧戶 
廣島下 關巧司 若が 巧 岡 長 « 
上 おかお 去 買の 水 


な 出入 巧替’ 電信を を’ ホを を' 旅 巧 倍 用 巧 
巧 業 信 巧狀其 化】 股を 巧 業 

人 餅 脱 三菱 銀行— ま 巧 

がを 送金', 日本が 化おキ おが-? 迅速 かを 
本店 巧を (定期 通知 ノニ稱 ) 御 便利 取 巧 
本 支店 ま 巧 (本 巧〕、 大お > 神戶 、を 都 
巧 巧 地名 古 崖、 ホ お、 上が、 なを 


A 鄉里 をを 及び ホ 送を ( 無手 数 巧)、 外國 
爲替賣 買、 荷 爲替な 組 化 立、 信用 狀發 
巧 等 一般 銀 巧 業務 御 巧が じな 扱 可 仕 お 

S 臺灣 銀行— 曲 張 所 

本店 臺潰臺 化 - ‘‘ ミ ..，. 
ま 巧ち 京、 橫濱 、大 配、 神戶 、上が、 漢 
ロ、 福妍 、厦門、 油 頭、 香港、 廣 巧、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 パタ ビヤ、 を 買 
々作々 ッタ 、偷敦 、其 か 摹灣十 巧ケ所 


一、 資本を 畳億圃 (全額 拂这 巧) 

- 、 積な を 一億 五な 五十 萬蹈 

巧 化 ネ支巧 U 橫漬 (本 巧) 巧を 大圾 
神タを 時下 巧 名古屋 

橫濱ぶ 金銀 巧— 支店 

ホ 画を ま 店 U 桑 港 羅な沙 巧 巧を 
其 化 世 巧を 國 重を 都巿 二ち 店 及コグ ^ 

K を之孩 


日本 郵船 會社 (ホ ニを 鐵道會 お) 

代理店 片桐 兄弟 荫會 

乗車、 乘船 切な ホ じ 小荷物 運送 御 便利 じ お 扱 申しまず 


规を簡 春 懇親 舞撥會 

期日 兰月ニ ふ i 九日 (金曜： E ) 午後 八 時ょ れッ 

瘍所 パ ー ムガ I デ*/ 

西 五十二 了 目 ニ 音六番 (第 八 街を 4-) 

入瘍券 一人 お 十 仙 均一 

友人 御 誘 ひを せ 々御 ホ會 下さい、 をして 共 じ 一ず 

樂 しく 過し ませ」- = 服 裝隨意 

切なは を圆体 下馆义 は本會 事務所 じて ホめ られ おし 

i 紐 育 日本人 生 


銜 川保隐 事務所 1 內旧巧 事 巧す 會お お育ま 巧 , 島 貿易 巧 式 會お巧 ま 食 化 ホ ち 巧會 か 忿興お 結績採 ホ會を 


H. Segaw も limurance Broker. | 

Tel. Caledonia 4100 ' 

Uchida Trading Co., Inc. 

1 1 Park Place 
Tel. Barclay 1576 

3hima Trading Ltd, 

巧 0 か oadw が 
Telepho 凸 e 反 actor 1484 

Akawo & Co リ いん， 

235 Fifth Ave., 

TeL Caledonia 9758-59 

K お akui*a & Co., Lt ん， 

200 Madison Avenue 
Tel> Ashland 4545-4546 

IC. Mikimo ゎ 

Miki 中が 〇 Pearl, 
巧 5 F 巧 化 Avenue 
Tel. Vanderbilt 2519 

大を提 お育ま 巧 
Okura 在 Co,, 

30 Church St.i 
Tel. Co け landt 2292-93-94 

H 共 株式 會祖 
化理店 
商 巧巧會 
1 扣 Broadmiif, N. Y. C. Tel. Rector 7884 
Facto け； 化 ' 10 3 が h 化， し 1. City 

巧 巧 抵を巧 ホき を 
A.sano Bussan Company 

Room 801-805 
165 Broadway 
T*l. Co け Ian か so がぶ 052 

bosho Corpora 巧 on, 
S な k hnporterS) 
が拉的 t 84th Street 
T«i. A 地 化い お 7-8! 

Gosfao Co.} Incn 
Cotto 丘 Exporter* 

放 Beavv 

Tei BowUnsr Greea 8806^6 

巧な 讲巧 おがまを 赴 
かち 事 巧 所 

South Manchuria R. R. Co., 

Koom 202 ら Canadian Pacific B! か . 
342 Madison Ave. 

TeL Vand が WU 4135 

兰獅 をな ホ會ぉ 
なち 支な 
M な sui & Co., 

6 〇 Broadway, 

Tel. Bowling Green 7 扫 20 

巧 ホ 會社岩 井 巧 巧 
なを 出張所 
Iwai & Co リいん 

Woolworlh Building, 
Tel. Fi ね Roy 8 が 0-61 ぶ 2 

1 

s 塞な 事 巧 ま會お 
お育ま 店 
Mitsubishi Shoji Keusha 
《M な subishi Co>« Ltd.) 
120 Broadw が 
Tel. Rector 2560-2564 

大 R 葫日 二ち 京 朝日 
化 野ち 巧 
Osaka Asahi 

了 h ち New York 了 im が んの 巧 
Tel. Lackawanna 1000 

日本 お 巧 巧 ホ會化 
な 育ち 巧 

Japan Cotton 、 ra 山 ng Co., いん， 
2 Park Avenue. 

Tel. Lexington 8787 

曰 ネホ糸 巧 ま會お 
が 巧で 巧 
NIP 的 N KI-ITQ け 1 別 1, LTD 

fwo Park Avenue 
TdL Ashland 5320 

おか 名會お 
がち ま 巧 
H&ra 在 Co., 

443 Fourth Ave., 
TeL Cidedoma 7830-35 

日米 生糸 巧^を 社 
紐 育ま 巧 
W 削 I-BEI KHT0 KA 郎 SH 附 が ] 洲 A 
(NICHI-BEI KIITO CO^ LTD.) 
1 pEurk Avenue 
Tel. Ashland 6246-47-48-49 

大お 毎日 ニ 東京 日日 
鈴 木 H 巧 
Osaka Mainichi 

Room 306A World Building 
Tel. Beekman 4259 


VOU も No . 巧が 


巧 h でぶな jum がを 巧 im が 


WE0 化 so が I MAR 則 27 け 巧 



買收 案は 貴族院 委員 待で 蠻普附 
で 八 線路 わ 承認し ホ 線路け 削除 
しわり 

歲費 値上 案斷念 

東 ま 特笔廿 I 二日 發 n 歲皆化 上 
案は 政ぶ 會絶 員ら 遂 -,」斷± した 

貧者 救護 案通獨 

東京 特電 甘 一二 日發 M 貧 晒を 救 
護法 案は 廿ニ H を族晓 特^委 員 
倉を 大タ 験で 通過した。 

莊加豫 算案提 お 

東京 特電 廿 I 二日 發り道 加深算 
案は ホ S 日 貴族院を 員 曾に 提出 
された。 ： 

さて 天下は 一. 


誰の ぶ 


ぁ變來 るの 聲し 

內閱は 倒れる だ 心ぅ かこの 疑 
問は 濁ら 舆黨 の大ん 陣笠に 趣る 
不ま のみでけ ない！- ろ 

な 改府黨 I 巧 連中の 方が 

を 看かない 氣 をで I あるので をる 
表 お 的 じは 民政 酱 b を 達識 藏老 
なで も 『ナ ニ時閱 P 閔題 だけ だ 
旣じ 巧閣は 倒れて；； t るでは マい 
か』 ご ユタ 9 ゴを I 顔を 作ら 亲ま 
ら ホる 陣笠 連を 害 I ばせ て 居 k >、 
氣 早な 連中は 閣哗 り顏觸 ぶこを 
作って 子供の やす； ャす巧 
黨 内閣の 前 親を VI- る 現を な 押 部 
も ホる やぅ だ お 真に 角度 も黑は 
上は 濱ロ總 裁ょ . 4 下陣 がさに 至 
るまで 昨年 ホ 天 14 - し 呼號し R 倒 
閱が i 
眼の 前に - ぶら 下つ」 ホ 

たので 氣巧 ひじみ ね 喜びを 3 る 
の も 無理は ない、 喜んで 属 での 
は 民政 黨 はか hi かとい ふ ど I 
ではない げ黨 クラブの 床み 一 
郎君な ども 一し は悅 じいら 『巧 
黨が 平常 L った 通りめ 時局'" 度 
開して 东た ホは ないか』 と 姑 巧 
じ も 思 ふつ ぽじ はまつ じご^^つ 
た 風な 得意顔で ある、 如 卸 I : 巧 
み 君 どても 僅 じか 數名 S 々眠體 
で 政 權が轉 がって 巧る £.4* へ 


て 居る 譯 ではな からう、 がし 床 
ホ 君の ホ嫉 からすぃ げこの 構 貪 
こを 

千載一遇 でぁるから 大 
联 力を かけて タ年藥 じ もちれ 得 
なかつ む 療巧大 段の：， すを かち 
得ょう ごする ので あらう、 巧 巧 
君の 考 へでは 民政 黨嫌 ひで ある 
政界を み 面の 古老 速の 後援 どを 
れ じを 友會 どしても 民政 黨じ政 
權が闽 る こごを 好ま じいで わら 
うから これ 等の 氣 運を 上手 じつ 
かんで 政 友 會ど變 態 的な 聯合 內 
閣を 作ら 自らは をの 首班 どじら 
天下 じ號 みせん ごする 考 への や 

だ、 お L 巧 か 君の 思 ふやう じ 
さう 衞單 じは 間屋も おろすまい 
が、 床み 君と しては 相當の 確信 
を 持つ て 居る やうで あるから 面 
白い、 更に 

政府 輿黨 i 中を 顧み 

る じ 一部には 政局の 前 逸を 悲観 
して 議會 後には 間違 ひなく 倒る 
るで あらう ご 弱ぶ 回を 化く もの も 
ある やう だが 一般的 じは 『巧 ご 
い はれても 巧げ だすべき ではな 
い』 どい ふか じらつ き 論者が 多 
數を 占めて 居る、 をれ け 政權病 
からのみ ホた 議論では ない、 今 
政權を 投げ ピサ ば 政 ま 會は+ •崩 
處解 ずる、 さう でな く ミ も改友 
會め 現狀は 鈴木黨 あれば 小川 黨 
あ b 义巧 系が 闡結 すゎ ば、 山 本 

〔條〕 系 も 勢ぞろ ひする 今日、 
投げ だした が 最後 政ぶ 會は 

四み 五 裂し 元 も 子 もな 

< してし まふでは ないか、 政權 
慾からで はない 巧 だし 後 じ おけ 
る黨の 結束 上から いつても 投げ 
だされない タで わると いつて 居 
る、 これ 等の 連中は 投げ だす ほ 
どなら-層の こご 議會を 解散し 
て 敗け る じしても 勝つ じして 貴 
族院 ご一戰 をを へたが ょい ご 强 
がつ て 居る が 果してな 厨は どう 
なる か、 風 か あらし かは た又晴 
か、 天氣豫 巧な 上に 困難な 豫測 
では ある。 


ホ 社 東京 釋 雨を (禁 無断- 轉 載；！ 


木が 關稅じ 不平 

〔廿ホ 日】 木が 關稅 は曰シ 
巧く、 ホ 國じ不 巧な ち siw 國 
側で 苦情 出で 居る が 未だ； 乃 ホ 
手段は 取らず 〔第二 面 記 I マ參 

墅 i 

ビレ I 大使 歸顯 

(廿ホ 日】 駐日 フラン ブ乂 W ビ 
レ ー 氏は 四月 中 じは 辞 挥跡隅 
する 窜で ある。 

秩 父宮妃 御慶が 

t 甘 六日】 讀賛 新聞の 報ず。 所 
じ 化れば 热父宮 が 殿' 下 亡 W ま 
る 十 H 0 ホ 御 目 出 巧き 御 巧が 
をら せられる ので ホ 月 卓 W 產 
巧 專巧醫 が 御 巧彰申 ふぐ ロ ご 

タゴー ル 翁來る 

〔廿 六日】 ィンドの 詩聖 ラに ン 
ヲナド •タ ゴ！^ 翁は々 ィダ 
及び アメリカで 講演の たの エ 

ム プ^ス •オプ •で シア 盛 じ 渡 

米のを 中、 廿四 H 神戶じ 局し 

で。 

東久通 宮家 慶事 


t サ 五日】 東み 適稔彥 王妃 殿下 
じは 廿 四日 午を 八 時 四十 八み 
御 巧 子を 出生 遊ばされた。 

橫 潜の 罷 H 解决 

〔廿 五日】 橫濱 船渠の 罷業は 旣 
じ 一週間 じ 巧んだ が兩 者の 態 
度 頗る 强 硬で 會社 側は ホ 二日 
罷業 前のを 給料を 拂 つたが、 
結な 罷エ 者は 不平たら-,^ で 
就業した。 

ホ 上 元帥 海軍 葬 

【廿 四日】 故 ホ 上 元帥は 大勸位 
菊花 大絞韋 じ 叙せられ た、 葬 
儀は 廿ホ 日が 軍葬を 0 て 巧は 
れ 海軍 大 おが ド 勇 氏 葬儀 委員 
長に 巧せられ じ。 

杉 旧を 一巧 逝ぐ 

【甘 四日】 励 選講員 杉旧定 一氏 
は 逝去した。 

祿お 栽培 新會社 

( 甘 四日】 元 アグ ゼン チン 駐巧 
商務官 巧 井忠吉 巧は 棉花 栽培 
をな すねめ 百万 圓の ア^ ゼン 
チン 開が 會社 設立に 巧した。 
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日 支 兩國の 懸案 1 
1 . 濟南巧 事件 假 協定に 調 巧 

正式の 調印は 今月 下が 頃 商 京に て 

東 ま 特電 二十 五日 發り = 日 支 兩國の 重大なる 懸案で ぁつた 濟南 事件 樵定 
は 甘 四：：： 上海 じ 於て 芳澤 公使 ミ 王距廷 巧の 間じ假 調印式を 行つ たが、 あ 
日中 じは 南 巧で 正式の 調印を 見る に まるべく 右 協定に 巧る 巧が 軍の 山 東 
省 撤退 期限は 調印 後 ニ 箇月な 內 でぁる.、 ー傳 へらる C I I 

謝罪の 條巧 y 省き 

共同 調查 委員 巧 命 

上 お 特電 二十四日が 〔ニ ユョ ー ク •タ井 ムスが】 = 先年 五 

月 じ 突を しだ 濟苗 おじ 巧る H 支 軍隊 衝突 事件に 關 した 解かを 渉 
はを の 後 波 欄 曲 巧を 經て 今日 じ 至る ら尙ほ 解かせず、 停頓め 姿 
を 寺して 居た が 今回 漸< 巧 巧を 巧 ご 王正廷 氏の 間に 假協 をが あ 
立した、 即も 本を がは 先般 漸く 解 巧の 曙光を 認めた る も 撤を期 
及びが 互 損害賠償の 件に 於て 正面 街 突の 結果 談剌巧 裂した る も 
をのを ま册 側は 亞細亞 巧 長を、 目 本 側は 掘 内 一等 書記官を 化理 
ど I て輔 々巧衝 の 結果、 今朝 初めて 巧 揮を 巧が 王正疫 巧を 正 ま 
じ 訪閒し 先づ假 協ぶ じ 調が しじ もので、 本國 政府へ おけて 更ら 
じ 訓電の 上 愈々 最後 5 誠 巧を 見る じ まる 當 でぁる、 假 協定書の 
內をじ ま b ては 堅く 秘密 じ附 せられて 知る じ 由な きも 王 正廷氏 
.^,過去じ化てホおしつ i ぁつたニ要點は恐らく實現 t るじまる 
で ゎらぅ、 卽も をの 第一は 支那 本 ± ょり 目ネ 軍が 耶 刻に 撤退す 
& こどで を b 、 第二は 濟巧 おじが るち 那 をの 巧留 邦人 虛殺 化び 
じ 梅 奪、 及び H 冬を の濟 おが 砲を じ 化 b て 蒙 ゎたる 支那 人 死傷 
ちの 損害 赔償 じ ㈱ し U 支 其 同調 费 委員 會 ぶ 任命 じして、 日本 政 
府が最かょゥホ張しつ 1ぁつゎ本問疆じ凿するま邪ああの謝罪 
曼 ホは 敞 凹され たもの i かく、 支那を ± じ岂 一る 日貨 排斥を の 化 
が 日 的 巧 巧に 載ォる 南京 政府の 取婦 及び 濟南府 ぶび 靑 島ょ をの 
撒 兵を 規俾 正しい 支那 軍隊に 依らて 治を を 雑 持すべし どの 日本 
の 巧 ホ： 1 をれ られ じ樣モ でぁる、 今回の 協を はを の內 をに 巧て 
も化づ 前回 協を ど 蚕ら や、 撤兵 期 じ 就て ぶ々 双方が 譲步 した も 
の； かく' 王 正廷巧 並び じ 劳澤を 使は 協定の お 立じ凿 して 滿 を 
の 意を を 明し つ {をる も 何等を の內を じ觸れ ず、 一 ホ じがて 今 
度の 裕 鬼は 义 もや 最後の 段 化ら じ* >ら 前み を 渉の 敵を 踏む ので 
はを るまい わご 觀 測され て 居る けれ 共、 兩聞 政府の 現が を R て 
すれば 先づ最 をのぶ 巧は 聞 違 G からぅ ど 云 はれて 居る。 

東京 二十四日 猎 〔聯 を】 巧澤を 化よ > 外務 當に莲 したを 電じ 
腺れば 王 正廷氏 どの 間に 濟南事 か 解み じ關 ずる 假調 巧を 終 T し 
正式 調印は 恐らく 今 片下甸 乃至 ホ 巧 上旬のを をで ある ご。 

が 巧の® をな 


軍閥の 勢を 仰 長 か 


東京 特電 甘 五日 發ご 一ユ 3— 
ク •タ井 ムス 巧】 UH 本 外務省 
は芳 巧を 使 ど 王 お廷氏 どの 閱じ 
調印され た濟お 事仲假 調印の 前 
途 を樂觀 L 巧 京 かがの 批准 も 確 
賞で をる ご兒て 居る が、 山を 省 
にがる 日本な 屯 軍は 調 即ど共 じ 
能 ふる 般ら速 かじ 撤退 じ 着手す 
ベく、 

H 本 軍 撤退 お 山 東 省を を わべ 
き 支那の 摧 力が を邊じ をる や 
は尙は 不明で あるが、 大体に 
がて 媽玉祥 が 軍の まじ 歸 する 
どが 測され て 盾る、 而 して 今 
回 この 協を 成立を してが かじ 
急速たら しめた ものは 南京を 
府じ おする 武漢 派の 革が にお 
因 すら 巧が ホい。 

即も 南京 化が ビ しては 化 巧 田 中 
內閣の 巧 おを 覺 悟して 無理な も 
のを ま 張し 巧 閣の克 解を 巧 待し 


鬧時 じこれ じ 化ら H 本 軍の 山 東 
省 撤兵を 國內 のな お 的 理由 ょら 
して 遲ら しめん ごしつ i ゐ つた 
もので •この 資源に 富んだ 山 東 
省を 南を 政府の 手で 司 政す る こ 
どは 蔣 か石胳 軍の あ留 しつ、 あ 
b し 所で あら、 從 てこれ を媽玉 
祥じ 手渡せば 南京は 永久 じこの 
地に 手を 楽い る 泥は 乎、 これ 哪 
も躲か 巧が がか じ H 本 軍の 撤退 
を 巧まず、 談判を 故意 じ 遲延せ 
しめて 0 て 軍 礎の 充寶を 計らつ 
つ あ 6 し 理由で あつた、 がる じ 
最 をに まも 武漢 派のを 命 VU る 
じ 及んで 

この 際 憑 玉祥の 眼を 武漢 に轉 
せし むる ょらは 寧ろ 山 東 省 じ 
轉せ しいる ホが 南を か府 どし 
ては 画內 統一の 必要 上 嘘め て 
必要 ^こ£ であみ、 この 秋 じ 
際して 最も 注目され て 居る の 


は 軍閱の 勢力 均衡で ある、 
即ち 蔣か石 氏は 媽玉祥 巧の 勢力 
伸長は 到 庭 回避し 得ない もので 
をる こどを 認め、 狼 氏の 勢力 伸 
長は 郎ち 武漢 派を して 自が 南京 
へまら しむる ど 共 じ お 氏を して 
武漢 派を 援助せ しめざる こご じ 
なる ので ある わら、 遂に 蔣巧も 
化むな （從 ホの 政策を 一 轉し逐 
じ國巧 統一の 道具-こして 使つ て 
居た 濟商 交渉 じ對 する 賴 硬なる 
態度を がて、 日本 ピ協 をを 急 C 
じ まつた ものである と は、 円本 
じがる 有 方 者の 一致した 意見で 
をる C • 

北京 甘 置 日發 〔聯 を】 巧 濟南 
事が の 日 支 協を あ 立說じ 對し當 
地を 新聞が の觀 測す る 巧 じ 化れ 
ば 媽玉鮮 お 軍の 軍隊 ご蔣か 巧の 
审隊は 一刻も早く 山廉 省の 地を 
おすべ' ぃ 競 まを 演ずる じ まる •へ 
きこ ごを 期浄 してむ る、 即ら化 
がの 北方 じ 駐屯し つ-- あらし 蔣 
か石胳 軍に 直屬 する 四 個 師團は 
濟南府 方面 じ 向けて 急進 出度を 
命せられ たる ど 共 じ、 天津 方面 
じあつ た 媽玉祥 の ニ個師 鹽も宽 


脚 じ 向けて 出發の 命み を 巧 取ち 
目下 双方 共に 進軍が 備に 忙殺 さ 
れて 居る が， こ S 聞 じがて 兩派 
じ隔盧^:^き協をを見るじまる ベ 
く、 一 ホ義じ 陸軍 総長を が 巧し 
た祥 獨玉將 軍は & 然 どして 河 巧 
省 じぁ 6 て时 厨に 關し 何等 意見 
を發 表ず る じ まら 中、 をの 態度 
は 時節柄 一 般 よらして 非常 じ 注 
目され て 居る。 

動 亂じ備 へ 

軍艦 急派 

を留 民の 保護 じ 

束 京 特電 二十 六日 發 u 楊子 江 
方 巧の 戰况じ 鑑みを 世 保 よら 軍 
鑑常 盤の 外 願逐濫 S 隻を 上海に 
急 波して 在留を の 保 蓮に 任ずべ 
く內旧 海軍 化務 次官 も お 勢 視察 
の爲 めじ 渡ます る當 でぁる。 

厦巧 二十四日 發 n マニラ よら 
ま 瓶に 巧 b し サーニ 隻よ 6 成る ァ 
メリ々 の ァジァ 東洋 潑啄 は當地 
沖を で 演習すべく 到着した。 

南京 軍 化 討 

南京 二十 五因發 (聯 を) U 南 
を ど武漢 派の 武力 技 目は 日 ど 共 
じ 露骨 どな b おかお 將 軍は 幕僚 
ど 巧に 宮ら 馬を 陣頭に 進む ベ < 
軍資金と モ冗 巧巧强 銀を 得て 江 
西 省し をを 率いて お發 しを 巧 じ 
お 軍は 小 衝突を 演じ ニ 巧の 廣東 
廣西 軍は 武漢 派を 援助すべく 化 
谁 中で わるが、 この 瞄 じめ てめ 
ホ 千 入に 垂 々とする 福 建 省の 共 
產黨 もを 化 じを 命 騒動を 起して 
人必を 脅かし、 山 東 省の 化 方 じ 
がて は 張 昌を將 軍が 巧と 千 人の 
援兵を 得た ので 巧び 進擊じ 着手 
し 程 も、 南を 政府は 圃民 遙會の 
難 關を前 じして 一二 方よ ちのを を 
じ酱み つ { あ る が 、 英米ぉ國政 
府に對 しては 對ぞ 武器 威 お 禁止 
みの 解禁を ホを 式 じを 渉す る こ 
と i なつた。 


第 置 十 巧を 國議會 

重要 案は 否决 された が.….：. 

不死身 巧閣 居据リ 

麻 稅委讓 や 小 選 擧區制 案ら 貴族 
院で握 潰し— 與黨床 次 氏に 反對 
混亂の 議會漸 < 幕を 閉づ 

東京 特電 甘 六日 壌— 議會は 終つ たが 化 十五のを 府をお 中 五 
十 化は 無 修正 通過、 十は 修正 通過、 二十 五は 握 b 潰し、 をの 重 
なる ものは 兩 我を 讓案 、自作農 法案、 肥料 管理を 案、 鐵道敷 鼓 
法案、 宗敎團 か 法案 等で 巧 ほ 小 選擧區 法案 も 審議未了で 明日 閉 
院 まを 巧 ふべ （，確定 豫算は 十と 億と 千 一二 旨 五十六 万圓 じして 
ミ 年 巧 賞 わを 算ょ b 六 千 四百 巧圓增 加で ぁる、 尙ほ議 會閉會 後 
の巧閣 改造に 關し政 友會の 一部は 『或る 條か附 で 巧 次 氏を 入閣 
せし いる』 ごい ふ 田 中 首相の 意見に 賛成して ゐ るが 大部を は、 
『が 次 氏を ホの 追を 巧 動樣き 足ら や、 同氏の 入閣は 却て 內閣の 
信用を 損 ふ』 どて 反對 して ゐ る、 然し 张か 氏は 田 中 巧閣の 一員 
たる もを がせず 巧閣 譲渡し を ホ 望して ゐ るので ぁるから 同氏の 
入 蹈は實 現せまい と ちられて ゐ るが、 政府 ごして はこの 際 貴族 
院の反 威で 重要 法案は 巧ん f 圣滅 したが 『がしを 算案 成立で 固 
攻速 用は 巧みな b 』 ど 閣議は 居 据らに 决定し 不死身 內 関を 巧 通 
す尝 である。 


米穀 法 通過 

ま 京 特電た 六日を H 米穀 法案 
は 蒲 過 L たが 韵際滿 船 整理 案は 
握り潰し ど U る。 

私設 鐵道案 


まま 特電 廿ホ 日發 = な 設鐵道 
買收法 まは 巧院 協議 會 じて 衆議 
院の 修正案は 否 巧し 葬ら まられ 

鐵道案 承認 

東京 特電せ 五日 塔 U な 設錢道 


大紐育 

- を 一九 年販 Y 近く 發巧 

本社が：： 度に 編篡あ 巧いた しました 『大 が 育」 は、 幸 ひじして 
江湖の 淺< がかき 巧 評を 巧し、 を じを 部 一 册殘ら や 寅 切れ ごな 
した、 化て 本社は 溝 一版の 巧容 をを な 巧た じし、 貝 數をも 
增 加した モ化百 廿化年 版を 新 じを 行す る こご 《 ならぇした、 正 
確 じして 旦つ 新ら しい 統討ご 事實を 基礎 じして、 刹々 鍵 化ず る 
巧が 『大 化育 J の眞 巧を 傅 ふる じ 遺 域な きこ S を 巧して 居 
す。 尙 ほを 價は 

豫約 申を 者に 限りて 

特價と 十五 仙 

發刊 後の 御 購買には 

を 價金一 弗 

£ をし i した、 速 かじを 巧 御中 込みを 希望いた します。 

一二 巧 廿と日 紐 育 新報 社 


のた び •し 親 かじ 依赖 してが をつ 
けて 貨 ふ、 

r 橋津 さんがを 又 取られました 

ょ』 

『 -< — ゴ ー さんがを つけて 下さ 

いません か』 

ど、 だいぶ 彼方 化 ホから 註文 
が 飛ぶ、 けれ 共、 橋萍 親み は 嫌 
な 顔 もせ 中、 この 寒い のじ 手を 
もつ けないで、 がを つける、 針 
を替 へる、 を ご 仲々- しにし い、 
をの 中で も 巧 參谢で ゎを 巧々 は 
これ じ 淀 足しないで、 今 巧け ト 
—ゴ！ さんじ 糸を 垂れて 賞 ふ、 
が 巧、 親を じ 垂れて 賞 ふ ど、 糸 
がぴ たらと 海底 じ 止つ て譯 もな 
く カンナ 君が 釣れて ホる のでを 
る、 殊に 感必 したの け、 親を が 
をで 巧を 引き上げる やうな こご 
はなく、 おらず】 尾 や ニ 尾は 釣 
つて 居る をで* 

『今度は 一二 匹 か 四 匹 かな』 

ど 自ら 語て 居る ミ、 をの 豫言 
じを はや、 或る 瘍 なじは 四 居 も 
一' 度に 釣れて ホ 6 こごで ある、 
これは唯つじ 一 尾位ぐんご則い 
て 吳れる VJ 、 直ぐ じ 两章狼 狼、 
親の 化 じで らお 逢つ たかの おく 
糸を 引上げる 巧々 しろう f 違 ふ 
點 である、 いかじ カンナが 馬鹿 
である じしても、 眞逆わ 互广相 
談づ < で 一緒に 命を 投 出して ホ 
る尝 はわるまい、 ご、 大いに 感 
必 して 親を のがを ぶら を镑 から 
見物す る。 

面白ぃ のはが 島 君の 釣を がぐ 
つと しほれ たので、 をれ 媛を だ 
ご 計ち じ大骚 ぎを して 居ら ど、 
をの ホが 隣ち の 巧 野 君の 糸に 滤 
つたので、 をら じ 一層 騷 ぎが 犬 
きくな も、 巧 ホ 共じ愼 重に ホを 
則いて 屠る-こ、. 何ん を 知らん 坂 
野 君の 糸 じら 濃が か i ら 、韶ら 
絕 ふて 濃が 同時 じ 釣られた こ £ 
であつ た、 ロ 本 語ので たらめ ご 
、— ふこ ごは、 をら くこん なご こ 
ろから 生れた ので あらう。 

一時間、 ニ時閱 、一二 時 閒ご搖 
られ 、吹かれ、 寒さに 襲は れつ 
つも 勇敢な 4 太を 望の 化 獲は を 
る 見る 狸に 蒲へ て 巧 < 、最初 賺 
b 成績のを し （なかつ た 巧 木 さ 
んら 、時間が 經 つじ 連れて 脑前 
がめ き-,^ ご 上達して ホる、 斯 
/ ^ てこの 日 じ 博した カンナの 
化 獲は 正 じ數ち 尾、 媛を は 約 十 
餘を算 しれので、 氣 笛一聲 、巧 
び 歸路じ 就いた が、 怒濤を 観つ 
て 進 船す るに けに、 甲极は 波を 
かぶつて 居堪 ると ころの 話で な 
く 一同は 機顆 まの 横の 小さな 船 
室に、 石炭 スト ー ブを圍 んで眠 
る もの、 狂く もの、 语る もの、 
釣魚 會に 楠應 したを 響 樂の氣 を 
じひた** ■つ^、 シ I プス ヘッド 
ベ ー じ餘 着した のは 正 じ 六 時 じ 
稱 巧い 頃で をつ た、 船が びた b 
ご橫 橋に 停る ど、 船醉 もけ ろ b 
ご 思れ たやう む顏 をして、 釣つ 
た 人 も、 釣ら ざ もし 人 も、 共 じ 
巧 物を 圍んで 記を の 撮 おを する 
『ィャ 兎に 巧、 今 a は 玉 ラィ 暴 

風でした 、一寸 珍ら しい こど 

ぢ やが、 これ じ參 加した 諸君 

は 威服々々』 

ご橋津 親み が、 賞め る やうな 
ひやかす やうな、 妙な 言葉 じ 慰 
めら れ て、； 同は 産 埃の 都會じ 
巢歸 6 しれので あつた。 


爲替對 策は 窮屈 

(甘 四日】 な 外 正貨 二月 未 一億 
臺 御れ ごな b 踏府 巧を 巧 外資 
金激 巧で 爲替掛 お 窮屈 ごなる 


没 筆 


初 釣り 記 


上 


件 作 

橋 律 親み が、 巧々 しろう ごの 
釣の 单備 じいろ'--- ごに 殺され 
て 居る 間に、 當日 カンナ 釣の 一 
番 搶が蔡 けた 人は、 艇の ホじ陣 
を 張つ て 居た 福 巧さん である、 
まこ ミ じ 勢の い i 魚で、 一寸 小 
綱ので うな 形を した 魚で ある、 
夏の お、 シ チー ァキ ランド 邊で 
フ 々 ICN ン ダ！を釣6じ巧くご、 
類ら じ 紐を 失敬して 太る 薄を 權 
まず バ ゴァの 成長した ものが、 
この カンナ だ 巧で ある、 カンナ 
ご いふのは、 英語で あるが 日本 
語で るる かは ごうか 知らないけ 
れ W も、 巧に 巧、 カンナ ごい ム 
を職撤 をして 面白い。 

さで、 この 釣魚-」 着手した 一 
を 槍が 福 旧 君 ごして、 船 酔の 爲 
めじ 上 甲 あから 食糧 晶の 小間物 
屋を 開業した のが、 矢 張 食糧 品 
の 取扱を 專門 とし、 最 巧リ！ 一 
おを じ U つた ご 云 はれる ホ氣な 
オト] ナンで ある 桑 山を 人で あ 
つたこと も 面白い、 恐らくを 人 
はリ IK 成を の铜 臭を、 この 海 
氣で一 氣じ吐 おした ものである 
かも 知れない、 若し さう だ ごす 
れ ば、 桑 山老ん はこの 釣魚 會の 
お蔭で、 胃の 大掃陈 ごい ふ 金で 
購め 得られな いこ 芭 をし、 同時 
じ 鋼 臭を 一 氣じ化 おして、 一擧 
兩 得. を L たらの ご 云つ， てょ から 
う、 いづれ じしても 幸運な お 爺 
さんで をる 0 

何しろ 辄を つける 時 じ も、 う 
つか 6 ずれば 甲が じ轉 がる ごい 
ふ搖れ 方で ある、 釣っ て 居る 最 
中に 十 幾 貫かの ち體を どかん VJ 
お餅っ いた K 君が、 遂に 坐って 
釣を 垂れた の も一奇 であっ た、 
かう 搖られ 乍ら 釣を する ごい ふ 
ょら も、 寧ろ この 壌を 坐して 釣 
を 垂れる £ い ふこ ごは、 太を 望 
の 名 じ 反かない かも おれ 0、 を 
れ じしても を じ 意外な のは、 元 
ホの 巧 釣魚 家で、 太を 導を 附で 
は 確かに 幕 巧の 資格 じある 五が 
大人が、 釣つ て 匿る 最中 じ 小 巧 
物屋 さんの 仲閒 入らを した こ S 
でを った、 わ 職掌 柄を 水で も 持 
參じ 及んだならば、 或 ひは この 
お 魔を 追拂 つた かも 知れぬ、 而 
かし おじ 山海の 珍 ホを 吐 散らし 
て ヵンナ や 媛の お腹を ふ （らし 
たものは、 巧して この 二人の み 
でな く、 をの 外の 巧 < 申す 拙を 
も 瑕っ て 居た、 尤も これは、 坂 
野 君から いつ ぱい 頂戴した ヮキ 
ンが 、どうやら 拙を の お 胞じ合 
はな かつた 爲め である。 

橋 律 親み から 拜領 した 釣擎を 
垂れて 見た が、 巧し ろ此 大搖れ 
£ ホて 居 もので、 いかじ 糸を あ 
っても まして 糸 かお 底 じ 垂れて 
居る もの か、 をれ 共 流されて 居 
るの か 見 當か附 かない、 を ま I 
手 答へ がない ので、 途徹 もな く 
き & をして 糸を 引いて みる ご、 
がは 立派 じ 掠を されて 居る、 を 
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453 W . 1 が rd 化 わ w York City * Tel . Bradhurst 83 : 
會道修 が 督基人 本日 


M. y れ icmy も D. M.D 
105 W . 巧 rd 化 
Tei . TraWg が 巧 09 


Dr. Sabro Emy, 

1035 Park Ave., 
Tel. Sacramento 7980 

KANZO OGURI M.D. 
214 High 化 Brooklyn 
Te しむ iangle がが 

に！ WAMOTO, MJX 

U4 W.70 比 化 
Tel. Trafalgar 0352 

. かを 紐べ 

夕 胃 診 育グ， 

時 巧 六 午 學ュ 
かぶ 時を 時ぶ ^ 醫！ 
ら^ま 四 間 さ 科 病 
八を で 時 ™ て ごな 院 
時、 か 朗勤及 
を とら W 

が 

武 育；； 午 午 ^ 
巧 巧 巧 を 巧 診 

巧 ン勤お 巧 八十 
路ド按 探 ニ！ 時時 

碟# 論 

お ン亞巌 ミ 時時 時 

頤院を 八 
上 勤 及 時時 
おを び *^ 


A 丄 • CEASAR, M.D. 
127 East 84 化が 巧 お 
bet. お rk & Lexington る ves 

講喉晒 鼻 再 I 

間 時 察 診 
午 正 ま時ト 前午自 
時 八 ま 時 六を 午自 
日 曜 

目を お 



醫巧瞄 を乂里 化み を 
り 8 E. 5 抓！ な. Tel. お g 帥 t 巧 94 
8此 Uxingi 邮 4 Park わ 的， 

を 時 八が 日曜 ± 水 巧 


DR.E.E.YOSH 化 

如 7 化 93rd 化 
Tei. Riverside 3850 


M. I amaguchi, MX). 
70 お a 怕 an わ e.. 

Te し Unaine がが 


KE 民 R&MAVOR 

1023 Third Ave. 

む L 60 i 61 Sk. む lephone おが nt 2909 

会椅人 本日 

.巧專 靴型 小 


'てし 張 お 員 巧り 依に 駕ホ御 
ザけ 盾 日 邸は 靴ら お k を寸 

を 小き S* ， 足 ホき 巧. 足 ホき 巧 



JAPAN ART STUDIO 

1 巧 E. 5 训化 おけ arl (左 Ls!J_ve し 
TE し 化 A な 8887 


MIKADO TAILOR 

_ ^ G3ili 0* 

TeL Rhinelan お パ お 0 



T， 氏 ASAI 

Merchant 

Tailor 

骑 

I ! 抽な卽 化扣敞 
8〇如1 郎 4 
化货 Y 帥 K 


化 one 

わ yad 38 が 


F- K. Maruyama Co, 

が 化が 化なん？. 

Tg!.B 巧 ant 巧な 



CLOTHES BUDDING 

ザ AR 巨 XC 臣 IXENCE ，， 


Y. ITO 

133 Eesi お rd 化 

む r， Uxm が刖る 化.， 


Oriental Art Studios 
124 化 34 化 化 Oppos お！ Vlacy’s 
むし Lacbw 加 na が 巧 


Koike Studio 

730 Fifth Ave. 
Cor. 57 陆 St. 
Tel, Circle 440$ 


胤な 目 I 抑 Che Fi なが 

1 巧 4 Lex. A 化 Between おか and が h Sire お Si 

授敎語 吳人婦 


OKUMURA BOOK SHOP 

RQOWl 9 の 

14? W.42nd 化 Cor,Brtmiiway&4 む d な N.UL 
— — — 閒 Tffr 脚 rtO お 0 … 


奧 

村 

奮 


ま 巧に 新パ雜 
す 卒御注 r 誌 
D 御な 交’ の 
用タ 等を パ 
命 致 化雜プ 

■=** ^ 7??% 

げす 速の 




房 書 西 東 ♦內案 育 紐 

な e East and Wes け ook Go . The New York T 叫 ris け mice 
4 り West り 帥 化 I iU. C. Tel . Cattiedral 44 日 8 


差は A 届 御 ff A 
上を 右け 注舊ホ 
げ價御 致 义の國 
まよ 注し 巧 書に 
すら 文 ま 第籍て 
。割にす 敏玄を 
引對 ° 速雜巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は を 


が 

育 

拿學閥 

TI 

純を 
雄 巧 


通年卒 A 
中聊 業を 
る々 > しは 
らお 在 •ン 
の 國米ヵ 
ごのお ゴ 

偉 事に 大 
じ 情廿學 
がに 五を 


ま 御 

す 懇賈通 
。が 物譯 

じ〇〇 

御 其 調 
取他杳 
扱 巧 ◊ 
致で を 
しも 渉 



PH 出 巧 & 巧邮 Y 


3 Maiden Lane N, Y. 

n * 細 冶 織銳お 钟ぉ巧 かを 

類 お 養 匠 意新最 


GAMP 化 LL SERVICE 

設膊殺 お 綴 餐お廉 

CaU-TRAFALGAR 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

"The Funera! Church ，， Inc. 
(NON さ ECTAR!AN) 
Broadway が 66 化 Street, N. Y. 


號 二十 四百ち 千 一 第 


雜 說 資 湖 


【 H 罹 水】 日 屯 十二月 H 年 四巧脏 


じ 


寄宿 舍 、巧みた を 
み 業 周旋、 をの 化 
人事の 巧 巧 誤 じ 巧 
じます 0 


診察 

午を ニ 時よ > 六 持 
日— はが 巧 W 巧 お 

ドク トグ 

窩 見當彥 


巧— 主な 基 

自 午が 九 時 U 十二時 
自 午を 一時 HH :! 時 

火醒^一’一^::六時 

はへ キン ヤ— フア 
ン テ^ン ヨン クタ ニ 

ブクじ 出勤 


」0 巧 巧 足 I OOC さ M •巧， 
三 1 Wes ニ 童 St . fY ミ 
Tei . 舌 ミを e 苦 M > ジ 量 ミ 10 ま 8 

^ をが キお九 時— 午 法- 巧 
寞ギを 《時， 午を 九 R 

H 坦 午が 九 時！ 午 隹旧持 
ドク トレ， 小 栗乘ま 


コ 一一 ン ビヤ 大ホ 

日本人 學 友協會 

ゴ e たち ミま資 udcnts ミ d Alii 

of Colu ヨ bia Uni ミ 芸 

巧ち W .1 苗 さ 巧 こ 安 w さ rk , H . Y . 

TeL Bsdhsst 這 萬 

「日ぶ 大學 々窓」 發行 

さ こち anese Am 巧 i 泛 n cni さ rsHy 宫ミ す riy 


苗 

™ y 

r 

c 巧 

e-m 

旅 =1 
が 化 
^ 0 

IS 

J 巧 


本 i 

人 

侵 

拿 

を 

會 


牧師き 崎 ■繁一 
幹事 脇 崖 義人 

諮— ir— 皆 

日曜 巧 巧 午前 ご 時 
日曜 學校 午前 十 時 

顧 職 日® キ— 時半 
斬 禱會水 お 夕と 時 竿 
寄宿を 


位 民を 淪比亞 をな 
を 下町を 十五を 學 
ホ 會を員 じ 最適 
を 煤 国書 巧 誌 巧 曲 

を 稱娛樂 具 簡易を 

堂 をら 

便を 磯 業 周旋 旅を 
案 內を種 事業 勘を 


諸を 會 

日 班 聖書 巧觉 正午， 
共 勵會タ セ 持 半， 
お 巧 說なタ 八 時 
木 おが 禱を夕 八 時 
お 梧 及び 巧な 

ザを ニ冉ー 
上 お 讓お會 又は 
ホお會 夕 入 時 一 

が 會事窠 

を 宿が、 旅行を ま 巧 
巧* 人事 柏 おが、 觸$ 
巧、 话莱 周旋が、 巧 巧 
威綠お 巧の お 課を 設 
けを 員 及び ホを 員の 
巧を 討る 




T 啤 

:Jl| 

P 心 畑：^ 

化 

d 端證 

A 


D 


齒科醫 

タ 年の 經驗を なて 
最新式 科 學手锅 じ 
堪能 じて 信 巧 篤し 
U 巧 獨料化 塞り 
日本 A 諸君 じ 貪 持 
じ T 寧 懇切 じが 療 

診察 時間 (毎日) 
午前 九 時 U ザ 後 
t 時 

日曜 午後 一 笛 迄 


n 

が 6 

IW " 

が 巧— 

が 此 
J T 


齒科醫 

►彰を 時間 AI 
巧 日 (日隨 を 除- 
午前 义 時よ' 
午を 五 時半 
水 お 午酌义 lltl 
午を 一時 


) 


齒巧醫 


木 下 又^ 


ゴ 0 w.-mthsi. 

T 早 M ミ U ョ 呈二署 


巧 巧 费夺現 巧の 曲 ホ 

を 本人 11内 年會 

;窒ニ1 ぎ 夏 rk さ n 12 乏 

揉馨 ホ 島覺丈 

I 普 7 W を ニ呈資 . 

_ ジ 一 . Edgecomb 14 ま 


T - 

P * 

に 

, 


排 

投 

N 

の 
K 
U 
■ Y 


品 


跨 


器 

或 

_爭 


麗治攘 

マブず 1 ジ 、整形 

醫巧を 的 運動、 腸 
灌 注、 水 治、 巧 線 
あ電氣 治療、 其 化 
瓶 育 州 公認 

イジ オシ ラヒ スト 

西が 幸 男 

H 曜外毎 H 午前 化 
路ョ ，午後 丸 時を 
ち 話 前 狗願上 お 


横 眼 並に お 鏡 調節 


該療 ，1 

午前 十 時 ょら 十二 
時、 午後 六 時 すら 
八 時， B 曜は首 約 

願 上 候 I 

ドク ト八 ： 一 

山 ローニ 之が 


S 1 

前の 願 上ち 

ゴーホ か大學 

ドグ h か オプメ 3 s y ン 

醫學巧 •て 

吉 居悅彌 


弊店は 實質 誠意 通 速 ま義の 
をに 御 ± を 物 一 ま卸賣 値段 
で販賣 致します を ホに 巧は 
ら中 御用 命 仰 付 下さい ませ 
◎歐 ホが 種 時計。 置 時 許 一式 
◎寶石 貴を 厲 。を 製 器具 一 ま 
◎を 禪萬年 拳。 金銀 製を 筆 
◎善を 器。 レ nl ド 見 ネ陳别 
◎寫眞 器。 タイプライタ ー 
◎船 切な。 紀念寫 巧 帖繪揣 書 


プ & 1 ドウ 玉-! 百と 十を 
領事館 お 側 建 あと 0 五號室 

巧タ裔 

蔚が商 A 

170 Broad 壬 ay , N . Y . 呈 
ジ|. GodI さ dt 6 だ 7 亞岩 


歐米ぞ 種 時計 
貴を 屬寶石 類 
銀 お 器具-巧 


蓄音器 

レコ 1 ド 



寫眞器 


フ ライタ 1 


巧 化 ± 産物 一 ま 


◎帯 ニ 最高級 ノ 巧品ヲ 精選し 
他店 ョ 。廉 憤-- 眼 寶シチ 居。 マス 
西 四十 ニ 了 目 一四 f -1 ぶセ番 

ロソグ HI 力ー ピか デンが L I 

化な 十戒を パ 前 § 

靑 柳商會 臟觀丽 

(タイム スビか デン' グ向 側〕 巧 WB . 

電話 プミァ )ト 四 I ニ セ 四を が N 化 
◎巧 お/確 實ナ八 コト、 取扱 
ノ进 速ナ八 コトニが ブ皆檢 
々ラ 御 巧 評ヲ得 テ居リ マス 


新 鱗 魚介 一切 

日本人 向きのを か澤 化れ b 揃へ 

巧が 廉 垣で 大魅强 をし まず 

サヴえ ナ魚巧 

岂 S 3 己 > FISH 呈 D OYSTER S ミ吉 T 
2 呂 We た 81 己ぎ を Gi ミ A 養 t 写を m Ave _ 
Tet . Columbus 9123 


♦需巧 ♦雄 誌 ♦新聞 
_ が 寛 まを 巧 
執 巧 午前 九 時 ょら 午を 五 時を 

雜育目 本人 會 

プ巧 1 ドク スイ I とと 立 


發 

敲 


ブ ー クグ 


獅 i 訪 本人 け S 


00 と 0 

0 ぶ- 

お 巧 十日を 巧 


含 ごな Uve . z 呈ぎニ さ 


H 本， 支が 寶玉製 美 
術 お、 婦人 用 首 飾 其 
化 装飾 お 

岡 島！；： 引 トァ5^ 

廣等襄 術晶修 澄、 

を 飾 品、 スト J ンダ 
日本 服裁镜 


洋服 調進 

クジ； ニン グ、 ダイ 

ィング、 修犧 等】 切 

ミカド 洋服 店 

化 本 保 
電話 ライン ランダ- 
み 八 ご一 0 


I' 

• h C L , 

rO S リ 

馬 i 

& W W . 

£ 


お 船 拘用淳 
船具 食 巧な 
和洋を 雜 資贩賣 
敵 出入 稅關 手續 
諸 荷物 運搬な 圾 


遠 藤 小 刃蘭會 


沸 ■♦■♦■♦■ミ ♦■♦■♦ミ 

雜 r~ 111 -■ 

ニ 

酣 


の 一 

I. 

m 


お 育を 命が 隙會お 

S 木定吉 

輔保險 


zas wolrb ' L.ifewnacrasoACO 
51 CJhamberw St : New York city . 
巧 hone ’ Wbr を 2288 

曾灶メ方ニ狗掛ケノ篮^^必プ 
衙 自をノ を々 ピ定 話を 度 チ 串 
巧々 た 置 キ下 サイ 



なか A ^ 


はも‘ 


-證び 


ホを 英文で 米國 人ぶ 能 < k がる 
やう 簡單 明瞭に 說 巧した をが 
出 ホました 。内を 目み 進呈 敦し 
ます、 御覽 下さぃ- 
M KUWm 量 呈 114 E . 里 さ St . 呈 



ご 害で. c | 


5 

r — 

6 


s 

加 

謝 

も 

A 

■I 

組 一 


の 

か 固ま 巧 語を 童？ 事 
は 巧 巧の 繁 一# す 
本较 じは 日本 & 巧 
じ れた 專巧裔 A を 
姉. 4 ら 懇切 じ 貪が 適 
信 丈 社を 語を が授し 
ます^ 目 魔 遇 Hj 巧 じ 
午前 化 時 よん 8十 
時まで バ锅该 L でッ 
スン-^ 十五 她づ I 
今 H を 七に ホが あれ 


蠻 ホ 洋服 巧 
ホぶ 洋 脈蘭會 


一 西 四十 六 T 目 六十と 番 
電をプ ブイ アン トと 0 セ 九 


な 五十一 11 T 目 
ニ ミー 一 

が 藤 
洋服 巧 

f ラ f A 六 ニニ 


み 一 2 
獅か 抓^ 

滿 

pin 

W ?§ ' 化. 5 

M 


が 育 州を 認 
內務省 弦 許 
巧 巧 帝 大巧 巧 大學 
を 婆 復習 巧 卒業 
元 化る 

產婆 松本綠 


電氣 、器が 工具 製 巧 
蓮 勘み、 な 具、 貴を 鹰 
時計、 寫あ 器ぶ 現像 

を.，^ ァ I ト 

ス チザオ 
東洋 美術 ロ 阳書譜 、レ 

デ イオ、 ランプ シエ 
1ド類ゲァ キュ—ム ク 
ブ—ナ .—、 モ—タ —隆理 


第五 街よ so 

へ クシ ヤ！ 

ビグ ザ ング內 

小 池 寫眞舘 

電話 サ 1 クグ 

四 巧 0 六 


をき 米國 婦人 
日本 入への 巧 
語敎授 じは タ 
年の 經驗を 有 

す 0 I レ ブス 

ンと 十五 仙 
itH 朝 九 時ょ 
b が 九 時迄柯 
時 にても をし 
H 曜日は 一時 
よち 四時を 



(能 本縣) ホ 弗 深 ニ 楠岡縣 ニー 
又が を 巧大塚 チダメ ブィ 
ラ デ 八 フィ ヤ巿) 田 上 を 知 
麟) 長が 徳一 柴田幸 一一 破 (熊 
本縣 )一 ニ 鳥ぶ 一 (大ぉ 巿曲川 
源 太が (兵 库縣) 藤 木 喜ん 
ちのを じ 通知を 度き 薄ち 么 
候 間 本人 若 （はお 人よ h 巧 
化 巧 做 通知 騒 上ち 

•紐 育帝國 総領 爭舘 

1 窺 B 養を ミ New If ち 置 fy 


C . 

巧 

C 成 

CL'r 

端 ii 

H 晒 2 訓 
Y 巧 巧む 

祖 H 

園 I 祉 


稅欄 事務 

を洋を^じを化ホ 
の畿 出入 方法に 賴す 
する-切 巧 御 諮嗎じ 
應じ殺 嘴な 船® 運 
貸ぶ 出 お泉稅 熙乎續 
書 等 進 暑す。 宙要都 
ホ じ 巧 なを 右 じ 誠 
實投 速^ 巧 命じ 應や 

巧^ か 撰 


稅關 事務 敢致 

WILLIAM U みま ご 0. 

ぎ Q 三 ま ご B 夏を ay , ミ 
ジ 一. Bowling-Gaeen ち 04- 芒 


十五 年の 歷巧 ある 當按は 多年の 
經驗 ご 新 智識を ちす るを 師を聘 
し 良 動 革 
操 縱法及 
び運轉 を 
の 修絕す 
べき 必要 
な 機顆的 
智識を 短 
期間 じし 
てま も 能 
率 ある 徹 
底 的 技術 

を お 習し を狀 獲得を 保証し 職 案 
ロを も 周旋し ます。 



木 巧の 關稅弓 上げ 

了 ゾリ 力の 敏日 輸出に 大影響 

ホ京特 « 二十 五日 雜 = 貴族院は 木が のぉ稅 引上げ ど賛澤 おの 
賊巧 引下げ まを 可 巧し 患々 ホる 四 巧 一日を 0 て實旌 される こご 
ごな つた、 木が じ 街す る 新 關稅の 適用 箱圍 はお々 アメリカの 化 
巧 部から 徐乂 されつ i ある 松、 杉、 でく じんじん、 る ど i つ攝 
等 じして 政府は この 爛巧 引上げ じよる 一年の 歳入を 加を 約 六な 
五十 巧 w ど見稅 つて 居る が、 日本の 消 费者侧 及び アメリカ人め 
徐乂巧 人は 一齊じ 該案の 姐 過 じ 向つ て 反 おして 居た も 0 である 


〔巧 巧 持 信〕 H かせ 關稅引 上が 
明瞭 どなつ た i め、 これを 勘 機 
として 輸入 貿易商を 中必 ごして 
巧當 かがの 見越 叛 入の 

新 買 付が？ を、 米 固 

よ b の 出張を 社 マ クス ミュラン 
のかき も自凸 でを 越餘乂 を巧ム 
ご 共に 齊 止めを 巧 ひか 巧は 一 踏 
おなした が、 農 巧ち の 木が ㈱ 稅 
引上げの 骨子が 儀 入 まがた る 米 
がの 輸入 防 壓じ蒋 ずる だけにな 
領 沿が 州が の 如きは、 今回の 巧 
巧 じ 當らて もを （課税され 中、 
無稅 品の 恩典に おして 居る 米が 
中 もつ ども 雷稅を 課せられ たる 
け 目下 盛んに 輸入され つ i わる 
がを よ ぴッガ で、 一石 當 りを 义 
太 類の 

素材は は 九十 錢 、おがは 
一川と 十四 錢を 課せられ、 がか 
も 巧 格 高く. 輸入 置の 少なき 一等 
品を 標準 ごしての 課稅 であるた 
め實 際の 誠稅剧 をは 一層 强く G 
己た め‘、.-' お义菜 まど’， しては 巧な' 
b のを 威を 邸 じて 居る、 然 かる 
じ 一面よ b 見る ごス ダ、 ッ ダせ 
の 化 太索材 および 製が ごしての 
課稅の 削き は、 わ やか じ 八十 吉 
銭で 製材を K 比し 直 開きが 過少 
じ 失ず るた め 關税實 施 後は 製 か 
ごしての 乂國よ 6 の 輸出を 助を 
する かお わる こビも 注目 さじて 


居る、 然して 

增稅じ じょ ゎ、 もっ ごも 
打を をを くるは 內 地せ おょび 米 
せの 巧が 問題に 設满を 異に-^、 
巧 業 的 じを を 急激 じ 發展し 心外 
が 專 巧の 製が エ藉 であつ て、 こ 
れ等はあ稅後叛乂が咸退す^^^瘍 
をに、 じは かじ 巧 地が じ 移る パ 三 
ごが 不可能な ため、 お 策 考究 巧 
必要を 生じ、 二十： 2 は 京 濱邸耐 
業者を 糾合して 協議 中で をる、 

'一 ホ乂 が、 ッガ が重稅 のた め輸 
入が 戚 退し、 お 憤 二割 高と なれ 
ば化換 的に 無稅の 白め、 を 松ず 
の 沿 お 州が が著騰 ずべき を もつ 
て、 沿海州 林 取扱 菜 者は ぅけに 
乂 つて 居る 喜劇 もを る、 尙ほ 一 

本 問題 じ 就て 衆議 おでな 

ァメ ザ‘ パの 端稅 引と げじ對 比一^ 
左の かき 問答が 讓會の 速記録に 
現 はれて 居る、 

小山 松壽 C 民政) 木せ 關稅引 
上げが ホ國 にお 響して まホ關 
.. 視护 .の 化 じ 報 傑 手段を どる 樣 
なを 氣を 助長し はせ のか 
山 本 農 巧を の點は 深く 考慮 
して 木せ 銷稅引 上を 率を 最小 
限度 じを 《たので ある、 當馬 
は 米齒じ 報な 的な 事の 起る の 
を 深 想し リ いが トを 注意は し 
て 居る。 


巧 合 球根 > 一新 關稅 

千 個 じ ニ 弗を 十五 弗 じず るか 


巧 巧 巧 _し 化 属さん の 儲けの 巧 
< なつて ちる 巧 合の 化の 球根は 
H 本 ょら 輸入 もな 當じ 多く、 千 
九な 二十と 年 巧 じがる アメリヵ 
の お 入 総额は 四な 九十 六で 化 千 
とだ 四十 S 巧、 置 にがては ニ樣 
千み 巧 六十 巧 八 千と だ 八十 九 お 
度、 この 中 H 本からの 輸入は 千 
となぶ 十 r 刀み 千と だ 十と 封 度 
促 格に ずれば、 と 十五 万 五 千 四 
巧 十五 弗に 速し 居 b ’ 特に H 本 
からの 球 おは、 當地 じがる 斯業 
まの 歓迎す る 所 ごな つて 居る が 
この 球 化に 對 する アメ V 力の 
熙稅引 上 說は旣 じ 夙く ょ b 巧 
へられ、 今から 五、 六 ヶ巧前 
の 本が にても をの 旨を 報じて 
駐 いたが、 を 近 共 か 溝の 幽巧 
引上げ じ脚聯 し、 义 もや 球 化 
の 辕乂然 止 じ も 巧し い 關巧引 
上げ ま 提ぉ說 が 傅は ち、 日本 
の 巧 裳を はか 給、 當 化の 巧 外 
巧を をから もこれ が眞 佑に 就 
て 巧が 務游記 官> しおし 頻 6 じ 
巧 問を 资 して これが 闽 答じ忙 
殺， ごれ て 巧を。 

: をのた め當地 廚格官 事務所で 調 
杳 しじ 所に 化る ご、 アメリカ 化 

一巧 萊巧 組を 必ぴ アメリカ 柿す 化 I は あるまい ごの こ VJ であ 


をで も 現 巧關稅 法を 第と 巧 九十 
一項の 化 巧 根に おし 政府 じ 陳情 
する 所 あり、 化 球根 じ對 して こ 
の孫增 穂を 斷巧 するならば、 現 
じ カナダから タ 量に 輸入され て 
ち 利な 條 がを 輿 ふるこ ごじなる 
ごい ふので、 球 化の 現 巧 稅率引 
上がに 就いては 絕勒 じ反對 し、 
寧ろ 切 化に 掛 ずる 輸入 稅の引 上 
けを 巧 どす る 旨 陳述し つ/' あつ 
たが 

をの 後 7 シン トン 州バ— トン 
所な の シエ フキー グド巧 根 農 

圃 では 陳述 專を 委員 會じ 提出 
し、 日本 及び 歐洲ょ b の輪乂 
を 拖球化 じ對抗 し树項 輸入 稅 
の 引 とげを 提讓 し、 をの 中 本 
巧關 係の 巧を 根-.」 贸 しては 現 
巧 稅率千 個じ對 する ニ 巧を 十 
五 弗 じ 引 上ぐべく もどめ て 居 
る 

而 かして この 贿の 引上げ 迷 動は 
まじ 西部 地方の か 駭がお 栽培 棠 
者の 巧爲 らし < 、鼓 も 需 をの 多 
いま 部に 化て 反 勒の聲 が 大きい 
から 結局 引上げ 速 動は もの じな 
るまい V 觀 測され て爲 る、 化て 
同胞 斯萊 ちらを り必 配す る 必要 


この 景氣に 

金 離 硬化 

おお お 書記官 巧吿 
号ち 二十 一を = 本 春の 乂產 
莱巧 はまを なじが て、 が ホの 記 
錄を 破らつ i あらて、 鐵钢 自動 
牽 其の 化のを 禪 工業 また 著る し 
き 巧氣を 星し、 全般 じがて 昨年 
同期 じ 比し 約 一割ち ど 推定 せら 
れ 、好 景氣が 生を 業 全般 じ 直れ 
るを 示せる が、 唯 絹物 業、 建築 
肥料、 亞鉛 等は 其を 產が 昨年 じ 
劣つ て 居る、 而 してげ 年 じ 比し 
鐵道 貨物 荷動き 直は 四み、 通信 
販賣 及び 連鎖店 賣上 高は 二割 ホ 
增 加を 示し、 商品 巿場活 が 順次 
增 加し、 ゴムは 己 じ 年初 久しき 
を 値の 底を 入れ、 銅は 輸あ 二十 
一二 仙 四を の 一に 暴 藤し、 砂糖、 
生糸を 除く のか、 棉 、小を 等 巧 
れ も强氣 配を 示して ちる、 斯の 
かき 商工業の 活が はを 事業 會赴 
の 收益狀 態を 著 敷な 善せ しめ、 
證券 あは 社債 ょら 株式への 投資 
巧 盛に して、 引 類き が 躍を 示し 
一般 米齒巧 嵩氣の 繼續を 語れる 
6、 金融が が 化 おごして 逼迫せ 
る 現が は、 この 景氣じ 一抹の 暗 
影を 投じつ I あち、 審し金 巧の 
话騰は 株式 方面の 資金 需要に 基 
き、 投機 抑制の ためを 備銀巧 巧 
割引 率 引上げの 必耍を 論せられ 
つ I ある も、 をの 結果は ホ國巧 
エ資を 利率を 一層 高め、 引び て 
にち 換賓 をの 流出を 誘致す る じ 
至れる を をれ あ も、 本日 わが 育 

備 銀行 會議は 利率 据置じ ホを 
— 一た、 今後 化 ホ 準備 銀 巧が 利率 
也 上げを 爲す 煤を は、 が 育 巧 割 
率の 引上げ また 實巧 せらる 巧 （ 
がをは 產業 基調の 猜 現なる じか 
か ホら 中 化 問題を 中必 どして 稱 
補の 論議を 生ぶ つ、 ある。 

日銀 預金 部， こ 

保有 外貨債 

在 かぉ 貨 >5 補充 難 

巧が 正貨 總额は 本社 東を 時電 
が旣 おのかく 益々 减 少して 最を 
では 凡を 九 千 余 万 阳じ敎 威した 
なおん 當初 在外 正貨の 捕 てんを 
する ためじ 滿鐵か 憤、 台灣 電力 
の 外 倩を 募集せ しめ、 これを 賈 
ひ 上ぐ ミ 方針で あっ わが、 英米 
頭 金融 ホ 壌の 金 離引締 のた め、 
滿鐵 外債の 募集は 

困難 ごな b 、 ついじ 同社 
は 外債を 斷 をして 巧 債に 乘 b 換 
へ、 また 臺灣 電力 W 債 四千 化が 
巧圓も 貴族院のを 氣險惡 のじめ 
果たして 政が 保証を 得る か 否か 
は 疑 隅の 形势 じある、 從 つて 政 
府 はみ 漬裳集 じょる が 外 正貨の 
補充ぶ はなはだ 困 鶏な 拳 情に 陷 
いつて 居る、 然る じ 昭和 六 年 一 
ちじが 限到艰 ずる 第二 回 四巧剌 
がき お 貨を債 ニ 億 一二 千 四 育 六十 
S 巧 川浩換 へのた めじは、 是非 
共が か 正貨 充實の 必要が ぁる^ 
じ當 面の お 外諸拂 ひの ためじ も 
これが 補 おを 痛 威して 居る ので 
差し 當 頂を 部 並に H 銀 

保有 の 外貨 償の 一部の 賣 
却 じつき、 これが 擔化 じよな、 

な 外 正貨の 充實を 目論んで 居る 
然して 預を部 並びに 日が 保 巧の 
外を お總 巧は 約 一億と 千 余万阳 


であつ て、 をの まなる 巧を は乂 
体 左の 疵 b でを る 〔單位 千 旧〕 
受 金 部 保ち 

资 I 、 二回 四を 利 英貨を 債 

丄 ハ、 六 00- 

第 S 回 四み が 英貨を 償 ！ 
ニ、 八 00 - 
.五 か 利 英貨を 償 一 

四、 九 00 ; 

六み 利 英貨を 潰 

六 四、 000 
みみ 半 利 付 米貨を 憤 

五、 80 

H を 保を 

第二 回 四み 利 付 英貨を 債 
ニニ 三 ハ 00 
ホを 利 付 お 貨を漬 

四、 一四 0 
ホを 巧 ザ か 米貨を 償 

ニ 四、 二呈 
四を 利 付佛貨 公憤 

I 、 0 とと 

米 國太藏 お證錄 

一ち ニ 一八 

しかして 頭を 部 保ちの ホ貨 潰を 

I 買 巧す る嬉 合は 假み 買戾 
し條 件つ きじて 賣却 する ごして 
も、 預を部 委員 會 にが 護す るを 
要ず るので、 今度の 正を の 輸入 
資 を 調達 じ 際して は 日銀 保ちの 
外貨債 じょつ たもので ある ど、 
尙ほ預 を 部 保ちの 外貨 潰は 約 一 
億を 万 旧 じ 上つ て 居る が、 ゎが 
画發 わの 外債が 低を する こ £ は 
わが 國の國 際 信用 じも關 する こ 
ごで あるかを、 な 外 正貨 補充の 
たみに 賣 种し摄 'ぺ^ら' め 切を ゆ 
一部を じ 過ぎれ もの ご 見られて 
晋る 0 

戴— の 勢， 

ま 京 特電 廿 五日 發 

郵船 會 おな 造 運動 

『社內 重役を 追 巧して 社內新 
人を 登用せ ょ』 ど 郵船 會化じ 運 
動が 巧發 した。 

中央 製糖 社を 創設 

ゴ一 井信 巧 どが 國 製糖は 大正 製 
糖の 工場を 買 入れ 中央 製糖なる 
新會 社を 創設した。 

S 菱 海運 界じ 進出 

大陋 商船 新 社 馈云千 四な 巧 旧 

S 菱が參 加し 海運 巧の 注目を 惹 
<0 

都 お 利下げは 中止 

支那 動亂 で爲替 まごな b . 郵貯を 
利下げ 中止 ごなる。 


稽を H 

火 木曜 午後 九 時！ 十一 時 
' H 曜 午後 一時 時 

紐 育 柔道 俱樂部 

事務所 西な 一二 T 目 一四 化 

クラ— クソン 1 0 1 化タ 

道場 西 巧 下目 一八 


尋れ人 

(宮城 縣) 大橋武 雄 (長 野縣) 获 
おず 人 (同) 佐 伯感雄 _廣 島 
縣) 中が 榮ニ (岡) 渡る 泰助 (東 
京巿) を 澤武之 助 (和歌 山縣) 
巧 藤 甚之丞 (群 垢 腐) 松 下壽之 
吉 (山 ロ縣) 德煤猪 I ニ郎 (能 
本縣) 西が 巧 喜 (鳥 お縣) 廳勝 
衞 (咱 ロ縣) 巧甚ま (愛媛 お) 
橫 田常吉 (和歌 山 縣} 化 本半吉 
(鹿を 島縣) 固 上 時を (愛知 縣) 
末 松 (長 瞄縣) 池 旧 內藏吉 


KIN が 0 & 巧 T が OP 

IMPORTER OF 
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を壽司 辨當御 注文に 應 じます 

木が 屋 

営を か 桐 巧 會氣付 
電話？ •シミ ト八 五六 八 

木 旧 ル 1 ミン グ 
1007 3 三 I 一 ve . Bet . 里 & 呈 h SIS 

ジで oho 吉す巧 nt 苦 27 


巧を 瞬 域中必 "綴 領事 お* ^ H 本 
巧 船 其 化缓巧 大會社 近を 培 巧 

を 港 小 パ ホ テ 瓜， 

純 目 本を (特別 閲ぁ -:!) 
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温 ホ麵樓 

瞬 揃 ひの 巧 理乂數 名 
が 日本人 諸君め 嗜巧 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
ます。 葫 S 時 覆 開 巧 
(昏廿 五 了 目 サブ 
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ネ樓 料理 A 歐廉が 
腕前を 巧つ て 日本人 
茜 君の 當 ぶじ 適する 
巧 理を尝 上げます の 
で窠 とお 也 百 二十 ムハ 

X 目の チホ プ スィ £ 

をへ ば 直と 目 本人 諸 
まじは 割 ふ 程好 評を 
陈 して 居 A す。 
河卒繁 々觀ホ ホの 程 
希 上 主す 。 I 
主、 日醒 饋頭 、ン 

ゥサィ 、ホ 落が ぁ-®' 

ます。 一 


日本食 料 お 類 あび 雜貸類 P 小賣 
ホ 之 ま 大賣棚 桑 山荫會 
が 巧 書籍 雜誌 小間物 日用 iig 各種 


ホ 上 金魚 巧 

918 ミ さ Avr N まごみ 狂な. 
呈呈 e 毎 rcle ニち 


醬油龍 SISSI 驚 S 白米 

日本 米 Si 食料品 iis 。 へ 顧 

巧 田 巧 油み まを 化を 巧】 ホ 賣搁店 

H 本 J 品商會 


レャ トル あ 一. 

NP 旅館 

W 061 ま h Ave . SP Meattie •一ち Shu 

停車を 前 法を ご IT 左 伽 《階 建 
H 本 巧 船顷巧 取扱 波 ロ 場 送迎 


舞踏 SAi 

►社を ダンス A 

►表情 ホ 操 A 

朝 十 時 3, 巧 十一 時 

シ卞 リブ •ダン シ 

ング 師銘學 校を 襄 
上 杉 タマ 


ず，^」 燒 

ホ じ 御 料理 



ヵ旅*|改め 



希!® 旅館 龍 g 

1 すぶ. 霉 h St ’ す こ 。 rk 
jei . ぎ squeh 呈 ミ 8 量 


雲 


張 舘署奥 塞 


東^ 十 了 目ニ妈 二を 
I Tel . を iedania 芭之 


ポストン* 

富 舘大浦 末 松 

三 5 Wo 吕 l^sier St . ぎ ston Mass . 
す I . B . B . I 87 B 


ひまず ので、 御 質 明な 御 祇にト 
つて 皆樣じ リア ラィスして 戴 b 
度く 一筆は しち：^ き 致し まし わ 

(クタ* チヤンより 


日本 理髮舘 I 。 

西 四十 H 了目昏 番地 ニ宜 お室每 

H 階 (谋み 街に 巧し レ 


化 業廣を 

例年の 通ら 當み化 業 仕 候 
御菓子 舖 風# 
这 W . 雲 芭.， 呈 y 


淨瑶璃 b 獲 gj-n 

ご 一 味 線を 稽ち 

御 化しい 餘暇じ 巧 S も 言への 
淨溜璃 の 趣 ホを 御 賞玩 被 遊 度 
皆樣 の御來 遊を 歡迎 致します 

野 澤吉王 

m 118 受喜 St - 置》 
Tel . Univers さ是ち 


化粧品 卸賣 

五味 商會 

W E . ニ Hi で.- R . T . C 吾 
ジ 一 stuyyint 3745 


H 

米 


を 話 ブラィアント 

を ま。 を 茜。 を ま 

♦ ' TT i 

がち 重蔚 

紐 育巿西 四十 四 T 目 
一一ニ丄一 八 番ニ展 ) 
占 iEsm 量 ご 章 夏 NGY 
ニ 2118 ft 44 tllst ., N . Y . C . 
ぎ 置皇實 5 


お 面目なる ホ 磯 同胞 じ «實 

なる 磯藥を 巧旋ず 

宮川 事務所 

紐 育 ホ 西 四十 ニ 了 目昏サ 一を 
電 ブライ，'/ トとセ 八と 

話 フライ アン 九完八 


煎 餅 卸 •小賣 
岳 腐 油 摸 
日本 食料品 一切 
wun rise Rice (ake CO . 
ま ニ hird A さ.， 

MP 空 ニ 2 ち 


提 の蒲燒 おいしい 巧燒 

會席御 料理 

晝 食は ホ廣へ 

叮喀 簡便 藍 巧 大巧な 


割烹 並に 御旅 舘 

t 貸稽巧 

巧ち 巧 苗 八十 八 了 目 H 二三 一 
« 話ス 々イブ！ と 入 ニニ 


高等 御旅 渡 

東洋 縮 

會廢御 料理 


御料 理銳 ド ？ k 

太 陽 

赛司每 日 あちまず 


紐 育 唯一の 日本 巧貨店 

片桐 兄弟 商會 

スマ ドレ •プ " y クッ一 ホ 巧責元 


日本を 巧 品 
日本 雜貨巧 
書 巧 想 雑 お 


每タ九 時を 巧 ま 
メ 1 グ T ド：^ ス 〔年 一巧 

東を 巧會 

トブ ンク巧 b ます 

なをの 鼓 あみ 


人の 前で 歌 ふのは 遠い こピ でせ 
う、 聲は S 滿環 さんじょ で 似て 
むます 0 

現 巧 渡 ホ满唱 旅行を して ゐら 
れる藤 巧 義汪氏 も 當ボで 俯 強’ 
てゐ たのです が' 昨年の 豊、 音 
樂學 校で 開いた 獨唱會 は！ で 
した、 また ブノグ の渡邊 ひかる 
巧は、 日本人に はまれ じ 昇る 立 
派な 聲の 持まで、- 貴を 子 L 0 を 
はない 程眞 面目 r ; 勉强し ら 
れ ますから、 をの 中じィ リスの 
大殿 (テノ 八の 役 一な どで 囊臺 
; を 踏まれ^ば ょじと ほひ 寺： 
了 溝の 置が 嫌 ひだ I さう ですから 
難しい こ VJ ^ ず。 

ラ •スカラ座は. 11,^ 張ら トス々 
一二 エー がゐ ない 玄 品し うごを い 
支す、 每 U 勉强 つて 巧つ て 
も、 まるで 劇 壊の^ 豪が 違 ひま 
す、 本當じ 偉い マ *- ト n だ ど 
愚 ひます、 お金の. fl - でみ 時で も 
水國へ 巧く むで、- の 人 マは 


大變 じす 服で、 音樂 
口惜し 紛れに 惡ロさ 
ました 0 


一雜 誌な ごは 
へ 書き おめ I 


讀 者の n 互- ム 


舞踏 會に 就て 

今度の が 會部ま 催み 春季 盤 親 
舞踏 會 はお 等 在 紐 同 芯 じどって 
でんな じぅれ しい、 しい 惟 か 
わかなません、 こ i _ にお 氣がお 
っきじな った 社會 部を 員の. ej 々 
じ お 禮を申 上げ 度い をで 御座ら 
ます-: けれ で 唯一っ 為 踏會ど 必 
から 喜ぶ 一 ホ 『ダ！ •-!' •フ フィ 
デ！』' じは グ—ド •み ブヌ チヤ 
ン VJ しては ダンスな ふか お來得 
べき 事では ないど 思 化ます' 御 
存 かの 麗 5 な留 日本 A の內- しは 
クリス チャンが 澤山か あ 
ると 愚 ひます、 ク 9 ス 
^てタ I K •フライ* 子 
な a でを るか、 ィ ー ス 
じひかぇて御承知©4^ 

い ご 思 ひます、 をれ とち 今 巧の 
涯 しは； クリスチャン 立ない 日本 
人 ど 米 人 どのた めじ^され なの 
で 御座 ませぅ か？ 社 曾 部を 員 
の ホ々 じこの 点が お！^ にお ーノ .か 
れ なさらな かつ だので 御座ち ま 
せう か or せつ 角の たのしい 链踏 
會 もこの 爲 めじ ホ 常 じ 盛な じ 思 


にな 
チヤン ど 
I が どん 
タ I を 前 
いぶ^ 無 


ジ五 シン ト巧 

埋髮 

西 六十 五 T 目 S 十 I 番地 
五 年間 中が 氏と 共同 營ん年 
間 日本人 諸君の 巧髮名 經驗を 
持つ て 居らが。 懲敷 にを 恵 深 
く 特に H 本人 諸君を 普が 烟申 
上 外。 料を も 左の か < お下げ 
大 勉强。 I ; 

散を シャーン プ 1 ぶび 潤这 
髮 トニ 义ク 一巧 
散髪 顔 制^ 乂お化 
散 髮 六 〇 仙 
を 補髮ト _ー1 ブク 一 0化 
衛生的 設備 ご 方法 御 巧 意 


「我等の テ 藤 原義 江 

日本 民謠 獨唱會 

場 巧 マンジニ T ス ■ビルデ ング 
巧 S 十九 T 目 二十 九を 化 

瘍券 r 弗 〔會瘍 にて 發賣 j 


沈默 S スクリ —ン- から ...... 


laiiaB 


- ホ— 黃金 時化 

フオツ クス、、 ーワ — X 1 ズが 競演 

もの 云 ふ 芝 おじ、、 一う 影響 卞 るか 


沈默の スクリ ーン巧 化は 最早 
過去の 遺物 どな ら、 サゥンド か 
ら更ら に トーキ ー の 黄を 時化 じ 
なって 巧た、 お 聲映蠢 で 先づ大 
仕掛な 先鞭を つけた 7— ナ片ズ 
プラザ— スの 如き 株-! 3 めき^^ 
ど 上騰して 天晴れ ヮーナ ーズ王 
固を 出現し、 堂々 ミ活畫 巧を 巧 
ホして 居る 

昨今 上淸 した ノアの 洪水の か 
きお 聞 紙 じ ニ 頁 大の廣 吿を出 
して 恰 かも 日本に 於る 圓本廣 
吿務爭 の やぅな 有 樂を實 現す 
る 外、 メトロ ホリ タン 歌囊團 
の バリ ト .1 ンを 手を I て 鳴ら 
して 居る チト • ^ フォ のかき 
ネ度遂 座 ィト。 ボブ タンを ま 
ら 、ト ー キ 1 のみ じ 出演す る 
こご/ < な b 、 化演 巧の 契約 一二 
十五 万 弗 ごい ふ 滅法な ニユ ー 
，を 傅へ て 居る、 彼 か 契約し 
たのは メトロ •ゴ ドゥ キ 
ン •メャ —ズで 巧る 四月 頃に 
封が々 をず る ものは 
約 十を 閒の短 かい もめ 十本で こ 
の 契約 お だけが 十万 巧、 歌 ふ も 
のは 『セ ゲキ かの 理髮 帥』 や 歌 
劇では ォ セな その 化ィ タリー の 
民謠 等で、 この か 約 四 本の 長篇 
ものへ 出演す る ことじ U つて 居 i 
る、 バジ の 鬼才 シ卞リ r ピン 氏 I 
じ も 一回 二十 万 霜の 契約 話もゐ 
つじ 怯で あを が、 をは まだは つ 
きら ウン ど 云つ て 居ない 由で あ 


る、 斯る黃 を 時化 じあ b て 又も 
世間を あつ ど 驚かして 居る のは 
最近 フ ー ナーズ じ對抗 して 當地 
の ロキシ ■ — を 始め キヤ ヒト^を 

の 他 n — 諸 劇 煤、 をの 化 數千じ 
亟 々どす る 全米を 化の 映 議劇ぉ 
を 買收し 

特に ニ ユース じ サウンドを 乂 

れ て、 新 ホ おを 開が した ゥキ 

ブ アム •フォックス 社で、 過 

.去 十八 ヶ巧じ 豆り 千 五 百 巧 巧 
を 投じて、 八 ジ^ウ ブ ドじフ 
ォッ クス 村を 創立し、 これを 
ト！ キ ー 映講製 巧に 當 てる 外 
舊 K ッデォ をを 部 新 組織 どな 
し 

今後 フ ォック マ 社は 絕對 じちの 
をを はの 活動 寫眞を 製作せ や、 

~ 切をト ー キ^ — じする VJ 發 おし 
て 居る、 フオッ クスでは 差當ら 
プ P I ドウ 卫 1 連を 喜ばして 居 
も フ才リ I 式の ものを 上演ず る 
豫定 で、 グォ I ドゲ キルの 大人 
氣者 である ウ キリ ー •ロ ッデャ 
1 スを 始め どして ウネ ブ アム • 
コリア 1 、ジョ 1 デ •ゼ ッセ 八 

等と いふ スター 連を 始め どし、 

約 ニ 巧 人じ靈 々ごする 俳優、 背 
景藝術 あ、 舞臺 監督 等に 大金を 
投じて ニ 年から 一二 年： し 直る 契約 
を 調印し、 早速 巧 動じ 着手す る 
こど じな つた、 これ 等の 名優 連 
は 今後 一切 舞 臺じ現 はれ 中、 ト 
1 キ！ 專 巧になる だけ、 もの 云 


ふを 居 や ショ I 類には 隨 みに 影 
響を 反ぽ すで あらう が、 坐 席 巧 
五 巧を 被す る この ショー をト ー 
キ ー で 見られる ので あるから 斯 
をの！ 大 セン セ 1 シ a ン たる こ 
ごは をれ 得まい。 

日本 じ もで うやら 

發聲 活蠢期 

六 常設 舘で實 現 

扫本 じらいょ--^ 發聲 映壽時 
化： a やつて ホ も —— 映盡 の本感 
アメリヵでは、 もう 映畫 ど^ 

ぶト 1 キ ^ — を さす^ 、"じ サイ 
レント •ビ クチ ユッ 1 は 驅逐さ 

れて しまい 今後を 映 畫會社 ごも 
發聲 、無聲 を 併せての 撮影は な 
るべ （避け、 特 作品は、 ずべ て 
發 聲映畫 のみ じなる 傾向が ある 
をれ で 日本の やうな トーキ ー の 
映寫 装置の ない 國 へは、 無聲の 
特 作品が る ま 6 輸入され なくな 
るみを みて でつ た 京、 阪 、神 や 
を 古 崖、 東 巧の 五 化 竹 逆 ど 東を 
邦樂 座では、 陽卷の 映蕾シ ー ズ 
ン をを へて、 一い ょ トーキ ー 
の映寫裝厦'5||ずるこ ごじなつた 
をの 裝廈は R -0- A 製作の ム 
ダキ ー トン も ( I 臺約 S 巧 六 千 
田) で、 パラー マゥント 日本 支社 
を 通じて 本年 E 巧 アメリヵに 注 
文し わが、 巧言 送 するど ころ 
までこぎつけ^^から、 おを/、ど 
も 五月 じは 前， 孤 六つの 常設館が 
'一齊 じト！ キ L 一を 關始 する こご 
ど つな、 かつ 昭和 ネ子 マが 
フ オノ フキ グム いふ ト 1 キ！ 

をを 開した こどは をつ たが、 今 
度の やうに 大規模 R トーキ ーが 
興業され るのは 日本では 最 巧で 
ある 0 


太洋の 上て 

密 酒を 戰 

英國窥 船を 擊沈 

ァメブ 力 政 おは 禁酒法を 制定 
したの 巧、 ぶ 洋上'」 がるを 輸入 
船には お軍當 おごみ 力して 嚴重 
じこれ を 取締つ て属 るが、 をの 
化綺が 度を 過き て 化 ホ ごても 屢 
々問題を 惹起して 居た が 
前週 化メ キン コ 沿岸の 沖で ァ 
メ 7 々の 沿岸 巡羅 船で 酒類を 
徐 入の 常 巧 船 ど 晩み、 豫 てょ 
ら監規 を おこたら i :? かつじ ァ 
キ》 ァム》 ァローン號が深巧 
洋上を が 巧 中 じを 砲を 錢 して 
停船を を じたる も 密輸入 船は 
どん.^ ど 進が して 居る ので 
お 時 おじ 宜ら屢 々嘗彈 をを 射' 
して 跑擊 L をに ニ隻め 巡羅船 
ょも 狹を さいて 遂 ごが 上じ裝 
沈され、 船長け を 傷し 一人の 
水夫は 沈を の 際が 中じ繫 落し 
をの ま/' 巧衛 不明 どなつ たの 
みならす 船長な 下 乗組員 一同 
は 直 もじ 巡羅 船に 收 をされ 遂 
じ 監禁 中で ある ィ J の 事 仲を 生 
ずる じ 至つ た 

船長 ランダ 巧は 大戰 中にはを 
國お巧 じか 佐 どして 勸 巧し 戦 巧 
じ； gb 名舉 わる 勘 章を 授けられ 
た 異± で、 ァメリヵ 巡 お 船から 
停が を かせられた 際 も 船は ァメ 
ブ 力の 領 おかで 十五 哩のお 上を 
が 巧 中で あつた ことを 理ホ ごし 
を 砲を がじ勒 しても 頑 ごして 停 
一 船せ ず、 自ら 船橋 じ 立ちて やが 


どして 船を 指揮し、 追跡 さる-^ 
こご 實じニ 時間の 义 しきに 及び 
この間 農々 砲擊を 受け わが、 化 
然 どして 停船 命み じ 服 化しな か 
つたので あるが ■ 

巡羅 船側 どして は あ 軍 省の 命 
み じょ b この場合 砲裝 々化し 
ない 限ら 職務 怠慢 じ 間れ るか 
ら 義務を を 巧した まで {ある 
ど稱 し、 船に おし 最初に 停船 
を 命じた のけ 飽をも アメリヵ 
どの 禁酒 勵巧條 約 じ 指を され 
た 十二 嗤の 領海で ある ごま 張 
して 居る が 

が國 政府 及び々 ナダ 政府 どして 
は 普通な 船の 酒類 取締 じ 關聯し 
た 領海 十二 哩は 認める が、 をれ 
なみの 壌を じ 於て は S 哩 0 上の 
領海 權を 認めない こどを 理由 ご 
し、 事件の 眞化刊 がご 共 じ攝重 
なる 巧議を 提出す る じ 至る 模樣 
で、 この 砲 お 事件は 早 晚み巧 問 
題 化する じ 至る ベ < 、アメ タタ 
政 巧 部內 じても 裝沈 巧爲じ 巧て 
相當 非難の 聲も 高まつ て 居る と 


居る、 首都 じがる 例年の 攫の 盛 
b は 四月 置： □頃で ある。 


年俸 二で 圓で 

蘇 峰 翁 復活 

大殴 毎日の 社賓と して 
國民 新聞を ぶつた 德富蘇 峰 氏 
は 今回 大阪毎 目、 東京 日日の が 
賓 どして 入社..；^ 社長と 副社長の 
間に おかれ、 一一す 巧の 年俸を 受 
ける こど^な ク たが、 化 巧國民 
新聞 じ 連載 中 だ I つた 翁が 畢生の 
事業た る 『近世 目 本國民 お』 は 


大每 、巧 日兩紙 
をで ある、 一 そ 


へ 連載され る豫 
穂 富 氏を うしな 


樓吹 


首都 ワ シン トシ 

ワシントン 特電 二十 五日 键 n 
當 地の 名物 £ して 春には をアメ 
す々 の 旅客を 集めて 居る 目 本の 
禪 は、 例年ょ > も 早く 味き 綻び 
るで あらぅ ど豫 言して 居た る じ 
反 かや， お 軍 省 ど 彈藥庫 ビがデ 
ングの 中間の 楼は 早く も 今朝 唉 
誇つ ねので、 を 社の 寫眞 巧は 競 
ず 的に これを 撮影して 揭 載して 


つた 题民 新聞社な をの 巧資 をね 
る 根津嘉 一郎 氏が 意地 じな つて 
大金を 投じ 積極^ 營 策を 講じ、 
紙 巧の 擴張充 實を圖 る ごの こと 
で德富 巧の 筆力 V 根津 氏のを 力 
ご、 巧れ が 最後 巧 勝利を 度す る 
か國民 新聞の 將 ホは 新聞 巧の 謎 
玄 して 興がを 0 で ながめられて 
居る。 

民謠の 夕べ 

今夕 八 時化 かょ 6 
旣 巧、 聲樂が 藤 原義 江 氏の 獨 
唱會は 前號所 報の グ 《 グラムで 
今夕 八 時 一二 十を ょら 玉ンジ ニア 
. — ス •ビグ デン グのォ 1 デトプ 
アムで 舉 巧す V く、 多 數の巧 外 
人 好樂を ホを が 巧 巧され てゐる 
巧 ほ 入 填 券は 本社 じがても 取 
巧つ てゐ るが、 當 巧は 會琪入 
ロで を 資する こど じな つて ゐ 
る 0 


夫を 追懷 して 

泣く 未 t 人 

井上 中佐 夫人 巧 巧 

囊じ療 船 ダで スト 9 ス 號でァ 
瓜 ゼン チン じ 赴 巧の 途上 不幸 遭 
難 溺死を 遂げた ホ L 中佐の 遺族 
を 代表し 當化總 領事館の 山 岡 皮 
が 化理人 ごなら 目下 當 地裁 巧 巧 
で 審理 中で もる が、 審理は 一 向 
じ 渉ら い模樣 である、 而 して 
夫人の 近 現じ 關し 井上 中佐 後任 
£ して お 巧の 途 じある 下野 少佐 
の 語る 所 じょれば 
井上 ホむ 入は 目下 嚴父原 口中 
將の わまで 靜 養され てゐ ます 
が氣の 毒な こご じけ 半身は ほ 
どんで 不随の 狀 態で、 常 じ 海 
魔 じさら はれた！； 一夫の 悲劇を 
思 ひ 浮べ、 何お自 をら あの 時 
じ 死ぬ こごが お ホな かつた の 
であらぅ かご 悲しむ で 居らむ 
ますが、 ほんどぅ じ氣の 毒で 
見る じ堪 へられません 
ご あつれ、 尙ほ 下野々 佐は 逝け 
る 中佐 どは 親ぶ の 間柄で おじ 首 
都 華 府じ滞 巧した こ》」 も あ b 今 
度 もを の 後 巧 じな つたの だ ご。 

を 地ょりの 硬ち 


音 樂の都 か 


ら 


，'、ラ 


じて 

原 信 子 

大震災 後 夫 肖 ど 共 じ 渡が し ミ 
ラ ノ-し 居を 構わて シ ー ズン じな 
れば 驟洲を 都巿を 歌ひ迴 つて 居 
じ聲樂 が々 スビ ー ホ 人の 原 信 子 
さんは 梟を みの やうな H 本乂聲 
樂 家の お 息を 齋 らして ホた 『最 
をョ ー。 ッ パの I 三十 個 おで 歌 ひ 
ました、 をの 望みで 大劇瘍 だけ 
で 歌 ふやう じして 居 らました 
昨年は オペラでは 化を 一 ど 云は 
れる當 お ('、ラ ノ) の ラ •スカラ 
座で 歌 ひまし じが、 これは 日本 
人 ばか b でな く、 東洋人では 始 
めての こ W なので 大變 嬉しく 思 
つて 居らます 、巧に 之が 機 緣£ 
なつて、 赴を をで も 有るな 入々 
の 仲 聞 だ 入る やう じな つたこ ど 
は 幸福 ど 存じて 居 b ます、 今年 
は 獨逸ホ 面 じ 約を が 出 ホて、 一 
月末 じ出發 する 當 でした が、 あ 
の 欧洲 圣± を 襲つ た 稀 有の 寒氣 
のた め、 を 地の 劇場が 一時 閉ま 
る やう じな ちまし じので、 未だ 
じ 中止して 居らまず が、 いづれ 
近い 中に 巧かねば ならますまい 
當 巧は 零下 十四 五 度を 往 ホし 
を學 校は 寒さ や 病人の ねめ じ最 
近まで 化み ましたが、 ゥキ ー ン 
や 獨逸ホ 面は 審下 S 十五 度 乃至 
四十 度と 云 はれました、 語學の 
願 係から か、 ィ タリ ー へ 聲樂硏 
巧 じ ホる んは少 いのです が、 を 
れ でも 01 マには 東京 音 樂學校 
助 敎授の 長 阪好モ さんが、 もう 
一年 ザら 聲樂の 勉強を して 居ら 
れ ますし、 H 本 じがけ る 音樂會 
で 人氣の あつた 顆屋敏 子さん は 
スペィンで 初舞台を つ £ めて、 
この頃は ィ タリ ー で コロ ラト 
アの オペラに おる や， フ 'じな 
した、 お父さんの こわい 監督の 
下 じ勉强 されて ゐ ます、 棵 最近 
じは シア トグ から 杉 町み よし 夫 
入が 來られ て、 一 丹から 歌の 勉 
强を 始めて 否ます が、 この 國の 


.ユ 

/ま 
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日 A 廿巧 H 年 四和昭 
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資本を を 《 旧 
拂么巧 資本を ホモ 巧 旧 
積立金 六 千 四な 巧 曲 

本店な 京ボ 日本 橋 庭 本を 屋町 五を 化 一巧 
で 店 小が 日本 橋を 內呆ち 巧 巧 
名ち 屋 京都 大 阪巧关 ち# 戶 
黄 島 下 お 巧 司 若が 巧 岡 長 《 
上 おなおを 頁 巧 水 


な 巧 入巧替 ，電信 送金’ おを を、 旅 巧 巧 巧が 
巧 業 信用 狀を他 一 肢を行 業 

ん S ご裹銀 巧— ま 巧 

鄉里 送金', 日本を 化 無ず お 巧； 巧を 取を 
本店 預金 (定期 通かノ 二種) 巧 便利 取 巧 
本 まち 東京 (本 巧〕、 大 お、 角タ 、京都 
巧 巧 地名を 屋 、小 お、 上 お、 なを 


▲鄕 里を を 及び 並 送を (無手 數 巧)、 外 固 
爲を賣 買、 荷爲替 取組な 立、 信用が あ 
巧 等- 般銀巧 おお 御 便利 じな 扱 巧 仕 候 

S 臺灣 銀巧攀 出張所 

濱 、大巧 神ち 上ち 漢 
ロ、 福 州、 厦門、 細が、 香港、 廣 東、 お 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 をち 
々於 カツ タ 、偷敦 、其 外臺僞 十四 ケ巧 1 


一、 資本金 壹億圃 (を 額巧这 巧) 

一、 積 立を 一億 五な 五十 萬 旧 

內化 本ち 店 U 橫濱 (本店】 東 ま乂阪 
神 戶を蜗 下 巧 名ち 尾 

橫濱 正金銀行な S 支店 

ホ 函ぞま 店 U を 港 羅麻沙 巧 巧を 
巧 他世界を 團ま巧 都 巧 二ち 巧及コ グン 
ス有之 お 


本店 
短 育 支 巧 


大阪 化演五 T 目 

紐 育ブヴ ー ドウ 玉 1 百 四十 九を 


巧 ま 
會社 


住ぶ 銀 巧 


東京* 横漠 、名 古屋 、を 都、# 戶 、辟 山 
ネド^ 尾 ノ 道、廣島、吳、柳井、下 ノ 顆 
支店 一巧 司ぶ 倉、 若が、 博 多、 久留 ホ、 熊本當 
本固預 を、 鄉里 送を 等は 摄め 
て 御 便利 进をじ 御 取扱 可 中 お 


本な 朝鮮を が 

まなお 張 巧は 日本 內 地の 樞 要都巿 、巧鲜 
滿洲 、支那のを 地 及び 浦 お巧德 

朝 鱗 銀 巧 紐 脊曲張 巧 

外 國爲替 一般 银巧 業務 お々 お 便利 じ お投巧 
申 上 巧 


藤本 證券 會巧 

一般 有價祖 券ノ賣 買、 引受、 募集 
▲金融、 5 さ 一 關スこ 切/業務 

齡脱 藤本 ミ 7 b I 力— 銀 巧 
級 育 出張所 


シアトル ぉ 帆 (お前 十 時) 
をち ぞな化 四 巧 四 目 
あ ふ b か 化 四 巧 十六 日 
ば W , すか (ホを ほか) 阳巧廿 ホ 目 

►一等！ S 漬 一九 五 巧 ， - ,-LS 
度 L ばづ すか るん どんかは 一 亞お萊 
▼一二 等 B 本 お直 五 巧ぎ 室大 を 造を 巧 室 i 
▼御を 望に 依り 一等 割引せ を馈 巧を 朽を W ち 

ロスアンゼルス ぉ 帆 (午を 一二 時) 
まじら 化 巧 巧 廿よ日 
もんて びで を 化 ホ 骨 一 H 
▼一華 摄湧ニ 1110 巧但 はわい 化を にらを を 巧 
▼巧 則 一二 等 日本 巧を 十九 巧て 二等 9 本 巧 五十ぶ 巧 
▼ホ 键羅 商行衡 を' 切符 寢奎 を 購入 御铃淀 かづち 
►が 育 綴 パナマ 經お 日本 支が 巧 貧 物紀ミ 回 


陶 緻器雜 貨卸賣 

春 巧腐會 


日本 陶慰 器雜賞 

ラム プ卸賣 

奈良寶 易商會 


體 日本 ドライ グ！ ゾ簡會 


円本 陶黑雜 を 
ドライ グ^ ~~ ツお 販賣 

鱗， g 践木桃 ホ 組 




創設され ろ 日本 文化 學院 

實巧 委員 會で 具体案 作製 


- 




I 


昨 夏 H 米 文化 學會ま 事 巧 
田 柳 作氏齡 米な ホ ヮシントン じ 
巧け る 3 ン グレス 固 書 館、 ダヮ 
ジ 》 ア大學 、ジョン ス •ホ プキ 
ンス 大學を 始めが 方面を 視察し 
て 日本 义化 おか 機熙の 創立 じ閱 
する 計丢 施設を 硏 巧せ るが、 當 
巧 コロン ビヤ 大學國 除敎肯 部長 
ポ ー グ •モン n 1 お 巧 どの 說解 
も あ.^ 同大 學 どのを 渉を 進めつ 
つ ある 內同お 巧は 日本 及び 支那 
を訪閒 する 要務 あらてを 巧 じ 旅 
巧し ネ月 二日 歸 がした。 化間モ 
! ザン 系のを 銭ト— マス •ラモ 
ント氏 も 化 計 畫じ巧 ホを 持ち 同 
氏の 秘書 役ィ ー ガン 氏の 幹旋じ 
巧 b 巧 田 氏は 古 お比亞 大學總 を 

ニコラス •五ム •バット ラ ア氏ど 

會 見し 古偷比 西側の 

意嚮 を 質した る じ、 パッ 
トラ ア總 長は 豫 てょ b 巧 かる 計 
靈の實 巧を ホ 望し つ i ある 旨を 
述べ 順序 ごして 先 づが究 調査 機 
隅を 設けて 巧究の ホを 進 わべ し 
ど 云 ふじ 决 した。 右-しみぎ 同大 
學 政治 經お 巧のを 頭- ヮ！ ド* 
'玉グ •マクベィンを 授 をを 員 長 
W ずる ま負會 を 化 巧し、 委員 ど 

して ウネ リアム •エブ •ラブ 七が 

教授、 國隙敎 育 部長 ポ ー が •モ 
ン C ! 氏、 名 馨敎授 ダグ キッド 
ィ ー •スミス 氏、 圖善舘 長クキ 
タ アム ソン 憐± 、ジ 3 ン •ジエ 
— •コス 蹲 - H 、 パ— カア •ブィ 
ム - ン ジ 3 ^ ジ •ミ ュ® ^ンス 


ジョ 1 ジ •エス •カク ンク ロ パ 
1 ト •ゴム •マク アィ ゲア ク— 
サア •シ •一 •ク* •■■トリ ツチ フラ 
ンク •デー •フ ブブ クン ソ！ ク 
エブ クグス を エ七八 •スタ！ 

トグ アン ト 女史の 十二 一氏を 巧 命 
し豫て 

組織 されてゐる0本人側 
のを 員 會ご 協調して 具体案を 作 
製す ごな つたが、 モン。！ 
博 ± はが じ 化 問題に 輿 ホを 有し 
宜っ 日本 訪問の 際 東京 じがけ る 
日米 文化 學會の 首 腦お靑 卞菊雄 
氏、 一宮 鈴 太が 氏、 高 楠 順巧郞 
博 ± 及び 齋藤博 巧 等ご會 見せる 
關係も あらまと して 韓旋の ほじ 
當 って ゐ る。 隨て巧 田 氏 多年の 

宿绍 であつ た ジャパ ニ 1 ス •力 
グ チユア •センタ アの 創設は 日 
米兩 を員會 じがて 第一 段の 協を 
を遂 ぐる 事に 出を しおら じ 進む 

では ダ ツチ 户 ゥス* タサ ィタ 9 
アナの 如き 建築を 計畫 する じ 至 
る 晒 序 W なる であらぅ。 尙ほ他 
面 二月 十一 H を 0 て 開かれた ジ 
エ 日— ム •グタ ー ン 氏を 委員長 
どす るり 本協會 タゥン 七ンド • 

、ィ リ K 委員會は^本义化絕か磯 
關の 創設 じ おし 滿 おの 賛意を 表 
しモ ー ラグ ナツ ポート をな す 旨 
の 決畿を 通過して 聲援を 興へ 居 
ら 、ホ 東京に がける 日 ホ 文化 學 
會じ ては 巧 理事に 阪井德 太郞、 
菊應 巧、 黒板 勝 美 巧 ± の 一二 氏を 
加へ た ごを ふ i である G 


化 億 九 千 五 巧と 十二 万 八 百 ホ 一 
吹 ど 云 ふ 第一位を 占め 一昨年ょ 
六 千 ニな 六十 八 巧と 千 六 百廿一 
巧 增 して ゐ る。 英領 n 0 ン ビア 
から ニ 億 一千 九 巧 化 六 万一 千 五 
百 五十と 映、 華 州から 五 億 化 千 
S 百廿 五で 四千 四百 八十と 吹、 
オレゴン 州から 一億 八 千 一二 百 十 
巧 四千 八な 四 吹 日本へ 輸出して 
ゐるど 云 ふ。 


武間氏 結婚 

巧 田 柳 か 氏か攘 ご 

森が 兄弟 商 會お員 武間之 男 氏 
は豫て 婚約 中で あつた 巧 田 柳 作 
氏み 媛 千 鶴 子 ごまる 二十 一二 日 午 
後華燭の典を擧 ^^ た。 右は地ま 
延之助 氏 夫妻が お 酌の 勞を執 b 
西と 十二 T 目 己吞 十を 同氏の ァ 
パ ー トメ ント じがて 滴水 牧師 司 
式の 下に 芽出度が 儀を 了し、 新 
飯 新婦は 同 H 直で 華盛頓 方面へ 
蜜ち 旅 わじ ぉ發 セれ。 當 日は 千 
鶴 モ媛側 i ちは 巧 父 巧 田 柳 作、 
を 巧 健 作、 令妹を モ 、富 ± 子の 
四 巧 席に 則し 其 他 田 島 繁ニ氏 夫 
妻、 中 山 武夫 氏 夫人、 を 井顆治 
氏 夫妻 メ！ ソンが 夫妻 及び々 鹽 
織田寬 氏、 安孫^ 义顯巧 前 波 陽 
之 助 氏 夫妻 宮永 之 助 氏 スヮン 
巧 夫人、 塚 旧 數平巧 水 谷涉ご 一氏 
夫妻 等 近親め 人々 のみ 陪席した 

松 本 商店 電話 變更 ' 

巧內西 三十 四 T 目 巧 二十 四番 
巧 巧 美術 ヌチ ュザォ (が 本節 正 
氏 經營) 電話は 今回 ラ 力 ヮナ四 
化 お 一二 じ變更 した。 

— ハ： i お 人 


譯 のからぬ. 

地タ 移民 官 

を 民が のす 當解釋 
千义だ 二十 四 年の 巧 日 移 比 法 
か 施 巧され てぶ 來約六 年に 直つ 
てなる から 該 ぶ々 おの 解释 をを 
を ニ H じすべ 心尝は U い。 旣じ 
ー骇白 かど 云 ふ 柳々 の 件 數を化 扱 
つね 地方 移 おを 等が か 巧 じ ホ 常 
^ 識で あ つ て もホ數の先がを尊重 
; すれば 大過 UC 巧 職務を を 巧す 
る ミが 出 ホる では 當が でんる。 
がるに 囊 には 桑 港 U 米 新聞 記 若 
熊 巧 御堂 氏 去 人の 乂國 K 對 して 
巧 H 米 闕總端 事の 旅券 杳 証を 一 
ホの が 古 ど ムて蜡 からず 遂に 試 
訴ご なつた 審實が あ h •、又 最近 
じ U 1 ニ 井 銀 知が 育 支店 員 遠 お 健 
ニ 巧 夫人が ホ 息间伴 まる 十 あ 日 
を 港 じ 人 港 ザる 春げ 化に て 上陸 
せむ ごせる じ 同地 移民官 U 遠 藤 
夫人の 携帶 せる 旅券の 査證 が、 
「移は 法 載 ニ 條游六 項 J じ該當 
する 旨 明記し わ 6 たるに 拘 はら 
I や、 同 法 萬 S 化棠ニ 巧即も 一時 
™ 的 乂國ち どして 上陸を 許可す る 
i どま 巧した。 該事 賞に 觸 しを 港 
i じ 於け 間を 『新 化 巧』 の 巧 報じ 
|化れば移民官ま巧ジ a I ン ス氏 
どみ をの' \ ッ义巧 ごの 閒 ■し 明文 
解 巧の 恵 巧を 異にした ので 不取 
が 一時ん 留の あまで 上陸を 許可 
した ど ある。 該 移民 官 S 執れる 
巧 横は 明かに 移- ii 法規の 曲解で 
をる ので 一二 ホ 物を 桑 巧 ま およら 
强巧 じ抗證 しじ お果 移民 官 側の 
間違；：<-る^が明白ごな6其旨朝 
明を U すじ ま b 漸 （圓お I 解か 


し 遠 藤 夫人 及びみ 息は 遠 藤氏と 
科 じく 無 條件人 固を 許可 さいた 
ご 云 ふ。 每 度の 事が でを るが 彼 
等 地方 移民 官の沒 を 曉の爲 めじ 
煩は される のは 遺感千 巧で をる 


昨年 中 輸出され た 

米材と 日本 

別項 窠ニ面 本社 ま 巧 特電 所 報 
の 如く 本 巧では 四 巧 一 曰 よらが 
画產 木が 輸入 我 引上實 巧の 豫定 
である さぅ だが 太平洋 木が 調査 
部の 發 までは 昨年 中英锁 。。ン 
ビア、 巧 州、 オン ゴンの 一二 帅か 
ら積 出した 木が は 五十六 億 化 千 
円 八で 一二 千と な 十四 灰で 千 九 巧 


舞踏 會は 金曜 曰 

紐 育 H 本人 會社會 部 ま 催惩親 
舞踏 會は 愈々 (金曜 ニ 一十 九日 
午後 八 時ょ 6 巧 五十二 T 目 一二 

な六番 (第 八 巧 じあい) パ片ム 
ダー デン じがて 關 催せら るべ 
く當 巧の 餘輿其 化の 準備 も 略 
整つ てゐ ると 云 ふ。 服装は 隨 
盧會 費は 五十 化 均一 切符は を 
幽体 旅舘 及び n 會 事務所に て 
求められる 0 


かと 年 ょら ニ か ニー 厘 多くな つて 
ゐ る。 蒂 州が 第一位で 111 十五 億 
■円 化 ニ 巧 扔餘で お 加は ニを 九 雁 
ホは オレゴンの 十四 億 ニ 千 四な 
サ 巧と 千 扔滕で 一割 六み 五 厘と 
をふ激 巧を なし、 英領 n P ンビ 
ァ はと 値 六 千 五 百 五十 五 巧 ホ 千 
W 餘で 一二み 五 厘 殖えて ゐる 。一二 
州からの 外國 輸出は 總貴 か僞一 
千 化 十万 己 千 六 だの 十一 がで 前 
年より 一二み 五旌 超え、 日本へは 


巧 禍 スペシャル 


おも も 
去 ホ 


罐詰 
一 包 


一巧 
十二 化 


貸 室 .日本人の 家庭で 旋麗 

な 室が あ b ます。 お 望の 方おフ 
ズウオ ー ス五乂 四 ニ じ お 電話を 
さ、， ませ。 


す > 白 ホ增小 樽 (十二 斤ろ 


か 桐 兄弟 商會 


新入 荷 

ウル タ味 淋卞 

一 袋 四十 他 


桑 山商會 

ご 4 互 ST ち ih ST : N . y . C . 
Ph 己 舌 . R お呈 1 2 ニ 3-吉 置 


•化 野 ま 內氏大 朝 紐 育 特派員 
夫人 及びみ 攘歸朝 後武巿 假寓ょ 
らお 內四 十八 了 吕プ。 1 ドゥ ユ 
1、 ホブ少 •ベ 八 ゲエデ ャじ轉 
住した。 

♦岸 爲治郞 氏を 轉賴ン ャッ 直 
輸入 販賣業 岸 爲お郞 氏は 今圓西 
四十 ニ 了 目 こ ニ 0 番 にを 轉し電 
話番 號もゥ キス コン シン 四 八と 

ホ番 じ變更 した。 

參志賀 寬氏當 巧蠢糸 中央 會事 
務 所員、 去る 十六 日 着 ほ。 

♦ 正宗 一巧 醫學博 壬、 九大 お 
授 、文部省な 外 硏兜員 V •して ま 

る 十六 日 ボタ トン、 ケンプ タブ 

• チ 大學 着、 八月 迄 硏究。 

♦山 田を 雄 氏 义部省 在外 硏兜 
員、 まる 十よ 日 着が、 ホち 十六 
日 渡 触の 望。 

♦武膝 稻太郞 氏 お 軍 造兵 中 お 
隨巧 S 菱川 中佐 £ 共に 當地 海軍 
監督 所長 松 旧 大佐の ま內 じて 華 
府 出張 中の 所 一昨が 歸 が。 

♦ 化 堂 卓 雄 氏滿鐵 顧問、 前 お 

工廠 庭、 が 軍 造ち 中將 一巧は 約 
廿日 間遲れ 四月 中旬 頃 着が の豫 
定， 

♦ 松が 肅氏 千葉醫 乂お授 、巧 
米 巧き のを 中 化 お着 紐 當み滯 巧 
參 井上 お 一、 巧 田 音 祗兩氏 東 
洋 綿花 社々 員、 を 上。 

參水 巧驟氏 日本 生か 社員、 同 
上。 

鲁山本 喜十郎 氏、 齋藤董 福 氏、 
を 正路 氏 東を 電燈 社員 同上 
♦巧が 淸臣巧 日本 興業 銀巧秘 
書 役、 同上。 

参 大岡大 S 氏 おお 局 ± 木 部長 
岡 上。 


東京 廊 會特吿 


*>**! 化 ホー ダ！ 

を 御 利用 願ます 
東京 商 會は一 册の雜 誌で も 
一 瓶の 醬觸 でも、 一斤の ホ增 
でも、 一服の 藥 でを、 柯んで 
も 御 注文み 第を もじ c ， o*D 
こて 舊 らます 

を 憤 表、 巧 品目 錄御申 越 か 第 
屬ら ます 

價額 勉強、 發送 迅速、 多々 じ 
不係 御用 命を 定ふ 
巿內お 達 化 候 

I 東京 商會 

iwJ 5 thst , N . y . c . 

Tel . ブ臺 g ち 夏 黄 


す拂 掛金 回收 

支 挪遲延 の 諸 勘を、 不渡小 切 
手、 支 拂拒絕 の 約束 手が、 僞逛 
株券、 共同 經營託 欺 等に 駒す 
化ての 巧 渉、 回收金 方を 引き 受 
けます、 柯キ 御用 命 下さい。 家 
庭 的 ツラプ グも化 扱 ひます 
G 享 〇1 畳 置 ive B =3 au - 1 55 E . さ を 苗- 
S 是 e 2 呈 ，ジ I . f 呈呈 I 0 だ 1- 呂 51 


装飾綺麗の室、 設髓 

餐 等 完 を、 シング こ 週 

八 弗、 ダブ グ 一週 十 弗 

呈 TEL 呈 CL で 22 W . 普 さぎ 百な 


ポカ テー ブル 

及び 玉臺 一切 製作 販賣 、恃期 
のがを せね 內じ 御注义 T さい 

伊藤 

1 君ち . 1 害 其妄 Tel. Watkins 577 


夏場 だ；： 

ネ 1 ク 、ゲ！ ムはボ 々 • ゲ — ム 
この 際 至急を 懼 じて 權 利！ 切 譲 
渡しむ し、 委細は 面談 (き 由亭 
內 淸 岡 ) 芸ジ =ds 三 roo 童 N. V. 

K1 ミ Hunt 忌 ton. 至 . だ. じがて 
タ 年經營 せる ち 利の 
チヤ プ スイ ランチ ま 人 歸國じ 付 
至急 議渡 度し 委細は 左へ 

ミ 章 一 BP ぎ Regent 3 さ 0 


料理人 謂： 

び 料理を を敎 巧す、 新式 設備 

戸呈 i 呈 

ニ 至を 2呈 St. Cor. Broati まこ. Y. 


特別 廣常 


三 一巧 化 


. ^ — スタ ー 聖 H 午後 八 時 


◎禮 拜說敎 巧び 洗禮式 

題 「啓示 宗穀」 淸水 牧師 

基臀 曰く ： 

「誠に 誠にを 等 • し 吿ず A は 水ご靈 VJ じょ もて 生れ やば 神の 
國じ 入る 事 不能」！ " パネ 傅 S 、 五 
四 哥と日 午後 八 時 

◎ 禮 巧說敎 (了ぶ 受 力ー チス博 ± 

題 「日本 U 於け ろ 四十 年の 奉 化 ご 
生活 公将 權じ對 ずろ 感謝」 

基督 日く j 

「化て 勞 する 者 重荷 j を 鱼ふ者 我に 來 れ我汝 等を 化ません」 
マ タイ 十一、 ニん I 

兩 日曜 集 會は特 則 I 禮 巧で あらます、 廣く 同胞 兄弟 蛹 巧の 
御 ホ 貪を 御擲 め執飞 よす 

I ; 紐 育 日本人 敎會 


社會部 
主 


I 春季 懇親 舞機會 


期 

瘍 


日 一二 月 二十 九日 (金曜日} 午後 八 時ょり 
所 パ！ ムガ— デン 
巧 五十二 T 目！ 一一な 六番 (第 八 お 近く) 
入瘍券 一人 五十 伽 均一 

ぶ 入御 誘 ひを せ續 々御 ホ會 下さい、 をして 共に 一夕 

樂 しく 過し 立せ う = 服 裝隨意 

切符は を閣を 下宿 义は 本會 事務所 じて 求められ たし 


鞭 育 日本人 會 


k 

rl 

o 


ロナ メ 


力 


の特を 


G ^ 
が％ 
f 皮 


巧. 

3 S 

巧 h 
3 ホ 


e 扔啤 

.に 苗 一 

K S 啤_ 
D 接 U 
0 -S H 
.1 8^ 也 

巧け 
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d 
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u 
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d 
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巧 本人の お 買物 じは 轉别城 員を 置き 無 
がで 御 案 內致升 電謡义 はお 手紙 あ 驚 御 
_訪 間して 御 便宜を 計ち 初めての お 方に 
.對 しでは 特に 注意 致しまず から 是非 お 
立 寄ら 願 ひ 升、 巧 巧 配達は か 論 日本 其 
! 他を 地 宛の お 荷赖發 送は 當 方で 致し 升 


ジ m ン ブナ 


力 


A 


厂 


なち I ♦♦.て 
n 匿 ぃ^ ほす 

證 ASI 

W .IM 十け. 最 

WIi 品 短 

w ' MhJ 間 圃航‘ 

g ミ— 


晚香坡 每ニ週 一回 お 帆 

A でム プレス 露 西亞ご ニろ 客觸) 

.ご 一巧 ご平日 

▲で 么 プレス 亞細强 ご ニ. 呂 0 觸〕 

四 巧 十八 日 

A 玉. ム プレス 佛蘭西 ご ニ •呂 0 嚼) 

五ち 九日 

A でム プレス 露 西亞ご 一一る 00 喷) 

五月！ 一一 十日' 

一等、 二等、 一二 等 及び 下等を 設備 
最大、 善美、 最快 まの 東が 航巧船 




柳 

9 


- I 組 

25 我 一 

W 加 削 化 加 

Y — 2 


諸 雑貨 仲買、 卸販賣 

保 巧 商會 


C 


6 

6 

2 

8 


S バ .m 

W 邮 加州 琴 

B M U 1 1, 


M け w 


日 ネ陶破 黑雜貨 類卸賣 

ザ元ブ タザ ー ス 


H 本 郵船 會社 (並 ニを 鐵道會 社) 

代理店 巧 桐 兄弟 商會 

乘 車、 を 船 切符 並 じ 小荷物 運 客 御 便利 じ 取扱 申します 


了 寧が 印刷 ご 精巧 G る 仕上げ 

時日の 迅速 ど 確增な 校正を 保証 

印刷は 紐 育 新報 社へ 



電話 ワトキンス ニ 化 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違^む く 新報へ 

巿內西 十よ T 目 十二を 十 階 日 



東部 じがけ るが 字 言論 機關の 

權 威、 吾が 新報を 讀 まね 人な L 

廣吿は 紐 育 新報へ 
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お 川 保 晩 宰孩巧 

3egawa, Insurance Broken 
303 Fi れ h Ave 、 


內 巧 蘭舉株 A 曾が 紐 育ま 巧 
Uc 打 Ida 1 ra ぶ ng レ> リ Inc. 

1 1 Park Place 


嵩 貧 易げ を會栽 
Shima Trading Co., Ltd. 

150 Broadway 


巧 まを 化 赤 尾 巧 含 
Akawo & Co リ Ltd ，， 

巧 5 ドが 化 Aw., 


が 倉 製 絲綻績 株 ま會祗 
Katakura & Co., Ltd., 
200 Madison Aven?ie 


Tel. Caledonia 4100 

Tel. Barclay 1376 

Teiepbo 凸 e Rec れ r 1484 

TeL Caledonia 9758 ぷ 9 

Te!, Ashland 454 良 - 4546 

K. Milldmo わ 

M お m が 〇 PearU 

535 Fifth Aveim 。 
Tel. VanderbiU 2 別 9 

大 倉が お 巧 ま 巧 
Okura & Co., 

30 Church St" 

Tel. Co け ! andt 2292 - 93-94 

H 共 巧 ま會お 
巧理巧 
おが 巧會 
1 扣わ oadway, N. Y. C. Ttl. R 扣 ter 7884 
Fa 加け； 35-1 日 36 化む e., し 1. (! け ]! 

浅 野み 產辕 ま會莊 
Asano Bussa 打 Company 

Room 801-805 
165 Broadway 
I'd. Co け laa み S(M 7 ぷ 0 が 

, Gosho Corpora お on, 

S 巧 k Importers, 

40 Ea が 34 化 Sl:reet 
Te!. Ashland 化 的ぶ 1 

Gosho Co" hxct 
し otto 田 Exporters 

巧 6 が V が S し 

Tdl Bowiing Green a 撕 -Ofi 

巧な 讲巧 道な ホを 社 
なち 事を 巧 

Sou 比 Manchuria R . 化 Co., 

Koom 2026 , Canadian Pacific Bldg. 
342 Madison Ave. 

Tcl. Vand が biU が 35 

s 井 物を 賊會社 
が 育 支 巧 
Mitsui & Co., 

6 a Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

巧 巧會な 揖井巧 巧 
な 育 出張所 
Iwai & Co., Ltd. 

Wool WO け h Building, 
Tel. 巧 わ Roy 8 が 0-61 ぷ 2 

ミ 寨巧事 巧 ま會お 
な 育ま 店 
M お ubUhi Shoji iCaisha 

(Mitsubishi Co.» Ltd.) 
120 Broadway 
Te!. Rector 2560 -2564 

大阪朗 日 ニ まを 朝日 
化 巧 ま 巧 

0 化 ka A 化 hi 
了 he P*(ew York 了 im が •Ann が 
TeL Lackawa 打 na 1000 

日本 おを がま 會 社 
な 育ま 巧 

J&pan Cot れ凸 Tradinc C。" Ltd*, 
2 Park Avenuei 
Tel. Lexington 8787 

日本を 糸 採 ま會化 
粧育支 巧 
N げ阳 H KI-IT 日 KtmU, L 川 

よ WO Park Avenue 
Te レ Aahland 5320 

巧を 名會を 
化育ち 巧 
Hara & Co リ 

443 Fourth Ave^ 
TeL Caledonia 7830.35 

目 米を 糸が をを 社 
紐 育ま 店 

N ! 削 1 ぷ 0 KHT0 K が USHWl KA ぶ Hi ^ 
(NICH 1 ぶむ の 1 TO CO** LTD.) I 
1 Park Avenue 
TeL A*h!and 6246 ィ 7 - 48^49 

大お毎 目 ニ 义 京 日日 
を 木 H 郎 
0 化 ka Mai 山 chi 

Room 306 A W^orld Biiildiriy 
TeL Beekman 4259 
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濟南 事件の 協定に 正式 調 巧 

り 支 國交模 巧して 賓易界 に活氣 

束 京 巧電廿 九日 發 === 政府は 最も 短期間み に 地 東 省の 撒 兵を 斷巧 する こご i な b 、 鈴 木 參謀總 
長ゴ こわを 奏上— たが 御な 可 わ b 巧 第に け睛 もじ 撤を 命令を おする r モる ベぐ、 お 協 おでが 円 運 
勘 も おがのを： む 6' を 巧 化の 手を せけ 激巧 しお 述界の 前途 も樂觀 クれす 居る。 

東ち 特電 二十 八日 壊り" 濟南 事件の がま 調印 成り 芳澤を 使は 昨夜 上海を 出 
發 して お 巧に 匙き、 本 H 徹をじ 調印 る 答で、 円貨 緋 斥-*^ この 爲め稍 緩和 
一され 諸 取引 復活の 徵 ある i 、 地盤 回 貧は 容易で ない 模樣 でを る。 

ま 京 特電 甘 八日が 〔蹄を J I 巧澤を 使が 南を じを き 王 お 廷氏ど おじ 濟南 協定 正を 調即の 報道 
j 達する や、 陸軍を 謀 本部は 直 もに 山 東 省 W 屯 司令官 じ おして 撤 を带備 着ず を 命を したが、 歸 還の 窠 
一巧は 五 H 上 巧を W て 出 發’お 巧 中 じは 完了の i 兒这 みで ある， 

戰靜 じ 疲弊した る國 民を 
して 再び 戰禍じ 苦しまし いるを 
を視 ずる じ 落び で、 郎も 忍耐し 
てこれ 等 陰謀 者の 巧 省を 促しつ 
つ あつたので わる、 これ 即も南 
を 故府が これ 等 S 將 軍を 罷弦 
せしめな て 彼等の 革命を 撤底的 
じ】 撮し 巧て 園 巧のを 泰を 計ら 
ん こする 理 もで をる』 ピ难 ベて 
居を， 南京* 府 ごして はな 西 派 
の 革 かに 勒し化 支 一帶は 勿論 奉 
天 派ら 苗 京 蚊 巧に をを である こ 
どを 確信し 居 も、 渴玉祥 度び 闇 
錫 山 將軍も 南京 政府ち 持 ぞ聲巧 
ずるに まつた が、 張 ま昌將 巧が 
芝を でる 勝を 愧 しわのは 頤は軍 
に 贈賄して 

誘惑 の 手を 渡げ た 結 あで 
あ も •か、 旣に曰 本 どの 濟南 協を 
が 成立し 日本 駐屯 軍 じして 徹を 
するならば 嫣 玉祥將 軍は 極めて 
易々 じ張將 軍を 擊 退し 場べ <、 
屬を議 脅ら 悉んで 議事を 完了し 
たので 武漢波 征討の 巧 間中は 化 
會 する 尝 である。 


正式 協定書の みを 

おな サ 八日 發 (喘 合】 =4 方 揮 公使 ど 王化ち 皮の 頤じ 調印を 
見る じ まりし 濟南 事件 止 式な をの 内容は 左^ 如き もので あを。 
〔】】 化 巧協龙 調が お •一 簡巧間 0 內じ U 本^ 府 a 山 東 省駐巧 
をを 化 おだしめ、 撒ち お— お、 支が 巧 化 じす 留 する 日本 A の 
生命が 產 5 がが に 就て は、 齒 際を なじ 化ら 了 示された を化留 
外-<にあずる適當：：*る巧幾しがも、 支撕政^じ巧ては、 を資 
巧を なて この 街-し 當る もの f す。 一 
(ニ】 H ま巧阐 なが ホょり 胡 歐の委 旨を 靈 おして 委員 會を紐 
織し、 のて 濟南樂 伸當時 じを 生した るかを の 損害 並び じこれ 
が 解 巧に 就 一* 調杳す るら のとす。 - j 
(ニ】 目 支兩國 々おのぶ 證脚係 じて らし、 I 日 ミ 兩画政 麻は 昨 
年-五月 illH にお 生した 4 悲しい べき おが おして 遺 城の 意 
をぶ 明 t 、 H ま兩 固は は あむょ b 兩國 3 ホ證增 進を 切’ 認 する 
ら^ じて、 こいが 目的に 谨ィる おめ、 接 ム濟お 事件 じ： sb て 
發 化した る不 が。 る威惰 はこれ を 過去の ' f のピ L て 葬る ベ 
MJ を實さ ロす， 

日本 八 山 東 省 撤兵て ........ 


軍事の 形勢 



張 宗昌將 軍の 活繼 天下 か 

南京 甘 八日 發 (聯 を】 = 動 亂に掛 して^ 巧 不明で ぁつた 媽 
ぶ おお 軍は お 京 政 おじ 通 電し今 蛙の 動乱 對 して 南京 披 がを 援 
助すべき 旨宜 旨した が、 上 おじ 抑留 中で^ つた 廣ぁ疲 のち 巧 李 
將 軍は 今朝 十一 阳巧 刑に おせられたら の^か （、，一 胳軍 のまを を 
が址し K 寅让ち 二人の 一人は こ i じ 憤慨-^ て 自殺した、 尙ほ蔣 . 
おかが 軍： 2 國は 誰き にがて 地方 抜 巧の 單 的 巧^ ピ 軍閱 の橫繁 
を 痛烈に 攻擊 したが， 湖 化 省 ど 安徽省 ホ^ じが 南京 軍と 武漢 
軍は 目下 激戲 中で & る。 I 一 
ま 京 特電 甘 八日 巧 == が お昌將 軍の 隊は遂 了を 巧を 占領す 
る じ 至つ たので、 我 第二 お隊 はだ 留技お 保護す 一〇 爲め吳 を出發 
して 同化に 急がした。 一 
を 巧 甘 八日 發 (蹄 合】 === 當 化を 占領した 屢 W 昌お 軍は r メ 
リヵ總锁幸ゥ 王 バ ー氏じ對しみ人のをかおをが|4^を言明したが 
張が 約 ニ々 の 中、 乂ボ をが された もまは 千-五 ふ 人 じして 化は 敗 
化し：：： 図に 単を 進 おし おらを く 衝突を おず べし、 數 千の 國は軍 
はぶ ひは 投降し 或 ひは 補虜 どな な、 双方の 死傷を は 約 四な 人 じ 
及ぶべく國おお^!野滿救巧、 殘攘自動自轉車左十輛、 小銃千挺 
师樂十 巧を を逛 薬し、 國氏軍 巧 起の 留 みは 極^て 薄 （威 お衛沿 
をし， 崎’ パて 巡 じ 中で ある。 

東京 特電 甘 八日 發 = 憑ち 璋 巧は 甘 蕭派援 かじ 巧 定し旣 じを 
州に 進んだ •か 武漢派 軍は 巧 漢撫じ 沿 ふて 巧 勤を 開始した。 


; 征討 宣言 

ザ 和の 望みな し 
上が 特電た 八日 發 〔ヘラルド 
トリ ビ ユンが】 H お 巧 政が け大 
總帥 おか 石將 が' 2 を じ 化ら て宣 
，言 黨を兹 （ 武泼 が^ 

一 革命 に掛 して 正式 じを 戰 

一を ホ吿 した、 これ じ 依りて み亂 I 謀した ことは 明白で あるが、 あ 
I の 平 か 的辭决 は絕留 になつ た譯 I 京 政府 どして は 過 ま 駭十年 じ 音 
である、 右の な 言 書は 江两 派の 


巨蝴 である 李濟 深、 白 祟 福、 李 
を 仁將軍 等が 南を か麻轉 覆の 陰 
謀 あ b しこ ごを 指摘ず る ど 共に 

國お 雜會じ 出席すべく 南京 じ來 
らし 巧 東 省を 軍が 秘か じ 廣東じ 
通電 して 兵 お 紫ぐ. へき 巧 巧淺派 
VJ 通じた こご 等を 舉 げたる を、 
「をは 前記の S 將軍お 革命を 陰 


賠償 問題て ， 

回答 强要 

職 合國の 腰强し 

バリー 二十 八日 發 =： 目； ト開懼 

中の 職を 閣對獨 賠償 お會 讓は囊 
じ ドネ ッ化 表じ對 して 聯を圃 が 
適當 ど 認 むる 年賦 支 沸 高を 提議 
したる に對 し、 ド キブ化 表 は- 
れが 巧 答 協議の 爲め 一旦 歸國し 
巧び 當化じ 引返し じる も 
ホ だ 本 問趙に 就て 巧 等 具 ホ 的 
の 巧 答を 試み 中、 今 H 開锥さ 
れわ 委員 會の 席上 にがてを 員 
長 ヤング 巧は この 事實を 指摘 
し 委貧曾 どして はこの 路 徒ら 
じ 日を 過ごす こごを 好ま や、 
ド キプ化 表 K して この 點を明 
白に しない 限 6 委員 會は 解散 
する の 外 •；：> し 

ご 稍 腰 强く巧 答を 强 巧し、 ドキ 
プ侧も 結局み ぎのを 員會 じて 回 
答す る 旨を を 約した が、 ヤング 
氏は をの 席上 じ 於て 聯合 國の要 
ホし つ I ある 根本 問題に 觸れ- 
赔 償を どして 聯 を 國がド キッじ 
ホむ & ものは、 聯を國 の アメ- 
ヵに 對 する 戰時巧 債の ま拂 及び 
巧 化に 化 b て 蒙 b たる + 化の 修 


大紐育 

一九二 九 年 版 y 近く 發巧 

ネ 化が 髮じ 編裳發 巧いた しました 「大 が 育」 は、 幸 ひに して 
江湖の 湧く がかき 巧 評を 煤し、 遂にを 部 一 册殘ら や 寅 切れ ど；^ 
なました、 化て 本 化は 溝 一版の 巧を をを がが たじし、 巧數 をら 
巧 加した モ化だ 廿九年 版を 新に 發 がする こご 5 な 6 ました、 正 
補 じして 且つ 新ら しい 統 討と 事 賞を ぶ 礎 じして、 刻々 獲 化ず る 
巧が 『大紐 育』 の眞 相を 巧 ふるに 遺が U きこ ごを 巧して 居 b ま 
す。 巧は を 憤は ■ 

豫 約申达 者に 限りて 

特價と 十五 仙 

發刊 後の 御 購買には 

を 價金ー 弗 

ご 致しました、 速 かじ 豫約巧 中 込みを 希望いた します。 

si+m 紐 育 斬 報 社 


かじれ b ど斷 f わが 

現じ プラン； ス政 麻の 如き 今年 


八 巧を 期- 


て アメリカ じ支拂 


ふべき を！^ は 四 億 ホに 達し 居 
るが、 ド V ッ じして 女 拂赔憤 
を 商を 摧 蕾して 辭 巧を をない 
限 b 米 桃； if 憤條 約の 批准 も危 
い 脚 係 じ.： j •■つて 居る ので、 こ 
の 際ドキ の 回答は 今後を 員 
會が討 證^べき 最後の 基礎 ご 
して 注目 トれて 居る。 

而 して 一般 信じられて 居る 巧 
'し 依む ぶ ドネ ッバ‘ 支拂 ふべき 年 
賦 u お 財 お 億 お 乃 ま 五 慮 五 千万 
弗 お 度'— 比 まる 模樣 じして、 現 
に ドー ズ盡に 波る ドキツ のま 挪 
商け ホ 億 こ 千 瓦 打 方 ホで ある。 


韻 引 • 

it 歇洲で I 

—ニ十八日？^ 


上け 

洲で對 策 協議 

パリ ー 二十 八日 發 U アメリカ 
を府の 新^ 稅 引上げ じ觸聯 しを 
の ホ 法 どして 『アメリカン •グ 
ア, エーグ ヨン』 を 適用ず るの 
形勢 濃厚で ある 爲め フランスを 
始め 巧伊觸 をの 化の 有力なる 款 
那の輸 お 業者に 恐慨を 生じ 目下 
をの 對 策を 協議 中 じして 若し 斯 
る 政策 じ 及ぶ。 らば アメリカ 政 
府は 輸入 禁止 かを 布く に 等しい 
結果に なをこ d - 較斯 業者は を 
のす 當 なち こごを 懷慨 して 居る 
ワシントン 二十 八日 發 = 議會 
の 歲乂調 宵 委員 會 では 目下 關巧 
の 課稅ホ 巧を 修に關 '，がかに 驾 
量 中なる こどけ 事實 じして、 化 
ホの 方 ホを 一變 すべき 策と して 
ニ箇の 提案を 研究し で 居る。 
即ち， V の 一はみ 國に 於る ホ產 
藝 を見蹟 b これ じ對 して アメ 


リ 3 じが ミ 叟莲品 ロ 巧 おじ 5一 
適すべき 稅を 課ず るまで、 箭 
ニは 從傾税 はァメ V 力 じ 於る '' I 
販賛巧 格を を 礎 じして 制定ず 
べし どい ムじ わるが、 

若し 外國 にがる 生産が 格^; が 燃 
に就て滿足^^るおおに到達丄；^ 
ぃ 度を はこれ が 谢を權 を 大統^ 
じ賦 巧す る ごい ふじ あるが、 

お ホの 從價稅 はみ 阔 ょらの す 
ンダォ キスを ぶ 礎と しわる 一 も 
輸ぉ巧 人 側は 兎角 ィン ゲォ Ite 
スの偕 格を 化め て 居る 隅 偽 も 
わら、 を じ ァィリ 力な 府 外 
國 じて 直接 生を 攫を 取調 て 
これを 誤稅 巧を のぶ 礎 ご!- ベ 
くを 渉した るら 一部の 化學生 
產業 ちを 除き 他は 悉く これを 
拒否す る >し 至らし 爲 め、 厂メ 
9 々ごして は t むな. くこの 擧 
に 及ぶ ものである ごを 員會で 
は 辯 明 L て 居る。 

銀行家 非難 I 

コ| ルの 敦濟お 
ヮシ A トン： 一. 十八 日發 n 聯邦 

準備 銀け 制度の 創設 _し 努力 わた 
民ま黨 上院議員 じして 前 大藏長 
官 で* る グラブ 巧は ユユ 3 i ク 
のナシ 3 ナが •シチ ー 銀 巧ぷ取 
ミッチ 五^ 巧が 磯銀當 おのみみ 
に 反き 適般 みお ま お 亂じ隱 し n 
1 少お集 r を大な 現を を 融适し 
た 事 實をホ 難し、 巧る 三ユ 1 
ク聯 銀の ま 松の 一人で ゎ 6 V ら 
斯る巧 動じぶ びて 投機を 巧が せ 
しめつ i あるを は 職 貴 - i 違ぶ し 
た巧爲 でを る ごて 巧は 聯銀 | j の 
關 係を 自ら 辭 職すべき もので あ 
る ど 言明し じ。 


I 觀國務 長官 就な 

ワシ . V トン 二十 八日 發 N フキ 
リン ピン 總督 ょら 國巧 長官 じを 
轉 した ご アム ソン 氏： 1 昨 H ニュ 
3! クよ b 首都の 人 どなら、 本 
日 大審院を タフト 氏の 司 式で 宣 
誓 就 巧し-前 留巧 長官 ケ 。ツグ 


氏は 夫 A 同伴 底 もじ ユユ y — ク 
じ 赴き フラン， 號 でが 跌 、を 地 
を 漫遊し 歸ホ 後け 巧び 法律 事務 
じな 事すべく、 新國 巧を をの 就 
巧'- 共に 現み 官 が じを々 の 異動 
をるべく、 イザ リス、 日本を の 
化の 駐任太 使ら 巧を L 大 異動が 
巧 はれる 模模 である。 


水 社 東 宗轉電 (紫 無 巧 轉氧) 

聖上 研究を 御發表 

【廿 九日】 聖上 陛下 じは 錄て ib 御苑 內の硏 兜 巧 じて 御熱必 
じ 生物 學シ 御が 究中 でぁる： 變お菌 ニ W じ 就て 世を 生物 學 上の 
御 接を わ h ;、 今时か 獨兩文 じて 他物 學雜誌 じを み御硏 兜を 御發 
表に なら、 擧 をに 御先 例を 開き 給 ふた。 

皇后陛下に 御慶 事 

: 皇后陛下 じは 御 あお 一二 箇 巧に 互ら 


〔せか 日】 宮內 ち發表 
せらる 

新 渡 月 巧 大每へ 

〔甘 元日】 み、 農學博 ± 新 渡 戸 
稻造 氏は 大阪每 ロ 新聞社に 顧 
間 どして 乂逊 L 『英 义每 日』 
の 監督を なず ご。 

聯盟 等歸國 

〔甘 九日】 國概 聯盟ょ > 派遣 さ 
れだア グン T 氏 一巧は B 八 H 
午後 エ A プでス • ォプ 《エ シア 
親 じて 横 潰 お歸圃 の途じ 就い 

こ 0 ■ _ 
f 

矢 田 巧 公使 陛巧 

t サ九 目】 前 ふお纔 領事 矢 田よ 
太郞 氏は K . ヘイン 駐 劉を 巧に 
.內ぞ した。 

賓易局 黯始ぶ 巧 

〔廿 九日】 資易 局は と 月 主ら 開 


始の當 である。 

日本 競 賣に參 加 

(廿 九日】 露 領漁區 は 略解 挟し 
日本側ら 競賣 じ參 加した。 

限 巧 復舊は 五月 

【甘 八日】 議會を 通 適した 取引 
巧の 限 巧 復舊は 五月ょ な實施 
じ內定 した。 

生糸 界 頭目 自殺 

【甘 A 日 J 横 潰を 糸 おの 大頭お 
である 鈴 木 源あ郞 巧は 鐵道旨 
殺を 遂げた。， 

牧野 巧に 博 ±號 

〔甘 セ 日】 東を 朝 H 新聞 綴濟部 
長 牧野 礎智 巧は 東大よ 6博± 
號を 贈られた。 


政變 、果して 近く ホる-^ 

~ 進退の 自 おお 失 6 相む 內闕 、 

H 政 友 ご 新 黨俱樂 部^ 提携 運動は 立 消ぇ H 
U 苦い 經驗 か ら 上下 お院 制度 改善に 着手：：：： 

東凉 特電せ 八日 發 = 議會 閉院 後のを 界雲 巧を 觀 るに 床^ ニ郞 巧を 又閣 せし 》 で新黨 玄 政 友 
の 提携を 同は 若し 一步を 誤れば 巧閣 お 解を 巧す ので 巧 申 昔 お これを 於し 兼ねて おる が、 满蘭寺 
をは 貴族院が 狡黨 的炼爭 に捲茲 まれる のを 憂 ひを 載. 幹部に， l -' l ; を忠吿 ずる 慮が で理く fc 京ず る當 
でぁるが、 議會 での この 苦い 經酱 ょらして 兩院紐 織 故 善を ホーむ るの 聲痛 かどなら 田 申ち おは 調査 
機觸の設攪を副劃中^^^るが、 ホ穀資金は巧巧增巧が可巧され ゎーもの！兩院の希留やホ義案じ邪魔 
され 政府 當 おは 目下 ロ 惑 ひの 姿 e ぁる、 尙ほ 大藏省 參事官 山；！； 、 文部 お 參事官 安藤ぶ 純 氏ょ を 
進 じ途を 開く ど 稱し辭 表を 提出した が、 典黨 一部 じは 不快 沉 をが 漲らす をな 前を を 句は して 夏る 

議會に 遂に 閉會 した、 田中內 度 こを は 貴族院から 不信 ば 叫^ 

閣は 漸く 議會 解散の 不面目 か を 叩きつ けられた もの と 巧 中 
ら 免れた もの^、 生殺し 同穩 べきで ゐる なじ 現巧閣 どし 


な 目 じ 逢つ た あで わる， さて 
然らぶ野黨、 典黨を始め£し 
て 上院は これ じ 依る 政局の 前 
途を Vi ぅ觀 測して 居る か、 

政友會 

本院の な 否 如 柯は直 じ 現内閣 
の 死活の 岐れる ごころ ともなる 
べき 重大 案件* > ので 田 中 首相 並 
じ 政 衍部內 じがて は 最も 

愼重 じ 考慮して 居る、 郞 
も委讓 案を 中必 くして 政府 部內 

こよ 

一、 萬 一本 案が 不が 立に わは つ 
たと しても 豫算 案が 成立 すれ 
げ直じ 進退を 巧す る必 巧な ど 
は 勿論 U い、 議會 終了後 適當 
な 時機 じ內閣 をな 造して 人、 む 
を 一新し 益々 お 策の 實 現を 期 
すべし どホ暖 する もの 
一、 お 稅を讓 案が 不が立 じ おは 


は斷然 衆議院を 解散ず るが 
く摄辭 職す るか ニ途 をの 一 
撰ぶべき である 
ご ホ 張す る もの どの 一 

® が 兩 派が ある •を 巧 論 
じ對 しては 首相は 單に其 お 言 衣 
聽< のみでい まだを の 巧れ じ對 i 
しても 賛否の 意見を はか ホを の 


つて か i る お 勢を 馴致した のは 
現內 閣の內 おみを 失敗の いたす 
ごころ でゐ るが、： また 衆議院 じ 
於る 巧黨の 活動が 貴族院 ゃ樞密 
院じ 一 

な 映 したおち であるから 
引續 き擧黨 一致 善戰 しなくて は 
ならの どい ふじ 鼠 高 幹部の 意見 
が-致し 今後 も 白ま 燭往の 精神 
を拴て 0 範圍 じがて 在野を 派 ど 
協調 提携を 策す る ごな つた、 


緩 裁 じ 降下す べきは 極めて々 數 
の 中間内閣 論 まを 除き 圈巧大 を 
數の 信じて 疑は ぬ ごころ であら 
ぅから 民政 黨 ごして は 倒閣の 目 
的 さへ 達すれば 巧な ち どし 從つ 
てを の 後の、 とは 巧 等 考慮 t る 要 
はない どして ゐる 


- . 

t ■ I 


立 


意中は をく 不明で あるが、 旧 中-然し 巧黨 聯盟が お 巧の どし てら 
ごしても 巧！^ ‘ 成ち をき 今期 中 久巧遞 化禪勃 案を 手始め 

巧く も 問題 W 挑會 さへ あ、 ば 
I 巧 摩する 方針です ベての 作戰を 
I 講じて ゐ たので あつたが、 結局 
I 諸 貪 中 じ 倒閣の 円 的を 達する を 
でお來 'の ごしても 民政 薰の 驚圖 
巧 力が 必中 貴族院、 樞麻院 をの 
化を ホ 面のを 政府 熱を 煽る から 
か 何に 不死身 內随 でも 講會 終了 
お 後 

山朋壞 する であらう、 しか 
じて 後繼內 おが 織の 大命が 溶 ロ 


つかけ ごして 重大な 巧 意を ず 
じ まるで あらぅ こど だけ a 明 隙 
でを る ご 見て ゐ る、 要 すなじ 現 
內閣 V •しては 先づま 力を 傾调し 
委譲 案の 貴族院 迪 過を 計り 萬 一 
不ぶ 立の 瘦 をはを 部の 戴 量を 巧 
中 首相に 一任 L 最後の 態度を 巧 
卞 るを じして ゐる模 がで をる 

民政 If 

樞ぶ院 の 態度 ごい ひ、 反政府 


つた 摸を は 現內閣 S しては 今一 熱の 昂昇今 目の 如きは 稀賣 '」 あ 


新 黨惧樂 部で 見る どこ々 じよ 
れば 現み 蘭は 權 かじ 危機に 灑し 
てゐ る、 然し 議會中 だけは なん 
ごかして 巧拔 ける であらう、 然 
して 議會 後に な遲 問題な V 」 も 起 
b 楠當 政局は 混乱す るで あらう 
.が I 

I 

結局 な 涅リ ではで lit * や 四 
五月 頃 にれば 總 辞職の 餘 ぃ* き 
じ まるで ぁらう、 衆議院^ 兎 じ 
角、 問題は賢族院じある^^ 由巧 
黄族院はをのホ擦じ鑑み露骨^:^ 
る禪劾 案な どは 出さの^ をの 
鲜化を軍要法案に向け4$*ら今 
議會 でもを 讓 まは 化の 电 では 巧 
巧ど考 へて ゐ て^ 臂 際は 審諸未 
了に 終らし め、 委譲 まじつ いで 
自作農 案 肥が 管理 案を の 化が 大 
てい 審議 ホ 了 じなら、 賠豫算 案 
ど 治を 維持 法な f 緊急 おみ 事後 
承諾 案 位が 辛うじて 通過した の 
であるか、 これでは 旧 中 內觸の 
面目は 化 潰れ どなる、 面目な ど 
潰れ やうが 生きて ゐられ さへ す 
れ ぱい^ £强 ひて 

居 据 れぶ 居据れ S こご も 
ない， かお 支 外 巧 停頓の ち 相を 邊 
じあ b やを あへ ぱ 巧め 問題 ど 違 


吉川盡 化 逝まず 

(甘 セ 日〕 ホ 典 おじ 屬 する H 本 
書家 ま 川靈举 巧は 逝去した。 

製紙 一割の 操短 

【甘 セ 日】 H 本 製紙 おを 子は 巧 
刷 用紙 S 1 翻 操 親を ホを した 

拓殖 省 六 巧 開 省 

【甘 セ 日】 拓殖 省は ホ 月から 開 
設に决 し 目下 大臣が 他？ 人選 
中で あるが 巧く 巧 命を をされ 
んビ 0 

閣員 議員に 謁見 

【甘 セ 日】 聖上には サ八 n 午前 
十一 時 五十み 旧 中 首相 口下を 
閣貴 度び 貴 ホ兩お 議員を 宮中 
じ 召させられ 謁見を 賜 ひ泡饌 
料を御ド賜遊ばされる W " 

お あ 屋新舘 竣工 

【甘 セ 日】 上野 廣 小路 化 巧屋の 
巧 館は 竣工した。 


ニュ I m I ク 春秋 


♦復活を を機會 じ、 日本 ど 支 
那の题 をが 復活し、 男を 下げた 
田 上 首相の 顏も 少しは まつす ぐ 
じな つなら しい。 

♦世は 春めいて 總 領事 舘 じら 
珍妙な 敲 へを する 日本人が タ < 
なつた、 をを 吳れ 、仕事を 吳れ 
送還して 吳れ は先づ 常習的な ち 
の、 最近は 總 領事館 鬆 給の 或る 
證明 書を 持參じ 巧び、 こんな 装 
語は 闕辱だ ど 苦情を 持 込んだ が 
總 領事 箱 じ 巧が して ぁる 寫書 £ 
は のても のつ かの もので ぁっ k 
相。、 これは 學名 『を 志を 憤 僚 
線 膨脹ょ b 生じむ 齡視』 から々 
た^の らしく、 原因は ァメ 9 方 
j かを お 法から、 をの 0 


つて 無銷 也では ゐられ 0 事惯が 
.巧を、. 柯れ じしても 旧 中 內顆の 
前途 も 山が 見， ロた もので わる- 
し かして 巧 繼巧閣 問題 じっいて 
いは ゆる 憲政の 常道を 唱 ふる も 
のが あるが をの 通ち じなる かど 
うか 大 なろ 疑問で をの 時 じな つ 
て 事 實じ徵 する 外ない 

貴族院 

貴族院 方 巧 も 政爭の 激化し わ 
る 昨今では 黨派 的し 動く もの も 
ぞく 政、 民 巧 系は なじ 相 背馳し 

ク k 

1 II j 

截视 をして ゐ るが これは 
暫らぐ 別 ごして を 兩派じ 屬せざ 
る ホ 面で- 般の 見る ところは 現 
內閣も 優 誰 巧 議案の ためじ 全，、 
韋 傷を 負うて ゐらが 今證曾 だけ 
は 鬼 も 巧 も 切なけ、 現内閣の 總 
決算は 議 食後 じ殘 されて ゐる £ 
をて 居る やうで あ 5、 即ちを 譲 
案に ついて けを ホは 貴族院の 立 
巧 ごして- 寸出巧 難い こどで わ 
も、 無事 遊 過も對 政府 感情の 惡 
化せる 現下の 貴族院 どして け 期 
待し 難い どころ であらう から 結 
局 握 5 潰し S なつた ものである 
が、 この 虔を 政府は 恐らく 民 坐 
って 

陣容 の 立て直しに 巧め る 
であらう が、 巧 外 S も 鼎の 輕重 
•i. 問は れ內閣 S 彈 力と いふ もの 
はを く 失は わて ゐ るから 陣をの 
立て直しな VJ. 出來 るは ホは な < 
巧 翰の 統制 も 漸次 失 はれ 爺會後 
結局 巧 解のは かなし ご して 居る 


HFr 


諸婦聖 祈を 日 巧 
巧ん 畜膀 庭魔拜 
® A 巧會 を學說 
會會究 ぶ 曾 校な 

木 水 日日 

八 八畏八 
時時 牢が 


MTKli^hiy み D , 化 D 

化 5 W. 巧 ni 化 
Tel. Trafalgar 6509 


The Japanese Chmtian Association 

453 W. 1 が rd 化 ！ iewlfork む わ， Tei. Bradhurs パ 9 が 

食道 修が督 基 人 本 曰 


T.CTAKAMW 

リ 6 む mberland 化 わ 0 从 1 か 
むしむ mberland 巧り 


Di*. Sabro Lmy, 

1035 Park Av も， 
Tel. Sacramen ゎ 7980 

KANZO OGUR! M D 

, ,214 Hi が 化 わ 0 か lyn 

Tel. む邮如 がが 

ん IWAMOTO, MX). 

U 4 W. 70 比 か . 

Tel. Trafalgar 0352 

々 鱼 堡べ 

夕 f 診 W /*： 

時 巧 六 午を’^ 學ュ 
かぶ 時を 時見醫 i 
ら > ま 四 巧 科 お 
八 金で 時 ごな 院 
時、 か 朗勤反 
を とら W 

化 

ま 育 王； 午 午 
お 巧 ホ を 巧 診 

3 五フ パ、 辑 

病 '; 震 言 栗 S 襄養 

院ラ院 ' 给 ！ 1 厮 
教ン勤 病 巧 八十 
巧 ド 巧 持 ニ 時時 

H か 古） ■ r S 午午讀 

巧 ザ か 占タ漫 後を 髮 
は， 比 1 とー签 

的 ン强驗 ミ 時時 時 
め 病 大榮卞 II II 階！ 
頤院を 本 asIhi 
上 勤ぶ 這 ^ 時時 

巧窝び 


DR •比ん GARDNER 

DENTIST 

19 E.BIsf St, M NIadi 如 。わ も 
Te し Reged 71 が 


JAPAN ART STUDIO 

似 E. 削 h 化 Bef.Park る LeUves. 
化し 化 A なが 97 


T. KASAI 

Merchant 

Tailor 

的 

り 村 ES gU 化が が 
む 抓 1 304 
化 W 巧 BK 

Fhoiie 

むが nt 如が 


Ko 化 e み 11 ぷ 〇 
730 Fifth Ave. 
Cor. 57 化 St. 
Tel. Circle 4406 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

む I. 巧 & 61 な s. Tel 巧 hone おが nf 巧 09 


会 向 人 本日 

巧專 靴型 小 


てし 張 お 員 巧！) 依に 黨 ホ 御 
ザけ 盾 日 邸は 靴ら 化と を寸 

を 小き * • せ ホき 巧 •を ホき 巧 



SIZES IN STOCK 3M*T 〇 12 F WIDE 


OR. D. BLOOM 

— NEW YORK OFFICES— 

34th Street Cor. 3rd Avenue 
86 比 'Street Cor. Lex ミ n が OR Avenue 
125th Street Cor. Park Avenue 
—BROOKLYN— 

E.F.A 化 ee B!dg.,DeKcL 化 Ave. at Fu れ on St. 

彰じ日 il 堪最タ 
日 化 午 察 T 本 U おが 年 煽 
罹 時 前 時 寧 么羅じ 式の 岡 
午 九 間懇諸 g て 巧經科 

一 么 音 じじ i 巧手を 醫 
時 午 5 治は 巧 篤 術な 
造 - を一 :: 赛 か I ! いこで 



F., 祗 E 覆 RlfcO. 

お 科 化 ホ 大萌比 おを 
!け E . が 化 化 Tel. Regent 7094 
Bet, Lexin が on 4 hrk II 化 s. 

を 時 八 巧 日曜 ± 水ち 


んし CEASAR, M.D. 

127 East 84 化 化 此 1 
bet. Park & Lexington A 巧 $ 

喉 晒 鼻巧繫 

間 時を 彰 
午 おを 時ト 前午自 
博 4 ま 時 六を 午自 

~ 醒 — 

旨 午前 十 時 ま 午後 一 霄 ~ 


DR . に E.YOS 出 I ， 

307 W. お rd な . 

Tel. Riverside が 如 


M.Yamaguchi, m.d. 
70 む aman A 化。 

Te し！ ■〇 び aine が 34 


に に Mgiruyama Co. 

が 化が 化 化ん Y. 

Tej. Bryant 70 巧 



CLOTHES BUILDING 

"PAR EXCELLENCE" 


Y. ITO 

け 3 E が t 巧 rd な 
む r. Uxin が on & 巧.， 


Midori Matsumo わ 

38 扣 sUve. C 巧 y 
Tel. Lorraine 0437 
Lorraine SQOC-il か 巧 


MIKADO TAILOR 

30 E ： •が 比 St. 

Tei. Rliinelande パ お 0 


Oriental Art Studios 
124 W. 34 化 化 Oppos け e Macy's 
Tel. Lackawanna が 巧 


M ほ s 断 anctie Fist ) が 

1264 Ux. わ もむ tween 化 Hi and が h Sfr が お I 

授敎語 興人婦 



P 化 巧 も PE 邮 Y 

3 Maiden Lane N. Y. 

JT 細 地 概缠を TL 紘 を 飽 

頼 お替匠 意新最 


CAMP 化！！ な RVI 化 

設備 整が 經餐 低廉 

CaU-TRAFALGA 反 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

••The Funeral Church’ ， Inc. 
(NO み SECTARIAN) 
Broadway at 66th Street, N. Y. 


房 書 西 東 ♦內案 育 紐 

The Easi and Wes け ook Co. The New York Tciiris け eni は 

4 り W 时川加 礼 U. C. Tel, Cathedral 4408 


差は ▲ 屈 抑 ffA 
上疋 せけ 化舊水 

げ慣御 致 文の 國 
まよ 注しみ 書に 
すら 文 ま 第籍て 
。割にす 敏ご發 
引 お ° 速經巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は る 


が 

神义 ；£ 
學學閱 
十 ± 事 

I 囊 

純を 

雄が 


通年卒 A 

ホ 聊棠が 
るかし は 
も 米 巧 •ン 
の 國ホヵ 
ごの 旣ゴ 
信 事に 大 
じ 情廿學 
がに 五を 


ま衙 〇 A 
す 無貿鸿 
° 切物 !! 

じ ◊◊ 

御其識 
取化杳 
扱 巧 ◊ 
をで 巧 
しも 渉 


骗三 t 四 円な 干 


第 


妻を 案 巧 裔 納 


8履±】 


H 卡 S 巧 H 年 四巧昭 【ニ】 



諸を を 


設 

寄宿を、 巧を たを 
巧 業 用を、 をの 化 
人事の 抑棋歡 じな 
じます 0 


巧— 主 谷 基 

自 午前 九 時 N 十二時 
自 午後 一時 U 五 時 

火曜^ 晚^六 時 

は ヘキ y ヤー フア 
ン テ^ン 3 ンクブ ニ 

プクじ 出勤 


Tel . ち さを を おな & ジミ yislo さ B 

ii 
日 度 午が 义 時？ 午後 田 時 
ドク ト が. 小 巧乘ま 


をお會 
a 拓聖奪 巧 巧 拒 午 
共 駒會タ と時キ 
お 拜說お タ八時 
木 曲新瞎 々夕 八 時 
おを 巧び 我な 

午後 ニ か 

主 醒譲巧 會义は 
茶語會 タ入時 

がを 事 巧 

寄宿が、 旅 巧を ま 巧 
巧 > 人事が おが、 巧 ホ 
が、 话業 周旋が、 巧な 
搪経敎 授のお 課を 設 
け會員 及び ホ會 員の 
便を 計る 


牧師 宮睛繁 一 
幹事 脇 崖 義人 

諸藥 

日曜ち 巧 午前て 時 
日曜 學校 午前 十 時 

M 日曜 キ後ょ 時半 
が禱 會水强 夕と 時半 
を宿舍 


- h 
が 
: 0 


自 


位 展を倫 比 巧を お 
み 下町を 十五み 學 
ホ 會な員 じ 最適 
を 憤圖書 雑誌 新历 
を 褲娛樂 具 おちを 
堂 あら 

巧宜 職業 诏旋 旅を 
案 巧を 補 事 案 劇ず 


珍 察 

午後 己 時ょ k ホ 時 
日 巧は 化め 相巧餐 

■トク ト 4 

爲專 舊爹 


ュ ゥンビ ャ大學 - 

目 本人 學友 協會 

Th こち 普 男 e Studen す呈 d Alii 
of Columbia Uni ま rs さ 
至 5 wb 置 st ._ fYor ; Y . 

Tel. Bradhu「si 坦ま 

「日米 大學 々窓」 發巧 

Th こ apanese Americ ミ UnW ミ sity ij 云ユを y 


齒科馨 一 

►診察 時間 ▲一 
巧 日 (曰 喔を餘 <1 
午前 化 時よ ち 
午を 五 時半 、 
水喔 午が 化 時 I - 
午を 一時 I 


H 本、 を那寶 す製襄 
術 お* 婦人 用ち 飾 巧 
他 装飾品 f 

闕島髮 

届 等 策 術 品 悠镑、 

首 飾 品、 スト 广ング 
日本駆裁爲 ^ 


葬 洋服 巧 

丸 山 洋服 廟會 


第 


葛よ 一二 0 

クシ ヤ！ 


ビグ デン グ內 

心龜 爲眞舘 

電品ナ ー ク八 

西 四 0 六 


弊 巧は 實賓誠 息 班 速 主義の 
をに 御 ± 産物 一式 卸賣 値段 
で販賣 致し 主す をみ じ拘は 
らす 御用 命 仰 付 下さいょ せ 
◎歐 米を 健 時計。 置 時計 一 ま 
◎寶石 貴を 歲 。銀製 器具 一 ま 
◎を 補 萬 年 筆。 を 銀製 鉛筆 
◎蓄昔 器。 レュ ー ド 見本 陳别 
◎寫眞 器。 タイプライター 

◎船 切な。 がを 寫巧帖 繪端書 


ブロ ー ドゥエ ー 巧と 十番 
領事 絕向側 建のと 0 五號室 


^ が f すク f 
作 を 


錶が謂 冷 

170 Brsdw さ 产产呈 
Tel/Cortlan 氏 苦 37 贾岩 


轉 米を 極 時計 
貴 金 鹰寶石 煩 
銀製 器具 一 ま 


蓄音器 



◎常 ニ 最高級 ノ 巧な ヲ械 選し 
他店 ョ， 廉價ユ 販窝シ チち， マス 

西 四十 ニ 下 弓ち 丄を番 

ロング ゴ ー 力 ー ビか デン グ 


九な 十號室 


化： 


が 


靑 柳商會 


寫眞器 


タイプライタ - 

を 補 巧 年 筆 
巧 化 ±產 物 一 ま 


接 4 

4 K N 

瑞 W 

(タイム スビわ デン グ向侧 ) 化训— 

電話す ィてト 四 I ニ セ 四を WNW 
◎巧 おノ確 實ナ八 ュ ト 、取扱 
ノ巧 速ナ八 ュ トニ 於 ブ皆檢 
カラ 御が 評 ヲ得ブ 居 9 マス 


巧留 巧 年 巧 巧の 曲 ホ 

日本人 靑年會 

I W 室 h S ニ clbarki ニた 

揉 療治 お 島覺丈 

普 7 穿 S 二 3 害 St . 

Tel . Edgi 妻 14 ま 


じ 

化 




沈 化 $ 
ち 抛 

の 

U 

Y 


揉治攘 

マッサ— ジ 、整 あ 

醫科學 的 運動、 腸 
灌 注、 水 治、 ホ 線 
及ぉ氣 治療、 其 他 
な 育 州を 嚴 

フィ ジオ シラ ピスト 

西が 幸 突 

H おか 每 H 午前 九 
時？ 午後 九 時を 
電話 前約 願 上 候 


檢眼並 じ 眼鏡 調節 


齒巧聲 木 下义蒂 

IVMist . I 
ぎ 夏 nusnt 養？ I 


診療- 

や 前 十 時ょ.^ 十二 
時、 キ後 六が ょり 
八 時， H 曜で 前約 
願 上 候 

ドク ト少 I 

山 ロニ 一之助 


觀 4 療 

巧お妨 上提 

ゴ！ チ ゎ大を 

ドク トか ホプゾ ン 

臀學搏 ± 

吉 居悅彌 


新 鱗 魚 か I 切 

日本 A 向きのを あ 澤山取 b 揃へ 
恃が 廉谊で 大勉强 をし ミす 

サヴオ ナ魚店 
COLUMSA FI 空 SD 0 YST 里 吾黃ご 
2 呂 West 61st 芭 養 tGoir H 夏 terdam Ave. 

T 己 Colu ョ b ミ ごだ 


♦ち籍 ♦が 誌 ♦厮蘭 
鞭覺 莖を辨 
がな 午前 九 時よ も 午を 五 時を 

紐 育 日本 入會 


ブ 

を 

話 


ナ —クグ 


エイ-とと 五 

! OC1 と 0 
1 OC ー七~ 


評論 WT . く—^ 毎 巧 +な を 巧 
雜誌 LLL 4- S 1 部 + 砸 

ち 巧 Isi Ave . Ne 三 皇 暑 


西 四十 六 了 良 六 卞お蕃 
電話 ブライアント お 0ぉ 九 


索 五十一 ニ 了 目 

一-一 ミミ 

が t 


C んホ 


一二 


洋服 狐 進 

クブミ ニン ダ、 ダイ 

ィング、 修儀 等】 切 

ミカド 泮服店 

化 本 •が 
笔話 ライン ブン ダ— 
六 八！ ニ 0 


が 育 州を 謗 
内務省を 許 
ま 巧 帝大醫 巧大學 
產婆お 溶 科 卒業 
ち 化 巧 

產婆 化本綠 


電氣、 I 器が 工具 製 巧 
連動 4 、な 具* 貴を 旌 
時計、 一 お 眞器及 現像 

松 本 バチ\ぃ 

東洋^^|-術品書蠢、 ン 

デイ*、 ランプ ン で 
! ド^ゲ アキ ュ —么ク 


，ナ 


モ ふ-修理 


十五 年の 麽巧 あた 當 校は タ 年の 
經驗ご 新 智識を 令す る敎 師を聘 
し 自動車 
操 縱法及 
び 運 巧者 
の 修得ず 
べき 必要 
な 機關的 
智識を 短 
期間に し 
て 最も 能 
華 ある 徹 
を 的 技術 

をを 習し を狀 獲得を 保 趣し 職を 
ロを も 周旋し まイ .0 



おき 米國 婦人 
日本人へ めを 
語敎授 じは ホ 
年の 経験を 有 

す 0 一 レブ K 

ンと 十五 化 
海 H 朗化 時ょ 
6 巧 化 時を 柯 
時* しても 宜し 
確 日は 一 時 
よ b 四時を 


ラデグ フィ ャ 市) 田 上 _ 愛知 
お) 長 崎德一 柴田幸 一二郎 (能 
ぶ縣 )一 ニ 鳥ぶ 一 (大阪 ホ 西 川 
源太郎 (を 庫縣) 藤 木 辜 A (岡 
山縣) 大塚淸 一 (福 岡縣： 末み 
欺 造 (を 庫縣) 化 風爲藏 
るの まじ 通知を 度き 儀を 么 一 
^本人若くは知人ょり現 
住 巧 御 通な 願 上 巧. 

紐 育を 國 総領事 舘 

1 をす oadway N 笠 こ 置 呈 y 


P 乂 
0 け 
H S 

化 加 

K W 0 

雜總 

品 

祖 S5 
W 化 

机 製 
0 が 


新 古書 籍賊膏 

雜 誌の バック アン 
バ I 、 を雜 誌が の 
新 注文 等 凡て 姐 速 
に 御 化か 致し 去す 
巧卒 御用 命 願 王げ 
まず。 i 

一 I 

奧村秦 巧 



び 


花かん 

は + つ の 避 

ホを 吳义で ホ 固 人に 能く-わ？^ る 
やう 箭單 明瞭に 說 巧した も 化が 
巧 ホました。 巧を 目み 進呈 路し 
ます、 御覽 下さい。 

M lolwAYASC 0 JSEbssu 5- 


成 巧の 礫 就が 

米齒式 英語を 詰 r 事 
はお 巧の 窠 一き 1 す 
本校 じは 日本 入が 巧 
じ 慣れた 再任 婦八較 
師 ぁら 疲 切に 會 雨を 
信 文陆巧 語を を^し 
ます。 日库週 白で 
午前 化 時よ ち 午矿十 
時まで 開 煤 L 1 ^ ブ 
スンと 十五 化づて 
今 H 总 もに ホ 校 のれ 


6 

Xu 

l_n 

如 

^55 

5 

6 

Hu 


SI 


山 


^ 4 
o 7 


秘關 事ぶ 

東 おを 地幷 じを をみ 
の 輸出入 ホ 法じ禍 1 
する 一切の 御 諮册に 
おじが 道療船 貨物 運 
貸ぶ お 帆を 稅骗 i 績 
聲等 進呈す。 重贵都 
が じ化埋 店を も レ 誠 
資較速 御用み じ應や 

が 險取极 - 


化 

a 

丄 M むが 

比 19 が 

H 扣 2 が 

Y 巧 5 む 

揣關 I 

化 酬^ 

M 81 


稅關 事務 取竺 

W1E 臺 广受 斋 &G 反 

ミ 1 7 萬 ニず oad まご 暑 一 
を . Btiwii 另 -Gae 呈薑 4-5-8 一 





まづ 西半球から 

巧 油の 生產を 制限 

幽巧 一 H から 權 施の 協定が 成立 
それから 追々 こ化界 的に 


化 おじ 直る 石 池の 帘堪 ずが 戰 
は 英米 兩 厨の 大 資本を 中、 むとし 
じらので、 この 石 地め 力は 遂に 
j か 巧 じ も及ぽ し、 ヤン レモ 會證 
ーなホ化おは 『る油か巧」 と巧ぶ 
一れ る 程 じ 

I 露骨な 冊して 巧. 化 固 ホの 
_ 經濟外 巧に 勒寸 るを 索を 築 （じ 
: まつた が、 典米兩 固の 石 地 資本 
- み も、 この 巧、 無意を U 焼爭反 
目を 避けて 晒を の 親善を 巧 さぅ 
どい ふな 迷が 熱し、 共通 ぃ -* 利益 
をが 誰す るた めじ 瓦に 搂近 しつ 
'つ あつじが、 巧し ろ 石油の ホ產 
過剰は 時 便の 巧 定を缺 < ので、 
化づ 西半球に 石 池を を 制限の 範 
を 聖れる ごい ふ 偏を が 遂に 化 立 
- した、 今回の 協を は メキシコ、 

- 巧 米 度げ アメリカ 本 ± じ 一宜る 四 
大る池 生産地の め 乂剩を 化 ホす 
も 人々 じょ b が 立した ものでは 
一 あるが、 なじ 

注目 を 要する のけ、 この 
^會議 に歐洲 ぶひィ ，キリス じが 4 
石 池を 棠ゎ化 表する C — ャグ • 
グッチ •シエ 少 系の 大 重役 ヘン 
リ •テ タ^ — テン グ卿も 出席し、 
今 旧の 協定に 對 して 軟英も 亦 協 
力ず る こどを を 言す る じ まつね 
こごても る、 切 もテタ * — ■デンク 
卿は ア メタ々 本 王の みなら 中、 

メキシコ、 ゲ エネズ ラ 、 n ロン 

ピア 等 じ 手を 延ばして 巧る シユ 
八 系の 大立 物で あるの みならず 
查歐洲 S お浊產 業を 代ん する 人 
であるが、 今日の 問題は 两 半球 
のお她 生を 過 剩を防 化する にあ 
る けれみ、 巧る 生產 制限。 る も 
のは 化の 石 独 连産齒 にして 協同 
しむい 限 b 剧麽 最後の 

巨 的に 建し 得。 いので あ 
るから、 西 ザ 球のを 巧 制限に 相 
いみいで デタ ■ゲング 卿の 給 力 
赏旨は 即もホ ホ 制限が 更 .. T じ 化 
界 化す •へき 第一 ホで あ 6、 巧が 
じ歌讲 々び幡 おじが る 巧 細ホ產 

蛛或 混乱 

を ホ 二曹に 暴騰 

をて ょ h 聯が 难脯 が巧當 W け 
株式が 戒じ める 投機 抑制の じめ 
谢を銀 巧に 斜 L て 貸 化しの 戀戒 
を 命み したので 巧 地を 離 お-:; 
颂 化しつ！ あるに- f 脚ら や、 
前週の 仲買人 銀 巧な 附は 化が 
ごして 膨脹の 跡を 本’ たため 
蹄が 當 wd 大藏當 W ど 協 幾^ 
結 取、 この 隙巧剧 引のを 利 引 
上げは 一般を 触广憩 お嚮あ b 
どて 中 化した る も、 存 がけ じ 
對 して 一 唐 化 おを 化し、 化い 
を 巧 中ん ぱ 利—' げ氣 おを 示ず 
U 辛； るご时 がに 

を 級 巧で け コ 1 ルが 巧の 貨 出回 
收じ容 手した 結果、 月幡日 0 巧 
コ； 八* 嫉 けが 巧に 神絳 過敏 ご 
な b 、 み幡 りの 如きを じ コーが 
j Q を 利は ニ 御 どい ふ 破格の 底 
，をを レ じ 至 b しため、 帖 悚の投 


おの 属價 なる 競爭 的を 配の 弊害 
を 一掃す ベを 巧 も デター デン グ 
卿 ごァメ y 々巧 業者の 間に 協定 
をを るに 至， 一べき 模樣 じして、 
卿は スタン ダー ド 系の 大立 物で 
ある ブ ー グが 氏の 賓客 ごして 滯 
化しを 化の おじめて 頻 b に 意見 
をを おしつ I あるが、 西半球の 
協を U 千 九な 二十 化 年度の ホを 
をが < 共 千义な 二十 八 年度 じが 
る お 度に 止め， むごす るに あらて 
昨年の ァメリヵ 本 ± 生 產は八 憶 
九す とな 八十； 一巧 六 千と 百 九十 
一一 ニ y - 少ズ、 ij 日の 

一^!? ニ 巧 四十 お 巧 一二 千 お 
十べー 八ズ であるが、 千 九な ニ 
十八 年に 入つ てな 巧 一 H のず 巧 
は 昨年よ b もみ 二十 巧べ ー 八ズ 
の 生産 增 加を ホして 居る、 故に 
この 條を じ參 加した 巧 業者が、 
四月 I 日よ ら實 施に 着手す るら 
の ミ ずれば、 制限の 目的は 先づ 
五剧 よで 浅ず るで をら ぅど 觀ら 
れて 居る が、 今回の 生を 制限の 
目的 どず る 所€ お 業 浪費の 除 ま 
じあるも、 生^^制限は自が時 
憤の 整理 广 着手 タ ベく 斯業を な 
中央政府 じ 語 解を ホ 《、ァ メリ 
力 本 ±內 の 四 大生 產地ホ 別 ごし 
てま 員を 設けて 協を の實 施を 期 
して 居る が、 この 協を じ 綴して 
從 ホァ メ ブぇ內 地で 

競爭 の 中、 む どなつ た、 グ 

エ子ッ ラの 巧 油は ブキ ザス、 ォ 
クラ ホ マホ 面の 斯業 者 f 激烈な 
ホ お戰を 演じつ ー あつた 外、 同 
固の ホを が ^ソ リヵを 第) じィ 
ゲ リスを 窠ニ ごして 化 巧 巧 油 ホ 
塔に 於る 巧爭實 であつ た 關係も 
あつたので、 树围の 斯業 おが、 
協を じ參 加した こどは 最も 注目 
じ 値して 居 も、 かくして 石池產 
業も漸 みまを ホ 安ぶ 巧に 移る で 
あみぅ が、-. のた めゥォ ーグ街 
じがけ る巧挪 巧は 一齊じ h 臆し 
た。 

資らで 諸 株 一を じ 五、 六ポ キン 
トよ n 五十 ポ キント じ ホる 乂嚴 
落を 巧し、 取引 敷激增 のた めか 
場は 乂婚亂 に 俗つ たが 

をの 巧ナ シゴナ 4. •シ チ— 銀 

巧 等が n I レ/か 塔 貸 おお 濟じ 

替 手した のでが 値け 漸み枯 烏 


巧 金利 子は 各樣 

東京 特電 二十 九日 發 U あ 古 崖 
の 巧を 利 r 引下げ 問 趣は 遂に 
咕嗤 がれ ど。 6 巧 巧 銀 巧 支 巧 
は單獨 利下げを したがを み屋 
の預を はお 西の ザ、 乙 柿 
ど 化 ホ 銀れ S 1 二 神 ごなる。 


しつ S わる もを 巧は 化が どし 
て - 削 五 か 霉を往 ホし、 今後 
のが W な 巧 ホを W て 注視 さ；： 
つ备 あるか 

化 引 所でけ 帳が 渡 巧の 必 おもは 
るので 昨り よ b 臨 か化莱 ずるに 
まつた •今度のを 觀础 化で ホ 巧 
じは 一が 恐 化 おか も 見を けられ 


た 巧れ 共、 累 をの マ！ デンは 寡 
巧當 巧の 開き じ 比較して、 なは 
をの 差 も 多い ので、 聯 おの 中央 
銀け 的 U 貸 出方 針ピ 、株式に 集 
る人氣 のず ひでは ホ だ 决勝點 じ 
到谨 して 居ない ご 巧ら いて 居る 


關稅 引上げ ご 

ゎが 絹織觀 

〔東京 特 信〕 n 米闽の 輸入 關税 
引 とげ 問題 じついて 、愚 あ神戶 
を 絹織物 輸出 商へは いつた 情 殻 
じょれば、 ホ國當 周は 閥を おの 
保 誰 政策 上、 これ， わ 我 率な 正は 
寧ろ 當 がの こごで、 成る べ< 早 
く實 施す る必を あら ごの 窓 向で 
あるから、 •實 施は 時の 問題で 輸 
入 業者の 反對 はわを らく 水泡に 
歸 する であらう ど 傳 へられる、 
しかして これが 實 現の 曉 、わが 


平價切 下げ 反對 

東京 特電 二十 九日 豬 U を輸解 
禁間題は頻らに論講されつ！ 
あるが お 巧を 換 所、 經濟 調査 
會は平 偕を 切 下げての 解禁に 
對 しては 多數の もの 反 對の意 
向で あると 0 


對來 輸出な どして 最も 大きい 巧 
擊を蒙 わるものは 絹物 類で ある 
が、 いま 神 タ 輸出 絹物 同業 組を 
の調查 にょる ご、 最近 一ヶ 年間 
〔昭か 一二 年度〕 の對米 輸出 额の內 
をを 一見す る ご 巧を の 如し 〔單 
位闲 をは 神戶 左は 橫漬〕 

絹織物 輸ぉ額 

巧 二重 一、 ニ 0 八、 I ニよ 0 
ニ、 一 0 ニー、 を-一二 
箱 細 ニ、 I ニ 九 五、 よと ニ 
々、五八 四、 S - V 四 
富 ± 絹 五八 一、 四 五一 ニ 
一九 ホ、 と 六 一 
もら めん 置 六 八、 化 0 六 
四 四 0、 九 一 化 
絕鶴 四と ニ、 0 八 五 

八 一二 ニ 一、 0_ 化 0 

その他 六、 S 六と 
一四、 と 九 四 
を 則 あ、 ニ S ニ、 化 五一 ニ 

1 0、 一を ニ、 を ニ 
絹 製品 輸ぉ額 

户ンカ チ 1 フニ ご ニニ、 九 一二と 

一、 二八 ぉ、 一 0 四 
寢あ 四 九、 一六 四 
ニニ 五、 四 一二 九 
肩掛 置 八、 ニ 一二 八 
一二 四、 五 五一 
肌 衣 一二 、一二 一二 
一九、 0 四 八 
をの 他 一二 一、 0 六 八 
九 八、 ニニ 四 
合計 I 二八 四、 お so 
1、 おと ニ、 ニ 七 六 
即 も神タ 五け 六十 一巧と 千 四な 
八十 一二 山、 横： 傑 一千一 巧と 十四 
巧六モ 九十よ 叫、 を 則 一千よ 巧 
H 十み 巧 S 千ぶな 八十 阳 で、 こ 
れを兩 港の 總 輸出 額 一億 一二 千 六 
巧 十一 巧 九な 二十 五 m (内 絹 織 
物 一億 ニ 千 八な 二十へ 巧 四千 ニ 
巧 四十 九阳 、絹 製品と 巧 八十 ニ 
巧 六 千 六 巧と 十六 山) じ 比較す 
ると きは 傑 かじ 一剧 ニを 八が じ 
しか 當ら ず、 しかも、 わが 巧 巧 
ホ 糸の 對乂慌 おお 加 じつれ て 同 
网じ おすを 絹物 類の 輸出 鳥は、 
速 年 賊退ホ 調を 辿 > つ i ある 事 


貸 じかんが み、 內 地を 業者は 今 I 
回の 稅牵 引上げ じ 反 おを 唔 へる 
ょら も、 むしろ. 一步 退いて 喊洲 
をの 化 じ 販路 避 巧を 巧 ふこ どが 
_ 急がで あらぅ どい はれて 居る 0 

株 仲買 貸 お减少 

前々 週の 銀 巧 巧 仲買人 貸出し 
は 五十と 億 弗 ごい ふ 巨額 じ 達し 
遂じ 別項 所 報の かく 銀 巧の 貸 出 
警戒 ごな つた 結果 前週に 於る 銀 
巧の 貸 出 鳥は 約 一億 四千 四百 万 
弗戚 々した-し 反し 銀 巧の 巧 割引 
は 約 八 千で 巧 お 加した。 
卓上が 話 


アメリカ人 ご娛樂 

ホ簡 はで のんきに 、愉快に ホ 
活が带 ホる どころ は 少ない V 云 
はれで ゐ るが、 昨年の 米國 人の 
娛樂赏 は ニ 巧 十億 四な 五十 万 巧 
で、 が】 人 わた b 一年 じ 二な 弗 
の 娛鷄變 見 積 b である ごい ふ 事 
であるが、 をの 內譯は 筆頭が 
自勸 車遊覽 五十 億 弛 
化 暇 ご 旅 巧 二十 億 弗 
巧を 其 他社を S 十億が 

集 子、 ナユ ，ィング ダム 

二十 億 巧 

活動 寫眞 十五 億 巧 
煙 草 十 お 億 巧 
新聞 雜誌 ル說 十億 弗 
觀 劇音樂 ■お 儘 巧 
ラデォ と 億 弗 
ゴ t フ 五 億 弗 
等く いつた 割で あると。 
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日英 親善の 表徵に .：.；： 

聖上へ 動 章 御 贈 進 

近く 御來朝 相ぶ るへ ンリ ー 親王 
由緒 八 深. い ガータ ー 動 章の わ 話 

デ大絞 章を 


曜 

曰 


m 

觀 


準 

9 
狮 


ボ ータ！ 動 亭御贈 進の 御 使を 
を 巧 ばせられ、 去る 巧 二十 八日 
英京 P ン ドンを 御化搂 、な路 巧 
わ 國に街 ホ 朝 あらせられる グロ 
1 スタ ー を 殿 ド-— は、 五 巧 111 U 

宮中に 脚參 n 、 お 殿に お 
いて 同劍章 捧呈 S あお 的 御 儀を 
擧げ させられ るの f あるが、 こ 
の 抑儀當 = のみ 第 じついて、 徘 
桃 協 簾を かさねて 培たち 內 省を 
部 職では 舆齒 皇室 S 御息攀 をぅ 
かが ふ 一方、 明治、 大正 兩 巧の 
御前 例 等を 調を のと 略々 かの ご 
ごく じ內 をし、 近 かく 正式 じ 巧 
定を 見る は づでゐ る、 をれ じょ 
れば 先づ當 日、 グ 0— スタ ー を 
巧 r じは 陸ザ騎 おた 尉の 御正 装 
を 化て 午前 十が、 儀装 竭单 じめ 
され、 接伴 員が 權巧お 御 陪乘、 

で イャ V 1 伯 W ドを 随員 争の 化 

奉 単を 隨へ させられ 霞ケ縣 離を 


ジ 


営 城に 御參內 、岡 部 式部 
巧 長 S 巧 案 巧 じょつ て 御 控の間 
じ 入らせられ ど、 この 時 この 御 
儀に 參别の 秩父宮 •高が 宮兩殿 
下を はじめ 英國大 化 ジョン •チ 
リ—巧 外み 參加 買は 式場 巧を め 
の 席 じつき、 天皇 陛ド S 御 出御 
を がら 奉つ る ど、 陋下 じは 陸軍 
大元帥の 御 化 装に 白の 御 か烤を 
めされ、- 木宮 巧、 鉛 木 侍 化 長 
祭 お 倚 おお 官 をな 下の 化を 員を 
隨 へさせられて、 ち 座に つかせ 
られ 、ば、 やがて グロー スタ J 
を 殿下には 上記 動帽 、動 服、 星 


章、 セン 
隨 負に 

棒持ピ しめられて、 岡 部 
巧從 次長の 御前 巧で 玉座の 前に 
進ま i 、 恭 やし （巧 關 皇帝 陛ド 
ょ b の 御 親書を 棒呈 された 後、 
さら-し ガ 1 タ ー 動 章 棒 星の 御 趣 
旨を 御朗讀 あらせられ るので あ 
るが、 これ じ掛 し’ 陛 ドには ジ 
ョ！ デ腿ト の觸惩 篤なる 御 厚意 
について 魄謝巧 御言 藥を賜 はら 
こ^に 歴 " Sjt 的.)*— ン ごも 申し ト 
C べき M 動 章 捧呈の 御 事-し 移 
せられる ので ある、 即も 殿下 
は 御 足を にわかせ たまへ る陛 
の 御 左 侧に燦 たる 動 章を 御 まき 
奉 6 、 0 下大絞 章、 動 服、 頸 飾 
章 等 順み じ 玉體じ 御つ け まゐら 
す S であるが 

陛下ろ 御！^ をのせ たまは 
る 御せ 臺ご 殿下が 御 膝を つけさ 
せら いる 御 膝付ム ロけ、 巧れ も 明 
治、 大正 巧 度 じ 御が 用 ホら せら 
れ しらので、 臟胺 色ビロ ー ドを 
張 6 つめた 下 じは 一 『明治 S 十九 
年 ニ 巧発國 皇族 參巧 ボ！ タ ー 動 
章 捧呈の 節が 調』 ゴ した 文字が 
あざやか じ殘 さいて をる、 かぐ 
て、 殿 ドが 御 帽+を 奉 つれば こ 
こじ 晴れの 捆盛磯 S 終ら、 H 英 
兩 皇室の 上 じまず ょす 御 親陋の 
度を 加へ させられ るので、 皇子 
クロ 1 スター をが 御 贈 進 じな t 
ガータ I 動 章と け でん 動 章で 
あるか ど 云 ふじ、 间® 章の 制を 
は 遠 <モ兰 な 四十 八 年、 今 よら 


六な が 前の ここで、 はい 巧者は 
二十 六 人に 制限され て 居る が 

特が じょっ て 今は 約 五十 

人のは い 用 若が ある、 ガータ 
のを 稱の 起源は 史家の 傳說 協々 
で-をして 居ない が 最も 信用 ぁ 
る說 け、 昔 お 轉のサ ー， V 。 

侯 的 夫 A か围 王で ド ヮード 一二 化 
ご 舞踏 中 夫人は をの 答す 止めを 
落 どし、 あはた ぐし < これを ひ 
ろ ひ 上げる V 」、 並居る 近臣は、 
微笑のう もじ さげすみの ひとみ 
を 送つ たもので ある、 ご 王は こ 
の狀 を御覺 じなら 『蔑规 ずる 
のは 耻 辱を 蒙る であらう、 又 冷 
笑す る ものは きつ V , 巧 U これを 
はい 用して を嚳ど 者へ るで あら 
う』 どえ はれ、 直 もに ダー タ！ 
なる 動 章を 創設 せられた —— 

とを ふので をる ボータ — 

動 章は は (御 轟に がが 


けられ、 金色 じて ォ ニー、 ソア 
キ 、ア ，ィ パン ス VJ 印され て 居 
る) 及び 间本じ ゆ 並びに、 ジ 3 
I デ 動 章 (御 左 肩ょり 斜めに 右 
腺 じ) 動 服 (御を 胸に； I 頸 飾 章 
(御 頸に) 帽 よの ホ 郁から 成つ 
て 居る。 尙ほ ヘン プ ー 殿 r 心 
御滯京 中は、 H 英協會 の 鬧遊會 
なお 爽题人 國遊會 、德川 家 達を 
の 午餐 會 ，霞 ク關 離宮、 獎國大 
化 館， 外務大臣 官邸のを 晚餐會 
が 催さむ、 殿下が 騎兵 大尉で を 
ら せられる 關係上 

習 志 野 の 陸軍 騎兵 學 校を 
の 化を 御 視察、 五ち 十日 U 後- 
光、 箱 化、 富 ± 山麓の 景勝地、 
京都、 を 良、 お、 江 巧 島、 巧 鳩 
神戶 、大阪 、岐阜、 橫濱 、鎌 食 
等を 御 巡遊 わらせられ 五 巧 二十 
I 二日 午後 横濱御 出帆 •パンク 
パ 1 じ 向は せられる こど じ决定 
された 0 


對し四 度の. じ 化 罪した を じは 終曜 H の巧大 暴風 巧の ため 上海を 
身 懲役を 課する-^ ごじな h 禁酒 駆る 化ち パ 五十 哩の 海上で 化沒 
法 施 巧と 同時 じ- I れを 禁涵法 違し 乘組 員は 沖合の お礁の 上に 避 
反 者に も 適用す る I こご ー, J ^ b 現 難す る もの、 或 ひは が 上 じ 漂流 
じ 僅々 r ハ キント Ip 酒 おを 所持し つ i あつたか、 勇敢なる 化 本 
しね 廉で四 巧 目の-^ 罪を 構成し 化の 乘組 貞は 激浪を もの ごもせ 
た ごい ふので 一人^ 婦人 ご 一二 人 や 端艇を おろして み 乗 紐 員を 救 
の 巧は 目下 終身 懲^ じ 服役 中で 助した ものである ご 
あるが、 最 をに ま hi この 法律は 

余 b に 常 おを 失し^も ので ある 厄 かなを 貪 靑年 
ごの 非難が 起 6、 反^ 店 间盟が 自 をの 姓名を もを 乘ら ず總領 
激烈し反對しつ^ゐ|^たけれ共 事舘へ電話を掛けて 『四五人の 
遂に 州會 はお 場 一致 iJJ ' w て 禁酒 日本人を 送還 させて や 6 じい』 
法 違わ 者に 對 する 右 错の 適用な どご 電話を 巧け 上 巧の 會 社、 
を廢 薬す る こど^なん、 化の 化 銀 巧 買を を ねらつ て 『をない か 
罪ち に勒 する 課 刑 もを I 一の 內容 をら 何ん どかして 頂きたい』 W 從 
修正す るに まつじが、， 事は 度 順 さぅ で而 かも コヮち テ まじを 
もに 目下 この 法律で 服 中で あ 錢を賞 ひずけ 『日本人 會 がわる 
る 前記の 巧 女を 釋 がす ザ こど^い』； yw ご 途方 も。 い聲 語を 吐 
なつた。 i き H ホ 梓 庵の まんを を嚇し 損つ 

て 同胞から 袋 だ、 きじ 逢つ わ 男 
が ある。 前年 本紙で おのぶ を觀 
いて 置いた 靑 年で 鋼ち 某と 云 ふ 
產を 男が f れ である、 本乂は 自身 正 
一 側か 當入固 者で ある ど 曾つ て 語つ た 
星 製 ことがある のがを b みぐ 紐 育に 
ゴ / >て 居る V 一新 移民を や 
送還 法に 觸れて 摘まん 出される 
から 脚下の ゐ かるい 巧に 隨德寺 
じ 入る か、 又は 正業に 従事した 


ニ 千 五が 巧 山の 

星製藥 負債 お 

ニ 千 五な 巧 ロの 負債で 
中 請され たのに 對 し、 會 
らか議 を 申込み 認 巧され 
藥 株式 會社 〔星 一氏 經營〕 抗吿 
巧 聞は 四日を なて お r し^-ので 
五 H 正式 じ認ザ 確定した、 一 和議 

ごして| て靈し初|^度 ^墮量を ^:^ぉのむの^ 


'いふ 地の利を 占めて 居る オリン 

てック •ホブ^ (化 サンピ トロ 

ザ ニと) は 日本人 旅容 のた め 
^ 特別な 便 巧を 計つ てゐ るので 
が 巧 益々 宿泊 客を 巧んで ゐ るが 
一々 间ホテ 八は 巿內か 觀ホ食 赴 
で 化 巧 店で あら、 ホ テ <內 じは 
泰 日本人 會 、南 化 中央 日本人 
、巧 加 H 本人 商業 會議巧 等の 
事務所 も あるので， 觀ホ や調杳 
1¢ は 至極 便利で あ 6、 家庭的 
- 地 じ 旅 精 も 慰められる ど、 一宿 
料金 ニ 巧の 上 五 弗まで 。 j 


を 壽司 巧 當御 注文 レ應 じます 

木村屋 

當 をが 桐 商曾氣 が 
電話？ ジュン ト八 五六 八 


木 旧 ル 


ング 


日本 哩髮館 lly 

酉 四十 H 了 目な 番地 ニ. 白 五棠号 

三階 (を ぉ衛じ 近し) 


か 業廣吿 

例年の 通ら 當か 休業 仕 候 

御菓子 舗 松風 起 
29 去. 贾 th ざ呈 y 


ヘン リ 親王 御化發 

I は 松 半な 英 大使 や 大便 館員と み 


第 

- 

千 

な 

四 

十 

ご 一 

號 


ニ 一 


ロンドン 二十 八日 發 = ジョ — 
•チ國 王^ 猜 一二 皇子で ある ヘンク 
親王は、 今回 日本 天皂 陛下に ガ 
I ター動 章 御 贈 進みた め 本日 ゲ 
キク トブァ 停車 淫を 御出發 、マ 
グ セ） ユょ b 潰 船 モン ァ號じ 御 
搭乘 、まづ 巧 港に 御 ± 陸、 岡 地 
よら 巡洋渡 サツ フオ ーク號 じて 
橫淺に 御入湛 の豫定 であるが、 
れよゥ 襄きウ 五 1 グス 親王に 


じ 停 ホ 場 じ 御 見送 b の ためお 車 
前 ょら ヘン ジー親 寺を 御を も 申 
上げた が、 發 革の^ 笛が 響く 頃 
殿下には 從者ど 共 漸く ブラ 
トフ ォ I ムじ をを 心され、， 御 兄 
ちゥ五 ！ み ス親王^^^松ホ大化ご 
親し < 御 捏ぞの 上】^ 路 フランス 
じ 向け 出を された。' \ 


更らに 邦人が 

太平洋 横斷 

シアトルを 經 由で 
カリフォ^ニァ 巧 化の 鹿兒島 
縣 出み でんる 蓮 田 氏が 太が 洋橫 
斷 。南乂 平 巧を 布畦經 由で 

日本 におばん どして 居る 
.一際 问じ H 本人の なぶ 氏は 化 太平 
巧を 拱谢 してを 京、 香港まで 飛 
ばんごして 辟る、 この 兒玉 氏は 
大 み縣ん じして、 まが じがて 永 
/' が 巧 機を 硏 兜し、 バキ 。ット 
ご 一 ^て义 ナヒケ ー ター どしても 
十を 自 悟の ある もじて、 呵乘の 
兩タけ 實じ一 \ は 庭 巧な おなる 
サウ ザン •ク 0 — ス號 'して 來國 
からを 洲へ 飛び、 化が 的の レコ 
— ドを 殘 した 海が の ワーナ ー巧 
甲、 化の 一を ょ i 先年の ド ー ^ お 


* ト 


賞が 布 畦 飛行で 

著名 である ア ホット 中佐 
であるが、 一二 氏の 語る どころ 
ょると 『我々 は クへッ 
バ ダ) 會 かの 舉葉 飛ぶ 機で、 一 
時間 四十 啤の 速力を をす る もの 
を 注文し、 五 巧 じこれ を受化 b 
と 巧じシ アト 火から アブ ウシ ヤ 
ン 群島の 上を を カムず ヤッ 力 じ 
おひ、 約 ニ 千 六な 哩 ， 50 ニ 氣じ痴 
破し、 同地から 東京 じが 千 六な 
嗤 、をれ ょら h 海を 經て香 渚 じ 
到る 計 諮で ある、 勿論 媒 じは 最 
新の 諸該備 をを 部 

備付 けた 上、 か^ サウ ザ 

ン •クロス 號间機 ラ デよ を W て 
み 向を たしかめ 、が々 & 巧 道を 
送る つら b である、 機は、 17 
五 千 巧を 要 t るが、 化 費用は I ニ 
人で み擔 する 答で、 巧々 I 二人は 


パキ ロット も ナビダ^— タ.— もゴ 
ンジ ニア も オペ レ] タ 1 も 何ん 

でも やる が、 今回は まどして て 
ポット 巧が 撥縱 し、 フ） ナー氏 
は ラ デ才兼 ナビ ゲ ー タ！ 、弦 玉 
氏は ナビ グ I タ！ ごして やる 計 
善 だ』 1 友々 ご あつた。 


甘 八歲の 女が 

十八 人の 巧 

- 四 ッ兒を 四 度 ホむ 
ド キッの デン シンから 畫 し‘， 一 
騎合 通信の 特電は 世に も 珍ら し 
い 率 件を 報じて 居る 即ち フ八！ 

ア八 フン ット •ソ^ — 瓜ナ ご 呼 

ぶ本ぞ 一十 八歲の 女が 驚 < べし 
十八 人の子 供の 母親で ある どい 
ふ 事件で、 而か もこの 十八 人が 
でれ る 九 歳の 下の 子供 だ ごい ふ 
ので ある 

彼々 が 最初 じ 男兒を 生んだ の 
は 千 化な 二十 年で、 ニ 年を じ 
娘を をんだ までは 無事で あつ 
わが 千义が 二十 S おから、 五 
年、 と 年 反び 今年 じ 直 b 每年 
四 ッ兒を 生んだ をので、 目下 
十ん の巧兒 ご、々 兒八 人が を 
庭を じぎ やか L て 居る。 

禁酒 違反者 ご 

終身 懲役 制 

ミシガン 州で 廢止 
ミ シがン 脚では 化 罪を 巧ち じ 


は-円を の 一、 ニ 年度は 巧 巧 I " 

ニ 年 巧は けを の 一二、 四 年を . W な 
をの 五、 五 年度は 岛 をの 八 I ホ 
年度は なをの 十二、 とを 度^ 一 百 
をの 十五 ■八 年 巧は 百を 叫- セ 
九 年度は なをめ 十八、 十 年 は 
なかの 十九 どし、 結局 十ケ 年で 
のて を 部 償還す る ごい ふので で 


めに なら， 


お樂 家を 前にして 

藤 原義 江 巧演唱 

プノ I 藤 原義 江 巧の 巧 嘻會阜 
旣報 S 如く まる、 十よ H をぶ ンー 


を 地ょりの 懷 ち 

日本の 嬉球 

淸水善 造 氏ょり 

一二 井物產 社員 どして 十六 お 間 
撫育 支 巧 じな 勸 せる 淸水善 造 氏 
は 昨秋 歸朝後 間もなく 新設の S 
井を 命 保除會 化に 轉陆 したが 同 
氏は 最を ぶの 如く 通信を 齋 した 
『昨 巧歸 朝の 際 テニスの シ！ ズ 
ンも 終ら じ 近づいて 居た が、 を 
れ でも 東 巧を 始め ご!- 3 て 名を 屋 


な 


デニァー ス •ホ— ^ じて 開醒 丄 大阪 、神タ 等へ 巧って 鳥あ貞 111 
內山總 巧 事 化 巧 夫妻、 原 商務 書 氏 ご 共 じ 模範 試を をした、 熊を 
記官 夫妻、 早 州 雪 洲央妻 等を 始 I 巧 田の 兩音 ども 戰 ったが、 化然 
め 一二 浦 環 夫人 等 約 S 巧 人の 聽衆 して 却々 强い 巧が ぁる、 お 進 
を 前 じ オペラの ア y ア よら H 本 
民 諮、 ィ タブ I 民' 謠 等を 巧っ た 
が 一年ぶ b の聽 衆を 前に I 般の 
進境を 見せ、 特じゲ オ^ガの か 
巧や最 おの ブゴ レットの 一節は 
ホって 居た。 


疆ぉ稽 お 

御 忙しい 餘暇じ 巧 ども 言へ 
淨瑶璃 の 趣 ホを 御 賞玩 被 遊 早 
皆 樣の御 ホ 遊を 歓迎 致し ま 

野 澤吉王 

二の ご 8 ちご ゴ h 芭 •呈 y 

ぎ Univers さ 夏ち 


i 7 3 rdAve . す UU 基 thStr ま ts 

ジ I ちす ミす 巧 nf 8 这 7 


御 下宿 喜樂 

元黒曠 旅館 奈 良直藏 
184 至を 班.， Brooklyn , 产 Y . 
ジニ Ha 賣结ニ 


ス テム fc I ト 
パット ブタ 


邦人 クラ プ 


ランニング 

自 I 巧亭 

58 ジ nds 苗-す 旨 ご ち， 三. 
を . Trianglp 74 な 


▲淸 8 T 親切、 氣绝 lullil 

勢州帶 


伊勢 事を 久蹈 架か 

ぉ5 巧. 異 th ぎ ま t 
ジ I . W 這 見 3 だ 9 


化 総 


銘ま 住 


20 D で S こ 害 St 星 ジ || ぎ yv 寅 a 見 養 1 


巧 ネ セ 


化が 品卸禱 " 

五味 商. 會 

) £. ニ th 5.. N . y . oily 
Te ~ S 妄 vesani 3?45 i 


ラフリン 奇勝ず 

輕 重量 拳圖 選手 ラフ ブンが 挑 
戰 した ウオ^ 力 IW の 試を は 去 
水曜 H を 0 て シカゴで 擧巧さ 
れた 力、 この H ウオ八 力ー は最 
初 よらを 勢に 出で 農々 ラフ リ-ン 
を 危地に 陷 らしめ たけれ 共 技： 俩 
の 点じが て 劣ら ノック •アウト 
する 能は ず、 結局 デシジョンで 
ラフリンの 勝ち ごな つじが 、 I 
般の專 門 家は ラフリンの 敗 化を 
認めて 居る。 

郵船 會社 のがが 

遭難 驅逐艦 救助 

ま 京 特電 二十 セ日發 = 日本 
郵船 化 本 見は 上海 沖で が 太 利 
驅逐艦 ムジャ 号を 救助し 乘組 
員と 十六 名を 收を しね。 

ま 京 二十 セ 曰 〔聯合】 = 囊に上 
海 沖に て 遭難した ィ タブ！ 驅逐 
腊を 救助した H 本 郵船 會 社の 激 
船 松 本 化から 海軍省に 達した を 
おじ よればと 十六 人の 乗 巧 員を 
有する 顆 遂艦ム ジア 巧は 去る 巧 


の ホ 面で 化、 關 東の 牧野ち、 關 
贡の佐 藤 君が 巧ん ご 云っても 巧 
の 両雄で 一、 柏當强 味を 持っ て 
る、 約 h グ 巧で 暢範試 をの 旅 
なを 終る たが、 歸朝 早々 頗る 輸 
な 旅で ぁつた、 歸朝ロ 冻ブニ 
の ホでは 庭球 協會の 世話を し 
ゐ るが、 會長朝 吹 氏が 業務 繁 
抬の ため、 をの 職を 辭職 された 
の；^ で 掘 出 f を 怕が其 後 巧 どなら 
ゎ 其 化の 役員 も 左の 如く 巧を 
し' じ 陣容 も 整つ ねので、 今後 
は^が 庭 球界の じめ 大いに 巧 力 
し.片ぅご思つてゐる』 云々 
球 協會ク を 

;5所爵貴巧院燕員 堀巧 正恆 
刮术會 長 (麗 西側) 衆議院議員 
勝 田永亩 
(關東 伽) 內閣 書記 宫を 
鴻山 一- 邱 
I ぁな 理事； お 京) 淸 冰ま逛 
(をを) 福 旧 雅之巧 
(東京) 野が 視 一 
監事 (ぶ 京} 益 田 信 化 
(名 ホ屋) 高 化を 一 
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巧莱瞬 巧中必 、お 領事が、 H 本 
致 船 其 化が け 大會强 巧き を 巧 

を 港.. ^ A ホ テ 八 

純 日本を-特別®!, eb ) 

御 一巧み 窮 自動車 御 化 迎中上 お 
ロニ California si - S ミで 音 万 S - na ミ- 
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NP 旅舘 

W06 > 6 を Ave . so . saittle , wsh . 
停車 谋 がを 東 ごす 左側 六 階を 
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ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 

ホテル 
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晚揃ひ I の 巧 巧 人數名 
が 日本 ル 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 斬 一二 時 迄 巧 巧 
(を 廿五 T 目 サブ 
を 車 填の 下) 
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支 w 料堪 

擊巧 

本 I 樓巧理 ん歐廉 が 
廊 逝を®: つて 日本人 
諸を の 嗜がじ 適する 
巧 迎を差 とげょ すの 
でを とおのな 二十 六 

T ぶの チヤ プ スィ £ 

云 心 ば鱼ぐ 日ぶ 人 諸 
君 巧る 程好 評を 
陣んて 居ょ す 0 
巧<^繁々御ホホの程 
を 击 ます。 

上^ 日曜は 蟹 巧、 ン 

ィ 、春 倦が ぁ-"' 

0 


日ム^食料品類ぶび雜^額卸小賣 
一 ホ 之 ま 大賣搁 桑 山酶會 
新骑 書籍 雜誌 小間物 日用 晶を種 


煎 餅 卸、 ル寶 
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® 羅府 、る 港 出帆 (* ノグ^ 經 由) 

緒府發 を 港を 

(午ち ニが 出帆〕 (正午 巧 帆〕 

西 比 利 亞化四 巧 五日 四月 十日 
~ 大 が 乂旧月 二十 H 四巧廿 四日^ 
天が かち 巧 ご H 五月 八日 雌 
> jj れぁ丸 1 お 月 十と 日— 五 巧せ ニ H W 

I ホ シアトル 出帆 (午が 十 時化 帆) が 
「がを 化 四ち ご 一日 W 
i 靜闽化 五月 一日 TO 
橫演乂 五ち 十五 日 N 
一二 島’ 化 六 巧 十五 日^ 

み 淪敦を 日本 行 出帆 *7 
鹿宮か 四月 ホ 日 Y 
一- 巧极か 四月 二十日 側 
記訪 み 五ち 四日" 成 
A がき 出帆 己 奈馬經 由 日 卞巧當 物 姑— 巧 二回 A 
f 蹄 絡な 巧。 ザ 化は 欧洲 巧、 巧 ホ 巧 化に 田を 馬 
經由太 や洋岸 巧を 衡船會 を ミを め あり 乘が切 
巧 害 巧 事 御が を じ 化 計 ひ ホ 上を ザ 
A ホ 國鐵道 切符、 磨を 券 等 t 涵 化を じ 取 計 ひ 申 
上まず 


H 本 陶誤雜 貧 
ドライ グ ー ツ 圏販寶 

誰 贼践木 桃# 紐 


目 本 郵船 會社 (お ニ^ 鐵道會 社) 

.化 曹巧片 桐 化 弟蘭會 

乗車、 粟 船 切符 並 じ 小荷物 運送 御 便利 じ 取扱 申します 


シアトル ぉ觀 (午前 十が) 
をら ぞな化 四 巧 四日 
あ ふ もか义 四 巧 十六 日 
ば 4 寸み (彼 巧 巧 化) 四月サ-^日 
►一等 镇演 一み 五 巧 

但 L ばりす み ろんごん も U 1 五 直 巧 
►一 二等 日本 巧 五 五 弗を 室 大な遺 菜 巧 室 ホな 
►洒を 基に 化り 一等 割引 巧な 巧 巧 资巧段 巧ち 

ロスアンゼルス ぉ 桃 (午後 一二 時) 
ま にら 丸 四 巧 廿と日 
もんて びで を 丸 六 巧 一 H 
▼一等 嶺濱ニ 一二 0 乘但 はわ ' V みまに らお 一奎乘 
マ辖別 三等 日本 巧 五十 九强 ▼ご •專 日本 巧 五十を 顯 
マを 涛羅府 巧 窺を 切符 寝 奎勞猜 入御 幹旋 巧り 娱 
▼紐 育 線 パナマ 揺を 日本 支 耶*^ 物 船 巧 一 固 


鞠 戚器雜 貨卸賣 . 

春 巧蘭會 


日本 陶激 器雜賞 

ラム プ卸賣 

を 良 貿易商 會 


體 日本. ドライ グ ふ簡會 


下 寧の 印刷 ご 梢 巧 G る 仕上げ 

時日のを 速と 確 賞な 校正を 巧 証 

印刷は 紐 育 新報 社へ 

電話 ワ トキ >义 ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違^む く 新報へ 

市內西 十よ T 目 十二を 十 階 目 

東部 じ 於け るが 字 言論 機關の 

確 威、 吾が 新報を 讀 まの 人な L 

廣吿は 紐 育 新報へ 


一聲 




遊資 ハ有價 證券へ wi 

風 H ネ爲替 パず 價ョ 9. 五 お 驗モ下 W マシタ。 
◎唯今 H ネ 內^ノ を、 社債. お ま ヲ買入 レ- 
コ トご 商ィ知 貨ヲな テを ィ圓貨 ヲ買フ コト 

ニナ タマ ズ oj 

◎今ガ 買 乂レ乂 結が 機健實 、ち 利ナ 債券、 
巧ぶ ノ 選定 ニ 付ブパ 是非 弊店へ 御化談 ドサ 

ィ。' 

戰梓 證券 株式 會社 

\ 紐 育 お 張 所 


諸雜貨 ：^1 買、 卸販賣 

爆 旧商會 


日本 陶般 黑雜貨 類卸賣 

ザ尤ブ タザ ー ス 


暴，^^^" 一 


貧 本を まほ 旧 
拂这濟 資本を 六 モ萬围 
憤 立を ホ 千 四 再 巧 旧 

餅 賊ご弄 銀 巧— 支 巧 

本店 巧を 巧 日本 橋區本 革屋町 五を 化】 巧 
ち 巧 小が 日本 橋を 內 某ち 横 巧 
.を 古 居 巧郝大 阪西关 ち# 戶 
廣島下 關巧司 おお 巧 岡 長 巧 
上 おな 敦去 買扔水 


お出 乂爲 を’ 電信 送を ホ 送を、 旅 巧な 用が 
商業 信用が 其 他 一 股を 巧 業 

人雜誠 S 菱銀巧 S まな 

お 里 送金" 日本が 地 無 ホを 巧？ 迅 まな 投 
ネ巧 預金 (を 期 通知 ノニ稱 ) 御 便利 取を 
本ち 店 ま 京 (本店)、 大阪 、押戶 、京都 
巧な 地名 古 雇、 ル お、 上が、 な 巧 


▲鄉里 送を 及び 並を を (無手 數 巧)、 か國 
爲替賣 買、 荷爲狸 取組 収 立、 傳用 がを 
巧 等-殺が 巧 楽 巧 御 使 利 じ 取扱 可 仕 候 

鎌賊 臺灣艱 巧が 育 お 張 所 

本店 臺縛臺 化 、 I 
支店 ま 巧、 橫演 、大阪 、神戶 、ト お、 漢 
ロ、 福 州、 厦門、 灿 助、 香港、 廣 巧、 お 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 買 
力作 カツ タ 、偷敦 、巧 外赛潰 十四 ケ巧 


一* 資本を 宣億閣 (を 額 巧 込 巧】 

1、 稽 ホを 一億 五 再 五十 あ围 

內巧ネ ちな：：：： 漠濱 (本 巧) 巧を 大度 
神 戶接睹 下 巧を を 房 

橫濱 お金 銀 巧— ち 巧 

ホ 西を ま 店 = を 港 お# みボ 布を 
其 他 世 ホを 圃ま巧 都巿ュ ぞ庙及 コザ ン 
ス 有之孩 


本店 大阪化 お 五 了 目 

粧育 支店 紐育ブ 《 — ドウ 玉— だ 四十 九を 

譜 住ぶ 銀 巧 

日を W 東ち 橫濱 、名 古屋 、京都、 聞 ロ、 阿山 
尾 ノ 道、廣島、ぉ、柳井、下 ノ お 
がま 巧 (巧 司、 小 倉、 若松、 懐タ * 乂留 ホ、 熊 本 等 
本國 預金、 鄉里 をを 等は おめ 
て 巧 巧 利 迅速 じ 御 取扱 可 申ち 


本な 朝が をが 

支店 出張所は H 本內 化の お 要都巿 ，朝鲜 
巧 測、 支那のを 化 及び 浦 お巧德 

朝鮮 銀行 紐 育 出張所 

外 固爲替 一般 銀 巧 業 あ 精々 徊 便利に 取极可 
中 上 お 


藤本 證 ，券 會巧 

一般 有 憤肅を ノ賣贸 、可を、 募 お 

▲を顯 、並-一之 ニ 關スグ '一切 ノ 業を 

麟賦 藤本 ビル ミ—？ 銀 巧 

級 育 お 張 巧 


陶诞 叢、 雜 貨卸賣 

竊村ブ タザ ー ス 


が貨 陶碟器 

ランプ ぷ び 笠 

太洋資 易が W 會社 

支店 ボ お古、 ボストン 
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n 庭け 化 巧手 
M 皇的 まて 券、 支 
皇 ミツす の、 支拂ノ P 
呈 | ラ， 巧 ぉ拂遲 
タ皇ブ 巧涉間 拒延が 
呈 吉八卒 、經絕 の ；^ 
3 = も 御 巧 營め諸 
§ 1 な 用 收託約 勘 ^ 
さ-一 お 命 金 欺 束 定司良 
1 - ひ 下 力 等 手 ’ ret 
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苦 ずい 引媽 、渡 d な 
薑こ 。きす 僞小 化足 
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; 特別 廣吿. 

一二 巧 化 一日 ィ ー スター 聖 B 午後 八 時 
◎禮 拜說 '致 巧び 洗禮式 

.題 「啓靈 裏」* 淸水 牧師 

を督 曰く 

「誠に 誠.」 汝 等に 吿ぐ 人， は 水 ど 靈 どじょ b て ホれ ず ば 神の 
國に 入る 事 不能」 ヨ ホ 傅 一二、 五 
. 四 巧と H 午後 八 時 

◎禮 拜 說 ぁ (日本語) 力！ チ ス博± 
題. 「日本に 於け る 四十 年の 奉 化 ミ 
. 生活の 特權 に對 ずろ 感謝」 

を督 曰く 

「化て 勞 する 署 重荷を 負ム者 巧に ホれ 巧 汝等令 化ょ せん」 
マ タイ 十一、 二八 

兩 H 曜集會 は 特別 禮拜 でる 6 ます、 廣く 同胞 化 弟 姉 巧の 
御 巧爵を 御勸^ 致します 

紐 育 日本人 敎會 


船長 學の驢 奥 r 究 かるは 

お客さん'、 一な つて 兒る のが 必要 


太 半が 航路の 經驗家 どして、 
をして 大 が 义 のを 船長 どして、 
內 かじ 信用を 话 した 四を 源四郞 
氏は 昨今が 育に ホて ゐる 。郵船 
へ 入っ てから 廿六 年になる ど、 
胡麻 盐黯じ 威 おを 乘 せる 巧い 船 
長さんで ゎる。 風雨 幾 星霜. 潮 
風 K きたえむ 顏は錫 ホ ィる 
數日前 ホが ホブ^ アム バ サダー 
の 一室に、 のんきな 父さん 然ど 

慈眼を 見据えて ゐ る。 こ 
の ゎ 父さんが、 太 ホげ の 新 浮城 
郡 船の 誇 b である 淺間 化の、 を 
れは 今巧處 女が おを する アサ ザ 
じ 君臨す る 新 船長さん である。 
r を 巧 汽船から 引取る ご 同時 じ 
大巧 凡の 船長 ごな って r ニ 年 半 
じ 直 b 波の 白い 义平 がを 十四 固 
往なした。 をれ で、 別 H は 淋し 
かった。 を 港で 上げられた 時は 
ぽ かんごした。 河 量の 陸上ら は 
得手が 惡 い、 勝手 か 違 ふ。 早く 
乗らたい の だが、 船を 受取る の 
は 十 巧 十四 ロ だ、 をい 半年 だら 
ぅ！』 ご、 四き さんは じこ じこ 
して 云 ふので ある C V レン ガタ 
ァ號 

見學の おかがを おれて 出 

たら、 約柬の 時間を ごん ちんか 
:ん じした b 、 皆 これ 陸へ 上げら 
;れ た 罪ら しい、 あの 觸 正な 規律 
I 正しい 四宮 さんの こど だから、 

; 『變だ ナァ』 ご 寄って 集って 巧め 
j るので ある。 『これからが 大變 
を、 倦は 太 西洋が 路のぉ 客 さま 
j じなる の だ、 わ 客 さまに じつて 
I 船 じ 乗る のは、 プブの 素人 だ、 
j 時化 どは 云へ、 船長 學の 中には 
I わを さんの 經驗ら 必要 じじつて 


ホた の だ』 四宮 さんは 

ニ 一つ 兒 もな っく やぅな 笑 
顔を する’ 『ホ 月の 十日 じ 出る 
モリタ ニア 获の 船を じな つて 渡 
跌しィ A - V •フランス 號で 渡米 
し 3 0 ン バス 号で 义渡歐 して レ 
ビア サン 号で 歸 つて ホる。 この 
四がおずる中じ、 歐巧で化五0 
閒の 日時が ある、 を 國を迴 つて 
ホプ 作の サー ビスの 硏究 、船 ど 
汽車 どの 連絡の 狀 態；^ でを 見學 
して ホる の だ。 優秀 船の 上等 客 
ごな つて 巧き ホしても、 物見 遊 
山では ない。 巧 わ 
新 智識を 捏ら达 んで來 て 

新 船 アサ マの 名を 廊 かせょぅ. と 
いふ 可愛い 子い や 親爺さん の 旅 
ごゎる。 何しろ 今度の 淺間义 こ 
をは、 マア 、太ず がの 謗ら、 截 
船の 誇 b、 H 本の 誇 b ながら、 
俺は をの 新 船の 初 巧 船長に なつ 
たぐけ でも 感激して ゐる 。をを 
辱し めない 決. むで 大いに や るん 
だ』 から、 銳い 眼で 爲氣を 示す 
慣せ しさで ある。 が ほ 巧は 六 巧 
ホ 六日 太 巧が 見 學綺路 を 終へ て 
歸 が、 と 巧) 曰 お ポストン、 モ 
ント 9 i グ ♦ォッ タブ 等を 經由 
バンク 1 パ— じ 出で ンャ トグに 

立 寄 リユ ムプご •ォプ 

グ シア 号の 客 どなつ て 昨日 じ 化 
る 今日の 境涯に 威 慨の航 がを 終 
つて 八月 お 日横濱 着、 丸 月 十四 
H を 崎 じがて あ々 おち 船 淺間丸 
をを 取 >、 一巧 S を備を 整へ て 
十月 十四日 问港搂 處女航 おの 途 
じ 上 b 神 ロ、 清水、 橫濱 を經て 
同 サ五曰 桑 港 着の 豫 をで わる W 


提携 聯絡ず る 

日與 のち 線 

日本 郵船 會 おが 英齒 キュナ ー 
ド 巧 船 會社ご 提携 大 々巧に 船 
客業務のを展を企圖！ るミどな 
つたろ は 本紙 旣 報の 通 b である 
が 化 提携に ょら 同社は 東が じ 於 
てキ ユナ ー ド 社を 化を しキ ユナ 
1 ド 社は 化 米、 喊洲 にて 都 船の 
代理 巧を 勤め 相互し 踪 お 援助 じ 
て 船を をを 換 する； ごな つた 爲 
め お 西げ 乂歐職 絡の あ 船 航路を 
をす る じ 至 b 完 をに 自家 化 巧 一 
週を 船 航路を 巧 するど 同 樣の賊 
係 ど。 ゥ 、今後 顆 を^を ける 便 
'益は を 火で ゎ ぅ。 殊に 最巧歐 
ホん じして 化 ホ 一週 旅 わを を圖 
ずる も S をくなら つ、 ある 蔑を 
化か 圖 はおげ 巧 旅を を 吸引す る 
上 じ も 大じカ ご：；* るら のがみ る 
尙は 郵船は 旣帮的 如' 今 おから 
桑 潘繳じ 淺閒乂 3 ド ご 一隻の 媛 巧 
客船を 配し 沙 がが 路じも 明牟か 
ら S 隻 のが 造 モ ー ター 客船を 浮 
ぶべ く 太 牛げ 上-し 親を 稱 へんど 
しキ ユナー ド 社 ホ y ド 太 西が 上 
展大 のを 船を 化逛 中の 巧悄 どて 
兩社粧 携は一 盾 意義 ゎるら のと 
見られて ゐ る。 

大洋 丸 着 桑 

柬 わする 船な たを’ 
明大 渡米 巧が 脚 監督 大槐糜 ニ 
氏 外 十八を は 大巧 乂 じて 巧朗午 
前轰 あじ 着した •か ■同船-し はお 

r i V 、 


任ォッ タヮ 一等 書記官 お 手嘉雄 
巧 (夫人る び ニ子、 下女 岡 伴)， 
元 上海 取引所 長を 藤 薄、 海軍 中 
佐 杉 山 俊 寛、 同 逼旧義 一、 あを 
軍醫 中を 中 野太 郞 、海軍 機關中 
佐 栽 本 鼎、 巧 巧 M お 朝 珍、 を 化 
巧 大巧 おお 箱ず 盛 一郎、 蠢糸高 
等學 校を 巧 島 木. 一二 •一二 井鑛山 
技師 長 苗 田 正康、 I 滿锁留 學ホ醫 
跑ず山 遠、 が 軍 敎授寺 旧 巽、 構 
濱 船渠 社員 乂澤鈴 一巧 等の 兼を 
わら 孰れ もま 巧寸 るん々 である 

じ 里で 關裙さ る 

日本 學を舘 

最巧化 じ おぶ 化 館よ b 當地總 


巧 油 採掘 まま 協 會ま事 ザイ •ス 
チ ー プン K 氏の意見 をを ある 當 


紐 育佛必 會說敎 

紐 育 佛必曾 じて は ホる 四ち 一 
日 (月 醒) 午後 八 時よ b 日本 俱樂 
部 じがて 例會を 開き 佐々 木 おち 
師の 『樽 生 輪廻 Jw 題す る 說敎ゐ 
る當 。ホ聽 自由。 1 

「臺灣 島」 講演 會 

日本 摇 會所屬 タウン センド* 
パリスを 員 曾 ま 催で 巧 巧 十一 二日 
(±曜 手 後一 ニ 時よ b 巧 S 十九 了 

目 二十 五を ユンジ ニア タング 協 

會 々館に がて 『美しき 臺灣の 島』 

の 題で じ クラレンス •グリ フネ 
ン 巧の 講演が ある 答で ある。 グ 
リブキン 氏は 四十 年 W 上 日本に 
居住し 逝去 數 年間 臺灣を 跋渉し 
て 豊富の 村 巧を ちず & 由。 

學術 研究 會 講演 

學術硏 究會窠 二回 講演 會は明 
巧 八 時よ らおの 敎會 じがて 開か 
るべ く 辯才お 題は 巧の 如し 
宗敎 じがけ る 麻 禱經驗 の 
哲學的 考察 〔一〕 大島豐 

ス カンジ ネ ビア 派の 發 一ち 

學し 就て ±屋 潤 身 

紐 育 婦人 會例會 

.紐 育 日本 婦人 會じ ては ホ片五 
日 (金曜) 午後 一時 よら 巧 事會を 
開き ニ 時よ を 例 會に移 b 巧 旧 柳 
作 氏の 第二 巧 講演を 聽く 箸。 


鞭を 執らつ、 あるが 本 月 十日を 
なて 麻 田を モ罐ご 結婚せ る 旨 近 
信が ぁつた。 化 所け 巧を ボか長 
崎 町並 木 一 五 あ 0 を。 

が 瀬 恒ホ氏 進級 當地 陸軍 事 
務所 勤務 工兵 大尉、 今圓 少佐 じ 
進級した。 

宮崎繁 一氏 前日 本人 美な 敎 
會お師 、一 兩自中 あ 族 同伴 西 巧 
四月 二十 H 羅府ぉ 帆の 大巧 化 じ 
て歸 朝の 豫 を。 

♦山中 ま 太郞氏 山中 商會 社員 
春が 化 煩 じて を 巧經由 去る 二十 
五 H 着 紐。 

四宮源 四郎氏 H 本 郵船々 長 
新造船 淺閒化 船長 就職 前 陈ホ見 
學の ため まる 二十 五 H 來がホ テ 
火 •アム バサ ドア-し 投宿。 

•湧 井 直 次 郞氏專 1®； 厨參 事、 

去ら 廿と 日べ レン ガ g ア號 じて 

着 紐 暫く 滯 がの 堂。 

♦岩 井 賣太郎 氏 日本 郵船 會社 
が 育 支 巧 員、 家族 同伴 昨日 當化 
出發 南部 地方 視察の 上 四 巧 十日 
を 港 お 帆の サィべ プヤ 化 じて 歸 
辆の 堂。 

m , 躍說を 

♦紐 育 日本 A 敎會 
『醫示 宗敎』 淸水 牧師 
♦基督 敎 修道 营 I 
『十字架ょ な お 巧へ』 ネか牧 差 
►日本人 美な 敎會 
『題 ホを」 宮 瞬な 谢 


領事 舘じ 達しと 


る 報道に 浓れば 


豫 X 座 築 工事 也でぁった 薩摩ぉ 
兵衛氏 寄附 じを 大學都 ホ 中の 日 
本 學ホ舘 は 化 H 1 P を 化て 隅 館 
すべく、 が佛 n 本 大使を 會をご 
する 薩 摩が 牌 理事 筒 之を 管迎し 
硏學义 は 规察山 目的を W て渡佛 
ずらが 人の 滯化 研究 r 便宜を 西 
ふる、 とどな つたが 右は じ 阻 ホ 南 
方 モンス ブ ー を 園 巧み 城壁 跡 じ 
化し お 中央の 火 1 ダ 八 博物 舘よ 
ち 一里 ソ^ボン 大學よ b 半里の 
化 お-」 わるみ 0 


外 巧が 究會 午餐 

外 巧 政策 硏兜會 午餐 曾は ホる 
四月 六 H 例の 如く ホテル ア スタ 
ア じがて 開か t ベく 當 H 討 誰の 
ま 魔け 『メキシコの 時局』 で墨國 
文が 货化表 七— ンズ にぶび 黒 固 


復活祭 ご敎會 

.紐 育 a 本ん 敎會 じて け 例年の 
か （侮活 をに 際し 巧 日曜日 午後 
八 時ょ々 赌 拜說敎 及び 洗禮 まを 
擧巧 ずべ <淸 水 牧師の r 當示宗 
敎』 ど 題す る說敎 あら A 美な 敎 
會 にて は阅日 午前 十一 時日 陋學 
校 生徒の 演唱 、感 話な でぁるべ 
< <1某督敎修道會では同日午後 
八 時 『十字架ょ を 復活へ』 ど 題 
する 今 井な 師 の說敎 める 由。 

岡 島 巧 令息 逝去 

ボ內東 五十よ T 目 巧 二十 二番 
本 美術 巧 店 韦岡島 辰 五郎 氏み 
息ぶ 雄 氏は 急性 肺炎に で 去る 廿 
I 11 U 逝 ま 甘 六 B 午後 ニ 時 宮崎极 
師司 まの 下に 自 まじて 葬儀を 執 
けし じ。 

淸水善 造 巧 消息 

多年 一二 ホ 物産 紐 育 支店 一-巧 勤 
昨秋 蹄 朝せ る 淸水蕾 造 氏は 一二 井 
系して 經營 しつ i ある 一二 井生 命 
が險 株式 會社じ 入社せ る 由で ぁ 
る •か 木 社への 巧 信 中 『が 隙樂じ 
顆 しては ホ だ 尋常 一年を 故是か 
ら大 じ勉强 する あ 要が あらまず 
おし をか化険じ 加 人 希舆 の ん 
が あ b ましたら ニ 一井 生命を 御 推 
藤 願を 爲 をが 險巧 表を 御 覽じ入 
れ ょす j をは 一昨年 S ホ： i 高 砂 
ホ かを 買っ て 斯界に 進出して か 
. b 僅か じ I ザ十ヶ 巧で あらます 
が、 當 巧が 險 契約 高 一千 五 百で 

圓 であつ ねの が エキス プン 

ン ィンの 急速 巧で 巧 お 昨が 末は 
八 千万 圓を 超過し 本年み 巧には 
一億 圓を 突破す る 勢を 示して ゐ 
ます』 ご あつた。 

公 人か^ 

参 一二を 當時巧 結婚を 稻田巧 身 
の理學 ± 、歸朝 後 邸 校 じがて を 


片懒 スペシャル I 

# 籍 

修養 全集 I 

窠 一二 金言 名句 人生 壽訓 一一 
窠四 寓話 道話 ゎ伽嚇 I 
世を 大衆 文‘ 學 全集 一 

1ニ銃± ミ 上がを ロ 

マ！ ク •トゥよ！ ン名化 葉 

佐々 ス邦 

一二 等 水ち マ^チン 福、^ 恭巧 
ゼン ダが の虜 寺 化 昇 


か 桐兒弟 一破會 


巧 入荷 

ウル タ味淋 一 

一 裝现十 仙 


桑 山簡會 

114 EAST 芸 illsT : N . y . G . 
さ tme . 京 巧 ！ |t s 岩 •0 苗 7 


賣度 ぶ Mi だ！ 

し 詳細は 左の おへ/ (川 崎 五郎) 
1117 互 cD 岂 gal 沪 Je さ ジ rk 呈 y 
を •ざ r 忌 2 洁 5 


.菊 川お隐 事な 巧 
H. Segawa, Insurance Broker. 
303 F が ル Ave., 

TeL Caledonia 4100 


巧 巧]^ 事 巧を 會放 お育ま 巧 
Ucnida fra 过 ing Co リ Inc . 
11 Park Place 
Te!. Bare! 巧 1 S 76 


島資易 株式 會駐 
Shima Trading Co ., Ltd . 

150 Broadway 
Telepho 田 a Rector 1484 


橡ま會 お 赤 尾商會 
Akawo & Co ., Ltd ,, 

295 Fifth Ave., 

Te!. Caledonia 9758-59 


が 倉 製 絲統辕 株 ま食截 
K & t & ku 化を Co ., Lt ん， 
200 Madiso 扭 Avenue 
Te!, Ashla 幻 d 4545-4546 


K . Mildmoto 

Mik ミ mo わ Pear!, 
535 Fifth Avenue 
Tel. VanderWU 2 な 9 


大倉粗 稱育支 巧 
Okuira 在 Co ,, 

30 Church St^ 

Tel. CorUandt 2292 - 93.94 


S 共 巧 ま會化 
巧理店 
商を 商會 
1 別む 扣 dw 化 1 Y . G . Tel . R 扣 柄な 84 
Facto け； 35-10 3 邮 ゎ6., しし G み 


巧 巧 麻を なま 會を 

A 化 no Bussan Compa 凸 y 

Roona 801-805 
165 Broad«v^ay 
TcL C：ortUndt 80 がぶ 0 お 


い osho \>^rporatio も 

Silk Importers, 

が拉 aat S 4 化 Stre が 
Tel. Ashland 4987-91 

Goftho レ か , Inc., 
Cotton Elxporter* 

前 B が ver St>, 

T»j! Bow ! 出 IT Green 巧 0 &• 0 ち 


巧な 讲巧道 株式 會お 
な 育 事を 巧 

Sou 比 Manchuria 化 R . Co ., 

Room 202 ら Canadi 抑 Pac あ C B!dg'. 
342 Madison Ave. 

TeL Vand が bat か 35 


己 ザ あを なま 會 な 

な 育ま 巧 
Mitsui & Co ., 

〇 5 Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 


巧 ホ 曾を 岩 井 商店 
紐 育 おお 所 
Iwai & Co ., Ltd . 

Woolworth Building, 
Tel. 巧 わ 民 oy 8660 . 61-62 


S 塞がを 株 ま會お 
な 育ま 店 
Mitsubishi Shoji iCaisha 

(MU*ubishi Cof Ltd.) 
120 Broadway 
TeL Rector 2560*2564 


大お戟 目 ニ 東京 朝日 
化 野 ま 巧 

0 化 ka A 化 hi 
了 he New York IHm が Annex 
了 cL Lackawa 打凸 a 1000 


B 本 锦あ巧 ま會化 

日本 ホ ホ 持 式を 化 

巧な 名會巧 

日米 生糸 炼を會 社 

がち ミ 巧 

お育ま 巧 

お 育 支 巧 

紐 育支庙 

Japan Cotton fraciing Co., Ltd.» 

NIPPON K 1- IT 0 KiiSlIi , LTD 

Hara & Co ., 

が 训 I - BEI のけ0 K & BU 洲 m {» 巧 Hi 

2 Park Avenue, 

了 el. Lexi 啤れ n 8787 

^ WO Park Avenue 
Tel. A か land 5320 

443 Fourth Ave^ 
Tel. Caledonia 7830-35 

が ICH レ B む KUTO CO • ，し TD.) 
1 Park Avenue 
Tel. Ashland 6246 . 47 - 48-49 


大阪每 日 ニ; WL 巧 曰 白 
を 木 S が 
0 化 ka Mainichi 
Roo 田 306 A World Building 
Tel. BeekmaQ 4259 
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大紐育 


九 ニ 九 年 版 r 近く 發巧 


本社が 整に 編裳發 巧いた しました 『大 が 育」 は、 幸 ひじして 
江湖の 湧く がかき が詳を 博し、 遂に 全部 一册 巧ら や資 切れ ごな 
らました、 化て 本社は 猜 一版の 内を をを な 新 じじし、 貝 數をも 
增加しだ千化だ廿化年版を新じ發巧 | るこピ 5 ならました、 正 
確 じして 且つ あらしい 統計と 事實 をぶ 礎 じして、 刻々 變 化する 
巧が 『大が 育 J の眞 相を 傅 ふるに 遺が U きこ ど， 5 - 巧して 居 も主 
す。 が ほを 懼は 

豫 約申这 者に 限りて 

特價と 十五 仙 

發刊 後の 御 購買に は- 


を 價金 


張 


ごを し' よした、 まか じ豫約 御中 込みを 希望いた します。 


四月 吉日 


紐肯 新報 社 



M 密院义 i やつ；.^ じを 曲^ 

不磯條 約と 濟南渝 をの 手 落 もから 


東京 特電 - 日 發 U 个戟 おか .— 對 する 樞密 おみ 反 かが 的 態度は 日と おじ 露骨 ごな つて 居ら、 十 
四齒図 ごも 巧な に 就ての 敲 解が 必要で ゐる どま ' 娘して 居る が、 を 心に 今 间の濟 南 協を じ 就ても 吸 
府か樞 がし 諮 湖し U かつたん け越權 である ごの 非難を 招き 吉田外 挤か官 ど お 山 アジア 厨 長 ビはニ 
上當 記を 技に 陳謝した か 巧ら じ 巧 中 首相が むめて 婚府じ 凍 謝しない 限 b 解み すまい f 見られて 展 
一が 规脚 巧で け 早く も吉 旧み 官 ごを 田 柄 長 公び お 永 お 約 厨 長 等の 辭職 說を傳 へて 居る。 

I 將單も 陸軍 部-良のを 職を 去つ て 


巧閣 改造に 一. 悶着 

巧 次 氏^ 入閣 やらげ 務 官お迭 

ま 京 特電 二日 發 .= かぶ 禽鲜 事を 島 田 俊 雄 氏は 巧 中 お 裁を 靑 
山の お 邸に 訪問し 政ぶ 曾が 員な 選、 なな 官 おを 閒題學 じつき 黨 
の 息嚮わ 示した がを じ 觸し问 黨城會 は 四月 ホ關懼 さるべ'、 將ホ 
の ホ 針に 就飞も 柿々 討究 さる i 苦で ゐら。 

ま 京巧電 - 日發 == 化を 問趙 をホ必 じな お 輿 黨な大 渦 卷をお 


してむ るが 如 州に な 對が & つても 出 中 首相 * J 床 か 氏を 引き入れ 
る ど 云は いてち る。 

濟南 燃をから 

日支條 約の 談判、 へ 

ごん.、*! ん拍 ずに 進 巧す ぶ 新交涉 

武漢の 革命 も 近 < 躍壓か 

を 京 特電 二日 巧 h-n 胳か 石が 軍は 旋泊 中の 軍懸の 禮砲艘 々た 
る 中を 一二 十 H 午前 化 江，： 舊し 直に 武漢 派盤攻 擊 ‘ 片 をを した、 一 
方み 巧徳將 巧 も W 潘 - 着 ザ々 窝 議じ參 加し じ、 巧 巧 じは 支那 軍 
隊 とお 載した 八 隻の游 船 ど 四 隻の軍 腹 あ -^ 、 ゎが 軍艦 暖蛾 、驅 
逐腊蓮 等ら 旋沾中 じて 壯觀 を呈 して ゐ る、 上 陸軍け 目で 瓷が父 
は 巧が し 化り 前 叙に 進を 中で 戰時 氣せ橫 溢して ゐ る。 

東京 特電 二日 發 == 漢 U ， 南京が 事 化 巧 渉は H 支 兩堪息 見 一 
致し 來週中 じ 調印 か. おは 條約問 趙ら大 進が し 山 東 派遣軍は 
五月 中句を 部 細 還の なを だ ど。 

を京特電_ 日發‘^南京、 漢リの兩拳化ご馈約な正の諸懸案 
を 解 化すべ： 日 支巧齒 のを ま 誠 解 成立し 巧澤 公使'^ 外を 部を て 
正を & £ 共に 化携 へて ヒ 海」 球 b 懸案を 涉か 的途け 好望 ごな つ 
たが、 濟南 協を じ 對し王 巧 a 非常に 滿 おのを で 『數筒 巧 おじは 
巧 図の 葛が は 一 蹄 さむ 親善 關係 はお 進ずる でを らぅ』 ご 語つ て 
居る が、 陸軍 侧で け S 巧 HAy よち ニ衛 巧な 巧 じ 山東當 より 撤 
をを 完 r する 旨 公式に 媛 表した。 

上が ご ニ 巧 化 - 日】 發 == 南京 欧 がの 武 漢征荀 軍 ' 司令部 1 ら 
を おした 公 おじ 從れ ば武漢 華を 軍は を ニ 週閒乃 一を 四 遇 間な 內に 
は彈腿 するべく、 南京 側は 軍 裳の お 費を 防止す 一る 意味で 彈 酸を 
急ぎ 裳 一、 第二 A び 第 S 軍闡に 急遽 總攻窠 をが みした、 戰况じ 
齡 しては 報 迫の 檢閱 が嚴 進で ある 爲め眞 巧を.^ るに 由な きも 數 
が 人のを 傷ち が 上 解を 經由 しつ i をる 戲 よら-! て 柏當の 激戰を 
おじつ i あるら の i 如く、 化を S 間 錫 山猫 軍ん 亩京 政府 じ通電 
して 南京 政が ゎ 支持し、 化 义-帮 は 南京 ピを せ や 今次 動亂じ 
組しても 嚴止 中立た 守る 旨 述べ わが、 一々 を聚を 占領した 張宗 
呂お 単： 1 宣言 聲を錢 表し、 H 本 軍 じして 山^ よら 撤兵 すれば 
ならし 濟 もを 陷れ靑 良 をら 占領ず ベ < 、若 ム媽玉 祥將軍 じして 
をを 進む むけ ー戰 する こごを がせ やど 述べぶ、 而 して 廣東 派に 


居らし、 致 高 韩議を 員の 一人で 
ぁる 大立 物閣 錫山將 軍^ お 巧は 
南 巧 政 麻を 援助し t 哲 ももの！ 
若し 今み 武漢の 革命 じ蔣 か石將 
軍が 敗 化する じれば 南京 政府を 
見限ぎ る こごは 必 辕ど玄 はれて 
居 も、 今回 南京が 府が 日本 ご瞄 
をした 濟南争 かの 後始末の かき 
をの 一例で、 協ぶ の 內容ら 商を 
政府が 過 まご 一箇月 じな b 頑强じ 
巧 おしつ i あつじ 內をご 毫も 變 
化の ない ことは 要する じ 

巧 部' の 不安ょ らして 山 東 
省を お 玉 祥將軍 じ 進上し a て 南 
巧 故 府の體 面を 維持 せんどし つ 
つ あるじ 外なら ない が、 今日の 
藻を 南京 政府が 武漢の 革命 じ盧 
面しつ 1 ある 廃と して 獨玉祥 じ I 
山 東 省を 明 渡す こ S は餘 b 意義 
を。 さない d 見られて 居る、 定 
らじ 先週を なて 一時 体會を 見ろ 
にを bL 國民議 會もあ 面は 兎 じ 
角、 實際 じがて はを 然 失敗で 過 
去數 年に 旦 b 萃 命じ 盡 した 人々 
は 中央 執行委員 資を 去ら 議員の 
お 割 五み までは 南を 政府の ぶら 
なき 官 をで 占められて 屠る、 殊 
にが 政府の 豫算ら 財務 部の ホ 案 
じ 化れば 

平時 じがても ホ 千 方乘の 
歲 入す 足で あるじ も關ら で、 更 
らじ 革が 突發じ 化る 軍費の 支 お 
じの b て查然 . が 本よ 6 覆され 非 
常.：；^ る 悲境に 陷る であらう ご觀 
られて 居る。 


期の 如きを が S 輸出は 前ち ホを 
ちの こどに 顧.‘、、 化 ホ こむ 等兩 
肖の 輸出は 械 めて 醉少 にて 一年 
輸出の 六か ^ 一に 化當 して 居る 
から、 この 

好が は 前を を械 めて 樂觀 
せしめを しこの 比率で 進む U ら 
ば 本が 度の 輸 おけ 昨年の 五十一 
億 ニで 八け 乃 巧から】 躍して 六 
十億 巧に 速す るで あらぅ ど 云は 
れて 居る、 右の 報 吿書じ 化れば 
i 、 二月 度の 輸お增 加 率は 例年 
じ 比 段し お 二割の 增進 であるが 
巧 進の 巧 因は 巧 僧の 上騰 等に 化 
るら みで W く 製造品の 輸出 巧 加 
が 重を なる 棋因 どなつ て 居を こ . 
ごけ 注目に 値すべ ぐ、 を 輸出 增 
加 葛. 億 五 千な 力 巧のぅ ち 製造 
品の 增加 高が 一億 化 肯巧 弗に 達 
しこれ 等 製を おのみの 

^ 出 價 格は 四 億 S 千 二な 
巧 弗、 即も 昨年度ょ らも 約 一一! み 
の 一 S いん 增 加を 示して 居る、 
輸出の 增加率 二割に 對し 輸入の 
お 加 率は おを で 繰 額は 昨年の 六 
億 八 千 九 巧 方 興じ おし、 と 億 S 
モ 八が 化 万 巧 じ 達して 居る が、 
輸 おのまを 品目は 自勤 車の 一億 
五 百 四十で 弗を 第一位 ピ し 原料 
品では 楠 化の 一億 四千 化が 万 弗 
がまなる もので わを、 輸入 そ 面 
では 生糸 及び 絹織物の 六で 八 旨 
五十で 弗が 第一位- めて 居る 


巧び 减稅 


大藏 長官が 期待 

ワシントン-日 發 ：：；：： フ！ ゲア 
! 内閣み 出現 じ めら アイリ々 の 
繁榮が 一層 擴大 する であらう S 
は 一般人 古の 豫測 しつ、、 ある 巧 


r ~ であるが、 大藏 長宮メ "ン 氏が 
感ずら 諸將は 南京 政府の 高 腿 的 G 態 巧に 不 ^ を 抱 （も 大体 じ 於 ~ お ま 一 Z 

て武漢 化ん 革 かか 失 股に 終る もの ど 見越し I 一の 際 寧ろ 南京に 通 - ' 

じて 度み 3 化 償を 固めん どして 居る が、 南 jk 政府が ネ闽の 軍費 
におを を 偵を 化を して 盾る こどは 後 H 相 當听化 治 問題 ごなる 模 
巧で ゎる、 おは 濟ち 事件の 日 支 協定で 巧 巧を 使 ど 王巧廷 巧は 化 
の 懸案を 解か マべ く 上 おに 巧た が 今日の *^ 氣を 0 て すれば 滿足 
なる 結 张じ到 速すべく、 河 お 省の 媽ぶ 祥 ^ 軍は S 千のを を 動か 
して H 本が が 山 案ち 做を 後 直 もじ 山を 省 ^ 營諸 すべぐ 目 T が備 
中で わを 0 一一 


南を な府の 

前途 悲觀 

歳入 不ぶ 甚だし 

と诞 一日 發 【ニ ユヨ — ク •タ 
井 ムスが ) H おなか おは 現が し 


て 居る も I の {これを 創な 當 時に 
比較 すれ ーば随 かど 甚だしい 變改 
を ホし W 居る、 即も 今や 

武^ じ 革命を 起した 李濟 
仁 や 白 お 軍 一派は 旣じ南 巧 巧 巧 
ごか 離獨 立して 居る し、 媽玉祥 


報 半口 じ 化れ ぶ 一二 月 中 じが 
る 所得 巧の 圈庫 収入は 五 億 化 千 
五な 巧 巧に 達し 政巧厮 有の 現 巧 
歲入過 剩は旣 じ 一億 ホ じ 達して 
居る から 今年 巧 じ扮る 政が の歲 
乂過剩 は 恐ら C 千 化が サ一 をな 
來 S 巨額に 達すべく、 恐ら （次 
年度 じがて 又もや 减稅を 巧 ひ 得 
るで あらぅ ごの 意を を资 表して 
居る、' これ ど词 時に 商 格 長官 ラ 
モント 巧が お表した 資る 報吿じ 
化れば 本年 一巧 & び ニ 巧の 輸出 
〔再輸出な を 除 （〕 は 乂億千 ホ 
円で 巧 じして 缺 洲大戰 中を 除き 


と 進 步し今 U の 計 蕾は 明 一役 
じ 立つ や 巧 や > む もこない < い 
ふじ ホる ® 


エジプト 段府と 

輸入 樵關稅 


の 月 十五 日 じ 

軍縮 下 討議. 

鹽際 聯盟の 委員 會で 
ワシントン 二日 雜： =： ホる 四月 
十 丑 日 1 を國踐 聯盟の ま 獲に て 
軍備 衞み 會議の 準備 委員 會を開 
摧 する じ まるべ （、アメリカ 全 

權 け ベ 术 •■<'1 K 化 •辛 ブッン 巧 ど 

巧を したが、 獎國侧 ib 將 ホの 
軍縮に 向つ てま 大 なる 提議 ある 
べし ご 削 待され 國稱 長官は 目下 
頻ら に協遙 中で ある， 

英國の 軍備 1 璧刖の 

ィ ，タリス 總豫算 は； 沿 軍 案を もつ 
てす つか b 出揃 ふた、 お 相 プリ 
ッ尹 マン 氏の 說明 にょれば 一九 
ニ 九 年度の が 軍 裳は 前年度ょ b 
も少 い、 即も 前年度 五 千と 巧 一二 
十万 ポンドに 對 して 本年度のを 
れは五 千 おな 八十 ホ 方 五 千 ボン 
ドで あるが これは ィギリス 海軍 
跟據 化じ對 する 割當 ホ 常 じぞく 
更に 本年度 中に ィダ リマ あ 軍は 
巡が 艦 一二 隻 、嚮道 驅逐艦 一隻、 
願逐 鑑八隻 、潜水艦 六隻 、水雷 
敷設 艦 一隻、 ス 八] ブス 八隻を 
建造す るので 豫算应 の 割を では 
實路 じがて 現在 勢力が かな b 增 
加す る ホ 第で ある、 なほ ィ •ネリ 
ス 海軍は 巡洋鑑 十五 隻を建 渥す 
るを じな つたので をれ じ 對抗す 
る 意 ホで 豫を逆 b 1 巧 晒 絞巡洋 
爐 ニ 一隻を 建造す る こごに したの 
でを， る 

をれ ど間时 じが 軍 豫算を 削 殺 
する 意が で 今回の 擴曝 案から 
化 空巧髓 一隻の 豫 をの 建 遣を 
中止す る こご じした のでを る 
右が 空 巧 艦递逍 をこ^ しばら 
く 見合ず じ 就て は 豫算輕 減な 
かじ 化の 理由が ある、 をれ は 
が 空が 艦は 最近を し （進步 し 
たが まだ 實戰 の經 験を へやし 
かもを の內を A びが ま H 1 a 


斯業を 騷 ぎ出ト 

力 井 □ 一日 發 n で ジ ブト！； 棉 

化 業ち は 巧るべき 臨時 議會 けが 
て アメリカ 政府は 化が 自 あ： 修 入 
どなつ て 居 じで ジプ ト棉化 i 輸 
入税ぞ 誤す 傾向を 6 ごて 陵み 當 
局を 訪問し ' 

一應ア メヴカ 政府 じ對 しに 注 
意を 促ず か、 然ら 乎ん ばみ 府 
としても 何等かの 方法-しおて 
對 策を 講ずべき である ごが 述 
しお 府侧も 目 F ワ シン ト-を 
通じて 適當な 方法 じぶん 一、 居 
る 旨 固を したが、 

昨年度 じがる アメリカの 五一 プ 
ト棉 輸入 高は で S 巧 五十で 巧」 
しで) 昨年 じ 比し 巧 二割 增 加し 
過去 十 年み 統計に 依れば ァ VV 
々はを 棉 作の 二割を 買 h げ-ア 
ィ 9 力の 輸入み 棉 のと 割 五 グダ 
占めて 居る けれ お、 垂アメ ，力 

の 消豐高 じ比軟 すれば 僅か 一一 芬 
じ 過ぎない めで わるから、 の 
々量の 輸入 稅を お上げても £ 等 
利益は ないで ホら ぅとめ 意 ホが 
有力で をを 。. I 

ワシントン - 日 發 = 五 ジ广ト 

ょらの ホ 電じ關 し 玫府當 局， f 觀 
測に 化れば 次期 議會じ 玉 ジ一ト 
棉 の關稅 案は 到底 淹過 しな 
稱 して 盾を、 尤も 今み 調 巧 
會じ 蟹し 力？ フオが ニ T ぶ 
9 ゾ ナホ 面よ b 五 ジブ* 棉 f 對 
し 一割 S をの 課稅を 請願し ザ」 向 
きのを つたこ どは 事實 であ 二け 
れ お、 委賣會 では 左 おじ 重妄視 


おは 南西 部、 中 西が 及び 東部の 
を 州-し 及ぼし 脚 巧者 化 人を 生じ 
た 外 幾タの 損害 於' 蒙ら しめたが 


ア 1 カン ソ 




ゾリ ー * 于 


ブラス々、 アキ オワ 、イブ ノ 
キ 、ウ キス コン シン、 ミシボ 

ン 、ミネソタ 化 ホでは 黎 風の 
上に 吹雪、 業、 乂甫最 等が あ 
b て 損害を 巧 ぼし、 

聖术キ の 化ち じ 位する.'、 シシツ 
ビキ河 じは 洪水の 襲 巧が 巧 侍さ 


れ- 


ュ 3 ) ク、 ニ ュジヤ デ . 


ペン シ八ゲ アこア を 州では 家 根 
を 吹 飛され 電線を 切斷 された 化 
ホが 歡 ない。 


i 寺 員 

4 ァ 


して 居ない V 一の こ " である * 


を 地の 暴遵 

十一 ニ 州 じ 豆り で 


驟線 ご亟に 

メキシコの 內亂 

メ车シ n 巿- 日發 H メキ ン n 
のみ 親は 官軍に 戰 おち 巧で ぁる 
かま だを 命 軍を 一掃す る じ まら 
中、 ジメ ネズ晰 近ょ ゎ ラ •クグ 
ズホ 面-しも 巧 ホ 戰圃中 じして 
戰 線の 一部は 太 ホが 沿岸 じ も 
及び 戰 線け 巧 ニ 一哩ご 註せられ 
て 居る が、 チ ファフ ア邸線 じ 
於る 宫軍 一巧 賊軍のを 千を 
馨 退追擊 十に して 賊軍の 一部 
には 戰況ザ 愛 惟を 盤 かし 宫ぞ 
じ 向けて 投降し ホる を 勘な か 
らず 

大体 じ 百 一ら ち 軍は 優勢を 示しつ 
つ をれ ど、 趣 勢の 點 ょらして 賊 
軍は 逃 じじち 利。 る 位置に わる 
から 官軍の 禪嚴 じは 相當の 時日 
を 要するに まるべ < 、捕虜 どな 
った 高級 將 I 恢は底 もじ 軍法 會議 
じ麵附 しね 王 銃刑 じ處 せられる 
巻が ぞく、 蚊府側 ごして はを 一 
箇巧 W 外には 革 かを 一掃して 園 
內のホ 和を 維持し 得る ど 稱 して 
屠る。 




ワシントン - 日 發 H 四 母 I : 日 
の 疼 十 時 前後よ b 吹き 卷っゎ 暴 


へ： S ツク巧 

^佛米 大使 逝ノ 


パリ 

鞭ア 


ご ニ巧辨 一呂 發】 n 駐 
ジ 々大使'^ して 共和 黨 
巧 觀控奉 化する こと 前後 ニ圓 




I — 

時局 ’ 


解說 


‘令 


巧 妹 多難の I 國民驚 

迦巧 事件を き I つかけ じして 
ぶ 巧の 國民 議营 が動搖 する 


画は 政府は 今尙 ほ創棠 巧 S 
て 一寸 も 安 & お ホない 地 ^ 一-しあ 
掛 内的 じも對 外的に が 巧 


る 


を 要ず る 幾多の 案 俾は出 早 レて 
ゐる この 案件を 中必 じし I 」 鹽民 

M I 

を 傾 派 の 策動 が^ら 巧 編 
遣會 諮で 軍政の 統一、 が 革 省は 
巧 巧 されても これが 實 がは 
實ヵ 者の 勢力 觸 孫に 直 法な 乂 駭 
響を なする ピて實 施は な 易で な 
い、 假 み實狀 はかくの 則-- でも 
つても 画 民 政府に 取つ ス 目が b 
差 あつた 重要な 大閒 韻が 一つみ 
る をれ は 目下 化會 中で ぁる 裝ー 1 
回を 阔黨 化を 大會 でんる、 この' 
化 お 大售は 今年 一巧-曰かち 蹲 
會 される 豫定 でを つじが 準備 化 
都を で 三月 十五 日 じ 匙朔さ i け 一 
もので 國は 黨の最 度み 講機騎 で 
あるから 現 政府 どして は 左傾 姬 
の 勢力の 侮る ベ かこざる ネ_リに 


勒し ( 

必勝 去 期す るた め 上海， 
南京、 廣 ぶ、 お 州 等の 選 擧區の 
みを 自由 i 恩擧 どなし 化は を 部 政 
府の 指名 スは 選擧 後を 巧の 檢を 
を 要する こど i なし 過艘 ホ選擧 
をれ つたを の 結 裳は 巧 表 大會出 
席 化を 總 -I 歎 一二 首 五十六を を 得、 
をのぅ も审央 政府から 指定され 
たもの 巧が 十一 名、 選擧後 政府 
で檢 をした もの 巧 十六 名、 計 ニ 
な 六十と るを 得て と 割 五を 上 
の絕對 タ歡を 制した これに 直接 
選 擧义は j 目 お 選 擧で當 選した 欧 
麻 派 化 まを 加入 すれば 現 政 巧は 
絕巧 的の ホ 勝で 簽一 二回 化 表大會 
を 巧な け釋る 

目算が ごた 譯 である、 

交 ころが 一 矿 事 魔を し VJ らい ふべ 


於て をの お 巧ら まわ 中々 をぶ で I 

化- 


き か ニ 巧 
魯敝半 巧 


末 突如 湖南 省な 府ま席 
が廣西 おのち 頭を ま 仁 
氏 系の 軍隊 じ 湖南よ 逐 され 
江 西 境に 一遇げ じいは ゆ 胡 南 事 


じ 蜜した マネロン •へ ブック 
氏は 先般 フォッシュ 元帥の 葬 
儀に 列した な ホ 風邪の 氣 がで 
駄化 中で ぁつたが 、今夕 お 時 
俄かに お 革ょ 5 遂に 逝ぶ した 
フランスの 朝 巧 主 b 尊敬 せら 
れ 特に 锅測大 戰局陆 、パリー 
立 退に 頑 ごして 應 じな かつた 
太 巧 のん 格は フランス 人の 深 
く 感銘して 居る 所で あつた、 
遺體は 恐らく フランス 极 巧の 
好意に 限 b 巡を 遊に て 誰 送す 
る篱 である。 _ 

A II 个 一一 个 
逝ける マキ ロン •! ヘリック 巧 
は 千 八な 五十 四 年 十月 化 日ネパ 
3 測 パン チン ダト： . じ をれ、 幼 
ホの 頃は な 姓 ょら 大道 巧 人と し 
て苦學 した 人で、 せ魄 大使た 5 
し 口前は 銀 巧 家、 ホ パ 3 ! 州 か 
事 どして 聲名离 （みを じ も 風 じ 
活躍し、 屡々 入閣 4 * 翻 誘され じ 


るも應 やや、 喊洲の 化 そを 融制 
度に 巧 ホを 抱きて フランス 大使 
たる こどを 漸く 承諾した ので あ 


つた 0 


外交官 異動 


ヘリック 巧 逝去で 
ワシ 、 \ トン 二日 發 N 駐 佛ァメ 
リ 々大使へ V ック 巧の 逝まで T 
メリ 力の 外 巧 官界に 一大 異動 あ 
るべ くへ"， ック 氏のを 件 者 どし 
ては ニ ユジャ ジ—州 選 あ 上 院議 
員 じして をて 駐邸乂 化た る こご 
を拒絕 した 玉ブデ 巧の 呼 聲は最 
もち 力で あるが、 或 ひは 駐英 大 
巧じ內 をした W 博 へられて 居る 
前 副大統領 ド！ ズ 氏の 任命を 見 
る じ まるべく 、駐英、 駐佛 大使 
の ほ 命は 來 る. へき 軍縮 會 ぴ 
賠償を 問題で 最も 重を 視 され 居 
ウ 、械 東方 面では 駐 H 大使の 人 
物を 目 ド 訟衡 中で ある。 


わ _止 表を 


主 


赤电 ( 賀 無郎轉 載〕 


【一日】 東京 新 お 會は柳 澤保惠 
伯、 溝ロ眞 氏を ^ 副議長 じ 選 
擧 しじ。 ： 一 

鐵道協 絲を反 ホ 

【一日】 昨年の 席讓 鐵道據 巧を 
部 奉 天 側で 全然 一反を じした。 


み 酒 ホ 博 主 逝， 


〔 - 日】 探偵 小說で 一家を なし 
た 醫隱小 酒 ホ不水 巧は 逝去し 
た 0 


農林 省 米に 辯 巧 

( - 日】 農林 省は 颗係あ ミ 協議 
して 木せ 觸稅は 米國に 差別 的 
意 ホの ない をを 辯 明した。 

池 上總督 卒倒ず • 

( - 日】 朝鮮 總哲府 政務 盤監她 
上四郞 氏は 入京 中腦 溢血で を 
倒しむ。 

屑鐵 世を 的缺乏 


〔一日】 屑鹽 不足で 製 銅 業者は 
困難して ゐ るが 右は 世を 的缺 
まで ホ 價ち騰 つじ。 


二ュー ヨ—ク 春秋 


♦聲が 育 目 本ん 會 演說會 とい 
ふの が開腊 さかみ、 辯 そ 諸君の 
中には 過 まじが る 一身上には 随 
み ど H 會の帮 巧を 受けた A もを 
る やぅ だから、 乂 いじ H 會を表 
彰す るので あらう、 まア 、おを 
じ B 會共濟 部なん わの 厄 かじな 
ら ないやう じする を だ。 

♦泥棒を 捕へ て 見れ げ 巧が 子 


なを、 で、 議會で ブ^トン ツ 夕い 


じめ のジョ ーンズ 法に 貧 成し、 
禁酒 同盟の 補助を 受けて 居る 議 
員が、. 禁酒法 違反で 訴 へられる 
世の中 ごな つた。 

♦ 一寸 笑話を 一 っ、 

夫。 玉 ライ 人物 じは 兎 巧 馬鹿 
な 子供が まれる もの だ。 

妻。 をん ならな 達の 子供は 巧 
鹿じ；： 5 > らなぃゎらを > むね。 ■ 


なく これが ため 現み がは 左 服に 件が 突 おした、 魯漉 平氏け 願逐 


された をの 足で 南京 じ 急 巧し 蔣 
か 石 氏 じ 勒し廣 阻 波の 不當 を訴 
へる ご 共に 一モ 湖南の 巧 健 氏は 
廣西 派の 虎 押で 南を 政 巧 も ぁつ 
てな きが かく 凉 しい 顔して 本 巧 
ニ H 魯騰半 氏の 後が まじ 座つ た 
をして 廣西 派は 武 漢方 巧の 軍隊 
を 動員し 南京に 備へ ると 共 じ 江 
西の 銅 支、. 修ぶ 方面へ も 出動 關 
おの I 

態度を おつた、 これを 見 
た 蔣か石 巧は 鞭 怒し 直 じ 長江 航 
路の 支那 療船 二十 お隻を 徵發し 
劉時 (第 一 師^ 顧祝同〔第ニ師〕 
ま お 文 § 普〕 綾 培 南 C 第 四 
師〕 等十ヶ師！！-^動員みを下し廣 
西 派の 機先を k ずべ （ま づを徽 
の 辟を ど 江 皿の 九 江 方面 じ大が 
か b な 輸送，^ 開始し わ、 こんな 
こごが な （VI も蔣か 石、 满玉祥 
圃錫 山、 を 仁、 を 溶 深、 白 祟 
膽氏 等の 實か 派が しつ <6 わつ 
てゐ ない ので あるから 巧 かの 人 

必じ 支那の P： 動 就を 直覺 せしめ 

i を D 


禪 々の 

藝 ロぶ 傅 へらる > 1 こと i 
なつむ。 巧を 政府 どして け蔣か 
石 氏 始め 一-大事 ど 中央 政 お 貪 幾 
や 軍事 會講を 開く やらで 大騒ぎ 


を 演じね が 結局 蔡元 培、 譚延畳 
張静 江、 李 濟课四 巧を 擧げて 湖 
南 問題 杳辨 委員 どなし 調査せ し 
めを の 結果し ょ 6 是非を さばく 
こご じな つた、 然して 蔣か石 巧 
は 貴 巧の 化 泣 じ わらながら 輕々 
じ十ヶ 姉の 大 軍を 适 した ごて ホ 
難の 聲も高 {、をを 仁を は 眼病 
で人院 中の 上海の お院 から 湖南 
問題の 責 巧を 負 ふごて 一切の 官 
職の 辞任を 申出で 今や 氏の 巧 刑 
說も 博つ て 居る、 傳 へらる i 如 
< 率 また 巧は 演面 波の 南 化縱斷 
の 深謀遠慮 か' ら廣 東の 李 濟踩巧 


詰 解の 上で 魯 漉ず 氏を 驅 
逐し郷 南 じ 手を いれた とす わ ば 
蔣か 巧、 媽韦祥 ，閲錫 山、 廣巧 
を 天を 派が 勢力の 巧额上 わの わ 
の 暗遷默 移しつ、 わる 推移を 策 
しプ リ ヶ I ト な時局ごしてす こ 
ぶ S ま大な 問題で あるが 膏 々派 
の 巧 > むは 舊軍闕 じ 等しき &巧狀 
態で あつた どしても を ま 統治の 
ため 最高 磯關 であると ころの 重 
巧ト •化を 大會を 目前 じを へて ゐ 
る こご t て躲 氏ら 馈面上 遂に 今 
日の かく 意戰 を布吿 する じ まつ 
じので ある 0 
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►診察 時間 A 
每日 (扫 曜を陈 < ) 
午前 化 時よ b 
午後 五時ぞ 
水曜 午が 化 時 1 
午を 一時 


洋擺 調進 

クタ— ニ j ング 、ダ乂 

ィング、 i 一修 鑄 等 一切 

ミカド 洋服 店 

化 一一 本 が 
绝 詔 ラ ィ ラ ン ダ 1 
六 八！ ニ 0 


化肯 州ぶ 認 
巧務 省を 許 
巧を ホ 大啓巧 大巧 
を 婆 おお 巧卒を 
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z®w York ごを Insurance Co 
ご ohamberb 塞： MewYorkcHy . 
巧 ho ロタ Wor をち 活 

タ社ノ タニ 铜掛ケ ノおク が < 
御 自をノ をぶ ピを巧 巧な チホ 
巧 力* 患 幸 f サィ 


ラデグ フイ ヤボ】 田 上 (巧知 
腐) 長 崎德一 柴田ホ 一二郎 (能 
本縣 )一 ニ 鳥ぶ】 (ム阪 巧) 西 川 I 
源 太が (を 庫縣) 藤 水 喜 八 (樹 
山縣) 大塚淸 一 (砲 岡縣) 末 ホ 
鹰逛 (兵 庫縣} 化 風 I 藏 
右の 爱 じあ 知を 度ら 儀を と 
お 間 本人 巧く はか，： よ b 巧 
化 巧 御 通 か 願 上 お 

紐 育 帯國操 領事 循 

1 是 B 三 aiiwayKe こ ミ k II さ 
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化 S 
S M 
K M 0 

sis 

bm 的！. 

M W 

U 削 

化 糾 

0 が 


斬 古書 辖販賣 

雜 誌の バダ y ナぃ 
バ ー、 を 雜泌热 の 
新 注文 等 凡 ごの 化 
じ 御 化み をし 
柯卒 御用 命邮 H け 
まず。 

■ 奧村韋 が 


巧 


化かる わ 


はも*-'^ のな び 
ホを ち 文で 米 國人じ 能 （わ Si る 
やぅ 簡單明 隙に 說 巧した ものが 
お 巧ました。 巧を 目み 進 互が し 
ます、 御覧 下さい。 

》呈丢£量呂-114产吉さ學巧を 




化 


成功の 秘談 

米 固を 英語を 誇'， 事 
は 成 巧の 第一 装 ごす 
令 校には U 本ん が授 
じ 慣れた 專巧 おん お 
帥を 6 懇切 じ 會が通 
信 文 社を 語を おだし 
ます。 日賴 週日み じ 
午前 化 時ょ b 午 巧 十 
時 i で開按 [一 レ 
スンと 十五 仙づ i 
今り 宿 もに ホ 校 のれ 


H 5 

ち-|_- : 8 
•が 

S S 

. S 叫 


- S5 帖 

齡 I 

.巴 



^ が 1M 
か 側 

la E 6 
Y 巧 5 む 
^祖 S 雌 

g 貫 一 

R 


關事縣 

東を を地幷 じを 化 あ 
の 輸出入 ホを じ 脚す 
する 一切の 御 諮 阿に 
應じ 磯道 藏船 貨物 運 
貨 お出 化お稅 縣で賴 
書 等 進呈ず。 重が 都 
がに 化理 巧を おし 誠 
實が注 御用 命じ 腿 や 

お髓 取が 


稅關事 巧取掀 

wlLLi UM & な. 

RQi 7 基 ご Broadw さち 
TeL ぎ wling-Gaeen 篇 04-5-6 


弊店 心 作實質 誠意 巧 速 ま義の 
をに 颗±產 物 一式 卸賣 値段 
で販質 致します 多み じ拘は 
ら^ ► 

◎歐ホ I 

◎寶石 貴金属。 銀製 器具 一 ま 
◎を 補 萬 年 筆。 金銀 製銳筆 
◎蓄晉 滞。 ン 3! ド 見本 陳列 

◎寫 眞^。 タィプラィタ ー 

◎船 切 lli :。 が 念 寫巧帖 給 施 書 


プロ^ — ドゥで . — 巧と 十 蚕 
領事館 向 側 避 物 お 0 お號室 

颗頒输 仰 か 下さい ませ W を 達 守 
胥禪 時計。 置 時計 一を タ、 

'がるを 


錄 



^ I >/ 


ニ 0 B 吕をミ y - N . y .田で 
ぎ C ミ tiandt 吉ゴ亞 普 


S 既 ホを 輔 時計 
化 貨を戚 賛石煩 
藤 製 器具-ま 


蓄音器 



寫眞器 


^ 其 化 ±產 物 一を 


◎お ニ 最高級 ノ巧 おヲ衙 選し 
化 店？ 廉價ユ 販賛シ チ 居， マス 
西 四十 ニ T 目一單 —一 ホホ番 

ロソグ H— 力 t ビか デンが L 4 

九ち 十披室 パ m 側 

靑 柳廊會 SK 

(タイ ムス ビル デン グか侧 ) 巧け— • 

電話 ブライて ト四 I ニ セ 四を W N 化 
◎商品/確 實ナ作 n ト 、取扱 
ノ 迅速 ナ^コ トュ於 ブ皆梭 


巧 留靑牟 巧 巧の 曲 ホ 

日本人 11円 年會 

;9 苗 ut . TcL 芭 ark さ n 12 を 

揉 療治 ホ 島覺丈 

普 7 W を ニ 害 St . 

Tel . Edgi ョ b 1496 


p - 

化 


試 


U 態 

蟲 I 

H 瞪 がげ 

巧 is 

皆 

の 

U 

Y 


制|§ 揉 治療 

マ ツサ 1 ジ 、整が 

醫科學 的 運動、 腸 
灌 注， 水を、 ホ 線 
及電氣 治療、 其 化 
短 育 州を 鼓 

フィ ジオ シラ ピスト 

西 村 幸 巧 

H 曜外每 H 午 お 化 
時— 午後 九 時を 
電話 前約 願 上 お 


檢おホ じ 眼鏡 調節 


齒お醫 木 下义市 

ご 0 ぶ.ご呈 St . 

ジ I . M 聖 m 呈沒 57 


該療 

午前 十 時ょ-^ 十二 
時、 午後 六 時 ょら 
八 時、 日曜は 前約 
颗上お 

ドク ト が' 

山 ロ H 之 助 


賄 約 願 上 お 

コー子 か大學 
ド グトか ホプメ 尹が ン 

醫學搏 .て 

吉 居悅彌 


H 本、 支那 寶玉 製类 
術： II 、 婦人 吊 替歸巧 
他を 飾 お 

轉島 け 

島を 美術が 修链、 

を 输 品、 スト 9 ンダ 
日ぶ 駆我键 


笠 井 洋服 巧 
丸山洋 驟廟會 


西 四十 六で 目 六十と を 
電話 ブラィアン てと 0 と 九 

I 


をぶ 十一 11 T 目 



謀 服 巧 



電氣 、器が 工具 お 巧 
連 勘 具* お を* 賢を 感 
時計、 寫眞 器な 現像 

ア — ト 
ス チープ オ 

東洋 華 術品眷 蕾、 レ 

デ ィオ、 ランプ シエ 
I ド類ゲ アキ. ュ —ムク 
ブ—ナ —、 モ ’タ— 修理 


松 本 


新鮮 蘇 か 一切 

H ネ八 向き^ ま 魚 澤山お b 揃へ 
巧 利な 谊 で^ 勉强 致しまず 

ザ ゲオナ 魚 店 

呈 LU 青 |> F 畜呈 0 SST 呈實呈 ET 
200 West 61た syeetGoi こ msterdi Ave . 
Te 二 olu ョ bus 91 だ 


第五 街よ ご lo 

へ クン 卞— 

ビグ デン グ內 

小 池 篇眞舘 

電話 サ ー クか， 

四闽 0 六 


おき 米齒 婦人 
日本 八への 爽 
語敎淺 には 多 
年の 經驗を 有 

す 0 I ン ブス 

ンと 十五 他 
每 H 朝 九 時 ょ 
ら疼化 時 迄 巧 
時 じても 宜し 
H 權 日は 一 酵 
‘ よを 凹 時 迄 


♦餐籍 ♦猪 誌 ♦新 蘭 
縱駕 室を 閒 
執務 午前 九 時 i ち 午後 お 時を 

本人 會 

イ 一とよ 五 
1 00 と 0 
50 と- 


紐 育 


プ 


マ 


龍 ナ， ク I グ 


巧菌 i .1、 毎月 十 H を 巧 

雜立 sit. 


十五 年の 度を ある 當 校は 多年の 
經驗ご 親署 謡を をす る敎 師を聘 
し 自動車 
操 縱法及 
び 運搏者 
の 修将す 
べき 必要 
な 機顆的 
智識を 短 
期間 じし 
て 最も 能 

巧 狀獲祷 を 保 おし 職業 
巧し ます。 



紐 端 
育 51 
案 端 
內 

♦ T 川 

東凯 

西 li 
蕾 

房 加り 


A 通譯 ◊調杳 ◊を 渉 
◊買物 ◊其 他 巧で. 
銜 懇切に 御 取扱 致し 
0 

A をは ン 々ゴ大 學を 
卒業し 巧 米 おじ 廿五 
年 聊か 米國の 事情 じ 
通 中る もの ご 信じが 

紐肯 商事 研究所 

S で 杉 純 雄 

A 米圃 じて 發巧 せる 
お舊の 書籍 ご雜 誌は 
卿 注文み 第 敏速 じ 御 
i 届け 致します。 

A 右 御 注を じ おして 
A を慣 よら 割引して 
を 上げます。 


南米 排日 懸念て 

企業 的 移民^ 制限 


海外 興業 >ー の 契約 欠陷 暴露して 


j 近年 人 P を 蜡閒围 しからみ、 

邦 \ お坡 のを 適地 ど— て、 な府 
當巧も 前木プ ラジ < へのが 極 的 
一を 民奥勵 政策を 巧 やる ど ホに、 

一 化 巧の 單 U る 勞働移 怯よ b 、 を 
- る お 度の 資本 ご 技術を ちずるを 
一策 移 おの 渡 化を 獎 卿し、 漸巧こ 
れが 

'增 加を 見よぅ ごして 居る I 
か、 今间 端し な < も、 出先を 歳 
のかを 大 がなら びじ 中島 總領擧 
かも 巧が 外 お 省 じあて、 企莱移 
お 波が 者は 總 移民 渡が をの ニ剩 
0 內じ 制限され たいどの ホ電が 
I ゐ つた、 をの 理由 どして 傅 へら 
る どころ じよれば、 が 人 企業 移 
民の ち 加は、 資本 ご 巧 力を 持つ 
一て ホて 巧 立 農 ごして ± 化 經當を 
一す るから、 現在 プ ラジが でな 治 
的、 經濟的 じ絕對 勢力を ちずる 
コーヒ - — 闽 まごの お抗を 恵がず 
る、 今日 ブラ ジグが 邦人の 

_ 渡航を を歡迎 して 居る の _ 
は 勞カ不 せを 補ム窓 ホから n — 
ヒー圃 で 巧 働に 從樂ず 4 單 なる 
勞巧 移は を ホめ るた めで あつて 
將ホ これ 等 勞働移 おじ 化へ る じ 
企業 移 おが 增加 する 巧を は、 こ 
れ等 n — ヒー閣 まじ ホ 常な を 威 
を 輿へ、 をの おちは 邦人 排斤述 
邸を 誘 あせし むる おそれが ゐる 
なじ、 勞勘移 皮は な ホ 姐ら 乂い 
じ裝咖 ずる 要が ホる が、 企業 移 
民の 渡航を 制限す べきで ホる、 
どい ふじ あるら しい、 右 企裝移 
民の 制限 

問 題は け從ホ ゎが 段が、 

ごつ て々 じ 移に 驳細 政策 じタ大 
の變 化を 加へ る 重 火 間 題で ある 
ご 同時 じ、 昨年 解 外 移 化 組合 樹 
を 曾の 絕會 で、 一部の な對 をが 
し 切つ て、 み 溢を 見た 間 聯を曾 
移 化 地への 移 ほ 渡航 取扱 ひのを 
部を おげ て 海外 興 莱曾社 じ 一巧 
する こど/' なつた のに 脚聯 し、 
巧 隙 移： it ホ 繳きト 、桃々 の义陷 
が始 露し、 このため 旣に裳 集し 
た 夫が 巧 氏の 渡航に 一大 ま おを 
ホした： 力’ みの 通 b ホ 年度 か 
おの 移 お興獅 政策.」 少 。からの 
ネ 盾を ホ じて 巧た。 

一、 企 お 移 K を お 移に 蚁 の ニ 
剧 制限の 結 あは、 ホ 年 おか 
装 移 K 渡が 豫定を お八が 采族 
の ごころ、 六が 四十 あ 族 じが 
ら される こどに U り、 現じ 本_ 
. 年 四 H 中の 渡が がを 巧 五な 人 
U 約 一二 巧 人じ减 ずる 
一、 が 外を 化 紐を 聯をを 移 化 
地 渡航を ょ 1、 移民 誘乂認 ザの 
瞄巧ト ：、 が 5；： 興萊會 化に をの 
化 扱を 化 じたので、 を 八 移 ： a 
化 化けな 外 巧 策と、. ノラ ジ少 
州政府 ごの 契約-」 從ふ こど、 
つた i め- 央 M が ほは を 体 
の 倦々 化. ハー セシト しかが が 
する ことが 出 ホない、 このた 
め、 がを 波が おの 約 ニ だみ 族 
の 乂ネ駭 じ、 波 化 小 可能で あ 

る 0 

一、 內務 省豫を ごして、 ホ 年 
，巧 波が 巧 補助が ごして 一巧 ホ 


千 人受約 S な 二十で 阳) を 計 
h して あるが、 船腹 側 係ら あ 
つて 漸〜 一巧 五 千 人を 渡航 さ 
せ 得る じ 過ぎない。 

一、 またを 業 資金と して、 海 
かを ほ 組を の 渡が を、】 あ 族 
じ 五百川を 貸しが け るれ めじ 
五十 巧陋 をを 算じ 計上し、 お 
じ 衆議院を 述 過して 居る か、 
貸 際 渡が ちは 前記の 制限 じょ 
6 六 百 四‘- 家族 じ滅 ずるので 
結局 一二 百码 十を 族み は 逝剩ご 
なら、 巧 巧の 豫算を 利用 出 巧 
なぃ。 

尙は右 じ關し 巧務省 
社會 局。 ら びじが 外 移民 

化を 聯を會 の 巧を じ 1 つて 開か 
むた を おお おがを 住 化を ホが 者 
會議 で、 神々 街 巧を 協議した が 
今日の ごころ、 前記の 企業 移 ほ 
制限を 是 謎し、 計譜を 立てる 外 
はない £ い 一 ふこ どじな つた けれ 
ど】 部では^ この 企業 移民 制限 
は 出先 官患 S をら じ 恐怖 的 おな 
じ 驅られ 過ぎた もので もる とし 
て 非難して がる。 

麗券 



昨年 中の 棉が 輸入は 例が じ 比 
して 非常 じ々/ f 、 h 巧 下 巧を 通 
じてを ^:輸人萬は九巧と十四巧 
化 千 倭、 五 億 W 一千 乂な巧 ので、 
をの 前年 じ 比し f モ 四が 万圓の 
贼少 をし めした！ これ d ホ棉枯 
場の 銳 勘が 激し かつた のど、 爲 
替が 相當离 化に お' ィ た； めじ、 

買 化けが わくれ たじめ であつ て 
これを 補 ふため 义 巧の 新 棉出廻 
b 期 じ 盛んに ホ 楠め 

M # ろむ はれた、 をれ が 
今年 じ 入つ て、 盛 A に输 入され 
て 居る もので あつて、 j ちは 八 
千 八-. り 力 一千 圓 で、 げ年间 がょ 
らニ千 四が 丸十 置 正 一二 千 阳八增 
加で あ り、 二月は 八 千 ニ だ 八十 
S 方 五で 川で、 が年树 期ょ b ニ 
千 二が 五十二 巧と 千 阳の巧 加で 
ある、 一二 巧に 入 つても 棉化 輸入 
の 勢 ひは 化が W 施で 八 千 一二な 巧 
川輯 巧の 見込みで わるが、 をの 
後の が 想で け 巧 巧の 巾 おから 輸 
入 U 漸 がし、 巧 巧には 六 千 巧 川 
程度、 五り じは ぶ 千 ガ山码 度、 
六月： i けの 千 巧 W お 巧で、 上 則 
の 累計は 六な 九十 九 万を、 を 額 
にして 己 億 九 千 S が 巧 叫 巧 度い 
輪 乂見这 で、 昨年 N 則に 比すれ 
ぱ 一億 六が 力 m 化— の 巧 加 V 吿 
ぐる も ル ど 見られて 居る、 これ I 
は 前年 找 か 輸入が 非 おじ 少 。か 
つたの ど-と 月から 赏 施される 
深化 发媳 化の じめ、 ニ お 一二 かの 
生を 制限が 解除 せらむ、 が 鶴 ホ 
巧 商は' ニ 年 巧に 比して 約 

ぶみ り- の 增盧 巧が ごなる 
ので、 をれ じご も。 ひ餘 入が が 
化して おる ので、 それに 爲巧安 
のた め、 飯 人 採を 化 段 か 鳥く.：：* 
〜 、輸入を 額ら 多く；； > つたので 
ある、 上期 中に おける 今を の 買 


付直ぱ 印棉 あ 十万を、 支那 おき 
印棉 二十 万を、 ホ 楠 二十 万 倭の 
見 こみで ある、 下 巧じ乂 つても 
晚 入は 昨年よ b 旺盛 どな もべき 
势 ひで、 上期の みの 輸入 お 加が 
巧 年 同 巧よ 6 】 億圓な h じ 上つ 
て 居る こどが、 本年 資為 入超の' 
ま 因を なす もので、 爲替 化を の 
j 因 どを られて 居る みで ある。 

株巧大 反動，、」 

一般 商取引 

前途 悲觀 のぶお。 し 

最近 米 固 株式が の投屬 熱が 雜 
が 上 じ 高潮して 金融 巧ぶ 一大 危 
機に 際會 したが、 これは 

投機熱の 勃？^ 時 じを 
巧 側が からず 知ら やの^ じ 過剰 
貸 ぉを ゃゎ、 其結ぉ コ丄： マ 
ネ ー が 極 巧に 逼迫し 末の 如 
きコ！ グ •マネ ー の 率 か |ニ 替じ 
まで 澡騰 して 巧式界 し大ぶ 動を 
招 ホす るに 至つ た 次第で める。 
この 危機の 巧 來を巧 止す づ ため 
じフ で デ ラグ* レ ザ 1 ゲ當 扇で 
は 無 暴 投機 じ對 する 銀 巧 巣を の 
過剰 貸 出 制限を なをん £ 計 蕾し 
て 居る が、 當 巿ナシ 3 ナ於 •シ I 
ブィを 巧は ネ巧 一日を 行した 

報 常 中に、 この フュー デラ 
八 • i ザー グ當椅 の 意志を 支持 
し、 岡 時に フ S デラ；；^ •レダ 1 
ゲ のち 割引 率を 六を じ增率 ずべ 
しど 提唱して 居る、 これは をが 
よら 一を の增率 どなる 譯で 、を 
れが實 琪は銀 巧の 貨 出を 自然 的 
じ 制限 しがつて 無 暴な 投機熱を 
抑制す る こど じなる ので、 一戲 
の 注 恵を 喚起して 居る、 ナシ 3 
ナ八 •シテ ！ 銀 巧 頭取 ミツ ナエ _ 

八 氏は 先逊抹 式界大 反動の 際 思 
ひがつて ニ 千 五な 万 巧を が 育の 


面から 非常な ホ 難を 巧け、 が 育 

の フ五テ ラグ •レ ザ ■ — グ銀巧 重 
役の 

職を 辭 ずべ し、 ど さへ 蠻 

吿された：^/ ナシ9ナ^* シブ^ 
ィ侧 では'、 ツチ 工^を 0 英 跡に 
ょつ て 巧つ てを 融 巧の 危機を 避 
け 原た V , 揚言して 巧る、；；* ほ 前 
記ナ シヨ ナグ •シブ^ ~ 銀む の 報 
吿は 一二 月 中-しが ける】 殺の 巧 取 
引が 颇ぶ るが 調で な-じ 樂觀 的で 
ある ど斷 じ、 製造 工業界 反び 小 
转 取引ら 頗る 活潑 で、 就職 者ら 
益々 增 如の 傾向 じある ど 樂觀し 
て 居る。 

財 界の 動き 

米 買 上げに 着手 

ま 京 特電 二日 發 n な 巧 巧の 米 

買， じげ は 十！ りよ 6 窝 手され る 

日本側の 格が 案 

まま 特電 二日 豬 N 化 糸 淸算な 
引の りが 統 I は 困難で あるが、 
格 付が 一 け狱街 取引所が 證員貪 
で H 本案を 化成した。 

丹 葉 銀 巧 休業ず 

ま 京 特電 二日 獲 = あ 知 縣か波 
邵布裝 町 巧 葉 銀い (資本を 二が 
巧圆 > は吉 週間 化 業した が 別段 
:彩嚮 あるまい ど。 

近 < 昔 巧 お 買 上 

東京 特電-日 發 N 兩ニ 1H 中に 
政府は 巧ガ 巧の ホ贸 上げに ホを 


した 0 

名を 屋 頑張 通ず 

東京 巧電 二日 發 U 名を 厘 銀 巧 
頑 巧 b 東西 銀 巧を ホ屋 支店は 四 
日ょ 0 頭を 利子を 下げる こど i 
なつた。 

ニ 一巧 下旬 貿易 鳥 

束 京 特電-曰 發 == 1 二月 下旬の 
輸 ぉは 五 千と が 八十^ 巧 九千圓 
輸入は と 千六扫 八十 五 万 四千 圓 
で 差 引 入超は 一千 乂百化 十よ 巧 
五千圓 である。 

ご 一巧 中の 賓易鳥 

まを 特電 二百 發 n 輸 ぉは 一億 
ホ 千と なお 十五 巧 云千圓 じして 
輸入は ニ 億 一千な 十 化 巧 八千圓 
差 引 入超は 四千 H 巧 六十 四方 五 
千圓 である 0 

日銀 帳 巧 ご 金利 

東京 特電 二日 發 n 發巧高 十二， 
億 四千 化な 巧圓 、制限 か i 億 六 
千 あ 巧で 圓 、貸 出 高と 億 S 千 ニ 
巧巧圓 、翌日 物 一錢ょ > 1 錢一 
嗟、 お績手 お八 厘 五毛ょ b I 錢 
ニ 厘。 

株式 巧 暴落 

金利 引上げ 風說 

前週 乂暴 をを 見る じ ま b し 巧 
式界は 稍々 持直し S 形で あつれ 
が 聯銀當 厨が 巧び 重要 ぃ^ る會議 
を 催しを 利 引トげ 說が傳 はるに 
ぶんで 金誕义 もや 硬化し 巧曜り 
け 諸 株一齊 にで 落し 頗る 神經過 
敏玄 なつて 居る が、 一时 一一 割 ま 
で 暴騰した コ ー ルのを がは 一割 
五を に引戾 した。 

紐 育を 融お情 

巧務 書記官よ b 搪電 

週 初よ b を融 逼迫 一時に 親資 


の 影響け 寶 逃げ 買 おへ 等に タ 
ホ 弱 氣を誘 ひたる も 大勢 基調は 
變ら や、 絹織物 ホ 現' 一般 じ 幾を 
靜 ザながら 巧 ニ 雷： 絹 細 何れもが 
を' 一巧— 絹 細は 先物を 唱へ ニニ 
を ご 十リ) 

^ 語敎授 桂 #^ 

slo 舌 mside Drive - す 由 さ rk 己な- — 

稽す 

^ 木曜 午後 九 略 1 十一 時 
幡 午が 一時— 一一 一時 

紐 育 柔道 俱樂部 

事務所 巧な S 下目 一四 九 

- クラ U クソン 1 Q 1 化 お 

逍操 西な T 呂) 八 

暴れ 人 

(おが 縣) 水 橘 武雄ハ 長 巧縣) 款 
巧ず A (问) 化 伯鎭雄 - 魔 島 
縣) 中が を ニ (閒) 渡邊泰 巧； 東 
京 巧) 古 渾武么 巧‘ (か 歌 山縣) 
巧お甚 之を (が お縣) 松 下壽么 
を (山 ロ縣) 德巧お S 郎 (熊 
本縣) 班 村ず 暮 (鳥 取縣) 廳勝 
衞 (山 ロ縣) おおを (巧 媛縣ー 
橫旧常 ま (化 歌 山縣) 化 本ず 吉 
(鹿 话島縣 ) 闕上 時を (巧知 縣) 
末 化 (巧が 縣} 池 m 內戚吉 
(熊 本縣 ホが 深 福 岡縣) ニ 
又が 度 ホ大お サダ メ‘ (フイ 


が 式 巧じ提 巧した ので、 或る 方 j 二割に 急騰し 株 まか 場 混 亂諸巧 

一一 齊に 崩落 先 巧 懸念 だら むた る 
が、 巧を を融緩 かじ 盛 b 返し 落 
化き 横樣な 6 、 右 商 お 淸算ホ 場 


IKUINE 

Hotel 在 民 es お urant 
3 巧 W. 8 抓） な . New む rk 
Tel. む hu 如 r 巧 巧 
む ble Address IK 山 化 



TAIYO 

1 が West 的 化が . 
Tai. Trafaigar 0M2 


TOYOKWAfT 

41 E* 19 比 St. 

8st. B’w 巧 t 4 化む 8. 

Ts し Algonquin が 88 



巧 ホを 
ど 目 了 巧 十四 
拓目 T 五十 四 


Wing Hing 

お郎が 明，！ i.Y. C 則 
Tel.lhiivers お 巧 87 


City Hall Tea Garden 

170 N&m&u St •むけ 
N が t わ 化 e Tr ル une Bldg 
Loo un Manager 


" こ — 心 -、‘ 



340 W. 5 か h St 
Telephone; 
Columbus 8882 


( 喔 曰 • 水) 司 巧 わ 


DARUMA 

巧 1— な h わ e. 
おし わが nH お 9 


KIWYO 左 P 打洲 0P 

IMPORTER OF 
GOLD 巧 S 技 & 長 ] [RDS 
〇 

動 其 力 各 

概带ナ 種 
一 鳥リ金 
切 類ヤ魚 


Japan 

Pro が i 邮 00 . 

1 抓 W ; 巧 化れ 
Tel. En 化 0 け 9792 


DANCING 

411 W. 115 化 St. 

TeL Cathedral 4408 Apt. 3 


庵 桂 米 日 




两 6 魚 料 


t 狸 

含 

燒 

44 W. 46th St. 

Tel. Longa な e 84 リ 


KATAG 刪邮 0 で 

224 E：. 59 比 St 
New York じか 

Tcl. Regent 3480-3481 


The Tokyo Go. 

1 が W. 拙 Ul 
Nw む rk C 听 
Tet. Trifalgir 6559 


SiKUWAY 編 i 郎. 

1 14 に 5 が おみ . 
New York C れ ダ 

Phone. Regen ， 體 


Kawasoye H 〇 t«l 
1 巧 WesmSnl Street. 
Tel. Cathedral お 化 


御 

旅 


河 


添 



割烹 並に 御旅 舘 



お 育巿西 八十 八 T 目 一二 ニニ 
宙茜ス 々イラ— とん ニニ 


高等 御旅 辕 

東洋 舘 

會龐御 料理 


御料 埋銳舒 

太 陽 

壽司每 日 あ b えす 


ブ^、 燒 
ホに 御料 巧 



SI ホ興樓 

晚揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
ます。 朝 S 時を 開 巧 
(な 什 五 T 目 サブ 
淳車 おの 下) 


ま 郝巧理 

が 魔ぶ 園 

司 巧 人 ま 蓮 
旧 勤の ホ じは 客な 
の 街 便利 じ 備へ巧 
顆を 席の 御 巧に 康 
や V < 巧 閒巧キ 巧 
す 變お引 立願を S 
巧 上 御 案 巧 申 上 侯 


R 化 

紙 

F い M 
G 刷が 

NCI 

A 邮圓 

H 肺 

N 诘 

U 化 

S W 

3 


支那 料理 

新 巧な 

本 樓巧理 ん歐廉 が 
腺 前を 渾 つで 日本人 
諸君の 嗜 巧に 適する 
巧 埋を差 上げます の 
で窮 とおのな 二十 六 

了 目の チヤ プ スィ- 
云へ ば 息ぐ 日本人 諸 
君 じは 巧る 程好 評を 
博して 居 主す 0 
巧卒繁 々御 党 ホの 程 

± 、日醒 は 護 頭、 ン 
ゥ マィ、 き 塔が ぁ > 
ま-^ • 


商お昭 域中必 、総領事 お* H 本 
節 船 其 化 おけ 大食 社 巧き お 巧 

桑 渚 小川 ホ テが. 

純 H 本を _ 特別 巧 ぁ b ) 

御】 おみ 第 自動 革 御 出 迎中上 候 
6 ニ California 芭._ San Francisco , calif . 

レヤ トル- ^ 

. NP 旅纔 

W 06 l 6 U 1 Ave . so . weattle * w * ash . 

停車お前通東 へ ニ了左側^^階建 
H 本 巧 船 切符れ 巧が ロ 場 送迎 

ロス アン •セ ルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ミ N S ミす ds St ., Los A 這 一男. cai . 


井上 金魚 巧 

918 Sixth II さ .， New ジ rk 夏 y . 
•さ one Circle 9 夏 


鶴 油 S 轉 ISSI 駕 1 白米 

日本 米鐵 食料品 郎 

巧 田な 油 巧 ホ 會 なをが 一手 賣搁庙 

日本 食料品商 會 


舞變倘 人を 授 
►祗寶 ダン マ A 

表情 体操 A 



朝‘ て 時？ お 十一 時 

ーシヤ タフ •タン シ 

一 シグ. 師範 學校卒 墓 
' 上 ぉタ- 


を 話 ブラィアント 

ホ襄八 這ぶ 畫 

•で 丘- •看 j _ j 屬 

紐 育ち 西 四十 四了呂 
ニニ 丄 一八 番ご 庭) 
JAPANESE A 賣呈三 萬 夏 y 
1 ニ， mwest 44 thst , N . Y . C . 
TjjL 巧 rayant 巧 875 



媛の 蒲燒 おいしい 揪燒 


會席 御料 埋 

晝 食は 末廣へ 

叮喀簡 使を 巧 大お强 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

片欄 兄弟 商會 

タマ ドレ •プ ，.ダク ッ 一ず 化 S 元 


日本を 巧 品 
日本 巧貨巧 
書 巧 巧 雑を 


每タ九 時を 巧 ま 
メ 1 グア ドン， 〔年 一巧 

東京 巧會 

* ブ ンク預 b 主す 

食を のを あ-^ 


卷壽司 辨當御 注文に 應 じまず 

•木 村屋 

當をか 桐 商 會氣付 
電話，- ミ。 > 八 五六 八 


木 田 ル — I シグ 

1007 3 r 三 ve . 呈 .置 吉量 害を 
ヴ 一ち h 呈 e Re 巧 nU 627 


御 下宿 喜樂 

元 黒 崎 旅館 奈 な直藏 
1 芝 喜 St ., Brooklyn , N . Y ‘ 
ジ I . ブ iangle 35 ニ 


ス テムた！ ト 

パット ブタ ラグ ニン グ 

邦人 クラブ 自巧亭 

萬 於 互$ St . す 含 ご ち. N . Y . 

_ Tel . Tria 是 e 7475 


▲淸 巧、 親切、 を 樂 ：：：：一ニ德マ 


p 麗！ 

1 ! 旅 
量: 濡 

"ill 

fO 

o 

で 

i 箱 巧 

則 

- 一 

勢 

! 暴 州 

# 田 藤 

!: 鶴 

CJ 1 

! 票禪 

ill 

巧 


鑛 脊旅鑛 

あ 四十 T 目 ニ 旧 二番 
TbL Cai 星 nia 巧？ 4 


ボストン ホ 一 

富 ± 旅 舘た浦 末 あ 

H5 W ミ 夏 迄ミ 泛’ Bcjston MP 

妄 B . 三夏 i 

< - 

費 府 御旅 纔 
桑 山^ 五郎 

さ 8 M 旨 さ 9th で. 呈 i 藍 elphiw 巧 a . 

ぎ Wainu ニ だ 一 _ 


巧 本 食料品 類み び 雜貨類 卸小賣 
„ 味 之 ま 大賣挪 桑 山廟會 • 
新刊書 籍雜誌 小間物 日用品み 種 


争 


4 / 


ジ ぶ シン トの 

埋髮巧 

西 六十 五 下目 S 十 I 番地 
五 年間 中が 巧 ご 共同 經營と 年 
間 日本人 諸君の 理髪の 經驗を 
持つ て 居 b が。 賤數じ 注意 深 
< 特に a 本人 諸君を 御が 遇 申 
上が。 料 をら 左の 如く 引下げ 
大 勉强。 

散髮 シャン フ 1 ぶびが 达 
髮ト ユック 一巧 
散 髮顏制 も 八 五 仙 
散 髮 六 0 仙 

を 鞠髮ト 三ック 一 0 仙 
街を 的 設備と ホ 法 御注意 


日本 题髮舘 編。 

西 四十 I ニ 了 目な 香 地 ニな 五 室 号 

一二 階 〔填み 街 じあし」 


が 業廣吿 

例年の 逆ら 當み 休業 仕 煩 

御擊飾 松風 辟 
一 28 W . 畫 Si , 晏 


講 i ホ 

御 化しい 餘 暇じ扔 ども 言へ S 
淨瑶璃 の 趣 ホを 御 賞玩 被 遊 度 
皆 樣の御 ホ 遊を 歓迎 致します 

野 澤吉王 

111 ご 18 wishstby 

I Tel . 量 versity 冨 6 


化粧 扁 


卸蓉 

五味 商會 

S E . ニ Ih 田 こ K . V ■百な 

Tel St ち 養 ant 37 さ 


眞 面目なる 職 同胞 じ確實 
なる 藤 業を が旋す 

宮 川 ず務所 

紐 育 巧 西 四！- ニ T 目 百サ一 杏 

£ ブラ LT 蘇絲 


煎 餅が ぶ賣 
を 腐 油 擦 
日本食 料晶 一切 
Sunrise Rice Cake C? 

萬 ニ } tird iwe .- 

を •立 己 ニ 2 ニ 


ム 


1 


タ 


酒、 酒 


酒の 魅力よ 

- られた 選良 達-一 

禁酒を 標磅 して 酒の 密 人を 企つ 
司法 當 直がず ろ V」 < 追窮か 


義じ 外を 官の洒 を巧收 して 問 
題を おした アメリカは、 今を々 
ナダの 酒 も 輸入 船 アキ •アム • 
ア。〜 ン號を 無法—- もが 上に お 
I 化し、 而 かも 

■ 溺死した 乘が 員が フラン 
ス人 であつ たどい ふので、 酒-し 
からんだ この 事件け 吳ホ 佛欧が 
の 重大 U がを 事 か £ なつて 居る 
が、 今度み 摄巧プ ー ッレボ ー 取 
婦を 目的 どした ジョ ー ンス法 じ 
自ら 禁酒 派で おご 銘巧 も、 淸い 
一票を 投じた 下院 能 員の 選良が 
揃 ひも 揃つ て 二人、 議員の 資が 
で 外 勁 じ 赴女稅 脚ん 取調が 切搶 
御を であるのを 幸 ひに して、 わ 
酒を 携帶 した こどが 累 露し、 司 
法當 底の 乂 問題 じ；^ つて おる 事 
化か ゐ る、 をの 一人は ィブ ノ！ 
ィ州 出身の 绪員 ミカ M 八 ソン 君 
で 昨年の 十月 頃 

公用と 稱 して パナマに お 
き、 出を 前 じ豫め 乂藏卷 から 自 
由 上陸の 証明を 貨 つて 絲途 酒の 
都，' ーゲ アナ じ 入 4、 同地から 

フ ロブ ダ 州の キキ •ゥ五 スト じ 

h 陸した のは 無事で あつたが、 
ジヤクソン ゲサ^ 則 停車 おで 乘 
車す る刹册 、敬し 忍ばした ゥネ 
スキ ー 1 本が 壊れて 酒が 波つ た 
爲 めじ 巧 巧の 惡事も 暴露され、 

) 仲は 關 地の 賠審 戴が に 迴るこ 
ご/- > なつて 居た が、 いかなる 事 
情 か 巧 巧が 今 U じ 巧る も延胡 さ 
れ、 7 C リダ 州 '' 吿嫁狀 を 本ん 
じ 手 継す ベ <譬 巧な シカゴ じ 化 
張して 居る が、 被吿 け何處 にか 
をを 妊せ ないどい ふ 事 化、 而か 
もこの 御 本ん は 

世間 じこの 一件が 知らい 
て 居ない ので、 化 巧議會 では 圖 
圖し *>、 ジョン ス法 案じ 贊成 
したので わるが、 今やを の ジ！" 

1 ンス 法で 罪の 热 きを 受け やぅ 
ごして 居る、 第二の ま 人を は 過 
股 これ ホ、 ソゲ アナから 歸 つてを 
た ォ八ョ ー 州 選 化の 下院 證員ゥ 

キブ アム •モ 1 ボン 君で ある、 

同 君は 出 發前豫 め 自由 入 國の保 
證 を大藏 省から 受けて 居た ので 
同船した 化の 議員 ど 共に 一應稅 
脚め みお 諮べ を 受けた 際、 携帶 
した 範 から ゥキ スキー が 四 本 巧 
發 見され たろ であるが、 モーガ 
ン ちは M おまで も 『吾輩は を 用 
を 滞；： 5 て 

出張 したを であら、 巧 脚 

の 給が をぅ ける 道理は U い』 ど 
頑 お b 巧搞 から 電話で 稅關 局の 
高官を 巧び ホして 數を閒 に 直 b 
巧啊 した 上、 をの も官 からむ 調 
ベの 必要。 しごい ふみ々 が あつ 
たので •间 君， し蒙然 S してを の 
稅官 化に 對し 『今 じ 見 ふ、 ぉ前 
をのを がが ぶ ど』 ご 放言した の 
で、 瑶じ觸 つたを S 稅側 おがを 
のを」 まら この 事 質を 裝をじ 及 
ん だので ある、 これを が じした 
乂が 省では 早化當 地の 稅视じ 命 


かして 事實の 報吿を ホむ る ご 共 
じ、 をち： J 合衆國 驗事タ ー ッ作 
氏を 姐 じて 

吿訴 のす 緻を 踏んで 廣る 
から 早晚は 陪齋裁 倒に 姻附 し、 

ジ ョーズ 法で 審問す る こごに。 
つて 居る が、 モ ー ダン 君は を n 
でも ホが がまし く 『事 實 は絕掛 
じ 無 化』 でぁる ど頻 br 辨護じ 
努めて 居る、 こ t じ 面白い のは I 
ジヨ ーンズ 法の 不當 なるこ どじ 
憤慨した 辨謹 ± の 一幽で 『この 
兩 議員は 正に 惡 法律 ジョンズ ホ 
の 賢 じか ？ つたので ある』 ご稱 
し 無料で 兩 A の辨護 引を けを 中 
おでた こごで ある 0 


は 錦 町 署の樓 上で 取調べ 中で ぁ 
るが、 同人は 懐中に 斬 巧が を 巧 
持して 居た， をれ は 美 濃 紙一枚 
ニ 

墨て 達筆 じ 大要 左の か 

きこ こが 認めて ぁつた 

一、 直 もじ 衆議院議員を 辭退 

ずる こご 

ニ、 選擧 民を 欺き ホ 化させた 
罪 

ご 一、 をを 維持が じ反對 して ホ 
化 運動を を 易 U らしめ た 罪 
四、 開院 式 じ 不敬 事件を 惹起 
I た 罪 

お、 0 上の 理 おじ i つて 化 誰 
± を辭 退し 赤化 述 動を 斷然化 

める こど 


辭 職を ホめ て 

化 議主剌 殺 

山 本 事が の眞相 

本が 東 巧 特電 旣 報、 舊 勞農黨 
代議 ± 京都府 第一 臨 選出 山本宣 
治 氏 (四 一) は 一二ち 五日 夕刻 神 田 
區か らお 馬した お 議候捕 お 中が 
高 一氏 (社 民 黨：の 

政見 發表 演說會 にぉ 席 

し應 援お說 をな し、 午を 九 時 お 
同氏が 止宿し 居る 神 旧 區ゎ神 保 
町 一 0 ホ 婆： 館 事半澤 b す ホに 錄 
b 、 入浴 中 訪問して 巧た 年 齡-ニ 
十と 八 歲化緋 餅の 着物を きた 巧 
がわった S で、 £ も かく 二階の 
室に ま內 し、 約 五を ばから 雜談 
をを はした 後' がの 巧り 突然 隱 
し 持っ たを； 胤 乃を 揮ぅて、 山 本 
化證 女の 頸 都を 突き、 さらに & 
臟 部を 突き 铜 した、 同氏は 致命 
的を 傷を をな ながら も 逃ません 
どす る 化 漢じ追 ひす がら、 化 人 
の裙 をつ か扛 だま i 、 引 すられ 
て 階段を まみび をち 

階下 床上 じ 血に 染 って 
を 倒した、； の 時 同氏 ご 共 じ 中 
村 高 一氏の 應 おが 說じ巧 って 居 
た 上 村 辯 護 ± がな も 寄っ てこの 
騷ぎを發見し^ 大いじ驚き、 か 
(ご雜 町 署じ请 報した ので、 嫌 
町署 からは 署長 》 下 十 お 名の 警 
をが 顆 けっけ おが、 深 傷を 負 ふ 
た 山 本代 畿± は 約 r 時間を 經過 
しわ 间十時 四十み 遂じ絕 か した 
化 人は 一旦を の燒を 逃を したが 
間ら な < 錦 町署じ 自首して 巧た 
急報に ょゎ 警視 廳 ょら 現 堤 じき 
川お識 課を、 萬き 譬部 補が 出張 
して 化 巧の がを 點檢 し、 一方 巧 
がが 搜課 お、 中が 搜査 課を、 白 
ホ 營務 課長、 綴雜 特高 課長、 浦 
川勞働 課長、 加 藤 譬部錦 町 著に 
急 巧し 犯人の 

取調べの ぉち 巧雜大 I 
度 ホ 西 お 一二 軒屋町 下の 町 一二と 
現 巧 芝 協 化 本 町 四 四小咱 を太郎 
A 、 自稱 とを 義幽旨 黒 田が 义治 
ニ 一と) ど 巧 明した、 なほ 巧を 地： 
ホな 利 巧 よらは 事甫大 V ! 見て 特_ 
じ 化が 次 腑换峯 が 錦 町署じ 出張 
した、 自首し だ 化 A 黑田 保义治 I 


フ 大統領 じ 

釣道具 寄贈 

窩峭 達么助 氏から 
東げ 製 罐會社 專お高 崎 達 之 助 
氏は今网新大統領^—バ—ト* 
フー ゲァ！ 氏に 日本の 釣道具を 
贈る ため 薩摩 掘のを 藝 商店で 調 
製し 出 巧 上つ たので 發 送した、 
高 崎 巧は、 明治 四十 W 年 農か務 
省 椎廉で メキシコ 氷產會 社に 勸 
務 中、 スタン フオ ■ ド大學 (フ 
1 ゲァ 1 巧の 毋 校) め總 長で 化 
界的 じ.. ち 名；：^ 魚類 學巧ジ ョ火ダ 
ン睡 ± わ紹 かで 當 時】 鑛業 技師 

であつ 化フ ー ゲア— 氏に 會 つれ 
當が 排日 熟の ため 高 崎 巧な ども 
盛んに 排斥され たが フ 巧は 『自 
國の國 鶴の もとを 離れて 天下の 
埋もれた 窗 源を、' 人類 5 ためじ 
開發す は 巧 子 ごして 本懷 であ 
る』 と 凛 獅應援 して 吳れ た、 を 
の當 時を 顧 A て懷 しさの あまら 
今回 フ 巧の 大化領 就 巧を 祝して 
贈呈し。 ので あると。 

警官 共謀して 

暗殺 y 陰謀 

ロング •ビー チの 怪聞 

日ング •ビー チは 夏 擦を 前 じ 
してを ろ / 、 化 — ^ C なつ じので 
同地の 警察では 譬官の 巧 動じを 
れ どな （化 意し 還 長 か.-^ 新米の 
巡査 じ、 種々 ど 訓戒を 與 へて 居 
たが 

こめ 個人 訓戒 じ 圖らず も 一人 
のが 乂巡 壁の ロから 恐るべき 
陰謀が 暴寓 された、 をれ は 探 
偵 長 ァグ ニユ ー を 部下の 巡査 
がと 人 共 尉して 暗殺を 企てた 
こどで、 アグ ニ ユーは 先般 來 
巡 避が 夏废の 連中から 時々 小 
使を まき h げて 居る どの 風聞 
を 巧 じした ので 

署 をのが かで 事實 のち 無を 取調 I 
ベ 中で あつたが、 をれ と 氣附い 
ねと 人の 巡查は 一層 探偵 長を 殺 
すじ 限る ご 相談し、 を自 五十を 
宛を 出して 無頼漢を 雇 ひな 偵を 
を 暗殺す る 計 蚕で あつたが 何し 
ろ 相手が 人民を 保護す る 巡查だ 
け じ、 騷 ぎが 一曆 大きく。 つて 
居る。 

田 中 首相が 

ト — *1 R 

巧く 當 地で 上映 
アメブ 力から 日本風 俗を ぅつ 
しじ ホた クキ リアム •フ オック 
ス なの 撮影 技紳 は、 到着 ど 共 じ 

早速 トラック にお 影 媛が 


み ，■ 

を かつぎこんで、 東京 一の 盛 b 
場淺 をの 觀 音を おさう ど だか 6 
にがし 出し、 仁王 樣の 晩らん で 
居る 當 巧の 前にで 一-つから 機械を 
据る つけた、 どころ が 何しろ 雜 
杳を きゎめる 雷 巧、 電を 、自動 
車-荷馬車、 トラック ごいつた 
のが ゴ トン ダ クン ど 走 
ら廻 るし、 仲 見 化の 

敷 お の 上を ぶ ぁ下歇 、腐 
下お、 をを打つた靴、 ゴム靴；；* 
でが 素晴らしい 化噪 樂を奏 I て 
ちを 聲 ずる ばか b 、 が角寫 さう 
じらた だ騷音 どい ふ ほかは ない 
ので、 さすがの 枝 師連も ロを あ 
んぐ 6、 をれ。 らば ど 震災に 燒 
け殘 つた 靈驗 ゎらた かな 觀音さ 
まを 參詣ん もろ ども 寫 .さう とし 
たが、 をれ も假 本堂で 歇 目 、 S 
月 化 曰 午前 十！ 時 許 相 官郞じ 物 
し レム^^ ビトンを 

据付 けた、 この 前 じを つ 
レ 田 中 首相 U ァメリヵ 化理 大使 
子 グィ 八 巧の 『レ ！ ディ. ス •エ 
ンド •ゼン トグ メン』 みがかの 
辭 じついで 『なは 一般 おを 諸君 
じだ 話す る こ VJ を 幸福 じ 思 ひま 

す、 H 米 兩國は 』 W おょを 

一二み ばかり U ホ 親善 お 說をや b 
最後 じ 『終ら まし じ』 はさす が 
に乂將 首相ら しいが、 これ もト 
-1 の 中に わ さめられた こご 
だら う、 一巧は をれ わら 五反田 
の 松泉觸 じを き、 巧 巧の 

H 傷 で ニを だけ 雜 音を 止 
めてもらつて、 ±地の^3者の長 
巧 r 五郎』 の お 踊を 納め、 ず 後 ニ 
時半 じは 東 朝 社 前の 黒山ぶ やう 
な 人 だか b の 申で 勇まし 一い 號外 
の 鈴の 胃を うつし じ 己い ぶから 
今 じ フジ ー ド. ク M ^ で 巧から 久 
しぶらに H 本の 音に 接し 緑る で 
をら う 0 

ブ ォック ス祖 では 過般 ホ 世界 
一週 船 じ 技師を 乘 をま韦 てを 
輕の 風俗をト ！ キ| じ さ め 
ね もので、 毎週 これを を 開し 
て 居る のでを る。 j 

四 巧 馬藤既 

動物 劇 八 重 話 

ホる 巧曜 y は 所謂 H プリ グ* 
フーグ の 日で 噓は 天下 晴れで 御 
免 ど あら、 職掌 柄お醫 まさろ 等 
は隨 かとに 殺された が、 中す 最 
も 振つ たのは プ 。ン クスの 敷物 
園で 一 

ミ スタ！ • フォブ クス (狐 さ 

ん) が 居られます かご わ、 一-ミ 
スタ— •ベァ！ (熊) を 呼んで 
下さい 

どか 掛 つて ホる、 これは いたず 
ら者か御叮寧じ^^、 動物園の電 
話 番號を 探して 狐を 欺かす 策に 
及んだ もの、 更らじ 水族館へ お 
てぇ ミ スタ！ •フ キッシュ (魚) 
を 問を はした 者 もめつ た。 

マシ ュ—ズ 巧 ± 

ァメブ 力が 生む だ 化が 的 詳論 
家で あら、 劇作、 小說の 著述 多 
く 且つ 敎育家 どして 著名な ブラ 
ンダ •マシ ュー ズ博古 は 適般流 I 
巧 性 威 胃 じ 罹ら 辭養 中で あつた 
が、 を じ まる H 幡 U と 十と 歳を 
一期 どして 逝去した、 巧 ± は久 

し （コロムビア 大 學敎授 であつ 


たが 千 九が 二十 四 年を 退 
した。 詩 八キツ ブリン ダを ： i 
タ年 親を の 間 巧で、 氏の 劇 許は 
アメリカ 文 擅 e をに 期 法：： されて 
居た-4>のでぁる0 


注意人物に 注意 

がを を中必 じあ 巧よ （ K い眞 
似を して 化の 地方に 高飛び* る 
ニニ 年經 つて ホト ボリの さの た 
時を じ 舞 ひ戾る 注意人物 がは ホ 
殖 わる 傾向が ある、 化 ザ シ巧ゴ 
で 間 題を をし、 が 育で 被害 增を 
巧へ て 逃げた 中 里 某 ( 爲を呈 
ぁる 巧) は 爾お义 敷 東部 _ し 巧 影 
を 示さ や、 千 九な 二十 四 年が 民 
法 制定 後 巧 畦よ 6 同胞 输 A , 一 呼 
寄せ 結婚 媒介の 便を 謀る V - 廊し 
ロサ ンジユ 八ス附 巧です 案を の 
が 人よ b をを まき 上げ 例ので 渡 
チェ ッキな で A . を 巧して 跡わ浪 
どなつ た 男 だが 化 お 突然 紐 まに 
姿を 現は し 某 H 本 A 旅館へ-僕 
は 今 停車 壊に 居る か だが 室" あ 
るかね』 f 鷹揚な こごを 云 化 一 
二週間 沿 まら こみに がら 『石油 
事業で お 巧 弗枯損 也した かこ 是 
から 働き じ 化つ で 金を 挪 ふ』. ご 
稱しス ー ッヶ ー スをー トげて 中| て 
往っ わご 云 ふ、 化 巧 一 P 金曜 ロの 
巧の 同胞 懇親 舞踏 會 一」 入らな む 
で 居た が 同胞は 警心 曲して 册る 
託 欺 漢じシ テ 遣られが 御用 ム御 
用む。 


讀 をの コラ 


II 


定食 靑 年に 心 跳て 

マン 八 ツ夕ン 出 

ど 食 靑年ど 題す る 貴紙の 訊 事 
を j 讀 して 感慨し 畏 嘆せ'. ざろ を 
得。 い。' i ■ - 
異鄕 万里、 この 白 ム爾 じがは 
しもの か 
て 乞 貪を 
じはんら 
ずる 游じ 
真 志 狸を 


る 白-^ 
- 巧た J 


巧 事を 爲 すべ 
マサヵを 食のを じ產れ 
なすべく ホたち しを の 
ざるべし、 H 本を 出播 
は 相當の 志望を 抱き、 

伸張し 發揚 すべく この 班を 撰び 
しもの なるべし ど 察す 一れば、 其 
薄志 弱 巧 じ 驚 （の 外は iy > い。 

これ じ 就いて 試み じ || 般が留 
同胞を 見渡せば、 孜 々す 整 闘 
巧 力、 意志 堅固、 累積^? 巧を 遂 
げんごす る威必 せざる す 侍ない 
人 も 多ぃ が、 この 乞食ち： 年 じ 類 
似の 徒輩 も 化に 絕 無ぶ 云： bt ： 
ない がご ごし ご 思 ふ、 一,^; かして 
この 徒輩の 生產 源は 或け 曰 水 人 
の 下宿屋では ぁるまぃ 午數づ 
多き 下宿屋 中 じは 隨を 十な 良の 
余地 ぁ b W 思 ふこの 觀 をが 相違 
して 居れば 柯ょ らも 化を で么る 
がを じ も 角に も、 下を お 一な & 間 
題は 同胞 間に 於け る 痛 巧なる 一 
事 ご 思 ふが なじ、 貴紙： 乞食 靑 
年に 痛棒を < は へられ わじ 際し 
敢 てこの 議を 識者 じ提 3^ する。 


移 轉虜隹 

時下 陽春の 淚 益々 御 兜 •昌泰 貧 
傾、 陳者 今回 左記へ 酱轉 をし 
從 前-し 倍し 顧客 諸賢 化た おじ 
御 便を 相 謀 6 可 申 慎 間 御 引 立 
の 程 懇願け お 
昭和 四 年 四ち 一二 日： 

藤 森 桂庵 

Hi 413 110 宅. な nd ぶ呈 y 
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號四 十四 巧 五 干 一 第 


雜 堯巧 寮 



【日 履 水】 


日 H 巧 四 年 四和昭 


四 


ツナ メ ー 力 ー の 特を 

日本人 3^ ぉ貿顿 じは 轉別掛 員を 置き 無 
がで 御菜 巧 致 升 電話 又は わ 手紙 次第 御 
訪 隅し __ し衛 おを を 計ら 初めての わ 方 じ 
掛 しては 特に 注意 致します から 是非 わ 
立 寄ら 微ひ 升、 巿內 配達は 勿 諭 U 本 其 
他が 地 苑のぉ 荷物 發 送は 當 ホで 致し 升 

ジすン ツナ メ ー 力 ー 


■魄香 坡每ニ 週 一巧 出帆 

▲一 ムプ レヌ 亞細亞 0 ニ. 00010 

一 四月 十八 H 
A 1. ム ブレス 佛蘭巧 ご ニ. 呂 0 砸) 

五 巧 九 日 

A - ム プレス 養両亞 (一二ろ 呂嗯) 

五月 兰 十日 

A ! ム プレス 亞巧亞 0 ニろ 客嗤) 

ホ 巧 十 ご一日 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等 客 設備 
瑕大 、善美 >最 快走の 東 巧が 巧 船 


H 卡陶撼 黑雜替 類卸賣 

ザ 元ブタ ダ— ス 


V す‘ e 与で A 一巧ち を* ホ ミ JllJI-il ち 一 U を： 一 ち.--; ミ， 卓 重. -L と怎 
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一® 羅府 、を 港 出帆 (ホ ノグ^ 經 由) 

羅府發 を 巧を 

(午后 二が 化れ〕 (正午 巧^ 

巧 比 利亞乂 四月 五日 四 巧十自 
大洋 見 四 巧 二十 H 四月 廿 の 日 
天 巧 化 お 巧 一二 n 五 g 八日 
これ あ 义五巧 十と 日 五 巧廿ニ H 


A 


參 シアトル 出帆 (午 窗十時 ぉ 帆) 

靜岡丸 五月 一げ 
橫濱化 五月 十五で 
ご| 島 化 ■一 ハ 月 十 おす 
が 豫—も - K 巧 廿义日 

® 倫 巧 鼓 日本 巧 巧 化 

おあみ 四月 二十 B 
或 訪 五 巧 四日 
化 見み 五ち 十八 B 
▲お 育 ぉ 化芭を 馬經を 日本が 貨物船— 巧ニ圓 
▲蹄 絡 取扱 0 巧 化は 欧洲 斤、 巧 来け 並に 田を 馬 
經 由た 平洋岸 巧を 液が 智ホミ 梓め あり 乘賠切 
巧 等 巧 事 御 便宜に 取 計 ひ 申 上まず 
▲ホ 國繳道 切 巧、 寢 さを 等 も 御 使ち じ 取 計 ひ 申 
• i - j まず 
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資本を をな 巧 
拂込巧 資本金 ホ 千ち 围 
お 立 金 六 千 四 •白 おの 

能兰弄 銀行— 支 巧 

本店 まを ホロ ネ巧區 本を 屋巧 五を 化 一巧 
ち 店 ルが 日 ネ橋乂 S 定ち i 
名を 属 京都 大阪西 (乂 及) 神戶 
廣島下 觸巧司 若松 お闲長 《 
上がが 致を 買 巧 水 


化！ IW5 

貼 別 I 

IE ^ お M 
•ほ P も 

JS E 削が 

U 1, "S R 

化^. 

M 酬 M 

お R 1 


お出 乂巧替 ，電信 送を' ホ 送を、 旅 巧 倍 用が 
巧 業 信用 狀其化 一般を 巧 業 

人 城 紙 S 蒙銀朽 S ま 巧 

が 里 送金" 日本が 化 無手 お 巧？ 进速 取扱 
本店 預金 (定期 通知 ノニ 補) 御 巧 巧な 巧 
本 支店 巧 巧 (本な)、 大阪 、神戶 、ま 都 
巧 化 地名を 崖、 小 梅、 上 お* 冷を 


，よ 重. 




東京 蘭 會特吿 


メ— ルオ— ダ— 

を 御 利用 願ます 
東を 巧會は I 册の雜 誌で も、 

一 瓶 S 酱她 でも、 一斤の ホ增 
でも、 一服の 藥 でも、 树んで 
も 御 注文 か 第 おも じ C •0 
じて 送 b ます 

を價 表、 商 お 目録 御 申 越 か 第 
送らます I 
價額 勉强、 發送进 速、 タ少じ 
不孫 巧用偷 をた ふ 一 
巿內 配達 化 候 

紐 育 東京 扇會 

1さち . 巧置沒 . ，こ .{!.: 

Tel. ブ臺 gar 6 惡 


夏場 fK :: n だ；： 

ォ^ — ク 、ゲ* — ム はお 力 •ダ — ム 
この 際 至急 安 傾 じて 權 利】 切讓 
渡し じし、 委細は 面談 (自由 亭 
內 淸 岡】 里で = dst . Broo 互 nN . 产 


•州旧をで靜な處 

四十 】： T 目 「フエ タ 1」 

よ b 巧 車で 十五を 停車 搂 よら 步 
巧 ニ 一を 間 比て 新作し たるま、 一 
週 四 典 御製み の ホは 電話で 
ちち nquin 96711 


W 新ら しく 装飾を 施し 
たち 室 アバ ー トメ ン 

ト 、設備 完全、 家賃 普通、 詳細 

はブ！ ブけン テン デント じ 

をち. 累 h S 二 Cent を ミで 


當寻 J かを ミ 己 量き-辛 だ. にがて 

fs 庭を 年經營 せる 台 利の 

チ卞プ スイ ランチ ま 人 歸國じ 付 

至急 護 渡 度し 委細は 左へ I 

星を H Bros . を. Reg ミぎ 10 


装飾 綺麗の 室、 設備 

完ちご グこ週 

八 弗、 ダプ八 一週 十 巧 

呈 TEL CIRCLE, だ W. 呈 th St., 百 ty 


貸 室 日本人の 家庭で 綺麗 

な 室が あらます。 わ留の 方は ワ 
ズウオ ー ス五化 四 ニ じ わ 電話を 
下さい ませ 0 


夏 塔. 向 N 新 荷 到着 = 

雜貨 、お 磯 器、 ランプぶ を 等 精々 
勉强 可：！ 一 候 間 御 記 文 被 下 度 願 上 候 

^太泮 貿易 株式 會社 

T*ele サ 0 日 ゅ A1 巧 os々ci3 W 典 WW- 巧 

101 IFifthi Avenue 20W York CUy 

ohicago Br 養 ch な 7 為 . IVIWdison 咨こ ohica 的 0 , 111. 

ze 写 因 ロ gla 日 d Re でを. Ilasud 》 00 こ菱 巧を ： foni St ., 巧 os す n Mass - 


新裝 される 靑蓮閣 


王 


日 支 協同の 料理店 

朱る ±曜リ^, り 華々 敷閒 業ず る 

日本人 どま 那人 どの 協柯 事業は 乂 西げ 沿岸では 化 ホ ぁまち 問 
題规 さ，；： てゐ なかつ たので める が、 時 巧の 進 運と 共 じ 今回 兩國 
人の 掩携じ りて 成立した のは 问慶 t わる。 首 腦ぞは 目下 第と 
街に 新 杏化 樓を 經懲 して ゐる轉 廉氏ご 謝 燃 巧で 邦み 間 じは 支那 
巧裡巧 中の 『ゥ マィ モノ 家 J どして かられな ホ 大巧 や 松 方 幸み 
耶氏 U で 知名の ± じ 推賞され た i も ぁる 一ち 舖で わるが リ ー ス 
の 供 係で 巧 （現在の 新 ホ 化樓を 引き 拂ふ i ごな 立つ I ぁつれ 一 
方 巧な 十六 T 目 十二を N レノックス サプク S じ ¢1 も 近接して ゐ 
る H じ 格好の 座所が ぁるので 豫て脈 近の 河 添、 ぶ 西兩氏 VJ 協議 
を 進めた 結果、 日 支 人 同額の 出資 どして 一會 社ず 組織し 『靑蓮 
閣 J のが 焼で ォフ キス、 キ チン、 食堂 等を あ 巧 武設楠 ごし ホる 
六日 (+ 腿) ょら 華々 敷 開業す るぇ どなつ た。 右 靑蓮閣 は 元 セン 
トラ 术 •ブィ •ダー ドン ど稱 せる 摸 所で 前記の 如ー广 レ ノック スサ 
プクユ I じあを する 爲め 巧ん じは 從 ホの 第と 街 一新 杏花 棲ょ 6 便 
宜タ きは 勿論なる ベ （、新 會社 職員は 社長 謝滤 巧、 副趾 長歐廉 
巧、 會計香 西 龍 雄 氏、 お 書 役 卿 添が を 氏で 歐廉氏 自身 司 厨 長 ど 
して 得意の 手腕を 振 ふ ど 云 ふ。 ； 


靑 年の 自奮 自省 r 促がず 

閑 雲 野 鶴 機ち 人談 


紐 育 在留 巧 人 社 曾は 高處 

ょらを ホに 觀 察して パ ィォ ユア 
的 勇を 必を 消が した か 义は當 巧 
ょら 持 もを せて ゐ U いかの 缺点 
は あるが、 大ホ穩 健 中正の ホ 調 
を 辿ら 化づ 個人々々 に 『日本人』 
であるて ふ 端い 鬥覺を 巧して ゐ 
るのは 十 數年振 6 でな 育を 訪問 
せる 一 旅を C しての 予の 感想で 
をる がを ホ 邦字新聞 じ 現け れつ 
つ ある ニ I ニめ 事 暂に徵 して 一言 
せむ に、 化留 邦人の ホ 均 年酪が 
高くな b 時化の 落伍者 ごな つゎ， 
人々 の 中 或は 精神 錯乱 落を 出し 
或は 自絮 自棄の 無 做 者を おすの 
みなら や、 時化のを 繼者 たる 位 
超を 占む る靑 年中 

往 々潘を おけ じして 巧學 
カ圆 ず 4 の 利益を 悼ら や、 自ら 
あめて 浮浪 漢 のがに 投じ 『職 裳 
を發 をし 将 ざる』 をロ實 どして 
良家の 戸別 誌 巧を 敢 てして 旅館 
代晚錢 料な どを 賞 ひ 巧け むご 試 

ろ 巧め をは 一般 M 胞社會 の 綱 
がを をす ホ 第 t あつて 誠—- 遺憾 


千万と 謂は ざるを 得 U い。 又 言 
を 巧み じして 同胞の 懐中を 化 ひ 
ち 父 英語 じ 暗； 州を ちくけ 商 習 
慣じ 通せざる を 奇貨 どして 其菩 
財を 引き出し 無寶 巧なる 巧巧爲 
にが 6 てが 巧の 蓄財を 失は しむ 
るが 如き 靑年あ b ど 云 ふを 聽き 
化育を 天地 ピ して 共が 共 榮の爲 
めに 奪圃 する i をからず 

目前 の 小康を 得む が爲め 
じ艇銳 ごして 僅々 一二 千 じ 足らぬ 
岡 胞社會 の 間に かなして 斯 かる 
敗 德巧爲 を 3 すがおき 一度 自旺 
のを 也に 間へ ばめ やや 其 誤れる 
を 痛感すべき 答では。 いか， 曾 
てが 育に 化留 しわ 經驗を がする 
予 V 一して は 化 際な 留靑 年の 健を 
みモ 自身 化 補の 事實を 正視し、 
時宜し 依な ては 同胞 大會を 開き 
て輿論を喚起するも 1 案^^る V 
く、 お 溝 階級の 人々 も 社 會の廓 
淸を 謀ら 風敎 綱が を肅 正ず る爲 
めじ 一段の が 力を 注がる、 がよ 
いご 考 へる。 穩健 中正は 可なる 
も 停頓 沈滞け 社會 進化の 爲 めじ 
執ら。 い。 


がごして 發 表する 樣な 性質の 議 
題は ない。 唯を 地 その 事情を 疏 
通して を おの 進抄を 期し やぅと 
云 ふの が會 簾の ま 眼です。 ホ會 
議じ 出席し じ 總が事 及び 領事の 
中 じ も會議 終了を 或はが 育を 經 
過す る 人 も あるか も 知れない が 
都て は 未を でず」 云々。 

み 渚 線の 優秀 船 だ 

十二月 就航 

前 遇 日本 郵船 本社 よら ン ャト 
术 支店への 所 報に めれば 目下 横 
濱 じがて 建造 中の シャト^ 線 優 
秀船 第一 號は 工事 意外に 進涉し 
ホみ 十二 巧には 就航の 見达 であ 
るが 爵 造船は な 年 使 巧せ る 伏 見 
化よ らも 大型 じて シヤト グ橫濱 
間を 十一 日 じて 航行す るか 逮カ 
をち して ゐるど 云 ふ.。 而 して 窮 
二号 船は ホ 年と 巧 竣工す る豫を 
じて 窠一 二号 船は 大阪 鐵エ所 じが 
て 建造し 同が 化 巧 じは 酸エ する 
當 である おら 明年が まで じは か 
速力 巧 船 S 隻を 就航せ しめ 得る 
計畫 である お。 树ほ旣 報 巧 支店 
は 愈々 四 巧 1 H よも シヤ 、，グ 市 
第 四 街 ユニォン 衔化東 角に 新築 
された 大化鹽 道 ビグ グン グじ移 
轉 し、 船客 韶は 第一 階 じ 化は 第 
四 階 じて 執を する 络。— 

修道 會 牧師 夏 速 

最近 日本ん 美 . w 敎會 牧師 宮崎 
繁 一氏 辞せし ホ だ 後 巧者の 巧ぶ 
を 見。 いが、 今回を 瞥敎 修道 會 
の 今 ホ 极師は 巧る 二十 ニ B が 育 
化 整 西 巧 二十と 日沙港 出帆の パ 
9 丸 _」 て歸 巧す る も £ おが 
姉が 後任 ごな つた 由。 


H 英乂各 線の 

運賃 協を 

裝 して か M なる か 
太平洋 父び お 西洋 兩洋 じ活罐 
I して ゐ 4 まごして H 英米のを 線 
I は每年 コン フエ レンスを 隅いて 
一 迷 貸 協ぶ を 謀らつ I ある •か、 本 
_ 年は ホ 遇が々 ょ b ニゥォ 作ンァ 
ンス巿 じがて 開かる IMJ ごな つ 
: たので 當 化に 於け る 郵船、 巧 船 
凶 瞬ぶ び K ラィンの 化を 者ら 出 
-お *るをでゎる。 今间の禽讓じ 
は約卡 ニニ 一項に 直る 打む、 協議 
事 巧 ホ も f 題は 娘が どして 運 
-賃 協定 じが， を 線 化ぶ をが 如何 
，じ 人ら 亂れ て述勸 する かは 刮目 
一す べきら の あるべし ど 期 背され 
てなる。 M ご。 れげロ 本 侧の郵 
大 、國、 K 巧 線 閒の窓 おは 必中 
: しも 一致せ や 臨を の お礎倏 がに 
'對 すら 異論ら わ 6、 均しく 巧 聞 


は 形勢は 國 境を ライン ごせず し 
て倘 々じか 椅 b 相 おする じ まる 
ぺ しど 観測され てゐ るからで あ 
る。 雨して 右會 議じ參 化する ラ 
インけ 左の か ニ 社で ある。 

アメ 9 カン ダ火フ •オリで ン 

ト 線、 亞米利 加 パ イォ-一 ア線 
太 西が ォリ S ンタ作 線、 プ 
ンタ アォ！ シアン 線、 バン 主 
線、 バア バア 線、 ヵア 線、 毒 
简紛、 プブン ，線’ 玉 ラマ) 
ング •パブ クウ 工作 線、 フタ 

I ン 線、 ダラ ア 線、 郵船 線、 
大巧 線、 國際 線、 K 線、 アド 

ミラ ル •オ ヴェン タ术 線、 加 

糸 太 太平げ 線、 日本 太平洋 線 
オセ T ユック 及び 東洋 線、 K 
テ！ ツ 線、 タ 3 マ 東が 線。 


近く 閒 かれる 

領事 會議 

化報ソ シン トンに 巧は る V 爾 
線 じな わても = 本線の 一が ど捉 i 事 貧雜は 愈々 巧る 十 一 H よら 約 


携^ 欲ず る 線 ど 反 對の線 ご あら 
一 乂闽を 線 も ホ 岡 除で ある ど すれ 


- 遇閒關 催される 尝 であるが 右 
じ 關內山 柳 事は 語る ' 『別 じ 確 


日會 理事 例會. 

が 育 日本人 會 例月 理事 會はホ 
る 化 H (か 曜} 午後 六時キ 都— が 
て 開催、 を期總 會に對 する 諸禪 
の 協議を る 由。 

若 崎 淸ぶ巧 一巧 

國際 聯盟 勞働會 譲 資本家 代表 
揖崎淸 と 氏 一巧は 一二 十日 午前 着 

紐、 ホ テ 八 •ビ 片ト モアに 入れ 

るが 諸 踊の 要 化を 帶び 一昨日 午 
前ブ ホラ デグフ キア じ 向け 出發 
華 巧を 經て本 H 午前 歸 紐の 上 十 
円 午前 一時 出帆の モレ タニア 号 
にて 波歐 すべし ご。 

ち 滕歸務 書記官 

巧 巧を 書記官 ご更 '迭 する 首 藤 
をん 氏は 十二 日 橫演お 帆の 天が 
かじて 單身本 巧 下旬 桑 雄 着 太平 
が 沿岸を 視察して ホ 巧が 旬 着 紐 
事務 引繼を r する 由。 

公 人‘—^^ 

参 堀 嘉郎氏 U 本 郵船 ま 巧 社員 
岩 井 氏な 任 £ して 化 お着 紐。 
春が 原 寒な 氏滯留 中の 聲樂家 
本日た 午 ホ 帆の アメリカ 號 じて 
シャア — グ灌ょ b 佛國經 お 伊 
太 判じを く。 

♦.何と 淸巧 大每蒂 府特廣 員、 

明 四日 出 紐 ホテ^ ブリス ト片じ 
投宿の 當。 

♦河 巧 常ん 巧 圏 隙 汽船 株式 會 
が 紐 育 出張所を、 ニ ユォグ レア 
ンス じがけ る 速 賃柯地 會議に 出 
席の 谷め 本日 巧 巧、 十二 日歸紐 
の 上 十八 リ頃出 發歸朔 の 途じ就 
く 由 0 



▲鄕 里を を 及び ホ 送を (無手 數 巧)、 か國 
爲替賣 買、 荷ち 替化組 化 立、 信用 化を 
巧 等- 般な巧 業務 御 便利 じな 扱 可 化 候 

鱗 赋臺灣 銀 巧— お 張 所 

本店 摹爲臺 化 

支を 東京、 橫 横、 大阪 、神 タ、 L お、 漢' 
ロ、 福 州、 厦門、 油 頸、 香港、 巧 東、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 買 

カツ タ 、倫 敦 、其 外臺潑 十四 ケ所 

一、 資本を 童億圓 (を 額拂る 巧) 

! 、橫 立を 一億 五な 五十 萬 画 

巧 地 本 ま 店 U 横漠 {本店) まま 大廣 
神 戶長格 下期 名古屋 

橫鑽 正金 銀 巧— 支 巧 

ホ 聞を ま 巧： = 轰港羅 巧沙ボ 布を 
巧 化 化 あを 国 ま お 都 ポュぞ 巧及コ 'グレ 
ス巧 之ち 


本店 大 酸化 濱五了 目 
紐 育 支 巧が 巧ブ 0 I ドウ ュ ー 亩四 十九を 


株式 

會社 


住友 銀す 


す 


ロ,^ ち f を 京、 横演 、名を 崖、 京都、 剌戶 、が 山 
H い _り 一尾 ノ 道、 廣 島、 吳 、柳が、 下ノ熙 
化 支 巧 {巧 司* 小 倉、 を 松、 博タ、 留 米、 熊 本 等 
本國 預金、 鄉里 送を 等は 極み 
て 御 便利 进速じ 御な 扱 可 申ち 


本店 朝鮮を 巧 

支店 出張所は 日本 两 化の 框 要都巿 ，朝鮮 
滿洲 、支那のを 地 及び 浦 结巧お 

朝鮮 銀行 紐 脊お張 所 

か 國爲替 一般 銀 巧 棠務靖 々お 使 利 じ 取圾可 
申 上 巧 


藤本 證券 會お 

一般を 懼 湿を ノ賓 買、 引受、 募集 
".金融、 ホ ニ 之 ニ 脚 ス^ 一切 ノ 業な 

S 藤本 ビ ミロ— 力— 銀 巧 

紐 育 化 張 巧 


鞠斌麗 、雜 貨卸賣 

森が ブ タザ ー ス 


H 本 陶黑雜 ち 
ドラィ グ ー ツ ぉ販賣 

S 巧 木 桃 ホ 組 




日本 郵船 會な (並 ニを 鐵道會 社) 

化 理店片 桐 兄弟 商會 

乗車、 乘船切 巧 並 じ 小荷物 運送 御 便利 じ 取扱 申しまず 


シアトル がか (午前 十 時) . 
を ふ b か 化' 四 巧 十六 日 
をら ば ま 化 五月 十一 二日 
ば リ寸も (坡巧 お 化) 巧 巧せ セ 日 

►一等 镇资一 化 五 巧 

化し ばリ ずみ るん でんかは-五 五 巧 
▼ミ 等 日本 巧 五 五 巧ぎ 室乂な 港を 巧 室 多ち 
►御を 望に 巧り 一等 割 則を 復切 巧を 巧 致 巧 お 

ロス ア A ゼ ルス お 帆 (午後 ニ 一時) 
まじら 化 四月 甘と 日 

もんて びで を 化 六 g 一日 
►一等 横离ニ so 巧 巧は わい も 生じら か 一里 巧 
▼培 別 一二 等 日本 巧 五十 化 巧 マ一 二等 日本 巧 五十 五苑 
►を 涛羅が 巧 海 率 切 巧寢窒 を 憩 入御 幹 泣か りお 


觸破器 雑貨 卸賣 

春 巧廊會 


日本 陶撼 器雜貨 

ラム プ卸寶 

奈良賓 易商會 


雜賊日 本 ドラ ィグ 1'、 ッ商會 


諸雜貨 仲買、 卸販賣 


保 旧商會 


•內田 茂 氏大醒 商船 タコマ、 
ぶびが 育 出張所 長、- 一ユォ グン 
アンス じ 於け る お 運自議 終了後 
ホが する 豫定。 

•松が 肅氏モ 葉 醫巧大 學敎授 
まる サ一 二日 着が 闡ホ ホに 投宿。 
♦巧 鹿 之 巧 巧 日本 電氣 がま 會 
社々 員 まる 廿 五日 着 紐と 月 一日 
渡英の 由 じて 目下 東 八十 六 了 目 
五を 化 じ 滯留。 

♦水 澤曠氏 日本を 命が 驗採ま 
會 社々 員、 過日 ホが 八月 渡 おの 
壁。 

♦廈橋 武ニ氏 S 共 株式 會 社々 
員、 化 お ホ紐离 峰巧會 じて 執務 


巧 祇ス ペシが ル 

書 籍 

修養 全集 

第 S お 言 名句 人を 蕾訓 
第 四 寓話 道話 ぉ伽嚇 

.世界 大衆 文 學を集 

一二 銃 -H 三 上が 费吉 
マー ク •トゥ エ ー ン 名作 集 
佐々 木 邦 

一二 等 氷を マ片 チン 福 永恭助 
ゼン ダ 城の 虜 寺 旧 昇 

化 桐 兄弟 屬會 


新入 荷 


ウ タ 巧鄉卞 

一 袋 四十 她 


桑 山商會 

ニ 4 ご ST 某を ST. •严 y. C- 
さ ミ e. R 另呈 t S3 ザ窝 B7 


料喔 人^ 巧 wui 

び 料理法を 敎 撰ず、 新式 設備 
芦聖1誦 

ニ West 271 h St G 写- Brnad ささ， N - Y . 

W yz ポヵ I テ！ ブ 户ー臺 

獲 十？ 賣ら 飛ばし 度 
し 詳細は 左の 處へ (川 « 五郞) 
107 M ら a 看 I St . N ミジ rk 呈 y 
Tel - ぶ 暑 だ 里 


了 寧の 印刷 ご 精巧なる 化 上げ 

時日の 迹 速と 確實な 校正を 保証 

巧 刷は 紐脊 新報 社へ 

'/L\- \ ^ ' • In , 1 r ►— > 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- o 

わ 間違^む く 新報へ 




お 內西十 主 了 目 十二を 十 階 目 


柬部じ 於け る 巧を 言論 機關の 

權 威、 吾が 新報を 讀ま 《 人な （ 


廣吿 は紐脊 新報へ 


f 


を 


◎期 目 四ち 五 H (を陳 巧) 正 八 時半 開會 
◎貪瘍 ピ シアン •一 アンプ グさ thia 二呈 吾) 內户— デン グ •ホ I 瓜 
(西と 十 下目 ブ一 > 1 ドゥ ユ ー 近く 上町侧 S 軒 目) 
◎提案 『 H 會 憲法の 民驶 化』 『會館 設立の 運 助』 

對紐 

A 趣想會 員非會 員が 眞 面白 じ U 會を 論ずる 會 合です 
<3辯± 提案 說明島 お 進、 寺 旧 條外巧 志數名 
A 飛 入 辯 ± を 許す、 會を 6 趣意に をく を じ 限 b 

ま 惟 



太ず 洋 評論 社 


育 日 木人會 同 跑大會 

- 





お 川 巧 除 事務所 

H. Segawa, Insurance Broker. 
303 Fifth Ave., 

Tel. Caledonia 4100 


內 田^ 事 巧を 弯化 お育ま 巧 

Uchida Trading i^o., Inc. 

1 1 Park Place 
Tel. Barclay 1576 


島 貿易 株式 會お 
Shima fradingr Co., Ltd. 
150 Broadway 
Telepbo&e Rector 1484 


株式 會化ホ 尾 巧る 

;\kawo & Co リ Ltd 、， 

235 Fifth Avc,, 

Tei. Caledonia 9758-59 


サ倉 製な 結績巧 式會を 

K が alcui^a & Co*, Ltd" 

200 Madison Avenue 
Tel. Ashland 4545 イ 546 


IC. Mikimoto 

M 貼 田 0 れ Pearl, 

535 Fifth Avenue 
Tel. Vanderbilt 2519 


大倉短 短 育ち 店 
0101 化 & Co., 

30 Church S 心 
Tcl. Cortlandt 2292 - 93-94 


ミ 其 かま 會化 
化巧庙 
高 巧巧會 
120 Br 的 dw 化 N. Y. C, Tel. II 扣虹 r 7884 
Fa 加け； お - 10 38 化む e., しし C ■か 


ま 巧 物を 賊會化 

' A.sano Bussan v^mparty 


Room SOI -805 
165 Broadway 
TeL Cortlandt 8047.8052 


bosho Corpora 打 on ， 

Silk importer*) 

40 拉 aat S4 化 Street 
Te!. Ashland が妍 •の 

Gosho レ O 巧 1 凸 Cm 

Cotton Exporters 

前 B が V がな " 

TW Bowling Green が贿 -06 


巧 巧が 巧 道 巧 まを 赴 


So 山 h Manchuria R •に Co,, 
Koom 20261 Cema ぷ a'n Pac ぶ c B: か . 
342 Ma ぷ ■ 〇 !! Ave. 

TeL Vand が b 化 4135 


紐 育 支 巧 
M れ 8 ui 在 Co., 

65 Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 


巧 ま 會なぉ ザ 巧 店 
が 育 巧 張 巧 
Iwai & Co " いん 

Woolwor 比 Bui! ぶ ng, 
Te! • 巧 わ 民 oy 8 が 0 - 61 ぶ 2 


H 菱 商事 巧 ま會化 
紐 育 そ 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 
(Mitsubishi Co„ Ltd.) 
120 Broadway 
Te!. Rector 2560-2564 


大阪 朝日 ニ まを 朝日 
也 巧ち 巧 
Osaka Asahi 

The New York Times Annex 
Tel. Lackawanna 1000 


日本 锦巧巧 ま # it 

日本 ホ 糸 栋ま會 を 

巧を 名會せ 

日米 生糸 巧 式會社 

お育ま 巧 

紐 育 支 巧 

な 育 ■'支な 

が 育ま 店 

Japan Cotton Trading Co.» Ltd.» 
2 Park Avenue, 

WPPOH お - けな KA ぶけ， け 日 

1 WO Park Avenue 

Hara 在 Co., 

443 Fourth Ave*, 

齡 HI-BEI KIIT 0 K&BU 別 i!KI K&im 

(N に H! ぶの KIITO CO., LTD.) 

了 el* Lexii が on がが 

Tel. Ashland 5320 

Tel. Caledonia 7830-35 

Te!. A み ! and 6246 - 47 - 48«49 


大お 毎日 ニ 巧 巧 日日 
■鈴 木 H が 
Osaka Mainichi 


Room 306 A World Bua ぷ Dg 
Tel. Beekman 4259 
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大紐脊 I 

一を I 九 年 版 y 近く 發巧 

本 化が 猩じ 編黨發 巧いた しました 『大糾 巧」 は、 幸 ひじして 
江湖の 湧く がかき 好評を 博し、 を じを 部 一 册殘ら やき 切れと な 一 
b ました、 化て 本社は 游 一版の 內容 をを が 新た じし、 頁数を も 
ち加したモ化な廿乂年股を巧 じ をがす る こ ご I ならました、 お I 
確 じして 且つが らしい 統計 ピ事 貫を 基礎 じして、 刻々 錯 化する I 
巧が 『大が 育 J . の眞 巧を 傳 ふる； i 逛城 なき こご '^ 巧して 居 b ま 一 
す。 が ほを 憤は 一 

豫約 ホを 者に 限 4 て 

特價と 十五 仙 

發刊 後の 御 購買には 

を 價金一 弗 一 

どを し i した、 速 かじを 約 御 申 泣み をを 望いた します。 

翼 日 紐 育 新報 社 i 


失態が 次いで 禱 出し 1 

1 . 不戳條 約の 諮淘 U 巧惱み 

-‘= 濟南 協定の 手落ちて 首相 百方に 陳謝 H 

東京 巧電 五日 發 = 不戰條 巧 問題 ど濟巧 協を ホ 諮詢け 政府の 息慢ょ h 生じた 政治的 央 態で 慶詔 
問蹈ょ b もを 大でわ 6、 网際的 影 灣らを だしい』 ご 貴族院 も 動き おして ホた が、 昨 B 巧 津じ西 園 
寺を を 訪問し じせ 相は す轉化 約の 批准け 贿實 であると お表し わ .もの！ 實際じ 於て 政局の 前途は 不 
安 じが.^ て 盾ら。 

ま 京 特電 四日 發 = あ 南 事 仲に 隅した 對ま 協を じ腳し 樞府の 諮詢を を b し 政府 要路は をの 手 落 
もを 呂覺 し、 山中を 相け 昨リ御 誌の 爲め參 お、 をの 旨 言 b しわが 畏くも 掏 嘉納 あらせられ たので 
を 相ょ 柜巧 こおしても 陳謝の 谋 ホで 昨 只を 内 後ち もじ 倉窝 樞巧講 長を 訪問、 深謝の 意を 通じ わが 
この 手を も 1 ら （て 不戰條 のじを する おを 院 のを 氣は 益々 晚惡 どな b 閣議 じがて は 諮詢を 一時 延 
制ず る じ まるべく を 面は みまし、 化 ホを の 善後策に 就て 暗中摸索め 有樣 で、 樞 おの ホ 難を 恐れ 乍 
らもを のな 嚮 V 看 化し 得で ' 首相は み 凹 H 舆津じ 元を 巧 固 寺を を訪 ひて をを の 誌 解を ホめ 次いで 
一 固 間な ちが 養」 をを 錯 b てを 善寺溫 みに 引 籠る £ じ なつた。 

君主 國 では 『國 家の 爲 めに』 と 

譯 する のが 正當ご 政府では 解釋 

す戰條 おじ 就て はを 近關 係を がが つて 起る ので、 旧 中外 相は 
圃ご 逐み 批准 濟 みと U ら 、あこれ 等 自身の 賓 巧を も 加へ た懲 


こべ 八 •* ! 國ど H 本の 
一一 國を殘 すの みピ なつた 
が、 白 巧の 事は 則 ごし、 日本 じ 
がて は巧郎 『ん 巧の 名 じ 於て』 

の ぉ . ； ルが 巧 齒體觀 を 上 看過— 難 
い間趙 と； ^ ら 、特」 搭密 院内 部 
の 空 氣が惡 化した 5 め、 政が は 
正ぶ 御 諮詢 じがて がめ 諮 解を 得 
ん VJ し 2： 々熱む に 手を 盡 しじが 
樞洛院 としては 毫も 軟化を 見や 
おお 該 おも 街 諮詢' し當 っては を 
の おに 就て 對 外的に け 米 齒敌府 
じ 向つ て 留保を を 請す る 外を 巧 I 
を發をし難い督悄 .^ ぁな、 政を | 
もこれ だけは 化む を 得ず £ 觀を 
して 屠る 模檢で わる 即 對 外的 
の 間 趙は假 か 不見識な ゥど する 
ごも 一應解 巧す るが、 延 いて 生 
ずる 對巧關 巧の 後始末は 頗を 

厄々 て 外務 本省に ぁつて 
は 旧 中み 化な で 觸炼官 おの 黃巧 
ど 出先 宫 おじらし 當 時の 松伞な 
米 大使 また 巧 節 どして 調即 のた 
め 波 遇されな 內旧 伯の 進退 問題 


戒 問題を 如何に 化 柳く か r 注意 
のを おごな を譯 である、 勿部樞 
を院 としては 單じ御 諮詢 事項の 
3 $^^ を論議决をす ら事の み ‘い お 
へられた 權 限で わるから をれ 巧 
壬ん 事の 懲戒 懲割 等に 觸 る、、 を 
いが 然も 巧 拐 明か じみ 務當 
材の 失態を 请 め、 が 准に 嘗 つて 
留保を さへ 條か 脚け る ごい ふ樣 
い -* がわが が 想 さを I 駕 を-政 旧 
ごして をの 爐を 如た S 得る 苦は 
た， いから、 何れ 時期を 見て 相當 


實 巧者 をぁ^^|なければ落 

着し；：^ いのは 當然で f 範圍 め複狹 
懲戒 おかの 輕 を 專今 W なじ 懸を 
の 的と；：：* つて 居る かみなら ず こ 
P がた め內閣 の運衙 じさへ 影響 
ずち 事 なきやを 疑は る^ 巧 巧を 
，的 じは 重大化し つ I をる ので、 
i - 政府 も お 面 平 煮な 裝ふ もの、 內 
必 非常なる 困惑に 陷 つて 居る め 
はず ひ 難い 事實 ある、 これに 
就て 政 町では 囊； ^議 會じ提 おさ 


れた尾 崎け 雄 氏の 

質問 ま 日に 就て 種々 炼議し 
をの 席上 旧 中 首相ょ ち 
『不戰 傑 約の 問題に 關 して、 貴 
衆 巧院を 始め 樞府ホ 面 じがても 
をの 條 項に 關し 異なる 解 释を下 
し、 巧 じ 樞府ホ 面では 同條 約の 
精神に 巧て 勿論 賛成で ゎる、 同 
條巧 中の 『ィン •ザ •ネ— ムス』 
を々 のぞ 句 じ 就て は、 巧が 憲法 
じ化觸 する を か ある ごの 解釋を 
なして ゐるご 言 はれて ゐ るが， 
これは 歷 めて 電大な 事で あるか 
ら 、な 巧 どしても 愼重じ 取 計な 
ねばならない』 ごの 說巧あ b 、 
森 次官、 堀 田 鉄 ホ 局長から も 補 
巧的說 明が もつ て 問題の 

倏 項に 願して は 『人民の 
名 じがて』 の 意 ホは 『君 まが 圃 
家 乃た めじ』 と脾釋 すべき もの 
で、 巧 等 憲法に 祗觸 ずべき もの 
ではない、 _ 化に 政府は 條約义 の 
趣旨を ょく 究明し、 憲法に 祗觸 
せざる をを 明か じする を 要が を 
6、 これ じついて は、 單じ辯 明 
的聲 明を なすに 止めず、 樞府侧 
じ對 しても 今後 極力 誌 解に 巧め 
ること 1したホがょい ごの1じ 
惹 見が 一致し 今日に 至つ たもの 
である 0 


武漢 派の 革命 遂に 趣壓 令ろ 

n 湖 化ぶ 廣東 派が 山 西 派に 裏切りて ：= 

栗 ま 特電 五日 發 — 漢 ロ 派 革命を 壓 倒しつ^ あつた 南京 國民 軍は 昨 四日 午 
前と ホ 遂に 革命の 银據 地で ある 漢 ロを 陷れて 入城した 0 

束 ま 特電 五日 發 = 巧 巧 軍の 化を は漢 ロボの 化 表 ご引繼 ホを 協議 中で 蔣 かお 將 軍は 巧 ホ 日じ乂 


城す る 萬で むつた がを じを をを 變 をし 今 蜡漢ロ 巧に 入城した。 

を 京 特電 四日 發 = 溪ロ よらの 時電じ 依れば 武漢 軍は 遂じ漢 
ロに 退却した みで 人、 む 頗る 動搖 し武漢 派の 勝算は 覺 束な しど。 

淺ロ 【聯 を ) 四日 發 == 武漢 派の 革命 じ對 する 南京 軍の 彈腿 
ぶを の 第一 戰 U がて 美 争 じ 奏功し 武漢 派を を ゆる 江 西 派の 軍隊 


は泼 ロが の 翔 曲に 早く も 惨敗して 退却し、 漢ロ おじは 戒嚴 かを 
ぉくに まつた、 武 漢化大 化の お 因は おする じ賴 み'^ したお 玉祥 
巧ぶ の嚴ム 中立の 態 巧を ザら、 胡 化 おも 山 西 波の 反目に 街して 
中 义を甚 旨ず るし まりしの みなら や、 武漢化 第と 帥 脚を 率 ひて 
巧 触し つ i ぁりし 汲 お 化の 武 がが 武漢 脈に 蟲切 b て戰餘 ょら 退 
くじ 至りし 巧め おを お U このが 紐. し 殺が したら のでを るが、 

漢 U 巿で けこの 爲め乂 お热ど ホし、 武漢 ぶ' 司み 部 も 退 巧した 
ので H 挪 化が でけ 陸戦隊が 上陸して 非常時を 譬 巧し 万一 退 巧 
のな 西 省 おじして 掠輕巧 持に かづれ ぶな 留 外人は 宜 もじ 兩租 
もへ 逃 A むこ ど it * ら 、揚 ず江ト 流は 日英を おが 嚴重楚 巧し 


つ i をる が、 

南を 軍は タを 明日を なて 漢ロじ 
入城ず ベく、 今 H までの ごころ 
慘 敗した 武漢 派の 軍隊は 巿民じ 
危 寒を 加へ る やぅな 巧爲 じは ぶ 
んで 弦ない。 

鐵道 復興に 

マンテル 巧 

南京 政府が 招聘 
エリ 留道會 化の 副社長 どして 
永年 趙道事 楽じ觸 係し、 特に 歐 
洲乂喊 じ當ゎ ァメリヵ 軍 巧の 威 
を じ 偉 働を 掛 てた ジ a — ン •マ 


が*^^ 一 

占' 一*"-^, 



ンブ八 氏は、 今闽 相京齒 找わ府 
ょ b 鐵道事 萊の化 巧じ腳 した 顧 
問 技師 長 どして 招聘を 受け、 一 
がの 事 楽界から 手を 弓き て 巧く 
支 恥し なくべ < 、過 H 支那 代理 
を 使 ど おじ フ— ゲァー 大統領 度 
びス テム ソン 圈務 長官 ど贫 見を 
遂げた が、 

氏の 事裝は 一方 ニ 千 咽に 垂々 
ごする 支那の 鐵道網 完成 じ わ 


6 、 ま那 政府が。 シア 政 脚 ど 
共 M で經營 しつ i ぁるち 义鐵 
道を も 調 おすべく、 調 塞 凡 成 
の 上は これを 南京 攻 がに 阿け 
て報吿 したる 後、 

更らじ アメリカ 巧 獲に 大借效 を 
起し 車軸，、 搜澄 線路の が 巧技 
師廬 入れを の 化の 資をじ {化て る 
尝 である ご。 


近く 皇軍 撤兵 着手 

濟南 居留民は 一時 延期 要 造 


ま 京 特電 五日 發 = 山 巧 駐屯 軍は 濟南 協ぶ の 結 あに 化 6 扱々 
撤兵 じ 着手すべく 歸 還の 化發 がは 四月 サ 八日を 0 て靑 島を 曲發 
五 巧 中 巧ょ でには 撤兵 も 完了す る 普で 隆軍 あでは おじ 傭船 ど 手 
配し 配船 表 a 宇 お 速 輸郎ご 山み 駐屯 窮 S 師脚 じ發 送され たが、 
濟 南の 居留が 人は 恪 かも ホる 五ち 十 U が濟南 事件の 一周年： a じ 
相當し、 ま那乂がタみ示威蓮動じ及ぶ ベ きこ^.ーを期持じ萬_ーめ 
危 隙を 恐れ、 叙く 巧 一周年 記念日まで 軍隊を 駐 おせし むる でぅ 
陸軍省 じ 嘆願した。 ^ 


株式 巿場 投機に 

聯 銀ち ヴ警 吿發表 

最後け 斷然 たる 手段に 及ぶ V! 

ワ シン ト A 四日 發 n 最あ 聯邦 


お 髓錶巧 局が 株式 仲買人ぶ 割す 
る資を 資附じ 就て 嚴 重な ト警吿 
を發 する じ 至 b し 結果、^ 

市^ は 一時 大お谢 / を 極め 
遂に n — 八を 巧は 二割を を ごい 
ふ 化 年 じな き廣 傾を 生んだ のみ 
なら や'、 频銀 組を 重役 中んで 
ある ナン ョナ こシ チす 銀 巧 頭 
取 ミッチ S グ 氏が この I コ ー がボ 
處恐憾 を救濟 する 意^で 莫大な 
る資 をを 融通した こふじ 就て は 
聯銀の中央銀巧式な-^^針を非難 
を擊して巧媛じ稱す|^3モ溃を越 
灌< する もの、 銀な！® おの ホ 針 
を 賞揚して ミヴ チェ ザ 巧の 辭職 
を强 要する 者を 生じ、 輿論は 頗 


サお年 前ぶ 物價 

7 タ ペスト 四日を ンガ 9 
國の 首都で ある 當 地に 料理店 
を經營 する J 甘ぶ 年に 及んだ 
ゲォ^ ダッド 氏は 廿五罔 年 記 
をで ある 今日、 サ 五が 前の メ 
ヌ！ を 廿五年 節の 値 巧で 食け 
す》」 發 をした ので 午が* V 時 頃 
から 願 客が どんく 殺 倒し 十 
一時には 趣 袖 おご あつて 遂に 
閉店した 、メタ！ はォ I ドブ 

グ 、ス 1 プ 、が ネグド • ビ 1 
フじ ホ — スラブち シユ 、舖の 
ベ ] ク ド、 ロ T スト 东 1 クじ 
キヤべ デ、 一. ハ キントの ビア 

かワ キン、 デ ダ！ ド、 黒挪拂 
で、 をの 值僅 かじ 十 仙 化。 


へて 時局を 捨 なする』 ど垂 5 て 
嚴 重な 譬 吿を發 表し じ、 邸.. •右 
聲吿 書は 國巧 にがる 產 業を m 化 
商取引 巧が 春の 季節を 前に，— て 
資金の 需を 供給を 必要 ごすな 秋 
じ まらて 株式の 投機的 取引し 依 
る 資金の 吸 集が 

金利 を 高めて 金融を 便 化 

せしめつ： ある こク 、は 略 ホの 常 
榮じ おする 一太 威 脅で あら 一'- か 
國 ょもを を 吸 集ず る こごは 巧國 
の 金利を 高めて 產 業が を 疲弊 S 
しい V き 事 賞を 擧げ 、この 隙 {|一 


す るら 化の 煤 合 じは I 切 法 禅 
上の 千涉を 許さ やどい ふ 動 諸 
で、 巧 ご 一案は 禁酒法の】 切を 
廢 化する ピ いふ 决證 じて 
反 禁酒 派では 先づ 第一 案を 近く 
が會じ 上程ず るは や。 


革命軍 大敗 

載 巧ち 正に ニ 千 人‘ 
メキシコ市 四日 發 n 陸軍大臣 
々ネ 玉ス氏 •か發 表した を 報じ 依 
れぱ メキシコ 官軍は ジメ ホズょ 
b チ フアフ アに擊 退され たる 敗 
軍を 騎を隊 が 八 ホょ b 包 圍し鹽 
橋を 跑壞 して 退却'^ 防 化した 結 
お 賊軍の 巧者は 一千 人 じ 達し、 
レフ ォ ， r マ戰線 じがる 戰 巧者 も 
千 人を 越しを 傷者 五 巧、 補虜ニ 
千 人 ご いふ 大勝を 博 i る じ まつ 
たがを 府で はこの お ま 革命 もを 
ニ 週 聞な 內 に な 鎭 酸す もで あら 
5 ご 瓶', 測して 居ろ、 尙け 官軍 飛 
巧 機 一. 臺は ナカ 力 面で 賊軍 じ 射 
擊 されて 墜落 慘 巧を 遂げた。 


ミ 使 葬儀 

遺骸は 巡洋艦で 

パリー 四曰發 n な 佛 アイプ 力 
大揖 ごして 化 任 申 不幸 逝去した 
マキ。 ン、 ヘリック 氏の 葬儀は 
太使宫 邸ぶ び 米 A 敎會じ 故て 本 
日 執 巧、 ポアンカレ ー を 相 あび 


パ ー シング お 軍 等は な 人の 遺徳 
を 表彰し フランス 政府は 岡 葬に 
等しい 最 巧の 巧 息を 表し 葬列は 
陸を 儀は ちじ 守られ、 葬儀は 極 
めて 衞單じ 執 巧され たが、 遺骸 
は 驅逐艦 じて ブン マト じ 護送し 
同地よ らフ- ランス 巡が 猫 じて ア 
メリ 力 じ 護送す る 善。 


カナダ 抗議 

密 入船の 擊沈じ 

オツ タワ 四日 發 n 靈じ ニユォ 
リ 'アン ゾ沖 じがて アメリカ S 沿 

岸巡羅 船よ b 砲裝擊 化され、 乘 
紐 員の 一人 巧 巳を 生じた々 ナダ 
の 小船 アネ •了ム • r ロー ン號 
じ關聯 し々 ナダ 政府は アメリカ 
政府に 掛し 正式 じ 抗議す る こご 
じ U つた 旨 キング 首相は 下院で 
發 表した。 

ワシントン 四曰發 n 國務 省は 
々ナダ 密 入船の 整 沈じ關 し大藏 
备 よら 詳細 じ 報吿じ 接した ので 
關 巧列强 よらの 正 ま 抗叢じ 接す 
れば 直ち じ 右の 裙吿 書を を 表し 
I 談 巧に 應 ずべ {、カナダ 政 あは 
恐らく 千 化 百 甘 四 年度の 密酒防 
止條 約を 某 礎じ擊 沈の 地 縣が十 
ニ嗤 みで あつね こどを ま 張す ベ 
(、同時に 巧 己した 乘組 員が フ 
ランス 人で ある 關係上 フランス 

政府の 抗議を 期涛 して 居る。 


本 社 束 京 轉 ^| を ( 禁ぉ鮮轉載〕 


'新刊紹介 


銀 巧を の 化の コ！ グホ锡 じが ホ 
る 貸 おの 營戒を あめた もの 片も 
をが、 今 遇の 株を 貸 おしは S 然 
どして 六十 億 弗を 了らざる が樣 
であ- O ' 遂 じこの 擧 じぶん だ ぉの 
であらぅ が、 其 I ネじ 巧て 顿銀 
當 局が 獨 b 株式 取引 資金の！； 制 
じの み 力を 注ぎ、 他の 频僖動 
きじ割して無關必で あ & 

擊 する 銀 巧 家ら おで i 居る i - 


ウ井ス コン シン 州で 


禁酒を 戰 


る 昂奮し 巧 謂棄人 筋は 將 ホの 不 
を じ 脅かされて 持 巧を 手 離しつ 
つ ある 庭め コ I 八 金 巧は 渐 々下 
降し つ >> ある も 取引は 化 おとし 
て神經 過敏の 化を 示しつ i あつ 
たが、 

聯銀 當 局では まねて 重役 
會議 を開裤 しじ おお、 去る ニ 巧 
と日附 をな ておした 警吿 じ化 - 
巧 仲買人し 對 する 資金 貸 附が態 
は 漸次な 善の 跡を 見つ t ある も ' 
尙ほ滿 足なる 結果 じ 到達し 居ら 
ず VJ 斷じ 『若し この 財. 界整狸 じ 
おしてを 自が自 ホ 的に 協調す る 
の 意志を 示さないならば、 聯邦 
銀巧當 おどして は 化の 手段に 訴 


反 禁酒 派が 勝！！ 

マ デ ソン 四日 發 n をァ メッカ 
の 注目を 集めた ゥ キス コン' ンン 
則の 禁酒法 勵 巧を 撤廢是 おし 關 
した 一般投票は サと 万と モ£ 百 
四惠對 十四 万 五 千 ニ 育 九丈崇 
で 反 禁酒 派の 勝利 じ歸し k 八 n 
ホ！ グニ をと 厘 五毛を をち r る 
ビ ー ^ 製遷の 許可に 勒 ずる お ホ 
も サ五巧 八 千と 百 ホ 十四 聋四 
巧 八 千な 化 一禀の 大差で ビ ，ル 
派の 勝利に 歸 したので 反 禁脚派 
では おら じ 视會で 禁酒法 g 打の 
徹廢を 徹底せ しむべく 計 割 ザ じ 
て 反 禁酒 派は 必勝を 期す るし 反 
し、 禁酒 おで も 陣容を 整へ し戰 
機の 到る のを 待つ て 居る が-州 
會じ提 おさるべき 

窠 一案は を 車を の 化を 開 S 府 
上 じがる 飮觸 のみを 禁じ 化 
の 摸 合に 街す る 州の 禁 1 S 勵 
がを 一切 廢棄 ずる 案、 溝-案 
は ア^コ ホー グニ をと 厘毛 
0 上を を 巧した 酒類の 翼 じ 
對 しての み 州の 禁酒法 磊巧 


日本人 種の 動脈 妍寃發 表 

【五日】 『 tij 本人 禮 のみが 世を 人種 中 最も 勝れて ゐ る』 —— 京 
都 帝 大醫學 部 I ? 擧敎巧 足 立 文 太郎搏 ± がり 本 A の 動脈を 基礎と 
し^硏究したがま强はパ ン フ ッドで發表されたがな日獨逸太巧 
は最 あお ± を 招待し が 巧 完成の 祝辞を 述べ 且つ 硏 究め 說 巧を 聽 
あしたが 近く 同大 使は 『化 一二 年間 努力の 結果 じ 成れる 日本人 禪 
の 動脈' 硏究』 ど 題し 右义 書な 五十部を 限ら 故國の 醫學を じ發送 

ずる ご ロ 


露領漁 儒の 競 賣 

(五日】 本 B み 露 領漁臨 競賣は 
日本側の じ - P やる こ d 、なら 
ロシア 側は j 威 ホの 意 ホで 參加 
せ や、。 シ^/側 漁船 ミ 隻は函 
舘じ旋 泡 中で が 日本人 船頭 や 
漁夫な ど 日す 側 じ 買 化され お 
漁 お ホ や 。 i 

法 大野が 團渡布 

〔四日】 法 A 大學巧 理幽は 五 g 
十日 巧 畦 l | 遠征の ため 出發す 


中學 哉ん 學减少 

【四日】 中^校 乂學を 願 著は 大 
致 嫁し 之护 反動と して 巧業學 
校 志望ち 增 したが 受職 難は 
儒々 激して ならぅ。 

藤伯损 溢血 入院 

•【四 已】 後 ^ 新 ホ 化は 腦 溢血の 
爲め 京都 j 脚立 醫大 病院 じて 療 
養 中で 击 る。 

池 上^ 督 逝去ず 

【四日】 如 H よ 麻 中卒 倒した、 
(旣 報ぶ 鮮總督 巧 政務 擦監池 
と四郎 はを じ 逝去した。 

同志 y の 新總長 

【四日】 を 心 社 大學總 を じは 大 
エお 銀よ 郞搏 ± が當 選した、 
么が爲 わ 同 搏± は 近 < 九大總 
長の 職す 退かん ご。 

日波 條約實 施 期 

【= 1 日 ' J ベ 火 ンャと の假 通商 條 


，ミ那 の 魂」 


約は 本日 ブ ー ラン じがて 巧換 
され 本ち 八日よ ら實 施の 當で 
ある 0 

政務官は 留 巧ず 

ご 二日】 議會閉 食後の 政務官 進 
退に 關 しては 政 ま 會巧じ 趣々 
議論 ぁ b たる も 結局 田 中 首相 
じ 一巧す る iw な も 留任 じみ 
定 した 0 

特務 艦 其 他廢艦 

ご 二日】 時 お 艦が 江 及び 十隻の 
潜が 艇は腹 齡の關 係 上 廢艦じ 
なつた。 

新 航空 線 開通式 

ご 二日】 日本航空 輸送 會社 じて 
は 昨日を なて 東を 大阪閒 、大 
披福岡 巧、 大連蔚 山間の 航空 
線 開 巧 式を 擧 巧した。 

米 買 上の 實巧期 

【 I 二日】 本 巧 十一 日よ b を 府は 
が 百 巧 石の 米 買 上を 實巧 する 
尝 0 

大學弃 格の 諸 校 

ご 二日】 四月 一日よ b 神 戸高 巧 
東京 离等 工業、 大阪髙 等 工業 
廣 島高師 (文理 巧大學 じ) (外 
一校 電义 不明】 ので 校 3 大學 
し 昇格を 認可し 旧 崎愼治 (神 
戶) 中 村 幸 之 助 一 東京) 堤 正 
義 (大阪 ) 吉田費 龍 (廣 島) 
の 四を 夫々 總長じ 任命され を 
が 授も巧 命され じ。 


リみヤ I ド •ウィルヘルム 著 

皇 ot 空 ina By 互 charl さ 重ョ. 

讀蓄人 

表題が 大ぃ ホけ じ內 をを 讀ん 
で 失 おする、 納織的 研がの おお 
でも 無く、 巧 學的考 をで も 無い 
著者’ か 一二 十を 間 支那に 居っ て 得 
たる 見 閒經驗 を 随筆 的に 書いた 
もの、 面白 （請め るが が 別にが 
しい 鹤察 ど認 むべき ものが 無い 

著 ぞは獨 逸んで 巧 書は 獨 文で 
あるが* ン* リ！スどいふ 
米 人の？^ 譯 である、 態々 漠譯す 
る ほど のらので 無い ミ 思は る ミ 
の 遺 域で をる。 

著を は 獨遂が 膠 洲灣を 占領し 
た 當時早 （も 同化に 赴き 宣敎師 
兼 小 學段敎 師の格 巧、 最 巧は 專 
ら 同地 巧の 獨 逸人め 子弟を 敎育 
して 居っ たが、 支那 語を 華んで 
から 支那 人の 間 じ 親交を ホめ、 
山 東當を 地の 學校 組織に 就て 支 
那 官憲の 相談 じぁ イ かった。 

書中 帯 巧の 百 貫 ばかを は國匪 
事件な ホ 支那 革を 令經て 今日 じ 
至る 主ての 經 過を ま 極大 ざっ ぱ 
じ 略記して あるが 别じ參 葛に な 
る ほどを 事 も 無い、 みの 百 頁 ば 
か b は、 泰山 じ 登つた 事 や、 化 
子 廟じ詣 ふでた 事 や、 張 家 ロを 
經て大 园府じ 旅 巧した 事な •ミの 
旅巧談 を 書いて ある、 歐 洲大戰 
の 影響を 受けて、 日本の 靑島攻 
擊 どな，* や、 著者は ホ 十字 除 じ 
乂て活 勤し、 自國ん は 勿論、 ま 
邪 人を も看議 してやっ たが、 却 
て 支. 邪 人の 盜賊に 毀 はれて 殆ん 
で 生が をなら れんと した 事な ど 
エ ピソ ー ド どして 面白い、 化 見 
風物 紀 や、 美ん をな てち をな 蘇 
渊 、巧を 鳥 鳴 霜 満天。 狂楓 漁火 
對愁 眼の 詩を なて 有る G 蘇浏、 
さては ホの 時化から 南支 文化の 
中 必ど躁 せらる I が渊 などの 記 
事 も 面白く 讀 ょる I 最後の 五六 
十 頁に 那 宣敎師 や、 西洋 文 
明と 支挪 文明と 比較 しれる 所な 
ど 稍々 よじめ の 問題 じ 觸れて 居 
るが 巧 £ でく 物 足らね 威 じがす 
る〔ぉ巧^^が育 吉3皇ュミ08&5〕 

ニュ I 3 J ク 春秋 


♦日本の 木が 辆稅 引上げ じ、 
驚いた のは ァメ 9 力の 斯業 者 達 
お 門 違 ひの 茶 や 生糸 じ 謀 巧して 
報復す る ご意氣 込む、 木が とを 
みでは 相撲に ならず。 

♦ 濟南 颗定が お 立したら、 ニ 


ユ 31 クじも 日ち を 辨の チヤ ブ 


スキ 屋が取 ホた、 相手は おの 强 
いち那人^ 日本人の短氣性を滅 
タ じを 裡 すべから 中。 

♦原 商務官、 晴れの 歸 朝を 前 
じ アメリカの 巧 學的解 釋を眞 お 
から 吹 雨 ばして 居る、 アキ ンシ 
ユタ キンの 相對を 巧理を 化を で 
解る 者は 十 人の 尝 だが、 巧が 原 
君を 加へ て 十一 人 じな つね。 

♦巧 忘お府 、盛ん じア メリ. 
人の 產を 技師を 雇 ひて、 大 々的 
に產 業が 興を 吹聽 し、 アメリカ 
での 募 僮を 巧は して 居る、 技師 
を 雇つ て 惜 金が お 巧る ものなら 
ば、 支ぶ の 米 化 も 結構 だら ぅ。 

♦春：. {なを、 み i やの た b 言 
彼ホ化^一から聞ゎ出す。 


じ' 一一.*^ ト ■ 
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JAPAN ART STUDIO 
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PHELPS & PERRY 
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巧 Til 化 旧 HED 18 が 
Room 6144 巧 29 Broadway 
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OKUMURA BOOK SHOP 

ROOM の 3 
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ま 巧に 新バ雜 
すを 御を 1 誌 
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用 か 等を パ 
命 致 化雜ブ 
願して 誌ク 
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書 
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GAMP 化！！ な RVI 化 
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を 五十一 11 T 目 

ニニ ミ 

が 藤 
樂服巧 

? ラ辦 八ち ニニ 


洋服 調進 

クリ； ニン ダ、 ダィ 

ィング、 修鑄等 一巧 

ミカド 洋服 巧 

松 本 保 
電話 ライン ランダ 1 
六 八 H 0 


第五 街と 一二 0 

へ クシ ヤ 1 

ビグ デン グ两 

小 池 寫眞舘 

電話サ1ク^^ . 

四 四 0 六 



ホを 英文で ホ 國人じ 館 < わ. .1 
やう 簡單 明瞭に 說 巧した も 一 
出來 ました。 内を 目み 進呈 wj 
ます、 御覽 下さい。 

M 呈置 YA 置呈 .114 E . 置 さ St . 置. 


自 本* 支那 寶玉製 美 
術 お、 婦人 用を 飾 巧 
化 装飾品 

阀島訂 r ァ が 

高等 美術品 修辖、 

首 飾 品、 スト 9 V ダ 
日本 服裁籍 


電氣 、器が 工具 お 巧 
運 勘 具、 お 具* 貴を 屬 
時計、 寫眞器 及 現像 

松 本バチ •テォ 

展が華 術 品 書 蕾、 レ 

テ イオ* ランプ シエ 
1 ド類ゲ アキ ュ— みク 
ブ—ナ —、 モ—タ —修理 


十五 年の 歷 

經驗ご 新智ー 
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0 S 
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巧 ある 當 校は 多年の 
をち する 敎師 を聘 



し 旨勘牵 
操 縱法及 
び 運 巧を 
の 修得す 
べき 必要 
な 機 照 的 
智識を 短 
期間 じし 

伽^ 率 ぁる 徹 
越の 一一^/底 的 お 術 
をを 習し 鬼 罹 爲を保 諮し 職業 
ロを も 周旋 ム 3 す。 


をき ホ國 婦人 
日本人への 吳 
語敎摄 じは タ 
年の 經驗 をち 

す。 一 レプス 

ンと 十五 化 
每 H 朝 九 時ょ 
らお 化 時を 何 
時 じても をし 
H 耀 日は 一時 
1 ち 四時を 


扇會 
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乂國ま 英語を 盘ょ事 
は 成功の 第 一 差 V す 
奉 校には 日本人が 授 
じ 慣れたき 巧 婦入お 
師を b 懇切 じ 會お通 
信 文 社を 語を あ H し 
ます。 日曜 遇 日み じ 
午前 化 時よ 6 すを 下 
時まで 謂按し 一- ツ 
スンと 十五 她づ '-、 
今 H 烏 もじ ホ 接 もれ 


稅關 事務 

東洋を 地 幷じ全 化を 
の 輸出入 方法 じ 親ず 
する I 切の 御 諮两じ 
應じ搜 道を 船 貨坊運 
賃及 出帆 表 親 锅了續 
書 等 進呈ず。 重^ 都 
巧 じ化理 店を が i 誠 
實巧速 御用 命じ 脑や 

お驗 おが 




斬 鱗 魚介 一切 

日本人 おきの 生な 澤山取 b 揃へ 
榜圳ホ 憤で 大勉强 致します 

サヴオ 寸魚巧 

豆 LU 古里 > FIS 正呈 0 OYSTmil NU 黃 5 
20 D West Bist ぎ岂 01 Aihsterdam Aye . 
Tel . Columbus 9 這 
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麵揉 治療 

マ ツサ— ジ 、整形 

醫巧學 的 運動、 腸 
灌 注， 水 治、 光線 
及電氣 治療、 其 化 
が 育 州 公認 
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西が 幸 男 
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牧師 宮時繁 一 
幹事 脇屋 義人 

— 門 集— 荀 

日 疆话巧 午前て 時 
日 暧學校 午前 十 時 

麟獅日 W キ後 セが キ 
祈 禱會氷 醒タと 時半 
寄宿を 


位 匿を 倫 比 亞をか 
み 下 巧を 十五を 學 
ホ會 班員 じ 最適 
設儀圈 書 雑誌 巧访 
を 種 娛樂具 簡易を 
堂 あ*^ 

便を 域 業 周旋 旅を 


化 

k 

0 

iS 

-巧 

化 

3 

5 


巧 巧說巧 (日) 八が 
日 醒學校 (日 ご 一時 半 
家庭 集會 (水) 八 時 

IMg ( 木 ) 八 時 

婦人を 

講巧食 


設 備 


寄宿 舍 、おおた を 
巧 業 周旋、 をの 化 
人事の 侮 巧 淡に 應 
じます 0 


を ' 银 ：；， 々，. 

日强 を 書 巧 巧 正 か 
巧勵會 夕と 時が 
唐 巧 說巧タ 八 時 
木が 既糕を タ八巧 
英語 及び 裁篇 

午を ニ冉 

± 巧 講巧會 叉は 
茶話 會 夕 八 持 

'化を ホ乘 

を お 部、 旅行ち まみ 
巧 > 人事が 装が、 調み 
巧、 巧 業 周旋が、 巧な 
裁な を授 のを 課を 設 
け會員 及び ホを 員の 


THE HOUSE OF 
QUALITY AND VALUES 

其を タ /" お貴歐 

?裡 美 製を ホ 

産で；' 晉 量を 
竺年^ 誓ご善 驾霞- 

ホ 筆 1 眞 ，を ま頻計 
器 ド 器 
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巧 器 器 萬 貴を 御賣 御は 
° ° ° 年を 種 用 致 ±實 
紀 タン 筆屬時 命し 產質 
をィ 3 。 。 乱 仰 ま 物 誠 
寫プ 1 金銀。 かす 一意 
あ ラ ド お 製 置 下 タま理 
帖ィ見 製 器 時 さか 卸 速 
繪タ本 鉛 具 計い じ賣ま 

喘 1 陳筆 よ 巧値義 

書 巧 式 ませは 段の 

ぶ! 速 ノ電； 靑 命す 
巧ナ 確話ィ 京 十廉高 
評 八實？ - ニ價お 

limMi 

居が トミ^ 公香, レす 岂ヲ 
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候 間 本人 若く はか 人ょ bs 
化 所 猫 通知 願 上 お 
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1 萬す ミ をミ N ミジ rk U- 


税顚事 豫取據 

き 百 ミ广 まち & Co . 

ミ I ニ B 夏 dw ミ， 吾 
TeL Bowl 忌 - Gaeen 薑4-5-6 



J 1 JW 1 


關稅 引上げに 下馬評 ミリ 


極端な 引上げは 結局 否决 

指導者 次第て どう にても 動 > 


四月 十五 日の y メリ々 臨時 講 
會 召を 期 も 漸が迫 6、 乂 が锁フ 
I ゲァ ー 氏は 目下 お當を おを 中 
でんる か、 今巧講 會はフ ゲァ 
1 氏の 巧に 聲 明した か < 

農村 救 濟をホ どし 極め 
て かぎられ たる 範國巧 じが 4 關 
巧 引上げを 討 逆ず る-しあ るが、 
昨今 化 論 巧 化の 中、 むは お 我 巧 題 
； じ 注がれて 居る やうで ある、 右 
じ！！ しへ ラグ ド •トリ ビユ 一 ン 
紙の マ— ク •サブ パン 氏は 報じ 
て 曰 < 、關稅 案の 前を が 巧して 
どうじる かごい ふこ ごに 就て は 
化論區 々どして をの 眞 柏を 拍む 
じ 苦 t むが、 换< 其 修正の 化 本 
は 歳入 委員を じ 化ら て 起草され 
わ 巧 案を 基礎 どす るが、 大統頒 
フー ゲァ— 巧の 敎書じ 現 はれた 
ものを 討證の 基礎 ごして 關稱修 
正を 斷巧 する こごで あつて 

前者 は 目下 委貴會 が 秘密 
.食 讚の 席上で 討 諮され つ、 あら 
これが 巧 巧 後る 表する じ 及んで 
始 * て證 曾は 論證 のを 礎を 得る 
ことじ U るので ある、 筑 ニの 敎 
韋じ 至らて はこれ ホフ] グア 
を 自身 じ 依 6 おを されつ/ 1 あ も 
もので、 巧 等を の內 をを 窥 ふこ 
どは 出 ホない、 今 H の 撰を に 就 
て證 食の お 勢を 観る じ、 をの 大 
部 かを 迪 じて を讓 員は 自 a の 個 
人的 立 煤から 立論して 居る やう 
であるが、 これ も 極めて 漠然 ご 
した ものであるから、 をし こ i 
じ偉大^:^る關稅條正の指導者が 
出現 するならば 

趨勢は 1 とし ミの 强 
い 流れ じを 流す るで あらう ごる 
はれて 居る、 唯今 H の據を 最も 
據 まな 現を ごがるべき ものは 過 
去 じがけ る 關お修 化 期に 見た や 
うな 激しい 論潍 、挑 欄 的 態度の 
影を おつて 屏 るこビ で、 を般的 
じ 鹏巧引 上け にがいて 居る こと 
である、 卯 も 今 n までに 剛悅の 


引下げを がが ど 叫んだ のは ブ三 
シー州 選出の 民ホ黨 議員 ヒユー 
术氏 あるの みで あるか、 これ ど 
てち 確然 £ しじ プ n グラムを 樹 
てた 諮 論で な < 、民 ホ 黨の 趨势 
も をら < この 溝 論じ 合流は しま 
いご 觀られ て 居る、 更らじ 

注目すべき 現象 巧關稅 
引上げが 一般が 傾向で ある どし 
て も、 若し 共 か黨の 領袖 じして 
を理 的な 引上げ じの み 協力して 
賛间 する の 方針に 化づ るなら ば 
一部の 械墙 なる 巧 譲關税 論の 勢 
力を 巧 殺し 得る こどで あつて、 
巧じ數 週間 前 巧 業者 じ 依らて 提 
唱 された 極めて 高率なる 關稅修 
正は 眞 面目に 考量され て 居ない 
のでを る、 愚 あじが て 最も 極揣 
なる 保護 關 巧を 通 ホした のは 西 
部の 石 池 業者で、， 西部を 地 ホの 
商業 會議 巧は 巧議を お表して 約 
五 割の 關我 引下げを 求め、 斯業 
者の 

化 表 は 一べ 1 八 じ 掛しニ 
割 あみの 引上げを ホ 張した が、 
歲乂 委員 會 側では 溃んで 笑殺し 
わ 位 ひで ある、 蕃し 現巧ア メリ 
力の お 油 業ち 並 ひに 政府の ホむ 
ものは 油 旧の がが じして、 石 
の觸巧 引上げは れ國お 油の 需 
をち ずには 相違 U いが、 而か 
,1= をの 半面 じがて 南米 おび メキ 
コ の 石 池の 自由 輸 A はア メリ 
カーの 她旧 巧存を 助長す る こど じ 
むてので ある、 木が もが b で I 
部^ 斯業を は 幽秘引 けを 要求 
ず _!<? に 反し、' 大木が 會社 はお 独 
ど 等しく アメリカの 木材が じご' 
b での 問題は 森林の 

保存 である ごい ふ立壤 ょ； 
らして 巧绡 しつ^ ある お樣 で 、 I 
今け め 空 氣は斯 の 如く 補々 の 巧 
權が 正面 街 突を 生じ 腳稅 引-^ げ 
の 現 案じ 圏す る 抗議の 方が はる 
かじ々 力 VJ いふ 現象を ホんで 居 I 


縮ぃ 


絲 業者 間の 意 冕 もみ 裂 

現 巧 法を 据 置を 委員に 脚託說 

巧が 励の 勒米貧 あに 關係 深き j ょれば 一 

改ぶ の範園 もフオ I ド 


絹 桃 物ん 瞄稅引 玉げ じ 就て 下院 
歲 入を 旨 巧は 目下 おを 食 證を懼 
して 

討議 中で ぁを：^、 細稅引 
： 上げの 是 ホに 就て は 絹糸 協會の 
チェ ュー 氏が 枯カ 産まが 護 過剰 
生産の 刷 限を H 的 どして 縣稅引 
上げを ま 張す るに 對 し、 內固數 
を 策を 化 ホす る スタッフ ァ） 氏 
及び 輸入が フキ リップス 巧 等は 
秘カ これに 反掛 し、 却て 或る 補 
徐乂 巧の 引下げを 要求 I 、 なじ 
斯萊 者の ホ 調は をが 巧 製ず るの 
ず化をホじ、 チユ ニ1氏がま張 
しつ 心 ぁる 所の 諫稅の 基礎を ァ 
メブ 力の お 巧に 瞄 くべ しごの 意 
をは 委 M 食 じて をがず けなれ や 
: 化が ごして W 闕の イン ゲオ イマ 
- をぶ 礎 ごする こどに 內定を 見た 
i を梭 であるか、 傑 《られ る 所に 


I •マッ カンパ ー 法 じ 依らて 脚 
を さいぶる 現行法よ b おでた こ 
どに 化寶 すべく、 巧 じ チ S ニ！ 
巧の 中央が 巧監輕 じよる 絹糸 エ 
場の 操 震が 縮は 石油のを 巧 制限 
じ 等しく 司法 おの 排 トラスト 法 
違反 法で 化を よ b 覆されて 居る 
ので ホる から、 こい 亦 側 稅引上 
げの 化據を 園むべき 理 おご 認め 
られ ない 破目 じ陷 つて 居る が、 
煤乂 萊栽侧 C はお （この 巧 チェ 
ニ] 巧の f 巧ず るが かき 關稅引 
h げを贷 現す る じ 巧ら じ、 輸入 
巧 人は 破遗 する のかな しご 数烈 
じ 巧满す & 外、 フラン， の 製造 
楽 巧 も 

これ じ 反 對し居 6、 
巧く 內外 双方よ b の 腿 迫を 巧け 


て 居る ので、 委員 會艺 しても を 
の處 置に 困惑し この 際 委員 會は 
これ 等の 調査は 一巧 中央政府よ 
b 巧 命され た 關稅委 貸會の 調査 
じ 一巧す ると 共に、 化來 機能の 
を 揮に 就て 兎角の ホ 難を 受けた 
大統領々 じよる 關稅 改訂の 條項 
範盧を 一層が 大 し】 先 づ この 委 
員會じ 絹織物の 醒稅 制定 じ對す 
る 一切の 權 利を 賦 輿し、 來 るべ 
'き 臨時 塞會 じは これ じ觸る ぇこ 
ごを 避くべし S の 諮 論 もち 力に 
てこの 幾 論は 巧 か 國ご關 係 深き 

陶器 類じ對 する、 輸入 稅 
(別項 參 照) じ も應用 さる^の 傾 
向 も あら、 曰ネじ とらて は 非常 
じが 望 ごな つたが、 この 時じ當 
b 日本の 木が 臨稅 引上げで 西部 
化 ホの 巧 業者は 激烈 じな 對し報 
楼的じ 生糸 や 茶の 謀 我を 叫ぶ も 
のぞく、 西部 お 身 議員の 勢力が 
强い現 委賞會 も 壌を じよ b ては 
この 反對 運動 じ 耳を 藉 すじ 至る 
や も 知れず、 この おが 深く 憂慮 
されて 居る。 

陶磁器 類 

. わが 國 への 影響 

別項 所 報の 如く、 アメリヵの 
關税引上げの內をはまだが然ご 
して 居ない が、 わが 對ぉ 貿易の 
關係 おでを 糸、 絹織物 等な 巧 じ 
影響すべし ど 思惟され て 居る を 
お 品の 新 關稅お まごして 巧 （委 
員會 みみを をを るに 至る であら 
ご嗔 さいて 居る ものは、 左の 
如し。 

〔一〕 陶權器 舊率從 懼六割 乃 
ま お 割 じ 陶器は 一 ダ ー ス じつ 
き 十五 セント、 一般 磁器は】 

ダ— ス じつき 二十 五 セントを 
加徵 

「ニ〕 セ 八 曰 ィド、 齒 ブラシ 

め 柄 舊率六 割に 一個 ニ セン 
ト加徵 

〔一二〕 置 舊率一 ボンド じつき 
一 セント 四を の 一二を 一 ポンド 
じつき 五 セント じ 引上げ 
〔四〕 豆が 舊率 無稅 をな 懼 一 
割巧設 

〔五〕 油 舊率一 ボンド じつき 
ニ セント 五' 随 

〔六〕 落花を 油舊 率】 ポンド 

じつき 四 セント 

〔と〕 菜が 池舊 率】 ダ 0 ンじ 

つき 六 セント 

〔八〕 錫 独 舊率一 ポンド じつ 

>.丄； •セント 

〔左 鍊视舊 率 r ホン ド じつ 

き 六 セント 

〔十〕 其 他 魚 池 舊牵一 ボンド じ 
つき 從偕 二割を 一律 從惜四 割 
五 かじ 引上げ 

かくて 我が お 米 貿易の 打を は甚 
大 であるが、 特に 現な ョ ー ロブ 
.ハ 陶器に 比べて 低廉なる H 本陶 
器 も、 引上げ ホを 比較的 高く、 
輸出 前途に 對 して 悲 化されて 居 
る、 G ほ該 を負會 はヒ リツ ピン 
挪中 仙じ勒 し、 前記 四 割 五 かの 
加稅を適巧するこごじ；^ら、 岡 
時に W 島 輸出が 糖は お ホ 無税で 
あつじのを アメリカ 輸入は 五 セ 
ントの 下 じ 制限す る こど じ巧定 
した、 をの 彩 響は 化 米 航路を 所 


ちす る 船を 化 じ も 大きく、 この 
具体 まが 下院 じ提 巧され る ご S 
は 多少の 修正は あると しても、 
をの 根本 方 かじは 變 をは ある ま 
じく、 船會 社は 前途を 非常に 重 
大 親して 居る。 


銀な 合同 

大藏ミ H 銀 方針 

ま 京 特電 二日 發 U を國銀 巧の 
を 同獎勵 をけ むじる 結を 普通 銀 
巧 數は九 百ん 十八 巧に 威 少した 
加 島を 巧は 日 壁の 錄旋 じょ > 山 
ロ お 巧、 鴻池銀 一行 反び 野が 銀け 
じを 讓巧渉 成立 了た が大藏 省で 
は H 銀の この 急すな お 巧 集中の 
弊に 對し 地方 銀で を 極 方 保護す 
るモ 針で ある ど t 


信 巧の 中央 集中 

まま 特電 一日な 信 巧 會社盆 
益大會 社-」 集中し を 國撼計 十 1 一 
億と 千 化な H 十^ 方の 中 四大會 
社は ご 一億 五 千 九な I 六十 六で 田 じ 
上らを 四 大會社 信 巧 财產は 八 億 
千 九 巧巧阳 余で を W のと 割を 占 
い。 

— 1 一 ■ 

入超 總計 ^ 一一 億 

まま 特電 二日 發が 一巧 0 降 入 
超 撥 計は 一億 化 千 1| 巧 九十 ニ 巧 
乂千阳 じ 達した。 一ー 

趙債巿 瘍は一 多 化 

日本銀行 監 '奮 役 着電 
〔東京 一日 發〕 起債 ホ 場は 袍當 
多 化の 狀を呈 したる お 金融 基調 
巧 ほ 緩 漫を脫 せ や、 を お 券 も 珍 
らし （保証を 巧 余力 か 一 化 巧した 
る も、 S 巧 二十 二日の 巧 巧び 制 
限外 發 巧持續 、コ マネ ー 
は 巧 未巧濟 資金 嚴巧じ 一一 錢 一馬 _ 
こ 一二 月 中 安値ょ 6 あ 厘 ホ 上騰し 
1 般の商ぉ巧引續き活^1|簿なが 
ら 、生糸 賣 巧き 惡 から ホ 11、 且つ 
楠 化 輸入 一服に、 云 巧 中 貿易 前 
年 同期に 比し 好調、 又を 日 支 
巧 渉 解か 旁々 爲替 目先 奪'^ きの 
模樣 、を漬 及び 採 式ん 氣、! ^ 立た 
ず '2 
を 換券發 巧 高 一 兰蛋ニ 
制限 外 一 * 

一般 貸附 よ 一 
二 一巧 ホ 正 ホ - 二八 円 丸 


稽ホ H 

火 木曜 午後 乂 時！ 十 
H 曜 午を 一時— 己か^ 

紐 育 柔道 俱樂 部^ 

事務所 西 巧 一二 T 目 I 四 化 

クラ） クソン 1 0 1 莫 

道場 西 巧 了 目 一八 


尋れ人 

(宮城 縣) 大橋武 雄 (長 巧縣) 荡 
おず 人 (お) 化 伯鎭雄 > 魔 島 
縣) 中が 榮ニ (岡) 渡 邊泰か (東 
京 巧) 古澤 武之助 (か 歌 山縣) 
巧藤甚 之を (が お縣) 松 下壽之 
ま (山 ロ縣) 德原お S 郎 (能 
本縣) 西が 巧 喜 (鳥 取縣) 廳勝 
衞 (山 ロ縣) お甚ま (愛媛 縣ー 
お 田 常 ま (和歌 山縣) 化 本 半を 
(鹿を 島縣) 國上 時を (を か縣) 
未 化 (長 崎縣) 池 出み 藏吉 
(能 本縣 ホが 深 ニ 觸岡縣 ) ニ 
又 伊 巧み 大塚 ナダ メ (フィ 
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N が t to 也 e Tribune がむ 
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114 に 59 化み . 
New York CUy 
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Dr. M.W. Mool:nick 
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Near Lexington Ave. 
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マ ぶサし レへ 日 第 埋巧刖 み 丑 成 

ィ 日ま繁 ては ばのと をのを 樓^那 
、罐 す々 居 巧を チ 街 差嗜渾 料^が 
きは。 御 まるぐ ャの上 巧つ 理 ^ を !; 
播證 ホす 程日プ 百げ じて 人 寸ー墙 
ぶ 乱 本 ュニ去 證邑款 化 - 
あ、 の 評人ィ 十す す本廉 W 
> シ 程 を 諸!； 六の る 人が 


IKUINE 

Ho わ 1 足 Restau 化 nt 
313 W. 88 化な . New む rk 
むしむ hii か ! ■けの 
Cabie Add 巧な IKUIKE 


DARUMA 

781 - な h jUe . 
W . Bryin け 化 9 
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DANCING 

411 W.1 巧陆 St. 

Te し C おおむ a ! 4 側 i か 3 



巧 East 2 お h なけ et 
Tel . Lexington 5727 



TAIYO 

1 が West 巧 化な. 
Tel . む afaigar 抓が 


TOYO KWAN 

41 に 19 化 St. 

8 北 fiig 巧 4 が h A 巧. 
Te し Algotiquin が 88 


壽 

司 

每 

曰 

を 

ち 

ま 


太 


陽 



ホ 化 



340 W. 58 化 St. 
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44 W. 4 か h St - 

Te し Longacre 6 か 1 


KATAG 刪郎 (TS 

224 E. 59th St. 
New York C れ y 

Te しおが ni 3480-3 が 1 


T 帖 なか OGO. 

1 が W. 6 加 化 
Niw York City 
Tel. Tufalgar 化 59 


Wing Hing 
お 00 BVay, lU. Gi わ 
Tel.Uuivers かな 87 

まじが 膊 がす 

A す 適 曰 揃 s 藻 
停 唐。 す 本 ひ理郷 
革サ 朝る 人の^ 
诲五 H 巧 諸 巧スに 

の j ’ 轉 建を 謹 ^ 

下目 迄を の 人タ巧 
一 チ 蘭 差噫數 
プ店 上が 名® 


號 五十 四百 お モー 第 


化 tip 盈 雌な t 化 巧を 城 謝另 
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Te し Cathedral 巧 10 
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上 
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支那 巧 理「 

ホ 廳餐園 

司理ん 蘆を 
出勤の ホ ふは 査が 
の 御 便利に 雨へ 巧 
間 貪 おの 街 W じあ 
ゃ V 4 瞄帮卒 相 
不變ゎ 引立顆 巧な 
お 上 御 ま 內巧上 侯 


一- 

日^ 食料品 類み ぴ雜貨 類 卸小备 

桑 山 蘭 皆 


ホ么ま 大賣挪 


新 背 書籍 雜誌 小間物 日用品を I 


耳鼻 囑 


喔 

HH nr 


鼻 あ 整調、 顔の 藏陈去 
等 無痛 治療- 

每 H 午前 十一 時—； 時 
午後 五 梅— よ 時 
日曜 牛 前 ご晚— 一時 

廿 I 一一 年の 經驗 あち 

止 治療 化 普 本な 


ず 養」 德 

おじ 御 料理 



力 旅館な め 

寄圍 .が 京 愛市 

1 ま 至. 苦 th t . す こ ork 
1 *瓦- Mu ぶま ちち 


織 育旅鑛 


出 中 奥ホ郎 


を 旧 十 了 目 一四 二を 
Tel . 呈互己 ia 是 74 


ボタ トシ ホ 

富 ± 旅舘 末 松 

妄ミ夏 ster St •すを n ま as 产 

ぎ B . 三夏 一 


費府鄉 旅館 

桑 山^ 五郎 

さ 巧を 己 h Sth 笠 • phiiad^lphia P 产 

Tel . Walnut 7231 
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n な 
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a 
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酱油齡 glKI 靡— 白米 

日本 ホ 織 食 巧 品 i 觀騰 

巧 田 巧 巧 巧 ホ 會化東 巧 一手 賈搁巧 

曰 本 食料品商 會 




つたが、 同氏は 泣く 日本； S 問 計 
叢を 有する 親日を なる 冉 L てタ 
歎 岡 巧者の 巧聽を 歡迎す もと。 


山 本 代議. での- 

兜 刃】 阴 わなし ぐ 逝い 单山本 
巧 議± の 解剖は 帝 义を醫 ^ ま 
において 先づ 頭部から 解 ¥ た 
結 ま、 腦は一 お 一六 グラム 13. 
解剖 ま 中の 最大 レコ） ドで て 

こ© 

ず 


山 本宣治 
澤柳政 太が 
桂 太 却 
夏 目漱巧 
靑山 胤 姐 


\ 1 と’ 

，一六 0 五 

一六ち 

一' 四 ニ 一 立 

一四 ク 


致命傷は 二つの 柯れ か、 切 ホは 
での 方向 じぁる かは 巧 嘲 じが 兜 
中で ぁるが、 左 肺 部の 傷け^ 當 
深く、 逆 月で ついた 傷で ちシ、 
右 肺尖 附近から 外 ホ じ 巧 化は 頸 
動脈を 斷 つて 居る ど 。 -I 


野球 團の スケ デュ— ^ を 引受け 

ミシガン、 ィリ ノキ、 ハ* — ザユ 

!、 ^ ト瓜ス 、アィオワ、 オ戶 

19、 ノ 1 トが タム、 シカゴ、 ノ 

! スウ 五 スタン 等のを 大學 巧び 
半 職業 S ； 球 圃ど戰 ひ 五月 二十 五 
日頃 當 地に 來 bH 十 日頃まで 
滯 化すべく この間 競技 5 相手は 
目 ドを 渉 中 じて ホ 目 一日 頃の 便 
船で 英國じ 赴き、 巧 巧 化 佛のホ 
人 巧 球團ご 競な の 上、 とち 下旬 
H 本，； 歸 着すべく、 當地 明大 校 
ぶ會 支部では 目下 歡迎ホ 法に 就 


ゴルフ 課稅 認可 

東京 特電 五日 發 =： 巧な 省は ゴ 
八フは 現な の H 本には 賛澤じ 
運動で ある どの 理 もで 福岡縣 
の 課稅を 認可した。 


て 準備中で あるか、 一巧の メン 
バ！ は 左の 如し。 

部長 大概 譲 ニ 
監督 岡 旧 源 H 郞 
マす ジ ャ| .松 本髓藏 
ま將 錢 が 辰 己 
V 、 姓 あ ) ( お 身中 學 ) 
投手 中 か 峰 雄 下野 中 
同 を 田義信 立命 館 中 
同 中が 國 雄松 山 商業 
同 赤 木 格 松 江 中 
一 壁 松 木 謙 治 郞敦賀 商業 
•ニ 壁奧新 一大 連 商業 
同 眞巧春 美 東 山中 
- S 靈宿 旧隆を 廣陵中 
右翼 錢が辰 己 同前 
左翼 搜 ホ 修大連 商業 
中堅 树嘉 一 同志 社中 
遊擊巧 部武雄 廣陵中 
外野 ホ 澤潔松 本 商業 
捕手 ホ 摄壽惠 雄 同前 
.同 驚 尾 ニ 郞间志 社中 

ピア J 獨奏會 

西な 八 T 自 S ニ 一 二番 H 本人 美 
な 敎會內 靑年會 主 倦の 下に 明 U 
午後 八 時半から オ ベリン 大學音 
樂部 講師 パブー ド • ト！ マス 氏 
の ピアノ 獨奏會 を 開く こご i な 


割烹 並に 御旅 舘 

一 も 替 を 巧 

一 巧 0 

巧育ホ西入十八了目兰 一 三一 
S 活ス 々イブー と 八 ニニ 


な H 著鑛 

館 ま 住 田キセ 


2 畳で sti 置 Str ま t , Tel 


ぎ y ま 査己だ 51 


舞聲 個人 ぉ授 

マ 社を ダンス ▲ 

▼表情 ホ 操 A 



朝 十時ョ ，巧 十一 時 

シャリフ •ダン シ 

ング 師範 學校 卒業 

上衫 タマ 


日本語 敎お .1^ 趕義次 

INTE 呈ニ I 呈 AL 呈房 E 
5 畳 Riversitie 呈 ve,New Ycrk 暑. 


媛の 蒲燒 おいしい 巧 侯 

會廢御 料理 

晝 食は 末廣へ 

巧 喀簡巧 渔巧大 お 巧 


紐 育 唯一の 日本 百貨 巧 

巧 桐 兄弟 商會 

スマ ドレ •プ ，.ダク ッ 一手 姫資元 


目 本を 巧 品 

日本が 貨巧 
書籍 巧 i 


巧タ九 時を 巧柔 
メ 1 グァ ドンブ 〔年-巧 

東京 巧會 

トブ ンタ巧 b ます 

タ をの 設 あち 


ジ H ； j . ントの 

« 髮 巧 

堅： 了 お T 目 I 二十-を 地 
五 年 i 中が 氏 £ 共同 經營よ 年 
間 日 太^ 人 諸君の 理髪の 經驗を 
持って I 居々 が。 懲觀じ 注意 深 
<恃 と 日本人 諸君を 御 待遇 申 
上が。 i 料を も 左の かく 引下げ 
大 勉强。 

散髮 シヤン フ^ ~ 及び 刈达 
を トー ニック 一巧 

散髮 刺 6 八 五 他 
散 一 髮 ム S 仙 
を禪髮 i ヴク 一 0 他 
衛生的 蒂礎ど 方法 御を 意 

日本 瑪髮舘 I。 

西 巧 十 I ニ 了 目な 發地ニ 巧 五 室 号 

一 一二 階 (第み 街に お L レ 

化 業廣吿 

例年の 通ら 當み 休業 仕 候 

御菓子 舖 松風 辟 
這 W . 呈 li ぎ呈 


浮 瑶璃ゴ 袋な 4_n 
三康 線来稽 tu 

御 化しい 餘暇じ 巧 ども 言へ 肛 
淨避璃 の 趣 ホを 御 賞玩 被 遊を 
皆 横の 御來 遊を 數迎 致します 

. 骄 澤吉王 

ニ ご 18 3 呈 S 三 さ 
ぎ 量 m を ニ蓄 


化 巧 お卸賃 

五味 商會 

W E . ニす 資- K . Y •基 y 
T 巴 St さ 巧 sani W74W 


副大統領の 妹さん ........ 

資格で 社交界 騷 ぐ 

夫人を 失つ た 力 ー チス 氏が 抗議 


71 グァ） 大統領： a , 昨が 十一 
巧の 大統領 戰に當 選した 際、 上 
下 兩お證 員の 夫人ょ 6 お b 、 ヮ 
シン トン じがけ る 社 巧 おの 中、 む 
である 讓貨 夫ん 惧樂部 じ 一大 問 
題が 生じた。 

をれ は 副大統領 力！ ナス 巧は 
千 化 巧 二十の 年に ホ 人を 失つ 
たな ホは 濁 身 生活を 送ら、 げ 
である ボン 尖ん の 邸宅 じ 居 化 
して 居る ため e 、 若し 副大統 
領が 今後 社を 巧に ホ 席の 場を 
我々 は 力 ー チス 氏の 妹で ある 
ボン 夫人を 副大統領 ホん の 貧 
格 どして 取扱 ふかごい ふ 問題 
であつ た 

巧し ろ 夫君 ど间 じく 口先き じか 
けて は 制限を 知らない 誰 員 速の 
夫 A であるから、 隨 みと 議論が 
沸騰した 揚句、 婦人 お樂 部では 
ボン 夫人が 獨身 をで をれば 兎 じ 
巧、 辨護 ± ダン 夫人で ある 限ら 
副大統領 夫人 どしての 資格は な 
いど 認め、 上院の 講 を 化理 であ 
るモ t ゼ K 夫、 を 前 副大統領 ド 
—ズ氏 夫人 5 後 巧 禽長じ 選擧し 
た、 然るに これは 議員 夫人 俱樂 
部の みのお ホ 拳で あるが 
副大統領が 列强 外を 官等 ご 相 
おる 社を 的の 堪 巧で ボン 夫人 


を どぅ 化 扱 ふか、' どい ふこ ど 
が 今 巧け 外を 跑で 問題 ごする 
じ まつた、 益し ァメ 9 力の 盡 
法 じょ 6、 大統領は 判强 火を 
使の 側ん 的を 會じ はお 席ず る 
こごは 出來 ず、 副大統 巧が 大 
統領の 化 狸ぶ して この場合 お 
席す る こ W じな つて 居る ので 
ぁるから、 イン 夫人の 資格 VJ 
席順 も 問題 どなつ た譯 
— ナス 巧は こ 一れ じ 就て が國務 
長官 ヶ n ッグ 巧」 質問して 妹 君 
の 資格 じ掛 する 释明 4. ホめ たも 
ので ぁるが、 ヶ 一一 ッグ 氏は を國 
の 化 例を の 化を 既究の 結果、 を 
國の 大使は をの 强の 元首を を 化 
表ず る 者 じして、 當お先 順 どし 
をが は 政府を 化 表する 者と して 
これ じ 次ぐ が、 ボジ 夫人の 席順 
は大を 使め おでを も ご斷定 し、' 
をの 旨 W を幽長 じを 吿 したので 
これ」 旋毛を 曲げな 力 ー チス巧 
は 去る 一二：：：： 附を なて スブ！ トメ 
ント を發し 

副大統領は 巧で ゎ 一る ボン ホ 人 
資格 じ對 する ヶロツグ 氏の 巧 
斷じ滿 足せず 化め ホ 新 國務長 
官ご アム ジン 氏の お 斷を求 め 
る 旨を おする じ 及んだ ので 昨 
年なホの問醒をむ[ぉしたの 


みか、 一旦を まじ 通牒を 受け 
た 外を 剧 でも 今後 副大統領 及 
び ボン 失 人を お 宴した 瘍 をを 
偃ぶ して 閒题の 成 巧を 注視し 
て 居る 

尤も 斯る事 かは これが 最初の こ 
どで。 く、 ブンコ グン 大統領 時 
化 じ も かを 脚の 間 じ I 悶着を 起 
した ものであるが、 H 本の 宮中 
席次に も 等しい ホ V キト •八ウ 
スじ めける を ま 晚餐會 的 席順は 
左の 如き ものである 

W 國の 元首、 アィリ 力 大統頭 
(大統領 义 席の 摸# は 副大統 
瓶) 外 國な府 じ 巧 命 さぃた 特 
使、 み國 大使 (年辭 順) 大審 
院長、 副大統領 (大統領 かお 
席の 黑 合) 下院議長、 大審院 
巧 事、 國務 長官、 か國を 巧、 
陸軍. 司法、 擲 便、 海軍、 內 
採、 農務、 荫務 、勞 働を 長官 
上院 爺 員 (年期 順) 下院議員 
參謀總 長、 軍み 部長、 州 知事 
化 理大を 使、 ホ官 、副知事 乃 
ち 州 議長、 州が 事、 ボ 長， 如 
議 貸、 陸 お 軍々 將 •參 事ち 及 
び大使舘附陸お軍武^?气 挪'下 
院議 員、 外 超】 等 書記官、 聯 
巧 準備 銀 巧 重役、 內國 商業 委 
員、 スミソニアン 聯を 書記長 
化 アメリカ 協會 幹事、 巧國ニ 
ご 一等 書記官 

要は 資格の 問題で、 假 0 じ一國 
の 大巧が 華族で じく、 ニ 一等 書記 
官 がを 爵で もこの 瘍合 席順 じ 移 
動は ^ いので ある。 


酒、 か > その 裏に 罪驅！ 

婦人 政 客が 覺醒 運動へ ........ 

巧內 の密賣 酒店 正に 一二 巧 ニ千时 


ク ナダのを 輸入 船 アキ •アム • 
ア ロー ン 号の 聲 化を 姑め どして 
を （は 下院の 禁酒 派 議員と して 
あを なモ グがン 氏の 酒類 密輸入 
事件 券で、 アメプ 々の 上下は 內 
外 おじ 禁酒法の 祟 b を 蒙つ て 居 
るか、 共 か 黨み赏 高 幹部 委昌ご 
して タ年 活動し つ ^ あつた 銀行 
を 七 1 ビン 夫人は 

選舉 終.！ 後 共 か黨の 禁酒 政策 
じ不 礎を 抱いて 幹部 委員の 職 
を辭 し、 一昨日 ゥォ八 ド日フ 
アストリア じち 力なる 共か黨 
の婦 A 政 客 約 六 百 人から、 夫 
人の 過去 じがけ る黨じ おする 
貢献を 表彰され たが 
夫人は をの 席上で 昨今 間 題 ど 
なつて 居る 禁酒 ホの 弊 普を 痛烈 
じ 攻擊し 『斯 る虛僞 じお^た 法 
がを 遵 おする ごい ふこ ごは 义明 
國 おの 化肆 であ bi ず、 まがお 
かおのを 職を 辭 したの も 要する 
じ 巧る 法が じ服從 する ことは 良 
> むが 許さ G いからで、 妾は 妾の 
余 ホは 化づ この 惡 法の 撒廢、 眞 
面目；：？ 化贫綠 風に 盡ずホ 必を樹 
てた からで あ b ます』 

一 ど 述べて お 衆から 大 喝采を 巧 
j し 夫人の 說 じお嗚 した 幾タの 
i 婦 A 政を も 緒々 ホ か 戴の 職を 
辭し てこの 述 動じ 參 加すべき 
傾向を みして 居る が 
I ホ ニユョ ー クの 磬格昆 ちで あ 
るクェ 1 レンが も乂曠 HC タブ 

—惧樂 部の 午餐を •しお 席、 禁灌 
をよ b を やる 化 曾の 罪惡じ 巧て 
巧 ホ ある 謠 おを 試みて 化ん の 注 


目，4.<惹ぃて居る、 即も氏は現在 
ニユ 3] ク巿內 じある 所謂 ブビ 
I ク •ィ ー ジーは 巧 然した もの 
だけで も 一二 方 ニ 千 軒 じ 没び 
禁酒法 潮 巧な 煎じ 酒屋を 攘滅 
するどい ふこ ごは 警察 じご b 
ては 少しら 旧 難で じかつた が 
禁酒法 施 巧 後の 今日を 見る に 
柯處 かの 瘍 まじ； 室を 借ぅ け 
ウキ タキ— を ニ S 本 も 置けば 
立派 じ 商 資が出 巧る ので ある 
から、 これを 一々 狩 立て i を 
禅 上 じ 有効 U 証 鶴を 巧收 ずる 


參戰 十二 風 年祭 

今日、 四 巧 六日は アメリカが 
歐 渊乂戰 に參戰 した 十二 周年 
目 じ栖當 する ので-を ホの 陸 
軍は 巧 巧して 大 いじが 念ずる 
こ £ にじつ て 居る が、’ 當 化で 
も 午を ニ时 からを 除が 巧 列し 
飛 巧 機め を 列 式を 擧巧 する。 


こどは 极 めて 至難で ある 
ど斷 じ、 をら じを の 結果 ミして 
ホれ た 所謂 ナィト •クラブ 式の 
もめ じょ り i -" 往年 一掃され た寶 
笑婦も 漸次を の 較を增 して 巧 民 
の 道徳を 脅かし、 强 盗の 橫巧も 
を 骨 じな つね 点を 擧げ 、これ 寒 
の 諸社會 的罪惡 を彈壓 せんど 欲 
するなら ぱュユ 3 — クボけ 現な 
の 雙を除 一万 八 千 人を お ホニ侣 
しなければ なら 田、 ご 隠された 
おの 裏に 潜む 女、 罪惡の 諸相を 
巧げ て 健を なる 輿 訟の黯 をを 喚 
巧した。 


みちら こ 七ら じ 

小强盜 機巧 

同胞し も 被害者 

近來 ュュ 3 — ク のを 所 じ 

傳 はる ホ ー グト アップは ま 外 ホ 
さい 奴が タ，〜 、素人の 泥棒が 雨 
後の 笛の 樣じ殖 b て 居る さぅ だ 
が、 旅行を の H 本 某 軍人さん も 
中央を 副の なかで 化 補の ホ] 术 
ド アップ じ 逢つ た VJ 云 ふ、 また 
め 二十 年間 曰ン ドンの 日本 大使 
館に 料理 長を 勤めて 盾た 同胞は 
巧 ホ 後 テキサス 州で 働いて 居る 
內紐 育を 志して ま 巧 二十 四 H 午 
後 六 時 ペン 停 革揚複 ょら i グス 
ホ ブグど おする 旅館 じな き 番頭 
から 泊賃が あるか ご 聞かれた の 
で ポケットから 

札を 巧して 見せて 居る 傍 
じちを せた 米 人の 惡漢共 數名じ 
袋吨 きじ 逢 ひ、 有を 殘らず 攫は 
れた 上人 事み ぶじ 陷 つた 爲めホ 
ブ片 から 警察へ 電話を 巧け たの 
で アン ビュラン スで 病院 じ擔ぎ 
込まれ 翌朝 漸<氣 がつ いた けれ 
共 病院のを も、 ホ テグの 巧 所 も 
巧然 せず、 大に 閉口した 空 云 ふ 
氣の 毒な 嘶 も あるから 用 必巧耍 
である。 

明大 野球 團 

當地じ 瓦 日 滞在 

巧 棵の如 < 明治 大學 野球 劇は 
今 巧 再度 アメ ブ 々を 地 じ 遠征 更 
らじ 獻洲を 經て絲 朝す V く 競技 
ご 是學を 兼ねて 去る 一二 月 二十 化 

日 サンフランシスコ じ 上陸し 五 
H 1 日頃まで じは 太や洋 沿岸の 
を 化に 轉戰 、五月 五 H 頃 シカゴ 
じ 到着し、 遠征を 中止した 大毎 
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眞 面目なる ホ 職 同胞 じ 隹« 
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謹啓 時下 益々 御淸祥 奉賀 候陳者 今般 小一 生 等 
熟議の 上 株 巧會社 靑蓮閣 {Lotus Royal な。 rpor を ion ) 
を 創立 致し 本 H ょり 支那 料理 營業 通始致 j 候 事 
に 相 成 候 間 御 承知 被 下 度 右は ホ 國も部 地す に 
がける 最初の 日 支 協同 事業 じ 有 之 何ぞ特 刈の 
御 援助 御を 顧を 賜は り 度 不取敢 紙上を な-飞 H 
本人 諸賢 じ 奉 切願 候 敬具 

株 ま會社 靑蓮閣 . - 

社長 謝 爆 副社長 歐服 
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— じは 殊に 適當化 

料 理從ホ 第よ 街 (百 二王 ハ T 目 ど 百 二十よ 了 
の 間) 巧 杏化 樓じ てを 橫御承 おお 育 第一 
ごの 定評を 博して 居る 瞒廉 氏が 得意の 協 
を 揮 ひます わら 風 ホ 佳 絶は 請を、 懼 格は 
大勉强 

特に 日本人 諸賢を 大歡迎 致まず 
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東京 廊會特 霞 

メ ー ルオ一 ダ— 

を 御 利用 願ます 
巧を 商會 は！ 册め雜 誌で I も、 

一 瓶の 醬油 でも、 一斤 心が 增 
でも、 一服の 藥 でも、 巧んで 
も 御 注文 あ 第な ちじ o *0 *D 
V 一 て 獲ち ます 

を懼ち 商品 目錄 御中 磨み 第 
還 もます 

價 額勉强 、を遂 巧 速、 ぶ々 じ 
不係 御用 命を 乞 ふ 
ボ內 配達 化 候 

紐 育 東を 感會 

140WJ5thsi --!^ y . c . 

Te 二 rafalgar t 塞 
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夏場 スタン' 卞 

ゥよ スト ヘブン • セダ js ロツ 

ク のち 利なる 夏壌ポ 力！- ゲ— 
ムスタン ド 貸 渡 义は權 I ： 譲渡 
多額の 現金 不要 希鹽 ま^ 左記 
へ 御ホ談 をれ 一一 
K . 養产薑 E . 養鲁ミ 
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タンク 


約 五な 偶の 
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及び スナ ー f 1 トランク ホ 弗 五 
十 仙、 九 弗 五十 他、 十二 ホ 五十 
仙、 少し 許 b 使用し わ範類 一巧 
一二 弗 & び 五 ホ 
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重を ri Bros . を . Regent 3 を 0 


夏場 だ；； 

ォ' — ク 、ゲ— ム はお々 •ゲ —么 

この 際 ま 急を 憤 じて 權巧 j 切讓 
渡した し、 委細は 面談 (自由 亭 
內 淸 岡) 置 野 ndSt . Br 客 吾 N . Y . 

打ら 裝鋪 綺麗の 室、 設髓 
完 を、 シング グ 一週 

八 巧、 ダブ グ I 週 十 巧 

吉 TELG 養 LE , 这 W . 星 SSU 呈 y 


貸 室 日本人の 家庭で 綺麗 

な 室が あらます。 お 質の 力は ヮ 
ズウオ ー ス五化 四 ニ じ わ 電話を 
す さ、， ませ。 
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巧 等- 般银巧 業務 御 便利 じ 取扱 巧 仕 お 

譜臺灣 銀 巧 馨ぉ張 所 

大阪、 神戶、 上ち 漢 
ロ、 福 州、 廣 巧、 她 頭、 香港、 廣 東、 巧 

薰坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 盡買 

タ^^^カッタ、 偷駭、 其外摹轉十四ケ巧 


(午前 十 W ) 

四ち 十ム了 
を 巧 十一 ゴ目 
四ち サ 4 一日 


を 弗 

多 巧 


シアトル お狮 

を ふら か 化 
あらぶ ま乂 

ばリ ずみ (坡漆 おか) 

1 等 樓濱) 九 お 弗 

直し ばづ ずみ るん どんかは 一 
マ 一二 等 目 本 巧 おを 弗ぎ 室 お 巧遙家 巧- 
►御を 望に 俊 d 1 等 割引を 復切鞋 を 巧 歎 巧 候 

ロスアンゼルス お 帆 (午を 一二 時】 
まじら 化 四 巧 廿ホ日 
もんて びで を 化 ホ 巧 ニ a 
▼一等 橫演ニ 一二 0 萊 おはわい おまじらみ ミ 邦 
▼特別 H 等 目 本 巧 五十 九 弗 ▼一二 等 B 本 巧 五十 _ 五 願 
▼を 潔 羅府巧 海 奉 切符 廢毫眷 蘇 入 锁幹旋 化り 
▼紐 育 議 パナマ 經担 B 本 支那 姪 丹 物が 巧 一圓 


H 本觸 黑雜货 
ドライ グ ー ブ 卸販賣 

譜巧木 桃 ホ 組 


@羅 が、 桑 港 出帆 (ホ ノグ^ 繰 由) 

羅お發 桑港發 

(午后 ニ 時 出帆〕 (正午 巧 化〕 

大洋 化 四月 二十日 四巧廿 四日 
天 巧 か 五月 S 日 五月 八 B 
これ あ 乂お月 十と 日 五 巧廿ニ B 
春が 乂お巧 化 一日 六月 五日 

® シアトル ぉ 化 (午前 十 時せ 化) 
，靜岡 丸 五月 一 H 
横漠化 五 巧 十五 百 
一二 島 兄 六 巧 十 お n 
伊豫 化 I 六ち 廿丸 H 

@お敦 を 日本 巧 ぉ 帆 

箱极か 四 巧 二十日 
諫 訪 五ち 四日 
巧 見 か 五 巧 十八 B ; 
が 青 巧 化 田を 馬經由 日本 巧 度 物がー 巧 二回 
A 蹄 絡 取扱。 が 化は 欧洲 巧、 南 来 巧 化に 匹を 展 
經由 太平洋 岸 巧を 衡触營 化 S 巧 約を リ乘化 切 
巧 等ち 事 御 便宜に 取 計 ひ 申 上ま寸 
A 来 國鐵道 切 巧、 磨を 券 等も狗 使を じ 取 計 ひ 申 I 
~ 上まず I 


陶磁器 雑貨 卸寶 

春 巧 蘭營. 


日本 陶破 器雜貨 

ラム プ卸賣 

奈良 貿易 蘭會 


i 城 日本 ドライ グ— ゾ商會 


諸雜貨 仲買、 卸販賣 

保 巧商會 


遊^^ 有 煩 證券 

1 本？ 價 3 リ五 巧餘モ 下。 

/ ■ご >• * ’ . I tpj > k te * ^ ctk k こ ¥ • < 
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◎日本？ lllllrj ず價 3 リ五 巧餘モ 下？ マシタ- 
◎唯今：^ 去 巧地ノ を、 社債、 株まヲ 買入ン A 
コト ぶ 吉イ巧 貨ヲな テ ま イ圓貨 ヲ買フ コト 

ニナ 一 

◎今 ダ 貿^ レノ 絕 好機' 健實 、ち 利ナ 債を、 
おを/遇 定 ニが ブパ 是非 弊 巧へ 御 相談 下サ 


： 村 證券 株式 會社 

紐 育 お 張 所 


日本 郵船 會社 (ホ ^道會 社) 



雇 巧 桐 兄弟 商會 

乘 車、 乘船巧 巧 速 じ 小荷物 運送 御 使 利 じ 取扱 申しよ す! _ 


T 寧の 印刷 ご 精巧なる 化 上げ - 
時日の 边速ど 確實な 校正を が 証 I 

印刷は 紐 育 新報 社へ 



電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九 10 

わ 間違^む く 新報へ 

巿內西 十と 了 目 十二を 十 階 目 

)|)|)\ )()D)lll\lr <, 、 1 

東部 じ 挺け る 邦字 言論 機關の 

權 威、 吾が 新報を 請まぬ 人な し 

廣吿は 紐 育 新報へ 


□本 陶媪黑 雑貨 類卸賣 

ホ 元 、、 V ブザ ー ス 


夏場 


新 荷 到着： 

-■n 


雜 貸、 W 礎 器、 ランプ 及を 等 精々 
'勉强 可せ お 間 御 註 义被下 度 願 上 候 

辦太洋 貿易 ホ 式會社 


Te 一 
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四十 年 前を 回顧し つ 

勞働 問題 y 語る 楚屬 代表 


大學 では 寵 遇され n 街が じ 出て 嘲笑 さる 
資本家の 立場から N 勞 働ず の敎 育を か 論 


五 巧 下 巧ょ b 開かる i 第 
十二 凹 巧 隊勞働 會幾じ 資本 あ 巧 
まどして 出席 f るな を充巧 株式 
會 化々 長 お 時淸と 氏は 令な 淸一 

郞巧ど共じ ホ ブ ピ グ ト モ ァ じ 
投宿しつつ あらが 遇 十日 出帆の 
モレ タニア 巧 じて 波歐 する 绪で 
ある お、 會 見の 記者に 苗して 滞 
ホ雜 威を 能る 「予は 千 八ち 八十 
年 化 じがち じホ學 し、 先 づポヶ 
プシィ じがけ るィ— スト マン 商 
業學 校に 學 び、 ホで 3— ネグを 
備校 じ轉じ 千乂百 八十 九 年大久 
保利武 氏と 共 じ H 1 グを 卒業し 
たが、 今回 再遊 じ 睹し當 時所屬 
のフ ラタ 二 ブィを 通じて 調査せ 
る 結 お 約 百 人の 卒業生 中 剩す所 
僅か じ 二十と 人 じ 過ぎざる を 見 
て 咸慨無 農で ある。 

大學， にがては 日本 學 生は 
非常の 寵遇 をを けて ゐ ねが 偶々 
な 育に 出 づれば 街頭 じ 於て ナン 
チン チヤ ィナ マン ご 嘲笑 侮蔑 さ 

れ じ お 四十 年の 往時 ご 現代 どを 
比 鞍す る じ 滴に 隔 化の 威な きを 
得ない。 當時 出が すれば 先輩 新 
井、 村 ホ兩 氏の 巧 じ 入らて 渡が 
e れ たもので ゐ つた』 氏は をら 
じ 詰 題を 巧 働 問題に 轉 じて 曰く 
『今み の會諮 じがて 重要なん’ も 
のは 八 時間 勞慟刷 度に 顆 ずる 條 
約 批准、 最化 賃銀 制を、 勞働作 
業に おする 危檢巧 出 制度の 樹立 
等で あるら しいが、 み ホ 國際勞 
働 待講の 目標は 化 づ歐洲 にがけ 
る列國の利害を基をごするじぁ 
るが 故 じ、 必や しも 一樣に 律し 
て實 巧せ いど 欲 ずれば 必中 衝突 
離反す るの 怖 わら 


世界 列茵相 耕び て ホ 調を 
一 じず るに 里る までは 諸 極の 問 
題の 解 巧を 强 ゆるは を 巧 的では 
あちまい。 華 麻 じがて ホ 國勞働 
總！ I 盟の 秘書 役 モリソン 氏 ども 
意見を 聞は したが、 要は 勞働者 
の 敎育訓 ぶじ 巧る。 勞慟 まが 單 
に 時間の 短縮、 賃銀の 植 上、 待 
遇の 改善 巧みを ま 張しても 生產 
需 供の 誠 節を 無視し じので はお 
扇勞資 共じ繫 る、 のみは ない の 
である。 巧 じ 大審院 長 タフト 巧 
の 所見を 叩いた 巧の かき 同氏は 
「予 は敢 てを じ 勞賓爭 議を云 巧 
せざる べき も 南米 戰爭 後？！々 
1 ン 大統領が 奴 隸の解 あを 巧へ 
る當時 彼等は 自由 ごは 働かず し 
てを を 得る ものと & 得產 業萎微 
の 傾向を 示せる が、 予は勞 働を 
敎 育の 巧 じ當ら U 幸福の 

基調 は勞 働に 在 bn て ふ 
モ ブト！ じ 依ら 勞働 者を 敎 育せ 
る 主 あ b 云々」 ご 霜つ 节 が、 誠 
じ 至言で ある。 日本 じ 於ても 勞 
働 者を あ 育し 訓練た て 彼等の 正 
當 なる ホ 張を をる すご 共 じ其責 
なおを 養は ねばな での。 日本の 
を 業を お 輿し 勞資が 互 じ 昌平を 
樂 まむ ど 望いならば 勞働 まを し 
て自覺 わら、 訓練を るら のとせ 
ねば a るまい』 ど。 因に 氏は 東 
京な 川に がける 肥料 巧の 先輩で 
あ 6 東京 商工 會議巧 じ副會 頭た 
b し經 藤を 有し 關東實 業 家中の 
ー窜鎭 であるが 今週 7 シン トン 
ょも 歸組 後は が 育 商業 脅議 巧、 
銀 巧 家の 招宴 じ 巧し 昨扩 はお ま 
取引所. 準備 お 巧 等を^ 察しれ 
當 である。 I 


一帝國 軍隊に 從屬 .しても I 

日系 巧 民の 資裕は 變ら货 

布哇じ 於け る 聯邦 裁判所の 判み 

事) を述 じて 護身 伴^ 申請して 
一先 づ 上陸した 上、； 一な を 國聯巧 


第二 化 間 おの 硏 党と 切ら 離す 
をの 出 巧ない 巧 ホ ある 事 伸が 
最近が 陆 にを つた。 事が の 骨 
子は 『り 本人 お ホ國巿 ほが 一 
岛$ 朝して H 本 帘隊じ 乂笞せ 
る 後輪 ホしても 乂國 がは たる 
資格を 化 ふ； はない』 ご I 友 ふ 
じ歸 着す るが、 が哇 ォアフ島 
'ィレ ィヮが じがて 開業して ゐ 
る ドクト^ 山 本 皆 か 巧み 息 千 
化 氏が 事 かの 本人で ある。 千 
巧 氏は 一八 化か 年に 山 本 ドク 
ト 八かヒ 0 じ 化 化せ & 時が 生 
し、 一九 00 年に H 本 じ おき _ 
鄕 里 鹿兒 島で 敎 育を まけを じ 
て 長が 醫巧大 學專巧 部に 入 b 
卒業 巧 一九二と 年 六 巧 布 座へ 
ホ 着した。 

上陸の 除 ホホ證 明の 取調べ 中 千 
巧 氏は 日本に 化 化して ゐた時 熊 
本 第 六 師刚第 十二 聯陕じ 一年 志 
願 巧 ピ してん 隊し衛 ホ 課 じ 化 勤 
してむた；を陳述したので移民 
官 けり 本のず 隊に乂 機して お 君 
巧 闽を暫 つた 3. 上は 當が 米國の 
お 民權を 喪失した ものである ご 
の 解 巧から 岡 氏の 上陸を 拒絶し 
た。 山 本 氏は おらに ボイ ンゲク 
スタ ー 辯 誰 ± ( 前を 衆 闽ま廷 巧 


裁判所 じ抗訴 した ： f 
化の 裁 刊が合 衆 锅巧廷 で 審理 
中に。— リンス 事 巧 じした 
ので マッセー 型 和 化って 審理 
し 遂に 去る 十 玉 日 原吿じ 勝訴 
の おみが 下された ので ぁる。 
あにっ き ボィん •テク スタ ー 辯 
譜± は 語る 『を 頃 じない 珍ら 
しきが かで ず*！ が 決の 要点は 
政府 侧 でけ 山 本 千 巧 氏が 日本 
でを 隊 じ入餐 L じなら 必 やお 
君 変國を 宣誓した じ 違 ひない 
をう すれは 巧 じ 日本が 國民民 
であつ て ホ 恥が はでは な い- 


なじ 彼の 巿民權 は 刻を される 
のが 當が である。 么じ對 して 
當方 のま 巧は 巧る 程 軍隊 じ 入 
營 したのは 事 貸で あるが 然し 
米 國じ歸 化を なす やぅな お 式 
で 忠君 愛國を 宣誓した のでは 
ない。 只 だ 軍隊の おみに 化 も 
讀法を誦して良兵じる£ト訓 
へられた じ 過ぎ U いのでを る 
から、 も ご 主ち 禾圉お 民隨を 
刹 奪され るべき 理由は 無い ど 
云 ふので あつたが、 今度 化の 
ま 張が を衆國 法廷 じょ b 認め 
られて 勝訴 ごな つたわけ です 
若し 山 本 氏が 日本で 忠君 愛國 
を 宣誓した ど 言つ じなら ば 化 
の 裁 巧は 到底 勝てな かつむ で 
しやぅ』 云々 尙ほ勞 慟省侧 が 
上吿 マる か 否かは 不明で ある 

墨國 文相 招待 會 

ラブン アメ タカ 义化關 係を 員 
會ま 催の 下 じ 目下 ホ 遊 中の 墨國 
义部 大臣 モ ー セス •セ ー ンズ氏 
を 主賓 ごして ホる 十】 日 (木曜 
日) 第五 街 ニ 00 を ネ^ デン 俱 
樂部じ 於て 歡迎晚 餐會を 願き 同 
氏の 『墨 固の 使命 ご 敎育じ 依る 
革命」 ど 題す る演說 をる 由 じて 
モン 0 — 搏 ホ、 ラッセ 术博 ±、 
リ！ チ 博 古 等 も 卓上 演說 をな す 
ベく、 會 裳は ニ お 五十 他。 

大倉 支店長 更迭 

本紙 巧 報の かく 大倉 組紐 脊支 
巧 長を 巧 直 ま 氏は 今夏 歸朝 すべ 
く 後任を を 嚴重巧 旣に着 巧し 居 
b を 泉 氏 ご 前後して 同社 常務 取 
締役山 旧 馬 巧郞氏 も歐米 視察の 
途次 寄 紐して ゐ るので が 舊ま店 
長の 巧を 披露を 兼ね ホる 十】 日 
午後 ムハ 時半ょ ち 日本 俱樂部 じ 在 
紐の 重な もたる， 入々 を 招きて 晚 
餐會を 開く お。. 11111 

エポ！ ス 野遊會 

日本人 美 W 敎替內 で ポ I スリ 
グホ 催の 下に 明と 日を 期しべ 
ラム ベィ パ ー クホ面 じ 春季 野外 
禮拜を 兼ねて 野 遊會を 開く 由な 
るが 廣く 同胞の 參 如を ホ 望して 
ゐ る。 防は 時間は 西な 八 了 目 一二 
ニニ 一番を 會 前を 午 葫正九 時半 じ 
出を パス じて 化 上し ダィク マン 
ッャー マン 巧 じて 停留 同 ホ 面の 
人々 を 收容し 目的地に ては 美 0 
敎會軍 巧 靑电會 鼓び 柔道 俱樂部 
職を 軍の 野 巧 試合を 始めを 疎の 
ゲ ー ム ある V く、 會费一 弗 (小 
兒は無 巧) 巧 當を自 持 參の條 仲 
じて 午後 六 時 頃 歸紐後 解散。 


力— チス博 i 說敎 

市內東 五十と 下目 = 三 10 香 紐 
育 日本人 お 食では 長老 派の 宣敎 
師 にて 多年 廣島 、京都、 愛媛、 
福 井-山 ロ、 化 九州 及滿鮮 地方 
じがて 活かせる ク ー チス博 ± を 
聘し明 H 曜 午後 八 時ょ b 同 搏± 
の 流暢 U る 日本語 說を ぁる 當、 
題は 「目 本 じがけ る 四十 年の 奉 
仕 ど 生活の 特權じ おする 余の 感 
謝」 でぁるが、 ホ 數ぉ胞 の來聽 
を 歓迎す ると。 

池 田 成 彬氏來 ホ 期 

囊じ 本社 東京 特電 じ 化 b て 報 
道し 置きた る ニ 一井 銀 わ 常務 取締 
役 池 田ぶ 彬 氏は 去月 十 B 馬 巧 塞 
着の 上目 下 南部 地方を 巡遊 中に 
て歐洲 大陸を 地を 訪問 後 多を 五 
月下 旬 若く はみ 月 初旬 着英一 ニケ 
月滯 在のを をの 由 故 同氏のを ホ 
巧は 化 巧 頃なら む ど 云 ふ 0 


公人 私人 

参 雅木义 化 巧橫濱 正金銀行 紐 
育ま 店員、 本 巧 十と：： ：！ お 發廿四 
H を 渚 出帆の 大 が 义 じて 歸 朝。 
•桑 鶴 善 巧 氏 森 村 ブラ デー ス 
店員、 巧る 十八 H 當地發 大洋 化 
巧 じて 一時 歸朝 今秋 歸 がの 豫を 
•巧 爵大 藏を绍 ，巧 元滿鐵 理事 
本 巧す 旬歐洲 ょら ホ' がの 箸。 

日 淺寬氏 日本 ホ テ 八 協會理 
事 長、 如 州 ホブが コン ゲ エン y 
ョンへ 出席の 上 昨 五日 着が ホ テ 
ルグ！ ズゲ 五^ トじ 投宿。 

•五 巧 木 竹 四郞氏 東京 ステー 
ション ホ ブグ專 あ、 鐵 道ち 旅を 
諫 長、 五 H 着 紐 同上。 

Im — HNk — 

♦お 育 日本人 敎食 
『 H 本 じがけ る 四十を の 奉 
仕と ホ 活の特 權じ對 する 
余の 感謝』 力！ チス薄 ± 

♦を 督敎 修道 會 
『人 £ 超自然 j 今 井 牧師 
♦日本人 実な 敎會 
『.青. 草 じ 坐して』 旧 中 左右 ま 氏 
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大紐育 


九 ニ 九 年 版 r 近く 發巧 


本社が 疆じ 編签發 巧いた しました 「大 が 巧』!^， 幸 ひじして 
江湖の 湧 （がか さげ 評を 階し、 遂に 查部一 册巧了 や 寅 切れ ごな 
6 まし わ、 化て 本社は 窮 一版の 巧を をを が 巧 じじし、 貢數を 
增 加した 千 九な 廿乂年 版を 新に あ 巧す る こと 5 矿 b ました、 正 
確 じして 且つ 新ら しい 統計 ど事實 をぶ 礎 じして j 刻々 變化 ずる 
我が 『大紐 育 J の眞 巧を 傳 ふるに 逍巧 U きこ ご 期して 居 b ま 
す。 がは を 借は 

豫約审 込 者に 限リて 

特價と 十を 仙 

發刊 後の 御 購買には 

を價金 

をし ました、 を かじを 約 御中 込みを 希留 いた 


張 


ご 


! 紐 育 新带社 


* す 0 


へ、 農民 學 おを 起し、 を じ 今日 
化 お 一のを 持の 园 ごする こごが 
出 巧 わ。 この 指 海ち のをを ダ少 

ン ドゥ キッヒ ■ v ニで ふ 0 ‘ 

、むを 耕ピ 

ニ 宵 巧 徳化 ホけ、 『旧を 耕す 前 
じ， むを 耕せ』 と 云 けれな。 をく 
を，.， ノで ある。 巧々 がを 儲けを し 
たいど あつて ちれげ、 儲けの' 鈔 
い 農が はぢ つどして 居れない。 
然し 圓を染 し、 を 族を 愛する 爲 
には、 タ 々犧 牲を拂 つてぐ も 農 
村に 房据ら なけれ ぶ U ら ない。 
この 犧 性的 精神 して、 ± を 
征服ず る こごは 巧 ホない。 つま 
.ち 島 村の 荒廢 は、 必 の荒廢 から 
始まる。 田 本の 農が で 酒 ど 女の 
爲 めじ 潰 かたがが どれ だ 山を い 
かわからない。 をれ であぶ から 
農 かを 興を うどおへ ば、 金よ b 
も ± を 愛する むを 養つ て .51^ ら 
なければ ならない。 郎 も、- 一た 自 
がを をし、 大自 おを 創っ^ 神を 
愛する 精神を 養 ひ、 神の 必を 0 
て 民族を 愛し、 己が 國 をを する 
ごい ふ 奉 化 的 精神を 養は U けれ 
ぶ らね 0 グ^ンド ゥネ ッヒが 
デン マ.！ クでま 張した 精神 も查 
くこ i じあつ た。 彼は 營 巧を 離 
れて t じ歸 へるべき こどを、 ま 円 
年に 要求 しれ。 ± じ 歸る必 は、 
神 じ 歸る怎 である。 を こじは、 
を錢 もを 擧ら 、情慾 も、 も ゆる 
社會 のか 樂も 巧へ 得ない ま 上の 
慰めが をる。 を こじは をの 靑芽 
が、 黒 ± の 間から 顏を 出し、 掠 
の 木が なをを 天空 じ顯 ざし 雲雀 
もを の 音 樂を絕 た ホ、 幾 も 歓喜 
の聲 をは 5 上げて 巧 ふ。 秋 じは 
稽 巧が 黃を 色の 波を 湛 わ、 大狠 
が 白い 肌を 泥 王み 中から 耶 かせ 
‘ る々 こめ 4 J をを する 氣 持が 燒ぶ 
して、 おめ て 農村は を. ロ 得る の 
である。 日本は 餘 ちに をが 末 
。しすぎる、 ス キス-し 巧つ て 見 
る £、 湖水の 沿岸 一寸の 地まで 
耕して をる。 巧國 じは まだ 一二 巧 
五十 巧 町 ホの 原野が ぁると 云は 
れてゐ るでは ないか。 巧々 はも 
う 少し ± を 愛する 精神を 旺磕 U 
らしめ なければ ならない。 

ニュー ョ ー ク春秋 

♦例の 對紐育 日本ん 會 演說會 
れい ふ 珍妙な 脅を、 聽衆 まて々 
なく 同會 のす A 氣を雄 辯 じ 物語 
つれ、 をれ じ 化む み 辯 ± 十み 制 
も ニァ ビァ 式の ぼんち じ演 擅を 
占領され て散會 はお 氣 U し、 巧 
角を を 巧 ふなら ば、 今後 主催者 
は恃 志の 聽衆 じすき 燒 でも ふる 
まつて 懇談 すれば、 决議 でも、 
巧ん でら 徹底す る こご 請 合。 

♦最う 一つ 诊 妙な ものは、 日 
本ん じ 日本語の お 巧廣吿 、をれ 
だばつ てん、 ずう しても 敎授の 
化 要が ある だんべ いよ。 

♦閑人 亞ホ巧 先生、 一口 洒落 
とい ふのを 寄越した、 左の かし 

化 草から 着物に 染める 細が 
ごれ るかね H 藍々。 

.あの 巧は 借金で 肯が迴 はら 
ない ごさ；：：：： 道理でを 憤で ゐ るよ 

わ 前は な 姓を する のが 嫌い 
かね H ィャ鄕 です'-^。 

長 おを 叩き起して 卵 買 ひじ 
やつた が = まだ 鷄卵 かな ぁ。 

オヤ-'. 大層 化ビ ！ グは獨 
つて 居る ね = 誠じス ，、ません 0 



巧お隊 が乂达 みおが 張の 軍 巧を 
を 磐 て 四な 人を 戰巧 せしめた 


首相 樞府に 陳謝して .1. 

興味の 中、 心 U 巧 次 巧 入閣に 

N 內 聞の 大 改造は 西 園 寺 公 も 不賛成 V」 判が^ 


一を 京 特電 九日 链 = 不戰條 おこ 濟尚 おちに 銷し田 中ち 相は 明 十 U の 樞密院 に 陳謝して 串が は 多 
み 曲 b 。 らじ解 ホす る 彩 勢で わる。 

東京 特電 A 日を === お据 ちと ホした ぞ巧 身み 閒の 首相 旧 中 男は 巧月內 相の 辞 巧、 專仔 外相 巧び 
拓を 大臣の 件を 等に 顆聯 し， 巧 黨お樂 部 化 巧 か 巧を 入閣せ しめてみ 顆の大 改造 わ 夢んで 居る が、 


束 巧 HH 新閒 はこれ に關 して 『西 園 寺を の 腺を 探つ わ 田 中を 相は ホ 閣の大 改造け 斷 をした、 がて 
'自ぁ 的に 辭 職す る關員 も。 てが 植 大巧の 巧 巧と 專 巧み かの 巧 命が な 遣のを もで ぁらぅ』 < 觀 測し 
:て冨 るが、 山 A 麗化 のか 与-? 面を 轉換 しみ 關じ 新しい を氣を ホます 意 ホから 化の 椅子に 轉 じたい 
'旨を お.； 布强 を述 た-か、 ニモ じが；'. は 『巧 ホ 氏 じして め友會 じ梅歸 する 意志' ならばみ 務 大臣 わ 
ことを を留 する であらう-!、 巧 じ新黨 ごの 聯盟の 患 ホで 入閣 すれば 外相の 椅子を 巧む であらう』 
ごな ぶ會侧 でけ 巧 測して る- 


委員 脅の^ 風見 合致し 

四ち 干 五日から 撤兵に 着手 


東京 特電 九日 發 = 


= 山 


い 居留 货が 不安て を 滿中將 は 撤兵 延期 電請’ 


ホ じ 於て 巧留 民は 履 去 6-: あ 巧ない 
が ーぉ 巧 •ダ 電請した る も 萬】 の 際は 改めて 閣 読で 協議す る こご、 なら 規ぞホ 


省撤 ちじ ぞ那侧 のを 滿進 よず' 

VJ てを 萬 中将は 撒を 一時 一延 觀を 電請した る も 萬】 の 際は 产 i ■ f I - 1— - ' .L ; ; ^ミ： 
針で— じこ V - じ决 しわが _ 、.孫を 誠 お 軍のを ゆる 旅闡は 第一 派遣軍 どして 渡甫 郊外に 到着し H よ 軍 
を 遥 後の 热 5^ ぶ ^-1 巧 おせじめ つ"" わつ たが、 巧 お 巧は 更らじ 進んで モ ぶなんの 帝 隊を聞 もな，〜 
濟箱ボ 中： も 急を ずる： と' に t ? つたので 從ホ臀 蹄 中の H 本 常隊け 撤退 準備 じ 着手し、 正ま撤 をは 
の H 十五 B をな て 着手す*^ こどに むつた 0 

ま 京 特電 八曰發 = お累 、瘦ロ 事件を 渉は 圓 おじ 進が し兩國 
間の 幽 孫， i 巧轉 すべ t ど 勘が されて 居る、 おは 濟 甫譽備 の引繼 
;^,もたごホ>盾らす、 濟曲ががが\のお割までは前をの不をを 
見 里し お 巧 単 ど 同げ ド引據 ぐべ < 目ト 準備中で ある。 

おちき 電 t 日發 〔ニ r - m — ク •タ井 ムス 紙】 n 目で 進挣 中で 
苗 巧撕— 就‘ で d 向竭巧 衝巧 避！ 見る. じ まらり いが、 聞 
.く 巧し 化れ ぶい 本侧 はがを 書 .1 將 がま 抓 じな 留 する 日本ん の 生 
命 § 產權の 女を をが 酸し 日本軍の 撒 おが 完了す るまで 支那 軍 除- 
よ 一 ホ だ わ 共 黨備化 じ 入らし め 中、 をつ お來 H 本人を 差別 的 待 I 


沮 こぶは ざ 4 化 溢い 明 おを ホめ て 居る が、 これは 圓滿 なる 解み 
を 見る じ まる 横 操で' ■、。る。 

漢 ロ晦黎 して .1. 

•山 東 撒を 交渉 進 妙 


をの 靖 神を 曾 重す る ことじな つ 
た、 蔣か有 氏は 萬 京に 通 電し漢 
ロの 形勢 鎭 をを 削 待して を 一週 
間の 巧 じは 首都 南京 じ歸巧 すべ 
しど 傳 へたが、 蔣 氏け 舊武漢 派 
のを 員 じて 動 激め爲 めじ 逃 じし 
わ 者じ對 して 歸 還を 慾 憑し 南京 
政府は 革命 派の 居 頭は 處 罰する 
般官 おは 速 かじ 歸 おすべ 


即 もこの 巧涉 漢 ロの 叛軍织 
破され おかお おがの タ城ど 共 じ 
を々 みが 化しつ I ある もの じて 
南 巧な がごして は 或 漢を命 0 上 
じ 圃際的 恩義 深き を 要なら 巧 渉 
ご 認められて 居 もが、 

H 本： あ 撒 退後裤 巧が ぶび 靑島 
のが 備が媽 玉 お 將 軍め 手 じ 移 
もこ どは 確 まのを 實 でて 徹兵 
山 四 巧 U 五日な をには 着手し 
五け 中が じ 終了ず ベく、 山 東 
巧 瞥辨ぷ 良 誠將軍 U 濟南府 の 
南に をを 進めて 蹈將 巧の 命 か 
を 待 もつ/' あるが、 孫 軍は 巧 
時 にても をを をを 方面に 進め 
て跟 ま： 一日 おが ピ戰ム ベく 
山 巧 省を 一ずに 治め も 媽玉祥 が 
軍 & 势 力は こいじ 化り て 一層 仲 
長 { る に ま る こ ご 勿論で わ る 
が、 將 が じして 曲 族 政 おご 協調 
をが つ 限 h 今後 ごてら 左 没が の 
がか お 政巧轉 がは 勃を 質 現す る 
の 機巧。 かるべく、 武泼 おの 諸 
將は いづれ も 化 じ 逃 じし、 澳 P 
をの 化ん 政を はお かお 派に 浓 b 
述 用され る こご じな つた。 

上 お 特電 八日 疆 【ニ ユ ヨ—ク 
タ井 ムス 紙】 n 今夕 南 巧 か府が 


を 式に 發 表し C 所に のれば 國お 
政が は 愈々 ホる 四月 十五 H を 期 
して 濟 南の 

^ 政 權を 日本な お 軍ょ b 
還が 1 山を をょ b 日本軍は 撤兵 
じ 着手す ベ （ 、をな 昨日 催され 
じ 円 支巧輕 委員 會 じて 最後の 巧 
をを をる じ ま b しものと 云 はれ 
確を-! た 文書は タか明 H 頃を の 
てを4^する-:至る べき趣でもる 
がし 了 山柬省 問題 じ關 しわ 日 ま 
協定の； .影響は 忽 もじし で 全閔的 
じ 現れ、 蔣か巧 巧は 漢ロ じがて 
布吿 とおし、 この 際 


日 貨排巧 


は 一切 中止して 

過去-年に 直ら 日本 租界を 包圍 
しつ 义 あらし 拼 口 貨協會 の立當 
制 ほ 遊 止を かみした ので 去る i 
曜 H じは 巧ぶ 隊 のをを 絕 も 、 H 
ネ 陸巧隊 の醬戒 媒も麽 止されて 
一年な b じ 日本人 

巡査 が视 巧を 巡羅 しつ i 
あを が、 南 巧 政府 ごして はなく 
叟ら にホ吿 をを してを 國に 直る 
日 借 一 が 斥の 中止を 嚴 命し 日 支 協 


しご 述べた、 南京 闕民 軍が 斯 
速 かじ 武湊 のを 命を 

鑛壓 する に 至 トィし こ ごは 
內み 輿論の 最も 盧外 ごず る 巧 じ 
して 過 まじ 於て 幾 か 疑惑 視 され 
た 南京を 府の權 力 もこれ でかを 
的に 確認され たもの ど觀 測され 
で琶 る。 

ワ シン ト 、\ 八曰發 = 國務省 じ 
達した を電じ 化れば 張 宗畳將 軍 
は濟南 及び 靑島 占領の 雄大なる 
野必を 抱き、 を 化 じ 於て 强制的 
に 重 稅を徵 化する 外、 銀む をの 
化ょ* を 資金を 强 要し 苦 方を 徵 
發 しつ i わるが、 江 西 省のを 化 
じは お產黨 員に して 裴 行す るを 
ぞく 外人に して 危害を 加 へられ 
た 者 もを く、 アメリカが 軍は 列 
强じ 協力し 上海、 南京， 漢 ロを 
の 化を 瞥戒 中に して お 玉 祥將軍 
け 飽迄も 商を 政府を ま 持して 居 


便を 隊 出で A 

歎し 討ちに 

張を 昌軍 奇摧 さる 
を眾 セ日發 〔喘を】 N 當化一 
帶を扼 したお ま 2 白の 軍隊は 小 部 
落の 國お 軍を 包圍 したが 國民軍 
指揮を は 使を を 張の 許に 派遣し 
て ホ 啟關 員が タ 敷が だして 居る 
事實を 吿げ巧 民の ホ 外 退 まを 巧 
を 要請し 張將軍 もこれ を 承諾し 
たが、 避難 お 民の 中に 固 民 軍の 


L ぐ 


印度 議會に 

爆 彈を投 

議員 お 人を 傷ぐ 

ィンド 踐ニユ •デル ヒ 八日 發 

n 本日 傍聽人 黒山を 築く 巧巧證 
會 じ傍聽 席ょ ら畿檀 目が けて 
突如 ニ 箇の爆 彈を投 けつけ た择 
漢 あら、 轟然た， 

音響 を發 して 爆を し議擅 
の 政府を 員 席に ホった あ 人の 議 
員が 負傷し 商ら にお 院へ 化を さ 
れ わが、 をの 中の 一んだ けは 極 
めて 窜傷 である、 負傷した 五 人 
の 中、 二人は 化 政 部じ屬 ずる 巧 
人を 員 じして 化 柄 印度の 自治 政 
策じ關 する 調 查の爲 めじ 巧 朝し 
近ぐ を 本國に 歸らて 最後の 政策 
をみ すべき ジヨ 1 ン •サキ モン 
氏 じて 巧 柄 議長 席-しあ h , て 化 恐 
るべき 爆 彈騷ぎ ぉ目擊 した 一ん 
でゐ るが、 犯人は 無政府 黨 良ら 
し < 、爆彈 を 投げ 脚け る 前に 奇 
怪 なる バン 7 ン ブトを 配册 して 

印度 で社暂 主義 典 か政體 
の 樹立を ホめ 聲じ對 しては 聲を 
大 じせ 中ん ば 聞かす 輿は ず ご 記 
I て 覺醒を 促が して 屠る が、 爆 
をと 共 •し 議會の 守衛は ニん の怪 
漢を 逮捕した 結 お爆彈 、短銃 等 
を 所持して 居る のを 發 見し、 陰 
謀を 自白した ごの ことで をる が 
をの パンフ レ ブトを 配附し U 、 

『印度 社 會ま義 革命軍 J なる も 
0 け 無政府 ホ義 者の 闡 体で 歐讲 
大殺中 じが 織 さいな もので あつ 
た。 


I なる 


危機に 面した 

賠償 會議 

双々 のま 張 纏ら や 
パリー 八日 發 U 1 時が 留を傳 
へられつ i あらし パリ！ じ 於る 
對獨賭 償を の髓を 會議は ぁ然聯 

を 鹽が對 策 負債 支拂 期間を 某 準 

£ して 每年六 億 ニ 千 五な 巧 弗の ねばを の 結果が おらず' 

支 挪を要 ホの 基礎 ど t るじ蜀 し。 みぎの 軍縮 會議を 開 
て獨逸侧は 】 年四億弗、 化と箇|て如何；：*る下相誤をする . 
年ま拂 案を 提議す るに 至ら、 ぶ I の 緩 選 擧の結 おを またね となら 
方の ま 張が 絲 りじ 相違して 居る I ぬ ゆる じ 轉洲ホ 面で 英魄屬 'じ 何 
ので. 一のを で 巧けば いかじ 巧嚴 一ら か 下相談が ある やう じ 胤； へら 


— の 要が じ まもて は スバ 協 を- 
ら も 約 一割を あすとい ふち 巧 一' 
て アメリカ 侧を ニを 四' 庇 一毛 一 か 
下にが 殺す る は 出 ホ 8 ごまが 
して 居を。 

この か 聯合 域 ごして は先づ ー最 
初に 獨逸 ょれ 提議せ しめむ か 
つたこ どを 還滅 どす るの ふな 
ら ず、 賠償を モ拂の 範圈皆 職 
合 國の戰 W 資漬じ 限を しむ こ 
とは 要するに 巧 米に 對 ず' も 支 
沸を 意 ホし 結 商 アメリカ のみ 
が 利得を 博す る ごい ふ 不一 サち 
おで 居 b 、 中 じは ヤング 
長 じ 巧す る 不平を 唱 ふる 
あ もて 嚇を國 の ホ 調は 愈ス怪 
し <な( 一て 居る が、 


去 も 


3 、 

力 

-かは 


この お 勢； i 果して 好轉 ずる I 
をれ 其逆轉 する じ まるべ 妾 
恐らく 今 明 H のを 員會じ おて 空 
氣が 巧す るか も 知れ 0 ご 一 部で 
は觀 測ん、 フラン マの 新 紙は 
早/' も 談判 か 裂の 藥 をを 畑涛し 
て 騒いで 居る。 


なる 


濃谭 

を 縮氣分 


アメリカが 識 r 

ワ， | k ン トン 八日 發 u 7 マア 
1 大鲁領 はお 巧の 軍縮 方 か 一じ關 
髓し 4! リッ デ 大統領が^ 執し 
つ i みつた 總觸數 じ 化る 縮 政 
策 で 到底 お鄉 ど の を協 立 
しな、 こ^を自覺し今回止軍髓 
の武 ぶ、 速力、 磨齡 等を ム 考量 
の 中で 加へ て 協を を 目論 互つ 
を も'^ の i 细 く、 ホる 十て 
b が モグア に 開眶す べき お 
議心 使節 ゲブ ソン 氏 及び 立 I 
ズ？^ 督じ訓 々した 
^ 京 時 信 In 軍縮 會講熙 一^ じ 
測!^ 日本 當 局の 觀測 する^で 依 
れ|^巧ぎの軍縮曾議駒摧：.就て 


j 縮會 


; を おを ずる 中必 勢力 y 

ム のは 

瀑 ごして 英米 でん 
术國新 大統領は すで じ就铅 
~ 笑 國の總 選擧は ホる 六ぶ 


る' 

した 

をつ 

ク い 

もこ 


子 じ 進んでも 談剌 は-立 巧】 日 席 ~ 
までを 必耍 ごする に まら 居る で^ 
みならず、 一一 
聯を國 側 じがて はを 一二 遇^ 
0 巧 じ柯等 かの 形式 じがて タ 
協を をる じ まら 中ん ば 談剩は 
决毅 ずるの 外な しど 巧し、 お 
數不 ぶで ぁるが、 今 H の お 勢 
をな て すれば 獨逸 側は 提議し 
たを 額ょ らも 數巧巧 マー クの 
增 おを 必要 ごし、 聯を國 ごし 
も 恐らく 五 億 マ ー クの减 額 
を敢 てせ ずん ば 到底 姿 協 成立 
の 見込みな く、 

殊に 著しく 目に 着く のは 聯を圃 
の氣儘な態度ょちホた步調のス 
一致で 特に フランス*」 ィタ"，— 
の 提議は 會議進 巧の 一大 障窜节 
ある ど 認められて 居る、 而 
ラン K 政 暗は 旣じ赔 償 要求の；^ 
案から 五 制を 減殺した ど お J で 
居る けれ お、 これは フラン 吨巧 
煤 下落を 許 上した もので 實陈上 
じは 四み の 一 じ 過ぎ や' イブ リ 


れる 情報は 信ずる じあら む-い、 
ホ も 固 陵 聯盟の ホでは 昨 亡 十二 
巧に 次ぎの 軍擺 準備 委員 合を ネ 
か四月十五日から開<占 " 

確定 した 際 この 準 li 委員 
旨では 海軍の 軍縮 問題に 1 觸れ 
t 他の 審議 ホ丫の 問題を fl し、 
て. じ 今が 巧び 軍縮 準備 或員會 
で 開 さを S 際 海軍々 縮の て 相談 
です るを じ英佛 間の 誌が： I ぁつ 
I で やぅ じ傳 へられる が こ 1 どて 
I 户 いかなる 程度まで 信を sj 一 （じ 
足る かは す 明で あら、 い 1 れじ 
しても 英國 の總選 擧が濟 ねば 
英風側 どしても ど， っす る ミ もで 


英國 は チェ' ン バレーみ 相 
が 議會で 答 辯した 通 b 、 巧 ホ 間 
じ 海軍々 縮の 姿條 案を つ/. る 目 
的で 目下 案み 作が 中で わ I がた 
ごひをの結ぉを待じなけ'^ば米 


國侧じ 提示すまい、 この 
でみ ぎの 軍縮 會議 開催が 


蕾 
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「居 fiinMI 弓'-^ 長居 ！.，-. L た ト^!,-!-^! を 






i 案 


れ るが 巧 かけ 今から 豫測ぉ ホな 
いが も （契 米 間にを 協が 巧く 出 
巧む ければ 米國 の本唱 じか i る 
鞭 上法规 のな ム會議 が 本年 末 又 
は ホ 养舆に 開く わら 恐らくを の 
席上では 軍縮 會講 辭谴の 下相談 
だ 試みられる だら ぅ、 

日本 i しては 目下 英 ホを 
摘 足せし め 併せて 巧-しち 利な 軍 
縮 會議を 導 （妙案ら U いので こ 
のま*^ お 势を觀 望す るが 巧ぎ の 
軍縮 會講速 開 じ* 1 も ご lb 賛成 
であ b 從 つて 機會あ ちご ごじ 化 
囲 ご 共に 岡會 議辭懼 促進に 努力 
を惜 ま。 い ホ 針 V ご。 


聯 銀調杳 一案 


臨時 議會 '4; 提出 

ヮ シン ト A セ 日 發山聯 巧 準備 
銀 巧 局の 株 まな 機巧 止 ご 銀行 貸 
出しの 譬吿 V 關聯 しこれを 巧て 
『議 曾じ始 6 て 制を された る 職 
權を 超越した 巧爲 とを 傲』 じて 
ホるべき 爆 時 證會に 於て イ 9 ノ 
—ネ州 選出の 下院議 旨 ンキド 氏 
は聯銀 局調运 委員 會の 組織を 巧 


議 ずべ （目下 举楠 中で ぁるが、 
氏の ま 張に 浓れば 
聯 銀の 職 黃は議 食に 化 b て 制 
をされ て 病る 如 <國 みの 準瞄 
を ど お 巧の 準備を 巧を を 常 じ 
留盧 すれば 足る もので ぁつて 
一般 巧 業が 引、 產莱 、貧 易 乃 
至 株式 投機を 取締る 機 脚では 
ない ので ある 

f 斷 をし、 過般 コーグ のを 利が 
二割に 上騰して を融の 硬化を ホ 
すじ まつた のは 一 じこの ホ 針 か 
らを じた 弊窜 であら'、 アメリカ 
あ 民が をのを 就 力を 利用して 株 
式 取引 じ從 事す る こごは ァメ。 

力 人の 自由で ぁつて 聯銀當 局 じ 
依ら 制限 さるべき もので いご 
いふ 理由から、 

聯 銀は 常 じ外國 のを 離 市 壌 じ 
細 必の注 竟を拂 つて 居る が國 
內の 擺濟が 態じ對 して 極めて 
干渉 的で ぁる 理由 
をの 化聯 銀の 所謂 失な を 储項書 
として 巧 記し これ 等に 願した 一 
切を 議會 じがて 調査し やう ご 云 
ムの である 0 


本な 東を 特電 (質 お 町 轉氧〕 


外交官 異動 


C ： 八日】 外を 官の異 勸任か 左の 
如くを を さる。 

大使館 參事官 酒 巧を 一 
ロシア 巧勸 をがず 
大使館 參 SH 良 芦田均 
トルコ 化 勤を 命ず 

一等 書記 宫ザ 屋か郞 
ワシントン 在勤を 命ず 

一等 書記官 ま澤 淸次郞 
ィタ ui 巧 勤を 命ず 

1 等 蕾記宫 がで おみが 
ロシア 化 勤を 命中 
大巧 舘參 事官澤 旧節藏 
を 高等 宫 一等 

一等 書記官 內山 岩太郎 
アルゼンチン 巧 教を命 や 
劇 領事 巧井康 
巧 領事 〔ニ ユョ ー ク〕 

副 領事 化 輪義敬 
巧 領事 〔シアトル〕 

一二 等 書記官 福井淳 
オツ タワ 巧勸 をを で 

百 萬 圓寄瞄 遺言. 

巧 九日〕 大 瞬を 圓城績 取締役 社 
長を ロ 房藏を 心を 巧 事業 じ 巧 
巧圓 寄附の 遺言を して 逝去し 
た 0 

鳥 松 宮の御 婚儀 

〔九日】 高 化 宮殿 ド 御 使 正式に 
德川喜 久モ姬 £ 結婚の 御な 沙 
を辖 へさせられ たが 擧 式は 多 
み 明春なら む ど。 

トル n 大使 着 巧 

〔九 a ) 新ト八 3 大使 カム クィ 
フエ 氏は と 目 東京 じ 着した。 

新 じ 英靈を 合祀 

〔九日】 靖鹽 神社 臨時 大祭は ホ 
るサ 五、 廿 ホの 兩日擧 巧し 昨 
年 支那 事 伸の 犧牲 者な 十 名、 
西南 役 犧牲者 十九 名、 H 淸戰 
役犧粧 漏れの 者サ 名を おじ 合 
舰 する 壁で 聖上には 甘み 日 御 
參拜 のた め 巧 幸 ゐウ是 等の 英 
靈を 親しく 祖ら せられる。 


國を社 會ま義 を 標榜して 居る 
法學博 ± 上 あ愼ま 巧は 逝去し 

7^ 0 


上 杉 博 ± 逝まず 

t 八日】 柬 大法 學 部を 授 にして 


見舞の 频使 差遣 

〔セ 日】 旣 報、 京都 じて 腦 溢血 
療養のを 藤を ホ 伯 見舞の a め 
敕使 ごして 植化雅 道 子 淚遣さ 


支那 側 代表 陳構 

〔セ 日】 中 蒂髓藥 銀行の 支那 働 
■株 ま 化 表 張 ± 元 氏は 五 ： n 乂藏 
备 にお おお 官を訪 間し 皱巧 'を 
巧 案じ 就て 會談 した。 

川が 總督 が歸臺 

〔セ 日】 臺 灣總瞥 川が 巧 治 氏は 
昨年 十二 巧 よら 上京中で をつ 
たが 昨 H 髮歸 巧した。 


义苑 


上 


王を 愛！ ム 

費 川豊彥 

農が ミ宗敎 

でぅ すれば 日本の 農 付を 良 < 
する ことが 出 ホる か？ おは 化處 
じご 一つの 條 件を 提供したい。 

第一は ± を 愛する 精神の 確立 
でを る。 叢 ニは 神を 愛する 精神 
の 確立で ある。 簾 云は 人 ^ 愛す 
る 精神の 確立で ある。 

± を 愛する 精神が 確立し なけ 
れ ば、 農 材は榮 わる こ S はお 巧 
ない、 な 姓を してを 儲けを した 
いご 思へ ば、 をれ はを く 投機 じ 
なつて しま ふ。 手工 的 農村は、 
工業 や 商業 じ 比べて、 金 傭け の 
勘い 主は 巧 b きつた をで をる。 
をれ であるから、 を 儲けの 精神 
を 離れて、 ± じ 親しむ ど おふ氣 
が 起らなければ、 藤が をな をず 
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弊 巧は 實質 誠意- 
まじ 御 ±產 物 一 
で販賣 致し ます- 
らず 御用 命 仰 か 一 
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日 お 蛮 垂巧巧 あ 牛 
巧 勵會タ と 時 ホ 
度拜 說なタ 八が 
木が 既 替せタ 八な 
巧 語 及びを な 

幸を ニ冉 
主曜 まが 會义は 
策 話會- タ八持 

'略を を 菜 
を お 部、 旅行を ま 巧 
が、 人事 おお 巧、！！ 巧 
が、 威 業ぉ旋 が、 巧が 
裁縫を 巧の 諸 課を 設 
け會 員を びホ會 員の 
巧を 計な 

-ウ で r. 百と 十を 
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其 化 ± 產祗一 ま 
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支那の 鐵道鞭 興 策じ- 

ア / リカで 起債 說 

.ク ！ ン •ロ I ブ商會 が 引受ける 
總 額は 一億 弗から ざつ，、 一 五 億 弗 


一部 巧の ごご （、四み 利 半を 憤 
のを 巧を をる こごは 巧々 わる ま 
いご 巧ら れて 居る。 


本 巧が 逸 ザく 報道し じか <當 
地で リ ー 錫 お 食 巧 副 化 おで あつ 
た マン ブグ 巧は 今 邸 南を 國氏政 
府 の化賴 をず けて 支那の 一 

鐵道 復興 事業を 引ず ロ 

て 波 支 どみ したが 右に 熙 しニユ 
31 ク •タキ ムス 巧の 所 報じよ 
れ ば- 锁道界 では マ-こ アグ 氏 渡 
I まの 結柴 ごして アメ 《 々ボ琪 に 
を <】 億 弗よ 6 五 億 巧 じ 及び 大 
鐵 道借欽 のを 巧を 見る じ 至る ベ 
/ 、 、 ク^ン • 。 . ~ •ブ 商 曾 ヵ弓受 
元 ごなる こどを 巧 待して 居る 趣 
きじして、 マン- ク八 氏は、 過 股 
唯都フ シン トンに き 大統領 フ 
— ゲアー 氏を 始めぶ して 國務長 
官 タブ ム ソン 氏 皮 皮を ホを 使 伍 
朗植氏 ど會兒 した、 曾 見の 內を 
じがて 氏は 絶 おじ 語る こごを 避 
けて 居る が 巧は 巧 こ 一::：: な內じ 
i 

技師 一巧 ホんで 同伴し 
て 渡 支すべく、 な 興 事 粟の 前途 
じ も 頗る 樂觀的 態度を かし 財な 
なぞの ため 既に まが じみる グン 
メラ ー 巧 ±VJ 共 阿して、 一 こめ 衝 
，じ當 るべ く、 マン テグぶ は歐洲 
大戰當 時べ グ ¥1 救濟冀 業の 衝 
じ當 b しフ ーゲア 大歡 顶ご當 
巧を 喘、 祕 おろ 选 除を なぶ ヴた當 
時を 巧 想し 义 統領 ど會 誤^ 刻 じ 
ぶんだ もの^ 如 < 、をて {が じ 
あらし 大統領は 個ん とし ら錢 
道な 巧 事 藻に 深甚な 巧が^ 抱い 
て 居る こどを； 能 b 『ま那 の 道 
網は を 線 賞に 一巧 ニモ 哩 じ! 6$ん 
で 居る ので あるが、 これが 一；' 

_ 實地檢 々じ 就て は 余 及 
今年 滿 期の 

國 債總鑛 

ニ 協 六 千万 圃を おゆ 
: 本年 中に 憤 遠 期限が お 期 どな 
b 惜替を 嬰ず るを 偵な 撼锁 ニ磁 
'六 千を 巧 凹に 速し、 をのる 巧 わ 
i よび 巧遥 期限け みぎの 如 '、 であ 
る (舉化 脚'; 

A 六月； 日滿則 
五を 利网 旗な 综 
れ 、つ、。、 ら、； 、ゐ號 
六 一一、 四と と、 お 五 0 
第二 阿 おか 利國庫 憤を も號 
一九、 义化乂 、一二， 30 
_ 瞄時网 償 證券む 號 

四 九、 九义 八、 五 L ぶ 
を 計 

一一 ニニ、 四と 五、 因 ニ 五 

A 乂巧 一 H が 期 
'立み が闽 庫が 券せ 號 

六 化、 九九 八、 九 五 0 
臨げ 网庵 証券せ お 

ニ 0、 00 0、 000 

を 則 

八 九、 九 化 八、 化 五 0 

A 十二 片 一 りおが 
五 か 利 越が 巧を ずち 

一二と、 九 化 八、 化 ニ お 
總 則 

ニ 六 0、 四と 一二、 1 ニ 00 
右み ； も 六月 1M お 期 ご 


び 化の 技師が いかじな 力しても 
-リ打 哪は 難しい 位 ひでをる か 
ら 、を 線の 檢を だけ じもと 個 巧 
の H 子を 必要 どず ベく、 鐵 おの 
改良 や布設 どい ふ 方面で も 眼前 
のこ どは 則 だし 単ろ 今ょ も 十五 
年 乃至 二十 年の 將來 をを 礎 どし 
なければ U ら ぬ、' 郎七 十四 億の 
民を 網羅す るを 通 統一は 鹽 道、 
水路 あぴ 道路を をむ 閒題 であ b 
支那の 矿道 設備 もべ < ギ] 、ィ 
ギブスで フランス 等の ものを ま 
どし ア广 リカは 副 ごする 雜 がた 
る ものであるから、 先づ 第一の 
事業は アメリヵの 設備を 

標準化し なければ なら 

ない、 故 じ 支那の 錫 道 組 観の 統 
一 じ 向て 窗をア メリ々 じ 求める 
ごい ふこ ピ は、 最近の ドキツ や 
ロシア じも是 るか <敢 て 珍奇な 
現象ではない』 と語てちる、 而 
して マン テグ 氏の 巧 命を 唐る じ 
まつた 經路 は， 南を 政府ょ ら最 
おアメ 9 々鐵 道協會 じこのを 渉 

が あつた 結 お ダラウ 玄ア ー •户 

ドソ ン戴道會お々長曰 ブ！氏の 
證衡で 遂に マン ブ A 氏 じを 渉を 
見る じ ま b しもの I 如く' には 
上がを 巧據地 どして 南を 政府の 
錢道 大臣で ある 孫 科を ど 協力い 
上 

歐 米大學 を 出身した ま 

がん 拔師 を部ト 、じして 督腳 する 
こど じな つて 居る が、 孫 巧皮グ 
發ム した 支那のを 通機關 統一の 
豫算は 先 づ邮刻 1 め 要 どす る も 
の ニ 億 五 千 巧 邦、 盤 額が 二十 置 
隱 巧に 達して 居 4。 


なる 一億 一二 千 余 巧 山の 惜替條 が 
じク いてけ をろ 巧 煤で*^ 話 
題し 上つ て 居る が、 大藏當 局は 
わを くど も 四 巧 下 かまで じは を 
西 シンデ ゲ ー ト銀 巧閒を 召集す 
る 意向で ゎる、 しかして 條 が、 
を额等 じついて は、 昨年 九 巧 一 
日借替發巧のニ億一ニで巧山のを^ 
がを 額 S タか つたこ ピ 、條 がが 
や/' 政が の 巧 利-」 過ぎた こごな 
ので、 をのを まるし いが 下 b を 
見 

巧 今の 粗 おで、 大体 化 十 
五圓ご 發巧當 時に 比し 約 ニー 叫み 
が 卞 b で ゎるな じ 鑑みて、 現 巧 
のを 離 ボ攜が 昨年 wh じ緩漫 
储勢 じぁ b ながら、 到を 昨 夏 岡 
據の條 件で 發 わする こどは 不可 
能で 么ち 、さり ごて 著る しいな 
化の 變 化が ぁむ ば、 昨 夏 S 惜替 
の 無现で ホつ たこ ごを、' 自ら 認 
める がと 。るの み U ら中 、巧 夏 
發 巧のを の 化 下 b を 招 ホす る わ 
をれ が ホる、 これ 等の 事 精の た 
めに 

政 巧 己しても、 巧 成 b 愼 
をな 態 巧を もつ て 巿樓の 推移を 
注視して 居る が、 期限の おじつ 
いては、 け 夏の ご ど （昭 かニト 
乂年滿 期 ごする こど か 因 難で あ 
る」 しても、 か 常 長期の もの じ 
借替 への 力 針の かくで あるから 


が 料 相 半し 

爲臀 動かず 

凹は 化な 四十 四弗臺 
- 時 四十 一二 ホ臺 じを ちじ 爲 を 
相場は 前 巧 中句 じは 四十 四弗臺 
じ 回復した る もを の 後の 勢は 相 
獲ら やじて 前 遇 S 島 値は 四十 四 
弗 六十 ニ 他 低 値は 四十 四 弗 五 
十 他で あるが、 これは 賢 買 ごも 
眼 先に おする 巧 測、 强弱相 半ば 
せる ねめ 一、 勢 ひ兒送 b 勝 もどな 
b、 加 ふす じ 海 か 筋の ロ じ凿す 
る 投機 も^ん どを 3 輿 ホを 失へ 
る じょる ぶされ て运 る、 まづ眼 
化 硬化を^ 待す る ものは 

一、 日^ 渉が 幾み でもが 轉 
すれば、 で おに わける 莫大な 
滯貨 がさ^け、 綿製品を の 化 
の 輸出 も かいじ 悅進 さるべき 
こご \ 

ニ、 棉花 輸入 も i はや 一段を 
を つげ、 お ホは むしろ 締 製品 
の輸 おと ほ r ホ 巧すべき こど 
一二、' 最近のを 糸 輸出は 決して 
不振 じあらざる こど 
四、 颁祐瘍 の 昂騰 ど i もじ、 
をのを 產額增 加 I、 副産物 じ 
- る 銀 の 價格はタ 少需娶 培大 
する もを だしき 騰 費を 期待し 
得ざる こど 

なでを 見越して おる、 これ じ對 
して 弱が 巧 ごして は、 巧が 金利 
の 差ぇず ますは なけ だしく、 爲 
替銀 巧は が 外 脅 金の 調達に 苦し 
み、 タ少 のを 糸 ビグを 吸收 して 
も 到 巧 この 欠乏を 補充す る じ 足 
ら ざる こどが 擧 けられて 居る、 
こど じ 政府の 態度が 廣 を お 策、 
或は 解禁 じ掛 して 余 b じ 抽象的 
である こどが、 溃外 筋の 人氣を 
腐らして 居る のな 動かせない 事 
實 である、 したがつ てこれ ら强 
弱が 巧の でれ か I- 一つ： 具体化 さ 
される ど问時 じぶ 替は 又もや 波 
爛 、動搖 をく りか 一へ す もので 豫 
想され て 居る。 一 


驗惡 じなる 一 

關稅案 雲 巧 

モー ゼスを 語る 

上院.」 がる 共和 ^|備 補 モーゼ 
ス 氏は ホるべき 臨帖ー 稱會じ 於る 
臟稅 案の 成れに 關聯で 

『あ黨 どして はフ ー ゲア ー 氏 
の 意志を 每 里して 關稅 引上げ 
も 制限され た 節團に 止めたい 
し自か £ しても こむ じ 努力す 
る 積ら であるが、 現な t 院の 
空氣は 到底 斯る 限られた 範圍 
じがる 觸税の 修正 じ 止まらず 
一般的 修正 じ 傾いて 居る ので 
今日の ど' 一ろ 自 かどして 前を 
じ 就て 阳等 かの 豫 測を する ， J 
ごは 出 ホない』 

ど 語 6、 暗 じ 一般的 修正の 意を 
ほのめか-- ■て 居る が、 今日まで 
の 情勢ょ b 蔡 する L 下院な フ- 
ゲァ ー 派が お 對タ數 を 制して 居 
るから フ ー ゲ T 1 巧の が 策實現 
は確實 であるが、 上院 にがては 
反フ ー ゲァ ’波の 帮カ がかな’ 
强 いので 隅 巧 まの 討證じ も盧外 
のが U を 要ず るだろぅ ど。 


Wing Hing 

32 前 ド 的?， iT . T •抓厂 一 
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。ィ 日主繁 ては ばのと をのを 樓^ 
、醒 す々‘ 居 巧 直 チ 巧 差嗜渾 巧;^ 
春は。 御 まるぐ ャの上 好つ 理^ 
裕鹽 ホす 程 曰 プ昏げ じて 人 if - 
が 頭 ホ。 巧 本 スニま 適 日歐イ 
を、 の 評人ィ 十す す本廉 n - 
>シ 程 を 諸と 六の る 人が 
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が もで タな P ななを 巧を 觀撕を 巧 【日曜 水】 


日 十月 四キ 四和昭 


S ホ興樓 

瞄揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 互 時を 開 巧 
(宜ホ 五 了 目チプ 
淳車 おの 下) 


ず 或」 燒 

* じ 御 料理 



か莱晓 域中必 、緩が 事 館、 目 本 
巧 船 其 化 銀け 大會趙 あきお 巧 
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膊 日本を-時 別間 ぁ 6) 
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巧 ニ Ga 云 ミ nia Stn San F 皇 cisc 芒 a 云- 
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巧 車 巧 前を まへ IIT 左側 K 階 建 
目 本 行 船 切符 取扱 波 ロ 場 送迎 

ロス アン •セ ルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ 7 IUan peds S ご Us An 巧 le ッ ジ|. 


ま 那輯理 

が 廳茶圍 

司 理人お 蓮 
出 數の方 じは まな 
の 御 便利 じ 備へ巧 
巧き 席の 御用 じ應 
や V く お 間 陌キ巧 
不變お 引立頤 巧な 
巧 上 御 ま 內申上 接 

支那 料理 


高等 御旅 辕 

東洋 館 

會お 御料 壤 


御 料理 一 ホ 了 紅 

太 陽 

壽司每 日 あちます 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

片桐 兄弟 商會 

スマ ドレ •ブ "ダク。 一手 販資元 


^ 上 金魚 巧 

I 918 芭壹 Ave ., * ま ' f ミ k 田 声 
さ 0 ミ Gircl こ 73》 


援 の蒲燒 わい しぃ 一巧 烧 

會席 御が 埋 

晝 食は 末廣へ 

叮 が’ 簡圾莖 巧ホ勉 巧 


割烹 並に 御旅 簾 

t 餐 を 巧 

句 需 巧を 

巧ち ホ 巧 八十 八 了 目 一二 ニニ.. 
S ちス 々イブて と 入 ニニ 


日本を 巧な 
日本 巧货巧 
ま 糖 巧 巧 法 


毎夕 九 時 迄 巧 ま 

メ 1 グア ドレス 〔年 一を 

東京が 會 

トク ンタ 巧ち ます 
タ をの 段 あち 


卷壽司 辨當御 注 义に應 じます 

木村屋 

當 をせ 柄 巧 會氣付 
電話，- ジ t ト八 五六 八 


木 旧 ル— ミン グ 

1 言 7 苦 Aye . 量. 置 & 害 h ぎ eets 
ジ _ ち ha ミすな nt 》 是 7 


御 下宿 喜樂 

元 黒 崎 旅館 奈 良直藏 

1 芝 量 Ff 妄 nJ . Y . 

TeLTri 喜 e 3 S 


ステ ムヒ I ト 

バット ブタ ランニング 

邦人 クラブ 自お亭 

是 S ミ を St . Br き臺 . fi J . 

を .夏を ニち 5 


A 淸 巧、 親项 、氣樂 U ニ 梅 ► 

勢州纔 

伊を 事が 乂溺榮 作 

225 E . 冀を Street 

ぎ Re 巧 n こ 這 9 


巧 旧 旅館 

館 ま 住 旧キセ 
2呈 星 一 置 Si 香ぎ 宴— I 蓄 一 


一力 旅館な め 

帝國 旅鑛觀 

一岳 W . 臺 Si f 夏 

ジ i - Mu ぶ ihan ミち 1 巧 


織 育旅鑛 S ホみ ホ帛 

巧 四十 T 目 ニ 四 二番 

Tel Cal を &nia 岂之 


ボブ トン ホ 

富 ± が 舘大浦 末 松 

養 Wor 養 ier 没. す 或 ミ Mass . 
ぎ B . B.WS 


費府 御旅 鑛 

桑山淸 五郎 

さ 8 を 量 9 th St . さ i 吉 hia Pa . 
T 己 . Walnut 72 ゴ 


日本食 料晶類 

ホ 之 素 大賣掛 

新刊書 籍雜誌 


ホび 雜貨類 卸か賣 

桑 山廚會 

ホ 間 物 日用 晶み種 


打 化}- の 

U S W 

化 M ^ H 

P が J . 刚 

る， 

J れけ W 


酱油難 gISSI 靡 5 白米 

日本 米 離 食料品 豁 

巧 田資巧 株式 食 社 まが】 手 賈搁店 

曰 本 食料品商 會 


大審院で 爭ひ 

地下 鐵五仙 制 支持 

會社 側の ぶ 仙 値上げ 遂に 敗訴 


ニ ユョー クお載 地トお 道貪耐 
に 係る 乘 車賃ん 仙 値上げ じ 就て 
は 遂にを 衆 國地ホ 裁 巧 巧 じて 會 
社 侧に帮 々が 利 U お 巧が あつた 
ので 巧 當局ピ しては こいを 大審 
院 じょで 持 も おし、 飽を もがょ 
b 補 巧を 受けつ {ある 會 がが 巿 
當 ：？ の 意向を 無視して 化 とげを 
锁巧 する こごの 出ネ 。いこ ごを 
抗 ずしつ i あ/たが 

去る 八 H 大燕 おにて がみん b 
遂によ 他の 値上げ* i 違法で あ 
ると いふ こどに 决 し、 巧當局 
侧が 芽出度く も 勝訴した ■ 

邸 も 大審院の 巧みし ょれば 地下 
鐵ご 高架線は 乘お 貸の 制を.」 對 
して 合一 巧な 巧 動に 出で る-こど 
は出來 や、 且つ 地下 殺の. 収入は 
會 化の 經 營に充 をで わる こ £ を 
擧げ 、若し ニ 仙の 乘 車賃を 淆額 
すれば お 線を 通じての 增收ニ 千 
S 打力 巧に 達すべし ィ」 GL 、 會 
社 側に wb てと 仙 値 h けは 違を 
であるが、 巧； 强 てこれ を _抗 


ずす を 息 志 U らば 州の 自治 法關 
係に お 照し 州の 裁が 所 じて 黒白 
を爭ふ S ' 外な しご 斷 じたる も S 
じて 曾' 社 側と してけ 本 問題 じ關 
して 必勝を 期し お 法曹 家 ヒユー 
ズ 氏を 雇 ひて 抗 ずしつ、、 ぁつた 
ごす*- 

助が でが 會社 側の 勝訴を を 越 
し 化 ド 鹽叫株 憤 も 上騰 一 そを 
綴け て 居む もので わるが この 
結 お大嫉 落を を じ 一般を 共 機 
閥の 株價 にも 大 影響を 度 ぼし 
て 居る 

巧くて ' J キラン 掛ゥオ が々！ 巿 
長 戰ロ來 、ュ ユョ ー クぉ 長戰の 
一大 問題で ぁつた 地で 鐵五仙 制 
5 問題 も遂」 政ず S 具から を然 
を 離された 譯 で、 をの おお 現巿 
長 ゥォ^ヵ ー 皮の 勢力は 一層 伸 
長し、 ホるべき が 長戰 じがて 巧 
の 巧 候補は 確寶 ごな > 、タマ ニ 
! 黨 首の 選を 問疆じ 就ても ウオ 
火力 ー 氏の 化 置は 頗るを 利 じな 
つた ゴ觀 測され て 居る。 


國境ィ 一人 種を 超越して 

ブラジルに 愛の 「理想 鄉 J 

■ B 本 棋院の 岩 本 六 段 等が 發 起で 


國 境を 越へ、 ん 神を 超越し， 
人間 本が の 生活に 旨 ざめ た國際 
的 『をのが』 が 南米^ が 天地 ブ 
ラジ ル轉の サン バウ。！ 挪じ雜 
かしぃ 

將來を 約束して 創立され 

る こど じな つた - I 巧を ホ 嫂 町 
お 一 二番 町 十九 九重 ホ テグ 巧 米を 
重 穂 おが 自 もの 天地 じ 活躍す る 
を ほめぅ もから N 志を 黨 r て、 
理想 擲を 建設す る 計 叢を 數年前 
ょら 眞 面目に す、 めて 病た が、 
最近を の 具体案 も 化 ホ、 お 鳴し 
て 移 化する 人 も ぼつ . — -あるの 
で、 『をのが』 ごい ふ パンフ レブ 

トを後 巧して 規約を を 表し、 廣 
く！^ 志を 募る こくに なつた、 こ 
の 『をの 树 J は祕然 じる 

精神的 結を じょる もので 
同人は S 十 家族 (ぅ も 十 あ 族は 
み人の续定) 乂がの際^ニ千田 
の 上を 納め、 チン バウ P 1 また 
は パラナ 贿內 じと 巧 五十 巧 ホの 
おを がを 買 ひ 入れ、 がの 中央に 
學 校を 設け、 道路は 放射が じ 四 
方 じ をら、 學 校を めぐつ てを 會 


堂、 圖書 お、 工場、 遊園地 U で 
文化め 施設を ほで こして、 をの 
W 圓を 共同の 農園 ごし、 をの 收 
入に i つて 村 おの あ 食 住 一切を 
ホ 足ず る、 さら じを の 外郭を 配 
當農圃 どし、 これは を自の 

自由に じ まかせ、 が 長を 
蟹 かやして 、すべて 協閒 に^つ 
です る、 をの 化 エスペラント 語 
とを 用語と するな ど 新ら しい 規 
按を 揭げて 居る、 日本 棋院 六 段 
思 本薰氏 一巧が、 五月 化 日、 日 
本い 棋 巧を 去っ て 渡 伯ず るが、 
こがは この 愛の 村の 礎 おを 置，.、 
たを でぁる、 ほ 日本 棋院が 段 
阪ロ常 次郎氏 も、 柏っ ぃで 渡术 
す ふは づ で、 巧 日中 じ 愛の 村の 
ホ 旨を 世界の ち數 新聞、 雜誌じ 
度 表して：^ 人を つのる こど じな 
つてを る、 かくして 

來が には 愛 みがの 一 廓が 
創設 ホれ る譯 けで、 この 計 蕾を 
ホ 良 も；- 提 おした 人は ベラ！ ジ 
ュ ー タを ごい ひ、 を 崎 縣高闽 町 
の 生ぶ であつ て！ 二十 四 歳の 靑年 
でを る _0 


續 々ご* して‘ 

義金 應 募. 

東ぶ の國際 病院 

巧 おがめん なら 中、 H ネ じが 
る 唯一の 网 巧め 病院で ある 聖 y 
ユ ー ク病院 で。 巧舆资 ごして 五 
が 巧 巧を ァ ゾリ。 の 上 ドょ 6 寡 
集すべく ニユョ ’ク 地々 の剌當 
は ニ 巧 六十 五で 六モ 五.， = 巧で、 
當 地では おお 經镑 おご ある ブユ 
スラー 巧 七 やが 巧な お醬 あウキ 
ツカ シャム 氏 巧.，：， 太 重に なつて 
窥關 し、 現じ お 氏は-一’ のり 確 日 
のかき お 巧で 裳を 巧 勘の じめ.し 


講溃 しにが 

旣じ 集つ たらのは。 ツク フエ 
ラ ー お 画の 四十で 巧を 筆頭 じ 

ナキ ▼ダラ •フオ 1 グの チヤ 
—グス •ホ 氏の 遺をから 


巧 治 野球 團敗化 

ロス ア A ゼ ルス 特電 ホ日發 H 
明大 巧 巧團は ロス アン ゼがス 
H 本 軍 ごの 最初の 試合 じがて 
四 A 罚 I ニで 化 化した。 


十万 巧、 バ ー シー •パキン 巧 
から 五で お、 を 超の 五十 婦人 
视 体では な 巧 巧を、 H ピスコ 
パ 作を を 嚇巧も 巧 巧 弗を 募集 
巾で、 モ A ボン 巧會 から ニ 巧 


五 千 巧の 外、 一 無を 巧から 十 
巧 弗み 帘附が ぁつた。 1 

巧 油 王 シンクレア I じ 

入獄の 剩决 

上院 尋問 忌避で 

る姻 王户リ I ••シンクレア^ — 
ど 云へ ば 巧 年 日本を おし 灼 いて 
勞農 n シァ こ 幡太巧 她の閒 がを 
契約して 國際間 題を 惹起し、 更 
らじ — デン グみ閣 2 化 じがを 
地 田 疑獄の 中必 人物 ごして 世人 
じ騷 かれた 問題の 巧で 

四 年 前 上院の 视旧 疑獄 調査 委 
員會」 証 A VJ して 召喚され た 
節， 急所 じ 觸れた 質問 じ 型し 
ては 一切 巧 答を 忌避した ので 
遂 ： J 侮辱 罪で 吿發 された る も 
氏は これを 不當 ごして 最高 法 
院 でぁる 大審院 じ 事件を 持 出 
して 居た が 

去る 八 H 遂に 大審院. ょらして お 
おかを 至當 どし， 上院 委員 會の 
尋間權 限を 詔を して 氏 じ 規定の 
如 < 重禁細 九十 日、 罰金 五 巧 弗 
の 支拂を 命令し わ、 おみは 八 H 
主ら 二十 五日 目 じを 効と なる の 
でに じして 何等か 化の 方法 じが 
て 事件の 抗爭 理由を 發 見し 得な 
いかぎ b 7 シン トシ 府の 合衆國 
刑務所に 服役は 避 心得られまい 
ご 云 はれて 居る。； 


が 間から 割出し ホ 

人間の |1 生 

八十 歲瓜铜 の 計算 

最あド キッで 八 - H 歲の 誕生を 
迎 へた 者 人、 をの 日記を 基礎 じ 
して 過去 じ餐 した 時間の 纔 勘定 
をしたら 左の やぅな 統 針が お ホ 
た、 あじ 人の-一生を 時 賴的じ 解 
剖した やぅな もの 
□睡眠と 着を 二十 ホ 年 一二 巧 十 
ニ U 十八 時間 二十 ご一 を 
□勞働 二十 一年 义 -44^ H 十阳 
時間 四十 巧 

□必配 ご 憤 お 六を 百 十六 日 十 
四時 間 十を 

安 雜ご恩 巧 勝つ 

パ ンパ ー スト じが ガる南 化 
力 日 ラィナ 庭球 戦は 一が 巧 曜日 
より 開始され た、 义國 じがけ 
る デビ ヌ盃戰 も あご 一 ム巧じ 迫 
つて 屠る ので ホ 厨 側で， 憤 補 者 
連が お 填し 我が 化 表 選 まも 線 習 
試合の ためを 部 選手は フー ロリ ダ 
よ >、 恩 田 選手は が 育よ 一り 出瘍 
して あ 年 じない 盛 巧を 星 X て 居 
るが を 部 選手は ダン ネ 主ろ 恩 
旧 選手は シ" 'ァフ を 銳れ玄 ハ— 
0 、みー 0、 じて あ々 ご 辛 日 
戰じ 勝つ た。 一^ 


□飮食 五 年 一二な 四十 六 回 あ 時 
阳 十二を 

□待 もを ふ 五 年 一二 百 ニ H 十六 
時間 四十 五み 

□ぶを 四 年 S 十九 日 八 時間 ニ 
十と を 

□休暇 ど 休日 四 年 十二 日 十五 
時間 一二を 

ロ 旅け I ニ 年 ニ 巧と 十一 二日 十八 
時間 二十 一二み 

□新聞 讀み 一年 二な 四十 一二 日 
と W 間 十八を 

□顔 制 6 ニが 二十 八日と 時間 
五十二を 

□を 拂ひ円 四十 日 二十 I ニ 時間 


二十を 

□署ぁ 四十 ニリ 十四が 間 あ 十 
八み 

□靴* レき S 十 化 H 十 A 時間 十 
八 時間 十八を 

□ネク タキ 結び 十八 日 十二が 
問 

□シ ダー 化附 十二 日 十み 時間 
□ぁくび 四日 一二 時間 二十 六を 
□笑 ひ 一 H ニ 十二時 間 一二み 
□力ぅ ボタン 探し' と 日 
□鼻 かみ 十： ニ n 八 時間 か 死を 


排日 記 ホを 

政治 顧問に； 

ミラ— ドち 歐 米へ 一一 
久しく 上 おじ あ b 排 H , 記者 _ ..飞 
して 名を 轟かし、 嚴 近は ニユョ 

. — ク •ヘラ 八 •ト •トリ ピユ ■ — シ 

紙 時 派 員と して 張作霖 怪死 隅 題 
でネ！ シ ョン 誌上に 小 畑 薰良爲 
ご筆戰 した ト 1 マス • ： こフ！ ド 
君は 今回 愈々 南巧孜 がの 欧ぉ 顧.' • 
問と して 五 巧 一日よ b 就職す る 
こ V じ つ た の で をく上海をぉ 
發六グ 巧 じ 直らて 歐 ホを 漫遊す 
ベく 六月 化 H じは、、 ゾタ ー 大學 
の ホ 業 まじ 臨んで 名譽學 位を 受 
ける はづ で、 新聞 ごの 關係 も自 
然 これで 切れ だと。 


支那 料理 

開業 御 披露 

撐所西 百 十六 T 目よ r 
十四、 十六 番の 二階を 部 
舆 と街サ 7、 レノックス 
百 十み 了 目 停車場ょ^ 巧 
へ 半 T 一 

設備， 最新 囊節 、露、 

を 卓 八十、 坐 席 四な 宴會 
じ 良 ■C 、ブライ V 1 h • 

パ] テ— じは 殊に 適當 

^ 0 が ホ 第と 巧 (な 二十 
ホ T 目 ご 巧 二十と 了 目の 
間) 新 杏花 樓 じて 皆樣御 
那染の ジ五ィ 氏 どが 育 第 
一 ごのを 詳を膊 して 居る 
歐廉氏 ごが 搏 意の 膊を揮 
ひます から 風 ホ 佳 絕は請 
を、 價 格は 乂勉强 

特に 日本人 諸賢 
を 大歡迎 致まず 

靑蓮閣 

ニ- 14-1 BWJ 1 雲 Sir 呈 N.U 

ジ一 cni ち rsiiy 巧を 8 


この 夏 頃から I 

新 紙幣に 引換へ 

アメリカ 大藏 省では 古 （なつ 
た 紙 常の 新陳化 謝と して 目下 巧 一 
十億 巧の 新が 帶を巧 刷 中で、 こ 
の 夏には 一を じを 國へ 配が され 
るが 巧し ろを ホ 人口 一人 営 b 九 
弗に 相當 ずる 百 巧 だけに 舘 巧の 
クラ I ク連 はこの 引換へ じが 巧 
の 夏季 化 暇を フィに する の ぢや 
ゐ るまい かごむ 配して 居る、 新 
紙幣は 従 ホの もの ょらは ル 型で 
を b 從て 紙幣 入い を 年々 お 千万 
弗 も 製造して 居る 废孽製 興業 者 
は ほく'-^ もので をる ど。 

來年额 織ず る 

國際 的を 響樂屬 

當地 メトロ ホリ タン 歌劇 團の 
コン ダ クタ ー であ b 音 樂協會 の 
巧 響 樂團を 指揮して 居る ボダン 
ダキー 氏は ホ 年度には 眞の國 際 
的を 響闡を 組織す ベ （目下が 樂 
家 じ おし 一口 五十 仙 R 上の 寄附 
をを 慕 中で 慕 集 本部を 巧 十番四 

十 I ニ 了 目の ソサ イブ！ •オプ • 

ワ レンズ •オプ •ミュ デ ックじ 
置いて 居る。 


M シン トの 


埋髮巧 


西 - K 十五 了 目 S 十 I 番地 
五を 間中が 氏 ど 共同 經營と 年 
間 曰 本人 諸君の 理髮の 經驗を 
持つ て 居 b が。 懸觀じ 注意 深 
く 特に 日本人 諸君を 御 待遇 申 
上が。 料を も 左の かく 引下げ 
大 勉强。 

散髪 シャン フ 1 及び 刈这 

髮 トニック 一巧 

散 髮顏制 6 八 五 他 
毁 髮 六 〇 仙 

を 穂を トニック 一 0 他 
衛ホ的 設備と 方法 御を 意 


讀 巧の コラム 


同胞 下宿屋の 改お 

一 讀者 

が 育が 報 前号 じー讀 ちよ' ゥ同 
胞 .下宿屋な 良の 提議は 大替 成で 
ある、 拙者ら 現在の 下宿屋 巧大 
タ數は ナマゲ 者の 育成 所で わる 
こどを 認定す る、 これ 恐ら！-- は 
何人も 巧認 する こごは おあてい 
と 信ずる、 ナマヶ 者の 育が 所と 
申す 理由を 詳說 する こ ミけ をら 
じ 明白 じして 低級 だから これを 
避ける'’ .'r 

同胞の 先輩 者 達、 同胞.？^: リー 
ドす る 人々 は 巧 あに これ じ會眼 
して 其な をの 方法を 研究せ 了れ 
ないで あらぅ か、 H 本ん 會 がの 
設をも 必要で あるじ 相違 あ* ま 
い、 然し をれ よら も 急務な なは 
其 a 本人 會館 をを する 而し L 其 
目 本ん 會 館のを 礎た る 同胞 か 先 
づ 第一 じな 爲奮圖 勤 魅 努力^ 緯 
神氣 魂の 所ち 者たら ざるべ がら 
ず、 然ら ざれば 巧つ て一碼 の 耻 
ざら し 看板た る じ 適ぎ ない ' I 
ホ 進んで 云は しわれば H 本八會 
館の 設立ょ b も H 本人 新式 r 宿 
屋の 設立が 順序 じして 肝 甚^は 
をるまい か 一. 

こ i じ ナマケ 者 育成 巧の が 難 
じ 其 鳴して H 本人 會じ新 ま お 一巧 
下宿屋の 提案を 致ず ごを 爾 。一一 


保險 には 入て 置く もの 虔吿〕 

昨年 ニ 巧 ニ 一日 S 木を ま 氏の 勸 めじょ b 1 ヶ年 巧を 十 巧を 傷 
害 保 隙に 乂約 しました。 負傷 或は 病氣 のた めじ 失 装 損害 お 一 
週間 二十 五巧づ i 十 週間 支拂ぅ 契約で あつた。 世ん 或は^ 險 
會 社の 無 巧と か 或は 損害 金す 拂を 口にする 事を 屢 々聞き もん 
だ 僕も不 をの' 一人で あつた、 不幸に して 昨年 不慮の 大を 我を 
して 病 おじ 苦しい 事 化 週間 醫藥の 巧 横で 小額では なわつ た、 
馬鹿 黑 でも 買つ た考 へで 一ヶ 年を ホけ 僅々 十巧拂 込んで 混い 
たが 險 をが 化 度 ニな 五十 弗の 大金を ま拂 はれた 事は 世人の 蒙 
を 開き 巧險貪 社の 有 巧 有益なる こどを 裏書きす る もの i 思 ふ 
人の 運命は 計 b 難き ものである、 坐ながら じして 大怪 巧を す 
る もの あら、 道を ホ 巧 中 頭 ト-じ 物体のを 下す る こご も ある 
巧 H あら ご 思 ふむ のを だ ざ くら 

巧 半 じあら しの ふかの もの かわ 
化 度の 大怪 巧で 僕が 若し 保 險じ入 約して 居な かつた 時は？ ど 
思 ふ S 寒氣標 立の 感が ある。 思 ふじ 巧 厳は 人 ホ じ 幸福 ご 慰を 
を 巧へ るら ので ある こ £ を 化の 巧充 かじ 陳ふ 事が お來 た。 • 


02 本 瑪髮舘 I。 

西 四十 一二 了 目な 番地 ニ貞 お室苟 I 

一二 階 (をち 街に 近し 心 

が 業廣吿 

例が の 通ら 當み 休業 仕 候 
御菓子 娜 松風 辟 

28 去. 完 th ぎ呈 y 


i 線を 稽 

御 化しい 餘暇じ 巧 ども 言へ 《 
淨瑶璃 の 趣. 跟を御 賞玩 被 遊 度 
皆 樣の御 ホ 遊を 歓迎 致します 

踩澤吉 王 
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M 資 器を 【日曜 水】 日 十月 四 年 四和昭 【四 


® 羅府 、桑 巧 出帆 (ホ， 
羅府發 

(午ち ニ お出 化) 

大洋 見 四 巧 二十日 
天 巧 見 五月 一二 H 
これ あ乂五 H 十と 目 
春 洋化お 巧 化 一日 


グ瓜經 由) 
を巧發 

(お 午 化 机〕 

四巧サ 四日 
五ち 八日 
五月 廿 二日 
ホ 巧 五 日 


® シアトル あ 化 (午前 十 時 お 帆) 
静网乂 五 巧 一 日 
橫濱化 五 巧 十五 日 
I こ 島 丸 ち 巧 十 お 日 
が豫 化—^ 六ち 廿 九日 

み 淪教资 日本 行出奶 

箱搔み 四ち 二十日 

乘 訪 賽 四日 

化を み 五 巧 十八 目 
▲が 青 お 视芭奈 馬經を 日本 巧 貨物が I 巧 二回 
▲蹄 絡 取扱。 が 班は 狭洲 巧、 南米 巧 並に 匹を 馬 
純 由 おを 洋岸 巧を 游船 脅な ミ辖巧 おリ乘 船が 
符等巧 事 御使宜 じな 計 ひ ホ 上まず 
▲义 圃錢道 切符、 磨な 勞等も 御 愧宜に 取 計 ひ 申 
上まず 


資本を をな 旧 
: 拂达巧 資本を 六 千 巧 旧 
な 立を 六 千 四 育が 圃 

献脱 S ホ 銀 巧— 支店 

本店を 京 ホ 日本 橋晓 本を 崖 町 五を 巧 一. 巧 
支店 かお 日本 おを 內丢ち 巧 巧 

あを 尾 京都 大お西 (大店〕 神 ロ 
廣島下 顆門司 若松 活岡長 巧 
上がを をを 買 巧 水 


お出 乂巧替 ，電信 送を、 ホ 送を' 旅 巧 宿 用 巧 
巧 業 信用が 其 化 一 殺が 巧 業 

ん無紙 S 菱銀朽 が 帛ま巧 

撤里 送金" 日本を 地 無手 お 巧-? 迅速 おを 
ネ店預 を {を 期 通知 ノニ穗 ) 巧 巧が な 巧 
本 まち 東京 安 巧、 大巧、 辩ちま 都 
巧 巧 地名 古尾、 小 お、 上 お、 みな 


▲鄕里 送金 あび 並遂を (無手 數 巧)、 か國 
ち替賣 買、 荷 巧を が 組 取 立、 詹 用巧發 
巧 等 I 般銀巧 業 巧 御 煩 利 じな 扱 可 化 候 

S 臺灣 銀行 馨お張 所 

^ 一^^ 演 、太 巧神戶 、ト 病、 漢 
ロ、 福 州、 厦門、 細が、 香港、 廣 巧、 巧 

i ロを、 ス 1 7 ，。 y 、 スマラン、，！： タ ビヤ、 を 頁 


1 、 資本を 壹憶圓 (を 巧拂这 巧) 

一、 穂 立を 一億 五 巧ぶ 十 萬 恩 

內化本 支 巧 = 横濱 (本店】 巧 巧 乂 お 
神戶 を 晚下 曲名る 屋 

橫濱ぶ 金銀 巧— ミ 巧 

ホ 困を ま 店 リを潘 揉# 沙 巧布哇 
巧 化 世 巧を 画 重 巧 部 ホ ュぞ店 及 3 グン 
ス有之 侯 


本店 大阪化 演五了 目 
お 育 支店が 育ブ C 1 ドク 3 1 巧 四十 九番 

難 化ち 銀行 

弓 f 東 ま、 橫漬 、名ち 崖、 巧 都、 巧戶 、が 山 
属 ノ 道、廣島、吳、柳ザ、下 ノ 熙 
地 支店 一巧 司ぶ 倉、 若松、 博を、 久留ち 熊 本 等 

本 厨 預金、 鄕 里を 金 等は 極* 

て 御 便利 迅速 じ 御な 孩巧 申ち 


本店 朝 おを が ； 

ま 巧 出 お 所は 日本 內 化の 樞要都 巧、 巧鮮 
滿 測、 支那のを 地 及び 滞 盛巧德 

朝鮮 艱巧 紐臂あ 張が 

外 固爲替 一般を 巧 業務 靖 々御 便利 じ 取を 可 

申上惕 


藤本 證券 會な 

一般 有 偕 お 券ノ賣 買、 引を、 募集 
▲金融、 化 ニ 之 ニ 熙ブグ 一切 ノ 業な 

S 脱 藤本 ビル ミ 1々| 銀 巧 

紐 育 ぉ 張 巧 


シアトル お觀 (午前 十 時) 
あ ふ も か 化 四 巧 十六 日 
あら X ま 化 五 巧 十 吉日 

ばリ すか (な潘 お 化) 妈巧廿 お 日 

こ 等 橫漠一 か狂费 ^ 」 を 
.おしばりず みるん でんかは 一 ES 巧 
►一二 等 日本 巧を を 张 客室 おを 造 家族 室 多が 
►御藏 雪に 获 リー 签 割引を 巧 切巧發 巧を 巧 侯 

ロス 7 A ゼ ルス お 帆 (午後 一二 時) 
まじら あ 國月廿 お 日 
もんて びで を 化 ち每 一 B 
▼一等 横 溝 ニ 一二 0 巧馆 はわい みまに らお 一堂 弗 
►お 別 H 等 B 本 行 五 . r 九苑 ▼ご 一等 a ネ 巧を 十を 带 
►み 灌霜府 お豁牽 切符 寢臺券 藤 入御 幹 媛 化り 侯 


H 本陶破 黑雜貨 類卸賣 

.ホ 元 ブタダ ー ス 


日本 陶撼 器. 雜貨 

ラム プ卸賣 

'奈良 貿易 廟會 


錯械 日本 ドラ も ふ 蘭 會 


諸雜貨 仲買、 卸販賣 

保 巧商會 


鞠が 黑 、雜 貨卸賣 

森 村 ブタダ ー ス 


陶 猫器雜 貨卸賣 

春 巧廟會 


日本 郵船 會お (ホ-一を 鐵道會 社) 

代理店 片欄 兄弟 蘭會 

乗車、 乘船 切が 並 じ 小荷物 運送 御语巧 じな 扱 申しまず 


了 寧の 巧 刷 ご 精巧なる 仕上げ 

時日の 迅速 ど 確 賞な 校正を お 能 

印刷は 紐脊 新報 肚へ 

電話 ワトキンス ニ 化 0 九— ニ 九 - o 

わ 間違^む く 新報へ 

巿內西 十と 了 目 十二を 十 階 目 

II - - 

東部 じがけ るが 字 言論 機關の 

權 威、 吾が 新報を 讀 まね 入な し 

廣吿は 紐 育 新報へ 


ホ お ホ ■> ル、 總 領事の 

南米 移民 論と 巧哇 勞働觀 

企業 移民は ブラジルで 歡ば むず 

布 哇勞働 あは 砂 より 遠 かる 


布 唾 ホ / グ 、媛 領事 ホ 松 
祐么 巧は 近く 華府 じがて 開かれ 
j るを ホ' 斌事會 溢 出席の 爲めホ 組 
一せ るが、 南米の 事情 じ 精 姐す る 
一氏は 化訪の 記者に おして 左の か 
一く 語つ た。 『如 巧 じ 暑い 所から 
一巧た ど 云. つても この 暑さは や b 
一切 no 。 ォマ では 九十 四を、 
一着いた 昨日 (と 曰) ごい ひ、 また 
I け ふの 暑さ ど 云 ひ、 まア 僕が 蓉 
'さを 持つ て ホた やう だね』 ごま 
: づ諧驅 一番、 謹嚴 をの もの、 や 
う U 顔が なびる。 頭の をげ 具を 
一 じが 勸 巧の ホが ある。 『ホ ノグ 
グじ着 ほしてから まだ 一二 四ヶ月 
だ、 すぐ 前の 巧 地が 南米 ブラ ジ 
グは チン パク n 巿で 共に 日本人 
!勞 働を のぞい 所 だ。 南米は 日本 
の 資本. 欲しがつ て 居らぬ から 
企業 移 おはを 体の 何 割かに 制限 
甘ょ ごのを 魄が あつれ とのこと 
だが、 殺く ども サン. ハゥ 0 州な 
では 一人の 

を 業 移民を も 欲して 居ら 
ね。 间 州には 十億 本の 瑜碟 がを 
ち、 千 本に おして】 人の 勞 働を 
を 要する から 結局 百ガ 人の 勞働 
- 者が 欲しい 譯 で、 一年 じ 二で や 
占 一方み 勞働移 k が 入った 所で、 
.'滿 貸 化 止めに U る 懸念は U い。 
同 國は谢 沸で 立って むる 网 であ 
5、 政府 も M が も 其 化 凡ゆる ホ 
面が 巧 谢郑の 耕 ホで 固められて 
ゐ るから なま U か 投實的 移民が 
巧つ て 焼ず のがで も 示さ うらの 
: なら、 明日に でも 耿目だ ご 云は 
I れ i ば 夫れ きりで をる。 アマ プ 
I ン 流域 地方 ご 違っ て、 資本を 持 
I って 巧 <必 をはな'、 裸 一 賞で 筋 
I 肉勞 働を 唯一の 資本 じして 巧 ' -j 
者を 歓迎す る" 一々 がをはで •ふ 
I か と 云 へばが 糖巧慟 者が 中必 一^ 
一時け ホ 巧 入の 中で おすん をが 


一 アバ 

俄をデ^ 


マ 七ュス 氏、 巿 
ウス K 表ポ！ 少 


日本人 だク たが 現在では 約 一巧 
人 r 滅 つて ゐ るし 

今年 などは 一巧ら 切れ や 

ぅど 巧 測され てゐ る。 是は扫 本 
人が 漸 々ご 老 ひむ £ する 傾向が 
ある 處へ巧 律賓の おい 働き 盛 b 
の 者が まい 賃銀で 應 じて ホた、 
めでを つて、 砂糖 ご H 本 乂勞働 
まごの 願 係な 昔 H の盛觀 はなく 
なつても る。 をれ でも 殘 つて ゐ 
る 約 一巧 人の 勞働 若は 比 律賓の 
上 じ 立つ て 優遇され てゐ るが、 
之は 會^ 側から 云へ ば この 熟練 
勞働 者! 一^手 離す i が お ホない 爲 
であ 、勞働 者 側から 云へ ば、 
ょく-!.- 巧き 詰って 轉间お ホな 
かっ 手の がを い。 この 砂糖 勞 
働 巧 ホら まっれ ご 面での H 本人 
は 一^は 歸 朝し、 一部は ぉ ホし 
て轉 して 居る し、 中 じ も 大工 
左官：、 プ ラマ— などの 手先き を 
要する 職人は が當じ 調子ょ く 巧 
つて ゎる』 ホが 總 領事は かぅ 語 
っ L 『布 畦の 第二 化は 遂に 

業を 纔 いで 砂糖 畑 じ 巧 
かつじ， 化 事は 巧で もす る 
共 賃銀が をければ 應 せぬ。 
都會 におて 巧 かを 採， すを じ 
た。 をして 极糖 園から 日本 
乂は 日々 をを 消しつ i ある。 南 
への 移民は 柯を やる じしても 
蜂 化らず の 資本を 處 つて 巧く 
ー發 つまらぬ。 な 姓を やつ 
でも ニー 度 不作 じ 逢っても 影響 
ゼ妇 丈の 資本を 持つ てむ るか、 
がら ざれば 裸一貫に 限る。 ルを 
を 持つ て 巧つ たのでは 一回の 不 
作で 丸裸 どな 6 大 資本を 持つ て 
巧けば 自 おお 國 の 資本家 ごの 競 
爭を 惹起す る も ごなる。 要する 
じ 筋肉を 働を 資本 どす る ま義が 
一を よい』 ご 大局よ ち觀た 怠を 
i を 漏した。 


ライト 氏、 スク ブップ スバ 7 
1 ド 社華府 快を ゥキ リアム • 

シ ムス 氏、 羅府 タイ ムス 記者 
フレッド •ホ— グ 氏、 スプ 9 
ングフ 牛！ 术ド社 フラン ン ス 
リ—ボ 瓜 氏、 ヒユ ストン •テ 
キサ ス ポスト 化 (ホを) 

の 十一 氏で'々 1 ネゲ！ か鹽を 
化 表して ジ 》1 ジ •フ キンナ 巧 
が 一巧の 化 話 役を 勸 める 答で を 
るが、 バ トラ ア博± の 提案は タ 
1 ネゲ ー が 劇 幹部 會 じがて 滿谋 
一致の 賛同を 得、 日本側の 協調 
じ對 して 滿悅の 意を 表した 0 巧 
ほ フン デ ジツ ク •ブイ グ 巧、 へ 
ンタ 1 •ケ— •ノ 1 トン 巧 並に ホ 
グチ モア •ず ン外六 社を も 招待 
したが 都を が あつて 一巧に 加は 
れ ない MJ ごな つた 由で ある。 


お ホ 副領事は 

領事に 陛な 

別項 第 j 面 本社 東京 特電 巧 報 
の 如く 當地總 領事館 巧 勤 お伴康 
氏は 領事 じ 巧せられ 引 纔き紐 育 
巧 勤を 命せられ たが、 同氏は 東 
巧に 在籍、 明治 二十 八が 六 巧 出 
生、 大正 化 年 六 巧 東を ホ 大法 巧 
(獨 法) を 卒業し 岡 年 十月 高等 文 
ちかを 巧試驗 じを 格、 十二月 巧 
務屬を 命せられ、 亞細亞 局 繁ニ一 
課 勤務、 同 十 年 十月 領事 宫 捕に 
巧せられ 高等官と 等に 叙し、 天 
津總 飯事 館 在勤、 翌年 六ち 外を 
官 補に 巧 せらむ 獨逸 在勤を 命せ 
ら る。 同 十二 年 十二 巧 高等官 六 
等 じあせられ、 昭巧 ニを 一巧 外 
務 事務官 じほせられ 歐米盾 第二 
謀 勤務 文書 誠 兼勤を 命せられ、 
问 S 巧 高 黃官五 等 じ おせられ 四 
巧が ホ 位に 進む。 昭かニ 年 十月 
歐米局 窠一課 じ轉じ S 年と 巧 副 
領事 ら組 育な 勸 のをに をし 
昨が 鳥 岡 副領事の 後*- 襲 ふて 着 
ほしな て 今 H t 至つ たので ある 


御大 禮の 記念 章 

昨年 十一 巧 十六：：！ 御大 赌大蜜 
宴遙 一 H 現な、 な 外ち 動 まじし 
て 酒饌巧 下賜の 恩典に がせる ち 
資格 おじ 割し 御大 魔 記を 章を 送 
達する を どな b たるに 付 右ち 資 
格 者 (資格は 昨年と 月 二十 六日 
官巧所 報) は 當地總 領事 舘迄問 
をはず べしと 0 

ニ總 領事の 寄 紐 

華が じ 於け る 領事 會議 にを < 
途か井 巧 桑 港、 赤松 ホノグ 、ニ 
德 領事は 日曜 脊 紐、 井田 氏は 昨 
朝 同地へ、 赤松 氏は 本 H 夫々 出 
發し 內山總 願事 代理、 原 商務 書 
記 官も出 華の 堂。 

優秀 船 進水式 

日本 郵船 會 社-; がて 目 ド 建造 
を 急ぎつ i ぁる 桑 港 線 優秀 船中 
の 第一 船淺間 化は 囊じ 進水を 了 
し 目下 磯裝 しつ、 あるが、 まる 
八 H 當地ま 巧 じ 達しね る 電信に 
腺れ は 第二 船 龍 田义は ホる 十二 
日長 崎 造船所 じ 於て 進水し、 第 
兰 船が 父 化は 五 巧 八 H 橫濱 船渠 
じ 於て 進水式を 擧巧 する 由で ゐ 


佛む會 例 會說敎 

紐 育 彿む會 例會は ホる 十五 
午後 八 時日 本 保樂部 じがて 開か 
るべ く當 巧を々 木 指巧師 の說教 
は 『戒波 羅密』 ご 題し 巧聽 自由 


新乂靖 

ウル ゾ味 淋卞 I 

一 裳 四十が 


桑 山商會 

Phone. す g ミニ 133 •豈巧 I 


巧！^ 矯 所は ラッカ ウ 车 


ラ ヴ タ ク ゴ/1 
の インク ライン 一!、 ク 
づ I ク 、ゲ 1 ムはボ 々•ダ- 「ム 
J の 際 至急を 價 じて 權 利！ が讓 
渡した し、 委細は 面談 (自 .町亭 
內 淸 一:) 里 ジ ndst . B 吕量 nNIIY . 


東京 商 會特吿 


メ ー ルオ I ダ 1 

を 御 利用 願ます 
ま 京 商 會は一 册の雜 誌で も、 

一 瓶の 醬姐 でを、 一斤の か增 
でも、 一服の 藥 でも、 巧んで 
も 御 注文 巧游直 もじ C •0 *D 
こて 屬 らます 

を價 お、 巧 お 目 銭 御 申 越 か 第 

送ち まず 

憤 額勉强 、を 送 班を、 多少 じ 
不係 御用 命を 色 ふ 
巿內 配達 化 候 

が！ Sn おを 商會 
皇 W . 置 h ぎこ. G . 

Te 二 量 品ち 男 5S 


装飾 綺麗の 室、 設備 
まを、 シング グ 一週 


斗 ®!^.^ 諸君に ファー， シ 

を驾 ィ VI キン ゲ及 

び 料理法を 敎授 ず、 新 ま設觸 

戸 Imi 呈 一 
19 さを 2 呈ニ三弓 . ず畳をさ ~| ー . 


貸 室 

八 弗， ダブ グー 週 十 巧 

正 0TEL C 一言 岳， だ W. 8 量 St . ，呈 


貸 室 日本人の 家庭で 綺麗 

な 室が あらます。 お冀 の々 はヮ 
ズ ゥォ！ マ 五 化 四 ニ じ お 電話を 
下さ、， ませ 0 




米國 新聞 1 為 者の 東洋 訪問 

力ー ギ I 平が 財 團主傕 S 下； 


ヵァネ ‘キー 國隙平 かが 幽^-巧 
際 及びを 肯 部長で ぁる ニ!' ラ 

，•ム . — レ' <:-• パト ラア搏 i 

は豫 て針靈 中で ぁつた 来誕新 
間 記を の 東が 訪問 脚が m 織 さ 
れた 旨を 昨朗强 表した 0.- 郎七 
同 趣 体 an 本 郵船、 鹽道 省、 
朝が 鐵 迫* 大醒贿 船、 乂速巧 
船 政び 南 お 搜道ご 聯絡 協調し 
て 旅 おを 作つ たので をる が、 
一巧は 十一を で 本 巧せ 四日 桑 
巧 出帆の 大洋 化 じが 乘し五 巧 
十日 午前 構 渡 着时日 午を 入京 
五 巧 十：：： よら 二十：： 一一までを 京に 
がける を 方面の 歓迎が じ 視察を 
なし 化 間 じ H 化、 函 化を お ホし 
二十 一 H よら 二十 八日まで 京都 
; を 良、 大阪を 巡遊、 二十 化 日 及 
: び 一二 十日は 宮 をよ 0 颜戶 巧が の 
I 風 ホを 探 b 五 巧 S 十一 日 下關を 
一を してを 城に ま b 六： 一二：：！ よな 
i 置 H ま t 滯 化、 置 H 出猎 安な-」 
.赴き 六：：！： とりよ b 二十 五日よ で 
'化は チ、-^、 が お資、 ± ロ がよ 
一 - b おは 乂述旅 順を 旅 巧し 二十 六 


R を 天 ib 化 京 じ おで、 六月 ニ 
十八 日ょ b と 月 三 I H まで 化 巧を 
中必 どして 視察し、 四 H お發八 
H 巧な じ 入ら 十一 日 上がに 赴き 
十五 n 巧 船 じて 靑 島に 至 6 十と 
H ょな 四 H 閒滯 化、 二十 一日 出 
帆の 便船 じて 二十 ホ H 神戶 着、 

同 H 直に ま 上し 八ち 一日 あ午橫 
濱出 化の 巧 比 种亞化 じて 歸 米の 
旅 じ 上 b 八月 十 ホ 日 着 桑の 豫定 
なる が 日本 じ 二十 六 U 、 朝鮮に 
五 H 、 満洲と 二十 U 、 支那 じ ニ 
十を 日を 費ず i どなる であらぅ 
而 して 其 顏觸れ は 

アトランタ • 3 ンス チテユ 1 
シ ヨン 編輯 長 フランシス •ク 

ラ ー ク 氏， 聖 路易ボ スト •グ 
スバ ツチ ま肇ジ ヨ—ジ •ジヨ 
1 ンズ 氏、 華盛顿 スタ ァ巧表 
y デオン •ラィオン 氏、 ミネ 
アポ リス •ジヨ * ~~ ナ八 記者 * V 
! リ ••ホぶ！ クフ ネグト 氏 
が 育 ヘラルド ブプビ ューン 華 
解 特派員 クネ瓜 バア •ブオ ー 
レストた、 紐脊 タイム ス記老 


齊牟馨 家 郡 築隆を 

西部 巡證談 

舊臘 太を 洋 沿岸 市 赴き 桑 渚 じ 
がて 華獨の 典を 擧 ザた 新婦 W 相 
携えて 前週々 ホ歸^ せる 靑年蕾 
家 都 築隆氏 U 西部， 於 ホの 旅む 談 
を 試みて 曰く 『羅 称では 渡邊虎 
巧郎 氏が 大じ 奪^して 居られ ま 
した。 最 をまで 羅 がで 繪を敎 へ 
て 居ょ したが 雜 てを 港、 シャト 
少 方面に 活巧 する さ’' っで 紐 育の 
舊か 諸君 じ 貴紙を 通じてを 敷 ご 
の 傅 言で しだ。 を 田 石 堂 氏 もを 
加で 二回 お 展覽爵 を 開いた さぅ 
です が ニ 巧 下旬 歸 朝の 途じ 就き 
ました。 藤 岡 昇 氏 じ もを 港で 遊 
遍 しました がか々 巧氣 でした。 
其 他 平 賀龜祕 氏、 巧 弁 ホ 楓氏等 
相 前後して 角逐して ゐ ました 
歸途 テキサス 州エ グパソ 巧で 旅 
券を 携帶 して ゐ なかつ じ爲 めじ 
移民 宮の化 調を をけ ましたが 
南部 地方み じ ホ 墨 题增じ 近き 化 
方を 旅 巧す る 人は 旅券 其 化證明 
書類を 携帶 する i が 肝を で 移民 
{良から も 巧 注意が めら ました』 


參廣 島を 氏 江 商 コム バニ ー ま 
配 人、 ネ H 桑 港 出帆の サィべ 
アホ じて 家族 同伴 一崎歸 朝、 歸 
紐は と 巧 下旬 頃な らん ミ。. 
•宮川 アグ ネマ讓 加州 樓府宮 
川 氏み 躍、 聲樂硏 兜の ため 渡歐 
の 途次 碌堂向 伴 巧 過 巧々 ホ 紹甘ー 
四日 解麗 のべ レン ボリ ア號 にて 
出發の 由。 

♦高 橋 甚化氏 東を ボ 技師 同上 一 
本 巧 中旬 西巧歸 朝の 豫 を。 

• 菅肇氏 朝鮮 總督 府鐵道 技師 一 
ご 一日 獨を ょも 着が 約 ニケち 間滯 I 
がの 由。 

« が 瀬恒ホ 氏 紐 育 陸軍 事務所 
巧勸 陸軍 エ を々 佐、 十五 日 ぁ 帆 
の アラ ビック 号 じて 英國 經由歸 
朝の 善。 
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^ r ご 
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細 化 お 雌 胆： 

IrJ 訊. 

邮 - 1 M 


乱 ナメ^ 力 I の特を 

日本 A . の お買顿 じは 特別 掛 員を 置き 無 
巧で 內致升 電話 又は わ 手 おみ 第 御 
訪問 4 て 御 便を を 計ち 初めての わ 方に 
斟 しでは 特にな 意 致しまず から 是非 お 
立 寄み 願 ひ 升、 市內 配達は か 論 B 本 其 
他を 她 宛の お 荷物 發 送は 當 方で 致し 升 

ジ 3 ン ワナメ ー 力 I 


0 


J 參 ♦太 

觀賊ゃ 


E 

C 

班 1133 泮 

^ りで の 

W .1；! 十计最 
化 如^ 日 四を 
Y M 卿 E H 说 

WM "! 間間 航 

化 3 W みみ 路 


晚香坡 每ニ過 j 圓ぉ帆 

A で ムプ レヌ 亞觸亞 0 ごろ 呂 順〕 

四月 十八 H 

A 玉ム プレス 概蘭巧 ニニ ろ呂 顿ー 

五 巧 九日 

A でム プレス 露 西 巧 0 ニろ 备 晒) 

五月！ 一一 十日 

A エム プレス 巧西亞 (一二 •0 夏頗) 

，一一 ホ 巧 十 S 日 
一等 f 二等、 一二 等 及び 下等を 設備 
最大 「善美、 最 快走の 東が 航巧船 


を々。 尙ほ 同氏は モン トン ー 满 
の 風光を 題が ごして 数枚を 揮毫 
し、 右の 內 『が 物』 一枚は 前 旧 某 
氏の 手を 經 てを 巧を 闡內 を港巿 
立 博物 舘 じを 贈せ る 由 


新 着 

ピん ベい 燒型 
風船 をら れ罐入 
寶來わ こし 錐 入 
四月 號諸雜 誌 

化 桐 兄弟 商會 

裝飾綺麗の畫、 ン ン 
グル 又は ニ嘉ミ 

專用 湯殿 付、 日本 供 樂部じ 隣接 一 

135 去 . 83 rd ジ 置 



夏場 向 轟 特別 賣出 

夏瘍 、小一 お、' 广 1 ム 向新 荷 到着 
精々 勉强 御用 命じ 應 じます 
. 日本 陶触 麗^ 貨 卸販賣 

歲木桃 井 組 

.一 

1_|5 户 16 th 穿 N . Y . 

Tel . Stuyvesant 8 W 资お -7 

夏塔特 N 新 荷 到着 H 

雜貨 、岡 d 器、 ランプ 及を 等賴々 
勉强可 化 お 間 抑 註文 被 下 度 願 上 候 

^ 太 洋賃易 株式 會社 

H 巳 召 ザ on|i A 一町 on 占 cin W 典 23-5 

lOlFif を >vcituo ZOWY ミ kCUy 

0 } 1 貧の 0 留がジ 011 お 7 ‘ づ . 宫》 & 80 コ资： 9 夏ち， 111 - 

ISfew lEne-land 巧のタを . Ivtaslis CP , 送巧のなをを Sr 巧0其0ロ Ivtpss . 



お 川保險 事を 巧 

h. Segaw み ingurance Broker. 
303 F が 比 Av も， 

Tel. Caledonia 4100 


IC. Mildmo わ 

Mikimo わ Pear レ 
535 F 诉 h Avenue 
Tel. Vanderbilt 2519 


巧 巧が 巧 おな ま會な 

なち 巧 巧 巧 

Sou 比 Manchuria 化ん Co.i 

Ro 〜。 202 ら C • ニ … 2ian Pacific B! み . 
342 Madison Ave. 

TeL Vand が b 化 4135 


日本 お 巧な ホを 化 
短ち 支 巧 

«lapan Cot わ n Trading C ゥ • ， いん , 
2 Park Avenue, 

T«l, Lexington 8787 


內 旧^ 事 巧-ぶ 會胜 お育ま 巧 
Uctuaa 1 fading Go，> Inc, 

1 1 Park Place 
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從 へば フゥ ヴァー 内閣は 千 九 百 
かと 年夏ジ 王子 ゲ K がて 流產じ 
おつた U 巧 米 一二 國會讓 の 再 典に 
幽し お國が 若し 半ぶ ホみ 寄るな 
らば 悅んで 其 提議 じ應 せむ ごの 
意志を 持つ て 居る で クウ リツ デ 
大統領 & 提唱せ る ジでネ ゲ會幾 
は 巡 巧 おの お 大觸數 のみを ホを 
じ關 しで 英乂兩 欧化を まがを 意 
し 巧 ざ b し爲 めじ 崩攘 したので 
ぁる。 挪 も槪說 すれ ぱ巧頤 はを 
巡が 艦を 六千顺 じ、 而 して 搭載 
砲を々 时じ 制限すべし どま 張せ 
る じ おし ホ國は 一巧 觸、 乂时跑 
說ぶ固 侍して 下らな かつた 次第 
で^るが、' 現 政 格は を 巡 洋鑑の 
颐數 制限 論を ホ 張せ や兩威 所要 

の、 

艦 種 か 阿を あ礎條 かごし 
て考舊 する じを U ら 中、 左 すれ 
ば 自が巡 洋鑑の 禪類か 巧 じ 依 b 
顯數の 範圍內 じ 於て 頓數跑 ロの 
制限を かふる， とを 得べ しど 看 傲 
ク わて 居る。 勿静斯 かる 議論 じ 
凿 しては 契. 固 海軍 側の ほ 對もぁ 
るべき が是 けがず しも 制が し 得 
ざるに あらざる ベ < 、み じ ホる 
べき 軍縮 會議の 素地は 次週 月曜 
U よら 開かる i ジュネ ゲ の豫髓 
售議 n 國際 聯强の 首唱せ る n じ 
於て 作らる ぇなら むか 白す 義駐 

割 大使 ヒュ ー •エス •ダブ ソン 氏 

ジ a 1 ンズ が軍少 將は旣 じ渡歐 
の途 じあち、 を ニ 氏は 前回 食議 
の 際應酬 せる 费圓 巧を ど 相會し 
て 更らじ 意見のを 換を U ず 當で 
がる。 




乂獨 y 拒絕 

ド 井 ツ閣證 の 結果 
ベルリン 十-日 發 H ド キブ內 
閣は本 U 閣議の 結果" シアょ 
ら追なされ目下ト コ じむ命 
中で ある レ ホン* トロ ツキ i 

氏の 入 獨を拒 給し わ。 

个 个 

トグユ じ 亡が した ト 。ッネ 1 
巧が ドキ ッ 入らを 欲して 居る の 
は乂 しい 間の こごで、 ド キジの 
議長が 氏の 入獨 をを おど 招待し 
たの ど、 巧 も ドネ ブ醫師 の 診察 
を 欲して 居た ので ドキ ッ内蹈 も. 
先般 ホ屢 々これを 閣議の 問題 ど 
して 居た が、 外務省 側では 勞農 
ロシアな おどの 關保惡 化を 巧 憂 
して 氏の 入 露に 反勒 し、 遂 じこ 
の 結果を 見る じ 至つ たもので、 

ト 氏は 目下 3 ン スタン チノ プグ 
じ 養生 中で ある。' 

賠償金 會議 

聯合 國 最後 提議 . 

パリ！ 十-日 發 n 1 時 ドキッ 
側の 承認が 巧 ど 聯を國 側の 態度 
不一致で か 製に 瀬して 居た 聯を 
閥 賠償を 會議 は、 をのを 委員 良 
ヤング 氏が 巧 ホ 手を 盡 して 列强 
時じ佛 伊の 認 解を ホめ た 結果 漸 
くを 協の 域に 入ら、 今 巧 日中 じ 
は 最後の 會議を おした 上 これを 
ド キッ側 化を じ 手 巧して 回答を 
化す こど じな つたが、 

結局を 協した 賠简を 高は 一年 
十と 億 マ ー ク 〔四 億 八な 万 巧 
の 程度〕 を； S て數 年間 じ 互ら 
决濟し 先 づ支拂 期限を 五十 四 
年 どして 五据巧 程度まで 巧 加 


する 方針で あるが、 一 
勿論 ド キッ伽 ごして は 右の 條如 
は餘 b じ 過大 じ 失する どい L 立 
虔 から 抗議し ぶ々 の讓 ホを あわ 
る じ まるで あらぅ が、 聯を閉 側 
どして はを のを 額.^' なて 『.-も 
ッお支拂ひ巧る範圍巧にが-?<{| 
理 的な 數 ザ』 であち ど 認め、 一を 
を' おし でれ 指の 變 化を 及 ほす 
としても これを 0 て 論 講のホ 盛 
どす るに まるこ どは 自 でのる 
會議决 裂の 危機 もこれ で 逃で 
ど 觀られ て 居る。 I 


金融 調蠢案 _ 一 

上院 じ も 新ホ議 

ワシントン 十-日を n 上巧議 
員じして農闡の化おー*|を做クわ 
て 居る カンザス 州の え ツバ！ 巧- 
は ゥォー 八 巧の 級ぶな 機で 会 利 
高を 招き 農が を融は 硬化— 今 
は 百 五十 億 弗に 重々 する 信 巧 
資を もゥォ ー ^ 街で 古法 生す ろ 
形勢が 巧みで ある と飞 ホる ベ さ j 
黯時議 會じ對 しを 態の 調な I 
巧 議を提 おすべく^ 巧して 居々 
が、 農村のを 觀も雀 ~ 巧の ユ 1 
を融で 顧みられな i ち穩 であ 
ミ 云は る 

前 副大統領 ^ 

魅 輿よ 使に- 

ド^ズ 氏は 受諾 

7 シン トン.^ 日發 = 新 巧大統 
領フ！ グワア 一^の な 垂淹じ 入る 
ど 共 じ 遣外 大^ 使の 更を あるべ 
しピは 夙に 豫^ されて 居 じので 
あるが、 フ 統領の 意見 ごして 
は 現巧大 を^ 中 自發的 じ 引退す 
る 着 をれば^ 別 閣員 其 化の 巧な 
官と異 つた 祗 能を 有する みを 宫 
の 異動を 一掃 的に せざる そかで 
あつた dsu れて 居を、 然るし 
f . 巧へ リック 氏の 急死 
異 大巧 アラン ツン • 
トン 巧の 辞意 明白と 
なじ 最も 重要なる ニ 
個の 椅モを 占わるな 巧者み をの 
必要 じぶ まられ たので わるが 、 が 
豫て增 如を つた 前 副た 統巧 ド丄 
ズ 巧を 駐舆お 巧に 推薦し、 同國 
な 麻で 內 意は ド ー ズ氏じ 對し異 
議 なをを 確め なお 驳應 々正 まじ 
間 氏の 諾 をを 照 貪せ るに、 快諾 
せ b ごの 賴を 得、 をじ駐 巧た 疲 
の 後任は 巧を する じ まつた。 然 
かし ド！ イ 氏は 目下 ナント •ド 
ミン ゴ共化 固の 巧な 整理 委員長 
ごしで 同 歯に 派遣され つ i ある 
ので 大整埋 が 一段を をを げか 蔡 
一を 歸お 復命の ト .倫敦 じを < ベ 
(な挪 大使の 後 巧と しては ¥プ 
ソン 巧、 フン ツチ ヤア氏 等の 外 

じが 城 西 州 選 お 上院議員 ゥォ瓜 
タア •ィ ー •ユ ツチ 巧のを が离 
くな つた。 でッデ 氏は ホ だ 諾否 
を 明か じしない が、 若し 巧 じし 
て直じ就巧す る£ ごなれば來る 
十一 巧に 補 期 選擧を 巧は ねばな 
らや同 册巧か 黨內の 事情は 化 選 
擧を旧 避す をを ち 利 ごする もの 
の 如 （，を ゴー ッゲ 巧が 十 巧 W 
後に 就 巧す ろを 條件 ごして 駐魄 
大废 たるべ / U 或は 化 じ 適 巧者 
A •物色して な： ブブク 巧の 後任 
者たら しむべ を かは 殘 され じ 問 
題 どなつ て 居 0。 



— ホ 社 束を 轉電 { 禁 ぉ叫轉 載〕 

樞府 のを 氣签惡 化 

(十二 日】 濟南事 かの 調印 問題で 出 中を 化は 樞が じ對 して 無 
關必 でぁつ たかの 如き 應 思に ぶんだ ホ續 上の 誤らに 就て 驅府本 
會聲 じ！ 切を 釋 明し 『これで 事件は 段を だ」 ご 頗る 樂饒 的な 
態ぶ じ 巧んで おる けれで も、 樞巧侧 じめ ては 單 なる 釋明 吿で満 
足せず、 政府に 對 する 反 威は 日と 共に 慕 b て惡 化しつ i ろる の 
で、 アメリヵ 脚の 促進で 批准を 急 C 不戰條 約 じ 就ても ぅ から 
樞府へ お 式 じ提お < れぱ どぅ リる かも 巧 然しない ので、 就詢を 
殊更ら じ遂 逆さして あ 勢 V 窺つ て 居る 有様で ある。 

入札 露 領漁區 間 題 鍵れ る 

〔十二 日】 日魯 漁業 會 社を 推淸六 氏は 紛糾せ る 漁-臨 乂ぉ！ 問題 
じ 瞄し山 本 農相 じ 一切の 戴斷 を依賴 し、 島德藏 巧は 自巧か 手で 
經營 する £强 がつ てを る。 

【十-日】 本紙 屢 報の 通り 先般 浦 塊に 於て わ はれた 露 學漁區 
入 化は 遂に 宇田 賞一郞 氏の 手 じを も n シア 政府 も 同 巧の 3 化を 
確認 4 るに 巧を しなが 宇 旧 氏の 黒幕には 島德藏 巧、 其 背 法 じは 
义お遞 相說が ぁる、 山ネ 農相は る 入 化を 不當 見 徹し 强 巧の 處 
置を 化らん ごし 遂じ島 氏に 上京を 命じて 乂化漁 區經營 の 誠意 あ 
る や 否や 質す こ S じな つた。 一方 0 シ r 侧は 露圃 漁船の ロ 本船 
賣 買収 問題 〔旣 報〕' じ 憤慨し 『日本側の 壓迫賴 けば 相當 S - 處置 
を 採るべし』 ど。 シア 大使は 函館强 だ 領事 じ訓 かし 一波！! をを 
おせしめて ゐ る、 を 乂化間 題の 影響を をけ て 過 H ホ 暴落ち 暴を 
を 吿げニ 巧 迄 も 立 合 中止 どなれる H 魯 漁業 會化 巧は 十日よ 至ら 
又 俊 六圓安 どなつ たが 山 本 農 柏は 飽く迄も 同社 支持の ホ^を 取 
つて ゐ る。 

罷 H は 持久 戰じ 

〔十二 日】 東京 モス タン 會社罷 
1 は 持久 截じ 入ら ニ 千 ニな 名 
の 女工は 鹽體を 固めた ので 會 
社 側は 當惑 L てゐ る。 

南米 渡航 補助金 

〔十二 日】 今年度 プ ラデグ 渡が 
者は ニ 万人 VJ 見 蹟られ 政府は 
一一 宫ニ 十五 方圓の 補助を を 巧 
I がすべし ど。 

,、 鑛產 V 一町が 議貫 

t 十一 日】 化 ホ 町が 議員 選擧は 
ニ 一二を 組ら ホ附き 無產黨 な 名 
巧 上 選 まれた が 山 梨 縣の或 村 
では 日本 大衆 黨タ駭 を 占む。 

內藤範 ± 逝まず 

〔十-日】 武德會 鈴 ±劍 道 大家 
內藤高 治 氏は 六十 八歲で 逝去 
.した 0 

.故 上が 博 ± 葬儀 

十一 日】 お 上 杉 愼亩博 ± 葬儀 
i は靑山 じがて 十日 午前 十一 時 
擧巧藏 使 御 差遣 ぁ も。 

新 宿 御苑 觀® 會 

〔十-日】 宮中 觀撰會 十八 Hi 
bill U 間 新 宿 御苑 じ懼 させら 
れ勸乂 等 B 上の 入苑を 差 許さ 
れ る。 

大都巿 防備 計畫 

〔十-日】 陸軍省は 讓會で 承認 
された 豫算じ 娘 b 大都お 防備 
設備-し 着手すべく 先づ 東京 附 
をを 手始め じ 目下 調査 中で ぁ 
る。 

I 爆破が 業 中 椿事 

'〔十二 日】 昨日の 海軍 爆發 事が 
- じがけ る 死者 左の 如し 
： 一 比 嘉良か (沖 繩) 竹 內義雄 (新 
II 潟) 佐 藤 おな (同} 主 口川 等 (廣 
II - 島) 大 下ホ藏 (同) をが 時 雄 
森 ロ 半 之を (大 殿) 

〔十-日】 今朝 化 時半 東を 灣巧 
で 水雷 敷設 艇 水中 爆が 作業 實 
换 中撼藥 破裂し 巧傍乘 組の 水 
雷學 校普迪 稗な 留 生と 名即巧 
し 四十 餘 名の 重轉傷 をを 出し 


で 0 

商 X 次官 更迭 斗 ^ 

〔十-曰】 商工み 官四條 ‘ I 谁か巧 
は 商 谅是淸 、中 橋德五 品兩氏 
の 推 溝で 安 巧 保 善 社 理事 じ决 
をし 鑛山 局長 S 井 米松 子' 商工 
ホ官 f なる。 

後藤化容態惡4 ^ 

【.十-日】 後藤 新 ホ 伯 化 巧の 
容態は 脈膊み 整、 呼吸困難 ご 
な A 體溫も 高 （稍々 意識 ホ阴 
應 ごなら 徐 々危 隙に 類す。 

商洋舰 察を 伏泰 

〔十-日】 一巧の ホ聖 意ち 奉じ 
て 日本 居留民 狀態 調査. ホ 目的 
で 南洋諸島 巡察 中の 侍 甘露 
- ドに 歸 
受曲化 


曰 


寺 おは 九日 加 茂 九で 神- 
着し 直 もじ 東上 十 

しこ。 

工場 法實 施ぶ サ 


〔十-曰】 前 議會で 通過 
エ瘍 法は と 丹 一日ょ b 
れ 一巧の ェ 壌が 五 巧の 
じ 適用され るので 愈々 
び 十み 歲化 下の 從業員 
時間は 刷 限され る。 


て じ 新 
血 施さ 
お 業 員 
鄉人巧 

?勞 働 


义 巧 


主を^^ ず 

賀川皿 a | を 
神の愛 

± をを する 精神は、 神を をす 
る 精神で ある。 大地を 飢 も、 太 
陽を を S 上 じ 輝かせ 給 ふ 天地の 
神を 拝し、 誰 一人 姿を 見せない 
野原の 眞中じ I 人が むがで も、 
神が 見守つ てゐて <れ.<| ごい ふ 
信念 じじ.^、 炎天 燒く W 如き 眞 
夏 じも稽 雪肌を つんざ^ 寒風の 
H じ も、 化 ゆる 逆境 ご 泉 ひ、 自 
然 のをら ゆる もの-わ 働 ivj - て 違を 
なす S いふた 自然の 必 •，徹 をし 
を こじ 神を 瞒 巧し、 大^ 巧 じ 抱 
かれて、 大自 がの 恩恵：': がする 
エホを 知る 者 じして、 ちめ て ± 
を 巧し、 農莱 じいを しシ こごが 


巧 ホる or 巧 父は 農夫なら』 ごィ 

エス キリスト ， .P 云 ふて ゐ る。 が 
は 大きな 農夫な の だ。 人 閣お邱 
播 かないに 神は もやん ご、 ァ火 
ブスの 山の 上 じを 樹を恤 .ロ 給 ふ 
た。 神は 一大 農夫 だ。 最も 変じ 
滿 てる 废夫 だ。 をの 宇宙の 農夫 
じあ やかつ て、 巧々 も廢 夫た る 
こどを 必 得ねば ならない。 

人を 愛ず ろ 精神 

然し、 只 一人 農業して ゐわ時 
化は、 もぅ 過ぎ去つ てし まつわ 
今日の 廚 工業が 發 達する のは。 
協力 どを 業の 結果に 外なら ない 
農業の 經營 じがても 间 様に、 協 
力 どみ 業を 加が しわ あ 化 的經營 
法を 實 施しなければ、 决 して 利 
益の ある ものでは ない。 で、 ± 
を 愛し、 神を 愛する どみ じ、 人 
を も 変ずる 精神を なて、 農が じ 
於け る集幽 生活を 樂 まなければ 
今迄の 犧な 個人 ま 養では 决 して 
農業 經濟の 償 ふ ものでは U い。 
± 化を 耕ず 壌 合 でら、 產業 がを 
をつ くつて、 小作人は 勞カ £ お 
術を 提供し、 地 まは ± 地を 提供 
して組合へ賣るな6出資する^=^ 
b して、 一が を 部が ± 地 利用 組 
をを つくれば 、今迄に 曾て 見 わ 
をのない 新しい 農が の經營 法が 
現れて くる。 邸 も、 一村を 部み 
大地が 共同 的 じなる 爲 じ、 

一、 耕地整理が 巧 はれ 
ニ、 耕作 權は 確立 t 
一二、 管理は 便 どなら 
四、 小作が はを ホ どなち 
お、 一せ 全部が 自作農 同樣 じな 

KV 

ホ、 其 同 耕作が 可能 どなら 
と、 其の おお、 勞 力の 節約が 巧 
はれ、 〔山 ロ縣 なの 他の 例では 
勞 力が H をめ 1. をる ど 云 はれ 
てゐる 0〕 

八、 道路ら 水利 も 整理され 

九、 梅 同 施肥が 可能 ミな ち 
十、 機械の 使用が 容易 どなら 
王、 村の 信用は 增大し 

古 一、 他の 凡ゆる 產業 組を が 一が 
を單位 £ して 圓滞じ 巧 はれる 
を じなる。 ± 地國 をに なつて 
も 管理を はこの 方法を 取らな 
ければ 村は ぅま （は 巧かない 
デン マ ー クや 化歐諸 園の 農が 
改良は、 を （この 協同組合 も、 
犧牲 ご 愛 £ の 精神がなければ 巧 
してを を じ 行 はれる ものでは な 
い。 がる じ 化の 精神は、 キリス 
ト のか （十字架 じ 懸けられ てま 
でも 人を 愛する とを ム衝 勤から 
おて 巧なければ、 充 をでは ない 
北欧の 農村な 良が 巧 （ゆ < のは 
を < この 十字架 的 精神が ぁるか 
らで わる。 をは 目 本の 農材 をな 
造す るじ當 つて、 敢 てこの キリ 
トの 十字架 的 精神を 農村の 囊 
小屋の 下 じ 植わつ けなければ U 
らな いごい ふこ どを ホ 張す る も 
ので ある。 

小さい 友 雄 君の 死 
西が 義雄 

藍 靑の巧 河の 水 じ 
小さい シカ シ太 つた 手々 つけ 
夏を ょろこんだ 
じぎ {しい 小 雄 辯 家 
夏は 水な もじ ホり そめる じ 
ヒ ッソブ ごして 鳥 もなかず 
シスを 呼ば や 
『 * 、 H じ も 七 ガマ ズ… i.o 


大紐育 


九 ニ 九 年 版 Y 近く 發巧 


本 化が 整に 縮裳發 巧い むしました 『大 紐靑」 は、 幸 ひじして 一 
江湖の 淺 くが かきが 評，!^ 巧し、 遂にを 部 一册淺 らゃ賣 切れ ごな 
6 主した、 化て 本社は お 一版の 巧 おを をが 新た じし、 貝 救を も 
ち 加した 千 化な 廿九年 化を がに 發 がする こご S な もました、 正 
確に してを つ 新ら しいぶ 計 ご 樂賓を 基礎 じして、 刻々 錢化 ずる， 
巧が 『大が 育 J の眞 巧^^ ふるに 遺が なき こごを 巧して 居 bij 
す。 巧ほ定 憤は 

豫 約ホ达 者に 限リて 一 

特價と 十五 仙 ^ 

發巧 後の 御騰 買には 


を價金 


弗 


£ 致しました、 速 かじ 豫約拘 申込みを 希望いた します。 

I ご 一日 髓育 新報 社 


馬 賊^ 狩り 集 みて 
1 . 奉 天 政府の 轉覆ぉ 陰謀 

奉 天 城の 內 外を 一氣に 爆破を 企てた 邦ん i 

ニ 時間 前に 曝露して 日本へ 送還 

栗 京 特電 十-日 發 〔ヘラルド •トリ ビ ユン お】 = 本年 ニ 巧 化 も 日、 ぞ那の 奉 天 化府轉 覆を 企 
てた 事件は、 今 钢嚴寬 a る酱 ちがの な 謹を 巧け つ t 十二ん の 日本ん 首謀者 •わ 巧 司 じ 到着した こど 
にめ b 始めて 化 間に 踞 露した 、お 魅 者で ホる 小滩 八化郎 (册歲 ) 一は 國十氣 取らで そ那 じぁ ゥ！ 陈 
奉天 -- 帶-し起ったがぃが戚悄じ潜激して昨年十ニ月、 巧ホ十人の|馬胁等ミ化呼應[て化日聯瞄な 
る刚 體を排 線し、 先づを 天お內 のを 電 所、 電氣エ 援張學 良 お 軍*^ 一 邸を、 奉 天 停車 兹 、を 天 城の 兩 
巧を ー齊 r 爆が I 、 軍隊 出動 前*; 巧 あ 迅雷 的じ秦 天のを をを 完车じ 占領 ィべ < 陰謀を 樹て わらの 
で、 ニ巧か五：：：のま那乂正巧のわ録騒ぎじ乘じことを起さんとしじも^^でぁるが、 曇じ故張か霖 
おおの サ贼 でぁ b 乍ら 張 學をお 軍の 庭め じ 暗殺され わ 楊 宇靈お 巧の 一が 殘黨を もこの 陰謀に 狩 集 
める こご-- なゎ、 媛 破の 期 円を 二日 延期 L たこ ごが 却て 陰謀を 邪魔す る こ < じなら、 武器 驛藥類 
わを ホ おじみ おして _氣 じ 華 天 城を 據破 せんとし わ ニ 時間 前、 1 ホの 發 しわ 暗號 電報が 端な/、 も 
宮惠の 目 じを しど 晩 まれ、 おもに 酱 部局の 大を動 どな 6 遂に 陰謀が 曝露— て 一味 徒 黨は補 縛 さる 
る じ ま .6 しらので ぁるが、 を 謀 者なる H 本ん 等は 審理の 結を お ふ S 年 じ 豆ら 満渊 及び ま那じ 入る 
巧らず ごの 送還 命み を 受けた ものでぁる、 尤も 日本 外務省は の 陰謀の 曝露 じ 巧て 巧 等 事 實を確 
認 して 盾ない。 

蒙 ホが S 民ち 義に巧 對决議 . 

東京 特電 十二 日發 = 絮古當 局 首 腦け長 春に 會議を 開き まが >ニ 民 ホ 義だ蒙 ホの 屍 おを 破壊す る 
かみなら 中篆 をのな 巧が をが 害する もので わる 《 の 理由で 之 じ反對 ずる ことじ 决し 之が 覺 書を 國 
ほ 段 あぶ ぴ 張を 良將 軍に 送附 した。 ；- 


揚子江 一帶に 排日 運動 復活 

南京 政府 近く 正 或に 禁止 Y 命令 か 

東京 特電 十二 日發 おか 石 お 軍の 漢ロ 占領な ホ、 间地 支那 人の 對 H 威晴は 著しくぶ 詔 的 じな 
つたので 居留 畑 じがる 換條網 巧 備は撤 まされ、 巧 巧を 接 声' 壬市廷 氏は 本日 i も 上海 •しがて 日 支を 
ホ 西 銷の設 か bf な 6、 貿易 界 i ホを じ 巧 氣を骚 びて 巧ね、 然る じ 場 子 江一稱 じち b が 今 巧び 排 
日 連動が ぶ b 返 L て ホ わので おを 政府で も H 本への ず 前-これが 善後策 じ 就て 權 を 討議 中で ぁる 
が、 政が どして 一 2 恐らく H 本の 山 巧 省 撒を 0 後 じがて 排日 運動に 掛し 正式に 禁 A なみを おすで る 
らぅ VJ 觀ら むて 居る。 

洩らした 上、 をの 間 じ反蔣 派の 
ホ 調を 一致せ しめ 然るを 巧び 政 
# じ 打つ て 出る のでは あるまい 
かどの 說 高く、 巧 じ 最近 唐生智 
巧が 武漢 派を 追 出して 六 万の 兵 
を 化 京 及び 天津 じ 置き， 唐 氏は 
曇に 湖 化ょ ゎ蔣 巧に 追 出されむ 
顆係 上、 獨玉祥 じ 接 あして 居る 
のけ 事實 でを るから 

i 伊一 お 氏が 旗 上げを すれ 
ば蔣 氏を 敵 ごする に 至る こごは 
明白で あら、 巧を 政府が 獨氏じ 
メキ シ n 銀 四亩万 弗を、 閣錫山 
胳 軍に 二な 巧 弗を 贈 6 て兩 氏を 
慰撫した こどもを 然の 秘密で あ 
るから、 山 東 省に 於る H 本 軍の 
撒 兵を 機會 ごして 山 東 省には 媽 
玉祥の 勢力を 中必 ごして、 南を 
派ぶ び 張宗昌 一 派の 革命で 或 ひ 
は 一 大動亂 をを み、 支那の 政界 
じ 一大 變 動を 生やる じ まる や も 
知れで ご觀 測され て屆 る。 


蔣か右 巧び 辭 意を 规 - 

支那に 動乱ち 發' 

山 お 省澈を 後に 暴風雨 襲 ホの 兆 

まを 特電 十二 日 殺 =兰 ±藏 巧は 日本の 金 輸出 禁止 か 解禁 じ 
幽 断し ァメリヵの 金利 高 ど 支那 じ 内 就の 兆を るの 化-前途 じ豫期 
せ ざら し故陈 であるく 述べた。 ./ 

上 沿 特電 十- 扫發 〔ニ ユョ ー 
ク •タ井 ムス 紙】 U 南京 政府を 
司 も おかお 解 軍け 武漢 のを 命を 
武力 彈 旭を、 を支耶 じ通電 して 
武漢を かの黃 巧は 中央政府の 組 
織が 弱い からで あら. 一とを 理由 
どして なじ 

引賛 お 職の 意を 规 らし、 

『を ごして は 養生 ごが 學を 兼ね 
てが 外にを き、 今後は 一個の 蔣 
おかと して 國 家の 爲 めじ 盡 す 覺 
悟で ある」 ご 述べ だので、 商 巧 
のみが： 5 突か ごして を しられた 
この おおじ 動搖を ホして 居る、 

胳： 辭峨 5 巧 巧が いづれ じがす 
るかは おがしむ いか、 ま漢 のを 
命じ 對 して 氏が 武力を 0 て禪販 
した こどに 巧して は、 南 巧 政府 
部 的 にても 餘 なじ 早計で あると 
ホ 難イ るを も 鞍；：* から や' 殊に 


.辭 意を 波ら じて 一れ じ對 
する 欧治 的な 馨 お探ら、 巧て 自 
をの 地盤を 固めて 居た のでを る 
から、. 今回の 巧 藍 も 或 ひは 巧の 
巧 用 手段で をら 政を 紹 示威運動 
であらぅ ど觀 ももの タ （、国民 
政府 評議 委員 會も 巧の 留 巧を 巧 
謙す るで あらぅ か、 氏と しては 
ま漢 革命の 踞滕 前め 友 じ 書を 寄 
せて おし 敗戦 すれば 自殺すべく 
勝 刺を 博 すれ ぱ大緩 統を辭 する 
の 窓を 洩ら - P たこと も あ 石ので 
相 當根據 の 强い辭 意で ある ごが 
る 者 も あ ふ、 この間 じあ b て最 
も 注目され 一て 居る のは 疑問の 入 
お 玉祥お 軍の 

一 '進； 一 退 じして、 支那の 
政局 か 蔣か石 ど 獨玉祥 の ニ大立 
物 じみ ホして 居る こごは 明白で 
あ b 、 をす お 玉祥巧 かみみ の 邸 


氏の 政敵は をの 輕 梨を 搞 （を お I 热 しがて 武漢 化を 援助し なかつ 


しつ i あるが、 縣 氏が 就な 0 ホ 
辭 息を 规 らした のは これで S 巧 
目 じても おの 動き じ 注目す る 氏 
け 常に 


たのは、 單じ當 源 じ 富む 山を を 
を 乗が るべ （時の 到る を 待つ て 
居た じ 過ぎない ので あるから、 
蔣氏 V しては この 際 一應辭 息を 


海軍 問題で 

英米 會議 

近く 具体化ず るか 

統育 タィ ムス 特派員 リチ 
ヤ 1 ト •グキ I •ク ー ラバン 氏の 
報 中る 巧 じ 化れば おき 將來 じが 
て 巧び 海軍々 縮 曾議を 開くべき 
機 會の到 ホを 期待し 得る 巧みの 
理由 あら どの i である •か、 をに 
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YUKIO NI ろ MIMURA, R.i>.T. 

PHYSIOTHERAPIST 
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JAPAN ART STUDIO 

巧 2 E . 目 巧 h 化 8 沈 Parle & Lex . Aves . 
なし PU なが 97 



巧な tr 左巧郎 Y 

3 MaWen Lane N. Y. 

ェ細冶 殺が をに 幷石刚 を 
頼な 安ち 急斩梟 


Dr 。 3 abro E 讯 y , 

1035 Park Ave ., 
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KANZO OGU 反 I M D . 

214 が か 化む 0 加が 
Te し Triangle がが 

K . IWAMOTO , M 。. 1 

U 4 W .70 化 St . 

Tel . Trafalgar 0352 

々短 紐べ 

夕晉診 育 グ* 

時 巧 六 午^ ^ 學ュ 
かぶ 時を 時を 醫 1 
ら 、ま 四 P 日 一 科 病 
八 金で 持® ごを 院 
時、 か 朗勤沒 
迄と ら 

が 

まち 王； 午 午^ 
ボ巧 巧を 巧 診 
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KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

む t . 則 & 81 な s . Telephone R 巧が {巧 09 

各 お 人 本日 

巧專 靴型 小 


てし 張 出 員 店 もが レ 禁も御 
ザけ 屆日即 は 靴ち 取 ir 法寸 

を 小き * • ち 小き 廣 •足 ホき 巧 
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號七 •十四 百を 千 一 第 


雜 まが 毒 縱 【 謂±】 


日 S 十 巧 四 年 四巧昭 


珍 察 

午沒 一二 時よ* ホ 持 
日— は 前め W 巧 & 

.ドク トか 

窩見营 を 


- /一 ンビ ャ大を 

/ 日本人 學 友顿會 

さ こ apanese St 是呈 ts and sini 
己 Columbia 量 さ 室》 

巧ち 壬. ニ 雲 SM 呈さ r 三. Y ‘ 

Tel . Bradh ミ st 运ま 

「日米 大學 々窓」 發 巧 . 

Ihe Japi ミ/一 ヨを can Univers 安 曾 arierly 




肺 i 
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な：^ 

化 j 
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諸 集を 


本 _ 
人 
を 
督 
お 
修 
道 
會 


a 巧說を (日) 乂踪 
日曜 學校 (日 ご 一時 ザ 
家庭を 會 (水) 八 時 

霞 發至八 時 

婦人 會 
講联會 


設 備 


蒂宿舍 、おを をを 
* 業 巧を、 をのな 
人事の 御 巧 おじが 


じます* 


2 
• 5 

M 的 

it 
I 巧 

S 師 


む ， 
如 邮 

邸 M 
化.！ 

織 化 

S . 加 
る 5 
J L 

志 

3 


ち 


本 

人 

基 

が 


誇 . 带'.,;, 

日 巧 畢善巧 巧 正午 
お弼會 夕と 時 ザ 
唐 拜說を タ八诗 
木 巧が 唇を タ八餘 
巧 居 及び 栽な 

午を ニ m 

主 曝 譲 お會 又は 
茶話 會 夕乂時 

がを 巧 お 
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こどを 留 むのは 巧して 無理；：* 注 
义 では あるまい。 

乍 併 巧 事官會 諸は 場所柄が 堪 
巧 巧で あ b 大 架を じ吹聽 される 
ご 18^. ゆ 巧 巧を をは ざら ホ 面よ 
b をけ ないどの 巧 詰ら 化 巧ない 
ので かじ 勒 しては 巧當氣 兼ねを 
する 点 も わるから 會 諮の 內 を、 

を < は講賴 むで じ熙 しても ロを 
絲 じて 語らざる の 風を るは 聊か 
逍城 である。 遮 葵 太平洋 方面よ 
b 得た る 情報 化れば 外務 备よ 
らは 該會證 にと 指すべき 諸 題を 
送附 して ホて 居る もで、 假 かば 
羅化 地方み かきな 夙に 問題 ごな 
つて おる 颁歌舘 を 總械事 舘じ昇 
格す る ホ 撰、 太ホ洋 沿岸 じがて 
日义の 理解を 促進す るた め 試ん 
つ^ある 領事 舘囑 巧の 講巧 運動 
を 統一 速 絡 せんごす る 問 题もわ 
るべ ぐ、 シャトル 領華舘 の 詩 格 
問題、 海外 依會 におず る 問題 も 
或は 进狸 たも 0 ずと 巧 へられて 
夏る C 

銳れ じせよ 巧 巧を 米を 化のを 
ニ 千 石が 膝を をへ て 大化ど 共に 
巧 お 目な 協證を 進む るは 至喊結 

婚 である - か コン 7 キ .子ン シア 八 

じ發 ぶし 巧べき 問題は を 巧 事が 
任地 じ歸兽 する ご 同時 じが 化 其 
地の が留 邦人に 吿 ぐべき は吿げ 
諮るべき は 諮る ご 云 ふこ ごじせ 
ねば； ；： * るまい 。が 育と しては、 

( 一 】 お 义貧あ 集ち のち 害 無益な 
る 自殺的 威 爭の防 化 H 暇み ば 蟹 
罐詰 輸入が が 化 給髙议 びが 段の 
協を を 遂げた る： a * かきが 適の 例 
じ 做 ふ 檢慾恕 する こご N ニ 一) 巧 
留间胞 の 經巧的 飛躍の 指針た る 
べきが 濟 力の 調を を實 巧し、 職 
策 S 巧 天地 V 開が せし いるな 誘 
おするこごニ5不完を；：*る現巧 
日 柬证巧 化が 條約 改訂の 氣 速を 
'作る ため 宫ほ協 間のを 肖 曾を 組 
織し で 之が 研な を。 し、 お ホ お 
: 义交涉 の 上 じ 有力なる 參を資 巧 
なず こど 等は、 差 向き ホ媒ず 


べきが 項で ある ど 音 人は 信す る 

尙は 太平が 沿岸、 巧に 加掛、 

7 シン トン、 オレゴンの 一二 州々 

民 ごが お 巧 人 V - の 明 係を 巧 巧せ 
し レる •し ホ ざれげ 餘化法 じせょ 
おおを じせょ が 装 じを 平々 等の 
改正を 期を し 得べ からざる じ 巧 
み、 臨が 聯巧 議會の 巧會を 持ち 
ぉ渊 大使む 請 ふて 同化 ホの 巡遊 
親を を 遂^ 大使が 親 お 邦人 第】 

激減ず ろ 

を 外ぶ 貨 

當 周の 對策 期待 

前號の 本社を 巧 特電は 今日の 
巧 ひで 巧けば 巧く H 本の 化か 正 
貨 はを 滅す るを あらぅ ど傳 へて 
居る が、 二月 ホ 現 化の 巧が な 外 
正貨は 僅か 化 ま ハ 百万の 即も始 
めて 一億 町 臺を初 つんの みなら 
や、 實じ 巧が 圍 がな 外す 貨 制度 
を 確立した 明治 二十ん 年の 最低 

レコ] ド じを 这 おしいた つた、 
しかして これが 補^ 策 じついて 
政府は 預を部 おょ 銀の 所有 
ずる 本邦 外貨を 債心處 をの ほか 
柯 等の. 墳 策を ちせ ホ 旁々 がを 
の 問題な なちつ^ あてが、 一方 
日本一 ヶ年 掛か 諸ま拂 ひは か 債 
元が 拂約セ 千 五な 巧^に 達する 
結果 右の 殘 額は 前途 ー\ヶ 年間を 
支へ 得る じ 逝ぎ す、 從ク てこの 
窮境を 切 b がける には' 金解禁 
を斷 巧す る ほか 途 なし ミし、 又 
を 解禁 論が 攫 頭ず る じいた つた 
な じ'を ニ 巧未 日 現巧 の 
は 巧 か 固 政府 保を 高の 最高 レコ 
! ド たる 大正 十 年 ホと 現 化に 比 
較 するど、 實じ 十億 巧 巧 W の激 
城で わるが、 をの 臧少の 曲 護け 
をが 所々 と 億よ 千 ホが 方圓 、日 
銀が お ニ 億 ニ 千 五が 巧 W のをが 
少 である、 さらに 所が 化が の减 
少は內 化减少 をは 五 千 巧 万阳、 
海外に おいて li , 少せ るかは 九 お 
五で 巧 叫の ち 額に 連して 居 も、 
即も 二月 末 H 現 巧の 正貨 援 額け 
十) 億 八 千 百万 口にして、】 月 
ホ 日 じ 比し 一千 巧 巧 田の 贼少を 
つげた、 內譯 みの かし (單 位な 
巧 山 A 印が) 

お 額 一、 一八 一 A ニ 

巧 一た nM # 

巧 右 男 

玫 府化ム ハ A ニ 

日本 銀 巧 一、 蹇 1— 
所 巧が 

內 地 一、 0 空 A 一 

海 か 化 六 As 



化 あび 第二 化の ち狀を 巧を する 
と共に ぞ數米 人ど會 を接觸 して 
彼等の 结 H 战 巧、 勒 日を 見を 援 
化 利 導す るは 音 じ 同地 ホ 化留巧 
人の ホ 望なる のみなら 中日 本の 
街 米 諸問題が 巧の キ ー を 握る 上 
じがて 最も 意を あら 憤 値 ある こ 
とで あると 確信し、 其 時機の】 
日ら 速 かじ 巧 連せ むこ どを 麻る 
巧 第で ある。 

一二 取引所は 一を して ま務 省じ掛 
t 受渡 供用を 申す を ことじ 巧 
定 した、 しかして 受渡、 - 捻査、 

巧 管を の 他 個々 の 問題は を 取引 
所 じ i ら事 倚を 異にする 点 も あ 
るから 託 巧を 得て 後、 個々 じが 
决を 業務 お 程の 變- をを 巧 ふこと 
じした、 ま務省 ごしても さき じ 
島 監督官 等ホ阪 詳細に 調査した 
結 あ チ ー ズ 供用に 賛成の 模 襟で 
あるから 許可され る ものと 見て 
よ < 、こ^' じ 久しく 問題 親され 
た チ ー ズを 渡は いよ''-- 實 現の 
域 じ 達した わけで ある。 

ナシ 3 ナル 生糸の 

格 付に 非難 

檢查の 効果 疑惑 

ニユ 3— ク • ナシ 3 ナ みを ホ 

取引所の 受渡し 生糸 格が は、 米 
國絹業 協會の 案じよ る 格せ ホ 法 
を大 ホを のま^ 採 巧して いる も 
ので あ 6 、 これが 實 施； $ 成績に 
ついては 非常 じ 注目され て 居た 
が、 巿瘍 開始 當陪は 格が が隨を 
嚴格 でを つたが、 昨今は ホ 常 じ 
擦査 が寬大 どなら、 封 巧 付を 受 
けた 實需 筋から しきら じ 非難の 
聲が 巧ち、 巧 巧寶物 取引 じまで 
ら應 用され てが 評を 巧して いた 
ナショナ^ 取引所の 封印が 捻を 
も 疑 はれる よぅじ U つた ごの こ 
ごで ある、 をの 原因は 

1 、 米國 案の 格が ホ 法を のら 
のが 余 h じ 器械 檢査 のみに 重 
きを 置き 過ぎる こと 並-」 採が 
かを が最化 おま義 じよつ てい 
るた め 生糸 そのもの i 實賀じ 
■ 適を した 格 かが お ホない こご 
1 、 化 引の 實際 勢力は 事實じ 
わいて 現 理事 接ジャ ー 91 1 
派の 手じ歸 している ため、 こ 
の-派の 糸 巧じ對 する 强弱觀 
じ iS つて 驗杳じ キ加贼 を 加へ 
る が樣 がんる こご 
なで じよる ものである ごい はれ 
て 香る 0 


チ I ズ 受渡し 

取引所 認可 

一齊に 申請の 結果 
ま 京 特電 十日 發 n 東西の 綿糸 
淸 算お黑 では チ！ ズ 巧を もを せ 
用 ふるやぅ のみ 認可が あつた。 

个个个 
硝算 取引に チー ズ巧讯 問題 じ 
隅す る大 お、 東 巧、 名を 崖 ニー 綿 
糸叛引 所の 聯を 協證爵 U 、 地み 
じ 取 も 事が のか 違ら あら、 チー 
ズ 捲の 根本 性質 上 受渡し 物 伸 ど 
してみ して 完 みなもの どはい ひ 
得ない が、 を^ 需給 細 係から 是 
れピ 一 U ら 早く、 これを を 渡し 
じ 供用して 綿糸 巧算化 引の 山 滞 
をはから、 機能を 完 ふせねば な 
ら« £ いふ こご じ盧見 一致し、 


財界の 動き 

ホ拂 株金の 徽集 

東京 特電 十二 日を： = 日本 郵船 
は 窮こ優 巧 船 建造 計 蕾 ごして 未 
沸 巧を 十二 W 五十 銭を 徵 集の 皆 

日銀 國償買 お 動 

ま 京 特電 十二 日發 N 1 億 ニ 千 
巧 田の 國債借 換えを 控 へて 図 憤 
おお 維持の ため 日銀 C は 買 出動 
を 始めた がお劝 次第で 引 績き買 

巧 外正價 補充 か 

東京 特電 十-日 發 n を 解禁の 
目標 じが W 本愕 補充は 近くな 化 
体 化せん。 

東京 物 價化界 一 

束を 特電 十-日を =1 二ち 中の 
東を 物 便は n ン ドンの 百 四十 お 
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割 農が に 御旅 舘 

fe @ を 巧 

当 兄 弟 

巧 巧 巧 西 八十 八 T 目 I ニニ ニ 
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高等 御旅館 

東洋 館 

會ぉ御 料理 


ず、 さ燒 


お」 御 料理 



御料 理能旣 

太 陽 

壽司每 日 あちまず 


自 本を 巧 品 
'日本 雜 ち 巧 
« 巧 巧雜ち 


巧タ九 時を 巧柔 

メ] グ アドレス 〔が-巧 

東京 巧會 

トランク 預 もます 

タ をのを あら 


おの 蒲燒 おいしい かお 

會廢 御料 埋 

晝 食は 末廣へ 

叮喀筋 巧 蜜が 大お巧 




高 松 宮様 ご 喜 乂子姬 

御 結婚ぶ 式に 發表 

德川 家を 化 おし 化 田 侯 等が 奉答 
豊かな 趣 化に 育てられた 若姬君 

を京電 十二 曰發 n 高 松 宮殿： トご 德川畜 义子姬 VJ の 御 婚儀に 對 
して 赫許 わらせら る。 

東京 特電 十-曰 發 U 化 出 侯は 徳川家を 化を して 高が 皆 あじ 寒 
邸し 萬义 ず 姬ピの 御 婚約 御中 出で じ勒し 拜諾の 旨を わ 答へ した 

前號 本社 特電が おおした 如く™ をめ さ n て、 學 校で 習は けた 揉 
I 島 おお 宣仁親 干： 殿下 ごかを 爵德 横み 御 料理を 女中 括 キじわ 作ら 


第 


I 川 慶乂巧 か媛留 欠す 姬 どの 巧の 
わめで たいわ 增は 

久しい U 前から 傅 へられ 
て 括た が、 本年は 殿' ド じ も御歲 
二十 五 おじ 波ら せられて 喜义子 
姬も 巧が 史じ 十九 歲を算 し、こ 
の 一二 巧 ホ じは 女卡 學お院 後期 H 
年を 卒業され たので、 いよ-'.— 
四月 U 後 じがて 宮家から 正式 じ 
御內 約の 御 巧 渉を 進められた 止 
勒 許を 仰ぎ をら、 江 ホに 御 婚約 
成立を を 表される こどに なつた 
一ので わるが このたび 商 化宮が 
じお內 をを をた 德川喜 义子姬 は 
I 兄ち 公爵が 近 ごろは 四 谷 東 信 濃 
- 町の か 切 じ 起 おされて 居る ので 
_! 母堂 實な 子と 御 巧ち をす (九 ッ) 

- み 美 子 (八 ッ」 の 御 四方の 歸 かな 
お 生活、 姬 はみ 年 御 ザ 

十九に なをる が、 ゎ慶 

j びを 前 じ學習 おの ホ 業 試 驗の御 
|~ を 備に おせは しく、 毎朝 ホ 時 じ 
~ はぶし く 御 起床、 御 自サで わぐ 
しから 切の 御身の 廻 b を 整へ 
られ たぅへ、 弟妹 わ 二方'? お 世 
- I 話 もせられ てから、 姉妹 御 一 こ 人 
一 自動車で 學習院 へを 校され る、 

I 單 おのが 績は 、なんじよ 心中 

御 優秀で ぁを、 御 邸 じ 

一 餘られ てからは 、家庭 敎師吉 が 
i 千 鶴 子女を の 御 指導 じよつ て國 
，文、 威史を 中必 どした 諸 ホ 面の 
學事 じいを しまれて 居る、 漢文 
i 國 華は 巧大 め 结を巧 ± じ 、英語 
I はボ ソン ケット 氏に、 ホ 歌を 御 
|_: 歌 所を 人 千 葉 胤明 氏 じ、 ピアノ 
を 橘 ホを 女を じついて 學 ばれる 
が 時に 

わ 巧の ものは、 和歌 ピピ 

T ノ であつ て、 運動では ブ ニス 
I じ 優れた 腕を もつ て ちられる、 

I また 姬は ホ 常 じ や 民 的な 方 でん 
I つて、 日嗎 日には 御 自ら 割烹 富 


になる こご も あら、 使 庸人 j 同 
じ對 する 御糕ず じど も、 きは め 
てな も 解けられた もので、 厨 邸 
に 化 ご？ 一 どと 十 年、 一昨年 九 

十歲の 

高齡て 死を 妻 I 色壽 

寶卡は 御 幼年の V 一き から わ 化 話 
申し あげた ものである ごて、 每 
巧 か、、 さず 阳を 女の 慕を 護國寺 
じ訪 はれる どい ふ、 われらみ 髙 
おを なの 御妃 にか < の ごごき， 

H 本婦 A の 典型 ビも いふべき、 

姬 若を 拜す るは 皇室め 御 紫え 嫩 
榮 へじ畏 ききなみ ごい ふべき で 
ある、 尙ほ高 お宮 殿下 じは 旣じ 
軍牆擦 あじ 御乘 組、 橫須賀 港を 
御 出港、 五月まで 海上の 御ホ活 
じ 入らせられ るが、 殿下には が 
t 御 勤務を 了ら せられて のち、 
德川書 义子姬 の 學習院 . 

御 卒業 を 機 VJ して、 御婚 

儀の お 內約 をす 主され、 巧を を 
日を 選んで、 めでた 御 婚儀を 
あげさせられる 御豫ぞ じて、 宮 
家を はじめ、 德川家 じても、 御 ~ 
準髓 をす/' めら れて 居る が、 更 
ら じょろ こばし きは、 高 化 宮殿 
下 じは 明春 御 巧 おの 化宮お 共々 
じ、 ダ ー タ ー 動 章 御 贈 進の わめ 
ィ’ キリス 國第 S 皇モグ 0 — スタ 
— を 殿下 御 ホ 朝の 御 答禮の 御内 
恵を も 兼ねさせら むて 

鄉渡歐 イダ ブスを はじめ 
ョ ー 。 ッバを 齒を御 巡遊を を ば 
される こごに 御內定 になつ た 
御旅 指は 約！ ヶ年 にて、 御歸朝 
の 海軍 大學じ 御乂學 あを ば 
される はずで ある 、また やが 
て 輝かしき 始宮 たる 喜 义モ姬 じ 
も 今春 學習院 御 卒業後は 上 鞭の 
革 校には 御 進みな く、 語 學の御 
勉强 をみ 他 じつ ごめ られも おで 
をる。 


き 、巧 巧まで ある ァ ー n ンズ 
及び フブ ー ド 9— 氏 等 ご 協議 
の 結 巧 一、 日本 じ 於る 上 淸權を 
獲得 3 で、 ホ 秋 十月 頃 じ 
ホ 劇 じ- 演 すべく 目下 準備中 
どの こ* でを る 
八ス さんけ 何しろ この 卞ンキ 
を U 脚本を どんなに H 本 化して 
上演す るかに 就て は 大いに 頭を 
悔して 居を 化で、 ペン 乂學 じあ 
るみ 巧 巧が g 下雛譯 中で わを が 
一の 劇 S 巧ぶ ものである 『お前 
さんは おのの n 1 ヒ ー のク 
ム』 とい ふ 巧ース 
かのちのを 讚で 妾 や 驚、 まは 
梅 どい ふ 風に 大いに 日本化し 
ね もの じなる 相で ある、 この 
外 H 本の 思觀や 生を じどぅし 
て も 受け入れない 個所は これ 
を 巧妙に 日本化 するど 語つ て 
居る が 

日本人を 父 どし デ メブヵ 人を 母 
どした^ ス さんが、 祖固 日本 じ 
アメブ 力の 音樂善 劇を ト！ 溃 する 
ごい ふこ どは、 確か じ 巧よ b な 
話 どして 早 く，. 巧 外人の 話題 じ 
上つ て 畳る ° 


卓上が 話 


珍妙な 葵 語の 廣吿 

♦ S ホ H 本 ごい ふ飄 け、 妙な 
英語が 流 巧す る 凰で、 女ボ 
等 どい ふ 言葉が ぁ b 、 せ 馬の ぶ 
を フレンド •ォダ • ^ ンブ ー ♦ 
ンド •ホ ー ス 沪直譯 しわ 人 も 
あるが、 今迦の ニユ ； n ! タ •タ 
ネム ス紙 じは、 H 本のを 都ボじ 
現れむ 珍妙の 英語 霞吿の サン プ 
处を紹 かして 居る 
♦をの 一二を 擧げ ると 先づ、 

レデ^ ~ ス •^ブ *1 フキ ツッ • 

アップ r アアで 裁縫 崖さん。 
クリ ！ ニン グ •え ブ •レザ^ — 

ス •ユン ド •ゼン； ッ (男女 洗 

濯で 洗濯 崖さん の！！ な ホ) 

ヘッド •ず ッ テンず •ホブ 
♦セント こン (紳 の 頭を 刈 
で理髮 連さん) 

レ デ— ス •ファー ぶ •メ } ド 
フロム •ゼ エア •ふ クン •ス 

ネン (婦人自身の^^で造った 
婦人 用の 毛皮で 毛皮 屋 さん 


讀 者の コラム 


ニ H 


日系 巧 民の 

アグネス 鑛 

ホる 廿一 二日 じ 淸唱會 
旣報 サクラメント 巿宮川 常 一二 
郞 巧み 镶 ァグネスさん パ 太ず 洋 
沿岸の 化ど龜 はれて 屠る ソプラ 
ノ でんる が 今闽研 巧の わめ 巧 堂 
ど 共 じ 渡 歐を思 ひ 立 七 か 測 方面 
では 十 數回じ 直つ て コン サ ー 
を 催し 非常に 好 葬を 博し ねが 本 


前大統領が 

保險會 社へ 

S 巧 二十 八 H じ 前 紐き 州 知事 
- であつ た スミス 巧が 目下 閑散の 
地位-」 あるので メ K ロ ボリ タン 
ホ 命が お倉 化ん 化 締役じ 選 まれ 
奧巧 まじ コ A ジ y デ ー ブット 赔 
^ な 化險會 化のを 巧 ごな つねが 前 
大統領 クゥ ザ ッジた はが 育 年 命 
: が 險曾化 長 キング スレィ 巧の 懇 
請-し 應 じて 间 社の 取締役た る こ 
ごを 承祕 せる 旨 去る 十一 日發表 
I した。 前大統領で 會 おのを なじ. 
i i ：*' つ た の は ク リ ー ゲ ラ ン ド 巧 が 
扣年 ユ クキ テグ グ ホみ 化 險會耻 
の 巧 役 じな々 た 例が あるの みだ 
さう だ。 平 取が 役の クウ リツ 尹 
氏は 無 俸給で 勒 める： 取 統巧會 
■し 出席を じ 五十 巧を 货ひ化 巧 巧 
_ 監替 を 員. t のを 貞の 一人 どして 


j ま 員 會じ 出席す る每じ 二十 弗の 
報酬を 得る ホけ である ご。 


音樂 喜劇を 

を 劇に 上演 

ルスを 度さん の 計 劃 
當地 日本 ガー デンの 經營 をで 
ある 巧 藤化藏 氏のを 媛で ある 瓜 
スを 藤さン W 云へ ば、 昨今 日本 
人 巧 アメブ 々ホ 民の コ I ラス • 
力] 八 ごして 

プ 0 — ドゥ 五 1 では 頗る 珍重 
がられ、 目下 ブ n 1 ド；— ス 
ト 劇場で t お 中で ある 音樂喜 

か 『ホ t グド •五ゲ で リシン 
グ』 じ 巧 お 中で あるが、 巧般 
-- ュョ 1 ク •サン 紙に 現れた 
記事 K よる ご、 八ス佐 おさん 
はこの 純 ヤン キ ー 式な 音樂置 
脚を 円本で h 巧す る ホ 導を 抱 


ヨーク 春秋 
お 義 
刚巧 十日 發 巧の 本が 
ク 春秋 欄』 じがて をぶ 臀吿に 
凿し 『 H 本人 じ 日本語 お へる 
珍妙。 る 廣吿』 ど ある 記^を 拜 
見して、 I 言釋 明を なし 解 
を 得て 置きたい、 日本人； で 円本 
語を 敎 へる ど 謂へ ば 巧說^ 通ら 
珍妙じ聞へるかも知れロ：^一、 祖 
固で 御敎 育を 狗 ずけ になつ 一た ホ 
方 へ 巧語を敎授ずる の を！§|^リき 
は 中す まで もない、 まね 余 一& 目 

曰 


支那 料理 

開業 御 披露 

瘍 ^ 西 百 十み T 目 十二 
十四、 十六 番の 二階を 部 第ん 
街サ 7、 レノックス 百 十 ホ 

目 停車 旗ょ b 東へ 半 了 

設備 最新式 籌、 淸雅、 

食皂 八十、 坐 席 四な 宴會じ も 

く、 ブライべ ！ ト •バ ！ テ-! 
じは 殊に 適當 

を^ 一 從巧 第と 街 (が ニ 牛 
六 T 吕 ごな 二十と T 目の 間 )_ 
新 杏化 樓 じて 皆樣御 馴染のを 
で ィ氏 ごが 育を 一とのを 評を 
博して 居 も 歐廉氏 ごが 得意ぶ 
赌を揮 ひます から 風み 佳絕は 
請 合、 懼 格は 大勉强 

特に 日本人 諸賢 
を 大歡迎 致まず 

靑蓮閣 

ニ- 14-18 W •ご 置 巧 星 N . Y.C 
Tel . Univer 宴を を 


ジス シン トの 


埋髮巧 


巧 六十 五 了 目！ 一一 十 I 番地 
あ 年間 中が 氏 ど お 同 經舊^ 年 
間 日本人 諸を の 理髪の 經^を 
持って 居らが。 愁數じ 注を 藻 
< 特に 日本人 諸君を 御 持. が 申 
上が。 料を も 左の かく 引卞げ 
大 勉强。 ， 

散髮 シャン プ 1 及び 淵 1込 
髮ト 三ック 一 i 弗 

散髮 顏獅ら 八ぶ 伽 
散 髮 六 Q 仙 

を M 髮ト こプク 一 0 他 

衛生的 設備 S 方法 御 注を I 


御 禮廣吿 

け 檐原卯 巧 巧豫て 病氣の 


目は ブ シン トンで ブラィアンを 

ホ 亡 人の 邸に 挪伊兩 陸大が や 社 的 どす る處 も廣吿 じょ* 廣 
を 巧の 夫人を 媛 達を 招待して ァ タリ — 襲 引 是變ち 
グ ネス さを— が あ— いふ 十九 f し-^ 一 Jl ;' トリ ホ 
ァグネス さんな ホ週匆 々ホな し. タン 歌劇 團の化 おにな つた マ 
H 米 及び 本社、 國際 學生會 館の ブ ォン •タブ ー 壌は 突然 難臺 
後援で ホる 二十 己：： 2 午後 八 時ょ— から 農業 ホ活じ 入る ご 發 表す 
ら I t タ アナ ショー ナ こ； ス 本。 趣味'^— す— る芳じ 終 到 
じ 獨唱會 を 開く こ ミな つたの. 求ろ かつ 又 ホ 固で をれ 畜語 


處 養生 不相叶 去る 四日 逝 ま 被ぶ 
お 際は 多大の 御 同情 じ預 b 靈 が 
へ 香奠 香 寧 等を 賜 はら 侯 段御臀 
志 奉 深謝 ぉ 0 御蔭 葬儀 万端 無^ 
爲相濟 候 じ 付 乍 略義な 紙上 御^ 
申 陳度如 化 御座 候 

昭か四 年 四月 十 I ニり 

絕川 知义滿 


化 

話 

人 


で 同；； 邦人 I 堇 達が を 解せ ざる H 讓 一岳を 


色々 骨を 巧つ て 居る 由。 


恩 巧 選手 達 勝ず 

パイン 一！ スト K がける 南 化 
カロラ キナ 庭球 選 モ權戰 じ出竊 
中の 恩 巧 選手は 連で 巧 成績を 擧 
げ-昨 木曜 H じは おを 太 デゲキ 
ス盃 選手の レイン グイ グを准 優 
勝 戦 じて々— 一、 み！ 0、 己— 
み、 六 丄 ニ じて 一難し、 ダ アン* 
ンど 雌雄を 決する こご！ なつ 
た、 ゲ アンプ ンは曼 じを 部 選手 
を 苦 もな （屠ら ラ 4 トを 一 擊の 
下に 獲した る强惠 心 て 恩 旧 選手 
じごら ては 巧 敵ず たるを 失は ぬ 
因じゲ アン リンは タン キングみ 
惡 、恩 旧 選手は 十 心 蚕で ある。 


桑 港から 懸賞 捜索 

桑 巧 じがけ るが 米 H 本 A 會の 
を義 じて 鳥 化縣两 拍那中 濱が大 
ぞ新屋 二八よ 五番 地 タまぉ ロ 常 
夫 弟 旧 ロ義兼 U るを わ t 巧 街を 
搜索 中の 由で 年齢 ニ 千と 歲 、身 
長 五 吹よ 时 位、 体屢な 二十 五 お 
巧、 頭髪 漆黒 V して 叢を し 一見 
優男なる が特徵 ごして はを 少前 
部 じ おき 加 巧 じて 顏じ ニキ ビタ 
し、 所 巧 地を 突 留めを 報じて 同 
會へ 知らせ おれ i ば 踞係ま 側 じ 
て 捕 鱗の 手緩を な L 其 目的を 達 
すれげ が 巧の お 巧を するど ミ ふ 


ある、 而 してが 語 敎授を 連じ乂 
人に 日本 乃 ま H 本文 化を 解せ 
しむる 事 ど、 日系 ニ 化を 聲發す 
る 事が 其の ま 眼で あつて、， 現じ 
今日 余が 下で 邦語を 熱必 に硏究 
されつ i ある おちの 學 徒は 何れ 
も米國 人で ある、 を ホれ まじし 
て 余が B 本 語 敎授の 巧 ヵ微な 0 
ご雖 も、 前述の 意を じがて、 世 
じ 禅 益す る C ころ ごも 相 おら ば 
本懐 5 ま 6 じぜ 中る ホ 第で あを 
ます。 (一九二 化を 四 巧 十日) 


田 部 庫を 
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加 藤 玉】 
餘 木が H 郞 


目 本瑚髮 舘隊。 

西 四十 ST 目な を 化 ニ 酉ぶ ま 号 

三階 桑々 おじを し レ 


化 業廣祭 


例年の 通ら 當みホ 業 仕 梅 一 

御菓子 舖 松風 W 
這 W . 6 置ぎ 韋 


I ぶ稽ホ 


への 


= 康線 

御 化しい 餘暇じ 巧 ども 言| 
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を壽司 辨當御 注文に 應 じまず 

木村屢 


當みホ 桐 巧 會氣か 
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木 田 ル 


ング 


一畳 7 3 rdAve . U み 置 & 呈 h ぎを 

ジ I ちす ミ R 品 ま t 芸与 


御 下宿 喜樂 

元 黒 崎 旅 おを 良 直が 
皇量 St ., Brook ぎ N . ゴ 

ヴ|. ブ ian 苦ち ニ 


ス テムた！ 


パット ブタ ランニング 

邦 入 クラブ 蠢寧 


58 ジ nds St - す 00 豪 三. 
Tel . Tria 賣 7475 


▲淸タ 親 巧、 氣樂リ Ml 德マ 

勢州舘 

巧み 事を 义随タ ホ 

授 5 E . 5 望 h Str ま t 
Tei . Re ち 瓦な ち 


ごご S W ミ th St .1； さ 
Tel . Uni ミ 善是式 


友人 鞠】 鬧 へ. . 
岡巧サ 波を 田 ホ 田 山 
瀬 岩 橋 小 玉が 岡 西を 
巧 旧を 地 有 旧 脇 本社 
上 後藤 牧野を 岡 永 因 
岡 本 お 崎を 衆 納屋 规 
各 內山松 尾 松が j 田み 
田 中 濱田か 巧 森 擦 おお- 
ロ 福 舞 山 下 お 田 i 辻 十 
ま 川せ 田 中 塚が 瀬が 
田 森 島-佐 藤 島 田： 寺 m 
里 見 中 西 野宮長 巧が 
树 河の 柴田旧 川 おを 
藤 岡 井上 山 下水 町- 
ま 田が 浦 小 倉 カ竹亩 
岡 ホ 川 里 山 お 田 
山 (尊 稱省蓉 ) 


是 


保險 には 入て 置く もの 宾吿〕 

- 昨年 ニ 巧 S 日 一二 木を 吉 氏の 勸 めじ ょら I ヶ年 巧を 十 弗の 餘 
- 善 巧 勝じ乂 約し ました。 負傷 或は 病氣 のた めじ 失 装 損害 料 
週間 二十 置弗づ i 十 週間 支 拂ぅ黃 約で あつた。 化 人を は 保 品 
會 社の 無 巧 ごか 或は 損害 金 小 挪をロ じする 事を 屡々 聞きぶ‘ ル 
だ 僕も不 まの 一人で あつた、 不幸に して 昨年 不慮の 大 怪我 
して 病院 じ 苦しむ 事 化 週間 醫藥の 料橫で 小額では なかつ ね 
馬鹿 祟で も 買つ た考 へで 一 ヶ年巧 丈け 僅々 十巧拂 A んで置 
たな 險 をが 化 度 ニ-白 五十 弗の 大金を 支拂 はれた 事は 世人の ぶ 
を 開き 巧險會 をのち 巧ち 益なる ことを 裏書きす る ものと 鼠. ふ 
人の 運 かは 計ら 難き ものである、 坐 がら じして 大怪 巧を て 
る もの あ ら、 道を ホ 巧 中 頭上 じ 物 ホのを 下す る こご も ある 
明：！：！ あら ど 思ふ必 のを だ ざ くら 

巧 半 じあら しの ふかの もの かわ 
化 度の 大巧 巧で 傑が おし 保 險じ乂 約して 居な かつた 時は？ 心；, 
思 ふ £ 寒氣懐 立の 感が ホる。 あ ふじ 保 隙は 人を じ 幸福 ど 慰ま 
を 巧へ る ものである こ £ を 化の 巧充巧 じ陳ふ 事が 出 ぉた。 
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支那 料理 

新 巧 巧 


本 樓持理 人 歐廉が 
腐 前を 渾 つて 日本人 
産 君の 嗜巧じ 適する 
巧 巧を 差 とげます の 
で 第と おのな 二十 六 

T 目の チヤ プ スィと 

云へ ば 直ぐ 日本人 諸 
君 じは 巧る 程好 評を 
摩して 居ます 0 

巧卒緊 々御 ホ 巧の 程 
希 上 ま ro 

主、 日 罹は 饋頭 、シ 

クマイ、 春 おが あ h 

ます 0 


^ み 化化脉 
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み 面目なる ホ 職 同胞 じ 一 
なる 喊 業を 罔旋す 
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票ゴ ird 一一 さ. _ 

Tel . P 空 a 巧 ニ 


託 

^11 1 

^ に Y お 

厕 I 




日本食 料 ロ g 類を び 雑貨 煩 卸小賣 

- . 

ホ 之ま乂 . IK 搁 桑 山蘭會 

一 

が 巧 寒 籍雜霜 小間物 日用 晶 各種 


邮战 

n 苗 

E R を 

苗。 

謂 I 綱 

2 E M 

K G 


各種を 魚 

力 ナリヤ 

其 他 ル 鳥類 
動物 一切 


ホ 上 金魚 巧 


91 巧 Si 妄 Ave.l す W Ifork 呈 • 
さ— 百 三ゴ 8 


化 M 刖け 

P が U .1 

a 門：！ 

J れ化 W ‘ 


馨油 SSgISSI 黛— 白米 

日ネ米 ii 食料品 穀 

巧 田を か 巧 ま會社 まが】 手 賣が店 

日本食 巧 品商會 



紐 育 惟一の 日本 百貨店 

巧 桐 兄弟 蘭會 

スマ ドレ •ブ C ダク ツーず 巧賀元 


THE MITS 山 BANUTDi 

化 W YORK AGENCY 
Room Ho. 712 
61 む oadway, N. Y. C. 

Tel. む wling Green 3440 


T お M け suWsI) け 3化 Ltd. 

Room 841, E 叫 itadle む ildifig 
120 む oadwajf, New む rk C か 
Tel. Rector 9483-85 


N. Y. K. LINE 

社 會船郵 本 目 

San Francisco 0 だ お だ Los Ange! が 0 だ i ミ e: Sea れ le Office: 

5 な Msirk が St. 60S Sout;h Grand Ave 1404 Fourth Avenue 

N 巨 W YORK OFFICE: 

8-10 Bridge St. T 巨し BOW し ING GREEN 2262 

Chicago Office: 100 W. Monroe St. 


ち 本を をな 旧 
拂込濟 資本を ムハ ゴ巧圓 
稽 立を 六 千^ 百 お 旧 

雜竺弄 銀行— 妾 巧 

本店 東京 市日 本橋區 本を 屋町五 化一號 
で 店 ルが を 本 橋 化の 內呆 了) 横沒 
名を 崖を 都 大お西 尖で# 戶 
廣島下 顆巧司 あお 巧 W 長 《 
山 おな 致を 買の 水 一 




'旅 巧 Is 用が 


な 出入ち 替 ，を 信 送を’ ホを を' 旅 巧 
巧 業 信用が 其 化】 がを 行 業 


雜兰囊 銀 巧 巧 

お 里 送金 ハ 日本が 地 無手 あ 巧？ 逛 巧 
本 巧 預金 (を 巧 通知 ノ 二種) 御 便 巧 一 母 巧 
本 支店 東 巧军搜 、大阪 * 神戶 、をが 
巧を 地名を 尾、 小 お、 上 お、 なみ 


® 羅府 、桑 港 お 帆 (ホ ノグ^ 經 由) 

おが 發 を港發 

(午を 二が 巧 化) (正午 化か) 
乂 巧 乂四巧 二十 目 四巧廿 四日 
天が 乂 五月 一二 日 五月 八日 
これ あ 乂五巧 十と 日 五ち 廿 二日 
春げ 乂胃化 一日 六月 五日 

@シ アト ル お 化 (午 窗十時 お 帆) 

靜岡义 五月 一日 
橫潜化 五月 十五 日 
一一一 島 化 六 巧 十 お 日 
がを’ 化— ，六 巧サ 九日 

@淪教 を 日本 巧な 化 

箱 根 か 四月 二十 B 
誠訪 .み 豆 巧 巧 B 
巧 見み 五月 十み 日 
▲紐 青 お 胁芭を あ 結 由 日本 朽皆烟 船— 巧 二回 
▲喘链 取 巧。 が 化は 欧洲 巧、 巧 来 巧 化に 田を 馬 
經由 太平洋 岸れ を 滋秘を ホ さお 拘ぞリ 乘船切 
符等萬 事 御 便 且じ取 計 ひ 申 上 ミず 


▲ホ 國鐵道 切 益 
上を ず 


寢ムロ 券 等 も 御侦宜 にお 計 ひ 申 
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總 ty 控 へて 多 化な 日會 
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ぞ巧總 會を目 巧の 間に 控 へむ 
な 育 日本人を な 會員名 巧の 整 
理 = 會 巧ホ納 をは 投冀 の權利 
がない = 狸 事 候補を 指 あを 員 
會 、講ま 調査を 員 會の閱 催が 
I ある 外 諸 補の 會 をが あるので 
I 事務所は タ忙を 巧め てゐ るが 
一 装 一は 

を 務部ご 社を がご 聯 なま 催の 下 
_ じ ホる 二十 ニ H ょら 五月 十 U ま 

_ で ミユゼ アム •ォプ •ナチ ユラ 瓜 
一 ヒストリ 1(3。 ム パス 街と 十 

T 目) 內で學 をが 品の 展境會 を 
開き 五 巧 かか 該展寛 會閉曾 前に 
I 子供 デ ー を 惟ず 許畫で 委員 度な 
下 左の か < 巧 ぶを 表された が 第 
'一回のを 員會を ホる 十と 日 午を 
六 時半ょ ち 巧 亭都じ 於て 踞く舊 
I 學量か 品お覽 々子供 デ I 委員 
一長 巧 本ち ま 
: 委員 巿川祥 ホを 井關を 
I 伊が 謁 雄が 岡 ま 巧 鴨 井 
I 久香西 龍 雄 熊 巧義巧 
藤 島 國治郎 都築隆 高木 
一 ホ 巧が 淸水 京み 巧 松ぶ 
j 節正澤 おち 治水を 渉 一二 
I を じみぎ ホる 二十 五日 (木曜) 午 
I 後 八 時が 育 日本人を 會 々堂に が 
i て 勞慟部 ま權の ドに 『講演 反び 


映 轟會』 を閒 くべ く、 曹溪庵 佐 
を 木 指 巧 師を聘 して 磁談 俗話を 
聽き映 肅は衛 ホ じ 脚す る 趣 ホ タ 
きム ー ゲキー は 紐 育巧當 局ょ b 
惜 らまけ たる ものを 使用す る； 
ご U つてむ る 由 
講お映 おじ 次いでは 昨年 四 H 
第一 回を 開いて 成功した をを 
部 ま 催の 學生 盤話會 第二 回を 
ホる 二十 九：：！ (月曜} 午後 八 時 
から 日本 惧樂 部に 開く i ごな 
6 特別 ま 員 松 田 竹太郞 、武井 
理 一二 郞 、水み 渉 一二の 一二 氏ご學 
生 側 ど 協議の 結果 立 まされな 
プ 0 グラム じ 化れ ぱ當 巧は ま 
人 側の 日本人 會巧 事々 び會員 
(夫人 巧 伴を 勸 わる ミ) 數十名 
と 巧 賓侧の 學生ど 相 和して 圏 
築の 樂を頒 つなめ ほ 田 海軍 造 
機 大佐の S 鳥 時化の 回顧 誤、 
化 巧 乂戰當 時の 盲 話、 武井 H 
お 監督 役の が 政じ賴 する 譲 話 
が あら 右 じ 對し學 生 側ょ を 濁 
唱 、獨奏 等の 餘 興を 3 て酬ゐ 
最後に 壽司 おでん、 溫鈍 、菓 

モ なで レフ レ シュメン' トの響 

應 裡じ歡 をを ゆる もで 招待 狀 
はさ 二十 餘 通じ 上るべし ど 云 
ふ 0 


を 

- 

干 

五 

百 

四 

十 

と 

號 


紐脊 H 本人 會 一 

哩 事例 會 

細則 一部 修正を 可決 

紐 育 U 本人 會第九 固を 期 
理事 會は 去る 化 H 午後 六 時半が 
巧 都 じがて 開かれ 晓餐 後草 信會 
長 護を 席に着き 例の か （出席 理 
事の 指名な 呼 あ b を數じ 達せる 
じ 依 5 證 長け 開 會を宣 しを 孫子 
書記を 前闽 の記錄 をが 讀 してを 
認 、かじ 會 務報吿 をら ニ SS 質 
疑 後ホ認 さか、 吉 の 會計 よら 食 
計報吿 わら 是ホ 異議なく 承認 さ 
れ 、夫 よらを 部 報吿」 入 b を務 
部 よら U を 生 懇話 會の件 ホに 社 
會部ど 聯を學 童 作品 展覺替 のか 
をお吿 し、 社 貪 部よ レは 最あ開 
催せる 恐 親 舞踏 曾の 會對 じ翩す 
る大 おを 報吿 し'、 共濟 が-してと 
佐 野 萬 化を 巧 救濟の 件、 な淸木 
攻雄氏 ± 地に 幽する が 其 他報吿 
あ、、 協 證事巧 どして は吉 EE 會 
計が 巧 中の ^ 

經驗た 基： 食 計 細則 修正 
の 動 諮 あ b 词 細が 第 瓦條會 削檢 
査じ 細す*^) 巧を 巧 極が 潰し、 

簾 一條よ もが 四條 までを 別項の 
如く 修 化する じ 巧し、 江戸 理事 
より 會搜 滞納に 關 ずる 注意 わら 
鴨井邵 事よ b ボストン、 ヮ シン 
トン、 费府等 じがけ る H 資ど聯 
絡を 謀る 伸に 鹏 して 事務 上の 提 
，謠わ 6、 香西迎 事よ ゥ天畏 節 祝 
贺會 關 する 質問 わら 協 藩の 結 
裝 本年け 別に 賀 をを 設け や 一般 
を 員 じ おして：：！ 本 S 樂部じ 開か 
る t 遙拜 式じ參 加を 慾滋 する に 
巧し、 十一 ニ おの 入會 をを 承認し 
最後-し 木 原 普 お 生は 絶 頗事舘 を 
_ 化 ホして 日 會じ對 する 怠を ご ホ 
疑 ごを 述べを つ 其 協調 的 態度を 
一 謝し 午後 十 時半 敵を した。 

i 會計 細則 修お 

i 前 巧 所 報の 如く S 育 日本人を 
細則 中を 計 細則 第 一條よ b 舆四 
i 條 までを 次の かく 修正すべく 巧 


巧した。 

窠 一條 會 計は 會則第 八條、 
窠六 項の 規定 じ 化 ひか 要なる 
帳 薄を 管理 整頓し 資產 負債 對 
照 表' 鼓び 收入勒 照 まを 作製し 
巧 化 計算 じ辭 する 一切の 書類 
を 保管し 豫算の 範圍內 にがて 
を錢收 支の 責じ 任ず 
巧し を算 外の 收支 じ關 しては 
理事 會 のを 認を經 し . 

窮 ニ條會 計は 總會 おじ 理事 
會じ 巧て 會計報 吿を巧 ふべ し 
第 H 條银 巧預を 勘定の 開閉 
化 じ 所 あ 証券 お 護 巧け じ關し 
ては 理事 會の 承認を 經 べし 
第 四 條會費 及を お金 其 他 一 
巧の 牧人を は 之を 措を 銀 わじ 


お 痛 役 山 田 馬次郞 氏の 來 がを 巧 _ 
ごし 且つ 支店を 更を 披露を 兼ね 
去る 十一 日 岡 社 お育ま 店 ホ 催の 
晚餐會 が 日本 俱樂部 じ 催された 
當 巧は 新 井領 一郎 氏、 陸 お 軍、 
鐵道省 化 表を 始め 化が 大 朝、 福 
本大每 特派員、 H 米 姗新化 表、 
を會社 銀け 支店長 0 本人 會化表 
等と 十 餘名ぉ 席、 おのま 店長は 
な 巧 中の 厚證を 謝して 山 田な 締 
役を 紹介し、 山 田 巧み 千 九 百 一 
年 よら 六 年よ でが 育. ik 店を ま宰 
せる 當 時を 追慑 して だ留 邦ん 化 
會 がを 足の 進步 をな ぶる を賀し 
新 支店長 古泉 嚴重 巧み 挨楼ゐ b 
ホ賓 側では 旧 島 S ホち 店長の 資 
本 集中 まを の批 巧？ _篮 を 散ず る 
ミの 必巧 論、 巧 木 正を ち 店を の 
か 巧 じして 富を 保つ 一べき 乎の 說 
が ぁら、 水 谷が 巧 社^が 巧 海軍 
監督 所長の 演說後 d 宴 別室 じて 
歡談 し散會 せる は 午 一 後 十 時半。 

キユ リン 巧 

武巧 博物館 人類 璧 部を スチユ 
フ. — •ネユ リン 度は 全身 不隨 
症に 罹 も 療養中で ぶつた が藥お 
効な く 去る 八 円拂倏 W 遂じ アミ ブ 

ビグの 自邸に が V | 長 遊した。 
氏は 千 八な 五十八. 1|^よ 月 十三 日 
養府じ 生れ 弱冠よ^ 人類 學じ趣 
ホを ちした が 千 八み 九十 ニ 年 費 
府大 學圖書 館長 ど をら 千 九 百 S 
年よ ち 武が蹲 物 館た 轉じ 在職 ニ 
十六を じ 及んだ。 せ 年 東洋を 獲 
遊し ぞ數の 邦人 知 任を ちして ゐ 
るが、 氏の 鬼 集せ る 東洋 就中 日 
本の 美術品、 書籍 繪 書み じは 逸 
什を く 日本 义化巧 巧の 巧 資料 ご 
して 知られて ゐ る。 

郵船 シカゴ 出張 


八日 着な ホブグ ペンに 投宿 サ四 
日出 化の 促 船 じて 渡歐。 

参 寺 ホ 邦 巧 氏を 城 帝 大助敎 巧 
去る 六日 歐洲ょ b 着が 十六 日沙 
港ょ ら歸 朝の 善 0 
♦神み を 雄 氏 熱 帶殖を 株式 會 
社々 を、 去る 八 H ホ 紐 ホ テグ ビ 
ルト モア (】 四 S 1 號ま) じ投 

宿 中。 

- 草 信が 治 巧 高峰 商會 支配人 
去を 十一 日出 獲' テト n ィト 地 ホ 
じな きか 週中歸 紐の 豫 を。 

參 木が 秀儀 氏當地 S 井 銀 わ 支 
巧 員、 本巧廿 五日 西 巧沙港 出帆 

の プンシ デント クブ* ~~ ヴ ランド 
号 じて 歸 朝の も。 

参柴旧 S 四を 氏 同上、 木が 氏 
後任 ごして サ 日頃 着任の 當。 

~ ^罐說 ^ ___ 

♦が 育 日本人 敎會 
『勝利の 生涯』 淸水 牧師 
♦基督 敎 條道會 
『宗敎 ホを の 本質』 今 ホ 牧師 


預 人るべし 


ホが 聞 記ぞ訪 目を 

大每 が歡遞 

本が 旣報 力） ネ V — ホ かが 幽 
ま 催 ホ 域 新聞記者 十一 人のを 洋 
訪間比 まる 几 H バ トラ ァ搏 ± よ 
ら發 をされ た 通 b であるが、 當 
時 ホ 決定なら しヒユ I * トン 市 
の ボス トティ^ ッチ 社では ンゥ 
キス 氏を 加 ふる ミ じ 巧を し 其 旨 
申 おがを つた かで わる。 一方 記 
者 醜 訪問の 件け な 同を 通じて 電 
通じ、 义大每 、大朝 等よ b ら特 
電が をら いたが 乂扱每 日 社 よら 
'は 十 H 附を なて バ トラ ァ博 ± に 
對 しかの 意 ホの 歓迎 電報を 寄せ 
て 巧た。 

當 社は 非常： J 米國 記者 團の訪 
日を 悅び どし’ 貴 ドの 幹 旗 ', i 
依りて 太 ホげ の 平和 じ 貢献す 
ベき 化擧の 具体化せ る A - 深謝 
ず &。 宮 々は 出 ホ 得る 限ら 記 
を 脚の 輸 をを 謀るべし。 ホ < 
け 諸君に 吾々 の 誠 息 ある 歡迎 
のメツ をー ジを傳 へられい こ 
ごを。 


大倉組 招宴 

H 木俱樂 部に て 
旣報 のか <大 倉 巧 事が ま會お 


日本 郵船 會社 日ず ンジ で 少ス 

出' 張 員 ごして 活動せ る 木が 義巧 
は 今回が 育 ミ 店 副 13^ じ 巧せられ 
ボが古 出張所 まなを 命せられ た 
が戳 船では 爾 今同砸 ホの 事業 開 
拓じ 一層 努力す るボ 針で あると 

日本 婦人 會例會 

が 育け 本 婦人 會じ ては 來る十 
化 日 午後 ニ 時ょ 6 H 本 お 樂部じ 
がて 例 曾を 開く もじて 當 g はス 

ス女 をの H 常食 席化學 = 實物 
應用 H じ 願す る 講話 ある 箸。 

味の素 支店 移轉. 

味の素 鉛 木 商 巧 紐 育 支店は ホ 
るせ 化 H 新築み 組 育 セント ラグ 
ビが ゲング、 パ r ク衔 H 巧 一一 十 
を 窮一五 0 と 号を じ 移轉の 由な 
るが 歸朝 中の 道 一面 豐信 氏は 本 巧 
化 五 H 前後 歸 がず る豫 を。 

堤 次長の 着任 期 

新 巧 一二 许 物を 诗赴紐 育 支店が 
長 堤び 氏は 桑 湛だ店 事 格 引續を 
了へ 巧る 十六： 扫 家族 间伴时 地 出 
發ニ 十一り. 頃 着 紐の 善。 

第一 二回 學術 研究 會. 

美な 敎會 巧に 開かる I 第 S 回 
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日 支 交 涉進轉 の 半面に i 

山 東 省の 政局 俄グに 動搖ず 

M . 漢ロ商 京 事件 協を も假 調印 迄潛 'ぎつ <M 

南京が 撤兵の 延期 懇請. 

を 京 特電 十六 日發 === 南京 事件 じ 關すも 日 支を 渉は 昨日 動 滿じ解 ホし わので 巧渾を 使は 直 もじ 
が 吿謡訓 し、 巧ら じ 旗 ロ 事 化の!^ 講 - I 移つ わが、 兩 事が の 解み け 性質を 同じ^ ^ て 居る ので 協定 

.护 


は 難。 く 暇 調印を。 し、 本 H 午 


'療 々日ち 條 約な 締 問題に 就て 巧 街ず るは ず。 


靑括 特電 十五 日聽 。ニ ユヨ J ク •タィ ムス】 nH 靑 島は 本 0 を 3 て壯嚴 。る 齊天白 B 鑛提鶴 式 
を 一 了つ た：^、 ロ 本は ぶ 邪の 做ぶ 延期 懇請を 巧絕 して 豫を淹 ゥ濟南 ょら 撒 おじ 舊 まご 巧し 約 ニ 千の 
同化 化 お 日本人 も濟 南を 則 揚^て 線々 乂連 ぶび H 本に 向 ひつ； あるが、 一 ホ 山 巧 省を 中、 むピ して 
蔣 かで、 媽玉祥 及び 張を 昼の 一一 I 巧戰 おおの 氣運 濃厚なる 溝め 關係地 居 巧の 巧圃 火ら 續ゥ をを 师帶 
じ 避難し 支那 入を 豪 も 家財を^ め ぞくの 避難は ご 共に 大 速に 向け 續 々發 足し、 常 船は 乘を滿 載の 
をで を 5 

ま 京 特電 十五 日發 山 お 省 撒を じ對卞 るま那 軍隊 側の 引繼 準備 渉らず 
濟南 撤兵し は 大頓坐 生じ、 南京 政府は 非を 式に 日本軍の 撤兵 一時 延期 方 
を 懇談して 居る - 

‘ .ク •タ井 ムス 紙-一 = なず 靑 島を 司 配し つえ あつむ 趙願お 軍は 本 


靑島 特電 十四日 發 〔ニユ 
日を 化て 大 速に 立 ま ら、 靑 
んが入 おの 上舊 五色 巧に 化 
終 r を 人 巧を 許 巧され るが 


はまを じ 南京め 府 ので 配じ歸 したので 明 H を B て 媽玉祥 お 軍の 巧理 
るに 靑天 白日 旗の 揭瘍を 見る じ まるべ < 、支那 軍隊け 目 本を の 撤兵 
趙賊 巧は 大 連を 經て アメリヵ じを （ベス 巧 巧の 乘 船には タ數の 日本 
軍々 需 おも 膝 送され た、 而で てこれ ど 同時 じ 南京 政府 d 满玉祥 軍の 反目は 愈々 露骨 ごな 南を 政 
巧は 奉天欧 おし おしこの 際すを 進めて 芝 巧を 除く か 東 省 ー帶の 覺備を 要請した る も 張 學良辩 軍は 
れを 拒絶し、 山海 脚 じを！ 一^進め て 京を 觀 道を 守備 I つ^ある 一事 じも徹 f 得べ {、 i ホに 於て 
お巧け前^0本じおしてニ^じ直6撒おの 一 時延巧を懇談1れるも、 り本側どしては濟蘭協定が 
五月 甘 八 H の撤 をを 制を しな じ碟 下の 御 裁 巧を 仰 ひだので 到底 應じ 能は や f 跳が けて 居で が、 南 
京な 府刚 では 濟 おじ 居 おする B 本人 約 ニ 千 人の 警護 じ不 まを 感じ、 駐 をが 不可能な らば ごれ 等 屠 
留 はを 一時 靑 島に 避難せ しわべ く！？^ ネ 政府 じを 渉した る も、 H 本 どして は 南京げ 府が瀑 南 協定を 
重んじ 跑をも 支那 宫憲じ 於て 日本 居留民の 生な お產を 保護すべし どま 張して 房る。 

上 おお 舊十 I 二日を ご一ユ 3 1 ク •タ井 ムス 紙】 i 外を 部長 韦 市を 巧は を ぞ附巧 じて 共を 黨 


.近く 0 支ぶ 式會議 

條約攻 正の 難關 i 圓滿じ 進涉か 

山 東 省 撤兵は 十六 日頃から 

東京 特電 十四日 發 = 南京、 漢ロじ 巧る 篆動事 俾の日 支を 渉 
をが めどして 條 おのな 正 等ら 南京 化府認 解の 下に 順調 じ 進んで 
居る から、 近く 上 おでち 澤 公使と 王正廷 氏の 間 じ 正式の 會議が 
開催され る述 びに 立 割つ た。 


お賊をの 化を狩集 め て約化方の芋兵ををする張宗昌將軍の南京革を< 、 武漢ょも濟巧 へ のおちじ 
約 ニ S 逊閒を 要する こ ミを 巧 もどし H 本 あおじ 對し 一時 撤兵 延期 方を を 渉した 旨を まし わが、 消 
な迪 はこれ じ 街— 南な 政府の 常を 懇請は 蔣 かおと 擴玉祥 がす かを 生じた 結果で あると なし、 壬 正 
廷 & はこ S 說じ 對し兩 者い 間に タ かが 解して 居る 點は あるか も 知れ 《 が、 媽玉祥 は 立 おじ 南京 政 
巧 ど 協調して 居る ゴ强 くこみ 說 V 巧まして 居を、 而か しおし 媽 巧の 協調が 窠實 であるならば、 鶴 
巧が 濟 南を 馨傩し 且つ 張を 昌を 征伐す る こ ミは 顿 めて 容 忌で あるじ も關ら ず、 敬て これを なさな 
いのはを ィ るに 蔣 かおが 攝お祥 の 山東當 進入 じ 化る 勢力の 伸長を 巧まない 結果で ある ど 觀られ 
日本に 對 する 駐 をの お 請眞囚 もな じあら と斷 じて 居る。 

澤を 使ど會 見した 節 じ もこれ を 
誤を し、 濟南府 にがても 支那 

官憲 は 日本 官憲 S 協議 中 

であるから 早 晚柯等 かの 形式 
於て 解 巧を 見る じ まるべく、 漢 
ロ 地方 も 最早 平穩ど 一な b 、 宗財 
巧總 長は 同化 じ 赴きて が 政々 を 
のな 造、 中央銀行の お 張 巧 等を 
設置し 蔣か石 氏は 近 （南京に 歸 
來 すべく、 武漢派 征伐な ホ蔣か 
巧 氏は 極端な 叛謀 組を 除く を 派 
じ對しては協調的ごな^、 別に 
處 罰の 方法に も 出で ず舊 職じ歸 
還を 要求して 居る ので R 前の 反 
蔣派 も漸み 南を 政 巧に 好意を 示 
しつ i ある もの t かく、 な 巧で 
は 今回 更ら にお 軍部を 新設して 
楊樹巧 提督を 部長に 巧 じた 外を 
巧 直營の 航空 會 社を 設け 資本を 
五な 万 弗で 留道 部長 お 科 氏を 社 
長 じ 巧 かした。 

セント ル 井 十四日 發 = 力 
マ •ロバ I トッ ン 飛行機 會社 
は 支那の 航空 連檢 事業を 援助 
する 爲め 今间 新設され たお 百 
巧 巧の がを 會社 〔別項 所 報の 
かし〕 じ 掛しニ 良 巧 巧を 投資 
し 巧 （四十 台の 飛 巧 機 ご お 巧 


上が 特笔十 I 二日 發 〔へう ルド 
トリ ビユ ーン 紙】 n かを 部長 王 
化を 氏け 梅 巧ょ ゥ當地 •し ホ b 、 
巧が 公使 ど 日支錄 お^ 解 巧を 渉 

じな 单 ずる こご、‘ G つて 居る が 
これに 化り 兩踢 S 义韶關 化化活 
ら近 しど 則 待され、 

巧 巧 も おわて 圓滿じ 進が 
する ものと： 1 がされて 居る、 本 
U を おされた 日本軍の 山 柬お撒 
一 退 條仲じ 化れ げ H 本 軍は 四ち 十 
H ハり のぶ 午を 0 て 現醬瞄 の舆一 
.線た 进 きて 外 陛祖が 地に 入る ベ 
; く、 间 時に 媽玉祥 S 軍隊は 西 巧 
; ょ 6 濟お 城に 入るべく’ 四月 十 
一八 日 おら じ H 本が は 化の 藝楠地 
_ を 支那 侧 .し 引渡した 上！！ 巧 化 一 
H を W てを が濟 南よ b 撤兵す る 
じ 至るべく、 を 所 じ 設けられな 


鐵條 網の 如き も 旣じ除 まされ 廿 
一日 じは 濟 南の 施を はを 部 支那 
官憲の 手に 移る ベ （、東京 ょら 
の 報 遊は 南京 政府ょ b 日本な 昭 
じ勒 して 

濟南 靑島戲 道の 東 沿線 側 
の 做を 方を 一時 延期ず ベく 懇請 
しわ ど 博へ て 居る が、 政府の 有 
力 者が るに 關 して 言明す る 所に 
化い じ 現-し 山 お 省の 化 部 じは 張 
ま昌將 がが 幾 タの醒 徒を 率 ひて 
南京 政府に おなしつ i ある 事情 
じ 鑑み、 この 地方を 南京が をを 
じ 一 滞す るまで 日本軍の 一時 强 
をを ホい るら のじして、 この 軍 
事 目的が 達し b い 限ら この 地方 
じがら 在留 外人の 生かが を 保障 
じ ま 障を 生やる ど 思惟して 居る 
ごの こごで、 王 E 廷 氏は 昨 H 巧 


ナ 


±數 人を 支が じ おけて 派 遺す 
は 中。 . 

共同 調查會 

濟南 協を S 1 班 

愈々 日本は 山 巧 省よ 6 撤 ちじ 
着手 ど 巧した が、 これが 基準で 
ある 濟南 協を の 一 班は 左の 如き 
ので ある ご 傅 へらる。 

、撤兵 問題は、 梅ぶ の 正式 調 
印を、 最規 期間 巧じ實 巧す 
ニ、 軍事け 動じ よらて 發生 せる 
責任は、 巧々 暫く 問は や、 日 
本 側は 巧 涉員蔡 を 時の 死じ掛 
し、 日本 政府よ らおを じ 遺 域 
の 意を 表す (別 おじは 當 時の 
軍事 巧 動の 黃 任は 正式 會議の 
時 解 巧す W ある) 

ニ， 共同 調查 委員 會の钮 織 
四、 双 ホ 損害の 原則 相等しき を 
巧て 賠償のを 儀を 用 ひや、 如 
•し 適 當の名 儀を 用 ふ (別報に 
は 損害賠償 問題は 調査 委員 會 
の 共同 調査を 名 儀 上の 聲 明を 
なし、 寬大 主義を 化ら 之を 處 
理すど あ 5 ) 

0 上は 骨子の みだが 細目ち ホを 
されて ゐる 例へ ば 

、山 東 化な a 本人の お 護は 山 
東 省當局 じて 責を負 ふ 
ニ" 調査 委員 會 委員は 双方 化 表 
よ b 委巧す 

一二、 排日 運 勤に 就て は、 ま那は 
日 支を 渉完 をに 解决 t 、 を必 
が 日 まか 親の 境 通じ ホる 時聲 
明す 

四、 撤を 後の 引繼ぎ 問題は， 調 
查を員 會ど山 東 省 政 あどの 間 
じ總 てを 準備 巧を せを 了す る 


めの 第 I 聲を 上げ 居 ら、 

農業 救濟策 どしても 像て ド 化に 
て討證 された ものは 大体 フ—ゲ 
ァ）大統領の贊間を憐し居なじ 
勒し h 院は眞 正面から 反 街し つ 
つ ある 關係も あら、 掏々 な庶 ホ 
ょ b して 今 か 臨時 議會化 新人 統 
領 のず 腕を 試が すべきが 箇の機 
會で わる ど 認められて 居る 1 ¢、 
特に 關我引 上け に 巧では 斯 
事 者閱じ 於ても 輔 々衝 すを 淸 
じて 居る ので この 雨閒 題" み 
の 討畿じ も數健 巧と をす.) で 
あらう ど 見込まむ、' 臨時 風會 
の 延長が 期待され 取 居る- 


本社 東を 待電 (谋 ぉ巧轉 載〕 

樞府 V 一巧 殖省 官制 

【十六 日】 現が 首相の お 轄の下 じある 朝鮮 總督 がが 巧殖 大臣 
の 統轄 じ屬 すると あるは 巧を 太 ホの 御必じ 反する どい ふ 理由 か 
•ら 新設の 拓適お 官制に 關 しては 樞を 院會議 じがて 一難 隅が 持 も 
上る もの ピ 見ら； t てゐ る。 


民政 驚總會 

濱 ロ總载 ホ演說 

ま 京 特電 十六 日發 N を 秘慕總 
會は十 あ H 擧 が、 濱ロ總 裁 一心 左 
の 如く 演說 した -一 
第五十六帝國議會は幾ホ^波 
欄 曲がの 後 漸く 其 幕を 閉 かた 
諸君は 夫々 選擧區 じ歸つ ホ 選 
擧技 じ報吿 をされ をを ど みら 
ぅが 黨 員の タ數は 現 トのー J 狀 
を 憂慮して 尙ほ 東を じ殘 苗す 
るか 化 現下の 現狀は 『事！!！ ホ 
の 一語に 靈 きて ゐ 
吾々 は 一層 結束を 固め 扱 I 獲. 
場の 機を 待 じね じなら の-一； 


合辨廢 止に 贊成 

【十六 日】 中 举擺菜 お 巧の H 支 
を辨廢 止の かは 目本侧 賛成に 
かした。 

米 船の 發展計 劃 ^ 

〔十六 日】 ダラ！ お齡貧 化 副 ま 一 
配 人 パ。 が ド •ダラ） 巧は ゴ 
ンシ ダン ト •ピァス 號で橫 
じ 着した が 語って 曰く 『我 ； i 
は呂 下ニユ ー ヮ！ クで建 遣ず 
の H 巧 顺絞ニ 一 船が ホ 年 壊 成 I 
るから 盧じ東 巧 航路に 巧て 10 
針 劃で わる J . 云々 ど。 

東京 巧 長の 呼聲 一 

〔十六 日】 ま 巧 ホを 選擧 はを 眼 
意見 區 々でぁるが 目 ド 掘切莲 
お郞 をの 呼聲が 一時 高 （、巧 
務省も 亦る ごも ミ 巧 役 じ 蓮ぶ 
をに なつて ゐた闊 巧を 推 藍し 
てゐ るが 最近は 井上 準 之 化を 
の 可能性が 濃 障 じな つた ぶれ 


巧、 巧は これを お 巧した。 

實業 同志 舍改稱 

〔十六 日】 實業间 あ 貪は 國民同 
志會 ごな 稱の 皆。 一 

齋藤 理事が 辭表 

〔十六 日〕 法學 博， H 齋藤 良衛氏 
は 滿鐵巧 事の 辞を を 出した。 

西 園 寺を 入京ず 

〔十五 日〕 西 園 寺を 望を は 今 十 
五 H 興津 ょを 入を した。 

受命會 社 郵船へ 

け 十五 日〕* ユーバ 寄が 命を 航 
路 受命會 社は 郵船 會社 じ內定 
した 0 

解禁け をを の 鍵 

〔十四日】 手形を お 所 懇親 會席 
上 ご 一 ホ 潔 相は 『根本的の 爲替 
を定 はを 輸 解禁の 列 じない を 
府は旣 を そかで 貫 現を 期す』 
ご 述べた。 


す戰梅 約で 政府が 宵ぶ らリ 

:出繩 大使へ 訓電 說は昔 巧が 否認 

東 ま 特電 十六 臣發 = 外が 省參輿 官植原 晚ニ郞 氏は す 戰條約 間 題に 顯し 枢密院の 態度 攻擊の 意 
見を 發 表し 化ので 〔別項 參疆 顧間宫 も憶慨 しが 東 己代治 伯 过ニ上 書記官 長を 招き 逊 策を 協 譲した 
が 適 當の耍 あを する らしく' 一方 田 中 首相は み戰條 約を 今月 中 じは 樞 巧に 上程す るピ稱 して 居る 


臨時 議會 

I 十 お 日に 成立 

ワシントン 十五 日發 n アィ。 
力の 農業 あ濟 妓び關 税な史 討議 
を 目的 どす る 臨時 議會は 愈々 本 
日を 0 て 召集， 

グス •ォ I ウェン 夫人を の 他 
新婦 人 下院議員 S をを おみ 上 
下 兩院の 新 議員 宣誓 まを 擧巧 
して 成立し、 フ ー ゲア！ 大統 
領の 議會敎 書は 明日 午後を な 
て朗讀 される が、 

顧 時 議會な 集の 目的は 囊じフ ー 
ゲアー 氏の 指示した るが か < 農 
林の 救濟ピ 限られた る 範團巧 じ 
巧る 關稅 のな ぶじ ぁる も、 一般 
の空氣 は獨ら この間 題の み じ 化 
ら ず、 時節柄が 界の大 問題を 惹 
起して 居る 聯邦 準備 銀 巧 法の 改 
正、 銀行の 株 仲買人 貸附 調査を 
始めと して、 禁酒法 勵巧 問題、 
移民法な 條 問題、''、 シだ ツピキ 
洪水 巧と 策を の 化の 議案が 續々 
上程され、 海軍々 縮 案に 就ても 
論議され る模犠 じて、 其 か黨幹 
部 側では 極力 大統領の ホ 望 じ 副 
はんごし 、殊に 下院は フ ー ゲア 
— 眼が 絕掛 ホ數を 制しつ i ぁる 
も Q i 1 

と 巧には 反フ —ゲア ー 派の 巧 
黨蘿 員が 多 （、'民 ま黨 も關稅 
案 引上げの 反酱を 始め どして 
臨時 議會の 討 講銘鹽 じ 就て 大 
統領は 巧 等 これを 制限す るの 
權 力なく、 自然 圓を にごらて 
重大なる 議案は 上程す べきで 
ある ご书 張して 先づ 政府い じ 


東京 特電 十五 巨谱 n 不戰ぉ 約 
じ關 する 枢密院の 態度は がる 
硬化 レた ので 故 府侧は 漸が保 
留お批 おじ 傾き， 苗政黨 一| 保 
. 留は敢 'て條 約を が 巧 じし || い 
ごま 張して 居る パれ 典、 化ー務 
省 側た はが 留附承 駿は事 普 上 
不可能で をる から ご絕智 をな 
對し 化の ホ 面で 樞府 側の 卑ー 響 
じ 添は んど稱 して 居る が 呼 一 
の おじ 關し田 中 首相は 駐 I を 
權 大使 お 測 勝 次 氏 じ 訓電 I 發 
し アメリカ 政 暗の 露 解を 4 め 
たとい ふ醇 じ對ん 、巧 中 赴 相 
は 絕凿じ お 襟な- はな； 


を定 して 居る、 一 ホ 致を 曾の 
岡 峭邦輔 、离橋 光威 兩 氏は 不 
轉條 約に 對 する 樞淺院 め 巧 勢 
.を懸をし十 一 日午後伊^^を 
訪問し 會談ニ 時 蹈の後 漸く 或 
る說 解を 得、 顔 氏は 續 いて 旧 
中 首相を 訪 聞し 同 件 じ 顆し極 
巧 凝 蒙した が 政府は 御 諮詢を 
急が や愼 重じ硏 免の 上で 手續 
を 取る 模樣 であるが、 框密院 
の 空氣は 『斯の 如き 際す 戰條 
約 原案を 巧 儘 承認を 場 もは ボ 
可能で 保留 附 諮詢 すれば 內田 
康裁 おの 願 問官辭 職は 疑な く 
同時に 田 中 首相 も ホ 同 巧を を 


權じ奏 謂 L わ 責任を 負は なけ 
れ ばなら のから 形勢は 頗る 困 
難に なつて ホむ』 どい よ—' 
でもる が、 小川 截相 もこのを 
氣厳惡 なる 爲め昨 十四日 首相 
を 腰 越に 訪問して 轉 々懇談し 
早く も 現內閣 が本閔 題で 辭職 
する のは 五月 領で わらぅ £ の 
觀測ぞ .く、 ほか 黨は 後繼 内閣 
組織の 胸算用を して 居る けれ 
共、 國お 新聞は 『政府の 失態 
は 糾明す るが 摄辭 職に 導かの 
ミは 伊東 包 化 治 伯の 意嚮で あ 
る』 V * 報じて 世人の 注目を 惹 
いて 居る。 


承 M だ おが 腕 退か 

な爭 化さ^た 『人民の 名に がー 


東京 特電 十四ち 發 ご一ユ I — 
ク •タ井 ムス 紙 1= 不戰條 I 中 I 
じ 現れれ 禍 なる 言葉 『人民 I 名' 
じがて』 なる 一ち は " 

M0 VJ して 日本に が？ 政 
爭 紛糾の 標的 ごなら、 樞府 S 政 
府の 瞬を ひら 持み 戰じ移 i 政 
府 どして は樞府 のを 氣が緩 かし 
ない 限 b 枢府- し 蟹す る條約 一正 
式 提出を 殊 あらに 延引せ しいる 
の 風 濃厚 じて 髓 ■原 遂お官 の 化る 
巧 じ 化れば、 国中 曾 相と し '古は 
樞府 のを 氣 がを 府 じち 利 どなら 
ない 限 b 條 約® 審議を 要 ホ t ま 
じく 『今後 どれ 程の 月日を 巧す 
るか もを 然 不明で ぁるが、 枢密 
院が 徒ら じ 政 巧の 禍 中に 殺 じ、 
條巧 上の 區 々たる 言 巧を 巧で 巧 
表面の 理由 ごして 政府いた みの 
策に 及んで 居る のは 


不法 も 極れ る 話で ある』 
これは 巧 黨の言 草で あるけれ 共 
事 實樞府 の 保守的な 空 氣じ育 も 
し 顧問 宫の 中には 陛下の 大權じ 
及ぼす がかき この 一句を 眞 面目 
じ 敵掛視 して 居る 者も掛 くない 
郎七 伊東 己 化を 伯の かきは を 一 
人で、 巧は 旧 中內閣 を支恃 する 
保守的な 顧問 官で をる W 、 この 
伯 も 『若し 則强 じして 百 ネじ掛 
し 最も ま大な 意義を 有する 本條 
約の 巧留 案を 承認し a いならぶ 
H 本泛 しては 條約國 ょ b 脫退し 
て も園睹 擁護の 實 *5- 盛ぐ るかな 
し』 ど 

斷 言して 居るな である、 
尤も これは 極端な 意見を 化 表し 
じ ものでは わるが、 巧て いかじ 
本 問題が を國 者の 間に 重を 巧を 


帶 びつ i あるかを 窥 ふじ 足る で 
あらぅ、 而 して この間 題に 關聯 
し 內閣ご 外務省の 間に 意を のを 
裂を 巧し つ i あるら の i 如く、 
外務省 ごして はこの 字句は 單じ 
表面上の こごで 實 際は 然らや £ 
ま 張し つ i ある、 從て 若し この 
字句 じ 異議が を bw すれば これ 
ょち 生やる 貴 巧は 當然條 約のを 
渉に 任じた 外務省 じふ b か i る 
譯 である、 而 して 旧 中 首相は 本 
日參巧 後、 幾タの 

砍客 と 本 問題に 就て 意見 
をを 換 したが、 前駐 巧た 使 松 井 
慶四郞 モゃ小 幡± 耳 古 大使 等は 
- 若し 日本 じして この 字句の な 正 
を ホ むれば、 條 約に 參加 しわを 
巧强ご 一々 說 解を ホむ るの 必要 
を 生じ をれ じは 稀々 困難な 問題 
が 生じて ホる 上、 斯る ことを ま 
張す もちめ じ 日本は 頗る 不利な 
位置 じ 立たなくて はなら 打 ご 力 
說 しじ 由で わる。 


义苑 


生命の 歡喜 

賀 川豊彥 

また、 を .4 返つ て々 た。 をし 
て 萬 物は みな 赃 へる 。雪は 溶け 
ず缘は 野を 嚇じ 染め、 燕は 南 か 
ら歸 へつ て ホた。 なの 胸 じは ま 
だ おかが 賴 いて ゐて も、 おを め 
ぐる 自然は 一花 唤 くど 時 じは 花 
瓣を 開き、 お葉を 燕 •ロ お だす 時 
じは をの 機暂を 逸しない。 別 じ 
あわても せす、 また、 遲れ もし 
ないで、 大自然へ せつせ ど 巧 力 
を纖 ける。 

眼を 閉 だで 時間に、 生命の 神 
秘を 尋ねて 巧けば、 外界を がき 
けした 幽曉み 化 あじ 生きる こと 
の 神秘を しみじみ ど感 せしめら 
れ る。 

別に 野必を 燃やす ので もない 
本館 じ 操られる ので もない。 過 
まの 記憶を た f るので もない。 
想像の 世界？ i 遊ぶ ので もない。 
然した ぐじウ どして るる こご だ 
けで 生が みょろ こびが 泉の 如く 
じ瘦 いてが I る、 柯の爲 めだら う 
か？、 誰^ 爲 めだら うか？。 

時には。 ての パンが 氣 になを 
落附か 氣 持で、 眞巧 中を 孤 
坐して 送 了 時 じ も、 猶ほ 不思議 
なを命の^きがなの胸庙じ威せ 
られ る。 ぶは 生きて ゐ るの だ！ 
なは す 巧^ 幾な 世界 じ 生れ おて ゐ 
るの だ J 巧 力して 創 巧 もしない 
じ、 お 心 呼吸し 脈 膊を持 も、 を 
命の 神 蓝を感 せしめられる 0 1 
旦 眼を 强 けぶ、 努方 もしない じ 
山は 高 C 、. 水は 淸< 、海は 大地 
を蔽 ひ、 鳥は をを 飛ぶ！ なの 外 
側の 化を は查 く、 なじは 想像 も 
かわない おい ホき な-社を で わら 
凡てが 人力な 上で ぁ b 、 な 等の 
設計す る*' ミの お ホロ 不思議な 
も S であを。 不思議！ 不思議！ 
不思議！ 尊蹟！ 奇蹟！ 奇蹟！ 自 
然ど いふ ものは、 を くん 間の 巧 
解 出 ホるな 上 じ 超自然な 巧 巧 事 
で 一が なめ だ。 人は 引力のを が 
が 自然 ピご云 ふ。 然しな じは を 
れ が、 超白然 じを b て 化 ホが な 
い。 をれ な 人間のを なする 前 か 
ら存ぜ し' ん閱の 力で どう ごも 
出 巧で、 巧 屈に 晦 つて 訂正 も 出 
ホ や、 巧 じばす こ S も 出 巧ない 
自然 的 じを b る もの ほど、 なじ 
超自然的 ものは ない。 なは、 
生命のう もじ さ わ、 なでなん £ 
もお來 ない 超自然な 力を 發 見す 
る。 なは 局限の 化 界じ据 へられ 
てゐ U がら、 猶 ほこのを 限な 上 
の 世界を 見せつ けられる。 

靜 かじ 瞬 想を つ r ける おに 取 
つて、 神は 不思議な 玉手箱を か 
から 巧へ 開いて おみせ じなる な 
は 『> む J と 云ん 『恥き』 を 通し 
て、 不 な 議じホ 命の 戯曲を 忌せ 
て 戴く。 おはる ひ 知れない 歡喜 
じ、 なの 麻 一巧のを を 巧し 頂い 
て、 神の 滿し給 ふ 生かの 新酒を 
居に をべ けら。 

ニュ— 3 — ク春巧 

♦不巧 身の 旧 中內閣 、雨 ざら 
しの 荷 辛 同樣じ 前へ も、 後ろへ 
も 動かず、 前ろ から 巧して 遣 b 
たい 顔を して 居る ちは ざら じは 
あるが 一 さて 押す とい ふ 段 じな 
ちご 中 ケウ パを る。 


大紐育 

I を I 九 年 版 Y おく 發巧 

本社が 璧じ 編赛發 巧いた しました 『大 がな」 U 、 幸 ひじして 
江湖の 湧く がかき 巧詳を 巧し、 遂にを な一册 越ら 中資 切れ どな 
らました、 化て 本社は 滨 一版の 巧を をを がが たじし、 貢 数を も 
巧 加した 千 化な 廿化年 版を 耕に 發 がする こど： ました、 お 
確 じして をつ 新ら しい 統計 ど 事實を 基礎 じして-刻々 變 化する 
巧が 『大 が 育』 の眞 巧を 傅 ふる じ 遺が なき こごを 期して 居 b ま 
す。 尙ほ定 偕は 

豫約 ホを 者に 限りて - 

特價と 十五 仙 

發刊 後の 御麟 買には 

を 價金一 弗 

£ 致しました、 まか じ 豫約巧 申込みを 希望いた します。 

篡 十と 日 紐 育 新報 お 


Dr. S 泣 bro Einy, 

103 目 Park Av ■ も， 
Tel. Sacramento 7980 


KANZO OGU 民 I M.D. 

214 Hi が 化む 0 加が 
Tei. Triangle がが 


K. IWAMOTO, M.D. 

U4 W.70 化み， 

Tel. Traf&lg が 0352 


M. Tsuchiya, D, M.D 
105 W. 巧 rd St. 

W. む 3 お I が r お 09 


DR. H •ん GARDNER 

dentist 

巧 E.BIs バ t. M Madi 糾 nSv も 

た !. fU が が — 


T.C.TAKAMImd. 

リ 8 Cum お Hand St. わ 如 1(1 が 
Tel. Cumberland 巧り 



DR. D. BLOOM 

一 NEW YORK OF 打 CES- 
34th Street Cor. Avenue 
86th Street Cor. Lexin^on Avenue 
1 巧 比 お r が t C が • も ふ Avenue 
-BROOKLYW- 

g"D ち Kalb 


にに A 化 ee Bidirj ： 


，かも at Fulto 。か . 


診に 日 I い 堪最タ 
化 午 察 T 本 U 能 新年 翰 
職 前 時 寧と 1 じ まの 圈 
こ 九 間懸諸 1 て 巧 經おト 

; tjfs 切 君 2 信學驗 道 ^ 
- 化育 じじ 蜜. 相手を 醫 
f 午且 治は n 篤 術 0 

: 化 巧 化 U ! I •ザ 
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。嚴 E 讀 WcfcO. 

發巧嚴 學大亞 巧が を 
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8d L は ingion 4 わ rk わ 巧 . 

を 時 八が 日 お 主 水 巧 
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ホ 
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眼 

鏡 
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YUKIO NISHIMURA, itP.T. 

PHYSIOTHERAPIST 

200 Wwt 95 出 ST. 

T~L Piggr«A=,-aaaa 


電 時日 
話 f 濯 
前 午 外 
約 後 お 
願 九 H 
上 時 午 
おを 前 
九 
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フ紐 瑞面 

ィ ，富 及灌醫 マ是お 
•シ卿 電注巧 ッまミ 
西 ォを氣 、學サ を 
本 中 ' ご费 治水 的 1 ^ 
のフ 療治 運ジ み / 

"' 動" な 

ス 其 ホ' 整 
化 線 腸 形 


んし CEASA も M.D. 

127 East 84 化 化 姑 
b お . わ rk 在 Uxmgion iUes 

養 喉 晒 鼻 巧 新 

間 時 察 診 
午 あま 時ト 前午自 
時 八 ま 時 ホを 午寫 
曰 權 

自 午前 十 時 至 午後 一時 


會道修 お 替基乂 本日 


了 he Japanese し hns じ 度 凸 Associauon 

が 3 W, 1 が rd 化 お W Ifork City, Tel.Sradhurs け 9 が 



諸 

絶 
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D 民 ぶ ぶ .YOS 排 I, 
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わ !. Riverside 3 目即 


M-Yama 径 uclu, M.D. 
70 Seaman ゎ 6.. 

Tel. U び aine が 34 


SI な 8 IN STOCK 3M TO 12 F WIDE 


KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

Bet. 80 & 61 な s ， Tel 巧 hone おが nt 2909 

含 巧 人 本日 

巧專 靴型 小 


てし 張 お 員 店!) 依に 發 ホ 御 
钟け屆 日即は 靴ら 取た 法寸 

を 小 ぶ 小き 巧ぶ ホき 巧 




M お S B ね 11011 目 化 [{が 

1284 Lex. む 8. B お刖 en が 化 and 86h Streets, 

授敎語 興人婦 


F- Fk. Maruyama Co* 

67 W • が 比 St. ん Y. 

TeL8 け ant 巧 巧 



CLOTHES BUILDING 

"PAR EXCELLENCE" 


Midori Matsuiroto 

38 れ sUv8 . むか 
Tei. Lorraine 6437 
•Lo ぴ ai 扣目 0110 - か t . 巧 


MIKADO TAILOR 

30 に 65th St. 

Tei. Wnebn わ r が 38 


Oriental 乂 rt Studios 
124 W ， 34 化 化 Qppos お材 a が s 
Tel. Lackawanna が 53 


Ko み e IStu ぷ o 
730 Fifth Ave. 
Cor*. 的 化 ; St. 
Tel, Circle 4406 


房 蕾 西 東 ♦內案 育 紐 

The East and West Book Go. The New York Touris け ervice 
4 り W 的 m 加 化， H. Y, C. Tei. Cathedral 4408 


差 t よ A 履 御 # fA 
上を 右け 注舊米 
げ價 御を 文の 國 
まよ 注しみ 書に 
すら 文 ま 第籍て 
。割にす 敏 ごを 
引 掛 ° 速雜巧 

しん — に韶 ドよ ' 

てて 御は る 


紐 

# 文皇 

學學願 
も そ 事 
-と辆 

杉が 
純 憑 - 
雄が 


通年卒 A 
ゃ聊 業を 
るかし は 
も ホ在ン 
の 國ホカ 
ごの 巧ゴ 

f 餐操 

がに 五を 


ま 御 

ず 窓 貫通 
° が物譯 
じ〇ク 
御 其 調 
取他杳 
- あ 厨 公 - 
を で 巧 
しも 渉 


じ ndo & iCodachi, Inc. 

46 Greenwich 化 eet, City 
Tel.WhMall 巧 41-i 


遠 

藤 

小 

巧 

商 

會 


諸输 和紙 鑑 
荷 出 洋み船 
物 入を 食 抑 
運 稅雜巧 用 
搬關 貨お津 
取手 化 
扱績賣 



OKUMURA BOOK SHOP 

ROOM 923 

147 W.42n(l 化 Cor.Broadwa がが nd リ O.C. 
Tel. Bryant 0920 



‘ 御お 文' の 
用夾 等を パ 書 
為 •&化 雜ダ鮮 
願して 誌ク顧 

丄主 なタ 巧.， hW 

げす 速の ン賣 



PH 化 巧 & PE 邮 Y 


3 Maiden Lane N. Y, 

でを 巧が ななな I 名 、 I • イイ • マ ご 巧。々 * 

類 お賓區 意新最 


F. MURRAY 排 LL CO. !nc. 
EST が USHED 18 が 
Room 614-615 29 む oadway 
Te!.8owHng-G 巧 en がが が 91 


JAPAN ART STUDIO 

巧 2 1 抓 h 化 Set. Park & Lex. む es: 
巧し 化 ; I な 8837 


T， KASAI 

Merchant 

Tailor 

[IMES S 山 LO ! が 
む誦 3 目 4 
巧 W 巧郎 

Phone 

む yani 30 お 


Y • げ O 

1 お Ees け 3rd 化 
Cor. I なぶが on i 巧.， 


プ電 



で 娘 藤 

3 巧 


了 


CAMP 化 11 な RVI 化 

設備 整が 經費 低廉 

Ca!l-TRAFALGA 民 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

••The Funeral Church’ ， Inc. 
i NON SECTARIAN) 
Broadw がが 6 む h Street, N. Y. 


設 

堀 


绪 

を 



巧— 主な 基 

白 午前 九 時 n 十二時 
自午 巧】 時り 五 時 

火 躍ち お 叫 ホ 時 

はへ キシヤ —フア 
ン テ^-ショ ン クブニ 

ツクじ 出勤 


診察 時間 

午を 一時 HH 時 
午後と 時 n 八 持 
巧 か窝學 ± 

パ ^ 巖本違 ‘ 

古み 比 亞大學 ぶび 
A デブ ン 病院 勤な 
H 巧は お 約 西 上 お 


診察 時間 

午前 九 時 1 十 時 
午を 六 時 1 八 時 

け：： 小 栗 幹 ごー 

が育巿 フク ブ —お院 
第五 巧 病院 巧を 

武巧 コンパ ランド 

病院 巧な 


ベ グビユ ー 病院 反 
紐 育 乂學醫 巧を 勤 

江 見 ご 一朗 

彰察 時間 
毎 H 午を 四時から 
六 時まで 

夕 巧ぶ、 を、 と 
持から 八 時 迄 


化留 巧年理 あの 曲 ホ 

を 本人 靑年會 

ミ. 呈 h St . TCI . C 一 ミ まこ 24> 


揉齋治 ホ 島覺丈 

_ 涅 7 f 二 3 害 St . 

Tel . E を ecomb 1 を 6 


化 W 
JS 晴 

& 1 

■5 加 

f 

如 故 

哉 

C t 

S S 

齡削 
罕 5 

J 3 
お 


な師宮 時繁一 
转 事腺屋 義人 
I 諸策替 

日 確を 巧 午前て 時 
日曜 學校 午前 十 時 

肺 職 日疆キ をと 時半 
が禱 會水醒 夕と 時ぞ 
寄宿を 


位 展を输 比 西を 巧 
を 下町を 十五を を 
ホ 會を員 じ 最適 
を馈 圖書雜 誌巧历 
を 褲娛樂 具 巧 易を 
堂 あ b 

使 宜域業 周旋 旅を 
ま 巧を 縛 事業 劇を 
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後藤 化 遂に 逝く 

葬儀は 十六 日靑山 齋墳て 執行 


栗 ま 特電 十 =1 日發 i 旣ち 京都 じがて 危篤 じ ぉれるな 
藤 巧 平 伯は をに 十一 11 H 午前 五 時 I 二十を、 を 都 府立 大學 病院 じて 
逝去し じ、 を 篤の 報 天聽じ 達する や 時 旨を おて 正 二位に 叙 せら 
れ た、 逛 がは デスマスクを おつた 上 同 巧 化 時を 郡 發巧幸 じて 歸 
巧し お 儀は 十六 日 靑山齋 おじ 巧 式を' 3 て 執 巧すべく 齋お督 子が 
巧を 委員長 じ 舉 げられ た。 

診を したの が 繰 ごな ち、 板 巧 氏 


數奇の 一生 

醫學 畑の 政治家 

逝ける 巧 藤 巧ず おは お キ縣の 
ん '後 お 十を 衛巧 氏の 長 巧 じて 
をを 四 年 六月を 0 て 生る、 巧 じ 
臀學 をを じて ド キジ じ 

遊學 ッ芙學 に學び 
歸朝 後を 知縣な 病院 哀 、內務 あ 
衛生 局長 等を 歴任し - U 淸戰爭 
心 じは 陸軍 捻を 所長と して 敏赔を 
: 揮 ひし か、 兒玉 伯が 妄灣 總督ど 
i なるやな ひて 民な 長を， じ 巧 命、 
'大いに 巧 島の 登展 じちが し 糖 業 
じ 巧 誰を 巧へ て 益々 をみ 產 額を 
巧し 或 ひな 榜腦產 策を 辭を する 
等 信望 頓じ揚 6、 一二 十 去を 貴族 
院議 員じ賴 選され てが 楼じ參 巧 
して 國事 じ盡 巧ず る どこ カタく 
攻ホ にも 活躍して をの 勢力を 伸 
長し、 男爵を 授けられ むみは 明 
治 S 十九 年の こどで あるが、 日 
巧截爭 をモ霞 どなら、 更らじ 昨 
年の 御大 典に 際して 

化爵 じ 叙せられ たので あ 
.おが、 こみ 卸 じ おいて 南 滿洲鐵 
道 巧 ま 會お總 裁と して 滿 蒙の お 
展じ盡 す こど 前を 一二 關、 遞信大 
臣、 內を大 岸、 か務 大度 等を 歷 
任した が、 がめ 醫帥 どして 身を 
立てん どした お 人が 遂に 圃事お 
醫する政を家ピ；：*つた直接の動 
機は、 明治 二十 五 年 伯が 愛知 縣 
病院を た b しが 化、 偶々 時の 自 
由黨 総理が 垣 退 助 巧が 四 巧み 日 
じ披お 縣を蒂 山麓の 神道 中を お 
じ 於け るを 說會ょ b の歸 を' 剌 
を 化 原が 繫じ 刺されで 電 傷を 讓 
つ 際、 彼 U が 垣 泌理を 診察 せん 
ど 欲した るも縣 i 扭 おごして け管 
外の お 巧 事で あるから 

の必 をな しご 極めて 
冷淡；^態巧に出^たが、 血氣化 


ご械 々意見を 閣 はして 戲 治を ご 
しての 將ホ をを 这 まれ 遂にを 治 
を 志す じ 至つ たもので、 故 伊藤 
博 义をど 共に 重大な 使命を 帶び 
て 日露 巧 役 後 0 シア 巧の 途上 遂 
じか おを の 暗殺 ごな つたの も、 
彼の 遠大なる 駐あ的 抱をから 出 
ねらので、 をのを 桂を ご 共 じ ロ 
シアに 巧び 入 b 重大な を 渉 じ 着 
手の 際、 明治 大帝 崩御の ためじ 
止むな く 日本 じ 引返し、 爾ホ氏 
の滿蒙 開發ど ロシアごの 提携は 
依然 ごして 變らホ 

革命 後の 0 シア じ對 して 
も 深い 巧 解を 持ち、 現じ 東京 巿 

長たら し 際" シアょ らョッ フユ 

氏を H 本 じ 招待して 日露を 渉を 
促進せ しめ、 更らじ 昨年は 勞農 
ロシアょり 招待を 受けて 親善 旅 
巧め 途じ 巧いた こどは 化 人 周知 
の事實 でぁる、 寺內 々賴 がを 解 
後 前 外務大臣の 肩書で 渡米し こ 
の ニ ュョー クの人 じ もな つたが 
私製 ロ— ズゲエ 死 トご云 はれる 
だけに、 を 界の感 星 ど L て 常 じ 
閒題視 され、 昨今 田 中 巧 閣が巧 
解し 相；：* 形勢 じな つて 运る所 か 
ら後繼 の 中間 巧閣 じは 齋藤子 ど 
共 じ , 

有力 なお 補と 見做されて 
居た 人で、 逊般の 東京 巧 議戰じ 
も 巧 園から 勸 めら れて 出馬ん 意 
も 動いた が、 醫 帥の 注意で 斷を 
し 去る 四日、 東京を 發 して 岡 山 
じを （途 K 豊橋附 をで 腦 溢血を 
起しを 都驛で 急遽 下 革、 驛長ま 
で應 を 手當を 受けた h 大學 病院 
で 加療 中で ぁつた、 伯 危篤の 報 
天聽じ 達する や 畏くも 聖上 じは 
敕 化を 御 派遣に。 つたが、 ぞく 
の アメリカん は间 じく 醫よ b を 
して 軍 入と y , り-をら じ 政 お 家 ど 
なつた な ウッド お 軍 ど 故人を 一 


んな 化は 進退を 赌 してが 垣 氏を 幅 おどして おる- 


滿鐵 を民營 にず ろ 

資本金 十億 圓で山 本社 長が 計 劃 

增配案 もい よ^-^ 具体化 


東京 特を 十五 日發 N 巧 京 HH お 聞の 報道す る 所 じよれば 滿鐵 
化 お 山 本 條太郞 戊は 寶本 金十饒 山で 滿 勘の お營針 劃を 樹て 目下 
旧 中 首 巧の な 斷を恃 つて 居る ご。 


束 ま特信 M 滿搜 を かは 山 本社 
を 就 件 《 巧經濟 化、 巧 お 化を 襟 
校して、 經费の 節 减を計 b 、 肉 
をのを 實に 努める ピ共じ 經濟的 
施設 じ.！： つてが 械巧 勘を 取 b 、 
こ 9 わめ 從前 どは まるし く 趣き 
が 異にする に ま b 、 こむ ど间時 
じを 社の 策 城は 摄巧 一二 年巧大 
いじ 好 化して ホた ので、 一部な 
力 巧 まは を 即當舉 巧に 向つ て、 

_ しき b じ增資 增配述 動を なみて 


一居た が、 これに 鑑み 滿 勘では 


增 配' をが ふ」 はが 算外國 
庫 負 擔じ歸 すべき 契約の 變更化 
に 命々 蕾 及びを 欽 一部 變巧 をし 
なければ ならない ので、 これが 
認可 方 じつき、 め 牺當昂 じ 申請 
する こ V 」、 じら、 まごして 神 鞭 
お錫禪 事が 監皆官 醒じ對 しを 渉 
中の どころ、 いょ-^ 誌 解が 出 
ホた ので 政府は 昭和 四 年 巧 追加 
を算 ご.— て 政が 持 巧 お當增 ホび 
じ 豫算外 風 鹿 負 拖じ鹏 する がを 
ホ 潘院じ 提出した、 同 追加な 算 


まじ ょれは なが 持 株じ教 する 配 
當 おお 二百 十よ 巧 一千 余 凹を 
計上 して ゐ るが、 これ ど 
同時に 政が 《 外の 一 股 民間げ ま 
お當を 年一剌 から 一を 巧 加して 
年 一 御-を どし ょぅごい ふので 
ある、 すなは も 滿鐵會 社は をの 
創立 當時巧 ま 裳 集なら びじ 食 化 
事業 助成の 意味で 政府は 命み 書 
中は 間 株 まに 逊し 第一 お 當年六 
かを 規 をした のじ 觸聯 し、 豫算 
外國 庫負擔 ごして】 般會 計中大 
藏省 所管の 滿錢會 化々 債 利子 補 
給 並に お 債 元利 ま 拂保粧 のがを 
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へざる 範圍巧 じぶ いて 第二 お 
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出を 禁化 すべきで あると 輿論の 
喚起 じ 巧め 現じ カナダの 如き 隱 
然 たる 對 ホ金輸 おの 禁止 じあん 
で 居る ご。 


鋼鐵 業發展 

株の 增 加を 巧 あ 

世を 銅鹽 界の覇 王で ぁる ユー 
でス •ス チ！ グ では 巧 曜日の 株 

ホ 總會で 普通株 (百 弗) とち 五 
十三 一巧 一二 千 二ち 十 株を 千 ニち 五 
十 方 株じ增 化する がを 巧みした 
が 席上 當事 をは 本年度の 取引高 
は 昨年の 十一 ニ億乘 におし 恐らく 
十五 億 巧 じ 及ぶべく 現巧會 社の 
運轉 力は 化 割 六を じ 及んで 居る 
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を 投げ出す 必要は 毫も。 い 

- 委譲 案が 挺ら れ たまが 法 

_ まが 间じ運 姑を たど 6 、 吏ら じ 

自か 農、 肥料 懲埋の 農が 振 巧 案 

- が ホ'— でも •まじ 一 小 選擧區 

制を が 貴族院での 化さいた る じ 
^ してら、 政府は 遣 城では あるが 
-跑族 おのが 誰の 結ち なげだしな 
- ど すれば、 まィ 貴族院を し 
一て 巧を せし わる のんで あるから 
絕 巧に 投げ ださない ご圖 々しく 
も 化を ホめ た ご 云 ふこ ごで ある 
巧 族院を さはで じ 眼中-, し 憤いて 
- 居。 いこの 

I 不死身 の 內閣じ も お 巧と 

.営 手が ある、 をい は樞 巧で ある 
お 府中 f もがを 伯を 恐る/. こど 
一は 劫 底 巧 園 寺を み 比で ない、 こ 
i れ一 たびが 巧 伯の 御 燃 嫌を 煩 や 


而 して 六 巧の ァメリカ 訪問を 
一 前 じ バレ チナじ 赴き、 ジプラ 
少 タ^のを 脚 飛 巧を じは ス々 
ンデ ナビアを 訪閒 し、 更らじ 
太 西洋を 橫斷 して H 本を 訪問 

するどい ふので あるが、 これ 
等 3 飛行は H 本 お 巧への 性能 
試驗 である W 觀 じられ て 居る 
昨年 ホの 問 越で あつじ 燃料ら ブ 
术ゥ ダスで 困つ て 居た ので ある 
が、 最新 これに 化る ものを 發見 
したので H 本への 飛行 も 可能に 
。つたので ゐ る。 

个个个 

グッド キ！ ャ •タ キヤー 會社 
の 社長で ある リブ チ フキー が 
ド战は 前週を 曜日 ュュ "一— ク 
ボンド 棋樂 部で 最 化の 飛行 お 
發達じ 就いて 職掌が 輿が ある 
講演を 試みた が、 をの 一節 じ 
曰ィ 

『デュ ラグ ミ ナム S 發明 、ラ デ 
オのあ 達を 初め こし 飛行船に 容 
積す を 兎 斯の發 散 方法に 就いて 
完成した 埃を、 今後の 飛 巧 船は 
衡 船の 發達じ 等しく 益々 大型の 


るピ直 もじ 巧閣の 生命なら じな 
るからで ある， 先達て 原が 命 ま 
で 打ち 这んで 作を 上げた 裁 巧 巧 
法案を がち 伯の ふところ 巧た る 
平 巧 巧の みの 承諾を 經て 恐る 恐 
る 樞府じ 差し だすと、 か 東 伯 か 
ら 『おいは 知らない 、政府で 撒 
回しなければ、 われに も考 へが 
おる』 VJ すごい 眼で じらみ つけ 
られ て、 ついじ 巧 君の 

面目は 丸っ ぶたな を、 

ま關 から ス ゴス ゴ 引下つ たので 
も 知れ やぅ、 これ も 原 君の 名擧 
なで 考 へて 居る タ J 內閣を 体の 不 
I 名嚳 どなる 恐れが ホる からで あ 
一る、 この 不死身の 內閣じ も 目で 
少なから ホ 頭痛の 極 ごな つて 居 
る ものが ある、 をれ は窮 一面 じ 
所 報して 居る ィン •ィゼ •ホ^ — ム 
ス でを 窩 い不戰 案で をる、 政府 
一 も 最初け 手輕く 取扱つ たもので 
あるが、 頑固な 老人の ことで あ 
るから、 何を い i 巧す かも 知れ 
ず、 政府ぶ をく ビク ピク もので 
々る、 議會 後の 改造 もこの 老人 

み 

す戰案 じ掛 する 態度を 見 I 
域* たと でな （ては 取ら か/. れ 
ない ご 不死身の わら 首相に 似 
中、 一し ほ 思ま顏 であるから 面 
白い、 氣 の 弱い 閣僚な どは これ 
で 内閣が つぶされ るの だら ぅ £ 

* む お 顔で あるが、 义 一部 じは が 
巧 おごて 內閣を 倒す のが 目的で 
も ホら まい， 歧府み 逃げ道 位は 
をけ て くれる で ホら うが、 今 か 
ら さう 氣に病 わじ も當 るまい ど 
一條の i だみ を 持つ て 居る もの 


もの じな ろぅが、 この 商業化 じ 
就いて 最も 可能 おのを いのは々 
9 フォグ ニァ 脚と パプ キの 旅客 

運搬で、 恐ら <± 曜日の 巧。] 
ナン ゼ^スを 出發 した 旅を は顿 
めて 渝 快；；* 空の 旅を 績 けて 月曜 
H じは ホノ グに 着き、 水曜 H 
のがは 西び。 1 サン ゼ八 スじ歸 
着す る こ 玄が化 巧る でし やぅ。 
現が 化 達の 會 社で 海 巧の ため 
じ 建 進 中の 飛 巧 船が 飛行船 ロ 
— サン ゼ^スに S 倍、 ドキッ 
の ッユべ y ン伯號 じ， レニ 倍 ザ 
どいふち大；；*もので、 過去に 
わいて これょ らも ル さ k 飛 巧 
船け 五 固ら も 西洋を 横斷 して 
居まず、 現に 建造 中で ある 海 
軍の ニ 飛 わ 船は を 稽寶に 六な 
五十 巧キユ ビック •フキ ー ト 
どい i ち大 ならので す 云々。 

个 A — A — 

かを お 西洋を 来から 巧 じ橫斷 
した 第-人で ある ドキッ のヶー 
グ大鼠 も、 まる 十二 日の 橫斷一 
周 號わ日 じ ラ •テォで 滿說し 
f 今日 太 巧洋を 旅客 か 平氣で 
橫斷 ずる H が實 現す るのは 當 
然 であるが、 これは 矢 張ら 飛 
巧 船の 力を 俟た U ければ なら 
ぬ、 この 点じ おいこ ツエ ペリ 

ン伯 号の 慶秀 な. 力を がつ ド 
キッ航 を 巧が、 將巧 おおを 征 
服ず べき こごは 夢で ない』 

と 化べ て 居る。 


からす ビ クビク ものである。 

おを 巧の 婦人を 

案 巧の 役に 

一二 浦 夫人 獨喔會 

ご 一浦 環 夫人は K 巧の 中旬から 
バ 7 ッ P — を 振 おし じ 十一 週間 
を义 。ソサ^ ~ トの旅 じ 上る こど 
ごな つたが 今年 春の シ ー ズン最 
終の 溃凑會 を ホる 二十 八 H 午後 
八 時 四十 五 巧から 巿內西 四十 八 
T 目 ニが 四十 セ 香 (ブ 0 ! ドゥ 
五 I 附近) の プレジデント 劇場 
で 開く こど^な 6 目下 準備中で 
あるが、 當巧 はお 育 有數の 富豪 
某 夫人から 贈られ わじ 里 仕 立の 
華やかな H 本 服を 最初に 着て 巧 
ひ セ コント* ハ^ト か ら欧 の 

S 越の ホ 裳に 着替 へて 舞 臺に出 
る 由で、 切符は ニ 弗 ど S 弗、 案 
內 役は へグ マ* メント ご 云ふ藝 
術を を 頭に 化を 界のわ 壌さん 達 
が 助力す る針壽 、演唱 後 樂屋で 
巧 見 會を 開き レ. フ レツ シュメン 
トを變 する さう だか、 ブレジ デ 
ント 劇燒は 僅か じご 音み の 座席 
よ 6 ないから 早 r 申込 わで 頂を 
たい 玄 夫人は 語つ て 居た。 



アグネス 縷が 

嘗 都で 鑛嗜 

當 地獨唱 會はサ Hu 
旣報 のかく 當地 インタ I ナシ 
S ナ八 •户 ウスで 巧る 二十 I 二日 


巧 獨唱會 を 開く H 系 アメリヵ 巧 
民で あるを 川 アグネス 礫は， 巧 
堂閲 伴、 まる 巧 曜日の が 國米ホ 
1 ムじ 旅裝を 解い わ 

アグネス 撥は ホ 紐 前 曾 都ヮシ 
ン トン じ 巧き、 豫て 機の 聲樂 
家む る こごを スポン デした お 
ブ ラ キ ア ン 夫人 の 愛娘で あら 
今度 フ n リダ 州から 天晴れ 下 
院講員 じ 選出され た^ ス •ォ 
1 ゥェン 夫人の 招待で、 民 ま 
黨供樂 部 じ 招かれ 社交界の A 
人を 前 じ 得意の U 本 巧 や 泰西 
の ものを お唱 して 大蜗 巧を 博 
しじ：^ 

アグネス 磯は サクラメントの 音 
樂學 校を お 身し 本年 どつ て 十八 
歲ご いふ 才媛、 巧るべき 音樂會 
の翌 H ベレン々 リア 號で 軟巧 へ 
聲樂 硏究じ 赴く 身で ある、 當巧 
は 曇に 藤 原義 江 氏の 伴奏を しれ 

ゲ アジ ニア* ホ 八 ムス 磯が 伴奏 

し 左の プ 。グラムを 歌 ふこ どじ 
なつて 居る. (寫眞 は H 本 着 姿の 

アグネス 壞 J 

ホ ヘムの 一節 フチこ 
ず デ ロ ^ I テロ- — 
フロ レ アン ジング 

ゴ ダー ド 

い ア户ア ホフ セク キ' ~ グ 

ロシこ 

わを いお 月さん ■弘旧 龍 太が 
さぐら^^ ^ 山 田 耕作 

フワ— タ ーブン グダ スク 
ロ- — ド チイ ド フユ 卞 

グ斗 ラネリ' — 

デラ ツカ 

城が 島の 雨- 山 田 耕作 
胡 蝶 _ 山 田 耕作 
吨られ て 一 化 田 龍太郞 

マダム バタ 井 ライの】 節 
プチ ニ 


今度は ブラ タルに 

島根 村 建設 

縣 知事の 發 起で 

南 ホ ブラジ^ 一一 】 大 島根が を 
建設し、 農民 二百 タ の 移住 民を 
送るべく かねて 許壽 中で ぁつね 
島お縣 海み 移民 お 合は、 今巧縣 
會 議員を 部が 發起 ごな ち、 知事 
を 組合 長 じ 推し、 一級 織は を限責 
巧と し、 事務所ぶ 縣廳內 社會課 
じ 置き、 いょい 上 具体化ず る こ 
ごじな つた、 資を十 立 巧 圓を縣 
下を 町が じ 割當て 一口 五十 圓 一二 
千 ロを 募集し、 こわ 資金の 幾を 
を もつ てブ ラジ 八に 五 千 町 巧の 
耕地を 購入、 本年 五十 戶 、明年 
五十 戶 明後年 巧戶計 ニな ちを 建 
設 ずる 計 蕾で をる-.、 なほ 移住 民 
は 一家 族 じ對し 耕地 二十 五 巧 ホ 
の ± 地を うける 豫 をで、 假 .りじ 


を 族 一二 人が 渡が するとして ニ 千 
五十 圓の經 費を 要する 交 鳥 六 
百 圓は海 か協會 をの 化かを 補 
助を 一千 圓はあ 組をから 化 利で 
貸が ける から、 結扇殘 b の 凹な 
お十圓 さへ あれば を 速 二十 !^ T 
ホの 巧 ま f なれる 譯 である- 

詩人 職盟ま 確で 

目 本 詩歌の 祭 

r 當 ホァべ ニユ •ピ ー 百 四て と 

番じ クリスタ ドラ •ク ウス」 あ 

る 詩人 聯盟では ホる 四 巧 サり同 
をで 日本 詩歌のを ちを 催し 詩歌 
谣 會長ぺ ー デ 氏の 日本 か 歌-.! 就 
ての 譲 おや 朗讀 、フキ リツ •ノー 媛 
の 日本 お 伽嚇の W 俳甸を 中を-生 
が朗讀 してと 夕を じ 傲 ひ 搜め木 
じ 下げる 當で 希望 おは 豫 め舰册 
を 同家の H リス 礫 宛に 送ら 心べ 
く 午後 S 時 じ開會 しお 茶 も おる 
尝 でる 井領 事 や 小 細薰良 氏た •キ 
ユ リック 博 ± 等が 世話を 燒^て 
居る。 

構 者の コラム‘ I 

日本語 敎授に 就て I 

一 讀み 

娃政學 ± の 日本語 敎授 じ。 い 
ては 拙者を 紐 育 新報 ど 同 隱じ不 
審議 じ 思 ひ 珍妙の 思 ひつき もな 
ず人もあ么^のかなご感じで屠 
つれ^ 政 學± の辨明 じょら が始 
めて、 なる ほで； 思 ひ 且つ 追を 
の 不明を 砸ぢ 且つ 政 學±の 抱負 
を 感歎 欽仰 する こご じ U つ わ。 

岡胞 二世と 日本 じ 利害を を 乎 
る外國 人に 日本語 敎 授は赏 巧み 
用 じか 遲な （出 ホ 得る 事 なれが 
何とか 御 助勢した き 化に 思ん を 
めて タ 難の 御 進行を 察 ずれげ を 
愛 あ' もて、 幾 ぐ义 し.〜 御 热耐を 

f . 'i 

これと 同時にが 留 同胞 も 費は 
十を じ H 本 語の 使 ひゎけ を 
せぬ 輩 少なからず、 この 輩 ホ 進 
んで巧 學± の敎 巧じ遂 じて す伞 
語の 正確なる ものを 勉强 すち ょ 
ふいた しねし 而 して 日常 用かモ 
巧 化は 認め 得る 樣 いたす こてな 
自己 向上の 緊用 手段た る こごを 
申した し。 一 

1 

一 

期り 四 巧 二十 I 二日 j 
午を 八 時 十五！：？ 

凛 所 ィンタ ！ ナシ in 
ナル •へな ス_ 

宮川 アグネス ~ 

獨 唱 會 ^ 

を ィンタ — h シ 3 ホ 
種 ル •へ ウス 一 

日 ホ 時 海を 

援 が 育 新報 お 


時 目 四 巧 二十 八日 (日曜) 

午后 八 時 四十 五を 

瘍所 ブレジ デント 劇瘍 

西 四十 八 下目 二百 四十 セを (簾 八銜夸 

ブロ！ ドクぶ ィの 間) 

S 浦 環 夫人 獨唱會 

切符 ニ 弗 及 |ニ 弗 

が 育 新報 化 及 议びミ ュジカ 八 •力 す 
ユア •インス テチ ュ 1 ト 〔西と 十二 了 
目 五十 ご蕃 電話 斗ス ケバナ ニニ 八-一〕 
ホ 週 よら 同 劇場 U て 取扱 


不死身の 巧 中 オラが 首相に 

苦が 手の わら 每^ん 

樞密院 の 老人 連中が でう 出る か 


剩 意が U 御， 旅舘 

t 貸 佐， 巧 

与？^ 兄 お 

なち ボ西 八十 八 T 目 一二 ニニ 
* 話 K 々イブ！ と 入 ニニ 


紐 育 惟一の 日本 百貨店 

片桐 兄弟 商會 

スマ ド ： k •ブ P ダク ッ 一ず 販責元 


巧 タ九時 迄 巧 ま 


日本を 巧 品 
日本 巧巧颠 
書 爲巧雜 巧 


,1 グ アドレス 〔年-巧 


東京 巧會 


トク ンタ 巧 もまず 

なをのを あち 
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號八 十四 酉 五 干 一を 


雜 iff 蒼 總 L 【日曜 水】 


日 十 巧 四 年 四 和 昭 


四 



® 羅府 、を 港 お 帆 (ホ ノグ^ 經 由) 

羅府發 桑港發 

(午后 ニ 巧 化 化〕 (正午 出帆〕 

大洋 乂 四月 二十日 四巧廿 四日 
天 巧 化 五 巧 S H 五月 八日 
これ あ 化 五月 十と 日 五月 廿 二日 
春が 化 胃？ 日 ホ 巧 五日 

® シアトル あ 化 (午前 十 時 お 帆).. 

が 岡 化' 五月 一 日 
横濱化 五 巧 十五 日 
ご一 島 化 ホ 巧 十五 日 
伊を— 見 I 六巧サ 九日 

0 扁を發 日本 朽出 化 

箱极み 四 巧 二十日 
歌訪か 五ち 四日 
が 見み 五 巧 十八 0 
▲が 育 出帆 芭を 馬經を 日本 巧 貨物がー 巧 二回 
▲喘を 取扱。 巧 社は 欧洲 斤、 南米が 並に 芭をあ 
提 由た 平を 岸 巧を 银械含 ホ*」 榜 巧を 4 乘お切 
巧 害 巧 事 御 使を じか 計 ひ 申 上 ま 1 
A 米 嵐 鐵道切 巧、 寢を券 等 も 御が 立に 取 計 ひ 申 
上を ず 


シアトル 齿帆 (午前 十 時) 
をら ば ま 化 置 月 十一 二日 
あらび や义 五月 サ 一日 
ばリ ずみ (を 港 あ 帆' 一 四月 廿 
ザ 一等 沒濱 一九 五 巧 

化し ばりす 丸 るん でん もは 一 五 五 巧 
▼ 一二 等 日本 巧 五 五 巧ぎ をお攻 遺 宗族 室 i 
▼御を 望に 巧り 一等 割引を な 切なを 巧を 巧ち 

ロスアンゼルス 出帆 (午後 一二 時) 
まじら 化 四月 甘と 日 
- もんて びで を乂 六 目 一日 
▼一 菩镇漬 ニ 一二 0 弗植 はわい みを にらを を 巧 
▼恃 が 一二 等 日本 巧 五十 か 免 ▼一二 漢 a 本 行 五十 五 巧 
▼ホ 潘羅お 朽级車 切巧寢 窒蛋 騒人 御 お 淀 化り ち 
▼な 育 線 パナマ 經由 B 本ち 那杞 貨物 おち 一圓 


装飾 綺麗の 室、 シン 

專巧 湯殿 付、 日本 俱樂部 じ 隣接 

135 W . 呈 d St . 呈 y 


m 装 節 綺麗 S 室、 設備 

完 を、 シング グ 一過 
八 弗、 ダプ八 一週 十 巧 
j 呈 TELC 養 LE , だ WJOthst ., 呈 


堅.- > 諸君に フ アブ— シ 

ホ 導 ^ ィ VI キングぶ 

び 料理法を を授ィ 、新式 設備 

戸！！ 备 in 

19 We た 27th Si cor- Br ミ dwa こ . I. 

賣 度： 確げ 巧け 熬 

歸留じ付安價じて讓度家賃|^5十 
五弗 ニ 階 じ 寢室 わ 6委細書ぉ 
13 适 H Si , 产 L- Washington - 戸 G. 
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夏 瘍向晶 特别賣 化 

夏 傷、 ホ賣 向、 ダ— ム 向新 お 到着 
精々 勉强 御用 命じ 應 じます 
日本 陶撼 叢雜貨 卸販賣 

譜巧木 桃 井 組 


105 产 16 を St . 声 Y . 
HeL Stuyvesant 85 累-タ 7 


了 寧の 巧 刷と 精巧な ぶ铅 上げ 

時日の 迅速 ど罐 i |? な 校正を 保証 

巧 刷 紐脊 新報 社へ 

電話 cl トキ ン义ニ 九 0 九 — ニ お 一 0 

目； 

わ 間違ぶな く 新報へ 

巧內^ 十よ 了 目 十二を 十 階 目 
を 部 じがけ るが 字 言^ 機關の 

權 威、 吾が 新報を 讀 まね 人な し 

I 

廣吿 な紐臂 新報へ 


啊貨 仲買、 卸販賣 

保 巧商會 


夏瘍向 = 新幫眷 = 

精々 勉强巧 致 候 間 御 引 立願 上 候 
陶 破黑雜 貨卸賣 

春 巧巧會 

141 Fif を Ave , ZOW ジ『で C さ 

0 弓 ’ Sr of 21 st 資. Tel . AJgon ち in 2 送ぞ段 91 


.リナ メ I 力 ー の特を 

日本人の わ 買物 じは 特別 掛 貴を 潰き 無 
巧で 御 案 致 ホ 電話 义 はお 手紙み 第 御 
訪 間して^ 便宜を 計ら 巧め ての わ ホに 
留 しては 秘じ 注意 致します から 是非 お 
立 寄 も 願み 升、 市內 配達は か 論 日本な 
他を地宛^^ お荷物發送は當ホで致し升 

レー ヨシ ワナメ ー 力 ー 


蹲香坡 お ニ 遇 一回 出帆 
▲エ ji プレス 佛蘭巧 ニニる 含觸) 

五 巧 九日 

▲ H 古. ブレス 露 西亞ご ニろ 00 嗯) 

五月 nr 十日 

A ゴム プレス 亞巧亞 ご ニろ 客 頃) 

ち 巧 十一 一一 S 

A 五ム ブレス 備蘭西 ご ニる § 嚼〕 

j : よ 巧 四 日 
M 等、 二等、 一二 等 及び 下等 客 設備 
屬大 、善美、 最快 まの 東が が 行 船 


資本を ま 巧 旧 
拂込濟 資本を 六 千を 掛 
巧 立 金 六 千 四 亩巧圓 

齡赋 一二 井 銀 一な がち 支 お 

ネ庙 をを か 日本 掃 院本 革屋咕 五を 化 一巧 
支店 本格 日本 橋 义の內 (度ち おな 
名を 屋巧都 大坂西 (大 ち神戶 
i 廣島下 顆門司 お 松 拓闲展 《 
上 おかを を 買 巧 水 


日本 郵船 會化 (並 _ 一を 鐵道會 社) I ■ 

代理店 片桐 兄弟 商會 

乗車 >乘 船 切符 おじ 小荷物 運送 御 便利 じ取摄 申しまず 


龍贼 0 本 ドライ グし ッ商會 


货 出入 巧を’ 電信 送金 •お 送を' 旅 巧な 巧 巧 
巧 業 信用 他 一般が 巧 業 

乂雜 写囊銀 巧が 貞ま巧 

瓶 里 送を" 日本が 地 おキあ 巧-一， 迅速 取 巧 
本店 預を (巧 巧 通知 ノニ 補) 巧 便利 取 あ 
本 支 巧 まを (本 巧〕、 大 お， 角戶 、京都 
所な 化を 古 雇、 小 巧、 と _ お 、お 巧 



▲鄉里 送 び おを を (お 手数 巧)、 か 固 
爲 を 賣 荷爲を おお 取 立、 信用が 發 
巧 等 一 お 恶巧業 採 御 便利 じな 巧 可 化 候 

鎌減 臺灣艱 巧 紐 育 出張所 

本 巧 臺潰臺 

ホ 巧を ちを 没、 乂 陋、# ちト 挺、 漢 
ロ、 福 州、！^ 巧、 她 頸、 香港、 廣 ま、 新 
嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 盃買 
々ブタ 、倫 致、 其 外赛得 十四 ヶ 所— 

資本を 童億圓 (を： 媒揀 & 巧) 

、橫 ホを ニ 億 五な 五十 お圓 
內地本 支 色 U 橫濱 (本店】 巧を 大皮 
が ロ 長が 下两 をを 屋 

i 金銀 巧— 支店 

ホ 固を ま 店ぶ 桑 港 巧な ホ 巧 巧を 
其 化 化を を留 重要が ボュ支 巧 及 コザ 一 
ス有之 お 


本 巧大阪 ホ濱五 T 目 

お育ま 巧 紐 育 0 — ドゥと ー 百 四十 化を 

譜^ぶ 幾 巧 

ぉ (ちち 橫换 、名 古 崖、 京都、# ち 阿山 
一尾 ノ 道、 鹰 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ閱 
.巧 司、 小 省、 おが、 播タ 、义留 ホ、 熊 本 ま 
本 固 預金" 一擲を 送を 等は 極め 
て 巧 便利を 速 じ 御 取 お 可 申 お 

本店 朝鮮を 巧 

ま 店 出張所は R 本內 地の 框要 都市、 朝が 
お渊 、支那 化が 地 及び 浦 揉 巧 お 

朝鮮 銀行 紐 脊巧張 所 

か 固 爲替一 お银た 業務 精々 御 便利 じ 取 巧 可 
申 上 お 


藤本 證券 會巧 

1 般ち慣莊||^ノ賣買、 引ま、 募ぉ 
ィ 金融、 化ニ 關ス グ 一 切ノ業巧 

S 脱 藤本 戸。— f 銀 巧 

紐 育 出張 巧 


陶强黑 、雜 貨卸窗 

森が グ タザ 1 ス 


日本 陶お 雑貨 

ラム プ卸 


吾 


奈良貧 易商會 





夏場 向 品 

特 則廉價 テな テ 御用 命 こ 
應ジ巧 申 候 間 御 引 立願 上 候 
: H 本 陶破器 卸販賣 

F . D •商會 

t^edol-atlod Di 篇 rlbctor タ Inp 

35 w . だ rd si . Jew ^rk 
ジ I . Gra 夏 皇 3 芸 6.3 E 07 


复堪向 = 新 荷 到着 = 

雜貨 、陶磁器、 ランプ 巧を 等 精々 
勉强可 仕 お 間 御 註文 被 . r 度 願 上 候 

^太洋 貿易 株ぶ 會社 

Tel 召 hone とち nquin 爸 2313 

lOlFif を - Avenue NewY ミ kCky 

ohicago Branch 授 7 w. sadison St., ohicago. 111. 

^^ew England Rep .- N . gasuda 00 .. 送巧ををを法.， 历 08 すロ gap 
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船ち 協議 會じ 現は いた 


協調の 空 氣と國 家 的 精神 

非 问盟船 ま 運賃 競爭が 難問題 


旣報 ニ ウオ八 レ アンス じ 
開かれた 太 やげ々 び 太 西が じ 於 
ける 日英 ホ 船 ま：！！ 盟協講 會じ出 
席せ る 苗 際 ラィンが 育 出張 巧 長 
河 巧 常 八 巧は 前遇歸 がし 本日 出 
を 巧 巧 一 時歸 朝の 途 じな （望で 
あるが、 同氏は 該 n ンフよ レン 
タじ 街す る 威 あを 述 V て 曰 <、， 
r め 四 五 年 前までは 孰れの 協議 
會 じがても 何 か 一の 動議が 提出 
され i ば 其 背後 じ 巧 か 暗影が ぁ 
ろは せ 《 かとの 猜疑 必が 相互 間 
じ强い 横で ぁつたが 今回の 太平 
洋 ぶび 太 西が 船主 聯を 協議 會の 
態度が 巧 面目で 而も 協調を まご 
せむ ごする 空を の瘦 厚なる を 看 
取し、 該 協議 會が 国際的に 一段 
の 進 ホを なせる 

證據 である ご 痛感した 
勿訟 個々 化 表 ま 間の 意見には を 
易 じ 一致点を 發 見し 得ざる 域ぶ 
をつ たのは 己い を 得ない み 祭た 
あるけれ 共か柯 なる 議論 も眞面 
目じ考 畳され 假 をち 力な 船ま必 
意見で あつても 餘 りじ 突满む 


は 無理 K 推 通す 譯 じは 往 かない 
をず が 明白 じ 映 じだ。 而も 乂國 
船舶 院の 勢力は 優に 化を 威腥し 
居ら 巧 も すれば 横車を 推 通さい 
ご する 傾向 あ b 其 勢力 侮る ベ か 
ら ざる ものが をつ た。 食 議の議 
題は を 計 一二 十六 項 じ 達した が、 
時 じを 要で あつたのは 「同 盛 船 
まなかの 規爭 者に 對 する 方策 如 
巧」 の 問題で あるが、 太 西が 船 
ま 側 ょらは 太平洋 

船主 側に 绍 して 「遺憾な 
がら 化の 問題は 太平洋 船 ま侧じ 
て 熟議を とふの 外な し」 と 回答 
する J ごな つたが、 今み の會議 
じがて 尙ほ 一つ 深甚の が 象を 得 
た。 ホは 他に ゎら や、 巧 國船ま 
の 會議の アン ダ アト— ンは 依然 
巧 固を 自のナ シ 》 ナ リズム 擁護 
である 一事で 英圃 は英國 線、 ホ 
固は ホ 固 線の 利益を 飽 をが 持せ 
む どす る 点で ある。 吾々 H 本の 
海 蓮 業者ら 單に艇 まの みならず 
荷 まも 化 点」 目 醒めて 相互に 協 
力を 念 ごする； は 焦眉の 急務で 
ある ミを 感知す る』 云々。 


米國 側と 太平洋 關 係會議 

ウ井ル バア 議長の 後 巧者が 問題 


太平洋 關 係會議 じて は 創立 當 
時ょ 6 議長で ぁり 同時 じ米國 
委負會 のを 員を でぁつ わ 化 州 
大學總 長 レィ •ラィマン •ウキ 
グ バア 機 ± が 囊じフ ー バア 內 
願に 入 > 巧 務を官 の 任じ 就い 
じあめ 辞ぶ を 提出した ので 化 
お 米 動 側を 員會の 理事 會を開 
き 副 委員長 コムストック 女を 
を 議長 VJ して 後 巧者を 衡の件 
を 附證し 特別委 貴を 選 ほ （わ 
が、 をは 恐ら （ホる 十月 二十 
八： n ょら 十】 巧 か：！！ までを 都 
で 開かる i 太 ホが 酷 係 會證じ 
がて 巧定 すべき かど 云 ふ。 
ウネ^ バア 巧 ±ょレ 『現 巧を 衆國 
政府 ど予 どのを 的 隅な は 太平洋 
關 係を 議 反び 同 米國侧 委員 會の 
を 貴 長 どして が 巧し 得ざる 主を 
造 城 どす る C 國 はの 外を 支配力 
は 日に 巧 進して ゐる 。當 情：.； 通 I 


やる 国民 じ 依 6 ての み 貴 明なる 
みを をな し 得る ので ある。 國際 
的敎 育の 道具 ごして チは 太孕洋 
顧 係 會議巧 最も ま 要 性を おする 
を認 むる， マ . 

千 九 だ 二十 五 年 鼓び 千 九な ニ 
十と 建 ホノグ 、じがけ る會議 
の 議長た b しは 予の 稀なる 旦 
つ幸；^る特典でぁつた。 該會 
議は心 平 巧 則 國の巧 民 じの b 
て 建 哉され ロ自發 的磯關 であ 
つて 紛爭の 多い 民族的 問題 乃 
至 太平洋の 國際 的閱 題を 開放 
的會 譲じ附 し、 會講其 ものを 
價お ある 國隙 意を のを 換 巧む 
らしめ た』 

ご聲 言して ゐ るが、 後任を を衡 
は 重みな 巧 題 ど 看做されて なを 
因に 牛 巧 巧 郡に ホ 席す る ホ 顧 側 
を 員な 四十 名に 制限され てゐる 
VJ 獲を された。 


奇禍を 免れた 

武 藤中將 

お 嘘頓ょ b 巧幡 おが 
目で 米 國お部 地方を 巡遊 中で 
ぁるが艦^3本部第 一 部長造を常 
瞥官武 膊摇お 邮中將 はまる 十五 
H 午前 莖川 中佐を 帶同ヮ シン ト 
ンが育 急が 列 単に 巧乘歸 がの 途 
じ 向 ひつ、 ゐ つたが、 中將 一巧 
の巧乘 せる 列 単は 巧が 西 州ィズ 
リン 惭 化を 一时 間と 十一 啤 'の 速 
力で 巧を 中 コンク リート •ミツ 
クサ ァ 運搬 用 单ご街 突して 機關 
車ぶ び 四 臺のプ マン 車は 脫線 
せる が 幸 じして 機 供 十-及び S 名 
の乘を 中じ輕 傷者を 出せる のみ 
じて 中 お 一巧は 勿論 無事なる を 
巧た るが、 ちめ じ 着が 約 ニ 時間 
遲延し ベン 停 単媒じ 出迎じ 赴い 
わ 松 田が お 監督を、 乂化ホ 計を 
も 非常 じ邊應 しつ、 あつたが 中 


お-一巧は 巧 違に 無事 ホブ K ブラ 
ダに 投宿し わ。 

華 盛 頓日會 消息 

華盛顿 H 本 A 曾 じて 去る 十 S 
日 午後 八 時ょ 6 事務所 じがて 役 
員^を 開き お 見、 西 尾、 旧 お、 
後 ホを、 を 藤-を、 村 山、 
香^の 九 氏 お 席 現 巧會を 石兒宇 
己耶氏 お 巧 十四日を 歸朝 じか 闲 
巧 化 日 午後と 時ょ b 相生舘 階上 
じて 送別 會を懼 す i 、 同 巧 十二 
巧を 員ぶ びを 族の ピクニックを 
^ 雨-! 巧 けら や グレ ー ト •ボー 
八に 開き 大巧 館員 陸海 軍 巧を を 
歓迎 < るを 等を 决證 した 曲。 

大倉利 親 巧 一行 

ま 巧 陶器 巧ま會 社々 長で 日本 
陶器 株式 曾 社の 大巧まで ある 大 
倉 利 親た け 肺 員 及び 技師 四ち 同 
巧 大が义 巧 じて 去る 十 お 日 着 桑 
二十 お 日 巧 ホが の 善。 


近く 巧び ホ おする 

「梅の 道」 の 著者 

昨 巧ょ b ホテ^ コモ ドアの 一 

室 じ 在らて 英文 小說 『梅の 道』 績 
鑑 『梅の 隱れあ J を 執筆 中で ぁつ 
たで デス •ユ ！• ソ I 卞ア 女史は 
な 巧を 前 一旦 メィ； ンじ歸 還した 
が、 五 巧 中旬 巧な 出 組す 4 由。 
尙は 女史は ポストン 日本人 會々 
長ク 。ツカ ア 氏の 勸 誘で 同會々 
員 どなつ た。 

♦花柳. 壽 H が 氏-アィ^ 力 舞踊 
硏究の 爲め滯 な 中の 藝術 家、 ホ 
る 十 化 日出 帆の マデュ タブ ブク 
号 じて 渡歐 の尝。 

赤 司 龍 一巧 山中 商 會紐育 支 
店員、 同 商 會華府 ぉ 張 所 ま 任 石 
見 宇 ニ 一耶 氏歸 朝の 爲め 後任 ごし 
て 去る 十五 日出 發を 任。 

♦小 野 正 一氏 春 旧商會 支配人 
まる 十 西 巧 沙港ぉ 帆の プン 

シ デント マツ キン レ， 號 にて 一 

時歸朝 今巧歸 紐の 善。 

9 旦暮 繼鮑 ごして 俗塵 


寸善 
巧 魔 


を 被 b 、 鉢の 中のを 
ひ一^ 6 魚の 细 {晚 嘴して ゐ 
るは からが 能で もない、 ィプ ソ 
、む 澄を 滅 巧して 無我の境 化 じ 浸 
つて 見やう ど A 総育佛 、む 會へ曹 
溪卷 佐々 木 指 月さん の禪 の說敎 
を聽 .き：.； 往 （人 も 段々 あるが、 
体 指 巧さん を 化を さ 觀れば 其 
尊稱な 细柯を ふの がを 當だ らう 
會 員から 疑 間が おた A 先生 
でも あるまい、 師 匿！ では 義太 
夫の 師旺 VI 聞 違 ふ 術れ も あら 鬼 
巧一應 諮いて 見む 處 宗門の 親 
をに 依る S 國 な制髮 、不垂 を 儀 
あ 妻子 者、 稱沙彌 を々 ご あらて 
二十 歲 からと 十歲 までのを 妻の 
潭* 素是れ僧の化ならピ雖緣ま 
だぶ ばざる が 故に 名字 沙彌 ご稱 
する 也 ご ある さう だ A ソコデ 禪 
師ど 云ふ稱 号は 天下の 褒章 r 係 
、或け 禪僧 前人を 呼んで 禪師 
f 稱ず 即ちな 世の 飯 家 (阿閣 梨) 
を 禪師ご 云 ふめは 間違つ てむ る 
から 指 目禪師 こは 呼べない A 古 
義を證 穿す るに 異域な 法の 网閣 
梨を S 藏ど稱 す、 羅 が 一二 藏法月 
一二 藏 のかし 妻の あ 無を 問は ない 
から 『指 月 S 藏』 VJ 號 すべし との 
i であるが As 藏 ニニ 藏け 譯師 
ごを ふ義) では ド— モ尊稱 らし 
くない ご 更らじ 研 巧の ホを 進め 
ると 阿閣 梨は 師 銘ご譯 する i が 
出 巧 又 閑 十 菩薩め 意、 老師な ど 
の 曾稱も ぁる さう だが、 を々 木 
師範で け额 術の 先生 ども 聞え る 
し、 『指 H 菩薩』 も 活き佛 じは 一 
寸變だ ど 云 ふの そ A 曹溪巷 開 ± 
或 じ單じ 佐々 木 指ち 姉 どして は 
如何 だら うど！, ン ニヤ ク 問答の 
樣 なを 氣な 評定 も ある さうな。 


吿 


一 ホ 

ホ术 四月 二十 九日 午前 十一 
時 ヨリ 正午 迄 當市西 九十 一一一 
了 目な 六十 一を 地 日本 俱樂 
部 こが テ 天長節 遙 拝ま 擧巧 

ス 

右 吿示ス 

昭和 四 年 四 巧 十五 H 
な 紐 育總弼 事巧理 領事 

內山淸 


定期 總會 

會則第 十 一條 じ isb 本會第 
十六 回を 期 總會を ホる 四 巧 
サ日 (萬 一二 ±曜 曰) B 本ん 美 
0 敎會 (西 百 0 八 T 目 一二な 
二十 H 番) じ 於て 午後 八 時 
ょ b 開 會化候 間 化 段 御 通知 
申 上 候 

昭和 四 年 四月 十一 一一 9 

紐 育 日本人 會 
會員 各位 


di：： 禍 スペシャル 

新 着 

ぜんべい 燒型 
風船 をら れ鑛入 
寶來 おこ >し 罐入 
四月 號諸雜 誌 

か 桐 兄弟 商會 


新入 荷 


鹿 巧 菜 
ザ 幹 
靑 卞紫礙 
千切 大根 
ごろ、 昆布 
驢昆巧 


桑 山商會 

ニ ； m 芸 ih P N . Y . G . 
呈呈 田. ミな nt 2133- 是 ご 


東京 商 會特吿 

メ I ルオ一 ダ 1 

を 御 利用 願ます 
まを ぉ會は I 册の雜 誌で も、 

一 瓶の 醬油 でら、】 斤の ホ增 
でも、 一服の 藥 でも、 巧んで 
も 御 注文 巧窮 おもに € •0•0 
じて 送 b . まず 

を 僧 表、 巧 品目 錄御申 越が 第 
送らまず 

價 額勉强 、を 送 迅速、 多々 じ 
不係 御用 命を 乞 ふ 
ボ內 配達 仕 候 

が 育 東を 商會 

基 W . 苦 thst ., N . y . c . 

ぎブ包 a 晉夏 S 


.サ 
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303 Fif 比 Ave., 

Tel. Caledonia 4100 

巧巧荫 寧な ぶ 曾が が 靑ま巧 
Uchida TV 泣 ding Co., Inc. 

1 1 Park Place 
Tel. Barclay 1576 

島貿あ 株式 會か 

加 una iradmg し 〇 •, Ltd. 
Te! が hone Rec れ r 1 が 4 

煤 ま會か ホ 是 巧を - 

Akawo をし 化， LtdL ’， 
295 Fifth Avfj., 

Tel Caledonia 9758- 5? 

が 倉 製 絲巧績 槐ホ會 を 
Katakura 淀 Co リ Ltd" 

200 Mad ミ 800 乂 venue 
Tel, Ashland が 巧 -4546 

1 iC. M;Idmo ゎ 

MikUno わ Pearl, 

5 お 巧れ h Avenue 
Tcl. Van ん rb 化 巧 19 

大食 組紐 巧 支 巧 
Okui*a 足 Co., 

30 Church St" 

Tel. Cortlandt 2292-93-94 

s 典 巧 ま會化 
化 巧 店 
髙巧巧 食 
1 如む 的 細 も N. Y. C. Te し R 扣 br け 84 
Facto け； お - 10 3 封 h む 8 ., し 1. City 

ま 巧 あを なま 會な 

Asano liussan Comp&ny 

Room 801-805 
1 ち 5 Broadway 
Tel. Cortlandt 8047-8052 

, Viosho Corporation, 

I Silk Importer*, 

j が East 8 が h S れ说 t 

1 Tel. Aahi 抑 d が 巧 - 91 

I Go»ho Co.> Inc> 

1 Cotton Exporters 

80 B 巧 ver 化 . 

む！ 巨び wHnsr G*e 抑 BPn ら -06 

巧な 讲巧道 株式 會 面； 
がを 巧が 巧 

South Manchuria R. R. Co., 
Woom 202 も C&na ぷ an Pac ぷ c B!dy. 
342 Madison Ave. 

Tel. Vand が biU 4 巧 5 

s ホの 產 巧え 會を 

おを まを 
Mitsui & Co., 

6a Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

なま 會 なち 井 巧 巧 
な 育 お 張 巧 
Iwai & Co., Lt ん 

Woo!wor 比 Building, 
Tel, Fi わ 民 oy 8 が 0-61 ぶ 2 

云 塞 巧を 株を 會瞄 
紐 育 そ 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(MiiftubisKi Co,, 

120 Broadway 
Te!. Rector 2560-2564 

乂お 朝日 ニ 東を 朝日 
化 巧 ま 巧 
Osaka Asahi 

fhe New \ ork 1 imes Annex 
Tel. Lackawanna 1000 

日本 綻花巧 まを 化 
巧ち ま 巧 

Japan Cotton rradimr Co*, Ltd., 
2 Pai*k Awnu も 
Tei. Lexington 8787 

曰ネ 生糸 巧 式 食な 
な 育ま 庙 
HI 扑 ON KI-IT0 けけ! ん LT 日 

fwo Park Avenue 
TeL Ashland 5 お 0 

巧を 名會を 
植育支 巧 
Hara & Co., 

443 Fourth Av 。.， 
Tel. Caledonia 7830-35 

日米を 糸 炼ま會 社 
紐 育ま 巧 
WCH レ BE1 K りの KABUSlilK! M 巧 HA 
(N!CH! ぶ EI ICHTO C 〇4 ltd.) 

1 Park Avenu«5 

Tel. Ashland 6246-47-48-49 ' 

大阪お 日 二ぶ 巧 日 H 
鈴 木 H 巧 
Osaka Mainicht 
Room 306A World Building 
Tei. Beelcmao 425 さ 
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南京の 要求を {ぶれ 1 
1 . 濟 南の 撤 1 時 延期 

H お 巧 政府が 韻に 宣戰ホ 常 的な 命令を 下ず リ 

撤兵 延朔に 又もゃ 內 聞の 失態 

東京 特電 十九 日發 支條 約の 閒 題は 認解 成り ニ SH 中じ覺 書きを 交換 
の篱 である。 ' 

東京 特電 十九 日お^ n ま條 約め 改訂 じ覺霄 をを 換 を！ ニ 辟 目 0 內 じあ まを 渉に 着手して' 先づ關 
問題ょ^漸ホ諾懸おを牌巧す らミになつた。 

: まを 特電 十八 日發 = 山 お 撤を延 制の おみ 前 旧 中が 相け 之を 奏上せ ホ 却つ て 御召しを 受け 急遽 
:參 巧し 御 ド 問に 奉答した か是ホ 一間 題 どなる らしい。 

外務省が 發 ，した ステ— ト タント 

'一 ホ 定じ依 6 正 まじを 滿繁 一二 師劇 長に 撤を 延期 命み 
」 て 曰く 『 H 本け 撤兵 準備中で あるが 轉民 政府は 山 
;、 然し 日本は 出 巧 得る 限. C ' 早ぐ 撒を を 希 壁して ゐ 



ま 京巧電 十九 日を = 鈴 木 參謀お 長は 政が 
をを した’ 時は 外 砖ぷは ステ！ トメ ント をを 
東め 現 化不穩 のた め 撤お延 則を 正 まじ 要 ホし， 

- る」 一ぶ 々0 

I 栗 京 特電 十八 日雜 蔣 かお 將 軍は 山 東 保 
'た、 もしお 氏が 此命 をに 應 じ。 いならぶ 滨罰 
ご 叫 じで ある ミ 0 

襄京 轉電十 セ日發 支那 側の 準備 •かぉ 

撤兵を 延期 

を 京 特電 十 セ日發 【ニ ユョ ー ク •タ井 ムス 紙) 本 政府 
: は 南を 政府よ 6 の 懇請に ぶき ネロを 0 て 着ず する 常で あつた 濟 
.南府 よらの 撤 おぉ 一時 延則 ずる こど-」 なつた， 日み 政 麻 どして 
は旣に 撒を の爲 めじ お 船を 化を 準備して おわ 瞄係 上、 俄かの 
撒お结 則た 乂化 化を 牲 めて 活 るが、 H 本な 府 ごして は 南京 政府 
が內も S - 脚 係 ± よらして 徹 をを 猩期 する こどは、 邸 もま 那じ巧 
。ずる H 本ん の 生が がを の 保 證じ銷 する 間歷 どして 一時 駐 をを 
化むを辩ざらしいるのか^:^ '、、 政府ごして‘レこ の狀態のを巧じ 
閥が やお 約^ か',‘ 血 月け 八日 じは 撤 をぶ Y を ホ 尊し つ ""あるが 
ネ H よでの 經 過」 化れば 鸦玉祥 胳単じ おする S 徊 聯隊が 濟南あ 
をぷ備 ずるまで あつた じ も 隅らず' 右の 一二 側 聯隊は ホー 到着せ 
や、 かを が 長 壬化娃 氏は を 巧に がる 張奈呂 將電の 革命を 巧 ホ £ 
してり 本-— 割し 站巧 をを ホした ど樓 へられつ I ある も 非を 式 じ 
報じら いを 巧に 化れば 駐 ちを ホは 蔣 かお 對媽 玉祥將 をの 反目よ 
b を じた もので、 が 氏は 媽將 軍の か 東が み領 をな しない 爲 めで 

i る ご ロ 


蔣 かお 巧み じ 

進擊 阻止 

靑お 特電 十 セ 日 おご 一 ユョ— 
ク •タ井 ムス 化】 n 蔣 かお 對媽 
玉辟將 巧'? 反目は 日 ご 共 じ 裳 b 
游： 玉が U . 側 お 巧 西部に がる 自包 
の 鬼陵ピ 整に おおかの 爲 めじ 整 
破さ^ た 

武漢 派八殘 ぉど 合间 すべ 
くを が 中： i て、 現が 袖 おち じぁ 
る媽 'ホけ 溪 化が じぁる 約 十 
五 力 人 （ 亟 々ピ { る おを がの 爲 
めじ 進 擊を肌 化さ；-、 現が 獨玉 
祥ム •か ル お 巧の 戀 備^が せし を 
ん ごしつ！ わる 叫 帆が 削ら ホ 巧 
ん U 巧 化、 通 州、 輯を 等に みが 
5 れ がる 外、 陳調尤 お 軍け 廚巧 
ょり ' r 乃のを を 率 ひて 化 進 I 、 
み 振ぶ お ザは 四 九の 兵を W て 天 
がん 曲.」 おを ー 巧が 將が もを 眾 
にがる 張を HZ 軍を 哪贩 ずべ しど 
思帷 ごいて 居ら 二方 五 千ん のを 
^ を &て濟 おの 化 西 靴よ b 前進し 
:居ウ て、 巧 巧 山 おちを 一手に ぞ 
配 だん どず る 媽お祥 お 軍を 化げ 
I つ i わる •か、 これ-しめ b て满 & 


をのを 巧 どして お 良 誠 巧の 化 b じ 陳調元 巧を 巧が し 
ず ど 虜へ たが 右は 取ち も 商 さや 嫣玉祥 巧 じ實戰 しね 


まで 山 東 省よ b 撤 をの 延期な かが 發 布され わ _ 


ム 父戰 - し 神經を いらつ かし 
じ 濟南府 の 住 ほは、 明日 果して 
いかなる H を迎 へる かも 解らず 
人必不 まを 極めて 頻 もじ 日本 寬 
陵の 撤兵 延期を 嚷願 しつ i ある 
が、 溝 南 府の巿 民は 去る 一二 巧 甘 
八日を なて 締結され わ H 支 協を 
と 蔣か石 及び お 玉祥將 軍の 協を 
じがち n 本 軍け ホるべき 日曜日 
を 岛て濟 南 ょらを 部 撒遽し 化' ふ 
る じ 獨玉祥 の 軍隊 一巧 お 千 人が 
日本兵に化らて濟巧を藝備ず ，/^ 
に 至るべき こどを 期 持し 程た 
も、 昨が じ まらて 蔣 か石將 軍は 
突然 碼 軍の 濟巧 入城 禁 化を 命 か 
しねので 獨將 軍な をち じ 兵を 浦 
ロ じ進擊 せしめ 同時 じ 

南 1 が 政府は ニ 万の 兵を 濟 
南 じ 向けて 岀發 せしめ、 旣じ兩 
軍は' 寃脚邮 あに 於て 衝突を 生じ 
をに 久しく 期待され わ碼 玉祥對 
蔣か石 お 軍の 衝突は 初めて 實現 
された 譯 でを るが、 張 ま 昌將軍 
征 巧を 表面の 目的 ごして 媽玉祥 
お 軍の 戰 線」 向 ひつ i あるら の 
は ホ 振武將 軍じ屬 すろ 四 巧の 兵 
であるが、 この 巧が こを 昨年 U 
本 ごの 間 じ濟南 事件を 满 じた 賓 
任 軍 除で ある、 この結果 どして 
當 地の な留 日本人 t ? が （ V 恐憾 
を 生じて 引 揚げ じ 着手し つ^あ 
るが、 當 地に 居住す る內 外人 ロ 
ホ 十 巧 人に 對し 警備す' べき 警官 
陵は 僅かに ニ 千 八な 人 じ 過ぎず 
これ とても 何等 確 威を るを 宫隊 
ではない ので、 化て 

不 まを 極めつ i ある 
こどは、 共產 篤の 爆彈 陰謀を 始 
めどして 張を：！ 日 お 軍の 宣傳 等頻 
b じ傳は 6 又もや 巧 年の 濟南事 
件を 巧 現せん との 気勢を 示しつ 
つ ゐる爲 めに て、 現が 山 東 省に 
おおす る H 本 軍は 六 千 人、 をの 
中濟南 M 屯 おは 一二 下人 じて 濟南 
だ留 の外國 人は n 本人 モニ 円ん 


の 

化 覆が 益々 羅 となっ て 
居る のに 乘じ蔣 か 石 牌 軍は 媽玉 
祥じ掛 し 山 東 省は 南を 軍で 蠻備 
せ しむべく M 時に 山 東 省 督辨ど 
してな. は誠將 軍を 巧 命すべし と 
提 話しつ i あるが、 これ じ锅し 
す お 氏 ほが の 如き 巧 動は 『をが 
我淺 及び 山 東 省に 掛 する 裏切 b 
をを ホず る』 ど稱 して 容易 じを 
協せ ず、 をの 爲め 前記の 姑き 軍 
事が 勢に 浓 b 漸次 蔣石 か將 軍の 
爲 めに 追 詰めら いつ-- あるが、 

一 ホ じがて H 本驻 巧ず は續 々ど 
して 軍需 おど 本國じ 輸送し つ！ 
わるもの t 濟南 ょら 飛 巧した 巧 
巧 機化を は 朝が への 歸 還を がか 
r 中止して 常 化に 化つ で 居る。 

人 如動搖 ずる 

濟 南から 

濟巧 巧電十 セ日發 〔ニ ユョ— 
ク •タ异 ムス 紙】： = 昨年 五月 一 
ロより 五 巧 一二 日に 挂 5 ては 國反 
軍の 入械 を救迎 し、 五月 一二 日よ 
b 五月 十 - B じ 直 b ては 巧 巧 軍 
ご H 本防缴 がの 


大紐育 - 

I 九 ニ 九年販 y 近く 發巧 一 

ネ 化が 囊じ 編赏發 巧いた しました 『たが 育』 は、 幸 ひじして 
江湖の 湧 < が かきげ 評を 博し、 遂にを 部 一 册踐ら 中 巧 切れ どな 
した、 化て 本社は 祭 一版の みおを をが がた じし、 頁数を も 
巧 加した モ义な 廿化年 版を 新に 發 わする こご t ならました、 正 
確に して 旦 つがら しい 統計 ご事實 をを 礎 じして、 刻々 錢 化する 
巧が 『大が 育 j の眞 相を 得 ふるに 遺が U きこ ごを 期して 用 
す。 が ほ定懼 は- 

豫約申 注 者に 限りて ' i 

特價と 十五 仙 I 

發刊 後の 御 購買には I 

を 價金一 弗 I 

ごを し 主した、 速 かじ 豫の 御中 込みを ホ 留 いたします。 

a ち f 紐 育 新報 社 


らじ 第二が 會 幾を 巧 集して 圓滿 
なる 解 巧を 計るべく 目下を 巧 面 
を 說化中 でれ る。 


の閒 越には 絶 對じ觸 る i を 得 ざ 
る こご じ： 巧 r 巧 縮 ど稱イ 
る もの、 お 軍 問强じ 局限され で 
居る 酣巧 上、 到 おお ホ 兩國を ホ 
ごすろ 協を け 巧 巧で ホる ご 見^ 
れて 居る、 将じ兩 固の 軍縮 問題 
じ ま b て U 聯雜 じて 討讓 せん*' 一- 
す る 巧 術 上の 問 強よ b も 寧ろ^ 
ゼ ネヴ ア十セ 日發 N 國際 伽範 I 治 的に 贼惊 する 所 深 < 、をて な 
ま懼 のす 備 縮々 準 臓を 員 脅む 集 j 易に 協を する こどは ち 難で あろ 


英米 軍縮 會議 

望みな、 し 

ゼ ネヴ 了での 觀測 


を 機 曾 < して 獎ホ兩 闡が册 ホの 
軍縮 ホが じ 就て 協を する ごわら 
ぅとの 期待は、 一岐國 際が 巧 か 
ら 頗る 注目され て 居る 巧で 夫る 
が殆 A グ」 をの ホ 駕け 空— くむつ.. 
わ模樣 である、 

即 もァメ 1 力を 權 •キブ ソン 氏 
が政肅 からを パた 訓 をに し飞 
何等かの 大變 化を ホ さ U い 吸 
ら .キブ ジン 巧の 職權は 殿じ频 
强の 討議 事項 じ對 する ァー メリ 
力の 態度を 到然 たらし. 2一 * じ 
化つ て 居る もの ？ かく、； 
聯盟 委員の 殺責 どして は 脾^^の 
軍縮 方法の 討議 じ 止ま h 數で上 


て、 0シァ化おリトプノフ巧1|:$ 
ホ 力 艦を 一方 嚼 どして お 巧 的 G 
軍縮を 提畿 して 巧る けれ 共、 
n 本 化 表で ゎるが 朦尙武 巧 U 
をの 提議を なて 單 •し. 巧 論及 fu 
學術 的な 問題で をって、 自^ 
の 威 巧を まごす る 現化闕 家^ 
軍 衞を實 際が に縮少 せんご 换 
するなら ぱ ，斯る 理論の みで 
け 到お實 巧す る こどは 出來 3 
ご斷じ 居ら、 この 意見は 英米ぶ 
表 も 深''、 賛间 する 巧で わつ て 靴 
底實 現の 學 みなく、 從て 英米 巧 
國を まどす る 軍 溢 會議の 巧 集ろ 
ま 難で わらう ご。 


社 東を 胥電 (絮 無咐轉 載〕 


が 外ぶ 賞の 補充 策 

了 タリス U 信用 資金を 設定 か 

(十 お 日】 己±藏 相は ぶ 外を 貨 補充 策ピ して 外 國じク レデッ 
ト設 ぶを S 畫 して ゐ るが 邸 盛 巧を の 上は 目下。 ン ドンに 化つ： 
事精 採兜，中 の 津島 財 務官化|び が 育 U 本 銀 行化 巧巧監營 役武井氏 
じ訓か _ を發し 之が 實 現を iit るで 云 はれて おる、 巧 ほ 問題のを 輸 
解禁 論は 扱府 部内で を じな つて 居る が、 をの 意見は 極めて 
消 做 的で 『今が の 大勢 じ鉱應 する』 どい ふ朽 巧で ある。 

植原 參與替 y 樞府が 壓逍ー 

(十六 日】 樞お院 の 一が 了は 植原巧 巧 參典官 の 樞密院 攻聲、 

〔前 號巧 報〕 じ 憤慨し 同心!^ 懲戒 弦 官をま 狼し つ i るる' が、-- 巧 
は 結 姑 化 願を 官 のがぶ でち 與宮を 辞す るを になつ た。 j 


西 簡寺公 引 籠ろ' 

十九 日】 西 園 寺を 留を dij 邪 
じて 引寵 b 中で ある。 一 

踩を氏 華府巧 諭' 

t 十九 日】 二等 馨記官 蜂 8 が 
氏は 化 華が 大使 箱附じ 命 ご 

れ だ。 I 

を會 一致の 推鹰 

【'十九 日】 東 巧ホ會 はを 邊 M 塗 
の お 式で 掘 か 善巧郎 巧'! 帝 長 
じ 推薦、 を 渉の 遠 。 I 

漁 區間題 一波 掘 一 

(十九 日】 『藍 領漁區 問題 义 
原遞相 どの 娜 係が 賴遙の 巧 題 
とな b 、 意 n の 波 欄絕与 I 晒さ 
ん』 VJ 東を 朗 H 新聞は- 了た 

な 府の對 策 無 f 心 

〔十八 日】 を 府の買 お 動 I ら巧カ 
なくを 解禁 氣稱 わで 固/ 辑乂黎 
をを なし 級が 家は ¢1 策 確立 
を 切望して 居る 。 .1 

纖鐵 一部み^ 配. 

1： 十八 日】 満樹 株は 二彿 かを 增 
配に 巧を しじ 〔前號 f 紙參 照〕 

米 買 上げは 义 敗 

〔十八 日】 ホ 質 上け'^ 失敗 扣模 
揉で 米楷 けを のを 10 f る'。 

漢冶萍 を 司な 收 

【十八 日】 國お蚊 瞄ほ漢 冶萍ホ 
公司の 沒化 手紛山 I 。 した^ 西 
澤 領事は 『を 錫ん i も 化が 見 わ 
た、 見切- をつ：！； てが の打關 
策を 讓 せよ』 ご マ ふ。 


若 切 巧 民げ 復黨， _ 

L 十八 日】 義に新 黨供樂 部.^ 脫 
會 したお 切惠雄 氏は 十 ホ nj 正 
式に 民政 黨じ 復黨 しね 。， I 

德川巧 夫妻 渡歐； 

〔十八 日】 德 川頼貞 氏は 國輕巧 
業 會議に 出席の ため 五 巧ず 四 
日神戶 後渡歐 する が會讓 をは 
ロンドン じ 止と 音樂 研究を な 
■WC 

電氣 料金 引下る 

: 十八 日】 電燈爭 諮の 發生 ホ 
電氣 巧を は 垂國的 じ 引下 cf た 

瓦が 値下げ 巧涉 I : 

【十八 日} 瓦が 會 化に 勒し 東京 
巧は 正式 じ 値下げを 渉を がめ 

ち 

商工 通信員 派遣；' 

〔十八 日】 商工 省は 貴あ迪 信 員 

をゲ アンク^ — バ — 、户バ .厂、 

盤 谷、 蘭貨 、垂 度ぶ 他 五ヶ所 
じ 派遣す る i じ 巧した。 

ホ 上 十 吉巧逝 C 

。十八 日〕 英學者 じして 辭典 著 
述ホ £ して 著名な 井上 十吉氏 
ま姬 ました。 

第一 回 移民 渡航 

: 十 セ 日】 移住 組合の 窮 一巧を 
民 一一 百サ乂 名は 本日 神 戶發ブ 
ラ •チグ じ 巧つ た。 

お 川 縣穴水 大火 

一十 セ 日】 石 川 縣鳳ま 郡 巧 水 町 
にがてみ おのた めだと 十目 燒 




アメリカん 九十 化 人、 をの 他 外 I 
人 ニ.，：！； 五十人で あるが 濟南 W 外 
のを 邮け殆 A ど 無 政お狀 態に 等 
し （一巧ん よも 一巧 •お 千 人 じ 達 
すを 谣 巧ん の お 贼隊を 始め と し 
て 小 报喊隊 け 到る 所に 活躍して 
おる' 

混 就に 乘 じて 

共產黨 活躍 

巧 東 十 セ日發 〔職 合】 n アィ 
力 總锁事 ゼン クン 氏け 江 西 省 
南部 及び 廣東省 化 部に がて 現 政 
おの お 亂じ乘 じお產 黨が頻 b じ 
活罐 しつ i あを 爲 めが 留 r メリ 
力 人-し 對し をみ 化 帶へ引 揚げを 
命じ 特に 汪巧 あじが ては 敎會が 
燒巧 . X され 廣東 軍隊 もを 易 じ お 
動 しないので 宛が たる 無政府 狀 
態に 階て 居る ご。 

ヮ シン ト 、\ 十 セ日發 = 歸脚じ 
於て ア J リカ 宣敎邮 ，ミス' 巧が 
殺害され たこ ご ド 巧て 上 游德頒 
畢よ b 達した 公電に 化れば アメ 
力 側は 殺害の 調査 並びに 賣巧 
ぎの 處罰じ 離し アメ "力を 使よ 
リお式'.し抗燕を發しじ< 。 

赔 償金 會議 

遂に 决裂 

ド 并ツの 反對で 
パリ— 十 A 日發 n 先般 ホ 『巧 
脚 賠慣闕 題を な 治間趙 どしての 
靴 圍外じ 置き、 化 巧の 平和 促進』 
ぞ円的 ごして 協議 中で あつた 聯 
だ國 ぶび ドネ ッの歐 卵大 戰 賠償 
篮 制を 會 諸は、 

果然 ドネ ッ側化 表 よら 期待 さ 
れ ない 程の み 領な赔 償金 ま 沸 
を提讓 し、 これが 妥協 策 どし 
て ゲア作 サキ ユ條 約の 修正に 
も 等しい 條 件を 提出 じぶん だ 
ので 會議 はか 製に 顔し、 恐ら 
く 明 U の ネ會證 じて 聯合 閥侧 
よ b 改めて ド キッの 傭 伸を を 
れ 難き' こ」 を 宣言ず ベ < 、 
聯を國 側 ごして は ドキッ がま 拠 
ふべき 賠償を の 最低 額を 百億 巧 
ごする じ 反し ドキッ 側は ホ 十五 
億が とし、 而 かも これが ま掷の 
條件 ごして、 

ドキ ッ領±ど東ブ 0 シ アく の 
連絡 〔ダン ニズ〕 巧 料 品 獲得 
の ホを 〔アフリカ 地 ホ じがる 
舊 ドネ ッ領委 巧 統治 地の 一部 
返還〕' 及び 上部 シレジア ご サ 
ア地 ホの 還附 等を 要求し、 
年賦を 拂 高を 四 億 一千 二百 五十 
巧が、 支 拂期お 化ぶ 年を 化て 最 
大 限の 譲 ホで ある ど稱 する じ 反 
し、 聯合 國侧は 年賦 五 億 五 千万 
巧， 支 沸 期限 五十八 年の 上を 要 
ホし つ； あ.^ しもの じて、 ド— 
ズ 案じ 於れば 年額 支 挪六億 ニ 千 
五な 巧 巧、 ま挪溯 腿は 別に 定め 
て 居；；： •■いので あるから V 若し ド 
ネッ侧 じして 飽 をら 巧 案を 固執 
聯合 図ら 手を 引く じ まるなら 
ば •トキ ッ どして は當然 ド） ズ盡 
の おおじ 則な ち 億 ニ 千 五 巧で 弗 
のま佛繼綠を餘儀^:^(される譯 
じて アメリカ 巧ぶ も、 

兩 者の まがが 巧の 她 （隔て 居 
る 限り 妥協は 到底 ホ 難で ある 
會議 はか 恐した ど 稱 しても ま 
をはない' 

ご蠻 息し つ、 あるち 糕 でを るが 
この間 じがて 有力ち は 今が 食證 


>/ L W 1C » 、 こ* f . 
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失 L た J 

川が 總督 南洋へ 

【十 セ 巨】 川 村を 磯 幾督は 南洋 
視豁 のた め 近 < 出 蹲す る。 

トルコ 大使 謁見 

〔十 セ 日】 ト八コ 新 大使は 十' 山 ハ 

日 田 中首她 W ： 一列 參內 謁見を 
仰が けられ 信巧狀 レ-捧呈した 

後藤 化 葬儀 盛大 

(十 セ 日〕 故 後藤が ホ 伯 葬儀は 
お 報の 如く 十ち 日靑山 齋搭じ 
執 巧、 田 中 首相を 始め 销員 一 
间 、東京が 及び 陸軍 侧の諸 名 
十， 其化學 を、 靑年脚 學約五 千 
餘名參 巧した、 ソビユ ー トを 
府、 前獨逸大化ゾ^^ フ博±は 
弔辞を 送つ た、 真く も 聖上に 
は窥 n 赫化御 差 遺の 上慶 渥な 
る 御沙汰を 賜ら 皇后， 皇 太を 
じは 花環を 脚下 賜 遊ばされた 

志が 巧 委員 辭 表. 

【十 セ 日】 志 村 源太郎 氏は 山 本 
農相に 賺き ねら ホホ穀 委員 會 
小作 調 作 貧、 謡 糸 調査 會 委員 
の辭 表を おしむ。 

巧 務省ご 改稱ず 

【十 セ 日】 内閣 大タ較 の 意を は 
朝鮮 総督が は 首相 底屬 の 管轄 
を 欲し ネを 拓殖 省は が 巧 省と 
改稱 されれ る。 


隨筆 


金魚の 糞 


松 田 生 

滯 米中 見聞した こ £ 、感じた 
こ VJ などで、 么を改 つた 論文 
ごして 提岀 しじら 或は 『右 報 
告 す』/」 堅苦し （記述す る 巧 
の もので もない が、 さ b どて 
之を 自を だけの 胸 狸 じな 磯し 
て 化 舞 ふの も 惜しい やうな 氣 
がする もの か ある、 郞 も 日常 
の談 謡の 禪 、新 關のゴ シブ プ 
欄 位の 極めて 輕 いもので ある 
が 見 ホ じ 化つ ては 相 當め巧 値 
が 生じない ごら 限らない、 一 
方 相當に 偏見 も あるで あらう 
然しす ni ぎ t 香呈 y ミ 云 e 誰 だ 
かの 參考 にで もなる こごが お 
來れ ば尙ぉ 幸ピ思 ひ、 氣 がい 
たこ ごを、 在 b の 儘 じ at r 登- 
を m じ 書 綴る ことじした、 

个 个 

ぉ 來合ひ 主義 

昨年 英國 じがて 『高率 賃銀の 秘 
訣』 ご いム書 をまして 非常なる 
刺戟を 巧固產 業界に 巧へ た 
In 及宣 d は 其 著書の 一節に、 
ち圃 では 消费 者の 嗜好に 投せ 
ん爲じ 製 遣を は 巧 品を 餘 りじ 
タ禪 タ檢じ 造ら 過ぎる、 若し 
製品を 單 純化して 型式 ご 補 類 
をが でるなら ばた 量を 産'^' 巧 
ひ 得 生を お 憤を 切 下け な 質を 
もな 良し 賃銀 ご剌益 ごを ち卞 
i が 出 ホる 

どい ふやうな ことを 說 -、 てゐる 
化 說は其 磁么を 日ぶ じ當粮 めら 
れるご 思 ふが、 之は 强も 製遷品 
のみを 非難す る譯 じは 巧かない 
を々 お 費ち じ對 しての 製造品で 
をる 故 消費を の 大部 かが 巧 謂 出 
ホを お-し 滿 なしない 0 K 製を ま 
ミ雖ら 大量を 産 じ 着手す る こご 
は 出 ホ-::^ い。 

U 本人は 英幽ん よ b も 尙ほ魏 お 


の 好きな 國民 である、 之は 日本 
.かす H 棠の 域を 脱して 機械工 萊 
を 採用して から 幾何 も經 いか 
ら一 々手細工に なつた お 物を 曾 
をし 大舊 ホ產 的の H お 品は 蔑視 
する のか も 知れ。 いが， 巧で も 
自 みの ロから 方針を 輿へ て 特に 
製逛 せしめた もので なければ 承 
知し ない 癖が ある 樣 だ、 つま b 
自 をの 患 見の 入つ てゐ ない もの 
を 使用す るみを 嫌ん 弊で ある、 
其結裝 おんどな めな くどら ょい 
機 U 點を强 いて 巧 趣を つけて 改 
良し 得意に なつて 居る ごい ふ 風 
•わ 見. ロる、 だが、 なかなか Mi - 
and 皇 zation の 如き こごは 纏つ て 巧 
かない。 

米國じ ホて 特に 威 やる こごは、 
米 人の 出 巧を ひま 義 である、 即 
ち消雙 ぎと 製造ち ごの 協力で あ 
る、 お 費 者は 餘ら 勝手を 云は 中 
じ標窄 型で 滿足 する £ いん > む 意 
氣に對 して 製 遣 者は 巧 ホる だけ 
皆の 巧 費 者じ満 巧を 輿へ る や’ 
標準型の なをに 巧 力 するとい ふ 
氣 みで 漲つ てゐ る、 米ん の 理想 
は自邑 一ん じ掛 する 最善を 绍む 
ょら 『お ホを ひ 品』 の 進歩を 達 
を 製猩者 消費者 あ々 企畫 する じ 
わら ご 認められる 、勿論 ホ 頭 じ 
も 御諫は ある、 然しな 巧を をで 
でもな けれぶ， をん U ものを 持 
わぅ どし ない、 懼格 のかき も 巧 
あを ひど 諫 ごは 敏 段の 差が ある 
驟 つてち ふるに 米圃の 富の 程を 
は： 3 本に 比し 遙 わじ 高い、 然る 
じ 米 頭は 如 斯牢民 的な お ホを ホ 
義な御 說ま義 を 奉 やる、 こ S ホ 
義の 相違が 兩闕間 じが 在して ゐ 
るな h 兩國の 貧富の 差は 益々 其 
開きを 大 じして 巧く であらぅ の 
みなら や、 巧 事 じ も 化考が つ- 
ま ごつ て 化 人の ちを をる i 雅量 
じ缺 くるた め 物事の 進歩 接 達を 
阻害す る こ 定 も 崖し い ご 信 中る 
能率 增 進の 一手 段 皆ぎ ndizati き 
である-ぎ 互 马 d 星 ion は 小異を 艳 
てて、 大同 じつ <こ ミで ある、 
小異を 固執す る 御 挑 ホ義は 能を 
ち 進 じ產し （有害で あ &、 吾ん 
は 物質 上の みなら や處を 上、 條 
身と じ も お 巧を ひま 義 をを ずる 
のが 急務では をる 主い か 〔續く U 

編韓者 附記 

化 組 育 海軍 監暂 官事が 巧では 毎 
月ぶ 省へ 報吿 する 所員の 調杳、 
硏兜 等を 纏めて 『をな の繁 J f 園 
して ゐ る、 本稿は 現證督 長 遣 機 
大佐 松 旧 竹太郎 氏の お吿 r 漫錄 J 
の轉 載で おじを あの 糞の 如く 則 
b 盡き打 機智 縱橫巧 b 皮肉 百 お 
振ち でを る。 


ニュ —ヨ！ ク^^!^ 


♦若 概內閣 は臺銀 問題で 樞商 
じ 跳が され、 現 W 閣 j 不戰條 約 
で樞府 から 殺され かけて 居る、 
一層 樞府ご 永ん 的な 不戰條 約を 
結ぶ S こを 讯お なれ。 

♦山 策徹 を、 巧 倒 H 本 ホ阐ホ 
義<氣_い觸れたやぅじ怒鳴つた 
南 ま 政が が、 今度は 手'^- 變 へて 
駐 をを 要求して 巧た、 柯ん のこ 
< はない 日本は ち 那の內 巧じ稱 
する フット ボ ，グじ 等し- >0 
♦け ふ H 本ん 曾の 總會 、左 も 
を も お揃いで 姑稱 々々、行 志 性 
憤慨 線の 膨脹 賊 線が 見ら のな じ 
ん か。 
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西 四十 六 T 目 六十と 番 
電話 プライア ントと 0 と 九 


農業 救濟 ご關稅 引上げで 

臨時 議會の 幕 開く 

上下 贿院の 形勢は 依然 ごし 混 純 
關稅 制を の 基礎 じ一變 化は 確， 賞 

故意に' 


フ I ゲア— 新 大統領 就任 後の 
I 臨が 證食 はお 報し わか < 去る 十 
_ お 日を W て 召 お、 十六 日 じは フ 
— ゥク ！ 氏の 

敎書朗 讀の髮 ち どなつ 

た、 が 萬の 內 をは 璧じフ ーゲア 
— 巧 か布吿 した か < 随時 幾會の 
討 幾 事 巧を を 楽の 敕濟ど 關巧じ 
おする 或る 释巧 W 巧の 引上げ じ 
限定され て 何等 他の 諸 重要 事 巧 
じ 解れ 居ら 中、 農業 救 あじ 就て 
は 農民の 救濟じ おすを 農 ほ 自身 
の 自覺と 一般の 協力を 懲恕 して 
中央 農 率 局の 設 おを ホめ、 關稅 
; 引上げ にがては 持 じ 指を する 所 
: なき も 『徒ら じ鹏稅 壁を 設けて 
- アメブ 力の 巧 外 貿易に 支 瞭を及 
ぼす こどに 不可で あるが、 時勢 
の 變避じ 件 ひ堅實 なるな 礎 じよ 
らて綱 親を 制を し、 關稅 委員 會 
か 權限も 岡が じ 刷 巧す るの 要 あ 
ら」 ごの 

主 d 巨に 於て 兩院の 協力を 
ホめ 了 居る、 フ 大統領の 提議 じ 
勤して 両院が 巧して いかなる 態 
度 じ 及ぶ かは 不明に して、 旣じ 
中央 農事 おの 設を にがき 上下 兩 
院じ 正面衝突 をが じつ i あ もが 
獨 り內圍 のみなら や對 外的に も 
隅 係 深き 辭 税別 上げ 案の 反響を 
兒 4 じ、 兩 お^ 巧黨 領袖け 大化 
じがて 大統領の 恵を を 曾 重し、 
.引 丄げの 範鹽ら 農業に 關巧 ある 
輸入品 じ 止めで 引上げの 範 園を 
先 づ一剌 五み 輯 度に 化め んど裝 
力し つ、 ある も、 ~ ホ じは 巧 力 
^c^る製を楽おの 一 派が製をおの 
關棍 引上げを ホ 張し、 大統領の 
'息に 反い てら こいを 

的 じ 引上げし めん ど 
欲 じ、 をの 一方には 斯業 者間间 
，志 にても 利權の 正面衝突を おじ 
て 引上げ じ 反 おする のみなら や 
却て％ 巧 率の 引下げに が < もの 
も わらて、 形勢け 盤滩 どし、 巧 
黨 である K ホ黨 じがて は ホ 面よ 
b おか 戴の 做 巧 政 巧に 反 判し、 
現れ 率 じよる も ホ 巧五剌 おか S 
庇の 脚稅 を徵收 しつ、 ゐるじ も 
脚ら 中、 これの 上に 引上げる こ 
; どは 赖乂 禁止 かを 布 <r 等しい 
.とい ふ々 巧から 截を大 じして、 

: 化 巧 そのもの じ 反 巧— 野 黨の結 
巧を 圓 めん ごしつ I ある も、 こ 
れ亦 

I 地盤の脚係よりして 
巧黨 のな を-をを 忌る じ 至ら 中 
結局 脚稅間 邀に窝 の々 おを 離れ 
自 ホ 問題 どして ず ふだけ じ會巧 
の 延長が をく も 期待され て 居る 
が、 フ ーゲア I 巧 じ 依 b て 提唱 
された 『監 賞な 巧 制の ぶ 礎』 ご 
いふ こどに 就て 窺 ふ 所に よれば 
アメリカ 政府と L ては 乂化 じが 
て 擦 ホに 准 じ 外 闽み檢 入 ィング 
ォ キスを 巧 準 どして 細稅を 制を 
すべき も’ 内地 製を おに 比 校し 
をの 生ホ經 巧に 就て を b 」 お だ 
しい 差違を ホず お 物、 或 ひは 檢 
出 まが 


ィン ゲオ キスの 價 
格を を < 見 積ら しもの、 乃至 養 
じ大激 をが 制定した か <ァ メリ 
力 財務官の 要求 じょる 生産 經替 
の較宇 明示を 拒絶した 外 國エな 
の 製造 おじ 對 しての みは、 今を 
これ. か 取締ぶ び 監督を 一切 大藏 
省に 一巧し、 大藏省 じして 嚴を 
じ 調査の 上、 をの お 物じ對 ずる 
運 貸、 お險料 及び 我 金を 差 引き 


しアメ f カポ座 じがる 販賣化 段 
を 定めて これ じ 新 巧を W する こ 
と： む b、 この 邱の 物品に おす 
る稅 制は 大藏 省の お定 をな て 

絕對 的な ものごし、 今後 
稅瞄 裁が をの 化 法律上の 抗爭を 
を さ； いどい ふに あるが、 この 
提案 じ對 しては 大藏 省に 於て 
秘か じ 貧 同の 意を を 明し つ、、 あ 
る もの i、 アメリカが 務官 をし 
て外國 じがけ るで 場のを 產經隻 
を自 ホ じ 調査せ しむる ごい ふ 策 
就て は フランスを 始め どして 
歐洲の 諸政 巧は 敢然 ごして なお 
して 居る 關 係ら あるので、 若し 
實現 する じ まるならば 今 巧謠か 
固との 紛爭を レし 退す じ まるで 
あらう ど銳 測され て 居る。 


金利 高に 却て 反動* し 

昨年の 外債け お 加 

大戰な 來の對 外貨 附百ニ 一十 億 弗 
極東 方面は 八 億ぶ 千 百 甘ぶ 巧 弗 


巧 お!！ P が 去る 十六 日附 をの. て 
接 おず f 所 じ 依れば 昨年度 じが 
ける ァ^リヵ 巧 場め 外債 發巧島 
はを 融ホ 場が- 般じ 

金利 离 であつ たじ も 願ら 

や 十 凹 億^ 千と 巧 八十み 巧 千 六 
巧 八十 弗^ち 從 巧の 最大 記録で 
ある 千 化な 二十と 年度の 十五 億 
九 千 ニな 五十 化 巧 五 千と 円 六十 
巧 0 來の 新記録に して 特に 上 ザ 
季 はで 半期が 投機的 株式 お 媛の 
影 戳 で お 利が 吊 上 ゎ おがを 謡が 
稍ゥ 不振 £ な6 たるに 對しニ お 
半 どい ふち 額に 達して 居る、 而 
して こ れわ千 九な 十 凹 年よ b ニ 
十八 年 じちる が 齒 政府、 r 配 債 類 
發 けの 跡を 見る じ、 摄額拜 S 十 
一億 四千と な 二十 四 巧 お 千 ニな 
九 巧、 を 内中 舊衔 償還の 貸 脚 十 
九 億 八な 二十と 力 ニ 千 九 百 四十 
一 弗、 お漬發 巧は な 十二 憾 S 千 
八な 九十よ 万 ニ 千 二百 六十 八 お 
じして、 戰時中 じがる 政 麻貸附 
或 ひは 個人的 惜 疑を 除きて 發巧 
の 

は 千と 巧 八十 禪 のを 
きじ 達して 再る、 邸 も 昨年度の 
貸附网 じて 第一位を 占む る もの 
は ド キッの r 億 九 千 ニ 巧 巧 弗に 
て 一 昨年よ 6 優る こと 五 千と 巧 
刀 巧に 及び ヵナダ じ まりて は 過 
去 十 かを 迪 じて 最低 額で あつた 
じ も 脚らず 第二 位を 占め ラブン 
アメリカら ア ゼン チン， チリ 
ブ ラジみ 、 n " ン ビア 等が をの 
大部 かを 占め、 これ 奔諸 外債の 
小で 舊憤お 還 用の 貸 附はニ 億 一二 
千と むガ 巧の ぶ當 であるから 差 
引 十二 億 五で だ 力 巧 どい ふ もの 
は 巧が 貸 脚 ごなる 譯 である、 前 
記の かく ド 半期に がける 外 憤の 
が少は 株式 ホ 場い 投機熱が 高潮 
したる じ 反し 

公憤 口下を S ホ 醜を？ 
らし おお、 外 憤 借人のを 渉。 停 
頓す るか、 左 もじ くん ば。 ンド 
ンボ媒 じ 商談を みるに ま > し 結 
裝 じして 巧務 あご. て も W 憤 貸 
附は圆 みのを 利に 細 係す る所タ 
くこれ ごても 谎を 供給を ぶ 礎 ど 
する ので あるから 前途を な 育す 
る' こ」 ながる ま 難で をる が假 6 


じを ホの かき 國際 金融の 繁忙 巧 
をち 現す る じしても あ 年 じ 於る 
がかき 丘 額 じ 達する やぅな こご 
は あるまい ど 觀られ て 居る、 邸 
もこ わを 適 去 四 年 じ 直る 世を の 
を 離 お 菊 統計に 就て 見る に 左の 
如し、 〔右 ょら 一九二 五、 ニ々 
ニと、 二八 年の 順序 じて 單 化は 
千 巧〕 

ア 三 一二 亢ふ ニ0 
一 互 二八*々 五 巧 
一 •'五 九 ニ •お 化 五 
一 •四 八と •八 六 一 


化 然緩涯 ながら もち 初 东聞稅 移 
納 季節 資 をの 移動 等 じょら コー 
グはニ H 旗 方 高値を 巧し 削 引が 
を も 幾か强 をみ、 政府は ホ惜調 
節の ため 巧 巧 石の 買と を實巧 b 
つ、 ゎる も反醬 かく、 巧 式が 摸 
は H 魯漁菜 株 ま會社 巧の 暴落 乂 
動機 どして、 一時 タ少の 動 搖をー 
示しむ るが 目下 落 巧を 呈 し、 る 一 
償軟 誠持續 、生糸は 賣巧良 巧 じ 
ホ 堅 （、綿糸は デリを でぁる。 

貢 円 

兌換を 發巧高 一 •ニ 10 
制限 外 ニ 六 
一般 貸附 と 一一 
外固爲 替貸附 一 五 
巧 京物 糟指數 

ニニ 六 •ニ 111(1 まふ) 

舅 円 

I ニ 巧 中 輸入 ニ-】 

輸出 I 六よ 
一二 巧 中手 形を 換高 

百 召 

東京 ニ* ニ 一二 一 
大阪 ニ •ニ 0 
組を 銀 巧 勘を (四 巧 六日) 

東 ま 大 較首离 
預金 ニ •一四 0 一 •四 0 五 
貸 出 ニろ 九と I •四 一二 六 
n — 化 ニ 五と 
を 銀 ニ 六 0 と 八 


メ 


力 


ザ 


ザ 


四 八 0 盖 00 
更 I ‘ 五 0 

.お 四 II ! •五 00 
お 六よ •云 00 

五と •ニ 00 
ニ 一二 •ニ 00 

ラン 一二 一六 •000 
ド 一二 |ニ •六 00 

更らじ 昨年度の 貸附 をを I 
る じ歐渊 十六 國じ掛 し 六 億 あ 千 
丸十 一 万 六 千 五 百 弗、 ラテン • 
アメリカ 十-五 側 闕じ四 億 一二 千と 
巧 鸭十お 方 八 千 弗、 療浏五 千 六 
なお 十万 巧、 日本 九 平と： 円 九十 
巧 弗、 蘭領 まが 度 四十 S 巧 六 千 
A な 八十 万 巧の 外 アメ？ 力 飯 ± 
と 押 二十 六 巧 四千 五 百 ホ 等に し 
て、 過去 十四 年に 直る 貨附內 が 
は 左の 如き もので をる。 

街歐洲 六十 一二 億 四が 十よ 巧ん 
千 五が 二十 五 弗、 對 カナダ ニ 
十 化 倍 四千 八 巧」. ハ 十万よ 千 八 
.n 十五 弗、 驳 ラブン •ア メタ 
力 二十 八 億 六 千 四な 一二 十二 巧 
ろ 千 八 巧 四十 化 弗、 對 掏を 八 
億 あ 千な 二十 お 巧 八 千 六な 八 
十 泥、 勤 アメリカ 領 + i ! 億と 
千 八 百 八十と 巧 一二 千 S 巧 四十 
弗に して 

總額 はな I 二十 一億 四千と 

な 二十 四 ガお千 ニが 化 弗、 をの 
中 新規 贷附 総額は だ 十二 億 ニーた 
八 巧 几 十よ 力 ニ 千 二な 六十 八 弗 
である 0 
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耳鼻 晒 喉？ 

鼻 形 整調、 顔の 疵隐ま 
等 無痛 治療 

每 H 午前 十一 時— 一時 
午後 五 時 1 よ 時 
日曜 午前て 持！ 一時 

廿 一 ニ 年の 經驗 あら 
n 治療 化 普通 = 
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親が 


如 顔 ホ興樓 

威 揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 S 時を 開 巧 
(な ホ 五 T 目サプ 
停 革 おの 下) 


支那 料理 

斬 杏 巧 

本樓巧 巧ん 敦廉が 
晩 前を 渾 つて 日本人 
諸君の 谭げじ 適する 
巧 巧を 差 とげます の 
で窜 とおの 百 二十ろ 

了 目の チヤ プ スィ d 

をへ ば 怠ぐ 日本ん 諸 
替 じは 科る 巧 巧 評を 
谋 して 居ます 0 
巧卒緊 々御 ホ ホの 程 
ホ 上ょ f 0 
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申 陳度如 化 御座 お I 
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話 膝が 勝 お ^ 
人 朦 中正 一 
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田 中 演旧か 田 森 儀 原 
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巧理 舅 菊 厦 


自 午前 十一 時 
ま 午前 ニ 時半^ 
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木が 屋， 

當 みか 桐商爵 気付 

電話，- ミ。 ト八 五六 八 
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I 桑山淸 五郎 

一一 さ： 0 害 害 SI Phila を phia Pa . 
ぎ 量き ニ 2ゴ 


巧 菜 おが 中必 、媛 領事 お、 H 本 
郵船 其 化 級け 大會社 近き お 巧 

を 港-: T 如 ホ テ 凡， 

魄 a 本を _特 が おわ b ) 

御 一報み 第 自郵巧 御 お 迎申上 お 
巧ニ呈 ifornia F San Francisco , GalH . 


レャ トル 巧 

NP 旅鑛 

WO で ま 一一 A ミ -so. weattle. Wash. 

停巧巧前通東 ごー了左侧1<階を 
H 本 巧 船 切符 収极 波戶場 送迎 

ロス アン •セ ルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ 7 N S さぞ d 吕 芭 . ， Lo こ n 巧を 呈 . 


を嗔 ふこ ごに なつて 居る 
いづれ もが 樂 家か閒 逃す こごの 
出 ホない ブ甘 グラムで わる。 

臘 人形 細工に 

市の 發 達を 陳列 

ニュョ ー クか 博物館は ホる 化 円 
ォ八ヵ ー 巿 長の ずで、 第 お 街 ど 
だ ST 目に 述築 初め まを 擧 巧し 
來を をのて 駱館 する こど じな つ 
て 居る が、 この 愧物館 じは ヘン 

リ • ^ ド ジン 氏の ニユ ョーク 寧‘ 

見 か 化から 今日に まる 變遷を 十 
五六 場面 じか も搬 人形 細工た 陳 
列す る こご、 な h 目下 ド ユゥ キ 
ツト •フランクリン 氏. い頻 b じ 
か 製 中で 去る ホ曜 H じ 目下の 勞 
作を 般が聞 記者 じ 展覺ゼ I め 
たと 0 


I 本 塾げ 王 ルスが 

元み 女優 ミ 結婚 

ー昏て ジグ フキ— 少ド ■フ オタ 
i の 女優で ホった ホッ •チ 未亡人 
は豫てか'-^本靈打王べブ* 八ス 
ご 結婚の 增 .か 流布され て 雇た が 
兩んは 去る 水曜日 早朝 五 時化を 
どいふ飛んでも；^い時間じ加特 
力 敎會で 結婚し、 これで 一二 個 巧 
前 不幸 前 妻を 燒 殺された 本靈巧 
王の 顔 じら 新郎 氣 をが 溢れて 居 
るが、 木曜 U 對 ボストンと 本年 
最初の 試を じ巧婚 の^ スは化 嫁 
さんへの 贈物 ごして お得 意の 本 
齋打 一本を 進： H した。 

南部 最終の 庭球 戰に 

恩の ごを 部敗戰 

南部 じがけ る 最終の 庭球 戰で 

みる ホ ブィ トサ^ フア^ — マフ 
リング じがけ る、 マ— ツン 五ン 

ドデキ ジン 選手 權戰 は、 今週 始 
めょり 擧 巧を 部 あび 恩 旧 兩選キ 

は バィン 八— ストょ b 轉 戰奮圖 
中で あつたが を 部 選ず はまる 木 
曜日 午後 第 S 凹 题でァ 9 ソンの 
ため 四 1-1 ハ、 六 I 1、 六 I ニ じ 
て、 恩 旧 選手は マー 力 ー のた め 
四— 六、 六— 四、 六— ニの スコ 
ァ で间れ も敗驟 した 

世界の 十五 數學を じ 

高木 博 ± 選 にる 

ノ — 八ク五 ■ ~ の 首都 オヌ ロで 
最を擧 巧され たノ！ グゥ 五 1 の 
ち 名 U 數學家 ニで 来ス •へ- ンリ _ 
ック •ァ ー ベ 八 氏 二八 ニ 九 年 
四月み H 死去) の 巧 年を 記念 じ 
隐 し、 世界が 数の 數學 あじ 對し 
を擧巧 ± を授 巧され たが、 この 
名 譽を擔 つじ 人々 は オランダの 


の 一人で ある。 

卓上 巧 話 

石 ホ 領事の ニヤ 笑 

♦フォッシュ 巧 帥の 追舊じ 
列席して ュ ー •ィ シキの 畫輝 
かしわ 總領率 館の モボ •ザ 井領 
事、 最を 副領事から 領事に 陛任 
t て ほく-- ^ て 居る が、 一 化 頃 
事務所で 思 ひ おした やぅ じ 一一 ヤ 
リどほ （を 笑んで 居る。 

♦お 伺を 立てる ごまる 巧幡日 
が。 キシ ー劇壤 にがる リ本’化 週 
じ 招かれて 則 席、 これは ァ ， -y 
々の 絹荫乂 組を の宣傳 ではん る 
が 背 致を 窝ト 山じォ ー ヶス— ラ 
は 蝶々 夫人の タ 曲を 奏する し、 

美しい コー ラス •ボ — 火ス 一 
本の 絹 f 造つ たキ モノ やバ》 ヤ 
マを 着て 踊る どい ふ 趣向。 

令 『只今 H 本領 事 石 井康を 
おぶ 達 ど 一 緖じ是 へました』 こ 
ラ ザォの ァナ ゥン サ ~ ^ が 知らし 
て 吳れ當 校の ブ曰 グラムが 一 叫 
放送され たので、 我が ィ シキの 
をは ラデォ •フアンの 巧じぴ .ル 
ど 響いた 譯 、余興 了ら て 舞摹某 
じモポ 領事が ブ 日 — ドゥで ー の 
モダ どかんたん 相 照した のが、 
こヤ I て 居る 原 田 か 知ら A 
と 思つ たら 

♦『ィ ヤ仲 々どぅして、 僕は 
當 巧の つぴ きなら 0 尊い 的 東を 
反を じ f - て 旧 ねんだ が、 演說も 
さして 吳 れんので ね』 ご あつた 
但し 眞爲れ 保障の 限 b じ ホら す 


巧 = 四 巧 二十 I 二日 
午後 八 時 十五を 
複所 インタ ー ナ シヨ 
ナル •八 ウスぅ 

入場料 一が 巧 一 

宮川 アグネス 

獨嘻會 

後 インタ — アシ 3 ナ 

日 ホ 時 お 化 
援が育 新報 化 


講一 ゎ稽を 

御 化しい 餘暇じ 巧と も 言、 の 
淨瑞璃 の 趣 ホを 御 賞玩 被悠 を 
皆 樣の御 巧 遊を 歓迎を しょ す 

野 澤まエ 

ニ 巧 ご 8 vm ゴ h ミ. 田す 

Tel •ぎ h - ミ S 思 夏 98 _ 


日本 理髮鑛 I り 


ゴ ク ダ 五 ト •ブロ 1 エグ 教授 

外 十五を で、 H 本の 巧 京 ホ 圃大西 四十！ ニ 了 目 百 番地 二百 置を I 号 
を理化 學敎巧 高木 貞治博 ± もを 一二 階 桑み をに 巧 . -b 


が 業廣吿 

例を の 一通ら 當み化 業 仕 候' 

御^8|子舖 松 風 軒 

S W . 雲ぎ 宴 


時日 四 巧 二十 八日 (日曜) 

午后 八 時四卡 五を 

瘍所 プレジデント 劇瘍 

西 四十 穴 下目 二百 四十 セを (第 乂街ふ 

ブロ 1 ドウで ィの 間) 

一二 浦 環 夫人 獨唱會 

切符 ニ 弗 あ 一二 弗 

挪 育新帮 社巧读 びミュ ジカグ •カグ 一^ 

ユア •インス テチ ュ 1 ト 〔西と 十二 了 

目 五 - H 二番 電話 ザス ケパナ ニニ 八 ニ。 
.ホ 週よ を 同劇攘 して お 扱 


煎 餅 卽 、小賣 
を感 油瘍 
日本食 料 轟 一切 
Sunrise Rice oake 0 〇 • 
票ゴ 艺 Avr 
Tel . P 堅 こ 218 


ず 文、 燒 

ホに 御 料理 



割薦並 U 鄉旅舘 

ニ 1 旨 佐。 巧 

3 0^ ぉ 

なち ホ 西 八十 八 T 目 H I 一二 
« 活ス 々イラ ー と 八 ニニ 


高等 御旅 縮 

東洋 舘 

會廉御 料理 


御 料理 銳 則な 

太 陽 

養 司 毎 ロ あちまず 


日 

米 

桂 


巧廣 プラィア ント 

又薑 。八 八 這ぶ 窒 

，て 一す 

y - tr ゴ長 一句 

が 育 お 西 四十 四 了 目 
ニニ 丄 一八 委 二階) 
」 niES ご 黃呈 P ち 呈 CY 
ミニ？ ニ舍 ぎ：. 一一- 
ぎ B 呈皇芸 75 


眞 面目なる ボ職 同胞 じ«« 
なる 磯 業を 罔を ず 

宮川 事務所 

が 育 ホ 面 四十 ニ 了 目な サ一 巧 
電 プライア ント とと 八と 


語 


九 六 化 八 
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超の 蒲燒 わい しい 測 巧 

會席御 料理 

畫 食は 末廣へ 

叮喀が 巧 若が 大化巧 


紐 育 唯一め 日本 百貨店 

巧 桐 兄弟 商會 

スマ ドレ •ブ C ダク ッ 一ず 化 « 元 


H 本を 巧 お 
日本 推 巧ち 
ち 持な 雜 巧 


お タ九時 迄 巧 菜 
メ 1 グァ ドレス 〔が 一巧 

東京 巧會 

> タンク sb まず 
タ をの 設あ b 


ホ 上 金魚 巧 

笠 BS 泛 hAve .- f ジ rk 巧 声 
I さ！！ ミ S ニ 7 ち 



ドラ 井の 船が . 1 :. 

么然 、わ 酒を 滿載 

民 削の ずに 移つ た レビア サン 辦 

乂 西洋に 邑船黃 金 時化の 出現 


アメリカの 宮替ご 見做されて 
'ちた 船舶 院 八ち 船 レビアナ ン號 
は遂」 ホ 1 方 •チャプマン 商 曾 
じ のらて 買 收クれ じのは 旣 報し 
た 巧で るが、 树 しろ 数年」 お 
ら 

禁酒法 2 蔭で 巧 角 •トキ 

ッ から 賠償の 一が ごして 受取つ 
たこの 巨船 も外閣 人は 元ょ b 、 
でかい こごを 誇-りご する ア メリ 
力 人で さ {跌洲 への 化が は ニの 
あを 跡んで 利益け h らや 、政府 
の 手で をの お 失を 補 勺て おた が 
さて これを お 問經營 みち 社へ 滿 
下げる じしで も 『利益』 どい ふ 
問題から 今まで 禱 機され r 居た 
が、 遂に 今间ほ 間の手に 挪 下げ 
られ た、 を こで 會社ご I しては 船 
をを 翻 誘す る 一方 法 ごして 化づ 
禁酒法は でぅ でもょ ろしい どい 
ム態巧 じ おる こご、 なつた。 即 
も レビア サン 號は 臀樂相 ど稱し 
て 法律 じ削定 された 節閱內 にが 
ける お 酒を 横い こご、 い* ら 

一^^海 じは 前記のを 目で 
が 當の猶 を 脂 込んだ どい ふこ ご 
が詐 巧に i :* b 、 民間 曾 社で 引 ま 
けた 躲 .步 ごして 乘客 のみ じが 
ては 先イが 巧を 蹲した も'? で ホ 
るが‘ なじ 一 削題お生れたの^? 
禁酒 幽 である アメヴ 力 じ 於て、 

な ホ歧府 .か 使用して 居た 船が ち 
間の手 じ 移つ たから ご 云つ て、 
酒を 階 レ こごが 果してを 法的で 
あらや 巧 やどい ふ閒 題で みる。 
蕴し從 ホの がみ じよれば 假 6 じ 
アメリカの 湯鸦 でら アメリカが 


化 劇 締 おした 約み 禁酒 條約じ 
がふ；；；* らば 十二 哩の斌 が 外 じが 
て 酒を 诗る こじは アメリカ 船で 
をら うご 外魏 船で あらう ど 自由 
勝手 だる，へ しごいふこごじ^::^つ 
て 居 6 ので、 今 罔 

民間の 摇營 ごな つた レビ 
アサ ン號 では お 巧 醫藥用 VJ 稱し 
て當 地ょ b 酒を 横 化み、 歐洲ょ 
b の 餘途は 船を S 需 をに 必 嬰な 
だけの 酒を 掠を み ニユョ I クじ 
到着し じ 際は トニ 哪沖 にがてを 
の 酒類の！ 切 ぉ 海中-」 放 楽して 一 
入港し 天晴れ 禁酒 國 である アメ 
ブ 力の 激船 ごしての 面目を 樹て 
やう £ 云 ふので ある、 ごころ-か 
こ、 じ 問題を まじたのは 禁酒法 
觸 巧の 派で、 尸メ 9 々が國 を 
上酒を 寶る こごを 禁じて 居る じ 
も 醜ら や、 一度 船舶 院の r ; を 離 
れて 民間の 手に をつ たこ ごを 理 
由ごしてをもじ 「ゥ 五 ッ k を螺 
巧ず るの け 怪しから « ご あつて 
禁柄 ホの 

勵 行を 强 要し、 若し レビ 
アすン 號が西 か 心 東への がが じ 
醫藥用 VJ して 酒を 賣 つたと すれ 
ばを むけ 明か じ 違 巧で あら、 レ 
ビア ナン 號を直 もじ 政府の 手で 
巧な ィ べきで あると 叫んで 居る 
こ n 等の 現を はか 論 太 西洋 上 じ 
於る を圃 激船會 おわ 乾ず から 生 

れ たら^で ある •か、 チャプマン 
巧會は 今间の 買收じ 淡ら て！ 千 
ホ 巧 一二 十万 ド^ をら つて お 巧の 

ユナイテッド •ステ— ツ •ライ 
ンの レビア サンを はじめ ア メリ 


力、 レビ フリック* フ シン トン 
フン ジ テント •グ！ スウぶ が 

の大 客船 六隻ご アメリカン • 

1 チャント •ラインの 貨物船 丑 
隻計十 一隻の 拂ト けを 巧け 船舶 
院じ 化つ てこれ 等 

航路 の 運 巧. しもた る こど 
ご。 つた、 拂 下の 化 償 どして 直 

もじ チ ヤップ マンは 越 レビ アヤ 

ン型六 巧 トン、 二十 八 ノット 
隻を逮 速 するど 同時に 十 か 間 じ 
と隻の 優を 船を 雄 造ず るみで ぁ 
るが、 これ 等は 德てジ オンス 
ホァ イトな 案の 濃厚なる が 藩を 
受ける は 中で ある がら、 あ 西 巧 
の 海 述焼爭 を 益々 刺激す もこ 
に。 るで あらぅ、 巧 ほこ/' 數年 
中に ホ 現すべき を閱 のち 大化速 
船を 擧 ぐれば 左の 如くで あを。 

イ y ブス A ホア イト ■スタ 

—、 超 オリン ビック 型 六で ト 
ン 、ニ ホ ノット ニを ノ一乃 ま 
二八 ノット A キ ウナ— ド、 超 
モレ タニア 型 六 万一 ニ 千 トン、 
二八 ノット 

ドイッ 么化 ドイッ • 0 イド 

ブ レメ！ ン型ニ 隻を四 巧 六 千 
トン、 ニ 六 ノット ニみ ノ一乃 
至 ニと 人 ット 

アメリカ A ナヤ プマ ン會社 
超 レビァ サン 型 ニ隻を 六万ト 
ン 、二八 ノット A プリ ウリボ 
ン •ライン、 云 巧 八 千 トン、 

一 ここ ノ ブト 

イ タリ A ナ ゲイ ダチオ •ゲ 
ネラ^ •イタリア ナ 、あ 巧ト 
ン 、ニと/ ット A ロイド •チ 
ヴ ー ド、 S 巧 五 千 トン、 ニと 

ノヴト 

即も目 f 太 西が 就が 中の モン タ 
こ ァごニ 万 六 千 トン、 ニ 五/ ッ 

ト〕 マ デ エステ-イッ ク 〔五 方 六 

千 トン、 ニ 五 ノット〕 等 じ 比し 
て 著る—. く 優秀なる 療 船が ホ 現 
して 太 面が じ 親を 爭 ふこ どじな 
る譯 である。 


お 立 傅 ± が數 年を 糞した 

日本人と 歐米 人との 比較 

體の軟 部を まごした 科學的 研究 


前週 本紙 特電で おじた かく、 
ドキッ 大懊の 手を 傑て 今回 ドキ 
ッ學 がに 紹 かされた 臀學博 ± 足 
ホ 义お郎 氏の H 本人 佛 ど 跌米人 
禪の媛 お 論は 世界の 耳目を 驚か 
す もの だと 言 ふ 華で あつた、 同 
氏の 化の 研究は 愧± が 十數年 か 
かつて 巧 免した も ので 

日本人 か 也 やし も 歐义人 
りす ぐれて 汚る VJ 姑 論した の 
では。 （『入 抑 的 S 異 ひに すべ 
て 絶 巧 的 のらの。 なく 相 街 的の 
の だ』 ご 言 ふ お論ト ある 歐乂 
A だ廣 つて 居る 所 も わる お 、 H 
本 A の 媛つ て 居，- 點も巧 山 ある 
歐 米ん が H 本人ょ b も 優つ て 盾 
ると 思 ふの t 間違 ひ、 日本人 か 
巧が A 柿 だけ い/思<のもホ 
洪 b だと' 邸 七 媛が 論を 初 じめ 
て 巧 巧 的に 論じた ものであるが 
间巧 ± み 

論文け 賊剖學 のな 巧に わ 
たを 軟 部の 違 ひを-々 比 敕—で 
巧究 しじら ので、 例へ に 胸 か 筋 
ごいん 胸み 巧 巧の ドに 巧い 筋が 
わるものが、 ロぶ 入は 巧 人に ニ 


十 入 あるが、 两浮人 じは 二人し 
か。 い、 を 掌 筋 ごい ふ ニの 脇の 
前に 細長き ヶンが 西洋人 じは ま 
ま缺 損して 用る、 長せ き 筋 ごい 
ふ 足の ふくらみの 裏 じを る 筋が 
歐 米ん じは かけて 居る、 化 管 系 
統 でを 

二の 腕の 前 側の 皮す じ 脈 
をぅ つてち る 細長き 化 管が H 本 
人 じは ほとんど 無い、 ホ 梢神經 
中で も 視神経が 日本人 じけ 歐ホ 
ん ょち も 長^て をつ まから か少 
ない、 脊髓 ょら ト肢 にわかつ て 
出 弦す る 許 タの乂 き 神經の 幹は 
先づ S つ ほどの 巧 じな つて 居る 
•か H 本人のは 一つに なつて 居る 
のがぶ ぃ、 H 本人の 限の 巧咖じ 
け枯 膜の 中 じが々 小さな 

軟骨ろ ぁるが、 西 巧た 

はまれ でんろ、 巧げ 人 じけ 贩の 
下の 巧 V み泌 する 太い 管が 澤山 
じある が、 H 本人には まれで あ 
る ご、 をの 化すべ ての 比較を し 
欧米人 じけ 自 々の 照に 劣等の が 
を か 巧 山 ある 事を 巧 學ト： から 諭 
■じたら ので、 今までの 如，、、 た 


だ 漫然 ど 歐乂 もが 偉ら い/」 思つ 
て 居る 葛を 根本的に 覆へ した も 
の だ so 


獨唱會 ニっ 

をい ァダ ネス 獲 
と 老巧 S 環 夫人 
旣 報の 如く 巧るべき 週には サ 
一二 H どか 八 H の兩 がに 宜 b 珍ら 
しく H 本 A の 獨唱會 が ニつ 瞬 催 
される 

一は 本年 十八 歲 、樂 擅に ホれ 
た 計 6 で これから 隐學の 旅 じ 
上る 宮川 ァグ ネ ，遮で 前號所 
報の プ。 グラムで ホ 園隐 
會 館に 開かるべく、 お 援會が 
雑 織され て 巧 巧の 資 わきげ < 
當巧 も曾瑞 で發賣 する こごに 
なつて 居る。 

一は 化 界樂壇 じ旣に 名を がした 
一二 浦 環 夫人の プレジデント 劇漠 
じがる 獨唱爵 で、 篡 一部は メン 

デル ソン、 モツ アグ ト、 グ ラ 1 ム 
ス 、シユ べグト 第- I 部は ト ー マ 
ス •デ ヒユ ブシ|、 マ スネ、 筹 
一二 部は バサ 9 、 ーゴ レシの 外フ 
ランケ ッチ 巧の 浪乎 さんの 死 
第 四が は 日本 もの i サクラ、 
瀬戶？ だろ が、 ザユ ラン 氏の 
そ那 W 歌 『ビ ー』 一二 術 さ A が 
編曲した 下 守 咽まで、 第 瓦 部 
はブ チ ュ の 『裸々ホ\』 ニ節 
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【日曜 ±】 


ロ 十二 巧 四 年 四巧昭 


四 


シ了 トル お奶 军前 十ち 
ゐ らばょ 化 五月 十一 二日 
あらび を 化 五月せ 一日 
ばリ ずみ (坡灌 巧 脚) 四月 甘 - V 日 
►一 害橫を 一丸 五 あ 

化 L ばリ すか るん でんかは 一 五 置 巧 
► I 二等 日本 巧 五 立 巧ぎ 室 大巧を を 族 室を 孩 
▼御を 望に 巧り 一等 割引 巧な 切を 寒 巧を 巧 候 

ロスアンゼルス お 机 (午後 S 時) 
ま じ ら化 四巧サ .vn 
もんて びで を 丸 六 nr 1 H 

ザ 一等 橫漬 二三 0 巧 化は わい みま じらを なお 
►榜別 一二 菩 日本 巧 五十 化が ►一二 莲 B 本 巧 五十 立 巧 
►ホ 潘羅な 巧 编車切 巧寝臺 を 藤 入御 驗远 化り を 
▼紐 育 線 パナマ 経由 日本 ま那お 貨物 躲巧 一回 


日本 陶魅 麗雜貨 類卸賣 

ザ元ブ タザ！ ス 


資本を をは 旧 
拂 a 濟 資本を 六 千ち 胜 
梢 立を 六 千 四な 巧 固 

郎竺弄 銀行が 貞支巧 

本店ち 巧 巿目本 橋 區本革 唐 町 五番が 一巧 
で 巧 小 お 日本 おみの 內丢 ホ) 巧 巧 
名ち 屋 京都 大お西 (大 R ) # 戶 
廣島下 瞄巧司 お 松 巧 闹長巧 
上がを 致を 買の 水 


货 出入 爲を •軍 信を を' 並 送を、 旅 巧 信用 巧 
商業 信用 狀其化 一般 お 巧 業 

乂餅献 S 菱銀朽 I まな 

瓶 里 送を" 日本を 地 無ず おお-- ，迅速 取 巧 
本店 預金 (を 期 通知 ノニ 柿) 御 便利 取 巧 
本 ま 巧 ま 京 (本 庙> 、大阪 * 神 巧、 京都 
所が 地名 古屋 、ル 培、 上が、 倚を 


▲鄕里 送を 及び ホ 送を (無手 数 巧)、 外 固 
巧替賣 買、 荷 爲替が 組 化 立、 信用 狀發 
巧 等- 般銀 巧楽務 御が 利 じな 扱 可 化 依 

S 臺灣銀 巧 馨ぉ張 所 

本 巧 摹潰臺 化 • 

支店を を、 横 潰、 た阪 、神戶 、ム 海、 漢 
ロ、 福 州、 厦門、. 灿 城、 香港、 廣 ち、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 盖買 
タ八 カブ タ 、倫を、 巧 外專截 十四 ケ所 


# 羅府 、を 港 出帆 (ホノ^^ 經 由) 

緒府發 を 巧發 

(午后 二が お 帆) (正午 化 帆〕 

天 巧 乂お巧 三 H 五： n ： 八日 U 
これ ぁ 乂五巧 十と 日 五巧廿 二日 心 
春 洋丸お 巧 化 一日 六月 五目' 加 
西 比利亞 化ろ 月 四十 H 六 巧 十 化 日 W 

# シアトル 巧 帆 (午前 十 時せ 帆〕 K 

が 岡 化 五月 一日 § 

横濱乂 お 月 十五 日 g 

一こ 島 見 六月 十五 日 N 

が豫 . ホ巧廿 九日^ 



® 淪教を 日本 巧 巧 帆 J 
郭訪か お 巧 四日ぶ 
巧 見 味 お 巧 十八 日 ^ 
箱轉か 六 巧 一日 g 
▲雜育 お 帆 田 余 馬經お 日本 朽 貨物 鉛！ 巧 二回 A 
A 聯絡 取 お。 弊社は 歐測 巧、 南米 巧 並に 西を 馬 
經 ぁた 平洋岸 巧を 竊撫 を 社 ミ辖約 おり 乘が切 
巧等規 事御愧 をに 取 計 ひ 申 上まず 
A 来 國鐵道 切 巧、 寢奋勞 等 も 御 便宜に お 計 ひ 申 
上まず 


夏 瘍向晶 特別 賣化 

夏 壌、 ホ賣 向、 ダ！ ム 向新 荷 到着 
精々 勉强 御用 命じ 應 だまず‘ 

H 本 陶媽黑 雑貨 卸販 I 買 

體茂木 桃 井 組 

10 巧 E . 16 を S 产 N . Y . 
HeL Stuyvesant 》 巧赛 1617 

夏場 向 N 新猶 到着 M 

精々 勉强巧 致 候 間 御 引 立願 上 候 
陶 媪黑雜 貨卸賣 

春 巧巧會 

14:1 Fif を. Ave 、 zew York ご巧 

Corn ミを 21 st mt . Tel . AJgon ち i 口授 90 ム送一 


夏場 . g ； N 新 荷 到着 p — 

雜貨 、陶磯 器、 ランプ & を 等 精々 
勉强巧 化 お 間 御 註文 被 下 度 願 上 候 

^太洋 貿易が 式會社 

rewopfolle . AW 巧 0 ロ qcM 日 •ロ 

1013 iftlbA < esceiN < ewYorkoit 5 ^ 

nmb SI.CSBS 誇 i . 


遊 寮、 ノ有價 證券へ mw 

◎ H 本爲替 '一ず 價ョリ 五 巧 餘モ下 > マシタ ひ 
◎唯今 H 本 巧地メ を、 社 償、 株ぶ ヲ 貫入 レ ル 
コト ご 岡 ィ萌貨 ヲ巧テ ま ィ圓貨 ヲ買フ コ ト 

ニナ リ f ス。 

◎今 ガ買入 レ ゾ絕が 機、 健實 、.な 利ナ 債券、 
お 式/選を ニ 付 ブー 是薄 弊店へ 御 相談 下サ 
ィ。 - 

野材 證券 株式 會社 

I 紐 育 出張所 


株式 

會社 


ドライ グ- ■ゾ商 


i 、 資本を 畳 億 腫 (を お 拂送濟 ) 

1 、 構 立を 一億 五な お 十萬圓 

内地 本ち 巧 = 横な (本 巧) 巧を 大度 
神 おを 巧 下 巧を を 尾 

橫鑽ぶ 金銀 巧— ち 巧 

米国を ま 巧 = を 巧 羅麻ホ 巧巧哇 
其 化 化を を菌 重を 都市 二ち 巧を コ グレ 
ス有之 お 


本店 大阪 化濱五 T 目 
な 育ま 巧 紐育プ 0 1 ドウ 玉 1円 四十 九番 

鎌 一 住友 幾 巧 

曰 本な 東ち 横 お、 名古屋 、を 都、 巧ち 岡 山 
化。 旨 i 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 井、 下メ顆 
がまな (巧 司、 小 倉、 巧が、 碟タ * 久留 ホ、 熊 本 ま 
本國 預金、 鄕巧 送を 等は 梗み 
て 御 巧 利 迅速 じ 御 取扱 巧 申ち 


本 巧 朝鮮を 城 

ま 巧 出張所は 日本 內 地の お 要 都 ホ， 巧 お 
滿洲 、ま那 のを 地 及び 浦 捕巧德 

朝鮮 銀行 紐 育 巧 張 所 

外 固爲替 一の お 巧叢務 精々 御 便利 じ 取を 可 
申 上 巧 


藤本 證券 會お 

一般 有價粧 をノ資 買、 引受、 募集 
A を顯 、お-一之 ニ關 1 切ノ 業が 

齡賊 藤本 ミ；—々— 銀 巧 

紐 育 お 張 巧 


頓お 語、 雜 貨卸賣 

森が ブ タザ I ス 


H 本 陶破器 雑貨 

ラ厶 プ卸資 

奈良 貿易商 會 


P 本 郵船 會社 (化 ニを 鐵道會 晒) 

I 代理店 巧 桐 兜 弟廓會 

一乗 車、 乘船 切な 並 じ 小猜物 運を 御 硬 利 じ取妓 申しまず 


下 寧の 巧 刷と 精巧なる 化ト 巧 

時日の 进 速ど檐 賞な 校正を 保韶 

巧 觸は穀 育 新報 社へ 

電話 ヮト | i - ン乂ニ か 0 お！ ニ か 一 0 

わ 間違 公 く 新報へ 

お內 西!. よ T 目 十二を 十 階 目 

東部 じがけ るが 字 言論 機楓の 

權 威、 普が 新報を b まぬ 人な L 

廣吿 a 紐 育 新報へ 


^ 綺麗で 恰 巧ょ ぐ 設滿し 
たま 奚 きい 化粧室 乃 
至を 間 付 五月 一 H よ 6 貸 度 
Mrs . 广 W さ呈 ， 17 W . 苦す St . 

呈呈 e Mchuyl ミ 苦 岩 


月純收 なと 八十 祀あ 

巧 

】 十 


る ごト ラン 

歸函じ 付を 價 にて 譲 度 家賃^ 
五巧ニ階じ督室んら委細書一^ 
養 ご St ', N . L , Was 互 喜 n , D . jl . 


夏場？ パ^ 

ト 射的の 夏 壌 貸し 度し 化て^? 意 
しあ b 條 件は 便宜 じ 御 相談. ま 
す 委細は 左へ 御 照會ド さ’ い I 
JA 呈广呈 E 呈 SS 呈ー I 
玄虽ち 3 穿 ach P ち k - Bridg さ ミ t , ロ{4. 


家具付吉室、 浴まか 

議 二階、 五月 呈 T 

ら 十月 一日を ま谐 じて 貸し^し 
(大 お) 

だ 8 m 岩 rd St . Tel . 呈量 ander 95^1 


了 ハ— ト y ント 

歸朝 にか 一二 室 バス グ ー ム、 キ 
チン、 女中 部 室 化、 五 巧 一日 
ら 化ち 末日 迄 至急 貸し 度し 家賃 
巧 巧 弗す rnished ミ unfi 堅 ed 

420 至 verside Drive , Apt . 夏 
霉 h をを 2 B 75 or Cortlandt 这苦 


¥ s 装飾 綺麗の 室、 シン 

重臺 グ作 又は ニ 室 管、 

專用 湯殿が、 日本 俱樂部 じ 隣接 
*35 W . 没 rdSU さ 


装飾綺麗の室、 設備 
® W ! まき シ ン グ こ 過 

八 弗、 ダグ^ I 週 十 弗 

呈 TEL 芭男 LE , 22 W . B 呈芭 .，巧 古 


貸 室 日本人の 家庭で 綺麗 

な 室が あらます。 お 望の ぶは 7 
ズ タォー ツ五化 四 ニ じ わ 電話を 
す さい ませ 0 


遞 特 逊廉價 テな テ 御用 命 M 
す i の/^ 應 ''レ 可 ホ 候 間 御 引 立願 上 候 

R 麵酬 W 


ミ i 乳 a 

K 川 旧； 2： 

- fl MH du 1 


夏場 向 品 


ロ 本 陶破器 卸販賣 

F 。 D •商會 

巧 edorate 山 D ち tr を 一一す 2 , wnp 
苗 w . 2 wrdwr 2 ewYork 
ぎ Gircy 3 芸艺 807 


博物 舘 r 拜借 して 

學童 のか 品を 展覽 

子供 デイは お 巧 お 日に 開く 準備 


I 紐 育 日本人 會公お 郁及ぴ 
I 化 會部聯 をのず 童 作品 席 覚會及 
I び 子 巧 ディ 開 唯の 準備を なし ゐ 
る 趣は 巧 報の か （であるが 博物 
館ょりは 去る 四月 化り 付に てを 
ち 部 巧事ジ 3 — ジ •エッチ •シ卞 

ァクッ ド 巧ょ 6 展覺會 開催を 許 
諾 する 旨' 闷 答し ホら、 幸 ひ巧淹 
觸 巧の お 川祥ホ 氏が 幹旋の 巧を 
執つ たので 方 事 順調 じ 進が しま 
る 十と り 巧 本 委員長 始めを を 員 
巧 亭都じ 於て 委員 會を開 < じ 至 
> 補々 熟議の 結果 學童作 お 陳列 
を 員を じ 美術家 都築隆 氏を 推し 
陳列 填內み アトラクション ごし 
て 基 瞥敎靑 年會關 係の H 本 風俗 
風景の 巧 燈を巧 用す る i 、 巧 物 
能 パブ リシ ブイ 主な ビン ダアを 


目 系 米 人の 

發 育は 良が 

を 權ご水 どの 期 係で 
ォクラホマ 大學 人類 學 巧の レ 
K ブー • K ピヤー 敎授は 加州 ご 
日 •本 巧 地 ごの n 本人を 調査の 結 
おホ閱 出生の 印本 人は H 本內地 
出生 者よ b も 背が 高く 大きい 頭 
を おし 巧に 早熟で ゐ るど發 表し 
て & る。 搏± は 人類の タィプは 
環境 じよつ て 支配され るか も か 
れのご 云つ てゐ るが、 しかしな 
がら ホ國 をれ の 日本人が 肉體的 
じ米國 人の 特 巧を 得た どを ふの 
でけ な （、舊 ろ 日本人の 持な を 
强め たので わると 觀豁 して ゐる 
巧 ± の觀 察では ホ國 おを は 顔 や 
頭の がが H 本 生れよ らも 著し：'. 
異 b 额は廣 （がは 大きい。 頭の 
比例 も 違 ひ 風 蓋 骨 も 大きい。 义 
早熟 己 云 ふ 点 も 明らかで 肉體め 
の お 育 もり 本の 比で ない。 膊± 
は をれ た 所が 違 ふ i じ 依つ て 巧 
の 如き 變 化を 生ずる 原因は 確然 
ご 甘ぬ が 環境， 八變化 ごけ 必が的 
じ氣 較の變 化を" ながせず まなる 
環 柏 的 要素 どは 食糧 ご 水 どで あ 
る ど 云つ てゐ る。 


乂亞 婦人 巧樂 部が 

ヴワ ツサ 了見 學 

ゥー メンス •米 亞俱樂 部會員 
は ポク ケブ シィ」 がける ゲヮツ 
サア •カレ*— ジの フフ^ ホス 搏 

+ の 招待を 巧け 野 遊 向を 兼ね 岡 
女中 乂學 見學の 娘め ホる 五 巧 一 
日同ボ にを'、 i どなつ た：^ を 加 
ホ 巧の 會 員け 岡 日 午前 十 時 十五 
分まで じリゲ アサィド •グ ラィ 
ブー •0 化を 前會を フラア 夫ん 邸 
じを 集し ポヶプ ンィじ まるを み 
オッス ニン グの A ウネ ー プホ人 
郊 巧に てを 自携帶 S ビク ニック 
辨當を 閒く當 で わる ご。 


; を 川 趨を中 屯 どし 

一 接見 會ご茶 筵 

; 旣 報の 如く ホ， > ホ SU (か 幡) 
午を 八帖 十五み ょり 1 ンタ アナ 
.シ a ナ方 * * じがて 獨喂會 を 
- 開く 芭川 アグ' 牛ス 嫂を 中 ふごし 
矢吹義 夫た 夫妻 お 惟の ぶ 筵 度び 
を 姑會が 昨が 问舘内 ナン ヨナ 瓜 
j 术 I ムで 開かれた がタ 蚊の 出席 


ご 協調して 廣< 英字 おじせ 巧を 
提供 イる i 其 化を 决 をした。 

モ供 デイは まごして 社を 
部の^ 案じ 係る ものであるが、 
プ U I ， ラムを 員を じ 松 本節 正 氏 
會嫉 i | k 員 長 じが 川 祥ホ氏 及 イン 
ゲネ マ！ シ ヨンを 旨艮じ 野中 夫 
人を おしが 委員の 部署を 决定ず 
る i _ su なつ じ。 當 ロの プ n ダラ 
ムは 子供 デイに 適當 する 映議、 
子 化の 巧獨唱 、子 おの おどら 其 
化を 配を し 勿論 同化 父兄の 參加 
を 截迎し 時間を ニ 時半 ょら 四時 
半を に 制限して 可成 多 數の子 お 
達の 寒 加を 澄 憑す る ご 厨 時 じ 子 
供熙踪 のを 學校 敎師學 友を も 招 
る 篱で是 は 博物館 V - のを 渉 
が b 切符 制 おを 採用すべし ご 
者 も lb て 盛が であつ た。 


ぶ 領事 招待 晚餐 

P 本 俱樂部 じて は 前週 巧维府 
じ 巧け るを ぶ 領事 宫會畿 じ お 席 
せる ザ 上 庚 ニ郎巧 (ポ； ト ラン 
ドー) 木が 停 氏 (シ 々ゴ) 岡本季 
巧 巧 (シヤ トク) 水 澤孝策 氏 (羅 
あ) ぶび 渡 邊知雄 氏 ご 一 ゥォ八 
レ アンス) の 五領 事を 招待して 
都が 晚餐會 を 開いた。 

'巧 ほ 本 H 正午 巧 商務 書記官、 
內山總 晒 事 化 理ま懼 め 五領 事紹 
か 午餐 曾が 法 當俱樂 部で 蘭 かる 
る當。 . ~ 


來栖を 使 省 紐 期 

新 巧 お 露を 權 公使 ホ賴 S 郞巧 
に 夫人み 壊 时伴ま jo 十二 日横濱 
ぉ帆の夫洋九にて^^巧經ホぉ巧 
初旬 寄 紐の 上 おげ する 由。 


第 W 回學姬 研究 會 

第 四巧學 術が 也 食は 巧が 八 時 
よ > 美 a 敎會內 じ 開かる ベ （お 
題 及び 辯 ± なみの 如し 
連鎖 巧のを 展じ就 て- 
ぶ 爲德氏 

都 巧計畫 止よ h 觀 たる 中央を 
園 I お 川 寅 一 こ 氏 

..，が，—" 

♦道 面 豊信氏 it 朝 中の ホの 素 
鈴 木 巧 店 支が お 『夫人 阮伴大 が 
化 化に て 桑港經 Is 二十 五六 日頃 
歸 巧のを。 I 
•乂 鳥豐氏 H 本 美な お會 幹事 
脇 尾 義ん巧 辞 巧の 爲め後 巧 どし 
て 五 H 1 日よ 6 轨務 ずる も。 
♦臓 崖 義人 氏前奠 W 敎會 幹事 
あ！：： 十日 ホ 化 迎' ベ 火 タン 號 じて 
歐測經 山絲朗 のをを。 

•お 帖繁 一に 前 ま W 敎曾 牧師 
目す 歸 朝の 途 じぁ b 新 巧 化は 靜 
蝴縣お 化 お &お替 である ご。 
♦今 か 新 太 郎巧前 あ督敎 修道 
會 牧師 •ホる n 十二 H お 發西巧 
歸辆 のち。 

•を 鶴 蕾 市を なが 兄弟 商會社 
員、 十八 リ^ 巧 ペン 停 か 壤出發 
西け 二十 四 心を 港 出帆の 大が化 
にて 一時 歸朗。 

♦お A 巧 巧た 倉 組 M 育定 店員 
家族 词伴 ホる 二十 お H 巧い 歸朝 
•狙が 化 擧氏乂 州が 大 の 致授 


去る 十五 日 着 紐 五月 中旬 渡英。 
♦小が ぶ郞 巧を を巿 化の 內ホ 
ブ术化 員、 まる 十六 日 H 本ょ b 
着が 本 H 渡歐の 答。 

•水口 部 寅 化 氏 文部省 囑 巧、 
去る 十と H 着 紐 約 一ヶ巧 間國米 
方 じ 滞留の 由 r 

•瀬 尾壽二 一巧 新電詰 御木本 眞 
珠 店が 育ま 店長、 巿內巧 百 六 了 
目 一二' 白十番 寓居の 巧 電話は ァ々 
デ ミィ 六 六 五- 番じ變 巧。 

り 鴨說敎 
♦紐 育 日本人 敎會 
『お 巧の 牛 お』 巧ニ淸 水政師 
♦基督 敎 修道 曾 
『新 理想 ま義 J 今 井が 姉 
♦日本人 美の 敎會 
『威激 S 生命』 岡 田 五作 氏 


dr ： 懒 スペシャル 

觀 着 

ピん ベい 燒型 

風瓣 わられ 錐 入 
寶來わ こ > し罐入 
四月 號諸雜 誌 . 

か樞 兄弟 屬會 


新入 荷 


庞巧菜 
ザ 幹 
靑 干紫糜 
，千切 大狠 
ごろ、 見 巧 
臟唐 巧' 


桑 山商會 

ニ 4 EAST 岩を MT .， 产 Y . C . 
さ ミ e ’ す 巧 至 2133-0 規^ 


r タンク 增讀 f 

及び スチ ー マ ー トランク ホ 弗 五 

十 他、 九 弗 五十 仙、 十二 弗 五十 
仙、 少し 許ち 使用し わ 範類一 弗 
一二 弗な び お 弗 
養 - S 量 Avr Co こ 害 FN . Y . 


ト 


タンク 


八*— ト マン 

ブイラ ー を 


イン ノ 1 ベ ■ — シ ヨン トランクを 

物 お 弗 五十 仙よ ろ 十二 棠お十 仙 
59 East 苦 th Street 


里^ 諸君に フアン シ 

ホ 唱^ イ V ! キングぶ 

びが 理法を 敎授 ず、 新式 設備 
田. 墨 養 H 

ニ 至 est 2 ゴ h St Gar - Bit ! ささ 尹 V . 


® か 3 リンネ 八 壊の ダン ン 

築 ンご スッ； デ ォは初 
ホ 者に 載して 特別に 注 息し ます 
Miss LinnelFs Studio , ち5 WJ 41 h St . 

Te ニ raialg ち 巧 99 


勞働 部ま傕 

講演ぶ 映盡 

】、 漫談 俗話 佐々 木 指巧師 
一、 活 巧寫眞 『尊き いのち』 
『デブ 巧 御用 也』 

巧 他 

燒巧 が 育敎會 

(東 五十よ T 眉 一二！ ニ 0 番) 

期日 四月 サ 五日 午後 八 時半 
故國义 壇の 流 巧な 指 巧 先生の 
趣味 津 々たる 漫談は 近 巧の 聽 
き 物、 又 映 轟は 面白^ > てち 
益な 見 巡して はなら 《 題が 故 
友人 削 誘 ひを せ 御 ホ會の 巧を 
希黨 r 

紐 育 日本人 會 


定期 總會 

會則 第- 1- 一條 じあ b 本會第 
十六 圆を 期總 脅を 巧る 四月 
甘 日 (镇 曜日) 日本ん 美 
な敎會 (巧が 0 八 下目 一二な 
二十 ニ 一番) じ 於て 午後 八 時 
ょら 開 會仕候 間 化 段 御 通知 
申 上 候 

昭和 四 年 四 巧 十 

紐 育 目 本人 會 
會員を 化 


東京 商 會特吿 


タ — ル オ — タ— 

を 御 利 巧 願ます 
東京が 會は一 册の雜 誌で も、 

一 瓶の 醬油 でも、 一斤の が嗜 
でも、 一服の 藥 でも、 巧んで 
も 御 注文み 溝を^ に c * o*D 
じて 還らます 

を價 表、 巧 お 目録 御 申 越 次第 
送らます 

價額 勉强、 發送迈 速、 多々 じ 
不係 御用 命を 乞 ふ 
ボ內 配達 化 候 

紐胥 東京 簡會 
14 GW . 雲 st . J . Y . C ’ 

ジニ星 a 覃萬洁 


輿 語敎授 

授業は 午後 VJ 巧 間 どで 五 ンメン 
タリ！ ご アド グ アンスの 巧樣の 
クラスが あらます。 參觀希 壁の 
方は 參觀ら 出 ホまず。 詳しい 規 
則 書は 何時でも 無 化で 差 とげ ま 
ザから 御中 越 下さい。 學 生は 一 
人 宛 T 寧 じ 親が じ インスト ラク 
ト して ゐ ょす。 殊じ發 音 じ關し 
ては 特に 注意し 正しくす る 迄 巧 
度で も 稽古 致します。 授業料は 
比較的 廉 くて をして ィン マト 瓜 
メ ントの 巧 宜もあ b ょす。 創立 
ゴ 一十 年、 通信は 化て 左の 宛を じ 
御 願 致します。 

吉 dr 巧 S ; 亞邑 己 古 n D ちを i 至- 
ち を Si を Y . M . G . ご 
U 18 Wes ニ呈 St . Ne 三 ork 田ぶ 


.游 川が 横 事務所 

H. Sega W も -Insurance Broken 
303 Fifth Ave.. 


Tel. Caledonia 4100 


巧 旧 商事 株ぷ會 が . 紐 育ま 巧 1 

Y 

1 1 ド ark 巧 ace 
Tel. BarcU ヴだ 76 


島賛易 株式 曾 お 

广 Tra がな g^CcF 
150 Broadway 
Telephone Rector 1484 




巧 或 會お赤 尾靖舍 
Akawo dc Co., Ltd., 
235 Fifth Ave., 

Tel. Caledonia 975S-59 


K. Mikimo わ 

Mildmo れ Pearl, 
535 F か H Avenue 
1* ー . VanderbiU 2519 


大倉 なな 巧 ま 巧 
Okura & Co., 

30 Church St., 

Tel. Cortlandt 2292-93.94 


H お 巧 式會姑 
代理店 
高な 巧 曾 
1 扣 Bmadwaii , ん Y. G. Tel. R 扣 tor け 84 
Factory; お - 1 日 36 化む e ., しし Ciijf 


巧 巧 物を 锭ホ會 it 
As&no Bussan し ompauy 

Room SOI "805 
165 Broadway 
Tel. Cortlandt 8047-S052 


が 食 製 お 鍵爲媒 戎舊睛 
K お akui*a 在 Co., Ltd" 

200 Madison Avenue 
了 e ミ， A み Und がが •がが 


Uiosho Corporation, 

Stik Importer ん 
が拉 a が 34th 8 む e が 
な !. AsWand 4 巧 7-M 
Gosho C 〇 .» Inc^ 
Cotton Exporters 
60 Beaver S 色 .. 

Tei Bowling Green 巧め 5»np 


巧な 讲班道 巧 まを お 
な 巧# 巧 巧 

South Manchuria R. R. Co., 

Hoom 2026, Cana ぷ an Pacific B! か . 
342 Madison Ave. 

Tel. Vanderbilt 4*135 


H 井 物を 株式 會お 

が 育まな 
M お ui & Co., 

65 Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 


巧 ま 會を揖 井 巧な 
な 育 お 張 所 
Iwai & Co 。 Lttl. 

Wool wor 比 Building, 
Tcl •巧 tz 氏 oy 8 が 0- が - 62 


= 寒 商事 巧 ま 食な 
紐 育ま 巧 
M お ub ミ shi Shoji Kai ふ a 

(M な 》ubiehi Co., Ltd.) 
120 良 ro&dw&y 
Tei. Rector 2560>2564 


大阪顯 日 ニ 巧を 朝日 
化 野 ま 巧 
Osaka Asahi 

The New York Times Annex 
Tel. Lackawanna 1000 


日本 結 巧 巧 ま會肚 
がち ま 巧 

Japan Cotton Iradmsr Co^ Ltd.» 
2 Pa み Avenue, 

TeL Lexin が on 8787 


曰 ネホ糸 採 ま會を 
が 育ま 巧 
NIP 阳 N K!-ITn Ki ほ ! け， UD 

Two Park Avenue 
Tel. A&hland 5320 


巧を 名會巧 
紐ち 支 巧 

H が a 在 Co., 

443 Fou け H AvCm 
了 el ， Oal わ doni れ 78 ゴ 0*35 


曰 ホを 糸铁 まを 社 
紐 育 支 巧 
NiCHI-BEi KilTO KAeUSKlKI KAISHA 

(NIC 陆 -BE! KJITO CO., LTD.) 
1 P が k Avenue 
■el. Ashland 6246-47-48 イ 9 


大 おお 日 ニ-戌な 日日 
を 木 H 郎 
Osaka Mainichi 
Room 306 A World Buildix&g 
Beekm&n 4259 
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怒！! をぷ な ぉ贫な がを 恐 tm で 巧 
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大紐育 

I 九 ニ 九 年 版 y 近く 發巧 

本社が 整に 館签發 巧いた しました 「大紐 巧』 は、 幸 ひに して 
江湖の 巧く がかき 巧 評を 巧し、 遂に 查 部一酣 巧ら や 寅 切れ ご 
らました、 化て 本社は 溝 一版の 巧 おを をが 祝た じし、 な 數をも j 
ち加した千九なホ化年版を巧 じ 送けす る こ ど 5 ならました、 あ I 
確に して 且つ 巧ら しいが 計 ご事寶 をぶ 礎 じして、 刻々 獲 化する 
巧が 『大が 育 J の眞 相を 傅 ふる じ 遺が U きこ ごを 期して が > ま 
す。 尙 はを 巧は 

豫約ホ 注 者に 限りて I 

特價と 十五 仙 一 

I 發巧 後の 御 購買には I 

を價 金一乘 I 

£ をし ました、 を かじを 約 御中 込みを 希望いた し 主す。 I 

賢甚日 紐 育 新報 社 I 


も 急 格では じい か ミ あ ふ。 

米國 式の 處生法 

フキ フ テー ■フキ フ テー > n 

本 超で 云へ ピお 等ィ」 でも 譯 すべ 
きか、 巧 方の が 况を词 等 じして 一 
置いて どもら かみ マ ぺブ ァリ テ I 
1 を 求める、 巧 結 おは 自己の 街 
手を 岡 等の 地位の ものに ホめ る 
郎も视 差しは 辄 差—' 仲間の 中で 
一を 優越した もの じなら うとす 
る、 其 處じ自 百の 仕事に 就て 興 
ホを 感 やる、 從 つて 能率が 上る 
之 •か ホ國 まの 處化法 であるまい 
か 尤も ホ菌 でも お* 五 •一二の 
比率を 提諸 ずる こども あれば 日 
本 でら 農臣を まは 自己の 現が じ 
がて 他の 同條 じ抽ん でる こどを 
モットー ごした どを はれて ゐる 

御山の 大將 

之を 善意に 取けば 高遠の 理想 
とい ふわ も 知れ 《 が自 をの 對手 
を 上官 じ 求める、 年中 其ん の 遺 
も ホ 計ら 氣 じして 之を 謙 謗ず る 
じ H も 足らず 化間自 みの 本 ホの 
化 事は 蚕く お 留守 じなる、 化氣 
をが 德て 他人の 能率を 氣 にして 
自 をの 能 牵を沒 却ず る こじなる 
『どうも 析 しくて エ虜管 巧 間 題 
なんか' 研を して 居られない』 な 
どい ふ 手を は 自らの 能率の 化い 
こどを 吿 白！ て ゐる樣 な もの だ 
職工の 能率を 增 進せ しむる じは 
I 先 巧て 旨 己の 能率 增 進に 着手す 
べき だ、 旨を を 完全 と ずる 御山 
の 大將ま 義は旣 じ スタ— ト じが 
て 錯誤が ある、 郎七あ 巧の 見送 
なしり 

能率を V う h げる 

『§ 、今 H はで もらへ？ J 

之を 英譯 して 外國ん じ挨摆 する 
と 思 ひ 給へ 

バロ！、 ダット モ！ ニン グ 、ホ 
エア、 T1 グ 、ユ 1 、ゴ— キンク 

外圃 人は 目を 皿の やう じして 
『柯處 へ 巧 < かつて？ をん な こ 
ごは お前の 知つ たこ ご ぢや い 
ん だ'、 お 鹿 野郎 j ど 答へ る だら う 
不知 不識の 間に 誰も あんま ゎ' 人 
のビ シネス じ觸れ ない ホが ょい 
VJ 思 ふ、 この間 じ自 をの ビジ ネ 
スを遂 巧す る ご 能率が 上る の だ 
がね。 

ニュ— ヨーク 春秋 


♦ H 本の 怪义書 熱が、 當 化の 
志 ± 連中に 感染し じ もの か、 こ 
の 間から ちょい—- 奇怪な 投書 
が 算盤に 化しい 巧 買 人の 所に 舞 
这ん だり、 沿岸 邊 りの 新 づじ郵 
送され て 居る 相 だ、 て も マァ誤 
苦 勞樣な 話。 

♦日本の 圓 憤が 急に 四十 五 巧 
じ挑上つた.， 跳上つれのはい5 
が、 降る 巧を 知らね ごい ふこ ど 
じ：： ♦る ご 一寸 困る、 早 < を輸を 
解禁ず るに 限る ミ 知れ。 

♦南を 政 おじ 曠付 かれて、 我 
駄话を あやす やぅ じ おを、 撤を 
おら じ 駐兵 ど 香を 師のホ ホ 損 ひ 
の やぅ じ 弄れて 居る 日本、 一等 
國の相 傷も圓 價树拨 じな つて 來 
たらしい 0 

♦ニ ユョ ー クの 巧ん 化 會じ必 
要な ものは 『をん 道』 だ、 を 人 
としての 意義を 知らず、 やたら 
じを の 席に 顔を 出したがる 速 中 
の 横行は、 正 じを の 化會の 魔を 
をを 徵 する。 



PTPf . 

!濟 南 撒 兵 もこみ々 ては 無期延期 ごなる る H 

. 不平等 條 約で 排日 運動 r 繼續說 

ま京巧電ホ一ニ日お=^り本巧撤ぉ後の山東ち臀備じ脚しお石かお軍'" が玉祥將巧は 一 1巧協の 
化 ゎ b しも 「別 巧參 照〕 が路を おの おめ じ扼 された 媽玉祥 お 軍-けちのを 協 巧を 巧て 不を平 極まる 
も^ご。 I 、 濟南 時-! 入城すべき 部下の 巧 誠を が 軍 广截し 巧京侧 がを の 態を をな めない 限ら 旗を 
< お' て 河 柄 巧に が 拐ぐべし どのな み-し 巧し、 をの 旨 南を 化を 巧び n 本 軍憲じ 通じた ので、 H 本の 
I UK ちを をら 巧 おの 反目に して 圃滿 なる 解 巧を 見る じち‘-*^- さる 腿 b 無 巧 延期の がな し f 悲觀 され 
一て おる、 巧 ほ ま那挪 のが H 述 動は 濟$晚 をに 化 b 1 掃 さら Y き 萬で ゎるに 反し、 日 ま兩國 のす 平 
^等なぉこして撒廢されない限6纔績ずべ きでぁるとの誰論が巧カど^:*ら、 支那の對日お勢は义も 
-や惡 化せん ご'. て おる。 

- 東京 特電 甘 二日 發 == 山 おお 撤 をは 支那 側の 蠻備 窄備が がらない ので 約 一二 遇 聞が 延期す る-」 至 
るべ （をのげ 白 川 陸 化は 本：： 一の 舰藻じ 向けて 巧 吿し誘 解を 求む を 巧が ホつ た。 

. 靑島 特電 甘-日 發 〔ニユ ヨーク •タ井 ムス 紙】 = 山 東 省の 日本軍 撤退を 中必 どして 媽玉祥 ご 


支那 其 巧び 暴 巧し ，！ 

濟 南で 便あ隊 暴ろ 

二等 ホ 計 か 藤 右敎氏 路傍で 慘殺 

共 產黨の 暗殺 陰謀 か 曝露 

ま 京 巧電廿 二日 發 = 日本 お 軍を 十二 名が 乘 つて 居た 日淸お 
船み 船は 漢ロじ 巧を いを ホの 下流で おが 支那 軍陈じ 砲撃され、 
一等を 暫ど 同を 船の 機眺 長、 支が が 員 一一 一ち 力 封 死し 外 四を は 負 
傷を 黨 つじ。 

ま 京特笔 廿日 發 == 濟南 ょら 達した 特 帯に 化れば 陸軍 二等 ま 
計でゎる一ニを縣Aが藤ぞ敎巧は昨巧ドキ ヴ領事舘の裏|/^を通朽 
中 巧衣隊 じ化擊 されて 即巧 しわ。 I 

濟南巧 特電 十九 日を 〔ニユ ヨーク •タ井 ムス 紙】 日本 陸 


軍 ま 引が 滕を敎 氏は 突が 街 曲 じて 化繫 されて 即死し、/ 支那 人 巡 
を 一を も 卵 巧し 二人は を 傷を 蒙つ たこ ごは 共谨黨 の^ 業 ご 知れ 
たが、 化 爲め濟 南は 巧び 恐怖が 化を 實 現して 人 必®^ 々たる もの 
ぁら、 みを お 員は H 本 蟲离の 軍 患を 始め どして、 巧 本領 事 あび 
做を を涉の 衝じ當 なつ I をる 巧を め府の 化を を も 嘯 殺せん ど 陰 
謀し つ i わる*^ の {かく、 お繫は 益々 緊張して 居ぶ が、 今朝 ホ 
化 產黨旨 じして 泣擧 されし 者 十八 人 じあび、 窝ぶ 產黨 本部を 探 
杳 したお 裝 巧年濟 南ょ 5 追 あされむ 化を 黨領 釉^ ホ ホを 探知し 
官患 はもな ら ホた 列を 巧で 彼を 逮脯 した K 手据聰 等を 嚴重じ 
お調べれ 結 嵌胺巧 だる 共を 黨 員の 暗殺 陰謀に 綱^した 文書を 押 
化する じ ホつ じ、 而 して 今タ 日本ん 西 田 領事が 支那の 巧 路ご晚 
を 八を 中， 収監 中の 共産 黨 十八 人は 巧みに 脫^ して 十み 後のと 
化 凹 十 か-^, レ ま册ム 巡を 一人を 即死せ しめ 一二^ ハ じを 傷を 蒙らし 
め レの み G らす’ がが ま'。 S け钟 國祖界 化で ニ/^ の径漢 •し 化 おさ 
いに もので' ホけ は 忽ら掛 怖 5^ を' こ 化し、 巧/細は 戶を 閉ざして 
か 比は いづむ も 家 し 逃 込 A だが、 U ち 官憲は 協力して 不化敢 
が做サをがき、 白-下をにホを搜あ中じして、 獨玉祥將軍に處《 
を 一二 侧化 削は ぉ ト濟ぉ 城外に 集注 クれお 德 州み 方 振 武將軍 
は アメリヵ人 側の 抗泌を 斥け •.'タンダー ド か她會 社の 倉庫を 占 
領 'じ。 

する じ 至 0 れ •か、 元 ホ この' 漢ロ 
おを 兩 おけ 解み じ剛 する 

を換 公文：" 昨ぶ す ミ 

王 かを 部 畏ビ矢 田 操辄事 ごの 間 
じ 作 化 うれた 晦ま广 基づきが ホ 
のを 怠 成立 次第 調が の述 びと*^ 


おか 巧の な 目が が然 むし 返し 動 節 巧 接の 恐れ ゎら—- も、 南京 扱 府の化 表は げタ H 本 宫憲に 對ム山 
束ち お 來八譬 備-し 願 蹄して おか 巧 氏 ど 媽玉祥 氏の 間 じを 協が お 立した 貴 姐牒し 稍々 小康を 得た 形 
ーこなつ て冨な、 白9'協ぞ-」^^れは媽ち祥お*」屬ずも孫良誠狼軍は兹ニ週間な內じ濟南城に入ら、 
濟巧府 はおょ b 維 縣じ通 やる 巧 かお 峭 の 鐵道 線路， y 醫備し 維縣ょ b 靑島じ 到る 殺 道 沿線は 不 H 上 
おからな 船で 漁 送され る膊 かお 派の お隊 が警赌 する こどに なつて 居る が、 このを 協は を 面 翻滿な 
解 犬を 是 たらの- •やうで をる が、 决 して 山 巧ち 問題を 永义 的に •解 巧した 譯 でない、 蓋し 碼 巧は 首 
都濟南がを陋したもの5 お路を扼すべ き進路をがけられ化然ごして巧化じ潜ゎこどを餘儀なくさ 
れる譯で、 円+晚兩軍の反目は避けるこごは巧ホロ定觀られブ居る、 故じ今巧の協ぞは云はぐ武裝 
したぉ 颗じ 等しい もので、 兩 軍の 敵 對行爲 をを 止して 居を が、 而 かも これは 却て 兩 者の 反目を 一 
.唐繁 を どし 相ぶ 不信の 事 實を啜 露した もの ご觀 るべき でぁ、 う。 

つて 居ら、 通商 條約 なお 商議 開 
始の なお 文書は 昨秋 御乂典 直前 
矢 旧、 王兩 氏の 間で 未だ 案文を 
得 やに 物別れ ごな つたは か顯裙 
法權 、租界 還附 問題 じで 現巧條 
約に 規 をされ じすべ ての 項目を 
を 殺 的 じな 正す るか、 或 ひは 願 
巧 問題 だけを 巧 放して 解 巧す る 
かの 

根本 方針 が 巧を して ゐ 
ないから 支那 側の 希聲 にょ b 條 
約を 渉が 巧 はれる ごしても 今圓 
は單 じ商證 開始 じ麵 する 巧復照 
會义の 作成で 一段を ごし、 芳澤 
を 使は 一且歸 朝の 上 改めて 條約 
の 巧容じ ゎたるな 正 案を 携 へて 
ちび 南を じ 赴く 豫を でぁる ご、 
然し 支那 側の 政情を をの 見这み 
さへ 確立 すれば 照 會义の ごごき 
は 化 ホる だけ 形式論を 捨て 速 じ 
實 質的を 渉に 

移る で 針な ので 劳澤を 

化な 或 ひけ 引つ r き 南京に 滯が 
して 實 質的を 渉に 移る る どなら 
うが、 をの 時は 英 、ホ、 佛 など 
離 係 諸國の 前例 じなら ひ 化 巧 間 
題 ごして 關稅 自ま權 ならびに こ 
れじ伴 ふ 附帶條 件 だけを 切 放し 
て解决 する ホ 法を どる こご ぇな 
るで あらう ご 0 

南 お 政府が 

興 字 紙 排斥 

上がせ-日 發 H 南京 政府は 當 
地 じて 發巧 さむて 居る ノ 1 ス • 

チヤキ ナ •テ— ブ I •ニ ユ# —ス 

紙 じ 對し今 お 郵送を 嚴禁 する ご. 
共し 同紙の 常搞家 じして ア メリ 

々人で ある ジ 31 ザ •ソコロ ス 

キ ー 氏を 送還ず ベく 目下 審溝中 
じて 中央が 巧 委員 曾よ b をの 旨 


を 通を ずる じを つた •か、 

柳 巧を 艮诗侧 でけ 間 紙は 豫て 
ょ b 南を 蚊 巧に 巧 括‘ を 抱か 中 
巧じ歧 麻の 施 化 L 反掛 中傷し 
つ； ぁを お 質を 舉げ 、同紙の 
おがは 南を 政府い 位 おを 危く 
しん也 V 惑け す 

ど稱 し、 別-しか 宇 巧 巧を 一般の 
じ収締 るを 志は。 いと 巧して 居 
るが、 當化 じて 發巧 する 奥 ホ 新 
聞 紙は- 齊 この 巧 勤を 非難し 
斯 のかき は 南京 政が の％ 题じ 
對 ずる 信用を 自ら 失墜 ぜ しめ 
內 にがては 言論の 自由を 藤 迫 
せんごす る條 めて 時 巧 錯誤 的 
ぃ：^政策でゎ ろ 

£ 筆を 極めて 非難して 居る。 

張宗昌 敗く 

再び 大 連へ じ 命 
芝を 二十 I 二日 發 = 義 U 叛將張 
京昌將 軍の 手じ歸 しじ 當 地に 掛 
し國お 軍は 数日 ホょ b を 擊を擊 
備 しつ、 みつたが 遂に 本 H が 陰 
じ乘 じて 突然 很 軍を 襲撃す る じ 
ま^1爲め張軍は混亂じ蹈らて 
同志 討を おじ 張 宗昌將 軍は 黃河 
を 渡らて 大 連へ 巧び 亡命し 約 ニ 
巧 五 千 人の 軍駭 はおを 失 ひて を 
地 じ 逃 C しつ i をる が】 部の 敗 
殘 軍は 引 揚げに 際し 掠奪を しな 
いこごを條が^0して商ん組をじ 
ニな 方 元の ち挪を 要求した、 而 
して 巿巧 じは 今や 靑天 白日 旗が 
揭摇 されて 居る が、 芝 巧は 今年 
じ 入 b 國 なを 替 ゆる も 寶じミ 回 
じ 及んで 居る。 I 


露す る i をホ榮 どす る 
と 述べて を 巧を がら、 フ\ ント 
ン會 講じが るヒユ ーズを (巧 役 
たる， とを ホし む。 

ロンドン t 二日を n ア リカ 

化 おの お 軍縮 少 提議 じ對 「る 輿 
論 S- が 巧け ホ だが が I な； > が i 
部の 政 客け 今回の 提證は k 巧ボ 
; が ドク キン 内 隅が ほ對し 、勞 
働 驚 及び 自ぁ 黨だ頻 ゎじ 喝 道し 
つ； あ b し 議論 ど 同一で わる ど 
の 去谋ょ b し？、 ホるべき お 選 
擧 -i がて 巧 f. 巧 黨が軍 鑑問谓 を 
提げて アメリカの 提議-,! 替间し 
がを 篤の 態度 釋 明を ホ J る じを 
るを らば ボ ！ 八 ドウ キ -j み 閱の 
位 賢は 極めて 闲難 じな 心で めら 
ぅ 芒 觀て鸦 る。 ； 

す シン トン 二十 二日を n; 國お 
長官 マチ ムツン 氏が 言明す す 巧 

ぶれば、 . 

マ ー ゲア ーみ閣 はを 國 どな 證 
脚 じを 正なる 基礎 じがて I 単備 
瓶々 を飽 をら 徹底せ しむ I での 
覚悟 ぁ 5、 園 民の 軍備 じ おす 
も 負 擔を輕 からし めんく 取す 
じは 單 なる 制限 のみででの 
的を 達する i は 出巧拍 
ご 通べ たが、 ァメ？ カーの 軍爾々 
は スチム ソン 巧、 前國格 若ち 
ツグ 巧を 姑め ごし 舊前 可ゎ 
宫ヒュ ー ズ氏等 ご 協 證の猎 ホ 
めら れ たもので ある。 


ドキツ 政府 ごして a •.の 際飽 
をら 本 問題ょ b 生やる 採を 的 
おず， で 遊い、 を權の 臨が 應變 
的。 勒 策を 脚 待し つ、 ホる も 
の I か < 、特に 蟹恤に 地遙附 
條化 もドキ ツ侧 ょら 撤间 ずる 
に 及んで 貧讓 •々前途は 锁る樂 
觀 されつ； あるが 
會 誰では ドキッ 化を の 恵 昇を 聽 
取し じる 上 度ら じ フランス 案じ 
化る 阔强 な 巧 案じ 就て 協議し、 
同 銀 巧を して 賠償を 支 沸の 仲 か 
たらし わるの みなら 中、 これが 
利益は 聯を齒 の 掛ホ戰 巧む 憤 支 
拂じ 宛つべく 計 劃し 鸦 b、 を 員 
長 ヤング 巧の 盤 力で' 个 H この 協 
議じ移 も， と ごな つて 居る、' 尙ほ 
アメリカは ラキ ン臀備 裳の 減额 
は斷然 拒絶した。 


ミ A 

か 




日 支條約 3 

改正 交涉 

本 お 化み 特带 が旣 報した 如く 
濟海 協定 化ぶ ど 期を 同じく し、 
化 U 、 南が 學仲 5 假 城. 止ら 成立 


日本 艦 礎擊； 

宣昌 附近の 叛軍； 

上海 二十 二日 鶴 n 官昌 附近 じ 
於る ち 服 軍隊の U 本 湯船 ばい々 
化 砲擊事 かじ 關 した 詳報 じ 彼れ 
ば即 巧者は 二 一人、 負傷者 六十と 
人の 多き じを しを の 中には 円本 
氷 兵 五 入を をんで 居る を、 發砲 
した 支那 軍 陵は 武漢 派に 屬ネる 
叛軍が 退却の 途上、 一二 时砲 反び 
小銃で 射擊 ずる じ 至らし ものし 
て 水を 陵を 指揮し つ 5 あつた 藍 
名 中尉， ま 邪人乘 あび 同船の 機 
關長 等は 此襲擊 で 即死を 遂げ わ 

了 タリ 力 ミ 

軍縮 提議 

制限ょり 减 ずへ 

ゼ ネヴ ァ廿 二日 發 n 國際 職盟 
軍備 縮々 準備 委員 會 ので' メ 9 力 
ぶ權 V プッン 大使は 本 U の會議 
じ 於て ァメリヵ 政府の 可 縮ホ舒 
どして お ホの 態 巧を* 一请 徹底せ 
しわる 意 ホ じがて I- 

巧に フランスを 府 ま 漲し つ 
つ あつた 總顺數 に^るを 平な 
るか 配を 期し、 均^なる 顺數 
をが 議の 基礎 £ し^これ じ腊 
齡 、艦 級 じ 依る 嚼 比を をの 
化の 細目を 後日の^ 議で 討議 

ずべき Mj を ぶな 唱 ！ 心 

軍縮の ホ 針は 『單ぃ す 制限 どい 
ふこ どでは 到底を の I - 意義を 貫徹 
する ことは お ホ， 护、 即ちを 正 
なる 某 礎に 於て 軍^を 殺々 ずる 
ことじが b をの 目斯じ 連し 得る 
ので ある』 どな 
余 は お 發前大^^領 フ ー グ ァ 
氏 ご 本 問題 じ^ては 隔意な く 
協 護した もの もを る、 余は を 
の 欧府を 化 おしてを じ 斯く提 


賠償 會議. 

ド井ツ 再び 提議 

パリー 二十 二日 發 H j 巧が が 
裂に 頻 したる も ィザ リスろ i の 
卒去が 動機 どな b ド キッ化 ホが 
一旦 歸獨 する こごに 依らて かく 
も 巧 裂を を i た 賠償 會議 は、 ド 
キツを 權の再 ホに 化 b て復 し 
明日の 會議じ 於て ド キッ側 I ふ b 
巧び 賠償を 支挪に 就て 提議 る 
當 であるが、 


與國 王を 快 

感謝の 御 聲明書 

ロンドン 二十 ニ發日 n 英 圏な 
壬 ジヨ— デ 陛_ト じは 本日を なて 
親し （御聲 明 書を 發表 化成. C、 
過般の 病臥 中 じがる 國民 並びに 
を 世 ホに 一宜る 人民の 厚き M 情の 
披 髓に對 して 威 謝せられ、 これ 
じがな て r 清 自國民 ホび じが 留 
のを 府 及び 臣反ど S を 晴を增 お 
した こごを 喜び どす る 旨 附記 さ 
れた •い、 國モの 御を 快 ご 御歸雜 
じ 依 もて 現 巧の 攝な 委員 制度を 
巧 {- 發 化を 巧吿 される であらぅ 
ど 云 はれて 居る。 

大統領 當地 訪問 

大統領 7! ダ r ! 氏は お 巧 巧 
ホ最 巧のを 式 午餐 會に ぉおず 一 
く 月曜 円 正午 巧 組、 ウネ 作 ド 0 
フ •ア スト 9 アに 於る 聯を 通信 
社の 午餐 會じお 巧し、 法律の 遵 
奉じ 就て 輿論の 覺醒を ホめ、. 現 
巧 アメリカ じ 於る 諸 罪惡は 文明 
國じ わる まじき 現象で ある ご醫 
發を ホめ む。 


本社 束 穿皆電 {势盐 "巧轉 載} 

近 幾化禱 道に 裂 風 

家屋は 倒壞し 列を が 吹 飛 さる 

〔甘 日日】 昨日の 激 風'^ な 幾 地 ホ ょら 化 海道 じ 直る 損害は 甚 
大 じして 家産の 樹 媛を お 心 ごして 船舶の 遭難が 續 出し 信越 方面 
では 擲彼巧 車が 風 3 爲 めぃ聚 飛され て掛 員は 投 おされ、 千葉縣 
の 船橋では 逆潮の 爲 めじ 强 巧の み 潰 二箇所に ぶび、 琵琶湖 じて 
て 遊 寛 船 太 湖义が 巧を 島の お 壁 じ 衝突して 遂に 化沒 し、 濟抑島 
晚 近み おお 墳 潛じ參 加して 居る 海軍 航空隊の 飛 巧 機は を 部 吹き 
飛ばされた。 

〔甘 二日】 日本を 國 じぶ 〔る大 慕 風雨で 倒壞 した 家屋は 數 'も 軒 
じ 達ず ベく、 新 潟に ては 岸 航海の 療 船ニ隻 はな 五十人の 乘客 
を滿 載して 航巧中 じ 巧 衛心明 レな つたが 西 本 ± の 被害は 特じ甚 
だしく 幾 百め 漁船は 行衛ー I 巧に なつて 居る。 

瓣切 氏當纖 

尸サ I 二日】 泉を ホ 會社會 臣蒸黨 
の 五 巿畿け ボ長溝 一 候 捕た る 
堀 切 善み 郎氏じ おし 無を 巧 民 
じ對 する 理解の 程度を 窺ム必 
要 上化會 施設に 關 する 質問を 
をし ロ 巧 岡 巧け ホ ほの 缺 解を 
避く る じめ 正式 選 擧を了 前に 
お會を 拒んだ ので 间黨は 掘 切 
巧 投票 お對 じかし を 部 磯雄 氏 
を推擧したが、 結局^jタ數を 
0 て 堀 攫の 當 選を もた、 尙 
ほ 高が 巧 役は 白 ト裕ホ 氏、 寮 
一巧 役は 旧 中 廣わ郞 民、 繁ニ 
助役は 演瀬久 を 巧 じた々 正式 


决 をした、 因 じ ま 部 磯雄 巧は 
夫人 同伴 甘 六日 發 渡米す る。 
【せ-曰】 掘 切 善か郎 氏は ま 京 
巧 長 就任を 受諾した。 

潑害 事件の 對策 

【サ 一二 日】 旧 中 曾 相は 甘 二日 腰 
越の 別莊 ょも 歸を したので 森 
みちは 直に 訪問し 所管 事を を 
ち 細 お 吿し濟 ち 及び H 淸歲船 
の 邦ん 殺害事件 〔旣 報〕 じ關 
する お ザの ホ かを 偽議 しね。 

聖 h 陛下 橫濱へ 

巧 一二 己本 H 天氣 快晴、 聖上 
陛ト には 旣 巧め 如く 巧 與が態 


御視 おのた め 横 おに 巧 幸 遊ば 

さる ロ 

【甘 一日】 聖上には なお 狀態御 
視察の ため 化 ニ iu 午前 化 崎 午 
出巧橫 おおじ 向は せらい る 旨 
を內 ちは 媛 表 I た。 

句佛 上人を 排斥 

門 甘-日】 お 本願 寺 代を お會議 
^$十乂りあ京に於て開確し句 
做 上人を 僧籍ょ b 除ます る决 
議を逢 過し 巧講 文は お： しを 表 
されむ C 

政 哀內閣 ニ 周年 

【甘-お】 十 化 H 正午み 闊諸員 
巧び 巧ぶ 會 役員 六十 名け をぶ 
會巧賴 成立 ニ 間 年 祝賀 式.^' 擧 

げた！ 

植歌巧 斯< 語る 

〔甘-一 n】 め 願を 宫 どなっ た植 
お前が 巧 參與宫 は 語って 曰 < 
『辭^^は十云り提ぉ 1 た、余の 
意！！^ は 間違 ひ £ け 思は 《 が不 
戰^約 間 題で 樞を 院が是 0 上 
を 号を 擊 ずるので 之が 犧牲 
と；! つて 遽 いたので ぁる お樞 
を 院の態 巧は 今ら 的 ほ 頗る 遺 
城 もを る ど あつて ゐ る』 ど。 

久原遞 相 辯 明ず 

〔甘 一日】 乂原遞 化は H 露 漁業 
問題には を 然無關 巧 f 辯 巧し 
たゥ 

儒 下の 巧 換條件 

【甘-日】 東京 あ斯爵 社は 資本 
を-- 一億 圓をニ 億 圓じ增 加す る 
^^を巧を値下げのを換條阵じ 
せんど 肖 論 見ボ會 などの 反 威 
を 巧いた。 

茂木祖 長逝 去ず 

【甘 一日】 巧 旧 嘗池會 社長 茂 木 
とがを 衛巧 をは 逝ました。 


隨筆 


金魚の 


松 田 生 

n A メ シス ィン ト 

學造が 大學の 課程を 修 r した 
記念 氏を 日本では 『卒業式』 ど 
热 しホ麗 では 始業式 『3 ンメン 
スィ ント Jj どい ふ、 『 もう 學 問な 
ん かしな くご もよ い』 ミ 思は せ 
る やうな ち ひ 方と 『これから だ」 
ご 思は せる やうな 考へ 方*」 じ 無 
畳の 感慨が 起る。 

管理 學講坐 

レー ンパ ー ク 著の 産業 管理 
〔一 化 ニ 一二 年-出版〕 じ 『一九 一 五 
年 じがて ホ 國內の 大學中 マネ 尹 
メント G 譲 坐の あつた ものは 五 
指に 騎た U かつた が 今年 じがて 
はなを 闕內 絶ての 實業 及び 工業 
學 袋で 化潘坐 をち せざる ものな 
しぶ 云 ふも逊 言なら や』 ご 記し 
て换 る、 日本の 大學 中化講 坐を 
有する ものは 果して 幾何 あるで 
あらう か。 

; 潮 劇に 就て 

白 本 じ大流 巧の 颊 劇の 活動 寫 
輿を 义國 じがて がんの ホい 西部 
海岸に 持つ て ホて 興行した と 
ろが 移民 諸哲 はお 日本の 風晚戀 
しさ じ悅 んで是 たが 彼等の 子女 
即 k 袋 二世 諸君は 少しも 歓迎し 

ない、 11 < ザッッ •ナッ ト* 
タア ど-- フとア •プ レ— どい ふ 

ことを 訓 ふる 方が を雄崇 巧よ 6 
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久しぶり じ 四十 五 弗!！ 一に 入る 
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束京特 ち 二十 I 二日 お y な 外 あ 傾 制 巧 撤廢ち 力 ご ub 爲 替决濟 
をが が 力 お 間 じ 唱導され て 居る が、 一二 ± 激^ 西 下の 途中 『を 解 
禁 のが 明な ではせ の、 其 準 牌 じを 利を 策は や^ «』 ど 語つ じ。 

ま 京特ち 二十日 壌 止 磯 相は 昨 H 午前 八 十み、 を モ正 
をが 巧 頭取 ど 台を したが 會見 後を お 解禁に 脚 おし 『を 一個 巧 0 
內じ赏 巧す る やうな こどは ない」 ご 言明した* Y - 


四十 四弗臺 下半を 中必 どして 
長い間 渐お的 一進一退 をして 居 
た 巧^ 對 がち 替 はまる 二十日と 
十 お 他 じ 上 煤して 化 來强氣 を 示 
し 二十 ニ H みかき は遂じ 

四十 五 弗 臺 じまで 跳ね 

たのみなら ホ 先 巧き お 構へは 强 
硬で あるが 之れ が 巧 巧に 就て 推 
厳を 下せば 先 や 第. 一 じ ネ紙旣 報 
のかく 政府が だか 正 惜補巧 策 ど 
一して 外 固に 信用 設 をを じし じご 
いふ 報进 を舉げ 得る、 先週 木爾 
日な 巧の 東京の 相 媒を檢 すれに 
四十 四 弗 4- 八 仙 (木)、 一二 十 お 他 
，(を)、 五十六 仙 (主、 八 王化 
(月}、 ぶ：^ ふ 具を じ 二十 仙 前後 
宛の トー 昇を をて おる' 五六 仙 苗 
をの 廣ト •か 普 姐で あるのに 斯の 
かきが び 上 b の あ.'， たのは 即も 
信用 設 をが 主因で ある、 とじつ 
れて當 地 じがても 巧帷 日の 如き 
は 化 十 仙ょ b 化 十 お 仙 •化 十八 
> がを 經て遂 じ 四 寸五巧 0 五 化に 
をした、 云 ふを もな く 

一一^ 用 一 かが もの 巧 道は 過敏 
に懲 いて 一般. し 『今 巧 こを け 日 
本 政府 も 例 か 枯械ず 段を 雜 でる 
のでは. いが』 どの 氣サか いき 
渡つ て かおに 反映した もので 現 
化の どころ では 氣迷ひ 巧に 强氣 
を 持 緒して 居る、 をし を 報道が 
實際 的-し 巧 はれる ご 確を すれば 
おらに 進んで 巧替は 上騰 [やぅ 
し、 なおに 一つの 呀 ごして 終つ 
一た。 らば 父復 釣瓶を しじ 下落す 
一る もの ご 推測され る、 或が 息 巧 
はな 易の が 轉氣述 じある こご、 

巧 支 間 跑が續 々か附 いてが くこ 
ど、 ながが 巧 < 行は；： る どい ふ 
昭 ある ことじで、 おじ 化を お 巧 
が 巧 方：.： 姻 つて 巧る こごを 

頗る 有力 ^:^巧巧にもげ 

て、 『 K 閒 のが 巧 どは 違つ て 同 
じ锁」 しても 特殊 お 巧の 買 お 動 
は懲き A が 途^* 上 じかを 巧 ひ お 

つて 居る からで あ， 一 』 ご'- ぶ 

つて 居る. 少< ごもぶ をが 巧 
が是 のお替 ドを V 防止 ザる 
じめ 國が的 立をから 買 ひ 向つ て 
居る どい ふこ ご；：* らば、 爲替の 
商 r じ 應じ陆 機の 處 おを 採る こ 
どは 常を ホ 段で もる から、 时わ 
の 買 出 聊が今 M み # 臓が 因の 唯 
- のものご兒做<を巧ピ、 時巧 
が 巧 ごい ふ 位 粒を W 用して 桃當 
のがを 巧つ て ゐるど 巧る こご か 
出 ホ やぅ、 之 じ關聯 しを 解銭閒 
題 も g 々が是 ホ •か 域 へらる、 が 
: 昨今 H 本の 訊 株が 

"下み ー义 - I 向 ひ 晚议の 
^ 巧带顿 でんる 5- 跳ら 二十 ニ ns 
かきょ i 九十 W 化 十お饒 どまで 落 
i 七た. か、 巧 式 やを の 涼が ド路し 


て 爲替が 1 みずる 『かた も」 は 
おじを 解禁 前の が 態で あるが、 
實除閒 題 ごして 現が 金解禁は す 
こぶる 两 難の 摸 も _ 一で ホ り、 準備 
じ 準備を おみ 進め^ 其 揚句 巧 ふ 
ょ b かは；；？ ぃ 『信 設を はぉ 拂 
を缺乏 のた めじ 設沪 たもので、 
之れ は 支 挑に 當て レ，、 金解禁は 
別問題 でんる』 ごい^ ふこ ごじな 
れげ 、爲替 は 下る ょ V 外は なか 
ら ラロ 

がは 月曜日 じがる^ 巧 替化場 
は 左 9 かし 〔右ょ h で 曜日、 

4 n 曜日 及び 一年 前の^ 序。 
デマンド 四 五 • 00 
四 巧 •とお 
四と •ホ 0 

ヶ ー ブ八 四 五 •0 六 四 ホの 一 
四 四 • A 】 四！ 4 の 

四よ •六 六 

平價切 下け 

.銀行家 連が 討議 

〔束 京特 信〕 H を 巧ず ぉを 換所 
經濟 調査 會な錫 巧集會 所で 開か 
いてを を员の ほか、 客 貴. こして 
深 井り お 副 緩 裁が 巧 席した が、 
聯合 大會 提出の 難 案‘： 提 をな < 
雜談 5 ぅ もじ 一部で 論せ ちれて 
居る 貨 おがが 切下即 もず 憎 巧 T 
げ にょるを 雜出 解禁 論じ 填 f る 
意を がを 换 された、 をれ にょる 
ごな 替化 傷が 平 偕から 一割 巧 度 
の 化 下を ホして 居る じ 過ぎ。 い 
現が で、 もし わが 轉が現 平 おお 
禁を賴 念し、 貨お單 位を 切 下げ 
る やぅで あつたら、 わが 貨帶じ 
おず る內 みの 信用は 甚 しく 毀損 
され、 をれ に る 無形の 損央は 
タ大 であら'’、 こご じが 外を 貨 
は 著る し （お々 した ごはいへ 
なほ わが 國 のちす る 正貨は をの 
なお 券 越 巧岛じ 比しぶ 額の 現が 
じ 鑑みれば 現が 憤 解禁 じょつ て 
ニ 億 や 一二 億の 正貨が 流出し てら 
を換 のぶ 礎は 少しも 憂慮ず るに 
足らない から、 ホ惜な 下げ じょ 
る 解 疑は をく 無用で あると いふ 
忘 見で ホつ ぃ。 

ホが を 則 巧され & 

津島 財務官 

侣巧說 を 要務ず 

目下。 ン ドン 滯が 中の 財務官 
渾島寄 一氏の 近狀 じつき 武井日 
錫豁辟 役に おいた 化 信じ めれば 
「昨年 渡米の 時旣じ 確ぶ して ゐ 
た述 b 巧 今 宿が の豫 ぶの 所む 里 
の 賠の巧 歳の 横 梭苗視 をの 爲め 
右曾谦 な’— を 波 米け 自が 延引す 
る』 ど ホる だ、 巧 節 川 氏は 夫人 
を リンドンに 猪し 巧® ホ 化、 大 
じが 踏を がみる 計寵 らしく ボか 
氏は 巧^て 『一人で ホら れ ろの 


だから 随 つて 滞な 期 も 短から う 
し 大して ま 大な要 かもな からう 
唯 兼任 地 だから ホら れ るの だら 
，っ J ごを 向きの 觀 測を 漏した が 
信用 設定、 を 辭禁ホ 惦閲題 等 問 
氏の 畑は 桃 酷き 時で ぁる。 

ホが 關稅は 

輸蔡 でない . 

n 務 省が 掛ホ說 明 
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の 裁きを をけ る どい ふ 筋、 この 
劇 じは 上 山 草 人ち •かおめ てト ー 
キ！ じ 出演して 居る。 


淨瑶璃 b §441 

豪 線も稽 

御 忙しい お 暇 じ 巧 S も 言への 
淨瑶璃 の 趣 ホを 御 賞な 被 遊 度 
皆 機の 綺巧 遊を 歓迎 致します 

巧 澤ま王 

ご 6 ご 8 至 ニ th 等 苗な 

Tel . liniver 宴是 9 B 


0 本理髮 難酣日 

匪頤 十一 ニ 了 目な 發地 ニな お 室 号 

一二 階 「第み 街に 近し、 

化 業廣吿 

例年の 通ら 當 みか 業 仕 候 
御菓子 鋪 松風 軒 

這 ま. 苦 th F 呈 y 


日 

を 

桂 


を 話 ブラィアント 

を室 ぶ 違。 を 至 

J *— t . ffLI ま 

が ホ 重萄 

が 育 ホ 西 四十 四 T 目 
ニニ iK 香 ニ 庭) 
」 ち呈 ESUMm 呈 こま 吉べ 
ごこ 品 W をを til ぎ N. Y.C. 
ぎ呈 皇芸 75 


眞 面目なる ホ 磯 同胞 じ « ち 
なる 職業を 巧 おす 

宮川 事務所 

紐 育巿西 四十 ニ 了 目 百 ホ 一 を 

電 ブライ マ/ ト とと 八と 

話 フライ アン 化を 八 


畏 し、 聖上 階下 

生物 學 上の 御發見 


變形菌 を インペリアル •こ 御 命名 

學者も 驚嘆した 御 研究ぶ り ' 


聖ト- 陛下が 御 繁多なる か 格の 
御 暇を、 さかせられて 宮城 か 上 
御苑の 生物 學 "御 妍兜巧 じ 成らせ 
らられ ては 御 親」 願微 鏡を どら 
がられて、 ホ 物學の 御が 巧に】 
學者 どしての 立をから、 御が 讚 
の ほでは 畏き 做み しあを か、 本 
化特 おが 化 報した 如 （化 巧 二十 
八日を 刊 ぅれた 帝 大槛物 學あ室 
植物 學お誌 五 0 と 號德川 研究所 
江 本義 敏 氏の か义 並に 獨义 じょ 
る 『巧ら しき 變形巧 じついて』 
K る硏究 おお 論文に 聖 k 陛下が 
が 昨年 藥山樹 用 邸に 脚滯 ゎ中错 
卵逗モ だの 神武 寺-し 成らせられ 
てを の 

境內 じ おいて 御 度を；-; な 

つた 變形 巧に 畏 くら ィムべ リァ 
八なる；？：： を 通して 御 命名 じな つ 
た ニ稱變 形趙， 

ニ】 新 腐 ティ ブグマ •ィム ぺ 

リア リ义 

( 1 ) 新變桃 クラスト デグマ • 

ザバ ジア ヌム •バブ H チイ • 

イムべ ラト リア 

についての 硏究が 詳述 さ n 、 陛 
r 御發 見の おお 廚 が化界 ホ 物 華 
を 上じ不 巧め 名を 化め を こど/' 
'4=*った、 陛トが御發をの轿拂變 


お菌 テイ テ^マ •イム. へ， アリ 

スは 神ぶ 寺 境内 御徽策 のがが の 
生木の 樹皮に 着を すち 灌の葉 上 
わら、 御 煤 取 じな つわもの 下 商 
論 父の 

記述 じな へば 『變 形体 t 5 
不明、 胞子 囊 •レが 生 L 、 半球が 
またけ 攝平 しじて、 下部け 中 凹 
となる、 直徑】 ミリに して 暗褐 
色を 呈 ず、 胞子 囊壁 はた r 1 枚 
の 膜ょ b 或り 淡褐色で あつて 不 
定形の 石灰 拖を含 巧して 居る』 
またが 變 鞠の クラスト デ^マ も 
同検 陛下が 神武 寺 境内の ホ 楼の 
樹巧上 ょら 御 採取 じな つた もの 
で、 一千 八な と 十九 年 ブリット 
氏が クブヌ チヤ イナ 市で 採取し 
た 變形趙 み變禪 で、 クラスト デ 
於 マ屬は 

0 本で ち 南 ホ 熊 楠 巧が 紀 
伊 威 荒 演で發 おした こごが ある 
が、 この度み 變禪 r ! 世界に 始め 
て發 見され たもので 『變 形體は 
不明、 胞卡囊 は 群を せ や、 球が 
じして、 がを あし、 を 徑 0• |ニ 
ミ V 、 揭 色を 星して 居る、 を 体 
の 高さは 0 •八'、 リ 、胞子 囊め 
壁け 甚だ 破り 易 < して 明かなら 
や' がの 附眷 せる 部を じ 小さい 


- 襟が を。 しての こる がには をの 
中 ほど じ-側の 膨腺部 わら、 軸 
巧は' 短 かく、 をの 化 端は 較本じ 
み岐 して 

細 毛 隨 ごなる、 をの 色は 
やは 6 褐色を 呈 しおる、 細 毛 
體は 甚だ 粧 網が をな す」 と 論 
义 じある が、 本 郁 ごこの 變 柿と 
は 胞半囊 み 大小 じっいて は、 を 
ら 差は 認められな いが、 細毛體 
のホ揣 じある 腺 狀の小 板 じ 特長 

見ら い、 だ 來の本 柿は 單じ膜 
狀のホ 沿な 小 板で あるが、 この 
轿變 極は 網が の模 機が あるので 
ある、 陛下 的 生物 學御硏 巧は を 
をの 御 か 化ょ b 、 服 部 博 ± が 御 
輔導 中 上げて 御 造詣 も 深く、 政 
孫の 抑 暇 じ 御 一人 じて 吹 上 御苑 
のが 宛所 じ 雨の 日な で 

洋傘 を おさしに だつて、 

お 庭づた ひじ 成らせられ、 御愣 
の 侍 化。 でが 恐懼 申ト： けた こど 
もを るは どで、 御 半 常は ± 曜日 
の 午後が 御硏 巧の 時間 じあて さ 
せられて ある、 陛ド はすで じ ま 
宮の御 時化 じ巧津 御用邸 じて 海 
岸を 御 歡策中 漁夫の 網の 中から 
めずらしい 殿を 糊發見 じなら、 
水 產講替 所の 寺 屡 技娜が 研究の 
結 お、 をく 新 巧で 猩 々殿〜」 御 か 
名 じな つじ こごら か b 、 また】 
昨年と 月 植物 學雜誌 so 五號に 
載せられた 

.研究 發 表の 中に*^ 陛：ト が 
ホ 赔 離を の抑苑 巧で 御 採集 遊ば 
された 變形箇 は、 フイ ザレ ラ變 


形闺 どて U 本では 巧め て發 見さ 
れ たもので、 これが 原 柿は 日本 
じは なかつ たのて、 ィ¥ リス 微 
生物 學會じ 照 曾した ごころ、 を 
の學會 ょらは 陛下が 一天 万乘の 
君 どして か、 る 御 硏究を 遊ばさ 
れ たどい ふこ ごじ 掛 して 威激じ 
滿 もた 賞 讚の 言葉 か 服 部 搏± 山 
許 じがを 隔て i はるか じを せら 
わた ほどで わる、 現が この 變形 
茵の 研究者 どして は、 H 本では 
が 州の 南方 號楠巧 泣な もので、 
ほとんど I ミリ じ も 足.-！' ぬ顯微 
鏡 h じ 姑め て 

具 得る やぅな 變形箇 を 御 
採集に リ ち、 更ら じを の 新 碑を 
御懲見 遊ばされ ロ どい ふことは 
專門あ も 赖驚嚷 中 上げる 巧け。 
いほ どで、 ィギリス 皇帝 ジョー 
ジ 陛下が 择虫學 巧の 總裁 であら 
モナコ 國 王が モナコの おが 硏兜 
所を である' 3 W じ 世界 じ 至尊の 
御身 どし' i 、、 親しく 願微 鏡を も 
つて 新禪 の御發 をを 遊ばさ む、 
學 巧に 不 巧の 脚 名を どぐ めさせ 
られる ことは 賞に ま 前の 御 事で 
をる 

陛下 じは 變形箇 の 銜硏究 
の ほか、 生物 學を般 に 深 かく 御 
巧 かかを 進めさせられ 、こごに 御 
寃 集の 貝類は ず ばらしい もので 
陛下 じけ 標本の 學 名、 採集 時 H 
場所な でを 御 自ら ベンを 取られ 
て レべ グ のとに ラテン語 じて 觸 
認めに なら， 每± 曜日の 午後を 
研究所の 數 をき 標本め 中に わ 過 


しじなる やじ 承 U る。 


送還 條 件て 

，，'殺人犯 轉赦 

伊豫の 男 橘成朽 

で 九を 二十 一二 年 十二 巧 十日、 

ロッ 々ゥエ I の 夏、 中島 氏の ス 
タン ドて 賭 巧ん タ ひから 崎 谷を 
刺殺し 乂 橋某餐 傷け た 伊豫の お 
橘が 巧は 審理の 結 お 一等な 殺 化 
で 十 年な トの咎 觸じ處 せられて 
巧 役 中で ぁつれ が、 本人け をの 
を废 々 H 本人 貪 じ 持 あ 巧 動 A 嚷 
願した ので H 會 では 化の 方面に 
これを 化賴 して 居た が、 まる ニ 
十】 日附を 0 て 知事 n 1 ズゲで 
术ト 氏は 本人の H 本を 還を 條か 
と L て特 おの 布み を發 した、 か 
事の みみ 書 じょれば 

橘 如 殺 怠け 極めて 巧發 的。 る 
ものでぁら豫てょ*係巧事は 
本ん の特 おを 余の 許 i 擲吿し 
郎檢 事局 侧 t も 別に 反 おもし 
て 辟。 いみで、 巧」 本 A の 送 
還を 化 化と，- て特 敵ず る ホ 第 
•■'■わる • 


と 述べて 巧る。 


春の サロン 


i 邦人の 化 品 多し 

ィン デ ペン デント 荣 術み 協 食 
'じか 抗 して おが お、 無 蒲が 無 賞 
の展摩 おを 閒 惟して 居る サ n ン 
K •オブ •アメリカは 网巧康 雄 
巧を 化 倍 ぉ 記 ごして 一: 人の 日本 

町 事 V - がし、 s ', り 人の 會 貝. を 
巧つ を 術 陥 曾で'^ る •かよ 5 十六 
n 0 らお W 立：：： 迄 アン ダー ソン 
ゲ ラリ で展巧 曾を 關帷 して 培 
る、 巧忠 がんん 「…ュ ー 火」 ' t 夕 
刊ボ X ►に、 み井ト ー マ* 氏の 


『ビク ニック』 は タィ ムス じ同會 
の 巧 お 作 ごして 寫眞 版が 揭載さ 
n て 居る、 邦人の お ロ g をは 左の 
かし。 

國ま康 雄、 固ま キヤ スリン、 
永 井ト！ ママ、' お巧ジ ド！、 

中 化藝久 太、 淸氷淸 、が 築隆 
が忠藏 、白 井 交 や、 天 部が 輔 


一二 巧 環さん が 

レコ一ド 狄这 

ヴ井 クタ— へ 

巧る 二十 八け、 プレジデント 
劇場に 今シー ズン最 をの コン サ 
—トを おす 三涨 環さん は、 今回 
ゲキ クタ I 蓄音機 會化 ピ 契約. か 
お 立した ので 近 （カムデン じ 赴 


ド •ゥォ^クで 目下 開 巧の 準備 
をな しつ-' ゎつ ゎ 家 永、 松が 爾 
巧 經營の 商 巧は おる 巧曜 H ホ 巧 
四時 頃 隣が よ b おお （てを 燒の 
厄に 罹つ たが、 か 勢 猛烈の ため 
八が をを 燒 して 約 一町は 鳥 肖 じ 
歸 した。 


讚を の コラム 


紐 育 日本人 會 

を 戰 評判記 


小言を 兵衛 

♦一巧 错 育の ヒマ 人が 集まつ 
て 日本人 食擦會 。る ものを 開い 
た。 ホ 席を は 案外 多 < 被 化 立の 
巧 A 會 者まで あしい 顔色を して 


わ 得意の 雜 々夫人 や あずさん 
の 一節、 日 木ら のでは 夫人が 
編曲した わ 左 月の 巧、 をの 外 


英語 ものでは 『ラ ー 
- — ズ •ォプ •サン マ ー 』 等を 
吹这 むこ どじ G つた。 

夫人は 娘が コ 。ン ピア じ 吹 込ん 
で 居た ので あるが、 これで 巧 人 
じして ゲキ クタ ー の ア^ — ブ スト 
じな つたのは 藤 巧義江 氏と 共に 
ホ 人が 二人目て ある。 

がは ホるべき コン サート じ 就 
て 巧 人社會 では ホん がタ キム 
ス^ 巧 じ お裳附 のお唱 會ご廣 
吿 したので 非を の 興 ホを 期が 
されて 巧る ご。 


ラ ツカ ウエ— で 

夏場が 繞失 

松が に その他を 


ラ ツカ ゥエ； •ビ） チ舊ボ 一 . 


お 油 王に 巧 判 あ 

囊じ 油田 疑獄 S 上院 調査 貪 じ 
答 辯を 忌避した 廉で 遂に 重禁 
錦の 判 巧を 受けた 巧她王 シン 
クレア 氏は をのを 巧び 上を し 
自己の 會赴 どを おの 離 保を 理 
おごして 罰を 支 沸み 程度 じ 依 
る 所 罰を ホめ つ^あつ たが、 
司法 當 馬は 巧び 氏 じ おして 入 
獄 を宣吿 したので、 巧 油 王 も 
昨今は がかに 持 巧^ 他に 譲渡 
した 上 入獄を 機會 どして 實業 
界 から 引退の 巧必 らしく、 入 
獄の 上は 普通 囚人 ど 等しく 服 
役す る こご^な つて 居る。 


病 倦 U でを 辨 へや 一言 U かるべ 
からす ど 肩 化を 怒らして 控 へて 
居る お 巧 叙 術の 道 塔に 入 巧した 
靑 侍の 如 LO 

♦ホ ま 煮への ホの 飯と 生ま 嗯 
のを 棘 論は 齒 .い 浮く。 しかし あ 
の晚 位夫れ だ 流 巧した 會 をは 珍 
らし かつれ。 稗 蔭で S 首の 俯 踏 


み も 出 ホた ごい ふ もの だ。 開會 
劈頭から 『議員は 表 巧の 權を委 
任ずる こどを 得 や』 ご ある 議事 
細則で 噴々 麗々 

♦水を を 頭 ま 事 若が 懲穀」 說 
明す る。 ィデ 化を 頭を がを さむ 
ピ島森 クン.、 寺 旧 クンの 兩勇 ± 
をえ 頭に、 續 いてき 販肆造 先を 
中 村 錫 男 先を、 位藤 乂郎 號は靜 
軒先を の 面々 一度に ドット 推し 
をせ る 其 ホ 景は武 德會の 內ぉ師 
銘が 新入を 相手 じ 五 人が の 稽古 
をす る じ 似たら 

♦ャァ ど聲 ばか b 大きい 
が お 面 も お ホ 手も乂 らば こを 一 
向 じ 要領を 得 や 籠 ザの めがねを 
額 じ鉢卷 したを 頭 師範 じ 切ら 播 
くられ 脆く も 委巧狀 無 巧の 叫び 
は屛 息す る。 

♦第一の 策戰で 失敗し 出鼻を 
巧ら れた 連中は 引き連れて ホた 
階下の 讀書室 じ 待つ て 居る ホ 人 
の 辯 護 ± らしい 人の 意を を徵收 
すべく 鳩首 熟讓は 御を 勞々々 。 


♦コ ！ ボン 1 ション •ロ ！ の 


规 をに 違！^ しても 議事 細 曲 
解して 委！ ：一^ 狀の 使用を 許- い 
ど 云 ふの かと 逆 じあ 頭師 節から 
質 削され て、 法律家の 島を クン 

然ら ‘ X は 苦しかった。 

♦委巧 狀普杳 委員の 一-^ な 

って ォ ー ヶ ー を 自署し わ壺ク 

ンが オプジ で； クシ 3 ン と ミを 
記録に 留めて がれは そ 盾 ミ だ 
が、 議事 日程 變更 5 緊急 瞧 で 
摇の巢 を 突いた 樣じ騷 ぎぞる 
一會員 ごして 水み クンの お た 
緊急動議が 難 盛 こなっ て 居る 愚 
中に 宮阪 クンが 緊急動議.^ し 
て ホ 出し 直しを すを 潘稽山 一幕 
♦理事の 選 擧が濟 む どが 選を 
の 一人 寺 曲 クンは 『典が の 指名 
制 巧 じ 反 割す るず は 巧 事 r 就任 
甘ず』 ご 大見得を 瑚 る。 豁 々わ 
待 七 兼 S 島滋 クンを 出 寺 田 クン 
賛 あの 會則 細則 修 一一* 案の 却 譲 じ 
入らぅ どす る や 否 ザ、 亦ゎ 緊急 
動 諸が 提出され る。 一を 協：？ お ホ 
た ご 見ぇて 化 提案は 一み 期 6 理事 
貧に 賴 むで 委員 會主 設け ホ 案を 
おへみ 第總 貪に 提出す る》 のこ 
ど だ。 提出者は あ頭矿 合々 ン、 
賛が 者の 中に 寺 田、 ゎ 森 巧 クン 

も 居る ォヤ/ 、了 八 K 長の 

か撲 では あるまい な ター 锁# は自 
をの 屑 じ 唾を っけて 見て。 

♦十二時 過ぎて 疲れて ホ 化を 
信 議長が 外に 提 まがな ゎげ 散 
會 するど 宣吿 間際 じ ホ!^ 瞬 急 動 
證が おる 『こ V 」 しを 飯 《當 b 
年』 でも あるょ いじ 了.. 一.… 島 森 
ク ''が 野 ロち 世 博 ± 記み'^ ロ 本人 
會お 鼓な 巧 議案を 出 i 柴を說 
明す る。 を 頭 水 谷 クマが 闽 間と 
出掛ける 前 じ、 岡 ま 賞が おの 江 
戶 、を 井二 クンから 賞 おお 消の 
蟹 巧が ある。 ヤン —ー产 
♦ニ 巧を 名ご玄 ふを なかの 武 
器を 濫ら じ妒 はないで 突立ち 上 
って 居る を 頭 水を ク义が 淀案撤 
固を 勸吿 し树岡 クン 等が 敵 停し 
て單じ 『會舘 設立 惦進 一の ii がで 
み 期 巧事會 をして 調查 うゴる 
お 度で 鳥の せいた のがを 於牟前 
一時 C ニ 
♦五六 人の 會 員が こて 敵命專 
らま 事 や# 記 長の 人身 玫 をを 試 
みながら 『を 數會 員の 意 慕』 は 恐 
れ 入る 次第 御 词犧化 人 ¢1 南の 繩 
を 追は ホ 自己を み 省す も I こごが 
同胞 社會の 急務で 御座. 4 r 。 


U キー じな つた 


3 ツ クス」 ホ 入 


ト I キ ー のを 溢 じな つ 
ブ 々のをい 舞摹 から 忘れ 
居た メ 0 ドラマが 漸み俺 


に アジア ス •ジミ •ダ エ 
キンは ト 1 キ^ — で 巧評シ 


時日 


四月 二十 八日 ( 日曜 ) 

午后 八 時 四十 五を 

場所 プレジデント 劇瘍 


西 四十 八 下目 二百 四十 セを 《簾ム 


ブ U ) 一 


エイの 間) 


X ァメ 

b れて 
がし 旣 
ンタ 
巧した 


街 W 


S 浦 環 夫人 獨唱會 


切符 ニ 弗 巧 =1 弗 

错育 新報 社 及沒び ミユジ 々八 •力 
ユア •インス テチ ュ 1 ト 〔西と + ニ ■ 
吕五 4-1 二番 電話 サスケ ナ ニニ 八- 


み 週よ b 同劇攘 じて な 扱 
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Y が UO る & 即 . 

M が chan 日 ! がむ ok が 
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246-5 比 Avenue 
む しむ bland お 郎 


Nara Trading Go. 

151 ■ぶ 比 Avenue 

fCor. 21 がみ.） 

Tel. Algo 叫 uin 3846 - が 


抬 OfilMURA 郎脂 . Inc . 

巧 - 巧 -57 化 巧 rd St.i 
New York むか 
Te しむ amercy 3 お 0 


IHE FUJiMOTQ 
な即 RITiES 閒 . ， ING. 

120 む 日 adwa も N. Y.City 
Te し Recior 24 けぶ％ 


THE BANK OF 削 OSEN 

Room 巧リ 巧 5 Broadwa も N. Y. 
Phone. む rtian が 8583 


Ti)6 Siimi な咖目 諭 , L 陆 

化梢 巧邮 AGEKCT 
Bo 日 m が 4 
149 Broadway 
Te しむ rci 巧 411841 巧 


1118 Yokofiama 
Sp 郎 ig Banic , L 证 

5ih H 日 or, Equifab おお dg. 

1 巧む oadw が， ん Y. 
Pfione Reei が 巧 50 


巧 8 Ba が 0 け aiw 即 , LM. 

Room 515 

Bennenson in 化 sting む i 拙 Rg 
1 お Broadway, N, Y. 
lei. むが an が 巧が が 34 


號 十五 白 五 干 


雜 iff 


窝 


顯 L 


【日曜 水】 


リ四廿 巧 四 年 四が 昭 


四 


シアトルが 化 (午前 十 時) 
あら ば ま 化 五 巧 十一 二日 
をら び やぶ 五目せ 一日 

ばり 寸か .(ホ 港 巧 呪) 四月 サ 
►一 害 镇演一 化 五 巧 

化し ば W すみ るん でんか じ 一 五 五 巧 
▼三 一 普 日本 巧 五 五 巧ぎ 室 大坟适 あ 族を 多 お 
►がを 望に 依り-等 割が 巧 復切巧 鼓 巧を 巧较 

ロス ア A ゼ ルス 出帆 (午後 一二 時 一 
ま にら 化 四月せ と H 
らんて びで を义- ち 目 一：！！ 一 
▼一筆 横濱ニ 一二 0 巧 化は わい みを U ' らを芸 がー 
►特別 一二 等 日本 巧 五十 九 巧 ▼一二 等 日本 巧 左 十 直 お 
►ホ 灌羅な 巧叛車 切符 寢窒勞 購入 御 幹旋か 4 娱 
マ 紐 育 線 パナマ 經由 B 本 ザ 邪 お 段物 結ち 一圃 


円本 陶撼 器雜接 類卸賣 

ザ元ブ タザ ー ス 


|| ブナ メ ー 力 ー の特を 

日 f 人の お 買物 じは 特別 掛 員を 置き 無 
巧 御 案内 致 升 電話 又は お 手紙 か 第 御 
訪 荷して 御 便宜を 計ち 初めての わ 方に 
對 ては 特に 注意 致します から 是非 お 
立ちち 願 ひ 升、 ホ內 配達は 勿論 日本 其 
化ち 地 宛の わ 荷物 發 送は 當 ホで 致し 升 


レ 3 ン ワナメ 




力 


晚香 坡每ニ 週一间 出帆 

A で ム プレブ 佛麗西 こ ニろ 呂囑) 

五 巧 义 吕 

A 五ム ブレス 露曲亞 0 ニを 备嗯) 

五 巧 H 十日 

A 五ム プレス 亞西亞 0 ニろ 客嚼) 

ホ 巧 十 ご 一日 

一 ▲ぶ A プレス 彿蘭西 0 ニ* 0呂 晒〕 

と 巧 四 日 
i 等、 二等、 兰等 及び 下等を 設備 
最大、 善美、 最お まの 東が 航巧船 


寒羅 が、 を 港 出帆 (ホノ^ 八絕 由) 


緒府發 

(午后 ニ睹巧 化〕 

犬が 化 お 巧 一二 H 
これ あ 乂五巧 十と 日 
ホげ 化 去 巧 化' 日 
西 比利亞 A ホ 巧 四十 H 


を 港を 

(お 午 化飢) 

五月 八日 
五月 廿 二目 A 
ホ 月 五日 脚 
六ち 十 化 日 W 

T 

S 


# シアトル 中 I 帆 (午前 十 時 ぉ， 机) 

が 岡 見 五月 一 H 邮 
横潑丸 五 巧 十 お 日 TO 
一こ 島 見 六 巧 十五 目 N 
伊豫 化 六巧廿 九日 W 

A 

0 倫 敦發目 本 巧ぉ晚 ， J 
誠訪か お 丹 四吕^ 
巧 見 も お 巧 十八 目 が 
箱靖も 六 巧 一目が 
A 翔 宵 ぉ 帆む 奈 馬經齿 日本 行 貨物 紙— 丹ニ圆 A 
A 聯絡 取 お。 轉 社は 欧洲が、 南 来 巧 弛に 芭奈馬 
經を 太平 律 岸 巧が 嶺她會 おさ お 約 おり 乘秘巧 
巧 等 街 事 御が をに あ 計 ひ 申 上まず 
A 来 國鐵道 切符、 庭を 券 等 も 御魄宜 にお 計 ひ 串 
上まず 


LP - 


な >-： 

N 2 
E 1 • 


む .. で 
K 化む 

I W W g 

pi|i 


資本を 
が达濟 資本を 
構な を 


意 毎 旧 
六 モ巧圓 
ホ 千 四 育 巧 曲 


F - 

H 


能赋 ニー ホ 銀行— 支店 

本店ち 京 巧 日本 橘區 本を 屋巧 五を 化 一巧 
支 巧 小が 日本 橋を 巧ち ち 1 
名を 屋巧 都大 阪西奚 巧神タ 
廣な下 關巧司 若松 賴巧長 巧 
上 おなおを 頁 巧 水 




阳 

い I 邮 

5 i 

邮 L お 

$ S M し 
^ む.^ 

M 邮 o 
0 2 
B R 1 


按ぉ 乂巧替 .電信 送を' 並 送を’ 旅行 倍 用 巧 
巧 業 信用 狀其他 一般 お 巧 業 

A 献腸 S 蒙 銀 巧— ま 巧 

鄕里 送金 ハ 日本が 化が キ數 料？ 迅速 化极 
本店 預金 (を 巧 通 かノニ 補) 御 巧 利 取 巧 
木 支店 東な (本 巧)、 大 お* 巧 タ 、巧 都 
所な 地名 古 房、 小が、 上海、 おを 


夏 瘍ぉ品 特别賣 出 

夏瘍 、み賣 向、 ゲ—ム 向新 荷 到着 
精々 勉强 御用 命に 應 じまず 
日 ネ陶戚 黑雜貨 卸販賣 

<1 難 茂 木 桃 ホ 組 

10 巧 E . 16 を 皆. N. Y. 

HeL Stuyvesant W 巧赛 お， 7 

夏篡巧 = 霄 到着 ： = I 

精々 勉强巧 致 候 間 御 引 立願と 候 
陶 破麗雜 貨卸賣 

春 巧巧會 

一 -41 Fift:h A.ve 、 ZOW York ご ty 

Corn ち of sst wt . Tel . AI ち 口占 cin 2 送 0- 技 91 


夏 塔 飼 H 新 荷 到着 = 

.雜貨 、陶撼 器、 ランプ 及を 等 精々 
勉强可 化 帳 間 御 註文 被 下 巧 願 上 候 

^ 太 洋贊易 株式 會社 

Telejxhone と 町 onquin 3 沒 3-5 

101 『iftfALVemue NOWY ミ kCHy 


ら借 

i 十豈 

S . 5 家 

52 迄 ニ 家 

呈 を 階 具 
懼 、付 
X じ 五 立 
1- て 月 室 

をて 曾 十 、- 

1112 ^1 
さ 這 二のに てす 胃 
ミ 左 g レて 九 ミ ；^ 
ジ 皆が 3 ン 一軒 吉ム白 

三畜へ = ト をの - を ;^ 

夏 S 。 ホス 产の 

置 F 呈 な タ户 ^ 

1 f す を 五 ンの胃 
山 - 1 ° 十 ドを トー 

ち:'^ ミ 心 1 — お 至 利 ^^^ 

— 芸、 1 • 主 主な ロ ^ 
內 — 5 巧る 一一 

九呈縷 

丢じ 立が - 
置 度 曰 室 
しよ 付 

下ズな 

さ ウ室胃 

いオ がを 

ま！ 35 . 

せスち 

。五 ま 日 
九す 本 
四 ° 人 
ニ わの 
じ 望 家 
わの 庭 
電 ホで 
話は 綺 
をプ麗 

藻 貸 
画； 室 

百 グ 

青 グ完裝 
こ 一を 餘 
ご 週 、綺 

1 1 "S 

5 グ室 

- 八、 

さ ー設 
過備 

至 借 

を 貫 

ミ間吿 

产 付 ^ 

マ 己 五た 綺 
i ■實 巧室麗 

こ-ミー どで 
i ■ニ 扫乂が 
ミ • S よき 好 
ニ - = 〇 い、 よ 
雲 置 貸 化く 
玲 度巧設 
室備 
乃し 


下 寧の 印刷 w 精巧を る 化 上げ 

時日の 巧を ゴ確實 な 校正を 保証 


印 離は 紐 育 新報 社へ 


電 一 9 トキ、 VK ニ お 0 九— ニ お- 〇 

わ間邊 かなく 新報へ 

ホ f み 西 十と T 目 十 二番 十 階 目 


東部 じがけ るが 子 言 P 磯 願の 

權 威、 吾 k 新 を讀 まの 人な 




，獲 


吿は紐 育 新報へ 


‘ f 羅貨 仲買、 卸販賣 

保 旧商會 


▲ 鄉 里を を 及び 並を を ( 無手 數 巧)、 か 固 
爲替賣 買、 荷爲 を 化 組な 立、 信用が 發 
巧 等- 般銀巧 莱務御 便利 じな 扱 可 化 候 

龍 赋臺灣 銀行— 曲 張 所 

本店 裹潜臺 化 

支 巧を 巧、 橫演 、乂 扱、 神タ、 が、 淺 
ロ、 屬掛 、厦門、 油 助、 香港、 廣 を、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 買 
々作 カツ タ 、倫敦 、巧 外專灣 十四 ケ巧 


1 * 資本金 营憶圓 (をが 颜这 巧) 

一、 橫 なを 一億 五が 五十 萬圃 

巧 地 本 ミ 巧： = 機. 裤 {本 巧：； 巧を 大巧 
神タを が 下期 名を お 

橫鑽 ぶ金鑛 巧— 支店 

ホ 顔 各 ま 巧 == を 港 羅病沙 巧 巧を 
巧 化 化 あを 困 重 巧 都巿 ニち 巧及コ グレ 
スを之 巧 


本店 大 酸化 澄 五 T 呂 
紐 育ま 巧が 育ブ 0 I ドウで-— 巧 四十 九を 

難 住友 艱巧 

日 おを 東ち 横媒 、名を 崖、 京都、 神戶 、が 山 
化り g 1 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 か、 下ノ巧 
巧 まな ( 巧 司ぶ 倉、 若松、 战タ 、义留 米、 熊 本 等 
ネ國預 を、 鄕里 送金 等は 姪め 
て 御 便利 迅 まじ 御 取な 可 申ち 


本な 朝鮮 巧が 

ま 巧 出張所は 日本 巧 地の 樞要 都ボ ，巧鲜 
滿洲 、支那のを 地 及び 浦 盛巧德 

朝鮮 艱巧紐 育 巧 張 所 

外 園 爲替一 殺 銀行業務 储 々御 便利 じ 取投可 
申 上 候 


藤本 證券 會な 

】 般有價 証券 ノ賣 買、 引ず、 募を 
A を 離、 ホ ニ 之-一 醜スグ 一切 ノ 業が 

城 蚊 藤本 ミミ — 力— 銀 巧 

紐 育 お 張が 


陶お黑 、雜 貨卸賣 

雜村ブ タザ I ス 


目 本 陶お器 雑貨 
ラ厶 プ卸寶 

奈良賓 易商會 


R 本 郵船 會社 (並 ニを 鐵道會 社) 

代理店 片觸 兄弟 廟會 

乗車、 乘 船が 符並じ 小荷物 運送 御 極 利 じ 取扱 申しまず 



夏 瘍向品 

特 如廉價 テな テ 御用 命 こ 
應； 诗ホ候 間 御 引 立願 上 候 

ロ 本 陶撼器 卸販賣 

F . D •商會 

サ edoI - p!:ed Distrllmtos , ISP 
苗 W . 2 wrd wt ., 2 ew York 
ぎ I 5 ircy 38 夏ム羣 


水力 電氣 事業 當 面の 問題 

巧 邦 屯む 巧 式 會社神 ぷ忠 雄巧談 


日本 じがけ る 水力ぶ 氣の 
を 達 進 ホけ 拋 をなる もので 先進 
國 であつ た瑞 巧、 伊太利を 凌蕊 
し 今や ホ國 じみぐ 勢を 示して ゐ 
るが、 目： ト ホが 中の 巧が 電力 重 
役が みを 雄 巧は 會 をの 記者 ど义 
闡を をしつ^ 日本の 近情 雜談を 
試みむ。 曰く 『田 中 內销も 猛烈 
な 攻# を 受けて はゐ るが、 不戰 
條 約の 批准、 な務省 官制の 諮詢 
內閣 一 部の 改造が 終 r すれば 巧 
が雑會 ょでは 無事なら む。 H 本 
の經濟 おは 化然不 巧の 裡じ啤 が 
しつ、 ある も 化陈速 かじな 外 正 
貨の 補充を。 す爲め 信用 設を いょ 
ら、 を 債發い n 利率の 隅 係 上 時 
磯の 問題は 巧るべし を ホ 
巧し を お 解禁の 實現 どならね は 

所謂 常態 じ 化し 得ないで 
あらぅ。 か 巧に 産業 立國 策を 高 
唱 しても 需竖 供給の 祕 係が 調節 
されて 化かねば 經濟 をが マ ムー 
ズ じデグ エロー ブ しないの け 勿 
論の i でを るが、 水力 電 おのか 
きも 是が 問題た あつて 火力 ど 異 
つて 二十 四時 間々 斷 なく パ 7 ア 
を生產 する VJ すれ じ H 中 じ 化 用 
する 带 力が 假 かげ 電鐵な 6、 製 
数 ェ堵な 6, 繊緯 工業の ェ瘍。 


らに拱 給して 充を餘 力は おる が 
巧 間に 使用ず る 力 面が 電燈 ，電 
錫の ニ I 二に とまつて 供給 過剩ご 
なれば 電力の 浪雙 と なる が 故 •し 
高率の 带 力を 需霎 をに 要 ホす る 
結を を窥ら すので ある。 ホ 日本 
の 五大 電力の 內を電 巧の 細 係 其 
他の 巧 因で ザは 供給 力が 潤澤で 
も餘 力の 使用方を が。 く 乙は 

需要が をっても S 給す 足 

の 巧め 困つ てむ ると 云ふ樣 U 弊 
害を 如 巧 LI 匡正ず るかぐ 刻下の 
巧 題 ごな つて ゐ る。 是れ J は駐 
家が 經營 する 電力 配給 磯關 'じ 化 
らわ どす る說 、半官 ザ 民の 會祉 
をして 其 缺陷を 補け レ どす る說 
及びを 會 社が 協調して 電力を を 
無 相 姐せ しわる 爲め別 じ 一 貪 社 
を設 りて 共间 計算 じ 化ら むごす 
る說 ごを b 、 繁 I 窠 ニは 官營の 
能率 化き をち 張し 又は 政府が 電 
力 協調の 美名の 下 じ 不成績の 會 
社をお濟せむごする策^=*5なで 
の反對 論ら をり、 禁 S 案は を會 
社の 利害 開 係 上を あじ 臨を し 能 
はざる 点 も わるが、 お 式の 如柯 
は暫 らく 措き 早晚 電力 浪费を 阻 
化する 施設は 必要 の ミ である ど 
信ずる」 云々。 


日本 學童 作品 膛覽會 は. 

博觀 能の 敎育 室で 闢 かる 


昨 二十 |1一 M より 化 巧 十 B まで 


■旣 報が を H 本人 會を務 部ぶ び 
化を 部 聯合 ま懼の U 本 學童作 
お酷覺 をは 豫を ょら 一 H 遲れ 

昨 H よら アメブ カン •ミユ 公 
アム •才ブ •ナチ ユタ 作 ヒ义ト 
リ I ( コ 。 ム バス 街と 十と 了 

目 巧) 銘】 階 正 哲人 ロょ b 左 
巧して 化に 向つ たお 脊部 5 1 
室 巧で 開かれた。 

約 干 おの 學董が 品で ある 繪霸、 
刺 細、 木彫-巧 f 板 フ 王瓜ト 
草が、 ん 形、 おを、 クシ ョン、 
手 遊、 をが、 ンヵ チ！ ブ巧他 
の 陳剧は ±曜リ 午後ょ— ，日曜 H 
じ 直ら 都 築 委員長、 高木 女史、 
都 築 夫人、 鈴 木 よんが 數 名の 叙 
必^^ょる活動'--ボ川随物舘囑巧こ 
の 協力 ご-,— 依らて 昨い 終了せ る 


も 月曜 ロは 要らに 陳别の 整理を 
巧 ひ 準備 完 あし^々 昨日を おて 
媛 覺會を 開いた：^、 入瘍 をは 群 
を。 し 孰れ も異 巧の 學量 S 秀が 
むる 技倆を 壞稱 てた。 當 日。 別 
じを 式の 開會 式が 擧 巧し なかつ 
じがず お デ'- をく は 閉會の 頃 何 
等 かの 催 をら す ど ミ ふ。 がは 
博物 舘髓報 部 一一^ ピ A ダァ 巧け 昨 
H 午後 S 時 ホ 4 新聞 記を を 招待 
しを 孫子 書記を i を 作品 展覧 5 
目的 ご歷 を ごを 說 明して 寫眞班 
の 撮影が ぁつむ。 

一 ホ： n 本人を ょら 巧を 育 おじ 
交渉して 該お 覺會開 おの 事實 
^ 巧な 國語學 校敎師 ぶび 生徒 
じ 移牒して 巧 參 觀を勵 誘す る 
乏 ど 。 つ て ゐ る ご を ふ 0 


紐脊 円本 人を 

定期 總會 

巧 事と 十 名を 選擧 

^ 育 日本ん 會第 十六 回を 
則總 食は 去る 二十り 巧、 H 本ん 
お-; 5 お 曾 じがて 閒 かれた が 例年 
の總 曾に 比し 出席 巧： 5 ホ數 であ 
つた。 定刻ょ 5 稍 遲れて 開 貪し 
をな をを は @ 則に が ひ 雑 長 庵 じ 
着き： お S 换 巧を 陳べ會 務曾計 
の 報 吿に先 もを 化狀を 7 ヮィ 
せる 曾 負ゎる に 化 b ホ だ 7 ヮィ 
グ をな さぐを 肉 員け 其手賴 あら 
じし ご 吿げ帮 をを 肖 選 巧を 諮る 
や 思 外に も豫て をげ 狀を跑 集し 
つ i あ b し 食 員 島な 進 氏、 寺 田 
俯 氏 巧よ b 巧 問、 抗議 緒 あし、 
島が 氏の 巧閒 におし 水が キ 事は 
講事 細則 巧网 化を 一二 巧を 明答せ 
るら なおには 巧 诚をま 張して 委 


伟狀 無効 論を 唱へ水 谷ち 事は 

委曲 を盡 して 巧び 說 明を 
巧へ 吉旧 巧は 委巧狀 い 使が を 法 
的 むれば 直 じ 審査を 開始すべし 
ど 論じ 議長の 宣言 をら を" 貝 長に 
吉 旧を、 委員に 寺 田、 を 西、 鴨 
ホ' が 岡の 四 氏を 推して 審査に 
入り) 方を な 子 書記長の 窝格報 
吿ぁ b 質問 應答お ま旧舒 針の 會 
計 報吿じ おしを 阪 、中が ニ氏奇 
問を 速 媛 L て滿 瘍を义 笑が しめ 
じがを 巧が 審杳の 結裝を 報吿し 
夫れ ょら 水み 巧の 證事 U 指變お 
の動雜 成な 可决 さいて 理事よ 十 
名を 選 おし、 かで 水 谷 巧の 緊急 
動满 化な 巧 化され 島が 巧の 提案 
巧が 及ゾ 細刖修 おおは 次期 巧 事 
おの 選 巧ず る 調杳を 旨會に 討議 
す & に 巧し 島み 巧 捉巧野 ロち 化 
博ト 記念り 會 々お設 がの み講案 
は 撤树敌 巧せ るは 塑曉 午前 一時 


日本 俱樂 部で 

五領 事迎宴 

日本 俱樂 がに ては 去る 十一 日 
華府 じがけ る 領事 官會議 じ 
列席せ る五锁 事を 招待して 前週 
±曜日 盛大なる 歓迎宴を 開いた 
當 巧は 新 井領 一が、 が 井 巧 固の 
ニ 元を を 始め 官 おを 方面 ょらの 
出席 ま 八十 餘 名に 連した が、 デ 

ザ £. コ ー マに 入 b 旧 島 日本 供 

樂部會 をの 挨楼じ 巧ぎ 木が ンヵ 
ゴ 、岡 本 シャト^、 水澤 羅府、 
ホ 上 ポ—ト ランド、 波邊ニ クォ 
グレ アンスを 領事は 巧寬 いでを 
任地に 於け る 情勢を 語 b 、 草 信 
日本人 會會 長' 武 ホ H 銀 監督 役 
等 歓迎の 辞を 述べ 撤宴後 別室 じ 
て 歓談、 散會 せる は 午後 十 時半 
尙ほ绍 二十 H は 原 商務 書記官、 
內山頓 事 ま 催の 午餐 會じ 臨み、 
を 領事は 间夜若 < は翌 H 夫々 歸 
巧の 途じ 上つ じ。 


柏 巧 次郞巧 消息 

化稻 ホが せる 東が 電力 會社神 
みあ 雄 氏の 齋ら せる 報道に 巧れ 
ば歸朝 中の 前 鉛 木 商店 そ 店長 巧 
木 万み 耶 巧は 漸次 快み じ おき 鄕 
里 津ボど 大阪の 治療 院 ごを 往復 
してむ たが 鹿兒島 指宿溫 泉が 効 
驗を しき 爲め當 を 岡 地に 滯 巧す 
る 由 じて 健康 快復み 窮 渡米の 計 
畫 である V 」。 


日本 婦人 會例會 

組 育 日本 婦人會 ’ては ホる サ 
六日 (金曜 一 午後 ニ 時半よ b 臨時 
例 會を辭 き スミス 女を の 食品 化 
學に顯 ずる 講話を 禱演 をる も。 

美 講會素 謠例會 

美謠會 じて は ホる 甘 六日 (を) 
午後 六 時 よら 日本 惧樂部 じ素謠 
例 會く由 じて 番組は 左の 如.：’、 

一、 養を シ 'テボ 川、 ワキ 學巧 

ツレ高 橋 

一、 化 巧 シテ淺 川 ワキ 水顆 

プレ瀬 尾 

i 、 癸 上 シブ 松 巧 ワキ 多 鹿 

ワキ ツレ武 井 

一、 鶴 飼 シブ 化ち ワキ 今 井 

華 盛頓の 拜賀式 

ホる 二十 义 日の 天長節 じ 際し 
華盛頓 じでは 午前 正 十 時よ b 大 
使 官邸： ^ 於て 同化が 留 官民の 巧 
贊 式を 擧巧 ずる 由。 

J 人が—?^ 

伊藤 謁雄氏 S 菱 商事 會 社々 
員、 社用を 帶び巧 曜日よ b 東部 
を 方面へ 旅 巧 次週 巧々 歸 紐の 善 
•岩 本 鼎 氏 海軍 機 隅 中佐、 軍 
司々 部 出仕、 去る 十ん g 着 紐 ホ 

ブグマ 八 セ— ユじ 投宿 五 巧 一日 

渡歐。 

♦お 山 俊亮巧 海軍 中佐、 同上 
♦寺 旧 巽 氏 海軍 敎授兼 海軍 技 
師 、同上。 


料理人 パ 

びお耀 法を 敎授 す、 新式 設備 
戸芸靈 夏 

ニ 运 est 27 th 資 cor - 8 raad 夏 y _ N . y * 


賣度 巧/ 

： g 函 じが 安惜 じて 譲 巧を 貸と 十 
五 巧 二階 じ寢 室め b を 細 書面 
ニ 岩 疋 St - N . E .. Washi 暑 n , ド C . 


诉顺尽 ンャル 

巧- 着 

修養を 集豁五 
修養 文藝 名作選 
五月 号雜誌 
朝 y 
富 ± 

キング. 

講談 クラ プ 
講談 雜誌 

か 桐 巧 弟喬會 


勞働部 主催 

講演ぶ 映盡 

i 、 漫談 俗話 佐々 木 指巧師 • 

一、 活動 寫眞 『尊き いのち』. 

『デブ 助 御用 也』 

其 化 

據所 が 育 敎會. 

(お 五十と T 目 二三 10 霄〕 
期日 四月 甘 お 日 午後み 時半 
故國 文壇の 流け 巧 指 巧 先を の 
趣ホ津 々たる 漫談は あ 來の聽 
き 物、 义映馨 は 面白 <- > てち 
益な 見逃して はならぬ 題が 故 
ま 乂翻誘 ひ 合せ 御 巧會の 巧を 
希黨す 

紐 育 日本人 會 


新入 荷 


鹿 巧 菜 
ぞ 幹 
靑干紫 藤 
千切 大狠 
ごろ/' 馬 布 
驢見布 


桑 山歸會 

114 EAST 芸 ihMT ; N . Y . C . 
f * ho 呈 . Regent 21 岩* 0557 


東京 商 會特吿 


五 巧 號 

講談 俱樂部 王 ハ 0 
キング ■置 0 

富 十 •五 0 
講談 雜誌 王ニ0 
义藝 クラブ •五 0 

其 他 到着 化 候 


紐 育 東京 蘭會 
1 を W .8 害 st.J. Y . C . 
さ Tel Trafalgar 6 送 9 


巧 川保瞭 事な 所 

比 oegawaf Insura 凸 ce Broker. 
303 F が 比 Ava, 

Tel. Caledonia 4100 


巧 田 巧 事 巧を 會が紐 育ま 巧 
Uclnd な Tra 过 mg Co リ Inc. 

1 1 Park Place 
TeL Barclay 1576 


島 貿ぁ巧 ま會ぉ 
Shima Trading Co., Ltd. 

巧 0 か 0 adiway 
Telephone Re が or ミ 484 


巧 まを 化 ホ 尾 巧を 
Akawo & Co., Ltd,, 
295 巧れ h Ava., 

TeL C 公 ! edonia 9758 ぶ 9 


ホ 倉 製 絲お績 巧 ま 食を 
Kaialcura 在 Co., Lt ん， 
200 Madison Avenue 
TeL Ashland 4545>4546 


に MUdmo れ 

(S^kimoto Pearls 
巧 5 Fifth Aventi。 
Tel. Vanderbilt 2519 

大食が 铅 育す 巧 
Okura & Co,, 

30 Church St ., 

Tel . Cortlanat 2292 . 93 -94 

H 共 株式 會な 
化理巧 
高 巧巧會 
COBroadw 化 N.Y.C, Tei.R 扣 tor 7884 
Factory: 35-10 36 th ive., L. 1 . City 

巧 巧 おを なま 食を 

A 化 打 〇 bu が an し 0111 pany 

Room 801 -80 弓 
15 り Broadway 
TcL Co パ laacU 80 がぶ 052 

Gosho ^rporaiion, 
Silk Importers* 

40 Ea が 84 比 S わ说 t 
Tel. Asblaad 4987-91 
Gosho しか, Inc*} 

レが ton Exporter* 

妨 B が V が 化， 

Te! BowHa ん Green 8806-OP 

巧な 讲巧 道み ホを を 
な 巧 事み 巧 

South Manchuria R. R. Co., 

み >otn タ 02 ら Canadian Pac ぶ c BI か. 
342 Madi … n Av'e* 

TeL Vand が bill 4135 

云 井 物産 賊會を 
なち ま 巧 
Mitsui & Co., 

6 〇 Broadway , 

Tel . Bowling Green 7520 

巧ホ會 It ち 井 巧 巧 
な 育 巧 張 所 
Iwai & Co., Ltd. 

Wool worth Building , 
TcL 巧 tz 民 <び S が 0 •がぶ 2 

H 菱巧事 株 ま 食 お； 

紐 育ま 巧 
M お ubishi Shoji KaUha 

(M け subUhi Co., いん） 
120 Broadway 
Te!, Rector 2560-2564 

乂阪 朝日 ニを を 朝日 
化 巧ま內 
Osaka ん ahi 
The New York "rimes Ann が 
TeL Lackawanna 1000 

日本 お あ 味ホ钢 H; 
紐ち ミ 巧 

Japan r ■で -T 化 ding C 〜し t ん， 
2 Park Avenue, 

て e!, Lexington がが 

日本を ホな まさな 
巧 巧 まみ 
NIPPON XI-IT 0 Kmilt. LTD 

Two Park Avenue 
Tel . A み land 5320 、 

巧を 名 含を 
^ 巧 育 支店 

Hara 在 Co リ 

443 Fou け h Am 。 
TeL CaSedonia 7830-35 

巧ぶ 生糸が ま會社 
紐 育ま 巧 
N 1 州!- BEI KI 1 T 0 K&Bli 如 1 X 1 W 刷]! 
( NICHI-BEI KJ1ITO CO ^ LTD .) 

1 Park Avenue 

TeL Ashland 62 が- 47 > 48~49 ' 

大巧 每日 ニ请京 日日 
餘木 H が 
0 化 ka Mainichi 
民 oom 306 A World B 山 Wing 
Tel. Beekman 4259 


VO しけ I No. け 日 1 


炒 hr る ■ な jttm がを が imp 巧 


S な U 邮 が 1 A 阳 IL 27 1 お 9 


ど 山 東 省を 同將 軍の 手 じ 渡ず を 
巧んだ 事實 、第一 ニは 蔣 比の H 本 
じ掛 する 巧 渉の 不 始ま じ （ C 、 
南を 側は 最初ょ ちり 本 じ S 過 間 
な內の 撤兵を おら、 H 本 側 U ニ 
馈巧ピ をが 主 娘し をの 實 一二 巧 間 
じして 撤 をに 着手 せんどす を や 
蔣 氏は 媽巧 この 關係 である €： 扱 
上の 闕炼ょ b して 俄か じ 

態度 をな めて 日本 广 撒を 
延期を ホい る じ まらし ことり、 
蔣 氏が 明か じみめ じ 射す る 良 己 
め 位载を 維持す る爲 めか 國ず隊 
の 站 巧を 求めた 非 愛 躁的巧 制で 
あると 云 ふので ある、 而し心 ，0 
本 政府は を じ 巧して 强硬 にお 議 
し 南京 政府に 營 吿を發 して 心* 振 
武お 軍の 濟南醫 備ご濟 南 事が： を 
生じた 實 巧者 ト ある 方 お 巧の 入 
城は 明か じ山衷 協定の 違 ほ 巧 あ 
る、 おし 南京 じして 斯る 危豁な 
るな 策 じ 及んで が留 外人の 巧を 
を 脅す じ 至るならば、 H 本 山 
東 省の な 留巧人 一巧と 千ん！' 退 I 
去を 命じて 窗を 政府の 不信み 巧 j 
爲を . I 

中外 


の 不評で を 力を 酪 返して 居る の 
みなら や、 一日 本 政 おも 八 筒 巧 前 
ど 異なら、 蔣ょ らも 寧ろ 獨 軍の 
山 東省蠻 礎を ホ 學 しつ！ あるが 
如き i は、 これを な謠 ずる もの 
である ご 珪られ て 覆る。 

乘 客な 餘名 

巧衛 不明 

鶏 裳 卿の 沖合で 
重み ニ ill 百發 〔嘟含 ns 
本 窺 船搜國 丸は 化 お 道の 巧 親 襟 
裳 卿の 沖を で お 礁じ衝 お 化沒し 
乘 客巧數 . 了 人は 巧衛 不明と U つ 
たもの} 观 く、 沈沒 の 時間は 極 
めて 瞬關 的で わ h し爲 めか 窺驰 
ょらは唯一 巧救巧をホむ^^の急 
報を 發 しわの みで 化を しね、 急 
報じ 接し* てに 現诺 i 赴い わ ニ 
隻の療船一一^化を後數が間を經過 
した 今 早 常 じ 到 肴し 漸 （九十と 
人の 遭難者を 救助した が、 昨日 
函 館を 發んわ 隣の 乗を あび 乘組 
員 じして^ 然して 居る 著の みで 
I も ニな 乂<|に 巧び 巧と 十六 人の 
I 乘 をは 樓 虫に 向けて 蟹 漁に なく 
じ聲 明す る f 銳； 突 j 漁夫で をつ だが、 化沒め 原因は 
をんだ もの 《 如 （、獨 お 軍 rjj 去る 日曜日 か 裂 風 (前號 の 本紙 
の 際 河南 府じ 引退を み 位す：.！ じ I 巧银) 後。 老海湛 I 帶じ 瓦る 大 
ま 51 動機 3 窮 I じ 新 動 熟 心を-吹雪、 大腿 度が 襲 ホした るに 化 

る もの 5 おム ，大湊 よらは 軍鑑 
数隻を 現場に 急がした が 巧衛个 
明 じな つむ 巧 十二 人のを をは 到 
底 期が されない ご。 


てた ごい ム巧國 的な 不評を-一 班 （ 
る ど 共に、 第二には この 溫 な 
巧 動で 巧國 の 信 巧を 巧さん _' v す 
るので あつて、 媽 巧は 明か；‘ 蔣 


本社 東を 巧電 (紫 無 巧轉载 ：！ 

金解禁 氣 運に 向 ふ 

【サ 六日】 立±藏 化は* 践 商工 會龜 巧で 演說し 『財界の 氣渾 
は金輸 解禁に 两 つた、 國路貨 借が を 取 勘を じ轉 ずろ のをを つは 
な 年が 淸を 待つ と 岡 じで、 正貨の 流出 巧 も 恐る/. じ 足ら 拍 、解 
禁 後み み資 輸入 も 亦 結構で ぶい か、 然し 爲替 相藥が 四十 四巧臺 
の 今 H では 其 時機で ない』 こ 述べた。 

不戰 傑物 U 延引 か 

〔廿 五日〕 不戰條 約 批准の 對策じ 就て は 最後の 巧を まだ お ホ 
や、 ア メリク 政が ご樞密 腔に 說解 をを 渉 中で あるが、 は 政黨侧 
では 『ヘン リ 親王の 御が が ダ 理由 どして 不戰條 約の 善後策は 
切 引延し か』 どの 觀 測を すして 居る。 


訓導の 尊き 犧牲 

〔サ 六日】 長巧縣 上田 ボ某密 枚 
小 管 訓導は 筑摩 川で 溺れを 
する 生 巧を 救 ひ 巧つ て自 なは 
溺死した。 - i 

ニ弃ご 染料 H 瘍^ 

【甘 六日】 一 ニ ホ鑛山 部で 一はが 本 
を セ 百 巧圓で 一二 重縣に 染啤ゴ 
場擴 張を 巧し 專ら 人造藍 4 H 
産す S 。 || 

森 次官 辭表提 巧"；.， 

t 甘 六日】 お 外 格み をは I 辭ホ を： 
おした が 政 友 會辞事 長た V ん 
かど 觀 測され て 居る。 

拓殖 省 官制 固執 

【甘 六日】 政府は 巧 然とし V 朝 
鮮 総督 麻を 內 お直 屬 ごず， 巧 
殖省 案を 强 硬に 固執し 宮 I 內 
をは 變 あせの ど稱 しでな 1。 

遣 支 艦隊 御 慰問 

【甘 六日】 侍從 武官 化 山 德ム郎 
み 佐は 支那 海 巧 動 中の 第.、 
第二 遣外 艦隊を 訪問し 廢巧な 
る 御 誰を 傳 へる ご 共に 御馬 
の 匪 草 具 化を 傳運 する ミ。 


大阪 商工 所爽議 

(甘 五日〕 大阪 商工 會護 巧は r 
ランス 印度支那な 府が H 本の 
輸出品に 對 して 勵巧 しつ み 
る 非常 U る 島 率脚稅 から 惹か 
した 現 巧の 難局を 救濟 すべ/ 
政府の 活動を 要绍す 至ホ議 心 
遜 過し わ。 

德川侯 等 ぉ發ず 

〔廿 四日】 五 巧 ホ 六日 ょら パ々 
ビアに 開 おされる 太平が 學旅 
會證じ 出席の ため 德川義 親 化 
理學搏 女 一二 好學 、同 服部廣 4 
郞 、農學 降 ± 田中義 磨のを が 
は廿 一二を 擦 名 化で 出發 しわ。 

佛 大使 留別 晚餐 

(廿 四日】 フランス 大使は サ】 
日が 田 中外 相、 森、 き 巧 兩ホ 
官を 始め かな 省静 部を 招待— 
留別 晚餐 貪を 開いた。 

ぉ瘍 騎手の 選定 

〔甘 四日】 陸軍 當 及び 馬術 協な 
では 巧 後年 日ス アン ゼがじ 化 
て擧 巧され る國際 オリ ムビ？ 
ク大曾 じ 五名の 骑モご 十 お 頭 




驟闘 能力を 基本 ミし 
微底 的に 軍備を 縮少 ずろ 

H 了 ゾリ 力げ 府の 提案 賞 現前に 豫備 交涉リ 

日本は 主力艦 比率の 適用に 反對 

ヮ シン ト 、\ 特電た 五日 發 メ r 力 政 巧は •ネブ ンンを 雑を 通じて 巧るべき 軍縮 會議 じ對 [て 
巧捉诞 をが み、 攻府 どしても 勿論を の 目的の 貫徹に 向て 大いに 巧 力す るで あらぅ が、 今 円の 棋を 
は提 ぶじ 對 する 别强 のな 蠻ゎ監 规ォる じ 化 ま b 敢て アメ V 政 巧ょ b 自ホ 巧に 脅 諮を 巧 集す るの 
を 志。 く、 殊に 則强 との 協調け お 高 巧 術 上の の 族 見を をを 必要 どす るので を涉も 急がず、 最も 愼 
あ；：* る 態 巧を がるに 至るべく、 アメブ 力 政 巧 どして け 時 じ^ 圃濫 の價值 巧を じ 就て は、 單 なる 嘯 
駭に 化らず をの 熙脚 能力を W て臘隊 力の が 値を をめ る J がか 『巧 提議の 根本 < なつて 居る ので 忘る 
から、 この おじ 就て 列 强ど隔 患な き說 解に 達しない 限ら 會 譲の 巧 集は 害 あらて 益 U しど 見、 间時 
じ 今回の 巧箭 じがて アメ "力が 從ホ と h つ t ゎつ わィ が リ |ス 海軍 どの 巧锋お 則は 飽迄 もち 梓す ベ 
く、 政昭 i しては なに 7 シン トン 協定に のちて 稱 ホされ 心 比を け ホるべき 軍縮 會議 でも 営 然繼續 
さ X - これ じ降害 ^><及ばさ れる やぅな こ ど は あるまい と觀測して居る。 

るべ < 、宇 ブッン 氏 提議の 

將來 がいか じ變 化する か 
は 刮斷は 難い けれみ、 アメリヵ 
が お 巧に 順應 してを のな 置を 變 
鸦 した 限-'、 巧 强もホ この 提議 
じ應 やる であらぅ ご說 き、 『報知 
新聞』 はアメ "'力の 誠意と フ！ 
グアー 氏の 极を的 態度を 賞揚し 
て H 本を 權が 即座 じこれ じ 賛同 
しな かつむ こごを 遺憾と し、 軍 
縮 會議の 成功は 英米 兩鹽が 巡が 
黯間 題ぷび 海上の 自 あじ 就て 相 


主力艦の 比率は ........ 

全般の一^ のでない 

目 本は 國防 上の 理 化から 困 執 . 

東を 特電 甘 五日 發 = お 軍々 雜じ熙 ずる ゼネ パァ じがけ るぞ 
プ ソン 氏の が 說じ對 し 日本 當 巧は 化をから のを 報を おます るを 
化默を 守る がが し 日本の 態 巧は 巧 則 どして 

〔一〕 H 本は 公明を つ 適切な 軍 欄 縮々 じけ 喜んで 參 一如す る 
〔ニ〕 H 本は 如： i ： むる 擦 準に 於ても 國 ほの 貧 擔を輕 がし 且つ 
を 寧を 巧 諮すべき 縮 かじ 同 息ず る. 

ご ニ〕 フラン > 案には 乂ホ同 息で わる 

〔四〕 H 本は 補助 艦 じ も 五 •五 •一二を を 適用 せんどす るァ リ 
力 案じは 賛成 ホ來ね 

( 五一な 毕巧禦 おのか 据 4 几て 制狠 ホに 置 （ i を ま 張す る 
東京 特電 廿 五日 發 ご一ユ ヨーク •タ井 ムス お】 = を 族 おじ 
於る み 力 G るが 軍浊 である 阪本 巧は 本日 往訪の 記を じ對 して ァ 
メリ 力の が 軍縮 少 提議」 掛し斯 るを 簾に 景も 必要なる ものは 協 
調の 梢 神で わる ど 肾頗し 暇 b じ 小規模の 艦艇 ごは 云へ 一 县戰時 
じ 化する 限り 縮 少の範 園に 加 ふべき をは 勿論で わらう か'、 六 百 
嗯がの下の潜水艦？^如き長途の熙圖能カなきものは制おょ6除 
みすべき である ど 論じ、 こけ 等の 諸問題は 愼 重なる 技術的 調杳 
を かを どす るが 『自ネ は 巡が 鑑じ對 しても ま 力 艦の 比率 適用を 
受 くべき や と い ふこ ごじ 就て は斷 じて がら やど 答ん るの 外は な 
い、 羞 しこの 比率は ホ I て 科學的 V ら 地理 的 じ も 制を された も 
の ホな < 、單じ 戰聞 艦に がての み滿 せなる 比率の 協を を 表明 L 
がる じ 過ぎ a い、 なに この 比率を を般 のじ 適用せ ざる 巧ら や ご 
いふ 理由は な/、、 先 づ巧一 じを 閱の圃 巧 どぃ ふ 距離の 問題を 考 
當 しな けれげ なら 0』 ピ 述べた。 

じ對 して 譲步 した 點が ある ごす 
るなら ば、 をれ は 巡 巧 鑑ご 驅逐 
絕を阿 一視した る じを るが、 を 
の 

1 識步 は 恐らく ィ * キリス じ 
ごら ては 不満足で わらう ど斷じ 
日本 政府の 意見は ホ だが がして 
居なぃ が數 （共：！！ 本の 一般 輿論 
はま 力 艦の 比率を 巡 郑艦じ 適用 
し。 いこと、 並びに 歐防 上じ必 
要な 小型 腊艇の 制限は しない ミ 
を條 かごして 軍縮 會證 じ參 加す 
るで わらう ご說 いて 居る、 『時事 
新 巧』 は ァメリカが 稍を 協 的 態 
度に 出で、 フランスの 盧 見に 迎 
をし 聯 猫の 準脯委 貢會が 理論の 
範圍 から 離れて 實巧 化し 巧い 將 
ホに 忠縮 會畿む 召集を 促進す る 
であらう ご 批評し 『中 n 商業 新 
報』 け ダブ ソン 氏の お 說はフ ー 
ゲア ー 氏のを をを 披歷 した もの 
として 化 巧 的の 注目を 惹 （じ ま 


朝骄 輿論 

會議 召集を 歡迎 

東京 特電 二十四日 發 〔ニ ユョ 
1 ク •タ井 ムス 紙】 = H 本 海軍 

當 おは ァメブ 力の 軍縮 準備を 員 
をを 權 •キブ ソンを ん提證 に勒し 
ては お說の 巧を 

一切 がが が 4 るまで 柯等 
かの 批 がを 避けて 居る が、 一般 
好閒 がは こ i を大ク 的に 報道し 
て 曾 施の だ 集 ダ歡迎 （て 居る が 
I r 東を H 目 巧.—」 じ 現れた 退な 
! おお ± 官の酱 萬を は •キブ ジン 氏 
I の提 旗し わ 防 則は 巧す るに ホ 力 
^ 艦の 比率で わる 五— 五— 一二を 補 
一助 艦艇ん 一切に 適用 せんごす る 
.もんで M 時 じを 渡 型に 向て 制限 
- を 求 0 る じある か* 円本を して 
! は をの いづれ-」 街しても 不滿足 
I であらう ど 論じ？ アメリカが 今 
树の提 縮で 幾み な b 共イゲ リス 


互 的 じ 譲 ホす るの 巧は ないど 述 
ベた 0 

ま 京 〔聯合) 廿 四日 發 n を 力 
U る お 軍 筋ょ b 洩れた お 逍じ化 
れば ホるべき 軍縮 會 雑じ® ずる 
り 本の 化 あけ 左の かし。 

〔一〕 H 本は 一巧 峨 級な 下の 
を 糖 制限に 就て は 最ら剧 倒な 
る 用 息の下に 幾 タの條 がを 附 
ずで あらぅ ° 

ごご 日本は ま ヵ濫の 比を 五 
! お の 補助 艦 適用 じは 反 
對 し、 一 oil 0| との 比率 
適 3? と ホめ るで あらぅ。 

写 一〕 H 本は 最小 型の 巧鐵艦 
艇は 海軍 制限な かの ものごし 
して 除外を ホめ る。 

英佛 賛成 

本會 議は來 年頃 

パリ！ サ 五日 豬 u フランス 政 
あは 今が が 縮 貧 諸が をら やや 徹 
を 化ず る じ まるべき こごを 與待 
しブプ ァンみ 相は ゼホ ゲァ のを 
權じ訓 をを 澄して 實際 案み 具体 
化 じ 巧 力すべき こどを が じ 航空 
陸軍 方面は 勿論、 が 軍制 限 じ 就 
ても千化な化年度じ於て别强^ 
のを 縮 會講な 集を 促進す る こ £ 
じみし、 今 巧會議 では 先づ 小手 
試し ごして 航空 及び 陵 軍縮 少じ 
就ての 基礎 確立を 期して 居る が 
フランス 政府の 協調は 先み 會譲 
の 鍋 係 も あらので 非常に 注目を 
惹 いて 屠る。 

ロンドン 廿 五日 發 ：： r み 相 チヤ 
ン パ； レン 氏は 下院に 於て アメ 
9 々の 軍縮 提議は 協力 援助す る 
ど聲 明した。 


表面は 親日に 1 . 

.裏 U 恐ろ、 しい 排目 

南を 政府のから くりが 渐く與 明 

實業家 連 憤 起して 数 策を 考究 

ま 京 特電 二十 六日 發 = 南京 及び 漢ロ 事件 協を は 明日の 樞を 
院本 會議じ 提出ず る 善で あるが、 支那の 排日 運動を 阻止の 爲め 
n 本經濟 聯盟 も 憤 起 レて 近 （調査 委員 會を 設ける 當で をる。 

ま 京 特電 廿 五日 發 = 化 議± み 旧 信 化 氏の 支那 視察 談じ 依れ 
ば國 民政 巧は 孫 文 氏 三 一 お ま義の 貫徹を 期す る爲 めじ、 頗る 徹底 
的な 態 巧に おで、 をを の 服務 規巧中 じ も 威海 銜ゃ靑 島は 勿論、 
を變 、朝鮮は をょ b 琉ホじ まるす で回权 をを 圖し 常に これが 宣 
傅を 息らざる やぅ 規 をされ 居 ゥー 排 R の 影響は 歷然 たる もめが 
ある VJ 稱 して 居る。 I 

東京 特電 甘 四日 發 = 上海 商業 會議所 會頭米 里 氏は 上京し 语 
つて 曰く 『支那の 排 H 運動は 終 !^ しない ば からか 或 ± 地の 如き 
は却つて惡化してゐる、 之は1|^を政巧の取締らが御座なを至極 
だから だ、 專 々はな 力して 商 遭 上の 權 利を 擁護し なければ なら 
の』 を々 ご あるが 目 華 實業協 でも 『支が の 排日 運動が がほ繼 
績するものでをるならば自衛乎段じ巧る ^ が必要である』 ピ申 
をせ ち i 


蔣 かお 自ら 一 

墓^ 掘ろ； 

- 源氏の 勢力 伸長： 

濟南府 特電せ 四日 發 【 II ユョ 
— ク •タ并 ムス 巧) n おか 石が 

軍し おず るを 治 的 反感は 漸次 强 
烈 どならを 國的 じな つて ホた の 
でを 巧 巧 W 

反！！ n し 今 抽の山 東 省 間 題 
でも 武力 P をの 勢力を 爭 はん ど 
した 媽モ祥 お审は 一 時が 圖を中 
化し 寧ろ 蔣か 巧の 自が的 失脚を 
がつ のを 針に 出づる もの i か/、 
を 天の 張學 良が 軍 も 南を を府じ 
変が をを かした 宣言書を 资 すご 


共 じ、 秘か じ 使者を 舊敵 媽玉祥 
じ 送ち、 碼 をが 絕對じ 満蒙に 手 
を 染め や、 張も獨 軍の 動きに 嚴 
正中ず を 維持すべく 謀 b つ^ぁ 
るが、 蔣か ちょら 濟南巧 營赌を 
がせられ た 方 お 武將軍 も 四 巧の 
をを 率いて 濟南じ 入る が、 お 巧 
じ 密使を 送 b 濟南 占領 後は 狼 氏 
が 趣つ 時期が 到る まで 斷 じて 同 
ホを 

南京 か 巧に 手渡さな いご 
提議しじもの{か（、 蔣氏が巧 
く 不人氣 になつ わ 所 0 は 氏が 國 
民 會議じ 出席した 廣 東のを 濟た 
將取 をす 當じも ネ尙ほ 監禁し つ 
つ ぁる ことが 滨 一で， 第二は 蔣 
をが 媽巧 へのを 約を お 視し漢 ロ 


大紐育 

I 九 ニ 九 年 版 Y 近く 發巧 _ 

本 化か 搂に 編裳發 巧い じしょ した 『大が 育」 は、 幸 ひじして I 
江湖の 劈く がかき 巧 評を 博し、 をに 全が 一化殘 ら中資 助れ どな 
な 主した、 化て 本 化は 窠 一版の 巧 おを をが 轿 たじし、 貢 數をも 
ち 加した 千 化な サ化年 版を 新 じ 接がす る こご t なち ました、 お 
確に して 且つ 新ら しい 統計 ご 事 質を ぶ 礎 じして、 刻々 蠻 化する 
巧が 『大紐 育 J の眞 相を 傅 ふるに 遺 城 き こごを 巧して お b ま 
す。 がは 定 慎は 

豫約 ホを 者に 限りて 

特價と 十五 仙 

發刊 後の 御 購買には 

を. 價金一 弗 

とを しょ した、 速 かじ 豫約 御中 込みを ホ埋 いたします。 

0 巧 甘と 日 紐 育 新報 巧 


其’ か 海邊じ 出て 辑 た。 

巧 遊 幸海潑 、見 一美 人、 皇孫 
閒 曰、 汝是誰 之で、 お 曰、 ま 
是 大山 祇 紳之モ 、を 神 吾旧廉 
葺が姬 、ホ 名 水 化辭耶 姫、 因 
台、 ホち 姉 磐 長 姫が。 

皇 なじは この 妹娘が 餘程 御氣に 
巧 さわた もの V - 是 わて お 梭談巧 
を 始めて 音ら いる。 

皇孫 曰、 吾 欲 W め爲 妻、 如 之 
巧。 

妻 じしたい の だが、 どう だ ご い 
ふので あ も。 木 花 開耶姬 は么じ 
對 して 

妾 父 大山 斌 神化、 靖 S 垂問 
これ も搪 じな b 歌に なろ、 戯曲 
じなる、 天狗 ど 御 亀の 圃 面ど對 
照 するど、 神化の 春は いかにも 
のどか やかで ある •をれ から 大 
山祇 神の 處へ 巧っ て、 吾見を 之 
モ欲 0 爲妻 V 」 御 思 召の 程を 話す 
ど、' 大山 祇神 まて 滿悅 で、 乃 使 
ニ 女、 持な 机飮 食、 奉 進 ど ある 
山海の 珍 ホを 具へ て 娘 二人 じ 御 
相手をさせる、 處がこ i じ 神 巧 
の 己巧瞩 係の お 劇が 起こる。 を 
れじ皇 おか 巧の 木 花關耶 姫かゾ 
ッ コン 御氣じ 召し わが、 姉の 磐 
長 姬を御 嫌に' なっね。 

皇孫 謂姉爲 醜、 不 御而罷 、妹 
有麗 色、 引而幸 之、 則 一夜 有 
身。 

i ど ある、 この-巧 有 身は をに 讓 
つて、 兎 じ 巧 姉け 綺綾 ょろし か 
らずご あつて、 妹の みを 寵愛 さ 
れ た、 こ' の 磐長姬 が、 賴 朝の 裘 
人口 じがけ も 政 子の 樣な ャリ 手で 
あつたら 妹の 身替 じで も C :* つた 
でを らうが、 神化の 女は 眞 正直 
であつ た。 

磐 長 姬大栽 而祖么 曰、 假使天 
お 不巧ま 御ぎ、 ホ 兒永壽 ち 如 
磐 巧 之 常な、 今旣不 な、 唯 お 
獨是 卿、 を 其を 兒必如 木 花 之 
移を。 

くやしさ、 うらめし さの 餘 6 謝 
はれた ので ある、 自 みの 一處の 
おなら 磐石の 常 おする かく、 千 
化 八 千 化まで 長命す るで わらう 
が、 巧の 子は 木の 巧の やう じ、 
唤 くごは 散る、 短命 だ ごい ふの 
である、 化 化ん 短命 么緣化 ご 記 
註が あるから 沙羅双樹の 花の 如 
< 、人の かの 移 b をへ るのは、 
この S 角顆 係の す お 立 じ 因緣し 
て 居る ごい ふの だ？ 醜い など ご 
いって 女を 粗略に ずる ミホが 恐 
ろしい ° 

ニユ ー ョ！ ク 春秋 

♦ァメリヵの 關規 審議 會 に、 
日本のを なから 更ら じみ 國ょ b 
の 聖書 輸入 じまで 課稱の 議案が 
おて 居る、 おついで じ 『外国ょ 
らの乘 客 じ 附着し た^を 一匹に 
對し幾 割 幾 かを 謀稅』 する、 遣 
つて潰く£だ。 一 
♦ホけ る 屍の 田 中 巧 閣を前 じ 
して、 濱ロ ラキ オン 渡 裁 閣下、 
オも かけられ 中、 化 も 出し 得ず 
i 層 動物園に 備 へて 愚 {か。 

♦日本人 會總會 にお だる 動證 
たる や、 緊急動議 じ ホらず、 攀 
ん珍 にして 窮 なる ものな り。 

♦ァグネス 嫂の 音 築を じ 御 あ 
いさつ 附の 花環. か 贈られ じので 
『ま、 女學 校の 卒業式を 想 出し 
てよ』 ど 巧る 奧樣 がは ろら とな 
すつ た、 賴唱が をれ まで あつた 
から、 をれ でよ ろしい 0 , 


の おを ぉ诲 せし むる i じかぶ 
騎手 S 選を け 巧る 化. VU から 
巧 はれる。 

杉 山 巧に 一巧ず 

【甘 四日】 日 魯漁楽 會社提 社長 
は 杉 山 茂 义氏じ 進退を 一巧し 
たが 島德藏 氏の 出資を た 一る 乾 
新兵 衛氏も 杉 山 巧に 說 解を ホ 
めた ど 0 

相 州 小 巧 原 大火 

【甘 四日〕 廿ニ H 佔州小 出が 度 
び 酒 句が で 巧 - V 十 戶燒失 ム た 

長 巧 代議 七 脫黨* 

(甘 四 呂】 民政 黨巧議 十 長^ 則 
昭 巧は 脫黨 したが 多を おん 轉 
じ入黨 せんと。 


隨筆 


鬼 書餘錄 


上 


.坡 ± 遜小叟 

をめ U 永を 只 濁り、 古寫 本：!： 
本書 記、 神 巧を ドを 開けて 見， I ? 
本は 太 阪每日 新聞社で な 製 巧 it 
した 秘籍 大鑑の 一っで、 神化ぶ 
下の 宮 巧を 圖書 寮の 賴 本で もも 
る、 中を まめ 帖 本で 書麗は I 節 
一章 まも-^ だが、 柯れら 韻を 
素が P 、 应氣 、覇氣 、才氣 なで 徽 
デン もない 0 開けて をる ので、 讀 
わので はない、 雲 姻過眼 式じス 
ラスラ スゥ ツト 見て 巧く ホけ で 
ある 0 悠長な 氣恃 じなる、 な 育で 
は匆体^:^い樣な長閑かな日ピ。 
あめの ぅずめの 命 
眼が… ミ.. 必が をれ^ もな しに 
天孫 降 廳の條 じ 低徊す る、 頗る 
を拔な 事が 書いて ある、 皇孫 ヒ 
ホ、 ニ、 ダノ 尊が 皇祖から 天 
壌 無窮の 神 勃を 良し こむ で 天の 
磐 座を 離れ、 天の 八 墨 雲を 押し 
かけて、 天降ら じな* を 中、 天 
の 八達 之 街 じか I ら ご其處 
じ 道祖神 ごも 庚申 さ 主と もい ム 
猿旧彥 命が 道 案 巧 ご あって 御迎 
じ おて 居る、 鼻 長と 腿-背は と 
尋 、ロ 虎明耀 •眼は 八^の 鏡の 
やぅで、 テ 9 力' > ャク 一一 ご ホ 酸 
醬じ 似た bvl ある、 天 W 臻でゎ 
る、 これは 唯ら のでは ザい VI 言 
ふので、 これが 應對 のな じ擇ば 
れ たのが、 おじ 御 儀の 晋と いふ 
をの 御 本 曾で ある ッ ブーで あつ 
た。 これなら 芝居 じな す々 ァ 
ッ！ ン にもなる、 窠 H 女を 選 
拔 する VJ いふの が 振つ て 居る の 

じ、 この 御 亀 殿の 巧衝 頑が で ラ 
■ 0 

プゾ j 乃 義其胸 乳 押 裳 帶め齊 
下 而暖曝 向 立 ごい ふので ある、 
女だてらに、 胸、 乳を 義 はじし 
て、 ぶ もの、 帶 まで 隣 平 じ 巧し 

まくつて、 ニタ ヶ き*-../— ピ 
笑って 天狗 樣の 鼻先に ぶって 居 
る どい ふの だから、 馬鹿 じ 面白 
芝居に もなる、々 アツ—- グじも 
なる ホ 石の 猿田彥 もこ^ じは 度 
膽 . N 0 かれた もの ど 見 •!：； て、 汝 
爲么 何故 耶と ある。 

磐 長 姬ご木 花 開^ 姬 

皇孫が： 3 ぉの 高 千 穂べ 御 降臨 
じな つて、 をれ から 固!^ 勇めて 
ア チコ チせられ る 中 じ 吾 旧の 崎 
ごいふ虔じホられた、 こ^::一大 
山祇 神と いふ 人の 頗 化で この 神 
樣じ 二人 娘が おて 其 妹娘が 吾 旧 
津姬 とも 木 化 開耶姬 どもい ふ、 
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豐ホ 洋遷 

丸 山 洋服 蘭會 


ー稅關 事務 

豪， 伴を 化幷 じを 斟ホ 
の 厳 お 入 方法 じ 幽す 
ずる-切の 御 諮觸じ 
應で戲 道氣船 貨插ぷ 
貸ぶ お 帆 表 お 關主續 
蓄等 進呈す。 重 巧 都 
おお 化埋 巧を も— 誠 
實を速 抑 用命 じ廳中 

煤輸 取扱 
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齒巧醫 

多年の 經驗を 0 て 
最新 ま 巧 學ず術 じ 
巧 簾 じて 信用 篤 L 
= 施術 巧お廉 n 
日本人 諸君 じは 巧 
じ T 寧 窓 巧に 治療 

診察 時間 (每 U ) 
午前 化 時 n 午後 
九 時 

日曜 午後 一時 迄 


廢科醫 

►該察 時間 A 
每日 (日曜を 除 < ) 
午前 九 時よ b 
午を 五 時半 
水曜 午 巧 九 持！ 
午後 一時 


診療 

午前 十 時 ょら 十二 
時、 午後 六 時 ょら 
八 時、 日曜は 前約 
願 上 お 

ドク ト\ 

山 ロニ 一之助 


詔 肺 診療 

前約 願 上 お 

ゴ！ 子 か大學 
ドク トか オブメ rv ン 

醫學巧 ± 

吉 居悅彌 


H 本* 支が 寶玉製 美 
術 お、 婦人 用 音節 其 
化 装飾品 

阀島訂 t れ 

高等 美術 お 酱辖、 

首 飾 品、 スト 9 ング 
日本 服 裁縫’ 
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東洋 お 術 お書議 、レ 
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お) 長が 德一 柴田幸 S 郎 一 乂 
阪 於) 西 川 源 太が (兵 庫醉霧 
木 喜 八 (福 岡縣) ホみ 摩を 前 
な 育大學 々生 八 木 郡 平 ' 
をのまじ通かを度き儀を-^ 
肤間 本人 若 {はか 人ょ^ 巧 
化 巧 卸 通知 願 上 お 

紐 育帯國 総領 I 霜 

1 品す oad き y す こ 量 百 
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成功の 秘 謙； 

一 乂國式 巧 語を 註 T 事 
は 成功の 繁 一義 V す 
本校には H ネ A が授 
じ 慣れた 痒 巧 婦< な 
師を 6 懇切 じ會 が 通 
信 文 社を 語を 敎 K し 
まず。 日 疆遇吐 じ 
午 蘭 化炼よ b 宇み 十 
時まで 蘭 俊 I 1 - ツ 
スンと 个 五軸づ 
今 H 底 七に ホ 搜んれ 
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十五 年の 歷お ある 當 巧は タ 年の 
經驗 と 新 智識を 有する 敎 師を聘 
し 自數車 
操 縱法及 
び 運搏者 
の 修得す 
べき か 要 
な 機賴的 
智識を お 
期閒 にし 
て 最も 能 
牵 ある 徹 
弦 的 技術 

をを 習し をが 獲得を 保 盛し 磯 業 
ロを も岡旋 します。 
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金解禁 U 下半期 か 

爲替 巧び 逆轉 して 政府 攻擊の 的 
‘ 平價切 下げには 反對が 多し 

ま 京 巧 g 二十 五日 お = 中 橋が 相は を輸 解禁 じ對し 本年 ド 平季 
頃 か適當 でんら ぅピ 述べて 注目を おいて 居る が、 去る 巧 腿 日 一 
時 四十： 五 巧 盛に お 巧した 货 をは 巧び 逆 巧して 化觸を 生む じ ま > 
しため お 段藏侧 ではを 輸 解禁は 改府 の空宣 がで 财界 を攪亂 する 
ご 田 中 首 化に をして 嚴 重な 普吿 をを する 答 ト ある。 

田 中內閣 がを— じ？、 何 I 笔 ニは— 装は 單 じ— 

相 煤を をを せし レる だけが 目的 
では U い、 ホ價 解禁 じょ b 巧替 
は 平價じ 化し、 物 憤は 下落し、 
がぞ^ 一段の 整 埋を强 要される 
この 整 禪を經 てこを 解禁 後の 國 
際經濟 のを 化 じたへ て 巧 かれる 
f ので、 溫室育 もの 巧が がが をを 
のま i をつ く- 〇 解禁 下に さらけ 
出す のは、 一時は ょ （て も 先き 
へ 巧つ てな 直 b 力が じぶ い、 解 
禁じは 財 巧 じか 文る 意 ホの 衝擊 
を あたへ る どい ふ 政策 的。 目的 
もを ませなければ ならない。 

第 四は を 輸出 禁止 後 じを 


等の 誠な を 示さ や、 がを、 經濟 
の 實狀バ 日に {解禁 準備 じ 背 
端して 巧 （をな でを ち、 こむ ト 
映 じて お替化 場は 绍米 四十 四 巧 
から 五十 弗の 間を 柯 巧まで も 化 
をして 居る 

狀 態に をみ、 この 際すみ 
やか じを が 禁を實 わする じは、 
ホ 巧 切 下げょ b ほか 斷 じて 施す 
べき策は^:^いごの說が最を頓じ 
- ま 巧され る やぅに なつて ホた の 
ぷ 、一應 この 問題 じ留 して、 經 
濟審證 をは 前號所 報の かく 平價 
切 下げ じ 反 割の 諮 論が 多 數を占 
めた が、 的 ほこれを 具体的 じ 報 
道す るに、 當日 論議の 結果、 委 
員タ あのを 見 どして は、 左 S か 
きを 補の 理由から 平懼切 b 下げ 
じは 化 おで、 中 じは 现論 はを も 
角 ごして、 ゎか 固の 實 をが まだ 
'ホ お 切 b でげ を 行は なければ む 
らな いほで 巧 迫して は 居るまい 
どの 見方ら みくな かつた、 いま 
委員の が b 下げ 反掛 論の 理由を 
則^れげ 


ました 债權憤 おを 除き、 をれ な 
前じ發 ホした 巧 憤、 化 ホ 値、 化 
償を の 化の 長期の 債權憤 お、 む 
ら びじ 圓 惟の 恢 化を 謀 期しての 
憤 權憤お 明 係に おいては 平 巧が 
b 下げ じょ b 償 權者侧 は をれ だ 
け 損を する 現狀 のみ じ郎 しで 將 
來じ 渡る 銷係 じか i る 根本 巧變 
をを をた へる こごは 現狀 •か 絕掛 
じ悲觀 さるべき 鶏 合'」 のみ 採が 
される-- どで、 巧が 固の 現狀は 
をれ ほどでは U い、 巧 下げ 論ち 
は現狀 からを て 逆 じ 舊が懼 解禁 
が 債務者 じ 担 失を 巧へ る おを 間 
題 じする が、 タ數の お 巧 預金を 
等の 立 塔 等を 考 へれば、 やは b 
債權 ちが 護の 方が でむく べきで 
ある 0 

そ の ぃぃ片 山 巧が 圃の 中央 銀 巧 
はを 換 能力に わいて 危悅 さわる 
ほどでは ない 等の 巧 由 も あげら 
れ 、大勢は 反掛 論じ 傾い わ、 尙 
ほこれに 觸聯 してな 外 正貨 補充 
問題ら 論議され たが 適當な 名案 
も 見當ら や、 結枯 すみやか じを 
解禁す る よら？：： はない どい ふ 点 
じを もつ いた 0 


居る が、 棉花 ば 輸人最 お 期も谢 
て 四 巧-;* らは をの 除 入は 巧當繰 
和され やぅし、 あに だ 耶岡趣 
濟巧爭 件が 解 巧した な 上 巧 京 港 
ロ 事が の 解 化ら 近く こいに がふ 
が H 貨運勸 も 勢 ひ 緩 かされです 
で じ 上海 漢ロ なでは M 貨の 取引 
は 擦 頭し、 日本 截船會 社の 如 
輸入 關 係では 齡 腹の 不足を つげ 
て 居る 位で あ b 、 延い てこの 禪 
の排 り 貨 運動 も解决 して ■今後 
對支 あ洋負 易は、 まるし < 巧轉 
ずる もの ど 駐られ 、なほ ホ 糸の 
勒米 輸出 もァメ V 力の 好が はの 
然侍續 されて 居る 上じ爲 を も當 
か 四十 四、 五 ド 愛 じを をして 
鬼 じかぐ 買 易の 前途は、 對お問 
題の 解 巧を 中必じ 漸次 樂觀 され 
て睛る 0 


第 


玉 


，牛 憤が b 下げは い 
ふま でら.；： t (、ゎが お 制な 革で 
もる がら、 これに 關 ずる 法律 ま 
を證會 U 挺 おして 承認を 經 ねば 
ならない、 しかるに々 巧 就 曾み 
お 梯を見 てらゎ かる やう じ、 か 
かるを 大 。る 法案が やすやす ご 
通過す るは すだない、 野 黨や貴 
族院 のな 巧む 反 おけ 想像' しかた 
(な （、これ' じつれ て 民間 も替 
巧兩 論は 昭 々轟々 ど L て 沸騰し 
が 巧の 動 搖を惹 きお ゴは 火を を 
る ib 明らかで、 巧 巧ず 巧 切ら 
下げ じよら 削がに 勸搖を あたへ 
ずに が 禁 せんごず る 趣旨け 沒却 
さ；： る， まぃ ホ議 をを 姐 逆せ や 
L て々 の 幾 曾に 持 じ 越される や 
う。 こどに U れ ば、 解 祭は ます 
まず 先にの びて 巧 b 下げ じよら 
が 摸を 速 巧 せんどす る 目的 も 達 
せられない 0 

第一 一は ホ 僧 巧り 下げ 論は 
現が 四十 五 ド 八 内 n の 爲替徘 鶴 
がを のま/' 巧が 强の赏 みを お 映 
!' てち も {，のどむ し、 半 巧，^ か 
< ま；^ の お瞭は 留まれな いやう 
じ 見へ るるが' 举貸 はが' . C 中し 
て 現が はか 檢 出を 撰 じて 居る の 
で收 縮ず べき 姐 货が收 縮せ 中、 
ほを すべき 顿化 化を せ ホ、 闽際 

巧悄 もした がつ て 逆潮が つぐい 
て居るから、 巧巧^£化をして居 
るので、 を 解 祭を すれげ、 たも 
まも 半 憤に なし、 図 隙巧惜 もい 
よ W 上奸轉 す？ き赏カ V - 藏 して 
巧る ので ある、 こん 点は ぶく ホ 
化から ドげ を 巧つ た 諸 外 域け ぶ 
巧 •か はなはだし （が 少し ス、 脚 
々の 疲弊 まるし く、 解禁し てら 
ホ 巧にまで が 化する 営 力の。 か 
つた 圆 ごは 輩 情が も かふ。 


蜂の 巢 をつ； < やぅな 

關稅 引上げの 審議 

日本のを 魚に 二割 一二み 五 厘 要 ホ 
欲が 深いのは 寧ろ 小規模な 產業 

々じ 於け 


ら じ奇拔 なのは ァメ 
る 聖書の ぉ 版 業者で 
ホ ホ 聖書 や新禱 書は 外國 ょら 
輸入は を稅 どなつ て 居る が、 
千 九 巧 二十と 年 じか 國 から 輸 
入され た 聖書は 四十 四 万 四千 
と 十四 冊に 建して 居る、 巧々 
はァ メリ々 の 勞働者 あび 出版 
業者を 保護ず るた め 輸入 聖書 
じ酱 して 二割 五を の 關秘を 要 
求す る 

ど 述べて、 そんな こどは 聖書の 
m 憤を 高めて 聖書を 讀レ 者を 减 
じさ ィ やうな もの だ ごを 員から 
お 吨らを 受けて 居る が、 この 聖 
書 ご 云 ひ、 を 魚に せょ、 を 股ょ 
ら 見て 極めて 僅少な もので をる 
にも 離らず、 鞍く とも 一人ので 
院講 員を 捕へ て 引上げ 運動を し 
て 居る めで わるから、 關 糖の 引 
上げ 範 園を 制限す る ごい ふこ ご 
がか 巧 じ 難事で ぁるかを 窺 ふに 
足る であらう。 

棉花 輸入 一段を ど 

賓 易の 前途 

漸次 樂觀に 傾く 

年初； 3 ホの 巧が ぉ W 貿易は 對 
ま 間 題の 惡化じ 加よ るに 棉花の 
輸入ち 加 及び 爲替 の 淫動 が 態な 
どのた めを るし く悲觀 され、 上 
ザ 期 中の 入超は 或 ひは 一二 僚 脚を 
お 破し やう ど 見られて 居た， か、 

愚 あの お 勢で け 同期 中の 入超 額 
け ニ 億と、 八 千万 圓是當 (内地 
のが) ご 前年 间期 よりら、 僅か 
じ 一二、 凹 千万 山の 入超 お 加で を 
匹 ニ 仙 I ため 巧る もの/見られ、 資易界 


下院 歲 入を 員 會の關 お引上げ 
審議 じ闕 しては 砂糖の 踞稅間 題 
等が 泣證 の中必 とな b て 出る ど 
は聲 ばから、 まだ 議會へ 上积を 
見る じ 至ら や、 前途の 形勢 も 極 
めて 不鮮明 じて 
お黨がカま：1飽をも大統頌の 
意志を尊重して引-^けの範園 
を 或 も 度に 止 のん どして 居る 
けれ 共-ペン 如を の 化を 中必 
どして を 般的引 fc げを耍 ホす 
る老 もを，、、 巧黨 幹部の 指導 
方針み 窠 ではい かなる 形-,— 變 
化する や- 計ら しれ；；^* い 形勢 
であるか 

現 化の が 勢を もつ てす る じ 大体 
じ 巧て は 引上げ 論 W 大ホ 業ょ ち 
も 寧ろ 他 ホ 的な 小規模の な 業者 
がその 地 支 逃 出 S 議員を 通じて 
自己に ち お。 願概 引上げを 要 ホ 
する をの ぞく、 中广は バナナの 
離稅 引— げを 要求して 委員 食に 
幫 劇を 牛む どいつた 風ト 、委貴 
會は 宛然 絳 S 逍 をつ i < やぅな 
骚 ぎを おじて 居る。 

巧に 最巧 ま民會 での 大笑 ひど 
なつた ものに ィン デ アナ 州 選 
出 下院 爺 M シ ー アマン 氏が 力 
說 した 日本ょ h の 輸入を おじ 
ぉし S 剑 一二 か 五 姐の が稅 要求 
で 氏け 颇る眞 面目 臭つ て 二十 
年 前 M 化の 農夫は を 魚 池 じ 着 
目して をの 街を が 態を 調査 さ 
れ たもので あるが、 今 H — が 
>1. け アメリカに 立派な をなん 
が おを お化しな ど 述べ 
『を あけを 物で じ < - 础 の赞渾 
お t わ b 装飾 おどして 

五 M か' 贊られ て 居る が こ を I に- 縷の ホ剛を あたへ て 岩る 


爲替 またぶ 弗臺 

サ なが ゲ向 きじな つじ 爲 
替 はを 六 H 四十 五 弗-」 なつた 

利 下から 預金 减 

東京 特電 二十 五日 發 N 頂を 利 
T げの 影響で ニ 一月 ホを 頤預 をは 
ニ 巧 ょら ニ 千 ホな 八十 一方 叫贼 
少し 貸出しは 五 千 巧 阳弱增 加ず 

關稅引 上の 影響 

東京 特電 二十四日 發り 農業 救 
濟 法の 補助 案じる ホ 題の 開規引 
上げは H 本の 輸出に 影響 薄き を 
a みで ある。 


魚 じ刚随 して 柿々 じを 業が 利益 
を 占めて 居る、 削ち をみ 乂 いの 
がず やや、 をを のがで … ：… 』 ご 
主く したてた のじは 流 おのま 員 
速 も呆氣 じから n て 居た が、 あ I 


即も乂 藏あ發 おじ ょれば h 半期 
中の 半ば る、 去る S 巧 末 H ま 
での 人超總 額は 別 巧の ご ど （、 
一な 九 千 ニな々 W ご 前年 同 巧よ 
ら寬千 方 W の 入超ち 加を 示して 
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尋れ人 

(宮城 縣) 大橋武 雄 (長 巧縣 一 歎 
巧ず 人 (同) が 伯鎭雄 魔 島 
縣) 中が 榮ニ (岡) 渡 邊あ助 〔柬 
京 巧) 古澤 武之巧 (か 歌山縣 } 
後滕甚 之を (が ぉ縣 } を 下壽之 
ま (山 ロ縣) 德族お 二 前 (熊 
本縣) ぁ 村巧義 (鳥 艰縣) 廳勝 
衛 (山 ロ縣) 巧 岳き (愛媛 縣) 
お 旧常吉 (か 歌 山縣) 松 本半吉 
(鹿 兒島縣 ) 國 上が 巧-あ 知縣) 
未 化 (長 瞄縣) 地 出み 藏を 
(熊 本 お) ず ホな (福 岡縣) ニ 


SUN HANG FAR 

2 け 0- 抑 1 わ も B も 12 即 1412 巧 hS 权 
Te !, Mtmiunen け郎 4 

ク± 希 阿蹲替 を T で 巧證腕 
マ、 上 卒し じへ 目 窠埋宮 前 本な 
ィ 日ま繁 ては ばのと をのを 樓 笨 
、疆 f 々居 巧 直 ナお差 嗜渾巧 
をな。 御 まるぐ ャの上 好つ 理寺 
溶 護尤す 程白プ なげ じてん 4 
が 頭 ホ。 好 本 スニま 適 日 歐イ: 
あ、 の 評ん ィ 十す す本廉 f 
A ン程 を 諸 £ みのる 人が 


す 

々 



巧 六 箱 
で 目 了 四十 四 
面目 T 友 十四 


City Hall Tea Garden 

170 Nassau St . City 
N«xt to the Tribone Bldg 
Loo Lin Manager 


it し um 巧 rs ミ !] f oHHo 


樓おぉ 向 

獅 薄? 攝靑 

ひ 渐ル等 宴け 
い 杏 萬め 會 5^ 
き 化と 設 巧；*^ 
の 樓お備 日日 目 
喊じ円 あ 本^ 
簾て サら 人け" 


同 H 關 

it 業 

株ま膺 

社 協*^ 


LOTUS ROYAL 

CHOPSUEY RESTJSURANT 
12-18 化り 8 TH ST . 


IKUINE 

Hotel & 民が わ ursmt 
313 WJ 8 化が . New む rk 
Te しお h 叫 tef 巧の 
む 恥 Ad か 的 s ! l (山が 



TAIYO 

1 が 能を t 細 h 化 
Te し T なわ I 狎 ■脈 T 一 


DARUMA 

781— な h む 8. 
T 8 しわ 巧 n パ 858 


C^oUcgc I 打 打 
が 日 8 む oadway 
お 1 1 巧 rd & 124 th な S . 
了 el , IB 加 ningside 7 が 9 


ま宮 
午 午 
節 前 

i± 

半時 

開 

巧 


ii 

集 

雜 

園 


i 曰 
ブ曜 

ィ 及 

崇 ± 

褚曜 

をに 

おは 

へが 

がユ 


DANCING 

411 jSLJ 15 th_SL _ 

Tel . Cathedral 4408 &化 3 



お East 2 が h なけ d 

Tel . Lexington 5727 



^ IveJCo , 

340 W . 58 比 St . 

Telephone ; 
Columbus 8882 


(晒 日 •水) 巧 巧 お 


T0Y0 KWAN 

41 E . 19 th St 
Bsl . & 4化わ8. 
む I . Algo 叫 uin が 88 



等 

W 一^ 御 
巧 東 旅 
理^ 纔 

舘 


KATAG 附 BR0>S 

224 に 59比 St 
New York Ci か 

Te しおが お 34 如- 3 が 1 


The To か 0 00 . 

140 W . 的れ 化 
Iw む rk C ’ か 
Tei . Trafiigar 6558 


Wing Hing 

拙 Ifl S ' w 巧， fU . 削 y 
Tel.UuiversHy 巧 87 


Japan 

れ ov お ion Co. 

150 W . 65 ih Si . 

Tel . Endicoit おの i 


も KUWAYAMA 郎， 

114 に 5 拼 h み. 
New York Ci け 


巧 one . お が ni 


2 巧 3 
Cl 巧？ 


K 狂 wasoye Ho お! 

1 が Wes り 巧 f パ treet . 
おしむ 化 edral 巧 巧 
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旅 
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燒 

44 W . 46 比 St . 

Tel . Longacre 6411 


ロ 

m 

〇» 

S 縮 住 

則 

薑旧旅 

» と 

▲ 

淸 

勢 1 
餐 1 州® 

一 M 奉/ II 氣 

f 戀を 館！ 

邦 

乂パ 

ク ツ 

這 ラト 
を！^ ブ 7 
k ~ 片 タ 

i - 肖 ラ 

il 遭 三 

! 七 省 

crt 

- ar 

望 ミを マ 

作 





KINGYO & PET SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDF 巧扫 & 朗 RDS 

動 其 与を 
物® 十 種 

一 烏リ金 

切‘ 類ャぉ 


號 一十 お 百 お干 一 第 


卿を 通な 如で 巧を 獲 imps 


【日臘 十- 


日 古 


巧 四 ホ 四和昭 


ずを 燒 

おじ 御 料理 



ま 巧が 理 

が 磨 茶園 

司理人 度を 
巧敢の 方には まな 
の 御 便が じ 備へ巧 
間を 席の 街 用に 應 
や V くち 間巧卒 巧. 
す變お 引ぶ 願 巧な 
巧 上 卸 ま 內申上 侯 


支那 料理 


期ぶ 並に 御旅 舘 

稻 


佐， 巧 
兄 お 


た-で 占 

一 娘 勾- 
な ち ホ 苗 八十 AT 目 一二 ニニ 
S 活ス 々イブ一と 入 ニニ 


御 料理 錄卽宿 

太 陽 

壽司每 日 あ bi 卞 


日 f - 哩髮舘 崎。 

覆 四十 II 了 目な 霄地 ニな 五 塞 号 

I 一二 階 (を 六 街に 近し レ 


舞變 f i 

►社受 ダンス A 

►表情 悚操 A 

巧 了 寧 

親切 

朗十昭 ミ 巧 十一 時 

シャリフ •タン シ 

ング 師範 學 校ネ袭 
上衫 タマ 


提^ 蒲 お わい しいの 巧 

.會席 御 料理 

晝 食は 末廣へ 

叮 ザが 化 まが 大お巧 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

片桐 兄弟 商會 

スマ ドレ •プ P ダク プ 一ず 巧責元 


0 本を 巧 品 
日本 推ち 巧 
ま 巧 巧 雑を 


巧 夕 九 時を 巧 ま 
メ ，グ アドレス 〔年-巧 

東京 巧會 

トク ンタ預 ちまず 
なをの 肢 あち 


S ホ興攘 

腕 揃 ひの 巧 理人數 名 
か 日本人 諸君の 嗜好 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 一二 時を 開 巧 
(巧 ホ 五 T 目 サブ 
停車 巧の 下) 


一力 旅館な め - 

一帝國 旅纔酿 I 

1 を €. 霉 h S 二 ミ Yorlj 
TeL Su ぶま h ミミ 芸ち 一 


雜育 旅舘？ g ホ ザ 


費 

府 

御 

旅 

鑛 

ポ 

ぎ ミ 富; 
置き- i ： t 

自 i ■襄巧 

r 大 
S 浦 

1= ホ 
S が 

を 
四 
ぎ 十 
g ? 了 
i ： 昌 

ロー 

己 画 

ミ i 





桑 山 淸五狐 


さ W ジ己 h 9 を货 . P 呈 ad 昔 hia す， 
を. Wain 己 夏 一 


日本食^ 品 類 巧び 雜貨類 卸小賣 
巧 4¢! 大賣搁 桑 山商會 
新刊書 籍雜誌 小間物 日用品み 穂 


馨油龍 giSSI 韻。— 白 ホ 

日本 米 離 食 巧 psiis 雜 4 醫 

巧 巧 巧 か 巧 ホるな をが 一手 資搁巧 

日本食 巧 晶商會 


化 業廣吿 

例 牟^ 通ら 當 みか 業 仕 候. 

御 嘴子娜 .松風 辞 


爸 W . 基 h ぎ呈 y 


煎 餅 が、 小賣 
を 腐 油瘍 

日本 食料品 一タ 

Sunrise Rice Cake CO. 

巧 まさ irdiyr 

ぎ 五 al こ 2 ニ 


卷壽司 辨裳御 注文に 應 じまず 

木村屋 

當みホ 桐 巧# 氣化 

電話，- ミ； 八 五六 八 


田 乃 一ミンク 

ニ 07 3 rd 芒， Bet .置 己 Oth Streets 

ジ万吾 0 ミ Re 巧 ni 晋 s 


御 下宿 喜樂 

元 黒 綺旅舘 を 良を 藏 
含是 h F で0 董 n , N . Y . 
TeL ブ iangle ち ニ 


お莱お 域中必 、絞锁 事 お、 日本 
截 船な 化 銀 巧 大食 お 巧き 巧 巧 

を ぉ ホ テ 八 

巧 H 本を-特別 巧 わ b ) 

御 一巧 次 窠自郵 ザ 简巧迎 申上误 
巧 ニを iifiia si._ San Fici 蔓呈 if . 

レ タトル 市 

NP 旅鑛 

W 06 I 6 をみ さ ， wo ‘ uoattle * Avg 产 

停 苹谋ぉ 巧を ご IT 左側 《階 建 
H 本 巧 船 切 待が 巧 波 芦 場 送迎 

ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ 7 N S 登す dro St -, Los & 另 eles - Cai . 


■Ham— 

化 一 


- I マス 


儀 まる 

巾 五 H 

急死：^; 候 じか 明 二十 八 U 
午後 一時 東 化 十 T 目 ニ 四 

五を 祐シ ージエ — n ィ 
术葬 心！ おに 於て 吿別式 執 
巧 可？ I 此段 同人 生前 辱知 
諸君 i 誰 吿化傾 
昭ぶ凹 年 四月 什と U 
i 妻 化 お アンナ 
I 男同ト ー マス 
I 女 岡 マリアン 

I 友人 山 ロた 一二 郞 


長から 集め じの だが、 非常 じ 

嚴 選した の ミ 』 ご 

いふ。 をの 一首 
呈棉 鍋を を 

讀み人 梧樓 
妻を を 0 愛兒 なまして わがぶ 
は旣 にを ひた b 巧は 悲し も 
この 歌 じついて、 巧 探 蘭 U かぅ 
說明 ずる。 r 棉 鍋を 台」 はこ ユ 
!ォ グレ アンスの 渡邊か をん こ 
ごて、 彼 力は 棉 ばか 5 の j 地、 

鍋け をの " 巧で歌意^5まァ 

かぅ や V て兒 までむ して おひる 
まで、 接く、 仲 巧く 助 パを つ t 
ホた の だ ど、 渡邊 I 家 S 境涯を 
村を さんを-し 移し 植えて ホる の 
だ』 誠に 一 

和氣 露々 たる 會議 だつじ 
ホ 淵 おがが 出 紐の 時の こゴ だが 
『一体" 本人は を ホを 知ら ぬら 
しい、 宴會 ごる へば、 フ 兮—ッ 
カク ブ I 猶太 人 だけ 化 食 ふ 

ロ 1 K ト •チキン、 アイス • ク 

リ！ ムだ 舌の 咸覺を 疑 ふ』 と 一 
席 あつた 後、 午餐 貪が 開かれた 


ら 、をの 通 b の 品物が 見參 しわ 
『 - 体 誰が 注文し じ、 誰 だ」 
探題 ど 純 育が 長は、 罪の なすち 
を ひ 

惡食 通の 探題 だけ じ 頭を 
搔 いむ。 をの 探題が 又 頭を I つ 
化會證 も 撥いた-をれ は 「ポ 
トマ ック 河畔の が 球」 ご 題す る 
歌が 讀に 際して、 讀み人 「ホ 
on の ホ 磨 法師を、 「ホノ 0 
のァヵ パラ 法師」 ぶ やつての け 
た。 氣 がいた 頃は 巧 物の、 ゴヵ 
ィの醉 の 物， y 卿へ たやぅ じぐつ 
ど I 息 吐いて 『打つ 球は 春の 霞 
に 見ぇ ゎ ども 飛び立つ 鳥 じ彼處 
ぞご 知る』 ごが々 ご敲み 上げね 
『本 探題は 一 H が' 育郊 巧に がて 
ホ 磨 法師© ゴ^フを 

瞥見 しました、 けれで も 

雲 に か く れ る お巧 は 飛ば い 、 
なに 原作は 雲 じかくれ て ご あら 
まし じ：：；； y 春の 霞 じごな 作し ま 
した』 i 読 巧した。 會義 はお 淵 
將 軍の 溫顏 がさ やさ 5 > てゐる 
前で、 仲 善く 終つ じので ある。 


トー ，ス (四才 ザ) マリォン. (八 
ヶ 巧) の 可愛い 子 巧 をら つて 居 
b ホ 人の 家庭 じ 通勤して 眞 面目 
，じ 働き 現に 生命 保 險は紐 育生 命 
の 巧理人 一二 木を ま 氏を 通じて 五 
千 弗 (變 死の 瘍 をは 一力 張 j を 
掛けて 居 だが 去る 二十 五 H 午前 
一時 半 頃 前記 四 階の ァバ ー トメ 
ント 便所の 窓から をち てす 慮の 
巧を 遂げた 由、 n 。 ナ ー の 調書 
じ 依れば 旨 殺では な < 夜 ホ酪酌 
め氣 味が あつた じめ 入口 ど 間違 
つて 踏みを したので ゐ ると 岩 ふ 

搜を 背景に I て 

日本 詩歌 祭 

春に 相應な 催し 

まる 十と 日發刊 本誌で 紹介し 

て廣 いた ポぶ ブト •ぞか ド主罐 

の 『詩歌を』 は 二十日 午後 一二 巧 

當おア V ニウ •ピ！ の タリ スタ 
ドラ • ウス ご 

擧 だされた。 其 第一 巧 愛 
蘭± 、第二 回が 支那で 今回は H 
本の 詩歌を、 本 H かか 蘭と 云 ふ 
順序で ある さぅ だが、 當 日は 出 
席 者な 五十 余 名、 巧 井領 事と ギ 
ユ リック 睹±ィ」 は 詩歌 文 學じ國 
境は ない ご 云 ふ意發 、詩歌を 通 
じて 相を の 思想を 理解し をム國 
民 的を 渉の 有意義で ある どの 說_ 
を 述べ、 リップ 女を はか 歌數首 
俳句 數巧 英譯 せる ものを 朗讀し 
ホ國 詩歌 協會 長々！ ブス •ぺ 


佛 句は、 加賀 S 千 化 『戟 
顔 や 釣瓶 どられ て 賞 ひ 水』 並 じ 
『盤から ぅか 知ら わ ばが の. 巧ち 
ぎら』 の ニ 句を 說 巧した を、 狗 
二十 人の 《ィス ク！ グ 生徒が 敎 
師山 指導で 十と 字 詩 じ 做び お 詩 
の 最も おかいのを 持 も 寄つ て朗 
讀 しじが 中 じは 端册 式の 巧'— 英 
ぞを縱 書きに したの も ホ h -、 ホ 
を 一々 滿 開の 機樹 におび かけた 
尙ほ 姪臺じ 立てた 二つの 大纖獨 
じ ホ 人が 『日本の 詩の 爲 めじ』 
点火し、 あら じ 大藏事 お 官央人 
が 『米國 の 詩の 篇 めじ』 点火し 
てを を 終り、 更らじ 茶 違を 開き 
H 本 乾 柿を 添えて おした が、 日 
本人 側 出席者は 巧 旧、 小 細、 菅 
巧 等列數 巧で わつ た。 




ジ 氏は、 萬 案 集の 中の 讀人 不知 
『富 十： 山 J を 譲し 


お 賣—往 — 巧 ご 二十〕 

ゥッド クリフ 遊覽鑄 

ゥッド クリフ 遊覽 壌と 云 ふ ホ 
けでは 夏虜商 買の 去ん 筋に も 一 
寸 をからない 人 か ぁる わ も 知れ 
田が、 紐 育 あ 巧では 最も 目 ぼし 
い碟巧 有望の 夏 傷 だと 云 ふ增が 
ちる 最も 創立は ニ 年 位 ひの もの 
らしい が 日本人は ホ だ 一人 だ ど 
云 ふ 話で 然 かも 其の 僅かの 間に 
大 をを を掩ら へた ど 云 ふ 話 も 聞 
く、 をに 角巧會 社では す 回 H 本 
人を 歡迎 希發 する 由 だから 其の 
方面の 人け 一度 巧つ て 見る むら 
义は問 ひを はして 見る の も巧更 
徒勞 でも わるまい。 鶏 巧は ぉ| 
キプシ ー おの 町外れ 遊 賢 場の 巧 
まは 米 人 ボン ブイ 君で ある。 


時日 四月 ー'| 十八 日 (白 曜；^ 

午后み 時 四十 五を 

場所 プレジデント 劇瘍 

西 四十 八 T 目 二百 四十 セを (第 八 街と 


ブ 


- ドウで ィの 間) 


一二 浦 環 夫人 獨唱會 

切符 ニ 弗ぶ 一二 弗 

紐 育 新報 邮巧设 び ミュジ 々グ •カグ チ 

ュア •インス テチ ュ 1 ト 〔西と 牛 一二 T 
目 五十一 ニ お 電話 サス ケパナ ニニ 八 ニ〕 
ホ 遇 よら 间劇壌 じて 取扱 




化の 四月‘— 將 軍の 御前て 

探題 やが 長さん の會議 

赤 磨 法師 や棉 鍋老臺 活躍 

を 米の 備率 @ 能が、 前週 ホ、 

|>^出淵大使ぃ ゎ膝化で開かれたの 
I は、 本紙 旣 巧の 姐 b である 。を 


i 地の 總 領事、 锁孽し 紐 育郎が 巧 
I 商が 萬 記官を 加へ て 

總勢化 あ •か 威風を々 ど 入 
: なした。 —— 化 階で 斷て 粒く が 
j この 會遙 a 、 が' 区曾講 ごもい ふ 
が一阮 の、 まァ たホ檢 の會强 
一な のでれ る。 東を 义の內 の、 一 
I を 中 也 化を S 證村 ごい ふやぅ じ 
一向 蹈 もぶ じねん ださぅ でんる 
『がし、 俺 だけは W 段で。 い』 

I 原 晚務蕃 おを だけ a、 胸を 張つ 
I て 威張る ので ある C 『をろ！、 

一- 總 領事 だつ て-アメリカ のこ S 
|州をを持ってゐるのだ：^>、 條は 
I 化 义ご加 お 太 だ、 かるが 化 1、 


時節柄 恐ろしい。 ぅ （してが 長 
會 縮。 關 かむ た-をが 長 巧は、 
色々 ご 

稀 ホロ やら、 打 かお やら、 
協 誰 やら ど 型み 如 < じ會議 進 
ん だ。 

『ちに 一致， な 力して、 だ お 
— 比の 幸碼增 進を 針る こど、 H 米 
親 蟹に 巧みす る こご」 

を：；？ 長さん 谨 が、 ロを 泡を 飛 
ばして 論じた こご、 額を 鴻 めて 
協强 した こご U 、 まァ 煎じ詰め 
る ごこん；：；： b こどに なつた 0 當り 
!前のこごだが、 をこけ、 1 寸匆 
体を つけて、 さう あ々 ご 新聞社 
から 輔化 b が 巧ても、 話すな 前 
すまい ぞ で、 會 難の 估 券に する 
の ださう である、 灰 聞 すれげ ミ 


i 俺は 村を でなくて、 探題 さま だ！.… 『何 か、 重大な こごで も あ b 
|ァり。 ど眉を揚げる。 逆ムのは-ましたか』 〜」伺ひをたて5見て 


も 『我輩の 性の 

哲學け 十一 章ょ b なをが 

』 巧 探題は、 をつ ぼを 向： 

て、 例の 超ア キン シュタィン 隙 
± を說 の、 蕴蓄 を披歷 され さ- 
なので、 喔み 掛ける こご も おが 
を 要すん。 お 探題は、 いつか 本 
紙で ァ愧 十： の 新 學說み 解る 十 
ん目 である ご 書い わのを 化據； 
『あ C は 十の 字 だけが 多-^、 恐 
りく ミ， ブッン •••だら ぅ j ど 好 
息 ある 解釋を 下しながら、 化 誤 
をが さの が權じ 障る らしい、 其 

潑 憤.. が 『化 哲學 十一 章 JS 

新學說 どなつ たらしい。 探題で 
思 ひを しわが、 こ のぞ じは、 字 
書趴敎 ゆる 所 じょれば 「詩歌み 
の會 じて 題を 探 b て 巧 も 取る- 
VJ 」 どい ふ 意睐も ある。 をれ 紋 
じ 巧 採 趣は、 會議の 席上、 かぅ 
述べた。 

『本 採 題 じ、 化み をが 長の 义 
化 的 ホ 巧の 報吿を 致しまず』 

く。 を" 文化的 方面 じがて、 同 
採 狸は、 歌を 朗讀 した、 『を 村 


イ タリの 關屋敏 子さん が ……： 

藝 術の 花 都に 聲價 y 擧ぐ 

作曲家 ストラウス 隙 ±等^ 賞 讚 


ち こ， 


i 

一 _ 


日本 聲樂ホ 中の が 太 おおを 化 
一 表すべき 隅な 敏 子女を は、 一げ 
，年が 太利暮 後が， 國 W ボ。 ニア、 

フロ 1 レ- ス 、ゲ で-ニス、 トリ 

、モデナ 等の 大都 かじ 於て ト 

- ピア タ 、少 チア、 リゴレット 
グ 、シピ， ア 等の 『ォ 
ペラ』 を 上がし、 去る 一二 巧 二十 
一日よ ち 二十と n まで ミラノ ボ 
- リコ 座 二 昨年 八 HS 浦 環 か 
i おの わ 蝶 夫人を 上がせ t 劇場】 

じがて ト ラビ r タ、 バ火ピ ー, 
シビ リアに 出が し、 が 太 利 第一 
一の n リィ ホデア •七 ！ ラ 紙を 始 
I めを 新聞から 筆を 蛙め て 貧 讚せ 
j られ たが、 今闽 {四月 六 U ) 昔樂 
I の 都なる 埃 太刺ウ キンナが り 本 
I を 巧 雜の國 際 的 一大が 會じッ ザ 


ヮザ 巧. ん 利ょ b 招かれ 尚 國大統 
領； 、クラス 閣 ド、 元首相 シ 3 パ 
—、 大藏 大臣 キで ンべク 、义练 
大臣 シュミッッ 等のを 大- 苗を お 
め、 間 威 貴顯が 五十を 名を 大野 
守衞を 化ょ b 巧 待 （巧が 藝術家 
の眞 憤をから しめんた め、 ニ 凹 
に 直 b たる 一大 锭會 を懼 ふし、 
巧賓 一同は 同 壊の 聲 を、 技能 じ 
於て 化 巧 じ まれ r * るコ 。ラナ ユー 
ラ •ソ グラノ のを 歌手なる を 知 
b ， 柯れも 驚 摩せる が 彼の 『サ 
ロメ」 の 巧 曲が じて がを U るリ 
ヒャグ ド •ストラゥス 博 ± の ご 

どきは 岡 壊 ど おに 記を 撮影を な 
すな ど大 歓待を ずけ たがを み 近 
きお 巧に 間國 々立 劇 填に おおす 
る 運びと ならわ ど。 (巧 ウイン 
ナ T ホ) 



本年 化 十二 歲ピを ふ鳥齡 でを る 
か 目下は 老衰 病で 巧に 瀬して 居 
る ごの こごで ある 
未亡人は これ 亦 作曲家 として 
有名な リッ ダの み 媛で 良緣ホ 
らて樂 人 ごして 名 底い ビユロ 
1 巧 ど 結婚し ニ A の 子供まで 
成した 仲で あつ わが、 ビユロ 
S 親友の 間柄 でんつ た 9 チア 
! ド • 7 グ ネ^ ざ 戀じ陷 b モ 
八な 六十 六 年に 彼の 許に まら 
ヮグネ^ ごの 間 じ 二人の 娘 ご 
唯つ た 一人の 息子を 生んだ、 
この 息よ が ヮグネ^の 『ジ！ 
グフリ I ト』 ごい ふ 歌劇 じな 
つたので ある 

ビユ n ! は をれ でも 放て ヮグネ 
八を 恨い やうな こどは な （、愛 
妻を 奪は むた 彼は 依然、 ワグネ 
一 一 グの 親ぶ としてを 際を 續 けて 居 
をので ある。 


S 浦 環さん 音樂の 夕べ 

今季 節て は 最後の レサ 并夕ル 


旣報 のかく 國筋 酌サプ ラノご 
して n 本が 化んだ 製 婆ぶ ニ沛環 
夫人がず シ ー ズ. > r わける お废 
- の レサ ィタ^は あ々 刚 夕を 化て 
I プ レジ ゲント 劇 おに 催される ベ 
、內 外人の 切符 曾 わき も 頗るが 
評で あるが 

同が はを 樂约 後に 環 夫人み レ 
セプシ 3 ンが ある 善で、 を 煤 
みの まみら アメ 4 力 かを ホの 
蹄 A 速. か补 巧け て 居る。 

プ 。ダラムは お 巧を の わ 蝶 夫人 
や浪卡 さんの 一節を 始め. こして 
を 曲の 名 化 揃 ひ、 伴奏は フラン 
ケッチを で わる。 


巧は 同 劇 媒は約 S 苗 人を 収容 
する だけの 小 劇谱で 二階を ニ 
ホ ォー ケス トラを 一二 弗 ごし 
がじン サ^ ~ ゥは 一 "て 居な-;^ か 
ら 座席み 選 擇は自 もで あり、 
入 煤 切 巧 U 當 がをお 入口で も 
ぶ贊 ずる 〔カットは たまき さ 
ん のな 巧の 舞專 を〕 


死じ微 する 

.樂聖 未亡人 

フロー •ワグネル ホ 人 

ドキツ から 逢した 巧 報に 放る 
ニ 化の 樂盤 ワグネ^ ホ 巴人は 


义 も*! 侣替り 

ホテル •マ ゼス テック 

- 最近 ニユ 3— ク 名物の クォ グ 
ド日フ •アストリアは 遂に ォッ 
フ キス •ビ水 デン グ 業者の 手に 

渡り 近く 取 壊す こどに なつて 居 
るが、 今度は 邦人 じ も お 耕染の 
深いと 十 一 T 目 V . 西 中央を 園 じ 
過去 一二 十五 ザ 挥 なした 十 二階建 
の々 チ片 •マゼ K チック も 総 費 

用 約 千 六な 巧 巧で W 十五 階 建の 

ホブ^;^， アパ—トメントじ 巧替 
をす る、 買 まは 四十 ニ 了 目 ご レ 
キ シン トン 巧に 五十六 階層の チ 
ヤ ニン •ビルデ ングを 建てた チ' 
ヤ 三ン玩 弟で ある。 


同胞の 變死 

便所の 窓から 壓落 
ホ內ま 八十 八 T 目 I こ宜 I 巧 地 
ち 化 兵 庫 縣ん化 風爲藏 (正 雄 又 

は > — マスの が おも ある) ごち 
ふ 同胞は 獨遂 人の ま 女 ごの 間に 


ザ 上 金魚 巧 

9 ニ 巧た h ? で It ミ Ifork C さ. 
phi 己 rcle 9738 


浮 W 璃ぷを Alin 

与 i も 程ち 

御 化， い餘 暇じ柯 ごも 言への 
淨瑶 巧の 趣味を 御 賞玩 被 遊 度 
皆樣 4^ ホ 遊を 歓迎を します 

野 澤ま王 

一 118 118 Wmth 班. 呈< 

Tel . Unim 芸是ち 


日光 節絲法 

明 二十 八日 午前 ニ 時 ょら 例 
年の 如く H ホ 節約 法が 實巧さ 
れ ますから 一時間 時計の 針を 
進める こどを をれ ない 樣じな 
さい。 


3 . を 話 ブラィアント 

f ' 晝ぶ畜 。みま 

イ ゲ寸重 葛 

こ,‘- 紐 育 ホ 西 画 十四 T 目 
S ニニ！ 二八 番ニ 庭) 
」ち呈 晋言ご 章岩呈 S 
ごご 18 f 三 舍ぎ N . Y . G . 
Tel . B 呈皇是 75 


眞旧 目なる ホ琼 同胞 じ 巧 « 
なる 践 業を 巧を す 

宮川 事務所 

紐 育 ホ 西 四十 ニ 了 目 昏ホ一 を 



mmm. 


S ■ 注 n Prsoci’sco Office: Los Angcks 0£ むが： Seattle Office; 

5 な 曲が k が St. 605 Sou 比 Gr 細过 Ave 1 が 4 Fourth Avenue 

N 巨 W YORK OFFICE: 

8-10 Bridge St. TEL. BOWLING GREEN 2262 
Chicacro Office: 100 W. Monroe St. 


怖咖 Bros:, liiG. 

F 日 r 巧が ! y 

M が uhachi & C 日 . 

17 EasM ? 化 化 lU. 
leL おが 叫 uir! お SS ぶ 


THEMIKW ^ NK , UO . 

化 W Y 郎 K AGENCY 
Room No. 712 
61 Broadway ん Yi C. 

む 1 む Wing 苗 een 3440 


The M 化 uiiisiii ぉ化 , LM. 

ft 叫 田 941, Etju け adle Building 
120 Broadw 巧 ， New む rk City 
Tei. Rector 9483 - 化 


AGENCY: JAPAN TOURIST BUREAU 


N . Y . K . LINE 

社 會船郵 本 ロ 


0 ぶぶ • Line 

大阪蘭 船會が 

2 郎 -8 WHITEH ま じ BUILDING 
け BmERY 化 4 化 化 W Y 邮 K Cin 
P 邮化 BOWLIHSG 化 EN 6392 - お 


巧 


欄 


ス 


ぺ 


シ 


ヤ 


ル 
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購 

說 

教 


THE FUJIM0T0 
SEOURiTiES GO., INC. 

12 日む oatiw 巧 , N, Y. Gity- 
Tei. Re 加 r 241 も お 39 


THE BAN! ( 叫郎 OSEN 

Room 1027 185 8roa お 化 N. Y. 
Pho が . む！ 1!an が 8583 


The な m け 〇讯日 Baiik, U も 

化 W 巧 RK が 巧が 
Room が 4 
1 がむ oa お 巧 
Te しむ rci 巧 4118"4 り 9 


Tile Yokotiama 

な ecie 配 Ilk, L 化 

5 化 Flcmr, Equitable おお， 

120 B 巧 adw 巧， N. ?. 

Phone Rector 2550 


The Bank 0 け ai 淵 i,LM, 

Room 5 巧 

8 州 nenson i 刖が ting Biiil が ng 
1 巧 Bwadwa も N. t 
おしむけ お n が 巧 32-33-34 



化 阿 Trading Go. 

151 ぶ此 Avenue 

(C が • 21 がみ.） 

Te し Aigo 叫 urn 364647 


M 邮 !M 邮 AB 閒 SJllG .， 

巧 - 55- 日 7 化 23ni St.i 
New む rk G け ] r 
Te し Gram げ巧娜 0 




呵! タ 


1 ,! お 一 - トお凸 お 牛 一を 


畫を 鑛 資 縱 【日曜 ±】 


ロ セ 廿巧四 年 四が 昭 【四 


パ 




驚 




® 羅府 、を 港 出帆 ( ホ ノグ ^ 經 由 ) 

羅府發 を港發 

( 午后 二が 化れ ) ( あか 化 化 ) 

天巧乂 五月 一二 H 五月 八日 
J れぁ乂 五 巧 十と 日 置ち 甘 ニ H 
春が 九 吾 化' 日 六ち 五日 
西 比 利 亞凡六 巧 四十 H , 六ち 十九 日 • 

® シアトル 出帆 (午 商 十 時 出帆〕 

横濱乂 五 巧 十五 日 
一二 島乂 六月 十五 日 
伊豫 义 六 巧せ 九日 
靜岡化 ^ 巧 かみ 日 

® 倫 巧 後日 本 巧 お 帆 

或訪 み 量 四日 
巧 見 也 五ち 十八 日 
箱 崎 か ホ 巧 一日 
▲が 青 巧 化 芭を 馬紹由 日本が 貨物 描— 巧 二回 
▲端 絡 化な。 が 社は 踩洲 巧、 南 来 巧 並に 田を 馬 
經由セ 平が 岸 巧み 激撤曾 化 S 巧 約 ぞリ乘 が 切 
巧 害 苗， 事 御 便宜に 取 計 ひ 申 上 丈す 
▲米 國經道 切符、 寝を ホ 等 も 狗魄宜 じ 取 計 ひ 申' 
上まず 


目 本陶撼 黑雜貨 類卸賣 

ザ元ブ タザ ー ス 


方 —Is _ 3,3 111— .4 

'ソ - • 


資本を 壹巧旧 
拂込濟 資本を 六 モ巧胜 
檢 立を ホ 千 四百 巧 脚 

能賦 S 井 銀 巧— 支 巧 

本店 東京 ホ 日本 橋 魔 本を 屋町 五を お 一巧 
支店 小が 日本 橋 乂の內 金ち 巧な 
名を 屋 京都 大度 巧 (大 反) 巧 戶 
廣島下 關巧司 若 お 巧 巧 長 《 
がな 敦を 買の 水 


お出 乂巧替 '電信 送を' ホ 送を， 旅行 借 巧が 
商業 信用 狀其 他】 股を 巧 業 

人 S ご囊 銀行 S まぶ 

鄉里 送を ハ 日本が 化 無手 數 巧？ 巧 速 おを 
本店 預金 (定期 通知 ノニ 稀) 巧 便が 取 巧 
本ち 店 おを (本な〕、 大お > 巧戶 、を 都 
巧 巧 地名を 屋 、小 お、 上が、 かを 


シアトル ぉ 帆 ( 午前 十 時 ) 
あら ばま乂 五ち 十一 二日 
あらび や 化 .五月 サ 一日 

るん どんか (玻潘 巧軌) ホ 巧 吉日 

►一等 橫演一 か五叛 

お L ばりず かるん でん もは 一 五冗乘 
▼一二 等 日本 お 五 五 巧ぎ 室大を 造を 族 室 i 
►御を 至に あ 4 1 等 割引せ な 切巧费 斤を 巧榜 

ロス アン ゼル又 出帆 ( 午後 一二 時 ) 
もんて びで を 化 六 巧 一 H 
ま X" ぃみ と 丹 十六 日 

▼一等- 蹟 濱ニ兰 0 邦價 はわい みを にらみ ー冀躁 
▼特別 i 二等 扫本 巧を 十化藏 ▼=! 等 日本 朽 五十を 萊 
V を 魏謡摘 巧觀輩 切な 霞 臺聲講 入御 鈴 淀 法り 侯 
►紐曹 織 パナマ 經ぉ 日本 ぞ那巧 貨物 腊月 一圓 


夏 瘍向品 特別 賣化 

夏瘍 'ホ賣 向 ダ ー ム 向新 荷を 着 
精々 勉强 御用 命に 應 だます 
目 ネ陶媪 黑雜貨 卸販賣 

令 浦 P 茂 木 桃 井 組 

一 105 E . ：16 を St . N . Y . 

He 产 Stuyv 浅 ant を累 1617 


盛费 y 語る 學 童が 品展覽 

博物 舘敎育 部の 一室を 獨 占して 

子供 デイは 五 巧 五日 


本紙 が 報 H 本の 六 大郡巿 
即も 巧を、 大阪 、巧 都、 名古屋 
神タ 、お 资を化 ホの 幼稚 圓 及び 
尋常 鳥 等 小學校 男女 學 生の 作品 
け 昨春 ま 巧みす 巧 業學校 じがて 
第一 间戚毙 曾を 銷 き、 次で 紐 育 
度び 巧が 西の 女學 校で も 小を 寛 
をを 锅い たが、 今圓 アメリヵン 

ミユゼ アム •オブ ■ナナ ユ ラグ ヒ 

义 トリー ごのを 渉が 整 ひ 去る ニ 
十 I 11 U よ > 间巧物 館巧窠 一階 敎 
育 部の 一 まを 獨 占して 總 計千餘 
ホの 展覽會 が 開かれた。 右は 五 
巧 十日まで 每日 無休で 繼綾 する 
(普通 日は 午前 九 的よ 6 五 時 ま 
で、 日曜は 午後-時 よら 五が i 
で 開會) 善で あるが、 該 蹈覺會 


, 

- 

I 


国 钓歷 あを 口述した ので 
ボ內を 國語學 校に おしては ボ敎 
育 局ょ b 學 校々 長 じ 宛て 展覺會 
の 性質、 會期 等を 說 明して ホ 人 
學量の參觀を猎涩ィ る£ ど K つ 
じ。 をに 就き 本巧學 量の が おを 
米國 じて お 費せ しめむ ごの 計盞 
じ當 巧ょ ら參 典せ る 日本人 會の 
一理 事は 『日本 學 量の 作 おを 述 
じて 其む 理其 情操 其 技倆、 其 趣 
味を ホ 人 社 食が 繼者じ 理解せ し 
わるは 頗るち 意義で ある ご 信ず 
る。 しかし 巧を 展寛會 開 おじ 伴 
ふ 設備 じ 要する 人員、 费 用の 缺 
乏 する 關係上 まだ 巧を じ當 初の 
目的を 達し 得ざる を 遺 城 ごする 
お、 順み お 覚會を 開く 計畫 であ 


のま 惟 者で ゐる紐 育 H 本人 會で j るから 一般 在留邦人 も 是非 聲援 


は 特別を 員 食を 組 域し お 本 理事 
を 總委賃 をに、 都築隆 氏を 陳列 
委員を とし、 巿川巧 物 舘囑托 を 
顧閉格 ごして 事務所 員は 勿論 篤 
志の 人々 協力して 

前週 ょ ら 準備-し 着手し じ 
がを 速力を 化て 作業の 結果 丹曜 
日 午後 じは 大体 整理が ぉ ホ、 安 
孫子 氏の か 製せ る 日乂學 校を 育 
組械の 比較 あ、 H 本人 基督を 學 
ホ 聯盟 キ事 お澤 巧の 幹旋じ 巧る 
日本風を 風化の 自慟的 か燈の 
据 付けを も 了つ たので 二十 一二 日 
關 會し翌 二十四日 じは 博物館 お 


を 典へ て 賞 ひたい』 ど 語つ た。 

ず 供 ディは 五ち 五 H 午を 
ニ 時半ょ b 四げ 半 ま f 博物館ょ 
ら 提供され た 一 階 右側 じある 大 
諸を を 使用ず る 普で、 ホ 川會纔 
委員長、 巧 中 ィング キブ ー シヨ 
ン委旨 長 & び 松本プ 。ダ タムを 
員 長 始めを 委員の 手に て 準備を 
整へ つ、 あら、 本紙 雜 切までに 
內 .纪 せる グ 。グラムは 內 山總領 
事化理 、ザ ュ 9 ッタ博 ± の演說 
學量じ 適する 映 書 歎を •子 お 噴 
獨唱 、が 育 お 會關炼 を 媛 速の 樓 
おで k 、 美 0 敎會觸 係み 息を 鐵 


育が G 赏助 會買タ 获の晚 を食乏 一隊のを 唱 なでで あるが、 當 日は 


を踞の 中央に 開いて 氣 勢を 添え 
を 新聞社 寫眞 班は 開 會當日 じは 
巧物舘 情報部 長 ピン ダア を、 同 
秘書 ユ ゥマン 女を、 敎育 部キ事 
ラムゼィ 女史 等 ご 共じ淸 水、 か 
桐、 桑 山、 を 西を 氏の み 息 か 遮 
を 背 愚 ごせる 展覽會 の 寫眞を 撮 
影した。 一方を 孫子 U を 書記長 
は 去る 二十 お H 午前 お敎育 巧を 
訪閱 しシで ー ャア陳 " H を ひ其秘 
溝 中 學お術 部 監皆お 任 グラント 
巧 等 ご 食 見して 展覺爵 の 


博物館 開館 時間は 午後 一時ょ 
五 時まで r あるから モお ディ 開 
閑 前後に 學量 作品の 度 覽會攘 を 
一巡す る 度 宜もゐ らぅ。 商 ほ 日 
會 事務所を 通じて ィン ゲキテ ー 
シ 3 ン 委員長 野中 夫人の 手に 商 
胞學 量の リストを 取纏めて ゐる 
が調杳洩れはあ6得る；である 
わら 子 化 デイ 送觀 ホ 撰の 向。 日 
會拳務 所 リち巧 中 委員をまで ま 
急 中 おあらた し、 左 すれば 無 盤 
入瘍 をの 郵送を 取 計ふ當 


n 本 ゴルフ 協转の 

杖隸 競技 會 

石綺 幹事 歸锁後 ホ ごして が 息 
を絕 つてな た H 本 ゴ八フ 協. 會も 
踏 辞の がを 節 じ 入 b 漸くを 巧を 
開始し 去 6 山 一り 第； 回春を 廣 
技 曾を サブ ス ベリ — じ 開いた。 

當 H は S 十六 ホー 八 • ンデ附 
き メタ 4. ブン<で武ザ貪長のお 
をを 獲 巧すべく 雨天に 巧 はら や I 
おお 巧 S 十八ん、 扱が、 巧 崎、 
渡邊 (巧)、 福 本の チヤ ム ピォ。 
がをおめ 叙 必ぃみ 巧 川雪洲 、武ホ 
奥が、 高木、 西 本 諸氏の 顔ち 見 
えたが、 午前の 化 賴は武 井 食 長 
自身 ネットと とを ホして 『會 を 
の提 おした が あが 會 長の 手に入 
らさ ぅだ』 と 評 ぅれた ご 云 ふ。 
が 化 出口 氏のと 化、 福 本 氏の 八 
0 なでが 成 機 じがし 午後 をら じ 
雨を 衝 ぃて 激戰 の結裝 
I 一等 出口 ネット ) お 九 
二等 武化 ネット 一六 0 
一二 等 西 本 ネット MC ； 一 
が 夫々 入賞し 焼は 後晚錢 なじ 移 
一 b 货 品の 採が が あ b 席上 本年は 
選手 戰を 六月 頃に 躁 上げて かわ 


する 希望 も 出で (コ ー ス の 化 粥 
を數 の化瘍 をを 得る 巧 宜の理 
じ 化ら) じが、 本年は 首 藤 商を 
書記官が ホ組參 如す る爲 め】 暴 
活 氣を呈 するなら む ど。 

紐 育 H 本 入を 

新年 度 理事. 

本紙 前號所 巧が 育 H 本人 會ぶ 
期總會じがては會則议び細則^^ 
ぉ 案’ 巧 ロ 英化懂 ± 記を H 爵マ 
舘設賴 案 巧を 部て 理事 會にン k 
ヮァし 巧 曾 則-し 化 ひ 理事 セ 十ち 
を避舉 せる が、 當 選者の 氏名 ほ 
みの 如し。 一 
靑木周 一 河が 常八滥 W 细久 
お 千 葉 四が 小 池巧隆 
をみ 郎化 戶德治 古泉 嚴重 
白な 信 一二 お 村壽近 朦祿但 
木 二王 鄉敏香 西 龍 雄 田 島 
繁ニ橋 本 十 お 郞熊渾 をが 
高 垣當- 策義一 を 倚が 泊 
高木 化み 郎 冷 ホ巧淸 楠瀬史 
美 离木隆 ま 堀 越 創を 山 拙 
藏 离を毁 彦星が 舆化 山を 
ま 武ホ理 一二郎 ホ滿幸 S 郎 
眞 僻が】 化 中を 雄 井*^, 正が 
松 本節 正 澗ロ賊 之 巧 本音を 


黛 治 良 旧 中 好 一二 巧谷貞 ホ郞' 
水な 渉 一二 寺 巧 偷化ま 延么巧 
一二 木を 吉 お田數 やお 滕當藏 
が 岡 ま 男 若を 彌助龜 ホ 貞義 
中 山 武夫 脇 本 誠 一 鴨ホ乂 
を 良 度 藏山田 助 造 枯水秀 茂 
織 田寬山 ロニ 一之助 ホ 桐義雄 
みが 正 太 郎を井 船を 河 添が 
治 大宮喜 化 治吉田 政治 風 
閒武！ ニ郞 瀬尾壽 一二 亩居悅 離 
木 田 萬 太が を 旧 德次郞 菊 池 
ボを衛 が 上武ホ 

婦人 俱樂 部見學 

旣報米 亞締人 お 樂部會 貴の ゲ 
ヮ ブサァ 女子大 學お 學のブ n グ 
ラでは 巧ら じ 變史し 時 H は 五月 
1 ik 水曜) 午前 十 時 十五を リダ 
ア^ィド ブラ ィブ 一 化 0 番フラ 
ァ Ik 人 邸ょ ら出發 、一直線に ポ 
キ f 7 シィじ 向 ひ 岡 大學總 を フヮ 
1: ネス 女を 及び ヒ^ 夫人 ま おの 
餐會じ 臨み、 校を、 圖書館 等 
を 觀を茶 造を マ クラック ン 夫人 
^內に 開く ミ どなつ む 由。 

松 永 巧 一行 消息 

目下 歐洲 視察 中の 東 巧 電力 株 
よ 曾 社々 長 松 ホを 左衛巧 氏は 益 
な 師 、出が 書 同伴 五月 お 甸英港 
sjj 帆の ォリ' ム ビブ ク號 にて 十四 
甘 ホが の豫 を。 

指 巧師說 敎例會 

ホる 五月 一日 (水曜 一 午後 八 時 
bH 本 お 樂部じ 紐 育 傑 必會例 
晋を 開きを々 木 指 巧師は 『が义 
丰偈』 の 題 下 じ 諸 巧 無常、 是必 
滅法の 巧を 說く由 じて 參聽 自由 

美ぶ 敎會の 近事 

H 本人 美の 敎會 の淸話 會例會 
は 昨が 敎會で 開かれた A 脇属舊 
幹事と 大島新 幹事 ごの 送迎 會は 
明 お八 時半 ょら 開かる t 當 A あ 
网 日曜 禮拜 献金は ま 邪の 飢键窮 
民 あ 助 資金 中 じ窗賴 する 由。 

^ ^ が 人 
♦を お 嘉治那 氏 踐道卷 紐 育 事 
務 所な 勤 技師、 お 月 八日 ぁ 帆の 
ァク キタ-一 ア号 じて 歐洲 經由歸 
轉の豫 を。 

•ホ 野 徹昭師 本 派 本願 寺開敎 
巧、 去る か 二日 着 紐 ホブ八 ベン 
じ 投宿 五月 四日々 レ ド ユァ号 じ 
て 渡英の 尝。 

♦餘木 お 氏 日本 蕾 家、 向上。 
參恒川 眞氏大 朝 東 朝 紐 貢 時 派 
員，. 化 野 ま 內氏後 巧 ごして 家族 
同伴 大が乂 じて 着 桑、 羅 府を經 
て 明 H 着 組の 善。 

•薄 旧忠雄 氏歸朝 中の 江 巧 n 
! お レー シ 一* ン 社員、 ホん み 息 
聞 伴 十五 日資 を 昨日 歸 巧。 

•稻荷 田 稻助氏 一二 井 鑛山部 S 
池 炭化 技師、 まる 十と H をが ニ 
ヶ巧 問を 部 及 中 巧 部の 炭 あ 視察 
の 上 六ち 下 ぉ 渡歐の 豫定。 

♦中 野太 郎氏 お 軍々 醫 中佐 
去る か 四 n 着が、 當か滞 化の 上 
聰踩 

♦上 與那巧 朝 珍 氏 海軍々 醫中 
佐、 同上。 

♦一二な 隙が 氏 お 軍 技手、 過 
歸轴の 中 西 春！ ニ 氏を 巧と して 本 
日眷 桃の 篱 

♦靑山 俊敎氏 夫人 慶事 S 井 物 
を會 社員 靑山 俊を 氏 夫人 方に 慶 
事 あら 去る 十六 日 巧 子 おを 高昭 
ど 命名、 ゆ 子 共し 魄 化の ホ 


♦紐 育 H 本人 敎會 
『予が 二十 一年 前 
が 育 巧 化の 巧 顧』 島 津化師 
♦基督 敎 修道 脅 
『神と 富 J 椿が 師 
♦日本人 美な 敎會 
『無て 叶 ふま じき もの』 

脇屋 義人 氏 


新着 

修養を 集 祭 お 
修養 文藝 名作選 
五月 号雜誌 

朝 U ' 
富 - ± 

キ ン グ 
薄談 クラブ 

講談 雜誌 

か 桐 兄弟 商會 


人員 募集 

夏 腐 事業に 適する 人 十 名 
慟き 先は ビッ 、バ ー ク ホぶ ト 

レー •ト巿 

を 至急な 集 致ます から 希 圏を は 
芯 記へ 御照會 ぁるか 又は ホる 五 
^ 1 日 (水曜) 午後 ニ 時ょ b 网時 
'てで じ 紐 育 巧 報 社へ 御來 訪れれ 
げ御面 誤の 上 お極めます 
昭か四 年 四月 二十と n 

太 西洋 市 林商會 

9 だぎ ardwalk Atia 量 呈 y , N - J . 


夏場 貸 度 

ミ la 量 是 hi 呈 d , N . J . の 有利なる 瘍 
所 じて 化 巧の スタンド をす 口 吉ョ ロ) 
のみ じて 一町 ホな 置 十 弗ょ b 化 
酉 巧の レント 

Ga 置 - Grocery 呈 d 兰 kind ミ i 置 
を 細は 左記へ 

47 Wes 二 害 St . Jes ぎ k 呈 y 
呈 .さ 夏 er 夏 夏の 

山 巧 


高柄な家具溶其、 居 
、む 地よ きま 化粧室 附 
別 じ綺魔 小 部屋 も 貸ます 

ニ W . 室 h ぞ f さ rk 日 ty 
さ one Mnh を er 8558 


巨 綺麗で 恰好ょ く 設備し 
わ 室 ど 大きい 化 巧 室 巧 

至を間がぶ巧 一 0 ょも貸度 

srs . 广 ST 呈 R , ニ さ. 苦さ St . 

Phone ジ h ち 一ち 萬篇 

裝飾綺麗の室、 設備 
達 完 きご クこ遇 

八 弗、 ダブ 八 一週 十 巧 

吉 TEL C 養 LE , だ W . 呈 ih ぎ呈 y 


貸 室 日本人の 家庭で 綺麗 

な 室が あちます。 わ 望の ホは ワ 
ズ クオ ー ス五几 四 ニ じ わ 電話を 
下さい ませ ° 


典 語敎授 


約 五な 觸 の 

クオ •トロ •フ 


ド タンク 

あび スチ 1 マ 1 トランク ホ 弗 五 

十 仙、 化 弗 五十 仙、 十二 弗 五十 
仙、々 し 許ら 使 巧し わ範類 一巧 

S 弗 度び お 弗 
萬 4 - 苗 章す 6 ., ロ 0 こ告 hsuN . V . 


ト タンクい；：：： こ 

イン ノ—ぺ I シ ヨン トランクを 

物と 弗 五十 仙よ ち 十二 ホ 五十 他 
59 S 雲 S — 


お 業は 午後 ど 巧 間 どで 玉 ンメン 
タリ 1 を アド ダ アンスの 兩穩の 
クラスが をら ます。 參觀 希望の 
ホは 參觀 らぉ ホます。 詳しい 規 
則 書は 時で も 無 化で 差 上げ ま 
ずから^ 中越 下さい。 學 ホは 一 
人 宛 T 谭じ 親切 じ ィンスト ラク 
ト してみ 一ます。 みに 發# 1 じ關し 
ては 特 r 一 注意し 正しくず る迄柯 
度で も 藍 一 ホ 致します。 授業料は 
比較的 壺 くて をして ィン， ト^ 
メ ント 化で 宜らを b ます。 創立 
H 十 年"^ 信は 化て 左の 宛を じ 
御 願 致- す。 

sdr 男 s | jEd 岩を 皇置董 it , 

. West 賽 Y . 田 . G ‘ 产， 

3 ニ jwest 雲 sif さ rk 置 y 


イ 

曲 N- 

諭 南 

II 

1 § 


的 


遊資^ 有德 證券へ wi 

一 

◎ 0本爲替', 平價ョ リぶ弗餘モ下9 マ シタ。 
◎唯今 H 本 巧地ノ を、 站 債、 株を ヲ買 乂ン成 


コト^ 高ィ弗 貨ヲ巧 -h 

ニナ タマ ス 0 

◎今 ダ買乂 レノ 結が 機、 
採 式/選定 ニ付ブ な 


を イ圓貨 ヲ買フ コト 

健 賞、 を巧ナ 債券、 
非繫 店へ 御 相談 下サ 


野が 馨 

紐 


も 

V 

A 


2 

4 

y 1— 
巧 4 
C 1 


C 
5 S 

置 が k S 

お々： 一む 加 
N G 即 削-^ 

ち 5 


奥^ 株式 會社 

宵 出張所 


駿 日本 ドラ k グ ふ蘭會 


—— r e 
G k 犯 6 扣 
^ cl 训 w が 

A to 

邮細順 触 W 

S3 5 格邮 


諸雜貨 仲買、 巧販賣 

保が 商會 


料哩 人？ 巧 パ バ’^ 

び 料理法を 敎授 ず、 新式 設備 
0. 曇 S 夏 

ニ 至 est 2 ゴ h St Gor- Bit ! 去 さ N.Y. 


賈度 


巧純收 円と 八十 巧 あ 

る レスト ラント 

歸酉 じがを 價 じて 讓度 家賃と 十 
五 弗 二階に 寢 室み 6 を 細 書面 
ニ 夏 H 資 - N . L , Was 至を き _ D . C . 



夏場 お 品 

特別 廉價テ W テ 御用 命 こ 
應 じす 申 候 間 御 引 立願 上 候 
日本 陶破帶 卸販賣 

F . D •商會 

お 玉、 布施 
『 edera す dDistrib を ミタす C . 
沒 W . 2ird で •， Mew York 
Tel . Gi 夏 y 岩 養 607 


日本 郵船 會社 { 並 ニを 鐵道會 社 ) 

代理 巧 巧 欄 兄弟 婦會 

乘 車、 乘船 切符 並 じ 小靖職 運送 御 便利 じ取圾 申します 


夏瘍向 U 新 荷 到着 = 

精々 勉强巧 致 候 間 御 引 立願 上 候 

胸 破語雜 貨卸賣 

春 田巧會 

141 Fif を >ve 、 New York City 

oor 日 er of 21 st wt . Tel . iUgonqui 口授 90- 援 91 


11 ^ ^ *15 N 新 稍 到着 H 

雜貨 、陶磁器 ' ランプ 及を 等捣々 
勉强可 化 候 間 御 註文 被 下 度 願 上 慎 

^太洋 貿易 株式 會社 

Helephone と go 日 qui 日沒 23.5 

101 Fifth>vens NewY ミ kChy 

ohica の c 访 ranch 援 7 W . Madi 叟 n wt ., Chicago , 111. 
2 ew 因己芭 a 日 & 巧 さ.- N . gsls 白を 00 •- 99 がを をを 望.、 巧 含ち ロ g 口を. 


新入 荷 


鹿 巧 お 
苹 幹 
靑干紫 厳 
千切 大披 
ごろ/ •挂布 
廳 昆布 


桑 山簡會 

ニ A E ち T 芸を ST ._ 尹 Y ‘ S . 

Phone . R な ent W 133- 窝 5 J 


東京 商 會特吿 


五 巧號' 

講談 俱樂部 .六 0 

キング •so 

富 ± 去 iO 

講談 雜誌 •己 0 
文藝 クラブ •五一 0 

其 化 到着 仕 候： 


紐 育 東京 商晉 
140 呈 . 里 thst._N. T.C. 
ジニ raf 量 二 夏 


▲鄕里 送金 及び 並 送金 (無手 數 巧)、 外圃 
爲替賣 買、 荷ち 替化 組が 立、 信用が 發 
巧 等 一般 銀行業な 御 巧 利 じ 取扱 可せ 候 

S 臺灣銀 巧 替ぉ張 所 

M S 細 話 お、 大巧 神ち 1 海、 淺 
ロ、 福 巧 厦巧袖 風、 香港、 廣 巧、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン 、バタ ビヤ、 を 買 
カ乐 カツ タ 、偷敦 、其 外臺縛 十四 ケ所 


'資本を 壹億圓 (を 額拂这 巧】 

、稽 立を 一億 五 巧 冗 十 萬 助 
內化本 支店 U お濱 (本店) を ま乂阪 
神戶長 時下 曲を を 尾 

橫鑽 ぶ 金銀 巧— 支 巧 

米 圍をま 巧 = を 港 骚# 沙ボ 布を 
其 他 世 巧み 圃 重要 都 ホュぞ 店及ュ グン 
ス ち之误 


本店 大阪 化濱五 T 目 
短 育で ち 紐育ブ 0 ! ドウ S ] 百 四十 化を 


巧 ま 
會 な 


住ぶ 銀 巧 


お. ち f 東を* 横濱 、名を 屋 、を鄰 、神 戸、 が 山 
一尾 ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 巧 下ノ顯 
化 支な 一巧 司、 小 倉、 を 松、 碟タ 、久留 ホ、 熊ネミ 
本國 預金、 廊 をを を 等は 摄 A 
て 巧 便利 迅速に 御 取 巧 可 申ち 


本庙 朝鮮 巧が 

支店 お 張 所は 日本 巧 地の 樞要都 ホ， 巧 供 
滿渊 、支那のを 地 及び 浦 盛斯お 

顯鮮銀 巧紐脊 出張所 

外 固鸦替 一般が 巧 業務 精々 御 巧が じ 化を 巧 

申上換 


藤本 證券 會か 

) お 有價觀 券ノ賣 買、 引受-募集 
. i を 離、 ホ ニ 之 ニ 賊スこ 切 ノ莱巧 

㈱賊 藤本 ビル 7。-? 銀 一竹 
が 育 出張 巧 


陶お 語、 雜 貨卸賣 

森 村 ブうザ ー ス 


日本 陶お 器雜貨 

ラ厶 プ卸賣 

奈良 貿易商 會 




ず 

社 

東 

京 

特 

電 

/ \ 

絮 
お 
お 甲 

轉 


お 川保瞭 事が 所 1 

H. aegawa. Insurance Broker. 

303 F 巧 比 Av 。.， 

Tel. Caledonia 4100 

內 田!^ 事 巧 巧 會胜巧 育ま 店 
Uchida む aosng し 〇 •, Inc. 

1 1 Park Place 
Tel. Barclay 1576 

島 貿易 巧 ま會抵 
Shima iV & 化 打 g Co.， Lt ん 
150 Broadway 
Telephone Rector 1484 

なま 食 化 ホ 尾賴さ 
Akawo 底 Co リ いん， 
235 Fifth Av«.» 

下 el. Caledonia 9758-5? 

ホ 倉 製 絲巧績 巧 式會を 
K お akura 友 Co., Lt ん， 

200 Madison Avenue 
Tel. Ashland 4545-4546 

K. Mildmoto 

MUdm が 〇 PearU 
535 Fifth Avenue 
Tel. Vand が bHt 2 な 9 

大 倉 な 紐 巧 ま 巧 ’ 
Oku 化 & Co リ 
30 Church St^ 

Tel. CorUandt 2292-93-94 

s 共 巧 ま會か 
化理店 
髙 巧巧會 
120 Broadw 化 H. Y. C. Tel. R 扣 ter 7884 
Facto け； お - 10 36 化 ive" しし City 

巧 巧のを なまを な 
4$ano Bussan Company 

Room 801-806 
1 が Broadway 
Tel CorUan か 如が - 8052 

Gosho Corporation, 

Silk Importers, 

40 狂 ast S4th Street 
Te!. Ashland が 的 •巧 
Gosho Co ， Inc" 

Co 巧 oa Exporter* 

朗占巧 ver か,， 

T«1 Bowlinfir Green 88)6-0P 

巧な 讲巧 おが 式を な 
な 育 事み 所 

South Manchuria R. R. Co., 

な 00 m 202 ら Canadian Pacific BMP'. 
342 Madison Ave. 

Tel. Vanderbilt 4135 

ミホ 物 ま 株式 會社 

短 巧 支 巧 
MUsui & Co リ 

6b Broadway, 

Tel. Bowliog Green 7520 

がま 會化お ホ 巧 巧 
なち 巧 張 所 
!wai 足 Co •，いん 

Wool worth Building, 
Te!. 巧れ Roy 8 が 0-61 ぷ 2 

H 麦が 事铁 まを な 
紐 育まな 
Mitsubishi Shoji Kabha 
(Mi ゎ ubishi Co" Ltd.) 

1 20 Broadwav 
Te!. Rector 2560-2564 

大阪朗 日 ニ ま 巧 朝日 
化 巧 ま 巧 
Osaka Asahi 

I he New ork if lines Annex 
Tel. Lackawanna 1000 

白本锦 化が まを it 
1 な 台 ま 店 

Japan Co れ on Trading Co .， Ltd., 
i 2 Park Avenu み 

1 Tol, Lexington 8787 

1 

日本 生糸 巧 ま會化 
お 育 支 巧 
出 P 剛 KI.ITB KtlS! け ， LTD 

Two Park Avenue 
TeL Ashland 5320 

巧な 名を お 
巧 育 支 巧 
Hara 在 Co リ 
443 Fourth Ave^ 

TeL Caledonia 7830-35 ' 

日米を 糸 株式 會社 
紐 育 支店 

NiCHi-BEi KiiTO umm\ mu 

(N!C 排 -BEI KHTO CO 。 LTD.) 
1 Peurk Avenue 
TcL AsWand 6246 ィ 7»48 ぺ 9 

大阪 毎日 ニ 义巧 日日 
鈴 木 H が 
Osaka Mainichi 
Room 306A World BuildUng 
Tel. Baekman 4259 


VOL . け， 加. け 52 


设 h で 没 卿な が 巧を ffltmp 巧 
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I 


I をは 垂 ねで 勞 農。 シア 政府 承 
認が 議案を 蘇會 に上稽 した。 

關稅案 完成 

木 幡リ頃 發表か 
ワ シン ト 、\ サ 九曰發 n 共れ 黨 
歲乂 委員を で 目す 起窜 やの 株 護 
關稅 をを は尙ほ 砂糖 願 お 問題に 
祭られて 化成を をる じ まらない 
けれ 巧 委お會 どし-- け 勘，、 共 ホ 


る 木曜 H までには 完 巧して これ 
を 氏 ホ 凝に 手 波 I た 上 ±幡 日頃 
を' 3 て 兩黨の お W 族 證會を 催し 
たる 上 燕 食に h 梧す る見达 みて 
ぁろ V 、 がみ 商の 輸入 裝 まは 今 
がは を 貿會し 請願聲 を 送 b て關 
稅引 ± け じ 反 巧す るを タく旣 じ 
協を？ わた 冲關稅 の 巧を は 一 巧 
秘密を 嚴守 しを 舅 會は畫 が 起を 
を 急いで 居る。 


第二 驚の 組織 運動 

(巧み〕 今後の な 中ムな 巧み 巧 ごの® 係で 第二 端 組織 蓮 並 
が- 挪 におな-巧み 氏 じ 鉛 木 喜 S 邮 、平 巧驟 一郎 氏 等を 共 間せ 
しめ 宇垣一成 おら 勸誘 せんごち はれて 居る が、 民政 黨侧 では 斯 
る 連載は 轟锁 のみ ご 冷評！ て 居る。 

^ 領事裁剌權撤廢か 

〔ホ 呂】 かを 部長 王あ羣 i はを ホ 兩國を 始め ごして フランス 
オラ j ン ダ， ノ ，八 ゥエ ー、 タラ ジか 等に 勤して 領事 裁判 權 の攒 
廢を I 遇吿 したが、 H 本 巧ぶ その他は 滿期 力ま 撤廢を 旣し承 かし 

‘ • i 心 > ‘ . C - 


W ろ VJ ' 


南京 派み み 裂 近、 し 


W 日 心 南京よ 6 の 報 泊 
人 I か 人は 身邊危 隙の 爲 めじ 
はお 然斷絕 し 媽玉祥 軍 はん 


じ 依れば 獨玉辟 波を 化 表して 居た 要 
巧 京 よら 逆 C し 遂に 蔣か石 ごの 閥 係 
面 省 じを め 寄せん ご乏 はる。 


/ 〔甘 九日】 をを ボか壬 半 
/ 知 漏れ 猛烈。 る贿 酸を 斯を 
/ k 糖を 冒された もの 繰 お 


王子の 市虜が 瓦斯 攻めに 


障を 乂藥 製造 巧で をの 弛みから 毒 あ 
輕 散し はを ニ 千 ロ*! 流れ込み 晒 喉 や 
± 子 明の サ駭戶 は 遂に 避難した C - 


天長節 ご 宮中 宴 

/ I ； 化 日】 御大 血 (後 第一 ぉの. 巧 長 
節 大觀を まは ホ 化" 午前 入 時 
巧々 木 練を 盛じ擧 が、 璧 古し 
は 正午 お 中當巧 殿に 大藝兮 を 
を體 させられ 賴 語を 賜っ j ! が 
皇后 陛ド じは 御 父君 お化^^ 宮 
殿下 S 御 喪中 じつき 御 狗^ I 遊 
ばされ なか つれ。 

床 次 巧 左手 負傷 

〔如 日，】 巧が 巧ニ郞 氏は 美が 展 
覽 會觀覽 のた め 上がを 園因會 
瘦じ向 ふ 途中 乘巧 自動 苹ー腺 
せじ 衝突し 左手に 全を ニ 選 巧 
の 負傷 どした。 一 

山 崎 次官 も 免官 

【か 日】 文部み 官山崎 達 之 格 氏 
は浓 願を官 ごなる。 一'' 

堀 切 氏 次官 拒絕！ 

【化 日】 堀 切 善兵衛 氏は 外^; 次 
宫 たるを 斷 つたが、 前 政 4; 會 
幹事長 島 旧 俊 雄 氏が 恐ら」. 就 
巧す る だら ぅど。 一； 

水 野 直 子 逝去ず I 

【册 日】 硏巧會 幹部 水 巧 ぉ L 言 
逝ました、 動 一等 瑞寶 章！！^ 
せられた。 

秩父宮 音 樂會へ 

【化 日〕 秩父宮 、同 妃兩 殿トじ 
は 高 松宮御 同伴、 什 八日ち 帝 
劇 ボリ クグチ 夫人の 獨唱 なじ 
成らせられ じ 0 

長 巧 氏が 友 入黨- 

〔化 日】 旣 報' 民な 黨を脫 だ 
長 巧則昭 氏は あ 式 じを 友ん 
乂黨 した。 

初 化 カナダ 公使 

【化 日】 德 川を 正氏タ ナご拓 
むる こど 閣魏 でかを した。 


日米 海底 線 不通 

〔か 日】 大や 巧が 底 紛ボ通 どな 

を 0 

漁夫の 組合 運動 

〔廿か 日】 B 魯 漁業 問麗未 解か， 
で 失業者 續 出し 北洋漁業 勞働 
者の 組を 組織 運動 起 b 勞働同 
盟は 動き 出した。 

總務 幹事長 更迭 

【廿化 日】 高 橋 ホ 威 巧は 政を 會 
總務 筆頭 じ、 前 かお 次官 森 格 
氏は 豫 報の 組 6 同黨 幹事長 ど 
。つた。 

商 相み 言動 非難 

(サ 八日】 井上準之助 氏は 經濟 
職盟 懇親 會 でを 解禁に 關 する 
中 橋 商 相の 言動 輕卒 U るを を 
.非難した。 

式部 長官 あ定ず 

【甘 八日】 林權助 男は を 部 長官 
じを 命され た。 

森 次官 依願免官 

【サ 八日】 か 格 政務次官 お 格、 
文部 参 輿官ぶ 藤ぶ 純、 大藏參 
與官 山ロ義 一を 巧の 願 免官 ご 
なる。 

地方 官 更迭 だん 

〔サ 八日】' 巧 務當は 人必！ 新、 
巧软 刷新の じめ タか五 巧 中旬 
化 ホ官の 更迭を 巧 ふ ど。 

ニ將大 連に 逃ぐ 

(甘 八日】 張宗昌 巧は 山 東ょ b 
大速じ 通 いんと し 日本 當局も 
の も 0 しき 馨戒 中で あるが 一 
方 吳ホ新 氏は 大を 上陸を がさ 
れや H 本に 己 かせん ど。 

化 條時敬 巧 逝'- ' 

【甘 八日】 前學習 院長 貴族 院議 


S e E r w 

rm w 做 w が w 

i ルん P む- 2 K 
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强 I 品骑 

"1121 w 进 HN "' 

wrfi ごご II ご A 

ア / リカ 自重して 1 
1 海軍 縮少の 徹底^ 期ず 

N 強制 徴兵制度 撤廢は 英米を 協して 巧 消し： 

幽靈 の典佛 協を は 未た 生&て 居る か 

ゼ ホゲア じが i 闽際職 閒軍槪 縮み 巧 臓を 員# の 席上に めて アィ" 力 化 お’ キブ ソン 氏は 前 號所巧 
のかく 陆 めて 卒化じ 巧 軍縮 ぉおを 提講 して 闕巧 政局に 一太が 欄シ ホみ つ 5 あるが、 一 ホ じ 於て 陸 
巧 端ぶ んホ钟 '，關 して- 2 ドキッ 及び。 シアが 頗る 巧 硬 じ 7 ランプ、 お ー， ン ド、 チで 3 ス e ゲキ 
ャ' り本をの化の强制徴お制2"のががをホ難[、 巧る制度に1てが巧すろ限^棒お縮々の赏義は 
徹ぶ しじい どて 化 も 的 じ おを 制を の撤廢 をを 求— たるに 現し、 前 鼓の 諾岡化 表は 頰 h •しを のが 要 
なるこ どを カ說 したる •か、 元 ホ 徴を制 巧に 對 して 強硬 じ反對 L つ i あ b しアメ V 々巧び ィ’ネ 9 マ 

東京 特電 二十 九日 發 i M 本 政府は 軍縮に 封す る アメリヵ 化 表 ギブソン 
案の 主旨に 贊ぶ する ご 共 じ 近く 獨自 案を り 本 側ょり して 摇 おする こごに' 
みを した 0 

のた おは、 會 をい 淮 がを 膊滿 たらしめ る 意味ょ b しでを めて 徴を 制度の 反 對を巧 消した のでを じ 
陸 ザ お少に 邸：. た霄大 なち 問題は を 協を 見る-しま b し譯 であを が、 これ ご 同時に フランス 政府は 
ホを 式 じ スブ— トメ ント をを をー、、 ヮ ーン トン 會講ロ ホフ ラン， が强 硬に 反對 しつ、 あ H ! 潜水 
澄の 御 锻じ對 してけ なめて こ b を 巧が し、 潜水 鑑 を々 巧 制限の 飽圍 内じ廣 ぐを ド協替 する 旨聲明 
した； は、 化 年 劇 隙 政 おの 重要なる 問 酉 ごして 化 陆を騷 がしむ 葵 佛酷带 秘密 協定が、 一呂 姿 V 隱 
して 岩たら の、 をの 精神が 沿が ミして ホき て 居る こごを 證左 する もの ど是 做され、 今を 英佛 の對 
米 列 巧ぶ b . か撕 るを 目を おいて 居る。 


概 調を ちじ 

成功 期待 

アメリカ 側觀狐 

ゼ子ヴ 了 二十 八日 壌 (ニ ユヨ 
—ク •タ并 ムス 板】 n アメリカ 
化 表 V ブ ソン 巧の 新 軍縮 提案は 
正に ヒユー ズ齒務 接官の 7 シン 
トン 會溝 W 巧 じがる 

外交的 爆彈ご 見られ、 あ 

ら じ 幸 ブ ソン 巧が 降 軍々 縮じ縣 
聯し 強制 徵を 制度は 軍縮の ぶ 礎 
を 妨害す るから 撤廢 したい ごの 
提 證じ對 し、 アメリカは 勿論 斯 
る觸巧 じは 從ホ ごても ほ掛 して 
居れ じ も顆ら や、 お然を 協して 
フランス のる 提潑 化酱を 認めた 
i こどは、 同時-」 一の 驚異 どして 
^迎 へられて 居る が、 アメリカ 及 
一び ィザ リスを の 化が この 點に就 
てを 協し じ 所 おは 要する 現な 撒 
_ 廢 する こご. か 出 ホないならば 
れを將 ホに 化留 すべきで ぁらぅ 
'が、 軟 '、共 巧る 制 巧の ながが 惜 
軍縮 少の 障害で ぁる こどは 殿が 
たる 掌實 でぁるから、 制度 撤廢 
にな 對 する 國 あ-か、 若し 

將來じ がて ミ 弊害を 認 
めたならば 速 かじ 做廢 5' れ じい 
ピ 頗る 微溫 的な ホ 绍的铁 吿を附 
したら のでめ る ご 觀られ て 居 4 
雨し ア J リカ 侧の觀 測ず る 所に 
化れば な 局 おを 列强國 ごして は 
干儿 ながと 年の ゼネ ゲア お巧會 
溢 じがる がか < ，この 問題を 聯 
盟 よらみ 離ず る こどな く、 寧ろ 


會議が 

今秋を 延期され るで わら 

ぅご W 待され て 罵る 巧 因は ア-メ 
リカの 提案を の ものは なぶのを 
わ-,’ 比較 すれば 頗る 急激 的な も 
ので わる 即も領 一に 海軍々 力の 
制定、 第二に これを 制定ず べき 
潑 多の 軍事的 掌實 、繁 云 じこれ 
を おを-) た 巧の 較字曲 お 礎を 築 
く と いふのは 利害を 異にする 刹 
强 ごして 決して 一朝 一タ じ. 議を 
し 巧る もので なく、 殊 V アィリ 
力が 軍專巧 家は この 提案 起草に 
際して は 逆 ま 五箇 弓に 直 6 硏究 
しじ も S であるから、 巧 强の海 
軍專巧 家' し對 しても これを 提議 
した 限 b 愼 重なる 研究を 欲して 
おる し， 殊 じこの 禪の 

提案は 曇に 英備 協を が、 

南题を 中む どして ア メリク じ 都 
を 惡き威 じを 巧へ た 如く、 アメ 
リカの 提案が 白 お アメリカ じち 
巧で ムるさ 思惟され るので わる 
から、 アメリカ 巧府 どして はお 
巧 得る 限 h 斯る威 じを 諸 列 おじ 
與 へまい ごいん 趣旨ょ らして 巧 
めて列强の愼まなる調查^を晦 
じ迎 をし W て 目的の 完 がを 期が 
して 桓 るので をる から、 巧害關 
保の 異 U る國 家に 勒し 突か これ 
を 提案して 實 現を 期す る こごは 
化 ホ 《 ど觀 測して 居る、 元ょ b 
お軍專 巧を どして はこの ア メリ 
力 案を なて 最良の ものと 認めて 
け 居る が、 

大統領 7— ゲア t 氏は 敢 

て アメリカ 案の 採用を ホめ ず、 


.聯 鉛の 機械を 通じた か 巧 委員 貪 I 普遍的 じる 化小條 化の 制定を ホ 


じ： 愼重じ 協 溢すべき こどを 期 
待して 居る し， アメブ 々政府 ご 
しても 今巧甜 までには 别 强ど隔 
盧 なきな をを 巧換 しじ 上ア メリ 
力 案の 範圓を も 制を してぶ ひは 
本食诚 じ- •れを 討 滋の巧 礎 ごす 
る じ まるで わらう が、 期く 制限 


めて 居る ので わるから、 先づを 
越獨 白の 提案を 突きを して 討議 
i るの 外い ど 認めて 居る、 而 
して アメ 9 力の 挺 幾ぶ 礎 案は 艦 
齡 、排水 頓 政、 搭載 跑仰 巧の 一二 
個の 事實を 舉げて 居ろ ので ある 
が、 これ ごても 斷 じて 絕對 的で 


はなく 巧强の 合理的な 討議ぶ 礎 
の 追加に 應 ずる 蕾で あるから を 
ら （艦の がわ 力、 速力、 馬力、 
癖砲數 等の 騎を 等は ゎ 6 得べき 
こど i 信じられて 居る、 更らじ 
アメリカ 删が航 巧 能力を を まな 
かつた 理由は 

排水 順は 雄 辯 じこれ， ダ 立 
証す るからで るつ て’ 速力を 眼 
目 己 しないの はお ホの 融通を 利 
かす 意躁 でを る 海軍は 速力を 犧 
牲 じしで 武装の 充寶 を圈 つて 居 
るからで あるが、 今回の 提議 じ 
がて 景-も 重大視 される もの U 蓋 
しこ ゎ 等驟圆 能力の 率のを 配に 
おする 制ぶ C あらぅ、 この間 題 
じ 就で 恐らく 巧强 がを の 見解は 
を箇の 武裝條 件を の ものょ もも 
更らじ 意見め を 離を 見る じ まる 
であらぅ ど觀 測され て 居る、 脚 
もち 米海軍の 大砲 仰ち 問題に 對 
する 意見の 差違 等が をれ であつ 
て假 なじ アメリカ 海軍の ま 銀し 
つ t ある 巧の 

八耐砲 を 標準 ごして これ 
を i 割£ が定 するならば、 六时 
備砲の ぞい 英國お 軍は をの 比率 
を お ホる だ パ 化い ものに 置く こ 
と をち 巧すべく 、をに 巧 强の意 
見み 裂を 巧す S 恐れ も ゎるが、 
いづれ じしても 今 ホの 提議を 中 
必 ごした 軍縮 會議巧 集の 具 ホ 化 
ほ尙ほ 前を 遼遠で ある ご 見られ 
て 居る。 . 

日 支條約 

下を 渉は 解决 

ま 京 特電 廿 九日 發 = H ま條約 

問題は 芳澤を 化 ご 王化 廷 氏の 

間 じ圓滿 なる 解 决點に 達しを 

文書 もを 換濟 どなつ た。 

个 个 

上 おじ おけら 巧 深、 王 正廷兩 
巧のを 渉は 漢 ロ、 南京 兩 事件 解 
巧 及び H 支 通商 條め 破棄 問闊善 


を處睛 なでに 脚し 條證 したが、 

漢 ロ、 巧 巧兩樂 件め 解 巧 じ 隅し 
ては 大酷 さきに 矢 曲、 王 あ廷を 
渉 じ W いて 得た る 主義に 化ひ兩 
氏の 怠 唐み 一致を 見た ので、 巧 
澤孩 化よ 6 をのを 换を义 のま 文 
ザ 巧 じついて 本 巧 r 對 1 

I 邮 をな し をれ 案文 
トー 提示し C る S も おじを 自厨政 
おのを 認を經 た&上 調印の 運び 
ごなる ベ.； 前號所 報の か （政府 
はこれ を樞 巧に 姻附 したが、 ま 
た條約 破棄 問題は n 本 政府の 方 
か ご しては 昨年 八 巧 十 阳日附 の 
踐ほ 政府み 

覺 書に 勤 I 。 ミ 通 巧條 約 
け 法理 的 解釋如 M に拘 はら々 事 
贊 上は 巧 効に が 攒せ S をのて 日 
本げ 府け屬 K 政府の 誠意を 謗 解 
し 改訂を 渉に 入を 用意 ある 旨を 
闽 答し、 こいじ 載—. ぞ肺侧 よら 
改訂 條約お 化まで 赔時辨 法 適用 
につき。 はち 慮す る 育の 回答を 
得る こご じよ. 0 この 繫爭を 終了 
せんどず を じめ る模樣 である、 
先般 巧澤 、王兩 をを 渉に ょつ て 
はい まじ この 問題に 深く 立 入つ 
てゐ ない ので 巧して 如 河なる 點 
で 巧を がつ 三た か 不明で あるが 
現 だは 兩蘭 間の 

感情 が 本 問題 發を當 時に 

比 f 著る しく 良好 どなつ てゐる 
から 乂 しむ 困難 もな くま ごまる 
もの ご 想像され る、 しかして を 
の 破棄 問題が がが けば 直 じな 訂 
を 渉に 入る 順序で あるが 目下の 
巧では 日 ぞ兩國 ども 舉備が 整は 
ないた めじ 相 當遲れ る こ £1 な 
b 芳澤を 巧は を 諸 懸案 解 扶ど共 
じ) 宜錄 朝す る もの ど 見られて 
ゐる 0 


賠償 會議の 

妥協 近づく 

ヤング 氏の 調訂で 
パリー 廿 九日 發 u ' 蟲ま 十一 
間に 直 もし 聯合 國の對 濁 賠償 
譲は ドキッ 側の ま挪慷 かが 餘心 
に 少額なる 爲め殆 んで决 裂^ 衡 
し 居 じる もを の 後 委員長 ャ乂グ 
氏は ドキッ 化を を 十 H じ 互 て 
說 化し、 一方 聯を國 側に もが 協 
を 求めた おおを 額ち 拂ホ 巧/化 億 
と 千 六 巧万乘 弱の 妥協案 A 提示 
し ド キク 化を け 目 T 內閣 y 協 諮 
中 じて 恐らく 今 遇 中には 「キツ 
側 ょら 承諾の 返電が 期待， ろれ、 
若し これに 不承知なら ぶを 議め 
巧 裂は 明白 どむ つて お ふが、 會 
議の 危機 じ 伴 ひ ド キッが 巧が 金 
利を 引上げた 結果 どし .产 マグク 
巧 魔は 慘 落して ちる 現 かじ 照ら 
しても ドキッ 側のを^ 性は 充を 
である ど 觀られ て 居 巧。— 

日 シアを 依が^ 

.承認し がい 

アメリカ^ ホ 針發表 
ワシントン 廿 九/ I 發 U アィリ 
々勞働 總岡盟 の 頭 ゥォ八 氏 
は 曇 じ 國務を 官 ，、；/- アム ソン 氏 じ 
書面を 3 て勞農 シアを 承認す 
る こ ど は マ メ リ じ 對す るを威 
である £ 響吿 し' にる じ對し ステ 
ムツン 氏は ネ H がを 0 て 巧 答を 
發し 7 1 ゲア 4 k 統領の 方針は 
化が として 變」 ず、 0 シアな 府 
をを 認 する 意 ホむ しご 述べた が 
- をの 一 ホに 於 一一-外を 委員長 ボラ 


本社が 整に 編を 發巧 いたしました 『大 化育」 は、 幸 ひじして 
江湖の 湧 < がかき 巧 評を 博し、 遂にを 部 一册殘 らや賣 切れ どな 
> ょした、 依て 本社は 第一 版の 巧な をを がが たじし、 頁 數をも 
■ 增加した千九な廿化年版を新 に 發がす る こ ご { な^ました、 お 
確に して 且つ 新ら しい 統計 ご 事 貸を ぶ 礎 じして、 刻々 變 化する 
巧が 『大紐 育 j の眞 相を 傳 ふるに 道が なき こ と を 巧して ち > ま 
す。 尙は 定價は 

豫約 申を 者に 限リて 


大紐育 


九 ニ 九 年 版 y 近く 發巧 


特價と 十五 仙 

發^ 後の 御 購買には 


を價金 


■<1 

巧 


どを し i した、 速 かじを が 巧 中 込みを ホ 望いた します。 


五月 一 


紐 育 新報 社 


員 化 條時あ 巧は 逝ました。 

; 同志 社大學 紛擾 

(甘 八日】 同志 社乂學 S 敎授罷 
をょ b 础事者 ピ敎巧 間に 紛お 
生じな 學部學 生け お 巧 侧じ加 
勢し 益々 捣大 紛糾の 模隨 でぁ 
る 0 

一二 越 吳服店 罷業 

【化 日】 一二 趙吳服 巧 配達 ホの 罷 
棠は 益々 惡 化し 店內 一而に 巧 
物を 撒いた のぶ 化乂日 數あ拘 
引され た。 

(サ 八日】 S 越 お 服 巧 配達 部罷 
業け 益々 深刻と なら 勞働總 同 
盟は 罷業 者 側 じ 加擔し 多數の 
勞 働を は 油染みた 勞働 服を 纏 
つて 庙 巧を ぶらつき ィャ ダラ 
セの 作 戰を谣 じて ゐ る。 

洪 日銀 局長 渡米 

【甘 八日】 H 本 銀 巧 調 巧 厨長洪 
純一 巧は 五月 十 H 橫濱發 渡米 
L 井上準之助 氏 擦 裁 時化 スシ 
ン トンの 經濟 學會ょ 6 化 頼を 
受けた 日本の 經濟現 狀に關 し 
廣 化。 る調查 完了した ので 之 
が說明 且つ 出版の 打合せを な 
すべく、 約 一 グ月滯 ホの 上歐 
測 澄 避を なし 今年 ホ歸 朝す ど 
いふ、 『金解禁 ごは を （顧 係な 
い』 ご 日銀 當 局は 巧 明した。 

ガル クルチ 入京 

〔せ セ 日〕 化が 的ソプ ラ/、 ァ 
メリッタ •ダが ク火チ 夫人は 

廿 お日提 入京した。 

奥が 不染巧 外遊 

〔甘 セ 日】 乂阪每 日 新聞 總巧奥 
が 信ぶ 郞 比は 甘 五日 神 ロ酱歐 
米 漫遊の 途じ 上つ た。 


隨 筆 


中 


鬼 書餘錄 

坡± 獲小叟 

一夜 有 身 • 

木 巧 開 耶姬の 方は 御 寵愛を 得 
K ので 芽 おたし''-- ど あるか ど 
思 ふ £ 、こ 5 じ 一つの 問題が 起 
つて ホた、 をれ は 一巧ち 身 ごい 
ふ 問題で をる。 これが 今日の 如 
〜ユ ー デ エニックスが 發 達して 
化を 制限 Vi いふょ b か あ 娠自巧 
の 時化なら をに 角、 神化で ゐる 
フゲ 、チ ヤィ グドご 言ひ條 一 巧 
巧 身 ごは 創 道 £ 中せば 眼 じ も 見 
り 3 早業で ある、 皇孫 も 木 花 開 
耶姬 から 

ま乃モ 天孫 之 子、 不可な な 生 

化 

ご 言 がれて、 

雖俊 天神 么モ 、如 柯-巧 使 人 

おず、 抑 非 吾 之 あが 
ご 御 頭を 御 かしげ じなる、 ニ S 
年 前 ど 思 ふが、 コ曰ム ピヤ 大學 
のァ 、ス * ン敎授 が、 トロィの 
ヘレン ごい ふ 小說の 姉妹 篇 とし 
て ダラ！^ ッド ごい ふ 小說を 書い 
て 評 壇の 物議を 招いた ことがあ 
る。 ダラ パッドは ァ 、サァ 王物 
居の 圓 卓の 勇 ± ランス レットの 
落胤 f 、 矢 張 b 】 お 有 身の ラゲ 
ナヤ ィグ ドで ある。 女のを 前は 
忌れ たが、 ランス レットの 燒を 
を 聞いて、 其 人は 旣じア 、サア 
王の 姐 ダニ ビアと 深い 仲で ある 
艺 承知しながら、 片戀の 遣 瀬な 
さじ、， ネニ ビヤの 手紙 ど僞 つて 


ランス レットを わる 古ぶ の 中 じ 
尾 引いて 一 陵を 明かず、 ホ ごじ 
もさき じ も 只の j 巧を、 ク ぅし 
て をれ たのが 超人的の ボラ 
-ブドでぁる。 堀川巧51^慶上 
化の 一 節に も 一巧ち 身^ 問題が 
ぁるが、 神化の 卷 下に^ 生學上 
の 一問 題が 提唱 されても るな で 
は、 メィソン をの 言 草では な 
か實に 日本は 昔から 近 3:1 的で ぁ 
る 0 

無戶 室の 試 

この 一巧が 身 問題が で マ解决 
されむ かど 言 ふ ど、 勿論 スナ < 
マンの ヶィス 矿 なに 裁 巧^では 
ない、 かの 試練を やつた^ でを 
る。 木 化開耶 姬はシ ッカ- yt て 
居む 婦人で、 皇孫み 疑を 8^ いて 
、むの 中では リ さけな かつ 节ぁ 
らぅが、 眞じ 决必を L て^ を 
£ いふ 八 ホ 塞がち の 蜜を：^ つて 
其內 ド閉ぢ をつ て、 これ 一| ホを 
かけさせる、 吾所乃子是$||他神 
之モ 者、 お 不幸 矣是實 天ぶ 之 子 
お 全を、 處 がみを かぃた"！^ が燒 
巧ずる處が化：？1つ<ど度^か巧 
尊、 火が 盛 じむる ごみ 進 曾、 を 
れ から H 析曆 、彥 化々 見 貧 ご、 
一人なら ず 四 人 迄 も御誕 な 
つて、 皆、 吾是 天神 之 子、 香 父 
あ 香 巧 等 巧 處が耶 ど 言つ て^て 
ホら わる、 舊約 聖書 じけ 天 | q 神 
穩が 御機嫌が よい ご、 荐 らし、 
增 せよ、 をれ よご、 子孫 繁 js を 
御獎勵 じな つて 居る が、 一巧ち 
身で 四 人の 火の 尊が 御 をれ でな 


るな f は實じ 天孫 人 鞠 繁昌 


玄ロ 


例で ぁる 乍を 巧 世、 御岳 譲で ど 
に 火 渡ち ごい ふ 事を やる が I ホ 
の 試練 ごい ふ巧緣 はこれ で 
寸波巧 おなでを 連想 さを る處だ 
をれ から 木 お 開 耶姬も 火の ま 
から 出て ホて、 ま 巧 生を、 及 
ま身自 、當 火難、 無 所々 潰、 
天な 豈見之 乎、 f 言 はれ _ ると 
皇孫の 御 退 事は 下の 通ら 一^を 
る 0 

巧知 本是吾 巧、 但 一が 而ち身 
慮ち 疑 者、 欲 使 衆人 皆 知涅專 
を、 併 又 天神 能 令-巧ち 娠、 
亦 欲明汝 靈異么 威、 子を 復ぉ 
超# 之氣 

意 講ずる ご、 巧は 自 みの よ と 承 
知して 屠な が、 一巧 有 身と あ b 
ては あ 間の 思惑 も ある、 をれ で 
皆の もの じ、 b しの 疆だど I いふ 
こど、！ 巧 有 身は 事實 で、 さぅ 
あつた 御前ら エ ラィ、 さ- 
曾 達 もで ラィ どい ふこ ご，^ 認 
さる i 計 b じあ i 言つ たを だと 
いふので をる。 

かう 疑が 晴れる ご、 春の 百の 
樣 じ、 いわじ もので やかで ある 


II ュ ー ョ ー ク春戟 


♦天下の プリマ ドナ、 一二 爾累 
さんょ チ！ プな實 傅は 止せ 一と 目 
ホ 紙の 馨 を。 近頃な てを 時 PS 
ら 、晒 喉元 グン ー ト •ネックの 
名優 早 川 雪 州 も、 さぞ や， くて や 
みを する こご だら ぅ 0 
♦膝 探題 こご、 商務官へ 
ホノ n n の 赤 まろ 毛 まろ 霞 立 も 
わが 原 まろは 委縮し ける や^ 
でんな もので げす、 ネ ホつ 0 
♦五 巧 十：！！ は 子供* テ ー、 Jp つ 
しょ い*' とタ キク マンの^ 本 
がから 第二 お、 第三 一世が 巧^せ 
る こど だら ぅ、 一つ 势カ絕 ^ ぶ 
b を 見せて 下さい。 
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Id Rhinelan お r が 30 
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Koike Studio 
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Cor. 5*7th St. 
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Mi が B お邮 lie Fisli が 

1264 Le) (• む e. お iwe 即な化 and 88h な ree わ , 


授敎語 爽人婦 


房 書西萊 ♦內案 育 紐 

化 e East and Wes け！) ck Co. The New York Touris けが vi 姑 

か 1 W は t り 5 化 化，！ U. C.' Tel. む 加山1 44 刖 


差な ▲ 届 御 新 ▲ 
上 走 右け 注舊米 
げ漬御 致 文の 國 
まよ 注しみ 書に 
f 6 义ま 窮籍て 
。割 じすを ごを 
引 掛 ° 速 お 巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は る 



通年卒 A 
す •聊 業を 
るかし は 
も ホ 巧' ン 
の 齒米カ 
ごの 巧ゴ 
信 事に 大 
じ 情廿學 
がに 五を 


ま 狗〇 ^ 
す懇買 辿 
。切物 譯 

じ ◊◊ 

御 其 調 
取他杳 
扱 巧 ◊ 
をで 憂 
しも 涉 


日を 經十 

をが AM 区 RICAN AU 了 Q SCHOOL P ち 

も餐 ' 736 Lex. Ave. 6 が . 58 化 - 5 か h St *. ど 年 


巧 
旋活 
し狀 
ま 溝 
す 巧 
〇 を 
巧 


Fhon も R が ent 別 "77 




新の 
智歷 
識巧 
を ホ 
ちる 
す當 
る 校 


巧を 牵て 巧智 なべの び 操し がは 
し 的 あ 最巧識 機き 修運縱 自師タ 
藏 技る もじを 顆必得 巧 法 勘を 年 
塞術徹 おし 短 的 要すを み幸 聘の 






號 二十ぶ 百 五 千 一巧 


雜 新 育 獄 


【日曜 水】 


H — 巧 お 年 四巧昭 【ニ 



診察 時間 

午が 化 時— 十 時 
午を ホ 時 1 八 持 

パ： 小 栗聲ニ 

が 育 おフラ 7! 病晓 
お 五 巧 病院 數臻 

巧ボゴ . y バラン ド 

病院 勸を 


ベ グビュ ー 病院 及 
紐 育 大學醫 巧 在勤 

江 見 二 一朗 

診察 時間 
每 H 午後 四時から 
六 時まで 

タ 巧、 水、 金、 と 
時から 八 時を 


^ __ sg . 

寄宿を、 簡易を を 
谗業 巧を、 をけ 化 
人事の お 巧 哉む あ 
じまず。 一一 


在粧 品卸賣 

i ; 五味 商會 

毎 E . 17さ st . J - Y - c ■ぎ寞 養 置呈 45 


診察 

午後 一二 持ょ ちち 時 
日 巧は 前の 巧语侯 

ド タト グ i 

高を 豊 一き 


円曜禮 巧朝エ 時、 日曜 學 
校 十 時、 水曜 祈 禱貪タ セ 時 
半、 日曜 學術 研を 會夕八 時 
好 位置^ ド ソン ごブ 0 
— ド 街 間」 巧ら* 理想的 
住宅 瞬 域、 な 十 T 目地 下 

鐵へ一 か 間、 タィ ムス • 
スク 五アを 十を 余、 コ 0 

ン ビヤ 乂學へ 徒 ホ 十み 0 

日本食を、 內外 新聞 圖善 
插琢を 其 化完滿 す。 

奉 化 事業' 旅客 案み， 通 
譯 、挪澤 、職業 紹介 等、 本 
を一覽 書郵呈 


診察 時徵 

午後 一時 HH 巧 
午後と 時 N 八 持 
あか 醫學十 

パ： 巖本遠 一 

を换比 亞大學 及び 
か ザ タン 病 お勤裕 
H おはか 約 巧 上 侯 


日本人 美な 敎會 
反附屬 寄宿 舍 


視察 者 學を及 一般の 方へ 最善 
の 奉仕を 巧す。 節 事大 島豊 


火 " 木曜 午後 九 時 i 十一 時 

紐 育 柔道 俱樂部 

西 昏八了 目 一八 番 


コ & ン .ビ j ャ大學 

日ぶ 人學 友磯會 

Th こち anj; ちぎ dents and Alumni 
of ご lumbia Univ ち sity 

S ちち J 善 sues さ rk , N . 产 
Tel . Br 鲁 丘を 這 66 

「日米 | k 學 々窓」 發巧 

Th こ a ミ nes 二ョ erica 。 Uni さ rs さ 百ち t 马 ly 


Jolac 左 - O 0 CR 产 Mb. 

ニ 一 ミた 養 5 まざ！！ 

ヴ I. Risrs 一 d 二岂 & Sch 喜 こ 云 ま 

• d み t な 6 午 的 九なー 午を 一 時 
年を 六 時— 午を 几 跨 

a 懼ぞ的 九 時] 午を 四時 

ドクトル か 栗乘ぎ 


揉 療治 北 島覺丈 


普 7 Wes 二 3 量 St . 

ジ L 星 geib 1438 


在留 靑年 理想の 西が 


目 本人 靑年會 

;'讓$ニ巴.芒を0こミ 


巧 巧は 實質 誠意 迈速 ホ義の 
をに 御 ± 產物 一式 卸 賣 値段 
で販賣 致します タ みに 拘は 
らず 御用 命 仰 か 下さいょ せ 
◎欧米を 種時卽 。度 時 訝 一式 
◎資石 貴金屬 。銀製 器具】 ま 
◎を 稲 萬 年 筆。 金錶製 鉛筆 
◎菩音 器。 レ 3— ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タイプライタ ー 

◎船 切符。 がを 寫巧帖 繪瑞書 


フロ] ドゥエ ー 巧と 十を 
領事が 向 側 建 あと 0 五號ぎ 

巧が 葉 

游ぶ爾 A 


ニ 0 Br 云を さ， N . y . G さ 

ぎ羣 landt 贾 37 苦 50 


歐 米を 滿 時計 
貴を 屬寶石 煩 
銀製 器具-式 


蓄音器 



寫眞器 


プ ライタ！ 

を 權方年 筆 
其 化 ±產 物 一式 


◎赏ニ 最高 披ノ商 おヲ憐 選し 
化巧ョ ".廉 價ユ販 賣シテ 居， マス 
西 四十 ニ 下目 S 下 一ち セを 

ロ ソグエ I 力ー ビか デソグ rh 4 

化な 十 お 室 パ^^側 

靑柳商 會端喔 

(タィム スビか •デン グ向 侧〕 化 W ■ 

電話 ブー， ィ こト 四 ミセ 四番 W N 化 
◎巧 品ノ確 實ナ八 コト、 な 扱 
ノ 迅速 ナグ コトニが ブ皆樣 
カラ 御 好評 ヲ場 テ居リ マス 


診療 

ザ 前 十 時 ょら 牛 ニ 
時、 午後 六 時 ょら 
八 時、 H 曜は廚 約 
願 上 候 

ドク ト八 

山 ロニ 一之助 


福 診療 

. 前約 願 上 夜 

ゴ ー 子 わ 大を 
ド グトか オア メ デシン 

醫學巧 ± 

.吉 居悅彌 


日本、 支が 寶ぷ裂 美 
術 お* 婦人 用が 餘巧 
化 装 節 品 

岡 島 引け 

廣等襄 術品慘 IT 
营餘 品、 ス トリぶ ダ 
目 本 服裁錢 i 


笠 ホ 洋服 巧 
丸み 洋驟 商會 






化かる^ 


はも/ \ の遊ン 
ホを 英文で 米 風 人 じ 能 （わを 
やぅ 筋單 明瞭に 說 明した もの^ 
出 ホました 。内を 目 ホ 進まを し 
ます 、御覽 下さい。 

W KUWAYA 至 AC 0 J 14 E . 苦 thSU さ- _ 
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マ ツサ 1 ジ 、整 j 

醫 碑を 的 運 勘、 

灌 注、 水を、 ホ 
及電氣 治療、 其 
I な 育 巧を 嚴 

ィジ 才 シラ ヒブ ^ 

西が幸®^ 

H 曜外每 U 午前^ 
時ョ ，午後 九 時を 
お 話 前約 願 上 お 

檢眼並 じ 眼鏡 調 S 


巧^ 



齒科显 

▼彰察 時間 4 
每日 ( H 曜を 藤'!】 
午前 九 時ょ hi 
午後 五 時ぞ一 
水耀 午前 乂 
午後 一時 _ 


驗 一巧 醫木 下义ボ 


ゴ 0 ち. ニニ h 芭. 

を. 这 1 呈 三男 7 


西 四十 六 了 旨 六十と 蚕 
電話 プう イアン トお 0 と 九 


東ぶ 十一 ニ 了 目 

- ご ニニ 
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洋服 巧 

註 全 ハニー 一 


洋服 調進 

クタ，— ニン ダ、 ダイ 

ィング、 修儀 等】 切 

ミカド 洋服 巧 

松 本が 
皂苗 ラィン ランダ 1 
六 八！ ニ 0 


が 育 W 公認 
內巧 省是許 
巧 巧 ホ大援 巧大ザ 
を 婆 も 溶 巧キを 
元化邊 

產婆 松本綠 


電 お、 器が 工具 お 巧 
運動具、 な 具、 貴を お 
時計、 な 巧 器 及 現像 

松 本バチ \ ぃ 

東洋 美術 お臀 富、 レ 

デ ィオ、 ラン フシ エ 
1 ド類ゲ アキ ュ- ムク 
リ—ナ .-、 モ—タ — 修理 


新鮮#^ 一切 

日本人 向きの 生み 澤山取 b 撤へ 

巧 圳廉设 で大勉 巧を します 

サ ナ魚店 

呈 LUMBIA ご SH i ミ呈 siET 
2 言 ミ st ご st S すを Gor す Amsterdi >ve. 
Tel. Columus 91 这 


第五 巧よ 一二 o 

へ クシ 卞— 

ビグ デン グ內 

小 池 寫眞舘 

電話 サ！ ク乐 

四 四 0 六 


をき ホ 齒婦ん 
H 本人への ち 
語敎巧 じは タ 
年の 經 験を 有 

ず 0 一 レ ブス 

ンと 十五 仙 
毎 H 钥化畴 ょ 
b が 化 時 迄 巧 
時 じても をし 
H 强 曰は 一時 
iv 四時を 


間牒の 良に か- リ 

海軍 武官 小 柳 大佐が 切腹 

赤い 國の 都に この 國際 的な 悲劇 


沒 じな 巧 度 n シア 大使 お附 
おがを 官小柳 大佐 S 自殺 じ 測 
おしを 郡よ b の 報道は 巧か怪 
しいな お£ 戯れ 化 巧して 毀れ 
しだ おめ 巧 巧が よ > 攻撃され 
たので、 齒 みに 申譯な < 引 貴 
お腹した ど 巧へ たが、 最近 大 
佐の 逝 宵を おへて 歸 朝した ザ 
岡ち 八 氏 切 大佐の 自が 眞枯じ 
棚し 驚 （べき 事赏を 巧へ た。 
『小 柳 大佐 自 おの 眞 巧は 日 シ 
ア國 的では、 ある 袖の 事情で を 
ぶを 許されな かつた が、 事の 

^ りは 語 學を師 兼 家段婦 
ごして 雇 ひ 入れて ゐじブ ー ダ ー 
アレ キセ ブナ 1£ いふ 未 亡ん ご 
ドク ト 某 ご 大佐 ご I ニ 名で 官邸 
で 巧 宴を 開き、 席上 涯の まわる 
じつれ て、 大佐が ブ ー ダー ホ 己 
A ごま 義 上の こごで 敏 論を 戰は 
した 揚句、 腹 立 もま ぎれ じ 未む 
人 じ ゐすや コップを 投げつ けて 
相手のを 手 じ 少し ばか b 

^ を & はせ たので、 同 ホ 
から 慰謝な 損害賠償 ごして ご 一千 
グ ー ブ八を 請求され、 これを 承 
認 するど 更らじ 五千グ ー ブ瓜じ 
巧 額を 中 出で、 剰 さへ ソビ で ー 
トをお 機！！ お 巧-; 大 按の亂 がの 
こビ とか 小 棒大じ 媛を して、 さ 
ん>が んぶ 肉つ た、. 時め だか' も 日 
おの 漁業 巧閒題 や、 H 本 共產黨 
事 仲な •芭 のこ どで、 外 巧 上面ら 
から S 空 おが 漂つ て ゐた陳 ごて 
大 をは 非 巧に これを 

、む 配 して ゐた巧 もが b 前 
記の ドクト^ 某どリ I ダー ホ 亡 

人の 兩 あが、 いづれ も ソビ玉 1 
ト政 巧の スパィで あつた こどが 
を覺 L た I め 憤激 やる かたなく 
帝 段 軍人 どしての ホ暧 一した 自覺 
ご、 C シアの ろぅれつな 手段 じ 
巧 激した 結 おこの 擧 におで たも 
ので、 自殺の 化が は應お 室の 聖 
L 陛下の 御眞お (巧閒 為 眞の扣 
b 化き) を褐 げた 一二 尺 前 じ 端座 
し 巧讯の 

短劍 でド脫 部を 眞 一文字 
じ 切クた 上， 额を 左手 じな 巧へ 
て ホ 頸 がをお 刺して ゐ た、 最挪 
じこれ を贤 見し な 補佐官 化本大 
尉の 談 による ど 『松 本ッ』 ごを 
ふ戰に 巧つ て 見る ご、 乂 をはが 
じ 染ま b 叙を ぶ 手に 持つ たま！ 
滚が円 巧 ごして 座した 居る ので 
應 急ず 當 てを しやぅ くす る ご、 
『化 本、 處 巧した、 巧 悲じ今 お 
ら 何を ずる ゥが 人の V かおを おる 
ら このま、 じして おいて < い 
た ^ 带 服を 蒋け やじ 死ぬ の •か殘 
を だ』 ご 

言語 も g ㈱ に 帛を 
巧した を 『化を 討：' て； れ jr & 
矩の 灰け モス コーポ じまいて く 
む』 i 云 ひが おどして 逝いた ど 
の 奉で ある、 まわ 巧じ顏 もを に 
搭 かで、 大佐の 遺 萬は 十一 通ん 
つたが、 巧が 名のない I ぶは 死 
の 巧 因、 大佐の >む 情を 十 かを か 
出 ホる ものであるから、 これ だ 
けは 是非共、 海 巧 當 w どげ 合せ 
の 上を おしてな 人の 苦もう を 巧 


ら かじした いもの ホ ある』 
时ほ片 岡 巧 じは H 本ホ网 武人の 
面 巧し をし で 巧 ひ 済まね 上 

踐 下じ對 しを ら、 まね 一 
股间 胞じ结 しても 死 をら つて、 
おわびす る も およば 《 が、 武人 
の 面目を 維持す るた めじは これ 
よ b 外 じどるべき 途 はな かつむ 
ホ 前の 親 巧を 謝す £ の 息 化の 遺 
書が あつた £。 

寶易局 新設 

堀 越 氏 意見 裳 表 

東京 特電 I 二十日 發 H 堀 越 ま 重 
郎 巧は 東京 經濟會 の會を じがて 
述べて 曰く 

•を 解禁 お 巧が 巧の 巧擊は 甚大 
であるが か W じせば よい か、 
をれ は外國 から 是な上 僧 金を 
せぬ ミい ふ 一を わるの み、 
の爲じ 貿易 局を お設し 輸入を 
防ぎ、 輸出を ち 進す る じある 
を々。 
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五 千 己が A 去 ま 千 山 
印度 四千 八 百 十旁丰 W 
八 千と 巧 辛 芳華阳 
- 脚巧洲 一一 宇 六が ホ 万 李 W 
化 千ち 巧罕 一を 中 山 


正確 迅速 


觀譯 

通譯 、案內 、巧 喀 、日英 語 お 巧 
保良貞 四が 
ミ 去. 1 だ を St . 置 子言 i 21 


日本語 敎授吗 お義次 

15 呈吉 TlfNAl . 吉 一一 SE 
岩 0 Riverside Drive , Ne 三 ork 百 ty . 


脚 S 

CL-r 

化^-^ 街 
WD 巧 n 

E 6 
Y 巧 5 む 

R 说邮 


刖 


1 肋 


稅關 事務 

架げ を 地が じを 化 巧 
の檢出入ホをじ顯{ 
する 一切の 海 諮問に 
おじ 凿道歲 船 貨物 澤 
貨ぶお 化を が！！' 手键 
聲專 進呈す。 重を が 
ホに 化 巧 巧を わし 誠 
育 お 速卸谢 かじ 應ホ 

化險 取が 


稅關 事務 か 描 

WI 巨 臺 L.BANE & Go . 

ぎ i 7 ま ニす oadway - 妄 
Tel’ ぎ wli 另 -Gae ミち 云 - 5-8 


化廉 

W 化 

巧を 

S 經 

山が 

M 瞄 
?? 設 


阻 i 

苦 

に 
吃 


II 


器 


ごご 

於— 1 


諸 集を 


化 會寒荣 


♦ g お ♦巧 誌 ♦巧閉 
が 費を を熙 
執務 午前 九 時 よら 千 後 五 時を 

紐脊畏 人會 


プロ 1 


を 

話 


サ. 


トゥ ユィ 一とよ 五 

'ク^ 1 CO.VO 

クホ ミち . 


巧！！ ii . く^ 每月 J 日發巧 
雜房 LLW - S 一部 4 他 
ち 57 Is こ ve . New さ r 毎な 


U 邮， .， 

C " S 3 ら 

加. g 1 
JU 8 U 
0 -S 

K . 輯 -J 

& I w 

0 G -£ 
d が T 


篮船狗 用 巧 
船 其 食 巧 お ■ 

かがを 雜 資販資 
輸出 A 稅 關す績 
諸 銜物運 お 政 扱 

.遠 藤み 巧藏會 


■♦«夸》^—^||爭||4 — 夺！！ ♦ 


械育 生命 お 險會化 

ニ 一 木を 吉 

斜 が 險 


Z 任 车 Konk i .、 ifoizlacl*anoaco 

ご ollamberijst : zasworic 谷ち. 
さ on タ W 弓を なお 

をかノ 方-一 御 掛か ノ がいが V 
扣自 み， ちぶ ピを話 あは チホ 
巧々 k 虽キ F サイ 




♦ミ 





^ 巧 ホ お 
ご 目 了 巧 十四 
曲目 T 五十 四 



TAIYO 

1 が W だ パ 別 h な . 
わし TraW 牌 00 が 


T0Y0 KWAN 

41 E ： . 19 也 St 

Bst B'w 巧 & 4 化む も 
むしが が 巧 urn が 88 


DARUMA 

巧 1— が h わ e. 
たし Bryan け 8 巧 


Wing Hing 

お 日 0 が way, ん Y. 巧む 
Tel.UiiWersi む 巧 87 


City Hal! Tea G が den 

170 Nawau St •むか 
N«t わ 比 e Tr 化 u。。 Bldg 
Loo uan Manager 


KIN が 0 & PET 洲肿 

IMPORTER OF 

GOLD 巧 SH 公 BIRDS 
O 


動 其 力 各 
ナ種 


物苯 


一 鳥 
巧 額 


ヤ療 



な East 29 化 street 
Tel. Lexington 5727 


IKUINE 

Hotel 在 民 e が auirant 
313 W. 88 化な . Hew む rk 
Tei. Schuyl が 巧の 
Cable yd 巧な IKUWE 



牛 ご お 


巧ち 魚 料 

t 埋 


44 W. 46th St 

Te し Ungacre 84 り 


KATAG 附邮 0 ツ 

の 4 E ： • 目 9 比 St 
Now York City • 

Tel. R 巧 ent 3480-3 が 1 




Til バ 0 か 0 Go. 

1 が！/. 巧 化 化 

Iw むぶ City 
Tel. Trifilgar 6559 


College In 打 
3103 む oad お 巧 
お h 1 巧 rd & 124 化 Sts. 
Tei. Mwnin が ide 74 巧 


ま宮 
午 午 
if ^ 

暴 壬 

竿 時 
開 
巧 


巧 ま 
理那 

集 

雅 


1 曰 
マ 確 

ィ及 
春 生 
巧疆 
をに 
をは 
へ 

钟ュ 


S.KUWAYAMACQ. 

114 E, S9lhSt 

New Y 肿 k City 
阳邮 e. R 巧 即 1 g 觀 


Kawasoye Hotel 
138Wnt123nf 化が I 
Te しむ ifiedral が 10 


御 

旅 

館 


河 


添 



屋 v^JCo, 

340 W. 5 か h み . 

Telephone: 
Columbu* 8882 


( 醒 自 ♦ 水 ) 哥 II お 



Japan 

P 阳化 i 邮 Go. 

巧 0 W. 巧 化が . 
Tei. En が mH 37 お 


DANCING 

411 w, ns 化 St. 

Tel. Cathedral 4408 Api. 3 







PH 化 巧 も PE 邮 Y 


3 Maiden Lane N. Y* 

じ 綱 あ鑛级 をに 幷巧 煤) 金 

類 ぉ賓區 意新最 


ず/ TV 、 薦 

ホに 御 料理 



高等 御旅館 

東泮儀 

會が御 料理 


御料 理錄叫 T 紅'' 

太 陽 
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明日 御來 朝のへ ンリ 親王 y 

聖上 親しく 驛 頭に わが 迎へ 

— 御名 化 秩父宵 殿下 こ 特別 列車に 御 同乘： 

ニち 午前、 ガ— 夕— 塾 早 御 捧呈 


巧 京 特電 四 巧 二十 八日 發 = 聖上 陛トじ ダ ー タ ー動窜 御を 呈の 
じめ 抑 ホ 朗の途 じ わる グ。 ，タ！ をの 激迎順 巧は 昨 H を 式に 巧 
定 しむ、 をに 化 いげ 聖上の 御を 化秩 父を 殿下ぶ びが 殿下には 五 
巧 二日 橫裤 港を 助 1 親 L (をを 御 出迎の 上- ゥ王 八ズ 親王 殿下 
御 ホ 朝 當げじ 化 用した 特別 列が じ 御同乘 、午前 十が 一二 十を おを 
驛じ 御到眷 の御豫 をで 聖と 陛下には 利 時 剔 じ 驛斌じ お出 迎へ遊 
ば さむる。 

まを 特電 四 巧 二十 セ日链 〔聯 を〕 U 自本 天皇陛下 じ ボータ ー 動 
窜を御 贈呈 化ぶ るべき お 國の窠 S 皇そ ヘン リー親 主 殿下 じは 去 
る： 二月 二十 八日、 英齒激 船 マレア 號 じて マグ セィ ユを御 出帆- 
昨 H 香 渚に 御 到着 ぁ b 、 も國 アジア 艦隊 巧 艦 サツ フォー ク號じ 
お移乘 遊ばされ ’ H 本 带艦御 警衛の 下* — K 月 ニ R 橫濱」 御上 陸 
あ 。 さ る ベ く 、 を敢 御を化秩父ち殿ドロ 下巧待を員 の 御お 
迎を ずけ. - f れ 、東京 驛 .故’ は聖 h 陛：ト ど 親し ぐ 御を ずを 御巧換 
相 化ら、 霞ヶ 關難宮 じ圖賓 どして 御滯 化、 一二り ダー タ ー 潮 章 御 
捧呈 ま， V 舉 巧し、 五月 十 H じ-先 づ飄賓 どしての 御滯 をを 終ら 
れ 、日本を 化のを 所舊 跡と 御觀 賞の 上、 五 巧 二十 一二？^ 橫濱お 帆 

の 王； S プレス •オブ •でジ .ア號 じて 御出發 、ムハ 巧 1 H ゲ アンク 

1 ゲアー を御經 由の 上 御餘お 化成るべく’ 髙 かお 殿下は 來蓄御 


答 礎 2 なかで 新 姫ち 御 同伴の 上 お國御 訪問の 豫を である。 


御 接伴 日程 

お 巧 一 1 M 御 入を 

別項 特電の かく ゎが 天皇 體ド 
じ ダ— タ ー 動 章 捧呈の ため 御 ホ 
朝の 英齒 々王 御名 化グ 0 スタ ー 
る 殿 ド 御 ホ 朝の 次第に 就て 聞 < 
じ 殿下には 

香瓣 よら 英國 ザ 絕 サツ フ 
ォーク に 御 搭乗、 一路 横複 —-お 
はせ らい、 五月 ニ H 午前 八 時 ご 
ろ 御 入港、 當 H 鹏逐 艦隊は 東京 
I 截し御 《 艦を お迎 、、こい ご 化 
I 化して 餐護じ 任じ、 またが 港 ホ 
i 锅 軍艦な 赌砲 式を 巧 ひ、 また 秋 
父 宮殿 下は 梭 がを W をが へさせ 
i られ 午前 八时ザ ごろ 橫渔に 御成 
ib - も 艦ち 壁に 橫が けど 開が じ 
'砕 監じグ n * タ！ を 殿下を 狗お 


迎 への 上， 化 時半 ごろ 紙上 陸、 
臨時 則 車 じ御乘 単、 御乘 陸地 点 
じは 海軍 大佐^ 指が する 儀仗！ 
大隊 罵樂 隙の 一隊 整列し、 御 
上陸の 際 英齒國 歌を 奏し、 橫須 
賀 鎭ず府 司み 長官、 が 港い 艦長 
な ド、 東京 酱備 司み 官 ，裝 一' 姉 
勘 長、 東京 灣 要塞 司令を、 神を 
W 縣 知事、 橫潰ホ 長、 同 稅關長 
かお 契國 人な で迎送 

一 rK 白ぶ 陛ト には 御 出 迎へご 
—、 てま 京驛じ 巧を ゐら せらむ、 
を 皇族 力を けじめ 首 化、 宮 化、 
を 大臣、 近衛 帥團 をな ど プラッ 
トフ ォーム じ 御を 迎へ申 上け、. 
大隊 長の お 揮ず る ホ 兵 一 中隊 一 
を 樂隊 一隊 整列 御着 車の 際を 固 
國 歌を 奏し、 東京 驛 よら 霞 ケ綱 
離. 皆の 沿道は ち 陵 培 列、 また 禮 


砲 式を わ ふべ く、 ダ。 I スタ一 
を 殿下、 秋 父き 殿下 御 同乗 霞ケ 
關 離宮 じ 向は せらる、 午後は 宮 
中に じ わいて ガ—タ ー 動 章 捧呈 


ま S 留禮 をを を ばされ' 夕刻に 
は あ 父を 部で 御'、‘ つろ ぎの 上 御 
晚餐を どんに される はす 

H 日' す 前を 中に おいて ダ 
1 タ I 動 章； 呈 をを 巧は せられ 
ついで 天皇^ ド じは 御を 禮 のた. 
め 霞ク驟 離.： 行幸 をら せらる 

^ nl 水が 社で 海軍 火臣午 
餐會に 御 巧 席ぶ 新 宿 御苑 じ 催さ 
れる H 英協會 遊會 、吳國 大使 
晚餐會 じ 臨ませち る 

五 白 B 蹈み ピ て 多 か敎會 

に 御が b 後 ォッ义 スフ ォ ー ド、 
ヶンプ 9 ッデ大 出身 まの 午餐 
を、 明治 神を 靖図 神社に 御參拜 
一二 井 哭の晚 餐會に 御 願 席、 能を 
言 其 化御覽 

ムハ已 習 志 巧陸お 騎兵 學校 
の お 術 お 習を の 化 御 寛、 陸相 午 
餐會 、英鹽 大使 毙 午餐 會 

ぶ！！！ タ摩陵 御參拜 、德川 
を 午餐 會 、相撲 御覧、 午後 吳越 
大使館で 化 留英圃 A 園 遊爵、 

相 晚餐會 むらび r お會 

T ^0 タを ゴ^フを 遊ばさ 
れ 、巧は 霞ヶ關 離宮で 晚 餐會、 
英國 大使 舘で 舞踏 肖 

九 cn を ま滯を 最後の 日で 
御吿 聞の ねめ お 參內ぁ b 、 午を 
天皇 略 下 U 霞ケ勵 離宮に 御 巧 幸 
お答禮 、夕刻 東 伏を 宮邸 御晚餐 
會 、この間 宮中 じ わいて 晚餐會 
午餐 會巧 催し あるは や。 


揮發 姐の 新稅が 祟りて 1 . 

夕 クシー 代が 鳥くなる か 

それ じ保險 料-.^ 增 した 結果から 


ニ ユーョ ー ク 州では 最巧 揮を 
池 一 ダ" ンにニ 仙 宛を 巧ら しく 
謀稅 する ことじな ら、 词 時じタ 
クシ ー の 保 險巧一 側 月 一二 十 あが 
四十 网が じちされ たおを ごして 
化 巧で- 番を 化 ど 云 けれて 居る 
ニユ 3 ! ク かの タ クシ— 化 も ミ 
ぅやら 近 （ニ剌 位は 增 して 來る 
^ らし：, 

哪^ パラ マウント、 チェ ヴカ 

! 及びで " t •タ クシー 會か 
常事を は 目 ド今间 のが 上げ じ 
がいて 協 溢 中で ホる-か、 をれ 
じ 依る ご、 現が 巧つ て 居る 强 
巧み 一 哪が化 仙、 をの 後哩 
每にホ 仙 のらみ を 今を け嚴か 
I の 一 哩を化 五 化 じを のをは 一 
I 吨に 村# 仙を 增 さぅ ピいム 計 
一 刹で 

'巧 化 则の言 み じょる ご 車輔對 
する 巧 用が i n 网十 仙、 をれ W 
n ^ 化 义妈剧 け 頸 巧に けく もの 
VJ して 今 M のち 抓' か 1 n 1 ホの 
巧う でれ ら. r i 稱 して 居る が、 
一哉 片ボ 心-化 中して 巧る タ クシ— 
r ニス 姑で 一 ザの 收 入は 一は 八 


千万 弗に 反んで ちる から、 二割 
の 貧 おしけ 一年 約 S 千 六な 巧 巧 
とい ム大を もを をから 失敬す る 
譯 であるか 

食が 側 ご しては おの 焼を じょ 
れば會 魅が 請求— 得る 賃は最 
がみ ー哩が 四十 仙、 を かな 後 
は 化 仙、 即も頃 だょ b も 四 割 
高を S て 最た限 巧 ごして 居る 
から 今间の 協を はがて ボに對 
する 契約 違反で なく、 從 巧の 
レ — 、け 要する じタ クシ ー の 
需 をを ますべ， を 會 社が 巧 意 
に 協を し 千 化 巧 一一 十 年よ b 實 
施したら の e ホる ご 云つ て 居 


宮檢 むちを 

ト ー み—， へ 

フオツ ウス か雜為 

おじ ホ 巧-； 抑 幫パ巧 岡 王トグ 
日，々 1 をの 剧 人-巧，！ が 項 所 報 
の 如く ニり‘' が まごつた へ 
ら りて おる， かを の 

御 お 待 


わが 秩が ハち 殿下は、 さきに 米國 
代理大使から 御 懇請 申 上げた フ 
オック^ 粧の發 聲映書 機の 前に 
立たせ もれる 棲 じ 御內を のょ し 
であら、 I さら じ フオツ クス 化の 
ト ー キ H . 孩は 五月 十日な 後 殿下 
の 日 ホ、； 箱 化、 富 ± 山麓を の 化 
勝景を がらせられ 、京都、 を 良 
內 おの 徊 夏の 紐 碧に 興じさせ 給 


音 樂學校 ご長嗔 

まを 特電 一二 十日 發 n おじ 東 
京音學 ほじ 設けられた 長 巧 巧 
の乂學 試驗は 二十 八 = 擧巧ニ 
なみのを 聲者 中から S 十 名 採 
用され たが 試驗官 はか 崖 六 111 
が、 吉を 小一 ニが 氏 等であった 


ふ御樣 や、 さら じ. を 上して 長を 
W 卸 萌覽の 

御摸樣 を 諸 おすべく 補々 

窄猫 中の ょしで、 をし グを 殿下 
ど御词 巧の 秩 父な 殿 ドら 同じ ト 
—キ ー 中 r 掛姿 ご聲を 納めさせ 
給ん こご、 じつて 居る よしつ た 
へ' つる ° H 本では が々 のト ー キ 


— 御吹达 みけ 今 巧が 初め じぐ あ 


溃唱の 夕 


じあ じらせら- 


小 熟 礙 \ •埋まる 

なおり ホ hi ニ 浦を た 人の 獨唱 


曾は 二十 八 ロ お 九 時から 西 四十 
ん了 目の グ レジ デント 劇場 じ 開 
かれた が、 生 惟の 大雨 じ も拘は 
ら中滿 員の 盛讲 でぁつ た、 某 貴 
婦ん から 贈られた どい ふ 着物 や 
ぅの ものを 着て 白 足 裳を はいた 
舞臺 姿、 第二 部からは 例の ホ 味 
のぞい 振袖 姿で、 例の かき 二十 
數 曲、 例の 如くで なかつ たのが 
出 ホを え、 ま' 一 どじ H 本ん の 先 
覺 だけの 重 ホを、 を S 巧は 聽か 
せて くれむ、 を かどしての 怪体 
な 踊 b をの 他 一二は 余 輿 ど I て 
も上乘 でな く、 菜 伊太利 人の ま 
那歌 々妙、 一 ^ 力し お虔浪 子さん 
の デュ 五ット は、 観客席から 引 
張 b 化された を ぁる テ ノー八 • 
オリ ダア 君を 相手で、 しつから 
ど 聽ホじ サ睡を 呑ませた、 終 C 
て 地下の 一室で 茶菓の 變應 がわ 
つて、 をの 巧の 歌姬 が舞臺 姿で 


現 はれる、 ビ クター み レブ ド • 
シ 1 ホ 吹 込みの 豫吿 ビラは もら 
もら どブ ー ブルの 片隅し も 散つ 
て 居た。 


高架 鐵道ミ 

地下 鐵 衝突 

即死を 凹 人を 出ず 
去る 月曜日 午前 八 時 十を レキ 
シン トン 街の 地下 鐵十輔 が 巧 六 
十. VT 目 V 」 ジ P ム 街の 底 架 錫 道 
どの 連絡 点じて 突が と輔 ょら 成 
る 木製 車の 高架 鐵道 列車に 衝突 
しれ 結果 拙 巧者 四 名、 を 傷者 四 
十五 名を ホ やる の 椿事を 發 をし 
わが 運轉 乎は をの 燒じ慘 死して 
居る ので 過失の 眞 がは 巧 然して 
居^:*いが、 プン！キを締めて居 
たじ も 關らや 地下 鐵が巧 I ニ 十一と 
吹 も t ベを おして 衝突を 演じた 
もの、- 如/、 約 ニ 時間 ト經て 漸く 
な舊 した ご。 


性の 敎 育に 


ニ 育 弗の 罰金を 

マブ ー •デン ネット 夫人が 自 
をの 子供達の ためじ 著した せの 
敎育じ 就いては ァメリヵ 醫帥協 
會 でも 賛间し 一二 年 R ホ これを パ 
ン フレット ミして 一般 沒 化の 參 
ち資巧 VJ して 居た が、 官憲は 右 
の パンフレット をのて 風紀を 棄 
就ず る もの VI 認め プ八ッ クリン 
のを 衆 闕裁巧 巧で 赔審 裁判 じ附 
した 結 あ デン， ネット 夫人に S な 
弗の 罰を を 課した が 夫人は 飽を 
も 身の 潔白を ま 張し を 育の 自由 
を 守る 意陳 ょらして 罰金の 支挪 
を 拒否し 苦役 じ 服しても 斯る不 
當 なる 壓迫 W 戰 ふと 豪語して 居 
るので】 般社會 も 事件の 成 巧を 
非常に 注目して 居る。 


讀 をの コラム 


獨唱會 の 後に 

Y • Y •連 

柯人も 持つ、 別して 同 お 者の 
持つ 一種の 不安 4.- 懷 いて、 去る 
二十 一二 日の 巧 『ィンタ ） ナショ 
ナグ •八 ゥス』 の ホ ー ^ で 聞く 
巧を 立て 1 居た 僕は、 プ U グラ 
ムの 進い じつれ て 段々 ど 前 S 方 
じの めら 出して 居た、 すると 後 
の ホから、 ァメブ 々生れ だけ じ 
ぉ語の歌がぅょぃなぁ芭云ふ、 
これは 傕 かじ b のじなる ご 唯 わ 
が 亦 威 也す る、 をの 中 じ 义橫の 
方で 日本人 だから 矢ツ張 6 日本 


の 歌が うまい ご 云 ふ、 傑は これ 
はま おを 側が 巧 巧した なご 直感 
した 0 

獨唱會 がちで V -、 い： 氣持七 
じ U つて 居る ぶ、 いを な b 僕の 
肩を た i く 米 A が ホる 『ァ クシ 
デント』 だ 『ァ クシを ント』 だ 
ご 云 ふ、 どうかし たれと 訊ねる 
ご、 これは 「アクシデント」 だ 
僕は をく 『エキス ぺク >』 しな か 
つた ご 云 ふ、 類いて 妻ち が搔手 
をし じ ホる、 巧ぶ 人 ホ婦が ホて 
伴いて ホて 化を せし わ、 円本 人 
中 じこんな 獨唱 みが ある こごは 
あはな かつた ミ 云よ、： 此 人は 態 
態 ラー チ モンドから 中： て ホ 化の 
でを る 0 

聽衆 がま b がての 氣持 もで み 
から ホへ ど おて 巧く 中」 僕め 知 
つて 居る ァメ ブ ぇの わ 婆 さみは 
あんなょ い聲 をで うし C 持つ た 
かご 思 ふごを ふ、 をら じみの 婆 
さんは 彼女の お琢 さんけ ァ K 9 
々の 人 かど 訊ねる、 僕が 純粹の 
日本人 だ VJ 答へ る ご、 一二 人ても 
目を 化-- ^て驚いーて曰く 『|>ォ 
ン ダフ グ』 だ是 お； 日本人に 恐は 
して 吳れと 云 ふょ I i じ紹 かする 
としたが 威 嘴の 余ら 中々 歸らな 
かつた、 をれ もを め當 、此 A 達 
は 優を 學 上、 合 S 强じ刖 獲が タ 
く、 聲も ょいの がず いご 信 一 レ 切 
つて 居る 速 中で ある。 

僕は 是等 のん々 の 威 お をら々 
ごを へながら ホ るん が 巧つ て 屠 
た 深いす をと 疑 どは 疾< じ れ 
て あの 晚 贈々 と靑空 じ窝く I 兀つ 
てゐた 十五が の わち 樣 いや 一 厂じ 
ホ 図で 日本 か 生んだ 宮川 ァグ ネ 
ス さんは ホら 出し じな ご 喜」 化で 
歸 つた。 .一 


尋-れ 人 

(宮城 縣) 大橋武 雄 (長 野蓝 


) 新 


おず 人 一' 同) お 伯鎭雄 (魔 島 


縣} 中が 藥ニ (同) 渡 邊泰巧 
京 巧) を 澤武之 助 (か 歌 山 


後藤 甚之あ (おお 縣) 松 下壽之 


轰 

縣) 


(熊 


ま (山 ロ賴) 德原猪 ニ 一郎 
本縣) 西が 巧 喜 (鳥が 縣) 肅勝 
衞 (山 ロ 避 原甚吉 ，系 獲 お) 
横 田 常 王 ロ (か 歌 山縣) 化 本！!- 吉 
(鹿を 島縣) 國上時 愛， (愛 姑 I 縣) 
末な (長 饒縣) 池ぶ 內藏音 
(熊 本縣) ず 井深 ニ 輔岡縣 ご ニ 
文 伊 度み 大が サダ メ (ブィ 
ラデグ フィ ヤ ホ) 巧 上 (愛知 
麻) 長 崎德一 柴 田き S 郎 一大 
阪巿) 巧 川 お 太が (を 庫縣 j 藤 
木 喜 八 (福 岡縣 '、ホみ 農 造： 前 
が 育大學 々を 八 木 郡ず 
右の ま' じ 通な を 度き 儀有艺 
痕間 本人 若く は 知人ょ 6 現 
住所 御 通な 願 上 煩 

紐 育 帝國絕 領事 舘 

1 巧す aa {一 ま y を ニ ミニ さ 


成功の 秘 1 訣 


お 


t 

が 


S 

h 

別 

8 


•55 ^ 
8 


1, 如 

■S L 

U 


6 

2 


米 固ま ホ 語を 話 f 事 
は 成功の 酱 一義 ごす 
本校には 目 本人な 巧 
じ 慣れた f お 入 致 
帥を 6 想 切 じ 會廣通 
信义 社を 證 をが おし 
ょす。 日疆 を 日 共 じ 
午前 化 時よ b 午後 十 
時まで 關 校し 一 レツ 
スン' と 十 书化づ i 
今 H おも じ ホ 巧 われ 
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新 古書 籍販賣 

雜 誌の バック ナン 
バ ー、 を雜誌 類の 
巧 注文 等 化て 恐 速 
じ 狐 化かを します 
柯卒 御用 か 願 上げ 
まず。 


L T 
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を 本 ■を ま 煩 旧 
拂 & 濟資 本を ホ 千 巧 阻 
お 立を 六 了 四な 巧圓 

'能兰 弄 銀 巧が を 店 

ネ庙を 京 市日 本 巧 院本 革屋£ を 化 一巧 
ま 店 ル お 日本 语をぶ 某ち 雲 

を古屋 巧都大 お； ’ — 
廣島下 關巧司 若 
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巧 業 信用 狀其化 一般を 巧 業 
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前 紙 S 菱銀 巧 — 
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お 里 送金', 日本が 化 おネお 巧？ 取を 
ネ巧 預金 (を 期 通 かノニ 補) 御 巧 市な 巧 
本す 店 東を (本 接、 大 お* 神 芦、^ 都 
巧生也 呂を畫、 ト爵、 J -^を、 だぉ 


® 羅府 、る 港 出帆 (ホ， 
雜麻發 

(午后 ニ 培 巧 化) 

天げ 乂五巧 S H 
これ わ 丸 五月 十と 日 
をが 化 五 巧 化 一な 
西 比 剌亞乂 六 巧 巧 十 U 


グ少經 ち 
を 港發 

(お 午 巧 帆) 
五 巧 八日 
五巧廿 二日 
ホ 月 五日 
ホ 巧 十九 日 


參 シアトル 出帆 (午 靑十時 出帆) 

橫お乂 '立 月 十五 日 
一二 島义 六片 十五 日 
伊泼化 六月 廿义日 
靜闽化 I と 巧 化 ホ 日 

@输 あを 日本 朽ぁ帆 

巧 見 も を 巧 十み 日 
箱姆か 六 巧- 9 
白山 も ホ 巧 十五 a 
▲翔靑 出帆 芭奈 馬經由 日本 巧 貨物船 1 巧ニ圆 
▲聯絡 取 お。 聯斌 は歐渊 巧、 菌来巧 並に 芭奈馬 
觸 を おや 洋岸巧 备漁紙 會社ゴ 待 約 お リ乘船 切 
巧 等 萬 事 御が 當 にお 計 ひ ホ 上 ミず 
▲米 齒鐵道 切 巧、 寢を券 等 も 御 便を に 取 計び 申 
上を ず . 




み ナメ^ ~~ 力 ！ の特を 

日本ん の お 買物 じは 特別 巧 員を 置き 無 
料で 御 案 內致ホ 電話 又は お 手紙 か窠御 
訪問して 御 便宜を 計ら 初めての お 方に 
對 しでは 特に 注意 致します から 是非 お 
立 寄 h 願 ひ 升、 市內 配達は 勿論 U 本 巧 
化を Sj 宛の わが 物發 送は 當 方で 致し 巧 

ジ 3 ン ブナ メ！ 力 ！ 


魄香 坡每ニ 週) 圓ぉ帆 

▲一で ム ブレス 佛蘭西 ニニを 呂 晒) 

五 巧义日 

A 古ム プレス 露 西亞ご ニろ 岂嗯) 

五月 兰十日 

AIM ム ブレス 亞西亞 (一二ろ 登 喷) 

一 ホ 巧 十三 百 
▲ I エ么 プレス 滿顧西 0 ニろ S 峨) 

と 巧 四 日 
_ M 等、 二等 n 二等 及び 下等 客 設備 
i 最大、 善美、 泉 快走の 東が が 巧 船 

I > , 


博物 舘の 「子供 デイ」 準備 

叔父さん 達の お嚇 や映議 らおる 
巧 肯 H 本ん 會ま惟 學童化 お巧覚 を 開 曾 中を トし r ず 供 デイ J を 
舉 巧すべく 特 則を 貝の 手 じ 化ら て 目下 準備中で ぁるが、 时 H は 
端午の 節句に 相當 する あ 巧 五日 ( H 晒} で 午な ニが 半ょ ち 四時 半 

まで アメリカン •ミ ュゼ アム •オプ •ナチュラ^ ヒ スト vr (コロ 

ム バス 街と と 十と 了 目を】 じ 開かれ、 當 U は 博物館 ホ 事 シャァ 
ゥッド 愧± の 歡迎巧 じ 巧ぎ 草 信 日本人を をの 挨搂 、內山 總禍事 
化 巧ぶ ぴ •* ュ リック 巧 ± の 淸說が ぁ b 、 次で 子供達の 好物 イソ 
ッ プ物謁 A ニ S の 映 違、々 嫂 達の ダンス や 合唱な でを も 加へ て 
眼 やか-: おの 半日を 豐す計 塞で、 招待 狀は 普ね < を ホ 面 S 子 巧 
の ぁる 同化 东 庭へ 發 送した 當 でぁるが、 若し 調查 波れ の 向が ぁ 
つて 今 明 H 中 じ 巧が 券が 屈 かな かつた ならばを じ 事務所 じ 御請 
ホ ぁれは 喜んでを る CH 食 事務所 t 語つ てなる。 巧し 講堂の 乂 
員は 千 四な 乂£ 限定され てゐ るから 招待券ら 糊 限な 上け 發 送出 
ホ；；：* いおは 豫め誌 解 あらたし ごの MJ であ ir 巧ほ當 局を 員は 巧 
る 己 日 午後 六 時半よ A 日本 巧樂 部に 會合 しおら じ 最後の 巧を せ 
をな すわ D 


太 やが 贿係 會議の 

ホ國側 議長 

グリ ー ン氏當 選 

本紙 お 報 今 巧 京都に がて 
開かる i 太平が 隅 係食讓 々長 兼 
乂國 侧講を ゥキ^ バア 傅 ± 辞な 
の爲め 後な をを 物色 中で あつた 
が 去る 二十 六 M 巧 ホテ^べ 弁モ 
ントじ 於て 賄 かむ た ツぅシ ブィ 
を證の 席上で ア メリ ホン •カク 
ンシ 火の 畿 をに ジエ 日！ 厶 •グ 

リーン 氏を 選擧 し、 副議長； を 

おの 7 レ— ス •アレ キ ダン ダア 

氏を 選擧 した。 グリー ン 氏は ラ 
I ツ クフ S ラ ー あのち 力なる が 巧 
一 脚なる ク 1 •ヒ ぞン ソン 商會の 
，共營 あで H 本に ホまい H 本 語に 
I 堪能で あるが、 現 K がち B 本 協 
一を ん副會 巧で あら 文 タゥン セン 
ド •'ィ リマ 委員 會 のを 員を で 日 
义關 係の 上に 證巧 する 巧 叙から 
ず、 ゥォ 巧の おおに 甫 きを 
だず のみ。 らすラ ツクブ ユラ^ ~~ 

ホ か W 曲の あ 力ち でず か 運動 及 

文化 速 動の 化顆 ごじつて 
ゐ る。 今 M 議 挺の 巧' じ 就、 じ當 
b グリー ン 巧け 陳 ベて H < 『吾 
人の 扁^ 将 じら 成 巧 S ぞくは ゥ 
キ作 バア 隙 ± み贊 明なる 指導 じ 
辟 &。 吾人け が ± の卒廣 且つ 銳 
I 敏 なをへ 方 力ま 會 溢を 協 誠が 結 
I 論じ‘ 海 （老巧が 連の ホ 腺'. 自由 
I 自化 S 諧魏 どを 失 ふは 還臧 であ 
一る が、 しかし 轉瞭的 巧 题を捆 む 
巧 ±の 天才を 再 •か & 府の爲 めじ 
避がず るは 悅 ぶべき である 。極 
巧に がける ホ 解み の 問題は 化 ホ 
戰 ザ-し 化 b て 解決され る もの〜' 一 
されて & たが 幸」 もを 方面の 測 
城は な 見を を おする 會議 ご啓發 
された 輿論 ごじ 仪 b て解决 され 
なごず るが 向を 聊 致した。 換宮 
すればお^'-,じあの不戰慷約の 
言は わ ど 欲する 所を i ：* しつ、 あ 
; るので ある』 ど。 尙ほ 新げ 副 諸 
I 長の T レキ ザ ンダア たはを 港 口 
ホ鹏 係を 真を 。 第二 化 問題の 敏 
; 也。 轴助 おで ゐる G 

公務 靴 お 惟の 

:學生 懇談 會 

; がを かを 寐 がた b 
I が 育 U 本人 @ をが がま 惟の 巧 
二回 學 ホ恕談 巧は 去る^ 化り 巧 
一 日本化 樂部 階上の 大 なをに がて 
開かれた が、 當化主 お 共に 巧 あ 
:を酱 いた おかを 襟に 化げ て 自己 
紹 かに 化え、 午 巧 化 時 ホを 八十 


餘名 打を つて 着席、 田 島 委貴長 
じ 化 b 武井理 S 郎巧 簡單 じ開會 
の辭を 述べ 學生 側よ b を 督敎學 
生 聯盟 ま 事 熊 澤義が 巧 謝辞を 述 
、且つ 在米 學 まの 槪 巧を 語つ 
た。 學ホ 聯盟 5 調査 資料に 化れ 
ば 專門學 校 乃 ま 大學約 ニ 巧 四十 
校內- しな 學 ずる 男女 邦人 學 をは 
總針 千と むじ 上る ぺく 、內 男は 
千 一二 巧 人 女は 四百 人の 割を であ 
るが、 日本よ.-^^ホ學せるものじ 
比し 布 哇义は 米乂陸 じがて 出を 
せる もの 漸次 增 加の 傾向 あち、 
大体 H 本よ h ホ學 せる 多くの 學 
生の- ング キャップ パ 〔一〕 修學 
に耍 する 財政難 ごこ 語 學のホ 戴 
写 こ 巧 移 技法の 影響 〔四】 家庭的 
慰を の缺 さじ あを ごな し 化褲の 
計豊 V - 獄迎 する ご 結びが 旧 海軍 
盈督 をは 諸道 舘 時化の 间顧談 よ 
b 化 界大戰 にがけ る 獨逸飛 巧 軍 
の 活躍を 講話し， 終つ て 學ホ侧 
の餘 巧に をら パ ー モニカ、 を唱 
など わ 6、 雀部豊 ず 罐は マヴゲ 
女を の 伴 葵で バタフライの 一 
節を 獨唔 して 夫 喝采を 蹲し h 屋 
氏 巧 ニ 氏の 汾稽南 巧 蛹 6 も あ b 


窠六組 佐 滕吉田 村 山 雌 
加 瀬 

第と 組 ホ 司 化 巧 鉛 木 
西 尾 

勞働部 主催 會合 

が 育 日本人 會巧慟 部キお 講演 
及び 映齋 をけ 前 遇 木 礎 H 午を 八 
時半よ ち M 育 日本人を 會 にがて 
開かれた。 當 巧は 降兩 にも 巧は 
らず會 衆が 五十 餘 名に 上ろ 映 書 
はジフ テリ ャ豫 巧の 宣傳を 始め 
衛生が 健 一し 賊 ずる ものを まごし 
てぁつ ゎが 相 當輿ホ も ぁ b 巧 益 
でを つた。 講 おはを々 木 指巧師 
で、 お 化 化せる H 本の 眞 相を 表 
裏よ b 解が、 縱談 橫謠聽 衆を 魅 
了し 午を 叶 時ザ閉 會を吿 げた。 

天！^— 節 遙拜式 

天長節^ 巧 まは 旣巧 のか （去 

一十 九 t 午前 十一 巧よ bH 本 
棋樂 部階ユ 迎賓 室 じがて 擧巧さ 
れたが內^滋顕事巧理 陸お軍 
及びを { ajs 化を， 草 信 日本人 會 
會 長、 田 _ 島 日本 俱 樂部會 長、 柏 
木 正金 ま 巧 長 其 他 一二 十餘 名御眞 
影を 拜しー おつて 別室 じがて 茶菓 
のを 待 心り 正午 靜肅禪 じ 致會。 


公人 か 人 
♦大倉 か 親 氏 前 過 ホが せる 東 
が 陶器 株ま會 社々 長、 窯業 協會 
乂會じ お 席^ 爲め旅 巧。 

•おな 氏 H 井 物を 紐 育 支店 次 
を、 家族 同伴 前週々 初 前任地を 

港ょ b 着 アンソニアに 投宿。 

♦福 非を 一巧 S ホ 物 產紐脊 ち 
巧 員、 ニ赃 ホ 菊 一二郎 氏み 息) 家族 
同伴 一時 歸 朝の 爲め まる ホ 九日 
巧 おを 巧 わ。 

神 谷忠雄 氏を が 電力 株式 會 
社 ま 役、 前週 举府じ 赴き 昨日 午 
後歸 が。 


日 来俱樂 部總會 

日本 俱樂 部に ては を 欲 繁乂條 
の規 をに 準じ ホる 化 目 (第二 木 
願 日〕 牛 後 八 時ょ b を 期 巖會を 
開き 會 會 針の 報吿 、理事の 選 
擧を 巧^ 終て 巧 事會を 開き 新年 
度の 正副 會 長、 幹 拳， 會 計を 互 
選し を 部 委員を、 委員を 選 巧す 
る吿 。 I 


ホよ b ぅどん、 おで A 、 五月 壽 
司、 水菓子の テ！ ブ ザを 圈 むで 
を自 談笑 禪にま 人 側 ょら 革 信、 

化 ホ' 化 旧.' 水 谷 氏、 巧を 速が 
隱し錯 を おじ、 早 川雪渊 氏の 轉 
妙 U る 落' 班れ もから じ 學ホ侧 の 
锁 舞、 獨唱 Gr 績 ホし 寮を じ 田 
島 委員 技の 發聲 にて-同 起 a 君 
が 巧を ニ 唱—陛 ドの 萬歲 を兰唱 
して 午前 一時に 化く 和氣 露が た 
ろ禪 r 巧 貪した。 

撰杖隸 競技 

〔ぉ 府特 憤〕 當地 樓お樂 部を 
季げ球 紋お會 。ニト と ホ！ 片- 
ンデ かき メタ 术 プレィで を ポト 
マックが 球場 じて 五 パ おり 午前 
八 時よ b 舉れ 甘ら るべ/、 賞品 "2 
一等 革 製 ゴ八フ 袋よ b 五 等 アイ 
アンまで わら、 競技 終 r 後 相 ホ 
浦で 晚餐會 を 懼す络 である どを 
ふが 參加 人員 二十 八を 其视 をせ 
は 左の かし。 

第一 組が 島化澤 をな 
小 野 

第二が 石化な 旧 木 下 
石 m 

第一 二が 旧 披お條 ホロ 
加滕 

巧！！ 組 柳 旧眞木 長を 川 
法蒂津 

第五 化 お本豐 出が 山 謙 
河 上 


新着 書籍 
を 讓巧氏 著 

テキサス 無宿 

(外 一二 十 篇ニ弗 •五 0 
大佛み 郎氏著 

赤穗浪 ± 

上、 小 一 お •置 0 宛 

大衆 文學 全書 

舆 二十 乂卷 

か 桐 兄弟 商會 


伍堂 中將の 消息 

南！！ 錫 道 株式 會社顧 間 海軍 造 
兵中带 伍堂 卓 雄 氏は 歐米 視察の 
要務 f 帶 び滯英 中の 處 本社ょ b 
の 急電じ 接し 渡米 計畫を 中と し 
まる サ 九日 愉敦 お# 巧び 西 比 利 
亞を經 ホ 輪 件した とを ふ。 

島 津卿巧 歡迎會 

タ年ボ 俄を リ本入 靑年會 ホ 事 
どして 间胞 社會の 一重 鎭 たら 
化嘟 島が 卿 氏 か 前週 ホ 夫人 同伴 
靜 養の 爲 めみ がせる 巧 機 會をト 
し、 山 阳質郞 、大賀 順 治の 兩氏 
を 起の 下にが 巧 午後と 時半 料亭 
河 添 じがて 歡迎晚 餐會を 開い 
が おが 古な ホの 舊か其 他 タ敷お 
席を ぁ b 磯 巧 牌に 敗會 した。 尙 
は M 氏 夫妻は 今夕 出錢 ブァフ 
— 、 クタ t ゲラン ド 地方を 經 
て； i 巧の 尝。 

ジ 工博 上 明が 引退 

お巧ブ ロ— ドゥ ユ ー •タ ぃナ 
ク 敎曾が師ジ エ フ ヮ ソ V 博± 
はな 職册 一 年と 十歲じ 重ん どす 

ので 明年 八月を W て斯 あょら 
引退ず る ホ- 愧± は 前年 支那 A 
び H 本を 巡遊し 歸ホ後 極東の 實 
相を 米 人に 教 へた i も ぁら タ數 
岡胞 のか じを がして* る 斯界の 
省 宿で わる。 . 

W 巧中兰 夫人 廬事 

口 A 綿化糾 育ち 店タ を 機手截 
氏 夫人 A じ 五 H グザ ラン 病院 じ 
てた す 出を 巧が 子 ど 命 あ A 川 支 
化畏 がが 正 太邮氏 夫人 ホに 十二 
日ュウ ロシェ 片 。柄院 'て お 子が 
ホ お 造 どか 名 A 巧 木 桃 井 組 社員 
鋼 化が 巧衛ん 夫人 ホに て廿四 H 
女す 出 ホを ゆ 子 孰れ も 健な。 


新入 荷 


鹰角菜 
ず 幹 
靑干紫 藤 
千切 大根 
VI ろ^ 昆布 
艦を 巧 


桑 山商會 

ご 4 夏 ST 芸を MT : 产 Y . C - 
芸 one - 京 巧 nt S 送- 0萬7 


谏京商 會特告 


五ち 號 で 
講談 俱樂部 .六 9 

キング •五 0 

富 女 金0 
講談 雜誌 •一二 0 
义藝 クラブ •五 6 

其 化 到着 ¢1 お 


紐 育 東を 商會 

皇 W . 雲 ご N . 产 
互 呈某ミ ま 苦 


¥片ら 最新まで 綺麗な 输め 
がきを ぁ b 。 日み の 
お 方に 貸し 度ん。 停ぉ複 ょ-リニ 
町 グランド セント ラ ご & 化 ホ 
产呂 LY , 養 B 是岂量 a A ま- 

~ さ nk ミッ NjY . 




料哩 人？ 巧 i パ .U 

び 科 理法を 敎 撰ず、 新式 設備 

ご養實 Z 

19 We 岂ゴ h Si Cor . Broadway , N . Y . 


夏場 賣渡 (特別 廉價) 

燒 所。 ン ダビー チ 目 拔の處 
化-; 岡 輔類營 業を 無し 

おヵブ—プ八、1ニスターステ1 

ゾ ^!^右八臺{化 
雜貨殘 な 數だ弗 
委細 面談、 又は 書面 

F . Y . 言 養 1, 7 B f th 呈葛 Ave ., 

す 0 互 =e Gen ぎ！.. 一. ヴ I . 尹产 G . A 12 み 


五 ま アバ— トメ ン. 

貨讀 f ト裝 飾し を 

電燈 、，チ ー ム 、家賃 普通 
182 臣 afeitiw ニ Tie ヨミ ミち) 
ザ ie 毎 i 互き 宣呈 t 置 岩 


家具が 一二 室 •が 室が 

二階、 五享苦 

6 十 巧 一日 迄 月 廿五弗 じて 貸し 
度し (大 巧) 
皇 E . 置 rd 芭. ぎ Rhinelai 一を ニ 岩 0 


御禮 


小生を 經營の ラッカ ゥ S — ビ 
— チ 夏 瘍化巧 不盧の 類 燒じ罹 
b 候處视 々御 配慮に 巧ら 豆 义 
ネ大 の御哥 舞 m 戴 化 お 段 奉 深 
謝 候 一々 拜趨御 禮旬ホ 上 善の 
處タ 化の 播す 収敢 W 紙上 御禮 
申-^ お 敬具 
四 巧 二十 四 H ' 


各 化 


松 浦が 爲 
家 永淸藏 


裝输綺麗み室、 設備 
完 を、 シング 八 一遇 

八 弗、 ダプ八 一週 十 巧 

吉 TELC 真 LE , だ W . 呈さ F 百で 


貸 室 日本人の 家庭で 綺麗 

な 室が あらます。 お 黛の ホは ワ 
ズ ウオ！ K 五 乂四ニ じ わ 電話を 
下さ、， ませ 0 


化 心 

類 §11 の W 

排 か p.i 

パ ご。 心 

& 1, み - K 圳 

」 k 化* 3 W A 

化ぶ W — が- 


d 


-2 

e 

s 


I 夏場 グ—ム 向き 

本 及び 濁 逸 製な 具、 雜貨 及び 陶器 
類 等夏巖 向き お 垂部取 揃へ 陳列して 
原 ま 一す から 御 ホが の 節は 是非 御 立 寄' 
み 御 ご覺を 願ます 

j す i テ 心 エン#^ シム ゾル 




つ 

の S W ^ W 
d パ 6 

W 舶他加 

G M が W 

y 

斯蝴 


巧 

鲁 1 

N 


W 如 

N A 


懿 0 本 ド ミグ ふ蘭會 


i 



i 


酣 r 
巧 


篡向品 

乾 别廉價 テな テ 御用 命 こ 
應ジ巧 申 候 間 御 引 立願 上 候 
日本 陶破器 卸販賣 

F. D •商會 

话玉 、布施 

『0也 巧 ！ rated Dlstributo 『タ Inc. 
苗 w . :23 rd w 产 ， zew York 
ぎ Gircy 36 是ム 607 


; 諸雜貨 仲買、 卸販賣 

保 巧商會 


▲鄕里 送を 及び 並を を (無手 數？ ^ 、外国 
爲を賣買、 荷ち替取組取立、 一^一用がを 
巧 等】 般錫巧 業務 御 巧 利 じな^ 可 化 候 

栽 臺灣銀 巧 — 出！^ 所 

M 黯 ^ ち大披 、神 巧 -!^ ぉ 、漢 

ロ、 福 州、 厦門、 油 頭、 香港、 巧 ま、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビ下 ‘ 

々； ッタ 、偷敦 、其 外臺潑 十 早 


孟買 
ケ所 


一' 資本を 壹億圓 (を お 拂込 巧】 

一、 橫 立を 一億 あ 巧 五十 萬 旧- 
內地 ネぞ巧 h 演濱 (本 巧) まを I 乂拓 

機鑽ぶ 金銀 巧 — よ ^ 

ホ 画を ま 巧 = を潘羅 巧沙お 巧を 
其 他世界を 函 重要 都 巧 ュぞ店 及 I グン 
K 有 之 保 


.百 四 十^番 

なぶ 銭 巧 


み 巧 大阪化 演五了 目 
が 育 支 巧 紐 育 プ 《 1 ドゥ ユ 

株を 

會社 

^ ち (東 巧， 橫濱 、名 古屋 、巧 都、 神戶 、が 山 
け i 雇ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 か、 下ノ顆 
迎ま庙 < 巧 巧， ホ 倉， 巧 松、 惜タ ，久留 ホ、^ I 本 ま 
本鼠預 を、 郷里 送金 等は おめ i '- 
て 御 便利 进速じ 御 取扱 可 申 巧 


ネ庙 朝鮮 巧が 

ち 巧 出張所は H 本 巧 地の 樞要 都市、 

滿辨 、支那のを 地 及び 浦 结搞お 

朝鮮 艱巧紐 育 お 張！ 

か 國爲替 一般 銀 巧 裳 お 精々 御 便利 じ取强 f 
申 上 候 


藤本 證券 會ぶ 

一般ち 價莊 券ノ賣 買、 引を、 黨お 
イ 金融"？ 之 ニ 熙スこ 切 ノ業巧 

慨賊 藤本 ミミ — 々— 銀 任 
紐 育 お 張が _ 


陶强詣 、雜 貨卸賣 

寐巧ブ う ザ ー ス 


H 本 陶强器 雑貨 
ラム プ卸賣 

奈良資 易商會 


B 本 郵船 會祗 (並 ニを 鐵道會 社) 

代理店 巧 桐 兄弟 蘭會 

乘 車、 乘船 切符 並 じ 小荷赖 運送 御 便利 じな 扱 申します 


シアトル ぉか (午前 十 時) 
をら ば ま 化 お 巧 十一 二日 
あらび や乂 五月せ 一日 
るん ピんみ (な 港 巧 化〕 ホ 巧 一二 H 

▼ i 橫窝 一查弗 ， t L ，。 

化 レ ば 4 ず 丸 るん でん おは 一 お 五黃 
▼一二 等 日本 巧 五 五 巧ぎ 室 大な遼 を 族 室^^ 
►狗煮 望に 依 リ一莲 割が 巧復 切符を 巧を 巧 候 

ロスアンゼルス 出が (午後 ニ 一時) 
もんて びで を 見 ち 召 一 B 
ま わ 、.- 九 と 巧 十六 H 

►一等 镇漬ニ 一一 一 0 弗但 はわい みま にらを 證躁 
▼お 別 一二 等 a 本 巧を 十 お 賄 ▼一二 等 B ぶ 巧を 十を 弗 
►ホ 渚羅骑 朽線牽 切符 寢窒赛 購入 御铃旋 せり お 

な c,nT— こ W 巧 テ！ WJS 化 ロ 3 1 国 


r XL 




円本 觸礙黑 雑貨 類卸寶 

ホ 元 ブタダ ー ス 


夏場 向晶 特別 賣化 

夏壤 、ホ賣 お、 ダ— ム 向新 荷 到着 
穗 々勉强 御用 命じ 應 じまず 
H 本陶媪 黑雜貨 卸販賣 

難 巧 木 桃 ホ 組 

105 E. 16 を S 产 N. Y. 
Hel. Stuyvesa 目 t 窠资 お，？ 

复瘍 巧 N 新 荷 到着 M 

精々 勉强巧 致 候 間 御 引 立願 h 候 

陶 破黑雜 貨卸賣 

春 田巧會 

一た 『 if を >ve , ZOW York City 

Cor 日 巧 of ロ st mt. Hel- Algo 己ち in 授 90-23 ご 


巧 N 新 荷を 着リ 

雜貨 、陶磁器’ ランプ 及を 等 一精々 
勉强巧 化 候 間 御 註文 被 下 巧 願 上 お 

^ 太 洋贊易 株式 會 ^ 

^Telephone A-lgonquin 3823-5 | 

101 巧なを Al ミ nue zow York City I 

ohic 爲 c Branch W 27 w . spdison St ■，香 ic 孩 cl - ニ 一. 

New 囚畏 la 日 d 巧 さ .-N. IMas 己を of 送 巧 edford St こ wosto ふ Ma ま . 


nv >6 

S J 

sf 、 J— cu 

リ c L お 
s か & JE 

巧^ 她州琴 

B M 

fl w g が 

atmt 3 t • 

8 巧 - 5 

巧 け T 



比 sSSS ? 患。 h … 

303 打れ h Av も， 

Tel. Caledonia 4100 

巧 田 巧 事 巧す 會 社な 育ま 巧 
Uchida Trading Co ., Inc . 

11 Park Place 
Tel. Barclay 1576 

島 資易株 ま會お ， 

Shima Tra ぷ打 g Co " いん 

150 Broadway 
Telephone Rector 1484 

巧 式を 化 ホ 尾が 舍 
Akawo & Co リ L 化， 

235 Fifth Av«r., 

Tel. Caledonia 9758-S? 

ホ 倉 裂 絲綻績 株を 會社 
K が akura 在 €〇リ LtdL , 
200 Madison Avenue 
TeL A ふ land 4 另 4 も 4546 

K . Mikimoto 

大倉 巧な ちま 巧 

, S ホ 棟 ま會放 

巧 巧 板を 巧る 會巧 

, Vmcsho Corpora お on , 

1 ¢13¢?- !1«がけ£づ巧 

40 E & が 84 化 St がが 
Te!. AfiWasd 4 扣 7-91 
Gosho C 〇 *» Idc ., 
Cotton Exporters 

奶お说 ver St >, 

む！ 阶 wHng Gre 幻 1 8 孤 も • 0 « 

P —— 

巧 5 F 江 化 Avenue 
fel. Vanderbilt 巧 巧 

Okura 公 じ 〇•， 

30 Church St,, 

Tel. Cortlandt 2292.93 -94 

髙 '巧 巧會 
12 S Broadw 化 H , Y . C . Tei . お c {〇 r 巧 84 
Faciorif ： 35-10 38 th Ave ., L . i . City 

Asano &U が 巧。 レ ompany 

Room 801 -805 
1 〇 5 Broadway 
TeL Cortlandt SC47-8052 

巧 滿が巧 道 巧 式を な 
巧 育 > 巧 巧 

Sou 比 Manchuria R . ん Co 。 

が oom 202 ら Canadian Pac 巧 C BMf. 
342 Madison Ave. 

Tel. Vanderbilt 4135 

ミ 井 あ 產賊會 を 
な 巧 ま 巧 
Mitsui & Co ., 

6 〇 Broadway* 

TeL Bowling Gr •• 。マ 520 

な ホ 食な 择井商 巧 
なを 出張所 
Iwai & Co リ いん 

Woolworth Buildizigt 
Te し Fitz Roy 8 が 0-6 しの 

S 盞 商事 巧 ま會お 
巧 育ま 巧 
Mi ゎ ub ミ &hi Sfaioji Kaisha 

(M れ subish; Co., Lt ム） 
120 B 化 adw&y 

Tel. Rector 2560-2564 

大阪朗 日 ニ 巧を 朝日 
化 巧 ま 巧 
Osaka Asahi 

了 he New Yo ふ Times Annex 
Tel. Lackawanna 1000 

0 本紹巧 株式 城 
なち ミ 巧 

•Upan Co け on Trading C 。 一 Ltd., 
2 Park Avenue* 

了 eL Lexinsrton がの 

日本を 糸 栋ま會 か 
なち ま 巧 
NIPPON KI-IT0 KAISiU, LTD 

f WO Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 

原な 名會巧 
が 育ま 巧 
Hara & Co ., j 

443 Fourth Ave^ 

Tel. CaledonlB 7830.35 ! 

曰 ホ 生糸 祿 まを 社 
紐 育ま 巧 

W 挑 ! •お 1 KII 巧) ( が USH!Ki UI が A 
が ICH し BEI の ITO CO" LTD.) 
1 Park Avenue 
Tel. A ふ ! and 6246 • が • が >49 

大巧 每日ニ 乂京 日日 
を 木 H が 
Osaka Mainichi 

Roo 田 306A W'orld Bu 巧ぷ 。 g 
Tel. Boekman 4259 
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對支借 歎の 整埋難 

ご ニ 曰】 H 本宫 おみ 酱 ぶが 借 欽は八 億と 千万 圓 でぁる！ ai 現在 
の模樣 ではを の 整理 最も 巧 難ら し < 、一 ホ ま那の 日貨排 uj け絕 
滅の 望みな （极本 的 じ お萊が 必要で ゎる ごて 掛そ實 葉を 化 意見 
も 强硬案 がら 漸次 持久 政 案じ 入らん ごして おる。- 

南滿鐵 道の 新 計 劃 

ご 一日】 大藏 省は 南満 賊 擅に 勒 して 信 巧會祖 じる 南滿 m 券會 
社の 經營 をを 許す る じ ま-口山 本社 長は この 新會 社を 經營 よべ- 
人物には 官民ょ b 第一流ぶ 人を なて すべ，、 を 相 じ 慾 憑し ゎ |!が- 
同社は 重 じ滿錢 資源と 支 價 證券を な披ふ ミ じな つて I 

故ト柳 大佐 後が I が！！ 日 午前 上 ぉかで 歸教 ずる 

【I 二日】 お 軍 大佐ち お寬 氏は自 
巧せ る 小 柳 喜 一二 郞 大佐 d を灶 
£ して ジビユ ー ト 大使 お附巧 
官 じ、 お 軍 大佐 巧が 宣 親； 氏な 
獨逸 大使館 昭 武官 じ 夫々 巧 か 
されね。 

若 崎 代議 ±辭 お 

【I 二日】 大阪府 選 お 衆 譲を 議民 
岩 崎 幸み 郞 氏は 不健康 6 ね* 

辭表 A •提出した。 

芳澤 公使 歸 朝す 

ご 二日】 芳澤を 使は 條約か 補を 


渉の ため ニ H 巧 南京 じ 寒し わ 


有吉巧 重任 お* 

ご 二日】 橫演巧 長 有 ま 忠^ 一氏は 
ま 巧を 拒絕 したが お會^ をを 
同を を 再選す るら しい 

三越 爭議擴 がす 

〔=1 日】 H 越吳服 店王ン I ベ] タ 
— 運轉手 莲はサ ボタ--! ジを始 
め 五名 滅 首され たが 二百 名； 
餘る勞 働 ま a 示威 巧^ 解散 後 
食をを占領し商買を-1|;巧害し 
たので 四十 名 拘引され た。 

赤化 敎授の 免職 

〔二日】 巧 大醫學 部 助教 巧國崎 


これを 要する じ H 本の 輿論け 簾 
】 じ 今回の 會議が 協調 的で あ b 
をつ 日本 ごしても 最も 願み しい 
政策で をる と共に 第一が フ シン 
トン 會議 じがる 直前の 如く 日本 
の 海軍 力に 對 する 

疑惑が 一掃 クれて 居る こ 
£ を 墓び、 祭 ニは まみ 鑑の 比率 
I- を 巡洋艦 じ 適用すべからず どは 
殆ん V」 を 紙 一致し わ- 輿論で をつ 
て、 『時事 新 巧』 の祗 軍記 者の 如 
I き 若し 會議 じして 巧る こごを ま 
張す るは 會議 のみ 裂は 今 曰よ b 
^ 期待し 得る 所で かつて， 而 かも 
'會議 を 支配す る 力 もこの 間 題 じ 
- 外なら やと 說 全-、- 旦 H 本が 戰 
時 じ 直面した 游合 H 本の 國家生 
巧 じ 必要な 原料 品を ァジァ 大陸 
^ よ 6 完 をに 得化ご 欲すれば 巡を 
艦隊の 充實は も必 おどす る 所 
じして、 從 t 洋鑑隊 の 順駭を 
化の 鑑隊嚼 心よ b 調節した る 上 

補充 I - 得る かとい ふ 疑問 
じ斟 しを 專巧 をは 大体 じがて を 
の 不可能 たなこ どじ 一を して 居 
るが、 こ 狂が 問は 會議の 提案 じ 
待つ の 外む しど 見、 日本 どして 
はま 力 おの 比率を なて を爐 除の 
巧 準と 認めて 居ない ので あるか 


軍縮 VJ 日本の 輿論， _ 

ち 力 艦の 比率 適用に 飽 をな 勸 


東京 特電-日 發 【ニユ ョーク 

タ弗 ムス 紙) HH 本の 海軍 當局 
は 今 巧 ァメリヵの 軍縮 食 講に對 
し间等 かの 

^^思見 發お をを 許せず 細必 
の 注 盧を挪 ひて 時時の 成 巧を 監 
視 して 居る が、 一般 か 聞 紙の 輿 
論は 海軍省に 撞巧 しじ 患を ごし 
て 注目 じ 値ず る、 即 * り 第一 じ 輿 
論は 將 巧を 削を お留 なら ごし ァ 

リヵの 提 溝な 從ホ 化の 别强の 
反對 しつ i わらし 障害 じ按 あす 
るの 態 巧を 本す もの ど解釋 して 
居る •か、 间時じ ホ カ鑑の 比率を 
巡が 賴 じ 適甫 する の 可能性に 向 
ては 深き 疑惑を 抱く もの I か < 
『大阪朝日』 ：：^嗯數な约の諸ホ 
面を も 軍縮の 基礎 じち 量す ると 
いふ 協調 的な 精 棘は 單 なる 技術 
上のを 地を 離れた 

政治 的巧爲 どして 頗る 寶 
策で ゐる どなし ィ •辛 リマ 政 粒が 
ァ J V 力の 意志を 誘 解して この 
提 誰を 迎 へた こどは 威 銘じ堪 へ 
の VJ 論じて 居る が 『時事 新 薇』 
は 技術 方' 面 じ 孰て 尙ほ疑 ふべき 
縣化 ある も 若し 海軍 均等 問題が 
英ボ じめ て解决 するなら ぶを の 
協調 的な 精神は 會議を 成功せ し 
わるで あらう ど獸 じて 居る か- 


や ング 巧の 調訂 

パリ-- 二日 巧 U ぉ獨 賠償 會議 
の 危機 じ觸 しま 員 長 ャング 巧 
は 巧 方 調訂中 じて 今回 調訂ま 
£ して 年額 五億乘 弱、 お セ 年 
ょ b 五十八 年 じ 直る ま 掷朔限 
じて 支挪條 件に 就 てらを ホ じ 
ない 巧 提案を 試みた もの i 轨 
くを の 內容じ まを ては 一切： も 
明で あるけれ 共、 巧 ホ 共 じ 曰 
下 愼重じ 協議を まねて 居る か 
ら遂ニ 中にはを 協 案の 正 
體 もがら 會 叢の 前を も はっき 
をす るで をら ぅ VI0 


ら 、會議 どして はこの 黯 島ら 愼 
重。 る對 策ぶ 講 やる sj 必お .•か あ 
るで あらぅ、 窠 ミは；^ 巧簡 阻の 
解み はが -J お 術 的 ごせ か、 政 巧 
的に もち 藍ず べき も でも もど 
U し、 この 誠 じがて ^ U ちクす 
戰條約 や國際 聯盟の 精神 •心 化づ 
加陳 ずる か 要が ホる ど 論じ， が 
お 當 埼も戰 巧の 假 想が 漸 々_: ど 消 
滅 して 居を 事寶 をを 認 して 唐る 


树ほ張 宗昌の 武装を 邑餘 名は 旅 
順 沖 じ 現は いたが h 陸 出 ホ や 明 
H をの 香港 化で 巧 巧 亡命 かど。 


協定 調 巧 

'支が を 地に 暴 勤 
東 ま 特電 II を 發 = おを 巧げ 漢 
ロ 事 伸 協を け 樞密 院本 會裴， {.通 
過し 昨 H 正ぶ の 調印を 見 ま 
つたが、 陸軍 當 巧け 濟 ぉ^ 
を々 本 y ょ〜 着手し 今词中 
完 7 する 當ご ホる ご發 をし 
る けれ 巧、 濟 南の 國辱 記ぶ ず 
際して 化留 民を 警戒 中で 
H 本 兵 ニ A は支耶 人の 爲 
擊 さむて 重傷を 蒙る の 椿 蓮护生 
やる じ ま b (爲 め、 撤兵ぶ I- 
留 民は 頗 ，： •ずを を 感じ 居- 
じ媽 軍の 何 南 お 引 揚げに 旅； 

をの 前を はます ホを で 
ご觀 測され て 居 居る。 

をを 特電 二日 發 U 祥 かぉ 
玉踩氏 < の 疑問の 關 係け お 
代を す 古山 東 省の 督 軍な も 『孤 お 
軍が 南宗 政府のを み-し 服篮. 
遂に 山 東 省の 現職を 辭 して-一ず 
饰南堪 へ 引 揚げし めた こ vi 节め 
ら てを 然斷絕 し、 南京 政 啤に獨 
巧を 化を する 陸軍 巧 官は县 
:危 験を 恐ゎ變 装して 南を を 
まり、 みを 次長 も 辞職 
力 面 じ 立 去つ た。 

東京 特電-日 發 n 軍廳 化が は 
沙ボ よら 漢 ロへ 航 巧の 途中 离漢 
軍の 疆黨ど 思は る； もの ニ 『射 
擊を なした •か 負傷者は；：* わ 一た 


ず谣 

ii を 


愚の 

ち 

海 


金輸 解禁に 

藏相釋 巧 

乂藏省 發當地 海外 駐 
劉が 椅官 事務所 魯雷 
四！： ±： 五日 大阪 巧を 會議所 ま 
蹈の 懇談 會 じがて 解禁 問題に 顯 
聯 して 

〔ィ〕 解禁 問强 (一語 不明) 
に 依る 财界の 不を大 。るを 巧 
•てタ 少の犧 牲を拂 ふも斷 巧の 
要 あ b 當 局け 之が が 期を 册示 
する 能 Tl 中 どせ ぼ、 是の條 件 
又は 道程を ホ？ れ 巧し 
〔日〕 解禁 時期 尙 早な b 寧ろ 
爲替を 自然にを 任— 國隙 貸借 
が 根本的 均衡を 得る を 恃ち實 
巧して は 如何 

等 鞠々 の 意見 あ b 、 么じ對 して 一 
大藏 大臣は 大體じ 於て 左の 趣肯 
の說 明を 輿へ じ。 

『を 輸出 解禁の 時機は 明示す 
るを 得で、 义 之が 前提 じる 傑 
件を 具体的 じ 示し 得 や、 政 麻 
のみ 針は 適當の 時機 方を を 袋 
て 成る 巧く をに 之 V - 實 巧せ も 
定 ずる じ 巧る i 從 ホど異 U ら 
所。 く。 政府のを むの がする 
點 は、 が をの 激變を 避けを が 
巧擊 をみ からし かる じ 巧 •=!、 
然れ でもを 然が擊 なきを む 
能。 ず、 义 金の 流出の 恐^る 
こご^ かやし も 解禁を ホ'.! 一す 
る理由ピなすじ足らず、 巧國 
際 貸 憤が をが 均衡し 得ら 适待 
つの 必葵 も。 いで わらぅ A さ 
ら ごて 今 H の 如き 爲替 相み を 
ロて 實 巧し 搏る もので も： い 
要ず る じを 人 一般の 首肯し 得 
る 適當の 時機を 補へ て實 I けし 
而 かも 寶わ後 後悔の 無き P 期 
ずる 爲め满 々考究 中で あ I る』 
云々。 


犬 紐 育 


九 ニ 九 年 版 r 近く 發巧 


本 化が 度に 編篆發 巧い じしました 『大が 巧』 は、 幸 ひじして 
江湖の 湧ム がかき 巧 評を 巧し、 遂にを が. 删殘 らや資 切れ ごな！ 
> 主した、 化て ネ 化は 祭 一版の 巧を をを が 巧た じし、 貫數 たも： 
增 加した^ 

確 じして 宜 


儿なサ化年版を新じ發がするこご：な^ました、 正 
ツ 巧ら しいが 計 ど事實 をぶ 礎 じして、 刻々 禮 化する 
巧が 『大 がす』 の眞 相を 傅 ふる じ 遺 減な きこと 巧して 居 > ま 
す •巧 ほ定 がは 

豫約 申を 者に 限りて 

特價と 十五 仙 

發巧 後の 御 購買には 

を 價金一 弗 

ごを しました、 速 かじ 豫の巧 中 込みを を 望いた します。 

t 

五 四日 紐 育 新報 社 


政局の 動搖 近づく 

グロ スタ I 公 御 退を 後を 期， して 

首 梢が が 次 新 黨ご會 見の 段取り 

東京 特電 二日 發 か. 柏 S 動搖を 前-—- しじ 政 巧は グ "スタ！ 
公齒 おこして が ホ视の 隙では を b 鳴らを 潜めて 居る. かを を 殿 ド 
御 退京 後を 助. てを 化は 化み お 截援规 ご 十五 n 巧じ會 巧し をみ 
結 おに 化 ゎ 政 巧に ー轉 機を をる じ 至る •へ （、政 巧 次官 やを 巧官 
も 化 然動搖 を 生じが 巧み 官巧田 信 化 氏は お 巧すべき も徽 道み 官 
上 避 女义郞 .巧 法み 宫お旧 躁か兩 巧 及びが 軍 參巧官 松ぶ 君が 巧 
等は 巧な わ もど 云は む 熊が 直 太 巧は 山 崎 達么輔 氏のを などして 
文部が 官 じ、 基 岛ニ郞 氏は を 藤 正 純た め 後 巧 ごして 文部 參巧官 
たろ べし どの 說が 高い。 

陋 U いしを W じは r はか じ 賛成 
し 難い 怠 向を なして ゐる ためじ 
少か らず 巧き 權ん でゐる もの i 


次の 天下け 

でぅ 動く 

政 友會曠 付き 策 

巧〜 巧は るべき 内 猫な 造め 館 
圃 ならびに をの 巧柴り 上に 最も 
ま 火の 細 係を 巧ず る 問題は、 い 
ふまで もな < を お對 がが 氏の 細 
巧で、 巧 一巧 氏の 

入閣 じょつ て巧閲 のな 造 
が圓 滿じ斷 巧し 得らる^ もの ご 
すむ ば、 なおの 陣容 一巧、 勒 貴' 
族 院關係 等のを ホ おから 巧當見 
るべき ものが ある 譯 で、 がが 側 
どして は辨會 終末を からの ホ か 
にを いてを わを も引續 きお 黨ホ 
面み動きじ對し、 挪を^:^る注怠 
を 怠 . b や、 機 曾ん 到 ホを 則 待し 
てむ る やぅで もる ^ 々して 政昭 
侧じ 速した る精橄 じょれば、 ホ 
巧氏自身^^らびじ親蕩内の大ネ 
數 のな おどして は 政ぶ 會ピ 接近 
する 0外 じ新窝 ごしての 生く る 
を。 きを 察し、 が 次 巧の 入銷ひ 
いては を 巧のを 同 やわな しとの 
はらを きめて ゐる模 掠で あるが 
巧み 氏の 最 腐の 顧閒 たる 禍田淸 
兵衛 巧は がみ 氏の 將 ホの 地位に 
ついて をる 持 度の 

保證 なき 限ら 無條 がの 入 


如 （、さら じぶ. 戰條 的を の化對 
樞 お院關 係に つぃて 巧 霞 侧は現 
内閣の 前途 じ相當 濃厚 U る 不安 
を 抱：. てなる こども-ず はれない 
ょつ て 政 巧侧ピ してけ 先 か 問題 
どして 先 づ對樞 密ぶ細 係を 解み 
し、 おすわら のみ 盛なら びじを 
み 可能性を 擧實」 Ip す 必要が ぁ 
も譯 t ご、 玫府 はこ^ 怠 ホに おい 
ても恃 じす 戰條 約^ 題の 解 巧を 
をいで ゐ るら のど はれて だる 
しかして 不戰條 約 辟 題 もを 少の 

曲が は ぁつても 結局 これ 
に ょ つ て 巧閲 の 1?|!解を見 る が か 
きこ どは をる ま； i ご 靡ら れてゐ 
るか％、 をの 解 ホを 見じ曉 、政 
が 側から わらた 巧て 交渉を なす 
輿を じは 巧 次 氏の 意向 も 相當動 
，〜 でを らぅ'; を 想像に 難 < な 
，、、また 巧 府敢黨 ホ 面 じ わぃて 
もな タ 貪の 本流た る舊政 友會糸 
最も 翻む じ 张み氏 接を を ま 張し 
さ こ-' じ 最近は 田 中 首相 及び 义お 
系 また 床み 氏を 迎 ふるこ ごじ 必 
やし もな 對で なく、 寧ろ や i 積 
睡的じ 動かん ごし、 僅 じ 鉛 木を 
が 多少の 反 巧 意見を ちして なる 


じ 過ぎ。 ぃから、 お 枢密院 翩係 
も かがき ぃょ/ \ 現内閣^ 居す 
わ 6 の實を 示ず じ まら ば、 政 お 
毀 新 鶴のを 涉は 再び 

頻繁 ■ごな b、 雨ち 巧 近の 
空 熟は' まず ^ 濃惇 どな るら の 
ど 觀られ 、政府なら び-! あ黨ち 
腦 部は 街 新黨脚 係を 必中し も絕 
尊して ゐ ないや ぅでわる が、 を 
府 ど' ては 別項 所雜の 如く 與黨 
次官 やを 巧 官の辭 職を 敢て 許を 
してち i の， レ 結 椅政權 第-ま 義 
で政權 維持を まご すれば い^ご 
いふ 策 じ おた もので、 現な では 


首相 ご 1 て も 


〔こ 巧み 氏み 入 題の 瘍を a 

かは 絕對」 巧閒 改造を なさな 


ごこ 外が ぶび あ 相の 人選を 
嚴 じして、 巧 閣を遣 ど 同穩の 
目的を 達する i 
に ほどんで きまつて & る 模穩で 
わる、 これ じ 對し閣 內の意 おは 
勿論 これ じ 賛成で、 た •>、 お黨ホ 
面皮び 

前途 を 期待され た々 胜政 

務官 中には， か： ら ほ、〜 かむな 
內閣 維持に 幾を の 不滿を 持つ て 
ゐる やうで をを か、 これらは 內 
閱の 前途を 支配す るの 力な <、 
結局 大勢は 閲內の 意 おじょ つて 
流いて 行く やうで わる、 たぐ こ 
こじ 幾を の 懸念は 巧み 巧 入閣の 
縷 をの 閣檢 人れ 替 が、 を してう 
ま < むく か、 また 外相、 拓 相の 
人選 お 柯の間 題で ぁるが、 巧 次 
巧が 栗し てん 闊 する や 否やは 今 
尙 ほ 不 明 で をら ょし 入 閣す る VJ 
しても’ か i る壤 をは 學巧內 相 
のかき、 現巧閣 のれめ はわ 政ぶ 
會 のた め、 犧牲 どな つても よい 
ごの 意を もらして なる から、 左 
程の こと も あるまい ど 觀られ て 
程る。 


この 日、 春 日瞒れ 豆り て 1 

グロ スタ— 公 殿下 御 人を 


n S 日 午前 十 時廿み 宮中て ガー 夕！ 動 章 捧呈 H 

東京 特電 一二 曰豬 グ 。スタ！ を 殿 F じは 御を 定 のかく、 昨朝 一天 快晴の 橫濱港 じ 軍艦す ー 7 
フオ 八ク號 して 御 巧 着’ 秋 父 宮殿 ドの わ 化迎を 受けさせられ 特別 列車 じ 御 同 乘の上 御 入京、 驛頭 
じて 天皇 陛ドご 堅き 提 手を 換 され、 今朝 十時サ を、 宮中 正殿 じがて 天皇陛下に ダー ター動 章を を 
呈わク 、をし 梁 おがく ら御訪 H の 御 巧 命を 果 K され、 今夕と 時 よらは. 首相ち 邸の 大晚 餐會に 成ら 
せられる 吿で おお ごして 尾 上が 五郎 丈の 『素 袍 を』 と 『船 辯慶』 を 御台 寛 相 成る 由 じを る。 


まを 特電 二日 發 〔ニ ユ ョーク •タ 井ム X 紙】 = 日本 天皇 陛 
下 じ ダ I タ ー 勵 章を 捧呈すべき 英 図の グ 0 スタ ！ を 殿下 じは ネ 


朝、 空 晴れなる 橫 がに 御 入港、 秩 父を 殿下 及び 吳國 大巧 チタ ー 
卿 等は 御 乘黯じ 殿下を わお迎 遊ばさむ、 御上 嗟の 際は 愛 （るし 
い H 本 おょら 化 おとお 受颁 遊ばされ、 巧'、 して 軍隊 睹 巧の 東京 
驛に御 入を、 驛巧 じで 天皇陛下 ど 堅き 挺 手を を換 され、' 一路 內 
外人 巧を の 聲に迎 へら わつ： 霞ヶ 解離 おじ 入らせ 給 ふわが、 殿 
でに け お出 迎 S 新閒 記者 脚 じ 載し 英圃 々で 御 不例 じ 巧す る 日本 
固 技の 詞 情を 御 故 謝 おばされ 牢 かじ 掛卞る 熟 留ご君 まじ おする 
ななは 兩國 民の 共通し だ 聞に かで わる ごわ 述べ じな つむ、 巧 < 
て 殿下に a 霞ケ細 離ち-し 入らせら い、 明日け ダー ダ— 飄章 捧呈 
後天 皇陛 ドの 御答禮 をを けさ ザら れ 、を宮 ぶを 御 訪問、 がは を 
中の 大晚餐 曾に 御 出席、 明 U は 岡 出 おかの 午發お 〔お带 クラブ〕 
を 徳川侯 邸 じがる H お 協を の 劇 遊 曾に 赴かむ、 巧は 巧 國た化 ま 


摧の 晚餐會 に、 日曜 目は 聖 アン 
ドリ ユ I ズを會 じ 御 禮巧後 東京 
お樂 部の 牛津 及び 剣 橋 協 會ま罐 
午 發會じ 臨まれ、 靖國 神社 及び 
明治神宮 御愛拜 後一 ニ 井 男 邸の 晚 
餐會 じ、 巧曜 H は 白 河 陸相の 午 
餐 おじ、 か 曜日は 異國 大巧 舘 S 
舞踏 會 等は 確を し 居ら、 九日 陛 
下に 巧び 謁見 仰 付けられ、 宮中 
の 午餐會 を 0 て 東京 御滯 巧の プ 
。グラムは 終る はず じて、 殿下 
は をれ ょらを 國じ 直る 名所 舊蹟 
等を 御 お ホの お 旅に 上られる は 
や 0 
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定涧巧 な 目下 伯が じ 留學中 だ 
^ 地 じがて 赤化 貴 傅の ため 
-どなった。 

^ 人の 八幡 巿會 

f 日】 八噓 お々 雜選擧 の お あ 
^^ぶ會十名、 民政黨十ニを、 
食 民衆 黨义 名、 日本 大衆 黨 
ぶ名當 選し じ。 

一 俳優 か 上海へ 


こ ホが 羽 左エ門 ホは 尾 上 
^ 幸 丈 ご 共 >i 競馬 見物の ため 
- 日 ムがじ 向つ て出發 した。 

正午の 午砲 廢化 

- 日】 五十と 年間 使用 さわて 
ホた 午砲は 化 日限ら 廢 止し 本 
日から タイン ンが用 ゐられ る 

天覽の 武道 大會 


〔 - 日】 御 邸 位記 念天覽 武道 大 
貪は 五 巧 阻、. 五 兩日鶴 本 化 跡 
じ 隅 おされる 醫で旣 じを 備も 
終つ たが 當 H はを 國 から 選拔 
された 斯道ぶ 大家が 六十 ホ 名 
參 加すべく を 皇族 方を 始め 朝 
巧の 諸を ± 約 ニ 千を 遂觀 する 


瞳 筆 


鬼 書餘錄 E 


坡 と 遜小叟 

日本書紀 神化 卷 下には 今一っ 
天孫 彥か乂 おを 尊の お宮 巧き の 
五 ピック か 戴せ て わる。 之を 皇 
孫 降臨み ど 較べる ご 說 話が 頗る 
タ 岐複雜 で、 中 じ 極々 の 因緣巧 
歷 事が 挿んで わる。 网 へば H 本 
では 夫が 妻の 產 室を ノゾ ヵヌ因 
緣 どか、 海陸を 通を 絕 っじ まつ 
たホ歷 どか、 乳を 養 思の 起源 ご 
かいふ 事が この 中 •しおて 屠る。 
海宮 巧の 玉 ピック だけ じ 海の 事 
が澤 山'」- 見. ロて、 中に も 麗だご 
か、 亀だごか、 海驢のほだ^ か 
潮 溢の 蠻 ごか、 潮 涵の鹽 どか、 
又は 赤 ぼ も、 す t だ、 まぢ も、 
ぅる ぢご いふ 樣 G 釣針 じ關 一 ^ た 
事 や、 ぶ も 南國の おを 想 出させ 
る樣 な 事柄が 7 ン ダンに 書いて 
ゐ る、 が 頃 天孫 人種 も 南洋 人 補 
でを る どい ム說 がな 力-し ならつ 
つ あるの も 成程 VI 思 ふ、 このま 
乂 かおを 尊は 皇孫 ご 木 化 開耶姬 
£ の 聞 じ 出 ホた ホの 御子で、 其 
御子が ゥガ * 7 * ァ へズノ 尊、 
其 尊 ご 其を 方の が 巧 玉化姬 ごの 
閱じお ホた 四 人の 中の ホの 御す 
が 日本 磐餘彥 尊、 邸ら 神武 天皇 
である、 しかし 天孫 人種の 由來 
など ごい ふ n デ タィ 間 題を 證索 
する のは この 徐錄の 目的では 
い、 これは 巧 春の 日永 じふ さは 
しい 情景を 古寫本 日本書紀 中 じ 
見出す 迄の 事 だ， 其 おから 天な 
の お宮 巧き の エピックを 讀んで 
巧く とを じ も ホ 皇な勒 木 化開耶 
姫の 情話に も 劣ら n n ! マンス 
がわる 0 

海宮の 公子 

皇孫と 開耶姬 ごの 中に 出 ホた 
四 人の 御子の 中、 兄の ホ ノス ソ 
9 のがは が 幸を、 末の 御子を 化 
化 お 見 尊 V 山 幸を 讓られ て、 海 
をは 钩が山 幸は 弓矢を 授けられ 
た、 约らす るら の ご、 狩らす る 
もの ごで ある。 處が 巧の 命は 弟 
の 尊に 海の ナチと 山のを とのを 
換を申 出られて、 勒 ご 弓を 返し 
て、 海の幸が よいから 釣針を モ i 


ド 七 ど ある。 巧る じ 弟の 曾は 釣 
6 じけつて 釣を 切られて 了つ て 
おす 譯に 巧かぃ A い、 大刀を 殿. ロ 
て 釣 じして 兄に 差 L あした： 
モトの 釣で i ♦いごい けない どま ロ 
つて おて くれない。 巧 弟け 化ん 
の 姑と いふ 慶 がを るが、 神化に 
も 拓弟ィ す ヵヒの 事が よく おて 
居る。 さう して ぞくの 場を 弟の 
尊の 力が よ/、 專 かれて ある。 お 
の 幸、 山の幸 も 巧 通らで、 巧の 
がの 横車を 巧す のが モトで、 弟 
の臂の おを 巧き じなる。 

巧の かの 横車 じ、 でう しわ も 
のか ご、 愁然 ご 1 A 海 演じむ！ 
やんで 居る ご 巧 處へ捕 ± を 翁 ご 
いふの が 巧て 巧る、 巧 細を きい 
て 大じ巧 惜し、 其な にごられた 
约 はお 度が 神のを じ 巧けば、 取 
戻せる から、 其處 へいら つし や 
ど 言つ て、 里い 徹を化 じ投す 
る ィーお 百 筒の がが がわら だつ、 
其 竹を 切つ て 無 目籠を 作つ て 其 
じ まか みぉ 見 之 尊を 入れて おじ 
がめ るブン と 海の 中を 八日 
も 巧く ど、 をのを じ 省ぃた、 構邊 
じ 小川が ある、 ホ 川 じ 付いて 巧 
( VI 、 海神のを 殿が ある 0 立派な 
巧 構で 巧 前に ホ 戶が あつて、 井 
の 傍に 巧の 樹が ある、 本文には 
城 闕崇举 、樓 臺お麗 、門外ち 
井、 伴 巧を 旌樹 
ど 書いて をる 0 巧 じ 這 入つ たも 
のか ミ暫 （禱纔 して 居る ご、 女 
の 聲が巧 付いて ホる ので、 の 桂 
樹 じよ ピ のぼる、 ス ト 巧を ゐ 
けて、 侍女を をへ て、 一美 人、 を 
貌絕胜 ど あるの が、 ホ 巧 じ 水 波 
じ ホる、 これは ヮダプ ミノ 神璧 
玉 彥の辄 おで 豊玉姬 、其 巧が 玉 
化姬、 

巧 玉祗汲 水、 終 不能 滿 、俯視 
ホ 中、 朗倒映 人 お 之 顔、 

玉叛で 水を 汲まう ごして ら一挤 
じなら ない ので、 井貝の 底を ノ 
グィて 是るご ニ n ャ 々じして 居 
る 人の 顔が 闽じ 水に 映つ て 屠た 
しかも 其ん は 

顔色 崖 美、 一み 貌を 閑、 殆ホ常 
之ん 化 

顔、 容 i いひ、 ものごし ごい ひ 
ごて ^ 尋常 あ b ムれた ホでは な 


仰視 之、 驚 而墜鍊 、釣 旣破碎 
お顕而 愚ん 

极 返つ て视る ご、 留 のとに 其ん 
が 居る、 ビッ タブす る 巧 モじ惋 
を おごす.、 惋 はわれても、 をを 
もを やじ •家の 申に 郎け 法んで 
がて、 御 父 ナン-— 0 を 場の 情 
景が 眼-」 是 b る樣 だ。 ん を小說 
でも 戲曲 でも、 ヒィ 0 ゥ ごヒィ 
"ゥィン か對 面の 場面は をを 東 
西を ホ じて、 作者の 尤も 苦 V むす 
る 所でみ るが、 これは 又へ ンン 
の傳說 にら、 ダンテ ごべ アト 9 
ナの議 にも、 0 ミオと デュ 9 エ 
ット のを 居 じを ない。 前には 自 
ね もす ゾ タラ- とした 甫國の 
乂を をを， ロて お 樓丹閣 が 夢の 樣 
し酱 b て 居る。 月の 桂の 梢、 玉 
のいで 水、 梢 上 じは 雲上の 貴を 
子、 水邊 じは が宮 のを 子-しか 
も 面々 巧を サ やして、 井底 じ 初 
めて 相 巧る V- いふの だから 古 巧 
的で 浪漫的で 、ビック リ して 駆 
けこむ おなでは 尤も 寫實 的で、 
さぅ して 話が これから 自然 ま義 
的 じ も. らぅ どい ふので ある 0 
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洋服 調進 
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ミカド 洋服 巧 

位 本が 

害】 站 ライン ランダ！ 

六 八！ ニ 0 


電 を、 器が 工具 おか 
運動み、 お 具、 貴を 屬 
時計、 お 巧 器 及 現像 
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診療 

午前 十 時ょ H 
時、 午後 六 辟ょ L 
八帕， H 曜： as 約 
願 上 候 
ドク トみ 

山 ロ 一二 ブ助 


化剛 
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稅關 事務； 

をが を地幷 じを 世が 
の 輸出入 方法 じ關イ 
する 一切の 御 諮 聞 ザ 
應じ錢 道 族 船 貨物が 
貸 及 出帆を 我 顆ま棋 I 
書 等 進呈す。 重要 I 
ボ じ化理 店を 有し； |一 
實を速 御 巧 命じ 應ホ一 

お 繪か扱 
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自 午を 一時 = お 
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ブクじ 出勤、 
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みみ 午前 九がー 午を-時 

H 罐午お 化 持] ぞを阳 持 
ド タト^ 小 栗乘ぎ 
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火、 木曜 午後 化が ー 十一 時 

紐 育 柔道 俱樂部 

西な 八 T 目 一八 番 


TO^NZO OGURI M.D. 
214 出が 化む 〇她 が 
Tel. Triangle がが 

T.C ， TAKAM!md. 

1 巧む mb が iami 化む ooki が 
Te し C 帥 b だ Und 巧 11 

雲ぶな! 診 

教 ン数病 1 ^八十 
み ド務院 ニ！ 時時 

3 午き を 
なド嚴 を ！^ 
巧クは ミが ミ 
見 .ト 宿瞎 
芒グ およ 
1: 涅 1 

ホ 蹟ハ 

疹 お驗 


説 願 診療 

前が {お 

ゴ ー 子 か大單 
ドク トか ホ./ メク が》 

醫學 巧， ェ 

ま 居 が骑 


¢5 み i 

T 比 r 

W W 如 
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に 


診察 時間 

午後 一時 U 吉臨 
午後と 時 H 八 時 
を 知醫學 十 

け- 巖本谨 一 

を か 比亞大 を及ぴ 
ザブン 病院 巧み 
日 巧は 巧め 西 上 お 


一 及 附屬賓 宿を 


日曜 禮拜 朝て 時、 目曜を 
校 r 時、 水曜 祈 禱爵夕 ホ 時 
半、 日曜 學術 研究 會夕八 時 
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結 


u 

誌 

皆 

ii 

却 削 


巧を 置^ ド ソン ご ブゥ 
— ド 街 間-し 巧ら、 理想的 
住を 瞬 域、 な 十 T 目地 下 

鐵へ 一を 間、 タィ ムス • 
スク五 r 迄 十を を、 コ日 

ンどヤ 乂學へ 徒 步十か 0 
9 す 食を、 內外新 閒圖書 
搞 球を 其 他完赌 す。 

奉な 事業、 旅ぎ 案み、 通 
譯 、繊譯 、職業 紹介 等、 本 
• — を 一寛 書郵呈 

視察 者學 生ぶ 一般の 方へ 最善 

主. 巧- U 。 を賽た 島豊 
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ふ^ 

S ほ 

. W 

r 1 
D 




べグ ビユ！ 病院 及 
姐 育 乂學醫 巧 在勤 

江 見 ご 一朗 

彰察 時間 
毎日 午後 四時から 
み 時まで 

タ 巧、 水、 金、 と 
時から 八 時を 
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類 IS 正 谱进速 
通譯 、案內 、町嗜 、日英 語敎授 
保を 貞 四が 
416 去. ニ 置た. Gas を 養 1 


巧な 靑牟 理想の 曲 ホ 

目 本人 靑年會 

;'9害芭.ブ|.田を|12呈 


巧 拜說を (日】 八 時 i 
日曜 學校 (日 ご 一時 半 I 
家庭 集 食 (水) 八 時 
祈禱 會及っ お) ん持 

藝 研を さ餐 

婦人 會 
議 巧 會 


窗 宿を' 儀み 食を 
磯 業 周を、 をの 化 
人事の 御 相談 じ 巧 
じます ° 
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H お 単 審巧巧 正午 
み勵會 夕と 時キ 
搪拜說 を 夕 八 時 
木 蹈が禱 を 夕 八 時 
を お及び 致み 

午を ニ冉 

± 限 講な會 又は 
莱話會 タ乂時 

'化 貪 事 ま 
を 宿 部、 旅行ち ま內 
が， A 事 相談が、 調を 
巧、 话業 周旋が、 巧 巧 
裁 爲が授 のを 課を 設 
け會 員及ぴ ホる 員め 
巧を 計る 


弊店は 實を 誠意 忍を 主義の 
あじ 御 ± を 物 一式 卸 賣植段 
で販賣 致します 多み じ拘は 
らや 御用み 仰 付 下さい ませ 

◎歐 米を 禪倩 計。 置 時計 一 ま 
◎寶お 貴を 属 。銀製 器具 一式 
◎を 確 萬 年 拳。 金を お豁筆 
◎蓄音器。 レ 31 ド 見本 陳巧 

◎寫眞 器。 ブイ プライ タ ー 

◎船 切将 。がを 寫巧帖 繪擺書 


フ。] ドウ 义 ！l*nl お 十を 

領事館 向 側 建物と 0 五號室 

觀ぶ爲 A 


ニ！ 一巧 0をミ产 N.Y. G さ 

TeU 弓 iland 三 337 器 基 
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0 

K 
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諸集會 


軟 米を 雜 時計 
貴 金屬； 寶 おお 
銀製 薄 具-式 


蓄管器 



寫眞器 


タイプライタ 1 

を 種で 年 筆 
其 化 王產物 一を 


◎帯 ニ最 离絞ノ 商品 ヲ 精選し 
他店 ョリ 一^ 價ユ販 資シチ 居， マス 

西 四十 ニ 下弓罩 —一 をを 

ロ ソグエ ー 力ー ビか デン グ L 4 
化な 十 親 室 パ 

靑柳廊 會 s £ 

(タィム スビか デン グ向 側) 化 W . 

電話 ブ —TV 四 I ニ セ 四を W N 化 
◎商品/確 賞ナグ コト、 取扱 
ノ进 速ナ八 コトニ 於 ブ皆樣 
々ラ 御 巧 評 ヲ得テ 居 ブ マス 
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膨脹、 した 新株 取引 

今後 制限し ろ.、」 銀行家 側が 主張 
金利 高が 目立って 來 たが 界 


第 

- 

千 

百 

ぶ 

t 

ニ 一 

娘 


を 都 ヮシントンでは 目. トを乂 
巧 業會諸 所の 總會 がな をされ、 

を 方面から をを した 级巧 家、 賞 
業 あ、 を萊を 等の 著を 人 ± が颇 
る 有益 じ惹 見を 巧換 しつ i ある I 
が、 同會 二り 吕 のまる 一二 十日、 
シカゴ窠】ナシ3ナ^ 銀巧の副 
頭 おで ある ホネラ ー 氏は 時節 巧 

聯^ 準 棉巧當 事を の惜お 
をが ム かょら を じじ アメ ブ 々が 
界 のを 離 難 じがて 大いに 聯 をの 
方針を 辯 諮し、 昨今のを 利 烏は 
聯銀當 局の 罪 じ ホら すして 寧ろ 
株式 仲買人 やを 行を ぶび 記を な 
扱 業者が 無暗 じ 投機して 巧 取引 
を 人 巧 的 じ 膨脹せ しめね 結果で 
あると 斷じ 『遇 去 ニ 年 じ 直るな 
利 化 態を 顧る じ、 千 化な 二十と 
年の 夏 じがて 一部の 聯邦が 巧は 
周 国の 勸吿を 巧け て、 ff 直 UW 
ころ 画 際 金 郎の隅 巧から 金 巧を 
一二を 五 おじ 引下げた が、 この 際 
若し 利下げを 斷巧 しなくて 爲替 
が 常態 じ 化せず、 金本位 も 巧な 
ずる ごころ なし 而 かも 歐渊の 

市瘍 がめ がごして 一年 十 

億 巧じ靈 々どす る アメ^カの 物 
品を 講 買した どして、 さてを の 
おおが どんな ものを 窥 すじ まつ 
たかは 恐ら <柯 人 もこれ じ 答へ 
巧る も. 3 はなかろぅ』 VI 喝破し 
現が 健を なるお 巧の み 子が 取る 
べき 途に陆 力 赖銀當 尚の 貸出馨 
戒 方針を 授か するど 共に 一モじ 
おいては 旣に 今日の かき 膨脹を 
生じ わ 株式が 换じ 載し、 を瞄巧 
煤が を定 ずるまで 新株の 取引を 
中止ず るの 外は ない VJU し、 千 
化 だ 二十 四 年ょり 千 化な 二十と 
年 じ お b て發 打され た 普通ぶ び 
陵 先 株は-年 ホ 均 十一 傑 一二 千な 
だ 弗で あつ わか、 千 化な 二十 八 
年に ま 6 て I 層の 

を 生じて 二十 九磁巧 
をに 飛 上 6、 本年 一巧ぶ び ニ 巧 
のんでも 十一 億 S 千 巧 弗に 達し 
て おる 事 貸を 擧げ 『斯 のか <ホ 
煤は々 や これを 膨乂 なる 株券の 
取引で 滿胞 のをで あるから、 こ 
れを お化し だい 化ら 新ら— い 出 
: 貧を がて する ごい ふこ どは、 巧 
らじ金 触の 硬化を 促進ず るの み 
であろ 化 じがし を H の 法を 適當 
なる ず 段に 訴 へて 巧 おお 巧を 化 
化し W いかぎ 0 巧晚倍 用貸附 の 
巧 詰らで ホ 場 じ】 大お亂 期を 生 
- レに 至る こごは 必然 e ある』 ど 
一 給 じて 化ん の 注目を 喚 匙して 居 

I 金 離狀態 

一 四月け 下火に 

本年 四 巧 巧」 が；' •アメ 9 ヵ岡^ 
みのお 規投资 なけ 總额 ホ悠 千ん 
が 化 十と 力 五け 十と 巧 じして 昨 
年时观 に 比すれば 質 じ 叫 剧挪も 
四 お ニ 千 お 十六 巧 五 千 八十 化 
巧 じて S 月 巧の 十 位 己で 九 パが 
十 兰巧五 千 六 巧 六 ホ じ對 i て も 
若る しいが ホで あるが、 をは 外 
がの が •かみが 巧 巧よ b 絕七 たる 
ど、 金利 高ぶび 錢態 的な 巧 ホ 取 


引 巧 態が 自巧巧 お 券のを 巧を 嫁 
少 せしめ わ もので、 特に 本年 一 
巧 ロが じ 甘 lb 証巧發 巧が を償發 
巧窩 をはる かじ 拔 いてち る こど 
も 注目すべき 現を であ 4、 即ち 
をの あ 巧 比牵を 示す じ 左の かし 


柿 類 互 冗 一を 八 
巧 閱か巧 0 化 
が 固お馈 0 と 
州 巧巿僚 一六 五 
勘 道會社 一二 四 
公共 機幽 一一 一二 六 
諸產業 四と ニと 
一般化 界 ニー 六 
農業 貸附 0 0 
不動を ニ 六 
穂 計 1 00 1 00 
阳 ほ更ら じこれ を 巧 式 取引の 
跡 じ 就いて おる じ 

出を 筒 皇 巧の 一億 羣 

六十 ホ 万千 五ち よ 十 巧 及び 昨年 
同期の 八 千 五十六 万 八 千 八な 六 
十五 株 じ 對し八 千 二な ホ 十 巧 四 
なと 十 株じ贼 みしね る じほし、 

株 巧は 極めて、.- 不が 律では ある 
が槪 して 高値を 持し、 ユユョ '! 

ク •タキ ムス 巧の 調査 じょれ じ 
を 業 株は ホが ミ 六 化 •八 一とい 
ふ 新裔値 じて， 殊に 親の 進 ぉは 
目醒 ましく、 昨年-巧 化 降 四ち 
じ 直る 出 ホ 高 ニ 憶 六で 九 巧 六十 
八 巧 お干 一二な 十 因 株じ對 I 本年 
は 一二 億よ 千と 巧 一二 巧 四千と 巧！ ニ 
十 採で 稍 優勢を 示し 

公 償 類は 駐 引の 額 ぉはこ 
僚 千 五な 六十 六で 八モ 九な 弗、 

巧 年閲期 51 ニ 億 张强じ 比較して 
非常 じが 少し 一巧な 降の 化 引 
お 額ら 昨年の 十一 憶 五 千 八な ホ _ 
十) 万化 千 二な 五十 巧が 急轉直 
下して 八 億 五 千と な乂 十四 巧と 
千 五 巧 弗に 殺 ホして 居る、 更ら 
じ々 1 ブが場 じ 岀巧窩 ニ 千 四な 
九十 四 万千と 巧 二十 おがで、 四 
巧 ごして は 近 ホ じ U L 記銳 であ 
るが 本年 じ 入らて は 最低の 記錄 
であら、 いつれ もを 强 難を か實 
じ 物語つ て 居る。 

挪覆— 動き 

束 京 特電 二日 發 

變 動は 政府の 賽任 

時事が 報は を輸 解禁 脚 題： J 酷 
し 述べて 旧く 『最近 ニ 過 間 じ お 
る 说替變 動は を （孜府 の 财敌敕 化 
巧が 目を つかず をの 方針 不統一 
から 解禁 5 風說を 投機 か 料に 利 
用 さる；.— まつた が おでを S 黃 
巧け 一に 政府 じある』 る々 

商 相 派は 增資 賛成 

東京 お巧哲 がの 資本 お 加は 中 
橋 商が 派け 認可々 かで あるが 事 
格當 おけ k 對怠嚮 だとを はる。 

宮城 縣 潰が ぶかす 

巧 城 縣说ニ 千ぶ w はを 巧に を 
涉開枯 じ 巧 お ヶ巧目 K 1 ニ 莖お巧 
が 引受けた、 期限 《 お 年、 みか 
ホが だ ご。 ■ 

火災の 自家が 險制 

を 典 脚 化が 火災 自 ホが 險シお 
おご 巧が で やる ど。 
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壽司每 日 あちます 
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け 


女が 威張る 英國の 總選擧 て〕 

わ 白粉 臭い 霧の 都 

二な 甘で 人の 投票が 天下を 動かす 

I > — y ,,, \fJ)\IK/\/))— 

『ロンドン-日 發 N 緻選 おを 前 じして お喊の 政府は j 段 どが 
氣を呈 して おる が、 中で も 持 息の 荒い のは 蹄 人で、 先般 姑 人参 
政權 法な 化の おお 投黑 資格を は 巧よ b ニな サタ 乂 もを いとい ふ 
ので 女の 力が 天 ドの お 勢を 動かす ど 計 b じ、 を 政 黨は咎 ら婦乂 
侧の 人氣を 博ず ベ （必 巧に なつて 述 動けら 激化して 居る』 


耀 

曰 


ニ來ろ ミ： …お巧 一二 十 H は、 み 
I 國 においてが 子ビホ 等の お 婦人 
I の 參か權 - 下に、 を 俩の總 逃舉が 
k け はれる n である. か、 五，：；： 二十 
，一四 万 五 千の 新締人 お權者 •かお 加 
I する ので 從 ホの 総逃擧 ごは 火い 
I じ 面目が 變 つて ホる、 これが む 
I め 下院は ホち 五 H 十 H じ 解散 さ 
れ 、時片 二十 n を 立 お 補 巧の 指 
名を 錄め日 ど 指を された がいょ 
いょ 瑞が 守黨 過去 四ヶ 年間の 施 
政が を 爽國お W 化 巧の 前 じ滋决 
I 算 される H はお 句の 後-! 迫つ て 
，一 ホた 譯で をる、 いふまで もな く 
I 今 巧の 總選 擧の特 をは 男 ホの 選 
擧 資格を をく 同等 ごした こどで 
これが ため、 巧國の 婦人な 權者 I 


は、 巧 子の が權 を総數 一千 二は 
二十 巧に 掛し千 四 巧 四十 巧、 即 
も 男す を 超 適する こど 實じニ 巧 
二十 万人 ごじ b 總選擧 隘中搞 人 
な權 者の 力が をぃ 區が 、をの 

と静 じ當る どい ふから 

婦人が 權 者の 向背は S 黨の 勝敗 
じ タ大の 影馨を わよ ぼず もめ ご 
いけな けれ だなら の、 を こで を 

黨 ごも ネ 1 瓜 •スタ 1 •カスト i 

で 手を わけてを 厨 的の 遊 說を開 i 
始 し、 目 下血 みぞろ な戰圖 をつ 
づけて 居る が、 巧れ がち じ 婦人 
ち權 をの 御機嫌 ご b じ腦 みを を 
しぼ b 、 あらゆるげ 案 秘策を ひ 
つ さげ、 からめて わらのを め 落 
しじ ら 、が 守 黨侧で お あの 


;會 、裁縫の 倉、 子供な 談の會 な-曰の 大 をな すじ まつた のは 何も 
でを 應 して か れ ば、 自わ黨 で-金が あつての 沙汰では なかつ ね 


も、 錢 や、 / 5 や 
巳が ：...... までを 配つ て ホく 

ぶい ふエ をで を 巧から する 大々 
的 婦人 遊說委 旨のを 國的 遊說ど 
呼應 して、 こ/. も ご 大童の 体 ど 
ぁス 、こ^でを 黨の陣 立は 如何 
じ ia 拜 見す るに、 ま づ保ザ 驚は 
現が 旣じ 階が 余る の 諮 員を 巧 マ 
る 政府 黨 だけに、 をの 候補 旁數 
も 提ーも ぞく、 しかも 元 巧^ 資本 
家 黨巧事 ごて 軍資を は ぁ b 余る 
からをまで じな：， タ數の お 補 者 
をなで^:巧び絕對タ數を得て政 
おを 雄 持 せんど 意氣 をみ 足 b こ 
れ—對 てて 勞働黨 では！ 化 ニ 四 
年の 失 版の'、 や， しさから 捲 ± 重 
ホの 


小の \ 

意義 


= を もつ て敵黨 地盤 
の 切 A くづ しじ か ib 、 これ も 
六ち 名ぐ' ら ひは 立 お 補の 意氣这 
だ ごかで* ー旣 じか 候補の きまつ 
たらの 五ぶ あ 位め る どい はれて 
居る が 何み 人 ぁつて をのない の 
が 無産者 黨の なやみ、 巧 年末み 
資をニ 千 を こを こだ どい ふ 
必細 さで ぁて、 がし 勞働黨 が 今 


のでを るから を こは 元氣な もの 
で 早く も 勝利を 豫 想して 閣員の 

選考—.. … を かつて 居る 氣ば 
やな 連中 さへ 居る、 ホに 自由 黨 
は、 今や 保ず 黨と化 6 合つ て、 
天下を どつ た 昔日の 面影な く 影 
げ ぅすい 繁 一二 黨 ごして 下院に、 
四十を こ-.^ の 議席し か 持つ て 
是 G い現狀 であるが、 黨首日 
ド •デ 3-- デ 氏が 鼓 ああ b がた 
づ < めの パンフレットを 發賣し 
また 例の 問題の ぶをから 糸目を 
つけずに 化 びら をから、 今度の 
を戲を 天で みけ 目 ど大縣 力を か 
けて 居る が、 巧い 事には 

金が …… •を つても 人 まれで 
資金は ぶが をまでの 立愼補 をを 
だー 得る ど稱 しながら、 現な の 
ごころ 極つ たのは 己..；：： を 位 ひじ 
過ぎぬ、 なほこの 的ピ共 產黨が 
あるが、 こい， し' 我 武者ら。 廣氣 
はだして 居る が聲 する じ 何事に 
も 邪魔を する のが 持 前で 候補者 
を 一二 十を ほで 立て/- 垣る が、 を 
れ さへ 資を かまの ため 梅ケ 杖の 
手水 鉢で をる。 


大山 拾 化 夫人の 學を 時化の 古い 
油絳 など 拜見 いねし を々 が 味の 
ぞい 有益な 話を 皆 さま わ f 伺つ 
たを 一 间大滿 足 じて 歸途で 上ら 
まじた。 ^ 1 記を) 


歷 
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コロン ビヤ 大學 

日本人 學 友撫會 
Tfie .Japanese ぎ dents and Alumni 
of 呈 ibia Uni ミを な 

巧 15 去. ニ 害 資.， f さ rk , N . Y _ 

ぎ Bradhu を 這 ま 

「日 ホ大學 々窓」 發巧 

Tli こさ 豈 ese American Uni ま rsity ぞ arterly 


化かる む 


尋れ人 

({島 城縣) 大橋武 雄 (長 巧 聯}获 
お 平 人 (间) 佐 伯鎭雄 I . 魔 島 
縣) 中が を ニ (岡) 渡 邊泰が {東 
京 ホ) 古澤 武之巧 (か 献曲縣 ) 
を藤甚 之を (趙 お縣) 松て 壽之 


宵 (山 ロ縣) 德お猪 S 郞 
本縣) 西が 巧 喜 (鳥な 縣 


廳勝 


衞 (山 ロ縣) お甚ま (変 媛縣) 


晚 


化 


ホい 鮮血に 染められた .！.： 

ド 井ツの 五月祭 リ 

H 本では 化 巧 最初の 海上 大巧 列 
時 i 時 スタ リシの 辭職說 が 傅る 

『を 化界 の無產 階が 者が、 赤 ど 桃色の 腻 別.；^ 間け や、 一を じ 
擧巧 する 五 H 1 H のメ I デー はを 世界 じ 直らて 勇敢 じ擧 巧され 
たが、 この ニュ ー 苗 1 ク巿 でも 社 食ホ義 者は マ デ ソン •ス コ 五 
ア ー じ、 共產黨 は' ユニオン •ス コ でア！ じ ホ 巧は 絕街 禁止、 ア 

力 旗を 捧げての 巧 列を 條 がご [て 些 したる お 巧 も この 


巧 かした- 


フ 氏を 假 書記長 じ 


メリ 


R を 過ごし、 社 會ま義 者 等は X ぞ リスに 惦呼應 して r メ 
截黨の 成を を 盛んに 說 いた、 さて この H 、 お 巧の 形勢は 


-ず勞 


球團 

半^ 業團ご 試合 

明大 ぉ球國 ^ 目下を 地を 轉戰 
中 じて 今 H を； i 達した 報道に 化 
れば八 勝 四 敗に \ て 特に 太ず が 岸 
化圃部 コン フブで ンスの 選手 權 
をが 持して 居る ホ レゴン 大擊を 


一 百 人に 巧んで おる が 
當地 氣み臺 の記錄 じょる ど 四 
巧 中に 晴天み りは 僅か 五 ロで 
雨量ら 巧 ホ じない 增 加を 示し 
て 夏る ご 0 


ニ 

巧 


懼 


ヴワ ツサ ア 紀行 

♦ウ— メンス • アメ 9 カン- 

ンタ八 俱樂部 ま 
の 下 じ 『メイ デイ』 をト しま 


橫旧常 ま (か 歌 山縣) 化 去平吉 
(鹿を 島縣) 國上時 愛 (愛知 縣) 
未 お (長 崎縣) 池 旧み 瑞吉 
(熊 本縣) 平 ホ 深 ニ 晒 岡縣： 

又 伊 度み 大塚 サダ メ ： を 
縣) 長 崎德一 柴田幸 S が (大 
扱 ホ) 西 川 源 太が (兵 庫 頼) 藤 
木 喜 八 (福 岡縣) 末 次 農 造 前 
な 育大學 々生 八 木 郡ず (鹿兒 
島 縣} 木場 常義 
右の 者 じ 通知を をき 儀ち 么 
候閲本人若くは知人ょ，|^現 
住所 御 通知 願上娱 

紐 育需國 総領 華 難 

壺 Broadw さ Ne ニ orii 宴 




第 
- 

干 
お 
百 
お 
十 
H 
號 


3 

ニ 一 


東京 特電-日 媒 H 今 H の' メ 1 
デー は 雨に 檔 まされ わが、 神 
戶が貴 組を 員 八 巧 人は 神 芦 潔 
じがて ル 蒸瘡船 じ巧乘 して メ 
— デ I 示威運動を 巧つ たが、 
海上 メ ー デ ー は 世界 最初の 出 
ホ 拳で もる。 

束 京 特電 一日 發 〔聯 を〕 = 今朝 
ホの 降雨で 首 郡め メ I デー 巧 
巧は 案外 平穩」 送られた、 こ 
の 日 巧 巧に 參 加した r 力 五 千 
人の 勞働 をは 一二 千 人の 蠻官隊 
じ監 就され て 巧を ねり ホき、 

約 円 五十人は I 時驗 巧の 上释 
がされた が、 無を 派 政 黨の巧 
列參 加り 官憲 じがて 嚴 iKo た 
尙は乂 阪の巧 列は 一巧 人 じる 
び 神 巧を 郁、 横 おの 巧 巧 も 
ま械ホ 化で ぁつた。 

j 个 .个个 

I ベルリン-日 發 H ベ ホ リン ホ 
I の 今り は 千 化 百 十 化 年 ホを 軍隊 
一の 動 亂巧巧 初めての メ t デ I で 
ー获 勘を 巧る じ 至ら、 おを 黨が醬 
宫隊の 行列 監視 線を 破砕 ゼん ど 
して 今夕ぶ びな あじ 甘； b を 所 じ 
_ 衝突 （た 結 巧、 邸 死者 八を、 を 
一 傷者と 十 人を 生やる の裕 事を 見 
- ただ、 ベ^リン 0 列のを 地 巧 列 
は拖 めて 平な で ゎつ た。 

个 个 个 

パリ—- 日發 n フランスの メ 
— デ '’ じ對し 共を 萬な 現が の 
勞働课 合 破 おを 企て、 あわや 
お動じ 及げ A どした る も、 當 


官 ぶび 憲兵隊の 水ら 洩らさぬ 
譬戒じ 化ら 約 S 千 巧な 人の 勞 
働 まな 檢擧 され、 顔る ホ 穩じ 
この 日を 過ごした が、 檢 巧を 
の 中には 髮じ 追放 さわた なお 
十 人の か 固ん 共 產ま義 者も诞 
ちを もじ 送 露され るは 中。 

Ai . A — A — 

メキシコ ホ 一日 發 n ヤン キ 
を逍拂 へど 怒號 した あ 千の 男女 
よ bu る勞働 者は アメリカ 總賴 
事舘 前で 一大 示就递 動じ 及ばん 


老翁が 小學 生じ 

ま 京 特電 I 二日 發 = 化 海道 夕 
張 町を 鍋小學 校-年生 中に 白 
い 腮髮を 胸まで 垂らした 高 橘 
キ 巧を 一) ご いづ 老人が 乂學 
した か 彼は お 十一 ごを の 孫 ど 曾 
孫が ある ど。 


ごし じ もの 
じよら て 退散され た^ 

个 个 个 

モス カウ-日 發 =: 本 目の メ ー 
デ— け 赤色 軍 陕の外 棘 人 軍隊 
も參 加して 大巧 巧を を 巧した 
が 農 莱お濟 制度 やま 菜 立國問 
題で 紛 がの 標的 どなつ て爵る 
勞 農。 シアの ちが ヨセフ •ス 
タッ ン 氏は、 を勞 農" シア 共 
を 窺 第 十六み 總會じ 對し黨 の 
巧 記を たる こごを 辭 ずる 旨 發 
おし、 委員 巧は をの 辭锁を 露 
めない が、 剔 ドの 急に 備 ふる 
を ホで スタブ ン 氏の 補佐役た 


勒 零で 敗ら 大ぃ \ じ氣を 化ぃて てて 柯 おむ ゲヮッ チァ 女子大 學 

を 訪問、 なしました、 午前 十 時 
お ホ 漠を跟 失明 ~ まで じ 前會長 フラア 夫人の お 郡 
裏 特電 II 百難— 舞踊 あ 2 し 璧 の— 革 じみ 乘し 
お が漠&は が 小 墨を 陰 巡け パ^る 一い ッン 两畔の 春霞を 
業 中 左 股 失明した が 氏は 『片? い。。 一路 ホ！ キプシ ィじ向 
眼 じ。 つてを 蛹れ る』 ご 云つ ►: す 

で 居る。 ♦•途中 先頭 じ 立つ た ニ 台の 自 

動 串が S 十五 哩の 速力を 出した 
居る が、 一巧は ホ _ る五片 二十 五 どて ツ ラフ キックの 警 をから 赤 
日 じは 當地じ 到着， 二十 ホ H じいが 符を 頂戴した どかせの どか 
は プ^ック リンの 竿 職業 圈ブッ の 巧 も 加つ て 一岡 販や かじ 目的 


ふ 6 

思 

'觀| 

を 

を 

D じ -N 


耳鼻 晒醒 

鼻 あ 整調、 顔の - i 除 ま 
等 無痛 治療 I 
每 H 午前 王 時 一一 時 
'午後 五 時 f と 時 
日曜 午前て 時^ 一時 

サミ 年の 經驗寺 b 
= 洽療化 普通 H 


はも/ \ の 遊び 
ホを 英文で ホ 感人じ 能く わかる 
やぅ 簡單 明瞭に 說 明した ものが 
出 巧ました。 巧を 目次 進呈 致し I 
ます、 御覽 でさい 0 
S KllwAi A 写 114 E . 基 th St . 晏. 


P 加 
が W 

化 3 證 

BM M W 
A " 地 加 叫 
ぶ 脱む R 
W 化 

圏^ 

娘^ 

0 が 


新を 書籍 販賣 

雜 誌の パック ナン 
バ I 、 を雜誌 類の 
新 注文 等 化て 远速 
じ 御 化 あ 致します 
何卒 御用 命 願 上げ 
ます 0 

奧村 書店 


を 壽巧 辨舊捆 注文に 應 じます 

^ 木 が 屋 

'ま 五十八 下 mn ニニ 八 

電話 ミミ 1 六 ニ 四 0 

木 巧 ル ング 

ニ S を Ave . す t . 苦 & 晋 i ミ ts 
一 e 宮 hone Re 巧 n 三 芭7 

御で 宿喜樂 

黒 崎 旅能奈 良直藏 
184 羣資 .， Br ミ 言， N . Y . 

を. ブ置一 こご 7 

ステた ヒ — r 

トブタ ランニング 

邦人 I ラブ 自曲亭 

58 ジ nds St . Bik ぎ：. 

一. ジ ニ ria を" 7475 


巧お院 域中必 、摄 領事 お、 目 本 
巧 船 其 他 銀 巧 大食 化 巧き お 巧 

を 港 ホテル， 

純 日本を-特別 閒ぁ b ) 

御 一巧み 第 自勘車 御 巧 迎申上 侯 I 
8 ニ Calif 言 ia St ; San Francisco - Calif . 

ンヤ トル ホ 

Np 旅 縮 

W 06 ぉを Ave.sp Seattle , Wa も’ 

を 車 巧 前 通 東 ご 一 下 左側べ 階连 
H 本 巧 船 切 巧な 扱が 巧 場 送迎 

ロス アン* セ ルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ 7 N S ミす dro si - Los A 另 el 男- « al . 


陆 
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關 業廣吿 

自 本人、 支那 人 協 
同 經營の 採 ま會社 

靑蓮閣 

設備 宴會巧 日本人 
I 向別 間 等の 設備 あら 
料理人 第と 街な 什 
一と T 目 新 杏花 樓 じて 
皆稳御 かいきの 歐廉 

レノックス •サブ ゥ 

ぶ— ょ b 半 了 東へ 


，が 

W 期 W 
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S ホ興樓 I 

赎揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 S 時を 開 巧 
{ 宜サ五 了 目 サブ 
停 革 おの 下) 


旧旅饒 


脅 ま ffi ffl キセ 

200 Eas ニ 雲 S す異 ぎぎ y 養 ani お 51 


打 

打が 化 7 

I お 

e 间 1 お 

巧. i&.f 


— 


郎もも 
化 w 


日曜 及 ± 履 じは シ 
I ! マイを おを 淸 へが 

做 顔集雅 園. 

自午お 十一 時 菊 岳 
ま 午前 ニ 時半 薛巧 


日本 理髮舘 崎。 

西 四十 一二 了 目な 番地 二百 五 ま 号 I 

一二 階 (潰み おじ 巧 L レ' 

舞踏 個人教授 
▼社 巧 ダンス A 
►を 情が 操 A 


苦 

fl t 

csi 


さ- ブ こ ，-: • , —Is I /t 

シュゥ キック ど戰 ひ， 二十 八日 化じ焉 きました のが 正午す ぎで 
じは マナ チュ セット 州の ボニ ー した。 おの 乘 せて 頂いた のは 郵 
ク。 -- ズ大 學、 S 十日 じは。— 船の 巧みさん わで、 車中 故 グリ 
ドア キラン ドの プ CI ビデ ンス大 ■フ キスを 搏± の 未 じ 人が 色々 日 
學ご 試合し、 五 巧 S 十 I n 巧 半 本の 面白い お 伽 嚇ト聽 かせて 下 
出帆の キ ユナ ー ド 薇で 渡英の 途さ らまし わ。 

じ 就く こ ご ^ なつた。 ♦一巧 二十と 人の 中 じは 支那 
1^ — ^ ^ — : の レ ディが 四 人 加は つて 居ら 巧 

學生慶 死 ^ に^? ごち 酪貌體 格の 巧 


日本語 敎授 楼蓄次 

INTE 呈ニ I 呈 AL ま usm 
夏 0 Riverside Dri さ， 京 三 ork 


中 i の. 大 靈^^^^ ustu で 

今週じ入—费—は降つ ぅですが|_;子中 

輯 謂 謂 お 

焉 及び 人命®: 望 £ 零 御 響な 午餐 

^ ロが >’：、 ソリ —ィ プノ— 響 館、 靈、 i を 等 f も 
いグ r い テア、 ナ、 ：ヨ 、東羡 ましい 據タ設 偏を 巡覺 して 流 
西？ ごア テ-- シ！、 ア 巧は 米國 第一流の 大學— る ど 

嘆 服いた しました。 

♦女學 をは 校內 をな 復す るの 


ラーマ、 ジ a — ジア、 ブロ 
タ 、ア！ カン ソ —'、 ペン シグ 
グァ ニァのを 州 じぶ び 
ゥ ァジ ニァ 州の タキ •コ I ゲで 
け小學 校の 校を が 崩壊！ 無慘じ 
も 十九 人の 小學 生は 慘 巧し 重傷 
まと あ陶を ニな 人の 椿事を 生じ 
その他を 化， ごがな した 重傷を U 


じき 轉 車を 巧 ゐて 夏る ご 申 程ら 
れお 大きな 構内で ーヶ牟 のを 業 
料を 宿を 發 などを をせ 千 五な ホ 
要る さう で 吃驚いた しまし‘ 2。 
同胞 學 をの 宮 がさん ど 藤 ハ 合さん 
ごが ブイの 巧に も 御鈴旋 下さ 6 


稅關 事務 取截 

客 E 臺广ま 苦 & 琴 

す 1 7 まご B 養 dway - ちす 
ぎぎ 至 ingIGaee 。 薑 4154 



Y ^ 
邮 N 

化蠢 

& L 

服 I 


最 

墨 

に 意 

贈 匠 

I 蠻 

I お 

曲 類 


0 
— •HUM 

ri 

6 


成功の 秘訣 

米 國ホホ 語を 霜す 事 
は 成功の 第一ち です 
本校には 日本人を 巧 
じ 憤れた 専任 婦人な 
姉を ら懇 なじを 話 巧 
信 文化 巧 語を お 巧し 
ょす。 日 確 週 H み じ 
午前 九 時 ょらを を 十 
時まで 銷校 t 1 レツ 
スンと 十五 化 イ i 
今 H あちに 宋巧 あれ 
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朝 十が 39 惦十 一時 I 

シヤプ ブ ® ダン シ 

ング 帥範學 校卒案 I 

杉タ マ 
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米 
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巧 詰 プラィア ント 

みま 飞八八基 ぶを ぶ 

竹 中 重% U 真 戴 

お 育ボ西 四十 四 T 目 3 ^ 比 C 2 日 

こ 了 i( 1 磨}^ が -1 1 

た i 畜 A 青呈 P 富吉 Y I , 

ニ； 2 ' 118 fM 4 thst.,N.Y.G. 

ぎ 置 a 瓦芸 75 


織 育 旅館 寧 奥み 薄 

ま 曲 十 了 目 ニ 四 二番 

Wei . Caiedcnia 637 A 

一 

ポストン ホ- 

富±§ 大浦末 松 
妄 woisljer St . Boston Mass . 

ぎ B . 8. 至な 

費府 御旅館 
桑山淸 五郎 

舍 8 をにを 9 ミ 苗. Philatiel 毎 ia pa . 

ぎ Wal 言二这 1 
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品 I 
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が 魔 茶園 

司理 人蘆篷 
巧 數の方 じは まな 
の 御 便利 じ 備へ巧 
間を おの 御用 じが 
や V < お 間 巧ホ巧 
不凑ぉ 引 立願 巧な 
紙上 巧 ま 巧 申 上 お 
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支那 料理 

新が 巧 

イ樓 料理ん 歐廉が 
腕が を 巧つ て 日 ぉ 人 
諸 若の 嗜好 じ 適する 
巧 理を資 上げます の 
で窠と 街の 亩ニ 十六 

了 目の チヤ プ スィ £ 

云へ ば 直ぐ 日本人 證 
君 じは おる 程好 萍を 
博して 居ます。 

If 部繁 々御 ホ ホの 程 
ホ 上ます。 

上、 日 巧は 聲頭 、シ 
クマィ、 春谣が ぁ‘ 


其 お 目なる 求職 同胞 じ «寅 
なる 域 業を 周旋す 

宮川 事務 新 

紐 育 巧 西 四十 ニ 了 目 旨 ホ 一 茜 
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日本 食料品 額义び 雜貨賴 卸小賣 
ホ 之 索 大賣撕 桑 出廚會 
が刊 書籍 雜認 小間物 日用 晶み種 
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を 種 金魚 

力 ナリヤ 


i 贈 
T 0 B 

巧 

化 醒 y 其 他 小 烏 穎 
動赖 一切 


r 動 

K G 


ザ 上 金魚 巧 

9 ニ S 置 h Ave •，す W Ifork C さ • 

pki Circle 97 ち 


識 餅 飾、 小賣 
を 腐 油 擦 
日本 食料品 一切 
Sunrise Rice Cake C ? 
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ぎ p 星ニ岂 
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晝 食は 末廣へ 

叮喀瞄 巧を 巧 大お巧 
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酱油難 gISSI 蘇— 白米 

日本 米 難 食 巧 日 § ^飄麵4黯 

巧 旧な 油 巧 ホを 化 巧が 一手 買 糊な 

曰 本 食料品商 會 


B か k g A 

5 "^I 

Mi 


r J2 
0 .1 柳 


2 N 


紐 育 惟一の 日本 育貨巧 

片桐 兄弟 蘭會 

スマ ドレ •プ 》 ダク ッ 一ず 化責元 


むれみ 剛 

511 
S W 的 S 


H 本を 巧 お 
日本な 貨巧 
書 巧 巧 雑誌 


巧タ九 持を 巧 ま 

メ 1 グア ドレス 〔年 一巧 

東京 商會 


> ランク 巧 b ます 
食を の おあら 


◄淸 巧^ 親切、 を樂 ：=：! ニ！！ ▼ 

势側總 

一一が 巧 事佐义 間を 作 

援 5 E •祭を Str ま t 

ジ I . Re 巧 至 W 這の 



THE B 通 OF 削 OSEN T 帖别 m け omo BaiiU 化 


お 帥 10 巧」 60 の aib 邮 JUU 


化 帥 も Gortian が 姑 83 


化 W ^ 0 が がが な 
— 一 — R 训 巧が 4 
1 がむ oadway 
Tei. Bar 曲が 1841 巧 


The Yokoliama TManLollai 謡 r 视 . 


mm, 

5 化 R 如 r, Equi おお e が dg. 
12 日柄 } adw 巧， fl . 1 
Phone Rector 2550 


ton 5 巧 
艮郎 nenson iiw 巧む 巧 g Buiiding 
1 巧む oadw 化ん Y. 

Id Co が an が 巧 お - 33-34 


Nara Trading Go. 

151 ぶ祀 Avenue 

(Cor. 21 *tSi.> 

い Tel. W が 叫 uin 3648 - が 


MO 關觀邮 OSJnc .， 

53 ぶぶ W. 23 rd S し 

—— 巧 抓 torrcnp — 

Tel. G 巧の ere パ 8 如 


THE FU 眉 QTO 
な 削 RITB 拙 JNG. 

123 Br 日 adway. li. Y ， むわ 
Tel. お ctor 24 巧 - 3339 
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資本を を 度 旧 
掷込濟 資本を 六 千巧围 
検 立を 六 千 四 亩巧勘 

麟賊ご 弄 銀 朽—支 巧 

ぶ 店 東京 ホ H 本 橋 院本 革 星 町 五を 化 一巧 
ち 巧 ルが 日本 谣 化の 巧 夷ち 舊 
名 巧 崖を 都 大取巧 (大 皮) 神 ロ 
頃 島 下顆巧 司を お 巧 岡 長 » 
上 おかを 去 買 お 水 


怯 出入 爲替 •お 信 送金' ホ 送を、 旅 巧 倍 巧 巧 
巧 業 信用 狀巧化 一般 银巧業 

ん講 ニ囊銀 巧— ま 巧 

樹里 送金 ハ 日本が 化 無手 數 巧？ 巧を 取を 
本店 おを (定期 通知 ノニ 極) 巧 便 巧取沒 
本 ま 店 束 巧 (本 巧)、 大お >巧タ 、京都 
巧が 化 名を 屋 、小 時、 上海、 な软 


▲鄕里 送を 及び ホを を (無手 數 巧)、 外国 
爲を賣 買、 荷爲替 取組が 立、 信用が を 
巧 等 一般 银巧楽 稱御化 利 じな 披巧仕 候 

I 献臺灣 銀 巧— 化 張 所 

が赫 横、 た 願、 神戶 、上海、 漢 
ロ、 福 州、 厦 巧、 她朗 、香港、 廣 巧、 お 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バダ ビヤ、 ま 買 
々 i !^ カツ タ 、倫敦 、其 外毒灣 十四 ヶ所 

一、 資本を 臺億圓 (全額 拂这 巧) 

一、 稽 立を 一億 五 百 五十を 圓 

內地 本ち 巧 お {本 巧) 巧を 乂阪 
神 戶を巧 下 巧を を屋 

橫濱 ぶ 金銀な— ち 巧 

米 画を ま 巧 = を 巧 涯度ホ ボボを 
其 化 世 あを 固ま 巧 都市 ニち 店及コ グレ 
ス有之 お 


本 巧. 大阪 化濱五 T 目 
が 育 支 巧-紐 育ブ 0 1 ドゥ 玉— 旨 四十 九番 

鎌 減 住ぶ 艱巧 

東京、 橫濱 、名 古屋 、京都、 巧戶 、が 山 
6 才户 一尾 ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 ホ、 下ノ お 
化 支 里 巧 司ぶ 倉、 若松、 濟タ 、乂留 ち 熊ネま 
本國 預金、 鄕お 送金 等は 巧め 
て 御 便利 迅速 じ 御 取扱 可 申ち 


本庙 朝鮮を 巧 

ちが 出張所は 日本 內 地の お 要 都 ホ， 巧鲜 
お洲 、支那のを 化 及び 浦 活巧徳 

朝鮮 銀行 紐 育 出張所 

み 西 爲替一 殺を 巧萊務 精々 御 便利 じ 取 巧す 
申 上 お 


藤本 證券 會祐 

一般ち 巧莊 をノ賣 買、 引を、 募を 
i を誕 、並 ニ 之 ニ 齡スグ 一切 ノ 業が 

S 藤本 ピル，？？ 銀 巧 

紐 育 お 張が 


拖强詣 、雜 貨卸賣 

森が ブう ザ^ ス 


H 本陶お 器雜貨 
ラ厶 プ卸賣 

奈良賓 易商會 
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一二 浦 環 夫人 も聲援 して 

脈 やかになる 「子供 デイ」 


目下が 物舘 おを 室 じがて 挪き 
つ i ある 紐 育 H 本人 巧 キ懼學 童 
作 おお 覚會 5 會期內 じ 『予供 デ 
ィ」 を 偶し 一般 同胞 家庭の 人々 
じ 慰 おの 一 巧 じらしめ 樣 どの 計 
を じ 豫て 特別委 員の 手に 巧 b て 
立案 さわ 準備中で あつじが 愈々 
明 五日 午後 ニ 時半よ 6 四時 半よ 
で 機 物舘內 の大話 堂で 開く i ご 
なつた。 をの 報を 耳 じせる S 浦 
環 夫人は ホる 九 H よら ダキ クタ 
ァの ホ 盤 レコ] ド じ 日本語の バ 
フ クィ、 ミニ ヨンな ごを がき 

达 レべ く稽を 中で タ忙 なる じ も 
おはら 中、 子供さん 達の 爲 めじ 
「お 正 巧 J 外 ニ 一二を 獨唱 しやぅ ど 
聲援を 巧へ て吳れ るを ごなら 當 
H めプ 0 グラムは 錦上 更に 化を 
添 ゆるの 槪が ある。 紐 育敎食 顆 
係の 子供さん 達の 中 よらは を 山 
綾子、 富 子、 片桐か 子， 淸 水な 
をモ 、豐 子、 鞠 子の 六を 礫が 量 
謠 、蝶、 蝶々、 ホの 町 この 町の 一二 
つを踊る^じ决をしホお、 淸水 
を 山 一二 夫人の 指導で 巧じ稽 をを 
終つ じ 由。 右の 內 『あの 町 この 
巧』 は 野 ロ 兩情氏 作歌 中 山晋ホ 
氏の 作曲で 最 巧な 國 じがて お謠 
ご唱 敬 どを なをせ 捣く 一般 じ 巧 
はる、 樣 試みて なる もの i 1 節 


なる 由 じて お b 付け も 幾 か H 本 
故が の 帥を 加味して ゐる どの i 
でぁる。 亦を督敎修道をロ曜學 
校 生徒と 美 W 敎會 との 縣を 々唱 
隊は小 お 各 女 おの 監督め 下に 修 
道を 听 係の 大拋ミ お、？^ 巧、 旧 
阪幸モ 、刮 靜モ 、山睹 明、 影 山 
み も 子、 齋藤藤 雄の 四を 磯 S み 
息 及びち なを 會關 係ぶ 武膝 マサ 
ず ■武 藤ジ a 1 ジ 、が 上き i 子 
お慟 節’ ち 働 一が、 巧 施 みえ子 
松が 泰 子、 野中 幸 子、 野中 淸子 
野中 愛子、 ホ 巧 旧 なを子、 藤 ホ 
一 £ し 子、 藤 井い くみ、 藤が 耕 ニ 
I 藤 村 節 子、 藤村敏 ず、 藤 お' ィレ 
— の々 壊々 息 達總勢 二十 四 人が 
『子供の るは でな じ』 ご 『はら 
はらを もる』 の 二つを を唱 する 
をと なつた。 尙 ほが をせ る當日 
の プログラムは 左め 如し。 
歡迎の 辞 博物館 ま 事 

シヤア ゥッド 博 ± 
開 會の辭 草 信 日本人 會 々を 
演說 . 內山 繰頗事 代理 

岡 ダ ユタ ッ ク博± 

獨唱 一二 浦 環 夫人 
'み 謹 

量謠 日曜 學お生 巧 
同 同 
映盡 
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號 


曾 根 氏 留別 晚餐 

ホ 週 水曜け 出帆の ァク キタ ニ 
ァを にて 渡 おし 令秋歸 朝の 豫定 
でぁる 殺 道 雀 技 帥 曾 化 嘉义が 巧 
はちる ニ H 巧觸巧 諸官處 代を、 
宫業ぷ 、新聞社 快 表 等を 東洋 館 
に巧诗 して 留別 晚餐會 を 開き 出 
がをお 五十 名-曾 化 氏の 懇蝴 U 
る 別辞 めら、 內山総 橄事化 巧 ホ 
賓を化 おして 謝辞を 陳べ 盛な 狸 
に 午を 十時撤 宴し ぃ。 1 
H 本 お々 勒 記念 塔と 

^ 鑛海灣 に 建設 

緋鮮慶 が 南 道 知事 水口 隆 一二 氏 
はり 本 お々 戰ニ 十五 年に 際レ當 
時 聯合 艦隊 碟化 化た b し 鎭が灣 
; じ一乂 記を 塔 建設を 針 靈し之 じ 
要する 経費は 化く 一股圃 をの 淨 
. 财に ホむ る i ごな し 務 ちの 手 
を經 てが 化化留 おじ も 殿を 方を 
化 頼す る 旨 當化總 領事 箱に 移牒 
して ホた が 寄附を は 一口 五十 化 
で 便な 上當總 敞事舘 じて 化 扱 ひ 
一總め こして 送を する 手順；： >6 
_ ピ 。を おを 塔 速 鼓が 靈圖ぶ H 本 
俱樂 部に わる 由。 

一 盤 路加 病院 基金 

ブユー スラ ァ巧 七-か 熟， む',- 運 
助 中で をる 聖路加 劇 際 病院 建設 
基を な 集は 着々 進 巧し 居 b 去る 
1 H は 實業滚 及び 醫家 をが 巧 お 
樂 部に 招待して 午餐 會ぁ b 前 司 

ホ 長官 ッキ ッヵ シャム 氏 司 曾の 
下に 武ボ ユニォン お 貪の ラス ロ 
ップ巧 ± 、で ピス 3 バ 火を 曾の 
フランク ジンた、 テユ - — スラ ア 

帷 ± のが 說 ぁり、 郎日乂 化 チャ 
— レス •マ クゲ 玉— にも か 席し 
j て 一み のが 說を 試み 『國瞭 的の 
;廣 い 方面ょ b 化 i ば 誰 A でも 化 
基を 速 動を 巧 助す る 巧は をが 米 
^ 闽议び 化の 化 巧の ホ かの 爲 めじ 
大事 荣 じを 加して むる ご稱 して 
よい』 ど說 いた 


お洒 公使 寄 紐 

新任 秘證駐 割を 權を 使ホ栖 一二 
郎 氏は ホ 人 令 媛网伴 まる 一目 寄 

おホテ^^マジエマチジクじ 投宿 

九 n 出が の 便船 じて 赴任の 篱。 

菱銀 支店長 異動' 

ご臺 おが 紐 育 支店長を 旧改治 
氏は 今阐 上海 支店 じ轉 巧を 命せ 
られ 、上海 支 巧を 鈴 木 益 S 氏は 
本 巧 詰 ごなる 笠で あるが、 當地 
を 店み 席 須賀泰 一氏け ま 田 巧の 
後を 襲 ふて ま 店を じ陛 ほし、 同 


て (祭-一 第) 巧ち 德 
-『- ド ソン 河 橋の 特徴』 

曾 巧 進 

「キ ー ッの 詩に 就て』 

出展 潤 身 

華府の 天長節 

単府 じがけ る 天長節 遙拜 式は 
旣 報の' かく 廿化曰 午前 十 時-^ — 
街に がける 大使 官邸 じがて 擧巧 
れ 、大使 夫妻を 始めた 使 館員 
同、 陸 お 軍 武官 日本ん 會 代表 
導み 十餘 名御眞 影を 巧し 終て 別 
室 じ 茶菓の 接待 あ 6 正午 散 曾。 

比川淸 一巧 消息 

昨秋 御大 典拜化 訪問 團を卒 ひ 
て歸 朝せ る 前が 育 日本人 美 W 敎 
會 幹事 化 w 淸 一氏は ザ洋化 おじ 
て廿 六日 着を、 羅あ 及び 南 加 地 
方を 視察し 本ち 十 H 前後まで 歸 
紐ず る 旨 入信が あつじ。 

英謠夜 學敎授 

化 紐 育 外 入 男女 じ 函語敎 育を 
普ぶ すべく を數の 市な 國語學 校 
(を 部には ゎらず) 內じ 校擧部 
を 設けて あるが 最 をボ內 四十 八 
T 目 じて 第 八 街 £窠 化 街の 間 じ 
ある 國語學 校 第 十と 號で每 週ち 
み、 水の 一二 巧 無料 じて 英語 敎授 
及び ミ V ナ 9 1 の講密 をな す お 
校を プラィス 氏ょ b 發 をした 

が 桐 商會新 電話 

日ぶ 食转 品の 宠鋪が 編 お 弟 商 
會 (棄盡 卡九了 目 ニニ 陛蕃) 電話 
は 本 夕ょ ち 左の 如く 變奥 ずる 蠻 
クイ ブカ シヤ ム九 一二 四 四— 四 


「子供 ディ」 の嗔 

n あのが この 町 n 
わの 町 この 町 = が 慕れ る*''-^ 
今 ホた こめ 道歸 もやん せ-— 
お 家が だん''-- 遠くなる { 
今 ホた この 道歸 b やん せ-,...- 
おさに 夕べの 星が おる"— 

今 ホむ この 道歸ら やん せ 、 
H ばらばらを もる n 
ぱ らぱら 落る 雨よ 兩よ 
ぱ '_5^,ぱらばらご なせをも る 
かわいた ± を や はら か （して 
きれいな 化を おず 爲め 
ゆ も ゆ 歌 ふ 鳥よ 鳥よ 
も ゆ も ゆ も ゆ ごむせ 歌 ふ 
さびしい 人の 必の內 じ 
御 降の あを かす 爲め 

ま 店員 小な 一 H 氏は 大較支 化に 
轉巧 する 由。 因に ま 巧 巧は 八 
(水 幡) 出帆の ァクネ タニァ 号 じ 
て歐 渊視務 S をに 上 b 約 一ヶ巧 
の拴 再び 輔 紐、 巧げ 支店長 じ 事 
務引絕 を r し 六月 ホ歸 朝の 豫を 
で をら 0 


五 i 四 六— 四と 

人が 人 

® 馬 ロ 幸 ま 氏 一-一 一井 物 產會社 紐 
育ま 店員、 病氣 めた め 聖路加 病 
院じ入 巧 中で ぁるが 逐 H 輕 か。 
•石 ホ 領事 ホん 紐 育駐巧 領事 
石 井康氏 夫人 辛子 及び か攘泰 す. 
は 去 巧 化 六日 稱濱 出帆の コレ ャ 
化 巧 じて 出 裳 ホる 十 H 着を 五月 
中旬 ホが の 也 じて お 井領 事は 巧 
迎 のた めボ展 古を 赴く ど。 

# 山 ロ S 之妨氏 夫人 ドク ト声 
山 ロ S 么巧巧 夫人は 前週 巧 急' 患 
の 爲め引 籠 療養中で ぁるが 逐 U 
輕 かにを き 一つ、 ぁる 由。 尙ほホ 
治醫 の 注 急 じ 依’ 9 絕掛靜 養の 爲 
め訪 間を は 乍 遺 械謝絕 する 旨を 
人は 語つ てむ る。 

•附 島敎 治を 夫人 同伴 歸朝中 
の 岡 島ぶ 店 ま、 まる 廿 六日 天洋 
化 便じで 桑灌着 不日 歸 紐の 善。 
! w 耀 說敎 

♦紐 育； H 本人 敎會 
『神の 伊東 ご實 巧』 淸 水が 師 
♦基截 を 修道 脅 
『理 あの 敎會』 椿 牧師 
▼日み 人 美な 敎會 
『神化 國の 民』 田 中 左右 ま 氏 
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を讓 次に 著 
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大佛み 郞を著 
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大衆 文 學を書 
が 桐 兄弟 簡會 
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巧 員 入 巧 雜貨 小 賣じ經 
驗 ある 人；‘- 限る。 委細は 左へ 御 
照會 あれ 

鉛 江が 店 
2302 す呈 d 吉さ 百な 


巧 働き 晝間寢 て 居る 
人 じ 部屋を 貸 [度し 

一週 ニ 巧 五十 仙、 レフ 卫ン ンス 
入用 

广呈另 .養 3 青 di 薑 Ave . (12 呈 St .) 


學術 视究會 講演 

お W 敎貪背 年 部の 學術 研究 會 
溝 おは 明日 午後 八 時よ b 巧な 八 
T 目 一二 ニ 一二を 间敎替 のにが て 開 
惟 辯 ± 度び お 題け 巧の かし。 


& びスチ 1 マ 1 トランク 六 弗 五 

十 他、 九 弗 五十 仙、 十二 ホ 五十 
仙、 少し 許 b 使用した 雜類一 典 

一二が 汝びあ 弗 
ま 4. S 至 こ ve .. Cor . ち th ぎ NJ . 
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鹿 角 お 
芋‘ 幹 
靑 干紫糜 
千切 大化 
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廳 昆布 


桑 山商會 

1 之 互 ST 是 ih M ず N . Y . C . 
さ ミ e . Re 巧 ni 2133 •黃 57 


興語敎 授^ 

授業は 午後 ど 巧 間 どで S レつ ン 
タタ.一 と アド グ アンスの 兩樣 の 
タラス一 ^^ あちまず。 參觀希壇の 
ホは 參觀も 出 ホょ す。 詳しい 規 
則 書は 巧 時で も 無 化で 差 上} &ま 
ずから 御 申 越 下さい。 學ホ b 1 
人 宛 T 寧 じ 親切 じ ィンスト ラク 
ト して ゐ ます。 み じ發音 じ關し 
ては 特に 注意し 正しくす る 迄 何 
度で も稽ホ 致します。 授業 恥は 
比較的 廉 くて をして ィン， 一ト少 
メント の巧宜 もを らます。 鄰立 
一二 十 年、 通信は 化て 左の 宛 あじ 
御 願 致します。 
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ブル 右 八 裏 宛 
雜貨淺 お 數巧弗 
委挪 面談、 又は 書 巧 
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遊資^ 有 煩 證券へ 

◎ H ネ爲香 一平 價 ヨリ お 巧餘 モ下リ マシタ 
◎唯今 U 本 內地ノ を、 社債、 棵式 ヲ買乂 レ^ 
コト' 0 商ィ巧 貨ヲ化 ブまィ 圓貨ヲ 買フコ 

ニナ リ マス、 0 

◎今 ボ買人 レノ 絕 好機、 隧實 、ち 剌ナ 債勞、 
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i . 
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診察 

午前 十 時— 一時 
午後 四時— 八 時 
H 曜 午前 4- 時 — 正午 
急を 慢性 男女 疾患、 皮 
膚 病、 化 液換査 
多年の 經驗 をな し 日本 
人 じは 特に 親が じ 治療 
す 

健康 該斷こ 巧 

ドク ト八 

メイ ど 八 


料理人？ 巧 i バ U 

び 巧 理法を 敎授ォ 、新式 設備 
一}. 呈 UT 實 N 
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心 畏場ダ I ム 向き 

日 主 . あび 獨進製 玩具、 雜貨 あび 陶器 
額泌 I 夏瘍 向き おを 部な 揃へ 陳 則して 
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¥片ら 装飾 綺麗の 室、 設席 

集 完 を、 ご グこ週 

八 巧、 ダブ 八 I 週十报 

呈 TELGIRGLE . SW . 置 さ SU 呈 y 

¥ 打ら 最新まで 綺麗な 眺め 

巧き 室 あら。 巧 本の 

お 方 L: 貧し 度し。 停 か 農 よら ニ 
齊 グランド セントう^ 迄册み 
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諸鄉貨 仲買、 卸販賣 

.お 巧商會 



夏 瘍向品 

特 孤脈價 チな テ 御用 命 こ 
應ジ巧 申 候 間 御 引 立願 上 候 
ロ 本 陶破器 卸販賣 

F . D •商會 

- な 玉、 布施 
Fede ミ を山 Distr ぞ & ミ S , Inc . 
结 w.2wrdwr zewYork 
Tel . Gra 夏 rc 二芸 B -3 夏 7 


® 羅府 、轰港 出帆 (ホ ノグ^ 經 ホ〕 

雜府 を を港發 

(午后 ニが 化 机) (お 午が 化) 

これ あ 乂五巧 十と 日 おちせ 二日 3 
春 洋 义 五 巧 化 一日み 巧 五日^ 
西 比が 亞化六 巧 四十 日 ホち 十九 日脚 
大 が 六巧化比円 お巧 一二 日 B 

馨 シアトル あ 化 (午前 十 時 お 帆) 

巧 漬か おち 十五 日 
一二 島 化 六月 十 置 日 
巧豫か ホ 巧 甘 九日 
が闹乂 1 I と 月 サホ日 

® 給敦を 日本 巧 巧 帆 

巧 見 も .鼻 十八 日 
箱 崎れ ホ 巧 一日 
白山 お ホ 巧 十五 日 

A 雜育お 辆芭奈 馬 經由目 本 巧 貨物がー 巧 二回 
▲髓絡 取 跋0 帶 がは 飯 測 巧、 南 お 巧 並に 邑識馬 
經 おたや 洋淳 巧を 纔瓶智 がさ 转 約ち リ乘船 切 
巧 等 萬 事 御 使を にお 計 ひ ホ 上ま寸 I 」 

▲来 國鐵道 切符、 寢を券 等 t 御 便宜に 取 討 ひ 申 
上ます 
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シアトル ぉ輒 ( 午前 十 時 ) 
をら ば ま 化 を 巧 十一 二日 
もらび や 化 五月 ザ 一 

るん でんか (坡褚 お 親 一 お 巧 ニ 

►一等 橫瀑 ー查邦 ‘」」 を 

直し ば 弓ず 丸 るん どんかは 一 五を 頰 
▼ 三等 a 本 巧 おを 邦 客室 おを 遭 家族 室を 巧 
▼额 希望に 巧り 一等 割 おを 復 切符を 巧 鼓 巧 侯 

ロス ア 、 v セル K 抵视 ( 午後 ニー 爾 ) 
i ん てび でを 化 ち 巧 一 
はゎい 丸 お 巧 十六】 

マ 一等 橫瀑ニ HO 巧 巧 けわいみ ミ じら か 一 窒 ^ 
▼ 韓 がー 二等 日本 巧を 十 丸 邦 y 一二 等 B 本 巧を 十を 乘 
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16 な Broadway 
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飽迄崇 る 不戰條 約 

巧 相 重れて が 東 己代治 化訪閒 

東京 特電 六日 强 不戰條 おの 化 おじ 就て 旧 中 內關は W ダ" よ 
ちみめ 立て b い'-‘、 が 4 の. と 目下 必 化」 3 つて 樞 おご アメブ 力な 
おみ 敲 解に 化彝 しつ i わるが、 本り 首 化は 巧び が 巧 己 化を 化を 
が 問して 說蹤を 求めた。 


政府 U 樞密お 側の なおに 化つ 
て 不戦 條 約ん 批准を 留 がを 做し 
てわふ；ご：：*>旣にをの窠一 の| 
手段 どして 米 阁じ對 しを の 意向 
を ホめ る 

手續 を 轨るじ 至つ むので 
: れじ對 しえ 國が柴 して 同 恵を 
おふる か 否か - t を 乂閒越 どなつ 
たがを に 隅し 外務ぶ のよ 巧を 薬 
て { 留化 おを 採用： た 政 巧 側で 
は H 本の 留 がは おのの 實 質を 變 
おすら もので ないから ホ國 をは 
じめ を國 ども 東洋に わける 日ネ 
の實ん 並-し 軍縮 間 超 等 じがる 巧 
閣の地 泣 等に 鑑みを 巧を 固執‘ 
た爲 め间條 約から n 本が 脫 退ず 
る 結 おじ G る こごを 避くべく 政 
治 的の な ホを もつ て 結局 岡 直を 
與 ふるを じ；；^ らう、 i た 米國が 
同を す^ば 化のを 齒も 異論を 唱 
ふろ’ と U く 万事 圓滿じ 解 巧す る 
で わらう ど 

樂觀し ミ る やうで ある 
が 外務 巧では 政府の いふ 留が附 
批准 ごい ふのは 
一、 間 題 S 字句の 削除 もし （は 
修 化を 恵 ホす る 批准 
一、 問 越の ザ 句 じ H 本の 解释を 
加へ て U す批姬 
の いづれ かで わる. か、 か t る批 


瑕の 際には まづ 提案 勘ん 乂驛の 
が 怠は 勿論 腮 締約 腐を 部の 同 
ぶを 得る を 必要 どす る. 然して 
ー股齒 際法學 者の 通 說に從 へば 
か-批准は 其 お 巧を 無効 どす る 
ごい ふので あるから、 これを S 
て 直に 米國 をの 他を 雜の國 の 同 
思を おる i け 困難では。 わらぅ 
かど 觀 測して & るら のが ぞい、' 
なじ米閥=^; 

他ろ 不巧怠 ごな つても を 
H ど r * つて 戟爭 抛葉條 約を 無効 
どす る、 とは 出 ホない から、 事實 
どして は 日本は 岡條 約からの 脫 
退 どな 飞 ； をも覺 悟し ければ 
なら や!* 更 じか i る 編を じがる 
巧 威の T 際 的 地位 化じ關 係を 想 
像す ば、 其个體 裁なる；- は 忍 
ぶ ミ.^ て も 時に 爲に する ちの i 
宣 傅！^ ょら 不利を 蒙る i ^ ある 
かも •^れ 打と U し、 結果 じつ 
きか！ {义 上の 立 媛から かな 6 の 憂 
ひを 兩 いて ゐ る、 また 留保の 盧 
ホ，^ 廣 （解 甘 ば 

のま i 批准を な ！ 批 

准 普の 外 じ 

円本の 解 釋を說 明し じる 外 
- 文書を 作成し ぞ廣に 通 礫す 

政府 をの 解释 じつき 聲明 


書 At あ 表 1 る 

ごい ふ ニ峭の 案が ち へらむ る、 
がして この 第一の 據 合一」 於ても 
ホ闕は 勿論 現 調が 躁垂 部の 誌 解 
を 巧る もが 穩當 でを る、 まじ 第 
ニ； ま-— よるら 國際龐 譲. sh か 
ら け ホ 圈の誌 解を 得て なすの が 
を當で わらぅ £ なして むる、 然 
しこの ニ 案の 中 じら ば 批准 其 も 
のに 傷が つ <譯 ではない から 關 
な 國も訟 解を おへ 4 であらぅ か 
ら、 H 本の 劇 際 巧 地位を ち 慮し 
てれく まで 

化 准 其 ものは 成文の ま i 

どし この ニ 案の いづれ かによ つ 
よつ て 解 巧したい どいつて ゐる 
が、 一方 米 越 侧と しては 不戰條 
おじ 對 する U 本の I 部の 反對は 
まピ して 內化的 理由に よるら の 
ど 信せられ、 をつ てを 反斟 ある 
ら條約 其ら の； 意義 じ反對 ずる 
の t a りい からを 在の 宇 巧 通ら 
で 批准を 得べき 方法を 發見 する 
i が お 巧る と朔 待せられ てゐる 
然も おし H 本が 留保 附で 本條拚 
に參 加す るを S なれば これは 化 
の 參加國 にも 

がが 81 し是 等諸錢 政府は お 
じァメ 9 力 じ 批准 キ續を どる 必 
要 もも 現 調が 國 十五 固 中 十 S ヶ 
國は旣 に 正式に ヮシントン じ 寄 
託して 居 b 十 S ヶ國な 外の フラ 
ン ，も旣 K 批准を 了し 最 巧に 手 
綴を 終る、 と ごな つて 程る、 扫本 
が お 保附で 批准し 化 列國も 新に 
批准 手賴を どろ こどと なれば こ 
の條 約の 賞 施を 見る i は 非常 じ 
遲延 ずるみ じから うど 見られて 
i ゐ る。 


を 表した か、 をの 一節に 於て ま 
那侧 は、 

支那の が 一七' 最 巧を ぶし 堅固 
い* る 中央げ が'^ 樹立した ので 
わをから 湾内 じ 居 化する 外 凶 
人 S 司法 懼ら を那 じがて これ 
を 動かす ベ.'、、 巧 法典 も 作が 
し 明年 一巧 一 n ょり 實 施の 運 
び _ 'しな 到つ た 

ど ：：* し旣じ 則强の i 部が 撤廢じ 
協赞 して 居る 事 實を擧 げて將 ホ 
な留 外人の 化かが をが 護を 完ふ 
すべく、 この 際 速 かじ 治み 法權 
刺 巧の 撒廢 じ協贊 すべき こごを 
猶 憑して 盾る’ か、 國務 長官 も 能 
ふる 限 b 敏速に 巧 答を 賤 すべし 
ど 勘を されて 居る。 


靑天 白ぶ 旗濟巧 おに 麵 へろ 

n 長^の 蒂 費を 費した 山 東 省の 撤兵に 着手 ， h 

露骨に たつて 來た 韻と 一： 將の 反目 

東 ま 特電ん 八日 發な •濟 ^ の 支那 軍憲じ 街す る 則 渡しは 昨自を 0 て 無事 じ 終了し， 日本は 
豫定 のか < 今月 中-しな 山 東 省^らの 撤兵 V を 了す るに まるべき が、 濟南 事件の 突 發が敷 機 ごな つ 
わ 今み 山柬 省の おを 豐は綴 額 一/一千 四 巧巧圓 でを の佈 支那を 化 じ 起 6 し 暴動 寒に 關聯 しわ 事 伸の 出 
裝總 額は 六 千 一二な 四十 巧 圓の居 額 じ 達して 居る。 


上が 特電 五日 猎 〔.へっ ルド • 
トリ ビ ユンー 巧】 N 蔣か おご お 
玉が 氏の おぉは 化 ホ どても 屢々 
事實無 化で ぁ もど 巧を されて 居 
たので ぁる •か' 昨今 

官議 から 洩 いじが 道は 明 
かじ 雨將 軍の 脚 巧励絕 をが 認し 
て 居る、 即 . T 商を 歧 おどし てけ 
最近 じ まら 山 東 省 弼趙ご 顆聯し 
て獨 氏が 不滿を 抱き 河南 省 じ 兵 
を 集注 L つ、、 わる 事赏を 目して 
: お 氏の 巧必を 明かに 觀 化. I お 軍 
i 近く 江 西 當じ侵 人すべき こごを 
! が 待して 居る ので、 蔣 氏に 於て 
^ も-一れ かお おの 準備に を 
同時 じ サキべ リァの 某 甫巧地 お 
! じて 探を の ホを 進めた 結 お媽氏 
一が ホを 巧 農 化が ょ b 巧 貸を 反び 
I 武器 禪染 等み 供給を 受け 化づを 
I を 動かして 

化 京 を 占領し なじ 媽 氏は 


化 ま 一帶を 掌中 じ 収めて 南京 じ 一 
對抗 ずるの 陰謀を 發 見した ど稱 
し、 近く 蔣 巧の 名義 じがて 碼氏 
の 非國民 的な 巧 動を 指摘し で宣 
戰 を布吿 する じ 至る でを らぅ VJ 
期待 さいて 居 も、 同時に 南を 侧 
のま 張ず ち 所 じ 巧れば 媽 氏は 過 
股の ま漢 革命に 乗じ、 一力 じが 
ては 南 ま 政府に 斟 する 忠良を 言 
明して をを 勘 かすち めじ 巧 費を 
を颁し 乍ら 他面 武漢派 ど 巧 じて 
ザ資を 及び 彈藥を 受取 b 巧 ホに 
おして 莫が 的な 巧 勘に 及ん".' 陰 
謀を も發 をし じど 稱 して 居る、 
同時に 跟 氏が 

突如 自己の 廊下 じして 日 
本 軍做进 をが 南 城の 嘗簡に 就 < 
べき 吿 であつ た 孫 良 誠 お 軍 K 河 
南ち 引擬 けを かじ、 な 氏 かま 巧 
梅 氣ご稱 して 蜂 軍の 戚を おする 
に まつた ものは、 巧す る じ獨氏 


の 陰謀が 南を 政府 じ 依 b て發覺 
した こどを 觀 取し 背 氷の 陣をホ 
いた もの ど がられ、 南京 政府は 
孫 巧の 後任 ごして 陳 調元將 軍を 
督軍 じな かし 濟南 及び 靑 島を 譬 
備せ しむる こど じな つねが、 日 
本 軍と しては 政情の おを じは 無 
顆必で 五月せ 八日 迄 じは 撤 をを 
完了すべく 、源氏み 後の 位最に 
對し 南京 側では 江 面 省 ホ 面 じ 多 
少の戰 顧は ゎらん も大势 じは 巧 
等の 彭 響な しど 頗る 樂觀 的な 態 
度 じ 度んで 居る。 

治 外撤廢 r 

アメリカへ 交渉 

ヮ シン ト A 五日 發 ；：：：： 駐米 支那 
を 使 伍朝樞 及は 前週 金曜日 國務 
長官 あ 巧が りお 俳が をの 他の 條 
約 國じ發 したち 那じ 於る 治 外法 
權の 撤廢を 促した 通牒 書を を附 
し、 越 お 省は 今朝 通 雌のを 文を 


-<£ 5 の* J ならさぅな 

賠償 會議 

ヤング 氏が 調訂 

パリー 六日 發 n ヤング'! 氏の 賠 
償を 問題 調訂 案じ 對 して 一 ィザ リ 
K ぶび 日本を 權は本 H め 會議で 
炼資の 意を 表明し なが、 I フラン 
ス 側では* トネ ッを權 が說訂 案を 
承認す る じ當 b て 相當た 重要な 
る條 件を 附し たこ ミを ず じし、 
るの 條 件が 刊然 する ま 了 何等か 
Q 回答を 避けて 居 もが、 ヤング 
案の 中には 近く 設立す j べき 國際 
銀 巧の 利得の 相當 年^ 後 賠償を 
ま 掷じ巧 用す る 一項 4 -=^ ごを は 
れ "をの詳細も疑問 5 ^されて居 
るが 大 がに 直ら ド キタ 側 どして 
はおを の 意を を 明し 都て 若し 賠 
償 曾議が この 調 訂で哥 裂 すれば 

もれは フランス 及び タが ¥! の 
罪で ある ど 稱 して 居 I る。 

パリー 五日 發 n 對獨 賠償 委員 
長ォ ー ウェン •ヤング 巧が 提唱 
した 賠償を の 姿 協 案じ 蜀しフ ラ 
ンス 及びべ^ VI は 不満の 色を 
をべ つ，.， あるが、 7 ランス 側 ご 
しても 目 f 愼重じ 調査し 居 b 最 
後の 態度を 巧す るには 恐らく 十 
日間を 要する 見这 みで わる。 

郎も ドー ズ 案じ 依る ド キツの 
支 沸を 額は 一 も 巧ち 億を、 こ 
れじ對 し 聯を强 側が 今み 會議 
で 譲 ホし じ 額は 最 巧の 化 八 年 
閱 •し 豆ち 五 億 ニ 千と 旨 五十二 
万 巧、 化 年 じ をら 旧 億 八 百 巧 
弗、 最後に ニ 億 千 ホ さ 巧 弗で 
あつたに 對 し、 ドキツ 側は 向 
ふ 化と 年 じ 頁 b 一二 億 化 平 六ち 
巧 躯說を 固持した ので 遂じ會 
議が巧 裂じ鑛 したので あるが 
今回 ヤング 氏の 提增 しだ 妥協案 
は向ム 化と 年 じ 直 6 四 億 化モニ 
百万 萊 、をれ ょら ホ 年に 四 億 八 
百で ホ、 最後の 年賦を ニ隱 千ぶ； 
な 万 弗 どした もので、 これを 細 I 
巧する^:^らば聯を固側特じ フ 一っ 
ンスじ 影響ず べき 滅 額け 約な 巧 
億 マ] クじ 達する 譯 で、 聯< 置 
の 瑣ホ良 債 巧濟を 漸く お k — 發 
地 巧 興隻は ホ 常に 激賊 され， こ 一 
ご、 なつて 居 b 、 

フランスの 一般 輿論は アイリ 
ホが ラ キン 營備隻 の 支 避で 一 
义だ b み减少 ずるな 許 ホ 去 ホ 
張し 乍ら、 化の 别强じ 潑堪を 
强 ゆる 不を 平を おらし で 居る 
が、 若し ヤング おじし 豆 兀成 
するならば アメリカ 龍 ムタか 


軍縮 會議 

一時 解散を み^ 

ゼ 子ヴア 六日 發 H 國際 騎^ 軍 
縮 準備を 貿會 では 髮じ アィ-/ 力 
を 權单ブ ソン 氏ょ b 提出.^ jjli お 
軍縮 少の 問題 じ 就て を國ふ I 矿ど 
鈍々 巧衝 しつ i あつじが， 
を員會にがて 日本化表佐^^矿武 
氏ょり 

日ぶ 政 おごして はアメ 斗 ツを 
權の提簾じお'—. 大 1 じ 5 ^||{ず 
る ものであるが、 この^^ 狸は 
單じぉ 則 上で 解 巧が 出. も 
のでな.'、 專巧家 じあ 疋讓 
實 わの 飽圍を えづ 確か!® な必 
おがを るから この 際み |_别 嘴 じ 
が 究の餘 化を 剪へ る 音が ピ一 
應 解散し を國の 硏究： J お扯し 
た 上 改めて 討歲 した ： i 
ご 述べ ィぞ リタ 巧 表 キ韦シ - 1 マ 
ン 氏が この 動議に 蒼 同 +、 . 
アメリカ 政府と して る 盛 要 
な 提議を した 上は 早？ 抑 巧 苛 か 
具 ホ 的 提 爺の 條か ホび 巧を 
を 示される もの ご 信-ドる' 
旨を 論じ、 アメ 9 々を曹 ちージ 
ッ氏も 巧强の 意を 諮 S - P て隔恵 
なく 將 巧の 機會 じがて-取 闡 趣を 


新聞の 株ち 誘査- 

ワシントン 六日 雜 uj 最近 與义 
トン •ヘラ か ド 紙の 一 買収 一」 ァ 
メリ々 の 電力 會 おぶ 秘か 朽投 
脅して 居 わ 事 賞が 的 引 調禮委 
員 會の探 かする 巧 VI 。 つ おお 
果 、あ然 電力 食 社が を 地々 の 
乂ホ 新聞紙に 巧 まの が 式に 投 
資し 會 社の 宣傳じ 新聞を^ 用 
して 居る 事實 がが 然した I ' で 
上院議員 ヮ八 シマ 巧は こ i 影 
を マ メリ々 の 新聞社 株主 
案を 猎 おし 上院は 緯 壌™ 
これを 巧みし じが、 これ 
曽 ¢1 て從 をの 郵巧條 を 
化し 新聞社の 年期 吿知 じ*! 株 
まの 姓名 や 持 巧數の 明記. た ホ 
めん やうになる らしぃ- 


討議し 軍縮の 賞を 擧 げたい 
希望 お。 

ワシントン 六巨發 N アメ 


巧を 

-i 

取 

が 力 

政ぶ d 今 あの 軍縮 會議 じ掛 てて 
はお 力 海軍 間 題 じ 意を なぎ 座 
軍 補少は 化が ごして 歐洲諸 かじ 
がて 解 ホすべき 問題で あるじ 認 
居る が、 

軍縮 少策も アメリカ 案て 0 

で 絕對的 ご 見做して 居な"- の 


であ ミから， 則 强がネ まじ 就 
て 愼蓝； る 討遙じ 入る こごは 
ア メタ 力 政府 £ しても 元よ b 
ホ壤 する 所で ゎら、 殊に 重大 
^;ホ る 關係轉 で あ ’ Q ィ ゲ ブ ス は 
激選舉 を 眼前 じ おへて 居る の 
で わるから この 際 かて 急速 的 
な 討 歲を切 學せや ごの 態度 
を 示して 居る が、 當埼侧 •か 秘か 
じ规ら I て 居る 所に のをと アメ 


黑人 議員が 活躍 

ワシントン 六日 發 n 下院 簾 員 
じ當 選した 黒人 プリ] スト 氏 
はを 衆國ト 院議 員 ごして お 軍 
を學 校へ 二人、 陸軍 十 官學校 
へ 一人の 黑人學 を入學 候補 着 
ごして 推 選した。 


9 々案の 下 調査は 五 遇 間で 充を 
である ど樂觀 して 居る、 而 して 
を晚ア メリク か府 どして はを の' 
具体案を H 本、 ィ¥ ブツ 、フラ 
ンス 、ィタ 9 — じ內 示して 考究 
を 求めた 上、 出 ホ 得れぶ 今秋を 
B て 章 縮 禽議を 召隻ォ るに まる 
であらう が、 若し 討議の 基礎 じ 
して ァパリ々 の お案じ 大差を 生 
じない 限 6 提堪國 でめる ァパリ 
力が 先んじて 會畿を 召集す るで 
あらう し* 

娘然 ごして 國媛 職盟の 媛關空 
して 本閒 題を 討嶺 ずる ことじ 
就ても 巧 對の恵 見は 抱いて 居 
ない が、 今日の 空 氣は感 ら< 
簾-一が ブ シン トン 會議 をな 集 
する であらう ごの 期が が 極め 
て 濃厚で ある、 

尤も ァメブ 々案.：； 解釋に 就て は 
則强 共に を々 異 つた 立瘍か らお 
れば巧 宵の 本 會議ら 却て 論戰瘍 
化する 恐れが がるので、 この 點 
に關 しては アメ 9 力を 府 ごして 
も 相 當の說 解が 巧强じ ホめ るで 
あらう し， こわ 等の 諸 ホ 面に 就 
ては がを の 機關を 通じてを 渉を 
する 舊 である。 


慘 死を 芋 

ペルシアの 激震 

ベル シヤ國 テヘラン 五日 發 n 

前週金曜^ょら一ニ日に互る激震 
の 結 あ 化 西部 V 位する ホ ラフ チ 主 
ン 地方の 被害は 梟ら 甚だし ぐ 政 
府が 調査す る 所 じ 依れば 慘 死者 
は 恐らくと 千 人に 達する 模犧じ 
してタ！クステンごの 國境 じ あ 
る シグ ヌシの 如きと 百戶の 民家 
が厮攘 した。 


ホ社乘 を锋電 (絮 ぉ巧轉 載〕 


グロス 夕- 


る 騎其學 校へ 


の 讓步は をれ 得ない とお I 
れて 居る。 


測 一 


〔セ 日】 グ 。•一 タ—を トじ はお H 午前 習 志 解の 騎兵 學校じ 
おらせら い實® 御檢 聞が^; 歸 を、 白 川 陸相の 午 養會じ 臨席 遊ば 
された 0 


醜 市議 捕縛 さる 

t セ 日〕 前 ま 京ぉ會 議員が 故 健 
作 氏は 巿 疑獄 發覺 事件な を 巧 
銜 不明 中の 巧 六日 巿 外® で 
補 へられ じ。 

巧貨巧 罷業 惡化 

〔セ 日】 旣 報、 一一 一越の ず 養は 
盆々 過敏 ミなら 同店は 幼 論 白 
木 崖、 松が 屋 、お 屋巧渺 ゴア 

パ— トメ ント ストアの 巧 前 じ 

ポスター を 貼 6 つけ 化を 巧 引 
された 0 


巧次總 裁の 向背 

〔セ 日】 中外 商業 新帮は 述べて 
曰く 『政ぶ 會ご新 黨惧樂 部 ご 
の關 巧は 密接 どなつ たが 床が 
氏は 入閣の 意志がない、 然し 
兩黨の 生く る 道は がかを の 入 
閣 一途 あるの み』 ど。 

伍堂 巧を 社長に 

〔セ 日】 伍堂 卓 雄 中 將は鞍 山 製 
激巧 社長 ご 副 島 千 八 巧は 
專務 じ巧定 し、 八幡 製 錫所理 
事川义 保修吉 をは 副 島 巧の 後 


を裝ひ 商工ち 商 格 局 接に 内ぶ 
しむ、 尙ほ 本溪湖 製搜部 . V 鞍 
山製錢 所に 合併 ホを 大倉 組よ 
ろを 渉を 始めむ。 

よ海歸 客に 疫お 

〔セ i 】 □本 橋 お鹏殻 町の 仲買 
人^ h 海よ b 歸巧 後天が を ご 
な 节た騷 ぎを おじて 居る。 

農が の 共同 團體 

で ハ 白】 小作人 ど 地 ま 劇 ホは 激 
がしむ が兩 をの 共同 脚 ホは 数 
增 した。 

j 勞働 組合 數ぶ巧 

I ： 六日】 內縣省 調査 じあ； i ば昭 
I か 一二 年末 勞働 組を 數 はお 百】 

I 組を 貴 册巧乂 千 名-を W 中 女 
一巧 ニ 千 あで ぁる' と。 

わ 節句に 霜や霉 

【六日】 お 節 巧 じ お 馬 地 巧は 霜 
降ら 新瀉化 ホは 霉が 降つ た。 

孫 文 移靈祭 使節 

〔五日】 北京よ b 南京 じな えの 
靈移轉 を じ 特派 使節た る こご 
を 犬 養毅氏 じを 渉の 當だ ご。 

高 橋 監査役 辭任 

t 五日】 日 魯漁葉 會社問 趙は又 
おお 滩 ミな b 高 橋 ホ 威 氏は 監 
を 役を 辞した。 

刺客 保釋 出獄ず 

〔五日】 無産 黨巧議 古山 本宣お 
氏を 刺殺し じ 黒 旧が 久ニ 氏は 
横 事局から 巧释を 許れ たので 
本ん 始め 化 閒も意 かじ 驚いて 
:ゐ るが 審 隅した お 事は 『巧 も 
不思議は ない』 VJ 云つ てなる 

御着 帶ま 十と 日 

〔四日) 皇后陛下 御着 帶 まは 十 
と H 御擧 巧の 御を まご 承る。 


魔 筆 


完 


鬼 書餘錄 

坡 ± 遜小叟 

恳 をは づ ませて、 顔を 化窠じ 
して 離け 込んで ホた 娘の 報吿を 
を 巧 語に 挪譯 する こごめ お ホ 《 
のは 遺 城で ある。 娘 じ 甘い のは 
タ 親の 常で， これは 神化で も、 
現 化で ら變ら はない、 農 玉を も 
を 速ぉ迎 へて、 粗略 じしない、 
が驢 の 皮を 八重に 鋪き饌 さ 机が 
設けて ま 人の 禮 をつ < すごす る 
なから 改まつ て ホ 息を 聞 {ど、 
魚に 釣針を 取られた 爲 めじ、 兄 
の 命の 難題、 委細を 話す ご、 大 
じ 又 同情を して、 早を 海の 眷族 
みを 招集す る、 中に 赤み だけが 
出て 來 ない、 顯を 痛めて 息んで 
居 ご どい ふので、 な 調べさす と 
其顯じ钩針がか？ つて居る、 赤 
女 どは 鍋 化 £ 割注が して 居る。 
これで 目的の 針は 手に入つ たの 
だから、 を 速 御 引 あげ じなる か 
と 思 ふ i さぅ でない、 豊玉姬 ご 
御夫婦じ；：*られて、 

纏綿 篤 愛お經 S 年 
一年 一二 年 十 年 一 まどい ふが 互が 
を 葵の 樣じ 過ごされ わ、 しかも 
纏綿 篤 愛 ご ある、 まやる じ 男女 
相 巧の 情を お容 ずる 語 梟は、 を 
れ 丈け 集めても】 つの 齡書 じな 
る 巧 夥しいで あらう が、 この 經 
綿 篤 愛の 四 字の 上 じ 靈肉一 か、 
天衣無縫の 戀愛 境を 旁毙し 巧る 
文字は をく あるまい。 巧 ホ 夫婦 


のを かは 二十 化が でも、 篤を 稱 
綿で あるべき もの だ。 

これで この 說 話が 畢るど 芽 出 
たし'-^ ごわら が、、 さう 巧 か' 
ない。 浦 岛傳說 で 巧し 事で、 な 
鄕 おじ 雜 し、 h 一が 經 つと、 背の 
おじ 朝な 夕。 物 化の 愁の 色が を 
ゆち、 人 しれず 化 息され る 事 も' 
ある。 をれ では 一旦 御歸還 遊ば 
ず ホが ょい < いふので 豐玉彦 は 
例の 釣針の が じ 潮の 滿 千を 自由 
じする、 潮 溢の 渔ご 潮涵 のをを 
献上す ろ、 豐 玉が d 旣じ 姐娠し 
て 居らので 潮の 貴を を 是て後 わ 
ら送 b ますから 、御先に 還つ て 
産屋を 巧つ て 侍つ て 居て 下さい 
V- いふ 事になる、 還つ たが 巧の 
が 玄の間 じいろ-^ の ィキ サツ 
が あつたの だが 略して、 其中豊 
ぶ 姫が ホる から ご いふので を屋 
を 作つ て ゥダ 卞で葺 かす 事 じし 
ね、 其 か 7 キア ガ ラない 中に、 
大饌 にの つて、 豐玉 姫が やつて 
ホら、 產氣 付いて、 產屋じ 入つ 
て產 みを された のが 乃 も ゥダ 卞 
7 ネアへ ズ尊 である。 處が この 
お産 中ヒ 3 ンな出 ホ 事が 起つ た 
豐玉姬 がを 崖 じ 入られる 時、 
まホ產 、請 勿顔么 
V . 言つ て 置かれね のじ、 見る 
玄 いんを のは 見たい。 ヒ 3 ツト 
中を 恥いて をる ご、 豊玉 姫のを 
が饌 のをに なつて 居た <」 いふの 
である。 かう した 醜い 葵を をら 
れ ては ご、 姬 はは ぢ もし、 憤を 
もして、 

如ち 不辱 巧を、 則 使 海陸 巧 通 
永 無隔絕 、今 旣辱么 、.將 巧 0 
結 親赔么 情ず 

ごいつて、 海を を閉 ぢて徑 ちじ 
ま矣と ある。 お宮 じ 還つ てし ま 
はれた ので ある。 天孫し は 己む 
を 得ず、 をが？ 湯 巧を 奋 して 養 
育せられ た處ア 力-.-^ と 大きく 
なられ わ。 其の 健 巧の 消息を 海 
をで a かれた 豐玉姫 も 妹の 玉 化 
姬じ 托して、 天な の 下 じ 

を か 玉のを は あちと 人は いへ 
で 君： a * 巧した ふとくを b けら 
ごい ふ 歌を 寄せられね 、御子の 
赤子は 赤 玉の 屬じホ b 耀 いて 居 
る ごい ふんの 談 だが、 まじは を 
れょ b も、 あ もし 日の、 君の 裝 
が 忘れられ 0 、 た ふ ミい 裝が息 
れられ のと いんので ある、 か 子 
ょ b も 夫が 戀 しい VJ いふので を 
る。 遣 瀬な さじ、 桂樹の 下に 巧 
惶 ひ、 いど 水の 底を のぞき、 纏 
綿 篤を S 年の 夢を 追へ ば、 さう 
らう 0 


= ュ ー ml ウ 春秋 


♦濟南 事件を 切つ かけじ、 ぞ 
邪 じ關聯 しわ 事 化に 支 おした 國 
豐は一 憶圓じ 手が 屆 きさぅ、， 
れで 得た ものは 何 か、 曰く 在留 
巧 人の 生命の 犧牲 、を圓 的な 排 
H 鹽體の 組 観、 等、 サ！ べグみ 
巧の 决算 伴の かし。 

♦不 戰條 約に 巧ても この サー 
べグ 首相、 左に アメリカへ 右 じ 
樞密院 へど 誌 解の お 百度 詣ゥを 
して 居る、 をれ で 化 間が 說解巧 
ホない から、 話 じは ならん。 

♦關稅 法で ア J リカの 證會で 
は、 產業瞬 ご 農業 闕が腕 合つ て 
居る 結果、 をの 犧 おじな b 巧な 
ものが ぞい、 H 本關 係な のかき 
を 0 を E に蔓 ら窮 一の ものり 


大紐育 


九 ニ 九 年 版 ダ 近く 發巧 



"農に 編を 發 巧いた しました 「乂 が 脊」 は、 幸 ひじして 
江湖の 一 P くが かきが 巧を 巧し、 遂に 全部 ー册殘 らゃ資 切れ ごな 
し!^、 化て 本社は 猜 一版の 巧な をを がが たじし、 巧 數をも 
增 加し 一: 千 化な 廿化年 版を がに 發 わする こご t ならました、 正 
確に し \| •且つ 新ら しい 統計 ど 事 賞を 基礎 じして、 剔々 錢 化する 
巧が 『大 が 育 J の眞 相を 傅 ふるに な 城な きこ ごを 期して 居 bi 
す。 お过を 憤は . 

W 約 ホを 者に 限りて 

特價と 十五 仙 

襄刊 後の 御 購買には 


を價金 


弗 


ごを し 主 心た、 を かじ 豫約 巧申达 みを を 望いた し 主す。 


T 


ん日 


紐 育 新報 社 


KANZO OGURI m.d. 
214 High 化む 0 日 k ミが 
Tg!. Triangle がが 

紐 

武 育 を 午 
ボ巧ホ を廚診 
3 五 7 パ、 察 
ン巧ラ 基 六 九 S 
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1 I 苗 ] 

勤 ン勤巧 置^ 八十 
森 ド 務院ニ こ 時時 
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津 1 
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談 をる 
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D 化に E.YOSHH, 

307 化 的 rd 化 
Te し Rive おおが 5 日 


M, I amaguchi, m.d. 
巧む aman iUe., 

Tel. L だ 巧 i 扣がお 



觸八時 午 

ロ； ra 謬 

鱗？ 攘 

^ 一 

が J よ ！ 

約ら ニ 



Oriental Art Studios i 

1 24 W, 3 が h 化 Opposite Macjf's [ 

Tei. Lackawanna が 的 ！ 


Ko ム e Stu ぷ o 

730 Fifth Ave . 
Co じ 5*7 比 St . 
TeL Circle 4406 


输 なお 綱 tig Fist) 目 f 

1284 Lex. A 化む been が ホ £1 が 86h Streets, 

授敎語 英人婦 


房 書 西 お ♦內案 育 紐 

化 e East and 化 S け ook む . ；Tiie flew York Tourist むけ ice 

4 り W 的り 1 5th S し ! U. C. Tel. Cathedra! 4408 


差は ▲屑 御 §?▲ 
上を 右け 注舊米 
げ憤脚 致 义の國 
まよを しみ 書に 
す！) 文 ま 窠籍て 
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宮 
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通年キ A 
す •聊 業を 
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ごの 旣ゴ 
信 事に 大 
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。切物 譯 
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じ ndo & Kodachi, Inc. 
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遠 

藤 

小 

巧 

藏 

# 


諸输 か紙腊 
お 巧 洋具船 
物 入を を拘 
運 稅雜巧 用 
搬關 貨品澤 
取手 販 
扱績資 


■iMuMiiiliik 




ぷ四ト ぶ自 fl . 千 


第 


雜输齋 鄉 


【日 巧 水】 


U 八月 五 年 凹が 昭 


I 、 




歐 ホを 械 時計 
貴を 屬寶巧 類 
銀 毀 器具-ま 


蓄音器 



寫眞器 


タイプライタ 1 

が 權巧年 筆 
み 化 ±產 物 一式 


◎豁 ニ最 廣級ノ 巧おヲ 精選し 
化 店？ 廉憤ニ 販賛シ テ 居， マス 
西 四十 ニ T 目 S 下 一ぶ セを 

ロソダ H — 力ー ピか デンク L 4 
九ち 十が 室 パ 你 

靑 柳商會 SS 

(タイ ムス ビかデ ソグ向 側) 巧 . 

電話 プラィ てト 四 I ニ セ 四を WN 化 
◎巧 品ノ確 實ナ八 コト、 取扱 
ノ进 速ナグ コトニが テ皆糕 
々ラ 御 好評 ヲ得 テ居リ マス 
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坪內博 ir 巧して 

沙翁 物語に 御 興じ 

グロ スター 公に 民衆的な 歡迎 

ま 京 特電 I 二日を N 111 H 朝 ホ 降： 的 ぁ 6、 昨が 秩 父を 殿下の 晩を 
會じ随 ませられた グ n プタ ー を 殿下には 今钥 聖上に ダー ター動 
章を を呈 遊ばされ わが 後 剔 聖上 じは 御答禮 のた め 霞ヶ關 離を じ 
暇 ドを 御 訪閒の 上 大勘位 菊 化 章 頸 飾を 賜 ふた、 巧 じ 入ち 宮中 豐 
明 殿に 大巧 宴を おさせられ-東京 朝 H 、 を 京 HH 、 時事 新報、 
國 はが 巧 等に 殿 ド 橫演巧 着の ホ 致のを 動な 眞 をを 所で 一般にを 
開した 的は グ 。スター を 殿 _下 の特 が U お 思な じよ bl ニ H 巧沙翁 
研究の 權威坪 巧 雄藏愧 ± は 證ヶ關 離を-' 伺 憤し 巧 語 f シで クス 
ピーァ の 戯曲を 身あト ，製 色 巧ら で 御凳じ 供し 殿下に もいた く お 
巧 じで ホつ じど 承る 

束 京特を 五日 發 〔ニ ユ ョーク •タ井 ムス 紙〕 HH 本の 圣 新聞紙 
は 化 巧の 大部を をグ 。スタ ー を 殿下の 傲迎 記事で 埋めて 巧る が 
巧 下には 昨 H がを 化して 秩 父. > 2 殿下、 化 殿下 ど 共 じ 園 遊を じを 
臨 遊ばされ、 0 ン ドン 日 お 協を よ b 東 巧 帝大じ 贈りし シ玉 クス 
ピァ 獎學 の金メ タグを 御キづ から 帝大緩 長に 巧與 されみ 千の 學 
生は 殿： トの 巧を を 一二 唱 t たが、 貴族院、 あぶ 會 及び 全國 商業 會 
蔑 所よ b もを々 货 剖を お 呈 、本日は 錫 橋 巧び 牛 津大學 出身者の 
が 迎午錢 曾 じ 巧 巧 庵を、 H 本ボ！ ィ • K . 々ゥッ 国を 御 檢閱ぁ b 
巡 巧 お サツ フオ ー ク號乘 組 買 ど U 本 學生チ ー ムの ラグ ビ！ 競技 
を 御を、 席上 かみ タは旧 本學生 蹄盟を 巧を して 賀詞を 述べ、 靖 
固神邮 及び 明治 神を を 御 參詣を 一二 井 巧 邸の 晚餐會 じ 御 臨席、 邸 
內の小 劇 埃で H 本のみ 典 劇を 御 寛に なつた。 


外國貨 償を 

一手 引受 

賣が借 入は 絕璧 

在外 巧 貨の補 巧に ついては 巧 
まか 方策を 謀せ ざるを 巧ない 狀 
態 じ わ b 、 1ニ±藏 相ら 目下 日 お 
ぶを 等と 巧 じ 着々 準循 中で ある 
こどを 明 言して 居 もみ、 をして 
をの ホ 法 ごして 擧 げられ て 居る 
もの il つで ある 政が 並びに 日 
おが 海外 じ わいて 所がす る 外貨 
巧 憤ない しは 外國 憤、 すなは も 
H が 約 八 千 六が 方圓 、政が 約 九 
千 二百で 圆の 

處か じついて け、 これを 
お 埃に おいて 寶 却す るむ は矯要 
範幽 みせまい 外闽が 憤の かきは 
たも まもに してが を 崩す 恐れが 
あ b 、 事 巧 上 到 ほこれを を 部 心 巧 
巧ず る こどは 不可能 ご されて 居 
6、 まじ これを おが ごして 惜入 
れを巧 ふじは 现 巧の ニユョ ー ク 
および ロンドンのを 觀化態 t は 
高がの た A 、 はなはだしき 不利 
益を 蒙る もの ビし てこれ また、 
赞現附 難 ど 目され て おる、 これ 
がた めを 近 一部では 政が および 
日銀は. 一の が 外 所ち 外貨が 憤の 
巧 お資却 あるひは これを 擔がど 
して 資を触 地を なすこ どを 

斷念 し、 ニユ ヨ—ク また 
は ロンドンの 一流を 触萊タ であ 
つて、 ネ がごみ 縣係 深いん 面に 
わか ひ、 單獨か 其 W かで これを 
一手に 引を けても らふよぅ、 わ 
が煙與 なの 事 帖を說 明して、 ど 
くごち 虛 される やぅ 巧 巧す るの 
では；： •> いかご 見る 向き も あつて 
最 巧な 化 じかた 水が 化を が 巧な 
務化締 化の 巧 かも こ I じある の 
では G いかど 稱 して 居 & 

'助 婿の 動き 

束 京 特電 六日 骚 

新茶の 一 ホ 船發航 

おが 义 はが あ 一巧 船 どして 約 
五十 おを 巧 戴し々 ろ 十 H に 出帆 
; の 常。 


橫濱市 擦が 萎縮す 

米 留ナシ ヨナ 八 生糸 開設 3 ホ 
お濱巿 おでは 化 業や廢 業が 續出 
して 居る 0 

政府の 信 巧 ご國債 

國 債剌姬 もは おが 拙モ債 ホと 
なら 政府の 信用 上 重大問題 であ 

をと 0 

無稅 がの 輸入 發見 

木が ㈱ 稅 で無稅 じな つて 话る 
木材は 米國 i らもを 數^ 輸入 發 
見され たが 對 策は 闲難 らし。 

郵貯の 利下げ 不を 

お 巧が 下げは 郵便貯金 にお 響 
な <隨 て 郵便 贈 金が でげ は 必要 
ない f 云け る。. 

信 巧配當 率が 低下 

營業 成績 惡く U ら信巧 配當率 
は S 大會化 六 庇 下げの 五み ニ 席 
V •しを 旧 信 巧け 五 地トげ のぶを 
五が じ內 をす ご。 

新關稅 法案 上程 

アメリヵ 臨時 幾 會^大 問題で 
ある 新關稅 法案の 起を はなを ょ 
b も か 常に 延引して 居た が、 漸 
< お 逝よ を 0 て お 巧を 完 r しが 
刷に 閒 しじる 上 今 明 H 中にはを 
諸 旨に 配が した 上 近く 講 脅に 上. 
朽吾 が議じ 移る こご^ つて 砖る 
がを 方が よ b 巧 巧 巧 ホし 論 諸に 
かを ル 柄 n を 要する であ.'? つと 


株式 巧は 軟調に 

H A 銀行 監お 役萬带 
協を 外 低率 n 1 八の 化 出 少な 
( 、ホを 高 化枯績 L 株式 おは 一 
股 軟調を 呈 し、 公憤 も ホず お、 
を 巧 かおら 自が 目先 見送の 模梭 
じして 綿糸は 巧 料 女 じみ 勢、 期 
米は 漸落し ホ絲 はず 堅く 柿 島 銀 
わは を 震を 山 □ 銀行、 巧が 銀 巧 
度び 鴻池銀 巧の I ニ 銀 巧 じ 譲渡し 
たる か M が」 は 何等の 彭攀 なし 

1 

を 巧 巧 お 巧裔. 一、 一云 ハ 四 
制限 外 一と 化 
一般な 付 よ 一六 
外國爲 替貨竹 一 五 
正术 (四 巧 ホ) ニ 化、 一 
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Ne がれ 比 * Tribune Bldg 
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Wing Hhig 

お郎が way, NJ. City 
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SUN HANG FAR 

2 巧 0-7 化む も Bell 巧 扣 & 巧 7 化な s, 
Te ! ■な Qfiiiment 閒 S4 


ま ク ± 希 巧 博 君 云 T で 巧 諸 腕 
す マ' 上 卒し じへ 目 第 理君前 本 
，ィ 曰よ 繁て はばのと をのを 樓 
、醒 す々 居 巧 這; チ 巧 差 嗜渾巧 
春は。 御 まるぐ ャの 上がつ 理 
链疆 ホす 程 日 プ亩げ じて 人 
が 頭 ホ。 巧 本 マニ ま 適日歐 
あ、 の 評人イ 十す す本廉 
>ン 程を 諸と みのる 人が 


新囊 
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OKUMURA BOOK SHOP 
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Tel. Bryant 0920 
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PH 化 巧を 巧 R が 


3 Maiden La 打 e N-Yi 
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巧 9 WmH 巧 rd 化が t. 

Te しむ 化 edral S3 巧 


御 

旅 
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河 
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巧 六 巧 
ご 目 了 巧 十四 
扣目 T 五十 巧 


DARUMA 

巧 1—6 化 4 化 
Tg し 8 け an け剛 



tl 肌 ！ 0 & 巧 T 洲が 

IMPORTER OF 

GOLD 巧 SH 友 BIRDS 

0 

動 其 力を 

物^ 十 種 

一, 白リ金 

切 k ャ魚 


Japan 

れ 0 化 ion Co. 

ISO w . 扣化化 
Tel. Endicolt 9792 
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s 食 腐 餅 
雪 養？ 料 

|| P お 油卸 
呈 F 矿ー ぶ 
P 切瘍賣 



IKUINE 

Hotel 在 R が お urant 
313 W.8 お h な . N の V York 
Tei. Schuyler 巧の 
む bie Add 巧が IKUl 化 


TOYO KWAN 

41 に 1 が h St. 

お t. B’wty i 4 化 A け . 

了 el. iUgonqum が 98 



了 AIYO 

148W 的け ミ tr 化 
おし Ira わ お ar 00 が 




顔 刪 BRITS 

224 に 59 化 Sl 
N ow York City 

むし Wick が sham 巧 44 
9345 93 が おが 


The To か 0 Go. 

140 W . 巧 化 化 
わ , む rk G わ 
Tel. Trafitear 6559 


G 簾 BEll な RV お E 

設備 整お經 費値廉 
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340 W . が 出 St. 
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( 晒 目 • 水) 司壽わ 



44 W. 46th St 

Te し Un が ere 目 411 





い I し . I リ哪 


號脚 十五 百 お干 一 第 


® わ C S 沒 P 謝 巧を 愈 imp 好 


【日曜 水 


H 乂月 丑年 四和昭 



ホ 邪巧理 

_ ホ廳 茶園 . 

.司 理人ぷ 蓮 
出 おの 方 じは まほ 
の^ 巧 巧に 礎へ 巧 
間 巧 席の 御用 じ 巧 
やすく お 間 巧キ巧 
ホ變 おおな 願 巧な 
がぶ 御 案 巧 申上模 


鱗 踏 PAI 

▼社を タン ス • 
▼裝お 化 操- 



執 十 時 f 巧す 一時 j 

シ卞 3 フ •ダン シ 

ング師 媒學が 卒業 I 
衫 ター 


SI ホ 興 棲 

魄揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜巧 
じあす る 巧 巧を 差 上 
ます 一。 朝 一二 時を 開店 
( 西 什 五 T 目 サブ 
停車 巧の 下 ) 


木 旧 ル i ミンク 

1 言 7 ザ 三 ve. 穿 t . 是己 量ぞ雲 
呈畫 0 吉置 置吉 2 一一 


ステ ムヒ] ト 

户ッ トブタ ランニング， 

邦人 クラブ 旨ぁ亭 

58 ジ nds St . Br 呂己 ミ.：. 

ジ L Triangle 74 な - 

— ^ L 

▲淸 巧， 親 巧、 を樂 化 ニを ▼ 

象： ST 嘗 

が势 事を 久陋榮 巧 

这 5 み . 受 th str- 




巧 巧 

舘ま化 田 

言で st 15 th ミを ぎぎ yin 吾 5 一 


. 凑を資 r^et 
ぎす g 呈 こで 9 

一 旅 作 

圧 H ネ f 


カ旅舘 なめ 


帝國 旅館 


淸ム 

愛- 

1 ち W . 置 th 苗. H 呈 Y 善 

Tei. 芒 squehia 芸 10 


織 育旅鑛 —ち贪 

を 四十 了 目 ニ 四 ニ ^ 
TeL Ga 査弓 ia 63 之 


ボタ トンボ 

富 ± 旅 舘大浦 ホ 

畜 W 写 cests St. Boston 
ぎ B.B.W 5 


木 省 
ぎ ss~ 


費 府 御旅館 
桑山淸 五郎 

さ 巧 M 旨 さ 9 を篇 . P 呈 ad た phia P ド 

Tel. Walnut 7231 


商裳隨 域中必 、媛 領事 お 本 
截船其 化 銀が 乂會社 巧き 巧 巧 

を 港 J パ ホ テ パ， 

魄 円本を (特 が 阳を b ) 

; 1 巧み 溝 自動が 御 出 迎申上 お 
612 Ca 吉 ornia Stn San Francisc 产呈 H . 

レヤ トル ホ 

NP 旅舘 

停車な 前を 巧 ご于左 狐* 階 建 
H 本 巧 船 切符 职圾波 巧 場 送迎 

ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ 7 N San す droSU Los A 另 eles. Ca 一 ‘ 


日本 食料品 頰 及び 雜貨類 卸小賣 
ホ 之 ま 大賣挪 桑み 藏會 
が 巧 書籍 雜誌 小間物 曰 用 晶を種 


日本 理髮舘 鏡。 

西 四十 S 了 目 酉 番地 二目 五 ま 号 

三 一階 ( 第ち 街に 近し -) 


M 堪髮 巧驚魏 

同 經營と 年間 日本人 諸君の 理を 

の經驗 あら。 ジス ス •バア バア 

西 ホ 十五 了 目 一二 一番 地 


卷壽司 巧 整 御ぶ 文に 應 じます 

木材 屋 

ま 五十八 T 目 ニ 一二 八 

電話。 井 力ち ム六ニ 四 0 


L T 

念 T- が 
化 叫說 

醉 端 

R 1 が 

巧 刪^;! 
X P ^ 

0 邮 1 了 

L C 


關 業廣隹 

a 本人、 支那 人 協 
同 經營の 巧 ま會社 

靑蓮閣 

設備 宴會巧 日本人 
向別 間 等の 設備 あら 
料理人 第と 巧な サ 
と 了 目 新 杏化 樓 じて 
皆樣御 化い きの 献廉 

ン ノックス •サブ ゥ 

ぶ ー ょら 半 了 東へ 


曰 

良 

- ち I 


巧 話 プラィア ント 
を 臺ぶ八 造 ゥ八八 星 

rT 3 ニ 一^^ 

が 3 连爲 

紐 育巿茜 四十 四 了 目 
ニニー 二八 香 ニ 磨 ) 
」ち ミ 頂 三夏 呈 P A 奋黃 Y 
ニ ご 1 B West^hsij-Y-C- 

HL 3 1 .. 00 * 7 t 


成功の 秘訳 

米 固を 巧 語を 話す 事 
は成巧の萬 一 を'^‘ 
本校には 日本人 i - 
じ 慣れた 專巧婦 
師あ b 惩切じ 
信 文 社を 語を を妈し 
i す。 H 度 週日せ じ 
午前 化 時 よら 午な ェ| 


8 S 
-T-— h 

化蝴 

が 

"55 

S 

論 
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時まで 開 巧し 一) プ 
スンと 十五 化づ >. 
午 H 直ちに ホ 巧 あれ 


巧の 蒲 お わい しい 助 巧 

會席御 料理 

畫 食は 末廣へ 

叮喀巧 巧尝巧 大が强 



日本人 學 友炼會 

Ttie .lapane 沒 Students and sini 
of OGIU 置 立 lln ミ马 s さ 
B 15 W . ニ 5 さ这こ 穿さ さみ N . Y . 

ジ 一 . Bradhurst 运ま 

「日米 大學 々窓」 發行 

The.la ち nese Am ミ ica 。 ミ是 rs ミ！} ミ rte ミ 


i 


^ か， るた 


はも'" の 遊び 
方を 英文で ホ 國人じ 能く わかる 
でう 簡單 明瞭に 說 巧した ものが 
巧 ホ まし だ。 內を 目次 進き 致し 
ます、 御覧 下さい。 

知呈皇 YA 夏 S, 114 E. 呈 hSt. 呈 y. 


ず 备燒 
をに 御 料理 



井上 金魚 巧 

ニ 8B S 至 h Ave._ 穿 三 ミ k 妄 • 
芸0 ミ 夏 ニ 7 ち 


馨細 S 卽 isif 白米 
日本 米 Si 食料品 

巧 旧 巧 姐 巧 ホを なま お 一手 頁が 巧 

日本 食料品 廟會 


眞 面目なる ホ礙 同胞 じ 確 S 
なる 磯 菜を 巧を す 

宮川 事務所 

お 育 市 西 四十 ニ 了 目 百サ一 を 
電 プライ r ト とと 八と 

諮 フライ アン 化堯八 


婦人 會の藏 橘み 

紐 育 H 本 婦人 會 員は ホ るす 日 
例を の 如く リゲヮ アナ ィド」 が 
ける 新 か 夫人 邸 じ 魅き 厳 摘みの 
巧 遊 會を懼 す 舞 じて 晴雨 じかは 
ら ず、 午前 化 時 四十を (ロ ホ 節 
約 時間) 中央 停車場ょ ら乘 車す 
る計畫 で、 停車 壌では 化 ま 波 
旧兩 夫人が 幹 旋の勞 を 執るべく 
待を せは 停車場 中央 ィン フス！ 
シ ヨンの 前と 巧め 居る か、 
曾 員は 友人を 誘 合せ 參 加し」 も 
よく 療 を 賃實 整は 巧な ニ 弗 一十 
化、 ホ會 員の が當は 一人 じ刊一 
弗 二十 和 他め 貧 擔を裝 する' JC 


尋れ人 - 

宮城 縣 ) 大橋武 雄 ( 長 野醒 ) 获 ^ 
舉人 ( 同) お宿鑛 雄 <棍 島 
樹 ) 中が 榮ニ ( 鬧 ) 渡邊泰 助； (東 
巧 巧 ) 古澤 武么巧 ( 化 歌 山縣 ) 
巧 藤 甚么を ( 證 馬縣) 化 下 青 之 
巧 ( 山 ロ縣) 德原猪 己が バ熊 
本縣 ) 西树巧 喜 . ( 鳥 ぉ縣) 端 勝 
願 ( 山 ロ縣 i 甚ま ( 愛 ！^) 
横 田 常 ま ( か 歌み 縣) 化 本 も 一吉 
〔鹿を島縣 ) 國上時を ( 愛 -i^l) 
ホな ( 長 崎縣 } 池 旧 巧藏ち 
: 熊本縣 一ず ザ 深 ニ 幡岡縣 )； 一二 
义伊 度み 大塚 ナダ メ (巧 一知 
隙 ) 長 崎德一 お 困 幸 一二郎 (大 
阪巿 ) 西 川 源 太 郞 _ ( を 庫 曝) 藤 
木 喜 八 ( 福 岡縣) ボ巧農 遣 一' 前 
が 育大學 々ホ 乂木鄰 ホ 真を 
島縣 ) 木場 常義 . 一' 

るの まじ 通知を 度き 儀ち I ム 
帳 巧 本人 若く は 知人よ ら^ 

化 巧 御 通知 願上模 

紐 育 淸國線 領盖舘 


骑煮 化に 御旅 舘 

ご 1 貪 S 

勾- 巧ぉ 

なち ホ 苗 八十 八 了 目 一二 ニニ 
* 話ス 々イブ 1 と 入 ニニ 


I 高等 御旅 縮 

^ 東泮馆 

一 會應御 巧 避 


御巧理 鈴 を 

.太 陽 

壽司每 日 あちます 


紐 育 唯一の 日本 百貨 巧 

巧 桐 兄弟 商會 

んマ ドレ •プ ，.ダク ッ 一ず 巧*!; 元 


日本を 巧な 
日本 雜货毎 
まなな 雜巧 


巧タ化 時を 巧柔 

メ 1 グ アドレス 〔年 1 4 RD 

東京が 會 

ト タンク 巧 もまず 
食を の 巧 あち 


女が 威張る 英闕の 總選擧 7】 

わ 先^」 眞 暗む 勝敗 


さて ........ を黨の 政綱で ある 

が いづれ も 昨年 九片 から 十 巧 じ 
かけ をれ だれ 開いた 大 曾で、 を 
の 大方 策ば械 つて 居る け づ で、 
がず 黨 U 相變 'b ずのを 浆巧誰 政 
巧、 が 誰資あ 主義、 勞做黨 はが 
が、 述 餘機敞 、動力、 出 化、 ホ 
みが 険 ^ を を、 勞慟 がな 巧の 廢 
化、 化 證幽巧 S 廢止 U でを 旗 巧 
しごし、 自由 窺な ホ 巧豐問 趣、 
-H 地 間 趣、 自 も 貿易。 どを 揚げ 
て 居る、 さて 總選碟 の結裝 はで 
ぅでわる か、 今 巧は を黨 ごも 婦 
人の 投票を あてこんで、 をれ ぞ 
れ自磯 じ 郡を の i '、 狗 算用を だ 
て i 话るこ ピ は もも ろんで、 中 
じ-^. 勞働黨 側では 

從來… . もつ とも 締 人を 政 
權微 張に お 力し じの が 自黨で わ 
るから 婦人を ホ ホ じ 腿 倒 的タ數 


勞働黨 がむ 賴 みに 賴む のら 婦人 
露骨 じな った 保守 黨の 資本主義 

を 獲 持し 待る どを 言して ゐ る、 
义今 巧は 婦人の 立 膀補も 巧なら 
多 （一九二 一二 年^ 總挫 巧に ご 一十 
を あ、 一九二 四 年の をれ じ 四十 
j を じる に對 ' 1 今阳は 恐らくと 
十 乃 ま 八十 名 位 立候補す る だら 
ぅどの 事が あるが、 このぅ もで 
も、 もつ とも ぞいのは やは ち勞 
働黨 でぁる、 これ じ おー 保守 窝 
側で に 婦選 赌 張を 斷巧 しじる 當 
面の 巧勞 をで わると」 ふ 点を 盛 
ん に吹聽 し、 又 新法が 婦 A リ 'な 
數 お祟帷 きを ' 7 巧の 点で や-- 化 
守黨 K 一 . 

有 お 巧 こご、 义婦ん の 

一般-」 巧 守 的 巧 巧 向を ちす る 点 
なで がら-' 一れ み 自黨の 酸 倒 的 勝 
利を 確信して 岩る、 がし。 がら 
昨年が 數み 巧が n た 補 缺灌擧 の 
結裝が ほごん ど 宵 保守 黨の慘 敗 
にわ もい 勞働黨 がま どして 


勝利を 博して 居る こごから、 民 
也の 歸 すぅを 推 節する ご、 保守 
黨の 太平 樂 じは 大 をの 誤差が ぁ 
る やぅで ある、 また、 昨年 末 巧 
はれた 巿會 議員 選 擧じ勞 働黨が 
保守、' 自由 巧黨を 破つ て 滕倒的 
タ數を 得た こご も 勘を じ いれら 
れ なけれ じなら ない、 のみ U ら 
す、 こ、 じ 

注目 ........ すべき 事柄に 保ず 

黨 •か 最近 産業が 譲み 色彩を ます 
ます 濃が じして ホた 点 ご、 勞働 
黨が巧 年強 硬に 共を 窺を 子を 驅 
逐 し、 をのめ 策を み 窮じ溫 和 化 
し、 右傾 化させて ホた ことで、 
右 保ず 黨の いょ'--^ 露营 どなつ 
て ホ C 產業巧 護の 政 ホは ぇず ま 
す 資本 療 偏重になる どいつて 勞 
働、 自 も兩黨 から 猛巧 じが 難 さ 
れ ると ころで、 段必 漸く 現 化 巧 
黨 政府 じけんた いを 覺 えだ ー て 
ホた 時、 この 勞慟黨 S 確固たる 
お 取 b は 巧ず 黨 も、、 どょ ゎ油斷 
出 巧ず、 勞慟黨 どしても 盧 外な 
進出が 出 ホる かも 知れない 

兎 じ ..... ...巧を ホな 觀 測で 保 

ず 黨は畿 席を 幾か贼 少し、 勞働 


黨 はを 干 勢力を ばんかいし、 自 
由黨 また 幾 か 盛り返す だら うど 
哥られ て 居る、 さう すると 保守 
黨は結 お 議席を 若干う しな ふ も 
化が タ數を 占めて、 政權を 維持 
お 來る だら うが， なみな 結を が 
期待され 2 でもない、 前 旧すな 
はも 一九二 四 年 十月 保ず 黨 が、 
赌倒的 タ數を 獲得した 際 じ おけ 
るを 黨 S 得た 議席 數巧守 篤 四な 
そ畜 . 勞慟 黨が五 そ 客" 自 
由黨凹 十二を でぁつ て、 が巧黨 
は勞 働、 自 も 兩黨 をを せた ょら 
も ニな あお 上 も 

多數… ： ; を猜て 居る、 もし 
今回 S 總選擧 で勞慟 、自由 ニ黨 
をして 百 余を を おせば、 保ザ黨 
の絕 對タ數 はこ、 じ やぶれ、 下 

院 のみ 野は 巧び 一乂ニ 一二 ニ 

四年當 時の が 態 どなら、 をの 結 
お 情勢 か 巧」 ょつ ては、 ふた i 
び 勞慟黨 の 閣 出現。 で どい ふ畢 
巧は せみ 展 隣がない どは 必ずし 
も：， へない、 ピ まれを 權 者總數 
ニ 千 ホな 余 方、 人口 總數の 約 六 
割が な 票 t べき お 選擧法 最初の 
總選擧 の 結果は 協め て 興 ホ ある 
問題で をる。 


俄か雨 もなん の その 

盛大な 『子供 デ— 

集った 巧ゃ镶 ちゃん 達 無が 寺 ハな 人 
あで けない 余興 じ淸楚 なま W 巧樂 


端す の 節句 じ當 る： 五日を 
ト --- • て郎 いたが 育 H 本人 會ま摧 
の 『子 化 デ ー』 は 朝 ホ ボヵ --^ 
暧 かくが 好の H をで わつ たか 
瞒 お前 驟雨 じ 見舞 はれた ので 當 
扇を は 人出の か M を必配 L て お 
たじ 拘 はら ホを 刻までに サン デ 
ィマ ー ッを 着せて 賞つ た 巧 もや 
' ん滤 t ; やん が兩 親を じ まを 曳か 
れて績 々ご 搏物舘 わの 大 講堂 じ 
入る。 扫 米兩齒 旗で アツ サリ ご 
装飾され て 居る 會塔 S 正面に ス 
ピ ー々— スが登 擅す る おはめ 八 
巧の 大供小 供が 着席す る、 時々 
赤 もやん の 巧び 聲 もを つて おや 
かさを おず。 を信會 長の 紹介で 
陳物紀 主事 シャ ー ゥッド 博 ± じ 
代ら 

I 人類 學 部長の クラ！ ク * 

I ゥ キス ラア博 古が 歓迎の 辭を述 
一べ 次 じを 信會 長の 挨楼が あち、 

; 內山總 領事は 『を々 した 幸福な 
： 皆さんの 顔を 見る ご自 か'^ 子供 
. であつ た 時を 想い 起します、 五 
' 巧の 節句に 紙を を 揚げたら、 獨 
樂を 遊んだ b し， 昔が 今更の 樣 
一に 彼 ばれて な b ません』 ご 冒頭 
i して 學童作 お 披覺替 ' 言 反して _ 
; 『恐らく 皆さん もお氣 がつ いじ 
_ であらぅ が H 本の 小學敎 育は 西 
! が 化して ホた 傾向が 看な されょ 
_ す、 大部を の兩 親は 子 化 じ U 本 
: じがて 發逮 しつ i あるな が 化の 
j 文明の 恩澤 r がせし め やぅ ど 巧 
! めて 居ります』 ごて 王政 雑 新 後 
とお 脊制 巧が 歐米諸 越の よれ ど 
; 义 差な きもを 指摘し 現が 

! 化界 のがら しい 標語け 閣 
^ 巧的親かど協調ごでぁる^太ホ 
巧を 距 て、 居る B 乂巧固 民の 刚 
係は 牢 かに 且つ 幸福で むる から 
ホ 化の 巧 民 でんる 子 おの 巧 解を 


進める のは 最も 留 i'l しい こどで 
ゎる どの 意 ホを 述ゴ日 ホの 親を 
を 繰返して 巧 望し 色 一。 ダュ リツ 
ク博 ± は輕 妙な 日 水 をを へて 
展覺會 ご 子供 デ！ の 一^ 義タき 所 
似を 說 いた、 演說 がを むと ニ 一浦 


ゴルフ 稅等 

まを 特電 セ 曰 n 福怖縣 の ゴ 
; 稅 、馬券 税は 自^ 權每重 
の盧 ホで 内務省は 遂が 之を 許 
巧した。 一 / 


環 夫人の 『わ 江ち』 巧 ニ. 一二の 獨 
唱が あつて 拍手は 急 霸の如 <、 

次で ブユ！ .リスト •ピ ユ！ ロ' — 

の 巧 意 じょる 風景 畫^映 寫し夫 
れょ らおす さんの わ 後 兼 わの 撰 
蝶々 『あの 町 この 巧』 を 蛹ら や 
H 曜學 校生锥 のを 唱 がが >、 梟 
後に 博物館の 日本 あ 俗 is を映寫 
し 蜗采裡 じ 午 お 四時 半^ 會し孰 
れも 子お氣 かじ 浸って んャ居 
る。 歸途 展費會 場を 觀么 日米 人 
もタ かつた が 展覽會 入が が 者は 午 
を 一 S ょら 五 時まで じ 數卞人 じ 
' 上っ わ。 

る 油 王 入獄 

苦役 九十 日間に 

油 旧 疑獄め 上院 調杳を 忌避し 
た 廉で吿 をされ C が 過 ま 五 かじ 
置 b 巧みに 服役を をれ て 居ね お 
视 王み 巧 力 長者 ' > リ ー •シンク 
レァ 氏 も 遂に 大審院の が决 でを 
柯 ごもす る 能は 中 結局 まる 六 R 
じ首邵 ヮシントン 府の コロン 公 
ァが 監獄に 一二 個 巧の 苦役 じ 服ず 
る こご ら '.同 巧 八 時化み 、- 
自動 革 •—乘 じて み 族 ご 共に 獄巧 
じ 入ち 新聞 記ち 脚の 越 巧を 避け 
て 入獄した、 典獄は この 當 蒙の 
入獄に 勒し 別に 特典を 巧へ ホ翌 j 


目から 直ち じ 普通 囚人の かく 苦 
役せ しめる と 巧して 居る が獄內 
では 帳簿 方を 見習 ふ當 である。 

日本人 【男】 の le 命は 

四十 ニ歲化 

女は 平均 四十 S 

內閣 統計 局は 大ぉ四 年の 國勢 
調杳 ど、 大正 九 年の 第一 回 固 勢 
調査の 結果 ごを なせて U 本人の 

壽命 じ 關すも 硏究を こ？ 

ろみつ、 あつたが、 其の 結果に 
つき 發 をされ た槪 を じょれば、 
死亡率は 國 おを 体から 見る ご、 
人口 一千 じつき 二十 內 みの 割を 
だが、 これを を 年齢が じ 見る ど 
其關 じを 大の 相違 あ >、 男兒た 
共に 審歲が 最も 高率で、 千 人 じ 
つき 巧 八な 八十 ニ、 女お肾 四十 
S の 割合 £ なら 他 じを の 例を 見 
や、 審歲を 過ぎる ど 巧 ご 率は 漸 
ホ减 少し、 男は 十一 歲 

十歲じ畏低率を示し 
人生 中 最も ホ 命 巧を なる 時期に 
達する が、 なは モ人 じつき 男 S 
女 凹の 割を だ、 化の まを 期を 過 
ぎる ど 死 己 率は 增加 しはじめる 
がを 中 一波 欄 あ b 、 即も 男は 十 
化歲 、女は 二十 一歲を 最高 どし 


天覽の 武道 大會 

ま 京 特電 六日 發 n 御 哪位紀 
念 天覽の 武道 大會 じがて 劍道 
じ 勝を 占めた 榮擧の 人々 は橫 
.山を 壽 (福 岡 高等 師銘學 校 生 
徒サ 一二 歳) あび 持 旧守夾 (群 
馬縣 出身、 钥鮮 總督巧 警務 埼 
劍 道を 師) 兩氏 で、 柔道 部で 
は 木 原久夫 (山 ロ縣 出身、 廿 
一二 歲) 栗 巧 ほ 雄 (京都 武道 專 
巧學校 敎師) の兩 氏で あつた 


n まで 四 回に 宜 つて 巧 はれた 調 
查に徵 し每回 死亡率を 高めつ、 
あるを 見る は頗 ぶる 寒必 じたへ 
ぬ事實 で、 壽 命の 平均 年 數は男 
四十 ニコン マ 十四 年 女 四十 一 ニコ 
ンマ 0 化 年で ある 0 


禁顯勵 巧官が 

P 證な爾 

驾雜巧 動 


遂に 一物を も 得ず 
目下 當 化には ァメリカの 偵察 
截隊が 入港し、 水をさん 達が ぞ 
ろく ど ホ 中 じ 上陸して 居る が 
前週 ± 曜：2 の 朝、 この 艦隊の 一 
部で ある 巡巧廳 リッチモンド 號 
じ 突然 I 隊 みお 關吏ど 禁酒 勵巧 
ちが 訪 隅して ホた、 治 外法 權で 
あるが の 領± じこめ わ 役人さん 
達の 訪 間で 艦長が 應對 するど . 
實は 貴鑑の 乗組員が バゲ ァナ 
で 多量の 酒類を 買 " P んで 居る 
とい ふ 精 裙を耳 じ たので、 
一應 職務 上 探を しだい 
ど あ も、 鑑長ょ i 『艦では をの 方 
面の こ S は嚴 まじ 取 鏡 I つて 居る 
から お探し じじつて 主 恐らく 無 
駄 でし やぅが』 ど 一ち を 報いて 
置いて 檢査を 許可し わ 一、 を こで 
と 八 人から なる 勵巧官 め 一隊は 
化 眼 じな つて 水兵の 吊. 巧から 池 
で 巧れ た 船底までを 嗅ず よわつ 
たが 遂に ウキ スキ ー ニみ のをを 
も發 見せず、 星 條旗じ お々 じく 
敬意を ぶして 引 揚げ だな。 


て 死 己 率が 特じト ' 應 し、 漸<實 
化會に 出で て 活動し やぅ ご する 
ものが タ大に 失 はれる こごを 示 
し、 が 健 閒題上 時 じ 注意すべく 
なほ ホ 子 じあつ ては 四十 歲を中 
必 ごして 小波 爛が あるが、 これ 
らぉ 除き 死亡率は 

年齡 ど 共 じ漸增 ずる、 今 


小 劇瘍の 競靖じ 

「父歸 る」 劇 上演 

ち名リ 舞台監督 ベラス n 氏盃 
を 目 ざして 毎年 全米 じ 直る ル 劇 
摸の 競 お 會け巧 曜日ょ b ゥォ八 
ド。 フ 劇場で 開催、 本年は これ 
でと 度 目で をる が、 今回の 廣演 
會じ h 填され た 四 作の 中 じは グ 
ンン •シヨ I 氏が 翻譯 しね 菊 地 
寬巧 原作 『父歸 る』 が マン - 
タ ンのフ オン ネスべ ブク劇 脚 員 
じょつ て 上場され、 舞 辜から あ 
裳まで 總て 原作を まんじて 力演 
し 巧當巧 評を 巧して 居る， 競演 
は 一週間で ある。 
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【日曜 水】 B 八月 五 年 四和昭 



晚香坡 每ニ週 一回 お 化 

Air ム ブレス 露 お亞ご ニる 夏 觸) 

I あ 月 ニー 十日 
A I ーム ブレスな 西亞 〈一二ろ 00 顯) 

一一: ちち 十 吉日 
▲ T ブレス 佛蘭西 0 ニろ 呂嗯〕 

と 巧 四 円 

A 子プ レ， 露 西亞ご ニる 00 顿- 
ご b 巧サお 日 
卓 等、 二等、 ご 奪 及び 下等 客 設備 
.银大 、善美、 最 快走の ま 泮航巧 船 


診察 

午前 十 時— 一時 
午を 四時— 八 時 
H 陋 午前 十 時 — 正午 
急性 蜡性 男女 疾患、 皮 
膚 病、 化 液捻査 
多年の 經驗 をを し 日本 
人 じは 特に 親切 じ 治療 

健康 談斷ニ 巧 

ドク ト户 

メイ ゼ > 


新着 書籍 
を 譲み 氏 著 

テキサス 無宿 

香 二十 篇ニ 金0 

大佛み 郞巧ま 

赤穗浪 ± 

上、 中 一 去 〇 巧 

大衆 文 學查書 

窠 二十 八卷 

■化 桐 兄弟 商會 


巧 入荷 
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ニ A EAST 岩 111 MT.. N. y. C. 
さ 百 夏. すな 王 2133- 是 57 


東京 蘭 會特吿 


飛が ち 上等 

3 を タ 斤々、 五の 
づ 五十 斤 ミ、 五 0 

巿內發 達 致します 


江 ロ まへ 

，だ flt > し 每 日出 ホます 

f 東京 蘭會 

基 W. 晝ぎ N. Y. C. 

Te ニ妥臺 r 寅芸 


貸本を を ほ 旧 
姉法濟 資本を 六 千 巧 助 
憤 立を ホ 千 四な 巧胜 

能竺弄 銀行— 支店 

本店 巧巧巿 日本 棋路本 革屋巧 五を 巧】 號 
支店 ホが 日本 语を內 (あち 護 
名 古 屋巧都 大阪西 0K 皮) 神戶 
廣を下 關巧司 若松 巧 岡長较 
上海 かお 賽码水 


賦臺灣 銀 巧— 出張所 

5 臺灣臺 化 

W 東 巧、 橫漬 、大較 、神戶 、上が、 漢 
I 、 顧 州、 厦門、 灿 が、 香港、 廣 巧、 新 

か坡 、スラバヤ、 スマラン， バタ ビヤ、 を 買 

マ 作々 ッタ 、倫 致、 巧 外讓潜 十四 ケ巧 


参羅府 、を 港 お 帆 (ホノ 八^ 經 由) 

滿 がを を港發 

(かち ニが 化 化〕 (正午 化 化) 

これ あ 乂五巧 十と 日 お月廿 二日 
春が 乂五巧 化： 日 六 巧 五日 
西 比 利 强化六 H 四十 U 六月 十九 日 
大巧 乂寫比 化 n セ 巧 S 日 

(み シアトル お 帆 (午前 十 時 お 帆) 

橫猫化 五ち 十五 日 
一二 島 化 六月 十 置 日 
伊を 义 六月 か义日 
靜岡化 と月廿 六日 

©協を 资 日本 巧 出帆 

が 見 か を 巧 十八 B 
箱 崎み 六 巧 一 a 
自山お 六 巧 十を 目 
▲紐 育 出 晚芭奈 馬 經由目 本 巧货物 船— 巧 二回 
▲蹄 絡 取 お。 弊社は 缺洲 巧、 南 来 巧 並に 芭奈馬 
經 由た ぞ洋岸 巧を 媒船會 を ミ 持 約を リ乘齡 切 
巧 等 巧 事御侦 を じ 取 計 ひ 申 上まず 
A 来 國鐵遣 切 巧、 寝を 券 等 も 御 袍宜じ 取 計 ひを 
上を ず 


シアトル お觀 (午前 十 時) 
をら ば ま 化 五月 十一 二日 
をら びや乂 立月廿 一日 

るん でんみ (ホ 溝 おか) ホち ニ e 
►一 筹镇漬 一九 五 巧 

化し ぱリ ずみ るぶ でんかは 一 五 五 巧 
▼一二 等 a 本 巧 五 五 巧ぎ 室 大巧 造を 巧 室 i 
す おを 望に 依 4 1 等 割引 巧復切 巧を 巧を 巧 侯 

ロスアンゼルス 出拆 (午後 一二 時) 
もんて びで を 化 ホ 丹 一 H 
はゎい 化 と 巧 十六 日 

▼ 一 菩横澄 二三 0 弗 化は わい みよじら 丸一 里 巧 
▼ を 別 一二 等 日本 巧 五十 化 巧 ▼一 二等 日本 巧 五十 直 巧 
▼み 港 鶏 商 巧 窺 車 巧な 窗臺 ホ 諮 入御 幹 庭 化リ侯 
▼紐 育 線 パナマ 經由扫 本 支 邪が 貨惊 がち 一 固 


日本 陶嚴 叢雜貨 顆卸寶 

ザ 元ブタ デ— ス 


ブ Ik ^ ^ — 力 ！ の特を 

:! 

H 本人：； かお 買物 じは 特別 巧 員を 置き 無 
料で 御 奢 內致巧 電話 文は お 手紙 巧窠御 
訪 間し 飞御 便を を 計 も 初めての わ 方に 
對 しでに 特に 注意 致します から 是非 お 
立 寄 も觸ひ 巧、 ホ內 配達は か 論 H 本 お 
他を 地-,^ の わ 銜物發 送は 當 ホで 致し ホ 

シすン ワナメ ー 力 ■ — 


夏場 グ 1 ム 向き 

日本に び 獨逸製 玩具、 雜貨 及び 陶器 
類 等 反 場 向き 品 全部 お 揃へ 陳列して 
居 ま* から 御 巧が の 節は 是非 御 立 寄 
も 御 ー覽を 願ます 

子. — テ 心 エンド' ン厶ゾ 心 


コレ ャ乂 便じて 輪 朝。 

•山川 强四邮 氏 間上歸 朝。 

参 山 ロ 巧ず 氏 東京 帝た 助敎授 
同上、 と 日 巧 巧沙港 出帆 アラ パ 
マ 化に て歸 朝。 


お出 入爲替 'お 信 送を ホ 送を' 旅 巧な 用 巧 
巧 震 信用 狀其化 一 股を 巧 業 

乂餘職 S 薬 銀行— まな 

がを 送を" 日本を 化 無ず お 巧？ 迅速 取 お 
本 巧 預金 (を 巧 通知 ノニ 稀) 御 巧が 取 巧 
本 ま 店 ま 巧 (本 巧〕、 大阪 > 押 戸、 京都 
所が 地名を 屋 、小 お、 上海、 か欧 


^ 資本を 壹億駐(を額拂这濟) 

、巧 立を 一億 五 巧 五十 萬圆 
內化本 支店 = 橫漬 {本店) な 京大 坂 
神戶 長が 下 蘭 名を 屋 

橫濱 正金銀行— 支店 

ホ國 みま 店 U を 港 羅# ホ ポ巧哇 
巧 他 世 巧を 酉 重愛 挪巿ュ ぞ巧及 コ グン 
ス有么 巧 


本 巧大阪 化濱冗 T 目 
が 育 支店 紐育プ C 1 ドゥエ！ 肾四 十九を 

誘賊 住ぶ 艱巧 

日伞王 東ち 橫演 、名を 崖、 京都、 神 ロ、 辟 山 
出レ^5^尾ノ道、廣島、吳、柳井、下ノぉ . 
巧う 巧 一巧 司、 小 倉、 若松、 陡タ * 义留 ホ、 熊 本 ま 
本凰預 を、 瓶 あ 送を 等は おみ 
て 御 使 利 迅速 じ 御 取扱 可 申ち 


本 巧 朝鮮 京 お 

まを ぉ 張 巧は 日本 巧 化の 樞要都 巧、 巧鲜 
滿洲 、支那のを 地 巧び 浦 捕巧徳 

觀鱗 銀行 紐 育 お 張 所 

外 固爲替 一般 お 巧 業務 精々 御 便利 じ 取圾巧 
中 上 お 


藤本 證券 會社 

一般 有價疆 券ノ賣 買、 引を、 募 お 
A を 邸、 並 ニ 之 ニ 熙スニ 切 ノ業巧 

S 藤本 ミ 7?? 銀行 

紐 育 お 張 所 


觸诞詣 、雜 貨卸賣 

森村ブ タザ I ス 


日本 陶お 器雜貨 

ラ厶 プ卸寶 

奈良 貿易商 會 


日本 郵船 會社 (並- 1 を 鐵道會 社) 一 

代理 废片桐 兄弟 蘭會 

乘 車、 乘船 切符 並に 小荷物 運送 御 便利 じ 取扱 申しまず 


夏 瘍向品 特別 養 化 

夏場、 ホ賣 お、 ダ— ム 向新 猶 到着 
精々 勉强 御用 命じ 應 だまず 
H 本陶媳 黑雜貨 卸販賣 

< 1 籍巧木 桃 井 組 

10S 户 ： 16 を St ， N. Y. 
TeL ぎ yvesant S 5951617 


夏瘍 向 N 新 荷 到着 M 

精々 勉强可 致 候 間 御 引 立願 上 候 

陶 猶黑雜 貨卸賣 

春 巧巧會 

141 Fi 巧 h .Ave., ZOW York C さ 

oorn 巧 of 21st wt . TTe 尸を go 日ち i 口授 90 - 授 91 


夏場 向 = 新 荷 到着 N . . 

雜貨 、陶破 器、 ランプ 及を 等 結々 
勉强可 化 恢間御 註文 被 下 巧 願 上 お 

^ 太 洋賛易 株式 會社 

Irelepbose み一 巧 osqtcis WWWW-5 

101 Fifth Avenuo New York ご ty 

Ne ? p 0 pp 詳^^^^^^ 


諸雜貨 仲買、 卸販賣 

保 巧商會 


l«n 


料理人？ が 

び 料理法を 敎 巧ず、 新 ま 設備 
戸 墨 量 Z 

19 Wes ニ呈芭 . ぎ . BitI ま y- 


裝输 綺麗の 室、 設蹄 

至 聋完き シ ン グ こ 週 

八 弗、 ダグ グ-週 十 巧 

呈 TEL CIRCLE. 22 W. 呈 th St こ呈 y 


新ら、 し 之」 复 瘍 

日本人の j 

コン セ シ m ン r 求 か 


杰 1 ネフ シ！ の ウッド ク 
ド ソン 河 じ 沿 ふて 稀し 見 


I ブ—フ •プレジュア • — クは户 

— ンダ 


マ 嵩 勝の 地で あらまず。 

ム 、シガレット 射的な 他數禪 の夏犧 ダー ム 及び チ ー グー 
t 等に 適する が 巧の パ ー ク です 
ド ソン •デイ •ライン： 5^ 船が 當パ ー クじ 着きまず 。レン 
平い 丈け 宣い燒 所と 便を を 得られ 
: がで さい 


ト はリ！ ズ ナブ 八です。 
まず。 詳しくは 左へ 御を 


巧 RED . H . PON 1 ベ ， President & General 这 anag ま 
Wood 么壺 Pleasure P ミ ド 
i pcughkeepsi タ N . Y . 



夏場 向 品 

特別 廉價 テな テ 御用 命 こ 
應ジす お 候 間 御 引 立願 上 候 
本 陶破器 卸販賣 

F. D •商會 

告 ぶ •ミ 布施 

;ー 巧 od 巧 『 pt 巧 Q 1> ち trlbutors 、 一一 DC , 
• w5w.2wrdsrzewYork 
ぎ Graii : 二芸艺 芸7 


支那の 繁榮は 了/リカの 

子孫 時代の 必然的 要素 化 

故に 太 ザ 洋諸閒 題の 解かは 必要 


太平 炸 ㈱ 保會 譲を 員の 一人で 

ある 前 フレスノ •レバ プリカ 
ン社ま チェス タア 


P — H 


た 時は 東が は r 戰 ず」 むる ものと 
巧面してゐた。 其處じはぉを^ 
要する 國家も あら、 画 挽の 線 j 
片巧：^頃日ぉ府1開^れじを~劃すべ きものもぁら互じ衝突| 


衆 固 商業を 盛 所 年を じがて 太 
平洋 問題の 平 か 的解决 が米國 
の爲 めじ 急 おでを る 巧 W を說 
いた。 左は 其巧槪 である。 
太平が は 今や 旣じ 東洋 ごの 通 巧 
貿易の 略 害とは ならず 反つ て 西 
がごの 谣渠 ごな つじが、 旨を が 
; 接觸 ずる 度洋諸 民族を 理解せ い 
ごする ホ 人 自身 じ 載して は 化 新 
時化 じがて 最もを 要な 傾 値を 巧 
する もので める。 太平が を 通じ 
て 得 やぅ ごする 事業 上の 機會は 
戰爭の 脅威を 瞧去 ずる じ 非ら ざ 
れば 到な 之を 活， こごは 黨 まれ 
ない。 

香々 の 背後 じ殘 した 時化 じが 
て 歐洲の 產業化 ご乂國 の發展 
ごは 成就した ので あるが ホる 
べき 時化に がける 活 巧の 天地 
は 太ず 巧を 越えた 新ら しい 化 
をな 巧 じない。 勿論 夫れ け 政 
を ど戰ず どが 邪魔を せ si を 
條化 ごする。 をて 吾々 の 父祖 
が 夢 准し わ 東 巧の 俊 輿は 吾々 
の 眼前 じあ 隅して ホた。 化 機 
曾が 如柯じ 吾々 を 利す るかを 
(は 巧つ て宮 々を 損する かは 
吾々 がか 何に を 巧を 巧 解す る 
かじ 化り て 巧 せらる、 問題で 
ホる D 

_ 

言 ふまで もな （通商 貿易は ホ か 
じ依賴 する が、 晋 々がず を 染め 


る 利害 閱 巧を 解決し、 自衔- 
の 要 ホ も ぁつ わが、 吾々 の 
執つ た 道は 戦ず でぁつ た。 

おし 彼等 東が 人 だ 同じく 啤绿 
の 手段を 選む ど ずれば 其^ 費 
は 結 おき々 の負扭 どなる^ 定を 
れ ない。 なじを 巧 じが 2^ る 吾 
吾の 最大な 契み はず 和^ 維持 
でを る。 進 ホ ご 通 巧 ど 都て 
其 上 じ 築かれる。 しか j レ や 和 
とは 單じ戰 ずの が 化せで るを 
意味す るの みでは ない I ので、 
「理解の 存 化」 を 意味 己る 
を 認識せ る 吾々 宮憲 
き 太平が 國 ぉのち 志 I ニ 年毎 
に 太 ホが 間 題を 卒を 論議し 
且つ 東 巧の 精 報を を する 會 
をを 開く じ まつた の I である 
化 一團を 太平洋 熙係 A 議ど稱 し 
を國 のみ 力 重要。 る- が お 席 
して 假か だを 那の 權每- 、日本の 
利を、 露 圈の滿 測 じ ^ぉす る 希望 
等. X . 討 簾し、 戰 爭を阳 避して ず 
巧の 翻に 東 巧の 諸 間 鹿を 解 巧し 
化く 氣 運を 釀 おし 政 I あ當扇 者を 
してを 自-し 理解す る 道を あめし 
わべ'' 巧 力して ゐ る。 錄 じ將來 
支那の 繁 おは 吾々 の 子孫の 時化 
じ 於て ホ 固の 爲 めじ 必然的 要素 
の 一む るべき 事 實が旣 じ お 芽し 
暗示され てゐ るから！ 層 化脅議 
は黃要 ホを 加へ て 巧た。 ‘ 


I 巧 加州の U あ巿民 

i 選 擧有權 者 

一 最近 觸 本が 米 目 本人 會 書記長 
一一のを みせる 巧 じ 化れば 加 則に が 
て 出生せ る 日系 ホ 民 中二 十一 歲 
j じ 達し 選擧ち 權者數 U お八な 十 
I 人で 化 W の 半數は H 本に 巧 化す 
一る から 約 四な 人积 巧で あるが、 

; 布哇 出を おにして 加州に な 化す 
一る ぎは 少く ども 八が 人は ある ご 
推を される から 選 擧ち權 を數は 
現 化 千 ニむ 人 お 巧で あらぅ ぐ 千 
九な 廿 S を ホの 調谊に 依い ぶ 十 
お 歲巧ま 二十歳の 米齒 おを n 系 
I 巿 おが 化 加州に 千 十 人 あつて 是 
t 等は 巧を 部 二十 一歲な 上に 達し I 
i てゐ る。 が L て 南 加 如 出生を に ~ 
; して 現下-! 十」 歲 f 達して ゐる I 
j もの ニ 巧 i i 十二 名で が ザ 数は I 
化 じあが して ゐ る。 がは お ホ 逃； 


擧を權 をの 數け毎 左の 如く 增 
加して 往< から 五一^ 年後には 德 
計 五 千 ニな 人 じ 上 - f * であらぅ ど 
一九 so 年 / 四 五 0 
一を 己年 I 五み 0 

一丸 ニニ 幸 / ムハ六 0 

- 化 年 I 九 五 0 

妄ニ四 年 ' S 美 


禮 クラブ 杖球會 

旣報 華盛頓 じあけ る 时胞 のが 
珠 協會螺 俱樂题 U ては 去る 五 U 
競技 會を 開きぶ 加 者せ 四 人を 六 
紐 じみれ て 巧戰の 結を 左^ 諸 巧 
入賞、 午後と 巧ょ > 相 ホ 旅館に 
て 賞 お 巧 與後魄 餐を共 じし 盛 巧 
裡に散 會した" 

一等’ お 藤 書記官、 二等— ま 
田官 補、 一一. 等— 赤词龍 一、 四 
等 — 柳田替 、五 等 — 東條 ドク 
タア 、六 等— 岩 本が 逍 


0 —— 0 學童 作品 展覺 會ごモ 


が婦 


化 ディは 大成功 ど稱 
i 分！：：！！ 换 すべく 作な の 陳列は 
一都 築を 員 おや 裔朱女 お’ 鈴 水 さ 
一ん 達の 盡 力で 淸楚 U 陳 巧が おホ 
ー參觀 あじ 滿 足を 與 へて ゐる A 陳 
.列 お S 中に け 是が學 藍の 作な か 
ど 疑 はれ も フユ 作 ト巧隨 、巧モ 
一 板、 濃ず 鉢、 クシ ョン' などの モ 
:錢 おもゎ b 米 人は 吃驚して 窓め 
て 化く ぶを H 赌 H は ザ 日で あつ 
一た が 数千 人の 乂谋 巧が ぁつた A 
: 子供 ディに 媛 チャン 述の类 しい 
キ モノを を 眺めて 『生まれて お 
- めて キ モノを 船ました』 ご热つ 
た 米 人の みなが めつ た凯 いてを 
I る ご 其 旦那 横が 日本人で あつた 


とはを 外 A a 幡學 校の イ タイケ 
なを 巧 連 二十ぶ 人ズ ライ ど 並ん 
で 歌 つたわ ど 盛に 巧手され る ご 
歌 ひ ホの 一人' ある 巧 チヤン^ 
でず を 叩 レむ のは 御を 撼 A 瀬タ 
內 おの あ ホ 明媚；？ 寶 鼠を 映寫し 
たら 「日本に も あん；； ♦綺麗な 所 
がわる かしら』 ご 語つ た アメ？ 
々の 婦人 も ある だ、 子 化 デイは 
アメリカ人には 良い を 育 じな つ 
た A 日本人 曾で 調べた 時 じは 紐 
脊 及び 郊 t U ング アイ ランド、 
巧 城 巧 卿 等を をせ なぶ 十と 家庭 
あつた さう だがず 巧 二人の 子供 
が ある ピ して 一二； C 餘 人の子 化が 
わる 蝴定 で. 間胞總 人口の 一 剤 
じ當る さう。。 


煙突 塗替 第一 船 

H 本 题船會 社所邀 船舶の 煙突 
塗替 (上部を 白地 どし ホ ニ 引) み 
をは 旣 報の 如くなる がを の 第一 
船 ごして 加古乂 (八 千觸) は 砂糖 
油 類を 滿 載して パナマ 經 わ、 去 
る 五日 入港し 目 ドプグ ブリンの 
ビア 第 十六 號じ繫 船中、 巧 <瑜 
役を 終ら 東岸の 諸 港を 巡が 積 荷 
して 約 二週間を 一旦 歸 港し 再び 
日本 じ 巧 ふ 箸。 

外闊 通信員 會 合- 

外国 通 情 員協會 にて は繁 十一 
回 年會を 兼ね ホる 十 一 H 午後と 

時半ょ b ホ テ 八 •マ デ ソン じが 
て晚餐 貪を 催し、 シンク レヤア 

少キ * 氏 夫妻、 を衆國 上院議員 

フェリックス •へ バア ト氏 ぶび 
劇作家 アンス ラシ ヤ ア博± の演 
說ぁ も 食後 新 役員 あび 委員の 當 
選 整を をる 箸で 本年 巧會 をは 支 
那人 梅巧廟 氏じ內 をして ゐ る。 

目會 理事 例會 

が 育 H 本人 會 本年度 お 一巧の 
理事 例 會け次 過 十四 H 午後 六 時 
半 都 じがて 開かるべく、 當 巧は 
瓦副會 長、 會 計、 キ事霉 新 役員 
の 選擧を 部の 報吿等 ぁる 尝。 

犬藏 公望 男 着 紐 

豫て歐 測 漫遊 中なら し 前 南満 
擬道 理事 男爵 大藏を 普： をは まる 
一二 日アク キタ ニア 号 じて 着が し 

目下 ウェストェンド アグ. ムユウ 

六 六 六番の ア^ — トメ ント ホブ 
グじ 逗留 中なる が、 め一ケ 巧の 
滞在中 華府 、豐府 、ポストン 其 
他を 觀 ホの 後西 行す る 由。 

靑葉曾 杖 球 競技 

ま 巧 下が ペラム ベイ じがて 例 
月 競技 會を 関いた 靑葉會 は あち 
が會を (八ン デ かき 十八 ホー 片 
メタ 八 •ブレイ) 巧る 十二 日 同じ 
く ペラム ベイに 擧巧 する ご。 

正金 支 巧 晚餐會 

橫濱 正を 銀 巧 取締役 氷津 願を 
巧は 同 巧 输査員 竹 脚 菊 S 氏 同伴 
六日 午前 着が ホ テが プラザに 投 
宿せる が、 同 巧 紐 育まな じて は 
ホる 十 H 當 地の 重立ち わる 人々 
を 日本 棋樂 部に 招待して 晚餐會 
を 催す み。 

テ！ ラー 博 ±來 ホ 

臺灣臺 化 ホで 馬 偕 病院を 經營 
し 其 一部 こ 類 病患 者を 收容し 岡 
巧 方 じがけ る 天刑病 者の 救 まご 
謂。 れ てなる 英國人 ダ セウ •テ 
! ラ’ 博 ± は 同 病院の 擴張 ご 新 
治療法の 硏究 とを 兼ね ま 巧 下旬 
ホ ホ 羅府ょ 本日 頃 東部 化 ホ じ 
巧 遊す る豫 を。 

人 か—?^ 

•化 巧 ま 內巧大 朝 東 朝 紐育特 
派 員、 旣 報の 如 （乂陋 本社へ 榮 
轉ど 六月 初旬 歐洲經 由歸朝 
•ぉ 義雄巧 日本 綿 化 株を 會社 
紐 育 支 巧 員、 ダラス そ 巧に 轉ほ 
を 命せられ まる 四 H 夫 A 同伴 胜 
位した。 

•八 旧 四み 郎 氏ち 北大 學巧敎 
授 、去る 册 H 着 紐め 一ケ年 マサ 
チユ— セット 州 ケム ブ リッ デ じ 
て佈學 する み。 

雜 小が 巧 作 氏 九州 大學 助教授 
よる ニ n 踩洲ょ b 嘗紐と 日 西 巧 
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お 川 保 隙 事務所 

H. Segawa, Insurance Broker. 
303 巧れ h Aw., 

Tel. Caledonia 4100 


巧 田 巧 事 株 巧會な お育ま 巧 
Uchida Tra ぶ ng Co., Inc. 

1 1 Park Place 
Tel. Barclay 1576 


島 貿易 珠ま會 お 
omma trading Co., i^td. 
150 Broad way 
T«lenK«?st* Rvecor 1484 


巧 まを か 赤 尾 巧を 
Akawo & Co リ Lt ふ， 

235 Fifth Ave.. 

TeL Caledonia 9758-59 


ホ 倉 製 おが 績巧 ま會 を 

1C が &lcui*a 在 Co リ LtdL, 

200 Madison Avenue 
TeL Ashland 4545-4546 


IC. Mikimo ゎ 

Milcimo わ Pearl, 
535 Fifth Avenue 
Tol. Vanderbilt 2519 


大 倉な お育ま 巧 
Oku 化 在 Co., 

30 Church St" 

Tel. Corflandt 2292-93>94 


s 共 株 ま會化 
巧理巧 
底な 巧會 
1 如む 的 d* 化 IU. C. Tel. R 扣扣け 84 
Facto け； 35-1 日 38 化む 8., しし C け y 


巧 巧み 左な ホ會せ 
4sano Bussan Company 

Room 801-805 
1 6 5 Broadway 
Tel. Cortlan か 8047-8052 


ぃ osho Corporation, 

Silk importer み 
が拉 a が 34th Street 
子 か AaWand が 的 - 91 
Gosho Co サ Inc., 
Cotton Exporters 
の Beaver St«, 

Te! BowHdk Gr が n 


' 巧が 洲巧お 巧 式を お 

な 育みみ 巧 

I Sou 比 Manchuria R. R. Co., 

I Room 202 ら Canadian Pacific BUf. 
342 Madison Are. 

TeL Vanderbilt 4135 


H 井 あま 巧 ま會お 

なま 會せ岩 ホ 巧 巧 

H 菱巧事 巧 まる 化 

な 巧 ま 巧 

な 育 お 張 所 

お育ま 巧 

Mitsui & Co., 

Iwai & Co., Lt ん 

Mhsubi ふ i Shoji Kai ふ a 

65 Broadway, 

Woo!wor 比ぶ uiWing, 

(MitBubUhi Co., L>td.) 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560-2564 

Tel. Bowling Green 7520 

て eL Fitz Roy 8 が 0 ぶ 1 ぶ 2 


大阪 朝日 二ち 巧 朝日 
化 巧ま內 
Osaka Asahi 
The New York TTimes Annex 

了 eh Lackawanna 1000 


日本 锦巧 巧ホ會 It 

目ネ 生糸な ま會 化 ‘ 

巧を 名會巧 

1 日米を 糸 巧 ま會社 

紐 巧 ま 巧 

がを 支 巧 

紐 育を 巧 

お 育 支店 

化 pan Cotton Tra ぶ ng C ゥ •，し td" 

NIP 削 KI-IT0 KWS 化 LTD 

Hara & Co., 

Ni 即レお 1 KilTO KABUSHIKI け 削 A 

2 Park ATanuet 

Two Fark Avenue 

443 Fourth Ave*) 

(N!CH レ BE! KHTO CO" LTD.) 

Tel. Lexington 8787 

Tel. Ashland 5320 

TeL Caledonia 7830.35 

1 Park Avenue 
Tel. Ashland 6246-47-48-49 


大阪每 日 ニ乂巧 日日 
を 木 s 巧 
0 化 ka MainicU 
反 oom 306A MiTorld BuUdini 
Tel. Be«kman 4 之 59 
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不戰條 約で 內旧 化が 鄭職說 

リ内 隅の 運命に 關 ずろ’、 一て 首相が 引留役 じ：‘ 

東京 巧電 十日 發 = 田 中せ かか 西陶 寺を を 訪問して 爲巧 のみ 政 外を じ關 した か 情を 報吿 し不戰 
條約 をん 化 一般.：； 巧 巧 やお ホ S ボを - I 就て 碑々 く說 解を ホめ、 ホいで 中 橋 商が をが 聘 して 或を 重 
驳 ；：* るめ 抬事 化- > 就て 協が をを ねわ^、 右は お 施 巧 新設 じ 伴 ふ專巧 W 相の げか、 巧 ホ 巧懲總 裁の 
入閣-し がふ 內閒 のな が 問題 ご 不賊條 めを 樞 かの いきさつで 樞 巧の 職を 引责辭 職！ 爵巧 返上を 巧 V 5 
しむ'-.: 傳 へられる 2； 巧康巧 おいか 巧 巧を 誰 じ わ ものら しぐ、 巧— み两 伯の 巧 >5 固 <— て飽迄 も！^ 
密が 問を と辭 する じ まるな. し > を をのが 欄は 內閒ル 運 かじ も瞄 する にず るべ < 、現じ 巧 巧 伯は * j 
の刖趙に脚聯してげリ面闕巧をを與かじ訪；：て碑々盤談を巧ねむ：^*、 政府侧では伯の辞職說をぶ 
班して 前を を樂觀 して おる-的 けみ 巧 伯け 而閒 寺を VI 巧 見 お 鄕巧熊 本 •-歸 る ごて 東京を 出發 し-^! 
をの 實が 化に ぁ b てが 勢の 巧 ダな 視 して 居る。 

巧 阳化引 實辭職 すれば I 

.化 淵 大使に 心累を 

それは 現み 閣の 自滅を 意が する 


不戳條 約 化 化に 斯 ずる 政府の 
態度け 先 殺の 销證 にわいて 樞が 
のを 向迪 6 巧が 化 准 ごいん もじ 
そ 針を 巧定 し、 右の 旨 搂唱國 ^ 
るァ J - 力 政府の 岡盧を ホむ ベ 
く 目下を 涉中 でぁる、 本條 約^ 
玫府の 期 持す るかく 留 がが 准に 
隅し アィ y 々政が の 同意を 得る 
ことが 巧 ホた ごしても が府ご 
ては を大な j 

實任 をを U ねばならの 結 
果ピ G るので、 これが 對 巧」 幽 
し极 おを 腦 部は々 からず 黃 厳し 
てゐ る、 即も批 谁條約 中 問題、 ど 
なつ てんる. 輿’ 一, 條 中の 『ィン •ザ 

ネ ！ ム乂 •ォフ 』 の ザ 句に 

關 しては 政府 並に 外な 首腦 部は 
結局 昭案 のま i を訟 し、 内田康 
哉 伯を を權 じ奏廳 して 調印 争る 
じいた つた ものである、 がらに 
巧を じ まり 巧して 樞 巧を はじか 
どして ながを 方面に 例の 字 は 
巧が 患な 化に 國體ご 化 をれ •んる 
もの どして 猛がど I' 

一^ 對 が おつて 來だ yb わ 
け 政府は 枢密院の 反 勤 じ おして 
は 頗る 狼が し愼 を審證 のがぶ を 


じ おが 批准を 巧 息す る じ まつた 
もの I やぅで ぁるが、 あし 了な 
b ど ずれぶ 政府け 枢 府^ ま張ォ 
る 如く 例のを 句は 巧が 憲法 ホ じ 
國體ご 化容れ ざるら のどい ふ 1 
を承認ず を おお ご ら 更 じ 政 府 
は閣幾 じがて 巧が 憲法 並に 趣體 
ご 巧容れ ざる 事項を 承認 L ' か 
つ これを 調印す べきを 權使 かを 
奏請 し た ； ど な6 實 じ 容易な ら 
ざる 問题が 起つ て ホる こごと。 
t 上に 政府は 遂に 樞 おのま 張 じ 
屈が しじ 0 h ; 從來 政府の どって 
ホじ' 

を 張 なをが 窮 b でもつ 2 

i . ど說 明す るも^ だから こ、、 じ 
政府 ど！ て軍大 なる 责巧 問題が 
起る のけ 當 がごを t ♦けむで なら 
ね、 邸 も 現に 全權 どして 調印の 
巧じ當 つた 内 旧 伯の 如きけ 明白 
率值じ 例の 字 巧は 我が 憲法 並に 
國體 ど化觸 する ものごして 本條 
約を 留巧附 批准 どず る S じすむ 
ば、 樞を猶 間を 辭 ずるは 勿論を 
爵を も辭逛 して 引退ず べし ごみ 
窓の おを 洩らして ゐる S 傳 へら 
れてゐ る ほ V - だから、 政 巧の 責 
任は ごうてい をれ 得ない 听 であ 


らう、 巧 L て 政府 部 巧 じ 於て 
最 巧を 府の 

方 か が留が 批准に 巧す す 
や 相當の 貴な まを 出さな け 追は 
ならので あらう どい ふこ ど' 朱禪 
禪の臆 說が博 へら わて & る； L 、 
問題け 事務 上の 適 失 ごして^ さ 
(取扱 ひ、 が 貴 巧の 如き も _當 時 
の責 巧を たる 現 駐米 お 淵 お 使を 
の 他 ニ、 S の 事務官を 處 罰し 可 
表面を が 塗ゼん V - して ゐる やづ 
であるが、 この 問題は をの 性！! 貝 
上單 じを 權 たる 內旧伯 ごか 當 
の當事 者た る外稱 省の 事務官の 
みの 貴 巧 ご 見る' 一とは でさ 4:* い 
即-^^め巧けこの問題をなる ベ 〜 
事務 上の 過失 どして か 間 題に^ 
扱ひ寶 ほを 

回避 せんどして ゐ るが マ 
冰閉 題け 單な店 國巧隅 題で む广 
留保 批 お-— 對ずぞ 効力 如 巧に： ょ 
つては 日本の 參 化不參 加と い I ふ 
問題 も 起 ら、 場を にょつ てん 巧 
が 國は図 際 的に も 重大な 
じ 立たねば ならの かも 知れ 
これ 等の 麗係 をち 慮す る 時： 政 
府は 最初の ホ 張を 抛 薬し 樞 おの 
ま 張に 屈 化して 留保 批准の 羞慶 
を 巧し ね i は實じ 重大.：： 

の資 巧で、 まさじを の 進退，： 

决 すべきら ので あらう としで を 
方面では をの 成 巧を 頗る 注 j ロし 
てゐ るり 


• kv_ 一 

ふ 巧 

鲁 

- d 、 


アメリカみ 觀圓稅 案は .1 

目 本み 陶磁器に 深甚む 巧擊 

；= 豆類、 百合根、 齒 刷を や 綿 安 敷物 等 じふ： 

— I n 輸入 課稅 品の 二割ぶ みに 相當 ずる 見込- 

束 ま特を 十日 强 === アメ ，力の 新關稅 法は ま 類 ご 陶碟器 0 がには 殆んど 日本の 葡乂資 み じ些し 
たをぉ邀は^^ぃピぃ ムのす 1 般資ぁ業者の不をら 一 掃されたぉじなって贾る。 - 


別巧軌 巧、 遂じ發 をを 带じァ 
メリ々 の 巧柳稅 法に 化れ が H 本 
ょりの お 乂よ巧 輸出な で^るを 
糸、 茶を がめ ど L てな 也、 蟹、 
ォレンジ、 高等 敕 物、！^ 格腦’ 
重： なるお 楠 物 等は \ 

從來 の 値じ据 ぉぶれ 無稅 
ホを 輸出 姑を 除く 對 米， 豈お械 出 
品 約 六 千で 化し 掛し 引上げの 富 
施 お 巡 •心を み ニ剧五 かぶ 巧に 化 
られてぉるけれぉ、 セ^^。キド 
や 安 敷物 等は H 本に が/ 0 中小 ェ 
泼 あにごり て U 一大ぶ 裝を與 へ 
るで をら う、 就中 陶權 器に ま b 


ては 無 装飾品の 輸出 〔一九二と 
年度〕 八 巧 ニモ I 二百 S 十六 巧、 
装飾 術は 一二 宵 六 千ち 巧 ニ 千 百と 
十八 ホ じ连し 居る が、 今が のが 
おにが b てぶ も稱 のらの じ 謀せ 
りる； 引 上 率は 二十 一二 割 八を ど 
一^.、 高率 t ぁら 大 岳 她も五 仙の 
巧 課 稅で引 上 率ト搁 、巧を 化、 
〔年額と 十 お 巧 五 千 四が 十五 巧〕 
はか 倒と な b 、 腐 反び 化粧 

刷を み 如き 前ち の 輸出 年 
额廿四 万 八 千 一 こなと 十三 巧、 後 
を' 5 化 三 一万と な 化と ホは 一剧一 
み 化を の 一 ごい ム 吊上げの 運命 


稅の細 
是 るが、 
じ 左の 


じ 直面し t 居る、 を ホス 使 お n 
び當地 商巧官 事務 巧で 目下 t 
本 網 係 貿易品 じ對 ザる 
別 お 作製 じ 忙殺されて 
をの 重；：* る〜 のを 擧戸 
かし 

大 を 油—- 封 度に お 
— 装飾 附化借 五 割 
飾は 從惜五 割で 年 
巧 四千 四ち 十と 弗 
化を の 一の 巧 加 


化。 ± 助 
み、 無 船 

輸出せ 
削 一 ユ 

を お— 生 

5 巧；. 

旌 。を靑 豆- 「 I お 度：. 

化の かの |ニ。 絹谅物 中での 


箇^ 附六 お。 乾 豆' 
ニ咖あ 


_ が 織物— 化 化 六 削 •五み。 模造 
眞 巧— ザけ 從惜六 剖で 變 おな 
< 乙 なは 一巧 五 他， レ 下の 巧 格 
の ものは 一巧 じ ニ 仙ぶ び從偕 
ニ剧 。巧ぃ i は 一巧 お 仙 W 上の 
ものに が 巧ろ 割。 人 T 眞 をを 
一 时十仙 R 下の！‘ の 一 时じお 
し四牠 巧び 化 巧の 劑 、一时 十 
仙な 上の ものは': 时 にが 十 仙 
巧び 從 が 六 剖。 隔ず 巧が 品— 
染色ら み 化； 化從吸 二割ぶ を、 
■がらざる もの 化 化 一割 あかで 
變を；^<を額輸お巧八十ニ巧 
一二 千な 凹 t 四 化で' 一割 ニを 五 
旌方 S 巧 加 ■齒 刷毛 おび 化粧 
刷毛— ゎ 八。 キド 刷毛 一箇 ' i 
仙 反び お 割、' ーンド A 及び 背 
面 一仙 软 びを 偕 五 割、 装 
飾付を 巧 六 割を の 化の 刷毛、 
筆 類は お 割、 セ片 n ネド製 人 
形 i マ ー ブ声も 0 I 箇 I 仙 及 
び 從憤六 割、 然ら ざる もの 一 
箇 一一 她 政び 從搜五 割、 をの 部 
巧 お 一箇 一仙 度び 化楷五 割，' 
造化 i 化價九 割。 竹細工 等を 
加 ホした 窓掛— 五十 他、 從價 
一割 一を 九 かの 一。 電球—. 云 
割で 五 割 巧。 給罐 詰— 一二 割 五 
を。 棉製姜 敷物—— ヒ ブト • M 
ンド •；、 スけ 一二 割 五を、 シ で 
--- が 四 割 五を、 をの 化！ 二割 
五 かじて を ホよ b も 二割 五を 

增 し。 マシ ユ少 1 ム—六 割。 

綿 屑— 五を。 貝 御 1 ダ。， に 
對し 一み 四を の ニ 一を び 從傾ニ 
割 五 か。 亞麻仁 油ぶ び 麻實洒 
— 四 仙. け 巧の 十六。 ホ 卵— 一 
巧に 十 化、 貯藏卵 一 お 度 八 仙 
同 品で 乾燥し だるら の 十八 仰 
でな ホよ らも 二割 五 か 巧。 大 
忌— 一封 度 じ 付 ニ 仙。 

等は をの まなる ものである-か、 
この 外 合 製 棒 臓は 臺灣 粗製 糖 ご 
同率 じし 一封 巧に 掛 し！ 他に 引 
下げを 見 わが、 これは 特に ドキ 
ブよ b の 輸入に 好影響を 典 ふ V 
く從 ホは 一封 度じ對 しみ 仙の 謀 
稅で ドネ ッ よらの 輸入は と 十ぶ 
万 八 千 五が 弗、 日本 よらは 八十 
二で ニ 千 ホな 八 巧 ご 九 ニと 巧 
じ 達して 居る。 

撤兵 着手 

芳澤 公使 i 歸朝 

ま 京 特電 十日 發 n 山 お 派遣軍 
は 十一 日 濟お徹 退 じ 始まろ 十五 
日靑 島に 集を，- 巧地歸 還は 二十 
日で をる ごを 表さ わた、 尙 ほが 
奉天總 領事は 八日 東を 發歸 巧し 
た。' ■ 

東京 特電 九日 發 M 山 東 省の 巧 
子で と 曰が 日本を 一名が 支那 人 
の爲 めじ 射殺され たが、 山東撤 
おの 溝 一 船は 十四日 じ、 最後 船 
は 廿日し いづれ も靑 島を お 帆す 
，へく、 濟南 事件を 始め ごし 日 支 
條約 下を 渉 じ 着手した 巧 澤を使 
は 八日を 京 じ 着し 語つ て 曰く、 
『予 け條約 改正-し 顆 する 訓 みを 
をけ るた めじ 歸 つたので 上海へ 
は 化を じがけ る 孫 逸 他の 移靈を 
.じ お 席して ぉ 日な 後 到着 ぃ？ 豫を 
で をれ からを 渉を 始める 當 でぁ 
る』 云々。 

東京 特電 九日 發 n 李 京た 將軍 
は ニ 巧 五 千 入の 廣西省 軍隊を 動 
員して 廣策 征伐に 着手した が、 
南を 极府 側では 陳將 軍に 命じて 
廣西 軍の 巧 破を 企て 戰况は 非常 


じ緊 娘して 居る ~ 


廣東危 ふし 

廣西 軍が 巧寄寸 
旗 東 八日 發 〔聯合】； ：= おホ那 
に 位する 廚 東と 廢两 おは 戰 圏が 
態-し 蹈 >- 廣西當 軍は 旣じ 廣单巧 
を距る 五十 哑の 地點に 到着し I 
廣東 巧の 陷落 巧し ど 見られす 居 


るが、 このち を 的。 戰巧 であ 
巿 おは 賴 々齊 港に 避難し、 化 
ニ剧 五々 の 下落を ホし わ 商を 
府中 央叙巧 紙幣は 益々 慕 落 私 巧 
，しつ I わる •か、 今回の 衝突い 曇 
じ 武漢派 S 革命に 掛 L 最袖化 ホ 
ど 賴ん だ廣柬 おが おが 中立 心！； 當 
言ず もじ 至 もしと、 廣跑省 li 香 
渚を 扼 する 爲 めに 廣 東を 必迴ご 
する 關 係から.- の正而 衝突む 满 
中る に 至ら しらので ある。 

南京 八日 辩 n 闕民黨 中央 わ 
委員 會 U 蒋介石 お 軍を 委員 も郎 
も 大緩巧 格 ご！ か 四 人の 新 ま 旨 
を選擧 し、 蔣 派の あを 政府 ぃ 〔が 
る 勢力を 確立した。 j ^ 


巧 化 曰を なて 總選 擧を舉 巧す る 
こご I - むつて 洁 るが、 藏か チヤ 
— チ^には 本日の 證會 じて 掛獨 
赔 償を會 萬 じがて を賛長 ヤング 
巧のを 協 案じ 巧し 『をは 內 かの 
誤が を 避','- る爲め 本案；- 對 して 
巧 鼠 政府は これの' トに赔 憤を 巧 
取を譜ホするのな志^:^く、 從て 
今闽の ヤング 巧調訂 案を 承認ず 
るいな 志 U し、 バ"！ じがて 協 
藻し つ S を る 所の 英越を權 の 議 
巧した ち もみじ 對 して 圾府は 巧 
一み I 窒服從 すべき 義 巧は G い』 どき 
つは 6 言明し じ。 


巧 


愈々 明日を なて お まじ 解散 ， I 


イ社ム ずムプ 


特を を. t 紫 無巧轉 載〕 


(十日】 國務大臣ぃ~^ぉホ 
ので 陵府 はおるべき 方法に 


グロ スタ. 


救 農法 可み 

大統領に 反對 .して 

ワシントン 九日 發 nh 院は大 
婉領フ ーゲァ ー にの 怠 志に 反抗 
し輸化 農作 品のを 府 補助を 意 ホ 
するな 案を 四十よ 勒 四十 五禀の 
差を なて 巧 巧した、 これは 民 ま 
黨ど おか 黨進步 派が 結束した 結 
果で わるが、 一 ホ 下院 侧 では 飽 
を も 大統領の 慮 まを 尊重して 中 
央 農事-向の 設置を'? 决 した 關な 
上を の 法案を をみ する じ 至る こ 
ミは 必定 じして 然る 上 兩院の 擦 


タ懦案 排斥 ‘ 

藏相 下院で 言 m ニ 議會じ 移り 何等かの 妥炼を 見る 
ロンドン化日發：：：=奥國讓<5^1け| ベ きが、 乂統領側くしては頗る 

ミ i 困惑のを を 浮べて 居る 


大臣の おみ 權 放棄 


霸除 方を 樞を院 よ b を 望して 居る 
が V を 協め 意志で ホ も S 。 


公 殿下 御 暇を 


〔十日】 皇后、 皇太后 嚴甲 じは 昨日 ダ 
户こ參 巧 か 1 嚴 ^ じ獅 凿極游 取され む。 


スタ ー を 殿下 御 暇 


海外 派遣を 減少- 

〔十日】 おか 派遣を 減み し it 敎 j 
授 連は 巧 地で 硏 兜ず る や - i 文’ 
部 省は 新み 針を 立てた。 


海軍 長距離 飛 巧 


〔十日】 橫续 智お眾 航空隊 
十八 H ょ 6 五日 間 かが 長ぶ- 
飛 巧を 計靈し 橫須賀 をび と 
サィパン島 間 ニ 千 五円涅 
巧を 巧 ふご。 

掘 切 市長に 反感 

一: 九 己】 掘 切 東京 新 ホ 長は I 
氣質 であると 幾を 反 威が 
巧 長年 俸は 一巧 六 千圓、 


藤巿 長- 3 ホの 轟 化 記 錄で芒 


僚 


後 


溝 ニ 助役は を 一万 ニ千圓 
S 助役は 一巧 圓だ ど。 

を 同 罷業 員脫出 I 

〔九日】 罷菜じ 及べる 大阪 < w 
城 織 神崎エ 傷では 能 業 員 千 
人は 喊聲 を擧げ 一^ 壊し f 脫 

•巧した 0 

各紙 績戰 々倒々 

尸 九日〕 深が 業 廢止ぽ の 賃ホ問 

，題で をが 績會 社共 g 々威 
H 淸結績 は 逸 早 <践 遇 方 |一 を 
化ら 能率 增 進を 計 ノてゐ t ? が 
震を じ： ては 减 S もす 
懐で をる ご。 

川原 新 議長 里 態 

〔九日】 衆議な 議長 W お 茂睹巧 
は 風邪の ため 軌 巧み 重態 な 


髮 


政務 總監 のな 巧 


〔八日】 資源 相 長官 宇佐美 勝 夫 
氏は な 池 上昭が 氏のを な ミし 
て 朝鮮 總督府 政務 嚴監 じ內定 
し 山 梨纔督 上京の 上 巧を さる 
べし ど。 

有 ま巿長 留任ず 

〔八日】 旣 報、 重任を を 絶した 
有 吉橫濱 お 長は 留 巧を 承諾し 
た。 

巧殖 省は 改名 か 

〔八日】 が殖 省は 新政 省が 新を 
省と な 名され る 善で をる つ 

資易 局長 內 をす 

(八日】 八幡 製鐵所 理事 贩賣部 
長 立 お信郞 氏は 貿易な 長じ內 
をした。 

タゴー ル 翁 講演 


【 A 日】 東京 朝日 耕 節は 講演の 
ため タゴー 八 翁を 招聘した が 
翁は 之を 快諾し 朝 U 會館じ 於 
て 五 巧に 頁 b 講滿 をな す ど。 

山 旧 代議 ± 轉黨 

t 八日】 新お縣 選出 化 議± 山 田 
义司氏 〔前段 政黨〕 は 今回 政 
ぶ會 じ乂黨 した。 

藏相 園を じ說明 

〔 A 日】 一二 ±藏 相は お 園 寺を を 
訪問し 『を 解禁の 影響は 極め 
て 薄い』 ど說 明した。 


政府 公債 策ー變 

〔八日】 政府のを 債 政策 一變し 
てお價 吊上げを 打 切ら ボ價の 
数を を 巧く ため 贼 憤ぶ をを 貯 
めて 置 < 方針で をる。 


新稅賞 施されん 

【八日】 宮悅縣 のな 釣棵 、山 梨 
縣の娩 風機稅 、ー蓄 音楼稅 けい 
づ れも寶 施の 驗樣 でぁる。 

同志 社線 綾解决 

【八 扫】 旣帮 、巧！^ 间志 社乂學 
紛擾 U 化 輩の 幹ぶ じよ b を 着 
したり 


米 人 記者^ 演 

【八日】 束 京 日 0 新\ 舆义 部で 


は 力ー ネ .サ ー か 蝴< 


通信 新聞 記を お光迎 中の S 名 
± を 招き 十- H 講^^を おす 
が轿 顧問 新 渡戶博 ± で 之が 司 
資 をなず ミ。 

鐵道 顧問 更？ る 

〔八日】 膠 濟錢道 顧問ぶ 玉國雄 
氏は 期限 滿 期の ため 2^ 朝し エ 
を 场長香 川 學氏其 後任 一た らん 


隨筆 


紐 育 巧 進 

佐々 木 指 

〔一〕 

サウス フユジ 1 から、 3 ザ 力 
!ス 迄、 人 觀を峭 きつける ザブ 
ク ぶ ィ 。氣疆 なニュ ー 3 ! ブ 
兒の氣 質は あれ だ。 地 ドの」 ら 
やみの なかで、 これけ 素敵 亞 f 



ベ 1 ス ボ^ — 少の ダ！ ム だ。 3 グ 
タ^ ス から、 サゥ. スフ エリ- — I へ 

叩き 返す 人間の あたまの 數 0 一一 
スピー ド だ。 スビー 丫の义 巧 
だ。 タイプライタ！ ガ！ かスみ 
指の 早 さょ。 おい ホね •ァイ、 一 
ラ ザ， ユーの 返事が、 チョ ブ空 一一 
お （れ たので、 ダ ー 作は、 外の 
男の 胸に 飛びつ いた。 こもらで 
おき あ 寸攀骨 .が-*,. おを ければ、 
向 ふの 拳骨は こもらへ 飛ぶ。 萬 


事スビ ドの ニュ 


ク だ。 


スビー ド ごは I 體垂體 如 河な 
るち の だ。 ん顆が 時間 どを 晒 ど 
を 征服し やぅ ビ する をのが 態な 
んピ。 

いや、 人間が、 時間 ご查 間色 
を完 をに 征服し 得る りは ホ ホ 永 
劫 巧ない じは きまつて なる が、 
しかし、 人間の 慾 留の終 おはを 
こじ あるんだ。 

なんピ奠迦；^こ 芭ではないか 
死の 化界 じは 時閱ら 空間 i ない 
の だ がら、 時間 どが. 商を 征服し 
たければ、 巧ね のが 一を あおだ 
S を ふ 人が あるか も 知れない 0 
然し、 を こは でう だが をらない 


よ- 


巧んだ 先 じは、 お 限の 陪閱 


無限の 空間が 鐵 ぃてで U ぃと も 
限らない。 一 

な 自身の 經驗 じよ-一 0 ご、 巧は 
時 巧 空間の ち 無を 超趟 して ゐる 
の だから、 死を 持 七 苗して しよ 
へば どんな 問題 だつ で 間 題 じな 
らつ こない。 大きな こどを 云 ふ 
な。 お前は 巧んだ こごが ぁるか 一 
ご 云 ふ 人がない ごも 限らむ いが 
巧んだ ことが もる じらない じ も 
なぐら ゐ 、よく 巧 0 人間は 先づ 
少なから ぅご 思 ふ。 

巧 ご 云 ふ 問題を 擔ぎ 出して、 
時 聞 空間のを を 論 やる のは、 了 
度、 巧 光線と 云 ふ ホ 曾 有の 物質 
を もつ て、 あら ご あらゆる もの 
を 其 光線 ご 同質 じして しもぅ の 
ど 同じ i だ。 人間が 死を 饰 服し 
た曉 じは 兎も角も、 さう でない 




限らは、 巧を 0 つて 時閒を 間を 
征服 1 やう ご 云ん 講 論は、 却つ 
て 巧 間 空間 じょつ て 人間が 完を 
じ 化 服され てし まう であらう こ 
どを 盧 ホす ろので ある。 

時間を間にょつてん間：^^征服 
されるど云ムことは、 义巧^一巧 
戾ら をして 巧 蠻じ狀 態になる こ 
ごで、 人間が 時間 巧 間を 征服す • 
る こごは をの ほおの 方向に 進 レ 
こど だ。 つま b をれ： 文明で あ 
る こスヒ ！ ドの 义 明で わる。 巧 
の 反 對のホ 向に 進んで、 宇宙 じ 
巧な からし わ る をれ が スビ！ ド 
の巧點 だ。 

空間 ごを ふ もの じな、 長さ ど 
幅 さど、 窩 さがを る。 スピ ー ド 
は をれ を 縮めて 結局 一點じ 持つ 
て ホ やう ご 云 ふので ある。 凡て 
の； 5 ^ 間が. 一 點に歸 してし まへ ば 
を こじは もう 空間は ない。 スピ 
— ドの 最大 頂點 じは 時間は ない 
人間の 义 巧は、 をの 一點じ 向つ 
て 進んで ゐ るので わる こ と は 明 
かで ある。 それが 即 - 1 ^ ニュ 13 


ク である。 マンバ ツ タンで を 
。ス 々イス クン— パ 一である 


シ •*— g ト ス 力 ツ で る 0 
化ての ものは 一點 じあつ まる 
を こじは 時間を 間は ない。 を こ 
から 人間の 文明は 窠四 次への 化 
界を 創造す るので ある。 をれ は 
物質の 地盤の 上に 建てられた 精 
神の 义 明では なし じ、 精神の 上 
じ 置かれた 物質の 文明 だ、 をれ 

が ブロ ドゥ ェィで ホみ、 ナィト 
俱樂部であ>、 シ ク K タ ッ キ 
ング であ 6 、 マジェンタ 色の タ 
プ ブス テッキで ある 0 

スピ！ ドは 物質の 約束を 超越 
する。 さぅ してを の 物質を 精神 
めと じ 積み とげる。 精神の 上 じ 
空間は ない。 を こじは スビ] 
を 巧て 趣 縮すべき ものは なじ 
ない。 衙 神の 上に 構み 上げた 
質は、 つかまへ やうは ない。 
つで まへ たど おへぶ、 物質の 堆 
積^み は ホじ殘 るが、 精神は 指 
の 一^から 逃げて しまう。 をれ が 


ニ！! — 3 クポ！ 八で あ b 、 バブ 
タ 也- ク •ラブ アフュ 1 アで わら 
ド ダンスで わるので ある 0 


3 I ク 春秋 


♦づ シヵゴ H 本人 靑年 會じ大 
食堂，^ 出 ホ 宿泊の 準備 も 完をじ 
なつ から、 今を 邦ん の 通過 者 
じして ザ 人 ホ テ 八 じ 治る をは お 
鹿に 非^ やん ば 阿ち』 n 日米 時 
報 シヵ ふ 巧 信り でぁる 相 だ、 こ 
れを 正氣で 書いた をは 恐らく 馬 
じ ホら やん ば 鹿の 類 か。 

♦澤 5 ^節藏氏をニ ユ 3 —ク總 
領事 じ一^ 旨 『正 巧 一二 日」 の 時 
電じ見 ゆ \ 本社は 東を 及びを 港 
叉 化 じ 間 せね が、 をん な 報道 
け 一向な 心 ご 云 ふ、 まだから 無 
袖傳 信だク たか も 知 ゎ 《。 一 

♦不 戰條 約の 責巧 f 膨れた 內 
船 玉去權 、辞職を し 巧な あ 
をで 内閣の 位 廣も危 いご ゎる、 
不戲傑 約 じかが ついて 風船 玉が 
破裂し さぅ t ♦お 0 

♦中央 亞細亞 、人跡 稀な 地方 
をは フ ー グア） 大統領の 戰時中 
じが々 救濟 から、 フ ー ゲア ー を 
なて A 煩 じ 食を 與 へる ジャ キア 
ンブ へて 居る 化 だ、 モン* 

1 •ビず ネスの 煩。 

_.1 一. 





大紐育 

一九二 九 年 版 Y 近く 發巧 

本社が 露に 編 送を 巧いた しました 『乂 紐な』 は、 幸 ひじして 
江湖の 湧く がかき 巧 を 博し、 をに をが 一册 巧ら ゃ資 切れ ごな 一 
なまし じ、 化て 本社 ^ 滨 一版の 巧容 をを が 新た じし、 貫 数を も； 
ち 加した 千 乂だサ 化 年 放を 新に 登け f る こご {な b . ました、 正 I 
確 じしで 直つ 巧ら しいが 計 ミ 事 賞を ぶ 礎 じして、 刻々 錢 化する 一 
巧が 『大 化育』 の眞 巧を 傅 ふる じ逍が U きこ ごを 巧して 居- - S ' ま 
す。 がは を 潰は .\ 

豫約申 注 者に 限りて j 

特價と 十五 仙 

發刊 後の 御 鱗 買には 

を 價金一 弗 

£ 致しました、 を かじ' 豫約 御中 込みを 希望いた します。 

夏 十 is 紐 育 新報 社 
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關稅 引上げ 案化づ 

砂搪 その他 媛 作物を 中 也 ごして 
木綿を 皮 建築が 料化學 工業 お 等 
農 闽ご產 業 間 互にい がみ 合 ふ 


巧 巧の かく 久しくを ホ國 下院 
歲 乂委自 食で 討 誰 中に ぶして 居 
た フーゲ ァー巧 内閣の 曲 巧 引 上 
げ巧 まは 去 义八巧 一二 千 字ょ b 成； 
るを 文 のらの じて これを 印刷に 
附 したる 上と 日附を 0 て 

發表 を 見る じ 至つ たが、 

巧 まは 大体に 直 b フ ー ゲァ ー 大 
統領の なをを まんじ 農 か 顿を中 
•む どして 一部 お 造 おに 巧んで 居 
るが、 就中を 員を で 最もが 藻の 
中必 どじつ て 居 じが 糖挪抚 は、 
キユバ 巧糖舊 ホの 一仙よ 雨 ホ 毛 
二封を) を而ニ 厘に、 揺 糖 一 
一 化 化; SH ちを ニ 仙 八旌じ 引上げ 
I 政府 側で 重を 賊 しつ {を 6 しフ 
キ リッ ビン 糖の 徐乂制 化は 化が 
I どして 無 制披ど 巧した 巧-をな 
一る 度が 脚 巧では 毛皮、 楠 お、 ホ 
大根、 大 が、 玉掛滚 、白米， ク 
リ ー ム、 牛乳. 豚 等 じ 見ら お ト， 
製造品 にがては 木 楠 類が 一を じ 
吊 上げられて ホ 類に も あぼ ー を 
'巧を の 化ち 械 物を 始め ごして 

絹！！ 一物の 一部、 をら . i 化 
學エ菜 品等に ぶんで 居る が、 特 
巧の 彭嚮 を歧巧 蒙る 闕 家と t て 
は カナダを 始めと L て歐 が、 を 
讲 を、 H 本に 對 しても 化 具、 陶 
器 類、 糾 織物、 木棉等 じがて 影 
蠻を ずくべき か、 同時に 大統領 
の鹏稅 制を 權を獨 大して 關が委 
員 會の權 力を 尴大 する 外、 巧國 
ょらの 儉乂 ィン ゲォ ！ ィマ*! し 
て拉 息に が 惟を 化廉 じ見賴 ゎし 
もの、 成 ひじ 外 図の 生を 豐か小 
明。 る赖乂 おじ 割して ア メリ々 
お 巧の 賠 がを 基準 どして 課 おす 
るの 權 利を 大藏堪 にが 巧 寸る賊 
税法の 修正案 も 猪 出され 居 も、 

今 凹み 顯稅 引上げに 洩れた 制ぶ 
ま 難ん 輸入な に掛 しては 

後 曰 こいを わめ 部-しがて 
巧を すべきが おを 示して 居る、 

而 して 右 1. 脚聯 -、、 下院 歲乂委 

良. お ホー’ レー たは ステ 1 トメ ン 
トを發 もし 『ァメ 9 力の 繁榮は 
をのが 誰 挪稅の 引上げを まも ァ 
メリ 力の 生活ぶ 準を がかに 維持 
すべ （ちを の 上 おら 愼 重に 諷巧 
したお お」 して、 巧 巧 願 税法ょ 
b 半. じたみ 閒 仗び 外 國 じが パる 
媒巧狀 態を ら充 かに 討究 L 引ト 
けの 鮮樹も 化 ホ 大統領 じょ b て 
臨機 應搭 じが 吿 さ；： たる ものを 
ー莊礎 S 中、 むじ 加へ た-' ので、 巧 
- 外 じ 對 して 械 めて をず U る 巧を 
- である』 ご 目 讚し、 巧 お 颁础侧 
一 どしても 大化 じがて この 

•原案げ 徹じ 巧め つ/' かる 
•か，) 方 じがて このが 關稅 おじ 
.對 して 个滿^ 朝を 巧つ て— 居る か 
ずら 勘く。 い、 即 もで 掛を栽 巧 
地、 的が & び 機 楽を 中必 ごする 
新 巧 州を の 出み 油： 回を であつ て 
ぶ 好の 所謂を 隅が SW ゎち 中に 
は 做 機の 撕稅引 トげを 始め どし 
て 一部 おを おの 引 トげけ 却て 巧 
をを で ホ ら、 農 W のな 檐を 巧す 

おじ 農 お救濟 のぶをを。 さや 
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ど稱 ずるに 反し、 新英 州の 機莱 
家は 今间 の 化 誰 率を W てを-^ じ 
手 0 るいご 叫んで 居る がかき 現 
あけ 農 楽を 業の お抗が 生んだ 顯 
まなる 對照 じして、 この 外 巧 部 
出身の 進 ホ 派を がじ處 する 證員 
もこの 際 結 来して 政府の 棵瑞な 
るを 業が 誰を ホ 難して 農が の 救 
濟撒 巧を ホ 張ず るた めじは、 黨 
じ與 して 反逆 的 U 巧 動じ 出で ま 
じき 

形勢を ホし お あ ホ 曾ち の 
訟戦 をを 中る じ まるで あらぅ ご 
豪語し、 巧 年 タフト 大統領 時 巧 
じがけ る 關巧锁 じ 化る 黨の 失敗 
(千 乂白十 年) を 繰 返す じ 至らん 
かご 期待され て 居る が、. 民ま黨 
側では 本關稅 案の 討證を 自由 討 
證じ附 して、 を自の 修正案を 堂 
堂 溢會じ - M 程せ しむべし と静ず 
るに おし ホか黨 側では 十 n じな 
集すべき みか 露講 員大 會 じて 討 
護の 據 ぶじ 就て 黨の 態度を 定め 
ん ごしつ t あるか、 共を 黨 W の 
ホ 平を 子が をして 黨 幹部の 意志 
じ 服 化して 喊擺 なる 修正を ホめ 
ず 今晚時 溝會も 無事 じ切拔 かし 
わる や 巧 やは 深き 

疑問に て おじ ミネ 一 
か 出身 慈 旨 0 かき 巧 ド お 義 _ し 
はか 帛 する W 稱し居 ら、 運動 タ 
鍛 では カン ナス、 ィ プノ ー ネ、 
跑化 ダゴタ 、アキ ォブ 、モン タ 
ナ 、ネブラスカ 等の 農 集 如 お 身 
楽員 も 巧 證の怠 化ょ bL て黨の 
協溝會 ぉな 恵 じか 席す る 模檢ち 
ホ b 、 化て 本案が 正式に 下院 じ 
上 おさい、 をら じ 上院の 採證を 
經て雨 院協畿 會に移 q 最後の 决 
をを みるに まるまでは、 幾タの 
修化 案が 雨 巧の 巧 如 如く じ 提出 
され 自然 會 期の 延長を をる に 至 
る やら なれ やミ觀 測す る 者 ぞく 
現じ おホ谋 領釉ボ I メ ー 氏の 如 
き ホ か 黨じ對 （て 『今回の 關稅 
ま 討 證に對 し 委員 貧は 過 ま四備 
巧に 豆る 

日子 をした 位で あるに 
も關ら ホ、 これを 上— も^して 一氣 
呵 成のに 臨が 講食 ホが 爺を ずる 
等 ごは なての 外で あ 4、 ホ数黨 
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昨夕 當 地を 出餐 、祖國 アキ 八 ラ 
ン ドを 背教 じ 撮影を、 巧るべき 
シ ーズ \ じは 音 樂會を 止めて'^ 

9 クッド じ お （ベ < 、フキが. ム 

は 巧 年 二月 頃 お 切の 绪で 氏が 得 
意ィ J する 民謠 をぅ んご叨 ふこ V 」 
になつ て 居を が 

『寫 梟は 戀濟拔 きの B マン チ 
プクな もめ じする 绪で 、若し 
愛を 威 やる 穩な媛 面が あれば 
それは 僕の 聲 だ』 

ど 語つ て 居る、 拘ほ 劇は トム • 
バンー 若が 執筆す るは 中。 


釣 篇に排 目 

化し 加州々 會で 

ヵリ フォグ ニア 議會 では U 本 
ん 排斥の 落 も こぼれを ひろぅ 犠 
なお 獵 禁止 案 化 じ 魚 釣 ラィセン 
スニ 十五 弗 値上げ 案を 討議し つ 
つ あつた こどは 一般 岡 知の 事で 
あら、 必 ある ものは 苦々 しい 事 
だが、 まさか こんな 無茶な を ま 
が 通過す る やぅな 事は あるまい 
ど离 をく i つて ゐ たので あつた 
が、 何處 まで 人を 馬鹿にして 着 
る 加州 下院議員 等は 去る 一日 歸 
化し 能は ざる 外人に 勒 しては 狩 
獵を 禁止し 互つ フキ ッ シング • 
ラィセンスは 現 巧の お 弗を 更ら 
じ 二十 五 弗 じする W いふ まが 通 
過して しまつた、 上院では 之を 
でう 取扱 ふか 不明で あるが をし 
之が 通過した 曉じ はな 加州 數千 
の 同胞 太を 當 じな 大巧 擊で をる 


野 澤吉王 丈獨演 

X しく 淨瑞璃 敎授の ホ じ專ら 
力を 盡 して 居た 野 澤ま王 ホも脾 
两の 嘆に 堪え や獨淸 會を醒 さう 
云 ふこ どじなら、 ホる 十六 日 
(十' 曜) 午後 八 時半から 西げ 二十 
S 了 目が S 十九 番の河 添 旅館で 


I も あるから タ數 M 好 者が 聲援 

する こごで わらぅ。 

日本 をれ で これで 
東京 特電 h 九日 發 
惠 まれた る 一人娘 
橫濱 取引所が 鈴 木 源み 郞 巧を 
擺》 J しす (か 一) は 遺産む 万圓あ 
化 引 所員 ど して 承認 さる。 

大杉 ぁやめが 病死 

震災 當時 無政府 ま 義者大 おを 
とみに 殺され わす 供のを 親で 大 
が榮 3 妹に 當る大 杉め やめ 肺 
をのた め 死ました。 

猎天未 じ 人 支那が 

な宮崎お天氏ホむん っ-^^モは 
丘 夫が 孫 逸 化 ご 親ぶ であっ た關 
巧と 關賓の 待遇を 受けを 息 龍 か 
巧 ご おに 移靈 をに 列席す V 」。 

藤 原義 江 巧 日本へ 

聲樂家 藤' 原義 江 氏は シベリァ 
I 經も歸 朝の 途 じっき 十八 H パ 瓜 
I ピンに 黃す 》。 

授業 巧の 値上 反對 

大學、 專巧學 校、 高等 學校生 
輿論 じな つて 授藥巧 值トげ な 
:學生 聯盟を 組織し 東大 學を連 
で 巧く 準備 會を 東京 か 京都に 開 
當 である ご。 

陸軍の 制服が 變 る‘ 
陸軍 制服は 十 巧 一 H から 變：を 
r れ るが 巧 制服け 暗線 色で 巧 襟 
み 外力 クシ や、 帽子の 赤い 鉢を 
.化なくなる、 兵 巧 别の標 は、 從 
巧のを で 則け た 化り に步 兵は ラ 
ィフ ^一十ぞの徽章、 砲兵は大砲 
十字の 徽章 どな 6 下 ± お 卒の等 
渡は 肩章の 化 6 じ 左 腺 章を つけ 
ぶこ どじな つた 0 


觀 


運動界 


ホ 加 盃戰と 

H 本選 手の 消息 

アメリカ 巧び カナダの デビス 
盃豫戰 は 愈々 ホ 週 木曜日ょ らモ 

ン トリ*— 瓜の マ クント •ロ！ ヤ 

八 俱樂部 n 1 ト じがて 擧 巧され 
る こご/' なら、 ホ國 側は まる 日 
曜日、々 ナダは 先週 ±曜 目 ホ々 
選手の 顔觸 れを發 表した、 米國 
選ず は ヘン ネッシ 1、 ゲ アン ラ 
イン、 ア 9 ソン 巧び 0 ット ごて 
米國 ラン キ シグの 鑽 S な よら 第 
六 位 選 ホを U て當 て、々 ナダ 側 
は 化に よ b ライトと クロ ッ々！ 
を 筆頭に" ムごン イン ゲイ グの 
四 選手 V 」 巧定 して 居る、 陣 をは 
勿論 ホを ト * る も ホ 圃はゲ アン ラ 
イン ご ヘン ネッシ！ が單 試を じ 
カナダは ライトと クロ ッ 々1 が 

單 試を 戰を懼 ふす 事は 殆んど 確 
實と 云つ て 差 支へ なかるべく 年 
ホ 組の 米國 選手が 敵地 じ乘 b 达 
んで でれ 程の 成績を 擧げ 得る か 
は タ大の 興味を 0 て迎 へられて 
居る。 

个个个 
米 加 デを 豫戰の 勝者 ご 來るニ 
十 S 日よ を チェ ビ— •チ ユ—ス 
じがて 顔を 合な せる 事に なつて 
居る 曰 本 化 表 連 手 恩 旧、 を 部の 
兩 選手は 先般 南部 轉戰ょ b 歸紐 

な來 連日 ウ五 スト サイドの コ！ 
じがて 猛練習を 賴 けて 居る 太 
田 選手は ホ 週 巧々 よ b 來紐 しじ 
上 ま 部、 恩 旧 選手 じ 加は b 勢 揃 
ひした 上策 戰 をみ する 事に なつ 


て 居る が 最近 太 田 選手 ょらけ 情 
巧 じょれば 太 巧 選手が 余ら 巧 意 
VJ しな かつた 複 がを も 昨年 よら 
今春 じかけ て歐洲 じがて 練な し 
た 結果 可なら の 自信が 出 巧 化と 
'るふ 吉報を 齋ら -3 て 居る。 


ゴルフ I 顾技 


が ニ 入が 一驗ゎ 

靑葉會 の 巧み 競技は 明 H をけ 
される が、 ホる 十 化り じは ロ 本 
人 ゴグフ 協會が ラウンド •-ビ 
ンじ 移り アス ベリ' 1 で 前回 巧 井 
盃戰に 出場し じ 連中で ネツ ，の 
成績が 好かつ た册 二人を 選んで 
一騎打ち じ 移ら、 朝の 中に： ホ 
A を殆し 午後の 試合で 八 人 V 殘 
す こど じな つて 居る が、 協ち の 
み 勝 戰はホ 月じ擧 巧す る- 
な つて 居る。 



れ人 I 

(宮城 縣) 水 橋武雄 (長 野縣桑 


原ず 人 (同) 佐 伯鎭雄 _ 廃 島 


縣} 中 树榮ニ (岡〕 渡 邊お巧 
京 巧) 古澤 巧么巧 (和歌 か 


後藤 甚 之を 
ま (山 ロ 


(おお 縣) を 下善么 


東 

驟) 


縣) 德お猪 h 一郎 


本 縣} 函村劳 喜 (鳥 驭縣) 魔 勝 


熊 


野 


衞 (山 ロ縣) ぉ甚ま (愛 盤 
潰 ぉ常晋 (か 歌 山 膝) 化 本ぶ. を 
{鹿 琼島賢 國上時 愛 (愛 逸樹) 
ホ 松 A 長 焼 縣> 池 旧巧藏 ま：. 


(熊 本縣) ず 井深 (福 岡縣 )• 


义伊度 次大嗦 ナダ メ (爱知 


裳 


縣) 畏崎 1 柴巧幸 一二郎 
酸 ぉ) 西 源太郎 (を 庫縣) 一 藤 
木 喜 八 (漏 岡縣) ホみ 農 造 三 酌 
お 育大學 心？ を 八 木 郡 や (廉巧 
島縣) 木 5 ^ 常義 __ 
ちの 者に 通知 致 度き 儀有ク 
お 間本ト 若く は 知人ょ 現 
化所韵 通知 願と 候 

離 育 矯國纔 領事 嶺 

I 

1 漂す ミを ミ Nes ジ rk C き 


目 本 譜魏披 桂義次 

I 呈芸音 II 田 ミ 一. 吉 usm li 
巧 畳 舌 ミ sifle 呈 ve , New York 量.： 


成功の 秘談 r 

米 國式巧 語を 話丰事 


3 J - S 

h h 
u な 
aft を 

r 

が^ 

b む 


8 

s 

r < 

B - 

■s 

Hu 


化 

■I 


は 成功の 第一義です 
本校には 日本人が 巧 
じ 慣れた 専任 婦人 か 
師を b 愁切じ 會ぶ盛 
信 义曲巧 語を お授し 
主す。 H お 週 U 共に 
午前 化 時よ b 午を 十 
時まで 開 巧し 一 レー 六 
スンと 十五 化づ 
今日 直 もじ 來め あい 


[ rptK . 





日本 職工 も 同乘し 

飛行船 \ 太 洋横斷 

十 丘 B には ド 井 ツを出 發の豫 を 

ハ ワ井經 由て 日本の 空に 雄姿を 


ま 京 特電 十日 發 n ツエ ペリン 號の 化み 一周が 巧は 愈々 六月 ホ 
を おて 巧 巧す る こごに なつた ので H 本で を斯巧 給は I ニ菱で 契約 
をし じ觸巧 上" 本峨ェ はこれ •か 見を を 兼 わて T メリ々 への 飛行 
じ时乘 する こど I 。 つた。 

巧 一-十五 他、 一キュ ビック 吹 四 


ドキッ かお：.； 誇る ッエ ペリ 

伯號の 化が 一周 飛 巧じ關 しま 

る 化 H 附ん ヮシントンを 電帮に 

れじ遞 信 おに 逢した 巧 ドキッ 
大巧 能' レッ S ペリン 化號 S た 西 
が 横斷ぶ S 月 十五り を W て 

决 巧し 例に 化 b ニ ュジャ 
ジ！ 州の V 1 キ 1 X ト •！ 到着 
I 旦ドキ ッじ歸 還 飛 巧した 上 巧 
び太巧巧をお切らてレ！キ'^! 
スト じ ホ >、 同地を 极據化 ごし 
て 愈々 化が 一巧 八' 飛 巧に 眷 ホす 
ベ'.、、 ユ 1 ゴ •エック ネ 开博± 
は K ィリ 力 1 ら様 巧を 地に 勒ず 
る郵波 物の 搭載を を 蟹して 居る 
一が、 H 本への 嚴跡飛 巧は を來許 
劃した 化 方が 空路を 錢 をして レ 
1 キ ! スト よら アメリカ 大陸 
を橫 跡して サンチアゴに 必をご 
あれ じ 降下すべく、 をれ ょち 太 
平洋 征服の 第一 ホ どして 化づ- 
7 キが島 じがび、 W 地を 經 由し 
て 日本の 空 じあの 巨大なる 

雄を を现 はす じ まる 模揀 
で、 今 ホの 太 西が 橫颜 じは ニユ 
ョ ー クの 商ん ホ 妻 や、 海軍 武官 
を 始め ごして ドキツ 大使 能 員、 
お 聞 記者、 遞信省 役員 專數ト 名 
が外截 巧、 小包 類 等を 搭載す る 
善で、 賴这 みの 貨物ら 一封 度 ニ 


タ クシー 的 1 げの 

命が 延びる 

一 哩廿仙 制 採 巧 

がの •キヤ ソ 9 ン課 稅どタ クシ 
I の お險料 一個 巧 十五 ホの 値上 
げで 化界で 一番 低廉を 謗る-一 ユ 
ョ ー ク ホの タ クシ 1 乗車賃の 依 
上げが 近い こどは 本が 5 旣较し 
た 所で わるが 

約 一巧の タ クシを ま 配して 居 

る チ エツ々 1 、 バラ マウント 

ェロ ー 等のを 會化巧 表け 重ね 
て會 をの 結 巧、 この 隙 面ら じ 
値上げす れピ 他の 獨ホタ クシ 
1 をかず じ 一 唁嚷が 持 七 上る 
ごい ふので が 上げは な 一個 巧 
延期し 

舊 巧を 6 の 的 段で-- の 新ら しい 
を擔 じたへ 得る や 巧 やを' なすこ 
f になつ て 居る が、 ネ闽 の經費 
增 加で 運 巧ず •い 新し < 負擔 する 
額は I H 九十 仙 じ 達し 居 6 、 一 
をじタ クシー が豎 消す る ダソリ 
ンは义 が 巧が n ン 、細が 二十 巧 
ダロンに 速して 居る ので、 一個 
8 をに おし 値 よげ をす ぃばな 巧 
最初の 一哩 十五 仙で ぁつじ もの 
を 二十 侦ど する だけに、 をのを 
の一哪 はお 巧の か （五 他 制を 採 

用ず. ベく、 ニユョ ークお 巧！ 万 

五 千の タ クシ！.^ これによ b 新 
收 入 巧 加は'. 年 じ 化な 万 巧、 一 
日 一巧 五十 化の 闽 をで わるが 
をを 化では この 際 ボのタ クシ 


弗、 猜低 運賃を 五 千 巧ど發 表し 
たが、 今 凹の ホ航 じは 或る 油會 
社み 宣 傅を 兼ねて 出發の ホの 出 
來索： 1 船中ょ 6 フ ラ ン ク《 - 1 コ 
八 ソン 氏 か W ABC じ 暗ち で電 
信 ふ， アメ 9 力 大陸に 接 あすれ 
ばを 巧 ニコ^ ジン 氏が 船中から 
ラ* テォを 通じて 一々 放送す る こ 
ご、、 なつて 居る。 

倆乘 する のは 

軍人 かお 師 

一 ニ裹 商事 社 貴は 語る 

をの お 道 じ 勒し當 地 一二 菱 商事 
會 かじ 照會 ずる々」 『實 はこの 間 
題 じがいて は 日本の ネ 化で 遣っ 
て 居る こどで あら、 ツエ ペリン 
伯號が 日本 じ 飛 ホ ずれば 世話を 
引を けた ごい ふこと- I 就て は 承 
かし 干 居ます が、 お 員の 巧乘ご 
いふ-」》 一 じ 就て は 巧す です、 而 
かし 化 ホ 太 西が の橫斷 じは アメ 
9 々側 からら 軍人 や 技 節. い便乘 
して 居る ので t から、 是學を 兼 
ねて 大使館 附の 武官 か、 を ひは 
貪 的の 技師が 便乘 ずろ ごい ふ 可 
能 性は める と 思 ひます、 尤ら梗 
乘 ずると しても 今度の 化 空では 
なく 二度目に アノリ 力へ ホる 時 
でし やそ』 云々 ミ あつた。 

J 


■ 


1 監督. を統 I する 意 ホで タク 
シー委 貫み 任命を 請願し、 今 
後 巧一攻 傷害を 負擔 しない 會 
社に 屬 する 鐵 者には 鑑 化の 下 
附を お絕し 一面 じがて 乘 車賃 
を も 統一 せんど 計 劃 中で ある 


フアス んチ黨 員が 

世界 早 M り 

黃用約 ニ 千 弗で 

本紙 旣盛 のかく プ 。ンク .スじ 
永年 永 業を 營んで 居る イタ リ人 
で大の ムツ- ソブ ニ崇拜 者で わる 


帝 大の圖 書 寄贈 式 じ 

お 平 大使が 感謝. 

ロンドン A 日發 N 巧國 政府は 
震災で 燒 失した 束 京 帝 大の圖 
黨舘じ 對し旣 じ ま 量 化 一嚼、 
一二 巧 一千 瞄の 書物を 寄贈した 
が、 おらに ながは 貴重なる 書 
物を 寄贈す る こご i な 6 外相 
チャンバ！ レン 巧 及び 當 時と 
巧 お 千 巧の 書籍 購入 費を 支 ぉ 
した 勞風黛 前 首相 マク ドナ 八 
ド 氏 も 出 構して 寄贈 式を 擧巧 
したが、 廉 上松毕 大使は グロ 
スタ ー を 親て 殿 ドの 日本に 於 
を 歓迎ぶ b を 叙し 染國 政が の 
帘 贈した 書 糖は n 巧 巧 風の 親 
善を を徵 ずる ホ 化の 塔で あら 
ど叮 をに 跑 謝の 鮮を 述べた。 


ラフ ア エル •/ キラリ 君は 今叟 
ムツ ジリ ニ 首 祐じ敬 措を おすら 


.-ド> ; ら 
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Phone R がわ r 2 扣日 


Tiie Ba がが Taiwan, LM. 
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艮 enn 卽 son ! 刖 目が 巧 g Bui 诚 ng 
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用 等 じは 御 注文 巧 
祭 直 もじ 發送 する 
犧を 補を 量 グ' 巧淸 
がを 1 ) まず カタ ロ 
ダは 御 申 越 巧窠無 
化 じて 進呈 


臣 刪 THOM 巧刖 & GO., 1 化， 
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號を 十五 百 五 干 一 第 


雜 ま 巧 貪 _ 縱 _ 【日曜 : t 】 


日 一十 巧 五 年 四和昭 


四 


3 ご 


# 羅府 、を 港 出帆 (ホ ノグ^ 經 お) 

緒が を を巧發 

(午后 ニが 化 化〕 (正午 化 化) 

，これ わか 五月 十 よ 日 五月 廿 二日 J 
春が 化 五 巧 化 一日 六 巧 五日 齡 
西 比が 亞义 六月 四十 H ホち 十九 日^ 
大ホ 丸」 ハ 巧 甘 化 H と 丹 一 二日が 

# シアトル ぁ 帆 (午前 十 時 お 帆〕 K 
™ 一一 一島 化 ちち 十五 日 の 
j が豫化 六ち 廿义日 g 
靜岡化 と巧サ 六日 g 
橫濱化 八 巧 九日 以 

@倫 を發 日本 行 巧 化 J. 
巧を Ji ? 五 巧 十八 日 W 
箱 崎み ホち 一日 W 
白山 か ホ 巧 十五 日 ，相 
™ ▲が 育 出帆 臣を 馬經由 日本 行 貨物 姑— 巧 二回 A 
▲聯お 取な C 辭 社は 缺洲 巧、. 巧 ホ 巧 化に 田奈馬 
經由お モ浄岸 行を 絕船 含せ ミ おめ をり 巧 船 切 
巧 等 萬 事 御 便宜に 取 計 ひ 申 上 ます 
▲来 國鐵道 切符、 腐さを 等 fc 御 便を じ 化 計 ひ 申 
上まず 


一^^?? 


診察 

午前 十 時— 一時 
午後 四時— 八 時 
n 曜 午前 十 時— 正午 
急性 慢性 男女 疾患、 ほ 
膺 病、 化 液檢査 
タ 年の 經驗を ちし 日本 
人 じけ 特に 親切 じ 治療 
す 

健康# 斷 こお 

ドクト^ 

メイ ど 火 


▲鄉 里を 金 及び 並を を (無手 數 巧) か國 
爲替賣 買、 荷爲を 取組 化 立、 信用 狀發 
巧 等 一般 銀 巧 業務 御 便利 じ取圾 可せ あ 

餘 械臺灣 銀巧餐 出張所 

ち お 心、# ち ムち員 

ロ、 福 州、 厦巧 、灿 頭、 香港、 廣 巧、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 K マラン、 バタ ビヤ、 を 買 

カ^カ ッタ 、偷敦 、其 外摹灣 十の ケ所 


一、 資本を 壹億圓 (を 巧拂 &巧)- 
一、 橫 立を 一億 五 巧 五十 萬圆 

内地 本を 巧 U 橫濱 (本を) を 京大 阪 
神戶 を 巧 下 巧 名を 屋 

撥濱 正金 銀 巧な S ち 巧 

ホ 固を ち 店 U 桑 港 おな 沙ボ 巧を 
巧 化 世界を 國重ま 都 巿ュぞ 巧反コ グン 
ス有之 お 


‘ 住ぶ 銀行 


本店 大阪化 濱五了 目 
巧 育 支店 お育ブ C 1 ドク 五 1 巧 四十 九 ま 

3^,5„^,(東京‘横澄、名古屋、ま都、巧ち闲山 
パ 3 一 トー 尾ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 か、 下ノ顆 
地 支店^ 巧 巧* 小 倉、 巧 松、 巧タ 、乂留 米、 熊 本 等 
本 罰 預金、 擲里 送を 等は 極め 


本店 朝鮮 京が 

ち 店 お 張 巧は 日本 內 地の 樞要都 ホ， 朝が 
滿洲 、支那のを 地 及び 浦 结巧德 

朝鮮 銭 巧 紐 育 お 張 巧 

外 固爲替 一般 お 巧 業務 精々 御 便利 じ 取を 可 
申 上 巧 


藤本 證券 會か 

一般 有 借 おを ノ賣 買、 引を、 慕 お 
A 金融、 ホニ么 ニ觸ス こ切ノ 業を 

S 減 藤本 ビル ブロ i — 銀な 
級 育 お 張 巧 


觸诞麗 、雜 貨卸賣 

森げ ブタダ ー ス 


日本 陶お 器雜貨 • 

ラ厶 プ卸賣 

奈良 貿易商 會 
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シアトル お 帆 (午前 十 時) 
をら び や 見 五巧廿 1 B 
あら ぞな化 六 巧 十二 日 

るん どんみ (坡逮 お 祝 一 ホ另 二目 

ザ 一等 橫濱 一九 お 熊 / ‘」」 を 
おしば リず 丸. るん でんかは 一 五を 张 
▼一二 等 S 本 巧を 五 弗を 室 おな 造を 淚 室^^ 
▼御を 養に 依リ 一等 割引 往復切符を 巧を 可 お 

ロスアンゼルス 出帆 (午後 一 ニ 時) 
もんて びで を 丸 六 巧 一 H 
はわい 化 お 巧 十六 目 

▼一等 橫濱ニ HO 弗 おはわい み i にら お ー冀巧 
▼辖別 三等 B 本 巧 五十 化 鬼 ▼兰等 9 本 巧 五十を 邦 
r り 棲霍守 守良曼 巧が 養 寡 条藻ん 巧挣を 化り 侯 


k -プ \ ク お 五 百 個の 
トー ブ シク ゥォド ロブ 

及び スチ ー マ— トランク ホ 弗 五 

十 他、 九 巧 五十 他、 十二 弗 五十 
他、々 し 許 b 使用した 酸類 一 乘 
一二 弗 及び 五 弗 

8 芭-ぎ 一三 ve ., Co こ 害ぎ N - Y . 


Y じ 如 

N W 2 Y ^ 

山 晒 is 

爬 rl 帥 


M 

rc 

H 

T , 
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を 本を まな 旧 
拂这巧 資本を ホ 千 巧 旧 
賴立金 み 千 四ち 巧 旧 

能 g ご 弄 銀 巧が ち 支 巧 

本店 東京 巧 日 ネお區 本を 屋巧 五番が 一 我 
支店 ルが 日本 橋を 內 (1 
名ち 崖 京都 大阪西 (大 反)# 戶 
鹰島下 關巧司 若松 巧 岡長货 
上 巧な 致を 買 巧 水 


化 

L W か 

が C 

lili 

w:i 帖 M 
化邮 化-! 

邮 1-- I.S 

お M m 此 

Mr 

os むけ 


お出 入 巧替’ を 信 送を’ ホ 送を’ 旅 巧な 用が 
巧 業 信用 狀其化 一般が 巧 業 

ん 菱銀 巧— ま 巧 

お あを 金 (日本が 化 おず 數 巧-一 ォ 迅速 取を 
本店 巧を (定期を みノ 二種) 御 便利な 巧 
本 ま 店 東京 (本店〕 > 大阪 、お ロ、 巧 郁 


日本 郵船- 节社 (並 ニを 感道會 お) 

一 代理店 片禍 兄弟 蘭會 

乘 車、 ホ 船 切符 並 じ 小荷物 運送 御 便利 じな 扱 申しまず — 


貸家 ^^引-讀言ー 

. — ご ビユ- — テフ 作 •ン！ ヤク； 

! じ 面し 眺駕 巧き 化 魔 じ お ホ 
大 なる パ j ! キング ス ベ！ ス賃月 
良 五十 お、 委細け A . nuj 互， 
oor . 量 & F ぎ .，星—; N . J . 

巧 皆 入用 為 

じ 限ち 委雜は 左へ 御 照會あ k 
鈴 江 商ぶ 

だ吉 Broadw さ 巧 till 


貸 室 

八 弗、 ダ 1 


裝飾 綺麗の 室、 鼓 術 
完全、 シング 1 姻 

八 ニ 迎十巧 


正言 二 IRCL で 结吉 .里 th St . ，を 


夕 


ンク 


户 1 トマ 

ブイ ラ^- 
シ 弓ン トランク 


物と 弗 五斗 他ょ b 十二 弗 五十 狐 
SsUast 至 th Street \ 


遊資八.^^p償證#へ W 

◎ H 本爲替 一平 價ョリ 五雜餘 モ下リ マシタ。 
◎唯今 H 本 巧 地ノす 化 債、 株式 ヲ買乂 レ ル. 
コト ご 商 ィ典貨 Ij ノな テる ィ圓貨 ヲ買フ 。ト 

ニ ナブ マス。 一^ 

◎今 ガ買入 レノ 絕 機、 罐 賞、 が巧ナ 債勞、 
巧を/選 疋 ニが - 是非 弊店へ 抑が 談下チ 

繫 村！^ 券 株式 會社 

» 育 出張所 


真 場 女！"^ ム 旬き 

H 本 巧び 獨逸 匙な 具、 雜貨 及び 陶器 
類 等夏壤 向き 品を 部 お 揃へ 陳 巧して 
居ます から 御 ホ祕の 節は 是ホ御 立 寄 
ら 御. 覽を 願ます 

子 1 デル エンド シム ゾル 


； , 

I 城な 本 ドラィ グ ふ商會 

J - - 


- i- 

諸 ® 仲 賞、 禪販賣 

お 巧商會 


日本 陶媪黑 雑貨 類卸賣 

ザ 元ブ タザ ー ス 


夏 瘍辟品 特別 賣化 

夏瘍 、小賣 向、 ダ ー ム 向新 衙 到着 
精々 勉强 御用 命じ 應 じまず 
H 本陶瓶 黑雜貨 卸販賣 

命. 譜巧木 桃 ホ 組 

一気 E . ：16 を 皆‘ N . Y . 
Hel . Stuvve を nt ま 器— 6-7 


夏瘍 新 荷 到着 M 

精々 勉强巧 致 候 間 御 引 立願 上 候 

陶 破叢雜 貨卸賣 

.春 西巧會 

一 141 Fifth Ave , New ジ rk City 

一一 0 弓 ner を 21 st 空.！' el . をち nq 己 日援 90- 段 91 


夏瘍 向 = 新 荷 到着 = 

: 雜貨 、陶磁器、 ランプ 及を 等 精々 
一 勉强可 化 板 間 御 註文 被 下 度 願 上 候 

太洋 貿易 株式 會社 

Telef>ho 日 。 >lgonquin W823-5 

1 10 一巧 iif を A/venuo zew Y ミ Ik Qty 

ohica ち Branch W 27 马 .呂 adison St こ ohicago , s . 

Neg Er 一 gla 己 d 巧 S .- N •呂 asud 》 00., 菱 巧を ： tsd Sr 巧 os す 日 ga 男. 
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巧み & パ. I 
巧 邮 ‘-1 m 啡 

B 1 ^ 

F 加 d ， 巧 

論 謂 i 



夏場 向 品 

特別 廉價 テな テ 御用 命 ニ 
應 ''レ 可 ホ 候 間 御 引 立願 上 候 
日本 陶破器 卸販賣 

F. D •商會 

强ちホ 施 

IFed ミ ated oistribu すタ Hn ご 
35 W •だ rd ぎ Mew York 
で 一. Isrir ちち QS -3 是 7 


も 


1 


日米 文化 學會の 位置み を 


も 倫 比 巫、、 一 契約して 一二が 削 M 
M 同大 學の 圖書舘 一部を 使 巧 


^ て ロ ホ 义化學 食の 計靈 

しつ I わつ た ジャパ ニ] ス ♦力 
八 ホ ユァ •七 ンタァ は 古 偷比醒 
大學 側のを 員と H 本人 側の 委員 
とお 巧の 結 お 同大 學 ょら 圃書舘 
內 策が 文庫に 隣接せ る 四 一四 お 
室の ゥ キングを 一二 年間 提 おし， 
ストック,— ムの巧 用 自由なる 
上書 删類も 普 迪一班 的の ものは 
無 巧 じて 化 用を 許可す る 等 相互 
じ理解をる契約た結ぶ至どなっ 
てゐ たが、 總長バ トラ ァ が ± 1 
時 まを じ 罹 b A 院 中な b し爲め 
を 式の 許諾 書を 巧る じ まら ざ b 
しじ、 愈々 去る 九日を 式の 許諾 
書が 閒會ホ 事 角 旧 柳 作 巧の 手許 
じ 届いた ので 巧 田 巧は 

當初 の計畫 にを き 近日 中 
七 ンタァ の 開設 •圖 書の 備付け 
じ 着手す る i どなつ た。 バ トラ 
ア總長 始め 目下 ± 巧を じあき つ 
つを る モン ロ ー博± 、マク ペイ 
ン病 ± 其 他は 叙， むじ々^ チュア 
センタ アの 事業を 翼賛し 日本人 


侧 ご協力 提携 レて 追て は 別個の 
雄 築を なし 恒久的 施設を さむ 
ご ホ 導して りる が、 U ホ 义化學 
會け單 じ 參考圖 掌を 自由 閱覺じ 
供す るの みでは じ （、歷 お 部を 
附設し ちを 必 どして を 時化 
のを 巧を 聯 ね， をら じ 講演， 調 
査を もが ふべ <是 等は 柯等古 倫 
比 祖大學 の 拘束を 受けず をが 獨 
自の 事業 ごー て 進み 得る ので あ 
るから 

がな ち隨て H ホ 文化 學會 

のフ ヮンドに 依らて 維持せ ねば 
なら 《 ホ 第で 「をる。 巧 旧 巧の 事 
業じ街し東^义化じ造詣深き偷 
敦 デ， I •ユ キス プレス 强紐育 
常 廣員メ ー ンン 氏は 自己の 藏書 
約 一二 巧卷 をが 供 無償 使用を 諾し 
前 第一 高等^校 敎授 クレメント 
氏ら シ ラキで！ ス大學 固 書舘に 
巧し 歷 ける 藏 書類 六 巧餘卷 をで 
化 學會じ 供 一 可す る‘ i となつ た 由 
じて 日本よ. 一。 は旣 じと 千 翰を の 
圖 書が 到着で てゐる ど。 


都 船窩岡 丸が 

ハバナ 寄港 

度儉 送の 途銷 かる 
旣報 のかく H 本船の パ バナを 
港は 化 まじり 本戳 船が 受かした 
る 旨 岡 本社ょ b 當巿支 巧 じ 入電 
を b た 4 がを ホる と 巧 十六 日 お 
濱發の 高棉义 (八 千嚷) を 溝 一 船 
ごして パナマ 經 もの 巧が、 が 育 
線の化化のみ - がホ化がする； 
じかを した。 么 がた めキユ ーバ 
方面の 貨物は 一 呪 精換の 要な く 
隨 つて 碑々 の豐用 あび 手 數ぉ省 
i (のみなら や 巧が 諸 港への お輸 
送をなし持る£ごなら荷よのを- 
る 便宜 甚大 るべ し S 。 尙ほ 
右 第一 船 高 脚 見は パバナ にん 巧 
十八 H 着、 が肯 へは 巧せ 五 H 入 
港の 豫を じて 橫演 ，が 青 間の な 
化が h 數 じがて- バナを 港の た 
め特 r 脉 H を 要する をな く從巧 
ご略闽 一巧 度で ある ご當地 郵船 
當樂お U 語つ てゐ る。 

發 展計畫 中の 

柔道 俱樂部 

が 育を 道化 樂 部に ては 今般を 
貴總 筒を 開き 左 おの 如 <ホ& 十 
六 H (み 耀) 午を 八 時 ザ ょら 第二 
闽 進級 誰 お 試合を を 巧ず る 2 其 
化 S ヶ條 S 化を ホを したがを 試 
をには 白人 組の 宜漢メ ー ソン 君 
が ニが 斤 S 體驅じ 満身の 力を こ 
めて 四 級 試 驗じ出 煤す る窜 t 巧 
人 組の 一を 威 でんる ご 見られて 
在る。 尙 はの 現な の 道 旗 U 狹隘 
のた め 試合を H 食 貴な 外の 人琪 
'ホ错 巧は 豫め 書面で 西ち 了 目 一 
八 番事巧 所 宛 中 込 レべ しど。 

一、 道攜に ホる 蒼？ ス終 
; r ご 同时に 他の 廣き媳 所-し 移 
I 轉す 

I ニ、 を 員 組械に isb て 供樂部 
I が緻を 確が しみ 巧-し 幹部を 訖 
衝 L て 牌が を 整 ふる i 
一二、 恩 期 中の 巧を はを がを 段 
の ホ 蹲に 化ら 般 がする i 
四、 裝ニ间 進が 審を 試を を ホ 


南満 主催 晚餐會 

お滿 殺道會 化が 育 事務所 じて 
は 前 巧 事大 藏を導 男爵の ホ 紐を 
機 VJ し ホる 十六 H 午後 六 時 ザょ 

日本 お 樂部じ 晚餐會 を 開き ま 
立 もたる 人々 を 招待す る も。 

第 六 回學術 研究 會 

美の 敎會靑 年 部 ま 罹の 溝六圓 
學術硏 究會は 巧が 八 時ょり 同敎 
曾々 舘內じ 巧て 開 わるべ <當 巧 
の 辯 ± 及び 演題は 左の 如し。 一 
「傑 筋 あ鐵骨 コンク リ ー ト建 
築に 就て」 菊她巧 
「斬 禱經驗 の 哲學的 考察」 
第二 讓 、必巧 學的硏 巧 
大島 豊 


一二 輪 小 十 郡 氏 着 紐 

藤本 ビグ ブ P 1 々 1 銀 巧な 締 
役 一二 輪 小十郞 巧は 豐島キ と 氏 及 
び 岡 巧 東京 支店 員 佐 藤 勇 かを 同 
伴 本日 着稱八 i ズ ダェ术 ト—投 
宿しむ が 約 一ヶ月 滯 紐の 豫 を。 


な ムか人 


る 十 ホ 日 (木) 午を 八 時半 ょら 
舉 巧ず る； を、 併せて リ 巧が 範 
の 選を； j 始らを 棟 諸道 館 型の 
專修を 者を 定レ 

中が 裏 iff 氏 引卒の 

字團 情報. 

着 紐は 八 巧 下旬 

旣 r- 衛 I 報して 置い じ 前 巧 藩 ± 
中が 嘉 を ホ 宰の篡 S 固 學ホ海 
み是學 の 最近の 情報 じ 依れば 
本年は |一一 闡じ 巧れ て來 ホすべく 
其內繁 I ! 班は 定員 二 一十 名で を ホ 
及び 歲を 太を 見學の 目め じて 巧 
おは 心 十一 H 、 旅費は 卞 ホ巧圓 
を 要し I 中が に 自身 鹽長 どして 
巡遊す わ；： * るが と 巧 十 化 H 橫 
演發 八す ニ H 桑 港 着 加州、 アリ 
ゾ ナ、； テキサス 諸 州を 經て 八月 
十八 心 華府に 入な 紐 育には 八月 
廿一 かょ b 十日 間滯 なの 上 シカ 
ゴを經 由 化 巧 十四 H シャト^* し 
着、 晚香坡 、ゲ キク トタア 地 ホ 
を 見 ^ の 後 乂巧廿 一日 シャト ^ 
お 帆^が を 化に 巧 粟 十月よ 日橫 
濱着 fi 善で ゐる ご。 


お 網 火 使 講演 

ミ ゾリー 大學巧 聞 巧に ては 毎 
年 新聞 週を 催しを 國知 あの ±を 
招待して 講演 貪を 閱 きつ、 ゎ b 
本年は 創な サ 年に 相當 ずるので 
出淵乂 化に 出席を 懇請した が大 
使は ホ 人間 伴 闊大學 に 赴き 本日 
r 新 閒ど國 際 綱 係 JS 題 ド じ 一 填 
の 諸が をな す菌。 

ぞ東敎 諭 來紐期 

を 育 智識の 固 際 的を がご 硏究 
ごを 目的 ごして。。 ン ビア 乂學 
內 じ設昭 されて むる 國隙 敎肯協 
會 で'': 設立 W ホ かがを 固ょ ら慶 
を。 敎 育みを 研が 化と して 招聘 
しを 樹敎 ゎのを 愤 比較 硏 兜の 實 
機 V 擧げ ホつ たが、 よ 秋 モン。 
■を 巧 •か 渡 H の 際を 涉を 進めた 
おお 今 间巧网 から おな 高 師附處 
中爭 校を 諭を 東壽郞 氏が 硏兜ま 
どして 招聘 じ應 やる i ど ub 巧 
ぁホがす る^じ巧ぞしゎ。 


•小 畑 薰良氏 ホん 慶事 當地總 
領事館 囑托小 规薰良 氏 夫ん 方 ド 
慶事 もら 去る- H 男子 お ホ 明 ど， 一 
命名、 巧 子み じ 極めて 健 巧。 一 
參福旧 唯一 巧 今春 渡歐 せる 煎 
本社員、 獨逸ょ^英佛を經てま 
巧 下 巧 ロ！ マに 着、 ポンペィ 其 
他觀 ホの 後 ナポリょ b 乗船 地中 
海を 經て歸 朝す る 由 あ 信 あち。 
•藤 間貞司 氏歸朝 中の お巧洋 
巿 日本 貿易 巧會 ま、 アラバマ 化 
巧 じて シャト が 經由數 曰 前歸巧 
'♦サ 岡 廣太郎 氏 紐' 育を 良 貿易 
巧會 お、 歸朝 中の 處 アラバマ 化 
便じて 化程歸 紐。 ■ 

♦脇屋 義人 巧 前 美な 敎禽 幹事 
九 H 午後 出帆の ベ^リン 号 じて 
歸 朝の 途ホ 渡英。 

•が 東義 一氏 H ホを 巧 紐 育 支 
お 長化理 、大 隙ち 店へ 轉勸を 命 
せられ 本 巧 中旬 西巧歸 朝の 酱。 
•雲井 憲ホ郞 氏 津巧百 お 銀 巧 
常務 収締 役、 夫人 同伴 歐ホ 視察 
の 途次 化 巧 ホ 紐 コモ ドア じ 投宿 
♦小が ニ郎氏 東京 あ雄窠 誠を 
まる 六日 着 細 六 巧 一日 渡 歐の善 
，—^ 曠 說敎 

♦紐 育 n 本ん を 曾 
『巧の 化を』 淸水 牧師 
♦基督を 修道 會 
『巧 性 思慕』 椿 牧師 
♦日本人 美な 敎會 
『巧』 田 中 左 右吉 氏 


巧 桐ス ペシ や ル 

新 暮善籍 
お 讓次氏 著 

テキサス 無宿 

(か 一二 十 窓)】. お 0 
大 桃み 郎皮著 

ホ 穗浪 ± 

上、 中 一 •五 0 宛 

大衆 文 學を書 

巧 二十 乂卷 

か 術 兄弟 商會 


新入 巧 

觸蒲鉢 水煮 
綱 化 輪 水煮^ 
白魚 水煮 


桑 山商會 

ニ 4 EAST 芸 th MT ; 产 Y . G . 
さ 0 夏- Re 巧 ni 2 ニ 3- 寅 57 


東京 商 會特吿 


飛が b 上等 

白 

巿內發 達 致しまず 


米 評 一^が、 誘 


江戸 まへ 

む！！! 、し 每日ぉ ホます 

紐 育 束 京商會 

1 岩 さ. 雲ぎ：. G . 
ジ二星 al 堪 r 巧 夏 


興 講敎授 

溃 業は 午後 V 」 夜間 どで で ンメン 
をブ 1 ご，， ドゲ アンスの 兩樣の 
クラスが あらます。 參觀 希望の 
ホは 參觀も 出 ホます。 詳しい 規 
就 書は 巧 時で も 無 化で 差 よげ ょ 
「から 御 申 越 下さい。 學 をは】 

I 八 宛 Ti 寧に 親切 じ ィンスト ラク 
して 否ます。 殊 じあ 晉じ關 し 
は 特に 注意し 正しくす るを 巧 
^ 化で も稽み 致します。 授業料は 
ja 較的廉 くて をして ィンスト 少 
ントの 谭宜も あ b ます。 屬立 
|一一 十 年、 轟 信は 化て 左の 宛名 じ 
I 卿 願 致します。 

Acidr 畏 S : Education 吾 pa ュ夏 ni . 

West Side Y . 頁. G . r 

WIBWest 置す St . f さ rk 呈 y 


と」 


獨身 肴に 緊吿 

小生 商用 じて 五月 末日 頃 當化發 
首が、 シカゴ、 セント 八 ィス* 
こユ 1 オリ アンス 等を 經て巧 海 
棒 地方 じ 約 一 ニケ 巧の 豫を じて 出 
張 化 6 ます じ 就て 相 當資產 ご 地 
一な ある 靑年 じして 沿岸 地方 巧留 
巧 女性 VJ 結婚の 目的 じて 通信を 
节 を希駕 さる、 ホ々 は 御 申 越が 
身を 証明 用紙 皮び 注意事項 等 
送附 をし ょす。 をの 化 柯事じ 
でれ 化 现を涉 等の ほを 勉 めます 
から 御 相談 下された し 

平野 萬 便 社 

一 一吉 U ニ. 苦 i 

104 W . 84 th stuusquehia 78 空 



b 貿お 妹ま會 お 
TVa ぶ ng Co ., いん 

150 Broadway 
sphone Rector 1484 


— 兰其诛 ぶ身腊 
化理店 
髙 峰巧會 
20 B け adw 化 N. Y. Cl Tel. R 扣わ r 巧 84 
:3 加 巧： お - 巧 36 化 わ e., し i. む !] f 


が 式を お 赤 尾靖タ 
Akawo 怎 Co. ， LW', 

235 巧む 1» Av6h 
T el. Cale お nia 97 がぶ 9 


岳 巧 物 ぶが 巧を 化 - 


Asano Bu*san Company 

Room 801-805 
165 Broadway 
Tel. CortUndt 80 がぶ 052 


巧ホ會 おを ホ 巧 巧 
紐 育 お 張 巧 
I . Iwai 在 Co., Lt ん 

t Woolworth Building, 

i Tel. 巧 tz Roy 8 が 0-61 ぶ 2 


H 菱廣事 株 ま會社 
紐 育ま 店 
Mi ゎ ul>i ふ i Shoji Ka ミみ a 

(M け Co 、 いん） 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560.2364 


煩を 名會な 
お 育 支な 
Hara & Co., 

443 Fourth Avon 
Tel. Caledonia 7830-35 


日 ホ 生糸 巧 式を 社 
お 育 支店 
NICHI- 化 I Kil 扣 KW1) が W KA1SHA 

(NlCHi ぶむ のげ〇 CO., LTI>.) 
1 Park Avenue 
Tel. Aahland 6246- が イ 8-49 





を 0 



k 附 — ； て をの 實巧權 を 大統領し 
を 巧す るの 策 及 ぶんごし つ、 
あるら の I 如く、 政 巧 じがても 
反政府 派の 策動には か 當注自 し 

つ i ホ 6 く。 



を 垣 大縣も 入閣して ...！ 

近く 內閣の 改造に 着手ず ろ 

n 巧 次 新黨總 裁の 入閣は 依然 政界の 謎 n 
ー囊 特電 1 y 榮 II ミ SS は冀 —5 ミ f が、：^、 

: ょ 一二 段：； 眺測 がいは ぃて 居る、 即も 徹底的に な 造' 4 るか、 無 巧 所 大巧を 設廣 ずる 力 或は 補充 旨 
'なをこ 1 るか、 をの 一に y 為す るで あらぅ^、 相 當の犧 牲と拂 ふごら 宇 巧 一大 將の入 閲は實 現せん ご 
束を 特 ia ■十 I 二日# == 蚊 おは 不锁條 約の 批 滞を 巧 も おちに 內觸な 遣に 着手ず ベく、 ダ。 い’ タ！ 
を 殿 ドり 御 退 f 共に 繁け漸 占し くな つて ホ 兵、 な 顏けタ を ハ 巧 上旬を‘ か' £ 觀られ ミ 
の あち も于 淀が；！ si 、 ご、 居る、 即も政 お Q 1 部に 槽 へらる： 宇垣 大將 《が 滩畜說 は 怪し-*'* 
のでゎ^、 ^^^をの入跑ら今では政累謎どなつ了居を、 おしー豪氏が人閣しなけを內務大 
臣の i 氏が 装に V 」 入 替6、 專硬辆 じは 外を 畑 Q 4 が人& らし'--、 報 禁閒は 二の 點 じ^ 

こ 下 S 幕は 對支質 f 鑑みを 畜 C け— を 使 0 S 性が f ? 肇 II め 一 

進 一 B 立を 巧 節 & び 化審肖 人氣を 失つ て ホた』 ど 報じ マ 居を、 宵枯 はな 蘿內 《- 統一を き。 
る 培， i 前內 14 〔——巧 政 制度 蠢副 冀じ惡 して 親 if ‘へ ぐ？ 外に 載して 
が ホぶ} 课 じつ、 わる li ,、 民な 黨侧 では 日魯 漁が 岡輯の 热糾を 綱が 索亂 ご— て叫彈 する じみし 巧 
^面攻，毁の=^体ぶ巧を勉らずが、 貴族院の ) 部じは現內觸の幾會無視じ反おして諸曾政を擁譲の爲 
め 重 太を 志を お 明ず も模樣 である 0 

不戰膝 約を 樞府へ ー紋を蕾き ミを るた め、 をの 具 

まを 椅電 十二 日發 = 不戰條 おの 文句に 辭 しては 今 ぉ ほ 碑々 
の證 絶-い あるが なか t は 近 < 樞密院 じ 實際的 提案を-.' て 承認を 
お - J ると'」 が 足し K 、 おがでは 閒强 S を 巧は 帝 図 患な じ 祗觸し 
ぶ、 りみ U ' b す义 日本の 踐 策の 狠 本を 無視ず るので もない と 言 
し 1 なる が、 該 字句が 誤解を 招い じこ ミを 認め 批 お案じは 釋 
or 的义 f を 巧 入し では 栽 巧を 仰く こ i じ ホを した、 驛 明文は 锁 
る 输單で おが 並びに 内 旧 伯の 黃 なを 間は ない もの だと。 

I 政府 與黨 はも ご ょらぶ を 快し ご 


治 外 撒 藤は 

列强 拒否 

日本 再會議 提唱 

ワシントン 十一 二日 發 = 國務お 
ょら 波け た 報道-し 化れば 囊 r 駐 
ホ 支那を 使 伍朝柩 巧ょ b を那じ 
がる 列 强のお 外を 權撤廢 W 猫 憑 
を 受けた アメリカ 政府では、 寂 
にを 外 巧 權に關 係 深き 則强お 
巧 外を 宫 にみ 訓を發 してを の 意 
向を 探 b っ i ぁったが、 乂 ホに 
がて 則 强は時 朔尙早 ごして 拒否 
する の盧 志を 示しつ 5 わるもの 
のかく、 從てア メリ々 政府と 
て も 千 化な 廿ホ 年の ち那治 外法 
權撤 廢會議 じがる ホ 議の實 巧を 
支那な 府じ對 して 促進 ザる じ 化 
るであ^ぅ ご乏 はれて 居ら、 而 
して 日本を 府 はこの 際な めて 巧 
强を勸 誘し 會講 巧權 をを てつ 
をる も 右は 單に 日本 政府の 意思 
のみで ホ だ 正式 じ 具 化 化は して 
尙ほ 目下 支那で 治 外法 


じ廣東 政府が 中 化を 命じ わが 河 
の 阿 かお 引を 化 巧す る こ》'!^ 戰 
圆 中止の が 態 どなら、 を 地た 引 
揚げた おお も緻 々演東 巧 L 歸つ 
て ホた、 が ほ 中央 银巧 のがが も 
が 大を をを ホした けれ 化ホ戰 
ど 共 じと 割 五か朽 をまで L 礁し 
た ご。 一 


查証値 下け- 

フランスご 協定 

パリー 十 I 二日 發 n アメリカ 歐 
府は フランス 釀府ど 旅券の 溝 証 
料 値下げに 就て 協商 中で 心った 
が 愈々 が ホの 査証 料 十 巧 ふ 一: 巧 
じ 切 下げ 杳 証のを 巧 期間'^ 一が 
から ニ 年 じ 延長す る こと！ なつ 
た、 こむ で 旅を は隨 かと 姑 かる 
譯 でもる が 館が じがても^ へ 
少 ，キ！ 、ド キブ 、イク リ 、オラ 
ン ダ、 ス キスのを 國は査 id 料を 
全嚷 して 屢ら & ら今 簽歐查 
も 恐ら 畜誠躺 度を 廢 止^ 

牽 るで わらう VJ 0 


I を國 

一る じ 


j »v K 11 ^ -- - fTT*. " 

体 的 選考 じ 至つ ては 求 だ 查く何 i 權を靖 有する 画家は ィダ 9 ス 


改證 i で 



政 巧は でぅ する 

旧 中 首が は. 个戰條 約の お化批 
'准 方針 巧を を まつて をて 與黨幹 
部 ごの 雜談脅 U がても 岡趙 ごな 
つじ 內趙 なを、 玫務官 巧を 問題 
の 解か じ ホを 楽る 手 笛を もつ て 
近 U ホ 小川 留 化、 乂招遞 相、 鴻 
山 書記を 援 ，前 旧法 制 屏長屯 等 
レ對 して 

寄々- をの 怠 見を ホめ て 居 
- るが、 例の 專 巧みが 問題 じつい 
I 一て は 園を 訪問に わいても タホこ 
れ こ’ 觸れ たものと 見られて 居る 
一方が 巧 巧の 乂瞒 問題は 巧み 氏 
自身の H か 見 的 態度 ピ閣 內黛內 
:の强 硬な 勒論 > "影響して 今 ロの 
ごころ えづ 絕遵視 されて 居 6、 
哪 もがみ 氏の ん踞 じついて 田 中 
首 化のを 懲 おおた る條 おを 晰す 
，へしと G 新 蔵 侧のホ 销じ對 して 


せ や、 又 巧みを の 入閣を の もめ 
じすら 絕 掛化對 をを する-^ のじ 
山 本 農 棚、 中 橋が 相 等を 6、 無 
條 件入銷 ならば 必や しも 排斥す 
べきで；：：* いごの 論を 爲卞 もの じ 
小川 鐵 化、 绍拜巧 化 等 ぁるが、 

田 中 曾 相 じ おいても をの 楠 勢ょ 
り 推して 内蹈 

改造 じ 巧み 氏を 入閣せ‘'') 
わるを不巧ごなしつ S ぁるもの 
の 如く、' 結 商 この 際專 任み 巧を 
置く か、 をれ どもみ 错の 化を は 
今日の 隨 どし、 拓殖 大哲 だけの 
巧 命を 化て 化 造を 巧 ふか、 兎に 
角な をの 範圍は 漸が狹 くな つて 
巧く もの ど 見る が當 つて 居 るら 
しい、 あにを 巧 官の裹 をに がい 
ては 賴遙 席上 じがて 田 中ち 相よ 


等の .- a ち 

考慮に も 至つ て お。 い 如 ー_ ンく 
く、 現じ 森が 官 幹事長な 命の 抽 
きも 何れも 政務 宫更 をに 連鎖 作 
巧を ちして 居. C -、 かた-^ 容易 
じ 巧を し 難き 瞄係 にを るが、 首 
相と しては ホづ不 戰條約 問題に 
柯 ごか 目鼻を がけを の 上 内閣な 
進、 な務官 おを 等に 思 ひめ ぐら 


ブ ランス、 .4 タリ、 ネラ 
スぺ] キン 及び お八 h ダ 


- の諸國 である- 


廣東震 服 

おを で休驟 命令 

廣東 十一 二日 發 nl 二方よ ら廣東 
を哲圍 しつ、- あつた 廣西省 軍 司 
か 官は廣 東 およ も か 證を乞 ふた 


飛 巧 船出 遞 

立 十九 人を が 載 
ベルリン 十 =1 日發り 飛ぶ 船ッ 
エペ リン 伯 號は本 H ニ 時 逊じ直 
b 乘 ぎを 滿 載して 執運轉 しれ 
が 水曜 H 午前と 時 頃 じは お 奪し 
で 太 巧 洋縷斷 の途じ 就ぐ 单 、四 
十二 人の 乘組 員贷外 普通を ぞ十 
とんを 滿 載し 天候が 許す 限で 前 
回の 硫 程を 繰 返す 箸で 乘を 巧み 

てを 
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じ シカゴ 動物園 じ 送る ゴ 
ら巧 せる こ s じな つて 居る 
この 外には 幾を の 貨物を 始 ご 
して 手紙 一通 一雜 、端 書 五 r 仙 
を 誤した 郵概 物を も 運搬す ベ < 
アメリカ人が 同 飛 巧 船を 強し 買 


半旗 揭惕を 希望 

一: 十 H 巨】 孫 文 移靈巧 じつき 國 
民 政府は 十六 ヶ國 じが 旗揭换 
ホ遵 のをえ を發 した。 

'値 下 運動 白熱 化 

t 十-二日】 東京 ホ 火 授業 巧が 下 
げ速 動は 白熱 化して ホた。 

殘ホ 三千 餘巧巧 

〔十一 二日】 農が あ發お H 五月 一 
日 現 化 沖 繩縣巧 外を 固み 殘が 
米は 一二 千 一二な 二十 二で 六モ石 
で 昨年ょ 6 1 を 四旌滅 でぁる i 

値下げ 增資兩 難 

(十二 日】 東を あ财 値下げ 要 ホ 
ご 增資中 請と もつれを つて 巿 
會も脅 社 も 進退 お 難 じを つた 

を 同 緻爭議 解み 

〔十二 日】 旣 報、 大阪を 祠搞績 
會社 爭議け 解かした。 

有 菌鼠發 見さる 

(十二 日】 乂阪で ペスト々 菌武 
H 匹 凌を さる。 

巧 外ぶ 貨 漸減ず 

〔十二 日〕 ミ 巧 末の 正貨 纔額十 
一億 八 千で 圓 でな 外 お 貨化千 
百方 圓 一」 ぁる。 

犬 養 巧國賓 待遇 

户 十二 日〕 犬養毅 氏は 孫 逸 他 移 
靈を 列席の ため ホ图日 東京を 
おを ずるが 別 じ 芳澤を 化が 正 
式 巧ぶ どして お 席す るので 全 
く 氏は 個人の 資裕 である ご、 
然し 支那は 同氏を 随賓 どして 
待遇 するど J 


る 


づ 


題 じついて は 山 本 農相が H 魯漁 
裝會 社み 堤 淸ち氏 どを 化 側の 島 
德藏氏 ごの 調停に 立ら あつ せん 
じ 力めて 居る が 依が ホ 解み のま 
まじ 延引 今 H じ 及んで 居る ので 
をの 間與黨 を 府部內 じ もを れぞ 
れの立 張に なつて、 タ少 をの. 

觀縣 - し 相違を をさん Vi ず 
る事實 あゎ、 かつ 野黨側 もを の 
間げ きに 乗じて 禪 々0 策動を 巧 
ふ i ：% ど、 ょぅやくな 猎 問題 化さ 
んど ずる お をれ が をを じあち、 
なお もこれ が 前を をみ から や 憂 
慮ず をに 至つ たおの I 如 < 
のま： じめ 巧し 置 （と— は竟み 
の设治 問題 じ發展 せんを も 限ら 


冗 巧 〔約 廿八巧 お 千觉〕 を 化 送 
を 外、 武器 彈藥を 供給し 且つ 廣 
西 省が のま 配^ 條 巧〜- オ る鬻羅 
隊を國 境じ歷 くこ な b 、 義 


はこれ を 堅く 否認して 居を-飛 
巧 船ょ’ 一良 歸獨 して 巧び アタリ 
力に 飛び おら じ パ ワネを 權 巧し 
た 上 H 本へ 號 ぶを じな つゴ ある 


隨筆 


扛お 東を 轉電 t 貧 魚 巧 轉敦以 
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巧 當廣範 園に 行 ひたき ホ 望を j ねので、 政府 巧獻相 いましめて 


暗み する じ 至つ たが、 化 處じ黨 
大會 をを て 幹事長 問題が 相當波 


事件の な 治閔題 化を 橘 力 巧 化す 
るを どなつ た？ 一 


N 


北 


挪稅巧 上げ ビ 
農村 救濟 案じ 


兩院巧 目 

大統領 調訂 策に 

ワシントン 十一 二日 發 H 義じ發 
を おを た 瞄稅化 ± げ 案じ 供聯し 
農が 救濟 を熱遵 しつ i ある 一派 
はを の 脚 稅吊ト ： け わ 0 てが てが 
濟ど崇 して 

農が の利惦 をな 重して 活 
な、‘ VJ いふな 戚 から ホ 常 じ反勒 


由々 しい 巧擊 であ b 、 殊じ麗 が- 
の 欺濟 に顯聯 して 上院では 輸出 
農作 品挪爲 額を 大統領の 意志に 
巧. 〇 て 巧 巧した るに 翻し、 下院 
挪 では 飽をも 大統領の 意志を 重 
ん じて 中央 腥 事局の 設廣を 巧み 
しじ 關係 じある の^、 典 黨幹無 
ごしても 農業 派の 言を は 或る 程 
度 まで 

承認すべく？ 關稅 をの 
一郎な 正は 避け 得べ くも わらず 
ご 認められて 居る が、 大統領 ど 


い,: ぶ i -- が。 も胜村 派の 證 員しても 械稅 吊上げの 一— じは 
「 P ’ i , ;• r 、，-、 ごこ > R を ご 文 C ’ 一 N 記 •ド 


はを の 旨 下にの 領袖 じ おおを 通 
牒 する じ 及んで 領釉侧 では 協證 
の結裝 、この 際 農が 派の 意見に 
^ なく どい ふこ どは 巧 蘇と しては 


-个 必を る 誕稅 を政 て し K お .か 
わ b ピ 認めて な 化を 求めて 居る 
期 係 も あ b 、 殊にが 糖 課 稅の如 
きもが て 農に の 巧權を 傷け 一般 


のを 活豐 にも 影^ するど 覺 しい 
酷が あ I 國內 i 斯業 者 中に も 
を 然反對 して 居'^ 巧き も あるの 
で 修正は 止むな しと 觀られ て 居 
るが、 をの 一 ホに 一は フ—パ ー 巧 
の 所謂 制限され た 攝園內 に 於る 
新細稅 政策を 擴大 てて 一般的 修 
正に 及 ぶんどす るが 業 派 も ある 
の ミ 一 

與黨 幹部は をじ輸 ぉ拂戾 
税 に炼賛 しれ 上院 典 か 黨進ホ 派 
ご 民 ホ 黨が結 巧し 王政 巧い じめ 
の 策に 及ぶ かも 知れない ので、 
大統領は 日曜 H 上^の ボラ 及び 
フエ ズ 巧を おきて 兩 をの 反目 調 
訂に巧 力し、 宜つ拂 震 稅は假 も 
じすが した ごしても 一別に 條項 


巧 園 寺を が參巧 

〔十四日) 巧 園 寺を は 十 弓 日 午 
後 參內し 聖上の 御機嫌を 奉伺 
した。 

ヘン リ親 毛-寄進 

(十四日】 ダ"* タ ー を 殿で じ 
は 巧を 巧警宮 救濟賓 をの 中へ 
ニモ 圓 寄附 遊ばされ じ。 

商 満製鐵 を 許可 

【十四日) を 府 は滿鐵 がー ニ 千 巧 
圆の 資本で 巧 興した 製賴 事業 
獨 立を 許 巧す る 方 巧で ある 由 

支那が 武語 購入 

十四日】 上海 特電に めれば ま 
那ぶァ メリ々 わら 武器を 買 入 
る こど i なつた ので 數 名の ア 
々人 敎宫 はま 那じ 急派 さ 


タ 


駐伊 大使のを 歡 

(十四日〕 n 1 マを 白 里廳ピ 伊太 
改府 どの 間の 協約に 依 b 松 
田大 化は 十二 日。] マ じ 於て 
を皇廳 化を 着と 握手 巧 救した 

早大 學生ご 航空 

け 十四日】 を 乂の學 生 航を術 お 
畫は 陸軍が 空 局の 說 解を 場、 
夏 规化曠 を 利用し で 志 津飛巧 


學校 じめ て學を 飛行家を 一管 お 
すと 0 

誠 首を へ 一方 圓 

L 十四日】 ろ越爭 議は截 首， 

ご一趙 ょり 一巧 圓支 おして 巧 
した 0 

便法 適用を 要垄 

(十四 呂】 H 魯撫 腫に 顯し ^ 法 
禮 用の 要求 じ教し ロシア'^ 部 

答を 避く。 

滿测 事件 發表 ホ」 

〔十四日】 貴族院 一 部で^^^事 
件を まの 要 あを ト -^ i . 政府 
部は 之 じほ 蜀 しつ i ぁ ふ r 巧 若 
し發 表しても ホ 巧 中 巧 

富豪 合法的 脫 

【十四日】 保 厳を 取 人を 栖 I 者 
ごしを 法的 騰税を 謀る た^^ 當 
豪 階級の 大口が 險 漸次ち ^ し 
だと 0 _ 

樞府增 員は 一を 

( 十四日】 谭 洛な增 員は ニ 一で 
けで ホ議會 通過を 實 現せ ' jcT 

市 會增資 じ 反對ー 

【十 I 二日】 東京 ボ會 タ數の 意嚮 
はを 巧會 化の 增資じ 反 對^差 
當ら 料金 値下げを 解決 イーよ 

いふじ ある。 1 


蟹 日 行進曲 

を々 木 指 巧 

ごご 

スピー ドの 上 じ 置かれた 物質 
は、 つまら 精神の 上 じが かれた 
廢氣樓 である ご 云 ふこ どは， 前 
こもを ふたつ も わで をる。 

ニ ュ！ョ|クはをの聲氣樓だ 
ニユ ー ヨ ー クの 入は ライフを ェ 


ンジ 3 イ して ゐるど 云ん。 しか 
し をれ は 屢氣樓 中の 主ン ジョイ 
イン トで ちる。 かれらが、 しつ 
かり 擅つ たく 思ん エン ジ 3 イ j 
ントの 葵は なじ か？。 

かれらは、 ブ订— ドゥ A イの 
裸體の 踊り ッ子を、 舞を の 上 か 
ら引 おろして 抱きしめる であら 
う。 エンジョイ メント はを の 砂 
を 水中 じ 掏ず るか かしく 詩 A は 
歌 ふでを らうが、 かれらの 抱き 
しめた ものは、 葵大 もない ち拂 
ひの 書きが で わらう。 いや、 を- 
れ は、 黒焦げ じな つた、 かれ 自 
身の 必臟の 燃， ロ殼 で；： > ければ な 
らロ 。しかも これは、 ブロ！ ド 
ゥェイの 輔 6 ッ子の 裸體 じょつ 
て象徵 された ニユ！ 31 ク をの 
もので なければ ならの。 かの 女 
は 虹の か < 美しい 姿を 見せる。 
美しい 色々 の 苦悶を 見せつ ける 
をれは、 見るものじは、 ごてら 
U やましい。 ニユ 1 ョ！ クは檔 
殺ず る。 しかも をれ は太螺 のち 
線 じょつ てきら めくを 中の 水 蒸 
氣 でなければ なら 田。 かの みは 
どこから その 魅力を 得た か？ 恍 
惚の 源泉を、 わの 女は どうして 
見つけ 化か？.。 

ォ ー トモ ビ I グは をの 恍惚の 

つで をら う？ かれは ドライ ダ 
する。 をれ は 懸命で ある。 誰れ 
でも 必ず 命の 瀬戸 魔へまで、 を 
の 車を ドライ グ する であら 弓 ど 
ころの 勇氣を 持つ てゐ なければ 
コロンバス サータ の 車 地獄を 
霧の がに ドライ グ する ことは 出 
來む であらう 。かれらは 疲れる 
I 男を タも 、みんな 綿の やう じぐ 
じ やろ ご 疲れる。 をり はを の危 
い 限 b の ドライ ゲ の巧酬 である 
なせ、 棵 親に 產 みつけられた、 

ニ 本の 脚で テク ラリい か？ 命 だ 
けは をを だが。 いや をれ は 時間 
がか i る。 スピー ド だを 間の 化 

臟 ご 0 オブ イス 公ら、 レシ テン 

えまで、 肉體 どる ふ顿寶 をた 
きつける の だ。 恍惚は 時間の 短 
縮 ご 空間の 征服と から、 自然に 
神經の 組織の なかへ もたらされ 


ッン ヨン！ かれの 户ブシ I 
ヨンは 燃 b る。 巧 次. ロの ニユ— 
ヨ ー グの機 殺の なかで。 

. 一| ユ —ヨ！ クの 女の 足 ぁむ 
も かし かじ スビ ー ドの 一つで あ 
る* I 普は-女は 足 なぞ どを ふ も 
ので、 天地の 神に 恐れを なして 
ぶ 隙の ホ 線の がく 化界 へけ、 を 
の 停ず らも 現は さなかつ たもの 
である 。しかるに をれ が 美と 一ぶ 
ふ I ー觀 をの 假 おを かぶって、 いけ 


I う^ b くの さば b 巧す 時化 

亡な つた 

昔は 女の 膝 ッモ 僧を 拜見 しや 
，すすれば， 巧は 恐ら/、 絕大な 
を 巧 力を 沸は せられた もので あ 
;。 をい 時間を をのた めじ 費や 
した。 を 間を 制限す る 秘密の 部 
お-のなか じがて •>、 なければ、 滅 
护 し購拜 する i はお ホな かつた 
ので ある。 しかるに 現 巧は で 
，一っ だ 0 をれ は、 i ネツン スト ラ 
グの クイック チー ビ 3 のかく、 
i あらゆる 巧で 龐讚 する こ ド-が お 
ホる。 

锁の ゥォが 街の サイド ヲ ー ク 
は、 女の 足の 屏風で をる。 巧の 
目は をの 間を くぐつて 虫の かく 
這 ひまは る。- 

プロ！ ドゥ エイの 曇 巧の ホ 貴 
違で うだ。 ォ •■"トモ ヒミか 巧へ 
ッド ライトが 描き おす 级 色の 三 
ン バスの なかに' プラチナ をの 
シグ クの 靴下に 包まれた 女の 是 
がが のかぐ ホぶ ではない か。 あ 
^がもしも、 をさと厚さ<幅さ 
を 意が する 第一 ニみ b の 物質の 足 
であるならば、 蓉 度な 下 柯度ど 
云 ふかの やうな を氣 のなか じ、 
どうして ななを 許さるべき であ 
あれん、 美と 云 ふ ー稱の 
理想の 結晶で ある。 巧が あは 美 
な bvt あ ふ 一 禪の崇 お 的 信仰が 
あの 足 ごな つ V 、 顯れ たので わる 
こユ 1'31 クみ巌 をの 氷點 なで 
のを 氣を征 脈 すら かの 女のを は 
あらゆる スビ ー キの 歸着點 なる 
敏 阻み. ロの 存在で なけ' れぱ なら 
0。. をれ は 死 ホ 線の かく、 一切 
を 空 虛じ歸 する。 


一九 II 九 年 版 Y 近く 發巧 

本社が 漫じ 編を 發 一一::! いじしました 『大 化育』 は、 幸 ひじして 
化 湖の 演く がかき 巧！^ を 巧し、 遂にを 部 ー肺殘 らや資 切れ ごな 
ら 主した、 依て 本 化^ 窠 一版の 内を をを が 新た じし、 貢 数を も 
ち 加した 千 化な 廿 化^ 版を がに 绞け する こご t なち ました、 正 _ 
確に して 且つ 新ら し 統計 ど事赏 をを 礎 じして、 刻々 溝 化する 
巧が 『大 が 育 J の 5^ を 巧 ふる じ 道 域 ド* きこ どを 則して 居 > ま 
す。 がは を價は 

豫約ホ 者に 暇リて 

特價 と 十 置 伽 

發刊 後^ 御 購買には 

を 價金ー 弗 

一 かじ 豫お巧 中 込みを あ 望いた します。 



J をし i した、 ホ 


I 

あ 巧 十ぶ 日 紐 育 新報 社 
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グロ スタ ー を 殿下が ........ 

箱 根から 京阪神へ 

け ふは 桃 山 御陵 御 參拜後 じ 舟 遊 

乗 京 特電 十一 音發 化 日を 0 て 御 退京 遊ばされた 國賓 クロ 
スタ— を 親で 殿下の 爲 め千餘 人の 靑年圈 員は 奉送の 提灯 巧 列を 
懼 し、 十 曰 午前 十 時 御 出 お 日 ホ じ おはれ、 十二 H は H 巧から 赤 
ち— — て 宮の下 じ 御 一治、 中禪 寺、 繼 、富畫 湖の 淸 
がな 空氣じ 浸られ， 巧 十四日 じは 御殿 瘍 から 特別 列車で を 都 じ 
御 割 着、 都 ホテ^に 御 投宿のは や。 

鑛守府 じ 費れ、 海軍 H 

廠御 巡覽の 後軍 鑑大 弁じ 巧され 
て 江 旧 島に 向は せられ、 を學校 
を 御 見學を 軍鑑大 井で 宮 島に 尙 
はせられ る、 宮島じ 御と 陸 じな 
る ごすぐ 千 疊敷や 嚴島神 祖じ成 
ら せられ 一旦 宮島ホ テ 八 じ 御 化 
憩の 後先 感で 御寬 ぎ、 巧は 澄ろ 
う 流しな ど 御觀賞 遊ばされる。 
二十 H は 早朝 軍艦 大 ホ じ 召さ 


京都 じ 御 到着 遊ばされた グロ 
スタ！ を 殿下 じは けさ 桃 山 御陵 
じ 御參拜 遊ばされ、 午を はが 律 
の 御せ 遊、 十 ホ 日 八 瀬 方面から 

化觀山 じ 登られが 本 方面 
じ 下られ 人力 率 じて 琵琶 湖畔 じ 
おられ、 京阪 化 じ 御乘船 快を を 
利用して 竹を 島、 長命 寺に 御 立 
をの 上犬津 じて 下船。 


十と 日 1’， れ 瀬戶內 isAiis る曼 
寺を の 他 S 1 武 震-^ を 賞 でら 5 I ! 
武術 樹覽 夕刻を 良に 向は せられ- 
を 良 ボブ グじ御 一 あ 十八 日は を 
良 御遊 覽の 上词 巧を 良を の恃別 
巧 車 じて 吳じ御 お 巧、 十九 日 午 
前 八 時 ザ吳じ 御着 直 も 


夕刻 神戶じ 御着 
^戶て はト！ ア •ホ ブグ 
じ 御 投宿 夜は 知事、 巿長 、商工 
會畿 所會頭 聯合の 歓迎 晚發會 や 
ら 巧留寞 人の 眶 じなる ポ ー グな 


どが ある。 

二十 一 H は 阪神 國 道を ひた 走 

じを つて 大阪じ 向は せられ、 
大扱 城、 热 績エ瘍 など 御覺 じな 
午後 ゴー 時ザ大 阪御發 岐阜に 
向は せられ、 をの 巧は 長を 川の 

飼を 摹 寛、 十 時 頃 岐阜 か 心 犬 
山まで 自動 率で ドラィ ゲ遊ぷ さ 
れる 0 . 

廿ニ H 午前 化 時頃ボ テグ 御 お 
發 、自勤 車 じて U ネ ラィンに な 
，ら せられ、 先が 聖上 陛下 巧 幸の 
みぎ も 

御 探勝 遊ばされた 御幸 浦 
附近の 提 勝'^ 賞で させられ， 同 
化 時 四十を 名ち 屋搜道 犬 山橋驛 
から 貴賓 電車 じ 巧され 名 古屋じ 
向け 御 おを 同 十 時 四十を 押切 驛 
御 下！^、 自動車 じて よ 通を 御 通 
過、^ 中を 御 親 察 遊ばされ 名 古 
屋驛 橫濱 におは せられを、 
间巧|!^ 神を川縣廳じ お け る 知事 
巧 51^ 聯合の 晚餐曾 じ 臨ませられ 
巧よ 在留 吳人ま おの ポ ー W じ 旗 
ま ザら れ る、 二十 一二 日は 午が 自 
動を じて 鎌 倉 御遊 凳 、午後 お 帆 

一路 パンク！ パー じ 向は せられ 


巧. 
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说カ 十五 百 五 千一 巧 


雜 m 喬 鄉 


H 曜 水】 


n 五十 巧 お 年 四 巧 旧 【一 



鬼 山 洋服 蘭會 


西 四十 六 了 目 六十と 蚕 
電話 プライ アン トセ 0 と 九 


ホ貨 

W 妻を . clc . r し 


正 貧 総額が 卡) 億 八 千 巧 閒稻度 

疑問-の 信用 設をご 現送 風說 

• I i ( Lt • • ( I Lx -- ■ /• , Jl, HXJ — . mtj} I J #> - 1 • \ J . It 1 — ■ 1 I 

ま 京 特垂十 I 二日 强 n 火激 おのを 策す る 所 じよれば ご 一月 未の 正 
巧媒 額は 十一 俗 八で 巧 川 じして 化 外 正货も おおして 儘 かじ 九 千 
巧 巧 川 'こ。 つて 再る。 


〔東京 特 信〕 H お ああ 巧の 在外 
正貨 欠 まじ 踞が しこれ •か 補充 策 
j どして、 政府け な內 正貨の 現を 
をち 巧す る じ巧定 した どか、 あ 
i る ひは H 本 銀 巧、 おを 银巧 等を 
一して 

： 海外に クレ^チ ット設 をの 
手が きを 採らし がつ i あら ごか 
巧 へられ、 進んで はこ i ニ 、 S 
一巧 中 じを 解禁を 斷巧 する 腹で あ 
.る どかを 柿の 說が傳 へられ、 莊 
を 巧 巧を はじめ か 界をホ 面に 恐 
_ 橄人氣 を 酸 成しつ t あるが、 こ 
I れに關 し：！： 本が け當 局は みぎの 
; 通 b 斷 言して 居る 『化 外 正貨の 
補充 巧は 問題では あるが、 最を 
政府が 正ち 現 おどか クン 尹ット 
設立 等の 具体的 ホ 法じ關 して、 

H 本 銀 巧に 相談が あつた S いふ 
事 貸は 絕對ん U いこ どを 明言す 
る、 まむ 政 巧 ごしても 目下の 化 
努 にわいて 吊貨 現送を 開始ず る 
こごは あるまい ご おはれる、 ま 
して 

金解禁 を 巧ん の 準備 もな 
(、おがぶ H 中に 斷巧 するな ど 
どは 想像が ホない、 しいて この 
ま f なが てれば 爲替枯 煤の 急騰 
貿易の 逆潮、 物 巧の 激を 等が 深 
剔な ホ 疑 氣を ミね き、 正貨の 流 
出は 巨 巧に 達する であらぅ が、 
これに 應 じて 通 巧の 化 縮は 現は 
れ 。からぅ から、 をれ がた め延 
いてを 換 一: おの 化 底を を殆 。ら 

金利 高が 影響して 


しめる わ をれ さへ なし どし ない 
ゅ哀 じ、 先づが 政の 緊縮、 を 償 
の 整理を 巧 ひ、 一般が 界 をして 
お 形 無形の 単備を 具へ しめ、 を 
の 化を おの 用な をし なければ な 
ら ない、 を 解禁は も ごょ ろ、 最 
をは 政府の 腹-つで きまる 問題 
で ホる が、 政府 當 おを このま i 
で 推移して 巧っ て、 を < 突然實 
巧ず るな で、 は少 （も 

常識て は 推測し 将る こど 

ではない」 どを るが、 更らじ 一 
方で 巧 現送を 關始 した どの 說じ 
っき I 二十： 藏 化は 曰 （『な 外 正貨 
の 補充を 巧 （わ ふかでぅ か、 な 
いしは 柯れの 方法を 採る か 等 r 
ついては、 いま 明言の が ぎら で 
はない、 しかし 正貨の 現送を 開 
始 した どか、 こ i 數 H 中に 朽ム 
であらぅ かな V 」 いふ こどは 查 
< 、無根で ある こどは 明言し 得 
られ る， 今 凹のを 解禁 斷巧說 ま 
わは 正貨 現送 說 にょって 

動 しゐ るのは 證券 巿場 
のみで あつて、 最も ザ < 影響の 
あるべき 爲替帖 塔な むしろ 反勒 
に 化を ホ 諷さへ 示して 居る、 恐 
らくけ これ 等の 風 說は證 综か場 
にわいて 國債 借替へ r 關聯 して 
强弱村 料 じ 用 ひやう どす るを の 
無根の 流說 どし かおへ や、 越 償 
の 化を もこれ 等 一部の 者の 策動 
じした がつ たらの ど 鼠； て 居る』 


I 〔右は ァ メブカ 、左は ロンドン 
の 順序〕 

歐洲六 五 0 •九 ニ ハ •お 00 
一九 0• 1 化 五 •一二 00 

ラブン • アメ バカ 諸^ 

四吉 お* 四-; VIk-ooc 

一一 义 •四 A •八 • 1 00 
極東 一 五の •四 心 八 •000 
一一 化 •四-^ 八 • 1 00 

アフリカ I 

一一 五 王 ハセ ニ •八 00 
化 米 ニ 云 八 •こ 五 •八 八 0 

四 一 •よ 一二 7000 

米國領 十： 六 •ち 一四 •五 00 
をの 他 (化し ィ V ブ - K のみ) 

丄ハ 一. ん八化 •三 100 

合計 - 四 八と 六 一. 六 八 0 
よ 六 八 王 一九 0よ00 


るた め、 借 入を による こで じな 
つむので 巧 债じ勒 する 视 替は必 
ずしら まだ 放藥 して 居ない。 


を々 ミ 0 


户- びれ て來 た巿瘍 

而 かし ロ シド シは 依然 第二 位 

^ 力 荫務ぷ がまる 十二 M 


附をの^/<調蘇あんしじ所じ化む 
ば 巧 律を アメリヵを 離が 踞の對 
外贷^ 商 * i U ン ドン 市場ょ ち も 
柄 ニ 雌して 化然 

指導 的 位を を 占めて 巧る 
が而 かて 千 九が 二十と 年 巧に 比 
較ず ぶば。 ン ドンのを 巧が ニ 千 
去が み 弗 巧 加して 居る じほし、 

: アィ^ 力が 場 ' U I な 置が 巧 ホと 
いふ-* j : 贼 々である、 これは 昨年 
下 ザ^ょ b 株式 ホ 踐 の 彭變 シ裝 
b てみ 利 高を ホした 影響で 自然 
々融％ 誤は。 ン ドンに を >、 今 
'年ん Hm ら W 然 ごし てこの 化 態を 
漁け て坦る •か、 昨年 巧の お 依は 
リンド ソ のと 僚 六で 八-内 一こ 十 方 
巧に おして、 r ィリ 力に 十四な 
八 千 八.，：： 万化で わる、 哪 もこい 
じ攸ら マ. メ 9 力け 約と 瞭张 をリ 
1 ドして 居る 形 i - つて 居る が 
巧 ホ ド パリ ヵ侧の 

統計は 额 晒..」 ぉ 傅 償還の 
起樹 をら をい に 倒し 0 ン ドンは 
の 還 巧を を あさ 發巧懼 格を ぶ 礎 
どして 短ら ので あるから、 ロン 
ドン 戎じ 巧け 皆が 愤償 遠み 馈ニ 


協 一二 千と が 巧 弗 及び 割引 六 千 一一 一 
け 方 弗を 針 S 億 弗を 前記の 额か 
ら差 引くべき もので あらぅ、 而 
して これを 逝ち 五 年'— 甚 る兩ボ 
場 じ 就い 比 软す るに。 ンド 
貸附巧 加が 被め て 順 誠なる じ 反 
し T メリ 力 側. かいか じらす 秩序 
であるかを 窺 かする。 足る で わ 
郎 もぶ'^ かし 〔單 位で 巧 
左 じ。 ン ドンで 


> つ， CN 、 


右は アメ 
ある〕 

一九二 五 


-力 


i .ご一 ニ 化 •九 00 
四 ふ 0* 五 00 
一儿 ； ハ 1 A ニ 一八 •五 00 
お 丸 云 •一 五 0 
一を 一よ 一 •立 五一 ニ •000 
よ些 1 T お 00 

一を 一八 - •四 則 八 •000 
よ ホ 八 •一二 0〇 

が 年度 借 乂侧で 鼓 もタ額 

シ- おめ て 居る み U ド 牛 ツでニ 億 
化 千 ニ-り 乃 巧 〔 - 化 ニと お 巧は 
二倍 一二 千 お" 巧 巧〕 カナダの ニ 
お 云 千と な 巧 弗 〔前年 巧は ニ 一億 
祁〕 で n 本み 窝 地が 錫に がるを 
倍は 九モ とな 儿十巧 巧に をして 
巧る、 即も借 受國の 舆乂巧 煤に 
がる 昨年 巧のを 憤 烏は 左の 如し 


對支 貿易は . . j 

稍 見を ず 

外務 大で發 、九日 
巧な 官|® •務所 着電 

四 巧 中の 職 ホ 一億よ 千 六 
巧巧阳 、入超 111 ま 六な 万 山、 前 
年 同月 じ 比し 輸出は 綿織物、 絹 
織物、 生糸が 增 化し 锦 糖、 を 酒 
紙 類は 减 少して 居を が、 輸入は 
楠 巧、 鐵 類、 磯 墟類增 加し ホ、 
耕、 砂糖、 油 描か 贼 々して 居る 
入超 ニ 億 ニ 千 九 育 巧の、 前が 同 
期 じ 比し 五 千 八 ' C 巧阳 ，？ 增 加で 
ある。 お ま 貿易は 輸出 四千 五む 
方阳 、お 超 ニ 千 五な 巧阳 、累計 
S 千 九を 巧圓 、.おを 同期 じ 比し 
二ち ホ 十 巧 園の 增 加で、 南京、 
漢ロ 事件 解か じが ひ排 H 貨 運動 
も 漸次 T 火 ど^:>ゥ 、對ま 貿易の 
好轉を 期を < るト のが ぞい。 

金 離 界け條 を 銀 わ 數堪加 
の 結果、 協を みを 率 n — 八 総量 
を喊少 せる ど 巧 箭資お 移動 漸增 
じ お 資强 調、 巧 場 割引 ホを タ强 
をみ にて、 お ま、 記 券 ホ 場は】 
段 ど 軟調を 星し 財 巧 警戒 氣 ホ、 
爲替 け下甸 銀を、 海？：： 高を 映し 
漸騷 、波 欄を み 巧 ホ 四十 四 弗 八 
かめよを 稱 へ、 事業界は が績案 
深が 業廢止 工場 貯藏あ 巧 始現巧 
十乂宛 八十 八 工場 總 おかけ 键數 
の 六 制に 達し、 製糸業は 五月 0 
降ニ剌 操短を 寶 巧の 萬に 下 四ち 
中の 新設 資本 四千 一が 巧圓 、媛 
張 資本 一千 一二な カ圓 、ぉ 債 六 巧 
巧圓 、會社 解散 お 十二が、 この 
拂込 資本と がよ 十 巧跑で 

轟 品 はを 糸賣 巧き 項 調な 


H 本 商品の 

進 お y 防止 

紐をから 緩替 じ述議 
V ォン 絹織物 萊 がをは 昨年 巧 
邱巧 ま那新 總替バ スキ 八 氏じ翌 
しが 巧 ま那じ わける H 本 巧 品 進 
出 じ 離し 建證 書を 提 おし 

一、 H 本の お 工業 じ 釣 L ては 
過多なる 關稅 上の 譲 ホを 巧へ 
さる こご 

i 、 卽度 ミ那じ 割す る 日本 入 
の 經濟的 進展は 如何なる 見 巧 
主 b も 望まし からざる こご 
一、 ま 那の仲 かにょ b て 巧は 
る： H 本 巧 おの 同地 方を 輸入 
は絕對 的に これを 巧 止す る X 
i 、 H 本 ごのを 渉 委員は 如上 
の 觀宫を 感得の h 日ネ どの 通 
常なる 親善 關巧 維持 上絕 おじ 
やい を游 ざる 程 巧の 他讓 ホを 
さざる こイ J 

等の 考慮を おめ じる が、々 巧 ロ 
本 巧 エ會議 巧 じぁて かお お 通商 
局 ょら これに 關 ずる 晴 殺が 送付 
された ので 同會議 所では 常 議員 
食 じ おいて 協議の 結 あ フランス 
伽が か i る ホ 達で 進む ど すれば 
通商 上 多大の 障害を 生ずる ので 
が務 省に 巧 止 方を 陳情 するど 共 
C i 時 も 早く 间 地方 どの 通商 條 
でが 締結を 希 摩 マる こど、 なつむ 

大阪喬 H 議 建議 

义阪が エ會議 巧では ホ 巧 下旬 
巧 巧 じ わいて 總會を 能き、 十' お 
巧 顧問 推薦を なー 綾いて 佛領ィ 
ンド 支那の 關秘 引上げに 關 し、 
j 疆當の 方策を 講じられ たいごの 
i 建 諸 案を 可み して 商工、 外務 兩 
I 大臣に 提出す る こと、 なつれ。 

が ほ 推薦 顧 牌は 左の 十 巧で ぁる 
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挽 揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧 理を差 上 
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が 廳を園 

司理 人を を 
巧 勤の 方 じは る 飯 
の 解 便利 じ 髓へ巧 
間會 をの 御用に 巧 
や V {孩間 巧卒巧 
す 變わ引 ホ 頸 度 0 
巧 上 御 案 巧 申 上 深 



トー 


綴りの 英語 コン テス 

少年、 林 輝 君 入選 

首都' を ホ 選が 組の 火會 じ化瘍 
I 巧 八 千 人の 中から 推さいて 

/ ト ラン テツ ク巿 特電 十日 發こ 一ユ ヨ—ク •タ并 ムスが〕 H 本 

ザ下-血歳；；|,る ア ト ラ ン ブ ッ ク ^:^いのり系ア メ y 力 ボ民が輝君は 
本 ロ 午後 アト クン ブック ホ。 キス ク ー ^ のオ 1 ゲト ，アム ト-に 
を 6 こど ニ 時間 S 十 かの 义 しきに 及び、 遂に アト _っ ン テック 郡 
- パ 八 千ん の學 を 中 ょら 遇 けれて 巧 語の 綴 b コ ン 子' スト じ 優勝 
し. ホる 五月 二十 一 H ょ 郝フ シン トン じ 催さを、 を ホ 英語 
铺り大おじ當地を化おしてを加する こ ど1^:*つた> こ の日本人 
々年 ど 共に な 後まで 巧 獲ら て 綴 > の銳 ずに 賊 つじのは 矢 張 6 輝 
ちご 同じを 校 じ姐學 ずる ト 0 キ 街小學 校の ニキ デア •シ ユワ 八 
ッ壊 であつ たが、 最後 S 質問 『サク ソ ホ— ン』 の 綴 h でを 伍した 
ちに なし、 黑い 眼の が 君は ジャブ じ 通 瞬し 美事に が 巧，」 ためで 
ト る、 がちは 當 地に H 本 巧な を經營 する が 数 巧 氏の み 息で わる 


I が 項 所 報、 アト ラン ブック 市 
j 1 帶 におる 巧 語の 义 ペリング* 

I -1 ンブ X トは間 地で お 巧ず る 新 
^耐 アト ラン ブック •デ！ リ ー • 
一二 ユ • 一 ス紙ヵ 

: 主催-こな b 逃 化 じ 選が を 
亟ね たもので 最後の おおに 參加 
の 資格を 槐 したる 者 四十を 人 じ 
"《び、 當り會 をした る 聴衆け 寶 
に 云な 人じ垂 々どす ろ I が 技 者の 
文化 やぶ 人達で 問答は 一々 これ 
を ラプォ でな 送 するどい ふを ポ 
をげ ての 騒ぎを おじ じ、 參郝し 
K 少年少女の お 資格 者が 一 綴ら 
山間 違 ひで 一人一人 どを 伍し 最 
を 主で お獲つ じのは 實にダ ー ク 
ブ ラク/の ニッヵ 姿で ある 我 か 
み 本人の 天才々 がが が 君 VJ 同級 
の V ュ ッグ ッ鹽 でめつ たが 『エ 
ベ ン 1ジ .ョ ン」 の綴-^^^じ シ ュ.ヮ 

グッ罐 が棄權 し、 輝 少年が 圖ら 
ず も 間違つ たので 

競技 は をら じ繼繪 されて 

『ユレク トリ クク」 『コン シ ユラ 

1』 等の 言葉に 對し輝 少年は. 灌 
お官じ 質問した 上 立派に 綴' ら出 
し、 最後に 『サク ソホ ー ン』 の 綴 
ら じめ てシュ ツ八ツ 娘は 『サク 


サボ！ ン』 V 一 綴らた る じ 反し 膊 
少年は 立派に 答案した ので 巧に 
輝 君は 滿堂搖 ぐが 如き 巧手を 浴 
びつ t 第 一等賞と 八 選し、 敗む 
たシユ ヮグッ 壊は が 少年 ご 握ト 
して 勝者を 祝祕 し， おら じブン 
ス紙 ょら 輝々 年 じ 

賞 ロ邮 ごして 立派。 腺が 計 
を 贈つ たか、 この 結 裝輝少 をは 
プレス 紙の 選手 ごして ホる お 巧 
化 一り 午後ょ 6 首都 7 シン トン 
におされ るを 圓經 ちた 會じ 出席 
する 外 ブレス 社の 社賓 どして 一 
週間 じ 直 b を 都を 觀 光す ゐ こご 
じ。 つた、 輝少 がが 度 後の 勝利 
を魄 する や 自宅 3 ラダ ォを逝 じ 
ていら いらして 居た ホ 感ホ巧 ホ 
妻は 電話 や 電報を なて 視辭が 殺 
倒し、 媒 ゎの 舉玄 等は 輝々 年を 
還んで 彼の 偉功を 賞 讚し わが、 
もつ ご^ 喜んだ のは 輝 少年. か 通 
學 して 居る 小學 がの 校長さん で 
ある ジヤクソン 氏で 同校から 受 
賞ち 八 人の 中、 ムハ 人までを 出し 
たこ どじ 就て ‘ 

得ぶ 思滿 面、 輝か 年！ 家の 
こごを プ レ* 紙 記者に 物語つ た 


- 

上 『殊に この •競な で 一二 等を を 
なの 學校 からおし たのは 甚だ 名 
嚳ご マる 所で、 これは 生徒 等を 
激腳 して 競技の 準備'^ 指導した 
アンナ •ウッド 撥の 巧勞 でず、 
七，、 •フ アキ ナ八じ おた 十一 二人 
の 中で 六 人は 實じ 巧較 でぁる ゲ 
エントリ！ の お 身で jV *- が、 この 
蹄は化々立派^:*々.^で巧にぺ ン 
マンシップの 大會 rl も 一等賞を 
得て おる 述動 をで^ b 、 宜つ優 
な U 學 をで ィ』 ビ i でて 居る が 
競技は 國敬 S を增ザ 始ま b 、 少 
年 透の 舞を 巧 胸を ホめ る爲 めじ 
一 應試驗 ^ 型を 示で た 上で 巧つ 
じが、 當 目の 

參加 も資恪 I をは 四十 二人 

で ホと 郡の 兩側 i - j をれ たが、 第 
I ラウンドで 円 + C も 半歐は 落伍 
し、 第二 ラウンドで 八 人、 第 S 
ラウンド じ 居 殘つ节 者 t ! 僮 かじ 
十一 二人 ごい ふ々 數^ もつ たが、 
競枝會 後に， k 備 々ザの ために レ 
セブ シ 9 ン がをら l ^^ 參加者はぶ 
派な 証書を 賞つ て 一記 念の 撮影を 
したを じ散會 しじ。 

平和 遺 一家 

太 西洋 巧の 草み 

天才々 年郷 君ぶ をんだ が鐵み 
氏の】 あは アト 王ン テック おの 
をみ けで 央 妻の 隅には 長 巧晃、 

次 巧 輝、 一二 巧盈 、.四が 修 、長女 
誠の 五す ぁる 子 一 嘛 者で 徽み 氏は 
佐賀縣 を 旧 町 取 出身ち じて 約 
三 一十 年 前 渡米 ジャ トル じ 上陸 
し苦學 カ行を は アラスカの キ 
ヤン プに勞 働し、 シヤト 火 じ 
職業 忡か 所を 創ぶ しゎが 遂に 
徒 ホ 大陸を 横 嘶して 東部 じ 巧 
ちォ 'ィヨが、 グヮジ ニア 州 及 
び ペン 师 等を 経て 太 西洋 ホ じ 
根 據を設 くるに ま b 括 据經營 
岡 化 ホ じがけ る ホ 人間 じを 大 
の 信用を をが、 雜 貨贩賣 、を 
園 事業の 外 リンウッド じ 農園 
を經營 しつ^ ぁるが、 家庭で 
はが々 爺で を 風 常に 家庭 じ滿 
もて 居る。 


て 超いた 曰 1 レンス 木場と 稱す 
るは 鹿 兒鳥縣 人ら し < 、あ もこ 
もじ 迷赛を 巧け ては ド 0 ンど消 
える 巧 だが、 化 米醫學 '食 雜誌じ 
も 『日本人で ロ^ ンンス 木 も VJ 
名乗る 人が 當ボの 病を じを 職を 
ホ 望し、 本ん は 曾で ジョン ス* 
ホプキン， 病院 じ醫師 どして 就 
職せ る こど あ. 0 VJ 稱し 關乂學 の 
卒を ホで フキ •ベタ •カバの フ 
ラタ ニ テ ー ィ - I 爐 すご 爵 ひ觸ら 
し,' 居る 人は 闲大學 の 卒業 
生じ ゎらず 暫時が 學 せる も學業 
不成績 S ため 退校を かせられた 
ので 隨て フキ •ベタ •カバの 會 
員 でら i :* い』 ご 褐示的 じ 注な が 
載つ て 盾る。 もじ 就き 信谢 ある 
某瞥 帥は 『或る 精神病 者み 一柿 
じても 候 はんかし かし 欺樣； ^鐵 
面皮の 邦人 か 米-^ の 智識 階級を 
も 欺か わ VJ ォ .るは 寧ろ 鬧胞を 侮 
辱す る もの じ 御座 煩 其 h が 邪 翁 
の 素人を も感 はすの 菩タ大 なり 
云々』 ど 憤慨して 居る^ 外に も 
木 想じ頻 のした 巧が モグツ て 居 
はせ ねか 精々 W 胸の 迷惑 じなら 
の樣じ 注意が が裝 である。 


句佛 上人の 

僧籍 削除 

悲痛の み 議發表 

東 本願 寺では 四 H ト 八日 午後 
一時から 連な 會 、替宿 曾、 萬 制 
會の 化荣機 棚、 會計機 關の諸 機 
關を毁 な 格が 裡じ瞒 き、 ホを が 
の 緊張を ホして 居た が、 闲巧深 
おじ ま b て、 巧 彿前法 まの 僧ょ 
b 資格を は'^ 奪ず ベ < 重大 證 
案を を憐觸 ども W 决 し、 十九 日 
を お號外 をら つて 吿示第 十六 号 
『本 ド 八 H 付ぶ もつ て 前 御 巧 
跡の 僧禪を 削除され た h 」 ごを 
圃 r 力の 末寺 わょ びを 機 隅へ 通 
吿 した、 右 じつき 寺な 總 長大み 
签誠 速な な 左の かく 骑 明した， 

! 前 御 門跡 御 退職 W 後^ 御 巧 動 
はを 圃 精神 ど 相 背馳ず るの 恐 
れホ 6、 しば/、 御 反省を ホ 
ホした る も、 抑自覺 W 猫誠盧 
を 認め 難く 近 ホの 御 巧 勘 殊に 
をの 著る しきらの あら、 こ i 
じ屠蝴 じが 制の 必要 h 遣 城な 
がら 今回の おおじ 出づ るの や 
むな きじ およべ b 

巧® 師 について は 相-おお 


產は旣 に破產 し' 一. 祖先 化々 のけ 
さ 法 あまで 競 H 質ず る やぅ じなら 
更らじ 刪乂財 產ト本 H 末 じは み 
定 する 模様で、 『派を 擧げて 謹 
愼を のぞんで 居る じ も拘ら や、 
句 弧師は ほを を ぁけ、 近くは 
透視 術 者の 言に をはされ て 本願 
寺 境 內じ义 を ほつ て府 わらし か 
られた b 、 警察の 手が 延びれ b 
をみ 整 端すべき 晶物 につき 光暢 


野球 見物 團 一巧 

大阪每 H、 東京 日日 新聞 ホ お 
の 野球 化界 選手 權 試を 見物 一 
巧 一二 十五 名は コレア 化 じて 化 
巧 十一 二日 横 濱酱彼 米、 十 一片 
八 H を 洋义で 歸朗の 豫定で 一 
人當 b を 用は ニ 干 五 百 弗 だ ど 


化 まを 强 をした b する ので 一派 
も 遂に 辛抱し 切れ なくなつ て最 
後の ち 段に 出た をので ある、 現 
內 巧は を劇棉 神の かお S 句佛帥 
の 诗遇間 題を ず 命じして 生れた 
もので 時に 巧佛師 のみ 弟で 句佛 
础 どらつ f も 了解 あ b ご 見られ 
るを 誠 師を寺 お總長 とし、 岡 派 
の 巧 网寺孩 ィ」 いはれ る 

大 元老 阴错惠 水 帥を をの 


下 じすを 下 間ぶ 敎 姉を.- れじ配 
して 組織 さむた 一 もので をる が、 
巧し ろ 句佛師 の| 態度は 更 らじ改 
まらず ます ま 心 一派 か 眉を ひを 
める やぅな 事 ばかち する ので、 
遂にみ を 塗 誠^も 一派の ため i 
泣いて を 冗を^ 逐す るの 意を 决 
し 諸磯關 の， 貧ぶ を 得て 一 W 兩斷 
じした もので をる、 親 驚 上人 0 
ホと 育 年、 前 巧 跡の 資格を ちす 
る 入が 僧籍を 奪 はれ-派から 放 
逐 された のは 巧 辄師を をら つて 
はじ A てごす^ j ?、 東本願寺では 
この 處みど 同 じ お來阿 漲陀堂 
ゃ 太子 堂に ぁク打 

带 法ち-貧 座席を 撤去して 
しまつた 句^は 僧 ょら 資格を 
奪 はれた のむ から、 らも ろん 前 
法 まの 資格 ふ 前 巧 跡の 資格ら な 
(兩 堂へ 參巧 しやぅ どしても 
をの 座席 も 單 なる 大 谷伯ぷ 
の 一員 ごして^ み ホき 得る こと 
どなった。 一 


ロ — レンズ 木 煤に おし 

警を 書發表 

お ホ 醫學雜 誌で 

日 かぶ 巧を 述じ て營吿 をを し 


例の 武が文 子が 

カツ ポレ踊 子に 一 

巧 年べ^ リンの 料理店で 情夫 
のために 化 嬰され わ义十 巧が 無 
想 庵の 妻て パリ！ の帘席 「ォラ 
ピヤ』 で 踊つ て 居た ま 林义子 
さんは ベが ブ ン じ 流れて^ 王 居 
るぅ もべ 少 リン 第一 等の ホ廉で 
ヤン ニン グ 氏の バー ラで 》 

おを ゥ ィンタ！ •ダ 作み 
ふ ど しれ •> どが^ 『カブ ホ 

賣ら茲 みを れ^また 大當寸 ベ 
グリンで 火 評 制 だ、 闹女 ご一緖 
しお 滞した 當地じ 匙いて を 大 
貫は もず 女史の ソ ブラ 
人 ど， してけ 不思瓣 な聲だ 言め 
ら H て 居る、 惡ロ 巧き ぶ 
ン 人に、 この 程度まで じ！ さ 
れ るのは 不思議：：* 現象 だ ご 


で 
I ， ンじ 
: J を 


雪 洲戌茶 違 

クレー トネ ツクで 

今が 化 盛 b —— グン！ トネ ッ 
クの早 川雪洲 さんが 例年の かく 
友人 知己を 招いて 小 半 H の歡待 
目の 小 汗の 巧る H 曜 、巧し 
ろ乂 々目の 巧天氣 のこ ど だから 
お 客 礫の ふも輕 い、 明るい、 ァ 
ツト ホー ムじ はわ 挑え である 
ホん 側 夫妻が 藝 道の 利け者 だけ 
じ ソサ ィゴブ I の 人々、 ゴグ 
のか 間、 を 足 道の ぶ 達 ごい ム具 
をで 化を る 人に もず 灰かぴ つた 
四時 ザ 頃から ぼつ —/\11 集ス 
てからの 間 じ 巧 人、 嚷 々噫々 歡 
語 談笑に 陽が 靜 々ど 傾く、 曇る 
電化 一瞬、 雷鳴、 條 おく 雨、 お 
をさん は垂內 •し 藝运 して 早 廻ら 
舞摹じ 化默暫 しの 問、 n 本ん 側 
では 內山 領事 夫妻、 お 井領 事、 

松 田 大佐、 山 崎 雄 ニ 氏 夫妻 、 S 
浦 環 夫人、 原 商務 書記官 夫人、 

ル 池 壽子壊 等を 見を けた。 

芭 里人の 觀た 

日本の 蛹り 

滕閱靜 枝さん を 批評 
月下む 里で 舞踊を 硏究 して 居る 
藤間靜 枝さん の 日本の 踊らを 觀 
たじ 里人の 批評 じ 化れば 

『色んな 着物を 着て、 ゆるら 
■ご 袖を ひるが へし 向きを 横へ 
る だけ ぢ あない か、 あれは 化 
な 崖の マヌカン だ』 

『目が 動かない 、顔 じ 表情が 
ない、 廣 重の 繪 から 化け おし 
だ 女が 身体を 動かして 見せた 
だけ だ』 

『越後 獅子の 時 じ、 身 ホを 見 
たが あらや 女に なつて 居な 
まだ 十二 一二の モ おの 身体が だ 
腰が せまく、 足が 短 かい、 身 
体で ぶ 情を だす ものである 
踊 じは 不適；^ 身体 だ』 

『カブ ボンは 動き. かあつて 面 
白い、 しかし あんな 陽 氣な踊 
を やりながら 顔の 筋-つ 動か 
ない のは をら U い』 

ど 云 ふので ある さう だが、 义反 
おじを 情の ない のが H 本の 踊 b 


ま 王を 語り もみ 

明 十六 H 午後 八 時半ょ ト凹百 
二十 S て 目 巧 ニー 十九 番 河ず 服 舘 
じて 久し 振らに 催される 野 堂 ロ 
王 ホの 語ら ものは 次の 如 < 侵 ま 
つた ご。 i 
ニ 一勝 ザと 酒屋 一 
阿波鳴巧モ別^^ I 
をが 崎 十 段 目 
お 俊 懷を衛 猿 廻し 


尋れ人 

(客 城 腐) 大橋巧 雄 (長 野縣) 获 
おず 人 (同} 巧 伯鎭雄 ~ 魔 島 
縣) 中が 榮ニ (岡) 渡 邊泰巧 (東 
京 巧) 古澤 武么助 (か 歌 山縣) 
を藤甚 之を (が 垢縣) 松 下壽之 
吉 (山 ロ縣) 德热お S 郎 (熊 
本縣) おが 芳薑 (鳥 お縣) 廳勝 
衞 (山 ロ縣) お甚吉 (を 媛縣) 
橫 旧常吉 (か 歌 山縣) 化 本 平 ま 
{鹿 兒島縣 ) 圈上時 愛 (変 か縣) 
末 松 (長 崎縣) 池 旧內藏 ± ロ 
(熊 本縣) ホ か 深 ■ニ 幡岡縣 ) ニ 
又 伊 度み 大塚 チダメ (愛知 
縣) 長 崎德一 お 田 幸 ご 一郎 (大 
阪 巧) 西 川 源お郞 (ち 庫縣) 藤 
木 喜 八 (福 岡縣) 末み 酱造 前 
紹 育大學 々を 八 木郎ホ (鹿兒 
島縣) 木場 常義 
右 のぞ じ 通知 致 度き 磯有么 
お 間 本人 若く は 知人ょ b 現 
住所 御 通知 願 上 霞 

紐 育を 國 総領事 舘 

1 萬 Broad ま y Kew ジ rk C さ 
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リンド バ— ダは 

六月 中旬に 結摇 

リンド パ！ ダ乂を VJ 强乂 .マシ 
コ 大使 モ。— 氏 か 磯との 想？ は 
义し いもので ある だ、 結 抱な じ 
就て はモ 0 1 家で も 堅： 记 のを 
守つ て 居る が 恐 もく ホ 巧 r 化 H 
頃を 期して 巧 ふ もの、、 如寸大 
使は をの 頃じ歸 米して 結 亦 A に 
巧康 する 萬で わる。 


日本 選手の ぉ羞既 

己 報の 如く 巧 過 木曜日ょり デ 
ビス 盃来 闕帶 第二 闽戰を S，B 
本 巧 表を 部、 恩 旧の ニ 選 j 瓦ゥ 
五 スト •サィドの 練 巧を が-' 去 
る 曜 H じは S 菱コ ， ト U がて 
翌日 曜日には H 庭 n - T ト じだて 
をら じ 練習した るが 雨 選 了み 當 
も 頗る 宵く 、 一昨 巧陋 杰助 
選手の 着 紐 ご 共に 一が^ を b じ 
チぶ ビ •チぶ 1 ブに 村り 街 数し 
た。 一巧は ず 覇戰迄 拽巧船 都 じ 
滞 巧して 最後の 練習 わ；：^ が 畫 
でぁるが、 ホ 週 二十 一日け X 統 
領の招徐じて ホ ヮ ィ、|^ 立ス 。 
—トじて模範試をを旌す塞」；^ 
つて 居る。 


の 長 巧で をる どの 意見 も ある ど 


卓， 上 巧 一 祕 

禁酒 狂歌 間篡 

A 大酒 飮 みの 巧德化 f 漁帅か 
が 房 州豐濱 がの 肌 神 挽 古 禁烟じ 
驗 くと 聞いて 願を かけ！ _片 ホに 
黒金の 巧ょ も 堅き 巧が 禁酒 U 
らば 手柄に 破れ 朝を 
ど 衡 山ん の 歌を 钟ま •わ 昔い.；- ■漁 
師じ 渡した _ 

A 歌必 のない 游 細、 か 化 じし 
ては 文句が 長え こ禁濟 一馬 鹿ら 
しさ じ 今 巧は 解 撰を 醫出じ ホ 
じ、 神 まさん 必 巧て 

巧が 禁酒 破れ おごな？ 一 じけ 
ついで おくれよ 差し、 一； わくれ 

と 又も 蜀 山人のを 歌を！ 1一：> て 渡 
した ごは 風流、 神主の々 は 聞き 
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雜 誌の バック ナン 
バ ー、 を雜誌 類の 
新 注文 等 化て 通 速 
じ 御収タ 致します 
何卒 お 用命 願 上げ 
ます。 

奧衬 書店 


® 羅府 、を 潘也帆 (ホ/グ^ 經 由) 
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港 心 帆 ( 

装が 

{： 午す 一が 

五月 中 
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- 巧 化 化〕 

れあ乂 ぶ 月 十よ 日 
春が 化 五 巧 化 一日 
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(正午 化 机〕 

冗 月 甘 二日 
六月 五日 
ホ 巧 十 化 日 
セち 一二 日 

® シアトル 出 耽 (午前 十 時 お 帆) 

一一一 島で ホ 巧 十击日 
が豫巧 六巧廿 九日 
靜岡充 よ 月 か 六日 
橫濱が 八ち 九日 

@ 餘敦發 目 本 行 お 帆 

箱 轉 か ホ 月 一日 
白 山 I か 六 巧 十を 目 
ホ 歡 I も ホ巧廿 八日 
▲禪育 巧 视芭豁 馬經由 日本 衍货物 お ー 巧 二回 
A 敬 絡 取 巧。 弊 班は 缺洲朽 、南 来 巧 並に ち 奈馬 
經 をたず 薄舊 わを 窺 船を 社 ミ掉約 おり 乘お切 
巧 等 萬 李 御 傾 量に 取 計 ひ ホ 上 丈ず 
▲ホ國 鉄道 切籍 、鹽肯 券 等 も御愧 をに 取 計 ひ 申 
上まず 


シアトル ぉ 帆 (午前 十 時) 
あらび やか あ月廿 一日 
ぁ b ダな 义 六 巧 十二 日 

るん でんか (ほ灌 出が〕 ホ 巧 二日 
►一等 樓溝一 化 五 巧 

化し ばリ すみ るん でんかは 一 五 五 巧 
▼一二 等 日本 巧 五 五 疆ぎ室 大を造 家族 室 多 R 
►抑 あ 望に 依り 一津割 5 往な 切 巧を 巧 致 巧 お 

ロスアンゼルス ぉ 帆 (午後 一二 時) 
もんて びで を乂 六 g 一 H 
はゎい 化 とち 十 ホ 日 

►一等 複淆ニ 一ニ0 兜 巧は わい 丸よ にら 丸一を 巧 
►お 別 H 莲目 本朽置 十九 巧 ►一 二等 a 本 巧 五十 五 巧 
でを潘羅ぉ巧親車切巧慶臺を購入^旋化リ裝 
▼攝育 線 パナマ 焼 由 B 本ち が一餐 物 おち 一 固 


日本 觸媪器 雑貨 類卸賣 

ザ元ブ タザ ー ス 


ヮナメ ー 力 の 巧を 

-I / 

ぶ 本ん の わ 買物 じは 特別 お 員を 置き 無 

で 御 案內致 ホ！# 話 又は ぉ 手紙 か 第 御 
間して 御 便宜を 計ら 巧め ての わ 方に 
が' しで ば恃じ 注意 致します から 是非 わ 
ムを h 蘭 ひ 升、 市 巧 配達は 勿論 H 本 其 
化を 閒宽の わ 荷物 發 送は 當 ホで 致し 巧 

レ 3 ン ワナメ ー 力 ー 


晚杳 坡每ニ 週！ 回 ぉ 帆 
含 ム プレス 露曲亞 (一二る 00 嘴) 

ぶ 巧 I 一一 十日 

エム プレス 亞西盛 (ニ 一ろ 言 嗔) 

ホち 十 ご 一日 

で A ブレス 娜蘭西 (一二る 登 嗯〕 

お 巧 四 S 

主， 五 ムプレ マ 露融亞 ニニろ 00 觸 I 

と 巧廿お 自 
一等、 二等 n 二等 及び 下等を 設備 
最大、 善美、 梟 快走の 東洋 おけ 船 


殘場 グ—ム 向き 

H 女 及び 獨逸製 玩具、 雜貨 及び 陶器 
顏也 を瘍 向き お 查部お 揃へ 陳 則して 
居* すから 御 巧 紐の 節は 是非 御立窗 
も IM 覽を 願ます 

マ； i デル て ンドシ ふ メル 


株式 

會社 


ロ 本 ドライ ダ！ ゾ商會 


諸 I 術貨 仲買、 卸販賣 

保 巧商會 


を 本 金 を ほ 曲 
拂込濟 資本を 六 千 巧 脚 
な 立を ホ 千 四 宜巧圓 

能 献ご弄 銀 巧— 支店 

本店 ま 京 ホ 日本 橋 院本を 屋町 五を 巧】 巧 
支店 ルが 日本 橋を 內去 文) 1 ~ 
名古屋 京都 大阪西 (犬 皮〕 神 戶 _ 
廣島下 隅 巧 司を ね お 巧 長な 
上がを をを 買 巧 水 


保 出入 巧替 ，電信 送を' 並 送を‘ 旅 巧 僖用か 
巧 業 信用 狀其 化】 股 お 巧 業 

人慨航 S 菱銀 巧— ま 巧 

鄉里 送金" 日本が 化 無ず を 巧？ 迅まお 巧 
本店 預金 (を 巧 通知 ノニ 棟) 巧 便利 取 巧 
本 ま 店 東を (本な〕、 大阪 > 財戶 、ま 都 
所が 地名を 屋 、小 梅、 上海、 な 巧 


▲鄕 里を を 及び 並を を (無手 數 巧)、 外 固 
あを 賣買 、荷 爲替 取飢お 立、 信用が 發 
巧 等 一般 銀 巧 菜務御 便利 じ お 扱 可れ 候 

鎌 赋臺灣 銀 巧— お 張 巧 

まのを を 等璋抵 、乂阪 、神戶 、上 お、 藻 
ロ、 融 州、 廣 巧、 池 頭、 香港、 廣 ま、 お 

嘉坡 、ブラ バヤ、 ブ マラン、 バタ ビヤ、 を 買 

カ^カ ツタ 、倫 致、 其 外事 錄 十四 グ巧 


一、 資本を 量億圓 (を 額 撰 込 巧) 
r 愤 なを 一 憶 五な 五十 萬圆 
內化本 支店 濱 (本店】 巧 巧 乂 阪 
神戶を 暢下賴 をを 崖 

橫鑽ぶ 金銀 巧— 支 巧 

ホ 国を ま 店 n る 港 羅巧沙 巧 巧を 
其 化 化 ホを 巧 重を 都 ホ 二ち 店及ュ グン 
ス有之 お 


平 庙大阪 化 濱五了 目 

i 育 支店が 育ブづ ー ドウ 王 

巧を 


- 百 四十 化を 


I 住ぶ 銀 巧 

お 《東ち 橫濱 f 名 古 塵、 を 都、 巧ち が 山 
尾 ノ 道、^、吳、柳ホ、下ノ P 
W 支な 一巧 巧， 小^、 巧 松、 博 ホ、 义留乂 、熊 本 ミ 
本 圃預を •/鄉 里 送を 等は 極み 
て 御 便利 迅速 じ 御 取扱 可 申ち 


ネ巧 朝鮮を 化 

ま 巧 出 振 巧 本內 地の お 要都巿 、巧鲜 
滿渊 、支^のを 地 巧び 浦 お 巧德 

朝鮮 銀な 紐 育 お 張 所 

か 固爲替 一般 银巧 萊務 精々 御 便利 じ 取扱 可 
申 上 巧 


藤本 證券 會お 

一般ち 價莊 を ノ賣 買、 引受、 寡 集 
イ 金融、 ホ-一之 > 品 スこ切 ノ策巧 

K 藤本 ミ； 1 ? 銀 巧 

紐 育 出張所 


陶お黑 、雑貨 卸賣 

森が ブ タザ 1 ス 


H 本 陶お器 雑貨 

ラ厶 ブ卸資 

奈良 貿易 蘭會 


日本 教解會 社 (並 ニを 鐵道會 お) 

代理店 ホ禍 兄弟 蘭會 

乘 車、 乘船 切なが じ ホ靖物 運送 御 便利 じ 取扱 申しまず 


夏 瘍巧品 特別 賣化 

夏瘍 、す賣 向、 ダ— ム 向新 猶 到着 
精々 勉强 御用 命じ 應 だまず 
け 本陶破 麗雜貨 卸販賣 

; < 1 潑茂木 桃 ホ 組 

105 内 • 16 を S 产 N 。 Y . 
He !’ Stuyvesant 送 茜を 7 


复瘍向 = 新 荷 到着. = 

精々 勉强巧 致 候間擲 引ぶ 願 上 候 

陶 猫黑雜 貨卸賣 

春 巧商會 

141 F 苦 扩 >ve , Mow York CUy 

003 驾をご St 資 . Tel ■ と go 這 uin 技 9 ぞ 2 送 一 


^ Js ^ N 新 荷 到着 = 

雜貨 、陶磁器、 ランプ 及を 等 焼々 
勉强巧 化 お 間 御 註文 被 下 度 願 上 お 

^太洋 貿易 株式 會社 

Helepho ミと ち 日 qci 日 3 沒 3.5 
101 巧 iftli A. ミ mie 之 ewY ミ koity 

Chicago Branch 沒7 W •宮 adison 扣 r ohicago, IF 
2ew 田 ngland Rep.-N •客 ミを a of 寒 访を穿 rd Sr 历 含 ton Mgs. 


を 

'齡 

i 


夏 瘍向品 

特 則廉價 テな テ 御 巧 命 こ 
應ジ畔 申 候 間 御 引 立願 上 候 
ロ I 本 陶破器 卸販賣 

F - D •商會 

おち 布施 

IFedolratled 0 ち iribetors、 ISP 
WS w」wl*d St., 2ew York 
ぎ Gramenj こ 606-3 岩 7 


最も 重大視 される 

新聞の 使命 國交 


旣 報の 如 （な 米た 化 出 淵 勝み 
氏は よ & 十 H ミ ゾリー 大學新 
朗 巧の サ遇年 祝 お パンク ユッ 
トじ 招かれて 出席し 席上 一 塔 
の お說を おみた が、 大巧は 先 i 
づホ國 の 新聞が 髙いス クンダ 
1 ドを 維持して ゐる 点を 稱揚 
— ) - テ モク ラシ ー め而 して 開 

放 外 巧 時化の 今 目の かを は 輿 
諭を 尊蛋 せず して 成 b ホた な 
いご 斷 じ、 而 して 輿論は 新聞 
紙のを 平 無な U る 報道 ご 指導 
を俟 たやして は 替發し 得ない 
ご 述べ 巧 聞の 使命の 重大なる 
を說 いた。 

の 淵 大使は 明を 維新に 際し 明治 
K 皇が 五ヶ 條の御 誓 义を發 ホ 遊 
9れて巧 - 條中じ 『巧機を論に 
がすべし」 と 抑 せられれ 点を 引 
用し、 これ こを 巧 曰 本の 患 法と 
活會 制度の 根本 穂 神を なず もの 
である どて デモ クラシ 1 か 日本 
ー取國策の化本でぁるををカ說し 
も一网 どして 大正 十四 年に 男子 
ニの 普通 選擧 制が 實 施された る 事 
〔を 擧げ 、追つ て 婦人 參ぉ權 の 
: 巧も貨 現す るで あらぅ ど 確信 
•る W 述べた。 

まわ 大使り 逝去 二十 數年ホ 日 
本の 言論は ホ國 憲法の T に自 
由を 亭 がしが ほ 今 目 益々 發達 
しつ/. ある ご說 いじが、 この 
点は 近年 特— 政府の な 動な 策 
じょつ て 腿 あされ 出しつ、 あ 
る 言論の 自 もじ 對 しては 聊か 
皮肉で ある。 火 使は. おに 語を 
進めて H ホ國 をに 及び 『化 ホ 
太两が U 米 國の去 綱であって 
太平 拌は をの 後門 ごされ てむ 


たが、 今や ま客频 倒して 太平 
洋時 巧が 出現しつ^ あら』 ご 
て 日米 賊 係の 重 太 さを 窩 調し 
兩齒鹏 係の 現狀は 競ず 的 ょら 
も 寧ろ 協 誠 的で 私る。 

例へ ば 日本は 米国ぶ を 糸を 賣つ 
て 乂國ょ b 綿を 買 ご， これを が 
ぎ、 ホ齒 はを じ 之を 買 入れて 織 
物 ごなず ど、 をの 貴 例を 擧げ、 
將巧 H 米 お 係に 巧で 兩 超が 商業 
上の 敵 ごなる 至は 巧して ないで 
るら ぅど 論じた。 巧 ほ 大使は、 
支が 問題 ど 移民 間 題に も 言 巧し 
目 本が 朝鮮 及び 滿甜じ 武力 的 巧 
動を 耕つ たの d 單じ 自衛 上の 立 
镑 から 執つ わので'、 ぞ那じ 勤し 
ては 常 じ 支那の 义化 ご經濟 的を 
展じ 資せん ごず るな 圖 あるの み 
ご 云 ひ、 満洲 じ 巧 下る 日本の 投 
資を語 b、 移民 問 巧に 就て は 日 
本は狹隘；；^る國±に人ロ激增し 
て 苦しんで ゐ るが 「円本 移民の 
歎迦 されざる 國じ影 民を 送る 意 
志は なぃど 言 ひ、 飞の 解決策 ご 
しては 科學の 力に J つて 工業 ご 
貿易を おあせし め國 當の增 進を 
困つ て輕 民の 福利み おし 得る ど 
信ず ど述 V、 日本は 巧 等 領± 的 
巧 >む を 持た。 いど 聲 明した。 
最後 じ 大使は 前粧ホ 大巧 松 平 
恒雄 氏が ミ ゾリ； 大學 じ蒂贈 
した 石 燈籠じ 言ぶ し， これは 
頗る 小さな 贈物 I じは ぁるが、 

日 ホお國 親善の ツム ボか .でを 
る ごを ひ、 この 親善を 堅める 
ためじ 日米 兩閱の 諸 新聞紙が 
最善の 巧 力を 拂ひ國 際ず 和 ご 
巧 解 どの 爲 めじ 資する J は 重 
乂 なる 化 命で ある ご 結んだ。 


か 國殖信 員 協 倉の 


例年 晩餐 


じ 良！ 


紐を じ 化 パる 4 國通借 員臨會 
r ては 化 報の 如； まも 十】 H 校 
ホー テ 火 マ デ ソンし 巧て 例年 晚餐 

酷き だるに 出席者 九十 餘名 
^ ア^ダラに- 檐の挨 殺を 陳 
V 一一 偷数 デ！ リ 1 エキス ブレス 

特 _ 仇 眞ィ！ ソン 巧 新年 巧 役員 及 
び！ < 員 等の 嘗 選ん 名を 發 おし、 
新 を 梅ぶ 駒 氏 巧 曾 席に着き 自 
み c|l なのち 語 お 説を 試みて お 堂 
を^ 笑せ しめ 劇 曲 家 アンス ラシ 
ャム 巧を 紹介し ア 氏は 現下 米歐 
巧 お 潮を 慨し獨 逸 •わ 國家的 
巧を 化 幾 獎蝴し 『人口 I 二方 
な 上の 都が じは 必や グランド ォ 
ペラ f 設けて W 政 的 じ 補助', て 
&る 1 1 例を 舉げ 現が 乂 國おぞ 
の 趣が 性を 化！？ — ^ 。 ！ ドア ィラ 
ン ドが 選 化へ パ アト 巧は を衆國 
上院 一； 蛾能现 贺を說 明した。 梟 
後 じ 一'' ォ' — ルド％ 女流 記者 ネ ー 
バア 大人の おお あら 頗る 盛を P- 
ぁつで。 が 人 側の おお おはみ 山 
總 が 爭化理 夫妻、 鄉巧ホ お、 乂 

蘇を 4: 巧 夫妻、 化 野火 朝、 鈴 木 
每 、水み おぶ 夫麥 、が 岡 
化 田が 常監皆 お、 ホ 化よ 
計々 ちち 山 父 化 學會ホ 事が 他 
ゎるが、 ぶが 度 役 貫、 を 
氏 あは 次の 如し。 

をを 梅 其 駒 (化を ニ ウス】 
副み-良 クン イス I フ キス (ウグ 


フ 通信社) ウキ巧 j アム ス ( 。 ィ 
タて 社) 幹事 クろ アク r ティ 巧 
! テレグラフ) 廟 幹事 ブツ 乎 


ヤア (タ ゲアフ •イ 


執け 委員 ビユ レン (デリ ー 耳 

レグ ラフ) ア ビブ コスタ (お 

馬 ッ タ ビ ユ — ン ) r ダ ラ (4 
キ シコ •ュ ュゲブ T サ^) デ 々 


ソン (ロィ タア) ぶ 
ナシ 3 ンーン が 


ラマ タン) 水 ハ合进 I ミ電 1;^) 


グ キス (ニ 
キ* ( hJs 


ブ {クオ 


會計檢 が： 役シ 

ドア ドグア タィ ザア ) グキ . 
ザン ( バア ゲ ブス ) 


日本 俱樂部 

新 役員 决を 

& 本お樂 部-しては をる 九日 定 
期總 會を挪 きみで 理事會 を辭い 
むが、 新年 巧 S あ 副 盲を な 下を 
部 委員を 委員 等を な W せる 結果 
左の 諸を 當 選した。！ 


福 ホ 八 

日 ホ 


数 氏 
貫等祖 


fnnfrnM—. 


あ 擧會長 
會 を 
副會お 
幹事 
を 副 
副 幹事 
副食 計 


擺 領事 
ま 延么助 
和間武 =丽 
ぶ 旧 巧太郎 
抑 木を 巧 
お 化 德太郎 
鈴 木 信 治 


參事 田な 繁ニ (を 一地 ま延 
之 巧、 風間武 一二が ' I 松 曲 竹 太 
郞 、か 木を 巧、 巧み 貞 みが、 

東義！ 

家 巧を 員 巧な ぶみ 郎 (長)、 
膝 巧 干 方樹、 乂化德 太が、 鈴 




木 信 治、 中 山 武夫、 橋 本を 巧 
橋本亨 

圖蕾 委員 石ぶ 晉意 (長)、 伊 
藤謁 雄、 樓ザ 武夫、 須お川 太 
郞 、水を 涉ご一 

乂會 審査 委員 上齊道 (を)、 
淸水 八が、 ま留蠕 雄、 武間之 
巧、 端 越 創、 小山 田嘉一 
ダー ム 委員 山 田 肋 造 (長)、 
山 旧 六を 夫、 巧 旧野欧 み、 旧 
川武 男、 相 巧 巧、 山中 吉太郞 
溝 ロ泰造 

運 巧を 員 武井理 S 郞 {長)、 
有澤滋 、山 坦齊 、西 村實 遇、 
粟村 誠、 西ぶ 勇次郞 、菊 地巿 
を衛 


キワ ニス 俱樂 部で 

巧 山 領事の 演說 

內山總 領事 化 巧は 本り ホ テ 八 

マ クアが ピンに 催される キワ ニ 

ス俱樂 部の 午を 會じ 臨席して 一 
複 の演說 をなず ベく 餘興 どして 
ッ！ リタ トビ ュ！ り！ の 日本風 
景巧 書の 映 寫ゐる 壁。 


文化 學會 委員 會 

旣報 H ホ 文化 學會の 位厦が 
ロム ビヤ 大學圆 書 縮 內じ决 をせ 
る爲め 去る 十二 日日 本人 側の 委 
員會を 銀け お獲 部 じ 聞き 柏木、 
旧 島、 地 ま、 を 信、 須賀 、巧 田 
水を のとを 出席、 巧 田 ま 事ょり 
の 報 吿を聽 なし 東を 本部 じ 打電 
のか、 バ トラ ア總 長に 對し 回答 
の 件、 今秋 開 舘式擧 巧の 仲、 財 
政 じ 願す るが 等を 熟議した。 


海軍 記念 曾擧巧 

ホる 甘と H は 例年の 如 < 日本 
海々 戰 記な H じ巧當 する ので 當 
地 海軍 監督官 事- 務がホ 濯の 記念 
會を 日本 俱樂部 じ 開く i ごな つ 
てゐ るが 當 日は ぉ府 大使館 附武 
を 隙野大 おもがが して 海 戰談を 
試 レべ く 本年は 晚餐を 衛單ホ 食 
ごし 巧賓 の ホ 人 同伴を 截迎 する 
新 例を 開く 尝 である ご 松 巧 監督 
長は 語つ てゐ る。 

華 府目會 戰遊會 

去る 日曜 午前 十一 時ょ b 華府 
日貪ょ摧の野み運動會をタ ^!/ク 
レ！ トホ ー ^ じ 泉 巧し 日 ホ 人 八 
十名參 加を 禪のゲ ームじ 半日の 
淸 遊を 試み 午後 五 巧散會 したが 
當 日は ぉ淵大 化の か 息 あび か 壊 

-1 巧に 加つ た (華が 特 信) 

早大 校友 會聞催 

紐. 育早稻 田大舉 校ぶ 會じ てけ 
ホ も 十と H (を) 牛を と 時ょ 6 日 
本 惧樂部 じ 例會を 懼ず尝 なる が 
住所 不 確の ため 遮が 漏れの-^ の 
も あるべく、 出席 ホ 劈-の 巧は 臺 
灣銀巧 高木 謙吉 巧まで 至急 申这 
まれ だし ど。 尙ほ當 H は ホ 紐 中 
の 校ぶ 潍ぉ 第な 五 銀 巧 重役 雲井 
盡 みがを も 願 席すべし ど。 

紐育佛 、む 會例會 

が 育挪 ，む會 本 H (水) の 例會は 
午後八時 1も日本烘樂部じ開催 
しを々 水 指 巧 師の說 が 「六 祖大 
師」 ある 答。 參聽隨 患。 

人 ち；？" 

參吉出 お 通 氏 目下 王 タン フオ 

ド大學 じがて 硏兜 中の 第と 高 
等 學巧敎 巧、 六 巧 中 渡哄の 途次 
が 紐す る 箸。 


•化 化巖巧 H ネ 生命が 隙會祖 
員、 まると H 歐洲 ょり 着 紐 九ち 
上旬 歸 朝の 當。 

•巧 山 峰 S 郞巧 學習院 教授、 
まる 十日 着 組 約 十日 間滯 在の 豫 
を。 

♦增田 甲子と 氏 兵 庫 縣祉會 課 
長、 岡上廿 H 間 お 阐ホホ じ滯巧 


俏桐 スペシャル 

新着 

夜 明 煮 册ぁ他 

魚肉 ど 野菜の 甘煮 
松茸 册五仙 

すき 燒 、ュり や ぷずゐ 用 
ごして 經濟 的な 切 松茸 

が 桐な 弟簡會 


额乂荷 

觸蒲鋒 水煮 
鋼 化 輪 水煮 
白魚 水煮 

一一!:!- 
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東京 廟 會特吿 


飛 切 b 上等 

JTT た 巧 厅ろ五 0 

E 幸 斤ち き 
巿內發 達 致します 

江戸 まへ 

わ壽 しな 日 お 巧ます 

馨 東を 商會 

1 さ W. 臺 F N. Y. G. 
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W- K を 部を 具が、 二十 ニ 

讀 室、 震 十一 あち、 

五ケ 年の リース あら S 千 五な 鬼 
內 金に て殘 をは ノ！ トじて 巧 
芝 W. 岩 th S 三 eluc 置 er 吉 34 


貸家 


日 1 ド、 ィ ゥス 向 十二 

室 一二 バス、 パィ ゥ H 
•— ごヒユ •一 テフ^ •シ— ヤクブ 

バーじ 面し 桃 尊-好き か 藍 じ お 巧 
大 なる パ ー キング スぺ ー ス賃月 
な 五十 弗、 委細は A. 芦 量， 

Gor. 置 & 『ぎ呈 mar; N. J. 
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巧 川が 隐 事を 所 

巧 旧啤事 巧す 會お解 育ま 店 

島資易 株式 會栽 I 

株式を 化 赤 / 

f 巧を 

H. Segawa, insurance Broker. 

Uchida Tra ぷ打 g Co リ I 打 〇 • 

ご lunm rraotmg Co. ， Lt ん \ 

Akawo 底 Co 

い ¢1 ，， 

303 Fifth Avt>., 

1 1 Park F*lace 
Tel. Barclay 1576 

150 Broadway 

235 Fifth Ave.* 

Tel. Caledonia 4100 

Telephone Rector 1484 

Tel. Caiedoma 9758-59 


を 倉 製 絲結穗 煤 式會な 
Kat&ku 化 & Co., Ltd., 
200 Madison Aveniie 
了 e!. A&hland 45 が - が 46 


に Mildzno わ 

(Vf も hn が 〇 Peark 
535 Fifth Avenua 
Tol, Vanderbilt 2519 

大倉 巧な ちまな 

Okum 么 C 〇 -, 

30 Church St., 

TeL Co け landt 2292-93-94 

S 其 巧 ま爵批 
巧理巧 
ぶ 婷が食 
120 Broadw 化 N. Y. C. Tel. Rgetur 7884 
F 扣 to け： 35-10 3 时 h ire ., ししむ わ 

淺巧 牺を觀 食な 

Asa 打 o &USS 泣 n し ompany 

Ro 々巧 801 -80S 
165 Broa 百 おげ 
Te!. Cortian か 8047-8052 

, Gosho Corporation, 

1 淵 ！ £ Impo けがん 

i が E 站 t 84 比 Street 

； T か Ashland が 87-M 

Gosho じ々 " ！ nc., 

I Cotton Exporters 

[ 说 B«sv*r St*. 

Ta! "Green 已 -Or 

巧 巧が 巧 逆 巧 ホを お 
なち 事み 巧 

South Manchuria R. R. Co., 

Koom 2026, Cauiadian Pacific Bld^. 
342 Madison Ave. 

Tel. Vanderbilt 4135 

S 井 物を 贼會な 
なを まを 
Mitsui & 0>., 

69 Br 々 aaway, 

TeL Bowling Green 7520 

巧 ま 含せ 岩 井 巧 巧 
紐 育 出張 巧 
. Iwai & なリ。 ん 

Wooiwo け h 扫 uUding, 
Tel • 巧 ゎ 民 oy が 60 • がぶ 2 

S 寒な 拳 株 ま 倉 お 
お育ま 店 
M お ubishi Shoj ミ ！ CaUha 

(Mitsubishi Co., 

120 Broadwixy 
Tel. Rector 2560-2564 

乂胶 朝日 ニ 東京 朝日 
化 巧 ま 巧 
Osaka As 凸 hi 

The New York で〇 1 が Annex 
Tel. Lackawanna 1000 

日本 痛 巧 株 まるれ 
紐ち 支 巧 

Japan Cotton Irading Co •，し 1 ん， 
2 Park Ayema み 
TeL Lexington 8787 

日本を 糸 巧 ま會お 
お育ま 巧 
NIPPON KI-IT0 KAISIH, LTD 

1 WO Park Avenue 
Tel. A ふ land 5320 

巧が 名會な 
なち まな 
Hara & Co., 

443 Fourth Ave^ 
TeL Caiedonia 7830-35 

日米を 糸 辕を會 社 
紐 W す’ お 
N ! 郎 i-8Ei KH 巧 ! (AB11 が !! Ki y ほ HA 
(N1CHI-BEI KIITO CO^ LTD.) 
1 Park Avenue 
TeL Ashland 6246- 47-48-49 

乂お每 日 ニ 巧 京 曰 H 
を 木 H が 
0 化 ka Mainichi 
民 oom 306A Worid BuU が ag 
Tel. Beekmaa 4259 


を 


巧 お でぷ廷 ぉなな がを 强 im ぞ巧 
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軍縮 會議に 最後の 持 化を i 

— 總選擧 後には 了 ゾリ 力から 英國へ 要求 i 


ゼ ネヴ 了 十六 日發 n 閱睹 聯盟 
の もん 者 化に 化て な， ゥ論 幾され 
て 居る 所に めれ け、 アメリカ 政 
府 夏 S 到る を恃 たずして 髮じ 
聯郎 軍備 縮少 委員 曾に 提雜 した 

軍縮 案に 掛し ィザ リス 政 
府の 態な 明示を 强巧 1 るに ちる 
ベく、 蟹 じ 一時 散 食を 見る じ ま 
b し委貴 會の經 過に 挪 して 內聞 
ずる 所 じ 依る ミィ •キ ブス 巧 あ 力 
ブ シェン ダン 巧は アメリカの 提 
諸じ關 しじ 論 嫌の 巧 則 A を频ら 
じ’ キブ ソン 氏に を 通した る もが 
ブ ソン 巧 W 態 巧 a 强 硬を 極めた 
のみ むらず、 秘密の 論議を も 巧 
巧され じ 巧め 止い；；* <是 を本鹽 
欧 がに 請訓した 結 お、 チャンバ 
— レン か 化ょり 駐米 大使 ホー ヮ 
— ド 氏 じ 1 部み を おして 趨巧提 巧 
ど盤談 した るら 齒格省 側では 巧 
事を ゼ本ゲ アで解 巧す るの みな 
しピ吿 ぐる じ 至 b し爲 め、 击巧 
下旬の 

選擧を 前」 して ィ グリス 
政が としては 援邀擧 • か 終 r する 
まで か 巧を な 會 S 討 爺 等は 一切 
拒 結 T る どが 强； ；： * る 態を： し一轉 
しなの r - タブ ソンを 權ら 化竭お 
縮の 义ホ物 ごめ るイゲ ブス. この 
協調を 械く こご 的を 貸 徹す 


る 上に. 个 利益で ある どい ふ 立 壌 
ょらして をね てツ シン トンに 韶 
訓 L なじ 本問趟 の 討 諸を 一時 延 
巧す をに まつわ S であるが、 ア 
パ" カ侧ご L ては ィ ，キリスの 言 
宵を 飽 をら 實現ゼ しむる 蘆が じ 
巧て ィ •辛 ブスの 總選擧 なじは 痕 
もじ この 問題 J 觸 るべ （ジヨ ー 
ンズ提 瞥をも お 怠に 當地滯 がを 
命じた もも i をく、 をの 結 おご 
して 海軍 列强で ゎる 

日本 を 始め VJ して イタ リ 
フランスは ホ 巧 上句なら でけ ア 
ィリ々 案の みを を 知を しおく は 
論 諮ず るの 磯會を 失ず ち譯 でを 
るか、 をれ ょ b 關係 巧强 委員は 
ニニ 一巡 間にな b て 討議の 上ァメ 
リカ 案の 巧諾が 否を 巧す る譯で 
みら ' 0、 H 本 及び 7 ランス 化 お 
は旣 じイギ ノス ピみ 同して 案を 
檢 討ず ベ！' どの 違を 明白と し 居 
ら 、イ タリ ー はブ ランスの 政策 
じ 化ふ當 であるが、 巧し ホる ベ 
き 繰選擧 じがて 券 働黨を < は勞 
観、 自も 黨み髓 ホが 勝利を 巧す 
る . に まるならば、： が 政府は 直 も 
じが 縮 討證じ 着手ず ベ けん も、 


若しが 守藏 じして 
俄然 か 灌心 握る 一し 至る じ 


らば 恐ら： U ン •； ンを曾 議悄ご 


して 五感 お 軍專巧 家の 秘密 令議 
を 開 淮しァ メリ々 案じ 就ての 討 
满を耍 ホず る じ まるで あら^ ご 
傅 へられて 居る、 をら に 傳閣す 
る 巧 じ 於る ど H 本な 府 じがぶ も 
斯る專 巧 家の 秘密 爵議じ 對心ヮ 
シン トン 若 < は ゼネゲ T じ Sp 表 
派 遺の 意め る もの、 おく 旣 
本のが 孫を び おち 當 局は 共于」 
れが對 策を 廻らし 屠ち、 現^ 巧 
年の ゼネ ゲァ 一二 题會議 じ 齋藤實 
子を 援肋 しつ i ぁつた 巧 異ホ使 
舘藝事 官佐か 巧 貞巧氏 も 投府の 
命令に 巧して 急遽 《 ン •トンを 出 
おし、 

歸 朝の 途に就 きつ i あ も 

ごの ことで あるから、 來る べき 
海带 f ノ會議 じ 佐 分利 參事 ぶが 
極めて 重要なる 巧衝 役に 巧 林 一ら 


て 


れ もこ ミミ 椎 察される。. 而！ 
若し 今夏 則 强の下 會議が お 進 さ 
れる もので あら VJ ずれば 歇湘 
避暑地で-あ b 且ダズ ジン 大铅 
巧缠 にして 窠離辟 S 接近し わ 
八 ダ^ の才义 テン ドで 巧 集を 
る じ 至るべく' おし ィザ ブス 
勞擲黨 にして 擧じ 大勝を 难 
れば 恐ら/、' 化 n の聯顆 理事 お 一 
お 軍 庶ホ會 溝の 巧 集を 要 ホず 
じ 至を でを らう 交り 


る 


巧 謝 値上げ 反 戳に學 生 暴 巧 


h 過激派の 仕業 ミ晚 まむ て 警官隊 ミ 衝突 =' 

ま 京 特電 十 セ 日 お = ぉ稻 西大學 々生 乂會 にがてを を兩 派が 薪圃を 演じす 負傷 著を 生じた。 
まを 特電 十六 日發 〔ニ ユョ ー ク • タ井 ムス 巧】 = が 大巧 科學 生は 當 巧の 月謝 値上げ r 對し |す 
を 乂會を 召集した めで 醬親廳 はお 服 巡を をタ 數張这 ましめ て聲戒 し、 辯 ± の 熱 効なる 當 掃を 擊み 
鼓 中に、 恰 かも 危檢 思想 意 傅の 疑で 解散を かじられた 巧大 嫌辯會 のす ホを モ もげ 巧ち 激越 皆 ロ §1 
で當 局の 横 族を E るに 巧 b し 庭め 端な，〜 も 辯 ± にや 化を が じむ 寶官 隊く學 をは 大格圖 を 演じて 勤 
.. なから 0 を 傷 おを 生じ わが、 大學當 局では 譬視廳 で 對し泉 巧は 學を 0 がの 共を 黨をモ が 仕組 A だ 
もみ £ して 化締 を叟ボ する じ 勒し學 ホ 側は 過激 蓝じ 何等 顆係 なく 却て 馨官 の橫 暴を ホ 難— 世人 ごノ 
注目を 栽いて 语 も。 


移靈 祭に 半旗 過揚 


巧を が 巧に 闡際 的儀禮 を拂ム 

ま 京 特電 十六 曰辕 日本 政府は 事實上 南京 巧を 承認..— ゎ 
形 じな つて おる が、 ホるべき 孫 文 巧の 移靈を じで 南京 政府の 意 
ぶを 巧 重し 义那货 化 じ旋沿 小で ある 帝 强軍絕 け ザ 旗を 蜗揚 すべ 
< 、殊に 萌巧 附近の 購 隊は靈 車の 到着 ど 同時に お禮 砲を あがす 
る ここ つて 居る、 尚ほ濟 南が じ 於る ロ 本 軍隊の 引 揚げは 巧 
艇 = 夕刻 靑島じ 到着し だ 列車を 0 てを 部 完了した。 


廣巧軍 巧び 

廣 東攻擊 

蔣ど媽 .この 關係惡 化 
東京 特電 十六 日發 H 1 時化 戰 
をした 〔前號 所 お〕 喊東省 おじ 掛 
しで 巧 化 あ 軍け おが 攒柬 側の 油 
斷じ乘 じて 一二 水 方 曲を 砲 擊し糜 
おがは 糖いて 西柯 •し援 をを 派遣 
しつ 1ぁも^廣西軍は頗る機ぉ 
。れ ば廣 おおの 陷恣 もぶ 旱賠 n 
の 問 越 ど 認められて 居る。 

ま 京 特電 十五 日 巧 n おか 巧 ご 


お 玉 祥將軍 ごみ 願 係は 日 ごみに 
惡 化し 睛ち爲 めじ ま那 巧の 猜糊 
きは 頗る 不活 を ごな つじ。 


化 巧 ご 漢ロ閒 

鐵道 y 切斷 


上海 十六 日常 nH 本人 通信社 
じ 速した 報道に 依れば 化を ご漢 
ロ ホの 錫 擅は す 通 どなつ たが こ 
れは刚 ぉ省晰 おの 鐵橋か 一二 箇所 
じ 一往り 破 数され た 結 あで これ 
媽玉祥お軍の車隊じ换らてなさ 
れ K ものら し （、湖 化 ホ 面で も 


媽 軍は 荫京 軍に 趨擊を 加 ふる 
まもし 爲め 媽ど蔣 ごの 反目は 
益 露骨 どなら 近く 兩 軍は 會戰 
るに いたる べしと 一 殺人は 信扭 
て 夏る。 


本 

} 


國麟銀 巧に 


聯 銀は 參加 せず 

ワシントン 十六 日發 =: 感務 
官 スチム ソン 氏は 對獨赔 償金 
収を 目的 ど t る 國陈銀 巧の 重 
じァ J 9 力 聯銀當 局が 參 加す 
であらぅ ごの 風說を 否を しア 
リタ 政が どして はを まじ も 非 
式 じ も アィ y 力の {良を を斯る 
劃に 參加 せしめない こごは 颤 
大戰な ホの 旣をホ 針で ぁると 
じて 居る が、 政府 ごして は 計 
をのら のに 對 しては 貧 成して 
るので みるから アメブ 々の 銀 
家が 欄 人の 資格を おて 新 銀 巧 
關係 する こごに 蜀 しては なて 
街し ない ホ 針で あるら しい。 




: r : Li 、 f .3 - ..た にト 


六日 山 典ょり る 古 おじ 到着の 
戲を でを もじ 萊 上す るが 故 府 
は 现旋將 軍と して 之を 迎へ近 
樹呼お 一 中隊 護衛の 下にを 內 
すご。 

犬 養 巧 U 竹顔觸 

〔十五 日】 旣報 义養毅 には 孫 文 
ぶ靈巧 臨席の ため 廿ロ頃 出 お 
• 渡 支の 箸 だが 古島 一雄、 板が 
，友 造、 宮川 一貫 氏 等を 同が す 
る 皆で 舊 領事 高 須化巧 氏は 殖 
鄂 ごして 隨巧 マる ど。 

; 芳澤 公使に 拜謁 

〔十五 日】 巧澤を 使は 十四 H 午 
が 拜謁仰 付けられ】 時間 半 じ 
を b ま 孤 時 厨に 就き 奉答した 

^ 主 后 営 御着 帶式 

〔十五 日】 皇后陛下 御 懐が 五ケ 
巧の 御着 帶 式は 十と H 巧は せ . 
られ る。 


隨筆 


i 紐 育 巧 進 曲 

佐々 木 指 巧 

写 ご 

人間は 電氣ど 云 ふらのを 發見 
I してな 巧、 空間 時間を をる 巧 度 
^ し 征服した。 王ヴ ジン 翁は、 神 
一 か 魔 か、 じは かじ 斷を しじ < い 
が、 た ー かじみ の征殿 者の ち 頭 
でもら ぅ C . 

昔 印 おの 巧ん は、 あ界を 精神 
のみ ど 見て 物質を 巧を した。 こ 
こじ スビ 1 ドを 滅 製して、 空間 
- 時間を をを じ 抹殺した。 しかし 
をの 巧を しむ 賴 質は、 ホ 氣の平 
巧で がな を藏 けた じは、 印 凌の 
巧 人ら 頗る テコ ダッ たらしい。 
. ハラ ぞャ ！ パ！ ラ：、 タ熙 も存巧 

否まの 哲學 をを を 無 俄の もの じ 
する を じ U 殆んど 一千 年を 豐 一 
たので もつ わ。 をう して をれ を 
成就した 哲人たち は 遂には をの 


户ラ キヤ * ~~ パー ラ？、 タ のがが を 
も 巧ぶ しまって、 あぶは も あら 
やじ 終っ わので あら 一を み廢墟 
のう もじを わた お 化 t 巧 人た も 
こを、 い、 迷惑 だっ！^ みで ある 
己 レを 巧ず 彼等は 一^の が 化を 
肯定し わ。 時間を 宵 t しを 間を 
肯 をし、 一二 遍 まは つて、 もどめ 
ら < あみと ミた ^ である (巧 
をされ たら、 宵を * j れた b 、 散 
散な 目に 合った 物 ®!; は、 やは b 
嚴 がごして を わて ^ 座る。 を こ 
でかの 哲人で もは をへ た。 こ b 
や、 どうも U ら の t これを 精神 
だ どか、 物質 だ V 」 ホ 名を っける 
から 面倒 じなる ので ある。 あ詞 
ロき にして しまは うご 相談して 
をん：：^ものじは尻をわがて壁じ 
向っ て 坐っ たので あ も 0 ごころ 
がを の 主た 壁が 闽題 じな った。 
こいっは 問題 じすち ホ! わるい 
めだ ミ あって、 目をっぶ ってし 
まつた。 こ ^ ををのを八の - 人 
は、 耳を 掩 ふて 鈴を 盜じ やうな 
もの だ。 振舞が を 怯で 市る ご 云 
ふので、 あ 限 も 怒鳴っ 
さつ ぱ 6 どうじ もなら I 
ので ある。 をれ までに I はまた 千 
年 £ 云ム 長い 巧 H を豐 したので 
をる 0 

東洋の 巧 八たち は、 さう 云 ふ 


了見た が 

I なかつ た 


た。 を こで、 か H らけ 物質に 精 
神 £ 云 ふ 名を つけて をた。 一 補 
の あきらめで わる。 電 f は 巧 神 
ど阳じ物でをる ^;* ゲ£、 情けな 
い聲を 化しは じめ じが、 をの 電 
半を 煮ても 烧 いても、 電子から 
ォゲァ ー の 輿け 馆體 にき こわな 
い。 しかし 柯 しろこの 方の 硏究 
を 千年 程 じ もなる ので、 かれら 
は、 をの 電氣 i：* る ものを 用 ひて 
時間 空間の 征服 じか： ったので 
ある。 さ， ブ して をれ が、 や*-* が 
巧し か i つたの 力、 ラテネ であ 
る。 かれらは 喜んだ。 東洋の 哲 
人は 驚いた。 

ラデォ じは 空間 時間は ない。 
シヵゴの 內証 話は、 をの 辟賴じ 
ニユ 13 ! クで 聞ぐ こどが お ホ 
る 0 レデォ じは クピ ー ドは ない 
を こで 起つ たこ ど i 、 こ i で 巧 
つたことは 同時で ある。 间 時な 
ら スビ！ ドは ない わけ だ。 なじ 
タビ！ ドが G ければ 時間は 無論 
た i ないし、 を こご、 こ i が 岡 
じなら 空間 も 無論た I ない。 を 
れが 物質の 歸着黯 である どす る 
ご、 物質の 世界一 じは、 時間を 間 
あら ご 見る のは、 たしか じ 人間 
の 迷 ひで なければ なら 0。 根本 
じ 於て 時間を 强 がない ピ する W 
目前 じ' 在 巧し でゐ るを の ものは 


窮境に 陷 つて どうし やう かど あ I 巧 底から 動いて ホる。 を こで 人 


案； げちで、 目前の 苦 巧 ど 腕め 
ッこ をして るた 聞に、 I 面が のを 
人たち は 物質を 虫 目 鏡で 腕んで 
字 巧の 极本 をを こじ np おださぅ 
ど 巧 力 L た。 随 みとが の 强ぃ虫 
目 鏡が 發 明され て 物^は 梅微の 
姿を 現は したわけ で I めろ が、 を 
れは决 して 鏡 神と 云 了を 罰を 奉 
る だけめ 資格の ある 了ので はな 
く、 いぐら 虫 目 鏡 のぞいても 
錯棒 が嚴然 ごしで 心 巧 をれ け' で i 
ボ 思議 ごころ じ羞 •ロて 御座る 
これには 西が の哲 はへ コタン 


人は 狼 おする r 現 化え 明の 動搖 
は、 かれらが、 今を、 をれ じょ 
つてを 神を お ホして ホた お本觀 
をの 動搖 でを る。 かれらは 疎け 
まは る。 スビ ー ド だ。 い ら-ス 
ピー • トを おしてら、 K ビ！ ドの 
結論は、 空間 時 聞の 滅恐 でぁる 
彼等の 顿 質は 天空の 上へ 舞 ひ 上 
つた。 いや 虛無 ごを ふ觀 念の 上 
じひつ かけられた。 歸資點 を 失 
'つた ものは 戟亂 する を 脈す る。 
女 も， 男 も、 散 b 散ら じリ るを 

れわ ニュー _ ゴー ク だ。 


聖 

上 


i 


巧 幸 目 御變更 

大阪じ 有 菌凰發 見さ 心て か 

六 巧 九日 頃に 御 還 幸 


東京 特電 十六 日發 === ボンべ キょ b 大阪じ 入港した 淸 が 丸に 
有 菌鼠獲 見され たので 聖上 巧き を 前： しした 乂腰 お 當 馬の 猿 おは 
一 ホ；：* ら ず、 船 負 化 十 名は 麵 が 先の か 田 卿 じ 隅 離 中で あるが を 
の爲 めじ や 聖上の 關西 行きは 御 延期 ど 巧し、 東を お 御 出 整を 五 
巧 化 八 H どし-八丈島、 大 島へ 行幸、 ホ 巧 四、 五、 六の S 自間 
大阪 じ擲滯 化、 九日を 0 て 御 遷幸の 旨宮巧 省よ ちを 表した 0 


奉迎の 準備に 化しい 殿 神 


巧 幸を ひわへ た大阪 城は 奉迎 
の 準備 じごり か i つた、 まづ攫 
御 巧は 鑛をわ どして 

眞黑じ 塗ら 乾 へられ 大手 
巧 侧の權 修理の 足複も 組立 中で 
ぁる、 本 化が 州 御殿 前の 松 横の 
多い 芝を じは 樓 御門から 稱 ホを 
拔 けて をに 巧れ 更に 經理 部軍醫 
部み 前を 一直線 じ 法務 部の 前 か 
ら 左へ 現在の 天守 臺に 巧く 道路 
じ つ^^ぐ環狀道路の擴築エ事じ 
か、 つて ゐ る、 あ斯會 社からは 
ホ數の エホが ホて 本 化 巧 じを 巧 
埋設 工事中で、 電氣 局のを 員は 
御殿 內を測 墓し 電燈 線の 引き 这 
みや 照明 方法を が お 中で、 御殿 
内の 壁の 塗ち 換 へ、 澳 紙は 

はリ換 へらた 引き ミ 

き 減 炎の 敷き かへ、 御お瘍 、御 
手 洗 場の な 造 等が 五月 五 H ごろ 


から 始められる、 御殿の お 庭は 
市を 園 謀の 手で 芝 ホを ならして 
ゐ るが、 今度は お 庭の 東 隅 ど 西 
隅 ミ 御殿の 廊下から ょ，、 見 わる 
瘍 巧に 一間 半に S 間 半 位の 化 壇 
を 一ヶ所 づ i 作 b 巧藥昏 五十 巧 
を 楠る 丹精を こらして ゐ るが 旣 
にニ寸 位から 五、 六寸 までの 芽 
が 出揃つ てゐ る、 なほ 御 庭は 今 
機が 眞 盛らで をる がけ 幸の ころ 
じは 庭 一面 じ 數ち巧 ぁる 霧 島が 
唉き佩 ふこ £ であらぅ ど、 而し 
て 陛下 御 ホ 腰に 際して 臨幸 遊ば 
されを 

瘍 所は 乂 較お廳 、大阪 巧 
役所、 大阪 控訴院、 陸軍 造兵廠 
大阪 工廠， 大阪醫 科大學 、大阪 
窩等學 校、 大阪お 立 都 島 工業 學 
校、 大阪府 立 巧な 陳列 所、 大阪 
，巿立 化巿民 お、 住ぶ 伸鋪 鋼管 株 


式 貪 社、 义 日本 热績 株を 會 社ず 
野エ瘍 、陸軍 観兵式、 學ホ靑 年 
圃 御親閱 式、 大阪巧 奉迎 會 等に 
して 畏 （も 陛 ドが 確か H 日間の 
大阪御 驻蠻中 じも拘 はらせられ 
や、 御 多が にも 十四 ヶ巧 のぞき 
じ 鶴を 遊ばされ るのは、 一に 大 
阪 の產藥 御獎勵 ごい ふ 有難い 聖 
貴じ岀 でさせられる 御 ホ 第で あ 
るから、 大御必 じ 副 ひ 奉る やぅ 
をれ をれ 十み 注意して、 奉迎 準 
俯を 進めるべく 當 局は 關巧 ぎじ 
申 渡した、 一同は 今日まで 御 巧 
定の 御模樣 であるく はかね てを 


つて ゐ たもの i 、 いよ. 御 確 


を VJ 拜 聞して この 空前の 大ホ榮 
じ 敷 泣し を自 いづれ も 盾に 引取 
つて をれ {この 無上の 

歡 びを 部で 同 儀 じを も 
愼霞 ちつ 罔 到なる 準備を 進める 
こ £ じ なつた が、 この か提 くも 
ホ 立 都 島 工業 學校 臨幸の 巧、 ホ 
巧の 小 學兒童 約 一二 千ん を 御親閱 
ぁらせられる 御豫 をで 當 日は 巿 
巧を 小學 校長、 を お 訓導、 兒量 
化 またもが 同校に 集る こご じな 
つじので 目下 巿敎育 部から をれ 
を わを 校に 命じ ホ榮； J なず る 化 
ま兒 童の 訟衡 中で ぁる、 尙ほ神 
ロ 行幸し 際しての 臨幸 ホは を 庫 
縣廳 、神 ロ巿 役所、 神ロ視 期、 
海洋 氣象臺 、別格 官お 社、 湊川 
神化 等で ホる と 承る。 


大紐脊 


九 ニ 九年販 Y 近く 發巧 


ネ なが 磬じ 編签發 行いた しまし K 『大 が 育』 は、 幸 ひじして 
江湖の 濟 くが かきせ 託を 巧し、 をに をが 一 肺 巧ら や 寅 切れ ごな 
なました、 化て 本社は 祭 一版の 巧を をを 巧が たじし、 员數を も 
巧 加した 千 化な サ化年 版を 新に 度がず る こご 5 な 6 ました、 あ 
確 じして 宜つ 新ら しい 統計 ど 事 おを ぶ 礎 じして、 刻々 變化 ずる 
巧が 『大 が 育』 の眞 巧を 傅 ふるに 遺が なき こごを 期して 居 b ま 
す。 尙 ほを 憤は 

豫絲 申を 者に 限リて 

特價と 十五 仙 

發刊 後の 御 購買には 


を價金 


弗 


ごを しました、 速 かじ 豫 約な ホ 込みを あ 望いた します - 


夏 十を 紐 育 新報 社 




m 


本な 東を 轉電 (紫 お町轉 載〕 


金解禁の 準備に 

委譲 案 放棄を 言 巧 


〔十 セ 日 1 U 本 商工 省議 巧は 金輸 解禁のを 式 ホ おを 聲明 子、 
ごの 决 議を醫 をし じが 兰 ± 藏 相は 同時にを 解禁の 爲 めじ 兩^委 
讓案放 楽を 富 明 1 る じ ま 6 輿黨 のじ 街 動を 起して 居を。 ‘ 


膨脹 一方の 我國債 


【十 セ 日】 四月 ホの 國價總 額は を 十八 慮 S 千 餘巧山 じて 巧 債 
は 四十： ニ. 値 八 千 ガ圓で わるが 國潰 整理み 入 体 成案 どして は 紙 債 
基金み 繰 乂增加 ご 發わ額 限度を 償還 额內」 劇化す る ものら て ’ 
國債 心を 巧狀 態を 觀 4 じ、 總 額の 五 割は が 巧を じがな てよ めら 
れて 居る が围 債資擔 の 一 人當 b は 六十】 勵 甜お錢 でみ 年末し は 
恐ら へ 六十 億 圓じ篷 しこれが がを の 癌になる であ ^ う ど - 


郵船 會 社々 長に を務巧 y 


【十六 日】 日本 郵船 會 社々 長 白 仁 巧 氏は 遂に 勇退を か る 
じ まもを の 後任を ごして お締 役を 務謙吉 氏が 昇 巧す るに 至 一な ベ 
く 明 十 セ 日の 重役 鲁議じ 於て 决 をを 見る はず。 

トルコ 航路 着手 

〔十 セ 日】 日本 ト < n 間の 直接 


が路は U 本 勘 船に 化つ て 開か 
れ第 'i 船 ダカ ー 化は 六 巧 化 日 
神 戸ょ も 第二 船 デラ ゴア 化は 
と 巧 始め 巧 化の 豫 を。 

總督巧 治の 廢化 

〔十 セ 日】 旧 中 首相は 朝鮮 化 表 
をに 對し 『朝鮮 統治の 寮 後の 
目標は 總督 政治 廢化 じを る 』. 
ご 言明した 0 

炭 磯町 お 火 騷お」 

巧 十 セ 日) 化 海 湛类喷 炭礦 町は 
お 化の ため ニむ 戶燒 失した。 

郵船 支店 員 殺人 

(- 1 -- 日】 n ネ型船 巧 島 支 巧 お 
納巧梅 旧 節 夫 a 妻く S 歲の娘 
を 殺し 己 いら 自殺-、 たが 原因 
は r カ圓 のを 潰ご會 社の 金卡 
敦千圓 の 化 ひ 込みの 爲 じご。 

津旧 大佐 參 謀に 

〔十 セ 日】 お巧乂 をを 旧 靜枝氏 
第一 遣 か濫隊 司令部 參 謀に 巧 
命 さむた 0 

灑澤 女史が 留學 

〔十 セ 日】 東を 醫大 外科 學敎ま 
愛知 縣人 備澤さ だす ( サ と ) 
は ホを 5 T 科硏 巧の ため 文部省 
から 獨逸じ 留學を かせられ 八 
巧橫濱 をお發 する が 外 巧學巧 
を留 學の最 かの 婦人で ぁると 

增員數 政府 讓步 

〔十 セ 日】 樞府增 員は ニ 名 どす 
ベ （政府は 讓ホ しわ。 

入超 ニ 億 ニ 千 巧 

( 十六 日】 四半期 貧 拐は 合 獲、 
朝鮮の みを をみ 入超 ニ 億 ニ 千 
餘巧圓 に 及んだ。 

大 右翼 結成 方 か 

〔十六 日】 を 日本 農民 組を は 日 
本 大衆 黨を脫 退し 大 右翼 結成 
ネ 針を 取る。 

十一 ニ 段制續 おす 

【十 ホ 日】 時事 新報を 一一 ニの 都 
下 新聞は 旣じ實 巧せ る 巧 京大 
阪 のニ大 新聞に 做 ひ 六 巧から 
十 S 段 制 じする ご。 

裁判が 夜間 開廷 

〔十六 日】 東京 地方裁判所は H 
稼 人の 便を を 計 5 十月から 巧 
間 開廷を なす 害 。- 


巧 四 

こ 0 
〜 


おか 葫 大使 引 盤 

【十六 日】 齡駐佛 大使が 井一 
郎 男は 外を 巧から 引退し 

爲替 送金に 逆 度 

L 十六 日) ホ國 のを 利窩 で^ 債 
の 利 拂赏を 調達 阐難 どむ 9 爲 
替 送を に 逆戾 もした。 

前 米 大使の 寄瞄- 

〔十ろ 日) 日ぶ 協會 定期 總 百は 
十四り 銷購 され 席-^ 前 米留大 
化な バンクロフト 氏から 一口 ホ 

腦 係裝學 資金 やへ 一二 十万 既寄 
附 されね こごが 報吿 さわに。 

か 人 十ぶ 名 叙 動 I 

|:十五呂〕 ぉみ陛をに盡カ—|た 
外人 十五を に 到し 叙 動 父は 銭； 
を T 賜；？ 御を をが みつたが お 

中 ロンドンの チヤ i 方 ス ♦ ; ヒー 
ン セント •セ 1 片 巧は 勸 I ゴ壁 
旭日章 じ、 ニユ ー 31 クー 导 
ンタ！ •タフ .ト 氏は 觀 ニで 慶ー 
寶韋 に、 ザン フランシス 
ロ パ I ト •リンチを、 ご广 
八の ド タタ！ • ゴ 1 ウ 玉. . 心 

等は 勸 一二 等瑞寶 章に 叙 せら 


こ 


募 償 能力を 擴 張. 一 I 

〔十五 日〕 滿鐵の 募債 能力を j 
億 膳に 擴張 のがけ 六巧サ 曰の 
採 ま総會 じが 議 ずる 善。 

露 工業 者救濟 案； 

〔十五 日】 中小 商工業者 救 清の 
ための 補償 會社 案は 大藏か 一 
譲 兜 中で 巧を 案は お 離 調 ホ I 會 
じ 附議す る 蟹。 

惡疫 のを 險 な、 し 

〔十五 日】 旣 お、 大阪 でち 可 鼠 
を 見の お 梁 即刻 調査され I - が 
現狀に 於て ペストの 危 隙 - 
と 巧務當 埼け發 表した。 

保 輸契絲 八十 億 

〔十五 日】 帝國 をが 保 厳會； 仙 新 
築 落成 まじは 中橋荫 相、 品を 
男 其 他 諸 名 ± タ數巧 席し ^ が 
阪& 巧は 演說 して 曰く 『13 本 
の 保 隙 契約 高は 八十 憶 達 
し 世 あの 第一 二位で ぁるが 一では 
日本人の 思想が ホ だ堅菅 I でぁ 
る ごいん こどを 示して ゐ I 
を々。 

.安 滿師鹽 長 就 施 

〔十五 日】 ぶ滿第 S 師 勘を 


『 I ' ll ち' ゴ_ 
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ビグ ザ ン户巧 

小 池 寫農舘 

電話 サ ー クグ " 

四 巧 0 六 


診察^ 

午前 十 時 I ニ呀 
午後 四時— 八 時 
H 幡 午前 十 時 — 近 午 
急性 慢性 巧 女 疾患-ほ 
梅 病、 偷液檢 査 _ 
タザの 經驗 をを しな 本 
人 じは 特に 親顿 じあ 療 
す 一 

健康 診斷 こが 

ドクト^ 一 

メイ ゼ戶 


磯關 事務が 扱 

W 夏臺 L 養 罵 & 皆. 

ぎ 1 7 装 ご Br 夏 dvay - 毎ぶ 
TeL ぎ wl 忌. Ga ま n 芸 M -5 I 8 


丸山泮 服商會 


西 四十 六 了 目 六十 お蕃 
電話 ブライアントと 0 とか 


洋服 調進 

クタ、— ニン グ * タイ 

イング、 修犧等 一切 

ミカド 洋服 店 

松 本 保 
雷 話 ライン ランダ！ 
六 八 己 0 



稅關 事務 

東洋を 地幷 じを おを 
の 輸お入 ホ 法に 隅ず 
する I 切の 御諮閱 r 
應じ 磯道 激船 貨颗運 
貸ぶ お 帆を 稱雜ず 續 
臺等 進呈ず。 重要 都 
おじ 化理 巧を がし 誠 
實較速 御用 命に 應や 

お驗 取扱 


笠 ホ 洋服 巧 


婦 

人 

輿 

語 

敎 

授 


巧き 米 國柿人 
H 本人へ わ英 
:沾敎巧じ：^を 
年の 經潑そ 有 

f。 一 レ i ース 

ンと 十五 如— 

每 B 朝 九 I ょ 
らが化 時^ 巧 
時 にても jd し 
H 應 日け 
ょ - O ' 四時 放 


時 


♦度 籍 ♦雜誌 ♦新郎 
縱覺 室を 開’ 

執務 午が 九 時 よら 午後 立 時を 

綴脊 H 本人 會 

ブロ— ドウ ゴイ 一とと 五 


電 

話 


チ— クグ 


00 と 0 
00 と~ 


十五 年の 歷を ある 當 校は タ 年の 
經驗 ご 新 智識を 有する 敎 師を聘 
し 自動を 
操 縱法ぷ 


び 運 蘭 者 
の 修得す 
V きか 要 
な 機賴的 
智識を お 
期間 じし 
て 最も 能 
率 ある 徹 
底 的 技 嘴 

を お 習し をが 獲得を 保 班し 磯 業 

ロを も 周旋し ます。 
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書娜加 
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▲お 薄 ◊調杳 ◊巧 渉 
◊貿物 ◊其 他 巧で も 
一 御 懇切に 御 取扱を し 

四ます。 

I ▲をは ン カブ 大學を 
一を 柴し巧 米な じ ホ 五 
I 年 聊か ホ踐の 奉裤じ 
~ 通 する もめ ご 信 じ姊 

j が t 商事 研究所 

j — 誠 舞と 杉 純 雄 

A 米國 じて 發巧 せる 
新舊 の蓄籍 とお 誌は 
御な 文 次第 敏速 じ 御 
~ 頗け 致します。 

▲右 脚注 文に 對 して 
はを 憤よ b 剖 引して 
差 上げます 0 



化が な卸資 

五 咏商會 

WE . ニず 等， NJ - C . Teu 韋器資 5 を 


t B ♦巧 ♦挡 ♦苗 聲兹 々巧 ♦お ♦ 
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紐臂ホ 命が 險會社 

S 木宠吉 

織保險 


ski 

zew wo 『 k ■尸 ifelnwcranoa Co 
51 0 賢 si > e?sr zffiwY 弓 Koity : 
phon タ Worth 22 器 

をおノ 方-一 抑 掛ケノ が^ 必 V 
烦 自巧ノ あぶ ピ巧話 巧 巧 チホ 
妨 々た涅 辛 f ホイ 


.山 

去 ♦ミ ■♦ミミ ミ 


了 タリ カ繁 をの 實體 て】 

過 V ろと 年の 膨脹 

氣遣 はれる i のは 余 利な の將來 


i か- 1 ゲングた 統領 時化 〔一 
九 ニ 1= ニニ 年〕 を 郝 にお 集 さ 
れじ失 巧を 救 濟會講 常時、 巧な 
を官 でぁつ た 現 大統領 フ ーゲア 
I 氏を 委 旨を どして 失 ま 救済に 
側聯 して r メリ 力の 

經^が 盤を-調 杳 する こ S 
ごな >、 モ 九が 二十 八 年 L 勞働 
一級 同 幽をグ ブーン 氏、 ォ ー ゥエ 
I ン •ヤングに、 をの 化官 K 、 學 
'ホの が 力 者を 網羅して 委員 曾を 
設け、 アメリカの 繁榮 どを の將 
ホに 就て 調査し まる 十四 H 附を I 
- 0 て、 これを をを する じ まつた 
i 巧吿 ♦は 一二 章 じか 類し 千 九な ニ 
一十 ニ 年ょ b 二十 九 年 じ おる ァメ 
_ i リヵを をの 膨 眼、 經濟 的を 展 の 
跡、 巧 源 及び 信用 制 巧の 趟 お、 

~ 物 巧 ど 巧 銀の 脚 係、 生を お 加 •し 
; 件ふ勞 力の お ホ、 消 巧の 推移、 
自が當 源の 開が、 經濟的 差違、 
指導を のを 混、 技術 方面 等 じみ 
もてが < べき アメプ 力の 經濟的 
を 連の 跡を 叙し、 更ら じこの 繁 
をを 永义 じを 持すべき 

將來 の ホ 巧 じ 就て 言み し 
たもので あるが、 この 調を じだ 
經濟 調が 厨 指み の 卞じ約 だ 人 じ 
垂 々ピ ずる 經濟海 巧 家、 統針家 
W 曾學ま 等が 參 加し、 この ニ 巧 
巧 じ-おの お 吿を寃 集し' 吏ら じ 


違に 戊 ぼす 影！！！ は 秘めて 深甚で 
ある」 ピ說い r 居る、 更 もじ 裙 
吿 萬は.- の 期阳じ 豆る 幾 濟的發 
連を おし 『を 都 巿じ糜 天 閣の數 
を增 し、 空じ俾 びし 延接 g に ニ 
万 哩に乘 々ごし、 陸路 及び 水路 
じ 依る 

貨物® 羅晏 々十五 憶 

顿じ垂 々ごー を 道を 巧來 する 自 
勘を ニ 千 五 巧 巧 お、 千よ も 巧の 
家庭 じ 電力を 供給し、、 J ネス ク 
—グ じ乂學 する を 一年に 一二 巧と 
十五 万人、 大舉 じ入學 する 男女 
なで 人、 一億 ニ 千 方の 民 U 生活 
を享樂 したが、 本を 員會 の調杳 
するど ころに 巧れば、 この 活動 
巧に 當 ろても-を るを 業は 化の 産 
業を 化し、 成る 现 ホは 化に 比較 
してを 裕 であつ た 事實を 認める 
即ち 人造 紹 糸の 急速な 發展じ 比 
較 して 締糸 エ據な 操業短縮の 止 
むな きじ 至ら、 婦人の 絹 下着、 

靴、 毛 巧 取引は 隆盛を 極めた る 
じ 反して 

を織餐 筆に 衰微 畫じ 

たるが かきを の 一例で をる、 巧 
に 季節 產 業の 就 働 貴が 態は 極め 
て ホ 常狀 態で あるじ 反し、 磯城 
のな なお 達 じ 伴 ふ 所謂 お 滿的失 
樂 をの 奪 おも 注自 すべき 現象で 
ある、 これを 地ぶ 的の 差異 じ 就 
て觀る じ、 太ホ洋 沿岸が 異常の 
發 達を ホし、 巧 補 諸 州 も 製逛地 
ごして 急速に お 頂し、 化 東部の 
を 業は 伸長した が、 新英脚 及び 
中央 乂 西洋 沿岸 巧 州は をのち き 
ホ萊を がら L い 位 醉に轉 がする 
爲 めじは 多少の 進 ホを 害されて 
居る、 而が しこれ 寒の 集閣 的、 

威 ひは 地方 的な 事情ょ ちを じじ 
差異 U 兎 -! 巧、 これを 

一般の-し 観るなら ぶ 彼を 
のをが 標準は 歷化じ 曾て 見ざる 
粋ん ' 鳥い 位駐 じあ もこ どを 示し 
て 居る』 ご 述べて 居る。 

出超 壁 ニ 億 

アイリ 力の 貿易 

別 巧 本社 特 あは 本を 巧 四 H ま 
での 輸入超過 一二 億圓ど 報ずる じ 
リヵ 商 お 省が をを した 
同期 じがる アィリ 力の 斟外貴 為 
はこれ ご 正 反 蟹に 
輸出 十 凹 億 ニ 千 巧 巧、 輸入は 
十一 億 ニ 千：； TH 方 弗 じして 昨 
年 同期' し 比較した 增加 をは 一 
剧八 かおが' 輸 5-1 超過 ニ厳乂 
千 八な 巧 巧 じして 實じ千 化な 
二十 年 W ホの 出超 高 ご 云 はれ 
て 居る 

娘 お 膨 眼の キ 凹は 製を 品、 自動 
がぶ び附屬 お、 機械 類 ホび じ钢 
数 瓶を じ •て 輸出品の ぶかの 四 
ごい . ふ ものを もめて 居る、 これ 
に 巧す る 倫 入 ザが は 巧 巧 加し 居 
る 心 商に が汇 はがが ので 落で 扱 
に 比して U みなく 物な 出超は 巧 
年 問 期の- 链 一二 千 ニ 一巧で 巧に 比 
してが 加を ホし 居る がを 塊の 輸 
入は 巧 年の 一に ニ 千 方 恥じ 割し 
て 化 千 八' むタ巧 どい ふが 少を示 
して 属る 0 


これを 纏めたら ので ある、 時に 
蜗近聯 巧が 備 銀な W が、 投機的 
巧が 引に 凿 1 るが 巧のを 離を 嚴 
をじ證 がしつ 、 > ホる おじ 際して 
この 委貸 をに ょ b て 結論され じ 
る ものは ぞ大の 巧が を 0 て迎へ 
られて 居 じが、 右；；^ 坡吿裝 巧 
ま 投機 じ おする を 触 お 加 •レ 遂に 
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日本 じを き ァメリヵの 苦樂 喜劇 
を 帝劇 じ h おする 旨 魔々 皆 地の 
英字が じ 傅 へられて 居る パれ V 」 
も、 佐 藤氏の 語る 所 じ 依る' こ 
本人 もを 晚 をん；； ^ こごを やら 
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ぅ. 
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ない ごの こごで ある 0 



化かろ た 


はも^^^の 遊び 
方を 黄 文で 米闕 人に 能く わかる 
やぅ 明瞭に 說 明した ものが 
^ ホ ま。 た。 巧を 目み 進呈 致し 
一一ます、 Ip 覽 下さい。 

W iAS 夏 C 0, 114 E - 夏 thSt . C 安. 


成功の 秘訣 

も留 4^ ち 養， ど MU 


け 

XTt 

S 

n 

も 

S 

rf 

8 

uv 


尋れ人 
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ィン. ダ ァナ 州 ラフ ア エブ テの 
•こ ァユ！ 大學 ピ戰ひ 十二 對お 
で 大勝-」 たみ、 强敵 である ブ 
シン ト 大學 じけ 一勝) 敗し 
が 今* ニ/トロ キト かょ b コ。 
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にはせ 都フ シン トンを 觀 ホ、 
二十 五 H には 當化 じ剖眷 して 

ホブ 〇 •マジ エス テック じ投 

お、 當 地を 中必 として ブッシ 
ユゥ キック 半 職を 勵 、ホ ー リ 
ク日 ス大學 及び ブ日 ビデ ンス 
大學ご 一二 試を し、 六り 一 日を 
曉の激 船で 巧國 にお 媛す るを 
である がら、 同胞が 明大 健兒 
じ 巧し 待る 隙會 は、 二十 六 H 


日が、 剛大 お友禽 、白 本ム 
= 本供樂 部が 蹄を の 下に ： n 
樂 部で 開 踏の 豫を どなつ て 
歡迎晚 餐會が あるの みで あな。 
(圖は 最近の 明大 野球 幽の 一巧 
で 前列 左ょ b 堀 おず、 驚 
蟲兼捕 ホ-手 お 捕手、 中 
手、 隅 田 一二 壁、 岡 旧 監督 
村 主 將那須 中堅、 米澤 
を别 左ょ b 田 部遊擊 、奥 
お 本一靈 、中 村 ( M 一役 ホ 
概敎授 、杉 本 支配人、 ホ 
ず、 を 旧 投手、 眞野 こ 壁 i 樓 
井 お冀の 順序) 

尚 ほ 明大 校ぶ 會 ではが 日間 i ' 滞 
巧に 一巧の 觀化 見學の 目的 4 桌 
たさすべく、 明 後 H 下相談 合を 
催す 尝 である。 
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ヤンみー 女を 乘客 ごして .；.：： 

ツエ ペリン 號化發 


珍ら しくら ゴリつ 君まで 乘 せて 

M 本 飛 巧には 藤 言 航空 少佐 同乘 

，發 動機 r 損じで 引返ず 


フリ ドリ ツヒシ 五— フ Z ン十 セ日發 u == 當 城を お 澄した プ王 
ペリン 化 號は邮 中が 上を がわ 中 お 風の かめ じ 發勸機 五 個の ぅら 
ニ 個を 拽 じたる ためを 全を 賊 して 昨が ホ 時化を 〔ニ ユョ ー ク時 
間 午を 一げ 化か〕 ス •、 1 キンの 沿岸よ」 f 修鑄 みため 當 化へ 引返 
す こご I じ b 目下 化阳 のが 度を 受けつ、；^ フランスの 上空 V 飛 巧 
中で わる、 飛 巧 W 間け 十二時 間 化を で お 程は 約-千 哩 であつ た 
ベルリン 十六 日發 =：=：：： が ロを 發 S 尝 を あつじ ブェ ペリン 号は 


h 巧 飛い を 可 証を 得る じな 障， I 一生 じて 一時 延期し、 今 
锁お料五十よか 〔ニ ユ ョーク時熙零时1 | ぶ十よを〕 根據地フリド 
リヒシ ' タフ 五 ン をお發 . 歐洲 の 天 膜 だな 巧 なれで お 巧が 上ん' 不 
良なる ホ あ h 化むな く お ホが 路 をなる をで あるから 飛が々 おも 
約よ なキ " ホ お ( め 四が I 二十 五哩 ) 延長すべく、 第一み 橫戲の 
如 < バム ー ダを 鮮 めの 常で、 間锁な < 無線を のて 巧 動を 報知す 
べきが、 今み の 旅 じは 夫ち や 域を の 反教を 斥けた ニュョ ー ク巧 
の 巧 仲员人 マリ • ピアー ス 夫人 も 间乘毎 上出發 しむ、 ニュ 3 . 

ク 到着は H 曜 H の 黄の 豫を である。 

ま 京 特電 十五 日發 = ッ 玉べ ブン伯 競の 世界】 周が 巧には 霞 


シ八ジ ！ を經 由して べ瓜リ 
の 四な あ 十 哩納巧 飛行には j 半 
ホを 課し 一 

歸路 は東プ 。シアを 差 苗 
して 五 百 五十 峭を 飛び ( 乘皆賃 
な 四十 H 弗) さら じ 太 西洋を 溃 
斷 して アメ 9 々じ ホる のはと 巧 
十五 日 ど 二十 H の 間 ご豫定 ろれ 


愈々 レー キ ストを 恨據她 I と 


して アメリカ 大隆 を摸斷 し， サ 
ン チヤ ゴを經 て、 ィブキ じ 飛 一を 
にん ホが の 空を 征牒 して 日 心；^ じ 
あき、 歸路或 ひは サキべ リアよ 
ら化 極を 橫 離して 巧び ドキ i 
歸る計 劃で、 が 項 特電 所 報の 巧 
が 藤 まみ 佐の 问乘 飛行は 恐 .」. 
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ク から f をら うど 補 像 


されて 居る- 


ケ滿が 空 隊か咳 長 兼 お 官お诘 直 四 郞少吿 • か 同乘に 巧した < 


ブユ ベら ン伯號 々闽の 飛 巧々 
巧は おお 千啤 からと 千 五. 白嘿ど 
見られ、 前記 ピァ！ マ 夫人の W 
若い ゴリラ も 一頭 乘 込み シヵゴ 
動物園 じ 輸送され る尝で 

獸 類の 太 洋橫斷 はこれ が 
初めてで ある、 船の 梢 込んだ 燃 
がは 巧 己 十 時間の おわに 耐义し 
巧べ く、 先づと 十二時 間 位で 橫 
斷が出 ホる で' のらぅ f 云 はれて 
居る が、 を S かじ 賴这ん だもの 
は 貨物が ニ 順、 食料品ぶ びが 料 

1 顿 ザ、 掛便物 ザ 晒、 乘紐旨 
が 約ニ顺 のか、 ベンジン 十二 嗯 
二ぶ 五 千キユ ビック 趴の宠 巧 等 
がんら、 一が をのを 用は 巧 一巧 
五で 五が 弗から】 巧と 千 巧の 巧 
度で もる が、 この 费 用は 十二 人 
の 乘を貸 一で 弗 宛で 挪 けて 居る 
から 貨物 貸 等は 備 けもの じなる 
譯 で、 現じ 今み 今间じ 巧んだ ピ 
ァ ノ一臺 'しは 千 五が が どい ふ 

運賃を 課され、 乘 をの 跑 
類 も 化 づニ 十五 お 度 i : 十キ U グ 
ラム) を 限 巧 ごし、 をれ りとは 
】 キ n グラムに 十 巧 宛を 徵 化し 
て 居る、 輸送が 巧の 巧 おじ 就て 
営 化 化 巧 巧み おおす ると ころに 


化る ピ韵 記の 珍 物 ビア ノやゴ 
ラを 除厶 .かには、 廣吿 ポスタ- 
六 肯お虔 、干が ニ 樽、 金銀 ジ 
1 リー些 ニ お 度、 玩具が 二十 封 
巧、 烏 dll 打-婦人 帽子 S 打、 
萃具類 III 十 封 度、- リボン S すャ 
1 ド、！！ 籍 四十 册 、絹 着 一枚 等 
の 外 じ吐雜 だのと 好奇 援 蓮の 郵 
送 物 か 会數を 占めて 居る、 第一 
みのおを は 非を な 難航 空で 化路 
け 昨年 ホ 巧 十一 H 午前 ニ 時に 出 
發し途 暴風雨 じ 妨げられて レ 


I キ 


キ^， 手 一 

到 音 


スト じ 


したのは 十 置 H の 午 
前 五 時ち 十八を で 實じ巧 十一 時 
間四卡 ホを、 航 巧六モ 六が 化 哩 
でゐづ だが、 十 け 化 化 H 巧發の 
歸路|^を風ををけて四卞四巧五 
十 嘲^ ー氣じ 六十 八 時間 四十 ホ 
みで 飛げ 飛け 船の 新 記 線を 殘し 
たので あつた、 ッエ ペリン 伯號 
今回の 太洋橫 節は、 今夏を なて 
巧 巧ず 一き 五で 五 千 五な 哩じ垂 
乖- ごす 4 化界 一周 飛 巧の 前提で 
あつて か k 地 到着 後 更らじ ドキッ 
へ歸 還を はノー グウ 五 I 沿岸 巧 
化 旅 巧 約 千 五な 哑 、栗を 貧を 四 
だ 一二 十 巧 どなし、 と 巧 上句 じは 


病院 大火 


燒 死者が な余會 


ち あなる 醫 學爱ク ラキ 皿； 古 
あび ツキ 9 ップ蹲 ± が 典 同が： 


:クリ '! ブランドで 經營し 一 


る 病院 地下 ま H キスを 線 室ぶ 去 
る 十五 日 午後 一時 云 十み 頃.^; 災 


キ 


を 起し 忽も にして 山積し ねフ 
が. ム が爆發 して 
恐るべき ダ K は 炎々 たる 械ぶ 
みに 四 階 建の 病院を なめつ < 

したる ため 王 ネス ホ 線 室！ J あ 

をし 係員は 勿論、 入院 中の 恵 
者を 始め どして 醫師 、看 婦 
消防 夫 等 じして 燒 死ち （心 望 
息-死した 者 唐 余人を 生じ 宜輕 
傷者 首 S 十を 人を を じたぶ 巧 
稀。 悲劇が 發 をした 一 


慘 巧した 者の 中 じは 巧が のた 
椅子 じ 坐した ま i 眠る が 如く 
したる もの、 階上ょ も 飛 降 
或は ル 炎に 包まれて 死んだ 基 
あら、 フネ リップ 博 ± も间 劾 
遂に 逝去した 

經營 をで ある クラキ ^ 博 + 1 は 
輸血 法を 發見 しね 大家で 姓 科 
醫 どして 巧 名で を 6 高峯滕 ± 
々發 明した アト リナ ブンの 巧 
能を を 早 <喧 傅した 化を 也 じ 
有名な 醫學 をで ある。 I 


輝少 ザが 出る 

綴り 競技に 


一等賞を は 一千が 
W 印 巧 巧 報、 アト ラン ブ ツイ 市 
プレスが ま旌の 英語 綴 b コン-テ 


スト じ 美事 優勝した 本年 十五 曲 
の 日系 市 K な 輝ち は、 プレス 加 
の錄を ごして 

同擢 午前 アト ラン テツ * 
市を 出發 、社員 巧 至を 持 敎師陽 
添の 上で、 首 郁に をき ^ ミグ t 
ン • ホ テ 於に 投宿、 をの 巧は 么 
地を 化 表して 集つ た 小 年少 女 邸 
手 どの 親睦 晚餐會 じ 巧 席、 翌 /' 
る 二十 一日の 朝は ホ懼 者の &T 
く- > で 競技 鼓 一 加を の 精神を を 胤 
すろ 意 ホから 一巧は 自動車で を 
都の 舊 跡を 觀 ホ、 愈々 をの 日の 
午後は ナシ ヨナグ 博物 絕 巧です 
T 晴れての 勝負を 爭ふ ベぐ、 一 
等 じ 入選した もの じけ 賞を 千 化 
口下 十 等 ( 五十 巧) までをず 曾 
者 どし、 參姻 者を が r は 金貨 一 
十五 亦 宛を 寄贈す る ことじな つ 
て 居る、 競技の 兹日 でぁる 水 腿 
H はお 巧觀ホ 後ぶ 午 大統領 フ ー 


ゥ て！ 巧を 


訪 Sk 優勝者は 大統領 ど 姑 
並んで 記を 撮影の ホを じ 浴し、 


木曜 U は マウント •ゲア ー ノン 


やゲ アジ ニア 贿 アン 幸 チン ドリ 

アじ 闕父ッ シン トン やリ I 將里 
の 面影を 概 び、 を 曜日 ょら ±隨 
U 朝 じ まるまで 名所 舊 跡の 観光 
午餐、 晚餐會 、劇燒 招 が 等に 則 
席す る 堂で、 ±曜リ 午前を 0 て 
解散、 輝 少年 もこの H の 午後に 
は アト ラン ブック 巧に 歸る尝 で 
あるが、. を市找 はおが 生んだ こ 
の H を 巧 民の 勝 巧を 麻つ て' 居 る 
ごの こごで ある、 尙は輝 少年の 
兩親 夫妻け 我が 子が 入選 すれば 
直 もじ 首都へ 趣く はづ 0 


デ ヴ井ス 盃戰じ 

米 選手 滕つ 


來週 H 本 ミ 會戰 

.アメリカ 對 カナダの デ ゲネス 
盃戰は 一昨 木曜日 ょら マ ウン 
—ャグ 庭球 俱樂 部の n ! トじ 
がて 巧 目の 火蓋を 巧つ たが アメ 
力 側 優勢 じて ゲ アン ラインは 
化 1 よ、 六 I ニ、 ぶ — 一二 じて ク 


ッ 々 *■*- を、 ヘン ネッシ ー は 


一單 試合に ラィトを ムハ Is 、 四 
丄 ハ、 六 — 一、 とー. 五 じて 敗" 
て ニ 勝し、 昨日の 複 試を 及び 本 
H の單 試を 二回 目 じて 終りを 吿 
ぐる 舊 なる も アメリカ 測の 勝利 
は 最早 や確實 どじち 愈々 ホ 遇 木 

曜日よ b ナでビ • チ 3 — スに於 

て 日本化 お 選ず V 第二 回 戰を懼 
す 事 VJ なつた P 


强風 も柯ん のをの 

麥囊幅 期來ろ 

五月 十五 H 、 この 日朝 來 から 
空 どん よら ど 曇 b 勝ち じ 强い風 
が 行人を 惜ま したが、 季節 巧み 
じ忠實 な-一 ユョー ク兒は 雨が 懸 
念され たじ も 願ら や 早く もス - 
I •户 ブトを 頭 じ ブロ — ドウ 
— を 散策す る 着か タ かつれ、 
而か もこの 曰は 天 氣豫巧 じ 反し 
て 半 後 六 時には 八十 一を ごい ふ 
暑さで あつた。 


お藝 消息 


ルス 佐 藤 壊の 

日本 巧は ホ だ >し 


當巧 日本 ダ！ デン 佐 藤 政藏巧 
のを 罐 である プ。— ドク エ ーの 
賴臺じ 立つ て 居る^， 壌が 巧ぐ 


- 
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を 期 理事 會て當 選した； 

紐 育 日本人 會新ザ 度 役員 

な 倍 食 長が 巧 逃され Nisli 巧 救 滿事发 をを 巧し 
招魂 化 化を のぶけ ど 則 おがを 巧 お タ决を 

がを 館 V ; て 化が を 同胞の 後援を 
お 請し、 间愧 ± 退席 根 ル 谷 理事 
はわ 巧 特別を 員 お干 あを 指 
あして- 般 同胞のを をを 募集す 
べし ごみ 勘講を 提出し 寺 田 理事 


がな 日本人 巧 新年 巧 h 1 化 ニ 
九 年 乃至 一九 一二 0 年 N 巧 一回 
を 期 理事を はまる 十四 H 午が 
六惦ザ 巧を 都に めて 銷 照され 
巧 員の 改選ぶ 化を 巧樂巧 報 


吿協潑 を/した。 巧を をが 信； が 化み をぶ あ b て 巧 巧し、 巧で 


をを 盛を 席に 替き一 お r :, 慎 巧 
を 試み 旧お观 事の がかを 张ね 
たお 巧を いひ 會務台 計 報吿あ 
b 孰れ も承韶 せられ、 夫よ b 
を 部の 報吿 じ 移 k 
公務が ib をを 懇談 會 、社を 巧 
V - 蹄を 學 ホが なを 贸會の 仲、 歸 
化 不能 外人の 齒科 技術を じ おす 
るが 巧 州 新法が 制を じ 脚す るが 
臨時 溢會ご 移に 法 どの 關係 等を 
報吿 し、 おお 部よ > 眞 巧、 巧 畑 
か數 巧じ賴 する 樹巧 じ關 ずる 件 
を報吿 し、 巧 本 特別を 巧 長よ も 
子 巧 ディ 及び 學童 かな お 黃會じ 
關 'し 詳細の 報吿 及び 规 係を 委員 
の勞を 謝する 旨の 陳述 ゐ b 右 じ 
て 報 吿を打 wb 
巧 年 巧 役： 貝の 改逃じ 移る 旨 巧 
信滤をより諮る巧がゎら異議 
くみを、 前例に 化 6 ノミネ 
—シ IW ン スピ^ — チ じ乂も 化を 

巧 事は 萃信會 長 巧 選說を 支持 
し 削を 長の 巧 期に 指を がして 
S 年繼 おはま 當化 ピ斷 じ、 旦 
つ 草 信 巧 長の 公が 無 おなら 人 
格、 がが を頌 楊し、 ホ 旧调事 
け 地ぃ」 巧么巧 氏を 指名.. なる 
が 劈 巧 『水を 巧 事は 曾の 歷お 
^を說 く'- 云 ひ らを信 待を 
の 巧 あが 說を なせ t は 奇怪 t 
ある」 ご 脱線せ る じめ 水谷理 
事は 『卡 はノ ミネー シ ヨンを 

K す 順 巧 ごして 先ぺ 前例を 擧 
ぐべ しご 明；- 岩せ b がるに 寺 山 
理事 U チの-旨 説を 曲解せ るは 
奇怪な b 』 ご一峭 L ホ 旧硝が 
は 自己の 『巧き 洪ま b をが す』 

一 ご陳 ベて 一段落を 吿 げた。 投 
; 輿の お 架を 計 二十 六漠中 (染 
! 懼 こ 

一 が お 巧 治 一九 地よ 延么助 一二 
; 山な、 化 木、 なお、 水が を 一 
にて が 信 曾を 巧 迸 ど；；* b みに 副 
^會 をの おおが 說ゎ b 巧 票の 結裝 
; 石： 4： 巧み 郎 一と 水な 涉 S 化 
風閒武 一二郎と 地 ま延么 巧と 
お 木 隆きム ハ おお 一 五 

商を 戰をニ 柏木を 巧 
巧 谷、 水な ニに 皆 選を 辭 なを お 
せる」 勤し なげの 励を あら、 ホ 
•し 曾む のな 逃 U 

. 山な お ニ ニニな 木 隨吉化 

襄一 五 

ま单 のな 逃は 

鹏化义 ‘ 一 0 巧 本音 意 八 
; が 脚を 巧み 香 巧 龍 雄 ニ 
I 脇 本 誠 一 一 

じて 旧な、 鸭が南 氏な 選し 贫計 
，檢 巧を： 3 •レな をの 推游じ 一件し 
: 商乂隆 さ、 巧 本を 彦 、巧 お 一 
i の 一二 巧 選な？ れ た。 を投叟 進け 
中を 巧ぶ 化 巧 偕 摘 院技テ ー ラァ 
氏 S 判 席を 諾 し、 巧 L け 化界に 
がける がが 化 おの 沿を、 巧 化 及 
^ び逊よ 十八を 邮撇巧 化！ ^ の救裤 
治 巧樂楽 _ しが 率し つ、 ある 促が 
を睐 V 、 を 地に がける 巧 助の 槪 


五月 I 一一 十 円 巧 魂を お 巧の 件を も 
お 誠いふ 可决 、曾が、 細則 お 正 
を眞指 A のか もを を-伉 ど决し 
前期な ai に 威 謝の なを 表ず る 旨 
の 巧 講^ a 過し 入 退 巧者 承認の 
上 散 角；^ るは 午 巧 十一 辟 半。 

チマ テリ ヤ 

薇 防と 同胞 

當が 篮 を 似の 委囑じ 依 6 が 育 
H 本人を U ては 草信會 を 自ら 委 
員 庭 どなろ 特別委 段 叙 名く 共 じ 
デフ ブ タヤ 豫 巧の 必要なる 点を 
普及 化すべく 宣傅 ビラの 配布、 
を設を 一，^ 液 注 か 巧の な 祗說明 等 
を 試み^に 閱 おせる 勞慟 部の 映 
薄 曾に 1- 特に 該お豫 化の 必要を 
巧知せ しめた おでを 數 M 胞 のを 
庭では 機せ 乎が 防を 疫 ながを 
子女 じ： した。 しかし 岡 胞あ庭 
の 中 じけ 『デフ テ 9 ヤは 現巧娼 
槪じ流 心して ゐ るので はない か 
ら巧染 =5 危險は G い』 ど 樂觀し 
て豫 化 ホが を 怠つ てゐる もの あ 
るので^ 藥某醫 師は特 じ 基に お 
してが ぶを 化が して 曰く 『該が 
に 巧し？^ 十歲 W 下 殊に 五 进お下 
のモ化 ti 化を 抗毒素の 注がを 必 
要 ごし 主ず。 一歲 乃至 五 おを み 
子 おがぶ 一 デフ テリ ャじ 罹れ ご 
一番 巧 & が 高い のです から 化 
ヶ 巧に 速した ず 供 じは 是非な 射 
して 胚 '、のかを をです。 家庭 附 
巧の 往還で 隣人の 子 化 ど 遊んだ 
か稚 閣や學 校で 阿 時 外の モ 
化から 傅染 せの どは 限ら 4:^ いの 
ですから 巧して 抑斷 して。 なら 
ません。 て フブリ ャの 病毒は ホ 
常に 猛 巧」 假 みなを 者が 一み を 
な b 留めても 麻が がで 一律 超す 
具し ある .6 のら あるので マから 
眼前： s 等^ お 隙が 巧え トょ いどて 
豫 防な 射を す 女 じ 施さ いのは 
危險 千万す わります。 吾々 け醫 
帥の おな よ 化な ぉカ說 する ので 
ホして 利 的の 窗 ホた はい* いみ 
e ずから^ 巧のを 設 注が 村へ お 
娘して 無 5^ で 注がを： S 賴ゼら る 
る 化 法らん るので す」 云々。 

南满 晩餐 會 

大藏 男爵 S 演說 

お 化 錫 半 刖现 事大 藏を 望が 爵 
の ホが を^ 會 どして 隅 かりい-南 
おがを 事 所の 晚錢哲 な 十六 H 
午後よ M 本 お柴部 階上み 大食 
を じがて せ-. っれ 出席 巧と 十脉を 
鄉 氏の おが、 內山 谢宰の 槪迎の 
がに ホぎ よ お 巧は おらて 滿讲が 
如何 じりぶ のがぶ じがが 豁 巧の 
鹏炼ト もずる か '就き まこ^ — * て 
經が的 アン ゾ 作ょ bH 本 $ 『檔 
み』 を解决 する 一瑞 としての が 
洲不巧楽論一^-高哨したが， 大藏 
5 C :。 お 化、 巧、 米、 ホ 毛、 巧が 
小を、 木が- 械视 な 他を 引 トニ 
の ホ 巧渝入 おを お 摘し 巧- <5, 智 


識 、を 本 技び 組織の 三 r を 素を 巧 
用して お洲 じがけ る 自な富 の 
销资、 大お模 企業の 將ホ ぁ丄を 
カ說 しじ。— 1 _| 

美な 靑年 音樂會 

巧內 西な 八 了 目 一二 ニ 一 二番 日本 
人类 なを 會內茜 年を じて は A 夕 
八 時半ょ b 音樂 曾を 開き 巧 
で聲樂 家で をる グレ ー ス •クーン 
ィク 女 おの ピヤ ノ獨 蒙を 始め. 霄 
貧 巧の 巧唱 、早 川た の パ ー モ ，ニ 
ヵ獨 葵、々 志の 巧 部を 唱等ぁ 
一般 同胞の 參 おを 歡迎 する ^ 

大藏 男爵 講演 會 

日本 お 樂部圖 書 部ょ 蜡の下 
霞 近 歐洲ょ b ホが せる 巧滿錫 
會社前 理事 大藏を 巧 男爵を 聘 
ホる 廿 一 H (化 幡) 午後と 時半 ス 
b 講お會 を 開く 答に て會員 ホ 
其 家族な A 同伴を 歓迎す る ホ 
當 巧の 馈 題は 『露 两亞 近が」 
をる。 


曉烏敏 巧 來紐期 

本願 寺 派じ摇 しながら 別じ蔚 
が 一家を なすの 槪 ぁる 曉烏 
ヶガラ，) 敏 氏は 太が が ホ 面で 
經 山し 六 巧 八 H ホが 十五 H 間^ 

な ボストン コン コ ー ド 地方を 

察し おじ 被 お、 華 府を歷 遊し 
巧び 酱 がち 巧 か 五日 おかの 彼 
じて 渡 陕の豫 をなら ど。 

藤本 證券 晚餐會 

藤本証を採巧會社糾巧支店|;^ 
あ カゥフマン 氏 及び 眞繼俊 一 k 
ま おの 下 じみ 過ち 幡 H = 本 お P 
部に 晚餐會 を 開きな 留の 重な. っ 
だる 人々 を 招待して 目下 滯 M ;下 
の词社 取締役 S 輪 小十郎 巧を |祀 
かする お。 


な 人 か 人 


•お 井康 氏を 地な な 棚 事、 
がをまで 夫人 及びみ 漉 化迎の h 
め 赴き 昨日 歸 巧。 一 
•御木本 隆 一二 氏 御木本 巧ホ导 
な、 夫人 同伴べ レン ダリアを に 
て 十日 着が 十六 H 西 巧 か ニ 
港 お 化の n レア 化 化' て餘朝 P 
參 永# あ 藤氏 大阪 朝日 編 sep 
員、 去る 十 S 日歐納 >ょ り 着が 岡 
十 H 間 滞な の b 巧 巧。 

♦谷 辰み 郞氏 大阪朝 H 前門^ 
支局を、 .コレ ャ化 じて 十 H 着を 
月末 填 ホが のみ。 

♦巧 大巧 氏 駐米ち 那 公使 お i_l 
等 誉お官 、家族 随員 问伴十 Hn 
レャ 化に て 着 桑 一 兩 H 中 着 
♦矢 吹 裝夫氏 H ネ擲 船會神 3 
巧 支 化 副を、 巧る か 二日 出 化の 
コレ ャ凡 じて 歸朗 t べき 夫- 

礫も 見送>旁十四日午後出あ_而 
けを 港ょり シャト^ 、シカゴち 
面を 规诲 して 本 月々 未まで じ 3 
紐の も， 

• W 田 お 離師両 本願 寺 あ 苗が 
を 兼 巧 お硏お 所長、 おず 巧処皆 
を-巡し 九日 羅が 出を ン タゴ以 
經 てず n 着が。 

H 職說が 
♦がな n 本人 あ會 
『大事の 端緖』 淸水か 曲 
♦ぶ 巧を 條道會 
『ぶが ど 人間性』 梅；^ 心 
♦ H 本人 おなおを こ 
;> 巧 じこ 5 て 化く るは 
ク 9 ストなら』 田 中 左ち す 


一'''* 


J- 一 t J.mtJ ， •. ！ >, sll-.syvty! 




un 




一 


人員 募集 ニ 名 


夏 塔 働きを ホ绍 する ホを 裳 
集 致ます。 を 細は 左記 巧く 
はおち 新 巧 社 內水谷 氏へ 御 
お會 あれ 


ぶ 西 i ホ商會 

9 だぎ ard ま 尹 Atla 至 ic 芸， N . J . 


巧 禍 スペシャル 


新着 


夜が 煮 聖仙 

魚肉 ご 野菜の 甘煮 

松卦 化— 

すき 窠 、もや ぷすゐ 用 
どして 經濟的 U 切 松茸 


パ 桐 兄弟 商會 


新入 荷 


觸蒲鋒 水煮 
綱 か 輪 水煮 
白魚 水煮 


桑 山商會 


114 夏 T 59 th ST : N . Y . G . 

phone . R 為 en こ ニ ザ 0 苦？ 


東京 蘭 會特吿 


I ル ホー ダ— 

東京 商會へ 


王 


- 


商品 目錄 御中 越み 第 

ます 


t 


雜譯 正確 进速 賣 度々 ン 料理 i 、 年中 巧 
通譯 、を 巧 巧 咯 、日が 語を 投資が し、 がか 渡が お賣 タ^^ 
睐良貞 四郎度 二つの ダンス ホ ー 作 わ b 左へ 
ち 8 W. ニぎ d St. 雲 edral 苦21 一\ 0. 是 D 送 N, 臺 McL ま n FYOnkers 


じ 

ん 


P 

^ S 

組 加 

常 J 鐘 

BM 咖 I . 

瓷 加む 
C 


祈み 蕾 籍販賽 


裝飾綺 館の 谨 、常 一 


圆 




む 

7 


雜 誌の バック ナ y 
バ ー、 を雜誌 類の I 
巧 注义等 化て 迅を 
じ 御 化か 致し ま ホ 
何卒 抑 用命 願 上 
ま* ^0 


まを、 シング 八 一過 
八 弗、 ダグ 作-週 十 巧 

吉 TEiLE , 22 生. 涅 th ぎ呈 


輿 村 書 皮 


を 部 家具 付、 二十 


賣家 室、 湯殿 十一 あ 6 

五ケ 年の リース あら 一二 千 五な 巧 
內金 じて 殘を U ノ I トじて 可 
置 去. 芸 th S 三 el . ジ 置を 是 34 


紐 育 束 京蘭會 

皇 W . 虽 ih ぎ：. C . 
Tel ヴ をを ニ 苦 8 



M じ峨を ホめ じし。 
巧き 米锅締 人、 ボ內 
或は 近郊を 問け や、 前に 日本人 
家庭に ニ 年間 就勸。 

巧 0 X ニ 2, たち ミ se ゴ ョ 夏 


公園に 近き 閑が、 居 

を 宜き靈 なる 湯 

殿に 隣 巧し い-るが 谣 貸しを し 
是呈 sk . で 1 M 14 W . 120 さ芭. 

Tel . Cathedral 5441 


約 五な 個の 

ウオ ドロ プ 


ト タンク 

及び スチ ー マ^ ~ トランク ホ 弗 五 

十 仙、 化 弗 お 十 仙、 十二 弗 五十 
仙、 少し 許 b 化 用した 跑 類一张 
S 邦 及び お 弗 

篇 君 是 h F Cor . 4罩 ぎ N . Y . 


トタン ク^- il, ィラ 14S 

イン ノ！ ベ！ ン 3 シ トランクを I 

物と 弗 五十 仙ょ bf ニ乘 五十 仙 I 

置で ニ 置す Sheet - 



惟 ^ 帆 (ホ 


® 羅府 、を 港 

看 が 

春 巧 見^ち 化'- 日 
西 比 利 亞义ホ 巧 四十 H 
大が 化で 巧 化 化 H 
天洋 化で 巧 十二 


方 ^ 絕 曲 ) 
桑港發 

(正午 化れ) 

六ち 五日 
六ち 十 化 日 
とち 一二 日 
と 巧 十と 日 


® シアトル 心 (午前 十 時 出帆) 

一二 島 I 化 ちち 十 あ 円 
がな 义 ホ 月 化 九日 
が 岡 兄 と 巧 ホ 六日 
廣-堂 化 八 巧 化 


S 

1 


0 


@裕 巧が 日本が ぶ 化 - ■ 

箱^み •ムハ 巧 一日 

か み 巧 十を a 
化ぶ 故 六巧廿 八日 
▲が 巧 化 祝^を 馬紹由 日本 行 貨拘船 I 巧ニ圆 
▲が絳 取が C すかは が洲 巧、 南 来 じ 
妈 もた モ^ 岸 巧を 旗® を ホ ミ お 約 あり 乘腊切 
巧 等な 李與愧 なにな 計 ひ 串 上^ バ えト 
▲乂闽 数 道 f 巧、 廣肯發 等 も御侦 なじ 蚊き。 ひ ホ 
上 ま ザ 


C 

N 
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據と蔣 遂に 對陣 して 1. 

新ら、 しい 支那に 义心ゃ 動乱 

' Mn 廣闽 派は 狼 巧に 與 し張學 良は 蔣を援 巧 かし 
東京 特電 二十日 發ト， A 時 鳴りを 潜めて おた 漏 玉賺將 軍は 愈々 蒋 かる 將軍 
に 向けて 討 化 令を 化し おらに 討 化の 理由を 近く 聲明 ずる 箸で ぁる、 尙ほ廣 
ぶ爸 軍ょ <^「識廣おぶを唱 れた 0 

まま 特電 廿 一, 日 發 = 上 かょ b の 巧 報に 化れば おか 巧將 軍は 愈々 動員を をを して 憑 玉祥將 軍を 
討伐す る-, ど I むり、 奉 天の 張 學良將 軍け お 巧の 兵を 勘 かして 蔣 派を 援帖 する ミに なつた、 尙ほ 
! 日本の 山 東ち 撤兵 A 巧 日を 化て お 了した。 

ロ 及び 山ち 省を お 巧に 輿ム ベく 
南京 政府が 內 約した じ も 願ら や 
これを 裏が つた ごい ふじ ぁるが 
i 般外圓 人の 意見** J しては 媽氏 
の 勝 巧を 頗る 恐怖して 居る、 蓋 
しお f 媽氏じ I て 一度 政 權を握 
るに まる ならげ 目下 パ 9 —じむ 
命中で ある 王 寵惠を 首相 どす る 
左翼 派の 內閣 組織を 見る に 至る 
で わらう 这 いふので ある 0 


宣言書を 出し 追窮 

h が 二十日 發 I ! 聯合】 = 憑 玉祥お 軍は 遂に 蔣か おお 軍の 和 
平 勸吿を 斥 パて な 言 書を 發 おし 蔣 氏が 南京 政府を 相 じして 濫 6 
じ 欧權を 逆用 マる のみ。 ら や、 を をの 名に 隱れて 利己の 懐中を 
肥しつ、 ある 罪と 乱彈 しを に兩 者の 關 係は をが 杜絕 する じ 至 b 
しらの i 化く 政ぶ はおち じ 動 負に 着キ して 征討を 準備中で ホる 
が、 巧 學を將 軍が おを 勤 かして 化 京 A び 天津 方面に 赴き 南京 欧 
府を拨 かする こ 公に 就て は 閱錫山 お 軍 等は 反對 I 、 張 氏の 意志 
はを する じ おしが 氏 じして 敗 化ず れピ直 もじ 化 京を 占領し なじ 
王 越と 建設す る 巧 也で みる ど 巧して おら、 向 ほ香灌 よらの 報道 
じ 化れ だ 旗 巧 巿み陷 落 說は疑 a しいが、 宮豪 階が は績 々どして 
當化じ 避難し 銀 巧 も お 塊を 移送した。 

和平に 政界 引退 か 

南京 〔聯 を】 十九 日發 = 蔣 かお ど媽モ 祥將 軍の 關 係は 非常 
じ繁 娘し つ i もる が 過 まサの 時間に 直る 情勢には 些 したる 變化 
を ホ： 居らず、 蔣 かおは 露 じ 满じ锅 して 化 京、 漢ロ鐵 道の 切擲' 
及び 國ぉ軍 晒を じ 就て 釋 明を ホめ たる も 碼は巧 等め 回答を も發 
せず、 おは 巫ね て迪電 の 上 视氏じ 南を けを 慾 慈し 间 時に 巧る 六 
月 一 U の孫义 & 移靈慾 おし 辭贼 する 旨述吿 したる が、 お 氏は 日 
下 化が、 淺ロ瞄 培猶道 沿撼約 S み W ニを 占領し ね宫 軍の 中央 集 
注に 着手し つ； わるもの、 如 < 、蔣 氏は 五 巧 かと H を 0 て 化 京 
を授 ずべき 孫 文に の 遺 靈け是 ホ 共狠 軍に 依 b て 占領され じ鐵道 
線を 巧 ぉする のぶ. 要 ホ b ど稱 しつ！ あるが、 巧 人が 會 じて 增さ 
れて居 & 巧に 依れに 巧 巧 政府け を おか 平を 標榜し つ i ある もを 
の 實贼閒 準備に 省 手しつつ わるもの I 如 < 、か歐 人 巧 器 商に 對 
し强慷 網、 ダ ソブン 等の 大 註文を 發 しれが、 今 ホの 窗陣は 南 巧 
をが 樹立 0 巧ん 梟も棄 をな 4内 節 ど 見られて 居る。 

溪ロ 【樹 を】 十九 曰疆 = 南 巧搜民 軍は を謀總 長は 昨 巧晚餐 
會の 席上で 顆玉祥 じ 對し宣 戰布吿 にも 等しい お說を 試み、 囊の 
南 支那の 赤化 派 ほ 今や 河 巧、 山 西、 江 蘇 省に 巧 魔手を 延 げし 飛 
玉祥 はを の ホ 化き である ど 言明した。 

利な 位 直になる ベく 獨 軍は 戰備 
じを 6 なき お樣 であるが、 これ 
にも 锁 らホ蔣 巧は 

二回 じ 置 b て 碼氏じ 電報 
を 度して 媽 氏に 南京 巧を 求めて 
かずを 提議して 居る が、 氏は こ 
の旣じ 就て は媽 氏の 身邊を ホを 
じ 保証ず べし ど吿げ 、更ら じ 進 
ん でか 半の 爲 めじ 辭職 する も 差 
支な しど 稱 して 居る、 邸 も蔣氏 
はを の 通電じ 於て 『若し 貴下 じ 
して 挑锁の 患ち あらげ 速 かじを 
の 旨を 巧 へられた し、 余は 貴下 
ホび じ 一般化を の爲 めじ も 政 お 
よゎ 退く こご じを むら や、 蓋し 
余は これ 0 上國 技を して 內热じ 
苦しまし い る こどを 欲しない』 
ど 述べて 居る が、 媽 氏は 恐らく 
蔣 巧の 言 じは すを 傾け や 廣西省 
巧 ど 連絡して 二方 よらを 京の な 
略を 企てつ i ある もの i かく、 
お 氏の 巧 職は 

時局 を鎭 をすべき 唯一の 

逍こ S られて 居る が、 これは 漢 


和平 要望 

蒋 氏から 編 氏へ 

上が 十 A 日を 【ニ ユョ ーク《 
タ井 ムス 紙】 H が 立して 間 もな 
い 南 まか 府は 今^を 曾を の 危機 
じ赶 曲して 居る^ 蔣巧か 氏は こ 
の 爲め媽 玉 辟 氏 じ 一 
逝電 して 一 かゃを 講じて 居 
るが、 支 靴 新 规に化 b て 傅 へら 
る {所に 化れば^ 軍の 一部は お 
じ 山 巧 おの 徐州 脅かしつ} あ 
る もみ i か <碼 軍は 南 討の 第一 
ホ ごして この 農の 奪 化を 討聲し 
つ i ある もみ V かく 化 京、 漢ロ 
鐵 迫を 始め どして 天津を の 化 じ 
通で る 諸 級は 木^日 W ホ 運轉中 
止の ち樣 じて-敬 軍の 中央 部隊は 
化を 乃 ま漢ロ ょらの ホ おを 恐む 
て. 何 巧 爸じ集 化しつ S あ ら、 而 
かも この間 じがて 鐵 橋は 破- 坡さ 
，れ 、唆 道は 閒銷 されつ i あるを 
-3 ておし 媽軍 じして 徐 州を と領 
.する じ まらは 巧举 的には. 锁るお 


南を、 武漢 時局の 一段落 に 引 
績 いて 媽 、蔣 兩氏關 化の 惡 化が 
蹲 へられ、 珠じ山 東 引繼の 頓挫 
によつ て 著る しくな つた ごいは 
れてゐ をが、 事實媽 軍は 南京 軍 
の武漢 侵入 £ ご もじを 漢 線よ b 
一部 湖 化 じ 入つ むが 蔣か巧 巧 か 
ら 河南に 撤退を をせられ た、. 一 
力に 於て 山 東引繼 はを 部 おを じ 
一任され てむ わ もみを 蔣 をは 武 
漢閔題 解 巧の 

餘 勢を かり 中央の 威信を 
のて 银系孫 良 誠 軍の 山 東 引繼中 
止み 命 かを 發 した もので わる、 
放て 準備中 じあつ わ 支那 側の 引 
繼は 一時 不巧能 じ ももい bH 本 
軍の 撤退 延期の 止 わなき-し 至つ 
たもので ある、 山 東 じ 中央 軍を 
入れん ごする 化 ホ U がて 蔣か石 
巧は 對憑駒 巧を 政治的 解 巧 じよ 
らん ごして 監察 院長 蔡元培 巧の 
お 意 固き をみ て 現が 政 院長 譚延 
豈 氏を 監察 院長に まは し、 巧 政 
院長 じは 現じ 行政 院副 院長た る 
媽 氏の 

3^ 任を 促した が媽 氏は 病 
氣の なを もつ てこれ を 正 まじ 辞 
退して ゐ る、 をの ほか 數日 ホを 
化に わたつ て 鶴 玉祥氏 ご ロシア 
の瞒 係が 進んで ゐる どの 風說が 
をけ じされた が これを 嚴露 指摘 
しつ i をる ものは 藉氏ど 密接 じ 
關係 ある 浙江派 某 元老が 中 > むで 
ある ごい はれて ゐ るので 媽、 蔣 
兩巧間 じは 一脈 不穩 の氣 がた 5 
よつ てゐ るの 1:5 事實 である、 右 
問趙 について 媽 氏は 蔣か石 氏は 
じめ 中央 要人 じ對 して 童踞よ ゎ 
長文の 释明 電報を よせた が、 化 
時じ當 つて 南を じ 於て は蔣 をの 
巧應欽 氏、 满 をの 巧鐘麟 氏ら が 

兩者間 の ある 程度の 意思 
の疏淹 じつ どめ 當 面の 山 ま引繼 
問題の 如き も濟 南、 蹲 山 一帶は 
化が 鶴 系の 孫 良 誠 軍 じよ ウ、 成 
山 0 東靑 島は 蔣 系の ホ お 武軍盛 


ひは 第 S 師ち炳 文に をら つて 治 
ぶ 維持を さしめ る どい ふが 如 
き兩を 間のを 協 的 協定の 實 現を 
揉ん ごしたら のが、 蟲近 沙汰 化 
ム どなつ た. か、 而 かも 軍事的に 
か央 軍は 武澳 討伐の ま I の戰備 
の狀 態に ぁる も媽 軍の 髓顿か 軍 
事け 動は み. ロ や、 殊に 現 巧の 大 
幽-は 軍事、 か 治 どもに 中央に 有 
刺な を 情勢に わるので 愼 重なる 
お玉祥 氏が この 際 權保的 巧 動じ 
直づべ くら U いので、 傳 へられ 
をが かぐ 狼、 蔣巧 軍の 衝突を み 
L がかき 事態 どは U るまい ご 觀 
麵 される、 がし 兩者 間の 

關 係は 化 ホに 返 b 換 いた 
^^牛智氏ご=^舊部下の向背如巧 
いふ やうな 微妙 U 關係 がどう 
農展 する かじょ つて 時局の 節を 
注 かやし も 樂觀は 評されの でぁ 
う. か 顆玉祥 氏 どして はお 氏が 
方 子、 萬 福祥兩 氏を 童 關じ派 
て 信書を 送れる を 謝し 極力 中 
虫 服 從を說 き 

開封の 蚁 治を 會 を撤廢 しれ 

を 

‘ 河南、 陕 西、 甘肅 、靑 お、 
寧 夏 等を 省の 行げ は 皆 中央の 
曹 導を をけ るを . 

ご厂 軍が のみを 巧 ふを 留 みとせ 
で 道 尹の 資格で な 勸を勵 みた 
し 

ど W 意を 述べ、 巧 S 傳 へられる 
如き 蔣 、渴 確執の 風說が 取消し 
且 。释 巧を なした もの 5、 今や 

霞 西 S 軍が 破竹の 勢を 化 
て 前揭蕾 報の 如く 廣 東を 隨れた 
もの ピ すれば、 山 東 省 問題に 不 
溝 I ザ 抱ぃた 憑 氏、 武漢 征伐 じ嚴 
ぶ丄 立を ザって ちた 憑 氏 ごして 
今 心 I 時機 到る ご 計 b じちを 動か 
すに,！ まつたら ので あるか も 知れ 
な I 、 何れ じしても この ー戰こ 
を：! 南 巧 か あの おを を 左右す る 


自丰 的に ニの 艰じ 及んだ ここは 
委員を ャン， グ 氏の 位 羁をも 益 
益 固から しむる ものと して か卞 
面から 獄迎 され、 をを 員 も 一れ 
r 勇氣を 得す 最後の 决 をを 昔ぎ 
つ i ぁるが、 同時に 國 際を 融嚴 
巧の 設立 も化實 どな 6 今ぶ S 調 
モ てす るなら は 恐ら'^ サ週 
中 じけ 化 巧を 局のを 人 問 ぁ 
つむ 賠償を 弼題も 巧を を もらに 
至る であら 5 ご 0 

な 候補者 一-七 ニ 四ん 

英頤總 選- 

從來の 記錄お 

ロンドン ニ. 十日 發 n 婦 <1： 兹政 
者の增如で數巧巧人の 投禀|^を 
新ら しく 迎 へる 契閱今 巧の I 選 
擧 は、 视 々な 方面から 見て；!！ ホ 
の 記録を 一 織して 居る、 即」： 本 
日 ま f の 立展補 者は 當 選す バーき 
定員六な十五人 じ 掛し モと|?^サ 
四 人の タ數じ 達し、 現與黨 ぁ 
る 保守 黨 3 五 百 八十 八 人を 頭 
じして 勞働黨 ょ b 五ち と 十八、 
自お黨 五な 十 人 じて、 共を 祝は 
四 五十人の 立候補を 宣 傅し! &れ 
で 候補 資格を 巧 五十 磅广崇 でれ 
實隱數 は H 五 人 稍 度た るべ 
無 所 屬立候 辅は化 五ん にて 
の 立候補は 六十 八 人 じ 達し 
るが、 議長 フキ ッゾ ー、 ち 
オ コナ！、 な 名な アキ 八 
鹽氏黨 の デ ゲリンを の 他み 
の 有名な 立 涙 捕 者には 相手!.^ 
をが なく 當 選は 確實 である 


人 

居 

踞貴 

- * ト 

て 


- 

一 


じを 


大試金 おで あ、 



最後の 决定 おし 

シン トン 二十日 發 N 大統領 
1 ヮァ ー をは 昨夕、 

大紙 長官 メ 。ン 、國務 長官 ス 
テ 4 ジシ 、極務 大藏兩 み官、 

W ず 委員長 ボラ ー、 お ま黨領 
釉|* モ ン ズ、 共か黨領釉フ ト 
ソ 、 上院 財. 政 委員を スム ー 
ト、 I 下院の 民 ホ、 共 か 領袖 あ 
び^ 院議 長 ロング ゥォ ー ズ氏 

等を 千 キト こ ゥス じ 招待し 
今や！^ 後の 舞を じ 入な つ^をる 
の 賠償を 支 拂じ關 し ァィ 
は 一文ら 減額は しないが 
挪 をが ホし 支拂期 賴を延 
ごじ 巧定 し， 巧 （これ 
を 兩资じ 提出して 修正せ し b る 
こご^: 巧した が、 ド] ズ 案じ 依 
るァ 心. 9 々の 年額を おは S 億 五 
千と-一-五 巧 九 干 六十 化 巧と 十六 
他で ふの 中二 憶 六 白 化 十八 巧モ 
一二な*^- 十四 弗 化 十二 仙は r メ 
力の ふ キン 醬備 豐殘 高で 化は 
メリ々 人じ掛 する 賠償に して 昨 
年 おじ I 於る ドネ ッ のま 拂 高は ニ 
千 巧^に 達して 居る。. 

パリ II 廿日 發 = 大統領 フーゲ 
ァ 逊獨 賠償 要求の 年額 お 
少 ど^ <拂 期間の 延長は 額 じがて 
は 四！^ じ も 足らね 極めて 少 巧な 
もの 心' あるけれ 共， アメブ 々が 


中 盛に 地震 

即 巧者 五十一 ニ- 
コン スタン チノ— プル ニ j 了 日 

發 n が 俊 北が アナトリアぶ 呼に 
直 b 激震 ホら 鞍く お 五十一 一| を 
即死し 化 九ん の 負傷 着を を レた 
もの {如く 更ら じ中亞 のか-、 
では】 モ 戸の 民家が 崩 壌！」 I 邸 
巧 化 化ん 負傷者 化 S 人を 4|ー； た 力 


ラビ ダ ー では 十四 人の 刚 死者 ど 
負傷を 六 人を を じたので ト, コ 
を 府け曰 下が 方 じ 手を けを して 
教濟に 化 事し つ-- ゎ もが、 一 お 
入を け 巧 震を. 恐む てを 化 じ 避難 
中で あ も。 

飛行船 機斷 

•一先 づ 中止ず る 
パリー 二十日 發 n 太 西洋 横斷 
の途ト 該風ゾ あめ 發 動機に 故障 
皆 生じて スペ^ — キン 沿岸よ b 弓 
裘 し。 ドキッ 號れ姬 ッエべ， ン 
化 一は フランス じ 不時着陸の 止む 
な 3 じ まら 目下 ドネ ブ よら 技師 
が ホて 機體 及び 發 動機の 修繪じ 
に 殺されて 居らが、 飛 巧 船は を 
巧 巧く 自力 じて 根據 化 じ 引返す 
ペレす •かおして 第二次の 太 巧橫斷 
じ特 つて 直ち じ 着手す る や 否や 
は 疑問で ある， 尙は發 動機の 故 
障は 乘組 員の 息 装 よらを じた 結 
をで をる*」 の 奇怪な 風 說じ對 し 
飛 巧會社 側では 沈默 をず つて 居 
るが、， 巧 < をの 眞相 ぉを 表ず t 
當で ぶる。 

.鐵道 側 勝訴 

- 運賃 値 h げあし 

ヮシ A トン 二十 曰發 n ァメリ 
力のを 鐵道會 社は 運賃 値上げ じ 
關擲 し巧國 商業 委員 會 の！^ メリ 
ヵ鐵道譯懼に關聯し委賃^^^評 
檀は千九なサ年のらのをを^^ご 
し 居 b こめ 後 錢道侧 が 改良 X - の 
化 じ 投資 b たものを 評 憤 じ 加へ 
ゃ兩 ちの， 屏價 差額は ニな 億 弗で 
達する ごて 事件を た 審院じ 持^ 
して 內國裔 業 委賣會 を 相手 じが 
ず 中で ぁつね が、 遂に 大審お 朝 
事會議 は五對 一二の 割を を S て 食 
社 側み ま 張を お 當ど認 むる 旨 判 一 
みしれので 會社侧 では この 祠 ホー 
じ 吸 b て あく 運賃 値 - H げを斷 再 
ずるに まる； ベく、 鐵道株 も 一 
じ 上騰を 巧した。 


ホ 社 東 穿 


特 雨を (絮無 巧轉 載〕 


を 皇族の 御懇* 

【廿 一日】 を 皇族 殿下ぶ 妃殿 
下には 巧 家 狭 御 同伴、 d . ロ 霞 
ヶ關 離宮 じ 御 懇親 會を獲 れ 
巧 父 宮殿 下が まごして 加讀待 
相 成つ た。 

齋藤實 子會彌 

〔せ-巨】 齋藤 實卡爵 は：^: 後藤 
伯の 後任と して 目盛 協 の 総 
裁 じ 就任し わ。 

ホ產黨 員を j 概麗 

【甘-日】 譬視廳 は 一家 に醬 
ご 慕 力 街 突を 演じた 帝 女 
早大 學 生の 檢擧に 普キす 
吿 をはな 餘じ 及ぶ ち这み 
てを のぞく は學生 口外の 
派み モ である ご。 一 

岐阜 縣下 じか 火 

【甘-日〕 岐阜 縣 船を 町 じ 
ぁ b 千 ニな お戶 はを 燒 一 

巧 殖省案 閣議へ 

【せ-日】 問題の％ 彌省 鮮 
局設 垣を 條件 ごし ホ づお業 通 
ろの 形式で 閣 證じ姻 した 


川原 議長 逝 ま 立 

〔廿日】 旣 巧、 風邪 献床 t 態 
どなれ 6 衆議院 證長 川原 巧輔 


官隊 
戊び 
ベ （ 
じし 
丢翼 


I 大火 

た 0 


英闕 大使 舘參 率官を かや 
大使 舘 參事宫 堀を 赏 
參宰官 じ 巧 じ 支 抓が 勤を おず 
同一 等 蕾 記 官堀內 謙 か 
參事官 じ 任じ 濁 逸な 勤を 命 や 
岡 一等 書記官 東 鄕巧德 
大使館 二等 書記官に 化 じ 白 巧 
義が 勤を かや 

情報部 第 S 課長 川が 博 

鐵 橋の 恩人 叙 動 

【十九 日】 巧威鐵 橋の 恩人で コ 
n ム ビァ 大 學名嚳 お巧ゥ * リ 
ァム •フ ー ハー 巧は 勸 二等 瑞 
寶 章に 叙 せらる。 

注意 N ヘン リー •タフト 氏は 
動 二等 瑞寶 章に 叙せられ わ 旨 
旣 報した が 緩 領事館 着電は 動 
二等 化 曰 章の 由。 

首 巧の 腹 みらず 

門廿- 日〕 ながは 聖上 陛下が 關 
西ょ b 遷幸を じ 不戰條 約を 柩 
府 じ姻附 する をに なつた ご。 
【‘+ 化 日〕 す戰條 約は 關西 行幸 
前 じ 諮詢ず る や 否や 田 中を 相 
も ホ だ 巧し 兼ねて ゐ る。 

露 業 ご勞働 時間 

【十九 日】 內務 省は •セネ ダァじ 
がて 商業 勞 顧ぎ の勞働 時間 制 
限 問題 討議 中の 湯澤 巧を じ掛 
し 『日本は 百貨店に 之が 適用 
はお ホない し 一般 商店には 尙 
早で ある^ 替を訓 みした。 

船舶に 檢疫勵 お 

【十九 巨】 內務 省は 印度からの 
船舶 じ 街し 檢 を S 巧の 嚴 命を 
發 した？ 

待遇の 改善 要求 

〔十九 0〕 千 二百を のす 級 船員 
は 待遇な 善の 要求を 近海 郵船 
こ 嘴 出しな 0 

島 德藏巧 刺選說 

〔十九 日】 み原遞 相の 化 話 e 島 
德藏皮 勸選說 がを るので ほ 化 
黨は 眼を 巧ら してむ る。 


巧は 遂に 逝 まし 従 四 位に 叙せ 


川原 氏は を 貸 顧 西 化 浦郡大 W 內 
がに をれ 衆議院 證 員に 當選 せる 
こ £ 十一 回に ぶび まる S 月 十六 
日 衆議院 議長 じ 親な される をは 
政を 會の總 翰 筆頭で あつた、 氏 
はか S 化 目 議長に 就任した もの 
で 大正 十 I 年には 時の 副 譲を 柏 
崖義 S 巧 ご 議長を 爭ひ運 拙 （敗 
化した、 化 年の 頃 淸韓じ 遊び 第 
J 回 單縮會 議の當 時は 視察を 兼 
ね ホ 國じ來 仁、 現じ 中央に 於て 
は圖勢 調査 備 委員 會、 廣軌鐵 
道な 築 準備を 一! 員會 、臨時 國民經 
濟 調査 曾、 臨 一時 治水 調查會 のを 
委員を 兼ね、 ー縣 下に 於て は縣會 
議長で あつた、 尙ほ伊 萬 里鐵道 
船越鐵 道、 日本 電燈を 重役で あ 
b 肥 前日 目、 佐賛 日日 兩が 聞の 
化 長で あつた f 亨 年と 十- 1 歲。 

寺 島 化 & 逝去ず 

〔廿日】 貴族院 議員 寺 島 誠一郞 
お 逝 まし 姐 日中 絞 章を 授けら 
る 0 

外交官 更迭 任命 

1:十化日】 か務省は近<左のか 
< ちを ほ 命す る。 


隨筆 


紐 育 巧 進 曲 

佐々 木 指 巧 

品〕 

レダ ォの發 達は 人間の 文明 じ 
ク つの ホ 巧を 暗示す る。 をれ は 
何 t だ？ 曰く、 人間の 觀 念を 中 
必づ して 築いた 文明は 倒れる W 
云 ミで ゎる。 

れな らば、 どう すれば い i 
の to 白 < 、人間は 人間な 外の 
觀ぷじ 立つ こどは 出 ホない の だ 
かか、 結局 グ」 うしたら、 い {か 
わ 4 らな いので ある。 

ち洋の 哲人は 最後 じ 根 限ち の 
聲シ 出して を 鳴つ た。 西洋の 文 
明な まだ そこを は 巧 かないら 
しいが、 今 じ 物質の 根元の き虛 
じ歸 々る ごころ へ 巧て、 この あ 
なた ド^ しい、 を 巧 じょつ て 何等 
得る どころ なき こごを 見出す で 
をら， っ'^ かれらの パラ •キヤ I パ 
— ラ ミ. グ は/巧 化 線 じ J つて 說 
一 かむ る。； レデォ じょつ て說 かれ 
る。 彼を j の 文明は おの 無い 樹木 
の 化の ぶうな もので なければ な 
ら2|。-- 

し1?*しが等は、 如巧なる最を 
じ も 入き な 聲で最 をの- 喝を吐 
々ね」 をら う 0 かれらの ン テオ 
はま 一？ 未 ホを 有する。 西洋の 文 


明は、 まだ t ばら （は 巧き 詰， 
らの 0 . 

今に 是 給へ きつく 彼等は、 人： 
巧の 腦 のなかの 内証話を ンデォ 
の 仕掛けで， 威を する やう じ。 一 
るで あらう。 恐らくは、 今の 巧 
學 はを こを 巧し 進 わで わらう。 
何 かもぅ 一つ 撒 妙な 物質が を 見 
され さへ すれば、 巧 謂、 他必通 
なる ものは、 誰 じで も お ホ る- 
と じなる でを らう 0 

今の 文明は、 人間 同志が わ 互 I 
ひに 腹の なかで 考 へて なるこ VJ 
は 誰 じら わから 打ちので ある ご 
云 ふ 假定の 上 じ 立つ てゐ るので 
ある。 蔭で かくれて やる ミは、 

亭 まじは わから ロ ごを ふ 假定の 
上 じ 立てられた 道德 である。 壁 I 
さへ 一つ 隔て i しま へげ、 巧を I 
してら 女房には わから 0 ご 云 ふ 
假定の 上の 立てられた 生活で ゐ 
る。 をれ がニユ 1 ョ！ ク である 

世界中で をの 假定 が殆ん ど絕體 I 
の權 威を もつ てゐ る都會 はま- 
じこの ニユ！ ョ ー クで あると を^ 

\ やう。 いや、 ト 1 ネ 3 ! もを I 
の 巧 じは もれの かも 知れない。 

然し、 一县 をの レ デ オム テン 
バン ィが發 巧され る ど、 ん 間は 
腺の なか も腦 のなか も、 皆な 開 
なしなければ ならな （なつて、 

を こじは 一切の 秘密 i 去 ふ もの 
はなくなる 0 

さう；：\つた曉じん間の道德ど 
云ム ものは でぅな るか。 誰も 秘 
密を かぐす わけ じ 巧 かなくなる 
から、 ，ミんな惡事も、 思ム^同 
時 じ やる こさじなる であら う- 
ち へて ゐ たのでは、 んじ 知られ 
てし まう から、 いきなら、 ばつ 
さ b やら かす。 從 つて 言葉を る 
ム ものは を おなくなる し.、 霄 葉'^ 
で 物を をへ る フアン クシ！" ンけ 

衰滅して-人間の 觀 をを 中必ご 
して 築 いれ 文明は 倒れて しまう 
さう してを 巧の 哲人の 考へ たや 
ぅじ、」 切の 思慮を 別を 巧 殺し 
た、 明白な事 實の上 じ、 活きや 
う VJ する であら 弓。 

たぐ、 人間は 活き るで わら- 
目的ら、 希留 も、 何もな （、た 
だ 食つ て寢て 子を 産む であら- 
人間の 文明は を こじ 到つ て、 永 
乂じ化 上から 拭 はれる でを らう 
さぅ して 人間の 子孫は、 獸 のか 
く活 きねば ならね であらう。 

をの 時の ニユ 131 ク はどう 
で わらう か？ 巧 角 建築され た、 

V デ オ ム ブ ン バ シ ィ 七 ン タ ！ S 

稱す るち 大な道 德院も 巨頭 細 あ 
の 鬼 類の 化 所 どなつ て、 乂學の 
學 生は、 言葉を 用 ひや、 た r ブ 
ン ワンと 吼 へる ばから。 市民は 
ホ 類と 持つ て 身 體をか （すが 要 I 
をみ ごめ ず。 男女は 昔の キ ニク 
學 おを 眞 のる であらう。 

東洋の 哲人は、 物質を 用 ひや 
精神の みの 力を 0 つて、 他必述 j 
を 得る 方法を 考 へた。 をれ は、 
ホづ 、自 をの 精神を 完をじ 安静 
のが態じなする；。 をれじは自 
をの 良 必じ勒 して 絕體の 服な を 
守らねば ならの。 さう して 自み 
の 意志を もつ て、 あらゆる 雜を 
征服す る こど。 一 ホ じ必を おを I 
じ 集注ず る < き 向 ふの 必は自 を- 
の 必 ご一緖 じなる。 この ホ 法 だ 
ど 人間は 獸類 じ逆戾 b する をづ 
かひは ないやう である。 — がー 一 


大紐 育 . I 

一九二 九 年 版 ダ 近く 發巧 I 

本社が 農に 編篆發 巧いた しました 「大 が脊」 は、 幸 ひに して j 
一:^ 湖の 湧 < がかき 好評を 巧し、 をに をが 一册殘 ら中資 切れ ごな； 
ぇょ した、 化て 本 化は 游 一版の 内な をを がが たじし、 貝 あを も _ 
巧 加した 千 化な 廿化年 版を 新に 搂け する こご 《 な b ました、 正- 
確 にして 且つ 新ら しい 統計 ど 事 賞を ぶ 礎 じして、 刻々 變 化する- 
巧が 『大 が 育 J の眞 巧を 博 ふる じ 遺が なき こごを 巧して 居 > ま j 
す。 尙 はを 憤は 

豫約 申を 者に 限りて 

特 煩と 十五 仙 

發刊 後の 御 購買には 

を 價金一 弗 

どを し i しれ、 を かじ 豫約御 申込みを ホ留 いたし 主す。 

i 音 音 紐 育 新報 社. 
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入超 額が 稍减少 

日本 銀 巧監瞥 役を 電 
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て、 お疆巿 おは 目先 購藏 、資を 
の需 か!# を おへ 之が 举備 をな す 
關係 L あち、 一曆 緩和 狀 勢を 呈 
3! 分は デリ 安、 サンド 証 
類 if 消化 巧れ の氣 かじて、 今 
旧 獲 おの 國庫債 巧は 募集 成績 お 
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(を 縣) 大橋武 雄 (長 野縣) 热 
巧で (同) お 伯鎭雄 < 魔 島 
縣 I 中が を ニ (岡) 渡 邊泰巧 (巧 
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委 讓 案の 放棄で 

板挟みに たる 藏巧 

閣 みから 反對 され 財界で 恨まる 
深刻に なつた 金輸 解禁の 權み 

ま 京を 京特 g 二十日を = を じ 1114 ■藏 化は を輸 解禁は 自 みの 
手で 遺る ご 言明し おら—- をの 带備巧 ごして 政友會 のを 看 巧で あ 
る兩 枕を 盛 案 5^ 放棄を お 明す るに 至りし こごは 輿黨は 勿論 閣內 
にも 反掛 がけんで 藏相 賴 b じ 辯 W じ 巧め を 治 的に も 致命傷を 
まけつ I ある だ、！ ホが が じても を 解禁-し 掛 する 政府の 態度が 
鮮刚 じ。 ら 。いご わ b て關巧 類は 績 々ご娱 落しつ、 あるた めじ 
i これを 0 て 政が じ對 する 不信任の 罪で ある ど 見做し シン ジグ） 
i ト刚は 政 おを なみを 輸 解禁の おみは】 段 ど 深刻 じな つて ホた。 
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解禁 ミ 銀行家の 眼 

政府のを 解 巧 錫 巧に つき 諸 風 I 成 巧き は 誰 人も斷 言し 得ない が 
說 か々 ごして 傅 f られ 、公社 値 上の かきを お 的 事 巧に おいて 


株 § 糸 ホ おは 速り 慘 をの 恐怖 
狀 態を 呈 したが-これ じ おしち 
力 銀 わがの 盧 見を 聞く ご、 をく 
が必 すし も 反 勤 ごい ふので は 
いか、 到底 斷 巧し 緑 るら のでは 
ない ご 稱 し、 殊に 正を 赏 厨は 現 
が 解 装を け ふじら ぶ、 恐るべき 
結果を お < に 過ぎ いょ いど 言明し 
てむ る。 これを が 秋 東西 銀 巧 家 

召 

々拍 

呼應し て かか じ 解禁 斷わ 
の 巧 溢 文を つきつけた 當 時を 回 
巧 すれば、 一 見を 異の感 が じい 
でもない が、 銀 わ あ S ホ畿 じつ 
'いては’ 當時から少；^からぬ疑 
惑を W つて 見られ、 化を 當 時な 
ど はつひ じ贊蓝 をぶ さなかつ た 
も 3 ごい はれて むた 位 ひで ある 
がら、 當時 どを 崩のを 調 じを く 
變 化な L ごし てらが 段 不お議 は 
ない、 すなは もな がわが 画 一般 
の 解禁 じ おする 现 がは 極めて 媛 
いもので、 解 撰を をの ぞく-, りむ 
だ 盲目的 じ、 追随して 居た ごら 
ちられる のじ 過づ ■;* かつた、 と 
ころが、 公社 倩み 下落と る ム實 
物を 育を 見せられて わら 解禁の 
影響の 息 かじ 大 なるこ どを 知つ 
たもの も少 くないが 巧で ある 從 
つて 近 ホ 政府の 態 巧が すこぶる 

穂 極 的 '： む，- た VJ いはれ 
て睦る も、 をみ 說くピ ころの 化 
業繫狸 巧 はれね こ ピもホ どし 
て ィン フン— ン ョンに 媒 （低 か 
巧に 過ぎ。 い t 、 支那 問題の 安 
を また、 きは め 下がらに リらな 
いもので あるから、 をの 說 （ど 
ころ じがを 能ず ものは 至つ て少 
い。 從 つて 政府が 四 脚の 狀况を 
をく 無視して を 解禁を 跡 巧す る 
^ものどは到巧信やだれない、 た 
だ 恐む て & るのは 無 ホ かい* を 田 
中內蹈 みこ ごで あるから、 化 外 
化 巧の 巧 誌 ま b W 人氣轉 巧ぶ ご 
を 結びつけて 撫 謀。 る斷 巧の 處 
おじ 出では し。：， かとい ふこ ど 
_ である、 しかし こむ ごて 政ぶ 會 
內觸 時化に わいて 斷 巧す ると；：：* 
れ ばす 巧 おを i わいた ピ いふ 當 
おみ 巧 巧を ごなる こど 位け 知つ 
て 瞬る から 喊カ 

避 る だら ぅし、 ことじ 
ご 一出藏 姐の 誠 宵：：- ろ牲巧 にぶい 
て も 到 化を. 〇 け L まいどを て 居 
る、 もつ どら 化 だの 解禁 諭は を 
ぐ秘濟 問題を は。 れ巧治 閒銳じ 
巧つ てゐ るので 微 ゆ。 るネ 後の 


不利で ぁるな 上のを 解禁 挪 巧は 
到底 巧 はれまい とい ふ說を 裏書 
する じ をら が 力な もの か あ. る ど 
いはれ て揖 る。 

を 外 正貨 制度 

撤廢 是非 

を府 も反對 はしない 
化 外 正貨 補充 難から これ じ賴 
る こごを やめ、 現 化の 正貨 八 千 
數な巧 圓が無 < むつな 填を じは 
政府の 鴻外拂 ひを 蘭が 爲替 じよ 
つて ホ濟 すべし との 議 がが おお 
方ち の 間に 起つ て 居る こどは 旣 
報の ど ほ b であるが、 大藏當 局 
じ わい ブも いまでは、 もう 他 じ 
手段が ないから 化か 巧貨を 費し 
つくした 曉 じは 

爲替に よち 巧濟 ずる 外 じ 
ホ 法は G いど 認 いる じ まつた、 
もつ ども 乂藏當 巧の 考 へでは 現 
がの なか 正貨 じよつ て、 ホ （VJ 
ら化 月頃まで じは 政府 觸係 のま 
沸 ひが 可能で わる がら、 をし を 
のう もじ 米越财 巧の 形勢が' 一變 
し、 を顯 が緩潑 ごな 6 從 って 巧 
债を 歓迎す る iSr うじ なれば、 臺 
機 あ 力 社 憤を 黨 集し、 さら-しち 
那 の勘亂 がわ さまって 滿 殺が 債 
の 募集 も 可能 どなれば こいを も 
おな せしめ、 をれ じよつ て 得た 
賛 をを W て 一 時を 糊塗ず る考へ 
は 持って 居る が、 この 外 憤を 集 
は、 少く 今日の 狀 態よ > 推 
せ ば當か 巧みな きもの ごしな け 
れ ば。 ら . y . いから、 蚁 がおか 拂 
ひの 爲 を U よる 巧濟 U る こどら 

意外 じ はや （嘗 現ずる こ 

どじ G るべ （、搂 をに よつ ては 
貿易 渝出 巧を 控 へたい まから 直 
きに、 この 爲替 か濟を 正' 貨拂 〜 J 
：：> ひませ て 巧 ひ、 をれ じよつ て 
幾み C もぶ 貨の 節約を がふ かど 
も おられて 居る、 なほこの 問題 
ご醉硫 して 當 がち へられる こご 
は、 政が のがみ 拂 を爲替 じよっ 
てが 濟 する ために ホすべき 爲替 
の 化 蒋をピ 化方擒 入の 抑滕 じよ 
つて 幾 か 緩 かする こどで ある、 
输 入の 抑赃ど いへじ、 巧が なが 
では ホく ごも 大化 十二が 九り の 
大震災を 後 がらを へて ホた ごこ 
ろで、 をの】 がけす でじ大 ' I 十 
1ニ年《來贊澤ぉ關ぉど；^って實 
巧して 居る が、 わ まわ 

實効 U ないし、 戚 人な の 


大部 巧は 巧 巧 若し < はせ 巧で を 
る 關係上 この 上 巧 ふご すれば、 

あ 年数ち しつ i ある 自動車 やゲ 
ャ ソリンの 輸入 じ 手必を 加へ る 
位の ものであるが、 これ も あま 
ら實 かを 伴 ふ ども 思 はれない か 
ら 、結局は 巧 策つ きて 自然の 成 
b 巧き じ 巧かず ょち 外 じ 手段は 
あるまい ご 見られて 居る ご 

國債 敕盡. 

政府の 化 定まる 

まま 特電 二十-日 發 U 間 題の 
圃債 整理 じ關 して 一二 十 •藏 化の 化 
定ま-^先づ現が巧憤の 一 をニ厘 
どを の 刺 息 ごのを 計 定額を 一二 十 
年に お' らて 繼績支 おして 國 憤め 
ぅら 小生 產 的な 一二 十億 圓を 償還 
ずる ことじな ク た、 尙 ほ. が 巧で 
は U 本 お 巧を 始め ごして ち 力 U 
銀朽 あじょ ら爲替 5 数 獲を 避け 
ると いふ 立樓 よらして を 解禁の 
時 巧を 豫吿 せょ ごの 議論が 漸次 
ち 力に U つて ホ お。 

金利 引 上け 

お 日中 じ 實施か 

聯邦 準備 銀 巧 描では 過 艘ホ銀 
巧 じ 街して 貸 お譬戒 どな 貸出し 
回 收を嚴 か I 幾を をの 巧 おを 收 
めた る も 尙は仰 買 人貸附 高は が 
少 せず、 これ よらを ける 一般 企 
業 家のを 融難 はおが 割 上げょ b 
もを 害で あるとの 結 諭 じ 達し 旣 
じ 西部を 地 銀 巧は 五 雁のを 利 上 
げを 見る じ まつた が 近 （ユユ 3 
! ク巿 を中必 ごする 東部が 地の 
を おも 五腥 引上げを ホの 四み' 五 
- 厘を 荒を じする 方針 决 ぶを 見る 
に まつじ W 。 

財 界の 動き 

東 ま 特電 二十日 發 

日本航空が 初配當 

n 本 航空 輪 送會か 第一 回 定期 
巧 ま 総會は 十一 ニ B 觸摧 さわ 純益 
總が 二十 四 巧よ 千 六 巧 二十 阳、 
おを 配當 じがを しわ。 

太平洋 航路 じ 活氣， 

友 ザが 航路 船を は 新を 3 巧 ニ 
劑方增 化 L 船 曾 おじは 一陽 ホ 俊 
の景现 である。 

養麗中 也を 九州 じ 

鹽糸 中央 會 調査に め ゎ ば义州 
地力け 養 謡の 中必地 ミして 適當 
でを 葉の お 段は 一二 割を、 勞慟賃 
銀 も ニ 云 割 方を <氣 おは 良く 虫 
害 も 勘い と。 

人絹 巧 瘍界ら 暴落 

悲觀が お 重な b 人絹 相場 も冀 
をした。 

金 離め 實 現は 困難 

中小 商工業ち へのを 融け 實現 
两 難で ある ど 錫 巧を 侧の盧 巧で 

わる ロ 

お 株 救濟勵 組織 か 

誤络 つぐ さの 東が ボ 巧を 救濟 
せ A とて 東 株蝴係 者け を 離 業者 
ど 速 絡して ニ 値圆巧 巧の 巧 買 入 
れの シン ジグー ト糾織 計 劃；；*. れ 
グ- 右は を解錢 じ逆朽 するどて U 
銀は なおの 爲 向た わる。 

五 巧 中が の 貿易 鳥 

五 H 中 かの 貿 あは 輸が五 千 八十 
と 万 ニ 千 川、 輸入は 六 千 五け 化 
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Tei . Mominien パ 864 


ま ウ± を 柯碟替 る 了で 铃謗麟 
す マ、 上 卒し じへ 目第理 君前ネ 
。イ 日主繁 ては ばのと をのを 樓 
、喔 す々 居 巧 直 チ 巧 差 嗜渾巧 
まは。 御 まるぐ ャの上 好つ 理 
懲饋 ホす 程日プ なげにて 人 
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了 ei . bn 脚が ちか 1 


號 八十 お 合 あ 干 一 第 


がか タぷ巧 pmtf 好で 巧 im 化 3 [曰曜 水】 


日 ニサ 月 五 か 四が 昭 


ち 那巧理 

が麾 茶園 

巧理 人を 蓮 
出 麵のホ じは を 巧 
の 御 巧 巧 じ 髓へ巧 
間食 席の 御用 じ康 
や V く お閱巧 ホな 
不變 かお 立願 巧 な- 
が 上 御 ま 巧 申 上 侯 


0 ホ興樓 

晚揃ひ & 巧 理人數 名 
が 日本ん 諸君の 嗜巧 
じ 適す、 巧 理を差 上 
ます。 皆 ニ 時を 開 巧 
(- 目が 五 T 目 サブ 
淳审 巧の 下) 


巧 巧 お 域中必 、緩 領事館、 U - ホ 
帮船其 化 錫 巧 大食 社 巧き Sf 巧 

を 巧-^ パ ホ テ 瓜， 

佛 H 本を (特別 巧 ホち) 

御 一 稱ホ第 自勘車 御 巧 迎申上 お 
6 ニ {! 韋言 ia F San Franciss , を lif . 


ン タトル 市 

NP 旅館 

W 06 •ま h A . ve ’ so . Mea 置 ター'^ ミ H . 
婷 を 巧が 盛 まへ ニ 了 左側 ぉ階建 
H 本 巧 船 切 巧な 扱な ロ 場 送迎 

ロス アン ゼ ル ； K 

ホ リン ピっク 
ホテル 

ミ N San ぞ dro SL L 苦 A 這 |男- Gal . 
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陰 ル ー ミン グ 

13 某で st 岩 th 草 蔓 News 

ヴ I ち h 登 e すち nt W ち W 


木 旧 ル— ミ シグ 

1 夏 7 3岂 ま-墨. 置 & 基 thSir ま ts 

ジ 一ち h 言 e を 巧 里》 苦 W 


ステ ムヒ 1 ト 

ブ ト y タ ラ ン ニ ン グ 

邦人 クラブ 自曲亭 

這ジ置 S St . す Q 0 書" K . Y . 
Tel . Triangle 之 75 


▲淸 巧、 親切、 氣樂リ 一二 巧 ▼ 

勢炯纔 

が お 事を 久顆榮 が 

把 25 巧. 58 th Street 
Tel . R 這 ent な 送 


住 巧旅鑛 

靡 ま 住 旧キセ 
2 言で sti 田 h S すを ヴ I . S 享泛 a 己な S 1 


一力 旅館 改め 

帝國 旅鑛觀 

1 舍 W . 畫 Si 京さ 羣 
ジ一 WUS ち ehan ミ 萬 10 


織臂旅 鏡 ® 1 *® 

聚妈十 了 旨 ニ 驛ニ寄 
T を. 呈 ed 夏 ia 巧 7 ム 


がヌ トン お 

富 ± 旅舘大 浦 末 松 

養 wiest ま St . ぎ法ミ Mas 产 
ジ 三. B . 4875 


費府 鑛旅鑛 

桑 山 淸五郞 

養ジ 置 芸 St . さ ilad 置 hia pa . 
ジ 一. Walnu ニ だ 一 


響官に 祟つ た 不戰條 約 

國 公に 自說を 述べて 突如 免職 


一 例の す戰條 約が 一條の 解释閒 
題から 職を 黎 はれた 一 蟹紫官 
大阪市 巧 あお 滞 生 町 一二 五 五 今 福 
聲お署 巧政キ 巧、 赞部 祐大島 A 
ま 氏 (五 四) は 熱、 む。 モリ ストを 
の 信 巧で、 遇 ホ 十と 年間を 職務 
じ粘蝴 してきた が、 不锁條 約 第 
J 藥の 『ィン •ザ •ネ I ムズ • 
オブ •ゼア •レ ぺ クチ ヴ •ピ 
I プグス ：…… 』 のぞ 句に 罰し、 
氏 一流の 信仰から 割 おした 解 跨 
を 提げて 力. る大阪 咐知裝 やら、 
小 出監 祭官 など じ 自説を 述べ、 
さら じ輿潍 の西閣 寺を じ 小論を 
ーお逮 証明で 送附 しじが、 をれ ど 
i 同が し、 橋 本 今 福舉技 じ、 を 八 
旨を 語つ 化ので、 署畏 a 乂」 じ 
驚き 調を の 結 あ、 氏の 熱れ 的 信 
仰は 社 曾 温 念 上 許しが た.」 とな 
し、 氏は 突如 化 願を 官ご なつね 
巧 じは 長 おお 尾 工業 學校巧 年生 
節衛 ご 八)、 長な 臉江藥 一' 小學 
校 四 年 ホよ b モ (一一/ホ 巧 同 
ニがホホ八が^九)、 云巧朗(ぉ) 


四が 寬 ニニ) の 五ん の r 化が ぁ 
小 窓に 職を はなれて け 一 銭の 菩 
へらない こご I て 妻女な み (四 
よ心 け 火 S 無謀を 貴め、 柯も L 
ら ぬず 供逮 までが 泣きし やくる 
なでの 悲劇を 生んだ が、 岡 僚の 
巧' 想で 寶藥 莱ト はじめる こど i 
。ら 'でぅ やら 前を じ ホ 明を み 
ピ める こど、 なつた、 當の乂 島 
ら主 

僕 3 した こご •か 彎察官 として 
ょく i ：* ければ 化 方が；：* ぃ、 し 
かし 僕は 僕の 考 へが ぁやまつ 
てゐる どは 考へ い、 僕の 退 
職で 妻子 じ 泣かれた ごきは 弱 
つた、 だが 僕は 神の めぐみを 
信じて 居る 
ど 語り 橋 本署 長は 
信仰ら い i が、 巧 度を 超へ る 
ご 西る からね、 大島君 じは 查 
く氣 のどく だが 仕方がない、 
僕 も淚を ふるつて 辭 かを 波し 
じ やう わけです 
i 語つ て 居る。 


前 司法 長官を 委員長に ……： 

禁酒法 研究 會 成る 

公平な 辯 護 ± や敎育 家を 集めて 
大統領が 禁酒法の 勵巧 方を 調查 


『をが 大統細 じ お 選 すれ じを 
ホなる A 十を U てを 爵會を 組織 
し 禁酒法 か ホんだ 善 惡兩カ 霞の 
あを をち 巧して 最善の ホ 法に 依 
る厕 巧を 期す る』 どは フー ダア 
— 氏の 選擧 前にが ける お說 でーゐ 
るが、 をの 後' 大統領け 种 々じ ホ 
而 から 物色した おお、 これが 委 
員 ミして 左の 人々 を 化かしむ 一 
I ジ 3— チ •ウ井 ッカー シヤ么 
^ 氏；；：！； を 員 長 じる ぺ きには H 本に 
願 係 深き 法曹 あじして、 前を お 
國 司法 長官、 ビッ ッバ ー ダの 苗 
身 じて 千 九 巧 か. 年詞法 長官 i な 
ゥキ ^ ソ ン大統領柏代じが 
産業 協誠會 委員た b し 外 幾を 巧 
を 職を 帶 びて おる。 一 

フランク •ロー チ 氏 n バップ 
アロ ーお 身の 法曹 家、 シカゴ お 
て 開 巧！'- 千 化 巧 八 年の 不正 選嗔 
事 化には 特別 驗事總 を どして ijlr 
件を 撤ほ的 じ調杳 し、 ネ U は 
カゴ の罪惡 研を お 副會頭 おび 推 
瞄 をの 他に 駒した 特別 驗 事を 藥 
職' てち る。 

ロスコ •ポ ウン ド 氏 n ホ ブラ 
ス 々大學 出身ち で 梨 じ、 > 1 ゲア 
1 ド 大學を 巧學を じして、 ネプ 
ラス々 掛 じて 辯 設 ±、 h 吿裁お 
所を 旨たら し W 、 合衆國 法律 學 
校 協 向々 頭を の 化を 兼喊 した。 

ゥ井 リアム •グ ラップ 氏 n シ 
ン シン ナタ 出み、 千 八 巧 八十 四 
年ょ b 千 化', り 化 年に 宜 b アラバ 
マ 州 じな 誰 ± を 開業、 を 衆闽巧 
事 ご G ら 巧に 化 アラバマ W の 巧 
率で わる。 

モンテ《 リマン氏；=^>—グア 
)ド大學出みの法曹が、 ^キジ 
アナ 州な 誕卡 協會 々： 威に て幾タ 
の 法 W 脚 体に 細 巧して 巧る。 

ウ井 リアム •ケン ヨン 氏 H オ 
八 ョー州 お 身の お 拳に てア 4 オ 


フ大學 を 卒業し 邵檢 事たら しか 
を 術國檢 事副總 ち、 h 院講員 等 
を歷 巧し 目下は 她 大審院の 階 席 
申举 でを る 0 

ポール •マ nl ミツ ク氏 n こ 

ユ！ ni ク脚お 身を じて カリフ ォ 
ル ニァ 州じ學 び同讯 じて お 事、 
上 吿裁巧 巧 判事 等を 歴任し り 下 
は 南ヵリフォ^ニァ 讽 のをを 國 
お 事で が X な 化 旧 疑獄 裁 がをお 
极 ひし 人で ある。 

へ シリ •アン ダ！ ソン 巧 n ゲ 
ァジ ュァ州 お 身の 法曹を、 千 化 
な ホ ニ おょ 6 1 年 じを b を あ國 
特別 换事總 良たら しか お 墨 賠償 
委 貴たら しんで ある。 

ァダ •コムスト ツク女 を n 千 
八 巧 お 十六 年 じ ホれ た ミネ ッタ 
她 出身の 教育家、 ラッド クブフ 
女 華 校を でもる。 

ニユ トン •ベー 力—— 氏 リ法臀 
家、 ゥキグ ソンみ 簡の隆 軍 長官 
たらし 视 想よ 義 まで 西 ゲ ァジ こ 
ァ州じ 生れ クリ！ ゲうン ド じ お 
據 化を 置き、 圣ホ罪 惡調谊 委員 
をで わる 0 

.人選に 就て は 巧み じも禁 
酒 派 ご 非 禁酒 派が 晩を つて 居る 
な 巧で あるから 當 馬ら 極めてを 
正なん 物のを 衡じ 頭を 惱 ました 
i らし^、 ウキ ツカ— シャム 巧 は 
を 律の 廊巧 論者では あるが 禁酒 
を 顿巧か 極めて 岡 難で ある こご 
は废 々を 開の 煤 上で 辯 じ 殊じ最 
あジョ ー ズ 法の 厕 巧は 恐らく 自 
滅 する であらぅ ど 述べた 人で あ 
6 が、 禁酒 派 側では 巧を なて 敢 
て 非 禁酒 波とは 認めて 居らず 

一^的に をて 先づ 禁酒 派 
が タ較を 占めて ちる. か、 な 巧の 
経驗ど 人物の 手腕 じ お 比して 今 
巧の 委員 會 は先づ 化て 磁 善の も 
の. こ 認められて 居る、 が ほ委買 


會は 近く 首 彿じ巧 集され もこ ど 
じな つて 居る。 

が お雪 崩れ 出で 

死傷 誓 余 

野球 瘍 での 椿事 

去る H 罐 りの ヤン キ I ズ •ス 
タテ アムな ヤン キ- — ズを ホスト 

一の ニ述賴 試を ご あ b 殊に 

ょ b を •か 靖れ井 つて 
居た ので 群集け 績 々ご 邮巧瘍 じ 
推が せを S 数 約 五 巧 人 ど 註 せら 
れて 居た が、 第二 一 ィン ニン ダょ 
らでんょ- ど 曇つ たをから ぽつ 
9 {ご 降雨 あ b 、 あ然五 回目 
じ 入る や 激風ピ 巧に 蕾 雨の 襲 巧 
ごな もした め 巧 天よ-し 坐つ たブ 
リッ チヤー の 熱、 む^ 7 アンは 恐 
揽 する こご 一方なら や、 雪崩れ 
のか （雨を 避けん ごして スタン 
ドを 降らした めに 子供 やを 人、 
さては 力弱い 

婦人 の 中には 悲鳴を 擧げ 
て 助を ホむ る 者 輩出し つ {あつ 
たが、 あ然 この 大群 集 じ 推され 
て 倒された 幾多の フアンの 中 か 
ら遂 じ】 人の 老 A ご 若い 婦人は 
んの 山の T 敷ごぃ ょらて 壓死 しを 
の 化め 百 余人の 貧 傷者を 生ずる 
に 至 b 、 踩祿瘍 はた^' まも じし 
て 悲劇 S 大廣麓 V 」 化した、 化し 
U 本ん の フアン ズじ 死傷者 a 1 
人 もない C 


黃琶界 の 泰斗 

旭镶の 一巧 

み 巧 中旬 じけ 來紐 
U 本 にがてを 國 的に 流 巧して 
居る 筑前 琵琶 ホで 女流 日本 一 の 
稱 をる 醒 旧化縷 女を は其离 弟で 
東京 I ホの 乂 化物 じる 天才 曲 中 
化嶺 媛と 巧に 四 巧 中旬 じ 渡 ホし 
巧弓を港、 羅府ト五凹の大お奏 
貪を 削き 空前の 巧 評を 博した が 
六 巧 初め ソ I トン - キ 、オク テ 
ン 、デン パ'!. が 他を 經て 六月 十 
六. VB 頃 シカゴ 着、 巧 地で 演奏 
會を銷 き. ナィ ア ダラ 見物 後 六 
巧 二十 目 過ぎに 着が 演奏 會を開 
く 善で ぁ 6、 女を は 廣島縣 出身 
じて 离等 ホ學校 卒業後 高 專師綻 
じ學び 文學の 素養 深く、 か 歌、 
徘 句、 宙盡じ 秀で、 自作の 琵琶 
歌す こぶる をく 琴 もやる ご いふ 
を 趣 ホの 人で 本年 四十 歲 、獨身 
じて 藝嫩： i 撥 進して 居る 出中尴 
撮 嫂は 二十 ニ歲 でを 身の 美人、 
熊本縣 八け 高等 女學 校を 卒 菜し 
十！ 歲 ょち 琵琶を 學び 十四 歲じ 
て 契樓じ 達した 天才で 豊麗 る 
美聲 ど 獨特 の彈 法は 窮 ニの 化 媛 
VJ して 人 も 我 も 許す 所で ま 都に 
多 數の巧 人を おし、 徘 句、 か 歌 
じ 秀で 乘 巧を 愛し 中々 の 運動を 
である ど。 

正 盧で媪 厚な 

次 鄙：^ 逝く 

『を 稻』 のみ 同 經營者 
紐 育 で 最らポ ピラ ー な 巧 
を 兼 旅 舘の経 舊お佐 野 徳お郞 さ 
ん のみ 弟み 郎 さんは 前 遇 月曜日 
よら 風邪の 氣ホ じて 执 おし 巖本 
ドク トグの 診療を をけ て 居た が 
金曜 H 午前 おが 俄か-」 惡 化し、 
岡醫師 の脚吿 によ b 當巧 コン ゲ 


ユント 巧 パ 巧 十四 下目 ザ ラ 
>」 病 路に人 お 療養中の 處 、板 ザ 

を ま 6 の 巧の 專巧臀 クユ作 力 
こたの ホ 診を 得 酸素 吸 A 其 他 化 
抑る ホ 段を 盛せ るに， 拘 はら ホ翌 
+ 八日 (±曜) 午前 化 お溃爲 白玉 
撰 中の 人 ご：；* つた、 右の 

は電話蕾報で知己同 
梁を 間に 傅 へられた がを b 突な 

せ ホ 事で あるので 孰れ*^ 愕が 
を 悼の 恵を 表した、 巧郎 さんは 
をが 巧 深 川路 西 元 町 故 佐 野を 五 
曝 氏の 次男で 暂 厨柳モ 刀自は 千 
みだ 二十 四 年 ホ ホし 千 化な 二十 
七 お' 歸 朝し 現に 東京 巿外 巧巧郝 
駒毯 村に 隱 をを 設けて 居る、 み 
離 氏は 明治 十八 年と 巧 二十 九 H 
巧 生、 千 九 旨よ 年 實兄德 太郎さ 
•て 共に お 名；；* 料亭 生稻 忠兵衛 
氏の 巧に 巧 b て 割烹を 見習 ひ 千 
九な 八 年 撰ぶ し德 さんど 

化ハ睛 '經營 のす じ當お マン 
一一 ッ タン 巧 五 四 S じ 料亭 兼 旅館 
『若松』 を 創立し で 九が 十二 年 西 
な 二十 一二 T 目 唐 S 十化番 じ移轉 
搔 張し (現が の 巧 添 旅館) 千 九な 
二十 年 五月 兄弟 相 携ぇて 歐洲觀 
兜歸 朝し 翌 二十 一年が 上 春ず 鹽 
ご 結婚 千 九な 二十 S 年と 巧 巧び 
徳太郞ぅ ん i 共もホ紐兄弟相謀 
りて 词年化 巧 現 巧の 壤 巧に 『を 
箱』 を 綱 業し なて 今 H の 隆運を 
見る 樣 じな つたので ゎるが、 を 
ぶぶ び 《 ン ドン じがけ る 『牛 趙』 
ご 相 併び てな 數の 料亭 ご 謂 はれ 
て 居る， 次耶 さんは 

資性 羅 、純 サ寬 宏な實 

化德 さんを 奉じ 兄 窮の仲 睦まじ 
か-^ しは 善く 江湖の かる 所で、 
精力 家で、 勉强 家のを 評を 得て 
居た が、 岡 業者 間に も 評 お極め 
てを く彭 のが じを ぅが 如 <德 さ 
んみ扶 けて 『生 稻』 を 今日 あら 
しめたので 顧を の ょら 多大の 信 
頼を 幡 した 、同業 著の 先輩 巧 添 
旅館 ま 人は 『み郎 をん a 巧處ど 
なく 人ず きのす る 好ん 物で あつ 
たのみなら や、 誠 直 勤勉の 模範 
ごして 同業を 間に 知ら わて 居 ま 
した、 僅々 一遇 間に もたらぬ ぅ 
ちじ 幽水 境を 隔 つる 樣 じな つた 
のは 殘を のま ゎです』 云々 葬儀 
が 去る 二十 H 午後 ニ 時 r ホ稻』 自 
ちじて 淸 水が 姉 司 致の 下 じ營ま 
れ 、會葬 者は 高 橋 陸軍 砲兵 大佐 
巧 島 一二 ホ 物產ぉ 店長 代理、 風战 
一二 菱ま 店長 代理を 始め ホ 十を 名 
淸水蛟 姉の 祝禱 、聖書 朗讀じ 巧 
す 氷 谷 巧 S 巧なん の 蓉歷を 語 b 
て 哀悼の 辭 お述べ、 淸 水な 姉の 
說敎 、遣 族 巧 お 香 巧 龍 雄 氏の 謝 
辭 あら 午後 一二 時お棺 、ロング ァ 

イラン ド* フン ツンュ ホン ドの 

か 葬 場 じ 於て 茶を じ附 した。 


運動界 

慶大 軍 勝つ 

東京 特電 二十 一’ 日瑶 n 阜慶が 
球 磯は 左の 如き 成績を 化て 遂 
じ 慶大が 優勝した。 

裳 一回 早大 五 慶應ニ 
第二 回 慶應五 A 早大 四 
袋 己 回慶應 10 早大と 

明大 軍 敗る 

明治 大學 野球 幽は 二十 U イン 
デ アナ 卵の 强敵ノ ー テグ ダム 野 


球 脚ご戰 ひ八對 llle 大敗し じ。 

デビス 盃 "戰 

0 本對 ブメブ 力の デヴ キス 盃 
戰は 愈々 資 都の チ ゴビー •チゴ 
— ス俱樂 部 じて 明日ょり 一二 日に 
;円；トィ擺さる*、きが、 ^1!11^は日曜 
目な 來 雨天 續 きで 試を が 必配さ 
れ 現じ 二十 一 H ホフ キト •、ィ ゥ 
ス にて 日 一 米 選手は フ （ ヴァ ー 大 
統領 夫妻の 招 舞で 五 モス ヒビシ 
ョン •マッ チを ずる 绪で あつた 
が 雨の ためじ 無期 延 勘に なつた 
ので フ！ ゲァ ー 夫人け 恐らく デ 
ゲ キス 燕戰の 見物に 艦く 擧 であ 
る、 尙ほ H 米の 試を には デダキ 
ス盃の 寄贈者で をら 梟近フ キリ 
ッ ピン 島 總瞥じ 巧 命され お ド ー 
ゥ キット •テ^ゲ ス に を^^ 審 
钓長ィーずべぐ、 アプ大！*タ1 
チ 氏が 審判す る當 でもる。 ^ 


讀 者の コラム 


巧 紐雜感 一二： 

讀 '者の 一 A 
が 紐 問 腿は こむ をブ ー ド、^ る 
先輩が お 要で だ ぁるまい か* ^ 思 
ふ、 か 論 彼等は を自 ホれ ぞ d 志 
望 經输を おして 巧 動 おこたみ な 
しでを るりれ でも、 これを ち 形 
無形 じ 指導して 其の 志望 經 端を 
善導し 最 らお 巧なら しむる‘ 一は 
牧攘 じがけ るが まぁる-い 如，、 渚 
灣の 出入 じ 水を 案 巧者 ぁるが 如 
(又 ゎ- 燈明臺 ぁるが 如 < じ 
をに も 巧 じ も 离峯博 ± 化が 中 
は 薄 ± が牧 巧で ぁら 水先 案け 者 
でぁら、 澄明 臺 でぁ' つた かみ 如 
く あ ふ、 膊十沒 後 今の 同胞」 は 
鹿 i じ 巧 つて リ -! ドず るら；^ な 
いかの 如くに 思 ふ、 河む をぞじ 
は 第二の 高峯陳 ± 又 はこれ W 上 


の 


- ダ ー が 現 おする であ 一 


けれ 共 現 化では 必 さびしき 執が 
わる、 なじ 再 輩は さし わき I 育 
新稷じ 向つ て-- れを U 上に 阿胞 
思想の リ！ ダ； ごなる の 抱 貝を 
待つ て 勇 奮して もら ひたき か 望 
である。 お網大 がの 個 A 梭卿論 
め おき 又た 最を じがけ る H 平の 
デモ クラシ ー 論の 细き 確か」 同 
胞 思想 上の リ！ ドで ゎる 化？ 如 
くして 岡胞は 統一せられ 從」 其 
歸 趣を 誤ら やな 効の 發 居を 婚く 
する もの ご 思 ふ 

在留 巧 胞中じ 新 思想 者と 白稱 
して 繁西亞 かぶれの 社會ま P 者 
の I 團が ある、 新 思想 巧 タリ' 繁 
西亞 かぶれ 致 方 U し、 祖會 r 義 
又た 最もが おすべし、 化 等 i 巧 
人々 の 勝 またるべし 然し 吾 I # の 
接觸瓶察したる範圍じがて一一不 
思 譲 千 巧に も 其 一圃の 人々 I に 限 
0 て 個人的 デシ プ 9 ン がない か 
の 如く じ 鼠を くる、 又 個人の キ 
ャラ クター じめ て 咸ふ出 巧矿ね 
る 点が タ い、 例み ば赛 通し。 愛 
なき 夫婦は 眞の 夫婦では な t か 
ら差ちへ^:^しとゎ張するが 
又た 借を しても これを 踏み 
て 資本ま義が破 の 實巧だ 艺 5^1張 
する が 如き 言語 同斷 でを る 
巧 巧 人 じは 當 座の 逃辭ど しす 巧 
妙 かも 知れない が、 これが-' 尊 思 
想 ど あ ひ、 これが 社 會ま義 ご あ 
b ど すれげ カ^マ 八 クスら V .' コ 
ライ、 レ ニン もむ 外 千万 迷惑 ま 
極 ごする じ 相違な からん、 なじ 
この 人々 に對 しで 第一 じ 個 A 的 


節制を 搜 み、 次 ぎじ 今少しく 眞 
面目 じ ザ ー クス ま 義の眞 髓を硏 
兜して 堂々 ど 社會じ 進出して 資 
本家 專 横の 現社會 をな 造す るの 
抱負 あらむ こどを 學 わ。 


常 


家內取 込の 爲 力無 渡 一 時 休 
ま 致し 誠 じ中譯 御座ら ませぬ 
か 本 H ょゥ從 "印 通 b 開業 致し 
平素の 御眷 顔に 酬 ゆる 様 精々 
御滿 をを 巧 ふる 樣勉强 致し ま 
ずから ホ 相 獲を 敷 御 引 立の 程 
がして 御 願 申 上ます 
昭和 四を 五月 ホ 二日 

生稻 

佐骄 德太郞 

W ニ W. 畫 F N.Yby 

Tel ‘ Sc 量 ler 7 房 2 

斬 鱗 魚 か 一切 

日本 入 向きのを を 澤山取 6 揃へ 

時が 廉 潰で 大勉强 致しまず 

サヴ才 ナ魚巧 
岩 LU 實 1 A F 皇 i 2 ST 里 置 養 T 
2 夏 West Bist 資塞{ Corner Amsterdam Ave . 
Tel . Columbus 9123 - 


日本 理髮舘 浦。 

西 四十 一 11 T 目 百 茜 地 ニな 五 ま 号 

一二 階 C 第ち おにぶ し) 

M 埋 變巧籍 

同 經營と 年間 日本人 諸君の 理髮 

の經驗 あら。 ジ で ス •バア バア 

西 六十 五 了 目 S 1 番地 


を 壽司辨 當は醜 日中に 翻 注文 
下されば 早速 御 居 申と ます 
午前は 十 時まで 午後は 一二 時ょ 
b お 電話で さい 

木が 屋 

巧 五十八 T 目 ニー 二八 
電話 ゥ まを ム六ニ 四 0 


^00 

R 1 が ~ 

照 K 

0 WIT 

L c 


關 業廣吿 

H 本人、 支那 人 協 
同 經營の 巧 ま會社 

靑蓮閣 

設備 宴會用 日本人 
一向 別間 等の 設満 あら 
料理人 第よ 巧旨サ 
と 了 目 新 杏巧樓 じて 
皆模御 化い きの 歐廉 

ン ノックス •チ ブク 

ゴ li ら半了 東へ 


日 

米 

4444 

桓 


巧 話 ブライアント 

みまぶ. <基廷 ま 

がま 富萄 

紐 育ボ西 四十 四 T 目 
ニ？ 二八を ニ 尾) 
J 夏黃 ご青呈 P 言 里 GV 
ニ ご ニ W をを すぎ N. Y. G. 
ぎ 量 草 ニ 8 品 


典 面目なる ホ 職 同胞 じ » 窗 
なる 战業ぉ 周旋す 

宮川 事務所 

が 育 あ 西 四十 ニ T 目 百 か 一 巧 


電 

話 


プー 


アン 


i 


高等 御旅 絕 

東洋 舘 

會廢御 料理 


ずさ燒 

をに 御 料理 



日本 食料品 類ぶ び 雜貨類 卸小賣 
ホ 之 ま 大賣湖 桑 出蘭會 
が刊 書籍 雜誌 ル間賴 日用品 各種 


ホ 上 金魚 巧 

ニ芸 S 空 こ ve . J ミ！ fork 呈. 
phi Circle 97 ち 


提 の蒲爲 わい しい 巧 傷 

會席御 料理 

晝 食は 末廣へ 

叮 峰が 使 普が 大姑巧 


割 荒 並に 御旅 舘 

ご 1 § 佐 巧 

句 お 巧 お 

な 巧 ホ 苗 入 十八 T 目 一二 ニニ 
巧を ス 々イブ 1 と 入 ニニ 


紐 育 唯一の 日本ち 貨店 

片桐 兄弟 商會 

スマ ドレ •プロダクツ】 ず 巧 6 元 


日本を 巧 品 

日本 巧ち 巧 
書な 巧雜巧 


巧 タ九時 迄を 菜 

メ 1 グ T ドン ス 〔年-巧〕 

東京 巧會 

トブ ンタ巧 b まず 
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日本 米 食料品 iiS 雜 4點 

巧 旧 巧 巧 巧 ま會化 巧が 一手 賣搁巧 

日本 赛 II 麗會 
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YASUDA & GO. 
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鳥籠 

— 卸 ~實 

を 部 眞織製 籠 じて 
左の 如き マ’ タン ド 
附 一を じて ダ一 - 
。ット じ 限ら 

四 弗 


夏場 皮々一 ニバ八 
用 等には 御 注文ず 
第 底 もじ 發送 する 
樣を禪 多量の 巧靖 
がを！） ます カタ； 
ダは 御中 越 ホ 第 無 
巧 じて 進呈 


M 化 川日邮 SON & 的 . ， 認 .， 
84 む rtlan がな reei, 

Sew York, N. Y. 
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巧 0 Broadway, New York City 
Tel. Rector 3483 - 化 
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シアトル \ 诸视 (午前 十 時) 
あ b ぞな兄 一' 六月 十二 日 
あ ふ b か 見 \ 六月 什み 日 
るん どんか (を 巧 巧 化) 々巧 二日 

►一等 横 潰 一畫雄 

化 L ば 4 す 丸 > ろん どんみ は 一 五 五 巧 
▼一二 窜 日本が 五 五 巧ぎ 室 大な遣 家族 室 多は 
►御を 望に 化リ 一等 割 お 巧な 切 巧 寒 巧を 巧ち 

ロスアンゼルス 出帆 (午後 一二 時) 
もんて びで を 丸 \ 六 g 1 目 
はわい か 一 と 巧 十六 日 
▼一 窜橫濱 ニ =10 巧但 がわい か ミ にらを 盖巧 
▼特別 一二 第 日本 朽 五十 か 巧 ►一二 ま 日本 巧 置 十五 巧 
►をを 羅が巧 海を 切が 寢窒を 巧 入御 转淀 化リち 
▼紐育線 バ ナ マ 經由8本ま那*^*物ぉ巧 】 回 


® 羅府 、を 港 出帆 (ホノ^^ 終 由) 

雜府お 桑港發 

(午 お ニ 時化 化〕 (正午 出 机〕 

をが 化 胃 化 一日 六月 五日 
西 比が 亞义六 巧 四十 H 六月 十九 日 
大が丸 六 巧 ホ 化 H よ 巧 一二 日 
天が 义 一と 月 十二 日よ 巧 十よ 目 

# シアトルぶ 化 (午前 十 時 ぉ 帆) 

一二 島 \ 見 六 巧 十五 日 
が 豫 \ か 六 巧 か 九日 
が 岡 と月サ ホー 
横 演^ 八 巧 化 

0 淪敦發 日本 巧 化 M 

箱 峰ぶ ホ 巧 一日 
白 山 赴. 六 巧 十 お 日 
お 野^ \ 六巧サ 八日 
▲が 育 出帆 芭奈 馬^を 日本 巧 度 物がー 巧ニ圃 
▲踰絡 取 巧。 帮 社は 齡洲 巧、 南米 巧 並 じ邑奈 馬 
禪 ぉおや 净岸 巧を#^ 會姑ミ 辖約お リ乘抓 切 
符等巧 事 御 促な じあ 滸ひ申 上ぇ す 
▲米 國鐵遺 切 巧、 寢 ムロ^ 等 も 御 便宜に 取 計 ひ 申 
上を ず \ 
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日本 截船會 社 (並 ニを 鐵道會 社) 一 

化理店 丹桐苑 弟藏會 

乗車、 乘船 切符 並 じ 小荷物 運送 御 便が じ 取扱 申しまず 


日本 陶破 器雜貨 霞卸賣 

ホ 元ブタ ダ！ ス 


夏場 ダ I ム 向き 

日ぶ 巧び 獨逸製 玩具、 雜貨 ぶび 陶器 
類 窒及瘍 向き 品を 部 取 揃へ 陳列して 
居 主^から 御來 がの 節は 是非 御 立 寄 
b 縮 |一 覺を 願ます 

子 1 1 テル エンド シふ メル 


P 贼 b 本 ドライ グ— ゾ蘭會 


諸雜貨 仲買、 卸販賣 

保 巧廊會 






敎 育の 必要を 痛感して 

國語學 校に 農園 一部 割愛 


エッグ •、ィ ー パ ー 十九 日を 聯 
合 通信 U 當 化では 最近 廿巧巧 
を 投じて 學 校々 をを 新築す •へ 
く ± 化を 物色 中な-^ しも、 柯 
み 格 巧の ± 地がない ので 闲惑 
中で あつじが、 H 本人 S 輸入 
巧 人で アト ラン チックが にお 
化ず る アンド リユ •林を はこ 
れを巧 じして 當地 じある 自己 
の ± 地を 快 （學 校の ちめ にお 
附 した。 氏の々 息 輝は 最近 一 
万乂千 人の 英語 綴ら コン テス 
トに礙 勝し 目下 ヮシントンで 
を米乂 曾に 出席 中で ある。 
个个个 
.〔太 西洋 おお 話 十と 日〕 をを 
當巿じ 隣を 甘る グ エン トナ アじ 
居 化する 巧商會 ホが 錫み 巧け 一 
昨年 同市のを 園 針 畫を寶 助して 
H 本の 樓 苗木 S 千 本の 寄附を ホ 
おで 巿會 じがて は 嘉納の 意見ぶ 
らし も 華が 度務省 側が 酸 入 巧 ホ 
ょら 發ホ t る 毒蟲が 農園 じ跋雇 
する を 怖む て 絕對じ 輸入を 禁^ 
する 省令を 檐 ごして 許 巧を 輿- 
な かつた i も ある。 がるに 林 氏 
は 出 ホ 巧る 限 b :| 

公共 の爲 めじ 盡巧 しじん 
どの 宿志を 擲 たず ょ ツグ' ィア '.I 
ア •ク ウン シップの 敎育 課が 辟 
年 ホ 自己 所 巧の 農圃附 巧に 國頭 
學校 敷地 購入の あ遵 あるかを 韻 


め該 をを 諫當事 巧に 费 しおし 永 
久 じを 育 亦は を 共の 爲 めじ 使用 
すろ 條 かを 承認 すれば 農園の 一 
部を 宵 削すべし ど 提議し じ。 巧 
ホ該 をを 課ぶ び スチ术 マン ゲキ 
グが會 じがて 釉 々審査 凝議の 未 
今问 愈々 同氏の 好意を 容れ 無償 
じて 巧 要の ± 化を 譲 巧く る i と 
なつた のでが たの 願 問 辯 護 ± - 
ィ ラム •ス チ术 マン 氏. が 譲渡 証 
書を 起草し 双方の 快諾を 得 本 U 
をな て 正式に 譲渡 讓受證 書じ爱 
をした。 敎育課 側では を 員 ナャ 
プ マン 氏が 列席し が 氏 夫妻 じ對 
し 深厚なる 謝辭を 述べ、 林 巧は 
新築 學 校の 前途を 

禍福 し 國語敎 育 ど 精神、 
物質 兩 文明 ごの 關 孫を 說 きて、 
「ホ ホの 大統領を 養 お 輩出 せら 
れむ ミを 望 わ』 ど 談笑 裡じ 授受 
の 式を 了した。 右尘 化は スチグ 
マング キル • 0— ド じ 面し 二百 
択 奥行 四な 択 じして 約 ニ 千 S 巧 
巧の 廣裹を あし 崎 偕め モ弗 にお 
當 するどを ふが' 営 ホ デ ィリ！ プ 
レス 記者は が 巧を 自 をに 訪 聞し 
て 同氏の 閱歷 、意見を 聽き 今朝 
の 岡 紙上に ± 地 寄附の 事 實を報 
道して 同氏の 篤志を 傅へ てむ る 
東部 ホ國で 邦人が 巿 町村の 旨 治 
驟 ホへ 不動 產を 寄附し わのは 林 
氏を なて 嘻矢 どせ む。 


日本 學 童の 

展覽 會巧闢 

墓督靑 が會舘 

囊じ當 地 巧 物 館 じ 於け るな 本 
人 子供 デー と共にを 開陳 列 レて 
好 巧を 博した H 本人 兒童 のが 品 
はを の 後ぶ 瞥敎帯 年會側 1¢ 靑 
年々 年 部の ィン テンス ト邊； 部 
員の かお ごがに 重ねて 一般に 展 
覽 せしめ じい 旨を 涉じ お！ たの 
で當 事を でぁる U 本人 會 もこれ 
をげ 諾 しおる 化 H ょ b ホ 巧 一-日 
じ 直り 午前 化 時ょ b 午後 五 的 ま 
で 西 あ 十と T 目 巧ん じ わ 馴染の 
深い ゥ玉 7 トサ ィド 基督 敎靑年 
會 館に 陳列 中で ある。 i - 


ラウンドロビン 

杖 球 競技 醜 

H 本が ホ 協會フ ウン ド。- ビン 
兢技戰 は旣報 S 如 （ちる 千 九 H 
レブ ド' パンク じがて 擧 巧？ れた 
が 午後 じ 人 b 篆 雨の 爲め 梁權お 
を 出した る も 谷が、 中 山 組 巧の 
ご どきな お 速が 兩中 のか 戰の先 
鞭を つけたる-— 勇み立 も 巧ら 巧 
も 午後の ラウンドを 濟ま V たが 
化の ラウンド じ 最も 巧戰 おじ 
C のは 中 山、 なが 糾ご 出が、 ホ 
お 組に て规れ I ワン アッ.！' にて 
前者は 中 山、 後者は ホ 星^ 勝と 
なつた。 小 野 及び 巧 S 化 行 もが 
方 化々 當 りを 見せた がぷ L : 小 巧 
の 勝利に 如した。 午前の ラ ウン 
ドは 山山、 出 冬 紐 度び ぷ村 、ま 
が 組が 隙 どい 勝な をし で 山 出 ど 
が 村が ワン アップ じて 胳 つた。 

! コンソ レ ー シ 3 ン でけ 十牛 部で 

'は 中が， 楼ホど 山 ロ、 央 がの 番 
組 ご。 りて 蝶が ど 山 a が 勝 も、 

I かの ラ ホン ドに 礫が は エキス ト 


コー ネ^ 大學の 

日本人 學生會 

n 1 ネ 八大學 日本人 學生會 は 
本年 巧 卒お生 送別 會を 兼ね 例會 
を 去る 十と 日 巧 ィチカ 巿 セネ タ 
亭 じがて 開く。 集る 者を 計 十一 
を、 一同々 ユガ湖 名物 ィサ々 燒 
じ 吾 鼓が つて 後 會長星 野 明 氏 例 
じ浓 りて 挨楼ぁ b 、 磯 農學巧 ± 
の簡單 にして 要を 将 たる 答 辯ょ 
b ホ ま浩氏 本年度 卒業生 化 表 ご 
して 一 擦の 演說 をち 終つ て 昨秋 
一時 歸朝 せし 平 田 重 雄 君の 持遂 
されたら 御大 禮齒簿 觀兵觀 艦 式 
をの 化 近 化 日本の 辉を 集めし 巧 
動 葛 眞映舊 を 催し 大巧 采裡 じ會 
を 終る。 因に 同大 學ネ 年度 卒業 
生は 建築 大學巧 旧髙義 及び エ戰 
大學 機が 弔 ホち 浩のニ 氏で ある 
尙ほ 巧年谁 役員は 會 長ず 田 軍 雄 
會計化 島滿洲 、庶務 時政英 道を 

である。 一 


ラ ホ！ 八で 山 ロを 敗ら、 下半 部 
は 遠 おご 高、 鈴 木 ご 一二 宅 か 渡 b 
を ひ 遠 滕ど鈴 木が 武運 宜く おし 
てみ の ラゥンド じて 達 藤は 鈴 木 
を 敗 b 上半 部の 樓井ど 試を をす 
る； どなつ た P 郞は七 ス コ ア は 
左の 如くで ある。 

巧 1 ニン ダラ クン ド 

上半 部 十み 人 

福 本 ニ—! 中 度、 H 渡邊 六— 
五 撰 井、 戶田 ニ 山 ロ、 巧 
旧 野 八— と奥材 、山 旧 一 アッ 
プ注 本、 光星 ニ— 一機 井、 化 
山不戰 一勝、 出口 不戰 一勝 
下半 部 十み 人 

おが 一二ー 一 鈴 木、 化 巧 一二 ーニ 
波邊 ，小 巧 ニ 遠 藤、 巧 山 
三下 一一 一毫、 中 出 ニ 一高、 ハ 合 
が 一 アップ 武 井、 荒 川 不戰ー 
勝 

ア フタ ヌ—ン ラウンド 

福 ネ渡邊 (葉 權〕 、巧 旧 野 
ニタ田、 化 山 六— 五山 田、 ホ 
星 一 アップ 出口 
おが 松 巧 (藥權 )、 小 巧 S — ニ 
巧、 中 山 一 アップ 谷が、 荒 川 
(棄權 じて 勝) 

紐 育 M 會ま傕 

說敎 と墓參 

兰 十日-しは 化 供養 
がち H 本ん 會じ てけ 例年の 如 
く 共 濟部ま 催の 下に ゲ コン I シ 
a ン ディを 期し 岡 B 午前 十一 時 

ょ b マ クント •オリ， へツト 円本 

人共柯 墓地に 墓參化 供養を り ふ 
ベ （右 削 n (水曜 一 午後 八 時 ょら 
東 お 十よ' 1 目 一二 HO おが 育 日本 
人を 曾に て H お會 喘を 追悼 說敎 
を 惟す； じ 確ぶ し 日會よ b 目 報 
ご 共 K 巧 買に 迪か をを しじが 說 
が 及び 裳參 おじ ホ數 一般 时胞の 
參 加を ホ 错 する 旨當事 をは 記つ 


てゐ る* 


明大 歡迎 會决定 

旣報 のかく 明治た 學 渡米 野球 
鹽は 西部を 化 方に 轉戰 しつ、 ぁ 
つたが 愈々 ホる 廿五 日華 府疊府 
を經て 巧が し ホブ^ マジ エス チ 
ツクじ 投宿す る； となつ てゐる 
右に 就き 日本 巧 樂部及 紐 育日會 
はなが の 校友 諸氏' 打合せて 同 
巧 午後と 時 1 ら歡 迎會を 開く あ 


愿能 青年を 尋ぬ 

目下 ユタ 州 ビン ボムの 銅山 じ 
勞 働して ゐる風 能 太 作なる 同胞 
の 息 風能庄 治なる 靑 年は ニ 云 年 
前 紐 育 方面.'- ホ 住せる おじて 約 
年 前 鳩が 唯 紫 巧 經營の ティ 八 
1 ムじ就 働し つ/' あらし も爾ホ 
杳 <- してが 息を 絕も 居ち 一說じ 
は 俳優 ごなら 結婚した どの 增も 
あるが 現 化 巧 並 じ 本人のを 活狀 
態を 知ら 知き 旨 實父太 作 氏 ょら 
當 地の 知人に 货 して 照會が あつ 
た 由。 必當 のま 人ヌ はか 人が 化 
記事を 讀 むだなら ば 直に 左記へ 
通信ず るが ょい， 

T . Funo , 尹 R . no . 产 す こ 7 芦 

苗 量 am canyp Utah 

な 人 か 人 

•須賀 川 太 郎氏大 阪お船 紐 育 
出張所 社員、 同社 橫濱ぞ 巧巧勸 
を 命せられ 六 巧 中 出發歸 朝の 由 
♦草 信 竹 治 巧 高峰 商會 支配人 
巧曜 H 出發 ゲヮジ ニア 州 ホット 
スプリング •しおき 明日 絲 紐の 尝 
♦高峰 孝 巧 右 同。 

♦水 津頒 まを 滯紐 中の 正を 銀 
巧 取締役、 南部 及び 西部 地方 視 
察の 爲め 前週を 曜日 出發。 

•が 旧 周 造 氏 東京が ± 木部 技 
帥、 去る 十八 H 着が 六月 初旬 渡 
歐 の當。 

♦長 お 優 氏ち を 高等 齒お 醫學 
校お授 、岡 上 六月 十二 H 渡歐。 
•曰 倉 錠み 郞巧長 岡离等 工業 
學 校敎授 、去る 十一 二日 歐渊ょ b 
着糾め ニケ 巧 ザ 滞が の ホ。 

参津 旧を 巧 巧 城 帝大豫 科敎巧 
同上 着 お 六 巧 五 H の 寿が 化 使に 
て 細 朝の 箸。 


人員 募集 ニ 名 

夏 媛 働きを 希學- ずる ホを 募 
集を ます。 を 細は 左記 巧く 
は 紐 育 新報 社內 水ぶ 巧へ 御 
お 會 あれ 

太囊市 ホ商會 

9 だぎ ardwalk, 己皇 ic 田 デ N. J. 


K j ト 。— チェ スター の 夏 

場 働き、 經驗の 有無 
を 問は 中、 經驗 めれば 尙 ょし、 
高給 支拂 、委細は 左へ 

桑 山 巧店內 後藤 


賣度 カン 料理店、 年中 商 

賣 好し、 海外 渡航 じ 付 賣义は 貸 
度 二つの ダンス ホ あち 左へ 
产 0 . H 居 iJ30 IMeen Avr さ nkers 


料理人？ 作 パ Ui 

びが 观 法を 教授ず、 新式 設備 

D . 疆量 Z 

19 モ est 27 thS 三 Or - Br ロ ad ま y , N . Y . 


巧. 胸 K ペシ か ル 


新着 

夜が 煮 化 五 仙 

魚肉 ど 野菜の 甘煮 

松 昔 I 仙 

すき 燒 、もや ぷすゐ 用 

どして 經濟 的な 切 松 昔 


ホ 


化橄巧 弟商會 


新入 荷 

\ 

觸蒲鲜 水煮 
觸化輪 水煮 
白魚 水煮 

桑 山商會 

ご 4 E&ST 芸を MT : N . Y . C . 
さ one . す 巧 見 21 だ 10 苦 7 


東京 商 會特吿 


I タール ホー タ！ は 

東を 商會へ 

廚 品目 錄御申 越 次第 

舊 らます 

紐 育 東を 商會 

基 W . ま thSt , N . Y . C . 
ジ二 rafalgar を 苦 


ん 


iil 者 佐 腺み 廊儀 SS 5 當化 ザ 
ラン 病院 じがて 療養中 藥石其 効を 奏せず 本 月 十八 H 午前 
化が 巧 ま 化候處 深厚な 古 御 巧 精を 贼 はも 香典を 化 等 御 贈 
與被成 下 且つ 去る 二十 午を ニ 時を 別式擧 巧の 際は 御 多 
化の 巧 柄 じ も不巧 態々 御 會葬被 下 御 巧 志 御 禮の辞 も 顧 御 
座 候實け 一々 拜趨脚 おが 巧 串 陳當の 處泥雜 中 乍ず 本意 《 
が L 御 厚禮中 上を 如 化^ 座 お。 尙ほ問 人 在 化 中の 御馨顧 
に 尚し 略儀 じ おへ 共 併； !> てを じ 深謝の 微意を 表し 申 候 

妻 ，を 野 春で 
兄 ，を 野 德太强 
を 香 西 龍 雄 
小阪 忠之辅 
人 水 ハ 合涉云 


昭和 四 年 五 巧 二十 一' 


这 


日本 . <1 
巧で 
訪間丄 
爵し 

立 寄 
化を 


かわ 買物 じは 特別 巧 員を 最き無 
ホ 內致升 電話 又は お 手紙 か 第 御 
.て 御 便を を 計ら 初めての わ 方に 
特に 注意 致しまず から 是非 お 
願 ひ 升、 市內 配達は 勿論：： 一 本 其 
の お 荷物 發 送は 當 ホで 致し 升 


盤 


ジ 


ナメ ！ 々 1, の特を 


3 ン ワナ 


力 


晚香 坡每ニ 週】 回 出帆 
エム プレス 露 お亞ご ニろ 呂嗯) 

五 巧！ 一一 十日 

でム プレス 亟西亞 (一二. 0 呂嗤) 

ホ 巧 十 ご 一日 

スム プレス 彿蘭西 0 ニろ 呂觸) 

と巧頤 R 

でムプ レ， 露晒亞 ニニろ 00 嗯ー 

と巧廿 五日 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等を 設備 
最大、 善美、 最 快走の 東が 航巧船 


資本を をな 旧 
巧 & 濟資 本を 六 モ巧旧 
巧 立 金 ホ 千 四百 巧 旧 

献竺 弄銀朽 I 支 巧 

本店 巧を 巧 日本 橋區本 革屋巧 五を 化 一巧 
支店 小が 日本 橋を 內 1 
名ち 屋 京都 大お西 (大孩 角戶 
廣島下 瞄巧司 若松 巧 西 長 巧 
上海な あを 買の 水 


按巧 入な 替 ，を 信 送を' ホ 送を' 旅 巧 倍 用 巧 
巧 業 信用 狀其他 一 股を 巧 業 

人 餅 城 S 菱銀朽 が 帛ま巧 

お 里 送金 《日本が 化おキ おお？ 班 速 化を 
本店 巧を (定巧 通知 ノニ 補) 御 便利 お 巧 
本 支店 巧 巧 安 巧〕、 大お •神 戶 、京都 
所在地 名 古尾、 小 お、 上 お、 なな 


▲鄕里 送を 及び ホを を (無手 數 巧)、 か 固 
爲 を 賣 買、 荷爲 をが 組 化 立、 信用 巧を 
巧 等-股 銀 巧 業務 御 巧 利 じ 取扱 可 化 巧 

接 臺灣銀 巧が も 張 所 

本店 臺潰臺 化 

支店 東京、 橫淺 、た阪 、神戶 、上が、 漢 
ロ、 福 州、 厦門、 袖 頭、 香港、 廣 ま、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 K マラン、 パタ ビヤ、 を 頁 
々 i . 々ブタ 、倫 致、 其 外寒灣 十四 ヶ巧 I 

一、 資本を 壹億围 (を お拂 & 巧) 
i 、 積 化を 一億 五な 五十 萬 旧 

內化 本ち 店 = 橫濱 (本店) 東 巧大阪 
神戶を 時下 巧 名を 屋 

橫濱 正金銀行— ち 巧 

ホ 固を ち 店 = 桑 港 濯* 沙 巧巧哇 
巧 他 世 ホを 國ま要 都 巧ュま 店及コ グレ 
ス 有之该 


住ぶ 銀行 


本店 大阪化 濱五了 目 
稱 育支庙 紐育ブ d I ドウ 玉 1 ち 巧 十九を 

巧 ま 
會社 

日ぉ自 f 東京 > 橫潑 、名を 屋 、京都、 巧戶 "阿山 
尾 ノ 道、廣島、吳、柳巧下 ノ 顆 
巧ち 巧 (巧 司、 小 倉、 お 松、 傑タ 、久留 ホ、 熊 本 等 

本 固 預金、 鄕里 送を 等は 極め 
て 御 便利 迅速 じ 御 取投可 申ち 


本 巧 朝鮮 京 城 

ち 庙巧張 所は H 本內 地の 樞要 都市、 胡鲜 
滿洲 、支那のを 化 及び 浦 話巧德 

朝鮮 銀行 紐 育 お 張 所 

外 固 爲替一 殺银巧 業務 精々 御 便利 じ 取扱 可 
申 上 巧 


藤本 證券 會お 

一 化ち 價莊 券ソ賣 買、 引受、 裳 お 

▲金融、 並 ニ 之と 關スグ 一切 ノ 業な 

g 職 藤本 ミミ— 力— 銀 巧 

紐 育 お 張が 


鞠が 麗 、雜 貨卸賣 

森が ブ タザ ー ス 


日本 陶お 器雜貨 

ラ 厶プ卸 質 

を 良 貿易商 會 



夏 瘍向晶 特別 賽巧 

夏瘍 、小 賣简 、ダ— ム 向新 荷 到着 
精々 勉强 御用 命じ 應 だまず 
H 本陶鑑 麗雜貨 卸販賣 

株ま 茂 木 桃 ホ 組 


會社 


105 E . 1 ま h wt . N ^ Y . 
Hel . Stuyvesant を赛 お- 7 



夏場 向 = 新 荷 到 

精々 勉强巧 致 候 間 御 引 立願え 候 
陶 破駕雜 貨卸賣 

春 巧が 

. 141 Fi ぎ Ave.、 New ジ rk 备 

001 , 受 r of 21 を 資‘ Te 尸 Algoncjuin 授 90 ん送一 


复儀向 U 新 荷 到着 = 

雜貨 、陶磁器' ランプ 及を 等陆々 



勉强可 化 候 間 御 註文 被 下 度 願 上 I 

太 洋資易 株式 會社 

Hele 日 hone とち nquin 3823.5 


i 
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夏 瘍向品 

特 淵廉價 テな テ 御用 命 こ 
應り巧 申 候 間 御 引 立願 上 候 
日本 陶磁 詔 卸販賣 

F . D •商會 

兒玉 、布施 
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沒 w . 2wrd St，， zew York 
Tel - Giercy 3 芸 B - 36 与 
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比 S 戴 iISSLk". 

303 Fifth Avo^ 

Tel. Caledonia 4100 

巧 巧 葫事祿 巧 會献紐 脊支庙 
Uchida Trading Co., Inc. 

1 1 Park Place 
Tei. Barclay 1576 

島 貿易 巧 ま會赴 
Shima framng Co., Ltd. 
150 Broadway 
Telephone Rector 1484 

巧 ホを 化 ホ 尾 巧を 
Akawo 在 Co" L お、， 

295 巧 fth 

Tel, Caledonia 9758-59 

片倉製 絲ぉ績 株 ま會鼠 
Kat&kura 在 Co., Ltd., 
200 Madison Avenue 
1 Tel. A ふ land がが ~4546 

IC. Mikhno わ 
MUdmoto Pearl, 
巧 5 F 前 h Avenue 
Tel. Vanderbilt 2519 

大食 お 煤 巧 ま 巧 
Okura & Co., 

30 Church St., 

Tel. Cortlandt 2292.93 .94 

H 典 株 ま會耽 
化 巧 巧 
高がが 會 
1 如 Broadw 化 N. Y. C. Tel. Red 町 7884 
Factow 巧 - 10 36 化む e ., しし City 

巧 巧 麻を 巧 ま會を 
Asano Buftsan v^mpany 

Room 801-805 
165 Broadway 
Tel. CorUan みが ) がぶ 052 

ぃ osho Corporation, 
Silk Importers 

40 East 84th Street 
Tel. ABhland 4987-91 

Goiho Co., Incn 
Co れ on Exporter* 

1 , 巧 B が V が St>, 

む！ 只 。 w 化 g Green W^(^QP- 

巧な 洲巧道 巧 まを お 
な 育 事み 巧 

South Manchuria R. R. Co., 

Koom 202 ら Canadian Pac;6c Bldf. 
3 が Madi.on Ave> 

Tel. Vanderbilt 4135 

S 井のを がま 會を 

なち ま 巧 
Mits 山 在 Co., 

65 Broadw 巧， 

T。!. Bowlins ： な マ S20 

株 ま 會胜揖 ザ 巧 巧 
紐 育 巧 張 巧 __ _ ー ^ ^ 

Iwai & Co., Ltd. 

Wodlwor 出 B 山 化 n も 

T*LFitzR 〇 y8^0-61-62 

ミ 塞 商爭拽 るを な ’--^ 
化育 ま 店 
Mit8ul>iighi Shoji K^isha 

(MiUu ら Ub; Co" Ltd.) 

120 Broadway 
Tel ， 民 ec れ r 2560- 王 564 

^■"■■^大阪勘日ニを巧朝日 
.化 巧 ま 巧 
Osaka Asahi 

The New York "Times Annex 
Tel. Lackawanna 1000 

B 本 姑 花み ホを 社 
なち ま 巧 

お pan Cotton Trading C 。 " いん， 
2 Park Avenu み 
て e!, Lexii が on のが 

曰 本を 糸 株 ま 食な 
な 巧 支店 
NIPPON KI-IT0 KilSlU, LTD 

I'wo Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 

巧が 名會な 
な 巧 まを 
Hara & Co., 

443 Fourth Ave^ 
Tel. Caledonia 7830-35 

日米 生糸が 巧會社 
紐 育 支度 
NICHI-eEl KilTO K&BUSHIKI KAiSHA 

(NICHi-BEI KIITO CO*, LTD.) 

1 Park Aventit j 

Tel. Ashland 6246-47-48-49 

—— — • _ 1 ホ,— ニ 

大阪な 日 二ぶな 曰 目 
が 木 S が 
0 化 ka Mainichi 
Room 30SA Wor!d Bu な dUng 
TeL Beekman 4259. 


nil 




m 




I. 巧 お 哉が 料た :^ 


防 ''' 


VO し 19 Jo. け 59 


な ft を盈绽 |1 ななを 巧を 运 im が 




SATURBAlf, M が 25 19 巧 



H を 媪廊條 約交涉 Y 前に 

おく 芳澤么 使が 國 書か 捧呈 

ま 京 特電 二十四日 發 ：：== 巧 巧を 使の 閣酱 捧呈は をを 六 巧 ニ H 頃まで 延期 さゎ ~ 孫 文 巧 移 靈式後 
おかおが おを をま甜 問ず るに 巧る ベ < 漢 ロの お 勢も鎭 靜じ歸 したので 醬備の 海を 陸戰 隊も遂 じ 引 
撰げ た、 巧は に政媒 がでは 現め 府 のを ま條約 改訂 じ 就て 譲ホ續 巧は 懸念に おへた ど嚴 まじが わを 
監視して おる。 

束 京 巧電サ 二日 壊 = n 支 油商慷 約の 改訂に 顆 してと 省は 聯を協 諮の おお 相を 半 等ホ義 には 貧 
おする：^一、 度藍を迴はこの巧留保する方からし<、 尙ほ巧巧を化は巧巧化りをおて颜民を府じ對 
し齒 當を捧 ちずる - W じ 随證で 巧を し 淀 じ 化て H 本は 南京 政府を を 巧に 承認す る こと I な b 、 自 
な 公 化 おらが 强じ 化ん じて 南京に 移轉 せし レる 萬で ある。 


東京 特電 二十 二日を 〔ニ ユョ 
—ク •タ井 ムス 紙】 n 日本化 府 

は 近，、 巧澤を 化を して 南京 政府 
に 信な がを 捧呈せ しむ y < をの 
期日は 五月 U 丸 H 巧 ど 觀られ て 
居る が、 タ肺 側は これを 頗る 

重 舰 .盛大に 且つを 式に 

この 日を 記を するどい ふので を 
の ロは 確定を 見や、 旧 中を 相自 
身 も 王 ぁな f 巧の 科 答な くん ば 確 
實じ H をを める 譯に巧 か 打と 稱 
し^居るお、 現か巧渾を化の巧 
持す る 信 が がは ホが 陛 ドの もの 
でが 帝陛ん .御 踐邮當 時ち 那 じは 
ホ だ 確固な もを 府 ぃが 化して 居 
i ：* かつた をで ぁる、 かお 當局側 
では U 支 か 細 係が 斯 （常道 じ復 
した こご 去 蓄んで 居る もの { 今 
固の 信な 狀 捧呈 じの h 別 じな々 
の國 交じ 徵化 はな （、日本 ごし 
て >レ本年|;丹の觸巧なぶじぶ> 
て H 本は 巧を 政府を 承認し C 形 
ど；；^ら、 解ホ幾タの 


懸案 も 解 ホし、 i を 使 

は 今や 條約 改訂の 談判— 移らん 
£ して 居る， 故に 信な 狀の 捧呈 
なる ものは 旣じ 承認され わ 外を 
脚 係を 規則 あしい もの 5 上に 置 
< ご いふじ あ ら、 か 務當馬 ごし 
て も 『 H 本と しては 現 政府の 永 
績を あむょ b 祈 b 統一の 前途と 
切留 ずる』 ど 語 り、 日' 本は この 
ホ か 時化の 到 ホに 化る 貿易の 膨 
脹 、日貨 排斥を の 他の 煽 勘 消滅 
をホ聲 して 居る が、 事 賞は これ 
じ 反し 南 化を 抓は 又もや 郡 •かじ 
見わん ごし 統 W の 前を も 巧 遠し 
どなられて 居 4、 尤も か 巧當局 
ごして はお か 石 ど 碼玉祥 の 晩を 
が联 して 大規模な もの じなる か 
どぅかは 疑問で ぁる V - 認めて 语 
る、 蓋し 媽は 

化 方 じ宾を 集注して 戰園 
を 避け 膊游軍 も 深 入 b をず る 風 
らな いが、 而 かも 最 巧の 政情は 
支那の 軍 闡が树 ほを 腹を 肥さん 


どして 支那の I 施 I を亂 して 居る 
こどは 事 賞です る、 過 ホ 十 年の 
歷 をを 見る じ ニ 一人の 軍閥が】 時 
支那み 政權 中の ものごした 
が、 常に 反 4 派の 連絡で 失脚し 
居 b 、 をて 盛 石 かが 果して 今を 
反 將の麗 あじ 堪へ 得る かは 深い 
疑問 V 」 する おで あるが、 これ 等 
內政 上の 事 惊は别 ごして 日ま兩 
國の 懸案が 渐か解 巧し つ-- ある 
こごは H 本が 府の嶺 も 富び どす 
ろ 所でを つて 一日 ま國 巧の 基礎 
もこ れで 固ま- リ 今 間の 

巧簿 じして 趨大 しない 限 
ら H 本は 進ん ご 支那 ごの 通巧條 
めな 訂 にが 事 f べきが、 日本 ミ 
の條 約な あな 祐巧强 じして 條約 
のな 訂に 迫ら I いて 居る もの じ凿 
し範を 垂れる 一田の ごして ホ 常に 
重裝視 され、 最惠 待遇 國 どして 
日本が ま 邸に^ ホす る こ Vi は郞 
も 他 别强じ も 炭 響す る ものごし 
て 産 だ 注目 じ征 ずる。 


ぶか 明： 一 
を 化る 一 

ホ ィブ 


上が 容 
トリ ビュ I 

信 社に 化 I 
の廣 おぶ 


W 雄 むらび 立たず 

國段黨 獨玉祥 を 正式 じ 除名 宣言 
廣 西派廣 東軍の 爲 めじ 擊破 さる 
南を： il - l 二日 發 = 阔民黨 中央 執行委員 會は 本日 あまに 會 見し 
た 結 お 曲： 玉祥お 軍の 巧 動を なて 反逆 的 i 認め 黨 ょ. 〇 除名を 宣言 
するど 4 j ; にお か 巧 お 軍に 對 して 征討を 委託し 右征 巧のを 貿會は 
おを 0 て發 表を 見るべく、 狼 派は 頻 b じ 廣西派 ど 連絡 
掛 しお 派は 化 年 おの 爲 めじ 大股を 招きた る 西 支那の マ 
を 徒を 劇 かすべく 頻 ちじ 策を 廻らして 居る。 

死 交 團に巧 倒 通牒 

ご禪壓 して 現 政府み 

が 飼 を 期待して 居る、 通 
吿の 一 節 じ 於て 
『蔣 かおが 巧 集 （た、 第 S み 園 
ほ麗總 貧は を然 篤の 精神 じを 
反し わが 爲 であら、 從て現 南 
巧 政府け 違法 的 じ 成を した も 
のでを 支那を 化 おせ や、 蔣じ 
對 ずる 查 支那の 軍事的 巧 動は 
今や 着々 進抄し 余は これ 等の 
諸 おょ b 化 西 ま 邪の お 词み官 
じ 選ばれ、 蔣か 石を 倒して 國 
家のを をを 期す』 

と 述べ、 外人の 生か ごかを の 保 
安を を 誓 するど 巧 じ 『違な』 的 
な 南京 软 巧に 巧 b て 結 ぶれた 蜀 
外 借 欽乃ま 一切の 契約を 承認せ 
やど 述吿 して 居る、 而 して 支那 
の 固 内は 今や 獨派 ど蔣 おの 

激論 じ H を 裳し つを る 有 


韋廿 二日 摧 〔へぅ ルド 
1厂 ン 紙】 N 藝じ 日本 逆 
，て 報じられた 廣西軍 
tj 領說 は虛银 じて 廣巧市 
は 漸く ふ I の 危機を 脫 し、 南京 じ 

忠管 I なる 廣東 をは 却て 旗 
西 巧を sjf がして 捕虜 五モ 人を 博 
し演西 渾は乂 化を 巧いた が、 戰 
翻は 巧 ホボを 距&か 五嗎 の地點 
で 巧は I いたが、 跋西 軍は 武器 彈 
藥み缺 之で この 大敗を 巧いた の 
で わ •而 して 谈 あ、 糜 西を 中 
ふピ する この 內亂け 南を は府ご 
をのぶ 平を イを巧 期 どす る もの 
で わるが、 これ •1 關聯し 本日を 
0 てを 袭 された 椒玉祥 お 軍の 蔣 
- か 巧 将軍に 掛 する 宣言 普は ホ 常 
.な 興がを おいて 居 S 、 聊も媽 に' 
.の 通 岳は 化 巧 外を 励ぶ び 上がの 
刻 强硕 事蝴じ 宛てむ もので 南を 
をが みおて 『違 巧み 政 巧で ある』 


樣 でぁるが、 歌 ホの 軍務は 頻ら 
に攝 員に 着丰て つ i ある もの、 
ホ だ 實隙的 じ戰爭 はして 居なぃ 

化 ま 特電 1 1 十二 日發 〔ニユ m 
—ク •タ井 厶ース 紙】 n 獨玉祥 じ 
ホ 方す るせ 玉-人の 諸將け 宣言書 
を發 をして 連が 石 內閣の 打倒を 
叫びを の ホ^を 鳴らして 辭 職を 
ホめ 同時に 夺し對 して 宣戰の 布 
吿を要 ホし おがを の 宣言書は 國 
! 民 戲府が 堅 I 檢 閱じ附 して 發表 
せで、 一そ^^|じホホする諸將も 
續 々巧を 動 して 河南 省の 巧 略 
を 計 劃して 日 一る が、 南を 政 巧 も 
軍事 费の 調を じは 一苦必 をして 
居る らしい- 

孫 文 移靈祭 

豫定の 如く 執 巧 

東 ま 特電 二十-日 發 n あ 孫 文 
巧の 移靈 を」 就て は對獨 玉祥ど 
の 顯係繫 張し 居る 爲め 延期の 外 
なかるべし この 醇窝 きも、 國ほ 
黨静部 倉議巧 おぉ 從ホ通 5 ホる 
六 巧 一日を て移靈 巧を 執 巧す 
る こごに なて たが、 化 京 よらの 
巧 道 じめ るで 孫义 巧の 遺骸は こ 

コラ ネ •レ 己ンの 先例に 做 ひ ロ 
ッ クフ 3 ラ.— 病院に て 明日 頃 愚 

巧の 醫 術を 應 用して 徵 C 共 千 五 
百年に 宜らて 保が し 得る こご i 
なる ベぐ、 遺骸は 新ら しい 銅棺 
じ 移す こご i なつた 0 


ぶ 巧 雨 降； りそくぐ 呂に 

グロス 夕 -T 公 化 帆 

晴れ やかな 記憶を 深く きざして 
東京特電ニ 十五日發=天皇陛}|-じ ボ ー タ ー動章捧呈の御使 
がをお 山' さいた あ 國のグ 。スタ—" に 親王 殿 r じは、 日本 舰 光の 
お 旅を あらせられ 本日 午 巧 出帆の 王 ーンプ レヌ •ォブ •エ シア 號じ 
てゲ アンク グア！ じ 巧け て 出帆 さ 心た、 この H 朝 ホょ 6 て 巧 雨 
降らしき b 巧 巧 橫溶巧 民 か 熱誠 單 也し 數 H 來 ih 準備した 盛大 
なボち 送別 も 中化ピ ；：：> つた 外、 御 挪ー濱 巾の プ 。グラム も ザ 威 在 
鄕 軍人 ミの 午發替 及び わ 買物 等の み 一一に 化つ むが、 抑を 化 として 
常に御接がゎらせられた秩父ち殿下^びじが殿下じは殿下をホ 
ブ片に 御 訪問 ホり、 お 頭まで 御 同 渔^ト '船 巧 じて 別盃を をは さ 
れ たが、 降な しきる 雨を ら廠 はや 數 すの ホ 民は 巧 巧に 殿 TS 樹 
お 後を おを 送 5 し、 御乘船 S シア 號^ 禍遂艦 及び 掃 蕾 艦 較隻の 
護衛を 受けつ i 海の 彼方 じ 旅立つ た 
を 非 おじ わ畜 びの 模樣 じて、 が 雨期 

於て 快晴 5 曰 タ< 、殊に 山 色の 麗し 各には 深く 御 印象 相が りし 
模樣 にて、 お別れ じ 臨み 殿下 じは 新 職 記者 闡を 時に なさ 4 『今 
凹の 旅 巧 じは 天皇 踐 下を 始め 奉 b を皇鞭 並び じ 日本のを 腹 か 
ら 受けた 歡 待は 魯じ 余の 旅を して 無上ぶ 幸福なる 繼續 であつ た 
のん なら 中、 恰 かも 國內じ あるの 威 わらし めた，^ を 深 （威 謝す 
る』 £ お述べ じな つた。 一 


* ご 


殿で じは H 水觀 光の お 旅 
あつむに も 關らや ホ 体に 


關稅 法案 

火曜日 上程が 議 

ワシントン 廿 S 日發 n あか 黨 
が 臨時 議會じ 提出した 關稅引 上 
げ まじ 數 しが 糖誤稅 を中必 ごし 
て 農業 派 く 產業源 •か脫 を ひの 姿 
ご なち 

恃じ 砂糖 關銳じ 就て は 生活 豐 
を 向上せ しむる とい ふ 意 ホょ 
b して 激烈な 反 對を買 ひつ i 
を-^ て 農業 派講 員は 幹部の 處 
置に 不滿 お抱き 議會 k 巧の 曉 
じは 論議を 招 （模樣 じらし も 
をの 巧 幹部 派は 巧ち ょら これ 等 
のす ホを 子を 慰撫した 上皮 革、 
靴 類 等の 新課稅 、人 遊 絹糸、 陶 
器 類 I 酿 をの 化」 新 巧を 讓 する 
修正案を 豫め提 おした 上 本日 共 
か黨 議員 會證 を銷懼 したが、 反 
幹部 派の 運數 はを の 効な く 二百 
ち 票 掛甘四 票の 大ぞ數 を 0 て 右 
の 原案を ちみし、 砂糖 願 稅は据 
置き どし 建築 村 巧を の 化 論議を 
起し 易い 材料 も昭 案の 廬 どして 
潑 々巧る 火曜日 午後 S 時 じは 上 
程して 一氣じ 巧みし， 

を もじ これを 上院 じ廻附 して 
下院は 約 ニ 箇巧じ 里 b て化會 
すべ/、 をの 間 じがて 上院は 原 
案を 審議す る篱 じして、 をの 
上 兩院會 議じ附 ずべ く、 これ， 
じて 問題の 關稅 案ら 化 づお案 
じ些 したる 變 化を 見る 所な < 
實施 する i じなる であらぅ。 

革命 陰謀で 

舊 露の 名 ± 銃殺 

モス カウ 二十 一二 日發 = 舊 。シ 

ア 皇帝 時化の 鐵 道家 じして モス 
カゥ •カザン 勘 道の 大株ま なる 
レ メック 、歐洲 大戰の 軍隊 輸送 
ま 巧れ らし ゥ五 リコ 巧び ケレン 
スネ ー 巧閣 時化のを 業み 官 であ 
つた バチン 3 キ ー 巧 等は 最近 勞 
農 政府の 鐵進 管理 委員 及び レ こ 
ン グラド 鑛 山敎授 どして を々 勤 
務 しつ.^ あつたが、 最 巧. し 至ら 
これ 等の 諸 名 ± がか 騒人と お 謀 
して。 シアの 鐵 道が 織を 攪 鋭し 
プラチナ ム をの 化のを 鑛 山を 命 
を 陰謀した こどが 瑞な （ら勞 農 
政府の 警務 機 關じ依 b て 發覺し 
たこ W を 理由 どし 勞農 政府は 右 
の 一二 名を をち じ銳 おじ あし 旦つ 


連 續者數 人 吿發 した 旨ぶ 日 ド 
至って 松 表した だ、 右の 腹 課 事 
がは 最 也-の 國 巧を 治 牽 が r 深い 
顯陈 がむ るら しい 0 


副 毒 權辭職 

jig 償會議 巧惱ク 

バリ丄 I 十一 二日 發 n ド キソの 

賠償 委貸 瑚垂權 でぁ t アグ パ— 
ト •ゲオ グラ火 氏 j ドキツ 年 
期 ま 挪は鄭 じて 册と年 内なら 
ざる 可. fX ず ごの 說を 固執し < 遂 
じ今圓 の ヤング 氏調訂 案じ 横慨 
して 副-ぶ 權 を巧臘 する じぞ ちし 
爲めド キッを 權シャ —ッ をのを 
置は 益々 晒 難と y ■'り 巧 角の 一巧 協 
案 も 巧び 危機 じ 面して 居ろ- 4, ヤ 


ング 氏け 一 そ ドキッ 方を 慰撫し 
て 狼 善の ホを を 講じ、 化々 聯合 
國 侧じ掛 しても 譜步を ホめ て圓 
滴なる 解 ホを 則し、 目下 梅秘禪 
じを 涉を 進めつ I わるが、 副を 
樵の 辞職 じが b て ドキッ 瞬ほ黨 
の 鼻息が を ぐ な6 巧 角の 赔償會 
議 もみな の 恐れ あら ごじし シヤ 
1 ッ巧 自身 も か 强硬じ ま 沸 
蝴 限の 親 縮を 希销 L て 居る が- 
これに' 關聯 して シヤ！ ヴ氏 自身 
ら辭 職す るに 至らで あらぅ どの 
說は 事實無 化で あつて 堅 < 否認 
されて 居る、 向 ほ ヤング 案-し 依 
る ドキッ 一年の 貸 擔輕减 高は 約 
一億 八 千 方 巧 じて S 年 じ 五 億 弗 
f な もこれ を 十 年間に 計上 ずれ 
ば 十億 弗の 差違を 生やる 外お產 
疎 一年 セで 巧 巧の 餘裕を 生じ 得 
ベ （結局 ドキツ 側と しては 屁 服 
する のかな かるべき も、 ペグ •* 
! をの 化の 過大なる 要求は 巧け 
ら れる舊 である。 


產業ゃ 人力 

戰時 動員 策 

陸電 省の 調査 成る 
ヮシ A トンサ I 二日 發 n ァ J リ 
々陸軍省では 歐洲ゎ 戦の 經驗じ 
鑑み 一旦 戦時に 際して 速 かじん 
力ぶ び 虚業 力を 數 員す るの 策 じ 
關し數 年 じ 旨' ら 調査 中で あつた 
が この おじち b をの 成案を 得な 
旨隆お 長を グット 氏は 發 表しね 
を じ 化れば これ 等の 動員は 僅々 
九十 日間を なて 終了すべく 隆軍 
省と して 人む の 動員 ど產業 動員 
を 巧 一の 基礎の 下に 最き 時間を 
お 養せ ざる やうを 產ホ家 ごも 巧 
渉して 遂 じこの 成案を 得る に ま 
つた' もので をる VJ 0 


本社^ 丄ザ 時雨を ( 絮無啡 轉氧〕 

'味 株 M 圓 案に 反對 

〔甘 四日】 柬採 シンジ バ ー 斗 翻 計晝は 彼津嘉 一郎 氏を 先頭 ご 
して 運動を 進めて ゐる おがし か I 巧の 一部は 巧の 理由で な對 しつ 
つ ぁる、 即^ 第一 じ 株式が をム 解禁 懸念から 巧を 必然の 結 巧で 
をる、 繁ニ じを 平なる ベ t 株を 取引所の 役員 達 •か 買手 じ ホ 方す 
るは 遍 I 願で をる、 第 ミに か禁め I 蹈 じは 是 0 上め 巧璃 下落は 豫巧 
される がら ンンジ ゲート W 大損 嗜を 受ける ごい ふじ あるが、 太 
ホに 於て 規模を 縮 少した 丄 具体^され さぅ でぁる。 一 

東京 地方め 太 豪雨 

( 廿迎 日】 東京 化 ホ豪扣 襲 巧— t 1 万 八 千 ロに 摄 水した 外 崖 崩 
れ 等の 災害が あつた。 

樞府 がが 務 省て 改 稱み議 

〔廿 四日】 が務 省に 朝鮮 部を 設 ip 其 官制 上 朝鮮 總督を 指揮 監 
督 甘ざる こど t し 柩密院 のを 協；^ 略 成 かしね。 

存 I 言】 傅 へらを iw ; じ 化れ.^ 旧 中 首相は 旣じ 拓殖 大臣の 
のん 選を あ r した もの i むく 大陋 幸 前 じ 任命の 發 表を 見ん と 
云 はれて 居る が、 昨 ロ 閣游の 結果 省は ホ 巧 十日 頃を 0 て 開 
設すべく成ひは首が55巧閲な造じ着|}^するまで兼攝する當で有 
力なる 候補者 ごして な秦豐 助、 島 橋ぶ 威 巧 等の 呼 聲が髙 い， 尙 
ほ拓殖省を新設して 6 朝が緩督の上^^權は從ホ通らご巧議で决 
定 した、 が ほ 樞密院 S 精を 會 では 拓^ 省 ど 呼ぶ I ーじ决 をし 政府 
じを の 旨翻吿 する 善で あ々。 


政府ょり 時 じ 招を をず けた 犬 
養毅 皮ぶ び 頭 山 お 翁め】 巧は 
本 H 下 沸し、 明日 上がに 向け 
て 出帆ず る。 

义も有 茜 鼠發見 

〔甘-日】 スマトラ 見綻泊 中の 
横 橋して 乂阪 巧に 又もや 巧 お 
をが 發見 さわ 巧 幸を 前に 巧の 
當 局は 狼 翁して 居る。 

神潑 重— 厶渡ホ 

〔甘-日】 阪每目 新聞社 ホ 催 
のを 国中 學が 球ず 観戦に 優勝 
しじ 神 港 野^ 鹽 はと 月 十日 出 
接の 上ゥァ I ンク ーダァ ー を經 
曲 して ン ゼ火ス 、サン 
フランシス ij 、 ブキ 等を 歷 
訪 見 擧 ずる 心- 3。 

. 宮崎縣 iV に 激震 

〔廿 二日】 宮崎^ 測候所は 昨日 
測候所 開設 0 ホ かめての 激震 
を 威 じ、 がを^ 骚や 壁が 崩を 
したる も 別 じ^ 命じは 死傷な 
く、 震源地は^ 向灘 方面の 海 
をに 亀裂を 生た 一れ のでは ある 
- まい かご 云は 也-て 居る 0 


隨を 


I 


春 麵巿瘍 初み 引 

(甘 四日】 春廟初 取引は 本 甘 沼 
津ホ瘍 で 巧 はれ 5 を。 

お 炭から お 化を 

t 甘 四日】 常 磐石 おけ 石 か 裳 造 
じ 最適 ご してを 社： K 同 研な じ 
掛ら むぶ。 

國漁 優秀 船 建造 


【サ^ 日】 國 際を 船は ニユ ー 
1 クーが 路割茲 みのた め 優を 貨 
物 船 I 建造 計畫 中で ぁる。 

离 邸ぶ 夫 巧 逝 ま 

(甘 四 骨〕 富 田 林 銀け 及び 河內 
が績 監査役 高 田 正 夫 氏は 逝去 
しち 

犬 養 巧 一行 渡 支 

〔せ-日〕 な 文 氏移靈 巧に 國民 


金魚 

海軍 造兵 乂 

0 下記す る 巧は、 I 曰 高大 佐が 
金魚の 糞 じ 執筆 ザ！ る 『ニユ ー• 
ィングランド 見す 旅行 雜錄』 
中の 『附 、振铺 論. 中 かも 拔を 
した もので をる、 一一 同大を は 化 
年 春 巧が し專 巧の I が 巧に 十ヶ 
月 滞を、 歐洲 を經て 昨今 歸朝 
された。 一一 

〔こ 一； 

假じ 日本に 居る 總 での H 本人 
が 一 年間で もょ いか ふ、 ァメブ 
力 人 ご W 額の 給 巧を 日 \ 々賞つ わ 
とする、 固 情 や 民俗、^ 慣其他 
が異 るから、 品物の 种 _ 部は 化 ホ 
國 じがけ る 通らでは あ i ? まいが 
日常 ロ g でも 趣 巧 おで も、 一宮 人の 
欲し ぃらのを、 今日ょ し 一 も 買 ひ 
得る じは 極つ て 居る、 物 的 だ 
どい ふ緋 6 は 免れまい が 或 意が 
じ 於て、 吾人の 幸福は 增 進した 
と 云へ る だら う 0. ー_ 

〔ニ〕 I 
而 して 若しき 人が 是 等の I 品物 
一を 作ら もせず じ 輸入して 是 むと 
' i - れ ば、 榮 華の 夢は- 歲じ 一 して 
壺 くべき を 知る が 故 じ、 勤萌じ 
して 賢明なる 吾人は、 夢の 繼續 
を 計 もため、 內 化で 是 等のを 物 
を 極力 生 產すも 結果、 產 業が 隆 
盛 じなり、 績 いて 大置 生ま V 勃 
典して ホ さうな もの だぶ 思 ， T 

旨 一 
化を 華の 夢が、 ァメブ 々では 
實 現して 居る ので ある、 小銳彈 
楽 包の 會社 であれ、 工作機械 崖 
であれ、 製紙 エ堪 であれ、 レダ 
ォ裝遊 所で あれ、 自動 自轉車 王 
瘍 であれ、 まを 制巧屋 であれ、 
電氣 器具の 製造 會化 であれ、 一 
体を か， 巧處で 誰が 巧ん なじ 使 
用す るが ご 思 はれる 程の 驚.〜 ベ 
き 大量 化を でを る、 作つ て 居る 
人で も^;^ ない もの も あらう， 
隨 つて 館 卒巧進 ごか 何 どかい ふ 
こど だつ で 遣 b 易い じ 決まつ て 
ゐミ 




大紐育 

I 九 ニ 九 年 版 Y 近く 發巧 

本社が 整に 編 送を 巧いた しました 『大糾 巧」 は、 幸 ひじして 
江湖の 湧く がかき 巧 謀を 巧し、 遂にを がー 册 魅ら や資 切れ ど i ：* 
> ょした、 化て 本社は 溝 一版の 巧な をを が 新た じし、 貝 数を も 
巧加した千义な廿化年版を新に發がするこ VJ 5な>ました、 正 
確 じして 直つ 新ら しい 統計と 宰實 を茫礎 じして、 刻々 錠 化する 
巧が 『大が 育 J の眞 化を 傳 ふるに 遺が.：：^ きこ ごを 巧して 居 b ま 
す。 尙ほ定 憤は 

豫絲 申を 者に 限りて 

雜 煩と 十五 仙 

發巧 後の 御 購買には 

- 法 價金一 弗 

ごを しました、 速 かじを 約 御 申込みを ホ 望いた します。 

賈廿 五日 紐 育 新報 社 


品〕 

アメ 9 力では 大 をを をを やつ 
て 居る から じは、 どうしても 乂 
き U 腦買 力が 人民に あるに 相違 
ない、 アメブ 力け 國も廣 いから 
ホ 巧ら 乂 であ 6、 隨 つて. ハ匯生 
產が出 ホる ので ある ごい i も 
H 本を 國の面 懐ょ b も 向は 巧い 
ごい ふ 大きな 則が ニつ も ある i 
などから 考 へれぶ ぶ 程度までは 
云へ やう、 然し か 何 じ 威は 廣< 
民衆 タ< ごも K 衆に 大きな 鹏買 
の 資力がなければ 大量生産は 成 
6 立つ 尝 がない 、化 適例は 円本 
の 裏の 方に も遙 かじ 是 わる。 

否〕 

アメリカ人の 購買力が 大きい 
即 もを 人の 化 入が 大きい ごい ふ 
こどが、 アメリカ人の 産業が 隆 
盛なる 原因の 一つで ある ごすれ 
ば、 何等かの ホを でを 人の 收入 
を 大き < する こごは、 吾人の 幸 
福を 增進 する 上から 見ても か 要^ 
である、 がしながら 產業 お繁榮 
し、 共な 共 榮の實 を 擧げる じは 
を 人の 收乂を 大きく するど 共 じ 
產業 •かお 立して 巧かねば ならの 
現な の アメブ 力 人の 收 入が ぞい 
どい ふこ £の 理由の 一つは 『を 
人の 牧 入を 大 じする f 共 じを 人 
當 りの 生を 能力を も 同時 じ大 じ' 
する こご』 じ 成 巧し わから ごわ 
るど考 へる、 年 活 必需 ロ g を購ム 
だけの 收 入では、 必需品 W 外の， 
品物の 購買力は ない 譯で あるか^ 
ら 、必需品 0 巧の 品物の ま 産は 
巧 はれ 得ない のは 當然 でもる の 
みならず、 必需品 0 外の 品物 だ 
つて 小 壞を產 では 算盤が 採れぬ 
から 輸入した 力が 利益 だ ごい ふ 
こど じなら、 輸入 超 遇の 一因を 
巧る こど じ もなら うご 思 ふ。 

客 ‘ 

收入も ぞ< ホ 産 能力 も离い ミ 
を假じ 高給 タ產ど 名が ける、 化 
高給 ぞ產 の實 現は 一朝 一 タの事 
ではない、 アメ ブ 々乂も 永い 間 
不斷じ 努力し ホつ て 今日 之 じ 成 
巧し わので ある、 タ產を 伴は 田 
高給は 資源の 消が ご 同時に お滅 
すべき 運命を 持つ が、 資源 も あ 
る ものが、 高給 多を じ 巧 巧 すれ 
ば 所謂 『あじを 棒』 で密 をは 勿 
論の 結 おで ある ご 思 ふ、 ア メリ. 
々の 給 輿は 昔から 高 かつた (資 
源が 豊富で あつたから 賄 ひ 得た 
のか も 知れ 打が) 隨 つて 軍 じを 
人當 ちの 能率 ぉ 增せば 高給 タ產 
じなる、 給 輿の 高 {ない 國 では 
給舆も 高め ホを 能力 も离 めな け 
れ ばなら ぬから 一層 難しい。 

罢完〕 

ニユー ョ—ク 春秋 

♦ H 系 巧 民の み 年が 揮 君が、 
スぺ ブング •ビ！ じ兹ー かして 一二 
等 じ 入賞し じ、 日本の 爲 めじ 氣 
を 吐く この 幼な き 外を 官の 前途 
じ 祝福 あれ。 

♦蔣か 巧 ど 獨玉祥 の 晩を ひも 
化しい もの だが、 聞 ゆる ものは 
聲 計らで、 でう やら お金で 解み 
か 出 ホる らしい、 アメリカの 統 
一で も數十 年を 豐 しわ おの 中 だ 
支那の こごは 急がず、 あせら や 
巧 年を がつ じ 限る。 

♦拓殖 省 ごい ふの がが 來 たら 
樞 巧から 拓務省 ご な 巧され た、 
樞府 £ いふ ものは こんな 字 巧の 
巧 探しを する 磯關 ど 見へ るが、 
成程ち 人の 化寄帶 だけ ある。 
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醫科學 的 運動、 腸 
溝 注， 氷を、 光線 
ぷ電氣 治療、 其 他 
紐 育 谢を鼓 

フイ ジオ シラ ヒス ト 

西 林幸累 

日賴外 毎 H 午前 九 
時？ 午を 丸 時を 
電話 前約 願 上 お 


ベ グビユ ー 病院 及 
紐 育た 學醫 巧な 勤 

江 見 ご 一朗 

診を 時間 
每 U 午後 四時から 
六 時まで 

夕 巧 水、 金、 と 
時から 八 時を 


麻 お 願 上 お 

ゴー子 か大學 
ドク トかホ プメ尸 V ン 
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齒お醫 木 下义巿 
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弊店は 實質 誠意 迅速 ホ寨の 
基に 御 ±產 物 一 ま 卸 賣展段 
で販賣 致します タ かじ 巧は 
らす御 巧 命 仰 付で さい ょせ 
◎歐 米を 辖 時計。 置 持 訝】 を 
◎寶石 貴を 雇。 鼓 製 器具 一 ま 
◎を 挿 萬 年 筆。 を 象 製 叙 筆 
◎蓄音器。 レ 3— ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タイプ タ イタ ー 
◎船 切な。 紀な 寫巧瞄 結擺臺 


プロ ー ドゥエ 1 巧と 十を 
領事 おお 側 座 もと 0 五號ぎ 

巧タ商 

觀 ぶィ间 A 

123 を W さ N . T . 呈 y 
ジ L C ミ tUn 氏泛 37 巧 岩 


歐 米を 種 時計 
貴を 屬寶巧 類 
銀 致 器具 一 ま 
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タイフ ライタ 1 

を 褲乃年 筆 
其 化 ±產 物 一を 


◎溝ユ 最高級 ノ 商品 ヲ 精選し 
赃店ョ リ廉聲 こ販賣 シナ 居リ マス 

西 四十 ニ 下 旨 ー量番 

ロング H — 力— ビルデ ング L 4 
九ち 十號室 パ 

化 

7 YW 

(タィ ムス ビルデ ソダ向 測) 如が- 

電請 ブライ I ト四 一二 セ四番 WN 巧 
◎商品 ノ確 赏ナ八 コト、 取扱 
ノ 迅速 ナ八 コトニが チ皆樣 
々ラ 御 巧 評 ヲ得テ 居 y マス 


靑 蜘商會 
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輸 解禁 


藏相重 わて 言明 
景特 11 十 I ニ曰發 Ml ニ ± 
激化は みお お禁じ 脚し おねて 
言 SV る 巧に ょれ じ、 を晚じ 
おすち 歧府の 態 巧 乃至は 解综 
の 時期 等 じ 耕て 何等を 吿 をす 
る ここは 出 球ず、 今の 化 煤で 
解禁が 出 ホる かで ぅかは を識 
で剌斯 してら 解る 绪 である ご 

ボ 塔^ 骚 がせた を 解裝說 も、 
いまで t 政が や 巧が がた どひ 柯 
を おへ おる じしても、 現 化の 
助 投粧^ 態では 卸ほ實 巧す 可 
能 でんる こご だけは、 いやしく 
も 事 狸 お-わき まへ て 居る まの 等 
しく 認め 了 どころ となつ た. 4 、 
た 5- こ t て殘 された 閒題 はが 外 
正貨の 捕兀を どぅす るかで ある 

す；^ 一、 はこの な 外 正貨の 
骗充 のた のじ 政府は 

(ニ 政ぶ 日 お 所 おのか 國 憤、 
(我がみ 麻發 巧の お、 米、 佛 
貨を 憤を 擔巧じ おを お 巧を 

してが；！： 巿場じ おいて クンデ 
ット をち さしめ るか 
ご ニ 曰 をして クレチ ットを 
起さ L 會 るか 
(一二} f 巧の 現送を 巧 ふか 
の 方な 中 か ぃづれ か】 つを 行 ふ 
のでは ないか ど 見て 居る が、 第 
i はおらずしも不可能で：；*いが 
儘々 一億 一二 四千 巧 山の 資金を つ 
< つね V . て、 爲替 をな 巧 じ轉換 
せしめる 材料 どは ならず、 第二 
もを 解禁み 副黨が ぁる ごか、 近 
く か 憤を す目當 てが ぁれば で 
わるが、 ^|れなくして巧ふこと 
は事實 上；! 巧 能 じあく まじ 猪 I こ 
の 正貨 現 を 解禁を 

目標ぶ ごせざる 限 b 第一 


の橫ム ロど陆 

では 爲巧 i 


じ < 1 協 前 巧の 現送 
_战 維持の 上に 無効で 


; ある ばか- =1 で。 く、 この場合に 
.は！ 方 じ わいて 國內的 じは 恐憔 
'を 起 マ わ.^ れが あるので、 いづ 
一れ もこの 際で ふべ からざる もの 
一で める から f この 機會じ わいて 
政府は' 斷が巧 ホの 方 かを 一擲し 
て 政府の お^ 拂 ひを 爲替 じょつ 
て决濟 すべ どい ふ ホ 張が 财巧 
が 力を の 姑!： 强 くま 唱 せらる： 

; ゃぅに； •ム っお。 

一 自由化 漁 

I 漁： 問驢益 紛糾 

‘ ま 京 特電 二 了 二日 骚 n リシア 
漁瞄間 巡は 猛 | tr 汾が しお 領ル產 
組な では。 シ K 地力 官 患に 放ら 
漁業 地で 筒壓巧 態ぶ じ 出られて 
诘 るので を 涉は巧 明か や ご。 し 
自由 お 漁を 固屬 しつ i わるが ロ 
シア 大化 館ぃ 心 漁阮辦 巧は 詔 解 
じ^^るらみ^が盧じホらやご驛 
巧し。 シア 政 凛が の 间答も 案 
外にぶ 協 的な 態 巧で ある。 

過肢ホ H 本の が じ セン セー 
シ 3 ンを ひき 化」 一'- たお 巧 漁阮兢 
巧 乂化閒 趣 じ 細，、 巧媽 かお 機 
關巧閒 イズゲ 玉， チア 巧は 左の 
如く 論じて がろ。 

『今间 山ん 撰ぶ は、 露 施 漁 お 
に腳 ずる H 本姐權 盛が、 巧が 


礎 ごせ や、 いしろ H を戰 ずの 
結 架潘祷 した ものである ど 云 
ふやぅ。 を睐を 言明 ~ 'て 居- 
が、 を：： S 巧 人の 其 だな 外 ごす 
る ごころ で 免る、 U ほ また 右 
の 漁を 條約 じょる ィ」、 漁隔乂 
化に 原し、 n よのを 漁業 家が 
自山 競ず を U すがを 原則 どし 
てを 就され 居る じか^ はら や 
お 近 漁 お 入札 問題で n 本人 漁 
菜 家 等の 邸には げしい ず ひん 
あつ 4：：； 模巧 である、 しかし、 
このみは 久巧遞 相の 劈 明され 
たる 如 < 單じ內 部 的 問題と 見 
なされを .0、 これ じ對 しては 
山 本 度 相 も、 日本 政が 當扇ど 
しての 立場から-切の 意見の 
發 わを 差しを へて 居る が、 か 
(の 如き 政府 側のを 击 なる 態 
度は、 吾 入の 満足に 感 やる* 
ころ e ある』 

金利は 依然 

聯銀 重役 會か議 

前號所 報の か < 職 邦 準備が 巧 
局 重役 會 難は 株忡 買ん の 投機 傾 
向 違々 濃悍 。るた め 愈々 を 巧を 
一躍 ホ かじ 引 上ぐ ベ <內 をした 
ので 水曜 B の 株式市場は 俄然 投 
賣狀 態に 陷 b を 力なる 諮 株ら 
齊じ 下落し、 蜜く る 木曜 H もを 
利 引上げを 表を 期待して 棟 ま ホ 
場は 元ょ々 爲替相 壌 も 神 經適敏 
どなつ て 居た が、 巿複 引け 後 重 
役 會議の 結果 金利は 化 然据厚 化 
旨を を 表する じ 至つ た、. これ じ 
顆し巧 場で 專ら增 されて 居る 所 
じょる とを 利 引上げ じ 梅 カ反勒 
しつ、 あるのは 乂藏 長官の メー 
ン 氏で、 氏け 今 H の 鶴を おが 高 
の 歐ホじ 出る こごは 一般 かを を 
不振に 陷 らしめ 旦つ アメリカの 
繁 をに 巧 もを 殘 ずらので ある- 
い ふ立携 から 被 力な 對！ 職を 賭 
しても ま 張を 曲げ。.、 こどが 明 
白；.： なつ わ おお 遂に 重役 會畿は 
屈胀 L たど 云 けれて 居る。 


財界の 漸き 

栗 京 巧電廿 I . 二日 發 

S 菱 商事の 新 計 劃 

ニ 一 裝ぉ拳 貪 社は 今 固 資本を 
千で W を 支出し な间針 劃の 下に 
- る 她事樂 じ 入る；、 つじ" 

米穀 調杳會 がぶ 立 

乂截調 巧を S 官制は 本 n をの 
て發 ホを 忌い. か、 調 杳會は 首相 
喧隸 S ドに 米穀に 哪 する 一切の 
調 かや 欧 巧を 論講 する 劇 体で 首 
化を 總媒 どし、 農相 皮び 藏釉を 
副 撒 戴 とする。 

L ザ 季ム銀 巧巧算 

本 ザ h ザを の お行か 奠は ニ兰 
の 一流 銀が を 除け だ 恐らく】 御 
ょら ニ 削 方の 收入藏 V 來ず もの 
ご 見 れて 居る 0 

臺 銀の 利益が 减ク 

赛 がが n をが 巧は 上半 季决算 
で 一、 ニ 制ん 巧な 贼少 の模 掠で 
みを。 

瑣 金3 利下げ 反動 

巧を 刺 ドげ からを 期 巧を U 郵 
彼 貯金 ど 信 化 巧を じ 化つ て 化け 
ら れた洪 をが 円 立つ て 居る， 

が電 、こ 大同 合併 か 

東 巧 お燈ど 大同 巧 力を 化 針 萬 


締結され た ロぶ 漁 震 借め をぶ I あ 6 と鸿 へらる < 
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0 永興樓 

政 揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸ち の 噫 巧 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
ます。 葫 一二 時を 開 巧 
(百サ 五 T 目 サブ 
傳車 填の 下) 


ま 那巧理 

が 廳ぶ園 

哥理ん 蘆 蓮 
出勤の かじは きな 
の 御 巧 利に 構へ 巧 
聞を おの 御 巧に 魔 
や V (巧 韻 隅を 相 
不變 わを 立 慰まな 
紙上 御 ま 巧 ホ 上 板 


鱗 踏 個人— 
▼社を ダンス A 
►お 巧 体操 A 

朝 十 時 1 め 十一' 時 
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ング 師範 學校 i 
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ホに 鄕が巧 



お菜 瞬 战中必 、操 領事 お、 日本 
巧 船 其 化が 巧大 貪を 巧き 巧 巧 

を 巧 小 パ ホテル.- 

が 日本を (特別 巧 ぁち〕 

御 一巧み 黄 自勤单 御 巧 迎申上 お 
巧 ニ {jalifornia Fsan Franciss_{lalii 

ンヤ トル 市 

NP 旅鑛 

W 累を ht Ave - uo . wea さ一タ W ミ h - 

停車 お前を をへ IIT 左側 K 階を 
目 本 行 船 切なな 巧 波 ロ 場 送迎 

ロス アン •み ルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ If 三芸 Pedro S ご Las & 另 色を cal - 
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ぶ S 
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支那 お理 

新を 花 

本 樓巧理 ん歐廉 が 
腕前を おつて 日本人 
諸を のを 好に 適する 
巧 理を資 上げます の 
で窠セ 巧の な 二十 六 

了 目の チヤ プ スィ 史 

云へ ば 度ぐ 日本ん 諸 
君 じは 巧る 程好 託を 
谋し C 晉 ょす 0 
巧卒繁 々御 ホ ホの 程 
ホ 上まず。 

± 、日 昭は黨 頭、 シ 
クマィ、 き播が あ-*^ 

まず 0 


高等 御旅 纔 

東泮館 

會が鶴 料 避 


御巧理 錄 L- 則な 

太 陽 

壽 司を 日 あ もます 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

巧 桐 化 弟商會 

スマ ドン •グロ ダク ブ 一手 肢資元 


每夕九 時 迄 巧 菜 

扫 本を 料 ロ i メ ，グ アド ご 〔年 一巧 

東京 巧會 

トランク 猜> ます 
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煎餅 卸、 小賣 
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日本食 料 お 一切 

WC 曰 ！ rise 巧 ice 广 ake CO . 

票 量 A さ.， 

Tel . 吉 ia 巧 ニ 

ル^—、； ンク 
夏 次で st 苦 thSlree ニ e 三 ork 

ジ 一 ち h 呈 e す巧瓦 S ち 

木 旧 ル ！ ミン グ 

1 夏 7 3 r 三 ま’ 星. 担 己 量 Sir ます 
ジ宫 h 呈 e Re 巧 瓦 》 巧？ 


ステ ムヒ •一ト 
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一力 旅館な め 

帝國 旅館 難 舞 

1 ち 在 . 霉 hSf. す * fork 
Tei 。 SJU 雲 i B 61 Q 


織 育旅舘 

を 四十 了 目 ニ 巧 ニを 
Tel. l/aledcnia 巧 之 


ボブ トン 浪 

富 ± 旅舘大 浦ホ棱 

裏 wiesi 马氏 ■ 田 夏を n Mas. 
ぎ B.B . 舍な 

費府 麵旅鑛 

一 山淸 五郎 
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畫 食は ホ廣へ 
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巧 話 プライア ント 
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*3— TTL 1 ま 
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J ち AflESE H 青呈 P 豆 呈 S 
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ち 十五 日 迄で 滯 がする おでが 
育 佛必會 巧 化の キ確 じて をの 間 
じ】、 ニ 固の 講演を 色 ふを でゐ 

*0 v ^9 0 


尋れ人 

(を 城縣) 大橋武 雄 (長 巧疏) 热 
原ず 人 (同) お 伯鎭雄 慶島 
縣} 中が 榮ニ (祠) 渡 邊泰助 (東 
を 巧 古澤 武之助 (か 蕾 踪) 
をが 甚 之を (お 馬縣) 松で 壽么 
ま (山 ロ縣) 德お猪 一二が (熊 
本縣) 西 村を 喜 (鳥 お 縣廳勝 
衞 (山 ロ 腐) 原甚胥 (愛が 縣) 
横 困 常を (か 歌 山縣) 化ぶ ま 
(おお 島縣) 國上時 愛 (愛 i 縣) 
末 松 (長 崎縣) 独 旧 巧 藏まー (熊 
本縣) ず ザ 深 ニ 幡岡縣 ニ 交 伊 
度み 大塚 チダメ (変 知祿) 長 
崎德一 柴田幸 S 郞 (大ぶ 巧} 
西 巧 源 太が (兵 庫縣) 藤 太 喜 八 
(福 岡縣) 末み 豊遣前 紐 育乂學 
學ホ八 木 郡ず (鹿 お島縣 場 
常義 

右の まじ 通知 致 度き 儀也么 
候 間 本人 若く は 知人ょ 
化 巧 御 通知 願 上 お ； 一 
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新 古 書籍 股 I 賈 

雜 誌の バタ ク ナン 
バ ー、 を 雜誌績 の 
新 注义等 化て 蓮 迷 
じ 御 化 巧を します 
巧卒 御用 命 願 h ザ 
ます。 _ 

i 

奥 村 書が 


コ巧ン .ビヤ 大擧 

日本人 擧 友協會 

ゴ巧 ちち ミ se Stud き is ミ d ち umni 
of 呈 u ヨ bia uiefs さ 

B 15 W. 養 hsi_f ジ rk, N.y. ; 

ぎ Bradh ミ st 担 萬 _ 

「日 ホ大學 々窓」 發巧 

T ミ Japa ミ se Amerisn 量ち rsi で宫蔓 rly 


pfn 正確 巧 速 __ 

譯 、案 巧、 叮臀 、日英 語 ； I 
保良貞 四 ) I 
A 18 W. ニ 2 互 田 . 呈 hed を寞； 


目 本 語敎授 桂義 

INT 呈 NA ゴ呈 AL 吉 一! ち 
巧 畳 笠 verside Drive, 京丢さ rk 呈 y 

衡晋 本- 骑 

養 7 Is こ ve. f Ifork 畳 * 




i 


化かろ た 


はも*''^ の 遊び 
ホを 英文で ホ 函人に 能 （わかる 
やう 簡單 明瞭に 說 巧した ものが 
出 巧ました 。内容 目み 進呈 致し 
ます、 御寶 下さい。 

M 呈 WSA 夏岂 ，ご 4E. 呈 hst. 呈 y. 


お 


州 


成功の 秘談 

米國 まち 語を 話卞事 
は 成功の 篤 一義です 
本 俊には 日本人 教巧 
じ 慣れたを 巧 婦人 お 
師ぁ 5 憑 切 じ 會話通 
信义 社を 語を 教授し 
ます。 日曜 週 目 共 じ 
午前 化 時よ b 午を 十 
時まで 開 役し 一 レツ 
スンと 十五 她づ - 
今 H 直ち じ ホ 段 あれ 


化 

刷 

8 

が 

も 

む 

n 

が 

目 
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新 鑛魚か 一切 

日本人 向きの 生魚 澤山取 H 揃へ 
游别廉 潰で 大勉强 致します 

サヴホ ナ魚店 
呂 LU 養 IA F 養 AN 0 QYST 里 實畫 T 
2 是 W ま ニ 1 st Sir 涅 iCorner Amsi 马 da ヨ Ave . 
Tel . Golu ヨ bus 9123 


0 本 躍髮鑛 I 日 

慶國十 s 了 目 百 發遮ニ 再 五室夸 

1 ニ饋 ( 第ち 街に 近し } 


I 髮ち — 


高等 

日本 蛋ー j ぶが 巧 ご 共 
同 經營と 年間 日本人 諸ち の理を 

の經驗 あら。 ジ ぶ ス •バア バア 

西 六十 五 了 目 一二 一番 地 


卷壽司 辨當は 前日 中に 御 注文 
下されぶ 早速 御 盾 申 h ます 
午前は 十 時まで 午後は 一二 時ょ 
ち お 電話 下さい 

木が 屋 

東 お 十八 下 旨 ニ 一二 八 
電譚 — 々シ I 六ニ闽 0 


L T 

^ 化 相 
端 削 i 

R 1 が 

S ^ w.^ 

U 化 BU 
0 邮 II 


開業 廣吿 

目 本人、 支那 人 協 
同 經營の 抹式會 社 

靑蓮閣 

設備 宴會苗 日本人 
向別 間 等の 設觸 あち 
料理人 窠よ 街な 廿 
と 下目 新 杏花 樓 じて 
皆樣御 がいきの 歐廉 

レノックス •サブ ウ 


眞 面目なる ホ 職 同胞 じな * 
なる 巧 菜を 周旋す 


宮 W 事務所 


お 育 巧 西 四十 ニ T 目 百 ホ 一巧 


電 


ぉブ ，ィ 7T 绒絲 








•し 


蘭 

て 


輝 少年 ご 一等に 

最後まで 殘 つた 唯一み 少が 
二人の 少女 等を 相ずに して 

賞金 二百 五十 銷を 受領 


ワシントン 特電 r 十-日韓 〔ニユ mi ク •ダ 井 ムス 紙〕 n を ホ 
のみ 語 綴 b コンブ， トは 愈々 本 H 常 化 じて 擧 巧、 約 一二 時間 じ 頁 
りて を 少年、々 女 若を 必み圃 の 姑 巧 明 U を W て 十 S 歲 の 誕生日 
を迎 へる ォマバ 州 身の 少女 ゲ アジ ニア •ホ ー ダン 礫が 優勝し 
I て 賞を 千 巧 ぉ受谢 したが、 乂 會じ參 加した 唯一の U 系アメ 9 力 
I が K が 輝 召は 教 後まで 踏 止つ た 唯一の 少年で 二人の々 女を 相手 
じず つた'’ か遂 I - 惜敗 I して S 巧 賞と な b 賞を ニ 巧 あ 十 弗を を領し 
た、 大會 の 席に U が 年の 兩親も 出席して 巧 子の 力 翻ぶ りを 誇 
b 顔で 眺めて 居た。 

おち 二十- 1 ^'、' 首辄ワ シン ト 
ンの ナショナ^ 陋物舘 で 催され 
た垂义 スペリング •コンテスト 
は 千 化な 二十 あ 年 主ら 本年に 到 
る第五回目.^摧しで‘ を化の 

歡聞 社が を々 み 地 ホで 化 
を 選手を 選び、 をのを そ ザ ふの 
でぁるが、 本年の 參加 音は ォ- 

ヨ—、 ニュヨ - ク、 ニユ ジヤジ 


1 * ゲア！ モント _ 
ア ニア \ アキ オブ _ 


ぺ 


ン少ク 
がが ン、 
セット 
ンデァ 
一人み 

ア メリ 

节 委員長 

じか 兩 


カネ チ カット、 マ サチ 
ホフ ラス 力、 メ ン * 

ナ 等のを が じ-見ら て ニ 
少年少女 懲 ホが お 煤し 
ヵン 火學の ゥッド 總良 
-.!、 お 音 s '. ぶは リッ ブ 
敎 巧を、 審利嘗 じけ で jg 牧師 モ 
ン トゴノ 9 — 收師 、ァ 1 ;, ン陛軍 
み將 、デミング-お 等 を^げ、 先 
づ嫁鲜 をけ つい 上 儀： 一々 /ゴ ン テス 
トの 幕を 切つ じのは ニ怕五 か、 
第一 阳目じ 巧く も - 

化 人る 選よ h を も、 五を 

間 か 憩 如上、 第二 闽戰に 五ん が 
I 落選、 巧ら じあを 觀化 憩の 上 お 
I 二回 戦には 錢 らし 者 十一 二人、 矢 
I 繼ザ やじ 出る 難問 殺み 爲 めじ 選 
j よ b 洩れた 者 とんに 達し、 簾 四 
一 时戰に 入ち 巧は 瞄喷 よら おに ニ 
而閒己 十を を 裳し i 车後叫 時 一二 
十を ご。 b 、 六 A 令 逃ず が居殘 
つたが 仲々 の難戲 をら もを 易に 
落選者を おさ や、 一， 間； 答 VJ 難 
しさを 巧し、 を じ 3 矿 をの 一二 人 に 
j なつた、 一二 乂 どは * マ、 J から 出 
I た 本年 十二 歲のゲ ァジ ニァ •ホ 
1 ダン 媛 ごい ふ 天 ホ 的な 美 < し 

娘 ^-^ 、 ミグ ウオ！ ネ ー 出身の 
ゲ アキ オラ • スト バック VI ホぶ 


々女 ' 底び 我が H 系アメ ブヵボ 
はで ぁる 本年 十五 歲の林 輝 君で 
少ザ 選手の 中で 最後まで 

踏み 化 つたのは 實 じ輝少 
年 一人でを つたが、 をおバ ナン 
ャ 1 ( 巧藥 草) どい ふ 質 間が 化た 
巧、 輝 少年は この 言葉が 理解 出 
ホ。 かつた ものが、 をの 意が を 
巧 ニ 一回 質 間し、 最後の ず 段 ご し 
て 試験官に 一二 巧は から 發 音を 聰 
取した が、 遂に この 言葉の 意が 
を 理解し なかつな 輝々 年け 惜く 
もな にを 伍した けれ あ、 輝か 年 
の實 みが スト バック 攘 ょら 優つ 
て 居 じこ どは 衆-^ の認 むる 巧で 
あつた、 この 乂會 に參 加. しむ 少 
年は 谨 かじ 四 人で をの 大部 巧は 
少女 じょ 6 て 占められ、 j 番若 
い， 送 加 者ょ』 ィン デ アナ 州の サゥ 
ス ，ベンド わ チョ— チ攘 ミ 呼び 本 
牟十歲 の 少女で をつ たが、 第 十 
妈位 ごなら、 I 摩 賞を 糖 だ ホ！ 
ボン 媛け 扱の 

優等生 どして 評 巧の 高い 
娘で、 ' 明 H の 誕生：：！ を 前 じ 一千 
弗の 懸賞 か - ゲ跑 し、 の T 巧 五十 
弗、 巧 巧、 と 十五 ホ、 四十 弗、 
S 十 巧 ごい ふ 風 じを たれて 居る 
が、 輝 少年は 流石 じ 要、 む 深 < 常 
じ 難解。 言葉 じは 辭释を 求め、 
i 例を 摩 ぐれば 『セ ミ タリ ー』 
の 言 楽に 對 しては 『巧ん を 葬る 
所です か』 £ 質問し 聽 衆を 笑 倒 
せしめた、 この 榮 わる 輝 少年は 
翌日 兩親じ 伴 * 」 れて ぉ挪大 が、 

I ニ ユジャ ジー抑 選出の 上院議員 
玉ッ • チ 巧、 下院議員 バック ラツ 
ク巧 等を 訪問し、 水曜 H は ホ y 
ネト • バウ， じ 大統領 フ ー ゲア 
I 氏を 訪問し 紀 をの 撮影を した 


大統領 夫 入を 前 _， .一して. 


お 巧 安部 選手 奮戰 

バ—ホ 人 茶 蓮で 選手に 挨接 
51 ^ 烈な 躍進に アメリカ 側 も 驚く 

ワシントン 特電 二-^ I 二日 發 =: 大統領 フー グアー 夫人は 昨： n が 
をホヮ キト •、ィ ウス；!； R 本デゲ キス 盃逃 手を ホ どして 茶 造を 確 
し 出淵大 化を 始め ど- て アメリカン •ゾー ンじ屬 する 諸國 をの 
化ぶ、 フラン ：< 大使^ U — デ^ 巧を の 化 政が 高官 も瞎賓 ごして 
おお、 n 水 逃 ホの 紹か ある や 大統領 夫人は 『ょ （お出で ド さい 
ました、 妾が： n 本し：^ 巧し ましたの な 今から 化 六 年 前の こどで 
のぶし い あ铁は 今ら がは はつ きら ど 記憶に 殘 つて 居らます 
橫潰 やおな^ 印象ら が，、 感銘して 居ます が、 ホの 大震 がで 頸み 
ど货 つじ こどで しやぅ、 货ぶ 達は ぶく 故国を 離れて この 競技に 
參 加され る こごに 對し てまは 必 から 巧 巧 致します し、 皆； んが 
確か b ど 御お閒 。上 腺 利を 巧す る じ 至るべき こどを 祝 b ます』 
ど いかにも ぶしい ス お！ ツ マンの 靖 神を 吐露し、 H 本選 手を 始 
め お待ク n じを 固の 人々 も 威 壊の 舞を なつた。 


.召. 


前日 來 の 降雨で 練習不足 
を 嘆つ ゎが 白 本選 手は 本 H の 試 
を じは を然ホ 馴れの クン ー コー 
ト ど；； 太 旧、 ま部兩 選手 巧 じ 
小足 顔-して 丄 固き ためじ 忽 もが 
脚-し 影響した る も アメブ 力 側は 
1 おホ氣で巧 < も不巧の氣漲6 
しが、 安部は 祭 I ニヤ ブトに へネ 
シ ー の强 球を 戾 しじ 際と り 轉ん 
でを 腕を 傷け 爲 めに 第 四 セット 
よ b 成績 おはしから や、 も 田 も 
右足が 膨上 b. て 装 I ニ セットには 
二度 も續 いて 失策し、 これ 等の 
パン デネ ャップで 巧 H の 試を 前 
途 ら悲觀 さいて 居る、 を 部の 敗 
因は 不化 確。 ザ ー ダ ど ドラキ ゲ 
の 結 あで サ I ゲの繁 - 珠は常 じ 
失策して 居た が、 機會 さへ ぁれ 
ば ネット じ 岀で屢 々正確な フン 
; スメントで W をみ しため じへ 
ネシ^ — はク ロスコ ー トの 策戰で 
安部め ホット • フン ^ ~~ を 防 L で 
居 じ、 太 旧對ゲ アン リンの 試を 
はデグ ネス 盃戦ホ 曾ち の 接戦で 
閱一髮 を をれ ざる 兩 若の 美技で 
一二 千の 觀衆恰 かも 辭へ るが 如く 

喝采し 太 旧は 第二 セット 
を 取る 機會 巧を ぁ 6 しも ゲ アン 
リンは ネット* ブ レ— で これを 
巧げ て 太 旧は 手を 施す 视 なく、 
グオ レ！ で 巧ち かへ さんど すれ 
ば 球は 線み にを も、 第 云 セット 
5 終らには を 巧が 痛々 しく 膨れ 
上つ た、 フ ーゲブ ー 夫人は 出 測 
大使の 隣 庵を 占めて 第】 回の 試 
をを 退去され たが、 H 本選 手の 
美技 じは 屢々 巧手され、 ま 部 選 
手 じ 割しても 『欺けて お氣 5 毒 
です、 聴 S 傷は ごぅです か、 明 
U はきつ ど 勝つ て 下さい』 ど觸 
迄 も 日本 蟲 なぶらを 發 揮した、 
太 田の 試を は 時間の， 威 係 上豫め 
巧を せわ か （中と し 明日 これを 
續 巧すべく、 ィン ニン ダ じがる 
兩 あのが 績 けちの 如し。 

へホシ ー 對ま部 y 八 — ホ'^ ホ 
— ！ 、 H 1 ハ、' み—. 1 0 
ゲ アン 9 ン掛太 田 == 四 I ，'ハ、 
と — I Ifj 、 ムハ ー ニ、 巧 1 ニ。 

' 脚 ほこの 日ブ！ ゲア！ 夫人には 
フ 作 ] の ド W- スじ 、タ！ ク •ク 

レ） の 狐が 奪を 着用して 熱 、むじ 
試を を 見物し わが、 が 人 側 よら 
はお 淵 大使、 大化 館員、 苹府だ 
留 H 本 入の か、 ニュ 3] ク々 面 
から ホた 7 r ンも ぞく、 巧强が 
を圍 も殆ん '己 網羅して 盛 况を呈 
し、 お 衆は 約 ニ 千 人のを きじ 達 
して’ 肯都 ごして はまを ちの 盛 
况を 示した 0 

一勝 一敗した 

明大 野球 團 

明 H 午後 S 時 じ會戰 
旣 巧の 如 （本日 巧が し、 豫て 
校ぶ 會 支部 じめ て計蠢 銭 おじか 
かる 今夕 H 本俱樂 部の 摘を 歡迎 
晚餐會 じ 臨む 明大 野球 團 一巧は 
去る 二十 一白 强敵 シヵゴ 大學巧 
巧幽を ニ教】 で 破--、 蟹 H - 一十 

ニ H の對ノ 1 スゥ エスタン 大擧 

戰 は五掛 S で 惜敗した が、 明日 
の ブかッ クブン じがけ る华 職業 
興球團 ブッシュ ク キック 對戰は 
午後 S 時 よら 始まるべく、 當地 
よら 同踩球 煤への 巧 精は をの 如 




地下 鐵 ならげ 四十 一； T 目 主ち 
BMT で々 ナ^ 巧で 乘 がへ ブ 

ロ！ トウぶ i •ジャメ イカ 15^ 
でエ八 ダ — ト •レー ン の停单 
壌で 降らる か 

高架 搜道 なれば、 プみ ックリ 
ン 橋から レキシントン 街、 ジ 
ャメ イカ 線 じ乘ら 、で ル ダ 1 
ト • レ！ ンで峰 軍す る。 

煙 下 

競爭 白熱 化して 

查 アメリカ じ 由る 煙草の 連鑛 
店 どして 斯界に 牛耳る ショが ' ッ 
及び ユナイテッド • シ 々1 では 
囊じイ ゲリ， 煙を ごの 競ず 上 卸 
値の 値下げを 斷 巧した か、 この 
の 機じ乘 じた アト ラン ブック • ' 
パ シフ キック 連鎖店では 食糧 品 
類を 賣擴 める 便法の 一 ごして、 
これ 等の 煙草 類を 殆んど 無 利益 
で お 買 出しつ、 あつたので 端な く 
も 煙草 連鎖店 ど 正面衝突を おじ 
たお 柴遂じ 煙 晋を侧 では あく 從 
ホ！ 袋 十 お 独の 煙草 類は ニ 個 ニ 
十五 仙 巧 庵 じ 値下げを 斷巧 ずる 
こど じなら、 化 巧 顧を じ 提供し 
た キユ — ポン翻 ほは 宫然廢 化す 
る こ VJ じな つた ど 0 

讀 をの コラム 

曉 烏敏師 のこ ミ. 

且 -を 

四 巧 二十 H 化 ホ布哇 島の 譲演 
行脚を 續け下 居な 曉烏敏 (アヶ 
ダ ラク . 一ャ) 巧は 奢洋义 じて ホ 
る 二十 四 扫桑港 着、 n 。 ラ ド、 
シカゴ、 ナイ ザ ボラ 等を 經 で、 
ホ 巧 八 H ホ 紐の 豫ぷ すの るが 師 
は 明を 佛敎 をの 中興 4 どして 脊 
名なる 淸澤滿 么師の 巧 じ 出で、 
化を 物を せられた 佐々 朱 巧樵師 
ゃが 上專猜 、她曠 正 治 巧 等 どみ 
じ 我题宗 おおの 蓄宿 であゎ 現代 I 
挪敎界 め 一中 必を なして 居る 人 I 
でを b ます 0 

宗派 的 じ 言へ ば 親 驚の 流れを 
なむ 眞 宗じ屬 する 人で もる が、 
所謂 旣 成を 敎 じ赚ら 中して な ^ 
たる 新人で あつて、 化 本 佛敎お 
始佛敎 じ 立 返 b 更らじ 唯に 斌敎 
の內に 止まら やして なく キリ マ 
- トめ敎 へら、 巧 西ち 今の 皆學、 
巧學を 訪ねて 『すべてを 自己の 
魂を 育て るら の VJ して ホは ふ』 

て ホら れた巧 謂 宗派 敎 派を 超え 
た獨步 者で あ h - ます。 其の 著 寄 
の 歎、 四十を 超ぇ r 更 ホの 前を』 
『濁な 者の 宣言』 『前進す る もの』 
等 尤も 著 はれ、 を 名なる 歎異鈔 
化 じ佛敎 無量 壽經の 研究者 ごし 
ては、 現 化 巧が 國の窠 i 人 まご 
されて 居らます 。姉は 一面 藝術 
ホの 農 かなる 人 じて 繪蕾 、陶器 
を 愛し、 短詩 和歌を よくされ、 
殊に 書は 别じ 一派を なす ものが 
あ b ます。 先年 滿蹟 巡拜 のた め 
じ 巧 度 じ 遊び、 つぐいて ョ ー ロ 
ッパじ 廻 b を 地の 博 卿 語 其 他 じ 
就て が 巧硏带 佛敎藝 術の 硏究を 
補 ふて 一昨を 歸 朝され ました。 
師の争 回の 渡米は をの 嘗 時よ ト / 
のを 舆 である ボストンの 輯物舘 . 
の 覆 物を々 ホ弼を 地の 視を 旅け 
講演 巧 脚の 目的で 巧て ホら れた 
ので あらます。 東部の 滞 巧は 約 
二十： n 間、 紐 育には ホ 巧 八 H よ 





s お 五 五六 
十 十 十 十 十 
仙 仙 仙 仙 仙 


鳥籠 

卸賣 

を 部 眞餘製 籠 じて 
左の 如き ブ’ タン ド 
附 - まに て ダ— ス 
ロットに 限 b 

师谣 

夏瘍妓 々一ュ バタ 
用 等には 御 注文 巧 
溝 直らに 發送 する 
樣を 巧タ量 巧を 荷 

Ko, 100 _ がを b ます カタ ロ 
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Phone. Cortlandt おの 


Tile Sum け omo 目 ank, L 化 
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袖. むな 1 がか 18 " 4 り 3 
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おが uh が hi を Go, 

1 ? East け 巧 化ん Y . 
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Nara Trading Go. 

巧 1 ぶ 出 Avetme 

( Cor . 2 1 がな.） 

Tel. Al 卵 iquin 3MM7 


MOfllMURA 郎 お . 1 邮.， 

53 - 目 5 - 57 化の rd 化 I 
Hew York 0 け y 
Te !. Gramer 巧 38 如 



號 九十 おな 五 干 一を 


雜辦寶 M 【日曜 ±】 


R 五 廿月お 年 四和昭 


四 


I シ 


ぐ 


講談 クラブ 

キ シグ 

富 ± 

. 曰 
講談 雜誌 


六月 號雜誌 到着 


外を 時報 五ち 一日 號 
實業之 日本 お 巧 I 日號 


化 桐 兄弟 蘭會 


新入 荷 


即席 吸物 補 

觸 つみ 入’ 

甘煮、 茶碗 蒸 等に よし 


桑 山商會 

ニ A EAST 置 ih MT ; N . Y . C . 
phone . Re 巧 己 s だ— 是 57 


夏場 グ I ム 向ろ じ \ 

日^を び 獨逸製 玩具、 雜貨 及び 陶戴 
類 夏 横向き おを 部な 揃へ 陳列して- 
居^す から 御 ホ 紐の 節は 是非 御を 寄，： 
- 覽を 願ます 

早.™. デル エンド、 ン厶 


談で本 ドライ グ ふ商會 


諸带貨 仲買、 卸販賣 

_ 睐 旧商會 


夏場 向 品 

特 則廉價 テな テ 御 巧 命 こ 
應ジ巧 ホ 候 間 御 引 立願 上 候 
口木 陶破器 卸販賣 

一 F. D •商會 

兒玉 、布施‘ 
巧 oderatod Di 篇 rlbutors、 hip 
35 W. だ rd St., New York 
TeL Giercy 36 夏- 薑 7 



ゾー ルター ダ！ は 

萊京 商會へ 

商 お 目 錄御申 越 次第 
送らます 

誓 東京 商會 

1 を さ. 里 thF N. Y.C. 
をブ afa 宫 r 淀 男 




謹 吿 


一、 聯合 說敎 

時日 五月 廿化日 (水曜) 午後 
八 時 

場 巧 紐 育 U 本ん 敎會 

(東 五十と T 目 一二 互 0) 

一、 墓參會 

時日 置 巧册日 (木曜) 午前 十 
一時ょ b 

場所 マウント オリべ ブト 日 

本ん 共同墓地 

右 例年の 如く 執行 可 仕 候 間 何 
卒御 繰を せ 御 參會被 下 度 化 段 
謹 吿仕候 


謹 常 


雜育 日本人 會 


家内 取 这の爲 々無據 一が 休 
を 致し 誠に 中譯 御座 b まみぬ 
:^,本りょゥ從前通も開業致し 
平素の 御眷 顧に 酬 ゆる 樣 精々 
御滿 をを 輿 ふる 樣勉强 致 しま 
ずから み 袍變を 敷 御 引 立の 程 
伏して 街 願 申 上ます 
昭和 四 宇 五 巧 か ニ B 

.生 稻 

佐 野 德太郞 

が ニ W . 雲 芦 N . Y.Ciy 
TeL 梦 huyler 7822 


よ 

白 5 


海水 難、 貸 室鋪維 

魚 釣.、 水泳、 保養、 萬 事 親切 
互 rs ■量 夏. 312 四 置を 芝 品 St ., 

互か6ョ巧タ 厂 1’ 


ボ カゲ！ ム、 スツブ 

裏 麟 y V ヶ i 遷の用 

意 整 ひ 居る 有利の 夏 壌を 適當の 
日本人に 貸な し 又は バ七ン テ ー 
ジ じて ょし、 委細は 左記へ 手が 
じて 獅照替 あるか 又は 來談 あれ 
JA 夏广夏 巧 哀芸呈 ， 

Pleasure Beach Park, 

ミ td 巧ち コ ，を nn. 


ト 


タンク 


約 五 百 個の 

ウオ 'ド ログ 


及び ス チ） マ ー トランク ホ 弗 五 

十 仙、 九 巧 五十 化、 十二 巧 五十 
他、々 し 許 b 使用した 跑類 一巧 
S 霜 及 •が お 弗 

884 —sixt 三 vr Go こ 害 St •，芦 Y . 


ト 


タンク 


マン 


タイラ ー る 
イン ノ 1 ベ； シヨ ント一 ブンク を 

物 お 弗 お 十 伽 よら 十二 典 五十 仙 
ちで st 基 th Sir 墨 _ 






な 食の 缕應は 階上の 大食 堂を 3 
て 之 じ 充て 阪野お 軍 大佐み 講演 
は 階下 普通 食堂を 使用す ベ （目 
下準備 中 じて 特に 出席の ぶ內を 
受けざる 日本 お 樂部會 員 化び 友 
人の 臨席を 歡迎 する 肯監 皆を 事 
務巧 員は 語つ てゐ た。 一 


星 野 チ* S 逝去 

日米を 糸が ま 會社紐 育 支が 長 
星 野 勇夫 人貞子 氏は お 一ヶ乃 W 
前 流 巧 感冒 じ 罹 b 。 ング ァてフ 
ンド •ベィ サィド ホジ卞 クブン 

街 S 八； 二番 寓居 じて 加養 中で 
ぁつたが、 病勢 昂進し 去る ホ 一 
日 午後 八 時 掌 遂に 逝去した t 享 
年 僅かに 111-^ 歲 。琴 瑟相和 ザる 
星 野 巧 家庭！! は 房 子 (九歲 I 陽 
子(四歲) お^0ニ歲) のか遠々 
息が ぁら 房 平氏は H 本に 巧^が 
女 ご 長男 ど ザ 兩親ピ 共に 巧ず し 
つ i つじす、 葬儀は 木曜 i 午 
後一 時當巿 T 四十 八 T 目 二 省 地 
聖ニコラスす 院 じがて 大 端敌師 
司 式の 下に 肅め まかに 執 巧 をれ 
日米を 糸 社員を 始め 橋 本、 み 米 
江川、 お 下、 河 野 其 化 同業 3^ 表 
諸氏 柏木、 冷牟 旧、 但木 、葉を 
銀行 巧 表 高 In ^ ドクト^ 夫妻、 お 
み 貞み郞 K 去 妻 等タ數 日米 如の 
會葬 者が を I ノ た。 


木 原 晝記生 南 巧 

當地總 領事館 書記 生木 お 
郞 皮け ホ 巧 六日 出帆の コア 
じ 便乗 ポ ^ — 1^3 n 、 サント 市 ミ 
ンゴ 、-ィ チ 掌中 ホ 地 ホを 赏察 
しと 巧 初旬 歸 取の 豫 を。 一 


兩 新聞 I 化 表 お 華 

大阪每 H 紐肯 特派員 事務所の 
福 本 福】 氏は 0 十二 日、 大腺朝 
H 特派員 化 巧を 內 氏、 恒川眞 氏 
は滯留 中の 本 慰論說 班を 員 永 典 
榮藏氏 ご おじ ニ卞 S 日 孰れ も ダ 
ゲ キス々' ツブ 競技 通信の 要務を 
帶び出 華。 


第よ 回^ 術 研究 會 

美な 敎 會靑矿 部の 學觸 硏究食 
窠と阅 講演 會で明 夕 八 時半ょ ち 
關會 すべ <辯± 演題 a 左の 如し 
祈 禱經驗 の 哲學的 考察 第 S 
認識論 的 研究 大島豐 

マックス * エバ ァの 資本論 

じ 就て' i _ 大巧 辰 夫 
通信 販賣じ 風て 巧 田 跨 巧 

米 山 梅 fn 氏 來紐期 

一二が 信托 株ま會 社々 を ホ 山 梅 
ちた はか 息 同释昨 A 桑 渚 着の 春 
巧 かじて ホぶ、 ぶ 巧 二十 九 目 ダ 
ラス じがて 麗 かるべき" 1 タリ 
—识 樂部大 貧に お 席 後 六 巧 中旬 
頃 ホ 紐の 豫を j 

な 人 I 

♦太 旧 宇 之 助 氏 大阪朝 目前 化 
京 特派員、 夫人 岡 伴ァク キタ-一 
ァ号 にて 昨朝 音が。 

♦が鐵 巧を 太 西が 市が 巧會ま 
夫 A 問 伴 二十 H 華 盛頓じ 赴きを 
頤歸 おせる わ。 

M 貧 説を 
♦紐 育 H 本ん 敎會 
『化の 化-し 款 ふな』 淸水 牧師 
♦基 お 敎修湛 を 
『基督 S 神性』 椿化師 
♦日本人 美の 敎會 


一 


『耕を』 


旧 中 左右 ま 氏 


資本を 壹億圆 
拂达濟 資本を 六 千萬圆 
巧 な_ を 六 千 巧 巧 巧 巧 

雜赋 S ザ 銀 巧— 支 巧 

本な 巧 巧が H 本 橘が 本 革 属町五 巧 地 一巧 
支な 小 樽 H 本 橋 义の巧 巧 疫橫演 
を お 屋を邵 乂阪西 (大 防〕 神戶 
廣島下 规巧司 巧が 福 脚を 崎 
上 お 倫を 孟買则 水 


輸出入 爲臀 、電信 送金’ 並を を’ 旅 巧 信用 狀 
商業 信用 狀其他 一般 銀 巧 業 

ん怒 S 萎 銀 巧— ま 巧 

鄕 を 送を ハ H 本を 地 無手 數巧 -7 巧 速な 扱 
本 化預を (を 期 通知 ノニ 柿) 御 便が 化 扱 
本 支 巧 巧を (本 巧〕 大 阪神 戸 巧 郡 
巧な 地名 古遥 小が 上海 倫 奴 


A 鄉お 送を 及び ホを を (無手 數 巧)、 外 固 
爲替賣 買、 靖爲 をが 組な 立、 信用 巧發 
巧 等 一般が 行 おお 御 便利 じ 取扱 可 仕 候 

S 臺灣 銀巧餐 出張所 

本店 臺潰臺 化 • I 
支店を ち 横 お、 大阪 、神ち L お、 漢 
ロ、 福掛 、厦門、 她 頭、 香港、 廣 を、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 孟頁 
々术 カブ タ 、倫 敦 、其 外專灣 十四 ケ巧 


、資本金 壹億圓 (を 額拂茲 済) 

、橫 立を 一億 五 巧 五十 萬圓 
內化本 支な U 橫濱 (本店) 巧 京大 吸 
神戶長 膀下熙 名を 馬 

橫濱 正金 艱 巧な S 支 巧 

ホ 固を ま 巧 H 桑 港 羅巧沙 ボ巧哇 
其 化 世を を頤ま 要都巿 ニち 巧及ュ グン 
ス有之 辰 


本 巧 大阪化 濱五了 目 
姑 育 支店 紐育ブ 0 1 ドゥエ ー 巧 四十 化番 

懿 住ぶ 銀 巧 

日 お (お ま •横 お、 名を 屋 、京都、 巧戶 、が 山 
fi り g 一尾 ノ 道、 廣 島、 吳 、柳 井、 下ノ顆 
巧ち 巧 (巧 司、 小 倉、 若松、 博タ 、久留 ホ、 熊 本 等 

本國 お金、 鄕里 をを 等は 極み 
て 御 便利 进速じ 御 取扱 可 中ち 


本庙 朝鮮 巧が 

ま 店 出張所は 日本 內 地の 樞 要都巿 ，巧样 
滿 が、 支那のを 地 及び 浦 盘巧德 

朝 鱗 銀 巧 紐 育 曲 張 巧 

外 國爲替 一般 銀行業務 綺 々御 促 利 じ 取圾巧 
申 上 候 


藤 ホ 證券 會巧 

) 化 巧價お 券ノ資 買、 引を、 募集 
▲を强 、ホ ニ 之 三 關スグ 一切 ノ業巧 

8 蚊 藤本 ミ； 銀 巧 

紐 育 お 張 所 


シアトル ぉ贼 (午前 十 時) 
あ も ぞな乂 六月 十二 日 
るふを か 化 ホ 月 ホ 五日 
るん どんか (坡港 巧 化). ホ 巧 二日 
マ 一等 橫濱 一窒巧 

化し ば ■3' すみ るん どんかは 一 五 五 巧 
▼一二 等 日本 巧 直 左 粥を 室乂み 造を 族 室多按 
▼御を 望に 巧リ 一等 割 5 をな 切待發 おを 巧 お 

ロスアンゼルス ぉ 帆 (午後 ご 一時) 
はゎい 化 と 巧 十六 日 
ら ぶら じ 化 八 目 十四 H 
▼一等 横濱ニ 1110 巧 粗は わい み i じらを を 巧 
▼梓 別 一二 等 日本 巧 置 十九 巧 ▼一二 等 日本 巧 近 十 置 巧 
▼ホ 港 羅な巧 涼 車 切 巧寢窒 を 購入 御较旌 化り お 
▼紐 育 線 パナマ 經由 日本ち 邪 巧 貨物 姑 月 一圓 


目 本陶撼 黑錐貨 類卸賣 

ホ元ブ タザ— ス 







# 羅府 、を 港 出 化 (ホ ノグ 
絕府發 

(午ち 二が 巧 化〕 
西 比 利亞乂 六月 四十 日 
大洋 化 六 巧か义 H 
天 巧 化と 巧 十二 日 
n レア 化と 巧廿六 H 


I 

反 


火經 由) 

桑 港を 

(正午 化れ〕 

六 巧 十九 日 
と 月 一二 日 
と 月 十と H 
と 巧 化】 日 

® シアトル お 帆 (午前 十 時 出帆) 

一二 島 見 六月 十五 日 
が豫九 六月 サ 九日 TO 
が胁か と 巧 ホ 六日 N 
横演化 八ち 化 日^ 

® 淪敦發 日本 朽巧帆 J 
白山 か 六 巧 十五 日 Y 
化 致 も ホ巧サ 八日 ^ 
棲を も 书扫 十一 二日 巧 
▲巧 育 出帆 田を 馬經由 日本 巧 貨物船— 巧 ニ 脚 A 
▲蹄豁 おお。 弊 化は 敵洲 巧、 南 ホ 巧 化に 臣をお 
お 由た や洋岸 巧を 衡搞を 社 ミ 巧め をり 巧が 切 
巧 等 萬 事 御 便宜 じ 取 計 ひ 申 上まず 
▲米 國鐵道 切 巧、 寝を 券 等 も 御 愧宜じ 取 計 ひ 申 
上まず 


日本 郵盤會 社 (化 ニを 鐵道會 あ) 

\ 代理店 片桐 兄弟 蘭會 

乘 車、！^ 船 巧な ホ じ 小靖物 運送 御 便利 じ 取扱 申しまず 


遊ンデ ホ. 少觀金 八 

日本 內雄ノ を、 社 億、 株式へ 
御 投資 ド サィ 一 

御手 持 證券/保管 ニ 

安全 ナ 弊店 ノ 『保護 預リ I ブ 
御 利用 下 サィ 

投資 ノ御 相談 ハ 是非 弊 一一 店へ 

贈が 證# 株式 營社 

紐 育 化麗所 

資卞を 壹 千萬圓 '一 
本 巧 大阪市 東區ま ± 町 一二 T 目 


陶城 語、 雜 貨卸賣 

森が ブ タザ I ス 


H 本陶破 器雜貨 
ラム プ卸寶 

奈良 貿易商 會 




夏 瘍向品 特別 賣化 


夏 •摸、 ホ賣 向、 ダ— ム 向新 荷 到着 
精々 鑑强 御用 命じ 應 だまず . 

: 本觸破 黑雜貨 卸販賣 



! 茂 木 桃 井 組 


會社 


105 E . :一 ま h W 产 N . Y . 


」 ，\ が パ TeJ . Stuyvesarit 85 冀お .7 


か 心 


夏場 向 = 新 荷 到着い 


精々 勉强巧 致 候 間 御 引 立願 上 候 
陶 破駕雜 貨卸賣 


春 西が 會 


141 『 i 巧 h Ave こ zew York C を 

001 - n ち of 21 ち wt . Tel * Algon を in 2 兹タ授 91 


夏薦句 N 新 荷 到着： 


雜貨 、陶磁器、 ランプぶ を 等陆々 
勉强可 化 候 間 御 註文 被 下 度 願 上 候 



太洋 貿易 株式 會社 


一 II • 


Talepfoae >1«03 占 IU 百 WWNW -5 

101 IFi 巧 h Al ミ ！ lue zewYork : ごす 

ohicagc Bra 凸 ch 授 7 w . sadison 萬 こ ohicago , ゴ 一. 
Isfe 弓 田 ngla 日 ¢1 内 さ .IN. 君 psuda 00., 送 巧を： fonl 芭こ Boston RI 21 SS . 


重 11 タ i 三. 


r 歸化 不能」 外國 人の 悲哀 

密入國 を お 留權の 特典に 與らぬ 


i 五月 と H ホ ノル‘、 口 布 時 
事 紙上に 「を 人國 若の 居留が ぶ 
; 式に 認めら る」 ご 題して 本年 お 
丹 ホ 一日 よら 貸 施せ らる I 法^^ 
H . 技 S 四 化ち (ヵレンダ ァ一 
i 五 S - 号 下院 ゲ キン セント •シ 
ンク レヤア 、上院 コ— プラン ド 

案】 の 明文 じ 化ら 千 化が 二十 一 
年 六月 I 11 H 凹 前の お乂國 巧は 誰 
人に 限ら 中 第ち 五 化 號蒂式 じを 
一き 二十 巧の ホ數 巧を 附 して 一定 
一の 中立を。 せ ば 移民 局 じ 於て 撥 
一を をい ひを 格ち' しは 居留 權を賦 
與 すな 旨を 報じて 居る ので 太 や 
が 沿を のが 字 新 巧^ 巧 儘を 文を 
轉戚 して 報道した の I も ぁ b 邦人 
_ も此法 禅の I 

I 特典に 典る 各 i する を 
一 あれ， ご、 右は 曾て 心 育 白 本人 會 


公務が ib 理事 食に 報 吿せ るら 
の i 內じ あるかく、 換査 出願の 
お 一 資格は 『歸化 不能の 外國人 
じあら ざるち」 なる であるか 
ら化貴 格を 狭く 者は 居留 權を中 
請す る； •か 出 ホない のは 明白で 
ある。 をに 就きを 務を 員の 一人 
は 語る 『化 法律は 现巧歸 化 法の 
補正を 標榜せ る もので 巧 ホ密入 
固を 中の デ I セントな 外人を 歸 
化せし め 樣ご云 ふの が 目的で あ 
る^ら 歸化 不能み 國 人は 當 初ょ 
b 眼中に なかつ わが 窠 である。 
か 論 吾々 ょ b おれば 千 九 百 二十 
四 年の 移は 法 及び 現 巧 歸化法 其 
もの、 不を理 牲を繼 承した 法律 
であるから 根本に 溯つ て 歸化法 
のな あが 音 現ずる のでなければ 
如柯 どもな し 難い。 誠 じ 遺喊モ 
巧で ある』 云々。 


郡 船 總會ご j 

社長の 更迭 

當期 純益 也 ’ H 巧巧圓 
昨朝 日本 郵船 會； || 巧 京 本 赴よ 
b 當 化ち 化に 達した 電報に 依れ 
ば 同日を 期が ま總 をを 開きな 仁 
化 長よ 6 業 お 報吿ム 6 『當ザ 期 
純益は S ., H 巧 圓で的 二期： 比較 
して 稍を 巧の が績 を 一 示し 二十 四 
方 圓の增 加で ぁる j :: VJ て 利益が 
當八 かを 提案し 巧 もの 極 可 巧 確 
をせ るが 後期 繰越を 一はな 六十 五 
方圆ど 巧を した。 尙任白 仁 社長 
は 一般 海運が 沈滞の^ 向を 述べ 
支那に がける 目貨辨 巧に 言及し 
たる 後を 谣が 路じ悚 巧すべき 一二 
隻 優を 船は 旣に 進水を を 終了し 
第一 船： J 本年 十月よ b 就航ず る 
を 定な 6 ご吿げ 、ホ 購； 洲 航路に 
使用す る！ 方顺 級ニ隻 一沙 濯 航路 
じ 化 用す る 媛を 船 一一 雲ぶ び 南 ホ 
西岸 線 满ぞ船 一隻は 目す を义中 
でを るから 順を 追 ふて 疲成 t ベ 
き 旨 報告し、 郎 船ご丰 ユナ ァ 
ド 線 どの 提携は 相互の 利益を 巧 
進ず ぺし VJ 陳 ベた か、 厳 後じ魄 
康 勝れ ざろ 括め 社長 辞 化を ホ お 
で總替 後を じ 重役 會議に 入 b を 
務謙吉 巧 新たに 社を じ 就 伟し白 
仁 氏は 單 じな 締役 ごして 留 巧す 
る MJ どなつ た ご 0 


衔鐵 ル' ザ ラン 墓地 わじ 乘る がよ 


メモリアル デイ ご 

招魂の 集 ひ. 

旣 報が 脊 H 本人を せ濟 部祖當 

の メモ リア か ディ じ 踏す る 準備 

は 略々 避 ひ 居 b 二十 お H (水曜} 
午 お八が i h 腑禱 貪を 巧 お 十と 
了 目 SSO 番糾育 H ぶ 人 敎會じ 
がて 閒き草 信 會長司 含を ごして 
一 撰の 挨 がを 陳 ベ、 ホに 讚 お 歌 
<： 一昭、 腑债、 聖普朗 請、 報吿、 
說 なじみぎ 巧 山 棚 率を ま辭 がれ 
らお 志の 械 話、 讚ぶ 歌を 唱 じか 
ぎ 祈 膳を なて をを 閒巧 例年の か 
く 岡 本 一二 太 氏 夫妻ょ！' が 贈の あ 
おを 響す る ホ。 翌 一二 Ins 化 供 
養は 午前 十 一帖 ょら マウント ォ 
リベット 日本 A おけ. 黃 地に 集合 
巧 水 化帥词 なの 下 r 讚を 歌を 哨 
聖 酱朗讀 、說 お、 味 誌を め b て 
祈賊巧ぉをす る >-^ィ じ つ て ゐ る 
尙 ほ道顺 はクキ ー ；'' ス巧 サブに 
乘 b 中央 停ボ 煤み おにて ド ホし 


柔道 進級 試を 

旣 報の 如くが 育 柔道 惧樂部 篤 
二回 進級 試を は 去る 十六 U 午後 
九 時 ょら 道場 じがて 擧 けされた 
が、 日米 人の 觀 衆に 媛內ホ 錐の 
餘 化な （猛烈なる 一二 本 勝負、 紅 
な 仕を の 後 高 橋 一級け 吉人 がを 
な' し 新進 勝 巧 二級 •し 破れ、 石山 
初段 候補の 五ん 拔は東 二級 じ 破 
られ白 川 ニ 段の 六ん おも ホ 商 橋 
! 級に 名を おさしめ た。 最後に 
川 巧 四 段の 十 おんがは 部員 巧れ 
も 巧 あを 競 ひしが 空しく 僅か 數 
みめ 間 じ拔き 終ら 滿場輕 お。 尙 
ほ當 りの 進 綴を は 左の 如し。 

初段 候補 (高 橋 六郞) 

二級 (東繁 一二、 勝 巧 西 篤、 
最勝寺 俊隆】 

ご恣 (島 か 唯 紫、 泉 各 又 之 
敵) 

四 級 (盛大 八、 ピ ー •メ — 
ジン、 安達 飛 虎 化、 
巧旧貞 巧) 

五 級 (桃を 芳 松) 

依て 川巧師 節の 指定 じ 化 b を 補 
型の 專修を 巧者を 巧の かく 巧を 
した。 

眞额 勝負の 型 (白 川 ニ 段、 を 

一級) 

投么型 (高 橋 巧 段 候補、 勝 男 

二級) 

寢 業と 型 (石山 初段 候補、 を 

二級) 

後 ノ先么 型 (大河 內 一級、 最 

勝 寺 二級)‘ 

相 方 次郞巧 消息 

一昨年を 歸朝 中の 巧 方 次郞氏 
は罐康 漸く 舊 におし 本 巧 五 n 横 
溶 出帆の 化 船 じて 今 遇々 初沙港 
じ着扫 下問 地-してが 養し つ、 あ 
b 本紙を 通じて 酱 知の 諸氏 じ 可 
然 博へ 吳れ じき 旨 昨朝 入信が あ 
つた。 


海軍 記念祭 準備 

旣報 ホる 五月 化 セ 日 n 本お樂 
部に て舉 巧の お 軍記を 巧は 可成 
一般的の 參 列を ホ 駕 する もじて 
本ち ょりが 製して ホた リ 本が々 
戰圖 お、 が 軍の 現勢 說明巧 他を 
化樂 部のを 室 じ 拱けて おお 趣味 
を 鼓吹 ザる を どなつ てゐ るか、 
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H 本綺巧 株式 食を 
紐 巧 支店 

Jaoan Cotton fraamg Co.» Ltd., 
2 Park Avenue* 

ToL Lexin が on 8787 


日本を 糸拽 まなせ 
が 育ま 巧 
NIPPON KI-IT0 KMSII«, LTD 

I WO Park Avenue 
Te!. Ashland 5320 


巧を 名を か 
が 育まな 

H& 化 在 Co リ 
443 Fou け h Avc" 
TeL Caledonia 7830 -35 


a 米 生糸 株を 會社 
紐 育す 店 
N1CH レ 化 バ ) け 0 KA& リリ I1KI K が SH& 

が ICH し BEI KHTO C 〇 w ltd.) 
1 Park Avenue 
TeL A み land 62 が .47.48^49 


H.SeESSloW 

303 Fif 比 Ave., 

Tcl. Caledonia か 00 

巧 田 巧 事 株を 會 なが 育ま 巧 
Uchida Trading Co., Inc. 

1 1 Park Place 
Tel. Barclay 1576 

島 賓易珠 式會駐 

Shim 瓦 fra ぷ ng Co., しゎ !. 
150 Broadway 
Telephone Rector 1484 

巧 式 曾な ホ 尾 巧を 
Akawo 在 Co リ Ltd 、， 

295 Fifth Ave., 

Tel. Caledonia 97S8-SP 

片倉 おお 热績 株式 會化 
Katakura & Co-, Ltd., 

200 Madiso 田 Avenue 
Tel. A 油 Und 45 が - が 46 

に Mikimo れ 

Mikimoto P«arl» 
535 Fifth Avenue 
r«l. Vanderbilt 2519 

大倉 組な ちま 巧 
Okuirs 在 Co., 

30 Church St" 

Tcl. Cortlandt 2292-93-94 

H 共 巧 ま會社 
化理巧 
商 峰 巧 食 

120 わ oadway, H. Y. C, Tel, R 扣 tor け 84 
Facto け； 35-10 3 刷む e ., しし Citjf 

巧巧衔 を 獄ホ會 お 
4sano Bussan Company 

Room 801-805 
165 Broadway 
Te!. CortUndt S 日が ぶ 052 

Gosho Corporation, 

S な k importer*, 

が 技が t 84 化 S 化 c が 

Tel. A*Wsnd が 87-91 
Gosho C か , Inc., 
Cotton Exporter* 

妨 Beaver St り 
Te! Bowli 扫 K Gree 凸 H 供 巧ぶ f 

巧な がな 逝 採 まを な 
. な 巧* 巧 巧 

South Manchuria R. R. Co., 

Room 2026, Canadian Pacific B! か . 
342 Madison Ave. 

To!. Vanderbilt 4135 

H 井 物を 株式 會ぉ 
短 育ま 巧 
Mitsui & Co., 

• 6 立 Broadway, 

TeL 技 owUng G 化が 1 7520 

巧 ホを なを ザ 巧な 
な 育 出張所 
Iwai & Co., Ltd. 

WooWo け h Bui 陆 XI も 
Tel. F お Roy 8 が 0-61 ■ぶ 2 

H 菱巧 寧が ま 食な 
紐 育 そ 巧 
M れ sub ミ ふミ Shoji Ka ミ sha 

(Mitwb; ふ i Co • ，いん） 
120 Broadway 
Te!. Rec れ r 2 ぢ 60 -2564 

大お 朝日 ニ ま 京 朝 曰 
化 巧專巧 
Osaka Asahi 

The New York TTim が Ann が 
Te!. Lackawa 打 na 1000 






巧り 



國書 捧呈 y 前に 



增 進、 した 日支國 交 

芳 澤就艾 公使 曰く 軌道は 化來た 
こ U るら は 迦溃條 約の 改訂に 

東京 巧を 二十 セ日發 巧澤公 化は な 文 氏 移 遊な のを 式 化 表 
ごして、 瓦つ H 史耕 通商 條約 締結の 嬰 あ V 帶 びて 巧 巧ち 那じお 
けて 出 後した が、 化訪 の 記 巧 じ 記 りて 曰 < 『これで 曰ち 熙 係の 
軌 溢は 出來た S . であるか .- f ' 今後は 淚 車を 走らす ことを やれば い 
いので あ &、 ま ® の 巧 政に 辨 ては！： 等み 脚 係 もな く 巧が を 進め 
る賴 なでみ 4 』 云々 ど-がは 凹 おお 中央 執 巧を 員 會は媽 玉祥將 
がを 化 姐ち じし， し 止 式に 誤ょ b 除 おず る ど 共 じ洪將 軍に 勒 する 
征討々 を あがし む。 

■ほ 逆の 裏に ロシア 

國お 政府が を 表した 陰謀の 跡 

上が 特電 甘 六日 發 (ニ ユ ヨ—ク •タィ ムス】 = 國は 政府は 
ぉ 玉 背 巧 巧を 目 i るし な 逆 的なる 革 かを であると。 しを つモブ 
カゥみ を 爲が瓶 祥今 おの 苹 かに 虎が しを して 居る ど 云 ふ 所謂 
陰謀#。 もものを 公 おして 巧 外が 簡 紙に 捣 載せし め、 搂じ蔣 か 
お e 媽 ぶ 祥 の 化 が 衝 お は 避 で 持 い 破 目 じ 陷 つ た 、 邸 も 巧 京 政 
府が度 おじ おんじ。 シァの 11 ^ 化 陰謀の 內 をなる ものは、 

〔一〕 源 おはこれ ど ニ じ をら 一は 化か 及び 天萍を 攻略 L 他 
は犬渾 、滞 ロ鐵 をに 沿 ひ V - j 南京を な 略ず る。 

(ニ〕 獨 お， U 也 曲 省を ト I 锁し裝 古 £ 鼠 接 座 絡を 化る。 

〔一二〕 前 蜗柬図 お 政府.^ 聞たり し U シァ 人ボ C デンは 巧び ま 
那 じ； 一り、 專ら踞 ぶ 鮮 巧 お 的 計 割を 援助ず る。 

き 武器 彈藥 の络】 回 かは S 巧 十五 
、旣 に發 送され た。 

一軍 赞を その他を も 供給す る。 

W 軍に 對ネる 一切の 官職を 削 奪して 宣 
南を 政府は 雷-つ 兵を 動かして 满 軍を 
お 义巧移 靈然巧 じは 戰圖狀 態に 入る 
ベ <、 U 本を 化 巧碟謙 氏は 入. 巧 後 お 氏を かの 經 過を 見た ト闕 
ぉ政がを化ぶにホ認し-|^がし化’ 0 公愧舘の化張所を設けをて大 
化舘 じが 格せ しむ V く、 旣じト 八 コ政衔 a 大使館み 梅を あ認し 
商を. I - 大 化が を設 くべ f 超は 欧 おじ 化 巧の 撰 採を 化賴 した。 


〔四〕 U シア ょら 供給、 
日晰を 化て ザ 肅堪じ 向け 
〔五〕 モス カウは 间が I 
而 して 网 に 化 おなお 玉 辭^ 
戰 をが をす るに 至つ た： 

河 苗當じ 追送い 策を 樹ム 


渡 ま SJ ミ ゎの ミる が 
乂蓉氏 ごして はが 孫 父を どは 氏 
の H 本 己 か 中 じタ乂 のがな を窗 
せて 補々 の 世話を したの みな 
らず をのを も 孫 皮の 巧 化 中 終始 
か はらず 晚 めて 厚い 親を のゐつ 
た 牌 柳で 侧 人と しても 氏の 镑典 
じは 參列 したいを の考 へを がつ 
て ゐる程 だから 恐ら < をの 健康 
じして 許ず 限 b を體 をて いして 
をの 巧 じ 當る事 ご。 をで をら ぅ 
ど 思 はれる、 がは 巧が 特派 巧 節 
たる 事を ホ諾 す' る 於て はを の資 
格を 政府の あま 化を どす るか ま 
たは 齒民巧 表と いふが かき 

ぶ® 味 でザ宫 的な 使節 ごな 
すかの 热 じついて は 其 後を 画 
の おらを 等を ち 慮した おお 化 ま 
巧 おじを 澤 公使を、 义養 巧は 國 
は 蚊府の 國賓ピ してを じ 圖らず 
ら巧澤 る 使は 義父で ぁる 义養氏 
ご おじ 波ぶ する こど t なつた の 
である 0 


もの 


し 


孫 文ぶ の 遺骸 化發 

. ホ! U 人、、 一 遺 兒が附 添 ひて 南京 へ 

化ず サ 六日 邦 〔聯合 I n ホる 
ホ y 1 日と » て 南京に 移靈を 
を 巧 ふべき ち那を 命で 义 じし 


て統 ''の お 願 巧で もす た 故 孫 
义 巧の 遺骸は 愈々 域が 本 H 荫 
をに おけ \し お 媛した、 統一を 
夢み 革を の父ピ 仰がで じこの 
移 蟹 H を 前 じして 繫 かお 將軍 
ご媽 玉祥將 軍が-今や 戰乂の 
禪じ化 見 りんごし で 居る のは 
眞 にを おなる 掛 照を 呈 して 居 
る •が、 を鑑の 前後 じは 欽洲か 
ら歸 たが 父に ホ 亡 人 ご 逛子 
でぁる 班ぶ 大 おな 巧 氏の 備索 
a 燒 をが ぁつため みで、 逝が 
は 今 朗特别 単に 移し、 途上 お 
ぶ祥 がが の逍 梅を 取を 恐れる 
巧 巧が 府は裝 が 剧单を 先 猫 じ 
S 々の 軍隊を 堪路 度び 判 単 じ 
配 兵して 一路^ 巧に 向けて 出 
發し た。 

/ » , I : . f 、|1、 ，^^*.1、 ■，’ I. 1、-. 、-v — 

刹^の 勘规 をの 化の 
事悄 のた め 過ホ贴 年間 延び'-— 
じ G つた ゐ た：^ お义 にの 逝 嵌を 
巧 巧に 侈す ど！！^ かにを 支那を 艰 
i げて 施大じ 巧‘ 一* こど {なつた が 


をの 移柩 をは 革命 支那 じごつ て 
はを のを 命の 父 S も稱 すべき お 
义 巧の 靈を慰 いる 重 蜜なる を 典 
だから 圃ほ 政が ごして はこれ を 
一大 國 に 的を 典と して 擧 がする 
はずで ぁ b 劇 巧な が も 世が を國 
より をれ を 力なる 國家的 化 
表 若を 特派して 左のを 典 じ參刹 
せんこ どを ホ 鶏し を國 じを 渉し 
てむ た、 よつ て 巧 政府 じがても 
我闕を 

化 表 してを 式典 じを 列す 
べき 時 派 化 節の 人選 じついて 過 
般ホ 補々 ち 朦を拂 ひ 巧 中を 相 ど 
しては 巧齒 とま 那 ごの 閣 巧のを 
耍性じ 鑑み この 際 是非共 巧國第 
- 流の 攻 治を じして かつ 故な 文 
巧 ィ」 もがき 關 係のを る 有力 じる 
人物を 特派した いごの 窓 向を お 
し輔 々選考の 結果 現な の 巧國朔 
巧を 見渡して 义養毅 氏を おいて 
化 じ 適當の 人物は ない 固よ ち 巧 
のを 糖を 巧は す 事 じは 多少の 懸 
をは あるが B 支國 をの 上 じ垂大 
じる 寶献 をな すの 意よ 6 してを 
がの 結 おにの 


ニ 大政 黨の 

政戰 なる 

勞慟黨 か 大勝 すれば 
k - i マスた を 首相に 
ロンドン 甘 セ日發 r :; ィダ リス 
の 盤 選擧は 愈々 ゐピ 一二 U じ 追. り 
て 政を 氣 をは 白熱 化して 居る が 
專ら がを じて 豫 想され る 巧 じ 
化る ご 勝敗の 歸趨 する ものは 
第一 じ 现與媒 でを るがず 黨が 
タ 数を 制する が、 第二ぶ 勞働 
黨 がぶ 数を 制す S か、^ 云は 
保守、 勞 働、 自ぉ 一二 攤进ピ 游 
力 かお 仲して 容易に タ數を 制 
し 得ない か .一 
どい ふ 兰點で 自由 黨の 大勝は 絕 
掛じ巧 待され 居ら 中、 顕 ちとし 
ては 第一 若く は繁 ニの 結果を 欲 
し 第一 ニの 結 おを 招 < こふは 遂一 
年の- 內じ 巧び 總選擧 が 一!^ はれる 
前提と して I 股國 民に*^ 頗るす 
人氣 であるが、 これを^ をな 策 
の點 ょら 觀るじ お 守、^ 働巧黨 
いづれ かぐ 政 權を搔 る じ まるこ 
どの 化が 的 影響は 極めで 甚大で 
ある、 即^ 保ず 黨は 海軍 纔少じ 
教 しては かな b 微溫 的で をる じ 
ほし 勞働黨 は 露 曾に これを 贊助 
し、 かなら 徹底した 手段し 及ば 
んピ して 居る し* 

保守 黨は フランスご 親を を增 
して 歐渊 ど經濟 的に 提携して 
アメリカ じ當 らんと する-じ 掛 
し勞慟 驚は この 傾向を 排擊し 
て 寧ろ ド キッを 度 助し。 シア 
どの 题 をな 活 をが 留 しつ i あ 
るが かき* 

をの 差違ょ ち 生で jr き赖 端なる 
影響で ある ど 認め てれて 居る が 
若し 勞勸黨 じして 勝を 博して 
內閣を 組織す るに I まるならば、 
恐らく マ— マスを を 首相 じ椎し 
て 前 首が たらし マ I ク ドナ 八 ド 氏 
は 外務大臣の おじ 就 （べし ど 期 
持され て 居る。. 


農が 救濟じ 

兩院 衝突 

關稅 案ら 巧槪み 

ワシントン 廿 六日 發 H : ト院の 
關巧 引トげ 案は を々 明 曰を 3. て 
上程、 大多數 を W て 巧 巧され る 
模 横で ぁるが、 囊 じと 院 通過 
した 度か輸 おな 拂戾條 巧に 就て 
はフ ーゲア 1& の 意志を 轉 重し 
て 下 おを 通過-' 'た 中央 農孽 局の 
設盾ピ 共 じぁ 風 衝突を 漓 じ、 

兩院 協雜會 では 一昨日の 秘密 
會 じがて 沁 下院 側が 最も 强硬 
な 態度に おで t 昭唾 かれ じ 終 
つた もの i か，、 斯くては 巧 巧 
新大統 _領 が 召集した 臨時 議會 
の 意義を 化さ 中、 

巧 角の 農 4 ?^ 濟も賓 現しない の 
みなら や、 上院 側では 下院 案で 
ぁる 關稅 引上げ 原案 じ乂修 おを 
かへ る 怠 あを 示して 居る ので お 
か黨 幹部 侧 でら をの 驚きは 一方 
なら や、 巧 方 手を 盡 して 化づ黨 
內の緩 かじ 努めて 居る が、 暇 b 
じ兩 院な岂 のを 協が 成立した 
しても 下 おが ニ 箇月の 化 會を敢 
てす る こごには 行政 部で もな 醬 
の 氣势が 高い ので、 これに も 
閱 題を 生じて 居る が、 

一力が 溝で をる 民ホ黨 はお か 
黨 W 進 ホを ご 提携し 极府 苛め 
じ 挪戾稅 を 巧 巧した こご じが 
を 占め 硝ら すれば 往年 民ホ黨 
’內 関の アン ダゥッド 願稱 法案 
當時 じがる みか 驚の 對鐵を 想 
起して 同 横の 戰 法に おで、 典 
黨のホ 調 攪亂じ 努めつ i ゎる 
ので、 

わ战 報 > 5 ^-お め ご し て 與黨幹部 は 
內必 前を を 憂慮し つ i ぁるが、 
大体 じがて 與黨領 補 側の ステ！ 
ム U ! ラー 式 政策は 奏功し、 齡 
焼を 案で 幾 か' も ホを ずを 慰 触 じ 
て 農が 救濟の 目的を 貫徹す もで 
をら ぅご 見ら むて 曆 るか、 會欺 
がを し 延長す る やうな こご じな 
れば、 ‘フ！ゲ ァ！をの指驾的泣' 
潰 じら 將 ホ】 變 化が ホる b のぞ 
期待され て 居る。 


大統領選 擧 おじは，''、 マを の 
海を 信を である J 立な 擊 して 
與論の ホ 難を 招いた 問題の 婦 
人で あるが、 ！ 

新 司法を 官 5 ブナ ユ 一. 氏が 嗚物 
入 > S 禁酒法 獅巧 方が を錢 巧し 
たる じ 憤慨し あ々 近，、 辭職 する 
ごに みした もの^ 如く、 下が 
の 上 あるち 力なる がを 會 魅の 顧 
間 難 護 ± たを こ ミに 巧を t て 居 
る、 夫人は 將 巧勝氣 5 女 だけ じ 
かな b 政敵 6 ぞいが 一面に 於て 
は 巧腦の 冷静な 理智に 富んだ 婦 
人 ごして 知られて 居る。 


經 めして ニュ 3 — クじ 到着す る 
をを U してを の 巧 巧に 正 じ 一巧 
ニ 千 立な 哪 である。 


勞農 飛行家が ； 

橫斷飛 巧に. 

歲 都から 當^へ 
モス カウた セ日發 N ソ ピーで ツ 
ト •。ぶ ァ飛巧 局が をを 争る 所 
じ 化れ 比 ホる 八 H を 期し 『ソビ 
エツ ト ，ランド』 ど 命名 令た 大 
型 飛 巧 端 じ乘じ 曇に 日本が の 巧 


速 緒 耐久 飛 巧 じ 

新 記 錄岀づ 

行程 r 力 ニ 一千 嗤 

フ オ—ト •ゥオ ーズ 〔テ キサ 

K 州】 サ 六日 發 = 義に四 人の ァ 
ィリ々 陸带 飛わ將 校に 化 > て 新 
お 錄を遊 形った 进績 耐久 飛行 時 
間を 一就す ベ，、 

燕 巧 じは 經驗の 媛い ヵゥ ボ！ 

年で わつ たゼ 1 ムス •ケレ 1 

と 元は 機 道機關 手で わつ た レ 
ダナ 八 ド •。ビンズの 兩飛巧 
: あは ラキ アン ま 複葉 飛け 磯 じ 
乘 じを 中 じて 燃 油の 供給を ず 
けつ、、 連續飛 巧し 想ら く ニな 
帝 時間の 新 記 錄を殘 ずで ぁらぅ 
i W 期が され 化界 的の 興 ホを 惹 
i きつ i をつ たが 
ぞ日 午後 四時 五 か、 プ P ペラ ー 
じ 故障を 生じて 止むな く 着陸し 
わが、 五冯十 九日 午前 十一 時化 


還 飛 巧で 成功した シ 五ス； ブ 
氏を 操船 ± どし S 人の 飛が - H 、 

がを 主ぶ び槐關 ± が同乘 して 先 I ゴ をな ホ連續 飛行ず る こ V 一正 じ 


づ クラ 八の ノビ シビ 

き、 同诚 よら サキべ 
沿 ふ 沿海 抑の パバ 


ス方じ 赴 音と 十二時 間 化 ニを ニ 巧 陸軍 
ア掛道 じ 飛行隊の 化擧じ 優る こご ホ 一時 
キ じ：； 閒 五十 I を 十 秒の 新 記錄を 出し 


着陸、- 問 化 じて 飛 巧 機の 平 輪を 

な替 へた 上 カムチャツカ わべ ト 
ロバ ボグス クじ进 き、 國 化ょり 
ア吐ュ シアン 島の ダ ツナ 轉じ入 
&、；' を れ よ b ァ ラ ス 々 の !；> ブ 力 
じ故き巧らじ シ ァ ト 八 ょ1=^サ ン； 
フ すンシ 


飛 巧 瘍じ持 設けた と 万 五 千 人の 
群集は 恰 かも 挪旋將 軍の 如 <兩 
人を 戳迎 した、 この 大飛 巧に 雙 
消した ダ ソブン は 千 四が 化 五 ダ 
日ン ，速ぶ 平均 一時間と 十五 哑 
で 飛行々 程は】 巧 ニ 千 化な 哑ご 


コじ 入ら、 ン>ゴ を」 いん 長距離で あ. 


聖上 一一 磯 八丈島へ 

〔甘 八日】 天皇陛下 じは ザ 巧 じ 置る を 地 巧 幸 仰 だ おされ 養を 
のけ ふ 軍 驢那智 にて 先 パー 一八 义离へ 向は せらる、 尙ほ八 ホ 島民は 
聖上 奉迎の 準備に 化し い I が 特に 同島特 ちの ほ謠 泰山 節 やじょ め 
節の 蹄な でを 天覺 にお l|v く 綠留 中で をる。 

漁 歷拙題 漸くが 轉 

の 極を 長宫 はを 協 態度 じ おでた ので 漁 
同時に 水產組 をは 漁業を じ 對—自 かお 


トルコ 薇 震 

即死 あ々 十 W 人 

パリ 1 二十 セ 日 難 n アンゴラ 
ょら 逢 1 」 れ惦電 じ 化れば 去る ± 
曜 y 中央 ト^コ じ 激震 をら 家 崖 
じして 崩壊し わるもの 千 S な 置 
十と 軒に 達し 即 巧者 六十 四 人を 
傷ち と 十二 人に 逢し 被害地は と 
十 旧が じおん だ。 

ホノルル 廿 セ日發 N か 山觀測 
所を 化 ジマ ボ 1 博 ± み 整 あする 
所に 依れは 巧 日 午後 審時 かぶを 
計 震 器に 激動を 威 じじが、 震源 
化は 約 四で 巧哩を 隔てた 地方で 
成 ひは H 本、 ソ "モンが 島 乃 ま 
南 メそン コ では ある 主い かと 觀 
測して 居る。 

女流の 词 法官 

辭 職ミ篡 

ウ井ル 7 ランド 夫 入 

ワシントン 廿セ 日骚 U マ ー V 
が •ウキ が ブラン ど 夫人 ご 云へ 
ば アメリカの 司法 女官 ごして 而 
かも 婦んの 身で あろ 乍ら 特じ禁 
酒を の腳巧 じは 正 P から 檢舉の 
衝じ當 b 、 


拱 遣！ 


k な 下 
爭山東 


〔廿 八日】' ソ ビエ！ 

區間題 も 漸く 好轉 した、 

漁 許可 馨を發 巧し わ。 

宮島巧 就 巧拒祗 

〔廿 八日】 日淸お 績趾長 因島 淸 
ホ郞 氏は 東洋 モヌ ブン肾 社々 
長を 拒絶した が これは す 尾 系 
ごお津 系の 提携 成-り 大 
着手す る 第一 ホで々 る 

安 滿師團 長凱庸 

〔甘 八日) を滿溝 己師剧 
諸 部隊は 廿 六日 午 補 無 
ょら 名 古 崖へ 歸屬 しわ‘- 

支那 官憲の 暴 拳 

【廿 八日】 グ ビン 特需が めれ 
ば 支那 官憲は 秘密 食 筆での り 
シァ 疲 領事 絕じ踏 込む ごを 巧 
官金、 重を 書類 等を 押収した 

建造 船舶に 新 職 

〔甘 八日】 神を 川 縣會け 運 遺 船 
舶じ ニを 四旌 のが 我 法 化しな 
ので 郵船 始め 其 化 船： I 晋祉は 
大恐 瞄を來 して 忍る。 

海戰 記念碑 除が 

户廿 八日】 鎭お灣 じ 建な された 
日本が 大海 戰 記を 摊 f 式は 
かと 日擧 巧、 閒 碑は 踪さ 十一 
吹で 碑雜 は東鄕 元帥 绍 豪で 

ある。 


1 a 漢 ロを 做 退ず ベく 旣じ正 

ま 通牒は 麗民 政府に 傅 達され 
2 0 

滿洲 事件を 發表 

【甘 六日】 軍事 瑟潇 官會議 はか 
四日 陸が 官邸に 削 催し 陸軍 制 
服な 正の 件を 協 幾し 結 扇旣じ 
提出 中の おおを 承認した が 白 
川 陸相は 『近 < 滿视事 がを 發 
ません』 ィ」 報吿し た。 

巧務 次官 小が 侯 

門 甘 六日】 前 外務省が 報 部長 小 
が 欣- 侯は 拓務お 事務み 官じ 
內 をした。 

山 梨總督 入京ず 

C 甘 六日〕 山 梨 朝鮮 繳督は 朝鮮 
統治 上の 巧吿 ぶび 化 務總監 を 
巧々 命 等の 要務を 帶び廿 四日 
入京し わ。 . 

ニ 機の 歸還瓣 巧 

〔廿 六日】 が 軍の ニ 機は 無事 サ 
二日 サイ バン 島 じ 着、 廿巧日 
午前 タ數 島は じ 見送られ 歸還 
飛 巧 じ 上ら 巧 日 午後 四時 廿 を 
み 父 島に ま 着した。 


隨筆 


南洋諸島へ 無線 

〔サ 八日】 B 本 無線電信 會 社は 
南が 諸島への 逝 信の 爲め新 局 
設置を 計靈 したが 右は ニ 年後 
•し完 城ず る ご。 

不戰 锻絲の 運命 

一せ セ 日】 ダ。 スタ ー を 殿では 
旣 じ出發 じ。 ら 聖上の 顯 西を 
地 巧 幸 も 目前 じを つて ゐ るの 
じを がは ホ 戰條約 じ 願し 事後 
の 政情を 慮 b 今尙ほ 諮詢 奏請 
を遂 巡して るる。 

文相 首相に 進言 

〔甘 セ 日】 勝田义 相は 『金解禁 
じ 化ら H 銀 正貨が 一二を の 一 じ 
减 少し てらを 換券發 巧 じな 障 
起らぬ やぅ 日銀 條 例な 正が 必 
要 か 今年 解を は 難しから ぅ』 
W 旧 中 首相 じ 進言した 模穩で 
をる。 

モット 博 ± 叙 動 

【廿セ 日】 前ァメ 9 々基督 敎靑 
年 會ま事 モット 博 ± は勸 一等 
瑞寶章 じ 叙せられ た。. 

陸 戰隊漢 ロ 撤退 

〔甘々 日】 S 育 名の 陸 戰隊は 化 


金魚の 糞 

海 お 造兵 乂を 

B 、 高鑛ー 
宅〕 

タ產 どは 生産 單 僧の 化贼 であ 
ら 、又を 事を の 能率 增進ど 同意 
義 々ぁる、 而 して 此查 事業の 能 
率增 進は を 島の 協調な しに ホむ 
る こどは 西 難で あ も、 不可能で 
をる ごは ミ ひきらぬ が、 を 員の 
お嗚 なき 能率 增 進は 一時的で ぁ 
b 易く、 文な 勞タ （して 効 巧み 
なき 場を がを い、 巧 どなれば 單 
じ 一部を の ものが 不 謝の 巧 力 じ 
化 b を 員を 勸 越なら しむん •よ 6 
途 がない 樣 であ b 义 一部を の も 
のが 能率 增進 じ對 する を資 巧を 
負は される i は賓 巧が 重過ぎて 
をれ をを うする をが 齒難 である 
ど考 へる からで ある。 

〔八〕 

之に 反しを 貴の 協調 其 鳴 ある 
能率 增 進が あつた ごすれば、 を 
れは 永績骑 であら 义自働 的で あ 
らう、 を 自が自 發的じ 進んで 其 
効を 化 めん VJ 巧 力す るから 然か 
あるべき 當 である。 

塞 

能率 巧 進が 一時的で なく 永久 
的 じを 員の 協調な 鳴を 得る 爲じ 
は 其 結 あら 永久 的に を 員の 能率 
增進 どなる もので なけれ ぶなら 
归 、永久 巧 じを 員が 協調 共鳴す 
る 能率 增 進を、 便宜上 假じ 積極 
的 能率 增 進と 名 づける。 

〔十〕 

を 員の 幸福 增進 ごなる ものに 
は 色々 澤山 あらう、 がし 何を 云 
つても 現が では まごして 化 業 員 
の 收入增 加で あらう ご考 へる、 
巧して 之 だけで 滿 足で ゐる VJ い 
ふので もな （、又 之 か 唯一のを 
であると いふ 譯 でもない、 義勇 
奉を のを じ 厚き は、 巧國民 性の 
精華で あ 6 を 錢は奴 鎌 ごまでは 
をはな （ども、 をの 爲じ のみ 慟 
いて 居る のでは a いどい ふ 人の 
ある i は 承知して 居る、 がし 現 
化會じ 於て は 金錢を 超越は 出 ホ 


ず、 所ち 慾 そのもの はん 閱の本 
能の-つで 之を 巧 巧ず こ £ も 出 
ホない ご 同時 じ’ 現狀 じがけ る 
從業 貴の 幸福 お 進じ蔚 しては 收 
乂增 加は 重要なる もの il つで 
ある こご も 否を し 難い £ち へる 
からで' をる、 重ねて 云へ ぶ、 唯 
單じ收 入を 增加 する、 がけ 軍に 
巧 給 ザる< いふので はな （、能 
牵增進 じ 伴つ て 居る ので あるか 
ら 、化爲 めの みで 物 借が 騰 つて 
需用 者の 負擔を おす 譯 でもな し 

資本家 じ も 損は ない 窜 なので あ 
0 

〔十 こ 

をめ られれ 通ら じれ 事を して 
さへ 吳れ I ば 管理 着が 滿 足し 得 
稍 度 じ 能率 も 上る ごい ふ 程 作 
業の 研究 や 制度が 巧き 屈いて 居 
る 科學的 管理 法 でら、 をめ られ 
た ホ 針 通らに やつて 吳れ i ば 割 
をに 髙 をな 報酬を やつた そが 宜 
いこ ごじな つて 居る、 定められ 
た澳 らじ賴 事を 事務的 じ やる の 
でさへ 難しい もので をる かもで 
をる、 テ！ ラ— の 思想に 依る と 
彼が 差別 沸の 方法 じ 依つ て巧酬 
を 出した のは 能率が 上 6 彼 も 儲 
つたから、 其 一部を を 加工 者 じ 
もみけ やる どい ム のでは なく、 
管理者 じ炼 調し 其 最善と 信 やる 
加工を 等の 指示 じを ひ、 其 精神 
に 共鳴して 吳れて 有難が つた ご 
いふ 意陳で 賴酬を おした ので あ 
る ミい ふ、 岡 じ 巧酬を おす じ も 
をへの おを 點じ 差別が ある、 然 
し 協調 觀 をから お發 して 居る こ 
とは 巧れ も词樣 である。 

〔十二〕 

を 員のを 福ち 進なる ものを ネ 
假に 能率 お 進を 伴つ た 蹲を の 蚊 
乂增加 どした、 而て 之が 實現巧 
巧れば 离紛 タ產の 第一 ホに 成功 
した ど 云へ やぅ V ; 思 ふ、 然し 曾 
員が 永久が じ 能率 あ 進 じ 協調す 
る爲 じは、 化 收乂增 加は 能率 さ 
へ 上つ て 尾れば みみ 巧の もので 
あらねば むらむ、 然るに 歷 をは 
始めの 協調 精神が 裏切られ 原價 
切 下げ じ 化る 慘 たる 事實を 餘ら 
じ 農々 物療 > 『ぅつゎち 能率 增 
進じ炼 調す る こ 後で 馬鹿を を 
を』 とい ふ 巧を は 伸々 深い もの 
である 事を あはねば ならの、 能 
率增 進が 化 永 化 的の 腐 調 共鳴を 
得る や 否や： 能率ち 進の あ 敗の 
を峽點 であら 高 紛タ產 £ な るが 
然ら ざる かの みを 點 であらを は 
义產 業が 隆髓 じなる かならぬ か 
のを 岐點で ゎ 4 、 而 して ァメ 9 
力では 之 じあ 巧した ので ある 达 
思 ふ。 


大紐脊 

I 九 ニ 九 年 版 r 近く 發巧 

ネ なが 疫に 箱を 發 巧いた しました 『大紐 育」 は、 幸 ひじして 
江湖の 淺 くが かきげ 託を 巧し、 遂にを がー 册 巧ら や資 切れ ごな 一 
6 ょした、 依て 本社は 潰 一版の おを をを が 巧た じし、 頁 數をも 
增 加した 千 九 旨せ 化 年 版を がに 渡が する こご： な もました、 あ 
確に して 且つ 新ら しい 統計 ど 事 賞を ぷ礎 じして、 刻々 獲 化ず る 
巧が 『大 化育 J の眞 巧を 傅 ふるに 逍 城な きこ £ を 巧して 居 
す。 尙 ほを 巧は 

豫約 申を 者に 限りて 

特價と 十 置 仙 

發刊 後の 御赌 貫には 

を 價金一 弗 

どを し 主した、 速 かじ 豫 約が 申込みを を 望いた し 主す。 

— 10 紐臂 新報 社 


~| ユ 1 ヨ I クお 皆^^ 

♦色眼鏡で見ない H 會総會 記 
ごやら 稱 する、 ミ イオ グラフ 刷 
の 作义號 かが 出た、 はてさて 泥 
眼鏡で 見々 （もで 解らん ぞ 0 
♦明日は 化 供養 日、 異頤 をを 
じ 異鄉の ± と 化したん を 思るな 
♦ア J リカの 歸化法 補を ミし 
て 出 わ 不正 入國 ちじ おず る 時 典 i 
が、 歸 化し 糖ざる 國民じ 適用が 
巧 ホる ご必 巧て なる 人が ある、 

而 して アメリカ 巧來 じない 粹な 
を 律 ど 仰 有 b 遊ばす、 人間 もを 
迄 化を なくなる と、 結構 だ。' 

♦孫 文のを 靈 なを 前 じ、 チヤ 
ン パラを •衡 じて 居る 支那、 一二 ほ 
主義は 慘 民ち 義 じなら うを。 
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M. Tsuchiya, D. M.D 
105 W. 巧 rd 化 
Tei. む a お 如 r 巧 09 


M.Yamaguchi, M.D. 
70 お amsn む e., 

Te し Urraine が 34 


The Japanese Chri が ia 打 Association 
化 3 も 143r(i 化 おい ork Ci も， Tel. Bradhursf がが 


The Japanese Christian In な •虹み 
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る觀 8 ^ 
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木 日 
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會譲 

會 午を 7 巧 
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K. IWAMOTO, MJJ. 

114 W.70th St. 

Tei. Trafaiffar 0352 


T.CTAKAMImd. 

176 0 麵 b お and 化か 邮 けが 
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KANZO OGURI m.d. 
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Te!. Tr ミ angle が 38 


DANCING 

411 W. 115 比 St, 

TeL Cathedra! 44Q8 Apt. 3 
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—NEW YORK OFFICES— 
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F. 祗 E 霞 民 ! cfcO. 
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118 E • 目 拙な . Te し Regent 巧 則 
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日 曜 

自 午前 十 時 至 午後 一時 


Dr. 3abro Emy, 
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Koike Studio 
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Cor. 日 "ZtK St. 
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OKUMURA BOOK SHOP 

ROOM 9 の 

147 W.42nd 化 Cor.Broadwa が 4?nd な O.C. 
Tel. B け antfl 巧 0 


奥 

村 

書 
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ま 巧に 新バ雜 
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Dr. M. MAISEL, 
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GAMP 化 LUERViGE 

設臓验 IS 經 費惦廉 
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FRANK . も CAMPBELL 

•■The Fune 化 i Church, ， Inc. 

(NON SECTARIAN) 
Broadway at 66th Street, N. Y- 


む 


KE 民 R&MAVOR 

1023 Third Ave. 

お t . 郎 & 81 Sts. Telephone Regeni 2909 


さお 人本呂 

巧專 靴型 ふ 

てし 張 お 員 店！) 依に 望を 御 
ザけ 眉 日 邸は 桃！) 取を 法寸 

を 小 きん 足 ホき 巧ぶ 小き 巧 


ミ 扣疗び M0 
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述年卒 A 
乎聊 業な 
るかし は 
も ホ巧ン 
の國 ホ々 
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信 事じ大 
じ 橘廿學 
がに 五を 
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す 懇買通 
H 巧 物譯 
じ ◊◊ 

御 其 調 
取他杳 
扱 巧 ◊ 
をで を 
しも 渉 


ピ ndo & Kodachi, Inc. 
48 Gre 即 wich な reei , City 
Te し Wh お hail ' 15 か- 2 

諸 輸か船 艦 
荷 あ 洋み船 
物 入を 食 お 
運 稅雜巧 用 
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取手 販 
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PHELPS も 巧 RRy 

3 Maiden Lane N. Y. 
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骗 十六 百 五 千 


巧 


雜 辦 ’喬 规 


【 H 罹 水】 


日 乂廿巧 五 年 四が 昭 


診簇 

ザ 前 十 時ょ b 十二 
時、 午後 六 時 ょら 
八 時、 H 權は 前約 
願 上 お 

ドク ト少 

山 ロニ 一之助 


立な 基 

自 午前 义時 = 十二時 
自 午後-持 H あ 時 

み 確み' が r 瞄^六 時 

はへ ネシ ヤ！ フア 
ン テ^ション クブニ 

ツクじ お 勤 


諸 おを 


巧 拜說巧 (日) 八 時 
日 强单校 (日) ニ 時半 
あ 庭 集 食 (水) 八 時 
が 瞎會ぷ お) ん待 

雲 i ; 一/お 

婦人 會 
講 巧を 


本 

人 

基 

督 

を 

條 

道 I 寄宿を、 簡を なを 
會 一 巧 業 周 巧、 をの 化 
人事の 御 巧を じが 
じます 0 
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U 躍は 巧 約 顔 上ち 


診察 

午を 一二 時よ ちち 時 
日曜は 前約 巧 願 候 
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窩 見舊彥 


.診察 時間 

午が 九 時； 十 時 
午を お 時 1 八路 

。ホ 栗 幹 ご！ 

紐 育巧ブ ラブー 巧な 
镇五巧 病院 勸緣 
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紐 育 柔道 俱樂部 

西 巧 下目 一 八 巧 

日本人 おな を會 
•度附 渡 寄宿を 


H 幡禮巧 朝と 時、 U 晒 ホ 
校 十が、 水 腿 祈 磅をタ ホ 時 
ザ， H 随學術 研な 會夕八 時 
好 位 お'^ ド ソン ごプ- 
— ド巧閒 _し がら、 埋想的 
化を が 域、 亩十了 目地 下 

鹽へ 一か閒 、タィ ムス • 
スク で ア迄 十み を、 コ n 

ン ビヤ 乂學へ 徒 ホ 十み 0 
U 本を 堂、 巧 外 新聞 圆當 
攝巧ぉ 其 他ち 婦す日 

を 仕事 装、 旅を 案內 、通 
巧、 雛 課、 職を 紹介 等、 本 
’ I を 一寛 巧郵呈 
现 察を 學生 及-股の 方へ あ 善 


|| 

& I" 


に i 

M •化 

i! 

IS 


揉 療治 


化 


排 

巧 

N 

0 

財 

U 


1 CW I 

證出ー 

お 5 • 


ill 


化 島覺丈 
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| el •互 ge 宮量 14 ま 

麵器 揉治攘 

マ ごサ— ジ 、整形 
醫？ ^ 學的 運動、 腸 
灌 が、 氷を、 ホ 線 
あ ^ 氣 治療、 其 化 
I お育^を 認 

フイ I シオン ラヒ タト 

西が 幸 男 

心 曜外每 H 午前 九 
V 午後 化 時を 
を 話 前 巧 願 上 候 

W 眼 並じ駭 鏡請窗 


械關 事務 

を洋 を 地が じを 世 ホ 
の 輪 お 入 ホを じ 船す 
する 一切の 御 諮閱じ 
應じ沒 道 嵌 船 貨物 運 
貸 及 出 化お稅 臟手績 
書 等 進呈す。 ま 要 都 
巧 じが 理 巧を おし 誠 
資敕速 抑 用 かじ 應や 

お 觀が扱 


電氣 、器械 工具 製作 
運動具 T 玩具、 貴を 屬 
時 針、 を 眞器及 現像 

松 ま， 

東が 类锻 品書嘉 、レ 

デ イオ、 I ランプ シエ 
! ド類ゲ アキす ムク 
9— ナ山モ —ター 修理 
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通譯 、案內 、叮嘻 、江 宾 
保良貞 耐 
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を 基幹ぶ してを 平し 施 巧され ね 一 
ばなら の、 巧が 黨 15 を摇 及びを _ 
の 他の 必需 おじ 街ず る 諸 巧を 廢 
止し、 巧 總稅を 一屑岛 率と なし 
所得 お 巧び 附加稅 を 貧を じ 化， 

し、 當漠じ 高く す もの 方 かを 
層徹 をせ しめ、 累藥の 激增を 
期ず 

( 簾 五】 スコット ブンド 及び 
ゥ エーグ K じ 濁 ホせ な議 曾を 設 
け 自治の 徹 ほを 期す 

國債 一人 當り 

四列强 比較 

巧 か國は 化！ 一二 田 
東京 特電 二十 セ日發 n 經濟審 
議會は I ニ ±藏 相の 国債 整理 案 
巧究ど 同時 じ 五 億を 超 ゆる 大 
藏 借入金 償還 方法 や 增加一 ホ 
の 地方を 潰 S 巧 裳 制限 U ，艺 計 
證 して 居る。 

巧が 國の國 償は 年々 培 加して 
おじ 一二 巧 ホ じけ' 丑 十八 億 一二 千 巧 
二十 六 巧 一千 余 阳のタ 巧 じ 上ら 
國 ほは 一人 や 巧 九十 三一阳 0 二ち 
ホの 國懷總 額を 內 化の 人口み 千 
二百 十二 巧 ニモ ニ 巧 人で 除し わ 
額) づ 、貸擔 する こどに なつて 
居る、 しか [、 圃 債め 增 がは ひ 
ど b 我が 閣ば からでけ な < 、巧 
國 つれの 國も邑 額の 屬廣を お 
して 居る が、 今 四巧强 のが 債の 
內譯並 じ 人口 一人 當 b の 負擔額 
を 示せば 左み 通 b である。 
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(をが 縣) 大橋武 雄 (長^ 縣) 获 
巧牢人 (同) 佑 伯鎭雄 |<廣 島， 
縣) 中が 榮ニ (时) 渡邊* 新 (東 
を巿) を 澤武之 助 (か 皿 か縣ー 
おお 甚 之を (おお 縣) 化す 壽么 
る (山 ロ縣) 德 おお S 蟹 (熊 
本縣) 西 树巧畜 (鳥な II ) 廳勝 
衞 (山 ロ縣) 巧甚 まえ 媛縣 一 
橫田常 ま (か 歌山縣 ごが ホ吉 
(鹿 お島縣 } 國上 時を _ (幕 焼) 
ホ 松 (長 崎縣) 地 田 曲藏ホ (熊 
本縣幸 井深 - 福^ 竊ご又 伊 
度み 大塚 ナダ メ 変 細 腐) 長 
崎徳一 柴田幸 一二郎で： 段 巧 
西 川 源お郞 (兵庫^) 藤 水 喜 八 


(福 岡縣) 末み 農 造 
學生八 木 郡 平 (鹿な 
常義 

るのを じ 通知を 度 j 
お 間 本人 若く はか 八ょり を 
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H イ 一とと 置 

00 と 0 


巧を 3 .く：^ 毎月 十 H あ 巧 
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し 自動 率 
操縱 まあ 


び 蓮 巧者 
の 修得す 
ベき 必要 
む 機關的 
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期間 じし 
て 最も 能 
牵 ある 徹 

を お 習し 弦が 獲得を 保証し 礙業 
U を も罔處 します。 
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急性 慢性 男女 疾應 、皮 
膺 病、 化 液撼査 
タ 年の 經盖を あ-^!！: 本 
人 じは 特に 親切；! 治療 
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健康 診斷 

ドク トグ 

メイ ど 心 
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弊店は 實質 誠意 迅速 ま義の 
基に 御 ± を顿】 式卸賣 値段 
で販賣 をし ます タ ホに 拘は 
らず 御用 命 仰 か 下さい ませ 
◎歐 米を 禪 時計。 置 時計 一 ま 
◎寶石 貴を 蔑。 銀製 器具 一 ま 
◎を 礎 萬 年 筆。 金銀 製 鉛筆 
◎善を 器。 レ 3; ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タイプライタ 1 
◎船 切 巧。 紀念 寫巧帖 繪端聲 


ブロ"一 ドウで <— 巧と 十替 
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ぎ曼 landt 迈 37 吉晋 
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おお 器具-式 
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化店ョ ，廉懼 &販賓 シナ 居， マス 
西 四十 ニ 下目 5 f - l ぶ ホを 
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フラツ パー の選擧 


弔鐘に 夢を 脅かされる 化守黨 
大勝 S 勞慟黨 ご 疑問の な 由黨 
イ睾 リス 總選擧 の 趨勢 


立 巧 S 十 H で メリ 力の 化 
供を 0 である；^ ィゲ リスでは 
天下の おおを 化ず V きお 選を 
H てあら、 アイリ 力に^! く お 
鐘が 過去 數化じ 百 一 b て あおの 
夢を おんだ 現典货 でぁるが ホ 
おを 威# して 居を、 今 凹み 總 
選 おは 勞働巧 天下の 跡を 引を 
けて 絶 おを 胺を ^ たがず 黨 
じご 6 ては 絶勒タ 巧を 出 ホる 
- だけが らたい 賊 ひぶ もら、 逝 
I 般の補 义選擧 0 巧 ぐん / >w 
I 伸びて 巧 < 巧働黨 じどら ては 
一正 じ 返ら 換 きの お 错截 では あ 
I るが、 をの 中間 じ もりて バラ 
I グスを 擅る もの じ ロ 千 ド •ジ 
ョー デの 自も黨 がを 化して 居 
I る こ VJ を 忘れて は むらむ、 選 
擧大 おの 上から おれば、 或る 
程 巧まで お 逝して 居る 勞慟黨 
ど 自山黨 の 同志 討は あ 巧麗じ 
I ごつ て 化 利で あ. るか も 知れな 
j いが、 をの 半面 じは 巧 黨の赖 


f ’ ィ •キグ スは統 がの 承す どころ 
> u 、 いつの時化でも女のおの 
ホ か 巧よ b もタ いごされ-し 居る 
トの おお 締 人が 

男子 ど 巧 傑の 條 件で 二十 

ぶから 選を 權を 得る ど ずれば 
締ん のが 權者 救は 巧 子が 權を數 
をを 親 マる こごは 當巧 でんる、 
この 數ザか あまらには つきら ど 
して 居る ので、 婦ん 參政權 3 踞 
張 じは、 さすが 冷靜 。ィ •キッス 
人中に も 英闽は ☆み 手じ歸 して 
しま ふこ ごじなる だら ぅ运 言つ 
て反對 した もの も あつた、 しか 
し 婦人 參が權 猫 がまは 昨が I 二月 
政が から 提 まさい、 自山黨 にも 
勞働幾 じ も 勿論 お 溝む： 六 H 幾 
をを 迪 過し、 と 巧 ニ H 國王 のな 
巧を 終て、 お齒 W け牲 のか 何を 
問は 中二 十一な お 上の ものは 選 
梨 權を典 へらる、、 こど じ。 つて 
しまつた、 が 逃がは し よれ だ 

^ 人み 權 者が お' 円 二十 互 
ガ乂增 加して 千 四け 五十 巧乂ど 
wb 、 巧す わ 偶 巧 千 二が 二十 五 
巧 人 じ 比較 L 、 けと 十五 万 A ム 
'超逊 どい* つたこ ごは、 巧國 のを 
政截 かいよ、 よ逃舉 ごご じ締 人' 
のをな をぅ か；- ムお联 を 巧き、 
:ィゲ リスは 理與 r 關 する 限 6 女 
天下—.。 つてし よつ たわけで あ 
る、 婦人の がが 雌を ぶな 巧の 巧 
巧 かわは、 た L かじ 今 川の 選舉 
に帝乂 .：： •る お淺を あじへ る もの 
どされ てち もので、 ホ 政 巧 どら 
じ、 化々 邮 々まで 乎を. 別 じ！ 了 
姑 人の 御機嫌 こ b じ大げ の 態で 
: ある •か、 姑 人 作 雌 わけでの 政叛 
，じ 巧 喪す るかは、 巧 傑が 化 ある 一 
一問 瞄で わる、 一九二 S がの 逃舉； 
一 じが ザな が、 締ム が赌 ちじ 巧を; 


る、 巧に ロィド •デヨ ー ジ翁 
の 巧 梅め U 、 ぺ ッグに 常んだ 
逃舉述 動で、 化 ザ黨ご 勞働黨 
の势 力が 逊 立し 自も黨 がを の 
バランスを 提 つて 漁夫の がを 
占めない ごは 限らね、 ロンド 
ン からを する 諸 情報の 選踞豫 
想は お々 であるが、 大体 じ 巧 
てが ザ黨 の席較 が贼少 する じ 
反して 勞慟窝 の 勢力が 伸長し 
巧爲が 勝利を 博しても をの 差 
違は 械 めて 僅少で あるから、 
おら じ引藏 いて 總選 おがを く 
巧 ホし ない 共 限らない とお 測 
されて 居る、 殊に 今み 選擧じ 
巧 勢力を 扶殖 する 婦人の 投票 
數 はぶに 五 巧 巧、 をの 八 割 ま 
でが 給銀勞 働を であるから、 
勞働黨 に f らて ホ 常に 有利で 
ある こごは ずへ。 い事實 であ 
る、 ぶれば じ や 化 間は 今度の 
選 擧をフ ラ ッバ ー 選 擧ど稱 し 
平 ま 譜嚴溫 厚を をな て 鳴る ィ 
ザ ブスの 紳十 淑女 も、 鳴 物 入 
おで フ ラジ バ I ど、 ラ ザオの 
大を戰 を 娘 じて 居る。 


向けた^ めじ 敗 化のう きめを 見 
た 

經驗 を もつ て 居ら、. 新婦 
人ぉ權 者のと 割 五をまで は勞働 
一 篤'- 投票す るで あらう ど稱 して 
'居る が、 これは あ 主 b じ 巧働黨 
の 蹄 A 牽引力を 巡大視 しわ 見方 
の やう じい はれて 属 る、 婦人は 
元 巧が ザ 的の もみで あるから VJ 
いふので 、保ず 荡は をの 点で 婦 
人み 投 惑を 則 待して 居る が、 前 
回 則 選 おにん いて、 締んお 樵 者 
の ホが タ かつた お 遲擧 おで 保ず 
黨が なれ 化 例が あるので、 巧ず 
戲の胸 勘定 も あま b じ 常て には 
なら G い模樣 であろ、 こどに 新 
を權ぞ 五な 方 人は 二十 h 威から 
S 十歲 まで‘、 ホる 關巧 い ら 、を 
のうら 一二 巧 万人は 

職業 婦人で ある どい はれ 
て おる こごけ、 勞働黨 を 善 ばせ 
こを すい、 巧して が ザ 寡 じを >む 
を あじへ る ものでは ない、 ィ¥ 
—， の 選が：-; は 勿論 地盤 どい ふ 
もの ^ わるが、 これ U 大した 役 
じは i 、 ない ものに なつて 居 b 
政 巧 的の 人 氣の方 •か 大勢を 支配 
する こご じ G つて 盾る、 從 つて 
を政黨 のか，.' げる政 巧 か 何が を 
もじ 逃がの お 架 じあら U れ 、し 
かも 巧 お。 る 媛 動を あたへ を こ 
どかれる 、一九二 四 ザの 總選舉 
にぉいて 化か 黛が ニ パ 五十八を 
から 一强 叫な ニ おじ 巧 加して、 
四 かザ执 政の ぶ 礎を つ < b 上げ 
た ら、 円も黨 がが お 十と あから 
四を 5 1 の 四十 一を におつ て、 
自山黨 

渊落 のがを 思 U せた b ， 
勞働 お’ か 内 九十 一 タ から 订 五十 


一名に 巧 少した f , しむのは、 政 
巧 的人氣 のい かじち 巧で ぁるか 
を おはせ る もので、 さすがに ィ 
，キリスの 選舉 らしい ところが あ 
る、 また ィ •キリスの 總逃擧 では 
め ホの 名 ± がを 理 した ら、 大臣 
が 名もない 憾 補を じがを される 
こご お 巧々 あ 6、 アス キス 巧は 
ニ 巧 落選し、 バグ フォア 卿が- 
度 落 も 化まぬ 名 ± のはでの ゥィ 

ン ストン •チヤー チ 八 氏が ニ ご 一 

度 落ちた > する こ W は、 普通の 
こど じな つて 居ら、 現を かボ ー 
グ ドゥ キン 巧 も 前脚は. 無 競爭で 
は ぁったが、 み 度は。 \ 

危い どい ふので 彈 區を 
かへ る こど じしい、 前回'^- 選擧 
では ジノ ビ 王 フ 氏の 書翰 普 件が 
選擧 の中必 題目 どなって alp が 
今度の 選擧 では 保守 黨が 一^を 解 
散理 もじす るか ' V 興味の ぁ 一る 間 
題で ゎる、 政策で 段 民を 呼で む 
かへ る 英闕の 今度の 瘦擧 じでい 
て、 がず 黨、 勞働黨 、音 も黨 一二 
波の 中必 政策 どなつ てぶ るのは 
失業 あ 濟ど產 案 お 輿 策で ある- 
產 業を 理化 運動 や、 勞賢 協調の 
ホ 張 じょっ て 景氣の 恢復を 魔へ 
られて ゐるィ ¥ リスは、--; 賓^は 
ま 要 産業^を の查 能力を； 發 す 
る こどが 巧 巧ず、 産業の 不を \ は 
逐年 加 はら 失業を 数は 巧 I 二十!^ 
のをき じ 達し、 英國 おを いらが 
たせる やぅな 經濟 的の 事稱 'が 

戰 後： の ホ まじ 楚す 

てゐ る、. こんな 事情から して^ 
民は ま 要 康棠を 振興し、 こい！ 
ょつ て 失業者 じ 職を あたへ、 ち 一 
業を をせ めて 標举數 のと 十 方に 
までが じ やぅ ど 巧 力して ゐ るの 
でを るが、 これが 實際上 現下の 
內政 上の 重大 間疆 でぁら、 總選 
舉の 目標が こ-^ じ 置かれて ゐる 
むけで わる。 

勞働黨 政綱 

農業 地國有 主張 

陌は 今み 選 擧に興 かの 中必ど 
なつて 居る 勞働黨 の 新政 策は 
左の かし。 

(第一】 失業 問題に 對 して 勞 
働黨は (ィ) 下層階級の 化を の 
お 築、 排水 及び 埋な 工事、 電化 
の 普及、 鐵 道の 改造、 道路の な 
造々 び 新設、 を 民の 獎勵 ( 。 ) 右 
諸 施設 實現 ご间時 じ應急 手段 ど 
して 失業 巧險 をな 正して 失業 勞 
働者の生巧を安ぶならしむる； 
(こ勞 働 階級の 住を 颠お 築-— 當 
b て經 を 節滅 のた めじ 請負制度 
を廢止 （て國 あ 直を-し をの 監督 
の 件に 當る のみなら や、 旅賃制 
限を の繼 緩を 期す 
〔第二】 巧が 黨は 陸海 軍の 制 
限じ滿 足せ ホを の 縮 少を念 f ず 
る、 しかも これが 實巧 反び 世界 
平か^ 維持 じっいて は 風 隙 聯盟 
をを の 中 必機脚 どすべく ま 巧す 
る、 巧が 黨は勞 農。 ンア におし 
て おじ 逝 商 上の み i ：* らず 、外を 
上の 腳 巧の 恢 おを 期す る 
【巧 一二〕 疲弊せ る 農が 救濟の 
ために 酱 ホ。 地よ 制度を 魔して 
農 お ± 化歐 がを 期す る、 農業 勞 
働 政 ほ 貸 銀を 定め、 化 楽 巧險を 
農 おじ 撤巧 せしめ、 が じ 小が 人 
化を のな 善を 蝴 する 
【第 四】 机稅制 巧は 納巧 能力 


立 じよら てが 守懿 はお 挺から 


叩き 操され る ごい ふ 糸' 酷 も あ 

劃膊代 的な 今次の 政戰 

政界の 名 i じ 落選者 も おやう 
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SUN HANG FAR 
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ま ク± を 巧搏替 云 T で 巧 諸 腐 
す マ、 上卒 が- こ'^ な第埋 君 逝 本 
。イ a ま繁 ては ばのと をのを 樓 
、醒 す々 居 巧 盧チ巧 差 喧渾巧 
をは。 御 まるぐ ャの上 好つ 理 
溶證 光す 程日プ なげにて 人 
が® ホ •好 本 スニま 適日歐 
あ、 の 詳んイ 十す す本廉 
b ン程 を 諸と 六の る 人が 
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Hotel & 反 巧れ uira 打 t 
313 W.88ih Si liew む rk 
Id Sch 叫 ler 巧の 
む We A が Kss IKWNE 


DA 民 UMA 
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KATAGIRI 郎 0 ス 
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New York City 
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9345 9346 934? 


Japan 

Pro 化 ion Go. 
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日曜 水】 



日 乂甘月 五 年 四和昭 


鷄 ホ輿樓 

晚瑜 ひの 巧 巧 人數名 
が 乱 本人 諸 巷の 嗜好 
じ 達する 巧 理を差 上 
ます。 朝 S 時を 開 巧 
!( 旨サ五 T 目 ナブ 
i 浮 車 巧の 下) 


^ ま 那巧理 

ホ 廳茶蘭 

I 司 理人患 蓮 
^ 數のホ じは 奢 あ 
^ 巧 便 おじ 髓へ巧 
5^ を 席の 御用に お 
^ぺ <娱 賴巧卒 か 
和變ぉ .お 立 頭 巧 0 
嵌 上 御 ま 內申上 お 


ザ 上 金魚 巧 

ニ芸 S 至 h Ave.Jew York C さ. 
phi Circle 9738 


大 ：勉强 

恃ま デン ナ！ 
洋式 六十 他 
支那が よ 十 仙 
宴 會 

洋 をち 他な 上 

蓮闕 

♦シュ クマイを 捲 

優 頭、 た、 日曜 
♦宴會 用 別間 巧設 


高等 御旅 舘 

東泮縮 

會龐 御料 壤 


御料 理錄訪 

太 陽 

壽司每 目 あちまず 


を墻凤 

ホに 御 料理 



巧 お路域 中が、 操 領事 焦、 目 春 
郵船 其 他银巧 大食 社 巧き 法 巧 


が ホ テが. 


を 巧 J 

巧 日本を (特別 間 ホ b) 


御 一帯み 第 自勤单 御 巧 迎申上 候 
6 ニ呈 ifornia S こ さ Francisco, 呈 if. 


巧 


レヤ トル 


NPH 旅 縮 

WO 度 •巧 h Avplio - Sea 芭 タ W 5 b . 

焊車巧前を|!|^ ご一了左側《階撞 
H 本 巧 船 切 留お扱 波 芦 場送迪 


ロス アン 


ぞ ルス 


ホ リン ピック 

I ホテル 

ニ S S きす dr 忘 t ._ Los Ange 豪. 空‘ 


隐 ル^ — ミン， ク 

133 で st 5 害 Sir ま t_ flew さ rk 
ジ万 ph 呈 e す 巧 nt 2187 


木 旧 ル ング 

1 呂 7 3 rdiwe . 呈 . 59 か 芸 す Sireeh 
す I ちす ミ 京 巧 里 芸 2? 


ステ ムヒ！ ト 

户ツ トフ タラン ニン ダ 

邦人 クラブ 旨を 亭 

是 Samis S: 夏 ご ち. N. Y. 
ぎブ ian 晋 之な 


▲淸 巧、 親切、 氣樂り 一二 簿マ 

勢 州 縮 

が 勢 事を み 硬を 作 
技 5 肉. 凑を S すま t 
Tel . Re 巧 nt なち 


住 田旅鑛 

館 ま 化 巧 ネ > 
2畳 で S ニ 置 S すを ヴ I . ぎ y 養 a 己 だ 51 


力 旅館 改め 

一 帝 國旅鑛 刪 前 

基 さ. 霉 h Si f I 
Tel. Susqueh 呈 na 8610 一 


織 臂旅舘 

東 四十 了 目 ニ 四 ニ 覆 
Tel . Caled ミ ia 器？ 4 


ポプ トン お 

富 ± が 舘大涌 末が 

妄ま養 ster St. B を 言ち ass 
ぎ B.B. 舍 75 - 


費府 御旅 鑛 
桑山淸 五郎 

含 8 ジ 量 芸 St •呈を {lelphia す. 
Tei. Wa 量 7 这 1 


日本食が 品 類を び 雜令類 卸小賣 

- i 

ホ么素 大賣挪 桑の 蘭會 
新刊書 籍雜誌 小間物 日用品 各種 


蹇 爵司辨 裳は 前 t マ 中 じ 御 注文 
下されば 早速 御 ib 申 来ます 
午前は 十 時まで^ 後は S 時よ 
ち お 電話 下さい 一 



を 五十八 ユ目 ニニ 一八 

電 誘—々 シャ^ 六 ニ 四 0 


罐 の蒲燒 おいしい »燒 

會席 御料 埋 

畫 食は ホ廣へ 

叮嗦が 使 黨巧大 あ 巧 


割 煮 並に 御旅 舘 

生- 稻 

巧ち ボ西 八十 八 T 目 一二-一 一一 

« おス 々イブ！ と 八 ニニ 


紐 育 惟一の 日本 百貨店 

.片桐 兄弟 商會 

スマ ドン •ブり ダク ッ 一手 販巧元 


酱油龍 gisi 韻— 白米 

日本 米 Ss 食料品 iissu へ S 豁 

巧 巧 巧 か 巧 まるせ まが 一手 頁 糊 巧 

目本賽 品商會 
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米 
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を 話 プライア ント 

を まぶを ちを ま 


竹 中 重 雄 


が 育 ホ 面 四十 四 T 目 
ニニー 二八 番ニ 磨) 
」A さ NES ご黃呈 P 吉 里 GV 
ごだ 18W を 4 を 一一ぎ N. Y.G. 
Te 三呈呈 t 芸 75 


み 面目なる ボ威 同胞 じ«« 
なる 巧を を 周旋す 


宮川 事！ 


が 育 ホ 西 四十 ニ T 目 百廿一 巧 
電 ブラィアント とと 八と 

廣 フラィ アン 化堯八 




圆 


巧 かる わ 

はち'''-^ の 遊び 
方を 英文で ホ 爵人じ 能く わかる 
やう 衞單 明瞭に 說 明した ものが 
出 巧ました。 内を 目み 進呈 致し 
ます、 御覽 下さい。 

M swmMAS , 114 E .5 害 St . 妄. 
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成 巧の 秘談 

米 固ま 巧 語を 話す 事 
は 成功の 第一義です 
本校には 日本人を 巧 
じ 慣れた 存任 婦人な 
師あ 5 潑切じ 會話通 
信义 化を 語を を授し 
ます。 日曜 週日 巧 じ 
午前 化 時ょ 6 午を 十 
時まで 開 换し一 レツ 
スンと 十五 化づ 
今 H 直 七に ホ 校 あれ 
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が 

他 

-I 

，i 
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新鮮 魚 か 一切 

日本人 向きの 生魚 澤化 取ら 揃へ 
恃が廉 潰で 大勉强 致します 

サヴォ ナ魚巧 

呈 L1 置 ご SH AND QYST 里 置黃ご 
2 夏运男 一 Bist S す eetcier A 賣 fertlam Ave. 
Tel. Goiumbus 9 ご w 


0 本理壤 館 I ロ 

西 四十！ ニ 了 旨 百 蕃现ニ 昏お室 号 

一二 階 ニ 第 六 海に 近し) 


せ J 料 埋髮巧 驚 

巧經營 とを 間 日本 ス 諸君の 理髪 

の 經藏あ も 0 ジェズ •バア バア 

西 六十 五 了な S 1 番地 


大統領 や 大使に 激勵 され 

i 面目 か 施した が 輝 君 

~ 攫 第を したり 紀念 撮影を したり 

一 をァメ 9 々の 英說綴 6 1^ ンテ 


j ストに 藥 事-ニ 黃 賞に 入選し わア 
j ト ラン テック ホが 锁次氏 かな 輝 
I 君は、 n 系 アィリ ヵホ 民で ホる 
j だけ じ 一層. 評が どな f' 一 

j 

I 首！^ ではを 方面から 苗な 
の截 待を をけ て 本ん は 勿論 时 
しじ 兩 親、 巧 持を 郁 ウッド 夫！^ 
碑 少年を 候補に 出した r ト ラー- 
ブ ック •ブレス 紙 記 お 等 も乂. 
一に 富んで 居る が、 プレス 紙 巧 艇^ 
記者 アー ネスト •スミス 巧の 诚ー 
信に よる どが々 年は 兩親じ 伴は 
れ 、二十 ニ H 午後 四が ザ H 本大 
使 おじ ウッド 夹人 や- < ミス 記者 
等 どお郷 乂 化を 訪問した、 大化 
は 了 巧 この H 午後 四時 二十を か 
らホヮ キト •！； ウス じ 招が をを 
けて 居た のでん るが、 この 惜し 
い 時間を 輝み 牟 のために 劇き、 
ホヮ ネト • ウス 訪問 S 時 問を 
遲 らした 巧な 

熱、 むさで 輝 少年を 迎 へた 
i 大使は 『輝々 年の ことは 豫てか 
I ら紐诗 巧 報で 承知して 居た』 ご 
I てユウ •チャ ジ—州 選出 ゲ院證 員 
I バカラ ッナに を訪弼 してが 念 撮 
彭 の 上到暮 した U けを 歡迎 しよ 
使は 例 じよ b 惠お琪 がで 輝 少年 
の 手を 握 b 『でかし わ---^、 一 
体 巧の ホ. しある 袋は 柯ん だ』 ど 
尋ねる ど、 輝々 年は 『おの 賞を 
です」 VJ 答へ るのを 待た。 いで 
大使は 『が 巧、 君が こいをしつ 
か 0 提 つて 離さ。 いのは 無理 も 
ない 話 だ、 ところで 君は こみ わ 
一を を V」 ぅする 氣 かね』 S 尋ねる 
輝み 年は これを 學校じ 

贈 金 して 歷 （ご 答へ て大 
いじ 賞 讚され、 大使 ホ 人ら この 
袋を 明け 現を を 見る ごい ふ 人情 
味た つ ぷらの 場 巧を おじ、 大使 
I は をれ よらを 巧敎 師やス ，、ス 記 I 
: まじ 輝々 年の こごを 補々 ミ 質問 
; しじ 上 『この か 年の ためじ 僕の 
社 巧 時間を 少し 位 姓ら す こごは 
寧ろ 橋 快 どす る 所で ある』 と述 
ベ、 官邸の 庭前 じ おを 撮影の 上 
大使 央妻 はを もじ ホヮ キト • 、> 
ウス じ 向けて お發 した、 日々 首 
都 見物に 忙しい が 少年は 旣 報の 
か （ホヮィト •《.ウス じ 參加者 
一利 ご 共-し 大が锁 フーゲ アー氏 
を 訪問、 輝々 ザを をむ 一等よ b 
;| 二等までの 入 巧 おは 

I 取に 大統領を 鹽ん でが な 
j の 描 彩. をした 外 振 ホを 巧 おした 
一が、 この U 系 アメリカ 巿 K の乂 
i 赏 には 誰嚴 をの もの I やう U 大 
統橄ら 大いに 氣じ おしたら のか 
『わ ザ 出 巧う、 これからら 確つ 


か b 勉が ずるの だょ』 ど激 潮の 
言葉を 比き、 輝み 年は 重ね重ね 
の而 目を 施した ので ぁつた、~ 
み 輝み 年が 出身した ゲ ユン トノ 
— 巧では この 少年の 躍進で ボの 
あ 前が を 乂じ繼 つた ごい ふので 
大いに 善び、 柿々 協議の 結 あま 
るサと ロ夕巿 長の ホ催ぃ '輝々 年 
の 大歡迎 貪を 開いた がが 學^關 
係 も あるので 巧の 九 時から 市の 


いも リ數巧 輸出 

ま 巧 特電 二十 八日 發 U 數 押の 
^ いも b が 二十 五 円 サィべ プア 
^ 化で アメリカへ 送られた 
^ をい 等は 黒烧 きで なくを 魚 ど 
I 岡 横を な 用 じされる もので あ 

てろ 

心 表 やが 鄕 軍人 閱じ 譲られて 校 
をから 榜 橋へ 

樂隊を 先頭 じを 校學生 
j も 怒 巧 一 ^ て 巧を 級 b ホき スウ ユ 
ポ ー トボ 長が 巿を 化を して 輝少 
I 年に 歓迎の 辭を 述べた 上 特製を 
I 一 メタが を 贈 輿す るが、 ホ 敎育场 
一 I ょを も 何等かの 力 法で を 彰 （、 
W 上敎 育な お U 輝々 年を 模範-し 
を 徒-時 じ 訓示を 巧へ たが、 ポ 
r ィ •ス カウ ッの余 巧 まが ゎつ 
で、 n タリ ー 俱樂 部では が H 禪 
ホ 年を ホ賓に 午餐 會を 催す 等 ゎ 
だか も亂旋 お带の やぅむ 歡迎を 
巧け て 居る。 

空の リンデ ー 

秘かに 結婚 

新婚を じを 中 旅 巧 
空の 寵 お、 太 西洋 構斷の 第一 
人 者 ごして 化 巧 的 じん 氣を 博し 

てゐる チヤ 1 グス •リンド パ 1 

グ 大佐 ご、 本年 二十 ニ 歳になる 
駐メ キン n を 使 モロー 巧み 娘ア 
ンナ嫂 どは 豫 てょ b 婚約 中 じて 
兩 人の 結婚 りは 
今 ロ か 明 H かど 隨を化 間を 憔 
まし、 新聞記者 閣は 過去 I 個 

巧に 見ら ィング 八 ウッドの モ 
日 I 邸に 張ち 达んで 結婚 日の 
ホる 0 をが って 居た お、 父君 
モ 日！ を 使が 去る H 曜日 じ歸 
邸した ので 結婚は 恐ら （六月 
初旬 頃 かど 增 されて 居た が 
リンデー 君は この 期待を 美事 じ 
に蟲 切な、 去る 五 g 二十 H、 即 
も リンデ ー の 太 巧橫觀 一周年が 
な H じ お谣鑑 化を 受け、 去る ニ 
十 -VH の 午後 四時、 がか じ 邸内 
で 父ち、 せ 堂を 始め 約 二十 人の 
親 あ 者 立 會の上 結婚し、 裏庭 か 
ら 自動車で こつを. 〇 とがけ 出し 
巧 肋 新婦は 0! ズウ ユ グト 飛行 
法から 巧 巧じ乘 じて 柯蔥 どもな 




くを の 新婚 旅 巧 じ 就いた、 これ 
を ニ 時間 後 じ 巧.」 した 新聞 記を 
圈の述 中、 じだん V 踏んで ロ惜 
しげ •しを を瞒 めて 居た。 


東 乳 常 力の 社長 わ 

名劍 y 贈呈 

大統領を 訪問し 

目下 償還 社債を あ涉 のじめ じ 
巧 姑 中で ある 東が 電力 社長 松 永 
タ左衛 巧 氏は まる 日曜 首都 フシ 
ン トンに 赴き 翌る 巧曜 H 午後は 
お 淵 大使 じ 伴 はれて フー ゲア I 
乂 統領を 訪巧 しを 化のを 颊を大 
統領-— 捧呈し 棟々 ど 懇談して 退 
化した ご。 


半 職業 團に ' 

明大 敗らる 

輝いた 中 村の 本 壁 巧 

渡 ホ な 巧 十八 勝 十一 敗、 
六 割の 成績で 入 巧した 明大 巧 球 
闡 第一 网 試合は 旣 報の 如く ブッ 
シュゥ キック 半 職業 國プ グック 
リン 野球 縷じ 於て 最 巧の 載 戦を 
試みた、 このり、 春な つて W 巧 
のが 日 か H 曜 、ぁの 繰のを の 巧 
球 壤も眞 じ 文字 通 b ホ 錐の 余地 
も。 い、 午後 四時 開戰 、敵の 輝 
客は ど 見れ はま 年 迄 ピップ、 N I 
ダの 投 斗で あつた モリソン、 昨 
年の 巧 慶應戰 じ 唯一の ヒ ッタ！ 

であつ た スミス S バツ テリ 1 、 

明大は 投手に 並木、 手 塚 柿 手の 
糾合せ で 先 あ、】 死の 後錢 がを 
巧に おで-- 化づ 


一 占 $ を 收め氣 を 吐いた か 
ぶ 回まで 續く 無爲じ 漸く 氣を腐 
b ず、 ブ 軍は 第二 间及發 一二 固 じ 
せ 一点、 第 阻 回に 阻 点、 第 六 固 
h ニ お 針 化 点を 握つ て 意 氣揚々 


义豪訴 へらる 

文蒙ュ ー デン •オ ニ！ グ をの 
祗莽的 大作で をる ストン ンデ 


インタ*—- ジュ— ドは 自 をが 曾 


て 個人 お 版し ¥ ^ ド 劇 蕩がこ 
れを いづれ か^ら 買 をんで ホ 
たものを ォ 二ー グ 氏が 脚色し 
たもので ある どい ふ理 おで 原 
巧者と 稱 する 女流 詩人、 小說 

家の ジョ ー デ 五 ス •ブユ キタ 

夫ん は 作を、 •キグ ド劇團 ぶび 
脚本を お 版した 書籍 崖を 拍手 
になと 十五 万 弗の 訴 露を 提起 
して 化 人の 注目を 惹 いて 居る 


なじ 八 点の 差を ホして 興がを 殺 
ぐ、 明大は 中が (M) 投手を 並木 
じ 化ら せた が 化が どして 敵の 打 
攀じ 任す ょ 6 途 なくを く 武運 拙 
きの 嘆を もらず 巧し もと 回のを 
じ 入ら 中が の 强打募 おどして 中 
堅 越の 本 壁 打 どな 6 元 氣頓じ 避 
ら同 回に ニ お、 八 回 じ 四 点、 最 
初ょ b 計と なを 收 めて 漸く 敵の 
也膽を 寒から しめたが、 化 回目 
に兩軍 化が じ 終を 化掛 A とで 脆 
く も 負けた 

在留が 人の 好球 あは 蔡っ 
て 聲援じ 巧て 居む か 何れも 此結 
果を 無念に 思 ひながら 歸 つた、 
載を 後 料 巧 脚 一巧は 明大 校ぶ 有 
志 其 他の ま 內で數 紐に みれ を 事 


を 取 ち コ ー ネ ー アィ ランド 見物 


じ 出掛けた、 がは 巧 野球 峭は旣 
巧の か （二十 八日 ホ ー リ ー ク日 
ッ 'タ大 學、- 二十日 ブ日ビ デン K 


大學ど 試合すべく お： 3 午後 一蜡 
が 育を 潑し たか プ大擧 ごの 試を 
後 直 もじ 歸 がし 翌 I 二十 一 H はお 
內 見物 (巧 山 颁単招 持の 午餐 曾 
じ 出席) をな し、 同校 力 レンシ 
ア號 じて 渡欧すべし ミ、 因 じ 靡 
歐 後は 專ら 視察 旅 巧 じ H を邀ず 
ベく 

試合は こご じめ て 求 

巧 十 H ょち 十 ホ 曰の 一間 じがて ニ 
圓 (對 アングロ •こ メリ カン • 

バ- — ス ホ- — ル ♦アソ I シス ■ — シヨ 
ンの チ— ム) 巧 ふの々 だ ど、 丄ハ 

巧 下旬 ネ ープグ スよト ，白山 化 じ 


中歸 がすべ < 恩 田選ナ は ip 礎に 
歸 おした、 其の後の 化績 t 左の 


乘 船、 と 巧 二十 化 H 端 朝の 豫定 
である、 が ほ 明大は 冷 秋の シ ー 
グンに ミシ ダン 大學 を招恃 した 


太 田の カ圖 もがな し 

日本は 慘欺 


刚對 一の 大差で： 

太 巧 選キが 渾身 巧 勇を 鼓 
して 所謂な 欄を 旣倒じ 退ず 的の 
神技を おじて 日本の たみ じ 貴重 
なる 一点を 獲得した 爲立 来國側 
は 俄か じ 警戒し 出し、 觀 衆の 興 
ホを 唆 > 最終日の 如きぶ 員の 盛 
巧を 見ね チ H ビ 1 •チをー スじ 
がける' 円本 對ホ國 の デビ j， を戰 
は複 試を 戰に H 本 破れ、 黃四單 
試を じ ま 部 選 ホが ダ アン 一 フィン 
じ 敗 化 て H 本は 遂に デ 显戰ょ 
b 落伍し 最後 ル 太 巧 街へ だ ネッ 
シ ー の 試を は 寧ろ 模範 試ん ち 形 
を じて 巧 はれ じる も、 太® 選手 
は 初 H ホの 身体の 故隐 VJ 化 本 敗 
戰 後の 試を じて 氣乘 b せ ホ 脆く 
も 破れて お對 一の 

記 錄を殘 して まる 主 罐扫 
終らを 吿 げた、 戰 ひの 跡を ぶれ 
ば鑽 I 單 試を じがけ るを 部教へ 


ン ネッシ— の鷄 I セ ブトの 補き 


S 日 目のを 部對グ アン ライ _シ の 
第 S セットの 如き S 點 = :」■!!;* ら 
第と ダ！ ムはグ アン ラインが サ 
1 ビス じて 十 四十 おイ 心- ト 
迄にして居乍らみぎのサ1*瓜 ス 


ボ！ 八を ベ 1 义 ラィ ミ 外 昔 
し 次の サ ー ピスを ネット じ 
て デュ ー ス どな-^ 續 いて ニ 


夏瘍 所に 東 勝つ 一 

ま 京 特電 二十 八日 發 = 東寇大 
相 摸夏锡 所は 巧 S 十五 点對お 
十四 点を 東方の 勝に 歸し 幕が 
常の 巧は 勝 星 十、 負 星 一の 成 
績を 示し、 慕 下 十 兩淸水 川は 
を 勝 ± つかず でを つた。 


ゲ アン. ラィン じ 奪 はれて 四對ミ 
ダ！ ム •して リ ー ドされ たのが 正 
じ 化 勝負み か氷嶺 だつ たど 言 ふ 
を 得べ < 、を 部 選手 r 取つ ては 
化の 過失が 返す がへ す も 惜しい 
事で あつた、 遮莫 日本 選手の 奮 
圖振 b は 米 励 側の 意想外 じあつ 
れ事ど 太 お 選手が デ盃戰 じがて 
米闡よ な 

一' 点を をつ じ 事は モ九巧 
二十 一年 熊を、 淸水 選手が H 本 
を 化 表して デ 盃戰じ 初めて 參加 
した U 來ホだ 例を 見ない 事で 日 
本 庭球 巧の ためじ 氣を 吐いた ご 
云 ふべき である、 日本 代 お 選手 
一巧は ±幡：！1 朝は ホワイト •パ 
ウス じ 於て 义固 選手 ど 共 じ大統 
巧 ど 記を の撤 をし、 日随日 巧は 
出 測 大使の 感勞會 じ 列 お 今明日 


如くで ある ~ 


太 旧 六— 四、 五— ん、 
六— 四、 と— 五ゲ / ン 
ゲ アン ライン H へ \ ネ 

組六丄 ニ、 六— 四 _ ム ハ' 




六 


イン 
シ 1 

'ニ 太 


田を 部 組 

ゲ アン ラ ィ y 六— ニ、 巧 
六丄 ニ、 ムハ丄 妾 郁 
ヘン ネツ ー ホ丄 一、-! ハ 江 r 
六— ニ 太 旧 


六 


環さん が 監督して.. 互 

ホ ペラの 唤寄 ^3 


當地じ お 設音樂 院を經 ^ して 
居る フラン ヶッチ 氏が 指 j 矿の下 
だ 巧る 六月 一日 午 お八 時卞 五を 
から 國潑會 館で わ 弟子 さ 一ん をの 
ま.；- ラ 吹 寄せが ある、 いろ/ \ 
な オペラ •スヶッチを あ 裳つ き 
で 巧 ふ もので、 S 浦嚴 さんが 儘 
督を する 由で、 セゲキ 理髮 
姉、 ボ ヘムの ミ 幕 目、々 •> ワン 
リブ、 かシチ カナ 等を 演 茜す々 


外、 スぺ 1 キン、 0 シア 

獨唱ど 盛 b 澤山 である、 
は】 弗と ニ 弗で 日本人 同 
ホ聽を 希望して 居る。 


ぞ 地よりの 硬- 


の 民 席 
八 壌が 
I がを の 


E 里た よ； 4 


化む 里 平 本ぶ み 
微風を r ろじを r るむ 里の 女 
の踞 、でぅ やら じ 里の 春 をの 
ゐ たを よら 艰 たよぅ だ 化^す み 
围 じは H 本の デ ャズが 撒 がれる 
華 巧の 撰 じは 大使 玄 のみ！! 械ん道 
行が 思 ひ おされる、 じ 里^) 奢に 
は 新綠の 影、 モャ フ五丄 i と 色 
の 酒色 ぁざ S- かじ 格 お得 茨の 觀 
化 音、 硏を競 ふ 園の 巧 巧を 樣だ 
瀬 ごして 開かれた 春の サ谦ン は 
京の 本山 諸 もの 如く 善女 富 男が 
でし-,^ ど おしかけて ホて 僕 
の 得 必の作 『マダム •バ 户フラ 

ィ』 は 目下 開會 中の サ 。一 マ じ、 
『或 日の ほがらかな 日和 Lj にを 喔 
つて おる、 米國 からは 羅 麻の 平 
賀 君の も 入選して わる、 ik 巧の 

サロン じ、 はいつ じ 『ミー 一ジシ 
アン』 は 『八 ナチ ンス』 i|! 廓で 

先般 巧 巧び 展覽 して 居つ だ、 を 
れで 運よく 入選、 义評も 一一 * く か 
かれたから、 目下未お品ー!^數黯 
の 完成を 期すべく 專念研 巧して 
居る、 多を 八 巧 中旬 じは をく こ 
こを 切り上げ 义 をろ を 抑し 
ス ペキン、 ィ タリ！ の ホ」；： ら衷 
洋諸 がの 美術を 禮 讚し、 ぶち 中 
じは 歸 朝したい ど 考 {て おる、 
君 も 『ナ ヘン デ』 を 思つ て、 七 I 
よつ どやつて ホて は 如 巧-僕の 
『ア トリ こは 廣 いから 寝 心 3 は 出 
ホる し、 案内書 外の 案內^ つど 
める から 小生の 出 蘆し な 


じ やって ホて、 曰ネじ 又^ 米圃 


いだ 


じ歸 るむ b の考を 巧め て 
らぅ、 不峻 不言の が 育の I 占 天 
下の 道瘍 でな からぅ、 巧 II の隻 
手の 聲を 案す るよ b も、 が 手を 
巧つ て 神酒 噴して 彩虹碳 
を逛遙 する も 人を 巧では でか 
神が め 扉は 常 じ 君が 爲め i 開か 
れて ある！、 叩き 給へ、 

歡 侍する！ 昨日 掘 濁 おお！！； 師順 
禮の途 ホ 大師 堂に よられ ■ハい じ 
ふいて いかれた、 辱知 諸 へよ 
ろし （0 


さ 






广 





Nara Trading Co. 

151 ぶ 油 Avenue 

(C が • SI がみ.） 

Tel. Algo 叫 uin 3846 - が 


MO 誦醒挑 お.! RO. 

お - 巧 - 57 W. 23rd S し 
New む rk G ’ か 
Te しむ amercy 巧 如 


THE FUJIMOTO 
な 則 R!T! 巧 削.， 面. 

1 扣 Bmadw 化 N.Y. Ci か 
Tel. R 扣 tor 24 化 - 巧 39 


T 化 BANK OF 閒 OSEN 

Room 1027 1 お Bmadw 巧， も Y. 
Plume. む riiati が 8583 
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を 間 日 十を 本日 会 
を 間 H 四十 迄秘 ま # 

路 航短最 のがず 太 


NA 化 L & SHIMM 化 

Doils, Toys and 

5 台み 5 〇 11 を己 !6 ^^oveifc 色 s 

31 Easi 1 ? ホ S わが t 
( 削 樓 S SPA お） 

Te しが 呂帥 quin 1677 
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Dry Goods Co. 
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TeUshiand 61 が - 42 



Y が UDA & 郎. 

Merchandise む ok が 
WHQIIS 化 ES ON け 
246 ぶ 也 Avenue 
Tel. Ash お nd お 加 



N 日， 巧 0 


鳥籠 

卸實 

全部 眞錄製 籠 じて 
左の 如き マタン ド 
附一 まに て ダ一 ス 
。ット に 限！） 
禪ニ弗 
夏場を々一 ュバ八 
等には 御 注え 巧 
溝 直 もじ 發送 する 
犠 を轉タ 量の 在荷 
が あ*) ます カタ ロ 
ダは 御 申 越 巧窠無 
化 じて 進呈 


ML 川 0 閉巧 ON る 瓶， 巧 巨 ., 
84 む rilanii け帕 et, 

Sew な rk , も Y, 


號 十六な 五 干 一 第 



辦 喬 M 


【日曜 水】 


日 九 サ巧五 年 四 画 【四 】/ 


▲鄉お 送を 及び ホを を (無手 教 巧)、 か國 
爲替賣 買、 荷 爲巧化 おか 立、 培 用が 發 
巧 等- 般お巧 萊務御 便利 じな 披可化 お 

S 臺灣銀 巧 f 出張所 

本店 臺潰臺 化 _ 
支店 東京、 橫演 、た阪 、神 巧、 上 お、 漢 
U 、 顯 州、 厦門、 油が、 香港、 廣 東、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 孟買 

カルカッタ、 淪敦 、巧 外暴稱 十四 ケ巧 


一 " 資本を 壹億圓 ( を 額拂 込濟】 

一、 懷 なを 奪 億 おなお 十萬圃 

內化本 ま 巧：：：：： 橫演 ( 本店) 巧 京大 阪 
神戶長 帖下蝴 をホ屋 

橫濱 正金 銀 巧— 支 巧 

ホ 國をぞ 店 = を 港羅府 がが 布を 
其 他 化が を齒 重を 都 お ニ ま 巧 没 n 少レ 
ス 有. 之 候 


本 巧大齡 化演五 T 目 
な 育 支店が 育 ゾ。— ドみ' 玉 1 が 四十 化を 

鎌 試 住な 銀 巧.； 

0ぉ {巧巧 橫潰 お右崖 京都 神お 脚山 
' おノ道 廣島吳 柳が 下ノ關 
地 支店^ 司、 小 倉' 若 巧 博を み 巧 ホ 能 本 等 

本 験 巧を、 鄉里 送を 等は 巧め 
て 御 便利 迅速 じ 御 取 巧 可 中 慎 


本店 朝鮮 京 城 

支 巧 も 張 所は 日本 巧 化の 樞愛 都巿 、朝が 
滿渊 、支那のを 化 及び 滞 盘巧徳 

觀鱗 銀な 紐 育 お 張 所 

外 國巧替 一般 銀行業務 精々 御 便利 じ 化 扱 巧 
申 上 候 


藤本 證券 會な 

一般 有懼 証券 ノ賣 買、 引を、 募集 

▲ 金 顧、 並 ニ 之 ニ 關スが 一切 ノ業巧 

I 賊 藤本 ミ ブロ— 力— 銀 巧 
級 育 お 張 所 


陶猫麗 、雑貨 卸賣 

森げ ブ タザ I ス 


H 本 觸强器 雑貨 

ラム プ卸賣 

奈良賛 易商會 


® 羅府 、を 巧 出帆 ( ホ / 火 ^ 紹 由 ) 

お 巧を を 港を 

(午ち ニが 出 化〕 (正午 化か) 

巧 比 利 亞乂六 巧 十四日 六月 十九 日） 
，大洋 化 六 巧廿化 H よち S 日^ 
I 天げ 見と 月 十二 9 と 月 十と 日 M 
I n レ r 見と 巧廿み H I 七月 化 一日 抓 
I @ シアトル 巧 化 (午前 十 時 出帆) 化 
ご-島 义 六 巧 十 お日邮 
が豫乂 ホち ホ 九日 TO 
節岡义 と巧サ 六日 N 
構渔 化— 八月 化 日^ 

® 淪教發 日本 巧 化 化 J 
肖 山 お 六 巧 十を 目 Y 
北驗も 六 巧 甘 八 B が 
療ぁも *¥ ぉ 十一 二日 述 
▲猫 育 出 呪 芭を馬 純を a 本が 貨物船— 巧 ニ 岡 A 
▲蹄 絡 取 お。 蜡 社は 歐渊 巧、 南 ホ 巧 並 じちを 馬 
禪お太 ザ淨岸 巧を 纔 撒を 祿ゴ持 おを リ乘船 切 
巧 等 巧 拳 御懷 をに 化 計び 申 上まず 
▲米 國織道 切符、 寢を券 等 も铜侦 をに お 計 ひ 申 
上まず 


シア h ル お 帆 (午寶 十 時) 
あを ぞな乂 六月 十二 日 
あ ふら か 化 六肖サ 五日 
ば づブあ (彼簿 出 化) JP 巧 ニ H 
サ 一等 樓漬！ 化五银 

但し ばりず みるん でんかは 1 直 五 巧 
ザーニ 等 日本 巧 豆 五 巧を 室大な 遣を 族 室 多な 
▼御磊 透に 化り 一莲 割引せ な 切巧發 斤を 巧 候 

ロスアンゼルス お 机 (午を H 時) 
はゎい 亢 . y 巧 十六 目 
らぷら じ 化 ん目 十四 a 
►一尊 橫濱ニ 一二 0巧 化は わ：.' みを じら 丸 蚕-鬼 
►待 別 一 二等 B 本 斤 五十 化 巧 ► H 等 B 本 巧 瓦 十五 邦 
►ホ 港羅瞄 斤纔車 切を 浸窒 を 魔 入 巧韓旌 化り お 
マが 育 線 パ ナマ經 由 日本ち 那 y ? a < 物揣巧 一圃 


日本 陶藏 黑雜貨 類卸賣 

ホ元ブ タザ！ ス 


輸出入 爲 巧、 電信 送を’ ホを 金’ 旅 巧 信用^ 
巧萊 信用 狀が他 一般 銀巧萊 ^ 

乂 餘竺ニ菱銀巧—ま^;^ 

鄕里 送を ハ H 本を 地 無ず 教料？ 迈速 取扱 
本が 預金 (を 期 通知 ノ： 一柿) 御 化 利 化 扱 
本 支 化 東京 (本げ〕 大 阪神 戸 巧 郁 
所な 地 お古 短小が 上 お 倫な 


日本 郵船 會社 ( が _i を 鐵道會 社 ) 

代理店 巧 桐 兄弟 蘭會 

乘 車、 乘船巧 符並じ 小荷物 運送 御 便利 じを 扱 申しまず 


夏 瘍向晶 特别賣 出 

夏場、 ホ賣 向、 ダ] ム向觀 荷 到着 
精々 勉强 御用 命じ 應 じまず 
H 本陶撼 叢雜貨 卸販賣 

鎌 I 茂 木 桃 井 組 

105 E. H 霞 h St. N. Y. 
Hel‘ Stuyvesant 累累 お， 7 


夏 傷 向 = 新 荷 到着 い 

精々 勉强巧 致 候 間 御 引 立願 上 候 

陶 破黑雜 貨卸賣 

春 巧巧會 

一た Fi 巧 h A ミこ Mew York CUy 

ち orn 驾を 21st mt. Hel. >lg 旨 sin 2 をで 挺 91 


夏 摸 巧 u 新 荷 到着 = 

雜貨 、陶猶 器、 ランプが を 等 精々 
勉强巧 仕 候 間 御 註 义被下 巧 願 上 候 

^太洋 貿易 株式 會社 

Trelaphone A. 一巧 0 曰 qci 占 WWMW -5 

101 『 if を .Avenue 之 ewY ミ kChy 

Keowtra け R 減 P 


一 ス ナメ I 力 ！ の 特色 

H ぶ 人の わ 買物 じは 特別 あ 員を 置き 無 
巧で 御案內 致ず 電話 又は お 手紙 ホ 第 御 
訪閒 して 御 便を を 針ら 初めての わ 方に 
對 しては 特に 注意 致します から 是非 お 
立 富ち 願 ひ 升、 ボ內 配達は 勿論 日本な 
他 & 地 宛の お 荷物 發 送は 當 ホで 致し 升. 

レ ヨン ブ ナメ ー 力！ 


魄香 坡每ニ 週】 固 出帆 

屋五ム ブレス 亞西亞 ( ニ T 呈 0 巧 ) 

六 巧 十 ご 一日 

A 五ム プレス 佛蘭西 ( 己ろ 夏 順 ) 

と 巧 四 H 

_ A エム グレス 露 巧亞ご ニろ 00 囉 J 

と 巧 かお 0 

A で ム プレス 亞西亞 ( ニ T 登 0 嗯 ) 

^ 八 丹 八日 
一等、 二等 n 二等 巧び 下等を 設備 
最大、 善美、 最 快走の 東が が 巧 船 


夏 端场ク •ム 

日伞あ|^>獨逸製玩具、 雜貨ぶび陶器 
顔 等 夏^ 向き ロ g を 部 取 揃へ 陳 巧して 
运 ます ら御 ホが の 節は ぉぉ非 御 立 寄 
X 御 を 願ます 

I 子 十 デルて ンド シム メル 



ライ グ I ..ツ 


貨 仲買、 卸販賣 

- 保 B 商會 
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N ^ 2 V * 

が？^ ん剛 

け 化み 
训 相 


Y w 巧 n 
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w 化 n 
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資本を 
拂这濟 資本を 
がな i を 


壹 借； 圃 
六 平み 圃 
六 千 四な 萬圆 


瓣赋 S ホ 銀 巧 紐肯ち 


ネ巧 東を ボ U 本 梳お本 革 遥町五 あ 地 一 お 
支店 小 お U 本 橋を 內 (が 瑟惡 
名 も 馬 京都 大陋西 (大巧 
廣を下 雜巧巧 巧 松 
上が おを をな 测水 


支ぶ 

寒地 一 お 

(が 瑟带演 
尖 阴： > 讲戶 
福 岡！^ 崎 





謹 吿 

一、 聯合 說敎 

時日 五月 廿义日 (水 if } 午後 
八 奇 

場所 紐 育 H 本人 敎會 

( ま 五十 . VT 昼 ニニち ) 

一、 墓 •參會 

時 H 五月 册日 ( 木赠 二 r 前 十 
一时ょ b 

攘所 マウント オリべ 
本ん 共同墓地 

を 例年の 如く 執行 可 化 帝 間 何 
ホ 御 繰を せ 御 參會被 下!！ 化 段 
謹 吿仕候 一 ^ 

紐 育 日本 ふ會 


謹 吿 


小を 事 今回 歐米 視察の 途か當 
ホ じ 立 寄り 約 一ヶ月 間 左記' へ 
滯在 候に がォ キンへ ー ラ ー の 
說明 實驗じ 願して は 一切 無が 
じて 御 需じ應 じ 巧 申 候 化 
牙キシ へ— ラ ー 發明若 

前 島 震太郞 

客 す kumai Ho ヨ e- 62 卓 - 124 th St . ，因な 


料埋 人？？ げ^. い i 

び 料理法を 敎 撰ず、 斬 式 設備 
B. H 登！！ 夏 

19 运 8法 27 ih St. cor- Br 运 d さ ay- fi.y. 



夏； 場 向 品 

特則廉 價テ巧 テ 御用 命 こ 
應社巧 ホ 候 間 御 引 立願 上 候 
す 本 陶觸器 卸职賣 

F . D •'商 會 

猜玉 、布施 

Foderatied Dis す ifcto 『ツ I 3 P 
沒 W. 2 wrd wr 2 ew York 
-r 軒ん ぎ Gra 實 rcy 38 吉 ム 夏 7 
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二十 四 年 前を 回顧して 

日本海 大戰を 記念 

ホ 食の 豐應 おにが 鮮大 化の 講話 


日本の ネ瓜 ジン ど， 喪 はれ 
る巧郷 巧み お 官が巧 艦 一二を の 協 
西 じ 化の々 る 『烏 凰の 巧旋化 
の 一戦 じぁ b 。 を 員 お閒お 力せ 
ょ」 の 信 巧を 蜗揚 して ロ' ジ ゴス 
ト グよン スネ！ 提督の 準む たバ 
I 作 チック 腊 隊を對 島お峽 にが 滅 
一 ' せる H 本 海 大海 戦け 恰も 二十 四 
; 年な 前の 出が 事で ぁる。 化一戰 
I- は 圧さ じ わ： nr 一本が 列强の 班に 
X る 第一 階が ごじつむ が、 を 年 
陸軍で が 天の 大を 戦を 記を t る 
I と间 じな ホ e お 軍 ホ 惟の 記を 會 
: か懼 される。 本年は 前例を 破 b 
: タ數の 人々 の 出席 じ 化する と 同 
; 時 じ 婦人め 

j 參 加を 歡迎 しゎが、 二十 

j と：！： 午後と 時 じは 會瘍に 巧 てら 
れ たり 本お樂 部の 階上 男女 お 室 
は 立錐の 餘地 なきを 百 六十 餘名 
の 同胞で 埋まつ てゐ も。 大を堂 
の 正面は H 窜跑 ご 海軍 巧 どで 飾 
られ莖 のは H ホ 兩國の 小 巧を 十 
字 型に 吊 6 迦 はして 暖かく おは 
しいを 氣が 漲つ てりる。 松旧監 
I 督 長の 發 聲で官 K が一齊 起立 裡 
i じ 大元帥 鹏 下の 萬歲を 唱和し、 


高 橋 陸が 砲を 大佐の 發聲で H 本 
ホ閱 が ‘ お 巧歲を H 唱 して 立食の 
幾 腿に 入 b 歡談裡 じ 宴を 終つ た 
晚餐後 一 W 階下 じ 特設され た 溝 
が 室じ乂 b 唯府 から 特に ホが 甘 
ザ -- 化 野 { 吊 善 大佐の 離 話を 聽 く。 
『軍 おは 日塞戰 ホを 境 ごして 大 
錢遷を ホした。 當 時の 大經 己を 
から 薩 摩へ、 塵 摩から ダ レッ ド 
ノート へ f •いふ 具合に 變遷し 

備砲 も 巧 おへ 据ぇられ 十 
ニ时 から 十四 巧 じな つた。 ド 級 
戰鑑の ァィデァは H 本 じぁった 
が おお 豐の部 合で 英國じ 先鞭を 
つ がられた』 ご 坂 野 大佐は 語る 
大佐は 國防じ 必要な 濫艇 保持を 
强 調し 『貧乏を 救 ふじは 貿易を 
貿易を 盛： らしむ る じは 通商の 
保 常を 通が のが 譜 じは 軍 濫 を』 
ご澤 詰め じする。 繪 いて 陸奧殺 
じ jin る 迄の 變遷や 近代 武器 發達 
の^路や華府會證ゼ ネ バ 會議の 
經 一過 やを 國 のま 張作戰 例の 譲 等 
満堂を 感動 させ 『飛行機、 無 
等 巧 學の發 達は 巧を 云 っても 
事 的 ホ 面から 始まる から 軍備 
社 爵じ摔 益す る』 ご 結んだ。 


校歌を 讓^聲 勇ま ふ C 

明治 大擧 野^ 團歡迎 の 夕 


がも設 パら れてゐ た 明治 大學 
; け 巧 蝴健兒 の 一朽は 去る 二十 
五 H 午後 一時 ザ 華赖頓 ょらべ 
ン停ザ 場 着 ぉ迎の 校ぶ、 n 本 
人會化 衣、 本社 化 お ミ ご 握ず 
し大视 脚を、 岡 旧 監蜂等 一同 
旅裝 をが /‘ 間 もな，、 停車場ょ， 

らボ。 i ダラ クン ド じ おき ジ 
卞 ィアン ト ぶび ボストンの 謗 
技を お、 午後 お 時半 一 應ホテ 

八 マジ エス チック じ乂 ウて少 

憩、 訪閒 をの 應 接に 化は しか 
つた 日 


b 巧 信 H 本人を ‘ 々 長は 『巧 球 
庭球 巧 化の スポ！ ッが必 身の 
鍛级 に貫献 する が 至大なる の 
みなら や國 をの 上 じ お ぼず 好 
影響 顯 著なる を認 む』 とて 選 
; 手 諸氏の 自 電舊圖 をを 駕 し、 
校ぶ を 巧まして 淸水 八郞 氏は 
一巧の 健康と 成 巧と を 祈ら、 
松 旧 海軍 監督 長は 
一二 高 時化 じ 於け る 巧 球 試を の實 
戰談を 語 b て滿 をを 笑殺し、 承 
が 本社々 ホの 激勵の 辭があ b 最 
をに 選キ 一が はを もて 勇ましい 


j 午 巧と 树 銭て 化 紐 校ぶ の 韓旋じ 校歌を を唱 した。 右は 兒玉巧 巧 

i I It I •，ニ — _ f h I r t t 、 • > I • • i ' > < ■ • 、 ♦、： . . t — : — •_ •こ ’f t ‘ 


化る が 育 u 本人 會 公び n 木俱樂 
が 聯合 歡辿會 に 臨む ベ （り 本 お 
樂 部に 若、 ま 人 側の 出 庵を 武か 
H 本 お樂部 運動 部委旨 長’ 草 信 
i 日本人 會 々長、 松 田 海軍 監督 お 
其 他ご徵 をを えと 時 ザ大廣 囲が 
堂 じ 着が、 まを 相 かして 禽金を 
了ら、 武 かを： 封 畏词會 巧 ご レて 
一 おの おがを 述べ 野球を 通じて 
目 米 相 理解す るの ホ怠義 ；：* て 点 
を擧證 L 

乂桃賊 長の 眞輿 謙遜の 逝が あ 


巧の か 歌で 山 旧 耕作 氏の 作曲で 
ぁるが 其 一節は みの 如くで ぁる 
个个个 
白雲な び （ 駿河臺 、眉 秀でた 
る 若人が 摇 くや 時化の 
曉の 鐘、 义 化の 潮 導きて 
遂げし 維 巧の 榮衙ふ 
明治 ぶを ぞ 吾等が 巧 校 
明治 ........ 其名ぞ 吾等が 巧 校 

いえい ^^ 明治 フ レ！ 
いえいく 明治 フン 1 
明治 がを ゲ 吾等が せ 校 


屛 風て 圈む 

円 米の 親善 

タイム ス义 朝の； ー擔ず 
お阪朗 n 及び おを 袖ぶ 新聞社 
は錢 じがを タイ ムス 社ん J 捉携し 
て H 义 間の 通 情を 一層 敏活が お 
ならしめ て 居り 朗 U 初 商 がをお 
派 吕舉務 巧を タイム ふ社內 i 移 
したが、 今义化が吉^^:氏が喊洲 
經由歸朔ごかし恒川^氏：？*後な 
として 艰 がせる 機な L 社を 村 山 
龍が 氏 よら タイ ムス 社を ヲツク 
ス氏じ 巧し お 風 一巧を がな の爲 
めじが 贈す る i ごた b 恒川 巧が 


を屋 特製のを 化 模樣で 菊 化 じ 薄 一會を 開く 由 
を 配したら ので ある ご。 


携帶 して ホた か、 去る 二十と U 
正午 同社々 長 室に がて 社長 ォッ 
クス 氏、 副 社を サグズ バア ダア 
氏、 重役 アドラ ア 々佐别 席の 上 
贈呈式た 舉 げた。 化 巧 氏が が 山 
社 技の 傅 宮を陳 ベた るに 對しォ 
ッ クス 巧は が 山 社を の 巧 息を 深 
謝しを つ 『り 米 間の 親善は 吾 社 
の 社是た ぁつて おが 益々 兩圃の 
ぶな を お 進ずる にが 力ず ベし。 
巧し タィ ムスの H 本 じ 棚す る 報 
道 じして 个 正確、 不親切 又は 不 
を ホの 点を らば 隔 ぶな < お 摘 あ 
らい i を驾 い」 ど 述べ 記念の 撮 
お 後 故 曾した。 を お 化は 京都 裔 


日 木 杖 球協會 

選手 爭覇戰 

六 巧 十六 H ょら 開始 

旣報 日本が 球 協會の 選手 
權爭 親穀は 愈々 六月 十 ホ 日 (日 
唯) をのて 關 がする ミこむ り 去 
る 二十 一二 H 開會の 委員 會 じがて 
かを せる 旨發 おした。 先づ 第一 
は S 十六 ホー 八 ' 資格が 定戰及 
び ン ゲ付 i 円焼技を巧ふ ベ < 
壊所^!を华を期する爲め ン ーキ 
クッド •. 力 クンブ リ！ 俱樂部 ご 
定め じが、 を コー スは 何等 泥雜 
をを ずる 畏 U く 殆んで 邦人 ゴ少 
フ ] ス \ ^ 獨 占す るに 至る ベ — 
かと 期待され てゐ る。 而 して チ 
ヤムビ オン シッフ 戰が恢 年の 如 
マッ チ プンイ ごし グロス 点じ 

て 十六 人を 一 紐 どし 一二 組 切 も 四 
十八 人を 選びを 紐の 優勝者 ど 次 
点者と じ 賞晶を 贈る 3外 當 H の 
ニ 一一 一等賞 メダ タスト 賞 午前 午 
後べ スト 賞を も 贈る を。 

會 ® は 會員四 弗、 非會員 
五 弗 ピ し 新 城 巧 セント ラグ 鐵道 
旅を 謀 長 ブランチ 氏の 巧 意 じ 依 
ら當日 アト ラン 尹 ック巿 巧 エネ 
スヵ ー シヨ ン車じ 特別 車 一輔を 
連 親し (特別 革け な 猿 共 巧 錐 車 
のみに 連結し ぁ b) 往復 共 レ！ 
キ ウッドで 停車す る J じ 感定を 
遂げた から 參加 者は アト ランチ 
クボ闲 遊を S 巧を を 自じ買 ホ 
むる 必要が わる。 出發 時間は 日 
光 節約 時間 午 就 八 時 リバ ブイ ス 

リ， • フ エタ t よち (二十 

111 T 目ょ b フユリ ー じ 乗る 者は 
午前と 時 四十 おを 發 船) 對摩停 
が 漂に 至ら 午前 化 時 お 十を レ） 

ウッド 着、 バス じて タウン ッ 

] 俱樂 部に 向 ふ 順序 交な つて 
ゐる 申を 期限は 六月 六 H 限ち、 
ンデ表 鼓び マ プチ プレィ 順序 
は 追て 察 表する ご。 

西 村 幸 男 巧移轉 

フイ ジオ シラ ピスト 西 材幸男 
氏は 事務所を 擴 張して 六月 一日 
ょり 西 八十 八 下目 ニな 五十 五番 
じ移轉 、新 電話は ス 々イラ ー j 
五 ニと なち 

佛む會 次回 說敎 

が 育 佛必會 次巧會 をは 六月 一 
日を 繰 下げ ' 同 巧 ご 一日 どし 『達磨 
大師』 め 題 下にを々 木 指 月 姉の 
說敎 ぁるべく、 尙ほ六 巧 十五 日 
開催の 說 を 日 も 都を じ 化ら 十と 
日に 繰 下げ ど K つた 由。 

山 田 馬 次廊巧 一巧 

去 巧な ホホ國 東部 地方を 視察 
中の 大倉 組な 締役山 田 馬が 郞氏 
は 前 紐 育 支店長 巧 田 直 吉巧己 同 
伴 巧る 六 巧 五 H 出帆の ベン ンボ 
ア 号に て渡歐 すべく、 山 旧夫 
人は 本日 お 澄 西 わ ホ 巧 五日 桑 港 
出帆 5 春が 化 硬 じて 歸 朝の 由。 

藤 野 竹藏氏 追悼 會 

が 巧 H 本人 お 禽巧事 ごして 創 
をの ホ盡 巧し 約 十を 前輪 朝後鄉 
お 烏 化 おじ 於て 育な 院育お 部 ま 
巧たら しお 野が 藏氏 (舊 姓は 山 
化) ま 巧 九日 鳥 化 巧 じて 逝去せ 
る 旨の 银じ 接した ので 明 一二 十日 
午後 八 時よ b 岡を 會じ めて 追悼 


な 人み 人 

参な 永を 左衛巧 氏滯紐 中の 東 
が 電力 社長、 神み を 雄 巧 ど 共に 
去る けと H 華府じ 赴き 一兩 H 中 
歸 紐の 笠。 

参 高 巧 元 一二郎 氏 大阪巧 曰 新聞 
0 ン ドン 特派員、 今回 東を H 々 
新聞 詰 どなら 近 < 歸 朝の 由。 
♦井上 五郞巧 京都 帝大 助お授 
去る 廿 一 H 着 糾來巧 初旬 西 巧と 
巧 S 日の 大洋 化 便じて 歸 朝。 
•曾 田 梅 太郞巧 文部 宵 巧み 辟 
究 員、 去る サ 二日 歐洲ょ b 着 紐 
二週間 滯 在の 由。 

♦田 中を 作 巧彥根 高等 商業 學 
校敎授 、まる 化 ニ H 南 ホ ib 着 
紐 化 一日 巧け サイべ 9 ア义 巧に 
て歸 朝の 善。 


巧 欄ス ペシ か ル 


六月 號雜誌 到着 

講談 クラブ 六十 他 
キング 五十 化 
富 ± 五十 他 
朝 日 お 十 伽 


講談' 雜誌 

外を 時報 
實業之 = 本 


一二 十她 

五ち 一日 號 

お 巧 一日 號 


か 桐 兄弟 蘭會 


新入 お 
飮巧 家の 福音 

攻良 特製 雜ー 

巧發唐 中間 違な く _ 一 
上等の ものが お求ます 


桑 山 商 j 會 


東凉商 會^吿 



タ—ル ホー； J>J— W 

柬 京商會 I へ 

巧 お 目録 御^ 越 次第 
ます 

i 東京 商會 

臺 ち. 畫 FN . Y . C . 
ジ I Tra 寡 ar B 洁 8 



VOU も No. け 61 


巧 b でぷ贫 jKttt がを の tm で 巧 


SATUR 0 M ， JU 化 1 19 巧 





お 川 巧 除 事務所 

H. Segawa, Insurance Broker. 
303 F が 化 Avcl, 

Tel. Caledonia 4100 

巧 旧ち 事 巧す 弯肚 化育 ま 巧 

Uchida iVacung し 〇 •, inc. 

1 1 Park PI が e 
Tel. Barclay 1576 

島 貧る 株式 會巧 
dtiima Trading Co., Ltd. 

Te! 巧 hone Rector 1 が 4 

巧 ホ 食 化 赤 尾 巧を 
Akawo & Co リ Lt ん， 

295 Fifth Ave., 

TeS. Caledonia 9758 - 5 ? 

片倉製 絲が績 株を 會な 
K が akura & Co リ Ltd., 

200 Madison Avenue 

t 

j fC. M も im が 0 

Milcimoto Pearl, 

5 巧 Fifth Avenue 
Tc!. Vand が b 化 2 別 9 

大倉 組が ちま 巧 
Oku 化 & Co* • 

30 Church St., 

Tel. Co け landt 2292 - 93-94 

云 共 巧 ま會化 
代理店 
髙巧 巧き 
120 む 〇 3 か(化 N. Y. C. &し R 扣 br 7884 
Facto け； 化 10 3 抓） わ e., しし Citf 

巧 巧みを 巧 ホ會お 
ん lano Bussan し ompany 

Room 801-805 
1 6 5 Broadw 巧 
TeL CortUndt 8047 ぷ 052 

Go 洗 . o Corpora が on, 

Silk Importer*, 

40 拉 a が 84 化 S 化 eet 
Tel. Ashland 4987 -Sl 
Gosho Co^ Inc.t 
Cotton Exporters 

说 6 说 ver S し 
む！ BowHng Green 8 微 -06 

j 巧 巧が 巧 逆 味 巧を お 

! な 育 事 巧 巧 

1 South Manchuria R. R. Co., 
i Room 202 ら Canadian P&c お c Bldg'. 
! 342 Matiison Ave. 

TA Vand が b ミれ 4135 

H 井 物を がま 會ぉ 
化育 ま 巧 
Mitsui & Co., 

6 a Broadway, 

Tel. Bowling Greeo 7520 

巧 ま 會を揖 ザ 巧 巧 
な 育 巧 張 所 
Iwai & Co., Ltd. 

Wooiwo け h Building, 
TeL 円ね Roy 8 が 0 - 6 し 62 

s 塞 商事 採ま會 ii 
が 育ま 巧 i 
Mitsubishi Shoji K みみ a 

(Mitsubishi Co., 

1 20 Broadway 
Tel. Rector 2560-2564 

大お 朝日 ニ ま 京 朝日 
化 巧 ま 巧 

0 化 ka A 化 hi 
了 he New York 了 im が Annex 
Tel. Lackawanna 1000 

白 本 锦花巧 ホ會化 
おち ミ 店 

Japan じ 〇 け on iraudmg Co • ，し td., 
i 2 Parle A 。-，,’。； 

j T,L Lex 山が on 87 が 

日本を 糸 採 ま會な 
巧ち 支 巧 

NIPP 刖 X 川 n M 巧 ! 化_肌 
1 WO Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 

巧を 名を せ 

紐 育ち 巧 — - 

Hara 在 Co リ 
443 Fou け fa Ave 。 

Tel. Caledonia 7830-35 

日米 生糸 巧 ホ會社 
_ おちす 巧 一 

NIGHI-BEI KiiTO KiBUSlIlKI KAISHA 

(NICH ! ぶの KHTO CO" じ TD.) 

1 Park Avenue 
Te!. Aghland 624 も 47 - 48-49 

j 

一 —' 主、 窝谭日 与ち 京 日日 
が 木 H 郎 

0 化 Mainichi 
民 oom 3 日 6 A World B 山け ing 
Tel. Beekna&a 4259 



ハルピン ニ + 九日 骚 = 營巧 省の おぶ する 所 じ 化む ばを 憲は 
タ農 n シア お 領事館を おが 臨檢 したが 右は 箱の 地下室が 第 S ィ 
JV タ ーナシ 3 ナク 貸の がを 集を 所と U つて 居る 爲 めで 儉擧 され 
た 巧 十 人のぅ-^' 一 ニムは 输乂 であるが 奉天總 領事 クズ ネツフ 及び 
ル ピン 敝械 事メ リンコフ 等は 笛務 省な の 官邸 じを 禁中 じて、 
巧儉の化因：5巧巧が麻よらの內命じ巧し類玉が 一 おが共產黨己 
提携して お幽 にがお 递 動を 陰謀し つ i をる 文書を 巧收 する 爲め 
で わる ど 傅 へられて 居る。 一 

化や廿 九日 發 ^ ビンよ b 逢した' お^ 维信社 特電に 化れ 
ば 『今回の お 領事館 錢擊 は縣か 巧の 巧 かじ^ 鶴 玉 瞬が 勞農ロ 
シア ど 提携し 內 風を 陰謀した こどを 聞达 んだ爲 めで 政が はこれ 
じ 化 b 文書 S 確. 質なる 証 據を捏 らん どなし！ 叩 もので 滚タ國 をの 
前途 U 山々 しい 問題を 惹起ず る じ まる ぺく fh 務當 扇の 超る 巧 じ 
化的ば重お^:^る書類が早くも烧失されて居たこごは歷然である 
ど 支那 人侧 U 巧へ て 想を 0」 

ま京廿 九日 發 === - グ ビンよ b 達し わ 請 お 聞の 報道に 化れば 
まが 官 恵は 共産 黨の 陰謀を 理由と して 五 時 職に 一見を P シア 總領 
拳 淹を搜 索し レが、 时時じ 載み 卿の。 シア 橄事舘 も 臨檢を 巧け 
て义 曹を狎 化された 外" シア 領事 U 監禁 中 I なる もの i 如く， 支 
那官寇 はを 天總 烦事メ リンコフ U 對 し驗检 I は W シア 總 領事館を 
目的 ごせず 第-ニ ィンター ナシ ヨナ 八で あ hi 一 W 通吿 し、 東 モ鐵道 
の！！ シア A 副 城 拟ナグ キン 氏は 目下 支那^^ じ 對し强 硬に 抗議 中 
であるが、 日本 賴事館 筋から 達した 巧 報- . i 仏る ど 今闽の 率が は 
要ず る じ 遇 ま 数年し なら 焉滕を 惹起し つ* > をる 東 ま 数 道 問題 じ 
願し 义那 側が 鐵迪 支配 權を 闽收 すべき 前 かごを 得る 點が多 <、 
ロ 本當村 もこの 事 かには 一驚して 齋支國 f 义の 前途に 影響を しど 
3 S 巧して がるが、 がに 日本の 剌權 しを 按^ ばすべき お 響もぃ * . 
ので 日本を 時としては 單じ 事件の 肪 巧な!® じ 比つ て 居る。 

T }r ? • / 'If — I 

近く 大使 

まま 特電-日 發 = 政 麻は 六 巧 未 H む 一 
支條 約の な 正を 涉 じ 入る じ 先立 も 駐支 使を 大使に 昇格せ しむ 
ベ （非公式に かを を 見た と 云 はれて ゐ' 

平よ b 上がに 入るべし ご。 

ま 京 特電た 九日 發 = お 田 アジアな f 
巧 ふべ くサと H 巧 東京を お獲した が 約 f 
視 をの 上齡 京す ると。 

久し C 閒題視 された.. 一. 

東方 政治み 曾 訓令 

この 义 書の 遣 相を 探る が 目的 か 



滿期 ごなる 日 


- がみぶ 後 巧澤を 使は 化 

一は 钥 Ipi も 滿渊ホ 面 じ 
r 遇間ト 日 lb 滿洲 諸事 情 


ち那 のを 恵が 大膽じ も 一國の 一 
官般 を臨梭 したのは これで ご 一度 
He ある、 即も第 一圓は お 張 作 
霖 氏の U シア 大使 舘臨檢 、第二 
阿は 南を 政府の 上が 総領事館の 
手入れで わるが、 別項 東を 特電 
の乐 すが ホく 

疑 間 の 入、 源 玉 群が 早く 

も 日 シア 乂 b を 化んで おる どい 
ム巧 迫を 綜 をして 今 凹の 事 かち 
蓋しな かが 長で ある お、 をの 基 
面に いかなる 政 お 的巧畏 がを る 
かは 別 どして、 最巧 南京 か府お 
'問題 どした もの じ勞 農。 シアの 

『東方 化を み曾訓 々 J どい ふ怪 
一 义書拳 件が ある、 これな、 一昨 
I 年が 作を 氏が 巧 民 おの。 シ r 大 
- 化 館 お 域内に 於て 巡 得した 义普 


韻 玉祥に 勝算 覺 東な 

結局 U ロシアへ 巧び じ 命 か I 

n ホ 化 陰謀の 嫌疑て ロ シ了總 領事 舘を 檢擧 h - 
東京 特電 S 十一 日發 り‘ 南ぶ 政府 じ對 して 挑戰的 態度に 化で た^^ 玉 辭將軍 
は 果然が 力なる 味方の 寢 返りに 依りて 到底 勝算な き i の^ 如 ふ、 恐らく^ 

■ん ごし， 或は 漁 ニ S 利益を 得る 
か 一を 必ずを の じ 居る をは 斷 
言すべし、 玉祥 ほ中圃 人で、 

中國 を 救 ふこ ごのみ を 知 
ち、 窠 一二 國の 利用 t る 巧 どなち 
國家じ砸をのこ ゴよぅ^:^を並じ 
簾 ミ國の 援助を をけ 0 て 地盤の 
擴 充を冀 ふよぅた i は 巧し ぶな 
いご 信ずる、 耿 々たる この お- 
天 H じ 誓 ふべ し 化し 近 ホ 該催文 
の 整ぶ じよら をれ を 摘 じ 玉靖を 
通 露 者ご誕 すらの あるから、； 速 
かじ 乂官を 派遣 心て 徹底的と： 究 
明 せられん； を 誘 ふ』 ど あ L ;、 
最後に 『該义 書は 要人が 入に 示 
したら ので ある』； ご斷 つて おい 
た、 お 氏は 該义 書の 發 現じ 
て 甚だを 惑した ご 見 わる。 

該 文書が 

眞物 でがら かを かは を I 
の 疑 間を なて 觀 らいて むる を 
今回の 檢擧ら これが 眞 相を 整 
める ので あるまい かど なられ 
居る が、 をの 一節には な 下の 
(日本 じ挪 保め 多い 點も少 く 
い、 棚ち 曰く 『支那の 政局は 
ほ 晒 難、 紛糾の 時期 じぁを、 

國 はお 京に 對 してを 極 新條約 
商訂 中止を 願は や ご 離ら、 不 
の 中 じほ 巧 L て 置く がを の 信 
目的は すなは 七 支那を して 經 
及び 政治 上を 國の巧 縛を をけ し 
めん と する じある、 目下 

東亟 じ 居る 最強、 最 有^ 
なる 幽 あは 米と 日本で あ 
は大 なる 勢力が 無い が、 秘密 
査じ據 る じ 日本 S 條 約を 締結 
てゐ る、 この 協約が 立を、 佛 
日本の かを を援 け、 日本は 支 
じぁる 挪滅粗 ホの 守備を 擔ほ 
る、 巧國 はを のを 屬領じ 深き 
慮を 持つ 故に、 對支 政策は 靜 
R て. 獲を がつ の 態度を 化る、 

ホ 日 ホ 開戰の 場を、 吳國 U 必 
嚴お 中立 だ 取る。 双方の 勝負 
巧ら かにな つじ 時、 吳 國は自 
優秀なる 地位 じを る、 濁の 在 
地位は 欧洲 大戰 な 前と 間犠で 
み、 久しから ずして を 聯邦を 

强敵 どなる であら 
國の 貨物 消叟巿 煤は 甚だ 急な 
ものが ある、 ホ 人の 生活は 目 
窝 まちつ i みら、 をし 支那に 一 
巧 壌を 得るならば 則ち 諸問題 
直ち じ 解み する で わらぅ C 日 
もまた ホ £ 巧 威で ゐタ )。 旦つ 
一二 省を 割きて、 人口問題の 解 
を 計らん ごして ゐ る』 云々 ど 
巧され て 居る。 


勞働黨 が 頗る 優勢」 

絕對 多數を 制する かは 疑問 だ 和 

職 立 内閣 お 現の 可能性 濃厚 

ロンドン 五 巧 化 一日 發 = 昨 化 日を U て擧 巧され たィ V . ッ K 
の 總邀擧 は 現與黨 た ホる 保ず 黨の调 落が 則 待され て 居た の ご、 
ホ 常な 激戰 をを レで ホら ぅど 見ら わて 居 わが、 今朝 四時 ま ごじ 
判が したを 員 ホな 十五 人の ぅら 二百 十六 人の 黨派 別は 俄 銭 巧 働 
黨が 著し （躍進して 巧廿 人を 占めて 絕對 多數を 制し、 お 聖椒數 
三 r 白 凹 十万 四千な 十 ホ 票、 がず 黨は 僅か じと 十 - V 人で 一二な 川 巧 
五 千 二な 十五 票、 自由 黨は 十四 人で 巧ち 十二 巧 五 千 一二な'^.- 四 
票、 國は黨 ニ 一、 禁酒 黨一 なび 巧ず 派 無所旌 一人の 內譯 であ 一な。 


のかす もので をる、 この 出 所は 
明瞭では ない、' I 說 じょる ど 巧 
化 礎 斗 か 天渾方 曲で 手に入れた 
もので I ある ど。」 の 

文嘗 の一栅 にがて 媽玉祥 
氏と j | シァ どの 駒 係が 記載され 
てむ ||> ので、 をれ が 南京 じめ て 
おを をれ た 時は なお 氣 をが 濃厚 
であ つれ 時で あち かた'^ 內を 
がお^に 不利で もつ たから、 狼 

氏け I 中央 黨部 執監 を員會 、中央 
政を 會議 及び 閣巧 較府ホ お蔣か 
巧 巧 じあて、 辨明 i 書を 接した、 
をの^ 電 中には 『これは を （の 
垣 遣 Is で 帝 固まを をの 所爲 じあ 
ら ざが ば、 即 もまが を 己 ぼさん 
ごす _ る 者の 巧ち で、 支那 內斯を 
起う しめて 侵略の 陰謀を 遂 巧せ 


即ち 上記の 成績に 成れば 
保守 黨は 五十人を 失いた るに 反 
して 勞働黨 は 五十 I 二人の 新 勢力 
を增し 自由 黨 をの 他は 二 一人の 減 
少を 生じた 誤で 若し この 割を じ 
殘る 一二 百 九十 化 人の 新 化 蕩± を 
計算 すれぶ 勞慟黨 が絕對 タ數を 
制する じ 至るべき ことは 必 がで 
あるが、 上記の お 然した 選擧み 
跡は 勞働 黨じ對 して 比 鞍 的 じ 有 
巧で ある 產を 地方の 成績で ある 
から 今後の が鎮じ 巧ら て 保守 黨 
も 勢力を 盛 返ず じ まるべく 中原 
の庞 おしてが 守、 勞 働兩黨 いづ 
れの 手じ歸 すべき かは を 易 じ 

豫 測を 許さず、 いづれ の 
黨が タ數を 制ず る じしても をの 
勢力の 差違は 隨 めて 僅少な 飽圍 
じ 化るべし とは 現 巧の 豫威 であ 
り、 從て假 b じ 勞働黨 が 新巧閣 
を 組織す る じしても 自お 黨ィ」 聯 
立せ やん ば 到底 溝會を 動かす こ 
ごは お ホまい ど 見られ、 保が 黨 
が 僅か じ 勝を 制しても 今 H まで 
が 然した 現 隅 賃の當 選者は ナャ 
ンバ S レンを の 辛勝を をむ 丸ん 
じて 四 入の 大度は 旣じ 落選して 
居る ので あるから、 新 内閣の 紐 
織 じ も 困難 ぃょる 事情 澄 生す ベ 
ボ ー 八 ドウ キンを 相を 始め 勞働 
黨 のマク ドナ グド 氏、 自由 黨總 
戴 ロキド ジヨ！ デ 巧 等 

政界 大立 物の 

選擧 成績は 

ホ だが 然しない が 

勞働黨 じど 6 て 最も お >む の 出 
巧 事を されて 居る のは 共 產黨員 
どして 從ホ活 醒し社 會ホ義 派の 
結 あを 亂 しつ i あらし サク ラト 
ゲ アラが 勞働 薰の爲 めじ 
落選 目を 見た 毒を 

つて チャンバ 1 レン 巧が 四十 一二 
黑の 差で 僅かに 隙を ちめ た 外、 
現內務 大臣 ヒッグズ 氏が 化み 總 
選擧で 一巧 ニ 千 漂の タ數が 六 千 
黑 じが 少した るが 如き 現 內閱じ 
凿卞 る. 个人氣 を 立証す る もので 
之 じ 反 L 勞働 黨じ對 する 投票 數 
の增 化は 從 ホの 記 錄を一 織す る 
もの ど 見られて 居る、 更 らに異 
彩を 肢 つたのは アメリカ 生れの 
婦人 化 諮 ± の 第一人者 ごして 巧 
働し つ i あつた 保守 黨のア スタ 
— 子爵 夫人が 先が 總選擧 で 博し 
た 五千黑 のぞ 数を ニな 十. 一票 じ 
殺 じられ て 辛くも 當 選した こど 
等で を もが、 選擧の 

® ハ はなん ご 云 つても フ 
I 選 擧ど云 はれる 程じ增 


『妾 a 誰に 投 祟し じらい 又で し 
やぅ』 ど 尋ねる をが 出て が-一 r ご 
話題を 生んで 居る、 いづれ-^ し 
て 《 ン ドン ホ內 じがを 選擧 なを 
は勞働 驚か 頗る 好 人 氣お谋 つ 
つ あらのは 爭 へない 事實 で*: る 


遺靈 到着 

無事 南を 心 

東京 特電 I 二十日 發 H なな！^ 仙 
の 遺 靈を乘 せた 南京 特別 列が は 
巧一發 5 禮袍啟 々たる 中 じみ. 八 
H 浦 ロ じ 無事 到着、 嚴 重な 处療 
の 下じ齒 薄は 首府に 入を 中心 欧 
府の大 ホ ー 火に を 置され じ。 

ま 京 特電 甘 八日 潑 H 渡ま^の 
犬養毅 巧ぶ び 頌山滿 翁 氏 等^ 張 
群、 h お市 長ぶ 化 接待 委員 
间乘し特別剧車で上海かち^^京 

じ お つじり' 


本 お 東を 


金解禁 


ぉ京廿 八日 發 U 故な 义 氏の 遺 
骸は 日曜日 特別 別 苹で化 京を 發 
し危隙 U 中ち の 通過 も 滞らな く 
本 H 當 地に 到眷 、孩 巧の 宮 民に 
化 b て出迎 へられ 一 砲 お-」 移乗 
の 上 南京 巿齒民 黨ホ部 じを 最さ 
れ 、ホる ± 曜日の ぶ 月 一 H をな 
てを 靈 をを 巧 ふ尝で わる。 

上お廿 八日 發 M をぶ 政府は 當 
地 じ 巧る 一切の 巧 巧 W じ 掛しホ 
る 六 巧 二日 迄 歌舞 音 化の 停止を 
命 かした が、 劇逛 主は この 命 か 
じ 服從せ 中篇め r 譬を隊 出動し 
て數 箇所は 強制 巧に 巧 鎖せ しめ 
たる も 興 村 ま 及け】 般觀 をが 承 
知せ ず、 遂に 歌 無音 曲の 停 化み 
は 不意 じな つた。 

賠償 案辭ホ 

支拂期 五十八 年 

パリ 11 二十日 發 り^ 久しい 間の 
懸案で ぁつた 職 合 21 | ど ド キブの 
赔 償を ま挪曾 議はャ ーング 委員長 
の調訂 奏功し ド 寸ッは 巧 ふ 五十 
八 年に 直 b 年額ず 均^ 億 弗 宛を 
0 て巧濟 する ここ じなら を 委員 
はこれ をを 府 にお 吿し 批准を 仰 
つた 上で 直 もじ 窝巧 する こご i 
なら、 ド— ズ案か 支挪ら 本年 化 
巧 1 H を 0 て巧坊 b 同日 ょら 巧 
年 一二 巧册 一 H じ 卓る 支拂 一億と 
千ぶ 百 巧 兜を 窮 一年 目に 勘 {庞す 
るこご{なつた、 夫体じがて向 
ム化六 年に 直る 宠佛 0 を ドキッ 
の 負 擔は 非常 じ經 がする こご t 
なつて 居る。 一 


ll ' I を (禁 無巧轉 氧；！ 


憂 建が 


高 橋 巧！！^ 委 讓の延 燕を お 張 


に對 して 『をが 禁 パ 嫩理の い狀 
狀 態では 到底 お來 ごご 退 答した 
高 橋是淸 巧は 『一般 國 ほが 氣カ 
を當 じして ゐて はみ 解禁は 無理で 


C1 日】 一二よ 臘视 化 勘タ 誇- 
態の ドに 賞わず る， 然し 今爲 
が、 田 中 曾 相の 訪 間を 受け 
的じ截 策を 講 せで 政が だか. 

をる、 兩稅 委譲 も 財政 狀 態の 毒 じなる まで 延期すな がょ い』 
進言した、 尙 ほお 巧 家 連は 厳 祈の 聲明 じ對 して 『二 ±藏 相の ホ_ 
解禁 聲 明は 神經衰 疆甚 しき 投^ 巿漠 へは 役に立た.^ か菩 等まで 
をを 安必 させる もので ない』- 云つ てゐ る。 

巧務 省の^ 制す 决 

〔五 巧 甘 九日】 樞府本 會議节 巧務省 官制を 巧 か， たが 官制は 
ち 巧 一日 發 表され 同時にが 務丰 での 親 ほ 巧が あるを で 小が 欣一 
戾は 恐らくが 務が宮 たるを をぶ k せんご 云は る。 


ラ 


加した 婦人を 權 者の 巧 動で ある 
が、 お 石 じ 女らし < 選擧 投票 燒 
じ 巧 つても 間 誤つ < 者が あつた 
6、 中には 立 會の蠻 をじ對 して 


日銀 株 も 拂下か 

( - 日】 宮內 省は 日銀 棟を も拂 
ひ 下げん と 一二 ホ 信 巧 じを 渉 中 

自由 お 漁 者 放 巧 

〔五 巧 化-日】 旣 報の 如 （水産 
組を の 旨 も 出漁に 對！ 外務省 
ではが 誰せ 3 方 かで ある、 同 
組を では 目下 自由化 漁 じ關し 
一考 中で ある。 

安を 策 明示 要求 

〔五 巧 化-日】 經 濟職盟 では 幽 
琢磨 巧、 ホ 上 準 之 助を、 鄕誠 
之 助 巧 等を 巧 渉を 員 ごし S エ 
鑽 相に 貼が まを 策 明示を 追な 

應民銀 巧を 請願 

【五 巧 化 一日】 東京 實業 組を 嘛 
合會は 中小 巧 H 業者の 金融の 
ためじ 庶民 銀 巧 設立 されん I 
を 极府じ 申出で ると。 

豊 橋火藥 庵爆發 

〔五 巧 化-日】 豊橋 工兵 大が A 


藥 庫は ホ 八 H 午前 お 時 四十 か 
爆 發し巧 柄 煙幕 早出 中の 管 お 
曹長、 か 藤 軍曹、 族 井 上等兵 
即 巧し 其 化 五名 重 験した 0 - 

小賣露 人が 薇减 

【五 巧 化-日】 東 馬脚 エ會議 所 
の 調查じ 化れば 東が 巿 の小賣 
巧は 大正 十一 年に一^ 九 禪五万 
五 千 四な 十二 じ 達-がて ゐ たも 
のが 昭か 一一 一年 じは 万千 巧な 
I 四十 ニ ごな b 年々 タ 均モづ t 
め减 ホに なつて ゐ’が 家具、 
郁、 を斯 及び 電氣 、巧理 、書 
籍店 等は お 加して わる。 

礫 太 山火事 颊々 

ち 巧 化-日 一 權太惠 が 化 田で 
h 見され た燒巧 ホは 岩 十 お 上 
軍輕 傷者 ニな 3 上 じちび 西留 
す 加で も 二十 七名烧 巧の 傅が 
ホる.、 巧 ほ 敷を 町 も 於 勢 慕 I 
.ぶ 未 曾を の乂山 W 辜 どなつ 


■レ-こ F こ-- -- y 


大紐育 

I 九 ニ 九 年 版 Y 近く 發巧 

本社が 整に 編 裳を 巧いた しました 『大 化を」 は、 幸 ひに して 
化 湖の 湧く がかき 巧 評を 巧し、 を じを 部一挪 巧ら や資 切れ ごな 
> ました、 化て 本社は 萬 一版の 巧な をを 巧 新た じし、 頁数を も 
巧 加した モ 化な サ化年 版を 新に おけす る こご： ならました、 正 一 
碰 じして 且つ おらし い 統計 ど事實 をを 礎 じして、 刻々 變 化する 一 
巧が 『大組 育 J の眞 巧を 巧 ふるに 遺 域な きこ VJ を 巧して 居 > ま I 
す •尙ほ 定價は 

豫約 ホを 者に 限りて 

特 傾と 十五 仙 

發巧 後の 御 購買には 

を 價金一 弗' 

ご 致しました、 速 かじ 豫約御 申 & みを ホ 望いた します。 

ホ さ B 紐 育 新報 社 


〔五 巧廿 九日】. 樓太 じて 山火事 
二十 ヶ 巧な 上に 及び 燒 巧を も 

あると ロ 

宮巧省 持 株拂下 

【五 巧廿 九日】 擲船妍 株け 方 巧 
を宮巧 巧から S 塞 商事へ 拂ひ 
下げる 善。 

■外 國中學 ご連絡 

【五月 廿 九日】 文部省は 外剧の 
中等 學 校を 卒莱 せる 日本 靑年 
じ對し 專巧學 校へ 人學 許可を 
み定 しれ。 

勸銀 コ| ル 貸 お 

〔直 巧 甘 九日〕 勸莱銀 巧け 傅統 

.を 破ら 過剩 資金を nl ^ で 貸 
おず ご 0 


隨華 


世が 樣 々の 

西 村義雄 

が 育で 一人のを 別贿 なの 男が 
ベッドの 上で 死んで ゐ たと 朝 巧 
々短ク く 書して ある、 ス八ト 夕 
巧 新聞に 華 府で氣 嫌よう ユレゾ 
— ターで 自室へ 房つ た 男が 稱ま 
で 巧んで ゐるど 報道した、 二人 
ごも 株 まか 買 人、 また 前は 若 盛 
ちの 男が 攘所 もを らうに 宫も女 
神 澄の 馨 火を 持つ 腕から 飛を ち 
て 死んで 始 おつた、 失業 9 おち 
ど ある、 S 面から 一面へ をる ご 
二十 億 巧の 大所 帶ご なつた ァグ 
鐵道 社長の こど や S 億 弗の 太 西 
ル 的を 儲けを した メ。 ンぶの 事 
聯隊 じ 護衛 さして 墨 部を 引 f げ 
た マ n 1 巧の 大名行列、 よ 一 •ど 
じ 世は 援 々だと 云へ ば 夫れ で 
ぁるが、 大を持 ど 自殺 ミい‘ 一 畅 
凄い 自個 破產 きごの 間 闲か相 菊 
的な 關 深は''® まい か？. .r 

失業は 何な の失棠 か、 貪 社の 
事 ぉ縮み、 能率， を理 化、 エ湯 
併を、 新發明 機械 等々 いろ 
ぁる、 會 社は 何な 薑の やう じぶ 
らト 去い か、 客観的 條 件の 變 化、 一一 
不治 的失柴 のをす 騰買カ 减少、 
商品 製造 費 切 詰、 を 離 穿 本の 巧 
躍 業、 又を 觀條 件は 柯な變 る、 
ホ 資本家は 千 九な ホ 一年 頃 巧 詰 

たがが か 投資で 愁眉を 開いて 

たがな 資 地が 疲 興し エ袭が 起 
つた i め ホ 固に 影響す る 勢 方を 
成しな、 同時は ネ ズミ算 の巧資 
本 も 海外 じ 可成ら 飽かし 内には 
おはしい 新 企業 もな しち 一の 賴 
みの 建築 產業も 建て 倒れの 沪フ 
ィが 見へ 食料品、 小間物、 賣藥 
裝艺 かされ 所へ も おの 居 人が 手 
をのぶ す、 尚 ほ 一番を 全な 國巧 
投資は 株 ま、 轉ん でら 金融資本 
は ダ 八 マの かしだ、 ソ コ に大な 
引が をる、 お々 資本を ホめ る、 

一 かでの 大銀 巧で らか斷 U らや 
弱い 奴 だ ミ 大金 儲けの 眞晝を 補 
を 巧 就 飛ばされる 恐れが わる、 
銀行の 大 併を、 貸本の 絕大 集中 
义 一ぶ じは 巧 年五モ 個の 小 銀 巧 
の 彼 產がホ 國製フ "スぺ ブナ ー 
のンッ テグの 中 じ 起る、 大级巧 
は 巧 まの 蚁戰 者の お蔭に 太る。 

仲買ん の 自殺の 襄 じは 死ぬ よ 

も 9 らい 生 だ 者 もた 势貧 化し 
てなる、 浴室、 ベッド、 自由の 
女神 ご 巧ぬ 傷 巧は 違う が ホ國を 
本 帝 國ま義 の 巧 詰 6 ごい ふ 一つ 
の 理由を I 二人とも 5 つ、 云は ぐ 
他人で ない 共通 理由の 巧で ある 


ク 

ゐ 


と 十 年 前 じ マー クス 爺は トラ 
スト どい ム黃 をの 化物が 横 巧す 
るゾ 3 ご 云っ て、 大學が 巧 速に 
笑 はれ だ、 シ カン 化物は 出た、 
五十 年後 トラストが 初めて 出た 
爺み 豫 言は 的中 しれ. (な 言 ご 云 
う 言葉は 通俗の 唯 必的豫 言 じ 使 
うが 爺のは を じよ b 化 表さる i 
巧 品 世界を 辨 別し 裕 物的に 韶明 
し 總か統 I したち ので 實じ豫 言 
ご 云 ふ 資格がない、 若し 讀 をが 
、，ド ソン 河の 河 上に ホ も 化 水は 
海 じ 入る ゾョ £豫 言す るなら、 

ィ 、笑 ひ 者 じ；；？ るで あらう か 
<) 又が 菩 資本から 集 稽 資本、 
集積が 數 集って 隻中 資本へ 急 じ 
進 わ ど 云っ たがを 持 ビーキ の お 
授連 躍起 じな 6 資本は 集中 I な 
い 3 ? を-- を 敗し っ、 ある、 大 
衆が 貧 化して はゐ ない ご フォー 
ドの 古手の 五十 弗內 かの 巧 有 者 
を 持 出し 骚 ぐ。 

巧し 貧棒 化は 掘 達の 問題で な 
い 否 自殺 化が 問題 だ、 ドー ダ 俺 
達の 國の乃 木 大將が 自殺した 時 
笑って （れた 自殺 嫌のを 敎 固の 
米 函人が お巧每 B 無數じ 自殺を 
初め だした、 神罰を 被 むら わと 
は 不お議 だ、 巧 踐のォ 腹で あら 
う、 金融資本の ォリ エン テ ー シ 
' 3 ンの結 お 物 ごして 必 おじ 起る 
國 巧的大 集中の 犧牲 者で ぁる、 
認識のを b な 6 唯、 む 的 巧 媛師實 
業 家は 運と 云 ふで あらう、 (浴室 
の 相 菊師も 確かに ゥン ど 云って 
巧んだ じ 相違ない) 運では ない 
弗の 集中 S 巧を 伍は 庚 単が レ！ 
グの 上を 走る 如く 事實 である、 
資本 大系の 集中よ b 廿億 おの 社 
長さん、 どころ が 今じゥ ォーグ 
街に 四 五十 億の 大銀巧 社長さん 
が 現れを で ゎらう が、 其 相對化 
ム ジュンの 中から 寢臺 、溢 寒、 
女神 像の 自殺を が 准 融資 本を 中 
じは さんで 社長さん と 手を つな 
いで ゐる 事が 辫明 する。 

商な ど 資本 ごは レシ プ n 力が 
なを 互的對 照に 立っ てゐ る、 賓 
本 深の おみ 貸 附はソ n に 商品を 
激 成し、 新 資本が 超ら 輸入 資本 
排擊 ごな b ホ國の 商品の 輸 おを 
縮め 是等 事象の 結 あ 物 どして を 
業が 起る。 

源 因は 結 おごを 互 的 じ 連鎖し 
でゐ ご、 斯 （私達の 視野を 展開 
一した 上で 本題 じ 房る、 邸ち 化は 
議 々と 大 束じヶ 9 をつ けないで 
其犧 々な ものを 辨別 しを々 の 事 
がが 發生 する 過程を 歷を的 じを 
觀條件 的じ賊 測し 巧 じ 世の中が 
刻々 變 化して ゐる 過程と 對 照し 
てち へを 進める ど 前 じる った や 
うじ 化は 樣 々てを < 異 っじち 億 
長者の 大名 巧 則 ご 自由 像の 投身 
VJ の 間じ述 鎖が 現れる、 ま 物 同 
根 <假> じ 名付け やう。 

唯む 思索 じよる ご 尋ね &目當 
がない、 故 じ ゥン じな b 神 揉の 
お あな じなる、 假 b じ タ數醫 姉 
が 化 流儀で 恵 者を 彰察 されたら 
病游が 五里霧中 じな b 危隐 至極 
だが 飽 （をら 唯 物 お 巧 的 じ 臨 巧 
研究を T 寧 じ やらを 苗の 現 あを 
を 類し 統一し 體 中の 奥に 秘わ源 
因を 握む ので 初み て處 ホが 完を 
じ お ホる、 昔は あ 索 ホ 法を 巧識 
する だけの 條 伸が 缺 けて むた の 
で 势ひ惟 量 じなら 唯、 むじな b 傷 
I をの 總 捲らと なった。 
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八丈島、 大 島を 經て ！ 

聖上 關 西へ 御發航 

晴れの 巧 幸に 化 喜した 島の 人々 

巧 京 特電 五月 I こ 十日 巧 n 風雨 数し い 八 丈 商 沖に 御假泊 遊は さ 
れた 天皇陛下には 一二 十 H が豆大 島に 御哲 遊ぶ された： &同 巧と 時 
を W て 和歌 山縣へ 向け あ联 お遊ばされた、 而 して 皇后陛下 じは 
聖 止 御す 化 中染山 御用邸 じ 抑 滞が おば さるべく 二十 九 U 巧留じ 
つき 前 = 皇太后 陛下を お 訪問の 上 細 族が を 述べさせられた、 が 
は 同 御用邸 じて デフ ブ プアの 爲め御 療養中で あつむ 澄 宮殿 下に 
は 御 芽出度 御垂快 おばされ 二十 八 H 御 綺還相 成つ む、 尙ほ 一木 
宮 かは 風邪の ため 藥 上を 化 巧 幸じ厦 化しな かつた。 


聖 の 巧 幸を 仰いだ 八 ホ 
島では 御上 陸地の 八 革 根 港と 神 
渚じ述 やる 御 道筋の 一 M 余の 三 一 
間キ 近路 じ四ヶ 所の 撫の 乂ァー 
チを 設け、 一二 化が の 小學校 じは 
を 島 五ヶが の 小學校 党を のが 趙 
品を、 大な鄉 村 じは 化 巧 じほ こ 
るで ラン ザ コ1 フ n ビヤ D を號 

をは じめ 數 頭の 乳牛を 蝶 巧、 ょ 
た 御立帘 もの 御豫 おの 練乳 巧 化 
不動の 滿 、おを 飛 巧 場 U でも 奉 
迎の 準備が 出 ホて 居る が、 ま廳 
では 特産の 黄八丈の 織物、 練乳 
バタ、 かつを 節 等 じ 鳥の 為巧帖 
を 添へ て 

献上 する こご/' なつて 居 
る、 大 島で ら岡樣 、二で ニ 千を 
の 島は は 諸般の 準備を 急いで 居 

、御 登山め そばされ る 一一 一原 噴 
化 山み 上ド兩 山道は、 兩侧 じあ 
る 島 時が の 『あした ぱ』 をの 化 


の 植物 じ學 あ、 假名を 書い ね 化 
を揭げ 、おヶ 所-し 巧 展鹽臺 をし 
つらへ、 御 途中の かの 中では 島 
の 娘 達のぅ ちから、 类载 の者數 
名を えらび、 大島 節を 歌は せ、 
巧を の 奥から 御聽 きじ いれる、 
ょた 汲が 港では、 上級の ル學女 
生徒 一 十 名を 

灌 がし 『大島 節 ダンス 
を 御 藍に いれるな ど、 島の 精 趣 
をを へて 御旅 情を 御 なぐさめ 申 
上ろ、 この 他で 廳を 中む じ 岡 田 
村、 波 巧 港の S ヶ 所へ つげ、 桑 
の 加工な、 つぶき 油、 バタ、 石 
化萊の ー特を 品、 時化 巧-」 した ニ 
十 補の 縣 物、 一益 お (抗乂 石) 等、 
他 じを 小學を 養の 放績 品を 陳 
巧す る、： なほ ミ廳 では コケ 類を 
まじ 四 + 釉 化め やらし い 植物 襟 
本を 作が、 島の 特を品 どみ じ献 
上す る-ごじ なつて 居る 0 


橫淺を 凌ぐ 

生糸 取引 

當地お 來鳥增 加 

ニユ 13 — クの ナシ！ H ナ八化 

糸 化 引 所は、 昨年 化 パ 餅 ホ W 巧 
巧ら をの 吸 集 じ 努めを 铁 改正の 
眼目 も か 何に せげ 取引 數 をを 增 
す こどが 出 ホろ かごい ふじ あつ 
て、 厳 化を の 化 引 救 凰を 橫滋、 
神タ 。み じ十傻 どん、 ホ數 料を 
'ニ剌 引に しむ のらを のじめ であ 
- る、 をの 結 お 四ち 向所に わける 
取引 窩は 一巧と で S か 八十 優 ど 
i の 

記錄 を 作 b 遙 かじ おおを 
が （じ まつた 九 巧の 降兩 が 場の 
取引 鳥を 對照 ずれば ホの 如し。 
〔單位 依、 右は 横 お、 左は ニュ 
ョ ー ク〕 

昭か 一： 一 年 化 巧 ニ 化、 四 00 
六、 九 四 五 
十 月 I ニと、 四 五 四 
一二、 0 五 五 
一巧 一と 四 

一一、 と 脚 五 

H ハ、 k 1 四 
六、 ホ 五 0 
昭か 四 年 一 パ ニニ、 化 四 五 
ニニ、 一八 0 

一二、 六 全 ハ 
1 G 、 四 ニ 五 
ニ、 九 ニ 一 
一': 孟五 

ちご 宝 ニ 

~ よ、 ご 一八 0 

即も 本年 じ 乂ゥ横 裕化引 所どナ 
シ 3 ナ 化 引 _ 所 どの 化引數 巧は 
だん-^ 巧 巧して ホて はおる が 
巧 渚の ホが 巧 じ 上 化'」 あつた、 
なる じ 四月に 入る ご问 時にはる 


I かじ 橫 をを がいて 居る、 橫濱取 
引 巧の 取引 おは 生糸の 巿惜が あ 
ホ 比較的 安定し、 相場 じ 妙味が 
少< なつ K ことじ ある ごもい は 
れて 居る か從來 

橫濱 で 巧つ て 居た 外圃が 
人が ニユ ー ョ ー ク巿據 を 利用す 
る 機 禽が义 ♦つたこ ど r も ホ 
ゎ、 これが 里 時に ニュ ー ョ—ク 
のか 引 鳥を お 加せ しめむ 原闲に 
もな つて 朽る兩 巿の關 係が、 今 
後で. ぅ 展賴す 4 かは 興陳 ある も 
の ごして を 目され t 居る、 尙ほ 
ホる とちの 總 巧を 前 じして 現じ 
ナショナ^ 化 引 所長で わ 么ジヤ 
—リ 巧は 巧 巧を 赃絕 して 居る。 


ニ 


一二 


四 


巧 


ニ 月 




月 


月 


賓易ご 日銀 金利 

ま 京 特電 I 二十-日 發 U 冗 巧 下 
巧の 貿易は 輸出 六 モ五杆 ニ 万化 
千 W 、 輸人六 千 九な 化 五 巧 八す 
川 じて 差 引 入超は 四が 化 一： 巧 九 
千 川で わる、 巧 ほ： n 銀帳沉 とを 
おはを 巧 高 十二 億 化 千が 巧 W 、 
制限 外 一倍よ なで m 、 貸 ホ 髙お 
お ニ 千 阳が巧 叫で をが は 楽 H 物 
が 一踐あ 毛から 一 錢一旌 、絲緩 
ずがは-猿. 五ち ょら 一 凝 ニが で 
ある 0 


絹 細の 巧價 軟弱 

放が 務霄記 官報 吿 
〔お：：： 二十 五 U が〕 = 絹織物の 
が况は 天が 稱が化 氣陳じ 速れ、 
が談 巧々 あれで ホ だ 一般 じは 活 
潑い fw ホ、 の； 一を 化 煤は 不錢じ 
て紹 細は が 常ん がわ b しト： ぶが 
を じて 軟 がごむ bs 十 S 师 半を 
昭 へ、 阿 巧 中の が 育輸乂 島は 網 
ニ甫 五十 巧 ホが 五十 ャ— ド、 紐 
灿リ 本な 八十 ニ 巧 八 千 八. む、 支 
那 十五 方 八 千 六な ヤ ー ドで わる 
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# 法 巧を あ 巧で 巧な を 
のを ± 猫杳せ ホは へに 
グ 製め タ劳 はせ^ 與常 
メごお y で 巧もメ をは 
ャ 草と メか留 質 ャきロ 
キ煙展 K 軟 製品 キ袍を 
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耳鼻 晒醇 

鼻 形 整調、 顔の 疵除ま 
等 無 滿ぉ療 

每 y 午前 エ時 — 一時 
午を 五 時— よ 時 
日曜 午前 ご 時 11 時 

廿己年の經驗ぁち 
= 治療 化普迪 N 


化 お 品卸賛 

五味 商 

W E . 171 h ぎ N . y . c . ぎ8 ま ii 羣 I a 


日本語 敎授 楼義次 

INT 芸是 ゴ呈戸 是 1|ち 
爸 0 Riversitle 呈 V で flew Ifork 暑. 


診察 


午前 十 時— 一時 
( 午後 凹 時— 八 時 
し wtoiH 鴨 午前 十 時— 正午 
化 J 巧 •急性 蛟巧巧 女 疾患、 ほ 
府 病、 化 液捡査 
タ 年の 經驗 をを し H 本 
人 じは 特に 親が じ 治 媛 
す 

健康 渗斷こ ホ 


A 




D 側邮 


ク I 八 


ゼ火 


♦書穩 ♦雜誌 ♦新聞 
縱費 室を 閣 

執務 やが 九 時よ b 午を 五 時を 

雜脊 日本人 會 
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00 と 0 
00 と- 
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おき 米輕迅 j - 
H 本人へ^ 英 一' 
語 敎巧じ 
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ン李 五"| 

每 H 锁 九^ 
らが九 時^ 柯 
時 にても 知 
n 一耀 目は 
i も 四瞄酱 
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チ— クグ 


紐 if 
育：！ I ! 
案 
內 


A 述譯 ◊誠杳 ◊巧が 
◊貫愤 ◊其 化 何でも 
御 懇切に 御 取扱 致し 
i ず 0 

<4 なは シカゴ 大學を 
ホを し 在米 おじ 廿五 
年 聊か ホ 國の帛 情 じ 
通 中 るら のご售 じが 


東 r " 

'曲 I 難 

書^^ 

房 |刖 
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が 育 商事 研究 巧 

減 群 と杉純雄 


A 米國 じて お 巧せ る 
i 新舊の 書籍と お 哉は 
_ ，则 注文み お 敏速 じ 御 
厢け 致します。 

▲を 脚な 文に 對 して 
け定 巧よ b 削 引して 
差 上げ ま to 
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鑑船 鞠用津 
船 其 食 巧 お 一 
和洋を 雜貧 販賣 
输 岀乂稅 關手續 
諸 荷物 運搬 取扱； 

遠 藤 小で 商 曾 




S 9 
W が 
— ^4 

-J 1 D 2 n 

H 化 喘 

ぶ W 巧ぶ 

pif 


槐關 事務 

をが を地幷 じを 版が 
の 輸お入 ホ 法 じ骗ィ 
ずる 一 切の 御 諮問に 
應じ锁 道 漁船 貨物 運 
賃を 3 帆お稅 關手績 
書 等 化 星す。 重要 都 
ボ じの 狸 店を おし 誠 
實歡施 御用 かじ 應ず 

巧輸 取扱 


稅關 事務 取 撰 

Mi 臺 L 堅活护 を. 

R 夏 m 78 巧 ニす 旨 d ま产 C 是 
を. ぎ 宝 ling - Ga ま n 謹 4,5- わ 
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洋服 調進 

クタ； ニン グ 、ダィ 

ィング、 修犧 等】 巧 

ミカド 洋服 巧 

化 本が 
常 話 ライン ランダ 1 
み 八 H 0 


第五 衔よ HO 

へ クシ ヤ| 

ビグ ゲング 內 

小 池 寫眞舘 

電話 サ—ク 八 

四 四 0 六 


を 五十 ST 目 

ニニ-一 

か 藤 
洋服 巧 

笔 Si 、ニー 
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紐 育生 命 保 險會お 


養 

を 


兰 木を ま 

保 險 


203 バ OI - k - L , み alnwcranoeco 
510 fatnberw 终 ： zowworiccity.- 
Pho 田 巧 Worth 援 8 

會かノ 方 ニ 御 掛か ノが ク必 V - 一 
狗 自をノ あぶ ピを話 巧な チ 申 
抑々* 茜 辛 ド サイ 


かおち を理 おの 曲 ホ 

日本人 1円 年會 

三- 9 害 苗. TCI . 曰ち kson 12 を 


齒巧醫 木 下义市 

苦 巧ち. ご 1th si . 

ぎ 穿 i さ ニ 巧 7 




SUN HANG FA 民 

21 化 ? 化む e. 8 お .128 化 &12 加リ 5. 

Tel. 枯 〇即说 郎 {郎が 

ク± 希 巧薛替 云 T で お麗腕 
す マ、 上 卒し じへ 目 第 理替前 本 なに 
，ィ 目 ま 蒙て はばのと をのを 樓 轨 
、巧す々 居 巧 直 ナ巧差 嗜渾巧 ^ 
春は。 御 まるぐ ャの上 好つ 理イ 
糖證 ホす 程日プ なげにて X よ 占 
が 頭 巧。 巧 本 スニま 適 日歐イ 
を、 の 評人ィ 十す す本廉 W 
'> シ程 を 諸と 六の る 人が 




TAIYO 

1 が West 巧 化が . 
Tel. Trafaig が邮が 


巧 YO KWAN 

41 E. 19 比み . 

わ i. B'w 巧 在 4 化む e. 
Tel. W が 叫 tiin 87 が 



巧 六 巧 
ご 目 了 四十 四 
商 百 T お 十四 


Wing Hing 

お郎目 'w 巧， N.Y. Oity 
Tei, University 巧が 


City Hall Tea Garden 

王 70 Nassau S む Ci ミ y 
N だ t to the TV&une Bldig 
Loo Ljn Manager 


IKUINE 

Ho わ！ 在 Re が aura 打 t 
3 巧 W. 88 化が . わ w York 
Te しむ hu か ! ■ 巧 22 
Cable Address IKUINE 


DARUMA 

巧 レ かい 化 
Te!. 8 巧 snt お 巧 


C 曰 Hege In 打 
310H 巧 adway 
BeU23fd & 124 比 S わ . 
Te し 巧 日 rni 邮 si お 74 巧 


ザ 白 料 ま 

II mm 

i が /^ 

苗雅 

巧 


! 曰 
ブ曜 

4 夜 

若 ± 

檐曜 

をに 

おは 

へ か 
がユ 


护日豆 煎 
弓 本 

ま 食 腐 餅 
ぎ 夏 家 料 

责 童 P 品 油 卸 
がー ,J ： 

P 切場賣 


KIN が 0 & 巧 T SHOP 

IMPORTE 反 OF 

G0LDF 巧 H 色 BIRDS 
〇 


動 其 力を 
物^ ナ種 

一息 リ金 
切 ‘ 類 ャ~ 魚 




35 E"t 2 削 おけ et 
Tel. Lexington 5727 



oM'^aJCo, 


340 W. 58 比 St. 

Telephone; 
Columbut 8882 


(赠日 •水） 司壽ゎ 


KATA 6 IRI BRO^S 

224 に 59 化 St* 
New York CUy 

Tel. Wickersham 9344 
9345 9346 9347 


T お Tok]f 〇 Go. 

1 が W. 65 化 化 
Nw む rk City 
TeL Trifil が r な 59 


UUWAYAM/i 郎 , 

114 に 59 曲 St 
New York CUy 

Phone. ぉが d 觀 


Japan 

Provision Co. 

巧 0 W . 扣化化 
Td Endic 州 97 の 


LOTUS ROYAL 

別 OPSliEY 化な MIBMT 
12- け W.1 け 巧 な . 

巧し Univ が siijf 5448 


庵 桂 ホ 曰 


Kawasoye Hotel 
1 巧 W は t け 3rd 化 eel 
Te しむ 化 edral 巧 1 日 


御 

旅 

館 


河 


添 



巧ち ぉ お *' 


ず埋 

爹 

燒 

44 W. 46 出 St. 

le!. U 巧 acre 6411 


ヌ テム ヒ •一 ト 
ブ ト ブ タ 


邦 クラ’ 7 自 -SMh 

芸ジ nds St. す Qok 軍 N. Y. 

TeK Triangle W5 


A 淸巧 、親切、 お樂肚 ニ 巧 ► 

勢 州 館. 

伊 旁 事佐义 間を 作 

225 E . 男を street 

ジ一 ■す 巧 ni な 萬 


住 旧旅鑛 

館 まな 困ネ七 
2 畳で S ニ 害 sir をぎ 田ち 養 普 ニぎ 


一力 旅館な め 

一 帝 國旅黯 館 I 

■ 1 食 W , 萬 す S 二 ew York 
Tei •ぎ s ちを anna 芸 in 


綴脊旅 端—* 

泉 西 十 了 ニ 四 ニを 
Tel . 狂星呈 ia 苗 74 ■ 


ボヌ トン ホ 

富 ± 旅雜大 浦末极 

畜 ま iest ミ篇 • Boston IVIas 产 
ぎ B. 8 . 舍苗 


費府 鄉旅鑑 

桑山淸 五郎 

ミ 8 ぎ 瓦 h 笠 h 度. さ ilaci 苦 hi » pa - 

Tei . Wa 量 夏 1 


高等 御旅 鑑 

東洋 矯 

會糜御 料理 
淘 巧理严 i 紅 

I 太 陽 

I 壽巧お 日 ホ b ます 


ず 文」 燒 
ホに 御 魁 


1 

巧 



«« 永興樓 

焼 揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜巧 
に 適する 巧 理を差 上 
ます。 朗 一二 時を 開な 
(な サ五 T 目 サブ 
淳車 巧の 下) 


ま 那お巧 

ホ廳 茶園 

司理 A 患を 
巧截 のぶ じは 盏巧 
の 御 便利 じ 糖へ 巧 
蹈き 裙の钩 用じ應 
や V く お 間 巧 ホ 巧 
ず 變わお 立願 巧な 
紙上 巧 案 巧 申上展 


支那 料现 


會 ル ー ミン グ 

133 次で st 呈 h Sir ま t , す 三 ork 
ジ I ちす ミす 巧 nt W 187 

卞田 ル— ミン ダ 

1007 3 rd A ま’ 呈‘芸 か 基 養 r ま h 
ジ I ち hone R 品 ま t 芸 2 7 I 


割薦 並に 御旅 舘 

稻を野 

なち ホ 西 八十 八 T 目 云 一 一二 
«を ス々ィブ1 ょ八ニニ 


巧巧區 域中必 、媛 領事 お、： n 本 
巧 船 其 化錶巧 大會社 巧き 巧 巧 

を ぉ 小け ホブが 

巧 日本を ( 時 別 巧 ぁ .^) 

巧 一巧々 祭 自動車 御 出 迎申上 お 
泛 2 呈 ifornia F San Ficiss ■ 呈 if. 


ンャ トル 巿 

N わ旅纔 

含6>6を Ave . so . Sea さ i タ wsh . 

停 草 琪前お 東 ご IT 左側 K 階を 
H 本 巧 船 切 巧な 圾波巧 場 送迎 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

1 17N S ミす dro St., Los A 為 eles- 呈 . 


ザ 上 金魚 巧 

ニ 96 S 是 h Ave. ，す *！ fork C さ . 
さ 旨 e Circle 9738 


戰 

の 

跡 


」 の 勢て 行けに 

日本 U 恐ろ、 しい 

職業 選手り チア I ゾお 3 
眼に 映 じた 太 田芳郞 選手 


現 化 化 巧 職を 挺 球 幾 手 權の把 
持 おで あ b 、 化 年 原 田 選キど 
共 じ U 本へ 赴いた ゲ キン セン 
ト •リ チア ゾ君か 過般 首都で 
大お戰 を おじた H 本の デ ダキ. 
ス盃遇 手 おじ 曰 < ........ 

日义 庭球ず 衛戰は 遂に ダ 
アン リンち がを 部 若を がつ たこ 
どじ 化ら アメリカの 勝利 どなつ 
たもので あるが， 彼 ごり 本 組の 
ホ おでを る 太 旧 君の 就を は、 千 
化む ニ-;- と 年 アメリカ ヵフラン 
ス じデゲ キス 盃を奪 はれた 0 ホ 
じが も 大お昭 であつ た、 事實、 

千 化が 二十 八 年を じ 於る 太 田の 
奪歸ぶ b を見ぃ i 者の 眼 じは、 彼 
がゲ アン リン じ 勝 ホ ホ. 〇 ご 期待 
する こどは 出 巧。 い、 なは 昨年 
シヵゴ じがる 彼の 試 を 見た を 
であるが、 今日 チエ ビ！ •ナェ 
ズじ見 じ 太 田 じ：： 得 やぅ ど 
は 夢想す る こごは お ホ；：； •.かつた 
がるに 彼 太 困は 昨年 巧 じがて 

曰 本人！ 流の 精腳 必を發 
がし この 巧 かい 期 聞に 驚くべき 
ォ ー ム をを b わげ たので あ， 0 
なは 昨年 クヵゴ で 彼の 試を ぶら 
をを たが、 が S スト ロ！ ク はお 5 
谷 一彌 替 をつ < b である ど 思つ 
た、 熊 谷 おは 今から 十 年 前、 巧 
巧の ランキング 十 位 巧 じを つた 
人で わるが、 义田 君は 現 化で も 
こい ランキング にはを 易 じ 入ら 
得る 人で をる、 彼の フォア^ン 
ドは 熊 谷が おめ 淸 水. かこれ に 傲 


つた ク玉 ブタン •グリップで ラ 
ケットけ グラゥンド じ 直面し 
フ オア、 バック 巧 力に これを 用 
いて 居る、 彼は この スト ロ 1 ク 
じ トブプ •スピンを ぅん ごかけ 
たこ ごが ゲ アン リンを 

苦戰 せしめた 武器で、 こ 
の 補の K ビンは 稍々 も すれは 弱 
る ものであるが、 太 出 君に 至つ 
ては をれ がな <而 かも 彼は 最も 
正確 じ、 且つ カ强 （が 下した し 

をの コント ロ 1 グに至 b ては 驚 
くべき もの か 多し、 をれ ょりも 
彼 じどつ て 最も 異色を 發 揮した 
のは ロビング である、 この ロビ 
ングは キン ゼ .！ 兄弟 じょ b 数年 
前 じを の 偉大 牲を 開が された ど 
思考す る ものであるが、 而 かも 
キン ゼ ー 冗を が復 試を で 示した 
ロ ン 'ダの 偉大 牲ら よぶの 單試 
合；！ めける をれ じ 較べる こどけ 
出ホなぃ、 尤も凿へ ネシ1め試 
を じ a をれ 持で もなかつ たが、 

ダ アン リンに 泣 面を か i したの 
も實 じこの 

武器で をっ ちゲ ァン y ^ 
ン£ しては ネッ V じ攻 なて。 い 一 
限り 到底 太 旧 じ 勝つ こごは 出 巧 
ない ので あるが、 太 田は 彼に を 
の 機 會を與 へ 中、 得意の。 ビン 
ダで ゲ アン リンを 惱 まさない 棋 
をは 巧みに 球を 外ら して 彼を 左 
ぶに 走らし む ものである、 を こ 
でゲ アン タンは 一 ホ 懸命 じゲオ 


レー じ 出 やぅ ごした が、 實 際に 
がて 彼が この 場を 疲弊して 倒れ 
なかつ たのは 不化議 なをで あ- 
これ は 化の 養生 •い 巧 （耐久を の 
强い こどを 示オ もので あつ た- 
この H 太 旧の 善戰ぶ b ごい ふ， 
のは、 管 じ 第一流 的で あつたの 
みならず、 今日 T で チ ユア •テ 
ニス 戰 ごして は 

なお 盖 ロの フォ ，ム累 した 
もの ど ミつ てい i 、 抵どト ては 
架 I て 庭球 玉 チ 火 デンで^ これ 
投 上の 成繪を 示し 得，？ か 疑 ふ 
者で あり、 をし 彼 ごして ゲ アン 
プン W 间樣の 痛手を 蒙つ 
じ 恐らく 五 ヤツ ト まで 耐 --得る 
かは 疑問で ある ど 思 ふ、* t 旧が 


果して、 この種の 五七ツ 
1 ムを 何時もな し 得る かィ 
こごは 疑問で ある、 途中で 


の ダ 

いふ 

中止 


- なつた 第一 日の ゲーム r 於て 
彼は かなら 疲れて 居 じし、 若し 
あの ま、 繼續 ずれば 結局 爵 後の 
勝利は ダ アン リンの もので をつ 
じか も 知れない、 一 H の 化 養は 
彼を して 前 U 5 J 上の 一 冗氣を 旧な 
せしめて 遂に この 

勝利 を 招致した もので あ 
るが、 おはを 一年 後 じがて 太 田 
は 必らホ や 化が 選手 ごしての 大 
立 物 じなる であらぅ こどを 期待 
する、 彼は 年髓も おく 圆 志に 富 
む 巧、 K ビー ドは あ b 、 ゲ アン 
ンの ネット •フン • 一 を 巧 けれ 
頭腦の 働き もを る、 を 部 も 年 
ょらは 蕃る しい 進境を 示して 居 
るから、 巧し 來 るべき-年に 巧 
力 すれば、 H 本ら 國隙ブ ニス 盃 

T 違 
f 皇ニ 
ある 


戰 じごを ては 强敵 どなる じ 一 
ない 注目すべき ものは 千 心 
十 年度 じがる 日本 チ ー ム で I 


輯 の蒲燒 わい しい 鄉燒 

會廢御 料理 

晝 食な 末廣 へ 

叮 谭お搜 堂が 大巧 お 


紐 育 惟一の 日本 百貨店 

片桐 兄弟 商會 

スマ ドレ •ザ" ダク ッ j 手 販質元 


每夕九 時を 巧 菜 

H 本を 料な メ！ グ アド ご 圣 一度'! 

日本 雜ち巧 
« 巧 巧 雑な 

トランク 巧ら ます 


東京 巧 貪 


日本食 料晶類 及び 雜貨類 卸小賣 
が 之 素 大賣挪 桑 山商會 
が刊 書籍 雑誌 小間场 日用品を 種 


醬油龍 giSSI 蘇— 白米 
日本 米談 食料品 ^1§雜4 黯 

巧 巧 巧 油 株 ホを かま 巧 一手 資柳店 

日本 品商會 


大勉强 

特まザ ンナ！ 

が. 式 六十 袖 
支那 式 と 十 仙 
宴 會 

がま 丰ぶ仙 0 上 
支那 ま 一巧 0 上 

壁 阿蓮閣 

♦シュウ マイを 捲 

經 頭、 ±、 日曜 
♦宴會 用 別間 新設 


を 語 ブライアント 

を 室。 八畜 。を ま 

ゲ - LL 責二葛 

紐 育 巧 西 四十 四 T 目 
ニニ — 二八を ニ 磨 ) 
J ち呈 ES ご青呈 P 吉 里 CY 
ご パ ご 3 去 est を til 苗 . ， N. Y. G. 
Tel. で ay 呈 ニ 875 


ど 苦しい 目 じ も 逢つ たらしい が 
最近に まらな 輿し 巧び 劇壇 じ 巧 
つて 巧で^ 居た 際 不幸 じ もこの 
死を 傳 へられた ので わる、 第二 
はこれ ホ 妹の 小 浪磯ど 共 じ歐洲 
から 當 地の 人と なな 國際會 館に 
舞 輔會を 開き、 高 田 君 ごは を < 
異 つた 

を見せて吳れた石井 
携 ちの 不幸な 出來 事で ある、 漠 
氏は 四月 五り 大阪钥 日 會舘じ わ 
ける を おを、 引きつぃ き 東 化 化 
ホ じ 舞踊 巧 脚 中で あつた： a ,、 連 
H を 溃疲勞 の わめ、 あ 眼 じが 彩 
炎を わ こし、. 巧 （化々 で 治療し 
つ！ 二十 八日 一旦 歸 京、 慶應醫 
大 眼科 敎授菅 沼 博 ± の 診察を 受 
けた どころ、 病勢 大いに 進 巧し 
て 居る からこの 際 旅 巧 嚴禁の 旨 
を 命せられ たが、 旣じ松 江を 振 
ら出 しじ 山陰、 化贿 方面に 公演 
の 先約が 成つ て 居る ため 氏は 一 
巧 ど！ もじ 二十 九日 東京を 發し 
二十日 松 江 じ 着いた ところ、 突 
如 右 眼が 關い ねま、 おんで 

失明 しわので 驚き、 檢化 
巧の 古瀬 醫學 主の 診察を 受けて 
居る， 目下の ごころ 左 眼は なん 
ら異狀 なく 化 眼で も 踊れる ど頗 
る樂觀 して あ < まで スブ ー ジに 
起つ ど頒张 つて 居る が、 が お 炎 
は 極めてを 險 な脈疾 なので 小浪 
鹽や 周圍の ものは 大いに 必 酷し 
松 江、 烏 取、 ホす、 倉を、 山 ロ 
のを 衛 だけは 豫を通 6 濟ょ し、 
下關 をは じめ 巧 司、 福 岡、 み 倉 
若 お， 佐賀 、佐 化 巧、 長 崎な で 
はま 催 者 5. 誌 解の もど じ 延期し 
歸 を、 專必 療養 じつ ごめ る こど 
じな つた ど。 


の ホ國ゾ ー ンじ 於け る デ ゲネス 
盃 優勝 戰は 愈々 一昨 S 十 H ょ b 
ダト n キト 庭球 供樂部 コ ー ト- 
がて 擧 巧され たが 米國 側で 巧 先 
週举府 じがて 日本化ぶ 選 ホし 手 
古摺 つた 苦：， 經驗も ゐるこ ei 
て 巧を を 期して ま將 デキソ ，グ氏 
は ロット 選手を シカゴ ょら 巧び 
寄せる 等乂 いじ 警戒 振 6 と 示. 
化づ 第一 單 試合は ヘン ネッー y 1 
對キユ 1 バま 將のモ ！ ラレーク、 
第二 單 試を はゲ アン ブン 對プォ 
八 マアの 間じ擧 巧され たるが 前 
者は 六！ 0、 六— 一二、 六— 凹 じ 
て、 後者は 六— 0、 六-— 一-六 
—一 じて 孰れ も 易々 とホ閣 測の 
勝利に 歸 し、 殘る 模試を 戰 ぶび 
一單 試を の 巧 一点を 米國 側が 得 
れば ホ國の 勝利 どな b 窓々 I 映歐 
の 上 欧洲 ゾ ー ンの 勝利 國 ン 
タ ー ゾ！ ン試 をを 催す 段 取 マ ど 
な ミ。 


招魂を H を 迎ぇて 

新禱 と墓參 

0 售 年中 巧 事の 一 W なつ 
て 居る 例年 招魂を じ當 つての 厮 
禱會ど 花供養 S は豫 をの かく 巧 
はれた。 二十 九日 午後 八 時先づ 
贩禱會 をが 育 H 本ん 敎會 じがて 
關 き、 草信會 長司會 ちごして 開 
會の 辭を陳 ベ、 讚美歌 ニ 四化番 
『まの 御 許 じあ づ かゎ』 をを 唱、 
椿 修道 會 牧師の 視禱 と 聖書が 讀 
じみぎ 鴨 井さん がが 年中な お 同 
胞の死 じ 者 二十 一 人の 病を、 職 
業が を報吿 して 死 己し だ 巧の ホ 
巧 年 酷を 四十 一歲 二を 一で をる 
ご 吿げ淸 水 敏師は 『罪人 VJ は 何 
だ や』 ど 題して 一携の 

說敎 ，を 試みち 井領 事の 追 
悼の 鱗が ぁち 草 信ん 岡 島 (辰) 香 
西 (み) 淸水 夫人 等の 威 話 後 讚美 
歌 一二 五と 番 『遙 かじ 仰ぎ見る 輝 
- の國』 をを 唱し會 を巧ぢ た。 
翌一 二十日は、 午前 十一 時まで じ 
同化の 共同墓地 一し 詣づ るを 六十 
余 名、 黨 地は H 米 圃旗ど 供養の 
巧に 蔽 はれて 居る。 淸水 牧師の 
司 式で 正午 散 曾した がを 自に间 
胞 の先冀 お倉 お 平 次 巧 故 當澤愛 
五が 巧、 黨槐 のが 附巧故 岡 田 政 
治 氏 其 他の 墓を 展じ 夫々 歸途じ 
がいた。 


尋れ人 

(宮城 縣) 大橋裁 雄 (長 野 お) お 
原牢人 (同) 佐 伯鎭雄 ニ駐島 
縣) 中が 榮ニ (岡) 渡 邊泰巧 (お 
京 ホ) 古澤 武之助 (か 歌 ル縣) 
後藤 甚 之を (おお 縣) 松 下 ip 之 
ま (山 ロ縣) 德お猪 S 郞 1( 熊 
本縣) 西が 芳喜 (鳥 お縣盖 勝 
衞 (山 ロ縣) 原甚ま (愛^ 縣) 
镜田常 ま (か 歌 山縣) 化 本 を 
(鹿な 島 縣}國 上 時 愛 (を^ 縣) 
未 松 (長 腾縣) 池 旧 內藏吉 j (熊 
本縣本 ホ 深 f 福 岡 縣ニ妄 伊 
度ホ大 お サダ メ (愛知！^;) 長 

崎德一 を 田 幸 一二郎 (大^ 巧 
巧 川 源 太が (兵 庫縣) 藤 木 S 八 
(福 岡縣) 本み 処置の 前 純 育 k 學 
學生八 木 郡ず (鹿兒 島 膝) 眾場 
常義 „ 
をのを じ 通知 致 度き 儀ち i 义 
候 聞 本人お^ はか 人ょ 6 現 
住所 御 遥か 願 上 候 j 

紐 育 帝國纔 領^ 舘 

1 结苗吕 adw ぶ Ne こ ミ k 資 一/ 


謡 日本人 T 科 Sf " 

1 苦 7 1 st Ave - New Ifork 宮 < 


n ジン ビタ 大擧 

日本人 學 友協會 
The Ja ち = ミ esudents ミ djliumni 
瓦呈臺 bia Unive 暑 
雲 卓. ニ 雲 St . Je 三 ork J . y 
ぎ Bradhu 至 お 基 

「日 ホ大學 々窓」 發か 

Th こさ ミ ese A 養 rioan UniversHy 吾ち ijeHy 


キユ ーバを 破ち 

了 ゾリ 力 軍渡歐 

日本を 獲した 义國掛 墨 阐を普 
もな （破つ た キュー バ化表 選ず 
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雜 誌の パ ダク ナン 
パ ー、 を雜誌 おの 
新 注文 等 化て 巧 速 
じ 御お夾 致しよ す 
巧卒猶 用命 願. げ 
ます 0 
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奧村 書が 
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舞踏 個人 ぉ授 
▼赴を ダンス A 

▼お 惟 ホ 操 A 

を 

朝 十 時？ 巧 十一 時 

シャリフ •ダン シ 

ング 師拖學 校卒袭 

と； タマ- 


5 

親切 


かろた 


はも. 


- の 遊び 


ホを 英文で 米 陆人じ 能 （わかる 
やう 簡單 明瞭に 說 巧した ものが 
出 ホました。 み容 目み 進呈を し 
まず、 御覽下 3 い。 

M 呈 WmMAGQ , 14 E . 呈 hst . 呈 y . 


成 巧の 秘訣 

米 お 式 巧 語を 誇す 事 
は 巧 巧の 窠 一義です 
ぶ 校には 日本人を 授 
ド 慣れた 専任 婦人な 
筛ぁ b 渡 切 じ 會活通 
憤 文 社交 語を お授し 
ょす。 日 曝 週日 共 じ 
中前 化 時ょ b 午を 十 
時まで 閱 校し 一 レ 
スンと 十五 牠づぇ 
今 H 岛もじ ホ 校 ぁれ 


An 
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n 
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•55 

巧 加 

巧 巧 
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新鮮 魚 か 一切 

日本人 向を の 生魚 澤山取 b 揃へ 
巧が 廉留で 大勉强 致しまず 
サウ ホ ナ^^^^^ 

呂 LU 謹 AF 皇夏 D 0 YST 贾置男 马 
爸 巧 W 男 ニ Isi'stitGoir Amsi 马 をョ Ave _ 
~ Tei . coiibus 91 だ 

日本 埋髮鑛 1日 

西 四十！ 1 IT 目 百 番地 ニ 旨 五 ま 号 

: 一二 階 〔第み 街に お L レ 

縣嗤髮 巧 瞄錦糾 

岡 經營ん 年閣百 本人 諸君の 理髮 

の經驗 めら 0 ジ で- ス •バア バア 

四 六十 五 了 目 一二 一番 地 

卷壽 巧辨當 はお 日 やじ 御 注文 
下されば 早速 御 扇 申 k ます 
午前は 十 時まで 午後は 一二 時ょ 
らわ 電話 下さい 

木村屋 

を 五十八 下目 ニ S 八 

電話— ミミ 六 ニ 四 0 


眞 面目なる ホ お 同胞に# 寅 
なるな 袭 をが をす 

宮川 事^^ 

お 育 ボ西阿 十二 T 目 旨サ一 を 
を.， とと 八と 


お 


ブー 


アン 


化 ムハ化 八 


を 

お 


第 

- 

干 

五 

宜 

ムハ 


號 


束 都 大學じ 

一勝 一敗 

明大 野球 闡 まる 

化 報、 お ブッシュ ゥ キック 職 
業圃 どの 會戰 後、 特別 化 立の 乘 
合 自動 ザで 常 地出發 、東部 大學 
野 巧 界の爾 者で ぁる ホー リ 1* 
ク 。ッ乂 乂學ど 試を すべく 當地 
を 出を した 明大 巧球幽 はまる ニ 
十八 口、 マサ チユ セット 州ゥォ 
セ スタ ー の 悼 大學が 巧 機で 珍ら 
しい 日本の チー ムの お戰で 非常 
じ 人氣を 呼び 明大 側は ホ 木、 手 
塚、 ホ 大學は ド！ ベン ズ 、フユ 
ランの バ タッで 掛抗 したが、 ホ 
乂學は 最初ょ 6當> 巧く 第五 回 
ぶに よ たを おめ、 と、 八 回に 一 
中 宛な 計 义點を 得た るに 反し、 
明大 側は 第 四、 ホ 回 じ 一 お 宛と 
间 H じ ニ點を 占めたの みで 化 街 
四の 大差で 敗 化した、 この U 驚 
巧、 脚 •か ニ跑 がを 出した のみで 
明大 侧 のを 打は 化、 ホ 大學は 十 
四 本を 出し、 失 巧は 明大 一二、 ホ 
大學 一； でぁつ む。 

巧ら じ 一二 十日、 0 1 ドア キラ 

ン ドめ プロビデンス じ プロ ビ 

デン、 乂 學ご戟 つた 明大は 中 
か、 手 嫁の バタリ I で お 戦し 
たが、 明义侧 はお 初よ b リー 
ドして八间目まで^5五ぉニで 
進み、 九问目 ちらに 一二な を 得 
たじ おし、 プ义 をは 九 回を じ 


一擧四 点を おめ わる も 遂に 八 
對 ホの 差で 明大 厕の おが じ歸 
した 0 

この U 拼が本 寧 巧を 放つ た 外 驚 
をは アト バット 五に 對しニ 壁 巧 
一を をい あれ 四 本を おして 大い 
じ氣を 吐いた、 斯 （て 野球 閣】 
巧は 昨 I 二十 一日 早 曉じ歸 紐し、 
类お敎 會じ假 泊、 一日を 買物 等 
じ 費した 上 今 巧 曉出軌 の 便船で 
歐 測への 旅 じ 上った。 


パリの 都に 

なむ ホみ たぶつ 

‘ 日本を 建立 

バリ じ 日本の お 寺が 建つ、 こ 
れ は佛敎 じよつ 佛 文化のを 
換 をし よぅごい ふので フランス 
のち 力 者が 集ま b 針 蕾を す、 め 
すでに バリには この 目 巧を 

達 巧す るた めじ ロ娜 々を 
協會 なる 隅 かがを まれ、 ブ—メ 
ググ 大統領が 總な £ ならを のメ 
ンバ I じは 佛を學 まどして 有名 
な レ グィ 巧 U でも 加は つて 育る 
どい ふ有樣 、を ' J でい よ^ ，.，日 
本の お寺が雄つ こ ど ii :* つ た、 
この わ 寺は 純 目 本 風の いは ゆる 
一大 伽 盛、 これ じつぐ いて 純フ 
ランス 風のを おを 建て、 佛敎巧 
兜 巧 じし やう ごい ふわけ で、 を 
用は を 部で 巧 五十 巧圆 だが この 

は フランス でもつ こ 


なク たので、 殘ら とを 方 
旧を 日本から 出して 貸 ひねい ご 
いふ こど •か パリ 化留 U 本人に 表 
者から 通じられて 巧た ので、 巧 
が 佛敎徒 も 大いに 乘氣 じな y 、 
渡邊 海が、 高 島 米を、 宇 野圓空 
の 諸を が 化 いら どなつ て、 神 巧 
の 學±會 館 じ 佛敎擲 ホ 有 あの 協 
講會を 開き、 フランス じ 相 I 

呼應」 て 我が 國じ も百佛 
棘 敎輸會 のち 部を っくも、^ の 
發會 まを ぁげ、 日本 寺院 建築費 
をと 十五 万圓の 募集を はじ 
こど、 i ： 一つた 0 

鳥 旧 雅夫巧 逝き 

舞 蛹 家 祟を 

お 并漠は 失明 か 

最 化の 本社 東京 特電は U 本 W 
生んだ 舞踊家で、 而 から 當 地の 
人々 と緣 おの 淺 くない 二人の お 
蹄 家の 不幸を 巧へ て 巧た、 をの 
一人は 往年 

當地 じ 夫人で ある 巧せ い 
子 ご 共 じ ホ 6、 我等の ブノ ー 路 
煩義江 氏ごエ ォリ ァン •ホー グ 
でお演 した b 日本人を、 日本 お 
樂部 等に 舞踊を 演じた 高 旧雅ホ 
君の 满死 でぁる、 河 添 ま 人のを 
も いらで 當 化に 久しい 曰を 過ご 
した 髙田 夫妻は、 をの 後。 ンド 
ンじ 赴き、 運 好 <脊 巧が 當 つて 
歸 朝を 窩旧 舞踊 圃 をな 織し 隨を 
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【日曜 ±】 


日 一巧 六 年 四和昭 


四 


r 


® 羅府 、を 港 出帆 (ホ ノグ^ 焼 由). 

滿府發 を港發 

(午を ニ巧岀 化) (お 午 化が〕 

西 比 巧 亞凡六 巧 十四 H 六ち 十 化 日 U 
大げ化 六 巧廿化 H 毛 巧 一二 日^ 
天 洋义と 巧 十二 日と 月 十と 日 R 
コレア 化と 巧 ホ 六日と 月 化 一日 S 5 

® シアトル 化 帆 (午前 十 時化 帆) が 
一二 島 化 六 巧 十 お 日 則 
伊を 化 六ち サ化 H g 
が岡乂 と月廿 六日 N 
横 溝 化 八 巧 九日^ 

A 

@ 淪敦發 日本が 巧飢 J 
白山 か ホ 巧 十五 日 Y 
化 黙 も 六 巧 甘 八日 が. 

樣 あか き 十 言^ 
▲親 育 ほ 帆 匹 袭馬經 由 日本 巧貨概 船— 巧ニ圓 A 
▲聯絡 取 巧。 帶 社は 软洲 巧、 南米 巧 並に 芭奈馬 
觸南お ぞ洋岸 巧 各 竊触脅 姑 ミ 轉約有 リ乘が 切 
巧 等 萬 事 御 魄宜じ 取 計 ひ 申 上ぇず 
A 朱 國鐵道 切 巧、 寢ムロ 券 等 も 御 彼 宜じ取 計 ひ ホ 
上まず 


トタン クい り-:: 

イン ノ' — ベ— シ 3 ント ラン 

物と 弗 五十 仙よ b 十二 弗 五 
58 で st 呈 h S すを 


シアトル 巧奶 (午前 十 時) 
あら ぞな义 ホ 巧 十二 日 
を ふ 6 か义 六月 サ 五日 
ばリ すか ( 坡潘出 化〕 ホ 巧 二日 
►一 窜橫靖 一九 五 弗 

巧し ばりず みるん どんかは 一 五 五 巧 
▼一三 等 日本 巧 五 五. 巧 客室 大な造 家族 室— 
▼御を 望 じなり 一等 割引を 復 切巧發 巧を 巧を 

ロスアンゼルス 出视 (午後 一二 時) 
はゎい 化 と 月 十六 日 
らぷら じん 八 目 十四 H 

▼一 窜镇濱 ニ 一二 0 巧 巧は わい みま じちみ 一呈巧 
▼悼が 一二 等 日本 巧 五十 か 巧 ▼一二 等 日本 巧 五十 五 弗 
▼ホ 藩 羅巧巧 窺を 切 巧 寝 窒窜蔵 入御 疑 巧 化り ち 
▼紐 育 線 パナマ 經由 日本 ミ 邪 巧 貨物が ち 一四 


お 入荷 
おが 家の 福音 

を 良 特製 粮 _ 

な發が 中間 違な （ I 
上等の ものが 出 ホす す 


桑 山商會 

ニ AEAST 是 Ih MT : N . Yj G . 

さ 弓 e . す 巧 nt 21 だ- 0557 


トランク 約 革 福の 

ごノこ ノノ ゥ气ト ロブ 
及び ス チ— マー トランク 六 巧 五 

十 仙、 九 弗 五十 仙、 十二 弗で 十 
他、々 し 許 b 使用し わ跑類 I 弗 
ニ 一巧 及び 五 巧 

養. Sixi 三 ve ., G ミ. 4 置ぎ N . Y . 


遊ンブ ホ 火 御金、 ノ 

日本 內地ノ を S 債、 株式へ 
御 拔資下 サィ 一 

御手 持 證券 六 保管 こ 乃 

安主ナ 弊店 ノ霞護 頸リ』 ブ 
御な 用 下 サイ 一 
投資 ノ狐 相談 ハ是井 弊店へ 


賢 村證ぶ 株式 會社 

紐を 化 張 所 

資 半金 壹千 I 萬圓 

本； 一 巧 大阪市 k 區 .ち ± 巧 S T 目 


夏場 ダ] ム向き 

日 及び 獨逸製 お 具 ー雜貨 及び 陶器 

3 皆夏瘍 ぉき お 全部 ホ 揃へ 陳列して 
4 すから 御 ホが のがは 是非 御 ホを 

b 御 一寶を 願まず 

- r 

ホ^^テル エン ' ン厶 メル 

_ 一 一 


駿巧本 ドライ T ゾ商會 


諸靴貨 仲買、 卸販實 

保. 旧廟會 




當地 魅巧總 領事に. 

澤田前 參事官 巧 命 

公使 級の 人物を 是非 置か 甘たい 

，、一、 お 淵 大使が 切望した 結果. 

東を 特電 お 巧 二十 乂 H 蠻 M ニュヨ ー ク總 領事 
ごして 前華府 大使 舘參 事官 であつ た 澤田節 藤氏 
(烏 等官 一等) を 巧 命す る こごに かを を 見た 0 


齋藤 が總 領事 卽锁 、情報 
一部 長 じを 轉 後久 敷 空いて ゐ たが 
育總锁 事の 巧 モも漸 （座は ち 手 
が 出 巧 目下 支那 被 お 中の 前華府 
大使館 送 事宫巧 旧節藏 氏が 任命 
される i じ 巧を した。 澤 巧總領 
事は 齡朝 前々 ナダ 公使に 擬 せら 
れてゐ たが 徳川家 正 氏が 問を 巧 
じ 任命され、， 化 巧の 邊事 官堀義 
貴 巧が 倫 敦じ轉 ずる 梭 になつ じ 
め ご 前後し なて 『お 育は 最も 重 
要な 位 おじ ある わらを 使 級の 總 
領事を 歴^たい』 ご 云 ふ 出淵大 
使の ホ 望 併 じ 重立つ た 弦 地 官民 
の 意を が實 現され 澤出 巧の 任命 
を 見る じ 至つ たので あるで 傅へ 
ら れてゐ る。 當 地の 一 お 息 通は 
『澤 S 氏 自身は 必ずしも 巧 巧を 
欲せざる べき も 所謂 霞 ㈱ の 人 綴 
政策 h 己い を 得 いお 裝 J であ 
らぅ ご 評して ゐ る。 澤田 氏は 

巧 治 十と 年 九 巧 鳥 化縣ち 
お 郡浦當 がに 生まれ、 お 巧帝大 
なを 擧料 化學中 明治 四十 一年 十 
一巧 おじか 巧官 度び 被 事 宫試驗 
じを 格— 翌年と 巧 卒業 八 丹 直 じ 
領事 官 補に 巧せ らい 舉 天が 勤を 
命せられ たみ： か官お 生活の 振ら 
出しで ある。 明治 四十 H 年 二月 
副锁 がに ほせられ、 四十 S 年 外 
おを 參事ち こむ ウ 、四十 四 年 十 
月 かを 官補 どして 倫を が 勤を 命 
せられ、 大正 一二 年 一巧 乂化舘 H 


等 普 記 官に陛 ち、 四 年 高等官 五 
等じ陛 お、 ホ 年み 肖 大使館 二等 
書記官、 と 年 九 巧 外務 書記官と 
な b 電信 課 巧を 命 やられ 巧 十 年 
二月 皇太子殿下 御 外遊に 供奉 十 
巧 西 細 亞巧勸 お f 十一 年 英國皇 
太子 殿下を 迎お恃 巧、 十二 年 織 
譯 課を とな 6、 す S 年 高等官 ニ 
等じ醒 叙華府 大使 舘參 事官 どな 
b 、 本年 ニ 巧 十一 一日 桑 港 經由歸 
朝、 一二 巧 高等官 一等に 陛 あされ 
たので ぁる。 右 じ 就き 

下 巧 某 巧轰は 語る 『五ち 
初 巧 來栖が 夏 弦 使を 招待せ る 月 
曜會の 午餐 會 席上 德 領事 後な 巧 
旦が 話題 じ 上つ たので 澤田 氏が 
齋 藤氏の 後 ほと して 糾 育に ホる 
事 實は略 推を されて ゐ た。 其 後 
ヮシントンで 某 ザ官じ 逢つ た 際 
も同氏の來巧する^は內をして 
& たじ 相違.；：：^ い ミを 確め 得た の 
でぁるが、 同氏は 當時 支那 漫遊 
中で 恐ら < 本 巧 下旬 巧 至み 巧 初 
お歸 朝し、 當か 避暑 歸 養の 上 八 
月で 旬 か 乂月匆 々出 鞋同巧 ホ ま 
で じは 着な する 巧 子で ぁる。 爲 
人謀惇 穏健、 才氣煥 發の的 化 お 
ごを はむ ょらは 寧ろ 信賴し 得べ 
きち モ人 C ぁる。 而もち 名な 讀 
書を でぁ b 义 理想家 どして 憐輩 
の 間に •重せられ 先輩よ b 信 巧 さ 
れてゐ る。 われく 紐 育に 澤田 
氏の かき 偉がを 総锁事 ごして 得 
る i はを ぶべき である』 を々。 


紐 育 H 木人會 

幹部 會議 

本年 錄算巧 案の 作製 
を 部を 員を 委員 ホぶ. 
が 育？： 本 A 會 幹部 會議は 去る 
廿乂 H 午後 一が 銀 巧お樂 部に が 
て馳 かれが 信を 長、 お 谷 副ち 長 
旧 島 曾が， 化 ホ 前 食 一を、 化 木、 
鴨 巧、 を 孫子、 ルを の 諸氏 曾を 
午餐 後草 信會 をの お楼を b 先づ 
昨年 巧實算 & び豫算 比較を を 基 
礎 こして 本年度の 收支豫 算巧案 
を 作製す る 2 ごなら、 を 項：！ E に 
宜 b 速み 登を を 進めた るが 大体 
じ 於て は 昨年 ど乂差 U き數ぞ r 
わる ど 云 ふ。 夫れ ょ b を 部を 員 
を 及びを 员の惟 藤 逃ぶ を’— し 午 
後一 一一 的 敗 向。 即も 本が 巧を が委 
員 長 及び 委 封の 顔觸れ みの 如し 
を務 がを 員 お 抑 木を 茂 
を 貸 松 出が 太 郎山崎 雄 ニ 
が 井 巧 S 郎说 水を み郎山 
ロ 一二 之 助を か 賊治河 巧な 
八 熊 巧歲化 水み 涉 一二 
商務 部を 貴拉中 山ぶ ホ 
を 技 杳西龍 雄 か 桐義雄 
巧 か徳を 井上 正朋 烏木 化 
み 邮巧見 あ 一二 邮近 お祿 
巧 巧 吾一 族お邮 
社を 部を 員 お 石 谷 A 次郎 
.を 員 巧 本ち を 瀬 お 謗 一二 


菊 油 ホを 衛河 添が 治が 岡 
まち 矢 吹義夫 脇ぶ 誠 一 
滿ロ顯 之 大宮喜 化 治 
共濟部 委員 良 鴨が 久 
委員-抛 越劍松 本節 正淸 
水 まが 郎ぁ術 幸 一二が 巧 中 
甲斐み 郎恩旧 准 勝を 良 直. 
磯山 田 質が靑 木 周 一 
勞働部 委員長 水を 渉 云 
委員 織 旧 寬巧中 重 雄 楠 
瀬 正类猫 W 知 义滿モ 葉 晒 
がが 上武ホ 一二 木を ま お 
藤 當藏江 目德治 

オリンピック 

馬術 競技 

化乂 がんの 後後 要嚷 
第 十四' 间 ォリンピック 大會じ 
關 しが 阅指 巧臨會 では 恃じ巧 
米 同胞 S 後 媛を ホ辨 すべ < 左 
の 如き 請願を 外務大臣に 提出 
外徐 ちょり 當地總 領事 舘 にも 
照 曾され て 巧た。 

个 个 个 

化 米 H 本官に に 「ォブ ムビッ 
•ク』 お 術 媒技參 加 準 瞄計蕾 姐 
速の 件請颇 

雜 巧が r 益々 御 淸穂舉 おお 
I 陳を當 協を は 水る 昭 かとを 化 米 
を 巧 図 U ス アン ゼ^ス じ 化て 開 
催から る V き 第 十四 巧オ y ムピ 
ブク が術規 おに 遇 手 派 遺の 目的 


をな て 別册 趣 恵 書ん 準備 許 塞 書 
じ 化 6 目下 着々 準 S 巧 中 じ 有 
之 お あお 術 競技は 他 巧 一般 ホ 育 
ご異ら 選手の 訓練の^ 馬匹の 調 
敎 馴致 等の 爲め タ乂 なる 日時と 
經豐 どを 要する ものでして 啟乂 
巧國 じがて は 完備せ. I ? 施設の 下 
じ 旣じ么 が 準 滿じ熱 4- しを る狀 
巧に ち 之 候が ては 當卷會 じがて 
も 巧 < 候補 人馬の 選^を お b 一訓 
練 調敎を 開始 可致乂 I を 開始 約 
十ヶ巧 前には 選手 (激 十一' 名 藍 
嘗 一名) 及 馬匹 (十四ち を ロブ 
アン ゼ^ス 附近に 派遣 て おじ 
準備の 完 をを 圖ら 必勝 y 期せし 
め 巧き ぜ なじが 么候從 U ホ國が 
留 日本人の 深厚なる 後拔だ 必要 
お 候 間を 務御タ 化 御が 端の 節 
誠に 恐縮 じ 惯得共 化 際 當盛會 の 
部畫 をな ホ關 係を 館長 並ぶ 留民 
じ 通達 ホ 御 配慮 相 煩 度 化 及 御 
願 候 敬具 一 


東鄕 元帥へ I 

祝電 y 發篡 

鄭重なる 返電が 发る 
去る 二十と H 巧 日本海 A 戦記 
を 祝賀 會 開催の 席上で お 虛者一 
同 ょら 恒例 じ 巧ち 東 郷元恤 じ 祝 
電を發 ずらを ごなら 同 巧 粧軍監 
督宫 事務所の 手を 煩は して 
海軍 記を H に 際し 间胞を 六十 
餘を會 をして 遙 かじ 閣下の 御 
健康を 斬る 

J 架電 せる 翌朝な 育 タィム 五 時 
二十 ニみ！^ 

記を 日の 祝電を 謝しを 化の 御 
健康を 祈る を 鄕平乂 節 
ごの 返電 じ 接した。 I 

盛 化を 呈 した I 

化 野 巧 別宴： 

ホる 渡獨 しと 巧 中旬 前後 

-リト ブブヒ シェ^- フェンから 
日本に 向 ふ 飛行船 カゥント； ■ッ 
ブリン 号に 便 乘の豫 をで 
大朝 及び お 朝が 育 特派員 化 
巧 氏の 爲 めに 學 ぶの 鄕敏、 

の 鈴 木 一二郎、 水谷涉 S 諸 圧 
vi なら 去る 二十 九 H 巧 日ぶ 
部 じ 送別 會を 開いた。 當ホ 
者 四十 八る じ 達し 頗る 盛 布 
したが デ ザ I トコ ー スじ 乂れる 
頃 お 企ん を 化 表 鄕敏氏 起 ふて 過 
ま S 年間 糾脊 を中必 ごし 心國際 
通信 界じ 活躍せ る 化 野 氏^ 功 ど 
勞 どを 頌揚 して 惜別の 辞，^- 陳べ 
早川雪洲氏はゴ フ の友*.して 
將た異 > たる ホ 面に がけを 日本 
の 文化 紹介者 ごして 北 巧 ij : の ホ 
ホじ囑學ずる巧タ大で^^ム：し述 
V 、 大朝 論說班 委員 永 藏巧 
の 滯獨所 威が ぁち、 倫：^ 1 キス 
プレス 紙 特派員 メ —ソブ がは 日 
本人の 創造的 活動力，^ 廣臀 して 
化が 氏の せ 幹 ど 努力ん を 散稱し 
最後に 化が 巧ょ b 謙 取な* i ? 別辞 
ぁ b 撒 裳 後 別 まじて^ 淡す 後 十 

一时散 筒。 


をる 
堂 ロ 
呵業 
接 企 
I 惧樂 
出席 
を呈 


がを n 本人を ょ 

達 ホ ± 巧へ I 祝 文 

旣 報の 如 < 去 巧咕巧 動 S 等に 
叙し 化 H 章を 賜 はれる 前 H 本 協 
を々 独へ ンリ ー •がブ リウ •タフ 
ト 氏に 巧し 去月 かス H 糾育 日本 
人 曾々 長 草な 竹^は 脊員 ぶび 
化な 巧 人を 化 ま！ て 懇篤 じ 飞祝 
文を 郵送した がを 祝 文中 じ 一 『貴 


下が 兩國 々民間の 良 巧なる 理解 
を 促進し 併せて 化 巧が かの 大理 
想を 實 現せ レ ごの 巧 力に 對し化 
機會 じがて 兩國 々ほ 相互の 指導 
者た る 貴下 じ 深厚なる 謝意を 表 
す』 どの】 節が わつ わ。 

か 人 が- T " 

•豐田 化 穂 女を 加州 地方を 巡 
遊 中で ぁった 筑前 琵琶の 大家 豐 
田 化穗女 あん 嵩 弟 田 中旭嶺 女史 
同伴 ホる 四日 桑 港出發 十日 前後 
ホ おの も。- 

参齋藤 音み 氏 紐育總 領事 お 副 
領事、 今週々 初歸 朝の 命じ 巧し 


社 吿 


六月 一 = 凶 後 夏期に 豆 6 本社 

の エレ ベタ ー •サ ！ ゲ キスは 

巧お曜 U は 午後 一時 限ら どな 
つて 參ら ますから、 今後 ±曜 
日 じ 本社 御 訪問の ホは 午前中 
じ わ 願いた しまず 0 

■紐 育 新報 社 


本 月下 旬 出發西 巧の 豫 を。 

松が 一 造 巧 當地横 潰 正を 銀 
巧 支店 員、 夫人 同伴 まる サ 九日 
西 巧 春 巧 化 便じて 歸 朝。 

•早 川 忠吉氏 故 早 川 千 吉郞氏 
か 麻、 夫人 同伴 ィか •デ •フラン 
ス號 じて。 ン ドンょ 5 着 紐、 ホ 
ブ少 八— ズゲゴ .少ト じ 投宿、 と 

月 S 日を 港發の 大が义 便じて 歸 
朝の 當。 

H 贈 說敎— 

♦紐 育 日本人 敎會 
『題 未を』 ■淸嗦 牧師 
♦ま 督敎 修道 會 
『題 ホを』 椿歧師 
♦日本人 美な 敎會 
『建 德』 田 中 左を を 氏 


巧 禍ス ペシ や ル 


六ち 號雜誌 到着 

講談 クラブ 

キンク 

富 ± 


朝 日 
講談 雜誌 

外を 時報 
實業之 H ネ 


六十 仙 
击十化 
五十 仙 
五十 仙 
一二 十 仙 


五ち 一 H 號 

お 巧 一日 號 


か 桐 化 弟商會 


移 轉廣吿 

小生 義 今般 曠 張の 都な 上 巧る 
六月 一日ょ 6 西 八十 八 T 目 ニな 
五十 五番 じ移轉 致— 最も 完 をし 
たる 設備を a て 從來通 b 治療 じ 
從事仕 お 間 化 段 謹を 化 候 - 

フイ ジ才 シラ ピスト 

西 村 幸 男 

西 八十 八 T 目 ニ お 五 
電話 スカイ ラ ー 1 五 ニと 


綺随 なる 四 室 反 湯 
愈燈 、ス チ！ ムヒ 
ト 、ホ ブト クオー タ ー 册ホ弗 
b 四十 丑巧ゴ ke G 養 = 疗二 3ョ BS 0 一 
吾 BHdge . ご 1 ぞをぎ Bro 量 n 


み 


資本を 壹億圓 
拂込濟 資本を 六 千巧圃 
稻 立を 六 千 四 巧な 圆 

鎌贼 一二#: 銀 巧— ち 巧 

本店 巧を ホ H 本橋廊 本を お 町 五を 地一號 
支店 ■ 小が H 本 摘 化の 內な 安橫孩 
名ち 居を 挪大阪 西 (大巧) 神戶 
廣な下 鹏 巧 巧ち 松 福 岡長院 
上が 倫 おぶ 巧！： 水 


輸出入 爲替 、電信 送金‘ ホ 送金’ 旅 巧 信用 狀 
巧を 信用 狀其他 一般が 朽策 

人 S ニ囊銀 巧— ま 巧 

鄕驻 送を ハり 本を 地 無 手数料--， 迅速 取扱 
本 巧 巧を (を 朔滥知 ノニ硕 ) 御 便 刺 化 扱 
本 支 巧 東な (本 ほ〕 大 阪神 口な 部 
巧 化 地 タ古姑 小が 上 お倫敎 


▲鄕 化を を 及び ホを を (無手 數 巧)、 か國 
爲替賣 買、 荷 巧 巧 化 組 取 立、 信用 肤發 
巧 等 一般 銀 巧を 務御 便利 じな 扱 可れ 候 

雜賦 臺灣銀 巧— お 張 所 

本店 專灣臺 化 

支店 臺巧橫 ちた 阪 、神ち 上 巧 浅 
ロ、 顧 州、 厦門、 灿 が、 香港、 環を、 巧 

嘉坡 、ズラ バヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 貝 


、資本を 壹億圓 (を 額挪込 巧】 

、積な を 青 億 おな 五十 ぉ圆 
內化 ボぞ巧 = 橫濱 (本 巧) ま 巧大阪 
神戶長 崎下關 名を 崖 

橫獲 正金 銀な— 支 巧 

ホ 國を支 巧 = 桑 港 羅府沙 が布哇 
其 化 化が を國 重要 都市 ニ ま 巧 底 n 瓜 レ 
ス有 之が 


本店 ホ 腰 化淸五 T 目 
紐 育 支 巧が 育 ブ。— ドゥでー が 四十 化を 

鎌 I 住ぶ 銀 巧 

日本^ 萊 京横濱 名を 屋 京都 神 巧 岡 山 
な. g ぶ ノ潛廣 島吳柳 井下 ノ熙 
地 支 巧す 司 •み 倉’ 若松、 階 をん 留ホ服 本 等 
本閣 巧を、 鄕あ をを 等は おめ 
て 御 使 刺 迅速に 御 取扱 可 申 お 


本店 朝鮮 京が 

支店 出張所' な 日本 巧 地の おを 都 巧、 朝鮮 
滿洲 、支那のを 化 及び 沛捕 斯德 

斬 鮮 銀な 紐 脊ぉ張 所 

外 圃爲を 一般 お 巧 業務 精々 御 巧剌じ 取扳可 
申 上 候 


藤本 證券 會な 

■一般ち 價化 券ノ資 買、 引を、 募 お 

ム を觀 、並 ニ 之 ニ 贼ス八 一切 ノ 業な 

2 城 藤本 ミ マロ— 力— 銀 巧 

一 紐 育 お 張 所 


觸お 語、 雜 貨卸賣 

藤が ブ うず 1 ス 


H 本 陶强器 雜貨. 

ラ厶 プ卸賣 

奈良 貿易商 會 


日本 郵船 會世 (化 二を 錢道會 社) 

i 代理店 巧 欄 兄弟 商會 

乘 車、 乘船 切符 並 じ 小 お 物 運送 御 便利 じ 取扱 申します 


H 本 陶破黑 雑貨 類卸賣 

ザ 元 ブタダ ー ス 


謹. 告 


小生 事 今 固歐米 視察のを が 登 
巿じ なをら 約 一 ヶ巧間 左記へ 
滯巧 候に 付ォキ ぶへー ラ！ の 
說明育 驗に關 しては 一切 無料 
じて 御 需に應 じ 可 申 候 化 
オキシ へ— ラ < — 發明者 

前 島 震太郎 
c/o Kokii Hor. B 2 W . 皇 さ St , 呈 y 


ま 

■i 


海水 瓣 、貸 室 翻 諭 

魚 釣、 水 棘、 操 養、 萬 事 親切 

苗 rs . 魯 養，； 312 す ach 5 童 沒 こ 

在 巧 mer タ厂 I . 

海岸 タンダ ロ ー 

貸し 度し！ ニ 室及キ チンな 一二 十 弗 
シ ー ズン 電話 グラザ 一四 五 四 
Mrs . Ogawa , 3 ニ 穿 ach 54 th St -, 

す gemeF 广 L 


賣家饒貝度 

完全、 大きな スクリ —ンボ I チ 
あり、 义チ ■ — & ヒ t ト及旨 働 ホ 
ツト クオ！ タ ー ヒ—タ ■ — 、ニ 個 
の ダ アラ） デ もち、 地面 八十 趴 
のな 趴 、靜 かなが 宅區 域、 學校 
及 お 店 じ 近し、 一巧 四千 おな 乘 
好條俾 、左へ を涉 ぁれ 

A 吉 i ; ぎ ミ r , 含— 05 五 ngston 一一さ こ 
置 side , 广 L TeL BajfsitI こ洁 8 


夏 瘍ぉ品 特別 賣化 

夏 襟、 小賣 向、 ダ— ム 向新 荷 到着 
精々 勉强 御用 命じ 應 じまず 
H み陶破 叢雜貨 卸販賣 

. <1 籍茂木 桃 ホ 組 

105 E . 16 を St 声 Y . 
HeL Stuyvesant 资资 去- 7 


复篡向 = 新觀 着：：： 

精々 勉强巧 致 候 間 御 引 立願 上 候 

陶 破器雜 貨卸賣 

を 巧巧會 

Ml 『 if を ALVe ’, Mow York CUy 

0 or 日を of 21 st St . Tel •を灼 0 己 qui 日授 9 甲 2 送 一 


夏場 向 = 新荷曆 = 

雜貨 、陶磁器、 ランプ 及を 等 お々 
勉强可 化 候 間 御 註文 被 下 お 願 上 候 

^太洋 貿易 株式 會社 

Trelojphone A . 一巧 0 ロ qci 百 WWNW-5 

101 巧 if th A . ミユ ue ZOW Y ミ k CHy 

Ne 。 倾访 8 關 f 9 B 苗^^^^^^^^^ 


h -♦ r 


御禮 


か 巧 輝 儀 去る 五 巧サ一 


廣吿 


首部ブ シン トンに 於て 開催 せられた 


るを ホス ペ^リング 大鱼じ 出席 致 おじ 對し 知己 朋タ 諸な 姉を 


始め ホ 知の 御 ホ々 よ-^ ま 
御间 おど 御 懇切なる 御 麻 


で 電話 電信 又は 郵書 等を 化て 多大の 
辭を 賜け b ' w 謝 化 事に 存候實 は 一々 
御 禮が差 出 W 中ち じ 御座 候へ 共 輿は 郁 答禮洩 むの 向き もち 之 
哉 も 對難乍 略儀 新聞紙 山を なて 御 厚 嘘申陳 度如斯 御座 候 


昭和 四 お 六月 一口 


が 

- 

閔 


、ま 


次 

ず 
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滿 川保隐 事を 巧 

H. Segaway Insurance Brokei*. 
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內田吗 事 株ぶ 考 おが 育ま 巧 
Ucmda Trading Co., Inc. 

1 1 Park Place 
Tel. Bar ろ ! 巧 1576 


島資み 株式 會胜 
Stuma Ira 出 ng し 〇•• いん 

巧 0 も 0 ad way 
Telephone Rector 1484 


株式 會お赤 尾满を 
Akawo & Co., Ltd<, 
235 Fifth Ave.» 

TeL Caledonia 9758 - が 


片倉製 絲結績 株式 會社 
IC& お kura 在 Co., Ltd .， 

200 Madison Avenue 
Tel, A 化 land 45 が -4546 


に MUdtno わ 

Mikimoto Ptsarli 
巧 5 Fifth Avemi, 
Te!. Vanderbilt 2519 

大 倉な 紐 育ま 巧 
Okur& 足 Co., 

30 Church St.t 
Tel. CortUndt 2292.93 -94 

H 共 巧 ま會化 
化理巧 
廣 巧が 曾 
12!) Brnadw 化 N. Y. C, Tel. R 扣 for 巧 84 
Facto け： 巧 - 10 3 时 h わ 6., しし Cib 

淺 巧みを 巧 ホ會化 

Asano 良。 がな n し 0 拍 pany 

Room 801-805 
165 Broadway 
Tel. Co け ! andt 8047 ぶ 052 

, Gosho Corporation, 

I Silk Importers, ' 

j 40 技 a が 84 也 Street 

1 Tel. Afbland 4 銷 7-91 

Go.ho Co 巧！。 c" 

! Cotton Exporters 

! W Beaver Sl, _ 

Tti! Pn 巧 ? ホ 。- 

甫な讲 巧滋採 ホるな 
な 巧 事な 巧 

South Manchuria R. R. Co., 
Koom 202 ら Canadian P&c お c B! か . 
342 Madigon Av も 
TeU Vand が bill 4 ロ 5 

云 井 物を 巧を 會 お ' 

お育まな 
Mitsui & Co., 

〇 5 Broadway, 

Tel. BowUnsr Gre«n 7520 

なま 會祗揖 井が 巧 - 
端を お 張 巧 
Iwai 在 Co., Ltd. 

Wool wo け h Bui ! ホ凸も 
Tel. Fitz 民 < び 8 が 0 ぶ 1 ぶ 2 

酌域會 を 

MUaubishi Shoji !Cai ふ a 

(M む subUhi Co., Ltd.) 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560-2S64 

f 大阪 朝日 ニ 東京 朝日 

化 巧る 巧 

0 化 ka A 化 hi 
The New York Times Annex 
TeL Lackawanna 1000 

H 本 お 巧 巧を 會化 
が 育まな 

J が an Co が on Trading Co.i いん , 

2 Pairlc Avenue 
Tel, Lexington 8787 1 

曰 ネホ糸 栋ま會 を 
巧 育ま 巧 
NIP 阳 N KI-ITQ け间 け， LT0 

1 WO Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 

巧を 名會胜 
な 育 支な 
Hara & Co., 

443 Fourth Ave.. 
TeL Caledonia 7830-35 

日米 库糸 株式 會社 
組 育 支な 
WCfi レ 化 1 K! け 0 K&BUSlMUillSHA 

(WCH し BEI KUTO CO, LTD.) 
1 Park Avenue i 
Tel. Ashland 6246-47 - がィ 9 
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保 M 罰 組 — 手 . 

M 今朝 ボー ルド ウ井ン 首相 參 巧して 總 解職 N 

政局の 中 ム浊自 曲黨の 向背に 

口 、\ドシ三曰發=^お逃舉じ破れたがホ黨首相ス タ ン ン 1* ボ！ ^ ドゥキ ン氏は內閣の善後巧 
じ 就て 協み し、 外 か チャンバ ー レン 氏は 飽を ゎ居据 b を ま おし わる も チヤー チ 八 巧 等は 憲政の 常 
遙に 則ら 總が職 中' ホ 張した ので 恐らく 明 四日， ♦ンゾ ー を 殿に 脚 引 籠 中ので ドヮ ー ド國壬 じ參內 
總巧臘 をと ふべ''、 國 王け 巧 もじ 勞働黨 を 領マグ ドナ, ド 氏 じ 謁哥仰 かけられて 組閣の 大命 隆 下す 
ベく、 巧慟寓 <5 閒 員は 殆ん どみ をした 模梯 である。 

ロンドン 二日 發 今み お 選 おお 六 白 十ぶ おの 中刊 がした 六 
ちがの 化 磯は 明か じ 勞幽黨 が 第一 黨 どならがず 黨が 第二 黨 じな 
つた.- ごを み」 じ、 刚も緻 理擧の 跡を 見る ド 左の 如し、 

勞働黨 二八 セ 保守 黨 i ニ 五 四 
自を黨 五 セ 國段黨 |ニ 
獨 立派 四 禁酒 派 一 
ホ だ 判然せ ざる i の ^ 化 
即ち 勞慟截 3 勝利は 疑 い 所でを るが、 を 對を數 を 制する こ 
どは 到 化 お ホで、 おしが 黨聯 をず n ば 巧 働漢は H 十二 票の 少數 
ど；：：^ る譯 で、 欧材の 前途を 提る ものは。 キ I " •ジ 31 デ 氏の 率 
ゆる 自 もを ご をし が守黨 じして 現み 閣 をな 造し 自由 黨 ご 聯 
なすい ば 勞働黨 け 隅の 出現は ま 難で あるけ お、 宫由黨 どして 
は 當が勞 働黨じ 紐 閣ぜ しわべ しど ま 度す る 寿 ぞく、 ジ 31 デ 氏 
の 一進一退は 政 巧 注目の 的 どならつ i ある 尸、 勞働黨 側は 早 （ 

もが ザ 戲に勒 しがく 的魄 の 明 波し を 迫 b つ^あれ ど 保守 黨の態 
巧け ホ だ 決定を をる じ まら や、 一方 勞働黨 扇 袖マク ドナ グド巧 
は 直 もに 組閣み 準備に 着キ し、 首相の が 絞 I は マクドナ^ド 氏を 
( Y きら 削み 的 隅み 外相 兼 観を 解き 專 ほみ 馆 ごして-叩 ヘン ダー 
ソン、 ト ー マスに 等の げ聲 島く スノ！ デン & の大藏 ル^’ 書は 確寶 
じて 前 巧 勘 灾官だ b し マ—- ダン ット •ボン 一-フキ 八 i 媛を が 健 
乂 おに、 スーザ ン, 。1 ンンタ 礫 等 婦人の 入閣 者 もぶ 数 じ 達す 
る 見込みで 異常の 化 白を 惹 いて 居る。 __ 一 

總選擧 み 跡を 顧みて 了 ： J j 

健實 な勞働 黨耀繼 

その 勢力は 貴族 階級ら 風靡した 


ィ .キリスの 勞働黨 は 今ょ b 化 
一九 年 前に 創立したら ので、 な權 
一を 握る 磯 資を與 へられた W はこ 
今これを巡 

まじが る 

選擧戰 S 跡を 頗 ミミ 

，進出ぶ b は 秘めて 堅實 。る もの 
が ホい。 

選 お 年 立候補 當 選を 
I 化 0 六 五 0 ニ乂 
- 九 10 と 八 四 0 
.闷年 五 ホ 四 ニ 
一九 一八 一二 六 一 五と 
一九二 ニ' 四 一四 一四 ニ 
一九二 I ニの ニと 一九 一 
i 1 化 ニ 四 五一 巧 一 五一 
'過去 ニ總舉 ij 就て 見る じ 勞働黨 
の-進 一 退に おし 千 化な かご 一年 
化 ザ 黛は ニな' 立 小 八、 自由 黨が 
五十八、 千 化 村：^ 四 年 じ 於て は 
がザ媒 のが 十八、 自由 潔 四十 ニ 
! ご いふ 比較で あつた、 一九二 一二 
年の 總逃 おの おおいは ゆる 血を 
見 ざち を かに i つて 歧權を 握つ 
た勞が おも 能 巧では 過 ザ おを 制 
- L 得 や 

: *011 山 I 黒を 妙な 道 伴れ ごし 
七 ゐた爲 おん やうな 化 事 も 出 ホ 
- やまた 化 人の 朔 巧を 盛が るを が 


一 : ; 

を かつた 一*; をぅ して 一丸 ニ 四 年 
の總選 では ジノ ビ ィノの 書翰 
事件に 也-! られて 思は' 2 大敗を 
招き、 龄ぶ黨 じを々 ど； I 權ダ奪 
はれて つた、 をん-， 關孫か 
らして 今 の 綾 選擧は I 苗黨に 
ど つ て は ；$^化戰 で を b 「 ^1|11辱戰 
であると みられ、 保守を かや 《 
受身の 化 おじ あるじ 對 て、 勞 
働黨 は賴械 的に 巧 勢を どつ てゐ 
た；け當然ごいはなけれ八)なら 
ぬ、 巧が の 巧働黨 はマ么 ドナ 作 
ドやス — デン、 トーマ ス 等の 穩 
健を ずを 击堅ピ してなる ので 右 
翼の 天 ドム がられて ゐる 一而し 

ブブク や マクストン や ホ. っ トリ 

! 等の やちな 革命み 子を 黨內じ 
30 瞒 し、 な 等が 絕 ，りず 

幹部 で戰 つて ゐる王 一は 勞 
働 黨の進 おに 多大の 不利を 輿へ 
つ i を 勺 k が、 今度の 総 選擧じ 
ゎたつ 下 これらの 革命を ちか 
幹部と* で 調を 一 じして 政 戰じ臨 
わを になつ たのは、 勞働黨 にど 
つて非帯：：*る强ホを加 へ わらの 
.こ 富つ てを まない、 巧 働 黨の產 
業な をの 基調は ま 耍產棠 の國あ 
ぶ ひけ 公を じある， がか 篤が 資 
本 ま 装から 偶人の 自由 競 爭を主 


が ザる じ對 し、 勞働黨 は 社會ま 
義 から 産業の 國家的 管理を 唱へ 
ゐる は 兩黨本 ホの 使命の 然ら 
しわら 巧で、 勞働黨 は ± 化 、炭 
坑 、浦 信 運輸 機銷 、生か 保 隙 等 
を 越ち 若し {はるおに する をは 
生產 能力を 高める； で わる、 又 
これが 實 現じよ スて產 業の 振興 
を糾 ，1 得る もので みる ごして ゐ 
る、 さぅ して 勞働黨 が この スロ 
1 ボン のら どじ 今 巧の 

總選擧 じ のぞみ 保ず 黨を 
攻擊 して' ゐ たので あるが、 勞働 
黨 がが ザ黨を 正面から 攻擊 する 
せ 巧 どして ゐ たのは 保ザ黨 政府 
の 保護 政策の 失敗 ピ 資本 ホ義生 
產 方法の 行き詰ま b である、 即 
も 保守 黨歧 巧の 四 年 半に わたる 
保護 政策 じよつ て獎國 のを 装は 
化が どして 改善され 中、 失業者 
は 日じ增 加し 勞慟 者の ホ活 がよ 
ずます 窮迫し つ i ある J - は 政 あ 
のを 業 政策の 失敗で を b 、 また 
現 化の 化滯 せる 英國產 業 巧の 巧 
開を 圖る じは 產 業を 個人 經營よ 
> 國巧 若しくはを ちじ 巧ら する 
よら 外な しご いんの- であるが が 
ず黨が 新政 策の 禪 巧れ ご. なつて 
居ら 其產業 政策が ぞく 試 厳 やみ 
でぁつ て' がず しも 保守 黨が 功徳 
を；；： ♦ら ベて ゐる 程の 

ずを を擧 げてゐ ない ミが 
勞慟黨 の 立 傷を 良好なら しめむ 
もので あらぅ、 失裝間 題の 解 巧 
は 巧 どいつても 勞働黨 の 死生を 
制する 重要 問題た るを 免れの、 
この 問題 じ 就て 勞働黨 は 昨年 八 
巧發 表しむ 『レ！ バー •ァンド 
ネ！ シ ョン』 に 巧て 失業を 救濟 
の 第 一 具体案 どして 義務 敎 育を 
一ヶ牟 延長し、 勞働 者の 新 じ 巧 
加す るを 防ぎ 一方 養老を 法を な 
正して を勞働 者の 隱 退を 圖らか 
くす る， とじよ つて、 約 六十 巧の 
勞働 まを 减少 せしめ， トれ だけ 
失業 勞働 者を 救濟 する ミ說 いて 
ゐ る、 勞働黨 のこの 失業 救濟案 
は 一面から 見 わ ば單じ 失業者の 
數を がみせ しめい どす る もので 
あ b 消喊 的の 觀 はないで もない 
が、 實 巧の 可能性は 充 かじ 認め 
ら れてゐ るので、 自由 黨が 一グ 
年內じ 五六 十す 人の 失業者を 救 
濟 する ご唱 へて ゐる のじ 較べて 
ま 

華々 •しさは。 いがを の 化 
ちじ 實わ 性が わるもの どして- 


W 




0 


カ說 したる じ 對しィ リー-の 
輿論が 頗る 好 威を なて 迎 'た 
、とを 多 ごし、 旦 つ圈務 長を ス 
テム ソン 巧 も アメリヵの 巧 海 

軍 計 劃が 結局 十數億 弗の W 額 
に 達ず る危險 性を 指摘し おる 
動機 並びに I 
大統锁 が 海軍 長官 ご 軍縮に 猶し 
て 協議し 現 化の な算 案も會 煤の 
前途に してが がする まで 討丄を 
差控 ゆるに まつむ こと 等は おし 
寬ホ 深長 ど 見られ、 勞働 黨み閣 
出現の 曉- しは 軍縮 間 題の 目鼻 も 
つくで ぁらぅ VJ 觀测 されて をる 

巡洋艦 建造 

請 貢 競りを 實巧 

ロ シン トン I 二日 發 n 海軍. もを 
アダムス 氏の 發を する 巧 じ 巧れ 
ば 大統領 71 ゲァ！ 氏の 招が b 
演說 じ關聯 し^ 部 じは 巧 < 遭 お 
請負 競りに 附 すべぐ 巧 巡が を 
五 隻め計 割を 中止した かの 如 
解釋 しおる まぁれ であ 軍 省 S 丄 
ては 大統領ょ b 柯等 巧る 命み 
接し 屠らず、 依っ て豫 をの 细 
議會 じて 制定され たる 如く 右の 
中 本年度 じ 於て 建造 じ 着手す 一 
き 五隻の 引を ホは 巧〜 これを を 
巧す る當 である V 」。 


ちり 人家 も燒 失した が權 太化モ 
の 山火事け がは 鎭火 する じ 至ら 
ざる も 損ち の 範围は _ 秘めて 限ら 
れ たもの i 如くで ある* ぞ 化に 
は 巧 郷軍 人脚 や靑年 劇が 消防隊 
ご協力の 上奮圖 して 居る ので 人 
家の 損害 も 幸い じして 免 わつ、 
をる が而 かも 人里 離れ々 を 化 ホ 
じ ま b ては 消 巧の 術 もな （自が 
じ 任す の 列 じきち 巧で あろ、 巧 
は權お 地方け 煙 じ 包まれ 海上よ 
b 島影を 認め 難 t ど。 


化 海道 山 火 

遂に 軍隊が 出動 

ま 京 =1 日發 (聯 を】 n 權 太の 一 支が 化理 公使 等に 引 揚げを を じ 
山 化 事 V 相み ぎ 北海道 じ も 山 次 一た ごの 風評を 否認— 南京を ぶは 


露 ま脫合 ひ； 

骗の 引退は 確實 

東 ま 特電 四日 發 H 奉天即 巧の 
"シア 總 領事 歸 威の 途中 支那み 巨 
患に 捕縛 ゼ っれ、。 シア 側は シ 
一？ ア にわる 支那 領事 箱を 報復 
的に 家を 搜 索した。 

東 ま 特電 I 二日 發 N 芳澤を 使は 
等定の 如； 本日 午前 九 時蔣か 
石 氏を を まに 訪問して 國 書を 
捧呈した が、 源 玉祥將 軍の 政 
を 引退は 最早 確實 どなつ た、 

モス カウ 一二 日發 U 0 シア 政が 
は ロシア 領±內 じがる 支那を 巧 
館 おなじ 總 領事館 じ對 して 今後 
治 外法 權 ぉ認め。 いぶの 通吿を 
發 した。 

南京 二日 發リ 南を 政府は パグ 
ビンの 日；： S ア總 領事 雜檢 擧事俾 
じ 關聯し 0 シアに 駐が 中で ある 


事が 起 b (別項 特電 邊 照) を + 
擧 げて騷 いで 居る、' を 新聞社に 
達した おを じ 波れば. 山 化 事は 化 
箇所に 豆 b 居いで ホ だ 人命には 
巧 傷。 きもめ； 如 {最も 被 蜜の 
甚大なる は 化 部ぶ び 中央部 じん- 
て 嶺も あ驗 である ご 認められ 巧 
川附 あの 山み 事には 化 川嚇隊 
ウ軍險 お 動し つ i あるが、 今" 
までの 被害 瞳 域は 約 四モ逛 抑； 


直接 パグ ピン 總 領事館 事が じ關 
孫な く 目下 奉 實の眞 相を お 調 中 
で ホる ミ 發 おした。 ____ 

モス カウ 二日 發 = 0 シ TI の' 一. 
股 輿論 a パが ピン 事俾じ 就て 大 
い— に 激觀ん ぶ 弧‘ 側が 雷， 於 i す 斯一 
る國窓 儀禮を 無視す る 限 も豕農 
廚な從 巧の 如き 好意を，。 賢 度 
がて 强硬 U みを r なぶべ 一^で 
る ご 主張して 盾る。 


本 お 東を ぉ電 {紫 ぉ巧轉 載；^ 

ぃょぃ ょみ閣 改造 一 

〔四日】 旧 中 首相は 內强； i 造 間 じ關し 所謂 乂 改造を 斷巧マ 
るか 補充 的 改造に とめを か I を喊 .てて ゐ 右が 中 橋 商 相、 山 本 _ 言 
相、 小川 激化 等は 飽を政 友 A 內ふ 入れ 換わを を 留しミ 王藏^ 
は現狀 維持を 欲して ゐ る、 方學 內 相の 辭 巧は 不確舊 なる!! 
ら拘ら ず 後 塞を ねらつ てゐ ，もの I で じ 止^ない、 尙ほ專 な：^ 
巧は巧澤駐支を使、 小幡±マ古大^£^.等呼聲が离（、 が相は五 
霧中で ぁるが、 床み 氏の 入 S 說も 節 柄 苗 燃し 閣傑 間には 賛 
の 議論が 化 半ばして 居る 化 I じぁ，^。 

對 まを 貴 貪 設立 グ 

〔一言】 を 省 事が あ官會 1 化： 關 催され 席上き 旧み 務か宫 
はと 巧 初旬 頃 開かれる H 支 I 約改 巧！^ 衆じ對 する 新 委貴會 設置 
を 提案し を鹏 係官 廳の 權威龙 及び 支^ じ 利害 輿 ホを 有する 民間 
實業 をを 委員に 網羅す ると^ のでで るが 间會議 は 化 提案 じ賛 
成した。 


漁業を 協に 橫檢 

【四日】 島 德藏巧 一派の 中 山 節 
太が を 等は 西 川ホ吉 氏の 漁業 
を 協に 橫檐を 入れ 對 露を が頓 
坐の 模樣 でぁるが 之は H 魯漁 
業 會社宽 役割 这み 不成功の 腹 
癒せ ごも 云 はれて ゐ る。 

今朝 國 書を 捧呈 

ご 二日】 旣掩の 如 < 巧澤を 化は 
す 朝 九 時國民 政府へ 國 書を 捧 
星した。 

無産 民政 援 頭ず 

ご 二日】 一大 阪ボ约 議員 選 擧のお 
お 無基黨 議員 十一 ニ名當 選し 民 
'政黨 比 十六 名ょ b 化を 名 VJ な 
ら 政ぷ會 はと 名 ょら 五名に 减 
じた 0 i 

化 狼 道 も 山火事， 

〔 I 二日】 化が 道化 部 も 大山 火事 
を 起しれ が 磯太は 下火 ごな つ 
た。 一一 

田 中 大使の 歸巧 

ご 一日】^ 暇歸朝 中の 田 中 都 ま 
氏の モんコ ー 歸 任は ネ晚の 普 I 
で 通商 禪題や 漁 區じ關 し 旧 中 
首相から 親善 故' 策を 授けら ゎ 
た。 

大神宮 奉 頌募歌 

〔二日】 宮內 省は 今秋 擧 わさる 
べき 大神宮 遷宮を に 天 照よ 神 
宮窜 頌歌を 一般から 募る をを 
拒絕 L た。 

南洋 鑑 漁に 着手 

ご 一日】 静岡縣 田ち 部み 浦 村の 
丸 名の 船員は 農が 省の 賛助で 
ち洋 セン ベス 島 沖へ 經 出漁を 
55 畫中 カ孰鮮 ホ！ イマ カク 
トも 一二 十と 咽の 小 帆船 じて 巧 
,, ス 十！ <, 旧娇 1 L 猶同 烏に 向 ふが 
到着な 廿 五日で が末歸 還す る 


隨筆 


不戰條 約 ミ 首相 

〔四日】 田 中 首 化は 腰 越 巧き J 
車上 語つ て 曰く 『ホ 戰條約 W 
諮詢は 御 還 幸をまで 保留す 可 
が 倦は 化 結 巧が どぅなる か i 
ふこ ごも 出 ホね がめ 府は信 下 
る 所に 向つ て 進い ばか b だ 
內田 伯の 辞職の 風說 ぶでは W 
はを （耳に した こどもない 一 
云々。 

巧務 官制 御 裁可 

〔四日〕 巧務省 官制は^ 上 巡!！^ 


中 i で 一日 御 裁 巧を 仰いだ ので 
么 5^ 發 巧は 十日 頃なら た W 0 

ぶ 王 平和に 麻禱 

【四 c ^】 伊太利 國 マ 法王 
廳ィ I •の 六十 年 ホの 紛拉 解跃の 
盛！^ 祭は が 太 利 大使ぶ び 法王 
麾化 節よ 催の' 下 じ 二日 小石 川 
天 も 公 お會に 於て 擧巧 閑院宮 
融丟 一宮、 岡宮 化を 殿下、 旧 中 
ぶ 相 外を 乂 担-が 國 大公 化 等 
一二 巧 名な 上の 名 ± 之 じ參剧 し 
2 0 


世は 樣 々 m 

西 村義雄 

牧 壌の 牛は ク 0 バ！ の 野に 遊 
ぶと 雜 草の 中に 居る どで 乳が 違 
つてく る、 即 もな. へ 物は 牛の 强 
弱 等々 をみ をす る條 伸で ある、 
商品の 中 じ 衣食 居住す る 人間を 
理解す を 第一 要件は 巧よ b も チ 
キじ 商品 化を の觀 測で ある、 若 
し 化做附 あの 化 原で 卫 スキ モ！ 
の 娘が 入水した どす る、 ス瓜ト 
金融資本を 追跡す るな の 論理は 
この 娘の 前 じ 一切の 權 利を 失 ふ 
ナピ なれば エマ キモー の 娘を 論 
ずらには を もが 品 も問菌 でない 
即も 商な 關係 でない とする どか 
がの 若い 衆 座を 調べる、 スグト 
美男が 居て 化の 女 ミ 結婚し じご 
が 裡 々 の 人 間爛炼 か ら^^ >む得：：* 
娘の 入水が 了解 5 れ る、 同 壌に 
山 おの 印度ん のぉ來 事は 人間 ホ 
をち ごして 起 .0、 街 動 戚惜パ 現 
あ 舞 臺の立 役を となる 譯 だ。 

がらを はを の 化み だよ 色 誰れ 
も 云 ふが 前述 通り 複雜睡 よる 對 
な 踊 尿が 人を 袖 じし 化 名 壁を 辨 
明 査証す る こごが 巧來 ない、 又 
を恃ビ ー キの學 者 も 現 化 會の格 
物 檢討批 おを 厭 ひ ウンの 說 、天 
才の說 等々 で 白壁を 塗つ てゐて 
骇 多の 年俸を 巧 戴して ゐ る。 

をが 一方に 集中す る ご 購買力 


が 弱ろ 巧 品 どの 巧な 願 係け 鈍 威 
的に 幅の 廣い パニックを 起し 昨 
年よ b 今年 ホへ かけて あ 促-一: 明 
年は 未だ 冀 るで あらう、 化 おん 
化よ， 0 脚 子を ホめ 生活 必须 品の 
みが 賛 n る、 ぶ 器 や 生糸 U 殊巧 
らを 融資 本の 巧 詰 b の嚮 きをう 
ける、 遊び 袭 所で d をを をし 溫 
る' 夏 媛 ボス やボ ーィ の、 む 配に 
ひき かへ 巧 化では ゲ ャスシ 賣つ 
て 太る、 資な關 係が 發ホ する、 

こ i を ホる f な 達 迄 •わ 自由 像の 
靑年 i 連鎖が あるので 不氣ホ だ 
からよ。 

巧 詰 > は 八 年 前 间樣じ 勞資お 
陣を激 がし 巡查 を軍陈 化する 必 
要が 出 ホ、 罪惡 退治の 窩等 委員 
局 もか耍 ごなる、 ソン テ 詰らは 
巧 ホ戰爭 ( 單獨戰 ではなぃ 巧拂 
其 化と 米 どい ふ お) によらて 商 
品の 活動を 仰ぐ よ > 外は な < な 
る、 を 融資 本の 爭覇は 比類な （ 
慘 凄な 帝圍ホ 義戰 ずへ 展關 ずべ 
< 急いで 居る、 邸^ 一時 裝 二日 
英 間盟說 5 流 巧し じごき モ八ボ 
ン が 鹽 •か 滿邀 じを 目を 使つ たの 
は 右 同盟 風說を 破る 高等が をで 
あ b 词 時に 現 巧は を 離 資本が 眞 
のみを 官 であ b 且 义政廳 である 
偶然の I 証 ごな つた。 

商品に 立脚す る 社會の 上の 戰 
一， ずは 戰 ずを 無 （する ための 歐洲 
す戰 ではな < 次の 戰爭を 起す た 
巧め 戰爭 であつ た、 モ 丸-白 十一 ニ 
鹤 年の 巧 詰 b す景氣 に似て あら 
じ大 ダサな 經濟界 のを 觀的條 ホ 
は _歐 洲大戰 よ > もな 烈な 大帮爭 
をが 起さう として ゐ る、 化 地球 
上た 於け る 人事の 最大 事阵 f 最 
小 里ぶ たと へば ぉ稼ぎで 成功す 
ベ ふ渡ホしわじ靑年：？=失業おホ 
'嚷 を す， め 錄窗を 翰 儀な ぐされ た 
のを 葱め 武 橋から 投身 自殺し ね 
眞 じを 細な 事 巧 どが 關 蹄した 縣 
係 裏た ある J を辨 へて み も ミ 現 
象 化 晋の批 巧 証明が 明鏡 じ 照 さ 
れる始 くなる、 をして 勢 働 者 も 
ホ賣^^ーも企菜をら巧前途じ巧か 
橫た わがる かを 洞視し 得る でゐ 
らう、 巧 時 じ 取るべき 手段 も 0 

夏瘍 がら 戾ら化 巧は 义會談 し 

ましよう、 靑蓮閣 上の 巧を を 

みちら、 さ 主なら。 


II ュ V - m ! ク 春秋 


♦ィ •キ山 スの總 選擧で 勢働黨 
は 奇勝を 5^ した もの；、 勢力 差 
違の 鍵を d 一る まは。 キド •ジ 3 
1 デ 氏 どなつ た、 差 當らィ V ブ 
ス にも 新 廣俱樂 部が 出現し じご 
いふ 譯 ，でも 巧 次さん をち パー 
セントの 芋 政治を VJ すれば、 ジ 
3 1 デ 君 山 一巧 パ ー セント 化で 
少しけ たが 違 ふ。 

♦亭 ホ だ ど あつて 添 嬉したら 
隣家の 男で あつた ミを で 刺 明、 
をの 巧を 柏手に 貞操 媛觸 賠償を 
訴 へた 女が ある、 ニ ユジヤ デ！ 
渊 のが 巧 事， 貞操の 懼 値は 電燈 
の 下 じあ 5 でい ム譯 、ィ ヤパャ 
♦ゴ^フ 減が 顔面に ぶつ： か 
b 、 キカ デ！ が 即死した 由、 尘 
鼠の 眞 似ら 巧に 殺人罪を 構成す 
るを ごなる、'. 御巧必 々 々0 
♦ネ度 ホら れる 澤田總 領事 夫 
ん は、 恰 かも ピユ ブタンの 如き 
嚴 格な クリス チヤン だ 巧です、 
官邸 じ大 おを 化かん ごする おを 
さん 達じ內 報して 廣 きます。 


大雜育 


九 ニ 九 年 版 ダ 近く 發巧 


本社が 屢じ 編赛を 打いた しました 『大 化育』 は、 幸 ひじして 
江湖の 湧く がかき 巧 許を 巧し、 遂にを が 一耐殘 らゃ資 切れ ごな 
> ました、 依て 本社は 溝 一版の 內容 をを ながた じし、 貝 救を も 
巧 加した 千 化な サ义年 版を がに 發 がする こご t な b ました、 正 
確 じして 且つ 新ら しい 統計と 事 賞を 基礎 じして、 剔々 變 化する 
巧が 『大組 育 J の眞 相を 博 ふるに 进樹 なき こご. 5- 巧して 居 bi 
す。 尙 ほを 憤は 

豫約 ホを 者に 帳り て 

特價と 十五 仙 

發刊 後の 御 購買 じは 


を價金 


弗 


- をし 主した、 速 かじを 約 御中 这 みを ホ 望いた します。 

ホ 巧 音 紐 育 新報 社 


k ■! 


選擧 K を 首 巧せ しめ 得む もので 
あらぅ、 父 勞働黨 は 其 本 ホの 化 
併から して 失業を の 商 お 救濟を 
目的 ど 1 る社會 施設に 力を 注ぎ 
其 A 面」 國 費を 出 ホる だけ 割く 
べし ご，* し 其 化ら 化 源 どして 不 
勤勞所 待への お稅 や相賴 焼の 增 
徵 をよ 找 して ゐ るの け 勞働黨 W 
して 當 裁の ま 張で ある、 勞勸黨 
が選擧 愚ら 苦しんで ゐ るのは 
選擧雙 《問題で ゎる、 資本を の 
政黨 でん； るが 守 黨じタ （のを 巧 
か あるのは 當然 であら、 自か黨 
も 相 當豐當 。軍資を を捏 って ゐ 
るが 勞働 だけは 化の ニ政黨 どし 
てら 比^ じなら ない 程 貧乏で を 
る、 勞^黨 は 一九二 四 年 S 選擧 

しも 

軍資金の 不足 ミ 雲し 

んでゐ W が 今度は 或は をれ R 上 
でみ る i " ら 知れない ごぃ はれて 
ゐ る' 心で 勞働黨 が 金に 苦しみ 
な：^, ら4自も黨を推し除け獨カ 
で 保ず 黨を 向ん じ姻 して 戰 つて 
ゐる のか- 勞慟黨 に' は 延びる 力が 
あ b 圃毒 か充滿 して ゐ るからで 
ある、. ー_| れが勞 働黨の 生命な の 
で をら 克 勞働黨 は 貴族 や 富豪 
の 間に 積 的 じい わ ゆを 黨 勢の 
擴 張を 圖ー かたを はない が 自然に 
- の 方面 だ 勢 刀が 伸びて 巧つ て 
富豪 や 遺族の 閒 からを 力な 勞働 


まの 輿論 

憲政の 常道 ど認む 
東京^ 尊 四日 驛 NH 本 3 一般 
輿論は 券働黨 W 觸のぉ 現は 耍 
する じ 惑 政の 常道を ホい もの 
でぁつ」 保守 黨に 何等が 奇な 
.政策。}" ちし こどが 敗因で ぁ 
ら 巧に^ 八 業 問 越 じがて 然らど 
. f V こ，*^ レ、 がず 黨も 今を な 巧 
み 溝で 真 盛の 巧な は 疑な し V 」 
斷 じた：^、 自由 黨の巧 起は 今 
を ごて- 覺柬 なく 巧ず‘ 勞働 
兩黨の 併 立 時化が 實現 t るで 
あらう ご I 離 じ、 勞働黨 內閣の 
お 現は 軍咖會 議の氣 運を 早め 
るピ 觀车运 る。 


黨員 •か 現 主； るを はたし かじ 勞慟 
黨の進 お ！ ib を 示す もので わら 
をに 勞 働^が 化の ニ 政黨じ 較べ 
を ホを 通^て 緊張し 新興 氣 をに 
滿 ちて ゐる 了は 勞働 黨の圃 志の 
盛んな をを I 廚據 たてる も S で わ 
b 、 これが I 地 ホ-ホの 保ず 黨や 

派手 好きの 自由 黨の 間に 
あつて 勞働 の 面目を 躍如たら 
しめた もの 現じ 保守 黨 首相 
ボ！ ル ドゥ ン氏 のみ 息が この 
勞働黨 からげ つて 出て 今み 選擧 
じ當 選した I 」 が 如き、 勞慟黨 め 
勢力 普遍 化で 如實じ 物語るべき 
もので あら I ぅ。 

軍输 促進 

. 勞勵黨 の 勝利で 

ワ シン ト 、ご 二日 發 N アメブ 力 
政府は ィゲ 如' ス總選 擧の結 おご 
して 若し 勞働黨 內閣が 出現し 旦 
つ 自由 黨が棄 政黨の 勢力 差違み 
パランスを 揖 6 限 b アメリカ. か 
曇に 切學 した 巧 備縮少 の 機運 も 
速 かじ 實 現す. るに まるべき こど 
を 期待して 居る。 

國 務省當 原は 囊し 大統領が お 

魂 日に 際し ヶ n ツグ 不戰條 約 

の徹 巧化已 軍備 縮少の 必要を 
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ザけ 眉 日 邸ぶ 靴！) 化 k 法寸 

を ホき* •足 ホき 巧 •を 小き 巧 
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聞 時 察 診 
午 お 至 時！* 前午自 
巧 八 至 時 六を ザ自 
日 曜 

自 午前 十 時 至 午を 一時 
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GAMP 化 LL な削1 化 

設脯聽 巧 終 費波费 

CaU-TRAFALGAR 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

"The Funera! Church,Mnc. 

(NON SECTARIAN) 
Broadway が 66 此 Street, N. Y. 




診察 

午を 一二 時よ 6 ホ 時 
日曜は 前約 巧願假 

ド タト か 

窝诗舊 を 


診察 瞭間 

午 お 九 時— 十 時 
午を 六聘！ 八 時 

パパ ホ栗龄 H 

がち ホフ ブブー お 探 
お 五 巧 病院 お稱 

ま ボゴン バラン ド 

お 提數巧 


諸 お g 


本 

人 

基 

督 

を 

お 

道 

會 


唐 巧說お (日) 八 麻 j 
H 曝學校 { H ニ 一時 キ 1 
家庭 集會 (水) 八 時 

が禱會 巧^ お 一ん 持 
聖蕾 研を^ 未/お 

婦ん會 

講お會 

^ ___ P 

を 宿を、 巧を をを 
巧 ま 周を、 をの 化 
人 掌の 街 巧 狭じ應 
じます 0 


診察 時間 

午を 一 特化 ニ睹 
午を と 時：： T 八 時 
をな 醫學ホ 

パ： 巖本捷 一 

を 苗 比 遥大學 みび 
^^ザラ ンぉ院數ぉ 
a 罹は 前約 頸 上提 


弊 牌は 實質 誠意 恐を ま義の 
をに 御 ±產 物 一 ま卸賣 値段 
で販賣 致' します 多少 じ 巧は 
ら中 御用 命 仰 か 下さい i せ 
◎歐 ホを 種 時計。 置 時計 一 ま 
◎寶巧 貴を 屬 。象 製 器具】 ま 
◎を 褲萬年 筆。 をを 製 鉛筆 
◎蓄音器。 レ 31 ドを 本陳别 
梦去ブ 妻 客 0 > f ド タ f タ — 


火、 木幡 午後 九 時 1 十一 時 

紐 育 柔道 俱樂部 

西な 了 目 一八 巧 


日本人 夹 なを 會 
及附 おを 宿を 


& W 


t H 陥 禮拜朝 ご 時、 H 曝 ホ， 
削 W 一校 十 時、 水幡祈 おを タ ホけ- 
I 9 一が * H 曜學術 研 巧を 夕 八悄； 

好 位 招^ ド ソン ごブ 。 I 
1 ド 巧 間 じだら、 巧 想 的, 
比を' 阮 域， 百 十 了 円 地下； 
錢へ 一み 間、 タイ ムス •一 
スク で r を 十み を、 コ 0 i 
ン ビヤ 乂學へ 徒 ホ 十 かり， 


I 麵 

.器 


H 本を 堂、 內外轿 閒圆書 
橘 巧を 巧 化ぶ 席す。 

を 化事裝 ' 旅な あ內 * 通 
譯 、驟譯 、爾萊 紹介 等、 ネ 
を一覺 萬郵虽 


親祭 者 學生巧 一 股の 方へ 湿 善 


も 

邮 

如 


.一を 
P W 

貝 

果 

人 

ぶ 

督 

巧 

會 




谋 摩..， 

日 巧聖香 巧を 正午 
共勵會 夕と 時半 
茜 巧說お タ八陪 
木 灌敵稳 曾 タ八時 
巧 語を びを な 

午を 二な 

主 曝 ま お 會义は 
ホ話會 タ八持 

が會 事を 
を 宿 部、 旅 巧を 案 巧 
が * 人事 巧 鼓が、 謂を 
が、 巧 棠岡旋 が， 巧療 
藏縫敎 巧のを 課を 設 
けを 員 及び 非會貞 の 
巧を 計る 


I 


ブロ ー ドウで） なと 十番 
領事館 向 側 建 あと 0 置 號室 

輕 か^がが 商 

游がィ 卿 A 

170 B 夏を ay , N . 一. 豆ぶ 
Tei . C ミ tlandt 泛 ゴ泛留 


診療 

午前 十 時 ょら 十二 
時、 午後 六 時 ょら 
八 時， H 罹は 前の 
願 上 候 

ドク トグ 

山 ロ 兰之巧 


@§ i ぷ基 

自 午前 九 時 U 十二時 
直 午を 一路 H 五 時 

火晚 みが， r 晚 六 時 

はへ キシヤ 1 フア 
ン テ^ション クブニ 

ブク じお勸 


JO 巧 In 左！ 一 OGUR 1- M . O - 

ニー また 呈 h sl . f ジ； 

T 81- 置 ミ 穿 3573 : c 享 e ニ M ま 

兴 み；^ 午が 九 持！ 午後 一 巧 
一® 爱 すを ムハ 時— た， ぷ凡巧 
H 强 午前 か 時 1 午 巧 西 時 

ドクト^ か 栗乘ま 


ベ グビユ ー 病院 度 
紐 育 乂學醫 巧 在勤 

江 見 ご 一期 

診察 時間 
每； rt 午を 四時から 
ホ 時 主で 

夕ち 水、 金、 と 
時から 八 時を 


f 患 診療 

的め 願 上 お 

ゴ ー 子 か大を 

ドク トか オグ メグが ン 

醫學巧 古 

吉 お悅彌 




巧留 靑年理 巧の 两ホ 


目 本人 靑年會 


9 < 88 すで. ぎ fki 12 た 


I L 

防 W 巧ん 

W C だ 

わ W 
蜘^. 


- 6 

i もし M 

I 逆 一 

^ y 

M 


_ 'が请 州を 誤 
内 お 省を 許 
東を 帝 大醫巧 大巧 
を 婆を 潛巧 卒業 


揉 療治 北 島覺丈 


岩 7 Wes 二 黄 ih Si ‘ 
Tel . 亞巧 comb 1486 




に 




懸 揉治臻 


化 脚 貧 


I ぶ 8 h 

H 脚け！- 

S ご -g 

がが 

^ H - 



マ ツナ！ ジ 、整形、 醫 

巧 學的迷 動、 勝灌注 
水 治、 ホ 線 度 電氣治 
療 、電氣 風呂 其 他 
鉛 育 巧を 認 

ツイ ジオン ラビ スト 

西が 幸 男 

日曜が 每 H 午韵化 
時ョ ，午後 八 時を 
電話 前約 願 上 候 


攒販ホ じ 眼鏡 調箭 


歐义を 極 時計 
貴を 屬寶 おお 
銀製 器具 一式 


蓄音器 



◎帯 ニ 最高が ノ 商な ヲ 精選し 
他店 a , 廉憤ュ 販貸シ ，居， マス 
西 四十 ニ 下目 Sf - I 毛を 

ロング エ ー 力ー ビかデ >グ L 4 
おな 十 お 室 パ 
4- K 


寫眞器 


タイフ ライタ 1 

を视 万年筆 
其 化 ±產 物 一を 


I . A 

0 Y 
Y R 


靑 柳商會 

(タィム スビか デン ダ 向 測) ^ W 

電話 ミィ I ト四 I ニ セ 四を WN 怕 
◎商品 ノ確 實ナグ コト、 取扱 
ノ迹 速ナグ コトニが ブ皆巧 
々ラ 御 巧 評ヲ巧 テ居リ マス 


H 本* 支那 寶玉 發类 
. 術 お" 婦 入用を 節 其 
他 装渝お 

一: 寫訂 a 

高等 藥衛 品修 鑄、 

首 錦 品、 スト 9 ンダ 
目 本 驅戴撐 


笠 蓬 服 店 


齒巧醫 木 下义巧 

ご！ 一巧. 1 ニす St . 

Tel . M 呈實 ent 8557 


東 お 十一 ニ 了 目 

二三 ニ 

が 藤 
洋服 巧 

? ラで ハニー 一 


日本語 敎授 桂義ホ 

I 云 ER 妄ゴ呈 か一^ 是 USE 
送 0 Riverside 呈ち穿 W York 罩 


斬 鱗 魚 か！ が 

日本ん 向きのを 魚澤 化な b 巧 
持 列 廉语で 大勉强 致しまず 

サゲ才 ナ魚巧 

SLUM 田た FISH 呈 D s' ご 里 3 ち K 5 
2 含 West ご 注 Street Corner Amsle 昏 m 0 
Tei. Golumbus. 9 夏 


n c ン ビヤ お學 一 

日本人 學 友磯會 

The おち ミ 苗 Stiid 呈 ts ぎ li た一! ヨヨ 

of Colu 量 a 章 まを な 
巧 15wb 雲 st._ 京 己 orkJ.Y. 

TeL Bradhu 互爸累 

「日米 大學 々窓」 發巧 

奋 こさ a ミち A ヨミ 養吉 mvers さ 宮 ミ 量 


P 义 
0 2 
H S 

K ^ D 

禮| 贈 

BM 的！， 
A 0 斯叫 
常拉邮 

化な 

化 w 

なが 


新 ホ 書籍 販巧 

雜 誌の. バック ナ 
バ！ 、を 雜誌類 ■ 
新 注文 等比て 班 麻 
じ 御牧 夾致 しま； 
巧卒 御用 命 願 上 V 
ま "V 

奥 村 書 ホ 




は .， T の 遊 一 
ホを 英文で ホ 闕人じ 能く わか々 
やぅ 簡單明 擬じ說 巧 しれもの ’VI 
出を ました。 巧を 目み 進呈を し j 
ます、 御覽 下さい。 ， 

M 呈 き ya 置呈 ，ご 4 E. 芸量 ： . 呈 y. -j II 

鑛 巧の 薇談一 

米 輕ま贺 語ぶ 話ず 一! i|j 




化 

h 

お 

が 

帅 

化 

-I 

to 

ro 

s 

2 


は 成功の 簾 一義で ぶ 
本校には B 本人を 
じ 慣れた 魯巧 婦人 心 
師 を - > 懲 切じ會 話 ！： f 
信义 社を 語を お 捜- 1 
ょす C B 罐週 B み！ I 
を 前 化 時よ > 午後 
咐 まで 满 校—'、 

スンと 十五 細 
ネ H 病 もに ホ按龙 i 


^ 京 

nr h 

s 欄 

策 

A り 3 

D 4W 


舞踏 他 A 遺 

▼社受 ，ダンス < 
► 装 情银操 A 



锅 十特？ 巧 十一 時 

シヤ タフ •ダ ツシ 

ング 鈍綻學 巧ホ笔 
h 衫 タブ 


k 如 i 
ム =§ 呼 

冷 

ろ 

D け帖 


診察 

午前 十 時— 一巧 
午後 四時— 八 巧 
り 曜 午前 十 時— で 午 
急性 慢性 男女 疾患、 皮 
腐 病、 化 液檢査 
タ をの 經驗 をち し ロ 本 
人 じは 特に 親切 じな 療 
す 

健康 診斷ミ 

ドク ト八 

メイ ど 八 



第五 巧と 一二 0 . 

へ クシ 卞 1 

ビグ デン グ內 

小 池 寫眞舘 

蓝話チ ー ク^ 

巧 四 0 ホ 


—0 本人？ 科 細— 


雜を 



C 

打 

觀 -fi 
祖 HI 

b 化 朗 

Y だ 5 む 
A 祖 W 咕 

お 就础 


を替 揺み 雜誌 ♦巧酣 
i 縱覺ぎぶ銷 
執務 午前 九 時ょ ち 午を あ 時を 

^ 紐臂：11本人會 


ブロ！ 

富 

T 


.クグ 


でイ 一とと ぶ 
00 と 0 
00 と I 


A 通澤 ◊調杳 ◊を 巧 
.i ◊買物 ◊其 他 巧で も 
扣 8 . 狗 懇切に 狐 取扱を し 
ド W 柳 I まず。 

J taw A なは 力 ゴ大學 を 
• — 2; 一を 裝 しを ホ 旣じ廿 五 
W 姑 I 年 聊か ホ國の 事情 じ 
お M I 韻 乎る もの ご 信じ 钟 

な ^ 1[ ■■ - 一 ； r . ご」 一 w * 


.ん 


紐 育 商事 硏巧巧 
峽 叫け ょ衫述 雄 

西， I 抓 一一 A 米搜 じて を 巧せ る 
^ 1 新舊の 蕃籍と 雜認は 
書 訓 ^ i . 御 注文 ホ 第 敏速に 御 
一 旁 山 ^ I 屑け 致します。 

/.BW A 右 脚注 交じ 菊して 
I ' 而 はを 攪 よろ 窗 弓して 
差 主げ ま f 0 


絶 解 晶郡資 

五味 商會 

W E . ニ さぎ N - y - G . T を. 尝 y 養 草 i 37 舍 


S 

规 


細 

郎 

郎 

h 

別 

8 

剛 

P - 

•A 

的 


1—^ パ 

人 

英 

語 

敎 

授 


をき 米屬讀 も 
H 本人へ 巧黎 
語敎授じ^を 
年の 綻驗を 有 

ず 0 i ンヴ 

ン毛 十五 输 
每 H 觀九 時ょ 
b 侵 丸 駭を巧 
時 V しても 宜し 
H 躍 目は 一時 
よち 四時 迄 


じ 

為 — W 

お 化 N 
心 £ 

& 獅 W 

0 & - s ’ 
ム 55 T 
^ 4 

巨 


艦船 御用 建 
船具を 巧 お 
和洋 各 お 貨お賣 
輸お乂 お 關手績 
諸 荷物 運搬な 扱 

遠 藤 小 巧蘭會 


な！ 函 ♦ ぶ W 

0 


緋育 生か 保 險會祖 

H 木定吉 

雜保險 


S， SIKI . 

zes Kerb " L ^ ifsl 3 mcrapo《co 
51 chpmbe さ St : NewYorkeity . 

さ c 日 e . Wor をな 巧 . 

會おノ タニ 额琪 女ノが 《め V 
御 自みノ あぶ ピを 話を 巧 チ 串 
巧 力 k 度み f サィ 


養 7 1 SUV 8. f y 〇 rk 暑 


稅 關事絲 取扱 

闺 I ミ E &, 夏. 

Room 7 ま ご B 吕 ad ま y - 宴 
Tel . ぎ wlin 巧 Gae ミ篇 04-5 -B 


哉 

則 t 


稅關 事務 

を洋 を地幷 じを 化 巧 
の 敏お入 ホ 法 じ满す 
する 一切の 御 諮問 じ 
おじ お 道 お 船 貨物 運 
貸ぶ お 帆 あ 巧 视手績 
蓄學 進呈す。 重を 都 
ボ じ化埋 巧を がし 誠 
實を遽 お 用み じ應中 

お 驗か扱 


.のが 

が！ S お 

れ わが 

5 ,g 叫 

組 il 

が 3 

6 ( [ 
i 

r 




電氣 、器械 工具 製 巧 
運動具、 お 具、 貴を 屬 
時計、 寫眞 器な 現像 
, ト 
チデオ 

東浑 美術品 書 富、 レ 

デ イオ、 タン フンで 
1 ド眞ゲ アキ ュ— 么ク 
タ—ナ —、 モ ふ— 修理 


兔も洋 赚藏會 



巧妈 十六 了 目 六十 お番 
電話 プ タイアン トお 0 お 丸 


， i ♦詹 ♦II ♦ 


民 

0 

U .i 

i t oo 

M パパ 
^ 比 わ 
ロ 5 n 

o も w 

9^ 邮 

A 3 k 
K h 

«1 

M 


洋服 調進 

クタ i ニンク • タイ 

イング、 修鑄 等) 切 

ミカド 洋服な 

化 本が 
を 話 ライン ランダ 1 
六 八 H 0 


鞠の 製逛 な關稅 引下げの 大條正 
じ ぶぶべく 下院の 長期 じ 互ろ 化 
會も差 化め 且つ 立院じ 於る を 員 
會も 民ホ黨 側の 希望を をれ てこ 
れ をを 開 的の もの どして 調を ず 
る こご、。 つむ 0 

讓鹏 酸. 

栗 京 特電 四日 發 

貿易 轉換期 近づく 

を 糸の 輸出 お 加、 棉花の 輸入 
賊 ホで 貿易が 換期あ づき ホつ た 
^ 入超 絕額 >以互 億 弱く 見られて 
ゐ る。 

爲替ホ 鑄，、」 先き 物 

爲替 かおは 漸落しながら 巧氣 
一變し 先物 じは 買氣 加は る。' 

兩潇船 管 社 提携 か 

目下 巧 朝 中の グ—ズ ダス 八ト 

潰 船 曾 社々 長は 固 儀 漁船 會 社々 
長 黒 州 氏 ど 橫濱 じがて 食 見.- 兩 
社 提携 じ關ホ 互に 患 見を を換し 
ねか 具 ホ 的 會議は 東京で 開く ィ」 

投資 會 社の 驴計畫 

東を 採 式 取引所 理事 接 岡龄氏 
け ァィ リクの 如き 投資 會社 設立 
を 計 蕾して j ゐる がを 企 人の 一人 
じは 鄉 誠み I 巧 巧 も ぁ 6 証 巧界じ 
じぶ 新 礫 軸を 閒 くもの ど 見られ 
てゐ る、 資本を は 五 千 巧 圓‘拂 
送み 四を の 一で をが 楠談 會は經 
濟聯 盤の 賛 故で をく 辭 われる 善 

五 巧 中の 貿易 総高 

五 巧 中の 輸出は 一 盧八千 四 巧 
四十 八で ニ千圓 、輸入は ニ 億 一 
千 九 巧 八 i . 巧ん 千 W じして 差 
引 入超は ニ 千 五な S 十一 ニ 万 五 千 
阳 である。 

n 銀 ^ 帳 お V 一を 利 

發だ高 W 十二 億と 千' 白 巧 巧、 


觸限舞 八 
售辛ニ 
は 化 厘よ _ 


すと 巧カ圓 、貸 お 高と 
tn 方 W 、 翌 B 物のを 利 
1 錢 r 旌 、績が 手形 


は一錢 おを よら 一錢ニ 厘で ある 


I を 


れ人 

(宮城 頼ぶ 橋武雄 (長 巧縣襄 
おず 人 (I 同} 佐 伯纔雄 -麗島 
縣) 中が 婆 ニ (問) 渡邊泰 助" 東 
を 巧) 古^ 武之巧 (か 歌 山縣) 
巧 藤 甚之言 一 (趙 馬縣) 松 下壽么 
ま (山！^ 縣) 儘 おお 一二郎 (熊 
本縣) Bfj ? 芳喜 (鳥 お縣) 廳勝 
衞 (山！！ 縣) 原甚ま (変 媛縣) 
橫田 常 * I ( か 歌 山縣) 化 本平吉 
(鹿话 島^) 國上 時を (を か縣) 
未 松 崎縣) 浊出 内藏吉 (熊 
本縣巧 深 - 福 岡縣ニ 一又 伊 
度み‘ ろ 塚 ナダ メ (愛知 お) 長 
瞬德 一一を 旧 幸 一二郎 (大 阪巿) 
巧 川 源^が (兵 庫 藤) 藤 木賣八 
(福 岡縣) f み毁遣 前が 育大學 
學化八 木 孤ず (鹿を 島縣〕 木場 
常義 (靑 が 縣) 巧 ヶ巧磬 一二郎 
ちの 若に 通知を 度き 儀ち 么 
お 郎ぶ人 おくは 知人 lb 現 
化所簡 通知 願 h 辕 

細 育帝國 総領事 舘 

1 京 Bi を a こ ew ジ rk C ミ 
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圓 爲臀修 落して 

四十 四 巧臺令 割ろ 

外 償 利 拂に爲 替决濟 の 喚から 

ま京特 蜜の 日が ==^ 一二 ±藏 化のを 輸お 禁に腳 した 毁明 ごか 債 
が拂ひ 巧替巧 濟の增 (いづれ もが 巧 特甫を 照) から 爲替 はを じ 
四十 凹 邦 塞を 割つ たが お 相は ちじ 瞄 '，み 憤利拂 ひの 巧智巧 
濟は樂 巧 無 化で ぁる VJ 言刚 した。 

極東爲臀巧場 一 1|^に下落 

從 ホょ b お 調. ダき しつ 、> ぁつた 巧が W ぶな 瑞 場ら 輸入 商人の 
ホ濟 やを 檢が禁 の 巧 助 等が をの 愚 頂点 じ iSj し 去る He じを b て 
遂に デマンド 四十 一二 巧ち 十九 仙 電請 爲替四 了 S 兜と 十五 他 (前 
かお 四十 四 巧廿ぶ 仙ぶ び 四 ト四弗 化 一;^ ごむつ たが、 これ 

帶じ 及んで 屠る、 
媒が數 を 殊の受 化 ご 
ど 生じた 結果で、 香 
いづれ も蔡 をて わ。 

銀 巧 家 や 實粟家 
である、 今後 も 化 巧 
恐らく 繰ら 過され る 


H I ■ I 

は獨 0 脚爲 巧みみ。 らや印 巧、 支那の 械ぶ 
をの 巧が ご マる 所は 英米 ホ 場 じがる お 塊 お 一 
な b 支那 义び 日本 晚入お 人の 弗が 濟 じ恐縣 
巧 巧、 化を 兩 、上 お兩 、巧 巧の グビ！ すは 

がよ かつた 


第 

- 

千 

ち 

巧 

六 


~ 近時 弱を 一方で あつた 阳 
巧 巧は 辛ぅじて 四十 四 弗 基を お 
つて ゐ 打-し 過ぎない 形势 じあつ 
たが、 おな 一二 日の 當地ホ 場では 
あ 付きから 莖 をを つて 午後 じ 至 
らお、 六十 仙の 境を 低迷し、 同 
H 別項 本社 時 軍の かき 摹 おれが 
をは 菜 事 じ 的中して 化 舞つ た、 

隨 つて 擒入商 建. か巧談 のか 陆め 
をき いで ゐる とか、 生糸の 現物 
じ 買 人氣が 集中して 巧た とかい 
ふが かきは、 密 おな 因果 贼 係に 
化つ て、 山馆颜 をの 立派な お 因 
でんつ た ごも 見る こごが 出 ホる 
一体、 今回の 下を は 忽然 ど 現は 
れ *，': 如く L : して、 實じ其 袖 子が 
法く じ おかれて あつたら ので、 
邸ら 近くは 

英米 兩國じ クンデ ット設 
をを ずる どか、 正貨を か 送ず る 
ごか、 爲 替巧濟 をな すく か 等々 
の 掛け 链 か、 を 間 S を 言葉 ミな 
つた 約 巧が 前の 一時的 爲替巧 藤 
を 境 ごして、 昭 かれた 种モ d 除 
々ど 膨らむ で ホた のでん る、 お 
巧 ニ 一二 H 間、 柬 巧、 ザ 號 五み 利 
のかき 概して 上昇を 續け をが 爲 
啓 巧 煤ピ化 反した 『かた t >』 を 
示して ゐ たり-は ミ ふまで もな く 
111± 藏 かの 非 解禁 聲 明が 巧つ て 
事柴 がに 安易な 氣 休めを あわへ 
'たを 迪順當 の おおで ある、 阿れ 
にもせ ょ 

爲瞥 でを の 巧 凹は、 上海 
'筋に 銀が 溢 n て 颇る女 （、か、 
る巧箇 かるべき 圆が も、 祗巧祥 
，の 化陳 W ホょ b タ那 人は おつて 
劇の 質ち じ姻 つて ゐた爲 かへ つ 
，てを 化を 見》 たもので あるの ど 
交一つ じは n 本 輪 人 巧 達は 解禁 
形勢を お 攀 して、 曲が 恢 化を 待 
巧し つ、、 も 四-;- 四苑と 十五 仙、 
-出卡 仙、 二十 お 仙と ド b 巧く じ 
巧 b 兼ねて 洪水 的 掏談取 梅め じ 
^ 向つ たこ ごな どは ちじ 円 星し い 
- ものである、 ゎくのを く觀 じて 
; ホる ご、 結 荷 U をが おの 誠し や 
'.かな 

掛聲 で 化を 惑は し、 クレ 
V チ ット設 ぶ 等々 で 化を： sb 、 躁 
_ 巧い 果じ非 解 銭の 巧 明で 『を も』 

- をつ けたら の ご、 お 巧から をて 
: いふ こご か 巧 ホる、 今 ロの 巧替 
|; ト を ‘ レ この 『を t ，』 のぶし きを 
I 給で ある、 この 『巧ら』 までの 
I 課 巧は、 を 端は 今にして 巧 へれ 
一 ば、 曲 r ろ當 巧： a , 不一 旨で あつた 力 


が 愚痴ろ 巧 
巧の 下を け 

こごで あらぅ し、 明 H の 如きは 
ニ旦ニ 

* よ. 4 TV 


义則戾 .4 也 


"知れね •^、 


H ど 下落 也 續け皆 恐ら， 

な 上の 

根强 .い 巧 因 •か 伏在して ゐ 

る も の VJ ^ 1 ^ て ょ い 、 を の 一 - つ 

じは、 政府^ 確實じ 非が 禁を決 
したる 場を 百 如き もを へられる 
要するに 酉す 力の 實 海に 比して 
觀し てを 適 ヴる こど^ 事嘗 でを 
る。 因 じ 一二： け 四十 g ; 菊 お 十五 
他まで 戾し 一' 引け わご 替が携 に 
影響の ぞい I 年上 ザ 苗 入超は ニ 
億 ニ 千で 阳 .槪算 i 百灣 、朝鮮 
をを まや) で 前年 岡 巧に 比し 四 
千 巧阳な 上を 加した？ ( HH 記} 

爲替 漸落 


輸 I 

東京 特電 I 

と、 八 巧の 
决濟の 娘が 
である ど 中 
て 居. シ が、 
雜臺 が危. 


前 過の 嘗池 


邱 考慮 中で ある、 先 股來銀 巧を 
の 化 一般的 おで 解禁に 對 する 蠻 
戒を從 巧 よらら 一を ぅ强 くす る 
こど じな つじ こどは、 まこ ごじ 
舊 げしい こ £ である、 がを かぅ 
つからして ゐる ごき、 やれば 巧 
装は ひで いから 始終 用必 をして 
ゐて もら ひたいら の だ、 世上の 
一部では、 現內閣 はを 解禁 じよ 
る 不景氣 を 嫌 ひ、. かっ 輿 黨の長 
を 島 橋是淸 翁が 不贊成 だから、 
解禁は 巧 ひ 得ない どみ <び つて 
居る 向き も ある やぅ だが、 こい 
は 間違 ひで ある 

解禁 後の ぉ貨 流出に ミ 

ては アメリヵの 金剌高 わよ び 巧 
風大銀 巧の 遊を 巧 加 なぞの 關巧 
から、 これを をく 見这 いもの も 
もる けれども 、 T メリ々 のを 利 
高 も 最近は や： 緩 かされた 傾向 
であ b 、 また 大銀巧 5 遊金ち 加 
も 金融 動 亂前ピ こどな b を 銀 巧 
の 頭を ま 拂帶備 金-しあて i ゐる 
額が 少 くな レので、 大 しわ 流失 
は あるまい ど 思 はれ々、 つぎに 
ホ 懼切 でげ じよる 解禁 諭は 巧國 
の 現 狀のご ど （、ち 替相盛 ごず 
價 どめ 間に あまら 銷 きのない ミ 
ころでは 採る じたらない 議論で 
ぁって、 

が府は ホ 巧 解禁を 巧 ふ 意 

思で ホる、 しかして' をのた め 
現を 所 お まが 利得し、 物な 所有 
者 損失を 蒙る こどは やわを 搏な 
いこ S であ. 0、 なほを 解禁 後の 
巧 地を 換 じついて はを ホ實 巧し 
て ゐる通 b ま 松 じよつ て；；：* るべ 
く'- れを 忌避せ しめる ホ かで あ 
る』 云々 


I 人 商じ大 影響 

日發 N 大藏當 扇は 
斜 債が 拂 ひを 爲眷 
じ 化 b てけ ふ模穏 
を 朝 n 新聞は 報じ 
街 米 爲替は S 十四 
c ：* つたので 輸入 巧 
連は 取 廊^を 急いで 居る 
个 

市谋 にがる 爲替栖 
族の ホ 巧を！！ if るに 鳥 化な 四十 四 
お 五十 仙、 怖殖は 四十 四 弗 三十 
五 他で 本年 ir 十よ 日の 最をお 
である 四十 抑 弗 二十 五 仙 じ抽等 
ご：；* b なじ ト記 のかき 

悲觀 的。 報道を ホむ じ ま 
ぅが、 過般 西 園 
で | ニ± 厳が は爲替 
郁途じ 就て 下の か 
『雑 曾 後まピ 一度 
で巧阁 ホを の 招致 
の 他の 化 政 問題 わ 
などを 詳細 裙吿 
しぃ、 を輸 解！！ 爵越 じこれ まで 
にも 話して あつので 、特にを の 
ためむ つたわ ^ で はない、 を 解 
禁 けいね ていて てゐる やぅ じ爲 
域が 今 H の ごご （四十 四 ド术奪 
でけ 巧 ふこ ごは 化 巧 . ：： * い、 どこ 
まで 柯梅 ずれ ! ； j やる ごい ふこ ど 
を言剛 . ずる わ： P じは 巧かない： 

世間て U 四十 八 ド 八に も 

なつ ロら 跡 巧 ザる こを るで あら 
う、 政巧にゎぃて ^ 5解禁斷巧ぉ 
におけるを 憤 下を 掛策等 じつ 
て、 がが 某を のが お、 をの 化 柿 


つむ もので ふ，' 
寺を を 訪問一 
ごを 輸 解禁の 
く 語って 居る 
も 食は ない の I 
をず けな 算を 
よび 財界の 化 _ 


生糸の 取引 

中ん 當 地に 

お 巧 出 來鳥增 加 

當化 ナショナルを 糸 取 お 巧が 
化 引 直 じがて 漸次 模濱を 凌ぎつ 
つ ある こどは 本紙の 紙 報した 巧 
で ホる が、 あ 丹の お ホ 高は をら 
じ增 しを じ 本年に 入 も 四、 お兩 
巧は 當 地の 化を 高が 橫渡 のをれ 
を 完全に 追 越しね、 郎ち 五月の 
化 則 おが 島は ニ 巧 一千 巧 五べ ー 
グズ懼 化 千 H 巧よ 十万 八 千 ニな 
- 五十 ホに して 四 巧 ib も ニ 千 八 
ち 二十 五べ]* ズ 、巧 八十 S 巧 
ホ 千 二な 五十 弗の 培 加を ホした 
譯 で-、 五 巧 度^ 取引' 一一 H ホ 巧は 
橫演の 五 ゎ 二十べ — < ズじ對 し 
當 化は ハ 百 十べ ー ホズじ 達して 
居る。 

觸稅法 成 巧 

上院の 修正 確實 

ワシントン 一二 曰發 n 義 じす 院 
じて 巧 ホされ 上院 じ廻附 さわた 
關稅 引上げ まじ 綱し 大統飽 側- 
し ては 最初 ょらの 目的で ある 農 
楽 救濟の 綻閣を 脱しす 必嬰 K る 
製造 おじ 諫稅し 却 T 農作 品じ對 
する 恩恵を 薄く して 居る こど U 
臨が 謀會 召集の 目的に 反する と 
いふ 立战 から 反對 し；' I ある も 
の I かく おし K 院の修 巧 じして 
これ 3 上に 商税を 課ず るが か‘ 
場を には 斷が これを 拒 巧す るの 
息 向を もらして 居る ので 上院の 
巧黨 領袖 侧 でも 大統領の な 志を 
巧 重す る 唐 かょら して 尊ろ 或る 
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IKUINE 

lote! & Restaurant 
313 W.aSirsr— 

Te しむ hu か r 7822 
む ble Address IKUINE 



巧 六を 
£ 目 T 四十 四 
曲目 T 五十 四 


SUN HANG FAR 

2 巧 0-7 化む も B お. 12 が h 左 1 巧托な S. 
お!. Nlonumenf がが 


ク よ 希 阿 瞎替哀 T で 斜諸麟 
す マ、 上 ホし じへ 目 窠埋君 前 本 
，ィ目 i 繁て はばのと をめ を 棲 
、醒 r 々居 巧 直 チ 街 差 嗜巧料 
をは。 御 まるぐ ャの 上がつ 巧-^: 
懲鹽 ホす 程 a プ亩げ じて 人 
が 頭 巧。 巧 本 マニ ま 適枉歐 
あ' の 巧ん ィ 十す す本廉 
4 シ程 を 諸と 六の る 人が 


S ， 募 UWAYAMAGO, 

114 E, 59 妃 St 
New York Ci か 

Phfl 化. おが nl Q 巧？ 



巧 East 2 が h Street 
Tel . Lexington 5727 


Kawasoye Hotel 

1 お Wes ! 123ni 化が t . 
おしむ 比 e か al が 10 


御 

旅 

館 


河 


添 




TAIYO 

1 が West 巧 化 化 
lei . T け faigar 0342 


眉 WWM 

41 E. 1 か hSt 

B 江 BV 巧 & 4 化む e . 
Tel . W 巧 nquin 8 巧 8 


壽 

司 

每 

曰 

を 


太理 


盤 化 

じ 曲 

で 化 

‘ 宿し 


陽 


御 御 
料 東 旅 
環、、^ 鑛 

弹 

館 



Jit W&Ko ， 

340 W. 58th St. 

Telephone: 
Columbus 88 の 


(曝 日 •水） 司壽わ 


DARUMA 

781- が h わ e, 
TeL わ MO! お 巧 


KAT 顯け R0，S 

224 £：• 5 が h み . 
New York City 

Tel. Wick が sham お 44 
9345 9348 9347 


TtieToicyoGOi 

1仙 w . 巧 化 化 
iw む rk なわ 
Tel . Tr か I が r 6 巧 


Japan 

P 阳化 ion Oo. 

巧！） W . 65 化な. 

Te し Endi 即 it 9 巧 2 


LOTUS 民 OYAL 

GHOPSU け RESt る liBim 
12 - け 化 mTHST . 

TEL IkiversHy 54 が 



巧 b 魚 料 


t 埋 

爹 

燒 

44 W. 46 化 St* 
Te !. Un がな e 64 り 



«« 永 輿 棲 

晚揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
ます。 朝 H 時を 開 巧 
(旨 ホ 五 T 目 サブ 
淳牽 おの 下) 


支耶 巧理 

が廳 茶園 

司 理んを 蓮 
曾 截の方 じは をな 
の 御 便利 じ 備へ巧 
强魯 庵の 猶 用に 磨 
や. へ < お蹈 お ネ巧 
す 變お引 立願 度な 
巧 上 窗ま巧 申ム联 


養ゴ 置 A さ .- 
TeL P 堅 a 岂ニ 

檐ル ] ミ シグ 

夏》 で st sth Si 星 f ぎ k 
ジ I ち ho ミすな 見 2187 

木 巧 ル— ミン グ 

1 夏 7 ザ こ さ‘ す t. 涅 & 空 す Streets 
ジ吾 h 呂 e R 品呈こ 627 


ス テムた^ ト 

バット y タ ランニング 

巧 入 クラ プ g お 寧 

是ジ是 S 篇 ‘ ず Qokl ち， 严 Y. 

Tel.Tria を e 7475 


A 淸巧 、親切、 ち樂 US 巧 マ 

勢州鑛 

が勞 事を 久賊榮 巧 
援 5 E . 赛を Str ま t 
Tel . Re 巧 nt な 88 ■ 


巧 巧 旅館 

舘ま住 巧キセ 
2 呈 で た 呈 h S すを ぎぎ y 養 a 己蓄 1 


一力 旅館 改め 

を國 旅館 雜卿 

1 舍 至 . 黄 th 芭 . ミ W Ifork 
ジ i- MUS ち ehan ミ》 61 巧 


I 雜育 旅館— ち S 

東 妈十了 旨 ニ 妈ニ裘 
覃 caief ia 霉 4 


がヌ トン お 

富 ± 旅 銘大浦 末が 

1 を wister SI Mon Mas 产 
覃 BJ . さ ？ S 


費府 鄉旅纔 
桑 山 淸五郞 

舍三 0 量 9th St. さ 一 iadelphi ニ a. 
Tel. Wainu こ 231 


ザ 上 金魚 巧 

ニ 96 でを言 . ，すこミ三さ . 
Ph 弓げ S ニ 7 篇 


戟嚴 孤に 御旅 舘 

生 稻を巧 

巧ち ホ 西 A 十八 T 目 一二 一 一二 
« 活ス 々イブ 1 と 入 ニニ 


ず 養、 燒 
ホに 御 料理 



お菜 院 が中必 、援 領事館、 H ぶ. 
教船其 化 お 巧 大曾お 巧き 巧 巧 

を 巧 ホ テ 火 

巧 日本を (巧が 巧 ぁ b) 

抑 I 巧次窠 自動車 御 巧 迎申上 お 
巧 二を 云 ornia F San Francisco ■呈芦 
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す。 なは 會 員の 一人 ご L て典濟 
部の 方々 や 事務所の 人々 じ 厚く 
わ禮申 上げたい ので あ もます。 

◊夫 ご 祠 時じ氣 のっ いた 点を 
申と げたいのは、 柯 みあの 墓 化 
は 境 內が廣 く、 又が 育から 參る 
のじは 不便 利で 不ま內 のをには 
道筋が 巧然 いたし ませ 0 ため 途 
中で 迷子 じ。 ってが 角參 詣じ來 
やう W 思った 篤志家が 途中で 歸 
つてな 舞つ た 例 も ある ごの こと 
で 御座ち ます。 

◊就て は 明年からは 日ぶ 人會 
で 同 旋を願 ひ當日 パスを】 摹乃 
至 ニ毫傭 入れて 置いて 頂き、 皆 
の 集を じ 都を のょ い 地点 假 みば 
五十 丸 T 目の 片桐商 會附巧 橋の 
块 ホた 0 じがを せ 往な 一巧 位 チ 
ャージ して 事 格 所の 人 も 委員 さ 
んも皆 一所 じ黨 化へ 參る やうに 
しては 如何で しやう か。 勿論 御 
せ 勞を願 ふ 牧師さん や當事 者の 
入々 は會の 方で 負擔 しあ ごは 前 
U て參詣 者の 數を 調べて 潰けば 
實巧 お ホない こく もない VI お ま 
す。 乍 序 忘れない 內に氣 のがい 
たま i を 化 紙上を 巧 借して 皆 さ 
んじ御 相談を 致しむ いので あ b 
ます。 
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高等 づ察 JOfT 五 年間 申 

ra 本 巧囊巧 か？ ぁ 

同 經營と 年間 日本人 諸君の 理髪 

の經驗 あら。 ジでス •バア バア 

西 六十 五 T 目 一二) 番跑 

卷壽司 辨赏は 前日 中 じ 御注义 
'下されば 早速 勘 扇 申ト； ます 
午前は 十 時まで 午後は ご 一時ょ 
ちわ 電話 下さい 
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巧 面目なる ホ 職 同胞 じ 確* 
なる 巧 業を 周旋す 

宮川 事！ 

紐 育 ホ 西 四十 ニ 了 目百サ ，； 一を 
あ プライア ント とと 八と 

お フライ アン 奚を 


殖える、 膨れる ニ ユヨー クの話 【上】 

人口 約 ニ 千万 人 I に 

S 个 々年後を 標準ご^ る 大計 劃 
お產 率が 四 か 間に 一人み 割合 


化が 第一の メト 。ポリスで わ 

る グン 1 タ一 •ニ ユョ —クは 「 
マン パッ タン 島 ど、 ふ 小島 じ 位 
ひする 都會 であるか、 をの 勢力 
け 殖える、 膨 いる 一を ごな も 千 
化が 六十 あ 年即も 今から S 十六 
年後の 總 人口け 恐らく ニ 千 丸の 

巨數 r 谨 す^で あらぅ ご 
いふ 專巧 家の 恵 見を ぶ 礎 ごして 
巧當 巧では 數年ホ 都が 針證 委員 
會を 組織して これが 掛策じ 就て 
硏兜 中で ぁつ わが、 度 なじま b 
漸くを の 成 まを 得 じので、 化 じ 
これを を まじ 及んだ、 をのが ま 
じよる ご ニで 巧ん の 大人 ロを 抱. 
擁すべき メト 。ポリスは 東西ち 
化 五 千 五な 二十 乂か 方峭じ 測定 
され、 をの 中 巧 化の ニユ 3 — ク 
じ屬す るら. の ニで 八む 九十 五ず 
み哩 、ニ ユジ ャジ— 如に ニ 千 ニ 
巧 二十 ホホ哩 、ヵネ ナ ヵット 如 
の 巧', H 十 S 华方嘿 をメト 0 ボリ 
ス の化帶 どして 居る、 この 大都 
巿計 蕾の 中には 画道、 驟道 、郊 
外 じ 住 わ 人々 の 都への を 逆機關 
の發 達、 を剧の 增設を 始め 

空 じ 延びる 飛け 機の 發連 
を 像 巧した 十六の 狼 巧瘍計 空に 
は 水上ぶ 商を も 含み、 割 道の 如 


きも 滯の やうに」， るべ ^ト 制度 
ど 放射 辭 度を 談 ： り、 ニユ ジャジ 
’州 ごは プ八 ツ-ン リン、 ク キン 
ズ ぶび ブ 。ンク t W 直接 速 絡を 
四十 ニ 巧 五 千 
人の 郊外 居 化 者； i 勤 じは 今 りの 
かき トランク 線み 省いた 新 方 案 
じ 及び、 ぉみを 駐の 如き もが 健 
ごい ム盧 ホから^ み ど 力を入れ 

る こごに G つて！ 一^る、 この 都市 

計議は ラッセ グ • ^ ! デが 副が 
百万 巧を 投じて とを 前から 研 巧 
しつ I あつ ねらので あ もが、 さ 
て お 來三ユ ョーク が 巧、 延びて 
巧る こどは 將 ホの-一 ど i して 

現を のニユ 9 1 ク はぶん 
な狀 態の 下 じある か、 ごい ふこ 
どを 調べて 見る ど、 巧々 の豫想 
外 ど す る や う G こ W 甚 だタ い 
ニユ m — ク 偉* おの 諸相と；， ふ 
ものは 恐らくを じある ので あら 
うが、 雑つ ミこれ を 述べて 見る 
ゴニ ユョ！ ク 巧の おを 率は 驚く 
勿い 凹を 六 秒に 一人 ごい ふ 比率 
でが ザ か 十二 ガ 六で S が S 十二 
人、 一日 二十 閒 時間 じ 結婚す る 
をの 比率* 一 か閒じ 十四 組、 昨 
年の 結婚 歐 がみ 乃 ニ 千 四百 二十 
四 紐に 速して 盾る が、 而 かも 結 
婚ど いふ もの 一; 離で も お 巧る ご 


いふ 譯で U いこ ごは、 現 巧の 人 
ロ 六 巧 六十 五 万人の 中で 

は 男ょ 6 も 約 一巧 五 千 

人もタ いどい ふ 一事が 証明す る 
であらう、 この 總ん ロが 消藝す 
る 食糧 品は 一年ず 巧 一二が 五十 巧 
嗤 であるから、 ちを 男女は 一年 
じ 一人 當 b む 封 度に 相當 し、 一 
日 じ 飮盡す 牛乳 だけで も-一な 六 
十五 巧 化 千 六な S 十二 クォ ー ッ 
じ 達する から 一ん ホ 均一 パキン 
トの 牛乳を 飮む どい ふ 霜、 化 健 
時の 調杳 じょる ご 一日に 消費 さ 
れる鷄 卵 だけで もとな 巧烟 どい 
ふち 額に 達して 居る、 を こで、 
これ 等の 食料品を 運搬す べきを 
通 機赌の 化し さも 一方では なく 
i H じ ホを 出入す る 貨物 車輛の 
みが-千 五な 輔 'これを 延長す 
れば實 じ 十二 哩の 長さ じ 

； 一^車 か 並ぶ 譯 である、 さ 
ればじ や 費す ところの 燃 巧 も 仲 
忡で うして 大した もので、 一年 
じ 費ず 石炭の みが ニ 千が 巧觸、 
この 中で も 千 一二け 巧 嗯はヒ ー ト 
等に 用 ゆる 無煙炭で、 軟 炭は 八 
な巧嗯 であるが、 このう も 二百 
巧 順け 港に お 入す る 船舶 じ 供給 
する ので ある、 人口 躍進の 比率 
は一侧 月に 一二 千 八な 化 十九 人ず 
均で ゐ るが、 をの 重たる もの〜」 
しては 移 おの 襲 巧を 叟げ なけむ 
はならぬ、 例の 比率 移民法で ァ 
メリ 力は 欧洲 移民の 殺 倒を 發 I 戒 
し て 居 る も 巧 ，>^昨；年 の 入 國移は 
は 十五 巧と 千八昏 八十と 人、 ホ 
移民の 巧闡人 上陸 者 十 H 巧 一二 千 
ニな 十と 人で あるか .」ー 總計 あじ 



巧 千な 四 人、 ニ 


■ク 


泌機 地への 上陸 者を 

總 巧しても、 この ニユョ ークお 
じは 及ば ぃ* いんで ぁる、 化が し 
いこ" ョ I ク人 ± じ VJb て 最も 
便利で 雷實 K ものは 電話で ぁる 
が、 巧 日の 電話 使用を ホ 巧す る 
ご 1 か每に百九十人の、間が通 
話ず る こどに な b 、 巿巧 電話の 
みの jir 出し 一 H 平均 八円廿 一二 万 
111 A 回に 及び、 五十 哩 0 內を條 
か ム する 郊外 呼出しが 五十 乃 八 
千 ロ^ 長距離 一二 巧 四千 I 二百 八十 
sill : とい ふから 化し さも'; S てが 
察 卡るじ 足る ベぐ、' ォ •こ！ タ 
を I が 鳴 b つける こど 等は H 本 じ 
於^:る電話の現狀じ 比較すれば 
ごじ 勿 ホがない どい ふべき 
^ の、 されば にや この 

I 租綻の 連絡した ものを 延 
ばず なれば 驚 （かれ 地球から 太 
陽 <15 距離 十二を の 一に 達し 得 
•へく、 ホ內 電話線の 八 巧 一二 十六 
巧ん 千 啤をお 巧 檢に蓮 絡 さす ご 
S 十五 線 も お 巧る とい ふから 一 
寸も話じ；^ら^い、 规ら昨年度 
のみの 電話線 增設 でも 五十 古方 
千 直な 哩を ホし、 これ 等に 要し 

な 良餐は 正-し 五 千で 弗 じ 度ん 
で おる 巧、 お 巧の 私設 電請を 換 
一^が ニー 巧 五平 五な 四十と に 達し 
ホ两 電話 數 のみが なよ 十で、 こ 
5^ を 查歐那 じ 見る、 電話 架設 數 
ニ 巧を 十二ち 一二 十一 日 現な) 八 
な 六十を 万に 比較 すれば 實じ五 
ホの 一に 相當 して 居る。 


夏 W 風を 受けつ； 

ので かな 空の 旅へ 

と パ 八 目から 大陸 橫斷 定期 飛行 


をの 寵兒 ブンド バ！ ダ 君の 調 
杳わ释 をを 礎 ごし、 飛 巧 機會社 
が ペン 及び サンタ フキ— 鐵道會 
社と 逃 絡の 上、 たつた 四十 八 時 
間で 

米 大陸 を横斷 する を 期 飛 
巧ぶ 愈々 巧 巧の 八 H から 着手す 
る こご、 なつた、 夕方の み 時 五 
をに ペン 偉毕裝 を出發 した 旅を 
は 四十 八が 間 後には n — サン ゼ 
八， じ 到眷す & 譯 で、 巧 西 沿岸 
の 時差は S 時間で ある りら 時計 
面では 五十一 時間 ごなる わけ' 心 
ある、 巧は 巧 卓で 巡 ごし、 晝は 
下を を 見' トし 乍ら をの 旅を する 
もので、 巧 巧を 南西 じどら コロ 
ンバ ，、ィン デ アナ ボリス、 聖ホ 
ネ 、カン サスボ 等は 燃料 精 込み 
なが 乘 がへの 着陸 点 ミなる わけ 
、こユ m — クを滿 がで お發し 

ぶの 翌 神-オー ヨ如 コロンバス 

じ 下が、 朝容を 喫しね 上 最新の 
フォ I ド 式を 動機 一二 個の 十ん 乘 
大型が け溃 のを ミな b 化づ ィン 
デ アナ じ 飛び 

燃料を 巧 込んで 聖グキ じ 
着陸、 巧び 燃料を がみ 午餐は 機 
上で 喫した 上 カンす， 掛 のゥキ 
チタに 乂 b 、 夕刻 オクラホマの 
ウ ぶー ノ 々じを 陸、 こ！ からな 
卓で 一巧を 過ごし 巧 朝ニユ メキ 

シコの クロウ キズか らロ 1 サン 
ゼグス へ一氣 にがぶ こごに つ 


てむ る、 この 空 ご な 車の 旅 貸は 
プルマン 巧を 入れて 一二 巧 四十 巧 
弗 五十 他、 ドロー キング •八 1 
ムで旅 巧す る 人に 載す る旅賃 一二 
巧 二十 巧 じ 比 絞 ィれば 極めてを 
おでめ る、 このほか はまる 五 巧 
二十 八日から 着手され た ニユョ 
1 クご 如の 首が ォ八 バニ ー への 

韻 巧で 當か 

を 期 は 午前 十 時 己 十を 當 
地發 、十】 時 五十 五 か阳地 着、 
午後 一二 時 同地 發 、四時 二十 五を 
當化着 どなつ てゐ るが、 六 巧 五 
後は この 上 をら じ、 午後 一二 
時 S 十み 當地發 、四時 五十 おを 
岡 地 着、 あ 時 I 二十み 尚化發 、ホ 
が 五十 おを 當地着 じを 巧を おす 
ベ （、を 旅 お、 マクブ ラキ ド 並 
びじ 西 四十 五番 四十 五町目の 事 
お 所 (電話 ブラ キァ ント四 一 五 
六) で 助 将を取 鼓つ て 居る、 か 
道 十と 弗 あ 十 他、 巧が I 二十 S 张 
五十 仙で ある。 

と H 十日 巧から 

新 紙 縣おづ 

一 弗から 一巧 弗 

ァメリヵの 乂藏 省が 巧 （從巧 
ょら も 小 巧の 新 紙幣を 蠻巧 する 
こごは 巧 報した 巧で あるが、 大 
藏 省では 愈々 をの 期日を 巧る と 
巧 十日 ミ あを しじ、 型は 六 巧 十 
とみの 五 じ 二け 十六 巧の 十一で 


ぁるから 舊 ホの 紙 あじ 對し約 一二 
をの ニ 泣，'」 紙幣 じ 巧 刷され る大 
統頗 の宵炼 別は 

一 弗が 7 シン トン、 ニ弗ジ で 
フ アツ ン 、五 巧 リンコ 少ン、 

卡巧 '、 八 トン、 二十 弗ジヤ 
クソン、 五十 邦 グラント、 百 
巧 フランクリン、 五な 巧 マツ 


キン レ— > 千弗ク 


—ゲラン 


ド 五 モ巧マ デ ソン、 一巧 弗 
が チ ュ ー ズご いふ 順序で 
裏側は グリ！ ンど ブラック じ統 
一し、 大藏 省の シ！ グタは 銀を 


る 油す し 垣 育 货追方 

お 池 壬 シンクレアー は 目下 上， 
院 調を 息 避 罪で S 個 巧の 服役 I 
を 命じられ 目下 首都の 刑務所 
で 藥鄭師 どして 日を 送つ て 居 
るが 大審院は 更ら にお 油 王の 
瞎審 官買收 事件に 就て 吿中 
の ごころ 巧 じ 六 個 巧の 入獄を 
宣吿 された ので、 刑期 も 旨が I 
延びね 譯 である。 


は 水を、 をを 國 券は ホ’ を 券は 
黄色、 聯 銀を は綠 、ナ シヨ ナタ 
銀 わ络は 褐色で あるが、 最初に 
を 巧され る 新 紙 常は 一巧 及び ニ 
十 弗 等で ある。 

空の 寵兒が I 

圓夢 y 海に 

リンデ— の 巧 衛發且 
をの 寵兒 リンド パー グ 大佐が 
モロ ー 大 化の み擢と 結婚し^ 0 
ホ、 巧婚 旅行の 巧衛を （らまし 
て 居る のでを 地の 新聞記者 画は 
血眼に 4:* つて 探して 居ね が、 こ 
の 巧 じ まら リンデー は臣婚 前に 


ベ！ ヨンの 3 ット 製作 巧から j 
ぶ 五 千 弗を 投じて 四人乘 ちの ヨ 
ットを 買 ホめ、 新朗 新婦 惟二 人 

で この ヨット じ乘じ ロング アキ 

ランド 沖を 航 わして 居た こごが 
蘭な くも 過般 ブラ ブク 島へ 淡水 
を あめ じ 巧つ た際發 見され、 目 
I 下 ボストン ホ 面 じ 航行 中で ある 

化を 湯 かしめ た 

早慶 野隸戰 

猛 巧？ な巧擊 ぶり 

本社 東京 特電 旣 報の 如 < H 本 
球界の ゆ 物で ぁる 早慶 野球 第一 
回 戰は五 巧 十八 H 明治神宮 球場 
で 催され 

早曉’ から フアンが 巧 寄せ 
午前 十 時 じ 殺 倒した 觀客 正に 十 
巧を 登し が 巧が 買、 ない フ マン 
は 外が の 細を 破らて 闊 入した の 
で スタンドの 觀客數 るん は壓を 
し 熏傷五 人を 生ずる の 椿事を を 
ん だが、 この： 3 早大は 新進の 前 
か 中 投手 小川 じ 伊丹を 配し、 慶 
大側 はを 巧を 武じ脚 田 捕、 慶大 
先攻した が 早大の 打撃が < 第二 
回目 じ I 擧 一二 点を 博し 慶大 一二 回 
目 じ ニ 点を 入れ じる も 及ばず 五 
勒 ニで 早大 快勝、 翌日は 降雨で 
中 化し 廿 H 第二 旧 戰を擧 巧、 早 
大は山 田、 が 丹、 慶大は 宮武、 
川瀬の 投 捕で 載 降した が、 早慶 
共 じ 一二 兩回じ 名々 ニ 一点を 入れ 
て兩 投手 共 じ ノックアゥトされ 
小川 ど 水 原が 

出 瘍第六 回まで 四 お 四の 
同点で 進んだ が 時 回の 蟲じ 慶大. 
は 水 巧の 三 一盛 巧 ど 楠を の 好打で 
貴 まなる 一ぶ を跑 し五對 四で 慶 
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犬 雪辱した が、 巧くて 一勝 一 敗 
の 跡を ぅけた 早慶 野球 か 勝 哉は 
二十 一: n ザ 後 ニ 時半から 巧を 必 
勝の 氣 すさまじ （、例 じょ 0 數 
巧の 觀 ホの 聲援裡 じ 慶大の ホな 
で 開始され、 試を は兩軍 共恤激 
な打擊戰 で 白熱戰をおじ たが ^ 
早大 遂に 及ばず 十對 とで 慶晒優 
勝、 榮馨 あるを のリ！ グ戰 ip ^ 
權を 掌握した、 を國 フアン g / 血 
を 湧かせる 决勝戰 どて 前 U て 比 
し物凑 きん 氣を頻 6、 神を 矿援 

こよ - ' 

I * f - ; 一 

から 泡 & める も |J す 
ら あら、 午前 义時 旣じ滿 員ぶな 
る、 を 刻 午後 ニ 時 I 二十を 慶 一巡の 
先攻で いょ'^^ 化 藍を 切 も 
校應援 劇且じ 譲らず、 旱稻 
云 度が 小川を 投手 盤 じ 送っ 
丹 捕手を 配した が、 と 回ょ 
本が 小川 じ 化ら、 一 ホ慶應 
巧投 、川瀬 捕 S 降 宿を をつ」 が 
後 水 巧， 宮武兩 投手 之れ じ i ;! つ 
ゎ、 繁 一回 兩 軍無爲 、第二 お慶 
應 凡退 しれる じ對し 早大 猛ホ蟹 
を踞始 し、 然も 二死後 好打 か 巧 
いで 矢曠 、亭 ホ、 水 原、 おが 崖 
生還、 I 舉四 おを 奪つ て 早へ 應 
援軍を 熱 巧せ しむ、 然る じぶ ニ 
巧に 入る や慶應 奮起し、 滿 
麗の 

一 

巧 機 じ 臨 A だ、 氷 霞ず 
(上 おじ 化る 丢翼 じみ 動を 墓 
巧を 痛 巧し、 後 更らに ニ 点主擧 
げてお 勢運 轉 、四對 五で 廣 愚の 
リ ー ドず る yj ころ ごな' つむ-第 
四 巧では 慶應無 爲の裏 じが」 早 
大ホ水 おを 乱 巧して S 点を 贵得 
し 形勢は S 轉 してと お 五で If 一大 
リ！ ドす、 かくて 試を 層】！! ^ の 
緊張を 示し、 觀 衆、 應援劇 I 聲 
援亦 物凄き ものが あっ ゎが 首 
回 0 ホ 水 原、 を 武の巧 投じを 大 
おけす、 これ じ 反し 慶應 はぶ 回 
一点 及び 六 固に ニ 点を 瀑げで 八 
凿 との 優勢 じ轉 じ、 第と 回 おら 
じみ勝点ニ 点を奪つ て親權^^框 
の 地 ホを 確立した、 挪ち 第み、 
と兩凹 じがる を ニ 点は 

慶應に VJ って 最も 貴會な 
もの ミい へる、 六 回 本 鄕巧ボ に 
岀 で、 加 藤の S 壁 巧で 生還-楠 
見の 一二 制を 森 云 壁 手 化 おし^ 加 
藤 生還し、 更ら じと 回に 巧ゴは 
山 下、 本 鄕がホ 還した もの 一」 あ 
る、 ィン ニン グ じょる 得点 左の 
如し 一 
慶應 00 五 01 ニニ 00 
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1 ミ なつて 居る ど 申され ま 中 墓 
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內で 綺嚴じ 手入れ されて 居 h ま， 
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本 巧 預金 (ぶ 期 通知 ノ ニが) 御 便 刺 化 扱 
本 支 巧柬巧 (本 ば) 大 阪神 ロ 巧 都 
所在地 名古屋 小が 上海 偷お 


▲鄉 里を お及びが をを (無手 數 巧)、 か國 
爲 を® J ； 買、 荷 爲替化 組 取 立、 信用 巧發 
巧 等 一般が 巧 業務 御 便利 じな 扱す 化 巧 

瓣献 臺灣銀 巧— お 張 所 

本店 臺蹲臺 化 

ま 店 東を、 橫 お、 乂阪 、神 タ、 L 海、 漢 
ロ、 福讲 、厦門、 池が、 香港、 廣 を、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 貫 

カルカッタ、 倫 致、 其 外 萬截十 巧ケ所 


、資本金 壹 な 圓 (を 額 挪込濟 ) 

、積 ホを 青 億 五 巧 五十 萬圓 
'巧 地 本 ま 店 = 橫濱 (本な) を 京大 阪 
が 戶長贿 下 關を古 崖 

橫濱 正金銀行 馨支巧 

ホ 國をま 化けを 港 濯 おみが 布 畦 
其 化 あ 巧を 國 重を 都 巿ニま 店 及 コ 八 レ 
ス有之 候 • 


本店 大限化 お 五 T 目 
紐 育ま 店 組 育ブ。 1 ドゥ 2 — け 四十 九を 

懿 住な 銀行 

日本^ 東を 橫演お 右 崖を 都 神 タ岡山 
巧 ノ道廣 島吳柳 井下 ノ踞 
}す| ^巧词、み倉'若松、階タ、欠巧米、熊ぶ等 
本國 預金、 鄉里 送を 等け 摄め 
て 御 便利 迅速 じ 御 取扱 巧 申 候 


ょ庙 朝鮮 京 城 

ち 店 出張所は 日本 巧 化の 樞要 都ボ 、朝 お 
滿 が、 支那のを 地 及び 浦 捕斯德 

潮 鱗 銀行 紐 育 お 張 所 

か 國爲替 一般が 巧 業務 銜 々御 便利 じ 取扱 巧 

董候 


藤本 議券會 社 

, 1 お 有 憤 お 巧ノ賣 買、 引ず、 募を 
A を飄 、化ュ 么ニ踞 ス^ 一切 ノ 業が 

能 賊 藤本 ミ 2 1? 銀 巧 

紐 育 出張所 


陶慰黑 、雜 貨卸寶 

寐村ブ タザ ー ス 


日本 陶猫器 雑貨 

ラム プ卸寶 
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十八 年間 指 据經營 だろ 

馬 偕 記念 病院 基金 y 募集 

テイ ラア博 ± の瘋病 撲滅 事業 


長ち お會 本部 經 が ド- 
の 施療 病院を 襄蹲 島盞化 かじ 剣 
立して 過 ま 十八 年間 仁術を 施し 
て ゐる英 人 醫を槪 ±ジー •グシ 
ユー •ティ ラァ 巧 ± は裝じ 渡米 
の 上 ホ ノル、 を 始め 桑 雑、 お府 
地方 じ 於け るが 人 社をから キ生 
の 事業 ごしつ、 ゎる 臺錢 の懒病 
換 が お 蜜 じ おしてを 同を 祷 ねの 
で 加が 太 じあく をみ あ 化し 紐 育 
日本人 會じ掛 し適當 なる 應授を 
化頰 しむ。 右は 去月 開催の 理事 
會じ 諮問され、 ブィラ ァ博 ±自 
み も 臨席して •事業の 牲 質、 範園 
を說 明した が、 楷± の 語る 所 じ 
化れば 滿 病の 起 腕は 數 千年な 前 
I 中央 亞巧利 加 地方 じ發 生せ る も 
ので 歐洲训 固 じても 漏 おじ 感染 
する 者 ぞく 六が 年 前には ニ 巧の 
類 崖を 巧し 佛圃 のみ じても ニ 千 
の瘋 崖が ぁら、 

英國 L -i もみ 巧の 上 ぁつた 
ごを ふ MJ でぁるが、 英國 じは 現 
な 僅かに 五十の 患者が なる じ 過 
ぎない 狀態 どなつ た。 目下 佛蘭 
西には 一二 巧 乃 ま 六な、 濁 逸に も 
八な の 患を が 媛つ てゐ るが 支が 
巧 巧の 如き 未開地 方 じは み （ど 
; もむ 力 宛の 上み 患 巧を ちし 南 
ホ諸國 にも I 二十 万人のを まが ぁ 
る。：！！ 本は 神 ロに ニ I ニ. 白、 大阪 
じ 約 巧な 其 他を をせ てを 數 ~ 万 
あ千餘 人で ぁらぅ が、 其み 臺灣 
じは 約 四千 人の 患 巧が 棲いで む 
る。 最も 此 大部 かは 支那 系 ± 人 
; であるが 純 日本人 もゐ る。 ブイ 
ラア傅 ± は ホん ど 共' し 身を 挺し 


て 化 難事 おじ 當 6 馬 偕 記念 病院 
を經營 してむ る。 旣じ臺 縛總督 
府 もが ± みな 気を 化 V , し 年额タ 
少の補 巧を ま 給して ゐ るが、 博 
±の 計靈 でぁ 吃該 病根 絶の 目的 
を完 あせし いる だは まだ 遼 儲の 
点が あるので 一 

博- H けめ 十万 圆を 投じて 
裏 化の 田を に 一运留 地を 作ら、 
化を ニな 名の 患 蓄を收 をして 家 
庭 的 ('一軒 四 人を 收 おし) 生活 
を 送らし め、 食す g の 栽培、 鷄 
鴨、 豚、 山羊の 狗 養を もな し 得 


る 巧の 設備を 止 
千圓程 巧で お 
ふので をる。 旣 
羅府 地方では 一 


す 考案で 一 軒 ニ 
軒を 作らう ど 云 
じ 巧を、 桑 港、 
地力で 一 軒 又は 


ニ 軒に 相當 する 一を 額の 帯 おが 成 
立した どの； で I あるが、 が 育に 
於ても 睹± の 篤志に 感じ 出 ホ 得 
る 丈け の 援助を ずる 2 どなつ た 
ので ある。 右 基^ 裳 集 委員を 及 
びを 員み 顔 觸れは 前週 左の 如く 
巧定 しわから 巧 r 第 I 回の 委員 


で 針を をめる- 


會を 開いて 黨集 
どならぅ 0 

旧 島繁ニ (を) 一 ず 葉 四郞江 
戶德ぉ ホ 上 お 朋石 井領 事 
巧な 貞み郎 海 藤 富藏鴨 ホ 
久 柏木 秀 茂が 桐 義雄河 
添 材を菊 独が 兵衛 .を 泉嚴 
電を西 龍 雄 桑 山仙藏 一二 
木を 吉水お 渉 S が 岡を 男 
中 山 武夫 織 田な 大宮喜 化 
お 淸水宗 巧が 但木 二王 
高木 ホ 巧郎- 高見 豊彥武 ホ 
理 S 郞塚旧 数 平 脇 本 誠 一 
山 ロ 一二 么助 i 吉居 悅彌 


齒科 技工に 輔 ずる 親 法律 

市民な 外み あ も 離 業は 出來る 


がを： しがけ る 歯科 技工 巧の 經 j 
營じ相 招かが の 事業で ぁつて 
が 人の 如きず 藝 手工に 繊巧な 
先天的 素質を がす も 者 じは 恃 I 
にも 留 であち 事 貸は、 同胞 職 
棠の 天地を 隅 巧す る 上の 一福 
音 どされ てゐ た。 がる じ々 春 

ァ < パ ニィに がける 挪 下院議 
貞ザ カノ 巧の 提出し じ 『敎 
ち 化 中 一部 お 正 ま』 が おら じ 
修正され て 上下 兩院 を迪 過し 
四 巧 化 H 八— ズゲユ ト 知事 
の署 るを 得て 法 禅 ご。 も 本年 
八月 一: n ょ b あ 効 ごな つたの 
であるが 

該が巧 徘の明 文中に お ホが 育 州 

じがて マスタ ア •デン タ < •テク 

ユ シァン 即ら齒 巧技 エ專巧 技師 
たらむ ごする 者は 米 剧か民 お < 
はが K じるな 志 お 示を じせる ニ 
十一 歳 W 上の 巧で ニ 年 铅中學 に 
化 學しズ け ホれ ご问 黄の-^ の學 
力を がする じ 非 ざれば 鮮 萊を狀 
をを 附せや ごの 條巧ゎ h どてが 
巧が- 間の 問題 ご ub 巧に がち 
H 本人 舒 をが 部に がて 調 壁を 閒 
始 かる. いを 化が を 文は 
I 五ヶが 前 測ち さいた 齒科巧 H 
i 協衙 の機挪 雜誌ゼ •ラボ レト 

91. テク-一 シアン 第二を 游 

六號 じ枫戚 されて むる ので、 
一之を 挽 討す るに 立法の 棉 神は 


齒巧 技工 9 SS ： 技師の マタン ダ 
アドを 巧 上し 權威 をる ものた 
らしめ むど寸 'る じがら 別に 排 
外 巧の 意義を 包を せず、 乍 併 
巧 則 ごして は 二十 ー歲な 上の 
米 國巧民 若く は餘 化の 意志を 
表示せ るを r 一 化る (法律 ニニ 
ニ 一條) ど 一 

化 律 一一 ニニ 四條 D をに がて 『試 
驗 を眞會 のが 斷 しなら 化 州の お 
si 、 又な 紐ち 州 留 國 人中 適 
當 。る專 巧 的資裕 を具禍 する 者 


じ對し 開業を なし 得べき 一を の 
規則を 制を して 最高を 員を の 承 
認 k 受 （る i を 巧』 ごの 除外例 
を 設けて ゐ る。 

なじ 試驗 制度の 下 じ 及 すれ 
ぱ歸化 不能の 巧 人 ご 雖新 P 律 
の 明文の 下 じがて 齒 巧技で 專 
門 技師た る ミが 出 ホる 樣 たむ 
つて ゐ る。 右に 關し齒 巧技 H 
協會 5- ホ 事 エブ チ •ヶ！ •た； ユ 
ヮ！ ブ 巧に 照 貧せ る 處同ム も 
『立法の 精神は 不信用、^ 經 
驗の 技工が 化々 不當 のを 惜^ 
顧客に 提供して 無益の 競爭す 
試み， 正當 なる 專 巧技 帥を 啼 
威す るが 如き 弊害を 除 ま 一 が 
業の 向上を 謀る じぁら、 隨 il 、 
が留 外人 ど雖 開業の 資格を 心 
を じ勒 しては 特に 其條 項を 敗 一 
を'」 てゐ から 東洋人で も 別 心 
憂慮ずる所は；^ぃ』 ど語っゴ 
ゐる 0 


は 太げ 貿易の 中山理 (】 ニを 破 
b 凡 山 (ニ 四ち 一井の 波タ巧 (ニ 
ニ】 を 破つ て フヮ' イナ 八じ乂 b 
まる ニ H ナ リス ベリ！ じがて 兩 
者の 巧戰を 巧つ たが、 當初小 野 
優勢を 示し 义 山を 歷迫 しつ i あ 
もしも 义山類 勢を 挽 巧し 遂に S 
十六 ホ ー 八 マッチ プレィの 優勝 
お WU つて 赏盃を 受領し 小 野は 

ラン ナア アップで メタ 八を が又頗 

しじ。 を 賞を は 第一 回は 阪井誠 
治 じ 第二 固は 菜義 一の 手に 歸し 
じ ものである 0 


昨年度 闲胞 巧者 ご 

墓地の 現 魂 

紐 育 H 本人 會お濟 部 委員長 聴 
ホ 义 氏の 蘭查 せる 所 じ 依れば を 
巧 日本人 共同墓地 じ 埋葬され て 
ゐる 同胞は 义十 一人で 納胥 堂に' 
安廣され てゐる 同胞は 十九 人 巳 
達して ゐ るが、 昨年 中の 同胞 延： 
亡者は ち 十と 入 女 HA ホ 了年爱 

人を 計 二十 一んで 病 性は 肺ぶ 
六、 必臟 五、 流 威 肺炎 四、 自殺； 
ご 一、 變巧 一二の 割を でぁ 6 是を 職； 
業 別 ど すれば 家庭 勞 働を 十一、 一 
會社 店員 一二、 巧 狸ん 一 、 齒科醫 

一、 カィ！' プ ラク シスト 一、 女 

學生 一、 旣婚 婦人 ニ、 ホ 了 年 者 
一の 割を となつ てゐ る。 因 じ 現 
巧の 墓地は 埋葬 句能數 ニな 人 又 
納骨堂 收をカ 約 二百で ぁるが 共 
同 墓地 じ 隣を せる 桑 山家 墓地、 
故 中 川 チヤ！ レィ 氏 墓地 じみぎ 
空地が な 巧して ゐ るから ちし 之 
を買收 ずれば 宮永家 墓地と 共 じ 
鍵型 を な し て 連 結す る S が ぉ來 
るので 本年度 共濟部 委員 會 にが 
て 右 墓地 買收の 調査 問題 かおる 
でを らう 云 はれて ゐ る。 


山 崎" 刖秘 蒙を 化が 

太平洋 會議 幹事 

旣報 今秋 巧 都 じめ て 開かる/' 
太ず 泮會議 H 本侧 委員長は 井上 
準么助 氏/- 决を 甘る 旨 囊じ發 表 
された が 今圓巧 幹事に 前秘 露を 
使 山崎馨 一氏が 推薦され た 由で 
ある。 山 崎を 使は 往年 ホ ノ片、 
じ總 領事たら し蹤 係を 巧し 最も 
適任者で ある VJ 評されて ゐ る。 
尙ほ 支那 側では 目下 ホ國 訪問 中 
の顏瞎 十が 幹事 どなる ミを 承諾 
しち - 


岩 本 違 一巧 入院- 

ドクト^ 岩本谨 一巧は 流行 威 
冒に 罹ら 去る ±醒3 巧內 西と 十 
六 了 目 苗 十ん 番パ ー クウ H スト 
あ院じ 入院 加養 中なる が 逐日 輕 
快に赴きっ1ぁト約 一 過間を經 
過せば 退院 診療 じを 事し 得べ し 


會則 修正 特別委 員 

紐 育 日本人 會第 十六 回を 期纔 
會 のか 議に基 （會則 及び 細則 修 
正 調査 委員は 會 をに 指名を 一任 
せる 結果 去る 一日 付を W て 委員 
を 0 下 左の 如 （選任の 旨發 表さ 


が 球界 囊報 

ホる 十六 ： n J ら 開かる、 円本 
ゴグフ 協 會の大 競技に 先ち 會員 
の パンダ キャップを 選を ずべ （ 
去る 二 一日が 該 委員 會を 日本 俱樂 
部に 瞄 いたが タストは.' 一兩 日中 
にを 表ず る 由 A 岡協資 ラウンド 
り ビンは ま 巧 二十 ホ H 七 ミ フワ 
イナ グ じがて 正金の 小が (一 五) 


0 — -0 


0 - 


寸善 

が 魔 


兎角 跑 人の が 氣を頭 
締じ 病みたがる 當化 
か氣 質とは 言へ、 兹の 


總銷 事後な 間 題 も啼の 火が 消え 
たら 燃えたら やかまし いを子で 
ぁつじが 、おお 落が （處 じを 付 
いた<1巧山さん心相當；：^が い間 
總施事 化 巧を 勤めさせられた。 
媛 遇 ご 觀れば 媛 遇 だが 何を 『化 
理』 では クス グッ タィから 腰が 
おづ b ない A 御 人 も 早く 本國 
の 支那へ 歸ら たい、 否 巧び 善隣 
r 化して 檐规巧 巧の 巧に 膺 b た 
い ご わつ て且 夕の お 願 今や ホ さ 
-し酬 はむ いとしで ゐ るのは 慶ず 
べし A ソ n グ合虔 巧山總 領事の 
女房な V - U るの：？, 巧 か 废 さんで 


け 貴族院 賴 選の 石 摄榮藏 さん、 
夫人は 女子大 學ぉ 身、 才色兼備 
讀んで 宇の 如し だ ごを ふか、 最 
近 巧 愛い ぉ罐 さんご ホが 家內頗 
るを を A 石 塚さん は 愛磯 ご 愛 お 
が 3 レャ 化で 橫濱を 出發じ 際し 
ぶ 人の 紹介で 同船のを 部 磯雄 氏 
夫妻に 親* むから ホ 旅び の 身の上 
を賴ゎ ださぅ だが A を 巧へ 歸つ 
て 何 獄大發 見で もした 擦に 咸也 
して 『を 部ち は 無を 黨の 首锁だ 
から 腑嚴 しい 人 だら ぅど 想像し 
てな い- 'ら豈 一計らん や 實じ穩 かで 
々派。 人で ぁつたの じ 驚いた。 
娘が が 巧の 領事を して ゐる ホの 
所 じ 化く ので 船中 巧が ご賴 わ だ 
が、 を部君1;5尊敬すべき紳±だ 
； よ」 どを 部さん を 褒め チ •キツ て 


わ 巧い じ 似を はや 痒い 處へ 手の 

魁き さう。 锁樂 さん お b A 御 舅 I むた と 策 巧 子が 傳 へて ゐる 


; たっ 


地 ホ 延之助 (長) 堀 越 創 鴨 
井 义香西 龍 雄 水 お 渉 一二 
が 岡を 男 恩 田 貞勝瀬 川 一 
島 森 進 寺 旧 恼山崎 雄 ニ 
を 井關 治 


な 人が 人 


I が 鐵次氏 あ 西洋 おが 商會ま 

ホ 心 用を 帶び ピッ '、バ ーグ巧 よら 
出が 一雨 H 中 岡 巿を經 て 巧び ぺ 
调 ：，>. あく 善。 

•永 井榮藏 氏滯紐 中の 大朝論 
1 沉委 貴、 ±曜 H 出を ボストン 
經て 西巧歸 朝の 途じ 就く。 
中島 重 雄 氏 巧 中 商 會が育 支 
員、 英伊等 じがけ も 商用を 兼 
峽洲を 地經 ホ 歸 朝に 巧を、 と 

の マ デ エス チック 号 巧 じ 
て 巧發め 常。 

岡 長敏氏 警視 廳 がを 部を 
通， 一が 長、 太平が 沿岸を 經 かして 
化^ ホ 紐 十九 日頃 ホ 化の 便船 じ 
て於歐 の も。 


巧 診謹吿 

心 儀 病 氣の爲 め 目下 入院 治療 
中-し 付 約 一過 間 休診 可 仕 お 
昭 市の 年 ホ 巧 S 巧 
一一 一 ドク ト八岩 木 建 一 
114 W . 7 置で.， 呈 y 


诲 i ： バン ダ ロ 

貸」 度し！ ニ 室及キ チンな 一二 十 弗 
シ ズン 電話 プラザ 一四 五 四 
Mrs . 后 i , 31 ご each 玄 th si - 
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贷 b をぶな jm なを 巧を 巧 im ぞ巧 



SATU 邮 Af, JU 化 8 19 巧 


I お 川 保 險事お 所 

I H. Segawa ， Insufanc か芭 roker, 
303 Fifth Ave., 

T«l. Caledonia 4100 


巧 旧 商事 巧 巧會胜 化育 ま 巧 

Ucnida 1 fading Co., Inc. 

1 1 Park Place 
Tel. Barclay 巧 76 


島 貿ぶ巧 式會粗 'i 

Shima Trading Co., Ltd. I 

ISO Brondw 巧 
Tetephone Rcc わ r 1484 


株式を お 赤、 尾爾會 
Akawo & Co., Ltd., 
295 巧れ 11 Ave*, 

Tel. Caiedoma 9758-59 


ホ 倉 製が 巧樣 株式 會化 

Kataku 化 在 Co., いん， 
200 Madison Avenue 
Tel. Ashland [がが イが 6 


K. MKkimoflo 

Mikimoto Pearls 
巧 5 Fif 化 Avenue 
Te!. Vand が b;h 2 な 9 


大倉 組紐 育ま 巧 
Oku 化 衣 Co リ 
30 Churc ら St., 

Tel. Cortlandt 2292-93.94 


云 共 棟 ま會化 
化理巧 
髙 巧巧會 
120 Broadwy, K.Y. C. Tel. R 的 tor け 84 
Facio け； 巧 - 10 36 化 わ e ., し I. City 


淺 巧みを 巧 ホる を 

Asano Bussan し ompany 

Room SOI -805 
t 6 5 Broadway 
Tel. Co け ! andt 80 がぶ 052 


Gosho Corporation, 
SUk Importer も 
が East 84th S わが t 
Tel. Ashland 49S7-91 
Go,ho し o" Inc., 
Cotton Exporters 

斯 Beav がみ " 

Fe! Bowling Green 巧 0 ら -pp 


巧巧洲 なお 巧 ま會な 
なち## 巧 

Sou 化 Manchuria R. R. Co., 

け oom 2026, Canadian Pacific 則 か . 
342 Madison Ave* 

Tel. Vand [ が bih 4 巧 5 


己獅產 贼會社 

姑 育ま 巧 
M お ui & Co., 

6a Broadway, 

Tel. Bowlincr Green 7520 


なま 魚 旺揖井 巧 巧 
培 育 お 張 所 
Iwai & Co ., いん 

Woolworth Building, 
Tel. FUz Roy 8 が 0 - 61 ぶ 2 


S 寒 巧 事な 式會お 
な 育ま 店 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(M 巧 subUhl Co., Ltd.) 
120 Broadway 
TeL 民 ector 2560-2S64 


大巧 朝日 ニ 東京 朝 H 
化 巧吉巧 

0 化 ka A 化 hi 

1 he New York TTimes Annex 
Tel. Lackawanna 1000 


日本 お 巧 巧ま餘 
思 巧 まも 

Japan Cotton Trading Co., Ltd., 
2 Park Arenue, 

TeL Lexing^ton 8787 



Ni 巧 Oli !1 り祁 W は 叫 ， LTD 
Two Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 


でぶ 省か 
な 育 支 巧 
Hara & Co., 

443 Fourth Ave^ 
む 1< Caledonia な 30 - 巧 


ザを ホが をを 社 
紐-ちま 巧 
WCHI-BEI お 1 怕 KABUSHW K&I 圳 A 
が ! CHi ぶ £：! K!nr 〇 C 〇 4 LTD.) 
1 Park Avenue 
Tel. Ashland 6246*47"48 •が 


大巧 お 日 二度 京 日 H 
を 木 S が 
0 化 ] ka Mainichi 
ぶ oozn 306 A World Building 
Tel. Bo«kmfta 4259 
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巧閣 改造^が に 

1 .. 依然 疑問の 人、 ホ 次總裁 

M —' 稽極的 改選 か 消極的 かは 首相 S 腹 ひごつ 

專な 外相には 芳澤 なが 有力 

ま 京 特電 セ日發 = 時事が おは 『巧 中外 相は 與黨 長を ど 協議の おお 巧深郎 そを 惦を的 相 任命 じ 
巧を したが おを 巧 命は 日 支を 巧條 約な 擁後 である』 ど 報じ わが 內 開な おじ て 案 要な-^ 物の 一 


I 遇し、 を停毕 おじは 支邪侧 要路 
がぉ迎 へつ {ぁつたが、 露支國 
境に 差し か i つた 刹が 突が ボ那 
官 恵は 氏を 始め £ して 二人の 随 
員 ホ 監禁し、' 携帶 した 文書の 取 
調 f に着手したらのでみる：？/ 
一說じ 依れば 總 領事は 河 等 重要 
U も 書類を 携帶せ や、 化む の 書 
類^ 蟲じ早 （化の 總 領事館 員が 
自載 車で 國 境を 突破し じさ 一友は 
れ V . 居る， 而 して 奏 天ょ b 達し 
た 報道 じ 巧れば ま 那宫憲 け巧收 
しわ 書類を 奉 天の 政治を 旨會じ 
I 錯瑞し 

居 「後 の 方針を 討議す る舊 
j でん； るが， 朝日 新聞 じ 達した 報 


道 じのと ご 今 巧の 監禁は 要する 

じ モ ス ヵウ歧おが 口 シ ァ闕^:じ 

がろ 支那を 恵の 身邊化 譲を 今後 I 
保證 せの VJ 威を したので これが 
報 化 じ 及んだら のらし （、"火 
ピンで 晦 される 所に 化れば ホス 
ホク敌 府^ 旣じ ウラ ジオ スもブ 
ク 、ババ 术スク 、プラグ ゲムエ 

ス 々等の ち那總 領事館 じ揖 1 今 
後 治 外法 權を 認めず ど通吿 t 南 i 
京 政府 も郎 露を 使 館眞の 引擬げ 
を 命じた もの S 如 •く、^ 八 ビン 
地方の 支 抓 要路は 總 領事の 吿渡 I 
かかを を然 化しむ ご稱 し、 を 邪 
政府 ごして け 彼等を 調査す るの' 
必婪が ある ど稱 して 居る。 


謎の 巧稳丸 

無事 雜 太へ 入 潜 

ロンドン 六日 發 ：：：； 靈に 四十 一二 
人の 乘紐員 どと わ 人 だ垂 々どす 
る乘 客を 賴んで ウラで オ マト ブ 
クよ b 權 太へ 赴いた 一； ロ 本を 船 巧 


お义 はを 上 遭難 化沒し たどの 報 一 
道 あ b しらを の 前 エキス チ M シ 
デ •テレグラフ じ 達した 東 巧ょ I 
b の 怖 報じ のれば のを 化は 無事 一 
目的地に 到着し 遭難 說は虛 報で 
あつたを がが 然した、 乘 をは- 
ンァ 人で あ & 。 


じ 


- わる 巧 鐵化樂 が總战 巧み 巧は 『ず戰 .翰 約に 對 する 樞を おの 態 あはめ 巧の 考 へて ゐるや ぅじ 樂 
- ホ さ U _ ご语 つてむ るが 闽 & は 典 内賴」 賞 任 間 題が 起つ て 政 權は自 をの 手 じを 七て 巧を £ 信 ^ 


人で 

* 化を 許さ 《」 ご 語つ てむ るが 闽 ぶは 親 内閣」 賞 任 間 題が 起つ て 政 權は自 をの 手 じを もて 巧ち 
一 じて ゐ るので なを 内閣への 入 願は 今が ほ 政が の 謎で ある。 

I 束 京 特電 六日 發^ 勝田义 おは 內閣 なを 問題 じ 醜し 『な 造は 
^少 々ヒ ドク 巧して 巧け に 巧 I て 難しい こどで なぐ、 自を K を 要 
一' ご あら ば柯 時た b 共 巧 職し やろ し 巧 巧 君の 入閣 も 田 中 首相が を 
- の氣でホれば別じ難しぃごぃム^はなからぅ』 と语ったが、 な 
'をみ 閲の外 かじは 巧 巧 謙 ま 氏 おが 愈々 な 力 ミな つて 來 た。 


民政 驚 决議； 一 

I ' 新政 策の 樹立に 

i 東京 特電 六日 發 n お ロ 民政 黨 
!總 独は 溢 員 總營み 席上 f 

お 内 熙は财 が 不安を 除く 爲め 
; じ 讓稅お 放 楽、 閣债 整理 緊縮 
政 巧 ど 卿わず べき だ 
ご演說 したが、 一ぶ じがて 找搜 
'黨の お 手が は 現 ド 政悄じ 願し^ 
證 會を閒 いてぶ のかう 患 化の^ 

; 誰を 浊過 しわ 

一、 吳國の 總選擧 度び 大阪巧 諮 


な 黨は國 お 生活を 基調と する 
、とを 巧々 じを へた、 吾黨 のめ 
策 も 化旣に 無齡必 'でを も 得な 
い、 なじ 巧々 は黨め 幹部を 鞭 
捲すべき 耕を 策を 自ら 樹立し 
なければ i ：> ら归 0 

1、 我々 は 最早 や 現内閣 じ 立憲 
的 巧 動を が 期 t る もは お ホロ 
から 西 園 寺を に 對し斷 乎た る 
處廣を 化る i を耍 ホし なけれ 
じたら の。 

る 結果 數 をの 委賣は 刪 人 S 資 


遇舉の おおを おを する ご旣お ~ 格で 西閣 寺を を 訪問す るを。 

改造に U ニニつ の 道 


現の 熙 もな 造け 恐らく 今月 苗 一 

旬が じは 巧 はれる もの ど 推測! 
されて 活る も、 をのな 遣 恵を 
を徵 する に 大体ぶ の 三つの 端 ~ 
じ歸 ずる やぅで わる： _-i 

その 一 は 大改を ど-らぃ 瓜 
べき もめで これによ る ど 現 W . 强 
は 巧 組 閒なホ 化 じ ニヶが 有餘 f 
經逊 して ホた、 然る K 雷 嬰政完 
のこ どご どくは 立 も 往生のを'、 
な b は どんで 何等の 政策 も實 一り 
さわて ゐ U いといつ てよ い、 
かる お 協で わらながら 僅に-ニ 
の 補充 的な をを なした のみで ザ 
議 會じ瞄 ょん f ず &は到 お不巧 
能で をる から、 すべから くこの 
機會 じがて 内 隅の 化 本に 改部 I を 
巧 ひ 相 當範圆 の乂替 へを な-/ 一眞 
じみが の 血が 新た じ 流れ出た る 
の 觀を呈 する 位み 巧 生を 巧へ ば 
自ら 内 偶のを 礎ら 强固 ごなら 八 
，むの-新 もな し 得られ 殊に 前講 
食 じがて 

不成立 ごぃ ふつた をを 請 我 
策の 解かの ホを も 自らを 見され 
るから 火な なじ 棉 進すべき でを 
る、 をれ じ U 前歲會 じがて 膝礁 
ど つた 乂巧幽 相、 勝旧义 姑- 
小川 お 化 等の 入替 へを なず かを 
れ ども 巧退ゼ しめて 黨に餘 し 
.務内 おち S 颊 進を もつ て 補^せ 
.しむべき でんる どい ふじ もを、 
然してを 犬 化を 論 お 中 じけ 巧に 
: ち 化が 萬 一大な 逛を巧 ふの お I 劇 
I 。 く、 補 巧 的 化を じ 止い るむ jb 
じ 官制の 定 いる 所 じふり 


巧た じ 無任所大臣 制を 創設し こ 
れご间 時 じ、 從巧 提唱し 巧つ た 
軍部 大度の 义 官制 併用、 闕防計 
靈み 統一、 巧が をの 极本 整理を 
巧 ふ 巧 君极を おげ てみ 閣の 

陣容を 整 ふべき であら ご 
いふじ あらて 樞府 (が 東 包 化 治 
伯 又は 平沼蜡 一郎 巧) 貴族院 (德 
川を 達を 父は 靑木 信を 子) 新黨 
(巧み 竹ニ郎 巧) 政 あ 荷 力 者 (宇 
垣 一お大 お) 典黨 方面 (鈴 木蓄 
S 郎 、山 本 條太郞 ) よ b 數名を 
閣員に 巧せ I めて はどう か、 か 
くせば 巧 巧 氏の 入閣 問題 . V も自 
が 解かし 得る 一擧兩 得の 妙案で 


ホる とい ふじ わち て、 犬 養 長老 
が 當± 見 じ 赴いた 當時 直接 首相 
じ 對し逮 言し を 相 もこれ じ 共鳴 
し、 をの 後 首相は 一禪の 無給 制 
無任所大臣 制の 腹案を 巧り これ 
じ樞府 側の 意向を も 探 も 一二 黨 
顧問に 凿 しても をの 內 意を 堀ら 
した ほどで あるが をの 間には 巧 
なち 

强 硬な 巧對 意思を 表明し 

て转 るの も をら、 かぶる を 力な 
る反對 を！： し 切 b てまで 無 任 所 
大臣 制を 設ける だけみ々 量が 發 
i ~ 中 首が にあら ごも 思 はれず、 し 
I から 無 巧 巧 大臣 設置の 细 きは、 
i 戰時 をの 化 非常時の 窺を どか' 
或 ひは 基礎の 强き 内閣なら ばと 
じか，， '、今 K の 如き 情 態では 實 
現 性は 相當巧 難な ち ど 見られる 
がが ほ 襄老ボ 面では ザなら 重大 
親して をの 實 現を がせん ミの 意 
向の やぅで を も、 度 じ 補充 的の 
改造 論者の いふ 所 じょる 公な 遣 
の ホ 眼は 政局の 安定に あるから 
巧ら 

大 改造 をな すじ 當ら ない 
穩惦い ょる 補充 的な 遣を なして 進 
むが 閱內 統一の ためじ も 义黨內 
結束の ためじ も 必要で をる から 
敢 へて 一 ホを あやま H ぱ倒閱 ご 
までの 危 隙を 冒して 大 改造を な 
すの 愚を 學 ぶべき でない ごい ふ 
じあ 6 て 中 橋、 久原兩 相が 閣巧 
じがて これを 唱 へ、 黨 巧では 政 
確か じ b が 主義の 信者の 共鳴を 
得て 居る やうで ある。 


選擧 政綱 y 重ん 

勞働 驚の 天下 巧 現 

失業を の 救 濟や鐵 道 改良 じ 着ず 

外には 軍縮 ミ 對露國 巧 復活 等 


ローン ドシ 々日發 n 1 昨日 ゥキ 
ン * 立— 宮殿に 遂 巧、 直ち じ勞働 
黨心閱 の 組織に 着手し わ マクド 
ナム K をは 

を も 選擧め 綱の 賞 巧を 
期 もして 目下 勞働黨 幹部 等 f 閣 
員の 一八 選 や 新政 策の 樹立に 就て 
協議 一 ホで ぁる^、® 拱勞 働黨內 
閣の 一一 旭 技 大臣た b し鐵道 エホ 組 
を 長 I トー マス 氏は なめて 入閣は 
しな 一/か 失業 間 題を の 化 經濟上 
に 願 嘴し わ 問題を が衝 ずべき 參 
謀總 をの 格 どして 特殊の 要職を 
帶 び^め て自 かな 立 媛から 先づ 
な 五.！. 万人に 垂 々どす る 失業 巧 
の あ濟を 講じを 巧 勞働者 じは 適 
當 養を をを 典へ て 引退せ し 
む？'！、 を菌道 線に も 國庫ょ h 
補 肋ん て 設備の な 良を 計え J 运 
な b 、 一 自由 黨の扱 策を 加味した 
新な^ 一を 樹立す る じ 至る ベぐ を 
は 自由 驚よ ^ ジュウ キット 氏が 


お支鐵 道回收 策に..—’ . 

ロシア 總 領事な 致 

! 露支國 境で 又もや 支那 側の 亂暴 

東を 特電 六日 豬 = 露ま國 境に がて 支 邪 官憲の 爲 めじ 監禁 さ 
れじ n シ r の 總が肇 一巧 引渡 じ關聯 しま 那 側では をち 鐵 道の 實 
權掌揖 を條件 ごして これに 應 やる 意志を 示して 居る。 



まま 〔聯 を) 五日 發 H 滿洲の 
;; 作 ピンょ b 當化聯 を 通信社に 
達した 巧 道 じ 依れば 

奉 天 の勞 農り シア 總 領事 

カズ ブツ ソフ 氏は 恣支颐 境の' ィ 
キゥ ー で 支那 官憲の 爲 めじ 監禁 
され じので 巧け を 話を 巧て バグ 
ピンの 支 服 官憲に 向け 强 硬に 抗 j 
畿 しじが、 これ じ 化ら 露 支の 國 
をは 益々 緊張し 今後。 シアが い 
かなる 態度に 巧ぶ かは 頗る 注目 
を范 きつ i あるが 疆 じ！； 八 ピン 


の 支那 官憲は 同地の ロシア 總領 
事 箱 地下室 じて 第 S ィンタ I ナ 
シ 3 ナ^の 化を が 媽玉祥 一派 ご 
組んで 南京 政府の 轉 覆を 陰謀し 
つ i ぁる 嫌疑に て 巧な 総領事館 
を 整擊し 重要 义聲 を巧收 せんご 
し 化る も 巧 さや 今 间ヵ總 領事の 

吿發 を 見る に ま b しは 同 
總 領事が この 問題 じ綱聯 し本國 
政府で 打を せの 爲 めじ モス カウ 
じ 向 ふを じな つたので、 ま那官 
患は お 面 頗る 了 甫じ絕 領事を 待 


龍 首相は 庭踩に 

ロ/^ ドン 六日 發 n 前 首相 ボー 
グ ゥ キン 巧な 巧 閣を明 渡し 
た Gj で 目下 ロンドン 巿內じ 適 
當ぃ ' I なをを ホむべく 物色 中で 
わるが， 义 しい 政務で 忘れて 
居わブ ニスが 急じ戀 しくな つ 
たも？ か、 ぶ 人から を ラグ ツ 
トを I 賊 受け 旨下頻 b じ 運動 中 
でもす 0 


結果 じ 顧みて 小 選擧险 法の 化 正； 
を ホ わる じ まるべき 模樣 じて、 
これ 等の 諸 懸案に めて 兩黨 の 提 
携ぶ b は 勞働黨 內閣の 前途を ホ 
ずる 唯一み 鍵で をる ど 認められ 
て 居る、 尙は 前み 閣の大 立 物で 
ぁつね 大藏大 居 チヤ！ ナグ 巧は 
をく アメリカを ふら 出し じ 遠く 
日本にまで 時局 閱 題の 講演 旅 巧 
にお 發 すべく、 歸英 期は 十一月 
頃で あらう ご 云 はれて 居る。 


本社 東 景轉電 (貧 ぉ 辟- 轉 載〕 

聖上 陛下 神 戶巧幸 

【セ 日〕 大阪 が^ 冀 中の 天皇陛下 じは 今朝 神 戶じ巧 幸 遊ばさ 
れ だが、 こむ ょら 影を 一聖 上には 畏 < も 昨が 民間 巧勞 者を 乂阪城 
じな させられ 晚餐 多-遇つ ね。 

〔六日】 伊一狂父^^ス軍艦じてか歌山縣じ進.1^!せられた天皇 
陛下 じは S 日 午後 六 \ 的を 本を 御發 が、 四日 午前 セ 時半 大阪じ 御 
着 遊ばされ たが この^ 一 孰が 快晴で 一 かの 奉迎 準備は 整つ てを < 
新裝 された 大 都を 差-^ > て巧縣 からの 奉拜 者は 陸 續ご乂 b をんだ 
明けて 置 日、 陛下に 一^樹 豫を 通らを 巧を 御 巡幸 遊ばされ わが 殊 
じが 巧 練を 搂に がけを'^ が？ 下靑ザ 劇、 學 生、 巧鄉 軍人、 女す 靑年 
固 等 S 親閱 式は 大阪 ホ^を 有の 盛 觀を呈 しこの 限. 〇 なき ホ 榮じ裕 
した 約 五 巧の 巧女學 を^が はなせん ばか b じ 雀躍した。 

業す るで あらぅ ご。 


杉 山 巧 推擧さ 

日】 H ネ ぉ衆黨 .は 杉-^； 元を 
郎 巧を 中央 執行委員 長. レ 推 幕 
したが 若し 同氏が 受諾し 一巧は 
れば 麻生久 巧を 推す ご。 

束 電の龍 業 形勢 

〔セ 曰〕 東を 電燈會 社 使 巧- it は 
當畢者 じ 巧 遇な 善の 要求を て 
たが おし 拒絕 さい I ば タを罷 

■I 1 丫. イ 

」 【中】 


總選擧 の 跡を 顧み V 

若 おへ リト" 自お黨 

併 か > し暖 


乂閣し V 甚由黨 くの 錯携を 討る 
じ 至る 个も 知れず、 

外^ の 椅子には ヘン ダ ー 
ソン 氏^ 就 巧は 確實 じて、 掛外 
政策 ご-! ては 先づァ メタ 力を ま 
どす る 瓜 誦策じ 出で i 軍備 縮少 
を 實現丄 -、 特に 國際 聯盟 どの 協 
調を 一. Ii 稀 長して 軍備 縮みの か 
き問題^<<^重じこの機齡を通じて 
實 現す 心の 策 じ 及ぶべく、 更ら 
じ 巧ず 墓の 閣の 成立と おに 國を 
斷絕 のを-ど なつて 居る 勞農 。シ 
ァ 政府との 醜 係を 俊活 して 歐洲 
の ホ かた 女を せしめ 同時 じィ 
リスを 經が的 じら 好轉 せし むべ 
しご 期待 9 れて 居る、 この 對外 
新政 策が 少數 黨內閣 ごして おし 
て どの 邊 ょで 實 現される かは 疑 
問 じして 

特に 自お黨 ごの 提携に 就 
ては 最も 巧必を 要する であらう 
が、 自由 巧ピ しては 今回の 選擧 


今 巧の 理擧で 最少 数黨 から、 
兎も角も お t 八の 議員を 出した I 
自由 黨 は、 選擧 の 目的で ぁを 亂 
の キャス ナンダ •ボー トを框 も 

巧 巧 勞働黨 の 

も お蔭で 少數 黨內閣 
親 織の 破目に 陷 つじ、 巧し々 當 
領 0 キド •ジ 3^ — デ 巧か自 ホの 
お 稿料まで 選 擧費じ 投げ出し、 
息子 やお 壊さん を 飛 おして 而か 
も 親子 一二 人が 揃 ひも 揃って 當選 
しだので ゐ るから 自由 黨 もこ 
れで 更生の 氣に燃 ゆるら のど 云 
はなければ ならわが、 自を黨 は 
もはや 過去の 陈黨 である、 若し 

アス ネス 巧と ロキ ド- •ジ 3 ! 尹 

氏の 長年に わたる 內 註が なかつ 
むなら ば 有 も 黨も今 H 程の 调落 
を ホして ゐ なかつ たから 知れ 归 
然し 勞働黨 の 進出 をれ 自体が 自 
由 黨の满 落を 示す もので ホを、 
たぐ 自あ 黨の將 來じ殘 された る 
興が ど 疑 間は 自由 黨 のを 力なる 
第二 一黨 としてを 國政巧 じを の 化 
位を 留める か をれ ごも 

永久 じを の 姿を 沒 してし 
まふ かの ニ點 じある、 この 煮が 
で 自由 黨は 今度の 選擧 じは 文字. 
通らに 死を の 境に わつ たわけで 
老政治家。 ネド* ジ 《1デ巧統 
制の もど じあ 生の 氣 たもつて 掉 
尾の 勇を ふるたの である、 勞働 
驚は これからを じ 伸びる を 黨で 
ぁ b 、 保守 黨 はたごへ 黨 貸が 半 
減しても 萬び 政 權が轉 も 込んで 
ホる 發 みは' もつ て& るな 黨 であ 
を、 所が 自由 黨 だけは たどへ 選 
擧じそ 成 巧を 收め 得た としても 
第一 黨 じなら うごは 何人も 考へ 


I で J しての 價植 は减退 

居 ず、 また 第二 黨す らも 想 
、てゐ 。いので 自を黨 は 趣ら 
现巧 0 じ黨 3 增 加しても 
^ 權を擾 る機會 のない 陵黨 じし 
今後 か 界じ殘 るよ 6 

外に 遂 がなぃ-。 ネご 
ジ 3 — デに をは じめ 自を 黨賃が 
をを 九 位の' とは わき まへ て & る 
- 省 由 鬟が近 巧 著しく 穩健 化した 
券 働 黨のお 巧を 奪 ひ- タ をに 社 
政策な どを 氣を加 ホし じ 新政 
ホを か i げて 英國 民を あつ ご 言 
^ せて ゐる のな 启由黨 がぃよ い 
1-4 を 權 から 遠ざかつ てし まつた 
ぐを をす もので あらぅ。 産業の 
破 興に 關 ずる 自ホ黨 3 政策と い 
ぶのは 巧 か黨の 資本主義 的な が 
政策 やま わ么 と垂然 相反す る 
働 驚の 社 會ホ義 的な 政策では 
國現下の 陰變；^ 產業界は巧蘭 
れる もめでは ないど 保守 黨 と 
働 驚 どの 政策 じ 非難を 加 一な 
らを 業の 國家的 統制を ま 張す 

『ブリ テ 1 ンス •ィン ダスト 
ア八 •フユ チ ユア』 じがて 明か 
示されて ゐ る、 この 自由 黨の 

.業 の 圖家的 統制 ごい ふ 

の I は英题 十九 世紀 時化の 生產ホ 
化 一を 今 目 操： 返して ゐ るを じ 基因 
ものであるから、 先 づ生產 
じ大變 革を 加へ 生產 2 消豐 
する 國家的 統制の もと じ國 
業ビお 外資 易 開發を 圖ゥこ 
よつ て 失業 問題を も 解 巧す 

- いふじ ある、 さぅ して これ 
化 案 ごして 國民 投資 局なる 
を 設け この 機關を 通じて 巧 
，圃 が 年々 新 じ 生みつ i ある 五 
ン ドの 新 資本を 國家的 統制 


新 糸 操業の 减機 

(セ 日】 巧 蘭 高で 長 野 藤では 新 
糸 摸 業の 滅機計 塞 中で をる。 

，極 口が 議± 逝 ま 

\ 〔六日】 民 歧黨化 議± 碰ロ秀 雄 
\ 巧 〔長 野縣 選出〕 は 逝 ましね 

- - 山 梨 總督排 巧 熱 

一 ご ハ 日〕 山 梨 朝鮮 德督 排斥 熱は 


與窝內まで擴がらホ^を務總 
藍の な も 手 もな く 巧 中 首相 も 
脾を 組む と 0 

對支ぉ 超 お 加ず 

〔々日) 五 巧 中の おモ 輸出 操 額 
は 四千 六 巧 巧 ニ千圓 、出超 ニ 
千 一二な 十二 巧 四千 圓で 一月 0 
降 出超 累計 五 千 百 廿五ガ 五 千 
圓 ごな > 昨年 W 期間ょ b 二百 
六十 S 巧圓增 化した。 

中 山 巧橫檢 中止 

(六日】 旣 報、 中 山を】 おはを 
方面からの 非難の ため 漁樂を 
協な おを 取消した。 

九大 總長松 浦 氏 

【五日】 巧 城 帝 國大學 擦 長 松 お 
鎭ホ郞 氏は 九 抑を 國大 學總長 
じ 選 まれた。 

東京 地方の 酷熱 

〔五日】 東を ぁ 隣は 四日 氣溫八 i 
十四 巧に 達した。 

おお 山火事 擴大 

L セ 日】 權太 山み 事は 下 ホから 
再び 猛勢 どなつ わが 化 海道 石 
狩の 山 化 事 も 益々 凄じ < 第と 
師鹽 からはと 百 名の 軍隊が お 
派され た。 

〔五日】 化 あ 道 石 狩 地方の 山 化 
事は 益々 擴が 5 鑽と 帥圃か > 
千 ニな をの 軍隊 お 動し 銭み じ 
巧め てゐ るが 旣じモ 町 ホを 燒 
き盡 しね。 


ふごに 國內 資源の 關發 じ充當 
てめ' 積極的 じ 諸 蹄の 事業を 
一で イれ じょって 勞働 の I 而 要を 一 
貴る ごごい ム 產 業の 振興を 圖 
ホ 一ち-鳥の 大げさな 案を 示し 
ゐ る、 な 由黨 のこの 案は 巧國 
を 方歷じ 

ホモ セ.；； シ 

おし ぃ 、が、 實 けの 可能性 じつい 
ては 大部，. 危 まわて むる ので 切 巧 
ので 姑 政策 一、 遠 かゎじ 終らは しな 
いかどいで 懸 が ぁる、 失業 勘 
題に 凿 ずを 自 震の 政策は いは 
ゆる 產 業め 國家 y 統鄉 じよつ て 
輕巧產 業 心. 振興 W 圖 ら、 道路 儀 
梁の 建設、 電力 4§一 發 、運輸 制 
度矿改 遣の 報 ホ 針 带の寶 現、 灌 I 
觀 事業、 ± 地の 輯墅 、植ホ 事業 
等 P ' を 穗主木 ぁぶ 座 築 事業を 起 
し 接勞 働の 需 ど 喚起し 積極 
的て 失業者の 救 濟\^」 圖 るべ しご 
いぶ じを る、 さう て 自由 黨は 
右 心 案は 數年じ 豆- \ 橋 重に 研究 
し!：：； 結 おじ 基く もので、 これが 
さる 5 ならば ニア 年 0 內じ 


實一 

五-ハ 十 方の 失業を が卡濟 されて 
を 一豕じ 失業 惠標 準數户 達する 
ご： 出 ホ、 しかち 函 一^ 义び 地ち 
稅山 一べ 三— た b ごも \ 

增加 する もので が ど 場 
言して 在る、 これけ 勞働 I なが 義 
務敎 育の 延長 じよ 0 て お 働 お 
の 省 加を 防ぎ 一方 お勞勘 ホを 隱 
退で しめる i じよって が 紙 者を 
威 ホ せしめ、 これ じよって 失業 
者め 就職率を 島め なごい イ 政策 
じ 比較して は、 遙じ 積極 手 ぁ 
ゎ大膽 でぁるが、 貫 際は 4 m の 
案-こして 取ら 扱は む殊 じ； 一年の 
內じ 失業 問題の 解かが 巧 一^ ご 
か、 成け 國民じ I * ュ ー の \ 巧擔 
を ホ さしめ ないど、 ふやう I を 
は 到底 考 へられない i で ホ \ 
ロキド •ヴ 31 デ 巧に 費用ぶ. 
け やじ 失業 問題の お 巧を 期 诗\^, 


る； は 閣_ 違 ひで ある ご ホ 難され 
大を寶 巧を の 點じ聞 題が ある や 
うだ、 巧し ろ 巧う しわ 政策 も 巧 
巧ジ 3! デ 翁が 智慧を 絞つ たど 
しても、 巧 巧 勞働黨 の あ 策に 

共通 した 點が あるので、 

_ 一 暇ち じ 自由 黨の 勢力が 一 じ 仰び 
を 穿と ずれば、'. 巧 ザ 黨‘ん 勢力 こを 
藏少 する であらう が、 勞_ 働黨は 
四 じら 五に も 伸びる ごい ふ 巧 能 
をが ある、 なじ 自も黨 の 目的は 
でう しても キヤ 3 チン グ •ポ 1 
ト と捏ら 、がず、 劈 働 巧 驚の 中 
間に 鎭 座して 勢力 差違の 中必を 
握る じゐ 5 ごい ふので、 大いに 
巧 別 訪間や 嗚物乂 b で 騒いだ お 
あけ 郎も をの 目的を 達し わ譯で 
ジ 31 デ 翁 も選擧 前から この 點 
で 就て カ說 し、】 ホ勞働 黨は絕 
屬タ數 を 制しなければ 天下は ま 
秦 しない ご 頻りに 說 いて 自由 黨 
ゆ 地盤 切 崩し じか^つ たの もこ 
れ から ホた 道理で ある、 而 かし 
曇 じ も 述べた か < 、兩黨 の 政策 
じは 頗る 共通 點が ぞいので ある 
から、 

將來 どても ジ 3 ! デ 翁が 
調ずに 乘 つて 络働黨 內閣に 横車 
を 押せば、 却て 保 ザ黨の 勢を 增 
して 自黨の 破滅を 招 く-^ 左 6 
ごてを 働黨 のみを 支持して 居れ 
ばを ホな め黨は 寧ろ 劈 働 黨じ合 
併しろ ごい ふ 風 じ 人 也が 傾 < で 
あら 卓し、 巧巧キ ヤス ナン グ • 
ボ！ トを 振つ た 自由 萬の 位廣も 
極めて デリ ヶート なを 局を 生む 
こご じなる であらう、 旣じ 自由 
黨 の機顯 紙は マク ドナが ド 氏に 
おして F 勞働 嵩の 首 化で じく ィ 
¥9 ス 政界の 首相 たれ』 ど譬を 
して 居え のは ホ ふべき 言葉で あ 
るが、 この 邊 から 推察 するど 自 
も 黨の徵 きみ 第で タ働黨 內閱も 
案外 前項の か （短命 じ 終る かも 
かれの。 


一 • 


大紐育 

I を 一九 年 版 y 近く 發巧 

本社が 屢じ編 裳を 巧い じしました 『大 化育」 は、 _ 幸 ひじして 
化 湖の 湧 < が 如き 好評を 巧し、 をに 全部 一册殘 らや資 初れ どな 
ら i した、 依て 本 化は 窓 一版の 內容 をを が 巧 じじし、 貝 おを も 
巧 加した モ 化な 廿九年 版を がに 發巧 する こご 5 な b ました、 正 
確 じして 且つ 巧ら しい 統 おど 事 賞を 墓 礎 じして、 剔々 錄 化する 
巧が 『大が 育 J の眞 巧を 傳 ふるに 遺洩 なき こごた 巧して 居 b ま 
す。 尙ほ定 憤は 

豫約 申を 者に 限リて 

特價と 十五 仙 

發刊 後の 御 購買には 一 

を 煩 企. 一 弗 

ど 致しょ した、 速 かじを 約 巧 ホ 込みを ホー 望いた します。 

ム貧 八。 紐 育 新報 巧 
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耳鼻咽喉 陋 

鼻 あ 整調、 顔の が餘ま 
等 無痛 ぉ療 

每り 午前 エ時 —一 時 
'午を 五 時— と 時 
H 曜 午前て 巧— 一 時 

廿 S 年の 經驗 あら 
H 治療 化 普通 H 


♦會籍 みお 誌 ♦巧閱 
縱壊 室を 麗 

執務 午 韵九時 よら 午を 五 時を 

織 育 日本人 會 


roc 七 


ゴイ一 セと 五 
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解禁 U 不即朽 の 腹 

n 銀 やお 金では 明が 解禁を 期が 
その 要務て 津島 財務官 歸朝 

東京 特ま セ：：： が = 一一 一ん 藏 相の 邸 明 じょ 6 を锐 解蔡不 即行は 
確ら しいが りが や 正を U でも 明後年は 明年ょ 6 も 解 绘赏巧 巧 難 
を巧寸 ご 見て 明年を々 宵規 する やぅ 努力した いと 促進な 見を 持 
つて 居ち 的 ほ 目下 ニユ 3— クじ 滞が 中で ある C ン ドン 駐が津 島 
が 務官 はと お-五 U 歸 朝の 堂。 が お 解禁の 打合せら しい ご 云は & 

國債 整理 案 决定ず 

を ホ 特電 セ 日 お が濟落 證會の 小委 員會 では 風 憤盤理 案じ 
ないて 柿々 硏 兜した おお これを 五十 年 計 劃 i なし 償還 年額は 一 
值ニ干 巧 5： どか 定 した。 

ま 京 特電 六日 お = 經 が調查 委員 會は踐 際 整理 案に つき 巧 兜 
中で あろが 之れ は 大きな か 源が 必 をな のでと が 撥 出の わめを 省 
の 新规卽 茜を 縮 少し 電話を 半を 半- ム义 はお 間 事業し 移さん どす 
るを見がちカど；：^つ た。 

-爲 替决濟 じ、 しない 

銀塊を 値で 輸 おに i 深刻な 影響 
生糸の 取 則に 祟ろ 金輸不 解禁. 

ま京特 ちみ 日齊 =': i 十： 激化は 阳爲替 の 暴落に 關 職し 『政 あ 
の爲替 がが。 るら めは 無根 《風 說でゐ つて 今や 貿易の 微換 がら 
巧 近した し輸 化ず 形 も 出 廻をから 爲替 はこれ な 上に 下る やぅな 
こどは あるまい 、これに 就いては 正を ら樂觀 して 居る し 大藏當 
局も爲 替巧濟 の不必 巧なる こご じ 就て* テ ー トメ ント をを をす 
る 答で ある』 ご 言明した が-輸入 取 掠め も 一段落 どなら 爲替相 
場は 稍々 反踐 して 輸入 か談 は手控 へられて おる が、 輸お 商人 も 
銀塊 相 おの 戀 をで かもす < ふ-居る もの、、 如 < 、-カ 橫濱 生糸 取 
引 所は をのが 引が 三ュ ー ョ ー クじ をはれ る 〔前號 本紙 巧 報〕 の 
はを 不 解禁で w が 取引 か 不安な 爲め である ごを の 筋に 陳述した 


H 本じ顯 係が 深い 

小麥の 進出 

中 也は カナダへ 

アメリカの 小が 化 瘍は截 巧 巧 
側が を 則の 損失を 補ふ盧 化で 留 
出しを 手を へて 居む 所、 期待に 
反して が 週の かき 

暴落を ホ じたので 農夫 侧 
の 失望は 一力 G ら や、 臨時 難句- 
の 農が 救濟 がが々 しくない こ V ; 
ミみ じ 共 か 漠^ 政策を 恨 わ 態 巧 
じあび、 昨今 概 くむ 巧け がな— レ 
つ i ある もの I 農務 省の 調 巧に 
ょれば 本からの がまを 遇剩 でか 
巧の 動搖は をれ おょ U とのこ e 
'であるか、 これ じ视聯 ，て 面白 
; いのは 本が か 楽の 發谨 じつれ、 
巧 固 小を の 本 巧 じ賴人 せらる！ 

一 もの か々 お化し、 昭か H 年の 挽 
; 入 總巧六 千と 巧 街圓じ 速ず るに 
いたつ たか、 アメブ 力 小を を憾 
大小を の 大宗 どし、々 ナダ 小が 
^を從 VJ せるな 巧の 

I 傾向 

一變 し、 摄 近は カ子 
.タ小 麥かホ 化 じ 立 もアメ 9 力 小 
一を はを の 半を 占む る こど、. 

た、 即も左 S 如，、 であを (單が 
ビク^ 右は カナダ、 ぶは アメク 
力) 

义正十 王が ニ、 一九 四 
四、 五み 六 
十 凹 年 一、 五一 一二 
ニ、 八 ニ 九 
昭和 ホが 四、 一とと 

ミ、 ニ K よ 

ニ 年 r 、 八と 九 

ニ、-! ハ 0 八 

一二 年 近、 お 化 一 
ニ、 四 五 四 

邸 心 このぶ 年閒に まを を <顚 倒 
せる が、 カナダ 小を の 傑 位け 一 


時 的の 現象 じあらざる もの I 如 
く、 本を W . 後に おいては 益々 米 
加小麥 輸入 量の 開きは 擴大 する 
もの ご 冕ら れて琶 るが をの 

原坛は 乂 樣 (1 】 ア メリ 
力は 今後 最大 收 獲を 擧げて もが 
ほ 化な ブッシュ^を 出で ず、 內 
地 巧を を 六 億おモ •こすれば 輸お 
能力は ニ 億 か 千ブブ シ玉グ にす 
ぎざる じ 反し カナダ ルを は 昨年 
度-しおいて 五 億 S 千万 ブッ シエ 
作の 生産が あを、 一億 程 巧を お 
璧 じあつ わ ば 四 億の 上の 輸お能 
力 あるた め 化を 的に もを の 重要 
さを が 進し つ、 ある こご ( 1 ) 
アメリカ 小を はやぅ やく 巧き 詔 
り 斗： 產豐の 如き r フッシ ゴ作一 
ド乐 二十 四 セント 乃 ま 二十 八 七 
ント なる じ對し カナダ 小を は發 
连 のを 地 多くを 產 裳は 八十 化 セ 
ント巧 ま 几 十五 セントに して、 
をの 間 一二 十 セントの 開き ある こ 
VI 等で、 もも ろん々- ナダ 小を ご 
アメリカ 物は 

硬軟を の 質を おにし、 用 
途も いさ、 かを が あるが、 最 を 
は 歐洲カ 面ら 巧 術のに カナダ 物 
を需裝 ず.，’ •に 到つ じので、 カナ 
ダが アメリカ じ 化つ て 小 變の中 
、むごな らん どす るが 向け 化界的 
のらの ご稱 せられ、 シ 々コ化 弓 
所に かは つて カナダ、 ゥィ 二べ 
ブク 取引所の 卵 泣 も渐み 向上せ 
る ごと' \ である、 從 つて 乂國は 
贩 化が 阅 のた め巧峽 にも 废格巧 
を資等 V お遺しつ I あるが 回 被 
W 難なる ベ/‘、 巧 •か 製が 篡 をは 
今やが 巧 小を の祕 入に ついては 
パンクー バ ー の 現物 か 爐描瘍 わ 
よびこれ がを 巧.」 ある ウイ 三ぺ 
ツク化 引 所を 軍要視 する に 巧つ 


國孫商 證大會 に 

支那 問題 r 

日本側から 提お 

U 本經濟 聯巧會 のま 那 問題 時 
別 委員 會は ホる と月ア ムス テグ 
ダムで 開催の 國際巧 業 會證じ 提 
おすべき 支那 問題 じつき 

原案 を 審議し 最後の 决定 
を 見た、 しかして をのみ をは 

(1) ま那 における 條約 侵害 

の狀况 

ごこ ミ 那の國 際 信用 じ關す 

る 件 

(云) 义那じ わける 生命 财產 

の不 女狀な 

(巧) ま册の 排外 狀 巧 
の 四 巧 じむたら をのが 巧を 述べ 
たもので あるが こ) じついて 
は 一げ 年 W ホ、 支那を 地で 頻々 
ど 巧 はれた 不 當課稅 のが 巧を 述 
ベ (ニ) じついて は、 支那の 國 
瞭的信 化を いまだ 回 彼して 居ら 
ず、 新 僧な じ應 やる には 尙 早で 
ある どい ふこと を 述べて 居る、 
す U は 七 歐洲の 支那 觀 ご 日本の 
をれ は異 る と ころが あつて、 
歐 溯では 支那の 國際的 信用は あ 
る 程度 回復して 居る から 新 借 歎 
に應 じても 差 支へ ない ごい ふの 
であるが、 H 本 どして は從 ホの 

借欽 C 對し ミら ぃまだ 
支 拂準縣 が お來て 居ない から、 
信用 お 俊 ど 見る わけ じ ゆか い みい 
ごい ふので ある ニニ} はを の 賞 
例を 擧げ 支那の お亂 からを 命财 
をが 常 じすを な狀 態に ホる こご 
を 述べ (巧) は總會 み 諮 間 事項 
にはない が、 日本 這して は 巧 じ 
提案す る こご じい ごり、 經濟絕 巧 
が 通が 條條的 じ隐害 ある 理 もを 
述べ、 おら じ 支那 じ わける り 貨 
排 巧は H 本が れ擊 をを ける ばか 
b でな く •支那 民衆 も打擊 をを 
けて 居 4 ので 兩圃 民の な搭 から 
是て惡 いどい ふこ ごを カ說 する 
こご じな つた、 巧は この 案は を 
速 池 出 化 わじ 回付 t る こど じな 
つじ。 

投機 抑制 案 

近く 上院 討議 か 

ほま黨 上院 難 員 じして ゥキ术 
ソン 內 随時 巧に 大藏 長官 K らし 
グラス 巧ィレ 現行 聯が 準備 銀け 法 
の 制ぶ じ巧勞 あらし 人で あるみ 
氏ぶ ゥォー 八 街の 投機 じ 對し從 
ホ どても 废 々上 招，.- 響吿 して 居 
たが、 過般 農が 救濟案 鼓び 關税 
まの 討論 中 じ 端 U くも ゥォ 
街の 株式 投機 問題 じ觸れ 、自を 
は 今後 巧 まか 引 じ 際し 六 目 間な 
上 化 引 巧を 所持して 居ない ちじ 
おし 一 お 額面： 立を の課稅 案を 上 
院じ 提出し 0 て 化を 的 U 投德を 
抑制す る顆 5 である ど發 あし 朋 
巧の 注目を 蔽 いて ゐ る。 


闕際 H 學あ 會議 

米 代表 任命 

大統 邸ょ b 商 おじ 
今秋 十 巧 二十 九：： 一ょ b 十 I 巧 
セ 口にぶ 6 お 巧 じがて 催すべき 
國 腿エ學 お會潍 じは 秋 父を 殿下 
を 紹规じ 仰ぎ H 本で 始めて 開催 
すべき 大巧と してを 歐 はを ぞ 
れが 力；^ るエ學 化を を濁挥 中で 


SUN HANG FA 民 

213(1-7 化む e. 目 比 12 帥を 巧 加 S!s. 

Tel. 巧誦 巧が { 郎的 


; ゥ ± 希 巧 摩替を T で 巧 諸 腕 
す マ、 上 卒し じへ 目 第 理君前 本 
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を | よ 。 御 まるぐ ャの上 巧つ 理 
裕讀 おす 程日ブ 岳げ じてん 
が 頑 ホ。 巧 本 スニま 適日歐 
あ、 の 評ん イ十 すす 本廉 
らシ 程を 諸 £ ホ のる 人が 
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日 八月 六 年 四和昭 


巧麟 ホ興縷 

腐 揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗟活 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 H 時 迄 開な 
(巧サ 五 T 目 サブ 
停車 琪の 下) 


まが 巧 巧 

が 廳襄屬 

司 理人蘆 蓮 
掛穀の 方 じは るを 
の 輝 便利 じ 髓へ巧 
麗會 靡の 御 巧に お 
や V くち お 巧ネ巧 
ホ變お 引を 藤 巧 0 
被 上 御 案 巧を 上 誤. 

ま那 料理 


商 巧區 城中必 、摄 領事 お 本 
巧 船 其 他 おけ 大會姑 巧き 巧 巧 

桑 港* ホ テが， 
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名を 遠は 六 巧 軒と いふ 風に、 垂 
聞の 玉哭 熱の 盛大な ことは 驚く 
のがは をら ません、 舊知 じよろ 


し， 


尋 れ乂 

(宮城 縣) 大橋武 雄 (長 野縣) 薪 
原ず 人 (同) 佐伯顕 雄； (魔 島 
縣¥ がを ニ (閒) 渡 邊泰助 (東 
京 ホ) 古潭 武之助 (か 歌 か縣) 
を藤甚 之を (お 揭縣) 松 下壽么 
巧 (山 ロ縣) 德族猪 一二が (熊 
本縣) 函が巧 喜 (鳥 か縣) 廳勝 
衞 (山 ロ縣) 原甚吉 (愛媛 縣) 
橫田常 ま (か 歌出縣 ；) 化 本 平 ま 
(鹿を 島縣) 國上檐 愛： (愛知 縣) 
ホが (長 崎縣) 池 困み 藏ま (熊 
本縣) 平 ホ 深 ニ 幡耐縣 ご 一又 巧 
度み 大嫁 チダメ (愛知 縣) 長 
崎德一 柴旧室 一一郎 (大阪 巧 
西 川 源太郞 (を 庫^) 藤 木 喜 八 
(福 岡縣) 末 巧 農 遣 前 紐 育大學 
學生八 木 郡ず； 鹿^ 島縣) 木場 
常義 (靑 お縣) で 主原豊 一二 郞 
右の 者 じ 通知 致^き 儀有么 
候 間 本人 若くな 人ょ b 現 
住所 御 通知 願 上！！ 

紐 育 毒^ 綴 領事 舘 

一 贾でミ d ミ^ ues ジ rk 0 さ 

罔 本 雖^鑛 I ロ 

摄 四十！ ニ 了 目を^ 地 ニな お 毒 号 

己禮 (をみ 黯 におし：} 


51 顯 農を 驚 SI 

詞經營 と 年間な す 人 諸君の 理髪 

の經驗 あら。 互五ス •バア バア 
西 六 牛 IK ^ 一 Tmu ニ 一を 地 


を壽司 巧^ぶ 節 日中 じ 御 注文 
下されば 早 1 备® M ' s ■トーます 
午前は 十 务吟で 午後 这ニ 時ょ 
らぉ I 租霉 P すぃ 

ホが 屋 

東 お 十八 了 目 ニー 二八 

電 W — 々シャム 六 ニ 四 0 


^大勉騷 

特を デン ナ！ 
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典を 目なる ホ礙 同胞 じ 巧* 
i ：?! る截 巧を 巧を す 

I 富 川 事！ 

化育 ホ 西 四十 ニ T 目 百 什一 を 
とと 八と 


ブ 


ント 


化 六 化 八 


新築 される ビ八 ゲングは 
二十 S 軒 ごい ふ 大き U 差違で、 
『化の 中は 見の 巧の 楼 かな』 
ごい ふ變遷 ぶら は 正 じ ニユョ ー 
ク じがて か實じ 物語られて 居る 
昨年度 じがる 建築 契が の 請を 高 
だけで も 十億 五 千 六 育 十二 方 巧 
八 千 兰巧化 十八 軒、 一億 六 千 五 
十四 力 九 千 九な ホモ 吹、 S 千 六 
な 八十 英町 どい ふでえ らい もの 
で、 この 中二 千 六 回み 巧 どい ふ 
ものは 化を 阮 域の 契約で 五で 六 
な 四十 軒、 商業 ビ^ デン ダが 千 
四が 六十 一二 軒、 學 校が 二け 二十 
S 、 病院 建築が 八十 ニ、 エ壞ニ 
な 二十 S 、 敎會 堂が だ S 、 官廳 
がと 十二、 社を 集 會所ビ 八 デン 
グ類 がな 六十 四 どい ふ數を 示し 

過去 十 年に 直る 化を 新築 
鳥は 四十 一億 千 六 巧と 十二 万 お 
千 四な 軒、 これを 人口の 增 加に 
比較す る ご 一人 當らと 千と 百 弗 
どい ふこ どじなる が、 この間に 
がて 取 壊された 化を 云 千 六な 軒 
じ 街し 巧 築 アバ ！ トメ ントは S 
十六 万化 千 軒で 實じ 一二 十 ご 一巧 一二 
千 軒の お 加で ぁる、 而 して ニ ユ 

!ク の 諸產柴 製造 高は をァメ 

力の 十を の 一 じ相當 してを エ 
瘍數ニ 巧と 千 六十 ニ、 就 働 員 五 
十 置 巧 ニ 千 五な と 人 じして これ 
を勞 '働 者が 受けた 昨年度の 賃銀 
が 化 穩四抒 六十 四 巧六モ 四な ニ 
十と 弗、 をの 製造 高は 五十と 慮 
ニで ニな と 万千 ニな あ 十义ホ •こ 
いふ 居 額 じ 達し 資本家の 腹も隨 
をに 肥やして-居る もの、、 


#^绍 の所待ホ均は 一 人當 
b 千 六な S 十と 巧で'、 これを 垂 
ァ メリ々 のか 均一 人當 b 千 二な 
4=1 十八 弗に 比較 すれば、 ニユ 3 
! .ク の 勞働 者は 甚だが 福で をる 
こユョ ー クは云 ふまで もな く 世 
愛秦 離が 據の中 ふで あら、 この 
金欠は ゥォ 街で あるが、 ホ 
巧に が 化ず る 余 融機觸 を 見る じ 
ステ— ッ銀 巧が I 二十 八 軒、 ナシ 
"1 ナ^ 銀 わが お 十六 軒， 信 巧を 
をが 一二 十八 軒、 合計 回 S 十二 軒 
でみ 年 一二 巧废の 現な 資本 六 億 六 
\4互巧九十ぉ巧六千八だ弗、 現 
を 5 總額化 十八 億 五 干 巧 八十 一二 
巧 一二 千 二な 弗、 これを 遍 去と 年 
一^ 比較 すれば 前者は S 億 千と 巧 
で _ 一 弗、 巧者は 一二 十億 弗 ミい ふ增 
I , で、 總資 をむ 一二 十億. 一で とな 
S 十二 巧 八 モ八巧 弗、 この 外 

^ 藍 巧 銀 巧が 六十よ 巧、 現 一 
を總額 一二 十二 億 化 千 八な 十六 巧 
If 丰ニ 十一 弗， 昨年度の 手形を 
老商 一二 千 六な 八十 九 億 千と 巧 六 
; 五 万 六 千 あだ 四十 六 弗に 達し 
たおる、 あら じ敎育 や道德 方面 
から 站る ごを 巧 內の小 學校數 九 
ち 二十よ 校、 敎每ニ 万 八 千 ぉな 
一て 十 己 人、 を 徒な 十九 万人で、 
おがを 挪ふ敎 师のぉ 俸の みで 一 
慮 千 ぼ 一巧と 千 S な 六十 四 弗、 
この 巧に 高等 敎育磯 願が 一二 十と 
I 校 もがし、 濟會 堂の 數が千 五が 

十四、 信者な ちト j 巧で ニ 巧 
九十 化 人に 達して 居る、 殖え 岛 

ろ駭 れつ i わる ニュ .3 ! ク おの 

: 紫狀. )、 ざつく こんな もので あ 


得る かごい ふ 間 題 じついて 興陳 
ある 一文を 發 をして、 性 ホ 面め 
硏樂が 現 化の ごごく 進ホ發 達を 
緩け て 居たら、 人 閱が自 をの 欲 
する ま、 じ 性を 變 へる こどが お I 
ホる 時化 か 到 巧す る だら ぅごい 
って 盾る， 邸ち 性は 學理 的に 技 
を 所で 逆轉！ 簿ら るぇこ どが 實 
証され て 居 5、 寶 際を のま 配は 
今の V . ころ 太變 限られて 居る、 
ある 時 じは、 を 人の 

欲求 じ 反した おでろ くべ 
き變 化が ホる し、 ある 婦人の ご 
ときは 殆 んど完 をな 男性 じな ち 
おはせ、 精 紳的じ も、 肉み 的 じ 
も 男性 化して しまつた さぅ であ 
る、 男女の 根本的 相違は 新陳巧 
謝み 率 じよる、 即ち 人体 組織 育 
成 ど 廢類 どじよ るので 私つ て、 
巧 性 a み 巧よ b も 新陳化 謝が は 
げし < 、をの 速度は 食物 ごを 活 
-慣 巧に よつ て變 化する、 飄 物の 
性變 化は をく トリック なく お 巧 
るが、 人間 じ動軟 から 知ら 得た 
方法を 植ひ 得る かもしれ ぬ ミい 
ひ、 釋 々專闕 的な】 文を 發 表し 
て 居る。 

ボロ 絹から 

立派な 生糸 

お 巧 博 ±完 ぶ 

人造絹糸 ど 天然 絹糸 ごの 角逐 
がみ 第 じは げしく；^ つて 巧く こ 
い 頃、 大阪 工業 試 厳 所長 化司随 
± の 研 巧までは 最近 ボ 。巧で あ 
れ 、屑 藤で あれ、 およを 天然 絹 
であれば、 でん；^ 屑 物からで も 
立派な 生糸が 引き出せ なご 畐ふ 


素靖 らしい ホ 法が 

完成 された。 このげ 究は 
同 巧 ± が 大正 十四 年の 秋から 暮 
手して 昭かニ 年 ニ 巧 大体の 煩-則 
を發見 特許を 辩 たもの だが、 ミ 
の 後 厨 陳± の もどに 理論々 面は 
ブィ マ < ン博 ±、 實際モ 面は 大 
森 技師が 助手 どして 銳意 研究を 
進めた 結を 足 かけ 五 年を 經てや 
つ ご 最近： しは 滿 足の お ホる 結 
あじ 到達した も S でめる。 この 
ホ 法が 世に出れ は 現な ホ 糸を 產 
じ 伴 ふ 約 二割 近 か < の 屑 物が を 


.關を 模試を 戰じ 

山 岸 志 村 組 優勝 

東京 特電 五日 碟 H を關 東庭钱 
選ぞ權 おおじが て複 試を は慶 
應の山 岸 成-、 をが 彦と 組が 
巧び 優勝した。 


部活 巧され るし、 使 ひ 古しの 絹 
布な でも また 新ら しく 

"3^ する こごが 化乘 るの 
みならず 、支那 ホ 面から 巧 料 ご 
して 屑 蘭を 輸入して、 をれ を 立 
派な 生糸 じ 製造す る こご も 事業 
として 成立し ょぅ、 また この そ 
法は 絹膺 を】 度 膠が じど かして 
の も 巧 ふ ものな ので、 これを 應 
用 すれば 年 糸の みなら や、 薄く 
伸ばして 港 めら かな 紙 じする こ 
ごも、 型 じ 入れて 適當な 器に す 
る こと も、 あるひは 塗 巧 ごして 
時殊の 面白 陳を 出す こご も 自由 
自 がに 出 ホる わけで、 けだし 經 
濟ホ におょ ぼす 影響は 

甚大 ならめ が あらう、 莊 


司 憐± は 語る 『方法と いふのは 
絹を 加水 法の 大 なる 藥ロ邮 、例へ 
は 硝酸々 八シユ ー ム どか 绪化ヵ 
グシユ ー ムの やうな もの r 溶か 
して、 膠狀 溶液 艺 したの も： 所 
要の 形 じ 引伸ばし 溫 巧、 濃 巧 等 
適 當な條 がの 下 じ 媛 透滕の 理論 
を 利用して 盐類 をを 離ず るので 
す、 人造絹糸 どは 違つ て かおな 
天然 絹糸 U ので 

外觀 耐水が 等の 点け 繁 

ら引 いわを 糸とは 寸 をの 相 達ら 
あ b ません、 ただ 目 f の ごころ 
は强 さの 点で いさ i かす 滿 をの 
ごころ が あ b ますので、 ひき 續 
きをの 硏究 を： こたら のと 共に 
今後は 採算ょ く 工業化す る 装置 
の 硏をシ 進めて 巧く 必算 です。 

ウオー ル 巧から 

古 礎 弾發見 

- 古 錢ゃ酒 德利等 

をの 昔は 水 沼地で あつた b の 
を 埋立てた 現在の ゥオ！ ^ 巧に 
は 空を 壓 ずるを うな 大ビ 作* タン 
グが續 々ミ 建築され 

が 今 はを の 絕頂じ 達し 舊 
い 家の 取壞 しで ゥオ ー グ街 一帶 
は 漂々 たる 塵 煙に 巧 人を 弱 こし 
て 居る が、 去る 水曜 H クオ ー 八 
衔巧 二十 番を取 壊しつ； あ C た 
魔、 四十 五趴め 地下から ィぉリ 
ス 、ネラン ダのを い錢や オラン 
だ縣 がの 酒德 利、 さては 一二 + 發 
のち 砲 彈が堀 ぉされて 大騷 y を 
おじね、 この 砸彈- し 就て はキ六 
巧と 十吉 がの ホ， マン パジ 々ン 
島の ず奪戰 を-演じね ィ’ キリスの 
海軍と オランダ 殖 K 爭簡姑 伴の 

遺物 であらう VJ をは わ、 

咸 ひは 攻めた て； 巧た ィザ リス 
海軍が をの 當時 船の 棄 さを 輕め 
るた めじ 海中へ 放棄し ね もので 
あらう ど 云 ふ說じ をれ て 居る が 
いづれ にしても ホ 砲彈で 爆潑し 
なくて結構どゥオー ^^街人は喜 
んで 居る。 

原藉ら 解ら の 

■ホ 宇佐 治郞 狂死 

久しく セント ラ か •アィス ブ 
ッフ (ジング アキ ランド) の麵 

巧院じ 入院み でみ つた 同胞 辻 宇 
佐治郞 なる 巧は まる 六 巧 一目 早 
朝 死 己した 旨ス i ス 院長ょ ちの 
報を じ 接し H 本人 會ょ b 直 もじ 
出張の 上 デブリン 葬儀社 じ乂巧 
を依賴 したが、 本ん のお藉 をの 
化】 切が 不明な ので ホ 前 本人を 
知 b し 人は この 際 ま 急 H 會 にあ 
知 あらたし ど。 


を 地ょ 9 の 巧ち 

玉 突の 盛大な 日本 

化を 营巧忠 雄 
おじ ニユ！ ョ ー クを想 ひ 出し 
て歸 b たくな b ます、 しかし 一 
一二 年の 中には 今一度 巧く 積ら ‘ H 
す、 をの 店 も！ 年 半 余に 唐 b 日 
ちしに 盛んにな つて ホました が 
今 H の 日本では 利益 等は 思 ひ 6 
寄らません、 唯 日本一の 提珠お 
を 待て 居る どい ふだけ です。 

化 山 君は 今年は 仲々 い： あよ 
で 巧つ たので H 本では おい じ窜 
んで 居まず、 東京の 現が 玉 場が 
モ 六な 軒 じな 6、 大阪千 一二 百、 


經 'の 蒲燒 わい しい 郷燒 

會龐 御料 哩 

晝 食は 未廣へ 

町 巧 簡便 當巧大 おお 


削烹 並に 御旅 舘 

集 稻 & が 

巧ち ポ西 A 十八 了 目 一二 ニニ 
巧窝ブ 々イブ！ と 八 ニニ 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

片桐 兄弟 商會 

スマ ドン •グ n ダク ッ I 手 販賣元 


H 本を 巧な 

日本 お货巧 
i 誌 


巧タ化 時を 宵 菜 

メ 1 グ r ド V ス 〔年-巧'! 


東京 巧會 


ランク 巧 b ます 





殖える、 膨れる ニ r - ヨ—ク の 話 〔下】 


ぶに 高曆樓 の都會 


をい をは ごん-^ 新裝 されて 

世界に 誇ろ ベを 文化の 行進曲 


空に 酱ゅ& 摩天閣 もを ぃ 

形を であるが、 ニユ ョーク ど 云 
へばな ぐ—- 大雄築 物を 聯想せ し 
むる だけに、 述 物の 數ら 伸々 を 
く 昨年 十月 現 化 六十 八 万一 千 八 
な 十八の 述築物 S ぅ も、 二十と 
巧と 千け 十八が VJ いふ もの a 1 
世 邪 用のを、 ニ 化 帶を收 おし 得 
る あが 十四 巧 一二 千 五な S 十四 軒 
昇を 機の ない ァバ ） トメ ントが 
十二 万千 五 ぉ 五十と 軒、 一二 千 丸 

巧と 十が どい ふ も i は ホ ブグや 
昇を 磯附ァ パー トメ ント で、 自 
動 ザ や ホ 馬を 收を する クラ^ — チ 
や ステ ー ブ 八が、 八 万化で 二な 
六十 一二 軒に 上る 外、 五 巧の 一 巧 
家が あら、 最も 偉大 U 建物で あ 
る エ ク キ ブ ブ 八 • ビ デ ン グ じ 
は 一 巧 ニモ 人の 人 巧が 勤務して 
居る が、 なじ 

お 入 すを 人々 は】 U じ 五 
万人、 每 H ユレべー ターを 化 用 
ずる 人 數が九 巧 六 千 人 ど あ b 慶 

ァト ラン ブック ホの 人口 じ 匹 
敵す る澤で わる、 この 化しい 巧 
巿で每 U 地ド鐵 をの 化の 諸を 通 
機 關を巧 用ず るら のは 乂冉ガ 人 
じ 速して 居る^、 U んご 云つ て 
も歓樂 のが だけに 芝居小屋は 賴 
るタく、 をの數八だがじ及びニ^ 


な 五十二 軒 ど 云 ふ ものは 芝居 や 
富 劇 音 樂等じ 用 ひられ、 五な 四 
十八 軒の 活動 寫眞 常設館 も ぁる 
これ 等の 諸 劇 瘍じ收 をし 得る 觀 
をはぶ 劇が S 十一 ニ 巧 八 千が 四十 
人’ 大巧 動 {為 眞 劇場.」 I 二十 一二で 
四で とな 九十 一人、 小規模 活動 
寫眞 館の みで も 十と 巧 八 千 六十 
ニ A 、 これが 毎日 每巧壽 司 詰 e 
ゎろ のみならず、 活動 篇眞 能の 
如き.；-: 曜日、 日曜日の 如き 

映寫 時間を 寞 度び 替へ 

て而か 6 大入滿 員 ご あるから、 
いかじ 榮 忙して 居る かは 知る じ 
をる であらぅ、 驟て產 業、 貿易 
の方而 わら 觀たニ ユーョ ー クは 
どぅで あるかと 云 ふじ、 昨を 度 
ニユョ ー ク 港から 输 出しむ 總額 
は 十と 憶 六 千 化な 六十 八 巧 四千 
五む と 十一 巧、 を アメリヵ 翰 出 
窩些ニ 剰のを に相當 し、 を踰ん 
四十 億 化 千 旨 十二で 六十 四 巧 じ 
對 しての ぶ 割 弱、 即も 十九 隐四 
千 九白义 十八 巧 ニ 千と 巧と おど 
いふ 一ら のは ニ‘ ユ！ ョ ー ク 港*」 荷 
陽げ y 化て 居る のでを る、 さら 
に ふ- ユョ ー クの 諮產篡 中で 最ら 
化を じ 謗 b 得る もめは 盡し 建築 
產樂 であらう、 脚 も ホで 每 H 取 
壊 うれて 盾る 建築物は 一日ず 均 
六 軒で あるじ 對し 


酒で 揉みろ み交圃 


イギリス 大锭舘 の特權 放棄から 


首都 ソ シン トンの かを 脚は 露 
じは 副大統領々 I チ X にの がち 
i を 招 填の 席上 ホ賓 どして 先 頸 じ 
I 廣 くべき やを 中に 熟て 頸を 幅 ま 
I したが、 今 巧は お 猶の閒 趙モ巧 
んだ 外を 戰を潰 じて ゐる C 
こごの 起ら は、 アイプ タの禁 
酒 法蝴巧 ご刻强 外を 官の 持權 
問題で、. 人 も 知る 姑，、 みを 官 
は國格 省の 許 巧を 得て を然お 
酒を 磯 入し 得る こ VJ t な b 、 
をの 陸 撰 地 もバ作 チモー ア ご 
をつ て お b 大使館 員が をの 自 
動貨卓 じ同乘 して これを 首都 
じ 運ぶ こご、 G つて ゐ るが、 
何しろ 義會の 禁酒 派 じは 外タ鹽 
お 酒を 自由に 買 ホめ 得る ことを 
0 て 恰も 化 敵の 如； 取扱 ひ、 禁 
洒 國に駐 がする 的を 宫 はを の國 
のま 權を 巧を する 蔥ホ にがても 
禁酒法 じ 化 ふべき だと お 焰を擧 
げ 、かを 官が阿 ザし こわ 酒を 運 
ぶこ ごは 鬼 巧 世間の 評 巧を 招い 
てゐ るの じ氣を 腐らした のは 紳 
± 道の 元祖 ごも 乏 ふべき ィ ¥ リ 

ス 大使 ホ] ヮ^ — ド 氏で 

氏 d 裝じ をが 大が おごしても 
アメリカの 法げ を 巧 巫して 禁 
滿を卿 わして 差 だへ ない ミ 言 
巧した のみ。 ら ず、 今度は 自 
まがに こいを 刚巧ォ ベ （お 員 
じを みを 殘し たので、 これを 
なにして 競いた のは イゲ ブス 
な 外の 外を 官等で ある。 

恃じ フランス 大使 クロー デ 八 巧 


の おき フランスは 法律上 じがて 
も巧賣 じ 割し 巧：：！ 一定の プ ィン 
.を 給 輿ず も 義務が あ， 0、 假らじ 
化の 大使が いかなる わ 勸 じぶん 
でも フランス 大化館 だけは 左樣 
な禁幽 法の 驟 巧は 絕 おじ 御を で 
ある ど言刚 し、 媛に 酒-し 絡んで 
がを刚の關係も妙^;<>もの な つ 
て ホた 

M 時に 大統領 フ ー ゲァ ー 氏は 
議臂じ 装して 禁酒法 勵 巧機關 
の 統一 じ 就て 行政法の 變更 を' 
求み.、 時別敎 書を を 表する じ 
ま- リ 、これにて フ 1 グァ 1 巧 
閣み 禁酒を 勵れホ 針ら 愈々 確 
實 じ；：* つて 巧た が 
この おご 共じ當 地の 禁酒 官の大 
活動に 着手し 化づバ ー ク 巧の 富 
豪' 區嶺 を中必 にして 大 々的に 酒 
類を を賣 しつ^ あ-つた フランス 
人の •ホ リグ ナグ 伯爵を 始め とし 
をの ホ 徒 藤を 一網 打盡 的に 驗 
をした が 巧 化 書類の 中には 顧客 
の あ 簿も發 見され たどい ふので 
祖を 巧では 目 T びく-^ もので 
ある VO 


男を 女に 7】 

轉換 時代へ 

醫學を 意見 發表 


ホ 巧の アメリカン •メ デ々 グ 
ソ ナ で テ ！誌じプ ， ン ス ト ン 大 
ずの オス 々1 •ブツ ド 八 醫邮は 


性を 醫學 上から 變や るを 
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寧て 器 


Imoto B 阳ん ， I 邮 . 

Far 街が iy 

Manjtmhi & Co. 

け East 17 化 Si. N.Y. 

了 d. が呂日 nQuin おが-が 


0 ぶ ぶ . Line 


大阪 廊 船 會が 

2637-8W]i!TE!UliBUiL0i!iS 
17B がな ir け UGEflEWYOBKCmf 
削 0 化 目 OWL 醒郎 EEN 巧が お 


The Nomura Securities Co., Ltd. 

120 Broadway, N. Y. 

TeL Redor 3254 


Nippon 

Dry Goo も Co* 

148-150 Madison Ave., 
New York むか 
Te しむ hiand 614142 


NMM & SH ! 圓化 

Doll も Toys and 
Sea る o 打み blc Novelties 
31 EasM? 比 お r が t 
(UNI 训 巧り 道） 

Te し Wg 加 quin 16 巧 


Nara T 胤 ling Go. 

151 ぶ th Avenue 

(Co じ 21 が St.) 

Tel. Algonquin 3646-47 


削關 11 削郎化 . 邮 . 

53-5 日ぶ 化 巧 rd 化， 

New む rk むか 
Te しむ a 讯が G パ お 0 


THE FUJIMOTO 
な 削 RIT!ES 帥 . ， 圓 . 

120 Broadw 化 ! i. Y. City 
Te し Re 加 r 24 巧ぶ 39 


T 化刖 NK OF 削 OSEN 

Room 10 巧 1 お B 阳 adwa も N. Y. 
即 Q 化 . むが an が 85 お 


T 帖如 mito 阳 8 Batik, Ltd. 

化货 Y 郎 K 邮 Efi が 
8oo 巧が 4 
1 巧む oaElv/ay 
むしむ rci が 41184 り 9 


Tlie Yokoiiama 

S がが e 邮化 , L 扣 . 

別 h Floor. Equ け able Bldg. 

1 巧 Broadway , ん Y, 
即日 ne む 加 r 2 扣 0 


TheBank of Taiwan, Ltd, 

Room 515 

B 即 nenson In 阳が ng む iiding 
巧 目 目 road 呵 ，も If. 

むしむ ぶ an が 7 巧 2- お - 34 
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號 H 十六 肾五干 


第 


雜獄 貪 溯 【日 罹 : と】 


り 八月 六 年 四和昭 


( 


四 


夏場 ダ 1 ム* 

H ぶ あび 满遮 製な 具、 雜 あび 
額 筆 夏場 おき おを 部 取 揃へ 陳列 
居よ すから 御 ホ 紐の 節は ロ 御 
'御 一 覽を颇 ます 
早— デル エンド シム 


シ 'アト ル ぉ 帆 (午前 十 時) 
を ふ 6 か 化 ホ 月 か 五日 
をら ばま义 と 巧 十六 日 
ばリ ずみ (坡港 化 抑) ち 巧 二日 
►一 莲橫濱 一九 五 巧. 

化し ぱ W 寸 みるん ごんみ は 一 五 五 巧 
▼一ー一等 日本巧 五 五 巧 ぎ室大を造家族室<*!^® 
▼翻を 望に 巧リ 一等 割 則せ 複切 巧發 巧を 巧 お 

ロスアンゼルス お 帆 (を 横 一二 時) 
はゎい 化 とな 十六 日 
らぷ らじ义 八 貫 十四 H 

►一等 横资ニ 一二 0 邦 化は わい み 生じら 化 一を 弗 
▼桂が 一二 等 目 本が 五十 九 巧 ▼一二 等 日本 巧 五十 置 巧 
▼ホ 潘羅が 朽衡車 切 巧 寝 臺を蔑 入御 舒旌 化リち 
▼紐 育 線 パナマ 竊由 日本 支那 y ? aj < 物 おち 一画 


日本 陶魅駕 雑貨 類 卸賣ー 

.井元 ブ タザ I ズ 


、 


遊ンデ ホ^ 御 羞ハ一 

日 ホ 內地ノ 公、 社 51^、- 搜 式へ 
御 投資で サィ 一 

御手 持 證券 ノ化嘗 こ 

安を ナ 弊店 ノ 『保護 巧リ』 ブ 
御 利用 下 サィ 一； 

投資 ノ御 相談 ハ 是非 弊 へ 一 

野が 證# 株 < 令 社 

紐 育业廳 所 

資 木金 壹千 お圓一 
本 化 大阪 巧あ區 生ぶ 晒 一一 ニ T 目 


I 贼巧本 ドラ ィグ丄 ソ賴會 


▲鄕里 送を 及び 並 送を (無手 数 巧 y 外國 
爲替賣 買、 荷 爲擇化 組な ホ、 倚 用が 發 
巧 等 一般 銀行業務 御 便利 じな 扱 巧れ 候 

S 臺灣銀 巧 嘗ぉ張 所. 

本店 臺潰臺 化 

支店 東を、 橫 渡、 た 扱、 神戶、 h お、 漢 
ロ、 福掛 、厦 巧、 袖 頭、 香 巧、 鹰巧 、轿 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 孟買 

カルカッタ、 倫敦 、其 外寒腾 十四 ケ所 


一、 資本を 壹隐圆 (全 额拂 这濟) 

一、 横々 を. 菁億 おな 五十が 圃 

內地本 ま お = 橫演 (本 巧) 東京 大阪 
神 ロ 長 峭下關 名 古 崖 

橫鑽 正金銀行— 支な 

ホ國 をち 巧：： =： 秦灌羅 府沙ボ 布 畦 
其 化 世 巧み 國重巧 都 ボニま 巧 皮 コ 少レ 
ス有之 候 


本 店 大醉化 お 冗 T 目 
紐 育ま 店が 育/.。！ ドゥで ー な 四十 化蒂 

S 僅な 銀 巧 

d よ {お 京橫潰 名を 崖を 都 神 タ岡山 
い ^お ノ道廣 島吳柳 井下 ノ规 
地支巧^巧司、小倉、君化>愧タ、ん留ホ、ぉぶ等 
本國 預金、 鄕里 をを 等は 極め 
て 御 巧 利 迅速 じ 御 取扱 ザ 申 候 


本店 朝鮮 京 城 

支店 お 張 巧は 日本 內 化の 樞 を都ボ 、朝鮮 
滿 が、 支那のを 地 及び 滿 攘斯德 

朝 鱗 銀な 紐 脊お張 所 

外 顏爲替 一般 銀行業務 精々 御 懐剌じ 取扱す 

申 上 候 


藤本 證券 會社 

I 一般 有憤莊 をノ資 買、 引受、 募集 
▲金融、 化 ニ 之ニ關 ス^ 一切 ノ 業を 

基 藤本 ミミ！？ 銀 巧 

紐 育 お 張が 


觸强詣 、雜 貨卸寶 

藤が ブうダ I ス 


日本 陶拖 器雜貨 
ラ厶 プ卸寶 

奈良 貿易商 會 


® 羅府 、を 港 お 帆 (ホ ノグ 
羅府を 

(午后 二が 化 帆) 
西 比が 亞义 六月 十四日 
大 が 化 六 巧廿化 H 
天が 化と 月 十二 日 

コレア 化と 巧 か 六日 


术紹 由) 
桑港發 

(正午 化规) 

六 巧 十 化 日） 
お 月 S 日^ 
と 月 十と S 抗 
よ 巧 化 一日の 

® シアトル ぉ 帆 (午前 十 時 ぉ 帆) 側 

- 一二 島 か ホ 巧 十五 H 邮 

- 伊豫 义 六ち 甘 九日 TO 
が岡乂 と巧廿 六日 N 
橫濱— 化 A 巧 九日 25 

® 输教没 日本 巧 ホ 帆 J 
白阳か 六 丹 十五 目 Y 
お 載 吃 ホ 巧 廿八目 ^ 

樣 あか 一* H ま 百 純 
▲紐 育 お 贼芭奈 馬經お 日本 朽皆物 破— 巧 二回 A 
A 蹄 絡 おお。 弊社は 晚渊 巧、 南米 巧哺じ 芭奈お 
經由太モ津岸巧を媒船营お S 特お^4乘蜡切 
巧 等 萬 事 御 傑を に 取 計 ひ 申 上まず 
A 米國鐵 道が 巧、 嬉を勞 等 も 御 便を にお 計 ひ ホ 
上まず 


資本を 
拂込濟 資本を 
賴 立を 


壹借圓 
六 千お闽 
ホ 千 四 巧を 回 


錐 就 S ザ 銀行— ミ 巧 

ネ 巧を 巧 巧 H 本 橋 お 本 革 M 町 五 巧 地 一巧 
支 巧 小 おり 本 橋 化の 巧が 宏橫溝 
名 ホ 属を挪 大巧 西 (火 防〕 神 ロ 
巧な 下關巧 巧 巧 松 福 岡控惦 
上が 倫 致を 巧测水 


I 巧み 

諭 «您 

8 k パの 
2=2 削 W 

nu Jh Ju on 

觀？ 紙 

M 酬 w 


輸出入 爲替 '電信 送金‘ 化 送を、 旅 巧 信用 狀 
巧 棠信巧 狀巧他 一般 銀行業 

人餘資 一一 萎 銀な— を 巧 

郷 m 送金', H 本を 地 無手 敕 巧？ 迅速な 扱 
本 巧 預金 (定期 通知 ノニ 邱〕 御が 利 化 扱 
本 支 巧 おを (本な) 乂 阪神 戸な 都 
所な 地ぶ 古 巧 小が 上海 倫敦 


夏場 向蟲特 别賣化 琴" 

夏攘 、小賣 向、 ダ] ム 向新 荷 到着 
精々 勉强 御用 命じ 應 じまず ' 
.日本 陶織 黑雜貨 卸販賣 

譜巧木 桃 井 組^ 心 

105 护 16 を St . N . Y . ^ 
HeL Stuyvesant ま资 お— 7 

一.- 

夏瘍向 H 新 荷 到着 = 

精々 勉强巧 致 候 間 御 引 立願 上 候 

陶 媪叢雜 貨卸賣 

春 巧巧會 .-1 

14:1 Fifth Ave., IVew York: niity 一 

oorner of 21 st 空. " rel . Algonquin 段 9 ぞ泛 爸 


复 .場簡 H 新 職 到着 = 

雜貨 、陶磁器、 ランプ 及を 等 鶴々 
勉强可 化 候 間 御 註文 被 下 巧 願 上 お 

^ 太 洋賛易 株式 會社 

Helephono A .1 的 onqcin W 8 N 3-5 

101 巧 iftli A . ミ nee Mow Y ミ Ic CHy 

Chicago Bran 昏孩 "7 琴. sadiso 日 資.， ollicagp 吕. 

Mew Engl 旨 d 巧 さ •を . swstuia 00 •，寒 历を をを St •，历 oston s ミ s . 


日本 郵船 會社 (並 ニを 鐵道會 社) . 

化理 店 片桐 兄弟 蘭會 

乘苹 、乘船 切符 並 じ 小荷物 運送 御巧剌 じな 段を します 


吿 す 

磬 ニの 巧 一日 法禅窠 一二 六 お ヲ 
な ブ时盟 及 聯合 國ト獨 逸 及ガノ 
同盟 國ト ノ戰ず ニ因リ 損害 マ 被 
ブタ^ ホ國民 民ノ 追加 救 恤ニ離 
ス瓜 法律を 布 セラ レ' 五 巧 一 n 右 
こ關 ス^ 敕か 第一 01 ニ號 / み 巧 
及け 務 省か 第 四 一号 ノを示 ァリ 
ホ か 條約第 八 編 黨一欽 第 I 附 
屬幫第 一 号乃ま第ニ|号义 袋乂 
号 乃 ま 第 十 号 (主 トシ テ 戰巧巧 
爲义 軍事行動 ノ 宜巧 ノ 結巧ト 
シテ被 リタ ル 損害) 三該 當ス片 
損害 ヲ被 リタ < 帝 國臣氏 ニシテ 
一、 船舶 ノ損審 ニが 大正 十阳年 
を 棒 第 S 十九 号 ニ 化 リ救恤 金 
ノを か ヲ受 ヶタ-を。 

ニ、 同な 第四條 二親を スグ期 H 
を (大正 十四 年と 巧 化 一目 ニ 
中 請 ヲ爲サ '> ブシ爲 岡 法 ニ 化 
リあ恤 金 ノを巧 ヲ受ヶ ザ リシ 
者。 

户 今回を ホノ 法律 ユ a V 救：！ を 
ヲ をが セラが、 コト、 ナン，。 

尙救恤 申請書 提ぉ 期限 パ 九月 
十五 U 迄ト 7 な 化 手續等 ニ閥シ 
テ- 當總 領事 絕三付 問 合 サン 度 

シ。 

昭か四を六巧五0 

を 紐 育を 國總 領事館 


— —Ji 

ト タンク 


約ぶな 個の 

ウオド ロブ 

及で ス >) マー トランク 六 弗 五 
^ 巧 五十 仙、 十二 弗 五十 
她ー ホ飞許 b 使用した 賴類一 弗 

一 こかぶ 而 i 

を 4左童 IWe ., Sr . i ぎ N . Y . 


占 一 


ン 

-を 


ブ ンクい U ‘ 

I ノ すべ！ ン 3 ン トランクを 

} 弗 も 十 他ょ b 十二 弗 五十 仙 

9 M 送 th street 


龜甲 萬醬油 
景品せ 大賣出 >し 

一 樽 御 買七每 じ 
卽 入窩觀 タオ 火呈ム 


桑 山商會 

114 E 房 T 置 ih 鸟： HU . i . 

phi . Re 巧 n こ ニ ザ 05内 


•墨 吿 

小を 事 节网歐 ホ 視察のを か當 
を 一^り 約 一 ヶ巧間 左記へ 

キンへ^ ~ ラ^ ~ の 

說 で 駒して は】 切 無 巧 
じて 一 - に 應じ可 申 候 化 
'ラ ー 發明者 

带島 震太郎 

を！ {〇 を 1〇 晏 82 再 ごを h ぎ 田な 



吿 


小を 義 j ず祗擴 張の 都を 上 去る 
六月 一日 广 t て 西 八十 八 T 目 ニ 巧 
五十： 立番 で移轉 致し 最も 完 をし 
たる 設備」 てぶ て從 ホ通ト 治療 じ 
從事化 候 胡 化 段 謀 吿仕候 

フイ ジ丈 心ぶ ラビ スト 

P 村 幸 男 

ザ 下穴 T 目 ニ お 五 
電話ろ ろ 千 ラ I 1 幸 一と 


一を々' 一^ 

海鉴貸 室！ 

魚 釣、 水み-お 覆、 萬 事 親が 
笠 rs . Qgi 一-農 因 each 5 量 F 
Edlere , IIJ - ージ L Plaza 1454 


貸家 


I 度なる 四 室 没 湯 蟹 

ij 燈、 i ス チ— ムヒ— 

ト 、ホット ウ 了’ 一. タ I 册六 弗よ 
b 四十 五颠ジ II。 で. を n C ミず 1 Bro 妄- 
言 Bri 量-ニ 1 晉 r 妄 ，巧 呂妄 n 


装帶繞 庵の 塞、 設備 

重 Wi 完导 、一一 シング こ 週 

八碟 、ダプ^ 一一 麵卞霜 

HOTEL C 1 夏 LE た： 2 其 夏 ih 資-, 呈 y 


ガマ 一二 巧 匹を 犧牲 じした 


加 藤 博 ± が 講演に 

八 パ 十九 H から _ ハー バード 大學で 


昨と り サンフランシスコ じ乂 

I 巧した サィ V リヤ 化で H 本が 生 
一んだ 化 お 的 生理 學者 である 度大 
_ おお 加 お 元 一巧 ± が 巧 下の が 窩 
隙 ± 、中 山 盛 祐巧ト 、阪 口な 治 
! が、 な泰一 邮醫學 ± 等を M 伴し 

~ 今夏ボ ，トンの 户- パ— 
:ド乂 をで 謀 おの 爲 めじ 渡米し レ 
巧 ± の硏究 じして おも 化が をる 
:不 が 衰傅 海學說 は、 大正 十二 年 
一 W 來 、一二 年間 博 上が 殆ん ど寢食 
; をない て S 巧 匹の ボマを 犧牲じ 
; して 實驗し 、を じ 成功した もの 
であつ て、 これが 爲 めじ 濁 逸の 
: 硕學フ H V ホ 分ソの r 賊衰 學說 jj 
:は爽 事じ凿 へされて しまつた。 
_即 も 化滕巧 ± の 研究は 『ある 神 
ー經 部位に 一の 輿 奮を あたへ る ど 
- をれ が 長ければ、 さきに 巧く 巧 
ー贼衰 するとい ふ』 フ H グポ 瓜ン 
: の 學說の 誤謬 ゎる i を黎 見して 
i 即 もを の神經 部位のを 短に 拘は 
一ら や、】 をの 巧 舊を巧 へれば、 
どこを も间じ 

興# I の大 さど、 速 巧を な 
て 導かれ てれ （ど 云 こ ぇ を證明 
: したので をる。 を じ不戚 衰傳導 
，學說 を 確立して、 化 巧の 學巧じ 
發 表した のは 千 九な 二十 四 年の 
: をで あつた。 海み じは 早く 認め 
，られ て 千 化が 廿ホ年 八 巧には ス 
I トツ ク ホ^ムの 巧 閱ま巧 學大會 
じお婚 して 堂々 ごを 表した。 し 
かし 巧 化では 巧 都 巧 大めお 川 博 
一 ± の 一巧が 反 對說を 立て 五ケ 年 
間らず 論して をに 社を 間 趣 ごま 


で^^ょでゎが、 昨が京都じがける 
日本 ホ理 學乂會 じがて 討論 實驗 
の おお 加 藤 巧 七のを 說がぉ 事 じ 
勝つ た。 又 战± は 非常にを 俠必 
じなみ自^ i :^活を節して靖子ホ 
んご おじ ぞくの 

門下 ホを を 育し、 をの 一 
巧 下からは 晚じ 十五 人の 醫學愧 
± を 化して ゐ る。 をの 硏究 も旣 
じ 進 かで をの 學說 を應 用して、 
『ゥ M- ン デン スキ！ 制止 現象』 を 
發表于 る じ まつた。 今回 ポスト 
ン じが パる 巧國 生理 學會 大會じ 
出席して を 表する のは 右の 新硏 
党で^ つて、 加藤隐 十は 是を冗 
題： J せけて 約 ニ 時間を 》 て 講演 
する 琢 をで をる ごい ふ。 加 藤 傑 
± の學 がじ盡 したる 功績は 莫大 
なる 'U ので 么じ對 し j 昨年 名擧 
ホる 市 励 學± お 賞を 贈られた。 
先頃' モス n I 開催のを 露 醫學大 
會 か- 飞が聘 された が 

攘± は 之を 觀 はつて 渡米 
する， とじな つたので ある。 尙ほ 
一巧 巧 旅程は 左の 如し。 

’ A と 日 桑 避 着 A 十一 目り ス 
ァツゼ 八ス眷 A 十一 二り 同地 
お A 十と 日 ンヵゴ 若 ▲サ 
ミす 閒地發 A か 四日 ょらが 
韦で遙 セント 火 ィス A が 八 
丸は シン シン ナチ！ 盛册日 
ょ* 可よ 月 111H 迄ブ シン トン 
ん ^ H パ^チ モァ A 六 H ょ 

ら趙脊 A 八 巧 十 化けよ ち廿 
三 岳 迄 パ ー バ ー ドた 學 にがけ 
る 方 固 ホ 巧學會 大會じ 出席。 


4^ 地 法 違反の 

邦人 側 勝訴 

サクラメント ホ特信 
當地 サタ ー 挪內の 米作 まち 大 
捣 •吾 岡兩 氏は 加州み 人 ± 地 法 
違 化を どして M 邸 上級裁判所で 
が 罪を 實吿 され、 目： トサ シク ユ 
ン チン 監獄で 服な 中で ゐ ち、 同 
時に 兩 氏は 搜府第 S 晓 を 訴院へ 
上吿 して ゐ たが、 ブラ マー 巧 事 
はまる 化 1 H 『被吿 が 外人で を 
る i が 証明 出 ホ 得る じ 非 やば、 
をの 犯罪 衣實隙 確認ず る i ゴ出 
ホ U い』 どの 巧みを 下し、 恰も 
サン デ ゴ—挪 ビス タ事仲 ど 同一 
な 判巧少 見た ので 大岐 、ま 岡兩 
氏は 今 凹の 判 巧。 無罪 放を ごな 
る譯 でぁら、 加州の 排外 上 地 法 
はこの 判み じ 化つ て 根本 規 をが 
邀 へさいた 課では ないか。 がし 
これが 巧め 外人 ± 地な 違な をを 
起訴す & 上じ大 なる ま 隙を 酸す 
譯 であつ て 加州 巧 体 家の 間 じは 一 
今回の がかけ をく 加州 外 入 ± 化 
を疆 化の 結 化に 陷る ものである 
ご悲觀 して & る。 


巧は 親 井、 が ホの 兩 元老を 始め 
を 會社级 巧、 諸官廳 、日本人 會 
邦人 親 聞 社 化 表 及び 夫人な 二十 
餘名笛 席 頗る 盛大で をつ た。 デ 
ザー トー コー スじ 入る 頃 お 氏は 起 
つて 一; 場の 族が を 試み 宜つ 首滕 
氏を 餐か し、 首 藤氏は 日 ま 貿易 
の 趨勢、 H 貨 排斥 S 眞 相を 語つ 
て 円あ瞄 係に 言及し、 ホ 賓を化 
をしての 山總 が 事 化埋の 送迎の 
辞 じ 巧ぎ 巧 木、 巧 島 ニ 巧の 演說 
ぁ 6 終 ヴて餘 興じ 移 b 湯淺 永を 
氏の オペラ 獨唱、 活助寫 眞數卷 
の 映 寫があ b 巧 ザ 近く 散會 した 

. 靑蓮閣 開業 披露 

當巧 化が 十六 了 目 十二 番地 H 


支を 辨 支那 巧理巧 靑蓮閣 じて は 
ホる 十二 H 午後 六 時半ょ b 重立 
たる 人々 を 招待して 開業 披を晚 
餐會を 催す か。 巧に 柯巧亭 社長 
は 謝 燃 氏、 副社長は 歐廉 氏、 會 
計は 香 西 龍 雄 氏、 お 書 役は 郁 添 
が 治 巧で ある。 - 

ホ濟部 委員 

紐 育 日本人 會共濟 部 じて^ 本 
年度 第 一 罔 委員 會を 巧. る 十 jH 午 
後と 時ょ 6 ホ稻 じがて 開き 本年 
巧 事業 じ 駒し 熟議す る 由。 一 

津 島が 務官着 紐 

。ン ドン 駐在のを 島が 書官は 
日本のを 輸 解禁に 關聯 し！^ 重要 
なる 使命を 帶び歸 朝のを キリ 
么 ピック 号 じて あ 巧 同が ホ 紐、 

ホ テ • ァ ム パ ャ ダ—に四ぉ日 

間 投宿の 尝。 


五 ホ 人の 送別- 

紐 育 H 本 婦人 貪に ては |}5!<歸 
朝す ぺき 柏木、 山內 、山 平 お 
を 旧 お 夫人の 送別 午餐 會を ホる 
十二 日 (水曜} 午後 十二時 半 ょら 
日本 惧樂部 じがて 開 健す る 由。 

紐 育日會 理事 例每 

紐ち り 本人 會じ ては ホ 遇 化 躍 
(十一り) 午後 六 時半よ b 第二 国 
理事 例會を 開き 本年度 豫算其 他 
重耍事 巧に 驅巳 協議を なす 酱。 _ 


な 人が 人 

參小阪 あ 雄 氏小阪 忠之輔 巧^ 
息、 昨日 B 本よ b 着が。 一 
•柏木が 一二 郞氏第 八 高校 敎控； 
去る 三 U 歐测 よら 着が 國ホ 方に 
投宿 十一 日 巧け 歸 朝の 普。 一 
♦巧 旧 親 雄 氏 上 旧 醫紙專 巧學- 
校お授 、同上 昨 H 巧巧歸 朝。 
•藤 野 靖巧大 を 高商敎 巧、 去 
る 四日 歐洲 よら 着 紐 約 一二 週間 濁 
がの 豫定。 

參 淸巧囑 一郎 氏姬路 高校 ぉ授 
先週を 画よ ト .着 お 約 五ヶ 巧賊滯 
がの 答。 

•武 井埋 一二郎 巧轉离 日本 銀 巧 

の 同 巧は 夏季 中 ポ—チ 玉 スタ ー 
お ラフ アで ツト •ドライ ダ 四十 
を じ轉屛 * 軍 話は ポ— チ卫 スタ 
1 九 六と であると。 

シカゴ 通信 

参ン カゴ大 蹲の 前途 千 九な 111 
十二 一年に がける シカゴな 年 記を 
万 國博覽 會の計 畫は旣 じ 昨年な 
ホ 着々 ホを 進めつ、 あるが 最あ 


i 商務 書記官 

I 更迭 披露宴 

I 今回 本 苗に 細 巧を 命せられ た 
; 巧 阳務尚 おを は 夫人 同伴 本 巧 ド 
'巧 峽测 がか 歸 朝の 尝 じて 後 巧 首 
藤を 人 氏 も 巧 じ 着 巧した のでぶ 
I る 六 n が 巧 巧が 韶記官 おを 披 お 
I の 裳を H 本が 樂 がに 開いた。 當 


華府 ゴルフ 情調 H 

I 讀人个 知 
乾れ てよ し舊 b て もよ し 降り 
てよ し 

靑芝 S 上た r われ】 人 
一 評】 「悠 々自適！ 白雲を 抑げ 
ばを 巧の 空に 獅る大 觸の峨 
がな 0 かしい ど」 化の ゴ作 
フ化山 略つ てゐ る。 天上 天 
下 唯 巧 獨尊靑 をの 上た ぐ わ 
れ 一人は 絶巧絕 命の 境地 乎 
滿身 剣姨變 b 裝て たぐ 巧 見れ 
ば 

撫で i や b 度き， む 化 こを す 

/一 評〕 詠 巧は f フト思 ひけ b 傩 
が內銷 な. VJ け 誠 1 ロ 頃の 必 
巧け I ろしから 中 乍 併や氣 
で頒 娘れ げ豪 いものな h 化 


度胸 ゴ^フ じ も ホ 必要 か」 

ご 自白して ゐ る。 事 實ゴ八 
フ 巧-し 武卡 'の 情な どを 說く 
のは 巧 裳の 曾頂緣 なき 衆生 
度し難き ものと 知るべし。 
され. £ 「撫で i やらた き」 
氣 をが 湧いた のは 威必 して 
混' く。 

弓矢八幡 御覽 候へ 化 度は ご 
一 塔 ずれ V」 球は 動か や 

【詐】 「兹じ 於て 大悟 一番 降を 
を 整へ む どす 流石 じ 威 無を 
なら」 VJ 詠 者は 嗟 壊して な 
も。 評者 酬ゐて 曰く 「大八 
幡 おいらん はへ ご尋 ぬれば 
が滅 砲の 球 見事なら」 靜中 
が勸 、動 中巧靜 、柯の 大悟 一 
巧 どや 苟ら爲 めじす る 所 あ 
らい どす るが 化に 球から 辱 
を ま < るので 御座る。 喝！ 


前 副大統領 ド ー ズ巧 をが あ 委員 
長じ擧 げしが 氏は 本 巧と 日英 國 
大使 ごして 赴な 出發 をを へな が 
ら ホ 常な 努力を W て おじ 同大 博 
準廊裝 一千 万 巧を 兩 SU の 間に 
慕 集し 今やが々 たるち 巧を 前途 
じ認 いる じ まつた。 因に 同巧覽 
會の乂 撰者 及入锡 巧が 化の 化 入 
の槪算 は、， 入場者 綾數六 千と な 
お 十 巧 乃至 化 千 巧、 入場料 總額 
四千で 巧、 レントな 五十 巧 巧、 

3 ン セッ シ ヨン ニな 五十で 弗 其 
他 雜收入 巧 方 弗、 合計 四千 おな 
巧 弗の 豫算 である。 

參シ 々ゴ權 張許畫 ろち 二日 附 
を 3 てシ 々ブ赎 張 針 蕾 委員 會技 
師エ ッチ •ィー •ヤング 氏の 聲明 
する 巧に 娘れば 旣じ 昨年 完成せ 
る チウ スバ！ ク外 週ゲ八 ゲア！ 
ド ご リン コ^ンを 園 ごを 聯結 i 
べき 一大 架橋は 本年 秋 ょら 着手 
する 由で をる。 

♦山 俯を 馬 夫人を 患 同 夫人は 
丹毒 症 じて 五 巧 中旬ょ b 病ぶ じ 
臥し 昨今 容態 巧. なら 重患で ある 
ど 云 ふ， 

•前山 嘉 一氏 計 書 業今间 '-ン 

センス 及 ラン フシ エ^ ~ ド を專門 
じ カッ ラ ー ジ •グロー グ街四 四 
四 0 番に 開業。 

♦川 本 正 助を 轉を ウェス ダン 
グパ ウス 會祉 技師 じして 日本人 
基督 敎會 靑伞會 理事を 川 本本 巧 
氏は 今回 オ ク ウッド クン セン 
ス街四 0 ととを じ轉 をした。 因 
に 川 本 夫人 久しく 病氣 入院 中な 
らし も 過般 退晓。 

(六 巧 四 9 を) 

H 曜說敎 . 

♦紐 育 H 本人 敎會 
『神の 最高 撰擇』 淸水 牧師 
♦を 督敎 修道 會 
『靈的 俊 輿』 椿较師 
♦日本人 美化 敎會 
『こ ネベの 人』 木 下 哲太郞 巧 


一巧 欄 K ペシ か ル 


一 引續き 到着 

條 養を 集と 

經 典を ま 感話集 
講談を 集 セ 

太閣 一巧 記 外六篇 

化界 大衆 文 學告集 
現 化 大衆 文 學を集 


か 桐 兄弟 商會 
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I 

內田 商事 巧-ぶ 會な お育ま 巧 

Uchicia Iradnig っ Inc. 

1 1 Park Place 
TeL Barclay 1576 

眞貿 る 株 ホ 曾な — 
Shima Trading Co., Ltd. 

Teleohoiie Rector 1484 

巧 まを お ホ 尾が 舍 
Ak&wo 在 Co., Lt ん， 
295 Fifth Ave^ 

Tel Cakdonia 9758-59 
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Room 801 -805 
165 Broadway 
Tel Co け laa み 8047 ぶ 0 ち 2 

j Gosho Corporation, 

1 Silk Importers} 

j が East 84 化 Sir が t 

TeU Ashland が 的 -91 
• Gosho Co«, l&c.t 
Cotton Exporters 

- 閒 Beaver St" 

Td BowMpjjr Green が 05-06 

巧 おがな 道み 巧會か 
紐ち 事み 巧 

South Maitchuria R. R. Co., 

Room 202 ら Canadian Pac ぶ c な Mf. 
342 Meidison Ave. 

Tel. Vand が bat 4135 

H 井 物を 巧 ま會な 

なち 支を 
Mi わ id 皮 Co., 

6 な Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

巧 ま 會を揖 ホ 巧な 
なち おお 巧 
!wai 在 Co., Ltd. 

Woolworth Building, 
Tel, Fitz Roy 8 が 0-6 い 62 

S 寒 おを 巧 ま會を 
お育ま 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 
(Mitsubishi Co., Ltd.) 
120 Broadway 
Te!. Rector 2560-2 百 64 

大度 朗日ニ ま 京 朝日 
恒川 眞 
Osaka Asahi 

The New York I'imes Annex 
Tei. Lackawanna 1000 

H 本 お 巧な ホ舍ぁ 
化を 支店 

Japan Cotton fraaing Co., Ltd., 

2 P«4£-A¥eS!S£Si ； __ ■ 一—一 

Tel. Lexington 8787 

曰 ネホホ 巧 式會化 
お育ま 巧 
NIP 阳 N K 边 

Pa み Avenue 

Tel. Ashland 巧 20 

巧を 名會な 
なを まな 
Hara & Co" 一 --- -- 
443 Fourth Ave^ 

TeL Caiedonia 7830-35 

日米を 糸 株式を 社 
紐 焉ま巧 

K1CH し脾 お禪 ■ な 8 貼 H 齡糾刷 S 
(NICH し BE! KHTO CO 。 LTD.) 
1 Park Avenue 
了。 1. Ashland 6246 *47>48>49 

大巧 お 日 二度 ま 日 目 
- - を 木 H が 

Osaka Maimchi 
Room 306 A World Building 
Tel. Boekman 4239 
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贫 b をぷな jut が 0 をな im ぞ巧 


WE 日 化 S 日 が JU 化 12 19 巧 


大紐育 一 

I を 一九 年 版 Y 近、 く發巧 

本社が 蟹 じ 編篆發 巧い じしました 『大 が 育 J は、 幸 ひじして I 
江湖の 湧く がか きげ 評を 博し、 遂にを 部) 册遵 らや資 切れ ごな 
なました、 依て 本社は 祭 一版の 內容 をを が 巧 立 じし、 頁 おを も 
ち 加した 于 化な 廿化年 版を 新に 發巧 する こご！ I な b ました、 正 
確 じして 且つ 新ら しい 統計 ど 拳 賞を ぶ 礎 じして-刻々 變 化する j 
我が 『大な 育 J の眞 相を 傅 ふる じ 遣 城な きこ ごを 期して 居 b 主 
す。 尙ほ定 憤は 

豫約 申込 者に 限りて 

特價と 十 置 仙 

發刊 後の 御 購買には 

を 價金一 弗 

ど 致し ましね、 速 かじを 約 御中 込みを 希望いた します。 

客 十二 日 紐 育 新報 社 


勞 働黨兽 がが 渡米して I 

フ—バ I 大統領 > 一 協議ず ふ 

N が今疆 化して 居ろ 英米 關 係の 改善す 目的 H 

ロンドン 十日 蜡 n := 本 ビの勞 働 款の閣 々溝の 席上 じがて マク ドナ グド 首相の 訪米 じ關し 秘密 
狸に 神々 ご協滋 され K が、 首相の 波 ホは 一般 與論 も臂 巧して 居らので 殆んど 確を を 見る じ ま b し 
もの I 如く、 たぐを の 時期に 就て 夏 新を 巧 用す るか、 年末を 巧 用す も かが 殘 され わ 問題 どなつ て 
居る か、 大体に がて 渡米 期は セ片 下な ご 內定— て 居る。 

. ヮシントン十日韓：=マ ^ドナ八 1-首相の渡ホ說はド|ズ駐お大化のを巧前解じフーゲアー巧 
の 許に み 報 あらし もの {如 < 、マ 氏'" 今 か 總選擧 じ 大勝して 首相の 椅子を 占め わので あるから、 

フー ゲアー 大統領は 旣じド ー ズ大 化レ訓 々を發 して 首相の 渡米を 化した ご 信 やべき 點が ぞい。 

一- 

ロンドン 特電 十日を 【ニ ユヨ 1>' •タ井 ムス 紙】 = サシ デ 

•ォブ サーバ ー ま 筆 ザ ー ゲ キンでは 紙上 じ 於て 『巧ず 黨 首相 
一た b ,】 ボ ー グ ドゥ 4 ン 氏は 若し 今 ホ 總選擧 じ 大勝したならば、 

： 夏 中が 暇を 利用して アメリカ じ 赴 ミフ！ ゲア！ 大統領を 訪問、 

詔し < 英米 觸 係の 親善 策に 就て 接ず る 常で あつた』 ど 述べ、 

新 勞働黨 首相 マクドナ^ド にも あく この 锁を 踏んで アメリカ じ 
赴 （べき i を 暗示し じが、 勞働黨 t 磯幽 巧で あるへ ラグ ド 紙は 
_ 今朝の 紙上 じて 右に 幽し 『マク ド ド 首相は 機會 さへ あら ば 
親しく フ ー ゲアー 大統領を 訪問し 一‘ 英义關 係の 改善 じ 就て 隔盧 
なく 討褚ィ るの 想 志 わら、 講曾 ホを じて 恐らく 氏は 今夏の 化 暇 
を 利用し で アメリカを 訪問 マる でを らう』 ど 報じ 首相は 旣じ外 
，相 ヘン ダ ー ソン 巧 どら これに 就て I 樹議 したの みなら や、 器し 首 
相 じして アメ ッカを 訪問して 條藥 一‘ 入ら ば々 ナダ 首相 マ キン デ 
キング 氏 も.- れじ 如は るで わらう j - し、 この間 題は 明日の 閣 
滋 にも 上程 さいる を 込みで をる ご蒂 じた、 ィ •キリ ブ謠會 は 六 巧 
サお H を 6 て 召集され、- V 巧 上 巧"‘ ら 長期 じ 直 b て化會 する 善 
; で わるから、 マクドナ^ド 首 化の ホ 米ら 恐らく この 巧 間で あら 
うど 期锭 されて 居る、 尤も 今 圆の請 問は ア メリ ホ 政府よ b を ま 
じ 招 ホず る講で ィゲ リス 側よ 古自あ 的に 巧 ふ ものであるが 
'ザ— ゲ キンに の嘻 ホが 斯 くみ ホ 化」.- たの* . i 化 人 も 想像 W どす る 
.巧 じして、 ィ •キリスを 相 がをおを 进 びて 太 西 巧 わ' 橫斷 するとい 
ふこ ピは歷 を ホを 有の お 巧 事と し 甲 化 人の 化 目を 惹 きつ i ある 
が、 マクドナ^ド 氏は がに 化る 時より がに 炎乂 親善 ご 軍縮の 即 
巧を 叫びつ {をつ K だけに 今 凹の 辅ホも かの 持論を 實 現ずる も 
ので あるが、 外 お ヘン ダー ソン 氏け この 時に 當ら巧 F の 如き 息 
ホ 深長なる， ブ ー トメ ント をを お-、 た、 『現が 世界 じ 蛹る 説 問題 
の 解かに 耕て アメリカが をの 鍵を 岩 'ら 居ら こどは 明白 じして、 

- 我等は このを かよら して 凡ゆる 機 含 にがてを 語國民 たる 兩おホ 
ホ巖？ 國糸泪 親き の增 進に 努力す V もので あ 5、 ヶ 0 ック 氏の 
不戰が 約を あ， むよ ら觀迎 した 勞 働な はアメ 9.^ どの 親善を 冀固 
ならしめ 0又 世 ホに 重 嬰 U る 一二 巧 越 S 解 巧む^ 期 持して 居る』 

I 云 ミー。 .. 

劃 時化 的な 大使 命 

軍縮 即行 そを 他の 懸案 解决か 


この か 意の 發露じ 外なら ない の 
である、 フ 大統領は 從ホ ごても 
閲際的 事業に 經驗 深く 大海 軍 ま 
義が 世界ず かを 阻害す る じ 至る 
べき i を 認め 海軍を 3 て 國防上 
の 最少 限度に 縱ホ せざる 可ら 中 
ごの 持論を 抱き、 若し 海軍を し 
て 徹底的 じ 縮 連ず る U らば 化 巧 
の 輿論は 期せた して 陸軍 縮少を 
餘 儀な くせし や、 斯 i て國民 
の 軍 雙負擔 を あくく 共 じを 國を 
も 確信して 平 か 一一を 協力ず るに ま 
るべき こごを 罢く言 じて 居る こ 
ミは 巧 じ 接近す る 人々 の 風 じ 熟 


知す る 巧で わる 
テム ソン 國務長 
有 方なる 

關 係け ぃ 

暇は 首都 7 シン 
ご' •しなつ て 居る 
グド 曾が の— 訪米 
應じ 侮を であら 
しては マ 巧 訪米 
新 駐英 大懊ド 
初 曾 見に 化ら て 
觀 測して 居る が 


ヮシントン 特電 九日 發 〔へつ 
ルド •トリ ビユ ー ン 紙】 n 勞慟 

黨昔 化マク ドナ 八 ド 巧 並びに々 
ナダ 首相 キング 氏の フ— ゲァ ー 
大統領 訪閒說 じ 就て 大統領 化び' 
じ齒巧 長官 等は ホ だ 

公式 の 報知 じ 接し 居らず 
從て本 問趙じ 就ての 言せ を 避け 
居 るら、 政 麻のを おは' 一 殺に ィ 
ゲリ X 政が の大立 物が 親し <大 
統锁と 胸襟を 開いて 英米 糊 係の 
- 切 じ 就て 懇談す る こどは 眞じ 
時宜 じ 適した 巧爵 どして お足し 
政が 當局 ごしても かく これを 承. 
諾 する でめら ぅこ ごを 期が して 
ちる’ 即 もな 巧 要路の 信 やる 所 
じ 化れば 遇 ま 数年 じ 直る お米荫 
巧は ゼネゲ ァ會雜 のみ 裂 じ 化 も 
おおが 娘の 腕を ひ、 アメリカ 禁 
濟 法の 喊 巧から 生じ わ 兩闕の 反 
目、 巧ら じ最 化の アメリカ 鹏稅 
引上げ 等' 嬰げ ホれば 兩 齒の國 


巧」 は 一道の 晴 雲が 漂つ て 居る 
際； では あら， 從 てこの 

^ 重大。 時节 際して マ 首 
弁が 訪ホ する こ i •は 暗雲 除 まの 
辟 策で ある こ認 みられて 居る、 
ホ も 要路の 人々^ 中 じは 過去 數 
かがに 直る 英米^ 係 よらな 算し 
て 昨今の お 目は 邸を 的 じ 巧等危 
機を 生やる もので ない ご 認めて 
度る 者 も あるが、； がか もこれ 等 
の 諸問題を 總勘タ する こご じ 向 
ク ては 衷 也よ ゥ歡迎 一 J つ i ある 
お、 一方 じがて フ r ゲア ー 大統 
毎は 就ほ當 時よ-*' ァメ 9 力の 對 
外關 係を してな ホ ら 一層 密接 
たらしい るの みな， P ず、 よゥ賴 
樓的じ 化 巧の みかを 促進して こ 
れを實 現す ベ （巧を した 巧で、 
7— グァー 氏が 軍備 縮少を おて 
單じ游 ホのを 量に 一巧す る ごこ 
ろな く、 

即行 を 期待して 居る の も 


フ 大統領、 ス 
官を 始め どして 

づだも 今夏の 化 
ンで 過ご r こ 

ので、 マク ドナ 

じは 巧 時たら 共 
ぅが、 政府 侧ど 
の 端緒は 俄ら < 

I ズ氏 VJ マ 首相の 
带 せらる ベ L ど 
マ 巧の 訪米 說 
じは 上院に も 共 ip 者タ （現じ 外 
を 委員長 ボラ！ での 如き 『現在 
化 おの 最も ま 乂 一:: 題は 軍備に 
對 する 國 はの 負^が 退 じして マ 
戊 じして この 眞 意を 誌 解し 大統 
領 どみ じご々 道 じ ホまん どす る 
をには 巧手を 擧げて 賛成す る』 
ど 言明し 民ま黨 の!^ をを 員 どし 
て 長ち 裕 である スゾン ソン 氏 も 

賛 一一^ の 意を おし、 下院 外 
を 委員 ジット 氏も敢 初は 此 報道 
を疑つて居たが つ^しマ首相じ 
して ィザ リスの 輿論を 背景 じ訪 
米して 大統領と 軍縮を 談 ずるな 
らば、 想界ず かの 道 も好轉 ずる 
であらぅ』 どなし、 一般に マ 巧 
の 訪米は 好感を 3 て迎 へられて 
居る。 

英义お 主 

が 合 ふ 

我が 當^ の觀測 

マクドナ^ドを 相の フ ） ゲア 

1 大統領 訪問で、 軍縮 會 譲の 
氣運も 益々 濃 巧 どなつ て ホた 
が、 我がが 軍當 時では ぞブソ 
ンを權 が 提示し わ 海軍 縮少の 
アメリカ 案に 勤し 左の かき 觀 
测を'^4 3 て 居 去。 

。第一】 ま 力 おぶ びを 柿婚艇 


n 

ク 




の 制限に 滿ぜピ やが ひ视 つて 縮 
ホに 賛 化で わを i は H 本は みし 
て 人を にを もも もので ない、 む 
ドで こょで が 制限で で こまで 
縮 少わ其 限度は 難い 問題で わる 
〔第二】 ま f ! 艦の トン 數 引下 
じついても 軍 if 縮少 の立谋 から 
賛成で わるが 1 從 ホア J リカけ 
ホ 力 艦 引下 じ いて 意を を 述べ 
た はない、 が； てィ •キリスは 
熱み にこれ を 去 張して ゐ るので 
-れ だけは r メ ，々の 瞄 かどぅ 
か 多少の 疑問が わる。’ 

(簾 一二】 巡を おの 最大 トン 數 
を 化 巧 通ら 一巧 下ン 、備 跑八ィ 
ンチ 交し、 吳 、巧 サ五万 トン 宛 
タ：し ァメリカは I 巧 トン 濫廿五 
隻を 所な しイ单 す マ じ おしては 
この 原則の 下に 净少の 融通を 認 
め 一 巧 トン 艦の 化ら じ 巧 千の 六 
インキ 砲 搭載の ス千 トン 艦を 建 


造す る じがて は 
巧と して イダ リ 


一別 じ 海外 備民地 
のま 張す る 若 


干の 小 巡洋艦を 認め やう ご’- ふ 
のは ィ ♦キ ブス じ掛 して 從ホ のま 
張を 緩 かしわ やうに 見 わるが、 
ィダ 9 マ どして は I 巧 トン 艦は 
アメ a 々と 巧較を 所ち し、 刖じ 
小型 巡 巧篮を 建造したい 意 化で 
あちう から 英 、来 兩國の 巧 巧は 
相當两 難で あらう 

〔第の】 湛洋縣 制限に 對 4 る 
巧國 のま 張け ゼネゲ ア會議 W を 
何等の 變 をを 來 して ゐ ない 

【筋 お】 通 巧 保護の 立 おがら 
論 やろ なら 日本は を然ィ •キ づス 
ど 同じ やうな 轉情じ ホつ て 白 給 
宫 足の ホ ホる アメリカ* 一はで ベ 
もの じなら ぬ 

〔第 ホ】 商 速力の 商船 じか 裝 
すれは 巡が 黯 V . 選ぶ どころ W な 
いので タ數の 優秀 船を おし 
る イダ 9 スじ對 しこれを も 
ゐ ない アイリ 力が 問題 じす 
は當 がで ある、 この 點我國 
へど も 看過 お 巧ない 問題で むて 


) てる 

一って 


巧 


速 かしこの 巧 題を 解 巧し、 もつ 
てを局の安をを計る、と^*第 1 義 
だらぅどいふ窓見：$^タ.く、 結局 
近 （政府み 最後 案を かを し、 上 
記の かく 御 諮詢 奏請の ず 續をご 
る i どなつ たので ある。 


支那 領事 舘を 

赤衛 軍包圍 

露支闕 係は 驗惡 
東京 特電 十日 冻： = シ V ^ ァの 

パパ* フス ク 、ブラ ゴ ぶで チ 
で ン巧ク の 支那 領事 薄 化。 シ 
アホ衛 軍の 爲 めじ 包圃せ 一一ら れ 
露支黯 係は 險惡 どなつ た 一。 


單て 宣言書を 作ろ 

I 問題の 不戰條 約い よ/ 

齿：旧 化の 責任は 免れ 得まい 


諮詢^ 


ま 京 特電 十-日 發^乂 し （政 巧の 問題で ゎつ たす 戰條 利め 
批准に 就て 巧^々 議のお 県 問題のを 巧で ある 『ビー プ八ズ 与な. 
國巧的 じは 憲法 上 適用し ない 旨の 宣言書が 批准書に 添わら る^ I 
善で あるが、 おより 蠻吿 がで 曲ら 乍ら も 通過す る ごしても 內ー 
田康哉 伯には！! パ 巧 問題を 惹起す るで あらう ど 云 はれて 居る。 


空の 旅行者 殺蟲 

と 巧よ H を おて 當化 j らが巧 
機 及び 度 車 ど 連絡して 大度を 
四十 A 時間で 橫斷 する を矿が 
關始 されろ こ i は 本紙の 心而報 
した 巧で、 旅客は 晝は 飛が 機 
で、 巧は 演 華の プ！ 作 マ だで 
旅する こど、 ならを の 旅 停て 
一二な-立 十 弗 ごい ふを 値なん の 

でぁ 6 が、 會社 S 發 表す も所 

2 


じの ると 摄 初の 日に 旅 巧 LI 
いど 申 达んだ 旅客は 錠 じす 
じ 達し、 このを で 巧けば 會百 
はを 期 飛行機を 培 加 するめが 
なしと 云つ て 居る。 一 


不戰條 約 問題 
は 頃日 ホ 鞠々 意 
果 ，留保の おを 

大體 成案 

はも 最初は 留が 
書中 じ簡 化の 文 
礫で をつ たが 
との 間に 巧衝 を： 

娜 もやぅ や^ 

緩 5 した i め 
j 、 『イン •ザ 1 
句が 巧 瞬體义 

相 おれ いか u '、 これを 其 ま 


で關 し、 內閣で 
をを 巧換 した 結 
じついて 

を 得た、 ずな 
批准 ごして 批准 
巧を 挿入す る模 
ああ 政が 對樞が 
里； 3 じ おお 樞府 
れ 'までの 怠 化を 

I •ネー ムズ』 の义 
一び 憲法の 精神と 


閣員 ご-^— キー 

日ン F ン 十日 會 N 勞働 黨内随 
の 首相 マクド ■ j ' か ド 巧は 流石 
じ宣 博は お 手' 入つ たもので 
本日の 初 閣議！^ け畴じ トーキ 
I 活動 寫眞 會；^ のな 邮をお 張 
せしめて 首相 dt ら 閣員を 一々 
紹か辯 ± の 役^め、 これを 
ボ內 劇瘍で 一齊了 近くを 開ず 
ベく、 諸 新聞紙^ マク ドナ 片 
ド 氏の 奇智を 赏 讚して 居る、 
首相が トーマ 樞府 議長 紹介 
の おじ 曰く 『尊- 覺 のかぐ ト） 
マス 君は 頗る 肩幅の 廣い 人で 
わ b ます、 彼は この 双肩に 失 
業 間 題を の 他を 要 U 問題の 解 
巧を 擔 つて 必らや 化 命を 完ふ 
する こごを 確信し ます』 とい 
つた 調子で をる。’ 


まを 認 する をぶ 化 ホない ごい 
ふやうな 理由 A もつ て、 この 
文句を 留保す 么め 方法を 取ら 
ず、 舉じ間 題 化 文句は わが 國 


批准ず る』 营 記入す る i 
の ニ 點に關 し 恵 見を を換 し'' 大 
體か 上の 形式を もつ て 樞府し 御 
諮詢を 奏請す る t に。 つたが、 
閣惚 中にはを の 形式を おつ 乂ら 
政府 並 じ內巧 伯の 

責が P 題け？ 语然 おって 
ホる から、 今少！ -额 諮詢 奏 施の 
ず續 きを 先に 延ばして は ど； か 
との 意見 も 出た、 然し そ 験め 意 
おは、 宣言書 中の 字句を 緩 おす 
ると： もじ 巧に 樞府 侧の敲 解を 
ポ めたならば、 を 氣ろ緩 かする 
だら うから、 をの 隙は なる^ ( 


モス カウ 九日 發 = 諸 新聞 讓 
韦道 する 巧に 化い ば 巧 農 r ご i 
矿晦 はま 那 官憲の； ピン 風 あ!" 
化襲擊 後び を 天總酣 事の 監禁 坐 一 
レ關 しじ 殺 暗の 抗窮 に 對 し南豈 
府^ 化 默を巧 6 化を は ざ 衣 • 'I 
憤慨し ふ/め 報 お 手段 VJ して 一 
よ儿 なか 四 お 一 露ち 條約じ 娘ら。 

ァ がま 孤 心一 治 外法 灌徹廢 をの 一 忌 ふ 
あ諾 し ^^約を破襄オ みの 
ら や、 露 \ ち 慰 境を 閉鎖して 
東で 鐵 道の 速^を 絶つ め 决必ぁ 
鐵 澄の：^ 絕は支 服の みな 
らト最 ぁ 友を^ 係の 厚一い 日本た 
も駭 響す るの す 下 善 . P 策を 考 
夏 ホで ある ご > 


藏相 S 整理 案 評. 

【十-日】 一二 ±藏 かは 語つ て 曰 
< 『經濟 審幾會 の趨憤 整理 案 
は. 實巧 可能 牲 乏し』 と。 

巧衆黨 から 麻電 

〔九日】 社 貪 民衆 窓を 委員 資は 
萌閔勞 働黨じ おし 左の 恵 ホの 
脯電を あする をを 巧議 した、 

f 貴黨の 勝利に 深き 敬意を 表 
し带乂 なる 努力を 戚 謝す 、益 
益 實黨の 健圖を 祈ち OJ 

を 格を 同一 步調 

〔九ぶ】 支那を 化 昇格 問題は 日 
英ホ 調を 同-じ せんど 英國大 
使ぶ 田 中 首相 じ 懇談し じ。 

首相 會 見を 拒絕 

〔九日 i 滿洲の 某 重大 事件 じつ 
き 巧 ザ 首相は 必正貧 巧 表 どの 
會 見を 斷 つた。 

お 浦 巧 受諾 ピず 

【九日】 ー旣 報、 化 大總長 じ 推薦 
されな 巧が 帝 大總良 松 浦鎭か 
が 氏 お 就 巧と 拒 給した。 

生み 輸出の 將來 

〔九日〕 ず 糸 輸出 數 量は 增 加し 
たが 單谐は 化 ド ホ 調で を糸貿 
易の 將 ホに 暗影が 射す。 


隨筆 


人形の わ 使 

ギユ リック 博 ± 

で】 

おは 化の 潑會に アメブ 々じが 
ける 五十八 ザの 立派な 人形の 巧 
寬 大使の 冒 歓じ關 する 巧 楠を、 
日本の老を<^を人等じ新聞祗を 


通じて 御 巧知す るのを 欣 ばし < 


本社 東京 轉電 (絮無 if 轉載ご 


巧務 省のを 制资表 


(十-日】 田 中 首相は 拓愧 親任式 ー援 をら じス 
發し 『蒲は 化 巧欧に 翻して は 巧等變 でを 加へ な：；^ が移賠 
就ては蹟拖政策を化る、 尙ほ蘭鮮統治は內化延1$^義の 
ある』 ど 述べた。 \ 
〔外務省 狡 當化絕 領事館を 表】 十： ロ祐 巧ち 開設'! 

臺 潰、 關東洲 、權ち 苗が 群島に 關‘ ，る 事業を 統 i 
がを 監 の 渉外 事項を 除く のか、 移 お ほ 事務 度び 化 
の 指導 獎潮事 嫁を 管理す るを じを め b る、 が務 大正 
之を 兼攝し 巧宫は 小が 欣 一' 任命 さる f 


ントを 
閔 題に 
ホ 針で 


-ら也 


朝絲 
し屋鐵 、東 
外^^|殖事業 
は抑理 大臣 


の國惯 じかんが 


み 疑義が ある 


から、 この 义皇の 適用 程度を 
明確 じした 意 ホの 宣言書を 作 
がし、 救 栽を 抑ぎ 批お窗 託 書 

ど 同時 じアメ ザみ じ渔牒 ずる 

一 4 

こど 

、がして 批准書 is - じは 單 じ、 
『別 約 宣言の 趣 冒を 說 ホして 


變態 的の お 超 か 

【十-日】 輸出超過が 早で 過ぎ 
たのは 爲替不 をから 變悠 的に 
ホ じ ものら し （逆轉 あ'^ んご 
見られて ゐ る。 

貨物 自動を 墜落 

〔十 I 日】 駒 商 四十 名が 乘リて 
ゐた 貨物自動車が 鹿な 島棘宮 
之 城 町に 巧く 途中 斷麗 か-ろ 墜 
をし ニ 名 即死、 ニを A 事で 省 
化 名は 負傷した。 

自由 出漁 默認か 

【十一 己 漁 區を涉 停頓の S 
な府當 局は 水を 組合の 自由 出 
漁を 默認 せんか £ 云 はる。 


嵩 垣 五段が 渡； 可 

〔十： 一日】 柔道 五段 窝巧信 造 巧 
はタゴ I が 翁の 招請 じ 巧ち ま 
の 精華を 照會 すを ため 渡 
をし 約 ニ 年間 滯 巧す 宝。 

ぶ •京 電燈 H 怠業 

〔十 I B 】 東京 電燈會 社 一府十 
ニ聰 のま 社 及び 變腿 巧の 掩用 
人を S 百 名は. 『化 事け 巧 寧 じ 
危 厳な 作業は 必や 遠ざけが を 
大事に 致し ませぅ』 の 標語の 
F じ 怠業を 始めた が 停電、 故 
障 修理、 改良 工事 堅 蘇に 就 
ては 查が 無關 係で 何等の 影響 
はじいり 


タン フ ラぶ シス ゴモ .は 波 等は' 
必じ歡 待 さ 一れ た。 彼等は お廳 
巧义廣 間で ホ 長ょ b を 式の 歓迎 
辞を 受け、 を こで 巿 民を 『を 
で』 したので をる。 本部へ 向 ふ 
:语中 或る 一隊は. ハナ マ 運河を 通 
して 二 3 — a クを 長途の 興が 
き 旅を した。 地の 一隊は 一直 
じ シヵゴに 巧って 鄭 寧に 歡迎 
; れを合 衆國の 首都 7 シン トン. 
じ 進んだ。 化 虞では 國も 劇複に 
が、 てを 巧のを 國的歓 迦が巧 はれ 
た。 をの 時に 臨 媛し じ 大人は を 
於國の 最もを でた 巧 女 のん々 で 
あつじ。 劇 傷は 若 いん 等で お 員 
じ U つた。 ニユ — 3 ク 及び 附近 
ザは を ホ 的に 歡 迎が續 いね。 化 
小 大巧が ニュ； 3 クじ 悉く 到着 
した 頃には、 國の諸 所々々 から 
この 嚴巧 たる 巧 意の 使者が 彼等 
のがが を 訪問す る やぅ お ホが 化 
を贸盞 义愛委 貴の 手許 じ 殺到し 
た 0 

化の お 震、 委貝 等は 彼等の 爲 
め適當 な* 旅 巧 用の 箱を 造ら、 
歡迎會 じ 化 おする やぅ 連れ立た 
せて お* 出した。 是 等の 訪問 じ 
み遇閒 i したが 主 一 化の 間 じを 
衆 圖タを 州 じ 行き"^ モ 回な 上の 
徽迎會 じ 臨んだ ごいて こどで あ 
る 0 t の 巧く 所で 化 \ 、の 人格を 
捕へ 好意の 使命を を もち 効 じ 
お 說 したので ある 0 . 

® は をぐ じ、 個ん、 諸學校 
諸® i 箱よ 5、 をの 所 圧 化の 都 
會の中 じ一ケ 或はを れ岛 上の 人 
あを 化の 家庭を 作らす とい ふ 
要 A を 受け 初めた。 委負 等は 是 


等の 巧 ホ じ おする 巧を じは 周到 
なる 注 盧を挪 つた。 『ミス •ジ 
卞 バン』 は ヮシントンみ 圃を巧 
物 お 巧に 永久の 家庭を 造ら •ねぱ 
ならぬ どい ふ 事を 决 をす るのは 
困難で なかつ た。 彼タ なをの 待 
者ご类 ts しい 諸 調 巧 どが じ、 ダ 
ラス 箱に 納められ、 勝れた 媛 所 I 
を與 へられた。 I 

化の 人形を 巧 處じ据 -4 るかを 
巧定 する •し當 6, を 員 等ぶ 是等 
の 日本から 巧た 大使が をの 物語 
b を 巧 固の 若い 人々 は柯 時まで 
も 居ず 事が 出 ホる やう 慮 女、 彼 
等を を 童 博物館、 或は 兒ー IPj 部を 
設けて ある 憐物 館じ提 ゎ 4 やう 
じ ホめ た。 每年 I 二月 じは 驚 
くべき アメリカ人 お 渡 H の胃險 j 
及び H 本人 形が アメリカ じ 渡つ 
た、 胃 厳の 追憶を 新た じする 爲 I 
め アメリカ 兒 量が 特別の 事を 爲 
る やう 切望 するどい ふこ どを 巧 
物舘 長に 通じた。 

を 博物館では 二葉の 貼 化が 人 
形の 傍ら じを のみ ホを 說明 する 
ため 備 へて ある。 をれ は ホの 樣 
な ものである 0 

千 九な ホと 年 春アメ 9 カー 一の 多 
數のお 童 及び々 年よ bH 本で 友 
情 のん お 使節と して 送っ じ 巧 
ニ 千と が 化 化ヶの 一っを を^た 
ル學 校、 幼稚園の 曰 本 學童こ 百 
六十 一方 人が 送った 五十八 ヶーの 
人形 大 陵の 一っで ある。 化の 好 
意の 罔 險はア ィブ 力 某： 督敎會 同 
盟の 造っ た 化界を 童友愤 委員の 
監督の も ごじな された のでを を 

!| ユ ！ ョ—ク 春 巧 一一 

♦實業 家 菊地恭 一二 巧は が績か 
エの 罷業に 就て、 畏< も 聖上よ 
b の獅 下®^ 勤し. 女 正 旨 身は 换 
がは ない が、 どうも か 部から 運 
動され て 居る ご 奉答した 相 だ、 
聖上に 申 上げる 言葉 ごして、 を 
ま b じ 化 撰 過ぎる 0 
♦英米の 親善 じ 就て、 勞働黨 
首相 マク ドナ グド 巧の 訪米 說が 
有力と。 つて 巧た、 屈 ホ 外を は 
日本 だけ おやない。 

♦す 戰條約 中の 問題の 字句で 
をる 『ピ ープ グズ』 は 國內的 じ 
は 適用され ない ご 政府は 解释す 
る 相 じ、 さうな ろ £ H 本國 民は 
蜀 外的 じ 巧ん ご 表明して よろし 
いもので しやろ か 0 
♦日本の 對ホ みを 戰 が、 音 じ 
日本の 敗け じな つて 居る のは 普 
をで あるが、 巧が 對米 外を 史じ 
父 も 一つの 巧 黯が殘 された、 ご 
云つ て 巧 もたいした をでは ない 
の だけれ お、 左の 電報を 御 I 讀 

下さい 0 

まま 九日 發 〔聯 を)：：：： 本 H 巧 
H アメ 9 力 大化舘 ご 日本み 務 
省の 野球 戦は 明治神宮 じがて 
擧 巧され、 外を 脚を の 化 朝 巧 
の 名 ± 臨席した るが、 戰 は々 
尸 ダ 化 巧を 使* — ンン サキ ド 
巧審 がし、 アィ 9 力 大使館 軍 
は バーネ ブト 大佐を ま將 どし 
て對 降した 結果、 五勒 一二を む 
て r メ 9 々軍が 勝利を 博した 
がる じ 不思議 じ も。 ン ドンでは 
同 H 劍橋 及び 牛 津大學 聯合 軍 ご 
巧留 アメリカ人の 野球が をは 一二 
掛 一で 実事ィ •* リ巧 側の 勝利 じ 
歸 し、 民間 外を 戰で マ. メリ々 は 
國 技の 名を 辱 かし ホた ご ある。 



じ 人 巧を 
ま 拳 業 宿 
すの 商を 
。巧を、 

ぶ！ 

じの な 

あ 化を 


雍婦聖 が 家 曰 巧 

巧 A 善 禱庭跑 巧 
鼓 W A 巧會 お单說 
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が 
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Phone 

むが ni おお 


GAMP 化！！ な RVi 化 

設脯 輕巧經 曾を 廉 

CaH-TRAhA し CiA 民 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

"The Funeral Church" Inc. 

, NON SECTARIAN) 
Broadway at 66 th Street, N. Y. 



KERR & MAYOR 

1023 Third Ave. 

Bet. 60 & 61 お s. Telephone R 巧 加け が 9 


著 お 人 本日 

巧專 靴型 小 


てし 張 出 員 店ら 化に 讓希御 
がけ 屑 日郞は 靴ら おを 法寸 

足 小き 裏ぶ 小き 巧ぶ 小き 巧 



SIZES iN ST 0 挑 3 M T(M 2 F WIDE 


Midori Matsunxoto 

沉む別 わ e. Gi わ 
Tel. U び aineO が？ 

し oiraine が 09 -i\p !. 巧 


DR. BLOOM DENiriST ! 坑 c. 

-NEW YORK OFFICES- 
34 th Street Cor. 3 rd Avenue 
86 th S わ eat Cor. Lexingt.o 凸 Avenue 
125 th Street Cor. Park Avenue 
-BSOOKLYN— 

に F".A 化 ee 巧 dg. ， DeKa!b Ave •が Fu な on St 

診に 日 li 堪最タ 
曰 化 午 察 T そ 館 新年 齒 
躍 時 前 時 寧と 鶏に をの 
午 化 間懇諸 S て巧經 利 * 
後 時 S 切替 ® 信 學驗王 L 


II 脅 じじ 叢 巧ず を 
巧 午 胜 をは 巧 篤 術な 
迄 後 お 巧け しにで 



F. if R JrIcI CO. 
蘇 科 酿學大 壁 违翁去 

118 E • 賊 を お 1 色 ! ， ?: 巧が！巧ぉ 
お I U お 巧 fsm を Park わ 8 S. 

送 時 A 巧 B ® 主 水 巧 


んし CEASA 民， MD. 
127 East 84 ih Street 
… t)d. P が k & Lexington むが 

費瞧晒 鼻巧醫 

間 時を を 
午を を 時 十 前午自 
巧 八 ま 時 六を 午自 
日 曜 

自 午前 十 時 至 午後 一時 


Dr. Sabro Emy, 

103 5 Pairk Av も， 
Tel. Sacramento 7980 


D 民 •に E.YOSHII, 

如 7 化 93 rd 化 
Tel. Riverside 3650 






諸を 會 


乂 、木 鴨 午後 九 時 1 よ 一時 

紐 育柔迸 俱樂部 

西が T 目 一八を 


日本人 类 W か會 
设附 麽帘衍 を* 


L H 曜檐巧 朝 十一 時、 U 巧 ホ 
M m I 巧ヤ が、 水曜 祈偽爵 々み 時 
I 9 一半， 日 幡學術 巧 兜 台々 八 時 

好 泣 胜户ド ソン ごプ 0 
i ド 巧 間 じ 巧ら •理巧 的 
化を お 域、 な 十 了 目贤下 

鐵へ一 か 間、 タィ ムス • 
スク で T 迄 十を を 、 n C 
ン ビヤ 乂學へ 徒を 卞か 0 


8 

& 哪 

ふ；！ 

I 献 

C 

u3 师 
M 化 


I 

a 
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化 


リ本 をを、 內许巧 聞圖畜 
巧が お 巧 化を 摘ず。 

を仕擧 策、 旅を を お > 通 
譯 、磯譯 、職 裝紹か 等、 本 
を一覺 萬觀呈 


親 察 港 學生巧 一般の ホへ 最善 

} > ) . 3 l*h Lr ^ ^ LJ 


ぉ..， 違：*. 

日强蛮 書が 究岳か 
お 脚 會}^ と持ぞ 
廣拜說 タ八時 
木 お 爾磅 jS お タ八賠 
お居 及 4 裁な 

早を 一巧 
主 躍 諸が 曾 又は 
茶話 會ー タ八怯 

化 もみ も 
を 宿が，； 旅行ち あ 巧 
巧* 人事 获 巧、 面杳 
が、 風 業橄旋 巧、 ちを 
裁 辯 おおのを 課を 設 
け 會 旨ぶ び ホ 會 員の 
便を 計 心 


プ 1 ドゥで 下 百と 十を 
領事館 お側 ^ 柄と 0 お號室 

がが^が が 商 
游が商 A 

一 7D B 夏を さ N . T . 呈 y 
Tei . C 弓 ミ ndt 苦 3 ? 适送 


診療 

午前 十 時ょ ち 十二 
時、 午後 六 時 ょら 
八 時， H 醒は 前約 
願 上 候 

ドク トグ 

山 ロニ 一之助 


曲を 採 主な 基 

自 午前 九 時 H 十二 賠 
自 午後 一時 ns 時 

火路 ちが r 晚山ホ 時 

はへ ネシ ャ！ フア 
ン テ^ション クタ ニ 

ツクじ お 勤 


•IOKICHI OGURI, Mb. 

5 W を臺 seylwk 

ジこ ivMs 至 こ 573 ご chuyler 呈呈 

爹繁 II 懿 ur § 

日曜を 韵化 時！ 午 巧 四時 

ドクト^ 小 栗乘ま 


診察 時間 

午を 一時 nH 巧 
午を セ 時： = 八 持 
愛知 醫を -H 

パ t 巖本違 一 

を お 比超大 をぶ び 
か. ダ歹ン 病院 勤務 
H おは 的 約 顔と 巧 


診察 

午後 S 時 よらろ 時 
日瞩は 前約 相 願 候 

ド タト か 

爲兒 費彥 . 
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G 化か I 

0 パ -i 
0 叫む 
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診察 時間 

午 お 化 時，，' 十 時 
午後み 時— 八 時 

パ t 小 栗 幹 ご 一 

が 育 ボブ ブア f 病 誇 
巧 五 巧 病院 教巧 

武お 3 ン バラン ド 

病院 數镑 


弊店は 實賛 誠意 迅速 主義の 
をに 御 ±產 物 一式 卸賣 値段 
で販賣 をし i す 多み じ 巧は 
らず 御用 命 仰 かす さい i せ 
◎歐 ホを 種 時計。 置 時 許 一 ま 
◎賓巧 貴金属。 銀製 器具 一 ま 
◎を 極篱年 筆。 金銀 製 鉛筆 
◎蓄音器。 レ 3! ド 見本 陳列 

◎寫眞 器。 タイプライタ 1 

◎船 切な。 が 念 寫巧帖 繪瑞書 


新 鱗 魚介 一娜 

日ぶ 人 向きの 生魚 澤山取 b 慌へ 
巧が 廉 清で 大勉强 致しまず 

サゲえ ナ魚诺 

0 芦 量 BIA F 1 基 A 青 0 VST 呈量黃 一 T 
薑运 est ご st Street coir Amsierd き Ave_ 
Tel. « 己 umbus ごだ 


n ジン ビ •ヤ 大學 

■目 本人 學ぶ 協會 

The Ja ち ミミ Stud 呈 ts ミ & Aiu 量 一 
Qf 呈 it}ia ミ 夏 r 芭す 
巧ぶ W. 裏を 芭 .Jew さ rk_N.\ 

ぎ Bsdhu を 留ま 

「日 ホ大學 々窓」 猿 巧 

The Ja ミミち Aserican ミ是 rsiiy 0 每 tedy 
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弧の I 圓 

器！， 

pss 
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新 古書 籍販實 

雜 誌の バック ナン 
バ ー、 を雜誌 類の 
新 注文 等 化て 迅速 
じ 御お灾 致します 
何卒 觸 用命 願 上び 
ます。 

奥 村 書 あ 


露 洋服 巧 


織物、 生糸 お 加し 楠 糖、 綿糸、 
巧 頻が臧 少して お ふ、 輸入は 楠 
化、 硫 を、 機が 類增 加し 砂糖、 
羊毛、 油が がが みした、 入超 巧 
ニ 億 六 千と 百万 圓 '前年に 比し 
五 千 セが 巧圓お 加し、 おぉ 輸出 
四千 六が 万圆 、出超 ニ 千 S な 万 
圓 、累計 五 千 百 巧 脚 じて 昨年 じ 
比し 二な 六十 方圓 のち 加で ぁる 

金 一口 は 蘭 買 資金 霜を 期 お 
巧 Vi 上半期 ホ 算准赌 じ 銀行ず 持 
ち 資金 農 富、 短資 引 弛 A お 式 巧 
化靜 、証を 閑散、 手 おを 换 高は 
巧 ひ 萎縮して コ！ 八 取引 贼少に 
最近 巧 ホを をの わめ シン ジヶー 
ト設を 討 證が屬 頭して 居る、 本 
年度 製糸 資金 貸 お 協を 率は 一 率 
一 お引下げ じ决 をし、 關係銀 巧 
貸を し 引締め 中を ひ 新 蘭は 沼津 
を 始めを 地 出 廻 b 漸增 して 居る 
が、 事業 あは 五 巧 中會社 新設 賓 
本 六 千 八百万 圓 、豁張 資本 一千 
とな 巧圓 、社債 ニ 千 一二 百万 圓 

深が 業 廢止貧 社 二十 
ニ ( 九十と エ瘍一 じて 四な H 十万 
键 聯を會 加入 德鍾數 の 六 御と か 
でぁる 商品 あを みは 海外 ま、 古 
糸賣 急ぎ じボ 巧 帮 々軟調、 を ザ 
六！： 乃 ま 本年 五 丹 輸出 鳥は 横 お 
神戶 計と 億 五 千 一|一 百巧圓 綿糸 布 
は酱印巧輸出相：矿^^るもモ那方 
面涉 々しからす ' 且つ 內地 需要 
不振の ため 產地 窮境 ぞく、 絹物 
は爲替 を、 巧 巧が 高見 越しに 絹 
細、 窝 ± 絹賣 巧ち 巧で ある。 


心. 人 


( おお 縣 ) 大橋武 雄 ( 長 巧縣) 获 
原 平 A ( 同) お 巧鎭雄 f 魔 島 
縣 ) 中が 榮ニ ( 利 ) 渡 邊泰巧 (東 
京 ホ ) 古澤 武之巧 ( 化 歌 出縣 ) 
後藤 甚之巧 ( 辭 お縣) 松 下壽之 
吉 ( 山 ロ縣 ) 德風猪 S 郎 (態 
本縣 ) 西が 巧 喜 I ( 鳥 お縣) 廳勝 
衞 (出口 縣 ) 原を 吾 ( 愛媛 縣 ) 
横 旧常吉 ( か 截山縣 ) 化 本ず ま 
( 鹿 强島縣 ) 園 上 時 愛 ( 愛知 縣 ) 
ホ 松 ( 長 崎 縣ぶ旧 巧藏き (鶴 
本縣 ，ホ ザ 深 ニ 幡岡縣 ニ 一又 伊 
おみ 大塚 サダ ソ ( 愛 か縣) 長 
崎德一 柴旧幸 一 ニ郞 ( 大限 巧 ) 
西 川 源 おが ( ホ 庫縣) お 木薑八 
( 福 岡縣) 末み 農 最前 紐 育大學 
學化八 木 郡 ホ ( 鹿な 島縣) 木場 
常義 ( 靑お 縣 } 巧 ケお豐 S 郎 


をの まじ 通知 ^ 


致 度き 儀 有 之 


お 巧 本人ち く ほ 知ん ょ b 現 
化 巧 巧 通知 願 王 巧 

紐 育帝國 総領事 舘 

1 寅す ミ 穿 這 Ne 三 ork 己 二 


淸 

山 ロ 


日本 肆囊舘 

西 四十 HT 目な 留地ニ 肖 五 ま 号 

一二 抵 ^ 巧ち をに あし」 

せ II 理髮巧 倘 

巧 經營ヒ 年間 只 本人 諸君の 理髪 

の經驗 あら。 ジ - ぶ ス •バア バア 

西 六十ぶ 了 昼 ニ 一を 地 


欧米を 極 時計 
貴を 屬寶石 お 
銀製 器具 一を 


蓄管器 



寫眞器 


タイ ブライ タ^ — 

を 補 方 年 筆 
な 化 ±產 物 一式 


◎乾 ニ 最高が ノ 巧おヲ 精選し 
化店ョ ，廉價 -販賛 シチ屏 ，マス 

西 四十 ニ 下目 一署— 一至を 

ロ ソダエ ー 力ー •ピ かす ング L 4 

九 旱號室 パ 

靑柳 廊會歷 S 

( タィムスピかデソグ巧側 ) . 

電話 ブー， ィ てト 四 =1 セ 四を WHm 
◎商 お/確 實ナ八 コト、 取扱 
ノ 班を ナグ コトニが チ皆樣 
カラ 御 好評 ヲ得 テ居プ マス 


お 育 巧を 認 
內搭 をを 許 
東京ず 大搭巧 大巧 
を 藥较巧 巧卒榮 
'元 辿邊 

產婆 おみ 綠 


揉 療治 北 島覺丈 


尝 7 W を 養 ih St . 

ブ一 •星ち 夏ョ b 14 ち 
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篇 i 揉 治療 

マッチ！ ジ 、整形、 醫 

巧學的 運動、 腸灌注 
水 お、 電氣 風呂、 ホ 
線 あ電氣 治療 其 他 
紐 育 州を 譲 

フイ ジ方ン ラビ スト 

商が 幸 巧 

■ 日曜 外每 H 午前 九 
時？ 午後 八 時を 
電話 前 お 願 上 候 


據跟並 じ 眼鏡 調節 


齒巧醫 木 下义巿 

ゴロち. ニ 1th St . 

ジ一 Msmi 里 養 7 


ベ グビユ ー 病院ぶ 
紐 育 大學醫 科が 勤 

江 見 ご萌 

診察 時閒 
每 a 午後 四膊 から 
六 時 まご 

夕 巧 水、 金、 と 
時から 八 時を 


誠 I 彭療 

的め 願 上 お 

ゴーモ か大學 
产グト か オア メデ y) 

醫學镇 ± 

ま お 焼 就 






日本語 敎授 I を 桂義次 

IN ち呈 ATI 呈再 H 呈ち 
置 Riverside 呈 さ Hew York 呈 ■ 


るろ‘ 


はも' の 遊び 
ホを 英义 でえ 國 人に 霞 くゎわる 
やう 簡單 明瞭に 說 巧した ものが 
お ホました 。巧を 目み 進呈を し 
ます、' 御覽 下さい。 

ニ 呈£ 置 夏， 1 三 ご 害 Si . 呈 y .. 


成 巧の 穗談； 

ホ 國ま奠 語を 話个事 

8 ぉ 
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"5 S 細 

巧 細 
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は 成 巧の 第！ 義 ずす 
本校には H 本人を 授 
じ 湛れた 辱 任 婦乂お I 
師を 6 懇顷じ 會が疆 I 
信 文 社を 語を 敎 ^ 
主ず。 目曜遇 H み ド 
ぞ前化 時よ^ すが 
時 ミで 閱榜 [ 一一 >1 
K ンと 十ち 牠づ 
ネ H 廣 もじ ホ按か I か 
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S 射的 化 
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窠五 街と so 
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ビ户 ，テン グ巧 

小 池 寫眞舘 

電話 サ！ -クグ 

の 四 0 ホ 
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執務 午 端 九 時ょ. 4 午を 豆 時を 

紐、 脊日 斗人會 

• プロ、 1 ドゥ ゴス I 毛 おお 

電厂 タ - /一 OG と 0 
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紐； I 榻 
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案 |i 
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A 通譯 ◊ 調を ◊巧 渉 
◊ 買 锡 ◊其 化 巧で も 
弼懸贺 じ 御な 摄 をし 
まず，- 

A 私は ン 々ゴ 大學を 
を 業し 巧 ホな じ ホ 五 
年 柳 か ホ國め 事情 じ 
虚 やる もの ご 信じが 


紐 育 商事 妍究所 


文 蠻 ± 
紳擧十 


と 杉 純 雄 


A ホ 圏 じて 發巧 せる 
新舊の 書籍と 雜 誌は 
j 御 注文み 祭 敏速 じ 御 
j 雇け 致します。 
伞ち賴 な 义じ對 して 
は定懼 よち 割 則して 
差 上げ if 。 


化 巧 品 卸 費 

五味 商會 

I 百. 1 ? さぎ！ U - C . ぎ尝— 呈 4 & 
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個人を 赏 


マ 社 巧 ダン 
マ ま 情 ホ 横 
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朗 十时ョ ，お 十 ~ 時 

シヤ y フ • ダ ’j シ 

ング郝 範學按 和を 
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をき ホ國締 -I" 
H 本 入への 
語敎授 じは ネ 
年の 經驗 — 
す' 0 1 ンぶ K 

ンと 十五^ 

每 H 朝 九脖ょ 
らお 化 時を 巧 
時 にても をし 
U 曜日は-時 
-ょ b 四時を 


鑑船 御用 津 
船具を 巧 品 
和洋を 雜 貨販資 
諭 出入 稅關 手續 
諸 荷物 運搬 取扱 


遠 藤 小 リ商會 


診 
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午前 十 時— 一 崎 
午後 四時— 乂骑 
H 曜 午前 十 時—！：！ 午 
急性 慢性 男女 疾患 一 _ 皮 
膚 病、 化 液 捻を 
タザの 經驗 をち し 於 本 
人 じは 特に 親切 じ心療 I 
す 1 

健康談斷 こ心^ 

ドク ト八 

メイ ど少 


g 1 |ホ||^—々《 ♦坦 ♦坦 ♦篇 ♦ g が 
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紐 育生 命 保 險會社 

吉木 をち 

鮮保險 

S. iVIl さ 
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をかノ タニ 御 掛ケノ がいめ ブ 
勘 自分 ノ おぶ ピを 話を 巧 チ 申 
巧々 k 苗キド サィ 


鑑 日本人 T 轉 細を だ 

I ち 57 1st Ave - ミ W M C さ 

化 關事錢 取扱 

PLi USE が宫. 

ぎ 0 こ畏 ， 11 Br 备 をち， 一一 さ 
ジ 一. ぎ去 1 | ぶ - Gai 9 窝 4 - 5:6 
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稅關 事務 

あ 洋を地 巧 じを 化 巧 
の 輸岀人 方を じ顯す 
する 一切の 御 諮 岡 _ し 
I —應 じが 道を 船 貨物 運 
T 师け 邮 一 賃底お 化 あ 稅頼手 儀 
弘 咖 書き 進呈で。 重要 都 
抓 が じ化理 店を 巧し 誠 
M hul 實を速 卸 用命に 應や 

F な險 取扱 
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最近の 株 ま ホ 場は まるし 
< 惡 化して、 擧 をな 化する どこ 
ろを 知らぬ を 巧で、 ま 株の ごと 
きを 融恐 瞄當 がのを 値を 劑 b 达 
み、 諸株德 崩れと なつて、 さな 
がら 恐慌 狀 態を 呈 して 居る ので 
を 巧 巿場關 係ち も 巿舆あ 興 策を 
を 巧して 居る が、 巧 株 理掌者 U 
ら びじ 取引 員 長を 速會 をの 結 巧 
大正 化 年 大露落 常時の 對應策 じ 
かんがみて 銀 巧、 信托貧 社、 ホ 田 
豪 U ぞの認 解を も ごめ、 最高 ニ 
億 山程 度の シンジ ゲート を 組織 
する 計 書を 立て じ、 をの 大体の 
計 空は 

一、 ち 力な 銀 巧、 信巧會 班、 
當豪 にを 渉して ジン デゲ ー ト 
を 組織す る こご 
ニ、 シンデ ゲ！ トは巧 株巿燒 
のま 力が 二十 稱を 選擇買 入れ 

る こど 

一二、 買 入 資金は 窒商 限度 ニ 億 
の ごし 選擇の 上、 株式を 買 入 
れる こと 

四、 金融は H 本 銀れ じ 依頼し 
化 利の 惜 入を する 
ごい ふので、 シンデ ダー ト&メ 

ムバ 1 4 ホ 

東が あ 引 員 中の ちを ご、 
銀 巧、 信巧會 社、 當豪 G ごごす 
ももの らしく、 今を この 粗 織 じ 
つきを 渉を 進を も 段な でぁる、 

ニ 憶 田の 證券 投資 輕討 蕾には ず 
で じ 大銀巧 四 巧、 ち 力 保 險會社 
一二 お參 加の 敲解ぁ b 、 東 株 取引 
員 組合 も一團 どして 二十 軒 お！ 
員 ごな b 如は るか もしれ ないど 
顯係 若は 說明 I て 居る、 この ン 
ンデゲ ートは 巧して 高値の もの 
を 化 入れる のでは な；、 をよ を 
と 朱 前後の 利姻 b で 確 實を圣 な 
巧じ投 貸す る ド も & 、 すで じ巿 
複 の現狀 は、 よつ たく 恐怖ん 氣 
じ蔽 はれて 

理否 を 超越し t 繁 をを 續 

けて をる から、 この 措を 一つ 活 
を 入れる ど、 たも まち 人 氣轉換 
して 實路み ニ 億のまで 買 持- せ 
ずと も、 をの 平み 乃 ま四キ をの 
投 貸で 十 巧 目 ざす 菊 おを ぁげる 
だら うごい ふわが 討畫 まの 觀測 
でぁつ て、 討蠢知 一項 ごして 曰 
银 から 救濟を 求める ごご （じ揭 
げられ てゐ るが、 關孫 者は をの 
ご どき 事 精から、 必ずしも 日銀 
S 鹽 通を 期が ザず、 民間ち 力 筋 
の 握ず 連繫 じよつ て ぉ 場の 恐怖 
を 一掃し うる - こ 確信して ゐ る、 
なは 豫巧通 b. 1 十が の 加入 勸誘 
のた め瞄 巧者 一同め 死の 努力を 
試みる VJ いふか 

大阪 はじめ 他の 巿傷 どは 
いまだ 連絡 じき 模檢 でぁる、 愚 
後 じ 資金の 內鞋は 前記み ご どき 
とみ 利 廻らが 中必 でぁるから 關 
係を はを 利 五 か 見當の 資金を 化 
ひたい ホ 望を 有 ’ てゐる • か、 こ 
の 点は お 中を がの 實 勢から をて 
必中し も 無理 ごな からう ど 見ら 
れ るり 

ぶ 巧の 財界 

巧務乂 巧發 、九日 首 
が 巧 松 官事 格 所 着電 

五月 輸入は 一億 八 千 四な 
万圆 、入超 一二 下 五 巧 巧 川 じて 前 
年 四月 じ 比し 輪 出は 綿織物、 絹 


巧 巧を 年ち おのを 

日本人 靑年會 

» W ' 呈 h S ニ cl.l ； 星 — 1244 


首相 巧 巧 Y 兼 織し 

內閣 改造の 幕 開-^」 

尊 巧が 相には 山 木 條太郎 氏 有力 

巧 次 巧 入閣は 入 黨を條 がに 

まま 特$ 十日 發 = 今朝 十が、 旧 中を 一氏の が務 大臣 親 巧 式 
(兼 描} 巧は せらる、 が 格み ち' 1 巧 お 5 か； 小が 欣 ：一 侯」 块 をし 
居る らぶ官 W 下 U 暫巧 的の ほみ V して ゎ觸 なお 後を 巧 拓巧就 巧 
を 巧ら なめて 巧 命の 笠で ぁるが^ 化が 化-しは 猫 製 社を 山 本條太 
郎氏 がが カ視 さむて 居る、 旧 じ あお 譯 るは 『デバ ー トメ ン 
ト》 ォ.ソ* ォゲ^ — シ ー， •ァムで ャ ース』 で龙 る、 尙 ほが 巧 
巧の 入閣は 入な VJ 阿げ に 貸 現せ. 

なまら。 

穀の薄 ぃぶ稅 を 1 

巧 溝 巧に 臨む じ 際し、 兩税を IL これ 等の 補助^の 現を 勢力 維 
誰 問題を 如何 r 化投 ふか じつい どま 力 艦 建が 賓 どを 合算す 
ては 政 巧を 方が から 注目され て 
おる が、 過 り一ニ±藏 相が 

金解禁 的 前提 條件ど L て 
ならば、 これを 犧牲に 巧す る も 


ど 致 府典黨 ご關保 方面に 意見 


やむ を 得。 いやぅ じ ロを すべら 
し、 政府なら びじ 典 驚」 非常な 
街 劇を あたへ、 閣 覆では 藏 相の 
聲明 どな h 、 まわ 首 巧 もこれ を 
否認して 居る じ拘 はらず、 兩稅 
委譲の 能 巧は、 じ ゎか じを 斷し 
難い 悄势 じあ 4 、 す。 はも 政府 
並び じ 政ぶ 會 どして. は 年 ホの ま 
巧で あら、 かつ 現內閣 のを 看板 
でもる ごころ から > みだら じこ 
れ をが 楽す るが かき 言說 は化モ 
の黨势 にわよ ぼず 影 嚮も大 であ. 
- るから、 ホ诚貪 じ わいても 前證 
曾 同な 必ず 掛 化する とま 巧して 
居る が、 この 問題 U 

前 議會鬟 の 巧き 掛 らも 

あ 0 、 政 域の 巧 狀が今 H のま i 
です^め ばか 當 化か。 問題 ごな 
るで あらぅ、 兩稅 委譲 宵 現の 能 
否に ついては 製艦餐 ごの 縣 巧、 
を 解 載 ごの 關 係、 巧み 巧 一派 ど 
の關 係を ち虑 しなければ ならね' 
す。 はも 巧 溢を じ兩稅 を 讓 まを 
提出す る ごすれば’ をの 實施期 
.は昭 かと 年 巧‘ U 降に。 るが、 同 
年 巧からは 前爺會 にわいて 乂間 
趙 どぃょ つた 雄 お费じ 巨が の财源 
を 要する ので、 財政 計畫上 ホ 常 
*' な闹 難を 生ずる、 即もッ シン ト 
ン會 謀の 

結果に もど づき 昭和 六 年 
巧 よら 時 十と 年度まで じ ホ 力 猫 
の化腊 ごして 一二 方 五平 トン 級の 
軍 お 化隻を 速を し G ければ なら 
G いか、 も速鑑 巧の がを 計 叢は 
八 億 一 す 九 巧々 W どぃょ 6 、 昭巧 
六を 巧 じけ 約 ニ 千 一一が 巧 m 、 八 
か 巧には 約 六で 八な 巧 山、 化 年 
巧 じは 約 化 千 巧 巧阳を 獲し、 昭 
化 十四 ザ 巧までを 巧を 持紛 し、 
十五 年度 W 降漸 がして、 十と 年 
巧 じい じつて 終 も わけで もる、 

一 また 補助 艦 . 3 化が 勢 知を 維が す 
- る わめに を S 化 艦を がを ずる 必 
一を も あるが、 をの 內の巡 巧 慮 四 
おは 

ぶ 年度 から 着手し、 をの 
總述 造费わ K 千 方 叫、 驅逐 艦み 
五十 搜 a 昭か五 年 巧 よら！： 十一 
年 巧まで じ 雄を して この 總が遊 
魯 約 ニな 川を 巧し’ また 巧 水 艦 
化 艦が をのた めじ も. め】 を w 
を 用な しなければ；； •■ら 3 、 よつ 


ホ 

孟 

巧 


を 


れ ば、 建 艦 费總： 額* 一十 ニ 億阳あ 
くこな を、 昭和と 年度には 一億 
ニで お： 円 巧 阳をー 要する 計算 どな 
るし かる じぶ 建鑑 費の 財源 ご 
し j 、 があ畫 上が 留 されて ある 
額 ハ 千 數肖巧 w じ 過ぎず、 を 
の：^ は 今後な 出しなければ ら 
ロ . I ごに なつで 居る から 如柯じ 

善 艦 費 か 節約を 巧 ふごし 
て ^|齒巧上邀输^き建燈計畫を 
立で & ためにぶ 相當 のが 源を 要 
ぶ稅委 護の 賃 巧ち も 易 t ない 
を 解禁 义實 わする かを かは 
であるぶ、 もし 眞 .，： 解禁を 
ど ずれぶ、 をの 結 あを ずべ 
專慣憤 格の： ト 落を 防止す るた 
めみ 憤 整理を 巧は ねばならない 
C て 現 化の 减憤 基を 繰 入で 
な 十六、 並びに 剩余 金ん 繰 
乂节み 一を 磯 張して を 債 整理 
資ム-を增加する等の方法-^講じ 
な 斗い ば。 ら ぬが、 これが ため 
芭 がの 貼 源を 要する ので 兩 
稅を 課のを 化が かなくな*、 最 

み 巧 を 中 也 ミす る 新 黨 
I 部 どの 關係 であるが、 がみ 
氏 I 前 講會じ おいて 南 巧 委譲の 
趣ち じは 賛成で あるが、 時期に 
つ：!； ては 反對 である ど ホ 張した 
熙 り めら、 僅か 一年 後に わい 

て 4: の 時期に 達した ごも あはれ 
の、 M ホ 巧は を 解禁の-曰 も 早 
か むこ どを を 遵んで 居る から 
委迸蘭 題 じついて をが ど 所見を 
一つ じして 居る や 否やの 疑問で 
ホ？ ' 、 前 溝 曾 じ わいて、 貴族院 
が もの 問題を 握 b つぶし じの も 
氏 一派が な對 しじの が相當 
: を 及ぼして をり、 來議會 
じ おいてを の述 過を はかる には 

節黨の 赞 成を 得る 必要が 
あるが、 化を 内閣へ 床み 氏が 入 
閣す k > や 巧 やじす 知の ネ B であ 
b 、 政 お 的じ觀 測す る も 兩税委 
譲の 丽途け あ 難で ある。 

お 株 救濟に 

が 團 組織 

一 鄕 巧の 暴を 對策 

東 if 特電 十日 發 U 鄉誠么 肋 ぉ 
は^^株理事.ぉ脚胁圓臣氏ごェ 
巧 4 樂 部で 會 見し 投貧信 巧を 
社： 挑が、 お 化の お 落を 防ぐ 
たん) 設 なじ 關 して 協帶 した 
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去す。 朝 H 時を 開 巧 
/ ( なサ五 T 目 サブ 
浮 車 巧の 下) 
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自 午前 十一 時 ちを 
至 午前 ニ 時半 爵巧 


貝 

米 
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眞 面目なる 求職 同胞 じ 確 S 
な 磯 菜を 罔旋す 

宮 W 事務所 

が 育 ホ あ 四十 ニ T 目な ホ 一 巧 
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ま-う 5 r ン 化ん ハ 化ん 


ず 含- 燒 

ぉじ 御 料理 
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を 四十 T 吕ニ四 ニ 巧 
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ポク トン ホ 

富 ± 旅館 大浦 ホを 

妄 W ミ 養を S ニ osion ま 3 S 产 
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a が 鄉旅鑛 

桑山淸 五郎 

さ 8 す 瓦 三 th St. さ Had 昔 hia P 产 

ジ 一 . 宅 己 言 二な 1 


紐 育 唯一の 日本 巧貨店 

片桐 兄弟 商會 

スマ ドー •プ 0 ダク ッ一キ 販質元 


日本を 巧 お 
日本 雑货巧 
書 巧 巧 雑を 


巧タ九 時を 巧 菜 
メ 1 グ アド W ス 〔年-巧 一 I 

東京 巧會 


ランク 巧 b まず 


日本食が 品！^ ぶび 雜貨類 卸小賣 
ホ么ま-一^貝搁 桑 山蘭會 
新刊 書籍 雜誌小 間 掏 日用品 各種 


ホ 上 金魚 巧 

ニ芸巧 丢 A を， f ご rk C さ . 
Pho ミた fcle ち 苦 


酱細豁 gssil 諸 f 白米 

日本 米® 魁 食料品 iiSSi 顯 

巧 田 巧 油 巧 ホるな 東が】 手 費 糊 巧. 

H 本 食料 馬商會 


を 地ょりの 懷ら 

不景氣 な 日 木 

巧 京を 鶴 善が 
日本 も 仲々 不景氣 で 萎縮して 
居ます が、 お 京、 横 潰は 建物 道 
路 X 事が かなら 巧 氣を呈 し！-^ 居 
- ます、 道の 稼ない のど 巧 暗い の 
と 女が おどな しいの ご 下 獻のカ 
ラン n 日ン と 云 ふ 音の 八签 
しいの じは 驚きました、 酒 台 女 
ら巧 みあ V まずが、々 しも 诚し 
い氣 じな b ません、 尤も 是 いは 
目下の 事で 今後は 保證の 限- ブに 
あら 中、 日本に 歸 つてら 矢玻ら 
:11本食のカ^> ) 柿言はれ妇巧い 
ホが あらます、 殊じ么 古 崖；； 鷄 
料理 水た きは 巧が ょい、 物 巧は 
ホ 便を 日價じ 換算ず ると を y 樣 
じ 思 はれ ツィ'— 賛 費を いたし 
まず。 

卷壽司 巧當は 前日 中 じ 卸 化 文 
下されば 早速 御 扇 申 b ょゎ' 
午前は 十 時まで 午後は 一二 构ょ 
らお 電話 下さい 

木村慶 

巧 置 十八 T 目 二三 ス 
笔話ミミ！ 六ニ四ロ 



屯 臟を强 く 主 

凡ての 病は 化 
循環に 化 王 



^靈器 

謬は、 バ 1 

跳ち is 願 もは 徽 


踩 して 巧の 鹰 段とは ならぬ 

てる。 桃 隙を 艦く せち 诚 


C の 葛 理にニ 

霸の あを 臟ゎ攀 I く 文 

であり、 嫩 をの バ 。メ！ > I でもる 

に 霞！？。 絲く 参を i い。 P 
がて 磬 、饒 Q 繁に I ミみ 搬 

留は鑛 に ホ 命の® 力. て わる 0 

繫 藤の ォミへ ST は、 馨吗 ibp を f 夢 政 
しくす る |一 1 の 靜 一驚 默で あち 藝が雞 ち 緩！！ 齡 
に 驚す るを 簾 五が 祕を邮 •委して、 臟髓が 露 謹す る 

ことに 依て 兜づ 何が にも 诚 る* 輪が 肿 於る 0 I ロ ふま •てもなく、 姑 

臟は 峨が餘 が In の懿 でを ミち ミ繫」 の麗 する に 
擊て體 蟹； 基が になる 搞は 盛で ぁる。 潑の 減發酷 
解に を ば、 驚-; は Sj せで て齡 露に なをこ 
れ才 きへー すを 飯 学る と、 筆 載 城を 邮 はず、 備 が^ 離 
ず蠢篡 み、‘ 靈が P 、 8 す—。 攀て もが 藝 
も E で 齡梦感 をす ミ 
ミて 簾を 一 も ば、 敬. 蠢 L 叢 I して 聽獻 擊雕露 
AJ なゎ、 bi しき 敷が 赛か靈 を ミ 露なる 籍 & 
賢ら 一輸 さを しまを， てち を ミ 整 一な 静應は 娘； 
を籍 と、 ぁらゆる 醬も 締 して 一辦亮 V ’ 靈 媛に 
雜 しても 聯卷の 祖敝を 猿せ」 を ことち 繫藥藉 
星變 廢§ 十 萬 《 II 襲 & て 露？ U ら る、 穀 pj 
の 盤で—」 オ まへ— ラ i 匿 « 0籍 を 凹 ii 育 冥〕 

は 扔ホ权 がを 直に 法呈ず 々0 

.ホ ホシ へ— ラ 1 發明者 前 島 震 

太 離 氏は 目下 西 巧 二十 四 街 國ホホ 
1 ム： i 滯 在中に が j •切 無料を なて 
木 文の 實臟說 明に 廳ぜら る 
紐 育 代理店 I 

高木 グリン ウオー ルド 商會 

ニユ — 3 — ホ 
西 二十 III 了 目 五十 I ニ 五 階 
電話 グラマ シ—四 四 セ 四 


畏し實 業 家を 召されて 

聖上が界.^御憂慮 

金輪 解禁 や勞 働爭議 にら 御下閒 
九日の 夕べ 關兩 から 御 還 幸 

東京 特を 十日 發 = 天皇 陵 ド じは 昨ブ 置 時、 


しく 關西脚 巡幸ょり 御 還 幸 遊は された： が 
はと U 午前 九 か 二十を、 大阪 行が 所を^ 
逐鑑灘 風 じ 御 ホ 6 遊ばされ たが、 留巧 
み 部を、 竊第 四邮刚 長を の 化 護衛 のん 
富し、 八 H 午後 聖上には 神戶 港を 御發 
H 化 大陳城 じ K 間 巧 勞巧脚 賜 餐の柳 b 
く 刪々 じ 御 ド 岡 ぁ b 、 巧 村德よ 氏は を 奮 
般 財が が 態は 不景氣 の 域を 脫ザや 解禁^ 
不充み^ら』 ご述べ、 菊化恭己氏はが^^ 
ェ 自身は どん；： ^ 爭證 にも 餘 6 輿陳を 持^ 
ら 連動され る』 どを 答した。 


御機嫌い ど麗は 
れ よら 髮き 聖上 じ 
を 樂 、御な おで ぁる 離 
か 相、 岡の が 巧、 加 藤 軍 
は 十一 時 I 二十を 神戶じ 
遊ばされ たが、 去る 六 
畏くも 聖上 じは 前例な 
禁じつ きを 答して 『一 
備に 專 なし 居る も尙は 
女工の 罷業に 關し 『女 
のが 騷擾は 時々 外部 か 


巿の 交通に 消へ ろ わ 金‘ 八 


一億 お 千と 互 巧 弗 


一番 所得の 多い 
總乘 客が 一年に 


地下 鐵 、高が 鐵 、街鐵 、乘を 
自邸 ホは ニユョ ー ク人 十が 每 H 
東西 南 化する ま 要。 を 通 機 關 で 
あるが、 で 九 巧 二十 一年 度 じが 
てこれ等^;を通磯關じニユ9| 
ク 人が ぞ拂 つたわを は 一億 五す 
と巧义 十五 巧 一二 千 弗に 逮し たど 
ボ のを 姐 埼で誠 巧 お あした。 
このを 収入は 一昨年 巧 じ 比較 
すれぶ ニ巧吉 十おガ 巧の ち 孤 
で一截 おは 矢 張； ；•> んど 云つ て 
も 化 下 殺 道で あるが、 ィンタ 
1 ボ けの 裔 架線は. ノ日ン クス 
どクキ ー ンズを 除け ピ柯れ も 
収入 おで 六十と 巧 ニ 巧 化 十一 
弗、 マン' ィッ タン 線は と 十八 
巧 四 n + ■六 弗じ贼 少した を じ 
なし、 ビー • H ム 線は 化 十二 
ガお千 弗 S 收入增 加で をる 


石に 
千 ご一 
が 紫 

ス 3 


のは 矢 張 地下 鐵 
十九 億 四千 余 方 


八 巧 二 一千 化な 二十 五 人で、 流 


ン 、ィツ タンの 十】 億 四 
六 巧と 千 八な あ 十乂人 

位を 占め、 タキ ムス • 
アの乂 千な ニ 巧と 十六 


人が； W も 人の 黒山を 築く 化 お 
で、； か 停 率 麓け 四千 四 巧 化 
十二！^ 九モ 化な 凹 十九 A 
巧簡 の^ 用 者 (クキ リア マス 橋 
を 除く) •.'化 儘 乂千四 巧 十 巧 人 
で 一昨 争 比較し 一を 一 屈を 减 
少して 辛 五 円 巧 人 ごい ふ ものは 
化の 巧 埋機關 を 巧 用して 居る。 


養老院で 戀」 陷ら 

六十の 老人 結婚 

マ クント •プレ ザントの 養を 
おで、 僅か 一二 伽片の わ 馴染で 
ある 六十 九歲の 老人 ど ホ 十 S 
歳のを 婴 が.、 がか じ院 か.^ 祗 
をした 上 正 まに 結婚し、 今度 
は 夫婦で 養を 院の厄 か-しなる 
ベく 戾 つて ホた どい ふ 珍 話が 
ある、 巧は これが 一 こ 巧 目の 結 
婚で 女は 二度目で あるが、. 巧 
は 削 婆を 失つ て 養を おの 人 ご 
なつむ 一 ニグち 目 じを 嬰 ご惰患 
投 なしが 頭 返 6 おいてを 妙 U 
夫 蹄 つたので ある。 


地下 鐵の收 乂增加 S だニガ 巧で 

あるみ このぅ も インタ^ ホロは 
タキ ムス 停毕 煤の 列 単轉壊 事件 
で乘を •かが 少した にも 賊 ならす 
ニ 白 一二 十八 巧 弗を 占めて 乘ぞぉ 
が 化な 一千 四が 十で 人、 一巧 年 
ょ 6 も 凹 千 I 二な 八十 方 人で おを 
じか 當 ずる、 これ じな し 所旌の 
商が 線は 五. む 四十 巧人戚 じて 111 
惊 四で 九な 十 方 人 どなら、 ビー 
で ム 線は 六 お セ 千 九-:: 二十 万人 
で 千 六が 八ト方 人の 巧 加で わる 
さて この 啤 にがけ る 地下 錢ホ 
を 總蚁は 十九 お 四千 ニ わ 四十 
八方 S モ六 なと 人で 一 か 年よ 
な もち 加した こご 五 千 五 巧 十 


巧 女 


佛 優が 


を 意、 心中 

- 人。 後み 相手 
は 妻子の ホる 男 
アノ =1 力では 珍ら しい 男女 俳 
候のを 萬 必中が まる M 曜日 五十 
お 了 目ぶ ニ 一十 胜番の ァバ] トメ 
ントで 巧 はれた 
み U ゴ U ! ドゥで] の 舞臺で 
隨 をぶ おを な マー ボン ツト • 

ロ 1 ^ ンス で、 巧は カリフ オ 
グ ニ' が じ 妻子を 持つ 桃慶こ 
れ まわ 劇渔じ 名が 知られて 盾 

る ホ 如キズ •，ヘン ニゾン で、 

女は^ 十五 歲 、男は 四十 八歲 

巧 働' |一一 盛 b ど あ .〇 
C ! レツ， 夫人は 往年 夫君 ど 死 
別れ 二人の 子 化まで ホる 仲で あ 
るか、 遺産の 處 をに 就て 夫君の 
せがから 截巧所 じ 事件を 持 も 出 
し 『マ— ガレットは 酒を みで 子 
供のを 育を 信賴 する こどは 出 ホ 
ない ニ ど 中立て i 新聞 禪じ なつ 
たを いふ 女 

巧は 辭 へは 必ら中 ピスト 作を 
接 おし、 愚 あは 醉 へば 『俺は 
肖 おする』 と 口癖の やぅ じる 
C て 居た が 

ニ A の 仲は グオー ドビ少 にお 同 
でか おした U ホ か；： >も义 しい も 
ので あつたら の i 如 （、現じ マ 
1 が レ ブトの 居室 じけ、 情夫の 
トランク 駭側 がを 見され た 巧、 
二人が 萬殘 した 謎の 詩の 如き 遇 
普が あ ら、 女は 必臟を 射たいて 
赔 襄じ橫 はら、 男は 巧に 樹 巧し 
て 居 だが、 をの 前じ随 かどが 酒 
した 形跡が 充か である ど。 I 


をタ クシー が 

近く 御用に 

一峭座 かに 二十 仙 
化來巧 初に 十 置 仙、 をれ から 
五 仙が をが 最 がの 一哩 がご 一十 仙 
をれ からを は 一 呼每じ 二十 仙 化 
であつ たタ クシー 化が、 巧く 値 
上げを する であらぅ ご 增 されて 
居る 昨ず、 却て 現が のタ クシ ー 
化を 値下げす るタ クシ ー が 出現 
せんごして 夏る 

これは 最近 新設され V - ホ ヮキ 
ト •ホ ー ，•ク クシー 會社 W 
呼び 白馬 ど 臀を目 巧し にした 
タ クシ ！ で 最初の 出か 十 仙を 
れ から 五 仙 宛 (一 哩ニ をの 一) 
出る もので、 お ホの 乘 車賃で 
ある 最初の 一哪ニ 一十 化、 をの 
後一 哩 おじ 二十 仙の ものが、 
最初の 一哩は 二十 仙、 をの 後 
は 一 哩每に 十五 仙と なる 譯で 
會 が 側では をい 中に 新ら しい 車 一 
輛 ぉ出す が當 をの 間は 中を タク 
シ ーを修 鏡して 閲じ 合は し 顧を 
の ホめ じ應 ずる V 。 

然る じ 醬務畏 を ゥエー レン 巧 
はこのを タ クシ ー の 出現は 營 
業の ま 定を奈 すごい ふ 立場 か 
ら反 おして 居る が、 會か 側で 
は 法廷に 爭 つても 實 巧せ しむ 
る泛 力んで 居 b 、 タク' シ！ を 
戰 が展銷 する 模犧 である。 


ラモント 巧 邸から 

銀器 具 類を 盗む 

掛獨赔 償 聞 題の 解み を 終らて 
歸乂 のをに 就きっ I ある、 H 本 

人 じ わ 頃 染の巧 L か 政 家-* マ 

ス •ラモント たの ボ- — ネ フシ！ 

留ザ をに 一げ 巧 ザ 二人の 盗賊が 
忍 込み 銀器を 顔 約 S 巧 個、 僧 格 
一万 弗の ものを をんで 逃 己した 
が、 當 時邸內 じあった ラモン. 
夫人は 良なら ぬ 物 管 じ 目を 醒ま 
した 瞭 二人の 巧 漢は巧 前に 待っ 
自動 率じ乘 がった 時で あっむが 
夫人は お 化ち だ 邸内に 居殘 って 
ゐる ^ のと 悠 像し 巧の 明ける を 
侍て 醬察じ e の 旨を 屆け おでた 


> る 


思想界の ち 人 

曉烏 敏巧來 

々週 か隨日 •し 講巧倉 
石川縣 化を 旧の 杳を をを 根城 
どして 眞凑中 おの 祖蓮 如上 人 ど 

区緣淺 から？ J 福 ホ 門徒の 
間に 化を 旧の 聖人 ご驅 はれつ、 

ある 曉烏敏 〔 r グダ ラマ •户 ャ〕 

先生は 前週 ± 陥 = 加州 ォ t クラ 
ンド 更お營 み 斑まで R 系 ホ 人の 
ャングマン 久巧瀬 化 巧 氏を 隨へ 
飄然 どして 紐 育 じがた、 宿所は 
國水 旅館。 曉鳥 化を は、 な 年 白 
柯黨 の驗將 ごして ホ 本願 寺の 石 
川舜摹 姉を 彈 劾し K 淸澤 滿之師 
巧 下の 趣 足で 淸澤 帥が 東都 じ浩 
々洞を 熙 いて 别 天地を 開いた 頃 
はを々 木ち 樵師等 i 共に 佛敎界 
の 轿人ど 呼ばれた 入で ホる。 淸 
澤師 沒を淮 々澗を 閉らて 離散し 
じが 曉烏 先を は窮规 なる 敎化じ 
立て籠らず 筆 どを ごを « て 新た 
じ 傅 道の 道を 拓き乎 ゃ吾國 思想 
をの 

ち 人 ど 言 なれて 居る 0 『ァ 
メリ 力は 物質 巧 能の 國で あるが 
如く 考 へて 居る 者ら あらぅ が、 
をが 一 わたら 觀む 所では 精神的 
U おヵ捣 進^ 痕が お然 VJ して 居 
ょす』 ごを ひ 一 月曜 H 巧は 偷敦エ 

ネス プレス 紙の メ 1 ッン 氏、 郵 

船の 石を 氏、 文化 學會の 巧 巧 氏 
巧 合 名の 横 尾 氏、 郡 是の巧 ハ 合 氏 
等 ど U 本俱樂 部で げ談 し、 昨日 
はお 內觀 ホ、 今タ ボストン じ趙 
き 巡末输 がの 篱 にて 巧 遇 火曜日 
午後 六时半 ょら 化 木、 巧 山、 巧 
み、 巧の 四巧發 かの 歡迎 晚餐會 
が 日本化 樂 部じ閣 かるべく、 午 
後 八 時 ザよ 6 先 ホの 謀 話が ある 
由 0 


前 知 華 スミス 氏が 

自叙 傅の 著述に 

め 巧から 引退した 前 ニユ！ ョ 
—ク州 知事 じして ほホ黨 大統領 
睽 補で あつむ ァ ホ •ブ ミス 君は 

今回 週刊 雜銀 ±臘 夕刊 ポストと 
契約し と 巧ト旬 頃から と 八 回 じ 
直り 『今日まで』 ご 題す る 自叙 
傳を發 表する こどに な も、 直ち 
じこれ を 一册じ 纏めて 十 巧墳じ 
は 出版ず る こごに なつむ、 兩社 
の 契約は 的 十 巧 弗 ど 見られ】 語 
一 弗の 割を であるか、 精力 家 だ 
け じ 一日 屯 八 千 語の 口述は ホ氣 
でめる どて 職業 著述家の 舌を 捲 
かして 居る 怕 だ。 


本 壁 打で おろて 

秘かに 養生の 旅 

ヤン キ！ ズの本 壁 巧： 主べ ブ • 
< スは去 も 招魂を 當日 首都 フシ 
ン トンの 雨 頭 試を じ 化を して 風 
邪を おき 秋が 中で あ V たが、 世 
間の】 部 じは べブは 感冒が 巧 巧 
で腑 炎から み臟を 化されて 居る 
ごい ふ 風評が たも 一時を 新聞紙 
を騷 がし わが、 をのを のを 態は 
か 方に おき 梁に 前 巡 日曜 H は 試 
をを 見物 t た 巧で あるが、 絕お 
靜 養を 必を どす るので I 昨日 ホ 
人闹 伴、 がかに 田を へ 養生の 旅 
じ 上つ たが、 巧る 二十 一 H から 
擧 巧す る绡ア スン ブブ クスのと 
回戰 じは 岀場 卞る當 である、 が 
ほ 健康の 願 係を あるので 今後は 
兩頭 試を や エキス ヒビン ヨン じ 
はお 複 しないだ ろうご。 

卓上 巧 話 


死ん たり 生きたり 

◊熊 本縣 で 益が 郡 杉 合が ぞ释 
迦堂 西が 萬藏 (六十！) は 數日前 
巧 亡し 葬儀まで ず ませた が翌 H 
當の萬 儀は ホ 氣で近 巧を ぶらつ 
いて ゐ ぶので、 附 巧の ものは 幽 
靈 ではない かご 大騷 ぎを して 居 
たが 

◊實は 家族の ものが 共謀して 
をれ 變ィ J 迷信に ょら 大ホ 旧じゐ 
る 巧 弟^ はじめを 地の 親戚 じぁ 
て、 0^ ん だすぐ ホい、 の 電報 
を あし 白裝 束で 寢てゐ る 萬藏を 
佛前 じを 歴 して 

◊棘 式 ご 佛式 どじ ょら わ經ま 
でぁけ て燒 香を すまして 酒宴を 
張ら、 翌 H からを 藏 はお ホの 名 
前で ホれ 變 つて & たもの ごが 明 
した 

◊萬藏 ホは 家族と をで 相當の 
資產が ぁ b 、 裕福 じ 裳して 忍る 
だ お 藏が恰 巧 還暦 じぁた るので 
まれ 變 つて 長 かする ためを 葬儀 
を 巧つ たもので みる 0 
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i 衍 〇化 B 巧 も， 1 り〇 , 

Formerly 

蘭が uhachi & Co- 
17 East 17 化 化ん Y. 
TbI. Aigonquin の 6 もが 


(XS ぶ丄 ine 

大 贩廊 船會社 

巧が - 8 WH! 巧 H 化 L SUILSIfiG 
i7BmERYRi な 化胖 raiKcmf 
巧 0 化邮 WLI 帖 8REE!^S3 が お 


化の T 巧 ding COi 

151-5th Avemie^ 

(Cor. 別 がな.） 

Tel. AigQ 叫 uin 3648 - が 


MORIM 邮 A 郎 OSJnc. 

巧ぶ - 57 W. 23rd St., 

New York City 
Tel. Gr 帥げ 叫 お 如 


niE F 则肺 TO 

な 則 RITIES 郎 ING. 

巧 0 Broadw 化ん Y •むか 
Te し Rector 24 けぶ お 


THE BANK OF 則 0 SEN 

R 日日 m 1027 巧 目 Broadw 化ん Y. 
Ph 帥 も Coriiandf おお 


The Sum け omo Baiik , 咖 

化 W y 〇 BK AG 巧な 

お扣り が 4 

1 がむ oadw 巧 
Tei. むが 巧 41 巧 4 り 9 


The Yokohama 
がが e Banl(, L 化 

加邮が Equi おお e B!dg. 
120 Broadwa も ん Y. 
Phone Rec お r 巧 如 


The が nk G け aiwan, Ltd. 

Room 515 

Bennenson I 刖 esting む iiding 
1 お Broadwa も ft. Y. 

Tei. Cortian が 巧が 33 - が 


N. Y. K. LINE 

社 會船郵 本 目 

San Fran が SCO 0 だた だ Los Angel が Office: Se が tie O だ 化 が 

5 な Market な， 605 Sou 比 Grand Ave 1404 Fourth Avenue 

N 巨 W YORK OFFICE: 

B-1U 己 ridge St. TE し. BO W U N G G R 巨 巨 N 2262 

Ghicagro 〇 だ 化が 100 W. Monroe St. 


NA 化 L & SHIMM 扎 

Dolls, To が and 
Seasonable Novelties 
31 East 17 化 Sheet’ 
(UNWN お UAFiE) 

Te し A! が 叫 uin 1B77 


Nippon 

Dry Goods Co. 

148-150 Madison Ave., 
New York City 
TeUshlancm41 •が 


禽巧 
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踞凹 十六 白 お干 一を 


雜 鑛 窝 穿ぶ 【日 罹 水】 


日 二十 巧 六 年 四和昭 


四 


/い 


巧 欄 スペ シャル 

引續き 到着 

修養を 集と 

經典 名著 威 話 集 
講談を 集 セ 

太閣 一巧 記 外六纔 
世界 大衆 文學 全集 
現代 大衆 文 學を集 

が 桐 巧 弟簡會 


最新 流 巧 柄 

浴衣 地 一反 こ 弗 t 

お 衣 一枚 一二 弗ょ b 

いろ-.^ 取 揃へ て 

御座います 
クリ] つ^—. ト 
モス リン ニ 弗 六十 仙 よら 
人造 絹 一二 弗 九十 八 仙 よら 


桑 山商會 

ニ 4 EAST 置 ！ h MT : N . Y . 0. ' 
さ 0 豆-す 巧 王 S だ- 是 57 


吉 呂 皇 君， だ W . 芸す F 运 


シアー トル 出 化 (午前 十 時) 
をふら^^化 六な 化 五日 
あら ば 主 凡 と 月 十六 日 

ばり ブみ \ ( 化 港 ほ 化，) -¥>巧 ニ 日 
ザ 一等 横を 一九 互 巧 i 

恒 LI / はリ すみ ろんごん かじ 一 五 五 巧 
こ 事 0 本 巧！， 五 五 粥 客室 大な遼 を 巧 室 
►御を 望に 巧り I 等 割 則せ 沒切 巧を 巧を 巧を 

ロス ア、 I ゼ ルス 出帆 (午 整 ニ 時) 
は わ 化 と 巧 十六 日 
らぷら で 化 八月 十 西 H 

►一等 横漬 ニー ニ IG 巧 化は わい みを じらみ-を 巧 
►待 別 一二 等 日本 巧す 十九 巧 マ一ニ 等 日本 巧 五十 五 巧 
▼ホ 落 羅な朽 涼を 巧寢臺 を 諮 入御 幹旋 化り 侯 
▼組 育 線 パナマ I 駐由 日本 支那 巧 貨物 賠月一 旧 


n 本 陶媪黑 I ' 鞭貨 類卸賣 

ホ 元' プ タザ ー ス 


靑年 y 求 か 

夏季 化學中 地方 におで i 學養 
を 作らむ どす る靑 年の 爲 めじ 
適當の 仕事を 提供す。 委細は 
紐 育 新報 社 水み 氏 ど 面談の 上 

林霸會 

westsewpark,westvievv,PJ. 

ごー室ア ハ* トメ ソト 

ー薩庭 家具 j 切、 雲 じて 

讓 たし、 照會は 午後 四時ょ も 八 

韋 .妄 ごま E . 1 夏 thSt . 呈 
TeL Under 宝ニ芸 24 

綺麗なる四室反湯殿 

5^!^^^電燈、スチ—ム4 — 
ト 、ホット ウオ！ ター化 六 巧よ 
b 四十 五 弗ジす Gi G ミす m Brsk . 
lyn す 唐 e . ニニ 空 rl st . JS 童！！ 



▲鄕 をを を 及び 並 送を (無手 數 W )、 か 固 
ちを 賣 買、 荷ち 韓 取組 化 立、 信用が を 
巧 等- 般銀巧 業 烙御巧 巧 じ 可 仕 候 

龍 航臺灣 銀行 — 

まが 巧 劇 等横演 、大歐 、神ち 主ち 巧 
ロ、 福 州、 厦門、 灿 が、 を お、 が柬 、巧 

嘉坡 、，ラ バヤ、 タマ ラン、 バタ ピヤ、 を 買 

タか ヵッタ 、偷敦 、其 外 辜潑十 顶ヶ 所. 

一、 資本を 壹億圃 (を 額 拂込濟 ) 

一、 積な 金营憬 五な 五十 ぉ圓 

巧 地 本 ま 店 U 横濱 (本 巧) を 京-た 巧 
神 戶控始 下 關を古 お 

橫濱 正金 銀な— 吏 巧 

ホ 國をま 化 h を港羅 がみ ホ - j 布哇 
あ 化 曲 おを 國 重を 都 巿ニ支 巧 致-子 レ 
ス有么 候 


本 巧 大ぉ化 淸あ了 目 ； . 

紐 育 支店 がち ブ。 1 ドクで ー が 四十 化を 

IS 住ぶ 銀扛 

日本^を 京 摇濱名 右 崖を 都 神 戶脚山 
^ お ノ道廣 島吳柳 井下 ノ熙 一； 
地ま庙 {巧 司、 小 倉’ 巧 松， 愧 をみ 留ホ 栽ぶ 等 
本閱 巧を、 鄕里 送を 等は 巧め 
て 御 便 巧 迅速 じ 御 取扱 可 申 候 


本な 朝鮮 京 城 

支店 出張所は 日本 内地の 柩柴都 ボ、； 朝が 
滿洲 、支挪 のを 地 及び 術 規斯儀 

朝 鱗 銀な 紐 育 お 張 所 

化 圃爲替 一般 おわ 業務 精々 御 便利 じ 取扱 可 
申 上 候 

藤本 證券 會な 

一般 有偕莊 をノ賣 買、 引を、 募 お 

▲金颤 、あ ニ么ュ 關スグ 一切 ノ業巧 

I 城 藤本 ビル ブロ 1 ホ ー 銀ぶ 
紐 育 お 張が 


觸堀 器、 雜 貨卸資 

無が ブ タザ ー ス 


H 本陶お 器雜貨 

ラ厶 プ卸賣 

奈良 貿易商 會 


® 霜が、 を 港 出帆 ( ボノグ V 烧 由) 


羅府發 

\ (午后 二が 出か〕 

大 一巧 化 六月 甘 九日 
天 _ 一が 义と巧 十二 目 
ア 見と 巧せ ホ 日 
春 巧 凡 八月 义 B 


を港發 

(正午 化执〕 

と 丹 一二 日 U 
と 巧 十と 日 I 
と 巧 化】 日^ 
乂巧 十四日 B 


#シ<^トル出帆 (午前十時ぉ帆) 巧 
像 义 六巧サ 九日 郎 
岡 見 と月廿 六日 TO 
潰 化 八 巧 九日 N 
一一 ツ 島— 化 九ち 四日^ 

@淪 巧を Ip 本 巧 化 帆 J 
化 \ お 4,- ザち 廿 ah で 
樣 \ 名 4? .で 月 十一 二日 ^ 
邮百か ，.|=巧サ六日 細 
~ ▲紐 育 出 化 \ 田を あ經由 日本 巧 貨物がー 巧 二回 A 
▲蹄 絡 取 巧 \ 巧 化は 歐洲 巧、 南 来 巧 化に 臣奈あ 
招 由た モ I 岸 巧を 激船 をな S 培 約 左り 巧が 切 
巧 等 萬 事が 便を に 取 計 ひ 申 上 支寸； 

A 来國鐵 道^、 瘍を發 等 も 御が 宜 にお 計 ひ 申 
上まず 


謹 吿 

かを 事 今 闽轉ホ 視察の 途が當 
ホ じな 寄ら 巧一ヶ 月間 左記へ 
淸在候 じ 付 ネキシ へ） ラ ー の 
: 就 明 宫潑じ 錦して は】 掛 無料 
L ! て 御 需に廳 じ 可 申 候 化 
ォネ ぶへ！ ラ ー 發明寒 

一前 島 震太郎 

C0 Kokumai Hom タ泛 W . ニ 4 th Si , 百な 


化 診謹吿 

な 儀 病 氣の爲 め 目下 入院 治療 
I じが 約 一遇 聞 休診 可 仕 候 
昭和 四 年 ホ 丹 十日 

齒稱醫 ± 崖を 

養 W . 7ぎ St . 呈 


盤理 人？ 巧 パ U 鈔 

び^ 理法を 谱 撰す、 新式 設備 

2 画 夏 

9 West 皇ー St Gor- Br 夏 ti 重 ご 三 . 
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W 3 な s p h p 

げ t’ e p 化む 

關 ,1 脚-の 
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n 
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o 


ヴ ナメ丄 1 力 ー の特を 


H 本ん の お 買顿- 
巧で 內致升 
訪問！ て 御 便宜 
對 しては 恃じ注 
立 寄 h 願 ひ 升、 
他を 班 化の わ 荷 


では 時 別 あ 員を 置き 無 
を話义 はお 手紙 か窠御 
を 計ら 初 かての わ ホに 
息 致しまず から 是非 お 
お內 配達が 勿論 日本 其 
W 發 送は 當 ホで をし 升 


ジョン 立\ ナメ 
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N 

An 


厂 


副 若 

SI1I 

抓 |^十+ ■最 

i 品 短 

丽豬 I 


晚 香坡鱼 1 一週 一 回 ぉ 帆 

▲: プレス 佛蘭西 0 ニろ 00 顺) 

一 と 巧 四 m 

▲ぶ ム ブレス 露西强 {一二ろ 呂嚷 J 

と巧廿 五日 

▲ で ム プレスな 西亞 0 ニる 00 嗯 ) 

.八月 八日 

▲ユ ムプン j ス挪蘭 西 三 一 •0 君 嚼】 

I 八月： K 化 日 
一等、 一季、 ミ 等 及び 下等 客 設備 
最大、 善 貧、 最快 まの 東が がけ 船 


日 龙 及び 濁 ^ 
類签 ち攘向 S 


夏場 グ r ム 向き 


製 玩具、 雜貨 及び 陶器 
お 全部 取 揃へ 陳列して 


居 4 すから 御 I ホが の 節は 是非 御 立 寄 
らお 一 費を願|^^す 

よ 1 テル 一 エンド シ厶 メル 






.ぶ 
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^ 2 V - 3 

麻； 側 
K -S 巧 G 
旧 h W g 


資本を 
拂这濟 資本を 
積 ホを 


壹億圃 
ホ 千お圆 
六 千 四な 巧圃 


を 社 ニー 井 銀な か 巧ち 巧 

木 巧 ま お 巧 H 本 橋 お 木 革 巧 町 五 巧 化-巧 
ま 巧 小 お H 本 橋ん の 巧 (来き 機演 
名 ホ 尾を が 大巧 巧 C 大 防〕 神戶 
廣な 下鹏巧 巧 おお お 岡を 晚 
上 お 倫教孟 巧洒水 


5 

*TI 
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6 
T — 


: 叫か 
cS ^ 诚 
咖削柳 

わ N 9 

が も. S - 
UJ 3 C 

4h R 

一熙 

<1 柳 


輸出入 爲替 、電信 送を‘ 施を を 旅 巧 信用が 
商業 倍 用 狀其他 r 般银巧 業； 

ん 菱 銀行が f ま お 

郷里 送金" H 本を 地 無 手数料-こ 巧 速 取扱 
本 巧 頭を (.龙 期 通知 ノ ニが) 御！^ 巧 お 扱 
本ぞ庙 東を (本 巧〕 大 阪神 戸一 巧 郁 
所 化 地名 古な 小 お 上が 愉欽 


日本 郵船 會社 (並 ニを 鐵道會 社 一 

代理店が 桐 兄弟 蘭會 

乗車、 乘船 切符 並 じ 小荷物 運！^ 御 巧 利 じ 取扱 申— 一まず 


夏 瘍向品 特^ 賣化 

夏瘍 、ふ賣 向、 ダ！ ム I 间新荷 到着 
.精々 勉强 御用 命に 應 しま 寸 
日本 陶媪黑 雑貨 卸^ 蜜 買 

難 茂木揽 ホ 組 

105 E. 16 ぷ S 产 N. Y. 
HeL Stuyves なま 8 W 资 - タ 7 


夏 



n 新 荷 到着： 


精々 勉强巧 致 候 間 御 引ぶ 願 上 候 
陶破 黑雜貨 卸賣. 

春 巧巧會 

Ml 1 F 是 h A.ve , Z 巧 W Y^rk Qty 

Corn 巧を だ ミ mt. Tel. Algo 百ち 吾 爸 0 ん送一 

复堪向 N 新 荷 暑 = 

雜貨 、陶礎 器、 ランプ 及を 等 精々 
勉强可 让候間 御 註文 被 下 巧 願 上 候 

^ 太洋 貿易 株式^社 

Hei 召 hone とち nqui 日 382315 

101 『if を ><enue Mow Y ミ！ {其 y 

ohicago Branch 沒7 W. IMadison St ., ohi で go , ゴ 一. 
zo 弓 E 己 gland Rep.-N. Masuda 00 • 、菱 巧 6な 弓 d St., 巧节 ton IVIass’ 




紐 育 日本人 會共濟 部て 

問題と なつた 墓地の 買收 


I 級脊 ロ 本人 會お濟 部を 貨 
I 會 本年 巧 第一 回の 食を はな 報の 
I 如 （去る 十 H 化生 稻 料を にがて 
I 開かれ じ。 出席 あは 鴨 井を 員 お 
j 始め 端 越、 出 術、 淸 水、 恩 田、 
化 本、 田 中、 山 旧を 委 貸を 孫 f 
普 お 長ぶ び 香西嘗 記の 諸氏^. 晚 
餐後 委員を ょら 共濟 部の 横 能に 
縣 してな 見を 陳べ 墓地に がての 
.貨 な 等を 報吿し 夫ょ b 化 お 事 巧 
じ 入ら 化づ 本年度 深算 一千 巧を 
目標 どして 事業； Ss 塞の ホ 巧を ホ 
をした しごて 柿々 協 護の 結果 共 
濟補助額^^ 1 人じ付よ十置弗な 
內 ごず るか、 墓地 使用料を 一二 十 
弗 どし が 存裳ニ 弗 五十 仙 W か 墓 
標巧 一二 巧を 徴收 ずる i ごし 納骨 
堂開盖 巧は 從 前み 如 <」 回ト弗 
据抵 ごする じみし 

病 者 慰問 じ 離ず るか 病院 
刑務所 ホじ脊 お院收 をを 慰 間の 
が、 火葬 巧 値上の 伸 等を 巧みし 
を墓帖 に巧摄 樹立の 爲め約 六十 
巧內 外を 支出ず る 件を も 可 巧し 


尚を 地が 則の 一部 修正を 理事 會 
じ提 迸す る 件、 窠參 案內を 作成 
L 圖解說 明を 加へ たる ものを 會 
貝に 頒附 i る 件、 を 病院 入院 患 
をの フ 7 ィ^を 作る 件、 力 ー ド 
シ ブム (事務所 提案】 硏 兜の 件 
等： J 腳し愼 重 熟議 孰れ も决 巧し 
あじ-じ： 黨腐專 なを 希醫 する 同 
胞 ej 爲 めじ 隣 墓地 購入の 巧に ㈱ 
し 速 員 長 ょら 詳細の 報吿ぁ b か 
源の 硏究 、塔 所 及び 時機の 適否 
じぶ きを 息是 をを 換し たるが 兎 
じ 巧み 回 理事 會に 諮るべし ご 云 
ふに^し、 恩 田 委員ょ b 罹病を 
の ¢*3 じ陷 るを 豫防 する 一法と 
し Vj 巧ん 醫 帥の 施療を 乞 ふ 聯絡 
を！^ るべ しご 提議し 香 西 書記の 
說 がわ、、 お 本を 員よ 6 墓參 者に 
窗丰 るが おを 謀る 件に 就き 提遙 
あ^ 午を 十一 時散會 したが、 自 
會 2 事棠中 重要なる 部を を 占わ 


71 シティ 供樂满 じを つた。 日 
本人 側 ょらは 巧 阻ま 事、 化 木、 
旧 島兩を 員乂人 側ょりは グリ— 
ン 氏、 イー ダンを 古 倫 比 亞のウ 

キ プア ム ソン • 4^ ツプの ニ 巧 日 


本協會 々頭 チゾン' 
業 後援 脚 ホ 組織の 
し 近く グリ I ン氏 
提出す る J どなつ 


サウ ザン コトン 

お 張 所ぶ 更迭 

まげ 确化 煤ま會 の をみ ごも 


氏 出席 义化事 
i 件 じ 曲し 熟議 
よら 具体案を 
た 由。 


稱ず べき サウ ザン 

張 所長 山 內秀夫 氏 

ダラス お 張 巧 長に _ 
して 犧 おが 雄 氏 同 
る 箸で をる ど。 


トンが 育 出 
は 今夏 八月 頃 
轉 任し 後 巧 ご 
地 よら 巧 巧す 


蘇 賢 吾 氏ぶ 紐 期 

じ 里 じがけ る 濁 i 処 賠償 會議じ 
日本化 表ピ して 參 みせる 前が あ 
官森賢 吾 巧は アク卡 タニア 號に 

て 巧る 十四日 着 紐し ばらく 滞在 
の 箸。 


1 ii 輸腳本 


は 特筆み 價 値が ある ど 評せられ 
てなる 0 


大洋 丸より 

目下 歸朝 中の 凰隱 汽船が 育 お 
張 所長 河が 常 八 氏 よら 最あ巧 
がの 知己 じ 宛てち 平 洋上の 咸 
想を あせて ホた。 即ちな を 文 
左の 如し。 

ユユー ォ八ン アンス ホよ 5 歸統 
巧々 長途の 旅に 出で シヵゴ、 シ 
ス n 等む 化々 で 事裝關 係の人々 
ご會 なしを 付： 暇 もなか b し 身 
は 今や 大巧 义の 船客 どな b 久々 
じので けき あ ひ 出の 身と なつた 
顧みれば 約 十 年 倫 敦が育 じ轉々 
朝夕 お 話 電信に 追 はれ、 しんみ 
ら どせ し 思 ひどて なな かつた が 
今は みの 健康、 必 のず 和を 感謝 
しつ、 太 ホの 新が るを 氣 ご雄 
大 。るが がの 关 ごを 必 巧く 極 じ 
ホい 得る ごは 阿た る渝 かで ホら 
ぅか。 

逝去 十 年間 自省の 暇な わらし 身 
は 今 甲板 上の 椅子-し 滤 b ホ靜； ：* 
るが 上を 見渡しつ、、 

大船の 椅子 じら たれて 义 々じ 
遇は ざ b し 巧 じ 巧は 遇 ひ 鳥 
ご ロ やさ レ 餘裕を 得た。' 

杖 隸界滞 息 

旣報 巧る 十六り よ b 辭か る、 
n 本が 球協會 選手 爭觀數 參加申 
一 込 巧は 巧曜 ロまで じと 十 お 人 じ 
達した が、 化 山が 服が 會 ま、 を 
井 巧 服 店 まよ b 優勝 ザ」 ニヵボ 
_ー ヵア 一組が の窗贈 ぁら 又 靑柳巧 
; 會よ b は 銀 あを 化 本 運動具 店 ま 
i よ 6 ゴ^フ 球數 巧を を 贈す る 由 
靑葉爵 第一 ラゥンド はまる 化 
一 H ペラム ベィ じ 於て 擧む 一二 十一 一一 
人 寒 加し にが 常 日の 成績は 松 巧 
~ を 萬】 どし 八 S グ 。ス 、パンダ 
一八に てと 五を 出し、 策 ニけ 飛 旧 
i 化と 八ンデ 一九 ネットと 八、 第 
一二は 苦 お 一 0 九 パンゲ 一二 0 即も 
: ネットと 化 山村 九 八 パンダ 一九 
V ホットと 九、 山水 乂乂 パン デ 一 
- A ネット 八 0 の 順位 f ぁつじ。 

I が ほ タ牟が 楽を の キヤ プブン ど 
一して が 巧 民衆化に 盛 力せ るが 川 
祥ホ 氏の 爲め にお 月 中 表彰を を 
開く£じ內化し棋所はま巧ぉご 


し 威 謝 おを 品 贈呈 まを 巧 ふ 堂で 

ある NJ ご 


首 藤 巧嚴君 逝去 

新 件 常務 書記 宫首藤 ま 人た 嚴 
若 誠 巧け 豫て茵 癌の あめ 療養中 


H 糸 ミ 巧の 發 企の 卞に 不日 歐洲 
經由歸 朝すべき 原 商務 書記官 送 
別 午餐 會を 本日 銀 一 ザ 俱樂部 じが 
て 開く 當。 

美 謠會春 f 納會 

美謠會 春季 納會を 昨が H 本 お 
樂部じ 開いた が、 お 番組は 左の 


k 、 か P 組 

賴豪 


横變 正金ち 巧 長 更迭 

後任は 漢堡 支店長 園 曲 P ニ 離 氏 

横演比 金銀 巧が 育 支店を 枯木 秀茂 氏は 豫て歸 朝 P 增 ぁろし が 
十 I 日 平 前 本店ょ ゎ轉 ほの 電 かじ 接し 不遠 夫人 及^ ニを 息 ご 共 
じ 巧立ク をの 紐 育を 活ニ义 ニ 0 牟 十月 赴 巧) を 切-てげ 歸朝 する 
i どぶ ツ た。 间氏歸 朝の 上は 暫 らく 頭な 席 詰 どなな 追つ て榮進 
の 運ぶ ごなる ベ （、尙 ほ 後任 じは 往年 當化 じな 勸 をる 現 漢壓支 
店長 園 面 S が 氏が 化 命 さいた 由。 


の あ 首 满ぉ務 書記 宫 東京 出發後 
重態 じを b 腦 溢血を 惹起 甘る 旨 
近 m がむ つじが、 病 俄かに 革 ま 
らまる I 凡り ま 京 自邸 じがて 遊 ま 
せる 旨 飛電に 接し じ。 嚴ち說 氏 
はな 年 P 本 銀 わ 理事と して 銀 巧 
巧に 活動した 知名の ± でぁるが 
首 藤 平 巧 巧の 長子で 嘉永五 年 ニ 
月廿 八日を なて 江戶じ 生まれ 牛 
込 じ 住 レで ゐ た。 

文化 學會 々合 

H 米た 化學會 事業 進展に 關す 
る H 乂巧 志の 食を が 最近 ュ 'ニ ゲ 


如/- 

一、 


であつ た。 

俊 寬ンブ 
康瀬 
水關 

通 小町 シテ 

瀬 尾 

i ニ 井寺 シテ 

タ废 

フ 


キツ レ、 

巖木 ドク^ル 退院 

過 H 來流わ 感冒 じて 入院 治療 
中な > し ドク ト 本谨 一氏は 
昨日^ ザ ラン 病院 pb 退院の 上 


柴 旧、 ツレ 

中が、 が經 
ワキ、 山 田 
巧 野、 ッン 
ワネ、 地 ま 

松 田、 子方 
ワキ、 ボ川 
武井 


華が ゴち 情調！！ 

i 讀んみ 知 
劍佩 I 、 身 じて クラブを 振 かざ 
し 

白を 狎 ぐけ ふ 化つ で ひ 
【評】 おか 聖代の 太平 じ 姐れ や 
治！'; 居て 乱を なれざる は 流 
石 だ r 化は 稷 木ん は武 ±— 雲 
右 巧 巧の 浪花節 も徐ろ r ' 想 
ひ 台され る。 巧し 錫 砲の 玉 

も-一八 ブの球 もスッ レ— ト 
じ 化かね ぶ ラフ じ 入ら 敗 巳 
をな <。 可愼 お。 

プゥ I マ グ 一つ 球は ど 見れば 

空なら で 

元み 御座 じナニ 知らぬ顔 
【.が】 お然評 巧の 豫言適 中、 砲 
を ツ貨戰 ならば 旣じ遲 しご 
云 ふべき 巧、 好漢 海 刷 一 あ 
せよ。 


さては これ 劍の 道の 衰へわ 
化 S ゆるみ か 矿た氣 のせい 

【評】 下手の ゴ^ I フ豈敢 て劍道 
の衰 化を 語 ふじをら む や。 
蓋し 化の ゆち I みど氣 のせい 
ど 知る V し 01 

カラ あ b も 神 諭し ご ほ i え 
めで I 
巧 重 れ げ^しか b けら 
〔託】 詠 者は 程鐵 砲を 射る 
檢 じは 參ら j ^。 さも 程 じ 今 
は 球 も サボー ラン ごする かご 
すれば 踪 跡を 失 U せむ と 
す」 ご 激痴 A 。 評を 賛 して 
曰く 「唐 おす も アメリカ 振 
らも ある もの か、 南無 阿彌 
陀佛 クラブ j へし 巧れ」 球に 
罪。 し 小心 玉を 叩いて 罪 あ 


が 後 お 養の むめ 約 ニ週閱 轉地靜 
- 脅の 皆 じて 本 月サ四 H ょ b 彰叛 
が從 事す る も。 

な 人 か— 人 

I お義 I 氏 住ぶ お 巧 お 育 支店 
まる 十日 よら 夏季 中二 ウ 


シ H 八* 


ンェ八 


.ク- 


マノ アブレ！ ス 二番に ト 居。 

•巧 島繁ニ 氏轉寓 I ニ 井 物を 支 

グリ 4- ン ぶ ー 力 1 ス街 九) 蕾に 
轉寓、ー電話 ス 力 ー i こ 丄化 

•肋 務^ 呂 事務所 電話 變を當 地 
財務 宫 如！ •務所 電話は 今回 レ クタ 
1 1 五一 一 五 じ變史 された。 
♦風間^^一郞氏 一二 菱 商事が 式 
會社支^^||長、 夏季中 ニ ク 。 ッ シ 

ェ八巿 ふッ シエ： パァク •プ八 

ゲヮ ー. ドニ 十 五番に 轉寓 、電話 

ニウ 。ブ 了エグ ニと 八 1 0 

♦ホ 桐智隅 氏歸朝 中の 片桐商 
會 ま、 み k 裴氏 同伴 S 島 化 便に 
て シヤ卡 A 經由 去る 八日 ホ お。 
•や 旧 屏ニ氏 海軍 機關ホ 佐、 
當地海 華 監督官 事務所 巧 勤を 命 
せられ ニ-島 化 便じて 沙港經 もま 
る 八 H 寡が。 

♦齋 藤ぶ 根 氏當地 海軍 監督 宫 
事務所 左 勤を 磯み を、 セ 巧が 旬 
桑 港 出 虹の 便船 じて 歸 朝。 

♦屋 葺憐ー P 巧 前 藤本 証券 紐 育 
ぉ 張 所長 夫人 周 伴 一雨 日 前 出 
發西 巧歸苟 。日本 宛の 通信は 大 
阪ホ？^^濱寺を國十を巧一ニ郞巧方 
でゐる 由。 

參 溪本纔 一氏 歸朝 中の 森が 巧 
弟 巧會 員-商船 アブ ゾナ化 じて 
沙港經 由 去る 111 H 歸 が。 

•中 山武 氏歸朝 中の 森が 紐 
な締 役、 心 ザ巧サ H 廣濱出 机の 天 
巧 化 便じ 歸 ホの 豫定。 

•矢 吹義 *4 氏 日本 郵船 紐 育 支 
巧 副 長、 ま 八を 嬉の歸 朝見 送を 
兼ね 太平が 梅 岸 化 ホを 視察し 前 
週々 ホ歸 巧が 

佐 股 忠ぶ氏 前 高 島 屋飯田 株 
式會社 紐ぶ： 支店 ま 任、 昨 夏淪敦 
じ轉巧 今ま歸 朝の 上 東京々 禄區 
西 排崖咕 一番 地 本店に 在勤の ホ 

巧賣 一^ 巧 【化 こ 
オキシ へ 一； ラ— 發明家 

前 島 一翁が 實驗 

東京 ォキ マへ ラ ー 獎勵會 ホ 前 
島 震太郞 巧せ 驟ホ 漫遊の 目的で 
昨年 十ち 故 硬を 出潑 0 ホ 巧 畦、 

キ シコ' 一麗 及び 化が 西海岸、 
山中 部を^ て 今回 巧が 目下 國米 

ボーム じ^ 中で ゐ るが、 オキ： 
シ ヘラ I じ 期す る實驗 は】 初 無 
料を なて 何 八に も應 ずべ く、 希 
鬻 者け 豫 め^ 詰で 時間を な 極め 
たし どの ぁる。 因じ间 器の 
太 西が 沿岸^' 巧 巧 販賣は 今间高 
木 クプ^ — ン^^ォ^ — か ド賴會 にて 
引受け 攘く メリ 力 人に も販 I 貫 
ずるとの をで ある 0 


化？^ 謹吿 

小生儀過：^^病氣の爲め入院 
治療 中の 處す輕 快を 吿げ 退院 
仕 候が ほま^ 醫 の 擲吿ら 巧么當 
を 轉化靜 養 dj 候 間 巧る 二十 四 H 
まで 化彰 W を 化 段 謹 吿吐お 化 
昭か 四が 一六 巧 十二 日 

ドク i 巖本谨 一 

l \4 至. 70 th St . 呈 


お… 概を 事務所 

H . Segaw み Insurance Broker * 

303 巧れ h Aw , 

Tel . Caledonia 4100 ' 

巧 ffl 巧 事 株を 會お紐 育 支 巧 
Uchida Trading Co ., Inc . 

11 Park Place 
ToL Bare ! 巧 巧 76 

島 貧み 株式 會 it 
Shima Trading Co ., Ltd . 

150 Broadway 
Telephone Rector 1484 

巧 ホを 化 赤ち 巧々 
Akawo & Co リ Lt ふ， 

295 巧れ h Av か 》 

Tel . Caledonia 9758-59 

ホ 倉 おが 彷績 採を 曾せ 
K & れ kura 底 Co " Ltd " 

200 Madison Avenue 

K . MUdinWo 

Mikimoto Pearls 
535 Fifth Avenue 
1 TeU Vanderb 巧 t 2519 

大 倉が お 育 支 巧 
Oku 化 & Co .， 

30 Church St " 

Tel . Cortlandt 2292-93-94 

s 典 巧 ま會れ 
优理巧 

，巧な 巧會 

1 站わ 〇3お 化!!. Y . C , Tel . R 扣 ior け M 
Fac 虹け： 巧- 10 3 删わ 8., し 1. (1 か 

巧 巧 物を 辕^貧 It 
\sano Buftsan Company 

Room 801-805 
165 Broadway 
TeL Co け Undt 8047 - S 052 

Gosho Corporation , 

巧! k ! i & porter*y 
40 担 set 84 化 Street 
T « l . Ashittnd 49 S 7-91 
Gosho Co .» Incn 
Cottoa Exporters 

が技说 V がな •， 

王 tiJ BowUng Green 8 阶 6 •が 

1 

1 巧が 讲 《 お 賊會化 

1 . 巧ち 事み 所 
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マクドナルド 巧 訪米 會議で 

1 支那 政策に 心觸： 

ぃ 軍縮 對策 をぶ ご* し娶露 政策 や 縣稅案 等-— 

‘ n 勞働 內閣の ロシア 國を 鞭活も 一時 延期 H 

t I . ' < I * • T 

『ィ ¥ ブス r :; 巧 働み 閒をか ラム ゼ •マク ドナ か ド 氏が 大統領 フ ー ヴァ I をを 訪 間し、 巽-米 
親善 巧を 第 やる こど み 巧 おの セン セ ー シ 3 ンを捲 起し、 兩者巧 巧 か 討缀事 巧に 就て は禪 々な 下 
招 許が、 海を 隔てな。 ン ドンから 、更に-じ 首都 ワシントンから 巧へ ふわて 居る、 兩雄會 見 L て お 
して 树 事を 詔 b 、 いか。 るを 策を 樹立す るか、 は 蓋しを の 化が 的 影 暴が 搞 めて 深いだ けに 刹强な 
視の 標的 どじつ て 居る^、 このが 測を 綜を すれば、 ざつ ピ 左記み か A もので あらう 0』 

キか ソンみ 題な ホの 巧統闽 を 策 


歷央- 的；^ フ ー ゲア— 巧と I 
ク ドナ 八 ドを の會 見は、 兩菌： 

の 脚 係が 稍 もずれば 惡 化しつ I 
わる 昨を どして、 フ ー グア！ ホ 
統 .锁も 耕 化 お ホが かに これが 對 
巧を 考究し つ i あつた もので、 

巧 じ 過般 •キブ ジンを 權じ化 b て 
新が 縮を 潑を 捉喝 した ァメ 9 力 
i しては、 これ •か圆 滞なる 解か 
を.：； &巧 めじ 先 づ兩頤 の 懸案 ご 
なつて 居る 諸 かを 的 間 酉を 豫め 
解 巧して 軍縮 巧遙巧 一の 巧 裂を 
巧 止せん ご あし、 總選舉 を 前に 
して 秘か じ 巧國政 巧の 諸 星に 對 
して 探らを 入れ、 がホ黨 首相 ピ 
して- 败化じ 塗れた ボ ー が ドゥ 
キン 氏 も、 若し 今 お 選擧じ 勝利 
を 巧し じ提 をには をが 化 養の 觸 
れ这 みで アメリヵを 訪問す る舊 
であつ たし、 選擧じ 確信を 持つ 
て 担た 

勞働 黨 でも マク ドナ 八 ド 
氏の 懐刀で わるち 力な 人物を 早 
< も ワシントン じ 派遣！. 上院 外 
を 委貧度 ボラ ー 氏 等の が 力む を 
客 ど 息 見を を換 して 居た ので あ 
るから 兩 者のを をは 期せ 中して 
合を しじ もので 恐ら <ァ ィリ々 
.もがょ. O ' 正式 じマグ ドナ グド巧 
を勘賓 として 巧 持の 形式を 化る 
じ まらで をら ぅが、 形 ま 上の 問 
厘け をに 角 どして， 來る 巧き 會 
講のホ 題が 巧 米 お 目の 中必 ど。 
つて 居ち が 軍協少 ホび じ おがの 
自由 じ わるを は 勿論 じして、 巧 
國 ごして はこの 點じ 就て 眞の理 
がを 惦 する i ' l ホるべき 軍縮 哲 
諾 をぶ 巧に 海く 唯一の 道 どして 

重要 視 ― ^ て 居る のでを る 
から、 恐らく 軍縮 問蹈の 政治的 
が 巧と 第一 どし、 技術 上の 解か 
は單 じが 巧を じ 一な する こど I 
る.‘、 く、 おらに 論 巧の 可能性 
が碟保 ものごし ては 英米の 貿 
ち 的 利權が 化が のを 地で 衝突を 
演じつ i をる むみなら 中、 アメ 
リヵが 岛近 設けた 棚稅 壁に 就て 
も 化を 誌 解を ポ むる じ 至るべく 
ィ ¥ 9 ブ’ の ゴム 棋巧獨 も ごを の 
檢出 方針-し 就て はフ ーゲァ ー 巧 
が 巧 淡を お 凶 巧な 或な 目の 標的 
ごな つて 盾た 問 趣 だけ じこれ じ 
關 しわ 風 お；：* るが 巧 ホ 法を 进や 
る-しまるべく 、我 時な 馈 ムみ濟 
じ 就て はイ ゲリ ス舰 はこむ を旣 
じ解决 しじ 巧趙ど 認め 居 b 、 ア 
-メブ 々则ピ しても 給 街 じ 


變更を 許さ だ 事情 じぁ 

るが、 巧し 喊洲 がが のをを や 近 
<設 パら る I 闕際銀 巧 並び じ對 
巧め 巧 じ 話題 •か 觸れじ 場を ィ •キ 
ブス 側ょ b 柯等 かの 營 言を 認む 
ベぐ、 これ 等な いづむ もを ホ兩 
固の 經濟的 剌權じ 願した 重大な 
を 討議 事項 ど 見ら むて 居る が、 
な 接 政治 上に 解 巧を 堅す る 間 題 
ごして は カナダ どア J リカの 間 
じ 密接 U 關 尿を 持つ アイ. タカの 


で ホる ず 承認 ホ義を 維持し、 而 
から 個人的の 賓 易は こわを を 巧 
しで 居る、 現內 越が. この ホ義を 
腺な として 繼績 する こごは 現國 
巧を をス テム ソン 氏が 旣じ 

暮明 した 巧で あら' 兩者 
の忠 見は 到底 合致は しないで あ 
ら ト が、 マクドナ^ドを はこの 
^^じ就てァ メ リカ の腹をを巧じ 
巧る 意志ら しく、 從て勞 働黨巧 


が- < ピン 特 お」 松 レば蹈 U 支那を 患 峭 。シア 挪菲抗 を 於 
裝 して 神化した 文書い 中 じは、 同地よ み ゥラ ジォ ストック 棚菲 
館に 發しト おを m 報が ぁ b 、 H 本 か 張 ま 昼 ィ」 孫 巧 巧の が 命を 巧 
助した 寶 例を 擧げて 疵玉祥 じお資 をを 投じ 支那を お亂じ 階ら し 
めて U シアの 位點を 巧な すべし ど懲 通して 居る か、- 支那に 於る 
お產 黨じ關 した 文 蕾 一切を 索 古に 移すべし ごな L 、 あらに 刺热^ 
おか 费 ご-.' て 十二 巧ぶ 千 巧を' 才^ ピンに 送を せよ ど 化した お 巧 
等が を まれて 居る。 

ロンドン 十 I 二日 發 =: エキスプレス 紙の 化 ホ 時 带に從 れは勞 
農。 シア 政府は' ，が ピン 橄事 館襲擊 事件に 關聯し 果然 軍事的 手 
段 じ 及ぶ 第 一 ホ i して ホ 街 軍を 露ま歐 境の マン チユ 9 附近に 派 
造し シベリア 錫 道で 緻 々おちを 輸送し か 蒙古は ロシア ど 隱が同 
盟瞒 係を 結んで 居る ので、 を 天の 張學 なお 軍 ゴ急電 を 南を 化府 
じあして これが 勤 策 じがての 訓 みを ホめ たので、 國段黨 のザ央 
執 巧 委旨禽 は 緊急 會議を 巧を して 目下 協嶺 中で ホる ご。 

が 局の 安を 次第て 

對支條 約 交渉 着手 

上 お 特電 十四日 發 【ヘラルド •トリ ビ ユーン 紙】 = 巧 巧を 
巧 ど 王化 廷 氏の 日を 條の巧 涉は崎 翰 柄 非常にを の 成 わが 注視せ 
ら n - 近 < 着手のを U ち ~ー も、 碼で祥 お 軍のを 命が 稍々 i 入 
ちのを ご；：* つて 居る 腾 、支 抓を 憲 の。 シア 總 領事 舘襲裝 事 牌で 
露まの國巧.か.緊藤しっ £ぁる爲め 一 時延期の模樣じして、 が局 
がを 定 すれげ おも •し 着手す る 見を みで ある 0 


K イク' で S 關お がに み 化し イホ 
9 ス もこ H し參 加ず もで ホら う 
ごの 說け 一が の宵傳 じみなら や 
ど樂巧 I で 居る。 


フランス 飛 巧 機が 


氣 パリ 


アメリカ 機 墜落 

太 西が 橫斷飛 巧の お獲^ どし 
てを 高い す] ル‘ ド •ォ— 争ャ！ 
ド 海岸 〔メ ー ン 巧〕 じは 邊般ホ 
太 西洋を 橫斷 して 一氣に パリ ー 
へ帶- 主ん ごず る フランス 懸 『を 
鳥號』 ご 岡 じ < ィク リ のを 都 C 
— マ じ 飛ばん とする 『グ —； ン 
フラッシュ』 號 どが 出發 日の ホ 
るを 待 もつ t あつたが、 ー 
恰 かも 昨今の 天 展はあ 風を 
けて 太 巧げ 横斷 じは 格好で を 
る ごの 天お觀 測に 勢を 轉て 一二 
ム の フランス 人が 燕达 むだを 
鳥號け 鮮やか じ 離陸し 子出發 



禁酒法 獅 巧で ぁつて、 囊 じは 力 
ナダのを 船 アキ •アム •ア ロ！ ン 
號が T メリ 力 領海 外で 酒類を 穗 
込んで 居る 廉で 沿岸 巡邏 船の 爲 
めじ 擊 化された 事件は 外を 上の 
重要なる 懸案 ごして 殘 され、 更 
らじ米 加國境 じがて 頻を しつ 
わる 酒類の 密驗乂 も圃滿 だを 解 I 
巧を 要すべ （、マ 氏の 一巧に 力 
ナダ 首が が 

隨巧 ずるのは 恐らく こぶ 
爲 めでを らぅし、 要ら •し 世界 梢 
なな 義を帮 びて 居る 重大な なお j 
問趙 ごして はお 勞 農" ンア なず 
がを る、 人 も 知る かく 勞働黨 ぶ I 
過 ま ぷび現 化を 迪 じて 0 シア ど 一 
の 親善を 求めて 居る から、 近く _ 
ク ドナ グド 氏が 巧 農 0 シア M ; 
の國 巧を 化活 せし わるに まる V 
きことは おを の ホ 釘で をら うお 
これにな して アメリカ 政府は ウ 


I 賴 の。 シア 國を お活ら 自然 ホる 
べき 曾議 後までは 一時 延期す る 
もの ご 觀られ て 居る、 みぎに ホ 
るべき 問題は 日本 じ 重大な 麵係 
を 持つ 毀ま那 政策で ぁる- 郞も 
アメ V 力 政府け 則强じ 率先して 
支那の 關稅自 ま權を 承認して 支 
那の復 おを 授かし、' ィ* キリスを 
府 もこのを 策 じ 做つ ね 形に なつ 
て 居る が、 而 かも お 本には r メ 
リ 々ど 協調せ や、 寧ろ 巧 ザ黨內 
閣は a 本と 接 巧した 政策 じ おた 
ので アメリカの 掛 まを 策は 

心 一 の 形に なつて 语 るが 
勞働黨 內觸の 對ま那 政策は なず 
黨 ご異； ；•■ ら 、アメリカの 意志 じ 
迎 をず る 傾向が 濃婷 でを るから 
今後 支那 じがて 英 ホが 共同 戰線 
を 張る どい ふこ ごは、 巧 强特じ 
日本 じ おへる 彭 響が 頗ら 甚大な 
る の ご して 巧 目を 惹 いて 居る 


露支國 交斷絕 近、 し 

ロシアの 支那 赤化 陰謀が 動機 

询巧 十一 二日 發 = 蔣か石 氏は 外を 部長 玉 正 廷氏ご 共 じ對ロ 


シ 


ア 政策 じ 脚して 恶 をなる 據 迷を したが、 露 ま爵 をの 斷 絶け 近し 
とお れ 、化" シアの 支 耶を憲 に 本國引 揚げを 命ずべ < 若し ロ 
シア 側 じして を支鐵 遊の 利權を 支那に 還附 し、 且つ ま那 赤化 陰 
謀の 中必 であ L 柬ぞ級 道の 巧 働 紐を を 解散 すれば 支那を 巧 ごし 
て も 事 仲を 再考す るら しいと。 

上 お 十二 日發 === 巧 人 おの 新規 ノース •チヤキ ナ •ニュ ー ズ 


日ち 通 巧條お 改訂 問題に 顆す 
る巧國 S をが 方針 じ 就て は銳蔥 
研究 中で あ i がさき じ 支が 彻が 
提示した 新 條約厳 案なる ものは 
を お 相を や 等 ま義じ 邸した もの 
であるから 之を を 渉の 基礎 ごな 
すを は 絕對じ 不可能 ビ なず も國 
民 政府め 要 ホす る 所が 爾權的 俊 
の 國民黨 のま 張を 背景 ごして ゐ 
る もので をる 《 上 簡單じ ま-孤 案 
を 無視す るが かき-と はお ホない 
模様で もる、 殊じ現 巧 
條約 のな 左銳率 おじ 醫 

條巧 のみと いふか 定じ なつて ゐ 
るが 旣じ B 本 測は しば''--- 支が 
側み 希學 ：を滿 足せし むる 樣を殺 
じ わたるな 訂じ應 でる 用意 ある 
旨を （ b あして ゐ るので 當が 
一、 關稅 問題 
一、 領事 裁が 權間題 
一、 內巧航 巧 沿岸 貿易 問題 
1 、 巧 支を 業 間 題 
等の 諸問題が 議題 ごなる は 明か 
である、 然してを の 巧關稅 問題 
は 本年 ニ丹附 加稅實 施じ關 する 
H まを 換を义 じよって 寶 '質的 解 
巧を 遂げた ので 解 ホの 問題は H 
支 互 稅 率の 儀を であるが、 こ 
れは 別個のを 涉 ごして 並れ 的 じ 
又は 通商 俺 約 締結を じ 巧 はれる 
もの ミ 見られる 從 つて 差 當り日 
本 < して 態度を 巧すべき は 領事 
裁が、 巧 支を 業を の 化の 問題で 
わ & が いづれ も 影響す る 巧が 

重大て あるから 最終的 態 
度を 巧す る じは を 渉 後の 經 あじ 
よつ てす るの 外は ない ピ いふ 事 
でを を、 就中 領事 戴 お 確の 巧 題 
は列國 との 關係も あるから 關孫 
歯 ご相當 協調を 待つ 必要 上 日本 
のみて 態ぶ を かする 玉' はお ホな 
いから 過日の 王あ廷 皮の 通牒に 
掛 する 巧 画の お 方を 見た 上で 態 
度を 巧す るを じなら ぅ 內闽航 巧 
沿岸 貿易の 間 題は ま義と 支那の 
ま 張を 認め 結局 特許 制度 じよつ 
て 日本の 旣惕權 をが 持す るな 外 
こぶ 法 +,<’ な、 f ご みられる か屠留 
おの 安を を保證 する 軍艦の 巧 河 
航巧閱 題は H 本と しても 底 もじ 

支那 側 の 要求を 容れる i 
はお ホないで わらう、 居 化營萊 
等の 化ち を 業 じ 重大 熙巧 ある 事 


項は 日本が 支那に 勤して 妾が 待 
遇を 與 へて ゐる 現状では 相な 的 
原則は 日本に とら 極めてす 利益 
でぁる わに' 對ま 作成には § の 
困難 ある もの VJ 見ら る 义藥問 
題 も條約 じがて 當然間 題 WU ら 
ぅが 日本側 どして はこれ を 別個 
のをが ごする 腹で あるか‘-^ 商 
慷約婦 結を 又は 並行 的に 審 落さ 
れるミ じなら ぅ いづれ じする も 
當局 ごして は 今回の 目 ま 涌頗條 
約の 改訂は ブ シン マン 條約 によ 
つて 限 巧を 定 もられた る 

み 國の對 ち 帝 画 ま 藻 か 

よいよ 淸算期 じい つれ 第一 ホ卢_ 
しで 日本の 旣得權 を 支那 じ 遊- 
す るを 涉 でを-。 W みて 愼き 、な 
準備を なす ご あじ 支那 側 <ム て 
も 日本 ごみを 渉の おおは 測 劇を 
を 配す る ものであるから 巧裔强 
い 態度を もつ て學 むは 當然 r あ 
る どなし 懸案 解决 じよつ て 一 時 
小康を 湯た 日 支の 閥 係は 條 的を 
渉 じ 入る ご 共に 或 ひは 厄 か！： > 
ごが 出て 巧は せの かご 當局 もを 
め 成 巧を 憂慮して ゐ る。 


却 

る 


關稅引 とげに 

と列强 抗議 

ワシントン 十一 二日 發 =:歴 省 

はァ メリク 議會の 關稅引 トけ案 
巧み 前後ょ らして と 巧强か W 受 
けた 抗 叢書を 參 ち 資料 wi て 上 
院 委員 會 じ姻附 したが、 SSi 可 
ホ 後 じ 抗議した 國 をは、 

オ— スタ リア、 ス ネス、 ブ作 
グアキ、 ス ベ— キン、 ィ タブ 
ペグ シャ 、ノ— ゥス ー 壁で 議 

會 通過 前 じ 早く も覺書 塞し 

た國 家は ィダ リス、 フランス 
ア术 ゼン チン、々 ナダ、 オ 
スト ラ リア、 ネユバ 、ぶ ツ 
べ术 •キ！ 、チで 3 ス 0 * を キ 
ャ のを 國 じして 
ス キスは 時計 じ、 ォ I ス ッ乂ア 
は 製造 前 じ、， ク八ブ アキけ 巧 巧 
じ、 スぺー キンは 農作に、 ィタ 
リ ー は食擋 品等 じ 就て をゥ 目輕 
の 貿易 的 損害に おて 抗議— つ 
あるが、 この 外國務 省は® 官 
患よ b 接した 關稅 引上げ； す 
る 諸 情報を も議會 委員 會 、大藏 
省 及び 商務省に 姬附 して おる が 
關秘 派は 欧洲が この 際 連 ft 


し 木 断り 5 化に 入る-み じは 械 
めて が闕じ 約 一で 叫 S お两げ 
'上を 飛 巧し つ i ある' こどが 利 
明 レた が、 

アメリカ 飛 巧 ± じ 依らて 巧 巧せ 
ん ごした"— マ稱 巧は 離陸に 際 
してな 隋を 生じ 遂に 暖 をの 結 震 
双輪と 損じ 發動巧 じら 故障と 生 
したので 出 装は 無期延期の 止む 
tMC じ 至つ た。 


自由 黨 々首 宣言 

ロンドン 十一 二日 壌 = 自 も黨々 
肯 《 キド •ジ 31 デ 氏は 本 H 演 
說 して 新 内閣 じ對 ずる 自由 黨の 
態 废を釋 明し、 軍渝 をの 他 化を 
ホ かの 促進 じ對 I て巧內 觸が自 
由 主義を 篡調 どず る 限ら これを 
ま 持すべき も、 勞慟蘇 內閣が 社 
會よ 義が鍊 類似の 政策を 採ら ば 
用捨な く 巧 あ壽 をが 縮す ベ 
傲韶 しな。 


し VJ 


名 も 


本 化 束を 特電 t 樂ぉ 巧轉に 
條約 留保の 解釋み 第て 

巧 田 化 引責 難職グ 

"十四日) 目で なをのを 息は 巧 田康哉 伯の 態 おじ 集中 ごれ て 
ゐ る、 邸^ 條約 中に 述べられた 宣言 中の ぞ甸は 憲法の 條 章じ鑑 
み單 こを 當 でない とい ふ輕い 意が か、 をれ お 頗る 巌肅で 化ず へ 
からず < 昭 する かじ 限つ て 別れる が、 おし 政府の 解 释が後 奢で 
るると 言明 すれば 內招 伯空畜 が をれ？ いふ 岐路 ゎる ミ 

でを を。 I ^ ' 
(十一ニ日^一 不戰條銳ー-の招が理おじ關聯して政が當商は 『日本 
の 憲法 こ 違な す も ごい-ふので はじ 一く 單じ 誤解を 一掃し 輿論の 統 
一を がする 爲 めで わる」 ご 解して 居る が、 不戰條 約 毒 討 畿の樞 
密 院本 會 簾は 甘 五 U 頃 蘭れ る 舊で巧 田康哉 伯は 熱烈 じ 辯 証す ベ 
い 硬 論 おのち 强お 黒を 感ず、 江 木 千 么巧等 どの 間 じ 激論 あ 

滿洲 # が 赏相釋 巧 

(十二 日】 實族院 の 有 忘 一條 實お る、 大 ホを 巧 井 J 淸綿爾 
男 议び化 木 冀の四 氏は 旧中肯 相を 訪®^ して 席洲 じがる 張 作霖暗 
殺 事件に 關聯し 江 木皮は 法律 的立虔 一?* ら 化の 一二 氏は 軍事 巧立镇 
からを々 薛 問した が、 首相は これ じ y して 『隆 相の 報 吿じお ほ 
す 明 U 點が殘 つて ゐ る.、 目下 之は 調. 否の 續巧 中で、 終了し 巧 第 
必^を をす るが 今 H 其 時 H を 明言す _矿 こ 交は あ 巧ね、 けれ， 泛も 
全くを お 的 背景の U い J は 事 實で随 .タて 之が 賓 巧は 關炼 筋で 持 
つべき* OG . で 政府には t 攀 Q 責 はな こ . 云々 S 述べね 

聖上 陛下 御 還 幸 I ぶ 由 お 漁 差を り 

(十 匹 日〕 聖上 じは 十 お 日 葉 化 
轉用 邸を 御繫 、十 お日棄 京に 
遠 幸 遮 ばされ る。 

山 梨總督 收雜說 

t 十四日】 民お黨 はか 梨 賴鮮德 
眞が收 賄した どて 諷查 かで あ 
るが 綱紀 奈热 で彈劾 運動を 起 
さんかと。 

積極 攻策 望な し 

〔十四日^ ホ穀 調査 會の 積極的 
政策 街な 留み 薄く 阪を巧 
は 農民 保護 廢 化を 極論した。 

上海 陸 戰隊减 員 

(十一 二日】 欧府は 上が じがけ る 
とな 名の 陸戰 陵は ホ 百 名な 內 
じ喊 ずる こ V 一 じかを したが 英 
ホ、 佛 のを 國は尙 ほ 一千 名が 
駐屯して ゐ る。 

大連 航路 船 沈な 

【十一 二日】 大 をが 路バ ィヵ^ 化 
な 朝鮮 西南 岸 じ 於て 濃霧の た 
め化沒 したが 一二な 化 十 化 名の 
船客と 化 四 名の 船員は 島崖衡 
船の 長生 化に 較 助され た。 


【十迎 日】 駐日。 シア 大使 ト n 
ヤソフ スネー 氏は 讓ホ的 態度 
であ 超 巧 題は 稍々 見 底した。 
〔十二 日〕 巧 中駐露 大巧の モ 
ュ！ 着まで 水產 組を の 自由 お 
漁は 自發 的に 差を わられた。 


麗筆 


人形の わ 使 

ギ ユリ ツク博 ± 
〔下〕 

『ミス •ジヤ バン』 はフ シン 

ンの國 家 蹲 物 館 じを の 永住の 家 
庭を ちつて 居る。 彼女は 一二 百 五 
十 巧の 値が あ b 、 日本の 皇后 陛 
下の 贈ち 物で ある。 他の 五十と 
の 人形の 巧、 を縣 ょら 一つ宛の 
もの 五十一、 日本の ホ 大都巿 ょ 
もの ものち ヶ は、 を 如 じ 一ヶ宛 
最 き、 又 國內の お ヶの大 都 巧 じ 
一つ宛 磨いて ある。 を 人形 大使 
はを のま 巧を をせ ニ' 円 巧み 憤が 
を も 0 

『ミス メリ 力』 及び 合衆圃 
の 四十 八 脚の 名を 附 けむる 情の 
I 人形 大使 四十 乂ケは a 本で 数日 


一一 一 股 S 觀 なじ 化クれ む、 化な 
はを の 巧り 本な 巧 牌 h の 贈 h - げ 
じる 类蔽 U る 人が 小 巧 殿に 梭み 
東を 帝 固が 物 館 じ 永久 的 じ展覺 
れ たので わる。 

な 等は 旣じ 巧ん ど 全部の 入 形 
じ對し滿足^家を巧へた。 $ス 
沖 繩縣は オ^ィ 3 州 シン シナ チ 
美術館に 化 まは' れ た。 

を 員 じ おし、 H 本ん 形を 歓迎 
せんとす る 招が が 今 も 引き 續き 
あ 4 の' で、 ニヶ だけは 化の 目的 
のた めが I 白して をる。 暫く 經て 
ばか、 る 要 ホ も 化み， 彼等 じ も 
適當 をを 見つける であらう。 

お此化 巧を 量ぶ 情 委員の 好 怠 
の 第二の 計畫 は、 メ キン コ のを 
童じ截 して 約 一二 方の ぶ 情 的學用 
褒を 贈つ た 事で あつ わ と閒 .ロた 
ら 諸君は 皆 喜ばれる ど 信 やる。 
化のを 量 間の 祭 ニの 巧 嵩み 開 巧 
は义 甚だぶ 巧し で。 を ま 歓迎が 

キ シコ 獨ホ 記を 日、 • 一 モ化 
巧 二十 八 年 化ち 十五 日 ご 結びが 
けて 巧 はれた。 をの 時には 野天 
の 大廣瘍 で 式を 擧巧 しと 巧 お 千 
人が 參 加した。 一二 千 人 W 上のを ~ 
は 大統領々 レ ー ス 及びを の 閣員 ~ 
が 判 座せ る 檢閒臺 の 前を 行進し 
た 巧 列 中 じあち てが 度 着いた ば 
か h の 友情 囊を負 ふて 居た。 

化の 第二の 計 整の あ果 交して 
メキシコ にお 界巧童 友情の 國家 
委員が 旣じ 二十 一州 じ 組織され 
たま 部 ご 巧 じ 成立した、 化の 成 
巧は 文部省が ホ學 巧の 正規の 課 
程 じ爾媛 間の 好意 じつき 十ヶの 
謀 題を 入れる 巧を をした こごで 
ある。 

アメリヵ 委員は 日本の 人々 を 
び话童 じ掛し 人形の 計 塞を 成功 
せ しらる じ ま 要な 貢献を した £ 
を 特に 或 謝して なる。 かの 威 巧 
は メキシコへの 針 塞を 成 巧せ し 
いるに 至大な 踞 係が あつた。 日 
本のを は综ご 一の 軒畫が 進け 中で 
ある i を 聞きて 喜ぶ であらう。 
是は フィ リブ ピン 群島 じ凿 する 
ものである。 巧 等は この 好意の 
を 徵が友 精の 寶 箱になる やう 討 
畫を 進めて 居る。 

かう して 友情-か 諸 國のモ 供の 
間 じ 開 巧せられ て 巧く。 

なは 化の 逆吿を 化て のん々 じ 
時に 人形の 計 畫じ參 加した 人々 
じを るので をる。 


大髓脊 

I 九 ニ 九年販 r 近く 發巧 

本 班が 銭に 編を を 巧いた しました 『大 がを」 は、 幸 ひじして 
に 湖の 演 くが かきが： 邦た 巧し、 遂にを 部ー册 巧ら 中ち 切れ ごな 
S ました、 化て 本 化は 萬 一版の 內 をを をが 新た じし、 負 數をも 
增 加した 千 九な サ几年 版を がに 發 がする こご < ならました、 正 
確 じして 且つ 巧ら しいが 計と 事赏 をぶ 礎 じしで、 刻々 變 化する 
巧が 『大が 育 J のを おを 巧 ふるに 进が なき こどを 期して 居 bi 
す。 尙 ほを 憤は 

豫約 申を 者に 限りて 

特價と 十五 伽 

發刊 後の 御 購買には 


を價金 


弗 


ごを しょ した、 速 かじを 約 御中 込みを を 望いた し 主す。 

ホ 巧 十五 日 紐 育 新報 社 


ニユ —ョ —ク 春秋 

♦巧る 十月 じ 再びが 習 お 除が 
當化 訪問、 在留を は 久しぶ b じ 
なつかしの 軍濫 巧を 拜 する こご 
が 出 巧る、 偷 化。 

♦軍艦が ホる ご カン々 ン蟲ご 
いふの がは いおして ホる、々 ン 
々ン蟲 ごは 無暗に 見知らぬ ±官 
K 敬意を をし、 黃色 水を 吐き出 
す 主で 飮 わ ごい ふ蟲 であろ。 

►この 暑さ じ も關ら 中、 フ 1 
ゲ T— 大統領が-日 じ 民 ホと 撞 
手した 数が 一で ご 化 十四 回、 寫 
眞を 撮影す る こど 一日に 四 回、 
大統頒 たる ホつ らい 哉 だ。 

♦ん 間は 今 じな 歲 まで 生きる 
と、 英 國のォ q バ • 0 ブデ をが 
言明した、 人 ホ 五十 年が 二倍に 
なる 譯 である。 

♦ゴ グフ をの あ 手、 タ a 1 ン 
ズ渡 H 說 あら、 ゴ^フ も 囲睹か 
巧の ま 要な 部み ごな つた。 
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鬻巧賊 學犬亟 比 おを 
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迄 時 八が 日 繼主水 巧 
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CLOTHES 良 LHLDING 

"P A 艮 EXCELLENCE" 


ん し CEASAR, M.D. | 

127 Ead がげ S わが t 
bet. Park & Lexington km 

講喉觸 鼻 巧 I 

間 晚を診 
午 正 ま 時 十 前午自 
時 A を 時 ホを ザ自 
日 曜 

自 午前 十 時 至 午後 一時 


I'he Japan な e CKr 巧 Uan Inst, ino 
3 巧- 330 E. 5 巧 h 化 Hew む！ 1 ( C か • Phon も！ > 1 む * 6 巧 2 

を おお 奠大本 了 吞お 


± 末 日 
ぶ曠 英お蟲 み 巧 
話 廣が 拜嫩泌 

會巧 及 整說會 1 
が び f お 1 
曾 午を g 夕 S 
タ 义巧提 タタと か 
八は ニ 八 八 巧ぶ 
持 巧 跨恃 をが 


諸! 

樂 ! 

會 i 


Dr. 3 abro Emy, 

1035 Park Ave., 
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MIKADO TAILOR 

30 巳 6 な h St. 

Tei. Rhineland がが 30 


KERR & MAYO 民 

10 の Third Av 琴 

fid . が 左 61 が s. lelfjihoM B 巧 2309 

著 向 人 本日 

巧專 靴型 小 


てし 張 出 員 店 b 化に 誤を 卸 
钟け屆 日 邸は 靴 b 化 k 法寸 

を ホき 商ぶ 小き 巧ぶ ホき 巧 



; WZESINST 0 CK 3 >^TO 12 FWIM 


Y ■ げ 0 

1 お bd 53 rtl 化 
む r. U!ing 扣 n わ も， 


稅關 事務 

おがを 地幷 じを 化 巧 
の鑑 出入 方法 じ 綱す 
する！ 切の 御 諮問 じ 
應じお 道淆船 貨物 運 
貸ぶ が 帆を 稅顆 手績 
聲 等進盖 す。 をを 都 
巧 じ巧埋 巧を がし 誠 
資較速 巧 巧 あじ. 應ゃ 

巧鑛 取扱 


Roo 三 お ニぞ 夏な ま产巧 ty 

ぎ BMing - G ミ さ ミ 芝- 5-8 

I 


電氣 、器械 工具 製 お 
蓮 勘 具* が 具、 貴を 屬 
時計、 寫眞 器な 現像 

を K ァ ! ト 

K こ アオ 
東洋 お 術 お 蕾 幕、；^ 

デ ィオ、 ランプ シエ 
! ド類ゲ アキす ムク 

タ —ナ -、 * ふ— 修理 


a 本* まが 資玉お 美 
術 お、 婦人 用 营錄获 
化 装歸お 

闕島 1 又 


- チ ユデホ 

爲等美 獨お隆 溶， 
嘗飾晶 、スト 9 ンダ 
日み 殿を 键 


が 育 掛を認 
巧な 省を 許 
ちを ホ 大搭 お 大を 
を 嬰な 習 巧 卒業 
ホ 池み 

產婆 お本綠 


I 葬 洋服 巧 

丸山洋 臟藏會 


麵 揉治燦 

マツす ー ジ 、整 あ、 醫 

科を 的 運動、 腰灌を 
氷 お、 電氣 風呂、 ホ 
線 及電氣 治療 其 他 
な 育 谢を認 

プィ ジオン ラビ スト 

西が 幸 男 

H 醒外每 U 午前 九 
時？ 午後 八 時を 
電話 前 お 願 上 候 


お 眼 ホ じ 眼鏡 調節 


西 四十 六 了 目 六十と を 
電話 プライ アン トセ 0 と 九 


揉攘治 北 島覺丈 

岩 7 轰 S 二 3 害 Si . 

ぎ m を imb 1 舍 6 


齒お醫 木 下义巿 

310 巧. ご ニ h St . 

TeL 至 呈薑呈 一黄 57 


ブ & 1 ド クス！ 巧と 十番 

領事館 お 側 建 巧と 0 お號室 

如か^ ホ- 

^' 今 

綠 "が 商 A 

17 G B 吕 ad ま y , N . Y . 呈 y 
Tel . Codlandt 芭 37 巧 夏 


ベ グビユ ー 病院ぶ 
紐 育 大學醫 科な 勤 

江 見 ご一朗 

診察 時間 
每 H 午後 四時から 
.六诗 まで 
タち 水、 金、 と 

時から 八 時 かみ 


鍵 露 

が 約 願 上 巧 

コ I 子か大 を 
ドク トか ホブメ 尹 が ン 

踐學巧 古 

吉 居悅彌 


診療 

午前 十 時ょ b 十二 
時、 午後 六时 ょり 
八 時， H 駆は 前約 
願 上 候 

ドク ト少 

山 ロ H 之 助 


化 

d 化が 
， 8 

ぷ W r 


.げロ 


S 

I む 


■5 北 W 
U 5 む 
れ巧 L 

T h 


曲— 尘な基 

宮 午前 丸 時 U 十二 辟 
旨を 後一 時 n お 時 
火 継ち が！ fllu 六 時 

はへ キシヤ —フア 
ン テ^-シヨ ン クリ 

ツク じお勒 


Joiaa-n OGC 巧 一, M . D . 

ニ 1 さた 呈 h slf ジ rk 
ぎ Rive を d ニ 573 ジ h ちを 妄虽 

みみ t が 及 中 巧 丸 梅！ 午 毀-時 
ギを 為— ぞを化 巧 

H 曜 午前 九 時！ タ後 旧時 

ドク トか 小 楽乘吉 


診察 時 削 

年を 一時 = ご 忌 
午後と 時 U 八 時 
を 知授を t 

パ t 巖本谨 

古 倫 化 亞乂學 ぶび 
少 ゲラン お院 勤務 

H おは お 約 旗上躁 


巧 論 3 お 月 十 H 巧 巧 I 
雜巧 一部 十 仙 i 
ち 巧 1 st Aye . New Ifork 晏 


稅關 事務 取 接 

WIE 臺 I . B 妄 E & Co . 


在留 窗タ巧 巧の 曲 ホ 

日本人 靑年會 

|<まを泛.ブ|.夏表ミ1だ4 


洋服 調進 

クリ ， — ユング， ダィ 

ィング、 修縫 等】 切 

ミカド 洋服 店 

化 本が 
宅 話 ライン ランダ 1 
六 八 己 0 


昭 

が 

四 

年 

六 

巧 

A 

- 1- 

B 


確 

曰 


納 


育 


新 

を 

卖 


干 

お 

百 

六 

ト 

瓦 

號 


-徊 ち 巧 が 

世界的 會議 

フー ヴアー にく マ 
ク ドナルド 氏 食を 
ィゲ リスの 巧 働な み 關斯首 化 

マグ ドナ 木 ド 巧は、 ヶ "ッグず 

戲條 みか 巧な しむ W ホ、 谢 b に 
アメリヵ どの お備 協を を 求め、 
『おがの 自 みた 就ても、 現 r # 
慟 巧は 今み 被 遇が じがて 化界的 
協定を ホめ つ I ぁつた、 巧 じ 化 
年 ゼネゲ ァーお 縮を 巧が’ 英 本の 
正面 街 突で ホ 製し じ 3 ホ、 アメ 
ブ ヵどィ •辛 ブ ，.の 巧々 は 兎角 圃 
巧を 缺 いて 居た ので ぁるか 
のみに 就て マグ ドナルド 巧は 曾 
-し當 化 『ネ ーシ ョン』 なを 迪じ 
おする じ 英米 反扫 、不 かの 化 
本お閑はお軍規ザ：^^をの宽き 
を 成して 居る、 なじ これが 解 
化 おどして は 旗 ホの 如，-、 巧閒 
一 をの 論 惑に 一任せ や， 寧ろ お 
間ょら聲聲ぁ6、 圈ぉの信瓶 
し 巧る ち 力 者 四 人 宛の 委貞を 
速を し、 のて 致 街 的に この間 
題を 解决 した 上、 が 間 家の 協 
をを お ニに する のま 當 たる こ 
ごを 確信ず る 

ど 述べて おる、 巧々 は 今 间マグ 
ドナ 八 ド 氏が、 これ 等の 閱 題に 
隅聯 して 親し （乂 統颁フ ーゲア 
1 巧と 怨誤 協泌 みぶ 志を 洩らし 
てち る こどは、 なに 偶が みお ホ 
事では。 いご 信 f る. 

想 ふに マ‘ メジ 力 ど イダ ジスの 

反 ロ.。 る ものは、 が 巧 的な、 を 
化 おを お稱 した 大 斑と’ 喊 めて 
叙 興 的む 越 家 VJ して 今 B の 化が 
をち 配 一* る齒の ホみ 力、 おへ 力 
もみ i 取 巧乂ピ いふぶ じ 火き；；* 
馳き .5 ある こどに お 因— て 居る 
而 して、 化 ホ^ 池 出を まが せん 
W する 兩齒の 巧 權± いず ひを 始 
め ごして、 アノリ 力 じごら て 主 
秘めて 必 をた ゴムぶ 料み 濁 占、 

賴 時な 傲 かが-: 銳て S 紋糾を お 
め ごして、 を 融ホ棋 のず 載樹等 
與げ ホむ ピ 、雨を の 利 傾が 化 ゆ 
る舆を じがて 賴关 {て 店る の d 
がいべ からざる ホ 措で、 お 軍 間 
題の 如き も 嬰す る じこれ 等の 諸 
相違点が、 合 化しむ もの VJ 見る 
べきで あらう C 

: しかもを n の 化が.， 政悄 はこ 
.わを W て單 にが 乂兩 脚の 反 白の 
み ごして 巧 巡し 能は ざる 婿 遇 じ 
ホる、 柳 k このが 擔 おみ 轉か躺 
疑 苗 H な るら のけ、 化が のじ 化 
迪— たが ホ 縮み 閒跑 にが 嚮 ずる 
のみ。' -T 中、 をの ■波 一 邸け、 

9 — U ッ パに、 お 巧 じむが 無が 
の 巧 火な ろな 嚮を ホんで 居る の 
でぁる、 化に この 兩 巧の 化 違ん 一 

か、 マクドナ^ド、 フ—ゲ y — 

氏の 恕談 i 化 bv . 解か ミと. >い 
ふ.：. 一。、 中に が界 の。 刺帖化 
的な 化々 事 W — て、 巧 化の 腺 か 

じ殘 るべき もい でん.，. ぅご 
雨 苗 G タ 巧が-屯 してで わ 巧 
化 本 的た 阿閒 のがけ r ; 晶れ る* 
ごい ふこ ごは、 尙け巧 巧を 占す 
べき 削 狸， もを： a , 、， が締 W む ど 
いふ！： おに 向 C - て贿 ぶの だを- 
火 ホがー て：：；： るんで‘';: るから 
胸-く 化 この 火 削 越 K 觸 i る こ 
ど U 備 贷 で わ う し 、 を 於嚮 
はな 1. じして 义 が’ ム个兩 がの 
平み に. 2$ 鄉- ず-。 0 で わるから、 


兩 をのを 娃 。るら のは、’ 單 なる 
巧乂の 親善 巧雜 でけ。 （、化 ホ 
巧む ぶ 装 ト那 びる こごに むる、 
裝 してが 6 どす る。 らじ 、巧々 
ごして は' 巧るべき が おの 會游 


は 單じ据 ホを 證じ 化ら や、 円本 
よ 6 化を のな 政治 象を して 時 使 
として 迎 へ、 なて 巧 共通した 化 
界平 かへの 道を 化 進すべき であ 
ちう ど 化 ふ。 


疲勞の 藏相曰 < 

兩稅 委讓案 U 不變 

辭 怠を 洩らした 後 改めて 巧 消し 

ま 京 特章十 I 二日 發 = を 解禁 問題の 御本诗 I ニ ±藏 化は 官邸で 
新郎 述 信が 者を をを し 語つ て 曰く 『おは 本當 じ疲勞 れてゐ る、 
少し 休養 •かしたい 、政治家は 巧を じ 鶴 諮を かついだ b 錫と 持つ 
たらす る こ VJ が 必要で ある』 云々、 記を 速は この 言を 0 て辭意 
を ほのめかし たものと 解し ねが 藏 相な 後刻 『思痴 を 云つ たまで 
だ』 ど去譯 したが がら じ 政ぶ が 幹が どの 懇康 曾で 『解 摸 力 かは 
§ がの 激變 をを さね こごが 條件 である、 兩 が委讓 案け 旣ぶ述 b 
錢ら 2」 ご。 


東邦 電力の 

社債 成立 

短朔 公債 巧換へ 

東 巧 特電 十 I 二日 發 = 東邦 電力 
の 米貨 社 償は 六 か 利す で借換 
へに 巧を しじ。 

今闷 成立した 架が 電力の 惜換 


關稅 引上げの 下晚 案は ァ メリ 
々巧 地の 晚價を 却 I 吊上げる 
とい ふ 苦情が 與論に なつて ゐ 
る關炼もあるので、 ト^魄でょ 
~ 般 の 修史 じ 及ぶ V く、 おか 
黨の 上院 甜補 ヮトソン 皮が ほ 
のめかず 所 じ i ると 
上院の 一般的 修正け 原案ょ らも 
引 でげ る 可能 巧は ある-か， ょを 
H 上 じ 引上げる ミい ふこ i は U 
へを 巧は 過般 化 永 社長， か 巧が し I . い模檢 で、 大統領と しでら これ 
引受 元で ホる' ギヤ ラン ブー •コー-を 希 巽し をつ 兩院化 食前 じぶ 問 
ニー 當片 'ど 柿々 が衝 中で あ 一一 題の 解 巧を 期 巧して 居る。 
つねが、 漸く 前週 尘權：：： じ 内輪 


同志 ご— て U 成立を 見む もので 
あ < を まに 發 をを をる じ まるで 
あらぅ が、 例を にも 當 地のを 利 
离 ではを ら條仲 等も祁 々と 面倒 
な 問題を 惹起した 模 巧で わるが 
結 一? 會趾侧 ごしても H 本 じ戳し 
て赏 際-しは 比較的が 利な 條 かに 
諸 ホした もみ； 如'、、 利 乎は 多 
か 六を 五旌お 巧， と 見られて 居る 
而 して 今 巧借換 へる もの' じ ホ 巧 
惯還 のこ ごじな つて おる 千 化 も 
二十 六年發 巧-千 九な 二十 九 年 
僞 還の 短 則を 巧】 千万 弧、 利子 
六 かで ある： 

關稅 原案に 

■一般的 修化 

上院 調查に 着ず I 

錢じ 下な を 通過した アメリカ 
の 細 焼 引 トげ巧 案は 上院に 廻 脚 
さい、 上院り 民 ま、 みか 兩黨ょ 
. b を 段を 化かして を 部の r 宜 6 
を々 調 巧す ベ （旣 じを 聽會を 巧 


更 

1 


農が 救濟 ，、一 兩院 

狡— 度 W 救が 策 知 一 どして 上 
院 U 乂統 がの なお」 なして 輪 
出 拂巧稅 を 4 化— じる も、 下 
化は 飽定 ：’ 大が倾 をち 持し 木 
幡 n 大タ 耕を おて-:- れを巧 巧 
しじので、 誰 案は 兩院 游泌會 
じ 移る こど； c .‘ b 、 大統锁 ど 
院外を を H 技が ー ラ 氏は る 
巧ぶ 閒跑に 就て わ H を 牛ず る 
U ホつ た •か、 兩院 協證曾 e も 
挪巧稅 お'. 恐 ， r くを 化 クれる 
睽檢で^ る ご0 


化-—：；.；' して 胁稅 ぶ 礎を アメ ブ 
カ^' がが じ K ; か' 化を かく 
W 阅ん ィン，々 オキズ どす* かじ 
がて 調 巧 （巧 b ， 製を み シタ働 
糾む K ぶ Ur メリ 力 おを 阅视す 
るに なし 输入巧 化ぶ はこれ じ 反 
對 しつ.、 あるが 


生糸 積 取りに 

優秀 貨物船 

颗觸ど 商船が 毀 巧 
り 本 郵船では を 雑 および 沙お 
: 做 じ獲秀 デイ ゼ八 船を を S 隻建 
芯し、 をの 速力は 十と マイみ 半 
て、 金利 保 験 料の 關保 上、 
速力を 重ん 中る り 本よりの ホ 糸 
送 じ わいて 赌が的 媛 化を しめ 
ごする 意向で あつたが 

巖お が 船 にても ニ. ユ ー ョ 
i ク 線に 新 船 四 隻め逮 造を 巧定 
! 加 ふるに 岸 A 瀉 船が 商船 ど 同 
型む 巧 造船 ニ隻 を計蠢 し、 これ 
をが 船の 連 航に委 のる こ な 
つたので、 お 馬 腐 船は 速力 十四 
マイ グ 半、 巧を 巧 一巧 巧 型の 慶 
秀 デイ ゼ^ 貨物船を 六隻 おする 
こご、 なら、 郵船の 太 ホが にわ 
けな 優 ほを 侧 面よ 6 脅威す る こ 
ど つむ、 今兩 社の 横濱 、を 
港閒 の 航が 時間を 比較す ると、 
郵船のを 港 線では 途中-? イじ 
が絕 ずるた め、 距離に わいて 五 
モ 巧な マイ- V ご*.; ：*! ら 

1ー 脚 船の 貨物船は 速力に わ 

いて 一 時間 約！ ニ マイ 八方 遲 いけ 
わで も、 横 汲を 港 問を 直航す る 
が ゆえに 距離は 四千と な マイ 片 
くむ b 距離み が 縮 じよら、 速力 
の不 おを 補。 ふため、 兩か 船の 
が お 時間は、 ほご A ど 同等 ご；：^ 
るが 惊 である、 K 閒 するど ころ 
じよれば 、商船では もぅ ニ隻雄 
をを 巧 慮 中の こピ 、て、 巧！ が 
就の 曉 な-一 ユーョ ーク線 就航 船 
U 八を ど。 6 ニ 週 一巧の 定期が 
叫が ご。 るので、 を < 郵船 ご 间 
等の が おな 數を特 る こご \ なる 
かくて 両 お 新造船ぶ. 丄ん ホが 十 
二月 およら、 郵贿お 社は 义平巧 
生糸が 化ち じて 

激烈 なお 述 巧を 巧 ふで あ 


らぅ ご、 なは 商船の ニユ！ 

ク 線では、 歸路化 ホち 岸の 貨物 
殊に ガ ホフ 米綿の 輸送 じ わいて 
ず こぶる；；：： 利 ごなる ので、 郵船 
じても W ホ 面 就が の 貨物船 四隻 
の 雄 造を 計靈 しつ^ ある V * のこ 
どじて、 郵船 白 仁 化 庭が 巧期滿 
T 前に 祉按の ィス も辭 し、 を 格 
氏じ讓 つたのは 今一 層が 運搞陆 
政 巧を 巧 ふためでは むいか W 1 
般 じ觀测 されて 居る。 

格が 會議に 

派遣 委員が かを 

今秋 十 巧ニユ ーョ！ クじ隅 彼 
される ロ ホ 生 ホ 格 付 協 溝 筒の 派 
遣を 貸 じつき、 疆ホ 中央 會 では 
委持會 を 開いて 諮衡の 結果、 技 
術を 貿 どして 左記の 諸氏を 派遣 
する こごに 决 をした 

中央 會 側— 如贊山 副會 頭、 験 
査巧侧 — 肥 お 俊彦 (檢杳 巧 品 
位が 長) 宮 略な 十彦 (調 巧 部 
長 心 輸出 巧侧 削內蟹 (吉 
が) 今 ホが 藏 ( H 本 ま 糸) 蟹 
部ぶ 己 (ロ 綿) 製糸 家 側— ザ 
川 勘巧郞 (山 十」 神宮 かみ 郎 
(郡是 } あ 賀文雄 (か 倉) 棚 橋 
技師 〔お 萊試驗 巧) 神 戶侧— 
沖 捻 杳巧授 •小 旧萬藏 (化シ 

八ク) 

なほ 巧 術 員 W 外の 派遣 員 も あく 
確を のはず であるが、 製糸を 側 
ょ b 武 が お. か (小口 組) 禪か搏 I 
(を 水 社)、 巧 鹿 側渡邊 文よ、 農 
が お 側 お 藤 糸 課長 じほ^ 巧を し 
i 巧は 斯賀 山副场 巧を 鹽 おごし 
て 八月 一二 十日 横-渡 ぉ 帆の 天が 化 

もし <■ は 九！： 十三 1 U の コレア 化 
の 巧れ かじょ つて お發 する 豫を 
じな つて 民を。 

蝴無脚 W 

栗 ま 特電 十一 二日 發 

.春 嘯の 增收八 分 位 

春藏 収獲は 早い 化 方は 八 パ） 
セント 增収の 見込みが ついた 

鐵が 商が 聯合 計畫 

八幡 製 嫂 所は 鐵が 商を 聯合 さ 
せて 國產鋼 か ボ價を をのた め輸 
乂 制限を 計畫 せんごして 居る C 

運用 資金が 激增ず 

昭和 一二 年度め 大藏 省獄 を部述 
用 資を總 額は 二十 陋億 四千 云な 
万圓で 元年 巧ょ 6 六億圆 の激增 
であるが 今年度は 新 おを 潰に】 

億 一二 千で 山を 巧て る樂だ ど。 

觀 安. 値の 化 現疑閒 

春藏收 獲の 遲い 地方は お收横 
傑で をが 化 巧 疑問 ごさる。 

ぶ 泮巧新 貨物 航路 

バーバ ー お船會 社は おげ への 
貨物 航路 瞄 おみは づで ニュ ー ョ 
1 ク から 橫攒ま _ た 一二 十 n 間で あ 


な廉 

W 化 

55 替 

S 經 

山が 

巧 お i 

楠- 

設 


M 

AM 

G 


山 


J 5 


0 

に I 犯け 

船 涼^ 


日本 肆髮舘 断。 

西 巧 十！ ニ 了 目 巧 蕃地 ニが K 蚕 号 
一二 階 (第 おおに て レ 


SI 堪髮巧 肺 窺 

邱經營 と 年間 日本人 諸君 成 理髪 

の經驗 あら。 ジ玉ス •パ アバ 

西 六十 五 下目 一二 一、 地 


ア 


斬鱗爲 命- 


日 本人 おきの 生 お澤山 取」 摘へ 
轉お 廉價で 大勉强 をし ま ホ 


サヴオ ナ魚ほ 


呂 LU 黃 1 A F 1 基皇吕 TSTER 夏ち ： T 
お 巧 毎 男 一 61 st Str 蛋 tcoir Ams 軍 din A ミ. 
Tel . 霉 umbus 91 沒 


n . ロン ピヤ 太學 

日本人 學 友磯會 I 

苗 こち 登 ese Stud ミす aind All 
of ロ 011 氏 a University 
SIS 定 . 13 雲 FNewlf 夏， N . Y _ 

Tel . Bradhit 沒瓷 ！ 

「日米 大學 々窓」 發な 

Th こ a ミミ se Air 養 n Univ 巧 si ぶ曹苦 efly 


p 

o 

H 




M 銀の 帳 沉ごお 利 
をれ 高じト s 億 一千と 巧々 圓 
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祐 叫す 
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原ず 人 (同) お 伯鎭雄 ~ 魔 島 
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崎德一 お 田 幸 S が. (大阪 巧) 
西 川 源太郞 (兵 庫縣) 藤 木 喜 八 
(福 岡縣) ホ ホ 紫 造 前が 育大學 
學を八 木 郡 平 (鹿 兒島縣 ) 木場 
常義 (靑 お縣) が > お豊 一二郎 
(熊 本縣) 巧 本文 藏ぎ弼 直 記 
あの まじ 通知を 度き 儀を 之 
お 間 本人 若く は 知人ょ 6 現 
住所 御 通知 願上娱 

紐 育 帝國綴 領事 舘 

1 巧 8 養を ち New ジ l.k 呈 一 


帶 

を 

& S g 

V • 出 . I 

貧 レ 

を 

• • 4 N 
? 1 

D 


耳鼻 晒喉陳 

鼻 形 整調、 顔の 疵 除去 
等 無痛 治療 
每 U 午前て 時！ 一時 
午を 五特 1 セ 時 
日曜 午前て 轉！ 一時 

サミ 年の 經驗 あを 
U 治療 化 普通リ 


を壽 巧辨當 は前扫 中に 御 注文 
下されば 早速 御 扇 申を' ます 
午前は 十 時まで 午後は 一 1一 時ょ 
を わ堪話 下さい 

木が 屢 

おお 十八 下目 ニー 二八 
笔話 ミミ： 六 ニ 四 0 


を 港から 紐 育へ 飛び、 太 お洋は 
船で 渡つ でを 國へ歸 も 

巧を の 父 巧 じを 必 ぶせ 度 

い VJ あつて 居る』 ど 仲々 史必深 
い 奉を 言つ て 居た が、 ヶぶ爵 は 
ぺ八 ツャ 王化から 賞つ たよ 言 ふ 
白 毛の 猫を 何時ら 同乘 さぶ て 居 
るが、 日本で 買つ た麵の ボタ 
をな 國へ ± 逢に 持 も歸つ vJ 吹き 
流ず の だ ご 笑 つて 居た。 


晴れの 結婚 着で 

マリ— 國 友目鑑 

コ 。 ラ ド 州 デン バ—ぉ 立 b の 
通信に 化れば 閒 化の 醫師圃 ぶ 信 
滞 氏の み 媛で ホる、 目白 も施兒 
リ ー 壊は、 ゲン パー 大舉 の藥 
劑 碑を 卒藥 した 才媛で、 プ V ス 
ビブ リァン 病 探の 化 學技祕 ごし 
て 就 働し 居ち、 今回 デンバー！ 巧 
巧 部の 靑年ゼ 1 ムス •リン I チ 君 
ご ホ 乃と H 結婚式を 擧げる こど 
じな つて 居た が、 をの 後 リグ チ 
に對 しを 所から 亀 話 や 手紙 日 
本人 £ の 結婚を 非難され た 仇で 
遂に をれ を 苦 じ 病み、 結踞 を 
擧 ぐべき 當 B マリ ー さん は^れ 
の結媳 姿で われと わが 必 臟すピ 
スト グ でが ちぬいて 自殺し お 
遺書の I 部に 『妾は デムを 一 
巧の 巧 物ょ らも 愛しました 一、 -け 
れ共 デムは 友達の わめ 妾を t て 
ましな』 ど わつ た 0 


風 かわく から じて 

女生徒を 巧 主'— 

東京 特電 十四日 發リ をが^ あ 
佐み 郡 お 瀬が 小學校 四を 綾 生 
徒 一二 十 E をは 先生から 頭髮 一 制 
る ことを 命せられ 巧 ホ 頭 じす 
たが ホ 生は 『にがしい 藤 收^期 
じ 際しん 浴の 時 すらない のザ髮 
の 中 じ 甄がウ ヨウ ヨ して 不 帯を 
だから ；...... 』 ど說 明した が お 親 

達は かん になつ て 憤. 慨 して 
居 ミ 


卓上が 話 i 

飛んで^ ない 詐欺 j 
◊ 遇 円 四み 鹽胖 の惇留 巧^を 
で 西 ハみ 署員 お 怪しい とじら 占 で 
引致し：；； 男は、 靑森縣 生れ i 一毛 
剌 をお郞 ( あ ニ ) とい ふ 詐欺^を 
前巧乂 化の シタ 、々若 ；.. I 
◊ この 男 お 巧 十ぶ H じ 四が 傳 
馬 听一ノ 一 0 吳服巧 太 巧 巧 ムハ衔 
方へ ヒヨ ッ コリ 現れ 『7 シゴ化 
海道 面 館 のらの ぢ やが 親父 《 I 米 
H 菁の視 ひの 配ら 物にする か 户厂』 
どて 注文し わの が 驚くな かれ 斜 
子め はんてん 八 千 五な お、 术締 
はんてん ニ 千 枚を はじめ 富よ 絹 
風ろ 敷、 ず W ぐ ひ、 モン ぺ个の 
類 數巧点 

◊喜ろ こんだ のは 吳服屋 をん 
開店な ホの おを な々 だ ご、 まづ 
宿を 引き 挪 つてごぅ 留を 願な、 
注文品の 調製に、 てん 手を ぇい 
の】 ホ、 け ふは 一二 越， ぁすは 帝 
劇 ご 東 巧 案 巧に 下へ も おか 才、 
十九 日 も 渐舞ほ 座へ 案 巧す. < i こ 
ミ 5 なつた が、 をの 途中 フィと 
をを か/- されて しまつた 一 
◊を こで 吳服屋 さんびつ <ら 
仰天し かし 乂 をが 預 つて ぁ も か 
らを也 ご、 をのた めを 庫に 又れ 
て嚴 いた 巧の カバンを 開けで 見 
る W 中味は を ふんで しどを シヤ 
ツじ祗 ぐな つて 四を 署へわ あへ 



今秋 〔巧び〕 ，...，. - 

練習 艦隊 當地訪 間 

十月 五 H じ迴航 C I 週間 礎泪 


帝闕 線 巧經隊 •か 幾 おかぶ もじ 當 地を 試閱 したのは 一 巧 年の こ 
ど でんる が、 坂あソ シン トン 乂 随舘附 巧を のず を 經て當 地 海軍 
整 特な窜 な 所し 速した 情橄 にょれば 哲てッ シン トン お 化 館附が 
宫 た’ 5 し. _ど みら、 餘 朝後遥 ま艦駭 巧々 官 、海軍々 み 部み 長 等 
を 庭 比し 7 シン トンが 縮會證 じは 故 加 藤を 權の 副官 ごして お 席 
したが 带郎 巧の アィ ブヵ 通で わる 巧が 吉 S 郎中將 を 司み 宫 ごず 
る 練 巧 瓶隊獲 間ぶ が繫キ は、 遠げ 銃 あめ 豫 をを 俄か-'‘ 變 吏して 
巧が ニユ ー 3 ク がを も 訪問す る こご i な b 、 十 巧 五 U 、 バが 
チモ ー アを捣 てート ソン 中流 L 投錯 十二 H まで 旋 みずる こど じ 


みを した、 が留 化 じ ニが ぶ b じ 巧び なつかしい 海 带巧ど お ホ H 

-0 


本の 閣防 をが 屑じ擔 ふべき 巧 殿 おのを をに 接し 得る 譯 である < 


歡迎會 組織 

歡迎 方な の 協議 

まる ニ 巧 確を：) た 本年 ほ 練習 
腊隊 はと H 1 U 橫須贺 整、 米 固 
西海岸を 地を 巡航し 南米を 潔を 

經てア フブク の 

南端 ヶ -プ •タゥン 經も 

コロンボ、 シン ガボ.—- ク 等を 巡 

がして 化 巧 一遇 航融 の綠 をで ぁ 
つたが、 ああが 特變裝 せられ、 
南米 方面 3 T の 巡が の 化ら 广米 
I 國巧 海岸 .V 訪問す ろ こど i なつ 
j たので、 海ず 省ょ b は 過般 範府 
大化 能を 親て 之れ が 蒜 解を ホ闕 
海軍省 じ ホめ てゐ たが、 旣じ间 
恵を 得た ので 愈々 お 巧 巡航は 實 
現される こご な 窗； 胞の 
歓び も】 方なら U いがを ら角ボ 
术ナ モァ 培 港に 九 巧 二十 六 U で 
十ち 一二 日 同泌ぉ 港、 ニユ 13 — 
クじ 

直航 しぶ U を 渚 バド ソン 
河じ投 端、 一週間 滞 化 中は、 每 


H 

を 


ザ验 上陸を なして 見 學觀ホ 等 
なし 十二 H お發 、一路 パナマ 
にお ひ歸朝 S を じ 上る 酱 じて 查 
が お H 割、 を 化 員 等は 目下 當地 
敲軍 監督を 奉務所 ょら 問を 中 だ 
が 司を 官は 巧が 话 一二郎 中 媒で淺 
晒 {化 八 八 お 屯) 磐 手 (化 八 ニ 六 
巧) の 兩鑑ょ b 紐 織され、 大正 
ニ 年 巧 永 野 修身々 將 (現が 軍を 
學校 持、 中將) 引 卒の下 じ訪間 
せる 時 も 化兩鑑 でぁつ たので が 
留お胞 じがつ ては 頗る 懐し く 親 
み 深い ものが ぁる、 巧が 岸 到着 
後の 餘 航程 a 巧畦ヒ P じ 十一 巧 
サ H 兽 し、 词 二十四日 發 だけに 
確を して ゐる ど 拘 ほが 習鑑隊 

お 離 訪問み をと 共 じ總領 
事を が中必 どなち、 厳 迎會が 例 
じ 依 わ 組織 さるべく 一昨が 谭府 
に 赴ける 總 領事 化 现瓶樂 內山淸 
氏歸 紐の 上、 H 本 入會其 化と 協 
議を 重ね 擎備魄 始の段 化り であ 


化界 ゴルフ 界の 鬼才 ……： 

ボビ •ジ m — ンズ 日本へ 


化が ゴ^フのを 才ど誤 はれて 
居ろ ポビ •ジ 3 ンズ 巧け 目下 鄕 
I 化 アトランタ じ 滞な 小で あるが 


情報部 提 齋藤憐 氏から おが 電報 

聯合 通信社の 報 やる 所 じよる i 
蹈近柴 上 陛下を おめ 奉 b を 皇族 
みの 御熱必 さで、 めき---- とお 


巧して 居る 日本の ゴ八フ •フア 
ン から 『是非 H 本へ いらして 下 
さい』 ごい ふ叮喀 なお 待の お電 
じを した 相で ある。 

日本の フ 'アンを 化 表して この 
招待 狀を發 した 人は 誰もら ぅ 
前 ニ. ユョ ー クの總 領事で 現じ 
情報部 長 どして 活躍して 居る 
齋 藤 博 巧で あるが、 右 •し關 し 
チョ* — ンス 氏は 曰 /\ 

『あは このな 重な 招待を 非常 
じ ホを どし 感激して 居る、 が、 
おごして は 巧ょ らも 先き じ 巧 週 
巧々 ニ ユョ] クじ 赴き、 を 米ゴ 
少フ媒 食々 頭 ド ー クラス 氏 巧 ひ 
副を 數 ラム ゼ！ 氏 ど 相談し なけ 
れば 巧ん ごも 申し兼ねる、 おが 
H 本へ， _ 巧きたい のは 山々 である 
が、 こか 旅 じは 隨か時 H を 要す 
るし ず 一 フォ八 ニア 州で をが ア 
マチ ユ ] ア 》 ゴ方 フ大會 もを つ 
て 居る ので あるから、 この 占 ("じ 
就ても 篤と 相談し なくて はなら 
U い、 ふ-もら じしても な艺 して 
は 大ぃに 一-熟考して 居る』 

ご あるが、 副會頭 ラム ゼ - — 氏 
は 『 H 本の ゴ ホフ 巧も黃 おは 
非常。 進 ホを 遂げ、 現じ この 
協會 からら 技術 上め 質疑に 就 
て U 本、 禪 々ご 報道の 便を ど 
つて 居る が、 ジ 3 1 ンズ 氏の 
渡 H はを < 初 巧 だ、 を おも 喜 
んで このが 談じ應 ずるが、 ど 
ちら じしても これは ジヨ ー ン 
ズ巧 個人の 閱題 だ』 ど 語つ た 

ぐ 

み 

ジョ！ ン乂 氏が 巧が 十 丹、 ブン 
バ！ ンで 優勝した 魔、 大每ま 
筆 高 石 氏は 词氏 じ會 妊し H 本 巧 
きをす： めた ところ、 彼は 
さア 、遠い： n 本までを いでけ 
くことは 難しいで しやぅ'. 

VJ 答へ た 曲で をる 0 
長足の 進 ホを ホした 

日本 杖 球界 

名 ± の 間に 流が 

コグブ の 班界雜 達人で ある ジ 
ョン ズを迹 へんと して ゐる目 本 
じ ゴがフ が 輸入され たのは 先づ 
ざつ ご _ 

お 年： で 神戶じ 居留した 
ィ ¥ タス 人が 今の 靑木巧 满會社 
の 空地で クラブを 振ら 廻した め 
がを も の はじま- O ' で、 か 論 
H 本人で やる 者は 一人 もな （、 
をみ 後 ダグ 1 ム ごがぶ ィ •キリス 
人が 六 ザ 山 項み ス。！ プじ 目を 
葛け て、 時のを 服 部 兵庫縣 知事 
を說 がし、. 明治 S 十四 五 年頃 氏 
の势 力で 六 巧に 化 ホ ー グの リン 
クを をつ たのが、 リンクら しい 
リンクの はじまらで、 ゴグ フミ 
云へは ホ 巧を 聯想す る ほどに お 
名 どな つれら ので ある、 をれ か 
ら漸 々外 國歸ら の 巧巧會 社員 等 
がで し この 渡 技を 輸入し 
當 地から 歸 つた 赤 星 兄弟 や 川 崎 
等の ゴ^ ファ ー が お現し、 御 外 
遊の 蛮 _ 上 陛下を 始め 奉らを 皇族 
方、 政を、 賓業 巧、 をを あの 名 
十 等 じ 段々 をの 

趣味が 廣 まら、 遂に 今日 

の 隆盛を 見た のみならず、 福 岡 
縣 では ゴグ マ稅等 ごい ふ ものが 
制を される やうに なつた 位 ひで 
現在 U 本の ゴ^フ •リンク 所 巧 
を 見る じぶ のかし 0 


地名 所が 地 ホ— ^ 將ホ 

九 I 


福 岡 间 
雲 他 '眩帖 


謙 早 同 


力 

化 一八 


舞子 
六 ザ 
靑木 


店ハ庸 

同 

同- 






鳴 尾 同 
寶豫 同 


巧 木 大阪 
山 巧 京都 


が 巧 靜岡 
稱ゲ各 神を 川 一八 
駒澤 東を 一八 
根 岸 神を 川 
函根 同 


八 

六 



九 一八 
八 — 
六 九 
八 I ニ 六 




六實 で 葉 
輕ザ渾 長 野 
函館 化 海道 


し 

九 

八 

九 
九 


八 


錢画岡 六 九 
これ 等 の クラブは、 いづ 


れも滿 員で、 入 會は忡 々容易で 
ない が、 H み ゴ八フ 協 會は大 な 
ホ 明 巧を 會 おごし、 ぶ 年中の 年 
中 巧 事 ィ」 して 圣 日本 ォ！ プンは 
- V 巧 jH 、 ニ H じ宜も 茨木で、 
をら じ 十 巧 十 セ 日から I 二日に 直 
b 六寶 で、 インタ； デ スト リク 
ト •マッチは 十一 巧 一二 H 鳴 尾で 
濯す こどに なつて 居る。 


を 飛 巧 機 じ乘じ 

空の 膝 栗毛 

ド 井ツの 若い 貴族 
冒 隙 どを はぅ か、 無謀 どを は 
ん か、 唯った 二十 馬力の 豆 飛 巧 
機で ドキッ から アジア 大陸を 經 
て B 本に 飛び も 飛んだら 

一方 吗を 突破して 化 人を 
驚ろ かした ドネ ツの 若い 男爵 飛 
巧家ケ I パン •グ ー ニヒ 巧は を 
機 ど 典に サキべ リア 化で 太 ホが 
を蹟斷 し' 近く フツ マコから ニユ 
ョ； クの大 隆橫斷 飛 巧に 就かん 
W L てゐ るが ケ！ ニ ヒ巧礙 は ホ 
だ 二十 H 歲の小 梢の 紳± で) 見 
十と 八歲 なじ 見える 茶！ E 氣 たつ 
ぶちの 愛嬌 おで ある、 お迎えの 


3-^ ご tA .— 考—" 

東を 特電 十四日 發 U 柯事 でも 
流 巧 じは 遲れ ない ご 自慢す る 
B 本に も 最あト ーネ！ の 襲 ホ 
でト I キ ー を 盛時 化を をんだ 
ためじが 樂 座は 管經樂 部員の 
全部 解雇の 悲劇を 生んで ゐる 


記者 嚮に 包箇 され、 を b 流暢で 
ない ま 語で 語る ごころ じょれば 
『初^から 計議 的で 化を 一遇を 
をて i : ゎけでは ない が、 つい， 
かぅ^と 飛んで 居る 中 じ、 思 ひ 
切つ 日本まで 飛ぶ 氣 じ；； <- ら 
一 冗哩を 源んで a 本へ 着いた の 
でぁ！ るが、 何を なの 

飛 巧 機は 小さぃ ので 一 氣 
じ 長 一 距離を 飛ぶ 事は ぉ來ん が、 
其れでら 二十と 時間 じ 一巧 哩は 
飛乂で 居る、 n 本で け大阪 から 
立 川へ 飛び立 W から 横 溝まで 飛 
むだが、 天候が 惡 いので 大弱 I 
を丄 た、 特に】 を 殘念 だつじの 
は フジ ャ マが 雲で 見え。 かつた 
事で、 日本 じは 山が ぞいから 印 
巧-^ ウは 余程 飛行は 脚 難で ある 
大陸 横 斷は颁 事 じを つて 打を は 
せす るまでは わからん が、 义段 
は氣 校が がいから 樂だど 思 ふ、 




kttf 
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Tel. Corilandt 7232-33-34 


な e M お libisiii Bank, L 阳 . 

Room 941, Equifadie む iiding 
1 如 Broa お 化 New Ifork Gi か 
Te し Rec わ r 9483 - 化 


MORMABBOSJnc., 

53 - 巧ぶ W. 23rd S し 
New York City 
Tel. Gram が cy 38 郎 


THE F 議日 TO 
な即 RITiES GO .， 祖 

Room 3112 

120 わ oadway, li. Y. City 
Te し Rector 24 が おが 


THE sank lir し ^^! Ji 

お om 巧 27 1 的む 日 adway ， li. Y. 
Plume. Cwtian が お 83 


Tiig Sum な 麵 朗 nk, Ltd. 

NEW YORK が 巧が 
む om 4^4 
1 がむ oadw 巧 
むしむ rc 叫が 1841 巧 


Tne TOkoliama 

Sp 郎お貼 ilk, L 化 

5 化 Floor, Equitable Bldg. 
120 目 roa 細 も N. Y. 
Phone Rector 2550 


Tte Noirm S 目即 riti お Go ,, Ltd . 

120 Broadway, N. Y. 

Tel. 民 ector 3254 


Nippon 

D び Goods Co. 

148-150 Madison Ave.i 
N 削 York むか 
Te し Ashland 81 が - 42 


NML & SHiMim 

Doll も Toys and 
Seasonable Novel む es 
31 East 17 化が 巧 お 
け 細 ! ！ 巧 D 慶） 

Tel. Algonquin 1877 


Nara Trading む 

151-5th Av^ ； 

I (Cor. 2 レ .-..) 

； TeUlgotr. ,t 364 .47 


AG 垃 NCY: JAPAN TOU 民 1ST BUREAU 


N . Y . K . LINE 

社 會船郵 本 日 

San Francisco OfHce: Los Aiigreles O ぴ ice; S が Ule Office: 

551 Mark が St. 605 South Grand Ave 1404 Fourth Avenue 

N 巨 W YORK OFFICE: 

8-10 Bridge St. T 巨し BOW U NG GRE 巨 N 2262 

Chicago Office: 1 孤 W. Monroe St» 


Mo Bms JBS. 

Formerly 

がが uh が y & Go, 

17 East 巧 b 化 も f. 
let. iiigsnquin 的 がぶ 


O . S . K . Line 


大飯廊 船會が 

2 お? ぷ WH け 巧 ill BUILDING 
U 目 jUTEHY 化 A な 化 WYORKUm 
PHQgEBSWUNG 郎巧 ii 巧が 的 


雜お r 六な お 千 一を 


雜 嘉が 


貪 


M 


I ： 日曜： t 】 


円 お 十月 六 年 四和昭 


四 


資本を 壹な風 
沸 & が 資本を 六 千巧圃 
巧 ホを 六 千 四が を 旧 

鎌 赋ニ一 ザ 銀 巧— ち 巧 

本店 ま巧ボ H 本 橋 お 本を 法 巧 五を 化 一巧 
支店 小 あ H 本 橋 化の 內 (お 京〕 橫孩 
を ホ 屋を邵 大陌巧 (お 段〕 神 巧 
廣 な 下脚 門 司 巧 松 姑 岡長晚 
上 おおを 孟買酒 水 


ん 


輪 出入 爲 お、 電お をを、 化 送金’ 旅 巧 信用が 
巧萊 信用 狀其他 一般 銀が お 

無写囊 銀 巧— ま 巧 

鄕お をを" U 本を 地 無ホ敕 巧- 7 迅速 化 扱 
本 巧 巧を (ぶ朔 通知 ノニ 桃) 御 化 利 化 扱 
本 支店 東を (本が) 大 阪神 戸 巧が 
所 巧 地ぶ 古 M 小が h が 倫 政 


▲鄉里 送金 及び 並を を (無手 お 巧)、 外国 
爲を賣 買、 荷 巧 替お組 お 立、 信用 巧を 
巧 等 一般 级巧楽 あ 御 便利 じ 取扱 可け 候 

S 臺灣銀 巧 組 育 曲 張 所 

まお东 一一^ 橫 後、 た 扱、 神タ、 h お、 漢 
ロ、’ 福讲 、厦門、 油 城、 香を、 横を、 新 

慕坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 買 
力 分々 ツタ 、倫 致、 其 外 ま 潰 十 巧ケ巧 


一、 資本を 壹倍圓 (を 額拂込 お) 

一、 捣 なを 奪 億 五な 五十を 圓 

內地本 支 巧 = 橫演 (本 ほ) 巧を 大阪 
神 ロ 長 胁下關 をを 崖 

機濱ぶ 金銀 巧— 支な 

米 國をぞ 化 H を 港 羅府ホ ボ巧巧 
其化胜 巧を 國 まを 都が ニ まが 及 コ八レ 
ス巧么 候 


本店 大阪 化淺五 下目 
紐 巧支庙 がち プ。— ドゥ 五 1 が 四十 九 燕 

鱗 住な 銀行 

0お {あ巧 橫濱 を右崖 巧都 神户 岡山 
じ 巧 ノ道廣 島 吳柳井 ドノ 账 
地 支な^ ち ル 倉、 巧ち 巧を 乂留ホ 熊ぶ 等 

本 威 預か、 鄕お 送を 等は 保め 
て 御 巧 利 迅速 じ 御 化を 可申极 


よ 巧 朝鮮を 城 

支 巧 出張所は 日本 內 地の 搭 巧都巿 、朝鮮 
滿洲 、支那のを 地 及び 術 捕巧徳 

朝 鱗 銀な 紐 育 あ 張 所 

み 國腐替 一 股 銀 巧 業務 精々 お 巧 巧 じな 巧 巧 
申 上 候 


巧 外を、 祉 償、 株 巧 ノ留巧 及ビ利 
化 お 立、 ィ至撤 巧が- I 御 化 扱致シ 
マス、 精々 當巧ヲ 御 利用 下 チィ 
II 藤本 ビル 7 ロ— 力ー お 巧 她か巧 社 

藤本 證券 會社 

同を 港ま庙 
. 同羅府 出張所 
同 ホ 巧 化 巧な 


觸破 器、 雜 貨卸賣 

蘇が ブクザ ー ス 


遊ンデホ少御金ハ ^ 

日本 內地ノ を、 社債、 株式へ 
御 投資 下 サィ 一 

御手 持 證券 ノ 保管 こ： ハ 

をを ナ 弊店 ノ 『保護 預リ』 立 
御 利用 下 サィ ； 一 _ .一 
投資 ノ御 相談 ハ 是非 弊店へ 一 

野 村 證券 縷式會 社 

紐 育が 張 所 

資本金 壹千萬 一圓 
本店 大阪 巧東區 をた 卿 111 T 目 


夏場 グ I ム 

口車 あび 濁 逸 製な 具、 雜 W でび 陶器 
類 巧 夏場 おきなを 部な 揃 A 陳列して 
居ょ すから 御 ホ 組の 節は を I 非 御な が 
b 胸 一覽を 願まず I 

で ^ テル エンド シ、 .) ノル 


I 贼 日本 ド ライ グ ー ゾ 


H 本陶斌 器雜貨 ■ 

ラ 厶プ卸 巧 

祭 良 貿易商 會 



參羅府 、を 港 お 帆 (ホ ノグ^ 經 由) 

煤が を を 港を 

(午ち ニが おれ) (正午 化れ〕 

大巧み 客廿 九日 お 巧 一二 日 
~ 天げ 义と月 十二 日と 巧 十と 日 
I n レア 化よ 月 廿ムハ 日と 月 化 一 日 
I 春が 凡 八月 九 H A 巧 十四日 
® シアトル 化 帆 (午前 十 時化 帆) 

I が揀义 六ち 廿九日 
靜岡化 と 巧 か 六日 
横濱化 八月 九日 
一二 島 1 見’ 九月 四 日 

@ 淪致货 日本 巧 出帆 

化 野 4 J > ちち 甘 八日 
樣タも セ 月 十一 110 
. 扣 巧み 去 巧 サみ日 
I ▲な 育岀帆 E まあが 由 日本 巧 貨物 抵— 巧ニ圃 
A 蹄 給 おが。 が 化は が 測 巧、 南米 巧 並に 田を あ 
提由 太平が 岸 朽を激 械を化 S 挣拘を リ巧紀 切 
巧 等 萬 事御攸 をに 化 計 ひ 申 上 ミず- 
▲义 齒鐵道 切符、 寢を券 等 も 御 傾を じ 取 計ひキ 
上えず 


日本 郵船 會社 (並 ニを 鐵道會 社) 

代理店 巧 桐 兄弟 蘭會 

乘 車、 乘船 切な 並 じ 小荷物 運送 御 巧 巧 じ 取扱 申します 


シアトル ぉ 帆 军孽 時) 

を ふら か 化 六 巧 かお 目 
をら ばま义 毛 巧 十六 日 
ば リイ か (坡锥 化奶) ホ 巧 二日 
ザ 一等 媒 巧】 九お张 

化 L ばリ卞 みるん でん おは 一 五 五 巧 
►吉を 日本が 五 五 巧ぎ 室 大を造 あ 族 室 多 技 
▼厨を 望に 化り 一等 割 お 巧を 切 巧を 巧を 巧ち 

ロスアンゼルス お 化 (午後 一二 時) 
はわい 化 と 巧 十六 目' 
らぷら じ 化- 八. 月 十四日 

▼一等 複濱ニ HO 巧 ほは わい かを じらみ 一を 巧 
▼特 が 一二 窜 日本 片左十 化 巧 ►一二 等 日本 斤 五十 五 巧 
▼を 藩 瑶お巧 おを 顶 巧授轰 ホを 乂巧狩 旋化リ ち 
▼紐 育 谋バナ マ經由 日本ち 那斤貸 物 船 召 一圓 


日本 陶磯黑 雑貨 類卸寶 

ホ元ブ タザ— ス 


片術 スペシャル 


家庭 必需 お 

嫌漬 S 素 

潰 物の お 悚 をな ) 

惡 臭を 去 b 

小 M などの あまを 防ぐ 
使用法を 罐じ 附記し も 1 
至極 衛單 便利 


か 桐 兄弟 商 含 


最新 流 巧 柄 

浴 お 地 一反 ニ 弗よ も 
浴衣 一枚 ニ 夷 よち 
いろ {取 揃へ て 

御座います 
クリ コ • h 
モス リン ニ 弗 六十 仙よ ち 
A 造 絹 ご 一 鶏 九十 八烛 よら 


桑 山商會 

114 夏 T 是を SLN . U . 

さミタ R 另ま ニニ 33 •赛巧 


靑年 y 求 か 

夏季 化學中 地方に おで i 學費 
を 作らむ ごする 靑 年の 爲 《じ 
適 當の比 事を 提供す。 委細は 
紐 育 新報 趾 水み 氏と 面談の 上 

林 轟會。 

WestView Park , Wesi Vie ター a . 


謹 を 

小生 事 今 巧歐米 視察の 途み當 
市 じな を 6 巧 一ヶ月 間 左記へ 

瓣な候 じ付オ キシへ ー ラ） の 
說 明を 驗じ臟 しては 一切 無料 
じて 御 能に 應じ可 ホ 候 也 


才キシ へ 


ラ ‘ 


- 發明着 


前 島 震太郎 

C 0 》 Dku 夏 一 Hie- 泛ち 124 th 資 .，呈 y 

か 診謹吿 

な 儀 病 氣の爲 め 目下 入院 治療 
中 じが 約 一遇 巧 休診 巧 仕 お 
昭か四 年 六月 十 H 

ぉ巧醫 た 屋 篡 
養 宝. 73 rd S 产 田で 


0 JLm , 


タンク 


め お 百 個の 

ゥォド ロブ 
及び ス チミ マ！ トランク 六 弗 五 

十 他、 九 弗 五十 仙、 十二 弗 置 十 
仙、 少し 許 b 化 用し わ 鞭 類 一巧 
一二 萌 及び お 弗 

8 芝-ぎ ih 言.， Co こ 害 St , N . Y . 


r 一 ブンク 

ンノ— ベ— シ 3 ン 


! ト マ ン 
テイ ラ ー 及 
トランクを 

物と 弗 お 十 触ょ b 十二 苑 五十 仙 
ち East 苦 岸 sigt 


海水 潑 、貸 室議黯 

魚 釣.、 水泳、 保養、 萬 事 親切 
基 rs - 香 ミ， 312 8 置を 5 喜 si - 
Ed ち mere , 广 一- Tel . Plaza 1454 

綺麗なる四室妓湯媵 

渠讀電 燃、 スチ I ヒ- 

ト 、ホット ウネ！ タ] 册六雖 よ 
ら 四十 五苑 Take ぞ 果 n Gar from Brook * 
lyn Brid 洁 •ご； 虽 rl Si , 8 夏 書 


*s 大き。 靡屢 凛 殿に 

W 1 , 隣搂 、明る / r て 綺麗 

じ 装飾し あち、 を 通 使 孤の 瘍所 

34 岩 EI 皇 d 是 y (141 st St . ご 耳 18 


巧鋪綺麗の室、 設備 

集 M 完き シング； こ 週 

八 弗、 ダブ- グ 一週 十 弗 一 
吉 TEL C 養 LE , だ W . 呈 fh P 百 fy 


夏 瘍向品 時 别賣化 

夏瘍 、小賣 向、 ダ— ム 向新 荷 到 靑 
精々 勉强 御用 命じ 應 だまず 

日本陶破黑雜巧^^^^恥巧 

碱譜巧 水 桃 井 組 

105 产 16th wr N . Y . 
HeL Stuyvesant 琪资 お - 7 


で. 據隔 H 新 ぉ 到着：：：： 

勉强巧 致 候 間 御 引 立願 上 候. 

陶 破黑雜 貨卸賣 

眷 巧巧會 

141 巧 思 h A.VC ,zow York 0さ 

oorn 巧 of ご srst. A ド onauin 授 90- 沒 91 


夏 堪向ぉ p u 

雜貨 、陶磁器、 ランプ 致ぞ 
勉强 '可 化 お 間 御 註文 被す 巧 願 

^太洋 貿易 株式 會， 

TTelepho 百 0 AIg § 占 uin WS23-5 

S1 Fi 巧 一一 .Aivenue ZOWYOrko . i 

Chicago Branch 327 w . Madison St ., C . ち • 111. 

New 齿 ngla 己 d 巧 ep .- N . Mpsud 》 00 こ 遣な edford 空 ton gass . 


午餐 俱樂 部て 內山 領事が . 

御飯 對ビ— フス テー ク諭 

量の 义明ご 赞の义 明.、 一の 比較 研究 


近日 本 曾遊の 米圃 人中 
じ H 本の 国際的 地位、 义化的 趣 
ホ 巧至經 巧的實 力を 請 解す る 巧 
の 巧が 殖えて 來じ i は 非常 じい 
いが 巧で ぁるが、 現で がを じ 居 
化する 前記 ホ國人 四十と 名： S * 今 
春 ジャパン •ゴ^ン 化樂部 i い 
ふ】 脚 体を 紐 織し 衞 おじ お 則 化 
個條を 設けて 時々 午餐 曾を 開い 
て會貸 巧ぶ のぶ 證を增 進し り 本 
ぷぴ巧 巧じ瞄 するな をを をが す 
る 2 ご。 0 む。 をは お務 ち紐肯 
稅 幽じ勸 がする 前 駐日 商務官 ょ 

フ •ア ー 八 ^ェ 八 ドリ ツジ 氏が ホ 
ごして 鈴 旋の勞 を 執つ て& るが 
少化米 人め ち 業 家ユ！ • 止ス •ス 
I チ ー グの コ！ ベット 氏、 生糸 挽 
I 査 所の ダウ ブィ 巧、 ス ペリ ー 巧 
j 巧 化を モ！ ガン 巧を 始め 國際ュ 
j ク K なの 一 ストン 巧、 ェジヤ 誌 
I の フロ ], ック 氏、 が 育 ブレダ 
一 ラムの こ n A ツン氏 等の 操娜者 
I やナシ 3 ナ八 •シ ブイ、 ウェス 
I ブン グー ウス、， キアラン テ] ッ 
I ラスト， ジヤ — デイン ■マ ゼッ 

ーン 、ク 1 ン •日— プ觸 係の人々 
i もを つて ゐ る。 去 ると n は 巧が 

一一 淀に がて 

_ f 

; 巧 山 總谢事 巧 巧を ホ賓ご 
; してが 待し ま 那閱趙 其 化 趣 ホ あ 
る自 もな 見のを おがわつ た。 席 
一 上 巧山總 領事 化理は 『御飯 街ビ 


— 7 ステ ー ク』 なる 題 下じユ I 
モア じ宮 める 一 おの 演說を 試み 
『吾が ホ 化の 文明は 巧 度ょ > 支 
那而 して 支那ょ b 日本へ 東漸し 
たみで あるが、 吾人は 斯る 巧げ 
义 明を の收し 消化して 遂にで 八 
な 五十 S 年 ペグ 9 提督 じ 依らて 
ビー フス テー クが紹 かされる 時 
化-」 逢を したので ある』 ごて 佛 
をの 威 化を 受け じる 日本食が 獸 
巧を 除斥した お、 鳥、 策を まご 
しじ 調理法な るは 當然 である 巧 
なを 說 明し、 希赌 文明の 繼 承を 
である ホ國 人が 自然を 征服ず る 
活動力の 所ち まで あら 隨て 肉を 
を まこす るのは 怪 むじ をら ねと 
論じ、 おお 論じ 巧て 『御飯 文朗 
VJ ビ ] フス ブ I ク义明 ごの 相違 
は、 ホ 人が 赌 外的で あ b 円本 人 
が擴內 的なる 点じ 巧る』 ごて ホ 
画は 「设」 的で あら 日本は 『質』 的 
でを る ゴ解說 し、 博 統的特 を、 
地理 的狀 態の 相違 じ ま （日米 兩 
國义 明は 米 國の概 質 文明の 巧 映 
が涩 巧を 業の 總大に 依らて 說明 
廿らる i 如く U 本の 精神 文明の 
反映は お 術 哲學に 娘つ て 說明さ 
れるご をげ 今や 化兩 者は 瓦 じ 接 
をし つ、 あ b W て H 本ん がビ| 
ブス テ I クじ 御飯を 友 ごする が 
如 （米國 人ら 益々 御飯を 港く し 
て 東が 巧の ホる ものを 理婿 せら 
れい； をが 埋 t るご說 いた。 


紐 育 口 本人 會 

理事 例會 

本が お 豫算の 承認 ご 
を 化巧收 調を を 開始 
旣 報の 如くが ち H 本人 會 じて 
はまる 十 一 n 巧 巧 をげ じがて 
本年 废第 二回 巧 事例 會を 開き 
たるに ホ 席 理事 十と を 晚卷を 
あに 脚を 草 信 會長遙 長 席 じ 若 
き 先 づ副讶 針化樓 氏を 紹 かし 
を 孫子 巧 記を の會 おお 吿 あら 
みで 江を 針の 會别 報吿あ b 銳 
れもニ 一二の 質問 あ 6 て 後 承認 
ど 決し 

巧 信 難を は 過り 委員む 貪 諸 じが 
てみ ぶせ る 本年度を が 委貿長 及 
びを 員の 氏 おを 報 吿し旦 つ 同時 
じ杳 ぶせ る豫资 おを 提示し 收乂 
の槪 要、 支 ホのを 巧 目を 說 明し 
了を 認を ホめ お 雑 G く 巧を、 夫 
よ h をが 部^ 報 吿じ乂 6 水谷委 
員よ b 〔一】 學黃 がり i 披覺 'し關 す 
る經逊 及び お ホ、 ごこ 窗巧 おエ 
州 化に 刚 する 化、 ご ニ】 第二 化 礎 
震 問題の 硏 お、 〔四】 化 畦に 乂闽 
する 日本 學化巧 語 力 閒趙」 脚ず 
る 件 等を 報吿 し、 が 務化會 巧 御 
S 部の 報吿 く、 共濟 部を なを 
鹏 ホ 久 たは 掏 巧 巧ち-し 關 して 詳 
細 G る 報吿を 試みたら 後 共濟部 
委員 肖 i . 本 机 前号 所 報} の 報吿を 
なし、 

; 冀地视 則の-部 修 おを 措 諮し 
: て お 崩。 く W 化、 な 巧が. む ホ 
: おのを 共濟 ぶを 中よ らち 出の 
一 かも W ホ さ n た •か、 當 化の 問 
-跑 たる 班ぶ！！ 藍 化 隣を お 一二 十 
一 と W 、 一二 十五が プラス 十乂趴 
I の 裳 化 巧收じ 脚し 晒 井を 巧を 


の 報吿を 基礎 ィ」 して 桃々 協畿 
の 結果を に對 する 調査 特別委 
員 五名を 會 長ょ 6 指名す るる 
ごな 6 郎も骗 越、 を 井、 淸水 
鴨が、 注の 五を 選を せられ、 
みに 書記を ぶび 書記 俸給 增お 
の 件を 可決し、 乂退食 者の 報 
吿承 諮の 上散會 した。 巧ほ當 
巧會 長よ b め 野 ロ 博 十， 墓地 じ 
供 化の か あび 今 巧 十 巧 か 巧 練 
巧 艦隊 來 がの 豫吿が あつた。 


今秋 歸朝 ずる ’ 

松 旧 監督 長 

歐米ま 員の 東 道 役で 
當がお 軍 監督を 事 お 巧 長 化 旧 
竹 太郞大 をは 本牟 未を 0 て豫を 
S 巧 期 じ 達し 歸 朝を かせられ 榮 
轉の 答で わつ じ 所、 約 ニ タ巧計 
b をを め 十月 匆 々歸朝 ずる もじ 
みぞした ご傳 へられて ゐる 0 W 
を ふのは 本紙 旣 報の 如く 今秋 東 


をに 開かる i 函隙エ 學會議 及び 
動力 會議 列席の 乂閱化 お及びを 
員 二な 四十を ど 米國經 おの 歐洲 
を齒化 お及びを 貫の 一部 八十を 

が 十 巧 十日 勘 船 コレア 乂どプ レ 
シ デント •ジヤクソン ロザ じを 乘 

して 间が じを 港 出帆 渡 日す る ご 
の ミで 之が を 道 役の 內 命を 受け 
た 腐め であるら しい。 闊乂 佐は 
十 巧 ニ HM 靑ど 最後の 別れを な 
し 華 府じ至 bill H 大統領 フ ー グ 
ア ー 氏の 巧を 及び 委員の レ七プ 
ション じ 臨席—' 翌 n お 淵 太 使の 
送別 會じ 巧し 時 別 臨時 列 かで 一 
巧の 巧 お 己なら つ！ 藥港 じを 巧 
する 當で 也る と。 

原 商 絶 書記 宫 

送驰 午餐 會 

巧 お 壽記官 巧 明治 郞 氏は 去る 
十二 H が 巧 じて 華府じ 赴き 翌日 
歸 が、 夫人 同 かお ザ お 化の ホメ 

プク號 じて 歸锁 の途み 渡英せ 

が、 水隨 正午 銀 巧 俱樂部 じが 
て お 志の 送別 午餐 污が銷 かれ お 
席 あ 五十 餘 名、 風 間 H 塞 支店を 
發企 人を 巧を して 惜 かの 辞を 陳 
ベ 一橋 巧 校 中 クラ スメ！ ト たち 
し 時化の^ 話を 絕 かし、 新 井領 
一郎 氏は をみ 業を を 化 表して 原 
氏 じ 勤す ぷ 謝辞を 述べ、 おじ 巧 
氏の 别辭 がわち 草僖 高峰が 會支 
お 人の 發聲 じて ボン •グ ォエー 
ジの 乾が なし 散會 した。 

円 支を 舞 支 恥 料 巧 

靑蓮閣 披露 

日 支を 支那 巧 理靑蓮 觸閒ま 
披露 晚餐會 はまる 十一 一日 巧閒か 
れ- たが、 巧山總 領事 化理 夫妻、 
柏木 正金 克巧長 ホ 妻、 早 川雪洲 
氏 夫妻、 束 住ぶ ち 店長 夫妻， 松 
旧 海 お 監菅長 其 化 ホ 十 餘名得 怠 
の燕庭湯^ を化中皿、 西湖鴨、 
が 唐 幾、 を仁鷄 T 、 を寶還 球、 
齋 菜を 始め 珍 楽總お 孰れ もを 鼓 
を 巧つ て 一風 ホした。 宴酣 なる 頃 
採 まの-一人 高木 光次が 氏 起つ て 
歓迎の 辞を 述べ 支が 測ょり 上が 
藥 あを 词 の彩芳 巧、 靑蓮閣 の 謝 
爆 氏、 t | i 本 側 よら 內山敵 事、 早 
川雪洲 も、 脇 本 誠 一氏 等の 祝賀 
演說あ b H た 親善の 空氣 渡厚禪 
じ閒爵 


しで。 

機- ± 4 ^ 輔化來 紐 

貴族 •孤 溝 員 伯爵 採 山 愛輔 氏は 
去る 十ぶ ロ 着が ホブ 〇 J ^ トモ 
ァじ投 { i ^ せる が、 アム； スト 

外 一校 マり 同 伯に 巧し を 馨學位 
を 始業 じ 贈る 2 どなら 巧 要務 
を锁 び^ 米せ る 由。 


華府 ゴルフ 情調 巧 

讀ん个 か 
な裝 をい'、 さの 道ご必 巧て 
雄々 しくら 立て b 靑 をの 上 
〔詐〕 が 0 攻吳大 に 化し、 雄々 
しき 氣 をがず べしで わるが 
化 をん 剛じ過 ぐれば 做 ご 
ら ホ-し 過 r れぶ猶 ぶ どなる 
剛 ホが 化しき ぉ得 ざれば グ 
3— ンの上 じな てを 蜡を逸 
する S 城 わらむ。 

巧 球は 必 あるら し 义 しても 
がき 草閒 にしのに レ ごする 
【が】 無む のが 化々 が、 むの 人を 
嘲る。 巧閒じ 忍ぶ む どす る 
機微の がを 捕 ふるは 化じ武 
人の 巧が である。 


大每留 學生來 紐. 

乂阪每 日、 東京 H 々巧 聞歐乂 
留學生 圓地巧 四 松 氏は まる 八日 
プ^ メン號 じて 着が、 目 ド巿內 
西 四十 八 下目 ホ テ 八 •ゲ ゴ八ゲ 
エダ アじ 逗留 中で あるが フ シン 
トンを 始めと し ボストン、 シク 
ゴ巧他 東部を 地見學 視察の 上廿 
八み 巧び 卽獨し 旣定通 b 通信 巧 
務主ー おすた め化界 一巧 飛 巧の ッ 
エペ 9 ン號 (と 巧 下旬 お 發の豫 
を こじ 巧乗歸 朝すべし ど。 


タンボ、 の 巧 じ 隱れし 我 球を 
心 めら ひつ、 も 遂に 巧 じら 
〔評】 詠を 曰 < 「誠 や 憐 まるべ 
.. e は タン ポ 、の 化の みなら 
C 地下の み、 ず も ホ 其 一で 
jJe る。^ きな しじる 芝の 下 
ノ 0 リ£ 動く 檢哀 いど 深 
し」 ど 詠ち の 人情 美は 武 
± の 面影 ぁ b 。 

靑 ぶじ 白線 ひきて 飛ぶ 球に 
浮世の さがは 皆 おれ けら 
【が！ 一詠 巧は 「化 ホー ル じと 十 
が 其 中 僅に 数 巧の 好打」 
.める ご吿 白して ゐ るが、 靑 
ぶじ ス ー プどむ 線を 描き出 
でに 刹那の がか ホは 確かに 
が 座 刃 丈 化 道 膽鹏の 浮 化を 
技る i じ 化すべし。 


山 商會新 電話 

ホ 策ぶ 十九 T 目 一 i 四番 を 
山 巧 一^化 新 電話 t ? 明 十ムハ 日ょ らゲ 
ォ ラーン テァ！ ニ こ 一一 I こ 及び 0 五 
五よ 一を じ 獲が し 又 间商巧 移轉期 
を 都 I ば じ 依ら 明牟 一巧 十 お 日を 
延期」 一」 た ち 

曉烏 師歡迎 講演 

旣報曉 鳥 敏師は 本 H ボストン _ 
ょち 歸 おの 善 じて ホる 十 ah 午 
後 八 時ょ b 紐育挪 & 會ま 催の 憑 
談會じ 列すべく、 翌 十八 n 午を 
六 時半ょ bH 本 お樂部 じがて 有 
志の 敷迦晚 餐會が あら、 岡 A 時 
半 ょら 同 巧は 一 窺の 佛敎 講話を 
試む ろ卷 じて 參聽は 自由。 

靑木隆 氏 次週 來紐 

獨逸 賠償金 會議 委員 どして む 
里會議 じ抵庵 中で あつた U 銀 名 
古 雇 まな 長 證お隆 巧は 本り ササ 

ザンプ トン あ 化の ベ レシ ダブ ア 

號 じて 渡米し 滯經巧 一週 商、 直 
じ歸 朝の 遂に 就く あ。 

♦津 島壽 I 氏 滞 紐 中の 海外な 
剖が を官 、夫 A 同伴 昨夕 お發西 
巧 十 化 H 桑 港 お 帆の チ 4 ベリ ャ 
义 じて 歸 朝の 途に 上つ わがが 育 
巧訪の 期日 d ホ定。 

•武 述理 S 郎巧 H 本 飯け 化理 
店監 驚. 役、 感冒の 爲め 今週々 初 

ょら ボ！ チ 五 スタ] じて 加療 中 

•齋藤 音み 巧 當地顔 事 舘副锁 
事、 本ち 下 巧 西 巧と 巧 轰港 
發の 大洋 乂 便じて 家族 同伴 歸朝 
の 箸。 

•高木 隆ま 氏轉居 一二 井 銀 巧 支 
巧 長、 近々 ラ— ナ モントの ゥエ 
ンド街 十 二番に 轉 居、 電話は ラ 
I ナ モシ ト 一四 八 0 である ど。 
■巧亭 だるまを 地變巧 當お窠 
六 街は 從 巧の 四 了 目ょ 6 な下數 
町 間 延長され た 爲め溝 六 街の 番 
化は 一 齊じ變 おせられれ ので あ 
るが 料を だるまは 從 前の 傷 巧で 
番地は」 一四 五番 じ變更 したお 
~^り 赌 ’說— 晚 ~ 

♦紐 育 井本 人敎符 
『神の 寧 策』 淸氷 牧師 
♦基督を 條道埼 

『靈 源ゥ で スレ 1』 梅お師 

♦日本人 美な 敎會 
『福音 蕾の 宗 を』 商 橋 お 氏 


英闕ま 家屋、 煉お及 
ゴ長讀 タィ タ座 築 四 年な 

前じ竣 H 、 窩 がなる 化を 臨 域、 
敷地 約 化 モ方 吹、 學校 じあ （停 
車 谣迄數 ホ、 九 室、 控ぎ 、サン 
ボー チ、 四 湯殿、 ホット ゥォ ー 
タ I 、 ヒート 、溫巧 調節 等の プ 
ラム ミン グ 悉く 完備、 六 巧充千 
巧、 H 願 H じ も お 巧 致します 
呈享 i 1 臺 B 星 一里 ard 


303 Fifth Ave., 
Tel. Caledonia 4100 

內 田!^ 事 巧を 會 なが 育ま 店 
Uchida 、 radmg し 0 •, Inc, 
11 Park Place 
Te!. Barclay だ 76 

島 貿易 株式 會胜 
。ゎ ! ma trading いん 

王 50 Broadway 
Te!epKon。 Rector 1484 

巧 まを か 赤 尾 巧 食 
Ak&wo 在 Co., Lt ん， 
295 Fifth Ave., 

Tel. Caledonia 9758-5? 

ホ 倉 製 お 綻樣株 ま 食 It 
K が akura & Co., Lt ん， 
200 Madison Avenue 
了 e!. AsWand がが - 4546 

K. Mikitnoto 

Mikimoto Pearl* 
535 F が 比 Avenue 
Tel. Vanderbilt 2519 

大 倉が 投 育す 巧 
Okura & Co., 

30 Church St., 

Tel. Co け ! andt 2292-93-94 

H 共な 式會化 
化理巧 
高な 巧會 
1 如 Broadw 化 N. K. C. Tel. R 扣 for 7884 
Facto け； 化 1 日 3 封 h iUe., L. 1. C か 

巧 巧 巧を 巧 ホ 曾せ 
Asano Bussan Company 

氏 oom 801-805 
1$5 な road way 
Tc!. Co け ! andt 8047 8052 

, Gosho 心 rporation, 
S ミ Ik Importers) 

化 East 84th Street 
む ! • ABhIand がが ぷ 1 

。〇此〇 Co ， InCf 
Cotton Exporter* 

60 Reaver St.. 

T«1 Bowlin* Gteen 88 〇 6-0f 

巧 巧 讲巧道 株式を お 

! な 育 事が 巧 

Sou 化 Manchuria R. 1R. Co., 
Hoorn 2026, Canadian Pacific Blds^. 
342 Madison Ave. 
j TeL Vanderbilt 4135 

H 井 おを なま 會お 
な 育ま 巧 
Mitsui & Co., 

6 9 Broad way » 

Tel. Bowling 狂 reen 7520 

なま 會 おを ホ 巧 巧 
巧ち お 張 巧 
Iwai 在 Co •，いん 

Woolworth Building, 
TcL 巧 tz 民 oy 8 が 0- が - 62 

H 菱巧事 巧 ま會せ 
お育ま 巧 

. M け subishi Shoji Kaisha 

(Mitaubishi C 〇 M いん） 

12 打 Broadway 
Tel. Rector 2560-2564 

大度 朝日 ニ 東を 朝日 
恒川 巧 

Osaka Asahi 

The New York *Tim が Annex 
Tel. Lackawanna 1000 

日本 锐 巧が ホ 食 it 
巧 育ま 巧 

japan Cotton frul ミ ng C 々 》* しそん 》 
2 Park Avenuei 
て cL Lexli が on がが 

日本 生糸 採 ま 食な 
巧 巧 支 巧 
NIPPON XI-IT0 XtlSHii. LTD 

Two Park Avenue 
Tel. Ashland 5 巧 0 

巧な 名會せ 
巧ち ま 巧 
Hara & Co., 

443 Fourth Aw 。 
Tel C&Ua 〇 nia 7830.35 

B ホ 生糸が 《を祗 
紐 育ま 巧 
fllCH ! •化 1 KHT0 K が USHW が 巧 HA 
(N1CH ! ぶむ KIITO CO., LTD.) 
1 Park Avenue 
Tel. A«hland 6246.47 -48-49 

大お每 日 ニ 菜を a 日 
を 木 H 巧 
Osaka Munichi 

民 oom 306A Wor!d BuUdiag 
TeL B«ekntan 4259 
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大紐育 

一九二 九 年 版 Y おく 發巧 I 

本社が をに 編を を 巧いた しました 「大 が 育」 は、 幸 ひじして I 
江湖の 淺く がかき 好 巧を 巧し、 遂にを 部 一批殘 ら中貞 切れ ごな； 
> 主した、 化て 本 化は 窓 一版の 巧を をを 巧が たじし、 貫數 も 一 
お化した モ化肖 廿化年 版を 新に 發行 する こご 《 なら ました、 正 I 
確 じして 且つ 巧ら しいが 許 ご 事寶 をぶ 礎 じして、 刻々 錯化卞 る I 
巧が 『大が 育 J の眞 巧を 巧 ふる じ 遇が U きこ ごを 巧して 居 b ま i 
す。 尙 はを 憤は 

豫約 ホを 者に 限りて 

特價と 十五 仙 ^ 

發刊 後の 御驢 買には .1 

を 價金一 弗 i 

ご 致しました、 速 かじ 豫約御 申込みを を 望いた します。 ； 

ホち 十九 日 紐 育 新報 社 i 


お 巧は 結 巧みの ニ 巧 じがて 述べ 
ん ごすら 能率の 爆 准み 第の もの 
で 穂 準が 高ければ 巧 准に 勒 ずる 
牵 ごして は 大きく ビ もを 額 どし 
ては 却て 大 くない 琪 をが あり 得 
るからで ある 0 

【十 お】 

能を が 或 標堆よ b 高まっ たら 
永久 的 じ 成 御を の 報酬を 化 す- 
ごを 保® する 所の 稽睡的 能を 巧 
進に ホっ ては 巧 則 ごして 巧 能率 
の 標準は 正當な 改良の 理由な き 
限ら 永ん 不變 でな けれ じなら n 
若し 巧 等 かの 錯誤 かじよ って 從 
業を じを 巧な やうに 標準が をめ 
られ じごしても 構硕的 能率ち 進 
の名實 じか けても 巧 應繼績 せね 
ばなら ねし 又な 業を じす 利 U や 

じを めら H た 堤を じは 研 巧を 
遣 b 直す だけの 覺 悟が 必要で を 

、工作 法 も 何も 變ら ロの じ 穂 
準を 變叟 する かき 手段を 取らね 
ばなら 《 樣 なをが をっ だ ごすれ 
ばが 角の 條認が 巧び 崩れる のは 
當がピ 云は ねばなら 归 0 

■〔十六】 

がら ば 漂 準を か柯 じして 不變 
じが も 得る 程度 じを 唯 得る かご 
るへ ば、 個人の 能率 だっ たら、 
時間 巧 兜に 依るなら 遊 まの 硏究 
じよるな b せねば なるまい、 附 
屬豐 だっ て 過去の 記録 じよるな 

又は 特殊の 硏を じがるなら サ 
ねばなる まい、 團體 能率 じがて 
ら然ら である、 然して 標準は 恃 
殊の 料金 じを めら る i が 必要 
である、 巧 ご なれば 慎重 じ 且っ 
積 睡お極 ぁる こ と が 又 積極的 能 
率 お 進 法に おする 信用 じ關 ずる 
と 同時に 協調 じ 誠 息 ある こごの 
表理 の！ 部 W なる 如ら である、 
又 壊 準は 社 撰で な < 個ん の 間- 
圏 體の間 じがても を 平で あらね 
ばなら 归 ことは 勿論で ある、 が 
し をれ ども 或 程度までは 恕 さる 
べきで をら うどい ふを はちへ じ 
入れて 置かねば ならむ、 巧 どな 
れぶ细 巧 じ 巧 力した ごしても 巧 
單で 寸法を 測る やうには 化 事を 
計測す る こどは お 巧 難いからで 
をる、 を も 巧ち 轿じ摄 準を が- 
-しは、 どうしても 或 時のを 能を 
を 巧 儘 か 又は 修正を する か、 解 
剖して 硏究 した 結を を 組みな て 
巧 （なち して 自 をは 之なら 席 度 
するどい ふ 巧に 腹を をめ て、 を 
れを自 を 本 泣の 考 へからの みで 
な （が 味して 適 當ご思 ふ 所に 吿 
むる よ 6 外 じ 仕方がない 定 思 ふ 
之を 稱 して 事業を の 度胸のを* 
巧 VJ 云っ てよ からう ご 思 ふ。 

ニュ ー ョーゥ 春秋 

►マグ ドナ 八 ドと ド ー ズ會貫 

の 結果、 軍縮を 涉 もで うやら 目 
鼻 ドつ きさう、 をれ じして 4 巧 
るべき 宴 曾の 馈說を W て 「巧が 
の 端緖」 であな S 化 巧 じ 知ら— 
める ごころ、 か 巧のを 開 時化 W 
到 逢した と 云へ る、 おを を义な 
の 滿說で お茶を 濁す H 本のな 給 
家、 なて 學ぶ べし。 

♦がが：： 艦隊が ホる ので、 力 ソ 
々ン蟲 のこ ごを 書いたら 、腫な 
らしい 人から カンカン になつて 
カン 癖 的な 抗證が ホた、 カンべ 
ん して 吳ん ねいと 謝らたい の^ 
が、 をれ はい タン、 御 本人の 白 
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海軍 縮 少の氣 運 濃 摩 VJ なろ 

1 勞働黨 首相 ご 駐英 了 タリ 力 大使 貪 見 >し て. 

日本 もが 手 y 擧 けて 協議に 參加 ずる 


ま 京 特電 十八 日を == 腰 越の 別邸ょ b 歸 巧のを じぁる 旧 中 首相に ホ 中 新聞記者 剧の 訪問^ 绡し 
なせを 述べて 11 ( 『マク ドす 八 ド 首相 ご ドー ズ乂 化會 化の お朵 軍縮 會 溢み 氣 迷が 濃厚 じな なじの 
ょ あこ 苗ぶべき こごで、 闽 KW 負 擔を輕 くずち 軍 滿に勒 し n 本は 柯 時で もこれ じ應 ずるし" 恐ら 
< を别强 もがら であらぅ ど 信す &』 ど 語つ じが、 お 軍 當局も 新會議 のな 集は 歓迎 するど 述べて 居る 

スコツト ラ A ド •フオ I レズ 十六 日を = 勞慟黨 首が マク ドナみ ド 氏は おお ァメリヵ 新ぶ 大巧 
— ズをど 曾 是協證 巧、 W 下の かき ステ ー トメ ント を發 まし じ 『をけ ド！ ズ將 軍と 食 見の 結 ま 0 
下の 如き コン.、、 ユ ニグを おを する こご じな^ わ、 巧々 の食兒 のホ點 はお 带 縮々 じ關 しわ 巧 ホの 意 
見タ換 であつ たが •この 食談は 一般的の もので わ b 且つ ホを ま 的では わるが-をの 提 吳は砸 めて 
捕を すべきら ので かつた、 ドー ズ乂 化は' 一を 問 越しが ては ホ &か曜 U 、 . ロンドン じがる 淸敎淀 協 
を 魄餐 みお 上 じ 夏ぶ さ る i 酱 たもる、 余 も 同時し 》— ジマ ゥズで 本 問題に 就ての 意見を 發 まする 
これは が t > お 带締少 巧 渉の 端緖ど 見るべき もので あ も、 岡 崎に 巧々 はを 化界の ホ かを 確 おす スく 
本 巧 通じ 孰て 判 强ら亦 協ぶ する じ まるべき こどを 明白に する 猜 6 である 0 』 一 


R の 一二 齒 のがが 競ず け撫な 化で 
ある のん じらで、 をれ を 外 じし 
てら ホるべき ザ 滿巧講 がて 巡 
巧 艦に-一 H ホの 比率が りみ 
じ 許？ れた 填を、 巧して こ n を 
U 本が 完化 ずら 人 あ もや じし や 
は甚 V 疑問で 英米が 緒々 巡津艦 
建を を U すと きは これ じ 追随し- 
て 日本が ホの 比率を がつ 王は 絶 
對じ不 巧 能 ごわる との 君 解を も 
つじ まつて ゐ る、 巧 じ國內 わょ 
び 極 巧の 事情は 現 化 wh の 
海軍 競ず をす 可能 U らし 
める あま レの 事情を をんで ゐる 
こごを 真率 じ 化 等は ち 慮して や 
ぅで ホる、 □本の 國富 、貿易は 
目下 米圃の 十を の 一に もたら や 
若し ホ國の 十に 對 する みのが 軍 
力を H 本が 維持がん ど すれぶ 一 
人 あた 6 國 民の 負 擦は 乂國 民の 
一に 勒 ずる 六 倍" レ 上の もの どな 
る 上 日本 國 をの 巧 巧收乂 高は 米 
固 民の 四 かの I じ もたろ «。 0 


首相の 郷里で 

會談數 刻 

ロンドン 特電 十六 日發 【ヘラ 
ルド •トリ ビ ユ—ン 巧】：：：： 駐英 
，ク乂 化と して お 巧した チ 


r 


术ズ •ド！ ズ をけ を々 の 巧 
例を 破ゥ 、赴 巧の 翌 U には ゥ十 
ゾァ 宮殿 じ闡 王と 訪問して 

國 書を 1 し、 賢を 斥 

けて お 化を に 直 h 画 王 ど 密敲し 
をの 翌 H け スコツト ランドの フ 
1 レズ じ 節を 中で ある 首相 マ 
ダ ドナルド 氏ご會 見し、 昨今 化 
界 みを 巧のを 目を お起しつ i あ 
る 奥 米兩國 のが 縮 問題に 就て 協 
畿 し、 が 巧の 如き ステ ー トメ ン 
の暖 泉を 見る にを つじが、 巧 
をの 發 表した X テ.— トメ ントじ 
めて 『列 强ん 協力を 確信して 巧 
待す る』 ご あ & 1 句は、 今を 軍 
滿の 下を 渉は 旅が £ して 國際聯 
盟 軍備 縮少 委員 禽の 手を 經て巧 
ひ、 r ング n サタ ソン 隅 じ 化ら 
て 别强じ 巧 縮を 强測 する £ いふ 
猫 疑 〔巧 ミ ランスを 指 
す 一を 避くべき-一 どを 暗 ホした 
ものでは あるまい かとる はれて 
畳る、 兩 にの 會 をは ニが 間に 直 
b グラン ト 卿の 邸を で雜 され、 
食證 後マク ドナ ホ ド 首 かは 宮ら 
ステ ー トメ ント をが 閉 記者 陪ド 
對 して 朗讀 したが、 マク ドナ 八 
ド 氏は ァメ ザ々 ぶ閒 のこ ごじ 就 
ては 『新 削 紙で 随 かど 傅 へられ 
て坦ら けれみ、 などして d 今日 
の媒 合' > の巧閣 じ觸れ たくは U 
- い』 とお 6 、 ド！ ズ 氏は 會見後 
む 威 想でして 『非常に 滿足 すべ 
きちな. - t 巧々 のぶ 見には 寸みも 
-掛 違し k 勘け。 く、 マを 相は こ 
の 化み 的 乂問趙 ^ がか じ おて あ 
必 'ょら 誠 盧ムる 

■努力 をして 居られる こど 
をを まけた、 マを 相は 實 じ舆氣 
になみ 誠 愈 あ > み斷 A の 强い人 
である、 今 U の會證 はががん 自 
おとか 勞農 0 ^ ア政 巧のを 認等 
ごいん 問題には 觸 いや、 全が が 
縮に 關聯 した もので あつた」 


メント 朗讀じ 際して 最もを 巧視 I 
t べき ものは 自ら 認めた 原稿を' 
ドー ズ 氏に 手渡した 後 『これ 或 
ひは 將巧歷 をに 殘 るべき 國家的 
記録た らん か』 ご喊 いた こどで 
あるが、 巧を が 火曜 H じ 述べる 
溃說の 内を も 互に 誌 解し ね もの 
の 如/、、 殊に ド ー ズ 氏は 海縱じ 
街す る アメリカの 提案を 極めて 
具体化して 聲 明す る當 である。 
ホづ 手初めに 

ニ 國會議 

ワシントン 特電 十六 日發 n ア 
タリ 力の 當 局は 目下。 ン ドンで 
進 砂 中で ある マク ドナ 八 ド 巧と 
ド！ ズ 氏の 軍縮 下 巧涉じ 就て は 
ホ 常 じ 

滿を の 意を 表明し つ i あ 
るが、 を 涉の內 を じ 就て は國務 
省當 局と しても 何等かの 言明を 
避けて 居る、 而 L て 一 殺 じ 観測 
されて 居る 所 じ めれば 今回のを 
涉範團 は规然 たる 軍縮 問題の み i 
じ埼 限され、 英 义兩國 間の 一般 
的 懸案 にがては マクドナ^ド 首 
相‘か渡乂の上フーゲアー大統領 
ご 底 接を 渉す る こご じな つて 居 
る、 卿ら 今剧 のでを 渉に してが 
立し マ 首相 •か アメブ 々を 訪問す 
る こご i なれぶ、 兩國め 巧 どし 
てけ 軍縮 問題に 關 しては これを 
兩國 のみの 巧 題 どせ や、 H 本、 
フラン，、 イタ 9 1 巧を の瞄藻 
參 加を 您 憑す るに まるで あらう 


本 問題に 對 する 下 巧 渉は ドーー ズ 
大使の 輸を 踏み、 近 （巧 命を 見 
るべき 駐日 火 使の 

赴任 とお じ 日本 じがて 意 
見を 交換す る じ 至る であらう が 
駐日大使のを 巧に 駐 まを 使マク 
ムン— 氏を 捕す るを は B 本 側 じ 
て 忌避した V 」 信ずる じ 足 ふ黯が 


じ 信 
i 中で 
の 時 
ドナ 


ぁり、 大統領 じがても 後が 
賴 すべきち々 な 人物を 證猫 
をる から、 この間 自然を み 
日を 要すべく、 從 つて* ん 
グド 氏が 暇 b じ 訪米ず る Vj して 
もよ 月下 甸說 みぞう やら ふ 期 化 
暇を巧用する释度じ變ぉ 1 ^れる 
のでは をるまい かど 風評- fl - れて 
屠* 0。 


上の 巧 巧 じ 加へ て 大巧な 味り 本 
は大髮 おを ぅけ 經濟 巧の 不饥深 
刻なる 上 じ おを 骗 探- 對露細 係 
の 

惡化 けが 界の 前途 じます 
ま卞悲 おせ 巧を 丽 へて ゐ る- 然 
し 巡洋艦の 問題は 一九 一二 一 か 0 
後 建造 さるべき 戰 艦の 問題 じ 比 
すい 皆 まだ 忍ぶべく 一 化 一一 ご 年 
0 後 英米が を々 三 一隻の 戰 鑑化燈 
建 遊を 協定した 瘍 を、 円本け こ 
れじ おがして 一隻 當 b お 千 巧 弗 
のま 力 媛 ニ隻の 雄を は 

對絕 じす 可能の 狀 態に わ 
かれる、 の 上の 諮 理由 じょ，， て 
日本の 輿論は 巧るべき 軍縮む 議 
は 制限 じあら 中して、 縮少 たる 
べき i を賴 力ま 張し 英米が 巧し 
を 偽 I て 海軍 力を 現な 勢力 S 下 
じ 縮々 ずる 成案を 得た 傷を ロ 本 
は欣が これを 承諾ず & じを でな 
いのみなら や、 をは 日本の 止 命 
的 問題 ごして 歡迎 する であろ， つ 


五な で わるが、 

將軍 逝去の 巧 •し 巧す る や 感圭始 
め 巧 外ょ b 逛族じ 向けて お電が 
數卞 通じ 達し 近； お 化 軍葬 じ附 
して 放 人の 遺德を 腿ぶ こど I な 
つて 居る が、 おおの 巧で 救 化を 
の 巧 乱 も 一段を を吿げ 今後は 民 
ホ 的な 組織の 下に 軍務を ごら こ 


这じ なつて 居る。 

註、 逝ける プ I ズ將 軍の みが 

エバン ゼリンみ をは ァィ，々 

救 化 軍の 司々 をに して 向 娘は 
本年 十月 頃を がして H 本に 漫 
遊す る こど つて 居る が、 
雄が 葬儀を 列の 爲 めじ 渡英す 
るかは ホを である。 


化 海道の 火山 爆發 

十 年 振りに 噴火し 死傷者 おづ 


東京 特電 十八 日發 = 化 お 道の 乂山駒 グ嶽は 十 年 振 6 のみ 爆 


錢 ど：^ し烙 3 お 噴 おして 山火事 どなち 山麓の 住を 五 千 人は 目て 避 
難 ザで わるが、 火山灰 じ埋沒 した 巧 體化徐 が 旣じ發 見され た。 

東 ま 特電 十 セ日發 ご一ユ ヨーク •タ并 ムス お】 = 活火山 駒 


海軍 縮少ご j 

日本の 化 藍 


突ホ兩 固が 軍縮の 氣運 r ホみ 


両 通信 
て • ゲ 
i 就て 


嘗 もつ ~ •るる 昨今、 合 
社の 東を 特派員 マキ ル 
ォ！ ン 氏は H 本み 立虔 
ぶの 如く 報じて 居る。 

ホ國 がま 張ず る 華府會 
規 をした 五— 五 — S の戰 
を 巡 巧 艦 じ も 適用 せんど 
はよ づ 日本 言論を よ- 
が 軍々 部では ホの 十の^ が 澄に 
對 し、 H 本は 六を 耍ホ ふる £ の 
ま 張を いまだ じすて、 心 G いが 


恶 じて 
髓 比率 
する 案 
教あ b 


日本 は 自ら 進んでも この 
を 遙じ參 加して 協證 する のな 志 
をるべき も フランス あび ィタ 9 
la お 巧を 巧 化する 爲め 會議へ 
の 正式 參 加は 化 おする じ 至 t ベ 
く、 自然 貪證は 往年 ゼ ネグァ じ 
於る りお 乂會證 の 巧 おどな b 、 
この 下を 渉 的會證 じして 圓滿 じ 
る 解 巧を 見る じを らば、 化づ固 
瞭 聯盟を 中 >む として 正式に が 軍 
别 おの 參 加を 求めて お 縮 大倉議 
をな 集す るの 段取り じなる でぁ 
らぅ VJ をら れて 居る、 而し てこ 
の點 じがて U 本の 位置は 頗 もを 


、はらず 

輿論は 


おつて 居る が、 首相の スブー ト-要 性を おして おる. か、： 11 本への 


爾 ホな 上の 事實 にも か A 
軍 溢 問題に 隅ず る 日本化 一 
多大の 變 化を 示し ホ.^ だいた つ 

國民 の 一殺必 i おび 日本 
の經 濟的狀 おは お 軍^ 張を 極度 
じ嫌ふどどもじ， 事^^上ホ可能 
どな も、 いまでは 單 U る 補肋應 
の擴 が淫逍 ずらな す 意志 
本の 與論は。 目下 太 ホ 洋上 じ 日 
本の 歐巧危 厳を 威せ しめる か 巧 
なる 海軍 力 もな き 現狀じ 鑑み 
英 义巧國 じして を 協 成立ぶ ば 目 
本は 欣が兩 圃の盧 見を ぃ 心て か 
何 G る 程度の 軍縮ぃ* b どん これ 
を 承諾す る 意志を しめす； いた 
つた。 

日本 の 政が、 がが のが 力 
者は 一二 大陸 じを々 か 嚴卞る 英米 


ヶ嶽 の大爆 發じ浓 b 五十 哩を 隔てた 函館 にも 化 灰が 雨の か，' 降 
とので 遂」 巿の當 時は 万一を 慮らて 發電 所の 作業を 中 化す 4 じ 
至 b し爲め 街鐵は 運轉せ や、 電力を 剌用 する エ媛も 休業 中で ぁ 
る、 駒 ヶ嶽の 瘍發は 昨日 午後 一時に 初 ま b 突然 潑 々じる 黒 巧を 
天 じ 吐いて、 附近の 村落 じ激 叢を 感じが 民は 一時 驚いた もの S 
閒も なく 煙は 消へ、 餘驚も 感じない のでせ 民 i やつ どを 神して 
寢じ 就い' たが 今朝 ニ 時 じ ま & て 又もや 激震が ぁつじの みな' 一ず 
か 灰を 化 おしね のでが ほは 大恐概 を ホし 綴々 と 避難 中で を 4 が 
或る 材 巧は 降 灰 H 时じ 達し、 尾 おょち かを 發し ニが をはを 础し 
しれ ど 報じられ、 餘 震は 續 々どして 繼 續し附 あの 鐵 道は 降 おの 
爲 めじ 線路が 埋沒 .して 運 轉お巧 や、 をが は 煙 ど 灰 じ 包まれで を 
所に 火を 發し最 が 駒 ヶ嶽の 化 側 じ 位する がを が 被害を をけ わる 
も 風の ホ 向轉換 して 南 じ ホ 灰を かき 下しつ； ぁるが、- 画 絕ホ巧 
は 五十 哩の 彼方の 空 じ ホ 昇る 煙は 約 S 千ト ー ト八じ 達して 巧る 
のを 明かに 見る こ £ が お ホ、 巿 は黄硫 の 煙 じ 包ま わて 廣る 一"、 
發電 巧の 作業 中止で 新聞紙の 發巧も お ホない か 犧で人 屯は 下を 
を 極めて 居る、 お ほ ± 地の 人々 はみ 山の 爆を を 稍々 豫 知し V 居 
たが 附近の 溫を 地には 事情に 通じない おを で滿 員の 姿と あ，'、 
これ 等溫あ 客の 消息は ホ 明で をる、 ぞくの 避難民は 漁船 じ 示 じ 
てを を U 換巧じ 移送され て 居る。 

函お十 セ日發 【聯 を) = 十を ぶ b じ爆發 した 騎ケ嶽 の镑乂 


で炼岩 噴出し 附近 じ 山火事が 頻發 して 居る が、 駒 ヶ嶽の 南 ホが 
大玻 害を 蒙つ た爲 めじ 函館ご 小 樽の 鐵 道は ホ 通 ごな b 避難 其は 
直 もじ 窺 卓で 函舘の 化 方 化 哩の地 じ 位 子る と 江に 移送し つ、’ を 
るが、， 一說じ 巧れば 『ほんで つが』 けを 燒 しみ 山の 西に 位ず る 
『どら ホ i も化媳 じを まわて 居る もの！ 如 （、駒 ケ嶽の 先み 爆 
發 な 千へ 白 化 十六 年み， と-ご 限 化み 村 洛は當 瞬 巧ん V 」 を滅 しん。 


農村 振興 費 

兩院 巧み 

ボラ ー 案は を か 

ワシントン 十 セ日發 H 囊じ兩 
院を 通過し フ ー ゲァ ー 大統領の 
協贊を 博した 中央 農事 巧の 設置 
農が 巧 場の な 善 等を 慮がず る 農 
が 振興 費 ごして 中央政府 よち 一 
億 五 千 百 五十 巧 弗を 支 巧す るの 
案は 本日 兩院 じて 僅々 廿 一み ご 
いふ 記録 破 b の 時間で 可 ホされ 
たが、 ボラー にが 大統領の 横車 
を 巧す 意 かで 上释 した 『兩院 の 
關税 引上げけ 單に 農作物 及び こ 
れに腳 職した る もの じ 協 おする 
もの £ す』 ごい ふか 讓は 、はま 
黨の 大部 かか ボラ ー 氏の 進 ホ あ 


共 か黨の 正統派に 走 もし 爲 f 化 
九 對化八 票と いふ 極で い 差. で 否 
巧され、 次いで 兩院 は來る 曜 
u よら 八 片十乂 日までの 化を 案 
も 上院で 可み された。 


-ブー ズ大將 I 

セ 十 =1 歳で 逝'!. 

ロンドン 十六 日骚 N 囊 じな 家 
騒動を 惹起して 化界注 肖の かご 
なつ わ 救 化 軍 創始を の 遺子 ごを 
る ブラン ウ で •ブ I ズ將罕 は 
騒動の &前 よわを 弱の 爲め i 引 


ご 提携した る もと 人のは 主黨が 


た 


諮 中で 騒動の ま 因 もを じ A 
ので 本る が、 

騷動 後には 益々 病勢が 馬！？ 

二週間 前よ b 巧 態 じ隋て わ 

か 本 H 遂に パ ドレ I * 

の 自邸で 逝去した 、享年- >十 


本な ム 水を 轉電 (禁 お町轉 載〕 


す 戰條約 案 巧みず 


〔十八 日】 お 黒 お直 卡の質 阀じ對 し 前 化 法制 お 長を は 『巧 （ 
のかき 護 論の 多い 言葉は 巧 憲法 上 妥當を 缺く巧 ある 故 化 宣言を 
添. ロん ド-す』 どるつ わが、 樞密院 精査 委員 會は寬 外 じあつ さら 
か附 いた、 なし 達を 違な か 否か じつき 明確なる お論じは 達しな 
かつた が 結局 同を 員會は 不戰條 約を 無條 かで 巧 決した 譯 である 
〔十 セ 日) 不戰條 約 案は 旣 報め 如く 官言 書を 辭 I て 樞を院 じ 
諮詢 中で あ 6 之が 精査を 眞會は 本日 午を 閒會 される 第 だが 政府 
は 『不 戰條 約に 宣言書を 添 •ロた のは 固 論統】 の爲 であつ て 問題 
の 字甸は 憲法違反 ホ 認め や、 隨 つてを は圃論 統一を 目的 ごする 
解釋 的の 宣言の み』 一一 ミの 答 辯 ホ 斜で終 姑 一貫す る 善で ホる 該宣 
言 書は 條約 中の' 語 包 一な 擲£ 見做される 候が ある ご、 尙は報 か 新 
聞は 之」 願聯し 『巧 酉康哉 伯は 予は ピ！ プグス なる 語が 憲法 違 
遠 反 < は 信 やねが 拒で 訟 院が飽 を 憲法 蓬 ほどして 固執す る なれば 
予もホ 熟考し けけ もぶなら ぬ』 ご 述べ わ。 


大衆 黨の 新睡形 

〔十八 日 一日 本 乂衆黨 ^ 中央 執 
巧 委員 選 擧を巧 ひぶ 其果 、委 
昌 長に 麻 生み、 書記長 じ 測 野 
密 、顧 間 じ お 山元 治嗤 ，、松を 
あみ 郎 、島 橋 亀 宵の 諸 巧が 擧 
げられ た。 

東電 怠業 者處巧 

【.十八 日】 泉を お 燈脅社 
の ホ 謀 著 十 ホる を 減 首 
で爭證 益々 惡 化した 

大阪鐵 工場 お 火' \ 

( 十八 日】 乂蹈鐵 X 所 搜島ふ 場 
は 十と 呂旱朝 おみ、 化 ニぶ の 

深夜 i 業 廢化實 巧 

〔十八 日】 婦人 子供の 深 巧 業 身 か 
化けと 月 一日から 勵 巧され 
が么ピ 同時 じ 結 績エ蕩 を 除い 
ては 巧れ も 給 戰滅ィ - なる の 
を洋モ ブリン 會 社エ淺 員は 
遇な 善の 運 勘 じ 敗ら 掛 つね。 

樞密 精査 委員 會 

十八 日〕 樞をお 精査 委旨會 は 
十と 日 午後 j 時 ザ 同 院阳じ 開 
かい 倉 富、 ホ 沼 正副 懇 長、 伊 
おを 化 お 伯、 を 子 堅 太 郞モ、 
當 か 政 章 巧、 巧 黒を 慮ず、 江 
木 千 之 氏、 旧 健治郞 巧、 荒 ザ 
賢 太が 巧、 齋藤實 子、 巧 井 菊 
み郞す 等を 委員 出席した。 

地方 長官に 賜餐 

【十八 日】 聖上 陛ト じは 十八 日 
葉 山 御用邸ょ b 還 幸、 化 方 長 
官會議 のた め 上京中の 知事 連 
じ 午を を 賜は b 地方 巧 あじつ 
き旌 々御下問 をら せられた。 

宇 男總督 たらむ 

。十 セ 日】 東を 辨曰 新聞は 我 じ 
て 曰く 『山 梨 朝鮮 總督は 自己 
の 進退を 旧 中を 相に 一巧して 
ゐ るが 內閣 なをに 當 b をを 宇 
一 担-成 巧が 巧つ て總營 どなら 

ぅ』 ち 

漁 ホ 繰を み 開始 

【十 セ 日】 日魯 漁業 會 おは 宇田 
貫 一郎 氏が な 薬した と 十八 漁 
區の讓 受けを 渉 成立を 見越し 
叙倘十 一隻で カム チ ヤツ々 へ 


漁夫 繰 込みを 開始 L た、 が ほ 
阔 おの 配當は 一割 五を じ决を 
した。 ■ 

新式 引 揚げ 成功 

〔十 セ 日】 化沒 艦の 所謂 釣叛ま 
引 揚げは 十二 一日 鹿 お 島 沖で 實 
驗 作業を 巧っ たが 頗る 好成績 
だった £。 

値下げ 拒絕 回答 

【十 セ 日】 あ 京を 斯會 社は 東京 
巧じ對 しあ 巧植 下げ あおを 圃 
をし なので ボ營 請が 有力 じな 
つて ホた。 


隨 筆' 


金魚の 糞 

振袖 論の 續編 

海軍 遣ち 大佐 

H 鳥鑛一 

〔まこ 

穂 極 的 能率 お 進に あらては 能 
率增 進に 伴ふ收 入を 加は ホ义的 
ザ 幸福 お 進の 一切で 永义的 共が 
:榮觀 をの 發 露なる こ £ を誠必 
欲 意を 巧て 保證 せねば ならの 
し 協 離を 危隙視 する 傾向は 化 
I のみ 永久 巧 0 共存 共榮じ 誠意 
あで MJ を披 渡しても ホた 足らな 

じ 深い もので をを、 故に 米 
國^も 凡ゆる 機 貪に 於て 滋調じ 
ま ある こどを 言動で を 巧 せん 
ご丄 一之を 勞務 巧の 職責 どして 協 
力-一^つ たので ある。 

一 t 十四】 

萬 據を排 して 化 保証を & て 積 
極 的^率 增 進じ酱 する 協調を 得 
るの i 先づ 谋一步 でを るが、 
れピ！^ 時 じちへ ねばならね は 
收 入^ 增す どい ふ ど i 巧 割を は 
如 巧ぶ いふ 問題で ある、 協調を 
巧 ひが 藥す るから じは 勞資は 勿 
論のを 娶 業は ホ ホ 永劫 繼徽卞 る 
ので あらから 增加 する 程度 も自 
み 本位の ちへから のみ 出 あせす 
じ 大局から ちへ お 局 全 事業 じ關 
係 ある もの i 幸福 巧 進は か 論、 
社 貪の 感触 巧 進 じ もなる やぅ じ 
必 からの 協調 おを を 持つ て 定め 
ら るべき もので あらう。 がし 化 


* で ； 
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5； 終 察 

午前 十 時— 一時 
午後 四がー 八 時 
H 嗎 午前 十 時 1 正午 
急性 お 性 巧女疾 お、 皮 
焰 摘、 化 ぁ檢を 
タ 年の 經 験を なし H 本 
人 じは 特に 親切 じ 治療 
す 
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ドク ト八 

メイ ど^ 
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じます 0 
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Tel 舌 まを を ちゴ ：を さ ler 1 云芸 
みみなら 午韵九 持！ 午を 一 時 

M 碧 キをハ 時 本を 化 時 
H 張 午 お九瞎 1 午を 巧 時 

ド タト"〜 小 聚樂甫 


U け 

化时 n 

n わな 
- t d 

A パ - i 

ぶ 加 

^ s 

尼け w 

了 巧 


診察 


午後 s 時よ b ホ 時 
日曠は 前約 巧 願 候 

ド タト ザ 

爲兒 资彥 


.診察 時間 

午 的 化 時 ミ 十 時 
午後 六 時 1 八 持 

パ^ ホ栗幹ご一 

.ち ボフブ 7— お薛 
巧 五 街 病院 鑽務 
武ボ 3 ン パラン ド 
巧な 织み 


弊店は 實質 誠意 班 速よ 義の 
まじ 御 ± 產顿 一を 卸賣 値段 
で販賣 致します を かじ 拘は 
らや 御用 命 仰 か 下さい 主せ 
◎欧米を 權 時計。 廣 時計 一を 
◎賞 石 貴金屬 。级製 器具】 ま 
◎を 裸 萬 年 筆。 をを 製 鉛筆 
◎蓄音器。 ン 3 ! ド 見本 陳列 

◎窝眞 器。 タィプラィタ ー 

◎船 切符。 紀念 寫眞帖 繪端嘗 
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s 

曰 

本 

人 

を 

替 

を 

會 


諾集翁 

日巧聖 蓄硏堯 正午 
お 賴をタ と持牢 
巧 拜說お タ八時 
末 强が焼 肯タ八 時 
おお 及び ま 待 

ザを ニ 巧 

主眼 雜 なを 又は 
を話會 タ八賠 

'化 會寒ぉ 
を おが、 旅 巧者 お 巧 
巧、 人事 相 誤 お、 巧 ホ 
巧、 谋業 巧を が、 英巧 
我綠お 巧の 巧 課を 設 
け 食 員 及び ホる 邑 の 
使を 計る 


プロ*— ドゥエ ー 百と 十を 
領事 おお 測 建み と 0 五踞室 

於が^ ホク ドを 
絶が 爾 

170 Broadway , K . Y . 呈 y 

ジ|. Cor ニ andt 迈ゴ 夏 爸 


稅關 事務 

お洋 を化幷 じを おを 
の 厳お乂 方法 じ 欄す 
する I 切の 御 諮問に 
おじ 巧 道を 船 貨物 運 
貸ぶ 出帆を 稅 曲を 續 
墓 等 進呈す。 重を 都 
巧 じ化理 店を おし 誠 
實數を 脚 用命に 谁ず 

煤餘 取扱 




巧 論 每巧十 H 巧 巧 


巧 巧 > 


が 十 出 

是 7 1 st Ave . New Ifork 呈 V 


稅關 事務 取扱 

Willi L . 受ま & 吾. 

す i 7 空 ごす oad ま产 C を 
ジ一. ぎ 去 Hn で & 苦さち 04 , 5 •巧 


揉攘繪 化 島覺丈 


設 

匿 I 


巧 


X - 

も 

誰’ 

排麵 i 
5? が W 如’ 

0 

2 

U 

Y 


'巧 i 


基？ 卓 es 二 3害 St . 

Tel •亞 gesm 三 さ 8 

靈揉 治療 

マツず] ジ 、整 お、 醫 

巧を 的 運動、 勝灌注 
水 お、 電氣 風を、 ホ 
線 及 電氣治 獲 其 他 
お 育 州を 認： 

イジ オシー 丈 ビヌト 

晒：4^幸累 

0 醒外巧 B 午前 化 
時ョ ，午 時を 
を 話 前 & 上 巧 


I 

檢 眼を！ i 號鏡 調節 


電氣 、器械 工具 製が 
蓮 動 具、 お 具、 貴を 麗 
時計、 寫眞器 及 現像 

ァ ト 
ス チデォ 

東が お 術 お 書 書、^ 

デ イオ、 ランプ シ で 
! ド類ゲ アキ ュ— 么ク 
リ丄 /~、 モ-タ 1 修廷 


H 本、 ま 那寶玉 製 美 
術 馬、 婦人 用を 飾 其 
谣裝衞 お 

闕島訂 r ァ 5： 

高等 美術品 廢 接， 

首 飾 品、 スト？ ンダ 
目 本 股 裁镜' 


を 五十一 11 T 目 

- ご 三一 

が 藤 
洋服 巧 

t フ綺な こ ミ 


洋服 調進 

クリ ，— ニン グ、 ダイ 

イング、 修綾等 一切 

ミカド 洋服 巧 

松 本が 
奄趣 ライン ランダ！ 
ホ 八 H 0 


が 育生 か 保 險會お 

S 木を 吉 

機保險 


玄 巧$ YO『k JUf 度 I3sc 『 a30 « 〇 9 

5 】 chwmberbst : zesYOJrkci な. 
Phone . Worth 養 8 

を お/巧-- 烦赏 * / が*^ 必ィ 
狗 ぉな ノ あ々 ピを茲 巧な チキ- 
巧 力* 落 辛 f サィ 


笠#: 洋服 惦 
丸 尚 洋服 藏會 


西 四十 六 下 旨 六十と 番 

電話 ブライアントと 0 と 九 


第五 街と 一二 0 

へ クシ ヤ！ 

ビ八 デン グ巧 

小 池 寫眞舘 

電話 サ ー クか， 

四 匹 0 六 


ちき 米 留綺ん 
目 本人へ 0 矣 
語を 授じ はを 
年の 隣 験を 有 

To : レブ マ 

ンと 十五 地 
毎 H 朝乂 時ょ 
b 巧 化 時を 巧 
時 じても をし 
り 曝 日は 一 時 
,ょ> 四時を 


舞踏？ 

►社 送 ダン AA 
►炭 情张摇 A 

1 

朝 十的ョ 。 が 十一 時 

シ ヤブフ •ダ/ シ 

ング 帥辭學 お可笔 

h が^， 




が 留背年 理想み 诏ホ 


巧 本 A 靑年會 

W 辛ます 黄. す I . Ciark さ n12 た 


齒巧醫 木 下义巿 

苗 去. ニニ hsi . 

Tef ! M ミ 言 ent 苗 57 


ペグ どユ！ 病院み 
紐 育 乂學醫 科な 勤 

江 見 ご 一期 

該な 時間 
每 H 午を 四時から 
六特 ょで 

夕 巧、 化、 を、 と 
時から 八 時を 



前め 願 上 接 


ゴ ー 子 か乂ホ 

ドク トか ナブ メ 尹が ン 

留學扮 ± 

を 居悅彌 


♦畜籍 ♦お 誌 ♦巧 蘭 
縱覺 をを 顆 

執務 午前 九 時ょ ち 午後 お 時を 

雜育 P 本人 會 

ブロ 1 ドウ スィ ’ I おお お 

電ト f ヴ が W 00 お 0 
謡 サク グ一 00 と 一 


化が 晶卸脅 

五味 穗省 

3 E - 1 呈ぎ U - C , ぎ 塞 謹 n 呈 45 


♦ミ a ♦一 


日本 靖髮舘 ！。 

西 巧 十一 11 T 自巧 番地 ニ 円 毫， 号 

H 階 〔填 ホ おじを) 


高等®^ タ 五 年 阿 中 

日本 吗曼巧 がを J 其 

同 經營と 年間 日本人 諸君の 挫 髪 

の經驗 あ- <=^ 0 ジでス •バア バア 

西 六十 五 了目吉 一番 孤 


新鮮 魚介 一 墙 

日本人 おきの 生魚 澤山 取ら 滿へ 
待巧廉 潰で 大勉强 致しまず 

, サゲォ ナ魚唐 

岂 一. 宣實ご SH A 呈 SST 呈吉書 一 T 
2 登 We 瓦 81si St 養 tC ミ ner A 養 terdai Ave . 
TeL CGlibtls 91 だ ； 


コロン ビヤ 大擧 

日本人 學友 廊會^ 

The をち ミち Students ミ d Alumni 
of 0 己 11 } 互 穿 夏 rs さ 
空 5 ま- 135 す お- ,す 丢さ rkJJ - 
TeLB 「 adh 量 送 萬 

「日米 大學 々窓」 發节 

Th こさ 当 ese Ai ミ an y 占 夏を ty oua 志 rly 
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新 も 書籍 脈賣 

雜 誌の バック + ン 
パ！、 を雜誌 結の 
新 注文 等 化て なを 
じ 御 化み 致しょ す 
巧を 御用が 願 むげ 

よかす。 . 

奧村書 巧 


画 E 


るるた 


はも-...- の 班び 

ホを 榮文 t ホ 阔人じ 籠 （わ 一 か- 
やう 簡單明 隙に 說 巧した も？ が 
出來 ました。 巧を 目み 進呈 巧し 
ます、 御覽 下さい。 

ご U 童 MAC 卢ご 4 E . 臺 St . 皇 


成功の 秘談 


が 


S わ 
巧 細 

，i 


6 

2 


乂國ホ 英語を 霞* 事 
は 成功の 篡 I 義 じす 
本校には 日本人な 巧 
じ 慣れたを 巧 婦^ 敎 
師ぁ b 懇切 じ會ー y 巧 
信 文 社を 語を が^し 

ょす。 H 躍 週 白！ K じ 

午前 化 時よ も 午 P 十 

時まで 辭校 L 1 厂ッ 
スンと 十 志他づ S 
争け 4m もこ おを^ 門 








了/リカの 五 巧 質 易 u 

珍ら、 しく 輸入超過 

.臟稅 引上げの 思 憩 輸入が 激增で 

著しくな つた 極東み ホ 品 購買力 


一- 巧な ちがを 巧 調 巧 じょを 本年 
I あ 巧の ァメリカ お 外 貿易は モ乂 
一巧 二十 六 年 W 月な ホ 一回 も 見。 
i かつた 輸入超過の 

j 珍現象— み當 時の 入超 
一一 千で 巧に おし 本年 五月 巧のを 
:れ U I 干 四け 力が じ 速す る 見. 込 
みで、 當ぃ '侧 でも 小を を 傾けて 
ちる が、 四 パめ 輸出 四 億 ニ 千 五 
な 八十 ガ五千 弗が 五： 3: に ま 6 て 
一二 借 八 千と わ 方 弗 じ お 少し じの 
は 棉花の 輸出 减 から 生じた もの 
で 四 巧の 楠 化 輸出 お 四千と 巧で 
巧は 急轉を 下して 五 巧は 一二で 一二 
i なで 巧 ごな b 昨年 五月の 大記錄 
: でを る 八 千 五な 巧 おじ 對し實 じ 
: ザ おした 形で ぁる、 巧 （棉花 輸 
一巧が 叙が を ホた した 理山じ 就て 
- 當局侧 では 愼蛋 なる 態度を ど b 
^目下調费中でるるが、.或ひは歐 
洲の牒 頁を が 化 庫 おを 引出して 
輸入を. 

差 控へぉ 僧の 下 f 待っ 

; て 居る のでは あるまい かど 見ら 
れて 居る、 巧く 輸出 ホ 面が 不振 
- なる じ 反し 驗 入は をれ V - 反對じ 
，四 憶 一な 巧 弗 ごなら、 千 化な ニ 

十 年の ィンフレ ー シ ヨン 時化に 

がける 巧 億 一 ニモ 島 巧 巧の ホの 大 
:記鍊 ご。 つたが、 ホを ホ じ 博へ 
ら る、 所に よれに 斯く 輸入が 数 
巧を ホした ホ 尚は アメリカ 兩院 
'の 觸秘引 上け を豫 巧した 思惑 鶴 


乂 にある もの/' か < 、本年 j 巧 
な 降 五 H じぶ る貿 ああ 超總 額は 
昨年 おの ニ 億 ニ 千 六十 四 巧 五 千 
巧に 對しニ 慮 九 千 八む ホ 十一 ニ 巧 
ニ 千 弗に て、 輸出 總 巧は 昨年 时 
期の 十 义億八 千 九な S 十二で 八 
千 巧に 對し 二十 ニ 億 ミ 千 ニぜ四 
十四 方 化 千张じ 

增か •し 输乂も 十と 倍 六 千 
八な 六十 八 巧； こ 千 巧が 十九 億 八 
千 九な 一二 十二 巧 八 千 弗 じ 巧 加で 
本年 五 巧の 入超 じ對し 昨年 同期 
の 出超 高は 六 千 八 巧 五十と 巧 六 
千 ホに 達して 居る、 牺ほ 巧務省 
統計 謀のを 表しれ 巧 じよる ご 本 
年四片 のァメ 9 ヵ輸 おの 躍進 じ 
はおが そ 面の 乂棉 巧び 器械の 输 
入 約 I 千で 巧の 增 加が 與 つて 力 
あらし もの i か/、、 四月の 對極 
お 輸出は 昨年ぶ 千 八な ニ 巧 八 千 
巧 よら 一割と みのお 化で ホモと 
なん 十 r 力 巧、 極衷 よもの 輸入 
も 昨年の 一億 六な 八十 五 巧 五 千 
巧よ b I 御 四を の增 加で I 億 ニ 
千 パぶ 十四 巧 一二 千 弗と。 ら 、築 
碌柬 貿易を 引は 昨年の 一億 六 千 
阻な 八十 五々 五 千を も 依然 

增 加の 挪を 示して 一億 八 
で 九が 四十 五 方 云で 巧 どな 6 、 
圣アメ .？ 力の 賞孩窩 じ掛し 二割 
ニみ であるが 、り 本を 糸の 輸入 
は 時 借を でもつ たじら P はらず 
增 加して 留 . J ； ♦かつむ ど。 


東邦 電力 社債 成立 

期限 一二 年て 一千 百 四十 お 方 弗 

本が 前 號巧秘 の姗く 前々 遇た 曜 H 旣じ內 をして 括た 東が 带カ 
會社 3 社 憤は. 辛ヤ ラン テ！ 商會、 9! •ヒ V ン ソン 商會 及び パ 
リス •フォ '.ブスが 會が 引を け 愈々 十八 ロ附 をのて ホ 場に わ 出 
した、 今阳 のを 憤は 千 化， り I 二十 ニ 年と 巧 一 U をな て滿則 V 一なる 
お 期を なで 總額 一千な 四十 五 巧 邦、 巧す 六を、 賣 おし 憎 格 丸十 
六がニ十ぉ仙^て利週ちはょか四旌の見當でぁ4:?5、 別じ擔化 
を設 n や 本年と 巧 十五 H を 3 て滿 がごす を 溝を 憤は 刺 廻 も 五み 
をぶ 礎 ごして 耕 公憤に 乘 おへる こどが おがる やうし U つて 足る 


:南义 巧を 業 

: 移民 激減 

: 誤っ た 制限 策で 

一 南米 ブラジ^ じがけ る お化官 
急が お 索の 俳 H 氣势 V 城る だら 
- ぅごの 懸 をからが 外 移 化 飢合游 
集：'? 水 年 巧 か 裳 おが 波 航あ駭 を 
總 移は 波が 駭 ニ 削 W 內に 制限 
，ずる こごに。 つたこ どじ 旣報 $ 
述 りで みるが、 を’ い 結 裝當か 政 
巧の な算 ごけ 本年 巧 移 W 總龄 一 
/ 力 六 千ん の內 、勞 卿が に 一巧 一 
千 人、 企 策 移 W おす 人 ごし、 波 
が费 補助 額 llr . り 一十 ガ 脚', でな 上 
i したみ じ、 か萊巧 K はお 一二 千 人 
一に 

I 減少 する こど じい みつたの 
であな' しかる じを の 巧 際 渡が 
取扱-しな つては、 企を 移’ 山の 渡 
がが U 媳换如 ニ剧化 巧で たく_ 
船 每の乘 船 数の ニ创ご 。つたの 
で、 をのが 化 h 陸 おの 閒がホ 装 


じ從 事す るた めみ 季節 鹏 巧から 
いつて、 本年 巧實 藤に 波 化する 
か泼 移民：；！、 さら に 激减 して 僅 
僅 化 巧 人ない し i 千 人 じ 遇ぎ な 
いこ どになる 横樣で ホる、 すな 
は 企業 移 K は 一般 勞働 移民 ど 
異な b 、 波 化を かの 地で 海外 移 
化 紐 <=.い 瞄入 しじ ± 地を 一を の 
ホ資 にょつ て か譲ト をけ、 自作 
農 ごして 熙舉 中を じな 率す るら 
ので わるが、 をのむ めには 季節 
の 隅な からを を < ごも 本が 六 巧 
一が：. ♦い.， 毛ち 上 巧に H 本を お 
帆、 ゎの 地に 波 おせね だ 間 を 
はじい 

事 お じあ るんで、 今 巧を 
地 お W 移 化 組を では、 お 集を 楽 
移 しお t バ ると 巧 W 降の が航化 
扱を 中 A す C めを お。 きじ まつ 
じ、' この じかを 莱巧 K の 渡航 巧 
蚊け 一 船 ごごに 總數 のニ剧 ごい 
ふので、 一船铃 りバ 五十 \ み 外 
しかが が 出 球。 V こおに、 化 恥 
の ^ 巧 上前 記のを b んザ 巧な お 


移 お 純 渡が まは 一千 人 R みの 小 
數じ 止まる もの ど 見られる じ ま 
つたので ある、 この 一千 A の 企 
業 移民 渡航を 數 はを 族歡 にわい 
て わ づ か じ ニ 巧を族み外 V - る 
から、 を 巧が 企業 資を として、 

- 千' 家族を に貸惭 ける 豫 をの 下 
に 五十 万阳の 豫算を 計上、 •五十 
ホ 遙會の 協贊を 経む もい が、 を 
の 大部 かは 巧 用ず る こごを 得 U 
いか 態を おいて 居る、.^ く 企業 
移 おの 制限から 袖々 の 

違算 を 巧た した ことは 單 
*；* る お先官 窓の 電命を 過信し、 
政府が 企業を 巧の 渡が を 契 劇す 
ベく 海外を 住 組を をを 谢 をした 
根本 精神を 自ら 破壊す る もので 
あると 同時 じ、 政府 當晴じ 一 を 
不變み 移民 政策を 遂 巧ず、 確乎 
たる 態度を 缺 くもの ど L て、 一 
部から ホ 難され て 居る、 一 もつ ご 
も 欧府の 本年度 波航豐 Jglp 額 S 
な 二十 巧 旧で をる から、 j 補 巧 移 
民の 德 渡航者は 企業 移民 P 贼つ 
た r け勞働 移は を 巧 化す^から 
をの 總數 では 便船が 豫を ^'り 都 
をつ けば、 當 初の 員 數 ご I 阿 じ 程 
度を 渡航 させ 得る であら-マ ご- 

國僖 整埋处 

東京 特電 十八 ija 發 
經磯審 強 會の國 潰 整理 おで あ 
る 國債總 額の 五十を 內 却 計 
轟は 巧 巧 さわた ど ニ- 相は 
『巧 容の區 別を なさな^ 巧 案 
は無意ホだ』€いふ.^ 一' 

國償 整理 問題 じついて^、 大 
藏 おじ ぉいて 補々 硏お中 あっ 
むが 

が 源 問題は しばら 又 
國債 整理 方法 自体は 大体 ホ 
ご どき 慷を 得る じ まつた 
t5 七 

i 、 を 額 償還 S ホ 法 じょ 
ので あつて、 旣發を 債に 
ては、 これが 實巧 5 前年度 初 
めのを 懷 高に、 見を のぶ 二十 
(現な の 减償あ 金 算出の 評を 
は 方を の 巧 十六 0 上) を乘じ 
たる 額 ご、 旣發を 債 中の ニ般 
會 計のを 債の 刺す をを 計； した 
る额 をな てを 額 どなし、 设後 
元金の が少 じか {はらず をの 
絕ぉ额 を 年々 滅憤 基を じ 繰 入 
れる 

二、 巧規發 巧を 憤は 必要に 應 
じて 發 巧す るが、 をの 換合も 
旣發を 懷间樣 巧みの な 二十を 
乗じた る额 (一般 會討 のみは 
をの 最初の 年の 利子 額を 加算 
したる 額) をを 額 どして 元を 
の减 少如柯 じか--。 ら ホ、 年 
を これを 喊懷 基を じ 繰 入れる 
ご 一、 0 上の か、 前々 年 巧の 剩 
をを の 凹 かの 一の ト激 人れ は 
化 ホ 姐 b どなす 

の 上の S をを を 計し わるを 額が 
年々 の お 憤 おを 

どなる はやで、 これ 
が 述用じ 際して は， お 瑞 から 買 
ひ 入れ 俗 還を する •か、 をの 買 入 
れじ おつて U 生 ホる 憤を 齡 別し 
て 買 入れる ことじょ つてを るべ 
きお 憤の ホ 均衡を 避ける ため 兩 
者を 帖则せ 中して 貫入れ、 これ： 
を 政が の 贫計じ わいての 巧す る 
おを に まどして 不を をを 憤を 俄 I 
却す る こご： なる、. これ じ J つ： 


おき 
ぶの 
i すな 


クい 


て 一二 十年ぃ ょいし H 十五 年を 化て 
所期の H 的を 達し 得る が、 特に 
慣 却の 際の. 个ホ ホを 債の 麼化俏 
却 ご、 大体. 个生遂 を 債 ど 目され 
る】 般食 計を 憤は、 旣發 及び 巧 
'規錢 巧 いづれ じがても 利子を 額 
を 加算す る こ VJ ! なる ので、 こ 
の兩 なから 不 生産を 憤の 方が、 
よら タ '''憤 却され る こご ど。 る 
わけで ある、 しかして これが 實 
現 如 巧は 

ぐ W 源關係 如何 じょる 
ものであるが、 赏巧 はを 債 整 巧 
を 巧 ふごい ふは どで あれば、 新 
お 事業の 節約を ひは 當な しのぶ 
べきら ので あるから、 出 巧る だ 
けが 政 計 蕾 上 無 巧の な L が 源を 
得るこご！^,ぁホれば、 このみを 
じよる 整观勒 をを 實现 したい ど 
いつて 居る 0 


大銀巧 合同 

総資產 十と 億 弗 

當 地の チで ！ ス •ナシ 3 ナ八 
銀 巧 VI ナシ ョナグ •パー ク銀巧 
のを 同談は 先般 巧 財 あの 話題に 
上つ て 居た が 愈々 これが 具体化 
した 去る 十と 日附を 0 て 兩銀巧 
の 頭 化から お 表を 見た、 を 同は 
八 巧 十二 自の 株ま總 曾で 开巧じ 
巧吿 さわる 堂で あるが 

を 间の結 あ兩銀 巧が ホ 巧に お 
する を 店は マン パッ タン 及び 
ブ みック タン じ 二十 八 軒が 國 
ま 店が H ち VJ ；, よる 誇で、 チェ 
1 ズ 侧はナ ッジ） 街の 本 巧を 
巧め どして 巧みの ま 巧 二十 ニ 
軒、 が 國ま巧 S 軒、 バ ー ク側 
は ニ 巧 十四 番 ブ。！ ドゥ M ; 
の 本店 店 ど 巧 巧の ホ 巧 S 軒を 
合间 する じ まるべく 
を 巧の 兩銀巧 資本は 一億 おなで 
弗、 余剰 及び ホ 配 當穂立 一億 S 
千で 弗 じ 達し、 巧を 高總 額は 十 
ニ 億 弗、 繰 資産は 十 - V 惚弗 をち 
破す る じきるべく、 兩銀 巧は 共 
じ 證を會 社を も兼營 して 居る の 
でを く 株 ま 驗禽に 附議して 增資 
を斷 巧して 證券 巧に も大 々的 じ 
活躍し アメリカン •ユキ スプン 
スの 採を 兩替 ずる こど i なつて 
居る が、 こ S 銭 巧みを 时 じよら 
て 所謂 十億 弗 級 銀 巧の 勢力は ま 
すます 伸長され る 譯でゐ る。 

娜類韵 み 

* まま 特電 十八 日發 

生糸 直輸出 交渉に 

ァメ 9 力 機 榮家化 おを U — ゼ 
ン 皮は 信 州 方面 S 機業家 じ掛し 
資を貸 かご ホ 糸が 輸出のを 渉 中 
である 0 

偕換の 社債を 發朽 

日本 截船 S 借换え 社巧モ 五な 
巧圆は ホり 發 巧に 化を した、 利 
麵 りは 五を 化烟 八ち でぁる。 

舰會 ぉじは 大好擊 

シベリァ 經 も歐渊 巧は 印度が 
経 およら H 割を で 船を 社 速は 船 
を贼 じ煩闕 しおした。 

日銀の 帳 屁-こお 利 
發巧 商は 十二 撼六千 六 巧万圓 
制限 外 八 千 ニが 巧 山' 貨お 高と 
憶 一千 ニ . H 巧圓 じて 翌 H 顿け八 
脯 五毛よ b 1 錢 一が、 城 綻卞お 
はー錢 一座よ b ~ 錢ニ がで ある 



Qty HaJ ! Tea Garden 

170 Nassau St . City ' ~ 
to 比 e Tribune 技 Idg 
Loo Lin M « b 巧が 


SUN HANG FAR 

2130 - 巧 h む e . Bd12 时 h 左 12 巧 h な s . 

Tel , Mtmu 证 ent が 84 

— ク± を 何 礫 昔を T で 巧 諸 腕 
す マ、 上を しじへ 目 第理君 前ネぷ 
。ィ 白ま 繁 ては ばのと をのを 樓業 
、巧す々 居 巧 直 チ 街 差 嗜渾巧 当 
まは。 御 まるぐ ャの上 好つ 理 寻 
播蟹 ホす程日プ宫げじでん~{ 
が 巧 巧。 巧 本 マニ ま 適日歐 イ： 
あ、 の 萍んィ 十す す 本廉’ 
> シ 程を 諸 ご 六 のる 人が 


Wing Hing 

お 00 が way ， ん Y . むか 
Tel . iluWersily? & 87 


CoMe 复 e In 打 
_ お邮わ oadway 
お I 巧 3rd 足 1 巧托 能. 
む!， Mo 巧 ingsi お 74 巧 


ま自 
午 午 
前前 

气十 

ぞ時 

開 

巧 


II 

集 

雅 

園 


! 曰 
マ 確 
ィあ 
妻 ± 

掩醒 
をに 
巧は 
へ も' 
がユ 



TAIYO 

1 が W が t 巧 化な. 
Tel . IVafai が r 卽巧 


T0Y0 KWAN 

41 E . 19 比 St * 

Bst . gi * 巧を が h ゎも 
Tel . がが 琴 in が 88 



巧 六 錠 
ご 目 了 四十 四 
曲 a 了 お 十四 


DA 民 UMA 

1145- 8 比む e . 

W . わ? anf38 巧 


SiKUWAYAMAGO. 

114 に 閒 也 St . 
New York City 

Phone . Volunteer 


KINGYO & PET SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFISH & BIRDS 
〇 


動 其 力を 
物^ ナ種 


ー篇 
切 類 


ヤ魚 


LOTUS ROYAL 

CHOPSUElf 化 STWMST 
12 - け W . mTHST . 

TEL Universiiy 5448 



姿 雄の 手 磐 艦 僚の 隊艦 習練 



巧 East 巧 化 Streef 
M Uxin が 帥 57 リ 


!KUINE 

Ho お i 狂 Re が aurant 

3 巧 W . が 化な . New York 

お i . む liuyl がな 巧 
む ！} ie Add 巧な 化 U!NE 


fwawasoye Hotel 
巧 9 West 巧 3nl 化 e か 
Tel . Ca 化 edral 巧け 


KATAG 旧 I 眺 0 义 

224 E . 59th St . 
Now York City 

Tel . Wickersham 巧 44 
おが 9346 お 4 ? 


Tl) パ 0 か 0 Go. 

1 が W . 巧 化 化 
Isw Yark Ci わ 
Te し T け 1al が r 8559 



JK '^ aKo , 

340 W . 5 か h St . 

Telephone : 
Columbus 8882 


(權日 •水) 司壽ぉ 



巧ら 魚 料 


ず埋 

爹 

燒 

44 W . 46th St , 

Tei . longacre 6411 
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號 六十み 育 あ 千 一 第 


卿で S な pmt がで 獲 imp 巧 


【ロ幡 水】 


.'.坪—’——，：.. て 山， _ ^ ^ 

目 牛 か 而 1 が肪 r 


日 九十 月 六 年 四巧昭 


ま 那巧理 

ボ廳ぶ 園 

司 巧 人 蘆を 
苗 冀のホ じは まな 
の 御 巧 巧 じ 髓へ巧 
閣會 庵の 御 巧に 廉 
中 V < を 聞 闲卒裙 
不變お 引 立願 巧な 
紙上 御 案 巧 ホ 上を 

支那 料理 


結 ホ興樓 

醉揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸 替の嗟 巧 
に 適する 巧 運を 差 上 
ます。 朝 云 巧を 閉店 
(な 廿お了 目 サブ 
惇牵 巧の 下) 


高等 御旅 錠 

東洋 館 

會雕 御料 環 


御 料理 齡卽紅 

太 陽 

壽司每 目 あちまず 


ずを 燒 

あじ 御 料理 


がお蹈 城中必 、掠 領事 お、 H ぶ 
教船其 他 銀 巧 大會社 近き 齒所 

桑 巧-;;; 1 ►パ ホ- ブ 《 

贼 B 本を (特別 巧 ぁち) 

御 一巧み 第 自激单 御 巧 迎申上 お 
巧 ニ California 巧. ■ San Fr ミ 己ち タ Ca 吉. 

レヤ トル 巿 

NP 旅鑑 

W 0 《•ま h A さ • so ’ weattl タ W ミ 扩. 

停を 巧 前 通 東 ご 1 T 左側 太 階を 
日本 巧 船 切 巧 取 圾波芦 場 送迎 

ロス アン •セ ルス 

オリンピック 

ホテル 

ニ 7 N ジ n Pedro St.i L . 0S A 這 eies - Gal . 


煎 餅 卸、 小賣 
を 腐 油 操 
日本食 料晶 一切 

wunlrise Rice oake CO . 

芸二 hird A ち.- 

ぎ ミ b 呈 8 


陰 ル ー ミン グ 

133 次で st 夏 thSir 罩す lork 
ジ I ち hone Re 巧 nt W ニ W 


木 旧 ル I ミン グ 

1 夏？ 3rd 芒 e. 量 .59 か 罩 hsIS 

ジ I さす 呈す g さ i 


巧 圃閑靜 
室 內淸潔 

巧人ク タブ 旨齒亭 

58 San を 班. Bi 互 n , 尹 Y . 
Tel . Tria 另 一8 74 な 


▲淸 お、 親锡 、氣築 =1 ニ 德マ 

勢 州 簾 

がみ 事を 义間 を俾 
援 5 尚. 累を Str ま t 
Tel . す gent だち 


住 巧旅纔 

舘 まを 旧ネセ 
薑で sf 15 th ぎ み ぎぎ yvesa ろ 3351 


力 旅 儀な め 

を國 旅鑛黯 

基 W . 霉 h St . 穿 こ 夏 

ジ 一. ぎぶ 是 hanna 芸 1巧 


織脊 旅館— ち— 

を 四十 了 目 ニ 四 ニ ま 

Tei . 呈害 nia 苦 三 


ボヌ トンボ 

富 ± 旅舘大 浦 末を 

畜巧 orcester St . B ロ sion M 篇产 

ぎ B . 三 雷 


費府鄉 旅館 

柔山淸 五郎 

さ 8 ジミ h 巧 th 篇. 妄 Hatl 昔 hi » Pa . 
呈 . Wain 己 7 だ 一 


目 本 食料 蟲類 るび 雜貨類 郵小賣 
が 么素 大資挪 桑み 商會 
が刊 書籍 雜誌 小間物 日用品み 種 


ザ 上 金魚 巧 

ニ 萬 巧 xt 三 ve ., K ミ Y ミ k C さ. 
さ 1 色！- ck 夏 8 


大勉强 

特ま デン ナ； 
洋式 ホ十蚀 
支那 ま と 十 化 
を 會 

洋式 革ぶ 仙な 上 
支那 ま 一 弗 0 上 

ii 

♦シュウ マイ 春 捲 

緩 頭、 ± 、日曜 
♦宴會 用が 間 新設 


_ 司令官 骄が吉 S 郞中將 は' 

^ 我が 海軍の 大黑柱 

_ 和歌 山縣 化身で お 朱の 軍令部 長 


十 巧 お n ^ ド ソン 河畔 じな つ 
^ か し い をを巧はす 巧 線巧腊嫁 
I 司み 官野村 苦 S 郎中 おじ 大巧み 
I 生、 山 梨勝么 進、 小が 路 逝を 中 
ー胳ど ホし 巧が 带の あき 將 々を 巧 
i なつて 居る 四天王の； 人で ある 
一を して、 將 ホの 海が を 云々 する 
: ものは 野が、 小が 蘭 中 將の勒 ホ 
を 聯想せ しめられる 程が 内 じ 傑 
おした ニ 異彩- ト 、、將 ホ 小が 中將 
I の 軍政 じ 堪能 じして 海： お 大臣 じ 
I 對 してが が 中 おのが かじ 明 速 じ 
して 軍み 部長と、 みめて 掛 つて 
居る、 をの 巧 村 中が は、 現 巧 ま 
ではあみ部义おご してかる：^^あ 
っ 打、 一二 十一 ニ 年少 尉 巧ち 乂お 
十 お年^ ニ：：； 中 おに 累進した、 

曉烏巧 法話 

n 本 俱樂部 じて 

◊睹な あ 化 ホが ホ 紐した ので 
M 育の 化 おがに 街 勘を 齋 らした 
I ど 言へ ば、 少し < 獨徽 的な 先き 
I ホつ たが もで あらぅ がみ (ミち 
一部の 人々 じが あのを おを 巧へ 
たの パ： がちで あらぅ。 

◊巧赌 の 巧は 禪の 話を 聴いて 
居る、 巧 < は禪を 學んで 居るな 
巧 術、 むな々 貫の ホ姬で B 本供樂 
郁で 蛇な 先 化の 懇淡 をが 催され 
I を々 木 お 巧師を 姑め 男女を はせ 
一て 十六 人 化 ホ：： 5 武 b 逆の 度 所 ご 
: 短所 ごを 許胳 して 『自己を かる 
I こビ J 1 の必 嬰を み說 した 0 
; ◊德川 猜府の 常時の 如き お述 
_ 制巧の下じ大をが#制をををが 
'ひ 互-.: 貨お制 巧を 異にし、 關巧 
i を 設けて おた 巧の 思想を 巧な じ 
一延 長し、 ラグ ォがあ も、 が 巧 機 
I の ある 今 H 化 おヤレ n 本 だヤレ 
I 巧 閣だヤ レ米说 だとな _」 阅 巧を 
I 巧が すろ がかき 麥 で、 關稅 の. 降 
- 壁を をき 人前の よ 巧を 云货 I て 


先年 加 赌ぶニ I 郞大鮮 が 7 シン ト 
ン 軍縮を 遙 にホ义 した 時は、 隨 
員 どして 高等 劃策 じ携 はり、 ビ 
リットし たからが やか 水め やぅ 
な 切れ ホを 見せ。 もので かる、 
か 歌 山縣の 出身.-、、 大學了 能が 
化 じ 义學を 出て 居。 いけ」 いど も 
頭腦の 明腑；；^点で部內屈心でー云 
はれて 居る、 间鄕 先輩 じ 心 i 自露 
戰巧 閉塞 保 長 ごして 勇名 ト馳せ 
たち 馬 良 橘 大將が あるが、 素ょ 
b - かの 武辨 にして 解ち ょくを 
へば 戰巧摇 た あつた、 紀媒 巧 人 
の 後繼者 どしての 巧 村 中 稱は組 
織 的が 腿の 持 もま どして、 鄕黨 
の 誇らで ある ばか b でな く、 巧 

がが 軍の 寶で r も ある。 

1• • • 1 •1 ■ 

ぞ無栖 通の 眞 巧を 無視す 4み は 
情けない 0 

◊世を が 信を なて かお！ 相を 
はる じちれ ぶ 春風 自ら 吹いて 人 
おの 圃爭を 識を淨 化し、 浑 かの 
擢 捷を樂 むこと か 出 巧る がに わ 
れわ いはま づ 自己を 巧 省 i 自己 

■ - ■ ニ ■■ ニ— — ■ - 画 ■ に - 

金な の卞物 注文 

を 魚の 本場 1— 大和の 靴 山 
では 巧 今 長さぶ みぐ らゐ にが 
をした 當歲 物け かなの 上物と 
駄物の 逃ら 別け を 中 だが-を 
のを てられる 耿 物を 『を 一 ¢5 の 
にして みてくれ』 ご 御殿 様 柳 
巧 伯の ご注文で、 何 じ ずらの 
か 知れの か 仰せ かし'- ん で 昨 
を 「をな み ひもの』 が 猫」 ^ じ 
かられて 暂 る。 


のをを な視 して 相な に 幸福を 亨 
まずるな X 夫を ずるの が 急を で 
ある。 ごの 意 ホを 詢 々ごして 逆 
がした。 

◊ホれ から 常 巧は を々 の 質問 
が あつて、 佛耶両 致の 巧 違 おか 
柯 ごか、 自己 ミは 巧 どや ごか， 
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◊カク テ！ か 序 じもう I つ 今 
曰ン ドンの 婦人 社を 界 で— 明 ば 
う I だの — しわ ごち I なんてを 
前の カク テ ー 八お大 もて， 但し 
兩 まは どうも ビブ ッご 巧ない の 
で 左利き 婦ん 頭には 評 刺が ょく 
ない さう です 


I 尋れ 人. 

(宮城 縣) 大橋武 雄 (長 巧縣) 获 
おず 人 (同) 怯 伯鎭雄 一薦島 
縣) 中が 榮ニ (間) 渡 邊泰助 (東 
京 巧) 古澤 武之巧 (か 歌 か縣) 
巧藤甚 之を (おお 縣) 松 下壽么 
ま (山 ロ縣) 德原猪 S 郞 (熊 
本縣) 西が 巧 喜 (鳥 お 藤) 廳勝 
衛 (山 ロ縣) 原甚ま (を 媛縣} 
橫 田常吉 (か 歌 山縣) ほ 本 平 王 ロ 
(鹿 斑 島縣) 國上時 愛 (愛知 森) 
未 松 (長 崎縣) 池 旧 內藏杳 (熊 
本縣) ホ 井深 ニ 陋岡縣 ニ 一又 伊 
度 次大暖 サダ メ (愛知 お) 長 
崎德一 柴田幸 S 郞 (大阪 巧) 
西 川 源 太が (兵 庫縣) 藤 木 喜 八 
(福 岡縣) ボ次磬 逛前お 育大學 
學生乂 木那平 (鹿 お 島縣) 木場 
常義 (靑蘇 縣} 巧 ヶ原豐 一二郎 
{熊 本縣) 西 本文 鑛ま阀 直 記 
るのを じ 通知を 度き 篱有之 
候 間 本人 若く は 知人よ b 現 
住所 卸 通知 願 上 候 
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大學 モッッ r 少トぷ をで、 六ち 
じは ゼ ノア か チ イキ 講堂での を 
獨唱會 を 始め どし、 と 巧 じは ス 
•へ キンの バロ セ。 ナホ 裝一劇 驚 
ボス ケ座 巧び オブ ンビ T 座、 パ 
.八 マヨ 少 力が ブリン シバ 1 火 座 

じ わいて、 が 太利大 ォペラ 閒中 
のジ フラノ レ デ エロ 歌ず r 選ば 
れ 九月まで トロ ビヤ タ 、リゴン 
ット 、八 チア 及び マダム •パタ 

フライの 四 オペラに お演 しぶ 大 
の 

成功 を收 め、 九月 下旬 ミ 

ラ ノじ歸 着の ホが 太巧留 巧の 太 
都巿 を衛奏 I 本年 一巧 ゲ キネ チ 
ア がマブ ブラン 座 じがいて 方 チ 
ア を上賴 し、 一二 巧 じは ミラノ 巿 
-> リコ 座 (昨年 八 巧 一二 浦 環さん 

の マダム •バタフライ •ゲ '上演せ 

る I 流 劇谋) じがいて 一週間 ト 

ラビア タ、 バ火ビ i ホ、 シビ タ 

アを 上演 阿れ も 大巧 巧、 イ タブ 
! のを 新聞が タ乂の 賞 讚を 空し 
巧 じ H ぶ 人 どい へば 今日まで マ 

ダム •バタフライ 及び イ リスょ 

ら 0外 じ 上演せ しめざる 舊例慣 
を 破つ て 白人 同樣ト 0 ビア タ、 

八 チア、 ブゴ レット、 バ 火ビ' — 

グ等じ 

出演 し 今後の H 本 歌手の 
ため 新 例を 關 いた、 四 巧 じは、 
オ—ス タリ ー 國 ウイ ンナで 日本 
を 使 館の 乂ソヮ ー ンじ 招かれ、 
二日 間 獨增會 を開罐 、ミッ ラス 
大統領 始めを 太 居、 貴顏 をび み 
を 團巧會 演奏 度び I 固 V 、 紀念撮 
影を し、 また 別 ド 世界一の 作曲 

家リ チヤ！ ド •ストラウス 樓± 

のま 唔 じて、 日本 巧謠數 曲を 懇 
魔せられ た， 歸途 バリー じ 立 も 
ょら 歸着 したが、 おち 中の 出演 
を 銳を專 位勉强 して 居る が 昨今 
一段の 

進步 を 示して ゐ る、 本年 I 
一巧 下句から 二月 中旬 ごろ じ 米 
圃ビ クタ ー 畜营機 會社ピ S 年閒 
赤 板 吹 込みの 契約で ぶ 年度は 日 
本 民 謠秋田 おばこ、 かの 船頭を 
签 ホい、 演歌、 巧 はら 巧な 田 氏 
作曲 神 叫を ほか 四 曲を 吹き込み 
タか六 巧 巧 じは賣 も 出す であら 
ぅご、 このほか じ 日本 民謠 二十 
五 曲 0 上作 曲の みは 旣じ H 去 じ 
がいて 發賣 されて 居る ご。 

'ぅつかり 撮せ ね 

カタ ラ 黨の痛 事 

夏 壌 やを 國の 横な 場所で 素人 
が 寫眞を 撮影す る 前 じ 注意を 要 
する のは 連 巧で、 寫異を 撮影ず 
る こごが 出 ホる わ出來 ぬかの 点 
である、 愛媛 縣 人で 約 十 年 前 加 
- を 太の シブ ブンべ ー パアを 持つ 
た 一 同胞が タ ユ マホ 面じ乂 固し 
寫眞 研究の ため 千 九な 二十 一年 
六月 頃 紐 育 じ ホて 3 ホ眞 面目 じ 
寫眞 がを を 繼續し ホん 爲眞 業者 
助手 どして 就 働の 榜寫眞 學校じ 
通 學！- て 居た が 去る 五月で 巧 n 
ネーの 遊 船を 頭で パ チ 遣つ 
て 居た おを 璋 助監督が 發 見して 
遮二無二 蠻官じ 引渡して 祁 板を 
なち 棄て させた 事が が ある、 右 
U 激船會 社專规 のを 頭で 撮影 權 
は 食 化が 持つ て 居る VJ 云 ふを の 
こどで あるが、 該巧官 け 日 探が 
だはら をして 移找 厨に 報吿 した 


思想 述 動じ 斟 する 糾織ご 人物の 
關巧 こか 面白い 閒 答を 蛋 ねたが 
晓爲 化生の 『タ 数人は 兎 巧ゎ释 
逆 巧のを 烏、 親爲 上人の 法 ホを 
其 儘 着 やぅ どす る もの だから 寸 
尺が をは U い、 矢 張 b 少し 位を 
は掛 つても 自み じは 自み じを ふ 
說 への 服を 着る じ 限る』 など ど 
云 ふを 善の ある 嘶ら あつて 四 ホ 
八 力の 嚇-し 巧の 更 くるのを わす 
れい」。 


密航 おを 乘 せて 

黃鳥 號機斷 

不時着陸の 後 じ 

囊じゾ ー ン 卵み 才— チヤ' ド. を 
巧 巧し 太 西が 橫斷の 化擧に 就い 
た フランス 飛 巧 ±云 人が 同乘し 
ぃ 黃烏號 は パ 91 へ 一氣じ 飛ば 
ん と したる も 遂にを 中 じて 揮 接 
独の 欠乏を ホした むめ 化むな く 
i 針路を 轉 じて マぺー キンの が 岸 
コ シラス じ 不時着陸、 燃 池の 供 
給 来 受けて 十ち 0 芽出度く も パ 
リーじ 飛 ホして 目下 熱が 的な 歎 
迎 をを けて 居る が 

今回の 大飛 巧に 起っ た 椿事は 
黃鳥號 が おおの 直前、 大膽じ 
も 機尾 じ 忍 这んだ 二十 ニ歲の 
アメリカ 靑年ア ' — サ！ •シユ 
レキ バ！ を出發 二十を 後の 空 
中 じて 發 をし、 乘組 十： 等ら 盧 
外の 密 がを じ 憤 おし 一時は 岡 
人を が 中に 投 込まん ごした が 
巧巧ホたものを殺}譯じもわ 
かず 遂に この 飛れ じ 同伴した 
I ことで 

このを 航靑 年の ためじ 機 重を あ _ 
し 途上 じて 止むな く 尊い 燃 独を 
犧牲 じした ことが 遂じバ 9— へ 
の 直接 飛 巧 計 叢を 無駄 じした も 
のど 云 なれて 居る、 フランス語 
も 解し 得ない この 靑 年は、 この 
冒隐飛 巧で 一鹽 寄席 や 新聞紙へ 
の 飛 巧横斷 記で 一儲けを しやぅ 
ご をんだ もので 

ヤン キ ー 式を 露 曾に 出して ベ 
ら ベら どし やべ つて 居れな か 
一時 博した 人氣 ら何處 かに 消 
ぇて 寄席の 申込み もな く、 新 
聞 社 も 皆 險談を 買は ない めで 
目下 パリ] で靑息 吐息の 姿で 
ある 

アメリカ 內 化め が聞祗 もこの 冒 
險靑を じ 割し 大いにを の 篆擧を 
戒 しめ、 巧 巧の 大飛巧 計 劃を 失 
敗に 歸さ しめたの はこの 靑 年の 
罪で ある ご 社說で 非難を 加へ て 
居る し、 靑 年の 人 氣も查 く 目的 
がみれ た譯 である。 

歌姬 敏子镶 

溃唱の 旅へ 

ビク 夕— 吹这み 契約 
旣 お、 ィタ リ I のを 樂 をで 評 
巧 じ。 って 居る 觸屋敏 すさん か 
らの述 信に 化る ど、 同 壊は】 昨 
年 十二月 伊 も 利 ナおブ に 渡ら、 
ミラノ-; おいて 音樂 修養を な 
し、 巧 年 ミラノの コン ナホ ンタ 
ホ •ホ テ 八 じ おける デ ビネ 1 ド 

麻 軍 歓迎 音樂 舞踏 曾 じ 

獨 唯した のを、 ほ 切 もに 

ニ 巧には フロー. レンス 市 じ 招か 
れ 、一二 回 巧唱會 、四月 じは ボロ 
こ ァ巿の 晉樂學 校に おいて 獨唱 
を、 五片 じは レジ ヨュ ミリア ホ 


ので 目下 馆が勞 働 省 じ 照を され 
て 居る 由で ある、 勿論 コネ.— の 
お 頭は 要塞 地帶 でも 柯ん でら な 
いから ホる 二十 八 H 喚問され る 
際 充を辯 明 すれば 事 ^*{濟 むで 
あらぅ が、 巧 かる 琪 巧の 寫眞撮 
影は 一應 注意を 要する。 

庭 球界 消息 

メトロ 庭球 戰じ ， 

恩 巧 君 優勝 

ご一對 一の 戰績 C 
■紐 育 庭球 お樂部 n — ト じがけ 

る メトロポリタン •クレィ！！ コ 

1 トの第 一番に 推され f 居れ 恩 
巧 選ず はまる 虫 曜日 午後 優が 戰 
じ 於て パー ト リブ •チ ど毀戰 し S 
丄 r 六 1 四、 六— 一二、 六— ニ 
の戰績 じて 是事 優勝し 賞 盃じ第 
一指を 染めた、 间 賞を は 態值選 
ずのを が 二回、 リ チヤ ー ブ 、フ 

ッ シュバ— ンが 二回、 チ 八 •テン 
キング、 ボ— マン、 シ 1 グ •ト其 

化の 選手の 名が 剔み 遂 まれて 約 
二十 年の 歷史を 有して 居る。 

安部 複 試合 優勝； 

ベン •アスレチック 俱樂が r 
がける ミッ ド 八 •スブ ー ッ 運ず 
權戰じ 出場した を 部 選手は 環 試 
をでは ホ] グど准 優勝 職で ご： 時 
間に 是る大 接戰を 演じて 後 惜敗 
しわる も 機 試を 戰 ではを 將ゥキ 
アム マに 組んで 選手 權擁譜 じ 
努めみ 勝戰 にがて ォック シ デン 

タ八大 擧のご ー チ ヤコフ — クッ 
スマ ン組ィ し 五 セット 勝 貸を 礎し 
•1 八、 四！ 六、 お i と、 ホ！ 

四、 六 T 四の スコア じて ニを 肖 
の 選手 權を おつた。 ，'! 

を 地ょりの 保ら 

'-.I, S 、 J 1 \ 、•、 

シや トルから 一 

藤 岡®^ 

其 後は 大變じ 永らく 御 無 
して ゐ ますが 御變 らはゐ b ^ せ 
んわ遙 かじ 御 伺 ひ 申 上ます。 

昨今な は當 地の 美術 舘 でな 展 
を 催して むます、 御蔭 横と 巧 
じ も 大變な 巧 評を 得て ゐま A -1 か 
ら 御を 必 下さい、 當 地の 英. 5 1^ 
及び 美術 雜 誌は 特に 評して^ 評 
紹 かの 勞をど つて くれて ゐ ます 
れ 等は 巧れ も ゎなた 樣 の一护 
なら 打 御 配慮の 賜ど必 から 曝ぐ 
感謝して ゐ ます 

巧れ 遠からず 又 御 地に 邊 
い ィ」 巧 じて ゐ ますから 詳しく 矿 
御 目 じか i つてから。 


卓— 上が 話 1/ 

選擧 ヵク テ— ル 心^^ 

◊總 選擧 でが 酱 した ロ V ドーン 
じ ！ 選黎 ヵク テ！ グ — ごい ふ 13^ 
が お 流行、 發明 若は 闲地 一流^ 

|ャ作* バンス《 ボテグのホ 

リ！ とい ふ 先を、 なんでも ジ 
ン ピ ジンジャ— •ブイン ど デュ 
. — ボネ^ — の！ 二つの 觸を婚 がを で 
たもので ジンが が ザ黨で ジン ブ 
ャ ー •ブィン^ ぽ つご鑛 < ノ 
て おまけ じぶん どを ちがず る ご 
いふ ごころ から ロイド •ジ 3! 
デら しい 自も黨 、デュ ー ボネ .1- 
は ホい 色した 强化劑 ごい ふ意张 
で勞働 黨を蔥 ホず るんだ さぅ モ 
ある i 
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巧 等- 般银巧 業務 御 巧 巧 じ 取扱 巧 化 候 

S 臺灣銀 巧 紐ち お 張 所 

本 巧 臺潰臺 化 

まなを 巧、 橫 お、 た阪 、神戶 、トー お、 巧 
ロ、 顆 州、 厦門、 袖 助、 香港、 廣を 、巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 盖貝 
々水力 ツタ 、倫 お、 が 外專潜 十四 ケ巧 


、を 本を 壹お圃 {を 額拂込 お) 

、巧 ホを 賣億五 巧 五十を 圃 
內化本 ま 巧 = 橫濱 (本店) 巧を 大阪 
巧 戶を崎 下脚を を お 

橫鑽 正金銀行— 支 巧 

ホ 園 ぞぞ化 n を 港 羅が沙 が 布 畦 
其 他 化 おを 園棄を 都ボニ まぶ 及 n 方 レ 
ス有之 核 


本 巧 大阪化 淸お了 目 
な 育 支 巧 紐 肯ゾ。 — ドゥ 王— パの 十 化 巧 

I 赋 住ぶ 銀 巧 

日よ^ 巧 京橫潰 名を 煤を 郝神ロ 岡 山 
尾ノ逛 廣島吳 柳 井下 メ駆 
巧まな^ 巧バ 倉' 巧を 惜 をみ 巧 ホ 熊ぶ 等 

本留 巧を、 鄕里 送を 等け 巧め 
て 御 便利 巧を じ 御な 巧 巧 中 お 


本店 朝 お 京が 

支店 出張所は 日本 巧 地の 枢を都 ホ、 朝が 
滿洲 、支那のを 化 あび 滿浦 巧德 

斬鮮 銀な 紐 育 出張所 

外 固爲替 一般が 巧 業 格 精々 御 巧が じ 取扱 巧 
申 上 候 


內 みを、 社 憤、 がを ノ寶巧 反ビが 
化 取 立、 > ま祿 便利 ユ御化 扱致シ 
マス、 梢々 當巧ヲ 御 利用 下 サィ 
® 藤本 ビル 7 日— 力— を 巧 姉げ を 社 

藤本 證券 會社 

同 滚港ま 巧 
同 羅府巧 張 所 
同み ボ化现 店 


觸嚇 諮、 雜貨狎 巧 

森 村 ブうザ ー ス 


リ本陶 猫 器雜巧 

ラ 厶プ卸 巧 

を良賛 易商會 


- ■ミ 1 




スター ト y 切つ た 

ゴルフ 選手 爭覇戟 

化 罔 さ 化る ダ I クホ ー ス の馨洲 

多數み 新顔 も 加って 流汗 淋漓 


ゴ^フ も 『時化な 變 る」 の グ 
1 作に 洩れす 十 年、 五 年 ご 云 
はず 兩 S 年に 比して グ レィヤ 
ァス の颜觸 はか 一 苗 競技の 遣 ロ 
ちなおの進ホを示した^ゴ A 
7 ヮア スは靖 いて & るが 、 H 

本 ぜ球磁 二：.： 本な-度 選手 巧爭衝 
戦 U を々 ぶる + ろ 日を なて ン 
— ククッ ド じがて 火 まを 切つ 
た。 參加總 势は巧 十と-' 丄 じら 
とト四 人の タ駭 、選手 絞 ど 
見られて むる 首 藤が 務 酱記官 
•」煞 中の 爲め 鬼阪 がな 旅 わの 
巧め、 現 選手 權 がちを 大 をの 
題 本は 社用の ちめ 孰れ もブ日 
ップ した 幻は 造 城ま秘 である 
が、 しかし 

運ず がに お 崎 あ 6、 松 巧、 渡邊 

あち、 巧 年 ダァク ホ^ — スの稱 あ 

る 早 川雪洲 ゎらが 化が 好の 翻 ± 
ごして は 中 山、 小 嘘、 福 旧、 河 
野 (壽 寅 他 耕 進の 十酱を 揃えて 
お蛛 したので 午前 九が 半ょ も 順 
巧 戦線に 入ゥ流 巧が 漓 なに 惡戰 
き 圆を垂 ねたが、 當 H の】 等 じ 
は老 がの 小幡 (信 雄】 九 お = 九 S 
グロス 一八 八 ネットー 五 ニを R 
て 入賞し、 河が § 1 ) は 化 一、 
化と ダ。 ス 一八 八 ネット】 五 四 
じて ン デの おめ 惜しく も 一等 
を 憑した。 S 等は 武井 (郵船) の 
九と、- 0 1 ダ。 スー 九 八ネブ 
ト一 五六 巧ら じ 四 等は 若が (正 
を) 五 等は 街 木 (を 剛ゴハ 等は ま！ 
居、 と 等は ち山靑 年と 早 川 どを 
ごならを を举 じて 巧 かが 入賞と 
巧した。 午前の 愚が 点は 早 川の 
八 ニ パン •テ 八、 ネットと 四 午後 
の最巧 お爐腺 (一二 銀) 八よ 一 y デ 
一四 ネットと 一二の 成績を 示し 結 
局 A 、 B 、 C の S 紐 十六 人は 左 
の 如くみ をし 靑 木、 谷が、 波タ 
野-出口- •お 田の 中堅 进は 猜內 
の ホ 巧十兩 組と なった。 

了) 上 下 
旧 中 K 中 山渡邊 H 巧 山 
山 ロ 化が 巧 野 福 田 
武ホ早 川 おがぶ 應 
山中 K 宮お 河. 野小幡 

石】 

小 巧 黃木前 島 波 多 野 
を 井 蝶 ホ 永 出 谷が 
飛 旧 化り 上田 寺ネ 
久巧 U 巧 山 本渡邊 K 

山中 T 淸 水を 川 森 本 
上がが が 鈴 木 巧 谷 
を 巧 巧 ホ 盛髙岛 
满ロ乂 山 高 化 本 
おしてみ r 來 るべき 選を 權巧蹤 
戰は 本：：：： 二十 八 U まで じ 十八 ホ 
I グ マッチを いって ニ 巧 勝 化き 
どし： た 後は と 巧 二十) りまでに 
巧 行 1 る 化を ト ゎるが 選す のが 
一が はお 局 お 崎、 化が が 川、 玻 
邊四 人の 小 - し 舉 げられ？ 0 で 俊 
彼む 渡邊 、坚 だの 化が、 巧述な 
のが 川、 剛魄 のを 崎の 孰 H が 俊 
勝者の 巧 非 强を 化く かぐ 問題で 
- わる。 ド糾 ご .' ， 組 -' 一は . ；； JH-VU 
まで じ 慌说を ホす るこく、、。 つ 
てゐ る。 巧 ほを が 傅 ふる 所に が 


れ じ、 巧 川 望 洲のゴ がフけ 自己 
流を 《 て 一家を。 し 窃か じげ 球 
巧學义 びゴ； 禪を 研究し す旣 
じを じ 人 b 近 （ 一 小册 子を^ 梓 
ずる 計 霞 ら ごの 說 ぁれ 共を れ 
は 雪 讲の歸 朝 說ご间 じ < 
ならの。 但し 近 ホの 當 5 は 素 的 
滅法 兎も角 I 段め 進境を 示 
ゐ るから 宮 崎、 松 野、 渡邊 
巧して 她斷 は.':* らねど 注目の 標 
的 どじつ てゐ る。 

靑葉會 叢 報 

日本が 球 協 曾の 競技 ご 同時 じ 
靑葉會 蒂季ト ー ナィン トの 競技 

が レー クゥ ブドじ 巧 はれた が、 

を お 連 かおは ない ので 吾 居、 巧 

山、 飛 田、 旧 中 K などの 新顏が 

ン デを 頼ち じ 優勝を 占め 巧。 

第一 ラ サンドの 梟が 点は め 巧 八 

ニー ネットと 五 第二 ラ ゥン* ト はを 

井 九 六 ネットと 六 第 S ラ *1 ンド 

は 山が 1 00 ネット 八 一心 ぁつ 

で 0 


ット 一八 六で 度 勝の お 岡 巧が 其 
賞を を 獲得し じ。 因じ當 日は 皆 
よ （カ戰 せし も 巧を の n I スの 

コン デシ ョン惡 < - 般じ スコア 

は 不良で あつじ。 


一等 
二等 
一二 等 
四 等 


吉居 ネブ . 
巧 山 巧 
飛 田 同 
旧 中 间 


ニ ミ 
お 一 
四 四 
四と 


巿俄古 杖 球 

まる 十六 日 巧が を H 本ん が 球 
協 會の着 季盃立 十六 ホ ー W 戰が 


をら グ タ— ンとユ •一 • 


コ I •ス 


於て 本が 最初の 競な が開搭 され 
た。 前 H ホの 大兩の 爲め參 加を 
十二 名に 逆ぎ ぃ * かつ わが、 當 u 
の第 】 等賞は松岡藤ま巧，^^ 。 ス 
一八 I 、 ^ ン .テ 四、 ホット 一と 
一二、 第二 賞 下 間 脚 ま ロ 氏 ダ j スニ 
0 四、 バンデ ご 一、 ネッ -I 1 八 
0、 第 I ニ 賞 淸水送 次 郞巧タ ロブ 
一八 四、^ ンテ 0 、ホ ッ， 乂 
四、 舆 四ぶ 第五 等は 同点 一: て 小 
巧檐四 郎巧グ 。ス 一八 六， パンゲ 
0、 ネット 八 六、 小川 ホ巧郞 
氏グ日 ス一义 ニ、' ィンデ 一二， ネ 


紐 育 H 本人 會 

本年度 豫算 

前 過 火曜 HH 本ん 會 理事 會に 
がて 承認を 受けた る 本年度 收支 
豫算 は總許 一巧 一千が 八十 巧で 
ある お 其 內譯は 左の 如くで ある 
收 入の 部 
ニ、 一八 0 巧 
巧 譯 

セ* 五 00 巧 年額 帯附金 
ニ、 四 00 巧 會碧收 入見賴 
五 0 お 雜收乂 
と 八 0 弗 を 債 利子 
五 0 弗 當座預 を巧モ 
四 00 巧. 個人 薄附を 
ま 出の 部 
M 、 一八 0 邦 
巧 譯 

五、 000 弗 俸給 及賞與 
i 、 四 五 0 巧 事務所を 貸 
五 00 弗 郵便 電信 豐 
ニ 五 0 巧 文房具 费 
五 00 弗 即刷墅 

!ニ8 弗 電話が 
ニ 00 巧 廣吿巧 
S 五 0 弗 事務所 豐 
】 00 弗 圖書整 
四 八 0 弗 諸雜費 
一、 000 弗 共 濟部豐 
ニ 五 0 弗 を お部叟 
一 五 0 ホ 同 臨時費 
i 00 弗 商務 部 費 
1 00 巧 勞働部 養 
ニ 00 弗 社 會部養 
I 五 0 ホ 同 臨時費 
1 00 弗 會員 募集 豐 

シカゴ 轉信 

▲家屋 改善の 中必地 ■化 界的じ 
名を かられた ± 地經濟 學者ノ ー 
スゥ ユ スタン 大學敎 授ァ！ 作 • 
テ！ • エ 9 博 ± は 最近み 硏究の 
結果を を 表して お ホ ホ國の 人口 
は 益々 都巿じ 集中す る 傾な ある 
じ 際し シカゴ ボを特 じ 巧 問題 解 
巧 化 どして 先 づ現時 敷地 及 空地 
の 蘆 横を 細を じ 調査 巧 巧し 巧ら 


® ® が 育 奥さんを を稱し 


驟 


て あ 化 的に H 本締人 
0: 一. _ み 俱樂雜 义は婦 A 會ど 
稱 して 居る が、 勿論 近を 相を 5 
老巧 化かし、 舊 まな 結び 髮の老 
夫人 中には 颇 ろを おな 田 若の 持 
ま あら、 ザ A ダブ ポプ 心中 婆' 
さんで 案か携 道徳の 保ず！^ も ぁ 
る A 化が 大戰 をが じ； 品 子 夫 
入で 矢 旧 總が事 ホ 人が 牛す つて 
赤十字 速 動じ 參加 する やし 圈外 
的の 巧 動ら ゎつな が ホ か si 化に 
なつて な 求け 專ら 社を 尊が の蝴 
化 VJ な6 慈善 や をお の ホ1§^ は 閑 
巧す る 傾向''.- な-', た A しかし 會 
をの 巧 井 夫人-かお 必じ家 のな 
なご かを 樂趣 ホの 皴吹ー 思 
想の 減 萬 こか 云 ふ ホ 面を 器が し 
てむ を A 例 巧、 送別 會。 でも ぁ 
るが 化 ホ 興味 3 もる お 上 說な 
では4;*か^ た。 しかしッ^此間 
化 木、 巧、 ち 旧、. 山川、 矿內五 
夫 八の 送別 巧は 出 贿巧も 四十 餘 
人の タ數じ 上 b わ晰 もい つじ U 
く' ィゾム だ。 而も 當円喘 說の白 
眉は 巧 水なず 夫人ので あつた さ 


うだ A ホ 人は 先づ 昨年 歸朝當 時 
の 所感を 陳べ 『 H 本に わいでの 
わ ホ々 けごう 云 ふ もの か 早老の 
街を 子が める ので ホン トゥ じ悲 
し （威 じました。 自 をの 齢を 申 
上げる のは 女 どして をへ た （な 
るので 御座いま すが、 御同樣 一し 
齡は 用捨な く 進む で參 らまず。 
觸て V 」 なた でも ツワィ ラィトの 
憤 地に わ道乂 b じなる ミで しや 
う A 化が 晚香坡 じ 上 陵 致ました 
巧は r 度 黃晋で 御座いま したが 
斜め じな つた 太陽が 午後の 四時 
から 化 時ょ でも 波のと に 輝いて 
雲の た、 やまい ど 飛び かう 鳥の 
媛し いを ど 共 じい \ 知れぬ 美し 
ク に が れまし た A ど う か 皆さ 
んが H 本 じわ歸 きになりまして 
もを をを お 嘴き じなら や 晚奄坡 
の わの じを がれの 様；. ょわ 英 しさ 
を永く御後禪下される^をわ願 
いたし ま t ご あつて 眞 ホの 置つ 
じ热 辯に 一 Ma 大 に共嗚 しじ さ 
うだ 巧 子の 送別 會の耿 辯よ りは 
遙 かじ 路 しい。 と ホロ 端會 溝々 
i 員の 志 ホ 那お子 夫人は 語つ た。 


じ 最も 經が的 じ 且っ 最善の 建築 
をを 攻究し 柯時じ ± 地を 崖 購人 
に顆 ず t あ 當ま拂 乃至 割賦 償 巧 
等の 最良 法を 讓じ乂 固の 模節都 
ホたら しめん 爲 《である VJ 聲明 
した。 

A 譬察 能率 增進 計畫 シヵゴは 
孤 罪 者の 都ポ としてな 難く U い 
名を 巧て ゐ るが、 大 々的 譬察部 
の 能率を 增 進すべき 計畫 じて 旣 
に米國 五十 おの 察 組織 制度'」 

赏献 せる ナシ a ナ八 •ィンス テ 
チユト •オゲ •パプ タツ ク •アド 
ミニ スト レ**— シ 3 ンのフ 八***^ ス 

スミ マ 氏を 招聰し 其硏究 調査に 
着手し、 化硏究 費を 五で 弗 どし 
先づ從 ホの シヵゴ 警察 制度を 精 
査し將 ホは 特禪 のが 罪を じ對す 
る 巡査の 敎 養を なす--'^、 及巧學 
的に 犯罪 取扱を 講ずる i 及が 來 
の 指が 及 個人 識別 法 じ 巧みの 硏 
究を 加へ る ホ 針で ある ど。 

▲山 略 ま 馬 夫人 永 眼 豫て丹 まが 
症 じて 重患に 陷 b つ t あらし 閲 
夫人は まる 十四 H 午後 九 時半 永 
眼した。 

▲山內 博 ± 商れ 決定 目 F シ々 
ゴ乂學 植物 學敎室 じて 硏究 中の 
巧學槽 ± 山 内繁雄 氏は 今回 フ。 

9 ダ 臨海 硏究 所に 赴き 化 巧を 滯 I 
在硏 をず る 由。 


森 賢 吾 巧 招待 會 

前週 木曜日 入港の アク キタ こ 
ア號 じて B 里 賠償 會議じ ホ國を 
巧 表して 列席せ る ヤング 氏、 ラ 
モント 巧 等 ご おじ 着 紐せ る 前 財 
おを 寐賢吾 氏は 本日 正午 紐育ボ 

ド お樂部 主催の 午餐 會に 招待 
せられ 席上 一锡 の演說 をなず 窜 

島 取締役の 歸朝 

今春の ホダ ラス 方面に 滯留中 
でを つたを が 棉花 株式 會社 取濡 
役 島專ま 氏は 前週 巧 地 ぉ 發と巧 
桑 港 出帆の 大巧 化 じて 歸朝 
の 笠 。 f 

墓地 調查 特別委 員 

旣殺紐 育 H 本人 會巧事 貪 じが 
て 任命せ る 墓地 購入に 關 ずる 調 
査 特別委 員會は 去る 十 お H 夜 都 
じがて 開會 され 鴨 ホを 員を、 淸 
水、 を 井、 辻、 骗 越のを 委員を 孫 
子 書記長 出席 柿々 熟議の 上 財源 
候補地 等 S 硏 がを 進め 更ら じサ 
ブコミ ティ ごして 鴨 ホ、 を ホ、 
淸 水、 水 をの 四 氏を 選定して 官 
地踏查 となす 2 に决 をし 該 委員 
け 明日 第一 踏査を 行 ふめ。 

奥 村 氏 記者 招待 會 

日本 綿花が 式 會社ま 店長 おが 
正太郎 氏は 去る 十と H が 大每化 
表 鈴 木、 福ぶ 兩氏大 朝 化 表恒川 
氏 あびが 岡 日 ホ、 水み 紐 新の 新 
聞關係 者を M 育 運動 俱樂部 じ 招 
待して 晚餐 會を銷 いたが、 晚餐 
前後に 日光が 室、 寧 球 競技 媛’ 
水泳 お 其 化 S 運動 旗 橋 球 室、 タ 


ム 、ボ- 


ング 室 群 じ 


出入 I てな あな 同巧樂 部の 設備 
を 視察した。 

お が 人— 

0 巧 本音 彥皮赤 属が會 W 育 支 
巧 長、 夫人み 息 岡 伴と 巧 下旬 出 
發西村 約一ケ ザ 巧滯 化の 豫をじ 
て歸 朝め 由。 

参吉 山な を 巧 歐洲渡 遊 中の S 
菱が巧 上が まなを、 昨朝 入港の 


ィ片 .デ •フランス 號 じて 絲 おと 

巧 初旬 家族 同伴 西 巧 十と H を 港 
出帆の 天 巧 かじて 歸 朝。 

•淸水 宗み郞 氏 巧 電話 當 おを 
五十八 T 目 一二 一九 番が帥 淸水宗 
み郎氏 自宅 電話は をホリ I ジよ 
ン トニ 0 化 六で ぁつたが 今网ゲ 
オラン テア ニ 0 九 六を に變 お。 
♦內藤 卯 S 郞氏 東京 高等 師範 
學 校敎授 、去る 十二 H 歐洲 ょら 
着が 固 ホに 投宿 かお 日 巧 巧歸朗 
♦男爵 大 藏を留 巧-滞が 中の 前 
南滿鐵 道會社 理事が 藏を 鶏を は 
夫人 同伴 去る 十-一 ハ U お 發面巧 ホ 
巧 を 港 出 化の 大洋 义 にて 歸 
辆 のみ。 

•太 巧ぞ之 助に、 大朝前 化な 巧 
派 員、 ホん 同伴 まる 十と H 華府 
化 ホ じ 赴 <。 

田 中な 作 氏 前 無が 巧 弟 虛會. 
社員、 夫人 同伴 まる 十四日 巧を I 
歸 朝の 途じ 就く。 

•吾 旧 正 通 巧 目下 スタン ブオ 
— ド 大學じ 於て 硏兜 中の 第 
等學 校敎授 = 本社々 員 故 ま 旧 化 
之 巧み 弟；；：：； 本 巧で 旬 桑 港 發お巧 
中旬 ホ 紐の 上 八月 か 旬 頃まで じ 
渡歐 ずる 嘗。 


巧禍 スペシャル 

家庭 必需品 

樵 潰 S 素 

潰 物の 風 ホを 良 i 
惡 臭を 去 b 

小蝴 .；：：<> での お 生を 巧ぐ 
使用法を 罐じ 附記し あら 
至 梅備單 便利 


片桐话 弟商會 


#羅 が、 桑 港 出帆 (ホノ^^ 紹 由) 


料理人！® 巧^.： 

び 料理法を 敎 巧ず、 新ま設 
戸 H 置 ™ AN 

18 Wed 2 呈 St . G ミ. ぎ atls さ n|y 


岩哥 英國 まを 屋 •煉あ 
タィル 讓 四を 

前 じ 媛 H 、 高尙 ぶる 化 宅 臨 3^ 
敷地 約 お 千ホ扔 、學 校に 近 f 
車 巖迄數 ホ、 义 室、 を ま、^ 

ポ I チ、 四 湯殿、 ホット ゥ * — 
タ ー、 ヒート 、溫度 調節 等心プ 
ラム ミン グ をく 完赌 、六 万で 
巧、 H 曜 B じ も案內 致します 
ジ吾す 舌； 14 芸巧 ouievard 


手 


最新 流 巧 柄 

浴衣 地 一反 こ 弗ょ 6 

浴衣 一枚 一二 弗ょ ゎ 

いろ {取備 へて 

御座います 

J コ II 1P 

モス， ン ニ 巧 丄ハ十 他 よら 
人造 絹 一二 弗 九十 八牠 i , 9 


桑み 商會 

114 EAST 芸 ihsL . N . Y . G . 
phone . Re 咨里 2133-0557 


裝飾 綺麗 か 室、 設備 
完き シング ニ 週 

八 巧、 ダブ グ 一遇 十 弗 

HOTEL 置 君， だ 去. ますぎ 田タ 


*K 

W e 

柳が 心 
W ^ e ^ 

け 加が S S t 

输處 01 加 i 
3 a S P h 脚 

mu t e pm ^ 

輔 S w i 掠 i 巧 

觀 M 加 s ご I 

鋪ニ M 
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ナメ I ! の 特ぉロ 
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e 
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日本人め お 買物 じは 特別 掛 員を 廣 I き 無 
料で® f 內致升 電語义 はわ 手紙 も 第 御 
訪問して 御 便宜を 計ち 巧め ての お ホに 
掛 してで 特に 注意 致します から 是非 わ 
立 杳も願 ひ 升、 巿內 配達は 勿論 0 本 巧 
他を 地 宛の わ 荷物 發 送は 當 方で をて 巧 


ジ 3 ンブ .ナ 


力 


致 講 


側 

W . 端本 邪 羊 

0 A 巧 迄 迄.？ 

K ニ の 
恶 M 十 J 最 

W 3W ♦♦路 


厂 


晚杳坡 お ニ 週！ 回 出帆 一 
▲エ么 プレス 佛蘭西 ごごる 呂 順) 

I よ 月 一| H 

▲ I エム プレス 露 巧 亞ごニ •呂 0 顺一 

と 巧せ が 日 

A ゴム プレス 亞 お 亞 (一二ろ 00 嗯) 

八 丹 八 i 日 

▲ェム プレス 挪蘭西 (ニ 呈 畳 巧}; 

A ちかん 日 
i 等、 二等、 一二 等 及び 下等を 設備 
最大、 善窠 、最 快走のを 巧 お 巧 親 


化 .1 

M 1 み- i)n 

加 患け 

圳 柳 .i 

パ ごり S I 

St 

WD 诚 3 




夏場 ダ！ ム 向き I 

H ぶ 及び 獨逸製 玩具、 雜貨 度び 陶器 
類 签夏瘍 向き 品を 部な 揃へ 陳列して， 
居 去す から 御 ホが の 節は 是 ホ 御 か 巧 
b 粗】 費を 願ます 

ホ 1 テル エンド、 ン厶 メル 
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幸 1 
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0 oS 2 

C む 4 
S W ホ 4 
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H 本 ドライ ダ— ヴ商會 
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W 目 

美 

• 一部 

K 臟 

V 會 

社 

N 


緒が 發 
(午皂 一巧 出帆〕 

大巧 化 六月 サ 九日 
，天が 化と 月 十二 日 
一 コレア 見と 巧廿 六日 

をが 乂备化 U 


を港發 

(正午 巧执) 

とち 一二 日 
と 巧 十と 日 
と 巧 化 一日 
八 巧 十四日 


等： 

ミ ； 
6 に‘ 


がか B 

S が 0 
わ ホ K 

的が 」 
制 M 8 


#シ アト ル 出 化 (午前 十 時 出帆) 
がを 丸 六月 廿 九日 
が 岡 化 とおか 六日 
巧潜乂 八ち 九日 
一二 島 化 九月 四日 

. ™ @ 搞巧毀 日本 巧 化 化 

■ 巧 おも ■¥ 片 十一 二日 
\ 化 巧 か ホ 月廿 六日 
~ を 取 も 八 巧十扫 
I ▲紐 育 化 晚芭奈 馬紹由 日本が 實物撫 I 月ニ圃 
▲蹄 絡取摄 。弊社は 歐洲 巧、 南米 おがに 芭奈馬 
純 ホ おで 律 岸 巧を 媒船會 社ミ掉 約ち リ乘が 切 
巧 等 巧 事 御が をに 取 計 ひ 申 上まず 
▲来 國鐵道 切 巧、 寝を 勞等も 御 侦宜じ 取 許 ひ 申 
上まず 


日本 郵船 會社 (並 ニを 鐵道會 社) 

化 理店片 桐 兄弟 廊會 

乘 革、 を 船 切符 並 じ 小荷物 運送 御 便利 じ 取扱 申しまず 
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打 
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大 


T 3 

ぶか 

si 

艮 V N 

瞧匪瞧 

I AH «w 

™ m 邮 
巧が 
挪 n 化 
巧 W 巧 
7 P 


シアトル ザ 帆 (午前 十 時) 
あら ばま乂 と 巧 十 ホ 日 
わらび や 化 セ月廿 四日 
■はタ か (坡巧 巧れ) A 巧 ニ B 
▼一等 隨演】 九 五 巧 

化し ぱリ寸 みるん •己ん みは 一 五 五 巧 
▼一二 等 日本 斤 友 置 巧を 室た な遼 家族 室— 
►御を 望に 依り 一等 割 則を 巧 切 巧を' 巧を 巧 侯 

ロスアンゼルス 出帆 (午後 一二 時) 
はわい 化 と 巧 十六 日 
らぷら じ 化 八月 十四日 

▼一 莲復漬 ニー ニ 0 巧 化は わい 化 まじらみ 一空 巧 
▼お 別 一二 等 田 本 巧 置 十 丸 巧 ▼三等 日本 巧 豆 十五 巧 
▼ホ 巧 羅巧朽 游串切 巧 寝 窒券感 入御 巧を 化 4 ち 
►な 育 線パナ マ經由 日本 まが 行 貧 物 船 月 一国 
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日本 陶破 麗雜貨 頰卸賣 

井元 ブ タザ ー ス 


夏 瘍向品 特別 賣 お. 

夏瘍 、小賣 巧、 ダ I ム 向新 荷到眷 
精々 勉强 御用 命に 應 じまず 
日本 陶破 黑雜貨 卸販窗 

體巧木 桃 井 組 

10 巧 E. ：16 を换 • N. Y. 
HeL Stuyvesant 资 9 タ 6.7 


复瘍向 U 薪 荷 到着い 

精々 勉强巧 致 候 間 御 引 立願 上 候 

陶磁 麗雜 貨御賣 

春 巧巧會 

141 FiMi A / V ?, zew York Cit:y 

( or コ er of ご 其 wt . Tel . A 1 於 0 . ぶ ui 百 2390 -2 券 一 


夏場 巧 N 露剑巧 = 

雜貨 、陶磁器、 ランプ 及 お 等 精々. 
勉强可 化が 間 御 註文 被 下 度 巧 上 願 

^太洋 貿易 株式 會社 

Helephorte と ち nqui 日 38 だ Is 

S1 『ち を A/venue New York C を 

N 誇 H SI.CSPSyi. 
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urn 1 
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T 
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""一巧 种 

ん が c 
1 5 

扣^ 叫 

W ^ ぉ M 

曲 

お 抑邮扎 
W 謂 H 了 
? 邮 け 


を 本を 
拂込濟 資本 か 
巧. ホ 金 


ま 僚 旧 
六 千巧圓 
六 千 四 巧を 圃 


巧を 
を 社 


S ホ 銀 巧— 支店 

本店を を ホ H 本 橘 お 本を お 町 五番 地 一巧 
支店 小が H 本 橋 义の內 (莖 及棋銜 
名ち 属を郁 大路 巧 C 大阪〕 神 ロ 
廣な下 鹏巧词 巧め 祕岡 おが 
上が 倫を を 巧觸水 


輸出入 爲 巧、 お 倚 送を’ 化 送 念 お 巧 信用 狀 
商業 信用 狀お他 一般が 巧 業 

人 S1 一一 萎 銀な— ま 巧 

鄕化 送を ハ H 本を 地 無 手数料？ 迅速 化 巧 
本 巧 巧な (化 湖 述知ノ ニが) 御 化が 化 巧 
本 支店 東 巧 (本な〕 火 阪神 口を 都 
斤 主 化 SJJ 1 基 h 巧 h を舒を 


F’ — 


进 扉 - L ； 与 ^ II I I" I III" 晒 pwp 




vni IQ Nn 1RR7 


应 h を i 涕贫沒 tt を 巧を 巧 im を 巧 


SATUR 日が, JUNE 巧 19 巧 



B ネ 生糸 巧 ま會化 
短 育 支 巧 
NIP 剛 KI-ITU WIS 化け D 

Two Park Avenue 
Tel« Ashland 5320 


ほか 名を な 
巧ち まな 
H が & & Co., 

443 Fourth Ave.f 
Tel. CaJedoma 7830*35 


日米 生糸が ま會社 
紐 脊ま店 i 

K ぶ Hi • 目 E! 郎巧 KA 卽 Sttm KA ぶ HA j 

が ICH レ RE: laiTO CO 。 LTIX) 

1 Park Avemift j 

T«L Ashland 6246-47-48-49 * 


巧 沮巧事 株式を 社 紐 育ま 巧 
Uchida Trading Cc., Inc. 

1 1 Park Place 
TeL Barclay X576 


島 資為珠 を會お 
SWma TVadin gCo. ， Ltd. 
150 Broadway 
Telephone Rec わ r 1484 


巧式ぞる 1 ： 亦裙騎巧 
Akawo 在 Co., Lt ふ , 
295 Fifth Ave,, 

Tel. Caledonia 9758-59 


H 共 株式 曾 お 
化理巧 
高な 巧會 . 

12 日 Braadwa!, K, T. C. Tei. R 扣 {机け 84 
Facto け ; が 10 3 な h ゎ 6.| し！. 邮 


贼 牺ま賊 曾な 

Asano Bussan し ompany 

坟 oo 広 801 -805 
165 も oadw が 
Tel. CortUndt 8047 ぶ 052 


1 云 井 巧 ホ 巧 ま會ぉ 

採 ホ 食せ を ザ 巧 巧 

s まが 事み ま會社 

なぞ ま 巧 

な 巧 巧 藤 所 

紐 宵 ま 巧 
M お u 知 sbi Shoji Kai ふ a 

M れ 8ui 在 Co,, 

Iwai & Co., Ltd. 

(Mitsubishi Co^ LtcE.) 

6 5 Broadway* 

Wool worth Building, 

120 Broadway 

Te!. Bowling Gr«en 7520 

TcL F 比 E Roy 8660-S1-62 

Tei. Rector 2560-2564 


魔 

華 


大 倉な 豁 育ま 巧 

Okur& 在 C 〇 M 
30 Church St., 
Cortlandt 2292.93.94 




う 


. R 度 嫂 準に 疑閒 はを るが i 

............ 日本 U 喜んで 參加 しや 

.，ぃ 軍縮の 政治的 解み は 初めてて はない h 
東京 特電 二十日 發 ，." 赃英 大使’^^* — ズ 氏め 軍縮 論に 對 して 巧が 海軍 專門家 
は裝 してを 蝴がホ 通 的な 軍縮の 基準 點 をが 見し 得る かを 疑 閒ご視 て 居る ' 

ク I ドナ^ド SI つ、 

心の 感を 披髓 I く、 


まを. 〔喘を】 十九 日强 = u 本 政府の 要路は 
お A び ド！ ズ人 化み おお U してが 掉 G る 興 化 ミ 開 
しつ、、 わを が、 が 単な：？ け 詳細 K 論で るのを 避 H て 居る もの t 
フーゲ rl 火が がの が 締し劉 ィるャ ー ド プチ ッヶ邸 もを 舉點の 
制ぶ で 架して 列强 かお 通 的': 一 ものを 整を し 得る かは、 巧 謂し ろ 
ぅどの 想が U ら 戊 ば。 い 難しい 問題で わる ごじ-/ ，ロ 本が 軍當 
局よ おんで 州强ピ 協力して 普； 逝 的。 論 簾の 某 礎 見 じ 巧 力す る 
でを らぅ と 述べて 足る、 而 してが 巧 大化松 巧 巧よ b 最近 頻々 ゴ 
してを 义のお 報が 外 殺 苗に 入りつ t ある こごは 巧が 巧 局の 推移 
に 向て 細む の 化な を拂 ひつ t ホる ことを 示 f L ので あるが' 田 
中 首相を 始め どして 踐府 要路 ' U この 帮吿 をお诞 どして がを を 重 
ねっ1わるもの{如く、 時じ兩越の協をがァ >}^グ 。 チクジ ン民 
巧に 巧る 軍滿 ト义 配の 誤が'^ 一 避けて 巧强の 協調 f 求めつ i ある こ 
どけ a 本當 が >敲 ご t る 所 じして、 外務 當 扇は あじ 踞しマ 
ク ドナルド 及び ド ー ズ氏 のが 說に對 して； お 義ぉ狹 むの 膝 化 
な < がん や 了 V ダ。* クソン 隅を 搞 疑す るぶ 细 き-どは 斷 じて 
なく 》 本 政が バ義じ 出 中 首が が 言明した るか < 巧 時 わ b お 軍縮 
じ 度で るみな わ？ こ。 し、 ドー ズ 氏が 本閒 越の 解 巧には 專巧家 
を d - t だす かを 家を な.‘' すピ 言明 1 たこ 玄 おがて 目 新ら しい こ 
ご e よ；；：？ ■く、 旣 K ヮシントン 會畿 じがて 專巧 家は 單 ，しみ 備 的に 
を究 し、 これが が斷 をヒユ ー ズ、 バルフ ォ^ 及び 加 藤を 權にー 
.をし； i ことを 擧 けて 盾る、 都 ドの 諸 耕 聞 紙 ー齊 じこの 閔麗を 
蓝お戚 して 巧 図 山 ニ ユーブ やぞ那 のニユ II スは 第二 ピ し， ロン 
ドンよりの 屯 報を 游 一 面に 特筆大書して 匿る。 

列强の 誤解 y 


あるかを 鷄知 ずる じ 足る V 
マク ドナ 作 ド 及び ド— ス兩 
氏が。 ン ドン •しがる 演說の 秘本 
は窠 I じ姆 泮の自 おどい ム 問題 


■ I I I • It -; nin • m * i I -* - - 

じは 今 的は' がれ や、 を ニ じ お 縮 
案の か 冶 的 解 巧 ごい j 點 じぁる 
が、 がが の自 かじ 就ての 討議を 
网 避す 飞 どい ふ ふ：.； 就て は 

外を を員提 ボタ ー 巧 
の 如‘ Yt | 如ら 失 おしつ {ぁる 一人 
- して 遍り 岡に かが ホ 大巧 ホブー 
ド 氏 心會兒 した こ i はこの 問題 
じ觸 £ たもの ご是 られて 居る が 
，ト 'ズ氏 ■いおが み 一節 じ 於て 飽 
迄 も齒隙 聯盟の 軍縮 準備を 貿會 
の 巧が を 支持す る じ對し 下院 あ 
軍を 旨 長 プリ ッ テン 氏は お 面ょ 
らぶ對 し-職 盛に 依る 軍縮 條證 
は 一 膝ち r 致 治 的懸副 か ぞいから 
巧るべき 軍縮は 飽を も嚇盟 ょら 
苏 離して 行 ふべき で るるとい ふ 
葱を を 化いて 居る が、！ ホ主院 
じは 祝ら しく 大統領 じ對 して 軍 
滿食議 の 巧 集 權を賦 輿すべき 議 
案が 提 ホされ わ。 


ス 等の 聯合 軍し 對 してら 引 操 
方の 誘 解を ホめ る。 

〔一二】 齒際 司を 魏倒 所ん 條巧 
を 重んじて 今を 國際 的が ホに 
斟 する 調 莉磯觸 の 延を ''ぃ 向て 
努力す る 

どい ふ 一二 點じ わるもの、、 如く、 
一方 內地 問題と しては 失樂 巧の 


救 濟がお 一と G つて 居る が、 右 
じ 就て は 樞密院 溢を ト！ マブ氏 
がま 要ん 物 ごな b て 巧 勤し、 勞 
働、 み 格兩ぶ ご協力して をの ホ 
なを 雜 じつ <ぁ るが、 をに 就て 
のか 巧 案 も 趣ら （ホるべき 新潑 
會じ提 おを 見る じちら ベ/、 非常 
じ 垂大视 されて 巧る 0 


地方 的、 局部 的に ー... 

法權の 撤廢を 承認 

關 祝では 互 惠稅を 要 ホず るら し 

化 や 二十日 發 === 非を 式 じ 视れわ 巧に 化れば 化を のかを 圏は 
目下 まがの 治が 法 權撒廢 要 ホ-し 關 しお 見を を換中 じて 大体 じが 
て 巧 期 拘早ビ みし、 をの 旨本國 政府に 具 中し むと 蹲 へられる。 


床 次を 入閣 實現 


n 

ク 


【サ - B 】 巧 閣な逛 じ 湖 概して 興 黨少壯 派-? 銳木碧 一二郎 巧 優 
遇 注 動を 始めた が 一方を 府侧は 巧が 氏の 入閣 說を實 巧す を もの 
ご 话てゐ る。 

‘樞密 院本 會議 開催 

"甘 己】 樞を院 簡査を 員を 通 遊の ず 踩條約 案 上 巧 本會證 はか 
ホ 日 辭懼の 蕾で 精查 を逗會 審査 橫吿 書は 委員長 伊東 己 化を 伯が 
起草 中 i -- が化府 伽は 巧 曲を じ 憲法違反の 文字 •か 入れば 總 辞職み 
巧を 覺 障して 居る が其废 までは まら や濟 みさう で ホる ど。 

， s 派の 合同 運動 


撼レ 


交渉 U を 明ぶ 大に 

ワ シン ト > お電十 か日發 = ド！ ズ乂使 ご* ク ドナ グド 首相 
が帖 前を L てがみた 軍縮 方 かじ 顆聯 した 演說 は、 アメブ 力を 府 
部 巧 じても が甚 。滿 おの 意を お 明し 居-*^、 ド！ ズ巧 ょち 大統領 
、々をを お吿じ 依れば マク ドナ か ド 巧は ヶ曰 ッグ ホ戰條 約の 成 
な ' i 化 ホの 軍備み 礎を 化 本ょ b 覆した もので 將 ホぶ 軍備なる も 
のは 举じ齒 のに 必お ドう 故少化 巧に 縮少 すべきら の'"/ あ b ごの 債 
を 堅し ごを るが、 ホるべき 軍緖 協を U 專 巧を じ 頼 乎 政治家に 
が 6 て お 治 的に 解 巧す べきら のどの 英米の 度 見は 然を 致し 居 
れじ廣 をの 機替も 意み じ 早 （をれ る模 機で あるが! 'アメリカを 

3 M して U 裝 米の 軍縮協定が 先 かお 佛が 軍稱密 梅を の 如き 誤解 j 巧ち— ぉ を；* ブ ホ 1 ニ V ろ 『 C ! 
を 誘 おし、 を ひは アン グ 。チ クソンは 族が 無形の 同盟 關 係を 結 i 則に をく 新條約 草案の ホ 旨に 對 
ぶが かき 猫 疑 化を の 誘導を 恐れ、 霞 もを 明なる 態度を のて 解 巧 
め 策を 講 やを じ まるべ （、先 づマク ドナ グ ドを 曲の 訪間じ 化ら 
て 英米 間の 諸撼 まを か 附け弔 縮や绡 U シア、 お 支那 政策 等の 隔 
意な き 意見 义換 じは 自本搜 節の 參 加を ホむ るで あらう が、 を 縮 
方 かの ぶ 礎 こして はま 力 魔は 次期 ヮシントンを 證じ姻 はして 觸 
n や、 まごして 巡 洋鑑- 潜水 お、 海軍 航巧 等*-! 觸ら ベぐ 國 巧の 
範 園、 軍備 比率の 尺度の 定め ホ じがても 化 ホ ■' f 異なら、 館 巧 直 
が、 先づ 政治の 廣等段 策で 解 巧を 計ら、 輿論の 動き じ俟 もて 圓- 
お 手 殺を 谋 やる でを らうが、 英米 兩圃タ 年の 懸案で ゐる お洋の 
宮 曲」 脚 t る 討遙は 餘らじ 理想 じ 過ぎて 會議の 進 巧を 妨げる ど 
いふ 化媒 からこれ じは 觸れ ない 模樣 である。 

日本 ミの 誌 解 成ろ 

懒盤 ご々 離して 協を をず るか 

じを の 旨 報 吿し齒 巧 省 側では 滿 
をのな を お 明し つ I をる が、 駐 


ま那巧 巧の 治み 撤廢巧 ホ L 驅 
聯 し刻强 を 府 はおは 腹の 探 b 合^ 
ひを ー て 居る 有樣 でぁるが、 近 一 
く H 支條め 改訂 巧 渉 じ 従事す ベ 
き 巧 巧を 使 じ 當らて 最も 熏要親 
されて 盾る 間 題は、 

一、 新 條お締 姑 ご 同が じ ま邢關 
截自 ま權の 固復を 承認ず るに 
奮ら 條お峭 ず も か 無條件 < 
する々。 

ニ、 をみ 法權 の. 撤廢 をを 認卞る 
じ當 らま 義 上を 局的撤 廢を認 
むる か、 漸進主義 じょる 馬 窺 
的 かつ 地 ホ 的撤廢 £ す るか。 

一二、 沿岸 貿易を をい 巧 地 水路が 
巧權間 題じ關 しま 那 側の 提案 
£ はお ホる だけを の旣得 權の範 
圍を 制限ず るこィ 一を 要 あ L て 
屠る が 原則として これを 承認 

るが 艺 ぅろむ 

等は を 0 中必 でぁるが、 自本躁 
海の 决必 として 轉 へらる i 熟の 
放 案 大綱は 左の おきもので わる 
(一】 H 本 政府は 囊じ國 民が 
府 から 提出され た 相 岳ず 等の 原 


U 本，". ン ドン 及び ヮ シン ト 
ンょ b 巧. i ’ る 巧が 縮沒證 じ細聯 
した 報 迫を 綜を ずるに 驻 H アメ 
プ 々で理 大化ネ ダネ 八 氏は 田 中 
首 化を 訪問して 

懇談 のが裝 り 本. か ホ ミ 
め會 溢に 幫ん でを 加すべき こと 
を吿げ化理乂化^^も齒格を官 


お乂使 ド！ ズ 氏が P ン ドン じが 
ろ 祗說前 一一 化 ホ 大使を 訪問し、 
駐日 失 义大化 及び 化理 大巧が 相 
前を して 巧 中 首相を 訪問した こ 
どは 即もロ 本 じ對し 英乂兩 囲が 
いか VJ を 职汇大 なる 誌 解を ホめ 


しては ま義上 あらゆる 巧 意 £ 同 
靖を もつ てを のを 般的 改正 じ應 
ずる 

ごこ 支那 關稅自 キ：權 の完を 
•■回復に 驅 しては 一九二 五 年の 
時 別關截 會證外 巧の 傅統的 精神 
を 踏襲す る ものでぁる. か 留ま 稅 
率の 適用と 同時 じ特珠 品目 じつ 
いて 日 支 瓦惠稅 率の 適 巧 または 
現 巧 二ち 一日から 實 施されて 居 
る 支那 新 賊稅率 中 必需品 目 じ 離 
する 限 b 留保 的 適用を 要求す る 
〔自主 權 回復の 條件 たる 麓を 撤 
廬じ關 しては 新觸稅 協を じょる 
ニ ヶタの あを 期間を 確認す る こ 
と {し 新條約 草案 じは 觸れ ない 
> と ごする'! 

〔一二】 治 外法 權撤 廢じ關 して 
は 一九二 六 年の 治 外法 權 委員 會 
の勸吿 案の ま 旨に 基き 支那 司法 
制度のを 實を 待ち 現 巧 ま 那をか 
じよつ て 禁止 制限され て 居る ち 
那領 ±內 での 外國 人の 居住を を 


地 賃貸の 旨を 反び 支那 内地人 ご 
均等め 剌權領 巧が 完 をに 解な さ 
れ るを を條俾 £ して 巧 ホ 的 かつ 
局部 的 撤廢を 承認す る 
(四】 支那 側 巧 案じ よれば 巧 
地 水路 航が權 及び 沿岸 賓 易の 範 
圍をお 巧る だけ 欄 限し よぅごの 
越 意を 述べて 居る が 現巧條 約の 
が定 じよら 開放され てを る開灌 
擦， 旅を 昇鋒瘍 、寄 巧 化 及び 內 
地相 瓦 間め 逝 商が 海ぶ び 通過 旅 
巧の 自由を 巧が ごして をの 繼續 
的黯 をを ま 張し 右 開港 傷、 旅を 
昇降 瘍 、窗灌 地 巧び 内地のぅ ち 
が ホの 雜商 貿易の 實 績じ徵 しで 
實益 のない 地點じ 限ら これを 封 
鎖しても 差まない 
大要 右の 如き 骨 モ£ する じ 至る 
ベ < をの 化 條 約の 効力 お 續問麗 
じ 就て はお 树巧 巧條 巧の 巧 格 的 
規定を な廢 して 條の 廢棄 じつい 
ては 巧國 のを 意を' 必要 どす る お 
巧的條 約の 體 系に 則る i どなら 
’ 尤も 前記 大綱 案ら いよ-^ 
諫 お 開始 じ當 た^ 支那 側の お樣 
巧 察 じよつ て 緩急よ ろしく 變 'を 
を 加 ふべき 餘 地を 备 する もので 
をる ど。 


私 


隆 


を礎欽 


金を 節 ミ 


•ト 


對外策 協議 

對露國 巧 復活 か 

ロンドン 廿日 發 ：= マ グ ドナ 八 

巧 閣はホ 週 効々 閣議の 巧 上で 
先 づ軍髓 縮々 增議じ 就て 協議す 
べきが、 他の 重要なる 外を 政策 
どして 讓題じ 上るべき ものは 左 
の 一二 大政 策 ご ある ど 云は る、 
〔一】 勞 農。 シアを おどの 國 
をを 巧 じて 政 巧は 新議 曾の 召 
集 ど 巧 じこれ を 政が 案 どして 
提出す ベ < 自由 黨の拨 助を 期 
がして 居る が、 己 命の トロ ッ 
キ—に 入 巧を 留じ韵 しては 拒 
結の 意向で ある。 

ごこ 赔憤 會議の 圆滿解 巧に 
伴 ムラ キン 警備隊の 敬を 問題 
では、 單じ イダ タブ 軍隊 じ纸 
して 速 かじ 引 揚げを 命 やる の 
みなら や、 ベ^ ゲ 1' フラン 


〔甘 曰】 内閣 改造 後 か 
の 大を間 運動が 巧 黨內一 

陸軍 大 異動 

せ-日】 陸軍 定期 大異飘 はと 
巧末發 あの 箸で 巧定 せと 主な 
る もんは 左の 如し。 

任 臺灣軍 司を 官 
確 II I ミ郎 

巧 東京 證備 词み官 - 

を灣軍 司々 宫 i 
中將 を 

牆 雲^ 嘗岸 本| 太郞 

任 陸軍 大お 

第 H 輔團長 
中 お 

巧 軍事 參纔宮 
朝鮮 軍 司 かを 
大お 

ほ 朝鮮 窜 司み官 
參謀 次長 中お荫 W 郞 
巧 蘭 東軍 司か官 

轉 長娜 がぶ 郎 

巧侍從 武官 長 〔又は 東 a •磬備 
司令官〕 あ 衝颇擲 長 

中 おを を E 直敏 
被 仰 豫備役 
陸軍 大將 宇ち 一成 
同 巧を をぶ 次 

外務 官 異動 

〔廿 {日】 あくみ 務省蜜 要人 
物じ大 異動のを お ある 巧樣じ 
てィゲ 9 K 大お舘 參妻ロ 佐を 
巧貞 巧を は 田 中都吉 氏の 後を 
襲 ひて n シアた 化 じ、 5 フン： 
ダを 使廣 旧な 毅 氏が ト - コ 大 
化に、 國際聯 盛の 巧 國が務 局 
長 特命 全 權を使 佐 藤-致' 巧の 
親 巧が 遇說 等が いづれ.， 取沙 
汰 されて 居る。 

對ホ レデオ 放を 

【甘-日】 東京 レデォ 蔡树は 
屯 巧陋白 アメリカン •十 ィト 
を おし 日本 音樂 琴、 尺八 其 化 
を 放送す る。 

外相の 誘 解運惭 

〔甘 一日】 田 中外 相は -1^ 連 
じ 不戦 條約認 解の 運輸*^ あ 


一ぶ 會 、お 黨俱樂 鄰兩派 ど 憲政 一が 會 ご 
部 じ 目論まれて ゐ る。 

野 巧 書記官 歸朝 

( 甘-日】 ブラデ^ 大使館 一等 
書記官 野 旧 良 治 巧け 廿日 午前 
が 密じ歸 朝した が 語つ て 曰 
『サン バゥ。 脚は H 本の 企業 
移民を 拒絶して ゐ るが ァマ グ 
ン 沿岸は 歓迎す る』 云々 ど 

.津島 巧 か 局長 說 

(廿呂】 化 般ニュ a 1 クを經 由 
して 歸 朝のを に 就きつ 1 ぁる 
日ン ドン、 三ユ a — ク駐 をが 

務宫 津島壽 一巧は 大薇 省預お 
部專任 部長に 巧ぶ した。 

註。. 當幽 おおを 事 おが じ 蜜した 
る電じ 依れば 津島财 務官の 局長 
說は 今の所 風說じ 過ぎない £ 

東電の 怠業 中ム 

〔廿日〕 東京. 軍お會 社は 使用 A 
の 霞 求の 一部 じ應 じむので 怠 
業を 中 化した。 

漁 區紛爭 解决ず 

〔廿日} 漁 監問麗 紛援の 結果 日 
本の 損蕾總 額は 六 旨 巧グ！ ブ 
グに 上る が 宇田 貫 一郎 巧の な 
棄 した 漁盧 はな 化 ガ^— ブみ 
で日魯 漁業 會 社が 引受ける こ 
ごじ 妥協が 立し 愈々 出漁した 

聖上 陛下 御稻 が 

〔廿日) 聖上には 十八 日の 午後 
ニ 時、 降雨 中を も 厭は せられ 
やが 上 御苑 じて 抱 植ゎを 遊ば 
された。 

重大 事件 發表か 

【サ 日】 滿渊 重大 事件は タみニ 
十 化 目頃發 あされん ご 云は る 

政務 總監 確定ず 

【サ 日】 朝鮮 總督府 政務 總監は 
兒玉秀 雄 伯 じ 確を t た。 

宮旧 光雄 巧辭表 

【廿日】 を 視總監 宮田ホ 雄 巧は 
辭 表を 出した。 

上海 航空路 開通 

〔十九 日】 大阪 、上海 間航 空輸 
送は と 巧 一日ょ ら銷始 、隔 H 
巧 はれる が n シア 政が のンべ 
ブア 空輸 線 も ホ 同日から 開始 
される ので 郵便物の 上 じ- 大 
革 かを ホさん ご。 


金魚の 糞 

振袖 論の 續編 

がぶ をち 大佐 

り 鳥鑛一 

_ 〔十ょ】 

能率の 操 準が 解ぃ に 生を 巧價 
の 標準ら 解る 譯で あるから 巧减 
の 割を も 解 b 給 奥を おす 巧 擦ら 
ちまる' 生 產膊價 .が 化 减し給 輿 
が增 しじ ごする どが 招 度に 應じ 
て をれ 相當の 購買力が 威 物資 じ 
對 して 稍 化 盛-しなる 、之は 义大 
量 生 產を巧 長し 益々 積極的 じ 能 
率ち 進の 施設 や、 むからの 協調を 
高調す る 施設の 實 現が お 巧る や 
うじな つて ホら、 巧 結 おごして 
を 業 員の 收 入は 勿論 其 幸福 も 共 
に 累進し 自らの 銀 巧も經 舊お來 
やうし 保 厳會社 だつ てな つ、 一 
腰が 會は义 產裴の 隆盛 じ 伴ム幸 
福を をつ こどが お 巧る やう じ 進 
んで 巧く。 

〔十八】 

な上數 項に 涉 つて 作業の 施 巧 
じ盧接 じな 事して 屠る 者の 協調 
を 得る じは、 是非 典 其 能率 お 進 
の おおが 永 义巧じ 從事者 全 ホの 
き 福を 進になる をを 保証せ ねば 
なら 扫こ £ を 、寧ろ 過ぎる 位 じ 
强 調した が、 とだけ がみして 能 
率增 進のを 部になる のでは ない 
こごを、 一磨 お謝らして 置きた 
い、 か 諭 島 巧に 作業の 實施 じを 
事して 屠る もの i 人数 か 大を敏 
でゐ るから 是 等の もの*- 炼 調は 
丘 口人のを 福增 進の ためじは 最も 
影響の 大きい 重愛な もの^ 一つ 
である こミゴ 認めね ぶなら 扫交 
寫へ るが、 化 外 じ も 能率が 進と' 
葛 慮すべき こ ミは ぞ權 を犧 でを 
る、 系統 疆 織を 改善す る ごか 
設衞 其物リ 能率を 省す ごか、 計 
靈設 ホを 生を 的に r る V 一 か、 資 
本の 運 轉圆較 を增す 工夫を する 
£ か 云 ふこ ごな ども、 等閑 視ず 
ベ わらざる も 巧ぇ 中を をる、 裏 
等を 巧 ふじし でもを 員が を 事業 
の 永み 的を 榮の ためじ 橘 調す も 
をがなければ 实 効を を晚め 錐い 
こ £ は 明かで 磯顯が 香ん の 幸福 
を 進のを 礎になる £ いふを じは 
何等の 變ら はない ので ある 
〔十 化】 

宮人に 巧 通の 永ん 的を 福增進 
の 爲じ踊 意な き炼 調が 出 ホ、 能 
率增 進を をん が自を 的に 考 へる 
議 •しなつ たなら ぶ おめ じ もので 
ある、 化 人が 增せば 購買々 もな 
如し やうし、 大量 ホを も适 らう 
大量 生產ろ 目的物 も ァィ 9 々と 
は異 るら 知れぬ、 又 一を 满 びじ 
急には 變化 しないだら うか、 で 
ん どんか々 ミ 向上す るのは 自然 
- の 勢で をる、 目 巧 品の た 量を を 
がすめば 趣向 品 じ も 及ばし、 を 
れ こを をには 自動 窜 である、 ン 
デネ でもる、 飛 巧 磯で みれ 日 巧 
品に 化しつ i 新 ホ 面は 限 >な< 
開拓され 是等じ 踊 職す る掌黨 
益々 搂展 すべきで をる こごは ア 

力で 盛 験して 吳 れてゐ る、 


ら 、化 程度なら 、兎角の， む 配は i 
しない 方が 得策で をら うど 思 ふ 
ご 一千】 一 
資本 も 益々 集賴 する 巧へは 集 I 
巧す る だら う、 勞慟 まだつ て 今 i 
U の勞働 おごは 異 つた 赚買 力が I 
ぁ b 、 がをは ぁ 6 銀 巧を 経度し I 
が隐會 社， ぞ營 も、 日 躍 日には 郊 
外 じ 自動車を 飛ばし、 レ デォで 
は ォペラを 聞き 二週間の 夏 化み 
が ホたら 飛 巧 機で 執洲 見物が お 
ホ さうな もの だミ藝 見る もの 資 
力 わる 勞働 者で ある。 

【かこ 

方 大農を を じょる 媛 準 型 じ 
を 馴れた 大衆は がの 變 化を ホめ 
美的 必理の 擦が する じな ひフォ 
ドでは 人聞きが 惡 い、 わ 隣の 
巧は 今年の 型 だの じ 内の 型は 去 
年の もの だと 云つ て 承知し ない 
妻 君ち ある どい ふ、 い （ら 絹の 
織 あだつ て 無地では 面白くない 
等と 玄は せて 置けば 勝手な 熱を 
吹 （やう じじつて ホる。 

.百 ニ】 

終 じは 標準型の 生產お 憤は ま 
いが 販資费 が 嵩む を じなる、 大 
曼生產 品では わ つても、 其 原 憤 
vi 中 量を をな でを のを 產 費は タ 
々高く どら 變化あ b 美的で ぁ も 
をら しもの やの 氣じ 入を をうな 
ものは 販資 豐が廉 いため、 この 
中 量を 產 品の 賣憤ど 比 致して 見 
ると 甲乙ない 結果に なつて 滚た 
品物ら ある、 之を 稱 して ホ國大 
霞を 産の 巧 詰ら ご いふ 人 も ある 
が 賞は あ 食を > て 賛澤を 知つ て 
ホ だの だら うご 思 ふ 0 
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九 ニ 九 年 版 Y 近く 發巧 


ネ 化が 捶じ絕 裳を 巧いた しました 「大が 巧」 は、 幸 ひじして 
化 湖の 湧く がかき 巧 評を 巧し、 遂にを 部一册 巧ら や « 切れと U 
6 ょした、 化て 本社は 筋 一版の 內 なをを お 巧た にし、 なおを も 
巧 加した 千 化な 廿化年 版を がに をけ f る こど： な b ました、 あ_ 
確 じして 且つ 新ら しい 統計と 娶貧 をぶ 礎 じして、 刻々 後 化す- 
巧が 『大お 育」 の眞 化を 傅 ふるに なが U きこ どた 巧して 居ら- 
す。 尙は定 巧は 

豫約 申を 者に 限りて 

特價と 十五 仙 

發刊 後の 御滕 買には 


を價金 
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一致し よしね、 速 かじを 約 巧 中 込みを あ 望いた します。 

ホ— 1 B 織 育 新報 社 


食 U SS 
ま，" 13 
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t — • 4^ が 


; 基 加 
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アメ 9 々ぶか b は 失業者の > む 配 
も 蘇らして ゐ ない、 斩 しい モ面 
が 開けて 其方 面 じんが 巧 ふから 
である こごら 班 明して 吳れ たか 


巧じフ ォミ ドは 贩 i 買 じを を か 
け デ よネラ か- •モ I タ！ スは變 
化に 金を かけ 競爭 して 居. るので 
ホぶ といん， 太 . 曇 集產で 巧を‘ 詰 
つ K どか 巧 ごか. いつて 居る 自邸 
単が、 大お 一二を あ 円 じは 四十 ニ 
巧-化 千 化な 化 十も辑 ホた どい ふ 
之が 賣れて 居るなら 义 句を 云 ふ 
ては 勿体ない 極 もで もる ご あ ふ 

一二 ユ！ ョ ー ゥ 春秋 

♦森 賢 吾さん が T メブ 々の 念 
巧 商を、 をれ ごな く醬吿 した、 

を かを 利 底の 國で 無理に 拜 倒し 
てを を 憤りる 方が 惡 い。 

♦日本の 圓 がいくら を （なつ 
て も、 アメリヵで 賣る 日本 品は 
圏が みの 弗 位 ひ ホ 氣で賣 られて 
居る、 巧ん 定かして 下さい VJ い 
ム 投書が 舞 込んだ。 

♦フ —ゲア ー 君の 海 縮に 對す 
るャ 1 ドス チックは どんな もの 
か、 日本 もを 頃は メ！ トグ 制で 
メ！ トグを 上げて 居る ので ある 
から、 切め て 巧 ホ 並み じた 度を 
討 b たい もの だ。 

♦日本へ 巧つ れア メブク 人の 
間 じ 午 食 貪と いふの が お ホて、 
盛んに 御 紙を バク 付き、 內化總 
領事 化理 がを 西巧理 の比较 論を 
やつて 居る、 東京には 義理 じで 

も コンビ] フ •で ンド •キヤべ デ 

貪を 設け なきやな るまい。 

♦ァ j リヵの 移民法で 日本を 
民は 絕 おじ 入國を 禁止され、 巧 
入 國も忡 々難しい 化の 中 じ、 
本から 堂々 ご お稼ぎ じ ホた 一 除 
が ある、 過般 サキべ リマ 化で 渡 
ホし、 百貨 巧 7 ナイ ー々1 邊ち 
で 巧し い 顔を して 居る、 日本の 
イモブ 君で をる 0 
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改造と 瓦解 

自繩自 溢の 内閣 


政治の 创巧滿 身、 氣 なが タた 
るれ ぶを A 聞は お 巧柩お 院棉巧 
委員 肖に めける 不戰 化み 問題の 
: 通過に 化ら てを 强附を じる ィン 
タア .ゾ レブー シ 3 ンを附 し n 此 
一 もじが ては ホ齒 h 院 化な 巧 ぃ * る 
もの ど 異化 间巧ど 説 ふべ きらの 
H 辛 じて 該 化の 批准の 巧路 をが 
いたが、 輿 面で K 誌 解 運動が が 
を 葵した こごを 瞄想 すれに 曲ら 
な b じ も 不則條 約 問題は 一段を 
お吿げ るに まるで あらぅ。 該條 
約に 對 する 化 留 的な 巧の 明 父 か 
何でみ 巧を 權の引 巧が 職 問題を 
おなし、 巧ら じ 旧 中外 かの 巧な 
巧 超じ轉 化し。 いどは 化 証 巧 ホ 
むい けれ 共 蹈密院 のをが 裴が巧 
妙ぃ A る 巧ん 倒しが 蓉じ糜 醉し了 
せらる t 可能性， も あるから 政ぶ 
を內閣 のな 溝は 當而の 不戰な 巧 
問題を 瞄 過し おれば 差し詰め か 
部よ ち倒拽 される 危 儉を脫 して 
小康を 樂む こど お出 ホ やぅ。 

みに ホるべき け 難 會规會 前よ 
b 喧 蹲され、 期待され て 居る 巧 
閣 自身の なを 問題で あらねば い * 

ね。 この 所謂な 造 どは 假 化の 
ない が 株 政策 一る 無謀 政 巧を 棄； 
; て； 消極 政策に 移る か 否かの 問 
，'題 ど 云は いよ b は 寧ろ 愤嘗を 背 
恩 ごせる 大巧の が 子變巧 問題で 
.沪る ピをム のが 適當 である。 旣 
'がわ おどしての 政ぶ 會に 御を 騷 
動の 元祖で あつて 化 年の 自も黨 
をを 後 歴史的に 是非な （てなら 
の もの il つ ごな つて 居る のは 
周知の 事實 であるが 軍人 巧 身の 
田 中 首が ごして は 誠じ不 似を な 
; 巧み 閣は統 - 節制 V 缺 いて 居る 
化 一峯 ホけ でも 巧み 閣は當 がが 
一 冠すべき であるが、 义巧 か權ご 
おび 付いた 惡緣は 容易 じか 6 得 
'ない みみ。 ら や、 黨 ので 欠 巧 系 
巧 （はが 义巧 系を 0 て自 巧せ ね 
ばなら 打必 細い 巧 化 諮 ± もみし 
て 少数では むい。 を 等 じみぎ の 
選 舉じ义 巧 U くして M 巧 お覺巧 
なき 者で あるか/っ、 外 巧の かき 
义 巧を 攤 して 雜片 、山 本、 小川 
S もの かき 政ぶ 待の かを と 化 お 
巧ず る教 力を 培養し つ、 を 6 、 

總 ぶじる 旧 中が かど 離 A ホ お 闕 
よ 9 む 致した 黨首じ 過ぎ じいの 
であるから、 內閒の 内部に 时等 
巧化^^協醜、 巧额の巧カはがだ 
して 居ト よい。 

沒 じがて かな 巡の 閒跑 は瞩を 
.の スゲ替 じ 列 ^:>らトよ いじ 拘 はら 
中、 なをの 巧拙 か 巧 U あ もじ 內 
閒 自身の 牛： かじ ま乂 S お 御 かを あ 
ぼして ホる S である、 第一に a 
外相の 椅子を か 何に すべき か 旧 
中を かごして お 後まで 兼 巧を 欲 
すべきら な 技ぶ 义は樞 密院侧 の 
息な はが 人物を してが 巧たら し 
むる を 3 ? わべ < 、新設 のが 格た 
巧は ホ 育 無用 5 を 物で あるが 給 
巧け 踩 $ な 化 及びが 溪 桃を 《窓 
化で、 が树 f を 山 本滿规 かお じ 
與 ふるを 稍々 な规 的と ずべき も 
おして か M 、 巧 W 巧 かは あがの 
なを W て 道を 巧 進に 藻る のが 巧 
を 示して おる が、 小 橋 观が化 は- 


お 贿 一巧を' 小峭 おの 應 はで 居る 
疲れて ホた H —： おか a 引退の 巧 
巧機^ホ己か、 自巧财政をの勝 
出义 相： T 叫-、 む 曲々 でぁらぅ し、 
义巧遞 相 黨の內 れが蜂 おせね 
げ外巧 义バお 化の 椅ずじ 食指が 
曲いて 居る らしい。 なじ 下ず じ 
なをせ いご f いば 政ぶ 食 巧强は 


み 許の ためじ 自规自 な' の 化 ホを 
をげ ねば U るまい。 孰れに もせ 
'ょ 现巧閲 の 改 をは 何等 閔を圃 は 
の 利 盛 進展 じ 資する 巧がない。 
掛か 顆 係、 お 政 瓶 係、 對み顆 係 
等 都て がさ 詰よ b の陆じ 速した 
から 現內 間の 改造 じみで 巧る ベ 
き宠 解は 豫 想す るに 難 < ない 


國債整 狸 案 ミ藏相 


ま 京特を 二十日 發 粋 濟審誰 禽は岡 曾の 國お 整强お 案た る 
固 愤總额 五十 年 併が 計 溝 案を 述 逝し 之れ がな 巧が 議は 政府 じす 
巧され たが Ht 藏相 a 『新閣 憤 無を 巧は 無な ホです 生を 的な も 
のなら あ 加を 妨げず』 どの 注な をな—- 暗 じ 該整巧 ま巧認 をはの 
めかした ので 编 むが 中 じは 闡馈 引を シンデ ゲ！ トの 解散 論が お 
力 じな つて ホた。 


關號 協を U 延期 か. 

次 巧 通常 議會じ 持 越 ずら >し い 

リ かの 上下 兩お 臨時 蘇會 I 協議し わ おお 左記の ホ 法 r ょち 


アメ 

は 一時 休會 し、 K 臨は 八 巧 十九 
n じ、 下院は 九月 二十 頃に 
巧脊 する 舊 でを るが、 この間 

上院の 顯稅 委員 會は 關税 
を 避 會を熙 他して 下院 案の 修正 
じ從 事す るで あらう が、 上院 ま 

下院の 原 まど 著る し （異 つた 
ものを をを ずる じ まるべき こど 
な 明らで わち、 同時 じこの 上院 
を じ 就て 上院の 論戰 がを かじ 延 
引すべき こと もが 易 11 想像し 得 
る 巧 じして 下院が 巧會 巧を 一個 
巧 繰延べて 居る の もこの ためで 
ゐ るが、 さて ホの 關稅 まが あし 
て 十 丹 頃じ瞄 をす るか、 をれ あ 
十二月を 骑 ぎて 來 年頃に 延引す 
るか じ 就て は 兩樣の 巧 測が でさ 
れて 居る が、 大 化に 化て ホ H の 
豫測じ 依れば 上がの 

刷戰は 意 かじ 延引して 十 
巧 じ 至る も 解 巧を をる に まらず 
ど 卞るも 5 タ く、 暇 b じ 十！；： 中 
か 頃に 論戦を 巧 切 つても じれを 
兩お協 逆 曾*— 附 してを 協す る ま 
でには 恐ら ぐ 一 刪 巧を の H モを 
要する じ まるでめ らうが、 若し 
このぶ 協 難 じして 十二 巧まで 持 
越す に まるならば、 木 まは 臨時 
請 曾を 離れて 十二 巧 ニ：：： を W つ 
てな 集すべき 姐 常 號會じ 繰越す 
こ ご！ なる v < '斯る 爐合ホ 年 
S 巧 巧から を 地で ぼつ-'-- 巧は 
れる 巧院證 貿な邀 期を 前にして 
を 諸 員は を々 異 h し 地ん 的利權 

リ してが 巧の 挪 なまじら 兎 巧 
义 巧を 並べる こどな 必を である 
から、 お 勢は 益々. 

不<^ じな ち譯 で輿黨 幹部 
どしても これ. か 善後 巧 じ 就て 頭 
を惱 ましつ，、 あるが 一' 何サ じら 
兩院 のが 邮 がは 髮に 輸出 挪巧稅 
案に も 巧れ た 如く、 下院 U フ I 
ヴアー 派、 上に はお フ^ — ヶア ー 
的 傾向^ 汲晤 でも あちので、 滿 
せなる 關稅 案の おかは ま擁 じる 
ベく、 從 つて 巧 案じは 善 かれ 惡 
かむ 大修 'ルを 見ろ じ まるで をら 
うと 觀测 されて なる。 

廊エ所 抗議 

腳稅の 引 ト：げ に 

乂阪晚 '丄@廉 所でけ 役 負 曾」 
わいて 貿お郎 倚の 提ま じか； る 
乂風關 化 刮上脚 歯 じつき 對 巧を 


運動を 開始 卞を こピ 、、。つた W 
1 、 米躁 のが 關稅 まじ ょれば 
もつ どもが 撃を をけ るら のは 
模 お眞珠 、を靈 崎す、 セグ 'セ 

ィド、 齒プ ラシ、 セル ロ T ド 

製 人形 おょびな 具、 組 糸 製々 
! ベット、 陶磯器 等で あるか 
ら 、これ 等の 輪 おおを 判擧し 
て 現， い 率 ご 新 賊稅率 is 比較 
をな し、 一般の 注 恵を 喚起し 
，岡 時に みお、 商工 両省 r 緩 か 
方を 泌情 ずる こ ご 
1 、 ホ國 における 巧が 大使、 
巧務 書記官 じ 軍 おを もつ て 緩 
か 方を 懇請ず る こご 
)、 なを 京乂國 巧な 官じ 日米 
貿あ上 打 聲の乂 なるこ どを 說 
明して 緩 あろを 化賴 ずる こご 
i 、 リ本巧 ェ會議 所を して ま 
急觸巧 商工 貪議 巧を 東京に 招 
集して 更らじ 割 巧を 協議ず る 


模造 眞 をに 

致命的 巧擊 

アメリヵの 縣お 改正で 一 
香川縣 一二 豐鄉仁 尾 町を 中必ど 
す <• 西讚 の 模造眞を放玉を ご 日 
水模遊 眞をエ を 紐を 職を 會 かも 
輸ホ 化の ホ國で 共か黨 のを 員#^ 
ごして 模造 眞 巧に 裂す る從 巧の. 
隅稅八 割を 一躍 S 十 余 劑じ引 上 
げんごす る關 扱な あ 法案が 下院 


珍ら しき 入超を 見た、 輸 おは 前 
月を じ 比し S 千 八が 八十 巧の が 
少 昨年 八 巧な ホのを 化に してを 
のま 因は 楠 化の 輸お賊 で わるが 
ぉ 超 累計 ニ 條九千 八な々 化が 前 
年 M 期に 比しと 千 八な 方 S 增加 
を 示して 居る 0 


財界の 動き 


束を 特電 甘-曰 發 


モス リシ 共 巧販賣 


を モス ブン 宵が は 共 时販賣 協 
議 のじめ 十九 ロ惦會 合した。 

歐 船が 太 ザが 進出 

デム マ！ クの頓 東 アン ア氣船 
を 社は ホ隻 S 巧 造船を 巧て 太ず 
が 航路に 切 b 込む 則盡で 右の 中 
ニ隻は 殆んど 完成した。 

人絹 値下げの 影響 

アメリカ のん 造 絹糸 粗 下げ か 
らホ糸 淸算お 操け 崩れ 出した。 

爲替が や A 持谊卞 

生 ホビ^の お 廻 b から 爲替 ボ 
場は 四十 四 弗 臺じ戾 つじ。 

六 巧 中 かの 貿易 鳥 

六 n 中 甸の愉 おは あ 千 六な 化 
十二 万】 千圓 、輸入は ホ 千 五 百 
二十で 山で 差 引 入超は 八な 二十 
ム巧九 千圓で わる。 

人絹 供給 過 剩勤策 

人絹 値下げは 供給 邀剩 の掛策 
VJ 巧ら 生糸 巧 媛は 一を 也した。 

H 銀の 帳が ご 金利 
お 巧 高は 十二 億 八 千 四な 巧 的、 
制限 外 化 千 九 . H 万 の、 貸 お 高は 
と 億 一千 二な 巧の じて 翌 0 物は 
八 厘よ b 1 錢 一照、 な績手 おは 
一慶 一 魔 よら】 錢ニ 煙で ある。 


職 銀の 金利 据置 

聯 銀のを 利 引上げ 說は 株式 
がの 投機 氣を •わ 稍々 敲 まつて 
ホた ので この 際 引上げは せず 
据置きす る 旨 巧を しむ。 


じ 提出せ'^ れた旨 S 通知が ぁ 6 
らし この 案が 姐 過ず む ば 模趙眞 
巧の 資 易に 致命的げ 擊を與 へる 
はら もわん、 間 化 ホ 家庭 工業の 
ホた る 元 お 製を はを 滅の姿 ごな 
ら 、商が じ 約 ニモ あの 失裝 ちを 
出—」、 かつが 産が 五十 万圓 ごい 
はれる 収入け 杜絕 してし まう で 
あらう ど、 円 下 巧莱巧 等は をの 
成 巧 じ タ大の 注な を挪ふ ど、 も 
に、 前途 悲観の が 態 じあ も。 


アメリカ 賓易高 

首 藤が 巧游お だが 吿 
〔十九 日数〕 ぶ W 中の 貿 あじ 髓 
化 I ニ 億 八 千と .，= 巧 ホ、 が 乂四僚 
が 巧 巧 じて I 化； 六 年 巧 H 巧 巧 


金 離け 依然 緩漫 

日本 銀 巧 監督 役 着電 
〔十と 日發〕 ザ 巧 ホ 巧濟資 を 準 
備の ためを が 巧の ず 許 潤 澤の巧 
巧、 巧初爵 債巧拂 及び 償還 じょ 
著る しく ホ 場を 潤し たれば、 
新 藤 貴を の 需耍お 加 r が ひ n — 
八 ホを は 小締ら たる じか、； はら 
ず、 を顯 大勢は 化 おどして 緩 獲 
を 辿ら、 割引 ホを 不變 、露 券ぶ 
び 採を 巧 おはを 輸出 解禁に 對す 
る大藏 ホ臣の 態度 聲 明を 一時 反 
媛した る も、 其 後 まね 軟調 一一 商 
お 巧 閑散、 上旬 貿易は ニ 巧ず 圓 
余の 出超を 示せ るら 反響 少 をし 
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耳鼻 顺儀 


鼻あ繫 調、 顔の 姑 眼 去 
等 無痛 あお 

每 H ザ前エ 時 .- 1 
午を 五 か 
自曜 午前て 時，. 

サーニ 年の 經驗 も广 
= 治療 化を 述： 
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時 
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是堪髮 巧が .を 互 ハ 


同 經營と 年間 日本人 諸替 
の經驗 あら。 ジユス- 

西み 十五 了 目 H 1 を 


五ぶ 脚 中 

ホぞ- 
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新鮮 魚介 一臂 
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巧别廉 潰で 大越强 をし ま Vi 


サ ゲオナ をが 


を 

ア 


橘へ 


呈 L 量 芭 4 F 養 A 豈 SST 呈置量 
2 呂 West 81sl St 裹 tcai こ 養臺 3 Ave . 
Tei : 呈 ibus 91 だ； 
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制限 か發巧 
一般 貸狀 
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東京 物 惟 おお 

ニニ so ま呈 )； 
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五月 中 輸入 ニ 一九 

輸出 一八 四； 
お 巧 中手 形を 換高 
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を 京 1T ニ OH 
大陋 ニ •一四 五 
組を 銀 巧 勘を (六 巧 八日) 

お 京 大 扱ち 离 
巧を - T101 二王 ニを 一 
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M 

u 

K 

o 


d 

え 

化 

7 

4 


雜 誌の バ ダク 
バ ー、 を雜靈 
巧 注义等 化て 
じ 御 化 タを丄 
巧卒勸 用命 一敗 
ます。 


奥が 



6 

M 


細 


成 巧の 秘誰 

乂國ま 英語を 薄す 事 
は 成功の 第 I をです 
本校 じは 曰 本人を 授 
じ 慣れた 呑 巧 帰乂較 
師 あら あ拽 じを 語 遜 
信 文 社を 語を みおし 
ます。 H 曝 週 思 ザ じ 
午前 化 時ょ b ザ 後 十 
時まで 郎按 し/ ンッ 
スンと 十五 恤 ベ'; 

今 H おもに ホ 段 をれ 


が 

化 

0 ^ 


G L J 

M S M 

气 - 三 h 

側 

例 W 飾 

A 刖 i 

D4W 


舞踏® ん がが S 


▼社 愛 ダンス A 

►お 靖睐操 A 




了 寧 
親切 


觀 十む 3 , 巧 十) 時 

シヤ タフ •グン シ 

ング姉 猪 學巧卒 を 

h おタ マ 


VV 




稅關 事務 

お 伴を 化幷 じを 化が 
の 叛お乂 ホ 法に 顯す 
する 一切の 勸 諮問 じ 
おじな 道を 触 貨物 運 
赏义 出帆 表 槐熙モ 潰 
費 等 進を す。 重 巧 都 
おじ 巧理 巧を なし 誠 
資を速 巧 用み じ應や 

が驗 取扱 


西 四十 六 T 目 六十と 番 
電話 プライア ントと 0 と 九 


が 育を をが 險會駐 

• 一二 木を 吉 

儲保險 

ぶ.ま一巧_ 

zew york-Lifeinweraaooco 
51 ohrnn 矿巧 4 > 终； N 5 VWO を 谷 tw. 
Pho 扫 e. Woith 挖を 

を姑ノ タニ 卸 おか ノ盛 必ザ 
巧 自をゾ をぶ ピを轟 お 巧 チキ 
閒 力た 活キド サィ 


揉 療治 北 島覺丈 


舅 Wes ニ 3 雲 St . 

ジ I - £が空 0 ヨ|} 14 ま 


だ I 蟲 




X 


證 


觀 i 治療 

マ ツサ ー ジ 、整形、 醫 

巧を 的 運 勘、 賊灌注 
水 あ、 電氣 風呂、 ホ 
線 及電氣 治療 其 他 
が 育 巧を 認 

ブ イジ ホン ラ ピスト 

西が 幸 お 

H 應外每 H 午前 九 
持？， 午を 八 時 迄 
お 話 前約 願 上 お 


檢股並 じ 眼鏡 調歸 


ベ グビユ ー 病院 及 
紐 育 大學醫 巧 巧 勤 

江 見 H 朗 

該お 時間 一 
每 H 午後 四時から ， 
六 時まで 

夕ち 水、 金、 と 一 
時から 八 時を 


談療 

前約 願 上 巧 

ゴーホ か大學 
ド タト か ホプメ 尸が ン 

磬擧谋 ± 

吉 居焼彌 


311 




評論 毎月 十 B 紫な 
雜巧 1 部 十 仙 
1 苦 7 Is こさ. Ne 三 ork 呈 V 

— — I- — 1 : 1 ■ 

税觸 事務 か 扱 

IM 一議 & 毎. 

す 0 ョ 7 是ニ Broa を さ呈 y 
ぎぎ wling . Gae まち 04-5.8 


電氣 、器械 エ其製 巧 
運動具、 玩具* 費を 屬 
時 討、 寫眞器 及 現像 

を お ァ ー ト 

ス こ； 

東洋を 術お譽 富、 レ 
デ イオ、 ランプ ンェ 
] ド類ゲ アキ ュ — 4 ク 
リ—ナ I 、 モ！ タ— 修理 


H 本、 支が 寶玉製 美 
術 お、 婦人 用を 飾な 
他 装飾品 

闕島^^: 5 ^ 

あ 等 类衡晶 を 浸、 
替餘 品、 スト ブンダ 
H 本 般截錢 


笠 ホ 洋服 店 
丸み 洋服 商會 


をき 米 頤締ん 
B 本ん へのち 
語を 授じ はを 
年の 經驗 をを 

す 0 一 レヴ K 

ンと 十五 化 
每 H 额九蒋 ょ 
ちが 化 時を 何 
時 にても 宜し 
リ曜自 は 一時 
ち 四時を 


齒お馨 木 下义巧 

ご 0 辛 ご llh St . 

ぎ 害— nt 苦 57 


みな 籍 ♦お 誌 ♦新聞 
縱覚 をを 熙 

執務 午前 A 時ょ を 午を 置 時を 

綴 育：：！ 本人 會 


ブ _ 

電 

謗 


ク 


サ ‘ 


一 おぶ お 
が 一 00 お 0 
A 1 00 お 一 


化粧 蟲卸餐 

五 ホ屬會 

3 二 量ぎ！ U - C . ぎ S 童 it 3 之 5 



巧 ホ 街 
ご 目 了 巧 十四 
班 9 了 五十 巧 


Wing Hing 

お 郎 B’wa も N. Y. Cifj 
Td. Uuiv が si わ 巧 87 



巧 East 巧 i パ tree! 
h\. Lexington 5727 


IKUINE 

Hotel & Re が aura 打 t 
313 W.8 抓！ 巧 . N がむ rk 
Tel. Schuyier 7822 

む Me Add 巧な 化 飄 £ 


DA 民 UMA 

1145- 6 化 ] I 化 
W. わ 巧 nt 巧 巧 


City Hal! 了 ea Garden 

170 Nas 化 u St •むか 
N«xt to 化 e TrikuQe 良 UIg 
Loo Lm Manager 


Kawasoye Hotel 
139Wes!123ni^Mt. 
M Caihe か al 巧 10 


御 

旅 

無 


河 


添 



TAIYO 

1 が W む t 巧 化の . 
Tel- む afaigar G 日が 


御 

巧 

理 

巧れ 

丢出 

宿し 


壽 

I お 

を 


す 


陽 


巧 Yfl KWAN 

41 に 19 比 St 
Bst. B’w 巧 & が h む e. 
む し Algo 叫 uin 8 巧 8 


會 
席 

i 御^ 御 
i 巧 東 旅 
S ^ 纔 

泮 


矯 



340 W. 58 比 St. 

Telephone: 
Columbus 8882 


(幡日 •水) 司裹ゎ 


SUN HANG FAR 

2 ミ 3 も 7«! む *, Bet. 12 削 h 4127 化 Sk. 
Tel. Monument 邮 64 


ま ゥ± を 巧 博 君 云 T で 巧 諸 瞬 
す マ、 上 卒し じへ 目 窠埋君 前 本 
。ィ 日よ 繁て はばのと をのを 樓 
、巧ず々 居 巧 直 チ お 差 嗜渾巧 
を i 主。 御よ なぐ ャの上 巧。 带 
裕潑 ホす 程日ブ なげ じてん 
が 頭 巧。 好 本 スニま 適日獸 
あ、 の 評ん ィ 十す す本廉 
4 シ程 を 諸! £ 六 のる 人が 



KIWY 0 & 巧 T が邮 

IMPORTER OF 

GOLDF 巧 H 公朗 RDS 

動 其 力を 
物 ^ ナ 種 

一 , 負. リお 

切' 類ャ魚 


皆 日を 煎 
ミ 本 

ま' 食 腐 餅 
料 

Jip 品 油 卸 

ニ r n 一 小 

? 切擦資 


S.KUWAYAMACO. 

114 に が 出 St. 
New York City 

21 お 
Q 巧 7 


巧 (me. む 1 刖 わが 


KATAG 附眺 0 ふ 

の 4 に 59 比 St 
New York City 

Te し Wickersham 巧 44 
9345 9346 9347 


Tt) バ 化 yoGo. 

1 が w . 阳化化 

lew Y，rk Gih 
let, Trafalgar 6559 


LOTUS ROYAL 

GHGPStl け R 巧 TAURWI 
巧 - 18 化 imfiSL 
巧し University 5448 



肉ち 魚 料 


t 理 
含 

燒 — 

44 W. 46th Sl 

Tel. L 帥が ere M り 


號セ 十み さ 五 干 一 第 


攻 わで 撫 P な 細で ® im で 巧 


【 円幡±】 


U ニ 廿巧六 年 四和昭 


ず^燒 
ホに 衝 料理 



«« 永 輿 礫 

晓揃 ひの 巧 理人巧 名 
か 日本人 諸君の^ 巧 
じ 適する 巧 巧を を 上 
ます。 朝 云 時を 蘭 巧 
(なか 五 T 目 サブ 
浮 革 巧の 正) 


越の 蒲 焼 おいしい 郷燒 

會席鄕 料理 

善 食は 永廣へ 

叮喀が 化を 巧 大化お 


莉煮 弛に 狗旅舘 

生 稻を巧 

な 巧巿西 八十 八 T 目 一二-一二 

$ おス 々イブ！ と 入 ニニ 


巧裝が 域中必 、総 術擧 お、 H ぶ 
巧 船 其 化が 巧 大食 化 巧き 按巧 

を 港"^ パ ホテ^ 一 

巧 日本を- 特别晒 ゎ b ) ' 

巧 一巧み 第 自勘串 御 巧迎中 上を 
思 2 California si ._ S 草で ancis き ， Caiifi 

ンヤ トル 4 E 

NP 旅館 

U 0 巧 — 6 tf A. さ •WO, weattl タさミ 

停車 巧が 法 東へ ニ 了 左側 六 階^ 化 
— U よ 巧が 切 将な圾 波 戸 場 送 か 

ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 
ホ テ 吾 

ニ 7 N S ぎす dro SU Los iln を es. |al 


n 化 削 
打が 端 7 

I -SM む 

3 化 1 お 

巧 柄 & 相 

t お 0 "2 巧 

0 3—^ 
2 M 


c 3 リ 


日曜 及 ±曜 じぶ シュ 

1 マ T 春 おを 强 へが 

温 集雜園 


自午的 十一 時 
ま 午前 ニ 時半 


蘭 巧 


支滞朽理 ^ 

が廳 茶園 

司理ん 1 蓮 
出 街の ホには る 化 
の 御 便利' し 赌へ巧 
邸を なのが 巧 じあ 
中べ < お 晒码キ か 
す變わ 引な 画 巧な 
巧 上 御 ま 巧 申 上 お 


弟 上 金魚 巧 

1 養 Sixth Ave . Je * Ysk C さ. 
さ a ミ Ciixl ニ 7 ち 


檢 ル^ — ミン グ 
ニ 笑で st 置 ih Siree 二 ew York 
ジ| ち h 呈 e H 品 ent 奇 

木 西 ル I ミン グ 

1 夏 ご rdA さ- 巧 et . 置 & 基 ihStr ま is 
ジ| ち h 呈 e Re 巧 式芸 S 


闺 騷閑靜 
莖巧淸 潔 

邦人 クラブ 自お亭 

基 S 呈 ds St . Br 呂 k 章 N . Y . 

ぎす — k 7475 


A 淸 巧、 窺馈 、お 樂 = 一二 巧 ▼ 

勢 州 館 

が 勢 事を みおを 巧 

225 妇 .漠を Str ま t 
Tel . す 巧 nt だち 


住 巧旅鷄 

館 ま 住 田キセ 
WQO で S 二 置 S すを ぎぎ y 養 当 1 3 ぎ 


一方 旅館な め 

帝國旅纔 觀^| 

148 W . 霉 h sif York 

Tei . ジ sq ミ h ミミ W 81 巧 


綴 脊旅舘 寧ち— 

泉妈十 T 旨 ニ 四 ニ お 
TeI.ea 塞呈 ia 夏 4 


がブ トン 帯 

富 ± 旅 舘大浦 未 お 

妄ま rcest 每 St. を ston 里 ass ， 
Tel. B- 8.4875 


s 府 御旅 鑛 

桑 山 淸お郞 

さ 8 ジ量芸 St . さ Hade 量 ia Pa . 
Tei . 巧 aln 己 7 な 1 


日本 食料品 類 及び 雜賛頼 邱小賣 
味么素 大賣挪 桑 山蘭會 
新刊 書籍 雜誌ホ 韻狗吕 用品 各種 


紐 育 惟一の 日本ち 貨巧 

片桐 兄弟 商會 

スマ ドン •プ n ダク ク 一ず 販巧元 


日本を 巧 品 

日本 雑 巧 巧 

を 巧 巧 雑誌 


每夕化 時を 巧 菜 

メ！ グ アドレス 〔年 一巧 '! 

東京 巧會 


ランク h 


大勉强 

特まデ ン ナ1 
洋式 六十 化 
支那 式 と 十 化 
裳 會 

洋ま丰 五 仙 0 上 
支那 式 一巧 0 上 

S 雲 円蓮閣 

♦シユ クマィ 春 捲 

饋 頭、 ± 、日曜 
♦宴會 用 別間 巧設 


G fl ^ 2 

G 化 巧 

¢ 8 帥 化 I 

a nv 5 H 

が 0. 刷 

mz w im 
o o E 
J , 5 ：： 化 w- 


醬 油が 態 震 f 白米 

日本 米 J 麟食科 轟# 雜 4 觀 

巧 田を かな 化 巧が 一手 巧视店 

曰本赛 お 商會 


尋れ人 

( 宮 が 縣 ) 大橋武 雄 ( 長 巧縣) 蘇 
巧ず 人 ( 问 ) 化 お鎭雄 (隱島 
縣 ) 中が 榮ニ ( 閒 ) 渡邊を 助； を 
京 巧 ) を 澤武之 肋 ( か 歇山縣 ) 
巧藤甚 之を ( 群 お縣) 松 下壽么 
ま ( 山 ロ縣 ) 徳 おお S 郎 (熊 
本縣 ) 潭が巧 喜 ( 鳥 お縣) 廳勝 
観 ( 山 ロ縣 ) お甚ま ( 巧 媛縣 ) 
橫田常 ま ( かお 山縣) 化 本 平 ま 
( 鹿を 島 縣 } 國 上 時を ( 愛知 縣 ) 
ホ 松 ( 長 崎縣 ) 池 巧み 藏ま (熊 
ネ縣！ 卒 井深 ニ 幡岡縣 ニ 一又 伊 
度 次大塚 チダメ ( 愛 かお) 長 
崎 德一柴 田 幸 S 郎 ( 大阪 ホ ) 
巧 川 源太郞 ( 兵 庫縣) 糜木蓄 八 
( 福 陶縣) 末み 惩港前 姑 育大學 
. 學连 八 木 郡 平 ( 鹿 お 島縣〕 木壤 
常義 ( 靑 お縣 ) 巧 ヶお豐 S 郎 
( 熊 本縣〕 巧 本 义藏吉 岡 直 記 
( 山 ロ縣 ) 中が を 雄 ( 神を 川縣 ) 
稻葉明 ま 

右の まじ 通知 致 度き 儀有么 
お 間 本人 若 {. は 知人ょ b あ 
住所 闽 通知 願 上 お ■ 

紐 育爾國 総領事 锦 

1 京 Bid 去 黄 New York 呈 y 


0 


,1 




巧 かるた 

はも {の 遊び 
方を 英文で ホ 國人じ 能く わかる 
やぅ 儀單 明瞭に 說 巧した ものが 
お 巧ました。 內を 目み 進呈 致し 
ま 中、 御覽 下さい。 

M S 童 YA 查呈 ， 114: 害 SU さ . 

日本語 敎授 J を 禮義次 

|云 呈吉 TI 0 夏 L 呈是 m 
岂 0 苗ち rs 吉 e 呈さ Hew さ rk 百タ 


卷壽司 辨當は 前日 中に 御を 文 
下されば 早速 御 扇 中ト； ます 
午前は 十 時まで 午後は 一 ニが ょ 
を お 電話 下さい 

木が 屋 

東 五十八 了 目 ニ SA 

電話 ゥ 5 シャム 六 ニ 四 0 


曰 

米 

捶 


x 謗 ブライアント 

な畫 ぶを 四。 を臺 

*^_TT 1一 重^^ 
y 一一 看 一を 

が 育 あ 西 四十 四 了 目 
ニニ— 二八を 三階) 
」 lliES 三责呈 P A 萬 NC ベ 
ごご ニ west 44 ihFN ‘ Y . G . 
ぎ穿畫 夏 75 


.典 面 曰なる ホ 巧间赔 に巧窗 
なる 巧 菜を 閉旋す 

宮川 事！ 


紐 育 ホ 西 四十 ニ 了 目 百 什 一 潭 

巧 

を 


プブ 


r i 




化 海道を 煙て 包ん ゎ 

駒 ヶ嶽の 噴火 沈靜 

大お S が樓 島の 爆發 じら 等しい 

ま 京 特電 甘-日 殺 = 脚 ヶ城樹 姑け 化が L じか 結いて な瞄樂 
ホし】 面の 化 巧と 化した。 

ま 京 特電 二十日 疆 = 化 お 遣駒ヶ 嶽も赌 おは 漸 < をつ いたが 
を 巧の 撼 おに 觸 して 中央 お あ.' おお 贱掠 がかが 千の 被に よれば お 
かも 乂化 ニが に 天 ドを 街 動した 搜 を^ ホれ ご 岡 じで あ &ご のこ 
ごで あるか、 が妓 じよる をが を^ 死傷は が 期した 巧では な <、 
詳細。 的 巧. 个朋 である けれどら m 畑は 化 こを ぎ：- 横靠 をを けた 
と 報じられて 民る。 

東京 特電 十九 日 お 一 ヘラルド • トリ ビ ユーン が】 = 婉ヶ 親の 
媛 被は 概 （げ H 午後に ホ b て鎭 がした .〇 も帮 々どして 嗔烛 しな 
叢し ^/,.- おらて 人 * むはす をを 極め、 約 六十ず 友啡の ± 化け殆 
ん で崩媒 して： E もな てられず ’ を & 措 所 じ 至らて は 降 灰 わた 
じ 速し】 本の 巧 木 もを のがを 止め や、 人命の 死傷 ど财產 の 稱番 
じいたち ては が ほ 巧が しじい けれ 共 人口 稀 雄の ± 化 たけじ 死傷 
をは 少ない らしく、 第と 邮閣は 巧 動して 避難民 救護の 街に 當ク 
て 居る 。' 

東京 特電 十四日 發 L 聯 を】 = 化 お道處 からの 巧ぶ じ 達した 鞭 
を じよれば 駒グ なの 峨 火は 賴 がのを ど ub 、 避難は は 荒寥たる 
自己 S 村を じ歸路 をを ぎつ I わるが、 爾 およらを 化 中で あつむ 
ホ 人の 登山 巧が 巧衛ホ 明に なつ じどい ふ 外、 適確。 死傷 あの 數 
じい じらて は 何等が がせず、 約 千 云 円 人の 避難 おは 寺院 や蠻察 
遷じ一 おを 明かし 餘 村の 準 滿 中で ホる が、 フォックス • み！ ゲ！ 
キ ー • ト ー ン の " キド • レ ー バス 氏の 實驗談 じ 化れば 駒 ヴ嶽の I 
嗔乂 な 乂 こ 煙 . かを じ 舞 上 b て啥 から 唐療の 如き 形 £ な 6 、 . 画 館 
よ b 明 ら か に 觀 化 し 将 た の み ら や 、 降 が を を 慶 -か 長 が 陋 に 甚 
b て繼 叙した ごの こごで わる。 

海の 上から 陸 3 人へ 

『ハ ロ—』 の 時化 來 ろ. 

レヴ 井アザ A 踞 でがらし レ 試み 


を 化 ラゲ ォの 進步發 達は 眞じ 
驚くべき もので、 過般 斌ゎ 磯上 
j からを つて 居る 激 巧へ あ 話の 通 
; 巧に が 功した アメリカでは 近 < 
j ロンドン •ュュ 1 ョ ー ク 8 無線 
Im 話樂 業を おらに 滤 張し 
i -1 ユ！ ョーク の ドック じ秘沿 
I 中で ある 船から、 ニユ ー ョ— 

一 クを旣 じ 二目ら 前 じ お 帆した 
I 船から、 太 西げ のぉ擇 サゥ ザ 
j ンプ トンに 破 泊して 居る 船 か 
I ら 、アメリカ へのを 地 じ對す 
一 る带 話を 通話せ しむべく、 ア 
イブ カン 電話 お 信 食前では 今 
巧聯巧 ラデォ を資會 じか 送の 
許可を 請 額す る じ まつた 
電話 曾 社 •か撕 かる 請願を 放てす 
る じ まつた のは、 藝 官營 から 
区を となつ た ユナ ィブ ッド •ス 
ブーッ 線の ち 船ンゲ キア ザン號 
じ化づ この 轿設觸 を 施さぅ どい 
ふので あつて、 會 社では これ 等 
の諸設 满じ凿 して 約と 十五 万 巧 
を搂す ことじな つて 居る、 削 も 
^同船じ惦かける無線軍話磯は船 
I 巧み 堪話や ラデォ どは をが 猫 立 
I しむ スゥ キ ッチの ボ—ト ごする 
I 當 で、 ニュ ー ジャ^ — • ジ • 一 がの デ 
II 八で 中體し をら じを 米を 巧へ 
j 速 絡す るの P あつて， 令 後ンゲ 
ネァザン號 5 乗ぞ：'^が上から、 


事務所と 通話して' 事務 上の 通話 
も おがる し， 留守た 守る 奥さん 
やす 烘 さん 進に 海の 上から 『一 
ロ）』 の あいさつが 出 ホる 譯で 
^5- る 

これ 等の 通話 ば いづれ も 短波 
で 飲 送ず るが、 巧し ろ 太 西洋 
の横斷 じは =1 モ 五な 哩 ごい ふ 
距離が ホる ので、 チヤン ネ八 
ら これを 四 個に を 類し、 五 巧 
ヮットの 馬力で 放送す るが お 
巧哩の 距離は ご 一千 キ 0 サィ ク 
少、‘ 五が if から 千哩 じは 四千 

キロサ キク 少 .どい ふ 風 じ 距離 

で禪 々ご 違 ふし、 さら じ 陸上 
線 5 中 繼徽係 もを るので 現な 


ン 


ニニ 


クの通 


話 巧 

ニ. を 間 毎 じの 十五 弗 VI いふ 巧を 
をでの 招 巧にまで 利用す るかは 
未を であるが、 この 陸と がの 電 
話中 繼 はこ i 六 個 丹な 內じ は實 
施す る こご じな つて 居る、 尤も 
レゲ キア ザン號 ご' 歐洲を 化 どの 
隆海 通話が でぅな るかは、 ィ ，キ 
リス 郵巧 扇を の 化く を涉 しなけ 
れば 巧らない が、 アメリカ 側で 
な先づ レグ ネア デン 號 じこの 設 
髓を 施し、 更らじ 同 線じ旌 する 
全を 船に も问 じ截備 をず る こど 
じなる でを らぅ ご 0 


ロツ クフ 2 ラ— 巧に .：： 

圖書舘 の 摸 型 贈呈 

お測大 化に 代りて 巧 山 領事から 


巧附 したる じ對 し、 當埼 じがて 
も： I : を かの ホな じがて 石油王の 
篤志に 裙ゅ ベく 蹄々 ち 慮の おお 
~ この 巧 岡訪 館の 额製 模型を 製が 
した かで、 去る 木 惟 B 内 山總領 
事化理 領事は お 淵 大使を 化を し 

て ブロ ！ ドゥエ^ — 二十 六 番のロ 
ッ クフ ユラ ー 巧 事務す を訪 間し 
た 上、 これを 正式に 贈呈し、 ロ 
氏 も 非 おじ 喜んで これを 受納し 
たが、 巧山械 奉け 席上 
圆茜 舘の當 時に 化ら おけ お 測 
大 化を 化 表して この 模型を 贈 
ま L 得る ことを ホを £致 しま 
す、 これは 貴下の 深甚なる 稱 
問 怖じ 勒 する H 本國 民の 善悅 
を お 象した 模型で あ らまして 
震災 前ょ り も ょら々 I 派に お冻 
上つ じこの 圖書舘 は 永み じ H 
本に ァメ 9 々の 親幫を おを ず 
べき i みで あ V ます 
どあい さつの 一節 じがて 述べ 當 
化のを 新聞 も 一を じを S 模型を： 
々ツト じして 粮 道して 居る。 


j 帝都 大霞災 みために 崩壊 L た 
東京 巧大 の 圖巧裙 巧 おじ 就て は 
I 列强 特に 英米 兩 巧よ b は 幾タみ 
i 斩舊岡 巧を が 贈し、 アメリカの 


みのが 贈萬絕 だけで も 化 方册じ 
速して 居 6 が、 この 圖曹 滿维築 
を .' して アノリ 力の 石油王 P ツ 
クフ エラ ー 第二 化は 四な 巧のを 


ぶ 巧 中旬 頃 ' 

■飛 巧 船 訪日 

■當 地を 再訪 間 後 

東京 特電 二十 一 U 猎 n 化 お 
一周の が， い 船ッ王 ペリン 伯號 
はと 巧 十八 H に 日本に 到着の 
豫を じして 霞ヶ 浦が を攘 では 
をの 準備 じ析 殺されて 居る。 
ツエ ペリン 伯 號は囊 じ マ メタ 
々を 訪閒 せんどした 隣發 動機に 
致 障を ホ じ フランスに 不時着陸 
の 止む。 きじ 至つ たが、 去る ニ 
十 H 附 のべ^ リン 带報 じよれば 
發 動機の 据 がが 完 . J すた ば 直 * h 
じ 巧び ア メタ々 を 訪問し、 一旦 
ドネ ツじ 引返した 後 愈々 円本へ 
の 橫觀飛 巧に 着手ず ベく、 霞ヶ 
浦 よらは 太 ホ洋を ー氣じ 橫斷し 
て 一 フキを 經 もの 上 サンチアゴ 
じ暮 陸' サンチアゴ よら ア メタ 
々大薩 を機斷 して 巧び 當地じ ホ 

b レ*-- 幸戶 ストよ- CN ド キツへ 

歸航 の豫定 じして、 乘を ぷび郵 
便 物 等を 政 込むべく、 U 本よ 6 
はが 軍が を隊 よら 藤 ま 少佐 並び 
じ 大阪朝 U 、 大阪每 ロ 新聞 待 派 
員が 訪 U 飛 巧に 便乘 する 舊。 


八 雲の 舊 居を 

を 開 保を に 

プノ！ 藤 愿の盡 力で 
小 泉 雲が 明治 二十 S 年 ごろ ニ 
年 ばから 居を をめ、 彼の 『日本 
印象 記』 を 

執筆した こ VJ じょつ て お 
名で ぁる 松 江 巧 化 揃 町の 舊 居は 
ネ粮岸 磐 井 氏の ちご 、松な 
巧の I を 物 S して H 々か 巧を の 
兹觀 がわ ヴね r しいが、 これ ま 
で 何等が がの 途が 諸せられ て 居 
ら のので、 今年から ゎづ かなが 
らホ變 補助の 支 化を みたが 巧、 
熱 巧 U a 本 越 ホを でぁる プノ — 
藤 原義な 氏は かねて H 本の も ミ 
の 姿を 化 界じ紹 かした へ 4^ ンの 
卓見 じ 共鳴し、 歷を 的な 氏の 舊 
お 巧な じ 一 肌ね ぐべ < 六 g 1 日 
松 江に おける 歸朝 巧唱會 の收益 
を脊惭 した、 どころ で、 こ {じ 
をし きは 義江 氏の 

じ 父， —ド領 をから 二十 
を 年 前 化 岸 氏が 货 ひう けたおを 




の 巧 化 9 トニァ』 今な ほ 年 
年 化を つけて 同 邸に 殘 V , て 居る 
i いふ 网 誤が ある、 こ £ じを 年 
は あだか ふ 八 雲 お 後 二十 五 年に 
相當 する の マ、 へ グン 黨の高 橋 
巿畏 等乂雲 一巧 のん々 は、 これを 
機 どして 巧聲 かの 方法を もつ て 
遺跡い 巧が'^^、 を 開に】 ホを 進 
めた いらの： ごな 氣込 むで 居る 
尙ほ サン フ ラて シス コ U も間胞 

文藝を巧家じ^*6 『八莖會』 の 
成立を 見る に liH つた 

座を が レ 

欄太^婦人 

九鲁月 み $: ル 銅 
歐洲大 戰の勇 虫^ 『バ ー 力） 大 
佐』 どを ふ、 れ 心しで ちじなら 

C > 

化 化かしい^ 嫁さん ご 結 
婚して六年間も胡1^化し！居た 

ァ！ マ •ア ーググ ス丫ス 夫ん、 

彼女の 化けの皮が 測^れた 際 じ 
は 常の 『細 巧』 を 初^さす がの 
口 ン ド ン兒もァ ッ ご^:,たが、 
この 如何にも 圆 太い 女で ぅ S 
懲役 化 ヶ巧じ 溝 せら た、 罪 
名は 結婚 屑を 出 r 際 じも^い つ 
は b 『こ垂 結婚』 をし、^ 上を 
馬 睫 じした、 ごい ふ爲 證^ だが 
おか t 當 つて！： 事さん はが \ ろし 
'憤慨の 調子で、 が 巧 巧 あ か 
じ 『この 敎 育な < 無遠慮な 
太い 女は 

自然 の捉 を秦ら 、あま 
さへ 人 S 化の 法 ど おお どを な！^ 
がしろ じしむ、 この 重大。 る 罪 
じ凿 しては 法律は 最高と 年の 刑 
を稱 する こどを 得る V ' 一規を でて 
居る が、 前後の 情狀ょ b して こ 
こじ 九グ 巧の 懲役 じ處 す』 と述 
ベて 居 も、 化 人の ァ 1 ヶグ丈 ミ 
マホ 入は 相 ホの ユ八 フタ ダ •パ 
ッード 撥 ど ニ 年間 もを 游 しわ 上 
今から 六 年 蘭を々 と 結婚し 齋後 
四 年間 立派-し 夫婦を 活 をして 後 
ニを 前 ゆえ あつて 別居し が、 
しかもを の 理由は 决 してを の邊 
の 機微に 觸れ たもので なく’ 當 
の エ^フ リダさん も自 かの 『ホ』 
が 女で わらぅ どは 骄 聞で 見て 初 
めて 知つ たくら ゐ でんつ た。； 

世界 早麵り 

日本 空輸を 利用 

囊 じ 當地プ ロン クスの ィタ 9 
1 人 マキ ゥラ リが五 巧 二十 ニ H 
じ當 地を おを、' 歐洲 ょら シ ベリ 
ァ、 H 本を 經由 する 化 巧 一周 早 
廻らの 途じ 就いた こごは 旣 報し 
じ 所で 目下 岡 君は エンプレス 級 
の 船で 太 ホ 洋を橫 斷し歸 路を急 
ぎつ： あるが、 同 君 じ對陣 して 
出 じ K カン ■チ ネゲ キァ 人 ォ八ゼ 
ンご 呼ぶ ブロンクスの 住人は 
後援者を 得て 逆に 太平げ を經 
て 日本 じ 赴く ベ < 、これ ホ 目 
下が 上に あるが、 ー閲 君は 日ぶ 
じ 到着 後 直 もじ 別項 本社 特電 
の 報じた B 本 空 総の 新 航路を 
剌 用して 大連じ 菊び、 飛 巧 磯 
激 車を 利用して 隨洲 から 船で 
歸紐する こ W ^^^ら居ら 
焼ず の 傑 件は 巧 通 機圃は 凡てを 
期を 巧 用し、 これを 待つ 時差は 
勘定じ乂れなぃ こ ど じ-^^っ て居 
るが、 プ ロン クスでは この 勝を 
の 化け-か 頗る 白热 化し 目下の ど 


ころでは 十 お八のを マホ ウラ 
リ が慶势 であらと。 


ヤン キー 巧ニ府 ，が 

對醒て 人氣湧 < 

アメリカン， リ—グ の 親 者で 
ある ア スン ブック 對 ヤンぅ — ス 
は 巧 H ょ b 明日 じ 直ら 五 W 戰を 
演じて 足る ので ヤン キ t パ 野球 
場は フアンの 黒山を 築いて 居る 
が兩ナ ー ムは あら じ ホ 週 アキラ 
デ八フ キア じ 魅いて 四 巧 戰を演 
やべ く强 らくこれ がべ チい トの 
を水嶺 であらう と。 


卓’ 上’ 疼— 話 

飯の 化リじ 蛇を 

◊高 知 巧新銷 化へ 蛇を 蛇を 常 
食どしてをる巧：^,現は卡た、 十 
ご 一年 山中を 活 をして 飯」. とを はず 
山中のを きもの ばか b をを つて 
生きて おる 內 じ、 習 ひ 心 女ろ つ 
て々 でけ 宿屋へ どまつ て- 户 、普 
通のを 事は せず、 ちょ <1 ここ 巧 外 
へ巧ると蛇や、 ごかげ^^、； いら 
をを 捕を こど 妙、 をれ 食事 巧 
ちじし、 しかも 飯ょ b 主-もい ど 
いふ、 飯を 食つ たらす ぐ}-:! 姻を 
する ごい ふ騷ぎ 

◊一日 f ： 乂將 一二 匹が 常み 良で る 
る ご、 猫は 背筋の 巧へ 唆み つ < 
とすぐ 巧ね る、 をれ を 毛め て i 
食 ふ、 骨 も バリ-^.^ 食ひ夺 くす 
動植物のを ぁる ものは 巧んでも 
食 ふ、 死んだ ものは 一 か 主な ね 
齒は 犬の 齒の やぅ じな つ ザを を 
ホ溫は 普通の 人よ らも 高-さ 十 
と 度 « 上、 まだ 面白い こ ゾは夜 
中 目が をえ る、 ホれ は 鹿 島縣 
小 巧 お 五 飯 君で 二十と 歲 




讀 をの コラム 

巧 商 取締に 就て 

愛讀を 

貴纸 上で 今秋 巧が 線 お 渡が が 


巧がず る 事を 承知し ホ 常 亡 
く荐 じまず。 虐げ^れつ 
國 のか 延 的發展 のた め圆处 


嬉し 

も祖 

ク、 


ある 蓄 々じご つて け’ ニニ 一. ぶ 毎 じ 

帝 國軍鑑 の 雄を をを、 化 =1 巧を 
仰ぎて 帝國 領主 じ 遊ぶ 事の お ホ 
るのは 太なる 凰惠 でを らます。 
我々 は强來 得る 限ぇ# 鹽^る 
彼等 遠 ホの 珊鄰を 稿 ふ 事 じつと 
めねば ならません。- 
を こで、 艦隊の 巧る 每じ 遺憾 
じ 耐ぇない 事は 巧 巧の ホ お巧爲 
であらます。 いつも 间 類型の 人 
物が 時 一の ホ 段で 上陸の す 自由 
な 水を や、 ± 化 不案內 の 十_官 達 
ょち 慕を を 貪ら、 わつ かの 手當 
の 中から を ひたる 巧 や、 幼 
を 妹の ためじ ±產 を 買 ひ ホ めん 
とする あす 可き 水兵 等 じ 不正 品 
を 供給して 永く 彼等の 腦 裏に 惡 
巧を をの こすので ある。 願は/、 
ば 今年は 化締 3 上の 制裁を ' J め 
巧 商の 上 じ 加 へん 事を か 望し ま 
す。 從 ホの 如き 额溫 的な 締 では 
過 ま數年 巧の 梅を 繰ら 返す こど 
どな >、 巧 （ては 在留民を ホが 
が 巧 財布の ほを た.^ いての 歓迎 
も 化 泡じ歸 する ばか-。 か、 化育 
同胞 緒べ てが 狡猎 なる がか <誤 
解され る じ 至る でせ ぅ。 一二 巧 
荫の 利益を が證 する ためとして 
はを b じ髙い 犠牲です。 願は く 
は 歡迎會 お 部 諸を の 適正なる あ 
愚を 望む。 
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Ch 化 ago Office; 100 W, Monroe St. 


シ アトみ お 帆 (午前 十 時) 
あら ばま乂 セ 月 十六 日 
あらび や 化 と 月 ホ 四日 

ば 4 すか (が 港 出帆〕 セち 二日 

' i 镇潰一 化 五 巧 こ ——， L 目 
固し ぱ ' V ザみ ろんごん 韦は一 五 五 邦 
'一二 等 日本 巧 五 五 巧ぎ 室 大巧 4一 を 族 室 多色 
'御を 望に 巧リ 一ぎ 割 5 巧な 巧 巧を 巧み 巧を 
a スア A ゼ ルス 出 酌 (午後 一二 時) 
はゎい 化 と 巧 十み 日 
らぷら た 化 八み 十四日 
- 1 窜樓洁 ニー 110 弗 巧は わい か 主に 了を 塞 巧 
’ 巧が H 等 日本 巧 五十 化 弗 ▼一二 浮 a 本ぶ 五十 五 巧 
- が灌潑 なわ 游畢切 巧 寝 裏を 荫入巧 爵が化 4 榜 
，紐 育 線 パナマ 經お 日本ち 那朽 貨物 身 巧) 旧 


日本陶潑黑 雜貨類卸賣 '.^ 

ホ元ブ タザ ー ス 


® 羅府 、を 港 出 呪 (ホ， 
緒が を 

(午后 ニ 巧 化 化) 

大巧 化-一 ハ 巧せ 九日 
天が 化と 月 十二 日 

コレア かと 巧 廿ホ日 
春洋 乂八片 I 九 H 


瓜火經 由) 
を渚發 

(正午 お 机〕 

とち 一二 日 
と 巧 十と 日 
と 巧 化 一日 
八ち 十四日 


@ シアトル お 帆 (午 商 十 時 お 帆) 
巧豫乂 六巧サ 九日 
が 脚 丸- よ巧廿 六日 

横 お 化！ 八 巧 化 日 

一二 島 か- 义巧 四日 

面 協 巧を B 本 巧 出 机 一 

臻あ お- セ 月 十一 二日 
化 巧 か I A 巧サホ B 
を 取 も 八 巧 十日 
▲紐 育 化 化 田を 馬經由 日本 巧 货物船 1 巧 ニ 巧 
A 蹄 お 取 お。 ホ 社は を洲 巧、 南 ホ 巧 化よ 田を あ 
妈 おた 平洋岸 巧 ホぶ 械をホ S お 約 有 叫 巧 お 切 
巧 等 巧 事 御馈 をに 把 計 ひ 申 上 主ず 
A ホ 國鐵遺 切符、 障ち 勞等 t 御が をに お 計 ひ 申 


C 

N 

E 

G 

A 


0 

L > じが 

IJ R I W 06 

墨！ 


資本を 
拂込濟 資本を 
巧 な を 


壹お圆 
ホ 千お圓 
六 中 巧 円巧圓 


E- 

K 

T 


龍贼 銀 巧— ま 巧 

本 化 まを 巿 H 本 橋 お 本 革 M 巧 おを 化 一巧 
ま 巧 小 巧某播 化の 內巧复 横 巧 
名 も 属巧卻 大厮西 (大巧 神 巧 
巧な 下 曲 巧 巧 お化赌 岡を 格 
上が 倫を ホ 巧洒水 


扣 

巧 化 

化-一 is 

扣 k パが 
1£：1 ゎ M 
.化 一3" £■-! 
邮 1’ 加 お 

化 M r 

» i -.~ I Do T. 

Mr 

№3 R 1 


， 械ぉ 乂爲替 、電倍 送を’ ホを を、 旅 巧 信用が 
. 巧莱 信用 狀其 他】 股が 巧 業 

人 錄竺秦 銀 巧— ま 巧 

鄉 里を を"：：： 本が 化 無ず 数が； 巧 速 取扱 
本 巧預を (をが 通知 ノニ佛 ) 御 便利 お 扱 
本 支 巧 巧 巧 (本 ほ) 大 阪神 口を 邢 
所な 化么古 M 小が 上 お倫教 


▲鄕 をを 金 及び ホを を (無手 教 巧)、 か國 
爲 を 賣 買、 が爲巧 化組耿 立、 信用 化發 
巧 等 一般 銀 巧 萊務御 化 利 じな 扱 可け あ 

I 賊臺灣 銀 巧— お 張 所 

本店 臺潰臺 化 ’ - t 、— 
支店 束を、 横 お、 た蹈 、神 巧、 山 お、 漢 
ロ、 福 如、 厦門、 細 風、 香港、 廣 を、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 盖貝 
々作 カツ タ 、倫 敦 、其 か舊灣 十四 ヶ巧 

一、 資本を 壹胺圓 (を 額 拂込濟 ) 

一、 橫 ホを 青 憾お巧 五十を 圆 

巧 地 本 ま 店： = 橫濱 (本 巧) 巧 京大 較 
神 ロ お 崎 下脚を を 崖 

機鑽ぶ 金銀 巧餐 支な 

ホ國 をち 化 U を 港 羅お沙 ボボを 
其他胜 がを 國蛋を 都 巧 ニ ま 巧 皮 コ少レ 
ス有之 候 


k , ち 
紐 育ま 巧 


大阪 化濱五 T 目 
な育ブ 0 1 


でー 片 四十 化を 

靈 住ぶ 銀行 

日本 巧 {を 京 横 潰 名を 崖を 都 神 ロ 岡 山 
を^目-^尾ノ道 姨島 吳 挪井 下/廠 
地 支 巧 I 巧 司、 小 倉. 巧 松 •が 多、 ん留乂 ，熊 本 等 
本 固 預金、 鄕里 をを 等は おめ 
て 御 巧が 迅速に 御 取 扳巧申 お 


ぶ 巧 朝鮮 京が 

ぞ巧ぉ 張 所は 日本 肉 化の 樞耍 部ボ 、朝が 
摘が、 支那のを 化 及び 浦 嘘巧德 

朝 鱗 銀な 辄脊お 張 所 

か 風爲替 一般 お 巧 萊お綺 々脚捉 利に 取扱 巧 
中 上 候 


巧みを、 社 憤、 巧 式 ノ贺買 及ビ利 
化 取 立、 J ま 棵巧利 ニ 御 取扱を シ 
マス、 精々 當巧ヲ 御 利 巧 下 チィ 
備制 藤本 ビル 7 日— 力 ー 银巧姉 化會お 

藤本 證券 會社 

同を 港 ま 巧 
同羅が 出張 巧 
同み 巿化巧 巧 


滿强證 、雜 貨卸离 

森时ブ タザ^^ ~~ ス 


B 本陶お 器雜貨 

ラム ブ卸寶 

祭 良 貿易 蘭會 


日本 郵船 會社 (並ュ を 鐵道會 お) 

代理店が 禍 兄弟 應會 

乗車、 萊船 切符 並 じ 小衙物 運送 御 便が じな 扱 申しまず 


夏場 向 轟 特別 賣化 I 

夏 傷、 ホ賣 向、 ゲ—ム 向新 荷 到着 
精々 勉强 御用 命に 應 じます 
H 本陶破 叢雜貨 卸販賣 

<1 體巧木 桃 井 組 

一 貧 E. 16 を； 5 产 2‘¥. 
He!, wtuyvesant 窠累 ■タ 7 

复瘍向 U 霧 到着 = 

精々 勉强巧 致 候 間 御 引 立願 上 候 

陶 總黑雜 貨卸賣 

春 田商會 

141 Fifth Ave., New York CUy 

cor 日 ミ of 2 で t St . T た . A 营呂 uin 授 9ぞ 授 91 


11^ *|5=^新荷到着：= 

雜貨 、陶磁器、 ランプ 及を 等 蹄々 
勉强可 化 お閲御 註文 被 下 度 お 上 願 

^ 太 洋贊易 株式 會社 

Helepho 日 e Algo 日 占 uin 3S23-S 

101 『 if を ><enu 巧 ZOW Y ミ k ご 巧 

Chicago Bran 昏接 7 W. IMadison St., Chicago, 111. 

2eg 因 ロ glan 扛 Rep.-N. IVJasuda of 送が を foni Sr wos す n IVI ミ s. 
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ボンド 供樂部 午餐 會て 

森 賢 吾 令ん の氣焰 

誓約の 神聖を 嚴守 する H 本國民 

米國の 金利 高に 諭 及 


じ おじ 於け る 瞄が國 街 銷逸賠 
巧を ザ巧設 ぶを 逆に H 本ま贿 
化を VJ して 參 加し U 本を して 
巽 米 獨佛凹 個威閒 のがす じら 
し々 隙然 を 證 のぶ 功 じが 献ず 
る 所 あつた ビ傅 へらる、 前 財 
お 官贤族 お 盛 おが 贤辞 氏は 旣 
報の 如く 前週 ホ 紐 目下 ァム バ 
サド ァじ投 が 中で あるか、 ま 
る 十九 日銀 巧 お 樂部じ 於け る 
がを ボンド 巧 樂部ま 催の 歡迎 
午 錢會じ 臨み 一旗の お 說を試 
みた。 當 H はモ八 ダン 巧留の 

ラモント， レフ キング ゥェグ 
アン ダア ソン j ニ 氏を 始め ナシ 
g ナ八シ テイ おけの ミツ チェ 
グ 氏ナシ a ナ弁シ ブイ お會の 
ベ^-力 ア ブ^ •ヒ ネン ソン 
の クリ^— ン 氏 ♦ダ' — ン •ロ^— 
ブ巧會 の' イ ナヮァ に、 米踐ラ 
デォ 會社總 支配人 サァ ノブ 氏 

’キ 'ヤ ラン テイ 會 社み ス ブ ン、 
クォ 八々 ァ兩 氏、 ゲ ヮンダ ァ 
プツフ 、ボ — — ハ ー ク氏 

等が おのを 鎭 t お 席し 
IH 本人 測ょ b け 原 ロ乂藏 事務官 
巧 木 正を ちが 良、 巧みが 事、 松 
永 巧が お 力 社を の 四を お 席が 育 
ボンド 识樂 部翻會 を •テゲ キス 氏 
司 食 おどして 森を を 紹介し をを 
は 巧 姐ホづ 化な が 格を の 人格が 
辟を 稱殺 L 、 東が 電力 社 憤借替 


の 事 巧を 巧げ . r 自 をの 意見 どし 
ては n 本の 信用は 現下 覃 固なる 
ぶ 礎を 築いて むる ど 信 やる。 盖 
し 吾が H 本の 信用の 化 帶は其 物 
巧 的 資胞に 倚る と 云 けむ ょらは 
寧々 巧 確が じる 支拂 のをを 的觀 
をに がして ゐ る。 是れは 太を な 
ホ H 本 越 民の 巧が 的 美質で ホる 
而 して 化 信 蠻の蟲 謡が 近 巧 じめ 
て 通商 化された 椅神 どして 働き 
誓の の 神聖 どなっ たが、 晋 人は 
之を 秩序 ぁる 社 會义び 葦 固なる 
經濟 生活の 根 本義 f ぁる ご 信じ 
てゐ る。 斯の如 < 誓約を 尊重 寸 
る H 本國 区の 牢乎た る 決意は 
建 國ニ千 あな 八十 化 年の 間 ホ 
だ 曾て 巧漬の 支拂を 怠つ たを 
はない ご 云 ム事實 VJ して 反映 
して ゐ る』 ど說き 日本の 强際 
的が 政は 宮然 的を 展の 徑路を 
辿らつ、 あら ごて 窮 一期 じあ 
つては 政 巧の る 債發巧 じあら 
て H 本の 信用を 海外に 試驗し 
第二 期 じを b ては を 麻 保韶の 
な 潰發巧 どな 6、 社債 ホれ 邑 
身の 價値 ご 賞 力 ごが 認識され 
たので々 ゃ玫 がの 保 證を條 巧 
どせ ホして 自由 じ 海外を 諫お 
攜 にがて 慕 憤し 場る じ まつた 
ご 述べ .『 茲じ第 S 期に 人 b ホ 
慶の 民間 投資が 從 前の 如 <單| 
なる 漬權者 どしての みの 地を ー| 


じ 甘ん せず H 本 じ 於け るが 補 
を 菜の ホ 同經營 出資を たる 樣 
じ tb る ども 诀 して 驚く じ をら 
ない。 然らピ 日米 國際 間の が 
政は 最も 滿 足の 狀 態を 示し 兩 
國 民の 利益は を錯 結合せられ 
現 化の 友 證的關 係を をら じ 親 
を U らしい る 一助 ごなる じ ま 
るで あら， っ』 ど 吿げじ 里赔憤 
會 議じ节 'ける ホ國化 表の 努力 
ど 當必； ごを 数稱し 
「戰爭 絕滅の 化 ホ的條 仲の 最後 
の 解 巧 ホ齋ら さむが 爲 めじ 寄與 
せる 米廣の ティ ムウ ォ ー ク：は 偉 
大な るすので ある』 ご 論じ 賠償 
曾 議の嘉 物と して 出現す べきを 
憤の 悠 ホに 論及し、 歐渊金 趣 中 
必 ボ^の お 勢 就中 佛國 のかき は 
時々^ わず るる 憤の 大部 かみ-- 吸 
收す I るの 能力 わ ある々 ら 巧； 赔 
償ぶ 憤を 黨集 する じ當ら 大部 巧 
を踩洲 じがて 裳 集し 諸君の 期待 
に 補は ざる 場を わち とす るら 諸 
をは 失 黨す& る U からむ i を 望 
わごて ホ 國金誠 巿瘍の 余-利 高を 
誠し 鼓 後 じ ラモント 氏の 世を 的 
貢献を 頌揚し 瓦つ 自を じ對 する 
ボンド 俱樂 部の 好 證じ勒 して 深 
厚ぷる 謝意を を 明す る ご 結んだ 
尙ほ森 民な か曜 H 內 山、 お 井 
ニ 領事、 松 永 東が 電力 社を、 
禍谷あ 雄 氏、 當 地を 銀 巧 支店 
一長、 其 化を ンで 9 — じ 招待し 
一て 晚を 曾を 開き 席上 賠償 會議 
の經 過を 語ら、 昨が はちが 舘 
じを が あ 志を お 待し、 こ 十九 
日 午を 一時 五十 五を ペン 停 革 
場を 西 わ、 と 月 四日 晚香坡 出 

魄の ムムプ レ， 佛 蘭面號 じて 
歸 朝の 豫を である。 


東洋 第 一 r 誇る 一一 弄 建築 

エク并 テ ブルに-^ 貴け ぬ 大きさ 

去' ち 十と H 當地 一二 か 物産た 废 ぁつたが 東京 お 復興 局の お 劃 製 
じ 速し じる 電 おじ ぶれ' け 豫て聚 限 ホを の 爲め千 化な 二十 六 年 一二 
巧が U 水 擦 お 唆 卿 町 一を 化 じ 新月を 遷延され たので わる ま耍 が 
築 X ホ 中で あつた 一二 化 ビ^ デン j 巧は 錢 骨、 セイント 等 お ホ 巧る 
グは 十た n を 故した パで 化に 銷 i 限 6 日本 產を 使用し 大理石け 伊 
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一 

干 

五 

巧 


と 

號 


舘 式を 舉 巧し 十と 



太 利 ょら ゲォグ トはホ 図 モズラ 
ァ會社 じ 註文せ る ものを 株 用し 
た。 鐵 がは 原料の 關係上 一な を 
な ホ 頤產で をら。 地上 五 階 地下 
二階を 刮 と階潘 、离さ 地 h 巧 巧 
メ ーンフ e ヮ！ の 平 ホ 吹は 五 巧 
一二 千 ニが がで が 育の M ク キテブ 
•ビ A デン グの四 巧 九 千 四 巧 
半 方 吹に ホし 約 四モ耿 をい。 匙 
許 建築を は 紐 育 屈指の ッ 。—プ 
リッジ •リダ ネン ダスト ン頗會 

で ジエ} ムス • K チ ユア！ ト商 

會の 請負で あるが 恐らくを 洋 
氣 一の 雄 築で あらぅ ご。 

バア バア 線を 驢 ご 

E 奈馬 航路- 

前週を 幡 H 本社 萊 巧榜带 はを 

ホ マ ュラ 航路に 從 事して ゐたバ 
ァ バァ 線が おお 直通 航路を 關< 
貨物船を 新を is 十日 間 f 輸送 
ず も ごの ニ クスを 齋 らした 力、 
をに 銳き 邦人 漁船 貪 社 側の 韻る 
辭 姑せ t もで が絕に UI ニ 化を あ 巧に 化い ば 火阪が 船は 優秀 船を 
一二 か 飯， い、 一二 化 お 巧 S を 報を 包 ご 一隻 雄が し、 諾 威の ウネ^へ 瓜 
挽し 一二が 物を &' び 一一: ル雜 山-酌を I ム 線と 提携し バア パア 線が 巧 化 


育橫濱 間を S 十と 曰で がわす る 
をに なつた ので あるが、 若し バ 
ァ バァ 線が ディ ゼが巧 船を 巧 造 
する ご假 をし てらが 海 日數を 一二 
十日に 短縮せ いど すれば 南都 寄 
港を 廢 して】 直線に バナ マ經由 
橫濱じまるをど^:^るべ きも棉化 
の搔 載を 眼中に 置か や 紐 脊蹟あ 
の 貨物の み V 目的 どして 桌 して 
每 航海 船腹を 充實し 得る や 巧 や 
船腹の 巧 實がぉ 巧ぬ とすれば 更 
らじ橫 潰を 港 間 等の 貨晚を 攫 ひ 
达 むで 紐 育賴濱 間で 失つ たもの 
を先奠 せねば； ：：|>ら の i ご。 らう 
し 父 郵船 其 化 も對抗 策を 講じて 
搂じ猛烈^:^が蓮戰をぉ現するじ 
まるで あらう と觀 測され てゐる 


社の 鈴 部を を も 設けて むる。 巧 
舘 起工 S 計 藍 U 千 化， = 二十 S が 
化 月 脚み 大農 災化 おに 關始 ゼら 
れ翌 二十 四が S 巧な' 丄 のがを で 


巧 巧 ご U る どの 說ら あるけれ 共 
视な U 本郞 船の 如きは がをおを 
お < - し 前部 じあ 港して 棉花を 极 
み 入れ 船 化を お 蹲す る 方針で お 


帝 國練齊 媛 隊歡迎 

豫 備會議 を開懼 

本紙 旣 報が 國練泻 艦隊 淺間磐 
手の ニ 艦：：！！ 十 巧 五 H 當 化に ホが 
の豫 をで わらが 內山總 領事 化 巧 
松 旧 海軍 監督を、 n 本人 會 及び 
H 本 巧樂韶 化ぶ 並に 新聞社 代表 
等は 昨 H 午後 Ml 時 ザょ 0 媳 領事 
舘に遂 集豫楠 會議を 開いた。 

本 夕 八 時供樂 部で 

曉 烏敏師 講演 會 

旣報隣 烏敏帥 歓迎 晚餐會 はま 
る 十八 H 午後と 恃り 本惧樂 部に 
於て 開かれね が、 巧 席 者 一二 十賺 
あ、 發企人 側を 化ぶ して 柏水秀 
巧 氏の 挨搂わ b 曉烏 帥の 謝 巧を 
B てを を 巧ら 午 お 化 時 講演 窝じ 
が b 聽 逆を ホ十餘 名、 曉な 巧は 
『自凸 を 知れ j ご 超しての-- 時間 
I ザ じ 直 b じる 敎 話を 試みた 。尙 


ほ 本夕乂 時ょ 6 巧び 同 巧 樂部會 
員な 志發 起ので じ 同 帥/か 第二 回 
满演會 がわる 善 じて 避 員のを 族 
を 人め ホ聽自 もで ある ど。 

山 ロ义子 媛へ 

女 醫の學 化授與 

ドクト^ 山 ロ 云 么妨も 長女 文 
子 媛は S ] グ醫お 大歌に めて 修 
學 中な b しが 去る よ 九日 始業式 
の 際ユム •ディの 蟹 位を 授巧さ 
れ た。 文モ 磯は 東 度に 生まれ 幼 
時 山 ロ ドク トグ夫 まじ 伴 はれて 
ホが し當 化に 於て 幼稚園、 小學 
校、 中學 校を 麼 等で 卒業した 才 
媛で をる が、 東部に がて 第二 化 
が 女 醫の學 位を 獲得せ るは 礫を 
おて 鳴 矢 どす る。 

ベー ン競會 移 室 

稅關 事務 取扱 業者 だして タ數 
が 人 輸入 巧 W 關炼 ある ブ。 1 ド 
ゥエ！ 十一 番ゥ キリ ァム • H 八 

ぺ！ ン商會 は 今回と ホ八號 室ょ 
を 八 五八 号 室 _ し移轉 した。 

.お 永 氏ち 懼ザ餐 I 

囊じ 社債 猎 をの 要務を 帶 びて I 
歐渊 1 を ホ 紐せ るを 巧 電力 採す 
會 お々 長 松 ホを 左衛巧 巧は 新 却 
懷 のを 渉 も 成立せ る 為め 近く 担 
發歸 朝のを じ 上も當 でぁるが 、 I 
ホる 二十四日 巧 紐の 重立 もた'！ ~ 
人々 を 法曹 俱樂隸 じ 招待して 
餐會を 開く か。 I 

.米 山 梅吉巧 消息 

前週 ダラスょ を ホが ホ ブ术ロ 

ズゲ 五^ トじ 投宿 中で あつ _た 
S 井信 巧會 社々 長 米 山 梅 まぶは 
令息 桂 H 巧 同道 二十 U 夕 杏 スト 
ン 地方に. あいたが 本 巧 下旬 一| 旦 
窗 紐の 上と 巧 十 H ぉ枫の マぶ エ 
スナック 號 じて 渡英の 豫 を 。 I 

修道 會 野外 禮拜 

基督 敎 修道 會 員は ホる S 十 

I ( H 曜) 午前 化 時 岡 曾々 館ょ W パ 

ブじ便 乘コ！ 少ド •スプ リンク 

ァ バァに がける 高見 ドク ト於 
の 冷泉 おじ おき 巧が 說 あを 催し 
海水が、 巧 遊の 後歸 紐ず る計畫 
にて 會の內 外 誰 A じても 參 加を 
歓迎す る 由。 1 

闕田 S 郡 氏 來巧期 

最 巧鑽濱 正を 銀 巧漢盤 支店長 
ょらが 育ま 巧 長 榮轉わ 命じ 接し 
たる 園 巧 一二郎を はぶ 族词 伴ん 巧 
初 巧 同地 お發ホ ほめ 嫁を なる 由 
隨て巧 木 支店長は 事務 引繼の 
八 巧 下旬 巧く は遲 くも 比 g 上 巧 
歸 朝の 途じ 就くなら むと。 


ホが 東が 館に 滯化 中。 

♦武 井理 一二が た H を 化 理巧弦 
督 役、 先般 ホ お 氣引雜 中の 巧此 
程を 快 昨 H ょら お勸。 

•武 腺乂雄 氏轉寓 日本人 お 巧 
敎會 々員、 今阐モ ニン グ チィ 
ド 巧 六 あを 化に 移轉 した。 

•部 築隆 氏-奕 術 家、 最近 アデ 
ロンダ ツク 地方に 避暑 彩 肇じ親 
みづ i ある わ 0 

•化 巧吉內 氏乂阪 朝日 轨巧記 
者、' ベ 八 リン 親 じ搜乘 渡英、 十 
ニ 円ププ マウス じ 上座 政に 倫 致 
じ 赴い じが 『郵船の 四を 船畏も 
元氣 每日ブ タツ デの 腕銳 ，へ じ 夢 
中です』 とのを 信が あつむ。 

H 幡說— 敎— 

♦紐 育 日本ん 敎會 
『活ける 神の 信 抑』 淸 水化師 
♦基督 お 隆道會 

一. 『靈 源ボへ ミヤの 森』 椿が 師 
I ♦日本人 美な 敎會 
； 『イエス 傅の 禪 々相』 离嬌 をを 


暑中 御 伺. 

每日お 暑ぅ 御座います。 

化が しい 御 往事の 御勞 れじ凉 
がた っぷ をの H 本 食を 巧 上れ 
冷やつ こい をを ぅめ； 5 
刺身を の她夏 おきの 食膽 
轉 じ勉强 をし ますから お豐食 
御 夕飯 じ 是非 御ホ鬻 下さい。 
を 曜日は 經 ディ ごして 勉强し 
ますから 幾電じ も窗最 貧の 程 
を 御 願 申ます。 

暑中 御 伺を 兼ね 御案內 ミで 

料亭 ホ虜 

を 二十 化 T 目 一二 十五を 


巧禍 スペシャル 

を 庭 必需品 

雜漬 S 素 

潰 物の お ホを 良くし 
惡 臭を 去 b 

小规 U どの 發 生を 巧ぐ 
使用 化を 罐じ 附記し あを 
至 お 簡單巧 利 


化 桐 兄弟 屬會 


蚊 ミリ 線香 

用器 附き 
一 箱 五十 仙 


桑 山喬貪 

ニ 4 巧 夏 T 送を S 1: K . y . C . 
Ph ミ e . R 蟲 eni M 1334 J 萬 7 


ね 人 約 二十 年 藍披ホ 

ホ 紐せ る 加 藤を 雄 氏のを 否 巧 住 
巧を 高峰 商會西 尾 虎藏 までぶ 急 
御】 報を 公 ふ 




タンク 


約 五な 個の 

ウオ ド-ロブ 


ぶび ス チ！ マ ー トランクち 巧 五 

十 仙、 九 弗 五十 仙、 十二 弗 五十 
仙、 少し 許 b 使用し わ 極 類】 疆 
一二 弗 及び あ 弗 

ごぎぎ iUve こぎ . まさぎ： I 


ランク 


! ト 'マン 
テイ ラ I 及 
ン ゾ^べ^ シ ント ランタを 

物と 弗 五十 化 ょら 十二 雜 五十 他 

是 でた 里 th S す 置 _ 


裝飾 綺麗め 室、 設備 

完を 、シングが 一週 


貸 室 

八 弗、 ダブ グ 一週 十 巧 

呈 TEL C 夏 LE , だ W . 養ぎ 呈 


S 菱銀 巧憂迭 披露 

旣 報の 如 （一二 裘銀巧 紐 育ま 巧 
長吉旧 政治 巧は K 海 支 巧 長に 轉 
じ おく お發 赴任 r る酱 であるが 
後 巧 須賀義 一を 給 かを 兼ね あ迭 
披露 晚餐會 を 巧る 二十と H 日本 
お 樂部じ 於て 熙 くも。 
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fl 
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'讯 


化 ； S 

こ 

る 洗 




、 


ンデ ホ 少 御- 

円ず 內地ノ を、 お 潰.、 株式へ 
顿 投資 下 サィ 

御手 持 證券 ノ 保管 ニ ハ 

. を全ナ 弊店 ノ 『保護 預リ』 ブ 
御 利用 下サ - 


投資 ノ御 相談 ハ 是非 弊店へ 

野が 證券 株式 會社 

紐 育 お 張 所 

貴 本を‘ 壹 平萬圓 
本 巧 大阪ボ あ區巧 ± 巧 ST 目 


な 


か 人 


♦福 旧 唯-を 前 本社々 員、 歐 
洲經 由书巧 y ; 十六 日 香港 じ 着し 
たるが 本 巧 か 着 京の 舊。 

♦伊藤 幸 S ホ 銀 巧 紐 育 支 
店員’ 化 ニ llln 頃 西部 經由着 巧 
の豫 ぶ。 

•巧み 化 ニ 巧內あ 省の 替社局 
じある 新 幾俱樂 辄總裁 巧み 竹 ニ 
郞 氏み 息、 歐洲 硏學を 終ら 目下 I 


Q J 姑 
M ^ 乱- §)n 
1 ^ §化 版け 

fs ’ ll 画！ 


复場グ ー ム 向き 

H 本 及び 獨逸製 玩具、 雜貨 及び 陶器 
類 等 夏竊 おき 品を 部な 揃へ 陳列して 
居ます から 御 ホが の 節は 是非 御 ホ 窗 
b 稱一覽 を 願まず 
子！ デル エンド シ厶 メル 



比 S»ufS"k". 

303 巧れ h Ave** 

Tel. CM 〇 a 〇 ma 4100 ' 

巧 旧 巧 事 巧を を趙 化育 ま 巧 
Uchida Trading Co., Inc. 

11 Park Place 
Tel. Barclay 1576 

島寶お 株式 會お 
Sruma Trading Co., Ltd. 

150 Broadway 
Telephone Rector 1484 

巧 式を 化 ホ 尾 巧る； 
Ak&wo 足 Co リ いん， ； 
2 お Fi れ h Ave*» 

Tel. Caledoni 江 9758-59 [ 

ホ 倉 製が 巧績 株式 會な 
Katakura 备 Co., Lt ん， 
200 Madison Avenue 
Tel. Ashland 4S45-4546 

K. Mildmo1;o 

Mildmo わ Pearl, 

t 

535 Fifth Awnue 
Tel. VaDderbiU 2519 

大倉 なお 巧す 巧 
Oku 化 & Co., 

30 Church St., 

Te!. Cortlandt 2292-93-d4 

H 共 巧 式會化 
巧理庙 
あ # 巧會 
120 む oadw 化！ 1. Y. C. Tel. R 扣 ior 7884 
F 扣 to け : が 10 3 邮 A 化， U. C か 

淺巧 めを 献會せ 
A.sano Bussan v>ompany 

Room 801-805 
165 も。 か Iw 巧 
Te!. Cor け andt S047-S052 

i ぃ 0 浊 o Corpora お on, 

Silk Importers, 

40 Eflt か 84 也 Str が t 
Tol. Ashland 4987-&1 

1 Gosho Co.) Inc., 

Cotton 巨 xporte け 

1 W Beav が St.. 

Is! Ro '**?:: 巧 Gwen R がが 

甫 おがな おが 式を 社 
は 育 ♦巧 巧 

SouUi Manchuria R. R. Co .， 

•Room 202 ら C&aa ぷ an Pac ぶ c B1 か . 
342 Madison Ave. 

Tcl. Vfuaderbilt 4135 

ミ 井 巧を 巧 《食な 
な 育ま 巧 
M な 8ui 在 Co., 

65 Broadway^ 

Tcl. Bowling Green 7520 

巧ホ會 なち ホ 巧 巧 
な 育 お 張 巧 
!wai 在 Co. ， Lt ん 

WooIwortH Building, 
Te!. Fitz Roy 8660 -61-62 

s 蓮 巧 まが ま會な 
紐 育ま 店 
M ぉ U 占 ishi Shoji Kaisha 

(M け suWsKi Co., Ltd.) 

120 Broadway 
TeL Rector 2560.2564 

乂お 朝日 ニ 巧を 朝日 
恒川 興 
Osaka Asaki 

下 he New York Times Annex 
Te!. Lackawann 扭 1000 

H 本綺 巧が ホを 化 
短 育 ミな 

Jap&n Co れ on Trading C 々 n いん， 
2 Park Awnu も 
T«l, Lexin が on 8787 

，日本を 糸 梯ま會 化 
短を 支 巧 
N1 が Oft KMT0 K を 巧 化 け 0 

*lwo Park Avenu« 

Tel. Ashland 5320 

巧を 名を お 
投 育ま 巧 

Ha 化 在 Co., 

443 Fou け h Avc け 
Te!, C&ledoni, 7830-3 百 

目 おを 糸 株式 食 社 
紐 宵 ま 巧 
WGH1 ぷ e KHT0 K が USHm む ほ m 
が ICHi- B む KHTO CO, LTD.) 
1 Park Avenue 
Te!. AaWand 6246 ィ 7 ィも 49 

大阪 ち 0 ニぶ を 日 H 
鈴 木 H 巧 
Osaka Mainichi 
Room 306A World Buitdin^ 
Tel. 技 eekman 42 目 9 
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で S な jmti 巧を 化 ミ ttt を 巧 


WEB 化 別が， 化 化 26 1929 



大 


育 


九 ニ 九 年賦 Y 近く 發巧 


本社が M じ編兹 がけいた しました 『大 'が お」 は、 幸 ひに して I 
な 湖の 拽 くが かきは 邦を 巧し、 遂にを が.； 册 猪ら や 資 切れ ごな I 
5 ました、 化て 本社は 溝 一版の 巧を をを なおた じし、 貞 がを も j 
巧 化した モ九だ 廿九年 版を がに 發行 する こご 5 じ b ました、 正- 
確 じして 旦つ 巧ら しい 統計 ど事货 をぶ 雑じして、 剔々 楼 化する 一 
巧が 『大が 宵 J の眞 巧を 傅 ふる じ逛 が U きこ ごとが してな b ま^ 
す •尙 ほを 巧は 

豫約 申を 者に 限リて I 

特價と 十五 仙；； 

發刊 後の 御 購買には I 

定價金 一 弗！ 

ごを しました、 を かじ 陳約御 申込みを ホ 漠 いたします。 ； 

1 香 紐 育 新報 社 一 



睾ブ ソン 氏 も 渡英し 

海軍 縮少の 對考し 就て 協議 

'ぃ貧謙け^^然こして聯盤をちごずる かぃ 

ロンド > 二十四日 發 = ゼネゲ ァが縮 貧が-い ホ、 ァメ？ 力を 權 ご， て 帘縮贫 幾に 巧 力し つ！ ぁ 
るを べ^ ゲ ー 化 件アメ ，力 火 化 •* プ ソン K け ド.— ズ 大使 巧び 圃巧 巧の 懇請 じめ b 今夕 0 ン ドンに 
がを、 任 心-し ド ー ズ 大巧 f 樹ぷじ 移つ たが、 ん訪 堤の 化かが ホるべき 甫縮會 講に關 職して 盾る こ 
ごけ 勿論で ド ー ズ巧ピ 協力！ 神々 巧 街す る 巧が でもる が、 が ブブン を權け 雄を じ 波 b ては フ ー ダ 
ァ ー 大統が S 訓 みぉ 親 1< 仰ぐ 爲 めじ 歸乂す 一る お 協 も わら もの 1 棘ぐ、 ゲブ ソンを 權の訪 英じ化 
b ホるべき 带縮符 爺け 装に ド ー ズ乂 化が 君^し わ やぅに お 奉 をげ ホの かぐ 國お聯 盛の 軍備 縮々 委 
旨 食の 機 脚を 迪じ てを 海が 阁ん 會講 どすべ^ 巧を を濃掉 ならしめ たもの ご 認められて 居る、 尙ほ 
で 縮 S 雌の K 巧」 就て U ィゲ リス お ザ 侧で飞 頗る 不ぶ < ~~ ^ て おる わ、 お b じ マクト ナ於ト を 相 6 
これ こおす る 巧 門が $ な 見を を あまで 扱 お じ 解かす ちかは 別問題 ごして、 欺ぐ 共專 巧みの 意見 
が轉巧 上あ乂 でぁる 化 ゎ、 を ひは 聯 巧を^ かして まか 急速に 專巧 をの 下な 講 をを 巧 集す るに 至る 
や も 知れ U い形势 である。 f 

疑ろ 問題 U 『が 度』 

了 タリ 力 海軍 當 ck 頭を 權 まず 


ワシントン 特電 二十四日 發 U 
今妈の 軍縮を 諮 姑唱に 就て 巧ら 
じを 路方 がから 彼いた 報道に 化 
れば なお 乂化ド ー ズ 巧な 溃說前 
先 づ进舆 H 本 乂化松 ホな 雄 氏を 
な閒 してな おの 

原稿を 巧みし、 化 ゃ乂化 
はこみ 趣旨に 贊患 をぶ 明して 直 
もに をの 旨本齒 政府に 打 おした 

; もので、 これ じぶ b ス をの 

が說 U マク ドナ 作 ドを 相 ピ松ホ 
大 化の 炼替を 巧し 將ホ訂 集す ベ 
軍縮 巧 班に 放らを 嬰 ド* る® 類 
ミト。 つた 譯 で、 現 化 化 おのが 軍 
巧强 どち へぶ U が佛乂 がの 五舰 
國 であるが、 ィ タリ！ 及び フラ 
ン スは恰 かも 陸軍 縮 少じ對 する 
ァメ ヴ 力の 立 媛の 如く 海軍 閱題 
じ 就て はがて 藍大 。る剌 擢を啟 
せ や、 H おぶ の 協ぶ み 第で いか 
やぅ じ も 動き 诏る位 招 じを るの 
で 政府 當 巧と しては 化て この ご 一 
困の 諮が を 0 てがら 

必嬰 ご 認めて 居る 瞄係も 
も b 、 從て 松が 大 化が これに 協 
をし をつ 旧 中 首相が ホるべき 軍 
縮 會能じ 日本は 何時た b 共參加 
する の 準 糊 わりと 戟明 する じ ま 
しこ どは、 斟臾敲 解の が 立と 
共 じを もを VJ 卞る巧 じして、 ァ 
メリ々 坟府 どして は 勿論 フラン 
ス 及び ィタ ブ ー の 會满參 加 ぉ 招 
待ず ろで わらぅ が、 ホ兩 齒の參 
加、 不參 加は 何 寒す 縮の 大勢に 
錢 化を あぼ さす、 寧ろ 一二 國 おを 
がを めぶ 立した 上、 これ 等祕係 
列强を 誘を する こごは、 削ち ホ 
るべき 陸 ザ 縮 少をも 化 進すべき 
巧な でを る ど 信じて ちる、 さて 
この 問題に 柳して 巧ぶ 

は英乂 兩國で タ年懸 
案 こなつ て 居る 巧 時 中に がるが 
がの 自山 じがての 論 幾で ぁつて 
イ •* リス 勞働 なは 今 ホ 選 おじ も 
これを 玫 綱の 一 どして 來 たもの 
で わるが、 而 かも 當の 首相 1 わ 
ク ドナ 八 ド 氏が 過 股の 巧 縮 


ホ 可あ證 ごな 傲され て 居る が、 
あに 就^ おな よ b 波む た 報道に 
化れ け； d がの 自 ぉは 元 巧 埋論的 
な 同 題で あつて これを が 縮ピい 
ム實際 間题ご 一にして 論 中る こ 
ピけ 却モ禽 誠の 進抄を 妨げる の 
みむら や、 を 則の が 軍縮々 は舉 
じ 製 艦み 制限で な < 、ケ 0 ブグ 
氏の 不載慷 おじ 則ち 戰關 が爲を 
み然 

するどい ふ 愚が よち 
してが がの が ぜを 舉じ踢 化に 必 
嬰な 鮑樹じ 縮々 ずる ごいん のが 
目的で をる から、 この 精神に が 
てが 歸の謝 巧を なを するどい ふ 
こと ホれ 自身 じが 巧の 自 めを 無 
言 裡-し 解 ホす るので あるから、 
この 際 ことなめ てこの 面倒 U 問 
題には 觸れ 。いどい ふ 方針が 偶 
然 にも 兩國 意見を おの 結 おを 致 
をなる じ まらし ものであると 見 
られて 居る、 然る じこれ じも增 
して あ要視 すべき ものは 軍縮の 
を 巧を をむべき 巧 巧の 閒趨 であ 
つて、 アメリヵの お軍當 局は 旣 
じがく よら この 尺度の 應用 手段 
じ 就て ち 究し 今日を の 巧を じ ま 

ィて主 巧 ま 

お然 しては 居ない が-現 
だ 最も 證議 されて 居る ものは 巡 
洋歴、 驅遂鑑 ぶび 潜水 燈を 先づ 
鑑別 ごして 一々 尺度 じ當 て、 更 
J れ をを ホした もの じ 同じ 


い、 而し てこの 尺度は 想ら （頼 
隊み 比率 郎 もま 力 陛-し 於る 五 • 
五 •一二を 基礎 どして 適用す る じ 
まるで あらう が、 なじ 注目を 要 
ずるのは 巡洋艦の 絕隊 能力を 檢 


討 4 るじ當 b からすし も./ れ V 
一 抑が S け や、 を 駒の 巡が 腊を 
を々 み獨 しこ わを 比較 對照 する 
じを るが 巧で， こ' れ 等の 瓶 巧 能 
力を をめ るに 幾 ぉの 難 腳が横 
つて 病る、 暇 4 じ 巧を 巡が 艦を 
除 おして 新式 巡げ 濫 のみを ツ 上 
ずれ ご 巧の 潜が は 歎-」 ぶて こを 
優る かも 知れない か、 この 海軍 
は 備砲の 關炼で 巧の おが 力 じ 媛 
る どい ふ 巧な が い ごも 限らな 
いので ある、 就中 

備砲 の 能力を こめ 巧 度 じ 
當 てると いふ こどは アメリカ 海 
軍當 おも 披 もがを 憐 ましつ < あ 
ら 問題で、 典 米 巡が 艦の 賊圆能 
力 比較の かき 最も 巧 難 ごさ わて 
居る、 尤も これ 等の ま雜な 問題 
じ 就て はお 軍縮み どい ふち 麓 か 
らフ！ ゲァ ー 大統領 等ら 斷 じて 
失络が 中、 不斷の 努力を 綾け て 
圓 お；：* 解 ホ點を 計を であらぅ し 
を 判强の 海軍 專巧ぷ も 尺度の 技 
術 的 適用 じ 就て は稱 々ど 協議を 
重ねる で わらぅ が、 この 問題を 
が軍專 巧を じ 一巧せ ず、 飽迄も 
を 治 家 じを b てず か 時を ま跟ど 
する 政治的 解 巧を 吿 げん だする 
をが、 恐ら （巧るべき 軍縮 會議 
： の 大目 的で あらう。 


ら i 


改造 劇 r 前に 

對 首相の 不満 募ろ 

依然 謎， こなつ て 居る 床タ氏 向背 

警視 纔監の 後 巧 間 題て 巧訂 

東を 特電 二十 五潑 = 宮田 警視 總監が 新お縣 下の 某 策 ± から 
僞湛手 おを 巧 友會の 取資を じご 賴 まむ 一時 これを 保管して 居た 
事 かじ 關聯 して 営 田 皮は 遂に 巧 職し 長瞬隆 一氏は 〔別項 巧 報の 
如く〕 後 巧」 任命され たが、 このな 命に 就て 困 中 首相が 給 木 前 
巧 化が 明答し ね 人物を 選ば ざら し爲め あお 森 政 友 會静事 長や鴻 
山 翰を の不 痛が 裳ゥ 、巧 闢改涅 劇を 煎じして をる を じ 巧 紅が お 
る模 なでを る。 ‘ 

東 まを 京廿 四日 發 がが 随一の 呼 物と つて ゐ る內閣 なを 
劇は 近く 上場され る もの ごを 巧？ れてゐ るが おし 巧 次 巧が 入閣 
すれば 兩 おを 譲 案 貧 施 延期を ま 張す る だら うし 同時に 國は 同志 
替は欧 ぶ 會 援助の 立複 から 絕緣 する だら うど。 


ホを もな 蹈 けなければ U も 打 ご 
して がら、 ょつ て蔚 近で け閲僚 
かじ もが 次 氏の 入 開は 實 巧附雞 
でない かィ を '.<5 多 J 、 な々. 
て ホた が 旧 中 首 化 どして‘： 詔雕 
を W ホが 次に ごは 惜別の^ 楼 •か 
巧が て おる から 问 にの 諾 苗 如何 
じか： はら や 一 應巧巧 氏 i 而つ 
て 入閣のを 涉を 試みな け わ ばな 
ら の 筋を じな つて 居る 。 f 

勞慟黨 議遍 I 

ニト凹 n じ 集 

ロンドン 二十四日 發 rn |lj •キタ 
ス勞 働黨か 巧閣を 占めたが I ニ圓 
目の 證會は 愈々 本 H をの V 巧 集 
さるべ （、僧' 例 じ 化を 本 は畿 
長の 選 おじ 化 まち、 明 Htl び 巧 
お 日は 新讓 員の 宣覺 をを 巧し 
諸 委尋诗 の お 立を 見る じ もる ベ 
きが、 議 食の 椅子は 傅 お 4 まん 
じ 前期 議會の 保守 黨み閣 学 持の 
讓 長で あつた ブキブ ダ 口ょ 氏を 
選擧 する 酱 で、 

■新 議員の 總 かじ 際 I 最 jll 人氣 
の中必 VJ なつて 盾る の^ 自め 
黨總戴 P ネド •ジ 3 1 •ゴ巧 令 
讓 にて 恐らく 父君 •如紹 <1 の勞 
を 執る であらぅ が、 ジー j ミ デ 
氏 令息 も當 還した ので！ 家 S 
人の 自も黨 費は 時 じ 珍 > 一し い 
ご 見られ、 ； 

更ら にが 守黨前 首相 ボ ！ S 一 ドク 
キン 氏の 令息で を 5 藏會 ホ 義覆 


であるが I it / トゥ ホン 第^ 世が 
勞 働黨議 島ィ」 して、 を 楠-- タド 
ィ’处 ド 氏の 令息 も勞瓣 C 祉某眞 ミ 
して いづれ もこの 新議舊 -顏を 
冕せ るの も 入々 の 興がを -1、； つ 
て 居る、 而 して# 働黨が お. 一. 次 
巧 闡を紙 織した 當驗诘 講_ ^開會 

广ー る 

巧 題 


る 


-溃說 じがて 本 問粧じ 就て-旨 ザ 
- 句ら 肖 皮して 居い •いこ ごは 頗る 


尺 巧を 加へ てこれ が戰翻 力を を 
める ので あるが、 列 强磁隊 力の 
嗤數 ごい ふ ものは なじ お 巧して 
居る ので あるが、 アメリカの 基 
準尺 度なる ものは をの 軍艦に 搭 
獻 する 乂 化の 佛巧 、おの 速力、 
艦齡 ，がわ 能力 等を を 礎 どして 
これを 一 紹別 じする 箸で あつた 
が、 谋 合に 欺 b 或 ひは 大体 じが 
てこの 尺度を 巧 礎 どし 巡 ホ艦踩 
驅遂 艦隊 あび 潜水艦 巧の 戰励能 
力を 基礎と しこれを ィ .キリス、 
ロ 今、 フランス、 イ タリ— のを 
れに 比軟巧 照して 

艦 除 能力を あ 礎 £ した 尺 
なをが 用す る じ 至る かも 知れな 


な 麻が 今回 巧 酒な 造に 着手せ 
ん として 居る 賛意は 前 議會の 苦 
しき 経驗じ 鑑み 衆議院に 絕對を 
數を 占めを の 勢力を もつ て 貴族 
腐に-^ 臨み 重 巧 政策の 通過を 計 
ちたい ミい ふので ある、 を こで 
單 なる 閣員 補充 や賴 僚の いれ 換 
へ 位では 到底 人必を 一巧す る i 
が 化 ホ や 前議會 0 巧 痛手を 貧ぅ 
て ゐる間 厘の 賭 僚を 辞めさせる 
と 闲時じ 

|黑 外 から も 巧み 巧 ニ郞氏 
をが 化のを 力 者を 迎 へて 陣容を 
張る 必耍お 生やる 譯 であるが 少 
くと も巧黨 クラブの 巧が 氏入顆 
か 否かは 改造の 大股 目 VJ なる の 
で 政府は ザ ホ 手段を 證 して 同氏 
の 入閣を 徽 がせん ごして 居る、 
これが ためじは 氏 じ 巧な 大臣の 
イスを 渡す も辭 せざる 覺 悟で 旣 
じ 遵巧內 相の 如きは な谐 のた め 
じ必愛 どを れぶ自 かの 進退は 田 


ない が 目下の ごころ 巧 か 巧の 入 
閣は實 現ずまい W 觀る 向が ぞい 
邸 もがみ 氏は 目下 伊を 湯 河原 溫 
泉 じ靜養 中で ぁるが 現 巧 閱の運 
命 も 旣じ迫 b 遠からずを 解の や 
いなきに まる もの ど 信じ 居る、 
前 塗 餘な幾 巧ら なき 現內 閣の改 
造 じ 割 をんで み间 責任を 負は さ 


銀巧大 合同 調査 

鬼々 ゥォ ー グ衔 芭忡の 惡いァ 
メ 9 力の 廣院 じは 株 損失の お 
締ら 、聯銀 金融の 調査、 トラ 
ブト 法の 調査を の他柯 々と丽 
後の 综の 如く じ 財界の 調を 案 
おおて 居る が、 今度は 昨今の 
大銀 巧を 同は 結局 少數 な銀朽 
が 射を を 支配 せんごす る 前 化 
である どい ふ 立 座から 义 もや 
一縷の 調杳 案が 提出され た 


中を 相 じ 一巧し てらょ いとの 竟 
を ほの is | かして 居る ごい はれて 
乙る、 义巧黨 の 一部には 巧 巧 氏 
が 政局 化 前途 並に 自己の 前途を 
ち虑す おば 

結 見 進んで 入閣ず るで あ 
らう W かて 吾る もの もな、， では 


れ るを は隧 めて 不得策で 現內閣 
を 組織ず る どもを のを 班た らん 
ごの 巧必を 抱いて 困る もの I 如 
(でぁる、 特に 現 內閣の 最大 難 
願 ごな つてる 不戲 條巧閲 題や滿 
洲 事件の 後 始ま 等は なお 侧が 

5^1 一一 一口 して 居る が 如くな か 
なか 簡單 じは サづ きさう もない 
ので、 少く おこれ 導の 問題の 結 


後 じ 保守 黨を彈 劾した の 
が、 を かみ 閣は 選擧 をを 
を 組織した ものである。 

國 でジョ ー チ 陛下の 議タ劳 栽 
も 自然 勞働 黨內 関の 手 iJl 波 ^ 
て 超 草され たもので あ* I こご 
ら歷を じ 始めての こ ピ^して 
興がを 0 て 期が されて llj るが 
凿 外的には 恐らく 海軍 粉 1' 少會 
譲を カ說 し、 對內的 じ d 失業 
者救濟 じ關聯 した 工場 d のな 
お 等が 擧 げられ やぅと 一' 

ド井ツ 政府は 

撤其 y 固 報 

外相 議會 で任猜 
ベルリン 二十四日 發 = 一一 キッ 
み巧ス b レゼ ルマン 陳 ±-1 本： 3 
議會 にがて 囊じバ 91 で^ ホし 
た 賠償金 巧濟じ 關聯し 二^に 直 
b て 長時間に 直る 演說 を^み ね 
が 氏は をの 一節に 於て 、 I 
今回の 賠償 巧濟が 聯合 の ラ 
キン 譬滿 撤退 あび サァ -ゲァ 
— の 還 附を條 件 どす るとは 
勿論 じして ドキ ッ戲府 、して 
はこれ 等の 條 かを 絶對 S 古認 
めつ i をる こごは 聯食 I も充 
巧に 承知して 居る 巧で 叫 
監督 委員 制度を の 他の |か は 
斷 じて 受け や 

ご斷 じ、 更らじ ド キツは 一 t ラン 
3 及び ィぞ リスの 难民地 化する 
褒なきごの賓間じ就て：；5^ 

み 日の ち 構を 0 てす わげ 歐洲 
じして 何等かの 意味 て 
致せず 人は がの 彼方の j 大脅 
易國 よら 壓追 をを < ベ--.、 而 



かも この 大闕は 今次 貧 讓じー 
ホも讓 ホし なかつ た 
ど 述べて 昭に ァメブ 力に 勒抗す 
べき 隙 測 ゆ 經濟的 巧 巧を 諷 粥し 
てな 円を おいた。 

宗敎 法解决 

义 大使の 仲 かで 

メキシコ 巿 二十 I 二日 發 n メキ 
シコの がま 敎 法は 力 ト V ブク敎 
の 迫害と；； 遂に 過般の 動 就を 
誘致し じが 梭の巧 因 ご；；* つたの 
で これ W 善後策に 就て はを 方面 
ょら 郁々 ご 研究 クれ 、メキシコ 
を 府の娶 路も該 法の 緩 かに 傾き 
ホ らし 爲め駐 メキシコ 太 巧 ごし 
て敏 晚を驅 d れつえ ある モロ ー 
氏は先般ホがか じかが^ 々 トリ 


ック僧 テァ ズ氏等 ピ協诚 仲々 
の 勞を佛 つむ 結 あ 遂に 兩 巧の @ 
見 ごならな じ 始めて 從冻 の宗あ 
ホ を 巧さ ': T , て メ キ シ 。 の 海お' 
信ち は义 しぶ 6 じ 信仰の 自 山を 
得た ので 大いに 霄悅 しつ} ある 
が、 今 巧の 協を はモ 。 1 大使の 
盤 力に 化る もの V 一して 大化じ 威 
謝の 怠を を 明す る 者を （、大使 
がみ 嫂と ブンド バ ー グ 大佐の 巧 
婚後急 じ メキシコへ 歸伟 したの 
もこの 雷大な 事件に 觸 係した こ 
ごが おじ 至 h てが 然した、 なほ 
ロ！ マ 法王け 同時 じ デァズ 僧正 
を 重ねて メキシコの 大恼正 じな 
命し タ年 アイリ 力の 務敎 信者を 
^ 騒が I つ-^ あつた 本 閒題も 解 
扶 しじ 譯 である。 


本社 東京 特電 (葉 ぉ哗轉 載；} 

南米 移民に 慰問 隊 

〔甘 五日】 ブラ デグ移 おじ 慰問 裳を 贈呈す るむ めが 本 一巧、 
中が 嘉壽た 等と をは ホ 月 中旬 南米へ お發 する。 

.本年度の 入超 豫 測^ 

【せを 日】 をる 大きな 商事 會 社の 豫測 じがれば 今年度 入超は 
ニ 億と 干 一二な 方圓じ 達せん ミ。 

が 外ぶ 貸 高 未發表 

〔甘 五日】 お 感堪は ニ 一巧 ホな ホ窥 なじ 威々 を 傅へ られつぇ あ 
るな か 化 貸 鳥を 發 ましない。 ■ 


橫灌巧 擦の 半休 

t サ 四日】 橫濱 生糸 巿 場は ホ冯 
から ±曜 H ザ 化を 巧 ふこ どじ 
なつた。 

警觀總 監两诺 ザ.； 

〔廿 四日 一巧 お 省 社會扇 長を を 
岡 隆一视 をは 辭 をを 提出せ る 
宮巧 光雄を 〔旣 報〕 の 後巧誉 
親 綾監じ 巧を （ね。 

社 民黨意 氣揚々 

【廿 四日 一麻 縣巧 町が 議員 選擧 
じ 於て 社會 は 衆 黨はニ 巧 八十 
五を を 得て 昨 巧 意氣揚 々ねる 
を 國大會 を 開いた。 

郵便 飛行が 成績 

〔甘 四日】) が H からの 郵便 飛 
巧は 巧 お績で 東を 大連間 一二 十 
時間を 要する のみで ある。 

共同 販賣 案絕望 

【甘 四日】 旣 報' モス 9 ン會社 
共 岡赃資 案は 日本 毛織の 不參 
加に 依ら 絕堪と ub モス リン 
相 填の 前途 暗 濃と なる。 

巧務 省の 初會議 

尸 甘 I 二日】 が務 省は を 殖民 化 長 
宫を巧 集し と 巧 中 巧 頃 外治會 
議 を能腥 ずるを じ巧定 した？ 

各 府縣豫 算增加 

【甘 一二 日〕 昭か四 年度を 府縣豫 
算は四 億 八 千万 圓じ 達し 前年 
度 ょら 笠を ミ 厘の 增扣 である 

廟ヶ 嶽爆發 損害 

〔甘 一二 日】 化 海道 駒グ嶽 の爆發 
■じぶつて おが、 野原 等-巧 一二 
千 四百 町步 ご 旧 畑 千 一二 百 四十 
ニ 町 ホ ごを 破滅せ しめた。 

金 錢信巧 大增加 

〔甘 一 二日】 を 解禁に 依る 不安 か 
らを錢 信 托が變 態 的 じ 飛躍的 
增 加を なし 其總額 十一 億 千 四 
岛巧圆 じ 上ち 一年 巧に ニ 億と 
千 六 百万 圓巧 加した。 


ニ 電力 合併 巧 渉 

t 廿 一 二日】 大同 窜ヵ ご H 本 電力 
ごのを 巧を 渉 じ 東京 發電も 割 
をみ 福 澤桃か 巧 之が 促進 連動 
を やつて ゐ る。 

女工 連が 鑛 中毒'. 

〔廿 = 百】 東京 モッ リン 會社女 
エは飽 の 刺身 じ 中毒し 中. 五名 
はま 態で ある。 

瓦斯 增資 は否决 

〔廿 一 二日】 東京 巧會は 東京 亮巧 
の 增賛を 否 巧した が 巧 會の調 
査 委員 會委賣 長 ご 理事 等 もを 
數 派で 濁 占し わ、 中 橋 商 相は 
『堀 切巿 長が 中 請 すれば 東を 
ホの ため 一肌脫 がん』 ご闢議 


戊を ィゲ リスへ す完 たのは、 こ 
の 域 ご お谢を 諸閱ど アィリ 力 ご 
の 戰憤脚 係を おひを ければ、 な 
も*^ V ;.' か航 のを むらこと 0 王 
ッデ 巧を フランスへ 向けた のは 
專 巧外榮 では 自 瞬の 政情に 疎 
いから ごはいつ たが、 かつて ク 
レ マン ソー 翁が、 戰 をの でア 
メリ 力へ 怒鳴 6 込んだ いきさつ 
などを へれば、 これ も默 つてう 
な. つける こご だ。 

かう して 巧 （化々 の 事情に 當 
ては めて、 ピブ タリ 寸法のを ふ 
人物を 送る どころ は、 大統領 自 
身、 商務 卿 おで 前垂 掛 ごい ふ譯 
からで もを らう， か柯じ も如才 
がない 0 もつ ごも、 ア j ザ 力で 
わる 國ど 自國 どの 觸 巧が 雷い ど 
見る ご'、 をの 頭へ、 質 業を の 腕 
こきを 大化じ 遣る こごは、 を 度 
の 7! ゲア ー 大統領に 始‘ 主つ ね 
iw では U い。 前 クーブ ッデ大 
統領の 时 にも、 メキシコ》- の關 
巧が か 旧 問題で 面倒 じなる ご、 
モ作 ダン 巧會 から ドワィト •モ 
ロ！ 巧を 引拔 いて 遣つ たこ £ が 
をる。 アメリヵの 外を 機 熙速あ 
の 振を は 大概 こんな 風 だ。 跑陈 
政策を 實業 本を で ゆ < ど いふ 旗 
巧 じふ さはし いやろ ホ だ。 

ごころ が、 巧國 では、 かさね 
のか 巧 上の 失態に 搔 もて、 
磬巧巧 外交 家を み 巧 じしろ ピの 
壁訴 露が ぁる さう だ、 なるほど 
失態は かず--^ ぁる。 けれど、 
をれ 等は をく は 技巧のへ マで、 
これが ためじ 外を 磯顯選 叙の 方 
針まで 變 へな {ては ならな： W ほ 
での もの ども 思へ ない。 大 時化 
じょろ ひかぶ ごのみ 巧 も 西る が 
今時を、 小僧 化 立の 外を 尾 巧み 
も、 ヘンなら のでは ないか。 フ 
1 ゲ T 1 大統 巧の ユブデ 氏 起用 
なで {は、 まるで 氣 組が 逆 じ。 
これ も 詰まらは、 巧國 で、 一れ 欧 
部 じ 殿の 上の たんこぶ がを つて 
無機 餐の 物が をれ へた まつ ス法 
律の 文句 や 因襲 づ （めで、 ふ （ 
れ上 るからで はない か。 

アメリヵは フ ー ゲ T —大統領 
じな つて wb わけ 東洋 政策 じ 身 
を 入れる 0 ヒ リツ ピン 德 皆ス于 
ム ソン 巧を 凰務 長を にしれ の も 
をれ ゆる だ、 ミい ふが、 たよい 
よ 東洋 政策を 實業 本位で キ_ ビキ 


で 云つ た。 


隨筆 


專 門外を 屋 

安 蓮 

日本では 、政府に 德の 人を 擧 
げ なければ ならぬ どの 聲 が、 か 
なら 高く、 を々 から 聞 わるが、 

ア メタ 力では、 ブ —ゲア ー 藏大 

統領が、 事務 じ 遮 能め ± を 巧 ひ 
る ごで、 一般 じ 人氣が 上々 の や 
うだ。 日本では これまで、 どん 
な クス ヵ^が 政府 じ 立つ たれば 
をん な 要 ホが、 •下々 じ 起る のか 
ご、 け ぐんが る もの もを らう。 
肩身の す ぼむ やうな 氣持 もずる 
をの ブ！ ダグ] 氏が 就任 お ホ 
實業 家の パリ—- を 目 ぼしい 画 
へ 大使 じ やる ごて、 眼を みはつ 
てゐる ものが ある 0 なるほど、 
ィぞ リスへは、 ド！ ズ 案で 名 鳥 
い 前 副 統領 ド— ズ 氏を 遣る し、 

フランスへは、 クオ 八タ 1 •エ 
ブデ 氏を 遣る こご じした。 でも 
らも レキ ど した 實業 經歷 をで、 
をれ が 今 アメリカ じ 最も 關係深 
い ニ大國 へず わるの だ。 ド！ ズ 


ビ やる こ V 一 だら ぅ。 早 {もま 那 
を ± の 鐵湛か アメリカ まになる 
定の增 さへ ある 日本は をの 7 キ 
から 專巧 外を で、 因襲 や 傑禮や 
文書の 字句 やし 七く ぶい 法律 論 
やで 巧く か。 I 


ニュ —ヨ！ ウを巧 


> 東 郁 にもで し*"-^ ご 日系 ァ 
メブ 々巧 民の 優秀な のが 世の中 
じ 出る やぅに なつむ、 力 州 あた 
ちご 罔 圍が違 ふので、 成 鑄の い 
いこ ごは 柯 ょらのを i -、 而 かし 
それだけ じ 誘惑 も 多い。 

令スぺ 1 キン、 ィタ プ* — を わ 
もから アメブ 力の 關^ミ J げ じ 


我 俊す る やぅな 聲 々疆 
相手は 再療を 者ので' 

やない か、 惡 ロを 化け 
く ホが 得策 だ。 

♦スバ ニ；： V ユの太 西 巧 橫斷孤 
巧 家が 唆を した、 太平 
だけは 戟 だけ 聞 b てを 一 
いから、 先づ慶 落が なでを だけ 
は 巧から しい。 一 


なて ホる 
々樣ゎ 

る だけ か 


泮の橫 離 
ダ 見せむ 
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米 人 旅客の 落す わ 金が 

貸 附支拂 より 優ろ 

昨が がに がろ アメリカの 闕際收 
支な：！： めつきり がした 對外 投資 


アメリカ がが 巧 S を おする 所 
じょれば 千 化が 化 八 年 巧 じ 於る 
アメリカの 困 巧な 悄總额 は ニな 
二十な 巧に し t 、 をの 中 

五十 億 5 ァメリヵの ぉ 

み 物な 贩贊 であるが、 これず の 
I お出を 始め ごして 個ん の 贷贿の 
I お拂 ひ、 牌昭公 償の 決濟を 始め 
I どして アメリカ 旅を の支拂 等の 
J がを 針 上 すれば 差 引 アメリカ 
I の 磁出お 過は 一昨年の 五な 八 千 
I 八な 力 弗は と 糖 一二 千 巧 巧と なつ 
i て おる、 この 巧吿 じて 最も 注目 
一 じがす るのは アメリカの 旅客が 
I なみじ 落す 金額の 数 巧した こご 
や、 を 塊の 餘 出、 ア メリ々 の數 
外 投資 利 廻 6 や、 個人 貸 附の海 
: か 惜出等 じして 昨年度 アメ 9 力 
旅を がおかで 邀 がした をは 質 じ 
五 借 ホの 巨额じ 速し、 アメリカ 
あがが おが 贷附 のず お 勘を じ ニ 
倍 半し つ/^ あるの み U ら ず、 今一 
後と て も 

堆 かの 傾向を 示しつ i を 

る こど じて、 巧 人が アメリカ じ 
ま挪 ふべき 贸易 上の バランスは 
十 I 憾 九な 巧 弗、 民間 贷附 ぶび 
が 外 預金の 利 拂高八 借 八 千 二な 
'巧 巧、 戰時貸 附支拂 ニ 億 一千 巧 
巧、 その他 六 千と なガ 弗で な 射 
二十 ニ 憾六千 八 巧 力 弗で あ&か 
これ じ 街す るア メリ々 の おか 支 
沸 勘定を 見る じ斟 外が 貨附が 九 
あ 六 千 ニな 巧 弗、 旅を ま拂 五倍 
: ニ 千 五が 巧 ホ、 外に 投資み ぶび 
預を 巧拂高 S 憶 お千义 百万 巧、 

移 投の鄉 お 送を 其 他 ニ お 四千 白 
巧 弗、 W 陋お船 じ おする 運 巧ち 
拂八千 四バ巧 巧、 アメリカ 政府 
のが か支挪 五平と 万 弗 じて 總 
, r ロニ 十二 お ニ 千 八が 巧 巧で、 こ 
のを 引兒巧 中には 巧ほタ ホの 誤 
- ち がわる ど 見られて 居る が 

乳を 1¢ はこれ をの 機 過に 
巧て 『調を' の 結果に よる ど お愼 
拐 どしての アメリカ のな 巧 U 化 


人が 想像ず る 巧みち 額 じ 連して 
ゐ ない、 即ら戰 時 貨附を 勘を か 
ら除 <^ら ピァ メリ かの 償權は 
約 九十な 巧の 程度 じるべく、 化 
おを 融の中 必化じ 化した ニユ 
ョ ，1 クの おおは 事 實 短期 もの じ 
がて は 約 十六 お 一二 千 八な 巧弗枯 
の 憤務を 背な ふじ 反し、 か 固の 
アメリカ にがる 長期 投資 高は 四 
十億 弗 じ 速して ゐ るので ある 
を 化 ドキッ の赔惯 おや 戦時 貸 做 
けの 屑 巧 じ 就て 柿々 ご論谦 され 
て 居る が、 アメリカが この間 題 
を械 めて 不言 狸 じ解释 しつ i あ 
る こごは、 昨年度 上 半季の アメ 
リヵ 出 おぶ は 四 债お千 ニ 巧 方 巧 
.であるが、 をの 

一で に おける 外 憤 引受 商 
は 六 お】 モカ 弗 じ 達し 僅々 六 個 
巧 じがて 克く 十億 弗の 巧 替を嘗 
現した めで ある』 而 して 本年 
'巧 1 H 現 化、 アメリカの 民間 對 
外貨 附 はだの かきもの である 
〔單 位な 万 弗、 戰時貸 附 ぶび 短 
期 貸附を 除く〕 

ラブン •アメリカ 諸 邦 
■四 •六 お ニよ b 五 •冗 五 ニ 

3 — り ッバ 諸が 

ごてと 0 九 よら 四 • I ニ 0 化 

カナダ •ニユ フアン ドラン ド 

ご 一 • 0 九 0 よら S •云 九 0 

ァ シア、 潔洲 をの 他を 齒 

I • 1 0 四 よら 一 • HO 四 

を 計 

11 T お 五 五 一四* 五 五 五 
こむ 等 お 外貸附 のぅ も 八十 億 巧 
はを 憤 じして 昨を 度 じがけ る 長 
期貸附 の 利得は お八 億 千と が 巧 
弗に 速す ベ （、昨年 巧の 

ゎ 巧は 一二 億 化 千な 八十 
セで ニす 弗に して 千 九',：: 十 化 年 
の 記錄に 媛る こ £ 1 億 弗、 これ 
等のを 輸出は 爲替 よりも 寧ろ 物 
おを 基礎 どし 時に フラン K 怨む 
のかき 中 おお 巧 お. 準備資金を か 
恶 ごした ぶ果 である。 


民政 黨 V 」 射 政々 策 

金輸 解禁は 時期 尙早說 を 固執 

まち 特を 二十四日 發 = K 政 撰では 巧 下 叫' がの 不 をに 鑑 A 截 
溢を のて K め黨自 みの 則が々 巧を 廣 （天下 じな i 言す る こご； な 
b 円 下 か 策飄逛 をり を じがて 愼 をに 協 能 中で ホる。 


じ 今 H 巧 化 窓が 內閣を 組 綿 すれ 
ば， 四 年 巧豫算 はを の it ち 巧 
する こ £ はお 來ぬ 、郎も 直 もじ 
わが 政 整理を 斷 巧して をを のを 
憤を 巧 額を 

度に 縮少 せねば なら S 
例へ ば 数 道を 償 八 千で 町は 駐ら 
に 四、 五 千万 圓じ 縮々 する、 盏 
潜、 朗鮮 等の 特別を 計 じ わいて 
もこれ じを やる、 义-般 會計じ 
わいても 震災 善後を 憤 中 化釋を 
馈は一 财源じ 直し、 を 憤は ホ 都 
化巧楚 だけに ルめ る、 これは 民 
政黨 のを 憤 政策 どして 旣 に-輿 明 
して ある こご だが、 ず H これを 
駐 もじ實 わし、 これが じめ じ 生 
する 財政 不 巧は】 抽巧政 整理に 
ょ b 政 装 節約 じて 補 ふ、 まづを 
の 政策 じょって 

を僖お 偕を 維持し、 巧替 
の 回な を 瞬ら、 がが の 安を を圈 
つて 後 はじめてを 解禁を 巧 ひ 得 

ものである、 今 H は絶對 じを 
解禁 斷 巧の 時期で ない。 


が 巧 所 巧、 坟政黨 の 財政々 ぶ 
寬言 じがて は乂網 化の 如きら の 
であらぅ ごる はれて 居る 0 

刻下 のがみ 不 をを 如时じ 
すべき かの 閒 越は & が-しど b て 
焦 旧の 閒越 である、 いやし り 
則 政の 均 じある ものは ネ化も U 
を の ぉ巧 を雜兜《 ベ き 時 ：： 陪@ 
してが る、 しかる-! 劇 ホの 剩を 
をは おんど 化 ひつく され、 W 年 
‘ が- 豫算ゴ H 谭胳现 さむざる こご 
、ご。 ら、 をの ま 1 施 巧され て 
巧く のは か t ：* いご U れピ 、しか 
も對 外信 巧が 化餐搞 つて おる 化 
.同ぶ ごして はお 策の 化. . T やうが 


わるまい、 挪 t , 巧が の 化 腿は 今 
円の 政 巧が やつて 居る ご どき、 
ホ 年度な 算 5 鑑 がんか， こか 將ホ 
のを 化龄 巧 力 針を あへ て おる ど 
きでは ない、 今リ化 前の 

をを へる 時で あろ、 
今 M の 則が の 救 餅は 化づを 憤が 
がの 安を ぶを 潍 中る こぶを H 標 
VJ おねば ならの、 今 民政 媒が內 
赃を お 純し むたら に、 大体み の 
やぅ G みかを こる で わらぅ が、 
化内閒 S ホで じ、 これは 斷 じて 
出 ホ ••ない のみい* .，つず、 斟外 借用 
をた へる 视内峭 でけ をの 目的を 
巧{るこご：^,的雜でぁる、 股ら 


解禁 準備に 

公債 計 劃 

政府 新政 策牆議 

政府では み顆 なを 後 じ ホる ベ 
き 新政 巧め 樹立、 巧 年度の 豫综 
編成なら びじを 解禁の 準備 ごし 
て も、 この 携合 經濟 な 巧の 確な 
を 計る こどが もつ ども 必架 であ 
る ごの 意な が 巧 はれて 居る が、 
このため じは を 債の 整理 じ關す 
る 化本欧 策を をめ る こ ごか 

肝腎 で わる どい ふこ ごじ 
なら 目下 經濟 審議 食*— わいて、 
協缩 せられて 居る を 償 整理に 關 
する 具体案を ぶ 礎 どして 政 巧の 
態度を 决ぶ する 事に なって 經濟 
審證 食副會 長の 中 橋 商 相、 山 本 
鹰 相の 兩戊 d 撰が 宫 邸じ會 をし 
潑 いて 小川 鐵相 もこれ じ參 加し 
て 補々 掛 策を 講じね、 しかして 
中 橋、 山本兩 化の な見玄 しては 
おく ホを すべき 經濟游 講會の 答 
申 案 をら つて、 なる ベ （政府の 
實巧 案と する こご、 現が の媒儀 

襄は 光利 別の 巧 還 A を じよっ 
て、 巧 年度 現が 瞬 償總额 S でか 
のが 十六を く b 入れ、 今後と 十 
年のを 年 巧を 要する ものである 
が、 このが 豁を變 おしで 總額お 
十八 撼の 

を 3^ を 一二 十が 間に 憤 還す 
る ためお 利 償還の ホ 法 じよ 6 毎 
が 一ぶ を额を 均等に く b いれる 
こご」 する こど じを 見 一致し、 
をの かき 則 藍の 確立 じよ b 、 あ 
がごして はを 馈輕 巧に 關 ずる 新 
討 被を 政府の 新政 策 どして おげ 
る こど、 このを 憤整观 の 確立を 
もっ てを がが の 準 赃巧爲 どず る 
こご じ お 見 一致した、 だ 5- これ 
が 宵 巧じ當 っては、 現が 多額 じ 
k る錢 道を 巧を 如何 じ虔 みする 
かじっい ては 巧け h か诏闲 難む 
閒跑か 横た はって おる ので、 こ 
の おにっ いては 小川 锁 化の 手許 
にわぃて 右 密廉巧 おの 

じ H じもィ J づき 今後 十 か 
調を が 兜す る こど i し、 さらに 
厢 化を 诞 のが 源 細 係— ら影嚮 ： を 
およぼす こど；^々 C じいので、 


この 点 もさら じ 十み 愼垂じ 研究 
する 事 じかした。 


外國 筋から 

短資 貸增加 

フランスが 第-泣 

別項 巧が、 ァメリカ 荫務 省の 
年期 報吿 によい ば 外 威 筋の ァメ 
タカ ホ 瘍じ對 する 頗贊巧 加の 跡 
著る しき もみを るか、 ジャ！ ナ 

作 •ォブ •コンマ ー ス紙 欣祗に 

化る と、 を 利 躁騰の 結果、 近 巧. 
外廣鄉 よら ニユ —3] ク • ユー 
八が 柴じ 注ぎ 达 まれる 資 をち 額 
じ 上 6 現 化 十億 ド^を 遙 かに 突 
破して 居る、 が務 あの 發表 にあ 
れば 昨年 ホ じ わける： S ：： 國 資金の 
n ! ^ 巧 場 投資 额は 僅か ニ 億 八 
巧 方 ド^ じ 過ぎな かつた ので、 
右の 巧 加は 著る し'、 間 題 どなつ 
て 居る、 がら ばが の 國がも C - ど 
も タ额に 注ぎ込んで 居る かとい 
ふじ、 ある 热れ 家は 

佛國 が 簾 一位を 占めて 居 

VJ 云 ふ、 しかし n — ^ ボ 埃で 
は カナダの 方が 重要視 されて 居 

々ナダ お 巧の 右 貸 出額は 約 
四 億 ドグじ ± る模 横で、 最化カ 
ナダ 爲替が 軟調を 呈 しを 輸出 点 
を 著る しく 下 固つ て 居る みは こ 
れが ためで ある、 フランスの コ 
1 术 あおが じつぃて は 何等を 巧 
發羡 がない が、 ニ ユ—ョ I ク銀 
行間のぅ わさでは フランス 銀行 
が 卒先して 多額に 貨し 出して ゐ 
る模樣 である、 フランスは 世界 
ま要國 中、 もつ ども 低率のを 巧 
(を定 御引步 合は 一二を 半) を 維持 
して & る、 が も フランス 銀朽が 
約 十二 億 ド 八を おか じちし、 こ 
め內寒 額が コ ホ 虔じ貨 しだ 
して あるら しい、 义 フランスは 
間 銀 巧の 貸し だし もタ額 r 上ら 
フランス 銀 巧 及び 调题は 間 銀 巧 
がニユ ー ョ t クの n i グ巧 篤に 
わいて 貸し だし わ 額は を 計 一二 億 
ド V じ 上る ともい はれ お 億ド术 
どもい はれて ゐる 、また 

英國 わよ び ド キッ諸 銀 巧 
の 貸し だした 额もタ 瓶に 上つ て 
居る、 特に ド キッ赔 償 問題の 不 

を から；！^ 國 よら ニユ ！ ョ ，クへ 

逃避し じ資 'をが す < な< ない、 
最近 ァメリカ へのを 流入が ぞ额 
じ 上つ てゐ るが この ホ 因は ニユ 
—ョ 1. クのコ ー 八 巧 場へ 流れ 达 
む W 國賛 をの 移動の ためで ある 
ごい はれて ゐる 、然しながらが 
喊筋が コ— ^^巧場じ居额の投資 
を 巧つ てむ とどて、 をの 結 巧 直 
もに をれ だけのを 流入 どは なら 
ない、 をい は ニユ！ 3 — ク諸銀 
巧へ 預けて わるを わる ひけ 引を 
ず あ乂は 政府 憤 巧へ 投資され て 
あつじをから コ ー グル 力へ 轉じ 
ね ものが 宜额に 上つ てゐ るから 
でかる 0 

砂糖 關稅案 討議 

ァメ 9 力 ± 院の娜 おを 貸を は 
愈々 今週よ b が 晚側稅 案の 討 爺 
じ 移つ た •か、 この間 題は 巧龙あ 
ど 農 楽 派の お 面 街 おを 巧ず べき 
唯一の 闽闡 どして をの 成 巧は 頗 
4 注目に 姐す ベ < 兩 をのを 協 巧 
巧は 邮 全關稅 おの 速 命を 巧す 
るで わらう と 觀られ てがる。 
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3 晒廳 

鼻 お 整調、 顔の 疵脱ま 
臂 無痛 治療 i 
が：：！ 午前 ヤ 一時 L 1 時 
午を 五 時— で 時 
日隨 午前て 時 Jr 時 

サ 一二 年の 經驗ん り 
= 治療 化 普通が 


日本 唾髮館 I 。 

西 四十！ ニ 了 目 田 番地 ニな M ま 号 
兰階 系々 を じぶ _ し). 


郡 


SI 裡髮巧 避 

同經聲 と年陆 日本人 諸 若 髮 

の經驗 あゎ。 ジェス •バア バア 

西 六十 お 了 目 三 一 雲 

觀鱗魚 か 一 

日本人 麻き のを 魚澤か 取^' 一 揃' へ 
巧が 廉 潰で 太魅强 致しま^ 

サゲオ ナ魚旧 

呈 £ 置 1 A F 星 吉 D SSTER 童ち T . 
薑 Wes 二 1 st ぎ e 己 Corner Am 己 e 量 JWe . 
Te ~. 呈昌 bus 9 夏 一 
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成功の 秘謙 I 

米國式 英語を をず 事 
は 成功の 第一 藥 です 
本校には 日本* を授 
じ 慣れたを 巧 協. 入 お 


.1 

邮 S 


師 あら 懇切 じ A 
信 文 社を 語を が 
ます。 H 猪 遇 ロ 
午前 化 時よ 6 た 
時よ モ朗煤 I i 
スンと 十五 化. っ 
今 y おも じ ホめ 


お 法 
摄し 
共 じ 
後 十 

レブ 

.n> 

あれ 


G t 3- 
NSW 

fbl t 

£ 機 

A H 帥 

D 4^ 


舞踏 側 1 敎巧 


•社 あ ダン 


.を 情み か A 



朝十时 。，巧 + 

シャリフ •ダ 

ン グ細秘 をが 
h 衫 
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了 等 
裂 切 

一時 

ンシ 

卒藥 


コりン ビヤ 太學 -一 

H 本人 學友據 貪- 

Th こ a ち ミち 巧 udenfs and SU 罩 
of 呈 ibia Uni ミ芸 
615 定 .ニ 置 F New York , N . 一一， 

ぎ 甲 adhurst 29 萬 

「日米 大學 々窓」？^ 巧 

Tilda 吾 n 男 e Am 马 ii =niv8rs ぞ oul,ferly 


♦を 籍 ♦お 誌 ♦巧爾 
が覺 室を 韶 

執 巧 午が 九 時 ょら 午を お 時を 

紐 育 U 本人 會 


プロ— 一 

電 f 

語サー 


クグ 


ゴィ 一とぶ 五 
00 と 0 
00 と- 



Wing Hhig 

お flO が way, H.Y.ir か 
Te し Uuiv が s か 巧 お 


Qty Ha!l Tea Garden 

170 Nasum St. City 
N«xt to the Tribune Bldg 
し oo Li れ Msinager 


KINGYO & PET SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDF 巧扫 & MRDS 
〇 

動 其 力を 
物^ > ナ 種 

一 烏リ金 
切 k ャ魚 


IKUINE 

Hotel & Restaurant 

3 巧 W. 1 拙し S し New む rk 
T んむ huyier 巧 な〜 -^ 
む bte Addre な IK 山が 



巧 六 お 
ご 宮了巧 十四 
两目 T 五十 四 


し 011 ege Inn 

31 卵 お aadw 巧 
Bef, 123 ril & 124 姑 な S. 
Tel. Marni 邮 sitie 74 巧 


至宮 
す 午 
前が 

島 ± 

半時 

開 

巧 


11 

集 

雅 

園 


10 
マ お 

4 る 
寿 主 
巧 巧 
をに 
をは 
ヘン 
がユ 



Kawasoye Hotel 
'138 W けり 23 r パ tr»l 
むしむ the か al 9910 


御 

旅 

館 


河 


添 




TAIYO 

け 8 W な！ 巧 化 お . 
わ !. Trafai 腳邮が 


^ 巧 
! 太理 


呂 

を 


お 仕 

じ！ 《 

下が 

宿し 


陽 


i 


TOYO KWAN 

41 E. 19 th St. 

Bst. 6 ^# 巧 & 4 化 わも 
Tel. Algonquin 8788 


憲等 

御^ 御 
料 東 旅 


舘 



oWIyaKo* 

340 W . 閱比 St. 

1 elephone: 
Columbus 8882 


( 曝 日 • 水) 司壽わ 


DARUMA 

11 が - が h A 化 
Te!. わな nt 巧 58 


IUTA 6 刪郎 0 ，§ 

の 4 E ： • が 比 : St. 

New York City 

Tel. Wickersham 9344 
9345 9346 9347 


TheMyoCo. 

14 日 W. 65 化 化 
Nw む r ) (む ty 
Te し TraWgar S 巧 9 


S.KUWAYAMAGO. 

1 14 E. 59 出 St. 
New York City 

巧 tme. 化 ! un わが g 目 gj 


LOTUS ROYAL 

CHOPSU け 化な WRilflT 
12 - け 神 . 1 けな ST. 

巧し University 5448 


庵 桂 米 日 



巧 ち 魚 巧 


t 埋 
さ 

m 

44 W. 46 th Si ： 
Tel. Longacre 6411 


號八 十六 さち 千 一 第 


@ かを 巧な] 说 ながで 瓣 放を 巧 


【日曜 水 


H 六 廿月六 年 四和昭 


ホ輿樓 

晚揃 ひの 巧 理乂數 名 
が 日本人 諸君の 嗜巧 
じ 通す る 巧 理を差 上 
ます。 朝 云 時を 開 巧 
(な サお T 目 サブ 
浮 革 巧の 下) 


が廳 茶園 

司 巧 人な を 
出 截のホ じは をな 
の裤巧 剌じ備 へが 
閒會 席の 御用 じが 
中べ くち お 巧キ相 
す 變わ贺 立 顔 巧な 
巧 上 御 案 內申上 お 


ザ 上 金魚 巧 

ニ 96 巧 丢 iive._f ^ rkc さ. 
さ 0 ミ S ニ だ 巧 


制 魚 並に 觀旅舘 

集 稻を巧 

な 巧ボ巧 八十 八 T 目 一二 ニー 一 
«巧 K 々イブ— と 八 ニニ 


ず兰」 燒 

おじ 御 料理 



巧 巧 掠 お 中 >む、 総領 寧が、 U ぶ 
巧 船 其 他 度け 大爵 おおき 楽 巧 

を 渡*"^ け ホ テが. 

巧 日本を (特別 跑ホ b ) 

お 一巧み お 宫動单 御 巧迎申 上が 
巧 ニ California St こ San Francises calif. 


レャ トル 巿 

NP 旅舘 

3 累 ，を h Av?wp 扣 eattl タ W 2 h- 

陰 車 巧が 通 東へ ニ 了 左側 ホ階逮 
H 本 巧 船 切 巧な 巧 波 ロ 場 送迎 

ロス アン •セ ルス 

オリンピック 

ホテル 

ニ ？ N San P 星 ro 芭こ Los A 這 les- Ga 一 - 


ん 

R S 
As 
F 1 

I 基 ： S 

G 师が 

Z 2 tn 
1 州 

A 帖誦 

H 齡 

N 

誌 
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•支那 料理 

新 巧 巧 

本 樓巧理 人 歐廉が 
腕前を 揮つ て 日本人 
諸君の 嗜 なじ 適する 
巧 理を差 上げます の 
で 第と 街の 巧 二十 六 

T 目の チヤ プ マィ- 

る へば 直ぐ 日本人 諸 
君 じは 巧る 程 巧 評を 
博して 屠ます 0 
巧ホ緊 々御 ホ ホの 程 
ホ 上ます。 

尘 、日 おは 設巧 、ン 
クマィ、 春掩が あ-*' 
まず ゥ 


錫の 蒲愧 わい しい 郷烧 

會賺御 料理 

叢 食は ホ廣へ 

叮 跨が おを 巧大 f 


紐 育 惟一の 日本ち 貨店 

巧 桐 兄弟 商會 

スマ ドレ • プ P ダク ブー 手 販資元 


自 本を 巧 品 
日本 雑货巧 
書な 巧 g 誌 


巧タ九 時を 巧柔 

メ 1 グ アドレス 〔年 一 ♦'一 

東京 巧會 


ランク 預 b ます 


煎 餅 卸、 小賣 
岳 腐 油 摸 
日本 食料品 一切 

wumr ち 巧 Rine 广 alca 广 0 • 

養 i Ave._ 
lei.PlaU 呈 8 

檢 ル ー ミン グ 

夏3 ^ で把 5害 資星 New York 
ジ 一ち！！ 呈 e Re 巧 nt W 187 

木 旧 ル — ング 

100 ご ！' d JUe. 呈 .置 & 呈 h Streets 
妄言 ne す 置 8 呈 


巧 国閑靜 
室 巧淸潔 

邦人 クラブ 自を亭 

58 S ミ を Si. ず宮妄 タ N. Y. 
す L Triangle 7475 


▲ 淸 巧， 親切 > 氣樂 ニ 巧 ▼ 

勢 卿 館 

伊 栽 事を 久蹈を 作 

225 E . 凄を Str ま t 

ブ 一 . Regen 二篇 9 


化 巧旅鑛 

館 ま 化 旧ネセ 
2 言で st 妄 h street, ぎ宴懸 己 だ 51 


一方 旅館 改め 

帝國 旅饒觀 

1 会 去 . 霉 h S ニ ew S 
TeL S 這 岩 hai 苦ち 


織 育 旅館？*— 

東 醒十了 目 ニ 巧 二番 

T&I. Ca 一至 ミ ia 6374 


ポヌ トン ホ 

富 ± 旅 舘大浦 ホ 松 

‘ 145 至 — sier 資’ Boston 里 男 产 
ぎ B . B •さ？ 5 


費府 御旅館 
桑山淸 五郎 

を 8 ジ uih 害 Si さ 量 etphia pa. 
ぎ Wa 一呂 ニ 231 


日本 食料品 類ぶ び 雜貨類 卸^ 賣 
味 之 素 大賣挪 桑 山鹿會 
新刊書 籍雜誌 小間物 自用 品み 種 






th 9 

s w 
お u 
s :0 


nuj •む# が 

a w L 

J れ巧 w 


豐油競 gisl 靡 f 白米 
日棄難 食料品 ii 離 i 觀 

巧 田 巧 巧が ホる お 東が 一手 贸搁巧 

曰 本 食料品商 會 


大勉强 

特を デン ナ； 
泮式 ホ 十 仙 
支那 ま セ 十 仙 
宴魯 

洋 ま革111他0上 
支が ま！ を 0 上 

S 聖 円蓮閣 

参シュ クマイ 春 捲 

優 頭、 ± 、日曜 
•宴會 用 別間 新設 


巧 話 ブライアント 

な 室ぶ 八 為ぶ 八 蓋 

が寸重 譯 

が 脊お西 四十 巧 了 目 

ニニ— 二八を (二階) 
ミ AN 篇三青 EMP 吉里 S 
1 ニ； ご 8 W ち t 44 th 資 .， N . Y . G . 
ジ三 3 晝ま 75 


子供 r 振り捨て、 

支那 人ご馳 落しむ 女 

モット— 街に 同棲の 小 池 まさ子 

無斷 養子の 取戾 訴訟 出づ 


I ニコラ 等 S 共に、 將ホ中 川 S 名 

| がピッグ《 リ 1 グに現：！：！れる。 

I が 巧る てあら '. つ ごおんで 居る。 


ロ 本 蹄 人が フキ リツ ピン 人 や 
支那 人ど馳 をお婚 をした 等 ごい 
ふ樂 が ‘ レ、 化哇 ぁだ b ではを b 
珍ら しい こごでは G い • か、 掃 巧 
じ 至ら 

當地 でも n 本 M 人； i 邦人 
の ホ VJ 子 化を 振 拾て、 た 恥 人と 
馳 をし 目下 モット ー 巧に！？ 楼し 
て 居る VJ いふを らしい 事が が お 
つれ、 げ朝發 巧の デ ー リ！ •ニ 
ュ ー ズ紙じ 於れば ま 人を は 巧 S 
百 一二 十を 四十 S 了 目に 化む 小 池 
榮作 (？) ど ゆぶ り 本人で 妻で ぁ 
る マサで との 間に お ( サカ ユ ？) 
ご 呼ぶ、 巧の よま でんる 仲で あ 
るが、 家貨の あしに もど 化つ て 
下宿 ク しじのは、 ジョ ー •ゴン 
ダと 呼ぶ 支那 人で あつ わ、 この 
ジョ ー はまつ て應 おぶち も 巧 巧 
けの しじ 支耶 人で 小 池ら な，、 信 
用し 妻の マチ子ら 好いて 巧た の 
で 、 i 

四は 珍ら しいり 支 親善 
の實を 巧げ て 居た ので あるが、 
ジョ ー が衔 つてから 約 一 側 巧 も 
經クたど思 ^^ れる頃、 小池が歸 
を卞る £ 滚內 はしん ごして 人彭 
もない ので、 不審に おつて な 室 
じ 赴く V 一 圈らや も マチ子が 遞 I 
た】 通の 手が ^ 發駐 された、 を 
の 手 巧 ごは 

致 後の ず 紙を 貴 力に 差 上げ ま 
す、 お 逢が 結が H ホの 化 巧は 
おじ 不幸な もので あ むました 
おは 磁 ふこの ホ活じ 飽き ''--- 
しました ^ ら、 化は-人で 何 


處 かへ 巧き ょす、 勿論 これは 
な 一人の あへ であ b ますから 

居所 を挥す やうな こどは 
無用で ず、 おし 貴方が なをを 
して 居 もなら ぶ、 どうぞ この 
儘 じして 置いで 下さい、 巧 W 
じを わて 中 上げます が、 巧を 
ジ 31 の 傍 じ 巧く やう；： 6、 巧 
隙は 比して 下さい、 左 巧なら 
をして マサ子を でう どなれて 
下さい ； 

这ぁ b 、 妻の マホ、 子供のを は 
ジ ョ | ど共にを，51隠したのであ 
つた、 を 作は 化 眼 じな つて 支那 
巧邊 b をを してを いた 操 句、 遂 
じジ 3 — ど マサ子は モット ー 街 
六十 六番 じ問棱 して 居 4 のみな 
ら ず、 可 巧い、 

ず 供 はモ ブト！ が 十 一番 
のま那人楠人を^:^る者か養ずと 
L て 居る こと .^ 巧然 L たので i 
奥 作は 遂に 養す 取 巧し の 訴認を 

提 超しぶ ドブ - — ド • ホ キッ子 ] 

力 t 廷で燕 理の枯 お 巧 人 まもな 
喚され を悚上 正式に 養子の 手績 
をとつて居；？いど いふ理由です 
化け 榮巧 のず じ 巧され 榮化ど マ 
サの 難媽も 許可され を 摸な であ 
る、 両人は 千 化な 十龙年 じが 畦 
ホ ノ < 作で 結婚し 千 九な 二十 五 
年 巧が わら 當 地に 巧れ らし <、 

ジ 3! は 或 ひは 巧 人に 一一 も わ 馴染 
である 繁八巧 ご 凹 十八て 目邊ら 
め 支那 人 料理 & を 共 岡で 經營し 
つ、 あつむ 巧では ないか ども 云 
はれて 居る。 


チ や リー中 川の 遺兒が 

將 來は大 リ—グ 選手の 卵 

運動 記者 リ ー ブが巧 紙を つける 


當 化で 發 巧ず る 夕刊 ボ ストが 
の フレッド • リ ー ブ を W 云へ ば 
ァメ？ 力の 速 動 記を では 元ち 格 
のを 記者で、 ホ 素から 總 頒事舘 
の水關 おど 忡が巧 < 柿 々ご 

日本 のがが のこ どじ 就て 
も 意見を を おして 時々 紙上 じこ 
れ をを おして 居る が、 氏は 過日 
の 紙上で 『將來 ァメリヵの 大リ 
I グじ 出て ホる 日本人の 大逃キ 
は：：！ 本からで なく、 タを ゥェス 
ナエ スタ ー から お 現す るで あら 
ぅ』 ご 留 頭し、 化 年まで 下 巧で 
な 員 下がを して 居た 故 中 化 チヤ 
1 リ！ の 遇 班 あるを き チヤ 1 
ブ ー • 中 川の こ £ を 紹介して 居 
る、 をれ にめ る ご 中 川は 3 ン方 
. — ス の。 — スゲ ユ ト中學 校の 
第 一 投手で あ b 同時に ゥユス チ 
エス ク ー 郡 VI グ 切って G あ投 
手で r 彼は U 本ん を 父と し、 ア 
キ八 ランドん を 巧 VJ ずる 泌化兒 
で この 南 人 柿の 


スケット •ボ ー 作 聯盟で も 最高 
の祷 点を 陳 しれ 選ず どして がを 
の 銀盃を 赌ら れゥ！ ズ ダぶ 八ト 
中 學を慶 勝せ しむる じ 典つ て 力 
あらし 運動が である、 彼の コー 

チで ある アンド リユ • ト！ マス 

の 語る 所 じょる ど 中 川め 頭腦は 
頗る 明贩で 頭の 働きが 早く、】 
度敎 へた こどは かして 忘れない 
のみなら 中、 投手 ごして 第一 人 
まで ある 化は、 投手を 勤めない 
場を は遊裝 どして 活躍し、 9 ! 
グ巧 つての 强 打者で、 遇般 ヨン 
力 — スの チ— ムが乂 旧 目に 五 お 
を 入れて 勝敗を 覆した の も實じ 

彼の 本 壁 巧で あつた どの 
こどで をる、 彼は 今や 職業 選手 
どしての 第】 ホに 踏 入らん どし 
て 居る が、 この 外 じ举樹 も：^々 
お 摩で 彼の ま 人達 もこれ じ 大層 
力を入れて 居る が、 兎に角 若き 
中 川が 斯く 肺び て 巧く め も 一に 

づ ^ — チで ある ト^ — マス 寶のわ 蔭 


光 榮に輝 < 

日系 市民 

二人の 男女 學生 

露： し アト ラン ブック 巧から ス 
ペリング* ビ ーじ當 逃しを じを 
乂乂 を-し 第-二等を 将 たが 輝 少年 
の 出 おは 東部に がける H も 人ぶ 
アィリ々 もは のために 大 1, じ 氣 
を 化いた ものであるが、 最あ時 
を 村 じくして 又も 二人の 優秀な 
H 系 ホ K を 出した 
一人は ホフ ィト •プ レ— ンじ 

化む 邦人 述築 がごして が 名な 
松 かが 生 氏の か 媛 マ） ガレ ッ 
ト さんで、 今 巧 岡 化の 學 校を 
媛 等の 成績を 3 て 卒業し ゥエ 

グ乂 レ ^ • カレ^ ~~ チ じ 入學ず 
る こど じ つて 居る が、 マ ー 
ダ レット さんは 本年 ホ莱 生の 
中で も ニ 補の 鼓 商 優等賞を 得 
じ 才媛、 關 地の 新聞紙 も大々 
のじ 寫巧入 b で 報道して 居る 
化の I 人は ず 島贞隆 巧の み 息 e 
目す ベ ホ オン じを るジヨ ー ン • 
手 島々 年で 本年 十 S 歲 、化 三エ 
ジ * — ジ ー 抑からの 凝 學を慎 補 
ニ わと 十二 人の 中の； 人 ミして 
試驗を 受けた 結 おが 均 化 十八 お 
四を の 一を 得て 美 奉じを 格した 
ので もる、 兩 人は 共に H 本人を 
父 さし アメリカ人を 域 VJ する 混 
化を である。 


C - で、 彼 自身 今から 丰が前 じは 
特長 . を莱備 しじ おいち 學 j 學生 スポ ー ツ巧じ 鳴らし わ 巧で 

ある』 云々 ご 述べ、 ヤン キ—ズ 
の ホ キトなず を 姑め ごして 最近 


な 遇 ホで ある、 彼が お ホの 運動 
をで ある ことは 單じ巧 球の み じ 


化ら 中 、. ウ ゴス チェ スタ I 巧 


ヤン キ—ズ じ 入 脚した 若い 投手 


在外 大使 舘 

蔡酒 制實施 

ドー ズ 氏が 先驅者 
今や 海 巧 縮々 問題で 化を 政 時 
中必の 標的 ごな つた 駐巧ァ メリ 
力 大化ド ー ズ 巧は 着任 勿々 他の 
方面で も 大いに 新人 ぶら を發揮 
した、 どい ふめは 化か アメブ 力 
大使館の 禁酒 制實 施で、 化巧猶 
の欽 める 圃じ蛙 化して ゐ るァメ 
リヵ 大を使 館は 招宴 じ 際して は 
たつ ぶら VJ をの 醫のお 酒を ふる 
まつた ものであるが 

ド ー ズ大化 自身は おの 酒 嫌 ひ 
■VJ わ b 、 別じ自 かの 巧き でな 
いものを のませる 必要は ない 
どを ふ立谨 から 今後 ィ •辛 リス 
の 大使 箱では 缓宴じ 隣しても 
コクテ ー グ はを ろか 一切の 酒 
類を 化さない こご じ U つたが 
この ド！ ズ 君が 先顆者 ごな b 多 
をを 世を じ 散 巧して ゐるァ メリ 
々の大 を 使が でも 今後 禁酒を 實 
巧す るだろぅ VI 0 

ジヤ ージー のを 物 

巿長 y 吿發 

不正 收賄 嫌疑で 

こユ ジャジ ー 州の 民 ま 黨の親 
をで タ を ジャ ー ジ ー 市長を 勤め 
て 郁々 醜聞を 傅 へられ 過般の 選 
擧 じぶ おか、 民ま兩 黨が聯 をし 
て 獨立慎 補を 起して 美 拳 じこの 
强 敵を 一観した フランク • へ — 
グ氏 どを へば、 V キョン 邊の H 
本ん 夏場 粟ち が 每年何 やか やど 
稅 をを 取られて ゐる黒 構のまで 
あるが 

逝 般ニュ ジヤジ ー 州を では 過 
去 十 年 じ 直 もへー ダが 年俸 八 


下 巧の 身で 約 四十 巧 弗のを を 
を 巧して ゐ るを のをの 出 所は 
何 所で あるかを 趾閒 する 旨み 
溢 L たる も。 

パ ー グ巧 長は を 巧の 嬰な しごて 
これを 忌避す る じ まらし ねみ、 
協 會は遂 I - 州 法じ訴 へて 间 人を 
まる 月曜日 吿あ したが、 流 おの 
ボ長 もこれ じは 曲ち 入獄す るの 
か 辛 さじ 自己の 身柄を 化 謡して 
-旦 ジヤジ ー ホ じ歸ら 、今を 則 
會 をがずに 戰 ふこぶ {あつた。 


を 糧歡坟 大曾じ 

邦人が 議長 

那須博 ± が 講演 

ホ 乂農學 部 お 巧 那お瞄 が ± は 
かねて シカゴ 乂學で 開かれる 人 
ロを 構を W 閒 趨大會 の 諮 長 ごし 
て 招かれて 居た が、 温般の サイ 
べブア 化で 渡米した、 间乂會 な 
シカゴ 大學 をを 學敎授 ライト 巧 
を 幹事 どし、 每 年-凹 米闕 及び 
を國 S 專 巧の 學 者を 集めて 人口 
食糧、 移民 等の 問題を 硏究 討議 
する 曾を であるが、 今年は 第五 
回の 大會 で、 會 期は 六 巧 十六 目 
から 二十 八日まで、 が 歐專巧 家 
數 t たの 外 じ、 わが 國の 那須博 
± 、巧閣 リバ— プ！ グ大 學敎授 
カ^ — 瓜 •サク ンタ！ 氏 、 伊齒 。 
1 マ 大學敎 授ジユ ー 巧の 一二 人が 
お 席す るは 中で ある。 

のんき 巧 達 

密航で 遊 覽氣み 

ホち S 日朝 漠漠を 出帆した 郵 
船 叙 旧 化で、 年若い イ ，* リス 靑 
年 ゆ ニん づれが a 本から 上海 じ 
送 愚され た、 をの 

.ぶ 円 年は カナダ 生れの ビリ 
! •が ■ * ぶ ン ( ~ 八) ジャック、 
フランク ブ ン (ニ 0) どて 今年 初 
め アメリカの モンタナ 卿で 農 楽 
を をんで 居た が、 思は しくない 
ので ニユ —ヨ！ クじ 巧つ て】 も 
うけし ようどした い、 をれ も當 
が 外れ、 をれ から 國攪を 趣え て 

パナマ 及び 南米 プ エノス •アイ 
レス 巧を が浪 したが、 花の ニユ 
""ヨ^- クカ戀 し^^ 萬 ひ アメリカ 
に密航しやうと て貨物船じ乗ら 
込んだ、 ごころ がを の 船は 一路 
濛洲じ 巧つ ねので 兩 人は 大いに 
驚き、 同船が 香港 じ 入港す る や 
ひを かじ 上陸し バン、 かんづめ 
バタ、 水な どを 化 入れて 再び 

郵船が を 化の 船な じしの 
び 入 b 、 アメリカ じ密 がしよう 
どした、 をして 閒 船が 上海、 神 
戶 じ入灌 する 每じ ちよい-'--- 下 
船して は娠 やかな 巧を 見物して 
のん 氣じ稱 へて ゐ たが、 一日 午 
を S 時 同船が r メ 9 々へ 向け 巧 
化せん ごした 際橫漠 水上 署員 じ 
發 見され た、 兩乂は あ （まで、 
のんきな ホれ つき ご 見えて 『わ I 
れ われの 船室は はせ まくて 粗末 I 
だが、 無賃で 化を 見物が 巧 ホむ 
から 我慢す る』 ご、 うを ぶいて 
ゐる 0 


1 ゲ ィット 梅よ 番地に 化 4 ; ロ 井 
ちの】 人 娘 ダ アィ ォラ 機 一-マッ 
キン ン 一 • ； ' ィ •スク I む ニを 
を どして が學 中で、 ネ 年，} 丄ハ歳 
漆黒。 髮 じすんだ 黒 限 勝 己の 巧 
憐 なをは、 同 - ィ •スク 八で 
ら 評が の类人 だつ たが、 車る 五 
巧 二十 六日 わ ま 建の 家で がされ 
わ 巧會に 出席し やぅ どし で语親 
から 『宮腺 炎を 手術して おらな 
いのに、 パ 1 ア ー で騷 いでは い 
けません』 ごしから か、 姑、 むの 
一筋に プ y /、 して 家を 菊び お 
した ま！ 行衞 不明 ごなら、 お 親 
や闷級 生が 八 ホ じ 手を つ/' して 
搜 すけれ で 所が 巧 明せ ず、 遂に 
シカゴ ホの 奇售 U 1 事が 乂’ して 
其 筋の 活動と なつた が、 おて 評 
巧の 类 A 娘 どて、 惡漢圃 に 誘拐 
された のでは ないか ご增 去を さ 
むて 居る。 


巧 罪の 都 シカゴで 

日本 娘巧衛 不明 

美 （しい 日本 娘の 巧衔 不明 爭 
件 11 犯罪の 都、 シカゴの 化 レ 




卓 — と 巧 話 — 

女の 貞操 料： 

H 本で 價 格て 落 

貞操の 偕 値 蒸を の實枯 が 記 叙 
どなつ て 裁 巧 巧の 法廷 じあら は 
れて 居る、 を 京の 裁が 巧で も I 
昔 前 じは 貞操 じぅ b ん じん. る 損 
害 賠償、 潑 しや 輯 請ホ訴 孰な で 
は ニ 一 ニケ 丹 目 じ 

潍ぐ 一件く らい どち 數 
へ & 巧し かなぐ、 をの 請 連 額は 
大抵 一 万圓转 度で 中 じは ご 巧圓 
を 請 ホした レコ - — ド も ぁ ^ ム た、 
ごころ が最 あこの 碑の 訴 哉を 見 
る ごを の 伸 數は芸 るし （普增 し 
て、 巧 平均 十が を 下ら や、 現じ 
一二 巧 中 十 件、 四ち 十五か^ 昨年 
一巧 巧 ご 芋 余が r 上って 最 るが 
をれ じ衝 する 請ホ惜 格は V 見る 
ど、 一般 經濟 巧の 總 ての が 
グン-—-- 指數を 上げて 居 このに 
反 一 ！ てたん ' 

低下 して ホー 市、 蟲备 では 
實じ 最高 五 千 W 內が でぁ * 一、- ヶ 
チ；： • のじなる VJ 五な 的 か， 一千 扣 
足らずの もの もを る、 こ^が 法 
廷で爭 はれた を、 落 もつ/. 懼裕 
は 請 あ 余 額を る ひは これ： J 近い 
どい ふは、 ほどんで， まれぶ ょく 
巧って 半を、 又は I ニを の j 泣 ひ 
が關の 山で ある、 を こで？ I 化の 
貞操は これを 換價 する 交」 i たな 
らま づ 

平均 ニ 千 五 首 旧 化する 
貞操 偃 値の 相 壌を 巧は せ」 ほで 
增 加した 貞操 訴認の 增加成 M 般 
が じ 法律 知識が 普及し 『 ^ 1 利の 
上 じ 眠つ てゐ る』 まが 目 も めた 
こども あらぅ が、 岡 時 じで： ボの 
活躍す る 現代 生活が 貞操 4 真 操 
とせぬ すさまじい 傾向 -, ii んで 
ゐる こごの 暗示 ごも 觀 らもる、 
皮肉な こごは、 先年 橫 田を 雄 博 
尘が 大審院 長當 時が った. 暫期的 

S 制 例 I 
男子 じ も 貞操の 義一 ？! あら 
—— がさいな まれた 婦人；. ホ 方 
して 化の 不 をなる を 人に 想寒賠 
償 慰し や 巧を 遠盧 なく 請 さ 出 ホ 
る 道を 蘭いた もの i これ'^- 利用 
した 勇 散な 婦人は な 巧 ニニ 人し 
かないと 云 ふ、 これ も婦 -- 11 の貞 
操を の もの i 憤值を 反映す る ~ 
現象では なから うか どい 一 一 れる 


尋れ人 

( を 城縣 ) 大橋武 雄 ( 長 野縣) 歎 
原ず A ( 閒 } 化 伯鎭雄 ~ 魔 島 
縣 ) 中が を ニ ( 岡) 渡る 泰肋 一巧 
京 ホ ) 古 渾武之 巧 ( か 歌 か縣】 
を藤甚 之を ( が 垢縣) 松 下壽么 
を ( 山 ロ 縣療お 猪 S 郎 (熊 
ネ縣 ) 西が 巧 養 ( 鳥 取縣) 鹿 勝 
衞 ( 山 ロ縣 ) 原甚ま ( 愛媛 縣 ) 
横 田常吉 ( か 歌 山 藤) 化 本 ホを 
( 鹿を 島縣 ) 爵上時 愛 ( 愛知 縣 ) 
末 松 ( 長 崎縣 ) 池 旧 內藏ち (熊 
本縣 ) 巧 井深 - 福 岡縣ご 一又 伊 
巧み 大が ナダ メ ( 愛知 お) 長 
崎德一 柴旧幸 S 郎 ( 大阪 巧 ) 
巧 川 源 太が ( を 庫縣) お 木 喜 八 
( 福 岡縣) 末み 搜造 前が 育大學 
學ホ八 木 郡 ホ ( 鹿 斑 島縣) 木場 
常義 ( 靑 森縣) 竹 ヶお豊 一二 郞 
( 熊ぶ 縣) 西 本 义藏吉 岡 直 記 
( 山 ロ縣 ) 中が 秀雄 ( 神を 川縣 ) 
稻葉 明を 

右の まじ あな 致を き 儀ち 么 
候陆 本人 若く はお 人 ib 現 
化 巧 卸 通知 願 上 お 

紐 育帝國 総領事 舘 

1 活 Broadway す* ご rk G さ 


タ^ 花 かるた 

はも の 遊び 
方を 巧 文で ホ 國人じ 能 < わかる 
やぅ 簡單巧 瞭じ說 明した ものが 
巧 巧ました。 巧を 目み 進まを し 
ます、 御覺 下さい。 

M Kljwm 里 A 呂， 114 E . 置 thSi 呈 y . 

日本語 敎授 1*^ 旌義次 

I 云呈 置ゴ呈 再 呈ごち 
岩 ロ 苗 さをを 呈 ve す 至 y 〇 rk 呈 y . 


を 壽司 巧當は 前日 中 じ 御 注文 
下されば 早速 御 扇 申 トーます 
午前は 十 時まで 午後は S 時ょ 
を お 電話 下さい 

.木 村屋 

棠 五十八 T 目 ニ 一二 八 
電話 ミ々 -) 1 六 ニ 四 0 


巧 面目なる ホ 蔵 同胞 じな S 
なる 巧 菜を 巧を す 

嘗川 

紐 育 巧 西 四十 ニ 了 目な ホ 一 を 
を ブブ ！ r / ト A と 八と 


を 


ント 


化 六 化 八 


王 端 殺 

急 化 米 


上米 巧 紹谎趙 
ま 敎等お 絡 育 
ず 数 萬 おお 化 
道 事 平极饥 
切 御津 e 
巧鹤 岸弊芭 
'を 巧 お 寮 
轄 じみは 馬 
なお 游飲觀 
を 計 船洲南 
等 ひ 智巧目 
もを お' 本 
御上 ミ 南 巧 
偶 ま 辖米搂 
立ず お 巧 物 
I こ 右 並 無 
か 4 に I 
が 兼む 巧 
ひ がを ニ 
ホ 巧 巧 巧 


0 

淪 

巧 

香 帖様發 
曰 

取 ぉぶ畜 
お 

みかみ 化 


八み 屯 
月 巧 巧 
+ 廿十 
t ホ H 

B 吕 8 
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1 が お 03 お 巧 
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tire YokoDama 
Sj ) なお 目 aiilc , LM . 

5th Flo 日 r, Equ 貼 We Bid を 

12Q む 的 dwa も N， L 

Phone Rector 2550 


The Bank of Taiwan , Ltd . 

Room 615 

Benn 即 son !nv が iing BuHding 
185 8 阳 adwa もん ] f. 

Te し Cortian が 巧が 33-34 


Nara Trading Go . 

15 1-5 化 Avenue 

(Cor. 21st Sl 〇 

I Tel. Algo 叫 uin がが - 47 
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2 巧 7-8W おな H る LLBUR 日 i お 
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? 邮化 80 巧 1 瞧 811£巧ぉがぉ 
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Guide's Of む ce 

るむ d ShoDm 巧 客 Service 
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Special Japanese Guiae 


を 寄し 閱でネ 


が 化 L & SHIM 化 
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Sea_sonable Novelti が 
31 East 1 ? 比な red 
け猶 N 化） 

Te しがが nguin 1 が 7 


[| Ay 〇 !HN PAOIFiG 
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號八ト 六な あ 千 


を 


雜 堯巧 


喬 




【日曜 水】 


り 六 廿巧六 ザ 四巧昭 


四 


尋ね人. 約 二十 年 蘭 

來 がせる 加 藤 英雄 巧のを 否 
所を 高 晦商會 西 尾 あ藏ま で 
御！ 報を とふ 


® 羅府 、を 港 お 帆 (ホ ノグ^ 経由) 

雜 がを を 港を 

(中 后 ニ 時化 化〕 (おや 巧 化) 

大げ化 六 暑 化 U セち 111 日 
天 洋丸セ 巧 十二 日と 巧 十と 日 
コレァ かと 巧サホ 日と 巧 化 一 日 

春げ 乂香 九日 八月 十四日 

® シアトル お 化 (午前 十 時化 帆) 
靜脚义 と 巧 ホ 六日 
巧演乂 八 巧 化 日 
一二 島 化 か 巧 四日 
が 像 化 化 巧 里 日 
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Ay • 6 

n J cA 

11 «n 6 
む 2 
M [ iu 8 

s s n 

が ’ 一 u 
u m げ 巧 巧 

g が J 1 I 。 

F In 2 

お ^ おぉ 

が E 


廚 


点 


日本 陶驢 器雜貨 類卸賣 

ホ元ブ タザ I ス 


夏 瘍巧品 特別 賣化 

夏場 ホ賣向 ダ^ ~~ ム 向新 荷 霞 着 
穂々 勉强 御用 命に 應 だまず 
ロ 本鞠磁 叢雜貨 卸販賛 

I 巧 木 桃 ホ 組 


會社 


105 E . 1 ま h 皆. N . Y . 
He 产 Stuyvesant 祭累 — 6:7 


夏場 向 = 新 荷馨。 

精々 勉强巧 致 候 間 御 引 立願 上 候 

陶 破叢雜 貨卸賣 

春 巧巧會 

141 巧な を AV ?, ZOW York City 

Cor ロ g of ご st mt . Tei . と gon 皂 i 己授 90-2391 


夏場 ^ N 新 荷 到着 n 

雜貨 、陶破 器、 ランプ 及を 等捣々 
勉强可 化が 間 御 註 义被下 度 候 上 願 

^ 太 洋寶易 蛛式會 社 

Hel ち ザ one と 《onquin 3 窝 3-5 

101 Fifth Avenue New YWk ご 巧 

ohica 的 O-Braachl M27 W . ga 篇 s § mr Chic ち 0 , 111 . 


部 第一の 學府 たる スタン フォ 
! ド 大學の 巧敎授 どして か 名 
あち、 お 府會議 の 時に ぶ H 本 
ま おを 權 加が 大 將の秘 晝煮述 
譯官 ごして を敲 中す V ての 食 
なじ 參 加し、 化 間に 知れ る 
秘密を も 知つ てむ る關 がで 化 
の 著述の 筆者 ごして 最も m 巧 
者で わる ど 一玄へ る 。 I 
难府會 講じ 關し ホ圃 じて^ 

た 著書は、 マ ー ク •サ リヴ 
「華 府の大 冒 隙」、 ビゥエ 
「お 府會 譲」、， 河 上淸の 本 
の 太平洋 政策」 じ 市 橋 階卡' 
書を 加へ て 四 硬 £ なる。 化 巧 四 
術を 通覺 すれば H ホ 人の 贩 
見た る おおを 議の眞 相を か 
が 出 巧る。 (を 憤 四 弗) 


なれ 
y の 
-の 




MJ 


暴 中鄉伺 

毎日 お 養ぅ 御座いまず。 

御 仕事の 御勞れ じは 
冷む ぎ 
冷を ぅめん 
刺身を の德 
夏 おきの 食膳 
金曜 H は變 ディ 
御 食事は 

巧亭 ホ廢 

東 二十 化 T 昼 二十 五霄 


諸 若じフ てンシ 

孝 度 ィべ！ キンク あ 

び 料理法を お授 す、 お ま 革 極 

戸！ {實 is 

18 Wesi27th SI C ミ. す ロを ま iN - Y . 


A 鄉里 送金ぶ び 並 送を (無手 敕 巧}、 外国 
ちを 賣 買、 荷 爲替な 組な 立、 信用 肤發 
巧 等 一般 銀行 楽務御 便利 じ 取扱 可れ お 

鎌賦 臺灣 銀巧馨 出張所 

本店 摹潰臺 化 

支店 東京、 横-お、 乂扳 、神タ 、トー お、 漢 
ロ、 福 州、 度 門、 油 頭、 香港、 废 東、 お 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 買 
々 A カツ タ 、倫 致、 其 外 毒 蹲 十 巧ヶ巧 

一、 資本を 壹缸圓 (を 額拂込 溝) 

一、 おなお 窗 •億 おが 五十 窮圃 

巧 化 本 ま 店 U 横 潰 (本店) 巧 京乂阪 

鶴濱 正金銀行— 支な 

ホ國を まが U 桑港羅 がみ 巧 ホを 
其 化 阻 巧を 國盡を 都 ホ ニ 支な 及 n 少レ 
スを之 横 


本 巧 
お育ま 庙 


大阪化 あ 五 T ち 
紐育ゾ 0 1 ^ 


でー だ 四十 九番 

驚 巧ぶ 銀行 

日 も {東を 橫漠 '名 右 屋を都 神 戶岡山 
fi ミ 足 ノ道觸 島吳柳 井下 ノ熙 
がま 庙 / 巧 司、 小 倉. 若 化. 瞒多 ' A 留乂 、熊ぶ 等 
本國 巧を、 鄕里 送を 等は 陆め 
て 御が 巧 迅速 じ 御 あ 扱 可 中 校 


本 巧 朝鮮 巧 城 - 
ち 巧 出張所は 日本 內 地の 梅 お 都 巧、 朝が 
滿洲 、支那のを 化 及び 沛お 巧德 

朝 鱗 銀な 紐 育 お 張 所 

か 闽爲替 一 般銀巧 業務 銜 々御 極 利 じ 取扱 巧 
- 苗上 嚷 

みみを、 社 憤、 株 巧ノ質 巧ぶ ビ利 
化 取 ホ パ至拖 巧が- 1 御 取扱 致シ 
マス、' 精々 當巧ヲ 御 利 巧 下 サィ 
P 藤本 ビル ブロー 力ー 銀け 姉 化 お 化 

藤本 證券 會社 

同羅が 出張所 
同 ホが 化 巧 巧 


陶骚 器、 雜 貨卸寶 

森巧ブ タザ ー ス 


日 木陶猫 器雜貨 

ラ 厶プ卸 巧 . 

を良賛 易商會 


シアトル お 帆 (午前 十 時) 
あら ば ま 化 とち 十六 日 
わらび や 化 と月廿 四日 
ば リ寸か (坡灌 お 抑) A 巧 二日 
こ 等横濱 一を 巧 。 

化し ば 句す みるん とんみ は 一 五 五 巧 
•一二 壁 a 本 巧 五 五 巧を 室大か 造を 巧 室 多な 
►硬を 望に 依リ 一等 割 お巧谊 巧巧费 巧を 可ち 

ロスアンゼルス お奶 (午後 一二 時) 
は わ い 化 と 巧 十六 日 
らぷら わ 化 八ち 十四日 
►一 菩廣漬 ニ HO 巧 化に わい み i じらを を 巧 
►辖別 H 等 自本朽 五十 化 粥 ► H 绪 日本 おお 十五 弗 
►み 巧 羅商巧 窺を 切巧寢 妻を 嚴 入御 韓旋 化. リ侯 


片橄 スペシャル 

あ 庭 必需品 

樵漬 S 素 

潰 物の 風味を 良 <- ^ 

惡 臭を ま b 

小繩 4 :? でのを 生を 巧ぐ 
使用法を 罐じ 附記し あち 
至 晚簡單 憤 利 ‘ 


化 桐 兄弟 簡會 


敏 ミリ 線香 

用器 附き 
一 箱 五十 側 


桑み 商會 

ニ 4 EAST 5 里 h ST : N . Y . G . 
呈呈 e . す 巧 n ! 21 だ- 是 55 ^ 


裝歸 綺麗の 室、 設備 

完きこ グこ遇 

八 巧、 ダプグ 一週 十 巧 

吉 TEL 己 夏 岳， 这 W . 芸 th 芭 .，呈 y 


い*^*'*%!- 力 の特 を. 

< の お買顿 じは 時别掛 員を 置き 無 
押 ま 內致升 電話 义 はわ 手が あ窠御 
たて 御 便 {直を 計 b 初めての お ホに 
では 特に 注意 致しまず から 是非 わ 
で 願 ひ 巧、 ホ內 配達は か 論 H 本 其 
珊 宛の わ 聯物發 送は 當 方で 致し 巧 

ii 3 ンワ ナメ^ — カ^ — 


晚を坡 每ニ過 一回 出帆 

たで ム プレス 佛蘭西 ご ニる 含嚼) 

と 巧 四日 

一、 で ム ブレス 露 西亞三 一ろ 客顺^ 

__ と 巧 ホ 五日 

ふ： 玉ん プレス 亞西亞 (一二ろ 含嗯) 

ん月 八日 

みで' ム プレス 挪蘭巧 (一二る 登 嗯) 

八月 = 3 化 日 
i 等、 二等、 一二 等 及び 下等 客 設備 
最大、 善美、 最か 走の 東洋 航巧船 


夏場 ダ ー ム 向き 

日 律 及び 獨逸製 玩具、 雑貨 及び 陶器 
類 肆夏瘍 向き 品を 部 取 揃へ 陳列して 
居.^ すから 御 巧が のがは 是非 御な 窗 
b か 一覽を 願まず 

呼 . — ■ ^ テル エン トシ 厶 メル 


體； 日本 ド ミグ— ゾ蘭會 
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も Y C ^ 

W r Y ’ ^ 
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U 郎^ お 巧 
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資本を 
拂 a 潑 資本を 
損な i を 


壹憾圃 
み 平萬圓 
六 千 四な 萬鹽 


雛 赋三井 銀行— 支 巧 

ネ巧 東巧ボ H 本 懦瞄本 革谣町 おお 地 一巧 
ま 巧 ホが リ本橋 化の 內 (化 夏 横 お 
あみ 谣を郡 大扱两 (た 扔〕 神 ロ 
巧な 下 鹏 巧 巧 巧 お 施 脚 S が 
h が 愉教ぶ 巧测水 


輪 出入 爲巧 'おな 送を' ホ 送を’ 旅 巧 信用が 
巧棠 借用 狀其他 一般 銀 巧ぶ 

人 I 赋 一一 囊銀 巧— ミ 巧 

鄕巧 をな" U 本を 地 無ず 数 巧？ 迅速 あ 扱 
本 化 預金 (あ 期 通知 ノ •一 補) 御 便利 化が 
本 支 おお 巧 (本げ〕 大 阪神 ロ 巧 都 
所 巧 地を 古 盛 小 お 上 お 倫な 


日本 郵船 會社 (並 ニを 鐵道會 社) 

代 理 店 巧 桐 兄弟 藏會 

乗車、 乘船 切な 並 じ 小荷物 運送 御 巧 巧 じな 扱 ホし よす 




第五 街の 中 也に 開 < 

日本郵船々客切符發賣所^ 

上が 义巧 旅客への 覚憐 便利を 幾る 

日本 郵船を 社糾 育ま 巧に 於て は 數年前 ib が吿度 傅を 兼ね 巧 
の 中、 む 地み に 船 お 切 巧 あが 所を 設於 ずる S 討を を樹 て镇算 、設 
購 のが 模等じ 脚し 補々 妍究を 進めつ、 あら L が、 玻近キ ユナ！ 
ド 線 ごの 聯給 挺携 をを を 港 線 媛を 船 經閒义 の 就が 期 切 あど 共 
じ 愈々 其が 機 熟しむ ので 络 .五 巧 置が 凹 十五 燕 第一 階 (あ 四十 お 
了 目 南 巧よ b ニ 軒 目】 に閒ロ 十六 趴ザ典 わ 一二 十八 吹の 部務 所を 
惜 受けと 巧 一：:! よ b 開を 準備 じな 事し 同 八日 (月 鴨) よ卞 一巧の 
船を 事務 < 1 ^ 執る ベ < 勿論 现支巧 所が 地つ フ 9 ブ デス ッで ー ト八 
を】 じ t な ホの 船を 扣巧發 質を なすべき も 旅を のを 鶏： K 化 > ァ 
ププ タゥン 事が 所を 利用 t るを 巧を どす る 向 U 新設 事 巧 巧じ旌 
く MJ が 化 ホ やぅ。 新設 事 お 所の まなは 鳥 木な 夫 氏 t ダ歹ン タゥ 
ンは船を課を山小を穂氏か專ら巧配をがふどの^である。 

練習 艦隊 歡迎會 組織 成る 

第一 回 総會を 開いて 準備を み 体 化 

前号 所 報の 如 （內山 總橄事 化み をした。 

巧を を 攫 巧 どして 前週を 曜 H 豫 曾を 草 情せ を 
焼 お 護を 開始せ る 巧が 官民-致 總務 部長 化 ま 延么巧 
の 帝 頤練巧 お隊歎 迎會は あ々 其 裳會 部長 巧 島繁ニ 
組織 成ち ホる と 月 ニ H 午後 六 時 接待 部長 風間武 S 郞 
半よ ち 日本 巧樂部 じがて 太 かじ を迪 部長 おを 点か 郞 
豆る 則を のみ 体 案 及び 豫绽を 編 見學 部長 を 泉 一嚴重 
巧す る 第-阿 總會を 開 < を どな 觀ホ 部長 嵩 見 j 豊ま 
ち 巧 育 巧 H 附を W て 內山媳 領事 廉お 部を 鴨 井 I 久 
化 拙 よら 撕係先 じ述牒 をを した 幹事を を 巧 龍 雄 
而 して 會 長な で 役員 部署 等は j 幹 事 を孫ユ ，久嚴 
が 年の 飢織ご 略 同一で みの か （ 岡 を 西； み郞 


番 狂は ぞ y 鑛 じた 杖隸戰 I 

光榮 ある 選手の 巧 桂冠は 誰れ 


前々 号 所 報 H 本が 球 協 會のォ 

—ブン ナイン ト はを々 化 境 

じ乂 b 去る 二十 S 日は 新 城 西 卵 
サマ アゲキ じがて A 十六 人 組 
即ち 選ホ徵 S 活劇を 開始した る 
じ 先 づ中山 (理) K 旧 中 ど 相掛時 
し 優勢を 示しつ、 ニツ ー 】 で 勝 
も、 S 銀の 山 ロ、 靑お會 の 輿 お 
松 即ど瘡 戰し化 野リ！ ドし つ i 
あらしが ぶ綠 がらず 遂に ニ アツ 


滿 面、 上 班の 宮 解、 武 ずを 川 
山中 K はま だ 戰線じ 立^ や 下 班 
の 波邊は 一氣に 角山靑 I 中を 屠ら 
をお骗 越の がが ィー 一二 ホめ 福 巧と 
接戦の 結樂お 野の 媵ピ飞 らお 巧 
は渡邊 i 戰 つて 巧 あ，-^ や豫 期の 
如く 渡邊 S 勝 ごな b ! 一/銀の 遠 藤 
は 化を のちが を. 敗 b 燕 確で 河 野 
を 敗つ じ 小 礎这戰 つ 巧 勝し 最. 
後に 渡 邊ご戰 つて 惜^した。 0 


な 曹俱樂 部で 

松 永 巧ず 餐 

をが あゎ 採 式 會；^ 々を 松 ホを 
左衛巧 巧は 旣 報の-す 去る ニ十 
四：：： 午餐 曾を を轉 樂 部に 開い 
たが 出席を はモ！ I カンが 會 、グ 


ブ カラン テ！ 縣 A 


♦キ 


ン ジンが を 其 化の 化 お、 お前 财 
務官 、內 山總锁 化规 、巧 ロ大 
藏が務 {良、 がが 乳' がの ニ 巧を を 


プ じて 山 ロ 奇勝を 占々 當 H 窠 一一' 上の ぶ績じ 化ら セ ミ マ ヮィ ナグ 
の番 化は せを が じ 山 ロ 更らに 中は 山 ロ、 渡 邊ごホ だ 一^線に 入ら 
山ビ クラッシュし 置 アブ プ のが ざるを 崎、 巧 川 ごの!^ をせ どな 
成賴を W て帶 優勝 線に 入 b 得意る じあら ホ や ご豫^ せらる 

が 巧 瓶 おを 賓 なじ 

‘沙港 軍艦 週 

來る乂 巧ぶ 日よ らト U ま 

で ンャト A じがて 軍篮ゥ キーク 
を擧 巧し ぶ 数の 义网 太が げ腊隊 
は戰圆 お、 航巧巧 艦、 巡が 牆、 

駆逐艦 數 十を 王"' ォット 滞に 集 
中し 宮がホ 劇 練 巧 腊隊淺 脚、 磐 
手 S ニ 隙は シャト^ ボの资 を ご 
して 歡迦 クれる MJ ど。 らぅが 司 
一が 官ノ ー トン 大 おの 離廳 タリ フ 
ォグ三 ア號は 戰脚瓶 お干を をネ 
ひ 去る 十九 H 旣じ街 加 サン デー 
ゴ潘 を拔娜 して 化 上し 

み 了 巡が 艦 典 化 も 化 上し 
一巧 腊は明 二十と n にプン マー ト 
:ン 港に 入るな 化で あるが、 が 化 
i の辨 おはを 池に 一週 巧 礎の しじ 
.後に ピゥ ピット •サゥンド じ 進 
;航 ずべ くと り 四り 濁を 然當 時け 
一 戰脚艦 メリー ランド 號が エリォ 
I ット濟 じ 化 泊し ブレ マー トン じ 
i け飯瞄 ヵリフ ォ作 ニア 號西ゲ プ 
; ジ ニアを 及び アイダホの 一二 戰關 
應 が繫衍 さむる もで‘ が 総 週を' し 
出港す るを である- J - シヤ ト八特 
巧は 報じて むる > 


三 ホ物屋 戰遊會 

S ホ物康 が 巧!' < がが 勤 H 米 お 
女な 貸 約 ニ',： 4? は 例年 力 か 遊 


會を廢 し ホる 
してを 乘を自 I 


可 九 U (去を 朔 
硕ザ にか 乘日ン 


グアィラ ンド化 鹏機附 化の グ 
レン ウッド • I ランデン グ 地方 
じがて 施大 も 巧 遊 曾を 催し 
巧が め氣を 養ふ舊 であるが 當 
n は邮 々の 幣上避 技を 稱す由 


かし 且つ じ 里 じ 開かれた る獨逸 
赔 憤か會 幾に 言及して ホ國 化ぶ 
の 巧 力を 推稱し 午後 ニ 時 ザ。 尙 
ほ 化 永 氏は 神み 忠雄 氏、 出 秘書 
及び 益 技 帥 同道を 幡日ぉ 發西巧 
と 巧 四日 晚香坡 出帆の S ムプレ 
ス彿 蘭西號 じて 歸辆の 常。 

タフト 巧の 叙 励.、」 

祝賀 午餐 會 開催 

旣報 日本 協 替前會 長へ ンブ！ 
ダブ タ 々•タブ ト 氏に 動 二等 赃 
H 章な 勸 のちめ 內山總 領事 化理 
は ホる 化と 日祝贺 午餐 會を U 1 

ァ K 巧 樂部じ 於て 開催し H 本 
協會 幹部を 始め 重立ちた る 邦人 
數十 名を 招待す る 由 じて 席上 劇 
章 あび 動 記を タフト 巧に 手を す 
る篱 0 

佛必會 法 請例會 

紐 育 郷必會 法話 例會は ホる と 
巧 一日 (巧 曜) 午後 正と 時 S 十み 
H 從 ホは 午後 八 時で あづ たが 變 
おず る ミ どなつ た nH ぶ 巧樂部 
にがて 開かるべく 佐々 木 指月師 
法話の 題目は 『ん 正道』 でホ聽 
自 め。 

'關屋 敏子镶 消息 

目下 伊太利 ミラノ じがて 聲樂 
を硏巧 中で ある P 屋敏子 镶は六 
日 ホ 日が 同 お 第一流の 社を お樂 

廓 ジン イタ •デ 八 •ジヤ A ジ / 1 

で 孤を 救濟の 慈善 音 樂會じ 出港 

し バグ ビー八 シビ リア •ザ チア 
及び トラ ダ キ卞タ の オペラを 始 
め 旨を 巧 曲の 日本 拉謠款 旧を ば 

西 班 オぉ諮 ァイ •ァイ •ァイ 

を鷄唱 してが 評を 懼し たもで 敏 
子攘 はお 聲 法を ホイ 0 ニ > 氏 じ 
歌を アン セ^ミ 氏 K ア タトを ロ 
デナ •ストが キォ 女を じ 就き 毎 
日 硏究中 で あ る 巖あ 震ら じ 
段の 進境を 示し 一度は めず 訪米 
したき ホ 塾で ある ど あ 親の 某氏 

ら 本社に 入信 かあつた。 

お 永林兩 巧寄蹤 

巧 巧 電力 社長 お 永 安 左 衞巧氏 
は ニな 五十 弗を 紐 育 H 本人 會じ 
太 西げ ボ林鐵 次 氏：；： 巧 弗 r 巧を 
聖路搁 國際お 院灌築 基を》」 して 
孰れを 寄附し じ。 

S 菱銀朽 支 巧 異動 

旣餓上 お 支 巧を じ榮轉 せる 當 
ホ 一二 莖级巧 前 ま 店長を 田 政治 氏 

1 家を 鶴め ホ 巧々 日出 發、 ナ 

•ヤ ダラ、 シホゴ 、グアンタ i 
ダ ア！、 シャト 八を 地の 遊寶ぶ 
び 用務を おたし 桑 渚 十四 H 發の 
天を 化 じて 歸朝 ご 巧定 。柄 ほ 岡 
銀 巧 ま 巧を 化观 須賀義 一氏 じ 昇 
けの 結 お 其を ほごして 加 藤 謙 氏 
去る 二十日 横 猪 發夭巧 化 じて を 
巧のを じあら 巧 巧 中 か 着が すべ 
く、 支 巧を 化 理小泉 一一 ニ 巧大阪 
支店 詰と なら ホ 巧 ホ コレ ャ化便 
にて 歸 朝の 爲め其 後 巧 ごして 永 
島忠雄 氏な がに 八 H お 大げ化 お 
じて 姓 巧を 急ぎつ^ あるを のて 
月 ホ嗔着 巧すべし ご。 


氏は夫入同伴八巧十と 0 マ 术 セ 
1 ユ 出帆の 郵船 香 取 义 じ て歸朝 
を H 外 報 部長に を轉 しを 巧 どし 
て 楠 山 義太郎 氏を 巧の 善。 

なん か 人 

•福 田が 一二 巧 巧を 帝 大生 斑學 
助敎授 、まる 二十 四 n 着 紐 化 月 
ホを 滯 ホの 上渡歐 ’。 

♦內田 俊 一巧 東京 工業 大學か 
敎授 、间 K 着 紐 約一ヶ 年間 マ贿 
ケンプ リツ デ じ 硏學の も。 

•宮 本を 氏 朝が 總瞥府 栽が 官 
去る 化 一 n 着が H 本供樂 部じ投 
宿と 巧よ 日渡歐 の尝。 

お 藤 藏巧歸 朝 中の おげ 贸あ 
が 式會社 支配人、 二十 九 H 横漬 
お 化の 靜岡 かじて 歸 米の 途じ就 
篱。 

•お 本谨 一氏 ドク ト八 、病後 
靜 養の 爲め ナイ ャ ダラ 地 ホじ趙 
きつ i あ もしが 前週々 未 歸紐巧 
曜 円よ 6 診察 じな 事した。 


會 社が 巧か閒 がを あと 十餘 あじ 
速した。 グザ 「トコ ー スに 入ち 
松 永に 化 もて T 舉 におが を 述べ 
て 蘇 氏を 紹 々 J - J おには H 本に 於 
ける 水み お 畢 ぶの 進 ホを 詔ら 
松 永 氏の が 策に 對 ずる 巧が をが 


h 原 烏 田 ニ 巧 消息 

化 ザ 大阪巧 a 特派 貴 どして 化 
がせる 上 巧 化 歌 氏は 其 巧 じ 里に 
轉 じたる が 今回 乂胁 本社 詰を 命 
せられぶ る 二十 ニ H マ 於 セー ュ 
巧 ホ 帆の な 山 化 じて 餘朗 のをに 
上 b わ 巧偷敦 糖派貨 商の 巧 I ニが 


新刊紹介 

華 府會議 V 其 後 

Wash 呈 ion Co 至 eice and 星 马 
讀書人 

華府會 議が歷 をの 事實 ごな つ 
てから 乂年經 過した 今 H 、 巧 
橋 博 ± の 「華 府會議 ど 其 後」 ご 
題す る 英义の 著書が 始めて 出 
た。 出版者は マタン フォ！ ド 
大學 出版部で ある。 時節 遲れ 
の やうで あるが、 ょ （考 へて 
見る ご 孫め て 時機を 得た 出版 
物で ある。’ 是れ じは 二つの 理 
由が ある。 

祭 一は 華 府會畿 で 解決され じ 望 
の お 軍 間 題が 今 猶ほ國 際 問題の 
焦点で あつて 昨今 新聞紙を じぎ 
はして ゐ る。 華 府會雞 はま 力 艦 
即も戰 圃鑑を 制限した が 巡洋艦 
化 下 補助 艦の 比率を きめな かつ 
た。 を こで 英米の 間 じけ 同會議 
がすむ かすまぬ じ 泥の 投げ あい 
が 始まつ じ。 一昨年の ゼネ バ會 
.議が 失政した 化 巧ち 米め 反目が 
益々 露骨 じなら、 巧 ホ戰ず すら 
想像す る ものが ある やうに なつ 
た。 フ—バ I が 米 圃大統 顔 じ；^ 
り マクドナ^ドが お國 首相 じな 
つてから、 如柯 やらが 軍 會證が 
遠からず 寶現 しさう じな つた。 
を こで 目下の 海軍 間 題を 十を 
じ f 解ず る じは 其 背 鳥た る苹 
前 會議を 知る のめ 要が ある。 
華 府會議 にを 國化 まが 如何な 
るま跟 をな したれ を 見れば、 
來 るべき 會議じ 於て を 國か如 
巧なる 態度を 化る かは ょく 窺 
ひ 知る i が 出 ホる。 化 慮 ホ じ 
がて ホ 橋 隙 ± の 本 著は' 頗 I - 時 
機に 適しむ ものである。 
第二は ま搬 問題 だ。 華 府會議 は 
支那を 助ける 意が じがて 柿々 の 
巧 や 彼 約を 採用した。 しかも 
支那 化 表は 之に 滿を甘 やじ 稱々 
の 嬰 ホを 提出した。 其の 時の 要 
ホを 記憶ず る ご、 支那が 去る ニ 
一二 年 0 間に 排帝齒 ま おを 賴榜し 
て 排外 熱 V 皴坎 し、 而 かも 着々 
化 目のを 速し つ-- ある 巧な が 明 
白-」 なる。 支那は 化が として 化 
をの 大閱 題で ある。 このな がか 
らち へても お橋帷 十の 化の 著涨 
は大 じが 用で ある。 

ホ橋愧 十-自身 じついて は 別に 
がかず るの 必 喪；；* からう。 而 





島貿お 谏ま會 な 

Shima Trading Co., Ltd. 

150 Broadway 

Tekphone R がれ r 1 が 4 


巧 ホを 化 ホち 巧々 

Akawo & Co., Ltd., 

295 Fifth Ave.» 

Tel. Caiedo 田 ; a 9758 •が 


H 典 巧 ま會批 
化 巧 店 
巧 峰巧會 
120 ゎ〇 8 細ん N. Y. C, Tel. R 扣 tor け 84 
Fadorj: 35-10 36th ive., L. i. Ciiy 


ま 好物を 巧 ま 曾を 

4sano Buftsan Company 

Room 891 "805 
165 Bro&dw 巧 
ToL Cortiandt 8047 ぶ 052 


ホ 念 おな 热樣株 ホ 食な 
Kaiakura & Co リ Lt ん， 
200 Madison Avenue 
TeL A ふ Und がが ^ 546 


Vjiosho Corporation, 

Silk Import が ft 
が 巨 aat 化 Street 
Tel. A か ! and 4987 - 巧 

Gotho Co^ Inc^ 
Cotton Exporter* 

妨 Be •マが 化 I 
Tei BowUnar Green 8撕 もぶ 6 


なまを 化ち ホ 巧な 
なち 巧 張 巧 
Iwai 在 Co ., いん 
Wool worth Bitilding, 
TcL Fi わ Roy 8660 ぶ 1-62 


S 菜 巧を 採 ま會を 
紐 育 支店 
Mitsubishi Shoji Kaisha 
(MitsubUh! Co " いか 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560.2564 


大阪 朝日 ニ まを 朝日 
恒川 眞 

Osaka Asahi 

The New York TTim が Annex 
Tel. Lackawanna 1090 


巧# 名會巧 
巧 巧 ま 巧 

H が a 足 Co., 

443 Fourth 

TeL Caledonia^ 7 さ 30-3S 


目 ホ 生糸が ま會社 
短 育ま 巧 
NIGHI-BEi KilTO K&BDSHIKI KA 巧 H & 

が ICH しな む KHTO CO, LTD.) 
1 Park Avenue 
TeL Ashland 6246-47-48-49 


大阪每 日ニ义 巧 日日 
が 木 H 巧 
Osaka Mainichi 
氏 oom 3 贿 A WorM BuUdinff 
Tel« Beekman 4259 


お 川が 險 事務所 

H. SegAwaf 1 凸 fturance Broker. 
303 Fifth Ave., 

Tel. Caledonia 4100 


K. MUdmol：o 

Mikimoto Pearls 
巧 5 F か h Avcnu, 
TeL Vfui も ] rbilt 2519 


* 巧洲 g 道な 式會 tt 
括 靑》 巧 巧 

Sou 化 Manchuria R. R. Co., 

Woom 202 ら Cana ぷ an Pacific RMfr. 
342 Madison Ave. 

Tel. Vanderbilt 4135 


B 本 お 巧が ホ诚 
短 靑ま巧 

Japan Cotton Trading Co.» Ltd.» 
2 Park Avenue, 

了 * L Lexin が oil の 的 


巧 巧が 事 巧す 會な煤 育 支 巧 

Uchida Trading Co., Inc. 

11 Park Place 
TeL Barclay 1576 


大倉 tt な 育ま 巧 

Okura & Co., 

30 Church St.^ 

Tel. Cortlandt 2292-93-94 


吉井ぉ ま 贼會化 
な 育ま 巧 
Mitsui & Co., 

65 Broadway, 

TeK Bowling Gr«eu 7520 


曰 本を 糸 巧 まち 化 
巧 育ま 巧 
NIP 阳 N KI.IT0 KWSI け， UD 

"iwo Pftrk Avenue 
Tel. A 此 land 5320 
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內 曲化辭 職して 

不戰條 約を 御 批准 

政府は 伯 ごの 連帶實 化を 避けろ 

宣言 附解釋 の 反對が 破れて 

巧 京特軍 二十 セ日發 合 阿】 = りり 樞を おで 巧 決された た。 ッ 
ダ' 个賊條 約 じ おして 聖上 牌 下は 本 H をな て 御 批准に 相が つた。 

東京 巧電 二十 セ日發 = おを ぶ 會議じ 拍てぞ 胃聲 聞不戰 おお 
の 批准 じ反對 したら のは 僅かに 一一-名 じて 『單 K る 宣言の みでは 
足ら。 い』 どなす 八 化 六 邮巧ど 「宣言書の 添附は 不要で ある』 
どす & 內旧廉 哉 伯と 稷井璧 南 十 だけで ゎつ じ、 掠 じがて 乎內 
巧 伯は なおを 權 どして 調が 巧 おじ 當 つじ 人 どして 引責 辞職す る 
じ 至 6 しも 欧巧當 W は 迎帮貞 巧を 廻 避 せんごして 居る、 が ほ 御 
が 惟を 抑い ピ條 約を ァ J V . 力 じを 巧す るのは と 巧の 中旬 頃で あ 
ら ，つど な 測 さむて 居る。 


まま 特電せ 六日 發ご 一ユ 3! 
^ク •タィ ムス】 H お 時間 じ 直る 
: 誠意 黃 9、 熱氣 なれ レ惧 が本會 
溝は 久しい 間に 直ら 

一人 民 の 名 にがてな ム 一巧 
一で 紛糾を 重ねつ i あちし ヶ ロブ _ 
グ氏 不戰條 めを 討 巧の 結果を じ 
政が が猎 ぉ..」 たな 琶酱附 で遂も 
'批准を 巧 ホし わ、 即ちを 宜言舊 
は 聖上が これを 御 批准 遊ばされ 
るのは 「ん 反の 名 じがて』 でな 
『梁 上 御自身 じがて』 なをが 
るので あ b ピの解 择を附 加 t む 
る もみに て、 蛮 上 陛下 じ^. 前 
ょ b 午後に 豆.*' I 食議 のみ 皆を 
稱巧聽 がが ち、 批准 巧みを 直ち 
じ 御 裁可の 御が をで あるが、 曾 
議のお 了 ど おじな 巧調即 のを お 
內田 伯が おを を 提出ず るに 至ら 
し 巧* 政府け 目下 化の 辞 おを 挪 
さんご 


慰撫 じ 巧め 居れば、 正式 
の御批 おは タ少 延引すべき も 恐 
ら< 明 H じけ 制裁 可 相 成 b 政府 
じがて 一般 閣民 じ， ブ ー トメ ン 
トを あずる 善で ぁるが、 本會證 
じがて 政が の 宣言書に 反 勤した 
るを は 一二ん にて、 をの I 人で あ 
る大 隣み 閣當 時み が 巧 大臣れ b 
し 八化乂 おは 現 か 巧に 反感を 抱 
く人橡 である ことは 明白で ある 
が、 巧は ながの 宣言 馨を 0 てず 
る も 巧 ほ 聖上は 带 なる 國 民の 巧 
理 たを こどを 恵が し 日本の 憲法 
じ 違な する け 爲でゐ るど强 辯す 
るじ對 し、 田 中 首 化は みして が 
ら ホを 辯した ので 重ねて 乂化男 
じ 『がら ば 柯んの 必要 あらて 斯 
'のかき 

官言ロ を敢 てす るむ である 
か』 ど追窮 された る じ 蟹し 首相 


は 『輿論が 稍ち ずれぶ 誤らし 威 
想を 抱く の 憂 あ' 6’ これ 若. 得 巧 
する 爲 めで わら』 どを 辯し、 內 
旧 伯 及び 機 井 巧 ± は 巧る 實貢馨 
は问 等め 要で な < 、旦つ 日本の 
憲法に 違な L ホい もので あつて 
强 いて 必巧 どを らば 單じ 政府の 
が 句 解 釋じ化 方へ きで をる とま 
巧し 化る も 遂に 一二ん のみ 數反勒 
をのて 樞が 本^ 幾は 孜府 案を 巧 
ホした ので あ 了。 

批准 寄 巧て 

: 條約矿 有 勃 

ワ シン ト A : 一十 セ日發 U ァメ 
力 政 おは H みの 樞密院 が不載 
條 約を 批准し だ ごの 我に 接し 深 
甚 。る滿 足の-息を 表明して 居る 
，か、 本條 約の が 締盟 爵は 

オ， ストラブ ア 、ベ 方 ザ|， 

ク ナダ、 チタ 3 ス ロゲ アキ ア 
フランス、 j •トキ ツ 、ィ •キリ 义 
ィンド* ア I ホ^ランド、 ィタ 
ブ. 、ニユ ジラン ド、 ボ^ — ラ 
ン ド* 稱 アフリカ * r メリ 力 
致び U 本の 十 お觸國 で、 

今 呂 まで ま 觀准該 は H 本のみ で 
わつ わが、 tk 本 も 遂に 批准し わ 
のでを 十五^ 國の 批准書を ァメ 
リヵを 府じ矿 巧 ご おじ 始めて 巧 
力を 發ホ卞 一べ く、 化に 參加國 は 
四十 化 個 風に 蓮す る 化 巧 巧條約 
じして、 日夺の 批准書は 恐ら 
戳 送され る 半を らぅから を一窗 
巧 後-しは ヮザン トンで 巧 締强國 
の 批准 聲 おがまを 擧ぐ ベく 
れ K は 前 國-矿 長官 ヶ n ッグ 氏 も 
參 則す るを：。 


限 6 アメリカ 政 おごして 巧る 
べき 海軍 食 幾は n ン ドンに がて 
H 集 さる i もの ど 見込み、 ィザ 
リスの 巧 巧 も旨然 

重大 性を 帶 びて ホね 譯で 
あるが、 會證巧 集の 則 日 じ 就て 
巧と 简巧 0 內じ巧 はるべく、 
を ひは 十 巧 頃を 2. てを の 端緒 じ 
着く かも か む 《 ど 期が されて 居 
るので、 アメブ セ 海軍 部 巧に 於 
て もな 樂尺 巧の 制定 じ 就て は大 
統領の 誠 解を 巧て これを 急ぎ 居 
大体を のが 案を 得た ど 傅へ 
られて 居る、 いづれ じしても 今 
み會證 がが 軍 五大 則强を 網羅し 
た 化 界的會 諮で もるべき こごは 
をを 疑 ふの 餘化 はない と 觀測さ 
てれ 居る。 

據ぶ祥 遂に 

下野 外遊 

後 巧に 闇 錫 山 氏 


なる ので 遂に 今 ほの やか じ 一-肌 
を脫 ぃだ もの I かく、 若し 媽氏 
じ •して 下野 すれぶ 巧 おは 到 庇ぶ 
難 V - 是られ 居る も、 氏自 みかを 
をみ 画の ± を 踏 わじ ミる までな 
現 化の 巧 形勢は 巧 かじ 豫斷ィ も 
こどは 巧 ホない。 

赔償銀 巧に 

參加 y 拒絕 

アメリカ 政府の 息 芯 ニ 
ワシントン 廿 七日 發 U お 獨_^ 
賠償 會讓を 閒滿に 解 巧し じア了 
リカ 委員 ヤング、 ラモント たす 
は 昨 U 大統領を 訪問して 賠 
議の經 過に 就て 說 明した る K 


近く 胳 巧を 巧 挽を 目的 ごして 設 
立を 見る じ 至るべき 圃 除が 巧 じ 
對し アメブ 力の 參加 方を 媛 憑す 
る 巧 あ もしら、 國務 長を スチム 
ソン 氏は をのを 大統領 ど會 見し 
たる 上 アメブ 力が 府の立 おを 說 
明し、 

アメ ザ 力 政 ■{脚 どして は 直按間 
を ド キッの 賠償を 支拂 あびみ 
濟じ 就て 從ホ ごても 歐 がの 諸 
政 おご 腳 係し ィ 居ない、 従て 
今 画の 圃陈銭 巧に 對 しても 直 
を、 間接' 一れ じ卞奧 ずるの 意 
をな し， 

ご 寮を したが、 個人的のを 加は 
默許 ずる 方 かで ある。 


患を ( 禁 無が， 轉 載〕 


先づ 技術 家の 會議 

マク ドす ルド 首相の 渡米 促進 


軍縮 會議 のち 集 責任 英 _ 

I り 國務 長官から ドー ズ 大使に 重要な 郭令 

7 シン トン 特吾 二十 八日 お = 大統領 フ ー ゲア ー 氏は 厨務長 宫スチ ムツン 氏を 通じて 註英 大使 
■ —ズ 氏じ訓 みを 發 し、 アタリ カ玫 麻は ィ リス 政府のを 唱 する 軍縮 會證 だは 無條 かじて 參 かす 
'しどめ 恵を 巧へ た、 郎も r メリ々 圾府は 日吳米 一二 國乃ま 目 英米 佛 がの 五 画會議 、をの いづれ じ 
。を 如の なを おし、 右の 會歲 を聯幽 を員會 じは 單獨 どすべき や 否やに 就ても 召集 國 でを るィぞ 9 
タじ 一任 ごがした が、 技巧を の 協漠は 恐らく 今が とおて。 ン ドン じ 召集を をる じ まるべく、 巧 巧 一 
|'^大あドーズ氏はみ渊なだの巧軍武官を巧き本9ょち協議會をなをするはや。 

議 されつ r ある 模樣 じて、 先づ 
技術 家の 會 諮を 召集し 然る 後 こ 
れを 政治的 じ 解み する のま じ 就 
ては 英米の 意を 一致し 居る もの 
の 如き もま カ鑑の 討證じ 巧て は 
ィゲ リスが 反して アメブ 々は 討 
讚を 次期 Y シン トン 會議じ 廻す 
べき こごを 欲し、 

食議も 聯盟 證 Q 1 部 ご 

せず 獨 立み 離した もの じする や 
ぅホ聲 しつ、 ホる が、 いづれ じ 
しても これ 等列强 大使の 意見 巧 
換で 時局の 進轉が 極めてを かじ 
蓮び つ i わる こごは アメリカ 政 
巧ら 意外 ごする 所 じして、 この 
下 読解に してぶ 立 すれば マクド 
ナグド 曾 相は 急遽 アメ 9 カじ來 
b てフー ゲア！ 氏と 協議し 巧 米 
親善の 策を 講 する じ 至る ベ 
巧く 今回め 會 爺が イゲ 9 スを府 
じがて 自主的に 進 巧し つ、 ある 


ワシントン 特を廿 セ日發 n 。 

- ドンょり 達した 情報 じ 依れば 
目下 同地で 首 巧マク ドナ グド氏 
ど協滋 中で ぁるな 英乂化 ド] ズ 
- 氏、 な 白 大巧 •ネブ ソン 氏の か 

0 本 大化 松が 恒雄 巧を 始 
め ごし フランス 大使 及び ィタ リ 
1 化 理大化 もこの 下な 窥會に 送 
化しつ t もる こ VJ は， 挪 す"' マク 
ドナ 片ド 氏かフ ー ゲ 了— 大統領 
の盧 をを をん じ、 能 ふらな ゥ速 
.かじ 日英 米佛 がの 五 刷 囲 おお 會 
溝な 集の 总企 わる こ V を ふずら 
ので あつて、 現 だ 協 おしつ^ わ 
一. る 所の 要點 は窮！ じ 化 づず縮 基 
を 尺度の 協ぶ じ 就て 别强を 化を 
一す る 政治家の かお 的 解 ホを 第一 


とし、 がる 後技 術 家を して 定め 
られ たる もの じがて 協議せ しむ 
るか、 がら ずん y 技術を をして 
先づ 下な 證會 を巧旌 せしめた る 
後列 强を權 食 謀を 召集して これ 
か 治 的に 

が决 する わの 可否 じして 
第二は ホるべき 會 蔑には 單じ巡 
ホ 艦の みならず まカ谊 、'がを 巧 
艦 等の 一切を をむ 一般的 曾議た 
らしむべき か、 成 ひは これを 巡 
が お、 驅逐 お、 潜水 お 締少の お 
废 にと むる かの ニ點 じを るら し 
(、この 外 今次 置 個越會 議を從 
來 のかく 國際聯 巧 軍備 縮少 委員 
曾の 一が たらしむ るか、 をれ 共 
獨 なし じがを 筒 諸 じする かご 討 


東京 特電 二十 八日 發 U お玉祥 
お 軍の T 野を 布吿 した 蔣か巧 
將 軍は 目 ド 化を じ滯化 中で あ 
る. か、 氏は お 氏の 巧 敷は 一部 
左傾 波に 誤られた もので あを 
と斷 じ、 南京 政府 どしても 巧 
の 面目を 樹て 『海外 貿易 視察 
を』 のを 儀で 外遊せ しむを こ 
VJ じな つたと 云 ひ、 將 軍の 引 
退 じ 化ら て 支那の か 平は 完を 
ミな b 今後は 國家 統一の 賞を 

擧げ ると 述べた。 

. 

東京 特電 二十 八日 發 = 日本の 
か 東 省 撒を を 同省を 掌中の ちの 
たらし めんと して 失敗 I 、 蔣か 
巧 お 軍 じ宜戰 を巧吿 した 河商尝 
の媽 玉祥將 軍は をの 後 

部下 のを 力な 韓復渠 おを 
が寢 返らし をの 化 頼み どした ち 
力 U 部下が おを 派 じ買收 され、 
廣西軍 振は や 不遇の 位 混じ 陷っ 
たので、 圃 錫山將 軍は 運が じ 氏 
ご 會 見の 上 この 際 時 扇 拾 收の爲 
めじ、 二人が 下野して 外遊し、 

蔣 かおの 引退を も餘 儀な < せし 
めん ど 討ら つ} あらしが、 今 旧 
蔣か おお 軍は を國 じ布吿 をを し 
て溃 玉祥將 軍の 下がを 傅 ふると 
共 じ 化 ま一帶 及び 將 軍の 地盤は 
閣錫山 將軍じ 司らし わる 旨通吿 
した、 この間 じは 碑々 ご 乂这ん 
だ 事 精が あるら しく 圃錫 山、 張 
學 良、 唐生智 をの 化の あ 力な 人 
物は 蔣 氏の 媽玉祥 討伐には 極力 
反勒 し、 一方 媽 氏を 

說 化」 て 下野を 勸吿 した 
る じ 街し お 氏は 軍 咳 給 巧 お 一二 千 
巧 弗を 要 ホ しれる も 結局 これを 
一二 百万 巧に 减 じ、 をが 天津ょ 
か 遊のを じ 就く 際 外遊 資金と し 
て 二百 巧 弗を 給 巧す る 外 南を を 
巧の 媽氏 討伐々 はを 式 じ 巧 消ず 

。 1 な b このを 協を 見る じ ま 
b しもの i かく、 狼 氏は 多を 日 
本 じ 暫く 滞 化し 更らじ アメリカ 
じ 赴き 歐洲 を經 て。 ンアじ 入る 
ホ留 らしい が、 氏が 下野を 巧必 
する じ ま b し 理由は 巧び 戰 化を 
惹起した 貴 巧を 回避す る こご 
巧 自身の 健康問題が 主因 ど U つ 
て 居る もの 1か< ，一 モ趨氏 

宮己 の 軍事的 立 路が漸 巧 
ず 利 じな b 、 惡く 勤けば 天津、 
化 京の 見を 廣を危 くす る やうに 


ホ 社 穿ム巧 

內閣 改^ 本臺 舞に 

閣僚を 識 進退を 首相に 一巧す 

【サ 八日】 •內閣 な 遊は を々 本 舞臺じ 入ら、 醒 僚を 部は 田 中 首 
巧に をの 進退を 一任した W 、 云±藏 巧は 轉 巧を 留んで 恩る 樣子 
でぁる、 白 川 陸相は 滿渊 虽-俾 あを じ 就て 軍部 側の 强硬 論から 板 
巧み どなな 辭臘を せんどして 居る 旨傳 へられて 居る。 

新 貿易 ホ 場^ 開拓 

(サ 七日】 支那 巧 化 じが： る永义 的な 排日に 斟抗 する 爲め 外務 
省では 化 東 調査 委員を 巧みし 中央アジアから バルカン 方面 じ 新 
貿 みが 場い 開拓 だな 諭 見、 委員 £ して トグコ なな 大使 小 噓留吉 
スウ 王！ デンを 使 武者 か を 共、 スぺー キンる 疲太 旧爲吉 、ぺ 
グシヤ を 化た るべき を 間 真 雄 氏 等を 巧を してを もじ 其 祭 一 ホを 
進める で わらぅ W 勘を さ 知て 居る。 - 

五錢と 十五 掛けで ぁる。 

日本 漁夫の 要求 

(甘 八日】 日魯 漁業の 漁 區じ於 
て H 本人 漁 ホな お 十 名は 待遇 
改善を 要求し 叙疆 中で をる。 

五月 ホの 巧 外債 

〔甘 セ 日) H 銀 調査 直 巧 ホの 內 
國 潰な 九十と 億 六 千 六な 四十 
と カホ モ圆 、み國 債は 二十 一 
億乂千 八な 六十の 巧圓 であつ 



炭 巧に 

〔甘 セ 日】 良 崎 縣化島 おおに お 
水が 浸入し 巧衛个 巧を 九ず 名 
を 生ずる じ まゎしが、 炭 雨の 
あ濟ー i をじ絕 望と して 見 おて 
られ慘 巧者の 判 巧した るち 四 
十四 人に 及んで 居る。 

劉 敎授じ 傅丈號 

鬥廿 八日】 滿浏醫 巧 乂學聲 b お 
國人割 曜義を (一 ミ) はす 本 
人の 腦の 研究に 泌 てを 大 でら 
博 ±號 を授與 され か 。 i 

巧 旧 魯庵巧 重 熊 I 

〔甘 八日】 小 說滚內 虹; 庵を は 

腦お 化の ため 昏睡が'® に 晒つ 
ミ。 

淺野 船渠の 怠 里^ 

〔サ 八日) 横濱淺 野狐渠 待 


■里 毒； 55^ィ 

巧 人は 截首 者の 粧 m をが 


社 使 
絕さ 
掛つ 


れ たので 怠業 準備に 一が 

こ 

新會 社計畫 雑； i 

〔廿 八日】 東を 株式な^ 新 理事 
長 岡 崎國臣 巧、 鄉 誠^ 助 男 等 
の韶券 投資 會化 創設. ぶ羞 〔旣 
報； 一は 資本を H 中巧圓 がで て 
着々 進 巧し つ i あ，； 

砂糖 値段 下落 

【サ 八日】 を 商人の ジ アバ k 買 
占の お 傅は b が 檐蘆 はす ニ 
圓をじ 下を した。 

東 鄕巧獨 逸な 勸 

【廿 八日〕 一等 書記 鄉茂德 
氏を 大使館 參事 官^ lui 在 

春 蘭 收穫は 皆 也 

〔甘 八日】 東 化 化 ホ V 一 化 お 道を 
除 < を 國の春 满化雜 は 前 I が 度 
よら 一二を と-極の 滅防ど 搜想さ 
わて ゐ る、 新 蘭の き 画值 段は 
十回 十二 錢 、ホ 均が なか 圓 0 


郡では 巧の 二毛作-— ぶ 巧した 

社會 局長 官呼聲 

1::*3六日】 巧巧省社會局を官後 
巧 ごして 東 巧 おか 事ず お 族を 
靜岡縣 知孽長 谷川 乂 - 、 福 岡 
縣 知事 齋 藤ず 固 氏 等の 呼聲が 
高い。 

髓澤 子が 仲裁に 

【甘 六日】 髓澤を 一子は 柬巧定 
巧 間 題に 關し 仲截巧 渉を 試み 
てゐる 0 

兩 陛下 御 下賜 金 

〔甘 六日】 聖上、 皇を兩 陛下に 
は 化 海道 駒ヶ嶽 災害地に 巧し 
金 千 圓を御 下賜 遊ばされた。 

對新 關稅の 交渉 

(廿 六日】 生糸 業者は と 巧 一日 
から 賞 施される フランス、 巧 
度、 支那の 新撕 稅じ對 し稽棵 
的を 渉を 開始した。 

巧 地 木が 暴落ず 

【甘 六日】 木せ 徽 稅 引上げ 後 巧 
化が 濫伐の ため 大 暴落を 巧し 
半値 ごな つた ものら ある。 

商品 切手 廢止か 

【廿 六日】 東を 荫エ會 誰 所 特別 
委員 食は 巧貨 巧の 商品 切手 廢 
止 又は 制限の 覺聲を 逆 過した 
理由は 商品 切 ホは 錫 巧手 形ど 
同樣で 一般 小賣 巧の 巧 買を 非 
常 じ 妨げる からだ ご。 


一說苑 


爲替 は义復 軟調 

【廿セ 日】 欧 おが 巧み 正貨 烏を 
を 表せ 田の ミ 勝 田 氏の 藏相巧 
命說 ごで 爲替 は义復 軟調の 傾 
向を 示して 巧た。 

新總 盛の す人氣 

【甘 セ 日) 東京 府會 議員 じは 長 
岡隆 一郎 氏が 磬視 總盟じ 巧が 
され 化-とじ 不滿を 抱く もの あ 
を、 廿五 H 午を を 岡 巧が 巧會 
へ挨 が じあけ る 時の 如き 段ぶ 
食 議員 化 五名は 室 かじ おて 化 
舞つ たが 彼等は 馨察豐 の削藏 
案を 提出す るち のご豫 期され 
てむ る 0 

が 岡 中將を 非難 

【甘 セ 日】 白 川 陸相は 關 東軍 司 
か 官が岡 長 太 郎中將 を 大將じ 
陸が せしめん ごの 意志が をつ 
たか 『岡 中將 はお 刹 事が の責 
巧を であるから 陛級 どころ か 
寧々 愼 重じ考 へなければ なら 
0』 どて 框を院 やなを からを 
肯 されな かつた ご。 

生糸 運賃 引下げ 

尸せ 六日】 太ゃ洋 運賃 同盟は 生 
糸 運 貧を 四 巧 半から S 巧 じし 
た 0 

廣島縣 て 二毛作 

【甘 六日】 廣島縣 深を 郡、 巧 殴 


日本の 同胞へ 

ジ 3 ン •アル •モット 隨± 
巧じ揭 げるジ 3 ン •アグ* 
ット睡 ± の 一文は、 氏が 過般 
東洋の 旅を おへて 歸乂 匆々、 
日本に 寄せられ じ メッセ！ デ 
で、 ゲユ タック 隱± の ずを 經 
て 本社 じ揭載 方を 浓賴 された 
ものである 、モット 博 ± が 過 
般 H 本を と 度 訪問した 際、 赏 
くも 聖上 じ 謁見を 仰 付けられ 
たのみ U ら す、 動 一等 じ 叙 動 
の 充榮じ 浴した ことは、 當時 
の 本社 東京 特電 じ 化 b て お 報 
した 所で ある。 

今回 第と 回の 訪問に 化て、 を 
は 日本が 化 巧の 孰れの 國民 ょち 
、大 なる 機會を 有して ゐ るを 
を 痛 威す るち である。 余は 化を 
を鹽を 訪ね 姻 つてを て-現 化の 
日本 程、 巧特 の磯會 をな して 居 
る もの あるを 知らない 0 
簽一じ 苦難 じ處 する {•じがて 
日本の 有する 大 なる 機會を あん 
世界 共通の 惱みも ぁるが、 日本 
は 殊じ禪 々なる 國 難を 經過 しつ 
つを る 0 

囊 じ、 關巧 大震災に 巧て 大な 
る檔 みを ホ はれた、 併し この 堅 
忍と 巧 力 ごを 3 て 再 巧の 事業を 
あし 遂げ 得た 事は 驚くべき 事實 
である 0 

み じ お 想 上の 脅威を 戚 じて ゐ 
るが、 共産主義の 問題 じ閱 して 
も 日本は 必中を の 最善の 辭 みを 
世界に 示す であらぅ、 『神は 大な 
る 使命を 輿 ふる 前に 必ら ず大な 
る 試練を 典 ふる』 ご宗敎 なを 者 
八 1 テグは いふた が、 化を-個 
人 ミしても、' 一 園 民 どしても、 
をの 僞大は 苦難 ご 試練 どじ 由つ 
て 蘭ら される ものである。 故 じ 
余は 化な 雜 なる 檔 みを ホ ひつ { 


ある 間 じがて、 日本 越 おの 偉大 _ 
を 巧た 巧 W が 解せられ る ど 思 ふ 
のでを る 0 

第二 じり 本は ぶ固陈 的が 化 じ 
巧て 大 U る 磯を を おして ゐ る。 
正装を 平を S て大 ホが 沿岸の 諸 
閱の 間にな も、 之^ 指 與的化 命 
を联 ずべき 巧 特の邮 をに 潰 かれ 
てゐる 0 

繁 一二に、 日本は 之等當 面の 難 
問を 解 ホして 進 わべき 辰を 的を 
景 をち してなる i を視 巧せ ねば 
なら 《。 化を 一國 民の 偉大 さは 

朝 一夕 じして 得られる もので 
はない、 長き 間の 訓 がの 結 あで 
わらねば なら 打。 其 訓練を 積み 
ホつ た 日本は、 か 巧なる 困難 じ 
も耐 わ、 柯の 脅威 じ も 動せ 0 を 
礎を ちす るで あらぅ。 

窠 四に、 日本は 今や 大 なる 機 
會を捉 ふべき を 岐點じ 立つ てゐ 
る i を 就す る、 余は 弓 本の 友 入 
ご して 宗敎 連動に 韵し阿 戶は康 

销 をされ てゐ るを をを ぶ 若で 
ある。 化 S 年 前 初めてみ 朝した 
當時じ 比 鞍して 見れば 實じ隔 
世の 咸が ある 而 して 今を 個人と 
しても、 國家 ごしても、 一 最も 賢 
明なる 巧を を爲 すべき 换 機に 際 
會 してなる ご 信 中る、 & ての 階 
級を 通じて 巧 人 も、 化错殊 なる 
磯會を 逸して はならない。 化 時 
じめ て 要ず る ものは 組攘の 力、 
協 岡の 力で ある。 而 して 之を を 
ふせし わる 爲 じ、 宮 等は 靑年じ 
囑留 せねば なら 田。 

をが 化 度 ホ 朝した 目的は、 基 
督 敎蹄强 なる 一機 關を海 じて、 
宗あ巧 勢力が 更に 一層 額 織 的に 
發 せられん 事を 學む爲 めで あら 
化は 靑年會 なる 組織を 通じて， 
おじ 一層 靑年 じを 化せん とを 望 
むが 爲じ 外なら ない。 をな 日本 
国民が をの 有する 恃 みなる 機會 
を捉 ，ロて、 前途に 大 なる 巧を 認 
め、 巧 命の 爲じ 邁進 せられん 事 
を切漠 する ホ窠 である。 


ニユ ー ョー ゥ^^^^ 

♦バ^ ピン 領事館の 手入れで 
ロシア と國 巧が 鄭 媛しても、 戰 
爭 じなら やど. 高を く . i れ ば、 空 
威張 も 化 ホる、 要する じを 那ご 
いふ 國は 新聞記事 じ 富みて' 歷 
あのせ じ 乏しい 國。 

♦憲 をの 常道を 踏んで 內閣を 
投 出した イゲ リスの 保ず 窯 も 美 
しいが、 其 第二 黨 員を 證長じ 選 
んだ勞 働 窝もエ ライ、 柯を かじ 
は 憲政 常道 も 糸ぶ もな < 、巧に 
嗯 § ついても 內 蘭の 椅子を 離す 

- いどす る 立 恵な を國か ある。 

♦禁酒 派の 總大將 キャノン 牧 
師が ゥイ] グ 街で 投機 じ 手を 巧 
して 居た こどが 判が、 聖壇 もを 
ょで 観 臭 ホ.^ を 揮 すれぶ 結構、 
ォ作 ボン 化 b じ チ ツカ！ でも 巧 
へれば、 おあら じ 妙。 

♦が、 日本人の お 役を じもキ 
ヤ ノン 臭い 人は ないか 知ら。 

♦日ぶ 婦人が 日 支 同 巧の 就を 
をした からどて 不思議で はわる 
まい、 當 地には ヤン* 1、 ドキ 
ブ 人、 イタを、 化 一 、 ポ ー ラブ 
ク £ 1 巧 间盟を 結ぶ を、 ザ ラに 
をる り 

♦媒合 名の 黛 (まゆ ホみ) さ 
ん 一時 歸锅 中の 所 過胺餘 紐 、 y 
1 プス ヘッド •ベネの 鮮魚み、 
泡を かいて、 こぼ すを*' 
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愛讀者 募集 

日本 新閉 おの笞 宿® 富蘇樂 巧は 去叫バ 大阪每 m 

新聞社々 賓 S して 入 寶ホ大 阪每曰 新聞 ホび 
じ 東京 日日 新聞紙 上 じ、 ロ々、 日本 國民史 を 

の 化を 執筆して ゐ 主す。 これ 等け 日本人 どして か 蘭の 文 宇 
だ ど 信じ 廣 ぐ 愛讀 者を 裳 h ます。 

購請 巧盈稅 をを と 六ヶ巧 一 年 
大阪 を 日が 聞 〔自 刊〕 六 ド 八 十一 ド か 
東京 日 H お 巧 〔日刊〕 ホ ド 八 十】 ドグ 
大阪が 日 巧 字 新聞 〔 H 刊〕 み ドが 十一 ド 八 
サン デ— 每日 〔遇 刊〕 ニ ド^ 1ニド^^半 
ェ コノ i スト 县 二回〕 ニドグ 四 ドが 
芝居 ご キネ マ 〔月刊〕 ご了グ ろド片 

あ 巧 部 おが 五十 巧を 誇る 『大 阪每 m 』 東京 00， 
が 化を 萬肢じ 直らな 国の ニ ユース を 傅へ てが 外を 巧を の 好 
伴侶た る 事は 巧 じを 評み わる 所。 

『大 阪每日 英字新聞』 ろ ぉ 図の 事情を 知らん どず 
る 窠ニ化 諸君の 好 指 か。 

『サン 一 了 1 每目な 上品なる 讀 物を 滿 載し を巧讀 まじ 
年 四圓を 巧の 『小說 S 溝談」 を 無が じて 贈呈 ずれば 鄉 おを 
癒す 結 巧の 讀 物。 

『H nj ミスト』 は 財界の パ。 メ！ タ。 

慧居ご キネ マ 』 は寫 あを お載せる 梨國 キネ マ 界の巧 
息を 巧 ふる 美雜 誌々 

左記 鈴 木 ぁて チェッキ 封入 じて 巧申这 ぁれば 一ヶ 巧を じ 
は 御所 遵の 新甜雜 誌が 御手が じ 届きます。 
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^ 面目なる ホ 巧 同胞 じな « 
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卷 壽司辨 奮は 前 曰 中 じ 御 注文 
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化 罪の 波' {消へ る 金が 

一年に 巧 册億弗 

殺ん は 十 乃 人. しわ、 5 削な 


プ 力に 比較して 秘めて 少数で あ 
るが 村 崎 じ r メ y 々内の 化 罪は 


I ぶく ヨ I " ツパ系 巧に じょら て 


當（禍されたァメリカ5 W 


繁 をの アメリカ、 を 典の アメ 
リカは 一面 じがて 罪 惡のア メリ 
力 ど 云 ふこ どが 出 ホる、 大統領 


フ！ ゲア ー 氏は 愚な この ア メリ 


々の 化 罪 あ 加を W て父邮 厨の 

大耻辱 で わる ご。 I 、 犯 
罪 巧 止の 息 ホで おおじ 人物を 網 
羅 した 委貴會 を 化 織ず る じ まつ 
たが、 アメリヵ 化 W 協 巧の 化那 
調査を： 封で ある ゥエ— ド •ユリ 
ス 氏は、 逝般 アメリヵ にが 么犯 
罪の 現が に 就て が： くべき 事實を 
デォで 放送した、 邸 も 玉 リス 
氏 じょれば アノリ 力が 一を じ肚 
る 巧 罪で 藻る を 媛 上の 措 失け 驚 
かれ 巧-二十 惚张 のち 额 -! 達し 
巧番 される ち r 力 ニ 千 人、 即も 
個 巧 一千 人め 削な でィ单 リス 
の 殺人 數 にお 十 化し 就中 化 非の 
中む 化で ある ニ ユョー クじ散 化 
する 前科 おの 無賴漢 のんでも 吉 
で 人、 シ カブに】 巧 人 ごい ふ 数 
じ 達' して 居る、 これを ニ ト化年 
前 じ 比較 すれば 殺人の 

お ロ 合は 一二な 爭 ごント 


-こいふ巧化で、 お富^れピ千义 
- 円 年 巧 じ おける 殺 \較 十 方 人に 
おしニ人の割を；ぃ、わつ ：：^もの は 
今り にわ い て十巧^ に對しよ人 
じ激增 して 居る ので わる、 ゴブ 
乂 氏は 云 ふ 『現代 5 アメリヵが 
化界じがて姑もお^5んら、 力が 
わ 6 且つを く i をげ をが つ ご お 
じ 化 罪を の 教も亦 化が 第一で ぁ 
，> こごは お識 をめ 风じ 熟知す る 
所で ぁる、 地獄；； 沙化 らおみ 第 
V . いふが アメ 9 力 f のが 罪 い 火 
がみ、 即も强 盗、 化 險詳欺 こみ 
化-」 化るな 磯上の 損失 じが ニ 一十 
億が じ 達し' 戰巧中 歐洲该 が じ 
貸與 しわ 戰的费 じ 匹敵して 居る 
ので ぁる、 なは タ くの だ 米 

外國人 が 化が を械 めて 嚴 
重じ遵 をず，。 こ/一を かる あで も 
るが、 これ 等の 化 罪 者を 通し、 
ニグ 一口 人 柿を 除く 一二 みの ニ ごい 
ふ もめは 多，、 はョ ー 0 ツバ 人で 
あら、 且つ ml ロブ 系が の 甫 
技た もる こどを 發枉 する、 挪 ち： 
ョ —' 。 ツバが 國 の 化 罪 率は アメ 


j むはれ てち るので ある、 巧々 は 
I こむ 巧の 無賴淺 がを 地のを 力な 
j 政治み やを 權ど 組ん e 組 辖的じ 
I 化 邦し、 罰の がきら 柿々 リカ 法 
i の 下 じ 逆いて 居る こどを 知る あ 
I である：^、 さて 斯る願 寒；：* 犯罪 
j の 波が でぅ して 押 あせて ホね る 
i かどい ふ 

•原 おを. 調べて 话るど 逝去 
I 二十 八 年 じ' おる 犯罪 數の增 加は 
硕 めて 秩序を 追 ふて 居る ので も 
るから、 これを 舉じ歐 洲大戰 や 
銭 酒 等 ごい ム もの.、 みじ歸 する 
こご：25£ホ心い、 ま因の第 1 は 
窗の增 加に 伴 ふを 侈の 風が 化 罪 
を誘教 し、 を あじ おを 奪 ふ 弊風 
を傳幡 ずる じ 至つ たこ どで ある 
第二け 化 那のキ 段 じが ふ衡 あな 
發 明^ 增加 である、 郞も 自動車 
の 化 用 お 加 じ 伴 ふを 迪 整理 難は 
犯罪者 S 逃亡を を 易 ごして 居る 
し、 自動 ま烦銳 、機 關銳 、スモ 
—ク •ス クリ ー ンや 涙彈 等の 骇 
明が をれ である、 第 S には 地方 
から 都を への 移な 增加ど 

制 巧 じよる 栽 巧の 
かおが 化 罪を の 即刻 厮 罰を 兎 も 
すれげ 延 副せ しいる 縣風 である 
第 四は 當の增 加に がふ 人 必の弛 


みが 斯ぅした 化 罪の お檢 巧を 深 
-刻じ随じ；^いこごである』 ピ說 
いて 活 る、 ユ ブス 氏は これ 嚷化 
罪を 防 也すべき キ段 どして、 ピ 
スト 4. 黄の が 器 携帶ど 製を 買資 
化締を 中央な おじ 集權 I 、 か國 
人の 化 罪ち は ど I 送還す る 
と共に ィ V リマ 谱視廳 の 如き 中 
央 犯罪な を 設けて 全國 のに 取 稀 
6、 吿發 € ホ 續を銜 易 化して 陪 
審赖 巧の 缺 ぶを 磯を すべき トゎ 
る どの 諸 点を 露げ たか、 氏け 禁 
酒 法 r 就て ゴ 氏は 正面から をの 

虛僞を ホ 難して 禁酒法の 
違な はを 喊 め。- あら、 或る 地方 
の 與論は この 连な 'い爲 じ 協賛し 
て 居る 串 巧. で舉げ 『講 をは 巧ら 
く 数千 方茹じ 速す る 禁酒法 腳わ 
费のモ 出を 中 化し， のて 禁酒を 
欲しない 地方の 反響を 監规 すべ 


きで ある、 お 赏乂藏 省が こュ 


'ク 、ウ キス コン シン、 メ — 


! ランド 州 等に 國费を 消費し 
て楚 酒を を 励い すべき 理由は な 
いおは これ 等の 抑 じして 强 健の 
製 遊、 販 導を あむる U らば 寧ろ 
これを 放 化すべき である'- とを 
勸 める 蓋し 巧る 時化の 巧 現は 早 
晚 をみ 州 民の* む膽を 寒から しめ 
化て この 隅 題の 解かを 0 て 州は 
S 義跨 たる こごを 自覺 せし むる 
に まるので もる』 ど 述べね® 


日本人が な 飛行機て 

地球^ CS ミ i わり 

大み縣 人後 藤 政 巧 巧が 明 H お發 


髮じド キッか ， b 豆 飛行機で ァ 
一一 ジ 大陸を 横が 6 大阪 から 東を 
に 飛んだ ド キッの 貴族 ヶ ー ニヒ 
一男は こみ 豆 飛 巧 機で あく 乂 大陸 
i を橫 斷し歸 濁の 途じ 就かん どし 
て 居を か 

茲 には 亦 01 ずンゼ A スじ化 
和 大か縣 人 懐 藤胶司 おご 哗ぶ 
飛 わを は、 數年苔 也して 貸ら 
おがした 僅が 二十 一 択の豆 お 
巧 磯' 『凌 あ號』 じ乘 し、 癒々 
明一ニ十けを巧て 。 — サ ン ゼ 
ス を出發 、サンフランシスコ 
を經 由して 化 づ當化 じ 飛び 
當 地よ 6 は 機体を をの な 船 
じ 税込んで 段洲 大陸から' ン ベタ 
ア 大陸を 經て H 本 じ 飛ぶ こど、 
なつた、 この 勇敢な 後藤 宵 年は 


の 搭腾璧 
飛び飛び ijj 
少し まつ で j 
ふ 具を に 
々ませぬ 


出を を かじ 左の 如 < 語 つて おる 
『いよ {お资 の 际 機が 巧ま 
した、 機ぶ-は 少 さいし： 充斯 
I 殺ない の だから、 

I ホ しをりて は 化ら 
は义 下降 t る ご 言 
巧を 繼續タ ねばな 
大お巧 機よ b 巧 難 
など ころは 飛巧圖 一枚を たよ 
らじ來 見み 化 じ 巧つ てみ さ，- な 
强巧 攘を投 しあて ねぶなら ぬ 
こどで、.^ のた み じ 技 儒を 要 
ずるので ム 、しかし 窮 は膏藥 
張 6 で巧ょ i ら、 せは 巧；； て も 
どうかして 機体 だけは：： 一本へ 
ひき 中も达 まう どみ 必 して 居 
ます』 云々 ビ 


見し じので 兒漢は 氏 じ 短 巧を 
投げ かけて 逃亡した が 
去る 二十 五日の 巧 チエが シ！ の 
チリ！ 巧 邸 前で 0 ブデャ I 巧は 
前 御 部へ 何物 か k なか けられて 
人事不省 じ陷 つたのを 警官が を 
のを 裝 見し、 犯人 も 巧 衛ぞ巧 ご 
あるが、 。ッ デャ！ 君の 記憶す 
るかぎ bn ン ドン じがる 怪漢の 
身を をの 化は お 京で 襲 はれた 支 
那人學 化ら しい 犯人 ど寸み 違は 
ぬ どを ふので ゐ る。 


マン ハツ タン 橋から 


邦人 投身 


通航の 船舶 救助 

昨 二十 八日 午前 九 時 どい ふじ 
マン；； ツ タン 橋から バ ラシュト 
でイ ー スト 河 じが 这ん だを •かを 


鱗體學 をを 禁止 

ま 京. 特電 二十 セ日發 U 高等 學 
校長 食 溝 じ 提出され た 喫煙 中 
學 まの 裔等學 校入學 おお 案は 
委員 晰托 ごな つじ。 


b 巧 巧が h を 逆 化 中 でんつ たタ 
ツグに 救助され たが、 投身した 
をは H 本人が ザ じて S 角 (みす 
I. み？) と 呼ぶ こご だけは 確かめ 
られ たが、 をの 化の 身許 じがて 
は柯 等が 巧せ や、 目下べ 八ビュ 
1 疯 なじ 化を 中で ある、 實を者 


の談 じょれば 投身の 模樣 じして 
を 明 お試しの 意を 抱いて ゐ たこ 
ごは 明ら わで あると 0 


チリ— 氏 令自 3 


巧び 襲は る 


今度は ロンドンで 
まる 二十 六 H 彻の 0 ン ドンを 
電 じよる ィ」 駐 H イキ ブス 大懊チ 
リ！ 氏のを 息 0 ッデャ I 君. i .、 


がか もスで J デン 皇太子 及びが 
殿す 御 ホ 遊 中に 谢漢じ 盤 はれ、 
ィダ リマ 營！^ でも 頭を ひねつ 
て 巧る どの こ- VJ である 

ごい ふのは ずょ b ニ 年 前柯じ 
スエー •ヲン 太子が 日本に 御 
沒 遊の 節の イ •ネリ ス 大使 おで 
午 较會を 催寸た 巧、 支那 人學 
生 おの 怪漢 ボ 大使 邸 じしの び 
入つ じのを W ブ- チヤ！ 君が 發 


壓藝師 一巧 

セ 巧 二日 頃 着 紐 

な 前 琵琶の 萬 家た る 橘 家では 
を慶 的の 流 巧 じ 速れ、 今 画 新に 
大敎 司なる 最高 タィト 八を 設け 
た F 、 直 もじ 目下 滞乂 中の 巧 ま 
的を A 豐田 化穗 女を を 之れ じ 指 
をし ホつ た 由 じて ホを はこれ じ 
ょ b て 筑前擇 琶の本 あ 本元た る 
橘 流を 化 表する 第一人者 ごな つ 
た譯 けで ぁるが、 女を は旣 報の 
如く 巧 下 旭 嶺縷闲 伴の 上 ホ 巧 一 
B 乃 ま 二日には 東部 觀 ホを 兼ね 
て ホ 紐すべく、 當化 じても 演奏 
會を懼 す 笠で あるが、 ァ メタ 力 
人侧 じは 渡米 S ホ 十を 間 泣 最も 
變化 ホる 巧 だけを 巧 奏し、 をれ 
じ 代 b て 合奏、 化 穂 媛の 舞脯、 
獨唱 、琴 第を 彈藥 して 好評を 博 
して 居る 由 0 


察當 馬では を 通 整理、 乘貧 競ず 
の 弊 寄を 慮らて を お K 新 衙趾め 
出現を 許可 しないので 目す これ 
をを 聽會 じ附 しが 方の ホ 張を 聽 
お 中で あるが、 熟食 tt 側では 蠻 
察に 斯る卞 涉權； しどの ホ 場 か 
ら訴 惑を 提起ず るら しい' じ。 


蛋覺拳 圆驟じ 

ド弗ツ 選手 際つ 


ニユ 3 ! ク •アメリカン ま 做 
ミ 八ク賓 をの 蛮覺攀 國恣善 興が 
はせ と H が ャン キー球 媛で 擧 
呼 物の ドキダ 新進 選手 シン メ J 
街ス ベ— ザンの 怪物 ポ i リノの 
試を は シンメ^ 最初ょ ち 優勢む 
示し 十回 戰 ょらは をの 攻裝 益み 
する でく 十の 旧 戰じ危 く ノッ々 
アウト じあで A どし ねが-、 ベル 
で 救 はれ 結 お 十五 回戰で シン 4 
グが 優勝、 本年 化 月頃 ジ ヤツ々 
シャ！ キーミ 化 巧 重量選手 權ゎ 
爭 ふこと じな つた。 


アメリカ 人間の 

御飯 俱樂 部發展 


タ クシー 合戰 

. 警察 當 局が 卞涉 


當化じ ホ 7 キト •ホ] ス •タ 
クシー 會 社が お現し 他會 社の 乗 
ホ賃 が 上げに 勘 巧して 巧て 値 下 
げじ出 でん どした のみなら す、 
フオ ー ド 自勘革 會化も 小型の タ 
クシ！ を 市连じ 出す 旨 請願し 巧 
つたので 當 巧には 果然 タ クシ！ 
を 巧を 溃出 ずるに ま b しが、 巧 


H 本へ 巧つ た アメリカ人 じ W 
ら 日本の ゴー ンを 讚美す る御衞 
俱樂 部が 設けられ、 巧 山 媳領惠 
化理が この 例會 でか 巧 巧 埋比歐 
論を 試みね のは 旣 報した 所で あ 
るが、 この ゴ" ン棋樂 部は その 
後 益々 發展 して 會員 も增し 昨み 
では 殆ん ど每週 金曜 H じは 巧が 
館に 集を して 日本式の 午餐に を 
鼓を 鳴らして ゐる 由。 


商 賣化巧 〔化 一一】 


一 初 まぐろが お 

>7 

最ぅ 『まぐろ』 が 出る 頃 だと 
巧を をが 待 焦れて 居た 『まぐろ J 
はよ ザ 巧は 氣 おの 關 係で 稍々 わ 
くれて 居た が、 昨今 巧ん お耕染 
のサゲ オナな 巧には 每 H が鮮な 
まぐろを 費 出して ちる、 旗 巧は 


西 六十 一 T 目の ニな 番 でぁ- 
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The Nomyre Secarities COi, Ltd. 

120 Broadway, N, Y. 

Tel. Rector 3254 
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雜九 十六 巧を 干 


第 


妻を 堯巧 を 獄 _ 【 日喔： h 】 


B 九 サ巧六 年 四和昭 



夏"！ §グ1 ム向き 

日ず 及"^ 獨逸製 玩具、 雜貨 ぶび 陶器 
频を夏 向き 品を 部 お 揃へ 陳列して 
居ます ホら 御 ホ 紐の 節は 是非 御立醬 
b お】 @ マ」 願まず 

了 f } テ 瓜 エンド シ厶 メル 


I 献 日本 ドラィ ダ ー、 ッ蘭會 


內 外を、 祉 偶、 蛛式 ノ與買 及ビを 
札 お 立' ィま棘 被が ニ御耿 披致ン 
マス、 精々 當がヲ 御 利用 下す ィ 
啤心 藤本 ビル ブロ— 力— 銀巧别 妹會耻 

藤本 證券 會社 

， 巧を 潘ま巧 
巧羅が 出張所 
同 ホが 化 巧 巧 


巧な 語、 雜 貨卸賣 

森村ブ タザ I ス 


H 本觸破 器雜貨 

ラ 厶ブ卸 巧 

祭良賛 易商會 


かを 記鍊を 巧つ た 

兰ホ 貨物船 

一二 井 物を 紐 育を が 着電に 化れ 
ば まる ホ ニり 午後 S 時を 巧に 寮 
せる 問社モ ータ！ 船 函巧山 化は 
橫濱を 港 間の 處 女が 海で 十四日 
一時間の 記錢を 作つ じ 由で ホ 均 
一 崎 間 十二が 里牢 貨物船 どして 
が ホの 最好 レコ.— ドは 昨年 十二 
巧 白馬 山义の 示しに 十四日 十と： 
時閒で ゎる。 函化山 化は H ホ 所 
越ぶ 造船所 じめ て建逛 せられた 
ので あるが を さ 四.，；： ：一' 二十と 沢 ザ 
幅 五十六 吹 おがを 水 二十 六が、 
をな 峨化千 八 だ顺产 が八シ リン 
ダア •デイ ゼ^ 巧 鑛はホ 千 馬力 
の 動力が ホる。 を 函化山 化は タ 


み羅 お、 を 巧 ぉ 帆 (ホ， 
骚府發 

(午后 二が 出れ〕 

天洋 化と 月 十二 日 
n レア 見 よ 巧 ホ 六日 
寿 洋乂八 巧 九日 

シベリア 义 ん 巧 irlllH 


グ方經 由) 
を港發 

(正午 巧 化〕 

と 巧 十と 日 
と 巧 化】 日 
八 巧 十四日 
ri * 巧 サん曰 


® シアトル 出帆 (午前 十 時 お 帆) 巧 
が 闽兄 と 巧 ホち 日 W 
巧濱乂 八 巧 九日 TO 
ミ 島 化 化ち 四日 W 
巧を 化 九月 廿 一日^ 

® 倫教赞 日本 巧 巧 机 

读 ぶか お 巧 十一 二目 M 
化蔥化 よ 巧 サ六扫 ^ 
を おみ 八 巧 十目 跳 
▲ がを あ 化 HJ お 馬賴を 日本 行 貨物 賠—巧 二回 A 
▲ 蹄 絡 取な 0 弊社は 欧洲が、 南米 巧 並に 芭を馬 
經を おやを 岸 巧を 游が 含れ ミ 偉 巧 おり 乘お切 
巧 等 お 事 御が を じ 化 許び 申 上 ミず 
▲ 米 國鐵道 切符、 庭を 券 等 も 御侦宜 にお 計 ひ ホ 
上まず 


瓜 

爬 SllJ 
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資本を. 
拂么濟 資本を 
巧 ホを 


壹巧脚 
六 千お圃 
六 千 四 甘 萬 旧 


城 誠 S ザ 銀 巧 紐 巧ち 巧 

本 巧 巧 巧 巧 H ネ橋瞄 本を 尾 巧 五を 地 一巧 
支 巧 小が 日本 橋 化の 內巧 夏 横な 
名を 属 京都 大巧 西 (大 ち神戶 
廣な下 鹏巧司 巧松輔 岡お抬 
± が愉 をを 巧 四 水 


ん 


輸出入 爲替 、電信を を' 化を を、 旅 巧 信用が 
商策 信用 狀巧他 一般が 巧萊 

嫌写囊 銀 巧— ま 巧 

鄉里 送金" H 本を 地 おず 蚊 巧； 进速化 巧 
本 巧 巧を (を 期 述知ノ ニ祁) 御 巧が 取 巧 
本 支 巧 東を (本 巧〕 大 阪神 戶巧都 
所が 地名 古摇 小が お偷敦 


邮 


> 6 
、•も 
ん H 6 

^ G L の 
S ~^ を .ぶ 

e 肺舶 m 琴 

B H ^ 

巧 別が が 

- •-!! 一! 1. E 

nu M 
的 け T 


日本 陶破 器雜貨 類卸賣 

井元 ブ文ダ ー ス 


夏 壤巧品 特別 賣化 

夏瘍 、ホ賣 向、 ダ！ ム 向新 靖 到着 
精々 勉强 御用 命じ 應イ ま寸 
日本 陶破 黑雜貨 卸販寶 

鱗 茂 木ぶ 井 組 

10 巧 E . 16 をぞ N . Y . 
HeL Stuyvesaiit 窠 9516-7 


复場向 = 新 荷 到着 = 

精々 勉强巧 致 候 間 御 引 立願 上 候 

陶 强黑雜 貨卸寶 

春 田巧會 

141 『 i で h > ve .. Mow York Cky 

Cor 日 ミ of 21 st St . Hel . Algo コ quin お 9ぞ2 兹 一’ 


夏 場 向 = 新 荷剑着 U 

雜貨 、陶破 お、 ランプ 及を 等が々 
勉强可 仕が 閒御 註文 被 下 巧 お 上 願 

^ 太 泮賛易 蛛式會 社 

Helef > h§e と won ち in 沒 23 如 

101 巧 ちを A.vescn za'w Y ミ k ご 巧 

ohicago wrandl 327 W . Mwdison 留.， Ch ぎち. 111. 
囚日の一旨ュ 》さ.を . spscda 00こ 爱 Bfjdford Mr woston sass . 


力し 兼ねて u 本の 廣吿じ 資せむ 
どの 抱を であるから 岡胞大 ホの 
後援を 翅學 して ゐ る。 因 じ淺巧 
义 船長 四宮氏 のみ 事務を は 川 田 
常 八 氏、 巧 厨を は 盤 谷勘藏 氏で 
をる ど 0 


感謝され ろ 

米 人 義金 

ロ クフ エラ ア氏 寄附 

な駐 H 大使の 獎學金 

巧氣 病院の 閒設 

巧 京 聖路加 國際 病院 建缀 基を 

の 運動は テユー スラ ア 博 - H 
の 熱 也な 遊說 ごを 地方 委員 會の 
樹方 ごに 化 b 着々 進が し 居 b 靈 
に日ッ クフよ ラ ー が 劇は 间 病院 
看護婦 專巧學 巧 建築の 爲 々四十 
刀 巧の 寄附を 承諾した が、 去る 

二十 六日 當ま 曰ッ クフ 玉 ラ ー 巧 

一 佩ん として S 十五 巧 巧を 寄附 
すべき 旨の 踩 意を テユ！ スラ ア 
隙 ± じ 傅へ た。 米國じ 於て 篆集 
しつ i ぁる 基金は 德計 ニな 置 十 
一 ハ 万 置 千 弗で 今回 n 氏の 寄附を 
け廿旣 じな 八十 八 万 五 千 弗に 達 
した S 云 ふ。 

去る 二十 六 H 在東京 米 圓化理 

大度 エド 7 — ド •エグ •ネ ゲネ 1 
巧ょ ち 華 巧 因 務省じ 逢した る 
& 電じ 依れば なな 日 大巧 バンク 
ロフトを の 遺 旨 じ 從ひシ 々ゴじ 
於け る 遺を 管理人ょ bH 本學を 
の爲 めじ 使用す る 獎學を 十 巧を 
設定の 通知に 接せる が、 巧 ほ 遺 
を おみ 事務 終了の 際 C 更らじ お 
方 巧を 獎學 をに 提供し 場べ しご 
の ミで ぁる。 を 獎學を 管 巧ん の I 
資格は 曾て 米圃 の大學 じな 學せ 
る 日本人た る こ VI を條が ごする 
が鹽 琢磨ち、 磯山を 輔伯 はな 力 
な 管理人 ご なつて ゐる 。學 をは' 
巧 年 四ん を 別々 の ホ國大 學じ學 
ぶべ く、 旣 じあ 定 せる みはな パ 
ンク 。ブト 氏の 學んだ ィリノィ 
州 ボン スバ！ ダの ノックス 大學 
ご、 マサ ナユ 七ット 州の アム バ 
スト 擧で ある。 

■固務 長官 スチム ソンを はが 淵 
大使ょ ち同氣 記念 病院の 開院せ 
る 旨の 通知を 接受した が、 をは 
千 化な 二十 一二 年 乂巧關 巧 大震災 
の當時 ホ國ょ 6 贈 づた救 恤を殘 
額の 內で 設立せ る もので、 書中 
お 淵 お 巧け 『な 闕政 麻の 命じ あ 
ら化機 曾-しめて ホ 固玫府 なび 國 
民の 寬費ご 岡 情 ごじ 對 して 深甚 
の 謝な を おす。 刊满院 は H ホ 間 
のぶを £ 巧證 ごの 記を 塔た るべ 

X » • ■ ) ^ ^ - UJ f D 0 


畳のを 糸 あび 絹物を 搭載して ホ 
じが 大冷藏 庫の 設稲も あつて 巧 
菜 果物の 輸送に も適當 （て ゐる 
ご 云 ふ 0 


を/あ 

参 一二 州 會例會 巧 次 竹み 郞 氏を 
息 巧み 氏 及 肥 後 氏の 巧が を媒會 
ごして ホる と 巧 一 H (巧 曜) 牛を 
六 時ょ ち 東洋 館 じがて 歓迎を を 
兼ね S 她會 例會を 催す お。 

参 稻荷田 稻助氏 滞米 中の ミー ホ 
鑛山部 一二 池 炭化 技師、 去る ニケ 
月間 東部 及び 中西部 地方の 炭坑 
視察を 終らと 巧 十日 出帆の マ デ 
で ス チック 號 じて 渡 歐の答 A , 

参 黛 治 良 氏歸朝 中の おを タ會 
社が 育 支店長、 バク！ 化 巧に て 
沙港經 由 今 遇々 初歸 巧。 


♦お 育 日本ん 敎會 
『表を 的 敎訓』 淸 水が 師 
♦基督 敎 修道 魯 
『园法 尊重の 自曜 J 椿が 師 
♦日本人 美な 敎會 
『道德 ミ ま敎』 ' 高 橋を 巧 


蚊 ミリ 線香 

用器 附き 
一 箱 五十 他 


蓄音機 レ n — ド 

澤山 到着 


化 桐 兄弟 爾會 


海水 證 、貸 室 齡請 

魚 釣、 水泳、 保養、 萬 事 親切 
互 rs . Ogawa , 312 Beach 呈 h St - 
里 巧 夏 r タ广 一. Tel . Plaza 1 畫 


桑 山商會 

ニ A EAST 5置 ST : N . Y . C . 
さ呈 8. す 巧 nt 2133- 是骂 


を ス 四 室 あ 湯殿、 マチ！ 
P ， 讀ムヒ ト其他 設備 完 
I を、， 濁 身の そじ も適當 、家賃 月 
111 革 六 弗 ご 四十 お 弗 

ニ 1 す ミ一 SUro 言 N . Y . 


暑中 御 伺 

每日お 暑ぅ 御座います。 

御 化 事の 御 劈れ じは 
冷む ぎ 
冷を ぅめん 
刺身を の 他 
夏向きの 食膽 
金曜 目は 饋 デイ 

御 食事は 

が亭 ホ廣、 

東 二十 化 了を S 十あ番 


打を 綺麗なる シング 少及 
ダ プルが 1 ス 、を 

ま 便、 挪± じな 度し 
呈 A ち， 苦 0 W . 1 畳す 其吉 一 2- 夏 

; Go こ road 壬 ay 旱 Clarkson 758 


|^%^良 裝餘鐘麗め室、 設備 
完 き！ シング こ 過 

八 弗、 ダブ グ 一遇 十 弗 

呈 TELG 養 LE , だ： W . 普 さ 芭.， 呈 y 


▲鄕 里を を 及び ホ 送金 (おず 數 巧)、 外 固 
巧を 賣 買、 荷ち 替化化 取 立、 信用が 發 
巧 等- 般銀 巧を 格 御徑利 じな 扱 巧 仕 お 

S 臺灣 艱巧馨 出張所 

本店 臺潰臺 化 ‘ - 
ま 巧を 京、 橫濱 、お 吸、 神 タ 、上海、 を 
ロ、 福 州、 厦門、 袖が、 香 巧、 廣 巧、 巧 

嘉坡 、スラバヤ 、スマラン、 バタ ビヤ、 盡買 
、ホ；々 ッタ 、倫 巧、 其 外專機 十四 ケ巧 


一、 資本を 壹億圓 (全額 拂 込を) 

一、 靖 立を 营億 あな 五十 萬圓 

巧 近 本 支店 U 横濱 (本 巧) 巧 京大 お 
が 戶長 崎下關 名を 崖 

橫變冗 金銀 巧— ち 巧 

糸 讀をぞ お U を 港 おお ホ巿 布を 
巧 化 世界を 國重耍 都 お ニ ま 巧 及 コ八レ 
でち 之 候 


本 ぶ. 大阪 化演丑 T 目 

紐育モ おお 育 グ。— ドウ* 1 巧 四十 化番 

鱗 住な 銀な 

ぉ ；^ボを 橫濱 名右屋 を都 神巧 岡山 
た 音 乂 道 廣島吳 柳 井下/ 雜 
巧 ま'.- す；： 司、 小 倉、 若松’ 隨タ 、欠留 米、 熊 本 等 
が國 預金、 鄕里 をを 等は 唐め 
.」 御 便利を 速 じ 御 お 巧 可 申 接 


本 巧 占が 京が 

をが. n 張 所は 日本 內 地の 驅坚都 巧 朝が 
:§洲 、支那のを 地 あび 浦 辅巧德 

燕 始 銀な 紐脊 出張所 


み 現 巧を 
中 L 巧 


般銀巧 策務捣 々御 便利 じ お 扱 巧 


シアトル ぉ 帆 (午前 十 時】 
あら ばま乂 と 巧 十み 日 
あらび や 化 と 月 甘 四 B 
るん どんみ (をを 出か) 八 巧 屯 日 

►一等 廣演 一九 お 巧 - L L ,— 
化し ば リザ かるん どんみ は 一 おを 巧 
，一二 等 日本 巧を 立 苑を室 おか 造を 巧 室^ 
，洒を 望に 巧づ 一等 割 お 往復が 巧を 巧を 可ち 

ロスアンゼルス お 帆 (午を ご 一時) 
はゎい 义 と 月 十六 日 
ら たらた 化 八月 十四 H 
►一等 横 這 ニ =10 巧 巧は わい み i じらを を 巧 
►柱が 三等 日本 巧 五十 九 ホ マ一ニ 等 日本 巧 五十 直 巧 
►ホ 渚 摇麻巧 おを 切 巧 慶塞券 巧 入御が 淀せ リち 


遊ン デ- 典 御金 八. 

日本み 地ノ を、 お漬 、株式へ 
狗投 をす サィ 

御手 轉霄 勞-ノ 保管 こ ハ 

安を + 弊店 ノ 『保護 預リ』 ブ 
御调 風下 サ4 

投資 ノ 雜 嶺談ハ 是非 弊店へ 

繫お 證# 株式 會社 

一 紐 育 お 張 所 

貧ず 金 養 千萬圓 
本 一 お I 大阪巿 萊區を i 听 S 了 旨 


日本 郵船 會社 (並 ニを 鐵道會 お) 

•代理店 巧 欄 兄弟 蘭會 

乘 車、 乘船 切符 並 じ 小荷物 運送 御 巧が じ 取扱 申しまず 


こ《邏5羣， 


if 


タフト 氏の 胸に 輝く 

動 二等 旭日 重 光章 

內山 総領事 代理ち 惟の 禍賀 午餐 會 


『前日 本 協を々 頭へ ンリ ）• 

ダ プリ* •タフト 巧の 吾围比 
じちす る 特異 且つ 無比の 舉化 
は立疵 された。 氏が ロ 本のち 
A じを をせ る豐 がの 活動 どみ 
じ 氏の 名は 吾 H 本 じがて 巧 か 
され 蛮 上 陛下の 巧 こしめ ず 巧 一 
ごな b 今回 尊 固 家に ぶちて 表 
をすべき 外 困 人の 一人 ごして 
巧に 予 をを じて 劇 章を 贈 おす^ 
る； ごな つたみ 第で をる 』 W 
冒頭して 內山總 領事 巧 理は其 
ま 催に おる タフト 巧叙勸 祝賀 
午餐 曾を 開 （趣意 シ旧 明した 
撰 所は 法 當お樂 部の 階上、 時 
日は 去る 木 照 H 、 巧山總 領事 
化理は 『タフト 氏 奉 吐の 歷あ 
を 諸君の かく 之を 熟 かせら る 
る ホ賓を 前に 細を する のは 無 
用の 業で あるが、 S 年 前 チが 
始めて H 本 協會じ 於け る晚餐 
■會 席上 同氏の 試みた お 說は今 
尙は 記憶す る 所で ある』 

どて 同氏の 目 ホ關係 改善の ちめ 
じ 巧 力せ る 点を をげ 『過 まと 年 
間 日本 條會 々頭 ごして ま 誠 一貫 
せる 互つ をが なる 家 化が 日本 國 
民の 恒久的 感謝の 巧を 贏ち 巧 人 
巧の 崇离 K る 敬 巧の 念を 惹起せ 
_ るは 素ょ ら當 がの 爵結 である 故 
じ徑 下が 化界 S 平和の 巧め じ义 
理解の 爲 めじ 貢がせる 同氏 じ教 
して あ 劇の 御 か 化を 下されれ め 
は 岡 巧の 動 巧に 對す るを 擧の表 
; 彰 であら 交 同氏の 巧 力に 酣 ゆる 


巧 確 る ブネー ム である」 ご 結 
むで 現 巧 H 本换會 々頭 ァンキ ザ 
ンダア •チゾン 巧を 紹 かし、 チ _ 
ゾン 氏の 衞 單；； * る 祝辞が あ 6 
みで 內山 總領巧 化理は 再び 起 
て 『タフト 巧 ど 同時 じ 叙 勵_ 
の ホを じ 浴せ る外國 人中では 
同氏の 励 等は 愚 島の もので あ 
る」 どて 『將巧 一層り 米の 困 
をを 最高 目標 じ 善導す る 方面 
じ莖 されい ミを 切望す る』 W : 
述べ 劇 おの 巧譯 文を 謹讀 し、 
御 紋章 附の 黒ぃ 漆 画の ホい 絹 
組を 解 さながら 恭しく 蓋を 除 
けた 上部に 劇 二等の 副 章た る 
勸 S 等 化 H 章で 部に 動 二等の 
化 H 重 ホ 章が 燦然た る 光輝を 
なつて 人目を がる。 纔 領事 化 
理が タフト 巧 ごがび 起って 函 
入の 歷動章 ご 動 記 どを 手交せ 
る じ 先 も 

一岡 起立 拍手を なて 就 意を をす 
る。 タフト 巧は 徐ろに 開口 『不 
宵 巧 等値す る 所な きじ 巧 はら や 
陛下ょり 斯 かな 貴重の 動 章を 下 
賜され しじ 對し 反て 困惑 化が た 
ら ざるを 得手」 ご 極めて 謙遜の 
意を 表し、 『善隣 相 かし 巧携ふ 
るが 爲 めじ 一臂の 力を 添えむ ご 
ずる チの 誠 患は 畢竟 愛國 のま 精 
じ おづる じがなら や。 予は 日本 
協 會の當 jf . 者 諸君の 支援に 化 6 
て 聊其馈 ^を瞒 せし のみで ある 
が、 會1^辭巧後の今日を<はぉ 
ホ ご 雖来や 洋を隔 つも ニ大 雄が 


の 平和と まを の爲め 努力を ぞむ 
ものでは。 い。 巧 もを が じがて 
を 巧なる 政治的を を 脚 係を 保持 
せわ どす るなら ぶ H ネじ 倚ら 中 
しては 出 ホ 巧 U い ミは 米 國識ま 
の】 致して 認 むる 所で ある」 と 
語ら 感激 じ満 七ね る 童 顏じ衷 & 
ょらの 蓄を湛 えて 着席した。 巧 
で 田 島 日本 陈會 理事の 發聲で 一 
同 タフト 氏の 万歲を S 唱 して 會 
を巧ぢ わが 雜て 巧るべき H 本 協 
會の大 晚餐會 じは 化 日 重 光章が 
同氏の 贿じ 輝く i であらぅ。 柄 
ほ當 H の狹 席を 中モグ ボン 商會 
のト 1 マス •ラモント 巧、 紐 育 
タィ ムスの フキ ンン 1 博 ホ 等ょ 
b タフト 氏 じ對し 懇切なる 祝意 
を 表して ホた。 閉 食後 劇 章を 持 
つれ 內山纔 領事 代理を 中央 じタ 
フト 、チゾンの 兩 氏を 左を じ 記 
念の 撮影が あつた。 

右 午餐 會じ お 庵せ る 日米 人は 
ま 人を ぶび 正賓な 下ぶ の 如し 

アレ キザ ンダア •チゾン、 ジ 
ロ — ム •デ ！ •グ 9) ン 、ユ} 
ジ. — ン •フアド ン 、ン i * オ 
クス チン、 バア レイ 大佐、 チ 
ヤ 1 ンス •パ！ タンク 八ム、 

ジ エロ 1 ム •户 ノア 1、 チヤ 
1 レヌ •マ 夕 ニブク * ク キタ 
アム •ぶ 1 •ジ ] ド、 エ八 ザミ 
ぶ I •ス ペリ！、 玉 ドブ— ド 
ラ ゲタ— ン * テ 1 ■ミニ フワ 

ィ 、田 島繁 ニ、 巧木秀 茂、 巧 
井領 一郎、 東義 一、 地 ま延么 
巧、 お井康 、矢 巧征 記、 井上 
豊 巧、 石み 具あ郎 、鄕敏 、風 
間 ま 一二 孤、 商木隆 を、 草 信せ 
治、 髙橋大 位、 が 崎を 男、 原 
ロ 武夫、 な 永を 左衛 巧、 雲 ホ 
龍お郞 、水 谷 渉 云。 


太平洋む じ 浮動ず る 

黑に赤 ニ 引が 煙突 

桑橫 航路 第一 瓣淺間 丸み 就が あく 

日本 郵船の 新陳容 


太ず が 的 化の 出現 どを ふ 
八乂义 ザは 今や 當 化の 惕語 ごな 
ろつ i わるが、 世が のが 運 巧に 
動かすべからざる 地 化を 占めて 
ゐる 日本 郵腊會 社では がに 太平 
巧が 路 のな なじを 化して 所謂 媛 
を 船淺閒 ，龍 旧、 巧 父の S 大激 
船の 建造 計 蟹を がて がらに 大み 
專務を 特派して 歐ホお 蓮 巧の 現 
狀を視 おせしめ たが、 を 第 一 船 
たる 谣閒 化は 化 《竣じ- の 上を 泌 I 
! 横 おおに 就 化しぶ 半 巧 沿を 1 らー 
.は 十' 一巧 一リ羅 がち 村 六日を 
I 港蠻 网巧廿 - In おおに 乂潘寸 る 
:豫 をで ある-- 第二 船 龍 旧 化は 明 
を 就が しみで 第 吉船 秩父化 も 就 
- がする 當 でもる だ' シャト 火 横 
一な 間の 化路は 不蚁敢 サィべ リア 
一 化 及び コレア 化の ニ 逆を 轉 がせ 
- しめ 第一 船 サイ \、 リア 化は 十二 
巧 二十ち n 沙 港が 帆 一巧と H 横 
被人湛 のを 定で がが n 駭ら倦 か 
じ 十二り じ 短縮 さわる ピ云ふ 

な 良扳 6 を ホして むる。 
とを 明治-一十 义 年始め て 一二 池乂 


千峨 こを 長 五が 八十 四听 、幅よ 
十二 帆 I 、 深さ 四十 ニ 吹 半、 推進 
機四輸 f 、 甲 极數と 屠を 有し 速力 
十九 礎で 快速船で 船客を 員は 一 
等 ニう 二十 化 人 二等 九十 六 人 一二 
等 五で 四 人を 針 八 巧 化 化 人の 收 
容 力! おし、 ま 要 機 關け瑞 西の 
ズ严 ゲア 式を 採用して ゐ るが、 
龍 巧义も M 式の ダイ •セ^ 機 脱を 
採^— お b あ 父 化の' みは T がの 
ブ 一-マイ スタ ア式 をが 用して ゐ 
る j 郵腊 を化ト はを 船の 巧想ビ 
する 梢 潔を 維持す る爲 めじ 右の 
かく ダイ ゼ^ 隙 關の設 楠を なし 
あら じ 亦 船を 巧 待 及び 供を の ホ 
面 じがて 巧錢を 投じ 船を、 事務 
4 巧 司 厨を 往ゴ 人を を 學の爲 め 
快 米 じ 部 遣し ホテ^、 クラブ、 
あおを を 船の 設細 'ホを 等を 硏 
がして 

實 習を 巧は しめ 現じ 淺閒 
化 酷 おじるべき 四 宵 源四郎 巧は 
ちを 一二 巧 末 ホが 化 ホお両 げ四航 
おの 見を、 水陸の 聯絡 巧を 硏を 
』 ホロ 午前 十 か ボストン じ 赴き 


(お 顯教 S ニニぶ 哺 を 就が せし 一 加を ぶを がて ンヤ トル じがでと 
めた 當 かじ 比較 ずれぶ 正さ-し 隔 一巧が 五ロ晚 巧坡發 H ム ブレス 


化 W 蛾が わる。 而 してを 港横瞄 
I 殺に 化 用ず るち 船 淺脏乂 は 排水 


; ロシア 踞 にて 歸 朝の 上巧逛 船々 
一長に 化かせら るべ く、 究ニ船 龍 


I 場を ニ タニ 千覺 、德觸 蚊 r 力と I 旧 化 船 おた るべき 前 ナイべ 


化 船長 伊藤 駿 をを はお 月 十四日 
着が め 上四當 船長 ご 均しく 實地 
見學 をな ザ i どなつ てむ る。 を 
港橫濱 線の 慶秀 船には 住ぶ 銀 巧 
船內ま 巧を 設けて 船客の 巧 利を 
謀ら ポンペィ ま 水み 壌、 小供專 
用 甲板、' 小 お 室、 一等 談話室 じ 
舞臺の 設備が ぁら、 尙ほ 靑暨敷 
の扎本 間を 特設して 船を の憾を 
におし 居み、 义一 二等 室の な 善 じ 
離して は 常じキ 化して 其 實を擧 
げつ i みるが 淺間 化の 如きは 

面目 一巧、 寢 室は を部少 

人員の コム パー トィ ント 式じ改 

良され を 堂、 喫煙室 も ぁ bB 、 

C の 兩甲极 じ 一二 等專 用の 遊ホ媒 
ぁらニ等は殆んどを部？^侧室の 
みで 危險を 避け 得る 小 お 用 専用 
甲 おも 一等 閒樣じ 設備し ぁ トノ船 
も 人 も 化て が 近 化 的で ぁるが 巧 
く 太 半が •むじ 觀 へる 赤 ニ 引の 郵 
船 破を 檔頭离 （巧け た 黒に 赤 ニ 
引きの 大煙简 船が が 勘す るので 
桑 港羅府 沙潘は 勿論 當化 郵船 支 
; 巧の 巧 陣容 も 整ひ發 盛の 第一 ホ 
ごして 巧み 支店を のす じ 矢 吹 副 
長 お 外 一名を 增 員し シカゴ じ 木 
が義 氏を 駐 化せ しめてが 西 聯絡 
の 衡じ當 る i どなり 前 巧 本紙 旣 
報の 如く 第五 巧みな 四十ぶ 番ホ 
ブ 4 • C レー ンの座 築 (東 四十 
お； J 目 お 巧ょ b ニが 目) 第一 階 
じ齡 がが 巧懸黃 所を 新設して 来 
H 八日 開ぶ、 下町 事務所 ご おじ 
船 あ 事務を 化 扱 ひ 化 留树胞 底げ 
一般 旅を の 彼を を萊一 ごし 他面 
义 人の 東洋 向き 旅 おの あ 加に な 


お 川保險 事務所 

H， Segawa, insurance Broker* 
如 3 巧 わ h Ave., 

Tel. Caledonia 4100 


內 田^ 事 巧ま會 おな 育ま 巧 
Ucmd [ なむ a ぶ ng Co., !nc. 

1 1 Park Place 
TeL Barclay 1576 


島賓易 株式 會栽 
Sh!ma Tra か ng CcK ， Lt ん 

巧 0 Broad w 巧 
Te! 巧 } ion 。 Rec わ r 1484 


巧 ホ會な ホ 尾 痛を 
Ak&wo 在 Co., L お ，, 
235 Fifth Ave., 

TeL Caledonia 9758-59 


ホ 倉 製 絲綻辕 株 或會な 
Katakura & Co., Ltd., 

200 Madison Avenue 
Tel, A ふ! and がが- 4546 


K. Wldmoto 

Miidmo わ P •が レ 
53 目 F げ比 Avenue 
T。!. Vand が UU 2 別 9 

4 

X 倉な te 巧 ま 巧 

Oku 化 在 Co.; 

30 Church St., 

Tel. Co け ! an か 2292-93-94 

s 共 巧 ま會耽 
化 巧 巧 
髙峰巧 食 

1 如む Mdw 巧 , N. Y. G. Tel. Re 加 r け 84 
Fado け； 35-10 36 化 Ave ., し 1. 0 か 

巧 巧 あを 巧 ホ 食な 
As&no Bussan し ompan ダ 

Rooir SOI -805 
1 巧 5 Broadway 
Tc!. CorUamil 80 巧ぶ 0 な 

1 VjKOsho corporation, 

Silk Importer*, 

が East 34 化 Street 
TW. Ashland が 巧ぶ 3 
Go，ho Co*» Inc,> 
Cotton Exporter* 

が Beav が St«, 

Te] Howlinjr Green 

巧が 洲巧 おが-ホ をを 
な 育* み 巧 

Sou 比 Manchuria R . に Co., 

Room 202 ら Cana ぷ an P&ci お C 朗 わ . 
342 Madifton Ave. 

Tcl. Vanderbilt 4135 

H 井のを 賊會な 

なち ま 巧 
. Mitsui & Co., 

6S Broadway» 

Tel. BowUnsr Green 752 。 

株 ま 會な揖 ホ 巧 巧 
招 育 お 張 所 
Iwai & Co., Ltd. 

Woolworth Building, 
TeL 巧じ Roy が 60-61 ぶ 2 

H 菱巧事 採 ま 食を 
がち まな 
M お ubishi Slioji Kaisha 

(Mitsubishi Co.» Ltd.) 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560-2564 

大胶 朝日 ニ 東京 朝日 
恒川 眞 
Osaka Asahi 

The New York "Times Ann な 
Tel. Lackawanna 1000 

日本 綿 巧み 式を 化 
なち ミ 店 

お pan CoHon Tradi 巧 ]; Co •• い ム | 
2 Park Avenue* 

了 eK Lexington がが 

曰 本 生糸 株 ま會を 
なを 支 巧 
NIPPON XI-IT0 KtISliii, LTD 

1 WO Park Avenue 
T。!. A 化 land 5320 

巧を 名會巧 
が 育ま 巧 
Hara & Co., 

443 Fourth Ave^ 
Tcl. Caledonia 7S30-3 泛 

曰 ホを 糸 辕ま會 社 
紐 脊ま巧 
K ぶ HI - 化 1 K! け 0 XABUSKIKI K が 別 A 

(WCH レ BE! KHTO が， し TD.) 
1 Park Avenue 
Tel. AsMand 6246«47«48 イ 9 

大お 毎日 二ぶ 巧 日 目 
銘木 H 郎 
Osaka Mainichi 
Room 306A World Bu3 ぶ 叫 
Te!. Bsekaas 凸 4259 
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な b でぶ 鮮城巧 鱗 巧 im を 巧 


WEDN 巧 3 が， JU け 3 ! お 9 


愛讀者 募集 

日本 新 間が S ぉ德 富蘇峯 巧は 去 叫。 大阪每 日 

新聞社々 賓 C して 入搜 ホ乂阪 が 曰 新聞 ホび 
に 東を 日日 新聞紙 上 じ、 日々： 日本 國反史 を 

の化を執筆してゐまず。 これ等？^り本んどして必讀の父字 
だと 信じ 廣ぐ 愛讀 者を 游 らまて 


赌讀巧 〔鄭稅 をを い〕 
犬阪每 日轿聞 〔日刊〕 
東を 日 H が 聞 
乂阪お 日英を 新聞 
サン デ 1 を 0 

ェ コノ i マ ト 

を 居 ご キネ 


ブ 


六ヶ丹 
六 ド, 
ホ ド 火 
六 ドル 
ニ ド 瓜 
ニド ii - 
H ドグ 


一 ザ 
十一 ド ホ 
十一 ド 八 
十-ド 八 
ニ で ？ 

四 ドが 
ホ ドク 


百刊〕 

百 刊〕' 

〔遇 刊〕 

昇 一 •画〕 

’ . 百 刊〕 ， 

装巧部數な五十巧を誇る '『..^阪#0』 『東^^^白已心 
が 社會萬 殺に 豆 b 故 國のニ ユース を 巧へ てが かな 巧ち の 巧 
伴侶た る 事は 旣 じを 評の ある 所。 

『大 阪每日 英字新聞』 巧 故 閱の事 ぉを 知らん とす 
る 第二 化 諸君の 巧 お 卸。 

『サン I 了 1 每白』 は 上品 ぃ •る 讀 物を お 載し を 期 話を じ 
年 四回發 巧の 『小說 ど 講談』 を 無料 じて 贈呈 すれば 鄕愁を 
癒す おがの 讀 物。 

『エコ" N ミ、 スト J 1 は 財界の パ。 メ— タ。 

『を 居 ごホネ マ』 はお 眞を滿 載せる 梨閒 キネ マを の お 
息を 傅 ふる 美雜 誌。 

左記 鈴 木 あて チ A ツキ 封入 じて 御中 送 あれば 一 ク巧後 じ 
は 御所 望の 新聞 雜 誌が 御手 託に 屆 きます。 

ジ bus ぎ zuki - The Osaka sainichi - す 三 ミ k 呈 ice 
ち 6 A World B 忌.， ze さ York 呈< Teiephi す ek ョ an さ 基 


一 

- 


政變 はお 曲 的 ib も 寧ろ 基が の 
動 さじを 因す も 所を く、 特にを 
目すべき はを. 解の おおが 

政治的 d 陰謀に ホら ホ 寧 
ろ 聖上 ト親 おする 晚 めて 少数 U 
を老政 おを じ 端を をして 居る こ 
ごで，' 义し （發 おを. 禱踐 されつ 
つ あつむ 滿洲 某を 大事が じ關し 
政府は これが 眞 相を 搂 ません £ 
ずるに 當 b 、 な 張 作霖將 軍の 暗 
殺じ關 職して 必 嬰。 る 防 街キ段 
を 取らな々 つた 廉で 出先 軍憲の 
要路を 所 罰ゼん どした もので を 
る、 郞も 化を 鐵 道のを 义点 であ 
らお 鐵搞屬 の 殺 道の 馨衛ド 際し 


か、 この 途を たでる 巧 閣総辭 職 
は 直 七に 巧 齒じも 影響し、 外圈 
• J 恐ら < R 本 巧が の 商官が この 
を 大事 化じ瞄 係した おおで あを 
ごの 

誤解 をお致する.じ l ^^ j る ベ 
き； を 應ら居 b 擲 じて 巧 L 事實 
のない々 日 どして 國 家の；^ 面 じ 
も顯 ずる V - すれば、 これ； 巧る 
出 中 首相の 引黃辭 職は 國黎 的に 
も重义 である i 見ら いてれ る。 
今 固の 政 變は餘 b じ 急激で あ 6 
をの 巧网じ 就ても 後ビじ 熟する 
の 列は ない が、 目 本 じ 於て はお 
面に 巧 はれむ 極めて 區 々わるを 


當時 日本軍 除む 鐵橋 下側の 馨備 I 治 的 率 件よ 6 してみ 閣の If 


じ 就て ま 服 お 隊の要 ホを をれ こ 
れをタ 那侧じ 一巧し じが、 張 氏 
はこの 鐵橘 下側で 遂に 暗殺され 
たみで あるが、 政府は この 事 巧' 
じ願聯 して 滿洲駐 あ 軍 司み 宫村 
陶中將 を 姑め ごして 佐 藤 中將、 
水が ホが、 河 本大お 等の 

所 詩 を ホ レる じ まつた の 
であるが、 軍 おの お 力を けこれ 
をな て ホ國巧 人の 面目を 傷く を 
もの どなし お L 政府 じして この 
事# を 左 樣じ虽 大願す る もので 
あるならば 陸軍大臣 こを 當然辭 
截 すべきら ので ある ど激 一一 一巧 . - 一， 
牧野 巧 大巧、 侍 化を 鈴 木 貫 义郞 
大お 等の 陛下 じ 激し （化へ つ： 
ある 入々 も 現内閣の 遣 ロ じ反勒 
してを の 旨 聖上に 奏上し 同時に 
この 意を 西 園を なじ も傳 達すを 
じ まつた ので ある。 內閣も 事件 
の 重大性 じ 驚きて 昨 巧ょ ら屢々 
會 議を懼 し、 西 園 寺を を 始めと 
してを ホ おじ 化 者を をして 詔 解 
を ホめ つ i ある •か、 巧閣を 解の 
眞 因に 就て 專ら 化界で 

風評" さむて ゐ るが じ 化る 
ごこれ 等の 長ち 政治家は おが ご 
て も 旧 中 巧^の 政策 じ 嫌ら や、 
秘か じを 解 4' 時機 卸 ホを 待ちっ 
つゎト ，しらの じて、 元 ホなら ば 
ヶ 。ッグを のす 戰條約 じ 關聯し 
た 紛爭で 內閣は 當お辭 職ず べき 
であつ たが、 をの 题際的 影蠻を 
慮らて 手を 控 ハて ゐ ねらの が、 
俄然-- の 溝 洲事伸 じが b 出先 軍 
憲 S 巧 罰よ らも 寧ろ 内閣 自身に 
がて 引責 辭 職すべき が當然 であ 
る どの 結論に 達したら の 一 じある 


兒 るに 至らし こごは 過 ま A 歷お 
が屢 々立証して 活る巧 でんる。 

ま 京 特電 ホ 巧せ 九日 發喊を 
通信 J n 最も 信頼すべき 锭 から 
波れ た 報道 じ 化る ご 田 中み 閣の 

動# は滿洲 某を 乂ぁ 如ぶ 

びケ a ブグ 不徵條 約-し 到す る 田 
中 內閣の 政策が 長を を 治を る不 
縮を 招致し わ 結を で、 一 殺 政を 


解を 


一 、 j & 

み 避 U 


消息通は 内閣 總辭峨 戌 避 化 難し 

ど 見、 巧黨 である 民！' 政窝！ 大命 

降す ずべき をを 期待 じ、 鷄裁潰 
ロ 幸 雄 氏を 首相に、 顆員ゴ して 
外相に 帶お喜 重 部 巧、 藏 かて 若 
概 禮次郞 氏の な 命を 見るべし £ 
期待して ゐ るが、 ほを 黨 ぶ議會 
にがて 少數黨 であるか らお 一一し 民 
政 黨み闊 が あ 現しても 議 をを 集 
と媒 .じ 政府 不信任で 解散. 

ホ 年には 巧び 総 選擧を 生わ I 
るで あらぅ か、 をの I ぶ 
旧 中 首相は この 際 潔く 內鹽 
巧しても をの 梭繼 をには 

■政 黨を 派じ賴 係な き； 百然 
內閣を 組織せ しめて タ數潑 一」 あ 
る 政 友會が これを まが イぶご あ 
らぅ ど期祷 して ゐ る。 これ 一成を 
不 をは 忽ち おを じ も 反響 レ！！ ムを 
銀 巧は 對义爲 をを ニボ ィンす 
副 下ぐ るに 至つ たが、 滿溯サ 電 
大事 件の 眞 化は 本 H を 表の 
りし も 白 河 陸相の 反 載で 延 柿を 
見る じ まつた。. 藍し 白 巧 陸 ザは 
おお 軍憲の 要路 所 罰 じた おとし 
て 反 對し假 b じ 氏 じして 辭喊了 
た ごしても 氏を ま 持す る 陸軍 
b して 後繼 をを 任 かする ミは^ 
難 ご 認められて ゐ る。 一 


國 民の ±氣 に 影響^ 

陸軍は 斷乎 ミして 所 罰 じな 勤 


田 中 內閣の 動 搖を巧 致す る じ 
巧ら し滿渊 重大 事 仲 じついて は 
衣 面白 川隆 相から 田 中 首相に 巧 
巧し 

內閣 -」 於て f じ必 おの 
听巧 調査を しだ 上で、 發を する 
J £ 、な U つて 居る が 事件 あ 生 
ほ、 長 時日を 經た今 H 、 首相 陸 
巧 間にが て 今 をら なめて 巧吿せ 
ならの ものと も 思 はれず、 
巧は 唯を の 善後を か 巧 じすべき 
ザ、 即も貴 巧の 鋪 着、 發 おの 時 
耕 等じ觸 する 問題を 殘す のみで 
貫 巧の 歸着 じついて は 極力 これ 
ど輕微 、小 範園じ 止め また 殺 表 
の 時 則 じついて は、 輔 々の雞 論 
も あるが、 み閣侧 としては 化る 
ベく をの 波紋を 乂 ならしめ ね や 
う、 いは ゆる 氣 のがけ たおを、 
赃じ化 人の 化 愚を 集中す る 問題 


の ある 場合、. 巧閣 

を 礎 じ大な る 騷ぎ飞 及が 
さの 銭を 等を 選び これが め-ー 
暫くを の 時期を 遷延 せんてす ト 
もので あらぅ ミ 推せられ 
ので あるが、 唯 陸軍 側 ど 


發表 の 時 勘、 お 式、 巧 任 
の 歸趨等 じつき A 閣 の恵嚮 、睡 
軍 側の なを 等を 報を し、 をの 韻 
解 を お めん どしたら の！ やうで 
出： おを が 上喊ホ 帥り 下を 张事遂 
讓宫の 外、 を 良 侍を 武 をを が特 
じ 臨席した おから 見ても この間 
の 消息を うかが ひ 得る 次诲 であ 
る、 しかして 發 をの 時期 じつい 
ては 陸軍 當 局の 意を たる 成る ベ 
く 速 かじ 眞 相を 明か じして 世の 
疑惑を 解くべし ど 云ん に 一致し 
たが、 費 巧の 歸趟 じついて は單 
じ 現 化 のん ならず、 永遠に 見る 
國民 ±氣 の 影響を 考 へ、 指揮 命 
々の 絕對 的尊嚴 V •、これ じ 伴 ふ 

責巧 の 巧な どを 明が じし 
苟 くも 政治的 都を じ 化つ て忠實 
なる をを 服 巧ぎ じ 詰 腹を 切らし 
一時を 糊塗 せんご t る 如き こご 
が 若し 暇ら じ をら VJ せば實 じす 
巧 千 萬で をつ て、 わが 題 民の 靖 
窜 たる 軍紀を 根 魔ょ ら破褒 する 
もので ゐ るから、 陸軍 當局 とし 
ては この おに 關 I 深甚の 考慮を 
拂 ひ、 わが 隆軍 存立の 爲 めじ 彌 
中る の覺悟 わらん をを 聲わ £ の 
痛烈；：：* る寬 をが 一部に 依つ て唱 
道せられ、 固ょ を 反 腐すべき 理 
ももない ので 一 座 白け 渡 b 賊る 

緊張 せる 壌 商に 演 おしを 
のま I 散 曾した 模樣 である、 化 
つて 酌 部 次官は 散會後 陸相 S 旨 
をを み 巧 中 首相を 訪問 貧を 約 一 
時間、 會 歲め經 遇を 詳細 報吿す 
る、 と共に、 善後 捣霞 じつき 凝議 
する 艺 ころ あつたが、 解み のか 
巧に 浓 つては を隆 軍の ねめ 陸軍 
長 頭の 奪 趣を 見や ども 限らず、 
首相 並 じ隆相 VJ も 新に 一難 關じ 
遭遇した ものである ごして 注目 
を兹 い' で おた みが 遂に 今日の 破 
- 目 どなつ たみ 窠で ホる 0 

政 新提銀 

東京 特電 二日 發 ；：=: 岡 崎 邦輔、 
裔 橋是淸 巧は 巧 閣を解 前 ホ お 氏 
との 聯立 巧閣紐 織を 試みた が欧 
ま會 幹部の 巧 おで 沙汰 化み じな 
b 、 たぐ 今後の 精神的 提携の み 
成立した 模樣 であるが 小川 鐵相 
は 置 ±產 として 京ぶ 電車 乘 入れ 
の 外 五を 設鐵 道の 巧設を 許可し 
た、. が ほ漬ロ 巧閣の 組織 後には 
地 ホ官の 大巧を をを を じ まるべ 
きが、 この 卷 添へ をを ふ 者は 知 
事ぶ 五 人、 巧務 部長 十二 人、 堂 
察 部を 十一 人に 達すべ <- 一れ 等 
の乂 々は いづれ も 化 職 ごなる で 
をら う Vi 0 


飞 居を 
しては 

これを 遷延 すれば する ほ £、 益 
々世上の 疑惑を 深から しびる 不 
利か あるので、 寧ろ 速 か.： 獲を 
せんこ どを ホ 望して 居た が、 こ 
れ じ闕聯 して まち 二十 四 H 陸相 
官邸 じ 開かれた 陸軍 首^ 議は 
陸軍 制服 改正 じ 關し今 白まで じ 
得た 一部 成案を 巧吿 し、 U わじ 
對 ずる 意見を 徵 しじら の 了 ある 
ど稱 して 足る が、 をは 渔 ic 1 稲 
の 力 モフラ 1 ジじ 過ぎ 中して、 
まわる案がは云ふまでも1£^く陸 
相ょ b 滿洲 事件 じ 脚す るを のを 
の經 あ、 即も i 


本社 東京 特電 

目 本に 日光 節約 

(I 日】 を 省 事務次官 會叢じ 於 
で 鳩 山 氏 其 他ょ b 提出の 歐洲 

简？ の テ"一 •ラィト •セ^— ビン 

グ •タィ A 實施計 蚕と 協議し 
た. か 若し 纏まれば お 月 二十日 
規 をを 表しを 國を 通じて ニ 
嗎間だ 進める W 0 

一 B 葵 無線が 成績 

〔 I 日】 H 本 無電 會社 云を 縣四 
-』 巧々 附近の 對歐ず 信 扇 成績 
£ 好 だつ たので 巧く 日英の 
間」 直接 通 償を 開 < ご。 

ホ 化 目 叙 動 さろ 

U 旦尾上 菊 五が ホは 型 ハ 等 


瑞寶 章に がせられ た。 

新 放送局を 設置 

(一日〕 ラ デ ォ化送 協 贫は化 前 
< 長 野 どじ 新 放送 巧を 閒設す 
る じか 定 しじ。 

が上總 領事 轉巧 

〔 - 日】 香港 総領事が 上 義溫巧 
は、 ィンブ ググ總 賴事じ 內定し 
2 0 

原 少將鑛 海 司令 

〔_ 日】 潔ぶ 戰隊司 か 官巧敢 ニ 
郞少 おは 銭 お 要港 部 司み 官ど 
だる。 

巧 旧 魯庵氏 逝 < 

〔 - 日】 腦 出血の 爲 めじ 重態 じ 
陷 もし 文 擅の 重 鏡」 て 特にみ 
國义學 じ 造詣 深き 內旧魯 庵 翁 
け 遂じ逝 まし じ。 


漫筆 


claB Kmmmmm 

漫發 t ぉ 

化 ホを 逢の 眼 じ 見馴れた 活動 

寫 一^、 即 サィレント •ピ クチ 
ユアは、 遂にす ウン ド •ピ クチ 
ユア どな b 、 吏ら じト ー キ！ の 
時 巧が 實 現して ホた、 そこで 今 
日まで、 言語、 發音等 ごい ふ も 
のは さつ ぱ b 顔み で、 單じ をの 
表情 や 巧裕の 表現で、 スタ！ と 
呼ばれて ゐた 所謂 活動 寫眞 俳優 
のう もじは、 言捂 、發 音、 tr じ 
聞 b て 巧る 音聲の 巧拙 等 どい ふ 
ものが^ ンダキ ヤップ ごじ b 、 
ぁたら 俳優 i しての 華やかな を 
置を 棒 じんる 者が 出て ホな し、 
最 巧は 俳優 ごして 流行をから 失 
敕 して 居た 徘 優が、 をれ とな 對 
じ 蘇生す る やうな 傾向を 生い こ 
ど i なつた 0 

ト！ キー のこの 急激な 錢 達ぶ 
もは、 遂に 劍歌擅 じ 一た 彭 響を 
生んだ、 ト！ キ ー の ぉ 現じの つ 
て、 な 達は ネ まで 舞台で 見られ 
ない 自 がな 風景に 接し、 をして 
演 中る 俳優の 臺詞を 聞く こごが 
お ホる やう V なつた、 わ 枚-五 弗 
を 投じて デ グフょ グド劇 瘍じ巧 
かな，、 て も、 お 達は 安値 ご 『シ 
ョ！ •ボ！ ト』 を聽 き、 且つ 見 
る こごが 出 ホる やう じな つむ、 

斯 > てト ー キ I の影嚮 は、 一 

般 の舞臺 演劇から、 音樂 劇場 か 
ら 、更ら じ オペラ じ も 及ばん ご 
して 居る、 わざ----- 乂劇镇 の 切 
巧賣挪 巧に 立も^ んで 、ホが 
切れ もやうな わを を彿 つて、 
して 隅 ッモから 見物し なくて 
もつ W 簡あじ ユン ジ a I ィ する 
こ £ が 出 ホる やう じな つた、 

) キ ー の ぉ 現は、 換言すれば 劇 
の 民衆化で ぁる。 

ト ー モーじ 就て a 、 昨今を の 
本谋で わる アメブ 々のみでは な 
く、 まだ 輸入した ての ほや/ 

で わる 日本で も、 現じ ト ー ネ 1 
の 輸入から 巧樂 連の 管樂劇 解雇 
どなら、 をの 駭嚮が 深刻化した 
ご 組 育 新帮の 東京 恃電は 傅へ て 
居ろ し、 アメ y 々では ト—キ 
巧 演の俳 憑 資格 じ 就て、 深刻な 
勞 働ず 證 をを ミん どして 屠る が 
ト ー キ ー の將 ホに 就ての をお樂 
巧は 別 ごして、 巧 じ 最も 顕著な 
現象は、 音 築の プ 。ダ クシ ヨン 
じ おする 技巧 上の 躍進で あつて 


この 進 横は ラ デ オのお 達 じ 併 巧； 
しで 居るし、 巧じト！キーグ-舞 
台な 劇が 親ず 時化に 移つ たもの 
である V ; すれば、 巧い お ホじト 
キーの 技術的 羅 進が、 一曆惋 
巧の 巧シ .增す こごは、 巧め て 明 
らか であらぅ 0 

この 点じが て、 巖も 明かな こ 
ごは オペラ じ 菊す る 影響 f わる 
ご 云 はれる、 即も 現を ぉ 皆 巧 動 
寫眞お 達の 跡を をる ご、' ウン 
ド •ピ クチ ュアなる もの 山、 殆 
ん で 完を じ 巧（ 、 ト > キ 1-で 優 
る > / ど 方 々 で わ る 、 を じ ナ Vv ン 
ドが オペラを 映爲 すわに、 を ホ 
舞臺でもょ^も最っ と自な度な 
ものを 背廣 ごし、 これを 劇 曲 化 
する 上 じがても 獨特の ホ 法を 谦 
中る に 巧 違ない、 たぐ、 をに 閱 
題 どなる のは、 從ホ 舞台で 見、， 
且つ 聽< 巧め ぺ ！ デュ ントの やと 
ぅな 氣 み、 節 もを 彩から 生ずる 
感覺の 問題で あるが この 色彩 ど 
いふ おで も、 スクリ — ンの技 街 
上の 發 達は 巧い 將ホ じこれ を完 
成し得るミ！^,期巧されて居る、 
即もム ー グキ！ じがけ る 色彩の 
映 葛は サゥンドの 如 （發 達すべ 
き 蓮 命じ ホる もので をつ て從つ 
て、 トーキ ー ご 舞を 淸 劇の 商業 
的な 競ず ごい ふ ものは、 蔣ホナ 
クン ド や々 ラ！ の 映 蕾を 達に 伴 
ひ、 オペラを 段み 化せし めて、 
今 じ 所謂 オペラに 一大 影 馨を巧 
ぼす じ まるこ ごは、 み 日よ らし 
て 想像す る じ 難くない 0 

更らじ デ！ グ フエ 八 ド まの ン 
ゲ ー や、 を 輿 喜劇 的な ユン タテ 
—ン メント じがて、 サウンドの 
將ホ ごい ふ ものは、 農 も 開拓す 
べき 豊富な 細を 持つ てゐ る、 今 
日 i で旣じ 上映され た 『ジャブ 
が ンダ 1」 『シン ザ ング >フ- 
术』 『プロ— ドゥエ！ • j 日 デ 

!』 等の 場を じ徵 しても、 をの 
技術的が あは 巧して 感 必ずべき 
ものでは ない が、 而 かも】 般民 
衆は 非常；. 評を なて 之を 迎へ 
て 居る、 こ'^ は 即ち 彼等が 親し 
んで 居る ボゴュ ラ ー な徘 優が、 
1般民衆の\> ンチメントじ訴へ 
巧る 巧を 歌'^ からで ある、 レゲ 
<— 王で ある 心 クフ ェグド 巧が、 
舞臺 から サウて ドに 故ち レゲ’ 

の 經營じ 手を^め たの も、 恐 > 
くこの ためで でら う。 


ニ a 


- ク審秋 


♦ォラが 巧 <^1 する 者は、 前 巧 
者で も 誰でも^ ろしい ど 計らに 
總 化を 撒き、 からはい じめ 
られ 、支那から^ 恨まれ、 財を 
からは 化視 されで 居た 田 中を 相 
も、 でう やら 豁藏 をし さうな 形 
勢、 尤も この 人は 不仁 身で わる 
からな 生 窓 も惡い 
♦をれ じしても. 

床 次 ごい ふ 政治を 
黨じ 居れば、 將巧 
ごして 天下を 取れ 
左 b V 一は 目の 利か 
♦練 巧 お 隊歡迎 曾^ 役員 會も 
巧 あを をた、 芽出度 b 、 ビ—ナ 
ッやァ ネス クリ ー ム で下耿 をは 
くやうな 巧じ對 してけ、 會計わ 
I もの 御要必 肝要 とおるべし。 

♦出る や う で 出ない もの、 滿 
洲垂 大事 件の 巧 化、 何ん とやら 
云 ふま 想 ま 雑誌。 


を しれのは 
默 つて 民政 
政 おの 總哉 
であらぅ 一 

勇。 


滿洲某 重大 事件で 

旧 中 內閣總 離職す 

民政 黨の潑 ロ 雄 幸が に 大命 降下. 

東を 特電 二日 發 M の 中 首相は 本日 參 巧して お 銷總辭 職の 旨を 
言上. し引續 いて 元老 西 園 寺 公 も參內 > 時局に 就て 言上し、 今朝 


十一 時‘ は 政 黨總裁 鑛ロ雄 幸 氏に 後 繼巧閣 an 命が 降下 >し た。 

な ロ 雄 ホ 氏 U これを 巧ず の 旨 言 主して あ 出 商 もじが 閒じ 幕ず I 、 タ 八が 宮中 じがて 親 巧 式を 一 
巧 だず と-一 ご lu つた、 叙瞄 貸の お 觸れは 左の かし。 


總理大 お 
か 縣大お 
海軍 大お 
遞 倍大 度 
义部大 お 
商工 火を 
度が 大お 


濱ロ雄 幸 
帶原 喜重圓 
が 巧彪 
小 泉 义み郡 
小髓 一太 
お 孫 一 
町 田忠治 


巧務 大臣 
大藏大 お 
陸軍 大巧 
巧務 大臣 
鐵道 大臣 
哥な 大臣 


を 達謙藏 
井上準之助 
宇垣 一ぶ 
松 田 源 治 
江 木 翼 
渡 邊千冬 


金輸 解禁 U ず i い 

果京 特電-日 踏--: 巧 中內魄 が辭職 すれば お 繼巧頗 .か 民を 黨 
じ 大命 降では 確 賞，^ る もの i 如く、 從て鴻 ロ 巧 觸が當 が お 現す 
るで わらぅ •が、 を輸 解禁は 差 當ら準 幡行爲 じ止ゥ てこれ W 上 じ 
は 出るまい ご 見ら い、 財 巧は 案外 ホ静 でを るが、 鑽 相の 睽縮ご 
しては ホ 上 準 之 助， 山 本 達 雄、 若槐禮 み郞巧 等み 聲 高く、 壌 ロ 
を 相の 莱巧說 も 巧 へられて 居る。 - 

勃 選の 補欠-^ 巧定 i 

ま 京 特電 一日 發 = 總辭 職を ホ 恵し わ內 蘭け 早く も 巧げ 泣し 
の あ ±を^ みを 敕巧簾 員の 補 次 巧を じ 着手し、 現錢 道み 官ホ旧 
嘉巧發 視總監 に 巧 命され たみり でぁる 長岡隆 一郎、 現 遞信巧 
官 を山掛 巧、 化 触逍炭 鑛數船 爵社專 あお 締役 磯が 豊太郎 巧 等 じ 
內定 した ご 巧 へらる 0 

瓦解の 動機は 

長を 政治家の 巧對. 

巧を 會是の 旨 的と しては この 一際 
旧 中を がが おして 政ぶ 會 を^ 貴 
こする 巧みみ 閣を 組織す るか、 
がら やん ば 巧黨の 提携で お极黨 
巧閣の 成立を 巧げ 證 をの タ按權 
を 綱 止せん どす る じある らしく 
立恵陛 どして 巧 黛が 提携し ゴ多 
數を 制し 得る かも かれない Y 
U 本 政府 ピ しては 田 中を 相 U こ 
の 隙が 職す るの 外 巧 等の 途 なし 
ど斷 をして 居る、 旧 中 巧 强が今 
や改逛 期に 入らん ごして 遂に 

見解 の 迷 命じ 會 して 星る 
のは、 過去の 內閣克 觸當時 じが 


閣 書記ず を 鈴 木 富 ± 彌 

お 先 軍議 要路の 所 罰を な 表 

おぶ 特電 一 H 發 ：= 滿洲某 重大 事件で 政局は 急轉道 下して 形勢 險惡 ごな 
りて 時局 收擒 _ の 道な く 田 中 巧閣は 明日 午前を なて 總辭 職を 斷巧卞 る こご 
ごな つた 0 

斯 （み 瞄が急 じ お 般を化 息す るに まつた のは、 張 作'^ が將軍 暗殺の 滿洲某 重大 事が の責 巧を どし 
て かおは 陸が 當 W めみ を 所 罰 3 る i ごな な、 河 本 大作 大佐を 停 磯 じ、 齋お恒 中 將ど水 町 巧 一二 少胳 
じ おい 離愼 、 W 岡 長 太郎中 おを 豫赌 役に 編 人して お】 師劇稳 細を 太郞中 おを をのを 巧 じ 任命し ね 
ので あるが、 こ； i じ 質して は 白 測を がは 謝ず ごして か 绡し引 寅 辞職 3 意を るの みならず 軍政部 內 
から K をが 强 いめで 政 巧は 益々 惡 化した のみなら や、 一木 宮 相、- 牧野 內大 括、 巧 園 寺を 等 も 巧 中 
首相の この 废 度に あきおら 《 粮樣を ホし、 俄然 出 中 內閣は 改摧で ころの 話では なぐ、 總辭 職の 運 
がへ 底面す やぅに なつた ので あ/一。 

ける がかくを 治 的 位廣じ 弱点を 
曝露した ご 云 はん ょらは 寧ろ 聖 
上の お 巧 じ 後 近し つ/' あるを 若 
おお 家が 巧閲の 政策 じ 嫌ら 0 点 
がわる からで、 ち 力なる ニ 閣僚 
が 秘かに 洩らした 巧に 依る ご 今 
回のを 變が 何等 滝が 某 大事が じ 
關係 のない ことは、 旣じ 責任 要 
路の所 罰 じ 就て 聖上に 上奏し 聖 
上の 御戲 可を 得た こごが 立証し 
て 居る ど 稱 して 居る が、 滿洲重 
大事 仲が 直を 動搖じ 直接 巧 因し 
て 居る こどは 事實 であるが、 巧 
解 3 ま 因は 前記し ね 如 （旧 中內 
閣の 放漫な 政策が 祟つ わ おおで 
この ジレンマ はを をし 得べ から 
ざる ものである、 

滿洲 事件 d 結局を の 巧 詰 
らを意 ホず る もの じして 內閣條 
かじ 巧い ば 陸軍大臣は 現職 じあ 
る大將 級を なて する こど じお定 
され 居ら、 をし 陸軍大臣 にして 
巧盧を 班して 陸軍 當局 じがて 後 
繼をリ しごす る じ 於て は 田中肯 
かは 自然 解職す るの 止むな きじ 
まるので ある。 


ま 京 特電 六 巧 I 二十日 お 〔ニユ 
ヨーク •タ井 ムス 紙】 N 日本の 

め ホけ 旧 中 內觸お 解の 化が 歴然 
であるち め ごつ たおして 居る が 
本日 首 巧は がから ィ ダリ J の 0 
ィド •ジ 3 — デに 比—- 语 べき 政 
巧 謎の 人物で ある 

新黨 クラブ 總栽 がみ 竹 ニ 
郞 巧を 訪問して 數时 間し 扫ー るを 
ー骚 をを け じが、 兩 おの 食 持け 敵 
る 施 足すべき もん ホら しもの； 
.化〜 新赏 クラブ ご 欧 ぶを はお ホ 
ごても 提携を 繼 給すべし どの ス 
ブ 1 トメ ント をを おされた が、 


鱗 職 i で 

次期 議會 解散 か 

重み 特電 六月 甘 九日を 〔ユユ 
3— ク •タ井 ムスが】 n 田中內 

閣は思 懸けざる 暗礁 じ乘 上げて 
克解 せんごし つ i あら、 今回の 
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の經驗 あち。 ジス ス •バア バア 

西 六十 五 了 目 S 1 潘化 


新 瓣魚か 一 嘶 

H 本ん 肉き の 生を 澤 由な h 術へ 
特削潔 潰で 大勉强 をし ま ホ 

サ ゲオナ 魚^: 
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Tei . 呈 umbus 81 だ 



六 巧 下旬の 貿易 一が 
ホ g 中の 輸出は 五 千な 二十 五 
万 八千阳 、輸入は 五 中 六が 十五 
方と 千 阳で差 引 入超は 巧 だと 十 
九 巧 九 千 W である。 


赔償銀 巧 不參加 

■おくが 設 すべき 賠巧閣 游銀巧 
委員を は 軍役に アメリカ 4 民間 
銀行家 參 加を 求めつ、 ぁたが、 
政府^ 糜 度は 拒 結を 巧し わので 
投蹈侧 じ 於ても 旨が 参加は 遠慮 
する でを らぅと C 


尋れ人 

(宮城 縣) 大橋武 雄 (長 幹 株) 凝 
原 ホ 人 (岡 一が 伯鎭雄 魔 島 
縣) 中 持を こ (间〕 渡 あ滚助 (巧 
京 巧) を 澤武么 助 (か 歌 山 縣> 
後藤 甚 之を (が ぉ縣) 松 下壽么 
ま (山 ロ縣) 德 おお 一二郎- (熊 
本縣) 西が 芳臺 (鳥 お縣 一 廳驗 
衞 (山 ロ縣) お甚吉 (変 媛縣) 
橫旧董 ロ (和歌み 縣) 化 本タ古 i 
(鹿 强島縣 ) 國上時 愛 (趣 知 縣、' 
'末 お (長 晓縣) 化 旧 巧藏语 (粮 
ネ縣ず 井深 ニ 骗岡縣 ニ： 交が 
.度み 大が チダメ (変 知 お) 長 
睹德一 柴田幸 一二 邮 (大根ち 
巧 川 源太郞 (兵 庫縣) 綾木 農 八 
.( 視岡縣 ) 未 か摆造 前が 宵 ホ 學 
^ 學ホ八 木 郡 ホ (鹿兒 島縣〕 ホ 場 
常義 (靑 .お 縣) が ヶお豐 云 無 
(熊ぶ 縣〕 巧 本文 藏ま岡 直 記 
(山 ロ爲) 中が 秀雄 (神を 山縣) 

霞 i 一一 

右の まじ 通知を 度き 儀ち 么 
お 聞 本人 若 （は 知人よ b 現 
住所 御 通知 願上滨 

紐 育 帝國綾 領事 舘 

1 男 ミ aslway N ミ Ifork 署 


こどが 現 巧 巧み 銀行券な 例 上 巧 
能で あるかで うかじ 疑 溢を 生じ 
自 銀では 專巧 法律家の 恵 哲を徵 
して 硏 をした、 をら'^ この 疑 
潑を 生じた のは、 日本を むはい 
ふま でら なくを 换 券を 巧 銀 巧で 
であるが、 梵換 券のを むじは 法 
傳上お 則 ごして 化 貨巧備 を 必要 
ごし； れを超 逆の 鶴を I 億 ニ 千 
巧 W だけに、 闕憤 をの 化 確 賞な 
る 証券を を瞄 どして、 いは ゆる 
化證お 巧を 巧 ひ 得る、 さらにを 
れ のよ 發 がせん $ ずれば、 大藏 
大臣の 

动 I 巧を 要し、 かつ 限外 發 
巧稅をを擔しなければ^:*らない 
か’‘ る嚴 重なるを 禅 上の 制限 U 
ら びじ 賞 際 上の 露督 をを けて、 
はじめて 巧換 券の 憤が^ か 維持 さ 
れ るので をつ て、 無 準備の 梵換 
券發 むは 絕截じ 許されな いわけ 
である、 しかるに H 銳 ^ 1 ホ じ 
於て 擔 巧を 提 拱せ 中して 惟 入を 
を4^し、 巧換券《みの資償を負 
'ふご なれげ、 をれ だけ 間接 じを 
_換 準備に 寄ち 掛 つて ホる わけで 
ーク レ-チ ット設 をの ご £ きは まさ 
; じこれ である、 まして 傅 へられ 
- る ご VJ くク レゲット 設定の ため 
じ 內巧巧 おの 正貨 準 瞄じィ ー ァ 
マ！ ク するとい ふやうな 方法は 
^ 明確 じあ 貨準歸 を 

侵害 する もので、 無 準備 
の 紙幣を お發 ずる のと えらぶ と 
ころは ない、 ゆぇに 日銀の 槽乂 
金ない し クン ゲット 設定は 積 趣 
的な 禁止 おを はない ごし てら、 
稱 神解释 上を 換 ぉ 巧 券條网 違反 
であると いふ 見解が 成 h 立つ か 
ら である、 これ じ裝し 法律を の 
巧 じは 差 ミへ ない とい ふ 說もわ 
る けれどら、 少 くも H 銀が を換 
お 備ご顆 巧の ない 自己 兩 おの 擔 
が 物件を 提供す るかぎ ち、 借 入 
ホは 差と へ。 いどい ふ 所 じを 付 
いたやう で、' 日銀 當馬 もこれ を 
おつて 洁 る' しかるに、 法律家 
み 見解は 右み ごどくで ある ごし 
をら、 か會の 

適 念 'から ずれば、 發を銀 


(橫资 化 引 所の が挪 常な は 委員 
長 岡な 孜藏副 委員 良 杉 山が 太が 
上 甲 信 化の 諸氏 ど 共に 商工 巧に 
川 义化巧 格： W をを が 問、 先し 當 
おのみ 恵を 伺っ て 居た 巧 式 短期 
取引 開始 5 がに 隅し 重ねて 凍 情 
すると ころが あつたが、 當日横 
取の 當お 者が 株を 短期 取引 瞬始 
の 理由 ごして 陳述した 愚 近のを 
糸 取引 个 おみ 巧 巧は 左の 姑く で 

あるで 

最巧横 取の 生糸 取引高は ニュ 
— 3 1 クお引 巧 じを く 雌 倭 さ 
れ たる だ 如き 傾 時 おんる、 こ 
れは = 本 政 あがを 解禁を 嘗巧 
せず 又を 解禁 政策が 不明な む 
めじ 圓惜 じょる 化 引 所で 實買 
する ょりも ド 八 賞の 化 引 巧で 
賣 買ず るモ がを. を 確 賞を ある 
VJ の 見地から 從 ホの 約ん 筋の 
玉が 横 取を 逃げで ニユ— 3 I 
クお引 所へ 集中が らいる こと 
ごな つむ、 事 更らに H 本人 筋 
の 玉 もニユ ー.3! クお 瑞で賣 
買され る 事が 多/、 な r た、 又 
H 本のを 糸 商は ぞく ニユ ー 3 
! ク 巧 搂の會 員 どなつ て 居る 
が、 會 員は 自を でな 引しても 
他の 會 員を 通じて 取引しても 
手 鞍 巧の 割 房し が ぁ b 鑽淺取 
引 所の ず 數料ご 衣 面 上は 同率 
でも 實擦 上は 安くなる にお 诏 
して 屠 も ご 

贷 ほを 解禁 問題 ど ホ 糸 建 玉の 觸 
，係な 注 吕に憤 するど 見られて お 
る。 


' 助 愚， 働き * 

乗を 特電 二日 發 

隅 十 お 弗臺じ 近し 

爲 を ホ纔は 解禁 準髓氣 構え か 
ら 暴騰を 吿げ 昨夕 お銘ー i 四十 四 
弗 十六を の 五で ぁつたが ま那窥 
の 胃 埋め ご アメリカ 鑛め あ縷ど 
が 期待され 四十 お 瑶臺も 近から 
む ど 云 ふ 0 

り 銀の 帳 お. こを 利 
發行 高は 十四 億 四千 八な 巧圓 
じして 制限が は ニ 億 ホ 千 巧 円 巧 


圓 、貸 あ 腐は と 綾 0 と 巧 巧圓、 

かが ホ埼じ おいて、 ょし 擔 がを I 翌日 物は 义姐 九を ょ 0 1 錢一厘 

- お績手 巧け 一 链 ょら 一錢こ 煙。 

製鐵 が 灰は 巧 成績 

諸 興業 曾 社の よ 半期 成績は 皆 
かの 率 だつ たがを の 中 製 淺冀ご 
セメント 黨 だけは 增 配の 所 もを 
つた 0 0 

納績 の生產 は不减 

お績禽 社と 拜 一 H からの 深が 
萊廢 化の 對策 どして ぜを 键お挪 
した t め 生を 率は 下ら 巧を。 

切手 制 眼 案を 巧 か 

東京 商工 お潔阳 聯合 部 會は昨 
遇 委員をから 掩 おされた 巧貨店 
の 商 お 切ず 制限 お (旣 報) を 巧み 
した。 

爲替 の支拂 開始 か 

円 銀 調を じょれば 下 ザ 則 じ ま 
拂 はるべき 外强沒 判子は 五 千と 
な 五 t 六 巧 W で 中二 一千 六な 四十 
六で W はが 外亞 貨でぞ 桃は るべ 
く殘额 け爲替 送を じ 化る ど。 

川 崎 お 船 生糸 輪 送 

川帖お 船は 太ず 巧渾贷 间强じ 
對 巧し ホ 糸 輸送の ため ォレゴン 
卵ポ ー ト ランドな 巧 線を 開い た 


提巧 ずる どしても、 措 人れ を；：；* 
ず^は をく 不啓 田で あつて、 を辭 
签攀储 ごいん 非常時の ホ 常 手段 
ごしての み詳 さるべき 奉が であ 
る， ど 見られ もが、 しから ばり 銀 
がい 主を 瞬 禁準满 ごして、 獎朱 
に ンデッ トを設 を せんどす る 
場 ホ、 な換 準備が が 貨ゎ よび 保 
誠 物が ご 無觸 踪に提 化し 将る化 
化 おもる かごい ふじ. み 外 じ 巧 
ち 斗る 約 ニ 憶 叫のを 償が を S ま 
ものであるが、 これは を や 
ふ-一 i つて じ實質 上め が 預をわ 
よぶ： a 間預 をの 引出し じ 街す る 
化 おど もを られ るから' 

を 剖 列國銀 巧に 提供す を 
ご どきは 思 ひも よら 中、 お局實 
燃 間 題 どして U 銀が 自己の 討算 
を 招て する ク) デ ットの 設定は 
す： ぶる. 臂巧脚 雛 ご 見ら むる に 
至つ て 居る 0 


常 地 生糸 取引 ご 

金 輸の關 係 

橫-裕 取引所 •か 陳愤 
本社 来を 特電の 旣 報した るか 


讓 蒙海 北 島覺丈 
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I 內 閣總辭 職まで H 

責任を 陸軍に 塗ろ 

貴族院の お 政府 形勢 遂に 惡 化し 
曝け 出されろ 滿洲某 重大 事件 


I 別 巧 所 おのか < 旧中內 跑は滿 
i 洲め 某を 大事 件」 哪聯 して 總辭 
_ 職を 斷 巧ず る ことじな つむ： 
事件が 斯< なお 化した 經 遇を 見 
一る じを のを 端は 當が本 かおを お 
|電か旣陆しじ如<去巧十 一 U 、 

! を 族 院が算 第 四 か 巧 台 村 おでを 
; る- 條 巧を を (乂腿 曾) 大井成 
元 巧、 ホ 上 淸純巧 (を も 食) 江 
: 木 奥 (同化を) どの 能 間 的简見 
； に 端緒を をした もので、 化づ一 
一條をから 頗 ぶる 滿烈な 言辭で 

一條 公い ば ゆる 滿洲を 重 
太 事 巧 じついて、 を 府 自ら 巧大 
一 梁 かご 稱 してを 6、 软府 は難會 
! 中から 今日まで 眞 化の 調 遥じ從 
一事され たやう であるけれ どら、 
まだ 何を の あ駐を どられ て 巧な 
一い 本 事件の ごとき 內 外の 疑惑を 
まねいて 居る 問題に ついては 巧 
.巧は 貴族院 豫算 ㈱ 孫の 議員 ごし 
.て 默視 する じしの び G い、 陸 ザ 
I から U すで じ 調査を 完 r して 首 
ー沾 のず も W じ帮吿 ホん となつ て 
をる ご 巧いた、 を 巧は ょろしく 
巧 等 かの 巧 おを ごるべき で をら 

5 

巧 中 首相 諸君 御 ホ訪の 

お ホ 窟 じは 查が自 を も问感 でも 
る自 みが 一 おの 貴族院 誰 員 ごし 
てこの 旅 巧 勤ず る ど すれば をれ 
はやは 6 諸君と ： S i 巧 勘 じ おる 
'であらう 、陸相からは をの 旅 巧 
前に 揉吿 をう け t をる が 陸軍の 
調 獲を が； ^ ついて 反閒 しな けれ 
ぶなら のかが あつたから をれ じ 
苗す る间 をを まつて 居る ので あ 
る、 また 首相く して 陸ず 0 かの 
力 面 も 化 調べ。 けいば。 らゎ事 
帕か あるから、 を れんぶ T ずる 
を まつて 溢く。 いが 期に 異相を 
發を マる ちへ である 

21^ ホ 件の 规係 おは 陸 巧 じあ 
' b 、 しからを の W 外 じもんる ど 
間いて をる か 事 巧を 隠蔽ず るの 
.では U いか、 首 化は 眞 がを 凝 衣 
するどい ふが を‘ い 'を お'-'. る 前に 
上奏す るか、 た r おが ど あぶす 
r るの け不 が， ではい。 いか ； 

i _ 答裝ム のず 總 きじつ L てが 
! ，お 間 ひで あるが 上 葵ず るかし な 
~ いかは わ 答へ ゴお ホ。 い、 しか 
し 十か愼 もの 賴 巧を： るつ もら 
で る 

問 ゎむ/ \ は 本 巧 越の 解か 
; じついて か 巧に 雜 きを 巧み、 閱 
あの 不利を强 い 4 も の で は^:^ い 
が今=:ご；；？つ-. は岡狸：^,化がな 
視の 的. こ。 b をん おみの 化 方に 
I ょつ ていが 厨の 威信を 失 唆ず る 
r こど-し； るの ト .巧 人 >2 巧る お-- 
はが かの 力 巧は む'^ 一つ 殘 され 
て 居る， 哪 もを いはま か 臣らを 
お 巧を がらて 热 ての 問 超を 解 巧 
- したら 化 界を扔 も をれ 口上のを 
窮 はし a いでんら うピ がふ、 む 
- れ'— はこれ が 閒勉を おら 公明 
r 化乂ぃ A 解かに 满 くた - つ J を 
■かご 信じ、 こいに 對す るを 柏の 


か必 のがを ホな たい 

答 物事 じ' すべて 順 巧： sj ぁ 
- らぞれ ダれ 货 巧を 取らべき -<1 が 
ある、 この 巧 題は 陸軍 細 係で あ 
るから 先づ 陸軍 隅 係を が黃 圧を 
取るべき もので あらう ど 思 ふ 

Ih . 首相は 本 問題は 陸軍 隅 係 
である どい けれ もがを 日で けす 
でじ强 氏の 榮辱 、画家の 威 曾 ご 
いふ こ VJ じ變 化して しまつて 居 
るな 上 一 威め 總巧じ 賞 巧な しど 
はいはれ，"^ い 

答 今 陸を ごいつた のは 淀 君 
が 陸軍に ついて 論せられ 打から 
で 巧 ほごい ふこ £じ ついて， 一を 
(わ說 の 通りで ある 
これで 間 答を わは b 貴族院 側か 
ら 

陸 單じ满 する 間 題を 處埋 する 
じは 巧 中 君が 最も 適任者で わ 
る 睦軍じ 病弊 あち ごすれ に ホ 
をを ふるつて 國 家の ためじ 陸 
軍を 主 ^ なけれ はい * ら ぬ、 

; を 相 ごしても この 際 一大 决必 
を もつ て 速 かじ 本事俾 5 解决 
に 努力 されん こ £ を错 む、 首- 
相が この 靖 神で 霞 巧され るな 
ら 吾人 もを 力を 舉げ これを 援 
胁 ずるで をら う 
ごつ け 加へ 緊 おのう もじ 同 午後 
Is 時 四十 冗か會 見を T つた。 
意が 滿 たねげ 

を 院で禪 劾 

I 一 お洲某 重大 事件 じつき 首巧ィ >1 
會 をの 經 過に 願し 四を 側で d わ 
^れ くごして は 事 俾め眞 相を 卒 I 
; 直じ發 表し* を 厨が をの 責 をと I 
:れ どのよ 旨で 首が i 質疑を 重ね 
たが 首相から 取調べを 進めて 屠 
る おがを をから をれ が 完了し さ 
へずれば 的 もじ 眞 柏を 發 おし 事 
件を 陵げ に附 する こごは ない VJ 
の 明言を おたわけで ホろ から、 
禪く曾 相の なす ごころ をを 鹿し 
た 上で なに 滿 たぬ ごころ が あつ 
ぃら、 をの 時 こを 墳族院 を 体を 
擧げて 政府の なほを 糾彈 する ご 
稱 して 居る が、 曾 化か 言明を 基 
かるを うじ 巧 動を とる こどが あ 
つじら、 をの 時 こを 質 族 巧 割 政 
府の瞄 係ます まず 惡化 しいよ 
いよ 巧歧が 的の お 勢は 兹# じな 
るで あ'」 う £ 兒 or れて 居；：： 一ら の 
■か 遂に 今一: み换錢 ご：. ょ つたんで 

信和單 

實巧 困雛視 さる 

みがが 可， 一吉 ト：藏 化の 臀 明を ま 
一ろ. まで もな/、'、 現が の ごごき が 
~势 じ おいて 蝴 巧は 不可能で ある 
が、 H 本が けでは、 がてから を 
解禁 前 巧に 中央 银巧 'こして 取る 
べきを 般の 

對策 K 脚して 基本的の 駒 
巧を して ゐブ J 、 しかる じ 離，- な 
(も、 H がが 自らの 卽绕 にわい 
てが 威に クンデ ッ トを設 をず る 
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バ I 、 ぞ雜誌 類の 
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じ 御 化 巧 致します 
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ます 0 

奥が 書店 
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加 
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成 巧め 秘訣 

米齒 をち 語を 話す 事 
はが 功の 第一を です 
本校には 日本人 巧 巧 
じ 慣れた 專巧 婦人 お 
師を b 體切じ 會敲巧 
信 文 社を 語を お授し 
ます。 H 曙 遇 H 共 じ 
午前 化 時 よら 午を 十 
時まで 韻 校し 一 レツ 
スンと 十五 触つ'〜 

ネ H おもに ホ强 あわ 


6 

■旁—;， 

U 

-XTH 

帖 W 

mass 、 J 

111 ( 

15 咖 

S W 

IbiM •お 

S W 

V 

も挪 


i 


かろた 


は 七 {の 遊び 
方を 英文で ホ 國入じ 館く わかる 
やう 簡單 明瞭 じ說 巧した ものが 
出 ホました。 巧を 目な 進呈を し 
ます、 御覽 下さい 0 
M 呈 WA さ 童 基， 芸 E . 呈 hS こぞ. 


卷 壽司辨 をは 前日 中 じ 御を 文 
下されば 早速 辆扇申 上ます 
午前は 十 時まで 午後は 一二 時ょ 
> わ 電話 下さい 

木が 屋 

お 五十八 下爲ニ S 八 

電諸ゥ ホ々 シ I 六 ニ 四 0 


曰 

么 V 

づ 

桂 


巧 話 プラィア ント 
みま。 を 違。 八 八 ま 

ザ 巧 一 看 一詞 

お 育 巧 西 四十 四 T 目 
ニニー ニ 塞 ニ 磨) 
J 夏 NESE A 夏呈 ごち 養 
1 さ 18 去 esti ざ！！. 三. 
ぎで a 芯 nf ま 75 


巧 面目なる ホ 瞬 同胞 じな 寅 
なる 喊 菜を 巧を す 

窝 W 事務 奶 


お 育 ホ 西 四十 ニ 了 目な ホ j を 

あプ ブイ， ント とと 八と 

巧 フイ アン 九 六 化 八 


j 飢死 したでを らぅ ごを は 
れ 、谢 < 渡船した 一を け 移 怯 下 
宿の 化の 上に 鼠 ど 共に 一巧を 明 
か 一 ^ むらので わるり、 石 茜コど 
して 勞 働した 彼は をの 後、】 年 
四十 パゥンド (ニな 弗) で屑エ 
場 じ 働き、 遂に 健康を 害し 失廬 
の 人と して お 鄕ィぞ リス じ歸つ 
じので ゎる、 勞働 驚で も 化 化を 
ごして 最もず 腕を 信頼され て 居 

るフ斗 リツ ブス •ス ノ！ デンち 

は、 靑 年の 頃 自動 革から 轉 をし 
て 遂に 跋 どなつ たので、 をれ W 
巧は 泉の 中に 引 籠 b て 紹巧閒 題 
を硏 巧し、 をれ から 勞働間 題に 
移つ た 人 あらが、 何しろす 邑 
もな 體 だけに 

陰變 な 人では あつたが つ 
いじ 女敎師 ご姑婚 しじの ホ 幸福 
なみ 庭の 人と な 6、 化が じも活 
躍す る 人 おどな つたので ある、 

現 化の 閱員 中で 樞お挽 顧問 宫た 

る 人け 譲長ト — マスの 巧 じマグ 
ドナ 八 ド、 クラ キン ズ 、スノ 
デン、 ヘン タ— ソン 巧を でゐる 
わ、 この ト ー マス 氏は 鐵道エ 上 
b だけに お 巧 儀が 頗る 遞< 、現 
じ 親 巧まで ゥ キン ザ^ 宮殿に 參 
入の 溶、 新閒 記者から 寫眞 撮影 
のな 剧を擊 じ 面嗔ひ 『俺達は こ 
ん なが 鹿な 肖 じ 終始 逢は。 き や 
ならん のかね』 ご ヘン ダ— ソン 
氏じ譚 むる ど、 氏は 答へ た 『さ 
ぅさ' トム、 をれ じ寫眞 を撇る 
前*」 を わ 山 高を 少し 眞 商ぐ じし 
給へ、 を— して 大巧ら し （し 給 
へ。」 ■ 


まる ホ巧廿 八日、 ダネル フネ 
ドの 自邸で 遂に 逝ました 旨り ン 
ドンを 電は 報じて 居る。 

氏は 千 八 巧 八十 四を 八 丹廿丸 
日ブ ラキ トン じ ホれ む 大を養 
をる j をの 息子で 十化歲 にし 
て ケンプ リツ デ大 壁. じ 乂學し 
秀才 でんる が、 な 學中じ 早く 
も 哲學諮 文 r 义 明』 ど 『藝 術に 
劃す る 宗敎の 威 化』 を發 表し 
て 世人の 注目を 惹き 
をの 後 彼が 著した 幾多の 初 端 お 
會ま 義じ觸 しわ 論文 や 詩の タ <. 
は宮然 ま義查 盛時 巧の 日本 文 擅 
で 盛ん じ紹 かされ じ ものである 

^ 動 5^ 

恩 煩 君敗戰 

キン ダス 郡 爭霸戦 
ぶ巿 9 ツデ 供樂都 じがけ るキ 
ング マ •々ウン テ—- 庭球 爭截載 
じ 選 ホ權擁 譲み ため 出樓 した 恩 
田 選ず は 日曜 B キ イナ マトン ど 
の 優勝戦 じ H — 六、 六！ 四、 六 

— 四、 六 - H ニの ス 3! ア じて 遂 
に化戰 して 選手 權を奪 けれた、 
同 庭球 戦は 恩 田 選手 じなら ては 
頗る 意 ホが ある ご 云 ふのは 昨 李 
恩 旧 選手が 始めて キング K •力 
ウン ブイ 選手 賴を 得た 事は 恩 田 
選手の 庭球 生涯に がける 最初の 
選ず 權 獲得で 同 選 ホ じご. 〇 ては 
忘れられない 芽出度い 記憶の j 
つで をる からで ある お 田 選手は 
キイ ナス トンを 敗つ む 拳は 何度 
も あら、 化つ て 今 巧 も 恩 旧 選手 
の 勝利 ど 見られて 居た が、 キイ 
ナス トンの 當 b ホは 素晴らしい 
。ので 准 麽勝轉 の 時の かき 今年 
i ニ 巧 顔を をは 甘て S 巧 お 敗け た 
々1 ゾロ プクじ 背負 投げを をは 


せ對恩 旧‘ この 優勝 戰で じ 第一 セ 
ジトを 失 ひ、 第二 セット も阳— 
ニ じて 恩 山に 9 — ドされ て 居た 
じ拘 はら ホ 挽 巧して 述賴 三* ッ 
ト をから、 恩 旧ょ h 選手 權 をを 
つち 

安部 選手が ぉ 瘍_ 

囊じデ ラゥエ ャ） 庭球 選を 權 
戰じ おいて 义國ラ ン キンク 巧 第 
と 泣 マ！ 力 ー を 敗 b 續 いて 一一 J ! 
グ を席裕 して 選ず 權を握 b 巧 ホ 
じない 化 獲を 得た 没 部 選ず 1 
昨 ロ ょら 開催され た ィン ダ I アナ 
ポリス じ 巧け る乂励 クレム n — 
ト 選手 權戲じ 出 瘍を部 選 Hj はシ 
— ダットの 第一位を ちめ、 其 他 
カナダの パム 等 かを 加し ゴ 居る 
が、 初 H は 雨天の じめ 延化 どな 

つち 

英國 庭球 戰進跋 

開幕な 降と H じ 置る ゥ キン ブ 
少 ドンに がけぶ 查 英庭谏 運ず 權 
戳 は、 まる 巧耀 H 午後が ぶ單試 
をは 准 優勝 戰じ 入ち コ ッ '"I 五 
ナ テン、 ボロトラ 及びち 國の 
オ—ス チンが 材 上の 順序に て 試 
合擧 巧、 女子 單試 かけ* っ アイ 
ナ リスト ど 目され た 西 班 巧の ダ 

大番 


於 バン ダが 疾 （じ 黯れて 
なせを 演じ、 之れ ど 化っ VI - が 卿 

み ジャコ プかブ アィナ リゴト の 

可能性が 濃惇 どなつ てを わ、 チ 
八 ダン、 コッ シエの 准 媛 勝戰は 
巧るべき デ盃戰 爭奪戰 じみ. 圖が 
チャ！ レンゲ 越 どなつ た 盛 合 チ 
片 デンの 單 がをお 場 巧 否 t 巧す 
る 上 頗る 意が 深い 試を ピ！| ルら れ 
て 居る。 

ジ ョ—ン K 優勝 

ザ、 ロ ホックの ゥネ ン --ド* 
フ—ト •ク ラフで 擧わ 中づ‘ をつ 
た 全乂ホ 1 ブン ♦ ゴ八フ <1 ト！ 
ナメン トは主 限 日の 最終^ じ果 
お アマチュア 選手に してで ホ <H 
本へ をく ご 傅 へられて 居 づ> ボピ 
ジョ] ンズど 職楽ゴ グブ搜 手工 
スピノザが 引を けどな をし むめ 
日曜 ロ あらに 决勝戰 を擧： いし 約 
巧 五 千 ルの 観衆を 前 じ 二十 ホ 
ホ— ^ をず つね 結果、 巧 la 十一 
お だ 六十 四で 勝 も 選手 權 獲搏 
した 0 


卓上 夜話 


を氣な 夫婦 ご靑午 

◊ま 巧と 日 午前み 時 頃- 


晒 下^ 

み巧楼 ヶ丘 吉六 大工 職 畜^ 基. 
郞モて 夫婦が 股を さまし」 み- 
ど、 唐を 達の 寝が の 中に 一人 i 
巧が 乂ぃ びきを かいて 熟^し 一 
ゐ るので コレ ^ V 一驚き 盤 か 著 

訴へ ぉた 

◊を こで 署員 かお 張し 巧； 
ゆを をして 弓 致して 調べな ご 化 
千 住 一 了 目 一六 0 五の がみ 職： 3 
藤 壽巧郞 ニニ ニ) どい ふ 磯んで、 
前が ぶ 人と 道 去 化で 酒を のむ， 
も卷 車が なくなつ た 

◊ぶ 人が 沿め て やる とい ふ 作 
で 『をい つは おがて え』 ごふ， 
ふら- 〇 ご 速れ られて 前記 富 細 
ホの 前まで くる ご 『ソラ-のな 
だ』 ど 押 込ま か、 をの ま ^家の 
中へ 又つ て、 夫婦の 錢 床み 中 < 
ぐ b 込んだ ので ぁるが、 ホ 城 
つい 氣が つか 中軸まで 一二 人 I 
くねて ゐ たもの どかつ て 一 111 
大目玉。 
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貧乏 者て 揃つ ゎ..：.… 

勞動 內閣の 人々 


黑 猫」 惠 まむ たマグ ドナルド 


ロ A ドン 特電 nn ラリ •ヴ アン •バ I ズン發 


今や お 界孜界 中、 む：？ 操 的 どな 
つて 居る ィゲ ブス 勞働內 闕の雷 
なる 人々 は、 いづれ も T 煤 や 小 
も勞働 者の 成ち 上 b がを く、 

貧乏 むこ £ じがて は 藍し 

アメブ 力の 內 隅が 大統領 フ ー グ 
,r — 氏を 始め メ U ン 、ラモント 
アダムズ 等、 雜 々たる 巧 方 長を 
の わ 揃 ひ C あら じ 比較 すれば、 
贫を だろ ひ 內隅こ 云 ふこ どが 出 
j ホる、 をの 中で もを 扣 である マ 
グ ドナ グドご 婦人 巧 働 大巧 マ— 
ガレット •ボンド フキ A ド嚷じ 
至 b ては、 若い 頃 細 じい わ 腹を 
して 巧を 义の やぅに ロンドンの 
/ ホ 中を 迷つ た 人人で ある、 マ ダ 
作' ナ八 ドは、 貧に 窟じ 孤々 の毁 
わぶ げた 巧、 外な 大臣 ア ー ナ* 
へ) ダ一 I ソンは 磯 X 場に 働いた 
こ r か 心る し、 工郵人 巧で み b 


渐ザ 記ぶ 


.心 


一とち のジヨ I デ •ラン 


I な 



の 頃 一二 等 船客 ごして 
ォ！ ズト _ '一^ リア •し 渡航を した こ 
ごが ある、 I お‘'. つじを 働 黛の 巧な 
i を 背に マん I •トナ グ ドの 化 話 女 巧 
であら 內 椿で 臣 クラ キン ズは一 
かの 霞を 巧 管. ちの 息 f で、 谨か 
ニ 關の巧 牌み に 生れた ので ある 


が、 をの 雄 辯 術を 髓 得した のは 
十六 歲か 頃から をく も 人里 離れ 
た 細^ 中 じ巧驗 箱を 擅き、 大道 
馈說の わけい こ-し 戲 中した こど 
じ始 つて 居る が、 同 帖じン 五 キ 
スピア、-、 、片 トン、 力 1 ラキ ル 

の熱必 な崇拜 家で も ぁつた、 首 
相マク ドナ j ;/ ドが 新聞 記を たら 
ん こごを 志す じ まつた のは、 數 
年 じ 瓦る 吳服 崖の 小僧を 巧じ飽 
き：£!巧じおからでぁるが 

が 角 巧 聞 記ち たらん こご 
を 志した もの I ど ル 新聞社 も 採 
用して くれ G いので、 をに 空腹 
を か 5 へて" ン ドン 巧 中を 放浪 
した 揚が、 を じか 也を 繊 して 故 
鄕 スコツト ランド じ 歸ら、 一 商 
買を 企んで、 をの 貴 知己に 使ら 
すべく" ン ドン 资 巧の 小さ y 弱 
使 病へ をぃた 際、 偶々 をの 郵彼 
厨に 一巧の 猫が 養 はれ、 局を の 
訓練で 躺 さんが 人 瞬に 化つ て截 
便が 印を 狎 {ィー いふ 話を 聞这み 
グ ドナ 八 ド 君は 巧 速 これを 一 
煤の 物語 b どして。 ン ドン •タ 
キム スじ 原稿を 寶 つむ こどが 巧 
運を 廻らし、 巧き 彼は をれ から 
原稿 生活 じ 入る こど i なつね の 
でんる y 、 この 


ぶ 志 傅 中め 人た る 彼の】 

を じご ト ，て 最も" マン ブック 
物 顔 > け， をの 當げ貸 族 階 被に 
城して 巧 じがを な巧學 巧で をる 


水！ 少 •グ クッ ドスト ン幡ホ の 
か樓 マー ガレット ど戀 一し 陪 つた 

こどで、 赴 食 主義を 公然 標榜し 

て 居 だマグ ドナ グ ドと マ， 辛！ の 
戀は贵 族社會 からを 命 家の か （ 
毛 嫌 ひされて 居た だけ じ 恐ろし 
い 迫害"？ 手が 仲び たもので るる 
が、 遂レ 二人が この 酿 迫を 巧け 
て 結婚した のは モ 八な 九十 五 年 
のこ， こ、 この 結婚 じ從 b 彼の 生 
巧が 益々 巧轉 した こどは マ氏自 
身も吿 白して 居る 所で あるが、 
而 かも 変すべき 貴族の み 媛は、 
をの ホが 

勞働 1 S 代表 著 ごして 
偉大な もィ夺 リスを ま 配ず る じ 
至る のを 待たす、 十义年 前に 早 
化した ので あつた、 スコット ラ 
ン ドの 勞 働を 忡 間から 『我等の 
マ 早—』 ど 呼ばれて 足る マ！ ゲ 
レット •ボン フキ 八 ド 嫂 も 一週 

よ 十四が 聞勞 働、 I 年の 賃銀 ニ 
十 あ バゥンド (約 巧躯) で 化し 
い 小 おじ 追ひ悚 はれた 婦人で、 
或る 巧、 木賃宿 からが あを 拒 お 
された どい ふ 請 も ある、 ランズ^ 
バリ] も 前記の 如く 静 年の 頃 妻 
ど S 入め かおを 抱へ、 一二 等 船客 
として 速 （オー スト ラタ ア じを； 
民した ので ホる が、 彼等 じして 
をし 當 時を 糖 おを 携帶 しな かつ 
たなら ば、 恐らく 船中で 



艦隊 航海 日程 

急に 豫 定を變 だて 當 地を 訪問 


を 京轄萄 ニみ お U い 練習 超 傑淺閒 .、磐 手の 兩鑑 け I B 午前 十 
一時 アメブ 々心 一助が お 岸を 訪閒 すべく をが した、 歸 着は 十二ち 
二十 乂 H が あろず 

户ン 夕 ^—" CH 


巧が ま 一二郎 中^の ホ ゆる 練 お 
鑑隊淺 間、 磐 ホの \ 一 艦は を 科み 
尉 候補 年 約 ニが をが せて 內 化が 
おをあ 6 、 横巧賀£|港にて遠げ 
が おの 準 蹄 中でぁ^た が、 お 補 
生 おちの 都合 上 今^ じ歸 朝の 
; 必要を ホ じたので、^ ホ 南 ホ、 
巧 阿の 地球 一巧が 路^を をは、 
化え 巧 西 沿岸、 南が お 巡 おの 
事じ變 憂し 總が巧 ニ 真 四千 六 育 
二十 八 マィ 八 寄港 化 化 ！ 6 H 稍を 
左の 如く 巧定 しじ。 一一 

を を 

横須勒 す 一自 

ポ ノ八グ と 巧 十八 U サ 二日 
シア トグ 八 巧 一二 日 I と H 
タコマ と 日 I 化 日 


を 港 

バ < ボア 

ニナ マ^ 
:ナ 


化 H H 
化' 弓 十 H 
十八 目 

ル チ モア サ 六り 


十二 H 
甘と H 


十 】 H 


• H 月 百 


ニユ 3 ! ク 五日 

コ' 0 ン H 1 日 

マン ザ 三 3 
(メキシコ】 

ヒ 。(パ 7 ィ 島} 廿日 

ヤ火 — ト 

{南げ を 化 十二 巧 四 H 
統治 領) 

トラ ブク (巧 右) 十一 0 

父 島、 二見 
港 (小を お) 

橫須質 サと 日歸潘 


化 一日 

十月 
ご 百 
十一 日 
サ 四日 


つ ひじ 抑 中 じ 唆 落したい' である 
が、 水泳み 必稱が あるめ で 直ち 
じ 通が 中の タブダ じ 救助され て 
蠻 察から 急 巧した 移乘 革で ォ— 
ク巧蠻 察署じ 魅き 
應急手 當の上 あらにべ グビユ 
1 病院 じ 送られた •か、 則に 身 
化 じ も異狀 はない 模犧 で、 本 
人 も 頭る 巧氣に 澄明の 苦必を 
物語っ て おる が、 本人の ボヶ 
ツト から. 『ご フシ ュ—ト がを 
下ず も 時、 どう 考 へて 居る か 
知ら』 どを ふプ リグの 漫審が 
を 見され たど。 


ホ H 

か 四日 


六 a 

十六 U 


か S 日廿四 H 


投身は 落下さん 小手 試し 


自 ずが 發 明した パ ラシ ユ—ト で 


しじ か 

ヴタ 

澤件じ 
一した 所 
呼 ふ 


み 紙前號 じす 取が がぶ 
(まるを 幡 H のを 朗 マン 
ン 橋から 巧 身した 邦人の 
脚し をみ 後節辕 署^ 资お 
じ 化る と 本人は S 巧が ホ 
本年 二十 ニ おの 巧 年で 
巧 八十！. 一-巧、 J ゥス トン 
み コック ごして 慟い V -| 

近み 流行の が灼 機を'*^ 

ホを 抱いて 袖々 ど 苦ぶ 
自己 巧 創ん ものを 化 - j げ、 

れ まで £ て もこれ-い 心 手 試し 


町 じ 化 
枯 るが 
傘に 巧 
の 結 あ 


こ 


じ ゥ — ^ ゥ ォ r — ス •ビグ デン 
グ からが 降 b やぅ どした こど 
は 前後 I 二回 じあんで 思た が 巧 
一を 賺 b て 構 媛した 上 
を じと 巧 幾 十 扔のク クォ！ 
スをあ 切ら 巧 幾 十 吹かの マン 
ッ タン 橋を 逃び、 當 時は 朗の六 
時 巧から 時機の ホる のを 待ちし 
も迪け 人が タ< てみ 巧 巧 巧 や、 
を じ 午 削 八 時半 頃に 橋の 頂点 か 
ら飛 降らた が、 巧 巧の パ' ラシ ュ 
—トは柯^-^かのな隙で锅かす、 


自 ト^""""""" こ— をピ 


イギリスを 師 どし 

海軍の 擴張 

中華 民國が 契約 

軍縮 閒 題が 頻 ゎじ 問題と なつ 
て 居る 昨今、 中 馨民圃 政府では 
留巧 上海 軍を 新設 横 張す る こご 
ごな b 去る と 巧 一日 發の 南京 發 
電じ 化れば イキ ブ マが 府 じを 渉 
しわ 結 巧、 イザ リスの が 軍を 飾 
表 ごして 海軍を 組織す ベ く イザ 
リスのを 宮 派遣を ホめ る 外 支那 
± 官を イギリス 海軍に 留學 せし 
め 成る 鞠の 軍 渡 雄 造 もこれ をイ 
，キリス じ ホめ る こご {なら ラン 
プ ソンを 化 ど 王正廷 巧が 契約に 
調が した ど。 


民衆 瓣 詩人 

カ！べ 、\タ！巧逝く 

イギリスの 『ゥ ォがト •ホ キ 
ツト マン』 ど 呼ばれる はお 詩人 
の先顆 者で をら、 巧學 者、 音樂 
家、 旅 巧を であら 岡 崎に 巧始的 
ホを の 巧 行巧學 おごして を 名な 
エド 7 — ド • 々— •ヘン タ 1 巧 ま 
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資本を 赛億圓 
拂这濟 資本を ホ 千巧圃 
結* を 六 千 四な 的圃 

鎌 試 S ホ 銀 巧 紐育 支 巧 

本 巧を 巧 巧： n 本 橋. 帖 本を お 町 五 お 地 一 残 
支 巧 小 お B 本 橋 化の 內巧安 横 あ 
をを お 巧邵 大巧 巧 (大 防) 神 ロ 
廣な下 踞巧司 巧 松 輔岡技 時 
上 お 倫お孟 買® 水 


輸出入 爲替 'お 信 送を’ 化を な’ 旅 巧 信用 狀 
商業 信用が が 他 一般 级巧お 

人 «赋互 菱銀 巧— ま 巧 

鄉里 送金 ハ H 本を 地 無手 踐巧 -I , 迈速 取扱 
本化預 をを 巧 通 钟ノニ 柿) 御 保が 化 扱 
本 支店 巧 巧 (本 巧〕 大お神 戸 巧 都 
巧 巧 地名 古廬 ホが 上海 偷致 


▲鄉 里を お及び 並 送を (無手 數 巧)、 か 固 
巧巷賣 買、 巧ち 替 取組 お 立、 信用が あ 
巧 等 一般 銀 巧 業務 御 便利 じ 取扱 可せ お 

S 臺灣 銀行が 育 お 張 所 

本を 臺潰臺 化 ■ 
ま 店' お 京、 橫演 、た 扱、 神タ 、上 お、 漢 
ロ、 福 州、 厦門、 袖が、 を 港、 廣 巧、 新 

嘉坡 、スラバヤ 、スマラン、 バタ ビヤ、 を 買 
々ホ カツ タ ，が敦 、其 外專潑 十四 ヶ巧 I 

一、 資本金 養億圆 (全額 挪込 巧) 

一、 積な を 蕾 億 五 百 五十を 圓 

內地本 支店 = 橫濱 (本店〕 巧 巧大阪 
神 戶長崎 下 ㈱ 名を 崖 

撥濱 正金銀行 餐支巧 

ホ 固を ぞ店 U 滚港羅 おみ ボボ 畦 
其 他世界を 固 重を 郁 巧 ニ ま 巧 度 コ 火 レ 
ス有之 候 


本 店 
が 育ま 店 


大阪 化演五 T 目 

紐 育 ブ？！ 


で ー 円 四十 化を 

籍 住ぶ 銀行 

H お {お 巧 橫濱名 右 崖を 都 神 巧 岡 山 
' 尾 ノ道廣 島 吳柳井 卞ノ雜 
巧 支を I 巧み、 小 倉、 若松 •魄 多、 みお 米' 熊 本 等 

本 固 頭を、 鄕里 送を 等は 幢め 
て 御 巧利迹 まじ 御 取 没 可 申 候 


よ 巧 朝鮮 京 城 

支 巧 お 張 所は 日本 內 化の 樞 巧都ボ 、朗が 
滿讲 、支那のを 化 及び 沛お 斯徳 

觀鱗 銀な 紐 脊お張 所 

外聞 爲替 一般が 巧 お務綺 々御 视利じ 取扱 巧 
中と 候 


み 外を、 社 懐、 棘 式 ノ賣巧 及ビ利 
^ 立、 A ま 破 懐が ニ 御 取扱 致ン 
マス、 锦 々當 がヲ御 利用 下 サィ 
藤本 ビル 7 ロ ー 力ー 銀 巧 姉 媒會社 

藤本 證券 會祗 

問を 池 そ 巧 
间羅が 出張所 
同み ボ化 巧ぶ 


陶破黯 、雑貨 卸寶 

蘇が ブラ ザ ー ス 


® 羅府 、を 港 出帆 (ホノ 火か經 由) 

雜府お を港發 

(午ち ニが 化 化) 、正午 巧れ〕 

天が 化と 巧 十二 日 七月 十 b 日 
_ コレア 化と 巧 ホ 六日 未 巧 化】 日 
一春 洋乂 八月 九 U 乂片 十四日 
I シベリア 化 八 巧 ^ HH 八 H 廿 八日 

# シアトル 化 帆 (午前 十 時 出帆') 
i 靜岡丸 ん月廿 六日 
横 溝 か 八 巧え 日 
ニ 一島 乂 义月 四日 
が 豫—乂 九 円せ 一日 

@淪 巧 度 日本 巧 巧 肌 

臻タか ぶ 巧で 二目 
帖巧妃 よ 巧 it ホ 日 
を 取み 八 巧 十 B 
▲お 育 お 耽芭奈 馬經由 日本 朽 貨物船— 另ニ圓 
A 瑞締取 あ。 がな は款洲 巧、 南米が 述じ 巧を 馬 
經お 太平洋 岸 巧を 游船智 お ミ 特お巧 リ乘が 切 
が 等 萬 事 御愧を にお 計 ひ 申 上えず 
▲来 國鐵道 切符、 嬉さ券 等ら 御使宜 にお 計ジ半 
上まず 


A 

E 

R 

U 

技 

T 

S 

の 

U 

0 

T 

N 

A 

P 

A 

J 

た 

c 

N 

拉 

G 

A 


:觸撼 詣雜貨 類卸寶 

ホ元ブ タザ— ス 


H 木陶お 器雜貨 
ラム プ 卸な 

祭 良 貿易商 會 


日本 郵船 會社 (お ニを 鐵道脅 社) 

代理 巧が 桐 兄弟 蘭會 

乗車、 乘船 切符 並 じ 小荷物 運送 御 便利 じ 取扱 申しまず 


シアトル 出觀 (午菌 十 時) 
あら ば ま 化 と 月 十 ホ 日 
あらび や亢 と 月 廿陌日 
るん でんか (坡巧 化 化〕 八 巧 屯 日 
こ 導横窗 一を 粥 

化し ば^^-ずか ろんでんもは 一 五五巧 
こ 二等 日本 巧 五 五 巧ぎ 室 太な 淀 家族 室 多 於 
►御を 经に 化り 一等 割 リ巧復 切 巧を 巧を 巧 お 

ロスアンゼルス ぉ 帆 (午後 一二 時 一 
はゎい 化 とち 十六 e 
らぷら じ 化 八 目 十四 H 

▼一等 橫漬ニ HO 巧恒 はわい みよじら 丸一 盖弗 
►括 則 一二 等 日本 巧 五十 化 巧 ▼一 二等 日本 巧 五十 五萌 
►ホ 巧 羅が巧 涼 車 切 巧寢窒 ホ 踐乂稱 巧 お 化リ候 




レー マンを 等 ■かを のをなる 人々 
である 0 ; 


チフ テリ ヤ 

豫 巧の 時季 

紐 育 お 衛生 局長 ゥ キン 巧 
± 自ら 豫巧 委員長 ど U ら巧 方な 
る 市民を 委員 どして 今春 2 ホ デ 
フブリ ャ豫防 運な じな 事し つ I 
4 は 本紙 麽 報の 如 < なをが、 右 
運動は 繼綠 的に 巧 ふの 必要 あ b 
どて 化 紐外國 人社會 にもを 豫巧 
委員 貪を 設置して 病毒の 撲滅を 
期しつ I あち 日本人 社會 では 旣 
じ 草 信 U 本人 會 々をを 委員長と 
してを 方面の 注意を 促 加して ゐ 
るが、 最 巧の 夕刊 クォ— ^ ド 紙 
は 「紐 育 巧の みで 昨年は デフ テ 

ャの爲 めじ ホな 四十 二人の 小 
おを 殺し、 之が 爲め餘 病を 惹起 
して 重患 じ 罹つ たちは 一方】 千 
人 じ 上つ てゐ る。 巧 學は化 病魔 
の 手よ b 小 おを 救 ふべ く 巧 毒素 
を發 見し 該 抗毒素の 注射^ 依 > 
て ホを 化ヶ巧 乃至 十歲 をの 小を 
じ對 ずる 執颖 U る 病魔の 襲擊を 
豫巧 ずる 途を諸 じて ゐ る。 

^ 防の ホ 法は 簡單 、安全 
且つち 巧で あるから まだ 其 注射 
を 受けざる 若は 直に まを 醫 ''一が 
囑 して 抗毒素の 注がを な 卞か然 
ら ざれば お ホの 注が 治療 局 じ 出 
頭して 小兒を 保護ず べきで ある 
注射 後 巧ホヶ 巧を 經て完 をなる 
免疫性を 發揮 する のでを るから 

一巧よ bH 巧まで 該 病毒の 猎 
織を 极 わるな 前即も 今夏 季中じ 
豫巧 法^ 薄ず るが よい』 S カ說 
してむ るが、 豫防 委員を 草 信 氏 
な 『父 おの 責巧 上豫 巧な がは 絕 
對じ 必要で ある J を 自費し 吾が 
巧 胞社會 じは 一人の 患を を も お 
さな かづた V 一 云 ふ 記録を 作る i 
は單 じち 衛上當 然の閒 題で わる 
ばか5でな<われ^同胞が化 
の 化 留か國 入社 會よ らも 銜を思 
想ぶ びを 益擁議 思想 じがて ホ 人 
じ慶る ごも 劣らない W 云 ふ 点を 
よ 巧ず る 上から 豫防 注射を 等閑 
に附 せざる 樣を自 じ 注意 あちむ 
きもので ある』 V - 語つ じ。 


尝 でを るが まだ 巧手 綺を履 わ だ 
をは々 ない 模樣 である。 季節は 
米國ど おおで 現が 亞巧然 T 圈は 
をで あつて ォペラの 季節 じ感し 
てゐ る』 云々。 

乂山梅 ま 巧動靜 

一二 井信 巧 株ま會 社々 長 米 山 梅 
吉 巧は み息槐 I ニ 氏 ご 共に 避暑 旅 
巧 中で あつたが 明日- 旦歸 がし 
十 H お 帆の 保 船 じて 渡 巧の 尝， 

松 阳鹽督 長歸巧 

お 軍 監瞥官 事務所 長 松 阳竹太 
郞 大佐は ま 巧サ四 H 發 ダト。 ィ 

ト、 マスケ^*— コン、、、、 が ウネ キ 

1、 ォクス フォ ー ドを 巿を 視察 
し 一昨 巧歸 任。 


南米 小話 

巧 澤お勝 山が ホ氏談 
前年 野 澤糾祕 育ま 店に 化勸甘 
る 勝 m 邦 光 氏は 前週 现化 地ブエ 
ノス アィ レ， ホょ b 着 te 當を滯 
なの 尝 である •か间 地方の 近情に 
關 しを 見の 記を じ 能る 『亞 爾然 
了の 巧留 M 胞 はを 針 約 S 千ィ」 稱 
せられを 使舘 巧び 級事舘 所な 地 

のブで ノス アィ レスが じは 八 巧 
人前 後が 留 L てゐ るが、々 フ生 
—— 巧の 經營 を' 陶器 雜貨の 卸 小 
費 等.‘， i 帖 應じ發 煤し っ i あ b 勞 
働 巧 小 じは 自動車 運 轉手鐵 工場 
職工む でもを って ゐ .3。 所得 稅 
はな、 傑 子で あるけれ お 政府の 
が 源を 輸出 繪 人 兩稅に 求む る爲 
め陸揚 S 附加稅 が 祕雜稅 が ぞい 
ので 當莱 をも憐 まされ 一般 消费 
またる 人 K も隨 てを 稅を 負担せ 
む 皆。 らな觸 巧 どじつ てむ る。 
H 本 ごの 通信に 郵 化が 歐洲巧 ま 
ホ闡經 由で 約 W 十 お n を 要し 
円 巧 間の 輸 ぶ 乂 貨物は 六十 りを 
要する から 電信 かも 隣つ て 高を 
である。 n 本人の 歸 化は 出 ホる 


會則修 お 委員 會 

紐 育 H ネ人會 々則 及び 細則 修 
ぶ 委員 會は まるを 曠 日が 都 じが 
て 開 摧地ま 委員長、 鴨 井、 を 西 
を 井、 寺の、 恩 山、 端 越 及 水を 
を 委員、 巧 孫子 書記長 ぉ 席逐條 
じ 直も說 明、 質 間、 意を の 巧 お 
を 巧 ひ散會 せる が繁 二回け と 巧 
サ n 頃 開會の 答。 

管 戰ホ人 新が 品 . 

閱 をが 塑家 ごして 名を なせる 
ボーッ が； ド •ポィ 水管 野ホ乂 
は最巧 武ホ最 をの 中學校 ユラ ズ 

ス •ホ； 八 養の 依囑を 受け 同 
校 luM ジス ー * v ' バ！ ト •リ ー 溝 

± の 胸像を 作製し まる 木曜 H 同 
校敎頭 ダン n ィ をのずに 依ち ロ 

搏± じ 贈呈の 式を 擧 巧した 由 
である。 尚 ほ 同 夫人は を 高峰 博 
± の マ ダ 9 アンを も 作製 中 じて 
略 完成に 近づいて むる どを ふ C 

松 井中 將 一巧 着 紐 

前參謀 本部 叢 二部 長 陸軍 中將 
松： ik 巧が 巧 あび か 弟が ホ おホ少 
將は廿 八 曰 モレ タ -1 ア号 じて ホ 
紐 東が 館に 投宿 甘る が 昨 ニ H は 
陸軍 長官 グッド 氏の 承認を 得て 
渡 大使館 附 武官 及び 補佐 宫寺本 
熊 一 少佐と 巧に キヤ ムプ •ピ！ 
クス キ片じ 赴き 本 H はゥ S スト 
ポィント 陸軍が 學 校を 視察し 明 
H 出發西 巧の 豫定 なる 由。 

藤 野 平み 郎巧來 紐 

大 '阪 H 本 住を 株式 會社 計理課 
長 曝 野 平み 郞 巧は 统婚の 梅 子 夫 
人 同伴 ± 地經營 視察の 爲 めか 程 
巧が、 約 一 ゲ年滯 なの 箸。 因 じ 
梅 子 夫人は 庭 報を 選手 大每 、東 
日 社員 原田武 一巧み がで ある。 

•ま 田 正 通 氏 第と 高等 學校敎 
授 、スタン フオ！ ド大學 じがけ 
る 硏學を 終へ 去る 廿乂リ - 巧 紐 約 
一ヶ月 滞 巧の 酱。 

♦波 田 政 一巧 野澤 組が 育 支店 
長、 目 ド 中米 地 ホ 旅 わ 中なる が 
ホる 二十日 前後 歸 巧の 巧ぶ。 
♦豊 旧 旭穗女 お筑前 琵琶の 大 
家’ 高弟 旧 中 化 嶺女お 岡が 去る 
一二 十日 ナイ ャ ボラ ホ 面を 經てホ 
紐 化 H 夜は n 本 俱幾部 じがて お 
秦會を 開 ら わご。 

あお 新刊 富 


—ス であるが 同社 員 新 井永 巧 巧 
の 手を 經て パム モンド 曾 社の 出 
版せ るニゥ •ピア レス 化 巧地圆 
- をを 寄贈して 來 た。' ィ 4 モン 
ド會 社の が 製せ る 化圖は 印刷が 
巧、 詳密を 極む i 点じが で 風に 
を 評 あ 6、 座を じ 不巧缺 もので 
ある。 一 


スペシャル 


蓄音機 レコ 


J - 


澤山 到着 

.-貫 

が 桐 巧を 競 脅 


: 的 


■c-^ 中年 白人 婦人、 一巧 事 
でら 致し まて 一日 私 

人の 家 塵に 雇 はれた し 

き资ミ 寅马壽 •£ I 
这 Zirden S ニ el- Lorrai ミ 7 夏 


料理 入 謂！ 邦鈔 

び 料理法を 敎授 ず、 新式 謗 
IU 登賣 N 

1 S West sh St G 弓-す oad 量 J1II - Y - 


龜甲 萬醬油 

景品せ 大賣 出し 

一が 御 買 上 おじ 

高級 タオル 呈上 

目下 賣出中 


桑 山商會 

114 EAST 芸 ihML . N . Y . C . 
さ one - 京 g 普 t 2 二 3- 黃这 


暑中 御 伺 

每日お 暑ぅ 御座います。 

御 化 事の 御勞れ じは 
冷む ぎ 
冷を ぅめん 
刺身を の恤 
夏 おきの 食膳 
金耀 H は經 ディ 

御 食事は 

巧亭 ホ廣へ 
東 二十 化 T 目 一二 十五を 
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タナ .ゾ^ — 力 ー の特を 

U 

n 本 みのお 買物 じは 持别掛 員を 置き 無 
粋で- 案 內をホ 電話 又は わ 手紙 あ鑽御 
訪閒 して 御 便宜を 計 6 初めての わ ホに 
對し 1 は 特に 注意 致します から 是非 わ 
立 萬 厂願ひ 升、 巧內 配達は 勿論 H 本 巧. 
化を 堀 宛の お 荷物 發 送は 當モで 致し ホ 
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ピア レス 化 巧地圖 

が 巧 ウネ プア ムス 術^ ブス* 
フォ 1 プス 商替け ロンド；'、 モ 
ン トリ 1 ル、 ボストン、 も俄忠 
等に ま 店を ちずる 冀 をの バン 力 
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一. 乃 S II を I ラ ミび を 

ilila .1 綠太 洋寶易 S 會お 
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支店が おた、 ボブ トン 


一 晚香坡 每ニ週 一回 出 化 

みで ム プレス 露西亞 ニニろ 00 順) 

よ 巧サ 五日 

みで ム プレス 亞曲亞 ご ニ •呂 0 嗯) 

一一 八月 八日 
A N ム プレス 佛蘭巧 (一二る 夏 靖) 
i 八月 化 化 日 

4 一-で 么ブレ マ 露西亞 0 ニる 呂嚼〕 

一- 乂月 十二 H 
: 1 等、 二等、 一二 等 及び 下等 客 設備 
- 最大、 善美、 最 快走の 東が 航巧般 


々— ネ^ J — 苗 際 ホか贴 倒の ホ 
催 じなる 乂固规 聞 おちの 巧げ 
訪問 跑 一巧に 四 巧 二十 四 H を 
港 化か S 大洋 見 じて 先づ H 本 
じ 赴きが 讲を經 て 目 那沒 
遊 中で あるが、 おま迎 一れ 中 
大洋 丸 船中で 米 固 出生の H 本 
人兒 童が 無作法を 演じた どて 
第二 化を ホ おし 问 船み n 本人 
が 米 固の 巧ち 政策を 刺した 
どて 聊巧 H 戚恼を 持つ ゎ羅府 

_ タイ ムスの フレッド •ホ^ — ク 

I をの：； a 本を 後み 適 信は 調子が 
I 變は b ん 丸と 云 ふ 若い ゲ イシ 
ーャ ダ— ^ を 腿ぶな. ど •云 ふ 手 
I 放 L の 通信まで してむ るが、 
j 紐 育 タイ ムスの 靑年記 あ 一ー バ 
一] ト •エル •マ 七 ゥス 君は 神 ロ拘 
一を 食 誰 所 前に 聖 h 瞄 下の 御 通 
i あ拜巧 記を 蕾いて 『玻國 の 精神 
I じ 巧 もたる H 本人の 股に 映 やる 
一 陛下は 正に 神人 じち i す。 陛下 
I の 御 通路に 立 巧し 得る ものは ゎ 
I れ ゎれみ 國 人と 護衛の 軍人 譬官 
一の みで ある。 御 通路に 當 るホブ 
I ii . 其 化の 建築の 二階な 上は ブラ 
j インドを 卸して 御-むを 俯颗す 
I るを 詳さ 中。 奉迎せ る 十 巧の あ 
i 民は 肅 どして】 皆を 發 せず 是等 
一は 到底 か國 じがて をる ベから ざ 
; る ホ 致で をる」 こ 書いて ゐ るが 
前記 ホ！ グ 君け 义 『を 巧は 完全 
一 じ 東洋の 曲 巧で ある。 おし もを 
I が じ 何事 かお， •ならば 

j を 巧は スゥ サッチ ボ ー ドの 役 

I を 務める であらぅ。 支が じ 於 
^ ける 門戸 閲 放は 曰巧佛 おの 四 
^ 固のを 厳を 得ね ぶ 流石の ホ留 
一 らか仍 ごら する こご：？ 一 出 巧な 
^ い』 どて 米 國の對 まあを 樹立 
i を 痛醋— たご唱 へて ゐ る。 巧 
I 名；：* 乂 > プン ダフ- キ <ド*? 

I パ プリみ ン がの 記者 フラン ン 
ス？ rl •リー ザ ホ 哲は流 巧 じ 


老大 みら しい おり 觀 をを 試み 
た 0 H く 

H 本では 自然の 恩恵は 豐 かじ、 
煩；？ <ネ く 巧され て 居 t , をの 都 
市 やが 巧は をれ 自身の 魅力を 持 
つてむ る。 吾等の 觀 をは 道す •か 
ら の、 ほんの 一瞥 じ 過ぎない か 
よし 一鳴で もを 一巧 こ、 かしこ 
を 訪れて 永く どぐ まち 絲の やぅ 
な类 しい 風 ホに 憬れて ホる 旅ん 
や、 歷化や 美術の 眞 勢な 硏究の 
爲め じこの 國を 訪れる 學ホ のた 
めじ、 H 本が を も 巧を お ふ 
べき かじついて 新しい 恵 義ぉ見 
出した いらので ある どい ふを を 
起させた。 

今回の ゎれ の 旅 巧 じ對し 
.ては よく 巧屆 いた 手際よ い 日 
程が 定められ、 至る所で 非常 
。歡 待を 受けた ので、 吾等は 
最少 限 巧の 努力を なて かしら 
疲勞 ずる i なく U 本の 梓/」 も 
云 ふべ きらのを 橘め て ぞく 見 
る 2 が 出 ホた。 吾等は 景あ巧 
的な エ漢 から、 速 かじ 勘ら か 
じ 晴れ渡つ た 美しい 田園 じつ 
れて わかれ、 しがら みを 越え 
てを* レ， る ホ w のせ、 ら ぎじ 魂 
を化めるミがおホ；：^。 吾等は 
魂を 淸 めて をい 社に 參拜 した 
挪水 やを 細 S 閒を 旅する 時、 
殘 雪に 映 ゆ 當± の 高嶺は 巧が 
も 巧 等の 巧手を 示す もの！ 如 
くで あつた。 客 等の 旅 巧の 目 
的を 完が i るた めじ 吾等は 商 
工業の 中位 化た る大阪 をを ね 
誠に 乂阪の 生命は 南 業に ゎる 
この 大阪 ご、 物 靜わリ 実し い 
をを どは 奇妙な 勒照ト 、ある。 
しかし これが シエ ー クス ピヤ 
— の 言 裝をか > て 言 ふなら ば 
日本は 「狹い 部屋の 中に ある 
無限の 富を」 提 おし 得る； を 
物語る ものである』 ご。 


第 九 回 政治 學院 近ぐ 關懼 

軍縱 、國 債、 南 ホ閒鹽 等が 主題 


夏 壤巧品 特別 寶化 

夏瘍 、ホ賣 お、 ダ！ ム 向新 荷 到着 
精々 勉强 御用 命じ 應 じまず 
H 本陶媪 黑雜貨 卸販賣 

體巧木 桃 井 組 

105 E。 16 を 癸 N. Y. 
Tel. Stuy ves か lit 8 累 タタ 7 


复瘍向 U 新 荷 到着. = 

精々 勉强巧 致 候 間 御 引 立願 上 候 
陶 破黑雜 貨卸賣 

春 西巧會 

141 『 if を ぉ<タ New ジ rk Ci 巧 

Horn ちを 21 st St . T?eL Aigon 占 uin 資 90 ム装一 


T 寧の 印刷 ど 精巧" なる 化 上げ 

時日の 迅速 ど確寶 。校 おを 保証 

巧 刷は 紐 育 新報へ 

I ■ ■ ■ I II '*(lf l.tj 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九 1 ニ 九- 0 

わ 間違^む く 新報へ 

が內西 十. 屯 T 目 十二 十 階 日 
東部 じがけ るが ぞ 言論 機關の 一 _ 

權 威、 專が 新報を 讀ま のん なし 

鑛吿は 紐脊新 « へ 
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ご 趣 去 九 年間 ゥ ネリァ ムス 大學 
I i 磁を パー リー •エ J •ザ ー フキ 成 
一 ド 拱 北が 小、 む. こ。 ら^が 的ぶ 人 
! お 苦の 絶が 巧 脚‘- して 將 K 留際 
立- 盏ぞ 間の な 化を 巧が ごして ホ 
ii 秘 進-相な 說 解に 貫が せる ゥ 
I . 十； アム スタ ゥンれ 治を‘ KU あ 
求る 八月 一り ょら ニ 卡乂り 迄關 
お 5 れる MJ ごな b 目下 窄滿 中で 
; をる が、 本が は每岡 牌題ピ G つ 
た 莱巧乂 面の 硏 兜を 巧 ニ おごし 
_ がら 化が のず 縮 閒越戰 後に 於 
I ける 轉洲 のが 巧、 典 倒を おの 現 
，化を び おが、 協商 别國 間み 阅憤 
一閒 題、 猫を 贈 憤を 閒題 巧を まど 
-- しおら じ 

を お朔對 南米 

對 がを 太、 對 ィキ シコ 問題に 脚 
して强 がする 所 もる ベ'.''、 『か 
化 C -- 一 ホ 凹.； ー蒂ボ どして がを U な 
じ おか 巧みが お 巧 ァン ブ 9 ゥ* 
シ ー グ ゾリ ー ド 氏は 『峨 凶の 凶 
- を 組 域，！ なる 睹下 じ化總 菊を 披 
- 遮 <，0 常に：、 威際聯 W 統治を 

-眞の 一人 ご ある ツキ ブ アム • ： っ 
I I •ラ ッ^ アド 谈— は。 歐 州の 


經濟的 ホ 巧 的 遊 ホ』 を 講演す ベ 
< が 軍 海 巧 家で グプス 爆 彈の發 
明 おで ある 羅 おの ジォ ゲヮニ 
リァ 伯は 『化 化が 太 利の 政治的 
經 濟巧狀 越』 を 講演して フ フス 
シズ ムを离 調すべく 

英國财 政 家 S 

グレ ゴリ ー を 巧は 『お 齒產 業の 
現狀 あび 將 ホの 期待』 を 詳說し 
最あ 下院 谦 貸に 當選 せる 獎國勞 
働黨 のジョ ー ジ •ャング 氏は 圓 
卓 曾 證じ戰 後歐测 じがけ る 窓を 
め錢 をを 論 溢し、 退化 ぉ 闽が带 
少將パ ッセ < 氏は 带楠 制限に 關 
してを をを 述ぶ ベくな を 闽對加 
おぶ 闽 題は マク •* A 大學敎 が 
— ベット 隙± が 岡 地 じがけ る ホ 
人の 投資に 關 する 盧 駐を陳 V 、 
ンムグ ソン 牌 k け 千 九が 十 年 3 
巧 墨 倒の 化を 的 & びめ あ 的潑化 
r 就て なな ど發 おする MJ ピ なつ 
; てゐ るが ロ 本ん 侧は 大使 舘の磬 
W 廉化 W 外げ 聴の ため ニニ I 巧が 
出席す る ロ 巧で あるら しい。 政 
治を 防の M 化 的が 助ボ としては 

バラック 氏、 ロッ クフ ユラ— 氏 
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扱 虹？ ぷ な |! な ti がを 扭 ittt で 巧 


SWUROAY ， 化け 6 !9 巧 
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愛讀を 


り 本新閒 おの 咎宿德 か 屏蘇举 巧は ぶ 阿 パ大阪 ：|：m 
新聞社々 賓 ごして 入社':^ 大阪が 日 新聞 並び 
じ 東を 日日 新聞紙 上 VB 々、日本 國民史 を 

の 化を 執筆して なまず。 これ 巧は 日本人 ごして 必 讚の 义字 

だ/」 信じ 廣ぐ 愛讀 者を 裳。 ょず。 

騰 讀巧蟲 巧を をぶ 六ヶ巧 一 年 
大阪巧 日 新 間百刊 j み ド 火 十 一 ドグ 
東を 日日 新聞 百刊) 六 ド 八 十一 ド 瓜 
大贩每 日 巧 タ新閒 〔ロ 刊。 六 ド^ 十-ド 八 


募集 


S ドが 半 

旧ドグ 

丄 ハドグ 

東京 日日』 

を傳 へて おみ 化 巧を のが 


レ 

\ 

ミド^ 


刊 山 ミ ド 

大帝 每 日， 

ュ ー てを 傅へ 


サン デー 每 H 〔週刊 j 
エコノミスト 〔月 ニ 巧 
芝居と キネ マ 〔月 
發巧部 歎な 五十 巧を 謗 る- 
が 社 會萬般 じ； おら 故國 のこ 
が 侮た る 事は 巧 じあ 評の ぁる 所- 

『大 販每 日英が 新聞』 は 一 故 阔の事 俯を 知らん ごす 
る 第二 化 諸君の 巧 おか。 I 

『サン デ 1 每 日』 は 上品な で讀 物を ぉ 載し を 朔謎者 じ 
年 四回發 巧の 『小說 ど 講談』 を 1:"; 巧 じて 贈 里 すれば 鄉愁を 
癒す 絕 巧の 請 物。 一 

『エ n ~> ミスト』 は黨の 一 

『芝居 ミ考ネ マ』 は 菊 ぁを 

息を 轉 ふる 美 嫌 誌。 

左記 鉛 木 ぁて ナ H ブキ 封入に 
は 御所 黨の 巧閉雜 誌が 御ず 許 
ジ bi Muzuki . The Ihaka 至 a | 

ち 夏 Wor 立で dg ._ f If ミ k 畳 y 


ロメ！ タ 0 

一 載せる 梨閣 キネ マを の 消 


御ホ这 ぁれば 一ヶ月 後 じ 
觸 きます 0 
^ ichi . flew York Office 
ジ穿 ho ミ B ま k ヨ an た &9 



乂人 $ 眼に 峽 じた 日本め な^ 

新 巧閣の 政策 112^ 賴 

み豕議 •こ 


瓦解. 八道 おを 不 .可 i 


視る 


お界は 日本 y 猜疑し、 ない 

ニュヨ ー ク •夕み ムて 紙の 所論 


◊ H 本 歧巧じ 化て 曲み 將 巧の 內 
閱は 遂に お 解して 自 もま 盛 的 U 
民な 媒内郎 のが 立を をる •し 至つ 
たが、 この 政變 になして 歧も巧 
等の 注目を お'〜 ものは、 をし 前 
ァメ タカ お 化を 權大化 じして、 
を かホ官 でぁる 常が 强お郎 ぉの 
外 化 化活で わら， J 、 巧は 钥 じを 
るゴ野 じあち ピ を閒け 乎' 常 じ 
速設 的。 方 曲に 巧 力し、 相 瓦に 
頼らざる を 巧ざる 闊あ S . を 渉は 
缺知 乃を 侵略ょ む もぶ 泣の U を 
ちじ 化 b て 親 あを 增 すと いふ 巧 
則 じ 基いた 巧 動を どつ て 居 じの 
でを る 0 

◊濱 ロを 巧を 巨の ごする にの 
踢傑 中にはが 政 家 ごして ホを。 
ホ 上 难么助 氏が 敏栖 ご して、 渡 
: 邊十爵 を ど 椅子を 並べて 质 る、 
'尤 雜 曾の 勢 丸は 破め て覺巧 U 
いものでは あるが、 現 巧 强が相 
當 の則閒 じな b て 位 あを 保 も 得 
べし ど 信 や もに を 6 理 もは 巧 か 
じある r . 

◊巧に 泰 両人の 眼に 格め て奇 
怪レ映 るら のは、 旧 中 巧 隅が 遂 
にお 解す るに. キ； らし 徑路 であ も 
旧 中內粧 のを 策に 對 する ほ酱、 
就中 ま撕か 策の 如き、 な ホ ごて 
も かなを 强 いもの e あつたが、 



嶺巧 r - ホ b てで 益々 激烈 ごな b 
つ i あつた：^、 ちがの 最後に 爆 
酱 しわら の 赏に巧 か霖將 軍の 
怪 化を 件ん-'.^ つた、 張 作 霖は化 
をょ b 餘 黎^を- H 、 H 本の 缀備 
じ 遮ず る鐵^ 下で 遂し 怪死を 遂 
げた もので！^ 當時 この 事件に H 
本人 .い 關 杉して 巧る £ いふ 王-は 
憾 めて 大 なら じ昭 傅され たもの 
である- 

◊南 滿^ 道の 當巧 並び じ n 本 
政府の はこの 事實 をを をに 
巧認 し 然る じ 事件の 前後を 
綜をし^|、 經過を觀るじ、 これ 
等の 諸？ t 賴は敏 く 典 白 本人が 願 
巧して^ るら しい どい ム觀 をを 
强 め、^ 义弧人 じる ど 外 固 人た る 
を 問ん 中、 楷 b じこの 事げ じ ぉ 
て円节 をを が 離 巧して 居。 い 
ごし jL も、 H 本人が 刪 人的 じ 欄 
係し で 居る どけ 誰し も 容易 じ點 
得る， とで あつむ、 おら じ 曰 
巧が この 事件 じ對 する を ま 
の發 をを 枢絕 じぶんで、 か 
八の 猎 疑は 益々 慕つ たもので 
とが、 而 かも 巧 中 首 楠な 事 か 
核必 に觸れ ず、 單じお 先 m 憲 
橋 下の 蠻 楠を をが じ 無斷で 
ま 服を じ i 巧した こご じ掛 すを 
剖を 暖 我す るに 至つ たの.- ご あ 


るが、 ロ 本の 軍部 當 帰は これを 
W てが 部の 體 面を 傷 （る もので 
ある ご 激昂 寸るじ 至つ たらので 
あるか、 この 事實 をれ 自身は こ 
れ 等の が證 が、 製 < あ 無言の 陰 
謀を 與あ である こごを 容認-】 た 
ものであると、 云へ ば 云 ひ 持る 
譯 である。 

◊幸福 じ も 泰西の 輿論は、 張 
か霖 殺害 じ 何を H 本人が 參與し 
じか ごい ふ 謎に 對 する ょら も、 
おろ 今 旧の 政變 そのもの じホ吕 
して 聞る、 殊に 况んや 今 瞬の 新 
内 蘭は 世 おの 事情 じ通曉 して 居 
る 人々 を 網羅す るの みなら や、 

ァ ィブみ じ 幾多の ぶ 人を おして 
居る 點じ 於て、 お bv- する。 

『穗極 政策』 の 

幽 靈が崇 る 

ヘラルド •トリ ビユ A 

◊ H 本には 今や 巧 事 かが 起つ 
て 居る、 今 ょら ニ 箇月 前、 一目 本 
化 巧は 殆ん で 一 が じして をの 態 
巧を 獲 おしてを 那 政策は、 一轉 
して 協調 的 どなつ たもの が、 今 
やその 巧 中 内閣を 解の ニユ！ ス 
を ホに する やぅに なつた ので あ 
る、 『對 ま稽跑 政策』 ごは 旧 か 巧 
巧が 自ら 籍造 しじ 標語で あるが 
旧 中 巧が 一度 台 願に 則す る や、 
H ま 測 係を してを が I 變 せしめ 
た、 而 かも これを 隙惡 化せし め 
たので わる 0 

◊一般的に 信じられで 居る 所 
じ 化る ど、 滿洲王 張 作 霖の怪 巧 
じは 曰 本人が 策動して 居る し、 
ニ 巧の 巧留 はを 保 謹す る： n 本の 


陳容 Y 整へ た鑽 ロ巧觸 1 

射 政 緊縮の 徹底^ 金看板に. 

紀肅お N 對支 新政 策 M 思想 善導 その他： 

東 ま 特電 五日を’ 新み 閣心新 か 綱は 巧る 九日の 巧蹈講 おじ 實 1|日 される 篱 でぁるが、 をは 巧の 
如き もの V " 見られて 盾る。 ，一 

金解禁 > 一 準備 計 眉" が 政繁 縮の 徹底、 國廈 整理の 斷 行、 四 年度 
豫際實算組直し、/綱紀肅が； 對支政策の樹^^、 思想善導その他 

じて 巧內 隅の 赞 現け ま哪 じがても 歡迎 され 勤そ輸 おは 旣じ 燕ら した、 巧 ほ 民政 黨の 新內閣 成立 
視货會 は 精 養 軒 じて 開 おさ 如狗 一巧の 黨 員が 出席 L て 盛大を 極め、 潰 ロ 首相を の 化の 激勵 的演說 
が ぁつた- - 

精 氏は 巧務省 幾が 掃 長 じを々 巧 
命クれ た- 
ぶ 次 巧 一派 

政 友 入、 

東京 特電 五日 罐 = かぶ 會 幹事 
な恪 氏が 勸 誘した お裝床 巧が ニ 
郎 皮の 新黨 クラブは 無條 がを 同 
の 形まで 六 年 ぶら じ 政ぶ 會へ復 
巧す る こご じ 正式み をを 見、 遂 
じを 同は 成立した、 が ほ 旧中義 
一' 巧に 對 しては 前宮 の禮？ 賜 
つむ。 

渡邊子 入閣は 

諭 巧 賞 的に 

東京 特電 四 a 發 N 民 か 繫內じ 


愈々 廢化 ミみ^ を 見た 

警視 廳了 高等 政策 


地方 苗 

ま 京お電 五日 發 = 化 A 


(官 異動 近く 政務次官 任命 

W 鶴を 氏け 發視紹 監じ巧 命され わが、 
を 視酸ど 商 等 政策の 熙係 なが ホ どても を 巧 問題を 惹起して 居 わ 
ので 今後が 规總監 はな 集 政策に 何等 モ與 しない こど じ なめられ 
て巧がを巧して居る、 ^^して地ホ長官の異勘はをー週間巧內^^ 
は 巧 現ずべ く罷を 十五ん 化峨 十二、 復活 十五、 を 進 十二、 留ほ 
十九、 內が 本省で 踞を 一一-、 異動 互、 轉な 一で 旣じカ お大阪 、火 
が 巧 巧 都、 なを 蜡 太’ I 小幡を 知のを 長官は 旣じ辭 をを 巧した、 

_ をを けた 者け 外 巧 n 永并柳 太が、 內 を：！；： 
鄉乂郎 、陸軍 = 濁 ロを 亮 ，おを U 矢 化る 
部 n が村嘉 ホ、 度が N お旧稳 年、 商工り 横 
化 削、 鐵道 N 山道 袭 一、 拓が n 小が 順 盤 氏 
局を 化が あ 一郎 氏は 農林 巧官 じ、 大藏ぷ 


而 して 化 お 次ち の 巧 
巧藤隆 夫、 大が = 小 
一二、 司な H 川 略 お、 

山 勝乂郞 •越 倍 n 中 
等 ど 巧ぶ し 撰が 省 農 一 

ま 計： が 旧 巧 氏 藏巧宫 じ 靑木闽 一巧は 錫 道み 官じ大 塚 維 


濟 お出 おち ま 恥 A じご h ては、 
一つの いげら で & つたし、 張东 
呂將 軍み 一時の 革命に も 日本人 
の 手. い 動いて 居たら しい、 斯ぅ 
しじ 柿々。 巧 ホ 事に、 支那 人の 
巧 日 反 威を 益々 强 めて、 ま那を 
地の ロ 貨拂巧 ごなら、 或る 化 じ 
がて は 巧な 政府が をが これを 援 
助した. .0 ので わる。 

◊巧 （のかく じして、 n 本人 
實業 家に ど b て、 濟南巧 じ對す 
る廿 .五 萬 孤の 投資が 議 ょち も 五 
踪 巧に 垂 々とする 對ち 貿易の 前 
をが 怪しくな つて 巧た、 H 本の 
大 新聞 もを 然旧中 内閣の 政策を 
非難 攻擊 した もので みるが、 巧 
を 故府は 政府で もら、 をの 過失 
を 容認は しないが、 而 かも 最近 
じ まりて これ 等め が 策を 漸 なし 
隨 かどき わごい 填を じ 山 東當か 
ら撒 おし、 大理の 搁院じ 久しく 
あ b し 張を 昌の 歸院を 拒絶し、 

化 平に あ > しを 使 館を 南京 じ 巧 
き 上が じ移轉 がしめ たもの であ 
る。 

◊而 かも 過 まに がる 誤らが 生 
んだ 幽靈は 化が ごして 田 中內闢 
を 兜つ た、 みぎ じかみ しらのは 
ヶ 0 ッグの ず戰條 約で ある、 を 
國は 『人民の 名に 於て』 これを 
締盟し じので ある、 然る じ 日本 
は、 おじ 天皇 じ 依な て 普 逆選擧 
權を-^^民に賦おして居るじも縣 
らず 、理論の 上では 化 然として 
絕對 專制國 である、 邸 も H 本の 
ほ ま々 義ご いふ ものは 庶民の 活 
動から ホる もので なく、 ま權者 
の 賜物 じので ある、 斯 く-- ^ てこ 
のな ホ 的 U 言辭 r 對す るが 議は 
遂じ歧 巧の 留巧的 批准 ビ 。つた 
ので あつた、 こみ 一巧の 嵐は 旧 
中內 隅が 巧の 威 藤を 脅かす じ ま 
つたので あるが、 今次の 內閣巧 
解が 極端 じあ 化 的な 實業家 VJ 、 
噫 王の 必强き 一派の お 證じ發 端 
して 居る こども、 極めて 奇怪な 
コントラ タト ごすべき であらぅ 

は ぞくの が 政 通が あるじ も拘ら 
ず か 上 巧が 藏 化に 据 つねこ ごじ 
孰て は 色々 畿 論が あるが 新內賴 
の お あ々 策 じ 就て' だ濱ロ 首相 ど 
井上 藏相 ごの 間 じ 頗るない 敲解 
かあつた 爲ど觀 勘され てゐ る、 
义渡邊 子の 法相 就 巧は 旧 中巧顆 
當時 貴族院 じぁつ て 常 じ 急え 絲 
を 承つ てむ わ 論 巧 賞を 意 ホし ゐ 
る もの だ ど 見られて ゐ る、 尙ほ 
自わま 養の 町 旧 農相は 糸 お 補償 
法を 運 巧せ S 意向で あると、 

貧乏 生活から 

一躍 大臣へ/, 

ま京特電四日を=小泉氏^^身 
は 大度 就 巧は をく 豫期 しな^つ 
た 巧で 溶 ロ 首相から 招請 さかた 
時は 夢で ないかと 喜んだ も j ので 
氏は 數ヶ巧 0 前 四十 圓 の^ 貧を 
挑へ 打爲追 出しを 啥 つた^ 貧乏 
ホ巧をしてゐたのが 一 躍^|1臣じ 
なつた のでを る、 四 H 久督 前遞 
相から 事務を 引繼ぐ 時に 心り 廣岡 
前 巧 宫じ對 し 『ぉい、 巧々！^ へ じ 
來 いょ』 ご 策 ひつ i 大已 椅子 じ 
腰を 下し' 愛搔を まき 欺 ふした。 

法が は 曰く 

ま 京 巧 電己日 お U 新法 化波邊 
千を 子は おつて 曰く 『出 中み 関 


が 巧 職して 洛ロ 內閣の 出現した 
こどは 旨然で わら 正しい ivj あ 
ふ、 乎は 财 も々 巧 じ おて 又 弛緩 
せる 綱が の 上 じがて 大英斷 を 'y 
て 緊縮 されん こごを 错 たも か で 
ある。 

組閣 新記錄 

を 京巧電 I 二日 發 = 漠ロ雄 幸 氏 
へ 大命 降下 か C 闢昌親 巧 式まで 
僅に 八 時間で をく 記録 破 be ぁ 
をが、 赏族院 のが 派は 濱 口み 閣 
を 傲迎し 治を 維持、 綱紀 肅 化を 
期が して ゐ る。 

議會 解散^ 

東京 特電 H 巨發 U 巧 黨供楽 部 
纔毅巧 ホ 巧ニ郞 巧は 『が 期谦會 
じは 解散を をれ ね』 £ 述べ だが 
政ぶ 會 どが 黨偈樂 部 どの 合間 幾 
高ま b 商 お 順 作 皮、 S 巧榮 巧 郎 
氏 等 民政 黨へ 横歸 せんご 云は る 

新 內閣化 巧で 

外交官 異動. 

支が じを を剌 邊事宫 

東 ま巧電 四日 發 U 常ぶ 外務 大 

おは お （對 支な 策に 孰て 宣言 

馨を蠢 をして 所謂 おが 外 巧の 

誤解を 正す ベ （、財 部 海相は 

『を 國の踐 巧を 確立し わ 海軍 I 

縮 かじは 柯時 でも 應 ずる」 ム 

聲 明した。 

1• ■ — 

をを特電一ニ日發 【へぅルド，^ 
トリ ピユ ーン 紙】 複 ロみ 賜は 
□をな て 就 巧す るで あらぅ が' 
巧 期 議會の 解散は をれ 得ざる _、 
きも 政府は 臨時 議曾 をを 違す ぶ 
意志を を 明して 居ない、 ぶし j 」 
新み 閣のお 現で 重要 U るが 巧 k 
の 某 動を をる じ まるべく、' 飞駐 
支を 巧劳 澤謙吉 氏は ¥ 令 大 
使 ごな b て 前 駐英 大使 雜^官 
，.佐 サ利貞 男を が駐 ミを 使 I るべ 
< ご般財 がは 新み 闊の 出^を 歡 
迎 じん 物 揃 ひの 開 員を 賞！! でて 
居る が、 時 じ 前ち 六箇巧 P が賃 
不 挪で逍 立を 食つ じ 漁夫！^!®-' り 
大工 上 もの 小 泉 翁か遞 信^に 
巧 命され たこ ごは 恃 じ' お A のを' 
目を 患い' て 異彩を 放つ て 困 衣。 

總督じ 福旧將 帯. 

東京 特電 四 已發：= 福 旧 I 无郞 
大將は 朝鮮 總督 ミして 最 *學 聲 
お < 湯淺倉 半、 伊澤ぎ 喜 涅だ等 
も ホ ホ々 重要の 位 廣じ浮 作ん ど 


でみ をした 事 巧を あ帶 ごして 
ホ 縮の 尺 巧を 巧定 する じ まる 
积揀 であるが、 

タ ドナ ト首 がは 諮 曾で これ 
等の 會議 な集朔 H を ホ だ 言明し 
ない のは 列强 間の な 見を 目下 問 
かせ 中の 結果 して、 进 からず 
議會で これを 聲 明し 愈々 五國外 
か 會議の 段 おら ごな つて 足る、 
がは ホるべき 曾 幾は 恐らく ィダ 
4 ス 政府が 召集ず るの 形式を ど 
じ まるこ どは 贵早 確を した 事 
まなる もの i かく、 越 務當局 も 
の 事 質を を認 して 居る。 


東京 特電 


i 添 出 傅 ± 逝去ず 

f 五日】 法學槽 ± 添田壽 一氏は 

; 逝ました。 

i 法制局 長官 巧定 

ご 二目】 前內 おみ 官 〔苦概 巧閣〕 
川 崎 卓 ま 巧は 法制 埼 長官 じな 
命され る當 0 

漁區 返還を 拒絕 

ご 二日 j n シグ 玫 おは 條約 違反 
じ 非ず ごして 十八 漁 庭の 返還 
ホを 拒絶し 巧つ た。 

皇后陛下 御慶 事 

ご 二日】 皇后陛下 御 出 產は十 巧 
十 U 頃ど拜 される ので 宮內省 
ではを 越を あ 縣廳へ 乳 人の 選 
巧 ホを 通逮 しな。 


嫂 筆 


LP . 


I で 

漫發粗 


ロンドンて 

外相 會謙 

軍縮の 準備 討讀 

ワシ A トン 四日 發 = ア ，1 リ.々 
を府 どして は ホるべき 帝 4411 議 
じ 就て は 頗る 愼 重なる 態ず 及 
んで 居る があ府 としては S ンド 
ン にがて 近 < 會議の 開 おん 期待 
し 居ら、 アメリカ 侧 のをを し 
ては ド ー ズ 、ゲブ ソン 兩 覆を 
を權 どし ィゲ リスよ b は マプド 
ナ V ト 首相、 ヘン ダ 1 ソ シ^ 相 
等が 則 席ず ベく、 i 
アメリカ 政府 ごして は- れ瞭 
日本、 フランス、 イタ の 

實 任を るを 權の巧 席を 藝し 
恐ら （を國 の 外務大臣 5 勸誘 
ずる じ まるべく、 この Si 巧會 
議じ 化ら て先づ 軍縮 問^! をな 
治 的 じ 解 巧した 上、 な 4 て 海 
軍が 巧を を 召集し、 巧 g 會證 


斯 くの 如 < じして、 今日は ト 
1 キーの 万能 時化 だな. つて 居る 
の' であるが) さてを の將 巧は 一 
むい どぅなる か、 ごい ふこ ごじ 
就て は、 硬々 と斯を じがても 論 
議か巧 はれて 居る、 ト！ キ！ は 
果してみ 义 的な もので あるか、 
!キー ごい ム をのは、 單 じを 


きたを 居を 罐詰 じして 終る もの 
であらう か、 愤 言す れぱ 、ト ー 
キ ー ごい ふ ものは、 現 化 ま 表て 
居る 佛 優の 滿 技を 引延ばす じ 化 
る もので あ& が、 をれ 共 トーキ 
! は溃 劇に 新ら しい 炭 現を 劍造 
する であらう か、 ちし さう であ 
る S ずれげ、 舞台 上の が おに .£ 
んな 彭密を 巧へ るか。 

ト I キ 1 W いふ ものが、 をの 
リプ 0 ダ クシ！ ン から、 溃 なを 
れ 自身は おょら、 をの 話の 筋の 
運び ホが 舊 ホの 無聲 活動 寫眞の 
おく 人を 患け 得る ものである ご 
すれば、 をの 永續 巧は 疑の ない 
ところで あらう、 が、 を じ 起つ 
て ホる 一つの 疑問は 〔一例を 擧 
げる なれば 一 曾て プ 01 ドウで 
— の 舞を じ 潰せられ、 最あト ー 
キ— どなつ た 『干渉』 や 『手紙 j 
等の 觀 客で、 を 居もト ー キ] も 
共 じ 観た 人は、 果して この ト！ 
キ！ じ滿 ぶず るで もらう か、 ご 
いんこ ごで あるが、 先づ 大体 じ 
がて 生きた 舞台から 搏た 劇的な 
衝 勤-、 センチ メント は、 ト 1 キ 
! じ比歓 すれば、 遙 かじ 巧 象 的 
で をら、 ト！ キ！ の 技巧的 猿 達 
じは 巧 ほ 巧 兜の 綠 地が ある ごい 
ふ である。 

勿論、 曰 本で も アメリカ でも 
さう であるが、 旧を では 滅多 じ 
韻 かれない。 旦つ 觀られ ない I 
流の 俳優の 姿を 眼前 じを、 をの 
聲を 聞き 得る どい ふ アド ゲ アン 
ブー デは あるで をら うが、 をき 
わ舞臺 であれば 鬼に 巧、 これが 
書で あら、. 聲の罐 詰で ある どい 
ふ 先入 ホが がする 限 >、 舞臺か 
らず ける 實感を 化 ふこ どは 至難 
でを らう、 けれ 共、 をの 反面に 
がて、 栽 達は 鍊 をの お 技 ど、 ト 
! 辛！ を 比較す る 傷を、 臺臺の 

演技に は、 タ キ ム ご ス ぺ ] ス を 
必要 ごする、 邵 ち-人の 男が 高 
層 機から 自殺す る ごして、 芝居 
の 場を じは 佛媛 達のを 詞じ 化つ 


て、 巧々 は 梁 じこの 率ち を 想' 像 
しい ょければ ならない が、 ト 1 辛 
1 の おを は、 をん な 想像を 必を 
ごする こごな く、 活動 寫 巧の 技 
巧 じ 化て、 眼 じ 見る こどが お ホ 
るので わる、 をの h , を 居の 場を 
じ 於では、 一人の 巧が 家を おて 
同じを へ締 る-」 してら、 窩が下 
れ叱 ぶぎの 幕を が じな < て はな 
I なない し、 衆の 稱逛や 照明 燈等 

ご いムア トモ スフ キア じ、 いか 

じら 取自 巧な 威 じの 湧いて 來る 
j こどを 覺 ，ロる、 ト！ キ ー は、 か 
うし ホ點 じがて は碌 々て 自巧じ 
自由-‘； この アト モス ブ キアに 

觸 れんこち わ 化 ホる、 がに、 今 
日=?トーキーが、 台詞の谋を等 
じがで 觀衆 ごの 巧 照が、 舞台の 
滿技飞 極めて 異 つて 居る ころし 
氣が 術き、 軍 じ 舞を 上の 技術を 
湛ふ P ではな < 、を然 新ら しい 
ト！ 幸— のを 現を 創逛 する じ ま 
るな；^ ぶ、 第一に 限られた 人閒' 
の錯カ S 劇 废じ緋 られて 居る 現 
化の 舞台 お 技じ掛 して、 トーキ 
! け遙 かじ 廣 い、 自由な 立窠じ 
巧て、 民衆め 必じ 觸れる こどが 
出 巧る ので ある。 

今日までの オペラの 如 < 、を 
芋の やうな 男、 厥の やうに 肥へ 
じを が、 單じ聲 がい！ ごい ふこ 
.ごだけ で スタ！ どなつ て 居た 蹄 
度は、 オペラの 舞を が旣じ 演技 
- とい ふ ものを 必喪 どして 居る や 
'うじ、 ト ー ネ！ の お 現は 構大な 
る威をど ；：> つ て現れ る で あらう 

ニュ I 3 ! ク 春秋.. 

♦熟柿は 落ちて、 ラキ オンが 
大きな ロで これを. ハク 化いた、 
而 かし 今度め 政變 が、 妝野子 や 
一部のを を 策動の 結を でを る V . 
すれ^、 巧 巧 堀れ じ 元老 政治の 
復活 ぞ蔵 がする i になる、 ラキ 
オン S 足 許 御 要必。 

♦か 泉を の やうな 不良 お 年が 
大 程は チト 恐れ入る 0 


鑽 ロさん に 無賃の 借家 

總载廊 を追拂 はれて 首相 宫 邸へ 

ま 京 特電 三日 懸 == 演ロ 首相な 邸は 宮中 ょらの 電話の わ 召に 
化ら ニ H 朝 ホ歡富 溢れ 家の す 郎黨は 萬歲を 叫び 夫人は 自ら 鍋の 
吸 喊を掩 わて もてなした、 濱ロ巧 自身 も ホ 笑顔を 禁 でる； が 能 
なかつ た、 一方 找政黨 本部では 『憂 爵よ b 尤 明へ』 £ 書いた ビラ 
を お b ビ の おを 引いて 巧 喜して ゐる 中に 祝賓の 電報は 山 ご 
養 まれたり 


◊役 興を 上の 東を ホは H じ— 
美しくな つて 巧 < 、美し < な 
つて 巧く 街々 の 到る 巧に 貸家 
化が ぺタ 張られて 巧 <、 
貸家 難 家賃 値 下運數 なでの 叫 
びが アナ n チ じ 聞 こる る 今 Hi 
この頃、 身は 大め荡 、德 裁で 
あちながら、 迫 ひなて を峻ク 
て 借家 難 じ惱む どい ふ變 つた 
お 話。 

◊備 素、 謹嚴 、剛 商を の もの^ 
やうな、 濱ロ 雄き 君は 病裤か 
ら 民政 黨總裁 じ、 遮二無二 引 
中 b 出され' たが、 をの 當時住 
み馴 ゎた 雜司ヶ をのを 提 'じ 頑 
張ら、 でう しても 廣莊な 邸宅 
へ 移らう とはし なわつ た 所が 
をす こでは 自動車が 這 入らな 
いし、 應接 間がない し、 黨員 
を 部が 迷惑す るから ご 言ふ理 
由で、 幹部 一同み 讚まで して 


撼裁 邸を 作る こど i なつた 0 

◊餐實 、剛健の 見本み たぃじ 蒂 
美 豪奢を いごぅ 總裁 も、 変す 
る黨 員】 同の 迷惑を 顧み U い 
澤 じは 巧 かや、 澀 々义化 山の 
大 邸を じ 移つ じ。 大 をさん の 
歎 田 君は 當時鹽 水潘數 糖の 専 
務 で、 総裁 じ 敬意を 拂 ひ、 家 
貸は いらの ご 云つ たが、 『人の 
家 じ 巧では 化め ぬ』 £ 頑張 も 
巧々 ちな 圆の 家賃を 拂 つて 今 
日 じ 及んだ。 

◊目的の ためには 手段を 選ばな 
いごい ふ 評が の ある 前 內閣筋 
では、 たぐ 政 確を 維持す る だ 
けでは 晦ひ 足ち ない と 見 b 、 

ナ 3 ィ {會 祉乘 取の 餘 技を 
試み、 其 一つ と して 鹽水港 製 I 
糖 も 檢玉 じ擧 げられ、 横哲巧 
閣 はおな き 最後を 遂げ、 緣じ 
つながる お 旧 君も沒 をの 悲運 ご 


◊か .、一 > て 筋 書 通 b 久化 山の 總 
裁 邸は 數旧 君の 憤 あがねら ぅ 
ミころ どなち、 一躍 家 巧を ニ 
千 画に 値上げし わ、 流 おの 溝 
ロさん もこれ じ 巧 ロし、 兩の 
晴れ間を をて は 貸家 探し じ餘 
念が なかつ ごの 主 0 

◊曲 中絕 裁の 豪奢は 云 ふだけ 野 
暮 、床 ホ總 裁は S 河 臺じ變 ゆ 
る 洋館の 持 ま、 無を 黨 のを 頼 
さ b 借 别莊位 ひは する 化の 中 
じ 民を 黨の總 裁が 巧々 並 じ 借 
を 難の 悩みを なめて 居る ごは 
巧と 親しみの ある 渝 快な 話で 
はない か、 ご 一時 ま 巧の 諸 新 
聞 紙を じぎ やかした もので あ 

るが で 

◊待てぶ 甘露の 日和 ごやら、 借 
家！^ 探し ゐ ぐんだ- 磁 ロさん も 
今度は 國 をの 經费で f わらい 
無 货の借 あじ 住い こご I なつ 
た I をれ は 御大 典を 目 ざして 
丸 田 町 じ 建築され た 首相官邸 
VI 、 田 中 ォラ ボ大 おも 『立派 
和 もん おや ノ I 』 ご 感嘆した 
ホ 巧 衷のあ 化 速 築 物で わる 
旧家から 一 願を 巧 官邸へ 化む 
身 じな つた 演 ロを 相 も、 昨今 
あの ラキ ォン 面 じ 滅タじ 浮ば 
の 微笑を 漂は して 居る こさで 
あらう 0 I 





Oriental Art Studios 
124 餐 .34 . な 化 Oppos お Ma 非 s 
Te し Lackawanna が 巧 


に ん Maruyama Co , ホ 

67 W. 46th St. N.?. j 

Tel Bryant 707B |Xj 



CLOTHES BUILDING 

" PA 民 EXCELLENCE " 


洋 

臟 

講 

會 


F. MUR 民 AY HILL CO. Inc. j 
巧 T が LISH 巧 18 が 
800 巧 814-8 巧 巧む oadwajf 
なしむ 帥 ng’Green がが が 91 


MIKADO TAILOR 

30 E . 6 な h St . 

了 ei, Rhineiand が 8830 


ザ 


話電プ 組 

ク育 
グ三 H 

— *«— イ , 3 M 

00 — み 

〇〇 とん 
七と と 八 
一 〇 五 


會 


執 ♦ 

お 餐 

午ぉ籍 

前 

九 覺奔 
時 巧 
よ 室 誌 
ち 

ザを ♦ 
を 巧 
五 巧 聞 
時 
を 


D 化 BLOOM DENTIST Inc . 

3 か b Sire 巧で or . N ,* n 比 Avenu ら N . Y . 
34か S ゎ eet Coir • 了 hir す 一 Avei ni e が •ぞ t ~ - 
86 化 S ゎ eet Coi % L が cm が on AV も, N . Y . 
12 な h S わが t Cor . Park Avenu も N 、 Y . 
- BROOKLYN — 

A 化 ee Theatre BWg.iDeKa 化 Ave •が Fulton St* 

該じ日 II 堪 最多 

riilifilj 

輯頭 f 顯胃 

一 お 化 ***‘ — 


化 


I I ♦ザ 


F , 祗 E 簿 R!cf CO . 

醫科践 學大强 比 椿 右 
118 E • 巧 化な . Tei. 8 巧 ent 巧 84 
Sel Uxing お n 4 Park わ es. 

を 時 八 巧 H 疆： i ： 氷 巧 


Dr . Sabro Emy , 

1 A 9 ち Parle A . v «^ 

TeL Sacramento 7980 


DR . E . E . YOSHII , 

如？ W.— 的 rd な . 

Te!. Rimsi わが 如 


JAPAN ART STUDIO 

1 巧 E. おも 化 8ei. P が k & L 化む es. 
巧し 化 A な 8887 


T. KASAI 

Merchant 

Tailor 

欄な 81 HU 1 巧 g 
む om 3 fl 4 
化 W 巧が 

Phone 

わがが 如 姑 


KE 民 R&MAVOR 

1023 Thttd Ave . 

8 et . が も 61 S お. Tel 巧 hm B 巧 村け 908 


さ 向 人 本 目 

巧專 靴型 小 

てし 玻お員 巧ら 依に 疑を 御 
ザけ 屆日 即は锁 1) な k 巧寸 

を ホき 真ぶ ホき 巧ぶ 小き 巧 



イ 
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以 一山と 一 ごム ^ 左 ご 心 :^ 


■'■'如—* 
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十 な 化 T- 


巧 


雜 攤 


藏 


鄉 


【日 巧 ±】 


り 六月 ホ 年 四が 昭 【ニ 


電氣 、器械 工具 製作 
運動具、 な 具， 貴を 齒 
時計、 寫眞 器を 現像 
を ア ！ ト 

ス チデオ 

東洋 笔術お 書 書 、 V 

プ イオ、 ラン ブシ M 
1 ド類ゲ アキ ュ- 么ク 
ブ — ナ ~ 、 タ ~ 修理 


稅關 事務 

をが を化幷 じを 化を 
の 叛巧入 方法 じ關す 
する 一切の 锁 諮問に 
應じ巧 道を 船 貨物 運 
赁及 出帆 表 巧 顆手纔 
誉等 進ます。 重を 都 
ボ じ化埋 店を がし 誠 
貧な を 巧 巧 かじ 應や 

お險 取扱 


西 四十 六 了 目 六十と 番 
電話 ブライアントと 0 と 九 


洋服 調進 

クタ ミニ ング、 タイ 

ィング、 •修緯 等. 一巧 

ミカド 洋服な 

化 本が 

電話 ライン ランダ 1 

ホ 八 ~ニ 0 


拝を rrr . il .-> をち 十日 お 梓 

おな 1 孚化 

i 養 7 Is こ ve . f さ rk 呈 y 

稅 關事錄 取扱 

WIEAM i..iE & Go. 

I 一呂 m ぶ》 ご攻 roadway - City 
TeL Bq え in 巧 Gasen 芸 04- での 


の 後に がて、 それぞれ 紫 切。 る 
施設を 爲す こど •か 必巧タ あるが 
化 煤を 之を 詳論す るこィ 一を しな 


アメリカ人の 

極東 投_ 



約 十 隐巧じ 及 も 一 だ 
アメ 9 々荫務 省か まる 一^日 附 
を 0 て發 をした 所に ょる i ' f 千 
九赶 十四 年 W ホア メ 9 々人扩 極 
巧を 國の證 巧 類に おする 投費總 
額は 十億 典 じ 巧して 居る が、 同 
年 0 ホフ キブツ ピンが 島じ货 '一す 
る 投資 一億 四千 八が 六十 一二 ガニ 
千 弗を 餘く际 東 巧を 高は 九 億 五 
千な 二十 五 巧 八 千 弗 じして、 一 
の 中 政府、 抑 及び ボ 債は 六 億 阳\ 
千 一二 十 义巧お 千 巧で あるが、- \ 


一 五 
で 六 


外 國爲替 貸が • 

正 米 ( ホ 巧 ま ) 一 

尋れ A 

(を 诚縣) 大橋武 雄 (襄 
巧ず 人 (同) 佐 化鎭雄 
縣¥ が榮ニ (问) 渡る ぶ ご 東 
京 ホ ) 古澤 武之助 (か^ 巧 縣) 
巧ぉ甚 之を (おぉ 縣ふ 
ま. (山 ロ縣) 徳巧猪 ニ 豆 
本縣) ぉが 巧 喜 (鳥 取 勝 
衞 (山 ロ. 縣 i 甚宵 ■(愛 化縣) 
お 田 常 ま (か 歌 山縣) 化 f 平 ま 
(鹿 兜 島縣) 國上 時を. (盛 S 縣) 
ホ 松 (長路 巧) 池 田み 藏连 (熊 
本縣！ ホ 井深 ニ械岡縣，^义が 
巧み 大塚 チダメ (を 如 お) 長 
晦德一 柴旧幸一ニ郎 (^|映巧) 
西 川 源太郎 (兵 庫縣) 膝 喜 八 
(福 岡縣) ホみ 黛 造 前が i 大學 


赁) 获 

心 _覺 島 


書 之 
(熊 


とな々 弗 じ 達し 千乂巧 二十 一年 
な ホの 與オ ー スト ラ リア 貸附は 
ニ 億 四で 六 巧 巧 弗じ逮 して 居ろ 


の 外 支那に 對 する 投資 一億 四千 j 一 學生八 木 郡 ホ ( 鹿 お 島^ 一木 場 

: 常義 ( 靑森 縣} 巧 ヶ原豊 一郎 
\ 熊 本縣 ) 西 本文 藏ま 岡-語 
山 ロ縣 ) 中が を 雄 ( 神が 川縣 ) 

暑囊杳 

\ 右の まじを 知を 巧き 寧ぶ 
巧 間 本人 若く は 知ん 1. 現 
i'fi 巧 巧 通知 願上模 
一 紐 育帝國 総！^ 舘 


生糸 中、 むは 

依然 當 地に. 

橫濱 取引を 凌駕 

當 化の ナ シヨ ナホ 生糸 取引所 
が 設立 3 巧 ぐんぐん 伸び、 本年 
じ 入 b て 0 巧は 爲替安 等の 關係 
ょりして 遂に 化 引 高 も 橫漬を 凌 
鷄 ずる じ まちした めな 引 所 ま 事 
は大藏 省わ訪 隅し、 金輸 解禁の 
斷 巧を 請願す る じ まちし こどは 
前ち の 本紙 巧 報の 如くで ぁるが 
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I 巧 许を愧 し 一 ' 」 居る が、 去ち 五 
； 日 民を 巧 谋員總 をに 於て お ロ 
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; 黨 5 がな ホ 巧は、 偏々 おみ 熙 
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がを 斷行 する こご』 をか定 した 
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ち我黨 のを 演 政策は、 お 則 どし 
て， 少< ごもを 僚の 總 額を 現 巧 
額よりも 增加 せざる こどを 期し 
巧ら じ 進んで 相當の 方法を 設け 
て、 ぶ 侦の總 額を 遞臧 して 巧く 
こど じ 巧 力すべき である、 是い 
はを 倩 整理の 目標 どして、 最も 
タ當ゎ： * るものであつて、 脅巧上 
可能性 t 巧ず る ものである ご 信 
する、 银の财 源を 伴は ず、 音 巧 
上の ザ！ をち せざる 整理 案は 
まを の ものと して 如何に ホ 波で 
わつ てら - 吾人 はなもじ 之. し赞 
成す る こごは お ホ；： 6 い、 化の 如 
( じして、 始めて ' 

公 償の 偶が が 雄 持せられ 
附 政の 盤 观がお 巧、 おおのを を 
かお ホ、 諸 化の 政策 ビ相換 つて 
を 解 銭の 實 巧を ぉ 待す る こど-か 
出 巧る のでみ る、 巧 黛が 過ぐ る 
雖曾 にわいで なをの 編成 巧を を 
ホした の も、 化 + 張の 番む 点け 
實じ化 おじ あつたの である ' 巧 
簽の贴 政々 ぶは 巧と 述ぶ るが 如 
く、 をが 體狸 政策を 中、 わ ど' して 
S 政の 整销 を。 す. こい ふに がす 
るので ある、 をれ tJ 父を 解が を 
速成す るた めの ホ 段 川 ホなる 一 
つと い：一 るので ある、 巧兹は 本が 
一巧 A 人 食に がて 『速 じ必 を。 
る 準備を 惟へ、 を 解禁の 實 現. ど 
朔 す』 ごい ふか 巧を ホを して ゐ 
る、 した • かつて 巧 磯の M 化々 巧 
ごを が禁 ごは、 化 調 かする もの 
でもる、 しかる じか 友 會内閒 の 
化 政々 巧は、 み 巧 增お玫 ぶじ 外 
じらの みで あるから、 を 解が に 
よ 


逆行 する ものである、 こ 
のす をが 繼賴 ずる かぎ 6、 が界 
の 疲弊 脚 難は 益々 甚だしき を 加 
ふる ばか b である、 政が じして 
巧 じ 解禁 巧 洪のホ 也が あるなら 
ば、 巧な」 速 かじ 進んで 其巧必 
を 澄明すべき 證據 じょつ て國に 
を 指 海し 所 龍舉國 一致の 飽を示 
さ . いので あるか、 證據を 示さ 
ざる 空の み 也は 宵隱 政を どして 
一文の 概娘 もない ので もる、 近 
頃を 解禁の 前 おごして、 兩我委 
譲の 放棄が 閒 題に なつて ゐるや 
ぅてを るが、 一が 兩稅 委譲は を 
債 整理 ど兩 立せ ざるの みならす 
が 政の 現が ごも 兩立 せない ので 
あるから、 最初 ょら 計を した こ 
と をれ 自身が 大 なる 誤 b であつ 
たので わる、 おじを 解 巧 閲題じ 
關 巧な < ごも 之を 

放棄せ ねじなら のので ぁ 
ち • か、 巧ん やを 解禁を 實巧 する 
巧む が あるならば、 其證據 とし 
て兩悅 委譲の 如きは 最 先に 之れ 
が 放棄を 聲 明すべき であ も、 し 
かし。 がら 兩稅 委讓を 放棄 さへ 
すれば、 化 一事に てを ちに を 債 
整埋の 成案を 得べ しど 考 ふるの 
は 誤 b である、 之れ V- 同 構-しを 
債 整理の 案 さへ 立た ば 化 一事 じ 
て おも じを の 解禁が 成るべし ご 
を ふる も 亦 誤 トイで わる、 卵ら 兩 
巧を 護の 放棄は、 敢 にを 償 整理 


藏 がと 外 倩 


ま 京 特電 五日 發 n が 上藏枯 
- 心み の 如く 述べれ 『化か 正貨 
はおら なくなれば 政府 ど H 錶 
所有の 巧 貨を 憤-億と モ 巧を 
賣ら拂 ふか 擔巧僧 入れを やれ 
すよ とと 


の in ホ じ 過ぎ；；： * い、 を 債 整理 
の 成立は を 解禁に 入る 第一 ホ じ 
過ぎない ので ある、 あ ふじを 債 
整理の ためじは 兩稱 委譲 放棄 0 
巧 r が あ 整理 緊縮に 駒し 斷 巧を 
要する 事項が 

争 ある、 i 言に して 曰 
へば 碟極 政策の 放 楽で あら、 緊 
縮 あぶの 藤 ザで ある、 特にを 償 
ま辨事 栗.— 關 する 誤つ ゎ觀 念の 
放 薬で ある、 生産 事業の ためむ 
ら ぶ、 を 憤は いくらち 發 しても 
差 ミへ ない VJ いふかき 考 へを 化 
陈斷が 化 おする にあら やん ば、 
を 憤め 縣禪じ 到 あ 出 巧る もので 
は 無い、 繰ち 返して 言ん、 八ム馈 
猿理 のた めじは、 兩稅を 讓を放 
棄 する. こ网 巧に 巧 格 的 政策を も 
また 放 楽し U ければ ならぬ、 み 
にを 解禁ん ためじは、 を 憤の 整 
理か 無論 化か 問邀 であち けれど 
も、 お W 外に 爲 すべき 舉備事 巧 
が少： ない、 いやしくもを 解禁 
を賊巧 せんご すれば、 政 巧も幽 
把 も 十 か。 る攪 悟を 0 て 之れ じ 
當 るの 

决 、む が。 てけ ならぬ、 
哪七棉 神的緊 巧が 第一で ある、 
が 事は この 棉神 的發张 から 剖 出 
さ ので ある、 がして 政が の 
W 投 々策 U 钟 じを 利、 述貨、 物 
が、 贸 ちを じ關 f る 政ぶ じつい 
て も 或 ひは 解禁 窗巧じ 化 或 
ひは 之 ど间巧 じ、 巧く はなが 巧 
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City Hall Tea Garden 

170 Nassau St . City 
N.xt を o 曲 <9 Tribune BMg 
Loo Lin Manager 


IKUINE 

Hotel 在 Reshu 巧 nt 
3 巧 W . 88 化な . New York 
Tel . Schujrier 7822 
Cable i が ress IK 山 化 



TAIYO 


け 8 Wesi 巧 化 化 
Te しむが a!g が 郎 が 



41 £ ： • 1 か h St. 

わ UV 巧 & か H 化 
Tel. が gonquin 的扣 


DARUMA 

11 がぶい化. 
Tei . 8 啊 がが 巧 



お!) 魚 巧 


t 狸 

1 

爲 

44 W. 46 th St. 

Te し Longa な e M り 


SUN HANG FA 民 

2 け 0 - 7 fH 化帖 . 1 2 なけけ 加 化 . 

む K 巧 刪 me がが が 

主 ゥ ± を巧傳 君る T で 巧 おお 4 * 

て マ、 よまし じへ 目第理 君前ネ ぶじ 支 
。ィ 日ま繁 ては ばのと をのを 樓呆 jf 那 
、喔 r 々居 巧を チ お 差嗜渾 巧；^ 紛 
春は。 御 まるぐ ャの 上がつ 理^ 盈 
お疆 ホす 程日プ 唐げ じて 人 寸ゎ理 
が 頭 巧。 好 本 スニま 適日歐 
あ、 の 萍人ィ 十す す本廉 
らシ程 を 諸 £ 六 のる 人が 


KIN 6 Y 0 & PET SH(] 

IMPORTER OF 

GOLDFISH & B 化 E 

〇 

動 其 力を 

物 策 十 種 
一 鳥リ金 
切 k ャ魚 



巧 E が i 2 お h な 巧 et 

M Lwing む n 57 リ 


Kawasoye Hotel 
け 9 WestC 3 ni » reet . 
Tel . む fhedral 巧け 


御 

旅 


河 


添 


SiKUWAYAMA 郎， 

114 E ： •说出 St 

New York City 

扣1 ! 帕 . 化 lunte な Q 5 W 


KATAG 旧 I BR 0 で 

224 E ： •巧 比 SL 
N，w York Ciiy 

Tel . Wickersham 9344 
93 巧 おが お 47 



屋 v^Ko， . 

340 W . が 比 St. 

jfe! 巧 ! ion が 
Columbus 8882 


( 離日 • 水) 司審わ 


T お To か oGOi 

1 が W . 巧 化 化 
Itw む rk むか 
Te し Trafal が r 6559 


japan | 

れ ov が 帥 Co. 

巧 0 W . 脯 h 化 
Te し EndicoH 97 お 


ず矣 、燒 

ホに 御 料理 


おお 掠ぷ中 &、 投領寧 お 、 H 'ぶ 
趙船其 化 级巧大 曾な 巧き 巧 巧 

を 巧-^ パ ホ テク 

佛 日本を ( 惦别 巧を， 0 ) 

勸一餐 み 第 自敢ホ 御 出迎中 上ち 
《ニ Ca 至 iia St.. San Francis 呂 ，呈 ii. 


レャ トル 巿 

NP 旅館 

W06’ ず h Ave. So. W3 至タ watllh‘ 

停車 巧 巧を 東 ご IT お 側 K 階を 

H 本 巧が 切符 取扱 波 巧 場 送迎 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ごさを n Ped 吕 st-_ los A 是 をを cal. 


おむけ 
n Y •巧 

•1 • 7 

H K か 

I s 

p 

w 柳 w 

3 


£ 講 ホ輿樓 

晚揃 ひの 巧 理人お 名 
が 日本人 諸君め 嗜巧 
にる する 巧 理を差 上 
ます。 朝 云 時を 閉巧 
(な ホ 五 T 目 チプ 
停車 琪の 下) 


日疆及 ±醒 じは シ 
1 マィ 春 巧を 巧へ が 


わ ^ 

打 S が 

e ち 加 

端| 

C 3 U 北一自 午が 十一 時 

お！ ま 午前 ニ 時 ぞ巧巧 


温 集雅園 


ま 那巧理 

が饒 茶園 

司理 A なま 
巧 教のホ じは さ 巧 
0 街 便利 じ 髓へ巧 
間を 席の 街 用に お 
中 V < お 間巧卒 相 
不變 わ. お立函 巧な 
俄 上 街 ま 巧 申ム娱 


割え 並に 觀旅舘 

生 稻&が 

わち ホ 西 入 十八 T 目 云 ニニ 
—稱ス 々イサ！ と 入 ニニ 


高等 御旅 纔 

東泮館 

會廢 御料 蠻 


鄉巧理 錄 如® 

太 曝 

蕃司 毎日 あちます 


ホ 上 金魚 巧 

ニ 9 6 Sixth Av グすこ 夏 呈. 
さ I 穿 cl こ 7 ち 


短の 谎燒 おいしい 娜燒 

會膊御 料理 

叢 食は 木廣へ 

巧が 巧 巧を 巧 大巧 巧 


煎 餅 が、 小寶 
を 腐 油 擦 
日本 食料品) 切 
Sunrise Rice Cake Co . 

夏呈 立一一さ こ 
ぎ P 1 己 ニ 2 ニ 

な 巧 ル ー ミン グ 

夏ぶ で隻呈 h 資量- Ne 三 ork 
ジ I ち h ミ e Re 巧 nt S 奇 


木 田 ル 


ング 


皇ニ rdAve . 妄 .苦 & ま thStr ま t ~ 
ゴ I さす ミぞ巧 n こ 6 S 


巧 圃閑靜 
ぎ 巧淸潔 


巧 人 クラブ 自 曲亭 

5》 S ミ を St •ず 00 互 タ N . Y - 
ぎ 量 量 ニ さ 5 


A 淸 巧、 親额 、氛樂 nl ニ 巧 ► 

勢州鑛 

伊み 事を 义碟榮 巧 

225 E . 爱を Str ま t 
Tel . す 巧 至な 99 


住 旧旅鑛 

雜ま化 田キセ 
2 畳で た 童 h Str ま t , ぎぎ yv 沒 きこ 3 S 1 


力 旅館な め 


帝 國旅鑛 

1 爱 去. 苗 ih S 二 e 三 Ofk 
妄 ぎ$ちを3| 86 ち 


紐 脊旅鑛 m ホみ— 

衆 拽十了 目 ニ 留ニ赛 
Tel 呈 edenia 霉 4 


ボブ トンボ 

富 ± 旅 舘大浦 ホを 

妄辛ミ sster St . Boston Mass ’ 
す 三. B . 舍 75 


費が 鄉旅鑛 

桑山淸 五郎 

さのを 瓦 h 9 th 芭 ■ Philadeiphia Pa . 
ぎ 辛 a 量 SI 


日本 食料品 類 あび 雜貨類 卸小賣 
ホ 之 ま 大資棚 桑 山廊會 
斩刊審 籍雜誌 小節 物 H 用蟲 各種 


紐 育 唯一の 日本ち 货店 

片桐 兄弟 廟會 

スマ ドン •プ 一一 ダク ッ I 手 販資元 


U 本を 巧 品 

日本 雜巧類 

* 巧 巧— 


巧タ九 時を 巧 粟 

メ] グァ ドン ス 〔年-度 T 

東を 巧會 


ランク 巧 b ます 


酱油難 gISSI 駕 f 白米 

日本 米 難 食料品 ii®。 へ g!^ 

巧 田 巧 巧 巧 まる 化な 巧 一手 資视巧 

日本食 辟！！ 駕會 


新裝 しむ 民げ 黨內閣 て】 

臺閣に 列した 人々 

これで i 二度目の ず找宵 相が か 塊 

•ごさ i て 居る、 今 H のに 政黨 


耀 

曰 

C 


難 


で 

规 

な 


♦f 

が 

游 

を 

b . 


第 

- 

千 

五 

宜 

セ 


號 


H 


首相 濱ロ雄 幸 

時の 磯 估 (お 機化 造 第二次の 
閣當 時) 化 岡 お 細 氏が 一寸す ベ 
ら かした I 言 『渡邊 おけ 救濟を 
云』 が ナラエ ホの 一彈 5 やう じ 
なつて 若 规內鹏 を 倒して 化 舞つ 
たばか b か、 巧阀 ホを がの 财界 
恐 傑を 來 した、 をのが、 潑 U さ 
ん が藏枯 だつ たら (らう 內牺 r 
; 錢 って 居た) あんな 輕 々し （ロ 
を 滑らさ。 かつたら うじ、 あの 
ライオンの こど だから、 すを 引 
張つ た 位 ひでは かえ もせぬ、 を 
の 化ら) 旦 化え 出したら ザ 元 ま 

で ロら 效け やう ど、 時人 

はが かじ 巧 しんだ、 若概 さんは 
巧 隅を 投げ 旧して 間もなく なめ 
黨總规 から も 引下つ た、 をれ じ 
化つ て總我 じむつ たの’ か 演ロさ 
ん 、だから 演 U さんは ライオン 
の あだる を藏 相から 內 化、 巧 相 
から 總截 、總激 から 首相 と 持 も 
廻つ た、 太い 化ぃ 强い髮 5 ホら 
i 具を、 眼ホ删 々たる 凑 さは、 を 
I く ラ イ ネ ン の 跑貌を概ば せ る 
I 人懷 かしい やさ I い 点 もを を じ 
|恃^£ 'をせ て 居る、 大命が 下の H 
I 添の モ郎黨 が、 夫人の 必盛 しの 
綱の 吸物で 上機嫌 じな つて、 大 
いじ 羽目を 巧した 時 も、 笑は ぬ 
j W イオン 首相は j 化 一 化の ニコ 
ニコを 出 （て 化すが ま； じして 
I 括た ごい ふ、 を ホ乂藏 細の 人で 
磯 相に S 巧、 內 相に 一巧が 巧、 

I 大臣 學の經 歷£ しても ポットが 
j でない、' 自ホ民 權を祥 の 地离知 
i のを、 本を 六十な で、 ホが の 本 
I を 返らの 前 祝 ひじ 首相の 巧 綾は 
一芽 出 巧い こごで ある。 

み 格 火 ぉを 達謙藏 

『選擧 の 神檢』 —— こうを つて 
敵 ホ 方の 別な く、 を 逢さん をゐ 
がめ る、 をく を逮 さんの 選擧趣 
である こご、 上手で ある こご、 
采配のう まいこ どは 前後 比類；^ 


異の あるのを 威 じて 居た、 『ま 
大^:^るお果』 の名外を官墙巧大 
化の 前 藥府に 化つ て、 苑 みかけ 
た 両國め 人必」 和 ごみつ けて ゐ 
た名外をおも、 これ：^^お巧外を 
暖簾み 巧 下しで あつた、 H ホ兩 

n^pi 

V 當年化ミ五十と歲、 


化 力を 官や內 お、 警お 部を など 
は、 頭の 中に 描かれて むる 黑巧 
から、 無慘 にら バィを を ふだら 
ぅ、 加お^廣明ーみ閣第 一 次、 第 
二み 及び 巧概 内閣 •遞 がを 拜か 
大巧の 貨錄は 立派 だが、 內務の 
力は 臨 巧に 巧 かした のみでを る 
^ 勿論 最適 巧と 見られて 居る、 
民政 黨の總 稼で、 稍 も するど 重 
もら 稱 えて、 傳統 のきず なを 絕 
も 兼ねて 居る、 ちじ 逆つ て、 所 
謂 お 年 紐が 排巧 めいた ことを 企 
て t も、 神 横ら しく 取ら 濟 して 
追拂 つた 所 U で、 まだ 驚の 幹部 
どして み 巧れ 陳を 持つ て 居る、 
熊 本 巧ん を、 講員 じ當還 十阅じ 
ぶび、 六十 托歳尙 ほ元氣 横溢で 
あ ミ _ 

'外な 大ぉ帶 原 喜重郞 
『お 城外 巧ち をを 化つ た 位 天 
晴れの 大臣^ ある、 加 藤 C 島 明) 
お 一ぶ、 お 二み、 おがのを 內閣 
の 外相に 歴任した、 一二 菱 が 閥の 
女婿、 故 加 藤离明 伯の 義弟 どい 
ふやぅな 点から、 身のを 達を 嫉 
规 もされた が、 主た この おが、 
民政 黨絕 规說の おる 所 0 でもを 
つた、 お 原 さ & は 田 中外 相の 勤 
支 稽晚め 策 ごか 炭 相容れ や、 機 
ある 每じ 、宜 をの 意見 懲お じか 
こつけ て遠姻 しじ 田 中が 巧を 疎 
ん じた、 をの 間に 巧 はれた 纔選 
舉ぃ ょどには をか縣 ドじ應 お溃說 
をし じ b 、 摄 巧には 下阪して 巧 
謂 おお 對ま 巧を の 恵 見を を 開し 
た b してむ わ、 をの 選擧 當時濱 
ロさん は 病弱 懇趙を 退き、 幣-放 
さんが 後を 襲 ふ どまで、. を 說け 
誠しやかに 傅は つた、 世人は 靜 
かじ 濱 ロさん のま 厚、 彩 おさん 

の 重厚 I 巧處 じは 柯等 かの 差 


大阪 

府 の 產 だが、 所 詔 上々 風の ぃや 
がの ない、 靜 わなを もつ いわ 垂 
重し い氣 おの 中から、 明快 直 裁 
なお 糸を 引き 巧す 人で ある。 

養大 'た 宇一 山 一一 成 
第二み ザ 揣會講 が ジュネ ゲァ 
じ锅 かれた 時、 朔 お摄督 齋藤實 
モ がを 權 ごして 派 遺された、 を 
の 巧ず なじ 臨時 總督 どして 朝鮮 
人ら をした のが 字 垣大將 であつ 
た、 齋 藤氏が 決裂の 貪議 から 歸 
朝して、 をれ き b 纔督 を辭 職し 
ゎ、 消息通 J 巧務 大臣の 营轄じ 
属する のは や、 りきれ まいつ をの 
當時 はなお 省を は 議論 最中 だつ 
た) ご 憶測した、 間 もな < 同省 
案は、 掛ま那 時 おやを 讓案 や、 
自作農 地を まや 肥が 管 巧 法案な 
での 間 題で 一寸 息れ わけた あじ 
なった 時 山 梨 ザ逛大 がが 鞠鮮總 
皆 じな つた， 巧 息迪は 宇垣ら 內 
巧ゐ のょ I 居据 b たかつ ねらう 
ど 推測した、' 乾 おさんの 民な 黨 
總戴說 がが ぇ か、 るぶ、 宇垣 大 
將の總 热說が 起つ て ホた、 最近 
は 旧 中 巧 賴な逛 計盡じ 擦して 大 
將を引 張らう ごして、 ちな 黨か 
らもを 志の 面々-^ 巧を た i いた 
けれで ら大 おは、 首を 巧 方へ も 
振らな かつじ、 默ら こつ （5 で 
ゐ た、 巧 次さん 0 やうに、 輕々 
ど おでて 蛇暖 取ら 中 じ 終る やう 
な こだは しな かつた、 なをを 馳 
驅 する こごは が 巧 氏の ザを にも 
及ばの 宇垣 大將は 軍務 局を W 巧 
から 部內の 切れ もので ゐる I 度 
拔 かば 斬る まで 稱を拂 は U かつ 
た、 な 民兩黨 から 引 張み だつ た 
宇垣 大將は 遂に 巧く 攘 所を あし 
く 見つけた、 淸滿 內閣巧 立の 大 
正 十兰年 一巧な ホ 五 回目の 陸相 
就任で るる、 あ 生 岡 山、 六十 一 
歲。 


方 官憲の むめ—* 巧 年夏複 開き 
じ 少なから む 『稅 を』 のな 納を 
强喪 されいて ゐ るが、 過般め 選 
おで、- ド ソン 娜撥 事は 從 巧の 
民ま黨 あから おか 繁のォ ネー少 
巧 じ 移つ たので、 原 もじ 『ゲ ー 
』 ご稱 して 『赌巧 的な もの』 
を 營菜ィ る ごい ふ廉 で、 前週 風 
が 取締め 常‘ 味から 經資者 十数 人 
を换擧 し、 I 時 閉鎖を 命じた が 
閉鎖を さいた 店が 又もや 營萊 
て 居^の じ 憤慨し、 同化 警察署 
長 じ 書面を 0 て 十 H の 巧 じこれ 
等 S 化を 閒 鎖すべし と 命み した 
ので 經營ぞ 側ら 恐槛を ホして 居 


今度は 飛 巧 郵便で 

世界 早 廻りの 競爭 

羅 府タ并 ムス 紙が 能率を 試験す る 

自動車、 お 車、 お 船、 巧 巧 機 j ファ ソン 號で橫 演じ 送られ、 同 
の 凡ゆる 文明 剌 器を 應 用した 化 I 巧で 一つは 上海、 香谁 ，ボンベ 


巧 一巧の 競 爭は從 巧 人間で おじ 
られて 居 じが、 今度 ヵブ フォグ 
こァ 如の 羅巧タ キム マ 化 ホ 惟の 
化 巧 一週が わ 節 便 競爭は 二十と 
日間 化から 西 ご 束に S 述づ i 反 
對の航 瞬を ごつ て發 送され たが 
試験の 結果は 跑 化物 巧 搬上じ わ 
ける 

能率 試驗 ごも あ b ’ がが 
截便飛 わが 路設辭 の 指針 ごもな 
るので、 をみ 面から 非常なる 輿 
がを もつ て耗ら むて ゐ る、 西 巧 
の兰通 U 十と H 巧に タキ ムス 社 
から 厨 時 じ 獲 送され、 飛が 機で 
シアト^ i で 送られ、 二十 九日 
：：? 鴻お をの プレジデント •デェ 


I 、 ボ ] k •セ] •ト ぞ經て バグ 

タッドから •へ 八 リン、 一シ ゴがプ 


山宣 殺しに \ 

十二 年 求刑 

東京 特電 五リ發 u 中島 檢 事は 
山 本宣お 巧を 剌 殺せる 黑巧保 
义 二に おし 十二 年を ホが した 


1 グ (佛 )、 ニユ— ョーク ，イ經 て 
羅巧 タキ ムス じ歸 つて ホ，， i 亀、 
他の 一つは 

京 城 から 一 瓜 ビン、 モス 
コ ー へ、 第二 歲は ウラ デオ乂 
ック いら ' J ^ ビンへ ど 別々 媒衍 
路を どつ て 進 わ 常で ある 
向つ ての 一二 通 四、 五、 六 號が巧 



時に ニユ！ ョーク へ 向け 澄 送 

五、 ムハ强 はべ グリン、 モス コ- 
ィ 八ク —ック から 一グ ピンに 巧 
き、 同所から 一つは ゥ ぇデォ 
トッ ク 、一つは 大 連、 神月を 經 
て羅 おじ 歸ら 、第 四號 はべ’ み 9 
ン から 別れて 西 巧の 第 S と反凿 
の 航路を とつて H 本を 經て戾 つ 
て ホる 當 でを 敬 便の 勤简 じは 一 
一通 週 地名を 

指定 記入して H 、 支、 英 
獨 、佛 、繁 、六 ヶ國 語で、 をれ 
ぞれ 通過 国本 局 じ 依頼して 居る 
が、 隨 めて 順調 じ 巧け は H 十目 
位 ひで r 過 お ホる 見込みで ある 
從 ホの 世界一 巧 レコ— ドは H 十 
二目で あつた。 

ベ 井 オシの 

夏場 恐衞 

挪檢 梁の 追 ホで 

ニュ —ジヤ ー ジー 脚べ！ ■オン 

云 へ ば：11本人の夏瘍ダ！ ム化 

して 顔る を 要な 地 ホで’ 岡 地 


陸海 軍 お 同， し ' 

今秋 大鑛習 

目 本 おを 舞臺 じして 一 
ホ 4 十 巧. よ 旬を 期し、 H 本 海 
を 中 必じ化 陸、 み 陰兩 地方 じ お 
いて 實施 する 陸海 累典同 おおじ 
ついては、 遊般 海軍々 を 部 ど 陸 
軍參謀 本部 どの 間 じし ばし ぶ 巧 
街を かさねて 居：；： W ころ、： 大社 
の あ 案を 帰た、 をれ じよる W 

海軍 側 はを ロ大將 の卒ぶ 
る 聯合 艦 藤の ホ 力 山城、 陸 奥、 
B 向、 藤田少 おの 第 H 戦隊を 取 
由を、 長 良、 おが 少將の 第一 水 
雷 戰陈神 通 •十五、 十六、 二十 
よ、、 卞 S のを 驅逐隊 、尾 本み 
おの 第一 潜水 戰隊 の 迈線 、大巧 
中 猫の 築 ニ濫隊 みよ 力 擦 あ、 比 
教 、宇川 中將め 第お戰 除ぶ を、 
靑 葉、 加を、 を 鷹-岡 本少 おの 
第二 水 蕾 时除鬼 怒、 サ云 、十二 
を 踞逐隊 、ま 岡 少將の 第二 潜水 
戰 隊長 鶴な 下 能を 呂’ 間を. 鶴 
を、 鳴 巧のを 補給 隊 並びに 高 橋 
ホ おの 第 I 航空 戰隊 ホが、 感翊 
を 

ぶ擊 軍-しし、 義 、鱗 御 

馬 港 一二 要 渚 部を 始め、 橫巧 貸、 

佐 世が、 お 己 軍港 巧屬の 豫備絕 
長 巧、 が 勢、 霧 島、 五十鈴、 岩 I 
手、 春 H 1 二十 余 隻じ加 ふる じ、 

あ 巧 じ 誇る 巧銳 の郝智 、妙 高、 

足 巧、 飛黑 、一巧 トン 級 四隻を 
もつ て 編成せ る 高速 巡げ 戰燈嫁 
新装 成れる が 空が 疆加賀 を 加へ 
て 防禦 濫隊を 編成し、 こいは 海 
巧戰 術の 大家 未み 眞 正中 將を司 
を 長官 ごし、 佐 化 保、 大が 、廣 
橫須贊 のを 航空隊の 精 錠す ベて 
な 五十 余 機、 NS おが 空 船等殆 
んで をが 軍を 

總 動員し、 お 軍々 み 部長 

加 藤 寅を 將 軍が 統監 ごなる 一 そ 
陸軍 伽は 參謀總 長 鉛 木な 六大將 
を 統監と し、 廣島 第五 師團み 精 
銳を もつ て、 巧 鐵じ參 加、 御用 
船 おを 特別 艦に み乘 して n 本 海 
を 化 上し、 お雲國 ホが じ-^ 陸せ 
ん ごする 攻擊 軍を 巧滅 せんごず 
るので、 ゎか 陸海 軍の 精銳 二方 
厮ち 器を 利用して、 求 曾 令の 大 
激戰： 演 がられ、 ぁだか も 日露 
大海 戰 をはぅ ふつたら しむる も 
ので あると 0 

育 人の 『巧』 が 

日本で 運動 

ライト 八 ウス 設置に 

=1^3^ 旨 人達の 間 じ 『我等 
の 巧』 ごして 知られて 担る ニュ 


— 3 1 クのマ 一 ザ ー まんけ、 

の ほで 夫君 ど 共 じ ホ 朝して 巧题 
ホ テグに 滯 なして 居る が、 天人 
の處 女を ホー ルト 媛の 名を が 
2 富 人が；：：' いほ どじ 行を じのは 
夫人が 過 ま S 十 年間 失明の 阴化 
V 」 旨 人の 指導 救濟 じさ- げだ巧 
力の 並々 なら 田 ものが あつな か 
ら である、 マ ー デ ー 夫人 (宮時 
ホ 1 グト 壌) が 

失明 人達の 悲慘 な！？！^ じ 
巧 じれて、 をの 教濟を ホ 涯の事 
業 じど 思 ひ おつた 一二 十 余 年 削 じ 
は ニ ユ—ョ ー ク じすら 育 人し 關 
する 巧 等の 統計 もなかつ た-を 
こで 夫ん は醫 あ科宰 者の® b 說 
いて、 ま 中 盲人の 統計を 巧^、 
ついで 巧 學的じ 失 恥の 防止 巧 


泥 酷 >し た 飛行 ± 

太 西 巧を 橫斷 したを 飛 巧あス 
タッズ は 過般。—. ゾゥ H ^ ト 
飛 巧 場で 乘客 二人 ごみ じ 嫁 死 
をを げたが 遺 儀を 解剖む 附し 
た 結 あぞ 量の 酒精を 發 しお 
醉 して 居ね こどが 巧 然し じ。 


ごじ 着手し 一九 0 
. 3 ! クの营 人達 じ 


零 

をら 


の 


むる 

ニュ ー 

道 しるべを 輿へ る ごい ふ 遺 ホで 
ライト パ ウス (慶臺 ごを 違て 


一 運動の 本 據を慑 く-一空- し- 
-- y 爾ホ 年々 この ライト 心ウブ 
ム 1 1 ダ メント は 盛ん じな ミし 
み \ ^ニユ 1 ョ—ク の 第二 農 器を 

はでめ シヵゴ、 バリ！、； 見 

7!!. ソ ー、 アテネ、 廣を笔 地を 
じ 4一 たつて 十の ライト こ I スを 
算す 一る じ 至ち、々 回の ホ 細 I は H 
本し ちを 0 i つを 新設す* jt の 運 
載を*^さ ぅど い ふ の か 目度であ 
る どが こどで ある、 夫人 ゴー 年々 
このす の ライト ウスた 憂 憂 
して、!^ 指導 £ 激勵に 巧め VI 、 馬る 
が、 ふこでは 單に 

民ぃ 盲の 勤嚴 f はせ ij ，、 意 
義ぁる|<ホへ の指導ご職棠への 
進出 じ 令め てを I 現に-一 ユ 
ヨ—ク 命 ライト； スでお をえ 
ざる A i 一が 巧 A に 彫刻を 作つ て 
賣 化して する ごの こ VJ である、 
夫君 マ 1-1:' ! 氏は イ タブ！ を 典 
擧を 、よす 前夫 人の 事業に 共嬉 
して 結婚す ホ 夫婦して 世界の 
宣人 のた A て 奉 化め 努力を つぐ 
けて 居る。 

ヘレン* 井 ルス 壊 

巧び 選手 權 

け 巧 か 爭覇戰 

旨 下 ロン ド^ンの ク斗ン フ八ド 
ンで擧 巧 中で^ るブ ニスの 世界 
的ず 霸戰 には!^ メリ々 から おた 
前の 庭球 王 チ デンを 始め、^ ン 
ター をのた の ふ メリ々 選手は 悉 
く 破られ 結 時 nU ユ！ どボ- ロト 
ラの フランス 人 雨 志が、 け ふ 選 
手 權を爭 ふこ ごに なつた が、 一 
ホ 女子 選手 機は 勒じ ヘレン* 

ウキグ ス嫂ど 同 も カリフ オ少ニ 
ア州巧 身のへ レン •ジヤ 。プ攘 
の 閲志討 ごな り 結 埼ウキ 八ス罐 
が 六—】、 六— 二の スト レ] ト 
セットで 易々 く 巧び 選手 權を握 
つた 0 
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さ e たち ミち Stud 呈 ts ana ち umni 
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新 古書 籍販賣 

雜 誌の バプク ナン 
パ ー、 を雜誌 類の 
新 注文 等 化て 巧 速 
じ 御 おみ 致します 

何卒 御用 命 願 上げ 

0 

奧村 書店 


成功の 秘訣 

米國式 英語を 超す 事 
はお 巧の 资 一義です 
本校には 日本人を 搜 
じ 慣れた 專巧 婦人な 
姉を 5 嚴巧じ 會話通 
信义 社を 語を を授し 
ます。 日 眶遇曰 共 じ 
午前 九 時ょ > ずを 十 
時まで 開校し 一 レ 
スンと 十五 她づ '1> 

ネ U 息 もじ ホ楼 あれ 
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ホを 英文で 米 國人じ 能 （わか 
やう 簡單明 隙に 說 明した もの 
出 ホました。 巧を 目み 進呈 致し 
ます、 御覽 下さい。 

ニ 量 5 A 量 夏， ミ E . 苦さ St . 呈 y . 


卷壽司 辨當は 前日 中 じ 御 注文 
下されば 早速 御属申 上ます 
午前は 十 時まで 午後は S 時ょ 
らお 電話 下さい 

木が 屋 
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巧 面目なる ホ哦 同胞 じ»« 
なるな まを 巧を す 


宮川事 j 


な 育 ホ 西 四十 ニ 了 目さサ 一巧 
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を 本を. 壹を跑 
が这濟 資本を ホ 千巧圃 
おな を 六モ 巧な 巧 旧 

憐贼 S ホ 銀 巧— 支店 

ネ 巧を 巧巿 H 本 懦お本 革 おが 五 ホ 化 一巧 
支 ぉ 小が 日本 橋 化の 內 (が 彥橫あ 
名ち 馬を 郁た 扱 巧 ( 大阪〕 神戶 
巧な 下 脱 巧 司 巧め 輔 脚ぉ陆 
上が 淪お盖 質 柳 水 

1 I m I •- 1■1 11 . 


輸出入 爲韓 ，電信 送を、 離 送を， 旅 巧 信用 狀 
两業惜 用 狀其他 一般 銀 巧 業 

ん酷 一二 菱銀巧 巧 

鄉あ 送を" H 本を 化 無ホ敕 巧； 迅速な 巧 
本 巧 預金 (を 則 述知ノ ニが) 御 巧が 化圾 
本 支 巧 東 ま (本は) 大 阪神 ロ 巧み 
巧が 地ち を 盧小巧 上 お 倫を 


▲鄕 里を を 及び ホ 送を (無手 数が)、 外 固 
爲咎賈 買、 荷爲智 化化肢 立、 信用が あ 
巧 等 一般が 巧 業務 御 巧が じ 取扱 巧 仕 あ 

基 臺灣銀 巧— 曲 張 所. 

^^_齡濱 、た 巧 神 戸、 上海" 漢 
ロ、 福巧厦 巧、 細賴 、香潘 "廣 巧、 巧 

嘉坡 、スラバヤ 、スマラン、 バタ ビヤ、 をち 
々，カツ タ 、偷敦 、巧 外 寒 潰 十 凹ケ巧 


一、 資本を 壹ぉ圓 (を 巧 拂达濟 ) 

一、 稽 なをを 億 五 百 お 十窝圃 

巧 地 本 ま 巧 = 携濱 (本 巧) を 京た あ 
巧戶長 始下鹏 名を 运 

機鑽 正金 銀 巧— 支店 

ホ 國をぞ 化： = 桑 港 羅お沙 お巧哇 
其 他 化 ホを 園を 要 都 ポニま 巧巧コ グン 
スを么 お 


本店 大阪 化媒で 下目 
紐 育 支な 紐育ブ 0 1 ドウ*— が 四十 化を 

體 住な 銀 巧 

ぉ^ち 京橫濱 名を 崖 京都 神 タ岡山 
4" ド^が ノ道廣 島吳柳 井下 ノ酣 
地 ま 巧す 司’ ホ 倉' ち巧帷 をん 留ホ熊 本 等 
本國 預金、 鄕あ をを 等は 祕め 
て 御 便が 班 速に 御 お 扱 可 申 お 


本 巧 朝鮮 巧が 

ぞ巧ぉ 張 所は 日本 內 化の 植要都 ホ、 朝が 
摘 卵、 支那のを 化 あび 沛瑞 斯德 

朝鮮 銀な 紐 脊お張 所 

外 閱巧替 一般 数 行 業 お 精々 御 巧剌じ 取扱 巧 
申と 候 


巧みち 社 償、 株を ノ質巧 及ビが 
化 取な パを 陆祀が ニ 御 化 扱致ン 
マス、 梢々 當化ヲ 御が 用 下 チイ 
職 ば滕本 ビル ブロー 力ー 銀 巧 姉 化會社 

藤本 證券 會社 

巧を 港ぞ巧 


円 木^ 破 器雜貨 
ラ ム .^^^卸 巧 

祭 良資 易商會 
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新 舊內閣 。批判， 希望 




0 


前 巧 随の巧 じ 鞭 も 

刷新 y 要望 

二十 兰階樓 ま 人 

M 化内銷 中で 最も 不典面 
目の 巧 本で あら 且つ 化 ホの 极友 
會內隅 中 じがて さへ 無能 ど 無黃 
巧 どを U . てお始 一な しじく 許せ 
る i 山中 内閣は と 巧 ニ H をに 
をを 的 問 巧を をげ、 近 （巧る ベ 
き盎巧 b じは あ 去 帳の 一部に 前 
內閣の 法名を 通して 形 ま 丈け の 
追弔を される こど i なつた。 過 
まじが て 巧 罪 相 償は ざる 內 聞は 
指を がすな じ邊 ないどは をへ、 

巧 中 內酷お 遺が な （有罪 無効の 
政 麻は 化に 比類がない。 寺 内々 
閱は 不言 實 巧を 看板 ど （巧みに 
政治的 的 巧の 所な を 回避せ わ ど 
試みて 失败 したが、 旧 中 內觸は 
タ言濫 巧の 模範を 垂れて 往 つて 
化 舞つ た。 假み 化を して 發 言せ 
しめた にせよ が閣 が々 穂 極 政策 
どやら 巧す る 

政治的 禁谢を お b をいて 
:對 外的 じは 英米 塞 まを して 先づ 
:餐巧 網を 張らし めた。 其餘 狭と 
I 巧ら れ 得る のが H 本を して かを 
的じ巧榮^^き孤立の地を^陷ら 
しめたを でを つて、 山な 出兵に 
頭き、 ち 方攻府 威嚇に 敗れ、 痛 
i 洲を府 よ ba 巧 外され 米 威 政府 
一 よら 白眼視 さる'- じ 至つ たが 重 
ーぉ：^る巧タみをは敏頭徹尾 『働 
I きの 敗れむ』 窮境よ ら螺脫 する 
一、 とが ホが や、 南 ホ 化が じ 雛 弄さ 
れな •から ぞ皇濟 南 事件の 巧 渉を 


を ませ 樣 ど 踞路し 巧ら じ孺イ 王 
正廷 をして なて あを 化させ 车吐 
舞づ じ。 のみ y ら や、 陸軍 乂將 
の 外相は 時化 錯誤の 基し きもの 
ごして 鉄 米に 於け るち 受は 一般 
じ 好く G かつた のを 「芋の 煮え 
たら 御が」 なき チ ー ベ 八が 相が 
需要な 椅子を 乘 巧の ホ t ニ 個 年 
餘を 推しを した 一事は 

特筆 大嘗 して 昭和 巧議な 
体 あじの こすべき 奇怪 牵 でぁつ 
た。 殊に 滿洲の 某 軍 大寧件 ど 命 
名せ る 事 かの かき 雪 窺す べきら 
ので ぁれば 速 かじ 雪馆づ べきを 
であるの じ 誠を々々 じ 藉口して 
法 巧 日を 送ら 反つ て巧闕 をして 
猜疑の 念を 深から しむる 様な 不 
利益を 磯 成した。 然 らば 田申內 
閣 けお內 的に 柯等 か！！® 歌す るに 
をる 政 推を 施した わ 如何？ お 支 
政策 じ稳 棟の 通を 戴いて か 狼の 
顿を 招いた 田 中 內閣は 財政 上に 
化 叙な 人氣な 6 政策を 適用し 豫 
算は膨 脈して 十と 億に 上 b なが 
ら 掛か 信用は H を逐 ふて 薄くな 
b 高等 師範 お 身の 热 上がな 家 H 
主 化生の 御手 路 甚だ ゎる < を 解 
禁閒 題の 如き 宛然 痴 A 藥を說 く 
ど 同じ < な ずが 如くな さぐる が 
如くを 冨無爲 の 賴は財 巧の 不を 
を繼綠 する じ 適ぎ ず、 

一面 拓栽省 S 云 ふ 無用の 
j 省を 設けて 外務省の 事務と 露 
巧錯雜 ずる 制度を 樹 て、 巧き 當 
らパツ タリ 主義のを 治を 巧ひ憲 
を 熙係じ 於て は 水 野 文相の 優 I 班 


舉 件を 抱 起せる S 外 巧を 慷約婦 
結、 山 巧撤を 等に 原し 御 裁 巧の 
手 結を 誤 まるな での 失態を が じ 
不戰條 約の ブレァ ムブグ じ 下 調 
査 を輕卒 じし n 巧 人外 相の 悲哀 
H て國 論を 沸騰せ しめ 遂に 註释 
柿乂 、時 派 垂權の 辞職 ミな つた 
ではない か。 其 他 賴僚蹈 の不が 
一、 人事行政の 放漫、 を 權若流 
£ の 巧を 等 數へ來 れば實 じが 煩 
r 堪え ざと ものが あつた。 化 意 
ホ じめ て 旧 中 內閣の 巧は 國を國 
民め 爲 めに 賀 すべきで あろ’ が 
じくが 成 政 黨で頼 b 少 いごは 去 
へ 比較的 眞 面目な 演 ロ巧銷 のが 
立 VJ 共 じ 幣巧タ の 外相、 井上 氏 
の藏相 就任 じ 依 b て 勘 巧 的に 


り*?|!1 : ぅ！！ え— 部 省で 人選— を發表 
對 外的 じ も 幾み 信 巧を 恢彼 ずるされ た 所 じ 俄れば 中學 校長 一名 
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をせ ホを 随意 (會豎 一巧) 但しな 
巧 制度で わるから ホ 會希發 をは 
會 員を 通じ 八 H までに 中 込まる 
べし ど。 尙ほ當 日の プ 0 グラム 
はみ のかし。 


湖水 波ら 
お 松が 
橋辨 度を 奏 


琵琶 端 巧 


田 中 あ嶺磯 
豊旧 化穫女 あ 
豐 巧化樓 女を 
旧 中 化嶺縷 
田 中 化嶺媛 


が 國練巧 艦隊に 

便 乘の梭 長 

ホる 八 巧 一二 日シャ トグへ 入港 
ずる 巧强 練習 懸隊 じ小學 校長 四 
名が み駐見 學の爲 め巧乘 ずるが 


ス へ* 方ャル 


吿 示 


ホ グと巧 八 目 3 9 九巧乂 H を 
當舘 執務が 問 ヲ左ノ 通 リ變更 


週 


蓄音機 レ 一コ 

澤出到 


-ド 


着 


が 桐 兄弟 商會 


i が 出 ホ やぅぶ 信ずる。 

但> し 濱ロ巧 閣ぉホ じ隧し 
祭 一に 要與 せねば。 ら ぬのは 前 
內閒の 如きす 誠惹の ケレン 政策 
瞄 着ず 段を 避け 化 際 弛緩せ る 入 
必を f 程 i く J 緊張せ しめ、 巧 政 
の 整理に 依る 賛制廢 止 ど おじ 政 
费を縮 限ず る 5、 一時を 糊塗す 
る 財 玫計畫 を 啡き攘 はして H 本 
の國 力に 順應 すち 巧 謂を 相應の 
新卽畫を樹立する£、 賓ぶ家迦 
を U 協調は 必要なる も n 鐵溫 が 
態度を 襄 て、 穂 制を 改善し 固 ほ 
をして 信頼のを を 抱かし むる i 
ホ 化樞密 院の處 巧、 議院な のな 
あ、 憲法 夫れ 自身を 時化ぶ 適應 
せし むべき 修を 審議 磯 願め 設置 
奏請を-看 量し、 刺 國に乘 せ ざれ 
ざる 浮 度の 軍縮を 敵 巧し 3 て昭 
か 維新の 建設を を畫 ずるめ が 焦 
眉の 義務で をる から 嗯 V がき お 
を ま 蔑の 陋習を 破 b 邁進して ち 


小學 校長 一二 おで 其 巧を じみの 如 
でを る 0 

陶山縣 岡 山 巿淸輝 尋常 小學校 
校長 西 山 富を 太 
千 葉 縣お萬 飾 郡が 旧 尋常 小學 
校長 なか 隆 
大酸府 大阪ボ 西天滿 尋常 小學 
校長 お 本 辰 治が 
熊 本 祕立大 津中學 校長 

鉛 木 重 ホ 


、生 ..... ヌ cm ス \ c 一 ミ R w ' イニこ ニ 占， （ a ；.*- 3 li ‘ 

間 題 ど 云 ふ 前 化 ホ 聞の 息は しき i 碎す るの 勇氣ご 抱負 ィ」 を霎 する 


R 

識 


練習 艦隊 歡迎會 幹部 評を 

各部 職制 プログラムの 骨子を 巧を 

が務 部て 纏めろ 豫算を 穂 お 


常 


干 

も 

を 

b 


號 


帝闕 練 料 艦隊 淺 間、 磐 手の ニー 
艦が々 秋 紐を を巧訪 する を どな 
つた S で 化留官 に 一統 じかを て 
軟迎會がお織クれた^は溪々報 
道した 逆 b でを るが n 本紙 一 五 
- ホ 八號ザ f が お 部を 化 水を 巧 氏』 

の 化を 脫漏 にかき なじ 補 冗す n 
： ちる ニ H 巧 內山總 領事 代理の 招 
をで 日本化 樂 部し 辟 報の 第一 脚 
評を が關 かれ、 徽頗事 化 巧み お 
が 後を 信 曾を 就が の 巧を 述べ 座 
長 どして 踪證事 巧に 巧ず る 愚見 
のを 換を閒 おしが 巧侧 化ぶ 松 旧 
大佐 ょらが が 词み官 のぶを 傅 ふ 
るが わら、 を 助が 事を 作製の プ 
» グラムな 案を を 考の巧 《說明 
し、 一げ 年 微迎當 帖の狀 態を 述 
ベ t 協 雄を 進め 化づを 部の 礎 制 
を證定 したが、 

務巧 をが ど 聯絡して 
棘迎 曾を 股— 狂を 事 巧を 管 
举 t 、 艦隊 找び 游带 證巧官 
事務所 どの 聯絡、 艦隊 人出 
泌送迦 打を、 巧を、 = 本 協 
; 會總 '谢宰 どの 打を、 蠻お 
一 公阅當 厨、 地下 数 道 どのを 
I が 事 巧を お 翊巧閒 其 化對外 
一 人を 涉樂巧 歓迎を プ曰グ 一 
j ラムの 體理 、司令官のを 式 
i 訪 脚に 隨 がする 委员の 遇を 
I 贈呈 おなお S 逃 お及臟 入、 
を 貫の 徽 を 作製、 わ 向所 化 


綺事巧 管 狸。 

S 務 部を 部 奮 蠢の蜜 

を 鶴が、 商社、 銀 巧、 官廳 
を 附の擲 誘 聴を、 を 錢のぉ 
納收ま 决奠報 吿の化 嫂 等。 


る 


總 領事 代理 夏寓 

總 領事 代理 內山淸 巧 一家は ま 

0 よら 夏季 中べ ラム マナ] 


龜甲 萬酱油 

是 品が 大賣 おし 


】 樽嚮貝 上每じ 

商 級 タオル 呈上 


自 午前 九 時 一二 十み 
ま 正午 
自 午後 一時 
ま 午後 ニ 一時 一二 十み 
、 ± 願 B 自 午前 化 時 S 十を 
至 正午 

昭か四 年と 丹 お U 

だが W 帝國總 領事 舘 


尋 人廣吿 

熊 本縣酌 蘇颖雜 がが 字 お 巧 

お 身' 

西 本文 藏 

をは 大正 H 年 紐 育ょ b な 鄕じ 
文通 わ b しょ、 巧 後の 生巧不 
明 じがき 本人は 勿論 御からの 
御 方は 下名 迄 御 通 か 下され 度 
御 願 申 候 

坡本 リタ 

P , 戸 BS 巧 す royo G 皇を lla 1‘ 



み羅府 、を 港 出帆 (ホノ グが經 由) 

おがを を港發 

(午房 ニ 巧 化 机) 

天が 化と 巧 十二 日 
j レア 化と 巧 廿み日 
春が 义 八月 九 H 
シ •/ リア みん 周 か hh 


(お 午 化晚) 

お 巧 十 お 日 巧 

お 巧 加 一日 •も 
八 巧 十四日 W 
八巧廿 八日 M 


目 革 賣が中 


ウネ ザアと ^ — 街 丸 六 發じ轉 居し 
た。 電話は ぺぅム 0 闡 0 八番。 


同鹏 病死 ニが _ 

靜闢縣 乂皆本 伊 一二郎 氏 (六十 
歲) はまる 六ち サ 八日、 巧 川縣. 
人扭お 喜み 雄 氏 (册 化歲) はまる 
二日 孰れ も 病死し ね。 


山轟會 


ニ A E 岩 T 岩 th WT : N . Y . C - 
さ 登 e ■す 巧 nt 資 3 ザ 置 巧 


を 人な 乂 


金鐵 誘、 翻 誘狀發 送、 

ム ベー ン 、寄附 ま 皮 巧を 額 
の報吿 、宴會 切なめ 賣谢事 
項 等 

化 上の 如く 職制を 議 をした 上 
歡迎プ 。ダラムの 概要に つき 熱 
諮し 巧 ほ鑑隊 及び 海軍 侧並 じを 
報ろ 希望を もが 疆 めね てを 確定 
講ど する じ决し 委員の 塞衡 はを 
部よ. 0 總務部 じ提お ザる ちのを 
おが じて 按排 巧を すん ミ ごしが 


貸家！ 3 断 

查 、獨 身の 方 じ も適當 、家賃 月 
一二 十ホ糜 で 四十 お 弗 

ニ 1 ぞ arl sui 享 N . Y - 


約 五な 個の 

ク才 ド巧ブ 


I fn 3 — I * ニ； • 11 T- * Jt J > « 一 • • 

接が 部活 動 寫眞劇 壌の 巧で お 支 豫算じ 關し香 巧 幹事長よ 


渉、 鑑隊乘 紐揖中 上陸 不能 
着の 錢 隅、 婚 巧に 情報部 設 
辭事 巧、 を跑 ぶび 媛 上の 整 
理 、アット ホ ー ム、 H 本り 
廳據 々镑 事項の み処 等。 

宴會部 お？ 撰の 簾、 

メニユ ー の 選 お- 餘興 、裝 
飾. 巧み 等に 脚す る 諸舉巧 

見 學節鑑 2： 雜ぉ賓 選任 

を 巧、 軍醫 、機 脚 及び ま 討 
候補生 見 學じ鹏 す も 事項。 

^光额 £み觀ホ順路證衡 

バスの 惜乂 をが、 装飾、 蕾 
を 用な、 活動な 眞 見物 案 巧 
歡 迎晚餐 曾へ ぉお 少瞬 候補 
生 案の 等。 

を 適 剖 お 入港、 アブ トホ 
1 ム 、 n 本 US 水陸 聯絡 巧 
が 赌乂 、をぶ 訪閒 、おお、 

ロ 本 協 財、 總 谢事概 迎晚餐 
をへ ホ 賄 お 乘用自 動か 用な 
をを がょ b 遐 求す るを 學自 
動が 5? ぶ 巧。 

庶務 部 】 股が 巧 間 胞酱附 


KV 


逐巧說 巧ず る 巧 ぁ-^ 追て を 部 
委員 曾を 駒き てぶ 案 ふ 一作 製す る 
^ごなら、 午後十 i 普'散會した 
常 巧は 內山洛 領事 巧谓を 始め 巧 
巧領 奉、 草信會 長、 がの 大佐 
ホ 化 屯 計を， 总橋 梅ぶ 大を 、巧 
木、 田 鳥、 あ 間、 地す、 石を， 
ち 泉、 贿 井、 窩 見、 を 委員を の 
み 堤 副 支が 良、 I 吉お樓 ±、 
n 本人 脅 事務 部 貴/ __兩 新聞 代表 
等 二十 一名 出谣し 


# 森秀お 巧を 府 赤十字社 囑托 
まる 一二 十日 お 測 大使み 息 間傳出 
紐翌 一日 ペン 挪 ブラック ネィ-の 
キヤ ムブ ■レツ ド •クラウド じを 

き錯 夏の 由。 

を 皿 谷 廣巧巧 元 蕴水港 製糖 脅 
社 常務取締役、 一日 入 渚の ホメ 
ック號 じて 着 紐 ホブ术 ベン じ 

投宿 中。 

9 を 東 俊 映 氏 滞が 中のを 抑電 
氣 工業 株ま會 社な 姉， 歐洲 視察 

のた め 四日 お 帆の レバ ブリック 
号 じて 渡英-十 巧頃歸 紐の 當。 


海水 鱗 f W 1 御 旨 由 

魚游 、水泳、 保養、 萬 事 親 巧 


室 自炊は 


苗 rs . 营 wa , 312 B 養 h 呈 h SU 
Ed 瓷ョ 巧タ广 一. ジ 一. Plaza 14 S 4 
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觸說敎 


を 絲育ロ 本ん 敎會 
『人間の S を 巧』 
♦基督 敎 修道 翁 
『を 牛 織女 ど ア 

ダム •イプ』 

々日本人 美な 敎會 

『ん間 バウけ』 


淸 水な 师 
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ンデ ホ^ 御金 

日本み 地ノ を、 社債、 株式へ 
御 投資 下 サィ 

御手 持 證券 ノ 保管 こ 八 

をを ナ 弊店 ノ 『保護 預リ』 ブ 
御 利用 下 サィ 

投資 ノ御 相談 ハ 是非 弊店へ 

.戲が 證券 株式 會社 

紐 育 お 狼 所 

資本を 壹 千萬圆 
本 化 大阪ホ 萊阮巧 ± 町 ニ 一 了 目 


离橋虔 を 
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U 本惜樂 部で 開 ム、 

筑煎琵 P 會 

旭 壌 女史を 聘し 

筑 前琵智 のを 滚橘 をの 最高 タ 
V トが 大敎司 どなつ て ゐる豊 旧 
化碟 女を は 巧 下心 逸が 旧 中化嶺 
磯、 が 化 巧 記 お 黒 江 氏 こ 共に 來 
が 目下 柬が館 じ 投宿 中で をる が 
H 本 お 樂 がの 巧 聘に應 じ ホる 化 
H 午後 八 時よ 6 第一 回の 琵琶 會 
を閱き 得意の 肉 聲ご構 昔 ごに 化 
h て 紐 巧ん の 巧 朵を樂 ませる ホ 
で 识樂部 貪眞は 家族ぶ 人を 誘 ひ 


を 

靈じ踞 店 にがてを 郁 拙 ホ 一ず 販 
賣を 引受 懷 
前 島 震太郞 氏を 明 

ホ ホシへ ー ラ— 

は 巧驗願 著なる ちめ 旣じ 約な 餘 
個の 注文 引渡を なず の 盛 現を 呈 
し 前 島 巧は 每日 弊店に お 張實驗 
をな ひ屛候 就て は 同氏に 潑 請の 
上 渡英の 時日を ホる 十二 目を 延 
朔致候 間實驗 御を 巧の 仁は 化 機 
を 逸せ や 速 じ 脚 ホ 訪が成 巧 化 段 
特に 急 吿仕慎 化 
昭か四 年と 巧 六 n 
离木 グブ！ ンウオ が ド商會 
岩运 .だ rdF 暑 (害 f ) 
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#シ アト ル 巧 化 (午前 十 時 あ 帆) 
靜岡化 と 月 甘 六 一 
横 溶化 八 巧 化 一 
一二 島乂 九 巧 四 一 
がを 化 化 巧 里 ' 
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ぶび スナ ー マ ー トランク ホ ホ 五 
十 他、 化 ホ あ十牠 、十二 弗 五十 
他、 少し 許 b 使用し わ 範類一 娘 
一二 巧 及び お 弗 

ニ 34- ぎ さす r C 弓. 霉 h ぎ N. Y. 


If P 本 ドラィ ダ ふ蘭會 


0 徐教を 日本 軒化视 

臻をも お 巧 十 Ha 
邮を拓 A 巧廿み B 
を おも 八 巧 十 H 
▲ 趙資巧奶 芭奈^お日本一^物船—巧 ニ 圆 
A 硫絳 取が C がな はが 湘 巧、 南米 巧 並に 巴^ 馬 
經 由た ぞ洋痒 巧を 洛骗脅 おさ 将 おお 4 乘艦切 
巧 等 萬 事 御飯を に 取 許 ひ ホ 上 支ず I ト、 

A 朱國鐵 遣词符 、寢を 勞菩も 御飯 宜じ 取— ひ 申 

上まず 


郎 

が 

,p 


が 

.ぶ 


日本 郵船 會社 (あ ニを 鐵道會 社) 

代理店が 桐 兄弟 蘭會 

乘 車、 乘船 切なが じ ホ靖物 運送 御 巧が じ 取扱 申しまず ， 
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シアトル お 帆 (蓋 十 時) 
あら ばま乂 と 巧 十六 日 
あらび やか セ 目廿四 a 

るん 一とん 丸 (彼 渚 巧み) 八 巧 セ 日 

ザ 一等 接演 一九 近 巧 

直 L でり すか るん でん もは 一を を 巧 

►一二 學日ネ 巧 五 五 巧ぎ 室た を遼 宗族 室 多 技 
►御を 當 じを リ一寒 割引を 沒切 巧を 巧を 巧を 

ロスアンゼルス お 帆 (午後 H 時) 
はゎい か と 月 十六 日 
らぷら じ 化 八 g 十四 H 
▼ 1 摩 横演 一呈0邦 巧はゎぃみ主、に，^^^ー^,5^ 
▼挣别 ミ 等 日本 巧を 十 化 巧 ▼ち 等け げかは 十な 巧 
►み 塘羅が 朽凍車 切 巧 寝 奎を頻 入御 幹 旌任リ を 
▼紐 育潑 パナマ 經由 日本 支那' 物 組ち 一 固 


夏場 向歸時 別賣化 


ト マン 

ブ 4 ラ 1 を 
ィン ノ，一 べ^- シ 3 ント ランタ 吾 

物お乘 お 十她ょ b 十二 弗 お十牠 
造 East 基を Sireet 


夏 傷、 ホ賣 向、 ダ！ ム 向新 靖到营 
精々 勉强 御用 命に 應 じまず 
日本 陶驢 黑雜貨 卸販賣 


譜巧木 桃 井 組 


一赛 E . 16 を St N . Y . 
HeL wtuyvesjant 8 逞 51617 


复瘍向 =|到菁 


精々 勉强巧 致 候 間 御 引 立願 上 候 
觸 魅證雜 貨卸賣 


春 西巧會 


14 1 Fi ぎ Ave ., New York City 

001 'ner OS をで. 空. と 巧 己 言) 技。 甲这苦 


T 寧の 巧 刷 ど 精巧なる 化 上げ 

時日の 迅を ど 確實 。校 あを が 就 


推貨 陶破お 

ランプ 及びを 

太洋贊 易が 式會が 

ま お ホが を、 ボブ トン 


印刷は 紐 育 新報へ 

•} ，： . ！ く . 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九 1 ニ 九- 0 

わ 間違 CS むく 巧 報へ 


が內西 十ぶ 了 目 十 二番 十 階 日 

'東部 じ 於け るが 字 言論 磯關の 

權 威、 音が 新報を 讀 まぬ 人な し 

廣吿 は紐脊 新報へ 
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お 川保换 事務所 

比 Segaw み Insurance Broker, 
303 Fifth Ave.^ 

1 Tel. Caledonia 4100 

巧 巧 ^ 事 巧 ま f が お 育 支店 
Uchida jfra 过 mg Inc. 

1 1 Park Place 
Te!. Bare! 巧 だ 76 

島 貿易 株を 會を 
Shima Traaing Co., Ltd. 

巧 0 Broad w 巧 
Tele か one 民 ector 1484 

みまを 胜 ホ 尾 巧 さ 
Ak&wo 在 Co., L お ，, 
295 Fifth Ave.» 

Tel. Caledonia 9758*5? 

片倉裝 がが 績株ホ 食 お 
Katakura & Co*, Ltd., 

200 Madison Avenue 
TeL A 化 ! and 4545-4546 


1 

1C. Mikimo1;o 

\ Milciraot。 PcarU 

j S 巧 Fifth Av«mie 

1 Tel. Vanderbilt 2519 

大 倉が なち ま 巧 
Okura & Co., 

30 Church St" 

Tel. Cortiandt 2292-93-94 

ミ 共 巧 ま’ 會か 
化 巧 店 
高 巧巧會 
1 站 Broadway, N. Y. C. Tel. Re 加 r 7884 
Facio け； 35-10 36 化む e ., しし むか 

巧 巧 ぁを なま 解 

Asano Bussan uoitipany 

Roots 801-805 
1 6 な 良 roadway 
TeL Co け! &。み 8047 ぶ 052 

^ Gosho レ orporatio 打， 

1 SUk Importers, 

j 40 拉 U3t 34th Str 巧 t 

1 TdL AabJftDc) 4987-Sl 

j Gosho Co ， Inc" 

j Co け on Expo け •け 

1 斯 Reav が S し 

Tel 尸 owKng Gre<in 巧が -OP 


« 巧が 巧泌 巧を みか 一 

な亩 * ホ 巧 

! Sou 化 Manchuria 民 . R. Co., 

1 Room 202 ら C&na • ぶ an Pacific BMy. 

1 342 Maditon Ave. 

Tel. Vand が bill 4。5 



ミ盞商 まな ま會 薄し . 

犬 液 風な^ 東京 朝日 
恒川 眞 
Osaka Asahi 

^ lie New \ ork Ames Annex 
Tel. Lackawanna 1000 

- 

— ^ ブ I あ / iatk'lo 一、 も … L 

巧 巧を 妃转死 巧 店 


短 育 支 巧 
MUsui 在 Co .， 

65 Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

紐 育 お 張 所 i 

Iwai 在 Co., LUl. 

Woo! wor 化 Bui! ぶ 叫， 

Tcl • 打 わ Roy 8 が 0 ぶし 62 

Mitsubishi Shoji Kaisha 

(Mitsubishi Co., Ltd ‘） 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560-2564 

■ 

曰本铺 化が ホ會化 
粧巧 支な 

如 pan Co け on Trading 〇 9" Ll ム， 
i 2 Park Avenue* 

1 TeL Lexin が on 87 が 

日本 生糸 栋ま會 化 
紐を ま 巧 
W 巧 0H XWTG なは iW, け D 

Iwo Park Avenue 
TeL Ashland 5320 

おを 名を お __ 
一^ 紐ち ま 巧 

Hara 在 Co パ 
443 Fourth Ave^ 

TeL Cnledoma 7830-35 

赶 末を 糸 巧 式を 化 
紹 ちま 巧 
W 削 i-B 目 K! け Q K 刷洲 KI WISHA 

(mCH し 技 EI KHTO CO* LTD.) 
1 Park Avenuo( 

Te!. AaWW 62 が - 47 イ S-49 

大阪每 a ニ 请京曰 円 
を 木 H が 
Osaka Mainichi 
Room 306A World Building 
Tel. Beekman 4259 
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を 瓜 でぶな JJ な It ? 巧を 砂 tmp 巧 
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W 扣化 如が JULY 10 19 巧 


愛讀者 募集 

某 新 問 界の呂 が德 富蘇峯 巧は 去 叫 パ 大阪每 日 
新聞社々 賓 一」 し ミ 社な ホ 义阪が 日 新聞 並び 
じ 東を 日日 新聞紙 上 じ、 H 々、日本 國段史 を 

の 他を 執を して ゐ ます。 これ 等は 日ぶ 人 ごして 必 讚の 文 タ 
だと 信じ 廣 C 愛讀 者を 裳ら もす 




ト 


年 

ン 

王 ドが 

十一 ドグ 
S ド 瓜 ザ 
巧 ド 八 
ホド术 


脱 讀巧奋 巧を をた 六 ヶ月 
火 おお 日が 間 〔 U 刊〕 みド少 
東京 H 日 新聞 百刊〕 六ドグ 
大阪每 H 英ぞ 巧即 〔日刊〕 六ド术 
サン デー 巧り 〔過. 刊〕 ニ ド 八 
エコノミスト 昇 二回〕 ニ ド 八 
芝居 ど キネ マ异巧 一二 ド 八 

發巧 部数な 五十 巧を 誇る 『4< 阪锦 貝。 『東京 cam 』 
が 社 會萬般 じ 一旦ら 故闽 のニユ ー スを 傅て てがみが 巧 をの 好 
が 倍た る 事は 焼に 巧が の ある 所。 _ 

『大 阪每日 英字新聞』 巧 故 國か事 ぉを からん ごす 
る 第二 化 諸君の 好 指 か。 

『サン デ 1 每日』 は 上品なる 識 物を 滿 殺しを 观讀 おじ 
年 四回發 巧の 『小說 ど 講談』 を 無料 じて 箭逞 すれば 鄉愁を 
癒す 絕 巧の 讀 物。 

『エコ ミスト』 はがを の パ。 メ] タ。 

『芝居 ミ キネ マ』 は 為 眞を滿 載せる 双 園 キネ マ 巧の が 
息を 傅 ふる 芙雜 誌。 

左記 鈴 木 あて チ H ブネ 封入 じて 御中 込 あれば】 ケ巧後 じ 
は 御所 窺の 新聞 雜 誌が 御手 許 じ おきます。 

を bi ぎ uki . Th 心す aka 古 己 n 害 L す こ是呈 ice 
ち吉 Wo 吉 B 互で fl 呈さ rk 呈 y ジ至 lio ミ Beckman 台呈 



濟利帷 統一の が 策 じ お I て抗能 
する の 赞格ゴ いご 襯言 しで 居 


財政 緊縱 の澈 底が 期待され 

棘 式 界總崩 H の 混乱を 來ず 

..1 新規が 業に も 滅多にず を 着けない 方が N 

ま 京特雪 九日 殺ぃ = 巧 ロみ 關の昭 相 料を 浩實 巧豫贊 は稱カ 緊縮 ホ 針を 巧て 一貫す る ことじ 决し 
新規 孽業小 じても お辑 での ものけ も 赞巧豫 奠が决 おする まで 見を し、 を 横 支 辨の事 叢は】 般會計 
は 巧 論 特別を 引 も 中 もを ずる^ おくぃ 繰延べし 縣朽 额を廊 减 々する こど じかを （、おが お豫算 
編成 ホが も词 樵に 緊縮を 诗 ごして 新热樂 をけ 要 ホせ ぬ こご、 一般 會則 でを 債を 接 巧 （ない こご、 
特別 贫計 じがても 踩 巧を 顧を ザ献 綴の 下じ顿 雛め る； じ關議 でー决 しわ、 而 して 明年度 發 巧を 債 
- はお 千 おが 巧 閱じ减 かして ド キッょ b の赔 償を はこれ を 减債基 舍じ補 おすち ホ舒 であるが、 弁 上 
藏相 はもの 觀ホ針 じ綱聯 して 『財 奴の 緊縮 ど 節約は 余 輸解攘 じけ 絕韵 •し 必要な 條 件で あるから 鹽 
民 も 化な し 就て 茄 M を遵 とどの スタ t トメ ント を潑 ぶし、 伍貨 正貨 高の 如き も爲替 思惑の 惡影蠻 
ド わるので 今を： W 牺當 视閒じ おらて 聽 おしない ホ寸 であるが、 溝ロ內 蘭の 緊縮 ホ 針は 撒 底 巧に 斷 
巧ず る やぅ U 色彩が 濃 接に。 つたので 株式が U 俄が 總 崩れの 慘狀 を呈し 投げ ものが 穗 'おして 捏る 

民政の 不平 派脫黨 f II の！— 

東京 特電 九日を . y はな 爲あ诫 ち 部 理窜十 云 名は お 修巧郎 氏 
: を 聞 貸 じ 巧せ しめ-::' かつた 爲 に脫蕊 姐を 挺 おした がー 方 ホ峰滿 
巧 (第二 お) 中 W をみ (第： が) 海を 巧爲 ホが (筑ー ご 腫) の S 
'化 證± も 恐 心 （な もを 擁讓 して 賊黨 する らしい。 

憲政 一新 會が 熟議 


ま 京 特電 九日 摧 === 蓝欧 一巧 脅け 現が 政る 曾 ど お 岡す るか 否 
か ホ ホを t 今梭 がは 熟 雄を 亟 わる 笛で あ 


府縣 部長の 大 更迭 


東京 特電 九日 發 = が府縣 部長け 十义 をを をされ、 罷 をされ 
たもの 化 一二ぶ、 を轉 せる もの 巧 十六を、 徑 巧せ るら の 十四る じ 
及んだ。 


異動の 一部 决定ず 


まを お電 八曰發 == 地方 宮 おを のまなる もの じは 次の 諸氏が 
ある、 即も化 蛾 W 務省出 木：？ 長み W 大 二‘ 郎 氏は 视 ホロ 艮 じ、 岡 
山 縣か事 一二 邊 を お 氏は ± 木 局を に， 前 朝鮮 滅督 が雜產 局を 池 旧 
秀雄 氏は 化が 近を 宮 に、 前 化 お逍技 宮中 川 健 藤氏は 東京 府知事 
じ、 地方 村 按佐上 信 一には 京が 府知事 じ 时れも 任命され た。 


神 巧 巧が 視察 外遊 


ま 京 特電 セ 日 鞭 = 政が は 技を 黨 化議± 种旧化 雄 氏を 畴派員 
« して 歐乂 特に 獨 逸のを 策が 態を 視 をせ し レる ことじ かを した 
が 同氏は か H おを 支那、 シ ベ。 アを 經て獨 、を挪 をを 巡遊し ホ 
圃經わ 十月 ホ 歸销の 第 だく。 


政友會 幹部 マー 合同 


ま 京 特電 セ日醬 === 政 タ會は 五 H 幹部 會を 開き 『政 友 會は時 
扇 じ 鑑みが 黨俱樂 がご 茜んで を 岡す どの 巧 藻を 通過した ので あ 
る』 との 义 テー トメ シ トを發 する を じ 灰し む。 


ア / リカの 關稅壁 

世界の 恨みを 招く 

闕際 商議 乂會で フランス 策動し 

イ睾 リスても 報復 的な 劃策 


ロンドン 特巧 八日 疲 【ニ ユヨ |± ご 自治領 巧 ひつ i あつた 


ク •タ并 ムス お) n 過ま數 週關稅 法を 排除し、 か國 よら 本 ± 


間に おち 大 契が 翔の な 易を が 
的 じ 躍進せ しめょ どの 與論が 脚 
る强く つて 居る、 このが 一一 的 
貿易 蹈 進は 

を 世界の 贸ぉ國 じな 甚。 
關 なを ぷ ぼすべき もので わる、 
ごい ふのは これ-!' 化 b て 大が巧 
國に戚 する 術 外の だみ 闕 U 
.巧が y ぶ b をの 硬 ± は餘惠 にが 
し巧& からで ある、 が も 統一 論 
を瞄おに說明^れば、 お々お本 
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並び じ 領上じ ホらん どず るか 國 
おの 剛稅 壁を 仲 長し やぅ どい ふ 
S であつ て、 前 保健 大巧で あら 
が ホ 藤の お手掛 冶を と し て聲名 

も i ネゲ で] 八 ■ナヤ ンバ— レ 

ン 巧は ホ 朔總選 擧じ瞄 ふる 爲め 
が寸 磯は 火 お 帝闕の 貿易 あび 經 
濟的統 I を 政綱に する やう ま 張 
し、 氏の ホ 張は 到る が じ 反響し 
就中を 紫黎の 間は 巧 評を 巧し 居 
& のみ；：？ ら や、 を莱 みは 近い 將一 


羅しア .メタ 力の- 

關稅壁 じ 對擎 るの 策を 

勉 らして 居る が、 假り じこの 計 
劃が お現しなくても ホ 年を のて 
な 集すべき を お 自治領 會簾じ 本 
案を 運動ず ベく 旣じ 準備 じ 着手 
して 运 る、 チャンバ！ レン 巧の 
所論 じを 然赞 同の 聲を擧 げたの 

は 『サン デ—*. で キス ブレス』 

がの よ筆ビ ー ゲァ プグッ ク鄕で 
日曠 日の 同紙で お ホた 契を 画繁 
をの 雜を捏 もものは 貿易ぶ び經 
濟利 權の統 j 的 躍進で ある ご斷 
じ、 ボ！^^,ドゥキン內閣が千化 
巧 かご 一が 度の 綴 選擧じ 化れ たの 
け 勿論が 護雜稅 政策の 罪 P をつ 
たが、 而 かも 當 時の 錦 お 政策は 
铅 なる 英本 ± の 保護で をら、 今 
H の 政策は を 莫巧國 をを む もの 
で 自ら 相違して 居る V ー斷 じ、 こ 
の 政策 じ 街して 

勞働 黨ゃ宫 ぉ 黨は自 が 反 

對 する であらう が 『而 かも これ 
ぞ眞 のを 國ま義 を 維持し 得べき 
唯一の 政 巧で わる、 この 披策じ 
は 勿論 自由 質 易が 論議され るで 
あらう が、 我等の ま 張す る新圾 
策は 被め て衝單 である、 即 t -自 
を 貿易な これを 大英帝 頭の 雜圃 
に 止めて 本 ± と領 十‘ 間の 關穂壁 
を 取 除き、 化の 圈 家に 截 しては 
縣税を 引上げる ので ある、 外國 
よら 輸入され る 穀類 や 尚 類 じは 
課稅 ずるが、 巧 本 ± 並 びじ 領± 
の酿 入は 自 もどす るので ある、 
をの 結果は カナダ、 ォ—ス トリ 
ァ はが 位置 じな もて 農 ホに も炼 
惠を 及ぼす ベ < 、製造を は 本 ± 
自治領 並びに 保護領 ± じ對 して 
無稅で 製造品を 

陸踢げ し 得る の特 權を賦 

おする が、 外齒 品じ勒 しては 課 
稅す るので わる、 眞の帝 國ま義 
者は 一黨 一派を 超越し、 時日を 
おれて このま 義を宣 傅し 0 て 巧 
等の あする 傅統 的な 國を 的繁榮 
の實 現を 期す るで あらう』 ご 論 
じて 居る が、 この P 波の 人々 は 
新經濟政策が ァ メ ブ 力 を對照^^ 
する 經濟的 挑 巧で ある こどを 巧 
かじ 容認し、 關稅 壁の 烏い アメ 
リ 々はこの 乂吳ホ 固の 贸 あど 操 


闕際 蘭議も 

閥 稅糾彈 

一悶を ぁり 相な 

アムステルダム セ曰發 n 當化 
じて 明日よ b 開懼 ずべき を 化 あ 
を 網羅す る 図 際 商業 倉議所 大食 
の 席上 じて 歐洲を 國の化 表は 巧 
强 の 資易的 降 害 及び 巧 强の資 易 
ホが ぶび 貿易 的 障害に 就ての を 
員會じ 本會證 じて 正面より アィ 
リカの 關稅 政策を 就彈 する じ ま 
るべき 模樣 じて、 今 おの 會 諸は 
『赤裸々 な 討绩』 を摄語 とする 
だけに 歐洲ど アメリカ 化を S ホ 
裸々。 餐 閒ゃ應 答で 或 ひは 會謠 
のを 氣を惡 化しない か i 化 憂さ 
れて 居る が、’ アメリカの 關我壁 
を 擊の急 化 鉢け フランス 化を こ‘ 
れ をを るべ （、フランスの 提案 
は大ホ 左み 如し、 
n 】 アメブ 々と 巧 渉 わるを 
健の 產 業に 稱 して 國際 委員 會 
を 組織し、 をの 輸お 入狀 態を 
調査ず る i おじ、 これ 等ア 
リカ 製造 おじして 巧 化 製の も 
の 乃 ま 歐洲よ > の 輸入 じ 依る 
製造品の 對歐翰 おを 化 用し 湯 
べき 良策 じ 就ても 審杳 し、 現 
じ r メブ 力の 翩稅 政策 じ 依ら 
て 排除され、 若く は將 ホぶ 歐 
の 貿易 戰で 排除され 得る 物品 
の 巧 壌を 他に ホ 0 る 方法の 硏 
を。 

ご 一 】 r メ？ カ關稅 をのな 正 
じ 化ら 大統領は 臨機 じ 關巧率 
を 上下し 得る 權能 をが 與 さる 
る 形勢 をれば、 今後 歐洲 の眞 
相を 族く 知らし いる 爲め 鉄洲 
の 中央 梅 事局を ク シン トン 
設展 する を 0 

【ミ】 諸 判强中 じは 化く ァ 
リ 々どの 相互 惠條約 お 期 Vi な 
る もの あ 披 てを じ 利害 願 
係 ぁる 國 家の外を 官會麗 を 催 
して 『を理 的』 な 關親率 施 巧 
の闡家 ごのみ 一 瓦 惠條約 締結の 
機會を 巧る， と。 

共和 黨 幹部は 

引下け 傾向 

民ち 黨の 對抗巧 
ワシントン 八日 發 = 共 か黨の 
顆稅 政策に 就て 上院の おか 黨領 
袖は 種々 な ロ 賞を 設けて 下院 巧 
案よ .6 も 更らじ 

ぶ 同率 の 修正案を 出す でを 
らぅ ごは、 議員 自身を 始め ごし 
て 一般人 も 夙 じ 斯く認 解して 居 
ね 巧で をる が、 をのを じ 到ら 圃 
巧の 輿論は 期せず して 生 巧豐を 
お上せし むる 脚稅 引上げに 反對 
する のみなら や、 蹈 時議會 召集 
の 目的で ある 農が 教濟じ 關聯し 
農民のを 活叟を も 威 脅す る じ 及 
ん だので-あじ 反對の 運動に 着 
手し わ爲め 民ま黨 ごして は ホる 
べき 證會 のみなら や、 議員な 選 
じも不 當關稅 じの る 生活 豐の膨 
腺 非難を 申を せ、 民 ホ 爲內の 反 

ス ，、ス 派の 總帥 である ス A 1 ト 

氏 もがが 一般 民ま黨 とみに 本 巧 
趙じ 就て 

政治 的 じ反對 すべき 1 W 
を 言明す る じ 及んで おか 巧 餅 部 
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みが： きは 一方なら で、 大絡領 の j 謝を の 巧 事 u レ ザ ォで化 巧に 報 
ぶを をなら！ 上 今度は 急® 下; 道 さ. いた。 

して ド おを の 利率を 巧ら i - 巧 上 
げんどず る 化 ホめ モ 針を がて 
ろ 下院 案よ b も 低い 溫か的 U 利 


率の 制を をず る こど I な bl < r を 
はを の 方針で 進 ^ ことじ U つた 
の ご、 或 ひは 摄高 保幾雜 巧で ホ 
いる 一波 ごの 間 じ 間を 討を 演ず 
るで ゐ らぅ VJ 皮 像 さわて おる が 
一方 民よ 黨 じがて け 共 か 摩が 急 
じを 策を 鹽 ぁする じち b 丄斯め 
これ 文 議會の 截策變 巧を ぶ!^ ど 
卞るじ まら I 

成 巧 の 次第 じがら ては 温 
か 的な 關稅 引上げは 默認 すべき 
も 今回の 願 我 案には 乂統 ぶが 顧 
機 應變的 じ 引上げ 巧 至 引 ゴげ得 
權 雄を をら じ 擴大す 
なつておるが、 民ま黨は-^れを 
なて 餘> じ 大統領の 權利 濁 裁 
的たら しめる とい ふ 立谋心 
難の 矢を なつべ （、恐ら/ 
黨の進 ホ あご この 觀じ就 ムは提 
携 する 黄で をら。 


む 東京 特電 


シン ガポ ー ルめ 

根 據地敕 薬- 

勞働 黨內閣 がみ 窓 
ロン FA 八日 發 ：；= 勞働 栽巧閣 
首相 マク ドナ グド 巧は 證 4 め 質 
問に 對 して、 

勞 慟黨內 頭は 先み 組閣 里時シ 
ン ガボー グの 海軍 化據^ 

の 中止を 命じた が、 近い 


ら非 
共 か 


これが 建を じ觀 ての 一皿を 放 


事業 

中 じ 


聞 一 


棄し浮 ドックを の 他 も 化 
.拂 すげ る ホが である 
ご 言 巧した が， 自治領 倒- の 
年賊窗 がの 返還 じ 就ても 故じ認 
解 成立して 居る もの 5 か 首相 
はを < 議會 じがて これが 一| 琐じ 
願し 聲明 するど 述べむ。 


橫斷 機ぉ靈 

々度は ロ ー マ 

オ！ ルド •オ — チ ドー- メ 


ン 抑】 八日 發 = 太 西 巧を ij 氣じ 
橫斷 して ィ タリの 昔 都。！ I マへ 
の 飛 巧を 目的 ごする ァメし I 々人 
ヤン シ ー 及び タキ リア ムス 氏の 
大型 複葉機は 逊まニ 凹 じ 貫る お 
障で 橫斷を 延期して 居た ぶ 今朝 
八 時 阻 十八を、 機は 巧み r 
して 一路。— ベへの 旅に 就 
巧 程は 亞に 四千 四だ哩 、阳 
十 ダ" ン のダツ タンを 賴化 
居る が、 昨今 お 西洋の 氣 心は 飛 
巧 ド 頗る 適應し 磯は 追風ぶ をけ 
て 進 わで わらう ご。 i 


i 離陸 
いた 
一な 四 
んで 


株式を U 一時的 

L 九日】 ホ h 藏かは 『株式ぶ は 
一が 的の お 象で ある』 と 云つ 

ブ CO 

獨 斷增賛 を警吿 

(化 日 一巧 京を 斯會 社は 獨斷を 
0 て 一 嚴圓增 資を義 巧した の 
で 商工 當は 直に 馨吿 した。 

撥 濱の罷 H 鎭靜 

(九日】 殺滋 ホ街鐵 罷業は 漸 （ 
か附 いた •い淺 巧 船渠 S ず證は 
が 乂戳に 入った。 


中 端 傅 七 逝去 寸 

【九日】 が學踐 ± 中 顿彌六 巧は 
逝去した。 一 

芳澤 公使 榮轉か 

【九日】^ 芳巧 公使へ 歸朝命 かが 
ぁったが 多を 玉 シァ 大使 じを 
轉の爲 らしく-ニぶ 後 巧は 佐を 
巧 貞巧巧 か/' をはる。 

天草 郡 撰水騷 女」 

〔九日】 籠ネ醒 ス 草 郡で 洪水の 
ため 六を 溺 ぶし 十六 名 巧ホ不 
明 ごな つね。 「 

外國 婦人に 敏動 

〔九日) 神戶英 がみ 學 校長 スサ 
ンヌ •エゾ ィタ (セニ) 藍 綾 
褒章を 授けられた。 

尾 曠巧维 若返る 

〔九日】 愿崎た 雄 氏は あ 巧の 美 
鬟を制 b をム だが 數 H 間 誰も 
知らな かつじな 


ぶない ；1! 却說 頃は 度を 五 年... .1 が TH ホが 報」 の 化 h の 座 子は 
:: 上 杉 景勝の あが 本化敏 をが 最 I 練 哲絕隊 救 迎贫の 何ん どかが 巧 


漫 


興國王 巧 痛 

盛大な 感謝祭 後 

ロンドン 八日 發 H 御重盧 ょら 
御を か 遊ばされ たお 國 々す ジ 3 
! デ 陛下 じは 昨日 ウ ゴス ミン 
スタ 寺院 じがて 國モ 御を みの 感 
謝を じ 御機嫌 麗 けしく 呈 一一^ 陛下 


皇太子殿下 をの 化 王族、 み 
員、 則强 外交 脚を の 化官段 
謝を 受けさせられ 沿道 黒 加 
< 民衆の 萬 おを ぉ受け 遊げ 
た 後バッ キン バム 宮殿 じ M 
本：1:をおてチ ン ド ブ ン 
幸の獅豫定なろしも御出^ 
び 御 疾患 あ 侍醫御 診^ 

あ 明日 エキス 光線で 更に 細 


を 確かめる. こど じなら 巧を ら自 


が樹 沙汰 化み ごな つた- -益 






rr 良 r 


一' 占 _ を.* 








閣々 

の 威 
を 築 

され 

還 幸 

じ 巧 

巧を 

宫ち 

の お 

を 態 


ほ咸 


名 巧で！^ ボ W 

ニ 易 堂考人 

まは あお ゎし や 錠で、 ま 
は 切れ てらゎ t を 切れの 
な ざ ご 都々 鑑じま i 广吹 はれる 名 
リ正宗、 是は發丄乎^ 2 |:をの搜£ 
なり 凝て な鍊 の離餐 たる ど 一な ふ 
神州 ぁ氣の ィン 半， ホ！ ン 3 ン 
H 本 刃 冶 中興の！^ ミ稱讚 せらる 
る、 花園 院の御 字！! 和の 昔" 惦銷 
鎌 倉に 往んで 居た 一 雲衛右 巧の 
を モ傳で 旣じ御 承す 岡 峭五郞 
入道 正宗の 作で ぁ ご斯鑄 
長し （說 明す る 理ムは 外で を 無. 

正を ど ゆぶ 乃鍛 は 化 お郎乂 
道 0 かじ 新を 併せ 一十一 ニ 名 ぁる 
から 紛れね 樣じ 愚ぶ が 注意す る 
ので ぁる、 尤も 灘斗 化宗 、菊 正 
をなどを入れるご^し數が增わ 
るが 是は 正を の切ゎ 味、 强く無 

'弱く 無く 極めてみ 席を 得た る 
處じ目 をが け、 酒の b に 其 暗 巧 
を 輿へ るた めじ 天ゴ 腐吿 崖が 甘 
く かけた 名 だ、 だず り 一巧 稱を 
離れて は 化を 見や 止ま n ご 
るふが おを 酒の 名に した 0 を 見 
ない、 是は無論强遣3るからで 

をる、 しかし プ八 ツー ブリン や ニ 
ユ] ッ！ クの 地下を てー ラム 
や、 ヘア— トニック ら敷 造す 
る 所謂 ホ， スキラ！； (お殺し〕 
ご 呼ぶ 禁斷水 じは 相 jS しい 名 か 
も 知れ i：* い。 

化 五郎 入道 0 かの 巧 匠で も 達 
磨正宗、 保昌正ぉ或^は巧藏正 
宗 a でも 一寸 名の あ 一刀で ある 
が 五郎 君 じは、 實 質-? 聲 共に 及 


h 義ホ ど 戰つて 之を 打破つ わ 時 
敵將じ 東漸 寺 右 垢 頗ど去 ふ 秘め 
てナ ー ブ のぞつ た 巧 •か揖 レ、 巧 
處で おつた かを 首 一つ 片手 じひ 
つ 提げ 敏 をの 雜兵 中に 紛 n 込み' 
乂聲 おげ て 呼んで 曰く、 へ ー、 

4. ック 、ヘァ ー 敵の 大 おの 首を 
取つ たんだ、 ボスの 實をじ 供へ 
ろんだ ょ、 のい わ ^ ザ ヤンク 
クユ ！ ど敏 農の 側に ま b 蒂 
b 物を も 言は ず眞 甲から 切らが 
けた、 敏長 化の 如く 怒つ た、 包 
れ 猪す 才な カン^^ 虫 ど 切られ 
リが らも 流る^ 豪傑、 迎 へがつ 
て 遂に 斬ら かしむ、 さて 自 みの 
傷を しら •へて 見る ご 敵ながら も 
额 つじら な {、兜 黎を 剖つ て 
ぷ先 頭骨'」 達して 居る、 嗚呼 神 
樣 、我は おの シックへ ブ ドなる 
i を祕 謝しまず ど 言つ たが 如柯 
かがら 《 が 兎 じち 危い處 でぁつ 
た _ 「でん 刀 だ 切が け K のか ご 
見^ VJ 、 巧れ る當 だ、 ニ 尺 一寸 
五； 矿亂 巧の 五郎 入道 正宗、 化 刀 
がネ庄 正を ご 名 けられ、 を德川 
家の 重寶 ごな つて 每年御 具 
の 時 黒 書院へ 勝 川の 具足 
ご 世 f じ 飾られ 御 一二 家 R 下 諸 大名 
じぶ ませられた、 巧は モじ取 b 
見 心事は 清され なわつ わを ぅだ 


-X r 

将晋 


化本庄 正宗は 名物 正を の 一で 

厂 


あるが 外 じ も 名物 正宗は 深山 あ 
る、 畏れ タ くも 巧を 大 ホ 護身の 
御 刀は 正凑 作で あつた 是 はな 都 
御所 炎上の 時 御座を の 御 刀が 燒 
失し おので 島 津齋彬 をが 自 をが 
藏 のをを を裝 具して 献上したら 
の だを 承る。 


ニ 立 — 3 ! ク^!^^^ 


◊二王 3 — クお 不思議を ュュ 
一 ー ク簡人 儀 會で墓 集中で ある 


設 •か餘 おお 氣 じ觸れ じど 見 わて 
H 本人 會 印刷物の 不當值 段と、 
と 不思骼 の- 《じ 與げて 居る。 

◊獨 b 日本ん をのみ なら や、 
ごユョ ー クの 立派な 巧 字 印刷は 
殆んど 本社 じがて 取扱て 居る の 
であるから、 一寸 お 答へ して 歴 
< 、本社では 総ての 印刷物 じは 
校 お、 刷 面、 活 ザの 体裁を の 化 
は 極めて 嚴 まじ、 美術的に 巧つ 
て 居る、 巧 ® 普通 巧 聞 じ 使用 
する やうな 磯滅 した 巧 字は 斷じ 
て 使用して 居ない、 從て U 米 紙 
の 巧；：？ い 活字と 同格 視 される ミ 
は、 化づこ 七から お斷 ちす る。 

◊ず當 の 値段 ごい ふこ £ は、 
商 買 道徳に 棵 めて 反した 巧 動で 
ある、 同業者た る 日米 紙が 不當 
と 仰 有 もから じは、 をめ て專巧 
的な 御意を も あると 信ずる、 日 
會 理事 會 あたを で 机上の 產 子は 
を々 とこの 不當ぶ b を B 會幹部 
じ兢閔 し、 日會 幹部から をの 印 
刷 崖へ をら じ 就 問し、 释明 さす 
るが 至當 であらう。 

◊斷 つて 最< が 本社 じがて は 
廣吿 まじ 無斷で 廣吿を 出して ビ 
八を がきつ けたら、 印刷物の 强 
請 等は 斷 じて しない、 廣 吿や即 
刷 化を 飲食のを 換 にもし なけれ 
ば 公共の 寄附を をが 刷 巧 ごを お 
する やうな、 ケ ナな眞 似は まし 
せん、 巧々 は買ム べき ものが 高 
ければ 値切る し、 値切らな けれ 
ば 止める だけの こど、 こんな こ 
ごで 居を b 强 盗の 眞似 はいたし 
ません 0 

◊新 爾縮輯 の 上 じは 關係 のな 
いこ ごで あるが、 不當 呼ばら の 
I 筆禪じ 面し，、 本 地 脚 刷 鄉が爲 '* 
じがて 化 辯す る、 解らなければ 
實 例を 擧て敎 へて 進せ る。 


, , 

こ — ^ 

f 

の の 
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庵 零 一年 一一 一巧 弗 

郵船 切符 巧 S 新裝 ぶり 


◊新^ 客船は 續 々お ホる、 去 
人の 社 すん は 就 化する、 をれ 
じか！！ 4 らは 第五 街の お 四 五、 
(西 四 卡五了 目 巧) じ 船を 巧 巧 
を 賣 所を 韶 く、 日本 郵船は を卦 
じ 入つ てゐ る。 

◊お 唐は 十 ホ扔じ I 二十 六 吹、 
一扔ホ 4 マの 家賃が 四十 弗、 一年 
じご 一巧 ホで、 化の 內 では 郵船 ビ 
グの家 ±1 さんが、 化處 では 質の 
ょい 巧 主さん である。 

◊巧を の デスクから 椅子、 ホ 
を 用のを； 樂椅モ 、タィプラィタ 
I がら 灰皿まで、 新調 づ くめで 
ず ラ テラして ゐ る、 床の リノ 9 
ァム じ も 一 化が が ある。 壁け 繊乂 
b の クリー ム色じ 塗られつ i あ 
る、 プ ニスの 職人め 刷毛が にし 
さぅ じ 敢< 、をの 窓滿子 も、 文 
字を 書いて ゐる最 か, 何れは N * 
¥• K のち 字と ホ ニ 引が、 丑 街 
ブ兒の 注 强を惹 かぅ。 

◊一番 韵 側に をへ たま 巧の 裔 
木？ ん 所へ j は、 流石は 宣傳が 巧 
き 届いて 心る ご 見 b て、 入 6 化 
ら 立ち 化 h -、 お客さんが ホる、 
ぞくは i •チ— だ、 夫婦 づれで ホ 
て も、 兎や角 聞 （のは 奥さんで 
.ある。 日 ホは どう だ、 箱 化は で 
うだ、 瀬ロ內 はどう だ ご、 ソコ 


で ホ 張つ て ホて ゐる まな 長石 谷 
さ んは 感慨を もらす 
『裔木 君は、 い、 役を 持つ たも 
の だ、 終始 こコ -1 n して あがつ 
て、 をの レ デ ー のた かる こ ごは 


ご 


◊ r を b やァ タマが 違 ひます J 
、高木さん は、 をの きれ 間 じ 
やつと 應酬 する、 居れば 成る 程 
ァ タマは 違 ふ、 踰 要ら やで ある 
をめ 高木さん は、 額を テ 力 テ々 
さし 乍ら、 『今 锁も 巧さん が 二人 
ホた、 もぅ モラ ィじ ホた かご 思 
つたら、 船の こごでした、 兎 じ 
病、 あ i して 色々 のこ ごを 尋ね 
じ ホょ すが、 あの 中で 何人 巧 巧 
が資 ゎる わです、 買は せる をが 
大變 でず、 强道 やさん どまつ て 
船 貧 社 も 樂ぢや あらま せんょ』 
◊壁 じは 極彩色の 日 ホ 賜 明 門 
の大 額、 開店 祝 じ 賜られた 化、 
窓には、 r 御所車』 や 『巧 汲み』 
の 大きな 舞踊 寫 眞が掛 つて ゐる 
淺間 化の 大きな 模 狸も帷 へる、 

電話 (ム 1 レ. ヒグと 三 ニー 五) も 

今日中 じ 通ず る、 をの 化 設滿~ 
切 水櫃日 じは おを 上る、 この 巧 
を 開いた 巧 じ、 小僧 ご タィ ピス 

ト •ダ ー グ ごを 廬ひ 込んだ 

ご 石を 5 んは 、记 しさう じい ふ 










譲締聖 祈を 日 巧 
« ん籌隐 庭幡拜 

巧 八な み 化た 强 
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M.lsuch げ £ i , r >. M.D 

105 W. 73ni 化 

M T なお! g が 巧 日 9 


T . C . TAKAM ! md . 

1 けむ mi) が ! 侃 I なむ 的 kip 
Te!. む扣 b だ |8 相 巧 11 


Dr. M. MAi3EU 
1 巧 E. け 化が .， New York 
(Bet. 3rd Ave. & Irving Place) 


\ne Japa 打 ese レ h 打な lan Associaho 打 
が 3 W. 143rti 化 わ w York の 故 了 ei. Bradhu は パ 9 が 

會 逆修 か 督基人 本日 


M . Yamaguchi , M . D . ! 

了0 お 3 man む も， 

}el. Lorraine 4 お 4 \ 


K . IWAMOTO , M . D . 

114 W - 70 化 St . 

Tel . Trafaig が 0352 
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使け 栽が 巧を〜 一 
ち會結 》 ん 、宿 
計 貫を 雲 4 部ぶ 
る 及授需 2 


びの 屢餐旅 

る 課 巧^ち 
負を 巧 黄 ま 
の設 巧ち: 巧 


ぁ毒 

話 

會巧 


木 日 
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m l|II|P 

! 午挪袭 


タ 又が 得 夕 夕と 
八は ニ* 入 八 時 正 
路 巧 •時時 半 午 



Dr . 3 abro た m ダ, 

1035 Park Ave ., 
Tel . Sacramei け o 7980 


D 民 ぶ ぶ ,¥05 讯 1, 

337 W. 93rd が . 

Te し Ri 巧 rside が 50 



MIKADO TAILOR 

30 巨 • 6 が h St . 

Te し Rhinelander がが 


D じ 〇な〇 M 巧が 

245 West 4 お ti おけ d 
New な rk 即 y 
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J m 
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CLOTHES BUILDING 

" PA 民 EXCELLENCE " 
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T . 氏 ASAi 

Merchant 
了 ailor 
が 

リ巧巧 SUIU1 ! が 
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化 W 巧 8K 


Phone 

わ yani 30 が 


JAPAN ART STUDIO 
122 E. 5 巧 h 化 8eh Park 在 Le) (• わが . 




日; 嘗爲 
i 本 轟# 
服晶美 
藏 術 
錢:晶 
ミ修 

V 齊 
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岡 
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チア 
ユ 1 
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ホス 


ん し CEASAR , M . D . 

127 East 8 が h S わ ed 
b が. お rk & Lexington む es 
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喉觸鼻 巧！ 

お 時 察 診 
午 |它 ま 時 中前 午自 
博 八 至 時 六 後午呂 
日 曜 

自 午前 十 時 至 午後 一時 


D 民. 技 LOOM DENTIST Inc . 

34扣 St . re が Cor .. Niij か Aveisue , N . Y . 
34 th Street Cor . Third Avenue , N . Y . 
86 比み re が Cor , Lexington Ave ., N . Y . 
1125 化 S れ eetCoi *. Parle Avenu も N . Y , 
•BROOKLYN— 

A 化 eeTheatre が (lg.',DeiCa 化 Av もが Fulton St. 

診に 日！ I お 最多 
- 日 化 午 察 了 本 能 新年 檐 
曜時前 時 寧 么麗じ 式の 阁 
午 九 間懇巍 g で 科 綾 科 

籌驛 ifli 醫 

を 後 巧 時 II しじて 


化觸扫 

裝品本 

f it i 

a " 人が 
巧寶 
曾 玉 
飾 製 
其 美 


Oriental Art Studios 
124 化 34 th 化 0 邮 os け e Ma が s 
■ Tel. Lackawanna が お 


ブ！ デ 東 時速 電 

ふ ド ィ泮す 公 計動氣 

、ダ、 術； 寫ぉ^ 器 

ン 書; ア 器う ェ 
プ蕾 ^ i 义貴具 
シ、 I ト 現を 製 
エレ イト 像屬巧 


モア 
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理タ 


F. MURRAY 排 LL CO, Inc. 

巧 TA 化! 圳巧 18 お 

ft 日 om が 4415 29 む oadway 

le け tmy 巧-も e 削がが が si 


保 


實巧 書質應 すの ぶ 
殺に 等ぶ じる 輸が 
を 化進岀 巧-出 そ 
輸 御理呈 帆な 切入 地關 
品 巧 巧す ぉ谋め ホ# 
がみを。 我 船 御な じ 事 
が じが 重 锅貨諮 じを 
Ea 應 しを ま 物 脚顆化 
や 誠 都 緩 運 じすみ 
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F , 1. F 反 EDE 民に S CO , 
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8 et . Lexington 4 Park km . 

を 時 八 巧 日醒尘 水ち 


驗 
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YUKIO NISHIMURA , r p . t . 

PHYSIOTHERAPIST 

255 We " 8 な h ST . 

Tei . Schuyler 巧 27 


フ璧線 水 科 マ 
電 時日 ィ胃度 あ學ッ 
話 f 躍—^- ジ讲 軍、 的ナ 
前 午 外巧ォ を氣電 運！ 
約 後每未 ホ’ ご 哉を 氣動ジ 
'廠 A H TJ 7 凑 風、…、 
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I 靑漂 
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G 誦巧化 L な RVIGE 

設馈 整お經 費化廉 

Ca !!- T 技 AFA し GA 民 8200 
ド 民 ANK ；. £• CAMPBELL 

fh« ruttcraj C<ftm*ch, ， Joe. 
oroadwav at 6 bfh Sireet, N. Y. 
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ミ々 自 お が‘ か 盤 が ： 受 
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KER 民 &MAVOR 

1023 Third Ave . 

Bet . が & 61 な s Tskphane R 巧 ent 巧 03 


き 向 人 本日 

導 靴型 小 

てし 張 お 員 巧！) 化に 强が卸 
がけ 屑 日 郎は锁 b おを 法寸 

を ホき* ぶかき 廣ぶ ホき 巧 



SIZES IN STOCK TO 12 F WIDE 


Y. i 下 〇 

13 化 si 酣 (i 化 
む r. Uz 阳が on む も， 


Endo 疫 Kodachi , Inc . 
48 Greenwich Sire ホ Ci わ 
Tel. 削 iieha りけ か 2 


諸 厳か 船 艦 
をを 洋を船 
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運が 雜巧诏 
搬關 貨品谨 


遠 
藤 
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71 取ま販 
^ 扱續寶 
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裔 宿ち おみ たを 
麻 菜 ホを、 をの 化 

人事で 御 相 巧 じな 
こも 广® 


苗 巧巧よ な 基 

自 午前 乂時 n 十二時 
自 午を 一瞬 H 五 時 

火 礎ち 鉛 T 晚 N 六 時 

はへ キシヤ 1 フ T 
ン テ ^ シ 3 ンク タニ 

プクじ 出勤 


診察 

午後 一二 時よ b ホ 時 
日 願は 前約が 願 慎 

ドク ト ホ 

烏 見農彥 



；ij 诊蔡 

午前 十 時 LI 時 
午を 四が一 ! < 時 _ 
り幡 午前ト^—正午 
急性 慢性 巧 女を 忠 、巧 
おお、 血液 檢 A 
ぞ 年の 經驗を し 日本 
人 じは 特に 親媒じ 治療 
す 

健康 診 斷ーこ 巧 

ドク トグ 

メイ ど > 


診療 

午前 十 時 ょら 十二 
時、 午後 六 時ょり 
八 時、 9 赌は 前約 
顾上お 

ドク ト瓜 

山 ロニ 一之が 


JOIac 立- OGC さ、 Mb . 

5 Wes ニ皇 sif II 夏 

ぎ 宝 srsili こ岂 4 ジ置 15 1 芝 ま 

みみ ^ が 巧ず 酌 九 持 — 午な- が 

囊袭キ 璧ハ 時； 午み S 
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ナショナル •シ チィは 

世界 大銀 巧の S 位 

■ 十億 弗 銀 巧から 一躍 サ億弗 級へ 


當 化の ナシ 3 ナ八 •シチ ー 銀 
巧 ご 云 r は H 本の 5；： 巧を 巧 引受 
に關 係の 巧い 銀 巧で あ b ‘ 所 前 
十な 巧が がわ どして 誇る 大巧で 
あるが、 まる 八 H 附を 0, ー發裝 
しじ 所 じょる ご W 銀 巧の 

資產じ 一 離して 二十な 弗 
ど 預か 操 額 十五 化が、 拂 
込 巧 本、 過剰 及び 未 お 常 刷 益を 
一が ニ お S 千 五な 方 巧を 突破して 
I 拭る が、 ここの が 表は 過般 フア 

1 マ— ズ •。アン •エンド •ト 

- ラスト 贿 なごを 併 後 じ 初めての 
I もので が 巧 総 貴を の 点から 巧け 
: ば アメリヵ 第】 であら、 世 巧で 
; 巧 S じ 位して 居る、 これに ナシ 
- 3 才グ •シナ— 谢會の 資本ぶ び 
逊 剰を】 億 一千ぶ 弗、 ファ ー マ 
1 ズ信 巧の 資本金を 加算 すれば 
資本金は S 億 六 千 五 巧 万 弗を お 
;逊 する こど じなる、 フアー マー 
ズ信 巧の 合併で シ チ！ 級 巧 S 讓 
進は 上記の かきもので ゎる： £,、 
これを 千 九 巧 二十 八牟 十二月 S 
，十一 日 現が じ 比較ず るに 先づ 

: 資本 

け 乂モ方 ホから 一摄 
千 五が ス弗 ごなら、 過剰ぶ び ホ 
おお 利益 •かとで 六な 九十 化巧阳 
千 弗から 一徳 ニ 千ぶな 二十み ガ 
巧へ、 預 をは 十 S 億 叫 千 九 巧 ニ 
巧 四千 巧から 十四 傲ん 千 八十 方 
: ニ 千 弗に、 總資 をは 十八 想 四千 
よ肯セ 十万 置 千 巧、 ニ億モ 四な 
一六 十九 巧 お 千 弗を お 加して 二十 
拉六千 巧む 方 弗 じたつて 居る' 

さ 下 - 一れ でナシ ヨナ 八 • シチ ^* 

銀 巧は を 赏典じ アメリヵ 第一の 
大が巧 どむ つたの r あるが、 こ 
れを追 越す 乂 がけは 化が じ ニつ 
しか。 い、 一つ l ‘ T 、 ツ ドラン ド. 
で 化は n キ ドが 巧、 共 じ イ申リ 


スでィ ，キリス 人が 經巧 ずる 

世界的な 乂を 巧で ぁるが 
おおわの 昨年度 末 現な の おわ 力 
を 見る じ、 ミッドランド 銀 巧が 
、十四 惜八モ 八冉立 十万 巧、 ロ 
キ ドが 巧が 二十 I 僚乂千 九な 巧 
弗 どい ' ふ 豪势ぶ b でみ る、 アメ 
リカで この 二十 值巧級 銀 巧は ナ 
シヨ ナ八か 唯 - で、 これ じ 稍々 

接近す る ものは 本年 初頭 じを 併 
した * キヤ ラン テ！ 信 托どナ シヨ 
ナ八 • コンマ— ス级 巧で もる 力 

かな 巧 級に 任 まだ 手が 旌 かね 招 
巧で ゐる らしい、 アメリカ じが 
る大銀 巧のを おは 最化 にがては 
益々 濃厚 ミ； ^ ら 、がが トラスト 
組織 非難の 聲を 高めて 居る 位で 
ホら、 過去 置 ケ丹じ 甘ー るを 岡ぶ 
らも 極めて 

敏速 に 蓮 ばれて 居る おょ 
-- して これけ 一面 お 巧 S 優越性 
を 爭ふ懸 端 どして 特じシ チー 銀 
巧の 膨眼 ぶら はがが の 注目を 患 
きつ i をる る、 ン チ- — 銀 巧どフ 
ァ ー マ I ス信 巧のを 併ぶ b 據、 
四ヶパ お前に 贊 現し 異常の 舊 業 . 
ぶ b をを せて 居る が、 即も信 巧 I 
側のが巧事格は I 切シチー侧じ 
委 托し、 信が 事務には 7 ァーマ 
— ス 側を をの 一巧 ごする シチ ー 
パンク • ファ] マー ズ信 巧會社 
を教設 して 運用す 4 み、 從 ホの 

ナシ ヨナ • シ チ！ 商會は 依然 
どして 證が ホ じ 活動す る もので 
シナ！ 蘭會 はお 千 五 ぉ 巧 ホめ 資 
本に 過剰が 益ら 殆んで これ ど 同 
额に 連した が、 まだを をし ない 
未が 當 をら 粘 ホて 屑 b 、 恐ら < 
總資 をは 一二 億 六 千 五が 巧 部に 逢 
ずるで あらぅ ど 0 


支那 U 平等を ま 張 

鼻息 荒くな つた 對 n を 涉め態 お 
. 闕際爾 議大貪 旋毛を 曲げる 

アムステルダム 八日 錢— Hy を 地で 牌 催 中で ぁろ 固 瞭荫を 
场 哉所大 おには を 那人化 おがを らし < 十 お 人も參 加して 異 おを 
なて 坦 るが、 谢逆 諸事 巧が 歲じ陪 しま 服 侧は喊 隙 的ず 等を ま踞 
し 不平等 化 約、 巧 强の巧 W 法權を 認めざる じ おし、 巧 諸 側では 
戈 娜か治 外を 槛じ 化るべき 適當ぃ * るら のを 設 パざる 限 b 别强 VJ 
の だ あな 蜡ホ だし どま. 张 して これに 應せ や、 を < もを 那化 表は 
脱退の な氣 込みで をる。 


U ま 姐が 化の な， 引に 峭 ずち 支 
那侧ん 態 巧 U 、 濟巧協 お 調印の 
リ钟を 部 おぶ お廷 比から、 巧 巧 
を 化 r ホを ふれた 二十 ご： ケ條ぶ 
礎が K よつ て剛 'i , かに さいて 居 
るが-- 问ぶ 礎を は あ 狂時蝴 まで 
一助が - 泌じ剛 する 化 b きめが あ 


のこ どで わる、 もも ろん ぞ郝侧 
じ もを，、 ちかけ 引か あ C. て、 右 
のぶ 礎 案を 披後的 G もの ど ある 
のは、 や 1轉 ホで あらう が 不幸 
じして n 支 通商 條的 •かち 恥 ほを 
の：： C してず ホを 條 約の； クとぃ * 
すらので あるし、 また このを 涉 


るた ろ约 間には をく 知れて. を かすべ てみ 不ザ 1 約 改訂を 渉 


。い、 しかし 閒く どころ じよる 
ど问 案は H 本の 考 へて ゐる どこ 
ろご 腊だ [巧 故し •リ 本で が 
來 のが 巧 思 怨を娘 本のし 鱗 おす 
るか、 支那 侧 婦义傅 ホの 
ま 嚴を擒 てざる かぎり、 なょ じ 
つかの ホみ ょ b 巧 设で巧 協 お出 
ホる^ ぅ。 

生 俊 しいら のでは U いご 


の 巧 先頭 じぁ b をのな お 如何 ば 
前 化が を 柿の 不ザ巧 化 約 化モデ 
ど む つ い 巧ま南京化約网な他 
の 化 約 じ お 戳を义 ぼず こど 巧 だ 
I しいから、 を 抓 側の な 氣这み も 
I 玻じ いものが ある 外を 部 お 壬 正 
j 廷戊 個人に >こ つてら 政府 化ぶ ロ 
I ホを よで 巧、 米、 獨-佛 をの 化 
I の 十数 ケ 脚との 間 じ 締結せ る 柿 


柿なる なぶは、 いづれ もが 則 協 
定で 

實 質的に 南京 政府の 地位 

を かを せる ものでは ない ので 
この 一擧 ともつ て、 過去の 協を 
じ 魂を 入れる ど 共に 肖 己の 巧を 
ト； の 巧 綠じ對 して 甄か すべから 
ざる 確 霜を 示さん どす るが 必じ 
燃えつ t をの 準備 じ もこ わ トィな 
い、 英國總 選與の おお、 勞働黛 
政府の お 現は e 支 盛 商條約 改訂 
を 前にして、 また ま 那侧じ 非常 
なみを 巧へ た、 もも ろん 外務省 
の お 測す るかく、 巧 轉の街 支 政 
巧 わ 急 数じ變 化する こどは ある 
ょいが、 前 內閣の 示して 巧じ自 
ホ ホ義的 政策を さら じ臂 質的の 
も. 5' ごして 貴 巧す る だら う £ の 
豫 想が 某 お 人 街 力 おら じょつ て 
發 をされ、 か 窮じま 那侧じ 自信 
をれ たへ たので もる、 また 近 < 
發 表される フ ー ゲア ー 巧の ま那 
の 治 外法 權撤廢 要求に おする 固 
答め 聲 明ら 恐ら < 支那 じ 同情 ぁ 
るら のど 支那 側は 雄 信して 居る 
かくの 如く 

英米 ニ 國のお まま 張が 細 
目 または 實瞭間 鎖の なにわいて' 
はい ざから や、 化 本の 思想 じ お 
いて、 不ホ等 傑 約 0 廢 薬に 一 ホ 
を 進めつ i もる こごは、 ま那外 
を當局 者の 早く も 感じつ i ぁる 

J ろで、 從 つて 外 じは これら 
の 風潮 じ宫 信を つけ、 みは 音國 
統-後 や、' 弛緩せ る人必 を 外ぶ 
間 頭に 集み せしめる 作颗 から、 
日本 じ對 し^は 巧 さら じ 高满車 
じ 化で、 化 味の 通お條 約の あま 
を 木 ッ葉微 嗟 じがき 飛ばし、 相 
互 平等の 條約 締結を 頗强に 主張 
する じ 違 ひない、 從 つてず 渉 中 
じ 一度 や ニ 巧は 政 あ 援助ので じ 
を國 的が 曰を やる じ 相違な く、 
をのた めか 國 K ほおは 圣國ほ H 
衙ん 解散に 力を 致さす、 山ま撤 
兵 おも 反 H 會の暴 巧を 大目に見 
て转だ 形跡が ぁる、 鼓 あ 反 H 魯 
は名稱 をを 歷不ホ 等 鞭 約 廢祿化 
進會 どなめ、 日 ぞ閒一 かの すず 
城條 約が 廢 除され ぬぅ ちは、 い 
つまで も對日 

經濟絕 をを 巧 ふ G ど i 宣 
一巧し、 を涉を 前に ー て おだやか 
。ら ぬか 證 をして 居る、 また 第 
ニ 岡を 化 會議じ も祖が 同化、 を 
外 巧 權撤潑 を 促進す る 其 体を ま 
が討潑 されん ごして 巧る が、 な 
訂を前 じした H 水 じ ィ」 つては こ 
の巧議 はなおを が じ 影響す るを 
もつ て、 をのが 巧は 注 固され て 
昭 る。 


下期 金融界に 

資金 運用 難 

をが 引 f げち 現 か 
一昨が お 同 特融 銷始む ホ、 ゎ 
がを 融巿 場の 遊資 過 刹'， 資金 化 
出 難の 戰は絕 をざる どころ ごな 
つて おた がな な-しがて じ、 さら 
じを のが 向满 るし < 、ためじを 
融お 巧の 本を 上期 发 がは 大体 前 
观ょ b 1 お归上 S 化 益 减を豫 想 
ク れてゐ る、 もつ ごも 遊資 過剩 
の窜 巧は 巧が から 本年 初め じか 
けて 臣頗 のを 社 償 借が へ 或 ひは 
薪が を 巧を 诱 導し、 をの 方面に 
流胁 しむ 巧を も あ额を 劈した が 


' ず で じ 銀 巧信託 ；；*ど の 强券投資 
はこれ を もつ て 巧んで 滿 腹、 5 態 
と^^ら、 さらじをお紫說噴傅じ 
わび やかされて はま 寸 を 社 
憤 引ずに 對し發 がを 余儀 G くせ 
しめ 

長期 を觸 を嫌恶 して 短期 
の贷 が ロを ホめ るに まらし めた 
また 事 楽 巧の 不 おはを 離榮 巧を 
して 信用 飄杳を 喊巧じ 過敏なら 
しめじ 姑 巧、 信 巧 ある 舉 業には 
競つ て資 をを 巧 給 せんごし、 自 
ら貸 出を 利を 引下げて 窮地に わ 
もぃ も 化 上 中小が H 策を 離 難を 
かこたれる じも拘 はらず、 をの 
ご どき ネ 盾を 生じて ゐる 、さら 
じこれ を 資を詣 用 方面から をる 
多額の 資金の 供給を 受けて 事 
業を 搬張 ずるょ らもが 刻 G る 巧 
致氣 のた め 賞は。 るべ < 縮 少し 
てのを を堅實 じせねば ならぬ 時 
化 じ 遭遇し、 新規 じ 資金の 霜を 
が撑 頭す る ご どきは おんで なく 

J — 、 前途 じを 解 おの ご ご き 
時 巧の 豫斷を 許さの 太 事が 控へ 
てゐ るな 上す' ベて が 手を へられ 
資 易は 徐 々じを の 絕郵總 额の贼 
少を ホし 

一般 商取引 まじし から、 
株式 巧 壌の ご どき も乂最 の鬟買 
は殆 んで絕 無の 狀 態で、 そこ じ 
賓 をの 需要が をる VJ は 見を ない 
ゆを じこの ま il トザ 期を も 過ず 
こご 1 なれば、 資金 蓮規 難は 今 
後 ~ 曆 金融業 者の 苦痛 どな 6、 
金解禁の 斷巧 でも ぁつて 前途め 
不 をを J 掃せ ぬかぎ ゎ. この 髓 
勢は 改まらな いもの ご觀測 もさ 
れ 、巧び 銀 巧を 期預お 利息 四み 
時化、 信託を も 五を の 巧 息を 巧 
ら ざるを 得ぬ 不扳が 態を 現 巧ず 
る もの ど 見られる。 


比較 ずれば 本が 六月の 寶 上のは 
十六 お 化か 化 屈 ごい ふ 進境 ぶら 
で わるり' 


尋れ人 

( 宮城 縣 ) 大橋武 雄 ( 長 巧 腐】 获 
おず 入 ( 间 ') 侣伯鎭 雄 へ あ 島 
縣 ) 中が を ニ ( 岡 ) 渡 邊泰助 (東 
巧 巧 ) ， を 深 武么巧 ( かお か縣 ) 
を藤甚 之を ( が 竭縣) 化 下寄么 
ま ( 山 ロ縣 ) 德 おお 一 ニ那 (熊 
本縣 ) 班が 巧 富 ( 鳥 化縣) 酸 隙 
衞 ( 山 ロ縣 } お甚ま ( 愛 域縣 ) 
橫曲 常を ( 化 敬 山縣) 松 本 ザ ま 
( 鹿を 島縣 ) 園 上が 愛 ( を か縣 ) 
未 化 ( 長 崎縣 ) 化 旧 巧藏ま (瞧 
本縣) 平 ホ 深 ' ニ 晒陶縣 ニー 义巧 
度巧大 塚す ダメ ( 愛知 時〕 長 
崎德一 柴田幸 S 郎 ( 大断 ホ .) 
西 川 源 太が ( を 庫縣) 藤 木證八 
( 福 岡縣) ホ 巧遭逛 前が 育 天 學 
學生八 木 郡 や ( 鹿を 島縣) 本場 
常義 ( 靑 お縣 ) 巧ヶ .原豊 一 ニ 服 
( 朦 本縣) 西 本文 藏吉 岡直祀 
( 山 ロ縣 ) 中が 秀雄 ( 神を ^ 縣 ) 
稻葉巧 ま 一 
右の まじ 通 かを 度き 霞ち ぶ 
族 邸 本人 若 < 比 知人 ib 巧 
化 巧 卸 通知 願 上 族 I 
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圓爲替 上騰 

四十 四 弗 八十た 他に 
民政 黨內閣 が 成立した のでを 
輸 解禁が 朔 待され たため か圓爲 
替は漸 騰し或 ひは 四十 五 弗臺じ 
逮 する であらぅ ど 本社 特電は 報 
じて ゐ るが、 まるち 鴨 日 じは ザ 
マンド 四十 四 弗 八十 仙 ニ贿お 
ち、 ヶ t ブグは 四十 四賴 八十 七 
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大藏大 がか 上 帶么勘 

か 上 準を 肋さん 一 i 、 技な 黨系 
一人 だ ども 斷を出 ホない が、 一 
の 财あ錢 動の 時に、 m 中 巧 
|ザ 閱 か^ 所 雜 されて、 円 银の總 
じな ったが 整理の 一 段を がつ 
ど、 さつ さど 弓き 下つ てし ま 
じ、 あの 煤 合、 全 f ホ 上さん 
肌脫ぃでなしか ったのでゎ 
ろ I 、 をれ 位、 财 ホカ丽 じがて U 
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こごを 物語つ てゐ る、 化 議± じ 
當 選した こごと 凹、 立 波-し 類 A 
被が を 植えつ けた、 ホつ さら ど 
無 骑ご貧 まを 巧し 述 して 巧む が 
セク U ィド (？) の 鼻 眼 銭の 氣降 
さは ある、 大ぉ 椅子の 据 もの 馴 一 
いね 中から 今まで 相 像 もつ かな. 
かつた 入 裝じ驚 くだらう， 乂晚 
服 もを み 一つ、 六十 お歲 で初大 
に、 神を 川縣广 をる。 
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新 古書 籍販賣 

雜 誌の バック ナン 
バ ，、が 雜誌 類の 
新 注文 等 化て 涩速 
じ 御な 巧 致します 
何卒 御用 命 願 上げ 
ます。 

奧村蕃 店 
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一 も お 
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nu 


成 巧の 薇談 

乂國式 英語を 話す 事 
はが 功の 窠 一 義で r 
本校には 日本人を 授 
じ 慣れた 専巧 婦人 敎 
師を b 怒 切 じ 會話通 
信 文 社を 語を お 巧し 
ます。 日曜 遇 日 共 じ 
午 酶化時 よら 午後 十 
時まで 賴 校し 一 レ； 
スン お 卡五撫 づ \ 

ず H 載 もじを 换 あれ 


化 


贈 

化 


巧 . I 

CVO 

nu 

-uf .な 
*f tL 

1 J 巧 
2 


顏 f 


かるた 


はち* ^ の 遊び 
ホを 窠文 e ホ 麗人 じ 能 < わかる 
やぅ 儀單明 藤に 說明 じた ものが 
おを ました。 巧を 目み 進呈を し 
ます、 御覽 す さい。. 

« 呈 wm 夏 畳 J 14 E. 署 hsi- 呈 y. 

卷壽司 辨當は 前日 中に 馈注义 
下されば 早速 御 扇を A ます 
午前は 卡 時まで 午後は 一二 時ょ 
を お 電話 下さい 

木が 屋 

.を お 十八 T 目 ニ 一二 八 
電話 ゥ ま-》 t 六 ニ 四 0 


眞 面目なる ホ 横 同胞 じ 巧* 
なる 货 業を 西を す 

宮川 事務所 


紐 育 ホ 西 旧 十二 了 目 巧 か； を 

ちグブ ーァ S ト とと 八と 
話 フタ ィアン 九 ホ 化 八 


ぞ 

m 


第 

- 

干 

お 
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ニ 一 

C 


商人 憾會 の發議 てお來 ろ. 

一ュヨ ー クと不 思 



當 の お 人 速ょ b して 成る 

I ユ —111 ク 商人 協會 では、 大々 

i 的 じ 一^ ユ 1 9 1 クを絕 かずる ご 
いふ#: ょりして、 目下 ニユ 
クー^よ 不思講 景勝地を 會員 
j の 間 か 

投 一^を 裳 集中で あるが、 
今 円まで^ に 速した 十と 人の 專巧 
家-か 模鈴 U 乘れる 意 ホで 示しむ 
と 農 じょる ど、 一を 人氣を 占め 
て居るの | 1膨ホ，^>ニ ューョーク 
じ わ 策が^い 水を がまして 吳れ 
る 水源 池^、、 をの おみぎ が 例に 
i ょって 瓶 ふ閣の ゥ！； ォ！ ズ 
I ビ 〇 ァン.々 I である、 U 本なら ば 
j ニユ ーョ丄 ク ん 景 ご ホる どころ 
I がと す お 誰で G つて 居る の も 面 
; 一白い し、 巧て 揉 勝を がかず る じ 
一しても 日本が ごァ メリ々 人は を 
i の 掛照か 巧す ずで ある、 刚も 
I 今までを つ^ものを 調べる ど 水 
■源 池が 九 票、 _ゥ1< クォー ズ • ！ 
ビグ ゲングが 八 輿、 サゲゥ でー 
制は がと 祟、 ゾト 0 お リタ ンホ 
術が が 六 票、 フ八ッ クブン 橋が 
五 要 _ 

{全 じ 搂 巧るな 屑 ビグ デン 


人氣 はウ！ ルウ ホ ー ズ 、、一水 源 池 

ダが 四！ §|が. グランド •セント ラ 

^一^停ホ媒か四漂、 自由の像が一ニ 
票、 メデカ 八 •センタ 1 がご 一票 
聖ジ ョーン 寺院が ニ黑 どい ふ 割 
なじな つて 居る、 ± 木 技師で あ 
るブン デン サグ 氏 な ニュ^ ヨ^ 
クの水 お 池 じ 就て 『ぉを 一の 大 
規模な 制 巧が 極めてな をに 運用 
され、 巧 哪じ垂 々どす る トン ネ 
< を 潜ら、、 一 ド ソンの 上部では 
化す 一千が に 達して 居る』 タ しな 
し 地下 鐵 制度は 『世が で 最も 安 
がに、 安を じ 能率の 商き こご 比 
煩な し』 ど說 哄を附 して 居る が 
をの 他の お 捕と しては、 ニュ] 
ヨ^ — クの 

株ず 化 引 所、 溝 五 巧の 買 

物帖 域、 ホ 1 ランド •タン ネグ 
プ 。ン クス 植物 剧 、プ。 —ドゥ 
ぶ^-の が景 、ジバ ー サィド •ド 
ジ ィゲ、 n 。 ン ビヤ 乂學 、ボ廳 
モ ー こング •サィド 小 丘の 建築 
ナツ ソ ー 街 地下 缀 の^! ブ (巧 
下 機 工事に 最もち 額のを 用を 巧 
載した 錐 所) グラント 將 軍の 蕊 
水 族が、 革 話を を ビグ、 コネ！ 
アキ 一 ノン ド 等が 舉 げられ て 居る 
が、 公閒 委員へ リック 巧は 中央 


S 畜江ホ 翼 

裝 ニみ 加 お (高) 內閣 、願 時 若 
械 内閣 じ 法 化'」 お化して むる、 
樞密院 のが お爺さんの 一 A 化 木 
千 之さん の ゎ養卡 である、 不戰 
條 約の 『人 技の 名に がて』 を ほ 
ぢ< らおして 、秘かにず 沼樞府 
副谣 おを 訪ひ 『之 じ おして 御高 ~ 

をは ご 』 法博の 貫目で 嵩に 

なつての しわ^つ て 巧つ た、 之 
が 抑 ものず 戰條の もつ ゎ G 發端 
であろ、 與論 喚を には 唐 かは を 
然 黒幕に ゐ て、 實傅 涼ら をけ し 
かけて 居たら S である、 樞巧じ 
めて は、 養父 千 之を は あの 硬 論 
おら、 巧 お b ホ 嚴し < 父子で 田 
中內赃 をいた めつ けた もので あ 
る、 最近 諸 名 ± の 筆蹟 艇寛替 で 
千 之 老^は 數十 ザで 二十 圓 、翼 
氏の ものが 四 宇 揮毫で、 ニ 巧 五 
十が、 ほお-, し 化んで 掛けて あつ 
たのを 見た 千 之を か、 をめ 前を 
やら 過して、 遠方から 魄 めつ i 
巧 笑して ゐた ごい ふ、 化は 息子 
の 時化で ある’ 加 お (窩； み閣眷 
時に お 翰を で 通つ たらの、 間內 
閣鬼解 ど 共 じ 野に T ら讀 書云陳 
をの 中 じ 得た もの 法を が ± 、失 
つた もの 美貌で を々 しかつね ひ 
さず 夫人、 を 一 ^て數 年後の け ふ 
S 巧 目の 大控 である、 山 ロ おの 
產で丑 十六 歲 でを る。 

文部 大ぉ 小一^ 14 ^ 

巧 お 書記ち、 を 事ち、 海を 扇 
長、 地方 埼 長、 ± 木埼 を、 ホ官 
とみ 務 省なら 隅から 與 まで 勤め 
上げた 人で をる、 この 官樣肌 一 
ぶ 張' なのん が、 駿 いも 甘い もの 
翰提 をら ホ 源」 やを 述 して 巧た 
元 來ぷ次 系の 鄭 々わるもの であ 
b 、 おにが 政ぶ 會 からを 離して 
政ぶ 本黨を 組織した 時に、 巧 ニ 
十 名の 同志を 典 じ 嫌せ 加つ て、 


黨の電 きをな して 居た、 をの 本 
黨： i 父 自己 崩壊を 始めて 一み 派 
はな 友な へ 化 錦、 一 か 派は 民を 
黨 へを 流した 時、 か 橋さん は、 
御大 巧み 氏 がいて ほ 政 黨へ入 
つむ、 田 中 內閣じ 鶴が 入つ てな 
造閒 題が 擬 頭して ホた 頃、 がみ 

さんは 『を 解禁 、おを 政 

策 」 ご いふ やうな 政綱を 

額に おつて 脫 驚して 新 黨供樂 部 
を 組織し じ、 をの 時、 床み さん 
は 『小 橋 も ；.：... J ど、 お 黨の頭 
歎を 勘ぶ してむ た、 けれども 小 
橋さん は、 今废は 根を 張つ わ や 
うじ 動かな かつた、 この 廚壁云 
年が 報ゐ らいた、 小 橋さん はま 
ア舊ネ 黨祉ミ 民げ 黨の クス ガィ 
役 だ、 化 缩± じ 當選显 回、 白髮 
頓 じぞく 最 が 六十の 初を である 

が 務大ぉ 松の 源 治 

前の な斟 黨巧閣 おぇて 吳れ 
たお 蔭 じ、 松 助さん の 巧き おが 
出 ホた やうな もので、 今度 ばか 
ら は、 政ぶ 會じ對 L てを かじ 威 
謝したら 5 ど、 穿ら 過ぎれ こご 
をい ふ 京 童 も あるを ぐ 巧 お 省 •か 
巧 開きを しな かつたら、 一寸 持 
つて 巧 < 場所 (大臣と しては) 
が考 へられぬ 謠據で 暴れた も 
大缓で 野次つ たも、 歲费 をィの 
I 巧 じ お b じ 入つ たら、 顔中臀 
だらけに して 居た b 等々 V」、 茶 
目 氣やュ I モアに 嵩んで 居る 巧 
漢 、ホみ の 特 志が あつて 面會を 
ホめ、 化つ て應 接した 小が ホ官 

ど、 威 違り でもしたら ど 

いふ やうな 相 像は、 が 旧さん の 
化 年を おる 者 じ t! 興 ホ 深い、 大 
を 縣の產 で 化 議±當 選と 固、 を 
議院 副議長を 努めて 忍る 議員 歐 
ホ 親 お 踏」 も 如つ て 潜 巧に もを 
たこ どが をる、 正に 五 ト五歲 で 
み もり 


を齒 ど リ パ！. サィドる 園を 擧げ 
建築 巧 力！ ン 巧は 中央 停車場を 
なて 能率 おく 化を で 最も 完備し 
ね 淳苹壤 であると 先づ これを 擧 
げ 、下町 じ 位する 森が 釣な 邀築 
はいか じ も 想像 的な 感じを 輿へ 
る ごし、 巧ぎ じ メトロポリタン 

美術館、 ウー グウ オ！ ズを 擧げ 


ニ 


3 


クの 


的、 を 養 的な 一面を 

化ぶ する ものは モ] ニン ダ •サ 
ネド •ビ八 じ 集中す る 偉大な 大 
學 、進步 的な 寺院、 丘大な 病院 
音 樂の中 必地ど 見、 メデヵ 八 • 
七ンタ 1 VJ パリ セ！ ドを と 不思 
議 ごして 居る、 をの 外には ホ！ 
ランド や 一 ド ソンの トン ホ 八を 
第一位 ごして 居る 人 も あつね、 
さて H 本人の 眼に 映 じた ニユ I 
ョ ー クれ八 致 お 地は》」 んな もの 
であらぅ か？ 

スクリ -- A 界の化 形 

草 人 巧來る 

大 劇場 じ お演か 

ホ リゥ ツド じめ るスク タンの 
化界じ 入ら、' ド ー グラス •フエ 
ァ バンクスの 「バグ ダッ* トの盜 
贼』 じ 出 被した のがぶ 切 b ごな 
'、爾 ホ 東 巧の 性が が 度 どして 
チィ^ント*ム*—ゲキ^—^^ト] 
キ！の部巧ビ^;^っ て居る上山を！ 
人 氏は を 地の ある 大 劇場に 化淸： 


の 訝 書で 急に 去る 六日。！ ナン 
ゼ八ス をお發 今朝 當 地に 到着ず 
る當 である。 


日 ホ ご 本社 後援の 

麗琶 演奏 會 

旭穫 女を を迎へ 

本紙 お 報の 如く 昨が H 本俱樂 
部 じ 開かれた 豊 旧姬稷 ホを あび 
巧す の 离弟田 中 旭 嶺駿の 筑前麗 
琶漓奏 會は酷 清の 巧 おじ も 巧は 
らず豫 想 0 上 0 大乂 じて が 評を 
博した が、 同業 日义 時報 社 巧び 
本社 後援の 下 じ ホる 十六 H (か 
喔ー午 巧 八 時ょ を 巿內西 五十と 
T 巧 米ん Y*M • 0 ;•<! にて 一般 
同胞の 舉 請を 滿 たし 本邦な 有め 
ミユ ー ジブ クを煤 ふ意陳 じて 鶴 
葵 會を轉 こ と i なら 目下 曲目 
を 選を 中で ある。 尙ほ當 夜の 入 
摸 巧は】 弗 均 j である。 


を 化ょ 5 の 巧ら 

■ It — -〜 (' 〜〜（；（—、• \ \'\,、 \ ，〜 

ナポリから 一筆 

寫眞師 堀ぉ郞 
化 留お志 諸 おから 送が 曾を し 
ていたぐ いた 時 ょら T 度】 年 目 
じが 育を 離れました、 をを 通ら 
明日 發の 白山 化で 歸朝 します、 
お蔭が で 進 中は 無 ホ、 身 化 も 至 
つて 化 健で 十二を の 見物 も 出 ホ 
美術が を 第】 じ ア^プ マ 山 も、 
ナボレ 火山 、 n — マ 法での おじ 


も キッスを しました， 义留じ 永 
く暮 したわ 蔭で 何處 にもを ぶが 
をく、 殊にえ 人 じは 大歡 逆を 巧 
けました、 ニユ ial ク '心を 物 
は类 がい、 日本 をら 支那 <} も、 
ホ國の 人々 はょ くめぐ ま^て ゐ 
ます、 當 化の n! ヒ ー な ダは VJ 
て も飮め 《 、ホ圍 人が 集 心る ご 
を 物の 話に。 る、 昨 巧 ソレント 
の ホ ブグで 米 A 十と 八 人 f 1 緖 
じ ub ました： iZ 自國 の® じ 
こがれて 居る 一人の 話 じ、 じ 里 
じ 米 國のコ 一 ヒ ー が あるか 一巧 
と フランク、 郞も 米貨 一二 卡视で 
ある ご、 ニユ！ m! クは ざの 美 
陳 いものを を ふこ ごは ニユ！ ョ 
1 ク ょら 高くなる、 或る 璋 淡に 
わいて、 米 闇の 食事！： H ぶい ご 思 
ひます、 H 本 貪、. 支那 食^^く 
耿呂 です ( ナがタ 、ち 巧 二十 九 
H 發) 


讀 若の コラム 


韻よ 

f 聞 


出版業者に 患 ひ 

さる^ 同胞 社會 

を 憤を 

先年 萬 朝 報 社 理事 巧ぶ 某か當 
地總 領事 おの 紹 かがを 携へ てが 
お 民を 歷訪し 『新 H 本 あ 及 6 だ 
ホ 同胞 人を 錄』 を發 巧す ると 稱 
して 會 社ぶ び徊 A 間 よら 較す巧 
のをを 集めて 歸 つねが、 其校杳 
ミ t て稱 息な く、 萬 朝 報 社 i し 照 
會 L て も 返 拳がない、 叙 かるね 
る 鏡 領學寵 が 萬朝藉 社よ ち 赏巧 
ある 回答を もどめ た 事 も 聞 W ね 
义 一 昨年 わがを 國練お 艦 像を 
航當 時、 尝 地で 發 巧の 一雜 || け 
『練習 鑑 隊歡迎 ち』 を發 わして 歡 
迎め 誠を を披礎 f る ど おじ 愚 ま 
れ ざん 下毅 を， エじ慰 脚 おを 滞る' 
ど 稱 して 鹽 ホ、 下宿、 夏場ぶ を 
個 入 等よ をを を 集め、 其 後 滑 巧 
した 事を 聞かね。 

費 府大德 覽會當 時じ當 地-邦 
字 おは 『费慰 大隱と 日本人』 可る 
冊子を を 巧す る交大 々的 じ 
し、 當地 はか 翰を 地 日本人 
b 鈔 からざる をを あつめた 
むて 运 るが、 是巧數 年後の 
返金-もせねば 發巧 もせす ホ 緣で 
社 貪の 表面を 橫 巧して 居る ぶか 
ゎか、 其册 ずの 事 じっぃて 堂亩 
いて 居らね。 - 
最近は 又 英和 兩 文の 一 雜菩が 
現 はれて 一ヶ年 巧の 購讀 料， ■取 
って 四月 號が ぉねぐ けで 其^ 績 
刊 される 梭子 もない、 聞 {お I じ 
化れば 活版屋 じ數だ 巧の 措^を 
こしら' へて 動き •か 化れ « どい I ふ 
增 である。 

斯の 如き 言論の 機觸 を. 持 t 社 
會の木 銭た る 可き 新聞 雑誌 W 自 
ら無貴 巧 千 萬の 巧爲 をして あし 
てを 平なる 報 導を たし 同胞 お會 
を ベタ] メント じ 導き 得る や 巧 
や 疑は しい。 I 
义巧留 はも 個人に 對 しては 銅 
貨 一個の 貸を じ對 して さへ 蒂筋 
立て： 口論 ォる ほで を錢じ 
蛋 でを 6 ながら、 新聞 雜 誌の 
あ行爲 には 默 して 『仕 ホが な； J 
ごあきら め 得る ほで 寬大 なる は 
不可思議 どず る ごころ である， 
何等かの 方法 じて 谢裁 する じめ 
ら ざれば 今 巧 益々 彼等に 惱 まさ 
れ 、恵は 單 じを 链 のみなら ホ’ 
社を な 必が森 巧ず る 事を 恐れる 
ので ある。 - I 
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籍 住ぶ 銀な 

日本 巧 I ま 京 橫演名 右 屋京部 神 巧 岡 山 
化 一尾 ノ道巧 島吳柳 井下 ノ邸 
巧ち 巧 巧 司、 小 倉、 若を 牌 をん 巧 ホ 熊 本 等 
本齒 巧を、 鄕を 送を 等は 巧め 
て 御 便利 远 速に 御 化 圾巧申 巧 

本 巧 朝鮮を 城 

ま 巧-お 張 所は 日本 巧 化の 撰を 都巿 、朝が 
; が洲 、支那のを 地 及び 浦 错巧德 

觀鱗 銀な 紐 臂お張 所 

外 頭^を-股が 巧 業務 精々 狗巧巧 じ おお 巧 
申 上 保 


,, 內 みを" 社 巧、 巧 巧ノ資 巧ぶ ビが 
化 化な ま 棟 巧 巧ユ御 取扱 致シ 
マス、 精々 當巧ヲ 御 利用 下 サィ 
藤本 ビル 7 ロー 力ー 級 巧 姉 化な 社 

藤ず 證券 會社 

同を 巧モ巧 
一 同 羅がお 張 所 
同み ホ 化 巧 巧 


献 しつ} ある 例 じ 傲 ひ 巿內溝 五 
街 五十 五番 じリテ ラリ ー •ダ 八 
ド •オブ •ア メブカ W 巧す る稱ホ 
が あ 6 小說 、巧 記、 が 巧、 歷 を 
等ち ゆる 方面に 直 b 該刚 ホの 審 
査 委員 會 じがて 審査を 格せ る 新 
刊 書籍を 會 員じ頒 付す るが 織 ど 
なつて 居る。 か 論 お 版され る蓄 
籍は 讀肇巧 じな 通される ので わ 
るが 會 員は 低廉、 巧 速に 新刊書 
を 手に入れる i が 出 ホる のみな 
らず自 みのがむ 書籍 ど巧換 をす 
る i も 出 ホる お 約で ある。 含 費 
は 一時 擲一 をす 一 弗、 月賦 拂 
最初 四 弗 か 回 3 後 六 ヶ巧間 H 弗 
宛挪 るむ ホ 法ら ある。 尙ほ同 ザ I 
^ ドよ を P ゥ キング ス』 ご^^す る 

新刊 批評 紹 かの 小册 子を 無 おじ 
て 提供す る 由。 委細は ブ レ] ン 
女を に 照合を 6 たし ど。 

外麗 通信員 協會の 

歐洲 記者 團歡 迎' 

な 育外國 通信員 協會ま 催の 下 
じ ホる 十と H (水曜} 午後 十二時 
四十 五を 呂 下々— ネぞ！ ホか團 
の 招聘 じ 化 b 訪米 中の 歐渊 を國 
新聞 記ち 闡歡迎 午餐 會を 第五 街 
ホブ A K 開く 酱。 

夏季 中の 總 領事 舘 

執務 時間を 變更 

ホ 國總 領事館 執務 時間な 今週 
巧 曜日ょ 6 九 巧 九日を 約 ニグ 巧 
間 左の か （變更 しむ 
週日 午前 九 時化み ょら 正午 
午後 一時 ibs 時化み 
±曜 午前 九時册 みょな 正午 

を ホ 領事 舘員 異動 

ポ] ト无ン ド駐化 領事 井上 庚 
次郞 がは ま 巧 ホ 八 H がを W て德 
領事に 陛 が シド ニ！ 在勤を 命せ 
られ A 沙 渚な 勸副頒 拳 田 中 仙 八 
巧が 後 巧を 命せられ た A 中米 地 
ホ ぉ 張 中の 當化總 領事館 書記 生 
木 巧み 太郎 氏は ホる 八日 歸巧 A 
が 脊巧勸 想 事 官補矢 巧征記 氏は 
一日 歸朝命 かじ 接し 八ち 初旬 出 
發西行 十四 H を 港 出帆のを げか 
じて 歸 朝。 


T 寧の が 刷 ご 精巧なる 化 上げ 

時日の 进を ど 確 實い^ 巧 おを 保証 

印刷は 紐 育 新報へ 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違^む く 新報へ 

お內西 十よ 了 目 十 二番 十 階 日 
東が じ 於け るが ぞ 言論 機挪の 

權戚 、吾が 新報を 讀 まの 人な し 

廣吿は 紐 育 新報へ 


公人が 人 

9 森 本 泉 氏 前 お馬縣 知事、 去 
る HH 歐 溯ょ b 着 組 十 S 日 西 巧 
歸 朝の 望。 

•佐 藤 您之助 氏 商工 省囑 巧、 
同上。 

® 那須悄 氏を をを 大敎授 ，去 
る 四日 着 總ホテ 八 ペンに 化帘ニ 
十 リ渡歐 の 由。 


蓄音機 レコ— ド 

巧 山 到着 


か 桐 兄弟 蘭會 


財界 {女を は 

巧關の 使命 

を 触 爲替界 散 人 

な 治 がらのは 政治を 巧を 
の 化學に a 化 違ない が、 本質的 
じゎれ，- _ ^融 楽を の利番 じが 
巧 至大の 1 あるは 勿論で ホる 
跑て ゎれく こしても 吾 不銷焉 
の 越度を がる ミは 出 ホない。 阿 
顧 すれば 昭和 ニ 年 ニ H お 视內闽 
が虔化 手が おかのを を 立て^ 諮 
會じ捉 おした 前後から 政界の 雲 
巧は 擇な b や 讓會は 無事 じ 切 b 
がけた みで あるけれ 共 樞密院 じ 
がける 脫 礁じ乘 b 上げ 一部の ィ 
ンッ 51 グじ 逢って 遂にち 解の 
己む を 巧ざる じ 至つ た。 即ち 岡 
年 四 巧！ 九日 政ぶ 诗の 首锁 の 中 
男爵 じ 組閣の 大命 降下 翌 ロを お 
て改ぶ 替內閱 は出來 上っ たので 
j ぁるが、 不必要の 政變を おった 
ー腑は あじが あの 

I 不女 を 誘致し， 大小の 銀 
i 巧は かがけ の 厄に 逢っ て バタ パ 
タご化 業す る ミ どなら 終 じを 國 
一に モレト リアムを 施 巧せ ねばな 
I なの どを ふま 曾 あの 大恐拖 を 出 
如 W した。 田 中 内 隅 成立 窮 一が 化 
I 恐な じ善處 せねば ならね 運み を 
I 巧ク た。 幸 じして 朝 巧の 摇カ 
I あち 財 巧の 火事は 消 止め 得た ご 
一は ニへ、 爾後 削 内聞の 助 政々 巧 
j はな 橋 翁を 系の 一二 十； 藏 相の手で 
I 巧 挫され て 巧た。 軍政には ま 人 
I でもが 政 じは を 然豫備 智識を 缺 
I いて 居る 出 中 首相が 所謂 政 友 貪 
i の 巧 化め 政策 ど稱 する 賴梅 ま義 
: を踏裝 して 大廢ち 侧を滕 迫した 
一 e であるから 巧 巧 加 藤が 椒兩內 
i 偶 じめ て 緊縮 整理の 緒に 就いた 

I 助界は モレト， アム 

: 撤回 後 も 始終 不安の 雲に 


おはれた 儘で みつた C われ/ 
は 個人的： J 柯殘 孰れの か 黨じ恩 
怨を行してお^^いパれ共、 巧中 
み閱位 財界に 不評が な內 閣は少 
。いど 評！' 得る であらう。 ジ 
で 政の のを 巧は 膨脹し、 贸 易の 
逆潮は 爲替 をの 形勢を をみ、 中 
を 稍々 立てな つたわの 如 < じ 見 
えて 居る 巧： 吏ら じ急轉 が？ = -- > て 
現 巧の 如くな b を輸 解禁 も一壤 
の 夢ら しくな つて 比 舞つ たのけ 
_ 甚だ 媛 念 千 おで ある。 田 中巧閣 
じ 化つ た 新 內閣が 重厚な 財 巧 通 
である お ロさん を 首相 どし 人格 
技倆み におを 拔 いて 居る 井上。 
んを藏相じ据ぇた2はゎれ-^ 
の大 じ徽迎 する 巧で あつて、 旣 
じ 示され じ 横な 緊縮 方 かで 國債 
の整迎 、對か 借用の 
を復 を企畫 されるならば 
か當 のが 蹟を擧 ぐる じ 違 ひ い 
ご 確信す る。 井上さん は 己 十二 
S 歲で 日銀の 營業 局長を 勤めむ 
人、 凤 にお ホが を じ も かられて 
居る 財歧 家で あら、 宜傳 なき 放 
澄な も 策を 採用す る 様な 危險 ホ 
もない から、 現 F 經濟國 難を 諮 
はれて 居る 日本の 經濟 及び 財政 
あじを をの 氣 巧を 涵養せ しめ、 
巧で お々 じ 難 願を 踏み破つ て 巧 
く J も お 巧 やう ごわれ'.. は 期 
待して 琶 るので ある。 唯黨 人中 
ポリ ブック 萬 能 技巧 第 一 ま義の 
者 流が あつて 井上さん の 自由 手 
腕を 扼ず から わ i を舆 まざ 
るを 得ない が、 化 点じが ては 漬 
ロを巧^!條然どしてを へ て居る 
からを 必 して 巧 也で あらう。 要 
する にがを のをを を專 をす るの 
は 巧 内閣の 使命の 一で あらねば 
リら ぬ が 唯械端 ら 緊縮方針ょ 
b 生やる 物 憤め 下落、 不景氣 の 
裝 ホに 對 して 豫め備 ふる 所がな 
くて けなるまい 0 


闊騰ム と 人類愛と り 涵養 

ロー タリアン •、一しての 米 山 梅吉氏 


i ダラスに 巧け る"— タリアン 
I の闽隙 大食に H 本。！ タブ アン 
; を 化 おして 出席せ る 一二 化 信 記 巧 
一式 會 化々 を 米 山 梅ち 氏は な 息が 
苗 一氏 同伴 來紐 後を お 地方を 旅け 
|中でゎっじ：^.、 四り巧びぉ紐本 


1 タリアンの 理想は 一片の か議 
や、 强要的 運動 じ倚賴 せず、 個 
人々々 を 通し てん 祁を閒 はや 圈 
抵を 論せ ず 半 化、 自 み、 を 化の 
おおを 沒 透し、 扶恤 ずる じな も 
み 知 不融の 裡じ澡 高。 る 人類 変 


.リがザ出帆の マ ジ 五 ス チ ッ ク號ー の實巧を期ずるのが本锁でぁる 
じて 波 お S 酱. みる. が 巧 朗化訪 i 現 下垂 化 界に十 置 方 人の 會 員を 


i の 記 おご 久觸を あしつ i ホ テ 作 
I 八 1 イダで 火 トの一 萬 t がて か 
ー談 する 所-かを つた。 皮の ィン サ 
! ィド •ストー ブ！ は 採. ■し紹 かの 
;自 もを がせざる もが ホ 質 業 家 ご 
一 呼ばれる のを 自嘲 ィる 氏は 詞常 
こ 巧の バン ボアで なく、 n 本の 
I 當化 橘-; 見る 理が 衆で、"！ タ 
i ヴァンの 如き 树際必 滴を の 速 勁 
! じ 巧 朱を かして 於る。：：： く 『U 


お （ 蟲 近け 獨 逸ら 之に 加は ちク 
t ノ ー 氏が 指 溜の 勞を轨 つて 居 
る。 ホ闽 ではが 巧 力 面 1 らは寧 
ろ中两 部ょ b 西が 及びち 部 地方 
じ 化て ロ！ タ ？ アンが 隱が たる 
勢力を 示して 招る のはな 目に 値 
する 與象 であるが n 本 どしても 
を國 の。 ！ タリアンと 膝 調して 
徐 々•し 化 方 商 じ？ 巧献 したいと 考 
i へて 居る』 云々。 


號 


雪测 對渡邊 の杖隸 選手 戳 

勝敗の 數は 容易に 逆睹卞 ベから ず 


H 本が 巧 協 巧 遇で 權 ずが 殿は 
あ々 巧る 十网 B をな て 終 r す 
る i ごな つたが、 C 組の 遭 ホ 
戰 はまる と H 衡城阳 リンデン 
じがて むはれ S 井 物 ホの が 村 
勒閲 社の ぶ 川の フワ イナ 瓜 • 


ト 1 ナメン トは荒 川き 戦せ る 
も 遂に S アップ ニ じて 热 がの 
控 利に； 一した。 B 組は 漸 （が 
悠勝戰 じ 入ら 阳 じく リンデン 
にがて-ニ おの 機が ど 物 鹿の 化 
□と 戦 ひ 午前は 出口 五 アップ 


資本を 壹億圆 
拂込巧 資本を ホ 千萬關 
巧 ホを 六 千 四な 巧 曲 

鎌齡 S ホ 銀 巧 M をち 巧 

本 巧 巧 巧 巧 日本 橋 お 本を 尾 町 五 あ 地 一 我 
支店 小 梅 H 本 橋 丸の 巧 (かを〕 橫お 
をみ 犀を が 大陌西 (ん お) 神戶 
廣な下 細 巧 司 巧 化 お 岡 長 時 
± が 倫を 孟巧洒 水 


渝 出入 爲替’ 電信 送を' 並を 金’ 旅が 信用が 
巧 楽 信用 狀巧他 一般 銀 巧 お 

乂渡 S 蒙 銀 巧— を 巧 

鄉里 送を ハ H 本を 化 無手 駭 料？ 巧 速化投 
本 巧 巧を (を 期 逆 知ノニ 袖) 御 巧 利な 巧 
本 支店 東 巧 (本な) 火 阪神 ロ 巧 都 
巧 巧 地名を お 小が ± お. 倫 致 


蘭强黑 、雜貨 卸 巧 

據巧 ブラ ザ ー ス 


H 本^ 猫 器雜货 
ラム 丈が 钓 

篆良 貿易商 會 



の 巧が 綠を 示した が 午後は 禪 
并歷 勢を 巧 も 遂に 一 アップを 
化て 勝ち、' 又 一方の B 組 セ ミ 
フヮ ィナ 作 一二を の 谷村對 正を 
の 上 出は レー ク ウッド じがて 
巧戰の 結果 

八 アップと ッ I ゴー じて 武運 拙 
(、上 困の 敗戦 どな b ホる 十四 
H サム マ ー グキ 八で 機 井 おみ 村 
の 優勝 戰を巧 ふべき が、 化 ホ A 
が 即ち 日本 杖 巧 本年度 選ず 權の 
爭 奪は サム マ ー ダネ 分に がて 巧 
は n 、 と H 午前 及び 午後を 通じ 
S ホの 渡邊對 一二 錫の 遠 藤は 當初 
ょ 6 渡 邊め應 あを 受け 苦圆 がを 
らや遠 藤の 慘敗 どなつ た。 

早 川 雪浏對 一二 錶の山 ロは 早 川 
聊ナ アダヮ ，の氣 ホを 抑へ つ 
つ堅實 無二の 山 ロ だ 太刀を を 
せ ジリ-. 山 ロの 壁を 蒼 ひ 
五 ダウン じて 午前を 打が b 午 
後は 勢に 乘 じて を驅し 遂に 四 
ダウンを 計 化 ダウン 八ッ！ ゴ 
1 の 成績を 示して 早 川の 大提 
となつ じ。 を じて 準 優勝 戰 を' 
おつた A 組は み 遇 a 曜 (十四 
日) 午前 ょら 早 川勒渡 邊兩雄 
の一戰 どなる ベぐ 近 ホを 川の 
技倆 頓じ 進み 自信 頗る 孽 固で 一 
騎當 千の 营 勇を 皴 しつ； あら 前 
年度の 選ず 福 本と 戰を 挑みを 幡 
日 窃かに 释伽幕 遜 じがて 激戰の 
結果 一二 アッ プ一ッ ー ゴ！ じて 福 
本に 惜敗が るが、 渡邊 若し 巧み 
じ 雪 測め 盲 勇を 利用して 巧 隙に 
乘 せんか 勝敗の 數 俄かに 豫 言し 
難から む。 をし 下町の ベットは 
五ッー 四に て 早 川が フ 正— ゲブ 
されて 居る。 がは ホる 二十 一日 
は齋藤 タップ 一二 十六 ホ 1 ^ メタ 
^ s /フ ン ィをわふ尝なるが近日を 
員會を 開き コース 及び 競技者の 
新' ィン ダを 巧を の上發 表ず る ど 

帝國 練習 艦隊 

歡迎費 寄附 

帝 國線習 艦隊 歡迎 豫算は 前週 
開 曾せ る 幹部 會 じが t 大体 一昨 
年の 經雙を 標準 ごして 施設す る 
i ごな つたが ちは 潑額約 化 千 四 
な 弗に 逢すべく 諸 會社銀 巧 商店 
側の 酱附 3. 外 一般 巧 留間胞 の 寄 
附を黃 集す る 笠 じて 助 お 部ぶ び 
庶務 部が を 方面を み擔 して 活動 
する ミ どなつ て 居る。 を じ關し 
が お 部を 故 木を 巧を：： ！ 一 昨年に 
劣らざる 成 機を 示した しどて 熱 
必じ諮 力し 居ら、 庶務 部を 鴨 か 
氏は を 巧 幹事 ど 膝 力 おじ おの 如 
き 寄附を 後 巧せ を巧發 巧した。 
第一 岡廳 をは 二十-件 二な 九 巧 
じ 達して 居る。 

一を： 丸十 巧 高見 豐を 
一を ぶ お 弗 呢 井久 
一 金 かお 弗 支が 巧 禪靑蓮 間 
一を かお 弗 を お 龍 雄 
一を かお 巧 河 縮が お 
一を 廿五弗 歐 廉 
一を お 巧 謝 綠 
一 金が 巧 を お モ久彌 
一を 五 巧 靑柳お 治 
一を お 巧- 皆 本 化み 郎 
一を 一二 弗 津輕 まげ 
i を ニ 弗 香 西 ホが 
一を 一巧 宛 彭途 廷お述 
應眷を 輝を 水缺新 
ホ 煩 坤歐義 踩擇威 

.讀者 子への 福音 

紐 育の セ ャタア •ネ成 ドが 食员 
組 城に 化 b て 巧 戯曲の がか じ 貫 


大 

紐 

育 
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馈 川巧换 事務所 

1 H. Segawsi, insurance Broker, 

i 303 Fifth Ave., 

1 Tel. Caledonia 4100 

巧 巧 商事 株を 會 なが 育ま 巧 
Uchida Trading Inc . 

11 Park Place 
TeL B 拉 cl 巧 1576 

島 貿易^を 會お 
shrnia iVacimg Co •，し t ん 

150 Broadway 
TTelephone Rector 1484 

巧 まを 化 赤 尾が 食 
Akawo & Co ., Ltd ,, 
295 Fifth Ave.. 

Tel. Caledonia 9758-5? 

が 倉 製 絲綠績 株 ま會髓 
1 C が akui*a 在 Co ., Lt ん， 
2 腑 Madison Avenue 
TeL Ashland 4545-4546 

{ K . Miikimoto 

Mile ミ扣が 〇 PearU 

1 5 が 巧れ h Avenue 

1 . 

Tel. VandterbiU 巧 巧 

大倉艦 巧 ま 巧 
Okura 底 Co ., 

30 Church St^ 

T«l. Cor け andt 2292-93.94 

S 輿 株 ま會か 
巧理巧 
高を 巧會 
1 站 Br 的 おけ, N . ir . i ；. Te しわ 加 r 7884 
F 扣 b け: 巧-化 3 巧 h 4化， ししむ か 

巧 巧お產 揀ま會 お： 
4 «ano Bussan Company 

化〇〇扣 801- 这 05 
1 另 5 Broadway 
Tel. Certiandt 8047-8052 

1 い osho Corporation , 

1 ' お ik Importer,, 

が Ea がが tb Street 
Te!. Aabl&nd が 的ぶ！ 

Gosho Co^ ! dc ^ 

Co 巧 on Export •け 

かむ が ver Sl . 

T«! 戶 々 w ! か Sf Green 8 的 巧 •り ド 

1 巧 お 讲巧道 巧 ホ會な 

\ 巧 育 事を 巧 

South Manchuria R . R . Co ., 

1 【 { 〇 om 2026,Can& ぷ an Paci ち c B!df. 
I 342 Madison Ave. 

Tcl, Vanderbilt 4135 

ミ 井 物を 獄會せ 
な 育まを 
Mitsui & Co ., 

6a Broadway, 

Tel. Bowling Gree。 7 52 む 

がま 會 巧を ザ 巧 巧 
紐ち お 張 巧 
Iwai & Co ., Ltd . 

Wool worth Building, 

て 一 •巧 tz Roy 8 が 0-61 ぶ 2 

云 麦 南 事が ま會化 
紐 育 支 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(MitsubUhi Co<^ いん） 

120 — 
I'el. Rector 2560-2564 

大巧 熱 13 ニ 東京 戟日 
恒川 眞 
Osaka A^ehi ' 乃 - — 

■ i-ae New \ が k TTim が Ann な 

TeL Lackawanna 1000 

曰 本 お 巧 巧ホ會 苗： 

1 なち ま 巧 

j Japan Cotton Trading Co., Ltd., 
1 2 Pa ふ At, mi,, 

Tfl], Lexington 8787 

j 

日本を 糸 持 ま會お 
巧な 支 巧 
WP 剛 KI-ITB KA 间ん け!） 

Two Park Avenue 
Tc!. A 油 land 5320 

巧を 名會巧 
化ち まを 
Hara 足 Co リ 
443 Fou け b Av も， 
Tel. Cal«doma 7830-35 

日米 集 糸 株を を お 
紐 育 支 お 
W 削 1ぷ£1 K ! l 巧! (が 11 別 K ! 扣ほ が 
(NICH!-BE 化 I!TO C0 。 LTD.) 

1 Farit A venae 1 

Te!. Ashland 6246»^7-48>49 ! 

大阪每 日 二度な 日 円 
を 木 H が 
Osaka Mainichl ^ 
Room 306A World Building 
T«L Beekman 4259 


VO しけ Jo. け ) 3 


巧 b でぶな p 巧 tt がを® tm で 巧 


SATU 即が I JIRY 13 ! お 9 


I 九 ニ 九年販 y 近く 發巧 I 

ネ 化が 養に 麗签を 巧いた しました 『大 が 育」 は、 幸 ひじして; 
化 湖の 湧く が 如きげ がを 巧し、 をに をが 一册搜 らホ資 切れ £ な I 
> ょした、 化て 本社は 溝 一版の おを をを が 耕た にし、 頁数を も 
增 加した 千 九が 廿化年 版を 新に 發行 する こど t ならました、 正 
確に して 且つ 巧ら しい 統計 ご 爭實 をぶ 礎 じして、 剔々 挺 化する 
巧が 『大が 育 J の 異相を 傳ム •？ じ 遇が a きこ どを 巧して 居 bi 一 
す。 尙は定 憤は 

豫約 申を 者に 限リて 

特價と 十五 仙 

發刊 後の 御 購買には I 

を價 ，金 一 弗 I 

£ 致しょ した、 速 かじを 約 御中 込，^- を 希望いた します。 

ム自ナ f 紐 育 新報 社 I 

"一 ！ 
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巧閣が 施政 方 卦聲明 書發表 

h 袖 象 的て はわる がを 般 的な 改善を 期待 U 

ま 京巧電 十-日 お === 現内閣の 施な ホ か戰明 妻は が H を ロて 發 あされた t が刖會 ホを ご骗 がな あ 
ぶび 國巧 貸借な 善 じ 耕て はを 旨 會の設 おを もしむ る 巧には 國演 み楷理 、扣 政の 緊縮、 對 ミ^' をの 
- を 巧 目は 共し 著しく 抽み 的で 解禁 にがてを 化さ おがに 斷 巧を 哄 すご 記す る じ 化つ た W 、 な^ 《留縣 
窜 をな あ 氏は 右の， テ ー トメ ントを 評し V - 『をり け 全 f 首相の ラ ネォン 式な 顏 のか'" 唯 表が だけ 
のをし であつ て かを けを 虛 である』 ご 述べた。 I 


〔大欺 あを、 當地财 お 官舉務 所 
焉公 お】 n 蚊府 けこ わよ b 傳巧 
'せんとす る當 缸の批 鄕を聲 明し 
た’ かのを 巧は 左の かし。 

〔 一 】 歧 をのを W を 巧す。 
ごこ お々 闡瞄 おを の 涵養に 
留 なして、 國お储 神の 巧 興じ 
おわ。 

〔一二】 嚴に 網が シ肅 化す。- 
【凹】 り ま 喊タを 刷新して 塗 
隣の 泣を 篤く し、 巧强 ごの 親 
をを 巧 進し、 かな 通商せ び 企 
楽め 振 輿を 計らん ごす。 

(五〕 お 備縮少 の 問題に 割す 
るホ幽 み眞攀 G る 態 读は旣 じ 
魔々 お 明した 通らで もる。 
【六】 玫 巧は 自ら 中央政府め 
が 政 じ對し 一大 繫理縣 縮を 斷 
巧し、 胶 b て 3. て おきが がの 
. 整理 ご國 にの 巧費领 約を 促進 
: せんごす、 財 かの 整 现を當 現 
する じ當ら 、陸海 軍の 經费じ 


關 しても 歐巧じ 支 降を 巧 さ ざ I 
る鞠圆 じがて 犬に 骇理 節約の I 
途を 施ず る 所 あらんと ず、 而 ~ 
して 現わ 年度に がても ホ 極力 j 
么 •か 質 施を 則す。 I 
【と) 政 巧は 昭か 五を 巧な 降 I 
一般 會 ，引 じがて a 新が 募 操を 
がが る.‘、 ぐ、 特別 貪 計に 於て 
も 其', 八 年 锁を旣 を 棠債計 劃^ 
限度 W 巧 じ 止めん こ S を 則す 
又 闕債衔 還の ホを は 之を 增化 I 
す Q 方 封を 狼ら、 ド キッ 勁 I 
ょ > を領 する 贈 憤を は 之を 闕™ 
偵 償還 裝 巧ー當 すち の 方 かを ~ 
立つべく、 斯 （の 如^ -- ^ て國 I 
漬の銭 额だ昭 か 四を 度 ホ 現を 
額ょ b あ 加 化ざる ことを 期し 
がらに 進ん す其續 額を 漸減す 
る こどに 巧む* 但しな 律 トーの 
義務に 屬 ずる おを の 巧 付を 棲 
及び 惜 おわ 惠增 しを は 前述の 
限 b じ 非ら す、 化 ホ 債に をら 


てら ホ 國懷じ 準じ 極ぶ 么が巧 

欄を 斷れ せん》」 ず。 

【八】 を輸 解禁は 國朵が あ 及 
び 技 間 經濟の 立 おし 专 なす h 
じ 於て 絕對 必要なる I ホ 本 的 要 
かで ある、 而 かし 之 I が實 現は 
甚だし i 一延を 許さ 上述 
削故經 濟に關 ずる？！！^ 巧は 唯 財 
政經濟 を匡濟 する-^ じがて 必 
要なる のみ。 らず ニを 輸出 解 
辖を斷 巧ず る 上に て 必要 缺 
'くべ からさる の お ijjl でを る、 
妓府 は斯の 如き 諸 I 限の 準備を 
整へ て おき 將ホ じ矿 てを 輸解 
禁を斷 巧 せんこ £1 を 期す。 
〔化】 社會 政策の j 確立、 國際 
貸 惜^な 善' 挪 A なぉ 窜の委 
費會を 設けな 調^は 巧れ も ホ 
箇 巧を 越わざる 道 間み じ么を 
完了 せんを を 期イ。 

〔十】 自 餘諸稱 作'^ 計 劃に 至 b 
ては おらに 聲明 を發 表する 
であらぅ。 j 


新規事業 中止 命令 

ま 京 特電 十二 日豬 = 內務省 d 新規事業み 中止を 命じ 旦つ繼 
績事ま b ニ剌 天引き される らしく 加ムる じ復與 厨は ホ 年 四 召 廢 
止される だめ ニモ 人め 失業者が 生じみ 他を 般に 互ら 緊縮 政策に 
ょ b 年 ホから 翌年 じかけ 失ぶ をの 洪水を 見る もの ど豫 測され て 
ゐ るが 社 會政萊 をを 言した が府 の 態 巧は ホ 常に 注 盧を视 はれて 
ゐ る、 的は お外拂 節約の 爲 めじ 拽 おは 官史 みお 外出が をを せの 
ホ かじ 及ぶ 尝 である。 

臨時 議會 論が 喧傳 

ま 京 特電 十一 日 壌 = 政務官 速は 臨時 講會開 貪 論を ごな へて 


英をポ めだ こごは |_ 、游 軍縮 少" 
關聯 して B 吳ホ 化が は 先づロ ； 
ン におて 下 傑 ^ をした 上、 如 
し圓滿 なる 協を ：^- 達し 得るな， 
ば 最後の 評 巧は 廚際频 憩の 軍 W 
縮みを 員會 が巧體 どな b てぶ^ 
に 脅 謹を 召集して 締鑑 する こ- 
に か定 した ものす かく、 

一 ホマク ドナ か< ド 首相の 渡 4 
じ 就て は 若し 了^ リカ 大統 I 
1 ら をを ル 招傳に 接すれば I 
んで渡 ホして 重要 頤 題の 討 S 


ゐる _ 


少數黨 が 聯盟して 起つ か 


東京 特電 十-曰 幾 = お峭巧 雄、 鶴を が 輔兩化 藻 ± 外 八 名は 
八 H 會 をし ニ乂 黨の阐 かに 化つ て 穏健 中正なる 輿論を 化 おすべ 
き 少駭黨 喘 班を 組織す る ことじ 决定 した。 

島尝 ニ、 搞木森 岡ニ朗 、烫知 


參與官 巧 命 

ま 京 特電 十日 懸 (延着】 = を 
ち 參與官 は 左の か < ホ をの 上 お 
农 ごれ た。 

巧 格 n 太 田 信か郎 、みお = 巧 
ヶ帕作 一二郎、 陸軍：： = を 川吉郎 
お銜 .乂藏 U 勝 正 患、 が 軍 = 
萊山 巧’ 词か n 井本 常 作、 文 
部い 大麻 唯 巧’ 醒が N 山 旧道 
巧， 商工 n おが 巧 雄、 遞信 = 
n 姑 旧 五が、 錫 道 H 山 本 厚一 ニ 
化 格 = 化化義 が。 

縣 知事 更迭 

東京 特笔 十日を n 地 ホ 長官を 
迭は旣 報 池 山 化 お 道、 中 川 東を 
を 上 巧が' んか 巧に 巧みされ た廿 
- 一二 縣 になる か# は 左の 如し。 
ー斩お 一二 化 ま 夫、 巧 玉 細 川を 
ホ、 大を 本山 父 平、 みが 牛 


岡 正 雄、 辭岡 白が がか、 岐阜 
S な寬 一、 長 野 鈴 木 信 太郞、 
福を 小柳收 街、 館本大 お 佳 
一、 宮峭巧 垣 倉 治、 靑お白 
化 ホ 雄， 巧 旧眞船 おか、 福 井 
松本學 、巧 川 中が 巧 一、 富 山 
上 お 逝み、 岡 山 小が 化康 "山 
ロ 黑俯眞 化、 か 歌 山 時 永 浦 
一一:、 德島川 淵 冷な、 香 川 巧 
巧勸吉 、お 巧 鳥な ぶ 雄。 

海 縮の 最後は 

聯驢 評み 

マ 首が の 渡 ホ確實 
ロンドン 十-日 豬 ：= 確實 なる 
筋から 波れ た 敬 道 じ 依れげ マク 
ドず か ド 首相は 本ピ ドー ズ大化 
ご 曾 妊し、 ドー ズ火 化が 巧ら じ 
ベ； 八 V — よ b ゲブ ソン 大使の 渡 


前大統領 犬 人 渡 日 

マルセ— ユ 十-日 發 = ァメ。 

々か 欧洲 參戰當 時の 大統颁 ご 
して 聲 名を 世 ボじ驅 はれた を 
クッ ド。 •ク キグ ソン 未 亡 
人は 目下 歐洲を 地を 旅 巧 中で 
あるが、 今度は 多年の 宿留で 
をる 日本 觀 光を 思 立 も、 ホ- 
.化 日に 當 地を 出帆ず る 辕名化 
で 地中 おを 經 巧して U 本 じ 赴 
き、 歸 をは 太平が 航路を とる 
こど t なつた。 


じ應 する の 意を 示し 活ら 
同時に 勞 働黨內 隅は ぞ 縮の 单髓 
ごして 旣じ 豫算濟 ごな つて 居- 
潜水艦 八 隻の建 港ら これを 中た 
レた が、 首 袍の醒 ホ 期は 多み 十 
巧 頃 どなる らしい 0 

ワシントン 十-日 發 N アメ- 
カの 要路は マク ドナ グド 巧に し 
て 渡米の 寬志 わらに ドー ズ 大使 
を谋 じて る ま に 招待を 發 ずるの 
盧志 あれで をの 時 H に 至 b ては 
刊 巧し U い。 


東 支 鐵の阅 收を期 L て 

义^ ゃ共產 驚おリ 

. ハルピンの 支那 官憲が 再 手入れ 

東 ま 特電 十二 日發 i パ グ ピンから 達した 本社 (馆 通) 特增 
じ 娘れ じ" シア 政 巧の 最後 通 鹏をお 目に かけて 支那 侧だ ホ 化宣 
傅 ご 協ぶ 違 故を ロ貨 どして を 支搜道 管理 權を 凹收 した。 

ま 京 【聯 を】 十-曰を = H ネ 政府は 支那 政府の 巧 支 錢を管 


理じ磁巧かおじは巧ホじ^^い大率かどして重要視しおら- がが 
吿樓 、追な 9 徑路を 過ぎた 今 曲の 遣 方は 日本 お 巧が 國家 始利摧 
どして 媛 も 重大 规 しつ i ぁる 南 滿洲殺 道に 勒 しても 將ホ 同镜典 
手段 じな ぶ 前提では あるまい かごい ふ ホ 壌ょ b して 憂慮して 运 I 
る、 尙 ほか 後 追放され た。 シア 人は S な 人 じ 及んで 居る。 -I 
東京 特電 十-日 發 = 蘭 民政 巧は 東支鐵 遺の 巧收策 と してを 
もや 0 シア お 產黨員 百と 十 名を 逮捕し 其 一部は 國 W じ 追 かしわ 
東京 特電 十-日 發 【聯合】 === 新聞 聯合 じ 達した 報道 依；； 
ば-八 ビシ のを 邪 官憲は 東 ま鐵道 网收の 目的で 今朝と 時 お然巧 
ま 鐵道會 社の お 信 電話線を 切 斷の上 就 慟貴巧 働 紐を の 巧 鶴を み 
じたので 就 働 旨が 一齊 じか 業し だるを 機會/ して おを 黨 員の 告 
後し 着 乎し、 擒 摩され K るを 旣じ なと 十四 人、 をの 中 化と 人け 
國 外に 追放され 鐵道爵 社 ど副總 裁、 商業 取引 委員 等ら 吿發 され 
たらの i 如く n シア 人の 總 裁で ムシ ヤノフの 身邊 も危險 じて 敛 
道孽務 のま 配 一が は 支が 人が これに 托 b 。 シア 人の 銀行、 大巧 
巧 等は いづれ も閉鑛 した。 


中央 敕府に 

東 化 阳省最 寫會譲 
別項 所がの 如；、 uy ア どま 
恥の 齒 巧に 又もや 暗影を おげ た 
ーグ ビン 化 力を ま 配す る 東 化 四 
省致裔 時局 貧議 け張學 良を の 招 
集の 下 じ 疆艘開 躍， ホなる 大官 
は 張 作 柏、 萬福麟 、湯玉 麟化理 
張景惠 、呂榮 寮、. 于學あ 巧 等 五 
十と をで、 訝議 の內容 は。 シア' 
領事 絕搜查 事件の 善後 措置 K ら 
びじ 露 ま國境 譬衞閱 題を 討議し 
た 上 

一、 掛 露を 渉 案件は これを 中央 
じを して 處 巧す 

ニ、 東ち 鐵遺 沿線に 支那 軍 唆を 
增 細し 巧 沿線の 。シアん、 篆 
をん、 群 入 等の す 良を 子の 嚴 
を 化 締らを 巧 ふ 

一二、 東 化を 地の ロシア 領事 舘を 
取が すか、 又は 支那の 法律 じ 
服を せし むる か いづれ かを 擇 
ぶ 

四、 まがを 體の 力を もつ て 東 支 
鐵 道を 部の 權 巧を 巧 化し 永遠 
の 策を 樹立す 

五， 赤 露 人の まがを 地 遊 歷を禁 
止し 赤化 宣 傅を 巧 化す 
六、 支 邪 人の。 シア 旅 巧を 禁止 
し 留露學 をを 廢 化す 
と、 東支鐵 道が 政收 支を 監督し 
を 線の 馨 備權、 C シア 側 職員 
の 人事 權ぶ 車輛 配給 權 回收卞 
等 諸 巧を 決 證し媽 玉祥氏 討伐に 
ついては 中央を 府 のを ホが ぁつ 
て も勒露 問題 穀 をのた め 露ま國 
境 警備 じを 力 お注ぎ 關內巧 兵は 
過般 平 漢線お 家な モ 面に ぉ 動が 
しめた 砲を 一 旅、 施'' 五十 巧 じど 
Vj め これ 0 上 おを せざる 主 ごし 
この 旨 中央 じ闻 答した 位で をる 
から、 今回の C シア 人手 入れの 
目的 もこれ で巧然 ずる 澤 である 

威海 衙還附 

英 支が 巧涉 着手 

南を 十日 發 == 威 民が 府の 通信 
局が 發を する 所 じ 從れば ィダ タ 
ス孩巧 ランプソン 巧は 八月 頃 じ 
は 南 巧に ホら 威海 衛の 還附 、鹽 
匪 事件 賠 憤の 始未等 じ 閥して 協 
議 す. へく、 をれ 16 領事 截巧制 
度の 廢化や 巧を 通商 條 約の 巧涉 


じ 移る はず。 

債務 履 巧を 

支那に 勸を 

ラモント 巧の お說 
アムステルダム 十日 發 U ァ， 

リカの 財政 家で ある ト 1 マ ス- 
ラ モント 巧は 本日の 國際巧 叢* 
會 でち 服 政 あが 遇 去 じがる 外 蹄 一 
借 鼓の 債務 个履 巧を ホ 難し、，. 
み狀態 じして 繼績 する 限 4 支 抓 
の 巧 興 •し 向て み閱 のが 的 援助 也 
結 尊で ある ピ觀 じ、 舊漬 整理に 


はり 突 米 その他の 償權 者に おし 
てを ぶ。 る 待遇を 輿 ふべ し S 論 
じ、 國氏か W に善處 を信賴 する 
ど 述べ ピレ^ 議長 も 同じく まが 
國： H のな 省 4* 化した。 

鹿を 島 離 ドに 

山海 嘯 襲來 

j 巧漠 あぞ 數出づ 
東京 特電 +|一 民發 n 鹿を 島縣 
化屬 郡內么 I 細が にがて 山つな 
みの 爲 めじ^ 巧者 十 ご 一名を 出 
すの 椿 ホを 节 じた。 

泉 京 (職 合：! 十日 發 ：=：： 内務 堪 
じ 達しむ を 化れば 昨が 鹿を 
島縣 すの 漁村^ ぁらぉ 么滿 がに 
山す ベ b がゎ っ 一て 酣 死者 六ん を 
をじ貧傷者化心^^<、_.ー 巧衛不明五 
人に 達して 居る 一が、 一一 この 爲 めじ 
化】 軒の 家 M は^ 攘 する じ まつ 
たが、 巧 因は おで ホの 豪雨で 山 
: 麓 じ 化 ゆるみが 奎じ 遂に この 椿 
事を 發生 1 たので ある。 

驅逐 艦鑛突 

豐後 海峡 演習 中に 
東 ま 〔聯 を】 十日 發 U 目 F 豐 
一 後 お 峽で擧 巧 中で ある 海軍 演游 
たがて 驅 逐艦绍 巧と 村 雲が 正 街 
衝突を 演じ 一二 名の 將卒は 軍 傷を 
; 蒙らた るら 磁體の 攫】 窜は 極めて 
狸一少 である 旨が 軍 省-はを 表した 
ロンドン 十日 發 n 海軍 演營中 
マ で シ ユ 沿岸の沖で化沒した 
牛 ゲ リスの 潜水艦 玉 ツチ 四十と 
競 (衆 紐 か 一ん) の 所 化は ホ だ 
一^ おおせず、 岡 艦は 五グ 十二 號 
ぞ 衝突の 結 あ化沒 しなので ある 


卡お 東-京 特 一. 電 {紫 焦畔轉 載〕 
闡黑 から 光明 時化 \ へ. 

不景氣 

新內 敵の 化 ザで 圓爲替 银然强 調 

〔十-百) 井上 藤 相は 某 哉 や^ 米 お 傷の 繫 をは 閣民 一般が 
尙は化 上の 不景氣 襲 ホを^ あ t ねぶ 化る か 然し S . 王藏相 時化の 



不意 打 解禁 懸念 じよる 搜 


あ ふ』 云々 ど 言 巧した が 


f 暴蔥 どは 性質が 違 ふ' 么を 凌げば 解 


禁 問題ら 解かされる、 何 i にもせ よが 政狀 態は 巧轉 する もの ご 


を 解禁は ホ 牟中か S 見る もの ぞく 銀 


巧 家 連は 闇黒 的 ボ致氣 たり 光明 的す 读氣 時化に 移 •飞 むご 云っ て 
むる、 尙ほ 新內閣 の.- テ 「ト才 ントを 歓迎 L 海外 裔ご 上海 筋と 
の圓貫 ひご 相俟って 爲替 b 上昇を 續 けて な るが、 み國巧 エ會議 
巧 聯を會 幹部は 政府の 緊 
をして 政府を 激勵 する 望 

郵船 じ 內訂の ル， 

(十二 日) 日本 题 船の 大立 王で 
云 菱に销 立して ゐる淺 I 擦 一 
郎 、勝 困 銀 次郎を 等は タ務社 
長に 劉し 配當四 巧ち 加-申 あ 
でる らしい。 一 

中間から お超し- 

【十二 日】 とち 上旬の 入 I は 化 
變の爲 でを ったが 中旬で お 
超が 豫 期されて ゐ る。 一 

巧 ホ 島 幾み 增加 

門 十二 0 】 と 月 一日の 巧。 高 ニ 
千 S 百 六十 五で 六 千 八 一一 石で 
前年に 比し 十 萬 巧 おでむ るが 
政が は ホ 偕 吊上げを 巧. のを 
だ ご 0 - 

巧 相に 膝 詰 I 判 

( 十-日】 昭 か製娜 '趣 y -」 關し 
松出搞 相は 『ニ 一 ニヶ 巧 研 巧し 
た 上で …. J V ニ 友った (で 山 本 
滿鐵 おを は 膝 詰 巧 おを g めた 


•政 兼を 徵迎 L 近く ステ* - f トメ ントを 
をる り 

洋灰價 維持 撼議 

〔十-日】 政府の 緊縮 政策の た 
め 需要 減々 豫 期され セメント 
巧は 暴を したので を會 社は 巿 
値 維持の ため 協議した。 

瓦斯 祗增資 再考 

門 十一 日】 東京 お斯會 社は 儀 商 
相に 陳謝し 增資閒 題巧考 中で 
ホる a 

下條 巧を 總 裁： 

【十-日】 下 條康磨 氏は 賞 動 厨 
總裁 どなる。 

新 巧 閣員に 賜餐 

〔十-日】 聖上 陛ド じは 十一 

新み 閣 々員 一間を 召させられ 
午餐を 賜 ふた。 

遞信 次官 决定ず 

け 十日】 今 井田 淸徳 氏は 遞信ホ 
をに、 懸を 巧は 攝太廳 接官じ 
を や 州 知事を 騎直常 氏な 祐務 
省管埋 局長に 巧 命され た。 


宗じ 化したら の. いゴ 0 / -- > て 
居る、 豐太 間が 化を 乃を 鬼め て 
タッタ 一二 本々 つた ど 云 ふ' か德川 
時化 じ つて 巧 山 巧へ わ ミけ 化 
•かぶ ホ じ U つた 巧 由に もよ ろう 
が 他 じは 德川あ 御 抱への 鑑 を、 
がの 親元 本 阿 端 なぞが 內 命を 受 
パて 古リの 正を じ 近い テク テク 
の 物を、 を 銘化宗 どし 巧 紙を が 
け、 お 火 名へ 御加增 のが ゥじ供 
した ご 云 ふ 襟 *：♦ 拳 も 巧て 力 おら 
であらう。 正宗は な 同時 化の 記 
錄 じは 何等 書かれて 房ない 巧 化 
に まてを みおた 人 だ、 か柯 にも 
摩 詢个思 誰の 刀应 でぁる、 だか 
ら 明治の 鑑定 大家、 今が 長賛氏 
及びが 一派の 人は 正宗のを 在を 
疑つ て、 巧ち 無論が 一時 沸騰し 
た i . い ある。 

正を 乃鑑 ぶの 喊意即 其 特長の 
細 旨は 愚を が敎 へても よいが こ 
れ じは々 し鼻藥 がいる、 化 稿は 
是 丈け じして 置 < 、終 b じ 云つ 
て眞 くが 驚く かれ 當巿じ 化 本の 
五郞 入道 正を が ぁる 其 中み 本を 
はな 銘化ホ だドシ --- あ. ロる を 
这が ある、 嗚呼 盛んなる 哉 (了) 

ニュー 3 — ク 春秋 

◊愛知 お醫 巧乂學 ではす 術 じ 
がて、 大根 S 棟 じ 太つ わ 脚を 細 
(整形す る こど じが 巧した、 を 
く 近 巧の 若い々 を じは 一大 福音 
である：；：： 東を 特電 十日 發 U 差當 

ら 太い ステ ツキが 細 （なる だけ 

◊ H 本人の 不穩投 餐巧內 山 萬 
み 郞£ いふ 男が 逮捕された、 三 
ユ ョー クじ もこの 禪の卵 モがゥ 
ジ 3 して 居る。 

◊ラモントが 支那 じ 措を の 古 
証文 だけを 藏 つて 返 濟 しないの 
はいけ CVJ 譬吿 、バグ ピンの 支 I 
那 官憲は を 証が を 無視して 巧 支 
鐵道 回收じ 騒いで 居る、 これ 程 
じ 良必が しびれて 巧る ご、 人間 
も强 いもの だ。 

◊ところで， ニユ ヨ—ク にも 

支那 まじ 証文を 連發 して 惜るだ 
け曹 b 、 ず 巧 どして 居る 男 も あ 
るが、 ラモントの やう じを 吿す 
る A はない らしい、 ニユヨ 1 ク I 
と 不思議の 一つ。 

齡 ；諫' 絡々 傳 T 〕 

旧島繁 二君 

處はネ 、あばらの 骨が、 ひご. 
よら 一本 ぞいんだ、 

上 州で、 

長 脇差を 先祖 じした からさ、 
ゴリラ ご 間違ち やい けね い、 

が、 俯の 鼻息は、 

ゴリラ 位 巧き 飛げ す さ、 

尤も 重役が 巧た 時は、 

々しは 鳴 b を 潜める が ホ。 

毛は 少な < なつても、 

骨 だき や-本 ぞいんで い、 

毛が 一二 本も殖 へて ホ もや、 

ゴ ブラは 猿 じが b 下る。 

巧 木 秀茂替 

さて 長々 ミ圓 爲替、 

上 b で b じ氣を 焦がし、 
圃ど店 ごの 板挟み、 

惡戰 、善處 のかな b て、 

を 役の 卵 じ 巢歸ら は、 

をての 覺悟ど 云 ひ 乍ら、 

薄 毛を どうやら わ しられる 思 

ひ、 b 、、 マ、 3 、 

お 隊歡迎 費を わ 十' 產 に、 

巧 ど 日本へ 巧 （わい な。- 


巧 旧 顧閒官 免官 

【十日】 不贼條 め 案で 辞職した 
樞密 顧問 宫內巧 渡な 伯は 化 願 
を官 ごなる 0 

前 閣員 前官 禮遇 

【十日】 前閣 貴け 國巧大 色の 前 
を禮 遇を 賜つ た。 

藏相 民政 黨 入り 

【十日】 菊 相 ホ 上 準么助 氏は お 
な 黛に 乂黨 した。 


名刀ぶ 宗們 

一川 堂考人 

河を お宗も 名物で をる が 維新 
前後に 义 人の 手に入つ て 巧衛不 
明で をる から 之を 擺岀 さんどし 
て 居る 者が 愚 若を 初め 滯化 ある 
化 記事が 先日、 H ホ 時報に おた 
譯か 色々 わ 質驟が 愚を を 煩は し 
て 居る か、 あの 記事は ニつ^ 記 
錄をお 合して 居る 一は 山 巧を 堂 
侯の 傅 記 中 じある 同 侯 御 差 料で 
あつた 河を 正宗が、 長さ ニ 巧 五 
寸 、を 無 お'」 轉び猪 子を 彫りた 
る纔 じ、 へら 糸を 卷き 研ぎ 出し 
たる 碟 、鶴は を 象 巧、 圓じ垣 じ 
敦 をの 藤ら 柄は 黒ぶ 絲 をを き 黒 
蠻較 らご 書いて あるのと 今 i 
つは 別の 記録で、 巧 紋は小 就 巧 
じして 姿 やさしく 小が モ 、雜が 
一見 粟田口 物の かく、 化鐵 肌は 
化必じ 板目；：* らし ど あ ふ、 地鐵 
細が （誠 じ 見事な 6 き、 鋼は ニ 
重繩 、化 じ S つ 化 ミ 如 家 定紋) 
紋乂 、緣頓 赤 銃を 子 地、 を 絞 舞 
鶴、 宗お 作、 目賛 金無垢、 劍を 
龍、 後藤 お眞 作、- 小柄 裏を を惧 
利 加 羅の圖 、後藤 宗 乗の 作、 巧 
裏を 金 お 巧 加 羅ぶ圖 、を 藤乘眞 
の巧稱 は鷹絲 を、 硏ぉ 塗、 柄 
糸 黒を 紫が か 紫纔 涵白錢 、黒色 
經色蠻 箱 入、 紫 組が 紫 縮 細大 狱 
殺 包、 外 箱し ゆん けい 塗、 四を 
I 錠前 か、 ご 云 ふでで わるが、 
化ニつの記錄じはコ ン フ^^^クシ 
3 ンが をな 柯れを 化し ごする か 
刺ら や、 巧ん ごな； たょ b 無い 
威が する、 若し 化 巧が 溝 ニの デ 
スクブ ブ ン n 一ン 通じが 巧し ホ 貸 
な 弗 化 位で 手に入れ じ,」 するど 
時下-萬 圓ど 見て 化 頃の 爲 を 相 
瘍じ 換算して 日本 お 九 千と な セ 
十圆 0 ニ錢 化の 儲が ぁる、 サァ 
大變 だ、 をん じょ •で こらの ガ 9 
ダリ 巫、 腰 辨當で 攘索じ おかけ 
るから 知れない、 ん かし、 歐ホ 
人は 中身 ょらは か裝を 愛する か 
らを 巧を 經た 今頃は、 追 剝じ逢 
つた 殿 棟の 標 をで を こらの 骨 
董 崖を さまょ ふて 屠る だら ぅ。 

巾 身の 鑑 をで 正 萬 程 困難なる 
巧け あるまい 、ナイ なれば 大タ 
數が 無銘で ある 名物 帳の 正宗 ニ 
十九 本の 中で、 たつた 八寸 ニを 
の 不動 正を が巧餘 だけで をる 巧 
化埋 忠銘鑑 、化 溫押形 じ も 大部 
みは 無銘で あるが、 何故なら や 
ご 問 はれても 只 正を は あまら ム 
メィから 銳 ， i . t 巧た なィ ごら 乂じ 
知れる ご 云 ふちで 有つ たらぅ ご 
典よ るょ > 外は ない 义、 、を聲 
の离い ホけ じ僞 物が ほ 河 沙の如 
しで、 をい 化 州 物を 胡麻 化した 
るら の も あれば、 新刀で 水圧 慶 
重、 越 ホ、 或は 出 巧大橡 固路な 
どを 巢で 腐らし 年 巧を なけて 正 
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醒時前 時 寧么義 式の 貴 
午 九間懲 諸^て 料經科 
後が g 切 君 5 信學黨 之 ; 
一 nf じじ 簾 巧ず を醫 
が 午直 治は U 篤瓣 0 
迄 後 療磅 U しじて 
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號 


十七 •巧 五 千 一巧 


雜隸 を 鄕 


【日 確 : il 】 


日 S 十月 A 年 四巧昭 



U 說を (B) 八 時 
日 殖學校 (日) ニ 時 ザ 
■ g 集會 (水〕 八 時 

著采； 時 

I A を. 

お會 

載 箱 

I をお舍 、巧み 食を 
I * 業 周を、 をの 化 
人事の 御巧裝 じな 
じます 0 


診療 

サ前十 時ょ b 十 j 
時、 午後 六帖. 

八 時、 H 礎は 前 巧 
願 上 候 

ドク ト瓜 

山 ロニ 一之 W 


皇室 や 大統領 y 脅かした 

不敬 投書の 犯人 遂に 逮捕 令ろ 

N よ 十 お 歲の巧 山 お 次 郞がシ 了 トル 市て MZ 


と巧五 H 聯を通だ：一 先般来 I ががを の 他巧巧を邊のちカ者じ 


_ な ゥキ八 ソン、 故^— デン グ 
I クー リッ デ 云 人 統領、 な 巧は 
I 大 が瓶フ ー ゲァ氏 その他 巧. い 
一 聖上 陛下 等に 宛て 不化 枯る投 
j 避を I た 犯人 r - 巧て を 乘图巧 
I 巧官 逝は 十數 年に お b ロ 本官 
; 患 ごも 協力して 探を の お柴遂 
I じシ アト ホが で內 山み み郎ど 
I 呼ぶ 本年と 十 お废の 化を をを 
: 逮捕し' 本人*」 近く H 本 じ 送 
- をの K 陆 刑に 處 せられる でぁ 
i らぅと 衞單に 巧した •か、 その 
i を 同地から 炫 手した 詳裙 じょ 
^ れば 

|*前を十数年ホシ ァ ト ル の謎ごし 
一て、 かつ 又 最も 奇怪な 事 かどし 
j て 日米 両圓政 麻が 巧秘冀 じ調杳 
j 中で ぁつた お 書のを を ごしての 

-嫌疑者 が 己 H 午後を 衆國 
i 弦 麻の 探偵 テー ター 巧の 芋で 逮 
I 柿され た、 速 捕 さむた のはを 政 
年 閒じ新 お 縣糸あ 川 巧に 生れた 
^ を 入で 巧 山 街み 郎 {七十 お 誤) ご 
記錄 じを つて 居 4、 巧 人は 十教 
を ホゥ ユラ] 巧め 一 00 五を じ 
- 化み、 化 化を 巧る 侧ら楽 物の 研 
一巧な でを して 盾た 巧で、 この 事 
_ が じがて ネ 朗のピ I アイ 紙の 所 
'おじよ ると 日本 皇ホ 及び ホ國よ 


お パ 辿の 强 巧が をを つて 居た、 
巧 人に 兩國 政府 じよつ て 過去 十 
S ザに ' A つて 搜 索され てち たが 
巧が をん 嫌疑 巧と 目され る もの 


入 統領への 手紙 

正を か、 巧 人 か、 もれは 兎 じ 
巧內山 老人が フ！ グァ！ 巧 じ 
宛て K 强を がの 巧 容ど云 ふの 
■?1左のかきものでぁも0 
合衆齒 大統領 
フ ー ゲァ！ 閣下 
な 巧は 巧 お 短 かい 手紙を 闊下 
じ 送を ます、 な 共は 閣下が こ 
の 夏 太华が 沿岸に お出で じな 
る こ V . を ホ 望し をの 際 化 でら 
は 閣下の かを 戴きます、 一發 
献上：. たします、 をの 譯は化 
巧 平 かの ためで 御座います、 
この 書面は 化 じ 御 見せに なら 
ないや； じ 願います、 でぅ ぞ 
閱 下の 從 順なる 僕 
ォ 9 で _ ン タグ 供樂部 
會員 五ム 


が 逮捕される 巧どぃ ょつ た、 をの 
嫌疑者 ごは 化學 者ど稱 する 一人 
の 日本人 

英語 も よ〜 ゐ やつる ュ— 
內山。 る ものである、 內 山の 逮 


がじ锁 しては、 H 本領 事 おびえ 
國 官憲 VJ も 絡 おの 沈默 をず つて 
おもが、 內 山は を衆國 を 府 のが 
ぷ採偵 ブータ ー 氏の 報吿じ 基き 
昨が クユラ ー 巧 一| 00 五番の 自 
おじが て 當ホ蠻 おわ 採 偵 クレァ 
リ . — 、ラン テスの 兩皮 にょら 逮 
捕され な 七 じ 巧 獄に投 せられる 
所 どなつ たが、 が H 巧獄 じがて 
內 山は 岡 本頌事 义びブ ！\1 氏 
の 面前.- して 巧述に 及ぶ 英文の 手 
紙を お付けられ たが、 をの 筆跡 
は 巧れ も 同！ 人の 手 ごわ ぼしく' 
又 相 當巧义 をょ くす る もの ご 察 
せられた、 碧を は 勿論 色々 の 

日本人の 姓を S ミ 居 
る、 このず 巧の 送られた 宛 あは 
H 本 皇帝 •ク！ リブ デ 前大統領 
フ ー ゲ h — 大統 額、^^ — ^ 前 知 
事、 户 1 h レ 1爲事、 ブ ラ ク ン 
ラン ザス 豁巧哀 、ぶびぶ ドフ ー 
ぶ お 長、 パニック、 セ！ ァリン 

ダ、 n グ ビン 諸 巧、 その他 沿岸 
を 地の 巧 接 ぁるむ は官讓 でを つ 
た、 をれ 等の 手鉱 比すべ て 『お」 
をな つて 脅す 强 が でんる が、 
をれ じは 一つ どして を錢 上の こ 
VJ をを 水せ る ものなない ィ」 を ふ 
こごで ある、 がほ^ 山を 逮捕せ 
る クン アブ！、 ラン ザス 兩採偵 
はを^ 嫌疑者が 微緊 しつ： をく 


の 手紙は 當 いた こどを を認 しじ 
が、 をれ 0 上 詳細に 肯 つて 述べ 
る こ ど 

拒絶した ご 語っ て 居 ム、. 
又 岡 本領 拳は 『自 をは この 事件 
は 未ょ だ 調奄中 じあ るら の だ ご 
丈り しか 言明す る こどが 巧 ホな 
い」' ■'を ひ、 テ； タ ー 氏 も W 樣 
化 化を まも b この 窜 仲の ある 
方面み 關 係は 何事 もを ぶす る こ 
とを 不可能なら しめる』 こ 云つ 
て 居る が、 をの 態 巧から をす る 
に、 內山 はずべ てを 自白す る も 
のど 見て 居る やう じあ はれ こ i 
あるが、 厨 人ん 逮捕に 願した 經 
路 はが 做の 採 偵小說 でもる が、 
をれ 等は 事件の 調 杳進お 上發表 
ずべき 時機- r 。 いご 思 ふ ものが 
みを 故にを じは をの 小說 中に 織 
も 込まぃ る 事 かのう ごきを をを 
し、 時機の 到る 每じ をの 內 がの 
詳細を 發 をず るで もらう 爭 のみ 
を 記して 磯を まつ 事 どす る 

英文の 投書は 十数 年ホ歷 
化 大統領 ゃ 知事、 シァ ト八巧 長 
警察 等に 送られ、 最近の もの ど 
して は五巧ニ十六日 フ. ！ゲ ァ ） 
ホ統 がに、 五 巧 二十と H じは 五 
ド 7 ! ズ沙灌 市長に 强 なの 手紙 
が 送らいて 屠ら、 之れ じ 就いて 
簿 察では' 柯等 危審を 及ぼず 程 
の もので。 く、 謂は ゆるが 人の 
巧爲 として 取調べ も 比較的に ゆ 
る やか じされて 运 たので ある、 
尚 ほが 人の 残 料は 十二 日 よら 
省 手すべく が 释 をは 一巧 弗と 
あら ホ 巧監に 化を 中で ある。 


シベリア 線を 利用ず ろ 

旅客が 逐年に 增加 


袋に 本 お 巧を 巧 おは 蟲巧シ ベ 
リアを 利用す る 旅を が敏 巧した 
結裝 ，を 用に がて 約 S 倒の 腕き 
が 生やる ので、 な 船 會瞄み 歎。 
る 巧 おは 胜大 である ご 殺 じ」 巧 
たが、 を-;; 巧 化に 就て おお よら 
を 巧した 特信 による ど、 略 か 巧 
年 置：： T 頃 シベリア 鐵 道の 述轉が 
常態に て W ホは、 歐洲 、掏 
巧 間 旅を の 之を 利用す る もの 漸！ 
みぞく、 これが ためが 巧が 処 >_ 
の 船を 殺が し 船 巧 社 側は 
の が 锻 を受 く る こ ご >> C ：* つ わ 、 

こ い U - つじ 旅 巧 U 教の规 縮 ど 
旅を S 輕 が じよる もので ホつ て 
酸洲 が 路 、シベリアが 逍の兩 お 
の 削き を柬 巧、 パ 9 — 間の 例に 
.どれば 左の 如く じ。 つて 离 る、 
(船 UH 本邸 船轉讲 おお 船 じよ 
るを 側 じ 所 お 日数 左 删は旅 我.；； 
'槪算 ) 

微船 一二 十 化 n 
一巧 V ; 八 六 Z 二等と 四 一み 
ン V リア 鐵迫 上 ハ H 
一等と 本 凹 門 ニ 巧 おご 化？： 
シぺ yT 級 迫」 よる 旅 巧 中には 
乘 おみ、 お 薄を、 な 料 ニ B 六 
i ^ — プ ^み八脚の剧； 巧をなわ 
•か、 右に よ つても 明らか U る 如 
く、 レべ リア 機ぶ じよる 場を け 
. H なに おいて ニト を 利し、 
巧 用」 おいて 一二 剌 W トーを 巧す る 
: わけで ある、 この お果 ごして 喊 
; 洲リ 化の り 本人に して シベリア 
i お 迫を が W する ものは 昭か巧 年 


一番げ 擊を 蒙る のはみ 歲船會 一社 

四 巧 W 降 左み 如く 著る しき 增加 
扱ら を 巧し 窓、 ぶ 人 じみいで 资 
S 位の タ數を もむ る じ 至つ た。 

歐 .がわ 栋お 巧 
巧 年 ~ 八 占 人 一八と 人 
ニ 年 S 八と S ろ 
一二 年 八 0 八 ホ义八 
これ：.； 反して 船に ょるら のけ 
み 第 じが 少 C 、 今 まこれ を 郵船 
會社 G 横濱 "ン ドン 間が 路 じつ 
いてを る じ、 これ じょる 船を 運 
爲 収入は 逐年 遞媒 の 傾 巧を 示し 
本年 S 巧 ホに 終る ザ 期は 前が 同 
期 じ 比し 巧 十と 方み 千 阳を贼 じ 
これを お ザ 巧 じ 比する も 十六 巧 
一千 曲の 减少を 示 i が糕 でぁる 
がるに 最近 ゎ： 乂藏 をは 經搜節 
破の 目のから 官 をの 波 歐 旅を 計 
算の其 礎を シベリァ 線に おく 恵 
向强 しご 傅 へら r をが、 若し 臀 
朽クる i ... 卞れ だ、 ます , 、船 
食 社」 不利 U が 向を 助長ず る わ 
をれ が ぁる な C . てが を か 伽で 
は义 いじ これを お 巧 駆し、 かく 
の 細き U 列网 •か 岛闕船 ホ 義に進 
みつ-- ある 倾巧 じな-し、 且つ お 
事 研 お符ん 陳情を も 無視す る も 
のどし なおの 轉を礙 ぐる じ ま 
つた。 


グム ゼン 會 社と 提携して をの 快 
速 デイ ゼ八 船を もって ニユ ！ m 
!ク から パナマ 經も橫 潰へ S 十 
日の 急 巧を 船を 就航せ しむる こ 
W 、 なつ わ ことは 盛 報の 如くで 
あるが、 最近 クラ— グ ホス 社 も 
日ぞ 米を 期が 路麗 始を發 表し、 
いづれ ら新ま デイ ゼ .巾 船 をら っ 
て極お方面に進化せんごしつ ー 
あゎ、 太 ホが のがけ 船舶は 旣に 
舊を氣 船 時化を 去ゥ 快速 ディ ゼ 
片船 時化 じ 入れる 觀が ある' が 
る じ 今 闽コー ペンへ 1 ダンの イ 
— スト •アウ ア テイ ッ .ク 巧船魯 
社 もまた、 軍 疆八千 トシ、 速力 
十四 ノットの デイ ゼ i 触 ニ隻を 


建造し、 さらに 四隻を 注文し、 

來 年度 第一 雜の 完成 次第 東が 航 
路じ 配船め 針需 ある 由で あるが 
同社は 刻 慶船资 社 じ 卒先して デ 
ィ ゼ^ 船を 建逛 し、 をの 成 巧を 
實驗せ る會社でわをたけをの活^ 
躍は 浊目 さ' いて 巧る。 

新 义收獲 始まる 

東 ま 特電 十二 U 暖 n 親を 化 獲 
は 高知縣 .トで 始められた。 

ぶ 巧 上旬 賓易高 

を 京 特電 十二 日發 U よ 巧 上 巧 
の贸 巧は 踰出お モ六巧 十四 巧 一二 
千跑 、渝入 五 干 八な 巧 凡で 田、 
差 引 人 超 h 八十 六方 六 千で ある 


筑煎義 醫大會 

豊 旧旭穗 女史 f 弓を 
旧 中旭嶺 攘が泰 

時 R セ 巧 十 ホ 日 {火) 午後 八 時 



巧 S 


を蝴の 快速船 

太平洋 集中 

おがが 路 のず お戰 

バ ー バーお 船を 化が ろキ片 


を だ 


西 五十 セ 下目 一二 一八を V，M •じ ，A 
お 偶 が 巧を 足 一岡 
ロ 米 時 巧 化 
がをお 帮社 

乂媒 巧け 兩が聞 社 皮び を 旅が、 おを じ 
がて 御ボめ ドクい- 尙 ほな 巧贫旗 にて 
も：. な 淵 き まず 0 


察 I 

一 午前 十 時— 一時 - 
) 午後 四時— 八 時 I 
し W 嘛 IH 幡 午前 十 時— 正午 I 
化排巧 急性 怪巧巧 女疾忠 、ぶ i 
腐 病、 化 液横査 i 
M ■化 j タ おの 經 験を 巧し H ネ I 
M 2 - 人 じは 特に 親切 じ治媒 I 

1 け 健康 診 斷こ弗 

ドク ト於 


メイ ゼ戶 


化、 木幡 午後 九 時 1 十一 時 

紐 育 柔道 俱樂部 

南な 下目 一 八を 


r 


.び ロ帖 
此 W’ 加 

T h 


襄巧 主な i 

自 午前 乂韓 =： 十 こ 
自午巧 一時 ns 

火 赌も較 T が n 丄 

は \ キシヤ 1 r 
ン テ^ン ョンク け 

ツクじ お 勤 


時 


」0 巧 10 里 W OGURI Ml 
1ゴ * を呈 h sif ゴ 
ジ 一-童 ミ 穿ち 73 こ量を 10 窒 

もみ 一 ま 午を 九み— 午を^ 一 持 

髮 爱ぞ柔 甲す を 丸 巧 

U 難 午 お 九 時 1 午後 四時 
ド タト^ 小 栗乘ぎ 


診察 時 構 

午？ 時化 ニ 巧 
午後と 時 H 八薛 
愛知 核 學± 

パ： 巖本違 一 

を餘法 亞大を 度び 
ル ダ タン 病院 勤 巧 
U おはが 約 頭上ち 


D 

k 

别も巧 

T1 

T •帥し 

C C 


診察 


午を 一二 時ょ b み 時 
日曜は 前約 相 願 慎 

ド 久トグ 

鳥を 農資 


M ’ n 

測 li 


診察 瞭閲 

午前 化 時 1 十 時 
やを 六 時！ 八裤 

パ：： 小 栗 幹 ごー 

が 育 ホフ ブブ！ 病な 
が 五 おお 晓教巧 

武が コン バラ y " 

婉晚敎 巧 一 


§ •娜 

J L 

1 T 9^ j 

T も 一 

巧 


一部.' 唤 ，准. 

自活 聖書 巧が 正午 
お 翩曾タ と持牢 
お 拜說較 タ八院 
木 逆が お 食 タ八時 
お 語 及び 巧な 

ぞホ 二を 

主 巧 まが 會 又は 
ホ話會 タ八路 

'かる 事 巧 

を 宿 謀、 旅行ち 案 巧 
巧 > 人 事相が が、 巧を 
邦、 み 業 閑を 雜 、巧 巧 
裁键お 授の涛 課を ぶ 
けを 員 度び ホ 食 員の 
便を 計る 


弊 巧は 實質 誠意 逛 速ち 義の 
をに 御 ± 產颇 一式 卸賣 値段 
で. 眼資 致しまず 多 ホに 巧は 
らず御 巧 命 仰 か 下さい 主せ 

◎執 米を 種が 計。 置 時 孰 一 ま 
◎寶巧 貴を 菌 。嚴製 器を 一を 
◎を 確 萬 年 筆。 を 銀製 紛筆 
◎蓄音器。 ン 3! ド 見本 陳巧 
◎寫眞 器。 タイプ ライ々 1 
◎が 切符。 が 念 寫巧姑 絳揣書 


タ： 


! ドゥエ ー 百と 十を 
E 事 館 お 測を めと 0 ち 號ま 

がが 请 

錢が爾 A 

一? 三夏 d ま产产 一. 巧 ニ 
Tel •一} ミ tiandt 巧 3? 迈 芭 


|識 日本人 T 月ち ぁ巧 


養 7 1 st Ave . New さ k 呈 y 


稅關 事務 あ 扱 

wiLtiL . 妥 香が C 戸 

ミ 百ョ 788 ごす 是 d 音- 呈 y 
Tel . B 备 iing - Bi 。 98 爭 S 


C- 

打 

紙 

韶麵 

no 巧 li 
H 化 がー 

Y 北巧啦 I 
A 齡 峰 
R 抓 W 如 
R 巧 t 相 

U 

M 


巧 . 
的 W 

R I 


稅關 事務 

東洋を 地ぶ じを 泄 を 
の敏ぉ入-^1^法じ顆す 
する ~ 切{^'御諮闕じ 
應じ巧 道 雀 船 貨物 運 
貧及ぉ酌^^巧黑手續 
書 等 進呈 卞 。重 耍都 
ボ じ化理 巧を 巧し 誠 
，實 おを 御 ホみ じ應や 

.が驗 取扱 


電氣 、器械 工具 製 巧 
運動具、 な 具、 貴を 屬 
時計、 寫眞 器み 現像 
一^^ム^^ァ ー ^ 

ス チ ザ ォ 

東萍 美術 强馨聲 、ン 

デ ィオ、 ラン グンぶ 
ミ ド額ゲ アキす ムク 
3, ナ —、 モ* タ—修 運 


日本、 ま 那寶玉 製 美 
銜 が、 綠人用 首 錦 其 
化 裝輸ぉ 

闕 島；：：； が 

商 等 美 絕晶樓 鐘、 
首歸 品、 スト 9 V ダ 
日本 赃搜鏡 


洋服 調進 

クリ； ニン ダ、 ダイ 

イング、 修鑄等 一巧 

ミカド 洋服 店 

化 本が 
お 話 ライン ランダ！ 
六 八 一二 0 


門’ 扣 

が， 贈な 

d S HU 

si 

& 剛削 

0 G d 

巳 


鑑船拘 用 建 
齡其食 お 品 
み 洋を雜 貨販賣 
輸 巧入稅 關手續 
證 荷物 運搬な 扱 


遠 藤 小 乃商禽 


课 B ♦田 ♦田 ♦S it _ 


紐 育生 命 巧 隙會駐 


木を 吉 


養 

老 


儒險 


矿. 一 


2 任 3 Kolrkt . i £ 历 5» cr » 日 0 企 C か 

51011 »9 を riist : 2《 w " y ミ JJOily . 
Pho ロ 巧 Wor を 22:8? 

をな ノ方 一一 额 街ケノ 筋^が V 
卸 肖な ノ をぶ ピを 話を » チ 申 
巧 力* 霞* f サイ 


韻 


> 巧 ♦篇 ♦篇 


耳鼻 晒繼 

鼻 あ 整調、 顔の 処 除去 
等 無' 痛 治療 一 

毎 H 午前て 時 11 時 
午後 五 時-^ 時 
日曜 午前て 時--! 一時 

サ ni 年の 經驗ぁ 可 
U お療化 普通り 


鑛踏帖 ん敎换 

ザ 祉 を. タ： S ょ A 
巧 わ 情悚澳 A 

皆 

朝 十 か"', 化 十 

シ卞 9 ブ * ダン シ 

ンゾ 韩範を 校去黨 

h 巧タ沪 


T 寧 

親 巧 

時 
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♦さ 籍分雜 誌 ♦薪 蘭 
縱賛 室を 聞 

執 おを 前 ホ 時ょ ち 午を 五 時を 

纔臂目 本人 爲 


ブヴ— ドクぶ T 1 

憲 f グ V 1 00 セ C 
語 チ！ ク A ioo お 


をき. 米國 .綿ん 
H み 人への 奥 
語敎授 じは ぞ 
年の 缀驗を 有 

す。 一 レダ. ス 

ンと 十五 御 
お H 朝 化 時ょ 
b が 化 時を 巧 
恃 じても をし 
y 躍 H は 一 時 
よ 巧 時を 


尋れ人 

(宮城 縣) 大橋武 雄 (る 因絲) 狭 
原ず 人 (同) 侣伯 儀が^ 魔 島 
縣)中村をニ的覆盛^^ (東 
京 巧) を 巧 武么助 (か聯 
巧 滕是之 あ (が お縣 巧？ ^壽 之 
ま (山 ロ縣) 德 おお 一二郎 一 (熊 
本縣) 西 W 巧 喜 (烏 化醒 ー廳路 
衞 (山 ロ 縣焉甚 苦 (が 叛縣) 
橫田常 ま (か 歌山縣 } 防 一. がま 
(鹿を 島縣) 圃上 俯を (盛が 縣) 
ホ 松 (援龄 縣龜旧 巧藏圭 (熊 
み縣ず 井深 こ 觸岡縣 ニ义识 
巧 次大塚 チダメ (愛 I 綺) 長 
崎德一 を 田 幸 S 餓 (I がボ) 
西 W 源お郎 (を 庫縣) 酪 .一 書 八 
(福 岡縣) ホみ 搜遣前 お I 大學 
學化八 木 郡 平 (鹿 兒島藍 木場 
常義 (靑 な 縣) が ヶお醫 li 郞 
(館ぶ 縣) 西 本文 藏ま岡 I お 
{山 ロ縣) 中が を 雄 (神を： P： 孫) 一 
招 葉明吉 

右の 者に 通 おを 度き 儀 心を 
お 間 本人 若く は 知人ょ^ 現 
化 巧 御 通知 頤上お 一 

紐 育 帝國緩 領邓舘 
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ます。 朝 云 時を 蘭 巧 
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成功の 秘談 

米 國式吳 語を 霞す 寧 
は 成功の 第一義です 
本校には 日本人 お 巧 
じ 慣れれ 摩 任 婦人 お 
顿を 6 懇切 じ 會露骚 
信义 化を 需を お授し 
ょす。 肖曜週 H おじ 
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ま 乎、 御寶 下さい。 

M ち 去 若 4置呂， 114 で 岩 thst. 畳 y. 
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ソルト レ I ホ 郊外で 墜落 惨死 


: な 飛 わ 機て 世與 一二 大陛 橫斷 S . 化擧を 前に n 


-タ 州〕 九日 塔ぃ 


0 1 サン ゼ ルス ニが 化寸る n 本 A 飛 巧 家後糜 '中 ぶ 氏 (州 
閒 のが 巧の 企陶 わして アメリカ 大陸を お 跡 中、 常 地 郊外 あ 巧の 化な じ 唆慾懷 化を 


ソルト レ ー キホ 〔ユ 

ニ お； ♦は 化が 

遂げて 居る こご^ 發兒 されに、 巧が 氏の 懷化 體が懲 見され たのは ユタ 州 ヒバー を 距る化 五 哪のド 
ラ卞 •キヤ ニ オンに して、 には。— サン ゼ八ヌ の 円本が 聞 化が を按 して 去 もと 巧 二日 じ 同地を 出を 
し、 オ ー クラン ドよ bv ノを經 て ソ^ト レー キ がに 到着. をの 翌 9當邮 飛れ 谣を發 して ニュ ー m 
クじ 赴き、 イ •キリスよ b 略 削 大陸、 サキべ" アの 巧が を 横 就して U 本に 達する の途 k この 播啦じ 
をした もので. フ。— トン 普が の热る どころ じ 化る ご 機は 眞逆 巧に。 > て墜 をした ものら しいと 


曾は 準備 じ 忙殺 ク れつ、、 わ b ホ 
る 十五 H 午後 セげ 第二 阿の 協證 
食を 銷 くも C 
地を 籍 接 
横巧贺 とさ 

ホノか A *i ^ H 二十 ニ 


シア ト处 
タコマ 
バンク — 


八 巧 一二 日 

と H 


世 お S 大陸を 虽巧朽 おで 協斷 
の 途上、 別項 所 おの 如く 小幸梭 
死した 邦人が 巧み 後 お 化 志 氏は 
大か縣 の 化身 巧で あるが、 この 
化界 一巧 飛 巧の 基には 

血 ご 涙 じ 滿 もた！ 洛 のぶ 
詰が ある、 媛を した この 豆が 巧 
機は ニ 年 前に ホが した ホ 瞬 練 巧 
艦隊 司 か 永 野が 身中 將が 『凌 あ J 
と 命を した もので、 中將 けを 藤 
がわ ± の 努力に 随 激して 幾千 か 
のをを をが 脚した 泣 ひで ある、 
後 赎が凌 風 玻の製 巧に 酱 した 時 
H は 既に 四 年 どい ふ义 しい 强で 
— サン ゼグ义 じあ 么波邊 巧 ホ 
君 どみ 岡し、 敢て 一般を 共 如ら 


数；：；* る 巧 働に、 巧は 蹈る目 もね 
中に 义宇述 ち 畫お兼 巧で 製 化し 
た 血 ごがの 結晶で あつて、 稍 も 
すり ば 化 力 じ依賴 せんごす る 徒 
樂じ 裁して は 

活敎訓 . であら、 乂 なる 剌 

戟 でも あつじ、 勿論を の 背後に 
は ニ 一二の 熱必 な後踐 おも あつた 
し 現じ 今 凹 S 飛 わじは 燃 細 一切 
を裔附 する 篱でゐ つた タツ ナノ 
フキ ルド お视會 社. し 燃 巧 化 どし 
て 一千 巧を 裤附 した 泣 ひで ある 
が、 をが から 志しを 时じ <-. 5 共 
じ 飛 巧を 誓つ た 渡 邊我夫 氏は 資 
をの 鹏孫 等から を 儀な く 按じ 踏 
化る こど / ■' むら、 先驅 けの 巧を 


醫附を 巧け 贤は 中、 二人の 巧を 一-逝け るを 藤氏 じ讓 b て默 々ご 働 


が 化 信じ かかい 合 ひて、 藍 ぃ3 過 


らタ大 の 敬 思を 拂 はれた 巧 n で 
あつた、-、 の 凌 風號は 去る 七ち 
ニ H 午前 十一 瞬， 戚 激の淚 y 巧 
ベた 的 志 や 少數の 

友人 達 じ 見送られつ iw 

化 カンプ トン 敢巧 場を 化發 ベー 
: 力！ ス フキー 八 ドを 經 て、 一氣 
じ サンフランシスコ じ 娘び、 同 

日 午後 牌 時ォ！ クラン ド 飛 巧 操 
じ 到着、】 泊の 上 SU の 朝 リノ 
おに 飛び、 おら じ エ^コを 經て 
ジ 1 トレ] キじ 到着、 遂 じこの 
不幸を 見る じ まつ レ もので、 當 
地 到着？ 上は 满髓 を解體 ^て歓 
浏に 赴き、。 ン ドンから べ片ブ I 
ン 、モス カウ、 サキべ リアを 經 I 
由して ロ 本 じ 飛ぶべき 晴れの 旅 


ラン 


サン* 

シスコ. 

ロス アン 
ゼ ホス 
バ八 ボア 

コロン 

八バナ 

バ八チ モア 

* 

ニュ^ 

3 ! ク 


十： 


某日 


サ己 a 

ぉ巧十 U 


毛 日 
九 ： a 

十二 日 
ニ 十- 
二 十と H 


マン デ 


十八 H 

で ハ U 

五日 
か 一目 
て 巧 一 H 


ヒ n ニ十り 
ャ A 1 トち 巧ぶ n 
トラ ジク 十二り 

父 島 (二見)： ：= 云 目 
橫須賀 二十よ 日 


十二 日 

二十 四 U 

六日 

二十四日 
と 日 
トと日 
二十 五 H 


■ の 生活に 又つ むこ ごも 化 間 か j 巧を 円 論んで 揖 たもので ある。 



ト！ ネー のが 現で 

スタ— の 受難 時化 

聖 林から 來た上 山 草 人 巧は 語る 


まがが ホんだ 踐も 偉大 ぃ * 性格 
; 佛錢 どが 紙を つけられ、 巧 川 雪 
.洲時 巧を 引繼 いで > ク リーン の 
蛮が；； リ ー ゥッドに 上 山を 人時 
化を をみ 

東洋人 の 威 席映逾 ホ 進出 
を锅 きつ I ゎる 上 山 をん 氏は 旣 
報の かく 去る 十日 午前の 列車で 
を 紐、 一 先づ プレジデント •ホ 
一 ブル じ 投宿、 ならに バレ 1 タ劇 
おその 化巧廉 常設が をが する お 
じ 於て を 米^ 銳主 である ラプォ 

キ ^ — ス •ォツ フユ クムの 人達 ご 
草 人の パ -" ツナ ^ •アツ ビアラ 
ンズ にがて 神々 r 输講 したが、 

I 劇が 進が、 のを 逾 だけに 大歌を 
一 化る を 人 い鸭 々し （契 巧せ やお 
厨小キ 試しの ぶ 化で こみ 小 •幡 n 

から ニ ユジャ ジ—測 ユニォン • 
ヒグの リンコ 瓜ン 劇場に 四 ん、 
ホボ ケン じ ブー ナーズ 兄 お だが 
築した フユ ビアン 劇 巧 削き に S 
H 出演.. 氏 .い 逊 去に 映寫 しじ S 
巧 柿の あ 萬を 


斷片が じ 扱 影した を、 を 
れ 等の 役 じが 裝 した 姿の 草 人が 
巧 客 じあい さつを 述べる こご じ 
なつて 居る、 氏は 語る 『わ 儀で 
をの 映 請ら 巧 部で かな A 上映 さ 
れ じので を 部への お 光は 兼ねて 
の ホ 望でした が、 寸暇を 巧た の 
ご 3 ゼン ト からの 忿笔で 不化敢 
やつて 參 b ました、 ネ = みスク 
9] ン ホは を （ト ー ネーの 黄を 
時化 ど あつて、 今ょ での ナィ レ 
ント •ピ クチ ユアー で 人を を搏 
した 名優が 沒 をず るかと あへ ば 
今まで 舞 寡 裳-」 （ずぶ つて 居た 
無名の俳度が 1 躍ス ターじ；：*る 
菩 V -、 查 く 混池狀 態で ゎ 6 ます 
化て 化來 映な じ絕 逊の權 利を 桓 
つて おに 

名 監督 や カメラマンら 若 
I ぶな は師の 削に 邸が 上 . b ない 
ごいつた やうな 悲智 劇を ホんで 
居まず、 巧が 人の 俳废も 自然を 
のお嚮 をず けて 一寸 巧 詰つ たお 


であむ こごは， 現に。 キシー で 
上映 中で ある 『ビ户 キン ド •ザッ 
ト •力 I テン』 ごい ふ 芝居、 こ 
れ はま 那 人を 中必ィ J ずる ト ー キ 
1 で、 こ' れじ 成功す かば 第二の 
早 川 雪 洲お 現は 疑。 し定ゐ つて 
ま お 入、 円本 人の 俳 媛 達は 隨み 
ど 頭を 階し じ ものです が、 をの 
條 かは 顔が 閱 くて 英語 ご 支が 語 
の 送 音が 流暢でなくて はいけ な 
いとい ふので、 爵 がでは 草 人な 
みの 者を 探せ ど泮ら じ隨か 物色 
しました が 

結局は： の 條俾じ 適 ふ 人 
が。 く、 ま 人を たるま 那 人の お 
がは 第二 ごし、 長卷物 もうん ど 
カット されて 現れた やうな 巧 第 
おも 方 お轉檢 のか 要を 痛切に 感 
じて がか じを 語を 勉强 L て 居 ま 
すがね、 をいでも 昨今 乂人氣 を 
呼んで 居る スツク ，ホ 人、 をの 
外キ * 9 r 、 綠め 曲靈ご 都合 111 
本の トーネ ー じ おました、' ず 巧 

の户 ジナ 火 •アツ ビア ランス 

i 實は氣 が 進んで 居；；： <> いのです 
が、 これは ィロ^から 始める ホ 
ンの 經驗を 横む ためで を 人 本 巧 
の 目的は 化の 方面 じ 躍進ず る こ 
ミ じある のです から、 を- Cv 期待 

されない やう じ 』 ごみつ 

た。 (々ブトは バグ ダットのを 
賊じ プリンみ ごして おおした を 
人) 


練習 艦隊 ……： 

航路 日程 

海軍 監醫 官事 稼 所 後を 
巧 國練巧 艦陳磐 手、 淺跑の 遠 
洋 航路 日 巧 變更じ 就て な不 化が 
ぶが 上 じを おした 述 6 であるが 
をの 後當 化が 軍 監督 {良 单が巧 じ 
照會 S 結 裝巧题 巧を は 左の 如く 
確を した、 が ほが 脊 日本人を を 
が迎 事務所 本が ごして おる が迎 


耐久 飛が じ 

义も 新記錄 

今明日 中に 終る か 
を 中で 燃 抑の お 給を 受けつ 
耐み飛巧 にが事す る こ £ は 昨今 
ァメリカ 飛 わ 巧で 大流 巧の 形で 
あるか、 目す々 ブフ オル ニアが 
の カホ ダ T 1 巿で單 葉 機 アン ゲ 
レノに 乘 じて 飛， りしつ、 ある メ 
ン デが 及 ひ レ 斗ン^ ■ — トの両 飛 
巧 ± はまる 十 一 B 午後 十 時 二十 
九を S 十 秒 (憤 地 時間で 十二 H 
午前 ニが 二十 九を) じは 

飛が 時間 旣に ニな I 二十 I 時閒 
城 巧 距離 一方 八 平哩じ 達し 居 
も 両人は を 動機が 許す 限 b ニ 
'週間で も敢 巧す る W 巧して 居 
る もの i ホ 巧じ疲 勞の模 機で 
をる から 恐らく 今 巧 日中に*」 
着陸ず るら しい 

尙 ほメ！ ン 州の ォ ー チヤ f ド か 
らり ー マへ j 氣の大 飛 巧を 試み 
た アメリカ 飛 巧 ±ゥ キリ アム 及 
び ヤン シ！ の お葉 飛 巧 磯は 不幸 
燃 池か乏 のために スぺ ー キンの 
沿岸に 不時 幕 陸し、 燃 池の お 給 
を まけた なまる 十日 午後 九 時 一 二 
十を 0 的 化 n — ' マに 到着して 民 
衆の 大歡迎 を まけて 居る が、 兩 
飛が ± は絲义 後には テキサス 測 
ダラスよ ろ 巧 畦、 日本 經 おのを 
港横斷 十万 巧の 懸賞 飛れ じ 着手 
する： 2 ずで ある。 

副領事 夫人が 

阿 巧 密輸入 

支那を 化 館 狼 狼 
ァメリカの 證 員が お 外からの 
歸途 、稅關 御を をを じして 强酒 
をを 輸入した こ £ おを 踰 こなら 
大藏 省では を 後 巧る 特權 を廢止 
じ 度んで ゐる巧 今 
今度は 正面から 木 巧 御一^の 外 
を官 夫ん が 阿片を 密輸した 廉 
で國際 的な 事件を 惹起した 
事 化は 過般 サンフランシスコ じ 
な 巧した 支那 副 節 事 夫人の トラ 
ン クから帕偕だ万弗じ4:^んむん 
ごする 阿 巧が 後を され、 支那を 
使は 即刻 HA を 漲を したが 


後に 潜い 黑 幕の 採杳 でが 化は 更 
ら じ馈乂 する 模糕 である。 


ベ 井 オンの 夏據じ 

閉鎖の 命 合 

一時 か 永久 的 か 

本紙 旣 報の 如 {巧 人 貴 港の 多 
いべ キォンの 夏場は 『賭 席』 で 
あるとの 巧 由から 郡 檢事ォ ニ ー 
か 氏は 祠化誉 察-し 閉鎖を をみ し 
たる も 警察 側は 放 巧して 岳る の 
でな 吿趣 b 檢事 昂侧 では 猫 週 i 
曜日 ホが 鎖を 命じ 一二なん 經營 
1 H 者は 吿發 された 爲 めじが 人 斯業 
十四 H 者 も 相 當が擊 を 受けて 居る が閉 
二十 I H 鎖が 一時的が 永久 的 のらので を 
4- 巧 一二 日る かは おがせ 中、 巧. へ 巧# W は 
大ホ じがて 樂觀 して 居る。 

日本 俱樂部 じ 

ii く 

◊筑前 琵琶 曾 ご 云 ふ ものを な 
育 じ 開いた のは 恐ら； まる 义日 
H 本 俱樂部 ま 催の 會 をが 噴 巧で 
ぁらぅ、 演奏を は 橘あ大 敎巧豐 
旧化穗 女を ご 田 中化嶺 媛の 二人 
源 暑 蒸 風宮じ 入る 檢な巧 はを 
つたが、 豫想 W 上に 熱むな 踞ホ 
クが旧 幹 窜の巧 扱けした 郷‘挨 
搂 『田み さんめ 姉 操が 海 帯 ホを 
の 有 馬 君の み 夫人で、 農 旧さん 
が 服 部 海軍 大佐 夫人の 親 ま J ミ 
あつて 藝術 じ緣淺 からぬ 海を 筋 
の紹 かょろ しく あら、 『を嚴 J 其 
もの！ 如き 化嶺 壊が すぐし い 巧 
で 第一 じ巧智 を馬么 をを 後 棚 水 
渡らの 一 敵 『夫れ を 禽 はが だ 選 
み』 の 冒頭から お 鉛を 振る 檢な 
澄む だ聲 、白樂 天の 『轉 軸據銳 
ニ兩聲 、ホ 成 曲調 先 お 情』 げ槪 
が ある。 

◊羽 柴筑前 守の 曉將 が卒 がる 
量を 傲 破し を 馬大鹿 毛に 跨つ 
て 琵琶湖を 渡る 風情 舅 叢 ごして 
觀 るが 如 （『が々 姥抑聲 々が、 
似訴ず ホ不得 志』 j 巧のを 静が 
愛馬め 髮を撫 して 其 偉 巧を みで 
墨 おが 漓天ぁ 十 年 六月 十四 ぉ琵 
琶 湖を 渡る め 一札を 書いて 您然 
阪 本のが： し 歸る優 r やさしを 人 
な 骨 梢が 想 見され る。 

ク あは 地が であるが 語らに < 
ので おを な 『濱 化が J の 一齡法 
麗山豐 旧化穗 女を が 得意の もめ 
らしく シツ 々タ とした 語ら もの 
でぁる、 を 康が巧 巧の 覺悟 をを 
めての 守備 振 6、 あぉ 烏 居 九を 
の 年 巧、 がるな 酒 井 左衛巧 尉が 
権太誕 、盛 お 信 まの 謀 志を 歲る 
所 『贿陋 あ 流水で 灘 、水 おお 溢 
經凝 絶、 凝絕 不湛聲 々歇』 W 妙 
趣が をつ た。 

◊滨 己の 化 壊、 せ 嶺ニ氏 S を 
奏 『橋 辨慶』 は當 巧の 聽 きらの 
化 壊 女史の 辨慶 、旭嶺 壊の 千 お 
ご 意氣投 をし 『大 綻嚼 々お 急 雨 
小を 切々 如な 語、 階々 切々 鉛雜 
彈 、大珠 小 深を 玉 盤、 間 關瞧語 
花 底 潜」 ど 云つ た白樂 天を 地下 
から 喚び 起して や b たい 位-か 
論 リズムのを 調は 一二 ホ 線、 がご 
選む 所な くを げ樂 器の 特徴 C は 
みるが、 淸幾 なぅ もじ 摆か 情 
操を ど らん れて 屑る 巧は 鑑貨じ 
化する。 尤も 筑前 琵琶は 薩摩琵 
琶の 勁拔莊 をなる じ 比し 繊 .棚 多 
調で をる が化穗 女史の 曲調は 可 
な bt * 稱巧に を 化 化されて 话る 
背 一棟に おはれる。 ( - 記を】 
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新を 書籍 販賣 

雜 誌の パ ダク ナン 
バ ー、 を雜誌 類の 
お 注文 等 化て 迅速 
じ 御 化 巧 致します 
何卒 御用 命 願 上げ 
ます。 

奧村 書店 
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を 話 ワトキンス ニ か 0 化— ニ 九 一 0 

.わ 間違 6 むく 新報へ 

が 巧 西 十ぶ T 目 十 二番 十 階 日 
柬 がに がける 巧 字 言論 機關の 

權 威、 吾が 巧 報を 讚まぬ 人な し 

糜吿は 紐 育 新報へ 


本店 朝鮮を 巧 

ま 巧 出 狼 所は 日本 巧 化の 据 お 鄉 巧、 孰が 
滿 測、 支那のを 地 及び 浦 盛巧德 

朝 鱗 銀 巧 觀脊お 張 所 

み國爲 を 一般 銀 巧 業務 猜 々御 巧が じ 取扱 巧 
申 上 候 


内外を、 社 憤、 がま ノ資巧 反ビ巧 
化 取 立^ ま械 巧が ユ御化 おを ン 
マス、 精々 當がヲ 御 巧 用 下 サィ 
㈱ 咖 藤本 ビル 7 日—々— 銀 巧 姉妹を 社 

藤本 證券 會社 

同を I 港 ま 店 
同 羅ー府 出張所 
同 ホ 巧 化理巧 


陶媪號 、雜 貨卸臂 

森が ブうザ ー ス 


日本 鞠斌 器雜貨 

ラム プ卸質 

奈良 貿易商 會 


馨 羅 巧、 を 港 出帆 (ホ ノグ^ 經 あ) 

羅府發 桑港發 

(午 お ニが 化 化) (お 午 出妍) 

天が 化と 巧 十二 日よ 巧 十と 日 
コレア 見と 巧廿 六日と 巧 化 一日 
春巧乂 八巧义 H 八 巧 十四日 
シベリア 乂 八月が 一二 H 八 巧廿 八日 

あシ 了 トル お 帆 (午前 十 時 出帆) 
靜岡乂 と 月 か 六日 
巧演乂 八月 化 H 
一二 岛乂 かち 四日 
が豫 1 化 化 巧 廿 一日 
® 餘教孩 日本 巧 出帆 

療 ぶみ ま 十一 音 
邮茂も A 巧サホ H 
をな も 八月 十日 
▲巧 育 出 赃芭を あが 由 B 本巧货 物がー 巧 ニ 岡 
A 碗 絡 取な 0 巧が じ 欧拥朽 、南 来け 化に 田を お 
お 由ち や洋岸 巧を あ 組を か S おめ 巧 4 乘が切 
巧 篷巧李 御が をに 化 計 ひ 申 上主寸 
A 来 國激遼 切 巧、- 婷さ容 等 も 御が 立に 取 計 ひ 申 
上 生ず 
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▲鄕 里を を 及びを をを (無手 あ 巧)、 か國 
ち巧賣 買、 荷 一巧を 化 組な 立、 信 巧が を 
巧 等 一般 銀 巧 莱お御 保 利に 化 扱 可 化 候 

S 臺灣鑛 巧— お 張 所 

本 巧 奈爲臺 化 • - 
ま庙 東を、 橫媒 、た 波、 神 巧、 上 お、 漢 
P 、 福 州、 厦門、 油 風、 香港、 巧を、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 ママ ラン、 バタ ビヤ、 を 買 
力 か々 ッタ 、偷 致、 其 外臺辩 十四 グ所 ， 

一、 資本を 壹偽阻 (を 額 拂込濟 ) 

一、 横な 金 意 億 おな 五十を 圓 

內化本 支店 = 横濱 (本 巧) 東京 大度 
神 尸 長 略下關 名を 崖 

撥 獲 正金 銀 巧— 支 巧 

ホ阅を まが H を 巧 霜が ホ 巿巧巧 
巧 他を がを 固ま 宰郡ホ ニ 支店 及 n 八 レ 
ス有么 候 


本店 大阪化 潰 五ず 目 
紐 育ま 巧 紐 肯ブ。 — ドク 玉 四十 化を 

懿住お 銀行 

日本 內 {東を 横 潰を をを 巧 都 神 タ 岡 山 
をピ お ノ道腐 島吳柳 井下 ノ賊 
巧 まなす 司、 小 倉' 巧 巧 巧を み 巧 ホ 熊 本 等 
本 威 巧を、 鄕 お 唐を 等は おめ 
て 御 促利迅 まじ 简取あ 可 中 お 


T 辩の巧 刷 ど 精巧な ろ 化 上げ 

崎 日の 迅速 ご 確臂な 校正を 巧 証 

巧 刷は 紐 育 新報へ 


- がを 陶お器 
I ランプ 及びを 

I 太洋贊 易— 會社 

一 支 お ホ おち ボストン 


> V 


日本 郵械會 社 (化ユ を 鐵道會 社) 

化 理巧片 桐 兄弟 廚會 

乘牽 >乘 船 巧 觀並じ 小荷赖 運送 御 樓利じ 取扱 ホし まず 


シアトル ぉ祗 (午前 十 時). 
あら ばま乂 と 月 十六 日 
わらび や 凡 お 巧 ホ 四日 
るん どんか (巧 港 巧 化) 八月- ¥ ■日 
► 一等 巧 资 一を 巧 

化し ばりず か ろん でんみ は 一 五 五 巧 
▼一二 等 日本け 五 置 巧を 室大な 遣を 巧 室 
ザ 抑を 望に おり 一を 割 則化渔 が 巧 あ 巧 お 可 侯 

ロスアンゼルス 巧 帆 (午後 S 時) 
はゎい 化 と 巧 十六 日 
らぷら じか 八 目 十四 U 

► 1 等 横濱ニ 一ニ0 巧 巧 じ わい みま じらを ルぉ巧 
▼巧 巧 I ニ 蜜 日本 巧 五十 か 巧 ▼一二 等 日本け 五十 五 巧 
▼巧 巧羅 が 巧を 車 切 巧寝藥 者 啓 入御 おお 化リ侯 
▼紐 育 線 パナマ 姪 お 0 本 まがお 資 物が 巧 一面 


新入 巧 


昆布 數の子 

チリ タン 雜簿 

ふぐみ 昆布 


桑 山商會 


お. 


ニ. 4 EAST S 害 S 1: N . y . 一 
さ ミ e . Re 巧 nt 2 ニ 3~寅|7 


米 人 靑年廿 八を 

正確なる 判斷 方ご充 をの 貸な 
を 持ち 獲 動的で 信用が 出水る 

萬、 セ！ 术ス マンタは ォ t ガ 

ナィ ザ！ の 力量 あ 5、 信 巧 あ 
る H 本 A 會社お 店の 重役^を 
ごして 又は 化 入部 乃ま販 1¢ 部 
じ 職を 巧た I 、 充 をの 經驗 £ 
殊じ 日本 商品 取引 じ瞄 してな 
巧き 知識を をす。 

目今 就職 中 なれ ども 短 時での 
通吿 じて 都を 出 ホ 得、 レ ツエ 
レンスは 巧 時 じても 提供 4、 
御 都を 宜き時 . V 見て 御 面 欺 下 
されば 參候 します。 

互 . Addison す pond 
岂 8 West 岩 さ S 13 瓦， 

He こ 与！ < 星 


旧 室 及 湯殿、 ス す一. 
ムヒ ，ト其 他 設備 完 
を、 獨 身の ホに も適當 、家 貸 巧 
H 十六 弗 ご 四十す' 巧 

3 ぎュ SUroo 己 yn N . Y . 


ニ 房 吿 

大 遣の 巧 巧 皆々 様 御 揃 益々 御 
機嫌 克く被 爲居愼 段を 賀 上お陳 
巧 夏季 じ 膝し 弊舘ッ ランク 瓜 1 
ム 整理の 都を もがと おじが 數年 
來弊舘 じ 御な 媛の ッ ランク 類は 
ホる 八月 十五 H をに 御 處巧被 成 
でを 所が ま 氏ぶ 巧が 不致 をは 同 
日 R 後 弊舘- しがて I 切责 巧を 稱 
び 申 問 敷 候 

先は 暑中 御 伺を 酿 ねの 巧 b 化 段 
厲吿仕 お 敬白 ’ 

昭か四 年よ 巧 

化 旧旅舘 

養 £ as ニ 置篇 reet 
Tel . S 是 V 沒 an ニ 苗 1 


尋 人廣吿 

熊本縣 阿蘇 挪雜 がが 字 岩 坂 
あ 身 

西 ネ文藏 

をは 大正 立 年が 育ょ 6 故郷 じ 
义 通わ b しま、 其 後の 生死 不 
巧 じがき 本人は タ論御 知らの 
解 方は 下名 迄 御 通 か 下され 度 
御 願 中 候 

- が本リ ホ 
P , 戸 ぎ X タ Arro ちず さを Gal . 




タンク 


約 五な 個の 

クオ •トロ •フ 

をび ス チ） マ！ トランク 六雍お 
十德 、九茹 を 十 仙、 十二 弗 五十 
仙、 少し 許 も 使用した 範類一 弗 
一二 谭 及び お乘 
12 を お xth Ave ., Co こ 雲 si ， NA 


ト 


タンク 


ン 


ブィラ^ — 及 
ィン ゾ< — ベ！ ン 9 ン トランク 忘 

物と 茄五 + 仙 ょら 十二 弗 五十 仙 
望を S ニ 害纪雲 


新 舊內閣 。批 制.」 希望 m 


i 穴 だらけな 

I 外交 Y 刷新 

和製 ケロッグ 生 

外を ご 友 ふを 府の 一部 iZ | 
的 化 事の 成を じ おする H 本人み 
槪 をは！ 股に 不お講 な 巧 コン フ 
1 — ズ して 居る， が 巧當周 者ぶ 
一 想 評する をの 根のを はぬ みに、 
r r 背を の 図 力がない から」 ご 論 
癖が をろ.。 デゐ るから 當向 をは 
- U 本の お 外的 ま 張の 通らな かつ 
I た聲 なじは 必中 罪を 『背後の 國 
一力 J . じ 塗らが けて 巧し い顏 をし 
て 居る。 ヒゥズ 、ケロッグ、 プ 
; リアン、 チヤ ムバレ— ンの 外を 

一 的ぶ 巧を 目して 無條 件に 『背を 
の 固 力』 に歸 する ミは 出 ホまい 
i 貧弱な ィキ シコの 割 米 かを を 見 
I よ、 あ賴な 支那の 對 英米 H 外を 
; を 見よ、 背後の 國 力が ド じ释糟 
一 値 あこ 無 富 劇を おじて 居る か 想 
ザに 過ぐ る ものが あらぅ。 田ト 

素人 外相の かを がを 巧軌 
道を 逸し やぅ ごした のは 當然の 
- ミで あるけれ 共、 最も 重 义な割 
- 支 外 没の 失 故も芳 巧を 化の 如き 
_ 支那 人 U 上じ氣 めな がい U I を 
: 振ら 上げ じ ゴ八フ の 巧を 振ら 下 
一げ るまで し 二十 サを耍 する ご傳 
i へられる 程 H ソシテ 支那 ど 支那 
i 人 どを 知 6 ないて 居る かを 家が 
: 居た ので、 失敗が ミニ マィズ さ 
I れ 曲ら なら じ も 化 付き 掛けた の 
I である。 對 支に 甘よ 對を じせよ 
: 『稅 極の 外を」 i :* で ご 一友 ふ もの 
- U が も 形 も わら 得な かつた。 要 
- する U 曲 中 かを は獨 b 偉ら が b 
I の 範廚を 出ず 反て 列國め 嘲笑を 
; 招き， 彼等の 對日 外を 萍 惟が 下 


b 畢な 日本 典し あし ゴ侮 蔑され 
齒の 化な をを したのは 巧 はれな 
い事贷 である。 巧 內閣の 

外相' は 化な にがては サ ー 
j V ^ ホの 索 人 巧を ど 違 ひ 櫃み官 
僚的舆 ホは なけない じせょ 聊賴 
もしい 智識 ご 經驗ど 刺廟カ どを 
がつ て 居る から r かを J ど 云 ふ 政 
おの】 部門 的 仕事 も 旧 中 巧閲時 
代ょ， 圓 紙に、 を 輔的じ 進搜し 
得る 可能性が める。 ホを 批評 あ 
の稻报 君は 田 中外を ごが 巧 外相 
どの 比 鞍訟を 試みて 結 諭は あ 十 
ホ-, H ホ ど 巧た 操で あるが、 ゴ八 
フ の' ィンデ キャップ 式に 現化英 
米の 外 巧を パァ とし 墨 まの みを 
を ニ ご假を すれば 佛獨は 五、 六 
H 本の おが' 外を は 恐らく 八 か 九 
点 旧 中 じ まつて は' ィン デぶ さじ 
I 二十 ブレ ャァの 最下位で 雜 魚の 
ト 、まじち じ 過ぎない から 予は 
お 十 ホが ホ哪も 
支那 おの r 大差。 し」 を 友 
ふ稻 巧ち の 評價に 抗議を 提 おす 
る 一人で あ も。 予の希 绍は勒 支 
外 巧の 建 直し ピ巧時 じ 英國勞 働 
黨內閣 ごの 最善の 理解を 得る ミ 
對ホ 外を を ジブ''-^ ど緊を じし 
て將 巧米國 をして 自發的 U 歸化 
を 及び 移 氏 法の 改正を 巧は しわ 
るを 運を 藤ぶ する 樣氣永 じ、 繼 
緻 的に 而も 系が 的に 巧 力す る i 
でを る。 所謂み をの お 巧 どか 捷 
利 ごか 云 ふの けな 動 反 搔を產 ま 
や に 自己 の ま張を貫徹す る J で 
なくて はなるまい。 玄人の 梅 巧 
男が 旧 中 男の 如 （化 ユレ メンタ 
リ！ n ! を 無視ず る 答は ない と 
觀て暫 らく 新巧閣 の慑榜 する 外 
を 刷新の 本質 か 巧を 拜 見したい 
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資本を 
拂込お 資本を 
が ホを 


をな 旧 
ホ 千巧圃 
六 モ四巧 萬 曲 


鶴 試 兰が 銀 巧— ミ 巧 

本 巧 まぞ巿 H . 本橋賠 本を 馬 町 お あ 地 一巧 
支 巧 小辑 日本 橋 义の巧 (ぉ 安 横 あ 
を も 接を 都 乂防巧 (火 咳 神 巧 
巧 お 下 測 巧 巧 おね 福 岡投胁 
上お偷 をを 貫 潤 ホ - 
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邮化加 
1 お 

一皆 
0 0 
0 2 


輸出入 爲替 'お 信 送を •化を を’ 旅 巧 信用 狀 
巧 おお 用が 其 姐 一般 お巧莱 

ん 雜智囊 銀な— をな 

鄉里 送金 G 本を 地 無ず 败 巧？ 迅速 化 巧 
本 化預を (を 期 通知 ノニ 柿) 御が 利 化 扱 
本 ま 巧 東京 _( 本は〕 乂 阪神 戸巧彿 
巧な 地を 古 屋小檐 上 お愉致 


夏 瘍向品 特別 賣化 

夏 瘍ぶ賣 向、 ダ] ム 向新 靖 到着 
精々 勉强 御用 命じ 應 じます 
日本 陶破 器雜貨 卸販賣 

爭體巧 木 桃 井 組 

105 !£• 16 th SL N . Y . 

Hel •ぶ uyvesanl 资赛 ■タ 7 

\ I I 

一 

复ー 一場 向 = 新 荷 到着い 

精々 勉强巧 致 候 間 御 引 立願 上 候 
陶 减叢雜 貨卸賣 

章 田商會 

141 巧 iftlh AveJ ZOW York City 

00 r ミ r of 21st wt. Tel • とち nquin 援 9 を巧 91 


一名 J 」 1 
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が ぁつた。 藤 旧 氏は 東京 高等が 
楽學校 出身を で 化 年 I ニ 井 物を 社 
員 わら、 席を 名を 社が 輸出 部を 
設けた る際聘 せられて 入社し 爾 
後馈 米を 地 支店 在勸 、當 化ま庙 
長 ごして け 雷き を 生み 輸入 巧を 
になし 日本 協會目 本お樂 が* .H 
本人 會 々員 父は 役員と して 盡巧 
する 所 ぁ b 一昨を 歸朝後 社を 辞 
して 悠 々自適し つ i わつ たが、 
資性 擊實溫 厚 同胞 化會じ 敬愛 さ 
れた紳 - H でぁる。 享年 六十 四歲 

那須博 ± 歡迎會 

太が 洋關係 會講米 瞬を 員會ま 
催の 下 じ 目下 巧が 中で わる 那巧 
階が ± を 招待し 來る 十六 リ 午後 
j 時 ホ テ。 •リッ ブ n 本 室 じが 
て 歓迎 會を 催し 那須傅 ± は靈じ 
ゥキか バァ 隱± の 辞 巧に 化り' !' 
時 委員を-こ なつた 井上準之助 氏 
立案の 大要を 報吿 しボプ トンの 
委 M P 1 ランド •ボィ ドン 氏々 
答辞を 陳 ベる もで 當 日の 司會を 
リ米國 側 委員を ジエ n 5 •デ 

•クジ^ン を である® 


藉 醫大會 


豐田 姬穗 女を をび 田 ホ 化嶺壤 
演奏 S 筑前藉 琶大會 はを 志を 企 
兩 新聞社 後援の 下に 開く iw な 
つた。 旣に H 本俱樂 部で 噴々 た 
ち 好評を 博した i どて 夏季 ごは 
吉へタ 數の聽 を ぁるべく 豫 おさ 
れて 居る。 場所は 両 五十と 了 目 
Y *M •じ 1 •時 H は 十六 H 午後 
八 時、 入 纔巧一 弗 均一。 當巧化 
穗女 あに 「を ± の 本懐」 を 演奏す 
る豫 をで あら 向 ほ 情 ホ じ 富いだ 
曲目のを 奏も をる 壁。 


水 津彌吉 巧 渡英 

本年 初夏 渡米 W ホを 地方 並に 
を 店を 視察した 橫潑 お金 銀 巧 お 
締巧水 津彌ま 氏は 會計檢 杏 人が 
脚 菊 一二 巧 同伴 十五 日 巧 半 出帆べ 
レン ダリア 号 じて 渡窠 し、 偷敦 
漢堡 、里 昂をミ 店を 巡視し 印度 
を 經由ホ 年 一巧 歸戟の 豫定。 


ふ柳津 大佐 隆巧 

前紐脊 陸軍 事務所 長 砲兵 大佐 
ホ 柳 潍ぉ藏 氏は 歸朝後 陸軍 造を 
廠 東京 工廠を じ 榮轉し 今日に 及 
ベる が 愈々 本 月 ホを W て 陸軍 少 
游じ陋 巧ず ベく 岡 時に 現職よ b 
他へ 榮轉 すべし ど 云 ふ。 


原 田 助 博 ±來 紐 

な 前 闷志社 大學總 長で あら 現 
じ-ヮキ 大學 の敎授 である 巧 旧 
肋 博 ± はネ巧 政が の 急 命じ 化ら 
今夏 ゼネ ダァに 摧す勵 際を 育を 
絡の 化 おじ 巧 かされた のでと 巧 
の マ n 。 城で お發 .あく 當 
化に 求が し兩 S 日滯 だの 上 任地 
じ 赴く はづ 0 


佛必會 法話 例會 

が 巧 佛也巧 次回な 話を は ホる 
十 お 日 午が と 辟 ザよ b 巧 本お樂 
部 じがて 開 わるべ （佐々 木 指 巧 
師當 巧の 話題を 『巧 空 非 巧』 ご 
云 ふ。 


致が 証券 代表 更迭 


市 巧 ブ。！ ドゥで！ な 二十を 
が 村 証券 巧ま會 社は 前年 高 巧 吾 
一氏 來紐 開設の 緖じ 就い じので 
あるが 同氏は をく 歸 朝の かじ 接 
したので 後 巧 支 巧 長 ごして 質 志 
T 氏が 巧 命され た 旨 十り 化を な 
て發 表した。 


な 人が 人 


♦义米 又藏氏 おを 名 食 社が 育 
ま 巧 長、 黛 氏 ご あを 去る 十日 出 
疑 巧 巧 シャト 分 出帆の ホら ば ま 
化に て歸 朝。 

•村 ホが 固 氏な 村 組 相談役、 
ホ 人同俾 去る 十 B マゥント •ネ 
ネヲ 地方に 避暑 九 巧 初な 歸 が。 
♦中 山 武夫 巧歸朝 中の 森 村 組 
取締役、 天 巧 かじて を渚經 ホ 十 
n 午前 歸 巧。 

•か 氣を雄 巧 おがた 弟 商會意 
医 部員、 中 山 取締役 ど 岡 巧水嶋 
ロ歸 紐。 

♦中島 重 雄 氏 巧 中 商曾械 育ま 
店を、 まる 十 H お 化 マジ K スチ 
ック号 じて 渡英 歐洲 經由歸 朝。. 
•吉居 悅碳氏 醫學稱 ± 、前 遇 
週 未 ょら 举府じ おきつ、 あるが 
明 U 歸 がの 當。 

• ボ川祥 ホ 氏が 育巧膊 物舘囑 
託、 去る 义 日華 府 ib 歸 が。 

参 大柴文 雄 巧 米 澤巧エ 敎授、 
去る 九日 着 紐 十と H 西 行 歸锁。 
♦石橋 松 藏氏モ 葉醫巧 大學あ 
授 、同上 八 巧 一二 十一 目 南米へ 向 
け 出發の 由。 

•中 川 幸 太 郞巧福 島 縣丈木 課 
を、 去る 化 n 着 紐乂巧 二十と 日 
歐洲經 由 歸戟。 


曜說敎 


♦紐 育 n 本人 敎食 
『信 抑を 巧の 一般 巧必 得』 

淸 水が 師 

♦を 嘗敎 修道 會 
『桃源を 索ね て』 椿 牧師 
♦ H 本人 美な 敎會 
『巧始 お督敎 どが 背 致』 

商 橋虔氏 


巧 胸ス ペシ タル 


蓄音機 レコ.— ド 

巧 山 到着 


森 下 俊紀傅 ± 

エー八 大學醫 學部細 茜が 硏究 I 
宝に がて まごして 結が 衛の 培養 
と 結核 じ おする 治療 巧.‘ 一を 硏 を- 
し つ、 ぁ b しを 京が 大醫學 部 ぉ I 
身の が 下 俊が 階 十は 結 お 歯 じ 化 I 
され 化 膜 炎に 罹-' 同大 舉 病院 じ I 
がて 加 奪 中 藥巧巧 ぃムく 遂に 去る 
ご； 円を 逝した。 英字 紙は 『第二 

! t £ V LI ,cp 


パ 桐 巧 弟簡會 


綺應な 巧し い 小 締ま 
b した 部属、 躲 殿に 

の 野 ロ お化愧 十、 人衙の 巧め じ！ 巧し 昇降機 附 、を 人家 庭 
j 踞 る，！！ ご 報じ 萊ザ にして 逝い じ i 3 rs , N . Thoi , 是 .這 
j 階 十. を 悼む で. 居る。 i だ 8 WJ 0 害 F pf |呈 ニ 310 




I 賊 01 本 ドす イダ！ ツ蘭會 


日ず 陶破 黑羅貨 類卸賣 

ザ 元ブう ザ！ ス 


池 - 遊ンテ ホが/御金 八 

1^. I 円本 內地ノ を、 甜債 、株式へ 
卽 >： - 御な 資下 サィ！ 

.齡 ^ i i 御手 持 證券 ノ燥管 こ 

'が 呵バ I をを ナ 弊店 ノ 『保護 類リ』 ブ 
削ん 诚 1 御 利用 下 サィ！ 

& > 柳 cS ; 投資 ノ御 相談 ハ 是非 弊 おへ 


、 


B 

T 


戰村 證券 株式 會社 

紐 育 出張所 

資 みを 壹 千萬圓 
本が 大阪 ホ银區 をた 巧 一二 了 目 


を 

鄭 


を 

- 

干 

西 

と 

-4— 

H 

號 


東京 巿の區 劃整埋 一段落 

着手 後 韦が經 贊約八 億 五 千ガ圓 


が 巧 お 巧が 技 就な ご 共に ホ 政 
の 難局—- をな、 が ホに 辞 巧 W 後 
堀 かが ボ長 就任まで がな め 酶が 
一を R 巧 L じ々 壯氣銳 G 船 田 中 氏 
•じが 通 おみ 遊を 志し 义ホ许 沿岸 
:を經 もして が 巧のを ごな b 内務 
.あな おお 述 築が 技術 課 按お滕 巧 
一助 氏 ど 共に マ々 ルビンに 投宿 中 
;で、 今明^中ボ ス ト ン 地カをお 
遊し おらに 華 施頓を 訪問 十八 = 

^ がが の 上、 十 化 ロ ホ 化の む 盛 線 
:ォ リム ビックみ じて 渡英す る 答 
であろ が、 曾 姑の 記者に 辯 I 雨 
.氏は 巧々 巧る。 

个个个 

一 来 京 ホの が 興 事業 中 巧 難 ど さ 
I れて おじ 卽劇 整理 もな 興：？' こが 
I 當厨 者との 協力に 化 b 最近 一段 
一を を吿 ぐるに まつじので ホら ま 
I ォ 。な 後滕 伯の 招聘 じが b て ホ 
がせる べャ ァド 巧 十： の 怠 見を が 
^ れ大が模め都巧計齋を樹て ゎの 
一 で わ な ま C 漠災お を ょ b とが 
i 計 逝に 化き 巧 八惚お 千で 川の 巨 
.费 を上算 した 丈け もつ て おげ 第 
ニ ご巧稱 しても 菜 支。 いど 信 や 
一る 巧で あ b ます。 お あ。 巧 巧の 
惡逍 化*^ ホ 迸^ コンク V — トを 
用 ひがな ゴア X フォ^トを 巧 ゆ 
る 力 針で 徐 々じな 善 さいて 化/、 
當 で^らます。 



个 个. 

巧 長を 選 間 题じ關 し 自治 巧の 
賞 際に 通 やる 船 旧 氏は 寧ろ コン 
チー ゲ子ブ ィブの な 見を 愼 抱し 
居な 『 U 本の 國は 性に 鑑み 直つ 
自治 巧 ものに 對 する 觀 を-し 顧み 
現が の 如きを 衝巧巧 < は ホ會議 
員 中 ょら 選出す る ホ 法が 妥當で 
ある 梭に思 はれます」 ど 語ら 一を 
ら ：，： 市な じを 嗦 する 小姑の 多、 
を 嘴ち 悄臀 攀緣か 弊を 指摘し 
て か 政な をの 急務を 論じ 碑 じて 
巧お閒 がに 及び 『揖 ロさん が 首 
相 ど藏相 V - を 兼 ほ！ ないで 利か 
の氣の 井上さん に赚 かの 椅子を 
提供した； が將 ホ問內 の不統 
を 現 おする に ミり はしない かご 
云 ふ 主ト疆 います。 しかし 新內 
閣の 人が 施 ひは 中み がゎ b ませ 
ん」 ご 政ぶ 留の 長老 元 田 翁の が 
猫で ある 船 曲 巧は 詔つ じ。 氏は 
ホ 年 ニ 巧の 總選擧 を 見越—) て歸 
朝後鄉 おお 木縣 第一 臨から 故界 
ド 巧 あする もで ある。 

巧を X 前 支 化を 

藤 旧 氏 長逝 

巧を ち 曾 化 前 紐 巧 だ 庙按が 出 
鈍 之 W 化け 去 巧 未 日腦お 化の 爲 
め萊巧 府下が 巧 郎拍込 村 n 邸に 
がて 突が & 逝 せら 旨 當化じ 入信 
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東支鐵 道の 回收で . 

1 露 支の 國交 U 風前の 燈 火. 

h 最後通牒は 發 したが 結爲 ロシアの 敗 かぃ 

モス カウに 漲る 戰時 的氣み 

東京巧電十六日發： ^ 巧悠 。 シ アあおは柬支鐵道の回收閒題で励£|^政巧じ最後通牒をおしたの 
で ホ斯お t? 戰 がおかで ぁるが、 奉 天の 張 學良お 軍 もがて 載 巧を 巧せ， ^ ご 討 A じ 瞬境附 巧に 酷 兵し 
(I わるら . ちを 权巧 じ * 」 巧 狼 棋の色 ぁ 6 、 巧る 十八 n 頃ょ b 圓^な 解 巧 策 じ 就て を 渉に 入る で 
ぁらぅが、 巧巧故府は巧露间答 ^ 延がし ^’ 、東そ锁おの附屬圖書^^、 +化瞥巧局等を巧收したが 
おお戰ずをがま " 。 シアの化將入らかとの観測が ^^^. はれて居も、 な府どしては時機が窮迫せねば 
中 ホ 態 巧を 持し 个卞 がま 萬に 進い ベく 明 B の 觸满じ 本 間 題が * H 精 -r^ れる こご！ なつて 居る が、 東 
巧 H 日 轿陆， J A 事件に 就て 『化國 . 」 を ‘ する 赤化な 傳は僧 わべき で ^ るが、 ミ 邪の 巧爲は をれ 巧 上 
こ拽 給％ ホ 惡 でぁる」 ご 述べ ' あを 朗 H 辄 聞は 『装 力 巧 爲ぉ續 け *!^ ならち 那は 却て 第二の。 シア 
VJ される で わらぅ」 と 論じ -.* 居る。 . I 

モス カウ 十五 日を = モス ヵゥけ 今や 戲時氣 分じ満 も、 本日 勞 總 同盟は 駭十 万人のを 働お大 
7 巧を 懼 して 『化 描洲の 支がず 闕を 葬れ』 ご 高 朝し 巧 ホ じない 蕊張 しじ 氣 をを 見せて おる。 

ま 京 【ぉを】 十五 日韓 ==-’ 衙 をょ b 達しむ 報道に のれば 南 巧み おは n シアの 最後通牒 はす 隅 じ 
^ 巧して を々 巧 支 錫を を M 化し 人 貴を が 混し つ、 あを が、 ウラ ジオ- (トツ ク では 數 巧の 驚 働 者々 ま 
那 媒頒樂 おを • な 齒 してみ 戚巧 巧した 上を 石し- ンチ ユリな 化 ロ 本 事 がら 建した を電じ 巧れ ぶ 暴 
互刮を -^ 到窝しじ ：：一 : 本人旅をけ セ q ム ヌ 々 ャ の連絲點で數巧の 1||| 衛軍が露ま閣境じぉ動しっ 5 ぁ 


i S こごに て- 


ウラ ジオけ も 列を は 支那 官憲：」 化 b て 停 おさ， 

無 建 階級 者 奮起し 

ロシアの 態度 急變 ^ 


モス カウ 十四 a を ( 踰 を ) n 

東 支鐵逍 のが 化に 瞄聯し 勞農ロ 
シア 政府は 蛙 0 シア ま 撕化理 を 
化に 對し タラ ン 巧よ b 

最後通牒 を 昨夕 手 波し 

た 巧 今朝 公式に あおを をた、 通 
震は 餓么 いんぎんを 秘めた ロ 誠 
でぁる もの i をの 巢 じな 斷 乎た 
るみ むを 示—) て 居る、 郞も •シ 
ア政 おは 今 じ して この 事 化の 解 
みを 見ざる 限 b 『勞農 C シア 共 
化 動が 帖つ 法现 的權剌 をが 護す 
.へ' く 化の 手段に 訴 ふるの かは。 
い』 ご斷 じて 支那を 巧け を 111U 
一 0 巧に ホ か 的 ホ 段 じめ る 解 化の 
^ 協賛を ホめ、' 且つ 『支那 か 過去 
數凹 じぶ b て 示した 裝カ 的な 巧 
爲 はこめ 際な び』 n シアを がぶ 
ま 服 どの 諸 懸案 にがてを 渉じ乂 
るべき 所がで わる 旨を 述べ、 こ 
れが 巧が の條 がごして 目す 支那 
官患 じあ b て監凝 中で あるり ン 
r 人を 哪刻釋 放し、 ぞ 那官遙 •か 
をした 一切の 

不法 命令 器し を 主 ぉ 

' して 居る、 勞農 P シアが 推 示し 
む條 かは 左の かし、 

〔一】 兩 勘け 廉ち お 道に 齢し 
. た 一が の 事件を 解决 すべ （な 
- じ曾講 をな 集 — る。 

一二】 ま那官 恋は 柬支搜 道 旨 
ピ资 し；：！ ホ 法。 る 一 嘲め か々 
を 抑を が 消 マ ものと ィ。 

ご ニ】 ぶ 抓を 激はあ 去 じがて 
吿 後し r. ..'. こ シア ボ民 レ '- 商 ^ 
じ 巧 化し W 時 r 今を 0 シア 市 
お 巧を 巧 做' しおての 吿 が 巧 動 
をが さ 中 . 

而 して 巧し 相を ぶび ホ 天 玫府じ 
してが 一二 H な內 じを の 化 仲を を 
む； .'* い 限 6 つ お乂 。る お果』 を 
巧を すべし ご 巧 萬した、 化 ホ こ 


の 事 仲に 關聯し n ンアの 輿論は 

案外を 靜 ト * る 態度に 也 

んで おた じ も關ら や、 政府が 
變 して 强 硬なる 最後 通 濃を 發木 I 

らじま b しが R は シベリアょ i 了 
類々 どして 達する 精 敬は 支搬畳 
患の す 巧 巧爲を 巧へ つ i ぁる 
め勞慟 組を U を 化 じて 重要.'. 

巧 謹を 通過して 『巧 農 C 
權 利を 保護し 不法なる 壓 迫を I 
ベぐ 强 がむ る 手 斑』 の 解 化|を 
ま 張し、 な府の 機熙紙 ィマ y ス 
チア 紙は 千 化な 廿 四を W ホ か 露 
ま國 をのが 過を 叙して 『な 一一 す 
る じ も お 度 あ 6』 ど 論し 『JI ス 
々ゥ勞 働 新聞』 の おき も 產 
階級 3 軍 力を 動員して この 曲^ 迫 
を 斥け、 政府は 强硬キ 段を 联る 
じ禱路 する 勿れと 論じて 居 一で 
上海 特電 十四日 發 〔ニユ す— 
々•タ 井 ムス お】 n 東ち 簿^ 事 
件に 醜して 傅 へらる i 所-, 一が い 
ば 南を 政府は 今圓の 事件 Ilf 

查が關 係 もな く纷 がせ 


3 た- 

ざを 所 じて 奉 天の 張學 良ら この 
策動を からず、 事 かを 化 組んだ 
ものは 化滿 一部の 策 ± であると 
云 はれて 居る、 尤も 支那 側が 東 
を鐵 道の 网收を ホめ つょ ある こ 
とは 蔽ふ 巧らざる 事實 でを るが 
同時 じ ロシア 側 どしても モ九百 
廿四 年の 露 ま鐵道 協定、 就中を 
慟 貴を 露 ま 均等に ずる' 一 どを 履 
巧し 居ら 中、 一^ ビンから 達し 
た 情報 じ 巧れば。 シア 政府は 本 
事が の圓滿 なる 解かを 期し 化を 
派遣の 意を ある 旨 通牒した ごの 
i でを るが、 支那 側は S 個旅圓 
のをを 配置して 鐵 道を 始め ごし 
て國境 線の 警備を 嚴重 どしっ： 
る^^ん i 

旣じ國 外 追放を を じら 

れ た。 シア 人は 八十 人に 達し 彼 
等の 後任と しては 反勞農 系の。 
シア 人が 東支錢 道の ま 配 じな じ 
つ-^ あるが、 日本よ b の 報 
れば H 本を を どして 怯 勿論 今 
回の 閱 題に 就て は 風满解 ホを 期 
して 嚴正 申立を 巧るべき も 若し 
目 本の 滿洲 じがる 利權を 侵害 さ 
る i が 如き 漠 をは 直 もじ 斷 乎た 
る 處置じ 及ぶ でを らう。 


民政 黨の 有志が 

議會 即行 决議 

. 商工 曾議 所がが 得满 引下げ 蓬 動 
秋には/犬 業者 輩 お 懸念 さろ 

ま 京 特電 十六 日 お == j = 民を 黨 のち 忍は 本日 會 をの おおな 府は 
ホるべき 證食じ 於て は タ數黨 内閣で ある こごを 充 をに 覺 保し 徒 
らじ 政略を 弄せ や、 を P 巧黨 じして な對の 形勢が 濃 摩で あるな 
ら ぶ 摩ろ 幾 會が集 どせ/- レが 散し 繪幾擧 をな すべく 華備 せょ ど ホ 
議 し、 间 時に おか 黨み 巧め ま 巧で あち 義務 敎育醫 の 國庫負 磨た 
實拱 する やぅ 申を だ!； i が、 東を 巧 エ禽議 巧で ニが 上礙 柏の 紫 縮 
を 策は 單に銀 巧が のみを 中 也 ごした 片務的 K もので をる ど种し 
所 槐稅の 引 トげ逆 じ 着手し じが、 この 緊縮 政策の 爲 めじ； 一の 
秋 やを には 失業を がを 出して を あ。 ら ぬ社會 問題を 惹起ず で 
をら うご 懸 なされて 居る、 尙ほ 無所處 派の 居 頭で ある 尾 崎け 雄 
氏は お ロ 首相の 巧 巧 ごして 鈴 木 翰 辰の 訪 間を まけた を热 つて 曰 


第 •化 回が ホ 盎 

目 本人 庭球 爭覇戰 

期日 八 巧 一二 日 (±耀} ょり 
瘍所 B 本 庭球 俱樂部 n— ト 

( ニ 阿 ホ 八 了 目ごゾ 。ドウ H イ ) . I 

入會金 ニ 弗 f 中 込 ど 同 略 じ 送附の 事)' ! 

締切 と 巧 二十 六日 (金曜) 

(申 这兽 じは 姓名々 びメ八 アドレス 明記の 事) 

申を 所 紐 育 新報 祉 - 
賞盃 がか カツ ブ I 
副賞 紐 育 新報 社 寄贈 賞晶 

庭球 巧を 家 諸 十-の 揃つ て 巧 巧 せられん 事を ホ留 しまず 

主催 日本 庭球 俱樂部 I 
後援 紐 育 新報 社 I 


異な h 顔が 長いのを 一奇 どす ベ 
0 

◊男女 孩 盤の 色々、 口車に 乘 
j る 旧 令娘、 おへ 帆 かける か、 巧 
をナ マコ じする々 優、 時に 膝を 
つぶす 後 あ、 太い こごを する 魔 
女、 ロで 下駄を は < 巧 人。 

◊日米 紙 机 h の 塵 子に 吿 ぐ、 
巧る ものを おまず、 去る ものを 
追は の 春 お 子は、 今. をら 「投書」 
ど 匙げ を 張ら、 印刷物 間 題なん 
わで 『敢 て』 肇戰を 張っ た覺な 
しご あれば、 『敢 て』 追び もせ や 
一層 今後は 『机上 投書 紙屑の 塵 J 
ごで もな 名し のて 責任を 豫め解 
除して はいか e じ淚 や。 

禪 JI 褲 々傅す'! 

巧 山淸君 

俺は 小柄 だって、 

ブ ホフは すらら ごして 屠る、 
ブ ネフ、 ブキフ 、ワキ フ、 
ツラ >、 マイ • ブキフ 0 

備は 小柄 だって、 

ミ 那育 もの 赡ッ ぶは おい、 

シグ ク パットを 冠つ たら、 
少しは 格好ち ごれ るんだ 0 

俺は 小辆 だって、 

ロマンスは ぅんと ある 0 

噓ご 思へ ば 死んで から、 

俯の 秘密 箱を 闢 けて 廷 ろ、 
女房 も 知らない 色 ざんげ、 
粹な 横文字で 書いて ある。 

マイ •ラキ フ •ぶ ンド • ス々 

ンダ瓜 ズ！、 

ツク 、•マイ， ブキブ 0 

鄕 敏為 

ごぅ、 びん ご 呼んだ 一つて、 
ナヤ ップ スキの 名と 間違へ ち 
やい けね い、 . 

■•"ホの パ 3 ゃ 磨— を かけ、 

赤い 夕陽の 滿湘 で、 

長 嗔を許 皆 傅の、 

剛敏ニ 乃 流の 達人 だ。 

張作霖 だって、 

あの こだつ て、 

俺の ニ 乃に や 適は ねい、 

話が をるなら 遣つ て ホな。 


彼を 笑は し 彼を 怒らしね もので 
^ もつ た、 彼を 賞め る 時で も 彼は 
ある 程度まで 我慢を して 居る も 
の i、 それが L ウ こく なれば 怒 
鳴る ごい ふ 風で、 彼は 自 をの 作 
晶ょ b も、 寧ろ 彼が 手入れす る 
庭園を 賞め て 賞 ふ； を 喜ぶ ごい 
ふ 人で あつた。 

◊彼の 眞 實じ對 する 情 叙 v> 銳 
い 感ずを は、 藝術 V, いム 物の 前 
じ 其め 取扱 ふ もの じ 向て 巌然た 
る 瞳 別を 樹 てた、 彼の 藝巧 至上 
ま義 は、 ネ じがても モ K 々ゥ藝 
術 座の ホ 命 £ する 巧で ある。 

◊彼 ご 當時藝 術 座の スタ！ で 
あつた ォ グダの 戀 が、 遂に 結 巧 
W なつた のは 巧ぬ S 年 前の こ ミ 
であつ たが、 をれ は 彼 じご b て' 
はいがに も 淋しい 結婚で あつな 
ォがボ は藝術 座の 化 事 じたし < 
彼は ヤ八タ じ 病を 養 ふとい ふ 風 
で， 二人が 相 語る 日は 極めて 少 
な < 、健康の い、 日 •し セス カク 
で 愛 ま ご を ふの が、 晚年彼 じご 
ら ては 唯一の 袋し みで あつた、 
殘 された オグゲ は 巧 年を 術 座 ご 
共に 當化 へら ホら、 今尙ほ 健な 
でを るり 


< 『この 難が 巧打銷 じは 演 ロを 
け最趟 巧で ある、 臨時 證曾 召を 
は 無用、 を 解禁には 决 死の 覺悟 
が必 巧で ある』 云々。 


出 東は 乎穩 


芳澤 謙吉氏 語る 

化伞 十四日 發 n 註ち： 3 本を 慷 
芳 澤謙杳 氏は 南京ょ 6 靑島じ お 
き 山 東 省. 一帶を 巡視し、 問題の 
濟南府 にも 立 あつむ 上 本 H 久し 
ぶ b じ 化 平へ 歸 つたが、 巧は 大 
連 じ 於て は U 本人の お 力 者 ど 偽 
議 したが、 巧 山萊省 じがる ま 
那 官憲の 施を ぶ b _： 満足し 外國 
人の 生を が 產ら 巧み じ 保 謹 さわ 
て 居る ご 語つ わが、 山 東 省の 外 
人 等は 物品 新 課 おに 就て を 使に 
抗證 しつ i ある もを 巧は 巧る 惡 
法の お 巧な 諮め る けれ お •これ 
じも‘张{!が昌解軍め督审時巧じ比 
鞍 すれば 遙 かじ 溫か 的で ある f 
賞 讚し わ、 尙ほ鐵 道 沿線 外 じ ^ 
馬賊 がし きらに 橫 けしつ i ある 
も大ホ じがて 軍規は 保たれて 居 


大飛巧 失敗 


一は 歸還 I 1 が慘巧 
ホ ルタ 〔アゾ レス 島】 十四 目 
發 n 昨 H をのて 殆んで 间時じ 太 
西洋を 橫斷 すべく バリの ブ卢ダ 
飛 わ 壊を お獲した ポ ー ランド 
飛 巧 磯は 途上 暴風雨 J 遭遇して 
ァゾレ K 島 じ 不時着陸み 止むな 
きじ まつた が、 燃料 缺乏 の爲め 
じ 飛け 媛 じ 着陸す る 能は やん 跡 
稀 W 海岸の 嚴 おに 衝突して 機体 
は 破 藻 さゎ 乘組 ± ィド ジ コクス 
ネ 少佐は 重傷を 蒸らて 病院 じな 
(途 h 遂に 巧 己し 同乘の クバ ラ 
少佐ら 負傷を 蒙つ たが、 一方 フ 
ランスの 飛 わ ± n ステ 巧ら 機觸 
± ご间 乘了ゾ レス 島に 接近した 
る も 燃料 不足の 爲 めじを 上よ 6 
プ八ゲ 飛 巧 瘦じ歸 還し わ、 尙 
ほ コマ ブ 氏は 近 （巧び 橫颜飛 巧 
を 巧 巧す る當 でを る。 




火が 齊 


東京 轉電 


陸軍 異動 


〔十六 日】 八月 十 H の 陸軍 定期 
ま ® 0 も' ぶる をは おの 如し ご 
台變軍 司み 宫中お 

菱刈隆 
ま 巧寶滿 司み 官中お 

岸 本 鹿お郞 
祭 一二 師國長 中 お 

を 滿欽一 

巧大將 (を 雲 

近衛 ホを 萬 ニ 旅觸長 

少お纔 田み 助 
朝鮮 軍參 謀を々 贈 

寺 內壽一 

近衛 师閣 司み 部 附少雕 

淺田良 逸 
拖を裝 一二 旅 擲長少 お 

お 壽 

陸軍 ± 官學校 幹事 兼 敎育部 島 
少將 厚東 篤太郎 
濁 立 守瞄巧 司を 官少將 

水 町 か H 

巧 戰電炮 兵 第の 旅擲 を 

々解 巧 州罐毕 
陸を 砲 ェ學校 H 兵科を 

少お松 ホ 順 
隆地測 装' 部を 少將 


陸 带乂ホ 幹事 少將 

え 巧 二が 
巧 渾隆軍 飛巧學 校長 

少將 古な 巧 
陸带 兵器 本 廠が少 お 

ホみ 祿戲 
濁 逸 大使館 削 武官 

少將大 が. ち 1|； 

1* .1 ら ‘； こ ,«tT- 


騎兵 第 四 旅 脚 長み 將 

服 部眞ホ 

巧 中將を 通) 

社長 總督 の呼聲 

〔十六 日】 民政 黨 顧問 ホ 岡息溫 
巧は 滿殺 社長 どして 福 旧臘 太 
郞大 おは 朝鮮 総督 ごして 一審 
巧聲が 高い。 

旅客 飛行機が 况 _- 

〔卡 五日】 東京、 福 岡 間 旅を 飛 
巧 機は 満員 績 きで をる。'' 

お 塚 巧が 臺灣へ 

〔卡 五日】 費 族 院議 員のを が 鶏 
相談役で ぁる 巧 塚英藏 をけ f 近 
く 台 灣總督 じ 巧が さるべ',- 巧 
をを 見た。 

註。 新を 變總瞥 たるべき お 省を 
は 當地駐 化 領事 石 井康氏 夫人の 
嚴 父で ゐ る， ^ 

米國 宣言書 誘 解！！ 


〔十四日】 國 務を宫 スブム 义ーン 
氏は ホ戰條 約じ附 した 日木该 
宣言 雲を 誠 解した 替ぉ 淵が 米 
大巧から 着 進が をつ た。！! 

. 巧 合 政治 廢止か 命み . 

〔十四日】 を 治 的 曾を はます ぁ 
ひじて 開かない をが 閱議ー も 持 
も おされた。 一心 

旧中總裁自重す^ 

〔十四日】 旧 中 致ぶ 食總 戴な が 
勢 神宮 參 巧み 車中 語つ て |'じ 
『おらは 新 巧閣の ステ；'^’ メ 
ン トじ對 して 兎 や 巧 批評す る 
のを 好ょ ぬ、 外侧 から ダで々 
卞云 ふご やら じくい、 お-け 自 
身も覺 ゎ がゎる， だから &ぶ 
會は 大政 黨 ごして 自重し すり 
れば ら ね』 る々。 I 


漫筆 


立 處を奠 


胖巧 

ザ垂 

《化 

眞 


を 枯 ら す で ゐ b ま し や う 蝶 ホ 
て 化の 整を 吸ム よ - も あ b まし や 


を ホ 葛して 挪陀の 妙法を 說 （た 

め 1 も；： V い'.' は あ b ません of 化 


，つし、 


小 烏が 巧て をの 實を啄 い-の 中は illH 見 打 間の 樓 かな』 で 


こご もを らまし やうし、 人 靖 み 
ホて、 をの 樹を巧 A 倒す こと も 
わらよ 6 . — ^ やう。 - - i るし これら も 
皆眞 理の媒 現で あ bi して、 f 
れ 一つと して、 をれ が 間違 ひで 
ある V- を ふこ どは 云へ ません。 

人間の 身驅を U がめ て 見まず 
と、 內 おじは 五 臟六臘 、みお じ 
は 九つの 化が 巧いて をな まして 
常に 不淨を 漏出して ゐ ます。 ま 
た必の 巧を ながめて 唐ます ど、 
一瞬 一秒、 をの 也のう もじは、 
稱 々雜 ホな を 慮が 巧 ホして を 6 
まして、 惟い、 可愛い、 欲しい 
惜しい。 锁 かち 晚 まで、 まるで 
もう 倘羅 のをを おはして ゐ ます 
けれで も， をの， 一を 一 慮、 皆、 
ず 巧 思畿の 妙が であら 主して、 
が 巧の どれを、 つかまへ て 見 ま 
しでら、 それけ お 因 結 あめ 連罐 
を もつ て 現 はれた もので あ 6 ま 
す。 一つ VJ して 眞理に 違 巧して 
ゐ ると 云 ふ 念 慮は あ b ません。 

この 理を 推して、 人間 社會萬 
般の 職業を 眺めて をまず る ご、 

: 上は 國 家の 樞府じ 席を しめて、 
緩理の 役を なすら のがら、 下は 
街 城に 笑を ー賣る 醜業婦から、 ホ 
暮 切ら、' こを''--^ 巧 棒、 化ん 巧 
をを め 類に 至る まで、 でれ 一つ 
どして 眞巧 •し 違背して ゐる もの 
ではない/」 云ぶ £ がるへ まず、 
皆な お 巧 お果^ 切っても 切れな 
い 巧 鎖に 結が 化て、 ある 時期を 
限っ て、 をれ， i の樣 々なをを あ 
ら はして ゐる をで あゎまず。 舊 
天地 自然の 妙 i ご 云 ふよ 6外 じ 
致し ホが あらません。 

巧 日の ホ 着 切 ゎ も、 遠因 令 印 
じ定 よを、 外緣脚 今に 結ばれて 
豁然 ごしで 义惜 する ごき、 明日 
の大探憤ご^^^^一ない ピも限6ま 
せん。 昨日は 巧 巧の 營業雞 誌 じ 
浮世の 種々 化を、 留 白を わしく 
書く こ W を 威 業 ィ> して ゐ たもの 
が、 遠因 漸 （熟する どこ々、 志 


これ！？！かうごをまつたらのは 1 
つも あ b ません。 無を の 太夫の 
首を切つ て视 巧に 入 つれ 熊 各 直 
質。 架を 脚 前を 殺して， 發必し 
た义覺 上人。 佛陀 化かの 頃 じは . 
化 百 九十 九 人の 命を £ つて 千 人 
肖に 發必 しじ 樞屈 摩羅。 街 おじ ' 
笑 ひを ひさいだ 蓮 色色 女 も 後に _ 
は、 独 巧の 巧 僧 劇中 * 」 於 .''^ 、 郝 I 

通 第一 ど 呼 ぱれる じ まつた V 二ぶ 
ふこ ごだ あらます。 

佛 巧の 大 慈悲から 見て* 當面 
の 事情 じ强 ひられて、 を々 遷 
移して ゆ （人間 相、 ホ活 のち 穩 
と、 『を 處 を眞』 と、 云 ふなので 
あ b ます。 昨日の 犬 殺しが、 今 
日の 佛僧ご なれば、 胜問 のん は 
をんで あらまし やう。 今日の 滿 ' 
僧が、 明日の 豚 殺しと なれぶ 世 
間の 人は 笑 ふ ' であ b まし やう。 
昨 H の々 7 玉 女給 わ禪 ちじ 投じ 
て 巧に なれば を 日の 人は 笑 ふで 
あ b まし やう 0 今日の 巧が * 明日 . 
銀座の タィガ！ あたらで 女給に 
なれば、 巧すな 押すな の 盛况で 
しやう 0 『立 檐を 貫』 ど 云 ふこ ご 
を 知らな いんの 笑 ひは 全く 田螺 
のく しやみ のかく、 さつ はら 意 
ホを なさないで あらまし やう。 

しかしを れら 『々處 を眞』 で 
あらまず。 笑 ふちのは 笑 ふべ し 
嚷 くものは 嚷く べし。 皆 これ 眞 
埋の 顕現、 天 眞の發 露 ど 見で、 
始めて 挪意 じかな うでを A まし 
やう。 


ニュ ーヨ— ク 春秋 


◊ 東ち 鐵道擧 件、 でぅ やら 簿 
滴 ' 巧 解み 巧 化 お b W るは る， - 謂 _ 
い 者は 强 しで 理屈 づ くめでは 到 
を 支が じ 勝てず、 結局 ノシ をつ 
けて 返と VJ 巧る らし。 

◊ブレダ ラム 紙 じ寫眞 入な で 
ラキ オン 首相の み 息、 當化 日本 j 
お 行員で ある 濱ロ雄 唐 君の イン 
タ •ブ ユ！ を紹 か、 ラキ オンと j 


♦, 


,♦ 


曹溪庵 ± 

『立 處を眞 』ピ 云 ふ 言葉が 
じあ b ます。 惡 事を 眞 、美 
眞 、眞僞 、美醜 悉く 眞 で、 

間の 現象を 眺める ど、 巧- 
理の顯 現で ない ものは ない こ 云 
ふ 驚 < 可き 思想を、 この 『立 處 
を眞 '』 と 云 ふ 四 宇で ミむ 取つ' し 
ゐ るので あ々 主ず。 

この 意 ホを 砕いて 見ます ご、 
あら ピし をら ゆる 職 楽は、 どれ 
一つ ごして 眞理に 違背す る もの 
では . い £ 云 ふ、 マ じな つて'、 る 
のであらょして， これはをくを 
除な 思想で あり . です。 j 

しかしながら* 一 また 一 ホ矿ら 
考 へて 見ます ど I た ごへ ば ご 5 
じ】 本の 樹木が ホる どし ます、 
樹 じは、 根 もを 寸 、韓も あ b 、 
枝 も ぁ- 0 -、 葉 も ホ b 、 化 もみら 
實も あるので ずが、 をの どれ j 
つと して 眞理じ 逢 背して ゐ るら 
のでない をは 明かです。 

また、 をの 樹 じは 蟲が ついて 
ゐ て、 化を 切 b 、 幹を を ひ、 葉 
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文豪 チ IH ホフ 逝いて 

V 今 巧は 廿五 周忌 


◊ 0 シァが 生んだ 化を©^ 八ぶ 
である アントン •チぶ ホブ^が 
してよ ち、 恰か もこのと 月 


日は 化 五 間 年 じ相當 する ので、''^ プの 一 
ナ 至 ホ フ の作品を愛讀するを國|^^8|:. 


の 人々 は、 チ 玉 ホフ 記を をを 執 
巧、 H 本で も勞農 大使 舘ど 連絡 
して 文壇 知名の ± か 故人の が 品 
じ 就て 記念 講演を したが、 チで 
ホフ 臨終の 前後に 就て、 十五 U 
落刊の a ンドン •タネ ムス 紙は 
おがの 深い 事 實を裙 じて 居る。 

◊晚 年の 彼から 熱烈な 愛を 捧 
げられ た ォグガ •ユッ パ ー 夫人 
は 彼 じごつ ては 『彼の 愛すべき 
小さな ド キッの 女優』 であつ た 
が， が 篤 く一 > て ヤ ^ タ じあら、 
あの 大作 『樓の 園』 を 執筆 中で 
あつた 彼は， 當時 彼女 じ 宛て、 
この 作な は どてら なく 難 かし 
ぐて 遣ら 切れない、 若し これ 
が 失敗 にがつた ごすれば、 を 
わは おの 罪で ある 
ご 建が じ 書いて 居る。 


1> -I 


◊けれ 巧 モス々 ゥ藝術 座は を 
んな こごを 少しら 必 配せ や、 ス 
タン スラ ゲ スキが これを ナエが 
ろの 誕生 じて 始めて を おした 庶 
- は 我れ を 忘れて チで ボブの 
登 おを ボ め-彼 じ 化 環を 贈つ か 
^^のでホる、 彼が健康勝れやし 
グタに 養生して 居る こごけ 
'售^ ~ ^も知 つて居だものでぁ 
るが. これが 彼 じごら ての 最後 
の吿化 C ゐら ぅごは* 誰 I 人 ご 
して んだ まもな かつた、 彼は 
をれ か. ろ 半 ホ 目の 千 九な 四 年 お 
月 十五ぶ、 バ デン ゥでァ で 長 
逝した の V 々る、 『今度 こを 巧ね 
ん じ』 これが なの 淺 した 愚 後の 
言葉で をブ た。 

◊『叔 ハ\7 ンこ 『搜の 園 』、 
『S 人 姉妹 『海 蹲 J 『ホ 翻』 冀 
巧々 が ニ ユ \ 'クの 舞を じ 親ん 
だ 諸 か、 をの みる 规篇 小說 
で 親しみが 深い は、 何處か じ 
ユ1モでじも嘗^^だ人で、 おま 
ばつた- 眞面且 多つ た 人間ょ、 
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◎船 切符。 が 念 寫巧お 繪跑書 


ブ 口 ー ドゥエ ー なと 十審 
領事 淀 お 側を あと 0 お 號ま一 



錄ぶ爲 A 


170 巧 まを ay , N . y •百ぶ 
Tel . 羣 landi 養？ 泛篇 


獻 米を 鹽時針 
貴を 屬寶巧 類 
を お 器具-ま 


器 



タイプライタ^ — 

を 極 方 年 筆 
其 化 ±產 物 一を 


◎を ニ 最高 扱 ノ巧お ヲ巧邀 し 
化 店？ 廉惯 -- 販 質.？ ち， マス 
西 匹 十二 下目 S 下 一里 A# 

ロングぶ， 力ー ピか デン グ TL 4 
九 巧 十が 室 側 

靑 柳商會 SS 

タイ A スビか デン グ向 側〕 如^ . 

電請 ブ フィ T ; 四 一二 セ四番 WNW 
◎巧 お/お 實ナ八 コト、 肢扱 
ノ恐速 ナ^コ トニが ブ皆構 
々ラ 御 巧 評ヲ得 テ居プ マス 


9 

R 柳 

0 も 神. 

A ^ ^ 

が： E 加 

&TT 

R 職 J 

R W け 

£ W 


K 


曰"^ 

本 型 

為一 Cf "* 


卸寸巧 
を 法^ 

4 一な 足 

胁ご 

b 靴き 
巧は 小 
員即足 
お 日ん 
張 酉き 
しけ ホ 
て 神を 



日本 理 髮舘 I 。 

西 巧十吉 T 目な 番地 ニな 五 ま 号 

一二 階 〔巧み おじ 近し レ 


♦咨籍 ♦猪霉 み 新聞 
お覽 室る 践 

執務 午前 乂時 ょち 午後ぶ 時を 

雜育 日本人 詹 

ブジ^ — ドクぶ ィ 一と， で 五 

電ト こ 一 0 至 0 

謡 チ！ タザ 一; 00 ぶ- 


を き ホ 函婦ん 
扫 本人への 英 
語を 巧には を 
年の 經驗を 有 

す 0 一 レブ 巧 

ンと 十お牠 
每 H 朝 九 時ょ 
らが化 時を 柯 
時 じても をし 
U 曜日は 一 時 
よ > 四時を 


(福 岡縣) 末み 度 造 前が 育大を 
學化八 木耶ホ (典 斑 島縣) 末 場 
常義 (靑 な縣) が ヶ巧豊 一二郎 
(熊 本 森) 巧 本文 藏ま岡 直 乾 
(山 ロ縣) 中が 巧が (神を 川縣) 
稻葉 明言 
右 のぞに 通 かを 巧き 樓 有を 
极闡 本人 若く はな 人' ょ" 現 
住所 御 逝か 願 上 お 

紐 育 帝國絞 領事館 

J 琪す吉 tivay N ミ 立 d 呈 y / 



花； かるで 


はち-'-^ の 渥び 
ホを 英义で 米 國人じ 絶く わかる 
や' 節單 明瞭に 說 明した もみが 
ピぞ ました。 巧を 目み 進呈を し 
ます、 御賣 下さ 10 , 

M KUW 苦 As 呈 ， 114E . 5 害 望. で ダ 


コロン ビヤ 大學 

日本人 擧 友滿會 

『 he おち ミ ま 芭を ミ is wnd ち 實 ni 
、 己 登 量 bia University 
度 0 卓. 121 纪 Si ., Newark ,:. 

Tel . Moien こ 2 置 

「日米 大學 々窓」 發も 

さ历 お ミ まち 量 ミ ca 。 Un 夏を ぶ宫芭 ニ V 


凹收 準備を 進む る 

支那のを 國 祖界墟 

腐さに 於て は 矢張り ロ 本が 一位 

‘ • . '■?. •'......'•■ II ’， , < I 

南を 政が ゴ今 やお 力ず 段」 訴 へても がぶ お 道い™ 法が じ おでん 
ごし、 一 ホ お 奥を 涉じイ •キリス 領事 拽 巧の 撒廢に 巧て 化く 積 手 
さ ^んこし l 居る、 巧',、支那め自權闽收热は々ゃ漸ホぶ体化さ 
H’ ん ミして 居る が、 をめ 中に てら 度 も 盛を 親すべき も. 八は 蓋し 
叫み が支撕 じちず る 粗 巧 地還附 問題で あらう。 


一. をく 開始 さるべき 日 ま 述晚條 
巧の 化 訂巧涉 は H まが ホの が あ 
關 巧の 基調を。 ず もので、 す こ 
ぶる を 大 であるが、 ま涨 測が 提 
講ず るら のど おられて ゐ るのは 
隅 稅自ま 極み 確立 •治 外法 摧の 
_ 撤殘 ■み 河 沿岸が 巧權の 撤退， 
おが、 租借 巧の 回 化 等で、 をの 

J 成 巧 如何は U 支の 經濟關 
一巧を 化 本 的じ錢 なず る 恐れ か あ 
i るので、 お 巧 上の 見地から 深 < 

; 注意を 拂 はれて 居る が、 をの 巧 
I 班界 の回收 じついて は 困に な府 
j け 若々 準備を 進めて 居る が、 問 
I な 和の 調査 じか； る 現 巧を 國の 
: 租巧面 巧は 左の 通らで ある ご。 

蚕 位 巧 

一 □天津 ィゲ 9 ス 一、 ニニ 四、 

ホ 0111AH 本 SOO 、 五 0111 
; A フラン ィ 一二三 ハ、】 八 0 A 
一 ィタリ！ニホ五、 ニニと 
□鎭 なィ .キブツ 111 、 と H ハ 
□燕 湖 ィ ゲリ* 一一 ニニる 呂 
□上が フランス 四 一二 五、 四 
; 五六 A 共同 面摇 不詳 
' □淺ロ り 本ぶ 0 、 00 OA 

フランス 三面、 ニ 00 

■ □お 如 H ネ 10 0、 000 


- 本年 六 巧に 化る 當 地の 金融が 
'態は 頗る 緩 おを 磁め たもので み 
る どが され f 、 居る •か、 をに 關 L 
; ヘン， •シユ . 0 1 ダ— 銀行 紐を 
もちに 巧 じて 述べて おる 所に 
.よれば このを 觀緩摇 はがず るに 

- 聯 おおわの 株式 忡質 貸が 
一し の醬 がが 巧 弛んだ ために 生じ 
じ 一時的 S 巧を であつ て、 ホる 
ぺ きず 節」 がて 化 獲に おする 贊 I 
をのを ホか增 加して 求る ぃ ば 
争 H のを 觀ボ 煤が 態は たも まも 
じして 動搖を 生やる r まるべく 
を鴻の 移動に 期待せ ざる 現象を 
生ま。'‘ _ .限 b 、 巧るべき をを の 
を 離界は 一-: 巧の が 態を 巧 巧ず る 
じまるであらぅど^:^し 『最も猫 
をの 的 ごな h 且つを の 骨 ども 云 
ふべき お 巧の 巧げ 巧ん 貨 出しの 
方 か 是非は 巧び 巧ぶ ホ 巧の 骸骨 

ピ ♦る じ 巧る かも 知れ。 い、 丄ハ 
巧の 統計 じよれ にこの 貨 おしあ 
加は をた： 曲片 じがけ る聯提 

一-- ill をに よる 巧 出^が 少を 
一 _元_ '地ら ごした をに 等しく M 巧 じ 
一巧が を 独が 摸 レ おず るが 荣化引 
.巧た の触壤 'け 逝去と 年を 姐 じて 
j 成る す 節 舶の谋 をを 除く；.* らば 
ぶじ 增沉の 跡た おして 居る のて 
あるから、 銀 巧ぶ にと ちて 别下 
の乂問 鍵は いかじし てこの 膨脹 
を ホし つ { ムる 廚棠 資金に 對し 


せる も 、を 解禁の 築 構る じ 化が 
警戒’ 中小 商工 裳 者を お 難. 巧 
しお 憤ボ おけを 利を じ 借 换を巧 
を か 6 しも、 を お 潰を 巧 德巧前 
年 じ 比し 半臧 、事業を はが 镑叢 
を 除き 他は 槪ね 操短 贼帝繼 おし 
一般 不 巧 裡じ經 過 •エ巧 深 巧 業 
廢化 はと 月 一 n ょもを 図 一を じ 
倒巧、 财が前を；^巧內闡おぶ、 

A 祭を 巧 特にを 債 ボ法見 霞し、 
爲替 ぷ騰氣 おに 轉 じが あ 緊縮 ホ 
か、 を 解禁 期待 じ 海外 信用が 轉 
を 想 せらる 

が^の 施政方針 第 六、 と 
項の 大 をに， 六め 府は 阐民經 巧の 
根底を 培ひ留 あが 玫 のを 礎を 强 
固 じする ため 自ら 中央、 化タの 
財政 じ掛し 一大 整埋 緊縮を 斷巧一 
10 て 普く 助 巧の 整理 ど國 おの 
節韵 どを 促進す V く、 之が 實現 
じ當ら ては 陸が 軍の 經裘じ 就 C 
も圍化 U ま 降を ホさざる 限ち、 
大いに 整理 節の の 道を 蕉 すべし 
昭が五 年 お 0 降 一般 會が じがて 
は 新規 暮漬を 巧が b 、 特別を を 
じ 於ても 旣を 計馨の 半額 じ 化む 
ると 共に 画懷憤 還の ホ 合を お 加 
し 獨乙闡 賠償を も 國潰憤 遠じ充 
當し 巧て 國債總 額は 昭和 四 年度 
未 現 化 額ょ らお 加せ ざるの みな 
ら ず、 之が 遞贼 におむ ベ I 、 地 
ホ 債 义國債 じ 準じ 極力 之を 抑制 

する， I ど 0 

太ず 泮 同盟が 

運賃 副 下け 

最近 巧が 壓- しわける 商船の 慶 
を 化 どが 固 巧 船の 太ず 巧 進 おご 
で 太平が 上 じ おける 國溶 海運 戰 
はをき胳巧 じ お い て 當然避け ： J " 
れいら のと さ n て运 たが、 太平 
洋 運賃 商盟が 米國向 生糸 運賃を 
四 ド 八 五十 セントから 一二 ド 麻 じ 
引下げ、 即日 實施卞 る ニ ごじな 
つたこ 色 じよつ て 

合理的 畫 巧を 0 てすべき かご j 開戰 《幕は 一先 づま 糸猜 

いふ 閒禮 である、 卵 も 先片度 じ-取 えら 切つ て 落された、 リ喊 


ィダ リス 八 五、 八 一二 か 
□巧 如 H 本 一、 I ニ 一二 四、 ニ 
四 五 ▽ィぞ リス おおす が. 
□ホ ホ 日本一 0 八、 ふよ 五 
□福が H 本 四 ニ、 化 五 0 
□厦門 ■日本 四 0 、 000 A 

イ •* •ブス ニニ、 000 八アメ 

リ 々面蹈 不詳 A 共同 面 お 不詳 
口演 巧 ィ’辛 リス こ 0 OS 
フランス 一 、 六と 吉 
をの 化 天津 じ わける。 シア、 ォ 
1 スト リア、 ドキッ 等の 巧 ホは 
で那が 化を 

大戰 じ參 加し な； め 凹 化 
し、 漢ロじ おける ィ V リスの 粗 
界は I 九 ニと 年兩 固の 链定 レょ 
b 返還せ る もので あ b 、 ま，；；； 天 
津 の ベ 作 ** 1 班巧は ベ グ ザ ！ が 
宜搂的 じ還附 した もので を こ、 
円本の おを 面橫總 計は 巧 八卡ニ 
巧 四千と も 四十 八 坪で、 を 励の 
ま 位を 占めて 居る が、 之 等が 凹 
收 された ゐ かつき じは、' が留か 
人の 商業 的 地位 じ彭蠻 する ごこ 
ろ大 であるので わが 國ご しては 
余稱愼 重な 態度を ごるべき でめ 
るご唱 へて 畳る 者が をる。 


を 業 季節を 前にして 

金融 ホ瘍 U 變る 

观 ホの 緩漫狀 態は ほんの 一時的 


a 

な 


がて 銀 巧が これ 摩の 純が 業 化 引 
じ おする 資 をの 融殖培 巧 高は 四 
千が 巧 巧に 達して 居る』 ご 述べ 

ヴ 0 


對 外的には 

信用が 轉か 

巧あ大 £E お、 十二 日 
曾 藤 かお 書記官を お 

上半期 資為 累計は 輸巧十 
億 千 六な々 励、 入超 ニな 八 千 ニ 
む 方 脚 前年 閒期じ 比し 輸出と 
千 一二け 方 脚、 入超 W 千 六な 力の 
じ ホ々 巧 加し じが、 を 者け 輸出 
の お 加 U 比し 輸入の 增が大 なる 
じがる、 輸出れ 絹織物、 ホ 糸、' 
小を か 等 巧が、 輸入は 棉花 かお 
か， した、 お义 ちみ おお 編 お ニ お 
六 千で 厕 •お 超 お 千と 巧 方跑、 
前年に 比し 時 扇の 驳灌も あら， 
渝 お 一千ぶ 十六 巧を が じたる も 
液 入が のた め 出超 六な 八十 万 巧 
加し、 貿易の 前を じ關し 綿糸が 
ま那お U ホ だ 巧か樂 化を 許さぐ 
る も 印 お、 ち 巧、 アフリカ 力 面 
への 餘出巧 加す ベ < 、生糸は 米 
瞬 筋 需を化 盛に 大み 順調 期待せ 
らる 

M 界 はを 輔巧旗 緩 沒わ本 


觀 船は 數 年が よ b 太が 洋 定則が 
路 を謁設 して 生糸の 稳 取ら じ 割 
り 込み 同盟 率よ も S 聞を の ご 一 ド 
4^ 十 お セン' トの 賃銀で 數 を巧閒 
盟 ど競爭 をつ けて ホた が、 積 
化 額は 漸次 增 加し 最近が 六巧懷 
じ 達する じ まつた、！ 方 ニ 一井 觀 
産ら 最近 建 遊の デ！ ゼ八船 白馬 
山 丸 箱 化 山 化、 信 貴 山 化の ニ一自 
强 船の 外に 傭船 太ず 化、 お 典 化 
(何も デー •セ^ 船) 都を お 船を お 
し、 一二 薬ら 同憾 新造 デー ゼ火船 

_ ロン ヒア 丸、 オリン ビック 义 

の ニ 獲 じて 自化輸 お 生糸の 賴取 
をれ ふに 至つ たので わ國療 紙の 
を ホ お栽廣 著しく 藏じ をの 

原 SL を 調 杳し先 艘ホお 策 
を 兜 中で ぁつ わが、 化 閒 マる 巧 
じよれば を 調を 中、 はから や も 
同 お 加 人 おか 中村盟 規約を 無視 
して & るら の あを をを 見し じの 
で錢道 ごの 速 絡 貨物の 巧 加を ホ 
化 V . ずる シ ー •ビ！ •エスは 间雜 

組織のを おなし ごしを 率 制を 廢 
して) の路 む！々 ォ ー ブン にず 
ぺ しこまが せる じ勒し ダラ！ は 
み 度に 巧 锅し同 酷 巧に がて 一大 
波 滞を 生じた お あ 同盟 ホを 社外 
船 率 0 下に 引下げん 事 どし 四 弗 
立 十销の 現わを を 一 弗 五十 仙 じ 
引下が 一二 弗 ご 化した もの だとが 


へられて ゐる これは 同盟の 岡盟 
巧 船 じ勒す も枯械 的が 戟 じして 
かか 船 も當が これに 

應戰 ず 4 であらぅ し树盟 

內 じがても シ ー •ビ ー •で スの船 
は 十八 哩 、ダラ— は 十み 吨の速 
力を 巧し 穂 取 船の 力を 唯一の 生 
命 ごする ホ 糸で ある だけ 郵船、 

巧 船 もか國 船に 對 L 今後 相當苦 
翻を をれ 得ない 立 壌 じぁら、 優 
秀 船舶の 續化 ミ \ もじ 太平洋 お 
連戰 -a V ょいょ 激 成されぇ あ 勢 
にを る 0 

视那 の敲き 

東 ま 特電 十六 日發 

株式 救濟を 要請 

東を 巧 式 取引所 弾 事を 附崎國 
臣 巧は お政黨 本が じ 掛し株 ま 崩 
をの 救濟を 要請した がをは 頃 ホ 
諸巧懷 落し 特に おがの 巧が の 如 
きは 九十 九 W 九十 錢じ激 をし 昨 
年と g の 巧 場ょりか 十 巧み 下落 
を 示して ゐ ると いふじ ある、 椅 
ほ 株式 巧 場は 今や 底入れ ご 見ら 
れて 居る。 

對 支那 貿易が 轉ず 

對支贸 あは 新 內閣巧 ホ 後 益々 
增 加した。 . 

地ぶ 漬發巧 差 止め 

大藏 及び 巧務兩 省は おく 特别 j 
績 のかは 地 ホ 債新發 巧を 禁中る 
貴め をみ を發 すると。 

藏 相の ヵ說も 無効 

井上 猜 おは 兜 巧で 『爲眷 回復' 
後 解禁 すれば 惡 影響は ほごんで 
どわ說したが株ま巧場の 
人氣ぶ 度らない ど 0 

また 底入れで な レ 

ホ 糸相瘍 はま だ 底入れ 这は見 
られ ない。 

缺損 をして 鐵踰出 

を 石鐵エ 巧は S ホ 物產の 手を 
經て 支が じ宮 巧の 化 銳を餘 あす 
る こど じみした-か 巧當ら 十五 圓 
の 損失で ある ど。 

比較では 米は 烏い 
農が 省の 装を じょれば よ 目】 日 
あなの な 庫 ホを (沖繩 を 除く) 
はニ予 I ニな 六十 五 巧 ホ 千 八 巧 五 
十五 巧で 昨年ょ b 1 巧 六 千 ミな 
石增で 先物 ホ 煤は 大正 十 年 W ホ 
のを 値を 示した がを がは 巧寶蜀 
策を 講じない ど、 之に 關し和 田 
農相は 『解禁 豫 おで 一殷陶 おは 
下落した が 米 借は 尙ほ他 £ 比較 
して 高い からぶ 巧 じ 巧 やる』 
をつ た。 


尋れ人 

(を お縣) 大橋巧 雄 (愛知 縣) 敕 
野榮 S 郎 (同) が 伯鎭雄 (魔 島 
膝) 中が 楽 ニ (岡) 渡 邊泰巧 (東 
を ホ) 古 巧 武么助 (か 歌 山縣) 
おが 崔么丞 (が 蹈縣 一松 下壽之 
ま (山 ロ縣) 徳巧猪 一二が (熊 
本縣) 巧が 巧 弱 (鳥 取縣) 糜勝 
衞 (山 ロ縣) 巧甚ま (愛媛 縣) 
橫 旧常吉 (か 歌 山縣) 化 本 ホを 
(鹿 兒鳥縣 ：闕上 時を ，愛知 縣) 
末 化 (ち 條縣) 池 旧み 熟を (熊 
本 縣ホホ 深 福 岡縣ご 一又 巧 
巧み 大が サダ メ (巧知 お) 長 
蹄德 一 お 旧 幸云郎 (火 おぉ) 
西 川 源 おが (を 庫縣) 滕木喜 八 
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挽 揃 ひの 巧 理人數 を 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 薄す る 巧 理を差 上 
まず。 朝 云 時を 開を 
(な 廿定了 目 サブ 
停单 巧の 下) 


ま 那巧理 

巧廳 茶園 

司 理人ま 蓮 
お 數のホ じは まな 
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味么ま 大賓擲 桑 山蘭會 
お刊 書籍 雜誌 小間物 日用 轟を 種 


高等 御旅 絕 

を洋舘 

會糜御 料理 
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日本 米 is 食 巧 品 i 難敷觀 

巧 巧 巧 巧 株 ま會な 東な】 手 巧拥巧 

曰 本 麗會 


全米 水み 大會 f 布 唾 一で 

日本 女流 選手 四 人が 力泳 

十ぶ 歳から 十 歲迄 S が 進が ひ 

ホる 八 H が库 * ノ A 八 じ銷催 j が じい も 


される を乂 々モロ 外 水 か 蓮ず 權 
た會 にあ 場すべき、 ゎが 日本化 
表 選手を 巧定 する 豫灌大 曾は、 
日本 水 ± 聯盟 及び 幽 お 新聞を 同 
ま 谁の許 じ 玉 川ブ— 八に 能懼、 
タ をめ 人 逃を 化つ て 集まつ た絮 
のぅ もには、 江 島 歌ず、 柄み や 
子 •ホ 山 榮丫、 离巧滿 化、 中が 
雪 化、 菊 化黃美 子、 飯村呂 子、 
小澤敏 f 、 巿ロ房 f 、 御ず おか 
子、 巧 塚 勝 子、 前畑秀 子の ス， メ 
— を 網羅し、 束 ^ 巧を 元ょ b 大阪 
'巧が、 名を 崖ぶ び侦襄 をたら か 
^ らも 巧 あがを まり、 H 本の 巧を 
おいて 嫌が 上 じもんを を ゎ ふ b 
_ て 非 あな おおを 呈！ ''た、 巧 選の 
.おおを をて を衡 、選ばれた あ藝； 
の 選ず は 

; 半 泳 前 畑を モ ( 十五 歲 ) 
敵 村呂子 ( 十と 歲 ) 

け 諸 巧 中か義 壬 § 

背 泳 菊 化 貴美モ (十六 歲心 
監 督お 深！ 鶴 
補助 監督 永 井 化 子 
選手は をの こど < ホが ニ あ、 自 
も 型 一名、、 背 化-おでを 計 四 
名 どな b 、 監督は 松澤！ 鶴 氏 じ 
I 巧を した、 化の 外郁妨 監督 どし 
一て 大 おの 記者で あら， . 前 H 本 短 
r 距離の チャンピォンで あつた 永 
一 ザ 化ず 礫が 巧が する ことじな つ 
: て运る 

I ^拉 のを 選め お裝 選ばれ 
i たる 拽選キ の リストを 見て、 つ 
/、 づく威 じる こと * U 新進の 揺 巧 
一で ぁる、 平 泳に がて 飯が、 前 畑 
; の 兩强が 選ばれた こごは 銭 想 遮 

であるが、 兩 媛み じ 十 巧の お 
^ 進で、 背泳の菊地縷また最あィ 
I キ メキ ごして 上つ て ホた が 進で 
I あみや 子 磯を の 先輩を 破ら、 自 
I 由 型 じ おいて 中が 雪を 釀が藤 井 
; 千化モ 、ホ 山を 子、 南部 ちか子 
一の 諸 機を しのいで 選ばれ じのは 
i をく ダ！ ク ホ — 义でホ つた、 な 
j 島 歌 子 嫂が 選ばれを かつた のは 
同 娘が 中を 距雜 選手で ぁら、 化 
々の 稀 目が 取られな かつた こ艺 
が 大きな 巧を であらぅ 

平、’ が 飯が 昌子 壌は 元大連 
! の 選 ホで、 昨年から 東京 じ歸還 
し、 旣じ廣 く しられて 居る が、 
まだ 十 セ 歳のを さで、 义鲁离 女 
の ホ 徒で ある、 をの お錄 はな ホ 
一を I 二十 八 秒 五 かの 一 (一丸 ニ 
_ 乂 年) ニな 米 一二 か 二十 一二 秒 五み 
i の ニニ 丸 ニち の ニ 補の 日本 
I 女子 記錄を 把持して 居る、 前 畑 
I を 子 鶴は か 歌 山 縣橋本 巧の 小學 
一校を 今年 ホ裝 したじ かりの まど 
I 十五を の 少女 ’-' 一 あるが、、 しか 
j し 素 晴ら L (ビッチの 利く 飯が 
; 礫の 人 故で ぁる、 昨年 飯 村が か 
巧 京で が ホ 一 か 一二 十八 砂 五 かの 
一の 日本が 記錄を 作つ た H に、 
前が 谣は 大阪 のを 選た 一み 化 六 
巧 ご 言 ふ タィ 厶を 化し、 さらに 
九 巧には 一 か S 十 S 秒 じ 縮め、 

ニ 凹。 がら 飯が 礫の 記錄 をし の 
いで 居る、 布 唾 じがけ る 巧羅は 
がろ が 畑 度に 一巧 大き。 巧が が 


自由型の 中が 雪な 德は京 
都 府立 第一 窩 女のを 巧で、 昨年 
は 京邵府 女子 中等 學校化 泳乂會 
において、 巧乂 一を 二十-秒： 立 
をの ニ、 ニな ぉ 四を 四 砂 おを の 
- を W て疲 勝して 居る が、 かみ 
では まだ 大して 知られて 居。 か 
つた 短距離の ダー ク ホ！ ス でか 
山、 南部の 强 敵を し^いで 選に 
乂 つた 

背が の 菊 地 貴美卡 麓は 東 
を 川が 甚 みの 一二 年生で ト 六 歳の 
新進で、 辆め慶 磯の 背泳 攫 ホ 猿 
渡さん のコー チを 受けて 駿 々ご 
して 腕を 上げた もの、 昨年 九 巧 
十六 H をプ！ がに 催された 窠 S 
回 H ぶ 游泳 兢技乂 倉の 女子 部 置 
十 ホ 背泳 じの トよ秒 五み の 一二の 
タィムを つて 優勝して 居る、 

運動の 榮 適は 

將來 日本へ 

水が 里 ボーグ 語る 
秩タ 宮殿 ド 御 成婚が をの 國際 
水泳 大を じ醒み •リ本 運動を じ 

七ン セー シ ョンを 生んだ お あ 水 
泳 巧の 霸 者で をる， ク H 1 デン 
人の ボ-グ 君は をの 後 支那、 豪 
渊を 地の あ 化 武者 修 藥を經 てこ 
の 程 シヵゴ じ歸 つたが、 氏は 日 
本の 速 動 おじ 就て 

日本人の 運動 じ對 する 技巧的 
な 巧 力 ご 頭の 働きは ホ 常な も 
のでを 置 年な 內じ 日本は 濁ら 
水泳の みなら や、-*^ ラブ クを 
の 他ん ゆる 運動に がて あ界の 
霸權を 握る でぁらぅ 
VJ 語つ て 培る、 が ほ 巧は 近く 歐 
刹に がる 水泳 大會 じ. 參 加した 後 
巧び ンカゴ の 人 ィ」 ならを 住する 
笠で ゐる ご。 

第五 回が ザ盃 

庭球 爭覇戰 

.ホ 巧 一二 日に 擧巧 

モ 化る 二十 五 年 第 一圓を 擧巧 
してょ b だ 紐が 人 庭球が 愛を の 
商 じ タ大の 人氣を 博し 例年 繼續 
して 巧た 日本 庭球 惧樂部 ホ お 本 
社を 援の 

日本人 庭球 爭覇戰 
は 本年 もが 巧 第一 面廣 をの か < 
愈々 ホる 八 巧 S 日 (± 確) ょち 日 
本 庭球 稱樂部 n 1 トじ 於て 舉巧 
する こ なつた、 げ 年度は 一二 
菱巧 事の 新人 粟が がを 慶勝戰 じ 
恩 旧を 磐す ど 言 ふ近來 にない、 
セン セ ー ン ョンを 惹き 越し 現 巧 
が 井を を 保有して 居る が、 無给 
選手 權擁 謹の ため 出場すべく 今 
年 ダグ キス 盃化 表と なつた 恩 田 
選手は 新ら しい ホ 暨を 0 つて 參 
加す るに 至るべく 化 外 目下を 地 
じがて 善戰 しつ i ぁるを 部 選手 
も 時 H の ゆるす 限 6 が 井 盃戲じ 
出谣 する 希望を 巧して 居る こご 
4:^ れば 今年のを 礙戰 じは 二人の 
デ ダ キス 盎 選手の 出 おを をて が 
ホを 戰 をの 

一新 期 を 割す る 事と なる 
統切も-^^ニ十ムへ日のを應ロ、 申 


込は が 育 新 巧 社 宛、 會費ニ 巧、 
H 本廣 巧巧樂 部では ラケット 黨 
を 部の 出 窺を ホ 望して 居る、 ド 
n — は 綜切後 直 もじ 抽 載し 八ち 
一二 十一 日の 本紙 上で あを する 事 
じ U つて 居る。 


上 山 草 人 巧 

初演が 評 

近 （當 地で 上演 
旣 報の 如く ラ デ ォ • — ス* 
ォフ ユ ー ム蝴 からの 急電じ 接し 
て ロー チン ゼ タスから 當 化の 人 
ごな つた スクブ ンの牲 あ 徘獲上 
山を 人 氏は 到着の 翌 H じじつた 
1 日の 

舞 I 雪潍留 をした のみで 去 

る ゎ權 ロから ニユ ジャジ ー 哨ユ 
ニ オン •ヒ 瓜の フランク ブン劇 

場で 開 おした、 劇複 脚では 廣吿 
の 準 楠 もホ充 みで あつじ じも關 
はら 中 常ん の おお ごを つて、 ± 


居る ので 大 喝采を 巧け て 居る。 
尙ほ単 人は 本 H から 十 化： n ま 
で ホボ！ グン じがる ブ—ナ — 
グ ラザ^ — スの巧 劇場 フユ ビア 
ン 劇場 じが 演、 いょいょ ニユ 
3— クボに 入ら、 近く 户 レ^ — 
ス劇樂 じ 現 はれる であらう。 


-う 


滯繁 9 父の 許へ 

東京 特電 十六 日發リ 共產ま 
義 をで るる ホ 山 潜 巧の ニ 女 千 
巧子縷 はを 父を 慰める ため 十 
S 日敦 贊を發 して。 シアに 向 
つた。 


日囑 のみならず、 月曜 H じも大 
入. 衛員 W いふ 盛 况を呈 して、 草 
人 東部 じがる が演 はな 派 じが 巧 
した、 ォフ ユ ー ム侧 では 單 じを 
A の活盡 を 映 為した 後草 人から 
i 壌の あいさつを 述べる ごい' ふ 
程度の 希 盛で あつたが、 をれ で 
は 余 b 某氣 ないどい ふ 草 人の 
云び みを をむ てま 那人徘 優 章を 
をび 觀秀 優を アナ ゥンず" 一 ごし 
先づ 草ん が 過去 じがて 巧 評を 博 
した 禪 々な 

を蠢® ら 『バグ ダブぶ 

盜贼』 じがる プ_ ブンス 『マン ダ 
プン へ' の 道』 の マンボ ポ 1 が 巧 
ョ！ 『なぉ 者』 早 ダ ャ人寶 石 
賣ゎ 等を々 異 っ飞紛 装に 異 った 
性を を 深 剔に 見 ザ 一葉の あいさ 
つで 幕を 閑 だて 程る が、 舊巧シ 

ネザ •スタ 1 のぶ*— ソナ^ •ア 
ブビ アレンス ご 毛を を 異にして 


墜落の 原因は 

速度 誤算 

逝ける 後藤 飛 巧 ± 
前號所 報、 豆 飛 巧 機で 化を 一二 
大陸 橫斷 の壯圖 空し〜 ジグ トン 
I キホ 附近のを じ 墜落 慘 巧した 
巧 人 飛 巧 ± 後藤 巧の 遺骸は 殆ん 
で 腐ら か： つて 居た もの： 如く 
直 もに 除が を 嫌に 附 して D 1 サ 
ンゼ 死スじ 送る こご つたが 

墜落の 原因に 网化附 巧は 飛 巧の 
難所 ごされ て 居る にも 離らず、 
巧は 大膽 にも 郵使飛 わ 航路に 頼 
ら ずして 單獨 的；；* n — K を定つ 
たの i 、 普通 五十 哩程 巧の 速力 
で氣 流を 化すべき ら^を と十哩 
の 速力を おした こごが ちなる 原 
因で あらぅ ど 想像され て 盾る。 

警察を 刷新し . 

無賴漢 狩り 

お密 巡が 隊の 組織 
最近に 至 6 シヵゴを の 化を 地 
ょら 無頼漢が 入 込み ブ ー トレガ 
— の 親を やを の 池が 頻 々として 
殺害され 而 から 犯跡が 巧み じあ 
なれて 眞化 人が おでない ので 警 
察 部 巧の 大剧 新を 企て、 著 長を 
び 部長 獻化 二人の 大お をを 巧つ 
て 居る が 

ゥ エ ー i ンを はこれ にも 滿足 
せず おじ 無頼漢 退治を 目的 ご 
する 五十人の 秘密 巡 查陈を 組 
織し 颖 長を 一 A 置いて 絕 おじ 
た 名 ゎ 知らし め や 
これ 等の 秘密 巡査は 自ら 無賴漢 
の 伸 聞に 入 込んで 情報を 寃 め、 
若し 本人の 身許が 彼專 仲間 じ發 
見され たら 直 七 じち 服 巡査 じ更 
をず る方舒 におで、 この 栽密巡 
杳の 氏を は 譬を都 巧で も搞 おじ 
瞄 ずる どい ふこ どで をる， 因 じ 
昨今 當 化で 殺產 された 無 賴漢の 
化 人が 今 巧は 本 明に 廬 してな も. 
事件は をを な 日— タでン ステン 


事が を 始め ごして み 四 化に をん 
でゐ ると 0 

密輸み 巧官 

近く 送還 か 

サンフランシスコな なぞ 那領 

事を 補袁高 夫人が 上陸に 隣心ト 
ランクの 中に 時 憤 約な 巧 巧げ 酌 
せを 密输乂 せんどして 我觸 I : 發 
見さいた 事 化は、 化 頃 じな.， 大 
渠 かどして. 

國務省 當埼も 相 ホが 外を を だ 
け じ 頭を 惱ま しつ、 ある もの 
の 如く'、 司法 當 巧は 飽迄 i 事 
件の 眞 相を 追究ず るた め 产 メ 
9 力で 裁 刺じ附 すべし ど ホ 張 
し 居る も 南京を 府 では 兩 人を 
支那を 律で 裁きたい どのを 黨 
を 通じて 居る ので _ 

或 ひけ 特に 國務 省の 缩 力で よ那 
じ 送還す る もの I 如く、 同 ホ 伴 
じ翩聯 して 更らじ 支那 領事 絕員 
が吿發 さわて 居る が、 率 かの 裏 
じは でう やら 南京 お府の 成る 高 
ちが 願 係し、 ホ^ト ダグ 領 であ 
る マ カネから 從巧 どても 巧ん じ 
密輸入 されて 居た 形跡が ある ど 


卓上 夜話 

のみ ミ藏の 研究 

◊; 兵庫縣 衛生 課では 巧 務 
あな 轄 のね やみ VJ のみの 研 巧を 
を驅 鼓し、 お 岸 學± 巧 ニ 名 おど 
ぶね すみ、^^ ろ ミぶ ねす ろ、^^ 
まねず み、 五 ジプト ねずみ、. や 
ま VJ ね やみ はつかね やみ、 や 
まごむ すみ 獲み、 ョ — ロプ パ’ ね 
ホみ のみ、 义 のみ、 めくらね や 
みのみ、 ヶォ ブ ，ね やみの，？ 等 
について 文字 通を のみ 取 殿で を 
の 特徵の 硏势申 だ。 

ク どころ が 巧を. せ 料 巧め 

みを をき たま > 、補へ るが 要が あ 
をので、 sg ホ 神 戸 デバ！ V で 
ニヶ 巧 間が み大爾 引、 を 環く ぐ 
ら などの サ！ カスを 演じ 驚異の 
釣 ミな つて ゐ るの み簿卡 ，こを 禪 
戶中 山手 通- T 目 やま ご ホチ少 
に滯巧 中のを 國 乂グ！ が 巧に の 
みを をきながら 捕へ る ホ 法、 こ 
れを 縛る 方法な どを 傳授し 了 賞 
ふこ， と じな. e 硏巧 室の 一人 づ、 
が 骑巧じ わ 弟子 入を をす る > : 这 
じしたり 


巧 

n 

s 

r— 

6 

nu 


成 巧の 秘訣 

米 画 ホ 英語を 詰ず 事 
は 巧 功の 黄 一巧です 
本校には 日本人 巧授 
じ 慣れた 専巧 婦人 巧 
師ぁ b お 切じ會 語を 
信 文化を 語を 巧授し 
ます。 日稚 週日 共 じ 
午前 化 時よ b 午を 十 
時まで 锅 なし 一 レツ 
スンと 十五 她づ i 
今日 底ち じ ホ 校 あれ 


化 

加 

8 

が 

-I 

.1 


を壽司 辨舊は 前日 中 じ 御 注文 
下されば 早速 御 扇 申と ます 
午前は 十 時まで 午後は！ ニ 時ょ 
b お 電話 下さい 

木が 屋 

を 五十八 T 目 ニ 一二 八 
箸 語— ミ 1 六 ニ 四 0 


眞 面目なる ホ 鹽同跑 じ 巧を 
なる 載 裳を 罔旋す 

宮川事 i 


紐 育 巧两巧 十二 了 目百サ 一番 

電 
活 


プ ぅィァ T 疑絳 


無病の 體が 
第一の 資本 

海外での 成功は 
健康が 唯一の 力 


治 病な 健 器 ホキシ 
へ！ ラ ー ^ 權威 

♦キ シ、 1 ラ— は齡 が！； 脚に あ 
ゎ ふれた!^ 敏や藥 一では るり ませ 
ム 0 : 敵のを なを 燃 おした 械酔敵 
ががおでホゎまず<^ オキシ へ |ラ 

も 接に 繫 01 製. 歲 をし 
むべ く、 麗 -/ yi をら 繫が 
ミみ 総 ム 6 腿 ォる顆 

唯一の 那を單 しぁ 心ます 0 

梦岩ホ i の お繫驚 敷な く 

しても 晓削 もを の. がが を/化つ こご 
が W がない のでを ぃまず 0 Hi の 

惑，： 簇緊が •を 严て麟 めて 

がを し， 患' 鍛 し、 敬繼- ミる ので； 
あ b ます 0 が 中、’ 化は をの セ 離 
市み までが 歌に めって 樹賦 されて 
fc るので ホる から、 7 恥：^ 


瓶 も、 議賊 潜賺ち 壽械の 

涨« が租 も、 銷 I ' 齊 'みがに ょって 
おはれ ミミ 妻。 游に 瓶に 
翰々、' 聰ム傲 かの 驚.、」 がか 游 W 
がは 勿踰 、離が が# がが .己 る どか 
鼓 4 がま づ いさか、 瓣 じが 縱い VJ 
、か 晒れ ない VJ か、 職れ る •ごか 5 f 。 

ふが、 鶴 こ 識く潑 を か激な 
る義鹽 に胳そ 磁歎ぃ 蠻か 

ら來 るが 理 y のが 離 棘で るりまず 
齡じ馨 は 驚 版に る竊に 
叢で を bii 繼ぉる 巧緻の 
衝杂 でる る.、」 剛腎’ 殺 も照醉 
がみなる 嫩敝 であります 0 

生理 學をポ — ロ— の鲁 

磬繁ボ - a — 蟹は-市く 
'，房の 驚は がに ㈱ が': 蠻を 
お ざま 一 の 臨に i な ミむ 


さ 誠にが I ぞあ— ず。 がが 祇飯 
の脈陷 さして 照々 は 十が に 酸素を 
贼化 ずる 載が がかない 越の、 がか 
徽 なる 較絕脫 態に あるので あ 0 ま 
す、 娜說 々はか 臟 *1 熙 ，"酵 を 3 ふ 
るに 簾して 觀 V & s 巡 賢 輪 
かし 通骄 。の！'' 3 のみに ては、 が あ 
をの！！ 袋に 應 ずる ころ かががない 
のでを りまず 0 されば この® M な 
る 諮が である 赖势を 縱胁プ る隙搬 
の も 敵を 藻す る 猫. 驳が おず るので 
を ゎまず 0 オキシ へ 1 ラ— の！！！：^ 
は 度に こ* にがす るので ありまず 

酸素 吸 牧の自 お 法 

ォキシ へ—: つ I は、 おら 赠 素を 

憩 勢る も？ ミな.：. が、 燃緊 
懸 敏が鹏 にを 黨 驚の 撇胁 

が 誕を舰 卿して をの 游 化を 略輯ず 
る 絶を おかの 馬 齡 船を 驚し 
て、 が K の 燃ち 素を かおに 難し 
紙醉代 狐を 渦 紙なら しじる のでを 

り ま ミ^マ 强ジ 裳は 懸 
され、 繁 されて、 游裝 にが® 
を。、 齡靈織 恥 ミ i 、 棋 

离お 文は & 單 を！ 一勝し、 孤は 配 

般す るので をまず D がに 聽邮 


弊 露が 战 一に 51 の繫は 

鑑 i を、 盼驗ち P 懲が 
に齡 がれ、 をが 彩々 加は るので を 
ります 0 

を 効 無害 使用 簡單 

オキシ へ— ラ— の 人 依に 腺なず 

懸潜嗤 か、 豁 ミ 聲にぉ 

辦で をる ミ、 を為統 《撒讓 
驟一 截の勒 II 酱 、四 邸の 靈ピ 
をの'- 簾を is ど、 をの 辦 

む W 抵が じょる のでみ るが、 驟は 
欺が 賢を 徴搬 ずるまで、 邮 礎； 勝 
ik を敞 がし、 を S . I お W を むる 
のにを 0 のでず 0 かく-て M 總の 

麗が 瞄罗」 を、 議 化が 酿殿 
して かれば、 簾营靈 一防腦 
魄驚 か磁— 載に が-/ 繫の瓣 
敞を 鬻に瓣 《5 緊裳 るで 
を 2 を。 抓が、 一 概盤地 g 

を说 て. 臟睹に 殿 も繊が 一截 しが 

麟の黯をぉ'5し、 が範{^3隙の权 j 


がに 餘 i して 數臟 なまものは かが 
わが ホキシ ベ— ラ— を 措いて 化に 
ホむ る 載が ががない ので あり‘..‘ ず 
實にオキシ(||ブ！はお；；^巧なる 
力を 城て 人心を 撤ひ £齡 を 盤して 
をの 巧斯 みを ふずる の： ご あゎます 

憩く 傲鹏 にを ミ、 熬贈 離ら 
る > 篆缴 なる 諸 親よ、 隙 じ-- 觸に 
をって け嫩藤 こを 啦 一の 資が でを 
る範を S せられたぃ。 驚に 隙 
て 一繫械 魔に 城 さる > さき、 麻！： 
がくの お窗を 律め ざるを 椒 ない 

ち囊は 殿-」 銘く襄 を. 離 

された こさ > 思：：， まず 0 化 じ挺蔽 
を も 称を に 養て おに 艦へ、 か 
っ巧 1 を靈 しち 一 隙の 齡 
を 僻し、 費る だ 怨| 傲を 

房 & なる 摄 化が 巧歡 せず、 盤 わに 
驚を 战 して. SiO 昭く 賦齡を 
闽抵 し、 愉 技なる 齡園 お衙に 人ら 
れんこ ビを巧 藍して ちまない ので 
あゎまず。 

米 國お部 一手 販寶 

窩木 グリー ンゥ オル ド感會 

没 West だ rd wtre を、 City , 

化を Floor TeL Gra 吕 ercv を 7 A 


^截袁 並に 鞭 旅舘' 

集稻 & が 

なち 巧 西 八十 八 T 目 一二 ニニ 
« 巧 スカイ ブ 1 と 八 ニニ 


紐 育 唯一の 日本 百貨 巧 

片桐 兄弟 商會 

スマ ドン •プ P ダク ブーず 巧ち 元 


日本を 巧 品 

日本 雜货巧 
書 巧— 巧 


巧タ九 時を 巧 菜 

メ 1 グア ドレス 〔年-ホー 

お 京巧會 


ランク 预 •ります 
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社 會船郵 本 日 

San Francisco 0 ぴ ; ce: Los Angelea 0 だた e: S 巧 ttte Of む ce: 

5 な Ma 地が St. 605 South Grand Ave 1404 Fourth Avenue 
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T 化 BANK OF 削 OSEN 

む 帥 1 日 巧 巧 5 Bnjadwajr, N ， Y. 
Phtm も Cor が anilt 扣お 


Til 目如邮 れ阳〇 Baiik, L 姑 . 

化 W 巧郎 A お邮 K 
Room が 4 
1 が B 阳 adway 
Te しむ rc 叫 4118-4 り 9 


Tile TOkoiiama 
Sp が お 8 ani(, LM. 

5th Floor, Equitable 8tdg. 
120 Broadw 巧， も Y. 
Phone Rector 2550 


The Bank 0 け aiwan, Ltd ， 

Room 5 巧 

Sennens 師 inves む ng Bull が ng 
1 お Broad 閑， N. Y. 

Te しむ 州 an がの 32-33-34 


な 


化 ra Trading Go. 

151 ぷ比 Avenue 

(Cor, 21 が St.) 

I ん Wgo 叫 uin がが 47 


I 


MO 圆瞧邮 OSJilG .， 

53- 目 5-57 W. 巧 rd St .， 

N 州む rk むか 
• Tel. G な nmy が郎 


THE pyJIMOTO 
SECURITIES GO., ING. 

む om 3112 

120 Broadw 化 N. Y. Gi む 
Tel. Rector 24 が 3336 
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♦間 日 十を 本日み 
♦間 u 四十 迄 那ま令 

路航雜 最の洋 ザ 太 


Mo Bros., I 邮 . 

Formerly 

Maruhachi & む . 

け East け 化 化 N.Y. 
Tel. Aipnqum のが - 目 7 


Nippon 

Dry Goods Co. 

148-150 Madison Ave., 
New York City 
TeUshiami8141 ぶ 


MiiW 纏 maker,NewYork 

Goi-- 9th St. and Broadway 

じ uide7» Office 
and Shoppi 打 g Service 

Mr ん 技ぶ 化 Humphrey 
Special Japanese Guide 
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Profitable Investme 打 t ご tock 
C か les Ser の ce Company 

資投の 利 有實礎 







號 四十 おな 比 平- - 第 


雜 辦 魚 織 【日曜 水】 


II 1.1/. がみ ‘ 杯 つ" 補 


日 も 十月と 年 四和昭 



內 みを、 社 償、 株式 ノ資巧 & ビ剌 
化 取ぶ、 J 至 楠 便が ニ 御 化 扱を シ 
マス、 が々 當巧ヲ 御 巧 用 下 サィ 
偷 I 藤本 ビル 7 日— 力ー 銀行 姉が 會化 

藤本 證券 會社 

巧を 巧で 巧 
巧羅巧 出張所 
巧 ホ 市 化理巧 


陶强黑 、雜 貨卸賣 

森が ブ タザ 1 ス 


H 本陶お 器雜貨 
ラ厶 プ卸寶 

奈良 貿易商 會 


« > 


# 緒 麻、 を 港 出帆 (ホ ノグ^ 經 由) 

羅府發 を灌發 

(午后 ニ 巧 巧 化〕 ('化 午 出か〕 
コレア 化と 巧廿ホ 日と 月 化 一日 
をが 乂乂巧 九日 八ち 十四日 
シ V リア 化ん 巧 サミ H 八巧廿 八日 
大洋 見 九 巧と 日义巧 十一 日 


雜 シアトル ぉ 帆 (午前 十 時 出帆) 
靜岡丸 と 月 廿六ロ 
巧演化 八月み ロ 
一一 一島 化 丸ち 四 ロ 

伊豫 化 苔 里 ロ 

@ 給 巧が 日本 巧 巧 化 

贴巧か よ 巧 ホみ 日 
香 おか 八 巧 十目 
熟 田 か 八月せ 一二 日 
▲掘を か 赃芭奈 馬 焼を 目 本 朽尝物 船！ 巧ニ圓 
A 蹄 絡 取扱。 帶 社は 缺洲 巧、 溝 米 巧 並に E を 馬 
經 由た 平 泮岸朽 を 窺 船を 班*」 特約 お リ乘が 切 
巧 等 萬 事 御 値を に 取 計 ひ ホ 上ます 
▲ホ 國鐵道 切符、 篇看券 等 も御徑 笠に 取 計ひキ 
上 吏ず 


3 

巧 

帥 

5 

5 

剛 

刖 

が 

る 

お： 

■祀 


A 鄕里 送を 及び 並を を (お 手数 巧)、 外 固 
巧替賣 買、 巧爲お 取組 取 立、 信用 肤發 
巧 等 一般 銀行業 巧 御 便利 じ 取扱 可 仕 お 

2 献臺 灣 銀な 紐 宵 お 張 所 

本店 臺潰臺 化 

支店 まを、 橫濱 、乂披 、神戶 、上 お、 巧 
ロ、 福 州、 厦門、 拙 頭、 香港、 廣 巧、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 お 買 
カツ タ 、倫を、 其 外 臺潰十 巧ケ所 


11 資本を 壹お圓 (を 額挪込 済) 

一、 橫 をを 奪 億 五 旨 五十 萬圓 

內化本 そ 店 N 横濱 (本な) を 京大 胶 
神 戶長崎 下 離 名を 崖 

橫濱 正金銀行— 支店 

ホ 國をま 店 U を渚羅 府ホポ 布を 
其 化 世 おを 國蛋お 都 ホ ニ ま 巧度コ グレ 
ス有么 候 


本 巧大阪 化濱五 T 目 
紐 育 支店が 育ブ 0 ! ドウ*— が 四十 九番 

驚 住ぶ 銀行 

ロ本內 {東京 橫濱名 右 崖を 都 巧ち 岡 山 
を 尾 ノ道廣 島吳柳 井下/ 熙 
巧ち 巧 ^ 巧 司' 小 倉， 巧 松. 博タ 、み留 米、 熊 本 等 

本國 預金、 郷里 送を 等は 極め 
て 御が 利 迈速じ 御 取 圾可中 候 


ぶ 巧 朝鮮 京 城 

ち庙 出張所は 日本 巧 化の 樞巧 郝ボ 、朝鮮 
滿讲 、支那のを 地 及び 浦 お斯お 

朝鮮 銀 巧 紐 脊お張 所 

外聞 爲替- 般巧巧 業務 精々 御 巧 利 じな 扱 巧 

申 上 候 


晚を坡 每ニ週 一圓 出帆 

A * ム プレス 露西亞 ニニろ 呂 順) 

よ 貝 ホ 五日 

A 品ム プレス 藍两亞 0 ニ. 呂 0 觸) 

八月ん 日 

牛車 ム プレス 佛蘭西 0ニろ呂 哦) 

八月け 九日 

▲ 一 ム ブレス 議西亞 (一二 •0 畳 順〕 

_ 九月 十二 ： n 
一等、 二等、 一吉 寺 及び 下等を 設備 
荀大 、善美、 梟 お まの 東が 航行 船 


I 献ロ 一本 ドライ ダ— ゾ商會 


日 扛陶魅 駕雜貧 類卸賣 

.ホ 元ブ タザ— ス 


令 


ヮナメ ー, 力— の 特色 

B 本人の お 買物には 時 別 巧 員を 置き 無 
巧で 御 ま 內を巧 電話 又は お 手紙が 第 御 
訪問して 巧 便宜を 針ら 初めての おタじ 
绍 しては 特に 注意を します から 是非 お 
なをら 願 ひ 巧、 巿 みお 達は 勿論 H 本 巧 
他を 化 宛の わ 荷物を 送は 當 方で 致し 巧 

ジ 3 ン ワナメ ー カ| 


哪 0 

M が 7 M W 
ぶ 0 が 6 

piH 

6 d 

E 了 


が 


— 巧 か 

si 

技 

Ji 


w 舶 

I 




資本を 
拂 a 濟ま 本を 
椅 ホを 


量歷圆 
六 千萬瞄 
六 千 巧な 萬围 


鎌兰弄 銀 巧 S ち 巧 

本店 巧巧巿 H ネ橘 •岐本 ぞお町 五 お 地 一巧 

支店 小搏 日本 橋を 巧 帝妄雲 

をち 馬を 郁 乂阪巧 (大度 神 ロ 
廣替 下船 巧 巧 巧 松 お 陶長お 
上が 偷を 立な 聊水 


輸お 乂爲替 '電倍 送を’ 化を を' 旅 巧 信用 狀 
商策 信用 狀其他 一般 お 巧を 


ん 


一二 菱 銀行— ま 巧 


株 ま 
をが 

鄕あ送 念 ハ H 本を 地 無手 数が？ 迅速な 扱 
本 巧 預金 (を 巧 通知 ノ M 柿) 御が 利 化 巧 
本 支 巧 ま 巧 (本 巧) 大あ神 戶巧都 
所な 地名を 厘 小が 上海 倫敦 


日本 郵船 會社 (化 ニを 鐵道會 お) 

化 理巧巧 桐 見 弟顯會 

乘 車、 乘船 切符 並 じ ホ 荷物 運送 御 便利に 取投 申します 


シ アトが お觀 (午前 十 時) 
あらび や 兄 と 巧 甘 四 目 
わら ぞな丸 八月 十九 日 

るん どん あ .( 坡灌巧 化〕 八ち セ 日 

► i 等横濱 一九 五 巧 

化し ばリ すか るん でん あは 一 五 五 巧 

► H 等 日本 巧 五 五 巧ぎ 室大攻 逆を 族 室— 
▼洒ホ 望に 依 リ一萬 割 則せ 渔切 巧を 斤を 巧ち 

ロスアンゼルス お 机 (午後 一二 時) 
らぷ らた义 八 g 十四日 
さんと す乂 义 丹と 日 
►一 莲領瘍 ニ HO 巧 巧は わい みま にら 丸一を 巧 
►榜が 3 等 日本 朽豆十 化 弗 ▼一二 ま H 本 行 五十 五 巧 
▼ホ 港 霜な 朽绝車 切巧慶 窒勞媒 入御 幹 旌せリ ち 
▼が 育 線 パナマ 經由 日本 支が 寝 物 船 月 一回 


雜货 陶碟器 

ランプ 及びを 

太洋 貿易 S 會巧 

ま 店 おがを、 ボブ トン 


H 本觸 鑑雜貨 
ドラィ グ ー ツ 為販賣 

齡賊茂 木 桃 ホ 組 


方今 聲を 世界に 獲る 唯一の 捷徑は 暴 も權實 
有が なる 暫 1 肺の 投資を 通ず る じ 及ぶ ものな 
く、 確 賞ち が a る會 社に 投資す る 諸君は 郞 
ち會 社の 其 同摇營 をと なる 譯 です。 

當會 社の 擧 業 ' は 人類に 必要 缺 くべ からざる 
あ斯 、電氣 、油の 供給で 查米 一二 十五 脚と 旦 
るな 0 上の 大會 社の 合向會 社で あらます。 
資產 はお 億 巧、 過去 二十 年間 每 年と 巧の 配 
當を 繼續し 現在 四十 五 方 人の 巧 まを ちす。 
十と を谢 僅かた 千 张當會 社に 對 する 投資は 
今 B 四方 弗の 價値 V • なつて 居な ます C 
詳細は お 記へ 御照會 ゎれば 窓が じ說 巧の 勞 
を軌 らます。 

。本部 モ巧か 橋 健 巧 
- ； 巧 . 1 T sllphaw ミ， 

左 e ロ ry 广 Dohe さ y & n ぞ 
空 W を I 巧 . ， N. Y. 0 . 
n; 0 を 岂 r 舌 没 吉ちュ §~ 

ヴ |. 正 an 呈ち 18 呂 



用 手段は 無 锁拖な 要求 巧な 
ら勝 ずな 熟を 吐いて 十の ものな 
らば 其內 二つで も 提れピ 王い ご 
を ふ 遺 ロで あるから 相手が 閉口 
する のは 當然 である。 故 じわれ 
われ： n 本人 どして 留意す べきは 
を 支が 道當 面め 奪還 事件ょ b 轉 
じて 起るべき 擧 かを 注視すべき 
であつ てぶ を 鶴 巧 動 どして 支那 
は 巧み じ ホ 嵐の 輿論を 喚を すべ 
く 試む るな らん‘ こ 測を される。 


帝國 練習 艦隊 

歡迎 協議 

窗附を 募集に 着手 
帝國 練習 絕隊 歡迎會 にて は 目 
下を 部 委員 含を 衝 中で 不日 確を 
發 をされ る當 であるが、 一昨 巧 
はが 務 ぶび 庶務 兩部 ま懼の 協議 
會を靑 蓮閱じ 開き 歓迎 豐酸 出の 
件に 關し 依囑 する 所が あつた。 
巧 木助務 部を 事故 缺 席の 爲め鴨 
井 庶務 部厦巧 6 て 司會し 一昨年 
ホが せる 練 骑鑑隊 ご略时 規模の 


松 旧 大佐 後任に 

を 成 大佐 r 

東京 特電 十五 曰發 U ニユ 3 i 
ク駐巧 あ 軍 監督 巧のを 船、 造 
を 監督官 造 携乂佐 松 田 竹太郞 
巧み 後な ご t て機關 大佐 吉成 
宗雄 氏が 巧 論され た。 


歓迎を なす ホを なな ごて 縣 無の 
意籍を 述べ、 I 巧山總 領事 化理は 
r 前回の 如' i - 巧留 同胞 一を 餘カ 
の 實を擧 げで練 巧 牆隊を 歡迦ず 
るは 吾等の 巧務 である』 ど 語ら 
松 田 海軍 監^ 長、 化ま總 お 廓 長 
草 信 歡迎會 & 等を々 をち て 所感 
を 述べ 最後に 高見 歓 ホ 部長の 熱 
必， j る 說明凉 •盛が あら ホ ょら ニ 
兰が志の巧^^取締並に觀ホホ法 
じ おする 注 あ b 和氣 露々 狸に 
散會 した。 jk ほ 前号 虔 報の 後 昨 
朝まで 歓迎^ 事務所 じ 達した 寄 
附 をは 百ん 十 化 巧、 累計 S ち 九 
十八 弗で あ 了-其を 名 及 おがは 
ぶの 如し。 

を 五十 弗 
を 廿五巧 


金 十 弗 お 
木 田み 麗 
巧 


^ 軍 監督 事務所 
を 巧 德太郞 
i を 藤 巧 重、 一二 木定ち 
川口 お會 、两 藤を 


華府 膠が ゴルフ 

一 川 堂 

照 b 返' す 妙の 目を 射る 暑 かな 
|巧けぉもー'木-^眼にホる暑さゎな 


なごを 


ちを 人の 句 其 儘なる 化 


十废の 塞き H を、 大使館の 佑糜 
I たじ 誘は ホて、 チで ビ！ チ 五！ 
の リンチに 遊ぶ。 華が 方は 佐 
I 藤が 山 氏、 糾育 ホは ま居睹 


± ど 拙を 
勝てる 
たら 。ま 
賞の 餘熟 
仍て拙 巧 


總 ての 数 じて 紐 育 方 
拙 巧は 佐 朦氏じ 貧け 
掉 博十靑 葉を， 銀盃ず 
もて、 流 巧 能く 戰 ふ。 


を 五 巧 お 化川淸 一 、 光星 美 磨 
一み、 お 野な、 靑木周 一 、 鄭わ 
民、 田 化を 二が、 沼旧修 ニ、 
が 上靜 巧' 今 井 兼 氏、 同銘 
を 吉弗言 田な 吉 
を ニ 巧 宛 橋 本 徳化、 度が 义 S 
郞 、懼井 用 親 

を 一巧 お後滕 巧、 旧 化 福 一、 
中 巧 卯 平、 增島义 太、 化 木 熊 
ま 

同胞げ 巧 選手 權は 

渡邊 巧の 孽裡じ 

H 本 ぜ球條 會ち懼 巧 留岡胞 A 

グフ •オ^ — フント ） ナノ ントみ 

年度 選手 權ず 覇戰 はまる 十四 n 
を U て あ I したが、 豫て 優勝を 
期待 うれて ゐれ早 川雪洲 巧は S 
ホ ホ 糸 部の 渡 邊英ホ 氏 ど 戰ひ互 
じが 死の 術を 壺 したが、 球 運 渡 
邊 巧に 善く 遂に 一 アップのを 戰 
で 選手 權は ラリ タンダ ブレィ じ 
がて 目 お 度渡邊 氏の 掌裡 じ撞ら 
れ た。 

原 旧 博 ± 布 唾へ 

旣報ジ で ネゲア じめ ける 繁ニ 
回 國際敎 育會議 じあ 席の 爲め渡 
歐の 途次 寄が する 答で あつた 巧 
旧 助 搏± は 桑 港 h 麗後罹 おし 川 
崎 寅 雄 氏 宅 じがて 静養 中な b し 
が 長途の 旅 巧に 堪えざる 健康が 
態な ので モント レィ 地モ じを き 
居 6 あき 便船で 一 應布哇 じ歸還 
する 由。 

目會 委員 會關催 

紐 育 H 本人 曾 事務所は 目下 あ 
動が 習黯隊 歡迎會 本部 ごして 準 
漏 事務に 多忙を 極めつ、 るるが 
理事 會並 じを 部 委員 會は每 お 夏 
季中休 會の例 じ 傲 ひ 閑散のを で 
ある。 しかし 社會 委員 會は 巧み 
委員長の な 集で 昨 巧 第一 回を 懼 
! て 本年度 事業 じ關し 協議す る 
所 をら 臺化お 偕 記念 病院 某を 寡 
集 特別委 員 食は 巧 島 委員ち の 巧 
集 じあ 6 巧 日 正午 開會 せらる ベ 
く、 地 ま 延之助 氏を 委員長 f す 
る會則 及びが 則 修正 第二 巧 委員 
は 巧く 開耀 さるえ 答。 

1^ ? を 人 

•豊 曲化攘 女を 筑前 瑟琶 家、 
旧 中化嶺 媛、 及び 顧 間 黒な 潮 氏 


主 ムテ^ ™ もど' — 五 チ テ ■ — も 巧 

怠れ 

ヒ ー フイ テ® をぬ もす ドク 
タ— 

£ 輿 太 b ける じ、 巧 返--^ て 
タ イシ々 ン 、事 も 化 i かろ ふご 
あまく 見て 

佐 藤さん じぞ 負けた】 川 
ど彌 みら る。 化 日 天、 が 山 氏を 
恵まず 屢 々ラフ じ 入らて 苦戰大 
'じつ ごむ。 

巧つ から じ、 夏の 草木の しを 
るい ば 

が 山 かげを 荒す ご 云 ふらん 


夏瘍 .1^= 新 荷 到着 h 

精々 勉强巧 致 候 間 御 引 立願 上 候 

陶 媪叢雜 貨卸賣 

ま 西巧會 

141 巧 if を >v タ ZOW York CHy 

003 巧 of 21 st wt . I ' ei . > lgo 日皂 in 2 髮ぞ授 91 


了 寧の 巧 刷 ど 精巧なる 化 上げ 

時日のを 速 ど 確實な 校正を 巧 証 

•印刷は 紐 育 新報へ 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 化- 0 

わ 間違^む く 新報へ • 

ボ內西 十と T 目 十 二番' 十 階 日 
東部 じがけ るが 字 言論 磯 隅の 

權 威、 吾が 新報を 讀 まぬ 人な し 

廣吿は 紐 育 新報へ 



御 御明 义右 お 熊 

こ 願 方に 燕は 冊 身 本：^ 

n 申は 付 あ大凹 魔^ 

S 候 下き！） 正 阿. 

-巧 《本し H 本 蘇 A 

1 ■が 迄 人 ま 年 郡ゾ〜 

ミ 御は \ 祕 錦處 

穿 本 通 匆其育 父 巧 

昏 细諭 後よ が W - 

ニブ で 御の ち懿 字 帯 
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女 れ ち巧鄕 奴 
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風^ そ 
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投沿鲁 九 同 
宿 岸 瑞曰巧 
。を 鐵歸本 
經山紐 曰’ 
て 氏の ボ‘ 
化 箸 マ 1 
巧 日。 ト； 
巧 本 ン! 

紐證 巧 1 
園 家 ホ i 

ホ、 に i 
旅 太 赴 i 
1 お 平 き 

1 じが 十, 

廣 先び 日 下 ホが ムを機 
吿は 申の 度る 弊 整 夏嫌大 
昭仕暑 間 後 所 乂舘理 季克暑 
巧 お 中 敷 弊 有 月に のじ （のきを 
四 御 候 館 ま 十 御 都 際 被が 

が 年 伺 じ 氏 五 取合し 爲柄 

一- よ 敬を 於 名 H 殘も弊 居 皆 

- 岂阳巧 白 兼 てが 迄の 巧 館 お々 

ぎ 穿 化 ね '一が じ ッ之ヴ 段樣か 

ミニが B 切 不御ラ 候 ラ 奉 御に！ 

1 置獻 巧 責致 處ンじ ン賓揃 

岩ぎ ト ■. k 任を 巧 ク付ク 上 益 

2： を 香 良 化. をは 被 類 数/レ 候々 

段 帶同 成は 年 1 陳御 

桑 

i ! 山 
!:5 商 
養實會 


削 
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-鑑 
ミ 節 

仙 

巧 
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德 
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ぉ ^ 
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太平洋 關係會 議ち催 

那 須博尘 r 紹介の 午餐 會 


争な 十 巧 化 八り ょ-ド 十一 一月 九 
円までを 都に 閒 かる I 太 ホが 
顆係 食麗は H 米 おも 其 化ん ホ 
巧に 巧誉视 係を だ t る 諸 固み 
む ホ 論 おとして 注目され てゐ 
る だ、 日本に 於け るを お及び 
人口 閒 題め 權 威ご稱 せらる、 
を學巧 十が 巧 姑 氏が ホ 上を 貴 
を じ 化ら 歓迎の なをを する 爲 
め ホ 米せ るを 機 食 じ 米 國侧を 
員を ホ 催の 午餐を を 巧 H リブ 

プ 々—术 トンに 開いた。' 巧賓 
どして は 楊 ま 那總が 事、 內山 
總 領事 代理、 お 其 駒、 河上淸 
蹄 合の ソミス、 華府日 I ゥキ 

ン愧 ± 、コ 0 ム ビアの キ八パ 

トリック 博± 、偷敦 デリー • 

- エネ スフレ， のメ I ソン 巧を 

始め 四十 餘あ 出席し、 

を 貫長ク ヴーン 氏司會 まどして 
一 那須巧 ± 歡迎の 辞を 述べ 岛つ米 
人 側で 巧に 决を せる 渡 日を 貴 一一 ニ 
十五 人の 氏名を 錢 あし、 邪須博 
± の 挟が が あつた。 グ 91 ン氏 
は 『従 ホ 太平が 踞係會 議のホ 人 
出席を は録 々たる 先度ち を 拉致 
し 得た ので あるが 支那 通の ホ！ 
ン ベック 愣± は國務 省の 極を 局 
長 じな やられ、 ゥキ^ バア 博 ± 
はみ 務 長官 どなち あがの 人卡 'を 
失つ たのは 逛 域で あるけれ み更 
らじ幾 ぶの 人材を 網 おする i の 
お 巧た のは 巧ょ b 幸福で ある』 

ご 述べ、 ホ 段 側を 員會 幹事 ェド 

ヮ—ド •シ •力 アタア 氏は 「今 

巧 京都に 於け る ロ 卓食議 は六大 
證题を 討議す るので ある。 即も 
滿洲 問題、 を墙 、人口、 富 源 開 
を、 太平が じがけ るみを 磯 願、 
巧が のを 業 化 及び 其趾會 的彭蠻 
東西 巧 聞 あ 信 巧 問題 並 じ 文化的 
お 觸問趣 等が 訝 幾の 中 & 題目 V - 
ならう』 ご陳 ベた。 グリー ン氏 


の蠻 表せる 义人侧 出席 巧は みの 
かくで みる." 

シ a ッ トウ S " 牌 十- (古淪 比 

亞大學 ) シド こ I ヒグ マン 

t 被服 おを 勞脚巧 巧 旨を) ヶッ 
ペル (力 ー ネ申' — 财 脚】々 ！ タ 
ァ (米 図侧 委員 會静事 r ホイ 尹 
ン (前赔 償 替議化 まご ムスト 
ック女 お {法 棘腳巧 調査を 員) 
ホー ランド (前 国際 聯粧 委員) 

アダムス ( ボート ランド 萬 一 

國な銀 巧 頭取) フエ グプス (ま 
京) 9ァー (ホ渚大學國ホ銀 
巧)。！ ウ キン^ 前 巿戳奋 ニ 
ウス 莫斯巧 特派員) ラ デン グ 
トン ホを (女子 參放權 岡盟會 
副會 長〕 モウ* トン 博 十 (華 

おブ八 ン ダス 學 院長) マク 

ドナ グド (かを 硏宪會 々長) 
シャ レン パ ー ダ (加が 勞働聯 
巧ち 事) スチユ ブー ト (ユン 

チン 大學 敎授) ライト 敎授 (シ 
ヵゴ大 を) ベネット (化 京 簾 
一 威立绿 巧) グリ！ ン (化 京 

ロブ クフ エラ アが戲 化 表ーモ 
リ ソン ホ乂 (シカゴ」 ア ゲよリ 
—-( ジブ サム 巧會 社長) ダッ 
ガン (國 際を 育學院 ) ブラック 
スリ— 博 ±(^ アー アド 太學 
藤を 敎授) チヤ ム バア レイン 
敎授 (を 偷比亞 太學) キ八 パト 
リック (を 倫比亞 師範 大學) ヮ 

レ— ス •アレ キザ ンダア (を' 

港 H ホ關 おを 員を) イ リグ (桑 
港 メリ グ巧會 ) アレン 夫人 (加 
抑 敎脊お 成 A お 育 部長) ア矿 

ズバ ！ グ (スタン フオ！ ド大 
學を 糧調查 部長) マク ダッフ 
キ ー ( を嶺) 々 _レ イ巧事 (ポ ー 
ト ランド) 椅は同 巧すべき が 
書 役 中 じは。 ツ クフ ユラ！ 翁 
のみ 孫もプ 9 ン ストン 大學か 
ら加 つて ゐ A- 0 


東ぶ 鐵 道の 奪還と 其 成 巧 

南滿鐵 道し 飛火 寸る覺 悟が 必要 


本 一巧を 京 特谁け 別項の 如 
く 今 ホ 义那の クゥ デ タァじ 化 b 
突如 ごして 来 支 錫 道を 奪還せ る 
事件に おし お 京 H 々及钥 日の 論 
評を 報じ 巧れ る . か、 H 本の 與論 
は 目 トホ靜 で ま 恥 S 泌か巧 化を 
非難す る じ 止つ てゐ るかの 如く 
である。 乍 併 巧滿洲 にがけ る ホ 
か 維持 5 巧げ をな ふ n ぶと して I 
• レ ホして 對 岸の 火災 规 t る ろ a 
出 巧ない。 恣 ま -? 喊際細 係' 八惡 
化すれば する 巧 彩 響を をる のは 
H 本ぃ なければ C,* ら のが、 該率 
かの 巧 後 じ 脚して 某 消息通の 語 
る 所に 化れば 東ぶ 滅道 't 歲 まの 
協问 出資 紹 をで あつて 約 千 おお 
; の お 離を 有して ゐ るが、 每年互 
I で 巧 脚 前後の 利益を 擧げ露 支が 
一巧 ザし つ； あつたので ま 一二 省の 
が 財源の 一つで ある。 ま 服の 化 
I バィ ンド的 じが 還に おし 巧 農 
i 露國 政が はお 巧 通峨を おした け 
一れ お 

; 通牒 其もの1トーン！^,お 
I 腰で おる 露支隨 證を閒 いてち 支 
掛 道を 解 巧せ よご 迫 C - た 丈け で 
あるから 南 巧 政府の 乘 ずる 所 ご 
i;? ■ る 外は めるまい 。デュラン テ 



ィの 報道に をいて お斷 ずれげ 露 
國は凰 巧 <5 事情が 帝政げ 化 ごを 
然 違つ てゐ るから 斷然卞 戊を 執 
つて ミ那を 膺懲す るな ど： 云 ふ 
芝居‘ レが て さぅ も。 い 結局 歐亞 
の 磯道 速 絡を 斷も 赤化す るみ 絮 
を じがて 斯 巧に 孔を 化せし め 之 
じ 化 b て張學 なを 惱ま すなでは 
あるまい か。 支那 どして け 千 八 I 
だ义 十六 年の 對 H 秘密 條 約に 化 
らて 巧支錢 道の 姥設權 を 露 固に 
與 へた どじ 云へ 御 後 繁國ん 革を 
に 隙し 千 化が 十と 年に 支 邪は 栗 
支鐵 道の 一部を 占 规し陈 巧則國 
が 一巧 軍隊を 派遣して が 備に 巧 
じじので-あるか、 千 九 だ 二十 牟 
霸國は 一 應 手を 引き あら じ 千 九 
片ニ 十四を お 支 踪閒の 

がぶ 立—' 露 支 兩國の 
五 人 宛の 巧 事を 巧 命して 支配し 
てゐ たので ある。 支那が 巧し 東 
ま鐵逍 をぶ を じ 占 巧し、 巧 政 時 
化の お 支配人で あ國革 輪 巧吳懷 
陛の 化が である 呼お激 道を 管理 
しつ、 > あるを 人を 起 巧して 好が 
機を 收 めじ ど假 ぶす & ご 次に ホ 
るべき UH 本じ對 する 梅 滿鐵迫 
還附の 嬰ポで わらぅ。 ま 邪の 慣 

* '-寺 



巧 川 保 お 事を 所 

h. seg&w も Insurance Broker, 
303 Fifth Ave.. 

Tel. Caledonia 4100 


內田巧 ホ 株を 會巧 化育 支 巧 
Uchida Tra ぶ ng Co., hic ‘ 

11 Park Place 
Tel* Barcl 巧 1576 


島 貿易 巧を 會化 
Stuma Trading Co., L,td. 
150 Broadway 
Telephone Rector 1484 


巧 式を お 赤ち 巧々 
Ak&wo 在 Co" L お、， 

295 巧れ h A 化， 

Tel. Caledonia 97S3-59 


ホ 倉 製が 叛績株 ホ會を 

K が aku 化 在 Co リ Lt ん, 
200 Madison Avenue 
Tel. A 化 ! an ん 45 が -45 が 


K. Mikimoto 
Mikimo わ Pmrl, 
535 Fifth Avenu, 
TeL Vanderbilt 巧 19 

大食 植お巧 ま 巧 

Okuira 在 C か， 

30 Church St., 

Tol. Co け landt 2292 -93.94 

s 共 巧を 會が 
化理巧 
巧 冷な 會 
1 扣わ时 わ化 N. Y. C. hi. R 扣 tor 7884 
Facto け : 35 -化 36 化 Ave ., し 1. Ciljf 

巧 巧 巧を 棟ま售 な 
Asano Bussan G>apany 

Room 801 -SOS 
、ち 5 Broadway 
T。!. Cortlandt 80478052 

Gosho Corporation, 

Silk 1 田 porter み 
が East 84 化 Street 
T«i. Aihland 4987-91 
Go>ho C か， Inc 。 

Co け cm Exporter* 

が Beav が St>, 

Tei BowHoff Green 880R-06 

龍が が 色 巧 ま會化 
は 育* 巧が 

South Manchuria R. R. Co 、 

Roo 田 202 ら Canadian Pac お c BMf. 
342 Ma ぶ • 〇 !> Ave. 
TcLVandwWh4135 

云#% を 賊き赴 

な 育ま 巧 
MiUui & Co., 

65 Broadway, 

Teh Bowling Green 7 な 0 

なま 會 な 揖 ホ 巧 巧 
な 巧 おお 巧 
Iwai & Co., Lt ん 

Woolworth Building, 
T«L Fitz 民 oy 8660-61 - の 

s 菱巧事 巧 ま 含せ 
な 育 支店 
Mitsubishi Shoji 松 Uha 

《 M;t,ubhh ミ C 〇 M Lti.) 
120 Broadw 巧 
Tel. Rector 2560- お 64 

大阪 朝日 ニ 東 巧 朝日 
恒川 巧 

0 化 ka A 化 hi 

The New York Times Annex 
TeL Lackawanna 1000 

日本 捕 巧賊銳 
がち 支 巧 

Jap&n Co け on TruUnff Co.i し 化 , 

2 Park ATenuet 
Tel. Lexington 8787 

* - - - ~ ~ . — 

曰 本を 糸 巧 ま會化 
な 育ま 巧 
HIP 剛 KI.IT0 mis 化け 0 

Iwo Park Avenue 
Tel, Aihland 5320 

— ■ — - — — - — . 

巧 合 名を 巧 
お 巧 支な 
Hara & Co., 

443 Fourth Ave«, 

TeL Caledonia 7830-35 — 

日米 生糸 烘 をを 祿 
紐 育ま 直 
N!CH ! •化 1 K リ巧 KA 即 SHIK K1USHA 

(MCHi ぶむ の 1TO CO, LTD.) 
1 Park Avemu 
Te!. A ふ ! and 6246~47>4S>49 

大巧 每日 二ぶな 日日 
を 木 H が 
Osaka Mainichi 

Room 306 A World Building 
TeL Boeknmn 4259 
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第五 回が# 盃 

日本人 庭球 爭覇戰 

期日 八月 一二 日 (±曜) ょり 
瘍所 B 本 庭球 俱樂部 n— ト 

0 r 目 ホ 八 T 目どブ 甘 ドク スイ) 

入會金 ニ 弗 (中 込 同 略 じ送附 のき 

締切 と 巧 二十み 日 (金曜) 

(申 & 書 じは 姓名ぶ び メグ アドレス 明記の 事) 

申を 所 紐 育 新報 社 
賞盃 が ホ カツ ブ 
副賞 紐 育 新報 社 寄贈 賞晶 

庭球 好を 家 諸 ± の 揃つ て お 巧 せられん 事を ホ 望し まず 

主催 日本 庭球 俱樂部 
後援 紐 育 新報 社 



形勢 急轉 直下、 し 
露 支 軍 遂に 軍事 巧 動^化 づ 

國交旣 に斷絕 し宣戰 か布吿 近づく 

ま 京特巧 十九 日發 === お ダラ ニ チ ナャ 附巧 じて 巧ま兩 ず衝聚 せら ごの 報道 あ h 巧 當碌は パグピ 
ンの 化の 裳 ま 軍の 軍事 巧 動は 默规 する 模樣で わる、 こみ お 響で 船爵神 巧、 軍需品 株 等は 勢 ひつき 
シベリアが もの 鄭巧 物は アメリヵ 隣 もじ なめられた、 がは 化滿 のち 留民じ U 現地 巧 譲を 巧は や 開 
巧 ホ 窮長春 なみじ 引踢げ さす ホ 針で あると。 一 

ま京特軍十八日發=巧巧巧お1:^ 1 昨巧稍タ協的な勒。 シア両をを發しわが、 巧-か帝務當局と 
しては 巧 齒の利 確が 化され r 叫い 限 b 不平が ホ 義を嚴 なする であらぅ が、 一方。 V ア巧府 は 飽をも 
巧 最後 涩牒 のを 志を 徽 をせ しむるな ホ上 b して 露ぶ 网 境へ 威を 的 じ 軍 巧を 集注し つ} ホる も 巧が 
ザ 部では 『弱く 化れば 强 がるの が 露 支 南 励の 闕お 性で あるから 巧 國の爾 巧锁絕 は戰端 開始 じは な 
るまい」 i 觀 測して 居る。 

モス カウ 〔聯合】 十 セ日發 = 髮じ閱 民政 府じ對 しおま 鐵道 巧な じ關 して 最後通牒を 發 した 勞 
屢 。シア 政 あは、 支那 政府が 圓滿 なる 巧 渉を 應諾 r 宜 P 0 ン ア の 共を 丰義 ち傳中 出、 n シア 內± 
で吿發 された 支那 人 I で餘 人の 抑 時 驛放巧 ホを W て 『ず 誠爲旦 つ應爲 •しお もた ホ 張』 ご駐 傲して 
落 まの 風を 謝絶を 嘗 言した、 刚も曰 シア 陵 巧は をの あ陳書 じがて 纔 ゆる 手段に 依を 圓滿 なる 解か 
の 巧ょ 篮 きたと i-* し、 ま抓頒 ト一內 じある。 シア 外ホ鲁 及び 巧 人の 本团引 揚げを みやる 定共じ 東 ま 
沒 をの 0 シアん 役 費に も 引 錫げ をな じを じ" ンア どま 孤のを 涌 機 顆も關 係 来斷错 しれ お ふなら、 

• ン ア領 ± 巧に をる 支那 外を 宫 及び 支那 人の 聞外脫 退'^ ホめ、 國民 政府が n シ 'ア でが 留 中の 支那 
人 巧 放を ホめ たる じ 巧して 『これ 等の 支那 入が 巧 ましから ざる 間 課、 阿が を 輸入 ま、 醜業婦 誘 お 
をの 化の 化 人で ホる ことは 國 ちを 府の 巧に 知る 所で あろ、 厨 民を 府が 巧る 耍ホ お敢 てす るのは ま 
撕領ヒ 4 じめ る。 シア 人の 政 お 巧 檢擧の 正 當を裝 はん 厂 する 虛 僞じ搞 ちね ホ 張で ある』 ど斷 じた 
尙 i モス々 ク ホの ムらょ 昨み 择 海し 今タ數 万の 巧々 は 支那 大使館を 包 園して 投お 等の 谢 暴を しね 

■ . TI 

結局 日本が 仲裁 役に 化ろ ク 

東京 【聯 を) 十八 資發 蘇 まの 國を 謝絕じ 關聯し 日本は 馨視 ま義を どちつ i あるが、 信ずべ 
き 筋 いら 诞れた 報道に 依れば R 本は おく 兩轉の 觀爭を 防止ず ベく 伸 裁 役 じ おでる 模懷 'で、 暇を じ 
兩菌 が赏戰 を布當 した ご I て も H 本は 横 溯の 剌權を 侵害され ない 限 も靈巧 申立を ずるべ f、 有力 

リす を】 十八 巨を == モス々 ゥ ょも 達しむ 精赛じ 依れば 目下 か 暇 中で ある 曰 シアの 有を な 
る 軍事を プ デン ニ！ 將蒂は 政府の 魚. 令で 巧 還され ンべブ r 波 遣 軍の 總司 鲁官 たるべ < 、航空 除* 
裝ザ自 甄孽隊 及び 縣兵鹽 を 充實せ t わる ホ 針で をる ど。 


ハルピンに 戒嚴令 

東京 t 聯 を】 十八 日 難^^^^ ハ 八 ビンに 戒嚴 令が 巧吿 され、 總 
ての 報道 機蹤は 横閱を 受け 猜 善を 败 てず る 著には 巧 刊じ漢 ずる 
の布吿 出た •か， 瞬 境ょ ら遞 をむ ミ那 人は 數 巧に 及び-一方 大連 
じ 避 叢ず る。 シア 人の 旅券 查 証で 目本總 領華舘 はが 殺を 極めて 
おる が 八木領 拳は ネ日 在留 段脊議 を 谣し巧 一の 辦 策を 係議 した 

蒙をから シ ベリ 了へ ..！： 

ホ 衛軍戰 線を 張ろ.. 

ロンドン 十八 曰を = 當 地の 巧 測 じ ぶれば 露ず 國タ斷 
喊布 をの 前提 ど 其ら れ 、旣に 沿 お 州 ホ 面で ロシア^^り ン T . ホ 
と 巧 突し 重さ の < 紙^ 雄卽2 阻 i 人を 

I 巧：：.：：：： ぃ； i お 寒 詰 P 

i’ip の ppy ぷ 礙 f 财 

しちら、 こア は— を— 品ぶ— して 續 々ごタ 眉 道 
じ 化ら 派兵 しつ I ぁち、®— を—碟 前旣じ 早'、 者 手して 
居た ものら しい ど 0 

ヒ '中 r おを 1 ト\ 曰％ = 円本 通信社の 所帮じ 化れば 赤衛軍 
ラ ンナ t じ 塞され 居 ゎ、 i 軍 陳も輸 
送 S ぃ 5'. る お、；. ヒシ S こア總 領事 淹は 化に 閉鎖され 
お 負 一. 帖 A 化 退きを が備 して 居る。 

ロンドン。 を间】 十八 日が == H 巧ニユ I ゾ時電 じ 巧れば お 
か ホ お 軍は 目 ド溫み じ靜赛 中で ある 張が 氏 お 軍 じを しを々 じ 奉 
天に 歸 ゎて すを わ 動を ごる ごご タ かし、 同時 _」 南ぶ 政府は ま 
支 巡 逆は 他を らち 化 政が」 がて 管理し こ アの巧 事 的 わ 動は こ 
れを 斥ける 诗を言 した。 

上 お (がを】 十八 日 巧.-"^ 日本 耕巧聯 をの 巧 括 じちれば 國皮 
政府は ホ だ U シアょ > 段を 跡 おの 姐 搬^ 接しなぃ が 心 W か 巧た は 
まが 急. こなて 肖下搜 お媒縣 がピ逊 策を 協議 中に して、 目下 靑島 
にわる かを 部を 王お廷 比も廿 H じは 南を じ 歸る當 じ W る。 . 


支那の 裏に 

巧 過激派 

國 巧が 絕斷 まで 
東京 〔職を】 十八 日發 ns. 
故 府は露 ま 園を 斷絕の 巧 t を' 
餘 ちじ 急轉直 y をで ある こど^ 
驚いて 居る？ 目 本 政 巧 ごして. 
過を 巧を を W& 發 した 

は 極めてぶ 協 的で‘ 
'、事 巧の 圓滿 解决を 期待し 一 
居た だけに、 今や 巧 支 P シア. 
の 本頤引 揚げ 决巧 はを きお ホー 
戰爭狀 態を 誘を すを 第一 ホで. 
あるまい かご 化 憂され、 持じム 
支 鐵道ど シベリア 錢 道の 聯絡： 
絕は 巧洋ど 歐洲の 郵便 路を絕 
もので わら、 極ま じ £ もては. 
を 1 き 出 ホ 事で あるが、 日本一 
府が この 難廚 をい かじして 切； 
ける かじ をら ては 更ら じがが. 
て 居ない、 外務省の！ 要路. か j 
る 巧に 曲れば。 シ r. の 最後 通 _ 
なる ものぶ 敢て宣 載 巧 吿ピ解 一 
する の必 をはない が、。 シア 一 
は 化 京 度び 奉天條 めの 

權利 を飽 をら 固執す ベ . 
强 いみ 也の 表現で あらぅ がを. 
数 道を 失 ふこ £ は ウラ ジオ ス 
ブクの 巧 活じ賊 した 巧 題で わ 
から 戰爭の 可能 牲じ 就ても こ 
I 黯の 考量を 必要 ごする 旨 述べ 
一ち るが、 諸 お 閒巧じ 達した パ 


ピン お報じ 化れば。 シア ホ 衔軍 
の 露 支國境 封鎖で W 巧の 人民は 
非常な 掛難 じを 面しつ t ある も 
の i かく、 この お鎖斷 巧は 巧 ま 
錢 道が 化の 慨値 をを 然 皆無 ごし 
巧 一二を ょト ，の 生產輸 あの 路は H 
本 枚 巧が 所を する 南滿鐵 道の み 
ごな つて 居る、 而 して 今回の 露 
ま 街 突に 關聯 しな 勞農 おじ 屬す 
所謂 白色。 シア 人が 支那を 援 
助し つ！ あり ごの 風評は 最旱動 
かす 可らざる 

事實 である もの ミ*^'^* 
殊に 巧 過激派の 總帥 どして 曾て 
慘 敗し 目下 大速 にある アタ マン 
セメノ a 7 將 軍の 頼 問で あち 日 
本の 黑乂 退役 陸軍 少 をが 急 おじ 
接して セ將 軍の 許 じない たのは 
將軍も 亦 今み 動說じ 乗じて 一旗 
擧げ るみ* むらしく、 黒木 少佐の 
語を 巧に 化る ど 現じ 滿洲 にむ 命 
中で あ b を もじ 軍事 汽 動じ おで 
搏る 白色 n シア 人は 一二 ガ 人に 達 
して 居る と。 

ま 京 (聯 を】 十 セ 日發リ H 本 
淹信 社に 達した パ^ ビン 時電じ 
化れば 問 地 じが 留 する 0 シア 人 
は 巧ん どを の 彭を絕 も、 僅か じ 
纔 領事館 員の 一部が 踏 化つ て 居 
るの みで あるが、 奉 天 側では 時 
局が 楼 あして 居る じ も 顯らず マ 
ンナ ユリに 向けて 國際 列車を 發 
したる も 同地-」 到着せ ず、 シべ 
9 ア鐵 道の 連絡 もこれ で 中止 ご 
なつた 形で あるが、 張 擧良將 軍 
な 苦が 省の 張 ホ 相 お 軍を 靈ま國 
境ず 備軍 司み 官 じな 命し、 奉 天 
の 進を 巧では 盛ん じ ま 器 彈藥の 
製造を 急いで 居る。 

H 支 大を使 等 

國務省 訪問 

極東の お 巧を 注視 
ワシントン 十 A 日發 U ネ H お 
網 大使 ご 支が の 伍朝樞 をを 等は 
相 前を して 國務 長宫 ステ A ソン 
巧を 訪問、 長時間に をら て 食 見 
を 遂げた、 會 見の 內を じを h て 
は 判然し なて 居ない が、 

お 測 大使の 訪問は 露 支 紛爭じ 
ま IE ょが 近 （仲裁 役 じ出づ 
; ベく 豫め アメリヵ 政が の 誌 解 
を ホめ たもの らしく、 アメ 9 
々政府 ごしても H 本の 極 巧し 
がる 位置 ごして 仲裁 じは 最も 
適 営で あら、 同時に 不戰條 約 
の 生みの親 ごしても 瘍をじ 波 
6 ては 日本 も穗播 的に 支持し 
て 調訂の 徹底を 巧 待し つ i を 
るが、 

アメリヵ 勒 あごして は 目下の 形 
勢に 願し 露支兩 軍の 致 降は おす 
もじ かを 上の 懸 引で 實 除の 戰圃 
狀態じ 移る じは 尙ほ 時日を 要す 
る ものと 認めて 居る が、 事 ホを 
圃潑 聯盟で 調訂 する £ しても。 
シアは 聯盟 じ參 加して 运 ないか 
ら無 巧で あるし、 最も 適當 なる 
機㈱ は 今回 日本の 批准で ち 巧 S 
なつた 不戰條 おを 適用す る こご 
であるが、 

これ ごてら 制裁 力がない だけ 
じ 單に道 德的じ 兩國の 巧考を 
促し、 をつ 輿論の 力を W て 載 
ずを 中止せ しむる のみな'--、 
摇局賓 際 的 じ調訂 ずる こごは 
日本の 巧 動じ 俟つ のかは もい 
ご 巧ら れて 居る 

尙 ほ西踞 省では が 支 外を 官 巧で 

— — ^ — — 


陸海 軍 武官に 勒 して 在留 我の ホ 
命 财產が 誰 どを かし 休暇を £ る 
萬で あつた マ クム レ ー を 使の 歸 

ホ も 延期を 命を しわ。 

兩國民 保護 

.ドみ ッ 委任 引受 

ベルリン 十八 曰發 n ド キヴ玫 
府は 支が あび 勞 農。 シアを 府の 
依賴 をを けち 那巧地 及び 0 シブ 
巧 地 じある 兩國 々民のを かがを 
を保議 する i ごな つた。 

ゼ ネヴ ア 十八 日發 N 圃際 縣雜 
の當事 覆は 露ミ题 をのが 巧ぶ 就 
て 深甚なるを 目を 拂 ひつ、 わる 
が、 ま那は 聯盟 國 どして これが 
調訂じ 就て 聯盟の 裁斷を 仰ぎ 得 
るが 0 シア じは 斯る 時權 もない 
ので 從て 圓滿 なる 調訂は 不戰條 
巧を 巧 席す るか、 おら 中ん ば 第 
ご一 國じ委 巧す るの 巧な しと 一般 
的には 悲觀 論じ 傾いて 居る が、 


一 應調訂 じ關し 巧强の 注意を 喚 
租 ずるら しい ご ° 


ド 井ツ谋 船が 

靑 島で 坐礁 

損 寒 約 五な 巧圓 
ま 京 特電 十八 日發 n 化。 キド 
歲船 デ八ブ ブンゲ 4, 號は靑 島 
沖で 坐礁し 死者け なかつ たが 
五 巧で 圓の 損害を 蒙つ た。 
h お 十 セ扫發 U ド キッ滨 船 デ 
フネ ンゲか 哉は 大连ょ b ホ b 
靑島 沖を 化 巧 ホ 降雨 や 濃霧 じ妨 
げられ 四十 裡か神 じ 坐礁し わの 
で 卿 巧に あゎし T メサ 々願 逐濫 
數 倭は 胥 もじ 現 填 じ お 勤し 乗を 
垂 がを 救助して 救 巧 船の 到 ホを 
铸 つた、 同船には 化 ホよ h 上海 
への 歸を じある アメリカ 総領事 
カンニング パ 去 巧の 家族 等の 名 
かった 0_ 


本 お 4^ 穿 特雷心 (紫 其护轉 載〕 

軍縮 會議 態度 定ろ 

( 十九 白】 おおか 巧は 十と H 午後を 邸 じ 外務 あ首腦 部を 招き 
海軍々 縮會 議じ對 する 日本の 一を ホぶ を 熟議し ねがを じ 就き 東 
を ロ B 新聞の 報ずら 所に おれば 『巧 姐 ミして は 國阪踰 盛の 軍縮 
委員 會ど協 間 動 巧ず べき 去ので ユ ランす、 ィ タリー も參加 させ 
たいが 化む を 得 やば B、 お、 米 一| ヶ圃 巧み 愛 加し 互に 腹案を 示 
しを ひ 巧 く.- 5 て藥米 巧國が 會議曲 催を^ 實を 0 て 申 おで わ 時日 
本は 寶 な 國の 一員 どじて 喜んでと を受 する』 ど决定 、同時に 濱 
ロ 新 巧 啟は柯 時 じて らお 縮 U をが の 用！！！ ある 旨 化を 駐英 大使 ど 
お 淵 駐米 大使 ごじ 訓電され た。 I 


山 本社 長 近 ふ 鱗 職 


【十八 日】 山 ネ滿鐵 赴 島は 昭か 繫额 薪^が 他 諸 晒 題-し 就て を府 
と 協議を 遂げ 十と 曰巧歸 巧の 途じ 就いた^ ~ 諸般の 整理 濟み 次第 
苗び 歸 京し 辭 をを 提出. す L もの ど 見られ もゐる 


.緊縮 方が を實 施， 

〔十九 日】 大 落縮實 巧豫算 i 股 
會計は八丹 - 日ょ^、 が蒼 
篆物 着手の 延期を を わ 楷^ 
計は 间十 H ょら 實 巧され るが 
鐵道 建設 中 化に 巧っても め 一一 
千万 凰の 節約 じなる ど。 一一 

關觀 調査 會ち疆 

(十八 日】 瞩親 調査 會 のま 要 題 
目は 自由 通 巧ま義 であるが ど 
の 程度まで 之を 採用す るかぐ 
間 題で 委員 巧 命は 今 明 良の 普 

倉 富 議長 樞府觀 

〔十八 日】 倉 當權密 院議 長が 內 
闊 成立 當時演 ロを 化から タけ 
.た楼 挨じ對 して 應を卞 る 化め 
十よ 日 午前 巧 首が を訪 間！^- た 
が會 見後嚴 って 曰く 『最 がを 
方 巧で 樞 が じ 首 か 級 のん 物を 
を 用して はごぅ かごの 遜が あ 
るが をし かやぅな 風 說が貫 現 
したなら自みは講長をお一^し 
巧 顧問ち どして 御 奉を すみ』 
去々。 

藤 山 巧 信 巧 買收； 

〔十七 日】 藤 山 蕾 太 巧は 千が 田 
信巧會 社を 買 化した が 今棱趨 
際 的 じ 証券 化 引を 始める 蕾 だ 
ご 0 

製鋼所 結局 設ホ 

【十 セ 日】 松 旧が 相は 昭か 题娜 
所 許可と 等閑 視 して ゐ るが 巧 
ェ 省は 固 策上贊 ぶで ある 了、 
結 扇がせは 山 本滿殺 社長が お 
任 すれば 之を 許 巧す る 室。 


兩省 S 費用 削减 

C+ セ 〔口】 大藏 省は み務 省の 機 
密聲觀 並 一を 調査 中で を- が 
な あはを ち 化 在勤 {良を の手當 I 
削減を 研究 中で 東る。 

糸價 補償 實施期 

【十 セ 日】 ホ 復維趕 補償を は 化 

巧-日から 實 施に 巧した。 

每げ調 澄を 關設 

〔十 ホ】 宇垣 陸相は 縣縮 政策 

實 現ぐ ためじ 軍政 調査 會設な 

辭職化 •、考 へ わ 

(十 セ 日】 山 梨 朝^ 6;^ がょ 『そ 
は自 をの 手で 為すべき お 
山を るから 辞職。 ど考 へで 盾 
らお』 と 云つ じが 大藏省 rjig 
總督 じ掛し 『現 巧のを 算は王 
を 承認 お ホ 0』 どの 馨吿 をを 一 
した ° ' 一 

森 賢 吾 巧 等歸觀 

〔十 セ 日】 東 巧 當ヵ化 長 仏； 永 ま 
巧エ 巧、 濁 逸 賠償 會議化 表 森 
賢 背 巧 氏は 十五 目エム プレス 
フランス 號で歸 朝した。 

海相の 伊勢 參宮 

〔十 セ 日】 財 部が 巧は 十と 口な 
が 勢參宮 のね めを 京を 出が し 
たが 十九 日歸 京の 當だ £。 

陸軍 ±官 校 行幸. 

一: 十 セ 白】 陸軍 ± 官學校 卒業 ホ 
は 十と 日 午前 化時擧 巧、 聖し 
じは 葉 山よ 6 同校に 巧 幸 あ h 


一 あ 筆 


動物 燈 火山 

地下 八 尺 子 

世の 电の進 ホは 無停单 、無 終 
點 だ。 ボ * 燈 がごら b、 電燈が 
ついて、 心ら い i- じな つた もの 
だ、 巧學 交明の 威 方に 或必 して 
ゐる ど、 いつの 間に やら、 どこ 
かで、 誰か ザ、 ガス 燈や電 澄の 
能率を 手ね るし どして、 もつ ご 
龍 率の あがる 新式 人工 澄 化を 探 
ホして ゐ るの 於. から 面白い 。は 
熱の ためにち 燈な九 割 セを、 ダ 
ス燈は 九 割 化を め ュネグ ゲーを 
消费 ずる。 左穩^ ものを ち 難が 
つて ゐ るのは 古 わ-'--^ ごい ふの 
が、 巧學 文明の 最新 線に 背中を 
圆 く.. ^てゐも前衛的碑學者の鼻 
息で ある。 だが、 彼等の 探 あし 
つ i ぁる 高度 能率の 新式 人工 澄 
みは、 をして でんな を產 過程を 
どる もの か、 今の所で はお ほ 明 
確では ない。 ネオン 燈わ やうな 
ものが 極度 じな 良され るめ か 
または 化學的 王ネ八 •ネ！ が 直接 
燈 乂じ變 へられる のか、 をれ ご 
も、 現 化では まるで 見當 もつ い 
てゐ ない ホ 法が 成功ず る i じな 
るの か、 まだは つき b はわから 
ない の だが、 化學的 H 子片ダ 1 
を 直接 澄 ホに 變へ るを じついて 
は、 最近、 プリンストンの ィ— 
ニュ！ トン。 一 ー ゲュ 一教授が 
興 ホの 深いが 觅を後 表しれ。 を 
れは 『動物 燒 化』 の硏 巧で ある 
かじ 內 をの あらまし を かいつま 
んで お話しょう。 

整は 生きな ランプを 持つ てゐ 
る。 この ランプは 一 補の 『化』 
を 燃やず のピ が、^- (をり 糕 
巧を つぎ 足す とい ふを がない。 
同じ 『油』 を、 何度でも、 繰返し 繰 
返し 燃やす のでを る。 こ. の 『袖』 
は】 補の 類似 蛋白質で、 リュン 
フよ リン どを づけら れてゐ るが 
をれ は签 のを ホ 機 蘭の 中で 壊 造 
される こごが 判明した 。祭げ か 
b でな く、 化の 澤 山な 發 光を 物 
でを 树 揉で をる こごが わかつ た 
この ブユ シフ エリンは を 易に 酿 
素 ど 化を ずる。 をして、 お 炭が 
燃燒 する ご 副を 物 ごして 熱を を 
する のど 同じ やう じ、 火を をす 
るの ので ある。 しかし、 巧 炭が 
燃燒 ずれば 元のを を 失つ でし ま 
.ふの ごは をつ て.、 リユ シフ エリ 
をの 體內で また 巧のを をな 
返す。 だ がら、 何度でも 巧し い 
燃料 ごして 役に立つ。 しか 
リュ シフ ュ リンの 發 する ホで 
育 お 巧で 珍しい 『冷光』 の \禪 
をな のでを る。 を こで、 樂天家 
は考 へる 1 签の體 內で巧 はれ 
て ゐるホ 法を をの ま t 化學 工場 
で模篇 したら、 無熱 燈乂 をを 成 
して 人類に 瘡 供出 ホる やう じな 
b、 燈 みを 業界 じを 命が 起こる 
じ 違 ひない ご。 さう 樂 巧す 4 の 
は、 もご氣 がを すぎる けれど、 
签の ホが 人類の 燈ホ 生産 ホ 法と 
連 ひ、 卫 子グゲ 1 の浪 著；：^ く 化 
用 じょつ てを を じ 作られる 
化弊燈 ホで ぁる i を 巧 確 じした 
户で ゲェ！ 敎 巧の リュ シフ ェリ 

ン をは、 を然燈 化な 良 じ 熱意 
ニな 一二 十 化 名 じ 卒業 誦 書が をを 持 ク巧學 者の おじ 强ぃ 刺戟を 
與 された。 巧へ た。 リユ シフ H リン 硏 をの 


お論をお潔じいふ^:^らば、 か， 

いふを じなる リユ シ フェ" 

ンご いふ 一柿の 類似 宽 白 質. か 酸 
化して あせす る。 をのを じ糜素 
を 失つ て 元を b のが 態 じ 還る。 
化學 的に この 循環は 完を でぁる 
を こで、 この ブ ユン フエリ 


ンの 正確 完 をな 化學的 循環 作用 
を 利用して、 電燈や ボマ 燈よ b 
も 一層 廉 傾で 能率的な 人工 澄を 
H 常 生活 じ 役立たせ るには、 9 
ユ シフ H リンの 大致 生産を でう 
して 實 現す ろかぐ 簽 I の 難閒題 
でを 6、 祭 ニ じは 9 ユ シフ エブ 
ンの 循環 作用を 不斷 じ繼績 させ 
る ホ 法か柯 ごい ふ i がな か-^ 
間 題で、 をれ がで う解决 される 
かは 豫 勘を 許されない。 しかし 
リユ シフ エリンの 巧學的 巧訟や 
をの 今を じ 於る 展開 よらは、 
i ダユ！ 敎 巧の 實 際に 巧究 した 
發 ホを 物を の もの t 話が、 專巧 
を 打 外の 人 じは でんな じ 面白い 
か 知れない。 

あ ホの 秘 傅を 自然から 惠 まれ 
でゐ るのは 决 して 蟹 ばからで は 
ない。 パ I ゥユ！ 敎授は ニ育禪 
W 上の 發化 動物 (あ頻 五十 補) 
ご 幾拂類 かの 發ホ バクテリアを 
巧擧 して ゐ る。 を ホ パク テ 9 ア 
は强 い， ユン フエ y ンを 持つ て 
むて、 宿 まじな つて <れ る 動物 
じ、 宿 治 巧の つもな で 光を 提供 
する。 時 じは 冷截 庫の 食品 じ 宿 
泊して、 暗中に 签乂の やうな 巧 
ホを 發 せしめる。 時々 語ち 傅へ 
られる 台所 ^ なで も、 正體を 
突き ごめ る ご、 發ホ バクテ 9 ア 
だつなら する 疫 をが 相當 あるじ 
相違ない。 發ホ パク ブタア の 人 
體侵乂がはつきらゎから^:^か つ 
たころ のみ 科醫 は、 患者の 傷口 
が發ホ バクテ 9 アの 作用で 暗中 
じ ホを をす るのを 見ても、 神秘 
或に げたれ もせ や、 を じ 快癒す 
る 前 化 だ ごす まし 这ん でゐ たも 
の だ。. しかし、 傷口 じを ホ パク 
ブ 9 ア がわみ こしを 据 るると、 
化の 不良 細菌が 跋层お 巧な < な 
b、 發ホ バクテリア をの ものは 
人體じ 無害な の だから、 昔の 醫 
者が 推量した ミ も、 あながち お 
嬉目 ごはいへ ない。 

戯 詩鋪々 棘， 对 5. 

武ホ理 三 郎君 

銀行 あは 物堅い、 おじ、 

彼は 半をまで は、 しんぼうが 
ホ 氣でお ホる。 

........ ぞ年出 ホれば、 一年 

五 年、 十 年、 をれ から 一生、 
辛ぼう が お ホる ぢ やな い •か、 
さう 八よ ，， si ぶ 1 • ミ 

がは 銀 巧 家で な < 、禪僧 だ。 
しかし、 彼が、 

をの 爲め 半年 每、 

『必要』 め 前に 屈服して、 

一々 日本へ 歸朝 する なれば、 

銀 巧のを 庫が 輕< なる。 

が、 を必し 給へ、 ニユ a1 ク 
は、 新陳代謝 じふ さはし い、 
.化 巧の 大都會 であるから。 

柬義一 君 

•俳 也 一三げ、 禪 がた つぶち、 

クラ プに喝 ど 息を 吹けば、 

るの 木立は いご あし、 

チヤン ビン 試を なんて、 
阿呆らしい やお ま へんか。 


A.L。 CEASA 民， M*D. 

127 East 84 化 化 姑 
bet. む rk 在 Lexington むが 

猴晒 鼻昇鑽 

随時を 診 
午 もま 時 +* 前午自 
巧 八 ま 時 六を 午自 
日 曜 

旨 午前 十 時 ま 午を 一時 


! Koike Stu ぶ 〇 

! 730 Fifth Ave. 

i Cor. 57 曲 St. 
reJ. Circle 4406 


DANCING 

411 W. 1 巧 th み. 

W. む 化 ed け I 44 邮 A か 3 


お 

集 

鲁 



PHE げ S も 巧 R が 


3 Mai お n Lane N. Y. 

エ 細冶叛 欺を* が H ぶ 職 金 

1 媒お賓 を 意新最 


ザ 

1 

タ 

グ 


グ 


ト * 

ク 

ゴ 


— • 一- 一 つ 
〇〇 — 
〇〇 と 
ととぶ 
… 〇 五 


錦な 咖卽げ ほおが 

巧 辟！ な. る 阳 .お 始舰巧 か—。! 耸贼 かな おも 

授敎證 英人婦 


Dr. M. W* Mootnick 

1 が E. 37 比 別 . ， N. 义 C' 
Near Lex! 打 gton Are. 


Dn O は o Mey が 
2 が WesH3rd 化が t 
New York City 


巨 打み > 在 Kodachi, I 打 c. 

Bf 痴帘 i も 化が 

Te し 削 恥 ha!M541-!2 ~ 


遠 

小 

巧 


諸额 か船絕 
荷 巧 洋具船 
御 入を を 御 
運 摄雜巧 用 
搬關 貨お津 
なず 化 
扱纔資 


喬 


號お十 おなお 千 


A プ -• 

が 


雜 输 貪 湖 


【田 曜七】 


呂 トニ 巧と 年の 巧昭 


f 


齒お醫 木 下义市 

ゴ0 去. ご 呈 芭- 

ぎ M 漏 m さ ニ 登 


第 お 街と so 

へ クシ ヤ！ 

ビグ デン グぉ 

小 池 寫眞矯 

電話 チ ー ク八 
巧 四 ( 


舞變 個人 敎授 

平趾を ダン， A 
▼ぶが ホ操叔 

を 

朝 十が ョ ，巧 十一'' 巧 

シャリフ •グン シ 

ン グ娜鮮 學校キ IS* 

h おタ 


了 お 
親坊 


あ 


哉‘ 索辑 r 巧 

3P 、>、 J 、 _ _ ti ’ ’ el — l . 3 广 


養 7 Is 二 ve. f す rk 聋 




殺 關事辕 取扱 

を LLi LBi & 資. 


す 1 7 里 ニ B 吕 a を さ'' 呈 
ジー. Bo 至 一 另- fi ミ 3 ち 04- で B 


3 3 9 
て W 9 


d 4 

山 剛^ 柳 

化 1 9 4 

出リ 2 巧， 


R 巧 

/I S S 6 

U け沪 


造 


W 器 . I 


% 




稅關 事務 

東洋を 地幷 じを 化を 
の輸巧 入力 法に 熙卞 
ずら-切の 御 諮問 じ 
おじ お 道激船 貨賴を 
赁及ぉ 帆表稱 關手續 
書 等 進呈す。 重要 都 
ポ じ化理 巧を なし 誠 
實 をを 卸 巧 命じ 應ゃ 

巧驗 取扱 


S S 

赖 J ぉ 

U kw 
S M M 

放 I 

お 仙 u 

置 

む 4 
. 6 り 


電氣 、器械 工具 製が 
建 動 具、 玩具* 貴を 屬 
時計、 寫眞 器ぶ 現像 

を-一^一ァ ー ト 

*^^^ス チザ才 

東洋 美瓣 品馨義 、ン 

デイ ホ、 ランプ ン H 
I ド 類 グアキ t 么ク 

タ 1 す*. モふ 1 修理 


防^ 

U M 
T ^ W 
S k 的 
T む A 

R i U 
S ぉ H ：： 

常 

ぶ uJ 

A の 


日本、 支那 寶玉製 美 
術 品、 婦人 用を 鈴 其 
他 装 節 品 


阀島詔 


あ 等 美 烦お修 撐> 
肯飾 品、 スト 9 ンダ 
日本 服 裁縫 


A 


S 


t 


かぶ 

A rf 

^ f 过 

K e 了 


隱 si 

u 3 n 


si 


お 

3 


帥 

e け 
扣 8 
h 


葬 泮臟店 


丸山洋 臟藏會 



在な 靑年 理想の 由 ホ 

日本人 HH ： 年會 


塞！！ StTs 一. 百 arks こ 2 去 


I L 

が 


t 1 f — 

i A .u 9 

;|‘ん s 


お 

b 邮 

I 為一 

rs u. 

M 


化育 州を 認 
巧を 省を 許 
東を 帝 大轻巧 大巧 
產壤 おお 科 ホを 
无化邊 

產婆 お本綠 


於 


懸揉 治療 


姐 脚 化の 

顏 III 

I 

K 

u 

Y 


マツ チ！ ジ 、整形* 醫 

科 學的運 勘、 腸灌注 
氷 あ、 電氣 風呂、 ホ 
線 及 電氣活 療其化 
が 育が を認 

フイ ジネ シラ ピスト 

西 村 幸 男 

H 躍外每 H 午前 化 
時ョ ，午を 八 時を 
を 話 前約 願 上 お 


檢眼並 じ眼纔 調節 


0 


C 0 
S 七 去：：； 化 

酿 お Ef 

K 比む^ 

鏡 FI 

^ で お 軸 加 
WF 巧 d 
p! •醫 E む 
ィ 8 
F り 


巧 

水 

王 

曜 


巧 

八 

が 

を 


化 


齒科醫 


をを 

il 


- 


^ Y-Y*v-Y* 

I 化’ N ’ N 化 M 多年の 經驗 をな て 
最新式 巧學 手術に 
懲館 じて 信 巧 篤し 
= 趙術 巧お廉 n 
日本 入諸宮 じは が 
に T 寧 懲切じ 治療 

お該 察時閒 (を 日.) 
午前 乂 時：；：： 午後 

既拠 識^^ S 贈 午後 一時を 


巧 W 

側ぶ ぶ 

で g W b 

P 盧 

の 細 热遍 


削 誌 記 


か 


西蹈 十六 了 目 六十 お番 
叢 話 プライア ントお 0 と 九 


萊ぶ 十一 ニ 了 目 


りが が 
r け i 

T お 


Y 


-S 

g 

^ 襲 

3 L 
3 

1 W 

G 


三 ニニ 


伊藤 
洋服 巧 


長 ち 

譯 巧 巧 \ し、 

ごフダ i ク 


一二 




^ S6 

^ h が 

了な-一 


洋服 調進 


— ( hn. 

0 に n 

必 0 抓 

r 邮 

I 

M 


クリ i ニン グ 、ダィ 

ィング、 修樓 等】 切 


ミカド 洋服 店 

松 本 保 

觉話 ライン ランダ— 
六 八 ご一 0 


\ 


A 

k 




ベ グビュ ー 病院 及 
が 育 乂學臀 科な 勤 

江 見 ご 一期 


liS 

罕 H 


Y 


渗療 

午前 十 時ょ ゎ 十二 
が、 午後 六 時ょり 
八 時， H 聯 はが 約 
願 上 お 

ドク ト火 

山 ロニ 一之助 


M 9 

化化扣 
> 8 

• U 7 g 

子 W 


品 




§ 肖 えな 基 


自 午’ 扣九時 U 十二時 
宫 午を 一麻 n 五 時 


乂谣 午を 一麻 = 六 時 

はへ キシヤ 1 フア 
ン テ^- ン 『ンク リニ 

ツク じお勸 


JO 巧 巧 至 1 OGUR 产 Mb . 

ニ 1 W を呈 h S 一. He* 一 曼 


診察 


午前 十 時— 一時 
) 午後 四時— 八 時 一 
し 仙 I H 順 午前 个 時— あ ザ 
化 W を 性 お 性 巧女疾 を、 皮 
W i" わ お 掏、 血液 檢ま 
M 化い タ 年の 經驗 をち し H 本 
M けい 人 じは 時に 親切 じ 治 お 
化 則 S 一す 

け 捶康該 斷こ巧 




クト八 


メイ ゼ火 


彭を 時間 
每 H 午な 四時から 
六 時まで 

夕 巧、 水、 を、 と 
時から 八 時 迄 


出 t 
S S 

W 咖 

巳 W 
E •術 

R 

D 


內 S 滲療 


Tel. 黃 ミ 是 3 夏 & を畫 5 1 忌ま 

養繁 仰鋪 懿 1 作録 41 

H 權 ザが 九 時 1 午後 巧 時 
ドクト^ 小 栗乘ま 


J 2 
oi 

T 比 r 

の W 如 

当 品 


反 


診察 腾輔 

午後 一時 U 云賠 
午を と 時 Z：： 八を 
を かおを ± 

パ t 巖本薄 一 

を お 比 强乂を 及び 
ホ ザ クン 病院 勤み 
日絕 はが 約 頭上 お 


氏 如 
M ■一り 

« 品 

A t Ja 
A s が 

心 一一 

品 

ぶ ：^ぉ 
T け 


診察 


火、 木幡 午を 化 時 1 十一 時 

紐 育 柔道 俱樂部 

巧な 了 目 一八を 


孤 桃 

•む 8 

這 d 


諸を 食 


C 相 
0 か 

S 巧 

ん i 


■れ も 
•2 刖 

C む 
e W 


P わ 
泣 4 
如 1 


化 


本 

人 

を 

督 

お 

を 

お 

會 


« 巧說 か (曰) 八が 
日 お 學校 (日 ニ 房 半 
家を お會 (水) 八 時 

1¥) 八 時 
婦人 會 
廉巧食 


設 煤 


e 

ト 5 
T 4 


を 宿を、 街み たを 
戍業 巧を、 をの 化 
人事の 巧が 驚 じ 巧 
じまず ウ 


. が 

, 0 


午後 一二 時 よらみ 時 
日曜は 前約な 頗懷 


窩を费 き 


化 


S 恤桃 

U ^3 
G 化 如 

0!: 加 

o’Mh 
Z M h 

N z 

A 

K 


診察 時間 

午 商 丸 時] 十 瞬 
午を ホ 時！ 八 時 

バ^ 小栗難ごー 

短 育 ホフ， 7! 病 媛 
巧 おお 病院 製を 

武お 3 y バラン ド 

病院が 務 


2 

5 

6 


非加ぉ I 


葺 
目 I 


n , 

I W 

貼 化 

■1 

が 出 
.けむ 
光 ホ 

C h 

が 咖 

T 一 啓 
邱刷常 


H 麵蛮審 巧が ぁネ 
共勵を 夕と が ザ 
挺 巧說お タ八晓 
た 3* 巧瘡 .含 タ八巧 
巧 お及びを 接 

すを ニ 巧 

丈 报惡が 曾 又は 
策 お 曾 タ八栋 


e 巧 
rp 3 

了 8 
， 2 
3 


がを 事 ホ 

着 お 部、 旅 巧を ま 巧 
巧-人事 巧 おが" 蘭^ 
班、 巧 業 周旋が > 巧を 
热 疑が 授 のを 說を設 
け會員 及び ホを 良の 
巧を 新る 


X 光線 

前約 風上 娱 

づーチ か大學 
ド グトか オブメ Ky ン 

酱舉巧 ± 

ま 居悅彌 


弊 巧は 資質 誠 嵩 迅速 ま義の 
まじ 御 ± を 物 一 式 卸 資艇段 
で販賛 をし ますを ホ じ拘は 
ら乎 御用 命 仰 かで さい ませ 
◎獻 ホを 確 時計。 置 時 許 一を 
◎賣石 貴を 鹿。 銳製 器具】 を 
◎を 極 萬 年 筆。 を 銀製 鉛筆 
◎蓄音器。 ン コ ！ ド 見本 陳别 
◎寫眞 器。 タイプライタ ー 

◎が 切 巧。 がを 寫强帖 繪施書 


ブロ ー ドウ 玉 1 だと 十を 


領事 おお 側 建のと 0 お號室 

巧が が裔 

鄉が爾 へ t 


ニ 0 ず oacl 壬 ay. N-y. 田で 

ぎぎ tlandl 苦 ニ 6350 


E 


歐 ホを 補 時計 
貴を 屬寶 おお 
銀製 器具-式 



◎誇 ユ最 髙扱ノ 商な ヲ捣 選し 
化ち ミ廉 憤-一 躲質シ チ 居， マス 
西 四十 ニ 下目 SAI1 ぶ ホを 

ロング H — 力！ ビか デソグ 


九 巧 十が 室 


L 4 


靑 柳蘭會 


タイフ ライタ 1 

を 禅 巧 年 筆 
其 化 ±產 物 一式 


(タイ ムス ビル デン グ巧挪 ) 

電請 V7T; 四 一二 ホ 四を 
©商品 N 確 脊ナグ コト、 取扱 
ノ理速 ナ八ユ トニが ブ皆樣 
々ラ 御 巧 郛ヲ得 ブ居ブ マス 


抵 

2 T 
4 K N 

乳 加な 

7ys 

rD uu 

WE し 

4 


む 




9 

が 

2 


品 


陽： 一一 
か； H 如 
T 


を T 

R の 化 

R ^ ^ 

E 2 

K 

B 


B 小 


5 麵 


お專 

さ®- 


御寸巧 
ホ 法^ 

こ 

じがぶ 

€ ^ 

かち 巧 
b 靴き 

員 弧 も 
お 日ん 
張 屑き 
しけ ホ 
て 神を 



揉 療治 北 島覺丈 

岩 7 单 es ニ 3 雲 St. 

Tel. 昆巧 呂ョ ニを 巧 


おき ホ题 婦人 
B 本人への ち 
語敎 撰には 多 
年の 經戀 を智 

ず 0 I レ ブス 

ン毛十 お 触 
铅 H 轉丸 時ょ 
b が 化 時迄柯 
轉 じても 宜し 
け疆 目は 一 時 
.ょち 四時 迄 
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鼻 形 整調、- 顔の 疵路ま 一一 
等 無痛 治療 一 

每 H ザ前エ 時— ヴ時 
午後 五 巧 — と 時 
日曜 午前 ャ I 時—— I 瞬 

サ H 年の 經驗 あら 
= 治療 巧 普通 H ; 


獨 逸® 

巧膺 お、 血液 不潔 
其 化 巧 女 諸 疾患 

獨 遮ょ b の 輸ん藥 
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午後ぶ 的り 八 か 
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縣) 中が を ニ (岡) 渡邊泰 巧- _ 巧 
巧 ホ) 古 巧 武么化 (か 歌 山 瞬) 
後滕甚 之を (が お縣) 松 下菁么 
を (山 ロ縣) 德 がが S 郎 ； 熊 
本 巧) おが 巧 喜 (鳥 か縣) 廠勝 
衞 (山 ロ 森) 巧甚を (愛媛 棘) 
お 田 常 杏 (か 歌 山 腐) 化 本或杳 
(鹿ぶ 島縣) 國上時 愛' (愛知 縣) 
末 松 (長 畴縣) 池 旧み 藏ま C 熊 
み縣： 平が 深 滿脚縣 ニ灵巧 
度み 大操 サダ メ ハを か縣) 長 
崎德一 を 田 幸 一二郎 (大阪 巧} 
巧 川 源 太が (を 庫縣 )' 務木富 八 
(福 岡縣) 末み 豊造 前が 诗大學 
學ま八 木 郡 平 (鹿 兒島縣 ) 木場 
常義 (靑 森縣) 巧 ヶお豊 二 志 
(お 本 縣} 巧 本文 藏ま岡 直 お 
(山 ロ驟) 中 材秀雄 (神を 川 燃) 
稻葉明 ま 

右の 者に 通知 致 度き 懲 ちぶ 
お 間 本人ち ぐは 知人ょ 6 規 
化 巧 御 通 か 願と ぉ 

紐 育帝國 総領事館 
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新 ホ 書籍 販資 

雜 誌の バック ナン 
バ] 、を 嫌 誌 類の 
新 注文 をん てが 速 
に 擲联み 致し^す 
何を 御用 命 願よ 
ます 0 

- 

奧村 書ち 
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A 通 薄 ◊調杳 ◊巧 渉 
.1 ◊買賴 ◊其 化柯 でも 
相 8 - 翻 懇切に 御 取扱 致し 

郁 W W I ょず。 

わ司， M ^ A おは ン ヵコ 大學を 
ゴ t 1W I ホ 業し 巧 ホ 旣じホ 五 
案 パ 師-年 聊か ホ閣の 事情 じ 
匀む 扎 ™ ぶ やぶ もの ご 信じが 
艮 虹- , — 1 ^ 1 

み 

\wT _ ぶ 化 
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房 靴 
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が t 商事 研究所 

.一 贼轉で 杉 純 雄 

i A ホ國 じて 發 巧せ- 
I 新 舊の藝 籍ご辕 誌は 
I 抑な 义巧 第を 速 じ 御 
一 庭け 致します， 

A を 御 注文 じ對 して 
-- けを 潰 よら 割引して 
差 上げます 0 


裔等 五 年間 中 

是巧参 巧 装 ど お 

同經 湾と 年間 日本人 諸君の 理發 
の 經驗 あら。 ジェス •パ アバ 

西 六十 五 T 目 一二 一 蕃地 


ア 




'上院 關稅 案を 起草 

下院 案； 終： 化して 稅 率々 合理化 
日 木. へのが 擊も怠 外に 深甚 


巧 おょび 評 僧 
る こどは 
こか'"^^ 


j ヮ シン ト A 十八 日豬； 上院の 關稅引 を敝 をは 本 H 午後を 
I ロて-がで r しみを 巧を 眞 おで はなもじ 本 おの 起 巧ぶ ご b か i 
I つたが、 あら < 巧定述 b ホる 八り 十九 H おには これた 巧 了して 
I ま 巧へ 上 巧ず る じず るべき が、 上院を は 下院を に 比豁 し、 をの 
一一を 一般 輿論が 强 くな 巧、 て おる 曲 巧ら あるので ある 巧の 稅 率は 
I 原 あを 山め^ いお 巧 じ 叫 ド \ v これを を迎 化する が、 パ .農作物の 
I i 部 じけ 巧て 巧 まの 上に お 率を 梁- 風 もを も、 ト； なをと 下院 
まの 開きが 余^ 大き，''^ パぶ が冶閱 喜は ホ 期 本 薄 會へ持 越 

~ ご /- く '-/.-^-^^/-^'-^'^"^^'^''-^'*^ 

一一 . ド ... .5 V な 熙我 なお 法 まは 目 
I 下 上院が 政 委員 會の瞄 稅法聽 取 
_ 巧が をが おじつ いて 愼 重に 聽取 
して ゐ るが、 關稅の 引上げ •か 日 
本 じぶ ぼす 影 嚮は飯 我し ねどこ 
ろで、 引上げ どむ る わが 對米輸 
出品の 輸出を 额は紹 額の おみ、 

I ニモ 巧 お 巧では あるが、 品 巧が 
サ九 柿の ホき じ 上ら 

非常な お 率で あるので、 

_ を 業を としてを か 的 巧が をを < 

一る ものごして. 茲虛 して 居る、 な 
，正 まじ ょれば セ 八 0 イドは 吉イ 
: ンナの 人形が 化搜 S 十 御、 とイ 
ン チの 人形が な 借 十 制、 陶破器 
は從巧 十五 御、 横を 眞珠 は從懼 
巧 五十 御から 巧六剌 で、 巧 偕 十 
五 五 インチ 四 越の ものが ホ 十八 
錢 どなる はでの 楠 端な 引上げで 
I あら、 齒 ブラシは 從憤十 S 割 ど 
^ いふ、 これ また 禁止が 引上げで 
: あ アメリカは 關秘を 引上げ 
て 自國內 の 工業を 巧證 せんご 企 
瞄 して ゐ るが、 これ 禪の巧 品は 
ザ ホび どくを 化の もので、 勞銀 
の やすい H 本み 家内工業 のが 産 
であるか 与-、 關稅を 弓 - H け てら 
'巧た して アメリカ 段內じ 

H 業ろ お连 する かどぅ か 
は、 说間 たを も ごされ て语 る、 

これ 等を 巧 お關稅 引上げは U 本 
の勞 銀が やすいから、 こわを 誠 
節する ごい ふを 化からで ある ご 
も稱 して ゐ るが、 アメ ツカ 側の 
見 ホに ょれ ピ H 本の セグ 。イド 
の勞 なを、 巧す エは五 かの'、 

ホ X : 一八み み 一に 過ぎない ど，‘- 
て ， Q 4 が、 これけ 見 巧 ひ 臘エの 
給料で 蜘秘 引.— けの お準じ わい 
て か/' る閒途 'いが タ いこ どじつ 
L て 當浆ボ な 大いに 非難して を 
る、 また こ. わ 巧の 女が おけ 下赔 
階 絞 向きで あなので、 細 我が 引 
'七げ'.?'' 0 、 こご、 なれば、 化し 

消^者に 轉 がされ.、 社贫 
'め 策の 巧 化から 米阅內 にも か當 
非難が ある どの こごで、 日本 輸 
おな の 曲稅引 束げ は、 アメリカ 
.自身 ごしても 巧の おた もので な 
< 'これ 巧 安 化物の 關稅を 引 上 
一げ て も、 をの お 化 入は お々 で、 

H 本の 檢お巧 おを 雌を するどみ 
- じ、 る 他 おの 製を じ從 率して 居 
る、 赞カ がき 中小 エ楽 をを をし 

: める こど：，；； •るので、 贸お巧 巧 
; は 引 h げ緩 かじついて 當 巧し 陳 
悄述 動を して 居 4 が、 輸出 製を 
一を たる 中小 X おを も 化 巧に 熙す 
ずる 間 越 どして、 しきらに をの 
裝 情を 訴 へて 居る、 さら じ 今 巧 


の 改正 遣 

法の 改 化が'^^ 

もつ ども 蓝 ホみ df 
國の / 

評 偃を 巧 用す る ごきは 攝 

おの 申立 または 萍 借を じ おもい 
b 易い から、 をを 凰 巧の 懼格ま 
たはを の 化の 巧國評 彼を もつ て 
すべし ぶめ 4 旨で、 か 縮 條項ご 
評 便法の 改 足を なす もの' である 
この 仰縮條 巧の 改正 どは、 か圃 
製品 ど アメリカ 製品との を產豐 
の 差違を 誠 節する ためじ 現を で 
は關巧 率の 五 割までを 大統領の 
權 限で 引上げて 居た のを、 をの 
程度では 運用の 目的を k かじ 達 
しな かつじので、 生を 裳の 差違 
調節を 比め て、 的頤 おど ア メリ 
力 品との 競爭化 態を 調節す る こ 
ごじ 變じ たもので あら、 まれ 評 
巧 法 3 改正 ごは 族 則た るか 驟評 
偕を 廢 止して 固 內の價 おを 變ず 
るので ある 力、 かく すれ 皆 

事實上 賊稅 の 引上げ どな 

るので、 現に ゼネ グッの 國恣聯 
盟 でも 問題 どして 居な、 化 あを 
國 とも 今後は 載の 氣势を ぁげる 
であらぅ ご 見られて をる が、 こ 
の 評が 法の な あじつ いては、 ア 
メリ 力の 输乂冀 まも 巧 踐評憤 じ 
ょる 時は 商 おが 對 奪した 隙の 固 I 
內物 憤に 基き 巧ます るので ある 
から' 輸入 業 あごして は、 嫁め 
をの 稅额を 知る こ ビが化 ホず、 
非を リ不 をを あたへ る、 問國上 
院财 政を 封を スム… 、巧を 初め 
一二のを 良 も 評 おな' i' じつ L て 

反 巧を し.- 居る 位 ひで あつて 
評 階 故 あを が 通 遇ず るか 巧 かは 

疑問で でもる が、 いづれ 
じしても 細稅 の 削 とげの 上 じさ 
ら レ' 評 惟 法な ぶ どい ふ 態の い； 
触稅引 h げ をけ はん ご し.' 居る 
こごに おしては、 巧ち 莱を ぶび 
當 業ぎ 成 引 h げ 緩. 徘 につき 衝策 
を雜究 中で あろ。 


爲替 上騰 i 

肖標は 四十と お 

東京 特電 十八 日轉 U 機 渡 正 省 
銀が の 庭 巧 巧 入れな ご 一千 巧圆を 
越した 模お e が W が 巧 補充 脚顆- 
が 化の ため-し 政府 どの お 同 動か 
か. こお.'? れて 居る が 昨今け ホ 糸 
手形 殺 倒 5 だめに 巧 巧は 遂に 四 
十六 ホ 澡を巧 破す るに ま b 、 お 
をけ目下質ひ邱へ てぉるが相煤 
は 四十と 巧堪を 目標 どして 風い 
て 畳 40 


註。 昨今 當地 じがる 叫 爲替相 
おは 左の 通 b 〔單な 弗〕 

デマンド ケ ■ — ブ少 

十八 H 四 五 •九 五 四 ホ •00 
十と H 四 六 •一八 四 六 •ニ 五 
十六 ロの 五 •八 五 四み •00 


ロシア 述 商に 

英米 競爭的 

視察 幽が頗 々とお 發 

吳 陸からの 街繁 輸出 裔は 一九 
ニ 四丄吉 年度 (一面が 十 巧 か 
らニ 五年义 巧まで) は ニ 宁吉巧 
五十 方 ポンド ニ 五 1 ニ 六 年度は 
ニ 千 五十 ガポン ドて、 0 シアの 
總 輸入額の 一剧五 ホから 二割 お 
度け ち國 貨物で をつ たが 一昨年 
英露 瞬を 節紀の 結果 U シアは 出 
巧る だ バ据团 なを 

驅逐し 必要なる 輸入品は 
あ 瞬. し 仰ぐ ごい ふ 方 か. を ごる こ 
ごじ V (た！ め、 英国の 對露輸 
巧は 急 じ 疑 微しニ 六— ニと 年度 
け吁巧 さす 片 シド どな 6 、 さら 
じ ニとー こ 八 年が け 僅かに 五な 

车巧 ポンド i 前 S 一二 かの 一 

から 拽 をの 一じ激 がず .〇 こ 一 巨っ 
ね、 を こで 英國 では 實業 倒を 組 
傲し、 先 お。 シアを 訪問す る 等 
大いにを の 挽 固に 努めつ {ある 
が、 英國の 化 泣 じどつ て變 っね 
ホ國 は、 をの 直後に 實業剧 を 組 
磯し、 n シア 訪問を 巧 ひ、 今回 
さら じ大が i をの n シア 訪閲が 
寶 現し j 巧は 過日べ グリンを 旣 
じお發 した、 即 もこの 計 蚕を は 
こユ ー ョ I クじ わける ホ 露銜業 
會議巧 ( 會頭リ ー プ •マ クン.！ 
氏 ¥ 

の 目的は 树函の 貿易 
投資 等を 調査し、 大いに 米鹽の 
女を 伸ばさう どず るので あるが* 
勞 農を 府は 目卞乂 いじ こゎが 歡 
迦氣 構へ である ビ いふ、 一巧は 
と 巧 十 置 H から 約 四 週間ん 藻を 
でを 地を 巡遊す る 則講 るるが 
をれ じは と！： 四日 じ はじまら 十 
S 日 じ 終る アム ヌブ < ダムの 國 

際 商業 會畿巧 總會‘ しお おする ホ 
國 化ぶ 二 巧十數 を) もべ ルリ 
ンで 落を つて 巧を 共 じする こど 
どなつ てゐ る、 かやう じ 

英米 實業 踏の n シア 訪問 
は勞 .農。 シアが 漸 み經濟 的に 世 
巧に 認められん ごする こどを 物 
語る ものである：^、 同時に 今後 
ロシアに わいて 提乂の 資本 戰が 
どう 展關 ずる か， レ 典 味 ある 間 題 
である、 因 じ H お 貿易は 輸お入 
殺 計 S 千 方圓お 巧で あるが、 こ 
の內 ニす 巧 圓はロ 本が ロシア か 
ら输 入す る ホ 法で 輸入の まむ る 
ものは ホが で’ 輸 ぉの 一千 方圓 
は 漁網、 漁 器、 カン 詰 用 3 プリ 
> 等が ホ；：？ る もので、 ホに 沿海 
挪贸 拐に 化 ま b 歐 露との 姐 曲は 
-寸絕 盛で ある ご。 


雲' 


で 株式 會化鈴 木が 巧の 經替 
謀し、 これ か 組織 變 おにつ いて 
械 がのぅ もじ 運動を 綾け て 居る 
が、 これ じつぎ ジャ ー リ ，'商を 
の U 本を 糸 巧 か 化を を 持つ で & 
た 鈴 木 源 お 郎氏ミ 最も 關係 深き 
ホ 糸 輸出 商 化 シ少ク 巧ま會 社は ノ 
攒资お 引 所 および 一部 化 引 員 じ 
掛 し、 協力 諮 解を ホめ てゐ るか 
ら 、おく 質が のは こび じ まるで 
ゐら ぅど 見られて 居る、 資本を 
は 二な ガ阳 で、 をの 梓 巧は ジャ 
1 リ ー 巧 曾が 一 萬 五 千 株、 化ン 
グクが 一二 千 巧 •巧 お 引 員 鉛 木 ど 
し 巧が ニ 千 株の 割當ご G&e/ し 
い、 いよいよ これが 實 現される 
ごすれば、 义 しく 不振を つ i け 
わ横濱 取引 巧 も おか 當 おおの 進 
出 ど あこたい じを 化を 姑せ る だ 
らう ど期锭 さりて 居る。 


アメソ 力の 資本で 

生糸 靖 提携 

旭 シルク 其 他 

五十 方が のぶ 同 出資で が 食を 
I ; 紹營し 現 化 長は 常 地 ホ 糸 取引所 
長 どす るニユ ー ョ ー クホ 糸が の 
天ぶ 物ジャ ーブー 商會が 中必ど 
でって、 さきに 物 かした 横 お 取 
がが 員 鉛 木 源治郎 氏の 後を 繼い 
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成 巧の 秘談 

ホ 鹽式奨 語を 話す 擧 
は 成 巧の 篡 一義です 
本校には H 本人 敎疑 
じ 慣れた 察 巧 婦ん敎 
師を b 懸动じ 禽話藻 
僖文祖 を 語を 敎极し 
ます。 曰 曝 遇 日 巧に 
午前 化薛ょ b 午を 十 
巧まで 關沒し 一ンー 
スン お 十五 觸づ 、〜 
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卷壽脅 辨證は 詢目中 じ 御 注を 
T されぶ 早速 觀窟申 主まず 
午前は 十 時まで 午後は 一二 時ょ 
を お 電話 下さい 

木材 屋 

莱 お 十八 Tnin ご 二八 
電話々 弗 ミ ャム六 ニ 四 0 



不敬 巧 書 犯人 巧 山 


玉. 


精神病 患者 ご 認定 


一應 病院に 入れてから 送還 手續 


ァメリヵの 歴化大 統がや 巧が 
皇 塞し ホ敬陆 る投當 ぉ-がて し、 
特じ畏 き 入 じ おして 馬糞を 小を 
ビ して 送附 した 

犯 " S の 嫌疑者 ごして シァ 
ト火 でを ホ瞬官 患に 取が へられ j 
じ內山 街み 郎は 官憲の 命を じょ 
ら 精神病 薄 巧 家の ホ じて 鑑 をの 
I 結果 同人は 明らかに 精神 掏 患者 
である ど認を さいたので •不 n 
なお 所の 命令で 疯綴 病院に 入れ 
る こど i なつた が、 ワシントン 
州 じは か 人後が 者 送還 基金の お 
をが あるので 航海 じ耐へ 得る や 
うじ なれば 恐ら、 H 本へ 送 遠の 
手續を 取る であらう i 云 はれて 
居る、 巧 山 萬 次郞は I 見して と 
十 余 歳 ごは をへ 中、 福々 しさう 
む 老人で 言葉 も下拖 •に、 舉動も 
滿雅 であるから これが 恐ろしい 

化 罪人 ご d 思 はれない ど 
はみ 山を 人 じ ニ 伽が ばか b を廣 
の わる 人の 話で あるが、 タ潑ミ 
言 つても をん じ獨 身で あら、 を 
I をはむ しろせ まくす る 人で ある 
一ら しいので、 化 人 も 深い こどは 
から。 い、 みの UV しな 無用の 者 
入る ベから やどい ふな ホが 英語 
! で 貼 6 化が L てん 6 英語 も柯處 


で勉强 した か 一通 b は必 得て 居 
るら し （、り 本义 じは 漢語 も 巧 
へを 人 じし 1、 は 相當敎 育を るら 
し < 早 5 はれる ごい ふ、 老人は 曾 
て ぉ 國が軍 省へ 自 かの 發明 せる 
ィー ストで ブレダ ドを かれば 普 
逆のより もよ いグ レブ ドが 巧 ホ 
る どて 自身 

のィー ストを 郵送し 
海軍 堪 から 威 謝狀を 受取つ て 居 
を W のこ ご、 ぶら 其ィー ストな 
る ものが 實際老 A のい ふかく 普 
をの ィ ー ストよ な もよ. > か 巧 か 
は みら や、 老 A は义 をつ て バィ 
キンを 殺す 藥を摄 明し 之を 胁病 
の 治療に 用 ゆれば 宜し からん ご 
てフ アラン ド 病院 じ 送つ じこと 
も ぁ b 、 ちんは 禅 義で縣 人會ゃ 
H 本ん 會 へのを 豐は 督促を 受け 
やして 進んで 化拂 ひ、 又 縣人會 

のビク ニック。 でには 

巧 席の が 無に か、〜 はらす 
進んで 蔡用 をを 擦し をれ も 『貧 
乏の おが 一錢 たも とら 御 W なを 
超過せ ざる やぅ』 なで 巧 用 ふ も 
わ もし ごて 少數の 知れる 人々 は 
此人 じして 化 事を るとは 化 度の 
事 伴を 巧 じして 驚いて 屠る。 


暑い、 馨 いこの 頃 

男 U 女ょ リ； 


Is 


着物の 

をい' 冕い、 どい ふこの 頃の 
天を は 『云 ふまい ご あへ どけ ふ 
の 暑さ かな』 であるが、' ユ ー デ 
ン •フキ スク博 ± が 最あ巧 女の 

…… ： 衣類 をぶ 準 どして 調 
査を 表した 所 じょる ご、 ア メリ 
力の 女は 巧 じせ 験して 夏に ら惠 
ょれて 居る み わ 多い、 即も博 ± 
がず 巧した 數 字を 見る に 巧の 着 
物 S 重さは 八 封 度 六 ォンスで あ 
I るじ掛 し、 女の をれ は 一封 度 六 
i ォンス どい ふ輕 さで、 女は 年每 
I じ 着物を 薄 ：> て 今に ホ 顔を 用 
j いない 時け が 到 ホず るか も 知れ 
I ない と ある、 フキ マク巧 - H の證 

I 文け 今月 おみ 『お壽 が 含』 巧 お 
I じ 巧 はれて 居る ものであるが、 
一階 ± は先づ 最化ィ ，ネリ マ じは あ 
I 名な ィン デ 僧正 窜の きも いらで 
; 生れた 『男装 矯風 會』 を紹 かし 
一 この 篤 風 運動は いかじして 男 も 
I 女の 如 < お 類の 着用を が々 して 
一保 健を 針るべき かじ ある ミな し 
; て ほく r 巧 ご 女の 着物の 重さを 
I 比較した 結 架は、 T 度自 をの 力 
じ不 のをな 

大鞠 を 速んだ やぅ G 

結柴を 生んで 居る」 どんら 博い 
は先づ 十二 人の 巧 女が 用いた が 
i 服 をげ をのぶ 礎 ごした が、 女の 
方では フラ ツバ ー の雜 h でを を 
十八 お 頃の 女が 蒋る一 お 巧六ォ 

ンス ごいん 輕 いものから、 ムハ十 

一歲 位；：'; 瞄{舊 式 た 逢が 用 ひ 
る ニ 一封 巧 近 オン， 巧 度 のらのを 
化 b おや、 巧の 力は 六 封 巧 巧み 


重さ じたいした ひらき 

の S から 十 おを 巧みの 一 お 废み 
ものを 一纏め じしな 上計 量す る 
が、 靴まで も 勘を じ 入れた ので 
をる が、 女の 靴は ず 巧 S 封を 四 
かの 一二と をら、 着ぶ ょらは 重い 
とい ふ 驚 < べき 現象を をんで 居 
る即 もこの 兩 者の 比較を 

… ！ 統計 じして 見る どみ 
のかく であ-る 〔單位 お 度〕 

〔甲〕 婦んの 衣類の 重さ 
ドレス •八 下着 •四 
ホー ス •ニ 靴 •八 

を 計 ~ バゥンド 丄 ハオ ンセズ 

〔乙〕 巧 子の あ 類の 重さ 
.ス！ ッ ムハ 下着 •十四 
ホ ー マ 王 ハ 邸 ニ •四 S 
を 計 一 0 パゥンド 
隙 ± は 去 ふ .『 量ち よ 十四 封 度の 
締 人の 着る ホ 類が 二封 度 四み の 
一で みるに 對し 、百と 十 勤 度の 
巧は 化 お 速 旧を の 一で ある こと 
も 苗 白い 現象で あるか、 この 統 
計は ま 巧の 最も 著い H を 撰んで 
巧つ たもので ある」 W 0 


憲法 討論 會じ . 

邦人が 入賞 

H を お 民の 名擧 
々ン ヤス •シ チ— で 開かれた 

惠法 討論 B がをお 大曾じ 出席し 

た 加州 巧を ナン タバ バラの バ！ 
リー •魚 化 苔を びじ^ — ス •ス 
ミツ ッ據ニ 化) は 第； 回戟 にお 
いて、 ジ 3 クジヤ 狀の巧 农を破 


壞决勝 戰じ乂 も、 ケン タ 

ゴ：キ ー 代 お.. 接戰 して 惜敗した 
ぶ 化 表 者は 大會後 東部 地方の 見 
尊に お發 した、 雄 辯 大會の 委員 
長で をつ たジ 3 ン ソン 巧は みの 
化く 批評した 『魚 化哲は 加州を 
化 表する 資格が 充 かあつね ご 思 
ふ、 巧 じ 日系 お 区 どして 聽をど 
日本人 ごを 密接 じ關 なづけた こ 
どは 痛快で ある、 德 ての H 系 巧 
段が 魚 住 君の 徹を 機んで 巧けば 
目义 親善は 完 查じ遂 巧が お ホる 
加 脚 化を チ ー ムが 協力ず る 点じ 
わいて 热： なで あら 

义敗化 しじ 時の 男らし さ 
は 大會隨 - のが 印象で をつ わ』 
討論 中 お 化 君を 援助した^) ス 
スミッッ 壌は 獨こ をの 美人 女學 
生で あるが、 魚な 君の 人格を し 
わ ひ、 乂學 卒業後 結婚を 申し込 
ん だが、 魚 化 君は 異人 礎との 結 
姻は 最後^ 悲劇を 尘 じる ど 云 ふ 
確信 のら どじ 是れを 拒 館し、 ス 
ミッ ッ 嫂の 父 観 もこれ を 聞み 非 
巧に を膽 したお、 今では 二人は 
親密。 友人 關係 である ど。 

瀑ぶ 見物 中に 

手 提袋緻 失 

星 £ 幸 子さん の 蹄 事 
乂殿寶 を 家の み 銭 星 野 幸 子 さ 
ん はがが 牢 出帆の ォ タム ビック 
號で 友人 中が 榮藏 夫人 ど 共に。 

ン ドン じ 旅立つ たが、 去る H 曜 
H ナィ ャ ダラ 瀑布 觀光じ 赴き ホ 
! ス シュゥ 瀑布め 下で 雨 外 奮を 
着替 へる 際 旅 巧 券、 信用 狀 あび 
日本紙 潜で S 千 山 近/、 這 入つ て 
居る 手提 をを 餘失 しじので 早速 
同化 警察へ 厘け おでた かま だ發 
見 お ホ や、 やむ を 得ない ので 假 
旅券を 當地總 領事 箱ょり 赏 ひな 
け お 港 許す 其 化 巧 事は 大阪 商船 
お 張 所で 韓旋 の勞を 執ら 兎も角 
無事 渡英した も。—.‘ 

.入江み 奮圃 を. 

世 莽記錄 に 

巧が 水泳 界の 擧れ’ 
.巧が 水上 焼 おがの 賊麟 おごし 
てォ 9 ン ビック じ 巧 躍し わ 早大 
の 入 化 稔雄選 ホが、 お 年 茨木 中 
學な學 崎 化 にがつた ニな メ—ト 
片 背み 度び 四 巧メ] ト^ 背泳を 
化を 記錄 VJ して、 巧が 水上競技 
騎 盛は 國膝 水泳 聯盟 じ おして 世 
を 認記錄 VJ しての 承認 方を 去る 
五 巧】 0 附を おて 申請した が 日 
本 水上競技 聯盟 あてじ この ニ 記 
錄を 正式 じ 世界を 認記錄 タ認む 
る 旨 通知して ホた、 巧 選手が お 
巧記錢 £ してを 認 さいた 事は 男 
ホ 陸よ 氷 上を 通じて 最巧 であつ 
て 入江 選手の 偉 勘は 巧 迷 動 お 上 
永遠 じ記錄 さるべき もの' でを る 
因に 世界 記錢 としてを 認 されれ 
入江 選手の 記録は みの 通 b であ 
る 0 

◊ニな ホ背徐 ニを S 十と 秒 
八 (十巧十四日玉川プ1^^圃擦 
水泳 大會】 化 巧の 化 巧を 認 記録 
は ラゥフ ァ ー( ホ) が 一九二ぶ が 
と 巧 十一 二日 じ ド キッの マグデ ブ 
八 ダで 作つ た ニを 一二 十八 秒 八で 
るる 

◊四な ホ 背が のを 四 ニ 砂 十 
(十 巧 一二 十 H か 歌 山 小學ブ ー y 
か 中 巧 も 中 對抗競 枝-化 ホ わ 化 


界る認 記 錄はコ ジヤク {あ) 一九 
ニ お 年と ち 二十日 アメリカの マ 
サベ々 で 作つ わ 五を 五十二 巧 ニ 
である 

今 巧は 日本から 

繁榮 視察 團 

サ五人 近く 來紐 

最近 アメ 9 力の 繁 をぶ b を視 
察すべく 歐 英諸國 から 續 々どし 
て 視察 國が ホな を 地の エ煤制 巧 
をの 化 じ 就て 硏學 しつ i あ もが 
今 固は 日本 S 產業 合理化 聯盟が 
ま 催 ごな b 甘 五 A の鹽 員で アメ 
リカの 繁を 視察 闡を 組織 

十 巧； 日じシ アトが 線の アブ 
ゾナ 化で 橫 溝を 出帆し 歸路は 

サンフランシスコを 經も太 巧 

化で トニ 巧 六 H じは 横 潰へ 歸 
着ず る 堂で 化復 六十 六り、 滯 
ホ 期 化 八 H 、 剧攀 はお 千 四な 
化 十み 弗 S 豫 まにして I 
當 地へは 十月 廿 よ 日 じ 到着、 ホ I 
テ 作 •ロー ズゲ 五八 トに 投宿し 

約 十 一 H 間滯 だして 附 をを 視察 
すべく、 團 'を じは 聯强 の 會畏で 
をる 軸鐵 道み ち 中 川亞左 氏、 案 
內 役には をて 『新世界』 の 記を 
であつ た 木 下 乙 か 巧が 巧る こど 
じじつて 居る。 


上 山を 人 巧が 

演技 梟 中に 負傷 

昨夕まで ホボ！ ケンの フ で ビ 
ァン 劇攘 じお演 巾で るつ じ 上 山 
草 人 氏は 愈々 本 ほ よら ニユ！ ョ 
ク r 乘这 み、 ホる み 曜日までは 
ブロンクスの チで スタ 1 劇 壌で 
興 わ、 更らに フランク 9 ン劇壤 
じ來遇 中頃 じ孩ら 、パレス 劇場 
じあ （共 一二 週間を じは おおの 普 
で あ る が 、 を 过 が 疆 J 巧 f っ 画 
b じ 化 手役の ため 銳 利な 小 巧で 
ち A 差し 指 じ 一針を 縫 ふ ほどの 
負傷を 蒙つ たが’ 而 かもを は、 
演技 最中では あち 血に 蠻つ たま 
ま豫を 通を 一 媛の あいさつを 述 
•へて 觀 ホを ひやを ごさした。 

庭球 界 稱息 

◊ァメリカ 對獨 逸の デゲ キス 
盃 ィンター ゾン 試を は 昨日よ を 
伯 株 じがて 擧 巧され、 明日を な 
つて 終らを 吿 ぐる 答で あるが 獨 
逸が デゲ キス 盃戰の ファ ィナ 於 
に 進 おした のは 始めての こ 這で 
もる ので 異常の 人氣を 巧び 初 H 
の 切 巧め 细 きどく じ賣を 巧れ の 
盛％ を呈 した 巧で あるが 終局は 
乂國 側が 優 膜し フランス じ チヤ 
— レンチす る だら ぅご 見られて 
ゐる 0 

◊巴 お 十八 日發電 じよれば 雜 
國の 庭球が の 戦 麟兒ラ コス ブが 
ホる 二十と H よら 邑里じ わいて 
擧 巧され るデゲ キス 盃戰 にお 溪 
せない と 報じて 居る。 巧 因は 露 
じ佛國 飛行家 太 牛 洋橫斷 ぉ發見 
送 b じ 巧つ て諷 邪を ひいた のが 
ホ だ じ' ィッ キリと 癒らない から 
だ ごを る。 ラ コス ブの 出場が 不 
巧 能 ど すれば 恐ら （コブ シ 五— 
どボ C P トラが 佛國の 輿望を 巧 
肩に 擔 つて 立つ であらぅ。 

◊假 み獨 逸が 滕 つた ごころ で 
或ゴ ，豫想 通ろ 米 國が鈴 化を 巧へ 
る 捲 じな つ C 處 で先ブ 其の 孰れ 
も 勝 ホが 無い ど 見られて ゐ る、 
たぐ 乂關か ナヤ — レンチ •ラウ I 


ン ドに 入っ た 際 化 表 選キじ 其の 
孰れ かを 速ます るかが 敏ろ 興が 
を 感ずる。 チ 心 デン、" ンター 
のを 朽 化を シング 八じ鄉 I 、 ゲ 
アン ライン、 アリソンの 新 サキ 

ンプグ ドン 複 試を 選手，》 棲 試を 
戰」 推した 今回の 選定を 巧び 佛 
画に 差し おける か 或 ひは 將龙を 
る ロット 乃 ま ヘン ネッシー を 選 
いか、 チ术 デンの インフ^! 五 

ンス ご 希望が での 巧 度まで をれ 
られ るかが 觀 ものである 。一， 

◊ボストンの ロング ゥッ ぶじ 

於て 善戰 して 居た 恩 旧 選 モぶ木 
曜 H 豐府の マ！ 力 1 W 戟 ひみ' — 
ご 一、 か— よ、 ホ— ニ じて 敗れた 

旭 穗み史 一巧 

旣報筑 前琵琵 み 大を豐 旧化穗 
女を 一巧は 去る 十六 日 H 米 巧び 
本社 後援の F じ 米 人 Y . M が • 
A で 琵琶 乂會を 離き、 巧 切 
田 中化嶺 機の 勇 化， ゴ 0 r 橘 中で j 
み じ 化 壊 女史は 『義 ± 本懐』 打 
入を の 一 曲み 彈 じたが、 眞 じを 
まつて 四十よ ± 響 討の 巧 場を 見 
るが 如/、 であつ た、 最後に 舍奏： 
『勘進 帳』 は 長啦に 似た る 一廢獲 
をの 曲調で 辨慶の 當必を 語 ふ 巧 
入神の 妙が あっれ、 聽衆阳 吾を 
人、 j 巧は ボストン 巧を 中を し 
巧 曜日 華が じ 赴き 一夕 シカゴに 
满奏 脅を 倦し、 シ ャトグ 、タ n 
マ、 ポ！ ト ランドを 經て 南が し 
八ち 中 巧 桑 港 ぉ 帆の 便船 じで 歸 
朝ず る、 こ。 

を 地ょ 5 の 壊 b 

東京の 復興ぶ リ^ 

(前 蓉) 本日け 貴總 じがけ る颠 
き 乾燥せ る必 地ょ き 暑さ じて、 

を こへ 貴 信 入手 頓に 一一 ユ ー ョ ー 
く 気 巧を 爲 む 巧敛き 4 
をぐ ろニユ ー 3 I クを思 ひ 化し 
なつかし < 巧 じ お， 歸朝後 今日 
じて T 度 五十 日に 有 之、 まだ 外 
國氣 みが おけ 不 申、 なつて 只， 本 
まじ 歸 6 切れ や 誰もが 威 や もや 
ぅな 氣持じ 相 成ら 居ら 候、 おれ 
じしても 窓 一 じ 目 じつく はふ： 間 
お澤 山ち る こどで、 親 車 や 叢 車 
は相かはらや繁昌じ候、 ま^^の 
復興 も 大を進 巧を して 居る^ を 
ホは 非常 じ不揃 ひじて 何ん ぶか 
まご ま 5 無么 候、 銀座 通を 心 0 

前は ヒ フス •アベ ニユ！ み A あ 

らし も 今は ホ 常 じ裕が 下ち、 力 
フ で！ なる もの 軒を ならべ 織 手 
古な 洋服を 着た るモボ どか ボ 
ごかが ホき 居 b 、 之れ を 測へ て 

云へ ば タイ ムス •ス n で ア 1 で 
もな し、 グリン ゥネ ツチ •ピレ 
— デで もな し 先づ巧 二十 五エ目 
邊 b じ柏當 致すべき か、 巧も帮 
の 建物は 徒ら じ 奇を追 ひて 一一 貫 
せる 風致 じかけ、 人の 姿 また 取 
b 取 b じて、 ホ 式、 お ま、 縄を 
を眞 似て 眞拟 をくな ちた る 体- 
い やは や混滩 どいた し 居 b おみ 
所涧 座な （候。 (を 股を) 


鄕 禮廣吿 I 

筑前 琵琶 輿 巧 じ 際して は】 了 
ならざる 御 同情 ど 御 後援を 賜 
b まして 有 雄'〜 巧 じます、 な 
ら敢や 摆田化 穂、 巧 中 化 おの 
兩人じ 化ら ましてな ょら 厚く 
御槐申 上ます 

岩 ホ ふみ 


化 阿 T 巧が ng 0 〇 • 

151-5 比 Avenue 

(Con 2Ut み . 0 
Tel. A1 が 琴 in がが ィ 7 


M 邮 IMURA 邮盼 inc. 

が 巧 - 57 W. 23rd 化 I 
New York City 
Te し 目 ramercy が 如 


THE FUJIMOTO 
化 抓 RiTIES 郎 . ， i 舶 I 

Room 3112 

1 巧む oadway, N. Y. (IHy 
Tei. お dor 24 け-おが 


T 化 BANK OF 削が EN 

Room 巧 巧 1 化む oadway, N. Y. 
巧 one. なが 加が 扣 83 


Tlie 如 阳け omo Bank, Ltd. 

化 W YORK が EtiCY 
む om が 4 
1 がむ 的 dw 巧 
むしむ rc! 巧 が巧 4 り 9 


Tile Yokohama 
がが お Banic, Ud. 

郎 1 Floor, Equitable Bldg. 
巧 0 Br 的 dwa も ん Y. 
Ptione R がわ r 巧 50 


，撫な nl (日け alwan, Ltd. 

Room 515 

Bennen 如 n In 巧が ng む i 地 ng 

1 郎 Broa お a)r, N. Y. 

Te しむけ ! andf ながが 34 


なけけ 巧咖 がん, 化 も 

Impor お rs 化む po けが S 
101 n 削 ゎも , N. Y. 

TeL が gonquin 3823-5 

327 化 Madis 孤 Street, 
Cmsag も邮 邮巧 



MOGI, MOMONOI, 
COMPANY, Inc. 
105 よ • 1 ぉ h St " も Y 
M Shipe なお お 狐 B-7 




ProWsble お vesim おな 日 ck 
Ciii がむ け 1 が Com が 巧 


The Noinura Securities Go., Ltd, 

120 Broadway, N. Y. 

Tei. R が tor 3254 


H 删 TA & GO. 

1 が - 1 が FiffhAve .， 

I (Gor.21stSt.) 

New Y が k £I け ) f 

i Tel. 41 が 叫 uin 2390-2391 



N. Y. K. LINE 

な 會船郵 本 日 

San Fr 如が SCO 0 び わが Los Angel が 0 だた e: Seattle 0 が i 说： 

551 Market St. 605 Sout^h Grand Ave 1404 Foui^th Avenue 

- N 巨 W YORK OFFICE: 

8-10 Bridge St. TEL. BOWUNG GREEN 2262 
Ch わが 0 0 だ ice: 100 W. Monroe St 


0 ぶぶ • Line 

大販蘭 船會が 

2 巧 7 ぷ WH! 巧が llBUiUlNO 
1?BmERYlMiCENEWY 郎 KCi 巧 
PHO 化 的 WLi 關郎巧 H おが お 


I 所 0 化 8 巧 S,, loc ， 

Formerly 

Maruhachi & Qc. 

け EasM? 化 化！ U. 
Te!. Algonquin おが-が 


Nippon 

Dry Goods し 〇 • 

148-150 Madison &ve., 
New York City 
Tei, ミ shiand 61 が - 42 













fpnp 




- ..と. ニ--、， . . 


保す ' 




號お 十と 百 お干 一 第 


雜辦 資 綱 【日 喔±】 日 十二月 セ 年 四巧昭 



▲鄕里 送を 及び 並 送を (無手 巧 巧)、 外 固 
毎替賣 買、 荷 巧を 取組 化 立、 信用 狀を 
巧 等-股 銀 巧 楽热御 便利 じ 取扱 巧れ お 

S 臺灣銀 巧— 出張所 

本店 臺搏臺 化 

ま 巧 東を、 橫演 、た 扱、 神タ 、上海、 漢 
ロ、 福掛 、厦門、 拙 風、 を 巧、 廣 東、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 巧 
カツ タ 、倫 致、 其 外 ま 潰 十四 ヶ巧 ， 

一、 資本を 壹僚圓 (全 巧拂込 巧) 

一、 賴 立を 奪 億 お 百 五十を 圃 

內化本 ま 巧 U 漠濱 (本店) ま 巧 大巧 

横濱 正金銀行— 支店 

ホ國を まな U を 港 羅が沙 ボ布哇 
■其 化 化 ホを 固ま 要 都 巿ニま 巧 反 n 术レ 
ス有么 巧 


なぶ 銀行 


本 庙大阪 化演五 T 目 
な 育 支店 紐 育 ブ。— ドゥエ！ 巧 四十 九を 

巧 ま 
曾が 

f 巧 京橫濱 名右屋 京都 神 戶岡山 
を ノ道廣 島 お 柳 巧で/ 酣 
(巧 司、 小 倉、 巧 巧 隙を 乂留ホ 熊 本 等 
本國預 を、 鄕あ 送を 等は 陆め 
て 御 便 巧 巧 速 じ 御 化 扳可申 お 


目本內 

地 支店 


本 巧 朝鮮を お 

ま 店 出張所は 日本 巧 地の' 樞 を都巿 、朝鮮 
滿洲 、支那のを 化 及び 浦 辅巧德 

朝鮮 銀な 紐 育が 張 所 

外 画巧替 一般 銀 巧 業務 衙 々御 使 巧 じが 扱 巧 
申 上 候 


內 みを、 社愼 、株式 ノ袋巧 反ビ刺 
化 化な-ま 極 便が ユ御 取扱 致シ 
マス、 精々 當巧ヲ 御 利用 下 サィ 
佩 做 藤本 ビル 7 ロー 力ー 銀 巧 姉妹 會社 

藤本 證券 會社 

巧を 港 ま 巧 
同羅が 出張所 
同 ホ 巧 化 巧 巧 


鞠お黑 、雜 貨卸寶 

森が ブ タザ ー ス 


日本 掏 破 器 雑貨 
ラム プ卸賣 

奈良 貿易商 會 




雜貨 陶 なお 

ランプ 及びを 

太 祥賛易 煤 式會お 

ま 店 お 俄 古、 ボストン 


け 本 陶誤雜 食 
ドライ グ！ ブ 卸販賣 

S 殘木 桃が 組 


確實を 利の 投資 

十と 年 前 僅か じ 手乘の 投資が 今 H 画 万 巧の 價値 どな 
つて 居らまず。 詳細は 左記へ 御照會 めれ。 
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呂 &curiiies Dep 置 夏を Tel Hale 二薑 


遊ンデ ホ 火鄉 金、 ノ • 

ロ本內 地ノ么 、社債、 

がまへ 御 投資 下 サィ 

巧手 持 証券 ノ保營 -1 - をを ナ弊 
ぶノ 「巧 護 預リ」 ヲ御利 巧 下 サイ 

野 村 證券 株式 會社 

紐 育 出張所 
資本金 資 千萬圓 本巧大 眼' お 


撫 破器雜 貨卸賣 

春 巧廟會 


も f 


@羅 巧、 桑 港 出帆 (ホ ノグ^ 經 由) 

雜府を を 港 あ 

(午后 ニが 化 化〕 (正午 化 W ) 

コレァ 化と 巧廿 六日よ 巧 化 一日 
春が 乂八巧 义日八 巧 十四日 
シベリア 見ん 巧サ 一二 H 八 巧 廿八日 
乂 が 化— 九月と 日 九月 十一 日 

® シアトル お 机 (午前 十 時 お 帆) 
巧滋乂 八月 化 日 
|ニ 島义 ホ 月 四日 
が豫乂 化 巧廿 一日 
蹄 岡— 化 十月 十九 日 

@ 倫敦资 日本 巧 化か 

を 取 か .八 巧 十日 
な 巧 も 八月 サ 1118 
が A み 化ち 屯 日 
▲粧靑 巧 化芭を お紹由 日本 物 化— 月 二回 
A 输絡 取扱 0 が 祀は 欧洲 巧、 南み 巧 並に 芭巧馬 
お 由た 平洋岸 巧を 法が 會 た ミ 梓め あ 4 巧 お 切 
巧 等 萬 事 巧 便を に 取 計 ひ 申 上を 寸 
A ホ 國鐵道 切 巧、 寢 さを 摩 t 掏 使を じ 取 許 ひ 串 
上まず 
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資本を 
沸 込が 貸本を 
おサを 


受億圓 
六 千な 巧 
六 千 四 巧 あ 旧 


能賊 ミホ 銀 巧— ミ 巧 

本 巧を 巧 ホ H ぶ お 瞄本ぞ お 町ぶ 需地 一巧 

支店 小巧呈 橋を 內宽 夏 震 

名 古 庵を 郁 乂陌商 (大堅 神 ロ 
巧な 下 曲 巧 司 巧 松 お 岡 長 お 
上 巧が 巧 孟貨卵 水 


fM が C 

CO k f 的 
MH y 

お M r 


輸出入な 替 '電信 送を’ 並を を’ 旅 巧 信用 狀 
巧 業 信用 狀其他 一般 銀 巧 業 

ん鎌 写裹銀 巧— ま 巧 

鄕ぉ 送を ハ H 本を 地 無手 數 巧？ 进速化 扱 
本 巧 預金 (を 期 通知 ノニ 掏) 御 巧 利な 巧 
本 支店 巧 巧 (本 巧〕 大 阪神 戶巧都 


シアトル お奶 (午前 十砖) 
わち ぞな义 八 巧 十九 日 
を ふら か 見 八月 廿お目 
るん どん あ (巧凑 化れ) 八ち セ 日 
▼一等 棋演 一丸 五 邦 

値 L ばリ ずみ るん でんかは 一 置 お 巧 
▼ H 等 9 本が 五を 萊を室 おな 遼家巧 室— 
▼御 焉臺 にお リ 一等 截 おがな 切符 绿 巧を 巧ち 
. ロスアンゼルス 出帆 (午後 云 時) 
らぷら た 化 八ち 十四 H 
さんごす 乂 九月と 日 

►一 まを 演ニ 一二 0 巧 巧は わい み 生 にらみ 一 蓋 巧 
▼括が 一二 等 H 本巧显 十九 巧 ▼一二 ま 目 本 巧 五十里 巧 

►ホ 巧 羅な巧 叛軍 切 巧寢ま ホ 惑 入御 锭廣 化り 侯 
• [ gJTrl.u,.w 巧 ミ曼な な m 1 哥 


F マ 




I 献目本 ドライ グ ふ蘭會 


日本 陶撼 黑雜貨 類卸賣 

ホ元ブ タザ ー ス 


巧 桐 スペシャル 


新 荷 ' 

茶 そば 

をつ さを ど 
■風 ホ あ 良い 


新入 荷 
便利で 德 用な 

削り 


鑑節 

一 包 S 十 化 


か 桐 兄弟 商會 


尋 人廣吿 

熊本縣 阿蘇 邸 錦が が 字 岩盤 
お 身 

西 本文 藏 

をは 大正 S 年 お 育ょ 6 故鄕 
文通を b しま、 其 後の 生 巧 
明 じ 付き 本人は 勿論 御 知ち 
觸 ホは 下名 迄 御 通 か 下され 
御顔 申 候 

坂 本 リカ 

P - 戸 Box タ Arroyo 巧む晏ロた 


を園じ近き廣靜、 居 
必地 宜 き綺麗な る瀑 
殿に 隣接し わる 部盧 貸し 度し 
ミ罢8,/1早で1,414巧.1爸を資- 
ジ一さ苦呈 0皇互を 器41 i ；: 


大きな 應搂 間る 饒室 

重 3/*^ 震 巧遙 のクネ 

ン ド}、 專用ポ I チ あ も、 ち 動 
車庸 もを らます。 朝餐は 御望に 
依ち 差 上げます 

ミ产 T . J . M ち all , 4014 爸 3 rd i 产 
B 量を！.. L Tel . すを を 21 2 J 


¥£ シング 八、 ダグが 八 

重 W 1 i ス 、 濱殿ラ ご 

ン グウ オ ー タ ー、 紳± に奠 度し 

レ フエ レンス 

養 运-送 ih S 三ジ韋 ぎ Sc 書 r 違 1 


桑 山商會 

114 EAST 芸 ih 幻：》. 产 C . 
phone . を iunt 馬 こ ニ 3- ま 77 


謹 吿 

大暑の 巧 柄 皆々 樣御揃 益々 御 
機嫌を （被 爲居お 段 奉賀 上候陳 
爱 夏季 じ療し 弊舘ッ ランク 弁， 

ム 整理の 部 合 もを 之 憤 じが 數年 
ホ 弊 館に 御 取 殘のッ ランク 類は 
巧る 八月 十五 H をに 御 處巧被 お 
下 度 所ち ま 氏名が 然不 致を は 同 
日 » を弊雜 じがて I 切責 巧を 帶 
び 申 頤敷候 

先は 暑中 御 伺を 兼ね 0 紙 h 化 段 
廣吿化 候 敬白 

昭和 四 年よ 巧 

住 旧旅舘 

薑星 一 雲 Street 
ぎ S ミ i ニ 岩 一 

四 室 及 湯殿、 ブチ ー 
ムヒ 1 其 他設雲 

を、 濁 身の ホに も適當 、家賃 巧 
一二 十六 巧 ご 四十 お 弗 

一ご psrl St . Brg 暑 N . y . 

あおきの 大き 部屋 

集璧 一人 又は ニた 響 

綺 魔に 装飾し あらを あ 至便の 壌 
所、 設購完 を 

呈吉 ，ぎ 片雲 由. ニ 置 St - 


日本 郵觸會 社 (化 ニを 鐵道會 社) 

代理店 巧 桐 兄弟 廓會 

乘 車、 乘船 切なが じ 小 衙翰蓮 送 御 便が じ取孩 申しまず 


了 寧の 巧 刷 ど 精巧なる 仕上げ 

時日の 恐 速 ど確實 a 校正を が 証 

印刷は 紐脊 新報へ 

■ 1/) 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違 C > む^ 新報へ 

巿內西 十よ 了 目 十二を 十 階 目 
東部 じ 於け るが 字 言論 磯關の 

權 威、 吾が 新報を 讀 まね 人な し 

廣吿は 紐 育 新報へ 






日本人の 足跡 稀なる 


西 巧 度 諸島の 實相 W 

當巿お 霎お蠢 菜 原 I をホ學 して ゐ を、 便船の 巧を 


灭太郞 巧は ま 巧 六日 出を 西 印度 
諸島を 规 察し 去る 八り 餘 がしみ 
j のかき 親を 巧を がみた。 『ポ ー 
I トリコは を 總 領事館の 管轄の 下 
j じある が、 今を 誰もが つて 居ら 
一一 《 ので 自 かか 視察に 出掛け わの 
; である。 をの 巧を なて サント • 

一 ドミンゴ、^ ィチ 等を も 巡遊し 
I て ホた。 巧に 巧 化の 进 のが 態は 
i 殆んど 日本人 じ おられて ゐ ない 
I ので あるし、 な 人 どしての 親 察 
も 恐ら （自 みが 一 お 乗 b であら 
I ぅ。 ポ！ トリコは 面 おの 狹い一 
I 小島で あるが、 人口の あ 度は を 
一 やかで 山の 上まで も 開 巧して ゐ 
るば^ ちか 人口を 溜 巧 題 等じ惱 
んでゐ る 点な どを < 日本と 同じ 
だ ど 思つ た。 a 本人は 二人な 留 
して ゐ て'、 一人は 贴の クック、 
一人は 

名譽 領事 サッチ 氏の ボ— 
ーイを 勤めて ゐ る。 U 本の 巧 品は 
な育經 由で お 入 (雜 ち、 な 具、 
陶器、 一度 類) されて ゐ るし 同 固 
の 巧 業會諸 所な V 」 も 白 本 品 輸入 


や 米 巧 ごの 自も資 おの 關係 上、 
をを 質 易は 餘 4 期待 出 巧ぬ。 を 
物の よ。 る ものは 砂糖、 谢 耕、 
棉 、烛 を、 お 物 等で もる が、 大 
ホが 巧な を輸 おして 加工品を 輸 
入して ゐ るが である。 熱 帶 だか 
ら 一年中 ホ 常に 暑 （且つが のぞ 
いのには 閉口 だが、 蓉 さは 資易 
風の 齋らず 驟雨の ため 刺を じ 凌 
ぎょ （、蚊は ぞくご も衔生 設備 
が巧屆 いてむ るので 巧染 病も數 
い。 ま 年 九 巧の 裳 風で 珊踩 、 n 
コア 等は 巧んで 全滅し ね爲 》 回 
なまで じは 四 五 年 わ i るので 現 
巧 同國の おを は 

な勉 迫の 狀 態で ゎる。 ガゲ 
アナ ー は 米人タ ー ナー 氏で ある 
が 近 < 故大 統頭グ —ズグ 五八 ト 
氏の 息 八 1 スゥぶ^ ト氏わ 魅 巧 
する 常で、 其 他を 治 的 磯 隅の 3 
ムミシ ヨナ— をび 上下 兩院 議員 
は 皆祠國 人で ある。 數年 前まで 
は 米 醫の黨 棘を 離れ やぅ どす る 
所謂 濁な 運 巧 もを つたが 現な で 
は 米鹤の 1 7 ブ—ト ごならむ ど 
ずる 運 勸じ變 つて 巧て ゐ る。 


外國 通信員 協會 主催 

ホ 國訪間 記者 團歡迎 午餐 

「米 國は羡 ましい」 ご 云 ふ 印象 談 


I 十一を の 米 固巧閒 記者が々 ！ j 
一 ホゲ ー 國際半 和が 瞄の計 蜜に 
! 基 < 東が 訪阳を U しつ {をる 
一 ホ W 財幽は 五月 中 欺洲を 固： 
のをが 記 お十餘 おを 招待して 
米 固 巧 巧を 巧は せた。- わは 

ジユ ゴス ラビア' チぶ コス ロ 
バ キア、 波 蘭、 片！ マニア、 

一 ホ 臘’ 西班牙、 ベ < ジ アム、 
i 佛頭 西、 伊太が 巧 化數ヶ 囲の 
' 記 おを のて ぶを し、 が 育ょり 

- 華府 、タブ チ モンド、 ニゥォ 
一 ，レ アンス、 盛 湖、 を 港’ ポ 

~ ~ ト ランド、 シャ ト少、 

- な 脚、：、 ネャ ボリス、 巧 俄を 
; 等 ま 嬰 部み を 巡遊して 去る 乂 
I 幡 H ぷ がし ホ テグ •八） ズゲ 

エ於ト のを V > t ♦ら 
; 昨 巧 ザ 出帆の 力 a ニア 巧 じて 歸 
:歐 のをに 上つ た。】 巧 中が アン 
^ トワー フがク マタン 記を ジヨ ー 
/ シ •ランド イ巧 がと 月 四 H キヤ 
_ スル •ゲイ ザア じがて す 厳の 巧 
を 遂げた のは 非 おの 不幸で ある 


紐 育外國 通信員 協會 じて は 去 
る 十と H 午後 一時 右一 巧を 第， 
お 街 ホ ブグじ 招待して 午餐 會 
を 開いた。 お 席を はビユ レン. 

(偷敦 テン グラム) プ n ッ. ク 
(倫敦 デ VI •メ！ 八) レ ー ゲ 
辛— (じ 里 ラ •マタン) 云 氏を 
始め ホを 四十 餘 名、 H 本入侧 
ょりは 內山總 領事 化理 、小 畑 
薰 良、 水み 篮 通の 一二 氏を 加し 
會をお 其 駒 氏 司 會の下 じ 歓迎 
化 辞 ぉ述べ、 

刚長 格で ぁるな 羅馬聯 を 通信社 
化を ソゥ ブンィ 氏を 紹介し 氏は 
曾遊の 地米 國を訪 間せ るは 輸化 
ま幡 でを る どて 精力 絕 倫の ホ國 
人に 化ら を大 のがを を 受けむ ご 
を ひ ラト ゲ キァ 凰 外務 客 情報部 
を ア八 フレッド •ビ！ ^ マン 巧 

± は恃異 。る 米 國の闕 情、 民風 
を羡留 し ラブ ムプ ，外 報 部を お 
1 ク氏 及び アゴ ンの ホ 臘 週報 社 
まべ ドロ •ぺト ブグス 氏の 答が 
あら， 記を 撤影巧 散 曾。 


一 船 S 大阪巧 船 じて を 担ず る ミ、 
右 雨 H 巧 用の 巧 船 ニ 隻は川 崎 巧 
船 じて 化當し 聯絡 船 じは を逆委 
員-名 おを ホ幹旋 する i 、 お隊 
巧港當 H 見を 巧 お ニ隻は 郵船 圃 
巧 じて を 化する ミな 他が 除 等の 
附帶事 巧を 硏究 して 散 曾せ るが 
两は當 がは 司 かち 上 飯 ± 官 の 宫 
患 訪問 自動 ザ 徴發の 件、 水陸 電 
話 架設の 件經 をはと な 五 弗のを 
を どす る 件 等 をら 可 巧した。 歡 
迎ま を批窠 一二 回發 まは ホの 如 < 
だ 九十 一二 巧に して 累計 五な 化 十 
一巧で ある。 

を 五十 巧 藤村壽 
を 四十 弗 皆 井 松太郎 
金 二十 巧眞避 後一 
を 十 巧 お 河 本 化 松、 大巧ち 
を 五 弗 おお 野巿藏 、生 ホ 巧 や 
平野 武彥 、前 田 ホ 治、 武旧文 
治、 小が 政 一、 池 內正淸 、西 
重彥 ，小山を 一、 田 中を 次郞 
夫妻 

を 一二 弗 時 田 信治郎 
金 ニ 巧 宛 蜂屋巧 S 巧、 藤旧牢 
お郞 、ま 德太郎 、加 藤 仙 正 
を 一巧 宛を 立近巿 、能 勢 益 雄 


巧 副領事 木內 巧が 

創立の 擧 寮' 

王子 髓挣 川に 

元 上海 副領事た らし 木內辰 S 
郞氏並 じ 夫人は タザ あ 外 じ 巧ら 
て 子女の 敎育間 題に 關し 自身 ホ 
常 じ苦必 せる 經驗じ 鑑み 本年 六 
巧 東京 巿み 王子 漉 野 川 町に 木內 
學 寮なる ものを 爲 ちしを グ なな 
の 同胞 中 其 子弟を 內地じ 置き 敎 
育を 望む 人 ± のちめ に社會 奉仕 
の 一端 ごして 育英の 事業 じ餘生 
を 送る 計畫で 家庭を 離れて ゐる 
兒董 をして 家庭的の 親 ホを 锭し 
慷 快に 勉强 直つ 善 （遊び 得る 樣 
自由に！ て 統制 あら 規律 ある 子 
供の 國を 建設ず ベく 巧 方す る 由 
じて 其 ホ 法 ごして は 〔 1 】 自治 制 
を 採用し 〔一 1】 家庭 巧を あを なし 
ご ニ】 團か 的け 動じ 習熟せ しめ、 
【四】 自學 自習を 措 導し 〔を】 が 健 
上の 特別な 意を なしで ハ】 在外を 
庭 ごを 接なる 擲 絡を 謀る のが 木 
巧學寮 3 綱頌 である。 右 計畫じ 
對し 文部省 普 遇 學務商 長 武部欽 
一巧、 巧 國敎育 會專務 主事 野 ロ 
援 太が 巧 b 赫必に 賛成の 意を 表 
して ゐ る。 但し 寮を 人員は 二十 
人を 限 b 當み 小學校 五、 ホ 年、 
中學校 一、 ニ、 ニー 牢巧 度の 學を 
を收容 する 答で】 ケ巧 食費 及び 
を 裳 三十 圓 、敎育 費十圓 宛、 别 
じ 入 寮を 二十 圆を 喪す る i にな 
ク てなる 0 


紐 育 R 本人 會 

社會 部計畫 

大化 招待 閲胞 大會 
紐 育 n ぶん 會社食 部 委員 倉け 
去る 十六 日 巧 巧亭都 じがて 開懼 
石谷委 貴を、 石 本、 锻 地、 脇 本 
矢 吹 四を 員、 を信會 長、 をな モ 
馨記長 則 席の 上 協證を 進め 〔一】 
か 遊 會は練 巧 艦隊 ホが 其 化 周 園 
の 事 巧に 顧みぶ 年は 中止ず るを 
ごこ 八ち 中大 ホ司郞 氏の ホが を 
巧して 漫談 會を開 ご ニ】 十' 一 
巧 頃 おを 育 保健 等 じ適當 なる 同 
跑慰を映靈乂會を關く^ 〔 四】十 
二月 中 お 淵 大使の 來 がを 機會 と 


して 间胞 大會を 懼し奇 時を を お 
會を巧 ふを 【お】 まを 愚 親 曾を ニ 
月 上句み 巧す る ミ！： 六 3 巧 巧サ化 
U 天を 節 祝 贺會を 聞く ミ 【と】 五 
巧 五日 前後 子供 ディを ィンタ ア 
ナシ 3 ナ 於' ィ ウス じ 於て 銷く i 

t 八】 時々 名 十 讓衛會 を 開 （ミ 等 
をみ 四 理事 會じ提 まする i じ 巧 
して 散會。 

サウ ザン棉 巧會社 

支店長 更迭 披露 

ネ紙旣 報 サウ ザン 棉花 會化紐 
育 支店長 山 巧秀ホ 氏は 近く ダラ 
スじ轉 任す る尝 じて 後任 猿 おが 
雄氏紹 かの 爲め 巧る サ 四日 法智 
俱樂部 じがて あを 披處の 午餐 會 
を關 くを。 


同胞の 病死 ニ 件 

鮮人重 田 藥權氏 {四 五 歳) は 肺 
患の 爲め聖 アン ソ 三！ 病院 人院 
中 去る 十一 ニ a 死亡し、 基督 敎修 
道會員 赤 お 利 お 氏は 結な 性 腹膜 
あじて 去る 十四日 火 ザ ラン 病院 
じがて 巧ました。 

な； 心— が 人— 
♦永 井 繁巧造 常 局 長官、 二十 

S 日 入港の ィ八 ••テ •フランス 號 
じて 彿固 ょら ホ おの 箸。 

•近 お 祿氏歸 朝 中の 太 巧資あ 
お 式 會社ま 配 人、 十二 日 シャト 
グ 入港の 靜网化 使 じて 着米し 十 
八 H 餘 巧。 

•首 藤 ま 人 巧 商務 書記官、 を 
務を帶 び 十よ 日出 華。 

参 巧 島 繁ニ氏 一二 井 物産が 育ま 
巧 良、 同上。 

♦相 木冢 茂氏橫 厳正を 銀 巧 支 
巧 長、 去る 十と 日 家族 同伴 ホワ 
ィト マ ウン ブンじ 避暑 タ週歸 紐 
の 望。 

新刊 紹か 

人形 大使の 報吿 

髮じ H 本人に 親しみめ 深い ダ 
ユ リック 憐± の盡 力で 日本から 
アメリカを 地へ 人形 大使を 贈ら 
しめじ ま 哲敎德 同盟は、 今 巧 人 
あ 大使を 迎 へた 經路 、をの 後の 
消息 等を 一册 r 纏めが 化 レセブ 
シ a ンの 模樣や 寫眞を 入れた 興 
ホ 深い 報吿 書を を 刊 した、 を 僧 
一巧 五十 仙 邦人 諸氏 じ 是非共 
一 讀を勸 めを、 因じ讀 書の 注文 
先は 左の 通 b 。 

S 互 章ゴ品 呈至呈 LD F 舌呈吉 HIP 
量 置 G 呈皇呈 

WB 9 F 备ユ h Avei , Ne 去 さ rk , N . Y . 

J 曜說敎 
♦紐 育：！： 本人 敎會 
『題 未定』 淸水 牧師 
♦を 督敎 修道 會 
『アブ ラ' ィムの 卓拔』 椿あ師 

♦日本人 美な 敎會 
『自然と 人を』 窩 橋を 氏 


h , -7 ンク 約 五 も 個の 

トーク* 一**^ ゥォ ドロ， フ 
及び スチ^ — マ^ — ^ ランク ホ ホ 置 
十 伽、 化 巧 五十 仙、 十二 弗 五十 
仙、 少し 許 b 使用し わ跑類 一巧 
一二 弗 及び 五 巧 

1 だ 4- 巧 童 富.， Co こ 害ぎ：. 


トタン クい U い i 

イン ノ^ — ベ— シ 3 ン トランク 古 

物と 弗を 十 化よ b 十二 巧 あ十邮 

苦で st 置 th ぎ ま t 


:蒂闽 練習 艦隊 

; 歡迎囊 報 

十：！：： 初 巧 ホがず べき ホ國 
練 ぉ腊隊 歓迎 準備に 熙し 庶務が 
id 風に 述 動を 開 おして 一 股 同胞 
I ょらの が附 をを をを し 居 b 旣じ 
I 約 六が 巧 じを する の 盛が を 示し 
I 居ら、 財務 部 じがても 一巧 訂靈 
を 樹立し 柏木 委員長ょ b 化囑す 
る MJ ど り、 接俾部 じがて は ホ 
る 二十 ニ U 首臟爵 難を 熙 きて 祖一 
i 當事 おのが 合を G すべ < 、を 會 I 
•がは 旧な が 長 自身 ホブ ，ア スタ 
|ァ まごを 涉を閒 おし 居 ら、 をぶ 
I 部 じ 於て は 去る 十二 曰 第一 巧の 
'ー會 をを 日本 お樂 部に おし 巧みを 


質を、 が 巧、 化 上、 お 巧、 が 川 
矢 巧、 皆 内を 委員 及び ホ 花 海軍 
ま 計 少佐、 草 信 食を を西辭 事’ 
を 孫子 巧 等 おお、 協議事項 ごし 
て 可成 正確なる 艦隊 入港 時間を 
豫知するじカむを巧めボ is . チ モ 
アが錦 前 お 軍事 お 所を 經て 無線 
带 信じて 打を イ i •艦隊の サン 
デイ フック アム プ日ス 燈臺逆 
過の 帮人キ 次第 郵船 (特別委 貴 
はお 巧 巧) ょら 事務所に 報吿し 
事務所ょ b を规係 化に 

通牒す る i 、 お 険乂巧 H 
じを 式 訪問 巧 巧 お 惜受の 件は 大 
阪巧船 じて 化當 する-^ 、アット 
ホ— ム デイの 水陸 聯絡は 部 船に 
てか當 しデャ バン デイは 巧際激 


巧 川お晚 事が 巧 

1 ii. Scgawa, Insurance Broker, 

303 Fifth Avc，t 
1 Tel. Cal«donia 4100 

巧 巧 巧を 巧を 會 社な 育 支 巧 
Uchida 1 化ぷ凸 g Co., inc. 
11 Park PUce 
T 站 Bftsday 157 ゎ 

島資易 株式 曾な 
Shiina Trading Co., LtH- 

1 居が か oadway 
Tc! が hone Rector 1484 

巧を 會な赤 尾 巧を 
Akawo & Co., Ltd., 
235 Fifth Ave., 

TeL Caledonia 973S-59 

ホを 製な 紋績 巧を 食な 

Kataku 化 基 Co リ Lt ん， 
200 MadiBon Avenue 
TeL ん hhmcl がが - 45 が 

j 

K. Mikimoto 
^kinioto PearU 

i 535 巧れ h Av が MO 

1 

j TcL Van 如み i，t 2 別 9 

! 

犬を 想 お育ま 巧 
Okura 在 Co リ 
30 Church Stf 
T*!. CortUndl 2292-93-94 

H 共 巧る 會紀 
巧理店 
高な 巧會 

1 如 Br 的 か ay, N. Y. Tei. R 扣 toi •け 84 

Fac 虹け； 巧 - 10 3 抑 ! わ e., しし City 

巧 巧 巧を なまちせ 
4sano Bussan company 

. Room 801-805 
1 € 5 Broadw 巧 
Tel. Co け ! aodt 80 が - 80 巧 

1 ぃ osho Corporation, 

1 Silk importer% 

i が臣 ast 34 化 Street 

I X«l. Ashland 4987-91 

Gosho C 〇 t Inc, 

Co れ on Exp がむ s" 

谢 Beaver S し 
む！ BowHng Green BW み •が 

巧 巧が 巧 道な ま會を 

! がち 事み 巧 

South Manchuria R. R. Co., 

Room 2 のら Can&d ミ an Pacific Bl か . 
i 342 Madison Are* 

T«i. VanderbiU 4135 

吉并お 塞 贼會な 
なち ま 巧 
M お 山 & Co 。 

65 Broad way » 

Tel. Bowling Green 7520 

なま 會胜を ホが 巧 
巧ち お 張 巧 
Iwai 在 Co., Ltd. 

Woolwo け h BiiU ぷ ng. 
T«L 巧 わ Roy 8660 ぶ 1-62 

H ま巧舉 みまを な 
紐 靑ま庙 
M な subishi Shoji iCai&h, 

(Mitsubishi Co.f LtH.) 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560-2564 

大肢领 目 ニ 東京 鞠を 
恒川 费 
Osaka Asahi 
The New York で m が Annex 
Tel. Lackawanna 1000 

) . 

! 日み 箱 化が を 貪な 

； 巧 巧 支店 

Jnpan Co け <m Trad 山 g いん， 

j 2 ParV Avenue, 

i Tel, Lexinsiton 的 8V 

! 

— - — - — - — ' . * 

日本 生糸 巧 ま會化 
短 育ま 巧 
NIPPON KI-ITQ KtlSHU, LTD 

x'wo Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 

巧を 名を 巧 
が 巧 ま 巧 
Hara 在 Co., 

443 Fourth Are^ 
Tel. CaledonU 7830-35 

曰 ホを 糸 巧 まを 社 1 

お育ま 巧 1 

NICHI-BEI KIIT6 KABUSHIKI XAISIU ! 

が ! C 出ぶな KHT 〇 CO ， LTD.) | 

1 Pairk Avenue j 

Tcl, Ashland 6246-47-48-49 

大お每 日 ニ 巧な 日 a 
が 木 H 巧 
Osaka Mainichi 
Room 306A World Bu 朋 injp 
TeL Beckman 4259 
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恥 化 


、 


鐵道 占領の 形式で 

調訂が 解に 許容、 しむ 

アメリカの 意志 y 明かに 表示 

ム ソン 氏は 援じケ 


勒- 


ツグ 不執條 約を 循 ごして 恣ま兩 固に 
.爾國 の 即圃巧 巧を 游吿 したが、 本 H 化を 使は 巧を を 府を化 おし、 ク 0 1 デ^ 大使 (フランス】 


ワシントン 廿 二日を == 國務 長官^ 


じ勞 段。 シア 政 おを 化を してを々 固 あを 官を 訪問、 巧國 おじ 償 略 的巧爲 にお t ない 旨を 博 達し わ 
: a ,、 をの 除ち 邮を 化け 東 支 掛道间 牧の事 賞を 認めず、 今 网の巧 爲け單 じ n シアん 就 働 員の ホ 化宣 
留 巧を 解 霞し わじ 過ぎない くの 释 明は 認め 中、 圓滿 なろ 解 巧を 計らん すわ ば先づ ー應鐵 道を ロ y 
ア欧巧 こ？ 达 做せよ/」 勸吿 したら の i かく、 一 そ U 英佛大 洩じ斟 しても、 錢道 占領の お 巧で 調訂か 
解を 巧が する J け惡 例を 巧オ から アメリカ 政府は 斷 じて 贊 成し U い替 通牒し、 嫂 道 みがの 事 かじ 
- 限 b ア 'ゾブ 々化かは 明か じ。 シア 政府の ホ 巧を 支持す るが どなつ た。 


最後に 調訂 ずろ -^ の U 目 本 


I 来 京特雪 二十 I ニ 9 發 =：：：：： マン チユ すじ 化留 する 目 本人は 身邊鑑 隙の 兆^る るので 遂に 我が 願事 
一^へ 巡 難して が 势を觀 巧す る i ごな つ わ-。 

; \ 東 ま 特電 ニ' 十二 日發 U 國を改 巧は 繁ま 岡を 廟絕じ 就て H 本め 巧 じ おし 調 訂を化 顧した* との 風說 
か 流布され てりる が、 瑞な進 ホ 中で ある 巧 米 俯の 露 モ諷訂 運 勘 じして 假らじ 具体化しても 當事者 
'はお 病り 本で あらぅ ど觀 測され てゐ る、 商 ほな 留 外人が 讓策じ 就て は パが ピンの 則强 領事 鹽で協 
歳の 怯 おこれを H 本 じ 一巧す るて」 ごな つた。 

東京 特電 二十 二日 猜り 今朝 十 時、 曰 シァ 軍隊は お ダ ランチ ナャで 攻勢を》 一 bl 方 午後 ニ 時 遂に 
ブンナ ユリ ー ホ じ 入が して 岡 化 ど 、 J ^ ピンのを 通は 化 絶した が、 右ホ衞 軍の お 動は 單じ 示威 的な 
一 こもの VI 見られて 巧る、 而 して。 シァ 側は 沿海 刹の お 了に 動員み かを 發 しわが、 奉 天の 張 學良將 
，巧 じして 若し 餘费 化から 歸 おすわ ば ま お 線の 五 彻旅團 が お 動す るで あらぅ が、 吾が 省の 張 作， 相將 
単は お 兵を 溫 つて ゐる模 除で をる。 - 


了/リカの 動きに 

日本の 輿論 U 猜疑 


束 京 巧電サ 一日 強 U 1 ユョー 
ク •タ井 ムス 紙】 n アメリヵ 政 
府 がす 戰條 約を 垢と して 突か 露 
ま紛 巧じ醬 吿を發 しじ をは、 日 
本 じご b ては 

•寢 じ 水の な 沙汰 •王され 
て & るが、 旣じヶ 0 ッグ 條 約が 
この 極東が 质じ觸 れた限 b をの 
道 磨 的 値 力は でぅ しても 完 ふさ 
せ。 ければ なら！ 3、 どは 日本の 
を 力；： <> る 輿論が 一致す る 巧 じし 
て， 日本の な 力 G る 消息通が 觀 
'础 する 所に 依る VJ 、 ス テム ソン 
越が 庭 官のお ま 蠻吿； る ものは 
蚕 ま 錫 道の ぉなから 生じ わが 爭 

先\"ぶ服側が巧化し 
'たらのを 勝" シア じな 附 しが 
: る 後を が じ甚モ すべきで あると 
の。 シアの ホ 張を ち 持す る もの 
ご 認められて 居る、 こ 0 見 沿 じ 
化 ふ ど 巧し この 紛爭 がヶ 0 プグ 
條 約の 綺 神に がて 粥 巧す る もの 
どず る。 らば ロシアの 

は 支那 侧が鐵 道を 回 
收 した 化 前の ものへ な歸 しなけ 
れば U ら ない 譯 であつ て、 支那 
じ 間 題の 鐵滋を 占が せしめて 置 
いて 事件を 調訂 ずる ごい ふこ ど 
は、。 シ r じ おしては 株め て不 
公平な 逍 ロで わ 6、 おし 族 力 ど 
いふ ものを 絕 街に 巧け るの が條 
おの 捣帅 ごんる ご すれげ、 支那 
が 過去に がて 滚 力を 使用した 罪 
; を贊 めな けれぶ U らな いとい ふ 
一ので みる、 がして おし 今 巧の 紛 
; ずが ケ n ツグ 條 約で 圓 おじ 解 巧 
: すれげ 目 本と しては か 論欣ホ VJ 


する 所で あるが、 而 かも 若し 支 
那の慕 力 巧 爲が不 戰徽巧 じ 依ち 
て 

保護 さ S ごを は呈 

としても をの 將ホじ 深刻な 影響 
を随 ずる i どなる、 郎も 若し 將 
來支 がが 日本の 巧 おする 南滿强 
道を が 化して ヶ 。ッグ 不戰條 約 
を贿 にした 擔 合、 日本の 正當な 
る權 利は どぅなる か、 どい ふの 
でを る、 『東京 朝日 J はこの 点じ 
がて H 本の 担滝權 利が 重大なる 
願 係に をる ミを 理由 ごして 日本 
はァ メリ々 じ追從 せず 寧ろ 旨 あ 
的に 本 巧 題を 調 託すべき である 
どなし、 スブム ソン 氏の 調訂ら 
結局 不戰條 巧じ實 巧機關 がない 
限り 国際 聯盟の 磯 隅を 通ず るの 
外な しご 斷 じ、 潰 ロ 首相 も 避暑 
の 車中談 じて スブム ソン 氏の 調 
訂働吿 じ 就て はを 式に 巧 等顆知 
する 巧な しご 語ら 瓦つ 現 巧 H ネ 
どしても 調訂の 意志な しご 發表 

-3 ち 

ま 京 特電 甘 一日 發 〔ヘラルド 
トリ ビユ ーン 紙】 = 日ネ のち 力 
なる 巧 論は ヶ 。ッグ 條 約-し 依ら 
て 巧支紛 ザを 解决 する をは 
賛成は して ゐ るが、 をが 
をし で 機 道を 占領せ しめた 儘で 
調訂ずるをは0 シアじ^らて不 
を牢で わる どなし、 ちし 條約じ 
化 b て 圆滿じ 事件が 解み すれば 
日本のを 措は 胳 ホも輕 がし 得る 
ど 見て ゐ るが、 若し 支那 カ條が 
じ經れ て妓カ じある 巧收巧 巧を 
蔽 はんと すれ ぱ將ホ 日本の 描 蒙 


巧權じ 大巧 裝 をぶ ぼず ものと 觀 
てゐ る、 ホ も 日本 どして はネ回 
の紛 搔に對 して いづれ が是 でを 
ら 、ホで あるかを 論議は しない 
が、 歡 くど も 支が が 暴力で 鐵道 
を回收 したけ 爲はケ 0 ツグ 不載 
條 約の 精神 じ 違反して ゐ るから 


シ 


支那は 固收 した 磯道を 先づ 
ァへ 巧び 還が し 然る 後、 

みが じ 着手すべき である 
VJ 論じて むる が、 化 平ょ b の 報 
道 じ 依れば 南を 政府は 駐 ホを 使 
化 氏 じ 訓電を 發し てま 那はス 
ム ソン 氏の 提議を 快諾し アメ 
々 0 調訂 をを 望す る 旨 巧 達した 
もの^ か （、.公使館 附 のァメ 
ヵ武宫 五名が、 ィグ ピン じ 派遣 さ 
れて事 巧を 調查 しつ i ある Ji 
對 し、 を那函 民は ア メタ々 の 調 
訂を期がしゐ るもの { 如く、 
グラン チ ヤナ ょらの 報道は 同化 
でま那 軍隊が" シァの 飛 巧 磯に 
發 砲した 旨を 傳 へて ゐ るが、 

八 ピンの 督軍 張最恵 I 派のを 関 
は 盛んに 掛塞宣 戰巧吿 を ま 張し 
つ i ある も 他の 巧蹈 はこの 際 巧 
をを 巧のを 命じ 

服^ず るか がら やん ば 東 I 
S 省 側の 强壓 的な 命 かじ 服す ベ 
きかに 就て 踐譜 しつ i をる が、 
演ロ 首相は 本 H 避暑 旅行の 車中 
じて 諮ち 鐵お 事件の 發 生は 逆 臧 
W する も 圓滿解 巧の 化 わるは 喜 
ぶべ しどな し、 お來 のこ ごは 廬 
b じを 言は 出 巧ない ど 語り、 更 
ら じちが お 日本 じ 事件の 調訂を 
依賴 じた ごの 風說は 樂實お 根で 
ある ごが 巧し む。 

ま京廿 一日 發 〔聯 を】： = アイ 
ブ 々國務 長官 ステ ム ソン 巧の 露 
ま紛爭 調訂は ワシントン をび パ 


I ? ょ b の 新轉が 報で 詳細に 報 
吿 さいて ゐ るに も 係ら 中、 H 本 
の當 厨は 柯冀を 巧し 斯る 事暂は 
隅 知し i ：* いど 稱 して ゐ るるは、 
杂留 y 本が この 問題に 就て 

豫め 詳細 U 相談を まけて 
ゐ ない 一巧の 暗流を 颇 語る もの 
ど をら れてゐ るが、 一般 巧 聞 紙 
は ァメリヵの 巧 動が ケロッグ 條 
約の 精神を 揚じ與 b て 力 ある i 
を 賞揚す る も、 實際 的な 効を を 
疑惑 視 しお 5、 『朝日』 は H 本 
の 自ホ的 巧 勘を ホめ 『日日』 新 
聞の 英父 欄は 『阿 故の ワシ ント 
ンぞ』 ど 題し 本 問題 じがて 日本 
は 當然事 伸 解かの 墜道 であるべ 
きじ 『ァメリカが 東 巧を 差 置い 
て ワシントンを 談申化 W したの 
は 巧 故で あるか J . £ 反問した 後 
『我等は 巧」 巧び 云 ふ、 B 本の 
お 洲じ掛 する 位置は 永久 的で あ 
- 巧 等は ァメ 9 力が 國際毕 和 
ど 正義の チヤ ムピ オン じるべき 

を 

熱望 する ものであるが、 

丽 かも アメリカは 他國 5 利權ご 
誇ち ごを をの 爲 めじ 無視ず るが 
如き 巧爲を ごらざる やう じ绍ま 
ざるを 得ない』 £ 述べて ゐ る。 


の 地 じは 約 五 千 五' - C 人の n 本賠 
が おが 散 化する み パ^ ピン-.' け 
約 五 千 人の お 留おホ b 、 巧し を 
耍の 巧を はを らくこれ 等 お创ほ 
じ おしては 長を へ 引 揚げを 俗ず 
るで あらぅ が、 この 外 バグ ビン 
ど ウラ ジオ 間 沿線には 朝が 八 農 
夫を まどす る 日本人 約 一二 ガト あ 
な、 日本 孜 がごし ては 恐ら，-^ 
衔觉 .の 化滿洲 侵入は パグピ -精 
度で 止るべき こごを 蠻吿 ず) で 
あらぅ ご 信せられ てゐ る、 I ホ 
これを まが 側の 軍備 じ 就て る 
じ 極めてす 完全 極 b お b 軍隊は 
未だ 奉 天 0 化は タ論擲 道 沿 柳に 
向ても 前進し 居ら 中、 恐ら^ 日 
ン ァ の軍事：^ 動をな'て單なザ 
威 脅 ご 認めて ゐる梭 I マで 
あるが、 當地お 巧み 齒總領 
の 他の 息 見を 徵 する じ 支那， 心し 
て 令 曰 何等か 軍事行動 じ 及な な 


動員 狀態 


ヘル ピン 特霞 甘！ 日發 〔ヘラ 
ルド •トリ ビ ユン 紙】 n 露支閣 
を 斷絕の 結を シベリァの 赤衛軍 
は 装甲 呂動 率、 飛巧隊 等を 露ち 
圃 境の 

四 線に 一日 T , て 集注し 形數 
頗る 緊張して むる が、 當化駐 巧 
ソ 了' 親 瓶 事 メ^ニコフ 氏な 旅 

巧查 証. V . 得て を幡日 午後 當 地を 
立 去 6 ななを 國總頗 事は 居留民 
め 保護 じ 就て 協議を 重ねた が、 
露 支 動 就の 直接的 おを じ 見る ベ 

きものは クラ ジオ ストック をぶ 

附近に 散 化する H 本 居留で‘ の 弓 
操げ じて シ ベタ ァ鐵道 任 マン チ 
ユリ 附近で 中颤 され' 勺 i もる も 
の t かく、 梟ら 恐 梅を かしつ 5 
あるのは^ グ ビン じんる 白色 系 
0 ンァ人 (教巧 人' じて 巧 一 ホ 
衛軍 じして ま ホち を 蹈れて バ^ 
ピンに 殺到す 吟け 旅券で き 彼等 
は 日本 租谱 化で かる 大带じ 避難 
する i が 化 ホない ので 
早く も 身鸣. 

安を.. を 期す る爲 
人ボ ，衣 や病晚 じん 廃 
を 「、 の當 化は 戰爭 の嗜ー 


彼等は 


I じ 日本 
かゐ るが 

持 助 6 


シア 軍で 戰 線な 


香、 

を隊 


並び 
.をは マ 


て 


ブラ ゴ 


巧め 


い 限ち。 シアは ホ 面を 保つ 
じを を 進める こごは をを で ザる 
ど 認められて ゐ る、 而 して j 古ブ 
カウょ b 到着し っ-- をる。 承ア 
の 軍用 列車 じは 『滿测 じ 巧!；， 
而 して パンを 得ょ』 どの 援 I ； が 
揭 げられ、 化滿 方面では 
爭當時 同地の 馬賊 陵が P シ^の 
進擊 をが げた 如く、 今度は I 一 じ 
。シアめ 軍資金で ぞ那 軍隊！ 


で.- 

める であらう ご 観測され て 取. 

誦許暗 


靜 


目 

!ゴ良 巧 

ロシアから フラン 义^ 
モス カウ 甘 二日 發 【踰合 I : 

勞 農ロシ / ァ 政府は フランス. 

ょら 東支錢 おの 回收じ 就て 
の 意 あむる； t 疆禪を 受けた ， i 
外を 巧では 餘議め 結を、 • 

，ノ ランスの 厚な はタ ごす！! も 
輕 ほを 麻 じして 囊 じ巧敕 I た 
鐵 道を 0 シァ じ遠附 しな I 殿 
ら調訂 や 一切の 談 おじ 應 みえ 
ミは お ホない I 


どの 巧 巧を 竖 した、 

磁 艦が 活躍 

東な 化 ニ H あ 〔聯合】 リ巧聞 
聯をじ 速し じ パ^ ピン 電報に 依 
れげ サン ダリ 河に わる ロシア 砲 

おは 盛んに 活動を 挪 姑し 旣 じち 
那 人の 巧 人 ボート 約 廿五隻 を 捕 
獲した ので 國 氏を 府 はちら じ ニ 
隻の 砲艦を 增 派して 譬 備に 巧め 
つ i あるが、 露ち 威 境 方面は ロ 
シアの 飛 巧 機が 示威運動を する 
み じは 秘めて 平穏に して 鹽道運 
轉じ 欠くべからざる もの として 
殘 された ロシア 人 就 働 者 も 脚 結 
して 辞職し 支 邪 おおの 輸送を 拒 
おした ので 會社 側では 軍隊を 0 
て 威 脅し 無 拙 じ勞慟 を强ゐ ろか 
罷ェの 首謀者は 續 々吿 をの 上' ィ 
が ビンに 護送され てるる。 


囚人が 暴動 

軍隊 監獄を 蠻備 

ダンネモラ 廿 二日 發 【ニ ユョ 
; ク 卿】 n 當 地の タリン トン 監 
獄じ腮 役 中で あるの 人は 本 肖 突 
如 ごして 蔡 動を おし 監獄を 電巧 
を 破 媛す るみが 木に 放み する の 
大疆 ぎを 演じた のでな サ四 人の 
監守は 州譬を か 五 人 ご協力して 
武裝の 上の 人じ發 砲し 数 時間に 
直な て 爭圃の 結果 S 人の 因 人は 
遂に 擊 殺され 二人の 監守/一六 人 
の 囚人は 票 傷を 蒙 6 て呂下 入院 
中で あるが、 この 報じ 接した が 
民 等は 大擧 して 武装の 上 監守を 
援助す る 外プラ ツバ！ グを營 よ 
• f ' ホ 兵 第 か 六 聯隊の ニ觸 中隊が 
現 瘍じ急 巧して 監獄を 包 圍し巧 
の脫獄 を譽戏 しつ i をる が、 


『！&|**タが盤 が は 千おちホ^中ん 人 
じて をの 中 千 ご r 白人の 囚人が 暴 
動を をした もの. ホぶ る だけ じ 一- 
時は 件々 の骚 ぎを 潰* は. 厳- 
を て不 まで あるが、 をの 後 暴動 
は 巧 じ 入らて 鎭靜 した。 


岡 案は を 省へ 姻附 夫々 赢 解を 
ホめ てなる。 

臺 灣總督 憐山說 

〔た 一 日】 勤 選 證貫棵 山 資英氏 
の 墓 蹲總督 說濃脖 ごなる。 

驟際 銀行 參加か 

〔甘-日】 獨逸赔 償を 齒路银 わ 
は H 本 も 大体 參 加に 巧を しじ 

中學生 競技 參加 

門 甘-日】 中學 ホの 神宮 歲お邀 
加は 岡 旧 文が 時化よ ら蔡 化さ 
れてゐ るが 小 橋 耕 文相は 一切 
を學 校長に 信頼して 之を 詳す 


歐测巧 郵便 迂回 

門 甘-日】 をを 中央 郵便局は シ 
ベ 9 ア經由 餘渊巧 郵便物は 時 
局に 鑑み 一時 アメ 9 々經 もで 
發送 ずる ど。 


漫筆 


動物 燈炎 


地下 八 尺 子 

發 ホ 動物の 中 じ も 宫カ宗 ご 他 
力を が ぁる。. 那も發 巧バク テリ 
ァじ 宿を 貸して、 をの おかげで 
を ホす るの が 化 力 祭、 をぅ でな 
いのが 自力を だ。 線 虫類 ゃ扁虫 
類には 自力を ご 他力 宗ど兩 ホが 
ぁる。 飄牛 類、 章魚 類、 雜足動 
物 (虫類、 えび、 かじ) わらは 録 
録 たる 發ホ 動物 ホの 選手が 輩 お 
して ゐ る。 この i 群に 屬 する 甲 
殻 類は 發あ バタ テ 9 ァ V 」 i もじ 
熱帶海 律の 美しい 擁 ホを 絕 持す 
る 巧に 當 つて ゐる ごを つても い 


い 'が巧階舅さ'ダ2^??.|^苗 V ' ‘ 
動物 澄 火の 生產 界^を 唱 


本祖 束を 巧電 ( I 巧轉 載} 


る ものは、 

〔 一 】 騎を あび ホを 
じ裝甲 自動 幸、 機が 
ンチ ュリの 0 西を け 支箇道 
連絡 点附 なじ 集中」 I これ じ對 
抗 する 支那 軍に 五ィ 
で 一】 ) 除は 沿 お 

ウエ チユン スク じ . I 

で ニ】 沿海 測に 避た ラ戶ュ 
グ じは 赤衞 軍の 化 「曰 ンァ 砲 
お四隻が馨禪する^^對し支那 
側は 水雷 巧設 をみ^ でゐ る。 
〔四】 このみ 赤 嘴す はゥ ラジ 
ォの叱 西ポグ ラ-- チャナ じ大 
軍を 集注して ゐ 一、 

交 云 はれて ゐ るが.- この 除 最も 
注目 じ 値する の A 

0 の 態 巧 4 して これ 等 


目 支あ涉 U 化 巧に 

【サ 一二 日】 日 支を 渉は 綴 携を 根本 方 かどして 九ち 上旬 開 

始 さる i 蟹。 

首相 語ろ 

【廿 一二 日】 濱ロ肯 相は が 勢^ 


巧 等 

のた め 二十 一日が 東京を 貧し 


たが 車中 語つ て 回く 『叢 I 乂麗 
をの 斷絕は 誠 じ 遺 域な、 と r 極 
東 ザ かの ため 巧を の 注意 乂用 
意と をな て 時局の 推移を 费 J 
てゐ る、 進んで 巧國は 若で 豁 
軍々 縮 會議が 開かれるなら 壽 
んで 化界ず かの ため 么じ •咨畑 
する。 尙縣稅 審議 會、 國お貨 
借 審議 會 はを 解禁 じ對 すと を 
要 a 機 離で 予は 政治 上の ぶ忙 
のた め 夏 かみ すらなる Mi はお 
ホない』 云々。 

武藤 巧留巧 運動 

【甘 I 二日】 鐘 紙が まは 社長が 藤 
山 治 氏の. 引 止 運動を 起-:^。 

大型 飛行船 竣了 I 

【廿 一二 日】 昨年 伊豆 大島 がて 
爆 獲した H ヌ 一二 號飛巧 船が 巧 


造は 同名の 下 じ 霞ゲ浦 


お酸ェ 、サ 二日 處女辩 巧 


じ飞化 

斧 " 


ひ 巧 結 おを 收め たが、 巧國じ 
がける 飛行船 製作の 愚 巧の も 
の だ ど 0 

藏相ミ 保護 關稅 

【廿 一二 日】 井上 藏 相は 金解禁 準 
備に 保 譲關稅 をを 慮 やで ある 

新參謀 次長 巧俞 

〔サ 二日】 を 謀 次長 南 次 郞中將 
は 朝鮮 軍 巧を 官 じ、 參謀 本部 
嚴務雜 良 岡 本 速 一郎 中 將は參 
謀な 長じ决 をした。 

社會 局長 官决を 

〔甘 二日】 内務省 神化 扇を を 田 
茂 巧は 社會 局を 官じ轉 巧した 

削減 案發 表さる 

門廿 一日〕々 年度 一般 會計實 巧 
豫算削 贼じ關 する 大藏省 まは 
十八 日尝 表された が、 削贼總 
巧は 八 千 置が 方鹽で この 中 じ 
は 內務省 脚 係 ニ 千 ニな 巧' 圓、 
陸軍、 遞信兩 省關係 ニず 巧圓 
宛 等が 高額で あるが 失業 岡 題 
防止の ため 官巧 及び 雇傭 入の 
费 用は 削がされ てない。 目下 


てむ るのは、 しかし！ つて 
も、 をを だ。 殊に' 鑽 である 。種 

讓異れ ，世が 中 じ 蟹の 居な 
い 巧は まづ ない といつ てょ から 
う。 蠻の ラィトは ロ！ マン チッ 
夕で をる。 をれ は戀愛 信号で あ 
b センナ！ ドで ある 0 いろ*.^ 
な篷が 一を 間に 發 する 閃 ホの 数 
V 」 をの ホの ホ 巧繼續 時間 ご 阴を 
の 性質を 調べて 是る がい、。 さ 
うずれば 違つ わ 蟹の めい—- の 
暗号 電义 がわ か > 、签の 類別が 
お 巧 だら う。 蟹 自身は をの 暗号 
文を ち やん ご 承知して ゐ て、 を 
れ にょつ て 互 じ 相手を 知 6 合 ふ 
ものごし か考 へられない。 殊に 
戀愛 病患 者 どなつ た签の 好配 偶 
を 求める 篤を、 彼等の モ ー ズ符 
號は 極めてを 用で あらねば なら 
の •しかし、 彼等は 戀人 である 
ど 同時に 生產者 だ。 强 力な V ユ 
シフ S リンを 生產 利用す る ホき 

わ 硏究お だ。 

發ホ 昆虫 界 での 珍品は 自 巧が 
虫で あらう。 これは 滅タじ 見た 
人がない ので 神 誘め かしく 感じ 
られ るが、 確じ實 巧す るの ださ 
うで、 叙 帶の巧 虫 だとる はれて 
ゐ る。 頭部 じは 一勒の 白光を、 
臀部 じは 一個の 赤 光を 發 する 磯 
關 を完脯 し、 現 化の 円 動 車 照明 
規則に ぴ つたら 適を して ゐる 
こる から 「自動 革 虫」 ど 命名され 
たので ある。 この 自動を 虫な ど 
は あ ホ 勘 物の 中で も餘 程を の 入 
つた ホ だが、 ごじ か （、自然は 
碰 々雜 をな 樣式 じよつ て澤 山な 
生物 じを ホ 機能を 授けて ゐ るを 


がわ かる。 £. ‘せ だら う？ とい ふ 
段 じなる ご、 自然の 神が じぶつ 
突かる。 V 」 う もは つきら は推斷 
巧 ホない が、 をみ を 物 獲得の 化 
利を 巧へ るた めだら う、 と考 へ 
られ る。 自然の 燈 火は、 をの 持 
まの 透視力を 强 （する ばか b で 
なく、 食物 じなる 生物を おびき 
をせ る 道具 じ もなら さう だから 
例へ ば、 深海た 住む 魚類 じこ 
ん なのが ある。 ロの 化に 長い 棒 
が じ ゆ ど 突 おしで ゐ て、 をの お 
揣じ ランプ 見た いなもの が ぶら 
下つ てゐ る。 了 唐 軒先から 水ず 
じ 突き出した 巧を， の瑞じ 巧が 下 
つて ゐる やうむ もの だ。 をれ な 
ぞ は、 棒の 端 じぶ を 下た ヘッド 
ラィトで自みの巧^な小魚をわ 
びき 寄せて、 がぶ 了と 頂戴ず る 
のじ 相違ない 。 i 
海面から 半哩 位の 深さ じなる 
W もう 目 ホが ごぐ がない 。しか 
し、 ニ嗤 から 五 哩の巧 深では を 
稀の 發ホ 生物 じよ 「て 十を な燈 
化が お 給され てゐ io らしい。 淺 
泥 機 じひつ か i つで 巧て ホる 深 
海を 物は たいてい 發ホ機 關を持 
つて ゐ る。 中 じは. 八 間の 兩眼じ 
似た、 とい ふよら々、 探 照燈を 
つくみ の發 巧機關 をが つて ゐる 
ものが ある。 透明を レンズが あ 
ら 、發ホ 組織の 背後に 不透明の 
反射鏡が あ-^、 同じ （不透明の 
彻 面々！ テンまで みる。 かや- 
に 轄 巧な 發ホ 装置 此 、ず 巧 光線 
を 巧 射す るが 爲 みを もので、 を 
の 機構は 探 照 燈や捷 動 寫眞の 映 
寫 器と 同樣 である 0 , これは 多 巧 
遠距離 じある 獲物を 一 おびき 寄せ 
るた めで も あを、 自 P 奉のへ ツ 
f き イト-の やを に' 挺^を 迸け を 
ためで も あら 5。 I 
熱帯の おじよ くゐ^ 烏賊の】 
種 じ、 や はら、 獲 職を 引きを せ 
衙 として ホを 發 ずる もの ぞ考 

I - パ [ I ^1/ ♦ V- \f I 3 一 


へられを ものが ある。 飞の すべ 
ての 觸 巧の 端 じきら/ 「ホる 發 
ホ 点が あつで、 をれ らの觸 角が 
揃つ て 動いて むる ごこが を 見る 
-、 まるでみ 輪 化 化を 巧る やぅ 
だ。 しかし、 これな 了-- 度が 間の 
を 通 巡査が ラ デ ゥ么を 化か けれ 
手 裳を はめて ゐる やぅに、 暗中 
で自 をの 觸角が でんな 否 ころに 
ある もの か， をれ を 知る ための 
もの かも 知れない 。 ‘I 

戯詩絳 々傅 な〕 

早 川雪测 ，君 

歸る歸 るは、 をれ や 適 だんべ 

い、 だが 嘘ら 存外 まこ £ 

じなる 世の 申、 

噓 か、 まこ 定かは 
俺の 知つ たこ どぢ やねい、 
あらやな 卷き 連の 育傳 さ。 
をれ ょ 6 も、 君、 

條の ゴ^フを 見て おれ 給へ、 
俺の ブレ パツ ー が、 

球を 自由 自 なじ 迴 して くれる 

窒渊、 

义 クタ！ ン から 忘れられても 
ゴグフ から 忘れられ 中、 

巧で 圓の 巧會社 組織ょ ち 
ス n ァの 勘を じ 化しい。 

雪洲、 歸る歸 るは、 をれ や嚇 
だんべ い ：…… だが、 

ゴグフ の 名手に 噓 はない、 
ブラボー •雪 洲。 
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締切 .セ 丹 二十 六日 (金曜 ) I 
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JAPAN ART STUDIO 
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1023 Third Ave . 
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さ向乂 本日 

P 1 專 靴型 ふ 

作し 張 お 員 店 b 化に 認を闽 
ザり 屆日即 は 靴ち がと 法寸 

を ホき 离ぶ ホき 巧ぶ ホき 巧 
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3 Maiden Lane N . Y . 

ェ 細洽賴 銀を じ 幷石刚 を 

類 お蠻匠 意新最 
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The EasUnd Wes け 00 { む . The Hew む rk Tciiris け ervi 阳 
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差は A 屆 神が A 
上を をけ 注舊米 
げ漬御 致 义の國 
まよ 注し 次 書に 
f ち义ま 第籍て 
。割にす 敏玄發 
引掛 ° 速稚巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は る 


が 

神义皇 
舉學陶 
+± 事 

I 囊 

純を 

雄 巧 


通年卒 A 
中聊 業を 
る 力 > しは 
も ホ在ン 
の 國ホカ 
と の筋ゴ 
信 事に 大 
じ 情廿學 
がに 五を 


ま 御 

す 窓 買 お 
° 切衡譯 

じ ◊◊ 

御 其 調 
取他杳 
强柯 ◊ 
致で 巧 
しも 渉 


Endo & Kodachi , Inc . 

48 む eenwich な re ホ 叫) I 
Tel. Whitehall 1541-2 

が 諸輸 和船 艦 
タ盈巧 巧 洋具船 
藤 物 入を を 御 
^ 運 稅雜巧 用 
づ 、搬關 貨品津 
71 な 手販 
扱續資 

會 


DANCING 

411 W . 115 比 St . 

Tel . Cathedral 4408 Apt . 3 

g n 错曰 

! 薩！ す 新 

ご 置 据 向#^ 

一 -: n で き ^ 

早 穿 ミサる のをら 

動 111 

言 3 呈ナ！ ^ み — _ . 

一重 量を えを 
|青 霞す 点 域 - 

な 

Dr . 0む〇 Mey が 
2 がげ esH 3 fd 化 細 
New York City 

OKUMURA bookshop 

ROOM 923 

147 W . が nd 化 Cw ,8 roadw 巧を 42 nii がん U . 
Tel . Bry « f 0920 

i ! H 薄 

.々達 タ '十規 操'， ふ 

マを シが切 婆 接 

, ， 每品獨 貫 皮 ） fgn 
H の 逸他嬉 

处ク午 午み よ 巧 病 J 功 
メ後 前を i ) み’、* な 
イ 萬^ 使の 諸化 

； 巧贯 用^ 奪 1 ^ 

な.; - 去 患 重 疑 

• ま 柯に新 バ雜が 

ず卒街 注！ 誌？ 
晒 。御な 文、 の 古 
吳 用 次 等を バ書 

巧 命を 比 雜ブ蟲 

審 願 L で 語ク語 






ニ边 ん ぶを:^ み ムム. 
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^ な^^ 
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診察 

午を 一二 時よ b 六 時 
日曜は 前約 相 願 憤 

ドク トグ 

窩 巧营彥 


診療 、 

午前 十 時ょ らち 一 
時、 午後 六 時ょ も 
八 時， B 限は 前み 
願 上 お 

ドク** •瓜 

山 ロ 一二 之 助 


沒—主 谷 基 

自 午前 化 時 U 十二時 
自 午を 一時 n 五 時 

火 懼ち がづ睛 ：：： 六 時 

はへ ネシヤ 1 フア 
ン テ^- シ 3 ン クブニ 

ツク じお勸 


諸を 會 

篇巧說 お (日) 八 時 

日 睡學校 (日 ご 一時 キ 

家庭を 食 (水) 八 時 

祈膀會 せった) \ を 
馨 1( さバ時 

婦人を 

讓 巧を 

設 滿 

を 宿を、 筋み たを 
巧 業 周旋、 をの 化 
A まゆ 符巧巧 じ 巧 
じまず e ”// 


Jo 巧^ 里》 OOCR 1- M . O - 

、ニ 1 Wesi i 芭. す* 一 ミ _ 

ブ|. Riy 々 side ち73 it ジを吉ニ云呈 

嫁み 養 於す 前义 持！ 午を- 時 
^|^^.午をハ持1午镜化巧 
ネ巧化 時 1 午を 四時 

户ク トン〜 小 栗乘ま 


助 ^ 

常 

冷 

墨 

に/へ ： T 


診察 お 間 

午を 一時 化 ニ 時 
午を と 時 H 八 時 
愛知 段を ± 

バ^ 巖本谨 一 

を お 比 曲大を 及び 
サブ ン 病院 勸な 
H 巧は 前約 頭上ち 


D 

M- n 

g | 桃 
U わ 3 

G •? 

0 !： 加 
0 叫 h 
Z M W 
N 2 
A 
K 


■診察 時間 

午 かか 時 1 十 時 
午を 六 時！ 八 時 

パパ ホ 栗 幹 ご 一 

が育ボ フク ブ ー巧院 

巧 五 おお 院 巧を 

武ボ コン バラン パ 

病な 巧 巧 




診察 

.j 午前 十 時 I 一 诗 
午後 四時 1 八 等 
し：^ 聰 午前 十 時— ぶ 午 
脚^. 雌 急性 輕化巧 ホ 巧 患、 巧 
心 化 腐 病、 血液が ま 
M 化 化 多 ザの 經驗 をち IJ 本 
M U 則； 人 じは 特に 親切に おが 

祇 i 一す 

(健康 診 斷こ巧 


'ク トグ 


イ が’ 火 


化、 木 鴨 午後 九 時 1 十一 持 

紐 育 柔道 俱樂部 

西 だ 了 目 一 八を 


，，為 、 1 ろタ： 


巧 巧 青年 理想の 猫 か 


日本人 青年會 

《巧. ま を 芭 .ブ I . C 穿 ks ミニ 44 


1 

抑む 徊か 
a A 9 
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0 3 -e n 
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が 育 州を 認 
み 務省殖 許 
巧を 巧大授 巧大を 
巧 婆な 巧 巧卒莱 
元 地る 

產婆 松本緣 


揉 療治 お 島覺丈 


署 巧 es 二 3妻 St . 

ジ 一. 星 巧 c { fntj 1 を 6 


T - 

P - 

に 

黑 謀の 

W ご 2 

M 涨 削げ 


¥1 
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I 還 
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麵揉 療 

マ ツサ 1 ジ^ 整 お* 醫 

巧學的 運動 賊灌注 
水 ぉ、 電 氣ぶ呂 、ホ 
線 及 带氣治 ホ 其 他 
が 育 州を 認 I 

フ ィ ジ オ ン ビ ス ト 

西^ 幸 男 

日曜 外 日 午前 九 
時？ 午# < 時を 
電話 前約 i 邸 上 お 


檢眼並 じ I 


眼鏡 調節 


弊 巧は 實質 誠意 进速 主義の 
基に 御 ±產 物 一 ま卸資 値段 
で 化 費 致します タ みに 拘は 
らや 御用 命 仰 か 下さい 主せ 

◎歐 米を 瑶 時計。 置 時計 一 ま' 
◎資石 貴を 廢 。銀製 器具 一 ま 
◎を 鴻萬年 華。 金銀 嫂紛筆 
◎蓄音器。 レ 3! ド 見本 陳列 

◎寫眞 器。 タィプラィタ ー 

◎が 切な。 がを 篇典帖 繪端蔚 


プロ ー ドク M 1 巧と 十を 
領事館 向 側 建物と 0 五號室 I 



ぶ 商 A 


170 B 夏を さ 三- 妄 

ジ一 .をを andt 芭 ゴ岩當 


熱 米を 禪時針 
貴を 屬寶お 類 
銀製 器具-を 
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ぶ 
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器 


器 


タイプライタ 1 

を 涩巧年 筆 
其 化 ± を 物 一を 


◎溝 ニ 最高 殺ノ 商な ヲ捣 選し 
化巧ョ 9 廉蹈 -販質 シナ 居， マス 
西 四十 ニ T 目 S ホ— 一を を 

ロソグ H— 力 ー ピか デン ダ L 4 
おな 十热室 パ mw 

靑 柳蘭會 sa 

(タィム K》 か デン グ向 巧^ W " 

お 詔す ィてト 四 一二 セ 四を W N 化 
◎巧 おゾ 確ち ナ八 コト、 取扱 
ノ巧速 ナ^コ トニが チ皆樣 
々ラ 御 巧 評ヲ得 テ居リ マス 


ベ グぶユ ー 病院 及 
紐 育 乂學醫 巧な 勤 

が是扇 

彰お 時間 
每日 午後 四時から 
ホ 時まで 

タ巧 水、 を、 と 
I 暗から 八 時 迄 


錦 I 診 寮 

齡約 願上娱 

コーホ か 大巧 
f タ .トか オブメ デが ソ 

疑學博 ± 

ま 居攪彌 


'税關 事務‘ 

策洋 を 地辩 じを 化が 
の 厳 出入 力を じ 開す 
する-切の 御 諮問に 
應 じが 道療船 貨物 運 
貸 巧 お 帆を 稅熙 ま 續 
聲等 進呈す。 をを 都 
ホ じ化理 巧を がし 誠 
育な 速 御用 命じ 應や 

保驗 取扱 


電氣 、器械 工具 製 巧 
運 勘み、 な 具* 貴を 屬 
時計、 寫眞器 あ 現像 

ア！ ト 
ス こァォ 
東洋 実 術 品書證 、レ 

デ イオ、 ランプ シス 
! ド類ゲ アキす ムク 
ブ—ナ I、 モ—タ —陵理 
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議 をは 總迎 大臣の 監督 じ殘 レぶ 
諮問に 應 じて 题 際ち 借のを ちじ 
觸 する 里 巧 事 頂を 調 查審講 ，、 
總强 大臣を なて 曾投 ごする-。 の 
じして、 委員と して 大藏 、をが 
瞒エの 一二 大巧、 貴を お 防 諸 貝、 
實業 あ、 學者等 十五 名 巧 命 V ら 
れ たら、 义關 稅寫議 會は關 私な 
正に 關 する 重を 事項を 調が み 蔑 
し、 委員は 前記の 的 外務 大巧を 
加へ 總數 同じ （十ぶ をで あ ' X 


尋れ 人，； 

(き 城縣) 大橋武 雄 r 変 知擾化 
野榮 一二が (か 歌 山縣) 後藤 鼓を 
を (山 ロ 縣療お 猪 S 郎 (が 本 
縣) 西が 巧 喜 (山 ロ縣) お 其 育 
(か 歌 山 璧化本 平を 產お暴 ) 
國上 時を (愛知 縣) ホ 松 冨 
瞬縣) 地 旧 內藏吉 r 福岡^ 一二 
又が 度み 大塚 サダ メ (愛.^) 
長 崎德) 柴 田を S 郞 (乂！ ) 
西 川 源 太が (を 庫縣) 藤 木 童 义 
(福 岡縣) ホみ 豊進前 紐 育 4 學 
學ホ八 木 郡 平 (靑お 縣} 巧 レ お 
豊己郞 (熊 本縣) 西 本 义藏ま 
岡 直 記 (山 ロ縣) 中材秀 雄. 
(神を 川縣) 稻 葉明吉 (廣 IP ) 
がぶ 實宮 

をの まじ 通知を 度き 儀ぶ， た 
お 間 本人 若く は 知ん ょ b み 
住所 碑 通知 願 上 お 一 

. 紐 育帝國 総領 If ® 
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巧を 巧 揉 

露 支の 線爭 

恐るべき 宣傳戰 

巧支锁 道の 巧 化 じ 就て、 勞摆 

シア ど 支那は、 をじ閱 をが 斷 
j 絕 する じ 巧 b しのみ なら 中、々 
:や戰 火の 裡に凹 化の 是非を 爭は 
I ん ごして 居る、 柬す锁 道に 近接 
j したお 洲 じ、 國あ的 利權を 持つ 
; 日本に ごら ては、 巧に ホ々 しい' 
- 事件で わ b 、 お 東^ 牢 かを 維 狩 
: する 上 じ も、 媒 めて 蓝大ぃ * 事 か 
; である、 殊に ん や、 0 シア も 
一定 那 をら なわ ヶ 0 ッグ 不戰條 お 
窗巧式舉わ：^^眼前じ迫ら、 をの 
巧カ發 がを が じして、 巧る 事が 
がを 生した こごは、 注目 じがす 
る お ホ 事で ある。 

今回の 紛爭 裏面の 進 馬に 就て 
は、 頗る 极雜 した 事情が 潜 巧し 
て 居る、 即> 。ま那 ミロ シアが こ 
の帮あ 協を を婦 結した のは、 千 
九ち 二十 留年. 即七勞 庭 0 シア 
™ の 極東 進出 第一 期の こどで あつ 
たど 问時 じ、 支那 どしても、 巧 
謂 固 民 ま 巧の 發端 時化 じ n シア 
の 巧 力を 惜 用した 時化の 出 ホ 事 
でを る、 なじ 兩 をの 谅定 精神な 
る も 0 は 極めて 架空 巧な もので 
あつた だげ じ、 まがのを お 的 事 
おが 南京を 巧の 確立 どなつ た 今 
日 ごして、 旣に廣 技 政府 ご 日 シ 
ア の關係^^义しくが巧的じは斷 
絕 して 居る 形どな つて 居る 今日 
I ごして、 裙 まの 閒は條 約の 精神 
I を怎 解す る こど^ お來 .ぶい 害 權 
じ 照 かれて わつ む。 

支那 じがる が 國の治 か 法權撒 
廢 要求を 始め どして、. 不 ホ等條 
約の 打倒、 外闽じ おする お權の 
回 おは、 固 民 政府の ス 》! ダン 
とする 矿 でもち、 彼 築かで 那を 
固 家 ミして 安き じ 怒く ための 手 
段 どして、 おじ 斯 ^ あるべき も 
ので もらう、 故 じ、 今回の 東 ま 
搜 道闽收 む* る ものは、 支那が を 
の 宿 盛を 架た す 菊 一 ホの ず 段 ご 
'して、 先づ おを お 貴の 撥 来、 東 
タ鐵 道。 シア お 御 良の 解婚 ょち 
して、 遂じ间 化 どなつ たもので 
ある、 ま那が このみ じ 巧て 冀カ 
巧が じ ぷん だ こどは、 國際 義 
の" が じ 照らして、 甚だ 遺憾 ごす 
•へきが ホ 事で ある： か、 岡 略 じ 勢 
I 農。 シアが、 この 紛ず をが 化し 
て 支 巧 じがけ る 列强の 協調 f 破 
據 せんどし つ i ある 形跡の がす 
る こごけ、 亦の てな 目を 逛 ずべ 
き：；：； であらう 0 

今 H までの 經過 じょれば、 支 
那 も、。 シ .アも 共に、 徵を大 じ 
して 闽 々斷が 、外敵 一 揃を 叫び 
つ I んる もの i、 ホだ戰 ずい-ホ 
段じ訴 へて 事 化の 雌雄を 决 ずる 
のお志^^く、 遍ろ日本、 アメリ 
力を の 化别强 におす る ブロ バゲ 
ンタ」 化 おされで おる をう であ 
る、 この間に はけ 人 巧な の 化が 
も あら、 些少な ろ 巧 ホ 率を 駱乂 
視 せんどす るが 向 も あるから、 

正 當；： t 々が 劇を T さんご 欲ず る 
C ：* らば、 恐ら < 第 己國を 蒋刊宮 
ごして 兩當事 あみ 談判に 一巧す 
るのみはなぃでみらぅ：？./ ホが 
が お 力 じよ b て N 化した 城逍權 
はを の 値 どして、 带じ將 ホ じ 向 
てのを がを キ は、 恐ら <" シア 


佛 ィ」 しても 承服を 斥ける であら 
ぅし、 ホ、 をの やぅむ 化務的 i ；* 
A 法で を 正。 る 解 化を 則が する 
こどは 至難で ある C 

これを をす るに、 み 阿の 紛爭 
をのら のじ 就て は、 一面 支那の 
國垃的 要游の ひらめき である ど 
見られ 得る し •化 面 じがて は內 
巧 的 じ も闊民 政府が 外敵に 名を 
籍 b て齒 論の 統一を 討らん ごす 
る 巧 向を も 認め 得る、 而 して。 
シア じご b ては、 軍事的 じも經 
濟 的に も、 且つ ホ、 思想 的に も 
この 地の み權を 失する ごい ふこ 
ごは、 今後 橄 おのを 馬に 掛 する 
日 シアの 鼎の 輕蛋 を閒 はれる お 
ホ 事 £ して、 極めて 重大なる 問 
題で ある、 をれ じ も 巧して H ネ 
じ とらて は、 滿洲 の利權 どい ふ 
固 あ 的影密 を背摄 S する のみな 
ら や、 アメリカの 發 講じよ る 調 


訂 が、 今や 問題を 化が 化せし め 
ん としつ {ある 秋 じ 際し、 をの 
一 お 一. 動は 最も 愼 雷なる 考慮を 
必要 どす る。 

もホ别 固の 髓疑者 流には 滿洲 
を0て極をの パ ン であら 
アグ サス •ロ — レンで ある ごな 

し、 滿蒙じ 题際的 正を なし W 認 
めて 居る 者が 勘く じい、 巧 等は 
日本の 知る 範 園み じがて、 斯る 
不 正義 呼ば b の 極めて 不を规 な 
る こごを 知る もので ゐ るが、 而 
から 實傳 上手の 支那 ど n シアの 
紛ず でも ホ. £^、 日ネ らまた、 こ 
ん實 傅禍じ 飛み をを け いと も 
限らない、 をは 極 巧の 安定を 欲 
する じんる ので あるから J 日本 
はこの 際を の 巧動ピ 言論を 愼み 
濫らじ 宣傅禍 の 洗禮を 巧び をけ 
ざる やう じ留 恵したい もので ホ 


_內 は搜當 なる 巧 化を も VT 、 をき 
歷 をを をを する わ 絹織物は、 
をのを 速遲 々ごー 又 進ま 乎、 輸 
ぉ额も 生糸の 年 雜と億 圓じ掛 
して、 一億 ニ、 一二- 为圓 どい ふ 
じ遇ぎざるは.、 政^|の 

闊策 が 常 じ： ホ 巧 ホ 糸の み 
じ 偏重して 絹 装の $牲 を お 巧 
し、 一を せる 絹樂骑 おを がさぬ 
ので ぁる、 故じ萌 了 ー酱査 議會じ 
わいて ょろし <絹蕃 策の 楓ホ 
じ關 する 審議 調を 方 こを 壁 す- 

いふの である 0 'I 


形勢は 緊張して 居ろ が .1 

まだ 戰端開 がれず 

當地南 滿鐵道 事務所への 情報 

大連 二十-日 發 = 十九 日 支那は、 な 巖官惠 じ 掛し引 揚を命 
ずる ど 共 じ 露 巧の 巧 疆省侵 器を 恐れ 同省 政府を 厢じ 防備 方を 嚴 
命、 二十り 固 民 政府は 靈國の 條約違 坟ど巧 產宣傳 とを 指摘せ る 
海が 宣言を をぶ せる： か國お 政府の 意向は 國 內の狀 况上飽 を戰爭 
を 避け 列 國じ對 し 露 越の 非を 械端 じ宣 傅して 闊 情を 翁め 不戰條 
約を 頻 じ米國 にす がる こご^ ^ 旣じ孫 科は な 米の 伍朝樞 W 聯絡 
を 開始せ b 、 尙 は張廣 恵の メイ ニコ フ窠濫 禁じ 掛 しま 那侧內 部 
ょらな 對 起ら し爲め 二十日 之を 釋放 右一 ニ 名は 厨 巧 歸國み 途に锐 
け b 、 蔣か 巧は 張を おょ b の 露 お 國境收 中の 巧に 接し か ホ 解 快 
の見达 ぁれば 政府の 指示を 待て ご 命を せる が 張 作 相は 巧く、 J 八 
ビン じ 出征ず る こご y ' な b ま 林 軍は 目下 續 々出動 中、 あ 軍は 東 
西 共じ闡 境を まる 約十キ 。り 巧ぶ じる.々 こご 巧 巧を を、 二十 一 
H 朝 じ ま 6 巧支從 業員モ ニな 名 踰俠辭 職した 爲めま 那侧は 狼 お 
逊策 じが 奔中 でぁる。 

大連 二十 H 發 = ロシア 側の 態度 强 硬との 報じ 接せ ら、 支那 
側は 十八 日を 協 おを 見出すべく 支那 人の みのお ま 鐵道雜 事 曾を 

開き 十九 円 午前 キグ キン、 メイ ニコ フ 、イブ マイロ フと會 見の 結 
果禮 まら や、' を S をけ 同 e 午を ちちに 濫禁さ n 十九 日 0 巧を 西 
爵 境^ 形勢 頓 切迫 ポグラ ニ チ ナラ じぁる 支那 人 軍の 一二 干 高地に 
陣地を がき 露 軍 じ對抗 、露 带號巧 機上 空 よら 之を 威嚇 中、 二十 
H 朝 長 春 J らお 兵關始 、十九 H 萬を ドラ 9 ア よら 猫 洲軍じ 向け 
進 紫を 開始し 二十 H 锁じ岡 帯 騎兵 闺境贿 近 じ 現 はれし 爲め滿 測 
軍は H 下婚猫 中なる もま だ 戦端 開始され たと 見るべき が 巧な し 


絹 業國策 

生糸 偏重を 排斥 

ロぶ 輸 ホ 紐同萊 組合 聯を 倉は 
さきのを 禪じ わける 組を 長爵雜 
の 結を じぶ き、 乂藏 商工 兩あに 
おって 

1 、 廣 幅織顿 の消截 稅做廢 

ニ、 ス パンク レ t プみ徐 お挽査 

施け 

三 一、 不 なお 七 紐 (縱横 ごも 單 糸) 
輸ぉ銭 ル 

じ 對卞る 臂施化 進の 陳情を。 ず 
等、 又 新たに 

、輪 化 紹捣物 格 省 制 巧の む 化 
じ剛 しが 諮問 ホ 巧堪： 

、が お 晩ぶ 樹立 
を速潘 懇請す るは ホで あるが、 

こ 文に を 業 巧が を述 諮を 必嬰ど 
する に 幸つ た 

理も ^^左の细きものでぁ 
’聊- もを の P し凿 しては、 從 
ホ 政府み 酿 出が 織物 檢あ 化。 ら 


る 


によつ て ホを f るた め、 過般 實 
施された 國營檢 备法中 輸出 法 じ 
わける 切斷 品の 巧 巧 問題 おじ 染 
を おの 酿お檢 査餘外 潤 題な どの 
如き、 この 法規が 實隙 取引に 對 
して 不を理 を 招 ホす る 場を ぞく 
i 當楽 者は かくの 如き 實際 ごかけ I 
はなれた ホが に 拘束され て 

簡機 を 逸し' あるひは が 
外 よらの 不評を 招ぐ 谋を 々なか 
ら ざる 等に 艦み， 今後を がな 史 
並びに 檢杳— じ 當裝著 間に 紛潘を 
化 じた 踞 をは、 日本 輸お 絹间業 
組を 聯 をに 諮問し、 當裴 者中學 
識奶驗 わる 者のを 向を 泉 一 酌され 
じし どい ふに あら、 また この 絹 
業 殿 策 樹立の 要留 は、 巧が 輸出 
紐 織物 市場め 近狀 はを 融難ど 採 
算 '个 引を じよる を 機業 地の 

疲難 じつき、 最近 愉化化 
向け 网 は、 化が を 地 じむた 6 四 
个八ケ 図のを きに 上つ て 居る に 
も拘 らや 常に 相手を 劇の 細稅 


新 會社難 立 

り ホのを 阿 資本 

本紙 前 残 所 報、 當 曲腿シ ク 
ジ卞リ t 酶會が ホ ちか 鈴 
木 源ホ郞 氏み 後を 繼ぐ耕 生糸 會 
お設タ のこ ごじ 關し 化 シグ 
ク會 社> ららホ 信じょ ば 同會： 
社は おじぶな 濟み じて 撤 資本金 
はも 方 脚、 その 中神戶 W 化 シグ 
クが五 千が、 皆 地の 藤 狩 賴會が 
五で 株、 ジ f リ f 巧 會が五 千 株 
をの 他の お 千が け 舊マ八 ャ商會 
化 シグ クの就 働 アメリカ人 
の 顧を 等が 弓 受け グャ •コ 
パ ニ] ど 命名した が \ ジャリ. 
巧の 投資は 斯業 者の ぶ I を 進め 
る 意 ホで 參 加した もので & る ご！ 

製造業 調 奪 

商務省の 發議 で/ 
アメリカの 商務省では 千 九 巧 
二十と が 度に 巧つ ね製摧 業のを 
ホ固势 調を を 近， 巧び 實巧 すべ 
/、' 來週 委員 會 をな 集ず る こご、、 
なつて 居 J み'*. 就を を 巧す るを 
業は 比て 云を 四十 種 じを 類され 
この 中な 四十 巧輔 は先づ 普通の 
調杳 にょるが ニな 廿ホ魄 は 特殊 
の 調窗を 要する ので この ホ 面に 
は 最も 力を 注ぐべく 千 八 宮廿と 
を 巧 じがる すを 查 なおな 能 ふ 限 
b これを なめて 調 杳を完 を ごし 
製造 狀態 ホび にこれ がを 配め 稱 
度を 考巧 する こごに なつて 居る 
が ホは 單に アメ ' y 力の 國當を 推 
算す るの みならず、 戰 時の 穂を 
産業 勸 員の 上 じ も 巧 侧の賓 料を 
巧へ る こど じなる ので、 當巧も 
ホ々 的 じ 準備し を 力 おの 協力を 
ホめ て 居る。 


びじ 柯法施 わ 細則。 ど 輸お挪 織.： あ 巧 じ わざは ひされ、 かつん 絹 
物 脚 係 法 化の 新設、 又は 改正を！ 製 おじ 顺 迫を 被つ て、 をく 八方 
巧 ふさへ 何等 當棠 をのな 向を を' 薬 b の狀態 じあり、 當萊 おは. 小 
巧せ 中、 が ェ省巧 內の怠 見の み，；^ 巧閒 •し 腐. むする 巧 おでんる が 


郵船 大請 提携 か 

東京 特電 二十 I 二日 發 U をお郵 
船 社 度は か 厲游触 じ對抗 する わ 
め大阪 商船と 遠が 航路の 提携を 
計 薪して ゐ る。 

安 旧 保 善 新で が 

東京 特電 二十 一二 日發 N 安 旧が 
善 社は 中央 集 確を なめて 事浆別 
じ 自由 活動 キ義を 接り 八 巧から 
斷巧 する 乾、 

久しぶ リ にお 超 

粟 京 特電 二十 I 二日 發 n よ 巧 中 
旬の 質 あは 輸出 六 千 一二な 0 八 巧 
と 千 W 、 輸入 お 千 四な 十で 八 千 
圆 じて 差 引出 おが 八 巧 九十と 万 
九千圓 ごな つな。 


が府 委員 會 設置 

が脊 S おを お務所 着電 
か府 けと 巧 4- 八り 付を のて 社 
を 政策 瞄 我、 蝴際 贷惜三 游雜會 
を設 おせる が、 化み 廣 巧な 借審 
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お OQ が way, N. Y. G け! 
Tel.liuiversi も 巧 87 


C れ护 Hall Te る Garden 

170 Nassau St. City 
N •おわ 比 e Tribiin。 BMg 
Loo Lin Ma 凸 ager 



巧みな 
と 目 T 巧 十四 
曲目 了 五十 巧 


College Inn 

3 け 日む oadway 
化 1. 123rd る 124 ホな S. 
Tei. Morni 化 side 7 が 9 


朽支 

理那 


i 集 

牛陡時 
巧 


10 
マ!！ 

ィ巧 
春 ± 
檐醒 

m 

へ V 
钟ユ 


S.KUWAYAMACO. 

114 に 59 化 託 
New York City 

即日 扣 .か I 邮 おが Q 扣 y 


KINGYQ & PET SHOP 

IMPORTER OF 
GOLDFIS 扫 & BI 及 DS 
〇 

動 其 力 各 
物^ 十 種 

一 烏リ金 
切 k ャ魚 


LOTUS 民 OYAL 

CHOP SU け RES な U おが 
12-18W.mWST. 

TEL. University 5448 


庵 桂 米 日 


T 0 Y 0 KWAN 

41 巳 1 か h!5t. 

む t. B'My i 4 化 Ave. 

TAIYO I Te し Wg 叫 quin 8 巧 8 

1 が West 巧 化な. 

U し Trafalgar 00 が 



DARUMA 
1145-8ih Ivc. 
Tei. むが n け 巧 8 


KATAI ； 附 BR(TS 

の 4 E： •が 化 St 
New Yoirk Ci け 

Tel. V/ickersham 9344 
お 巧 93 が 巧が 


The To か 0 Go. 

140 W. 65 化 化 
Iw む rk City 
Te しむ iWgM お 巧 



肉ち 魚 料 


t 狸 

饒 — 

44 W. 46th Sl 

Tei. Longacre 6411 


G 暦 化 11 ^RViGE 

f 備 整が 經費 化廉； 

Call-TRAFALGAR 8200 
FRANK. E. CAMPBELL ; 

"The Funeral Church" Inc, 1 
(NON SECTARIAN) ； 

Broadway at 6 か h Stre が， N. Y. | 



お East 巧 化が け et 
lel. Lexington 5727 


IKUINE 

Hotel & 反が taui^a が 
3 巧 W.88 化な . New Ifork 
Te!. む} 1 叫! な 巧 巧 
Cabie iddrm IK 議 E 


Kawasoye Hotel 

139 W なりな nl 化が t. 

Te し Ca 化 edral が 10 




340 W， 5 か h St. 

Telephone: 
Columbus 8882 


(囉日 •水) 司壽ぉ 


號 六十と 昏五千 一 第 


® もぶ 邊な P ななを 巧で ® im&a こ 日曜 水】 


B 四せ 巧 セ 年 四和昭 


去 


晚揃 ひの 料理人 數名 
が 日本 A 諸 昔の 嗜巧 
じ 適する 巧 運を 差 上 
ます。 朝 H 時を 開店 
(百 ホ 五 T 目 サブ 
停 革 巧の 下) 


ホ 廳ぁ園 

司理 A を 巧 
巧教の ホには まが 
の 御 便利 じ 礎へ 巧 
間を 席の 御用に 巧 
ず， へ （ち 巧 巧卒巧 
不资わ 引 立願 巧な 
が 上 御 ま 巧 申 上ち 


ず， ー燒 

ホ じ 御が 理 



巧 ま おが 中必 、媛が 事 お、 H 本 
巧 船 其 化级巧 大會社 おきなお 

を 港 小 パ ホ テが. 

が 日本を- 特則巧 あ 6) 

街 一巧み 第 自勘单 拘出迎 中 上 お 
ご 2 を lifiia SUSa 古で ancisco , Calif . 


レャ トル 市 

NP 旅舘 

W 06 t ま h A .2. SO . S さ 己 タ " wsb ‘ 
を 車を 前 あ 巧 ご 1 T 左側 六 階を 
H 本 巧 船 切 巧な 扱 波 戸 場 送迎 


ロスアンゼルス 

ホ =>ン ピック 

ホテル 

ニ S San す ds st._ Us 一一 這 les- Cai. 


ん 

R な 

F 4 M 

G 常 

NCI 
AM 画 

H 邮 

Ns 

就 

2 


支那 料理 

新 杏 巧 

本 樓巧理 人 歐廉が 
腕前を 揮つ て 日本人 
諸君め 舊巧じ 適する 
巧 理を差 上げます の 
で窠と 巧の な 二十 六 

下目の チヤ プ スィ ご 

云へ ば 直ぐ 日本人 諸 
君 じは 巧る 程好 評を 
煤して 屠ます 0 
巧キ繁 々御 ホ ホの 巧 
ホ 上 主す 0 
± 、曰 巧は 證 頭、 ン 
クマィ、 春 据がぁ h 

まず。 


日本 食料品 類ぶ び 雜貨類 卸小賣 
ホ 之 ま大廣 御 桑 出 蘭會 
が 巧 書籍 雜誌 小間物 日用 お 各種 


ザ 上 金魚 巧 

ニ 96 巧 童 Ave こ！* ミ！ fork 芸. 
さ i 臣 を ニ 7 ち 


大勉强 

特式 デン ナ I 
洋式 六十 仙 
支那 ま と 十 他 
宴會 ' 

洋ま 革！ ^ 仙 0 上 
支那 ま 一巧 0 上 

11 

♦シュウ マイ 春 捲 

錢 頭、 . H 、 日曜 
C 宴會 用別閱 新設 


巧 話 プラィア ント 

:<八 室ぶ 含ぶ 八 ま 

y 巧 重 爲 

紐 育 ホ 西 四十 四 T 目 
一三— 二八を ニー 階) 
JAiES ごま 呈こ再 NS 
11 バニ 8 Wes 三を 了ぎ N . U . 
ぎ ずぶろ 夏 73 


高等 御旅館 

東弹矯 

會席锁 料理 


御巧理 P 趴 ' 

太. 陽 

赛司每 日 あちます 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

片桐 兄弟 商會 

スマ ドン •プロ ダク ブ I ず 肢資元 


お タ九時 迄巧柔 

日本を 料な メ，； こス 〔年 一巧 

i 貞 * 策を 巧會 

11111 巧-ご J ~ 1 

ト ラン ク 耳" •タ 


煎 餅 が、 小寶 
吾 腐油瘍 

日本食 料 お 一切 

Sunrise Rice Cake Co . 

養 さ ird A ち こ 
ジ 一. p 空 a . 巧ち 

檢 ル ー ミン グ 
133 次で st 岩 ihSi 星す W さ rk 

ジ I ち 一1 呈 e R な呈 t S 87 

木 旧 ル 1 ミン グ 

SQ 7 3 rdjlve . 量/没 己 量ぎ 巧 ts 
ジ I さす ミす 巧 nt » 巧 7 


巧 圍閑靜 
室 巧淸潔 

巧 人 クラブ 旨 曲 琴 

芸ジを S St. す 夏 一ち， 尹 Y. 
S.Triangie 之な 


A 淸ち 親切、 な樂 リ吉德マ 

勢州鑛 

伊み 事を み 蹈榮が 

。沒 E . 凑を Str ま t 

ジ L す 巧 里な ち 


巧 旧 藤 難 

館 ま 化 田キセ 
岩 0 で S ニ 置 S すを ぎぎ yvesan こぎ 


方 旅館な め 

1 帝 國旅鑛 II 

1 ま W- 巧 th St. New If 弓 k 
Teiuusquehai 86 ち ’ 


紐臂 旅館？*— 

ま 四十 了 目 ニ 巧 ニを 
Tel Galed ロ nis 巧 之 


ボブ トン ホ 

富 ± お 舘大浦 末 お 

富 Wore 置 巧 货 •す ston 巧 養‘ 
ぎ B.B. 度 7S 


費府 御旅館 

桑山淸 五郎 

さ 8 ぎ 丘す Sih 資. Philadelphia pa- 

lel. war ニ 231 


p C3 i お 

u s w 

CQ n 化 
u o 到 巧 

p が u § 
I w w -H 
d ^ Q b 
J れ巧 A 


豐細齡 gissllrif 白米 
日 ネ米難 食料 晶 iiS 細 4 JIS 

巧 田を 地な 式るな まが 一手 資搁店 

曰 本 食料品 蘭會 


コロン ビヤ 大學 

日本人 學 友槪會 

whe Ja ちま 萬ぎ dents and ち C ヨ m 
of nolumb 立 一一 ミ vers さ 
さ ow.liFNew さ rk_NJ- 
ぎ M 夏 ument 3209 

「日米 大學 々窓」 發巧 

ゴ8 Ja ちまち H ヨま loan cn 是を iy 宫芝马 ly 


巧 かるた 

はち'^^ の 遊び 
方を 英文で ホ 圃人じ 能 < わかる 
やう 銜單巧 隙に 說 明した ものが 
お 巧ました。 內を 目み 進呈 致し 
ます、 御 費 下さい。 
WSWAYAMAC 0 J 14 EJShst . siy . 


画 


成功の 秘談 

米國式 英語を 話す 事 
は 成 巧の 祭 一義です 
本校には 日本人を 巧 
じ 慣れた 呑な 婦人を 
が あら 惩切じ 會藉通 
信 文化を 語を あ搜し 
ます。 B 曜週 H 共 じ 
午前 化 時よ b ネを十 
がまで 關 巧し 一 レー 
スンと 十五 他づ I 


8 リ 

巧獅 

t — が 

巧け 加 
k9B ( 

II 化 

島 A 

n 

が 

.の 

が 

5 

6 
2 


S 


卷壽司 辨當は 前日 中に 御 注文 
下されば 早速 御爲申 トーまず 
午前は 十 時まで 午後は ご 一時ょ 
らお 電話 下さい 

木材 屋 

を 五十八 T 目 ニ S 八 
電話— ミ 1 六 ニ 四 0 


みお 目なる ボ语 同胞 じ # K 
なる 巧 菜を 巧を す 

宮 W 事^ 

お 育ボ西 四十 ニ T 目亩 什一 ホ 
あプブ [アン ト とと 八と 

親 フイ アン 九 六 吏 


蜡 の蒲燒 わい しい 娜燒 ' 

會席御 料理 

畫 食は ホ廣へ 

叮喀巧 巧を 巧 大巧 巧 


.、一一 


御旅 お 河 添 


觀烹 並に 御旅 舘 

生稻 をが 

ね 巧 ホ 西 入 十八 T 目 一二三 一一 

t ちブ 々イラ 1 と 八 ニニ 


若い 飛な 中尉が 

單 機で 太平 泮橫斷 

ラ デオの 外に 傳書鳩 も 用意して 

.化 ニ 時間で 東京へ 飛ぶ 意氣 

東京 ニ U 锭 〔聯 を〕 = タコマ お 萊待雜 所ょ 4 の 中 込ん じ應じ 
アメリカ 火 化 おけ 外務省を 訪問し 太ず 巧 橫謝飛 巧 じ 就て 說 解を 
ホめ たので n 本 政府 も かく これを 承諾し 眷陸 煤は 巧を おじ 梢 近 
い 立 川が 巧 おど 巧を し 到 巷の 場を はを 氏を 问 して 空の 勇 十-を 大 
大 的ド歡 待す る こご I むつた。 


豫 てより 太ず 巧を 楼锁 して 日 
本へ】 氣 じがぶべく 0 ! サン ゼ 

八 マが わ おで 準 摘 中で をつ たァ 
ィ リヵの 陸軍 飛 巧 中尉 - n グド 
ブ日 ムリ ー 巧は、 湿 般耐义 飛行 
の 級 お 中に 不幸 

墜 絡の お 事を 見 ミ も、 
これに 淡 もて 機 ホの 錢秀 カじ自 
信を 博した 氏は をの 愛機で ある 
jr タコマ 巿 J 號じ乘 じて まる 十九 
H 單 機：^ 日— チン ゼ ルス 市を お 
あ 五 千奶の 商な が 巧を おもつ！ 
一氣 タコマが へ 一千と 十 哪の巧 
巧を 八 時間 十と かじし t 到着し 
愈々 タコマ およゎ 柬 をへの 大飛 
巧 じ 若手すべく 目 一 ト 準備中で ぁ 
る、 巧の 出 挺 期 U 就て は 恐らく 
今 巧 H 中に も决 巧す るで ゎらぅ 
どの 增も ある；^、 氏. 自身と して 
は 『この 大飛 巧を 巧む する には 
まだ 械 々と 準備し なければ なら 
U いこ ごも タ L から、 或 ひ 4 レ數 
日を 要する か^ 知れない』 ご 語 
つて 居る が、 をは 本年 二十 乂歲 
ィ J いふ 

さ. であるが、"] チン 
ゼ A ス から 巧た 曰 ックヒ 1 ド 飛 
行梢舊 おの お 帥は 同 機の 速々 を 
早める ためじ 補々 ど 磯を 修簿じ 
箸 手し つ i あるか， この 若き 飛 
巧 家は 同 H の 腕試しに 頗 ぶる 自 
信を 博した るが ごごき 面持ちで 
巧‘ 發 動機は 賴る 獲を であつ たし 
今度 畏 をの 沿岸 煎 巧に 耐 へた 成 
穂に 照らしても、 まを への 火 飛 
巧が 失敗を 招く どい ふやぅな 理 

活蠢搬 影に 

草 人歸聖 

ホ 巧 巧び 當 地で を溃 

ラデオ •キ 1 ス •オツ でユ] 

ム會疏 の 契約で 前週ぶ プ P ンク 
スの チで スタ ー 劇 旗，' 出溃 、大 
好評を 巧して 県る 上 山 草 人 氏は 
本日よ ら金瞄 U 夜まで ブ n ンク 
スのプ "スペクト 街； な 六十 T 
目の 邊 ち) じある フランクリン 
削 おじ 基が 出演、 吏ら じ ブグッ 
クブン じ 赴き 今よ ち ニ 遇 閒後じ 
j は あ々 格 舞を である バレ！ ス劇 
'紫に お淸 する こご、 なら、 會社 
巧で も大 々的に 赏傅 しつ i るつ 
た： a* 

を 回 ブ^- ナ^ - K •フ ラサ^ ~ ス 
の 超特作 トーキ ー じ是 ホみ お 
滿を VJ 化賴ク む、 時日がない 
盛を はが 巧 巧を 利用しても 歸 
蛮せ よこみ を 带じ 接した ので 
曾か侧 VJ 巧談 の結裝 
先づ 一二 週陆 の豫定 でゲォ —ドゲ 
キル おがを 一時 小 止し、 を 晒 H 
巧のを お 後 巧け で シカゴを 經由 
し 一 ザー ウプド じ y るべ く、 八 
巧 中 巧 乃 ま 下 巧 じは 巧び プロー 


由は ない』 ど 語ら、 機 r 備付け 
た ラ デ ォの外 じ ニ 羽の 傅 書 構を 
も携帶 ずる 窜 である、 即ち 闷氏 

の 航路は タコマ よら 化へ、 グレ 
1 ト •サ] ク少じ 化 ひて アラス 
力の 沿岸 じ 到 6、 同地から 西 進 
して アリ ユ シヤン 群島 じを き、 
この 附近から 最 巧の 傅 書 樓を放 
つべ く 他の 一羽は 

非常 の 煤を、 即も 不际着 
陸、 遭難 等 じ 使用す る こど i な 
つて おる、 アリ ユ シヤン 群島を 
通過 後 機は 千島 群島を 經て H 本 
海 沿岸を をに 本 止の 上を よ りを 
ちじ 眷陸 する こご、 な b 居ら、 
をの わ おは 正に 四千と が 五十 哩 
飛行時間は S 十 云 時間の 缘をじ 
してが 巧卡 ^ n ^ ド •ガブ’ 巧 
も 目下 タコマ じ 出張 中で あるが 

岡 中尉は 夫人の 外 じ 一子を 持ち 
今 凹み 乂飛 巧し は タコマ 人 ± が 
非常な 意氣 込みで 後援して 居る 
巧 ほ 首都 ッ シン トンが からの 報 
道 じよれば 國 務省當 局は 日本 火 
使が より 『タコマ 巧』 ちの 日本 
訪 間に 就て 照會 をず けたが、 を 
ホん r 晒の 大が 巧に 就て は 今 よら 
S ヶ巧前 後援者 側 よら ホ ゐ まに 
日本への 

着陸 許可 方に 就て 閱 をせ 
わち しもを のを 着陸の 時日 其 他 
じ 就て 柯 等の 照會 にも 接しない 
のでな めて H 本 政 お 側から をの 
問を を發 する じ まちし もので ゐ 


-ク M! じ 巧れ る こど！ なつた 


國巧 御慶 事は 

十 巧 十日 頃 

を 段 じ も 乳 人 るら び 
葉 山 御用邸 じて 御靜養 中の 皇 
后 陛下 じは おが 娠第セ 月 目に ゎ 
たらせら る、、 が、 御經 過す こぶ 
る 御 順調 じ、 めで じき 御 出產期 
は 十 巧 十日 敢 後と 拜 される もじ 
承は る、 宮 內省皇 后宮 職では、 
宮城に てはじめ X の 御 巧 產の御 
こど、- て 巧 端の 御用 意は 整へ さ 
せられた が 御產室 £ して 御 居間 
の 化 侧じ御 設けの 一室は 旣 じを 
部の 準 緒が 整 ひ、 御喜び の りを 
御 待ち 參ら せる げか b どなつ て 
居る、 あらに 新 皇子 殿下に 奉仕 
すべき 御 乳 人の 選を じついて は 
とち 一 H を內 おからま 京、 神を 
川、 巧 玉、 板木、 おお、 山 梨の 
諸府縣 知事 じ おけ' お 浦 者を ニ 
名づ i の 選考 ホを 依頼した、 こ 
れけ 選考の 化か ごして 身体 强健 
系統 正しき 者で、 なる ベ < 化 月 
3 前 じ 化を する 髓人 ごい ふので 
あつて •皇后 陛 ドの 御 化を 前 ま 
でには、 をのう もから お 乳 人. I 


を、 控ニ名 か 選ばれる ので ぁる 
なは 新皇モ 殿下 御 お ま後赐 はる 
わか 刀は すで じ大阪 のを 巧 月 山 
貞勝 氏が 誰 製して お納め 申 上げ 
てゐ るし、 御と 巧の 湯 撰の 儀 じ 
讀霄檀 化の 御 式を あ 仕す る 人々 
は 謡 善は 正、 S 上參 次が ± 、を 
服 部を 么吉博 ホ、 嗚巧 はぶ、 本 
タ正憲 皮、 大給近 華ず、 をは 細 
川 お 興 子、 巧 伊直々 子 _ し 御 内定 
あらせられし 趣 じ 承は る。 


太 西洋の 誇り 

ブレ ゾン號 

記錄 破らの 初航海 

ノ- ス •ジヤ —一 マン •ロ キト 

漁船 會 社が 太 西げ 上の 女王 ご 誇 
る新逛 船プン メン號 (五 巧嗎) 
の處か 航海は 非常な 期待を 0 て 
國孫 海運 界の 注目を おきつ i あ 
つたが、 この 海上の 巨船は 記錄 
破らの 快速 力を 發攝 して まる 廿 
一日 午を 當化じ 入港し 巧當 時を 
始め どして 官民の 熱誠なる 歡迦 
を 受けた 

挪もブ レ メン號 が 今 圆の航 お 
じ 要した シヤ ー バー ダから 當 
化 アム ブロ ー ズ燈臺 沖までの 
所を 時間は 四日 ど 十と 時間 四 
十二を、 舊 巧の 速力 記錄 であ 

る モン タ こ ア號の 五 ニ 時 
間 化 四を じ 優る こど 化 時閱ど 
いふ 速さで 四日 間 じ： 社ら 續け 
ざま じ ホ 巧 八十と、 よ 巧 西、 
よな 五、 よな 十二 一 お 上 哩を出 
したの も 新記録に て 賴这ん だ 
ニ 千 化な か ニを の 郡 便のぅ も 
六 袋は ファィァ 島の 東 十二 哩 
のが 上から 水上 飛 巧 機で 當地 
じ 運ばれた が . 

今度の 航稻は S 千 巧み 十 S 哑で 
ジ！ グ ー ベ キン 船長は みぎの 航 
おじは 更らじ 快速 力を 出して 見 
せる ど カホ、 正に 『お 上 特が列 
車』 の 名 じ 化 じない 巧 成績を 化 
めた、 處ホ 航海の 乘 客け 千 六な 
と 十 人 どい ふぶ 數で あつたが、 
この 大 速力に も 船は 些の 勘搖も 
なくが おの S 日 目に 一尊 乗を 婦 
人が 船 巧の 病院で 大切 開 手術を 
受けた 等 ごい ふ禪 々な 珍談を 殘 
した？ 

尙は 同船の 姉妹 船ョ 
もを く 進 氷す る酱 である。 


グ 


世界を 臘 一 


金魚の 進出 


ロ、 \ ドンへ も 输送か 
化 今 愛玩 用定 して ホ國を 地に 
著る しく 進 おして ホた 日本のを 
なは 太ず 巧を 越え、 ホ 大陸を 巧 
斷 し、 更らじ 太 西洋を 渡つ て英 
國 じまで 移入 さる^ こど} な b 


今春 

奈な 貿易 巧 會のザ 岡廣太 


お 巧が 巧產 化を 良 縣郡山 じ 注文 
せる 一巧 尾は 長途の 米 大陸 橫斷 
じ も 媛 巧牵樓 かじ 四 割にて 紐 育 
じ 着し 頗る 巧が 績を 示した 旨、 
あび 大陸 橫斷 じは 途中 ニケ 所の 
地を 巧設 しお 一週間 位 宛 ホ 養 さ 
せた 上 輸送した 等の こどが 最近 
着の 大阪 朝日 新聞 じ 見えた が、 
をに 就きを 良 貿易 巧を の 化岡宗 
み郞 氏は 語る 『この 裙 道は々 し 
誇大され て 居る やう じ 思 ひます 
第】 今を 片岡 (廣) が 注 父した 一 


巧 見は シア トグじ 若しむ ま i、 
死亡率が 多い むめに M 地に 預け 
て あ b まず、 目 ド 化 岡は 用が の 
ためじ シカゴ じ 出向いて 居ら ま 
すが、 一叨 S こ VJ は歸 つた 上で 

爽定 する 壁で、 隨 つて 乂 
隆橫斷 のた め ニケ 所 じ 池を 新設 


大した 感興 も わき ませぬ 一巧 間 
も アメブ 力の 比で なし、 ミの 他 
で こ を見 てもアメリカじ1てや 
られて 居まず、 銀 巧に 巧 （ご 巧 
弗の 両替 じ 二十を ち 人を 按 たせ 

るな を さ、 ニュ 1 ヨ ー ク で- スポ 
イグ され じ 巧は、 時 じ 腺が 让つ 
どもあります、 先日 當 地る 物 


する ごか、 五十 巧 w から 巧方圓 ~ のま 那巧禪 店 を こでは 1 


を 一手 じ呵 まける ごかい ふこ ご 
も 今後の 間 題です， シ ァトが 迄 
は 繫巧率 約 S 割です が、 大陸 横 
锁じ はを 巧の 小規模 輸送の 經驗 
では 時機 じょら 或は 氣 をの 搖れ 
具を 等に ょら ニ 一二 割から セ 割に 
及びます、 兎に角 今を も 試驗的 
じは 當 地へ 持つ て ホ、 また 之を 
ン ドン じ 送つ たらら します が 
前述の ごごき 乂 規模め 輸送は を 
ホ 岡が 歸糾の 上で 巧 どかみ を 
する 堂です』 云々 


ち 色乂禪 大替が 開かれる のです 
が で 窓 巧に もニュ ー ヨーク 


を 地ょりの 犀 b 

f) ) slc( s \ }i 

ロンドンよ 


化 巧ま內 
ロンドン じ 巧て ニ 過 間な h 郊 

外の ゴがフ •ホブ 瓜：.. 籠城、 ニ 

ユ； ョ—ク 仕込みの 腕 じ n ンド 
ンの化 上げを 試みん VJ しまし な 
が、 新米の 悲し さ、 い （ら氣 を 
焦 つても ス n! ァけ 急に 減ら や 
でょ い 可が ポ內じ 引 揚げ 今度は 
ブラン ヶブッ 0 下、 下らぬ 買物 
じ 熱中して 居る 中、 愈々. ロンド 
ン滯化 も 締切を ごな b 明日は ベ 
少 タンへ 向け 巧廣 ずる こゴ じな 
らました、 二度目の ロンドンは 


ホ— ル •ィン •ワンで 

ゴルフ ごわ 別 ゎ 

エヴァン ストン 二十-日 殺 N 

當地 の 馨察部長 パ ー ナ 君 大 
のゴ 八フ黨 であるが、 巧 U 彼 
は ホ^ — グ •ィン •ッン のがい 
當らを 見せた のを 名殘 もこし 
て 永久に 巧き な ゴグフ ご 則れ 
て 了つ た， 彼は 云 ふ 
『これ じ滿 をすべき もの 
がない のじ、 巧を 巧んで- 1 グ 
フを猜 ける 必 喪が あるか «』 


の 住人 だっ たお 巧 大倉組 老とバ 
ッ タブ、 を も元氣 でした、 ーユ 
! ョ ー クも獨 ホを を 過ぎ 酷 畳 じ 
礙む 頃と が じます が、 ロンドン 
は 巧 おの 凉 しさ. 例の あ b 曰 じ 
幾巧タ1^:*<變る氣溫で旅んを面 
噫は せます、 松 平 大使ら 元氣で 
しね、 吉日 じ 夫 A とが 族が 着か 
れ じので 販 かじな つた やぅです 
ホブ术 から ホ テグへ 語る ぶ も 
ない 獨も 旅の 寂寥が 時に たよら 
ない こど^ あらます (と 巧と す) 


暑中 御感舞 
移 轉廣告 


時下 嚴誉の 候を をを々 御淸 勝の 段 奉賀 候、 陳者 過去 化 年間 
置ち 大方 諸君の 類 引 立を 蒙 b 難ち 御 禮申上 候、 今回 ジョン こ 
^ン ユック •ミユ ー チア 乐生命 保險 かび プ成 デン シア グ生如 
保驗會 おじ お轉 じちに 就て は 徒 前述ら 御 引 立を 願 上 候、 ジョ 
ン •パン コック •ミ ユ！ チア^ 生命は 構 立を 四 億 化 千 六 巧 マ 
弗 ホ 十と ヶ 年の 經篱， J 巧 之プ分 デン シア グま 命は 穂 立を ニ|}> 
億 ニ 千 丸が々 巧 お 十 云ヶを じて が 育 ライフ ょら タき拳 四 億す 
千 四 だ 万 弗に 御座 傷、 當を 社は 日本人 なれば と 云 ふて 五キザ 
トラの 巧を を 取る とか、 五 千 弗 巧 上の 病 傷が 保 除を 發 巧せ W 
ごか、 オ ー デナ^ •ライフを 發巧 せの ごか、 二十 年 ペイ メシ 
ト •ラィフを 發巧 せぬ ごか 巧 ま 延長 巧 隙を がけぬ ごか 云 ふ^ 
な排 巧を 巧して 致しす 申、 然して イン n ン テスタ プグは 一- グ 
年をから せき、】 ケ年拂 つね ホは 其 後不拂 ひで ぁる ども. 

的 じ 延長 保險ち 劾に 續き 化爵 社の 姑く 手 續を怠 もしおめ 姐 新 
じ歸 するど 云 ふ 樣な憂 ひは 無 之 憤。 一 
ジョン • ン コックの オ ，デナ グ •ライフで 顿 をに 加入 V'i る 
事が 出 ホる 例を 申 上 ぐれば 先づ 一二 十歲の 方で 一方 巧の 病^ 
能 付で 一ヶ 年の 掛金は 二百々 十八 弗 二十 仙、 其れを なぉ 中 五 
ケ 年間の 保 謹と して 御 加入 じなる々 は 配當を 足して 掛ける 時 
はアゲ で ンージは 一 ヶ年じ百立十四弗 (五千弗なれば六十と 
弗) で この 五ケ 年間 じ病氣 又は 負傷で 不自由 じ 成る 時は 一 化 
- でも 巧々 な乘づ 《會 社主ら 送を する 事 じ 成り 义保險 をす 拂に 
はお 巧を 巧つ 事になる 効能を 有し お。 

旣じ 去る 一 ニヶち 巧の 加入 試驗 じぶ 第され じ 方は N 君 ニ 万 五 干 
弗、 T 君 ニ 巧 一千 巧、 E 君 ニ 巧 五 千 巧、 S 君 二で お、 A 若 一 
方 弗、 K 君 r 力を、 义智 一巧 巧 他 じ】 巧 弗 0 下の モは數 十 人 
有 么從ホ 不滿の 方じ滿 足を 巧 ふる 事が 出 ホる ど 自みも 滿足致 
居候、 を 巧 中は 不巧 勝に 付き 御 急用の 巧は お 事 お 巧の 者へ 左 
犠御申 間 かせ 被を 淚 はぶ おじ 電話な 6 電報な b じて 通ず る 事 
に 相 成 居 お、 何卒 この 藤 好機を 逸せ 卡御申 越 相が 度 願 上 候。 

千 九な 二十 九 年と 目 
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號 六十と 巧 巧 . 干-- 第 


ホ .':.'. ぃ ... . 韦龄 哨 ^. 站 ! ‘I 山护 一 山 ,^ 

雜辦を 蒼 總 【日曜 水】 


日 四廿巧 七 年 四和昭 



# 羅府 、を 巧が 帆 (ホ ノグ^ 絕 由) 


羅府を 

(午ち ニ 巧 巧み〕 

春げ 乂暑 九日 

シベリア 化ん 巧 か 一二 H 
大が化 九 巧よ H 
天が 化乂巧 二十 a 


凌灌を 

(正午 化 化〕 
八 巧 十の 日 
八巧廿 八日 
九月 十一 日 
九月 廿 五日 

® シアトル ぉ 帆 (午前 十 時化 化) 

お 潰 化 八月 九. 扫 
一二 嵩 丸 九 巧 四日 
伊豫 化， 九 暑 一日 
靜岡义 十 巧 十九 日 

@ 输巧發 田 本 巧 出帆 

霄 取み 八 巧 十目 
熟 巧み 八月 サ Ha 
鹿 葛 か *|^ぉ ホ 日 
▲紹 靑お既 ち 奈馬驢 お a 本が 尝物 お— 巧ニ妈 
▲聯絡 取 巧。 婿が は欧渊 巧、 南 来 巧 龍に 芭奈馬 
.經を 太 ぞ津岸 巧を 渡が をな ミ 惊おあ リ乘船 巧 
巧 等 蘇 李 御 慎を にお 詐ひ申 上 ミず 
A 米 國鐵逍 切 巧、 婷さ券 等 も 狗愧宜 にお 計 ひ 申 
上 ミず 
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シ アトみ 曲贼 (午前 十 時) 
々ら ダな 乂 八 巧 十 化 ロ 
ぁ ふ 6 か 見 八月 ホと 日 
るん ごん か (坡淹 化れ) 八ち セ 日 
► |等 搔 潰； 五 巧 

化 L ばづ卞 みるん でん もは 一 五 五 巧 
▼吉等 B 本 巧 五 五 巧を 室 大を遼 を织室 i 
▼滴を 望に 保 4 1 ず韵 則 をを 切 巧を 巧を 巧 侯 

白ス アン ゼ ルス ぉ觀 (午後 S 時) 
らぷ らじ乂 八 g 十四日 
さんごす 化 义 月と 日 

で 一 寄 横濱ニ so お 化は わい み i じらみ 一室 巧 
▼を 巧 一二 等 日本け 正 十 お 恶 ▼云 等 a 本 巧 五十 五 巧 
▼巧 港 羅お行 あ 串 切 巧廣臺 ホ 辭 人が 鈴を 化リを 
►な 育缴 パナマ 招 お 日本 ミが餐 物 お 巧 一圃 


I . お貨 陶憩器 
N/ _ ラン ブ 及びを 

W I 太 洋賓暑 ま會賴 

支が ボ 紙を、 ボストン 


n 本觸# 雜貨 
ドライ ダ ー ツ 鄰販賣 

S 茂 木 桃 ホ 組 


體 日本 ドライ ダ ふ廟會 


H 本陶應 3 崩雜貨 類卸賣 

ホ 元 ブタダ ー ス 


リナ メ^ — 々 ！ の 巧を 
i / 

日本 A の お 買物 じは 特別 掛 員を 置き 無 

巧で 錦 案內を ホ電嚴 又は お 手紙 次第 御 
訪問して 御 便宜を 討を 初めての おそ じ 
對しエ は 特に 注意 致します から 是非 お 
ホ 齊 A 願 ひ 升、 ホ お 配達は 勿論 H 本 其 
他が 她 あの お 荷物 發 送は 當卞で 致し 巧 

レ 弓. ン ッ ナメ ー 力 1 


ャ ミホ 巧な 料理 巧 ホ 御木. ホ 正 氏 
ホ 人け 令 壊 富 乂を子 同伴 溝か訪 
閔の 腐め まる 二十 二日 巧が。 

壬 ロ 本 梅 一二 氏 おが 兄弟 巧會社 

員、 前 遇 ホワイト •マ クンブ ン 

地 ホに 魁き 今週々 ホ歸 紐の も。 


ス ぺ シャ ル 


新 荷 

茶 そげ 

’ あつさら ど 

風陳の 良い 


新入 荷 
巧 利で 徳用な 

削*: 


鑑節 

一 お 一二 十 仙 


: 桐 兄弟 商會 


尋 人廣吿 

能本縣 阿蘇 郡 錦が が 字 山お化 
お 身 

西 木义藏 

をは 大正 S 年絲育 ょら 故^に 
义遍ぁ b しま、 巧 後み 生 不 
明 じがき 本人は 勿論 御 か..：! の 
御 ホは 下名 迄 御 通知 下され 度 
御 願 ホ 候 . 

が本リ .半. 

P . 戸田 另巧す 3ち ぞ a ,nd タ Ga- 1 


桑 山商會 

114 夏 ST 5害 MT : 尹 Y . C . 
さ 0 ミ •ま i = n すち 2133,0 巧 7 


謹 吿 

大著の 巧 巧を々 樣御揃 益々 御 
機嫌 克< 被 爲居お 段奉贊 上候陳 
を 夏季 じ 際し 弊箱ヴ ランタが 1 
ム 整理の 部を も 有么候 じか 數を 
巧 弊 おじ 御 取 殘@ ッ ランク 類は 
ホる 八 巧 十五 H をに 御 處巧被 成 
す 度 巧を ま 氏名 お 然不致 發は同 
日の 後 弊 語 じがて 一巧 貴 巧を 帶 
び 申 蹈敷候 

先は 暑中 御 伺を 兼ねの 紙上 化 段 
廣吿化 候 敬白 

昭巧四 年よ 巧 

巧 巧旅舘 

这 0 でを 一 害ぎ ま { 

ジ L S 置 vesa 里 お 51 


な— ルス マン 入 巧 

岸商會 シャツ 部 

面會 午前 十 時 = 十一 時 ； 

が！ ムち 一二 西 四 ニ 街 ニニ 0 


料埋 人？ 巧^ 

び巧理 巧を 敎 按ず、 新る 設備 
三夏 iN 

1 SWest 27 thSiUor . す oa を ay , N . Y . 


烟 媪器雜 貨卸賣 

春 旧廊會 


了 寧の 巧 刷 ど 穂 巧なる 化 上げ 

時日の 辺 速 ど 確 賞；：* 校正を が 証 

印刷は 紐 育 新報へ 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違^む く 新報へ 

が 内 西 十よ 了 目 十二を 十 階 H 
柬部 じがけ る 巧 ザ 言論 磯翩の 

權 威、 宮が 新報を 讀 よの 人な し 

.廣告 は 紐 育 新報へ 


一 晚を坡 お ニ 週！ 回 ぉ 帆 
今玉ム プレス 强西亞 (ニ 一ろ呂 觸) 

I . A 巧 A 日 
A す ムプン ス佛蘭 西 (一二ろ 呈嚷】 

八 巧 化 九日 

▲でム ブレス 露 西亞ご ニろ 畳 顿〕 

.九月 十二 H 

▲3 ム プレス 盛 巧亞ご ニろ 登顺) 

十 巧 一二 日 
等" 二等、 S 等 及び 下等を 設備 
，善奠 、最快 ホのを が 航巧船 


こ 等、 一 

大、 * 


確實か 利の 投實 

十と を 前 僅か じ于 弗の 投資が 今日 四で 弗の 偕 値と な 
つて 居 もます。 常 細は ぶ 記へ 御お會 ぁれ。 

でよ 部 ま 巧 舟橋 健 助 

K. F 呈备る I ,fy L. Doh 呈 & F 芸 童一 で： 产 Y. G. 

で wecllr 苦 es Ikpad 養 里， ジ|. H ミミち 1 基 {一 


日本 郵船 會社 (並 ニを 鐵道會 社) 

代理な 片瞒 兄弟 蘭會 

乗車、 乘 船が 巧 並 じ 小 お 物 運送 御 便利 じ巧极 申します 






資本を 
沸-込 濟 資本を 
掉 ホを 


ま僚圓 
ホ 千な 圓 
六 千 四が 萬 面 


餘就 S ザ 銀行— ち 巧 

ネ巧 まを ホ a 本 橘 路本革 M 町ぶ お 地 一巧 
支店 小が n 本 橋を 內ぷ瑟 震 
名を 属 をが 大巧 西 C 大防) 神 巧 
廣な下 細 巧 司 巧が お 岡長麟 
上が 倫を 孟質测 水 


- が G 


麗 


邮 化， 
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0 4h d nn 

-S 2 ss r 

成 m B T 
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赖 お 乂爲替 、電信 送金 •化を を' 旅 巧 信用 狀 
商業 信用が 巧 他 一般 銀巧龙 




S 菱銀 巧— ま 巧 

鄕 里を 金', H 本を 地 無手 救 巧う 迅速 取扱 
本 巧預を (を 期 通知 ノニ 柿) 御が 巧 化 扱 
本 ま 巧 東京 (本 巧〕 火 阪神 戸を 都 
巧な 地名 古 短小が 上 お 倫 お 


▲鄉里 送を 及び ホを を (無手 おお)、 か 固 
避踪賣 買、 荷 巧を 取組 取 立、 借用が を 
巧 等 I 般银巧 業を 御 便利 じな 巧 可 化 お 

鎌 城 臺灣銀 巧 紐 育 曲 張 所 

本店 臺潰臺 化 

ま 巧 巧を、 横 お、 乂阪 、神 タ 、上诞 、淺 
ロ、 裙 州、 度 巧、 拙 頸、 香 お、 廢 巧、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 パタ ビヤ、 を 巧 
々片 々ッタ 、倫を、 な 外專截 十四 ヶ巧 

一、 資本金 壹憶圓 (を 額 拂込濟 ) 

一、 橫 ホを 富 借 五な お 十窮圓 

巧 化 本 ま 巧 = 横演 (本な) まま 大較 
神 ロ 長 倘下關 名古屋 

横濱 正金銀行— 支店 

ホ 固を で 巧：：：： を 港 羅が沙 巿ホほ 
其 化 化 巧を 圃重耍 都巿ユ 支店 度 n が， レ 
ス ち么惯 * 


ネ 巧 大阪化 お 五 T 目 
紐 育ち 庙紐育 ブ。— ドゥエー な 四十 化を 

驚 住ぶ 銀 わ 

日 ホ內一 おを 橫濱名 右 屋巧都 神 巧 岡 山 
也 だ 尾ノ道 機島吳 柳が で ノ賊 
巧ま巧^巧司、ル倉'ぉ松.陳タ'久留乂’熊ぶ等 
本 鼠 頭を、 鄕里 送を 等は 待め 
て 御 巧 利 进速じ 抑な 扱 可 中 あ 


ネ巧 朝鮮 京 城 

まなぉ 張 巧は 日本 內 化の おを 都ボ 、朝 括 
滿 が、 まがのを 化 及び 涨棘 巧徳 

朝 鱗 銀 巧紐脊 出張所 

み 固爲替 一般 銀け 業を 精々 御 使 利 じ 取扱 巧 
申 上 候 


內 みち 社 供、 株式 ノ賣 巧ぶ ビ利 
化かを パま陆 巧が ニ 御な 扱致シ 
マス、 梢々 當巧ヲ 御 巧 用 下 サィ 
钱齡 滕本 ビル 7 日— 力— 銀行 姉 化を 赴 

藤本 談券會 社 

间を港 ま 店 
同羅府 おお 巧 
同 ホ ホ 化 巧な 


淘强黑 、雜 貨卸寶 

森が ブラ ザ 1 ス 


円本 陶斌 器雜貨 

ラ 厶ブ卸 質 

条良 貿易商 會 


日本人のを 跡 稀なる 

西 印度 諸島の 實相 S 


サント •ドミンゴは おか 巧で 
開發 されて & るかは むニ剧 だけ 
であるが、 勞カ どを 本が 化ら « 
ので 搜 々し （巧 かわ。 大統領 や 
內 閣員は 同陌 人で あるが 米 致に 
借 おがわる 巧め じ稅 脚の 監掛は 
は乂 人で みる。 日本人を 知られ 
のじ H 本人の なをけ ょ （自 みが 
巧つ た 時な で 政 巧の 

化 ま W 船まで 迎 へて おれ 
むり 又 お 巧化訪 巧の 時；：* ど 日を 
戰爭 時化の 操 达 みを 見せた が、 

I 巧ん どを 面 じり ネ 巧々 戰 ぉ報じ 
I て おる し 祝 お 會を鮮 いた 記を も 
出て & た。 産物は ポ I ト • リ 3 
可梭 である、 日本 入が 一人 巧留 
して ゐ ると おへられ わので わざ 
わざ 揉し ホめ たら 彼は 支那 人で 
ある にも拘らず 目 本人 ご稱 して 
ゐ たので ある。 黒人 ど アジア 人 
趣は 内が 大臣の 許 巧がなければ 
I 乂图巧 巧の。 - ィチ 國は 昔は 佛 1 
I 巧で をつ たが 濁 立して 共 か國ど 
一なら 齒 氏は 皆 アフリカ 同 巧の 黒 
I 人で 大統領 も 内閣 負ら を 部 黒人 

I で * フラック •レバ ブ ブック ご 
I 云って 威張って 居る がホ國 ので 
一 ブン ^ な 屯して ゐ ろし ハイ • H 


I 紐 育 宫は 一を 熱誠を 货め 
i て對涅 L つ i ぁる 帝 瞬 練 お爐隊 
'淺 傾、 磐 ホ ニ 艦の 微迎 事務は 甚 
i を 進 砂し をが 委 貴の 顔 觸れも 一 
一巧 口中に け總お 部じ津 する もど 
- なるべき が 去る 二十 二日 巧は 接 
: 伴部委 真を ぶびを ホ 巧の お議食 
i を 隅き、 故 牌 瓶 お、' を 信が 掉、 
中 村 中佐、 巧 井領が、 米 化 お 軍 
一 まなを、 鄉 アット フォ！ ム委提 
た、 困中媪 削を 員 長、 中 山巧頌 
タ おを 貸を、 釉越淺 脚 ィンフォ 
I — メ！ シヨ ン委 W 度、 淸水與 手 
I ィンフォ* — メ ー シ 3 ン要な 長、 

I 觸藉 ( 淺閒 アット ホ！ ム委封 挺 ) 
- 裔木 _ 磐キ アット ホ ^ ムを 賈畏 ) 
香 西ジャ バンデ ィ委员 長、 ぶ 味 
1 ( 淺阳ま 件 } 箱 膝 ( 磐 ホ 半 • け) 兩新 
I 閉社 化を 等 化 巧 

I 風 間 巧 伴 部長は 『今次が 
_i 巧お隊 巧が'‘； 際しが お 同胞は を 
: 善を ぶして 歡迎の 誠な を おし、 
^腊隊お組ぉのををの勞を摘ひた 
; し」 ゴて巧 伴が 巧の 事 巧み 堀 じ 
子閣し 詳細む 〇 說 がを がみ 巧 巧が 
‘ ： 拳の 補正、 おお^の ホ 巧 留疑應 


ン ミツ ン 3 ナ！ も 帮视も 

條約 で 米 人：；， 入つ て 指導 
して ゐ るので 宵 除は 米 画の 巧 力 
下 じぁる。 この 條 約は 今後よ 年 
ちかで ぁるが、 をのを 一本 立 も 
出 ホる か。 生活 程度け あ < 1 日 
の 巧 おは 二十 五 仙で 就職難、 失 
萊難 じ恪ん でむる。 旧を へ 巧 < 
ど 一 U の 生活 餐ホ 仙から 八 化な 
で マンゴー、 バナ 、む どを 常食 
どして ゐ るの もずい 0 W 上 S ケ 
巧の 文化は なおの 比例の 如 （白 
人の ぞい ボ ー ト •リコが 進みみ 
で 黒自相 半ず る サントドミンゴ 
黒人の みの-イナ ごい ふ 順 巧で 
衛を 設備、 道路を の 他 も 同樣で 
わ 4 0 サント •ドミンゴは 觸稅 
を 巧 家の 收乂 じする から 物 借ら 
髙 （勞 級ら ^ イナの 二倍 ザ ホ 十： 
仙に ぷ んでゐ る、 一 ニヶ 國を浦 じ _ 
て ホの 飯の 上 じ 豆を かけて 常を 

してなる 向きが をい。 尙ほ面 
榜 及び 人口は ポ — トブ 'コは 一二 千 
四宜 S 十五 ホ哩 、なお 十 方、 チ 
ント • ドミンゴは 一方 九 千 一一 一巧 . 
方哩 、なガ 、パ イナは - 巧 六 巧 I 
九十 五方嗯 、二百 五ト刃 人で ぁ 
る J を々。 i 


答 あら 大体 じ 互る 巧 合せを 了し 
近 H あらにを 巧のを 眞 曾を 關< 
を ごむり て 散 曾した。 當 巧は 黛 
ベー， ボ！ 八を み委： 日長な お 巧 
の 袋め 缺 席した。 尙ほ 問が 豫算 
の 絕成餐 了ら 本年は 巧 巧 事務 雨 
を設 照— お 話を 架 錠して 水陸 蹄 
絡 のぶをを 則す る 仲 等を も 巧み 
した。 絕踩 微迎躁 ごして 前號締 
切を を お 所に 達せる みは 左の 如 
く亩 九十 六 巧窠計 セな 八十よ ホ 
でを る。 ぶ 巧 一り 横須 貧が をな 
鋪 せる 艦隊 十八 日 ボノグ 、じ 
着し 十 化 H にな 义闡 海す 司 かち 
マー ダル々 おの 午餐 食、 同夜 ホ 
化總 領事 主 おの 大巧 會ぁ b ホで 

ロ！ ヤか • ^ フイ アン •ボブ 八 

の招货 、二十 H は ォア、 ィ 鳥に 辦 
ぶを 視 おし 二十 一 a 午前 總锁事 
おぶ 庭に て 大が迎 會が藥 げられ 
二十 no が糕沙 おに 向つ たも。 
を 五十が ぶ 藤 小刀 巧會 
を 三 一十が 陸軍 事 お 所 
を 二十 五が 靑 柳お會 
を 二十 巧 がが 汲 之 肋 
を 十五 弗 勘 道ち 率務所 


金 十 弗 .小 地を 隆 
五 巧 あ 山 本 一二郎 山 ロ 一二 之 
助 住 山を 一 杉浦莱 松が 
永嘉一 高 亀 太郞を ゎ昌雜 
ホ 田 勘 

を S 巧 巧 ホ 幸么助 
を ニ 巧 驚を 諸 一郎 
を 一 弗 — 山 崎 政み 

尚 巧 技工 所 開業 ご 

新法 律閲題 

本が は 施 巧 中止 

六 巧 五日を 刊の本 おじが 
b お ホが 育 脚 巧 じがて 開業せ む 
ごする 磁巧 技工 專円 をは 脚敎巧 
巧の 設を委 賣會じ 申請の 上 其 許 
巧 証を 受領ず るを を 必要 どす る 
新法の 铜 まぜられ たる 由を 報じ 
原き たるが、 該 法律は 巧 則 ごし 
て巿投 あび あ 致たら む S の 意を 
表示を なせる 者® み じ 開業を 許 
巧し、 別に 除か 阿を 設けて 『化 
贿の巧 巧 义は紐 育 贿巧留 が圃ん 
中 あかなる 專巧的 資格を 具備せ 
る 者 じ 街し 開業を 許可」 する 一 
條 項を 任 置して ある。 巧て 紐 育 
a 本ん 會 をを 部 じがて は 

法律 あの 意見を も徵 1 種 
神を 礎的硏 兜を なし、 同時に 專 I 
巧を 摔家 ょら 州敎育 局に 對 し、 
『如何なる 規 をを 巧留 外人 じ對 
して 鼓く るを ピ を照會 せる じ當 
該檢を 委負食 i らは 『此 法律は 
補々 予盾 ずる 点を 6 誤 露を をむ 
が故に本年ょ^直じ施巧す るは 
留まし から やど 謬む』 る 旨の 画 
答-しを し 寧ろ 息 かの 威を 起した 
が、 まら じ 法律家を 通じ 『次媒 
の 袖議會 じがて 修あ 法律案が 提 
おせら もべき や』 を照會 したる 
じ對 { 巧び 當該垂 員會 ょら 『タ 
論 修正を 案の 提 おを 見るべし」 
どの 间答じ 接しな 由。 左の かく 

技工 及び 技工が 辭裴 
じ 關ィる 新法 律は 觸を された 儘 
で 兎も角 本年は 施 巧せ ぬを どな 
つたら しいか、 ホ 期の 州 議會じ 
如 巧 U る 修史 法案が お 巧すべき 
かは 大じ巧 意を 娶 する 点で をつ 
てが 人と してのを 攀は 『歸 化す 
能 外人』 であ もが 爲 めに 適當且 
つ々 利な 事業 じ 願 巧し 将な いご 
を ふか 如き 法律の 制を を 阻 化し 
たい もめで ある。 よず 洋 沿岸 地 
方の 樣じ 排日 奧 ホを 帶 びた 立法 
のず ざすのは 感服 岀巧 ないから 
巧 人當業 おご 日 會當事 者 ど協讓 
を 遂げ 今をまで じ 最善の お 策を 
謀ず るが ょい ご 某 消息通は 語つ 
て 居た。 

貴衆贿 院議 員 

擧 つて 來米 

十一 巧 中 巧 頃 i ら 
巧 京ょ 6 の 近 信じ 化れば 本 巧 
ホ 五 U ょち 八 巧 四 n をジ 玉ネゲ 
じ關碟 する 闽際 喘盟 を國繁 一二 回 
を 育會蔬 じは 日本を 巧 おしてが 
巧 太 郎伯巧 化が 判 席し (布 畦大 
學 のが 田 巧 惟 ± は 渡 餅のを 巧 罹 
お桑泌 ょら ホノ^、 じ 溢 還した 
とけ 既報の かし) 旣に會 講化じ 
兽し 居る 溝で あるが 一巧は 十餘 
あの あ 育 家 ピ共じ 會藩終 r 後 願 
察 脚を 組織して 歐洲敎 育の 現が 
を視 をし 十一 巧 八日 リバ プ！ グ 
お 帆の 化 船 じて 十八 日 ボストン 
じ 為 桃な 及び 東部 地方を 祕 媛し 


て 西部に 出で 十二 巧 十八 H を 港 
お 帆の コレ ャ义 にて 綺朗 する 由 
である'' を 一巧 ごが 後し 今秋 化 
月 二十 lb 二十と H を 伯が 
じ 開かる！ 第 十五 巧お國 議院 巧 
事 食 難 じ 則 席の 爲め 貴族院 ょら 
は 水口 幸 一 お (を ホ おの々 孫) 德 
川 賴貞お ホ ま從者 ニを、 大河 巧 
蹄壽 子、 ±岐 章 子 巧、 有 化 藤 一二 
郞 、ま鄉 を 巧、 乂島健 一大 胳、 
永 旧を 巧郞 氏、 西 本 健巧郞 氏、 
小が 書記官 長の 十一 ニ 巧 ホ じ 前記 
の 林 愧太郞 が、 衆議院 側 ょらは 
民を 黨の鹤 岡 か 文 (東 巧) を' 風英 
伍 (宮城) 淸水留 S 郎 (靜岡 一海 巧 
數馬 (靜 岡) 禪 ホを 五郎 (お 川) 神 
旧 正 雙お木 柔田羞 H 郞 (歸 岡) 
の わ 巧、 欧ま會 め 胳中 楠を 衔巧 
(± 佐} 八田宗 苦-; 福 島) 山ぶ 愼 
ず (長 巧) の 一二 氏 か ニを 中が 書記 
宫 長、 湯淺德 治、 を 藤 信 吾の ニ 
囑 託を 加へ 一巧 十 お 皮が 渡 験し 
歸を 十一 巧 中旬 頃 一 翻 ごな b 又 
け 別々 じ ホが する をを である。 


腑に 驚れ ゎ 同胞 

あ 巧な 留 同胞を 會 じな 人 £ 肺 
患者を 績 おする 賴向 あるは 遺 域 ' 
であるが、. 豫 て市內 イン ゥッド 
養を 園 じがて 烟養 中で あつれ 彌 
細 健 司なる 岡胞も 巧 まる 二十 ニ 
日 午 節 八 時 ザ 肺 患め 爲 めじ 繁れ 
た。 擺畑 巧は 明 あ 一二 十牵 歸岡縣 
志 太 前お戶 ハみ が 字滿澤 じを れ靜 
岡 中 學を擧 中は 時 待を として 成 
績 優等の 學 をで あつれ 由が 育で 
け 辯 護 七-々 プ マン 巧ろ じ 傭 はれ 
家庭 勞 働に お 事 中す 幸 じして 病 
を 得れので ある < ° 

奧村不 染巧ホ 紐 期 

囊じ歐 ホ 漫遊の 途じ 上れる 大 
蹈每ビ 新聞 總務 不染 奥が 信太郞 

氏は バグダッド ペグ シャを 
姻 b シ 9 ア砂 潔を 橫斷 バン スタ 
イン じ おで 同 肺ょ ち英 が 速 絡の 
飛 巧 機じ最 日間 搭乘 、まると 灯 
曰ン ドン 着、 ホが は 化 巧- 旬ブ 

レ！ イン 號か マジ 五 マチック 號 
じて。 

乂阪 商船 社員 動靜 

大歐 商船 會ぉ紐 育、 沙潘ま 店 
長 內旧巧 氏は 先般 ホび がみなら 
しが 明 H ぉ 發歸沙 すべ < 、尙ほ 
横 渡 ま 店 詰 ごして 過般 歸朝 せる 
須賀 川太郞 氏の 後任 ごして 沙港 
ま 店 詰み 井 巧 一を ニユ！ ォ火ン 
アンスを 經て 近く 來巧 ずる ど。 


公人 か 乂 

•小 泉 ニニ 氏 一二 薬 銀 巧 お育ま 
巧 長化理 、大阪 そ 店へ 轉 なの 爲 
めと 巧 二十日 西 巧 一二 十 一 H お 帆 
の コンヤ かじて が 一範。 

ち 高木 謙 ま 氏 台 懲銀巧 紐 育ま 
店 旨、 ホ 丹未歸 朝の 當。 

♦ 巧蜗 龍 S 巧を 离木氏 後な ご 
して 化 お 東京 ま 巧ょ b 着任。 
♦ 窟 化彥 一氏を 城 帝大敎 お、 
を 巧 經も渡 憐の途 ホす H 着 お。 
♦ま 田 乐涩巧 滞が 中の 繁と蔚 
等學 校敎授 、ボストン じ 旅 巧。 
♦菊 地 武お夫 巧 文 お 省 巧巧械 
究 貫、 去る 十五 日窝 紐、 紐 育 州 
ィサ々 じ 滯留の 帯。 

♦巧 牌 廣よ郎 をを 良 貿あ巧 貪 
ま、 商用を 巧び おが 古地 ホ じ お 
跟中 ホ迎歸 がの 蟹。 

參巧木 ホぶ 夫人 フロリダ 州 マ 


高峰 樽击 避 ：^ 了 正 r •八 願 年 

令息 夫妻 其 他の 追弔 回向 W 墓參 

一 化の 巧學者 ご して 將た 無冠の 駐米 大使 どして 盛名を 赢も得 
じな 島 峰 喪ち 巧 ± 避いて を - し 八 商 年 まる 二十 ニ：： 3 はが 陣± の 慮 
日に 相當 ずるので 裔峰家 當ま藥 ま 巧 夫妻， 帷 ± みモ 孝を ホ 妻、 
高峰 巧會 支配人を 信 巧 治 氏、 か 博 ± お 冀西尾 虎 藏巧等 窺を の 人 
人は 同； 3 午 則 十 時 例年の か < 巿 巧 ま 一二 十 ST 目 一二な 十八番 チャ 
— ナ • ォブ • セ クンツ ド • ト じき 詣し 導師 コンデ ド廊 の讀經 
あ b 肅め やかに なが ± のな 祕を祈 5、 襄ま巧 ホ 妻は 盧じ ゥブド 
P — ン靈烦 じを て 亡き 盛を ホつ た。 因 じを 睡± ち交傳 記は 河 
上 淸氏か 執筆し 本年 巧を 上 巧され な （日米を 舊 知に 頒 付され た 
が、 近刊み フキ ジカグ 々が チア 誌は 端な くも 故 陈± の 接 巧 じな 
る 止血 裝御 V ドリ ナブ ンの 偉がに 闡し輿 ホる る 巧 道を 試みて 故 
人の 備 巧を 稱 措して おる。 


練習 艦隊 歡迎 接伴 委員 會 

聯絡の 爲め璋 頭 じ 事務所を 設置 
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巧リ 1 お 换事お 所 

h. Segaw も 1 凸 •urance Broker. 
303 巧れ h Avc., 

Tel. Caledonia 4100 


巧 田 巧 事 巧を 會 せお 育 支 巧 
Uchida Tradmg Inc. 
11 Park Place 
Tel. Barcl 巧 巧 76 


島 貿易 株 《會お 
Shima Trading Co., Lid. 

巧 0 Broadway 
Telephone Rector 1484 


巧 ま會化 ホを 巧る 
Akawo & Co リ いん， 
295 Fifth A ▼ も， 

TeL Caledonia 9758-59 


ホ 倉 製 おが 緣 株式 食な 

K& れ 101 m 在 Co., しそん , 
200 Madison Avenue 
Tel. AshUnd がが •がが 


K. Mikimoto 

Mibimo 化 Pearls 

巧 5 F が 化 A が nuc 
Tci. Vande か ;! t 2 な 9 

大 含な なち ま 巧 
Okura & Co .， 

30 Church S し 
TeL Cortlandt 2292-93-94 

吉 其な ま 食 お 
巧 巧 店 
商 巧巧會 
1 扣む Mdw 化 N.Y.C. W.R 扣 ! W け 84 
Fadoi7; 35-1Q 3 おい 化， しし CHy 

巧巧妨 をみ ま 曾せ 
4sano Bussan ^mpaxty 

Room 801 -SOS 
1 ち 5 Broadway 
TeL Cortlandt が ) 巧ぶ 052 

1 Gosho Corporation, 

Silk Importer*, 
i が Ea が S4th Street 

Tal. Aihiand 愧 マ-巧 
Gosho Co** Inc, 
Cotton Exporter, 

谢 Be がが か.， 

む！ Bo 切 inir Green 8 が 5 か 

! 巧な 讲巧 泌昧 ホを を 

巧 巧 ホみ 巧 

j Sou 化 Manchuria R. R. Co., 
Koom 2026) Canadian Pacific Bld^. 
342 Madtaon Ave. 

Tel. Vand が bm 4135 

云 》 を 賊會な 

な 巧 ま 巧 
M な sui 公 Co., 

6 〇 Broadway, 

Tel. Bowiinff Green 7520 

巧 まを 化 岩 井 巧 巧 
なち 出張所 
Iwai & Co., Ltd. 

Wooiworth Building, 
Tel •巧む Roy 8660-6 い 62 

ミ 羞巧事 巧 ま 治な 
な 育ま 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(Mitsubishi Co 〇 Ltd.) 
120 む oadwuy 
Tel. Rector 2560.2564 

大肢戟 日 ニ 東京 朝 H 
恒川 巧 
Osaka Asahz 

The New Yoirk Tim が Annex 
Tel. Lackawanna 1000 

白 本 お 巧が まを 化 
おちち 巧 

J 叩 cm Co れ on Tradi 叫 Co ••し 1 ん， 
2 Park Avenu«« 
j TeL Lexington 8787 

日本 ホ 糸 持 ま會か 
短 巧 支 巧 
NlPPOli KI-IT0 mm, LTO 

Two Park Avenue 
TeL Aihland 5320 

なをを 會巧 
短 巧で 巧 
Hara & Co., 

443 Four 比 At 。。 
TaL Caledozua 7830-35 

日 ホを 糸げ 巧を な 
お育ま^ 店 
NIGHI-8EI KIIT0 XABUSWKI XAiSHA 

がに 排ぶ E! の rro co.> じの .） i 
1 Park Avenue | 

Tel. Afthland 6246-47-4S^9 ' 

大巧な 日 二度を 日ロ 
お 木 H が 
0 化 k& Mainichi 

民 oom 30SA ' が Olid な。 3 お 巧（ 
Tel. Beekman 4259 




不戰條 約 成立して 

英米 建 艦 中止 聲 明， 

マクドナルドち 相け 卡 りに 訪米 

首都で 盛大な ろ 條約賓 託 式 


ま 京 特軍サ 五日 お N す 戰條約 
は' 本日 官お號 4 をな てを かさ 
れ たが、 带お外 か はなもじ ス 
テ ー トメ ント を投 して 條 みの 
_ 人類 じ义 ばす かおを 驅 歌し、 
アメリカ 勘 擦 挺 官 スブム ソン 
^ 氏 じた 文の 祝 おを をつ じ， 

ワシントン 廿 四日 强 n 化を の 
ホが と 軍縮 じ-風が 元を 割すべき 
一二 個の 胳お的 事' 博が、 本 U 當地 
じ 坂 開され た’ 邸 も 大統領 7 — 
ゲ K — 巧は 致 巧 

曰 本 G 批？？ 隻を 


見る」 至 b し 不載條 約を 託 式を 
ホワィト',' ウスの 柬の閒 じて 開 
催、 大扰領 の 外慷約 締結に 巧 接 
をの 街 じ 化 じた 前大統領 ク！ リ 
ブ デを、 前國 おを を ケロッグ 氏 
をの 化條 約じ參 如し 若く は あい 
お ホ-，; 參 加の 爲 志を お 明し つ i 
ぁるろ 十二 列强 の 大を巧 等を 前 
に^^乂に擧けされた、 而かも極 
お^お 雲 今や 急 V 告げ、 締盟 躁 
た 爱支兩 强が條 おの 精神を 亟 
ん t て 浸 略的戲 ずを 絕對じ 巧け 
た 今 U どして、 今り の條 約を 託- 
が は 特に 盧義 深い もので あつた I 曲 


苦。 こ 适_ 

品ぃ S M S S , " S 'ri 

siltu 

が 立 ご：！*:^ か' 

扎 別： 

化 S •品 rll ' い r 

ご 121 W 洁 HN 
化 Itw ご II こ 


ilv ァ ー氏が これ等华和の攸 
節を 前に 條 約の 波立を 脯贺 して 

ザ 和への 新紀元を m 
敬—' て 間ら レ* く、 ロンドンから 

违 — I た 飛報は 勞慟黨 を 相 マクド 

ナ ド 氏は ボ戰條 約の 成立を 機 

をィ して ィゲ ブス 跋 がは 近く 建 

造！ „ 着モ すべきな を ご G つて ゐ 

る-万 颂 級の 淨 巡が 證ニ隻 の 建 

學 ' I , 中 山し 岡 時に ホる 十 巧を 期 

し 中ァメ V 力を 訪問、 大統領 ど 

會 して 英米 親善の 策を 講ずる 

み 一^縮會讓 の 前 途 じ 就 て 方 かを 

確!；；； する 巧聲 巧し わので、 大統 

良 
舞 


す！ ゲァ ー をも睛 もに ホ ブィ 
クス 主 も ステ 1 トメ ントを 
し、 アメリカ 政府 も ィザ ブス 
府め 巧した ぶ 情に 報 ゆる 愚か 
巳 巧て 近く 建造すべき 

一二 隻の新 巡洋艦 計 晝を一 
中たず る旨聲 巧し、 をに 圖ら 


やら 兩國 のぶ 泣 的 巧 巧は お 本の 
弔 縮-- 巧 局面を 開が する i どな 
つた、 これょ も義 きな 締盟 國 ご 
，して 最後に 化 准'! じ H 本を 巧 ま 
^するお淵大巧は國務援をス テ ム 
I ソン 氏 ご 巧 席、 條約 寄託 書 じ 調 
~啡 したので あるが、 國務 省の 發 
表する 巧 じ 化る と 族 締盟 國 であ 
i る 十五 國 S 外 旣に參 加した る も 
i の 一二 十一 刪闕 、一二 國は 批准書を 
I 郵送 中 じて ニ 偶國は 批准した る 
I も 元首の 調印を 得ず、 十一 個國 
I は旣じ • . 

參化 の 意志を 表 巧し、 唯 

ァ八 ゼン チン 巧び ブラ ジグの み 
が參 加の 意志を 明示せ ず" 結局 
六十 四刪國 のぅ k 六十 ニ 個 騒の 
化 准は 確實 ごむつ た譯 である、 
おして 奥 米兩國 S 巡が 瓶 建造 中 _ 
化は 豫て ょら ド！ ズ乂巧 どマク 
ドナ^ドを 相が 協商した 結あ認 
解の 成立を 見る じ まちし もの じ 
て ホる 十 巧 マクドナ^ド 氏 渡米 
は英乂 親善 策を 講中る 外、 軍縮 
會畿 召集の 氣 運を 益々 濃 摩くな 
ら せる 護で ある 

巧前大 が賴ク ーブ ッ デ 氏は を 
のぶ 後久々 ぶ b じ 新聞記者 潮 
と會 見し 世界 毕 かの 確立に 就 I 
'て 現 政が の 段 策を 驅 歌した 


ア/ リカの ち 張で 

鐵道還 附^ 列强が 聯合 勸吿 

露 支線 爭 直接 六 奮の 域に 入る 

ワシントン 特電 二十 六日 發 = 厨務 長官 7 テム ソン 氏は 日 巧 觸^獨 大巧 ィ」 會 見、 お 澗乂使 どは 
昨日 ニ间 にお-, て衙 なのが 裝 、この 魔ま那 政が じ對 して 先づ巧 古!® 道の 共阔 巧を 權を ー應 0 シア 
じ遼附 すべ.. 、列強を々 勸吿し 開が r . 。 シア じ おしても 支那の 鐵遭還 弼じ對 しては 飽迄 も忍容 的で 
あらん £ を勸吿 ずる i じがを した i 

露 支 大公 使が 帶原外 巧 訪問 

東を 特電 廿 五日 發 = な 日。 シ广 大巧 ト "ャ ノウ スキ！ 氏は I み 日 お 原み 相を 巧 ぴ訪閱 し、 を 支 
錢道紛 巧に 就て 圓滿な 瞬み に輔 する。 シア 政府の ホ 針 じ 就て 協!^ の 結を、。 シアを 府 としては 假 
らじま那ど農を零を> 府が東支鐵 

湛を 0 シアの ホに 返還し、 目下 抑が， ザで がる 曰 シア 人を 释あ （ 

ない 旨を 言明した。 || 

東ま特電ニ十四日發===。 シ ア/!^が退却したので マ ン チ ユ 

巧國じして細戰し^^ぃ限な支那単隊じぉ滿搜道を巧用さす旨み^ 

大お 度び 支那を 使を み 務當じ 巧い 了 兩國の 紋爭解 ホ 方 巧 じ 就 去 
じ U 本が 將ホ この間 趙じ 就て 乘 しても 單に 橋渡しの 巧 度に 一 

日本の 調 lis 心 期待 


^ い 限 b 和解 巧 渉 じは 絕對 -し應 


ま 京 時 ま 二十 六日を n マン チユ .ラ！ ょ b 達した 報じ 狼れば ロ 
シァが 巧 機は 岡 ホ 上を を 化 空飛ぶ したので 支那 軍隊は 砲 巧し^ 

まを 巧電 二十四日 發 【ニ ユョ " I ク •ゥォ ー ルド 紙】 U 駐日よ 
册をぉ 巧た は 今朗带 原み 化 ご 長 和 間に 直ら 會談の 上 『おは H 本 
政府が、 ちしお 巧 及び モス ヵゥ 校 巧 じして を- 埋を披 渡ず む ば 案 
支 殺 道 問題の 圓滿 なら 解 ホを 期ず ベ < 曾 藥を巧 集す る じを な'! 
ざる MJ を 信じて & る、 これは お 像で な < 滕然 じる 事實 である』 一 
ど 富 明し、 國民 政府が 問題の 解決を 國際 蹄盟じ 求むべし ごの 敦 
說は if 想像し 得ざる 所で あつて まがは P ンァど 鳥 接を 渉して お 
巧を 巧して むる』 ご 述べた. か、 外務省 當局 ごしても 日本は 適當 
なる携をじ化て調訂するミは敢て辞せやご言明してゐるが、|__' 
ブ ム ソ ン國掠を官が不巧條約を檐じして歲支兩國じ磬吿した^'" 
にがて 化挪乂 化ょり 巧 等のを おじを せ や、 従つ てこれ じ 就て ザ 
等批拌 する i は 出 ホ k いご 述べて ゐ る。 

を 京 (聯 を】 二十四日 撰 H 滿洲ょ b 達した 報道に 依れば をぶ 
官 恵は 巧 支斟道 間蜡の 解か ゲ圆 おどす. へく 良を じて 获巧じ 着 子 
したら の I か （、新 閒聯な 社のを を 特電に 依れば パ 八 ピン 駐だ 
の。 ンァ總 が 举ィ术 ニコ フ 巧は 今朝 慮外に も戶八 ピンの ま那外 
巧がなごおにをお へ をを現はし、 まがあお軍張作相將おど會^^ 
しむ おお、 組ての 情報‘ U 孽 かの 圆 お解决 あき J を 暗示し つ If 
る ■か、 日本 陵 お るは 本日 滿洲 攀備軍 巧み 官じ訓 巧を をし、 露^ 
お國じして巧戰狀態に陷らざる限らま装せざるぞ那巧隊及び^!^ 
瓣お をが 錫-してが 扱 ふを は 差 支な しごを みした 0 J 


はず 穩ご なを 巧が 參謀 本部は 露 ま 
一 かした が、 驚 巧 外相は 今朝 ロシァ 
釋 々 VJ 聽驭 する 所ゐ らしが、 假 b 
.もる でを らぅ ど觀 測され てゐ る。 

東京 特電 二十四日 發 【ニユ 3 
—ク •タ井 ムスが】 U 國務 長官 
ステ ムツン 氏が 露 支 汾爭じ 就て 
譬吿 した i じ 就て 日本が 招いた 
誤解は 

大巧の 公電に 化- c ' て 
掃され た 棟ず である、 がを 當 
局は このを 電じ對 し 日本は ァメ 
力の 意志を 疑 ひ 或 ひは 巧搖を 
威せ や、 寧ろ 原贴 ごして この 巧 
動じ 協 貧の 意を 表して なる、 ス 
テム ソン 巧の 巧 勘が H 本に 暗影 
を 投げた のは スブム ソン 氏が い 
かじ も賴祕 的な 手段を ごつ たか 
の 如く 傅へ た 新聞 軍 巧の 罪で ス 
テム ソン 氏の 巧 動は 單じ 兩國の 
紛 爭じ賊 係を 持つ 别强 どの 意見 
をを おした 程度に 過ぎ 打 £敲 解 
され、 氏の H 本に 對 する 通 蝶 も 
日本の 意見を 求めた ものである 
が U 本 どして は ホ だ 何等の 窓を 
を も 吐かず、 お ホ 必要 あら ば H 
本は 自ま 的に 何等かの 

行動 をが る ものと 見られ 
てゐ る、 即七本 問題に 就ての 終 


I 過 じ 化けば 前週 木曜日 國務 長官 
はお 淵乂 化ど會 見し、 翌 るを 曠 
H 潜' 嫁 外相は。 シア 大使み び 支 
那を 化を 招致して 紋 ずの 解 巧を 
懲 惑し 圧つ 不戦 條 約を 引奶 して 
譬吿を 巧へ たが、 フ シン トンの i 
I 木曜の 午後は 恰 かも 日本の 金曠 
B 午前に 相當す るので 常 族 外相 
はお 淵 大使のを 電じ 接する の 前 
~ 雨大跋 を招综 した； じじる ので 
をる から、 日本が 化 つたわ 動は 
アメ y 々ごは を 然獨立 しれもの 
~ である、 尤も 日本 政 腹 どして は 
- ブム ジン 氏の 巧 動じ 巧 等の 意 
見を も 吐いて ゐな いが、 幣原か 
相と 露 ま 太を 使 ご の會 見した 

巧容 はお 淵乂 化を 通じて 

スブム ソン 國務 長官に も 傅 達さ 
れてゐ るので あるから、 この 点 
じ 就て は 充み諮 解が ある ご 届ら 
れ 得る ご 共 じ、 露 支兩國 じ對し 
日本は アメブ 々の 提議を 待たず 
單獨的 £ 動じ 及んで むる をを 示 
すち ので ある、 外務 當 馬が ステ 

-ン 氏の 通 礫に 沈默を 守つ て 
ゐる のら この 理由から ど 見る ベ 
きで あらぅ、 而 して 兩國 の紛ず 
調訂じ 就ての 日本のを 置 も强め 
て 重大で ある、 即七 若し H 本に 
して 輕 々しく 發言 すれば 支那は 
直ら じ拒絕 ずるで あらぅ々、 而 
かも a 本の 滿洲 じ對 する 位置は 
あ 要 上 じら 化列强 どは 單獨 的の 
巧 動を 敢て せざるを得ない 

破！ m じあ b 、 從 つて ステ 
ム ソン 氏やブ リアン 氏の 巧 動は 
一時 日本の 猜疑を 招致し たらの 
であるが、 H ネ としてな 紛 ずが 
滿^|巧し及ぶ限ら日本は献じてこ 
れを 許を せざる J を n シアは 熟 
おする が 故 じ、 時局の 將ホじ 就 
て も 極めて 樂觀視 して ゐる 、尙 
ほ。 シア 大使は 本 H 電 ねて 帯 巧 
外相を 訪閉 したが、 巧の 外務省 
訪問は 事件を 生 W 巧 これで 一二 度 
目で ある 0 

ま 京特雪 一十一 ニ曰發 〔ヘラ ル 


阻 H 朝提荐 着を ぶよ b 餘 巧を 中 
娘 作 化 ご 一二げ 間じ旦 と密潘 をの 
張が か U まが、 メリ ニコ 7 は户 
术 ピンへ 餘 巧せ も、 風 お 政府の 
盧嚮 ‘ k 第 S 闽じ賴 らず飽 を 直 お 
を涉するらの 5如<叢瞬侧は1ニ 
H 付 S 要ホ容 れられ ざる 限 5 巧 
涉じ應 せぬ 肚ご云 ふ。 

大連化 四： 日發 〔滿 强】 = お 西 
國境變 化な <鐵 道 綾 長 孫 巧は ま 
ま 問題 解 ホの ため 廿ニ H 巧 京よ 
も 化 京に おへち がパグ ビン 巧は 
ホ定 にて か 一二 日な パ か ビン 葵を 
涉員 奉天侧 W 内意を 受け メブこ 
コ フじ おしかを 的 解 巧の ため 會 
議關 蹈を提 おせる じゾ 氏は 請訓 
の 上 返答 ィる 旨妈 答した、 メ氏 
は 未だ 引揚 ばざる も 化を デマみ 
テノフ 氏は サニー： H よ b 奉 天を 引 
揚げ 辞表 提お 中の 東 ま從業 員は 
商 楽 化合の 强 要に 化 6 缺 勸者纔 
街し そ那 人ぶ び 今を ニニ 一巧 解雇 
せる 露 人 じて 補充 勤務 じ 差 支な 
くバホ ピン 長 春 間は 旅を 丈け ホ 
常 通ら 運轉 中で わる。 

大連廿一ニ0發 ^^滿鐵】 =前電 
東 支從業 員の 綺盟辞 破は 辞表 提 
出の 誤ら じしぶ、 其數 ニモ じ 達 
し旣じ 辞せる を S 十二 名 おじ 補 
充 せる 爲め 

が 業 じ 差.： 文な きも、 貨車 
は 軍事輸送の ため 挪底 越境 方面 
じがけ る兩 軍の 行動は 進展し 居 
ら ず、 まが 軍は 円) 水縣じ 動員 中 
大連廿 ぶ H 發 〔滿 鐵】 . n 二十 じて 黑寵 軍の 第 十と 旅團は 二十 
一二 H 張惠景 は張學 良よ ち 露國に 一 His 滿渊軍 海を 汝ホ 面に お 
戰 意な けいば 消極的 態度を 朝る 動し、 奉 天軍は 豫備 ごして ホ だ 
をし どの 訓電に 接した、' 一が' ピ勸 かや、 國 民め 府 は露國 第二を 
ン 方面 V がける ま挪 軍の 巧^は を 牒じ對 し 二十 一 自を權 を 渉に 
I 中止され たが 沸 南の 二十 旅掛は あるかず 解み 希望の 固 答を をす 
満洲 里へ 出動 準備中 じて、 る ゾ」 おじ、 H 米佛獨 じ對し 支那 
こ n フは 葵を 涉員等 ど 共 じ 二十 I はか ホ 解决を 欲すと 一宣 傅す 4 じ 


ド トリ ビ ユン 紙】 U 、 ィ火 ピン' ふ 
6 達し じを 電じ 依れば ま 邪 人み 
お 船 ニを，」 'スン ボリ 河の 速 巧. r ; 
で巧掛 不明 ごな b 恐らく n シ で' 

じ 捕獲され わ ものと 
認 めんれ てむ るが、 ロシア 御絕 
の爲 ホに 補 へられた ま 恥 船舶け 
おじ ぉ 五隻じ 達し 店る もの； わ 
く^-戈が 商人 等け 憾重 U 取 誠む 
まか-て ゐ るので、 支那 砲艦け が 
の爲 めに お 動 中で をる が、』 
41^ 一人の 。 シ ア入は月聯日窠ー 
E すの 追放を 受け、 マン チュー" 
でな 留 する。 シ r 人は 徒 ホ . iJv 
一 境を 突破 LU 曜日 午後 化が W 

シア 領じ乂 つたが、 マン' チ 

ュリの 巧 巧 日本人は 引 揚げを ホ 
止して 日本領 事银」 避難して & 
る、 而 して 長を 、' J V ヒン调 の I 
大化叢 信は 不通 ごな つた 爲め 
. P の 報道は 長を ょち n 本 政府の 
嘗 信を 利 巧し つ i をる が 

I 國境 じは 支が 带績 々とし 
I て 出動し、 月曜日が 長を を簽 
たまが あの ホ 兵 黛と 旅國 のホ航 
巧 第五 十 聯隊、 をのみ 歎 千の 軍 
隊 はポグ クン チ ナャ じ 集中 さ 立 
てゐ る、 而 して 一般 新聞％ が 論 
調は。 シアが 圓滿 解かの 前先づ 
支激道 よら 解雇した 曰 シア 入 
| g 復 歸をキ 張ず る ミに おして 風 
I 情の 恵を 示して ゐる 

直接 巧涉 


中 社を を待電 (紫 魚町轉 載〕 

豫算 緊縮 八 千で 圓； 

【せみ 日】 濱 ロを 相は 廿脚 H 巧大阪 商工 會議巧 じがて を、 鞠、 
濁、 伊を 國の おお 回 俊の が 現を 細部 じ-白 I つて 說 明した 後述べ 
て 曰く 『巧國 のみは 獨^ 節約 政策が あ 要な 稍 深刻 U 財政 困難 
じ 階つ てゐ るを 解禁 はんく 財を 立直しの ため 必要で をる』 
【サ 五日〕 ー殺會 計の 實 巧豫算 緊縮 額は 八 千 巧圓碍 度で をる が 
大藏 省のを 表する 所に 化れば 五 巧 未 現な 昭和 ミ 年度 諸 稅收乂 
は 化 億 一千 五 酉 四十 ふ】 で 四千 圓で約 六な 方 田の ち 額を 見た が 
其 巧 譯は喊 糖 消 费稅、 •§ 消豐稅 'か 纔秘其 化は 稍增 化し、 
收益税 其 池ず 景氣の わ^じ 激減して ゐ る。 

ゥホじ 人ぉ發 也， 

【廿ホ 日】 ウキ^ ソン 未 己 八は 
日本 訪問の ため マル 七 1 一' 一を 
化發 した。 

ロが 團の新 事業 


【甘 六日】 日ッ クフ ユラ.— 巧熙 
は コ ！ ンフラ 7 i じ 眼を：' け 
資本金 ニ 千万 圃で 之が 製巧會 
社を をが 附近に 設立す る發盘 
で 敷地 おじ 决 をした。 

自動を 爭 議繼續 

〔廿ホ 日】 橫滋 フォ！ ド 自測ザ 
製造 エ 傷は 職工の 要 あを 化が I 
しを 途過劍 の 故を なて 就莱げ 
必要の 旨を 警吿 した。 

山 本 總裁辭 職 期 

一;^ 五日〕 滿搜總 裁 山 本を ぶ 郎 
をは 八 巧 ニ、 頃 辞職' ん當 

歐洲 連絡 復舊ず 

【甘 五日】 二十 六 H から ウ X ? 


1 線經 由で 歐洲 連絡が 巧 ホる 

贊川 巧を 囑 託ず 

【を 五日】 が 切 束京巿 長は 贊川 
豊を 氏を ホ社會 局の 囑託 ごし 

こ 0 

牧 骄盛督 逝去ず 

〔廿 五日〕 マ キ / •キネ マ •プロ 

ダ クシ！" ンの映 畫監替 牧が省 
一二 氏は 逝去し‘ K 。 

自動 革エ 瘍爭議 

〔サ 四日】 横 演ノォ ー ド 自動車 
エ壤化 用人は 解雇者の 中 じ 一二 
十 名な 上の エ瑞 傷害 者が ぁ- 
ご のをで 罷藥 をみ 巧すべく 準 
備中 である。 

靑媒縣 下た 暴動 

【甘 四日】 靑お霖 化 津輕邵 五所 
川原 町 じ 水を ひ 突 發し千 ホ 百 
'戶入 就れ てず 闕し 巧者 一名、 
負傷者と 名を 出した。 


大紐育 一 

一九二 九 年 版 Y 近く 發巧 i 

本社が 壁に 編签 を 巧いた しました 犬が を」 は、 幸 ひじし で！ 一 
江湖の 湧 < がかき が 評を 巧し、 遂にを 部！ 册强ら や 寅 切れ ごな I 
> ました、 化て 本 化は 豁 一版の みなを をが 部た じし、 頁数を も 一， 
巧 孤した モ化だ 廿化年 版を がに 發巧 ずる こご； ならました、 あ I 
確 じして 且つ 巧ら しいが 計と 事實を 基礎 じして、 刻々 變 化する j 
巧が 『大が 育 J の眞 巧を 傅 ふるに 遺が なき こごた 巧して 居 b ま I 
す。 が ほを 價は 

豫約 申を 者に 限リて : 

特價と 十五 仙 I 

發刊 後の 御 購買には I 

を 價金一 弗： 

ご 致しました、 速 かじ 缘約 锅中么 みを を 望いた し i す。 

と 巧 廿と日 締脊 新報 社 


巧した が、 王 圧延を は躲 S 固- い I 超 幕は 巧の 巧 おら。 いだら ぅ。 
調；引說じ對し， 自齒じ'个巧^:^調|だから、 がぉ广化む特殊のな賊 
訂 じは 應 せす と 言明した、 西 把 j な、 煙幕 ピは 逆の ホ 幕で 敵を 面 
政府 内のを 氣はタ 盛 部を 除き 孰. I がは せる i を覺え わじ 違 ひな： 
れも かがが 巧を ホ 普し 一般は お 一 あ 暗な 深が で不盧 •しぱ つ/- 巧 ホ 


對 じ戰爭 じは じらぬ ど樂觀 して 
ゐ る。 而 して 岡题解 ホが 長引け 
ば 化 お 地方の 貿易、 を 業、 を 誠の 

惡化 は 相當乂 なる 影響を 
をくべき も、 現 巧け 特を (豆 ホ 
等) 其 化 一般が が 閑散 期 なれば 
其 影響け 比 唆的大 ならず、 南滿 
渊； 般 には 影響す る所少 けれ 共 
郵巧 通路た も 東 支鐵道 不通の た 
め 歐洲ピ 關係大 なる 銀 巧 貿易 巧 
等の 不使 不利は おから や、- 巧滿 
錢の 事業 成績には 惡影懲 なしち 
信せ もる、 のみなら 乎當 みの 間 
なて 貨物 浦 盛 向きれ 紹 のた め大 
速 巧け 貨物の 增 加を ホた し 巧 影 
響を 與 ふべ しごが 測 せらる。 

ドイツ 政府が 

調訂 ずる か 

か 巧 巧で 專ら 風評 

ベルリン 廿 四日 壊 リ當地 駐在 
の ロシア 大使 ご 支那を おは 頻 b 
じ 何事 か 協議し つ、 あ b 、 。 シ 
アは 支那との 直接を 渉じ應 じた 
泛の 說が專 らち 力で をる が、 ド 
イツ 政が 筋で 信せられ て ゐる所 
に 化れば 露 支兩國 过 飽迄 もを 接 
を 渉を 欲し、 第一 ニ國 乃至 ヶ。 ツ 
グ條 約締强 諸國の 調訂を 拒絕す 
るら、 直接を 渉 じを 拳ず るまで 
は ドイツ 政府の 橋渡しで ベ 八 
ンで 下を 渉 じ 着手し、 これが か 
添 役 どして は 前み 相で あ b 最近 
まで 駐 H 大巧で あつた ゾがフ 氏 
が最 おカ視 されて ゐ るが、 港し i 
兩國 じして これ じ 協賛 すれば ド 
イツは 隱然 たる 調訂國 'ごなる 譯 
でを るり 


獲 筆 


動物 燈火饥 

地下 八 尺 子 


デ イノ フラゼ ラタ ごいつて、 

が 面 じ 住む 單规胞 生物が ある。 
からだが 小さい ので、 のべつ 動 
いて ゐな いどがみ じ 化んで 死ん 
でし まふ。 をれ 位 だから、 食物 
のが 藏 など 思 ひも ょらず、 従つ 
てが 間 ど雖晝 間と 同じ やう じ 食 
物を 探し ホめ ねばなら 扣 。を こ 
で、 この 巧 間作 業は どうしても 
燈 化が 必要 だ。 發ホ機 關を惠 ま 
れたデ イノ フラゼ ラタは を 存じ 
が おなが 間作 業を 成功せ しめる 
ために、 專屬の 太陽. 5 - 携 巧して 
ゐる やうな もの。 

普通、 踏 おゃ、 退が ゃ 避難の 
雑 誰 じ 使 はれる のは 煙幕 (スモ 
— ク •ス クリ 1 ン) であるが， 發 
巧 機關を 持つ てゐ るを 物は、 同 
じ 目的に 反 對の擁 叢 物' 即もホ 
幕 ごフ イト •ク ラク ド) を 巧 ムも 
のらし い、 ごい ふ ミが 推論され 
る。 普通の 烏賊が 敵の 裳を を 墨 
ホの 放射 じょつ て 逃れ. る やう じ 
r ホ 液」 をな 射して 緊急避難の 目 
的を 達する 恃殊の 烏賊が ある。 
これは を ホ 機關を 持つ てゐ ない 
から 一般のを ホ 生物 ごは 少し 話 
が 違 ふけれ でも、 ホ 幕避銘 のい 
い 例で わる。- 体、 殆んど ホが 
ないか、 または 深 暗な 深海で、 


じ 眼を がられたら、 敵は 脱 惑せ 
ざるを 巧ない だら う。 T 度、 暗 
たじ 寫眞の フラッシュラィトが 
思 ひがけな < 人間の 眼を 打つ た 
時 ご词じ やう リ もの だ。 热帮の 
雜を にう みるら 類に 鹿す る 羽毛 
の 生えた がな おの 發 ホを 物が あ 
るク 彼は み 邊がホ 和で をる 限* 
發ホ しない。 船長が 難破の 時の 
用 恵に 狼火を 貯 殻して ゐる やう 
じ。 緊急 時の ためじ ホを どつ て 
置 {の だ。 をして、 海底の 暴漢 
が 彼を 繫 つて 巧た 媛を じは、 が 
が、 を 身を ホで 包 レ。 暴漢は 狼 
姆 して わ ぢ なる。 をの 間 

じ 彼ち あぱ よ」 

現 巧では、 發ホま 物が 實用的 
じ 人間に でれ ほどめ 貢献を して 
ゐ るか。 大して わ 役に立つ てゐ 
ない。 地中海の 漁師は 或 &をホ 
魚のを 光體を 採取して 釣魚の 紐 
じが 用す る さう だ。 好が じあら 
中して お旣 である。 ジャバ や 西 
巧 度では タを 開けた 太 箱に 签を 
入れて ラシ プ じすろ さう だ。' 
た々 リブの 十 X はが 道を ある" 
時に、 壁- Ms をの 親指の 上 じ 結 
びつ けて お ホを 衛提 なの 巧 用に 
する ごい ふ MJ だ。 も 少し 大き 
實用 おきの 効用は、 加州の おお 
じ 浮游す る畢 細胞 發 ホを 物のを 
れ f あらう。 彼等は いわし 領の 
を顿 である。 いわし 類は 彼等 麥 
追 ひ 遇す、 强敵じ 追 はれて 巧舊 
する ご 彼等の 發ホ 度は 著し <塘 
加して ホる-をの ホで 漁船は い 
わし 群の 所な 点を はつ きら 突き 
玄め るるが を ホる さ； うだ？ 發 .ホ 
生物の 實用 はま づ をん な もめ で 
あらう 0 

ニュ — m I ク 春秋 

♦朝鮮 總啓山 梨大將 、歸 京の 
を 上 連中 じ 語ら 曰く 『朝鮮 政 お 
の 上に 惡い こどは 内閣 お 變ちお 
じ總 督の爱 をす をを でを る 』 户 
サ ：= 東を 特電 ホ 五 曰 裳： = をん む 
ら 始めから 総督な どじなら 打 I 
だ、 前內閣 じは と 山臺灣 總督、 
現巧閣 じこの 不巧 身總督 わち ち 
♦英米 共 岡して 巡洋 おの 建お 
一時 中止を 言明した、 不戰條 約 
の 午前、 をれ 泣の ことは あ b 浴 
べき こご、 一層 ま 力 艦廢止 WW 

てはい かぐ じ や。 

♦ブン メン號 のか 速力に 腰た 
なかした 莫佛の 海運み、 おか ド 
緊張して 優秀 船の 建 進に 着手 寸 
る、 夢圓 からざる は獨 b 太 ホな 
お 運を のみ か。 

♦愚圖 々々云 ふご 殿き まつ み 
殿いて 見な はれ、 駿 いたら 痛い 
ぞ 、痛 ふても かま へん、 駿いわ 
らが 父さん じ 怒られ まつせ、 る 
ん なら 止め ごこ か、 シン サン* 
。スヶ の 喧雖先 づ斯の 如し。 

戯 j 詩 舞々 巧咕〕 

高木 隆ま君 

煙、 煙、 唯、 

煙の なかすら 湧いて 出る、 ：" 
經濟 淡、 み治談 、巧 替談、 
巧を くれ 兮 
煙の 中 かを 淡 も 化る、 
さても 奇妙で 臟 し藝。 
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巧 會 お单說 
をを 巧み 食 校 お 
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Dr. M. MAISE し 
巧 3 E. 1 が h Sf.， New York 
(Bet. 3 rd iWe. & i け ing Piace) 
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70 む aman む も， 

Tel. Lorraine が 34 


KERR & MAYO 民 

1023 Third Ave , 

Bet. 8{] & 81 Sts. Tel 巧 hone 貼が nt 2909 


多 向 人 本日 

巧專 靴型 小 

てし 張 お 員 巧ら 化に 發 を 御 
神り 屈 日 邸は 靴ら 化 k 法寸 

垣 ホき* ぶ ホき 廣 ぶかき 巧 
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JAPAN ART STUDIO 
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Oriental Art Studios 
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F. MURRAY HILL CO. Inc, 
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.リ 妇巧麵 L 目齡 
む cm 384 
巧 W Y 挑 H 


?hm 

むが n! 3 な 45 


MIKADO TAILOR 
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ク 
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がむ sUve . City 
Tei . Lorraine 0437 
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K . IWAMOTO , Mj >. 

U4 W.70 かぶ . 

Tel, TVafaifif が 0 巧 之 


んし CEASAR , M . D . 
12/ East 84 化な Fact 

lie け ark & L な inghn わな 

勇 喉 晒 鼻 巧 I 

間 時 察 診 
午 お ま 時 十 前午自 
姆 八を 時 六を 年自 
日 曜 

自 午前 十 時 至 午後 一時 


Y . げ 0 

1 お Eesf 的 rd 化 
む r . Uxi 化 bn む e ,, 



が i が 切 3 邮 目 F ほ h が 

1264 Lex . iU も お tween 郎 th and 88 h おが ete . 

授敎語 葵人婦 


DfLE ぶ . YOSHH , 

30? 化 93rd が . 

Tel. Ri 化 rsi おがが 
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號よ 十よ 巧を r 
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雜辦貪 縱 


【 白曜±】 


日 屯 廿巧屯 年 四が 昭 



i . ^ 


火、 木 願 午後 九 S — 十！ 時 

紐 育 柔道 俱樂部 

巧な T 目 一八を 


ブロ ー ドウで； 百と 十を 
領事が 向 側 诺榜よ 0 五號ま 

巧タ请 

蔚ぶ爾 A 

1?0 Broadway , 三. 呈 W 
Tel . C ミ tiandt 巧 3? 是 普 


診察. 

午を 一二 時ょ b ホ 時 
日聰は 前約な 願 候 

ドク トグ 

鳥 見蟹彥 


察 

I 午前 十 時— 一時 
一 か 巧 四時 1 八 時 
IH 雁 午前 十 時— 正午 
急性 お 性ち ホ 族を、 巧 
膽 お、 化 液 撥を 
I タザの 經 験を 有し 日本 
i 人 じは 特に 親切 じ 治療 
i す 

话康該 斷ニ弗 

i ドク ト八 

メイ ゼ少 


該療 

ザ 前 十 時ょ b 十二 
時、 午後 六 時 ょら 
八 時、 H 赌は前 お 
願 上 侯 

ドク ト少 

山 ロニ I 之 肋 


齒 I 主な 基 

自 午前 义時 n 十二時 
自 午を 一時 ns 時 

乂踞 が 山 六 時 

はへ キン ヤ！ フア 
ン テ^ション クブニ 

ツク じお數 


JO 巧 In 里 OGURl > M . O . 

ニ 1 W を 芸 h st - f さ 三 
ぎ 舌 ミを こ 573 >す 星 er 呈ま 

^ を あ 午前 九 持 1 午が 一 時 
囊襄 半を 為； 午 か 九な 

H 逆 午が 义 持！ 午を 四時 
ドクト^ 小 栗乘吉 


D 

此 n 

221 '加 
训 柄が 

G L が I 
貧‘ 刷 
曰 常 

Z H 村 

N 2 

A 

K 


診察 時間 

午前 九 時 1 十 巧 
午を ホ 時 1 八 時 

パパ 小栗聲 ニ： 

な 巧 ホフ ブプー お 廃. 
'が 五 巧 病院 叙を 

巧 巧 コン バラン •’ 

病院 巧な 


弊 巧は 實質 誠意 巧を ま義の 
まじ 御 ± 産物 一 ま卸資 値段 
で販賣 致します を ホに 巧は 
らホ 御用み 仰 付す さい ませ 
◎欧米を 種 時計。 置 時計 一 ま 
◎寶石 賢を 旗。 銀 お 器具 一 ま 
◎を 稱萬年 筆。 を 銀製 纷筆 
◎蓄营 器。 ン 31 ド 見本 陳列 

◎なを 器。 タイプライタ！ 

◎船 切特 。紀を 寫巧帖 繪端ま 


S 歐 ホを 種 時計 
W 貧を 鹰寶巧 巧 
- 銀製 器具-ま 


器 



タイプライタ- — 


其 地上 產 物】 ま 


◎を- 1 最高 紋ノ 商おヲ 精選し 
化 店？ 廉 價ニ販 質'? 居， ママ 
西 四十 ニ 下目 一ちー 一ぶ セを 

ロソグ H — 力ー ピか デンが L 4、 

九な 十 お 室 胡 

靑 柳商會 

(タイム スビか デン グ向 側〕^ 明- ■ 

お 誌 ブゥィ て > 四 I ニ セ 四を WH 把. 
◎商品/確 資す 八 コト、 取扱 
ノ なを ナ八 コト ュ於 ブを橡 
々ラ 御 巧 評ヲ得 ブ居リ マス 


な 巧を 年 運が の庙ホ 

日本 乂 1円 年會 

I ミ 害 苗. ぎ 臣ミ 岩 ニ ミ 


揉 療淮. 北 島覺丈 


署 Wes ニ 3 害 St . 

ジ 一. Ed 巧呂ヨ b 之篇 


綱鷄 揉潑簇 


P , 

に 

黑 費 

§ I が 

細 TSI 

I 脚 蓋 

§ 造 

の 

U 

Y 


マブず ー ジ 、整形、 醫 
科を 的 運 勘、 赐灌注 
水を、 電氣 風呂、 ホ 
おぶ 笔氣治 姨其他 
な 育 州を 慶 

ブイ ジオン ラビ スト 

巧が 幸 葵 

日 躍 外 毎 B 午前 化 
時す 午を 八 時を 
あ 諸 前約 願 上 お 


驗眼並 じ 殿 鏡調衝 


ペグ ビユ！ 病院 及 
お 育 大學醫 巧な 勸 

江 見 ご 一期 

診を 瞄問 
毎日 午後 四時から 
ホが まで 

夕ち 水、 を、 と 
時から 八 時を 


西 四十 六 了 目み 十と 番 
電話 プライア ントと 0 と 丸 


稅關 事務 

をが を地幷 じを 巧み 
の檢 出入 ホを じ關ず 
する 一切の 御 諮 間に 
應じ馈 道 潰 船 貨物 運 
貸 及 お 帆を 稅お 手績 
善 等 進呈す。 重要 都 
巧 じ化理 巧を がし 誠 
貪 おを 御 巧を じ おや 

お驗 取扱 


電氣 、器械 工具 製が 
運動具* 玩具* 貴を 藤 
時計、 寫眞播 及 現像 

スチ ザォ 

東洋 華 術 お書證 、レ 

デ イオ、 ランプ シエ 
1 ド 類 ダ アキす 么ク 
ブ— て、 ？ タ- 修理 


自 本、 支が 寶玉製 美 
觸 品、 婦人 用を 銜ぷ 
化 装飾品 

阀島訂 が 

高等 美 漏 お 接 鐘、 

ち 締晶 、タト 9 ング 
日本 般敦键 


葬 洋服 巧 


好 お rrT , i ^^ を 巧 十日 联巧 

1057 1 st Ave - す 三 ork 呈 一 


稅 關事錄 取扱 

WIE 臺 LB 養 & 吞. 

. ぎ 0 ョ 7 苦 ニ Broa を ミ， 妄 
Tei . ぎえ ing - Gae ま薑 4-严6 


渡 円の 途じ 

ロシア 視察 

工業 會議 ァメリヵ 化を 

當 地の 太 ホ洋關 係を 員會 がを 
表する 所 じょれば 來る 十ち 廿乂 
日から 十一 巧サ 八日 U 直ら 東が 
で最 かじ 催すべき 國際會 諮で ぁ 
る 世界 工業を 敞は 京都で 巧 集す 

る こご {。ち、 アメリカよ ゎは 
數巧 人の 巧 あが 列席すべき こど 
はお 報の 如くで ぁるが' 最近 ァ 
メリ ヵ臂樂 あの。 シァ 視察 閒が 
激 ちし 現じ お 方なる 實業幽 は 目 
下。 シァを 化のを 楽狀 態を 視察 
中で ぁるが、 今回 渡 H すべき ァ 
メタ々 化を 中 じ も" シァ 視察を 
ホ 摩する まがを いので 勞 農政が 
じを 渉した 結果、 一 巧のぅ ち 四 
十 人は 太 洋を經 由せ ず、 先づ り 
シァを 親務 した 上シべ 9 ァ鐵道 
で 波 目ず る ことじな つたが、 一 
巧の 中 じは リ 1 •ヒブ •キン ソン 
商 食を 化 表する 委員長 グリ ー ン 
夫妻、 書記 役 0 ッ クフ ユラ 
世、 ゼ^ — ムス •マクドナルド 氏 

も 化つ て 居る ので 時節 梢 注目を 
惹 いて 居る。 

财器著 

東京 特電せ 五日 發 
互井が 對露 貿易に 

一二 井 物 產は觀 露 貿易 開始 じ决 
す。 

安田 銀 巧の 株騰る 

大 なをから を 巧 銀 巧が 四阳五 
十 錢窩の 五十と 叫 ごな っね。 

支那の 臟收 獲减少 

まがのを 蘭は ホ年收 獲ょ b ホ 
か 熟だった。 

砂糖 巧瘍 思惑 外れ 

ジァ ヴ糖 輸入の 思惑 外れで が 
糖巿蕉 は績騰 I た。 

運賃 同 器 値下げ か 

太平洋 運賃 巧盟は 絹物 運賃 四 
弗 五十 他から 四 弗に 引下げる 模 
様で ある。 

上半期の 對米 貿易 

h 半期の ぉ ホ 貿易 輸ぉ U 四 億 
一千よ 巧 六十 二で 五千圆 、輸 A 
は 吉億化 千 四な 0 六 巧 お 千圓、 
差 引 ぉお ニ 千 S 円 五十六 万阳で 
あつた。 
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獨逸醫 

皮膚病、 血液す 潔 
其 他 巧 女 諸 疾患 
獨 遮よ b の 黯人藥 
おのみを 使規 
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尋れ人 

(宮城 縣) 大橋武 雄 (愛知 縣) お 
巧 楽 一二郎 (•かが か縣) 後藤 甚么 
を (山 ロ縣) 德お 猪己郎 (熊 本 
縣) あがを 喜 (山 ロ縣) 原甚ま 
(か 歌 山縣) 化 本 ホを {鹿を 島縣) 
轉 上がを (愛知 縣) 末 お •(長 
憐縣) 独 旧 巧藏杳 ニ 幡岡縣 ご 一 
又が 巧み 大塚 サダ メ (愛知 協) 
長 崎 德一柴 出 幸 一二 郞 (大較 巧) 
西 川 源 おが (を 庫縣) 藤 木 喜 八 
(福 脚縣) ボみ當 港 前が 育大學 
學化八 木 邸ず (靑 な縣) 巧ヶお 
蟹 一二郎 (熊 本縣〕 晒 本文 藏ま 
岡 直 お (山 ロ縣) 中が 巧 雄 
(神を 川縣) 稻お 明を (廣 島縣) 
松 本實吾 

をのを に 逆 知を 巧き 懲を么 
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A 通譯 ク諷杳 ◊を 渉 
◊買賴 ◊其 他 何でも 
勸懸 切に 御な 摄 をし 
™ まず。 

~ A なは ツカ ゴ大學 を 
j 一 卒業し 巧 ホを じ廿五 
™ 年 聊か ホ國の 事情 じ 
™ 迪 やる もの ご 信じが 
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紐 W 商事 研究所 

贼醫— 


~ A 米國 じて 發巧 せる 
i 巧舊の 書籍と 雜 誌は 
i 御 注文 巧 第 敏速 じ 御 
I 屆け 致します。 

A を 勘を 文じ掛 して 
けを 憤よ を 割引して 
差 上げます。 


商等©^クを11|1 五年間十 
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諸 荷物 運搬 取扱 
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コロン ビヤ 大學 

曰 本人 學友 磯會 

さ こち 当 ese Students and sini _ 
瓦 coiibia Univers さ 
吉 0 电. 121 st Si , New Y 夏， NJ . 

ジ广 ま— n 二 養 

「日米 大學 々窓」 發紅 

Tse J ち呈 es 8 Ailican Univers さぞち ま 


な 育 州を 認 
巧 務省是 許 
巧 巧 帝 大巧 巧大を 
を藥 おお 巧 卒業 
元地邊 

產築 お本綠 


れ この 储 がの 巧 あじょ b て 露 為 
巧爵が化づ 政巧ご い ふ ヒ ス ブ 
力 八な 巧をから 脫 がし 紛爭去 
巧際のにがホずるにまる*^らば 
不戰條 約の 化 化は 永义的 じ人爲 
ホ かの が 巧 藻たら 得る であら 


今や、 H 本の 批准 じょち て條 
約 寄託 まが 首都 ワシントン じを 
げられ、 辟 東の 風雲ら 漸< 穂 か 
ならん ごしつ、、 ある 際、 巧 等は 
條 約の 巧 巧 化が 斯く 發揚 さる じ 
まらし こどを 多 S したい。’ 


六 億 弗 y 起債し 

支那の 鐵道網 完成 

アメリカ 巧瘍に 交渉の 嚼 .こり 

その 半面に 化滿の 投資 回收說 

ホ 京 特電 二十四日 潑 = 英米の 資本家は 化滿渊 にがけ る 投下 
資本を 頻 b じ 回 化しつ i あるが、 朝 巧 銀 巧 もを の 準備中で ある 
巧は 逊を那 巧 權の八 億 圆取立 ^ のた めじ 整理 會社 設立の 計ち か 
進が しつ I あ &P 


南京 國民 政府の が 立、 フ！ ピ 
ブ ！內閣の出现等でアメ ブ々《 
モ那じ 載ず る 資本 的 進出が 漸ぉ 
盡骨 どなら、 財政 顧閒の 一巧を 
をる 外錢 逆を 師 劇の 巧 支、. 力—‘ 
*' ス 飛巧會 おの 投資 等、. をの 

經濟的 霞は 星 ましい 

ものであるが、 ネ 回落ぞ のま 丈 
鐵 道紛爭 じょら 圖ら やも國 民が 
巧が ァ > ブ 力で 錢道借 疑 六 億 ホ 
を募馈 する の 計 書 じて 旣じ をの 
誰 巧の 衝じ當 るべき 人 だ 本年 ニ 
月が かじが 义 し、 乂 統頒フ ー ゲ 
ァ ー 氏を 始め ごして 固ぶ 省當巧 
モ ー ダン 礎 會奪ど 非を 式 じ 借な 
巧 渉を 進めつ i みる 事 實が化 問 
r 被れた， これは 當 嘴へ ラグ ド 
トリ ビュ 1 ン紙ブ シン トン 精霄 
の 巧 やる 巧で をる がを にがれな 


を 索の 支那 政府 じ對 する 不回化 
貸 附は千 ニな 五十 巧 巧に 達して 
居る が、 利得の ぞい 鐵道 事業で 
もを 6、 支が を がら 

舊 債の ホ 溝を 絕教條 件と 
する 限ち 新鐵 道惟欽 はち 薄で あ 
るどジ！氏は語つて居る、 而し 
て、 これ 等の 重なる 貸 限まで あ 
る康業 紐を は 

ニユ 1ョ1 ク ■ス タンタ 1 ド 
お 袖、 ボ 1 少ドゥ キン •ロコ 
モチゲ •フ オラ ー 敌會 、アン 
* ダ. — ジン •メ^ — ャ —薛會 、ァ 
メリ カン •力— * アメリカン 
ロコ モチゲ 、プン ッスド •ス 
.チ！^、 ュ！ •ぶブ •ス チ！ 
グ •ブロ ダクト、 ブ キサ ス右 
她 、ロバ！ ト •ダブ ー 商會 
等は をの 重なる もので、 このが 


闕按み 梅の 鐵道 部を 巧 表して を 一一 ニ并物 蘆は r メリ カン •。コモ 
め 街 當らつ i ある 人は 上海に！ チゲ を化理 して 六な 五十 巧 弗 
だ 化 斗る ジヨ ー ジ •リ！ ご 呼ぶ i を貸附 けて 居る から、 これ 等の 


アメ 力 人 技師で を まじ 宮每一 
巧 S • 

鐵道 網を 布設 すべき 六据 

郝の黄 本を アメリカ お 法から 黨 
傾す る ごい ふにん ら、 ホワ キト 
'一 クス 並び じ 睹務省 當均も 化 命 
の 巧を は あら 巧、 リ ー 巧の ホ ホ 
して 居る 事 賞を 容 詔して 居る 点 
i り してが 當根據 をる 報道 U る 
も 91 如 （、リ ー 巧の 語る 巧 じ 
ょる 艺 、この 新 借款ち 支那 政府 
がア メタ 力は 間じ對 すろ 巧收ず 
能‘ W 貸 附吉千 四 巧 万 巧の 决濟を 
第一み 傑 件 どし、 向 ふ 十が じ 音 
6 六爲 巧を 惜 受け やぅ どい ふじ 
あるが、 支 橄じ對 する アメリカ 
の 投資 盤 額は め ニ 億 おじて この 
中 一億 四千 お 巧 乃 おは 商 裝願孫 
みもので ぁ 6、 お 千 五肯巧 弗に 
敎 育、 错道 をの 化 慈き 事 おじ 腳 
係し じらので、 今 阿の 露 支紛ず 
じ腳 巧が きお 洲 への 

投替は おが 巧 娘 巧 巧 ご 見 

がられて 居る、 現 化 アメブ 力 民 
閒の對 戈 耶貸附 で巧収 不可能 ご 
されて 居る を 巧は 約 五 千万 弗 じ 
て、 この 中 五が 方 弛 r 亟々 どず 
る 柬ち勉 おへの 贷附 w 収は扱 も 
ま錐ピ 妊ら れて 巧る が、 アメ V 
々は 巧げ 中 じ 軍宰的 立場ょ 6 し 
て鐵あ 述魄を 可能たら しめる お 
嬰 上な 酣 の 形式で がを どを 附し 
たもので わるが、 會か侧 はこれ 


一切を を奠 すれば アメリカ お蹈 
のぶ 那 政府に 對 する 

貸 脚は 一孝 胃 方 弗に 達 

.ネ るで あらう が、 國 務省當 なご 
しては 今回の 借紋じ 就て は 錫 巧 
踊の 意志み 鑽で銀 わ 軸が を 知す 
れば當 然圏務 ちじ 一應許 巧を 中 
請す るで & らうが、 六 億 弗の >_ 
時貸附 けは 到底 不可能 ど 見て お 
る もの- ■如ぐ、 を ひは 新 借 疑ち 
巧 ホ 前一應 H 巧え 沸ょ らおる 裂 
ち聯を 链欽醒 S 谅 をを あめる で 
あらう ど 云は いて 居る、 が ほを 
て ー お及び 化 巧に あつね ア メリ 
力の 經が學 菊で ある フレ ザブッ 
ク •リ ー 氏 •か兩 S 年 前に 著述し 
た r メリ 力の 對ま那 投資 見賴ら 
じ i る V ー總 額は み 干 九な 一二 十万 
巧；.； して この 中 政 銜^を 償ぶ び 

証# 類が 約. 一 辛 方 巧， 鐵 
道 偕 疑を の 他 じ關聯 した 疆巧じ 
九む 一二 十 巧 弗、 北 地、 逆 物 等に 
對す るは 間の 長期な 惭が S 千万 
巧 巧に して、 これ 等は 祕 めて 化 
ず 的に を 巧つ たもので ホら、 を 
の 後の 巧 楽 投赞を 加算 すれば 一 
僚四卞 おが 方 巧に 建すべく-現 
じ アメリカン • 7 オレン 電力 會 
社が よが エが 巧の 带カ會 社 じ お 
千万 ホを 貸附 けたのは を 近の 巧 
巧 事て ある、 而 して アメリカの 
特 がごして はり 本の 贿滿 じ對卞 
る踐 道を の 化 産を 投資の 關孫 i 
じ おして ナ五 コス ラグ アキ ア巧 らし V . 现 だの 影 玄が巧 じして 赌 
隊械 送投- 血が 巧 弗を が じして 支乂 すれに、 恐ら （ H 本は 自 まの 
拂 ひを 化 おした 拖 今日に 巧んで じ干徘 する か調訂 する であらう 
がるので ある この か アメリカ 製 j ご 化ら むて 居る。 
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I 巧 育 巧— が 

I 鹽誦の 偉力 

! イ戰條 約の 價倘 

^ 今回の 東 支が 溢 巧 收じ對 する 
- 巧を の紛 ずじ掛 して、 アメリカ 
の國お 長官 スチム ソン 氏^、 日 
I 巧佛 がのを 大化ご 協 諮の 結果、 
ロシアご まが •^ケ 0 ッグ 不巧條 
.のじを 加した 國家 である こどを 
j 巧 ホ どし、 戰ずじ 化 b て 國み巧 
;紛 ずを 解 ホす るの 非。 るを 蝴吿 
I した こ ミは、 まこ VJ じ 時を じ 適 
; した i {吿 である、 この 問題 じ規 
ては、 アィリ 力 側は 化づ 巧佛乂 
.化 じ おら、 をれ よら 支那を 使を 
引見して アメリカのを 志を 通吿 
; し 、次いで 巧が 化 淵 大使を 招い 
: て 誠 解を ホめ たど ま 張す るじ對 
し、： a 本よ ろの 巧閒電 巧は、 外 
- おちに 斯 るを 電 なし ピ今尙 ほ ま 
張して 居つ て、 幾を 誤解 も孩化 
して 居る やうで あるが、 巧る こ 
i どは 大局の 上から なて、 極めて 
I 些少な 誤が である。 

一 化を 一國ど 一圃が 何等かの 間 
I 趣 じ 就て 意見の かを を 生じ、 か 
I 巧を の 引 揚げ、 固 巧の 斷 絶の 淹 
! 礫 ごなら、 更ら じちを 相 旦の國 
巧に 進める どい ふことは 勿静戟 
爭をお 力 じ お 示す る、 斯る摇 合 
I じ 第ご园 がを ゃ 巧 ご證講 簿吿を 
:發 しても、 旣じ t ス テリ々 火 じ 
なつれ 當 事を ビ しては、 一霞の 
砲 乾は 底ら じ宣戰 の巧吿 る 
; の である、 がるに、 今 四の 霞ま 
紛 巧の 換合 じがて は、 假 ちじ 兩 
，国の 陵垃 巧が 强く 出れ げ がし、 
i がく 見れば 傲然 ど 出る 威 脅 巧を 
稱 びた 憤 性から 化た ものである 
; ごしても、 旣じ斯 くも 緊張して 
: ホた 危險 なが 態が、 戰爭の 手段 
- じよ b て國 が的紛 ずを ホ ごする 
不戰化 約の 精神 じがり、 滞蛋な 
一巧 動じ 及んで 居る ごい ふこ ど ホ 
れ 自身は、 歐洲 大戦 發ホ當 時の 
'化を じ 類るならば、 眞じ隔 化の 
随 i :* きを 得ない。 

' これを 舊帖 K の 化 巧の 與論 じ 
'聴，、。 らば、 恐らく 0 シア VJ 支 
がの 行動を おて 颗タの お 發止わ 
: なし どめ 觀 をを 削提 どし、 いづ j 
; れ かのを 非を おがす る じ 化つ た 
I であらう か、 ケ。 プク條 約の 成 
I なした 今 H の與說 は" シア か是 
か、 支那 非 U るかを 静や るが じ 
: 先づ戰 巧を W て 絕勒じ 罪惡的 
I . な 半 段 ミして をの 非；：* る こどを 
;嗚 らして おる、 從 て、 孩 まの 固 
; をを して 兎 も 巧 もを 戰化 態に 陷 
: らしめ；：* かつじ 巧 絡に、 赏じケ 一 
i ロッグ 條 約を 巧 持ず る 輿 給の 力 
? W をるべき であらう。 

: 人 も 知 こ 如 < 、今 巧の 小 满條 
一 約には 何等 これ か 違 k 圃じ對 ず 
る 制裁 條 巧がない 、なつて をの 
巧 巧的勸 あが、 どこまでが 力を 
あ 生す るで めら うかは、 一般に 
I ー疑閱 ごされ て 居た 所で わら、 且 
一 ホ この 化 おみ 俯 神 4：* る ものは、 
巧して 火 おの 上から 化い ば おお 
になる 問 趙じ觸 ろべき 巧 巧の も 
i ので G い、 云は ば 化 腮の條 約で 
一ん るに も熙ら 中、 これを まがす 

i る户 フリック • オヒニ キンみ、 

; 巧ち 巧を の お 機を 緩 かせし めた 
I どい ふこ ごは、 人類 平 かの ため 
I が 巧の 至ト ，に 地へ K い、 巧し 夫 
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がわで 3鱗な なを 巧で 觀谢ぞ 巧 


[ 日曜 ±】 


H 韦廿巧 ホ ホ 四が 昭 


卽娜 ホ興縷 

晚揃 ひの 巧 理人あ 名 
が 日本人 諸君の 嗜巧 
じる する 巧 巧を 差 上 
ます。 钥 H 時を 開 巧 
(なサ 五 T 目 チプ 
を 車 おの 下) 



支那 料理 

新 あ 巧 

本 樓巧理 ん歐廉 が 
碗蔚を 巧つ で H ぉ 人 
證堪 の 增好じ 適する 
拌 狸を 尝 上げ もす の 
で窠 とおのな 二十 六 

T 目の チヤ プ スィ 玄 

云へ ば 直ぐ 日本人を 
君 じは 巧る 程好 評を 
搏 して 畳ます® 

何卒 繁 々御を 巧の 程 
希 上え す。 

主、 a 疆は蟹 巧、 シ 
ゥ マイ、 を 搭が あ-*' 
ます 0 


ず 文」 燒 

あじ 御料 巧 



巧巧院 域中必 、按領 寧が、 目 本 
郵お其 化银巧 乂會姑 巧き 法 巧 

を 巧 小 パ ホテ戶 

巧 日本を (特別 巧 ぁ 6) 

お 一巧み 窠自勘 单御出 迎申上 お 
巧 12 呈 Hiia Si こ San Fiisc タ Ca 互. 


レヤ トル 市 

NP 旅舘 

WO タ 6 を ^ s - so - weattl タ W さ h . 

巧車巧斯ホを ごー了左侧1<階建 
か 本 斤 胳顷巧 か 巧波戶 場を 逆 

ロス アン •セ ルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

1 1ち Man Pedro St ., Us ilngleies - Cal 


支 鄰巧理 

巧廳 茶園 

司 理人蘆 蓮 
巧 錢のホ じは 壁な 
の 御 巧 巧 じ 髓へ巧 
邸 含 靡の 御用 じ廉 
や V く お 蘭 巧卒相 
不獲ぉ 副 立 顔 度 0 
祗上御 ま 巧 申上较 


高等 御旅 纔 

東洋 縮 
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御料 理銳 "fk 
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万端 準備 r 整へ て 

日本への 橫斷决 巧 

道筋は 天候 次第て； 一! 方に 取ろ 

飛行を ハロルド •ブロム レー 手記 


間を 縫ん 激 船が 路ぶ ごる じ-をる 
かも かいない、 このが 路は 若し 
天候 じして 許すなら ぶ、 飛 巧 時 
間を 乂 、じ 短縮し 得る ど 信じて 
居る、 なけ 今 巧の 飛行では 天极 


寬 、ホ 井 荷 風、 をの 化 謀 本が 流 
わし 『淸 み納 言』 が紹 かされる 
など バリ 入、 旗く け 蟲 近の フラ 
ンスは 日本を 知 b たがつ てゐま 
ず、 な も' ホ ホる だけ、 H 本の 紹 


就て 巧み ど醬 報の 到る こどを！ かじ 努めたい ご おつて ゐ ます』 


一機は 約 五が W の 上を じ、 一 
機は タコマ 巧い 巧を 滞 ホし つ I 
巧 巧に 出發 ずる、 諸ち‘ レ 恐らく 
この 壯 おを こ； 數 U 中には 目 お 
し 得る であらぅ 

私ろ 架して 村 H 巧を 

へ 向けて ぉ發す るか、 あの 四千 
とだ 嗯の 太平 泮 上を 横斷す るの 
ぶ 巧 時で わる か、 どい ふこ ごじ 
おて はぶ だ- 寸徽 言す る こどな 
ホ ホない、 遊し 化は 機を 殆んど 
旨 目的-しが 走し なげれば。 らな 
い 彼 目 じある ので、 目下 これに 


京都に この 暑さ 

東京 特電 r ! 十四日 發 = 二十 
ニ □京が 附お はお 端攝氏 S 十 
五 巧 •八 じがら ア スフ ァ < ト 
の 路面 a ベタ ベタに ィ 'けた。 


がいて 神々 ど樂 をを へて 居る の 
I であと、 をの 愛機で わる タコマ 
; ボ纸は 一 冗が 兩 興が 化-^ 垂れて お 
I る のん なら 中、 燃 油を 瞥が裔 い 
i を 超 じあら、 化の 坐 席は 磯尾の 
I 奥が く あるので、 搜が 陸を 離れ 
I て 空-し 飛ば。 い 限ち なは をく 旨 
目 閒がト * ので ある、 機內 じある 
化は 單に空 斗ら がぶ へて 地上の 
ものは何ら見るこ ご：^,おホ；：：*い 
ので もる'、 ジ n で 

I 離 踏 じ 就ても おが こ 

のす 自由な 坐 おから 伸び 上つ て 
j 陸上を 眺める 必要を 省 < ためじ 
I 先 づ案內 機を ± 空 にが だし、 こ 
れを目 操に してぶ 巧 横斷飛 巧の 
首を じ 就かう ごい ふので ある、 


これは お 自身の 考 へで 目下 
化の 機化の 修 経、 揮 後 池が をみ 
化 調べ 等じ從 事して 居る ブラ ッ 
、•ホ キット |一 — 倉 化の 技師 パ 
クソン 氏が 發 ました もので お發 
の 際-し d 是非 この 方法を 採用し 
たいご 考 へて 居る、 栽が この お 
お 巧 計 義タ發 表した ロ ホ、 巧 京 
への 巧路 をで ぅ 取る かご いん 質 
問を する 人が ぞい、 この 点じ 就 
ては が である ' J " グド • 
ダ ッネ！ ちご、 今回 使用す るが 
まか 路 明示 器を 發 明した ゥキー 
ムが軍 中 化 •か 

… ：： 天候 不 をの 場を 等を 
化まして 云クの 針路を 提議して 
居る、 邸 も タコマを おを する あ 
は 機を 函に榜 じて、 M ン •々处 ス 
灣を巡 き、 玄れ ょら ウ てンク ^ ~ 
! ゲア ー の 巧 沿岸を 適 Vtj る 同地 
から 南へ 六+哪 じして ク キン • 
シヤー ロッテ 苗を 過ぎ、 ダ ッチ 
潰から ゥナラスカ島 じを き、 化 
處の 無線電信 府 から 天候の 模樣 
を聽 くこ ごじむ つて 居る、 若し 
化 ホに して 天候がず 良で みる ご 
すれば、 化は 南み 水路、 邸 七な 
船の が巧路 にお ふて お 京 じ おぶ 
が、 然ら ざる かさち 針路を 化 じ 
六十 哩の アブ ユゥ シヤン 群島 空 
な 巧し、 アッ 島からで 島が 島を 
見 ドし つ、 H 本 海が 岸を 目摄じ 
して 

……； 東を へ爾 ぶこ ごじな 
つて 居る が、 若し 化ホ路 が絕對 
じ 天 侯 險惡ミ ある 場を じは グア 
ンク！ ゲア ^ — 島 ミ タツす 鬻の中 


期待して おる •か 同時 じ おの 機 
の 位廣に 就ても 備付け た ラゲ ォ 
で 事情が 許す かぎ 6 藤々 これを 
巧ず るが りで ある。 

近く ロシア 機 

機斷飛 巧に 

ワシントン 二十四日 發 ：=： 五 人 
の 0 シア 人の 飛 巧 ± を乘 せわ 大 
型復 葉が わ 機 『ランド •オブ • 

ツビ エツ ト』 玻は八 巧】 日を 0 
て 首都 モス タウを 出發 

アジア 大 座を 橫斷 して、 北よ 


芝區 . S . 住民 驚 < 

ま 京 特電 二十 五日 發 n 愛を 
山 サィレンは 二十 一二 日 午を と 
時 過ぎ 不意 じ 梅 b 始め 四十を 
間續 いたが を隘 9 住は はお 午 
一巧 間の 響きに すら 耳を 苦し 
めて 居た のじを がた め ザ 病ん 
を 出し 一 聘大滕 ぎを 演じた。 


る々- 


寫眞 競技に 

邦人が 入選 

五 百 弗の 賞を 獲得 

ィ -1 スト マン •コダック 爵社 
では 過般 ホを ァメリヵ じ宜 b ァ 
マチュァ のの 寫眞 競技を 懸賞で 
で暮 集し っン あつたが、 一 等 賞 
じ a 當化 西な 四十 置 了 目 四肯十 
とを’ 居留す る 日本人 淺枝俊 雄 
(？) が 入選して 賞を おが 巧を 受 
領 した、 入選の 竊眞は 中央を 園 
の 池 じ 浮ぶ 白鳥を 箸した もので 
日本 蠢的 なをつ さを どし む 威 じ 
を 起さず ものである C 


ら r メリ 力 本 A じ 棋飄が 巧す 
ベ/、’！ 巧の 旅 巧を が、 燃 巧 
お 給、 巧 括 報を、 をの 化のを 
巧な 準 惦は圃 を、 おを、 商務 
を 省が これを 鑽 巧し 旅を をが 
もべ グリンの アメカ 媳領擧 じ 
ょもて 査證 された が 
一巧は モス カゥを 巧發！ てべ ト 
0 パク ロス ク、 々ム チヤ ツカを 
經 もして アブ ユ シグ ン篇 から 太 
ホ渾沿 俸に 出で、 心'^ アト^、 サ 

ン プラン シス n 、 '心 々ゴ を經て 
こユ —ョ ー タに 到義 すべく、 ムハ 

なお 力の 發 動機 ニ 偶を 備付し ラ ' 
ザォ のを 信、 受信機 も擺 がけて 
程る ミの こどで あ， 0 


海軍 飛行家 

歡迎 準備 

東京 特電 二十 六日 發 本は 
旣に太 ホが 横斷飛 巧の ブ n ムン 
1 中尉 歓迎の 準備を 整へ て 居る 
が 到着に 隙し お 軍の 段 機は 立 川 
j から 歓迎 飛 巧を なすと。’ 


耐久 飛行 

又もや 大記錄 

空中で おわ 磯から 飛 巧 機へ、 
が 油 やを 糧 おを お 給ず る 耐久が 
巧は 本年 一巧と H 、 陸軍 おけ ± 

のク 王ッシ 3 ン •マ 1 ク 号の 百 
五十 時間 曲 十み 十五 巧 どい ふ 記 
綠を 巧した W ホ、 その後を 地 じ 
驚くべき が お 錄が績 出しつ i ぁ 
るが， 目で 聖グキ の 上空を 飛び 
つ-- ぁる 『蛮, キ •。ビン』 我 
は ォプラ キン、 デ！ グ巧巧 巧 + 
が乘納 みて 

まる 二十 五 H の 午後と 時 十と 
を.」 はなじ 二 r 百 ご 一時 問を 連續 
してな ホの 記錄 二が 四十 六 時 
間を タ破 する こ V - 六十 六 時間 

ク で. ッシ ヨン •マ^ — - ク號の 時 

間を ニ 巧し 居ら 

兩が巧 ± は 巧 ホの 記錄 ニな 四十 
六が 巧を 突破 W ホ、 一時間 每じ 
な 巧 宛の 懸賞を を 巧して 居る が 


天 燥 ごを き發 動機に 恵まれて 居 {軍 じついての 


る兩 がわ ± は 今日までの 速續飛 
巧 十二 B 半を 二十 一 H まで 延長 
すべく 努力して 屠る。 


小說 r 乃 木 お 軍』 を '一 

.パリで 化臟 

山 田 菊 子 獲 執筆 

いま、 パプで 藤 旧 叢 伯 ご 肩を 
並べ、 H 本の 美しい あ 化^) 女流 
作 あ 『キク •ャマダ』 で-^ 一ら れ 
て 居る 元 9 ォン 領事 お 山 eJ 澄 氏 
のみ 壊菊モ さんがは る ば* 巧 州 
嫌 倉 じ' 住い 巧 堂 S み 弟を 訪ねて 
歸 つて ホた、 菊 子さん は リォン 
で 生れて 一たん 日本へ 歸ら- を 
京 芝の 聖也 女學 院を卒 へる ご 巧 
び 巧を の 

巧國 である、 フランスへ' 
巧つ て パリの 乂學を おてから 作 
家を 志し 『パレリ』 の 詩を を處 
女 作に、 藤 旧を 伯の 給乂 ちで、 
『日本 八 嵩』、 『が 御前 j を、 次ぃ 
で H 本 娘を ヒロィン じ小蕭 『を 
子』 を プラン K 語で 化 版、 をの 
他巧閒 、雜誌 じ 熱必じ H 本を 紹 
かし、 今度の 歸 朝ら 一つは パブ 
の 成る 巧 版 社の 依 おで 『乃 木將 
軍』 の 小 說を書 （ためじ、 爵つ 
たらので ある、 菊 子さん は 語る 
『おは 巧まで 居て また パリへ 歸 
るを をで ずが、 をの 描 じ 乃木將 


材料 を あつれ、 巧ら パリ 
の 親 聞 ど 雜誌じ H 本の 芝居、 映 
書、 流 巧 等の 通信を 書く つもら 
です、 現な バリでは 日本の もの 
が大 をけ で、 醫 油が 用 ひられえ 
酒 も 珍ら し がられる 日本の 模 
楼 がを ける、 义 鹽ホ葡 では 菊 化 


デビス 盡じ 

フ軍ニ 勝ず 

チル デ A 慘 敗して 

旣 報の 如〜 アメリカン •ゾー 
ンじ 優勝した アメリカの デゲス 
盃 選手は 愈々 强敵 フラン， じ 挑 
戰 して 觀を爭 ふこ ごじ：：* を シン 

グ八ス じは ナ タザ ン 、ロットを 
ダプグ には ゲ アンジ ンどア 9 ツ 

ンを 配して 蠻驟 、窠 f 日み 競技 
は 巧 余の 觀 衆を 前に 昨金廳 U バ 
ジで擧 巧され たが 講一屬 戰のロ 
ツ ト觀ボ 。トラは 六 I i 、 S I 
六、 六 1 禮 、六— 四で。 ダ V 敗 
化し 次いで ア> リカめ チルデン 
佛の n シ A !蘭雄巧聲戰どな^ 
暴 初を B にコシ H 1 ど顏 をを 
はした のは チ 八 デンに とつて 
U 窄 利で をる Vi の I 般フ アン 
の顯臻 を裏颈 ^ 

六 ！ S 、 ムハ i 一、 六 ！ 函ご いふ 
スをン ー ト •セ ブトで チ少 デン 

懷 敗し、 愈々 本日は ダブ グを穀 
ふこ VJi なつた 0 


:丰 J / 


ニユジ ヤシ！ で 

一二 銀行の 取 離 

こュジ ヤシ！ の 前を を國 上院 
證 貫で あつむ ュド ブーズ 氏が 經 
營 して 居る S 銀朽は 今回 突然 狗 
銀 巧 監督 宫の 手よ ちして 閉鎖を 


命せられ たので 頂を おは 銀な じ 
殺 倒し 一巧は 譬官隊 が お 動寸る 
ごい ふ十騷 ぎを 贿お L たが、 銀 
巧 經鹰の 失敗は 負 償を の 他の み 
よらして 明む であるが、 靈； .閉 
鎖され じ！ 銀 巧の 副 頭 化が ホ怪 
にも 裝漢 のために I 11 H 乂質ィ な 
ら 、釋放 後に 右の 副が 化は 觀巧 
當 局が 巧 等 自巧じ 同情して な 勺 
いこ どを 理 あどして 醉職 しわ こ 
とがん b 、 この 人質 車 件が 巧 巧 
のみ 幕。 何等かの 關 係が ぁち も 
の、 如く、 今回の お附け 騒が も 
これに 揣を發 して 居る ので、 如 
當商ど I て も 目下 愼垂 r 拳陆を 
調査 中で わる。 


准 巧 勝戰じ 入ら 

恩 西 選手が 慘敗 

ブグツ ク厂ン の クン セント 识 
築 部で 擧巧 中で をる ィト。 おリ 
タンの 庭球 ト ー ナメ ント じは デ 
ダ キ マ 瑜 の 恩 巧 選ず もお攜！ 淮 
决勝戰 じまで 入つ た. か、 遂に ジ 
ヨ ！ デ •タウン 大舉 のず 壯碟を 
マンダンの ためじ 六 ！0、 六 1 
一、 六— 一にて 懐 敗し 優勝 離は 

マン ザ ン VJ キン ダ® 師 どが 绿ふ 
こ乏に 皆つ た。 


ザ 


歸麟を 急いで 

上 山 草 人 巧ぉ發 

旣 報の 细く ワ ^ — K ! ス •ブブ 
ズ の超特 がに 出演す ベ （急 
電じ搂 しわ 上 山 草ん 巧は 昨日 フ 
ランク リン 劇場の 巧のを お， 
殘らじ 巧 半み 巧 車で シカゴ じ 向 
けて 出發 、巧 唯ょ 號巧機 ど 涼 
車の 連 給を 巧 巧して 二目 目 じは 
ロ！ サン ゼ八ス じ 到着、 直ち U 
映讀 撮影に 從 率し 巧 週 蘭 後には 
巧び 當化じ ホ 6、 を 地 劇 媛で 俯 
入 おおを する こご じ 3 つた。- 早 


テ ノ—藤 巧義江 - 

.資廳 炎 じて 切 蘭. 

目下 日本 じ 離な 中で ある ブー/ 
; 藤 お義江 氏は ホる 十 巧 馬び 楽 
壇 じ 立 も 十一月 じは 當 地で 溃唱 
貪を 開催す る こ W 5 なつて 居な 
が、 遜般 東を 巿ま 確め 日 比 登で 
樂會の 前 巧 突然 营膽 炎の ために 
帝大 病院に 入 b 切 满手鄉 を受扩 
ねが 經 過け 頗る 良好め 旨 入電が 
をつ た。 


成功の 秘談 

乂圃 まち 語を 話す 事 
は 成功の 鑽一裝 です 
本校には H 本人 お授 
じ懼れ た專巧 婦人 敎 
師を 6 想 切 じ 會諮盛 
信 义晒巧 語を お 巧し 
ます。 日 巧 週 H 共 じ 
午前 化 時よ b 午を 十 
時まで 閉校し 一 レツ 
スンと 十五 化づ I 
今 B 直 もじ ホ 校 あれ 


卷壽司 辨舊は 前日 中に 御を 文 
下されば 早速 御扁申 k ょす 
午前は 十 時まで 午後は 一二 時ょ 
らお 電話 下さい 

木村屋 

ぉ五^ -- 了目ニ一ニ八 
電話 ゥ 5 シ I 六 ニ 四 0 


TL T 

V* 巧 S 4 
0 欄 削け 

ミ CO 8 H 

F E 1 S 

R 1 が 

化 巧 里 

0 前 1 了- 

L C 


. 大勉强 

時 式 デン ナ} 
洋式 六十 仙 
支那 ま よ 十 仙 
宴 會 

洋式 丰 wi 軸な 上 
支那 式 一 弗 0 上 

細が 靑蓮閣 

参 シュウ マィ 春 溝 

優 頭、 尘、 H 曜 
雜宴會 用别聞 新設 


- 

ll jm 扩 


廢 


電話 プラィア ント 

ぶまぶ 畜 。を ま 

が 中 重 雄 

が 育 巧 西 四十 四了吕 
ニニー 二八 發ニ 磨) 
j ち 夏 ES 三 互 m 呈 P AG 呈 S 
ニ 2. ご 8 去 esi を ih 罕， H . Y . 口 

ぎす 晝害 3 


眞 面目なる ホ 曝 同胞に 巧ち 
なる 磯を を 巧 あず 

宮川 事務 厮 

が 育 あ 西 四十 ニ 了 目 百 ホ 一 ま 


電 

舊 


ブライアント 


ぶ お八 お 
丸ち 化 八 


無病の 體が 
第一の 資本 

海外での 成 巧は 
健康が 唯一の 力 


を§ 健 器 オキシ 
へー ラー 《罹 威 

オキシ 、— ラ— は 絶が にを 
b ふれた 厭!？ や 敷物では るり ま 甘 
ム 0 1 働の が 一心を 勝賊 しだ 械 齡 が 
が總 紙で ホ ゎます 0 オキシ へ—- 7 

I も 厳に 繫 《籍を 憩を し 
ゎべ く、 麗 V 」 载 it I かお 
ミ 品鬻驚 V 」 も 緊る駭 

化 一の！ I 厳揣 であり ま 去 

を i の 驚は 销磁 f く 

しては ssf もを の. 出 縮を 巧つ こ* 己 
がが がない ので ありま プロ 微 紙の 

義 じお 鬟 の 化を 歡 .、 て 臨を 

ま 育し ■配達し、 恥 m -、 jk るので 
あわを す。 J 乾、’'’ 献は をの セ § 

: 立が まで 放 萬に がって 巧齡 されて 
ゐ るので ある わら*^ げ挪化 作 


晒 も、 撤殻贼 鞋酣ち 巧 隙 離の 

術繫 f 、 繫 f 摩 ミて 

淸はれ ミで あまず 0 拋に縱 に 

.親'々‘. 踞ふ篆 の锻 賢」 か. 議 2 
がは 城 學 g 装が がが— を 

お 斬が まづい VJ か、 縱 じが 觀 い.、」 
、か 瞄れ ない 6 か、 飯れ る さか la 

も 巧 筋 こ鸣く 稽を議 な 
る お繼 にお そ 鬟巧臟 恐 か 

ら來 るが 理 W のが 威が でぁりまず 
散に 馨は慧 齡に涨 する 錢に 

¥ を 、蔬 P る 寮 1 の 
發繁 でを る S 麗ち機 も戲觀 

% 効なる^ 聪， 谢 でを ります 0 

生理 學者ボ I ロ— の 盲 

懿繫ボ - a ~ 鹏 かは' 啸く 
，駕 の義は 館に 繫’ "蠻を 
船ぞき 一の が 贈に 影ら だ』 


さ 誠に 動 ーぞを 6 ま ミ聰燃 脚齡 
の P して 就が もに P 

贼 魁す る繫裝 ち 賢、 齡 

燃なる 野満騰 態に ホる のでを 0 ま 
す、 離蔚 々は躬 臨 虛熙 J 數を孤 ふ 
るに か敞 して 驗 素の 幽齡 を聰 
かし 繊 閑の 中破の みに ては、 涨廣 
をの： I 監に 盤す る こさが ががない 
ので ありまず 0 されば この な 
る 載が でを る 除 素を 嫩贼 ずる 勝 離 
の も 隙を 鶴ず る 幽酱が おず るので 
ありまず 0 ホキシ へ— ラ 1 の ！！： eg 
は實 にこ > にがず るので を ゎます 

酸棄 あなの 自 なま 

ォキシ へ 1 ろ— は、 S ら嚇 素を 
戲 S する ミ マは ない が、 撤 働の 

蠻靜鑑 を ゎ擔濃 《舰臟 

化 諭を 祕 脚して その 厳 力を 齡抵ず 

る驚、 繁を|^换厳を驚し 
スが窮 の髮を 4 醋に 魁那し 

新嫩が 謝を が 慰なら しじる ので あ 

6 ます。 嫩し て 既ジ體 は廢 
さ 巧 叢され ス潑 把に 遽 
ミえ 腺鑑韓 の <黯 、お 

が索沿は11|^を熙齡し、 嫩はを 
齡 する をを いま。 触に 舰體 


織 一* 同 也が# 城に 或 勝す® は 

盤， 繫 さ、 - i は C も璧 

に亂 がれ* 巧が が 分が なる のでを 
々まず 0 

を 効 顧害锭 用簡單 

ホキシ へ —ラ|巧人：|!に&{ほず 

觸 i 魄が齊 、觀な I 震に 锅 

瓣 でを るか 巧を 《鬻 《齡 毀騰 

潔’ 栽の 議 蟹、 黑の疆 ど 

をのけ 簾を 臓 恐 眠 I 、 をの 徽 

むの 掠が にょるの であ ： が、 骄は 
竭 を駭臓 子る まで j 邮 礎し 隙 
1¢ を 撒が し、 を g が龄 I を 韻む る 
のにを' 0 のです 0 わく-て M 磁の 

震が 脑賢る ゎ、 黨 がが 齡殺 
して かれち 驚截は I 働み 磁臟 
喊齡幌 を 範じ燃 了が 辭$辦 

驗を S & を 緊 I がきで 
をり まろ 腑が V i | i 變讓 

を 城て i 範に燃 も 獲紙歡 にが 


. 敝に献 i " し t 燃な きをは 義 
わが 才キシ へ— ラ！ を截 いて 祕に 
燕む る 齡が盼 妙ない ので あゎ，. 古 
實に 才キシ へ— ラ— は^ がなる 

雄を 城 ふ 夢 賢繫を 盤して 

をの 巧 錦を をム ずるので あゎまず 

蕴く繊 賢を ミ、 緊徽 離ら 

る >敝 数なる 織 裁よ、 隙に か觸に 
あっては 殿驗 こを 贈 一の 數が でを 
る範 をげ 贤 せられた ぃ 。驚に 燃 
て 1 さる tc ま、.！!： 
銅く の 粥 孩を酱 めざるを 椒 ない 

ち囊は 酸 -‘ f i ち 離 

された こ おひます 0 恥じ® 麟 
教 も！； める におが がに 備 へ、 か 
っ が々、 臓 載を お锻 して 公 餓の磁 

がを 狐し， 賢 も 杜畿 船を 

豁歡 なるお 瞄 を微觀 せす、 盤 かに 
穀 を渺瞄 して' 刖も 聘く臘 厳を 
圓 傲し、^ 隙なる 觀 離® がに； k ら' 

れんこ W を 巧酱 して £ まない ので 

をり まず 0 


熙の 掠を S を、 繁 i 燃の が 
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を 川 八 ニ 八 ニと ニ 
上の 丸 あ 一九 四と ニ 
の衡 じて を 於擧の 結果 巧を する 

皆。 I 

か 前で 炫 "ン デコ！ ス 子ツト 
1 日 巧 八； _ を ニの 八 一一 一式 
2 靑木 化： 化 市 四 ニ 八 一 一一 冗 
3 な 本を 化 1 立 ハ 八 一四 二 
おは 執ず カップ 競技 大會は 八 
巧 十八 n ザ 巧の 豫を じて み 遇を 
員 白を 開き 巧定 ずべ く、 靑葉會 
け 八 巧 十二 H 焼 技會を 催す ど。 


社會 事業家 來紐 

大阪 々年 お 利 所が 事 お ホ 久ホ 
神 良 ホ趾貪 課長 木が お ま、 神 戸 
巧々 年 脚 長 中が 眞吉の S には 加 


ヒ！ ラ ー 發明 者た 0 前 島 震太郞 
氏は 實驗の i 者が 到 だる 爲め 
渡英を 延期し つ i ー扩 もしも 愈々 
八月 初 甸歐洲 に 出 j 度す ベ < 岡を 
お 發辭息 木 氏は 立 キシヒ ー ラア 
愛用者を 招待し 並 島 氏の 送別を j 
兼ね 懇談 曾を 開 又 針 蜜で ある ご 



齋藤 


杖 球 梅會の 競技 會 
Of 本が 球協會 が藤總 領事 カッ 
グ競校 H 十六 ホ- J - が •メ ダ八プ 
レィは 去る 二十 |一 日擧 巧され た 
が參 加ぉタ 敷、 I みが 績は 左の 如 
< a 野 氏 優勝ち でして 齋膝 々ッ 
プ ホ—’ み ダァの I を 通を 頂いた が 
昨が の カブ プホ 一ー グダ ア槽 ホは 
午前の 競技 じ A 十と を おし パン 

デ 十一 ニ、 コ！ スー ハンデ 四 ネット 
と0の玻巧女シ^得じるも午後 1 
CH ニを 巧して 入貨 せず、 當 H 午 
後の ベ 

グ 子 ダ、 


▲鄉里 送を 及び お 送を ( 爲手數 巧)、 か 固 
爲替賣 買、 巧 爲替な 化な 立、 信用 巧を 
巧 等 一般 銀 巧 楽 お 御 巧 巧 じ取投 可化较 

諸 臺灣銀 巧 紐ぶ 張 所 

本店 臺潰臺 化 ‘ト， ， 
ま 店 東京、 橫濱 、乂 限、 鄰戶 、上海、 漢 
ロ、 福挪 、厦門、 油が、 蛋 港、 廣 巧、 お 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 -ザ タ ビヤ、 患の 巧 

タ 力 プ タ、 偷敦、 ぉ外薄爲十四グ巧 


1 、 資本を 壹お圆 (を お 拂込濟 ) 

一、 積* を菁億 おな 五十 萬圓 

內化 本ち 店： = 橫濱 (本 巧) を 巧大蔽 
が 戶長骑 下 隅 名 古 崖 

橫濱 正金 銀 巧— ちな 

米國 をち 巧： = 桑巧羅 おみ ホ 布を 
其 化 世界を 國 重要 都 巿ニ支 巧 度 n グレ 
ス有之 候 ， 


本 巧 大扱化 演お了 目 
が 育 支店が 育プ。 1 ド* でー な 酉 十九を 

驚 住友銀行 

日ぉ巧^東京 構演 名右屋 京都 が戶 岡山 
ち ノ道廣 島吳柳 井下 ノお 
巧 まなす 司、 小 倉' 若 巧 降を み 留ホ碟 本 等 
本圃巧 金、 鄕里 送を 等は 商め 
て 御 便利 迅速 じ 御 取を 可申误 


本店 朝鮮 京 お 

ま 巧 ぉ 張 巧は 日本 內 地の 樞を都 ホ、 巧が 
滿 が、 支那のを 地 及び 滿 おな 德 

朝 鱗 銀な 紐脊 出張所 

み 画爲替 一般 级巧 業務 焼々 御 便利に 蚁圾巧 
申 上 候 


みみを、 社 憤、 株式 ノ貴巧 及ビ巧 
化 化 立、 J ま棵 巧が ユ御化 扱を シ 
• マス、 精々 當はヲ 御が 用 下 ナィ 
娜！ § 藤本 ビル 7 日 I 力ー が 巧 沛ホ會 社 

藤本 證券 會社 

同を おで 巧 

间羅府 出窠巧 

同み. ホ化娃 庙 

目 一 


@羅 が、 を 港 お 化 (ホノ^ 八經 由) 

羅府發 桑港發 

(午 居 ニ お出 化) (正午 あ 机) 

を 洋乂 八月 义日 八ち 十四日 
シベリア か 八 巧 か 一二 日 八巧廿 八日 
大 が 义 九月と 日 化 巧 十一 日 
天泮 化 化 巧 二十日— 九巧廿 五日 

あ シアトル 出奶 (午前 十 時 出帆) 


巧濱乂 
=1 島义 
伊豫 化 
鮮岡乂 


八 巧 九日 
九 巧 四日 
化 巧廿一 日 
十 巧 十 化 日 


® 淪巧慶 日本朽 な 化 

香 化み 八月 十日 
熟 田 狂 八月 サ一 二日 
を 島 お を 屯 日 
~ A が 育 出帆 西を 馬烧由 a 本朽货 1— 巧 二回 
▲蹄 お 取な C ザを は缺洲 巧、 南 ホ 巧 化に 田を お 
經 由た 平洋岸 巧^ お 船會ホ さお 約を リ乘姑 切 
巧 等 萬 事 御 使を でか 計 ひ 申 上 支す 
A み 國鐵道 切 巧、 Y ロを 等 t 御 化を にお 計 ひ 申 
上 え ず 一 


シア ト一ル ぉ 帆 (午前 十 時) 
わら ぞな 化^ 八 巧 十 化 日 
あ ふ 6 か 化 i 八月 廿 よ 日 
るん どんか \ (坡潘 巧 化〕 八ち セ 日 

'►一 签巧漬 ゴお在 巧 ， 
化 L 比 リす丸 るん でん 化は 一 瓦 五 巧 
▼一二 等 日本 巧 里 五 巧ぎ ま おな 遣を 巧ま^^ 
▼御を 望に 依り 一等 現 S 往復切符 資巧致 巧ち 

ロス アン お ルス お 化 (午後 一二 時) 
らぷら じ 一-化 八 目 十四 H 

さんごす 化 九 丹 お 日 
►一 ま 镇濱ニ 一二. 0 を 化は わい みき レら み 室 巧 
T 待 別 S 等 日本 巧 直 ホ お 巧 ▼一二 學 a 本 巧 五十 五 巧 
▼を 落 提か巧 お 車 切が 窝 まを 諮 入 街 啓 旌化リ 巧 
▼紐 育 線 バナマ お 由 B 本を が 一® 物 無 巧】 面 



_ 雜算 陶碟器 
_ 一 ちンプ 及びを 

去 洋寶易 採 ま會社 

- 支 巧 ホ 彼を、 ボストン 


陶祗黑 雜貨頸 锁販賣 

S 1 蔑 木 桃 ホ 紐 


雛械 日本 ドライ グ ふ廟會 


H 本 陶盛黑 雑貨 類卸寶 

ホ元ブ タザ ー ス 


遊ンデ ホ. 八 御金 八 

n 本 內地ノ を、 が漬、 

糖 式へ 御 投資 下 サィ. 

卸 手 持 証券 ノ棵管 二-まを ナ弊 
ぶノ 「保護 預リ」 ヲ御 別-巧 下 サイ 

戰村 證券が 或會社 

紐 育 おお 所 
買 本を 資千 お圓 本店 大阪巧 


文 あ 0外 總務 、巧 ホ、 お 伴、 宴 
曾、 見 學を部 顔觸れ 確定の 發表 
を視 ず熟必 なる 同胞は 一時 も 速 
かじ 其を おを 遵學し 化際步 駒を 
I じして 準備 じ遺算 U きを 巧し 
じし どの 聲裔 ま**' つ i をる だ， 
庶務が 長 鹏井义 氏 巧を 員 香 西 
巧 郞のニ 氏は 去る 二十四日 先 
づラツ カウ 玉 1 地方 じ 出動し 
出 浦、 を 膝、 名 殴 庶務 委員 一 
巧 ど 合して が 人 商店を 歴訪し 
たる じお績 非常にな 巧 じて 人 
員は 僅々 一二 十四 人- ゴ るち 
ホ處じ S 巧 九十 ホのを 附應黨 集 
を 得 (前々 號旣報 前 田ず 洽 氏を 

五 弗 ど 共 じラツ ホウ 玉 1 は 一二 十 

五 入 I 二百 化 十五 弗 一人 十) 鬼餘 
ホ 均と なる) 一人を も剩 さや 募 
集じ應 じを じ 本紙 前號 までの 所 
裙 V / 累 剖して を 千を と* i V 巧 じ 
_ 達する の 盛况を 示して 居る。 右 
《をを 額 左の かし。 

を 二十 五 弗 宛 佐 藤を 作 巧 村 
嘉十郞 山本吉 
を 二十 お 宛 出 流 幸 I ニ郞 夫妻 
を 阪がホ 山 田 巧 隙 山 本 新 
明 (馬 媛が 八.‘ セ ロ替 一二) 

柴 出な あ郞淸 岡直衛 ‘ 
金 十五 巧 宛 小 ぉを】 が 鹿 島 
市松 豊豊進 戈 橋を 藏 (お 
浦 作 お、 み永淸 藍) 

金 十 巧 お 上 旧を 4 佐 野 軍 次 
寿 田 富 藏他田 痒 雄 橋 本 吾 
二 一が 松 山 施 ま k 子 都 佐衛芳 
金と ホ 泉 屋义之 
金 お 弗 お ま部寬 ^5 橋 本幸モ 
を ニ 一巧 坂 ホ 甚吾 I 
を ニ 巧 宛 伊藤忠 下 旧 巧 巧ん 
が澤淸 を衔橋 本元 策宮川 
を 之 助 
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資本を 
拂込濟 資本を 
巧 ホを 


を 倍. 圆 
六 千萬圓 
六 千 四な 巧 旧 


本店 まを お 日本 橘. 帖ぶ革 爆 巧 五眾地 一巧 

支店 小 檐日蠢 を 巧 帝玄 橫巧 

名 も 馬を 都 大度 西 (大 防) 神 尸 
廣お 下期 巧 司 巧め 楠 岡 長 格 
上が 倫を 志 巧 刺 ル 
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故 お入爲 を、 電信を を •並 送を’ 旅行 信用が 
巧萊 信用 狀其他 一般 銀け 業 


ニ秦 銀行— ま 巧 


巧 ま 

をが 

鄕 を 送を S 本を 地 無手 敷 巧？ 理 速が 投 
.本 お 預金 (を 期 通知 ノニ 巧) 御 距利化 巧 
本 支店を 巧 (本げ〕 大 阪神 ロ 巧が 
所在地を 古 唐 小 お 一 上海 淪敦 


陶强 語、 雜 貨卸賣 - 

森村ブ タザ L ス 


日 木陶斌 器雜貨 ~ 

ラ厶 プ卸賣 


祭良賛 易商會 


日本 郵船 曾 社 {並 ニを 鐵道會 お) 一 

代理ち 巧 欄 兄弟 蘭會 

乘 車、 乘船 切符 ホ じ 小荷物 運送 倒^ 梗巧じ 取扱 中し まず 


T 寧の 巧 刷 ど 精巧なる 仕上げ 一 

時日の 迅速と 權實 。校正'^ が 証 


巧 刷は 紙 育 新報へ 

I ■ - I ' -I- ' ■ II > I t I 1 ■ f vm (/ TII \ tl ) l } v /.' J . ) 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違^む く 新報へ 


が內西 十と T 曰 十 二番 十 階 日 
をが じ 於け る 巧 字 言論 機關の 

權成 、をが 新報を 讀 まね 人な し 


廣 をは 紐 育 新報へ 


ff 


巧 聯 スペシャル 
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茶 そだ 

をつ さを と 

風辣の 良い 


か 桐 兄弟 商鱼 
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便利で 德 用な. 

削り 鑑節 

I を S 十 他 


桑 山 請 立 

ニ A SST 芸さ WT : N . If . C.j 
さ 呂 でさ 一 呈す ミー 21 ち-岩？ 7 一 


ト タンク. S ? 巧 f ゾの 

及び ス チ！ マ！ トランク 六 興 化 
十 仙、 丸 弗 置 十 仙、 十二 燕 あ 下 
她 、かし 許 b 使用した 鞠 類 一巧 
ご 粟ぶ び 五 弗 
12344 是 h 芒，- Gor . 左を ぎ IU 


謹吿 

大 暴の 巧 柄 皆々 樣御撤 益々 御 
^ 機嫌 克く 被爲 居候 段 奉 質 上お陳 
; 若 夏季 じ 際し 弊館ッ ランク 弁— 
ム 整理の 都を も おと 候 じが 數年 
ホ 弊 館に 御 取 幾の ブランク 類は 
ホる 八ち 十五り をに 御を 巧 被 成 
下 度 巧 巧 ま 氏を 巧が 不致 をは 同 
日 W を 弊 館-.: がて 一切 黃 巧を 滞 
I び 申 間 敷 候 

先は 暑中 御 伺を 兼ねな 化 h 化 段 
廣吿仕 お 敬白 

昭か巧 年と 巧 

住 旧旅舘 

薑皇 sh S 穿 瓦 
ジ一. Stuyvesan こ 黄 1 

，こを 園 じ 近き 閑靜 '居 
佳ゴ 必地宜 き 綺麗なる 湯 
殿 じ 隣接したる 部 接 貸 度し。 

Bur ミ. 享 - B -1 A 14 去. 120 ih St . 

ジ 量— 雲 edrai 5441 

らお 通り ニ 室 緩き、 夫 
婦のホ 又は 二人 じょ 

し、 室优 低廉、 藏 巧は 至 醒惕が 

委細は 左へ 

呈査ち SH 1, 1 さ 占. 養 St . kati 呈 y 43 ま 

尋人廣 を 

熊本縣 阿蘇 郝錦 巧が 宇 岩 お 
お 身 

西 本文 藏 

右は 大正！ ニ 年 紐 育ょ ちな 鄉じ 
义 通わ b しま、 其 後み ホ巧不 
明 じがき 本人は か 論 御 知ち の 
御 ホは 下を 迄 御 通 か 下され 度 
御 颗申慑 

お 本リ々 

P . 戸 ロ吉 巧す 1 ぎ nde . Gal . 


トタン クい uli 

ィン ノ！ ベ**— シ 3 ン トランク 

馈お弗 お 十 錦ょ も 十二 弗 五十 姻 
豈で si 置 ih Streei 


掛金の 回收 


雲 


支挪お 

絕の 約ち 
等に 願 
が 失敗 
御用 命！^ 

キヤ 心 


諸顯 を、 不渡 小切手、 ま拂拒 
お、 僞を 株を、 典 同經營 詐欺 
巧 禅‘ おや 化を 人 や 其 他の 巧理人 
たななら の も 引受けます、 河卒 

' 0 
し 

ル •デ テクチ— ブ * ビユー ロー 


陶^器 雑貨 卸賣 

春 巧廊會 


艦隊 歡迎 齡跟 代表 側 も 


がが 鎭が府 は 傑 友的關 係で = 
MB 本協會 前を 頭 招宴を 揺議 


寄附 金は 千 弗 突破 


巧齿 が留驗 巧め ホが じ數 しがが 
同胞：£,な、む数方して歓迎のぉ備 
を。 しつ i あるは 本祇が 報の か 
< でを るが、 內山總 領事 巧 巧よ 
ちがを ホ、 第二 あ 跑を襲 司令官 
化 じ H 本 協 食 削會巧 タフト 氏 等 
じ 宛てを 巧が をを まに 通碟 せる 
に單 しが 肖 巧 じ 勿を 孰れ も 熱 也 
.じが 迎の誠 巧を 诲 せて ホた。 ま 
_巿 煤 ザ 巧は 巧に 華 おおず 當 よ-^ 

I のをみ じ 接し 居 b 且つ 僚る 的顆 
一 係 上歡迎 じを 加す るは 云 ふまで 
: もな <、 H 本協會 にがても 巧く 
ー醉 部を を熙 きて 概迎ホ かを 巧定 
一ず る當 である ど 傅 へられて 居る 
i が、 前を 頗 タフト 氏は 目下 避暑 
j 中 U る じら 巧らず 旅 巧 先よ ち 巧 
紐の お 巧 役 チヤ！ レス •ピ 1 •リ 
— デン グ 氏を 經 てみ 山 線 領事 巧 
理じ對 し 二十 ニ：：： 付 じて 

タフト 氏に 巧た る 十 お 日 か 貴 
餓 じの b ホる 十 巧 H 本 練 湾 お 
巧當 化ホ訪 の趣拜 ま、 间 氏は 
目下 休暇 避當中 じか 貴翰 轉送 
化 おおちは 日本 協 食々 頭チゾ 
ン巧ホ じが 蕾 ダン パ ァ氏等 じ 
がて 適當 なる 施設を なすべき 
を ごが 候へ な タフト 巧は おし 
ち 方の 街 都を 宜敷 慎は ぐ词々 
官 ぶび 雷 立たる 將校 諸氏 等を 
御 招待 中 上 度 おじが 一夕 御 保 
留相賊 巧 旨 申 通お樣 小を を 下 


かおと おを々。 

ごの 阿 答を あせ、 が育巿 長傲迎 
を 旨 長 じして 祠時 じ酱務 總監た 

る グロ ゲフア •エ ー •クエ 1 レン 

によ b は 『十月 五 U 淺瞄磐 手の 
ニ 染洋篮 よ b 成る 日本 ホ 越練潛 
お隊が 巧村吉 一二郎 中 お 司を の 下 
に當化 ホが の 旨 御 辿 知 被 下 奉 謝 
ト：惕 小生け ボ どしての をを か迎 
を 用 想 致极義 をな 快 ごし 且 腊 
除が 育 暇 泊 中 乗が 將± 卒の献 を 
を 謀る 樣 巧な b ごも 條カ化 pS お 
巧 卒お隊 入港 前豫め 小を を^を 
意 被 お F おが 御が 賴致置 保 J ど 
の 申 おぁら、 裝 二軍 幽紐 ホ 面 

司令官 エブナ • •ィラ 乂少將 

よ b は 二十 H かを S . て 一 I 
ネ ャムプ •ダックスよ 个歸 な 
に 際しと 巧 十と 日付 實 じて 
巧 村 中 お 引率の 淺跑 ホ兩お 
の ホが 巧 並に 航路を を I 誌 承 仕 
お 小生は 十月 五日を/^ は 巧 後 
巧 枯お速 かじ 巧が 中 どの 會 
是を 期待し 居ら 岛つ省 司令部 
皆轄 都下 方面 巧を 巧/表する ホ 
圖 陸軍と して 貴で ぶー 御 便宜を 
謀 b 可 中が ほ參謀 ォー • 
エチ •サ クンダ ァ を ご 御 接 
觸 被が 下爐 お ホが のを 務御巧 
を 被 ド お樣 化を 得 貴 息 お 化。 
處隊歓迎會を腦部^^旣じ組み立 
てられたか、 を部^一^員は媪務、 




日米 文化 學會 創立 y 


クリ— - 


ィ- 



I ガン 謙 氏 の/ 主 鳴で 


紐脊 日本ん 會前馨 おお 巧 
^田柳が巧が 1 昨タ餘朝中巧巧じ 
- 日本 文化 學會を 創立 L わる 事實 
_ け旣 報の かくで あるか、 同を 會 
を 中 也 e して 運動を 進めち 田 氏 
j を 年の 宿 巧たら し H 本文 化が か 
'一機 il を 紐を に閒設 ずるを ごな b 
I n 0 ム ビヤ 大學 總長バ トク ア巧 

|± 、ト— マス •ラモント 巧、 ジ 

~ ぶ U ム •グリ ー ン巧 等の 務旋 
一 じ 化 bw 乂學 圖審お 内の 一ゥキ 
一 ングを 一 ニケ 年間 化 用し 得る 契約 
- かな し n U ム ビ ヤ じ て ‘レ キ ユ J 
- レタア どして 巧 旧 氏を 迎 ゆる お 
式を 採 ゎ i ニ 変、 ご 一が、， 乂 倉、. 哲 
巧 省、 巧大 '本願を、 早大、 其 
化を 力 かょ b 帘 贈し 巧れ る 絵 溢 
I 萬 鶴を 物 等 お々 剖 培し 因 下 
i 陳列 整總を 急き つ i ある 
I が、 一方 グリ— ン 氏を を：！； お だ 
i し、 チゾン、 ィ— ダン、 稱 木、 

I 山な、 巧 田の 五 氏 争を 員と ずる 
I 則を を 良 台を 開きた る 結 お 力作 
I 一 ナュア •センタ アの 目的を 化を 
- 脚る 巧め 乂入 をち ホ ごする 口 米 
义化學 をを 創立ず るに ホし ホる 

ニニ 十 U グ 


ベく あ 曾 員は ご ケ年五 弗の 會搜 
を負擔 し、 かじ^ 持き 旨を 寡 集 
して 瞄 ホの 活動^」 援 くるを ごな 
るべき かど 岩 - VO 


が 評を 博し， で 居る 


酸 墨 健 器 

前 > 氏乂巧 渡英 

巧を イキ/ ンヒ！ ラア獎 蝴爵々 
ま 前 島 農 太が 巧 ぉ 明の 酸 索が 健 

器 オキシ ヒ^ラ ア が碟經 及び 他 
のを 废に 化- 广て憐 がさ わ 之を 導 
モ -V 油 じて 被 力を 巧學 的に 人麗 
じ 適用 ずれで 生活 體 の 某 本た る 
細胞を 舰现じ 細胞の 述績 である 
ふ 臟じ波 お， しぶ 連動を 强く 且つ 
ぶし <- ^ 了が 吸を な （- i、 隨て 
體溫を 整 -观 し 脈搏を 順位 U らし 

わる、 巧 部すー モ •マグ 子ブツ 
ク •インダクション ど稱 ずら 自 
が あ 法 S ' 特徴を 接 揮す る じある 
.とは 爽米视 スペイン 皮び ま 邪 じ 
がける 專沒 特許 証に 娘り 明白で 
をる。 をぶ 當巿西 二十 ST 目 お 
十 S を 窩水グ 9— ン クオー グド 
巧を じて 躬部 一手 贩資を 開始せ 
1 ン 委員を ホ 惟み する にを 近 1 米 人 よらの 霜を 顿じ 
を 汤をダ クン タウン 協留 内に 開激 あし ホら たる 爲め 今回 巧た じ 
き W 時 じ 測な 泌會を 煤し を 負長オ キシヒ —ラア •セ—^ マ 《n — 
副委 貸を、 醉學 、曾 討 等を 狸 お I ポ レ— シー ヨンを 組織し 商 木 グリ 


し 巧な じ 於け る 父 化 學的ど 聯絡 

; 提携， レて カグチ ユア •センタ ア 

_ の 巧が を 期す る ミ ごな つた。 新 
- なされる 峭 体は 數 にがては 米 人 
i をぶ と L 化 おが 人 も 之じ參 加す 


! ン ウオ^ ド 巧 會社按 1 尚 木 巧 巧 
郎 にはぶ 業^がら セ！^ ス • n 
—ポ レミ シ ヨンの お 萊藍情 化に 
贩 質ので 而 'ど 巧ら な當 ずろ-^ ど 
。つた 由。 がて 挪 が 中の オキシ 


掛 じがけ る 社會事 巧を 大會じ 出 
巧 後 まる 二十 お 日 着 紐 ホ ブルマ 
ンダア じ 投宿せ るが 本 目 ホ 日出 
を 渡欧の 由。 

薪 原 山崎兩 女史 

本 巧 巧 巧 加を 陀 モン トリ！ ホ 
おじ 觸 煤？ れた圃 際 看 謹 婦大會 
じ 日本化 表 どして 出席せ る ホ 十 
字 社の 获 風が 子、 出帖 文す 兩女 
をは 數日前 ホ 紐し 目下 H 本俱樂 
部に 滯巧 中で あるが ホ內 看護婦 
醬 宿を、 病院 其 化 視察の 上 不日 
桑 巧 經も歸 朝。 

ベイ ヨン 夏 瘍恐備 

旣報 のか < ベイ a ン 夏場 ウネ 
I V ケ！ ム は郡檢 事のを々 に 恨 
b 使用 停止を かせられれ 爲め一 
般的じ 恐 礎を まじ 居 b 邦人 當業 
者は 円 下 新規 計畫の 善後策を 譲 
究 しつ、 も b (ホ 六日 午後 電話) 

! な 人 私人 

•石 本管を 巧 赤 尾が 會 支配人 
夫人み 息 同伴 次週 巧曜 n お發西 
巧 八 巧と H 晚港 出帆の" ン ドン 
化 じて 歸 朝し 約- ヶ 年間 滯 な。 
♦化 山 群み 郞氏 フ 0 リダ 州 マ 
ャ ミ甫寫 ぃ 業者、 今 遇ち 曜 おが 
♦川 連淳 一巧 高 岡 島 商 お 巧、 
まる 二十 阻 H 西部ょ b 着が ホブ 
グ モン トク レ） アじ巧 宿 八 巧 一二 I 
日波 歐の尝 • 

•化 喊盖る 郎氏 同上、 渡歐。 

さ 橋 ル 巧 作 巧 ホん 慶事 太 西洋 
ホ 橋 ル 商店 ホ 橋 爪 典 作 氏 夫人 方 
じ 慶事 あち まる 二十 五 H 女子 出 
を 母す 典に 健が。 

♦吉驟 藤 一氏 ォー シアン 巧 ま 
國 商店 ま、 育 腹 炎の 爲め アト ラ 
ン テック 市 病院 じがて 手術 加養 
中の 處 逐日 輕 化に 魅き おる 由。 

一 •が 鐵次氏 ビブ ッバ— グ袜商 
庙 ま、 昨自 午後 商用 •してが 紐。 

ホ 戲古特 信 
◊曲 お鹽 じを 養招涛 リング 
ブング 兄弟、 バ ー ナム 禽 社の サ 
! カスは 目下 當ボじ 於て 興業 中 
であるが 二十 二日 巧 内孤琼 あび 
B 曜學校 斑 童を 招待し 無料 悅覺 
せしめた •か 巧 數實じ 一巧を 千 じ 
ぶび 同胞を 量 十 數名么 じがつ わ 
◊一ケ 年間の 離婚 數 ンサゴ 
ボを中 也 どす る クック 郡を 体の 
昨年度に 於け る 離婚 數はホ 千 お 
なと 十が で 結婚 四に 對 する 一の 
離婚 數の 割を である 日 
◊が 電氣 機銷車 試用 今回 シ 
かゴ じがけ る 電氣機 關華使 巧の 
先驅 ごして イタノ ゴ •セント ラ 

か會 社は 九十 顺紋の 機 謡 車を 用 
ふるこピ ： したが巧禽祉は旣*— 
り ）カ グ紛し 限 6111 年が ょち お 
化を 質 巧して ゐ たが 機關車 設備 
は 今回が 始めて だ ご。 

IH 職說教 

♦が 育 n 本人 敎會 
『進 ホ 的 生活』 淸水 牧師 
♦基な を 修道 會 
『趣 ホを』 椿 牧師 
♦日本人 美な 敎會 
『題 ホを』 商 橋虔氏 

M を 事が 一週 十击 巧、 

窺 巧は アグ バニ ー ど 
ピブツ フキ！^ ド •ロ 1 ドの 中 
賴、 乘お、 水泳の懊あち、 ア 八 
パ 三 1婷お 填 迄 御お迎 します。 . 
爭 S . H _ E . ジヨ卢 丟 sUeb 豈 き， 严 Y . 

ジ 一 . Lennon ニ 7- F 1 W 



0 本 お 巧 巧を 餘 
が 育 支店 

Japan Cotton Trading 。け Ltd., 
2 Park Arenue* 

TeL Le お nston 8787 


■ぶ 


甫巧 がが t 巧 ホ g 化 
はる 事み 巧 

South Manchuria R. R. Co., 
Koom 202 ら CanAdiatt Paci 巧 c Bldtr. 
342 Madison Ave. 

TeL Vanderbilt 4135 


询 川保換 事務所 

比 Segawa, ln>ura 凸说 Broker. 
303 巧れ h Ave,, 

Tel. Caledonia 4100 


1C. Mildmo れ 

地 Icimoto P •出 rU 
535 Fifth Avenue 
Te!. Vnnd が biU 2519 


巧 巧 巧 事 株を# が お育ま 巧 
Uchida 1 radmg ^o., Inc. 

11 Park Place 
Tel. Barclay 1576 


大 倉が 铅巧支 巧 
Okura 在 Co., 

30 Church St., 

Tel. Cortlandt 2292-93.94 


島貿お 株式: 會 it 
Shima Trading Co., Ltd. 

1 目 0 Broad way 
Telephone Rector 1484 


S 其 株 ま會お 
化理巧 
なお 巧會 
1 如む oadw 化 H. Y. C. R が for 巧 目 4 

Fa 加け； 3S-10 3 郎 1 11巧 •，し 1| Giiy 


巧 まを か 赤 尾 商を 
Ak&wo & Co リい ん， 

2 さ 5 ド お h Av も 
Tel* Caledonia 9758 •另 9 


巧 巧みを なをる 化 
A.sano Buftsan Company 

Room 801-805 
1 ち 5 Broadway 
Tal. CorUa 田 か SO がぶ 052 


H 井 お まが ま會 を 
お育ま 巧 
Mitsui & Co., 

65 Broadway, 

Tel. Bowling Grean 7520 

巧式會 なち 井 巧 巧 
稱育お 張 巧 
Iwai & Co., Ltd. 

Wo ぺ WO け h Building ， 
T«l. Fi じ Roy 8660 ぶ 1-62 

H 菱巧事 巧 ま會を 
が 育まな 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(MiUubUhi Co" Lt ん） 
120 Br oadw&x 
Tel. Rector 2560-2564 

曰ネホ 糸な ま 食せ 

巧 か 名を な 

日 ホ 生糸 巧 式を 社 

化を 支 巧 

化を まを 

なち ま； 巧 

NIPPON Ki-ITO KtiSHl. LTD 

Hara & Co., 

NICHI ぶ e KHT0 KABUSHim K がが A 
(NICHI ぶ E! KHTO CO, LTD.) 

1 WO Park Avenue 

443 Fourth Ave., 

1 Park Aven み 

Tel. Ashland 妨 20 

TeL Caledonia 7830-35 

Tel. Ashland 6246-4^-48-49 
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沒 h でぶな jm が 巧を ffltm ジ巧 


WE 日 化 SOAYJU け 31 け 巧 



んは 知ら じく も あるまい が 曰く 
こんな ニユ！ ス はいか。、 です、 
曰く この 暑さ じこんな 話は どぅ 
ぢ や、 等々 ご ニ =1 段ヌキ の大活 
宇で ベタ {、お 巧は 巧手の 新 
聞 政策 か 知ら 0 が、 さて 讀んで 
居で も 暑、， こご/ 



戯詩銘 々側な し 

地主 延之巧 君 

彼は 勸 魁を、 彼は 森が の 大黒 
柱、 彼は 能率の 巧 進 家、 而し 
て 新 夫人を 持つ 彼は 飽 福を。 

總 ては 能率 じ、 彼の 頭 じは 常 
じ 能率が 往來 する、 

をれ だけ じ、 彼は、 新ず 伯の 
やぅ；：^ 造作 家 だ。 

けれ 共、 人間は 器械で ない、 
彼は、 曾て スブノ や クラー ク 
スの 働き 海 所を 巧 動して、 能 
をのを 進を 計つ たけれ 共、 巧 
や 伯の 肯都復 巧の やぅ じ 失敗 
した、 能率の 悲哀。 

日本 お 樂部會 をで ある 彼ょ、 
願 （は 能率せ 進を 理由 ごして 
今の 食堂を 寢室 じしたら、 ダ 
ウン セラー を-国書 室 £ する 勿 
れ 、をれ は、 お突き、 ブ リツ 
デ、 が 力 ー、 をん， へいの 能率 
を 侵き する か'-; 


質を 间素ホ ごょ ぶので わる。 た 
とへ ば、 をは 逆 お 段 偶の 间索ホ 
から 巧る。 この 窥の同 索 ホの 一 
は、 ブ •チゥ ムの變 化の 結吳 ごし 
てち 得られる ので わる。 ア スト 
ン巧 七' は、 ワン ン トン • 々—子 
V — 既 究所蝴 巧 學實驗 室の ディ 

1 •てス •ヒゴット 愧± が提巧 
した/!^ ユー から 巧る ブ 9 ゲ 
グト VJb ぶめ づ らしい 鑛物じ 
ついて 鉛の 硏兜 をした。 かの 為 
眞 じは' 胳モ量 ニ 0 との 鈴を しめ 
す 線が 化て & るのを 發 見した。 
(鉛の 原子量は ニ 0 六で ぁる) 

ラ デウム 、ソザ ゥム、 T クチ ニ 

ゥムを 一二 巧 素 じして 鉛を 導き出 
す 放が 館の 過程が ぁる。 

ァストン 博 ± は、 ニ 0 との 豁 
.の 同 素が は ァクチニゥム のみ 解 
じょる もで ど 信じて ゐ る。 アク 
チ ニク ム^を 解 じついて は、 殆 
でかつて1!3^ないのでぁつた0 ラ 
デウム 及び y の 類の 元素 じつい 
ての 最大 權 である ラザア •フ 
オグ * ト 卿は 王. ストン 虜± のこの 

結論を 肯定し \ た。 


ニ a 


身— ク 春；^ 

をを 横 斷のプ 日 


大紐脊 


九 ニ 九 年 版 y 近く 發巧 


本 おが おじ 箱赛發 巧いた しました 『大 が 育」 は、 幸 ひに して 
江湖の 淺< がかき 好 邦を 巧し、 遂にを が.： 册殘ら 乎 巧 切れ ご.；； > 
かました、 化て 本 化は 裳 一版の 巧を をを が 巧た じし、 頁数を も 
巧 加した 千 九な サ化年 版を 巧に 發行 する こご 《 なら ました、 正 
確 じして 且つ おらし い 統計 ど 事實を 基礎 じして、 刻々 變 化する 
巧が 『大短 育 J の眞 相を 巧 ふるに 遺が a きこ ごを 期して 居 
す。 尙は定 憤は 

豫絲 ホを 者に 艇リて 

特價と 十五 仙 

發刊 後の 御 購買には 


を價金 


弗 


- をし 主した、 速 かじを の 巧 中 込みを ホ留： いたしよ す- 


と 巧 化 一日 


紐 育 新報が 


♦タコマ、 を 横 斷のプ n ム 

ンー磯、 お發の刺那じ不を轉覆 
ず、 惜しむべし^ され ど 日本の 
橫斷 磯の 如く 飛 先き から 幽 
靈 じなる よ b は、 屡る。 

♦ィぞ 9 スの 首が マッ •ク 、十 
巧に 渡 巧して 英米み 親き 策を 誰 a.db 

ずる ごか、 マック ムバ ー トの勒 I 装 UM 心 
談 、國瞭 巧な 大芝 を。 I . 

♦巧 角鐵 道を 巧收 でむ ま 抓 も 
巧强の 諫言 身にしみ でか、 どぅ 
やら 一 應還附 して ホが 談 巧じ應 
やる を、 を 度は 0 シ广が 左樣じ 
懲為 くを 知。 すま じ、 \ 怯 馬プラ 
ブごプ 日 パボン ダの 唔 巧。 

♦あ 頃 チン フラン シ ' K コの兩 

大邦ぞ 新聞が 珍 標題の 競ず をし 
て 居る、 曰く ホ 國婦ん ら失戀 す 
曰く 馬の 臭いら のを 巧 ひで 


る 


山を をる の 記、 曰く 正を ど 化ち 
の資產調’へ、 こんなこ^は日本 
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露ミ國 交接 近、 し 

ア/ リカに 調訂 ，.に 依賴 ずろ 

願 境の 兵ゾ- 退け 緩衝 地 帶巧設 

• 束 京 特電 か日發 ==：：：：= 蹄な 难 信の お 中る 巧 じ 化れば 巧 去 固 境附巧 じて 反 過激派の 白色 系。 シア 人 
が、 項 b じ ホ 街 軍を 幾 ひつ i わる 巧め' 恣ぞ兩 おは 劇か蔽 1 ら 巧を 退けて サ峭に 直る 緩 街 化 帶を布 
設 した、 お ほ 南京 巧 巧が 非を 式に 潑 ぉする 所に 依れげ 幕 巧め 巧は 平 か 的ず 段に がて。 シアと® 道 
'問題 解 巧の な 志なる も。 シア じして 支那 3 誠忠を 無 麻个れ じ阅際 職粧に 事が を 持 出ず であらぅ ご 
ま 京 特電 二十 九日 發 === 支那 政 かは 髮 じアメ 9 ヵ巧积 をを 「ナム ソン 巧が を議 しわ 露 支ず 和勸 
ー吿 「前號 所 報〕 に應じ 一宜が 收 して 今回の 紛 ザを 惹起 _ する r ま 61 ま 支 錫 道を 巧 前の 肤 おにが 歸 
I する-どを お 化' こし アメリヵの 調 討に 機す ベ （化を 化 伍 朝 驅氏じ 訓堪を おした。 

を お巧電 二十 八日 發 【ニ ユ ヨーク •ゥォ ー ルド 泣 T -=== 奉 天 政府は あを が 府ど 協議の おおち 支 
I 鐵 道を 挙前 のが おじ 板 S して n ゎ アど圓 滿む解 决シ諷 る， へ < ホを 巧に モ マヵゥ じ 向けて 照會 中で 
; ある：^ 、 0 シア 人が 巧 員の お稱は 承諾す る も 爵從化 員け ホ 化赏 傅を 理み ごして を替を ホむ ベ < 軍 
. 隊谱備 の_杠 割 方み 馈は これを 巧 絶 ど 巧した， 巧は キ ちの 貨お 巧漢は 一圓 四錢 わら 化 十八 錢ホじ 暴 
をして おも。 ： 

東京 特を 二十 セ日發 = 溶 ロ 首相は 議 まの 紛 ず^ 封して 自 本が 勸をや 調訂じ 巧ぶ ごい ふやうな 
- どな： 城が はす 刚 でを b 、 今後の 時局 惟 移に 兒 るめ 外は。 いど 言刚 しむ。 

游軍 派の なおは 頗る 激烈 
I じて、 旣 U 議會が 協賛した お 軍 


英米 兩闽の お 軍縮々 尺度の 制 
定じ 就て をが 問に 昆 るを 見を 
遂げ、 秒 （みを 相 •か ホる 木觸 
U を « て 避 邊の爲 め スコット 
ランドに 赴く まじ 速 自協證 す 
ら當 である々 

軍縮 會議 じ對 ずる 英米の 協 巧は 
•キブ ソン 氏の ホ 巧に 议 りて 怠 外 
じを < 進 巧し、 を 米海軍 力の 巧 
等も實 際問輯 どして 討講 し、 新 
舊 巡洋艦の 速力、 嗯數 、お 装を 
姑め i して 兩 威の がする 驅逐艦 
潜水 鑑の 艦隊 能力、 鑑齡 等を 比 
較對 照し つ-- あれば、 

數 年に 互る 懸案で あつじ 英米 
が 軍の 均等 どい ふ難閱 題も疫 
じ 始めて 解 巧の 機 蓮 じ 到 逢す 
' ベく、 をい 上け これが 內 をを 
日本を 始め VJ して フランス、 
イタ 9 — 等 じ も 巧 示 協賛を ホ 
めた 上、 ホ 春には。 ン ドンで 
軍縮 會證を 召集す るに 至る で 
をら 弓 ご ウ 


蒙古 赤化 說 

長を 特あ 二十 八日 發 〔ニ ユョ 
—ク •タ井 ムスが 】 H ' ィ^ビン 
ょり。 シ K 本 上へ 引 扱けを が じ 
られ たメブ ニコ フ總領 率が 突然 
本齒 政府 W 命 か e . チタに 踏 止ら 
居る ご 共に、 まがおの 張 かお お 
軍が 證 支^ 紛ず 解かの 爲め一 於 
ビンに なくべし ごの 報道 じ 化 b 
あま 紛 巧」 對 ずる 游 S 圃の 諷訂 
は 不必要に 終る やぅむ が 勢で ぁ 
る、 巧 < 巧に： g ればメ ブ ニ n フ 
總領畢 が 張 作 相 ど-^ ビンで を 
見し K 際、 ホ衡 軍が 裝 もじ 大軍 i 
を 集注し つ S あ b ごの 增が 高ま 

しおめ か 支那 柳の 態度は 化か 
じ 弱腰 ビ なつた もめ！ か （、鐵 
道 沿線み 支那 軍隊ら 一' 部を 除き 
續 々ごして 退が 中で あら。 

上 お 特带廿 八曰發 (ニ ユョ— 
ク •タィ ムス 紙】 N 山 西を の 太 
原から 達した 情報 ビ L て 國民黨 
通信 埼 めを あずる 所に 化れば 庫 
倫々 びク火 ダの 倩 街 ごして ロシ 
アが 藻を 人 じ 赤化 宣傳 して 革命 
を 煩 動し つ i ある 爲め縣 か石將 
巧は 巧學 を、 閣錫 山胳軍 蓉じ彎 


瞄方 をを々 しね？： 

ド 井 ツ敕復 じ 

調 訂が賴 か 

ワシントン^ 職を】 二十 セ 日 
發 ；：：： なま 公使^ 朝湛 氏は 本円圖 
務控を ご アム-戸 ン にを 訪問し 今 
回の 東 支鐵道 哉を じ 願！ 兩 劇を 
府は ドネ ッ かおを 巧な じ 依 b て 
ベ グリン じて^み の 商 接を 渉に 
着手す る 段か^ なつな 3 ロ傳達 

~ たが 、 I : 

巧 京 政府 ごじでは 飽 迄ら 萊支 
鐵 道の。 た アお權 を 巧 收せや 
を府は外鹽^^のおを權を椎巧 
する •，しまる jif きこ ごを 言 明 し 
わので、 アで V 力を 始め どし 
て列强 政が で 一先 づ 支那の 言 
質を 認めて 居る か、 

今时の V 八。' ンず涉 にして 若し 
斯 るみ 人の MIS 柩巧收 じ 就て 先 
例を 聞 < がか！"- 影 勢を 見た 壌を 
には 、 r メリ マぶ び 刻 强は鐵 乎 
どして 反 對の最 y 表明す るに ま 
るべ，、、 今！^ のべ 少 リンを 渉は 
單じ 閒化駐 化かを 宫 のを 满を涉 
じ 止ら、 本を 化に 移す か 否 
やは す剛 であ 广主. 


見ら' しまる：：^ らば 本年 十 巧 あじ 
は 大使の 巧 かを なる じ 至る‘、 き 
模巧 でぁ i 。 

機業 大罷 

英國 斯業 大げ || 

ロンドン 二十 九日 發 n ィ： ゲリ 
スの 機業 中必地 じして 化ぶ 的に 
を离い ラン々 シャィアの 機莱エ 

鶴 主は 今 凹 一 齊じ勞 銀-割 一み 
五 旌の輕 贼を斷 巧ず る-】 ご； な 
つた 食め' を 働 紐 合 側*^- は一應 
資本家 側の 反省を 促— たる S 容 
れられ ず、 止むな くこれ を駒訂 
委員 會に持 あすべ （な議 しでる 
もこれ ホェ 煤ま侧 じな 絕す矿 巧 
VJGb 、 愈々 今 H を 0 て お- 


ロンドンを 檢舞臺 じして 一， 

軍縮 會議 召集 近て 

巧が 閣 からは お 平 大使^を 權に 
巡洋艦 建造の 中止 じ 異論が 巧 お 

東京 特電 化日濟 === 政府は なおが 權 大使な ホぶ 雄を じ 贸しロ 
ン ドンに 於を お脯 縮少會 幾じ參 加す る やぅ 正 まじ 訓電した。 

東京 特電せ 九日 發 = 附 がおかは 外務省 高官 ど 第一 巧 倉議を 
開き お 軍々 縮 會證じ おする 帝齒の 態度に 就て 熟譜 したが 日本は 
契、 ホ ど 共 じあ 避 座 造の 中止に 巧 力すべく 一二 歯の ホ 縮 會議は 近 
< 願 おさる、 もの ご媒 期されて ゐ る。 

東京 【聯 を】 甘 セ日騷 = 巧 乂兩國 の 巡が 鶴 座 道中 化聲 明は 
ロ本勘巧のを目をおきか化論をは感おの色を浮べ ノ！ ぁるがが 
部 鞭 枯は聯 を 通信社に 對 して スブ I トメ ント をを‘ 一し 『我等は こ 
の改激 をを の化录 過すべき じ ホら や、. 列 强ど充 み I ® 力して 海を 
縮少 のな を舉 ぐちで わらう W 、 リ本 としては 今回 《雄堪 中止が 
單 'し. 一時的の もの か 永久 的 のらので わる かじ 就て. 阿 等を 電 じを 
して 担 ■いから 日本の 政策に 就て は 言哄し 兼ねる. が、々 闽の新 
方針 じがて はお 力 協調す る极 b である』 ミ々 ど 。 I 


豫算を 大統領が 獨 斷で變 をし 製 
おを 中止す るのは 憲法違反 であ 
る どの々 渡から 頻らじ 大統爾 の 
行動を 非難し 議會は 大統領に 岩 
して 軍縮 會畿 のち 集ぶ び 建造 計 
劃の 變 をを 巧 意 どす ちの 權帷は 
賦與 て 居る が旣じ 建造 じ 着手 
した I の、 中 化 權を與 へて 居な 
いど 論じ、 勞慟 組を 側で も反對 

.蚊 軍の 化 化 着手.. 

.當 化が 健 局の 發 表する 所に 化 
れば 昨今 ニ ユョ！ ク人 十を 襲 
擊 しつ i ある 蚊単磬 退の 爲め 
が 健 局では トレンチ •シス テ 
ムを 採用して 着々 戰圈 準備 じ 
着手して 居る が、 トレン ナ完 
成の 上は 蚊 軍 ごの 戰 線は 六な 
五十 哩 にぶぶ であらぅ ご。 

運動に おでつ i あるか、 一方 國 
務長ち ステ 么 ソン をを 始め ごし 
て 巧を 委員長 ボラ ー 巧、 進 ホ 系 
めプ 八ック 'ィ！ ト 氏、 民 ま黨の 
キングを 等は 大統領の ち 斷を賞 
揚 し、 大統領の 巧 動は 巧して、 

違憲 的 じ ホら やど これを 
一獄 して 居る が、 この 事件の 發 
まじ 依ら 賴稅案 討議を 理由 ごし 
て ホる 八 巧 十 化 日を なて 巧會す 
べき 臨時 議會 じは 時節柄 海軍 隅 
題 じ 議論の 花を おかすべき 模樣 
であるが、 フ ー ゲアー 氏 どして 
は ホる 十月、 マク ドナ ホ ド 首相 
と 會見 後軍 縮 會議の 召集は 確定 
的 事嘗で わる こごを 期待し、 會 
義は 策を。 ン ドン じ 召集すべく 
期镑 されて 居る。 

英米 協商 


ワシントンせ 九曰豬 h フーゲ 
.ア ー 大統領の 巡洋艦 雄 逛中化 命 


み じがて は 上院 摩 巧 委員 度へ！ 
グ 把を 始め ごして 


* 間 


海軍ら 參 加して 

ロンドン 廿 九曰發 H 駐英 ァメ 
リカ 大使 ドー ズ 巧は 圓瞭 聯盟の 
軍縮 準 厕を眞 をを 權 である •へ 火 
¥|駐化大使.*ブ ソ ン氏ごぉじ 
本3!を相 マ ク ドナ JS /ト巧を訪問 
イ V リス 侧 よらは 海軍大臣 も參 
加して 


ポアンカレー 巧 

內閣辭 職 

ブ リアン 氏後繼 

パリ— 二十 八日 發 N フランス 
を巧タ 年の 懸案で あつた、 勒ホ 
戰時を 償を 巧濟 すべき バレン デ 
ヤ ー •メ P ン條 約の 批 をを 機 ど 

し、 フランス 首 化 ボアン カン！ 

巧は、 病 艦の 故を W て 辞意を 漏 
ら すに 至ら、 ち 力なる 閣僚は 留 
巧を 嗔 願した るち 梁さず、 結 馬 
ポアンカレ] 巧閣 は總辭 職の あ 
をを とる じ まつた が、 を繼 首が 
ごして はポ を 內閣 時化の み格ブ 
リアンを が 任を された ので、 氏 
は 急進 祉會黨 内閣を 組織す ベ < 
目下 人選 中 じして が 首相 玉 リオ 
— 巧^ 入閣ず もじ まるべく、 名 
目は 急進 社會 黨內閣 どす る も あ 
策は 依が どして ポアンカレ ー 氏 
の 聯立 巧閣巧 策を 踏襲す る當。 

興 露 新交涉 

ロンド シで 着手 
ロンドン 二十 九曰發 H 勞働黨 

內閱の 組織と 典に 巧露兩 國の國 
巧 復活 じ豫て ょら 期待され て 居 
た 巧で あるが、 右に 就き ィ •キリ 
スの 態度は マクドナ^ド 首相が 
議會で 言明した 如 <、 

"シア じして ィギ タスの 國體 
や 孜體じ 就て ホ 化宣 傅を 敢て 
せ や、 見っ 舊負漬 の 部を 的 傑 
件を 絕衝 の條化 ごして 國 をを 
S する 

どの ホ 針を 持 （、 勞 慟黨內 過激 
を 子の 無條件 復活を 抑制して 保 
守黨 及び 自由 黨の協 貧を 得た る 
じ對し • C シア 側では 外を 副委 
員 長 9 ゲノフ 氏の かき 條件 付の 
國 をな 巧は 絕對 無用と 强 硬な 態 
度に 及んで 居た が、 をの 後 スタ 
リン 巧め 盛 力で この 際。 シアの 
經濟復 お 上 じもィ リス ど 提携 
する が至當 であるとの 溫み派 か 
漸巧势 力を 博したら のか、 從ホ 
兩國が 新 大使を 巧 かした 後を 渉 
すべし ご" シア 側で ホ 張し つ、 
あつた 吳 露を 渉は、 

突が な佛 。シア 大使の ィ リ 
ス訪閔 と；；：* も、 今朝 巧 相 ヘン 
ダ I ソン 氏 ど 約 ニ 時間 じ 直.^ 
て會 見、 今後を 渉 じは 數 日を 
费 すじ まるべく、 

兩者 のまを じして 圃滿な 解かを 


等 

- ミ i なりし 爲 め就慟 1111 け 同 
强化業 じぶ び、 約 千 八な の^ 废 
は爲 めじ 巧 戶を閉 錐し 五 の勞 
働 者は 罷業 中 じして、 舊—率 
じての お王矯 を 動かしつ i る 
もめは を ホの 一割 じ も 達せざる 
ち樣 じして、 勞働 大臣 ボ 5 シフ 
キグ ド镶に 罷業 干渉の 風！^ か 
らし も 勞慟省 WI ては この 禱爭 
議じ 干渉す るの 餘 地。 く、 懼今 
後の 成 巧 お 巧 じ 化ら て 巧 融をあ 
るの W なし ど稱 して 居る が勞 
働 黨機鹏 新聞， ヘラ 八 ド 紙® 道 
に 化れば 致 麻は 巧 < 機業 識查の 
ホを 進めを の 結 築に 化 b ては 親 
勞働 法を 遙會へ 提出す る广 まが 


ベ < 罷エの 結あィ •キ ブスの ま 要 
輸出み である 木綿物 ： J 乂 影響を 
生やる 模 横で リバ プー 八の ボ瘍 
ら 極めて 不を である ど。 

砂 機 新關稅 

弓 下げのを 聽曾 

ワシントン 廿 九日 摧 r ：： 囊じア 
メリ 力 下 おを 通過し わ 輸入 職 糖 
(か國 S 他、 キユ！ バニ 仙 四 厘 
封 巧) は 餘ら- し 高 憤に 過ぎ 却て 
アメリヵ 入のを 巧费を 高める ど 
の 非難は を 方面よ らおら つ i あ 
るが、 を じ 巧し 上院の 關稅 審査 
委昌長ス ム）ト氏も间橫の意見 
を 抱きて これ' 引下げを ホ 張し 
居る 爲 めを 越の 7 ゾリ 力 人 巧 業 
をは I 齊じス ム—ト 巧の 引下げ 
じ反凿 してを 方面よ 6 庶案 維持 
の 運動 じ着キ しつ； あるが、 ス 
ムート をは あ々 本案を ホる 八月 
と H よ b を 聽會じ おする 旨發表 
した、 而 して 徒 ホみ 經遇じ 巧れ 
ば 砂糖 離 巧の 運命は 殆んど 今 固 
の お關稅 案を お 巧 か 失 化 じ 導く 
原動力 ご 見ら 化て 居る ので 餐巧 
兩派 あ 死 どな b 委員 會じ をの 
立 战を說 明ず る じ まを であらぅ 
が、 スム ート巧 ごして は 今 固の 
利率は 必要 0 止に 保護し 却て 圃 
民の 消費に 惡 影響を タ ぼして お 
るから 斷乎 どして 反暫 すち 富宣 
言した = 


本社 束 京 辖康を (禁 無巧轉 載；！ 

期限が 解禁を 否認 

ご 二十日】 井上 藤 相は 巧 力 錫 巧 家のを 輸 解禁に 孰ての ま 張、 
(第二 お 所 報) じ聲し 期成が み 解禁は 到. 废 賛成す る こ VJ はお 巧 
ね、 政が こし 了は 旣定 方が を) 賛 し爲替 相場が 巧を しわ 虜 をを 
見て 解禁を 斷 巧す るみ 外 一ない ど 言明した 0.. 一； : 

復舊 公債 必要なし 

〔一二 十日】 本年度 5 實 U 豫算 (第二 面 所 報) 聞 患 通過 後廣ロ 
首相は 語 もて 曰く 『これ.： 波ら て 震ぶ お舊費 四千 巧圓 のを 潰發 
巧を をれ た 外 ニ 千' 巧鹽 の馴餘 金を 得た からが 年を 豫算 じこれ を 
繰 込い 尝で をる』 を々 ど- 

が 模川强 霞 

(甘 八日】 廿と日 午前 お j お 十 一 
を、 神を 川 縣か模 下流 大正 
十二 年 大地震々 源 地)！ J 强震 
を b 震幅 S 十 ミリを 示， 巧 車 
も 一時 惇单 した、 神 慕 H 熙下 
じは 壁 崩れ、 化 割れな》 随所 
にゎった が 東京 巿 巧は 私. ぃだ 
だけで あつた。 I 

を 凹 銀 巧の 點 C 备 

でニ卡 日】 を 旧 銀 巧 A 丸 配當 

に 巧した。 一 

波斯 公使 舘傑 

ご ニ + 日】 波斯 公使 S 巧 i 費復 
活 され、 を 間 泉 雄 S のる 使 ほ 
命說 がを る。 

お 嫁總督 熱が 式 

ご ニ 千日】 石 塚お鮮 をは 臺灣總 
督じ 親任され た。 

外を 闇 鶴 钓淸遊 

【一二 + 日】 聖上の 长あ 召に 化ら 
十三 側 國の駐 化，" 園乂を 化は 
家 唯 同伴、 峡阜 .： 贈 飼 遊びの 
催- 1 をら、 林ま肿 長官を 始め 
くして ま 部を 蠢の案 巧で 一 
日を 一巧 も與 じな i 

山 本 


臺灣 總督持 廻り 

【廿 八日】 臺 掛總轉 は持姻 つた 
後 石 塚 巧藏氏 じを か （模炼 で 
ある 0 

條約 適用 S 範圍 

(甘 八日】 吳國吸 巧け 日を 通商 
がが 條約 適用 範圍 を吳 殖民 化 
委巧 統治 邸、 保議賴 ょで 擴お 
する 旨 H 本 政 巧へ 通知し ホつ 

こ 0 

漁獲 品 一手 引受 

〔廿 八日】 國隙エ 船 漁獲 おは 英 

國め クロス •ブラック ゥ里ル 

脅 社が) 手 じ 引受ける こご I 
なつた。 

曲 崎 傅 ± 逝まず 

【廿 八日】 を大理 學部敎 巧理學 I 
博±& 崎 直 方 巧 逝ました。 

ホ 下 長官が 辭職 

【甘/目】 鹏東廳 をを 木 下 謙み 
郎 巧な 餘 京の 途み 語つ て 曰く 
『予は ニを 間を 磯した が、 今度 
は 辞職し やぅ ご 思つ てむ る、 
をして 必氣轉 換じ本 でら 書か 
ぅ』 云々。 

聖上 陛下 御 還 幸 

門廿 A 日：！ 聖上 陛下 じは 明治 天 
皇を (册 H ) 白 河 天皇 八な 年 I 
年祭 (化 一日) 御 親 栽の ため 
廿九 H 葉 か 御用邸ょ > 還 幸 遊 
ぶされ 化 一日 巧び 葉 山へ 巧 幸 

遊 X さる i ご ロ 


漫筆 


.社な 等歸ム 

ご 11+ 日) 滿勘鄉 规山本 太郎 


氏は 齋藤 理事 ぁび 淺 おお 書 役 
を间 伴、 今朝 神戶じ 到着み ザ 
山で 休養の 上 明日には 歸 京ず 
ベく 然る 上 正式に 辭 をを 提お 
する 壁。 

が 友 總務新 方針 

ご 二十日】 政ぶ 售は 今朝 綴務大 
貧を 權し 極々 黨議じ 就て 協議 j 
した 結 お、 先づ ホるべき 議會 
解散、 纔 灌擧斷 巧を 窠一 ホの 
巧 動 どして 輿論を 喚起す る こ 
£ じ なつた。 

自動を 會社 罷業 

(せか 日】 橫濱 ホー ド 自動車 會 
化從業 員は 總罷裴 をし わ、 會 
社侧は 上海に 移 蹲しても 宜い 
ど 云て 强腰 でぁる。 

守備隊 增員 近し 

〔甘 九日】 滿渊守 棉隊千 八昏名 
の增員 討畫は 削減され 中實巧 
をし ご 見られて 居る、 而 して 
一 ホ 露ま兩 軍は 退き 始め 東西 
國 境は 穩 かじな つた。 

伏 見 宮家 御慶 事 

〔廿 九日】；： 伏を 宮巧義 王が 朝 子 
殿下 じは 昨夕 午を お 時 四十み 
王女 子 御か娩 做る 御 健全' こ拜 
す 0 


地 隸の年 離 

樹瞻學 人 

われ ~ -- が、 をの 上で 生活し 一 
て 在る 地球は、 いつから 佑 巧- 
な が 將ホぞ の 化現狀 おがつ もの 一 
でゐ らぅ かごい ふこ どは、 長い 
間の 問題で ある。 

現 巧 化學— をれ はま だほん の 
數 ホを ホみ おした じ 過ぎない も I 
ので あるが一- の硏 さんの 結果は 
これまで 考 へられた なと じ 良い 
歷 をを もつ て ゐるこ f が 認めら I 
れつ i ある やぅで ある。 初期の I 
地質 學 者は、 地球の 年 齡をお 水 
じ 溶けて ゐる嶺 かの 濃度 や、 是 
石の 崩壊の 程度 じよつ て 計つ て 
ゐ たが、 この 推を じよる 年齡で 
は、 生物 學 者が 說く 如き 微生物 
から 他物， 動物、 最後 じ 人間 じ 
まるまでの 進化の 過程を 說 巧す 
る じは、 餘 りじ 短す ぎる ので あ 
る 0 

地球の みなら や、 廣い宇 巧 お 
研究の 對照 じして ゐる現 巧の 地 
質學 者、 物理 學 者は、 地球、 太 
陽 其 化の 天体の 年齡を 計算す る 
のじ もつ ご寬大 である。 ノーべ 
八 賞を もちつ た 有名な 英國の 物 
理 學者ア 子！ スト •ラ ザ！ フォ 
火 ド 卿は、 最近 じめ て、 地球の 
年齡を 一二 十四 億 ご 計算した。 こ 
の數 字は、 ケンプ リッ デの エフ 
ダブ， ユー •アストン 憐± の硏 
兜の 結 あじ 負 ふ 所が ぞい。 

博 ± の 方法は、 質 藍を ホ寫眞 
機 どで もよ ばるべき 機が を 用 ひ 
て、 原子の 寫 むを ごる ご、 を 巧 
素の 質量を をめ る こどが 巧 ホる 
アストン 博 ± は、 同 二 冗 索の も 
ので も、 をの 巧 子の 賀 霞に わづ 
かながら 相違の ある こごを 發見 
した。 か < 岡 一元まで 異 つた 物 
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時計、 寫あ器 及 現像 
C ァ！ ト 
ス チダオ 

東洋 お 術 品 書 書、 レ 

デ イオ、 ランプ シス 
! ド请ゲ アキ ュ— 么ク 
リ ，て"？ タ— 修理 


日本、 まが 寶玉製 美 
術晶 、婦人 用 首 節ぶ 
化を 締晶 
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画 等美衛 品を 澄、 
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目 本 販裁爲 
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▲通譯 ◊調を ◊を 渉 
◊買物 ◊其 他 巧で， 
衝懇 巧に 禪 取扱 致し 

^ ます， 日 

- A をは' ンヵゴ 大學を 
卒業し 巧 米 巧に 廿五 
年 聊か ホ廣の 事馆じ 
J 盛 中る もの ご 信じ 辟 


紐 

育 S 

案 端 

內 fw 


東咖 な" 

西 端 
書 

房 li 
お 


が 育 商事 研究が 

献醫 上が 純 雄 

41 ホ國 じて 發巧 せる 
新舊の 書籍 ど雜 誌は 
網 注文 次第 敏遠じ 御 
屆 けを します。 

A 右姆注 义じ掛 して 
'は定 攫よ ち 割引して 
差 上げます '0 


若き ホ 困 婦人 
H 本人への 吳 
語お授 じは タ 
年の 經驗 をを 

ず 0 一ン ブス 

ンと 十五 仙 
お H 钥九 時ょ 
ら巧化 時を 巧 
が じても 宜し 
H 曜曰は 一 時 
よ > 四時を 


鳥 等 ーィを WT 五 年間 中 
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プル デン シャル 

生命 保 險會社 

齡保險 

ご 一木を 吉 
扇 與簿额 

S. 

o 『 Flo 円 巧 00 2 6 -W 
之 > ss>c ST *: 

之 円 $ YORK OIHY 

Tm 广 • OT 内 EK 2 >Z mhMS 

Rmmlo 円 之 0円 

U 也 0 w > QSV^ORTH >< 円. 

T 円厂 • $> osw ， ORH 王 709 た 

ジ ヨン •ヘン コック 

相 狂 生命 お 險會社 


Is 



J 皮 rN ミ 

逸見 誠' 荷 勝 公 

新 城 西 州 パブ ヶ- サツ 
- タニ •フキ グ ドが 樂部ド 
"ウン-一 ィ 庭が 
出 填して ゐた H 庭の 憑 見ち 
! ィング ごの 漫勝脚 了 延烟 
ゐ たが あまる ±幡 ロで 擧わ 
一、 ホー ニ、 六丄一 
て慶 採した。 


のォ 

4/ 

が ト 
戳じ 
はユ 
して 

六丄 


尋れ 八. 

{き 城縣) 大橋武 雄ず か lb お 
野を|ニ郞 (か歌か酵を^^之 
を (山 ロ縣) 德お猪 一一 爾 (厭ネ 
縣) 西 村巧賽 (山 ロ S 原^ {一吉 
(か 歌 山璧化 本ホ吉 (化を ち縣) 
國上時 愛 (愛知 縣 } 產 (長 
巧 縣盈旧 內藏ま こ i 蚊) ニ 
义伊 度み 大塚 サダ メ； を 糕) 
長 崎 德一柴 田 幸 一二郎 I ; 大風 巧) 
西 巧 源太郞 (兵 庫 腐)# 木 唐 八 
(福 岡骗 } ホみ 農 造 前が 育八學 
學生八 木 郡ず 香森縣 石^ 原 
豊 一二郎 (熊 本 藤) 西ぶ 义藏吉 
蹈直記 (山 ロ 腐) 中が 秀 雄： 

(神 奈川縣 ) 稻葉明 ま (廣 鸟縣) 
松 本實宮 

右のを じ 通知を 度き 農を ム 
巧 閣ネ人 若く は 知人ょ bis 
化 所 御 通知 願 上 お 一 

紐 育を 國緩 領事館 

1 お B 養 dwa ニ ミ York ミ 


實 巧豫算 漸くを ホ 

削 M ニ 千で 圓て 繰延べ 六^ 巧圓 

I 巧 京特巧 二十 九日が = 閣 講じて け 一が を别 にがてみ 務 をの 
i 一千 六な と十为 脚、 が 軍ち の 六な々 跑’ をが ちの； 4 巧义 十で お 
I 文が 巧の 十巧圓 、か あおの 二十と 巧昭 、火 お 巧の 子ニ 百と 十万 
i 圓ぶび其他をおををせてホ千が九十巧瞄ム緊縮を^|をしたが、 
i 口上 威 相は； n く 『 W 上は 節め i らも 繰延べが ぞい 化を じ 巧化瞭 
i 大体 八 千ガ圓 0 しを 節 わし 巧た は 本 巧 だ」 云々 ど、 I 尙 ほその 後 
i 決を をを わち 巧豫 をは 削滅 二； 千万 脚、 繰 6 延べ 六 巧圆 にて 十 
I . 六惊八 千义脚 ごじら 八片 iH よら 貫 施ず るを であ 


【二十 九 H 大お あを がな お 事 
巧 巧みち】 n 附か网 年 お 一 般會 
引 巧 巧 巧を 本日の 閣歳 じがて 左 
の 迪ちホ 化した。 

一。 歲 おがを 部 十二 億 ニ 千 一二な 
餘巧 脚、 臨時 部 四 おお 千 八な 
餘で 画を お 十六 億 八 千 二な 餘 
巧 脚歲乂 經费部 十五 倍 阳な餘 
万圓 、臨時 部- 僞お 千と な餘 
万圓 (普 逆歲乂 六で 八 巧餘万 
圓 、を 馈を五 千な 餘万 脚、 前 
~ 年度 剩 がを 繰 入 お 千ち 肯餘巧 
画】 を 針 十六を 八 千 二百 餘巧 
圓 0 

ニ。 お 上を 省を お 豫算内 薄け 左 
クる t 

(だ 巧圓ホ おな 拾) 
皇室巧錢6;:^し、 外おニ0、 
內おニ 01 ニ、 大が 一二 四 八、 陸 
軍 ニニ 一、 がを ニ 六 一、 司法 
一一 一六、 文が ニニよ， 農が おと 
巧ェ 1 1 、 遞信 一二 四 一二、 が務 
ミ 四。 

S 。' 右實 わを 算。 


(イ： >昭 か W 年度 か算 新規 事 巧 


中ち 制を 正 巧 


制を をを する^ 巧 じして 制 
をのを 布な き I の 又は 制を 
の公布ぁるも^だ巧命なき 


ものは 可 化 之 心 


は 新を 制の 


實 巧を や 化 


しを 務豐 事^を、 薛業费 
等 じして ホ 肴ず の ものは ぉ 
來 巧る 限ら 中!：^ し、 

(ロ) 補助 巷、 裳 等 じして 
(事 お 豐を餘 <〕 未だ 指々 を 
おせざる ものは お ホ 轉る限 
ら 中止— V ， 

(户 】 悠綾 我は 新 親の ものが 中 
止し 繰が 廣 をの ものは 相當 
の繰延 を；^ す 等 極力 緊縮 方 
針を 旨 どして 縮 成せる もの 
じして 右の おお 歲出 豫算節 
約 额は丸 千 餘巧圓 (節が 額 
ニ 千 セむ 餘巧跑 、繰 延額六 
す ニな 餘巧圆 ) じ 達し 之が 
節約 じ俾ひ 普通 歲乂は ニ 千 
とな 餘巧圓 、を 憤を は 一二 千 
化 百 お 巧 腫を が ホせ 6。 


總選擧 Y 前に 

解禁 期豫吿 かま 張 

一流 銀 巧 家が ぼつり なつり 論議 

下半期の が 界 はどぅな すか 

ま 京 特電 二十 八日 發 = u 本樂わ あび 正を が 巧の 群 部 や 一流 
がが 家の 中し は ホ朔恶 曾が 集と おじ 络會の 解 欺は 避け 難 < 、民 
政 黛の 勝敗ら 不明で わる ごの 理由から この 際ぶ 府け金 翰 解禁の 
が 則 4- が吿 すべきで ある どの 講論 かぽつ b ぼっ 一ら ホ 巧され てゐ 
る、 が ほ 社會に 衆黨： i : 牛 位 切 下げの 解 撰 論を ぶ 味す る 笠で わる 


下期 财 がの 推が か 何は すでに 
をく から 注目 せられて なじ ごこ 
ろで あつたが、 突か ごして 起つ 
た 争 巧 S 政 獲の ため 一 屠を の狀 
巧は 化の 視聽を あつむ & じちつ 
た、 しからぶ M 巧が ド 期に 於て 
如何。 る 推移を。 すか ど 云 ふじ 
たと へ巧搂かおらじし ご！ ても 
下朔 のか 巧は 上期のを ザ じ <ら 
ぶれぶ 幾み 

职ろ 三なる ベ おを じ わつ I 
た、 をの 巧 山は 四月の 下 かじ 突 
如 ごして 流布され たを 解が 說^ 
をく 化 おなき 一 側の 巧說 でみ る 
MJ が 明らか ど^もの みら む ホ、 
この 解 紫說の 及ぼした 驳懲 じょ 
つて M がの 巧が では お解踩 のな 
あじむ はれ U ぃ 2 •かがく 國 民の 
腦 盛に 即を 5 わた！ 《、化 來の 
如 <輕 々しくを 輸解 銭を 口にす 
る 巧が か つじので 、がが は 
少く どもを の 急を 解 撰のを 怖 か 
ら はを：^ れ たの でんる、 も C ご 
もを お あ. か 化權を 化れ d が ホの 
-书跟 である からを 解 おを 速 巧す 
るで あらぅ ごい ふ 

見 巧を する あ も あるが、 

しかし これは 巧 化に 殖 じない も 
ので 民政 黨 のを 解禁 ホ かは たぐ 


巧 閣が變 つたから ご 云つ てには 
かじが がを 根 おがが 化する もの 
でら U いのみなら や、 目前に お 
つてむ る 爲替對 策に つき 

新巧閣 がが 外 正貨 補充 窜 

の デブ ヶ ー トな 問題を 如 巧じ處 
置す るか ど 云 ふやぅな 懸案が が 
巧す るが、 巧し こわを 化 巧 正貨 
をのて 補 巧す る やぅな 遣ら 方を 
するど すれば 財が Iit 5 ホく ごも 
满神的 じ銳ぃ 刺战を 巧へ る をれ 
が あるので、 かれこれ 顧慮 すれ 
は當 かの 間は なほ 重苦しい 巧を 
を 漂は すを を をれ ないど 見られ 
てゐる 0 


あるべく 速 かじぶ 化 解禁を 巧 ひ 
巧る 方向に なぶ _づ おける どい ふ 
だけ 化な がで、 ぶじ 黨の 長を た 
るか 本 速 雄 巧の おき 大正 十一 ニ 年 
拭が 今日に ち るんで 期限 脚赃禁 
諭を ま 張して なら 程で ゐら 、濱 
ロ おな、 巧 视顆間 ダ 始め 財政が 
じ 逛詣の 深い 幹部 I ゲーな する W 黨 
がぃよ ' ぁ權 をす た瞻 にぉ 

にお 巧 茜 的が 禁^を 貸 わじ 移 
さんごず る ごごき ミは おち 得な 
。い i で、 恐ら < 巧な 黨み閣 ご 
しては 11- 两 年を じ嚴 等る 所謂 

期限 敞 解禁！：^ 上のを 段 じ 
は 出 G いで わらぅ、 さず いば 財 _ 
ホは よ づを融 の 一心から 勘き 出 
して ホる もの ご 見け ければ なら 
ない、 すなは 4 レ ■'、を 刷が け 貧を 
蓝 要の 不振 じよつ て恼 まされて 
索た が 民 か 荡 じ玫械 でが って M 
ぶ が 繫縮 さ む 公の の带理 -か 一;^ は 
れ 、加 ふる じを 昭 禁^が ほぐけ 
つき bvl する ふじ。 0 から、 や 
や 腰を すえて 投資を かいる i ご 
をがも大したとけないに 
しても 反騰 ホ 調を たこるべく、 
これ じつれ て 株ぶ 巧 > 幾み 生色 
を 見 も- - U は 想像に 難、 ない、 尤 
も 巧 おが' 値は 化が 的恐势 から 今 
後 VJ ら漸を ホ 調を 殖げ ないし、 


陸軍 立直し 

日本で i 黨巧期 

フー ゲァ！ 大統領は r > 9 力 
の隆 軍々 费 が列强 じ比軟 して 膨 
大 でぁる i じ 省みて 陸を々 費 縮 
々の 針 塞を 立て 目で 委員 會で硏 
党 中で をを が、 巧が 國 じがても 
宇垣 隆 相ぶ 目下 巧 詰らの が おじ 
ぁる 陸軍の 化 本 的 革新を 計 b 軍 
縮の 輿論に 顧み お欧の 整理 ご 相 
俟 つて 國 軍の 立直しを 鹽巧 する 
ホ 策を 樹立す ベ/、 ち 慮 中で をつ 
むが、 この 程渐く 大体の ホ 巧を 
みを、 軍部ち 頭 ホ 面の 誌 解を 求 
むる ど 共に 具体案の 作製 じ 着手 
する じ决 をし、 是非 ども ホ 年を 
豫算ょ b 斷巧 する やぅ 巧 力す る 
£に省議が巧をした、 をの內を 
は 巧 空 施設なら びじ 近 化 巧學の 
精銳を 集めた 新を 器の 充實 、巧 
備を 許る に當 つて 先 づ助政 緊縮 
じ 伴 ふ あ 制の ホ 直しを 期し、 殊 
じを 器刷教 、軍馬 補充の 改善、 
造 お、 被服、 糧 巧、 製織な での 
なを、 衞戌 病院、 衛戍 刑務所な 
でじ對 するな を、 陸軍 大學 、飛 
巧、 ±官 、幼年、 工科、 經理， 
醫學、 徵蹲學 、自動 幸、 を 山な 
での 特殊 學校 制度 じつき 漸次な 
善を 計る ベ < 、殊に 徵兵 制度の 
刷 耕は 急務と 見られて ゐ るから 
靑 々年 じ對 する 軍事訓練 施設の 
徹底を 計る； じ 依つ て 更に 一 曆 
が舊 年限の 短縮を 富 巧す る惹向 
で、 これ 香 极本的 革 巧を 計る じ 
つき 陸軍 准、 參謀 本部、 を育總 
をが を 中 也に 統空 本部、 お 術 本 
がその 他 關係首 腦部ホ 面の 關係 
をを 網羅す る 調 奄機關 を 設置し 
成案を 得る ミ じを 力を 傾な する 
をで ある。 


歐强線 連絡 

先づ 見込みは なし 
東を 鐵道閲 題で 露ぞ兩 閣が紛 
がを ホし じ お 架 お 國の閒 をが お 
險じ颜 した W ホ 當地南 滿鐵道 事 
お 所に 勤して を 方面から シ ベリ 
ァ線喊 巧 速 絡の 可能を ぁ b やな 
しやに 就て 澈 々照 會が殺 おして 
ホる のでが 鐵 本社へ 照會带 報を 
おした るに おし 『歐巧 線の 速 絡 
は當を 見込みな し』 ごのお 带が 
をした 出。 

球界 消息 

デヴ弁 ス盃は 

巧び 佛國に 

S お ニの 勝敗で 
旣 報の 如く 第】 U 目 じ r メ 9 
力 側の ニ 戰ニ敗 どなつ た 點フラ 


ンス どの デゲ キスを 戰 二日 目の 
ダブ グス はアメ 9 々の 巧 進ゲア 
ンブン 度び アリ ゾン のカ闕 をし 
から ホ、 腥倒 的に n シ玉 及び ボ 
ロジラ 組を 征服した ので ニ 勝 一 
敗の 形で 愈々 最後の 溝 一二 U 目を 
か 八日 じ お 巧、 

先陣を 承つ たア メリ々 の. チグ 
デンは 第一 セ ブトを ボ 。ッラ 
にを はれた る も 第二 セットょ 
b ボ 。ッ ラを 腿 倒して 四 — 六 
六— 一， 六— 四、 と— 五 じて 
大勝し 疫じア > リカ ど 7 ラン 
ブけ岡 点 ごむら、 

最後の 勝負は 新進の n ット ごま 
游 a シ H の凿陣 ごな つじが、 力 
M の 差は いかん ごすべ （も わら 
や、 遂に 六 —一、 云丄 ハ、 六— 

0 、ホ ！ 一二を W て コシェが 勝* 
ブ ランスは S 年連續 して デゲキ 
ス をを 獲得した。 

因に 遇 去 SU に 直る 成績の 跡 
をを る じ 左の かし。 

コシ H n チグ テン。 ち — ご I 、 


この 暑さえ 寒さ 

昨今の 當 地け 丸十 一度 どい ふ 
暑さで 日射病で 倒れる 澄が 續 
おのち 犧 であるが、 巧 極を 探 
驗中 である バイ ド 中を 一巧 か 
b の 無線 じ 依る ど 南 强一帶 は 
蕃 度な 下と 十二 度、 當地 よら 
百 ホ 十四 巧 寒い ど。 


六— 一、 六— ニ。 ボ 。ブラ U 
ホ ブト、 六 11 、 S 丄 ハ、 六 
— 四、 と— 五ゲ アン リン • 

ア 9 ゾン = tJ シエ •ボ ロッラ 

六— 一， 八— 六、 六— 阻。 チ 

八 デン n ボロッ ラ、 四— 六、 
六 i 1 、 ホー 四、 とー 五。 コ 

シ ぶ N ロ ダト、 六 一、 S — 

丄 ハ、-! ハ -10、 六丄 ニ。 

恶 組が お 巧 上つ じ 

がホ盡 競技. 

參加 者は ザ ニ 名 

日本 庭球 お 樂部ま 催 ネお後 媛 
の 第五 固が 井を H 本人 庭球 爭親 
戰は 愈々 ホる 主 曜日 よら ニ 巧 ニ 
十八 T 目 ごブ n i ドゥ 至ィの H 
庭 惧樂部 コ ！ ト じがて 擧 巧され 
る£どなつたが昨年選手權を擾 
つむ H 菱巧事 の 粟が 誠 君が 選ず 
權 擁護の ねめ 出據 する 外 御木本 
の 九 鬼 勝 君、' 一二 井が わ よらは 高 
木 支店長が 名乘 もを 擧げ るな で 
總勢 一二 十二 人 じぶん だが 安部 及 
恩 旧の 兩デダ キスを 選手は ト ー 
ナメ ントの 都を 上遂加 不可能 ど 
なつた， 試を は 第一 回戰 を王嶋 
日 午後 ニ 時よ，’、 第二 回戰は H 
曜 H 午後 一時よ b 擧巧 する 堂で 
ある r 燕 紐は 左の かし。 

上 ザな 
粟が 點矢旧 巧 下 對お本 
高木 及對 永が 淸水 お髓江 
巧 崎 對前波 長 谷川 掛 川口 
を 原 對當田 森 巧武間 

下 ザが. 

九 鬼 對す川 鈴 江 對を山 
廣瀬掛 小 池 山 ロ お 浦を 
鳥 木 K 街 加 膝 S 川が おち 働 
園 部對化 本內田 S 點加滕 J 

安部 ご 恩 巧 選手 

新が 西 シーブ ティト 庭球 戰じ 
ホ 煤した を 部 選手は 巧 礎 H 雜一 
回戰 じ， トラ ッカンの むめ 六— 
四、 六—- にて 股が、 酒 旧 選手 
はこー アを H — 六、 六— 四、 丄ハ 



City Hall Tea Garde 幻 

170 Nassau St. City 
Next to the THbune 良! か 
Loo Lin IV! 泌泛 ger 


SUN HANG FA 民 

2 巧 0 - 化 ire . Bei . 巧が け ISmii 化. 

Tel . Menu 前 お 8 が 4 

_ ク 主を 巧 薄 君を 了で 輯棠騎 
ず マ 、上 ホし じへ 目 第 狸君齡 本ぶ G 
。ィ 、を ま繁 では ぱ のとを のを 樓^ 
J おす々 居 的 直 チ 街 差嗜潭 巧^ 
春は。 御 まるぐ ャの 上がつ 理 & 
裕留 ホす 程日プ なげにて 人 
f 巧 ホ。 巧 本 スニま 適 日 歐 % 
を、 め 詳人イ 十す す本窮 れ^ 
>ン 程を 諸! £ 六 のる 人が 



巧 ホ 巧 
色目 T 巧 十 巧 
西 目 T 置: 十四 


Wing Hiing 

お 郎が枯 a も N . Y . City 
TeL Uuiv が s か 巧 87 


College inn 
3106 Sroadway 
B8U23rd を 124fh な s . 
Tei •も おけ おが i お 74 巧 


奉羣 


I 


li 


曰 


イ及 


前 煎 を 虫 

i^il! 

へが 

钟ュ 




榮漏 




お FasI 巧 化 S ! け d 
Is !. Lexingfon 572 ? 


TOYO KWAN 

41 に 19 化 St. 

EEsh BV 巧 & 4 化む も 

TAIYO おし W が 巧 ui 巧が 巧 

1 が W な t 巧 化な. ~ 

lei . T 巧 falgar 00 が 



DA 反 UMA 

11 が. •が ii A 巧. 
Tg ! •的 an け 8 巧 


Kawasoye Hotel 
139 化 sM2 も パ わな I . 

おしむ! tied 巧 I お 巧 


御 

旅 

館 


河 


添 


IKUINE 

Motel & 氏が tauirant 

3 巧貨 . 88 化な. New む rk 
Te !. 組 Hijfler 巧 巧 

む !) ie &が 巧な |牌! 化 


S.KUWAYAMAGO. 

114 に 59th み. 
New York Ci か 


Phon も 化 iimteer 


む お 
Q 巧 7 



340 W . 58 比！ 5t . 

felei 油 lonef 

Columbus 8 说 2 


(囉扫 •水) 司壽わ 



牛と 巧 

巧ち iia 巧 * 

ず埋 

多 

饒 


44 W . 46th St . 

Tel . Longacre 6411 


KIN が 0 & 巧 T 洲邮 

IMPORTER OF 

GOLDFIS 技 公 B 抵 DS 
〇 

動 其 力を 
物^ 十 種 

一, 島リ金 
切 k ャ魚 • 


KATAG 旧け R0，S 

の 4 に 59 出 化 
New York City 

Tel . Wickersham お 44 
9345 9346 9347 


1 ぉなか 0 む. 

1 が w . 的れ 化 
Kew む rk Cih 
Tei . Trafilpr 6558 


庵 捷米日 



支那 料理 

が 魔を 園 

司 理人ま 蓮 
巧 製の 方 じは 墓を 
の お 便利 じ備 へが 
蹈會 席の 润用 じを 
ずべ くお罷 巧を 翔 
す 變ゎ引 立 題 度な 
紙上 お 案 巧 申上误 

支那 料理 I 


ず. ー燒 

ホに 御料 巧 



S ホ興樓 

挺 揃 ひの 料理人 數名 
が 日本人 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
ます。 朝 云時遼 蘭を 
(な サ五 T 目チプ 
淳单 巧の 下) 


越の 蒲燒 おいしい 娜燒 

會席 御料 埋 

畫 食は 末廣へ 

叮喀巧 巧を 巧大 あお 


高等 御旅 纔 

東洋 儀 

會應 御料 哩 


御 料理 錄卽社 . 

.太 陽 

壽司每 目 あ もます 


割 患 1- レ 觀旅舘 

生 稻が巧 

巧ち ホ 西 八十 八 T 目 一二 ニニ 
巧话タ 々イブ ー と A ニニ 


煎餅 卸、 小賣 
一思 腐 油 擦 
日本食 辯蟲 一巧 
Sunrise Rice Cake C? 

養ぎ rd 言こ 
Tel . p 堅 こ 2 ニ 

檐 ル ー ミン グ 

ニ 器で st 置 th Si 曼穿三 ork 
ジ 一ち hone Re 巧 n ! ご 87 

木. 田‘ 处 ~ •■ミン グ 
1 夏 7 3 rd i ち. 妄 . 5 S £ 6 童ぎ eeis 
ジ是 h 呈 e Re 巧ミ芸 27 


周 圍顯静 
室 內淸潔 

邦人 クラブ 自曲亭 

芸ジ nds St . Brooklyn . N . Y . 
s - 夏 运 一二 475 


A 淸お •親切、 お樂 ==:互德マ 

勢 州 縮 

伊勢 事を 义 腰を か 

。25 E . 冀 を S すま t 

ジ 一. Re 瓷 nt W 這 巧 


，住 巧旅鑛 

館 まを 旧ネセ 
2 畳で st 1 置 S すを ぎぎ y 養 さ こぎ 


方 旅 おなめ 

帝 國旅鑛 II 

這 W - 雲 S こ ew 夏 

Tel - Susquehanna 8 芭 0 


織 育 旅 鑛—タ i 

巧 四十 T 目 ニ 巧 ニを 
Tel . 空 左査 ia 碧 4 


ボブ トン 巧 

富 ± 旅 舘大浦 末を 

基 モミ 夏 己巧 S 二君 ton Mas 产 

Tei . B . 8.4 巧 S 


費府 鄉旅鑛 
桑山淸 五郎 

さ W Sou を Sth 資 .さ 苦を I を ia pa . 
Tel Wa 量 7呈 


目 本 食料 晶 額ぶ び 雜賞類 卸小賣 
が么ま 大賣擲 桑 山廊會 
が刊善 籍雜誌 小間物 日用 晶み種 


晚ま晓 城中必 * おが 寧な" H . ぶ 

巧 解 其 化 没が 乂 をせ 巧き お 席 


桑 港 


小川 ホ テ が. 


純 日本 含 (持 別閒ぁ b ) 

巧 一巧み 第 自動車 お出 迎キ上 候 
巧 ニ Ca 云 arnia St .. San Francisc 尸 CaHf . 


ンヤ トル 巿 

NP 旅舘 

U06I6 を A.ve. So. Seattle, wa*h* 

を卑を 前を まご 一 了 左側 ホ 階 建 
H 本 巧 船 切符な 扱 波戶場 送迎 


I 

井上 金礁巧 

ニ SS 巧 童 Av ぶす W York 一一 さ. 
さ0 ミぶ cle ちち 


紐 育 唯一の 日本ち 貨店 

片桐 兄弟 商會 

スマ ドレ •プ n ダク ブ 一ず 巧 R 元 


每夕九 時 迄を 柔 

H 本を 巧な メ ー グアご ニ 年 一巧 

け 東京 巧會 

トランク 巧 <々 ます 


を 話 ブラィアント 

を まぶを ちを 盖 

ytf 重萄 

巧 育甫西 四十 四 T 目 
一二 11 八を ニ 磨) 
JA 吉 HESE >青 呈三再 N 百 
1ち18 ミ S 三皇ぎ N . 三. 
ぎ B 三 an ニ吉 3 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ S San ぞ ds St ; Us 另 e 覃 Cai . 


n 邮 tsH 馨油籍 縫 SSI 遵ぁ 上白 ホ 

P， €*> 



05 H 

6 •邮 

n 


為 i 


日本 米齡食 巧晶が 

巧 田 巧 油 巧 ホ會胜 巧が 一手 賣搁巧 

罢 食料品 簡會 



練習 艦 駿乘組 員 お 身縣別 


磐 手 乘組員 


東を 一こ ニ 
I 神な 川 一と 

; 巧 玉 ニニ 
_疾 出 四 五 
I をが 四0 
一 怒ず H 脚 
; 帯 お 一九 
長 ニ 一八. 
おお ニ 化 
を お 六 
巧 川 四 
大阪 ニ 
お ホ 一 
谣 岡 一 
島根 一 


千棠 一二 五 
巧が 四 0 
楠な 五 0 
巧 お 五 化 
山形 四 ニ 
扼木ニ 六 
化 お 道 四 化 
蹄 岡 ご ニ 
山 梨' 一一 
ご一 ま I ニ 
山 U 一二 
巧 島 一二 
熊 本 一 
あ 媛 一 
ちが 一 


tr 

韋ロ 


六 四 六 

註、 解キ じは 媒 梁よ b 東 化 方 


面が をい 

淺間乘 

j をが ニー ニ 
をみ ご ニ 
當山ニ 四 
福が 一九 
I ニ 雷 ニ 0 
を渾 至ニ 
島が 一二 お 
輿 島 八と 
を 化 一 
変 媛 一二 
を 良 八 
佐 質 ニ 
が 馬 一 


細 員 

乂阪ニ 旧 
岐を四 六 
お 川 ニ 九 
滋貨 一と 
ぁ 歌-山 一 五 
岡 化のと 
鳥 巧 一と 
山^ A 六 
埼 } ii 一 
德 ぶー 
火ぶ こ 

鹿兒^ 四 


計 五 化ぶ 


註、 淺趙じ U 中國 、四 薛掉西 

よち 多し 。 W _ 


ブ日厶 レ— 機轉 覆破攘 


S 

な 


解 

i 


タ n マより おを へ の 橫斷も 空に 
二十 方の 見送り 群集を 前にして _ 

タコマ 〔ワシントン 她】 二十 八日 發 = 當地 よら 東京へ 也橫擲 
飛 巧 計 碧を おおして 化 人の な 肖を 惹 きつ I あつだ ' J U グ •プ 
ロム レー 中尉の 大型 化藥 飛れ 機 『タコマ 巧 J 號は 九は ダ。 心の ガ 
ソリンを お込み 總巧直 八 千 八む 五十 封 度の 大が i ’ 9 な 化を でか 
义ん のが 集を 前に 今 朗六時 六 か、 を々 乂横锁 飛け の 壯擧^ 就く 
< 格納庫よ b 飛 巧 谋じホ > 、約 六十 哩の 速力で 地上を ホ 中 
じ 不幸 轉 をし、 ブ U ムレ ー 中尉は 別條 なから しら 磯 化は が 壊さ 
れホ 巧は 無期延期 どなつ た。 一 


もを 巧 こ t なされ、 畏 （も 獎學 
資をを下臘わらせられる^-^ J ごな 
つたが、 ドィツ 並に 我學 ホでは 
殿下の 御必 じ威激 I 兩園 ごも 今 
巧 古事記 お 版 委員 食を 組織し 殿 
下の 抑 期待 じ 常かざる やぅ 

世界的の 織 譯を完 がする 
i じな 6 、 ょづ木 下を を餘 朝せ' 
しめ 间 氏を 中必じ 日本側 委員の 
絡 議會を 開く i じホ定 した、 ホ 
を わる 無 あの 靑年木 下 氏は、 大 
正よ おおの 國 學院大 學躁义 巧の 
化身、 卒業 ど、 もに 同校 留學生 
ごして ベ 作 リン 大學じ 派遣され 
たが、 巧は わが 日本 あ 想を 世を 
じ紹 かせん ご 古事記の 獨 譯を决 
必 し、 僅の 留學 費を 割いた 6 タ 
ピ' < ト をした b などしながら 
昨年 十二月 やう や （を 部の 織譯 
を 終つ じが， をれ を お 版す るた 
めには々 くご も ニ 巧 園を 要し 


果 、渡々 おの 劇 おじは 草 人 巧 
を會 社の スター 格 ごして 出 お 
せし むる i と；； 禪 々を 渉の 
結果、 脚本から ぶ 裳、 舞臺裝 
節を の 他 一切は 食 社 側が 貧檐 
して 

巧 ふ 化 お遇關 ごい ふ义 しきじ 直 
ら巧 人佛媛 ごして け 破格の 報酬 
で 草 人 氏を 契約ず る， と ub 、 一 
應暇 契め じ 調が、 四十ぶ B 目に 
はちび ニユ ョーク S 舞臺 に新裝 
わ 草 人が 洪 はれる i どなつ じ 
出を じ 先立ちて 氏は 語る、 

柯み 急に ニュ 31 クへ 求て を I 
の 翌日から 化-街し、 义急 じ. 劇 
族から 停 革 瘍へ體 を 運んで 歸 


をら 3 コアの フレ クア！ ド娜銀 
巧 及び メ八ボ 火ンの メ片ボ 
を 巧 U 取 附け騷 ぎ あ b て 遂に 兩 
銀 巧 も 閉鎖 のん わむ きに ホンた 
がコ 、アの 銀 巧は フ 。リダ 州で 
も 最古の 銀 巧 じして 評 制 ある も 
のに 觸ら ず遂 じこの 悲運 じ哲し 
これにて 兩地 じは 銀 わがを 搬ご 
なつた 譯 であるか、 n 、 アが巧 
け 最近 五日の 間に 五十 巧 弗 S 預 
金が 引出され これが 閉鎖の が 因 
じな つね ものである ど。 


卓上 巧 話 


かの 

留學 生と しては 到底 ホ 巧 

能で あつた どころ， ゾ八 フ前駐 
H 獨大 おな f ベ 八 タン 獨 H 义學 
協會 々員の 盡カ によら お 版 養の 
半額は ドイツ人が 負擔し •殘 b 


る どい ふ 化し さで、 ニユ 
ク 見物は 愚か；； V 】 ど、 舊 知の 
謠巧や 未知の ファン 諸君 ど 御 
面會の 磯}、 得ず、 僅か じ掛着 
のが ホ 輩 早 川雪洲 氏を 訪問し 
たのが 關の 山で をつ じのは お 
ごして 遺撼 であ b まずが、 い 
づれを 一 偶 巧な のじは 语び御 
當 地の 御 化か じなる 當 であを 
ま寸 から、 巧 巧よ ろしく 
ど あつた。 


第 


干 

な 

セ 


八 

號 


ニ 一 


製が 鸯ニ巧 筆 弗を 費し 

たプ 。ムレー 機の 破 攘はタ 3 マ 
巧 ほの 一 齊じ窥 嘴す る 所に {て 
機は あ納巧 ょら 約な 五十 吹 滑を 
した 隙 突が も 側 じ 傾斜した 上 右 
奥 ど 機を をが 王 じな 込んだ 儘轉 
~ 覆した めで わるが、 僞 .役 Q ホ 因 
; は 機のを 盛が 媒 がみ じ 重から し 
I ためじ t 万；- の用必 じど 賴这ん 
I だ 九が ダ 0 ンの ガソリン •かを の 
ま U る もので わるが、 遺 難を プ 
ロム レ！ 中尉が 語る 巧 じ 依れば 
『實は 機体の 前々 にぁる 送 池を 
の タンクが 出を 前から 激しい 震 
勘の 爲 めじぶ < くど 泡を 化い 
てゐ るので お U いどは 故 じたが 
鞭 ホを 始める ど 共 じ タンクの 中 
からが ソ V ン のが ホが 矢たら じ 
おの 化热 グラスを 曇らした 爲め 
じ 化は 少しも 前 ホを 見る i が 出 
ホず、 

最後に 余は これ 等の 邪魔 
物を 取 除かん どし わ 際 ダ ソリン 
の 飛沫が 眼に 入つ た爲め 一時は 
富を 问 ほじな つた：^、 俄を の諷 
ずは い i ので 稍ぞ必 して & た隐 
巧 巧 コ ー ス から 八十 映 も 離れて 
巧 ± じを 異を巧 込み こんな 椿事 
を 生やる に まつわので わるが、 
をれ でも ニ 千 S ； 位潘 ホィむ ば 確 
かじ 離陸す る i は岀 ホた ので ぁ 
る』 ど殘を さぅ じ 語つ てゐ るが 
當時进 _ 難 機け 六十 哪 ょらの 八十 
:嗤の 速力で が ホして ゐ たもの t 
かく、 機が 轉 巧した 際 じは 廿カ 
人に 垂 々どす る おを がを 巧 線を 
突破して 焼を 包剧 する じ まちし 
ちめ 

警官隊 ゃ 軍隊 & び 消防 除 
が 出動て が 集の 退化を 命じを 
i もじで 一の 火災 防止 じが ホした 
が、 幸 じして ブ中 なけ 徵 傷を も 
をらず して 機 よら 飛 降 6 た、 搜 


体の 修緯 じは 恐らく ニニ 瓦 巧を 
要する じ 至る ベ （これに 巧 角 
の 化閱も 空しくな つた 誘で ある 


四 人 暴動 


首謀者 妈 ん攜獄 

ニュ 3 i ク州 ダン ネモを 監獄 

の 囚人 較千 人が 突如 裝郵， i をし 
て 化 人の 巧 目を 蠻 動せ しみた 0 
ホ まだ 一週 棚を 漸 （隙た おちの 
昨今、 义 もや ォ ー バンの 藍獄じ 
旧 入の 艇 動が 巧 鼓した 、 j . 

今 凹の 累 動は 六 人の 垂弊化 人 
が 首謀した もので 外界から ピ 
，ト^ 類を 密輸入し たし" のら 
しく サ乂 H 午後 突が 藍ず を 襲 
裝 して 監獄の 武庫から が 器を 
を 出し、 約 千と 巧 人の 窗 人は 
な 五十人の 監守 ご入亂 わて 發 
晒格關 した 外、 獄 內の敎 個所 
じ 放み したの た 

監獄 測では 監守、 譬官隊 み 外 軍 
隊の 出動を 求めて 應戰 し-を 謀 
者のぅ も 四 人は 巧み じ騷 すじ 乗 
じて 逃 C し、 二人は を 殺 I され 十 
一人の 囚人は 棄 傷を 篆つ矿 ：v 
流石の 囚人 も 機關砲 S 乱が じ 敵 
し 難く 漸く 巧に 入ち て鎭 がした 
この 報じ 接した 州 知 奉は 直 
もじ 事實の 調査を 命す る-こおに 
武器 密瑜入 じ おて は 節 乎 K るず 
段に 及ぶべく を 地の 監獄ら 目下 
警戒を 嚴 にして ゐ る'。 


病中の 夫を 追 ふて 

義 江の 夫人 歸戟 

ま 京 特電 H 十日 發 下盲膽 
炎で 靑山 病院 じ 入院 中で ある 
テ ノ—藤 原義 江 氏 夫 A か 子は 
おめ る ホを 追 ひて 今朝 ミラノ 
ょ 6 歸 京した。 


を 日 本. 视 の 出聲 とずる をぅ 東京 
の H 獨 文化 踪貪じ 中 込んで ホむ 
ので、 同 傑會の ダン デ^ト、 を 
を兩樽 ± な ごか 八方 奔走 中、 端 
な < もこの ミ 高 化を 殿下の 御 巧 
じ 達し 

化 版豐の W 節 と して I ニ 千 
五 お圓を 下賜 あらせられる i W 
なつた も^である。 ょつ てドィ 
ブ 側では ゾグフ 薄 ± など ド ィ 
學 ぉの 諸 薄 ±、 H 本 側では ダ 
デ；*^ ト、 か旧、 黒が、 鹿ず木、 
ぶ おの 五 薄 ± が 出版 委貴會 を 組 
織し、 同書の 完成を 期す る 2 W 
なら、 この 程 木 下 氏の もどへ 巧 
電 し聽譯 文を 取每せ 校閱を 加へ 
た ごころ 參考資 おの 不 をから 不 

完全 な 点もタ 々あるので 
殿下の 御を じ對 しても を々 ね 
書籍で ない ときは 畏むタ いどい 
ふので 木 下 氏の 意を を徵し 改訂 
を 加へ る 主し なら、 氏は をる 乂 
巧歸國 、ニ、 三 一 ヶ巧滯 化の 上 渡 
獨 する 豫 ぶで ホる。 なほ 同書の 
完成 VJi もじ ホを 正月べ ホ リン 
のデグ コイ テグ 臺院 Jb 初版 約 
ニ 千 部を お 版す る豫 をで ある ご 


娜の 襲來で 

銀 巧 取附け 

フり リダの 不景氣 
地中 お娜の 殺到で 本年 フ。 リ 
ダの 農作物が 不作で あるね め甚 
だしい ホ 致' 氣を 招き 爲 めじ 薛じ 
閉鎖した 銀 巧は 廿軒 巧く じ 達し 
I てゐ るが、 巧ら じ 去る ホ 丸 りじ 


新 內閣ご 鴨 綠江節 

潰 ロち 相み 故鄕髙 かで あなし 
.出しむ 新作 鴨 緣江節 
A 

ライオンが 內閣が 織の 時 巧な ょ 
もの 惡獸 アタ影 ひを めヨ イグヨ 
暗から し 御 國の巧 先は 昇る ょた 
チヨイ 朝日の をれ の ご、 

A 

をの 昔 長 曾を 名 巧る 元 親が K 下 
統一の アラ 夢 破れ* イシヨ- 
に 塞 霜ヨツ コラ 己 巧巧餘 年み 今 
日 まれ チヨイ'-^ ホり し 天で が 
嬉し やい* チ 3 イ^,..^ 

i わ 長 岡 郡泉豐 永が の 學が商 
題 紛擾で 民政 黨へ 乂黨 し‘ K 秋 
山寅彌 巧み 新作 磯 節を 紹ホ 
A 

わし も 一度け 迷 よても 見た 公を 
がさめ たら あの 耻 かしや 二な £ 
乘 るまい 嘘で 堅めた 政 友 會のロ 


暑中 御見舞 
移 轉廣を 


無名の 靑 かが 

ホ 事 記獨譯 

高 松 宮殿. 下の 御審 
力で ドィツで 出版 
わ •か學 巧の 進 ホの ためを じ 御 
を 力 もらせられろ 髙 がを 媛 下は 
ドイツ 留を 中み おぶ の 一 黃年學 
巧 木 下 視夫氏 三 ニム ハ歲) が 『巧譯 
を 事 記」 の 出版 整 L : 幡ん でゐる 


上 山 草 人 氏が 

長期の 契約 


巧の 劇壇に 活躍 
旣帮の 如く ラ テオ* キ！ ス •オ 
フェア ム會 姑の 招聘 f 當地じ ホ 
ち 二週間に 直 b 侧人 出演 中で ぁ 
つた 牲あ 俳歷上 出を 人 巧は、 ヮ 
—ナ ーズ會 社の お 特作映 葛の 急 I 
诺じ をし 前週を 幡日巧 急遽 P I 
サン •七 グスに 赴き、 巧 幡目鬧 化 I 
を 着の 旨乂 をが あった が、 

これよ 6 囊き ネフ エア ム會社 I 
測では を曜 H 午前、 午後の ニ 
妈じ 直ら 辨 部を 護を 催した 結 I 


膊下巌 暴め 榜を位 愈々 稱淸 勝の 段 奉賀 お、 陳お 過去 九年閒 C 
巧ら 大ホ 諸君の 掛引 立を 蒙 も 難を 御 疆申上 候、 今回 ジョン 中 
ン コック •ミ ユ！ チア 於を 命 お 除 度び プか デン シ アグぶ 命 
が嫁會 化に 祐轉 じ裝に 載て は 徒 前述 も 御 引 立を 願 上 あ、.；； ^3 
ン •パン コック •ミ ユ； チ アグを かは 積 立を 四 隱化千 六！； ぶ 
弗 ホ 十と ゲ 年の 經營 U お 么プホ デン シア 八を 命は 稽 立を 二十 
億 ニ 千 九が々 巧 五十 云ヶを じて お 冒 ライフ ょらを き 事 四 d 化 
千 四な 万 弗 じ 御座 憤、 當會 おは 目 本ん なれば VJ 1 ぶふて ユ幸乂 
- ラの 料を を 取る ミ か、 お 千 お 0 上の 病 傷が 巧 厳を 發巧 
ごか、 ォ！ デナ •ライフを 發行 せぬ どか， 二十を ペイ メン 
•ライフを 發 巧せ ぬと か 乃 ま 延長 保瞭を 付けみ S か 云ふ樣 
な 排斥を 巧して をし 不申 、慈して イン コンテ スタブ 分は ニグ 
年を かも 付き、 一 ヶ年挪 つた 力は 其 後ボ挪 ひで ぁると もち 然 
的 じ 延長 お險を 巧じ續 き他會 おの 如く 手 績を息 も L 爲め おが 
じ歸 する ミ 云 ふ 樣な憂 ひは 無 之 候。 

ジョン •户ン コックの ォ i デナ グ •ライフで 極を じ 加入す が 
事が 出 ホる 例を 申 上 C れば化 づ兰十 歳み ホで I 巧 巧の 病 傷が 
能 付で 一ヶ 年の 掛金は 二百 六十 八 弗 二十 御、 其れを なぉ 中な 
ヶ 年間の 保護 ごして 御 加入 じなる 方は お當を 足して 掛ける み 
け アゲで ン—ジ は一ヶ 年-しな I 二十 西 弗 (五 千 弗 なれば 六十た 
巧) で この 置 ヶ年賴 じ病氣 又は 負傷です 旨 由 じ 成る 時は I 八 
でもち々 旨 弗 づ <會 社 ょら 送を する 事 じ 成 9 又 保險を 不拂レ 
てが 效を がつ 寧になる 効能を 有し 磅。 

旣じ まる I ニヶ 丹 掘の 加入 試驗 じ及簽 された ホは N 君 ニ 巧 五す 
巧、 T 君 ニ 巧 一千 巧、 E 君 二方 五 千 巧、 S 君 ニ 万 巧、 A 哲 
巧 お、 K 君 一万 張、 Y 君 一巧 報 他に】 巧 弗 凶 下の々 は數 十. ホ 
有 么化ホ 不満の 方に 礎 あを 巧 ふる 事が 出 巧る i さを も 席 足!^ 
居候、 夏期 中は 不な勝 じかき 御 急用の 巧は 假 事務所の をへ 左 
樣 御中 聞かせ 被 混 おは ゴ おじ 電話な 6 電報な b じて 通ず る爭 
に 巧お揖 お、 柯卒 この 擬 好機を 逸せず 御 申 越 相 巧 巧 願 上 候。 

千 九が 二十 化 年と 同 


'ニ 木を 吉 一 


扉 挪琪到 

S . 至 室， す om 812, "I 芝 Nasi St . Tel . す ekman 8428 
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n ロン ビヤ 大學 

日本人 擧 友磯會 

さ e Ja ち ミ se 巧 ud 呈す豈 d Alumni 
of Golib 古 University 
ち ow . ニ Istpf さみ N ‘ Y _ 

ぎ Mtmuit 3208 

「日米 大學 々窓」 發斤 
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.の 遊び 


ホを 巧 文で 米 慶人じ おくわ かる 
やう 衝單 明瞭に 說 巧した ものが 
お ホました 。内容 旨み 進呈 致し 
まず、 御覽 す さい。 

ニ UWSMA 呈， 芸 E . 呈 h 芭. sty . 
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成 巧の 秘談 

米國ま 英語を 霞す 事 
は 巧 巧の 萬 一菜です 
本校 じは a 本人を 授 
じ 償れ た 寒 巧 蹄ん を 
師 あら. 懇頭じ 會話邊 
信 文 社を 語を を授し 
ます。 B 耀過 H おじ 
午前 化 時ょ b 午後 十 
時まで 開按し 一^ ツ 
スンと 十ち 独づ i 
今 H 廣 ちじ ホ较 あれ 
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卷壽司 巧 當は蘭 日中 じ 御 注文 
下されば 早速 御 扇 申と ます 
午前は 十 時まで 午後は 一二 時よ 
ち お 電話 下さい 


木が 屋 


巧 五十八 T 目 ニ S 八 
電話— ミ 1 六 ニ 巧 0 


大勉强 


L r 

A 姐 L 巧 
Y M S 轉 
0 欄 削^ 
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特ま デン ナ 1 
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宴會 
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日 ま お 3 藍 
巧 ま 青 逸 


参 シュウ マ 

獲 頭、 ±、 
•宴 會用别 一 


眞 面目なる ホ骇 同胞 じ « 貪 
なる 巧袭を 罔を す 


宮川 事務所 


械育ホ 西 四十 ニ 了 目百サ 一番 
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N . Y . K . LINE 
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605 South Grand Ave 1404 Fourth Avenue 

NEW YORK OFFICE: 
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Chicago Of む C8: 100 W. Monroe 
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上 来 符經瑜 が 
ミ國 等を 絡 青 
ず 錫 萬た 取 お 
道 事 や摄视 
切御洋 C 
巧 便 岸 解芭 
、宜 巧が 奈 お 

寢に をは 馬 かもみ 化 
を あ 辕歐經 
券 計 蜡剝由 
等 ひを 朽日 
も ホな' 本 
御上 ゴ南巧 
愧ま鞋 お 装 . 

をず 約 巧 物 
に あ 並が か A 八 
取 リ！ こ I 巧ち 巧 . 
計乘巴 • 巧 甘 + 
ひがを ニ -" ^ H で 
申 切 馬 回 日日 日 
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Ticket & information Bureau 5 が 5 化 iWe,, Tei, Murray 刖 1 7325-6 


( XS ぶ* Line 

大殿 蘭 船會が s 

2 就 7-8WH け EH 化 LBU ん DWS 
17 8 が巧が 化 化 E 化 WYflRKCin 
PHQfiE 郎 WUNG 郎 巧 !! 巧 お -93 




閒が Tndin が 0., I 邮 . 

importe 巧を Exfjarfe け 
巧 1 Fifth Ave . ， も Y. 

Te しが 呂日 mjiim 3823- 目 

3 巧 ’ が . 热 adisotj Streei, 
Chicago, Illinois 



I 描が 0 Bros ., 1 邮. 

Formerly 

M が uhach; & む - 
け East 17 化 化 N.Y. 
Te!. が go 叫 uiii むが - 67 


Nippon 

Di*y Goods C<>. 

148-150 Madison Ave., 
お w む rk C か 
Te しむ hiand がが -42 


MOGi,MOMONOI, & 
COMPANY, Inc. 

巧 目ん 巧 化な .1 ん V 
怕 . Siuyvesan パ 5 お -8-7 




HOANAOiAN PACIFIC] 

NEW YORK OFFICE 

344 Maciiso 打 Avenue ， 

Te: が feon も Mu び 巧 Hi 巧 40 幻 0 

を 間 目 十 迄 本日み 
♦ 間 日 四十 迄が ま ♦ 

路觀 短最の 洋ホ乂 


J 咖贿 anamakenNewY 日 化 

Cor. 9 化 St. a 打 d Broadwtiy 

Guide’s O 紙 ce 

and Shoppi 打容 Service 

Mrs. Edith 打 umphrey 

Special Japanese Guide 


れ 0 巧 わ ble in 巧 simei Sbsk j 
CiH が お mce Comp が y 


なが ol 日舶 Gtive 化 巧 au 

Suite 803 

545 Fifth Avenue 

Phone: Murray Hil! 0231-61)51 
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I HARUTA&GO. 

141-1 が FifMve., 
(Cor. 21s け t.) 

New York C け jf 

Te し Al が 叫 uin 2390- 巧 91 


Na 阿 Trading Co . 

15 1-5 油 Avenue 

(Cor. 21 が St.) 

Tel. Al が 叫 uin 3S が 47 


的 0 画醒邮化 .1 邮 ., 

巧 - 55 ぶ 化 巧 rd St . ， 

New む rk 巧 わ 
Tel. Gramercy 3850 


T 化 FIUIOTO 
な閒則 TIES 即 . ， ING. 

Room 31 巧 

巧 日む oadw 化 N, Y. C か 
Tei. お ctor ミ 416-3336 
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1 巧 Broadwa も ん Y. 

Tel. Corilandf 7232-33-34 








T お M お iibislii 时 化 , I 化 
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瓣八 个 本 巧 お 千 
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【日曜 水】 


n —货 月と 年 四和昭 



0 本 郵躺會 社 (並 ニを 鐵道會 鼠) 

代理 巧 巧禍 兄弟 蘭會 

乗車、 乘船 切符 ホ じ 小荷物 運送 御 便が じ取投 申しまず 


シアトル 出か (午前 十 時】 
わ b ぞ U 化 八 巧 十九 日 
を ふ b か义 八月 甘と H 
るん どんか (坡薄 出 化) 八 巧よ B 

.一等 横沒】 丸 五 弗 j • . L 目 
をし ゴづず かるん でんみ は 一 お 五 巧 

-1 二等 B 本 巧 立 五 願ぎ 室 大を遼 家族 室^^ 
.频亮 望に 巧り 一等 割 おを 復 切符 费巧致 巧 お 

ロスアンゼルス ぉ軌 (午を 一二 時 一 
、 J 5 ぷらじ 化 ■八 巧 十四 H 
さんごす 化 义巧セ 日 

- 一窜 旗濱ニ HO 巧 旧は わい み 主. じ，： f し 式 一 這 f 
'ホ S ： ミ 害 日 お疗己 4- 比を ▼一 二等 日本 巧 五十 置 巧 


が貨 陶疆器 

ランプぶ びを 

一太 洋賛 易！ 會巧 

支 巧 巧 俄を、 ボストン 


陶破叢 雜貨類 挪販賣 

I 賊茂木 桃 ホ 組 


發 日本' ドライ グ ふ廟會 


H 本 掏 破 鶏雜督 類卸賣 

ホ 元 ブタデ ー ス 


I 晚を坡 每ニ遇 一回 出帆 
争ム プレス 亞西亞 0 ニろ 呂觸) 

八月 八 目 

今子 ム プレス 鈍 蘭 西 (云 左 客 巧 一 

八月け 化 日 

ah ムブン マ 露西亞 0 ニ •§0 觸〕 

九 巧 十二 日 

4 ぶム プレス 亞西亞 三て 000 嗯ー 

_ 十 巧！ ニ 日 

' I 等、 二等 n 二等 及び 下等を 設備 
最大、 善奠 、最 快走の 東洋 航巧船 

V ! i 


ブナ メ I 力 ！ の特を 

日本ん め お 買物 じは 特別 お 員を 置き 無 
料で® I 內致升 電話 义 はお 手が か 第 御 
訪問して-御 便宜を 計ら かめての わ ホに 
對し てぶ-精 じ 注意 致します から 是非 お 
な 寄ら 願 ひ 巧、 ホ內 配達は 勿論 日本 其 
化を.， 1 巧 お 荷物 發 送は 當 方で 致し 巧 

'.レ さ. ンワ ナメ！ カ！ 


確實； 目 利の 投資 

十と 年 前 僅かに 下 巧の 投資が 今日の 巧 おの 價値 とな 
つて 盾ら まず。 \ 巧 細は 左記へ 御照會 ぁれ。 

'飞 本部 ま 任 か 橋 健 巧 

K . F 呈吉を 一, H 呈 ry L . ロを を ； F 芸 Wall St : N . Y . G . 

左 ジミ Hiies Oe ち rtm 異ジ L Hanov 巧 1 基 0 


ス拂 掛金の 回收 

ま拂遲 巧の 諸 勘を、 不渡 小切手、 ま拂拒 
絕の約 ホ 手 あ、 僞湛巧 券、 共同 縣營記 欺 
等に 細し 法律家 やなを 人 や 其 化の 化 巧 人 
が 失敗した 揉な もの も 引受けます、 柯卒 
御用 命 マ さい。 

キヤ ピトみ •デ テクチ— 7 •ビユ |ロ — 


触 媪器雜 貨卸賣 

春 巧廊會 


T 寧の 巧 刷 ど 精巧なる 社 上げ 

時日の 迅速 ど 確 賞な 校正を が 証 

印刷は 紐 育 新報へ 

(1 

電話 ワト幸 ンスニ か 0 九 i ニ 九- 0 

わ 間違^む く 新報へ 

が內西 十よ T 目 十 二番 十 階 H 

東が じ 化ける 巧 そ 言論 機關の 

權 威、 暑が 新報を 讀 まね 人な し 

廣吿 は雜脊 新報へ 


謹 吿 

大暑の 巧 巧 皆々 樣御揃 益々 御 
機嫌 克く被 爲居曠 段 奉賀 上候陳 
若 夏季 じ 際し 弊舘ッ ランク 少] 
ム 整理の 都を もお么 おに# 數年 
ホ 弊 舘じ御 取 殘のッ ランク 類は 
巧る 八 巧 十五 H をに 御 處巧被 成 
下 巧 巧を ま 氏 あ 巧が 不致 をは 闽 
日 W を 弊舘じ 於て！ 切黃 がを 帶 
び 串 間 お 慎 . 

先は 暑中 御 伺を 兼ね R が L 化 段 
廣 吿化慣 敬白 
昭和 四 年よ 巧 

住 田旅舘 

2 畳で S ニ 置 穿 et 
ぎ S 享 esant お 51 


尋 人廣吿 

熊本縣 一: 蘇 郡 雜が村 ぞ岩お 
出身 

西 本文 藏 

右は 大正 吉年紐 育ょ b 故鄕に 
文通 ぁ b しょ、 其 後のを 巧不 
明 じ 巧き 本人は 勿論 御 知を の 
銜 方は 下名を 御 通知 下され 度 
御 願 申 候 

坂 本ブ々 
P . 戸 ぎ X タ Arr 田 ち Gra 曼 Ual . 


▲鄕里 送金 あび 並 送金 (無手 おお)、 か區 
爲 を 賣 買、 荷為替 化 組 取 ホ、 信用が を 
巧 等 一般が 巧 業務 御 巧 巧 じな 扱 巧 化 お 

S 臺灣銀 巧 紐 育 お 張 所 

滚 、大 腰、 神ち 上 お、 淺 
ロ、 福 州、 厦門、 油 助、 香港、 巧 東、. 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 買 

々ッタ 、偷敦 、巧 外事 磯 十四 ケ巧 


一、 資本を 壹餘圃 (を 額彿 込を) 

一、 橫 立を 菁德五 百 五十 ぉ圓 

內地本 ま 店 U 橫演 (本店) 巧 京た お 
が 戶長 峭下熙 名を 屋 

機濱 ぶ 金銀 巧— 支店 

宋國 をま庙 U を 港 おが 沙お 布を 
巧 化を 界を固 重要 都 ホ ニ ま 巧 度 n グレ 
ス有么 候 


本 巧 大阪化 おお T 目' 

が 育ま 店 化育 ブ。— ドゥ 去！ 巧 四十 九を 

籍 住ぶ 銀行 

日本 巧 {をを 橫漠名 右 崖 京都 神 戶岡山 
戸-! 尾 ノ道廣 島 吳柳巧 下ノ駒 
地 支店 {巧ち 小 倉、 を 巧懂 をん 留ホ熊 本 等 
本 固 預金、 鄕里 送を 等け 陆め 
て 御 便利 进 速に 御な を ザ 申 お 


本店 朝鮮 巧が 

を 店 出張所は 日本 巧 化の 樞を 都ボ 、朝 お 
• 滿 が、 支那のを 地を び 浦 盐巧德 

朝鮮 銀な 紐 育 お 張 所 

外 围爲替 一般が 巧 業務 精々 御 便利 じ 取扱 巧 

申 上 候 


內 外を、 社馈 、株式 ノ賣 巧及ビ 巧 
化 取 立、 ィま棵 懊が三 御 取 巧致ン 
マス、 精々 當巧ヲ 御 利用 下 サィ 
•gl 藤 ネビル ブロ— 力ー 銀 巧 姉が 曾 社 

藤本 一一 券會社 

同る 港を 巧 
同羅が 出-張 所 
同 沙巿化 踊 巧 


鞠强 語、 雜 貨卸寶 

森 村 ブうザ ー ス 


H 本 陶猫器 雑貨 

ラ厶 プ卸賣 

奈良寶 易商會 


み み 




懇談 送別 會 

拜替 時す 益々 猶淸 棲の 段率賀 
候陳を 健康 あ 進 諸 お 治癒に 唯 効 
あ b と， してを 國に 好評 幢 々おる 
巧 學が健 器 ォキシ ヘラ— 發學を 
じして まを ォ キンへ ラー 獎脚會 
會長前 島 震 太 郎先ホ 巧が 0 ホ- 實 
驗敎 示を だ ふを 殺到し、 該熙使 
用を 頓 じあ 加し つ t ある 猫 巧に 
御座 候 處前島 先 ホは 愈々 八ち 初 
甸渡歐 せらる/' MJ じみを 化 巧 じ 
が ォ キンへ ラ ー 愛用を 相 集、 先 
ホの 巧を 盛し する 爲め 懇談 兼 
ねて 左の 通 b 送別 曾を 閉摧巧 傾 
じ 就て は 是非 愛用を 諸賢の 卿 ホ 
臨を 仰巧猶 御ぶ 人中 じも該 巧に 
興が あらせら る-^ 方は 柯人 一て 
も 御 誘引 同道 被 下度當 巧は ち禮 
ながら 粗餐 差 上 候 間 御 ホ 會の諸 
賢は 小生を 御 申 聞 被 下 度 願*^ お 

千 九 巧サ化 年よ 巧 ザ 九日 
ォキシ ヘラ！ 販賣 商會ー 

嵩 木 光巧郞 

時日 八 巧 二日 午後と 時 

瘍所西 百 十六 了 目 十二 蛮地 
靑蓮閣 

會養無 巧 

各 化 





太平洋 沿岸 日本人# 

聯絡 條議會 のみ 議と 希望 

將來 n ホ 通商 航海 條約 修正' し 際し 

在留邦人 9 意見 尊重 參酌論 


左は 太 半げ 沿岸 日食 聯絡 協满 
をに 於け-り 策 柴ホ滿 に 勒しタ 
乂の巧 ホを おする 某氏の 巧を 
でを つて 將 ホロ 义逆巧 化 おお 
約な 正の 時機 到 速すべき を豫 
想して なお 巧 人の 爲 めじ 且つ 
外交 當事 まの 爲 めに 吐 あサる 
も かで ある 0 

本 巧 中甸 ォレゴン 州ポ ー 
.ランド じがて 開かれた 太平が 
沿岸 H 本人 食 嚇絡協 畿會は 過去 
投 年な々 沿岸 化 ホ 日 會の影 漸< 
薄く、 因 巧 惰性に おかれて 會合 
を 摧卞の 謗な きじ あら 个亦其 巧 
謀の 實わカ もを しいのは 遺が で 
あるが、 巧 も 巧 西部 地方 じ 於け 
るが 留巧 人の 與訟 ご希留 どを 化 
表ィる もの ど おるべき ニ I ニの 意 
をも諾 まどして 巧 ホされ て 居ち 
該協畿 をを 述 じて 其 盧 見を 貫徹 
せ L むべき 巧 力なる 運動が 必要 
であつ てち 部な 留 邦人 社會 じが 
て も 巧して 之を 街 岸の 火 お 醜し 
ては K ら の。 ご I の 例を 擧 ぐれ 
ぶ 今み の 協讓會 のか 講中 ( 一 ) ホ 
酉 及び 加を 太し 居 化する H 系 ホ 
民の 父 巧 じして 歸朝 後一 年 0 上 
ごなら 巧 渡が をな し 得ざる 者の 
爲め巧 渡が をな し 得る 横 最善の 
方. 法を 講ずる が 如き 少く とら 所 
麗領拳 舘を裕 て举府 大使館の 

注ぶ 思 を 化が し 勞働省 及び 
j 國務省 ご圆滿 じを 涉の上 人道的 
解 化を 吿 ぐる 途を 採らねば なる 
まい。 又 ニー) 現わ H 米 述商條 約 
をな 正す る じな 6 化 米を 衆國人 
民 じ掛し H 本に 於て 恰もを が兩 
國 人民の 場を にがけ るが 如くが 


をぶ び 一較を 業に 關 する 推 利 ど 
巧 等の 待遇を 巧へ 一面 巧が 留が 
人の がを 及 一般 瞥 業に 關 ォる權 
巧 も 亦 米 威 じぶ 留 ずる 化み •一般 
外人 ご 均等 じ 之を 享お ずべき 最 
惠控 條铁を 明確に 規定し ロ米兩 
巧の 國巧 をして 益々 親善なら し 
め 巧 貿易 隅 係を 促進す るの 途を 
謀せ む J を 建 藩す る 件の かきは 
タがじ 一宜るな 巧 邦人の 輿論 あ 望 
でぁつ て 千 九 巧 二十 一二 年よ 月沙 
港 じ 於て 開 がれれ る 協讓會 じは 
時 じ 東部ょ ち けが 育 H 本 A 會を 
化を して 當 時の 書記長 巧 巧 柳 作 
理事 水谷涉 一二 兩 氏を i 

特派」 條約 1 じ斟 する 
ホ雜 案は 紐 巧 日本人 會を 通じ 植 
巧 大化じ 直 巧を 兩氏 ょを*^ 米焰 
議會の ホ Sf を 中を したる 卑實も 
ゎ も、 巧 晚斤務 的なる 現ム扫 米 
通が がが 條 約の 規 まを 修正を ね 
ばなら ぬ ごは 大体 邦人 侧の I 一 致 
せる 意見で ぁるが ぉ淵乂 が お 
し ホ國を 地方を 旅 巧し 得* 會 
H 現 化の 情势 じて は 大巧^ 華 旧 
を 離る I 可能 牲は U きも 比 あら 
ば到處 のせ 力 U る 邦人 じ 節す 傑 
約な 正 じ勒す 5 適切なる 提言を 
意， 5 W 聽き 之を 外務省 條お扁 K 於 
て誠査 せる がが ど 比較 硏を .でる 
を 基礎 どして 巧 日米 通商 航常條 
約 締結の 成案を 作るべき わる 
故に 當事 をは 往年 內旧大 liff わ举 
府で 現杆條 約を 締結せ る！^ 巧 如 
き 官憲、 幕僚 萬 能の 遣 ロは 晴化 
錯誤 川甚 しきもの である J を敲 
解して 混いて 巧留 がんの 活路を 
巧 <爲 めじ 遙 巧して 欲しい t ロの 
である 0 


志 贺お藏 巧 城窩等 
か 田 ヒサ 玉 文化 戴 縫 
中が を 枝 巧洋舆 か卒菜 
小 倉 ミチ 女ず 技酱 

練習 艦隊 歡迎 

寄附 金 殺到 

約 千 五 円 巧 じ 達す 
巧 闕紙習 鑑陈ホ 化」 脱し 歡迦 
を庶お 部の 活動に 依り 一般 同胞 
の歡迎 費を 附 (曾 社 銀行 商社は 
財務 部 じがて 募集) け 綾々 どし 
て 本部 じ 送が せられつ'、 ぁるが 
加 W パサ デナ 巧留 のが 育 H 本人 
人會 々貢 太 出 敬么助 巧み 如き 遠 
I ニ千嗤 0 西の 地 ょら 書を 寄せ 
てを お 巧を 封 送し ホるな ど如柯 
じが 人 社 會が鑑 おの ホが を歎迎 
し 居る かを 想 見ず る じ 足る でを 
らぅ。 おは 鴨 井部を はを 巧みが 
氏 どな じが H 酷暑を がして ニク 
プンホ 面 じ お 張し 本日は 前 ニ 
氏 じ 恩田委 貸を 加へ コ n ム ビヤ 
—ク ょら 新 城 西方 面 じを くを 
どなつ て 居る。 前 號が報 0 後 ニ 
十 化 日を 歡迦會 じ 到着せ るを 附 
金は 左の 如く ミ 百 化 巧 じして 累 
許 千の 巧 八十 六 弗 じ 達した。 

金 二十 お 弗 おを 良 直 藏八卷 
一 郞を义 閱榮作 鉛 江匡輔 
を 二十 化 宛 商務 書記官 事務所 

】 闻住 出キセ 


學を 海外 見學團 八月 來紐 


.村 嘉壽鹽 をが 引率して 十 セム 


前 化 溢 ± 、學 化が みを 學脚劍 
立ち 中が 嘉證 氏は 本年 も 第一 
巧 ょら 窠五巧 ま e をが 概し夏 
季体學 中を 巧 用-- て 第一 巧は 
む 身 引率して 八け 下句 かがす 
る 山と H 五" がを ES て 一げ 朝 
入信が ホつ じ。 をに te れば舆 
を ホ 十 旧人み 學 化は 文化 踐縫 
和 田 ヒサ*、 東沫巧 か准萊 
中が をな、 たす は 盛の 小 倉 i 
ナ一 二人を が 十と 人で ある。 中 
が 巧の 聲憧じ 円： 

‘巧 說な而 小生 おを 小の 「おみ 
一之 H 本」 にて を お 致 お 通 9 本が 
. b ホ 第 凹 邸 學生狼 n 見學 削を 計 
壁し 么が阐 封， V ぶ 集 化 候 處タ教 くで 4 る- 
の 應搂 ち么候 巧ょ ら嚴 選の おお 一二 巧が 之 
五 おを 組織し 第一 巧を 米 融け 小 演 崎駿吉 
ホ 自ら 么 V 引率 L 第二 巧 加州 脚 緖 々巧 之 肋 
はぶ 城 离等巧 校お授 .松 本が 彥氏 も旧淸 
窮 一二 おか 畦閒は ホノ^^ そ 局 お 巧 旧哭ニ 
がが 巧に、 第 g ： 化 おげ 刚 はがが 水 野 銭巧郞 
少お本 宿 化み 郎 氏、 第五 加巧鐵 水お淸 
巧ぞ 脚は が 軍少將 杉滿ぉ 雄に に 近 藤が 一一! 
御おお相願ふをど相ぶ中お就て 渚 田 健 巧 
はが 巧 W れら發 あ H おの 逆 b お おお 溪 
资 をす i ご 相が 中 お閒御 地方 じ 沖繁留 
を 6 巧 節は 何卒せ 殿 脚 願 中 上 巧 お 旧 父 ニ お 
尤も 本 計 鼓は 自 をを 旨 ごして 物 倉 扣を义 


巧 的 じは 柯乂 にも 御迷惑 相が 
ざる 接 注意 致し 巧る 儀に！^ 阳柯 
卒 をの 点は 御 留意の h 柯！ の 御 
配慮を 願 ひ 上げ 极 ’化を シ 知ら 
んご 欲し 巧が 蹲の 海が 進出 だ 貢 
献 せんど 燃え立つ ホ 普を 概 いて 
お n 萬 おのみ じ見學 する ちき 靑 
年 達に 巧して け 貴下の 一 i . の 御 
间精御 厚意が 永遠し 刻みけ け 
れ 、彼等を 激 卿鞭键 ずる タ大 
じる 者 之い ある 可く おお： 發み 
の氣 一線 じぶつて 御 活動 芯 ば さ 
i る 貴 FS 棉神的 御 援助す 巧に 
願 上 巧 先 a ： 筆 御 願を み お』 

) 巧の 氏 あ、、 校 あ 等は fk のか 


て 


巧乂 

德 島兽エ 卒業 
神 戸ち 帝 
が 火 

を 都 名 I 
巧大 

巧を のぶ 一巧 裝 
巧 頼 旧が 一高 等 
巧 卻ホ乂 
明 人 
を 太 
高 巧で 學 
啜？ ぶ 商 等像備 


1 ラ ァ發明 者 前 島 震太郎 氏は 恋 
愈 近く ホ お 渡英 1 る？- ごな つた 
ので 東部 一ず 販賣化 ォキシ へ ー 

ラア ♦セ] 少ス •コ！ ホ レ— シ 3 

ンの 高木 ホ 次 郞氏ま 懼のォ キン 
へ] ラァ 愛用を 数十を の 懇談 會 
を 兼ね 前 島 巧 送別 會を明 後 二日 
午後と 畔 ょら 靑蓮閣 じ 開く 由 じ 
て お 席 ま內を 受けた る 人々 のか 
ん 同が を も歡迎 するど。 

. 佛む會 例ち 法話 

な 育 佛必會 じて は 明 一日 午後 
よ 時半 Jb ピ本 烘樂部 じがて 例 
巧 法話 會を 開き 『四攝 事、 愛 語』 
の 題 下 じ 佐々 木 指 月師の 說敎わ 
る 由 ホ聽隨 意。 


海軍 縣校來 紐 

お 軍 少佐 上野 敬 H、 お 軍機 關 
少佐 巧な 福 巧、 海軍 技師 田 中 殺 

據の S 氏は 二十 八 H々J マニァ 
號 じて 歐洲 ょら ホ雜。 

一^人 か 人 

•曲 淵 逸二 氏 儀 化 監督官 事務 
巧 お 軍書 記、 明日 出を 西 巧 桑 港 
お 帆の 春洋化 じて 歸 朝。 

參矢崎 正 經氏當 地 海軍 監督官 
事務 巧な 勤 造船々 佐、 頃日 歸朗 
於 命せられ 九 巧 お發の 箸なる が 
後任 y 一して 造船 大厨 巧が 彌 ずを 
化 日 着が の 由。 


0 —— ® ▼巧が さて 時 掃 じ d 
I 猶議 I 1 言 ミる 可らざる 
0 —— ® まの 巧 產黨員 は 今- 
の 露で 願 係斷絕 にも 大いに 憤. 
'▼過般は 支那 縷 領事館に 推 寄せ 
て 退散を 命せられ たが、 この 日 
曜 りじは 支 邪 町 さして 堂々 ど 巧 
進 ▼帝 國ま義 の 走狗 南京 政府を 
葬れごか支おはクォ！グ街£フ 
—ゲァ ー じ 支配 さる ごかの ビラ 
を かざして モット 街の！ 巧を 占 
頒 ▼支那 人の ホい 學 生が 例の ジ 
ブ箱じ 立つ て淸說 をし わけた 
が忽 もを々 面から バナナ、 鷄卵 
マト や 西瓜が パ ラリ''-- と投 
げ つけられ ▼巧 巧の 辯 ± 1 言 も 
鞍し 得ず 西瓜で 眞つ 赤な 顏 をし 
て 引下つ たとは、 爭 はれない ホ 
の いんねん ごで も审 して 展 かぅ 
▼時に サン フラン シマ 3 でも ァ 
メリ々 婦人を 先賴 じして 大いに 
ロシアの 爲 めに 示 或 運動を した 
が これ も 失敗に 終ち、 ロ あんぐ 
b の 体で ある 相 だ。 


片欄ス ペシ タル 


新靖 


茶 


そ 


をつ 


で 




風味の 良. 


お 桐 兄弟 簡會 


を 十五 弗 藤 島 國治郎 
金 十 弗 宛 お ホ 德長吉 居悅彌 
井 ±讓 島/江 お 助 化 本 巧 
鬼 橋淸み 

をれ 驼宛濱 崎 佐 治 郎山旧 質 
が井ト 義人 廣瀬 とが 吉 
困 久太耶 井を 正义郎 夫妻 

ン ー •ぶ！ •スミス 霖 山守 S 

ム旧敬 之 肋 

金111 弗 宛須賀 茂る 原 巧 一 
を ニ 巧 宛 淺井當 み 郎島旧 九 
~ 郞田岸 長 雄 

を 一 弗 宛 中原 政 巧 获おあ 雄 
臀間勇 加 藤 長 ま 
•巧が 西 州 ヮィ^ ドゥ！ ド 
を 十九 ホ 火 巧 ホ 一巧 巧 
を 五 弗 お 岡 崎 巧な 管を 義 
を ニ 弗を な 省 吾 
を 一巧 宛 おが 馬み— 大河 内' 

前 鳥 氏の 渡 巧 ご 

送別 懇談 會 開催 

旣 報み 如く 滞が 中の オキシ へ 


新入 插 

便利で 德 用な 

削 リ鑑節 

i 包 一二 十 化 


桑 山簡會 

114 呂31 置 th ST: N. Y. G. 
さ ミ e. さ lun す e こご 3.0577 


食事付 一 週十五弗、 

遮羣滤 所は； ご— ご 

ピブツ フキ—^ ド •ロ） ドの 中 

間、 乘 馬、 水泳 S 搜ぁ b、 ァ瓜 
バニ！ 停車 填 迄 御お迎 しまず。 
互 rs. H. L ゴ ヨ a- W 男 t Lebin, N. Y. 

ジ一. Leb 当 on ニ 7-F13 



が 川 保 隐事巧 所 

H. Sagawa^ I 凸 surance 良 roker, 
303 巧れ h Av。" 

Tei. Caledonia 4100 


巧 巧啤事 株を t 化が 育ま 店 

Uchidei jT む unng し 〇 •, I 打 C . 

1 1 Park Place 
TeLB&rcUi3rK76 


島資あ 巧を 會お I 

Sluma liraci 说 g し 〇 •• Lt ん 1 

150 Broadway 
Telephone Rector 1484 


K. MiWmoto 


Mikimo れ Faarl, 
拍呂 Fi れ h Avenue 
Tcl. Van もみ 化 巧 19 


大倉 なな 育 ま 巧 

Okur & 在 Co *, 

30 Church St., 

Tel, Cortlandt 2292*93-94 


吉 あな まきお 

—— 化- 巧' 巧 一 


あ 巧が 會 
1 如 Broad * 化！!. Y . C . 怕 .わ 加 r 巧 84 
Fa 加け; 化 10 3 刷む 6 ., しし Ciiy 


巧 巧 讲巧お 巧 ホ會お 
な 育轉巧 

Sou 比 M 姑 churia R . R . Co リ 

Koom 202 ら Cana ぷ an Pac ホ C BW グ . 
342 Madison Ave. 

T*l. Vand が WU 4135 


H 井 ホ產巧 ま會な 
が 亩支巧 
M な S 山 & Co ., 

6a Broadway, 

To!- Bowling Green 7520 


なま 會 赴を 井 巧な 
巧 育 おお 南 
iwai & Co ., Ltd . 

Woolworth Building, 
TcL F れ z Roy 8 が 0 • 別 - 62 


巧を 食 化 ホ 尾な 《 

Akawo & Co •，むん， 

23S F が 比 在 V を , 

TeL Caledonia 9758 • 良 P 


が倉裝 絲热橫 巧を 食を 

Kataku 化 症 Co ., L ミん, 
200 Madison Av«n?ie 
Te). Ashland 4545-^546 


淺野 暢を贼 食を 


^is£ino 

Room 801 -80 目 
loS 技 roaOway 

TeL Co け l&ndt 呂 0 がぶ 05 之 


H 塞 商事な ま會を 
お育ま 巧 
M な ftubishi Sho がた akha 

(Mit&uWshi C〇4 いん） 
120 Broadway 
TeK Rector 2560-2564 


bosho し orporahon . 
Silk importers, 


1： み A か land か 87,9! 
Goflhc Co^ Inc., 
Cc れ on Exports パ 

が Beav がな,. 

TeJ Po ロリ ng Green 8 ザ 


大お 朝日 ニ 巧を 朝日 
恒川 巧 
Osaka A 化 hi 

The New \ ork 1 imea Annex 
Tei • し ick&wa 打 na 1000 


日本 お 化 巧 ホを 化 
がち ま 巧 

Japan Cotton Trading C 々 .* いん , 
2 Park Avenue. 

TcL Lexh が <m がが 


a 本 ホ 糸 株 ま 食な 
な 巧 支 巧 
NIP 阳 N KI - I 阳 ’な IS 化 LT 日 

Iwo Park Avenue 
Tel, Ashland 5320 


巧を 名會れ 
な 巧ち 巧 
け & も 在 〇>•, 

443 Fourth Ave^ 
TeL Cale4onia 7830-35 


曰 ホ ホ 糸 巧を をを , 

紐 巧 まな i 

XI が I •目 e KliTO WBII な! KI け 巧 HA ! 

が ICH レ BE1 のげ 0 CO., LTD.) 1 
1 Park Avenue , j 

Tel. Ashland 6246-47-4S-49 


大巧 お 日 二度； な 日 B 
鈴 木 S が 
Osaka Malnichi 
Room 306A Wo パ d BuH ぶ M 
T<«L Beekman 4259 



な b をぷ な 巧を 盛 im ジ巧 


SATU 即が I AUGU な 3 19 巧 


と 紐. 育- 1 

- てこ 九 年 版 r 近く 發巧 I : 

本を が 经じ編 を 巧いた しました 『よが 育」 は、 幸 ひじして； 
化 湖の 湧 < がか^が 巧を 巧し、 遂にを 部： 册殘ら や 質 巧れ ごな I 
な 主した、 化て^ 化け 簽 一版の 內 なをを なおた じし、 肖 数を も': 
巧 加した 千 化な： |一 几 年 版を がに 资行 する. 一 ご I ならました、 正 
確に して 且つ 斩 *ッ しいが 計 ミを 賞を ぶ罐 じして、 則々 變 化する I 
巧が 『大紐 育』 0 巧 相を 傳 ふるに 逍が U きこ ご 巧して な b 主； 
す。 巧は 定 憤は 

豫 約^を 者に 限リて i 

一 特價と 十を 仙 I 

發刊屢 の 御 購買には I 

を 價金一 弗 I 

ごを しょ した、 IP かじ 豫約 御中 込みを ホ 留 いたし' ょす。 I 

八 — f 紐脊 新報 社 . I 



海軍 縮少の 意義 Y 徹底して • 

ま 力 艦のを 廢說 有力 ごなら 

n 英米 贿國 の 下協議が 新 局面を 開がず るか H 
n 日本は を顺數 主義て 新ら しい 比率を 娶求 H 

巧 ま おを-日 巧 【ニユ ヨーク •タィ ムスが】 = が 軍ち の 一 高官が 『ジャパン •ァド ダァタ 

キザ ij 紙 巽 V る 寬談じ 5VC 所に 依れば、 H 定譜腹 《比率 S ては 畫愛菱 じ 
おする 六剌 をと 副-: 引 上ぐ •へく 裹ォ S をち しく" 主々 席 比率の 甲 甲 一二は 補助 騰 にがては 
おー 五- 丄 •一一 •化 V. 一すべく 、補助 锻 制限の 某 準ら 哦敕を 木 位と して 觸 がま 義を排 し、 簡 黙な 顿數 ま！ 
をを ま おすべ < 、目下。 ン ドンで 進 巧 中で ある 英米 誌 解け おぐ 本貪遙 召集の 磯 運を が 進すべき 重 一 
夫を SS 政 S ここ 1S 孽大 をに 對 して H 本 sf 蹲？、 右 S 議じ參 加す ベ'、 訓 
をを 蟹した。 


街 おし 数な 人の お 傷を がを じた 
こ vi じ热 ては をの 後柯 等の 報を 
にも 巧'-.- て 巧。 い。 

東京 特電-日 發 〔ニ ユョ ーク 
ゥオ— ルド 巧】 H EC 下^ ンチユ 
9 で 進が 中で わる 露 まを がに 關 
しが 巧 街には 阿 等を おけ 遠して 
居 b いが 政府 ごして は 直接を が 
の 成功を 確信し、 列强が 協力 L 
て 干が する こどは 却て 寧 態を 惡 
化ず るど觀 めて 居る。 ■ - 


ロンドン 特電 一 日を (ニ ユヨ 
—ク •タ井 ムス 巧'】 =H 下赏地 
で 進 巧 中。 わるを 义の 軍縮で 協 


る 限ら、 巧る ま 力 歴を礙 由す る 
i は 化 球 いらめ か、 こ 要 あず 
る こごは がて 無理の ない 話で わ 


菊は ホるべき が 絡转爺 じけ お カーる、 みに 今 闽のお 軍縮 ホの 目的 


艦 をら 巧 遊に 附 して お 縮を 
一 じらしむ る こ这じ 
- ホぶ を おたらの‘、 か （、これを 


が， 遥襄の 

國段的 負 擔 を鹽贼 する 

いふ-，: わる 限 も、 ご 一で 顿 のま 力 


機會ピ して 化 巧くても 一 おの 興 j 黯を雞 持す るよ b も】 方 嚼の巡 


論が 增道 しつ i あつた 半； カ鑑廢 
止 諭が 眞岛目 じを， 窗 されない 共 
限ら U いが 勢で ある、 今 H 化を 
の 海上 じ 浮ぶ 主力 絕 はか 直 六十 
绝じ 巧し t 起を が、 若し これ 等 
のまみ 猫に 就ての 制限が 必 喪で 
あ6ィ」す れだを廢論-かホずるの 
も 蓋し 奮が であらぅ、 特に 我等 
の 注 有に 值卞る ものな 今 H の 世 
巧 じは 建を 中じ羅 ずる ま A 艦。 
を 'A の 一を 4 、を 去 化 年 
ーじ宜 b 進水した るら のけ 僅かに 
:ニ隻 であるが、 現が の ホ カ驢狀 
態 じ 就て 觀る も廢化 じけ 頗る 適 
當の 時期で をる だ 認められて 居 
'る、 即 もま カ歷の 

現勢 力 じがれば 7 ランス 
及び ィタ ジの兹 もを い ホ カ鑑は 
'十 S 年で 新造の あ 勢な なく，。 

^ シ ア じはホカおなくド ネ ッ も平 
か條 約に 化 h て 速 造を 禁 化され 
て 居を、 故に 現勢 力を 大别 する 
ものは： ：！ 典 米の ご一國 のみ じして 
これを ィ ギブスの 戒 をに 就て 見 
る じ總數 廿隻で 五十み 巧嚼 、ァ 
: ィリ々 は 十八 雙 であ 十 巧 ニ 千 六 
な姻 、日本が 十 裳 や 化 巧 H 千觸 
ピ ，：：；<> つて 居る、 をに 化を が この 
I ニ乂列 强じ對 して 巧し 巡洋渡 I 
か哦 級の 逮 造で 固の がち ふされ 


巧經を 維持す る 方が いかじ 節の 
的で ホる か tf 敢て静 鼎を 要し U 
いでを らぅ、 あら じ繊 てこ i を 
軍事的な 立 族 わらを る じ ま 力 渡 
がな みお 義 d ニ 個に を 類し 得る 
をの I は 値の まカ瞧 '^戰 ふ'- と 
であら、 をり ニは 敵の 要 薬 防 鶴 
を 掠が する に ホる。 かに 若し： 
の 一二 大列强 じして ホ 力 艦を 查然 
廢 化する た。 れば キカ 准 じる： の 
は 化の ホ 力 濫ご戰 ふみ 要な <、 
殊に 最近 满巧 磯の 發理ピ 要塞 巧 
備の長 お 離射繫 能'*^ 蛋 ょら 見る 
もち 力 賭の 沿岸を 擊も 甚だしく 
をめ 戰圖 能力が 疑 はれる 譲で、 
この 諭 化で 巧け は、 

を ニ 園 L 」 v - 主力艦を 媛 

化すれば 化 列 强じホ 力 艦 巧 だの 
要な く、 假 りじ 彼等 •い戰 圆じ從 
事した どし’ て も 一巧 趣 絞の 巡 巧 
艦は 優 じ 一二で 峨 級の ホ 力 艦に 優 
る戰圃 能力を 發 揮し 得る のみな 
ら や、 八时の 備^を 極度 ど すれ 
ぱホ巧 搭載の 敵？^ を克く 制し 得 

るでは；：： > いかピ ふので ある、 
而 して' 理論よ わ て もま カ鑑の 
存 化が 防嚮 よら I も 攻勢で ある 限 
ら 、.斯 る 武装^ 現が どい ふ もの 
は他國 におす 心 侵略的 巧 動を 嚴 


禁 して 居る ヶ 。プク 不戰槪 約の 
意義に 相 i はする とい. ふので ある 
勿論 叙 上の 議論は 到を 海軍々 人 
じ 適用され ない ものであるが、 
今や 軍縮の 道が 外を 的に 锅 がさ 
れん どして 居る 膝では あち、 ホ 
々廳處 とみ 聲 にも お 當お據 の' あ. 
る i を 認め 得る で 光らぅ 0 

英米の 動き 

目 本鹽視 

東京 特電 セ 巧 か-日 發 〔ニユ .. 
ョーク • タ禁 ムス お】 = 巧務省 
の 居 頭 S お 軍 省のを 腦 着は 海軍 
纔 々じ 關聯 した 英米. 雨 國の誠 解 
じ 就て 目 下垂 要なる 儀 讓じ乂 6 
つ： をる が、 円本を 府 ごしても 
お ホ兩齒 のえ 例を 追ぶ て级 ひは 
巧く •建 鑑 中止の 擧じ 巧づる やら 
知れ わけれ どま だ柯 等の みまを 
見る じ をらず、. 財 部 海相 も 昨日 
め 閣議 じこの 薇に 就て 報吿 しお 
軍 省に 目下 英米 雨 國め建 濫巧顿 
らが 一時的 か 永久 的で あるかを 
が觉中 じて、 をれ じあを 必要 じ 
應 じて 日本海 軍 も 新ら しい ホ 段 
じ 及ぶべく、 今 固 吳ホ雨 國が建 
艦 中 化を 命じた ものは まだ 逮造 
じ 育 手され ざる もめで あるが、 
これ じ 反して 日本の 建懸 しつ i 
をる 一巧 順 級 巡が 艦め 工事は 一二 
割 力まで 進 巧して 居る ご のこ ど 
であるが、 莫ホ 蘭國の 協力が 目 
本の 巧 動を 必要 どす る じ 至ら ざ 
る 限ろ B 本を おごして に 恐らく 
本 間 題に 就て は 沈 欺を 守る であ 
らう ど 觀られ て 居る。 


本社 東を 特電 (紫 お 巧# 載〕 

じ 命の 張 宗昌暴 巧 

ご 一日】 別 府侃化 中の 張 心 ル昌は 旅館ん 二階よ b 庭圃巧 散ず 中 
の 陸軍 ± 官學 がま 那人學 を憲雜 をが 酱し 恶銷け 腹部を 搜迪さ 
むてが も 幾 n だ ■お 怠 か出义 かが も 調べ 中で あるが 憲 關は乂 
院 加療 中で あら。 


宣傳 閒鹽で 

新 交渉 空し 

ロシア 巧を 引 揚げ 
ロンドン-日 發 n な佛 。シア 
大使 ドフ ダレ ブス 中 氏は 先般 巧 
か 化、 ン ダー ソン 氏を 訪問、 數 
みに. 瓦 b て 英務鹽 をの 復活に 就 
てを 涉 中な b しも ィ¥ ジス 側は 
ホ化實 傅の 中 化 ど 舊的漬 承認の 
保証を 絕掛條 件 ごする じ對 して 
。シア 觸は 化づ大 化の 任 矫を主 
張して 也 まや、 巧 巧のを 涉も中 
経して 巧を は フランス じ 引場 ば 
巧ら じ 本' 題な 雨の 訓令に 依らて 
を 渉を 繼績 ずるを である。 

赤化 鑛禪壓 

戰辱 記念を 威で 

パ y ! i 日發 n ネ U はが かも 
今よ^ 卡置 年韶ブ ランス さ 鑛 
を戰 をホ吿 した 茹を H じ 相當す 
るので フえン 巧を がめ ごして ベ 
ホが— をの 他の 赤化 娛 はこの H 
をみ て戳辱 記を 日 ごな しを 地 じ 
I 大ホ威 運動を 體 すべく 邁殷 ホ 
準瞩 中で わつ た爲 め^ ラン' ス政 
府 もこれ が 瑕 策 じ 就で 響 戒を悉 
ら 中、 昨日は 突如 どして 共產黨 
新聞の 發 巧を 禁 化し 二で 人の 寶 
官 及び 軍 除は ホ 中を 譬戒 して ホ 
化 波の 示威運動を 威 化した ので 
巧 巧の 運動 もを 然 このず を おじ 
られ て彈麗 され、 ホ 衝突を 惹起 
したる じ 止つ たが、 7 ランス 官 
憲が V かギ I じ 送還した 過 敷 液 
を 子は 隔國 宫憲 じがて 巧が けず 
巧び 國境 よら 7 ランス じ 送ち 戾 
された。 


無線 ゃ鐵 道に 

支那 借 欽^ 起イグ 

露 支 下 交渉 も 順調 進む らし 

粟 お特を 二目 搔 = マン チ ユ ブ の繁 支を^ は獻卵 的な 取 姑め 
が おがたら しく 避難者ら 絲 還し 始めむ •^、 / ホ顏 民政 晦 はち 那 
の 撫械带 信 盛が 八 個所を 邸を を述 がに 凹收 おそれを 披 保に 大口 
借 欲を 起す どの 說が 高い。 

東 ま 特電-日 發 = 潔を の ホ ま鐵道 問題で 離 蹄した 舆一ホ 直 
接を 涉 。徵論 十一が 閒に宜 りたる も 例 等！^ や、 館 一日は をの 
爐散 曾し じが 一說に 化れ ぶま 那 測は アメ^ タの 読解を 巧て アィ 
ブ カホ 挽 i 纷滋惜 なを 起 I な 巧 的じ柬 女^ 道を 闽收 すべく 翻 策 
中 e も i ' v .' をは；：： て 居る。 

化 牛 〔聯 を】 一日を = が 道が を 孫 巧 が 言明す るが に 化 わ 
ぶ頤化 政が は 巧 農あ府 おー 東支鐵 道の がみ 權は露 支 南 固の も 


公 ご 魔 レ V きも 鐵迫巧 化は 闽 に 政 巧の も 5^ 


どず る こごを ぶ 礎. こ 


ごして を 接を 涉じ從 事す ると 言 
巧した。 

マン チ ユリ 特電-日 發 【ヘラ 
ルド •トリ ビ ユンが】 n 勞支兩 

國巧 表は 當 地で 會 見の おあま ま 
数 道 問題 解 巧の 爲め 兩國は 正式 
の 代表を 巧 命す る こごに 協賛し 
たが 支那 化 おはこれ じて n y ァ 
の對ま 最後通牒は 自然 消滅 ごな 
6 談 がは 恐らく パが ピンで 巧は 
るで あらぅ ど聲 明した。 

ま 京 〔聯 を】- 曰 豬り當 地 新 
間 紙の 報进じ れ ば。 シァ 總領 
事イ グン n フ 巧は' ィグ ピンの 支 
那外 をを 貸と 曾を しじ 結 梁を 時 
間 じ宜も 協滋の h を々 本國 政府 
じ 請訓した が、 ホ 白 n シア 軍が 


陸軍 大 異動. 

新 陸相 英 觀 

ご 一日】 陸英大 異動は 約 五 干 名 
じ 上ら あ ホ じない 新隆 化巧大 
銳振 もじて 灾斷 に营必 のみと 
歷々 £ 現 はれ、 陸軍 整理 ホな 
革の抱貧も窺はれておる！* 

敎 育費增 額； 一 

〔一日 一甫 晒が 長 四十 餘名ば 媛 
ロ 縷理を 訪問し 曾て 民政ち か 
巧野黨 時化を 約 I た あ 育寶增 
額 Q 賞 現を 耍 ホした のじ 葡し 
濱ロ總 理は岂 下の 狀態 K ては 
政询の 財を 上が 証 お ホざる も 
其のむ 恵を 誘 解す る 旨 答へ た 
而 して 一ち ホと 藏 相は 國 謡に 
副 ひが 政 立て 底した ホ^ 目 
下の 急 おじて 假をほ 政 裳が を 
約して おても ホる 總選靈 に 誇 
し 政 麻黨の 勝算ら 不明の 巧 柄 
あ 诗整增 額 C 爱ニ丐 .年 囊围 
，雞だ i 苦つ た。 

爲替 相場 一服 か 

ご！ 因】 爲替 お廬は 早，..、 禁 
相 窺を 唱へ轿 內閣總 織^ じ 
一二 弗 0 上々 藤した ので 呂 をき 
一服 かご 見られて 居る。 i . 

柳澤 化が を權難 

〔二日】 九月の 鹽廣 聯盟 懲留を 
濯に 弁 上 匿四邮 子爵が® し 
ためで 柳澤 おを 推擧說 がわる 
お ほ 國藤勞 働 曾 議め汝 表 
じは 廢薑遞 信 局々 艮淺 ず ニ 
郞 を じ 巧を した。 f 

皇后陛下 御着 選 

ご 一日】 皇后陛下 じは 葉 化菌用 
邸よ を 八巧サ 日頃 巧を じ 御 還 
啓 御着 帶 まは 九月 十四日 おの 
御豫 をで わる。 


鳥 お宮 御 渡歐期 

で！ 日) 爲 おな 殿 ド じは ホ 春 御 
媳儀後 お 月頃 姐 殿 ド 同が 跌浏 
じ 御 漫遊、 ィザ リス、 7 ラン 
ス 、 ドキツ、 ィタブー御巡遊 
後ア ゾリ ヵ^ 經て 御歸 朝の 豫 
ぶな 5 •か 御 外遊 期は 約 十六 ヶ 
巧の 御綠ぞ である。 

が友會 力み 返る 

【 - 日】 講會骚 逸の 豫算 案に を 
額の 訂ぶ をした 应府 のがを ホ 
針 •し對 しを ぶ會 では 嚴 をに 監 
視を 息ら ホ-若し 政商が 特別 議 
會を 召集し ない 瘍 をは 九 千 巧 
圓の豫 算劍嫉 の 理を釋 明を ホ 
める と 力み 遮つ て 层る日 

帝 國農會 ミ米價 

( 一 曰】 帝 國農會 は 方向を 轉 後. 
して 捉 膝ぶ 樓吊ら '上げ 过趣ホ 
擁護の みど納 b おした。 

東京 あの 新增稅 

2 日】 あ 京 お新增 親は ホな 逊 
巧圖 であるが ぶを の 譲算は 一二 
千 巧圖熟 ホで をる、 女 辯 巧は 
一人 每巧 S 颤見當 歡牧め 善。 

.を 使舘 設置 栽 令 

【 - 日) 波 執を 使 お 設置め 薛勸 

をを なて をが さる。- 

0 ホ‘ い 仲裁 條婉 

〔 - 日】 日米 仲裁 條 のな 正 巧 渉 
觸始 巧し V ) 期待 一 さわて をる。 

利子補給を 繼續 

〔 一 日〕 京 濱度舊 事業 巧 潰め 巧 
子 離 給は 繼鎮 におを した。 

金 解 第二 撰 準備 

〔！ 日】 國民新 識の银 導に 依れ 
ばを 辭禁 第二 段 準備 ごして ホ 
國じ r 盧圓 程度の クンデ ット 
設置 寧 赌申だ ご。 


形式を ごる こど i 。 るべ 
く、 お 租權實 施に 熙 する 細目を 
涉の おき あ I ニ 省の 治 外注 碟橄廢 
と 巧煥條 かじ 巧 はれて ゐる 問題 
； ^ら びじ 撕稅 閒醒 のかき すべて 
n ま條め 改訂を がの 郎始 される 
塔を にがて 前記 新 ホ かじ も どづ 
いて お義 上ち 那本 ± ご！ 巧に 解 
决 する はやて わる ご。 


潰 軍 


磯 蒙に 關 した 重要 あ涉も 

國 民政 巧を 相手に 

現 內閣の 對滿巧 針 じ 變化來 すが 
芳澤胜 支を 使、 突如 ご歸巧 

■東京 特電 j 日發 = 漬ロ內 題の 成立 ご 共に 凿支 政策の 機化を 
期が して 急遽 輔 朝、 をの 後口 シァ 大使 たるべし ご 傅 へら わつ i 
をつ たな 支を 權を使 巧 澤謙ま 氏は、 轉 巧の 增を莫 巧 b お 瞄ホ相 
を 始め ごして みあ 省 首 牆部ご 協議の 結 あ、 ホる お H をな 了丄海 
經由歸 をの 途じ 就く こど 5 な b 、 日 まを 渉の 着手 も 巧し & 測 
されて 居る。 

國ほ 政府を 相手 じ解决 をけ から 
ん V - して ゐるこ 空は 時節 親 化 目 
じ植 ひずるを の理 もとず も ごこ 
ろを 聞 < じ國技 政府の 統一 軍 業 
は 巧 ど 完成の 域に 達し 碼 、瞄兩 


地隸の 年® 

樹陰 學人 

ラデウ ムどァ クチ _1 ウムは 共 
じ ウラニウムから 導き 化される 
元素で あるが、 ラザア •フォグ 
ド 卿は ウラニウムの 一 形態で、 
彼が アク チノ ウラニウム £ 呼ぶ 
元素は ァクチニウムの 先祖で あ 
る こ 信じて ゐるア クチ/ ウニウ 
ムは遍 常 ウラニウム 中の 巧を の 
I パ ー セントの 割を でが して ゐ 
る 0 

而 して 地球上に ある ウラ ニク 
ム は、 太陽 じ 起 おを おし、 地球 
が 太陽 わらを 離して な ホ、 か 解 
をつ，、 けて なる ピ考 へる' の-が 旨 
然 なので ある S 類似 お 素の 狀態 
から 推測して、 アク チノ ウラ ニ 
タムは 太陽 中 じがて まなる J が 素 
体よ ちは 成を 量が々 ない、' たさ 
へ 園 量が 成を された ごし てら、 
今日の お （ニ 千 八 百を の r ハ！'. 
セントの 簡合 じまで 減々 C を じ i 
は 約 ホ 四 億 年を 要する ウラ ユウ 
ムの 成な は、 地球が 太陽から み 
離した 瞬 聞から 化んだ の だとい 
.ふこ どから、 地 琢は册 四 慮 年よ 
らは亩 くない こ £ がを るので あ 
る 0 

おじ 別め なお 能 ゆ あ' る 鑛賴を 
硏究 から 得られれ 結果は、 をの 
鑛 物は、 この 敦 字の お 半を のを 
齡を 示す ので あるから、 ぅダァ 
ブネ グド 卿の 計聲 な、 媳 球年驗 
め 最大 數 V 」 愚 少数を 示ず めで あ 
る。 英國の 星 學者ジ 里 ムス •シ 
エンス 卿は、 太 腸め 年齡 をと 方 
擾年ビ した？ 地球が 化 四 慮を 煎 
じ發 離した ごすれば、 太陽は を 
のどき 六 巧 九千乂 百み 十よ 摄歲 
でを つたので るる。.' をれ からの 
時間は、 太陽の 生涯 じごつ ては 
i 瞬* >0 でち いふべき だ。 

ラ ザ'— フォグ ド 卿は 研究の 結 


質と 劑 をす るら の-か あ b はしな 
いかご、 探索の 眼を むけて なる 
ので あるが、' 巧 化は まだ 何で 暗 
み も 得られ；：* いので ある。 

7 シン トン •々 1 ネ* キー硏 巧 
所の ゥィ 火 ソン 山 天义臺 をゥォ 
W ター •エス •アダムス 巧 十は、 
摄 な-の 巧 學みデ レンマを々 の 
如 {述べて るる。 

:: を 素 中、 最も 單雜な 水素の 
巧 子が 集まつ て' 1 ら楼雜 なを 
素の 巧 子を 組成す ると すれげ、 
を 原子の 赞 置の 約 0• 00 八は 
變 化に 當 つて 失は れユホ 申— 
ごして 化 巧す る。 例へ 皆、 一ポ 
ン ドの 水素が へ 9 ゥムじ 錐 化し 
たど すれば、 ヘリゥムの 一巧 モ 
は 水素の 四 原す から 成ら、 をの 
結を ごして 0 •九 化 ニ ポンドの 
へ？ ウム V」、 0 •00 八 ポンド 
が 得られる この 0• 00 八おン 
ドの ユ子^ ゲー は、 ホ 常に 小さ 
いやう じ 箸 へられ もが 一巧 四 育 
化 億 馬力 3 上の々 が ある。 


総なる 地方 的 解か じ 巧すべき 轉 
題を 除き 鐵 道を 渉 商 粗灌轉 題、 

關稅閔 題なら びじを％ を權 問題 

であ-つて、 寶際閱 題 どし T も 昨ろ 組 if ■"大切。 恐ゴ 


東 ご 奢 Q かを 權 中央 移管 
閲 題は 目下 おか 巧、 王正廷 、張 
學 良！ ニ 巧が 北 ホで 協議 中 だが 同 
間 題 じ おし 旧 中 內閣は 南 化を 協 
成ぶ 後 も 原則として こ 心を 認め 
中、 いは ゆる 五大 鐵 道なら びじ 
商化灌 問題を 初めを 稱厳嚷 懸案 
の 解 巧は 常 じ 化 ホ 的闡題 どして 
專ら 舉天當 巧を かキ じを 渉を 進 
めつ i あつたに 巧し、 現 政が が 
發 ぶせ も聲明 書中 销 支る 巧 扱 策 
のま 旨から 溃釋 して 前 巧 閣の巧 
則を くつが へし 滿裝 閱强ち 今後 


i 居 頭を はじめ 地方 軍閥 等け いべ 
れら拙 盤 劃 間 題 おょび ; 

がを 權を 中央 政 ぉ ド 移管 

レ、 ひとり 張學 良を のみ 十 おか 
靖 ご： H 本との 間に かなしで ず 目 
まで^の態度を曖昧じしでのる 
の だが これは 徒らに 街 滿麥を 
重亟 せし むる のみで ある お b 雑 


年 あ 立せ る關巧 協を のかき 陸 境 
穂 間 題の 如きは 巧留し 等しく 東 
一二 省 地 ホに これが 適用を 認め わ 
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グ 巧の 基督 お 化 だ。 

法を 說< ちは 街頭 じ おろ。 
わしが 今 まら 巧い じ b 、 
六十の 手密ひ 始めた の も、 
巧界淨 化の 现 想から さ。 
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をを 化 迪乂タ ぶび 
デブ ン 病標勤な 
自慶 はおめ 巧 上 お 


火、 木 晒 午後 九 時 1 十一 持 

紐 育 柔道 俱樂部 
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自午热 か 時 u 十二時 
吕 午を 一時 H あ 時 

み 礎ち 街， T が， U 六 時 

はへ キシヤ 1 プア 
ンテ ンョ ンク リニ 

ブク JL !. 出數 


」0 巧 In 正- OOCR 1、 M . D . 

ニ 1 ま sti s~.f ブ rk 
ぎ 丑 ミ sid ニ ご 3 こ 含 吉 ニ吉ま 

^12^_午前九巧—午を 一時 
襄ギを {時！ 午を 化 時 
H 絕 午前 九 枝！ 午を 巧 時 

ドク トン， か 栗乘ぎ 


高等 i タ髮 五 年閒中 

目よ 吗暴巧 舊：こ 典 

間 經營と 年 巧 日本人 諸君の 埋髮 
の經驗 あら。 ジェス •バ アスア 
西 六十 五 了 目 I ニ 一を 地 


募ん'' 


ホ 器の 接近 濃厚 ごな り ..... 

財界で 承認 說 論議 


.間 業 脚め 視祭ゃ 霞 支紛爭 調訂が 
助 政府 5 根本的ぶ 策 轉焕を 暗示 


巧 農 n シア 政府：； i を々 ィゲブ 
ス巧樹 窓み 閣 ご 固を 化活じ 就て 
前 哉 本が！ の 如 < 正式を がに 

移つ たが、 をの 一方 じがて 

最近に f アメリヵの お 
。シア 贸 あが ましく 巧 進の 跡を 
一 示しつ！ あるの み ら ホ.、 巧 じ 
i ち- なる アメリカ のが 画、 を莱 
_ 化 ぶちは 7 1 グ r 1 氏の 誌 解を 
: 巧て、。 シアの 奥が （をが 産業 
^ 化 おを 视 がしつ i あるの みなら 
一ず、 る 巧义發 した P シア ど 支那 
どの 紛爭じ 就ても アメリカ 围お 
あ4;か ^:^^^化拖的な弼なじ從挙 
一す るの 巧を みしつ i ゐる 主 じ關 
一し、 ゥオー 八 街には 早く もフー 
一 ゲアー も 府のタ な ロシア 正式 ホ 
'認說 が 的 傅され てゐ る、 この 巧 
i が必ら すし も财 がに 流ボ される 
.架を 的な ものでは ない ミは 図務 
^ 省が 巧に 早 （も 承認 反 對訟が 力 
'强 （叫げ れてゐ る 一事に 徴 する 
.ミが 出 巧る’ 助 もこれ 等 

一な 對論 者は ヒユ ーズ 及び 
ケロッグ 巧 導の 歷化閔 あ 長を じ 
巧て あげられた 人 ごみ 恵 見 S 見 
I るべき をので あつて、 をの 理由 
- どす る 巧は 第 I に勞 農政が は窠 
古 一 ィンク ナシ m ナ ，を 通じて 現 
; 化則强 いめ. ホ 披藥じ 巧て をじ留 
窓し 化界を 命の 巧む を 捨て、 ゐ 
ない、 なじ こわ 陈ア ゾリ 力が を 
認を 輿へ るぇ は恰 かも こ 『寄の 
陰謀 巧に 門戶を 開なず る やぅな 
もので 赤化な がを けが 角ず か U 
ア メタ 方のを おがに 駆萊 その他 
を 姑 励す るで ゐら ぅどい ふこ b 
一る， 躲ニ じがて 承認は しな < 巧 
巧 巧な 易は 年 ご おじ 增 加して ゐ 
るので々 るから をの 必嬰 t く、 
_第兰 じ" シア 人に 資憤お 却の 觀 
をな くがつて 

が 弓レ飽 をら 瑞をま 萬を 
持 紙し りれば U ら ，.： •い、 溶 四 
じを 游ホ 時化の 幽 憤々 びア メリ 
力 人の 侧ん拽 寒を 巧胜 かが じし. 
て湛ん でみ 巧し；：*: .限らを 敲の 
論 適は 無用で わる ど 云 ふので あ 
'な、 巧の か < か 巧の 上 トけ兩 を' 


I じ ，’^ が 巧む 瞄 きがある にも 巧ら 
I ず、 巧 易 ホ 的は 年 ど おじ 進展し 
i K タンダー ト石 ホを 始め どして 

I ラ テオ • コ- — ホ レ*— シ ヨン* セ 

ネク^を 力なな 隨 かど 化 深く 資 
拐じ從 事し ち 6、 フォ ー ド 氏 も 
四年與 約で ゴーで 巧 巧の 自飄単 用 
品を 化 給し 勘瞭 農み 會祉 どジ 3 
ン •デ li ^ 巧 曾は 五 モ化百 おぶ 
八が 輔の 自動 卓 化 給を 努 約し、 
デュ •ポント \ 一 化は 肥 巧 エ媒が 
設の計 進 あるか、 水力 あお おを 
等 じもア メリ も 人の 

勢力が 漸巧 他を しっ、 ぁ 

る 外、 を概 方面では チェ 1 K * 
ナ ショ ナホ 銀 巧 一’ ェクキ テプグ 
信な、 ア！ ゲ キング 信 巧 等が 頻 
ちじ 信用 貸閒 をして ゐる 、この 
貸 附けか 論 をげ の もので なく。 
シアが ド - V ヴみ级 行から 情 受け 
ドィッ 銀行は^ の 資金を ア メリ 
々から 融通し 心 實 ふごい ふ 形 ま 
を ごつ てゐ るが、 7 メリ 力の 承 
認條件 ごな つてなる 舊國 償の 責 
務貸巧 ごい ふ！ で 就て 見る じ、 
ロシアが アメリ^ じ葡寸 る負漬 
の 絶が は；— - \ン •グ ブス n 
ム巧會 副 巧 取 マッ.^, ス •ゥ キン 
クラー 巧 ± の 調杳心 巧る) 戰前 
のを 懷ニ千 立が 巧を 此 年利 六を 
で 千 ニな と 十 セガ ホ 准 計 S 千 セ 
が 十五 ぷ 弗、 

戰時中 のみ 憤と 千 おな 巧 
弗、 年利の 千 六 巧 巧で を 計】 
燈ニ 千な 巧 巧、 合^ 躁 政が ょら 
の 融通 鳥 一 憾八千 白と 十二 巧 
九 千よ な 五十 弗、^^ 一億な 一二 
十よ 方 化 千 弗で 合計 \ 一億 八 千 化 
な 十 巧 H 千よ な 五十^、 戰時巧 
憤 一倍 お、 利子 おモ 四な 刃が で 
一億 五 千 四が 力 巧， 箱 人 投資 一 
億'; モ巧弗 じ 利ず 六 か \ ^ど假 ぶす 
れば 一 值八千化む化1£^じ達€ 
る譯 で、 がが の 一部に y これ 等 
の お 附>」 正 巧を 認 後のを 易で 自 
然 解かを つける ミが 出 也る ごい 
ふ 遊给も かな 6 强くな す、 ロシ 
アホ 詔の お 非に 就て ゥ 一^ — かが 
のを をら 鶴 ホ よらは 一 2^し た模 
巧 でんる。 


太平洋の 造船 競爭 


日本 郵船の 新しい 强敵 ダラ. 


化を 船 ブレメ ン强の 出 现で义 
阳 がに 嫩く 侵を 船述 をの 疑ず 时 
化を 年み つ i ゎる 際、 太 ホが ホ 
おで d n 本 邮船行 化が 近 < がを 
'船 淺閒 义 を 出ず 外、 

外國 がごの 说 ザじ耐 ゆる 
お 化ょ らして り郵 のを 務化 をは 一 
乂阪が 船 ど 提携の 巧を ぷ じつ 
ぁる 舒ぶ 巧の 本社 采巧诗 ぶは 報 
辦 ，'、ぶ 中げ じ.，。 媛を 船逮 をの i 
妓ず W 化を ホまん くし；，--.、 ある 
が、 がに アイリ 力 お ダラ‘ な 誠 
貪 社め 如きが か 船な じ 化る 政府 i 
の化械 的が 遽蚊 巧に ぶき 化が 


周 化路に 二方 おで 顺が 媛を 巧を 一 
船六巧の述を計ぶ^なてた；は| 

S1 • ♦ . . ■ tn, *' 1• . ■ T .•>1.'! , 


旣 秘の述 b でかる： £,、 を々'^ 閒優 
を 船 嘘を：： がをは 具 か 化し 政 ^ の 
巧乂な 補助を を邮 じょって 
货 がする； じな った、 すな 比 も 
间 化の 排船述 を：.： 隙し 副 化 擇ス 
タン レー •タラ— 疋 けさき じぶ 
統領ん 部 織せ 公が 路補 肋に 載す 
る 轉が委 皆で 别讚 案の 

巧 一な を 詳細 報吿 した 上、 
左記み 巧な 仲を 提出— た、 

一 。 化が を t " をを の 貸 FN 述 
をな 四で ニ パガ 弗のと 削 おか 
じ 巧し 低資の 細述 をず < る？ 
ニ" 邸 化が 送料 補助 あの 巧额 


n な來 化が- 閉 航路に 對 する 
鈍が 化 巧が 補助は サン フラン 




衫‘ ' 


- 

_ 


シスコ = コロンボ 間の 輸送 だ 

け じ 止め、 をの 補助 年额 約な 
廿巧 弗のを 閒を 巧け てむ たが 
これでは 不 おなる 故、 化が 一 
周の 全 航路に 向って 補助金の 
を附 をを けむい、 其結联 補助 
をを がは 約 六 巧と 十五 方 巧 ミ 
なる 許算 である、 

RL のニ條 かに 齡 しては 巧 後 時 
別を 員を で審讓 したおを、 ある 
料 巧までを の ホ 學條 仲を 入れる 
; ごじつ じ模 がで ゐ るから、 政 
府のあ 式 認可 ご ub ホ 第、 新 船 
雄を じ * 

着手す る 段 かじまで 难ん 
でゐ & どの 主で、 をを 造船所は 

ニユ お！ ト •ニ クスの エス •ビ 
. ~~ •アンド •ザ ー •テ ！ 並び K ニ 
ユ 3 ク のぶ ス •ヒ— •コ 1 ホ レ 

I シ ヨンの ニケ 所に 注文され る 
だら ぅご 傳 へらる、 時 親船の 船 
型は 

全長 ホな 近 十一 ニ扔 、幅 八十】 
吹、 深さ 四十 ニ 趴六时 、總嚼 
數ニ乃 六千嗯 、速力 二十 狸 乃 
至 二十 一 狸' 機 關は電 カタ ー 
ビン、 船客 收 おを 一等； こな 化 
ニ 名 二等 巧 四十が S 等よ 巧よ 
十二ち 合 討す 音 四十 四 名 
あの かく 政府の 莫大な 補助に 依 
り、 しから 速力 二十 節な 上、 總 
觸數ニ 巧 お千觸 どい ふ 優秀 船が 
粗界 一岡 航路 じ 巧ぶ； ご なれは 
ふ、 の 

名は 化が 一周が 路 なる も 

主力は 太平 巧 上 じを つて ニユ 3. 
1 ク發 港、 バナマ 操 由を、 サン 
フランシス n 東洋 間 じが 船され 
るので あるから、 現 巧 太平洋 航 
路じま 力を 注ぎ 云 千 餘巧圓 のち 
費を おじて 優秀を 船を 建造 中の 
日本 擲船會 おを 港 航路に 蟹し 一 
大强敵 どなる は 明かで ある、 こ 
れ じょら 本年 十月から 順み 就航 
する 郵船の 優を 船の 運航が 營は 
當 かの 豫想化 上じ邱 々なる 晒 難 
が 伴 ふ i じなる ベ （、今や この 
ダラ— •ラィンの 巧 針 畫を傳 へ 
てを くも！ 部では 

の サンフランシスコ 

航路が がが 漁船の 二の舞を 演ゃ 
る i にな b はしまい かど も 憂慮 
せられて ゐる おで、 今後の ダラ 
れ 船の 活躍が びじ 义 固な 府の 
が 運が 護獎厕 政策の 成い きは な 
目すべき でもる 0 


'のが 豐 節約、 勸儉カ 巧を 促— 陆 
力の 一刻も早く 时 化せん ぇを A 
圖す るので ある、 しかして 財 化 
の 整狎- 緊縮には 陸が 巧ら 國 防に 
ミ睹 むき 限 b 緊縮を 行 ひ 化 も J 
巧 できるだけ 節約す る、 をの 


しば— 缴刚 しわ 


解禁 巧 針 


方法は 

如く 昭か四 年 巧は 新た K 實巧激 
算を 編ぶ （て 做カ豫 算じ擬 縮を 
加へ るか、 昭か五 年度の 降では 

層の 緊縮を 赏 現し あじ 轉償も 
從 ホの ホ 針に 基く 黨償計 畫ニ億 
圓を五 千 おな 五十 巧圓 口下 じ减 
じ 吏ら じ减憤 基を じは ド 1 ッ賠 
償を 六が 一二 十万 圓を繰 入れる 結 
お 阔债は 昭和 四 ザ 度 末 . S 殘 高を 
六十 億跑 どして これ W 上增 加せ 
しめ や あべこべ じ剩餘 を 繰 人 猫 
方 かの が 十六ず 成るべく 增加さ 
せる 意向' であるから、 國 懷の德 
额 じがて 巧かない だけで な、 年 
年 一二 干巧圓 見當づ i お少 する 至 
じじる ので ある、 また 

國 債を 整理 诚少す る だけ 
でな < 今後 化 ホが 政 じ掛 しても 
をの 膨脹を わさる る ど 巧に 地 ホ 
債は が 藤 ホ かを ご b 更じ 旣發化 
方 憤に 勒 しても これを 整理 減少 
させる やうな 適 當なホ 策を 謀ず 

々かで ある、 巧に 問題の 金 解 
禁は聲 明 書中 じ も 明記して ある 
通 b 國 をの 助 政 及び 經濟の ホ 商 
しを 敢巧 する 上に 於て でう して 
もやらねば ならぬ 基本的を 待で 
ある-か、 これが 實れ じあた つて 
は 何時まで ものん ベんだら ちで 
なつて 潰く わけ じは 巧かぬ から 
準備し む丄 、巧き 將ホ育 現し や. 
うご 思つ てゐ る、 しかして 解禁 
實 現までの が界は 不景氣 になる 
かも 知 n ないか、 これは 伸びん 
がた 《じ 縮む S で わる ご 共に 從 
ホの やうに が 巧が 

無 方針 の 中に 普し むので 
はなく 化 明を 認めて をの 道 巧き 
どして 苦しむ ので ある 力ら これ 
もを し ホない、 しか！ て 愈々 解 
禁ど いふ 時には 物が が 下 h 輸入 
は藏 少し 爲替は 脚 十九 弗まで 回 
俊して 解禁しても 財を にお 嚮い 
たつて 轉徴の 時に をる ので ある 
から 解禁 じよつ て 株式な どが 化 
をす るふは あら 碍 ぬを ご 思 ふ。 


滿鐵總 裁 


か 岡 直媪氏 巧を 

東京 特電-日 發 H 山 本 條お郎 
巧 正 ま 辞職 後、 南 滿鐵道 總截ご 
ホ上藏 相の 腹 I しては 憲政 會馨ホ 岡 直 溫 氏の 
本社 柬巧特 带が越 報して ゐる j 巧 命を 見る じ まるべく、 關を廳 
如く 巧 政府のを 輸解幾 方針 じ-長な じは 太 山 化な 氏、 臺灣 政な 


就て 財界には 解禁 期 緣吿說 
おて ゐ るが、 右に 關し 井ト藏 
化は 左ん 如/、 語つ てゐる 0 

わが 國 の 現 化は を （經濟 
闽 難の 立 接 じれを この 窮お をが 
のける じは 化 本 的-しわ がが 政 
經濟を 立な すじ あるが、 關 民が 
戰 時が 時化の がを 氣 みを 今が 
ほ 脫し轉 ないで ゐる のが 今日の 
觀濟脚 難の 化 力 U 现山 でぁるか 
ら倒 如を 圓 おする のはを の 化 本 
の 禍因 じる r かがの 節約を 厕 巧す 
^ ごか じ 勸儉カ わを 巧 ふみ じを 
が^:^ぃ、 ゅぇに歧巧けみづから 
か 化、 地方の 贴 政を 整翊 緊縮し 
ェ範を 防 K じ 示す ご： もじ 阅民 


長官には 人を みが 巧の がかが 先 
づ巧 をした 形どな つて ゐ る。 

太平洋に 新 巨船 

帝京 特電-日 發 N 々ナダ 巧 船 

會 がの 渐 造船で ムフ レス •ォゲ 
ジャ バンニ ニ ガお千 五が « ) け 巧 
年 六 巧ょ b 太 ホが 化路じ 就が、 
魂 力 か-節、 八日 閒じ晚 香坡橫 
溶 間、 十と n 或は 十六 H 間で 横 
お倫敦 間を 短縮 化が お ホる 答。 

配 當减額 ご 日銀 

まま 特電-目 潑 N を 化 飯 巧は 
おんで 令 無を 出 銀 巧 じ 做 ひが お 
の篱 であるが 一部では H 銀に 例 
を 示せ ご 叫ん P ゐ る、 而 して 目 


V 




お 巧 州を 豫 
巧務 をを 許 
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•ィ日 主を ては ばのと をのを 樽 
、醒 す々 居 巧 直 チ 巧 差 嗜お巧 
をは。 御 まるぐ ャの上 巧つ 理 
您錢 をす 捏日プ 巧げ じて 人 
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(NON SECTARIAN) 
Broadway at 6Sth Street, N. Y. 


韵 もて： 並に 衙旅舘 

生稻 が。 

紀巧ホ 西 八十 八 T 目 一二 一己 
m 巧ス 々イブ ー と 八 ニニ 


高等 御旅館 

東洋 館 

倉 席 御 料理 


御料 理齡知 社 

お 駭 

畜司每 日 あち ま卞 


ずを 燒 

ホに 御が 理 




おの 蒲燒 おいしい 鄉燒 

會庸御 料理 

晝 食は 末廣へ 

叮喀お 巧莖巧 大勉强 


|麟 ホ興樓 

腐 揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 一二 持を 销巧 
(巧 ホ 五 了 目サプ 
巧 車 巧の 下) 


日 巧ぶ ± 巧 じは シユ 
! マィ 春 巧を 擦へ が 

ミ那 呈く整 B 

科 港 舅 弱国 


自午的 十一 時 
ま 午前 ニ 時半 


顆巧 


が 魔 茶園 

司理 人を を 
巧 勤の ホ じは 晝巧 
の 街 巧 利に 備 へが 
おを おの 御用 じあ 
や V < お 間 巧 ホな 
す 搜わ引 立 顕度巧 
戚上御 ま 巧 申上娱 


紐 育 惟一の 日本 百貨 巧 

片稠 兄弟 商會 

スマ ドン •プ 0 ダク ブーず 化# 元 


每タ九 時 迄巧柔 

H 本タ料 品 メ-グ アド ンニザ 一ち 

日 ホ* 裳を 帘會 

含 巧 i を - > ] I ii 

、 トランクが-々 ます 


商業 おお 中必 、総颁 寧 お、 H ぶ 
致腊其 化银巧 大食れ 巧き 巧 巧 

を 港*- <ア 《 

巧 日本を (转が 巧 ぁ b ) 

御. 一巧み 络 自動車 御出迎 申と お 
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日本 食料品 穎 及び 雜資類 卸小賣 
ホ 之 ま 大資搁 桑 山廊會 
新刊書 籍雜誌 ホ閒物 日用ぶ 各種 


井上 金魚 巧 

12 SS S 至 h iive . J ミ Y ミ k C さ. 
phi Circl 二 738 


乂勉强 

特ま デン ナ！ 
洋式 ホ 十 化 
支 抓 ま ぶ 十 化 
宴會 

洋を 車ぶ 地な 上 
支那 ま 一巧 R 上 

璧 円蓮閣 

参 シュウ マイを 落 

媛 頭、 出、 日曜 
♦宴會 用 別間 新設 


煎餅 が， 小賣 
を 腐油揚 
日本 食料品 一切 
Sun を e Rice Cake CO. 
芸こ bird iur 
Tel.Plala 巧 ニ 

檢 ル ー ミン グ 

ニ冢 East 苦 th Sire みす 三 ミ k 

ジ 万 ph 呈 e す巧ミ S 87 

才田ル i ミン グ 

1 夏 7 3 rd ごの. 巧 己. 59 & 雲 Streets 

ジ I ち h 言 e すな nt »话7 


周 鹽閑靜 
莖巧淸 潔 

邦人 クラブ 自あ寧 
基ジ nils Si . ぞミ臺 . N . Y . 

ぎ 夏 暑 W 5 


A 淸 巧> 親切、 氣樂リ 一二が ► 

勢 州 錠 

巧み 事を み 腰を が 

•225 , 肉. 爱 を Street 
ジ i . Regent 沒 ち 


住 旧 旅館 

館 ま 化 旧* セ 
岩 0 で S ニ 置ぎ 己， ぎぎ y 養 己 岩 S 1 


力 旅館な め 

帝國 旅館 一前 

1 ま W . 夏 thS ニ ま ！ fork 
Tej . S Juehai 8 S ち 


紐脊 旅鑛？ *1 

荣 四十 了 目 ニ 巧 ニ 巧 
Tel を查 Qni こ 37 ム 


ポストン ホ 

富 ± お舘大 浦ホ极 

妄 woit 写 巧 • 8 ミ 一 复 ま P 

ぎ B.M 畜 


費 府 .御旅 鑛 

桑 山 淸ぶ郎 

さ 三 0 量 害 SI 呈監を hia Pa . 
Tel . 室 量 夏 一 


コロン ビヤ 大學 

日本人 擧 ぶ廊會 

さ e Ja ち ミ se Stud ます 当 d Ailni 
of Colu ョ bia 量 V ち 基 
さ 0 W . ニ Is こ t . Je 三 ork , N - Y - 
TeL M ミ 雲 n ニ 2 夏 

「日 ホ大學 々窓」 發巧 

TheJa ミミ se ilmer 養。 UnWers さ U 邑ユミ ly 



化かる た 
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ホを 英文で ホ 國人じ 能 < わかる 
やう 歸單 明瞭に 說 明した ものが 
化 巧ました。 巧を 目み 進呈を し 
ます、 御 寛 下さい。 

M 是宝 AYA 置岂 .ミが. 5 害 SU ミ. 


成功の 磯談 

米 齒式莫 語を 話す 寧 
は 成功の 第一 装です 
本校 じは 日本人を 授 
じ 慣れた-再任 婦人 お 
師 あら 懲切じ 會話通 
信 文 班を 語を 敎摄し 
ます。 B 曜遇曰 共 じ 
午前 化 時よ b 午を 十 
巧まで 開读し 一ン- 
スンと 十五 颁づ .1 
今 U 蔚 ちじ ホ按 あれ 


hw 
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お瞄 

B#Jt が 

■ nK ^ 

■Hi 

...........巧 

8 A 

曲 

WV - X 

ij 5 

な 


會覇司 辨當は 前日 中に 御 注文 
•されば 早速 御 扇 申 k ます 
^ 前は 十 時まで 午後は I ニ 時ょ 
\ お 電話 下さい 

木村屋 

おお 十八 下目 ニ 一二 八 
電話。 井 ミ ャム六 ニ 四 0 
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巧を プラィア ント 

一を ま マな 違。 を 至 

ゲ tlT 重譯 

紐 巧 お 西 巧 十四 T 目 
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ぎで で nt ま 73 


眞 面目なる ホな 同胞 じな* 
なる 巧を を 巧を す 


宮が 事務所 


紐 育 ホ 度 四十 ニ T 目 百 ホーを 
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暗い 敕 治から I 

明ろ みに 出ろ 舊惡 

一は 朝鮮 總督 府內に = 他け 薩 
派が 前巧閣 倒壊に 用 ひた 奸計 


ま 京 特電 一 B 雖 n 明るい政治 
を標條 ずる 

歡內閱 •か 出現した S ホ 暗い 
政治を 施しつ i もつ じ 前巧销 
の醜惡 なおち •いぼつ b ぼつ b 
ご 化閒じ 洩れつ ー わるが、 を. 
の 第一に 擧 ぐべき ものは 聞が j 
總瞥 ごして を 巧の 啼 をを みつ 
つ ぁつた 山梨キ 造乂胳 •^、 新 
內瞄 成立 3 ホ 一向 K が 職のを 
を 見せ や、 海ろ 政變每 -」 朝鮮 
總 をの 寅を は 权治上 賞い べき 
こごで むいと 盛ら、 でぅ かず 
'れば 現 化 滞な 中^ ある 彼は 內 
閣 にす 意 打を をはして 朝鮮へ 
歸 巧し 化；？ 形が が あるので、 
巧閣 では 

が' なを 卯ぎ て 総 瞥の餘 任を 
を 止め 頻 b じ 辞職を 促しつ i 
あつたが、 山梨總 をが 巧賊を 
がし。 い 裳 面には 前內 開の な 
巧 中、 巧 鮮お督 がの が 書官室 
r ホ じた 某 重大 蛮 伸が ホ だを 
お ホが 着か や、 左ら どて こ n 
を 現み 閣 か， h る おされて は 政 
友を 內閣の 面目を 傷け る 所 か 
ら 、おか じ現內 脚の 誠 解を ホ 
めつ、、 ある もの W 巧 明して ゐ I 
るが、 この 閒 題の まんを 山 梨 一 
總督は 昨 化 首 巧と 會 見して 補 I 
柿 ご 陳述 L 、 

西 園 寺を-しら 說 解を ホむ ベ 
く 近 < 巧が じを 公を 訪問す る 
i になつ てゐる •か、 な 府 ごし 


ては おし 山 梨 氏 じして 飽迄も 
巧 職を 巧 巧ず る やぅな；- か あ 
れば罷 をを 上 葵しても 巧け る 
堅い 决必を 示して むる けれ 共 
孽俾の 巧 巧に 顧みて 現 政 麻の 
堅' いか 必ら でう やら 髓 つじら 
し （、巧く 圆滿が 職す るドゐ 
らう ご 云 なれて むる、 第二の 


過 隙に 乘 b てを 都が を 訪閒し 
が 巧 隙 S 智識を 普ぶ する i ど 
なつて ゐ る。 


あ b て 珍 巧滿魄 のをで ある。 


酥怪 U 事 仲は 前 新黨總 裁で 
現じな ぶを へ俊綺 した 『巧 巧 
巧み 郞氏 暗殺 豫備 罪』 どい ふ 
妙 ぃ^非 名に 關聯 して ゐた 陸軍 
少將山 ロ 子爵が、 今回 依願 豫 
施 役に 編入され、 不お訴 ご 巧 
をした 宰件 であるが、 これ じ 
縦して 當 のまん ゐ でもち 山！：！ 
々がは 『吾輩は 軍職 じある ち 
ご して 引 貴が 礙 をした 者で あ 
るが、 をは 宮 をのを 必じ巧 等 
化 やべき 巧 動は ムてゐ ない 構 
ら だ、 ホら 或る 事件に 臟 して 
化み 若の 

膚 


殺を を，- たを 部 輿を おじ 
軍 W ビ X ト it を與 へた 泛 いふ 
をは、 香 冀がぉ 接 間接 寶 巧を 
を ふべき i であち々、 この 事 
拌は をの 一々 じが こ 塵 派の 
部が 內閣 倒壞の 目的で 突飛な 
筋费を 造ら， 怪文書を 巧 製し 
たが これら 廿く巧 かや、 やぶ 
れが ぶれのを てが この 吿發に 
なつた 譯 だ」 ご 謡み やう Gi 
を 語ら、 世人の 疑惑を 深めて 
ゐる 0 


四百 サ時願 二十 一み 

耐久 飛 巧に 大記錄 

A 巧 十 S 日から WH に 置り 燃 油 
の 供給を 受 くる こご 巧 十 セ 回目 


まると 巧 十一 11 H 3 巧聖 グィ お 
の 上を を 小鳥の かく 飛び 姻 b 耐 
A 飛 巧 じ H 一 H ど 巧ら しい 記録 
を殘 しつ i あつた デ！ グ •ジャ 

クソン VJ フオ レスト •オ プラィ 

ンを飛 巧 ± VJ する 聖^ ィ •ロ ビ 
ン號 は、 媛を なる 發 動機 ど 天 保 
じ惠 まれ、 

南 飛 巧 ± の 意氣は 日 ど 共じ揚 
も、 このを。 らじ 五な 時間を 
連綜飛 巧して 乂お錄 を 世に 殘 
ずど緊 語し つ i あつたが、 こ 
の 耐久 飛 巧を 後按 しつ i あつ 

た 力 ー ナス •ロ パ — ト ソン 飛 

巧會 社々 接は、 今 口 までのは 
がに 化 6 てを お 側の 欲する 化 
ゆる 實驗 が 巧を 得た MJ を 理由 
どして まると 月 三十 H 、 を 中 
の兩 人に おして 藉 陸を 命中る 
に まつた 巧め、 

间 H 、 と 片十ご I 日 ょら 第 四十と- 
回目の 燃 地 供給を 受けた 耐久 磯 
は 午 巧よ 的 一二 十八み 化げ、 燃 袖 
のをく るを 待 もて 巧人歡 がの 禪 
に 婿る. か 如'、 若 陵した、 飛 巧 時 
間 正にの がかが 間 か 一を 化 秒、 
去る と 巧 十二： n じ 巧れ された ア 
グン ノ號 の記錄 を突械 する ； 
正 じな よ 十一 ニ 時間 かとみ 置 十八 


秒 どい ふ 輝く 大記錄 である、 
この 長 時瞄じ 直る 大飛 巧の 巧 
おは ニ 巧 五 千 ニ巧哩 、ダ ソリ 
ンの消 隻島二 一千 五な 九十 ガ 0 
ン 、機械 曲な 五十八 ボ n ンじ 
てプ 0 ぺ ラーの轉麵は 一 をホ 
均 千 S な 凹で あるから S 千 ニ 
な 巧 回を 廻轉 しじ 譯 であるが 
而 かも プ 。ベラー を 始め ごし 
てを 勸機 じは 柯 等の 異狀 もな 
く 兩飛巧 ± はな 較十 n の 飛 巧 
ら充 をに 耐へ 得た でを らぅと 
語つ てゐ るが、 

この 巧 巧 的な 空の 强み 喜タ ども 
を ふべき 兩巧巧 ± は、 出を な ホ 
八 時間 巧替で 磯の 換縱 ご發 動機 
の 手入れ じ おめ、 入 をら て寢る 
外每轴 機上で 洗面から 髮 まで 刺 
る ごい ふ 餘裕を 示し、 地上 じあ 
る 夫人 等が， むづ く- > の 御馳走 じ 
を 鼓を 鳴らしつ： 渝快じ 飛 巧し 
つ i あつた もので、 會 社からの 
給 銀、 巧 楽曾講 巧からの 懸赏を 
蠻 をを 算 [てだいぶな 中 も 温か 
くな つた 模拨 であるか、 

ホ當 局を 始めが 業食證 所から 
がか も 凱旋 將 軍の 如き 歓迎を 
受けつ I ある 兩巧巧 十' は、 を 
巧 おけん 翻 誘は 巧け て 今を は 


聯邦 監獄で 

囚人が 暴動 

監守 侧 遂に 發跑 
過 化 ニユョ ー ク脚 じて ニ阅じ 
お b 数 干の 囚 入が 監獄で-無 動を 
化し 放 A 、 脫 まじ 及んで 人必を 
寒から しぶた が、 今度は キ アン 
サス 州ブ！ グン ゥォ ー ズ のを 衆 
園 職が 監獄で まる 一自 正午 S で 
とがを の が裝 動に 及び 巧び 
化 人の 注目を 惹 いて ゐる 、暴動 
は當 日の 九 ザを の 囚ん： 食堂で 
食物の すでから 監 ずに 峻 つて か 
かりを ては ナィフ 或は フォ^ ~ ク 
類を 武器く して おわ じあんだ の 
が 遂にを 狸 A じ 波紋を をした も 
ので 監ザ娜 はた わを 巧 中 磯關銃 
を 持 おして 一の 人 一名を 即死せ し 
めな 傷を 旣千 名に 達し、 陸軍 騎 
兵隊は 獄 外す 醫戒 中で あるが、 
騷 動は をの ホに まつても 鎭 をし 
てむな い。.： 


巧 段 候補 じ 

議 會の圓 主. 

ラ 力 : — デ ア巧當 選 
ニユ 3 — ク 巧の 共 ぁ黨は ホる 
V きがを な 遇が の お 補 者に 就て 
頻 もに 物色し-タマ-一] み 勢力 
强き當 化で 正統派 おか 黨の 候補 
では 勝算 覺 束で しど 昆 て、 獨ホ 
民ち 黨 系の 人 诚を舉 げんどした 
る も適當 なお 都； 者な く、 一時は 
前 お 參專官 に-^ > て 今回を 衆國 'ト 
院議 員に 當 選-^ じ ブラット 夫人 
ぉ擧 げんど し^る も 夫人は おか 
黨大 會の當 日で 一 ある 八 巧一自 
至ら 立候補を 拒 したので も 羽 
の 矢は 遂に T 院 j 威 員 フキ ォレ 
ラ ボァ ー デァ 巧に 落 もた、 
ラガァ ーデァ をは 進 ホ 系 巧 か 
黨賣 じして ィみタ I - <^系のァ 
メブヵ 巧 民で 乂 b 、 みしく 軍 
隙 生活を 送つ ぶ 後す 院議 員に 
當選 する i 前ぶ 四 回に 及び、 
議會 では 常 じ お禀濟 派を 漂榜 
して 巧 か黨の 保^す 派 や 禁酒 派 
を 巧手に 大童 ごた つて 奮簡し 
でなる 聞 - H であち。 


ホ 司法官 ご 

蔡 酒の 內幕 

新聞％ じ 间觸錄 
前を 衆國 險事總 長の 副 長で ぁ 
つた ウネ A プラント 夫人 ど 云へ 
ば、 女流 司法官で 頭腦の 巧靜な 
所を 見せた のみ U らず 、禁酒法 
腳朽 のま 任 どして を 越 じ 互る プ 
I ッ レッダ ー ス の必膽 ををから 
しめむ 婦人で あら、 7— ダァ- 
大統領な 惕補當 時 じは 自ら 選擧 
運 敢じ乘 おして スミス か 事が々 
プク敎 徒で ある； を眞 正面 


ソ 


を 客を 滿 載し 

飛行船 お發 

明 目 頃には 到着 か 
巧く ドイツ よら サイべ リアを 
橫斷 して H 本に をき、 更らじ 太 
平 巧の 空を 征服 L てァメ ブカ大 
陸を 横切るべき ド イブ S 巧棠飛 
巧 船 ツエべ リン 號 は、 

去る 水曜日 午後 十 時 ユ I * 
1 ク時閒 ) に化據 化を 岀 を、 
木 願 日は 暴風 じ 食 ひたる も 速 
力を 一時 巧 化 五 哩じ藏 じて こ 
の難關 を切拔 け、 ス ベ-— イン 
沿岸々 らチフ ラ^タ！ を 逆ぎ 
て 太 西洋 じさし か {つたが、 
太 巧が じ 入らて 0 ホの 天 おや 風 
向きは 頗る 飛 巧 船 じ 郡を がい i 
ど あれば、 タを 明日 曜日には レ 
1 キパ ー K トに割 着す ベ •〜 、今 
回の 旅 巧に zi 約 十六 人の 巧タ乘 
をが ある 外、 郡 彼 物、々 ナブ ヤ 
數巧 羽、 ピアノ 等の み'、 出孩の 
刹那 乂瞻じ もが 巧 船 目が けて 飛 
込んだ ドイツ人 靑 年の おが ザら 


から 攻擊 しじ 渝人政 客で、 
一時は 輿論 非難の 的と なつた 
政が S 1 名物で ぁつむが、 夫 
人は その後 禁酒を 勵 巧に 就て 
現 檢事總 を ミッチェ^ 氏 ど 怠 
見が をは や、 目 ド 飛 巧 機會社 
の 顧 間 どして 納 つて ゐ るが、 
この間 題の 夫 A が 愈々 ホる 巧 臓 

U から ニ ユョ！ ク •タィ ムス 紙 

上 じ r メブ 々の 禁酒法 擲 巧に 就 
ての 内幕話を 回 磯して 一 かを 曝 
繁 するど 力んで ゐる 、夫人のを 
ふ 巧に 化る どこの 則 顧錢で 禁酒 
派、 非 禁酒 派の いづれ を 問は 中 
意外な 人物め 盧 外な 巧 敷 じ 驚く 
かも 知む ぬと 述べ、 

まの ぶ 人達 じ もを々 迷 感を及 
ぼ！ じ 至る かも 知れない が 
まの 記述ず ならのは 事 賞を 事 
實 どした もので ぁ b 、 如 巧 ど 
もな （難い、 - 
ご スゴイ ところを 見せて 居る の 
で 夫人の 凹 顧纖は 又も 蚁 がに 話 
屬を 提供す るで あらう。 


巧は 評して 巧く、 

『恍 お 戊の 水彩齋 はを 舘 j を 励 
ょ b の 出品 中で 白 煩で 么 る。 
群を がて 吾等 じ特 輔の卽 象を 
巧へ てゐ るを は、 了 度 フラン 
ス •バター の 寵兒藤 田！ の 其 
じ 似て ゐるど 云 ふのは、 恍概 
氏の 壽は 吾等の 眞 のの 巧 巧な 
い 背景を 持つ てゐる 2 だ、 

も 扫本盡 (四 お 派、 南盡、 淳 
化 給、 狩 野 派 等を 云 ふ) め 精 
髓を巧 巧 氏は 自ホ吕 なじ 背景 
じし得る精練したる腕>5.^がつ 
てむ る、 加 ふる じが 霜の j 粋を 
捕へ ホつ て 化 背景 じめ ぶ りし 
て 一点 作 恵の 跡を 止めない、 
棘が として 相 か 合して ぶに 美 
. -- ^ く 新しい 水 彩蠢は もれた 
の だ。 自 々は 幾度 眺め スも飽 
きない 作品は、 英國 ロン 
みブ ー ムス 河畔を 寫實 しだ 壽 
であるが、 實じ 見事 リ もー3 だ 
T . ノを 名な 霧. 5 懸け 檢ぶ は 


化で ホ エス ラ ー の 筆で な 
ど 思 はれる 程度に 威覺美 
をに 入つ て ゐム』 

と 巧が 恍な 巧の 水 彩 叢を 激 j 
てゐる 0 


I 、 か 
術の 


巧し 


货十 .11 一年 目に 

妊る 世の中 

み 十八 歲 翁が 出獄 
暗ぃ 獄を じが 化の 風から 遠 去 
からて 生活ず る-^ 正 じ 五十一 ニ 年 
目、 六十 八歲 のを 驅を 提げて 渐 
く 出獄し、 始めて 文明の 氣じ觸 
れね どい ふを らしい 話が ある、 
事件の ま 人を はゼ パ！ •パー 
デン グ •ポメロィ ど 呼び 今 か 
ら 五十 S 年 前、 十五 歲の當 侍 
じ 恐るべき 殺ん 罪を 化し 爾ホ 
鐵 巧を （巧され た マサ チユセ 
ット则 ナヤ ■ — 八 スタ ゥンの 獄 
舍じ 苦役し つ i ホつ た 者で こ 
の 程 漸< 特赦され、 

去る 八 巧 一日の 午前 十； 時化を 
をの 眼 じ 涙を 淳 ベつ i 半世紀 住 
馴れた 獄舍 どをこ じ 獲る 人々 じ 
あいさろ をを し、 四十 哩を 隔て 
たブ リツ デウ オタ！ の 如 立 農園 
じ 新ら しい 生を を 開拓すべく 赴 
いたので ある。 


巧 ザ 巧蠢展 

ブルックリンで 

プグブ クリン 美術館の 化 夏の 
展覽會 には、 を國の 彫塑が や 蕾 
をの 作品を 集めて 展覽を 今 遣つ 
てゐ る。 巧 館ょ b の 懇請 じ應じ 
て、 お井恍 が 壽 伯は 水 彩 蓋を ニ 
十 点 程 出品 中で わる. い、 氏は フ 
ランス じて 一二、 四 年が 薪を 硏究 
其歸 りじ 當化 H 本お樂 部で 化 春 
個展を 閒き 目下 西が にある が、 
今度の 武巧 美術 おへの 出 姑 成 外 
人 じは 初めてぐ わる、 ト けビユ 
1 ン 紙の 力— ラィ 八 •ビユ ロ — 


名 庭球 選手 

日本へ 漫遊 

フぅ ンスの n シ で ー 

ま 京 特電-日 豬 n 7 ラン： A の 
デゲ キス 盃 選ずに して ゥキ ：ー * フ 
グ ドンの シング ホ 爭霸徴 じ疫勝 
した コシェー 氏は ブ於 ニョ i ン 
をの 他 フランクの ニ 選手を 關伴 

アメ タタの フオ レスト • ヒ 尸 

がて ず顆戦 じぉ燒 後、 日本 ill 球 
綜蔚の 招聘を 受け 天が 丸 じ乘無 
十 巧 十一 只 じは 橫漬じ 到着ん を 
地で 模跪 試を じ お べきが、 
ボロトラ 氏は 商務 タ化 5 為み じ 
間 行は お 巧ない £。 


ア 


令息の 自殺から 

劇詩 人が 急死す 

現 巧あ界 作曲を のち 攀リ 

於ト •シュトラゥス 氏の 歌觀歌 
詞 作者 どして が 名い A 劇詩 人 

ゴ！ •フ オン •ホフ マンシュ グ 1 

グ 巧は 突然死 去した。 韋 年で 十 
五歲 、氏は 去る 十一 ニ 曰か 息 マラ 
ンタ 君が 自殺した 結 お 極度! i を 
膽し 十五 H 変 息の 葬儀を 送 「た 
を 急 巧した ものでぁる、 巧^ 作 
品 中 最も B 本で ょく 知られて ゐ 

るのは シュトラゥス じ 化つ て 作 

曲され C r 截 薇の 騎 ±> い ゆ 
る 西洋 娩め レコ^ — ド じ 趣 ホぶ 持 
つ 人々 じは フア ミリア！ なんの 
である 0 


卓上 巧 話 


警察犬 電話で 懼化 

シカゴ 一日 發 H 當化ォ ！々• 
バ 1 クじ 住む ロバ ！ ト •ホブ 
ィト 巧 所ち のボ ブス •ドッグ 
である 「レツ クス」 は、 ホ 人が 
タ めし 時 じな つてら 歸 つて ホ 
や、 腹が 藏 つれの じ 業を 菊 や 
'した もの か、 電話の タシ！ ゲ 
ァーを 取 除けて 盛ん じ 巧^て 
たので、 替官が お 動の 上閉さ 
れた 扉を 開き、 巡杳 さん八ら 
夕め しを 貸つ て お 足 氣じ祗 つ 
た、 後 じ ま 人が 歸つ てこ 也 お 
未を 聞き 巡査に 随 謝した ぶい 
ふ 話。 


ご、、'.... 
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能 贼臺灣 銀な— 出張所 

本店 募 潰臺化 ， £ 
ま 店 巧 巧、 横淺 、乂疲 、神 戶、 t - お 巧 
ロ、 福贿 、廣 巧、 础 頭、 を 港、 廣 巧、 巧 

嘉吸 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ピヤ、 を 貫 
タ < カツ タ 、倫な、 其 外 萬 縛 十四 ケ巧 


一、 資本金 壹膀圓 (を 額 挪込游 ) 

一、 損なを 春 億 おなお 十を 圓 

巧 化 本 支 巧 U 横濱 (本を) な 京た 巧 
巧 戶長始 下 隅る 古 崖 

機 獲 正金 銀 巧— まな 

ホ 固を ぞ巧 n を 港 羅府沙 ボ布巧 
奥 化 お 巧を 國 重要 都 ボ 二ぶ 巧 没 コ 火 レ 
ス有么 慎 


本店 
紐 育ま 庙 


大阪化 お 丑 T 目 
が脊ブ 日！ ド* H 


四十 化を 


籍 住ぶ 銀な 

H 本^を 京 橫濱名 右 屋を郁 神 戶岡山 
を ミ 店 ノ道廣 島 吳柳か •下 ノ關 
巧 ま 巧 {巧 司’ 小 倉’ 巧ね. 愧タ 、み留 米、 能 本 等 
本國 預金、 鄕 をを を 等け おめ 
て 御 犀利 理 速に 御 化 投巧申 お 


よな 朝鮮 巧が 

まなお 張 所は ロ本內 地の お 要 都 巧、 朝が 
おが、 支那のを 化 あび 滿捕 巧德 

朝鮮 銀な 紐 脊お張 巧 

か 蘭 爲替！ 彼 おけ 業務 精々 御 巧が にな 圾巧 
申 上 板 


T 寧の 印刷 ど 精巧なる 化 上げ 

時日の 恐 速 ご 確實 U 校正を 保証 

印刷は 紐脊 新報へ 

111 •く.- .）. Ml (». .}、 、 

電話 ワトキンス ニ 丸 0 九— ニ 九 一 0 

わ 間違^む く 新報へ 
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ぉ內西 十よ 了 目 十 二番 十 階 日 
柬部 じがけ るが 字 言論 機關の 

權 威、 香が お 報を 讀 まぬ 人な し 

鑽 常は 紐 育 新報へ 




遊 了 デ ホ^ 攤金八 

.で 本 內地ノ を、 补 債、 

^ 式へ 柳 投資 下 サィ 

職 手 持 証券 ノ 保管 ニニ 女を ナ弊 
语ノ 『巧 護 預リ」 ヲ御规 ： 現下 サィ 

黙 村 證券 株式 會社 

_ 紐 育 お 張 所 
資本金 壹千萬 圓本巧 大阪巧 


ス拂 掛金の 回收 

支挪 遅延の 諸 勘定、 不渡 小切手、 ま拂あ 
緩の お 巧手 形、 僞 造が 券、 其 同經營 詐欺 
等に 關レ法 禅家 やな 金 人 や 其 他の 巧理人 
がみ 敗した 横。 もの も 引を けます、 巧卒 
御用 命 一^さい。 

キヤ ピ トル •デ テクチ ー ブ * ビュ ー ロ — 


觀 


溢器雜 貨卸寶 

春 お 瞒 


一流 米 人を ち體 ミして 

日米 文化 學會產 ろ 


义闕に 於け ろ： n 本义化 施設 機關 


を乂、 H 本文 化 施設の 巧め じ 
餘 生を 捧げ やぅ ど 云 ふ 宿を を 
おじす 爲 めじ 千 九な 二十^ 年 
一旦 M 朗 し、 一 がを ザ K 置ら 
て朔 巧の 間に 奔走を 力した 前 
H 本人 曾 背 記 長 巧 山 柳 か 氏の 
苦 & ぷし からず H 本に £-ぃ 米 
义化學 食』 たる ものが 組说ク 
れ 理事 ごして は 高 楠 順 巧邮、 
渡邊海 化、 上 旧を 年、 佐 伯を 
胤， な 巧太郎 伯、 古 化 前巧大 
泌 を 等の が學を 始め 巧 旧 氏の 
巧 かホ柴 でぁる 巧 木 寅 立郞博 
上、 一 お 正を 化締 役、 正木 お 
を 氏、 が慶應 大ホ總 長、 大を 
曾由師 、本山 大每 社長、！ ニを 
ホ吉陳 ± 、窩巧 前文 相、 德當 
蘇蛛 、靑木 S 莖 重なな 化が 中 
必ご なつて 日本 侧じ がける 父 
化の 雄 動 負 ども 稱 すべき 運動 
を 關始し 

I 旣報 のかく 外務省は 勿論 お內省 
I 文部 堪 、巧 務 省の 後援を 得る に 
I ま 6 •巧 旧 巧‘； f 巧夏歸 がの 上、 

I ず 八 チ ユア •七 ンタア を 開く 攘 

i 所の 逃定 、其 形式、 設備 等の 計 
ー畫を 進めた が、 を 偷比亞 大學鑽 
j 長 パト ラ ァ搏± モン ロー 博±、 
j ト 1 マヌ •ラ ント 氏、 ジ玉 0 

I— ム •グリ I ン巧 日米協 會 々頭 
一 チゾン 氏 等 有力なる 米人贊 かを 
一暢、 米 人を ま体ピ する ホ 國日ネ 
，文化 學を る 一 倒を 組摄 する の 
I 氣迷 熟し、 本 月 S 十日 ダウン タ 
I ウン 協 食 じがいて 午餐 會を 兼ね 


がを 巧 まを 联 げた C 當 日は ラ デ 
ォ 巧み 巧錄 アバ アド 將電 、デ 
y — •ユキ 乂 プンス 特派員 メ 1 

ソン、 大巧 化 お 鈴 木 S 郞 、大朝 
代 お 巧 川 巧、 水を 電通化 あ、 チ 
ゾン 、太 ホが 會議細 係 會游静 事 
々 T タア、 擲南滿 事務所 長、 巧 
山 総領事 化埋 、を 信 高 峯巧會 ま 
配 人、 地 まなが 兄弟 ま 配 人、 相 
木 正金ぶ 巧 長、 巧 島 一二 ホ ま 店長 
前- 髙敎授 クレメント、 ユ ー グ 
乂學朝 川 貫 一 槽± 、モ^ ボン 商 
會のィ ー ボ '''•ベ' — 々ア虜 ± 、 
國際 ジ ！ •ィ ー * のゥ！ ザ ン潭社 
長、 ノ！ トン、 其 化 おを お 席、 
グリ ー ン氏 ま艇署 として 一 塔 
，の おがを 述べ、 且つ 日本側の 
深厚なる を證じ 基き 力-ザ チユ 
ア •センタ アの智 設を觀 る じ 
まりた るた 菊し 吾々 乂ん侧 ょ 
b 踪調 提携の 誠意を 表する は 
當が でを つて 义 化の 施設を 通 
して 巧統 的に 親密なる 円 ホの 
理解を 促進し 友を 關 係を 增進 
ィ 4 は 目下の 急務なら ど 信ず 
るに 恨ち 不巧 等を じ B 本文 化 
.學會 を 創立して 巧 困 巧の 擧を 
扶け其 お 終の 美を 濟 さしめ た 
しご 提唱し、 溝 場 一致 創立を 
臂 がし 

々が チ ユア 創設者 巧 困 氏を 紹か 
し、 巧 旧 巧は り 本 f がける 政治 
界 をび 經濟巧 のな 動 期 じ 遺 遇 U 
て當が 聊悲觀 せざる じあら ざ b 
しもを 方が の餐 同を 得たら ごて 


义化 事を 創設 じ 要する 费巧 I 圃 
書の が 附槪况 を 述べ、 コ rj ビ 
ャ大學 測の 滅必 U る 協調と 撰 窓 
ごを タ ごし、 歐渊 じめ ける*， I ヤ 

パ 三 1 X ' •力 A チ ユアの 施設を 
器な して 乂國じ 開設す るのを 要 
を カ說し 

央 ょち 八 個條ょ b ぶる®^ を 
附滋 せる が 一二の 修正' て 
承認 ごかし、 みで 幹部の I 選 ほ 
は是 れ义滿 場-; を グリ •^ン 氏 
を 委旨長 じ、 モン。，'..^ ± を 
副を 貨 長に ィ ー ガン 巧^ ー會對 
じ 巧 旧 氏を 後任 者 ぁる^ 文書 
なじ 選擧 し、 暂巧委 チゾ 
ン 、メ ー ジン、 柏木、 I 沼 島、 
地 ま 化 五 巧を 選を し 
出测 大巧を を 嚳曾員 じ 薦 すら 
巧議案、 コ 。 ム，ヒャ大3|^^びピ 
本の 篤志 寄附を n 觸 人^じ 函か 
等 = じ掛し 感謝の 意を^ する の 
决講 案を 巧决し 創立* 4 ■貝 約と 十 
をの 氏を を 報吿し ヵ^ I タ ュァ關 
お 式を をて 擧行 する^を も 承認 
しを に 愈々 鹽体 とし^ 進む まで 
じ ミた。 詢ほ創 ホ！ ku 中 じは 
左の 諸を も ぁる 。 I 1 

ォ 1 でン •ディ •ヤ .1 ンク 、"曲 駐 
H 乂化ロ I フン ムモ タス、 ロ 
ック 7 五 ラ • ジ >1 ニア、 ゲキ 
ン セント 薄 ± 、を キッ ヵンヤ 
ム 、前日 本 協會； 尸 頭 タフト、 
々ップ ス敎授 ： 古峰を、 高見 
豐彥、 コ ！ グ、 I ス クォ！ プ、- 
タム y ン 、フキて ンィ播 .エ、 

ニコラス •日！ I ズ ダぶ グト、 
ゥォ V , ヵア 、デ-^ キザ ンダア 
バ アナ アド、 ーン クロフト、 

:河上淸、 須寶|?1 、 コ ンデブ 


ト •ラモント 
ン溝 ± 、ブネ 


•準備 進 巧 中の 

I 艦隊 歡迎會 

^ 常 ㈱ を ニ 千 孤に 達す 
- ホ 國練留 絕隊ホ おの 報に 繫し 
! 米 躁官患 側より 歓迎の なを 表し 
; みむる 旨は 旣じ 報道し 廣け るが 
H 本谣 @ 々巧ナ .ソン 氏 よらは 巧 
. 山 總谢 事化观 I 姐て 適當の 時機 
j じ规 事ぶ びを 負ん なをを おき お 
I ホ 巧る 限 h 歓迎の 途を满 やべ し 
I ど の み お も ち " 义おホ ；、 ユ ー ゼ 
i アム ま 率 フォックス 巧よ b はと 
; 巧廿 六：：： を R て 『當 . 、 ユ！ •とア 
ムを 銳迎プ 。グラムの 中 じ 御 加 
へ 下され おは ご ホ 常に ホを ピ が 
! 巧 御 熟知の 如 < 當 節 じけ 枯當。 
一る H 本. お 鬼 楽 も ぉ 之ミユ ーゼア 
，ム の一異 おどして 巧 b 居る ホ 第 
にが 仍て畏 ドの 御 許 巧を 得 ば 渡 
一隊が ± ホ じが 留 日本人 諸 巧に 對 
^ しなんで 當館 のが 息を 孤 も 度 i 
在 お 右に 細し 御邵を 化が 候 節 小 
生を ちを 巧 巧 中 トー 御 協 雄をー. 慎 
i てな 敷 核」 ミ 懇切なる 招待 狀を 
內 山城 郎事 巧理を おせて ホて 居 
一る。.々 款迎 貪が 部を 員の 顔觸 
I れは您 々備 左’''、 吳會部 じてい 
; 去 y 木 H 旧な が 長 巧 おのま 巧 巧 
I 谦を摧 しがみ がを 段を 選を して 
i 寄：々 準備を 進が f も - と VJ なつた 
I が权祂 ホ 蕭んを 秋が する 赏を舉 
! ぐる 爲め 餘興恶 紐を 豐當 にす ベ 
が々 熟 溢を 遂げ 媒黨み 四千 六 
け 巧を がが 部じ韶 ホす る じ 巧し 
た。 がは 歡 迎巧附 をの 游 おはが 
i るが ぶ锐 にて 一巧 年 —- 媛る VJ も 
i 劣らざる 锁 .1 速イ るら しぐ 热じ 


事務 巧に 入手せ るかは 累計 千 化 
な 六十 一二 巧 じ 上つ て 居る。 を 着 
の 氏名を がは 左の 如し。 


0 — <} 俺が 外相み 化を で 霞 
ダ 關も御 他聞に 独れ 
0 !~ ^0 ず政變 難を 唆 ひ、 锻 
おが かか か 内外人 拳」 をが を 加 
へる ごやら モ 大中小の 椅子が 力 
タピ シ動 きさう A 巧 巧 極まつ た 
巧 田さん の 紐育總 領事 ごして 乘 
达 わで 巧る やを や も 鹿の 如 （霧 
の 如し A 化かで け 巧 山さん の 化 
巧 も おらに 延 をごゐ つて 柯 のか 
_ の V 一 御 巧勞の 柿が 殖えさう だが 
! 緒が もが 育の 聪阳 をす る ご 見え 
て 高 岡さん が化理 領事で A 難治 
め 地に おいわ 庄 尾さん 振らを 發 
がし， n 本人 食の 中に ジュニア 
• 91 ダを 設け やうぶ 慾 葱す 
る やら、 游ニ化 問題を 硏免 する 
やら 評啊 まつて ょく A 夫人を 子 
チャン も巧憐 がけで 夫君を 扶け 
女子大 學 ホを 巧 巧して 婦 學生 
稱热を 作らう と 巧 力して 居る A 
巧 西化應 じて 化理を 盛は 寸善子 
の鑑 嗽す を 所で あるけれ 其を 動 
じ 伴 ふ お赞が 散の 持め 米 柩の輕 
藍を 岡 はれる やうでは 氣の甚 千 
巧 A 此邊け 巧な お 测ホ明 神 機密 
の おお 計：： b あ， てなる ベうな 奉 
る 次第 ど 梢の 哪が 泣いて おる。 

を 巧が ォキシ ヘラ— 獎蝴曾 ホ 
岡を 明 巧 前 島 震太郞 
あお 十弗總 領事館 員 一同 
を 一二 个弗 がが 証を 曾 社 及 貴 志 
な 二十 お巧ォ キンへ ラ！ 販質 
一が な 商 木 光み 郎 


ウ キタア 
シヤア り 


恆助 中が 健 S 
新吉武 藤久雄 


を 十 弗 宛 多 巧 I 
を お 巧 宛小ぷ 
夫妻 擲旧^^^ 

を 一二 弗 お 下： iij 蠻巧 S あ良畜 
を化义 お.^ 上 凑巧郎 山 本 
忡太郞 、 

を ニ 弗宛是 仁 之 助か 巧 愛 
ち 河野蜂|111 お鶴甫松 
.を， 一巧 宛で 正 一二 ヶ ー 大口 
ヶ！ 中が! ^.を炳 が 义吉郞 


參コ， — 不アィ 

を 十 弗 宛 d 
郞获 おぶ 
奇 がが 勢 ： S 
が 勢 曲 
金 お 巧 お 
雄 ホ 妻 
を ニ 弗が 
ホ吉潘 
羽 巧 英明 
上 旧を 
巧顯瀬 j 
'を 鶴 ぶん 


すンド 地方 
ロ顯之 阿部 紐み 
巧が 西が 朝太郞 
野 巧 一が ホ 川 
お腾 が 上 

爆 善四郎 おが 寅 


本實河 本が 一 
W 川雅 ニを 田毅 
高 橋 操 旧 中 常が 
ま 川寓太 郞森澤 
す 善み 宮旧义 構ち 
ま川淸 光勝 巧 西 
篤 山 崎を 义山ノ 巧時彌 
山 崎 化 山 善 ホ郞客 澤英化 
加 藤 潑明掘 藤吉淺 极貞一 
が ト藤央 ずが 須惠吉 が h 
文彌 をの 長 一二が 吉 川を ま 
伊藤を 度 作 简井護 巧旧忠 
雄 ホ 野 お 登 鎌巧淸 厳を 
お 順/ 川 お 盤根 総 江义藏 
窩 橋/部 化 小 掠を き 山中 淸 
治 |^お 政 雄 白が お 峰 永 
阳 I 巧 旧を が 川 

•コん ムビャ •パー ク邮方 

を 十^ ホみ 川が 商會 

をお^ 宛 川 ± 太兵衛 あが 嘉 
右搁巧 


を S 弗 宛 南が 之 化 內 巧壽惠 
化 松 旧 

グリー ン 巧を 別の' 

總 領事が 理 午餐 

今秋 京都に 開か 6 、 太 ホ洋顆 
巧會證 じホ國 側を 買 長 どして 巧 
帘 する リ ー •ヒ ッザン ソン 商實 
番役ジ 五。 • ム •テ— •クタ*— ン 

巧は 本 巧 十と H 巧發渡 H の途じ 
上る 爲め內 山 總頒事 化辄は ホる 
八日 同 巧を ま賓 ごして 同 會議を 
び 日 水 义化舉 を 願 巧み 人々 を 東 
が おじ 招 持 送別 午餐 會を 罹ず 由 

雜橫 巧淸を 巧歸朝 中の 時澤巧 I 
店が 靑ま 巧、 ろん どん 化 じて 沙 
港經由 此码歸 巧。 

♦ま 田 信 子女を 前年 當地 じて 
硏究歸 朝後自 本の 樂 擅に 立って 
居 だ ピァニスト、 巧 畦、 桑 渚 地 
ホを 經て近 （ホが すを お。 

« 池 旧 增太郎 巧 巧 巧 瓦斯 株を 
會就 常務 取婦 役、 去る 一二 十 一 H 

マジ 五 ステ ック號 にて 着 紐 ホ チ j 

ペン じ 投宿。 

• 顿旧盧 一巧を を 尾 鐵道採 ま 
會な 常務 取錄 役、 同 トー。 
a お 巧 勁 氏 一二 菱靡 事が 育ま 巧 
長巧理 、まを 本 巧へ 轉 巧を 命せ 
られ あく 歸觀の 善。 

>云 谷 ニ 兵 一二 義鑛 業が をを 
就な 婦役會 長、 まる S 十一 0 规 
奈太ホ 面を 經て 着が。 

©ホ 木 英道巧 基督 敎學 生聯惡 
ま 事’ 加讯 方面 じがて 祭 ニお鹤 
題の 爲 めじ 活動 中で をっ わが、 
去 巧 ホ 日 桑 港出觀 9 一一 レ ャ化じ 
て歸 朝し 今 巧を 都 じ 開かる X 太 
ホが 願 採 會議じ 出席す ろを。 
•中 か理！ ニ 郞巧夫 入 慶事 太が 
，寶 おお 式禽 社々 員 中山理 H 郞氏 
夫人 方に 慶事を b まる 一 二十 H 午 
蘭 女ろ お 生な 子と 命名せ るが 巧 
子 共に 健な。 

•巧 お 子を 彌氏 紐 育 H 本ん 曾 
基 記 長、 脚部 麗 おの 爲か 一が H 
グダ ラン 病院 じん 院豁養 中。 

參义括 巧 氏. 鹿话 島な 大島郡 お 
身 同胞 (一二 0 歳) 細 患の 爲め ジャ 
マ 々聖 ァン ソ ニ！ 病院に 入院 

中 去る 二十 か 日み 前 死 ま。 

! H 曜說お 

み 撫育 n 本ん お會 
『信仰の 本質』 满水 牧師 
分 基督 お 瞻道會 
『天地め 開扉 者 ャコブ』 椿較師 
♦日本人 美 0 敎會 
『マ タイ 傳の 福音』 高 橋虔氏 


S ス ペシ 度 

巧 荷 

靑小梅 繞酌漬 

一 瓶 五十 他 

を' ち 千 物 

一枚 十五 仙 

.か 桐 兄弟 商 貪 



資本金 
拂达濟 資本を 
巧 ホを 


.ぶ 僚 旧 
六 千 萬 勘 
六 千 四 6 お 面 


餘賊三 井 銀 巧 紐 育ち 巧 

本 巧 ま 巧 ホ U 本 橘. 阮本革 お 町 五 お 地； 巧 

支 巧 ホ搏某 橋を 巧ぉ彥 橫演 

を も 巧を 郁 大巧 巧 (わ 朽〕 种巧 
廣な 下期 巧 巧を 松 關抑接 巧 
上が 倫を を 買糾水 


輸出入 爲替 、お 信 送を' 並 送を、 旅 巧 信用 狀 
商 震 信用 狀巧他 一般 銀 巧 業 

鎌賊 S 義銀 巧— ま 巧 

鄉あ をを ハ： n 本を 地 無 ホ 数 巧？ 迅速な 扱 
本が 預金 (定期 逆 知 ノニ贿 ) 御 巧 巧な 扱 
本 支店を 巧 (本 巧) 太 阪神 戸な 都 
所 巧 地名を， 短小 格 上 お偷奴 



H 本陶お 器雜貨 
ラ厶 ブ卸寶 

祭良寶 易商會 


み r . 


r . トタ 



世界 獨 歩の 消化 酶蒂 

夕 力、 チア ス 夕— ゼ 

な 錠 入 一 弗 
を懲 をち 進せ I め 消化を 隹良 
ならしめ を養增 進を 欲す. 化 
て S 場合 じ 賞 用 せらる .！ 


桑 山屬會 

ニ A E 乙 T 5 Sih ST : K . Y . I. 

芸ミか. ぎ = 瓦 まこ ニ 3, 贾) ベ 


謹 吿 

大暑の 巧 柄 皆々 樣御揃 益々 御 
機嫌を く被爲 居候 越を 賀 とぶ 陳 
者 夏季 じ 際し 弊 館 ブランクぶ！ 
ム 整理の 都を も お 之 おじが 年 
來弊舘 じ 御 取 殘のッ ランク 摘 て 
ホる 八 巧 十五り 迄に 御 處巧截 お 
下废 所ち ホ 巧を お然不 致を は 商 
日の 後弊舘 じがて 一巧 賓 巧を 帶 
び 申 間 敷 候 ； 
先は 暑中 御 伺を 兼ね 0 が h 並 段 
廣 吿化橫 _ 敬白 

昭和 四を よ 巧 I 

住 旧 旅 靡 

薑 Easti 雲 寄を 
ぎ 富 養 n 5 理 


食樂が 一 迦卡ぶ燕， 

遽暑 《 所は ァニ TV 一 

とプ ブブ卑 •一* 术 K ® ヴ— "ド 巧.！}* 

聞、 乘 馬、 氷 嫌の 徑 あら、 マ- 处 
バニ— 停 單凛造 鞭度缠 しまず。 
享 S . 五 • L ジ互タ Wesi Leb 尝 ミ， N . y | 

ジ 一. Ife 包 Leb 尝登 137- F 苗 I 


巧學的 保健 器 

ホみ シへ ラア 

治療の 前の M 

豫缺 こそ 肝甚 M 

おじ 偉 巧を ホ 証され た 前窟震 
太郎 ホ 生發 明の ォキシ へクァ 
はを 用を 逐 U 激 おしを 地 ホょ 
をのな 文 殺到して 居らます か 
ら 使用 御希望^向きは 化 際 至 
急 御中 越 下され 度. 

1 A 用器 四十 那 郵送 斜 
二人 巧 器 お 十 弗 當ホ持 

尙ほ御 試用の 方へ お 賞' いたし 
ニ週閒 拾 弗 
申 受け、 御 試用 後ホヶ g な內 
じ 御 買 あめの 節は 前記 使用 科 
を 差 引いた 特別 値段で 差 上 ま 
ず 0 

論ょり 証據 n 

也 試め しぁれ M 

オキシ ヘラ ア販 賣商會 

鳥 木 光次 郞 

« 己 - akagsre 呈童 W か Go . 

黄运 . 2 置 F 呈ー 
豊 ごき r 

Tel . 穿 養 這 4474 


、： t 7 / 今. 約 おな 個® _ 
b タ、 \ ク クネ ドロ ♦ブ 

及び タチ！ マ； トランク 六 弗 五 

十 他、 化 弗 五十 邮 、十二 弗 五十 

触、々 し 許ら 使用し わ 範類一 お 

兰鶏 をび おお 

1だ4-沒 置す グを r . i ぎ N . V 

^ タンク-い ィラい i 

ィ ン ノ 乂 3 ン ト ラ ン ク 

物と 弗 あ 十 他 よら 十二 弗 五十 細 
里 Easf 罢 を ぎ eet 



# 羅膊 、を 港 出帆 (ボノ が^お 由) 

おかを を港發 

S (午ち ニ 巧 化 化) C 正午 化れ 一 

^ 春が 义备九 H 乂を營 

^ シベリア 化ん 月 化 111 H 八ち 廿 八日 
M 义 がか 义 月と 日 化 巧 十一 日 
化天泮 化 化 巧 二十 日 化ち ホ 直 日 

^ I # シ 7 トル 化 帆 (午前 十賠ぁ 帆) 

兰 一二 島 見 义巧 四日 
が豫乂 化 月ち 日 
靜网义 十 巧 十九 日 
巧濱义 十 I ち 二日 

0 淪 をを 自本が ぉ 机 

を 取 ぉ 八爲 十日 
帮西も 八 巧せ 1118 
鹿 急 括 九 巧韦日 
. A お 育ぉ奶 匹 奈 馬經史 B 本 巧 貨顿が ー 月ニ圃 
A 晚絳取 巧 C 费 がは 歐渊 巧、 南 ホが 並に 芭^ 馬 
經由太 ぞ洋停 巧を お 破 管な ミ 恃約お リ莱が 切 
符等萬 孽御银 をに お 計び ホ 上よ ィ 
A ホ 菌澳道 切が、 挺亩 を 等も狗 使を じ 胶計ひ ホ 
上まず 
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自本郵 觸會社 {並 ニを 錢道會 社) 

化 頸を 片禍 兄弟 顯會 

乘 車、 乘船 切符 並 じ ホ 荷 顿蓮送 御が 巧 じ 取扱 申します 




谢 川お險 事を 巧 

比 Segawa ^ Insurance Broker . 
303 Fifth Ave ., 
i Tel . Caledonia 4100 

巧 巧^ 事 巧す# 巧摇 育ま 巧 

Uchida Tr & ぶ ng し 0 •, Inc . 
11 Park Place 
TeL Barclay 1576 

島貿ぶ 株を 會を 
Shima Trading Co 〜 Lt ん 

150 Broadway 
Telephone Rec れ r 1 が 4 

巧 ま 能 あ 皂巧タ 
Ak & wo 在 Co リ いん， 
235 Fifth Ave ., 

Tei * Caledonia 9758-59 

ホ 倉 巧 稱巧績 铁式會 お 
K & taku 化 足 Co ., Ltd ., 
200 Madison Avenue 

i K . Mikimoio 

Mikim が 〇 PearU 
な 5 Fifth Aveau * 
Tel . Vanaerbilt 2519 

大 倉な な靑 まな 
Okura 在 Co ，， 

30 Church St ^ 

Tel . Cortlandt 2292 - 93-94 

云 共 巧を 會妃 
化 巧 巧 
离巧巧 省 
1 如!! け 3 か 化 N . Y . C . Te しお 加 r 7884 
Fa 地) け; 化 10 抑 U 化， し U か 

巧 巧みを 巧 まを 化 
Asano Bussan v^mpany 

Room 801 >803 
165 Broadway 
T，L Cortian か 8047 ぶ 052 

Gosho Corporation , 
$;lk Importer *； 

が 狂 art S4th Street 
T « l . Ashland 4987-61 
Gosho Co .« Inc .} 
CoHo 凸 Exporter ， 

巧 Beav がみ.， 

T«l BowHnsr Green 巧 06 ィ ホ 

' * 巧が 肚 

I 3 〇 Uc & Manchuria R . R . Co ., 

Koom 2026 , Canadian Pacific Bldf . 
1 342 Madison Ave . 

f Tel . Vanderbilt 4135 

ミ 共み を獄宫 化^^ 
お育ま 巧 
Mitsui & Co ., 

65 Broadway ) 

Tel . Bowling Green 7520 

なま 會 をち 井 巧 巧 
な 育 おお 巧 
Iwai & Co 。いん 

— Woolwo け h B 山 1 ぶ 11 ¢, 

T * L 巧 虹 民 oy 8660 - がぶ 2 

H ま 巧を なま 會か 
括 育 支 庭 
Mitsubishi Shoji Kaisha 
( M お uWftht Co 、 Lt ん） 
120 Broadway 
Te !. Rector 2560.2564 

夫 お 窃げニ 巧を 朝日 
恒川 巧 
Osaka Asahi 

、れ e [New ork fun が Annex 
Tei . Lackawanna 1000 

I 日本 姑 巧が ホ诚 

i な 靑ホ巧 

1 Japan Cotton Trading Co " Ltd " 
! 2 Park Avenuot 

1 TeL 

日本を 糸 巧 ま會化 
が 巧 ま 巧 

" P 阳 N 風 典觀 •- 疵ム- 一一 

_ " P^ark Avenue 

Tel . Ashland 5320 

巧を 名を 巧 J 

は ザ 身-巧- 
Har & & Co リ 

443 Fourth Ave ^ 

TeL な お donia 7830 - 3 巧 • 

曰 ホ ホを 黛 為を 话 
^ お 育 支 巧 

W 郎 1 ぶ 1 KH 巧 X 删卽 描 KAISHA 
がに HLBEI KHTO LTD .) 

1 Park Avenue 
Tel . Ashland 6246 > 47 > 48<49 - 

大阪每 日 二度 巧 日日 
龄木 H 巧 
Osaka Mainichi 
Room 306A World Building 
Tel . Boektnan 42 S9 
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解散 Y 目標に ...：... 

朝 赞兩黨 の 準備 戰 

解散 期は 恐らく おがの 二月 頃 か 

畏政黨 けぶ 十人^ 增 加を 期待 

ま 京 特電ぶ 日强 = 政 度に 依る 人 也の 鎭定ビ 共ぶ 巧 期 講會の 



ま 京 特電 六 一日 豬 = 政 挺に 巧る A ぶの 録廷ビ タ_-^ 々巧 詩售 G 
對巧 じがて 钮野巧 嚴は共 じを 備を 急ぎつ I ぁを が、 _ー 臨が 講會の 
巧を はがを 度 現され かじらな < 、化て 證曾顆 散 糊 心 ぶを 來年ニ 
巧みで めら ふごの 說 がが 力 じして、 をを 黨は滅 選 じ 化 b と 十 
人の 化 滋±马 加を 期待して 居る。 一 


第二 黨ぉ S ぉ黨 が內閣 
をが 機した お、 巧して 民を 巧が 
め おこして 固ち の 信 盛が 第二 爲 
た 4 じみぎ 《 とずれば 、立 患 的 
じ 巧 勘すべき で をら ピの忌 解か 
ら ，即時 溢 曾の 解歡 をなず べし 
ピ のま 張、 政務を かから 相當じ 
强 めら れてゐ るが、 化會 中の 議 
食を-のぇ > 、解概 ずる こどは 必 
中し も 立 葱 的で いごの 說 もを 

- ま た 臨が 證會を 召集して 信 
を 天下に 隅 ふ/べし どみ 說も ある 
が こむらは いづ n ら 患を の解释 
上 疑を ゎ b 、 を 易に 即時 解散は 
す！ S ' 能み やぅで ある、 しかして 
民政 黛 一部ぶな をを 官 中から 郎 
時 解散 語の 出べ るは、 單じ 立を 
的に 信と 天下が 問 はんとす る ば 
か > で。 < 、巧 中巧賴 がを の最 
後ず こぶる 酷 おを 越め たを へ、 

比 校が 難の な 一い 渡 ロみ 閒が出 ホ 
たんで あるが^ ー换 ロ巧閣 ごいへ 
でも 。| .1 . 

極端な 一 る 消 城を 策を ふゎ 
かざして ホ 第 巧まで 繼 ける ィ」 き • 
はかが 3 萎 緒を だし （、す 景氣 
のが 態 今 白な 上と.^ ょも、 まず ま 
す おお 小％ の 巧 あを 巧ず や も か 
れ ず、 をの 時 じ； > つて 潑會を 擦 
散ず る も 段を 漂 どして け 巧 等 得 
る 所が a いから' 今日。 は人氣 
の 現 内閲に 务 中して ゐ るぅ ちじ 
即時 潘 をの 苗 歡を斷 巧せば、 總 
選澡の おお 一一 大いにを るべ きら 
の あるべし ゴ のを 化からで、 こ 
の說は 民な 蒜と しては 當が涅 ぶ 
べき ホを でみ る じ 違 ひない、 燃 
し濟 ロを 枯 おが 性格 上から いつ 
て も、 おも |無 の 選 孽の上 じち 利 
な b W の f 農 田の みを 0 て 理由な 
き邊 をの 欺を なすな どは 到を 
思 ひらょ < レで、 極めて 

通常 ^考 へから、 少くと 
も ホ 盛 曾」 で じは 現み 閣 ごして 
化る ベ き||策の乂おだけは確を 
- し、 お緖！ j ' いゎ' 裳 縮を 策 も 今 
後よ 八ヶ li ： 閱 I は 準 摘ら ホ ゎ、 
酉は にお ホの 巧 信も吿 ぐる 機會 
- も ゎるべ js れげ ，ま づな算 編 お 
の 方針 も 青げ、 說运 をを 設 思し 
t 留 策。'* ドめ、 を 大臣 畔强じ 立 
つて 節 営な 巧 じつ ごめ、 がして 
ホ络會 ：,： 巧み、 政が 證 をの 解敌 
を颜 巧！*^ るの が 最も 立 患 的で を 
ら 、まわを やし も述 くは ないど 
信じて tj . る もの 如く、 この 蘆 
陳 じが if おし 政務を 進めつ i あ 
るを， 可ト ゎるから 謀 舒の解 敵は 


結局 ホ證會 のが 會^け 一月 廿一 
二日' 頃證 台に がて^ 相の 施を ホ 
か、 外 怯の 外交 ホ钟 、藏 相の が 
政 方針に 觸 する 演蔬と 終了後、 
田 中 巧 閣が前 的の 辩 散を 巧つ た 

J きど 巧檢じ 

反對黨 9 震 演說— じ 

及ば 中して 解散され る もの ご 信 
せられて ゐる 、を!：' て輿黨 たる 
民政 黛 も 政府 ご 相！^ へて、 今夏 
からを 巧 じかけ て： b 々遊 說じ馬 
力を かくべ （、を' ぶ會 もまた 巧 
黨 どして 旧 中纔裁 囚 下 緩 お をな 
てを 國じ 遊說を 試み 巧 議會の 解 
散を 肖標 に- 大遊說 戰が巧 はれ 
る 模様で ある、 が ほを の 一モじ 
が & ち 力。 解散 論の 動機 ど いん 
ら のは、 邸ち 閣僚な 務官 、が 書 
官を のどれ かの 選に もれて、 己 


レな く敦じ 居殘る こどに なつた 
民政 黨の化 諮 ± の 巧 どなく 必中 
隱 かなら 0 氣持 もち 組閣 W ホの 
今 H -— なつて 見る ど、 選 舉區の 
ホホ：£>投々鎭ょつてゅ<じつれ 
てみ 第 じ 薄^ ゆく 狀 で、 この 點 
では 目立つ じ暗圈 確執ら 起ら や 
兩院灌 員、 評議員 聯合 會 で黨總 
なの 補充が 巧 ホれば、) 應黨の 

陳容を も 化を >、 動搖ら 

起らぬ 模樣 である、 さすがは 天 
下を 取つ たげ からの 政黨 だけを 
つて、 某 化 議+を 閣僚 まじは 欧 
務官 じしなければ 選擧院 の縣會 
議員 W 下を 部脫黨 するどい ふや 
ぅな 運動 も少 からすを つた じが 
らや 、鬻 はこの 威嚇 じ乘 せられ 
る やぅむ 隙を 少しも 見せ 中に 濟 
ん だので ある、 然る じ 一 ホ 施政 
方 かの 聲 巧、 巧び 今 巧 ザ 度の 豫 
奠 編成 ホ 針 じがて 徹底的 緊縮 政 
策を 裳 明し、 機 道々 路 、港 灣、 
河川 等の 新規 事を の 中 化 見合せ 
を聲 明した こどは、 これ じよつ 
て 直 度の 影響を 蒙る 地方の 黨勢 
をが 抵ょ b 覆さん とする 結果を 
招き、 を 國的じ 見て 黨 勢の 上に 
深刻なる 义動摇 を 惹起 せんどず 
る 形勢が 現れて ゐ る、 現じ 宮瞒 
縣某化 議± は、 錢道 工事の 中止 
じ對し 選擧區 じ萄し 面目なし ご 


の理 かで 己 じ 

脫黨を 次な してむ る 姐き 

树ら わ. 0、 往省 にこの 桃の 地方 
はの 陳储 は雄扫 殺到し め藏を ご 
窝 幹部 どの 聯を會 でら、 陳 擦に 
割 I てけ 巧め て 親切に 酸化 ゴる 
やぅ 中を せわ 抓き、 を （其が 势 
の'' 踞を 示す 心ので わる 地 ホの 
利權 問題を 中ぶ ごする 化 深え 地 
ホの 黨 弊を 改 たる もは、 綱 か I 肅 
化を 標榜し、 弊 刷新を 叫 心 政 
府の 施な 方 かの ー聲明 じょつ で、 
現内閣の 重要な 一 j る 巧 命/」 さたて 
ゐる こごは 明瞭で あるが、 满舊 
を踞 敬し、 逃擧 一し は 必ず 過ザ數 
か、 少 くも 第 I I 黑を 目標 ごする 
實 際の 黨を碼 張 からい へげ i 、 
事業の中化繰延心る^は、 をの 
計畫じ 致が 傷を 輿へ る もので、. 

れを 切なけ るふは 尋常 一捨 京 
難事では ないどぶ らいて ゐ 
よつ てこの 難觸を 破の-策 已 


し 


なめて- 般投 毁じ附 すべく、 を 
議 地に 就て はを 國共 じ自 廣の權 
威を 离め るが 要 上ょ b して 互 r 
讓ホ しないだ 樣 であるか、 

をれ じも增 しての 大巧 題‘ i ラ 
キン 攀備 巧の 撤退 案で、 ブラ 
ンス を相プ 9 アン 巧は がが と 
して 强 硬な 態度を 持し、' ヤン 
グ 案の 化 准が 先 づ會讓 のを 目 
でを る々 ら これを 解 巧 — がち 
後撤 を間趙 等を 協 憩すべき で 
をる ど ホ 巧す るじ趟 し、 ドう 
ツ 側では 聯を题 め ラキ ン撤巧 
を ヤング 案 批准の 絕お條 を 
して 居る ので、 挂 •し兩 をの 反 
目を 惹起すべく、 

巧 守 黨內閲 の 瞎&リ らばい ど 知 
ら す、 今日の ィ •キリスは 即谢撤 
をを 多 李 ま 巧し つ i わる 勞猫黨 
內醒の 天下 だけに フランス やま 
張 も 案外 もろく 破れる であもう 
ど 銳られ て 居る。 


團匪 事件 費で 

鐵道 y 布設 

聞 民謀辩 部が 畿决 
ワシントン 五日 發り 上海 駐が 
の 商務官 スミス 氏から 達した を 
おし 依れば 踐は黨 は 幹部 會 幾の 
結ち 今後 别强 の酣西 事件 賠償に 
して 巧濟を 好意的 _ し棄權 しわ 费 
用を R て鐵 道を 布設 ずる こ £ I 
なら. 鐵 道が 巧の かき もこの 聞 
ょ b 成 もべ <驗 入の 方針を 樹て 
化づィ .キリスの をは 漢 U 方面の 
錢 おじ 利用し か 巧を 購入す るか 
ゲ リス 人の 請負 エ學 どす-へ < 
べ成ゲ ー のを も 旣じ决 をを 見た 
Qi かく、 この 外 これ 等の 資 
金を して 將 ホの 巧 道 借欽减 憤る 
金に 猶附 ずるの 方針を 案出 L つ 
つるる もの！ か <、 I 殺から 注 
視 されて 居る。 


散 


て 

最近に がで 議 貧が 時 盤 11 
論ない し 臨が 溝會 召集 論な ダが 
政務官 中 おくは ず お 化 議± ホ I じ 

單じ强が6ゃ、 藥論じぉび^|と 
いふ だけでなく、 一 まじめ じちへ 
られ がして ゐ るが、 要する 選 
擧をオ るに 化ホ睾 菜の 中止 操延 


.東 支鐵 道の 緣爭 . .. 

巧を 會議 遂に 决裂 

狂 シア 側が 表 モス カウへ 引锡 


東京 特電 六曰發 t 


ンチユ 


.出先のを 渉で P シア 側离飛 


I! 》 -I J • j — • —i ’ - • • . ‘ . 

奉じ おでを 那側受 ぶ 刀で あるが 支那 測は 樂觀の 態を 装 ふ も蔣か 
石は 『霞ち 直接を 涉 開始は ホ だ 早い』 と 云 ふ。 

を ま 特電 五日 尝 == 東 支 磯道の 紛 ずを 解 决 すべぐ マン チ ユリ 
で開懼 中で あつた 落 ま 和平 會講は n ンァ 側の 態度 硬化して お 勢 
逆轉 し， 遂に 巧 裂の が 態 ごなら。 シァ 巧 表で ある メ八 ニコ フ媳 
領事は をが 地よ モス カウに 引場げ た。 

東京 (聯合】 图日發 == マン チュ 9 よら 達した 新聞 聯合の 特 
笔じ 化れば P シア 測は 搜道 沿線に 軍隊 駐巧權 を 固執し 沿線 警備 
を ま 撕を隊 ご 協 おにず ベ < ま 張し じので 巧 裂 じを づきつ、 ある 


の 影響が、 地 ホぶ の 腦裡じ まだ 
深刻に しまの 時ぶ 選ばねば な. て 
0 ごの 必要から 數 出されて ゐす 
兩な證 員 評議員の 蘭を 會 じは i 
單じ滤 おの 選擧ば 一からで むく、 
この 磯 會に黨 勢 糖 藤じ賊 する 閣 
僚の 牟楠 ど决盧 ごを 見屆 けなけ 
れ ばなら わくい' | i 論者 も あを、； 
一巧 當 議論 も 出る 将樣 である。 ： 

巧 命して をま^ 道 間 題の 會議 
を 召集ず る。 一 
ごこ 鐵道 のぶ 事 おは 一が こ 
れを 承認し、 社-めて 奉 天 協を 
じ 依 b これを 制定す 看。 

ご ニ〕 抑留 中で ゎる ツビ 五ツ 
ト巿 民は 釋 なする か、。 ンア 
本 ± じ 送還を 命 やる。 

〔四〕 口-シア 國 主で 抑留され 
た 支那 人を 釋放 する C 
どま 張した が、 。シアは これを 
0 て 『を國 ホ 義の證 を』 であ 
て ご 認め、 n シア じがる 條 かに ホ 
ら ずん ば 到底 か 解 


補助 艦 比率に 

と 割を 要求； 

海相 ど 地方 長官 會離 
東京 特電 五日 發 (ニ ユヨ -* ■ク 


タ共 ムス お】 = 目下 當化 じ熙惟 

一， I じ 


が、 支那 侧全權 お 比は これに 就て を 天 政府の 訓 々を ホめ、 奉 天 
側は 化 おを 巧を ずる じ 至つ たが、 而 かも 南欧 府は近 < チタで 巧 
び 本を 渉に 入る ベ （がかに 藥 俯を 進めて 居る。 


とま 張して 屠る。 


巧 望みは な. 


中で をる 地方を 宫會議 の 席，： 
がて あ 巧み 巧は 國際お 軍縮 少食 
譲の 前途に 就て 言及し、 

會議ゎ 前途な 頗 もが 轉し V 居 
るから 化く 召集を 見る じエる 
であらう が、 巧府 どして 1 こ 
の 際適當 なる を 準 巧を 發 巧し 
て ゼ子ゲ ァ會議 の 失敗を 城 返 
さざる やう 努力すべく、 みる 
べき 會繁は 恐らく 空前 絕 化の 
が 可を 搏す るで をら うし、 日 
本を 府 ごし てら 欣然 ピし \ こ 
れ じを 加し 會議の 成功を W る 
燒 b . でを る 
と述べ が部お化は、 

铺助鑑 の 縮 少じ勒 する U ぃの 
比率は ま々 渡の お— 五—！' じ 
對 して 日本は と 割の 比率む お 
ホすべく、 これ 投下は 到 票 
服ず る i は 化 ホない 
ご 言明した， 尙ほ政 おは 英書 
議 が進搂 しつ I ぁる 願 係 上、 松 
ず 駐英 大使を を權 * こして へ-' グ 
じ 派遣せ や、 依然 n ン ドン L 踏 
止るべく 命を した、 椅ほ潰 ホ 首 
相 もこの 會 譲で 中央政府の 解 縮 
政策を 說 明し、 を 地 ホの 宫鹿も 
これ じ肢 ふべき こごを ホ 摩した 


モス カウ 一二 曰發リ 去る と月サ 
二日 S 來進巧 中で ぶる ソ ビエー 
トな府 ご 支那 政府のを 支 鐵道紛 
爭 じ撕聯 したを 渉げ。 シア 側の 
强 硬なる 態度に 化ら て 遂に 停頓 
する じ 至つ 化、 01 シア 側の 重な 
る 要 ホ 事 巧は 左 姿 かし。 

〔一〕 滿洲 じ蟲留 中で ある。 
ン r 官民を こぶ 瞭 邸刻释 あす 
べき こど。 一 
〔ニ〕 莱支踐 違の 支配人ぶ び 
ま お 人 代理は み シアを 巧 じが 
てこれ を 任命 丫る こど。 

〔ミ〕 紛爭 じが b て 生じた 諸 
'問題を 解決ず I ベく 直 もじ 會讓 
を 巧を すべき こご。 

この 外 錫 道 巧收の おちよ 
らして 露 支 巧 園は 東タ鐵 道の が 
態 古を が 一巧す る じ まるべき こ 
どを 協を し、 モ 化な 廿四 年の 奉 


天 協定に 準して これを 商 幾す ベ 
きこ どを 提議した もので、 外務 
次官 カラ パン 巧が 發 表した 巧に 
依る ご 前 一が ピン 巧 巧 n シア 綾 
頃 事 ' s グニ 3 フ氏 ルビン 政 
巧の かを 事な 官巧 氏ピ のを 渉は 
と 月 か 二日に 始まら、 と 巧； ir 化 
日、 張 作 相 氏が。 シアの 要 あ 萬 
ニ條じ 街して 堅く 沈默 をず る じ 
ま b し爲 めを じ 早 < も頓 坐の 氣 
運を 生 いじま つわもので、 支が 
側は 紛爭を 前 ル 東 支鐵道 事態を 
をの 旅 承認す るの 要 a しご ホを 
ずる じ 割して。 シア 侧は奉 天 協 
定に化 b 

を涉國 はこれ •わ 承認を 絕 

對に必 巧 どす る 旨 ホ 張す るに ま 
6 しもので、 張 作 相 巧が 提議し 
た內 をは、 

〔一〕 を 支巧留 あおは を權を 


賠償 會議 


再びへ . If ク 巧で 

へ ー ダ 五日 發 じ パ 91 め 
聯 を國會 議でァ ， リ I 々人 ャング 
巧を を 員を i してぶ I なした ドキ 
ッ 賠償を み 濟を盧 ホて るャ .ング 
案は 愈々 これが 實 巧^ 段 おらと 
なつ わので 

明 H ょら 當 地で 
讓 すべき 評議 會 
測は 元ょ b ァメ 
をを む 二百 人の 
じ 集を して 居ろ が I 、 會讓の 前 
途 は必ら 中し も樂 b を 許さな 
い狀態 じある、 

即ち 明日の 巧 會證で 諭 戰の化 蓋 
を 切るべき 問留 はを 員 長の 選擧 
あび 會遙 なを 地の ぶ定 じして.、 
を眞 長に 至りて は 也 だ 何等の 巧 
をを 是るじ まらす、 I 從て 明日の 
會蔑 じは ベ^ザ！ の I ジャス バ！ 
首 化が 假潑を どして ^5: 會 した 上 


實巧 案を 討 
^ 召集され 歐 
一々 敦び曰 本 
をが 當地 


して 徹 をめ じ 赤化 おを 一掃 せん 
どしつ i ある もの I かく、 一方 
ホ 化 おは 實言 舊を孩 をして 勞度 
制度の 樹立を をが ごま 張し 人必 
は 不安を 姑め て 居る。 




赤化の 陰謀 

n ロン ビアで 發見 
バル ホア 五日 發 n 最巧 コ 日ン 
ビァ ホ か國の ホ 化 運動け 渐次暴 
動 化しつ i をる もの、 如/、 旣じ 
お 產黛ど 驚宮隊 はを 化で 衝突を 
演じ 郎死十 人、 負傷者 歎 十 人を 
生じた もの！ 如，、、 ホ 化 閒は鐵 
道 沿^の 占 滞を 企て i 居る ので 
政府 心 ホ おじ 武器を 供給して 巧 
装を 金ず る W 近くを 軍隊を 動員 ~ 見送み であ 


米 露 y 橫斷 

大型 號行 機ぉ發 
モス カウ 五日を M 豫 てょ b モ 
ス々ク》 ユユョー ク横颜飛巧を 
企て、 居た。 シアの 大型 巧 巧 機 
ソビ ゴット • 0 シア 號は あ々 天 
淚巧 第で 今 明 目 中 じは 出發 ずべ 
(、溝 一日 吕は 今回の 辩 巧じ最 
もを 途 どされ て 居る モス々 ウ* 
オムスク 間の ニ 千 二百 ホ十キ P 
メ ー ト ii , I ! 千 巧ぎ 嗤〕 であるが 
ご 一箇の 發 動機を 備付け 約 八喷の 
重量 ぁる 同 飛 巧 機は 優に 四千 キ 
ロメー ト八 ご) モ 四な A 十四 嗤〕 
を 飛 巧し 得べ く、 

一巧は 驗 を 五 人で 曾で 東京、 
モス カゥの 間の 巧' 復 飛行 じ 成 
巧した シェスタコフ 巧を ホ 席 
飛 巧 ± どし 絕 •ロす レグ オで機 
- の 位 潰を 知らし わべ く。々 ム 

: ナヤ ツカの ペトロ パウロス ク 
ダ ッチ 鐵 、ア瓜 シアン 島、 シ 
ヴ 力を 經て 

シア トグじ 入ら サン フラン ン ス 
n . ダ經 由して シカゴ、 ュュ 3 — 
クじ 入るべく 約 ニ 遇顆を 要する 


禾な東 穿待電 (禁ぉ "巧 轉ろ 


巧 本で も 秘密に 

. 1 太平洋 横斷機 製作 


〔六ぶ】 飛け 協會 では 歸 年度 遂に 失敗した 太平洋 横 壁の 汚名 
を 雪 ベく 艰年九 同を 調して 愈 ダ 太 牢洋餘 謝を ホ 巧す-一べ <、" 


目下 おお 裡じ 機体を 磐 作 中で をる 事實 がが 明した。 


ぶ 貸 現送 論 高 主る 


こ ハ 日 J 裙巧家 間 じ 解禁 準備 ごして 正貨 現送 論唱 へら か 姑む 


山 梨總督 漸く 退京 


【五日〕 問題と なつて 居た 山 梨 總督の 進退 間 題 じ 就て な濱ロ 
首が ご 田 誌 がら 成な したので 井上 藏巧 ご 懇談して 朝鮮 巧豫算 
間 越を 該し K 上、 政府め 本人 レ對 する 滞京を かを 解禁む-昨 
巧 ザ 任地に 向けて ぉ發 .ホる サ H 頃 じ 巧び 歸 京して 正 马じ辭 
蛾す る ミ ご t ：* つたが、 るに 就て 報知 新聞け 『山 梨 問題！！； 就て 
沒ロ 內熙は 政を のを 武者の 手玉 じ おられ この 勝敗は 明かに 山 
菊 總督じ 軍 煽が 上る』 と 評し 下 居る。 一一 


罷業 調訂を ’ 

勞働側 拒絕： 

ィンド じ も 新罷エ 
ロンドン 五日 發 = ラン々 y ャ 
ィァ 一 帶じ 互る で ホな の 樹渠エ 
壌は-割 ニを 五 厘の^ 給を 斷巧 
する じ まらし 庭め 五 4- ガ 人か勞 
働 者は 一齊じ 同盟 罷エ しを の 影 
蠻 甚大なる 爲め巿 長は な ホ調訂 
じを 事し つ i ゐ らし^ 勞 衝者侧 
は臧 給を 絕對じ 排斥— 一て これに 
應 やや、 勞働省 も 目下を 巧のを 
でぁるが 勞 働を 側の 爭藻 資金は 
豐 富で ないし 恐ら < 五み 程度の 
咸 給で 妥協を 見る じ ま. でぁら 
ぅど 云 はれて 居る。 

カル々 ツタ 置日發 ：=：： 乂 ンボ少 
の 黄麻を 業勞 働を は 一週 一 六十 時 
間勞 働ぶ び 或る 補の 契約 券 働 じ 
掛 する ボ！ ナス 廢 止に 憤慨して 
罷エじ 及びを のが 十二 巧 A じ 逢 
せんど — ^ て 居る。 


城ち 長官の 會議 

ご ハ 円】 款 一 固 地 そ畏ち 會議は 
五日ず"^ 首相官邸に 開摧 され 
お ロを 4 は 綱紀 肅 正、 緊縮 方 
がに 就 ふ 訓示し 井上 藏 相は 豫 
算 巧び.^: 辭禁 問題 じ 願し 溃お 
し 潜 原 外 はみ 巧の 大要を 說 
明した。'^ 

かが 選 \ 手が 力泳 

|六日】 ^ネ^上選手灌大會は 
タ 摩川プ ー 一 じがて 擧巧 明大 
ホ 巧が 淸巧 一1 千 五な 乂突 自由 
型 二十み 五 四 秒で 目 本記錄 
を 作つ じ。 一. 

日本に 聲 氣襲來 

; 六日】 睛天績 きで 四日の 如き 
* は氣溫 東京 一二 云 度 一、 大阪 一二 
四 度 四、 水 戸 S 四 度 S 、 福 岡 
一二 四 度と、 靑森 及び 化 部 化 ホ 
は ニニ 度な. 下で あつたが 逗モ 
鎌§ は 東を 橫演 等から 遊客 
頌 集し 游ぐ複 巧 もなかつ た。 
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ご 八日】 有 ぉ賴寧 氏は 亭节 院議 
員と なつた。 


關東廳 長官 决寒 
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黨か 誤な 太 田 政な 氏は 黯東度 
長官に 巧定 した。 一 

波斯 公使 おを ず 

〔六日】- を 間ち 雄 氏は ぺが シャ 
を 使に、 堀義貴 氏は 大ぶ お參 
事官 ごなら 吳國な 勤 じ 扱わ も 
决 をした。 '一 


歌志內 炭礦 爆證 i 

〔々日】 化 お 道歌 志 内 炭礦の 巧 
斯爆發 で お 見 屍体 サ 五、 か 方 
ボ明者 五十 西 名は 結 望 ご 見ら 
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主ュデ ホ 

商等美術品^^穫、 

首 飾 品、 スト タンダ 
日本 腮裁疑 
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鈴な (薬 權】 桑 山 
與瀬 (棄權 ) 小 池 
山 ロ ホー ニ、 ホー ニ滿ホ 
高木 K ぶ-— ホ、 み— 号 ハー— 一 か 膝 S 
川が ろ— 0 、 丄丫も お 働 
松 本 (棄權 ) 谭部 
み 田 s { 棄權】 が 藤 J 
萬 二回 戰 ：' 

猫な 六丄 一、 ホー IfE 木 反 
i 巧 略 六— 巧、 ホー 巧 口' 
な 六 i ニ、 六— 一轰原 
I . 九 鬼ちー！、 と - i 鈴 江 
_ 山 U 丄ハ — 0 、 六— ふ廣淵 
I 川が 早丄 ハ‘ 下ぶ， 《- jjll 高木 技 
內巧 S ホー ニ、 六—：} 松 本 

銀行 合同 減^ 

東を 特電 五日 發 巧を 词じ 
がちと 巧 中 じがる' 綻巧满 々掛は 
とわに 達し 乂藏 省が 肖 風 k ごする 
と 村 銀 巧 時化の 實 現が 注 旨され 
て 居る。 

尋 れ人 

(を 城縣) 大橋武 雄 (ま 知縣な 
野榮 一二郎 (か 歌 も縣】 巧 藤せ 之 
虽 (山 ロ縣) 德原猪 S が (階 島 
魔) を本實 を (山 ロ 魔) 巧 甚ロ 
(か 歌み 縣) 化 本 ホ 吉產猜 島. I ) 
國上時 愛 (愛知 縣) ホ 松 長 
崎縣) 池 田 巧藏吉 ニ 權蹈縣 ニ 
义巧度 ホ大お サダ ' ハを 知 W ) 
長 崎 德一柴 田 幸 S 心 W (大阪 が) 
西が 源 太 報 (兵庫^ Ip 藤 木ち 八 
(福 岡縣) 末次豊 造-- 谎紐 育丄學 
學ホ八 木 郡ず (靑 お縣) 巧 J 原 
豊云郞 (熊 本縣 苗え 交藏ま 
岡 直 記 (山 ロ縣 .) 中赫秀 雄’- 
(神を 川縣) 稻 葉明孟 
をのを じ遙か 致を き 儀 をん 
お 聞 本人 若く はおん ょト ，巧 
化 巧 脚 通知 願 ± 發一 

紐 育 帝 國綴領 

1 祭す cad 是 y N 票 ーミで Oy 


新鮮 魚 か 一が 

日本人 衙 きのを 魚 澤曲歌 も输へ 
膀别廉 優で 大魅强 致 L まず 

サ ヴホナ 魚を 

這 LU 法 苗 一一 ご芸妄 B SSJ 基 3 基！ {巧 

2 岩运 est Sisi ぎ 置 Goi かョ sf 马 dan . A さ- 
Tei . を iu 量 US 9 養 


舞罐欄 人— 

►社變 ダンスん 
マ袭靖 体操 A 

親な 

朝 十 時 3S 擔十 I が 

シ ヤブフ •ダン シ 

ング帥 鉛 學校ホ 裳 
h 杉々" 

裔等 づを 五 年閒中 

夏ち 養 巧 奠 A 

巧經營 ヒ年閒 日本人 諸君の 巧髮 

の經驗 あら。 ジ玉ス •バア バア 
西 六十 五 了 目 H 1 を 化 
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西 四十 ご T 目な 番地 ニ 肖 五 室 号 

j ミ 階 (巧み 街に 巧 L ) 



地 巧 長官 會議 て： 


^||相、節約を說く 

_ •、一 i - i? 、>i 广 ，一， 卡 - iit ' 一に 


井上 I 优け八 巧： 立 M 開 能の 
化 ホを 證 じがて， 陸 反び 
化 ホな 体の 歲計 膨脹、 をが 
ち 加の がを 述べ、 齒 SM 政 
緊縮に：^ 她 々ミ 引例して 說明 
し 地々 がには 昭か 巧を 巧府 
縣豫势 sis わ d 桃 力 緊縮を 孔 


る ご 共に 峭か五 年 巧のを をは 
闽 年ょ h I 一 立 ハ] セント ホ戚 
みせしめ-巧 おを がは 災禍の 
をの、 役 一 2 ホ 業 おびに 失 巣 あ 
救濟等 お； W かくべからざる も 
の、 n じ!！ さや、 巧 じを 偵め 
許可を ず：!， たる 事 楽ど雖 、事 
をのが ふす 义は五 剰 化 上の 
削が お 操 巧べ を；： モ巧 
を 持し、 おほ巿 町村のを 算あ 
び お 巧ら- れじ像 はんこ どを 
切 盛し、 今が 銭 隅 題じ關 して 
は 裂が の 46 ^ 不 まを 巧 開す る 
最上の み；^ は 元 よらを 解禁 じ 
あ bwu - 4 * これが 賞 巧は 一 


大藏省 狭 财務宫 事が 所 お 公電 

日 もがきを 嬰ん わ 共、 今 りの 
如く 斯 かは 膨屋 し、 固 ほが 消 
装を 節約せ や、 ー檢 入超 過賊せ 
や、 生活 盤劑 ^ 4 にして、 巧替 
相 埃が 巧せ るの 巧に 巧て、 
を檢 おおを 货巧 すれば 爲替相 
裝 のをな U る 凹^に ょる 一部 
の人々じ大；？么^まを與へ 、 
經濟がを攪亂せか.じるのみ^=* 
ら ず、 輸入を 化^して をは 急 
厳に 流出し、 大 V る 危険を 生 
ずを じ まるべき.； I なて、 今日 
をち じ斷れ する 公 得 中、 ょ b 
て 中央、 地 モの助 政 緊縮' 國 
民の 消搜節 おじ vib 輸入の 威 
ホ、 物役ト をの 城！ みを をせ し I 
め、 爲 をの 回な を 待-^、 を輸 
解禁を する 喪 あ^' こ 述べ、 地 
ホ 財な 磐 縮の 實嗦 沿洩 なき こ 
ごを 巧し、 一般^ち じ 酌费節 
約を 徹 おせし む もやう 努 方す 
ぺ きこと を巧聲 ！ た。 


期 眼 附金輸 解禁 論 


を 力な 銀行家の； 意見が 次篮 

ホ 難に 對 ずる 駿諭 のかず 


I じ 濃厚 


東京 特霉ふ 曰を H 资ロ首 化は 本日 S 憲政 會關 東大!® 一で 民改黨 
の 目 操が を^ 解禁 どこれ じ悔 ふべき 繫縮 政策 じある こごを カ說 
したが、 期心峭 解禁 論に 對 する！ おお 行を の 意見は^ 第 じち 力 
くなら 『お 斷 がは 早い 巧 J い、 蚁< 共 置 年な 幾 算^ 制 濟の十 
一月 じけ 解！！ 時期を 豫吿 され わい』 ど 論じて 居ら、 巧 ほ 政府が 
解禁に 備ム めじ ァメリヵ 巧 おじ 一億 阿の 信用 設 冗に 關し報 
知が 陆は お道^な 解禁し クンデ ット設 潰， i 無用で ある ごま 張し 
て 居る。 一， 


• 巧內顆 はを 盤録 を最蛋 要のを 
網 ごして 税げて 居る だけに、 本 
年度 資 巧续爲 己ら びじ 明年 あ# 
:算の 編成 じ 巧しても 解禁 準備 ど 
^ しての 緊縮ぶ 針を 明瞄 じみし、 
.今 おあら ゆろ 姑な 經濟 政策は す 
ベて か 解が S 促進 じ-致させ や 
うごず ろ惹骗 がう かぐ はれる が 
を 解 難を 如何。 る 脂娜じ 如柯な 
るみ 法で 巧 ふかの 段雜 的ぶ 靖に 
腳 I て‘ U まピ 

明 隙に 巧 測し 得る のせ 巧 

を 提出して 巧：';*: しかし この 
問題-: 隅', て、 め 麻 ど おもを お 
;^る脚係をが-- 4 つ 、わる：：一本銀 
巧' 赏 おの 恵 向は、 解 煤の 技術的 
ホ 法け 則 限附解 装ょ b 化， U 。 い 
ふに わ h て、 を 近 特にを の 
- 想 見が 巧を おご； 4 つて 巧 だ やう 
; じ をら；： る、 しかして をみ 脚 限 
- を 中 巧 じ 朝 明す る こどは、 化 h 
; もな はさず 解 巧を 巧の-がご 見 
傑し 得る が、 巧：：！ せかの 化 巧の 
'方 か，； ：一. いし 巧 沿 じかんが みを の 
期限 峭 解禁 销 巧まで じは 絕對じ 
; 解 巧に 脚す るが 化 的 諸が 點 には 
觸むや、 巧言すれじ解淺じ富及 
する 巧 機は す U はも 解禁の がり 
H を剛 ホす る 時 どい ふみ 化 じょ 
^ るに 連。。 いご 斷 言して がる、 
i しかもが 巧の 

^ 0 を 明 ホす るまで じは 
豫贷 の 削 城、 をが の盤理 、民間 
- の消贫 節約、 物 化の 引下げ 、 U 
睽 固を 貸の 整 独す の お 本が 髓は 


もも ろん、 海 かじ 信用 設 を， な 
外 正貨の 充實、 B 限を 巧 制度み 
なぞ、 特に 解禁 じよつ て齊 威を 
をくべき 重要 巧 業の 化 譲 等當面 
の 諸 準 糖 も 必要な ので、 今を 恩 
少 限度 一ヶが 間は 化默裡 じこれ 
導の 準備を 相當积 度まで 進め、 
しかるの ち 解禁 巧 H 明示の 與に 
I 出づ るで あらう、 そして 解禁 期 
~ 限ず。 はら 稱巧 ib 替 がまでの 
期間は、 恐らく 一 ゲ年ザ ごなる 
であらう ごを て 居ら、 なほ 政府 
が 期 隙が 解禁の 擧 r 出る であら 
うと 見る のは、 主 ごして 爲替相 
瑞の 

急騰を さけ、 肋 をドおへ 

る巧おを動搖を出來るだけホ^? 
くす るに' り 舊ホ馈 が おを 目愣ピ 
する かぎり この 力なが 最もよ _> 
どなる からで、 期限が 解 燥じ對 
する を 袖の ホ 難 わ よびこれ しお 
する n おな 樹の賊 論は；、 巧 限 
か 解禁は 泣を かお S と じは 即時 
が 撰，」 间 巧のを 奔隱 をら たらず 
わ をれ が ある ど t ふ 非難が ある 
が、 を 利關係 がら か！ 4 こごは 
起 b 得 G い、 現じ H 銀み 調を じ 
よれ じ、 爲替が 巧 U 金利を 年 お' 
をぶ 姐 どを て、 一 が 牢 をに 解煤 
j か 巧 はれる ごォむ ば、 巧义 四十 
五 巧 余 ごむら、】 年 ザを じ T 巧 
儉ホ现 送 おに 速す る もの'- 計を 
して 咕 る、 もも ろん は人氣 
作用で こ n な トー 奔 おする かちし 
れ U い tiz 诀 してが もし 

平 匿に まで 巧つ てし まふ 


とい ふことは ない、 ニ、 期限 か 
解禁 销 巧を け檢 入は ホ 味る だけ 
見を られ 、徐 出は 傑せられ 一時 
贸 おはが 轉 せん もを の 反動 ごし 
レ 解禁 直後は 徐乂激 巧、 輪 おな 
贼を ホた し、 ためじ 資易 逆潮 ご 
なつて、 お 貨の大 流出を 招 （わ 
をれ がめ る どい ふ 非難が あるが 
これは 巧. い 國の煤 入 おは 綿 化、 
を糕 おぉは じめ 火 部 かが 必 おお 
であるから、 お 惑で 質 接へ る 余 
地け 極めて かい、 また 嫉 出な も 
ホ 糸を：！ じめ 産額 かほ 5 - 决 まつ 
て おら お 惑 需要が 数 巧して をの 
を じ 叙 おする どい ふ必 配は 大し 
たもので けない、 I ニ、 期限 明み 
後か國 から 解禁 目當の 思惑 資金 
が 流入 L 、 

解禁 後 直 もじ もを 引 上 

げて內 化 通貨の 急 おを 巧す*'^ い 
ふの か 大きな 非難 ご されて 冻た 
が、 巧國ピ いふても、 か i る 余 
攝 をち する ものは アメリカ だけ 
で、 しかも 同轉は 異常な を巧离 
を 本し， 國內じ おける 資を 需要 
巧 盛。 際で あるから' 到底 これ 
が 流入して ホ やぅ どは 想像が お 
おない、 四、 期限が 解禁の 聲明 
ご 岡 時 じ 証券 ホ 價の蔡 落を ホた 
すわ をれ けない かど 見る 向き も 
ゐ るが、 現な のを 社 僮 相 壊は か' 
解禁が ニを も ご 一年 も 先き でな け 
れば實 現ずまい ど樂觀 しての 相 
場では なく、 長期 顿の巧 鄉ち五 
か 五、 六 雁は 銀 巧を 期預 をが 現 
化み 四 か五鹰 から 五 かじ 引上げ 
られ て- ^ 、つらを ひの おれる 相 
旗で ある、 また 短期ら みは 额面 
に 達して 居る が、 これら 解禁 前 
ニグ 年 見當の 利子を 巧つ て お 債 
償が して 置けば 酷禁 後の 値 下 も 
じ耐 るら れ るは 中で あるから 左 

ミグ」 

暴落を を 巧ね す V 」 は あは 
れ 。い、 まして 一 ホ欧府 がを 懷 
整埋を 巧へ ば、 一曆輕 がされろ 
結 姑 媛る どころ は 期限 後の ホ閣 
のを 利 高、 およびを の 隙に わけ 
る 巧 化は 間 遊資み ぜ裔が 問題で 
をる が 前を は 今後 ニケ 年な 上 
も 持 緒す る もの ごは 思 はれない 
し、 を 巧 も をれ よで じは 潮减し 
よぅから、 上記の かく 大 ホー ケ 
年間 r ら ゐ準赋 をを ねて 後一 グ 
年 ザが 度の 期限が 解 おを 斷 巧す 
る ことが 最も 策の 得た る もので 

をる VJ ロ 

庭 球界 消息 
火蓋を 切た 

が 井盡戰 

襄 銀の 高木 難戰 し'' 

て ニ 间戰じ 落伍す 

日本 庭が 化樂 部お懼 本社 後援 
の 树井お 第五 巧 紐 巧 0 本人 庭球 
ず 城 喊は辆 H のも幡 = は 降雨の 
ため 延期、 渴 n 曜 n 午後 一巧よ 
6 ニ訂 二十 八 了 白 H 庭 供樂部 n 
—ト じがて 第一 闽 照の 

幕を 切つ て 落した、 辆ホ 
の强 風化まず して 所詢を 座は コ 
— トの 上を 化き 卷 （る ど 云 ふ テ 
ニスに 化つ ては 頗る 化かな 天 傾 
U りし じ おはら 中 試を は 顺誠じ 
進み、 夕刻には 己に 第 S 回戦 じ 
乂 b 十 戰± を殘す のみ ご U つた 


化り おも 苦戰 しむの け遥 銀の な 
木で 舆 一回戦に 於て 曰 庭の 化 話 
巧を 旧 荫會の S 加 藤 VJ 渡 h を ひ 

离 木め ッイ スト サ ！ ピスじ おし 
て 加 滕の作 1 ゾド ライプ じて ゲ 
1 ムは控 びき 第一 セットは 高木 
がリー ドして おた のを 她滕 

盛り返して 雲-五 ゲ—ム 
じな し 之れ に 勢を 得た 加 藤は 績 
いて ニダー 么を をつ てとー あじ 
にて 第一 セットを 奪な した、 第 
ニ セットょ b はを 阿木を 實じ戰 ひ 
六— 一二、 六— 一にて 苦 もな （勝 
も 第二 闻戰で 日 庭の W がくが 先 
をを へた。 川 村は 第-回 載では 
臺银 かち 働と 一 戰を をへ わがち 
働 當らず 第一 セットを ラブ じて 
失 ひ 第二 セットに 入^て 瘡圖大 
いじ 巧め じが 遂にみ-!- 四の スご 
ァ じて 敗れた。 川 村 i ： 島 木のを 
戰は 當り の 一一 

殿リ戟 じて 普 ど ニ セッ 
ト にな； ち 最終の 勝- を收 めた が 
はと 時を 巡ぎ て居ぃ I 、 高木は 萬 
一一 七 ットを 六 I 一一 1 じて 瘡 つたの 
で 軍扇は 庭木し 上る ものと 思は 
わて 居た が 川 村 奮 圖^て 仲々 じ 
譲ら や セ— おじて 第 ご セット R 
勝 も- 對一 セット 迄な つじ 時离 
木 や、、 ゲ ー ムをあ サト •、川が 急 
がず 六一 4 ニ じて み 勝 セ ブトを 得 
じのは 川が の 大化 獲で をら 同が 
に 高木に 取つ ては 一省 めら れの試 
をで ある、 高木 ニ lit 支店長は 

一 初陣の 功 あで 森が の 永 ホ 

長 幹 子を ラブ セ ッート じて 廢 b 大 
いじ 怪氣を 化いた が繁 二回 戦に 
江 商 上 町の 大將^ じが もまく 
られて 討死し わ。 廢本 ドク トか 
は 森が の武 でを 向 ふじ 麵し 悠々 
W 頗る 落ちせ いれ 試を を 見せて 
居た が武 ドの ドラ イプ じ 敷せ や 
第二 セッ-じん b て 脆く も 磐れ 
た 巧 桐 S 野 お 爵旧中 お 井 ま 店長 
の 試を は ワンサイド ゲ ミム じて 
野晚の おじ 歸し 第二 巧戰 じて 日 
庭の 川口 ピ對戰 した 化の 試を け 
な 量 伯忡 じて 

接 を豫 想され て 居 わが 
巧烧の チョップ じ惱 まされて 川 
口の 腺 伸びず 川口が 唯一の 武器 

である フ オア^ 乂 ドの ドライブ 

は完 をに 閉 されて 寧ろ 野 崎の 術 
M - しわ もしら が ロ界チ 3 ブフを 
巧 ひ おしてょ を ダー ムは 愈々 巧 
崎の ものと' なって 了つ た。 臺銀 
の森對 森が の武 間の お陳 はま 間 
大いに 當 b を 見せ 殊に 窠 ニ* ッ 
トじ 人ら ては 異常の 成績を 示し 
て お繫れ 御木本 切っての 剛ル者 
化 鬼は 第 r 回戰じ H 庭の ザ 巧を 
苦 も。 く 鶴し、 續 いて 鉛な お 

ー氣じ 屠らん としたが 鉛 
江 宜< 應戰 して 第二 セットでは 

— ニ 一 ケ ム で、 九 ブ 斗 一 ^ 

た 時 九 鬼な がごして 四 ダ 1 4 を 
述 勝し 其 他日 庭の 山 ロ、 S 內巧 
孰れ も 易々 ご SS 一二 阳戰じ 入々 た 
第一 ’ M 戰 

竹 下よ— ち 六—- 廢本 

高木 H ホ- ra 、 六 10 永 井 

漉 江 (棄權 ) 巧 水 

巧帖 六— 0 、 六— ニ 田 中 

川 a ムハ ，'、六— 0 畏ぜ川 
六、 K — 三、 六 丄窗山 


I - 


を 巧 

お 六 —一、 六— 四ぶ 間 
九を 丄ハ — 0 、 六— 丄ニ早 川 


Wing Hing 
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SUN HANG FA 反 

2130 ぶ ti A 巧 . 8 お . 巧 削 ! を 巧 加な s. 

TeL Menu 吊 色 おが S4 

ま タ ± 希 巧摩替 云 T で 巧 諸 腕 
ず マ、 上 辛し じへ 目 窠理替 前 本な!^ 支 
•ィ 日ま繁 ては ばのと をのを 樓 索片那 
、理 す 々 屠巧 直 チ 巧差嗜渾巧 盛 
をは。 御 i るぐ ャの上 巧つ 理^ 益 
播證 ホす 程日プ なげにて 人^ ホ ま 
が 頭 ホ。 巧 本 スニま 適 日歐イ た 
を、 の 評人ィ 十す すぶ 廉 
b シ程 を 諸と 六の る 人が 
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g ホ輿穫 

擬揃 ひの 巧理人 おを 
が H 本人 諸君の 嗜巧 
じ 遺す る 巧 巧を 差 上 
ます。 羯云時 迄 開 巧 
(百 ホ 五 下目す プ 
摩 車 奥の 下 ) 


ち 邪 料理 

が 廳を園 

词理 人を 蓮 
出 敎のホ じは まを 
の衡 便利に 備へ巧 
閱會 席の 御用 じ疆 
や V <娱 洒巧牢 巧 
す變 おを 立 顔を 0 
が 上 菊 ま 巧 申上模 
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巧 話 ブライアント 
を まぶ 八 基ぶ 八 ま 

竹 中 重 雄 

組脊 ホ茜妈 十四 T 目 
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JA さまち A 法 E E ま 三 再 NCY 
112118 W をを thSi , N . Y .1 1- 
呈 .富 nt 8873 


馨油議 SIf 白米 

日 本米 錬賊 食巧お ^^卿舰測4が紳 

巧 田 巧 油 巧 ま會化 東が 一手 資が巧 

日本 食料品商 會 




0 餅 卸、 小賣 
を 腐池攘 
目 本 食料 蟲 一切 

wc 百 1T1S 巧 kic6 Gako Go * 

巧 黄 If 宝 rd Ayr 

ぎ 量 ニ 2 ち 


檐ル 1 ミン グ 
133;;^ で 己 吾 th sir をす 1 是 

ブ 吾一！ 呈 e す 巧 nt 21 吉 


商 巧 晓城中 &、 操領寧 館、 H 本 
郵船 其 他级け 大食を 巧き 巧 巧 

を 港 J パ ホ テが 

愧 日本を (特別 巧 あ b ) 

御 r 巧み 第 自助 单 おお 迎申上 お 
巧 ニ Gal ぎ rnia 巧 San で ancii , carlf . 


n 巧ン ビヤ 大學 

日本人 攀 友磯會 

Tfie お ち ミ ぉ Stud きす anci ち 1 | ヨ ni 
瓦 0〇 ミヨ bia Uni ミ r 芭な 
4 爸辛 121 st St ., f さを 甲 y _ 

ぎ Mimeni 3209 

「日米 大學 々窓」 發巧 

Th こち 豈篇 e A ヨミ 養 n II ミ versi ニち ち hny 


翻 


化かる た 


はも"'^^-^ の 遊び 
ぶを 英文で 米 覇人じ 能く わかる 
やぅ 簡舉明 釀じ誘 明した もめが 
出來 ました。 巧容 目み 進呈 致し 
ます、 御覽 T さい。 

M を 夏 YA 實 基， 114 E . 苦さ St •暑‘ 


威 巧の 秘談 

米國ま 英語を 諮す 事 
は 成 巧の 第一 髮 です 
本校には 曰 本人 敎授 
じ 慣れたを 巧 婦人を 
師ぁ h , 懇切 じ 會話通 
信 文 社を 語を 敎搜し 
ます。 は 躍 週日 巧に 
ぞ煎化 時ょ b 午を 十 
時まで 開燦し I レ 
スンと 十 お撫づ I 
を： n 离 もじ 巧梭 あれ 
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4 U 
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In 

お 

8 

だ 

公 
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も 

む 


9 U 
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6 明 
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卷 壽司辨 當は詢 日中に 骑 注文 
.下されば 早速 御 届 申 屯ます 
午 蘭は 十 時まで 午を は S 時ょ 
b わ 電話 下さい 

木が 屢 

慕 五十八 了 目 ニ S 八 
電話 ミ？ >1 六 ニ 四 0 


巧 面目なる ホ 磯 同胞 じな* 
なる 巧 まを 巧が す 

宮川 事務所 


紐 育 ホ 西 四十 ニ T 目百サ 一を 

£プ ラ-こ t 蘇轉 


ず 含ー燒 

あじ 御が 理 
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紐 育 唯】 の 日本 百貨店 

片桐兄 會 

ス .マドン •ブ 0 ダク ブ-手 化資元 
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毎夕 化 時を を ま 

メ！ グ アドレス 〔が-兄' 一 

東京 巧會 
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ンャ トル 巿 
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W 累 ■を h み V9SO . S ま 置 タ W 2 h . 
をを 琪前通 東へ ニ 了 左側べ 階 違 
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世界を M ろツ五 ペリンて】 


先づ曰 本へ 一飛： 


いよいよ 巧く あ界 一岡が 巧の 
を じ 就くべき ド ホッが 完成し じ 
化 巧が 巧 ホの 驚 端 ッエ ペリン 伯 
おは、 去る 水 おり 巧乂時 二十 义 

み じ祖 ± 7 リド リィ ツヒシ ぶ i フ 

ン を出發 

暴風 や 時化を 巧して を じ 
ある こく 化 十 近時が £ 1 冲 ゴ一 か 
-1 ク巿 は；^ 上を よら 敬意 
を おしつ； 去る B 腿り 午を 义 が 
五十二 かじ a 営 地の 仮 おて ある 
レ ー キ " — ストめ 彻軍 格納庫に 
姉 化. の。！ サン ピース 號 どが 仲 
巧，、 筒を 並べて 旅の 假 おを 結ん 
だ、 今 巧？ 所 耍树閒 は"！ チン 
ゼホ V 號 3 八十： 巧 間に 劣る か 
整に 太 曲げを 記録 彼 6 の 速力，'、 
突 彼した ド キツ游 船ブン メン號 
は 二十 巧 間ィ- いふ 早 さで、 


よ 


第 


千 

五 

宮 

八 


辦 


i 


ニ 一 


ホ 巧 速力が お 十 置/ ット ，おを 
さんじは 珍ら し <蹄<: がぞく ニ 
十 人、 を粧員 四十 一人 ごい ふ乂 
家族の 外にを が，' キッ靑 年ら 
をみ、 卷陸 をけ 

如くを げ官 'がを 經 
我 細の が 調べを をけ’ 賴 み达ん 
だ 野 楽 やお 寶顔 は、 ♦巧 節蜗 地中 
海 離み 遮 ホを 職ぐ ために 直 もじ 
お 却され たが、 賴 込んだ 貨物の 
中には 數方巧 じ 盛々 ごする 郵便 
物の 外 じ グランド •ビ r ノ をの 
化ち 横 込まれた み、， 1 ブク •か 一 
頭、 カナリァ 數円 羽も离 い運赁 
を支拂 つて 積る まれ、 太 西が の 
を も お 孽に獸 類から 化 服され た 
譯 である、 プで ベリンが 号は 巧 
るべき 化 巧 一周 飛 巧を ホ 常！, i 急 
だ居る關係上、 十中の八4^^ま 
では 今 水 お 日、 巧く は 明 木^に 
歸還飛 巧すべく、 歸獨 後は 財ら 
じ 燃 巧を の 化を 賴 込み 先づシ y へ 
T を經 もして！ 3 本へ \ 

飛 こごに なつて 居る*^ 
をの 乗を 貸は 當 地から フリド ふ 
シで ー フ ユンまで が ニモ 弗、 一一 
巧 巧から ちずが を 横 飯して サン 一 
チヤ ゴ までが ニ 千 巧、 同地から 
大陸を 橫颖^ ^ て レ^ネ^; スト 
までが 一二 千 巧、 當 地から 振ら 出 
して 化 巧を 一周す るに 义卞 弗を 
要する 譯 で', M 地 郵便 埼 のを お 
するど ころ じ 化れば 化を 一巧 じ 
U 恃 がに 郡 巧 物 も 搭載す る こど 
; じな つて 居る、 おを だ 端菁 をく 
i はずが は 一 オン ブ 0内 どし、 ド 
キプ までが、 ホ 紙は 一 弗、 端赛 
じ 五十 化、 策をまで け ニ 弗に 一 
邦、 世界を - I 周して アメブ 力が 
地に 宛てた ものは ミ 巧 五十 袖に 
i i ホと 十五 帥 C 、 この 外に 

I 普 逝み 図 お 保 同 擎紙じ 

Id 五 化、 施 萬には S 仙の 切手が 
i 必要で、 薄 面のを 側 じは 『ドキ 
I ッ 飛行 腊 エル •ズキ 'むかと 號、 
j レ I ネ尸 — X ト よら 東京まで」 

I おくは ii レ 1 キ^ 1 ストよ b ロ 
- : サン セグ乂 へ」 『レ 1 ネ^ I ス 
i ト よら レ— キパ！ .スト \ 』 ご 明 

I がする こ V 一 じい， つて 居る が、 今 
I 度；； 化が 一周 旅が.： け、 日本が 


九十 S 時間 廿 S みで 當 地に 飛來 
ゴリラで 小 良 I 等を 滿 載して 

軍を 化を して おち々 がの かじ 大 
阪朗 H が 聞からは 元當地 特派員 
でぁつ わ 北 料亩內 巧、 丈阪毎 H 
巧 聞からは ベ^リン 惦派貴 剧地 
巧が 搜乘 する 當で 

乘客 は 唯つ わ 一人の 婦人 

である ドラ モント •ヘキ 女を の 
外にめ 十九ん 乃 ま 二十 入、 乘組 
貿 四十 人 乃 ま 四十 一人 ピ いふ 大 
家族で ぁる、 今回の 大が巧 じが 
る巧释 ，レ 先づ當 化を 出發 して 祖 
± への 歸遥 おがが 四千 哩乃ま 五 
平哪 で、 燃料 賴达 みその 化が 四 
十八 時間な 巧 じみ 巧し 得れに お 
もじ：：： 本への 横 勁 飛 わじ 出發す 
ベく、 針路を 化 東 じご b ポ I ゥ 
エドを 過ぎて。 シ 'ア の 首都 モス 
カゥに 到 9、 をれ ょり 更ら じあ 
して ロシア 本 止 ご ナィべ リアの 

境 巧で ぁち ゥ ぅ^ 山赃を 遊ぎ、 
雪め シベリア、 大森 巧め シべブ 
アを 下に 見つ/' さらに 東す わ ば 
距離を が 撤し爲 るが、 今 U まで 
の豫 をに よれば をら/‘ サイ Y リ 
ア銭道 線の 上空を 縫 ふて 巧 {だ 
らう* と いふ 話で ある。 


揚句の 裝て民 氣のホ 筆陳化 まは 
夫 输ご涨 ホ 馬 数名で バア ク n ! 
巧 五十二を の 巧 報 社に 乘ら 込み 
犬 わ ばれに あばれて 社 庭の 陳紫 
お 化生を 擲 6 

貧 傷 させた 爲め シン サン 
新 巧の 喷巧じ 化が がき 商 報社侧 
では 法廷 じ 訴えて K 象の 罪を 就 
彈 するど 騒いで 居る が、 お蔭で 
『化の 素』 の 廣吿じ •ゴ つた さう だ 


味の素 ダ ……. 

喧 嘴の 素 

•支那 新聞め 大筆戰 
，紐 育ぶ 那 街で 古 巧の j 人で あ 
るが 精衛 どる ふ 先 ホの 經營 しつ 
S ゐ つた 没氣 S 報 ゴ去ふ 

矿 願が ある。 現任は 巧 先 
生の 嫣じ當 る 陳を南 ご 云 ふの が 
ま 筆 兼 社長さん であるが 、チャ 

ィニ } ス • 少 シ 3 ナブろ ト •デ 

ィリ ミミ 題して 國巧黨 ろ 磯關を 
巧て 自 巧して 爲 る。 ご ころへ お 
年の ニ 巧 二十と H から 姑 約頓報 
ど 壁す る隔 曰を 巧み 競ず 者が 現 
はれ お 長 じ 凍 紫 培、 副を 長 じ 巧 
巧 お、 司理邸 もま お 人 r 嚴淸榮 
ご 云 ふ 速 中が をを 列ね 『經濟 上 
言論 上 皆 絕對獨 立、 絕 ぇて 柯黨 
系の 

操縱 をを け 中、 寧ろ 特巧 

力に 化附 せざる を 本領 ごし 社 
; お 人の ためじ 進化 奮閒し 支那 
社會を 体の 福が の爲 めじ 働き 
廉を 監替し 輿論を 指導』 する 
•か 商 報の 立場で あ 6 天職で め 
巧して 民 氣の繩 張 6 巧 じ 切 
ぶむ でな つたの が 抑 晒み を ひ 
の妃 めら しく、 と 巧 下旬には 巧 
ホが 喧 巧は 表面 じ 現 はれ ぉ氣の 
■"は 巧 報を 傷 報と 爲 6、 二重 
まで あら、 陳 社長は 共產黨 
ごを ひ 

剪舊 文の 常 消 おで あ 
みか ロ 本の おなで ある 『ホ 
之！^』 の提 びを 持つ わら 日本 じ 
媚 がる 新聞 だと 蕾き 立て 『陳の 
素』 が 暗 唾の 素れ つた。 巧 お 
み でも 盛んに 應 巧し、 民 おを 
r 化^ 巧错 j ご 嘲ち、 彼は 人格 破 
を 巧；，* b 、 敗 類 化、 欺 託、 陷を 
が！^ あ 蛾ぶ 鹽 など ど 狼颗 字典 
にもな さなぅ。 字を 並べを つた 


る 


， 




を當 豪を めぐる ■ 

替玉 大訴欺 

養子まで 仕立て 

八十 六 歳の 若 富豪が ぶな する 
十五 万圓の ± 地 建物を めぐる 巧 
妙 じして、：」 かも 大げさな 詐欺 
事件が 大阪 が戎著 5 手 じょつ て 
據擧 された —— 化を お 阿部野が 
ニ 一四ず お 割引を 融忡か 業 松 本 
をみ が {五十) は 浪速 お 元 巧 凹 T 
目 一二 云 九 S 潍久ま (八十 六} が 

一 百 萬の が 產を 持つ】 人身 
のを 人で、 をの ト化 事に ぅどく 
最近は 神戶須 磨み が莊し 巧つ て 
ゐ るのを ず貨 ごして 同人の 转つ 
てゐる 天で ホ區ド 苛が 阻 了 固 ニ 
卡ょ 番地の ± 化 おな 巧 ホび， 建 
物 四が 巧時嚮 十五な 權を 柿に 郭 
戲を思 ひつき、 ぶを 云 巧 天す： 寺 
登記所で ± 地臺 帳を 閱覽 、をの 
± 巧 建物が 何等の 擔 保と なつて 
な。 いこ ビを たしかめた 上、 I ニ 
律の 邱鑑を 腐 遣し、 S がを 府下 
化 河ち 郡 四 條村高 野 綺お搜 八に 

轉 籍し僞 造—- じ 巧 鑑み 屈 
出-こ 同が じ 巧鑑證 明を ミ ら、 東 
お腹 巧 城 町 ニ 0 1. 一二を 並が (： 立 
十〕 の 手を 經 て！ ニ 津の主 地 建物 
を 媛 おに 曇 能 邸 池 出 巧 化 攝信巧 
巧 ま 會班じ 六す 圓め 借金を 申み 
ん だ、 阔 をでは 調を の 上 こむ を 
承諾し ぶ 人の 一二 津义吉 じ. 一度 會 
見したい ど 申 をんだ ので 松 本は 
狼 狼し ながらら 惡 智慧を しぼつ 
て 一二 津 のがを 巧々 東區 船橋 巧跑 
困松语 (八十 ホ) を H 津の 输籍地 
化が 巧 郡 四慷が じつれ て 行き’ 
わざ- i 家を 借ら 

女中まで 雇 入れ、 一二 津 じ. 
化 立て、 叱攝 信託 會 社員 ミ會見 
せしめて 渡 巧し、 さらに 萊區中 
道 唐 A 町、 五と 豊 困を 么助三 ハ 
十四 一を S 津の 養ずに 化 立て 信 
託會社 島じ會 はすな であら ゆる 
手段を 講じ マン. マと 六 巧 闡の現 
をを 捏 らぅ ミす る ごころ を戎署 
淺陶 、中 西兩 刑事 じ 探知され 檢 
舉 された もを である、」 ニ 津老ん 
はを 惡じ 巧び おされる まで 事 か 
を もつ ごも 知ら 中、 まるで 夢の 
やう だ ど 驚いて ゐ る。 


れたホ 巾 跳の 五‘ 乂八メ ートグ 
S 同じく 昨年： 立 巧み ロ 美 古 巧の 
女子 ネリン ビックで 作られた Ml 
雜 競技の が 允 十四 点で ある。 人 
見 媛は すで r 現 化な メート 八の 
化を 公認記録が 持 者で あるから 
なせて ご 一つの 化 お 記錄を 持つ ゎ 
けで あるが、 化 巧の 女子 I 餐あ 
で 一人で 一二つ のか 巧 記錄を 持つ 
た S は 人 見 銭か最 がで をる、 な 
ほポ n ニァを 員會 では 女子 銳技 
を 巧國ォ リム ビック からを 然は 
なす 案が 提 おされた が 决 をを 見 
中、 また 『女子 S 服装 U ユッカ 
—スの 良さ 布れ 地の 質素 等 不適 
當 。る ものを 使用すべからず」 
ごい ふ： どが 附け加 へられた。 


水泳 大會じ 

邦人の 少女 

愈々 今 H から お 媛 
八 から 開 十日を 布 曲の 


4 


キキなる 戰勝 記を ブ ー ザ 


催される を 米 女す タタ 水 級 選手 
權大會 を 目指して 巧が 水が あを 
化褒 ずる 女流 選手- 朽け 春が 化 
で 旣禄巧 如くず 巧した が、 一巧 
は 左み 如く 松煤 監督 W す 四を で 
をる 

A 監督 松 撰 一 鶴を 
A ず 泳 前 规寒子 機 
(お 歌 山縣橋 本小學 おを 今年 
四月を 業、 十み 歲 、五 尺兰寸 

ま曼ー 

A 厨 ホ 泳 飯 島 碁 子 媛 
(埼ぶ 縣雜か 削、 柬を巢 鴨の 
文 華 高 女のを を、 寸お歲 、'.五 
た 立 ザ I ニを、 十六 賞) 

A 自も型 中 村 も 喜惠踐 
('京都 武德會 巧 麓、 京都 箭立 
第.； 高 女 五 年生、 十み 歲 、四 
尺み 寸 おを、 十二 賞). 

A 背泳 菊 化 貴 类卡攘 
(神を 川 縣川崎 高 ホ 己年' な， 
十六 泉、 四な 九寸 おか、. 十二 
貫) 

日本 女子 水泳 選手め 海 巧 進出は 
をを の 巧最额 のこ ミで あつて、 
男子の をれ じ 比して 遲 々進まな 
かつね 勸界の 成長を 物語る もの 
であち 四 镶は查 日本の 望みを か 
けられて ゐ るので ある。 


か 化する じ まる 模 構で、 ホ 方 
面に 緊總を 巧 貸に 認められて 
ゐる今 H 、 事な 小で も 結 おな 
傾向 ごい ふこと がお來 よつ。 


ず經 お ホる 

小型自動車！ 


惜あ 僅か じ ニ 巧 巧 
三ュジ ヤジ？ 州 ダ！ デン 巧 じ 


チン 飛 巧機會 社を 經營 


てて 


覆る ゼ i ムス •マ— チン ミ 


巧ぶ 


がを 

で 


若い 獲 明 家は 
■今日までの 自勸車 じ大革 
呼ぶ やぅな 哀白動 革を 務 
これを ニ 円 弗 ごい ふ 僅か L ょ 値 
段で 廣 ，'、 販賣 しま 蹄手輕 P メ 
! 八ォ ！ タ^ ^ じも應 ずる 耗 
である VJ 發 表して 世閱を おか 
して 琶る - 
車體も 從て從 ホの 自動車ょ も お 
非常 じ 小さく ニ A 乘で あるが 速 
力は 五十 哩 から 六十 哩もお 御 織 
も 頗る ホ 堅く おを て 居る の！- 大 
槪の惡 道路 じら 動 搖を威 じ-: •い 
相で、' マ—' チン 氏は ゥォ ー:^ 巧 
の 資本 察から お賓を 求めて く 
乂 工場を 建設し 豆 自動車の 民衆 
化を 討る ど 非常な 意氣 込みで あ 
る 相 だ。 


支那 街堂戰 


をを 政治を 止め 


切 洋食に 


ん見絹 枝攘の 

世界新 記錄 


さ-^ じ ニつ おを 認 
國礙女 モス おー ッ聯搜 本部ょ 
^0本ホ子ス ボーッ聯盟じ凄し 
たを 報じょ る V ' 一同 聯 盛の 國際委 
員を は 五 巧 十、 十一 兩日ィ タブ 
— S ボ 。ニ T で 開かれた が、 ホ 
を 九月 ブラ ー グで 開かれる 儀 |ニ 
回 女子 ォリ ム ビックの 準備 や 世 I 
あ記錄 のを 敲 がが はれたり 本の I 
人 見 絹 礫の 化 巧 お錄が 二つを 認 I 
された、 をれ は昨牟 ぶ 巧 二十日 j 
大阪の オブム ピック 豫撰 e 巧ら I 


內閣の 緊縮ぶ‘ 9 

政府では 金解禁 準備の ためじ 
巧 事 節約 緊縮で 巧く 方 か だが、 
觸議 では 先づ お列拂 節約の ホず 
調と L て官 おの 海外 敲察 旅巧冀 
を 節約す を こと/' なつむ が、 を 
れご 同時に 聘 間-^ 經 費め 費用を 
省く ためじ 化 ホは がを や 巧裡屋 
での 宴會 やを 渉を 政治家 酷鬟の 
奥 S 手ど必 得て ゐゎ傳 統的弊 嵐 
を をら ためて、 今後 役所の 約の 
會 をは 一 巧が をで 巧 わう どい ふ 
話が 飛び出し、 御大 濱ロ 總理を 
はじめ 『大いに 主から う』 とい 
ふこと じなら、 さら じ 又さん こ 
ご ル 泉新遞 相が 『ごうも 役所の 
自動車の 使 ひ ホが 城し い、 脚 ど 
か 節約の 方法は ない もの か』 ミ 
提案した こごから、 これに も 貧 
成 論が 績 巧-して 

この 日の 觸證は ホ だか も 節約 
會議の 觀を呈 した、 さすがに 
緊縮み 閱 の閣證 どい ふべ <、 
自動を のな の i ;* ， と 遠から やみ 


を 衆 國檢事 扇 警戒 

フサ ラ デ ホ ブ キア、 ニ ユ ロミ 

ク 化んで 义 ，。やまが 人の 堂 脚" わ 
始まら 出し、 御タ をに 洩れ や こ 
ユ 3 ! クじも ぶんで 旣にニ j 一 I め 
殺傷 沙 をを を じた 巧で、 をみ 鹽 
捻 事局では 化 年の かく ぞ數の 巧 
傷者を おしては どゐ b 直らい 南 
黨の 重なる 化を を 挽 事 馬に 召喚 
しを 戰の巧 裳に 依る 殺人を 法に 
載' しては 斷 ずた るず 段 じを々 の 
みならず 、今後を 戰じ驟 係！- た 
者は 罪の 輕 重を 觀 はす 刑の な 巧 
後 本 ± へ 送還す る旨嚴 が じあん 
だが，' をれ でも I 昨 巧は 支 孤.' 街 
で まが 人 r 人 ご 商朽の アメリカ 
婦人が 化 裳され 支那 街には ぶを 
の氣が 流れて 居る。 - 


卓上 棱話 


大判 小判が ニ巧圓 

◊ お伽嚇 じで も ある やう 

な 『乂 お 小 おが ザク ザク』 く齿 
ねう をの やうな ほんどの 話- — 

◊ 那賀郡 南 巧"^ が ぞ野上 

新 稻田伞 吉お十 ホな ニ 巧が 前 
じ 建てれ + 藏が 腐朽した ので 最 
あこれ をな 築す るた を、 岡+藏 
をな 6 毀 中 十四日 午後 お 時 お 壁 
の 中から 直 徑四寸 一# さ 一巧 二寸 
のせ 简が 四本轉 がら 出で た 瓜で 
不審に あつて 中を 檢ら ベる ふ、 
金色 燦然た る慶島 小判が 八 + 六 
枚 ど、 ほかに】 巧を 百 枚、 み 玉 
银 十六 個、 延銀 二十 一二 本 ど ： I 一 ふ 
時' 偵に 見 積ち ざつ ど ニ 萬圓」 い 
ふわを ろし <豪 勢な ものが 出 K 

◊ 夢 かご ばから r 驚い k 
同ん li なほち 細じ檢 ベる W 『」 
の 小が を發 見した ものが 子 巧で 
あれば を 部を をの 巧得ピ して 万 
一を 見ち が S- な R 外の もの t 獲 
をはを の ザを は發 見者に 巧 ふべ 
し』 との 盧 ホを 認め だ遺蓄 やう 
の ものら お.，.' ホた ので 同家では 
今ちながら 祖 化の 鴻 恩を 謝し こ 
の 一大を 見 じな 善して 居る。 


一一/: も 
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Nippon 

Dry Goods Co, 

148-15G Wadisan む e.. 
Hew む rk CHy 
TeL む bland 目 1 が 42 


會巧 
社 ま 

曰 

を 
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ヴ 

南 



mm 




玻卞 八を； L 干 一を 


m まが 貪 織 【日 罹 水 】 


目と 巧 八 年 巧和昭 【四 



ふ 


® 羅府 、る 港 出帆 (ホ ノグ^ 経由) 

お府を 桑港發 

(午ち 二が 化れ〕 C 正す 化を〕 
シベリア 見 八巧廿 111 H 八巧サ 八日 
大洋 化 乂巧セ 日 九月 十一 日 
天が 見 化 H 二十日 九月 廿 五日 
コレア 乂十巧 四日 十 巧 化 日 

® シアトル ぉ 帆 (午前 十 時 出帆) 

一二 島 化 九 巧 四日 
伊豫 化 九ち 廿 一日 
靜閒义 十 巧 十 化 日 

巧靖 1 乂 1 ^ 十一 巧 二日 

® な敦發 日本 朽 巧れ 

巧 巧み 八ち サ一 二日 

鹿 島 か 杳ホ日 
箱 巧ち 化ち サ一日 
▲お 青 巧れ 田 亥-あ 経せ 日本 巧 g 物 紀—貝 ニ 阿 
▲備 絡な 巧。 ホ 化は 欧洲 巧、 南米 巧 化に E を あ 
經由 太平洋 岸 巧を おがを な ミ 待め ちり 乗赔切 
巧 ま 萬 李 御 馈宜じ 取 計 ひ 申 上まイ 
▲ホ 菌嫁道 切 巧、 詹を券 等 も 御 使を に 取 計 ひ 申 
上まず 


晚香坡 每ニ遇 一回 お 帆 
A ームプ V ス佛蘭 西 ( こ To 客厢 I) 

ス 巧 义化日 

A 1 ム プレス 露西亞 ( 一二ろ 若嚼〕 

九月 十二 H 

An ム プレス 亞西盛 ご ニ . 呂 0 哦で 

十 巧ち 一 日 

A ^ ム プレス 加を 太 ご ニろ 呂觸 ) 

十月 十 か 日 
i 等、 二等、 一二 等 及び 下等を 設備 
巧大 、善美、 最快 まの 東が 航巧無 


•山 田 巧を 氏な 巧 n ボン I 
シ ヨン お育まを 支配人、 八日 西 
巧を が 化 便じて 一時 歸 朝、 

じは 歸 がの 笠。 

♦寺 巧嚴ぉ 氏え 部 あだ 外 劈か 
員、 去る 一日 蓉紐酉 陈學生 食 館 
じ 滯宿九 巧 十 一 H 西わ歸 朝の 堂 
♦引地 與 五郎 氏 內務ち 海み 囑 
託、 同上。 

— d — 刊紹か 

慶大 乂國 遠征 記 

昨年 渡米し ぶ 化 じ 轉戰、 ® 
0 巧 立て 續け じ强 敵を 大を 葬つ 
た 慶大 野球 簡の r メ "々遠征 記 
.い、 腰 本 監督の 手で 編輯の 心を 
巧され た、 六な-五十 一二 ぺージ じ 
互ら 球界 先輩の 巧 想、 を 選手の 
日記、 腰 本 皮の 批評、 外字紙の 
記事 繊譯 、を 地の 座蒸會 記事を 
手際 好く 纏め じが 著で をる、 同 
大學 野球 團よ b 發巧 された もの 
である 0 


M を 事 付 一週 十五 弗、 

谤 所は アグ バこ I ご 
ピブツ フキ*— 方 ド •ロ* ■— ド の" S " 

閒 、乘 馬、 水泳の 瘦あ 6、 アグ 
パ 三 1 停車 窺を 御出迎 しまず。 
Nlrs . H . E . ごョ产 去 esUeban 呈， K . Y . 

ジ I . 是 st L を 呈皇ニ 7- F 1 W 


^slv 諸君に フアン シ 

ホ 度 イ ベ！ キングぶ 
び 料理法を 敎授 す、 新 ま 設備 
D. 吉 UTi 

立 Wes こ呈 St. G ミ. ぎ a を さ N.^. 


ヒち締 綺麗め 室、 i 
完全、 シ ン グ こ 週 

八 弗、 ダブ 八 一遇 十 巧 

呈 TEL 養 百， E, だ W. 呈す タ- 百 サ 


ブナ メ^ ~ 々 ^ — の 特 -tpJ 

H 本 AW お 買物 じは 特則巧 員を 置き 無 
巧で 御 ま 內致升 電話 又は わ 手が み 祭 御 
訪 間し 飞御 便宜を 計ち 初めての お ホに 
凿 しては 特に 注意を します から 是非 わ 
立 をら 願 ひ 升、 を內 配達は 勿論 目 本 巧 
化を 地 苑のお 荷物 發 送は 當 ホで 溝し 升 

ジ ヨン クナメ ー 力 L - 






資本を 
拂达濟 資本金 
お ホを 


を 僚 巧 
ホモ 巧圓 
六 千 四 巧萬圓 


餘兰弄 銀 巧 が育 支 巧 

本店 巧 巧 ホ；！ 一本橋 お 本 ぞ雇町 五を 化： 受 

支 巧 小 格 日本 橋を 內竟き 護 

名を 唐を 郁 大巧 巧 (大巧) が戶 
廣お下 隅 巧 司 巧が 福陶長 巧 
上お偷 をを 買® ホ 

翰 出入 爲 お' 電信を を 一 ホ 送を、 旅 巧 信用が 
巧 業 信用が 其 他 一般が 巧萊 

銳驾轰 銀行— ま 巧 

郷里 送を" n 本を 地 無ず 敏 巧？ 迅速 お 巧 
本が おを (を 巧 通知 ノ： 一柿) 御 便利 化 扱 
本 支店を を (本は〕 大阪が ロ 京都 
巧一ょ化 5耸養 ^替 とを 嚇が 




： ir ： 禍 スペシャル 


新 荷 

靑小梅 燒動濱 

ー叛 五十 化 

を' ち卞物 

一枚 十五 仙 


か 桐 兄弟 商會 


を界獨 ホの 消化ぶ 素 
夕 力ず ア スター ゼ 

巧 錠ん- 黃 
を 慾を を 進せ L め j 消化を 佳良 
ならしめ を 養增進 I を 欲する 化 
ての 場を じ 賞 用 せらる 


桑 山商會 

114 EAST 置 さ ST ; N . Y . C . 
さ cine - さ一呈 f まこ ニ 3 - 是 ゴ 


ス拂 掛金の 回收； 

ま沸遲 巧の 諸 勘を、 不渡 小切手、 ま拂を 
絕の約 ホ 手形、 儀 造 株券、 共同 經營 詐欺 
等じ關 法律を や 化 金 人 や 巧 他の 化 巧 人 
が 失敗 1 た 樣^> もの も 引受けます、 柯ホ 

覺命ミ い。 

キヤ ピ トル ■デ テクチー ブ •ビユ ー ロー 


頓 魁器雜 貨卸資 

春 巧廟會 


- ▲鄕 里を 金 及び おを を (無手 數 巧)、 外因 
\ 巧替賣 買、 荷ち あな 組 取 立、 僖用化 お 
\ 巧 等 一般 お 行楽な 御 化 巧 じな 巧 可 化ち 

S 臺灣艱 巧！ 曲 張 所 

違 煤 f 乂ち 神戶 、上 お、 巧 
ず 蘭 州、 厦門、 油 巧、 を あ、 廣 ま、 巧 

數坡 、スラバヤ 、タマ ラン、 バタ ビヤ、 孟頁 
— ^^ー\ヵブタ、 偷致、 其かま潰十四ヶ巧 

1 、 資本を 壹億圓 {を 額 拂这濟 ) 

一、 積な を 菅億五 巧 五十 あ圓 

み 地 本 支 巧 = 橫濱 (本店) まを 大巧 
- 巧戶長 崎下關 名ホ屋 

W ぶ 金銀 巧— ち 巧 

W をち 店 = を お 巧府ホ 巿巧哇 
よ 艦 化が が 固ま 要 都 巧 ニ 支な 度 コ八レ 
ス 准么睽 


橫避 

米が をみ 


本店 大阪 化濱五 下目 
紐 育ま 巧. が 育 ブ。— ドゥ S ! 巧 四十 九を 

派賦 住な 銀行 

H 本 巧 {をが 橫潰 名ち 屋 京都 神 巧 岡 山 
旨^ 尾/道 廣島お 柳が 下ノ踞 
地 ま 巧 {巧 司、 小 倉、 巧 松、 博を、 ん留 米、 熊 本 等 
本國預 を、 鄕里 送を 等は 巧め 
てが 巧 利 迅速 じ 御 お 巧 可 申 お 


本店 朝谭 が お ， 

ま 巧 ぉお 所は 日本 巧 化の 枢お 都ボ 、朝 お 
満谢 、支那のを 化 及び 滿 盛巧德 

朝 鱗 銀 巧 紐 育 お 張 所 

み 圃爲替 一 殺 お 巧 業務 精々 巧 便 巧 じな 圾巧 
中 上 候 


みみを、 社 憤、 株を ノ資買 及ビ巧 
化 おな ま 煤 便利 ユ御お 扱を シ 
一. ス 、精々 當がヲ 御 利用 下 サィ 
お^ ビル 7 ロ ー 力ー を巧她 かを 社 

藤本 證券 會社 

一 巧を 港 ま 巧 
同羅が 出張所 
同み 巧 化 巧 巧 


陶お證 、雑貨 卸 巧 

寐巧ブ タザ！ ス 


陶破盖 雜貨類 锁販賣 

鱗 減 蔑 木 挑が 組 


H 本陶魅 黑雜貨 類卸賣 

ホ 元 ブタダ ー ス 


日本 陶猫 器雜貨 

ラ厶 プ卸賣 

篆良賛 易商會 




日本 郵船 會社 (並 ニを 鐵道會 社) 

代理店 巧 桐 兄弟 廓會 

乘 車* 乗船 切符 並 じ 小荷物 蓮を 御 便利 じ 取扱 申しまず 


シアトル お既 (午前 十 時) 
をら ぞな見 八 巧 十 化 目 
を ふち かみ 八ち 甘と 目 
ばリ すか (巧 巧 おみ) 九 巧 •ホ 日 

ザ 一等 嶺资一 化 置 弗 ‘」」 を 
を L ばづず かるん でん もは 一を 置 お 
▼一二 等 B 本 巧 五を 常を 室 太を 遼菜族 室^ 
►翻 慕臺 にお リ 一等 割 おを な 切符を 巧を 巧 侯 

OK アン ゼ ルス 出賊 (午後 一二 時) 
さんごす み 丸 巧と 日 
まじ ら見 十 巧 廿凹日 

マ 一 ま 沒濱ニ 一二 0 顯 おはわい あまにら お 一 置 巧 
マが 巧】 二等 B 本转を 十九 巧 ▼一二 等 日本 巧を 十五 获 
▼み 潔な おお お牽 巧巧寢 窒勞務 入®^ 淀 かリち 
▼紐 育 線 パナマ 經出 9 本ち 那转貸 杨藉巧 一 硬 


雜賓 晦雜器 

ランプな び 笠 

太 洋賓晉 ま會社 

ま 巧 おがを、 ポストン 


T 寧の 巧 刷 ど 精巧なる 化 上げ 

時日の迅速ど確實^:^校正をが証 

印刷は 紐 育 新報へ 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違 6 むく 新報へ 

. ■ 、 く，、、〜 -. 11> 1 >!}• — ■ Kilfs utlu 

お內西 十よ 了 目 十二を 十 階 日 
東が じがけ る 巧 字 言論 磯 開の 

權 威、 香が 巧 報を 讀ま妇 人な し 

廣吿は 紐 育 新報へ 




から 黃 熱病 源 ホを 見み じめ、 西 
亞 巧が 加 ァクラの 奧 地に 入 6 硏 
究巾 旨ら 黃熱 おに 故 染し硏 兜の 
犧巧 ごなら 化が W を界 から 惜し 
まれた 當 地。 ック フェラー 硏究 
所員な 巧 ロ 巧 化 巧 ± の 斯巧じ 幾 
した 皆 巧じ掛 し佛闽 政府から も 
巧が 外務省を 通じ 『傅染 病を 蟹 
劇 章』 を 賜は る J ど ら最巧 右 
劇 章が 到着し じので， ま 旧み 務 
巧 官 から 遺族に 右 劇 章を 傅 達し 
KO 尙 はホ國 シン シン ナテ ー 大 

学の ボス タフ •エクスタィン 晦 

エ はこの 化 界的學 まの 功績を 永 
を 化に 傳 ぇる わめ、 傅 記編篡 
のが 巧 鬼 集の 目的で 八 巧 ホ 日 
かを 訪れる J ごな つた 0 

擧生見 學團來 紐 

中 材嘉壽 氏を 闡長 ごする 白 本 
學生是學閣の渡ホは旣報し^:^^ 
であるが 、一巧は 春巧乂 •し 
米した がを の 中の 東 盤見學 がは 
ホる サ 1 H 頃 じ ホ 紐の 箸で ホ 


ホキシ ヘラ ア商會 

高木.- クリ！ ン ゥォ！ か* ドが 會 
化 長 島 木 ホか郞 氏の 組織せ^ ォ 
マシへ す ァ販賣 巧會は 愈々 徒 ま 
組織 V- なつた ご 云 ふ， 

0;;^0 ジ五 ネゲア じがけ る 

& 國際勞 働 貪 議じお 庵 
0 — - !'0 の 途次が 育 じかを V 
みタおホでお身娶王 — is ^ の«轰 
ど 胸襟 护 開いて 快 誤した おを j 亮 
巧の 班が さん お崎淸 セ氏は 
同伴で 朝の 道筋を 巧び ホ； 

採つ てぶ 紐した が A 般中 眼疾を 
患 ひ 目す 聖路加病院で 靜 養， 
つもら、 一 留守の 間 じ 起つ て 一 P- 
巧を 閔疆 '墳資 問題を 案じ ホ 


病檐； 


邮 がして ゐる A 爲朦氏 


は 一 A < l 化年の ょ ！^*.卒業をで 
米國 じ^ 那 染み 淺 からぬ 人 ー 
るが、 曾遊 所感を と 言 絕巧ー 
し 「化ぶ 雜 が」 之を 葵譯 して ァ 
タ カン I •バン ザィ W 醫す tOj j 
小 術ず を 霞 地で 上 枠した A タン 
—— ン大 优領の 墓を 奠 して 心、 
「惟義 惟よ 立經输 、ま 誠ホ是 gj 天 
眞 、化 歎 お 業 ホを 達、 遺訓 も 秋 
泣 鬼神」 で 言 ひ、 前大統領々 フ 
翁 VJ 會^ しては 「淳 々說ず 論 
乂眞 、座屋 後進 渴仰 新、 謝君屢 を 
大 元首、 使 圖を深 善 親」* 八 詠 
じ 豐府じ 首 も 鐘を 訪 ひて は才典 
巧 自由ず 然 巧、 ホ 言が 盡國 を^ 流 
費 都 城 上み 鐘 子、 振起 一 聲キ八 
讯」 とが じた A 華 盛 頓の舊 麻て 
訪ひ ては 「文物 燦然 應 五洲、-: 不 
か 億兆 處お愁 、景仰 万を 举每業 
長 遺 人間 歓樂 卵」 ど 云 ひ ク^ 
ツジ 巧 ご 食 巧して は 「万 お觀ホ 
特命 人、 化 お 煩 益圃を 親、 ホ愁 
談笑 時 移 急' 要が 必情 お 一 毒」 
ご諫 じたが、 ユー 八に 遊んで 舊 
ぶと語らてな 「元是當が歓4^鄕 
學を依 約 亦轰牆 、相 逢 今 H 霜 阿 
事， 露々 巧 精 蔑 晚疆」 ど 巧懷を 
浊らしてゐ^<f。 

HJ i~~ ^Ji 

参 脚が 離 やた 海軍 造船 大尉、 
當化沿 軍 監賞吕 事務所 黯ご b て 
まる 五日 着任 = 前々 號ボ が彌平 
ど わらし は誤牺 0 
• X 山を 类雄巧 お 巧を 兵み 尉 
あ氣硏 兜の 爲めニ 一 ニケ 巧 滞在の 
見这 じて 五 H 來絲 



と 


シン サンの 頭上を 繞る 

英米。 海軍 講負 競爭 

機會 均等を 叫 ^ 乂國が 獨占的 契約 

を 名」 巢を化 ム英を 新 契約 發表 

ネ： 0 後が^?ネーシ ョ ン誌は巧支数おが還事かじ熙し國お黨米国 
宜巧 部の 梅 其 脚 氏み 巧が な 誰 辯 的言說 ど ' J — ド •ヶ n ック 
氏の 支が 背信 論 どを おげ て ゐる乂 、防除 脚 巧 欄 劈頭に 大毎華 お 
時 谊員河 ±淸 氏の 『ベスレヘム、 巧齒 及び 支那が を」 ご 題す る 
みみ タき一 編を おげ た。 河 上 氏の 苗 書は 巧 斷的畿 論を 避け 專ら 
事 巧 じを いてぶ 册じ おする 巧 ホめ な 軍 請負 競ず をず 明 じを 述し 
おて 機を 巧 等、 門戸 隅 化の 標語を ホ 製して 别國 じ宣傳 せる 米國 
の お 策ど老 お；：' る お 幽かを の巧數 C を 描 為した もので あつて 邦 
人必 謀の 文字 でんる からを じ咨载 して 讀 をの 注盧を おいて 磨 <' 一 

.くは I 部が 突 ま 契約に 巧 もて 廢 
を せらる ~ •じ 至る もの どしても 
な契約は化じま要なを恵ホ^^ぁ 
を。 邸^ モ九巧 二十 一二 年 化 京 ■し 
がて 乂國 政府が みを 猫 じを せる 
お吿の ィン テンションは 依然 變 
一霞を る 箸な （、化な 續は H 本に 
どち ては 决 して】 些事 ど 請 ふべ 
きでは ない。 

如何 ご なれば ベスレヘム 
契約は 海軍が 巧提 おじ 關 P 獨占 
的條 項を おする のみなら す、 福 
連 省 福が じ 接 化し ゐる irj 沙灣じ 
海ち鎭巧府を、 馬尾じ^渠を建 
設 請負の 明文が ぁる =|^|灣 が 峽 
じ 面する 地点 H をべ スン 一 ヘム 契 
巧は 梅 お 裡じ綴 おせら 方其內 
をは お ホが をの 狸 じ 守-^ れてゐ 
るが、 巧 かる ま 要 巧を 斬ぶ る 契 
約は を 巧 秘密の 儘では^ なれ 得 
ない。 旣じ千 化 巧 十一^ 中 ベス 
レ' ヘム 契 お •か ホ 支 間 じ 著名され 
るな 前 新 じみ 間 じ 波れ 下られ 
て H 本を 愕 がたら しめ!^。 當時 
H 本のを 新聞 おは 『ホ霄 のホ國 


一ピ 南を じ 於け る 画 
民を 府 はま 那お軍 侯 補 生を 英阁 
で お 級せ しむる MJ 及み ま那 海軍 
爱逢 のち A 巧 固 お巧將 校を ま那 
もがで 靖 入る； ミの 契め 書に 爱 
をせ る 旨を 發 おし 间 時に 支那を 
巧は ま 固なる お 軍を 建 巧す ベ < 
相當大 なる 計 査を樹 て 其 內おモ 
をを お 巧 じ 注文す るの 意 圓ぁミ I 
とを おした。 化を まの 意義は、 
千 九 白 十一 年 十月 ホ 一日 稱 をな^ 
て 支那を 巧ご乂 面べ マレ ヘム お 
感會 あどの 間に 綻結 せる 契約 嘗 
中 じ 『を 艦 幾 遣 じ 必要なる 一一 切 
のが おを 購買すべし』 ごの/一條 
- 一が ぁるを 記憶ず るを じ 化 Y ては 
巧 化 殊にが きを 覺ゆ るで^ら ぅ 
該 契約 じ旣じ 十八 年を 閲^て は 
ゐ るか、 而もを を岛 つぶ/巧 でを 
る。 千义百 二十 互を I 

■米 國设 巧が 化を！^ を團じ 
尚して あせる 通吿の - a / にも、 正 
一式に ベス' レ ヘムとの をが をを 認 
し 且つ ま援 してむ る。 节 をに 
巧 ホ ぁる 問題は 米閣 おがが 英國 
j のを 船 巧 じがて 軍な を 脅を すべ 
P ど 去 ふ 南京 政府の 巧 k 約に 讓 
I ホす るか ホ 巧で をる。 をし 米國 
I が 譲 ホす る もの’ こ豫趣 ずれば を 
てく V ， レ ベムとの がめ 書少く 
|£ も 巧 お 狸 造じ耍 子 5 1 切の 材 
i 巧購 人の； 項を 自 おが 滅じ歸 せ 
しむる £ ご 。らう。 乍併假 ちに 
« 上 ベスレヘム 巧 約 ル I 項を 部 若 


ホ 養』 がべ スンへ ム契将 じがら 
て 立証され たと て 盛んで 之を 絕 
叫した が 必ず しらみ 然 不合理 ど 
は 認められない。 H 本 わを 巧 聞 
紙は ベスレヘムが 今 正き じ雄設 
せむ どず る 化に 二十を 銷米國 お 
お宮 身が おが 

所を 設けむ ご 試みた 
事實を 想起し 指摘し ね。 千 九 お 


年中 當 時の 困務 を 宫ジ 3 ン •へ 
ィ 巧は 日本 かがは 米国 か 福 州 じ 
股 お 所を 設 くも 爲め ± 地を 粗 惜 
せむ どす る じ 載し 異證あ b や 否 
やを 照 會 し、 H 本は 驟觀 では あ 
るが、 明確に 不承認の 盧 志を 表 
みし、 米國 政府 も 日本の々 場を 
諮 どし 强ゐて 其 要求を 貫徹し や 
ぅごは 力め い 4 かつた。 謀閒題 _i 
銷 する 化俊义 養は 現が じがて は 
旣 じみを 記録 ごして を 開され て 
ゐる。 しかし V ス ン へ ム契約：^^ 
巧な せる 際 日本人と してけ 新た 
なる 外貌の 下にを き 討 略を 施し 
たもので ある ど 威せ ざるを 得な 
かった。 夫れ はお 軍錢守 府ぷび 
船渠は まが 改府 の爲 めじべ スン 
ヘム 製鐵會 おが 建造す る じは 違 
いないが、 支が は是 等の 費用を 
支辨 する 

が 源 がない のり、 あるから 
其 結を は ホ國會 社に 化ら てま 範 
され、 隨て ホ國お 軍の 感化を を 
くべき は 勿绝で わる どを ふので 
ある。 子は 化 疑惑が 正 嵩で あ& 
かす お當 であるかを 論 やる ので 
はない 唯 事實を 書く のみで あ 
る。 千 九 百年 じがけ も ジョン • 
ヘィ 氏の 對 日照 會ど千 化 百 十】 
年 じがけ る V スンへ み 契 的は 日 
本じ對 して 彼のち あなる 或は ホ 
あ譽 なる 『二十 猶條要 ホ』 提出 
動機を 作 0 支那が 福 建 省 地方 じ 
がて み留の 資本 じあら 鐵道 敷設 
或は 港灣 建築を なさむ どす るな 
らば 豫め 日本 ご踪 をすべし £ の 
巧 則を 樹立せ わご 試みた 巧 祭で 
ある。 ホ 國段骄 がみ （ご-" 乎 九 
島 二十 一二 年 迄は 千 九な 十. 一を ベ 
スン ヘム 契約を を 式に 擁護せ る 
は 記 錄じ現 はれた る事實 である 
化 事 宫はモ 化ち 十 化 年剧國 協商 
じを きち 那の爲 めじ 武器 輸入 禁 
止 n 漸く 三プ月 0 前 撤回され 化 
:；:：： を 巧へ る じ 伴 ひて 知れ わたつ 
たので あるが、 化 武器 禁止が ベ 
スン ヘム 契 お 度び 新英支 海軍 協 
おど ま 要なる 顆炼 をが r るが を 
じ 吾々 をして 先づ 一瞥を 么じ輿 
へしめ よ。 




十 Hn をに 一 I 

總 務委踩 會 

磁隊歓 泌お佩 進 砂 
近く ザ 化すべき $^棋 練 お磁嫁 
微迎 曾では 旣 じを おで 於て 夫々 
協證 巧を" 化し’ ま のん 選、 事 
巧の 贿 序、 事 おめ みお、 を算等 
を盛/して茗々おがしつ 
が、 この 藤 鼓 巧 - S 巧を をい •す爲 
め ホる 八 巧 十！ ニ H (化 權) 午後 六 
がかをから H 本お樂 がに 總務を 
居； 窝を關 がず ベく お務 がを 地主 
延么助 氏から お 待 化を をした、 
が ほ 本 お前 號が 巧を-巧 幡 H ま 
で 日本人 會が 入手て た帘附 をは 
; 左記の か.‘ 村邮 一巧、 累計 ニ 千 
^ 九十 四 ホ じて、 お 尚ん 氏名を 額 
は 左の かし、 

一を 十 巧 宛、 ぶ中秦 ，活耶 大塚順 
一 h 田武 太が 夫妻 田 中 甲 
柴タ 郎柴出 M 村が 健ず 
旧 藤み 郞 

な 五 巧 お、 巿 川が ホ 山お隆 一二 
. 楠化留 ち-を 巧 お 主 口和田 G 
西 本 W 渡を ニ 藏黑川 藤 人 

; 秋 出 苗-化 ニ； 

を ir. ホ 宛、 を峭 化* S •渡る 正 


よ 

金 ニ 弗 お、 が お 益 一 _ 井上 S 
江 崎ぉ么 一二 

を 一 弗 宛、 鈴 木 彌よ池 元を み 
丸 朱 S '松 お G 


太ず がを 議 になく 

グリー ン氏 

太平 巧關係 會證委 貴畏ジ エロ 
—ム •デイ •グリ ー ン 氏け 十 お 日 
組ち 出帆の ホ メリック 鷄 じて、 
阿 貪 講あ齊 ま 事 玉 ドヮ！ ド •シ 
! •力 ァタァ 巧は 十 ホ 日 お 帆み 
力。 ニァ 號で 耕れ も 波 巧すべく 
倫歎經 もモブ コ ー にがで 西 比 巧 
强鹽道 じて 日本 じを .i どむ つ 
じが、 グリー ン 氏は リー •ヒ ザ 
ン ソン 商會の 軍役で： 装じ碎 職せ 

る レイ •ライマン •ゥキ 八 バア 博 

ホの後を襲ふてを員をご^:^-つた 
人で、 日本で 出生し、 日本の 事 
巧じ槐 通せる 實巧 家で ぁ b 且つ 
思想家で ぁるが 窗近 じは 本お旣 
巧の かく 米國 H 本文 化學會 をが 
織して 文化 施設の 完 なじ 巧 力し 
てゐ る。 力 アタア 巧ら ぶ 半が 關 
巧會證が立な冻米菌側のト事と 
してが がし、 雜を インク 7 イ 9 


1 のま 筆で ゐ る。 をに 開し々 を 
は 語る 『モス コー經 ホで 日本に 
赴く 會議 のま 員は 管に 米 人の み 
ならず 英 人、 支那 人、 加を 太 人 
及び ロ 本人 も 一巧に 加は る 堂で 
會議が ものは 勿論 非を ホで ぁ 
が、 お 力なる 人 ± を 網羅し 居ち 
恃に 本年は 摘が 問題が 會潇の 焦 
み どなる であらぅ から 圓を 會證 
は 注目 じ 値する であらぅ』 ご 

近 巧 U 本ん の體格 

伸びて 巧 < 身長 

ロブ クフ ユラ ア硏兜 巧から 東 
が じ 特派され 日本-: 於け る 人口 
巧 題に 離し 硏究 しつ！ ある ト ー 
マス •レブ ラブ ク搏 十の 發 表せ 
る 巧 じ 化れば B 本人は 年々 平均 
身長を 巧して ゐ る。 過 ホ 四十 年 
每じ 一时乃 まニ时 ホけ 伸びて ゐ 
る ミ； ぶふが、 化 原因 ご して 博 ホ 
は 戸外 運動、 攝 取を 物の 變 化を 
舉 げて是 6 巧 i てみ 化 じがて 
け 白 哲人 视と 同等の 身長 體格ご 
なる は 疑を をれ ない と報吿 して 
一む るり 

I 故 野 ロ 博 ± 叙 動 ‘ 

I げ年 五ち。 ッ クフ ゴラ] が 脚 


303 F が 比 Ave., 
Tel. CMedlonia 4100 

巧 巧-巧 事 株す 會 お 紐 育ま 巧 
Uchida Trading Co., Inc. 

11 Park Place 
TeL Bare! 巧 巧 76 

島 貿易 殊を會 せ 
Shxma Iradmg Co., Ltd. 
130 Broadway 
Telephone Rector 1484 

巧 式を を ホ 尾 巧を 
Akawo を Co づ Lt ふ , 
29S F がか Aw* 

Tel. Caledonia 9758.59 

片倉 製な 統績株 ま會な 
2Caiakm*a & Co., いん， 

200 Madison Avenue 
TeL Ashland 4545-4546 

に WUldmoto 
Mikimoto PearU 
S35 Fif 比 Avenue 
TVL Vand が b 化 2 な 9 

大を巧 操 巧 支 巧 
Oku 化 & Co., 

30 Church St., 

Teh Co け ! an か 2292-93-94 

s 典 巧 ま貪祀 
化理巧 
あを 巧會 
120 8 邮 か 化 N, Y. G, Tei. Re 加 r け 84 
Factory: 化 10 36 化む e., し 1. 田 b 

巧 巧み 麽賊會 を 
4scmo Bussan し ompauy 

Room 801-805 
165 Broadway 
TeL Co け Wdt 8047-8052 

、 Vjtosho Corporation, 

Si!k Importers, 

が 反が ' t S れ h Street 
Tel. Ashland 4987-SI 

Gosno Co** Inct 
Cotton Exporters 

的 B が V が gt*, 

T«J PnwHpg Green 8805-0R 

巧 巧が 巧 道 巧 ホみ 化 
おち 巧み 巧 

Sou 化 Manchuria R. R. Co., 

Hoorn 202 ら Canadian Pacific 
342 Madison Ave. 

Tel. Vanderbilt 4135 

H 井 おを 賊會 it 

な 育 支な 
Mitsui & Co., 

〇 5 Broad way » 

Tel. Bowling Green 7520 

なま 會を培 ホ 巧 巧 
なち 巧 張 巧 

Iwai 在 Co., い 击 
Wooiwor 比 Building, 
TcL 巧 わ Roy 8660-S1 ぶ 2 

吉莖巧 事 巧 ま會班 
お育ま 巧 
M お ubishi Shoji Kaisha 

(M れ •uM,hl Co., いん） 
120 Bi* 〇 auiw 巧 
Tel. Rector 2560-2564 

大阪 朝日 ニまぷ 朝日 
恒川 眞 
Osaka Asahi 

1 he i\ew !r ork Times Annex 
Te!. Lackawanna ! COD 

日本 お 巧 巧ま觀 
な 巧 支 巧 

1 Japan Co は on Trading Co" し td., 
^ Park Avenue, 

I T,L f-exingto 田 8787 

日本を 糸 巧 ま會化 
お育ま 巧 
N1P 阳 N XI. け 日 Xt ほな 1, L 阳 

Two Park Avenue 
Tel. Aihland 旦 320 

原 か名會 な 
巧 育まな 

Hct 化 在 Co リ 
443 Fourth Ave., 
Tel. Caiedoaia 7830-35 

日米 生糸 巧 式る お 
紐 巧 ま 巧 
WCIi 川 EI KII 怖 KA 叫 SHIK! XWSHA 
が ICH レ BE! KIITO CO" LTD.) 
1 Park Avenue 
Tel. Ashland 6246 47-48-49 

大巧 每自 二度 巧 a 日 
を 木 S が 
0 化 tea Miiinichi 

Room 306A Wor!d Bu 巧ぶ 叫 
Tet Beekman 4259 
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軍縮 會議に 日本は 1 

補助 艦 化 率と 割^ 要 ホず ろ 

リ 英米 瑣 勢力を 維持す H げ 新造 艦 ニ隻か 必要 

東京 特電 九日 發-。 お U を 化は 顆萊廳 長官に 任命され たよ 旧 政な 氏の 御魏 可を 仰いで 葉 
山から： 一巧'^ をみ なつて ロく 『補 巧 縮の 一 0— 一 0—' との 比率 削 題は ホ だか 府の論 越 どなつ て 居 
ら的 .かがしが 带-當 ：？ ， i 細 也 研な 中で もる、 予 はお 被 節約、 精贿か 興に 筑 ては 機會 をる 每に實 傅 じ 
巧め 十五 H は レ ゲォを 通して 鼓吹 演説を ずる」 る々。 

栗 ま 特電 化 日簿！ がな お 相は ホん べき 軍 输會證 じ 就て を わて 言明して 曰く 『ホるべき 
ザ输 ちぶの 制限 標準は 恐らく 膽齡 をち 應 した 所の 總哦 較ま義 じ逆戾 6 す，" らしい』 と。 

東 1 巧特 |毋< 已發 .，：’ お 部 お 巧は 昨 0 の閱證 で英聚 軍縮 T 會 講じ 就て 柿々 巧吿 した 上、 我 
が幽 みお 巧 ごして 巧の 如，'、 述べた。 

『ィ .キリス ご アィ > 力の お 楠 方が が 巧 有 巧 力を 縮めない 殴 b 、 巧が 圈 ごして 補助 證艇じ j 0! 一 
o ;- v の 比率を 維持し やぅ ごする なれば、 一巧 嘟級 巡が 篇を この 際ニ售 だけ 雜造 する こどは 経 
對に必 を じ 傑が である』 

をみ 特堪 セ： a お 〔ニユ ヨーク •タ# ム义紙 お 軍 省の！ 窩宫は 日本の 軍縮 方 舒じ關 職—」、 
お （巧 米爾國 じして 贊战 する なれば 日本は 向 ふ 十 お 年に 置を 車力 艦の 建造 中 化を 敢 てす をと 述べ 
じが、 巧く 所 じ 化れば 巧乂南 國當事 者は 目下 この間 題 じ 就て 滋議 中で をる けれどら ホ だ 日本の 意 
をを 赔 取す るの 域に 達し おら や、 が 軍當巧 もこの 提議を 期待して 豫奠を 溢 成. し キカ 鑑補 巧の 財源 
もち 蟲 みや」 抑り 飞お るが、 巡が 腹 〔一力 婚 級〕 八隻 S 豫算ら 編成 中 じして、 海軍 當 姑は ヌ シン 
.トン 協を の 終 おじ 勘す る 準備-し 暮 まし 居る も、 旣 じを 本位 巧 梅を 準髓 しつ t ある 政府 して、 軍 
巧の 節戚 じは 巧阳た b かこれ に 應 中る であらぅ。 

を 京 特電 セ日發 (聯 を】 == ネ I を 巧て 居 U いど 述べて 居を •か、 

日本 か府が 巧る ' V き會簿 トー ホ 
ヵ鑑 比率は お ー 五— 一二を 据霞 
き 補助 赔を 一 oil 0| とじ 
ま 張す る こピは 旣定み 拳實で 
わらら の、 站 /、、 岡 時に 日本 
はまみ 鶴の 速 造化 止を 始めと 
して 艦齡の 延長、' ま 方 潑め觸 
數輕减 等には 進んで 賛成め 意 
をを 明して 廣 る。 


U のが 新聞紙 ds 部 海相が 地方 
を官巧 逆で 補助 鑑 比率： 01 1 
01 とを 别强じ 向て ホ坡 す？ し 
ご 述べた こピに 就て 埋めて 居る 
が、 右の ステ ー トメ ントが 巧し 
てが 實 であるかで ぅか ごの 質 隅 
じぉしてが审省^^をめてな相の 
慮を は巧斌 巧に 歡らて 誤報され 
て 居る ビ 指摘し 比率 問鹽じ 街す 
る わ おの 枚 巧は 宋だ 何等の ホを 


外務、 海軍 共同して ...ミ. . 

徹底的む 軍縮 協議 


〔東京 特 信〕 おお 外相は よ 
巧 十と 目 午後 一二 時 ザみ お 省大お 
室に 永 ザ' 奋田 おか 宮 、薇 巧參 
輿， 骗 出、 化 永 巧 巧 長を 招致し 
就 巧 W ホ最 がの 軍縮 準備に 關す 
る* 

省 議—き 劈頭 堀 田' 蒙 

胃を よち マク ドナ 八 ド， ド ー ズ 

.英米 南 化 表の 會 見な ホ U 英米 一二 
國脚 じ ホを 式に 巧 はれた 息 見を 
換み經 過を 聽化 しじ 後 近き 將來 
において 軍縮 會雜 が實現 ごれ る 
を 辅の戚 をを 幾 想して 補々 對策 
を 協 银し閒 お 時半 敞會 後一 间打 
揃つ てが 化を 邸の 晚餐會 に 臨ん 
だ、 が I 巧 務省ピ しては 英米 兩 
齒 閒じ赏 行シノ 可能性 ぁるを 協 案 
_ がぶ 立 t るまで a が じ 目 本 政府 
の 態 巧は 宜 明— ら わけ じ も 巧 か 
ない •がィ でに 英米 兩國の 

主張 じょつ て 軍縮 曾議 W 
一 開お が ま沙化 ご つ た 今 H で U 
な ホの む 懸 > ぶび 威 際 化 局 じ 於 
る H 本の 地位 じ 鑑みを のよ 義上 
の 大綱 だけは なめ 决 ぶして お/、 

- お 奥 あみどし 大把巧 もやぅ。 力 
かで 進ま P ごして ゐる やぅで あ 
る， 

- 〔-〕 期待？ いる お 締倉廉 が 
おが 贫 離')' 延を 5 がを たどる 


か 或 じ ゼモ ゲァ 軍縮 會議延 接 
のが 式を ごる かは ホ 巧で ある 
が いづれ の お まじよ る も H 本 
は 欣然 これ じ 参加す る、 精 報 
じよい ば フランスは 今 画の 英 
ホお强 提唱の ま 盧じ滿 足せ や 
あが 國路聯 鹽軍繪 準備 委員 會 
のま 宰をホ 暨しィ タリ I もま 
れ フランス じ 放は ぅどして ゐ 
るが、 日本 改府 としては 原則 
どして 図 際税盟 軍縮 準備 委買 
會 ごの 調 かじ 巧 力し 佛 がの 參 
加を 擲吿 ずべき も’ やむ を 得 
ざれば ゼ ネグァ 會 諮の 旗を ご 
同じ （曰 英米 S 國 だけの 會議 
じも參 加す る 用意が ある 

〔一〕 マク ドナ 瓜 ド、 ド— ズ 

兩巧 表わ 會 見直 後 巧 はれた 松 
平、 ドー ズ巧 大使の 會 見の お 
おじ よれげ 英 乂兩國 のを 炼を 
可ぶ 的 速 かじ まを ならしむ る 
ためじ B 本 政府が 進んで 提唱 
國 の】 員 どな b 兩國の 間 K 幹 
旋の勞 を どられ たき 旨の 非を 
式勸說 をを けたがる は柴 して 
英米 兩當 拘の完 をな をな じ 基 
パく もの かどぅ かじつき 少か 
らぬ 疑問が をる のでを 勸說が 
お 米 巧迎の 共同 恵 志の 表明で 
ある ご 同時に 兩當 局が 誠、 む 誠 
息 擅 現のを 込み わる 腹 まを 提 


示 すれば H 本 政商は ゼ モゲァ 
■貪講 の 失敗に 顧慮せ ずを の提 
增國 の！ 員 ごなる ミを 快諾す 
るで あらぅ、 

〔一〕 日本が 慰は ホるべき 軍 
縮 禽議の 威 おを 最も お 熟に 實 
現す る 最善の 方法 ごして 吳ホ 
兩醒 0 を府 がを の闕防 上なら 
びじ ホが 權の 確立 じ ま 障を 巧 
たさの 範醫で お ホる だけ 思 ひ 
切つ た 制限 線 少を斷 巧すべき 
，とど 緊要 かつ 望ましき i と認 
め 巧 ホ 兩國が 蘇 點じ重 & を 置 
いて 具 ホ 案の 成 作に 努力す る 
J を銳 待す る 

海軍 軍縮 闡 題は 奥 米を 商 
を中必 じして 漸次 濃厚な 機運を 
别國 め 間に 釀 成し 軍縮 會議も 早 
晚 開かれる じ 至る ベ （期待され 
てゐ るが 縮少を 渉の 進展 じつれ 
て 特に 海軍、 外務 兩 省の 間に 隔 
意な き 協調と 保つ お 要が ぁるの 
で 助 部 海相は 十と H 午後み 時半 
海相 官邸に. 

帶巧外 巧、 永 井、 吉出兩 次官 
佐-か 利 大使 箱を 擧官 、松 永條 
巧局畏 、堀 田歐ホ 局長、 齋藤 
情報部 長、 澤 旧、 白鳥、 S み 
山形のを 書記官な ど 
巧 務首腦 部を 招待して 晚發會 を 
推し 軍縮 問題 馳係 者の おのつな 
ぎの 意味で 海軍 側から 
加 藤 軍み 部長、 矢み、 山梨兩 
官 、小 林 艦 政 本部 長、 ま 巧が 
空 本部を、 左 あ 巧 軍務 局を、 
粟山 參與官 のが 軍み 部 軍務 局 
などの 軍縮 閒題擔 巧者 サ數名 
巧 お 

懇親を はかつ たが 席上 

が 到 海相 『最近 龄 軍々 

縮閲 題は 余は ご 具体的の 動きを 
示して とる が 巧 現 內閱は 持 じが 
政の 緊縮 整 独を 標榜して ゐ るの 
で 軍縮 會議 閒繼の 提唱で もま 取 
- る おを が あれば 巧 國も欣 が參加 


し t 审 縮の 円のを 速成ず る-- ご 
じ與 力し。 パれば なら ¢2、 この 
問題に ついては お 常、 巧務 南ぶ 
は 十二 かみ 极 調を 保 も か 調を を I 
せて 進み じい」 ど挟楼 しこれに 
對 して 

蹤原 外相 『軍縮 雪は 

巧圈ピ しても 题象 ホが の 本義に 
悴 ^^;;*い限6是ホごもこれが達 
成 じ赏献 しむ いらので わろ』 ミ 
みを をを 述べ 岡 八 時 撤宴後 もな 
は雜談 的に 懇談した。 

ィ ギリ 义反對 し 

赔 償會議 

の 前を •し不 を 
へー ダ 八日 薄 M 當化 じがて 開 
醒 中で をる ャング 案の 賠 巧を 會 
證じ 巧て 巧が i ゲリ スど フラン 
スは正 厨 衝突を 馈 ずるに 至ら、 
食議め 前途な 頗るす をで ある ご 
觀られ T おを、 

锁 ，.£' ィギリスの 藏化 スノ} ダ‘ 
ン巧 t ! ヤング 案.」 化る 賠償を 
の輕 巧は ドキッ あび 他の 聯を 
國め 犧牲に 比較し ィぞリ 3 の 
貸 擔は餘 ら！‘ 一' 重し、 斯る ホを 
ホなる 切 すげ じは 贊成お ホ 中 
强 いて 餐 成す わ ば ィザ リスは 
を戰 鹽じ點 する 貸附 のが 濟ホ 
法を なめる のみな く、 区つ 亦 
國潔 銀行の 設 ホに 就ても 赞お 
はお ホ じい 

S 養 明し、 スバ 會議の お 則ち 持 
を 主張して 方 ーィゲ リスの ま 張 
を 認めないならば 會議 ょを 腺 退 
すを のがな しど 稱 する に對 し、 

フ ラ ン ，； 、 V ^^が！をの池の列 
强はィ 'ギ 。，ス のま 張-」 反 茜し、 
會議 ごして はこの 潔 ヤング 案 
を無燦 俾で批 谁す& か、 然ら 
やん ば これを 巧く も かなく、 
ヤング 案に 依る 犧牲は 獨らィ 

ゲ—ス のみでな く、 ア ランス 

も ホ 然も ごて 數 ザを 擧げて 反 
對 し、 

一方 じがて ブリア ン营 相は ドキ 
ッ化 おご 會 見、 ラ キン 警備 軍 撒 
退に も ある 種の 敲 婿を 廣し たも 
の； 如く、 これで ィ •キリスは を 
然 孤立 じ陷 つた 妾で ある。 - 


露 支の 交渉 

遂に 决裂 

マン チ ユリ 引 揚げ 
東京 〔聯合】 八 邑發= マン チ 
ュブ ょら 達した 新聞 縣を 恃電じ 
化れば 東 ま鐵道 紛爭に 闘した 露 
まを 渉 a 遂 。み 裂して 支那 代表 
は 明日 南京に 引揚ぐ ベく、 露ち 
國 境の 人必け 緊張し 約 化 八 機の 
"シア 飛け 磯は マンナ ュ 9 及び 
ボグラ ニ チ ナャの 上空に 示威 飛 
巧し、 装甲 自動車は 國 境に 化沒 
しつ i ある もの i 如'、 五 巧 二十 
と 日 パが^ ピンで 檢擧 された 
シアん はを 命 罪 e を おじ 附せ 
れて 居る。 


注目ず ベを 

英埃 交渉 

保護 頒 制度は 撤廢 
軍事的な 條 約提潑 
ロンドン セ日發 U 勞働 黨巧閣 
は 化な 0 ホ 先づェ ジア ト駐 がの 
巧 ザ 黨內閣 じ 化 b て ほ 命され じ 


化 巧繳監 を罷を するど 共に、 エ 
ジプト 瞬 王 ファ クド 及び 首相 モ 
ッド •バシ ャを招 持し 

一週 儲 じ 見 主し 外 か ヘン 
ダ！ ソンを ごを 涉の 結果、 勞働 
黨内 隅は 化 ホの 强滕的 態 おを 刷 
巧して 大いに 王 ジブ トじ譲 ホし 
) 柿の が 譲 領± 的 制度を 撒麼す 
る こど、 なり、 新條 約を 提議し 
たので パシャ 首相 等は この 條約 
义を 止を じ歸國 し從ホ 強硬に 反 
巧 的 態度を 持し つ i をつ た國民 
黨の ほ英藥 みを 緩が 甘し めみ し 
停止 やで あつた 講會を 巧 集し 
て 協 赞をボ める こ W ! なつた、 
邸ら 今 固の 新條約 じがれば 第一 
じ 於て 先づ 『イ夺 リス 帝 國はエ 
ジプト の 軍事的 占領の 撤 廢を宣 
言』 して 居る が、 この 雜 園は 力 
ネロ、 アレ キキ ンド ジアを 巧 化 
經緯化 度 IS 函 の地點 ごし， スエ 
ズ 運河の 

警備は イダ- ，政府が イ 

ン ド' ニユ ジラン ド、 オ！ X ト 

ラリ r 化ぶ ミ のをを 連絡 h _ 路對 
_し 必を U 弓 ミ 諮め て あ然駐 ドス' せ 
しめ、 撤退 地の 軍營は 五ジ户 * 
じ 引渡す と共に 五 ジブ ト喀弯 は 
スでズ なを 趣の 軍藝 、道楼 一 化を 
をの 化： しを やべ'.、、 ナキグ "撤 
兵は 衛驻 を墙を S ジプト 被ぶ じ 
故て をむ る ことを 條弹 とし 一同 
持じイ リ ，。を 称は 今後を か鐵 
監 制度を 徹廢 しなて 玉 ジブ!- 政 
府 どの 間 じ乂废 ゎを 煥 ずる)、 
9 ス 大巧は いかなる 鴻 たじ 
於て ら别强 みを 宫の 筆頭' | P て 
涛 遇する を條が € し、 を^ 跑軍 
事、 助を、 經濟顧 間は 縷て 厂’辛 
，ス 人を 化 命し、 

軍隊 も 萬 事 イザ 9 も 巧 

じて 編成し 若しで ジ ブトの， ぶ 權 
が 络ミ國 じ 侵略され た瘍今 'ダ 
ス 軍隊の 出を 權をも 巧 巧 r た 
ので、 條巧 はを 項で 十へ 取 じ 
直て 居る、 絕對宗 ま 獲の 掏 立を 
欲する 國民黨 が 巧して 前 葡の條 
約を 批准す る や 否やは お々 疑 間 
され 居る も、 を ホイ •〜 9 -を 
府の 政策に 比轉 すれば 巧徽 3 な 
讓ホ でも あら、 これな 丄 イー 9 
スに讓 ホを 求める こと U きがで 
あらぅ と 一艘の 輿 諭は 轨條 めの 
成立を 歡迎 して 唐る。 

ホ厶 K クへ 

ソビ 五ツト 磯剧磨 
モス カウ 八日 發 U 日シ で 立な 
こユ 3 1 ク に橫斷 飛. 巧す 一き ン 
ビ で ブト 機は、 今朝 モス* ウど 
出發 、十一 時間 泣い ふ 記が 破 9 
の 速力で オムスク じ 到着—- たが 
明日は々！ ス ノャ スクを 他て っ 
八ク！ ツク 、チタ じ 入ら' 化ら」 
ニコラ 五 クス ク から T グ 'アン 
島を 經て アラスヵから ア-リ 巧 
大陸に 入るべく 巧 程は-ご 一 下 
ニな 哩 、げ日 飛行の 平均 S 力 W 
一時間 旨ち 十九 キ。 メ！ 八 r 
あつた。 


所に 浓ば みか 黨は豫 ぶの 如 （八 
H 十 化 日には はま 黨じ 巧して 骗 
席 引上げの 巧 案を 巧附 して 調杳 
せ. — もべ く、 をれ ょ b 雜會を ~ 
旦化 曾し 九 巧 I ニり に兩 漂の 綱稅 
蚕 封 曾を 妇 集して なち じ 臨時 證 
會へ 上鞋ど ホした が、 ス ムート 
をの 砂糖 规稅 改正案 い i を 方面 か 
貢を の 議論を 惹 きつ > 'あるが 
厕疵フ ！ ゲア ー 巧の 恵 向は 大 
がて スム 1 ト 案じ 賛を であ 
『傳 へられて 居る ので アメ 9 
斯莱 若は 目す 必死くな b て 
原 ホの 通過 じ 巧 力し 居る 一方、 
げ派も 魁 結して 運動 L て 居 
ら 議案 上 おのさい じは ホ 曾 
論議を 見る じ まるで あらう 
並 晉のお 力 者は 觀 測して 居る 






おをから ホ かじ 
ク聯巧 準備 銀 巧は 木 
曜 ji の 巧 媛 引け 後 突如 舊 ホの 巧 
割 ザ-利率 五を を 六 かど 利上げす 

る jH 發衷 し、 シカゴ、 ボストン 
地 マち 恐らく これ じ 傲 ふで ゐら 
ぅ^、' 利 よげ の 動機は 最 あじま 
ち^び 株式 資 を 貸出しが 激增し 
引饋 いて 六十 隱輿臺 を 持して 居 
る^ 瑕 投機 抑制の 意が じ 巧 はれ 
A ものであるが、 巧る 高利は 戰 
去 財界 整理 化 索の 記錄 でる る。 


關稅案 完了 

八月 十九 日には 入附 
ワシントン 八日 發 n ぶ i 黨の 
上院 瞄稅を 員 會は肖 下®^ の 砂 
糖 關稅じ 就て 協灑 中で をが 共 
み黨 領袖 ワトソン をの 證八 する 


巧 A 


勝 邦 銀 巧が 

巧び 利 上け 


犯罪 調查會 

を 員の 顔觸れ をる 
ワシントン セ 日疆リ 前を 衆國 
司法 長官 ウネ ツカ！ シャム 氏は 
曇に - K 統顏ょ b 掘 罪 調査を 員 貪 
の 委甚長 じを かされ わ 0 ホ、' 禁 
酒 法に I 臟 しては 拥權を 尊 患し 励 
巧の 巧 一 否を 抑の 自治 權じ 委任せ 
よど 論で て 間 題を 惹起した が、 
巧は ネ间 諸が 罪の. 調査 委員を 巧 
命し 自 _ち は 禁酒 間 麗調杳 委員長 
ごな b を 員 じは 反 禁酒 源 L ; 憩す 


る V 1 力ー 巧 (前 陸軍 長を- 絕 
對禁 偶贩の ヶン 3 ン巧事 及び 中 
立を 媛榜 する コムストック お 巧 
巧 命し わ、 をの 化のを 員を は 
もの かし。 

犯罪の 動 磯調杳 、犯罪 及びが 
みに 對 する 統計、 蠻 紫、 ホ 刑 
哉が 所、 滋獄 ぷび特 敵、 少年 
裁が、 外人 犯罪 狀態 、官憲の 
ホを 的巧爲 調査。 

國民 政府 じ 

受難 期來る 

お 財務 部を の辭 職で 
上が セ日發 H 國 民政 おがを お 
昏 軍を 召集し；；； 第二み 裁を 會議 
一は 財務 部から 据巧 L た 裁を じ 化 
財政々 理 案を 認め や、 おが あ 
長は これ じ 憤慨の 果て 遂じ辭 
聚を提 巧す る じ まらし 爲 め蔣々 
を 巧は 急遽 南京 じ歸 b て 目下 引 
巧を 講じつ > 、あるが、 ホを £ 
じて はを 麻が この 藤 お 巧つ て 裁 
兵 政策を 實 施しない 限 6 軍豐タ 
端で 到底 財政 整理は お 巧ない と 
い ム立樓 から 辞 慮が 固い 上、 氏 
が 辞 磯は 飽の 酒條じ も彭藝 し 南 
を 政が じず 難 期 到 ホの 化が ある 
£觀 測され て 居る。 

一 主義者 脫街 

イタり 流刑 雄から 
パリ ー セ日發 n イタ タ請 首相 
クチ 巧は な ファシ チ 派の 居 頭 
して 漸く イタ 9 を 脱 お！ て 目 
下バ V ! じ 己 命中で あるが、 岡 
じ 運命の 下 じ 9 バリ島へ 化の 國 
i 事犯 ご 共に 流刑 中で あつた 巧の 
嫂に 當る フランセ ソ •二 ツチは 
同 儘 織に 服役 中で あつた。 ゼタ 
.敎 巧、 薛化講 ホ' で ミゥ ォ •瓜 ソ 
を S 人と 典 じ 深が 大膽 じち 端艇 
じ乘 6 て脫獄 しこの 程 バリ！ じ 
己馈 したが、 目下 同地 じ 流刑 中 
の 者は 政府のを あじ 反し 數宜人 
じ 達して 居る ご。 


ニ 

ご 


ホ 社， 禾 京轉電 (紫 無叫轉 載〕 

學 生が 禁酒 運動に 

〔九 目】 農が 學 生ょ らおる 禁酒 聯盟は 夏期 化 暇を 利用して 禁 
酒 宣傳を 開始す るが 先 づ間聯 盗は 次の 如き ホ議を 文部 當局じ 
申が づる i - I 、 學校附 巧を 厳禁 區域 どし カフ 王— 又は 酒を 
賣る 商店を 閉鎖し、 ニ、 サ五歲 0 下のを じ對 する 新 禁酒法を 
制を し、 一二、 自治を 輿 ヘイ 四， 學校當 局 じ 警察 權を與 ふるこ 
.こ 等で あるが をの 一 ホ 大阪荫 ェ會議 巧は々 フ玉 1 征伐を 許晝 
したので 々フユ ー 持 ま 連は 懷 低し 實議巧 議員の 出入 お 斷らの 
貼 化を おし 懸賞 附で 議員 速の 操 巧 調べを 始めた。 


支那に f 利 巧 

【九日】 巧澤を 化は 明 H 國 民を 
府へ 後な たるべき をを 利貞巧 
巧の ァ グリー メント を 求める 
窜 0 

賓 易課莽 格計畫 

尸 九日】 南エ 省では 輸出 振 輿に 
補償制度新設計畫を4:^し貿易 
課を 賓易局 じ 昇格 せんごして 
ゐる •か 自數車 工業へ も 補助を 
巧が か £。 

東京 稀 有の 暑さ 

f か 日】 昨： 3 の 室み 溫度义 十と 
度 半で 銀座 通 b は 百 一、 二度 
じ 達しを 出せを もの 四十み 名 
發巧 せる もの 溺死せ る もの 数 
名宛 あつた。 


通貨 統制 力 弱る 

〔化 日〕 解禁 氣 構わで 日銀への 
民間 預金は 增 加を 續け 通貨 統 
制 力 弱めら る。 

旧地の 價格 下落 

〔セ 日】 勸業銀 巧の 調査 じ 化れ 
ば 田地の 便 格は 前年 ょら S を 
方 化 下して ゐ るが 之は ホ作爭 
議 のた めホ價 下落して 金融 西 
難じ陷 つた 結果で をる ど。- 

义價 安の 自衛 策 

(セ日】 農ほ醒ホ^5ホ價をの自 
衔策 どして をを 制限 論を 唱へ 
てむ る 0 

平 山敎授 逝去 寸 

〔七日】 な 化 巧 大工 學 部を 巧ず 


山毅 には 逝 おし じ。 

首相 藏相 等訓辭 

〔六日】 お ロ 首相ぶ びが h 藏巧 
は 地々 長 宫會證 席上の 訓示に 
がて 緊縮 ホ 針を 繰 b 返して、 
『齒 家な 年め 大計の ため、 一時 
的の 苦痛を 忍べ』 ご 述べた が 
一二 ± 前藏相 はこの 消 费節お 力 
かを 批評し 『み （のかき はを 
產を贼 じ閣陵 貸借な 善 じは な 
ら ね』 ど 論じた、 牺 ほが 部 海 
相は 『補助 鑑 比率は お、 米の 
十に おし 日本は とが 必要で ぁ 
る』 ご 叫んだ。 

ロシ 了に 新 抗議 

【六日】 常 おみ 相は 漁業 弼題じ 
關し ソビュ ー ト敌 巧に 教し抗 
議を 申达ん だ。 


ニュー ヨ—ク 春 巧 


◊自由 ま義の 手前、 勞勸黨 政 
府 もで ジプト 問題を 柯ん とかし 
なきやな らん、 ご あつて 妙な、 
アメブ 々と パナマ 化 ハか國 式む 條 
約を つ <ら 上げた、 さて わ 次ぎ 
の ィンドは でう する か 0 
•◊ニ ュ 3 ミ々 から ロ 1 サン ゼ 
弁ス じだつ た 掘內某 ごわ 巧ぶ 靑 
年が、 練習 鑑隊乘 組 員の 赤化 運 
動を やつた どかで、 沿岸の 巧 聞 
が 大を騷 いで 居る、 アンは 搔が 
すょ b 騷ぐ 方が 惡 い。 

◊例の ボ巧身 講督の 出 梨大將 
儀 城のを 蔵を 訪れた 驟、- 本の 
珍しい を 木を 指して、 案み ま- 
の 珍 間 答を おかす るり 
『これは なんの 木 か』 『山 梨で 
ず j 『實 はなる のか』 『なら ま 
せん」 『化は』 『さきません」 
じ綴督 『ダア I 』 ど 長嘆 息。 

■ 觀測巧 I 巧进 

氷 谷 渉 一二 君 

頭 秀げて も、 氣は 若い、 

氣若 けれど、 毛は 殖 へや、 

户 * スタ コラ \0 

頭 をげ て も、 落語は うまい、 
落語 おがても、 お禽 にならず 

パ' スタ コラ^- 0 

魅務 多端で も、 が 中 有顏、 
人の 賠講 なら 巧に a を繼 いで 

パ、 スタ コラ-'^ 

がしくても、 預金は 殖 へず、 
晝は デスクへ、 巧は 宴 倉へ、 

户 、スタ コラ-'- 

が 岡 安男 君 

おみぎ の 藝は綱 渡ら、 

紙で つ （つた 綱 渡ら、 . 
あちらへ 主ろ"' 、 ， こもらへ 
ひょ ろ" 危な （見 へても 
危な かアね わ、 

足の 强 さじ お 手拍子、 

テン ブク * ブ ンブク * テ ケン 
ブのパ 0 

巧 旧 柳が 君 

生れは 上 州島蜗 が、 

を 中 巧 かは 知らね ども、 

ホが わろ しのから つ 風、 

ふき まわされて 二本棒、 
たれながし わるがき だつ た、 
昔の事は、 めんだ うだ。 

今は 日 ホ 文化 學禽 の、 

キュン タ 1 じ おさまつ て、 
をち b 巧 かば 夏 ホた る、 

本の だし ぼし、 棚 わろ し、 
やがては 孫の 顔を 見る、 
わじい 樣 じは 誰が した。 





DANCING 

411 W. 115 化 St. 

Tel . Cathedral 4408 Apt 3 


OKUMURA BOOK SHOP 

民 0 OM 9 の 

147 W •が nd 化む r . 8roadway & 42n(i な H . Y . C . 
Tel . Bryant 0920 


I 


奥 

村 

k 


ま 巧に 新バ雜 
す ホ 御 注 1 誌 
° 御 化 父' の 
用 ホ 等を バ 
命を 化雜ブ 
願して 誌ク 

f . よけ ！* rrr ♦ 

i ピ ， い ^TN. 

V ゾ t V ノ 


新 

古 

書 

籍 

服 


The Japanese し hmtian Associa 打 on 

が 3 W . 143rd 化 お w わ rk Git ?. Te !. わ adhursf 巧が 


T . CTAKAMSmiD . 

1 巧む mb だ! 如 d お Srookl が 
Te !. C 肺 b ば Urid 巧り 


〇!•• M . MA 巧 EL , 

1 お E . け 化が .， fiew York 
(お 。 rd ゎも & Nng Place ) 


M . Yamaguchi , M . D . 
巧む aman わ e ., 

むし Lo び aine が 34 


K ； •ミ WAMOTO , m * d . 

114 W . 70 化 St . 

Tei , TVaf & Lff が 0352 


に MURRAY HILL CO . r 品. 
E な A 化ぶ 化 D けが 
Room 814 - 6 巧 20roa むは y 
Tel . わ 加 ng - Gf 飢 49 化が 81 


The Japanese Christian Inst . inc. 

お 扣 E . 5 加 化 flew Iforl (刪， Pho 阳 ，円 胤 的 52 

杳み揉 IT 夫え T すみ 


巧け をが 巧を 


± 


木 


i を曾链 A ： 宿 .ホ 眼 おが 慶巧 巧. 

! ’計眞 お 1 会が 唯; 弦 巧が 拜 風* if * 

I る 及 巧 15 、 i 合'; 會ぉ 及 雲說を 重;； 

1 ヴを觀晚己 びミぉ_蓋弟 


乘琴鱗 行 を* 巧る. タ霞 i 


巧 


會 課^^ち; 載 タ义ホ 《タ 夕と i 
貢を お W ま 入は ニ A 八 時 お 
のな 巧裘巧 時 か 持 侍 ホず 




T . KASAi 

M げ chant 
Tailor 
吹 

ItMES 8UILOINO 
む 日 泣 巧 4 
化 W Y 抓 it 

Phone 

む ) rani 38 か 


に K . Maruyama Co , 

67 W . が 化な. も Y . 

Tel . Bryani 7079 . 



CLOTHES BUILDING 

"PAR EXCELLENCE " 


Y . ITO 

巧 3 Eesi 5&d お. 

む r . L な lEi が a な ミけ.， 


Ko ム e み u ぷ o 

730 巧れ h Av «. 
Cor . 巧 か St . 
reL Oi"cle 4406 


Midori Matsumoto 
が Posf Ave . City 
Td . Lo び aine 日が 7 
Lorraine SOOO - Apt . 22 


DR . 良 LOOM DENTIST inc ， 

34th み reet Cor . N ; n が Avemi も N . Y * 

3 か hS れ eetCor •了 お rd AYemie , N . Y - 
8 む hSlre が Cor . し exingto 打 Av も, N . Y , 

1 とな h S れが t Cor . Park Avemi も N . Y . 
-BROOKLYN— 

A 仏 eo Theatre BW がぶ eKa!b" Av も at FuUon み . 

診に a il 巻 S を 


曰 化 午 察 T ぞ 技能 新を 齒 

翠時 S 星讀苗 S 5 

? lifts 
璧 t ミ I が? 谭？ 



F , 祗 E 覆 R!cf CO. 

錢 稱化學 大巧 比を 吉 
H8L 巧 化 化 Tel . Regent 7Q94 - 
8 ホ‘ Uxington 4 Park Av 的. 

を 時 八が 目 躍 生水 巧 


んし CEASA 反， M.D. 
127 Eas ! 84 化 化 ほ t 
bei. Park & Lexi 巧 ton Ares 

舅 喉 咽 鼻 再! 

間 持 察 診 
午を を巧ト 前午自 
巧 八 ま 時 六を 午自 
曰 曜 

自 午前 十 時 ま 午な 一時 


Dr. Sabro Emy, 

1035 Park Av も , 
Tel. Sacramento 7980 


DFLE： ぶ .YOS 谢 I, 

如 7 化 目 3 rd 化 
む I. Ri 化け ide 3650 


Oriental Art Studios 

124 化 34HiSi . 9pfWS お Ma 巧 Is 
Tei. Lackawanna が 巧 


JAPAN ART STUDIO 

122 E . 57 化 化 細. わ rk る Lex . む es . 
巧し PU な 8 巧 7 


MIKADO TSI[OR 

30 E . が 化 St. 

Tei. Rhineiand がが 30 



PHE げ S & 巧邮 Y 

3 Maiden Lane N. Y. 
て 細 浪鑑煞 をに# 巧 脚 J を 

類 お資區 意新最 


純 33 QI か 化 1巧 F! 浏が 

1284 Ux. & 化 . お tween お th and 8 郎が reeis, 


授敎語 英人婦 


KER 反 &MAVO 民 

1023 Third Av . 

B お 1 が & 81 な s . Tel 巧 ho 的 おが n パ 如 9 


著 お 人 本日 

P1 專 靴型 ふ 

てし 張 巧 員な!) 化に 留痕闽 
ザけ 屆日 邸は 靴ら 化 と 法寸 

运 ホを) I. 足 ホき 巧ぶ ホき 巧 


THE HOUSE OF 
QUALITY AND VALUES 


お息铁 
製を 米 
器感を 


物生イ 

—モタ 

ま 掌 I 



I な 

‘ をぃ； ご！ 端 

舆 I 曰 ま 巧 計 
器 ド お 

◎ ◎ 

カノ 巧 他を 

ラを 品 ~=*g 西 店 ニ 

御 速ノ電 9 M n 四？ を 

巧ナ 確話ィ 莫 十廉髙 
評^ち？ う glP こ ニ 憤が 


商 


力 


言！ K 

が お 


ヲ コ ナ 

巧 トク r 

^驾! 觀 


M 0 


SI 化 S IN STOCK 3K 阳 12 F W 邮 


147- 化 7 W;«nd む . 
HEW YORK CITY 
T 化 . BRUNT の 74 


房 書 西 お ♦內案 育 紐 

TheEastand-Wisi^〇k4o .-..' IiieSew ! orkT!iurisWerKice 
か 1 W 的 m 自化 化 , N. Y. に 'lilTH 侃 — か S 44 日 8 


差は A 屆 御が A 
Jb を 右け 注舊ホ 
げ潰御 致 文の 國 
まよ 注しみ 書に 
すら 义ま 第籍て 
。割にす 敏玄發 
引 お ° 速雜巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は る 


ネ社 

育 

神ぶ 5 ； 

學學風 
十± 事 

墓囊 

純 謹 
雄 所 


通年卒 A 
中聊 業を 
るかし は 
も 米 巧 •ン 
の 國ホヵ 
こめ 旣ゴ 
偉 事に 大 
じ 情廿學 
がに 五を 


ま 御 

す 懇賈通 
° 切物譯 
じ ◊ぐ 
御 其 調 
取他杳 
扱 巧 ◊ 
をで 巧 
しも 渉 



號 


十八な あ 千 


巧 


雜辦を 納 


日赌 ±】 


H 十 バ八年 四が 昭 【ニ】 




■" ぶ ‘ ぶ。 占 ^ 。 A? 



舞踏？ を 

►社を ダン ゴ A ; 
V 表情 咏械今 

を 

執 十 か"', 巧 十 

シャリフ •ダ 

ング 邮雜學 校主ぶ 
ト-衫 


諸宾 t 


本 

人 

ま 

替 

お 

修 

道 

會 


巧 巧說な (日) ん持 
日 谣# 校 (日 ご 一が 半 
をを 集ち (水) 八が 

Is (さ 八が 

辅人會 
謀 巧を 

牺 11 ¥1 

を おを、 巧 易た を 
* 業 巧を、 をの 化 
人事の 巧 相 获じ度 
じまず り 


福 

午を 一二 時よ b 六 時 

日 鴨は 前約 接 願 お 

ド* i ザ 

窩 を 载參 


埋髮巧 韻 I 

同 經營と 年間 日本人 諸が の处髮 
の經驗 あら。 ジ で ス アパア 

西 六十 五 了 目 S 一 燕 踊 


診察 

i 午 的 十 時 — 】 時 i 
I 午後の 辟— 八 巧 一 
H 賴ホ前 十 時 — 正午 I 
を 性 慢性 巧 女 巧 患、 巧 
府 病、 細 液檢査 
I タザの 經驗を 行し 日本 
人 じは 特に 親切 じ 治 旗 
す 

健康 談斷ニ 巧 

ドク ト八 

メイが 瓜 


日、 木随 午を 九 時 1 十】 時 

紐脊 柔道 俱樂部 

西な 下 过 一 八を 




診 擦 

午前 十 時 ょら 十二 
が、 午後 六 時ょ 6 
八 時、 H 幡は 前約 
願 上 巧 

ドク ト八 

山 ロニ 一之助 


診察 時 牌 

午き 時化 ニ 時 
午を と 時 n 八が 
愛知 皆 學± 

": 巖本遠 一 

古を 比 巧大學 をび 
ダ ラン 巧 お数が 
肖麗は 前の 巧 上 お 


D 

亂 n 

™fi 

L B i 

G 化が 

o パ I 刚 

o mu 

な M h 

N2 


診察 時 閒‘ 

午廚化 時； 十脖 
ザを 六 時！ 八 時 

バ： 小 栗 幹 ご 一 

なき ホフ， 7— 病 お 
蘇盘 巧お院 おみ 

武お コン バラン*- 

病院 錫を 


稅臟 事務 

東洋を 化が じを 化 巧 
の感 おん ホ 法に 踞す 
する 一切の 御 諮 巧 じ 
應 じが 道療船 貨賴運 
赁及ぉ 帆表稅 縣手績 
書 等 進呈す。 ま お 都 
巧 じ化理 巧を 巧し 誠 
貴を 速 お 巧み じ應や 

保 驗あ扱 


ム r をを じが 制なん か 無用で 
す、 巧孽化 巧で よろしい、 
なの 統制す るのは 資本を ご 
勞働 者の 關係ピ けです よ』 


尋れ 人. 

{宮城 縣) 大禄武 雄 •(潭 知縣) お 
野を S が (德 な縣) 糸 旧 川离義 
(山 ロ縣) 德煩猪 S 郞 .(腐 島縣) 
松 本な 暑 (宮 が 縣} ホ 島盧親 
(か 歌 山縣) 化 本年 ま (鹿を 島 
縣 } 國上時 変 ま 岡を 記 (長 
惊縣) 化 旧 巧激ま ニ 晒 岡 縣ご一 
又 伊 巧 关大塚 サダ メハ 巧知 腐) 
長崎徳 一を 旧 幸 一二郎 (大陛 ホ} 
西 ホ 源 おが (を 庫縣) 藤 木薑八 
(福 岡縣) ホ 巧な 遣 前が 育大學 
學生八 木 郡 平， (齊お 縣} 巧ヶ .原 
豊 S 郞 {熊ぶ 縣) 西 本义藏 
(神 奈川縣 ) 稻 繁明杳 
右の まじ 通 お 致 巧き 溝を 么 
娱魄 本人 若 （は 知人ょ b 黑 
化 巧 お 通 か 願主 嵌 

紐 育 帝國纔 領事館 

1 寅 8 r 苦を ちす 三 ork Ci ニ 


^ パ M 自 午 お 九 時 n 十 こ 時 
.げ n が吕 午を 一時 ns 時 

が ^ W 火 曝み， が 一、 が 非 六 持 

’タ がん はへ キシヤ 1 フ T 
7 . - ン デ— ン。 ンク リニ 

M ブクじ お 勤 

」0 巧ち 左 « OOC 巧 ご M . ロ- 
ニ； を呈 h sf.f 一 ミ 
ぎ吉ミ side 3573 : ch を 5 妄虽 

みみ^ ネお 丸を！ そ 巧-時 
碧ギを ハ 時！ 午を 化 持 
H お ネ酌九 持！ 午を 四時 

ドクト^ 小 栗乘ま 


か 論 rrt . il . お 巧 十 H 巧 巧 

雜お 1 1 が十佈 

1057 1 st Ave . Ne 三 ミニ さ 

稅 關事錄 取扱 

WILLIAM 广ま活 & Go. 

R 呂ョ苗 かごの roaii 宝 さ 置 y 

ぎぎ - Vling-Gaes ち 04-5 -B 


蠻 ザ 洋服 店 
丸み 泮懸 蘭會 


睡凹 十六 了 目 六十 お番 
電話 プライア ントと 0 と 丸 


東 五十一 ニ 了 目 

•ミミ 

が 藤 
洋服 巧 

^ ラ g な ： ci 


第五 街と Ho 

へ クシ ヤ— 

ピ八ザ ング巧 

小 池 寫眞舘 

電話 サ！ ク か， 

四 四 0 丄ハ 


弊店は 實質誠 怠 班を ホ義の 
基に 御 ±產 物 一 ま卸資 値段 
で販賛 致し. ょす タ ホに 巧は 
ら中 御用 命 仰 か T さい 主せ 
◎歐 米を 權時 討。 赏時お 一 ま 
◎寶石 貴を 透。 銀製 器具 一 ま 
◎を 裸 萬 年 筆。 を 銀製 鉛筆 
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東京 電燈株 四 セ •九 0 圓 乂 を 
大 H 本 製糖 巧 六 六 •とお 圓 一 劇 
壬す 製紙が 一 01ニ •五 OM 一割 五を 
巧 京 龙斯株 五^ •五 0 圓 化 巧 

內か 證券 狗 投資の 御 括 談に應 す。 タ少 じ不拘 御用 命 願 上 か。 

戰村 證券 株式 會社 

ジ 一. Rec ミ i 養 


有利 且つ 有望なる 

ホキシ ヘラー 認廊 會株武 募集 

現下 巧き 詰よ つて おる 皆が 円本 人 社 貪い 事業を 展 、颊巧 お 
打開の 急 おを 痛 威す るが， 胞の眞 骑目リ るを 量を 促 •かずべ さ絕 
好の せ 料を をに 提供 致 L ます。 を 巧が 留 U 本 A が 補々 むが 事 
業 じ 投賣し 或は 曾 社を 谢 織し 或は 共 鬧經營 を 試みて 失敗した 
のは 自 むの 巧 おが ホ越巿 煤の 嬰 ホず る價飽 ぁらや 否やを 精を 
に 吟味せ や、 無經驗 ちがが 勇を がつ て其路 VJ ぶ 策と を 誤. まつ 
た 結 あで あ b まず。 

乍が ォキシ ヘラ I の 姑き が 巧 要 索の 充實 せる 巧 おを 提供し 
て化乂 をを 國 おび 加を 太の 乂剧の 人口を 有する あ 部 米 段に が 
ける かお 5 需 裳を 喚起 すれば 成功を 期待し 得る のは 必然の こ 
ご！ 確信 致ます。 

ォキシ ヘラー は旣じ 十八が の ホを わる 匿を を おし、 內か十 
幾での 愛用 おを をす る 鴨 威 ぁる 物哪的 治療 器で ぁら 健康 增進 
器で わ 6、 倩 用 ぁるを の】 ホ贩 わで ぁるから 製造 上の 巧 力は 
確が されて 居 b 、 互つ 器械な ものが 永久 巧の もので 英獨锁 支 
を 図の 薄 貴 巧 許權を 得て 居らます か-' っ眞 憤の 競爭 はぁり 得 ま 
せん。 随 てサプ スタン チ ユア かの 利 盆が 留 主れ ます。 

當曾 化け デ ラゥエ ャ州嚴 巧の 株式を 社で 優先 炼 ( 年 八み ) A 
鞭 普通株、 B 級 普通株を ニ 巧 株 合計 六 巧 採の 巧先づ 凹みめ 一 
丈け を 質 b おず、 と ご P よ 0 ましたから 投資を 绍 まる} ホな あ 話 
又は 信 普で 御 照會わ b か第當 社々 封 能 ぉ 詳細 巧祉の 組織、 事 
業 等を 御 說明中 上よ す。 

鱗 ホキシ ヘラ.— 販 賣商會 

商 木 ダ - ンゥォ 1 八 ド 商會み 高木 光次 郞 
巧を Floor, 化 W West だ rd S す eet" C す， 
Trel- clT*asercy 4 - 4 T 4 


Sr - ...if 


公債の 償還に 着手 

特別 貪 計の 緊縮ぶ 千ぶ 百方 圓 

ま 京 特巧セ 日發— 欧 おの 特 則を 計繫滿 巧は 五モ 五な々 网じ 
巧を したが 井上 おかは が 憤ぶ をを を おお 煤 じが 巧せ や、 を 憤 化 
還に 哲キ するど 一 旨 明して 注 肖を なきつ、 ぁるが、 償 巧ぶ ぶか 差 
當 bH 千 巧 5： 梢 度で あらう ど。 

新み 隅の 十 大政 綱に 脚ず る毁 ど、 ぶ 年度の 降 巧が 齒 の、 巧 取 
明 おの おと 巧 中 r 固 巧が をの ホ 额は每 年 約 千 お 百 I 二十で マ ク 
を じこれ を 巧 加す るの 义 針』 を (もとな S 十万 旧 一で あつじが、 


な 巧して 居る か、 これ じ觸 しが 
ih 藏相 S 說明 じよる ご 現が 法 お 
一一、 厨 潰 糖 巧 基を 特 がを 計 法) じ ぉ 
いてが 巧 獲を へのを 牵 （り 入の 
-かゴ r 刀 かめ だ 十六を 下らざる 
'额」 ごわら 义が 余を く b 入れの 
を も 『のみの 一な 上』 ご あるが 

從 來の資 例に よもと、 お 
ホ if 为か のな 十六』 わよ び 『四 
_ をの】』 な 上を <ら 入れた 例は 

いが、 昭か五 年度 W 降 じ わい 
ては、 助 政 余裕の ゆるす かぎ b 
'寅 睹<ら 入れ 率を 增加 する ホ 針 
I である、 i た ドィツ 赔 お金 じつ 
I いては 前 巧閣化 化に をの 化を じ 
i 賊卞る 計 蜜は、 定められて ゐた 
が、 新內 隅では 巧 讚を じな 正 法 
律 まを 提出して 昭和 五 年 巧 《 降 
はお おを の 

を 額 を ば 上述のを 牵<ら 
入れ わよ ぴ剩 余を くら 入れな か 
じ おがぶ を 中、- <6 A れ るぶ 針 
である、 しかして ム赔 償を のを 
額 じついて は 化 巧の 即爵 じよる 


先般 バリで 賴 かれた 赔沿會 溝の 
おお 千 一二 だ 六十 巧 マグク (約 六 
ち I 二十み 圆〕 じ 巧 額され る こご 
になった、 な-^の如（でぁるか 
ら 明年-五 年度の が 憤 基を < ら乂 
れを 額は 一本 年度 首め における 
圃馈總 額を 假 b じ 六十 燈阳ど 則 
をして) 

定率く b 入れ 額が々 < ど 
も 約と 千万 圓 ドィツ 賠償金 （ら 
入れ 額 六な I 二十 巧瞄 おょび 刹を 
金く ち乂額 (昭和 S が 度の 剰み 
をを 約 四千 万 阳ご 推算して) か 
々< どら か' 一千 万 旧を 計 八 千 ホ 
百 一二 十で S ： の h じ 上る わけで、 
これに 勒し 巧规を 償のを 巧 額は 
前內閣 の計密 じょる 一殺會 計の 
かは 皆無 ごし 惦别會 計のを け々 
< とも ザが される 結果 わづ かに 
五 千 五な ぶ 十万 圓 0 下 f なる か 
ら 、結局 五 年度に おいては ご 一千 
巧圆 W 上の 償 邁超遇 ど U る 計算' 
である VJ 。 


著しくが 轉 した 

; 對外賓 易 

■外務 义お發 、六 H 首 
藤 巧 お嘗記 官受带 

窗 の贸 易は おお 一億 八 

千 八が 方圆 、ぉ 超 ニで ニ も万圓 
前が！ f 巧 じ 民し 六侣 巧に てを 引 
入超 裝計ニ お 六 干 巧 脚、 輸 おは 
生糸、 綿織物、 雜 詰を 料な、 メ 
' y 卞 J 製な 著る しく 增 加し、 協 
入は 棉 化、 木せ、 が 糖、 羊毛、 
毛織 糸 城々 I 、 鐵 、盈 類、 显拍 
は增 加して 居る、 ト-半 助 巧-を 题 
別踰 ホ 额け對 乂脚慮 一千と. ，り々 


解禁 準備に オ盾 

: まま 特電 八日 發 n 閒 巧整现 
j で 通 巧 膨販は 必然的 だか ホ 上 
藏 化は 節約の 外の 物 化： トを巧 
- を 謀 じ おら や 解 雜が備 ホ屉 
- とされて 睛る 0 

: MMMMnHMMMMM— ' un rr-r- :i. 

: ぉ 超 ニで s な 巧、 巧 ま ニ お 六 千 
四百 义 、化 超 五 千万、 斯 ちが 化 
千 S がす、 A お八 千-五.， り 力、 對 
.南 巧- モ 化',::: 巧、 入 おの i ： 巧 山 

余一庶 みけ 观 節を を 谎ぉ一 

巡 じ 巧 化 コ ー ^ 。 ！ ン なが 
も 数が し、 巧 まは みが S 緊縮 化 
ぷ 、ながが A か魄 明は 諸 巧-時 
慘を せろ も 人な をが きどぶ じが 
; を ひ 本年度 一般 食 計 お 巧 おを 搜 
额 十六は 八 千 ニが 力、. 壤 化總额 
; 約 乂千ぷ なる、 が おがけ 爲 
替が煤 ご 物な 删 をを 眺め 綿糸、 
を 糸 进渐义 化に 洛 込み、 湖み 天 
巧 順な 5 ため】 时慘緣 せる も枯 
なしが 械 、おかが 外 高に お 巧、 
;械 を 奥地 もの 化 ドげ じ斯 巧混沛 
j の おで わるが 


♦ > 


爲# 引續き 昂騰 L 、 巧 末 
正を 建値 四十 六 弗 四を の 一 じ 引 
上げ 先れ き 强調寅 構えられ 居る 
も、 大 みは 順調 じして 繁ち紛 巧 
の內 地綴濟 ホ'. 對 する 影 蠻願ま 
ならざる も、 支那が 地排 H 貨最 
巧 著し'.' 緩 かし 對ち礙 巧は 漸增 
の 見込みで わる。 

對 支那 寶易 

露 支 紛爭の 影響 

幾み 緩 かされい かじ 傅 へられ 
て 居た、 繁ホ 間の 閣巧紛 難は 支 
那の巧 露 回答が。 シア 侧の容 る 
る どころ ご i ;* ら す、 證國は 遂に 
對ミ 段を 斷絕 を實 言ず るに まつ 
た、 これが 巧が 輕じ 節ず 影邀" 
兩 瞬間の おず が おして いづれ の 
巧 巧まで 進展す る や 巧 やじょ つ 
てを 違を 生 中る であらぅ が 差 1 
當た 6 

排日 運動 の 緩 かさる I j 

I べき： 一 疑 ひろき どころ で、。 シ 
一 アど事 V 構へ つ t なほ 排 H を繼 
: 結ず る じが A で 不可能 じ纔 し、 
化つ て 巧が おち 貿 為け 一段の 巧 
i 調を みすべ < 期诏 される、 尤も 
峭戰 ども なれば 一 时め支 抓を ホ 
ー战 Q A 氣方 巧す る こご ある や も 
測らい。 いが、 や：^ ては 巧が 綿 
巧絲 ホが 糖、 おが 等の 巧資 
がきを ホす であらぅ こどは を 業 
をの ひどし く谋 想す るピ ころで 
時に 綿 ホが 中、 化 支那 ホ おじ 取 
引を'..:: する 向きは 巧く も 巧氣づ 
いてが る、 つぎに を 巧の が彭嚮 
を 受< る" 巧 だ 

歡運界 じして 滿洲方 

面の 對跌 拥愉 ホな は、 こご ご ど 
く 滿阴が 山 乂迪极 出し ご。 るべ 



< 、滿 おのち 物收入 数ち 化 ホに 
大述 が换の 航路は 異常の 活躍を 
ホす U お 像 じ 錐 （ない、 現-し 十 
八日の 株式が 瑞じ おいて 後 お H 
本 郵船 f 大阪巧 断 £ がを 丈を 本 
した ごごき は、 これを 見越した 
人 巧の 反映と 見て 差 支へ なく、 
紛 ずが 永趙 すろ ほど 好影響を ず 
くる 譯 でもる、。 ほ 

軍需品 類 の 對ま輸 ホは 

旺盛を 械 い' べき..，、 あらぅ が、 對 
あ徐 出は 假 ちじ 注义が あつても 
なおの 化 証な きかぎ b 當 業を が 
これ じ應 やる 勇氣 なかるべく、 
この 力 面の 期待は ぞくを つなぎ 
得まい ミい はれて ゐ る、 嬰す る 
じ 露 そ 問の 國巧颜 絶は 巧が 國じ 
ご b ては 巧して 悲觀 すべきせ 巧 
でな < 、對支 貿易なら びじ 海運 
界ピ V 一 b ては 非常の 好が 巧 ど 見 
る 向が ぞい。 

n — ル巿 おじ 

日本の 遊資 

爲替 次第で 實現 

東京 特電 八日 薄：：：： 對ホ 爲替が 
今一 息 高く むれば 遊資に 惯ぃ日 
本のを 融萊 者は ァメリヵの コ ー 
八 巧 踢じ貸 ホし を 始める 模 棟が 
頗る 濃晤 である。 

註。 昨今 當地 おおの 叫 爲替相 

度は 左の 如し， 

テ マンド グ！ フ八ス ， 

八 H 四 六* 化 0 四 六 •化 五 
セ ロのと •00 巧と •0 ホ 
六日 W 六 •八と 四 六 •九 S 
一日 四 六 •立 0 巧 六 •五六 

運賃 安て 不景氣 

を 京 特電 九日 壌 H お浑 をは 逮 
賃 まどお 荷 薄 どのた めじ 漸 ホす 
巧を 呈し旣 じ 巧 船が 現 はれた。 

緊縮. 一億 五 千で 

ま 京 特電 九日 發 n 1 般會 計、 
時が 食 計の 緊縮 總 額は 一億 四千 
八な H 十九 巧ぶ 千の ごな つた。 

鐵關稅 ぉ 上 運動 

東京 特電 九日 缀 n が 細 焼の 引 
上げ 運動， じ 猛烈 化して ホた。 

妙 糖巿壤 一を 也 

ま 京 特電 八日 發 N ジャバ 糖の 
输 入， し 消盤稅 のた めが をは やが 
糖 あ 場は】 女必 して ゐ る。 

电と锭 話 

事 策み^ 

算盤を はずず か 

◊當 地で 東が 社 償を 起して 歸 
钥 したお 巧 電力の 松 永 君带カ 
統制の 本を だけ じ 歐 米を 励を 旧 
つて おんじ 競ず 絕お否 訟の統 測 
論を ふ. 〇 ょはし じらしい。 

◊元 ホ かぉ 國仕么 の 統制 論 だ 

け じフ ー ゲァ- — や ミッ チェ 八が 
共 巧し じごの 御吹聽 もつ ごも 
であるか、 流 巧 じな 傑 ムッ ソリ 
ニの 電力 統制な 見には たも まも 
タ デ-.^ だつ たらしい、 松 永 お 
の 話を をの ま/' 御紹 かする 

化 『谁カ 統制を ごぅちへ まず』 

ム r 巧へ てゐ まかん』 

化 r 事 巧ち がを ろばんを はづ 
して 躲巧 する のをい： ご 思 
ひます かネ』 

ム 『 ‘i が 菜を がを るばん を。 

づ します かネ』 

— 化 『 』 


巧 巧を 年 巧 あの W ホ 

0 本人 靑年會 

W W . 黄 さ 苗. ブ Ulark まこ 244 


I B 本 理髮舘 I 。 

西妈十 S 了 目 肖 蕃地 ニ 巧 お 室 号 
一二 階 (巧み 街に 近し} 


♦含籍 ♦雜誌 ♦新閉 
が凳 塞を 銷 

執を 午 辭九時 1 ら 午後を 時を 

纔脊罔 本人 薦 

ブロー ドゥ ゴ ィーと と 五 
電 f ^ ^ I 00 と 0 
話す I クタ 1 00 と- 


Wing H お g 
お 00 が wa も N.Y . 巧 わ 
Tel. Uu’ けが s けバ 587 


City Hall Tea Gaurden 

170 Nas 化 u な . C.Uy 
N •が to 江 e Tr 化 une Bidg 
Loo Lin Manager 


TOYO ItWAN 

41 に 19 化 Sl 

お BV け 4 が h む も 
Tel. i! が 叫 urn 8 巧 8 



TAIYO 


148 Wesi 巧 も 化 

T ミ k Tufaig が 的 巧 


SUN HANG FA 民 

2 巧 O-Ubll 巧 . お }. 1 巧托 4 127 化な s. 

む L H 画 巧 色 nl がが 


ま ゥ ± 看 巧 博 昔 云 T で 巧麗腐 
す マ、 上 ホし じへ 目 第 埋君前 本 
。ィ 日ま繁 ては ばのと をめ を 壌 
、巧す々 居 約 直 チ お ま 增巧巧 
をは。 御 まるぐ ャの 上がつ 理 
巧 銭 そず 程日プ 唐げ じで 人 
が 頭 ホ •好 本 スニま 適日跌 
を、 の 評人ィ 十す 卞本廉 
4 ン程 を 諸£ 六の る 人が 


新！ 

巧！ 

巧 



巧 六 巧 

己 目 T 巧 十 旧 
冉 を 了 五十 旧 


S . KUWAYAMAGO . 

114 E. 59 比 化 — 
New York City 

Phone， Ifoiunteer gjgj 


KIN 8 Y 0 & PET SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFISH 友 BIRDS 

r 〇 

動 其 力を 
物^ 十 種 

一 鳥リ金 
切 接ャ魚 


LOTUS ROYAL 

CHQPSUE? R 巧な UMNT 
がけ W. り 6 TH 巧 . 

IE し Universiiy 5448 



お Fast 视 h 化が t 

W. Uxingkm 57 の 


IKUINE 

Hotel & 民 e が aurant 

313 壯 88 化な . わ w む rk 
Tei. Sckijfiw 7822 

む舶 A が 巧な IX 削 E 



oMiyAXo, 

340 W. 58 比 St. 


Telephone: 
Columbu, 8 微 2 


( 媪 H • 水) 司壽お 


DARUMA 

11 が •< 触む e. 
TsI. わ 巧 n け 巧 8 


44 W. 46 th St 

Tei. Ltm が 肌 64 り 


KATAG 刪 BRITS 

な 4 E ： • が沁 St 
New York City 

Tel. Wickersham の 44 
9345 9346 9347 


な 8 To か 0 Co. 

140 W . 巧 化な 
Nw む rk Cih 
Te し Tuf • 如 6 な 8 


I 

GAMP 化 LL な關 GE ! 

設瞄 整が 經費 低廉 ！ 

CaU-TRAFALGAR 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

"The Funeral Church，' Inc. j 
(NON SECTARIAN) | 

Broadway at 6 か h S 打 eet. N. Y, ! 


Kawasoye Hotel 
1 巧 Wuil 巧 nj 化 Mt. 
む !. Cathed 巧 1 9910 


御 

旅 

無 


河 


添 







ホ興樓 

挽 揃 ひの 巧理人 おを 
日本人 巧ち の嗜巧 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 一二 時を 閉店 
(宜 ホぶ T 目す ブ 
を 車 巧の 下) 


まが 巧 狸 

ホ 廳を園 

司 理人宝 巧 
お 勤の ホ じは さ 巧 
の 解 巧が じ 儲へ 巧 
聞を 席の 御用 じが 
や •へくな 閣 巧ホ枯 
す 變お引 立 巧 巧な 
が 上 解 ま 巧 申 上 お 


高等 御旅 纔 

東洋 館 . 

會應 御料 環 


御 料理 難 i 

太 陽 

寒 司每日 あ**' ます 


おを おが 中必 、爲 領事 お、 H 本 
がが 其 化が わ 乂會な 巧き 巧 巧 

を 港 J パ ホーフ パ， 

巧日本を (巧則巧ぁ6) 

街 一巧み 黄 自動 单巧出 迎申上 お 

巧 ニ呈ぎ rnia st._ San で 当己 ちブ呈 if . 


ンヤト 典*^ 

NP 旅舘 

WO 巧— 6 tb A ,< o , wo * WOSLttl タ ミ9*ザ. 

巧审巧 前を まご IT 左側 K 階 建 
か 本 巧お扣 巧が 巧 波 ロ 場 送迎 


ロス アン •セ ルス 

ホ y ン ピック 

ホテル 

ニ 7 N ジ n P を 3 Si , LS An ち 一男 - C と. 


S. 9 
n S が 
VJ h 7 

W 4 S 
J む 2 d 
5 a 1 •か 

mf 

0 が 2 H 

c u 北 

ぉ1 


日曜 巧 上 罹 じは シ 
! マィ 春 巧を 巧へ が 

支が 毫 诗蓮哥 

巧 巧 舅 弱圍 

自を酷 十一 時— ち 
ま 午前 ニ時牢 S 巧 


ず备 '燒 

あに 御が 理 



觀 餅 卸、 小寶 
を 腐 油 お 
日本 食料品 一切 

scsr ち e 巧ち 巧 Cake 广 0 • 
芸 5 さ ird A さ こ 
TeLPIala 巧 1 B 

替 ル ー ミン グ 

ニ 3 ぶ . East 睾 h Street , New If ミ k 
ジ I ち hone Re 巧 nt 21 ち 


木 田 ル 


H 、〜 


ング 


1 夏 7 3rd Ave. 呈 . 59 & 普 th Si 惡 h 
ジ一 ちす ミす 巧 nt 苦 27 

周 圍廣靜 
室 巧淸潔 


邦人 クラブ 


自曲寧 


58 ジ nds St . ず 00 享 .三- 
ぎ 夏 n 思 之な 

A 淸 巧、 親が、 氣樂リ 吉德マ 

.勢 州鑛 

i が 勞 事を 久頤榮 が 
一 225 f 5 窒一 stit 
Teh Re 留 nt 芭基 


.巧 疆旅鶴 

緒 ま 化 田ネ七 
薑 i で己 1 晋 St 養 t - ぎぎ y 養き こぎ 


力 旅 おなめ 

を 國 旅館 S 

1 1 ま 辛 辜 h st.Kelork 
一 _ Tei . Su ミ 苦 hai 86 ち 


齡 臂旅鑛 1 

- 泉 妈十了 旨ニ妈 二を 
\ ぎ Galedcnia 夏 之 


がづ トン ホ 

|留± 旅舘大 浦ホ碌 

45 生 ミ 夏 ster Si •す纪 き 至篇产 

l | e ニ. 票 

鲁鄉 旅館 

i 桑山淸 五郎 

9 th 資. P 至を elphia す. 
だ ゴ 


妄^を uth 9 ti 
を . £ 量 


日本 食料品 頰 ぶび 雜貨 類が 小資 
ホ么ま 大賣搁 桑 山廊會 
新刊書 籍雜誌 小觀物 日用品 各種 


ザ 上 金魚 巧 

ニ 98 巧妄 Ave., NS 一 ork 登 . 
す i Circle ち篇 


お 


威 巧の 秘熟 

米國 を类 語を 語す 事 
比 成功の 第一義です 
本校には 巧 本人を 授 
じ 慣れた 存巧 婦人 お 
師 あら 懲切じ 會語通 
信を 社を 語を を授し 
まず。 日 駆 遇 曰 おじ 
午前 九 時よ b 午を 十 
時 主で 龍 巧し 一ンツ 
スンと 十 お鄉づ i 
ネ H 廣も 一し ホ 校 あれ 


B 

巧 to 

8 叫 

.が， 柳 


新 鑛辕か 一頓 

B 本人 おきの ま魚澤 化 お > 揃へ 
持 列な 沼で 大慰强 致しまず 

サゲぇ チ 魚を 

夏 呂 ま 笠 - F1 基 A 音 0VS1 里 互 A 男 ET 
接 0 W 夏 三 Isi S す 墨 coir A 夏 tenli Ave_ 
Tel. G 己一 一貞 buw 9 "! だ 


大勉强 

特ま デン ナ； 
洋ホ 六十 化 
支那 ま と 十 化 
宴 會 

洋式 車ぶ 仙 0 上 
支那を 一典 0 上 

11 

•シュウ マイ 春 捲. 

儀 頭、 出、 a 曜 
♦宴會 用 別間 新設 


搜 の蒲烧 わ'、 •しい 郷お 

會席御 料理 

壽 食は 末廣へ 

叮巧巧 巧 巧 巧 大巧 巧 


截煮 孤に 御旅 舘 

生 稻を巧 

な 育 ホ 苗 八十 八 T を H ニニ 
巧 霞 ス 々イブ ー と 凡 ニニ 



御料 狸- 

が じず き燒 


紐 育 惟一の 日本 百貨店 

巧 桐 兄弟 商會 

スマ ド W •プ 《 ダク ブ 一ず お責元 


日本食 巧 品 

日本 雜巧巧 
—巧雜 を 


おタ九 時を 巧柔 
メ 1, r ドンブ 〔年 一 ホ'! 

東京 巧會 


ランク 巧‘々 まず 


2 
L 9 

S 巧 


n 化 

化 M CH り 
哦：閒 

J れ巧 M 


— 酱油靈 露 響 自ホ 

日棄 ii 食 巧 贏 iiS 雑 4聽 

巧 田な 浊巧 ホを せ 東 巧 一手 K 巧 巧 

曰 本 食 巧 品廝會 


コ 。 ン ビャ 大學 

日本人 學 友磯會 

The おち ミち 沒 ud 呈す anti sij 
of Colu ョ bia 量 ち rs さ 
4 爸电 .121st St. Je 宝 York, NJ’ 

を. 夏— n ニ薑 

「日米 大學 々窓」 發巧 

ゴ1こ3 ミミ se A ヨミ ica 。 中ヨま rsity 宫 art ミ ly 



花 かるた 


はも-^ の 遊び 
方を 英义で ホ 國人じ 能く わかる 
やう 簡單 明瞭に 說 巧した もの が 
お ホました。 巧を 目み 進呈 致し 
ます、 御覽 下さい。 

MKU 置 YA 置呈 > 114 ご 害 苗. 亞ぞ 


0 巧 話 プライア ント 

f 一 を ま ぶ八蟲。 を ま 

旁' r 了 If ニ 3 一！^ 

诗 が吁 3 萄 

ここ 紐 脊巧西 四十 四 T 目 
哇 ニニー 二八を ニ 庭) 
吾备 晋呈 E 呈こ童 GY 

ニ ご ニ ま es 三ち 了ぎ N. Y.C. 

ぎす an ニ 873 


み 面目なる ホ 巧 同胞に 巧 » 
なる if 梁を 巧を す 

宮が 事^ 

お 育 巧 西 四十 ニ 了 目 良 ホ 一 涛 
£ プ， ，？： 疑韓 


世界を 拠ろ ツ 3 ペリン 〔下】 

前人未踏の 空 征服 

シベリアの 原野 がら 太 ザが 橫斷 

露 支 W 紛爭て か路も 多少 變 更か 


、サィべ リアの 巧 野 ごいへ ばア 
メリ 力 本 ± ょら も廣 いが、 今回 
のゼ ェペ リン 火 飛 巧 じ 際して 船 
を ェツ クナ I 巧 か糜を 

期待 して おる ものは、 今 
から 數年 前、 巨 火 U 暇み の壓を 
で 烏 おじ 歸 しだ ご 云は むる 化シ 
ベリアの 大お林 惨害の 晚 ど、 を 
の 附近み 氣流硏 巧 じ をら こ 云は 
れて おる. か、 而 かも 巧る ホ 開の 
地で 巧 一を 動機 じな 陈 でもを じ 
ては をれ こを 今 凹の 粥 巧 か留晚 
になる ご！^ ふので、 恐らく シべ 
すア @ 道 線を 目檐 じして を 回す 
るで あらぅ ご 云 はれて 居る、 を 
こで •'會 社では 劍路を お 巧して シ 
ベリア じから バ キヵ^ 湖と 搪由 
して 掛道 線に おひ 更らじ 街栄じ 
を-’、 満洲、 朝が を經て 日本に 
赴く こど じい* つて 居た が、 人 も 
知る 如く 昨今が 讲し 於る。 シア 
ど 支那' 5 祗 雲. かなを 吿げ ，ロシ 
ア みが 除 も か當じ 動いて 居る 巧 
から 勞 農の 巧は 軍事上の ホ おか 
らバ斗 力 < 測 や滿洲 の 飛行を 

己 心 避して 居る 化で をる か 
ら 、恐らく ツエべ リン おは チヤ 
ンか 脈を 南に ィが クーツ クじ乂 
b .、 裝古じ 化で、 有名な ゴビの 
か漠を 腿- トじ しつ/' おら じ 南し 
て 支那の 舊挪化 ホを 過ぎ、 こ、 
からまへ おがし 本 おぶ 巡ぎ 
霞 ヶ滿の お 軍 おを 複へ 着陸ず る 
こご じ；： > る であら' っ、 霞 ヶ滞筋 
空 填 じは 舊 トキ ツの ツユ ペリン 
格納庫が あ b 、 H 本 おお も 今 固 
の 大飛巧 じ 同情の 意を 表明して 
この あ納 庫を 提供した ので ある 
今回の 大飛巧 じを 大の資 をを 支 
出して 盾る ' J i ストの 巧 おは、 
日本が 巧 打を せの ためじ 渡 日し 
當 時の 海軍大臣で あつた 岡田大 
將 をの 他 解 軍のを 路ど 袖々 を 渉 
したが、 氏 も H 本の 

巧 意 じは ホ 常に 威 謝し、 
霞グ 浦み 格納庫は 接さ じ 於て 機 
ホを 媛 じ 化 巧し 得る が、 をれ で 

余裕は 僅か じ互时 、高さは ゎ 
ず かに 十八 时お 巧な ので 人力で 
巷 陸せ しめる こどは ホ 常に 巧雞 
だ ごい ふので、 H 本が 軍當 局で 
では 麻 もじ このず 化を 補 ふため 
にン ー グを 巧設 ずる ごい ふ好惹 
をみ した 位 ひで ゎる、 ツエ ぺブ 
ン會 化では この 件 ま 巧技 师 力— 
分 •ビユ ー ^ 氏を 波 遣して お 動 
磯の 補充を 準備 する 外、 ア メリ 
々ン •力 ー ボン 皆 肺ら が 料 や々 
スのお 給を 許つ て 居る、 フン ド 
リツ ヒシ ー フェンから 東京 主で 

のをを 巧 おは 六 千 お 巧 哪でネ ま 
でに。 いお. 距離 飛 だで あるが、 
をの 次ぎ じ ホ るら はこれ 亦 

前人 未踏の よず ホ 横斷で 

をる* 挪 ♦り 處ヶ浦 か.' っ 曰 1 サン 
ゼ クスが マ ィンスが む 填までの 

距離 近 千 五な 叫の 征 をで、 組ケ 

を 出で I かむ. 4- 柬 ニ、 アリ ュ 
シアンが 島から ニ.，：： 雌の 附巧じ 


到り、 それよ らゲ キク ト リア、 
シア トグ 、横 渡の 激册 々路を 目 
機 どす ベ （、おし ツよぺ ブンか 
シ アトみ ホ^ 上を に 現 はれて が 
じ 霧の 必 配が むい ごすれば、 化 
づ シアト^ ホ 上を を 回して 巧び 
が路じ 入' 0、 サンフランシスコ 
オ- — クラン ド、 バ 1 クレ* — 等を 


通過ず-ベ < 、出來 得 るれ じ サン 
グ ー キス、 オビ'' ポ附 巧の 户| 
スト 氏に 上を^ら 敬 怠を 裝 すべ 
く、 ロ— サン ゼ作ス 巧には 四十 
八 時間 滞. 化して 燃料の 供給を を 
け 巧ら に 

I じ レ' ~ キ^ I ストへ 
飛ぶ 答' L 、 巧路 は先づ 王み パツ 
を 過ぎ、 を S をは 氣流巧 第で 臨 
機應 獲の 處 置を どるが、 思ら < 
ドキツ 人のを い 聖火 キ 、シカゴ 
S グウ オ ー モーを 訪問し、 更ら 
じ 首都 7 シン トンを 經 ホして レ 
— キ — ス ト じ歸着す る こ と ミ 
。るで あらう 0 


潛 ろが 如く 歐洲へ 

ツ五 ペリン 化號 木曜 早燒 m 發 


九十 四 $ 描 余で ドキッ から 飛 
んで來 む 化を 一周の 飛行船 ッエ 

ぺブ N 号け、 レ！ 年；' 1 义トの 

格納 渾じ乂 つて 巧が 僅かに HH 
目く いふ 木曜 B 

早麟 午前 零 牌 四十を に 巧 
び 歐谢の 旅に よつ わ、 これょ b 
髮きッ エベ リン 伯號 が着糾 《 ホ 
機体の 參觀 をけ 一 H 優に 五 万人 
に 達し、 お 軍 格納庫の 張 番もタ 
化を 随 めて 居 だが、 當 U はを 赔 
のお谐 ごい ふじ も おらず、 特別 
巧を で ニユョ ー ク から 昆 送らに 
來 たまを を算 すれば 優に 二で 人 
どい ふ 群集 t あつた、 當地 1 り 
の 粟 客は 二十 二人 ミい ふ ぞ駭で 
をの 中には 急な 巧 用で 歐 測 ' 巧 

く 者、 レ*- — キ八 . — ストから レ— 

ネ '一 ー ストへ、 短 時 U に 化 巧を 
i 巧す ベ （化 千 巧の 旅餐を 投じ 
わな 巧 長 巧、 パ ー スト 系 巧 聞の 
ため 執 拳す ベを 

兩極 探 險をピ してを 名な 


練習 艦隊の 

取航 


I iJLJL 


十り 西日 i 確定 

淺 間' 磐 手の ニが が 艦ょ 6 お 
を 帝圃練 溶鑑隊 はホノ グルょ ち 
ニ 千 四 円 狸の 航程を 終えて 一二 H 
正午 殷 々じる 禮循を 換裡に シア 
ト八巧 じ 巧 猫し ねが、 五 ジネツ 
ト灣お 岸は 歡迎の H 米 官民に 埋 
めら れ てを 前の 盛 觀を呈 した、 
乘化員 一 厨元氣 頗る 駐盛 じして 


良家の 息子 强盜 

東京 特電 セ日發 N あ 化軍大 
尉 矢 吹が 太郞 息子 必！ ぶ 松 江 
聯除 二等 卒 でを るが 一同 僚 ど 
ホ じ 强盜の 目的で 營 をを 脫巧 
したが 捕縛 3 れ た。 


で 六な のトホ 中幅 病者涅 々十- 
二 人 あるの み じして、 衛生 狀態 
良 巧で あら ン アト にがけ る激 
巧 K る 同胞の 獻迎 をを けと 日 お 
鋪 タコマを 訪問し、 本日 おらに 
晚香坡 じ 化 上 L 巧 お H 解攪 十六 
H を 渚に 入る 读定 であるが、 紐 
育に めける 歓迎 曾を を 員 曾は 見 
學 部を 除き 順み 開催 さ む、 词部 
よ 巧 會證も あ々 十二 H 巧戲 かる 
ベ：' 上 11 H 開催 r る總な 部を 
員を にがてを 部を 貴 食の 帮吿を 
おおしおら じ 大体の 巧を せを 了 
する 由で をる。 尙ほ 去る と H だ 


ゥキ八 キン ズ氏 等が 婚 >、 を 新 
聞邮 の寫眞 お、 活動 寫眞隊 、ト 
!キー 班 等は 盛ん じ マグネ シユ 
1 ムを發 火して、 これ 等 旅客の 
撮影に 化しい、 こいょ b 囊き秘 
長 室 じこの 偉大な 空 S 征服を 五 
ックナ ー 博 ± を訪 へば 氏は か < 
記を を迦 へて 曰く 『今闽 の 日本 
訪問は 化 達が 最も 期待 3 る渝快 
な 旅で ぁ b 、 なって、 日本が 軍 
當 巧. 幻 表明され た 深甚 •。る 御 同 
懦ご御 後援は 威激 のま b じ堪惡 
ません、 H みへ 巧 つても 旣じ搜 
が 散つ た 後で わる ことは おごし 
て 甚だ 殘 念です が、 ド キッ人 じ 
親しみの 深い H 本に 親しく 接す 
る こご*」 切め ての 必 慰みで ず、 
り 本では 時節が 

腿 風 ご 暑い こどが 必 配で 
して、 殿 厳の 恐れは ない ごして 
もを ミ b 黨 いど 飛行船の 搭載 量 
が减 るの が必 配です、？ J 巧が 一 
巧 高 けれげ ニな お 十 キログラム 


の 重さを が じなければ なら i ：* い 
からです、 日本で おお。 が 身を 
をべ る どい ふこ ミ も 化の 必樂し 
みの 一つです が、 ロ^ ~ サン ゼグ 
スじ 向けて 霞グ滿 を化發 ずるの 
は、 タみ八 巧 二十 ニ H 頃で しや 
ぅ』 ご 自信に 滿 もた 面 持 vC ' で 語 
つた、々 回の が 巧に 最もん 氣を 
呼んだ 搭載 物は なんごを つても 
郵便物で、 この 郵徑切 ホ じょる 
収入の みで も 五 方 お 千 巧と 云 ふ 

巨額に 達して 居る、 即も 

レ！ キ^— ストから レ！ キ^^— 

ストへの 地界 一周 書信が お 千 五 
ち 一二 十二 通、 葉 馨は牌 千 巧 十六 
通、 レ ー キ ：^ ! スト よら ロ — ダ 
ンゼ A K 宛の 書信 ニ 巧 置 十四 迪 
葉書が な 五 通、 レ） キ スト 
から おを への 蕾 信が とな 十二 趣 
葉書 S 巧 六十と 通、 レ） キ -1 

タトから フン ド タツ ヒ シミ！ フ 

五ンめ 書信が 一方 ニ 千 化な 二十 
五迪 、葉嘗 一万 千 化な 十一 通と 
いふ 人氣 で、 この 巧 珍ら しい お 
客さん ご L ては。^ — タン お八 K 
から ド キッに 送る ホ 後九ヶ 月の 
フォックス •ブリア 一匹、 小 鶴 
i 頭の か ホ 週 月曜 H ペグ-, ノンで 
催す アメ？ 力 乂廣吿 を 者 

晚餐 裳. に 化 用す る ラム • 

チ 3 ップ 十六 封 度 等は ふるつね 
もので、 搭載の 貨物は 羅針 ニモ 
云な お 度 V - あを、 今次 旅 巧綴収 
入のを 割で ッ で ぺ ，ンの 建遊叟 
は 優 じ 補は 打て 居る わけで ある 

巧 てを の 女 壬 ッエべ リン 伯 

號は音 樂隊の 奏する け 進化、 レ 
i キ - ! ス ，ド 格納庫 所長が 擴聲 
器で 述べた だン •ゲ ォエ！ デの 
聲を跡 じ、 ニ 万の 靜 集から 歡呼 
の聲を あび 滑る が 如 （地上 
を 離れ、 星め 世界を 一路 歐洲じ 
出發 したみを あつ わ。 


シア ト八 推顆隊 司み 部よ ト ，當地 I 江は 第一 网戰 め 粟が 對矢 田內化 


藍督官 事務所に 掛し千 五な のリ 
ボンは 巧 港 ょらが 育 じ 向け 發送 
する が、 艦隊の 紐 育 入港 日を 一 
n 繰り上げ 十月 四日 (お 曜) ど 
なすべく ぉ航は 當巧豫 をの 化く 
十二 H ごなる 仲 其 他 アット ホ— 
ム S 日本 HW をを 併】 巧擧 巧の 
件、 ケ五 スト •ポィントを 學を 
よ 曰 £ したし ど 希望す るが、 司 
令を 晚餐會 じ顯 する 巧がん 員の 
が 等を 五 ャア •メィ 八 じて 通 巧 
して ホ じご 云 ふ。 尙ほ 一方な 育 
巧 茶會講 所ょ を 巧山縷 領事 巧理 
じ 掛し渡 隊歎迎 午餐 會を 開きた 
しどの 希望を 申 おで ホ り、 一昨 
年鑑 隊ホ がの 陵 じ 巧 恵を 寄せた 
る ロ キン ィ劇農 じて は 高木 グブ 
I ンゥォ 人 ド 商會の グリン ゥオ 
! グ ド 氏 ホに ネキシ へ I ラア販 
資巧 會离木 ホみ 郎氏 じ發し 艦隊 
乘組 貴を 無 巧 じて ユン タ アブイ 
ン したく、 旋泊 中の ウキ ー クじ 
はお 陸の 活動 葛を をら 映寫 して 
輿を 添え わ どみ 計霸 あを と るふ 


の 勝者が 第二 回戰を 終る のをが 
つて 居る。 ' 

◊お ホ婦 A 庭球 選手み ゥキッ 
トマ ン賞 盃臀 はが 日よ b ゥ で ス 
トサ ィドに がで 擧 巧、 本日を な 
て 終らを 吿 ぐる 當 であるが 本 H 

めゥキ 片ス對 ナッ ホ— ル、 クロ 
イ對 ミッ ナエが、 ジャコブ 對 7 
ット ソンの 單 試を 等 孰れ も 興が 
を惹 ひて ゐ る。 

◊米國 の •テ盃 遠征隊は あ々 今 
週々 巧歸 米、 これよ も 米 閣の庭 
球 巧は 眼 やか じなる が 本 H よち 
擧 巧の ライに がける 庭球 戰 じは 

ランキング プ レ； ャ！ ス孰化 も 

ぉ攘し B 本 デビ* を 選 まを 部、 
恩 旧 兩逮手 も あ 場の 笠で ぁるが 
1 巧はホれ よら ニ ユ ポ ； ト じが 
ける 招待 庭球 戰じ 臨む 豫を でを 
るが 同 庭球 戰 じは n ット も餘米 
W ホ猜 初の 試を ごして 出 接する 
善 じじつて 居る。 


庭 球界 消息 


◊が 井を B 本ん 庭球 爭黯戰 は 
引續き 本日 午後 ニ 時ょ 6 ニな ニ 
十八 T 目 ご ブロ ー ドゥ エ ー の 日 
庭 ュ ー ト じがて 舉 巧の 尝 である 
が窠 S 网 戦の 取組は 下半 部に が 
ては 九 鬼掛山 ロ、 川村對 S 巧 旧 
上 平が では 巧 協 おな’ 而 して 溢 


家 庭 衛生 

暑さと 育 巧 

保健 局長が 發表 

當 地が 健 搞長ヮ ー エン 陣 ± 
は签い 夏の 子供の 保健に 就て 
左の かき 注意書を 發 ました。 
〔一】 艘々人ぉさし^:>さぃ、 
帖じ 夏は 朝ど晚 ホに 入浴 さし、 
暑氣の 激しい 日には、 冷水で マ 
ボン デす る こごが 必要です。 


ご 一】 お 巧る だけ 滩 着を- ヴし 
。さい、 か論溫 度じ應 じて な 意 
しなければ いけません。 

ご ニ】 侧や紋 じく はれな" や 
ぅじ 注を；；^ さい、 夏の 嫌 P がは 
病 寿 巧 染の忡 か 物です。 

〔四〕 出 ホる だけ 巧 山水 もが 
まし。 さい C 

【-】 '一を の 時期 じは 健 ホ 診 
斷を ずけ なさい、 をれ はで； し 
て 健康 じする かどい ふの み な 
く、 でぅ し T 經康を 巧つ かゴい 
ふ 注を の 上に ち。 

【み】 ホを じかを 用 息し V 子 
供の 牛み を 腐らして はいけ C ; 

【と】 九 個 月 乃 ま をれ 化— 一の 
ず 供に VJ ら 夏は 一 デフ テ プア II の 
に 最も 理想な 時節で ある こ V を 
忘れて はいげ ま飞 ね。 

〔八】 出 ホる にけ を閣 ゃ雀漠 
じ 子供を 速れ てがきむ さい 、 I 
し 疲れる まで じな 歸を さす 
ごを わすれて はいけ ません 

完】 料理、 俾 鬚’ ベ— I ン 
グ 等を する キッチン， から モ 巧を 
遠ざけ。 さい。 

〔十】 暑い 時 じは 子供を 3^ ホ 
る だけを 靜 さし、 あま b . 口^か 
まし {るつ てはいけ ません。 

をが ょ 5 め 傾ら 

璧林 撮影所 るら 

よん i を‘ 

前 器歸途 ニュ！ メキ シ fj で 
大雨の ため 鐵 橋が 裙 いてし 主で 
大 まわらして SP 線を かちで 修 


緯 しては 進 巧 I 二十 時 瞄延産 


一二 


十一 日の ぁけ かた 歸羅ニ 時醒程 
の 間に 入浴 直 じ 撮影に おかけて 
は每 日朝 六 時ょ b ぉ 載ず る^ 窺 

『 コ — - 处 テ ン ド ン 』 こ *|^*ず 、，ニ 
1 ジ か^ •ドラマ じて か连 アブ 
リヵの バィ パ！ 巧歲に 近き 難 常 
に 輿が をる キヤ ラク タミ じ 横。 
本 もの i ア フタず A 禪 姐々々、 
ノアべ ブ ー 巧 小华等 寺^ チ . ~~ 
のをに 体中を めて はだか じてん 
天 一 アゥト •ド ■ — * ア • ， rl ネ 11 
の 中 じ はたらきて 居る み 第、 左 
だ 巧 じ も 手に入らず ロハ 撮影を し 
て歸ら ては ねる ホけ と 去 ふち 榜 
で t 1 

季—節 ぉ— 理 いろく I 

かつをの 蒸し 燒き 
が 巧 (五 人を) ….1 かつをめ が 
を おつ 切れ、 醬油 、鹽 、こせ 
ぅ、‘ いづれ ら少ゲ 、玉ず S 個 
靑 紫蘇 少々 

調理法 ...：：. わつ を じ 盛を み々 ふ 
ら 、をの 鹽を 一巧 ゐら ひおどし 
て、 フラィな べに ごまの 独の 一 
度 煮た ものを すこし 落して かつ 
をを いれ、 こせぅ を ホし ふ ら、 
裏 ご 表を をよ くやいて、 裏を を 
よく 燒迎 して、 どんぶ b か、 一 皿 
で ふたを してみ 加 热を少 々照く 
して 暫く 蒸し 燒 きじして、 媒池 
をく はへ、 裏濡を 返し、 よ <燒 
けた 時 皿 じごら、 殘ら のしる じ 
湯を すこし ませ， をれ じ 玉 半 S 
刪を 入れ、 はし じて よくい •0、 
结加贼 を 見て 靑 紫蘇の 葉を ムエま 
かく 切つ てまみ、 わ‘， しい 斗ら 
玉子 どな b まし じら、 これを 前 
のかつ をの 皿 端 6 じかけ てを ベ 
るので す、 かつを じか ぎら ホ、 

た ひ、 さはら、 さぶ をよ ろ— い 
ものです。 
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號ー 十八 百 五 干 一 第 


雜辦 貪 _ 縱 _ 【 日曜 ± 】 


日 十月 八 年 四お昭 


四 


タ J 


確實 有利の 投資 

十と を 削 僅か じモ ホの 投資が 今日 四方 熟の 價值 ごな 

つて 居らます。 詳 端は 左記へ 御照會 をれ。 

日} 5： 部 まな 舟橋 健勸 


X. S 吉岂望 一, 
宫 


Ik ミ广巧 ohe を & Gq ., 基ち 兰 St ,, N . V - G . 
I ぎ 量 ies De 吾 三- 3 置 ニ ei . Ka 呈 ver 1 薑 


み 羅府 、を 港 出 化 (ホノ グル 縛 由) 

羅府を を港發 

(午ち ニ 時化 化〕 (正午 巧れ〕 
シベリア 化ん 巧サ HH 八巧サ 八日 
大 が 丸义 月と 日乂月 十】 日 
.天が 乂化巧 二十日 九月 甘 五日 
.コレア 乂十 同 四 円 十 巧 化 日 


® シアトル お 帆 (午前 十 時化 帆) 

一二 島 化 化 巧 四日 
が豫化 义巧廿 一日 
靜閥乂 十 巧 十九 日 
横演化 I 十一ち 二日 

® 倫教资 日本 朽化 化 

親 巧 か 八 丹 甘 一二 日 
鹿 島み 九 巧 ホ B 
寫椿ぉ 九 巧 廿一自 
A 趙育お 桃ち 奈馬經 お 目 本 お 揉馈船 i 巧 ニ 固 
▲騎 絡お摄 。縣賴 は祿渊 巧、 南ぶ 巧蓝じ 邑奈馬 
經宙 おず 津岸 おを 織 總當が ミ 辖抗蒋 4 乘が切 
巧 等を 事靜 便宜に 取. 乳 ひ ホ 上 ミず " 

A 来 齒鐵道 切 巧、 寢を券 等ら 御馈 をに 取 罰 ひ お 
上 ミず- 
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離 觀轉兩 君 ニ吿グ 


化が 獨 ホの 消化腺 素 
夕 カザ ア スタ— ゼ 

巧錠乂 _ 弗 
食慾を 亢進せ L め 消化を 佳ち 
ならしめ を養增 進を 欲ず る％ 
ての 場を じ 賞 用 せらる 


桑 山商盒 

ニ 4 里 SI 芸 ih 資こ N. Y. C! 
吉 tme. ぞ lu 瓦 是こニ 3,05?? 


な 化島惠 造が ノ遺 產處 かこ 付 
キ御 相談 シ度シ 御來誌 又、 ィ住 
所ヲ御 知クセ アリ タシ 

紐脊 日本人 會 


鄕暇么 

小生 事粧 育が 巧 中は 色々 御 巧 
- を 辱 ふし 奉 タ謝候 ネ日豫 をの 
■ベレン ダリア 號 じて 歐洲へ 
I 發 化ら 候に 就き 乍 略儀 お 上を 
一た て 厚く 御 禮中上 お 追て ォネシ 
~ ヒ！ ラ ー じ顯し 御浦の 御 ホは。 
ン ドン 大使 絕宛御 音信 巧 成 度 候 
八 巧と H 

y オネシ ヒ • 一 ク ー 獎隨會 ま 

前 島 震 太 郡 
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資本を 畳盛围 
拂这濟 資本を ホ 千萬圃 
お 立を 六 千 旧 巧を 圃 

鱗贼 S ホ 銀 巧. がを 

本店 巧を 巿 日本 摇陶本 ぞ屋町 五 添^: 巧 
支 巧 小 梅 日本 橋を 內 ( 襄 'お孩 
るち 属巧郁 乂巧巧 (大 限〕 神 ロ 
廣烏下 觸巧巧 巧 化 お 岡を 時 
上が 槪を孟 貫聊水 


化咖 IS5 

li 诚 

w:i 皆 

お tS ■化- § 

邮 1’-! ぉ 

■£2 W 巧- ni 

巧 B T 

0 ! 


輸ぉ乂爲替，電信送を'化をを，旅巧信^狀 
巧 業 信用 狀其他 一般が 巧 業 

ん餘竺 一義 銀行— を 

郷里 送金" H 本を 化 無 手数料； 迅速 化 W 
本 巧預を (定期 通知 ノニ 柿) 御 便利 化 巧 一 
本 支店 東 巧 (本 巧〕 大 阪神 戸な 都 
巧が 地名 古屋 ホが 上 お 倫を 


▲鄉里 送金 及び ホを を (無 キ數 巧)、 か 3 
爲を賣 買、 荷爲替 取销取 立、 信用 巧 a 
巧 等 一般 銀 巧 楽 務御巧 巧 じな 投可化 2 


S 臺灣銀 巧が 宵 出張所 


本店 臺潰臺 化 、 ‘I、 > 
支店を 巧橫演 、乂 度、 神ち 上海 W 
ロ、 疆 州、 厦 巧、 油が、 香港， 廣ま 、お' 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 パタ ビヤ、 ま 貝 
々片 カツ タ 、输敦 、其 か 富 潰 十四 ケ巧 


一 、 資本を 壹原圓 (を 额挪 込濟) 

一、 横な を营億 五な 五十 お圓 

內化本 ま 巧：： = 横濱 (本店) を 京大 欧 
神戶長 崎下熙 名を 屋 


橫鑽ぶ 金銀 巧— 支店 

ホ國 をち 巧： = 藥港羅 おみ 巧 巧を 
其 化 お 巧を 國垂を 都ボニ 支店 及 n 弁 レ 
K ち么极 


本 巧大嚴 化濱五 T 目 
紐 育 支 苗が 育ブ 曰！ ドウで.！ 巧 四十 化 巧 


籍 住ぶ 銀行 


日 ぉ'，, 4 お 京橫濱 名ち 崖を 都 神 戶脚山 
4**^^ちゾ道 旗島 吳 柳ザ 下ノ顆 
地 ま 巧す 司 •小 倉' 若ち 傅タ 、化な ホ 熊ぶ 等 
ぶ 越 預金、 鄉 をを 金 等は おめ 
て 御 便利 迅速 じ 御 化を 可 申 お 


本 巧 朝鮮 京が 

を 巧 出張 巧は 日本 巧 化の 樞耍都 巧、 朝 巧 
滿那 、支那のを 化 及び 流 谋巧德 


朝鮮 銀 巧紐脊 出張所 


外聞 爲替- 般銀巧 業 お 精々 巧 便利 じ 取扱 巧 
中上換 


みかを、 祉 憤、 巧 巧 ノ賣巧 及ビ巧 
化な ホ パま陆 巧が ュ御 取扱 致ン 
マス、 構々 當巧ヲ 御 利 巧 下 ナイ 

II 藤本 ビル 7 ロ ー 力ー 级巧姉 化 貪 社 


藤本 證券 會社 

岡を 港タ店 


同羅府 出張 巧 
同み 电化现 巧 


礎 お 鶏、 雜 貨卸賣 

雜が ブラ ザ ー ス 


h 


& 



お 貧 陶磯器 

ランプ 及び 笠 

太洋寶 易！ 會社 

ま巧ボ 俄を、 ボス トシ 


幽磯蒂 雜貨類 卸販賣 

鎌 贼淺木 桃 ホ 組 


體 日本 ドライ グ ふ廟會 


I 木陶爐 黑雜貨 類卸賣 

ザ 元 ブタダ ー ス 


遊 ソ| デホグ 

日!^ 內地ノ 公" 社債、 

^ 式へ 御 投資 下 サィ 

闽 If 持 証券/保管 ニーを をナ葬 
店-マ f 保護 預リ一 ヲ御利 巧 下 サイ' 

姆村 證券 株式 會お 

紐 育 お 張 巧 
I 資本金 費 千 萬 鹽本巧 大阪を 


經 


藏器雜 實卸賣 . 


春 


會 


了 寧の 巧 刷 ど 精巧なる 化 上げ 

時日の 进 をと 確實 U 校正を が强 

印 綱は 紐 育 新報へ 



電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違^む く 新報へ 

ボ內西 十ぶ 了 目 十 二番 十 階 日 
東部 じがけ る 邦を 言論 機關の 

權 敵、 菩が 新報を 讀ま 《 人な し 

廣 をは 紐 育 新報へ 




日本 陶强 器雜貨 

ラ厶 プ卸賣 


篆良 貿易商 會 


日本 截船會 な (並-一を 鐵道會 お) 

- 代理店 巧禍 兄弟 纔會 

乘 車、 乘般切 巧 並 じ 小荷频 運送 御 懐 利 じ 取扱 申します 


シア X - みお 帆 《午前 十 時) 
みを' ぞな化 八月 十 か 日 
ぁ ふ b か 化 八月 甘と H 
ばりず み (坡淺 巧 典〕 化 巧み 呂 

ザ 一等 複读 完五巧 -‘，」，_， 
化 L ば W ずみ るん どんみ は 一を お 弗 
マ ご 一等 s 本 おを 显燕 客室 大を遙 家 溪塞蠢 
マ御處 望に 奴 リー 等截 則を 復切帮 癸 巧 敎巧お 
•ロスアンゼルス お軌 (午後 ご 一時) 
さんごす 化 丸 月と 日 
まじ ら化 十 g ホ 四日 
マ 一 舊摄濱 ニ HO 弗恒 はわい みま にらを ぶ 巧 
►特别 S 等 目 本 斤 互ず 丸 弗 TH 導呂 本け 志 十五 巧 
で ホ 濯 疆府巧 絕窜切 巧寝窒 を 麗 入御 幹旌住 りお 


雌說お 



♦紐ち H 本人 お會 
『題 ホを』 

♦を 巧を お逛會 
r を 督 者の 特 お』 
♦日本人 おな 敎會 
々傳め福を』 


淸水 牧師 


大 堀な 師 


离橋膜 氏 


片 欄 スペシャル 

新 荷 

靑小梅 燒酣漬 j 
を' ち卞物 

一枚 十五 仙 

が觸 兄弟 屬會 


フロント ザ！ ム 、相 

當 -」？ 讓 、閑静 

便利の 巖 所， と 流 生 溝を して ゐ 
る 親切なる を 婦人を 庭 
皇单 .ニ 害 苗. 妄 . 41, 呈 E を芸贾 


裝締綺麗の室、 設備 

完き ごご 一獨 

八茹 、ダ プグ 一週 十疆 

呈 TEL 夏呈 LE, 22 W. 畳 さぎ 田な 


食事 か 一週 十五 お、 

遷羣禱 は ァグ ご 1 £ 

ピ ツジ フキ—^ ド® ロ！ ドの 和 

聞、 乘 馬、 氷 泳の 瘦ぁ も、 ァグ 
バニ— 停 軍 壤造擲 お 趣し i ず。 
这 rs. H. Euam タ送 esf L を豈 き， N‘ Y. 

ぎ 卓 est Leba 薑 137-S 


巧 員乂用 SI 声 

を 至急 衞 ひたし 委細 爾談の 上 
ょろ づ商會 小 野 旧 
の 31 を ffbus Ive-, 穿 三夏 巧な 


第 六 國が欄 i 訪亂 


み 


薪； 一 
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南 太平が 上の 最化 
I を 船 淺間化 ニ 
歸航 のを じ 就く を 
加州 兹じパ ワィ 垫 
ん VJ ずる 目的で わ 
裝 でを らます。 み 
を 諸彦の 滿 足を A 
記憶たら しむる お 
巧 乂國手 續は弊 励 
ら 希望者は まを た 

‘ 旅 

ホる 十月 W 1 
十一 g 1 H 午後 + 
十-巧 四 H 午後 屯 
十一 巧 六日 お 午を 
十一月 十二 日 ホ 


園 員 募集 


速、 最新、 最英 なる H 本 郵船 モ ー タ 
方 S 千 順) 十一月 六日 桑 港 1 を處女 
巧 用し 癒 快なる 海ト 'のが 養 £ 併せて 
を觀 光の 上み 地で 目 お 巧 新を を樂ま 
記の 旅 おじ 化 b 巧 励 殿 ホ 鹽を黨 るみ 
回の 計 藝は淺 ねて を 評 ある 弊 醒が充 
たし 其のが 象は 永遠 じ 最も 輸 快なる 
を 期す る 所であります。 お國 並び じ 
じて 例 じ 化 b 違算な く 取扱 ひます か 
祀へ抑 中 达を乞 ふ。 

程 

|| 木) 午後 六が 廿 をべ ン惇単 場發 
一時 半 シク ゴが繫 (ユニオン 停車 撰) 

I 時册 をを 港 着 0 沼) 

I 港 お 帆 擲船淺 間 化 便 
グ 、觀 光， 同化 ニ H 橫演着 


i ぶ 二等 ご 一等 
往復 八 九と ホ 五 G と 10 弗 00 四 1S ホ 00 
ホ 道 五 ニ 0 ホ 00 四】 五 弗 00 ニ ホ 五 弗 00 
(な 上は 往復を 車 貸を 部议化 わの みの 巧 単 貸 口外の 
豐用 をを み、 、一三 一毫 別は 船賃で あらま 王 
紐を おお 五十 化 了 目 ニニ 四 

主催者 传 禍廊會 

; あ 話 ウ共ツ 々シャム 九 一二 四 四 


.一' 


シン サンの 顯 上を 繞ろ 

英米 蟲軍 請負 競爭 W 

織會 均等を 叫 ふ米國 獨 占が 襄約 

•をを 巢 を化ム 英支驴 契が 發表 


吾人 の 一瞥を ホむ る對ま 
那武 おお 入 禁止 陈 約は 當昭 W 米 
孩 使たら し ポーが •エス •ラィン 
シユ 氏の ホ唱の 下に 千 化が 十一 
年 化 京に がける 别國巧 表に 化ら 
て 締結せられ たるが、 該 協約は 
支が 自身の 巧が に 縦 おする 黨お 
系統的 闕爭み 谷ぶ に 鑑み 『别齒 
を 若 レ 列 晚お投 をして ま那じ 
おし 武器 义は 其が 巧の 輸入 巧く 
な 瑜齿 を。 さず を ホ 的 じ 則國が 
承認し おる 政 ホが ま那じ 樹立せ 
らる {を 旣じ 契み せら わたる 武 
器 彈藥も 送達を なさし め 中』 ご 
戒 をした。 該 協み はを 体 的 どは 
書いて あるが 讚 巧に 於て は 日本 
を 目標と せる もめで ある。 當時 
日本 じがけ る內觸 S 首 巧む らし 
寺 巧 伯爵は 化 巧を なて 跋 を 的中 
ふ 勢力を なする もめと 認め 之が 

I 安を を 謀る 財 的 援助 
ど 武器の お 給 ごを 必要 i したの 
である。 ツ n デ 自お的 じ 列轉殊 
じ 米 國はタ 々日本の 態 巧 じ對し 
て 神 經を惱 ました。 巧國 政府が 
H 本の 道み ご U つて 化 舞 ふ どは 
考へ U かたらぅ が、 武器 禁輸 か 
一 協約け なから をった ので ゎっ I 
た。 其 動機 3 正 巧は 輕ら < 錯^ 
ぶが のを おがを して おを < が 
趙 かしめ 其 論ずを 解 巧せ しわ ， J 
のが 鼓 善の 道で ある。 W . 上 敏^ 
せる 武器 禁輸 協 的な 立 後幾柯 わ 
な （~ nL 、 願 巧則踐 M 該協 約を 
おザ武装し適用せむとじを盧し 
た。 化 契約け 千 化な 十一 年の ベ 
スン ヘム 契約を 其蜡 懸案 ごした 
が 巧 理由は まどし'」 ま 邪の 不ま 
I 定 なる 狀態じ 基き 部を 的 じは 日 
一本の 


な對 あらしち めで あつた 
おる じ 千 九む 二十 ニ 年と 巧中义 
千 丸な 二十 一二 年 一ち 中 ホ 圃欧府 

駐支を 化を 通じな 化 京み を 翻 
じ 型し、 千 丸な 十 一 年 十ち 廿 - 
H をな て綺 結され たべ スン ヘム 
お 鐵を化 どの 契約は 現在 支が じ 
巧け る統 一 政府の 樹立す るを 契 
約展 巧を 迫 まらの けれ お 其摄終 
的懼 利を 保留す る ご迪吿 して ゐ 
る。 而 して 本年 四月 駐支 英國を 

随サア •マィ 八ス •ラム プ ソンは 

な 化 京 外を 闡じ 武器 解禁を 提增 
し、 該 解禁は 單じ 陸軍の みなら 
や 海軍 武器に あぼす もの ビ解釋 
すべし ご絕遙 したが、 あ 然ニ個 
巧 》 を じがて 靑 天の 屬 震の 如く 
南を 政府は 前述の かく ラム ブ. ジ 
ン ごの 吳ぞ 契約を をを した。 英 
國 海軍省は ラム ブッン 卿の 

武器 輸入 解禁 提喝ご おじ 
英ち顔 巧を 獲得せ る やか 巧る じ 
依れ じ 支那に 劉す るが 軍々 器の 
挺 巧に 關 しては 人を して 英圖が 
ホ國の ベスレヘム 契約が 販 もつ 
つ あ も 間に 一 馨を 加へ たる じあ 
ら ざる リ きずを 想は しめる。 華 
府 政府け 果して か 巧なる 巧 載を 
執る でもら ぅ 乎。 支那 自身 ごし 
ては み 政を 巧 宵す る 前 じ 海軍を 
建 進しても か 漬を增 すの み巧蓉 
得る 所は ない。 巧 人 も 千 九な + 
义ホ 武器 禁鑛お 約 成立 當時ミ 現 
巧の 支那の 巧 情 じ 化然變 化は な 
い； を 威 中る。 而 して 化 間、 ホ 
國 政府は 假令 如何 じ 其 窓 圖は好 
かちし じ せよ ぺ スンへ ム對ま 
服の 秘密 契のを をを して 刹國の 
猜疑 必を緩 かする の 義務 あを と 
予は信 中る ので ある。 


な 治界 じがても 流 巧、 建築， 其^ 
他圃 民の 生活が 巧 序を 缺く •かか 
き觀 なる も、 么は 所謂 H 本が 文 一 
巧 過渡 巧 じ 在る を 語る もので あ 
つて 進 ホの 過程 じぁ b ど 威せ ざ 
るを 得 や ご 述べ、 

東西 思想 文化 

•のを 換 日米 通商 貿易のを 達 上 
太平洋 お 族 電信 巧 化戚の 急務を 
痛論して 太が 洋關孫 委員 會の踪 
力を 化が しじ。 最後に グリ ー ン 
氏は 化が のち ゆる 國際 問題を 圖 
ずに 訴ぇず、 相互の 論議 及び 意 
見の 徹底 じ 化ち て 巧す るの 氣運 
を 作ら わ どず るは 吾人の 理想で 
ある ミ陳 ベ、 總頗事 化 巧の 厚意 
を 謝し 歸が 後該會 議の經 過を 語 
る磯會 をる を愤 かごす ど 結び、 
內山總 領事 代理の 發聲 じて 一同 
を 立 一巧の 一 路ず まを 斬 b か氣 
讓 姑た る裡じ 散會 しじ。 

が 木 巧 別宴 

千 化 旨 二十 年 0 ホ橫演 ぶを 銀 
巧 紐 育 支店長と して だほせ る 柏 
木秀茂 巧は 後な 園 旧 一二 郞 をが お 
牙に 於け る ヤング •プラン 會議 
に 寒 到 （衣る ため 着 紐 銭を ょら 
遲延 する じ まら、. 夫人み 息き 化 
發 どして 九 巧 初旬 當地 おを 十二 
日晚香 坡お飢 のユム ブレス • C 
シァ 號 じて 歸 朝し 巧 木 氏は 暫時 
濁’ 紐す る 至 ご なつた。 ぞ じつき 
前々 年 同氏を 會を S せる 0 本 お 
樂 節は 最巧 同氏を あ 身を 嚳會員 
じ 推 選した をが、 ホる サ日 (ホ 
曜 U ) 午後 六 時牢會 員の 送別 會 
を 顯< べき 旨 通牒を 發 した 尙 
ほお 巧の か 友 地 ホ、 旧 島、 草 信 
な 化數 巧は 巧 木 氏が が 任 中を を 
兩 方面に がける 貴 敵を 記念す る 
ねめ 一艘を 留お 志め 別宴を 開く 
の計靈 あらを し 其 時 H 壌 巧を 發 
表すべし ミの J - である C 


巧山總 領事 代理ち 催の 

太平洋 測 係會議 委員 摆宴 

問題を 客 觀的じ 考察して 下さい 

ごの 詳文や 電信 料低减 論ら 化る 


おやが 挪係 會强 に お 席す る ホ 
駐侧 まなお ジエ り！ ム •ディ •グ 
リ！ ン 氏ま樂 、々ア タア 氏キ术 

バト， ツク敎 巧， チヤ ムバレ ィ 

ン敎 巧、 が 他 数 氏の 送別 午餐 會 
なお 報の 如、 巧 山 總颁事 化理ま 
懼 の' トじ ぶる 八日 午後 一時 おげ 
統 じがて 脚 かれた。 當リは = 本 
協 曾々 跑 チゾン 巧、 も 倫 比が 大 
學 瞄點舘 を ゥキプ アム ソン 巧、 

偷飲 ダリ ー •で キス ブ レ，' 社 化 

おメー ソン 氏、 义 平が 挪 係會證 
; よ 事 補 ヤング 氏、 ダッダ ン敍授 
一 も陪货 ごして 出席、 巧 人 側ょ b 
I は 巧 旧 U 本文 化を 倚 ま お、 化 木 
島、 地 ホ、 巧 井領 事等參 加し 
H 本を に 馴れたる ごがらざる ど 
; を閒 はず 一 神 箸を 休い る じ 擅な 

- きおで あつた 力、 テ ザー トコ I 
; 乂じ 人ら 內山 

:總 領事 代理は 

一 起つ てを 部 コン フエ レンスに 

I 加は る ダブー ンを段 おが 他の 巧 
，を 謝し、 W をむ をが 巧 じ： 3 本 


佛必會 々員會 合 

球る 十五 ロ (木曜) はな 肯沸必 
會 の俩會 じ陆當 する が、 當 巧は 
會員 一間 巧 木秀茂 氏の 招待に 麗 
じ ウェストで ンド 街の 邸 じがて 
佐々 木 お 肖師の 法話を 聽き 午を 
撒み 會巧 事じ關 して 露談 をを ゆ 


ろ お。 


繰な 深き 点じ 富 及し 『グリ！ ン 
氏のを 流を 辱 ふせる W ホ 予の最 
大の遺 域は H 本 •か ホ留 のか （領 
± ホ 蔑 的巧则 •しがら や 化 覇ま義 
的巿 怯の 巧 則を 採用した る じな 
』 どて 一二 十と 年前橫 溶に 生ま 
れ たる グリー ン 巧の 隅歴 、事業 
を 紹介し 且つ 最お 創設 せられた 
る米國 H 本文 化學 會じ對 する 氏 
の 努力を 椎稱し 氏の 指導の 下に 
をる 文化 學 封の お ホを 祝福し、 
巧ら じ 太が 洋 關保會 證に轉 じ、 
『單 じ予 をして 提言せ しわれば 
他國 は^お 面する 闽 難なる 問题 
を 解 ホせ わ とせば みを 

客 觀的地 化に 

蹈 き、 巧 をして おし n 本ん じ 
らしめ じ該閲 趣に 關し 如何に 感 
じ、 如何に 處理 ずべき 欺を ち ふ 
るの 巧 あらむ どて 间备雜 の畿題 
たる. ベき 滿測 問題、 巧 至 人口 問 
题を 諷しつ，、 な 別の 巧を 述べ、 
祐 木を 巧 巧は H 本の お滩 たる 現 
狀をお 摘 L、 思想 巧 じがても、 


第 六 回が 桐 訪問 團 

斤 桐商會 じて は 郵船 淺瞄 化の 
處 々航海を 利用し 巧 紐 巧 胞の爲 
めに 第 六 回棵國 訪問 劇を 辆 織し 
橘 快な を 旅 巧を なし 得る 巧颖船 
ごの 誌 解を 得た る G なをが 當地 
出を は 牛ち 化 j U 桑 巧 出帆 十一 
gAH、 ホ ノ 、 觀ホの上せ一 
H 橫樓 着の 計畫 でを る ご。 

か 人 

•前 島 震 太 郎巧滯 が 中の ォキ 
シ ヘラ I 獎蝴會 々ホ、 當 化に 巧 
ける 販賛 を 務を 了へ、 ホる と- 
巧 ザ 出帆の Y ンンザ 9 ァ號 じて 
渡英 歐洲經 ホ 十 H 頃歸 朝の 豫を 
♦が 困 正 削 氏举府 大使 お座带 
武官 補佐官、 陸軍 ホを々 佐、 本 
日 巧 帆の アドリア テツ ク號 て 
歸 朝の 途み 渡英。 

•關巧 九 郞氏山 ロ 高等 商業 學 
校敎授 、まると H 歐洲ょ 0 着 紐 
約 一遇 間 滞が の h 西巧歸 執。 
♦廣 なをに 締 間中の な商コ 
バニ！ ま 配 人、 を 港 經み本 円 下 
か歸 巧の 帯。 
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な 育まな 
Hara & Co., 

443 Fourth Ave^ • 

Tel. Caledonia 7830-35 

日米を 糸 傍 まを 社 
お 巧 ま お 
KICIII-BE! ! (リ巧 KABU 洲 m K が SHA 

(mCHI ぶ む K!iTO CO. ， LTD.) 
1 Park Avenue 
Tel. Ashland 6246^7^8-49 

大阪每 日 二度 京 目 日 
お 木 H が 
Osaka Mainichi 
Room 306A World Buiiding 
Te!. Beekman 4259 



け 5 1 « d 

r|ll 

記 昔^ 
ご k ■ 



Jafl 


一 









r ;•# - 


巡泮艦 均等で 英米 巧び 反目 

h 本 會議の 為 集は 自然 明後年 まて 延期 か， 


東京 特電 十 =1 曰發 i あ ロを 化 ご幣が 外相は 遲 十で 曾 見し： 時間な 上 じ 直って 協證 Y る 
巧 あつた •かが P せが かが 去のを 幣拟外 掏は 述べて 曰く 『を 米 間の 軍縮 會議は 圆滿じ 進 巧して'^ る 
巧 脚には ゼ子ゲ ア會證 の 精神を 傳 里して 充 かの 準膊を 整へ てゐ るから 今 巧 こを はう まく 巧き-！^ う 
である、 巧し 如何 じして 兩 强軍脯 のろ 衡 を發挂 する かは 難しい 問題で あるから 巧ら じ 專巧家 iib が 
お 術 的 じつ i いては 鞠ら 《 '化隱 かを を^を 計らつ てよ い 加 おで 打 切る ミが を 要で ある』 云 ホ ど 


ア メリ々 のが 巧聯强 がを 近 調を した 統計に をれば、 別 巧 所 報 
の 如きを 巧 難に 陷 つた 日 巧 ホの 巡が 艦 現勢 力は 左の かしな 


を 谐 
備贿人 巧 R 
下の 巡洋お 

備拖八 巧の’ 
巧 化 巡げ 瓶 

座を 中の 八 
巧 砲 巡ホ燈 
违造 閒瞭の 
八巧跑 巡げ 艦 

赌贿八 巧め 
巡げ お紹較 
巡 巧盤總 勢力 
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ヮシントン 特電 十二 日雞 ：= 化 
般 ホ。 ン ドンを 中む どして 進が 
中で ぁつた 英米の お •窜編 ホ 下 巧 
渉は が 俄 

最近 じ まらて 形勢 一轉し 
本年の 下 お 幾な 集は か 論 ホ 索の 
本 會講お 集は 恐らく 千 化が S 十 
一年の ヮシントン 會遙 まで 延期 
され、 十 巧を なて 訪米め 酱 でを 
つた 勞慟黨 昔 相マク ドナ 片ド氏 
の 計 勘 も 無期延期 ごなる 形勢で 
をる、 これは 當 地に 於る ち 力な 
海軍 部内で 專ら風 託されつ、 わ 
る 所で わるが、 國務 ぶ當局 ィ」 し 
ては 化 獻をホ b て 動か や、 ロン 
ドン 方面 私 昨今の 下を が じ 就て 
何等 進境の 跡を 報じて いたい 旣 
ょりして この 風； 郁は 或 ひは 巧 相 
じを いもの かど がられて 盾る、 
卵 もァメ 9 力 侧は錢 じべ グダ ー 
大使の •キプ ソン 巧を 日ン ドン じ 
お 遣した 節、 

軍縮 の 化 本で わる あ 準尺 
- 度の 巧 容をイ •キリス 側 じを 付し 
たので あるが、 軍事 雄 誌で わる 

『陸が 軍ジヤ ー ナグ』 の 報逍じ 


化れば 『ィ’ ネリ* が 軍は 依然 ど 
して 英朱 巡が おの 尺度 均一 じ 就 
て 想 見のを 違を がして 偽 調の 意 
志な〜 爲 めじ 今み 軍縮 じ顆 しじ 
外を 的を ぷも千 化な 化 一を じな 
集すべき ソ户ン トン 會議 じ迴附 
する の S ： はを るまい』 ど 論じ 更 
らじ 『アグ ブ 々が提 おしむ 尺度 
の 提案は ィ- ，マ ブス 側 にがては 將 
ホ 論 幾のを 礎 ごして 承認した が 
巧 6 巡が 艦 0 均等 じ對 して 承認 
を與 へず、 アメリカが 最後に 巧 
をした 尺度は 渡の 補を、 渡齡ぷ 
び 速力を を 礎 ごした ものである 
が、 ィゲ 9 ス ごして は 

巧 取 一# ょ b 巡が 魔力の 均等 
じ 就て 協 貧の 意志.^ < 、旦つ 現 
勢力を 廢棄 ずるの 意志を も 抱い 
て 居ない』 おじ 今が マク •キ ナグ 
ド 首相の 渡 ホ も 無期延期 じなる 
であらぅ と斷じ 『この 點じ 就て 
フ ー ゲアー 大統領の 前途は 盛め 
て不 をで ある、 證しイ •ネ ブユは 
原則 どして 蓮が 麽の 均等を 認め 
るが 實 際は >' れ •し 反して 遠 去 か 
らん ミな L 、 同時 じ 巧 勢力を 廢 


棄 する の氣 連がない 限ら 巡で 艦 
力の 均等を ホめ る こごは 事賈じ 
がて す 碑 能で をる、 今や 食 譲の 
な 集が 祿 めて 陵が ど。 つて： Hj： る 
隙、 遙會 のな 集を 前 じして t! 
ゲア ー 氏の 海軍 揽嚴 論者に す 
る 位 嚴は陆 めて 

なるものわタい!" 即 
もを が 大統領の 權 能を 巧て k が 
艦の 建造を 中止した ごいよ 一理 由 
一^ 會議お 集 期の 延引 ど 共に 益々 
す 巧 どなる 計らで ある』 ピ歳斷 
して 居る、 更ら にこれ に 縣损し 
た 里 要なる 現象は を 渉の 中 t むが 
癸 米を まどし、 H 触が の 海軍 國 
は恰 かも 第 S 固 おた るの 傾を 呈 
し 居る 爲 め、 イク 9 — ぶび フラ 
ンス はまて 冷靜 る 態度 片ー おて 
居る のみなら や、 日本 も！^ ち紛 
爭じ アイ 9 力が 稍 H 本を おがい 
わ 譬吿 をした こと も あ b •一-日本 
は仲閒 外れの 威を 抱いても るか 
のか < じ觀ら れて活 るが 
は 兎に角、 巡が 艦の 偽を 
らア メタ 力は r 刀 嗯級備 
を、 イザ ブスは 一 

が？^ ホ时 、八 千 五 も 順を 
インデックス じ 依らて 相赞 的に 
を 類し じごい ふこ £ は、 7— ゲ 
ア I 氏 か 『單 吃る 制限で な < 縮 
み』 どい ふ 海 縮の 理想を 襄 切る 
もので あら、 結厨イ V リスは 現 
势 力を 巧 巧して 化 艦 乃 ま 逸 艦は 
しないが アメ タカは 豫を孰 劃で 
ある 十五を を 建造す る こぶ、 な 
るので ゐ るが、 をし この 詠 劃に 
して イが リスの 承認を 博し 得な 
いど すれば 巡が 濫の英 ホ 均等 ご 
いふ ミは 永 义じ解 巧し 将 ざる 問 
題 ごなる であらう 


k れ 


ん r 就て 

I 孤 A 时 


おを ホ じた ご C 

モス カウ 〔職 合】 十二 日發 n 
w 巧み お カラ- ン巧 がを 农 ずる 
所し みれば 义恥侧 U 乂片と H 附 
を て。 シア 政府-」 お しおま 数 
道が 仲 解 巧の 爲め查 權の巧 命 ご 


派涅を 求めた るじ對 し、 C; •ァ 
政 巧は 囊じ ま那 政府 r 向けて 發 
した 通牒に 向て 文 普の 阅答 V ホ 
めた るら ち那 はこれ を 拒絶した 
ので これ' 3 上談 巧を かてす，？ 餘 
化は U いど C 


調訂じ 名を 藉 りて 

鐵道管 埋^ 目論 じ. 

’ ス テム ソン 氏の 陰謀を 素 破 巧‘ 

日本は 斷ず ごして 提議に 巧對 


モス カウ 特電 十日 發ご r ユョ 
•ク •タ井 ムス 飯】 = タァス 


露 支 交渉 遂にみ 裂 最後 通 


マン チ ユリで 旣じ兩 軍 小 衝突 j 

東京 特蠻 十二 日潑 = ロン ァ大 化は 瑕 原 巧 相を 訪問し 繁ま紛 
ずのを 細を 辯 明し 『今尚は あ 支 間 おおじず か 會證を 開く 當 みは 
ぁら， 然し ま術當 がは 依が 不法； .ょ が斷的 態度を 改め や 巧 ま鐵道 
の滾 晚從荣 負を 腿 あして むる、 巧楼 。狀 態では ホ か 會議を 開く 
こごは ホ 巧 能の かく 見られる が、 么が黃 巧は 一に 繫 つて ま那侧 
じあ 4」 ィ J 辯 じ K 。 

東京 特を 十二 日發 を 支兩 軍は マン チ ユリ！ にて 衝突し 支 
那兵 ニお邮 巧し：：；。 

東京 特電 十-日 發 (ニユ ヨ—ク •タイ ムス 紙〕 === マンナ ュ 




日 シア 政府 去ら 


ロ發 y 
に 達し 
ア 巧が 
通 蝶を 


リじ 於る おぶ 巧げ の. 小 調 じ 巧して H 本 政府は 敢て 前途を 悲 おせ 
や、 今が のを 渉は 巧す るに ホ だ 化 ま 巧 渉に 移らない もので あ b 
下を がが 假 b じ 延引しても 解 巧の 途 r ! ある ご 信じて 居る、 而し 
て 支那 义 び。 シアは 共に 巧 一二 闽の調 訂や干 ホを 欲して 居ない こ 


- も 明白で ある _ 


ま 京 特電 〔聯 を〕 十二 
^ 八 ピンょ b 新聞 聯を社 I 
た 聘電に 化れば 勞 農日シ 
は 支那 じ おして 巧び 最が 
獲し 巧る 木曜 U 〔十五 B 〕 ょで 
じ 東 ま 鐵道巧 題を 解 巧；^ ホん ば 
。シア 政府は 碰渡化 裳を 派して 
抑 路パグ ピンを 占領す， 一し ご吿 
げた もの i かく、 マン ふ ユリの 
日 シア 銀 巧は 遂に 閉鎖し 昨日 巧 
外で 露ま兩 軍は 小 衝突を 演じて 
ぞ那を 二人は 邮 死し 數 の 負傷 
者を 生じ、 一方-しは ぞ抓骑 兵隊 
が 赤 おお ご 衝突して 巧々 で 死傷 


通信 化ょ ら發 した ワシントン 巧 
電は本 H D シアのを 新聞 じ揭載 
さ わ、 ア メリ* 超炼 をち ス テム 
ソン 巧が 愚を S 

東 支 徵谁 おず じ乘 じて ド 

キツ ，ィタ 9* フランス、 イ * キ 
9 K じ おを の 通牒を 發 ！ アィザ 
力 ご媽携 して 東 ま 鐵道乘 取 4 を 
提議し わ 旨を 報じて 居る、 右の 
通信は 『常 じ 政界の 消息 じ 通じ 
た パ ルナ モア •ナン 紙 記者 じ 化 
b 墓 蕾き』 された もので、 アメ 
9 々のが 政を ト 1 マス •ラモン 
ト 氏を まどす る 英米 資本 國じ波 
ら將ホ この 鐵 道を 支 孤に 貿收せ 
しめな て鐵 逍の將 巧を r メブカ 
資本-: 依- ゥ 管理 せんど なする も 
のじて、 支配人の かき もこの 期 
が 到 ホす るまでは 國際 營理國 1 
b な 命した み國 人を 0 てすべき 
こ i を 提議し 居る' もの I 如 （、 
右 じ 街して H 本、 ィ 'ギリス 及び 
ド ホツは アメリカ じ 巧して はず 
利なる 固. 答を なし、 佛伊 はを 然 
無 顧し つ： あつた、、 最 

後 じ 至ち て 日本は アメリカの 舉 
力が お 洲に巧 ぼす こご じは 眞お 
面から 反 おし、 アメ . V 力の 提薄 
を 一 磯した VJ 傅へ. て 居る、！ 般 
の。 シア 新聞紙は このが をを の 
儘揭 載した が 一二 新關 紙は これ 
を 0 て 『アメ 9 々の 露 支 紛爭調 
許の 發議 がを の 帝 國丰義 的、 資 
本 ま義の 躍進 じを る こどは 客 等 
の 旣じ摘 獲した 所で あち、 この 
報道は この 事實を 裏書きし たる 
じ 過ぎ；^ い』 ど 大いに 民衆の 奮 
起を ホめ て 居る が、 これ じ 反し 
當 地に 在留す るみんのを 正なる 
盧 見は、 をし この 提議が 眞實で 
ある £ して、 同じ 提議で ち 他の 

形式 じ 化る U れば 成功す 

る こど じ 疑な しご 認めて 居 も、 
蓋し：！ シアは 數隱 弗じ垂 々とす 
る 東支鐵 道の 利 權を旣 じ 巧收さ 
れ たもので あら、 これが 艘附は 
戰爭じ 化かの みなき も、 鐵 道を 
國隱 管理と する が、 巧まア メリ 
力の 管理 じ 一 化する こ ミは 激道 
の 運用を 圓 おたらし むる のみな 
ら ず、 新經濟 政策の 實 施に 直面 
する。 シア 政 巧 どしても 支那の 
裕調 ょら 寧ろ この 協力を 徽迦す 
るで あらぅ ご 述べて 居る。 

武力 還附か 

上海 筋での 觀測 

上が 時電 十一 日雜 (ニ ユヨ| 
ク •タ井 ムスが】 = 增 化で 專ら 
觀 測され て 居る 巧に 依れば 0 シ 
ア 政府は 東支截 道を 事態 發 生前 
の儘じぉ歸し^^ぃ限ら斷じてま 


局は 致 後 淹牒じ 則 > て武 々回が 
じ 及ぶべき か ピ觀て 居る、 尙 A 
巧ま滅 道】 帶じ 置ら 支那 官谨ー 
戒嚴 々を 布吿 （て 息 業を 禁止* 
ベく、 ニな 人の ロシ r 從働員 W 
罷ェ 陰謀の 嫌疑で 吿發 されね 


治 外 撤廢は 

時期 尙早 


感務 長を が 回を 
ワシントン 十曰發 n てメ 4 力 
政府は 曇に 支那 政府から 要み を 
受けむ ま那じ 於る を 外法 權 e 撤 
廢じ卷 し アイプ 力 政府 どし 一は 
これを 0 て 時期 お 早-* J 認め +: 那 
を 巧の 司法 權碰 立を をる ま V - 治 


婦人 砍客調 益 か 

婦人で 前 司法み 官 でを つーゥ 
ネ八 ブラント 夫人は 旣報 C 如 
(連 H の タィ ムス 紙上 じが 酒 

法擲 巧の 巧 幕を 連載し、 4- か 

驚の ボリ テシ アンの 晤 いか 面 
を 殿け おしてを るが、 ホ •の 
述べれ もの i 中 じ 共和 黨 
デン グ 大統領 時化の 大 ボース 
であつ た ベン 州 選出 上院？ 員 
ペン。— ズ 巧は、 不正な が權 
崖から 賞つ たを が 育 化 五 ザが 
もを を、-、 れは I 滋族も 1 ど 
して 手を 着けず、 遂じ黨 おに 
計上した こどを 素 破 おい \ 居 
るので ホ 期 議會じ おホ黨 I は 
この 眞相 調査を なし、 共む 黨 
な 装の が 料 じする らしく、 意 
かな 方面 じ も 飛 化を ずる ごを 
らう ど 云 はれて 屠る。 


もが 政 的 にら 調訂を 協せ しむべ 
く 政を 的には プリ アン 首 他が 活 
證しタ せべ グゲ I を 通じてぶ 協 
巧を 課ず ベく 財政. 的には iv < ダ 
ン' 及び ラモント 氏が 頻ら 
中モ ある。 

ジン ドン 十一 曰發 n 勞； 

相 一 マクドナ^ドには スノ 


- X 4 
•き B を 1 打 


黨首 

ザン 


巧苟巧 敷は 『これ 現 巧 碟み惹 志 


? みに 化 表した もので 本ぞ J 


ス をして はこれ 巧 上に 財 敵 上の 


巧の 


懸 引： をし。 い』 ごご ア- 
トを 發 し、 旨 も黨總 裁。 ホ 

ジ 3 — チ 巧 も 『スノ > — テン 

巧 動は 巧義 である、 自曲谭 は 勿 
論を 英は擧 つて 巧の 立 填，^ 支持 
する』 ど 言明し 、 I 殺 輿論は ス 
ノ IV シ をを 頻らじ 激勵丄 て 居 


共產驚 暴な； 


パリ ー の 地下 鐵で 
パリ— 十二 日發 U パリ— め 地 
下鐵 道に 就慟 中で をる 共産 黨お 


の 就 働 員は 酱をが ホを をに 千涉 
を 加へ るに 憤慨し、 化の 勞慟者 
どみ じこの 不法 椒 をを 巧 ふ' べし 
ど獅 誘した •か、 こわに 應 じない 
どい ふので 暴 巧を 姑め、 

遂に ニな 五十人に 垂 々どす る 
地で 鐵內じ 入 却れ て ピスト 片 
や 手が を U て格剧 しお 巧 二人 
の哪 巧ち ど 数十 人が 負傷者を 
生やる じ 至 b し 爲め骚 ぎは お 
ら じ媽大 し、 地下 鹽エ 拳は を 
ものけ じして 眞 暗の 巧を 戰を 
生じた が、 

この 報じ 接した 蠻宫隊 は 軍隊 ど 
協力して 地下 鐵 工事 地を 包 園し 
双方 ょら 詰 寄 6 て 遂に 首謀 若を 
逮捕した が、 騒動の 巧 因は 一二 人 
の 共産 黨 員が 警官 じ 逮捕され わ 
るに 始ま b 遂 じこの 暴 巧を 生む 
じ 至らし もので、 當 局では 化 下 
鐵 工夫の 赤化 陰謀 あら ど 晩み 曾 
社 側に'^ を 意して 不良み 子を 一 
掃し 暴 巧者は か 端から 檢 束され 
て 居る ど。 


ホ 社を を轉電 (紫 無 巧 轉氧〕 


解禁 期’ ロ條件 次第 


〔十 ~ 二日) 漠ロ 首相は 霞って 曰 < 『次年度 豫算 編制に 當 b 巧 
政 整埋を やる じしても 尚 P 的で ぁらぅ、 武藤山 治 氏は 法律で 
解禁を ま 張して ゐる がを 一の 輸ぉ 禁止は 大藏 省みで 實 施されて 
ゐ るの だ' I がら 解禁の ために 法律を 制を する こ と はす 必要で ぁ 
る』 云々、- 尙解銭 時期は 財を の 一部では 化會 明けの 頃 ご 觀測 
れ てさゐ も^が、 ホ 上礙 相は 『日銀が 下げは 考慮して 居ら ロ、 
解禁 條俾 をへ 整へ ぶ 八 巧 曇で も 解禁す るが 抽象的 じ 時期 决を 
は 画 難で わる』 云々 S 語つ た。 


滿鐵總 裁： 

仙 五 氏說が 有力 


〔十一 二日】 他を 黃 氏は 滿鐵德 裁 
たる こどを ホ諾 したが 隨クて 
副總 裁ら 選 巧 直され わ ど 云は 


みを 灌を 保留す る 旨 回答し じ、 
回答 豐の 巧を はそ邢 政府に おて 
發 をす るまで 差控 へる ことしな 
つて 居る が、 化列强 もァメ ，9 力 
ご 大小 罔異 み 回答を 發 しわ。 

ロンドン 十 曰發 =： イギ リタな 
府並 びじ ま 那じ離 係 ある 别骚政 
府は 近くち 邪じ對 して 治み 法權 
撤 廢じ關 しな 重大なる 巧 答を を 


すべく、 政府 當綺は 最も 愼 重な 一—' ニ If V 
態度で これを 起を したが、 徹邀 jl , 十二 日】 東を 市 資は滤 d 一榮 

は 時 欺が 早で わる どの 點 じがて r 

列强の 意見は】 致して 居る r 


-為 


赔 償金 會議 

線 爭調訂 

ィギ U スの 態度 强碟 
へー グホ 十二 日發 N 對獨賠 借 
を ま 拂じ關 した ヤング 案じ 對— 
ィザ リスの 藏相 スノ— デンを け 
ィ ，キ 9 スの 犧牲餘 b じ大 なる- 
ごを 理由 どして 頑强じ 修正を ± 
張す る じ對し フランス をめ 他 巧 
强 はこれ じ反對 しつ ー ある 爲 A 
スノー デンを はを ホ 拒 絕の漠 む 
イダ リスは 貪議 よウ脫 退すべし 
ご 言明す るに ま b 、 を講は ニ】 


邪との 巧が じ應 せざる ベ < 、結 一間 休會し 目下 本 問題を 政治的 レ 


〔十二 曰】 片 酵を溫 巧は 滿鐵總 
裁に 巧を しおが 佐 巧 S 吾 巧は 
副總 裁た* らん ど 報 せらる り 

工事 場陷沒 

〔十一 二日】 大 雷； 雨で 東を 地 ホは 
蘇つ じが ボ內神 巧 仲 晒 電車 路 
下 S をを 地下 鐵 建設工事 壌は 
ニ 巧 坪の 大陷邀 をな しれ。 

_ 山 梨總臀 が 別宴 

f 十二 日】 出梨範 鮮爆督 な總督 

「府に 於て わ 別れの 酒宴 去 開い 

ミ。 

巿會 調停を 拒 

一- 

十の 巧 巧 調停 運動が 絶 じ 巧を 

しじ。 ー 

ニ 一大 審議 會開 < 

t +1 日】 兰大審議會は開<|5^さ 
れ だが 『婚禁 方針は 其 進 ホに 
願がない』 ご 井上 藏 化な 言明 
した。 

お 間 預金 膨脹 率 

〔十一 一日】 日本銀行 民間 預^は 
最巧 ごご 通 間 じ 其殘鳥 ハ 
千 S で 巧 圓巧ま 四 億と 千 一一 百 
巧圓て 達する やぅな 膨腿 
を 示した。 一 

を！* 無產黨 結成 1_ 

C 十- ト〕 前 勞農黨 々を 火山 前 


ホ 氏 ホ！ S 志は を 法的に 左冀 i 


產黨 組織に 決し 八日 ステ— ト 
イン トを發 しじが 結黨 式は 九 
巧 中 巧 じ 巧 ふと。 

聖上 那須 へ‘ 巧 幸’. 

【十-日】 聖と陛 すじは をる サ 
日 葉 山よ b 那須 御用邸に 御を 
ら 遊ばされ 化 巧 十日を は滯巧 
遊ばさる！ ど。 


隨筆 


し ミ 野菜 

十二 階 樓ま人 


人間 生活 じ缺 くことの 化 ホな 
いものは 澤山 あるが、 吾々 が H 
常 S 巧のを 膳に 殆で缺 いじ こご 
のない ものは 蔬菜で をる。 ホ か 
冀 るか 或は 漬物と する か 何等か 
の 方法 じょつ て攝 取され てゐる 
人閒は 肉類を 攝ら ないでも 健康 
上に 障害を ホた さない が、 絕對 
じ蔬 おを 攝お しなければ 壊血病 
をは じめ ごして 穗 々健康 上に 障 
寒を ホす i は、 を ホ戰填 或は 長 
をの 海上 生活 じがて 見られを 所 
でを る ° 

殊に 蔬菜は 食用 上からの 僧 値 
の ある ばかりでなく、 醫藥 的の 
憤 値を 持つ てゐ るち のが 澤 山を 
つて、 保健 上から 近 ホな 食用を 
奨 めら れる ものが ぞい、 これが 
ため 昨今 食膳を 娠 はして ゐる蔬 
菜 じついて 其醫藥 的榮養 價艇を 
ま £ して 古書を 棠礎 ごして 調べ 
て 見ょぅ 0 

〔イーき う 6 
渴を 止め 尿を 利 すれで 胡瓜を 
ばを < を ふ U 脾 胃を 傷ん 
生が 瓜 じぼら し ホを つけ ぬれ 


ば 火傷のは わら 痛みを も あす 


生が 瓜し ぼ b し 汁を ぬる i ;* ら 
ば 巧 巧の おれを ばを ず 

〔ロ〕 ごばう 
牛劳 こを 中風 脚氣脚 U へて ょ 
わ {力の なき じ 用 ふれ 
牛を こを しは ぶき 術氣 虫巧氣 
おこ b ふる ひのを 七ざる じ吉 

〔こし を 

渡を 去 b 脚氛を 治しを す i め 
巧の おの 毒ら けす 紫蘇 
ごこ じんじん 
じんじんは 中を 補 ひ氣を 下し 
應 胃を 利す は 煮て を ふべ し 
【ホ】 ほうれん さう 
ほうれん さう は 期を ば 開き 渴 
を 化め 胃膽 .の 熱 も 酒毒を も 解す 
ほうれん さう 樂 ごな すじ 根を 
わらべず 巧 通じ 痛 嫂を も 治す 
(へ】 しやう が 
蘆は 巧を 發し風 寒を しのぎ 中 
を ば 溫めぞ する 

しやう がは 喔 化を 化め 藻を 去， 
ら 、魚 や 黨の毒 も 解すな b 
はじかみ は 腫物 ある 人を する 
なま わ ホ 婦じも 忌む ものと 知れ 
はじかみ のし ぼ b ホを ば 毒虫 
や 犬の かみた る 時 じつ < べし 
はじかみ は 目の わづら ひじ 巧 
く 忌い、 多 （食へ じか さも おる 
な b 

はじかみ しは ぶき ど*、 め 渡を 
去らし やく b じ もょ {頭痛 じ も 


よし 


て】 ら つき やう 
ら つきう は 中を 補 ふ ものな、 
で 牛の お S はを ひを 甘な b 
ら つき やうは 精を 捕ひ氣 もく 
だし 婦人 帶 下の 藥 VJ もなる 
〔チ】 たまね き 
玉葱は 食を 進めて 化を 淸 め、 
巧を おして 風邪を ば 治す 
玉葱は 不眠を 治して 下 颖をば 
縁 じ、. またよ 0 記憶を もを ず 
玉葱は 服の 病の 藥 じて、 をの 
他の 毒の 藍を も 滅ぼす 

【么ね ぎ 

をれ 葱は 邪敏を 散らし 腫 もを 
し 一切 あの 毒 も 解なら 

ねぎを へば 大小便を 良 < 利し 
て 下 搁や下 化を よく 止 わるなら 
をれ 葱は 也の 痛み や 目の 盼み 
耳 鳴 b 等に 藥 なら けら 

をれ 葱は 肺の 藥 VJ 傳 ふれで、 
地黃 のむ 人 食 ふべ からず 


戯— 静！ 潍； ：一 傅 TT 

香 西 龍 雄 若 


達磨 じ お あしは なくた つて、 
俺 だけは 手 八 T 、 ロ 八 了、 
モダン •ダが マを 知らね いか 

巧寶會 じ連鑛 巧、 を辨 めしや 
も經營 する、 艦隊 歡迎 はわ 手 
の もの、. 

おを 騒ぎなら 持つ て ホな、 
モダン •ダ少 マた ァ俺樣 だ。 

安孫子 久彌君 

酒 だ、 酒、 涵 
まだ 巧は わけ 《 

_ あけち や巿 街の 
'馬車が 通る ョ ー。 

I ニ竺體 

を b や 昔 習 ふた 
今ぢや 酒の み 
一味 一體 3—。 

酒は のい べし 
酒 ある 中は 
極 樂械樂 
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V 节 
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大紐育 

一を I 九 年 版 ダ 近く 發巧 I 

本社が 蟹に 編 思を 巧いた しました 「大 が 育」 は、 幸 ひじして I 
に 湖の 湧'〜 が おきが 巧を 巧し、 を じを 部； 附殘 らゃ贸 切れ ごな： 
b ました、 化て 本 化は 猜 一版の 巧 おを をな 新た じし、 貝 数を も 一 
增 加した す 九が サ化年 版を 新に 發巧 ずる こご 5 な もました、 正 I 
確 じして 旦つ 新ら しい 統訂ど 樂實を 基礎 じして、 刻々 變 化する I 
巧が 『大絲 育」 の眞 相を 傅 ふるに 遇 域な きこ ごを 巧して 居 b ま 一 
す •尙 はを 慣は _ 

豫約 申を 者に 限りて 

特價と 十五 仙 

發^ 後の 御 購買には 

を 價金一 弗^ 

ごを しました、 速 かじを 約 巧 申込みを ホ 望いた します。 I 

1 日 織臂 新報 社 I 


M. Tsuchi ダ a, D. M.D 
巧 5 W. 巧 rd な . 

Tell Trafaig が 巧 09 


M.Yamaguchi, m.d. 
76 む aman む も . 

むし Lorraine が お 


M 化 ADO TAILOR 

30 に 65 化な . 

Tei. Rhineland がが が 


K. IWAMOTO, M.D. 

1!4 W. 70 か St. 

Te!. Trafaig が 0352 


I 羣お I 


曰 < ""を 
巧 ダを 
が タ-ホ 

前ン亞 
お病大 
頤を學 
上 おぶ 道！ 持 時 
お務 び'^ 


八: 


KERR & MAYOR 

10213 Third A V *. 

一む t S8 fc ぶ 1 が s Tsipnhangjjgggt 2909 

妻 向 人 本日 

PI 專 靴型 小 

てし 張 お 員 巧！) 巧に 巧 ホ 卸 ！ 
ザけ 届 目 邸は 靴ら 化 k を寸 I 
を 小き « •ち ホき 廣 .足 ホき 巧 



SIZES IH STOCK 3M TO 12 F WIDE 


M ミ dori Matsumoto 

お PosU 化. 巧 お 

Tei. Lorraine 0 が 7 ■ 
Lorraine 60Q04pi. 22 


DR •区 LOOM DENTIST ! 幻 亡. 

34 ■比 Street Cor. Ninth Aven ロ も N.Y. 
3 お h S か eet Cor. Third Avenu も N.Y 。 
S 目 化 Sheet Cor •し exm が on Av も , N.Y ， 
12 さ th ； StreetCoi ■•もみ A が nue,N‘Y. 
—BROOKLYN— 

A 化が Theatre 色 I か " DeKa 化 Av もが FuUojs み - 

診に 日 n 堪 最多 
曰 化 午 察 了 ぞ茲能 新年 齒 
曜時前 時豐么 器に 式の 貴 
午 九 福！ 

後 


I を 


挺 



F • 戚 区 讀則あ 。. 

醫群 薇學大 狸な 翁 患 

118LS 沿 h お . 了 eU 巧郎 ミ巧ぉ 
8ei. Uxing お n & お rk わな， 

窠轉 八が H 蹈 主水畏 


Dr . Sabro Emy , 

1035 Pai"k Av も， 
Tel. Sacramento 7980 


DR • に E.YOS 排 i, I 

307 化 93ni が . 

おし Riverside が 加 


Oriental Art Studios 

124 W.34H1 化 0 邮 なお M 呵 Ig 
~ TeL Laekaw が na が 巧 


A •し CEASA も M . D . 

127 East 84!h Street 
bei. わ A & Lexingi 帅る ves 

溝 喉 晒 鼻 巧！ 

間 巧 察 診 
午た ま诗十 詢午自 
诗八ま 時 ホを 午爲 
曰 權 

自 午前 十 時 至 午後 一時 



下， KASA! 

Merchant 

Tailor 

ザ 

む 巧な 8 お Ui 龄 

torn 304 

巧 W 巧 削 
Phone 

的が i がが 


Y. ITO 

1 お Sest 巧 rd Si. 
Car. L なの gfan A 巧.， 




號 二十 八な お 千 


巧 


雜 辦 育 綱 


【日 唯 水】’ 


日 四十 月 八 年 四和昭 


机 



渗療 _ 

午前 十 時 ょら 十二 
時、 午後六時^*ら 
八 時， 日 罹は I 削 約 
願 上 お 

- ドク トグ I 

山 ロニ 乏助 


寡 巧 主爲基 

自 午前 义時 り#- ニが 
自 午を 一時ぶ 五 時 

火 跑® 、一一 六 時 

はへ キシヤ P フア 
ン テ^ン ヨン I クブニ 

プクじ お勸、 


Jolan 苗- 0 OC 否 / M . D . 

ニ 1 W を臺 巧 置 ざ k 
ぎ宙ミ 置 こ岂 こを を* ニ 云る 

みみ Mi 午 酌 九 癖 J 午を- 時 

牛 5® 奪’ 本を か 持 

U 銀す 酌乂踪 f - 午を 码時 

ド タトが 小 震乘ま 


洋服 調進 

ク 9 ミ ニン ダ* タイ 

イング、 修穫等 一 域 

ミカド 洋服 巧 

松 本 保 

菜 話 ライン ランダ— 
六 八！ ニ 0 


診察 

午前 十 時—】 時 I 
) 午を 四時 i 八 時 I 
レが . I H 曜 午前 十 時— 正午 
化 削 巧 急 巧 お 巧ち 女 摸' 患、 ぶー 
I t " ^ 廣搞 、化 液檢を i 
M 化 化 多年の 經驗 をを し H 本 
■ I 一人 じは 特に 親切 じを 巧 


M .d 

r - E お 

D 削此 




健康 診 斷こ弗 

グ 

メイが と 


ク 


日、 木櫃 午が 九 時 1 十一 踩 

紐 育 柔道 俱樂部 

西な T 目 一八を 


|i 

0 咖 

li 

n I 
a 

:伽邮 

-S A 

c h 

化咖 

r 

を d 

のが 

ん 

- S 刪 


諸を 41^ 

« 巧說お (日) 八 時 
日 お 學校 (日 ご 一時 ザ 
家庭 お 食 (水) 八 時 
をみ 時 

婦人 會 
ホ 巧る 

气 .佛〜 

寄宿を、 おを 食を 
みま 巧を、 をの 化 
人事の 巧 巧 巧に， 巧 
じます 0 


W 命 。 

N h 

t 

£ 信 

W W I 

25 Hi 

U 4 W 


舞踏® A — 

マ 社 巧 ダンス 车 

▼衣 情み 操 <4 



朝 十が。 

シャリフ •ダ 

ング帥 お 學校ホ 叢 
と 杉 


高等®^.^! 五年間中 

日本 巧 養 巧が 氏 ふ ハ 

の 經營と 年間 日本人 諸君の 巧髮 
ー經 驗ゐら 。ジェス •バア，- ア 
おた 十 技 T 目 一二 一を 叱 



日曜 一^前 約 巧願磅 


察 時間 

午 ホ 九 時 ミ 十 時 

ムハ時 1 八 持 

小 栗 幹 ごー 

病 廃 
五 街 病 おが 游 
武が 3 ン パラン ド 
病院 巧な 


2 

- 抓 

造 

|喻|日| 

邸；！ ぶ 

罢 I 

To 

札 做 
3 


6 W 
が U 

ぶが 


薄 ；' 策；*’ 

日 巧 聖書 巧が 正午 
共 勵會タ と 持 年 
巧 巧 說がタ 入 持 
木な 巧 おを 夕み 時 
巧 居 及びを な 

午を ニ 》 

± 巧讓 おを 叉は 
ホを 會 夕乂路 

がを 事を 

あ 宿が、 旅 巧ち ま 巧 
巧* 人事 巧 巧が、 满 を 
巧、 « 業 周旋が、 巧 巧 
裁链か 巧のを 課を 裳 
けを 貴 及び 葬を 員の 
巧を 計る 


弊 巧は 實 Bpi 意 迅速 ま義の 
基に 御 ± を 物 一 ま 卸 貴 値段 
で販 資致丄 ます タ みに 拘は 
ら中 御用. 4 仰 付 下さい ませ 
計。 置 時計 一式 
。銀製 器具 一 ホ 
。を 銀製 鉛筆 
ゴ ー ド 見本 陳列 

イプ ライタ 1 

念 寫巧蜗 搪端書 


◎歐 米を 種 
◎寶巧 貴を 
◎を權 萬 年： 
◎蓄音器。 
◎寫眞 器。 
◎紙が 符。 


プ 一一 ] ドウ 去一 •百と 十 番 
巧 事 館 お 側 建賴と 0 五號室 I 

巧タ商 

蔚が爾 A 


ニ 巧す 这 tlway - H . ィ ■百 ty 

Tel {} a 「 iia 害 芭 3? 巧 普 


F 

0 

E 




D 


H- 


歐 ホを 補 時 削 
貴 金 r 頗寶巧 煩 
銀製 _ 器具-を 

W 

タ *'<1 プ ライタ！ 

其 化 ±產 物 一式 


◎霞 ニ 最高 扱ノ商 おヲ棉 蓮し 
他 巧*, 嚴憤ニ 販贊シ テ 居-マス 

西 四十 ニ T 目 S 下 一を を 


お 

•ト 

器 


ソグ H — 力ー ピか デソグ L 4 
九な 十披室 你 

靑 柳廟會 sa 


( タイ ムス ピかデ ソグ两 側 )^ W ■ 

電話 プライ I ト四 一二 セ 四を W N 巧 
◎荫 品ノ確 實ナ八 ュ ト、 取扱 
ノ 迅速 ナ八 コトニが テ皆樣 




nurrr^F rr IT .r SJ I r K 


實叢 家の 夏期 讓璃を 遣つ て 居た 
が、 をの 謀 習 生 ニ 巧ん じ凿し V 
『最も 傑出した ァメを 力の 實 i 
家は 誰か』 £ いふ 質問を をして 
回を を 要 ホした。. 

□をれ にょるぶ 円 下へ！ ダせ 
で 國際的 U 大題 題を 惹起して 
居る 巧 柄、 賠償 案の 起草 おで 

ある ォ—ゥ で ン •ャング 巧が 

第一を で お 十二 黑 、わみ ぎが 
自動 革 ヘン 91, •フ ォ！ ド 君 
で 四 トニ 票、 义藏 長官 メ n ン 
氏が 第三 一 泣で あ I る もの； ぐつ 
ごすつ て 十六 票 「大統領 フ ー 
ゲァ ー 氏が 第 四 植で十 葉。 
□巧 ドは ジ 9 1 デ* ベ！ ヵ！ 
ごモグ ダンが 四、 マ 火 フン ブ 
ド •ス。 ；ン が I ニ I ， ゥ ォ瓜タ 
! •辛 ッフ才 1 ド I 、 サミ ユ八 

ィン サ 瓜、' チャ一! グズ •シユ 

フ ー ブ 一一 一票 宛、*-*-!— ズ、 S ダ 
ソンの 一票 どい'^ 順序。 

□フ ォ！ ドが 第 こを となつ わ 
理由は 『先見の 巧‘ •於 あら、 大量 
ホ產 、大衆 的を 配 仁い ふ ァ^ブ 
力 新 皆學の 創始者』 であるから 
であら、 メ n ン氏 はを 化の 度 一が 
なく 會社じ 奉 化の 省彰 としよ、 

フ ーゲア ー 氏は デん 9 々のみ 潜 
じ离踏 的な 事務を 截 おした が' 一 
人を £ 讚 へられて 唐る。 


S 本 理髮鑛 I ロ； 晉ー談 屡 污 


西 巧 十 S 一一 r 目な 番地 ニ 良 五 室 号 

I 一二 階 (巧み 街に 近し) 


尋 れ i 人 ち 

(宮城 縣) 大 橋武罐 (愛知 縣敌 
巧 榮己郞 (德島 蘇) 糸 田川囊 
(山 ロ縣) 德お猪 一二 敵 (廣島 肺) 
が 本寶替 (宮城 麗) 手 嵩 直 §. 
(おお 出縣) 化 本 ホ ま；- (鹿 si 島 
縣) 國上商 愛 を 闕當記 長 
お縣) 化 田 巧藏吉 - 福 岡縣ニ 
义伊 度み 大 塚す ダプ (愛知 ご 
長 崎 德一お 困 幸 S 郎 (大阪 W ) 
西 ホ 源太郞 (を 庫縣) 藤 木ち 八 
(福 飼縣) 末が 蟹 進： 前 純 育ん 寧 
學化 八木豁 ホ (靑 お縣) がか 原 
豐 一二 郞 (熊 本 腐〕 西 本文 藏 
(神を 川 縣}稻 葉 明 ま 
右の まじ 通知を 度き 儀を 立 
淚巧 本人 若く はお 人ょ b 巧 
住所 脚 通知 願 上 お . i 

紐育爾 國緩領 

1 漂す ロ基 さ 请 Ne なご rk ち 


0 


Y 

な 

JU 


K ^ 0 

M 3 が蝴 
脱 sit 

側ぶ 

u 加 

K w 

o が 


新 ホ 書籍 販ー 

雜 誌の バック ナ 
バ I 、 を 雜誌類 一 
新 注文 等 化て 班 か 
じ 御が み 致し ま 
柯ホ 御用 命 願 上 
ます 0 


奧村 書店 


W 名 

證 

. S 吝 

K 了！ 


第五 街と so 

へ クシ ヤ 1 
ビグ デン グ巧 

小 池 寫眞舘 

電話 サ ー ク术 

四闽 0 ホ 




導 



^ v — * 

剛^ 

3 :, 巧 

a 

& L 
巧-! 

111 rl •$ 

E a 

H 

3 を 


を 


5 怠 
始匠 
績 .資 

I ぉ 

翊類 


♦を 擦 ♦お 誌 ♦巧 聞 
攒費 室を 顯 

執務 午前 九 時ょ を 午後 あ 時を 

織 育 目 本人 會 


グ巧 ！ 

m チ. 
詰 ブ 


タグ 


玉イ I とと 五 一 

00 お 谷 
00 と 一 


-i 

紐 ii 

育 II 

案 

內 iw 


A 邁譯 ◊調杳 〇 を 渉 
◊買物 0 其他柯 でも 
，禪 懇切に 御 取扱を し 
^ ます。 

W A をは ン々 ゴ大學 を 
を 業し 巧 ホ旣じ ホ 五 
- 年 聊か ホ 國の事 僮 じ 
I 殖やる もの ご 信じが 


東 就 

西お關 
書 II 
房 ； ii 

他 


が 育 商事 研究所 
.教韓 i 雄 


A 米麗 じて 發巧 せる 
新舊の 書籍と 雜 誌は 
御 注文 次 察 敏速 じ 御 
屑け 致します。 

▲あ 御 注 义じ對 して 
はを 潰 よら 割引して 
差 上げます 0 


f S 

^ 0 

S d 

rh— a 


<1# 

s 

鄉 


が 

が 

B 

oS 

A 

化 

が 


婦 

人 

焚 

語 


授 


をき 米留 婦人 
目 本人へ 巧 黄 
語敎授 じは ホ 
年の 經驗を 有 

す 0 ' ーン ブス 

ンと十 冗 他 
每 H 朝 九 時ょ 
も 憶 化 時を 柯 
時 じても をし 
B 曜日は •一時 
，よち 四時 迄 


稅關 事務 取扱 

WILLIAM 广妄 ま & 夏. 

ミ 1 をの ニ Broadway - 巧ぶ 
ジ I . BlHn 巧 Ga 臺 謹 4,5,6 


C - 

打 


8 

却 


JQ 4 

むが 

I 9 4 
J* D 2 。 

H 化が 

Y ^ 5 也 

祖 S 

J 巧 — 

即 

に 


稅關 事務 

東洋を 化幷 じを 化 ホ 
の 像ぉ乂 方を じ顆す 
する 一切の 御 諮 間に 
應じ巧 道蕉船 貨物 運 
貸 巧 出帆 表 穂 顯手績 
書 等 進呈す。 這を 都 
ホ じ化理 巧を がし 誠 
實 をを 御用 かじ 應や 

保驗 取扱 


0 t 

就 

U K 

こが 

S W 關 

圏 
8 P 

N 刪 化 
A 化 
ぞ uj 

Mm 


H 本、 支那 寶玉製 美 
衡晶 、婦人 用 曾赖其 
化 装 節 品 

阀爵一 お 

高等 美觸晶 修矮、 
曾餘蟲 、スト 9 ンダ 
日み 騰藏錢 


丸山洋 懸蘭會 



西 巧 十六 T 目 六十と を 

電話 ブライアン トセ 0 と 化 


な 育 州を 證 
內な 省を 許 
巧 巧 巧大醫 巧大學 
を灌が おお 卒冀 
元 化る 

產婆 お本綠 


攘 療治 ホ 嵩覺丈 


普？ Wes ニ 3 害 Si ‘ 
ぎ 笠 ge 宮 mb 14 誤 


T - 

に 

化 

ミ A が 1 

苗 放 

の 

U 

Y 


難 揉治蔡 

マ ツサ！ ジ 、整形、 醫 

科畢が 運動、 勝灌注 
水 治、 電 氣嚴呂 、ホ 
線 及 m 氣 治療 其 他 
な 育 谢を器 

ブイ ジオン ラ ピスト 

西が 幸 男 

H 曜外每 H 午前 化 
時ョ ，午を 八 時を 
■を 話 前 あ 願上娱 


横 眼 並 じ 眼鏡 調節 


V グビユ ー 病院 及 
が 育 乂學醫 巧 巧 勤 

江 是ニ朗 

診を 時間 
每日 午を 旧時から 
六が まで 

タ巧 水、 金、 と 
時から 八 時を 


鍵— 

が お 願 上 お 

ゴ！ モか 大巧 
f クトか オブメ Ty ン 

醫舉搏 ± 

吉 居悅彌 


R 令！！ 


種 


プル デン シャル 

ホ 命 保 險會社 

を隙險 

ご 一木を 吉 
窥 撕が绿 


OF - F 10 円 巧 00 M 61 W 
154 z > ss>c WH : 

zmw YO 巧 K OIHY 

H 円广 ■ ro 田 mK 2>2 の 4 NS 

RmslD 円 之 om 
W 90 w > DSVVO 巧 TH >< の. 

T 内广 .さ > DW$ORT 王- 709 A 


ジ ヨン •ヘン コック 

直 相な 生命な 險會化 


電氣 、器械 工具 製が 
運動具、 玩具、 貴を 屬 
時計、 寫あ器 及 現像 

賤本 バチ\い 

東が 美術品 書憲 、レ 

ディ ホ、 ランプ ツス 
1 ド 類 グアキ t ムク 

SN ! す、 モふ ，修理 


h 叫 2 お 船 徳用 巧 
WU 如 船を 食 巧 品 

な 和洋を 雜 貨販資 
輸 巧乂稅 關手績 
如‘ I 腸 諸 荷物 蓮 搬な投 

成邮 W ’ 遠 藤 小 乃屬會 
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巧 巧を を 巧 想の 曲 ホ 

日本人 1¢ 年會 

W 罕臺 ： t . ブ一 夏 占 i ニ艺 


齒が醫 木 下义巧 

W 1 Q さ. ニ lihSt . 

ぎ这き 1 1 養？ 


豐ホ弹 服 巧 


を 五十 STB 
一 ミミ 

が 藤 
洋服 巧 

t フ T さ ミ 


いょ-' 今明日 

ー氣に 日本の 空へ 

ツエ ペリン 伯 號化發 の 準備ぶ る 
巧廿 時間て 橫觀し 得ろ か 

• ■ ■ I . . 1 . , -- <•■>< : ••/ 1 

ミな， け 巧よ を：！ I ! ミ 十二 日 壊 川と レ^ 伯-巧に 

i シ r を 過 許可 茜 も巧附 された ので、 機は 目下 出を 準備を 急いで 
一居る が、 出を 巧は 恐らく 水 雁 H 巧 半 乃 ま木踞 目た をべ （、針路 
.は 勿論 天 おみ 第で をる が、 ベ 4^ リンを 左に ダン ニズを 過ぎ 黒が 
一 じ 出で i レ ニン ラー ドから 来に クラ グ山贩 じ 到ら、 同化ょ-^ 化 
.すれば 卞ク ッスク を、 南 ずれば ィグ クックに おでる が、 を ひは 
: 化 姑の 地を 姐 過して 沿み 州から 滿 刹に 出る や も 知れ 中、 シ ベリ 
I ァじ はおぶ 臺 がない ので 路機應 變の處 風を 化る の 外は ない が、 

一 エッ. クナ— 博 この 化を 周 じ 要する 時 目は レ-こー スト 
一から ョ —ロッ パが 阳日 ザ、 7 レ ドリ ッヒ シエ， フ ユンから 東京 
: までが 五 H 、 太平 巧 横斷じ 四日、 化 米 大陸を 横斷 して レー 辛 、 J 
I P ストまで が 二日 乃 ま I 二日、 合計 十と H 泣で ゐるご 語つ て 居る 
- が、 ッエべ リン 伯號 にはと カキユ ビック •メ ー トグの ダス、 一二 
万キユ ビック •メ ー トグ のブグ ー •ボス、 タ 藍の ベンジンを 搭 
載ず るので 化の 貨物は 搭載し U いか、 有を トょ嚴 剔 家 レム キ 氏が 
- お 作した 太 西洋ぶ びァ レァ 大陸 横斷飛 巧を 故 フユ ー ネフ 王 於 ド 
男の 胸像を 日本 满巧 協會じ 贈るべく これを 搭載した。 

~ ま 京特を 十二 日發 = 霞グ 滞が 空 隊を官 兼が 軍 大學校 敎官お 
- を 少佐 草 應龍么 か 氏は 太ず 洋横 斷のッ H 伯玻 じ便乘 する はす。 


i . 晚帮 、前 遇 金曜 H ザ 曉じ當 地 
： レ！ キ^ — スト お 巧 場を 出發し 
た ド キッの 大が巧 船 ブ ユ ぺプン 
巧 巧は 乘 を、 貨物 お 載の 姿な り 
しも 歸路 はな ホの 

記 錄を破 >、 太 西洋を 一 
なじ 橫谢 して バリ I の 空を 適ぎ 
ぉを 後 あ卡五 時間 S 十を を經た 
八 巧 十日 午を 一時 ニ か、 フン ド 
一 リブ ヒシで 7 エン じ到舊 しね、 
この H は あだか も お 揮 {良で ある 
で ックナ ー 蹲 ± が 六十 一 歲の誕 
を H どめ 6、 乗 紙 負-岡は 船 上 
じて 祝が を 暴げ、 着陸した エッ 
.クナ ー が ± は 直 もじ 夫人と 巧に 
宜動 苹を规 つて 自邸に 靜餐 した 

夫人に 從 へば 『巧 ± じ 掛 する 
畏も 適當ト •誕生 H の 贈物は 1 戚睡 
の 時 脚を 典へ る こ' 0」 であつ た 
相 だ、 ッ Z ぺブ ン號 着陸 後會社 
侧 では 货 動機を の 化の 手入れに 
着 ホして ザ < も 化が 一巧 乂琳わ 
の 前提で わる n 本への 操 謝が 巧 

準備 じ 着 ホした •か、 が備 
は总外 じを く 進 巧し 豫 をの ぉお 
日で ある 水赌日 {十四 H ) を 一 り 
繰 上げ 乂幡 日の 化に 山 ぉを し 巧 
る こごに。 つて 诘る •か、 ン ベリ 
ァの構 斷じ關 ずる 勞度 ロン ァ政 
府の許 叫 証が ホだ發 しられて 巧 

い レめ じ 化 避の が 間け 巧 唯 日 
じ まるち 不明で あつた、 これよ 
j ら 盤き @ 社侧 でけ H 腿り でもる 
j .' 十-日を；：：； て ユック ナーが ± の 


一る 無 停船 輸送の 大が路 を 脚/、 こ 
I どが 殘 されて おる、 今 凹 わが ッ 
i ペリンが 巧 船が 化 巧- 调を企 
一 てるじち つじ もの も 巧す る LVJ 
一の 目的を 迷 だんが ためで ある、 
i この 祁 のぶお 離输を じは 

，飛行 船は 他のを 姐 機 脚に 
I ; タ くの 点で 俊れ て 居る、 が 巧 船 
一一 じよる 旅 巧は ホ おに 巧 適 だ、 な 


ためじ 盛大なる 誕生 宴を 關 傑、 
乗組員 一同 も 列席した が、 席上 
ユック ナ ー 氏は 先 づ乘組 員め 努 
力を 感謝し、 機体 及び 發 動機 等 
が 巧るべき 火 飛 巧に 街し 柯等修 
繪す るの 要な きこ どを 述べね を _ 
『今 凹の H み 橫觀敢 巧が な ホめ 
飛 巧に てらして 頗る 

難航 ある こどは 今よ b 
想像す るに 難 < ない、 盡し 我等 
が これ ょら 旅せん どす る 化は、 
極めて 不案內 であるの みなら や 
氣 流地圖 等の 調査 も 巧 屑いて 居 
ないから e あるが、 而 かも 巧 寒 
はを の 成 巧を 確信ず る』 ご激勵 
し、 日本 f の 行程は 六 千み 巧哩 
であるが 『我等は 之に 巧 要の 時 
間は な ニ 千 時間で 巧を である ど 
信じて 巧る』 旨を 斷 言した る じ 
.おし、 機 腳長シ ー ググ 巧が 乘組 
員を 代表して 述べた をの 一節に 
巧は 『巧を 紐 貴は 勿論 今次 大飛 
巧の が 巧を 滩信 する ものである 
余は 機化を 充 かじ 調査した 結 お 
ッ で ペリン 號ん 飛， い 能力は 六 千 
哪今 みの 巧が は をれ じ もちし 
たもので もる けれ 共 

重量 の諷節 じを くこの 長 
距離 飛 巧に 耐へ 巧る こどを 確信 
する』 ど 述べ、 發勘 機の 製を 會 
化 メキ バックの 化 まも ブ エペ， 
ン伯號 が 悠じ于 時 閒の巧 巧に 耐 
へ 巧る あ 動機た 備 かけて 居る こ 
とを 爾巧 L .1 おは ユック ナ ー 
脾± のみ 威を 一二 唱 した。 


をが する： が、 飛れ 船 じは ぶ 全に 
音蠻 •か。 い、 巧 潔 t 居必 地よ く 
が 摇も跋 い、 をが。 船 おどい ふ 
点よ もい へぶ、 あるひは 大な船 
が勝ってぃムごらぃ へ；；^ぃこご 


來る こご U ぞ は、 到底 號 一い 機な 
どの おぶ ごころ では U い、 のみ 
ならず、 長距離が 路 を！ をの 底 
速度で が 巧す る诺 を、 琳巧 船の 

安を さ 6 確ち さけ 巧 巧す 
る 他の 如何な &餘 送機關 にも わ 
ごら y い、 邀道 事故、 - KSb 上 じ 
わける 災厄、 飛け 磯の 遭難 等は 
今 H でも 完 をに 避け 将られ い 
もので あ b 、 飛 巧 船で も サ後當 
みは ぞくの 災禍を 出す ここでら 
あらう、 しかし 今 目 主での 經驗 
じょれば， ッユ ペリン 飛む 船は 
お ホ 技術 上の ななが 加 へられ { 
ば】 個の 生命を も 失は ずして 安 
を じ 輸送 5 任務を ちす こごが 出 
來 ると 斷 言す る、 か 論が 巧 船の 
太き さを 無制限 じ 增すこ V は 出 
巧 《 、なつて 現 巧では 

'船 體を乂 きくずる 運動 ピ- 
同時 じ、 現 巧の ま I の大 5 さで 
經 濟的條 仲を 改善す る お 下 夫が 
こらされつ ある、 最も 新ら し 
い 試みの 一つは 燃 巧 ダスめ 採用 

喬 H 省 ミ 兩關稅 

東京 特電 十一 二日 發 n 巧エ ちは 
钢 鐵顆稅 引上げ 運動」 は 貧ぶ だ 
が 綿糸 關 稅撤廢 運動に なな 逊せ 
ん として ゐる 0 

でを る、 この ダスは 熟 力 •か弱い 
上に、 を氣 ど固靈 量で 重,- を 持 
わない から、 長距離が 空 ドは こ 
れ まで 厄介な 閱題 であつ わタ量 
の 巧 姐を 穂 わため じ 飛行船を 輕 
くしなければ ならね どい ふなが 
助かる こ ミ じい* る、 をの 上 着 
陸 作業が 衡あ 化され、 巧 油の や 
うじ 發 ホの 危驗ら ホない、 また 
水素 ヵス 化 用の こ £ も 考慮され 
て 居る、 をの わな 善の ホな U タ 
多 あるが、 こ i じは 省く、 『戰 
ひは 姬 ではなく 人で ある』 ごい 
ふ 言葉が ある。 これは ッ 3. ペリ 
ン 飛れ 船が 長 お 離が 巧を ¥ 'じ 
ついても 同 揉で あつて 

優秀 じして訓練され^:^乘 
が 肖が 必要で ある、 しかして 優 
良な 乘紐 員を 養 あする じは 少く 
ごも 一、 ニを はか、、 る、 銳習船 
どして は 太き しのよ ち も-^ さ L 
ホ •かょい， をれ も 巧 力から ぶ 方 
々一方 メ ートグ /、 ら ひの 小 飛 パ 船 
が 一番ょ い、 要する じ 今、 われ 
らは 近く 化 難 一周の 途じト ： らん 
£してむるのである、 優を^^る 
機械 ピ訓獄 せる 乘組 員の お 力 じ 
ょりこの 劃期的 計 蕾が 成功裡 じ 
終らん 事を 視 る。 

四十 八 弗臺が 

グ U ク 

爲替は 一 服狀お 
ま 京 特電 十二 日が U 對 乂お替 
け 一服が 應 じして 今を f 則 r は 
八 巧 ♦( やう どが 踞の山 だら うど 
r ム はれて 居る が ホ h 藏 化は 左の 
か {語つ た 

『ァメ ブヵ聯 銀の 巧 割引 率 引 上 
げ はお 憐 抑制の 爲め のみで ある 
お 乂巧替 は 一時的 軟調 ごならう 
が 解 巧を 邮巧 するめで ないから 
大影懲 じ 受けまい ど』 

註。 昨今 當化 巧瑞 の巧替 かお 
はぶの かし。 

テ マント ケ ■ — フ ヌ 

四で 八 一四 六 A 七 


十日 四 六 •と 五 四 六 •八 一 
五日 四 六 •八 一 四 六 •八と 
I 年 前 四 五* 0 六 四 五* 一二 

貿易は が轉 

棉花 輸入 一段落 
と 月 中 巧の 貿易が 績は意 巧 じ 
じ 良 巧で 豫想 W 上の お趨 額を み 
すじ まつた が、 出超の ホ 巧は 輸 
入 じがて 棉花が 一段落を 吿 げた 
じぁる が、 一 ホ 協 おに おても 生 
糸なら びじ 綿織物 著る しく あ 加 
を 示しな こど：'. 中 巧 貿易を 巧轉 
せし わるに 輿つ て カホる もので 
あつた、 とけ 上甸 ならびに 前年 
と 巧 中 巧 ど 本 旬 どの 垂要 貿易品 
輸出入 額を 示せば 左の おし {單 
位 千 旧} と 巧 上旬 と 巧 中旬 
生糸 

i と 王 ハ 0 1 ニニ T 四 四 
楠 糸 五八 一 四 己 八 
綿織物 

ニ ふ 五一 1 9 八 一八 

.重要 厳义お 
棉巧 

一と •0 四と 一四 •八 四と 
なほ 輸お 入の 大勢から 見て 旣に 
傕實に 出超に 轉じ たもので 巧び 
逆轉のおをれはない^見られる 
か 厳 お ホ 面に ついては 爲 をの 昂 
騰が や； 不利なる 條 巧で ゎる じ 
相違。 いが、 一 方 叢 支の 開戰は 
巧輸お 貿易 じ 頗る 巧 影響を 與へ 
ぶ那ホ 面では これを 轉 磯じ辨 '日 
貨 運動 も 顯く終 废の化 ぁら、 加 
ふるに 銀 相 壌の 斑騰 はを 那の禱 
買 力を を 進せ しめて こ、、 旬 巧 商 
調頓 に淸潑 W ぃ^ つて 居る から 爲 
替關 巧の 不剌は 問題 視す もじを 
らず踰 又に ついては 政府の 緊縮 
政策-か 爲替關 孫ょ b する 輸入 增 
進 傾 巧を 抑制し 得る ものと 見ら 
れて 居る から 結 厨 今を 大 なる 輸 
^乂增 進は なかるべく' 本年 S 賓易 
は 良好 G る 巧績じ 終る もの f 期 
待せられ てを る。 

實巧豫 算の內 容 ■ 

九 H 財 おち 事務所 着電 
昭か 四を 度が 特別 會計 實行豫 
算は 八月 化 H 閣簿 にがて 巧定し 
た 0 

ニ)、 を實 行豫算 じがけ る歲 
ぉ豫算 節約 额は資 を 曾 計 等の 
遍も拔 勘を の番模 する 部 巧を 
除き 計 お 千と 巧 余方阳 (節践 
ニ 千 一二な 余で 巧、 繰延 一二 千 ニー 
音 余で 圓) じあび 之を 一般 會 
計 節約 額 じ 通算す る 時は 節狗 
纏 額】 億 四千と 巧 余 万 凹 VJ な 
る 0 

(ニ) 昭和 四を 度を 特別 會計實 
巧を 算じ 於け るを 漬慕集 額は 
總 おじ 於て ニ 千を 万のを 姨じ 
八 千と 百 余 万 凹 ごな を 一般 會 
討と 特別 會 計を 通じた るを 債 
募集 豫 定額は 五 千 化 百 余で 圓 
を臧じ 一億 S 千 八 巧を 万圓じ 
な 正せられ た P 

上旬 貿易 も 化 超 

東京 特電 十二 曰發 H 八月 上旬 
3 資 あは 絕 ぉと 千 巧 一二 十八 方 八 
干圓 、輸入 五 千 巧 四 万化 モ圓じ 
て 差 引出 超は ニ 千 0 二十 五 万化 
千阳 である。 

閑 副が 題 ' 

人氣の ぁる 實業家 

□目す^ — ゲア ー ド 火 巧 じは 


は U いが、 な 船 じはつき もの 1 
が懲 、惡 な、 殊に 船醉ひ G での 
也が がわる、 巧が 化 力の 大きい 
こ.、 一、 が 巧 的 じを 距離 檢 送の 巧. 十二 H 


を y 征服ず ミ 我等の 快味 

船長 IH ツクナ {博 重の 手記 


ツエべ リンが 巧 船の が ホには 
化 巧の 巧陶じ 幾千 マイ 八に わた 


おや 飛む 機では 一せ 響、 糜 埃、 せ 
ま 巧し い 部屋；- ょで」 が 旅を のか 威 



Wing Hing 

お 挑 eva もも Y. 0 ’ か 
お i. Ihii 巧は’ か 巧が 


City Hall Tea Garden 

巧 0 NasMiB St, C お:？ 

N»xt お t:he Triinme 技 ミ か 
Loo Le 凸 Maa 巧 er 



巧 ホ 巧 

CBT 四十 四 
庙目 了 五十 巧 


College Inn 
31 日 0 わ的お巧 
B ホ 巧 3 rd & 巧 4 化 化 . 
Tel. Morningsids 7479 
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B st, が》 巧る 4 托 わ e. 
むしが が 打 弓 uin がが 


會 
席 

御^ 御 
料 東 旅 
理^ 績 



館 


340 W. 58 比 St 
Telephon が 
Columbus 8882 


( 赌日 • ぶ) 司 養 お 


KATAG 附 BRITS 

224 に 59 比み . 
New York City 

Tei. Wickersham お 44 
№ 5 巧が のが 


TtieMyoGOi 

140 «f . 巧れ 化 

Iw T が k 巧 If 

Tel. TuWgar が 59 


LOTUS 民 OYAL 

GHOPSUEK R 巧 TWIfi る ？ iT 
12-16 化 imHST. 

巧し llniversiiy 5448 、 


Kawasoye Hotel 

138 West 123 rd Sireei. 

む i. Caff) が rsi が 巧 


御 

旅 
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添 


0 歷 化！！ な RV 邮 

設備 整が 經費 低廉 


Call-TRAFALGAR 8200 


FRANK. E. CAMPBELL 

* マ he Fime 化 1 Church" Inc. 
\N 〇 N SECTARIAN) 
Broadway か 6 な h Street, N.Y, 
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支那 料理 

新 杏花 

ネ樓矜 運 人 歐廉が 
藏 前を 渾 つて 日本人 
諸 哲の營 好に 適する 
巧 現を 童 上げます の 
で 祭と 巧の 良 二十-! ハ 

T 目の チヤ プ スィ 

をへ ば 直ぐ 日本人 諸 
君 じは 巧る 程 巧 評を 
搏 して 居ます 0 
巧卒繁 々御 ホ ホの 程 
ホ 上ます。 

± 、日 晒は 强巧 、シ 
クマィ、 を 巧が を 1 
。 


S 綱 永興樓 

腐 揃 ひの 巧理乂 あを 
が 日本人 諸君の 增巧 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
ます。 朝 云 時を 開店 
(な ホ 五 T 目 サブ 
浮 草嶺の 下). 


まが 巧理 

帘魔お 園 

司理 人を 塞 
お 潰の 方には 蜜な 
の 御 便利 じ 猎へ巧 
間會 席の 街 用 じあ 
やべ （误踞 約を 柏 
す變 おお 立感を 0 
紙上 錬案巧 申上模 


ずき 燒 

ホに 御 料理 





巧巧隘 巧中必 、揺領 寧な、 H 本 
巧 船 其他银 巧大會 な あきな 巧 

を® 小 パ ホ テ 火 

巧日本を (特則巧ぁち) 

御 一巧み 第 自動車 御 巧 迪申上 侯 
B ニ疗云 03 に 泛._ San で ミ ci ち 0 , calif . 


レヤ トル 巿 

NP 旅舘 

W 06 占 ！： h Av タ so * Seat 二タ Wash . 

巧を巧ホるを ご一了左伽^^階を 
H 本 巧 船 切 巧 取扱 波ロ柴 送迎 

ロスアンゼルス 

オリンピック 

ホテル 

ニ ？ N ジ n 置 s S 广 Us & n を es _ GaK 


觀烹 並に 御旅館 

集稻 5 

巧ち 帝 西 八十 八 T 目 S ! 己 
«ぉ タ 々イブ 1 と 入 ニニ 



御 料理 

並に ずさ燒 



煎 餅 卸、 小賣 
を-腐 油瘍 
目 本 食料品 一切 

WU 曰 rise Rice nake 0? 
養 Third ミ-- 

ジ 一. P 空 a 话ニ 


陰 ル] ミン グ 

夏^で st 基 th 芭 r ま i , ミ 三 ork 
ITet ちす ミ Re 巧 nt W 18? 


木 旧 ル I ミン グ 

1 夏？ 3 rd A ま. 羣 .59 & 基を ぎ ま ts 

ジ I さ ho ま！ 1 e 巧 ni ちご 


周 園閑靜 
室 內淸潔 

邦人 クラ プ 蠢亭 

笠 Sa 夏 虹. すき ミ ロ. タ Y . 

TdTriangie 之な 


A 淸 巧、 親切、 氣樂 HH お ▼ 

勢州鑛 

伊劳 事を み 間榮げ 
2 篇 因. まを W すま ， t 
Tel . fi 品 ま t 3 苗 8 


化 巧 旅館 

簾 まを 巧ネセ 
2 置で st 一票 ぎを ヴ こを さ 咨里畜 1 


! 力 旅館な め 

一帝圃 旅館 鷄 

1 ま 至. 養 h stf York 
ご L wusp を a 實 a ミ1 巧 


織 育 旅館？ ぉ— 

を 四十 了 目 ニ 巧 二を 
Tel . Gaiedenis 芸 74 


ボブ トン 帝 . 

富 ± 旅舘 .大浦 末 殺 

養ぎ 養 st ち St . す纪ミ ま m . 

す 三’ 三夏 


費府 鄉旅鑛 
桑 山 淸五郞 

さ 8 ぎ 量 害 SL さ iiad 昔 bia Pa . 
Tel . 巧 aln 己 7 这 1 


nn 本 食 将蟲類 及び 雜貨類 卸小賣 
味么索 大資搁 桑 山商會 
新 巧 善 籍雜誌 小間賴 日用品 各種 


ザ 上 金魚 巧 

ニ 96 巧妄 Ave ._ N ミ York C さ. 
さき e Circle ちち 


蠻油龍 SiSI 驚 f 白米 

日本 米 載 食料品 飄顔 4韶 

巧 田を 巧な まる 化 まが 一手 資搁巧 

日本 轟商會 



錫の 蒲燒 わ.、‘ しい 娜燒 

會席御 料理 

畫 食は ボ廣へ 

叮巧衛 巧 ま 巧 大勉巧 


紐 育 惟一の 日本 百貨 巧 

片桐 兄弟 商會 

スマ ドン •プロダクツ 一手 販 fi 元 


おタ化 時を 巧柔 

H 本せ 巧 品 メ— アド ご圣 15 

ny 東京 巧會 

トランク 巧 b ます 


た魅强 

轉戎 テン ナ •一 
洋或 六十 他 
ま 滞を お卡牠 
宴會 

浑 ま军！*?仙お上 
を 雕を一 蘇 お 上 

削 望 円蓮閣 

♦シュウ マイ 春 捲 

獲 頭、 ± 、目曜 
♦宴 會 用が 間 新設 


コ n ン ビャ 太 學 

日本人 學 友倫會 

T 吉 おち ミ se Siu を 至 S sd Alii 
己 Columbia cn - まなを 
ち 0 运 . lisiJewM , N . Y , 

Tel ■这 Qieni 3 舅 

「日 ホ大學 々寇」 發巧 

Th こち ミ泛 e Amer ■養 n 享 奋 i - siiy 宫 a ユミ iy 

化かる た 

はち.，^ の 遊び 
方を 英文で 米國 人. レ 簾く わかる 
やう 簡單 明撼 じ說朗 した ものが 
出 巧ました。 巧容 曰み 進呈を し 
まず、 轉鬟 す さい。 

M 夏黃 YAWA 呂 ， 114 【•芸 ず SU さ. 
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成 巧の 秘談 

米 國ま異 語を 話イ事 
はぶ 巧の 祭 一 養です 
本校 じは H 本人 敎授 
じ 憎れ た專巧 婦人 敎 
鋪ぁ 6 懇頭じ 會薛涵 
信史 化を 語を 敎授し 
ます。 H 疆週 B 某 じ 
午前 化 時よ 6 字を 十 
時 主で 麗校 ，し 1' レ 
スンと 十五が づ i 
今 H 直 もじ ホ较 あれ 


がが 

.が；！ 

fBaB iL 


新鮮 魚介 一锡 

H ネ人 向きの 生 盒澤山 取 b 输へ 
特則慶 潰で 大勉强 致しまず 

サゲ .ネナ 象 店 

呈 L 置 BI ニ 星芸 D SST 里 量呈ご 
2 這 Wesi Bisi Street 巧 ミ i &msierdam A ま. 

IT 包. { lolu 吾 ミ 91 な 


日 

米 

桂 


棄語グ ラィアン ト 
八 宅 ミ。 八 含。 八 八 蓋 

化育 か 西 四十 四 T 目 
11111 八委 二階) 
JA さ HES 三 ミ呈 P AG 里 S 
ごこ ニ ミ st 44 ih ぎ：. C - 
呈 . Bf 量 養 3 


み 面目なる ホ 磯 同胞 じ 獲 « 
なるな 集を 周旋す 

宮川 事！ 

が 巧 ホ 西 四十 ニ T 目 百 化 一を 
を ブライ，/ ト とと 八と 

を フライ アン 化完八 




み 


奮闘 力みの 甲斐な C 

前娜秀 子讓が 惜敗 

最初の 國際 競泳に 躍進した 少女 
それでら H 本は 合計. ニ點を 獲得 


パ ワキに 於 パる を义 々す 水 化 
族 技大會 には 今回 珍ら しぐ も M 
I 一本から 挫 A の 少女で ある 

平 泳 の 前 畑を 子さん ニ 

さ 飯 島 昼 卡さ么 i ) 日み 型 ~ 細 雑-しして 若し 飛込み 方 じ 早 
の 中 村 由養惠 さん 二八) 背泳の j をつ を 回 ド 當らて 今少し 熟練を 

重ねたならば 


はこ ユョ ーク 婦人 化み 協 曾の 選 
ず アグネス •ゲラ チ！ 锁ご範 を 
ず ひ、 倦か寸 をの 差で 第二 等 ど 
なつた が、 この 焼かは 大會 中で 
も 稀に 見る の 大接戰 を おじ、 前 


菊 池 質 美 子さん 二 六) が 出 おし 
アメリカ 大陸から ホ じ 二十 一人 
ホ ノグ^な 化 者 六 人と いふ 水の 
古武を を 相手 じ 去る と H から 四 
日間 じ お b てみ 化し、 大いに 圃 
際 的な 新ら しい 巧 ホを 惹 きつ^ 
あつじが、 日本 小 女達の 水泳ぶ 
もは 立派では あつた •か柯 かじ も 
斯る國 瞭的大 をに 出 おし じのは 
今 旧. か 始めて であら、 チ！ ム》 
ゥォ ー ク がす 足した 上、 撰 馴れ 
がせ や、 肝 ふの 場合 じ 惜敗した 
が、 をれ でもが く！ ニ 巧を 巧して 
齒除的 躍進への 第 一 ホを 踏んだ 
をの 第-人を はか 歌 山 縣橋本 小 
學 巧を 本年 四月 じ 卒萊し 

身長 夏 一 寺、 化季 I 二 

貫の 氷み 逃 手で ある 前が 巧 子 獲 
で 一 ツキの ホみ ぎが メ — 朱 逃 
手權を 一み H 十 秒ぶ 巧の) f い 
ふ レ コ ー ドで 優勝、 埼ぉ縣 滞 か 
.の ぉ 身で* 身長 五 化云寸 一二み、 
j 体 息 十六 貫の 飯 島島ず 磯が 第二 
-着、 ホ ノ グ ^^^のゥ ッデッド磯が' 
i 第 ご 一着 と なつて H 本のた めじ 氣 
I を 化いた が、 をの 前 畑 壤は榮 め 
一る を乂 ニな 二十 ヤー ドず 泳き じ 


優勝 は 疑 ひ U かつれ ど 
般專 巧を は 化 評し、 壊の 將 ホを 
囑 摩して 屛 る、 今回の 大會 での 
化が 報 記 叙は な メート 八 自ホ型 
の i を 化 巧 四— 五で 加州の ゴ^ 
ナー •ボタ チ 壊が 勝 も 四な 巧 十 
ャ ー ド、 r - r 白 ャ ー. ト をの 他に も 
额記錄 を 出した が、 パナマ運河 

化 帶パ八 ボァ •少キ での ジ 3 セ 
フ キン •マッキム 媛が i 嗤 、半 
哩 、四 かの！ 哩じ いづれ も 優勝 
して 個人 タ嚳 賞を 獲得、 圖 かど 
しては ニユョ ー ク 婦人 氷 棘協會 
が 阻 側の タ千 ト^を 出して 一等 
赏 ィ」。 つたが これは で ン メァ • 

ホ 八 チみ ヌ 操が 力泳した 結 おで 
を團体 別にす るィー 左の 如き ボィ 
ン トを擧 げた。 

ニ ユ—ョ ーク水 棘協會 j こ 化、 

0 — サンピ 八スホ 育-一.、 サ 

ン 7 ラン；；. ス n j 0 、 ァウト 

リヵ ！• * ヌ —俱樂 部ち、 サ 

ン •ラ ファ 五八 五， ィ リノ — 

キ婦 A 体 巧 一二、 ウ キン テンス 

ゲキグ ご 一、 ウ S ス チェ スタ—' 

ご 1、 日本一 r 、 スク クン トン！ 

無巧廬 一 书 


粟が 選手 ご 山 ロ 誠が 

村井盎 優勝 决戟へ 

I 前者は 森を ホー I ニ •六丄 ニ じて 籍し 
I 後を は 巧 田を ホー 四、 セー 五で 敗る 

I 銀盃 戰は ± 曜日 午後 四 縣擧行 

I 目 本 庭 si じがけ るが を 成績— 一 セツ トを收 め 

た。 第二 セ ブトで ぶサー ビス 勝 


盃爭踞 戰は去 4± お 及 ひ H 曜の 
お H じ： 日 一 b て按 載の 姑 巧 現 選ず 
權巧有 者の S 蓮 お 事の 粟が 誠は 
准猩 が 戰じ 於て 盛を の 森を 六！ 
一二、 六！ S じて、 日 庭巧樂 部の 
山 ロ 誠は 日 庭の S 巧 田を 六— 四 
■V — 五 じて 辨れも 敗 b あ々 ホる 
主曠 H 午を 四時ょり 

銀 ず あ 巧を 催す 段 取ら 
じな つた。 を 巧 粟村の 試は 森の 
ソフト •ゲ ームじ 向つ て 粟が は 
コント U 1 ^ じ 苦しみ 第 j ゲー 
么 でが がは チー ビスを ラブ じて 
失 ひ 第 S ゲーム .にも ホ デュ'! ス 
の 巧 驚 はれ、 なは 幾ニゲ ムで自 
みの サー ビス じが C - て 一二ち 0 じ 
てブー ドした、 おみ 危 いご 見た 
がが け 戦 ホを】 機して ネ バリ お 
し頒强 にお 巧し す、 を じを 四グ 
—ム じがけ るな のサ ー ビスを ラ 
ブ じて 敗つ てな 當 したのを がつ 
かけに 六ゲ I 厶を續 け ざま じを 
化しが かも 化 間 おしあへ たお イ 
ント數 はな かじ 八 お イン トご云 
ふ 


もに て ニ 街 ニ》- なら 第五 ゲ！ ム 
じて 粟が は 森の サー ビスを 敗つ 
たけれ あみぎ のグ ー A で 森は 粟 
かを 逆襲して I ニ掛 I ニゲ！ ムピな 
し 化 時 粟村 稀って 遂に 六 —一二に 
て 勝っ た、 山ロ對 S 内 田の 斟戰 
は當 和よ b 頗る 激戰を おじ 內田 
の强 球と 山 ロの ォ 14 ，ランド • 
ヶ I ムは化 衆の 姆采を 博す る 事 
夥しく 內 旧わサ ー ビス どフ オア 
-ン ドの 武器を お 曲して な裴す 
れば山 ロは をく なれを 止めて 隨 
を 化っ て 

應酬し 或は バブ トコー ト 
よ b 淀は ネットよ b 巧 田を 牽制 
して 第 ご セッ K を 驚 ひ 巧 ニ七ツ 
ト は四對 ニよ b あ 勒 一二 じて 91 
ドし お九グ 1 ムは巧 出の サービ 
ス じて 十五— 四十 ポィント じて 
山 口 は 己に 七 ツトを 載 はん どし 
たけれ でも 巧 巧 巧强じ 抵抗して 
連續凹 ポイントを 収めて 危機を 
脱し 內 出は ホの ダー ムじ 勝つ て 
五對 E ダ I ム ご なしぶ 睹 すべ か 


ら ざる 形勢 ごな つたが 山 ロは 手 
を 緩め やとー 五 じで 勝 もを々 ホ 
る ±觸り 午を 四時ょ b 粟が じ 挑 
巧して 選ず 權を まふ ことじな つ 
わ 0 

第一 回な 

粟村 六— 0、 六 1 S 矢 田 
第二 回戰 
おが (棄權 ) 武下 
第一 二回 戰 

が 村 ホー ニ、 六— 四 渡 江 
森 六— ニ、 六— 四 W 怡 
山 ロ 八— さ 一丄 ハ、 六 丄完鬼 
巧 田 六- 丄 ニ、 六— ニ 川 村 
准 優勝 戰 
粟が 六丄 11、 六-- 三 森 
山 ロ 六— 四、 とー 五內田 

昨年の 巧國 

人口動態 

自然 增加乂 十九 ガ人 
內销 統計 巧で 調を しじ 昭か lli 
年 日本 巧國 人口動態 統 針は 左の 
如 {である。 

婚觸 婿 烟總數 はお 十ガ四 
千な 八十 八が じ I てこれ を 前を 
じ 比すれ だ 一万 ニ 千 十六 仲の 巧 
方で ある 

離婚 離婚 總敦は 四で 九 下 
五 狂と 十四 件 じしで 前年 じ 比す 
れはモ 四 白 五十一 ニ 件を 威 じて 居 
る 

お 生 化 ホ 総數は 二な 十八 
方 巧 だ ご-一十 五 人 じして、 前年 じ 
比して と 巧と 千 ニな 十二 人增加 
して 居る、 之れ を 巧 女 じ 庭が す 
れじ 男ち 十一. 方 S 千 五 巧 四十 九 
人、 ホ 百 六 巧六モ 八な 八十み 人 
じして 前年に 比較して 男 四 巧 ニ 
千 化な 四十と 人、 女 H ガ 四千 ニ 
巧 六十 置 人を 增加 しだ 

死產 巧 產絕數 は、 十二 巧 
と 育 八、 巧 男 六で 五 千 ホな 二十 
女 五 方 四千 六 百 六十よ， 巧女不 
詩® 巧 二十 一、 ぶれを 前年 じ 比 
する に 總駭じ わいて 一二 千 一二が ニ 
を增 加した 

死 t 巧む 總數 はが 二十 五 
巧 八 千 五な S 十八 人 じして 前年 
に 比し ニ ガニ千 丸な 十五 人を 增 
加した、 之れ を 巧 女に をてば 男 
六十 お 巧 千 四 酉 ミ 十と 人、 女 六 
十 ガおモ 百-人 じして 前年 じ 比 
し 男 一方 五 千 人、 女と 千 化な 五 
人を 增 加した 

增加 內地じ わける お 生、 

巧 占の 差ち は 八十 化 巧 化 千な 四 
十一 人 じして 巧 巧 四十 五 巧 千 凹 
が 八十 八 人、 女 四十 四 巧と 千 六 
が 五十一 二人で をる、 右自 なを 加 
の 綴數を 同年の 現が 人口に 對比 
すれば 人口 千に 付き 一四 •四と 
じして 前年 じほして 0 •六 六离 
し、 而 かして 巧 人口の 自然 增加 
率を 最近 じめ ける 諸國 のをれ ご 
比較す る じ オランダ ニー •八 人 
タリー 一一 • S 人 (昭か ニ 李) 

ス ペキン】 i . 0 人人 バンガ タ 
— 一 0 •六 人、 デン マ 八ク化 • 

五 人、 ノ — ^ ゥユー 化 •0 人、 
スコツト ランドと •九 人 (大正 十 
立 年)？ トキ ツホ •四 人 (昭か ニ 
年)、 ペグ ダー 六 •一人 (大正と 
五 年)、 スイス 五 一 A (昭巧 ニ牟) 
オー スタ y ] 四 •二人 (大正 十五 
年)、 K ウネ！ デン 一二 •巧 人 (昭 


和 ニ 年)、 フランス ニ •一二 人 (火 
正 十五 年) 等に して 何れも 巧國 
よら 腹し。 


上流 締 人を 集めて 

奇怪な 職業 

ぶ 倫な 媒 かから 

まま 特電 十-日 發 n ぉを 府 T 
板橋譬 おでは 銀 巧、 會 社員の 
若 妻 等に 不倫の 媒介を かてた 
九 森 どめ 子 どい ふを 婦 A を 目 
下が 調 V 中で わる。 

譬視廳 おを 部では 日 比 ハ 合 五番 
館 じあろ 『ラィフ』 社に 變裝 
刑事を 派し ひを かじみ 情調 杳を 
巧つ て 居る が、 右は 同社が 最高 
智識 階級 婦人を ぁつめて 風が 上 
許し 得；：* い 紹介 : 

派出 をな して ゐる こごを 
探知した、 めで ある 同社は 『夫 
や兩 お 议 びが 誰をから わ ホ 遣 ひ 
を 貸は.；^ いで 鹽 いて 得た 金を使 
はぅ』 どの 貴 趣から 塚 本け まモ 
女を、 山 岡 巧 之 肋 隙 ± を 顧問 じ 
かっぎ 上げ、 女を 大學 おび 專巧 
學校 出身の 二十 歲《 上 五十 歲 a 
下の 夫ん、 み 攘を會 員 どして 高 
尙な話 相手を 始め 上流 婦 A の附 
き-添え 

秘里 封ち 奥 巧を 綾の ホ 
裳是 立て、 を 居、 营樂會 の巧俾 
役、 蘭 時 接待が， 裁縫、 料理、 
藏書 整理， 筆記、 タィピストな 
ご あらゆる 臨時 雇に 一 U 巧泪め 
衝酬で 出張ず る ミい ふので ある 
W 、 會員 中には 放逸な 夫人、 み 
潑が あつて、 派 お 化で あつたろ 
を 居 歸をじ 砂風呂で 1- 设を 明す 
タ> か、 或 ひな 鎌 倉 じ 

遠出 して ニ HH 歸ら なか 
つたなでの ふしだらな こ £ が あ 
を、 當扇 もこの 權の新 職業 婆 人 
の 操 出には 手を 燒 いてむ る扔ら 
か b なので、 探査め 結 おによら 
を ひは 斷銭 閉饌を 命ずる や も 知 

れのご 0 


强逍の 手紙 

戀敵ご 間違へ て 

最近 こ 回 じ 置ち ぉ 巧で 
ク マン おを じ お 往の棠 氏 巧 脅迫 
の V ラック メー かを 發 せる 巧 人 
わち、 第一' 信には 『グ！ ス なる 
人の 妻を 弄ぶ やぅな こど ある 時 
は荫後をを へ る こ ご』 と の意踩 
が 記載し あ b お 信 人が 直接 某 巧 
居 宅の 郵書 箱へ 投入した ものら 
し < 、冀ニ 信は 其翌 B ィン ゥッ 
ド 窃臨內 にて 投 画せる もの じて 
巧容は 『今後 僕の 妻を 引 おし 弄 
ぶこ ごを 見付け 次第、 僕が 巧を 
する かを をへ ょ、 旨を も 

軍人 でを る、 相手 どして 

不足は ない』 どい ふみで あるが 
某 巧は をが 八 t ス なる 婦人は ホ 
知で もら、 游軍 々人で も。 いの 
でなら <發 信 人は 曲解して 人を 
閒 違え 某を を 目指す 敵の か （思 
ひ 込んで 居る らしく、 ミの h 深 
あじ 及び 某氏 お宅は 玄熙 ロから 
柯阳 かの ゆ 鈴の ため 安眠を 妨 
げらる！ こ S 處 々じて をみ 之ら 
ブラック メ ー 殺 信 人-こ 同一人 
らし （、犯人の 見 當もほ r つい 
たので 某を も 巧る 强 迫が 繼 摘す 
る 限らを 眼を 巧 げられ るので 吿 


澄の 手 結を どる ごを つて 居々~ 

東が ロ お 化 じ 

趁 'しい 地震 

エお やお 會崩躁 
去る 十二 H 半 前と 時からへ 時 
じ旦ら ニユョ ー ク 卵の 上部を 始 
め ごして ペン 帅 、マサ ナユ L ッ 
ト 州から オ ョ ー にち る 巧 かの 
五州 及び カナダの オン タリ ィじ 
お 頃 珍ら しい 地震 騷 ぎが あった 
人命の 損傷は まて 少ない が でれ 
でも ニユ ml ク 州の ァナ 力 か 如 

き 一エ複 は崩壞 して 遂に ミな 人 
は 失 萊の止 レな きじ まら、 巧 化 
の毅會 堂は 倒れた 煙 筒で 破碟さ 
れ 、エ^ シナの 一老 婦人は をて 
居た べブ ドを 壊された 外、 i ラ 


キ - 


.ス 、ロ*— チぶ スタ！、 ーン 


ボム ブ トン、 バフ T ロを は袭動 

のた めじ 戸 巧に 飛 化した 者ん タ 

かつた ど。 


卓 — 上 — 巧— 話 

セ 十 年 前の 借 証文 

◊お 政黨內 閣ん續 ロ總理 ：； い 
- 溢ん じ國 民の 節約を カ說 みる 
ごどくと 十 巧を 年 前の 薦 末み 闊 
德理 {おを 中 筆頭) 頗後福 か讓ま 
阿雜 伊勢 ザぶな は 極端な 節妈を 
布吿 した ものである、 をの 换か 
者た る 阿部 家は わす かじ 十一 万 
巧の 小身で、 お 中 筆 韻の 要 じ 
ついた I め 諸 ま ホが かさみ 手 
元が 不如意 じなら 勝ちな ので、 
節が の 緊要を 痛切に 感じ、 宜藩 
じ掛 しては、 轉に 緊縮 方針を と 
、藩 財政の 立直し じ 努力した 
が勸 果な.〜、 をれ を 浪人 寺み 淸 
巧郎が 『福 山 どい へで も 貧すな 
，が 勢 ごいへ とも わ挪 ひがな 
し』 f 挪輸 して 斬首の 刑 じ處せ 
られた ほどで、 窮余の策 ごして 
城下の 豪商 じ 對し藩 ホの 『勝手 
元 不如意 じょる 趣 法』 を訴 (奠 
大 なる ロ 入 銀を 納入せ しめで、 
漸< 藩が の 破なん をを •いれ わ。 

◊をの 當 時の おを ろしく 巧 僚 
式な 下ヶ 寒。 る ものが 數 H 綺福 
山 巿鍛治 巧 紋書職 廢河屋 こぶを 
部 宇一 巧 方で 發 見され た、 ろの 
巧 交は ' 

下ヶ 書の 事 

御城 ド ま津巧 

一 あ 銀 一二 貫目 化-太 阪 屋藥藏 
を 者 化 度 御 趣 法 じせを 御ロ乂 
跟元銀 御返濟 をはを 爲利 ぉ】 
石 五斗を 年々 お 相違 可 相渡尤 
化疵書 他家 じ 相 讓候儀 壁 
無用 もの 化 j 
をな 一二 巧辰歲 十一 巧 
が 原 擦 十が 
井口 紋右衞 巧 
寺 地 五を 衛巧 
漠野德 

VJ あら、 をの 裏面 じけ 『前 
通 相違 無 之 お 化』 と 井上 孫 
か ニを が 保証して 居る 

◊安部 氏 ホの 大贩 屋當 時ぶ お 
錄 じょる と、 明治 維 巧 前までは 
利 米の 支 沸が あつたが をの 化は 
滞つ て 居る ことじな つて 居 ふの 
で、 これを 維新 相 穎で 換算し 银 
S 貫目を 五な 叫、 をれ じ おすち 
米 利 一石 五斗を 化み としてを 日 
までを 複利 計算に する ご 十 I 一 一巧 
五 千 四百を 圓 W なる。 一 
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Tel, Bowling Green 3440 
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Room 941, EquHadie む ildirtg 
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Tel. Rector 3483 - お 


Nara Trading Go. 

151 -5th Avenue 

(Cor. 21 を St.)_ 

Tel. Algonquin 364647 


MORiMUBA BROS, inc., 

巧-巧 ぷ化 
Wew Kork City 
Te し 8 ram が 巧 お郎 


1 化 国 觀迎 _4 服 咖 UF 閒お EN 
な郎前 le 郎 .1 INC. ■ 


Room お 12 

120 Broad 刖 もん ! fi むか 
お L R 扣わ r 241 も 3336 


R 郎 m 1027 1 巧む oadway •も Y. 
巧 one. Co が an が 8 艮 83 


な目 な m 邮阳リ 帖啦 LM. 

化 W 巧郎 A お NCY 
Room が 4 
1 がむ oadway 
Te しむ rc 如 4118 - 4 り 9 
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Sp が お 目 加 も Ud. 

5 化 Fiocr, EquitaWg Blijg. 
120 Broadwa もん Yi 
Ph かほ お 細 r 巧 50 


了酷 Bar よがな iw が , tid. 

■ Room 5 巧 

む 打 nen 如 n i 刖 e 如 ng Bui 祕打 g 

185 お oadway, N. Y. 

Tel. Co が andt 巧が 33-34 




陶破叢 雑貨 類 卸販賣 

S 茂 木 挑 ホ 紐 


難诚 日本 ドライ グ ふ廟會 


H 本陶髓 語雜餐 類卸賣 

ホ元ブ タザ ー ス 


ツー ナメ ミカ 


一特を 


H 本-への わ 買物 じは 特別 掛 貝を 摄き無 
巧で囊內致升電話又はわ^^紙次窠御' 
訪問-^ 御 便宜を 計 b 巧め ぶーの お 力に ' 
掛 しては 特に 注意 致します^" ら是ホ わ 
立を 击ひ 巧、 巧內 配達は 社 一 論 B 本 巧 
他を 1 の お 荷物 發 送は 當主そ 致し 巧 


ジゴ ン ワナメ 


巧！ 


:: 晚香坡 每ニ週 一回 ぉ 鼻 S 
んエム ブレス 鄕蘭 巧三呈 00 巧) 

巧 か 九日 

▲エム プレス 露 巧 亞ごニ ふ 畳 嘲〕 

; 九す 十 こ H 
▲でム プレス 亞西亞 ご ニろ ぶ顺) 

_ 十が 兰 日 


A 


巧ム ブレス 加を 太 0 ニろ 皂 喉〕 

I 十 屑 十と 日 
一等、 二等、 I 二等 及び 下等を 設備 
最大、 ま类 、最快 まの 東げ が 巧 船 


撫 猶器雜 貨卸賣 ； 

春 ffl 廟一會 





御 暇 乞' 

私事 化 巧 太平が 沿岸 地 ホ御攝 
負 筋の 御 おきじ 化ら 誠に 御を 殘 
惜し < は 御座 候へ お 本日 出發西 
巧 巧 致 候 化が 中は 一 ホなら ぬ 御 
厚情を 蒙 b 柯み 御禮の 巧ら 無 之 
奉 深謝 候 孰れ ッ巧 おの 機 會も御 
座 候は ぐが 節は 何卒を 驳御引 立 
じ 預度偏 じ窜願 候實は 一々 拜趨 
御 暇 色 可 中と^ の 處巧李 巧々 の 
媛 乍略義 W 紙 t 御挨 が 申 陳度如 
化 御座 校 巧 afK 

昭か四 年 八！^ 十 S 日‘ 

野 澤ま王 
御 暴 負 皆々 様 


雜羅府 、を 港 出帆 (ホノ 八^ 經 由) 


貸 室 


フ 。て トグ 1 ム 、相 

當 に^く 淸 潔、 閑靜 
便利の填巧’ と^生活をしてゐ 
る 親切なる 老婦.^ 家庭 
ち O . W . 1 岂さ 單 AptlAI , cattledsi 芸吉 


貸 室 1 

八 お、 ダブ グー 
呈 TEL 田 R 青 ， d 


:麗め 室、 設備 

シング 术 一週 

十 巧 

辛 呈 ずぎ 星 



羅府 を 

(午 盾 ニ 時 出れ〕 
シベリア 化ん 巧 化 三 H 
乂が見 九月と 日 
天が 見 化 月 二十 月 

コレア 化 十月 四日 


WI 


がか 


® シアトル 化 化 (午前 十 時 あ 帆) 

一二 島义 义巧 四日 
ザ豫 化- 九ち 廿一日 
靜岡乂 十 巧 十 化 日 
巧 濱—化 十一月 二日 

©倫 敦没 日本 巧 出 化 

娩巧か 八 巧廿三 一日 

鹿 島 か 莫韦日 
箱强み 莫廿 一 0 
A が 育 化 帆 芭を馬 お 由 日本が 貨物船— 巧ニ网 
A 稀 絡化圾 e 乾 ホは 欧洲 巧、 南 来 行 化に 田を あ 
經 由た モ洋 岸が をを お をれ ミ恃閉 ちり 巧賠切 
巧 導 萬 事 御 使を に 取 計 ひ 申 上 i す 
A 乂國激 道 切な、 寢 をを 等 も 御 便を じ 化 計 ひ 申 
上ます 


を湛を 6 

(正午 化 帆) 化 

八巧サ 八日 U 
化 月 十一 日 W 
乂巧廿 立 H W 
十月 化 日 M 

-33 

做 

化 

5 

5 

加 

U 

B 

m 

P 


日本 郵船 會社 (並 ニを 鐵道禽 お) 

代理店 巧 欄 兄弟 蘭會 

___ # 革， 乘船 切符 並 じ 小荷物 運送 御 便利 じ取授 申しまず I 

シアトル 肚軌 ■(午前 十 時) 

あ ふら か 化 八 巧せ . va 
をら ば ま 丸 九 巧 十八 目 

ば リマ あ (巧谋 化 祝) 九月み 目 
y 1 等横濱 一九を 带 

巧 L ばリ ずみ るん どんみ は 一を お 邦 
マ H 等 日本が おお 巧 客室 おを 遼索族 室 i 
▼御を 皇 に依リ 一等 熟が がな 巧符を 巧を 巧 侯 

PK ア A ゼ ルス お 觀 (午後 一二 時) 
さんごす 化 丸 月 お 0 
まじ ら化 十巧廿 四日 
マ 一等 樓湊ニ HO 頻粗 はわい 丸ぇ じらを 塞 巧 
▼替別 H 等 B 本 巧を 十九 萊 ▼ H 等 日本 巧 五十を 巧 
▼み 淺竊 麻な お 車が 符廢 臺券駿 入御 幹 錠が リち 
V 紐 育 線 パナマ 經お 日本ち 那 巧貨衙 がち 1 固 
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雜奠 掏碟器 

ランプ ぷび笠 

太 洋質易 S 會社 

支巧ボ 俄. 古、 ボストン 


費 度 


殆ど 無 品 岡 樣のシ i 
ゥ ケ丄ス S 個賣 度し 
御 希留の 方は 左へ 一 御 照 會を乞 ふ 
餘江 商店 

望 ニ ids . 呈 


下 寧の 巧 刷 ご 精巧なる 化 上げ 

時日の 迅速 ど確窗 i ：* 校正を が 証 

印刷は 紐臂 新報へ 

電話 ワトキンス ニ か 0 九 1 ニ 九- 0 

わ 間違^む く 新報へ 

が內西 十よ 了 目 十 二番 十 階 日 
東が じがけ る巧ネ 言論 磯關の 

權 威、 吾が 新報を 讀 まの 人な し 

廣 をは 紐 育 新報へ 


夏場所 賣度 \ 

確實 なる 顧を ご 蚊 入を 有す も昌 
がの 巧 郡を 上リ I K が 巧 儘击急 
を價 じて 賣 度し、 _ : 

玉 傷ぶ ネコ ゲ I ム 及ワフ 瓜ち 
I . 里 書 ロ， す皇面 まを S . 1 . 一 


料哩人 パ Ui 

び辫 理法を 敎^ ず、 新式 設備 

D . 言 AN 

ニ 卓 est 27 thS Cor . fd 夏 y - N . Y - 


資本を 實儘励 
拂込濟 資本を ホ 平お圆 
巧な 金 六モ巧 巧を 既 

錐赋 S ザ 銀 巧— ち 店 

ネ なまを ホ 日本 裙踪 本を 罵 町 五 あ 地 一巧 
支店 ルが H ネ橋 义の內 (巧き 横を 
を も 馬を 都 大扱巧 (太 扱) 神戶 
廣島下 视巧司 巧 かお 岡 長 巧 
上 お 倫を 孟贸视 水- 


檢 出入 爲替 、電信 送を、 並を を、 旅 巧 信用が 
商業 信用が 其 他 一般 銀行業 

乂 鎌写囊 銀行— ま 巧 

鄉里 送を ハ H 本を 地 無手 敕巧 -1， 迅速 化 扱 
ネか 預金 (ぶ 期 通知 ノ ニが) 御 使 巧な 扱 
本 支 巧 東を (本 巧) 大 阪神 ロ 巧が 
巧 在 地名 古 提小悔 上が 倫 致 


▲鄕 里を 金 及び 並を を (無手 數 巧)、 か 固 
巧を賣 買、 荷巧替 取組 化 立、 信用が あ 
巧 等- 般银巧 楽 務御巧 利 じ 取扱 巧 仕 巧 

S 臺灣 銀行 紐 育 出張所 

本店 臺爲臺 化 

支 巧 東を、 橫濱 、大巧、 神タ 、上 お、 巧 
ロ、 福 州、 厦 巧、 油 頭、 香港、 廣 を、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 貝 

■々术 々ッタ 、倫 致、 其 外專俄 十四 ケ所 


1、 資本を 壹僚圓 (を 額 沸 込濟) 

一、 懐 ホを 曹備 五な お 十を 圓 

巧 地 本 ま 店 = 橫濱 (本を) をを 大醉 
が 戶長崎 下 關名古 患 

橫鑽 正金 銀 巧— 支店 

米 園を ち 巧：； = を 渚 羅が沙 巿ホ睡 
其 他 おがを 固を 要 都 ホ ニ 支 巧 及 n 术レ 
ス 有之娱 _ 


本な 大阪 化濱五 T 目 
紐 育 支 庙紐育 ブ。！ ドウ S I が 四十 化を 

盤 住ぶ 銀行 

日ホ內 i 東京 橫濱を 右 崖を 都 神 巧 岡 山 
^ を ノ道廣 島 吳柳巧 下ノ關 
巧支巧^巧司、小倉’をぉ陳を欠留ホ、ぉ本等 
ぶ 越 預金、 鄕里 送を 等は おめ 
て 御 巧が 迅速 じ 御 取扱 可 申 候 


本 巧 朝が 巧 城 

支店 お 張 所は 日本 內 化の 樞 '聖都 巧、 朝鮮 
滿洲 、支那のを 地 及び 滿盛 巧徳 

觀鱗 銀な 紐 育 お 張 所 

外 闺爲替 一般 お 巧お務 精々 御 便利 じ 政 扱 巧 
中 上 候 


巧外孩 、社が、 株を ノ貞巧 及ビ巧 
かお 立 パ ま 陆お利 ニ 御 お 扱致ン 
マス、 精々 當巧ヲ 御 利用 下 サィ 
備が 藤本 ビル ブロ ー 力 I 銀 巧 姉 化 會赴 

藤本 證券 會社 

同を 港 まほ 
同羅が 出張所 
同沙巧 代理な 


陶强黑 、雜貨 卸な 

森が ブ タザ ー ス 


H 木 陶お器 雑貨 
ラ厶 プ卸賣 

を 良 貿易 蘭會 


. i 


♦が 藤 錠 ニ 巧 太 洋資あ 株 ま 貧 
化々 貴、 化ち 下句 若く は 十月 巧 
巧 媽暇歸 朝の 篱。 


ス ペシ ヤ み 


新 荷 

一 

靑小梅 燒酥漬 

一 お 五十 砸 

を' ち卞物 

一枚 十五 输 

か 桐 兄弟 蘭舍 


世が 獨 ホの 消化 酶秦 

夕 ヵデア スター ゼ. 

な錠乂 一 遭 
食慾を ホ 進せ L め 消化を 佳良 
ならしめ 榮養增 進を 欲す 去 化 
ての 場合 じ 賞 用 せらる 一. 


桑 山藏# 
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さ呈こ 〇1 呈 す er S 岩-君 7一 
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據 巧は^ グ バニ！ ご 

ヒブ ツフ坤 •■"■"八 ド-！ • - " ドの 
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パ顆 
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を さ f 、 
己 置 壊 水 
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置 1 御の 

ル挪 

1 而經羅 

野 談驗貨 
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旧 上る 賣 

人に 
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帝圃 練習 艦 駿歡迎 に 就て 

協 間 一が 完全の 就 解を 基調 ごし 

を 化の 客に 喩をご 智識て】 を摇供 
練 巧沼隊 お迎径 々を 草 信：^ 治巧談 


帝國練 S 巧淺瞄 装ず の 
ニ おは 每が おがのを 鎭 であ 6 巧 
村 ±旦 ニ 郎中將 司 かの T じ 千 六が 
餘 人の ホ 夫を 乘 せて 今や 太 やが 
沿岸を 訪問 中で あら、 シヤト 片 
タコマ、 晚杳坡 化 ホ じがて 乂歡 
迎 をを けつ 5 ある U 誠に 渝化じ 
堪えざる 次第で ある。 艦隊は 近 
(桑 港に 入ら、。 サンジェ グ义 
バ朱 ボァを 經バナ マ 運河を 通過 
して 太 西が 岸 n n ンじ 巧で み 巧 
を訪 巧して 胜じ ポ^チ モアに 着 
すち 豫 をで あり、 十 巧 四 白を 0 
て 愈々 紐 育のを ごなる が、 渡が 
歡迎 をの 準備は を 部長を 委員 諸 
巧の 熟必 且つ 細密の 注意 ど 巧 力 
どじ 化 b 大 化の 陣容 旣 - I 整 ひ 昨 
日 總巧部 委員 會じ 於て を 要なる 
打を を 了す るまで じ進搂 した i 
は 威 謝の 至 > であ-る。 

木 巧 自ら 端らず 今 ホも會 

長の 大巧を 辱し むる に まつた の 
であるが、 一切は を 部長を 委員 
詣 氏の 力 じ 倚 頼す るの 外は ない 
唯 此機貪 じがて 歓迎を 備の棚 目 
進 巧に 隙し ニ 己 卑見を 陳 ぶる ミ 
を 巧 さる i なち ば 言-^ を もな < 
官民 一致 盛 岡の 精神を 作 輿し 相 
■直の 打を せど 誠 解 どを 完圣 じす 
る ご 云 ふ ミを 基調 ごして 歡迎の 
目的を 速 化すべ （厮 願す るみ 第 
である。 巧る 磯 食に 化て 在留 同 
胞か威 情の 融か息 志の 疏 姐を 謀 
b 協同動作の 必要を 感知す るな 
らば 夫む は 艦隊 來 が-し 化ら て わ 
か-'^.^ の 得' る レツ スンで ある ど 
謂 ひ 巧る であらう。 亦 艦隊の ホ 
が-」 伴 ひ 乘紐お ± の 需要を 滿た 
す爲 めに 同胞 商人が 柏 當の額 じ 
上る 商 おを お 給す るは 常例で あ 


るが、 曲 入 中 逝去 レ 於て 化々 械 
正なら ざる ホ 段， せる を あ も 
どて 

旣 に歡迎 奮に 潜 地が 軍 
監督官 窜務 所のを 患を 栽き 巧る 
事貨 わるは 頗る d 城て 巧で ある 
から、 歡迎 會ど丄 ては 是等 じ掛 
して 機宜み 方法^ 講中る は 勿論 
の 1 でぁらぅ。 ^^巧お木の間題 
はが 人 自身が 歓^の 眞 精神を 化 
がし 遙 々數千 狸^ 波濤を 超えて 
訪間 せる 艦隊 乗 將尘の 衷情を 
酌み 其 便益を 謀-了 わ ど ザる 一 ホ 
の 人情 ホ だ じあてば 斯 かる 閒題 


はぜ 巧すべき 吿_ 
ホく は 巧 人 諸氏 I 
て 絕隊歡 迎の上 
る樣 せられた < 
る。 が ほ 巧 ホ、 


f わない. ので ある 
j も' 自省！ 自制し 
じ 暗影を おせ ざ 
_ 切窠 のちら であ 
I おが 興 化共濫 お 


お 沿 中 巧 蜜の 里 f 故ず 禍 なきを 巧 
し 當地お 陸軍 ホで 警察 本部 ごも 
巧 合 せ个^ I ::*しっ ：ぁるが 
故に 化 点は 意を 强ふ する じを る 
と 信じて ゐ る''- 喩 タの爲 めじす 
る 諸計臺 もさ こ i じがら 化 面 見 
學の 趣意を 沒 苗せ ずが 育 訪閱じ 
化ら て稱る 巧ぶ 大で をつ た ご 云 
ふ 樣じ効 あを めたい''® ので ぁ 
る。 歡迎 諸計査 - S 顯 しては 當地 
兩 新聞の 巧 報す 明かで をる が、 
を じ 要する# もを ホ 面ょ b 續 
續 が 巧の 申 お 一が ぁる £ は 云へ 當 
事ち としては ホ だ氣を 緩める 程 
巧に 達して ないから 一昨年 敷 
迎當 おの レコ ー ド じ 優る どら 劣 
ら ざるを のが 績を 擧げ 得る 樣萬 
る 方 も 募ら 方 も戮カ 協必瓦 
じか 親 提携 化 おを 示さる i 樣是 
非與莖 巧せ もれた く吳 々も 敎駕 
する が 第で みる。 


ゼ ペリンの 

太平洋 通信 

i 電迪 八ァス トビ 契約 
一 彿闡两 征服では がが をつ けた 
一 か 巧の 征服で ぶ 巧し やぅ ど苗必 
一し つ i をる 獨 逸は 斯が のち 人工 
^ クナァ氏のゼ ぺ リ ン化巧 一 周を 
: 企 劉し 的 遇 ル幡化 ザい！ ク - — 

_ ストををたごし植々お十五が間 
I 餘 じして 太 西げ - V 楠斷し ±曜リ 

正午 フリ ■ — ドブヒ ス^ア ヘン じ 

: 薪し わが、 木 H 若く は 明 削邱齒 
を 離れて 前人 ホ 到の 亞細 巧のを 
'を 飛规 し、 が 二十 時 問を 0 て證 


松 氏 並」 がぶ 少佐 藤き 直 四郎氏 
间 巧すべく 龙 野、 圓化兩 氏は 無 
線に 化 b て ||| の 逝 信を 日本 じ 送 
る蛋 要巧務 報び てゐ るが、 ゼ 
ベリン 號が '嘗 グ術 ょら。 サン ジ 
エ： じまで 瞄約 六日 間は = 本 
笔敬迪 信 神す 報 部 記 若 白 井间鼠 
巧の み 使 乗ん て 日本を 領尘 、朝 
が、 關来 潮ぶ び お 測に 對 する 無 
線 通信の 化に 當る ベく をて 問 社 
ど當 地' ィ 一 スト あ 新聞 おが 育ア 
メリ カン どの 閒 にを 渉 中の 處前 
週化齡 H 糾^ じ 於て 電 姐に 通信 
特權を 與ムる 契約 成な し' > アス 
トを 新聞紙 海外 特派員 長 力 ー グ 


- ケ浦じ 至る 豫を である。 獨 逸よ ~ ゲオン ウキー ボンド 巧は 該努約 
ら 處ケ涨 までは 化 殺の 如く 朝り 書 書類を i して 化が 間 航の途 
の 化 巧巧內 氏ど每 n の 圓化輿 四 ~ に 上つ た ごを ふ。 


艦隊 歡迎 見學 部の 諸計畫 

を 病院 大學 歷訪ご 講演 題目 かを 


- が 巧 お 隊を學 部 委貴替 は 去る 
; 十二 U 锭閒 惟され み 泉 部を 始め 
j お ホ領举 、おか 中佐、 巧窮 一、 
一山 旧な (滕が 氏化理 )、 亩 おが 十- 
一 草 信 食を、 奄 西が 樂 、を おモ日 
^禽與 おを ま おお 柿々 先例を 參酌 
; して 熟 溢せ る 姑が、 謀 おは】 昨 
! 年 のか，、 お 補 生ぶ び ルを じ ニみ 
: せ やが 瓶と にがてが 補 化の みに 
'おして 巧抵 ずる i ご ^^>ら幽 目は 


乂闕の 經濟が 態 (講演者 武が目 
銀忱巧 巧監皆 役)、 が 宵の 事情 
(雜 おを 巧 阻 H 米义化 學會ホ 事} 
ご 巧し ホ别 板 補を の 見學は 八日 
準備 銀 巧 其 地、 化 H 株式取引所 
をじ剧 當て醫 巧は と、 八、 化の 
一二 H を 利用し コ ー ネ グ大學 、ぺ 

八ビウ 、マ クン トン ナイ、 メモ 
リア 作を 病院 メデ カグ センタ ア 
。ツ クフ 五 >— が 兜 所、 が 育巿 


街 生 局 等を 展訪 すべく、 吉 お、 
が 浦 ニ 愧± のか ドクト^ 江を、 
乂谷其 他 お 氏 案內の 化に 當る i 
ごな つた。 尙 ほ小學 校々 長は 藤 
が、 香 西 兩巧ま 巧 ごな ち 案內の 
勞を 執る に 巧した る 由。 昨 H 迄 
の獻迎 寄附 金は 左の か < s なと 
十八が じて 累計 一二 千 弗 じ垂ん ィ」 
して ゐ る。 

金廿 ぶ 巧 宛、 宮商會 王 ス鈴木 
商を 

を 十五 巧、 が おが 
を 十 おお、 岡 島 お 治 皆 藤 松 ホ 
小が 田 宇一が 貼掠官 事務所 
佐々 木を 五郎 本 間 岩 巧が 
山 本を 藏 淺見 喜 化 一二 
金 お 巧 宛、 小を 巧 巧 雄 柏 政 ま 
巧 中 政 雄 旧 中を 一 橋巧覺 
雄 

を I ニ 弗 宛、 熊 野 傳平井 上智 明 
金 ニ 弗 宛、 中原を 義渡邊 鞭 太 
郞ネ園 ホ義プ ラセー 氏 あ 
夫人 城下 か 五郎み 武め雄 
倉 重秀夫 

を 一 ホ、 藤 おを！ ニ I . 

么コ— ネア ィラン ド 

を 十 弗 お (追加み〕、 网部 經か郎 
西 巧 朝 太 郞巧田 一郎 
をお姻 (追加を)、 川原 盤 化 
をと 乘 ，藤 旧 餅な 
を 五 邦、 坂 本 龍王 ロ 
金 一二 弗、 小 西 千里 

お- — トプ シン トン 方面 
を 二十 五 お、 (長 尾 化五郞 氏み 
六 名 巧 露な し) 長 尾 化五郞 
鳥 橋ち 吉田尾 太 郞濱巧 仁 
五郎 巧 曠祐一 松 崎、 > リ！ 
中間 か 雄 

<3 力— デナ 八 レスト ラント 

を 二十 弗、 山脑長 I ニ 
お古 巧 宛、 則 信、 巧 原 
を H を 宛、 朝 井 廣輔神 野 
金 ニ 弗、 吉 が 

金 I 巧 宛、 靑山森 重巧ネ 
大巧 あが 春 日 井 無 あ 氏 
無を 氏 無名 巧 
A 松 本節 正 お 
を 十 弗、 巖本谨 一 
を おお 摊 、巧 藤 巧 ご 一松 本節 正 
金 S ホ、 今 田 幸 雄 
金ニ强 お、 お 旧 後 巧 茂 野德云 
郎柄原 猶五郞 銘木 竹 一ニ^ー 
を 一 弗 お， 生越實 S 山本大 一| 
A 修道 會 扱. 

を ご 一 弗、 大踊篤 
を ニ 巧、 小' 粟襄 
を】 巧、 澤お哲 治 
AM 育 新報 社 扱 

を 五郎 宛、 木 村 S 雄、 巧 旧 柳 化 
を S 邦、’ が 本 健み 郞 
を ニ お 宛、 管 沼亨島 旧义夫 
不破 安雄 內旧實 
を 一巧 宛、 中が 節 雄す がが あ 
中 野 恭藏白 新 巧 五作 笠 席 一 
乙 夫 


.中が 嘉壽巧 

.見 學團 消息 |ー 

二十 1 B じ 着 紐 I 
前化講 十： 中が 嘉壽 氏を 脚 長 I 」 
する 學化 見學蝴 U け十餘 人は 邸 
報の 如く 去る 二日を 港 上陸、^ 
巧 方面を 經て 本日 ニゥォ ルン ァ 1 
ンス 巿に乂 b 十五 日出 發 r トラ/ 
ン タを訪 巧し、 十八り 華府 のか 中 

と 4:*ら ニ 十0 フ キ ラ デ 八 フ 冲 

じ 一 あ、 二十 一り 午後 四が 若‘ 心 
i 一一 子 H 午後 六 時が 育 出 あニゥ i ； 
i ブンじ 向 ひ、 フエ ヤ ヘプ ンよ了 


ポストンを 訪巧 シカゴょ b ウキ 
ニべ ブグじ 巧で 晚を坡 ょ 6 ホ 港 
じ 至 も 九月 甘 一円 闷潘化 帆の 郵 
船が 豫 化に 化乘歸 朝の 豫を にて 
が 育滯化 中の ホテ^は 未詳なる 
爲め雜 誌 おがの n 本社ろ 局 香 西 
ホ郞巧 よら 目 ド 中が 巧 じ 照會中 
の 山なる が、 前例 じ胶 日本 供 
樂部 ホに 日本ん 會 聯合 恭 槪迎會 
を催寸 ろじ 巧を せつ i も b ど。 


危篤 じ陷 つて ゐる 

同胞 鬼が 榮 熊を 

目で 武ホ カム バア ラン' ド巧院 I 

'收 摩せられ 病 あら 不明ん 事不 
省の^ 危篤に 陪 つてなる 同胞 靑 
をが わる。 出口 縣脚 武郡砸 川が 
出身. 节 がを 熊 ご 一十 九 歳} どを ひ 
^ かぶ もな ぐ' 唯一 ホ 人 お 深 
^ 話を なしつ！ ゐ b 、 右 鬼 
が 氏は 前を 中 川 チヤー レ！ 海員 
每 宿所に お 入せ る i も あつじら 
しい。 也當 5 のぶ 人ち あら ば 慰 
問して 賞 ひたい どり 會が 濟部當 
事 紫は 語つ' てゐ る。 

一^口 權大 僧ぶ 

おを 淺 草妙敎 經寺權 大僧正が 
- ホ師は 去る ニ n 桑 港 着ぶ 春 
じて 巧 巧 經をホ 米し 小站ホ 
じ 投宿 巧 一週間 滯 をの 上 本 
巧よ 巧が 育を 辉て 渡歐 すべく 歸 
途 5^ 度の 彿 跡を 硏究 する 由。 

^ か ホ 佐 竹兩傅 ± 

ホる 十九 日ょ ち ボストン じが 
て？ ^ 催さるべき 第 十と 巧 生理 學 
大 出席の 日本化 表を 東京 醫學 
部^ 授氷井 潜 博 ± 、東 化 大醫學 
部敎 巧 佐せ を 太が 蹲 ± は ニ H 春 
が I 化に て 着を、 シャト 八を 經 て； 
を 巧せ るが、 會議終 r 後は 渡歐 
! を 地を 視察 歸 朝すべし ご。 轿 
心を 大會 じがて 永 井 博 ± は 『あ 
みで 神經 どの 關 係に 就て』、 を 
が 睡± は 『を 兎-しが ける 副腎 展 

々腎 試驗』 の講溃 をが いる 蟹 

佛む 會例會 法話 

紐 育 級必會 例月 法話 會は明 十 I 
五 H 午後 八 時ょ h B 本 俱樂部 じ I 
がて 開かる--; ごな b 、 當 巧は 
佐々 木 お 巧師の R 女 撕般那 を 』 J 
題す る說敎 がわち 萬で ある。 因 
じ 前 號所報 爵滤を 柏木 氏 邸と せ 
るは 誤聞 じつき なじ 訂 化し 憤' 

中 衬直吉 巧歸朝 

囊じ桑 港 じがけ る 第五 十四 回 
社會 事業家 會議じ 則 席せ る 神 戸 
生糸 化 引 所 理事 中が 直 ま 巧は 會 
議 終了後ち 遊し 化 程 ホ テが ゲァ 
ン ダビ 八トじ 於て 組 育生 糸 取引 
巧關 係の ゥオ^々 ァ 、ジエ タ- 
ミ ュラァ 、ベ ャァ 、藤材 、志贊 
の 諸氏 度び 元を 氏を 招待して 午 
餐會を 開き 席上 森 旧 一二郎 巧の 提 
唱じ 化る、 神戶 、橫漬 及び 經育 
一二 生糸が 引 所 代表 若 會議を 開催 
のが じ 關し自 を 個人 どして は 日 
ホ 相互の 協調は 望まし、 とで ある 
から 取引所と しては 先輩で ある 
橫濱侧 ご 協議の 上 I 臂の 力を 添 I 
ゆべ しご 語つ た 由。 因 じ 中 村 巧 
け 東部 地方 視察 後 巧 巧し 本 a 桑 
港 出帆のを が乂厲 じて 歸 朝の 尝 


♦淸水 宗み郞 を 化育 日本人 敎 I 

轉收師 ，前週 家族 词 が ゲ アデ こ 
ア卵 化み じ 赴き 今週々 未歸 が。 


尚リ 1 保瞧 事務所 

H. S 々 gavr み insurance 技 roKeir. 
303 巧れ h Avc., 

Tel. Caledonia 4100 

巧 田 商事 姓す 會か 化育 ま 巧 
Uchida Trading co., Inc,, 

11 Park 巧 ace 
TeL Bare! 巧 巧 76 

島 貧 易 株式 會お 

占 化 的 m rradmg し。 . ， Lt ん 
150 巧 化 ad way 
Telephone Rector 1484 

株式を 化を 尾 巧を 
Aka WO 在 Co リ いん， 
235 Fifth Ave., 

TeL Caledonia 9758-59 

巧 倉 製な お 嶺ホま 食を 
iCatakura 底 Co リ Ltd., 

tTaSHsA ぶ ; 苗 6 

1 

1 IC. MUdmo れ 

! MiWm が 〇 P か rU 

i • 

5 巧 F み h Avonuc 
Te!. Vand が bill 2 な 9 

大倉 なな 巧 ま 巧 
Okin*& & C 〇 M 

30 Church St.i 
Tel. Co け ! an か 2292-93-94 

H 其な ま會化 
巧理巧 
あ 峰商會 
12C わ 的 か a も N. Y. C, 怕 . R が tor 7884 
Fa 加け； お - け 3 料 ! ！ む も， しし Ciiy 

巧 野 巧 産 巧を 會莊 
4sano Bussan Company 

R 〇 - 〇 m な 刖 - 献 5 
1 ち S な roadway 
TeL Certiaadt S047-80b2 

Gosho v^rpora わ on, 

S 巧 k Impo けが も 
が East S4th Str が t 
Tel. Ashland 4987-91 

Gotho Co 巧 idcm 
C o け on Expo けが * 

巧； K が ver S レ 

Te! 戶 awKng Green 8 的 巧 " M 

巧な 讲巧道 巧を 食れ 
な 育* が 巧 

1 Sou 比 Man 油 uri& R. R, Co., 

j Koom 2026, Canadian 戶 ac ぷ c Bl わ . 
1 342 Madison Ave. 

TeL Vand が bill 4135 

ミホ 巧 ま 賊會か 
な 育ま 巧 
Mitsui 在 Co., 

が Bro&dw 巧， 

T«l. Bowling Green 7520 

巧 式 食せ を ホ 巧 巧 
短 胥お强 所 
Iwai & Co., Ltd. 

Wool worth Building, 
Tel Fi わ Roy が 60-61 ぶ 2 

H 塞 商事が を會な 
な 育ま 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(M れ suWsh; Co" Ltd.) 
120 Broadw 巧 
TeJ ， 民 ectoi* 2 百 60-2 己 64 

乂駭 朝日 ニを を 朝日 
恒川 眞 
Osaka Asahi 

The New York *Tim が Annex 
Te!. Lackawan 打 a 1000 

日本 说巧 株式 诚 
巧ち 支店 

Japan Cotto 凸 Trading Co ••い d" 
2 Park Avenue* 

1 TcL Lexiiucton 8787 

1 

日本を 糸 巧 まを お 
なぞ ま 巧 
Nippon R1-IT0 mm, LTD 

1 wo Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 

巧を 名會巧 
化育 まな 
Hara & Co., 

443 Fou け h Av も 
TeL Caledonia 7830-35 

日米を 糸が まを な 
紐 脊支巧 

fl! 即レ 8B お け 0 K 刪 如槪 KAi 洲 & 
(NICHI-BEI K11TO CO^ LTD.) 
1 Park Avenue 
TcL Ashland 6246-47-48-49 

乂阪每 日 ニ； 嵌 京曰扫 
を 木 H が 
Osaka Mainichi 
Hoorn 306A World Bu なぷ ng 
T<4. Beekman 4259 


大紐育 ^ 

一九二 九 年 版 Y 近く 發巧 

本社が 整に 編 あを 巧いた しました 「大 が 脊」 は、 幸 ひじして 一 
江 測の 湧 （が 如きが 評を 巧し、 遂にを 部 一 邮殘ら や 巧 切れ ごな 一 
ょした、 依て 本 化は 第一 版の 巧 おを をが 巧た じし、 貫 あを も _ 
巧 加した 千 义が廿 化 年 版を がに 發巧 する こご： ならました、 正- 
確 じして 且つ おらし い 統計 ミ 事！ ¢5 を 基礎 じして、 刻々 變化 ずる-; 
巧が 『大が 育』 の眞 相を 傳 ふるに 遺が なき こごを 巧して 居 bi 一 
す。 巧 ほ 定慣は 

豫約 申を 者に 限リて i 

特價と 十五 仙！ 

發刊 後の 御麟 貫には ； 

を 價金一 弗 I 

ど 致しょ した、 を かじ 錢約巧 中 込みを ホ留 いたします。 I 

.八覃 を-紐 育 新報 社 
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南 お 义奉天 政府 巧 目し 

露 萊の鐵 道 交渉 絕璧 ごむろ 

稱京 政府け 邑頭會 議を開 さ 政策を 緩和 か n 

東京 特電 (聯合】 十五 日强^ 東で 锁 巡に 挪 しわ 誘 まの マン チ ユリち 講は蟲 を絕强 なつ わが 
をのが 闲-‘ 相な 的 府を權 あ 紋を巧 ど牽天 政府の W 巧 忧を蔡 に f の 意を 街 巧を ホし わ 結 あで、 朝日 
巧閒； ル ピン 辟 巧 r 化 わ ば 朱 氏ぶ 遂にな 氏の 越 確を あ b て吿發 V 命 じ、 巧閲齡 合蜗電 も 朱 氏が 甫 
巧 か ホ： す おして お 天 政府の 態 巧を ホ 難しむ 旨 傅へ て码 る、 今 巧の 問題-— 就て 巧 政府の 反目は 益 
益お肾ご。^おにの巧おじ對しパ 八ピ ン官憲け颇る冷淡なる態巧を东し、 奉天が巧はまま鐵お問 
厘を 化ぶ 削迎 V 9 做し お 巧 扱 巧に 關 係な < 常絕解 ホを 期， て 民る、 尙巧鬟 じ 抑留され たロシ T 人 
册化 入は な 巧が 無期 延朔 にお 慨 して 飢織巧 盤を 起しむ C 

hw 洁お+ 函日延 T 1 ユ ヨーク •タィ ムス 載) = おを 故が はお か 石 氏を 始め 外を 部を 去で 廷 
を/ち 弼 巧の 緊急 巧 戴 於 巧 集 F わ 結 巧、 が 巧の 巧繁ホ 黄み 緩 加 IV 巧ホ掷 道の 间 化が 繊シ .ロシァ 
じ還附 すべ^み をを 見た。 

ヮ シン 本 ン特黃 + 四日 群 を 地の み 巧 おで 專ら風 辞されて 
屠ろ 所に 化れば、 歐 を 政府ら 巧 馬の 緊張 じ 驚き、 一 县网收 しむ 東 
ま拽 益. 5 雄 利ぶ 7 化つ 爭態お 生前の 盛で T 腿 P シァ じ 還 附—今 
後ら 错祖這 巧 巧で 經 をす るが •。シア 側の 巧 員は を 部 新人 物を 
る-とを 條件 こし’ ホ 化 直 傅に 一切 于與 し；：* いが 証を あ 
めて お古. が、 典 化 3^ 狀應じ 化れば 0 シア 奴府 は-切 越は か府ピ 
のぶ ホた おお； ベ〜、 をの 埋 みこす る 巧は。 シアは 巧 京 政 おご 


巧 化！： 等 公 戊の ㈱ 係 ど 持た 乎. 從ス淺 道」 關 したを 渉な 策 S 警 
政府 じ 進める 腹で わるら しい。 

當 局は 今後の 事態 展辭の 如 的は 




山 

N 

も 

<1 -- 


マン チ ユリで 

戦端 開く 

-ス カウ 十五 目發 (職を】 

ア ，通信社の 訟渾じ 依れば シ 
ベ プアの む 色 系 n シア 軍人は 支 
那お隊 ど 協ぶ して 0 シアの 本 ± 
を おひ。 シア 人 じ巧裝 をを を じ 
たを も 敵が d 巧 退され たどを が 
巧 女鐵道 おず 0 ホ 歲义齒 境 じこ 
れ 等の 白色を 0 シア 軍隊 •か ぞ那 
ず隊 とみ！ 5 して 磐裝 しつ I ぁる 
を 寶を舉 げた。 

上 お 转お十 I 二日 發 【ニ ュヨ| 
ク •タ井 ムス 紙) n 固 氏 政府の 

を 報じ がれ マン チ ュタ 及び ボ 
グラン チ ナヤ 鹏 近の 黎ま軍 街 突 
は事實 じて、 兩戰線 じがる ま那 
をの 即死 ニ、 を 傷 化 ニ 名に 達し 
屠る が、 南を 側は。 シア 騎兵 隊 
が 約 ニ か 間 じぶ b 機 脚 砲を 發炮 
した 事實 を灌げ 、お グラン チナ 
ャ のぶ 涨お 司々 官 はを 天に 述軍 
して 形势 非。 れ ばちを を 留む旨 
お 請した。 

東京 【綺 を】 十一 二日 發 n 巧閒 
蹄を 社 じ 達した 時電 じがれば 化 
人の。 シア 蹈を隊 はア！ グン 河 
を 横切らて ジヤラ キノが のは 家 
をが 奪し 五 人の 化 民は 観 巧した 
ご 傅 へられて 居る •か、 同化 附巧 _ 
で 荣ま錢 道の" シア 人 從業員 六 
十 人は が 鹏じ疫 ルせ しめた どい 
ふ 廉で吿 を さ n たが、 一 ホロ シ 
ア のの 人を を 脚 〔約 千 二は 人の 
支撕人 V ' 人ら む〕 は 滿洲じ 接近す 
る ケ^ラ レ じ 進 巧を 銷始 しだが 
户八 ビンょ b の 報道 じ從わ tr ホ 
グラン ナ ナヤの 交那 おはおら じ 
あを され、 をを の 準 滿じ巷 ホし 
てが を 

形勢 觀望 

對 ぶは •ミう する か 

渡支熙 保の 險惡 化に 伴 ひ 外を 


支那 國 民政 おの 態度 及び 國墳ホ 
面の 兩勵 軍隊の 情勢に か-- る も 
のどして 正確なる 情報を おる の 
じ 腐 也して ゐ るが、 これ ど 岡 時 
今回の 事 變じ對 し H 本の 態度が 
列鹽 から 非常 じ 

注目 の 的 ごな つてを b 現 
じ アィプ 力 化 理乂化 子 ゲィ グ巧 
ィゲ リス 乂化館 一等 書記 宮 チヤ 
! 瓜ス 氏、 ィ タリ！ 大使 雜參事 
官 7 ィ来シ a ツト をら が 化つ い 
f 外務省に 吾 旧 次官、 疏出歐 ホ 
が をら を 訪問した の も 巧 闡の態 
度 Ur を 確かめた もの ど 見られ 
同時 じ H 本 どしても 巧が じがる 
指 填 的 化を 確が の 立 旗に 顧み 萬 
一 化 留が巧 固に 先立つ て 巧ら か 


の 巧 動じ 出る やぅな i が あつて 
は將 ホ巧國 の立縷 が. 个 が どなる 
恐れ も あるな どの 事 精よ ち、 政 
府 ごして 巧ら かの 

處置 をごらねぶ^::^るまい 
ごい ふ ふが 當 面の 聞 賭 ごな つて 
ホ じ、 ず；；^ はち 我國 のどるべき 
ホ 策に 就て は 

一、 單」 巧が 致を の 態度を 聲明 
すを じ おめ る々 
一、 滚 ま兩國 がいよ'--- を戰狀 
態 こなつ じ淺を 東洋 ホ お 保持 
の 立 魔から 姑ず 的 解 ホを 期す 
る勸吿 もしくは 叟じ橫 搞的じ 
調停 的 巧 勤に ぉづべ きか 否か 
1、 をに 右の 如き ホ 策を どる じ 
しても 列圃を < は 化の 一题を 
誘'? て 共巧郝 ホを と 5 V きが' 
また W 東洋 じがる 立場よ も 日 
本が 單燭巧 動を S るべき か 
1 、 また 闕民あ 窗がホ 園 K 調停 
を波賴 しむ £ いふ 嗔が あを こ 
れじ 就て は相當 考慮すべき も 
のが ホる が 萬 一 この 說が 眞實 
でを つて アメ "力が 日本 じ お 
同 的 巧 動を を 渉し ね ホた 場を 
如何に 處す るか 

なでの 諸問題を 考 へられて 居る 


I. た： 5；： タな巧 ゎがが-— 報 巧！ をの 
ち！！ がで 水め L らジら 一 一く がか 
ァメ "力 •かが 滿 しじが 繩 S 尺 巧 
じ 就て け 巡 化粧 势 力い 內 ち. > 'い 
ふ 問 趣.： 化り、 ィ¥ブ ，'政 か U 
お刖の 上から か說巧 化する が實 
除 上に て U 现 むの 勢む を 一が で 
もおあ（ る こ ご は 閒巧上の 巧あ 
ょ n して 闕ホ ごして な對 のを 勢 

を！ 小 一 ： て おる ジで 

巧 度 S 適用に 就ても 化ら 
じ變 おを 加.、 る 必要が まじな じ 
巧ぶ •が ホみ をち て 一 桃のを 協點 
に剌至 せんご. しつ 5 をる もの i 
如；、 をに 化れ げ r カ顯紋 備砲 
十时 巡巧髓 y ァメ 9 力が 鹽巧 
上のを で ホる ごの 說をィ V ブス 
はホ認 する ご 共 じ 備砲 十 巧の 巡 
が 艦を W て 敵 おめ G もの どし、 

ィ V9 スめキ 張す る 備砲 六 巧 被 
の 巡 巧 絕を巧 鐵化ど 認め-一れ が 
尺 巧の 比率 も白然 低める こど i 
ァメ タカ 側の 老朽 巡げ 盤 
十 化 整は こいち 尺 巧の 中に 舶へ 
ず' 同時 r ィ *キ 9 スは 近く 廢薦 
どして 楠ち すべきと 巧 顺の巧 勢 
力 雄を を ご 一巧 嗯敎耗 巧に 縮々 し 
てな にお 者の 

均等 を资 見せん ごす こに 
々るら の、、 如く、 この 尺度に 適 
用 さる 、> ものは 邀が燈 巧び 飛 巧 
縣 のみ ごし’ 潜水 懿沒び 驅逐お 
は 嘟敦ホ 義で解 巧を 計らん どす 
も の に て ， お富す れ ば ア ィ ？ 力 
は從 ホの 如く 旣 をされ た 巡が 屬 
十 お 隻の雄 造は これを 賞澡 する 
こどに U つた 形で ある-巧/ 、一 一 
てフ； ゲァ！ 氏の 所謂 制限 ょら 
も 縮み ごい ふ 理想は’ 雷羅 巧を 
の 現 實間蹈 に觸れ て破邀 された 
譯で わるが、' 斯く巧 おに 變 をを 
ホしたのは、 ー^ィザ^^スが軍 
の 態度が 斷然 どして 現勢 カか蹈 
棄 •」 應 じ。 いの ご、 アツ リカ 主 
おの これに 割 t も形势 I か 

險惡 


始れ 巧 巧の みなは 卸な 避い 巧 I して 當 W じ めても 柿々 をつ せん 
，•いで あ うが、 或 ひけ 一邮食 一 の お 朵勞資 巧 方" を 本を 側の 勞 


j ザ 白 

忡ま 


脚レ延 たして をの 間 化ら じ j ザ 協 
を 部 やる か、 然 らでんげ 二时會 
誠を 解 股し 九 H 下な 國際尴 苗 理 
孽 約ん 終了を 持 もじる 上 八- サ 
—ンに 巧び 會諮 をな 集す るし 至 
るから 知れない、 尤も スノ 1 デ 
ン 氏の ホ 張す る 数 ザと H 佛 
を 雄の 見解に 化ち 敷 宇には 
タ 々論 溝 誌 解と 巧 L 得る 餘你も 
ん るので、 を 協は がら やし 6 絕 
學 ではない か、 

而 かも ィ * キリス 測では ス 協 
をの 鄰係も あるので* ン ' iix ま 
•か 巧製ィ れば當 然るの の 
腰 巧を 强 嬰し 得る ごい ふ. 近 壌 
じあを か 聯合 國 どして は し 
ヤング 案じして ず 調 じを ふ ど 
ずむ じ 今後の 賠償を だ^ 連用 
じ r メリ々 の 協賛 ど 協心を ホ 
める. と 絕勒じ 不可能ち ある 
と いふ 理由を ま 持して！!‘ 之 か 
ら 、兩 者の 意見が 奈邊* でを 
致す るかは 甚だ 疑問 ど Ir いて 
居 i 。 . 


銀が 下げの 是 ホは 勞資が 方ょ b 
ニ A 施の 化を 者を おし 勞働 者の 
化 おを 巧 巧役ピ I てな 諸せ しむ 
る S に.；： 、罷エ 巧ら この 調訂 
會議 のみ 證 にけ 絕對に 服 化する 
こどを 條件 ごして 罷エを 中止し 
巧 ロから 一齊 じ役莱 すら i ごな 
つた、 

よ： tC か义日 ES 來罷エ しつ i あ 
b し 煮は 五十 方ん じ 違し をの 
賃銀 損失 干 五な 巧 巧’ 勞働組 
をの 救濟 費け ゾラ ッ クバ ー ン 
のみで も サ五ガ 巧 じぶんで 居 
るが、 

舊ホ 通らの 賃銀で 當 をは 就 働す 
ど 5 なつて 两 るり 


機業 罷 H は 

'調 訂で復 載 

貧 銀は が あ id りで 
ロンドン 十五 日發 = 屋ま 十八 
H に宜ら て繼績 した ラぶ 力* ヤ 
.う 下 一哉の 礙業罷 ェは斗 キリス 


貿 おじ： 大巧 撃を 與ふ もらが VJ 


随巧 


る 


治 外 權撤廢 

列强 共同で 拒絕 

ロンド 、\ 十五 日發 = 券 働黨巧 
閣は 支挪を 府の搪 外法 權 做廢藥 
ホに 對 し、 紋府は あを 同情の 意 
を 抱き これが 實 現を 切留し 居る 
も 支那の 端な は遺滅 乍ら ホ だ 巧 
を 權の獨 立を 諮い る 能は や ご て 
時期 尙 早を 穂 じ-、 れを拒 給した 
が、 化巧强 のな 瘍も 等し < 拒絕 
して 居る、 尙ほ 通牒の 巧を はを 
那 を 睛じ 敬意を あして 發 表しな 
いが おしま 那巧 地で 誤解を 招 < 
やうな 報道が あつね 鶏を は盧ち 
じを 装ず るで ゐ らう ご。 



V- なり 稍 も I すれば お 


軍礙張 派が 勢力を 巧ク 


んピ しつ 


ツエ 化號 ロシアへ 

氣遣 はるく ロ 極東 各地の 腿 風 

ベルリン 十五 曰發 == 今辆 旧時 化 五み フレド 9 ッヒシ 五フ五 
ン とおした 化 ホ 一巧の ッエべ タン 伯號は 正午べ グリン 巧 上 ょら 
證會じ 敬意を 炭して 今夕 化 時 じは 0 シア 領ポ 。ック の 化 ホ じあ 
^讲朗兰時-しはモ ス カゥ巧を過ぐべ きが、 口 シ アじ乂らてのホ 
天候が かに 隙惡 ィごィ つな 爲 め、 玉 ブクナ ー搏± は 無線を なて 0 
シア 政府に か 路變史 の 許 ザを 請願し 直ちに おれらむ たが' 恐ら 
，、モス カゥに 立 寄'. っホ 針路を 化に 轉 中る 尝 である。 

まを 特 を 十-日 發 = 目下 H 本 お 方面は 大裝れ であるが ブェ 
伯號 到着まで じは 鎭靜 すべきら、 この 路氣遣 はれて 居る のは 上 
巧 方面 じある 第二の 腿 風で わる £ 游軍當 局は 腺 測して 居る。 

爽米 歩み寄りて 

軍縮の 氣運 U が轉 

縮少は 結局 制限 ごが ろら >し い 

ヮシントン 特電 十五 日蒋 n 大. 

統邸フ ーゲア ー. たは 昨朝 ホ ヮキ 
ト •パ クス じ國務 、海軍を 官及 
び 次官、 お 巧作戰 部長を の 化の 
を腦 をを なじ 朝を を おじして 

导縮 貧證の 前を じ 就て® 


つ あ， A のん ならず、 主 丑 隻の巡 
ホ經 建を 中止は 益々 アイ 9 々の 
內 かじ 對 する 位 鼠を 运 （する の 
で 切め てこれ を 梟 乂棋度 ごして 
擴張波 じ 一 ホを 護つ たもので あ 
る ご 云 ふを 得？ く、 ま 力 艦を こ 
隙廢繁 すべし < の 議論 も かな 
ち 力 ピ G つて 居る 01 


柿 ど 懇談し じ、 懇談の 內 をに 就 
ては 單じ 『軍縮に 適用ず べき 巧 
巧に 搬 しね 討 誰」 ご あるの みで 
更らじ 游軍首 腦窝議 を 召集す る 
こど じな つて 居る が、 聞く 所に 
あれば 昨朗の 食遙は 軍縮 じ 隅し 


の 

ら 


(紫 無 巧 轉載一 


ぶ 正貨の 流 化 

門 十が. 日：】 大阪經 濟會歡 惠會 じて 井上 藏 相は 述べて 曰 （『海 
か 筋の 爲替 思惑の 資を 流み はおん で ないから、 解禁 後の 正貨 
流が は わ配な か ら ぅ、 み||^?^|5お％巧姻渡 でお端 ゥ が 下 つ た 
から 解禁 後 も 日本からは 一巧な 進まれまい、 クレ デット 設定は 
豫定お ホね」 云々。 で 

對支 貿易が 一新ず 

^ 棲、 露 支 醫 葵斷絕 の 影響 等 も ぁ^ 
共 じ 著しくな を、 ま那發 地の S 


赔 償金 會議 

み 裂 近^ 



ィギリス 禮に 孤立 
へー グ巿 十五 日發 up 街 獨赔償 
を會 幾の フランスを が 今タ發 
表する 巧 じがれば フ- マンス、 ィ 
タリ！、 日本 あびべ^’ キ を權 
は 義じィ ¥ リ ，を 幡方ノ ー デン 
氏 lb 提議した 街 獨^償 おホ濟 
の ヤング 案 修正を ホに 就て 協議 
しじ 結果、 巧 案 修正には 滿場一 
致で 反 おする 旨决議 しな •か、 
閒的じ プノ] デンみ も' スブ） 
トメ ント を發 表し 古： ィ •キリス 
政 麻の おま修 ぶじ 猫： する 意是 
は 毫も 變 巧され や、 ィゲ リス 
を 權は明 n の 本 會議じ 重ねて 
修 出動 蒲を 提出ず 6 
ど 言明した、 即 明；： n の 本會諸 
じがて ヤング まの igj かは 巧す る 
譯 であるが、 今 での 形 巧 じ 


門 十五 日】 南京 事件の 解 
て 南を 政府の 親 0 を 策は 
貨 排斥ら 漸次で 化 £ なつ 
が蹟 切れないと いふが 
しソ 'く あれば、 掛ま 貿易 
はれて 盾る。 I - 

高 お宮の 御 入瞧- 

〔十六 日】 高 化 宮殿 下 じは 宫腐 
炎み 疑で 舞 鶴 お 軍 おおぶ 八院 
遊ばされ たが 御を 態は！! い。 

旅費 節婉ぶ 巧ぶ 

〔十六 日) 大藏 省では を吿 おを 
の お 列が 遺 旅 巧 養を 節約* ベ 
く 調 普した がるは 年々 本 B 巧 
圓 S 多額 じ 上つ てゐる & 

伊勢神宮 遷宮 铃 

(十六 日】 が 勢 神宮 遷宮を は 天 
照皇 大神宮の 方は 十 巧 一が 
豐受 大神宮は 同 五日 じ 盤 ださ 
れ る。 

窩知じ禁酒運^ 

【十六 日：：！ 酒の 大 消費 地 どして 
知られ て ゐ る离知縣でj^^ia身 
者 濱ロ首 化の 緊縮 あ 策で 巧 盛 
し 禁酒 宣 傅を 開始 ミホ 下を。 

禍を 織物 新 計 嘲 一 

IL 十六 日〕 桐 ホ 織物業ち^ は 
ま那 及び 南が じ特波 員が をら 
顔を 3 巧み や 流 巧を 調み させ 
る 2 を計靈 して ゐ る。 


K ので 日淸 鑛船會 社の 如き 取擾 貨物 
で、) 方 絲績轉 社で も增® を 計 劃 
疫じ寫 面 一新を がず でを らう VJ 云 


ら 

を 


一流 艱行大 頭痛 

【十五 日】 放資 難の 一般 銀 巧 か 
ら 利息 稼ぎに 一流 銀行への 預 
け乂高 ニ億圓 にぶび 爲じ 一流 
銀 わは 頭痛が 卷 のを 樣 である 

魚類 運賃 引上げ 

一十 五日】 义ホ洋 運賃 同 盛は 米 
國 へみみ 類冷藏 輸送の 貧 率を 
引上げ 鋪は 一' 哦 じつき サ五弗 
其 他の 魚類は 廿ニ興 ごした。 

首相の 衛說 放送 

(十五 日】 旣 報、 濱 ロを かの 緊 
縮演說 レダ ォ 放送は 廿八 Hu 
巧を した。 

新總 载經營 方針 

【十五 日】 満鐵お 綾 裁 伽 巧 貫を 
の 新經營 方針は 必ず しら 緊縮 
策の み じ 依らず 山 本前德 裁の 
計 靈を每 重す るら しい ご。 

柳澤化 日本化 表 

〔十四日】 柳 耀保惠 伯は 國際聯 
盟德 曾：： 一本 化 表に 巧 命 されれ 

市議の 歲費辭 退 

【十四日】 名 右 屋市會 議員は 緊 
縮の ため 歲费 辞退を み議 した 


葬式 行進曲 

地下 八 尺ず 

ビエ 作 •ロナは 『わ 菊さん」 

で わ 人形の やうな ム スメを 描き 
彼の 弟子 ク 0 — ド •フアレ^ — ル 
は 『戦』 でが 服を 着た ナム ライ 
を 描い じの U、 をさん 御が 知の 
事で をる か、 こめ フアン^ 八 か 
■近頃 小說 『葬式け 進 曲』 〔マ 八た 
ュ •フュー ネ ■ — ブ术〕 を 雪いて 

一巧の うらじ 五十 版を 賣 b 審し 
た。 所が、 其 中 じ 珍しく 新しい 
日本人が 飛び だしてち な 役目を 
勸 《る、 をれ はを 崎の ラシ ヤメ 
ン でらなければ、 を 君を 國で凝 

かたまつ たの 巧 侯爵 でら むく 
昭 か. の 目 本人 だ。 名は 島津 
巧 ± 、東 京大 學の猜 神 病 學敎授 
で 『- 忘う 巧ても キば アジア 人で 
はない 。彼の まぶた、 頰 骨、 を I 
して 顔を さへ も ホし も 東洋 臭い 
所がない。 た •、どんょ らした 眼 
付 ごぶ 黒い 吕 だけが 古への サム 
ライの モ である こどを 示す OJ 言 
葉ら、 ラテン語 も 話せば フラン 
ス 語も學 ‘て 會 員-し 譲らない。 思 
想は 化 f の 道 じ 詳し < 、ベ グダ 
ソンの 巧 擧をも 極めてなる。 ま 
れ大 なる 巧理 逆で ホる。 ノ！ ト 
.が •ダム じ 鐘が 鳴 たを がれ 
始める セ！ ヌの 河岸の レス h ラ 
ン じ、 波 はがきな ジュラ ソンの 
ぶで う 酒を 閱 み， tv わら 7 ランス 
人 ご赴會 人生を 語る。 一 一 -こ！ 
モホ說 の 荒 筋を 述べる と。 

ェヌ ボン お 佐 夫人は 逊八 だが 
十ち 年下の ホ巧义 宫ボ！ グ •ラ 
ポ アグを 若い つばめ-しして ゐる 
女は 巧を 失 ひたくな いため、 旨 
をの 娘で 十八 じな つた イサ •へが 
を 男に 輿へ る，。 化し こわは 名げ 
からの 結婚で 娘は を 親の どし じ 
使 はれて むる ことを び 夫が 巧 親 
の 戀人 である ミを 知つ て 自殺を 
をて るが 棠 さない。 よヌ ボン 大 
佐^^义妻ご别れてゐるが離婚は 
して ゐ ないから、 妻 vt. 苦い つば 
め ごを 引離す ため、 巧 夫婦を 勸 
めて 長い 旅 じの ぼらせ る。 この 
旅は ニを も續 くが、 お ー グイす 
べグの 夫婦 關 巧は 名 ば わらでは 
なくなる 。巧から 大戰が 始まつ 
て、 みを もポ！ グ i お征し 巧ぬ 
エ ズボン 夫人は 尼寺 じ 入る、 イ 
すべ グ はむなら 中 も アイ？ 力の 
若い を 持の 妻 ごなる。 

この 物語らに 菊れ てく るかを 
事は 絕わゃ 二人の 思想を にょつ 
て解释 され 批評され る。 二人と 
は —— ュヌ ボン 夫人が 巧 事ら 巧 
も 明けて 睡る ミュ！ 八 僧正 没び 
島を 敎授 である。 ミみ！ グ 僧正 
は々 トリック 的に 見て ホ 人は ホ 
を 欺いた ばか b でな く自 巧の 情 
人を 娘の 婿に 選んだ こごは 結婚 
の 神聖を 巧す ものである ごい ふ 
島 津敎授 は 日本の 博統 がな 家族 
ま義ご (フ アレ ー 八が 思つ てゐ 
る) からこれ を 見て、 個人は 適 
去 ホ ホを つなぐく さ b の 一つの 
輪に 過ぎない、 巧々 は 長いく さ 
ちの ためじの みある ミい ふ蓄へ 
からを 親を 恨 b 娘が 惡 いの だ ご 
する。 —— r 人間は 一つ宛 離れ 
た 個人で けない、 祸 人は 父の 子 
であ b、 子の 父で ある、 即も昨 


H ピ明 H ごの 間 じめ るく さ b の 
! つの 輪で ある、 第二の 输 a 第 
一の 輪 じょ-- =、 第 S の 輪は 館 ニ 
の 輪 K ょる oj 

H 本が き. y- フアン— 瓜では ホ 
が、 彼のち へて ゐる曰 本道 德は 
かなら 脫 線して ゐ る。 巧々 H 本 
人から 見て、 家族よ 義の なくな 
い 側までを、 をい もの ど 思つ て 
宣 巧して くれて ゐ るのは、 ひい 
きの 弓き 倭 しご、 すこぶる も 難 
迷惑で をる。 ォ ーグユ スト •パ 
イイは ホの やそじい ふ T フアン 
— グはニ ッボン 圃 民を 崇 巧して 
はゐ るが、 まさか あの 詞の 恐ろ 
しい 道德 —— 蜂で ゎらじは 當は 

圭る を 巧々 《貧しい キリス 

ト敎 の道德 即ちん 閒の 弱さ 於憐 
れ み、 搁 人の 罪.^ _ ゆるす 道德ょ 
らも 優れむ もの ど. は 思つ てゐな 
いなや だ 0』 

玄 にわく、 この々 請は 『柯を 
馨いわ か』 V」 いふち 學 的の 面白 
さょら 毛 『どう 丄で馨 いたか』 
v> いふ 大衆を 藝 か、 いひ わ へれ 
ば、 筋の 面白さか^ 見れば 中々 
うまく 出 ホて むる。 舞 臺はフ ラ 
ン K と スぺ -r. ンの境 バスク 族の 
住む 町に 始ま b、 イタ 9!、 西 
インド 諸 鳥、"'! ロー-ッバ 大 熱な 
ど* し擴 がら、' るたら ごの パスク 
の 巧 じ歸 6、 戰 巧る のた めじ、 
『葬 ま 巧 進 曲』 が 夷 でられる。 
巧者め 使 ひ 方は 巧みを 極め、~ 
度 顔を だした 者を しば.^ 活か 
して ゐ る。 巧が 島を お授 のかき 
は 彼の 發 巧に i：* る彈 防の ょろ ひ 
を 眷て大 戰の裝 一線 じ 飛び だし 
を 化 的 サム ライの 偉 さを 示して 
在る。 褒めた の だか' けなした 
の だ' わ をらない が、 一 イイは か 
う 述べて ゐる 0 『如 巧に 物語らを 
作るべき かごい ムブ クニ ブクか 
らい つても 小說 家の 巧に おつて 
は 好い 手本で ゎる 0』 ■ 

ニユ！ ョ ミク 春秋 

◊ッ 五ぺ 9 ンお號 、遂に 日本 
へ 向けて お發 す、 一路ず ま、 あ 
の 巨を を お 都の 空に 現ずの 日 化 
きこ》」 を 斬る。 

◊露 支の 醒巧 盛々 すを ごな 6 
國民 政府-しわ ずの もの i 內 註が 
始 った、 イャ バャ。 

◊手製の ヤ！ ドス チ ブクじ 手 
を燒 いじ アメ タカ 政府、 イぞリ 
ス ごを 協して r カ顺級 おが 艦 十 
お隻の 建造に 着手 せん £ す 、制 
限ょ らも 縮少 への 理想、 ヤ！ ド 
ス チックの 現 賞に 破られれ。 

◊これで あ界平 かの 理想郷が 
お 現 すれぶ、 巧 學の發 達は お 化 
き眞闇 どなる 證。 - 

職，， 镜銘 5: 解拉 一〕‘ 

風間武 S 郎君 

堂々 たる 巧し おしは、 

大獨の 貫目た つ ぷら、 

今度 鑑隊 歡迎 のを 伴に _ は、 

ミッ ビシ 特製の 化 巧姻し ミ、 
義父 福 田 お 軍の 軍刀で、 

シヤン どを 配を 揮て みない、 
親 育未 ホの 横綱！ 

脇 本 誠 一 君 

々ン ラ、 カラ、.々 ラ ど 笑へ ば 
しぶきが さつ ご ほ どばしる、 
敵の 如くが み、 錢 のか，、 眼ら 
あ をら 挫ぐ 太 腕で、 

茶碗の お 馬 をれ i いた f、 
小さい あを 釣つ てみ たも。 








Dr . M . MA 巧 E し 
1 が t 1 加な .， New Ifork 
( Bel . 3rd Ave . & Irving Place ) 


The Jap 泣凸 ese Christian A，g〇ciation 
が 3 W. 143rd 化！! がむ rk むか， む!. 8巧 加 urs! がが 

會 道が を督基 人ぶ H 


K 。 も e S 扣ぷ 0 

730 F げ th Ave. 
Cor*. 57th St. 
Tel. Circle 4406 


房 書 西 ま ♦內案 育 紐 

化 2 East and 化 S け 叫 k む， The ftes York T 邮 r 材むけ ice . 

4 け Wes 川 加 St , tU . C . Tel . Cathedral 4408 


差 d A 屆御轿 A 
上を をけ ホ舊ホ 
げ潰御 致 义の國 
まよ 注しみ 書に 
す b 义ま 第播て 
。割にす 敏 ご 發 
引鮮 。速 推 巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は る 


紐 

III 

ホ 壬 事 

是 P 

純を 

雄 巧 


迪年卒 A 
中 脚裝を 
るかし は 
も 米 巧’ ン 
の國 ホ々 
ごの 旣ゴ 
信 事に 大 
じ 情ホ學 
がに 五を 


ま 御 〇A 
す 懲買通 
° が物譯 

じ ◊◊ 

御 其 調 
取他杳 
扱 巧 ◊ 
をで を 
しも 渉 


じ ndo & Kodachi, Inc. 

48 Gre 即 wieh な r 扣 f, Ci わ 
Tel, Whitehall 1541-2 

諸 翰 か 船 艦 
； お 荷 巧 洋其船 
藤 物 入を を お 
T 運 捉猎巧 用 
づ 、搬顯 ち 品 浮 
71 取手 販 
a 巧續寅 

巧 

會 


DANCING 

411 W . 11 な h St . 

Tel . Cathedra ! 4408 Apt . 3 


NLTsuchiy み d.md 
105 W . 巧 rd な. 

Te しむ afalg が 8509 


MYamaguchi, M.D. 

7fl S 的 man む も . 

Te し L 肌 aine が 34 



PHE げ S も PE 邮 Y 


3 Maiden Lane N- Y. 

て 細 治觀敏 をに 幷巧踩 1 秦 

類お賓 [を 意新最 


G を M 巧 化 L な RVi 化 

設備 整な 經餐 低廉 

CaH-T 民 AFALGA な 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

*'Tlse Funeral Church** Inc, 

ミ NON SECT A 的 AN) 
Broadw&y at 6Sth Stree む N. Y. 


OKUMURA 技 00 K SHOP 

ROOM 923 

147 W . 42nd 化む r.Broadw 巧る 42nd がん Y . C . 

Te しむが ni 0 の扫 


奧 

が 

書 

巧 


ま 巧に 新バ雜 
す 卒御注 1 誌 
。御 恥 文' の 
用 次 等を バ 
命 致 化雜ッ 
願して 誌ク 

丄 よぬ 烘 r 

げす 巧み ン 


新 

ホ 

善 

籍 

販 

資 


K . IWAMOTO , M . D . 

U 4 W. 70 比 St. 

Tel . Trafalgar 0352 


Midori Matsu の oto 
38 Post ゎ 8 .むゎ 
Tei , Lo び ain&04 お 
U ぴ aifie 8009 -Aph の 


F. MU 氏 民 AY HILL CO. Inc. 
な} が US 化！） 巧が 
お 日 m 614"6 巧 巧 8roa お ajf 
Te しむ が!! がが が 31 


銷 なお 呂 n が パ 削が 

1284 し 化む e . む tween お 化 and 86b Streets , 


模敎語 英人婦 


I 


KE 民 R 在 MAVO 艮 

1023 Third Av «. 

お t . 80 4 81 なん Tel 巧 hone おが ni 巧 09 


THE HOUSE OF 
QUALITY AND VALUES 


争 お 人 本日 

PI 專 靴型 小 

てし 張 お 員な!) 化に 绍を卸 
がり 屆日 邸は 靴ら 取と を寸 

を ホき K ぶ ホき 巧ぶ 小き 巧 


其を タ 

华補美 

產巧ラ 
! 式 掌 1 




寫 

眞 

器 


善 

晉 

器 


◎ 

カノ 巧 
ラ进品 
御 速/ 電 9 
巧ナ 確話ィ 


柳 

廊 



か * 


銀霞歐 
製を 米 
器鹰を 
具寶極 
— 巧 時 
ま揭計 

◎ 

化 乾 
西 巧 ニ 
四？ 最 
十廉离 
ニ 借が 

Ifl 


ぶな S IK STOCK 3 ) 备 T { M2 F WIDE 


九ビ！ 

巧 . 

よ-一 
ir 卖マ選 

1 が-巧 7 W. が nd ST. 

HEW YORK CITY 
なし 邮? ANT 巧 74 


Dr. Sabro Eniy, 

103 目 Park Av も， 
TeL Sacramento 7980 


Oriental Art Studios 

巧 4 裝 . 34 化 化 0 即 osiie M 站 y’s 
Id Lackawanna が 巧 


F- K. Maruyama Co, 

87 W. が 化 化 fl.y, 
lel. Bryant 7079 



CLOTHES BUILDING 

< で A 民 EXCELLENCE" 


DR. BLOOM DENTIST Inc. 

34 比 Stre 巧 001 T. Nhith Averm ち N.Y. 
3 か h Street Cor ■• 了 hird Avenue, N. i. 
So 忠も reel Cor. Lex おが on. Av も , N.Y. 

1 な妃 S わが t Cor. Park Avenu み N. Y. 
-BROOKLYN— 

A:b か Thea わ e B1 かり DeKa 化 Av もが Fuhoti St. 

診に 日 II 堪 最多 

置を ま i 王 葉 SS 齒 


^ が じを の 


. -… 掃 試 择 — 

後 時 Q 切 君 S 信學驗 

一 II ホ t— I - 货 曲ず む 

時 午ち 
迄疫 


が 


じじ 慕 帝 手を 醫 
おは n 篤 術な 
療巧 II しじて 



檢 

F. I. F 民 EDERICS CO. 1 
离巧聲 を 大巧 比み 在 じ 

ITS- £. 拙！！ な. 、も むが nt 巧— が = ■.姬 

0沈 Uiington & お rk わ化 義 

を 時 八 巧 日曜 止水ち 節 


YUKJO NIgHiMURA* 化！ >.T. 

PHYSIOTHERAPIST 
255 W が t 88 化 ST. 

Tel. Schuy! が 巧 27 


を 腐 日 

ill ® 

ぶ 

上 時 午^ 
おを 前^ 


フ藝線 氷が マ 
イ 1 及 治學ッ 
ジ巧笔 、的サ 
♦を お電 運！ 
シ嚴治 気動ジ 




瑞西 
典 村 
ま 巧 

W 揉 

- 難 熟 か 、/^ 


んし CEASAR, M.D. 
12? Easi 84 化な reel 

bsi. お rk & L 目 xi 打 gbn るが S 

專喉嚇 鼻 巧！ 

冶— 墓 
午 おち 時ト前 午を 
巧 八を 時 六を 午呂 
日 曜 

自 午前 十 時 ま 午を 一時 


JAPAN ART STUDIO 

惟 E. 5 拙 化' 日 et.Park & Lex. む 的. 
TE し 化 A なが 97 


T. KASAI 

Merchant 

Taiior 

が 

U おが 細け 削 
む帥 お 4 
祁 W 巧輔 


巧 加 e 

むが ni 如が 


Y. ITO 

1 お E がけ 誦 . 
む r. Uwn か m i 巧.， 


MIKADO TAILOR 

i 30 に 6 む h St. 

Tei. Rhineland ながが 



診察 

-‘ 午前 十 時 — 一時 一 
午を 四がー 八 時 
H お 午前 十 時— 正午 
急を 校 性 巧 女 疾患、 巧 
が お、 化 液お査 
タタの 經驗 をを し n 本 
I 人 じは 特に 親切 じ消坡 
i す 

健康 診 斷ニ巧 

ドク トグ 

メイ ゼ声 


諸 まな 


话巧說 を (日) 八 時 
日 麽# 校 (日 ご 一時 牢 
家庭を 食 (水〕 八 時 

ig 采) 八 時 
婦人 會 
藻 巧を 


鼓 巧 


を 宿を、 箱み 度を 
載 業 巧 巧、 をの 化 
人事の 巧 巧 巧 じな 
じます® 


第 お 街と 一二 0 

へ クシ 卞 1 

ビグ ザ ング內 

小 池 寫眞舘 

あ話ナ 1 クグ 

四 巧 0 ムハ 


舞踏？ かお 

▼化を タン ， A 
►お馈 体操 A 



朝十怕 3, 巧 十 時 

シヤ タフ* ダ； シ 

ング 師を學 狩ヤ藥 

h タ - 


日、 木 礎 午な 化 時 1 十】 時 

紐 育 柔道 俱樂部 

西な T 固 一 八番 


談療 

ザ 前 十 巧ょ 6 十二 
時、 午後 六 時 ょら 
八 時， H 曜は 前約 
願 上 お 

ドク ト火 

山 ロ H 之 助 


巧— 主な 基 

自 午お乂 時り 十二時 
自 午後 一時 n を 時 

失 曜ち歡 T が’ = 六 時 

はへ キシヤ 1 フア 
ン テ— シ ョンク リニ 

ブクじ 出勤 


H 

か 


至 




プル デン シャル 

ホ 命 保 酸會社 

齡保險 

ご 一木を 香 
窥 お殘综 


o 『 FIO 円 巧 00 M 61 W ■ 
)54 之 > ss>c WH ; 

之 mw YO 巧 K 01 HY 

T の 广 . m 内内 K 3 >z 84 M 8 

RmsioEzom 
w 也 o w>DSWORHH >< m . 

Tm 广 ■ v、>OSVVORTT " 70 ロ 4 

ジ ヨン •八ン コック 

相を 生命が 檢會社 


量 




_ニ タミ ミミ タミ ミ 




尋れ人 _ 

{宮城 縣) 大橋武 雄 (あか I がが 
巧を S が (德烏 お} 糸 田 仲巧義 
(山 ロ縣) 德煤お S が (廣 島挪) 
化 本窗昏 (をが 縣) 手 島を 胡 
(か 歌 山 孫) 化 本 平 ま ニ簿島 
縣 } 越 上 時を を 岡直設 I 長 
畴縣盃 旧み 藏吉 ニ赌 d . 縣ニ 
又が 巧み 大塚 サダ メ ハを か 碗) 
長 崎 德一柴 旧 幸 S 郎ぶお S ) 
西 ホ 源 太が (兵 庫縣 .) 藤 i かを 八 
(福 岡縣) 末 ホ藍逛 前が^- 
學ホ八 木 郡が (靑 お縣) 巧* 巧 
豊云郎 (熊ぶ 腐) 西 本文 哉 
(神が 川縣 } 稻葉明 吾 I 
をめ をに 通知を をき 舊 巧み 
候 間 本人 若 （はな 人ょ す 博 
化 所 御 通知 願 上 お _ 

紐 育 帝 國総簿 i 

1 京 Sr 置 dw ち H ミ ジ み 曰 


JOIac ミ ooi 、 MO . 

ニ； を呈 h SlNe こ ミ k 
ぎ 宝 V ミ 穿 苦ゴこ C 臺 er 皇ま 

兴 みを 巧 午荫九 持！ 午ぶ 一 時 

® 寞午柔 時 1 午を々 

H お 午 ホ 丸 時！ 午を 四 辟 

ドク トン-小 栗乘ま 


診察 時間 
午 巧 一時： = 着 

すを と 時 H 八 翰 
愛知 おを 十 

": 乘谨 - 

をを 比亞 乂 をぶ び 
ホ ザ ラン 巧 院教巧 
目 おは お約函 上ち 


— H 本 理髮舘 I。 

西 四十 一二 了呂な 番地 ニ 肯五ま 号 

吉階 (巧ち をに 巧し) 


令 寒 籍令お 誌 ♦お 巧 
繪覺 '室を 睹 

執務 午前 义時 ょも 午を 五 持を 

經育 円本 人會 

グロ！ ドウで ィー おと 五 

電すク W 1 00 と 0 
話す！ ク^ 1 00 七~ 


貧 鮮魚 介一销 

H 本 A 何き の ホ 魚澤か 取ら 化へ 
惦が兼 憤で 大题强 致します 

ザ ヴすナ 魚 ホ 
呂皇 量 F 1 基 基 U GYST 呈夏 RK で 
2 备 Wes 三 1 st sireeiGie ニ 養窜を 量 ve . 
Tei . Cok ョ bus ご这 


お 


h 

s 


成功の 秘熟 

米国 ま 英語を 話す 擧 
はぶ 巧の 窮 lii 凳 です 
本校には 目ぶ 人お授 
じ 憎れ た # 悴絲 A 較 
師ぁ b 懇顷じ 育 巧を 
信 文 社を 語を お 巧し 
ます。 H 體週ロ 共 じ 
ザ 前 化 時よ b ヤを十 
時まで 熊设 し-レ 
、 ' ン と 十五 锭 . 'V 
命 H 脖 f つじを. •，； あれ 


- S 脚 

t が 

巧 削 
C 

111 ^ 
AHU A 

巧 加 

巧 巧 

V .W 

‘ MlMM •ち 
♦ ■i IL 

Si 5 

バ 一一 ！ — -_w 巧 


高等® P ク を！ 1 C 五 年阳中 

日本 巧養巧 か 氏 i 

同 經營も 年間 日本人 諸君の 巧を 

の經驗 あら。 ジェス •バア ■.ア 
西 六十 五 了 目 一二 一 あ 化 


D‘ 如 
化 础 り 

H ゎ 巧 
A t づ 
A S が 

嵐 P 

C む W 

* 8 
T n 


診察 


午を 一二 時よ 6 六 時 
日曜は 前約 巧 願 お 

ド タト, 

离見舊 彥 


氏 

U ^ 3 

難 I 

0 1 む . 
Z が W 

N 2 


診察 時間 

午前 化 時，， 十 時 
午を 六が]八時 

パ： 小 栗 幹 H 

が 巧南フ ラブ ー 病 巧 
巧 五 お 病 晓勘格 

. 武巧 コンパ ランド 

おな 勘を 


が 巧は 寶質 誠意 迅速 ま義の 
まじ 御 ±產 物 一 ま卸賣 値段 
で販資 をし ますを かじ 巧は 
らず 御用 命 仰 付 T さい ょせ 
◎歐 米を 種 時 託。 置 時計 一 ま 
◎資石 貴を 盾。 康穀 器具 一 ま 
◎を 碟萬年 筆。 を 銀製 鉛筆 
◎蓄音器 。 V 3 ! ド 見本 陳列 
◎窝眞 器。々 イプ ラィタ| 
◎船 切符。 紀な寫 巧 帖繪端 書 


t 描 
がげ 
I 故 — 

I 佩 

哗刷 

J L 

i 削 

T も 
お 


ブ 


第： 采 ；；’ * ‘ 

B 宙聖着 巧が 正午 
共脚會 夕と 持牢 
f - 巧 拜說お タ八掠 
ち I 木が 巧 烏を タ乂時 
旦 巧 語 及び まな 

午を ニ 巧 

生赌 講演を 又は 
ホ話會 タ入時 

おがが， 業 

を 宿が、 旅 巧を ま 巧 
巧 •入 事相を が、 お 巧 
お、 な 菜 周を 巧、 巧が 
裁縫 敎授 の豬 課を を 
けを 員 及び ホる 員の 
保を 計る 


お 




ドウ 玉 1 百 と 十を 
領事 おお 側 建物と 0 五號室 

W が^す ク f 為 
ミ' 少も ^ タ 

綠ぶ爾 A 


ニ 0 巧吉を さ， N . y . 呈 y 
す I . csti さ dt 贾ゴ贾 5 Q 


お 育 如を 認 
巧務 をを 許 
東 巧 帝 太な 巧乂ホ 
産壤復 巧巧卒 jii 
无独見 

產婆 松ホ綠 


稅關 事務 

をが を地幷 じを おを 
の 徐巧入 ホを じ骗ず 
する 一 ほの 御络 間に 
應じ巧 道滿船 貨銜運 
貧 及 巧奶あ 稱顆を 綾 
書 等 進呈す。 を 巧が 
ボ じ化理 巧を おし 誠 
實お速 御用を じ應や 

巧驗 取扱 


をき ホ 齒締ん 
H 本人への 英 
諾を授 じは 多 
年の 経驗 をを 

す。 一 レプス 

ンと十 お 化 
每 H 钥九 時ょ 
6 が 化 時を 柯 
時 じても をし 
U 罐 H は 一 時 
よも 巧 時を 


化が 靑年 理想の 曲 ホ 

日本人！ 一円 年會 

塞 三 こ cibarki 1 置 


ペグ/じ ユ ー おな 及 

な 育 大學醫 科 巧 勤 

i 江 葛 二期 

證察 時間 
をは 午を の がから 
j 六诗 まで 
一ち 水、 を、 よ 
一 時から 八時遼 


巧 論 rfr , 一. 巧 巧 十日を 行 

it 才 / 1 が 十 他 

*1 苦 7 1 st Ave . New さ rk ロミ 

械關 事務 取扱 

WILLi LBA ま & Go. 

Room ま 巧 ニ Bid ミ ご呈 y 

Tei - ぎ 左 ing-Gaeen 98 芝-置 


電氣 、器械 工具 製作 
運動具、 お 具* 費を 蔑 
時計、 寫眞器 及 現像 

こァォ 

東洋 美術品 蓄講 、レ 

ディ ホ、 ラン ブンエ 
1 ド 類 グアキ ユ —ムク 
タ ，ナ —、 モ—タ —修建 


笠 ザ 洋臟巧 
丸み 洋服 藏會 


揉 療治 化 島識丈 

篇 7 巧 es ニ 基 ih 
お 一. 監 gecibi 一を 8 


齒が醫 みす 义巿 

ご U W. ニ |韋資. 

ジ I. ぎ nui/ 空 二 萬？ 



1 

的 お 赖上娱 

* チ か大革 

クトわ ホブメ 尹？ >ン 

醫學巧 ± 

吉 居悅媒 


H 本* 支那 寶玉製 美 
術 お、 婦人 用 當節其 
他を 節 お 

闕蠢訂 wt: れ 

廣等美 裸晶條 儀、 

首 飾 品、 スト タンダ 
B 本殿 潰 疑 


匪 四十 六 了 目 六十と 番 
電話 ブライアントと 0 と 九 


お 五十 H 了 貝 

M ニニ 一 

伊藤 
洋瓣巧 


電 話 

ブラボ 


八 六 ニニ 


洋服 調進 

クリミ ニン ダ、 ダイ 

イング、 修簿等 一 巧 

ミカド 洋服 巧 

がみが 
一 電話 ライン ランダ 1 
六 八 一二 0 
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多事多端 タ極 わる 空の 世界 

ソ M ペリン 伯號 日本へ 出發 

— ぃ営城 前の 上さて 船首を 下げ 皇室に 敬意 表示： 


フレド リツ ヒシ王 




ド キツが 化が じ 諮る をのべ レン ダリアで ある ツユ ぺ 


I 


，み 


.た 


ち 



湖 


高 


ン伯 巧は、 本 H 午前 四時 二十 五を (を 化時閒 十の U 午を 十一 時 二十 五分} 化 ホ 一巧 大飛 巧の 第一 步 
であ. OH 本への 旅 じ 上つ た、 巧 梢の 巧 ホに おされつ、 お 万の おちの 見运 ゎを 受けつ \ 六 千み が哩 
ごい ふ 長を 如 旅に な：、 たッ ユぺブ ン怕號 のちを は 巧」 一幅の 盛で あつた ッ 王化ち は ド キッの 首都 
I ペグ r - ン か/っ U シァの せが モス カゥし がび、 を々 シ ベ プァの 大巧 巧-し 入つ てからの 針路は 當 おの 
天おに化^る3か。〜、 がれ帖閒か白 一十が脚こぷ化3れてちな、 一がは乘ぎニ十ニ人ををし六 
一十一を である。 

I 到着ず ろり U 十九 日 早曉か 

I 東京 特を 十五 日が = ッ S ペリン 佑 巧は 十 义り早 腾霞ヶ 浦が 軍 飛 巧 場 じ 到着の 豫定で 東京、 止 
I 浦 間は 数 ws 特別 列 ホ運轉 され 到着 a はが わ煤附 化へは ニ、 S 十万 人の 觀覺 巧が 蜡集 する もの ご 
I を 期されて 居る が 格納が 化 < からは 一切の 模惊を ラゲ ォで 放送す る ご、 的ほブ 3 伯 号け 東京 おの 
I 上が じが ホし 宮城 前 じがて 船首を ドげ て 皇室 じ 敬 想を 表しを るべ （ホ國 ホ ブル じて は 太平洋 横斷 
i 飛！ ごぶ 巧 前 祝の ため 牛す き 中、 むの 午を 曾を-惟す ご。 

入 b をな し 課長 其他提 をな 位置 
じあつ た、 年齡 漸く 四十 九歲で 
今後の 活動 こを 期が されて ゐた 
をで あつね、 藤 岡萬藏 大佐は 明 
を 一二 十と 年少 財 任官で、 陸 大卒 
業 後 疎 蘭 西な 化 員 ごな b 昭かニ 
年 大化じ 累進、 常に 參謀 本部に 
なて 樞 横に 參 劃し 作轉 課長と し 
て 頗るみ をが あつた、 四十と 歲 
じして 化を 爲の 十： を 失つ たこ ご 
主 

惜 .しみ て も 余 6 ある、 が 
空 班長 阱部 菊-少佐 はがを 科 ホ 
身で るるが 操 継の 方で なく 航空 
じ 脚ず る戰 術め モ おで 巧 陸軍の 
確 威 d 嗦っ た，、、 一二 ザ 前 乂 尉赃 
化 じな 大使 舘附 武官 補佐官 ど， し 
て 華 府じ駐 化して ゐ たか、 歸朝 


弟 

"千 

お 

な 

八 


號 


~ 海軍 飛行機 化迎へ 

ま京特 S 十四日 發 = 東を じ 速した 特巧 じょれば ッエ 伯號は 
天候 さへ をければ、 十 凹 n 午前 S 時發 がすべ （我 お 軍は 极 化を 
化 5 天 おを 述報 しが 軍機は 宇都 當ボ 主， おまで お迎ふ 箸、 尙ほ巧 
巧 勃を 化は おが、 陸 お、 遞 信を 省を 同の 歡迎晚 餐會を 巧 闽ホブ 
グじ 開催ず ど、 因 じ 太 やが 橫斷 飛が にはを 報の 如く 草 鹿 お带少 
佐 及び：：： 本 おお 通信 記を 白 井向 あ 巧徑乘 じかした、 尙 はを 齒劇 
跑 及び 漱舞ほ 座は ッで ペリン 乗組員-巧を 巧 待 するど。 

爆擊機 墜黎し 

小川 少將 一巧 慘死 

元首 都に ぁりし 阿部 少佐 i 共 じ 
\ 鉛 木 參謀總 長 等は 無事 潰 おへ 

一' 東京 特電 十四日 發 ド-,— 今 十四 H 午前 八 巧 巧を 府下 立 川 
巧が 場 じて 陸を 爆が 磯が 墜落し、 參謀 本部 附化載 部長 小川 恒ー 一一 
が 少將を 始め ごして 機に 間 粟し つ i ぁ b しか 戰 課長 お 旧 菊叛大 
をが をが 投 阿部 菊 一 少佐 {元 ソ シン トン 大使館 附 武官 補を 客) 
の^ ニ あは 慘 巧し、 參謀 本部の 深山 遊己郞 少佐は 蟲の 息で ぁ & 
賄，^ 巧の が巧携 秘事は 陸軍が 空 深では 鼓 初の お ホ 事で ぁる。 

まぶ 巧電 十ぶ a 骚 = 旣 お、 飛 巧 機ょ b 慶 巧の 化 じ 遭へ る參 
謀 本^ 作 戰部お 小川 恒 兰 がかが は 中 將に醒 巧 化 四 泣 動 二等 化 日 
重ホ窜 y みせられ 一 W あ 化 千瞄を 賜は b 操縦 ま ニ 巧は 一 ガ圓宛 
を臘 つで、 化 あ巧狀 態に ぁ b し 深山 龜 S 郎少 を‘」 遂に 逝 ましな 

惜しぃ 人々 
■ が 戰の 首腦者 

を修 事に 揽し當 ホ 陸軍 監督 所 
長 商 橋貞夫 大佐は 絕る 『今闽 め 
倦 事の 

犧牲 者は 何れら 巧 か 陸 巧 

のを 腦 をで ぁるから 我 ホ 闡め大 
損失 でん も、 かう いふかけ 換え 
の。 い 八々 を 失つ じこでは 頗る 
殘 をに 堪えの、 恐らく 擬 化に 巧 
はれた 飛が 機 防 缴が巧 挑を の 出 
かの お 化で ぁら.， が、 がれ も 作 
戰 のを 臘 がの 人々 だけに 實化視 
祭を なして 大いに 硏 先を 遂げ や 
うご 試みた ので わらう、 ト川ク 
將 はお V は 岡 抑で' 刚を一 こ 十六 
をに ホ 兵々 既にげ を、 累進して 
大正 1 ニを 八り 大佐に、 昭か S 
タ八巧 少將じ 巧せられ ホ 巧 第一 


をち t 稱 を】 十四日 強 N 今朝 立 
川が 巧 おじて りぶ 陸軍が 巧隊 ど 
しては 稀が の 化 ホ舉ぁ b、 參謀 
木部に 巧 おするな 巧閱ん をない 
八人の將^^^は慘死を遂げた 
一け を 乘\^ た 燃が 機は 裤 松の 
隆带曲 巧^ お 幽す ぺ 出 おし 
わが 化け の 上を ょも お落慘 
巧を ぷ げた U ので-がを A 挪 
ではが ^ド 强 をのが 巧 巧 問 じ 
をず したが、 ホが ちが 一ん も 
ない Q 睽 をの 巧 かも 知る に 
由^(、 機^^雜隧お - 邮み上 
巧で 栋踞 しか 辟を ホ じいら の 
の やぅで もる- 

隔時じ 他の 一 お-;; は 陸が 參謀接 
段 鈴 木 化 六 火 お'. 始め ご I て 陸 
軍部 內 の おが •かが 澡 して おた が 
傑 機の 牛 幸ぃる 出水 舉 目 » せ 
ず' 涼 化-- お 巧を：^ めて この 悲 
巧 じは した 兩槐 はが \ しな 化の 陸 
巧蹟巧 地-' 赴き、 最省 ぶんが 巧 
機が な 砲の 効濟を 親し'.' 格 隅す 
•へき 健かト 巧 バニし 巧た もの ご 
小川 少な、 苗； 山乂佐 •闽 が少 
佐の 外 一二を のがを' 一を の抬じ 
即死し 蟲の 息で 去つ た^山み 
を も 救助され て 間ら な \ 、絶お 
しむ 0 


陸軍 葬 執行 

ま 特電 十六 巨 發 u お 巧機墜 
をの 機 お 者 小川 中將む 下の 葬 
儀は 明 十と H ちくは 十九 日 化 
段階む 社に がて 陵 軍葬に 隅す 
- なつね。 


る こご 


するど 同時に 參謀 本部に 入 b 今 
H じ 及んだ、 明 お 四十 四 ザ 十二 
巧 ホ 巧み 尉 巧 官し大 か 十 巧 年 五 
ちがを 兵大 厨と な 6 翌 を々 佐 じ 
陛 進した、 ホ だ やつ ど 四十 一一 歲 
ご。 つた ホ 6 モゐ る。 

危篤 後 遂に 逝ました 深山 
龜 一二 邮少 を： J 漸く 一二 十九 歲で大 
正 元年に 跑 兵ず 尉の 巧 宫で昭 か 
ニを た 巧々 おじ 累進して 席 も、 
施工 學 校を 媒で 陸大を 出る ご英 
閱 駐化眞 ごな 6 歸 朝に 際し 米國 
じ立奇 b 南部を 經由 L て 歸锁さ 
れ たが、 米 國事惜 には 精 姐して 
ゐ る、 歸锅ご 共-し 送 謀 本部 じ 入 
6 お 京络備 巧み 部參 謀、 お 軍々 
み部參 謀.^' 兼 巧して ゐ た』 云々 

橫斷 機墮落 

シベリア 原野で 

モス カウ 十 S 日發 n タアス 通 
信 かの 報道ず る 所に 化れ は乂露 


旅刚 を. こな b か 年 八月 參謀 本部 I 傾 劇 お 巧 機で ある ジビ 
附 ど。* i がいて 巧戰な 長の 

耍 聴-； 


つじ、 頭 腦巧腑 
で U ぶ戰 をが て 陸大に 入ら 俊 巧 
。ぶ 絡で ホ おする ご佛魄 两郎化 
.む どな b 、 々佐 よら 小を 時化に 
掛けて はが 太利乂 化舘附 武官 ど 
細っては巧がもを謀本部 


n シア 號は ィ^ クックを 距 るな 
と十哪 のが 巧し 不時着陸 したが 
機体は をして 無事で ある や 巧 や 
も 不明で ある、 機は クラス ノヤ 
片スク を おし バイ々 < 湖に 近い 
六な 啡の ' T 片 クックを 經て .をら 
じ 四が 哑の チタに 赴かん ごした 
もみで わるが、 おを なホぃ J 飛 巧 


距離は 今日まで 一二 千ん サ六哪 
飛 巧 時 閒化六 時間で わる。 


太 ザが 海述じ 

却 商 提携 _ー、 


計 劃が 漸 体 化 

化を的じ撐頭したデ^ゼ ^一船 
の 建造 熱は 遂じ太 ホげ お ディ ゼ 
グ • 7 レィトを 出現 せんめん ご 
し、 船 脇 過剰の ホめ 貸 G 化惯 
みが 巧を 績け 船舶 經 皆」 ょる 

f 觀璋は ほ ドして 居る の 
で、 を 固 船 まは 太 西^:！: ょ b ホ猜 
に 太が がに 向つ て 新 《地を 鮮祐 
せんご 歌 巧し、 煥報 C かく 續々 
經濟 船を 新逛 して 太！ I , が じ 進出 
しつ、、 ぁるが' これ J ; 凿 しわが 
國の郵 、巧 船は 勿 諭 大手筋 社 巧 
船 ホ も ディ ゼみ 船の 建造を 急ぎ 
な 外 船の み じ わいても ディ ゼ八 
船腹は ニ 卡 巧 トンに 垂 々として 
居る、 かくの 如く 巧團 船の 目覺 
しい 進 おを 綴込んで 间 下ぶ ホ 巧 
の 海運け，- 大を命 巧 じ： 直面し つ 
つ ぁ もが、 わが 國 海運を 化 表せ 
る 郵船、 酶船 U 遠洋、 を おを 閔 
はず ホ 要 航路 じ 巧 抗综を 經營し 
蜗牛巧 上の 巧 ひを つ。 げてゐ る 

言の 

對お線 ど 目すべき ものを 
巧擧 t るに 


疆船 

六隻 

す囊 

お隻 


巧 船 
六隻 
ホ隻 
ホ隻 
ち裝 
十を 
五隻 

ニ 一隻 

四隻 

ご 一隻 


沙巧線 
化育 線 
を 買 線 
ザ 太陀綜 .十. 1 
歐糾綠 か四隻 
南米 東岸 線 六隻 
療測線 阳隻 

lull を 一 
基 隆神巧 線 H 隻 
また 熟 船け を 巧 線、 沙巿線 じ 新 
船入替 を計畫 1 總 トン 數 r 为ホ 
千 トン 級 ニ 一隻、】 巧 I 千 トン 級 
吉尝 (ぞダィゼ ^^^船) を觀を中 
であ を、 贿船ト - も t 量 トン 一巧 

千 トン 級阴隻 (ディ ゼル敬 一 

■ 

新造し 巧 本 涼 船に 间鸡ニ 
をを 述造 せしめ、 按期 傭船と し 
てこれ 等六隻 をを 部 ニュ^ — ョ ー 
ク線じ 配船し 化航復 がの 途中を 
港じ窗 港せ しむる こど じな つて 
ゐ るから、 この 新 船 就航の ホが 
中頃を 轉機 どし 兩者 間の I 眺 ずは 
ますます 激 おされる 機運 じある 
が、 を務 郵船 化 長は 就 巧な ホ 同 
おのが 政 並 じを 業を 部 じ わじつ 
て 根本 ホ 卸を 巧を 中で、 灰 聞す 
る ごころ じょれば をな 歐米ホ 要 
が路 にわけ るが か < 海運 經營の 
合理化を 標榜し 黏 、商船 間 じ ぉ 
ける 不要の 焼 爭を廢 除し、 遠 巧 
お 路のプ ー グ 組織、 巧 まの 交換 
等 何ら かの ホ 法に ょ b 兩班 間の 
協調を 確が せん S 補々 考慮を め 
C らしつ 5 ある もの 如くで あ 


八幡 勸吿 を拒絕 

ま 京特亀 十六 日發 U 八幡 製 機 

巧は ィンタ ！ ナシ ヨナ 八 •レ！ 

グメ 1 カ^ — ス •アツ ソ シエ] シ 

3 ン からの 加 巧獅吿 をお絕 した 
み 組な から 柬 がが 操への 投 おも 
^ か豫 想ゼら る。 



TAIYO 

1 が Wesi 巧 化 お， 
lei. む お aig が 0042 


I T0Y0KWAN 

i 41 に 19 比 Sl 
I B:t. B’w 左 か h わ e. 

i むし Alp 叫 uin が 的 



巧 六 巧 
ご 目 了 巧 十四 
MST 五十 四 


IKUINE 

Hotel 足 Rea お ura 打 t 
313 WJ が h が . New む rt( 

了 el. お hu か r 巧の 
む bie Wdr な S 化化化 


DARUMA 

11 が - 加わ e. 
Te しむ 巧が が 58 


City Hall Tea Garden 

170 Na«au Si •片 巧 
Nwct to Uie Tribune B ; か 
XxrvT- Lin Manager 〜 



お East 29 化な uet 
I«L Lexington 5727 


Kawasoye Hotel 

138 WesM23rd Street. 
Tei •む thedral 巧け 


御 

旅 

館 


河 


添 


College Inn 

3100 B 巧 お way 
お 1. 1 巧 nl 左 124 化が s. 
顶 r 航下肺 が 知？ が 3 


奉羣 競： 囊 
I 孽集壽 
! 長雅 I ! 案 
震 園 X ご 


SUN HANG FAR 


2 巧 0• 州む も 8 扎 1 视 11412 細 化 . 



まクと ホ 巧 巧 君 云 T で 巧諸隨 
す マ、 上 卒し じへ 目 窠理哲 前 本 
•ィ 日ま繁 ては ばのと をのを 樓 
、醒 す々 居 巧 宜チ巧 差 嗜巧時 
當 は。 御 まるぐ ャの 上がつ 理 
掩疆 ホす 择日プ 岳げ じてん 
が頌來 e 好 本スニ まあ 日歐 
あ、 の 評人ィ 十す す本廉 
’ >ン 程 を 諸と 六の る 人が 




340 W. 閒 比み . 

leiephone; 
Columbus 8882 


( 髓 H • 水) 巧を わ 


44 W. 46th Sl 

Tel Longa な e 6411 


KATAG 做 BRITS 

224 巳 59 比 St 
New York Cky 

Tei. Wick が sham 9344 
9345 9346 9347 


SiKUWAYAMAGO. 

114 に 59 比 St. 
New ITotIc G か 

l*hfln も お iun おが g 巧 j 


Ki 脱 YO & 巧 T S 附 P 

IMPORTER OF 

GOLDFISH 怎 BIRDS 
〇 


動 其 
賴他 


力を 

ナ種 


小 

一 烏リ金 
巧 ャ魚 


LOTUS ROYAL 

圳 OPS 化 If 化な AUR 川 T 
12- け 化 1 け THST. 

巧し Uni 化 rsHjf 目 4 が 


Tti バ 0 か 〇 0 〇 • 

140 W. 巧 化な . 
Km む A City 
Tel. Tufa! 巧 パ 巧 8 


號 S 十八な 五 千 一 第 


化かを 燕が な tt がを 黎 fm 郎 


L 日 權±】 


H ホ 十月 八 年の 和昭 


高等 御旅 絡 

東洋 舘 

會龐御 料理 


御料 理齡 ド？了社 

太 駭 

奈司每 日 あ b よず 


す 燒 
ホに 鞠 料理 



觀煮並 U 御旅 舘 

生稻 

巧 巧 ホ 西 入 十八 了 目 一二 ニニ 
« 巧ス 々イラ 1 お 入 ニニ 


まが 巧理 

が 廳あ園 

司理ん ぶを 
出 載の ホには を 巧 
の巧梗 利に 痛へ 巧 
閱贪 席の 巧 巧 じあ 
や V < 误赌巧 奉 相 
不變お 引 立 巧 巧な 
が 上 御 ま 巧 中 1 候 


促の 蒲 機 お'、， しい 郷燒 

會朦 御料 埋 

晝 食は 末廣へ 

叮峰谢 巧を 巧 大な巧 


巧 巧' 际化 中， む、 援領 きお、 H 本 
致 船 其 化银わ 大會化 あきな 巧 

を® 小 パ ホ テが， 

稱 日本を (特別 巧を ち) 

巧 一巧 ホが 自勘单 御 ぉ 迎申上 候 

巧ニ呈 ifor ニ ia St ., San Fic _ i , GalH . 


ンャ f ル 巧 

Np 旅舘 

W06 . ま 一一 AV ? so . ws 蔓 W8h . 
倭 車 巧が る 東 ご IT 左側 《階を 
日本 巧铅切 巧な 圾波ロ 場 送迎 


ロス ブンゼ ルス 

ホ ジン ピック 

ホテル 

ニ 7N Sai Pedro St - Los A 這 穿- Gal . 


o 7 

• s Y ; 刷： 

H H 恥 

g 雌 i ' 

lii 

お J 


琴 氷興縷 

挽 補 ひの 巧 理乂あ 名 
が 日本人 諸君の 噫な 
じ 適する 巧 理を差 上 
よす。 孰 H 碌を開 巧 
(な サ五了 目 サブ 
を 幸 巧の 下) 


日本食が 品 類 皮び 雜貨類 卸小賣 


ホ么ま 乂賣棚 


桑み 廊會 


新刊書 籍雜誌 小間物 日用 晶 各種 



御料 狸 . 

ホに ずき 燒 


紐 育 唯一の 日本 百貨店 

.片懒 兄弟 商會 

スマ ド i •プ n ダク ブ 一手 肢 S 元 


井上 金魚 巧 

ニ 96 S 至 h live ., す W Ifork 晏. 
'さ one Circle ちち 


大勉强 

時 ま デン ナ！ 
がを 六十 化 
ち那式 と 十 仙 
を 會 

洋を 車！* 1 仙な 上 
支が ま一奔 0 上 

璧 内蓮閣 

参シュ クマイ 春 擦 

鶴 頭、 ±、 日曜 
♦宴會 用が 間 新設 


な タ化 時を 备果 

H 本を 料 お メ ，グァ こ ニ 4 H 巧 

日 ホ ngsi 策を 甫會 

i 巧 •ご J 1 

トランク 执 ，々主す 


コロン ピャ 大學 

日本人 學 友磯會 

The たち ミ se 巧 ud 呈 ts and ち— i 
of C ミ u ョ bs Univers さ 
420 辛 ご 1st St •，す w If 夏， NJ- 
ぎ这ミ umen こ 2 這 

「日 ホ大學 々窓」 發巧 

Th こち ミ ese Hmeri 泛 n unirs 豆 ミミ terly 


花 かろた 

はも-^ の 遊び 
方を 英文で 义國人 じ 能く わかろ 
やう 簡單明 線に 說 巧した ものが 
お ホました。 巧を 居み 進き をし 
ます、 御覺 下さい。 

M KUWA さ呈呂 ， 114E . 苦さ si . 呈 y . 



nr i 軍 話 ブラィ r ント 
I 毫 ミぶ 含ぶ 畫 

米 I が 中 重 雄 

が 育 おお 四十 四 T 目 
ニニー 二八を ニ 庭) 
」 HPA 吉 S ご青呈 P A 吉芸 Y 
ニ こ ニ f 三 害 ざ N . Y . G . 
ぎす an 三 873 


眞面 肖なる ホ祗 同胞 じ 巧 巧 
U る駿 菜を 閔旋す 

宮 W 事 驚 所 

お 育 巧 お 四十 ニ 了 目 良朴ー 番 

電プ タイアン ト とぶ 八 お 

フタ イアン 义八 


煎 餅 が、 小寶 
豆腐 油揚 
日本食 料盘 一切 

UCElrlso Rice calca CO * 
8 黄ジ ird Ayr 
Tei . P 妄 a 巧 ニ 


陰 ル ー ミン グ 

133 次で si 基 ih Street, N ミ York 
ジ I ち h 呈 e R な ent 2187 


木 旧 ル 


ング 


1 言 7 ザ 三 ま. Bel . su 呈 h SIS 
ブす吾 one す 巧 nt ち 27 

'周 蘭閑靜 
室 两淸潔 

巧 人 クラブ 自里劈 

芸ジ nds St . す岂羣 . K . 一. 
Tel . Tria 為 ie 74 な 


▲淸 お、 親 巧、 氣樂 ニ 巧 ▼ 

勢綱鑛 

が 勞 事を 义顆 をが 

•225 妈 . 58 を Str ま t 
T 里. 巧ぶ まこ 這 9 


住 巧旅鑛 

館 ま 住 旧キセ 
2 皇星 一置 S すを ぎ 置 V 雲 こぎ 


一力 旅館な め 

帝 國旅鑛 韻 前 

之 B W . 辜 h St . f ご rk 
T 里-皆ぶ ミ hanna 》61 {一 

織 育 旅鑛？ * みが 

を 旧 十 了 目 ニ 四 ニを 
ぎ 星互呂 i 2 署 4 


水 ストン お 

富 ± 旅 舘大浦 ホを 

畜ぎ養 一 巧 St. Bas を n 里 ass. 
ぎ B'B.WS 


旨府 鄉旅鑛 

藻 山 淸ぉ郎 

さなぎ 己 h 9 th 这 •呈 la 量を ia さ. 
£. 辛 a 量 S 1 


打卽 

aw 



IL 9 

s w 

0 H 

u .§ 

w 相 
u CL 

け扎 


酱烛 gS § iS 5 l 5 管ょ 白米 
日本 米 ii 食料品 iiS 敷懿 

巧 田 巧 巧 巧る を 化 東が】 手 資搁庙 

日本 襄 赢商會 


•最後に おが だか U シア じ',''- 
バ 。フ マ ク じある 卿 k 砲艦 K 
雙 、ち那 は-^. リンに 岡む 
化、 六隻 ぁな 力は のた b ょつ 
たら ご 見' りれ て 尻を 
がほ摄 を 確かめられ だ 巧 じょ，：-' 
ど お ミ 瞬 境 ホ 廚の兩 ザが 髓はホ 
の 姑き ものである。 

ロシ了 マ' チ ュリ- 附巧 
じむた b 1 師阀 、ブラ ゴ エ シ チ 
ユン マク ホに パパ。 フス ク辩近 
じ 一 師 劇、 スバ'' ヵヤ、 ニ コブ 
スク 、ゥラ ジオ ストック ホ衝に 

雨 一 師蝴で 總をカ お 四方 

美那軍 誤 龍 江带； 萬 福 磯 

骚下) まどして ^ ^ ピ ン の西滿 
孤里閒 における 柬ぶ搂 道 沿線に 
約 巧 乃、 ホピ してす タカ 面ごプ 
ラで エシチ 五ンス クぶ而 U 對し 
てが あせられ あら、 ちが 軍 (張 

作 お) パ片 ビンから ボ クラ ニ チ 

ナャに まる 萊ぞ 沿線 じ 約 一二 個 族 
閣 でび 化 郁を が じ お r 刀 {一 旅 
蝴 を 配を し、 ホ 力は まが 方面 
じ^ 磯のを 勢 じぁを、 をのを 力 
約 ニー 巧五モ 、哪 もを が 巧總 兵力 
約 八' に 建し、 奉 天を の 一部は 
奉 天-苗 化 部 じ、 ま 力は 率 天 U お 
山海^ 間の 化區じ 配備し ぁら、 
抑 も 奉天苹 兵力は 約 十五 巧で ま 
那 が 兵力は お S 十 方 じ 達す、 
しかし 一て 露支兩 おの 素質を 比較 
ずる じ、 露 軍は を お 柿 反び 新式 
を 器を ずして おる からま 那軍じ 
比 L 頂ず 優勢て を &。 


H 本人 イスラ— 選ず 

マツ \!了 松 旧 逝 < 

日本人の^ 洋相攘 選手で マッ 
テ 松 巧 ミる y ば 十 ホ 度の おじ 渡 
米し レスリ^グを 習つ た « 來ホ 
常なる 進境.^ 示しを じ 化が ク 3 
ホタ！ あび ラ y ' トホ H ット還 手 
露を 握った 巧でして H 本ん ‘- lb 
靖 r ろ アメリカ-^ のフ r ンじ 名を 
，廳 はれて 居る \ が 、今から 一二 週閣 


前 じ 東印度 人の レス ラー でもる 

ハ サンタ •シン スど シン シノタ 

で 試を しじ 際 巧け た 痛手が 巧 因 
で パト •クリ ー クの 病院に 靜 
養 中で ぁつたが 遂に 去る 十ぶ 日 
を W て 逝ました ど。 

ツエ 伯 號便乘 の 

化骄 特派員から' 

ド キツを おおして 自 本へ わつ 
たプ H ベリン 伯號 に便乘 し化舊 
乂阪钥 U 新聞 霞 地 特派員た b し 
化 巧を 內 巧から 本社 胃 じ. 如で た 
左の 如き 無線電信が 到 巧した 
貴おタ 謝、 撰は 今ょ b 數巧閒 
をには ロ 本へ 向けて ツユ 化罷 
じが 燕して 飛びます 、辱知 諸 
ちじょ ろしく。 

お 上が 話 

が 鐵 拖を峻 った 

ホ 村 兼 子さん 

◊化が 兼 子さん どるへ ば、 舊 
乂阪魄 曰 新聞の 記者で、 今：？ 東 
都み 婦人 思想家、 文筆家 どして 
活動し’ パ ワキ じ 巧る 化ァ， _リ 
々婦人 國際 會證- しお 席し、 現じ 
ド キツで 開 惟され じ巧闡 婦人 大 
會じ H 本眷 姿で 化 席を した、 或 
る 意味 じがての を 物 女で あちが 
◊ニ ユ ョ—ク •タキ AK がの 
ブブ ドリ ツヒ シエ！ フで ン掉電 

じ 化る どこの 兼モ さんは ニ n も 
請から M 晒に 頑張ら、 ツユ か 號 
公 船長 王ッ クナ！ 蹲 古を 訪れて 
顔 さ （同 乘飛朽 を あつたが、 定 
員は 二十- ごして 旣じ切 巧を 誤 
て 買 ホめ た シカゴの モ] リス 巧 
棄 船を も拒絕 した ツェ 伯の 觀長 
さん、 兼 子女 おの 乘 船は 罷 b な 
ら のと 棺絕 I た。 

-ク タキ ムス 記者は これに 就て 
或 ひは 化界最 おの 婦人を 航荣が 
あ も かも 知れの ご 報じて 居 るら 
の をのを め電巧 じよれば が 
鐵 砲を なつた 兼 子さん、 空シ '眺 
めて はぽろ b ぼろら ご 梅し 淚じ 
暮 C てむ る どか。 


磯 ホ 應用物 埋治蔡 器 


弊店 榜 巧} 手一^ 賓のォ キシへ 
ラ ー は電 索では i イく 磁力 應 用の 
物理 治療 器で 也^の 活動を 强健 
じし、 血 5 循環，ど^^'. 1 脈膊を 
整へ、 食慾を 增お广 睡眠を 良 （ 
し輕 結を 治ず る おが あな 岛つ永 


义 使用 じ 雄 ゆるち 所を 礎へ 了 居 
る。 巧 用法は 頗る 簡單 じて 轴務 
時間 中 巧ま讀 書中 じ も 使用し 得 
られ 睡眠 中に 使用 すれば 最も 有 
巧で あえ。 

ニん 用器は 諮 要 殺到の ため 品 


切れ と なつた が、 み 週 巧々 日本 
ょら 肴 荷ず るな 前 廣に御 注 欠 あ 
りたし。 ォキシ ヘラ！ 圖解說 明 
實驗例 一部は 何時 ロ、 も 御 申 越 あ 
b 次第 進呈すべく、 が ほ 使用の 
瞭 不明の おあら ばを 七に 電話 じ 
て 御照會 みれ、 詳細 御 說明申 上 


治 

歎 

の 

前 

の 

豫 

防 

こ 

そ 

巧 

甚 


諭 

よ 

リ 

詢 

據 

わ 

試 


を 



二人 用器 お 十 弗 
一人用 器 阳十弗 

送巧當 巧を あ 


上 用 

圖法 

はが 

ォ頗 

年る 

シ衞 

へ單 

ラな 

一る 

の】 

使 例 


餘献 ホ考シ ヘラー 販 賣商會 

离木グ ，ンゥ * — グ ドが を內 高木 光次郎 

巧 ！： h Flsr •饥 W We 篇 23左 street , city - 
" Tel . orasercy を 74- 


いざ 鎌 貪 こいへ 一 

精兵 五な すが 奮起 

國 技巧を^ ロシア-こ 屬 をの 支那 

極東 司令官に \ 支那 遜を 任命 


昭嗦 しやう か、 脅かして 遣ら 
うか ごいう 程度 じ ± つて 居た 爱 
まの お陣 も、 ホ かを がに おを 装 
やした 。シア 側は、 前號巧 報の 
か （砲 媛 化を を 差 向けて' ィ术ビ 
ンを 占が するとい ふ おおの 通牒 
を あし がら じ十网 n 發の ニユ 3 
I — ク •タキ ムス 紙 モス カウ 特電 
一 じ 化れば、 勞農蚁 おは バ キヵ か 
10 東の 梅 東 ホ 衛 軍司令官 じ、 ゥ 
一 クラ キナ巧 お 軍 巧み 官で あつた 
I ツ シリ ■コン スタン チノ ゲキチ 
一 ブ八シ 王ア將 軍を 巧みした ど あ 
i る 0 

; この ブ ン エア 將 巧は 一二 十歲 
I を こ/ \ のみ 化 將軍 でを るが 
I 度に 齒は黨 が U シアの 授妨を 
j 惜 b ポ 。•テンを 政治 顧問 ごし 
; て 化 化に 化 事して 居た 駭 、今 
i の 段 比 軍を 編 おして 蔣か 巧の 
i 陸軍 將校 養成を 援 けた n ンア 
j のが 事 顧問で あつた 『ボ！ レ 
- ン將軍 J こを ちこタ グン 
i エア 將軍ご 異名 間んで ある こ 
_ とがが 明した 
ー旣じ n シ T の 騎ち隊 が 衝突を し 
; てズ ドン ど 一 發を化 も、 或 ひは 


ァ飛わ 機が 盛ん じ 威 脅して 
居 のな マンナ ュリど ポク ラン 
チナ ザで ある 力、 さて この 先き 
だ ぁが 裝て しだ 化 滿の廣 巧を 
戰ひ化 一 もまた ご 化ず か、 衝突な' 
しじす むか、 この ごころ 重大な 
をれ 途じ 立つ て 居る 

日 ンーァ 通の 話では 化 滿一帶 は 
今 則~戰 煤には もつ どもい t 氣 
候 だが、 満洲 お々 面は 雛 巧が 
ある 巧は まるで ゴビ のさ ばく 
水は ホ 戶の 底が 凍る ほ V 」 まで 
深 < 掘 6 さげなければ 出；； 0 
ぃ、 化っ て 當然兩 軍 ども 水の 
觀链 はまの かれ U いごい ふ、 
この さ だくの 中 じ ボッン 
ご國 境の 操な が ホら、 お 所に 
守備を ハが 居る 

さて 阔境 ごいつた ごころ 巧お鐵 
道の 化强の マン チ ユリー のん ロ 
ニ巧、 巧端のボ ク ラ ニ チナャ：：^* 
人口 約 一 力 どい ふ どころ で、 こ 
こじ H 本人は をせ てな I 二十 人 ば 
から 居る が、 この 姨 野で ももし 
戰爭 がは •じ まる どしたら —— ^ ホ 
衛 軍は 軍服 こを i まつだが ■武 
器は あらゆる 摇範 。のを 持つ て 


一 弗ろ 五十 仙 銀貨は 1 : 

東部から 近く 葵 y かくず 

通貨 流通 現を 一人 當り ザ 九 弗 余 


; 一巧 銀貨 ごいへ じ 直ぐ 西部を 
; 想 出す おじ、 東部には 珍ら しく 
i 西部では 常に 

I が 用して 居る 溢貨 である 
;ー：£/ 今度ァメ9カの大藏巧では 
勤 紙 常の 澄 巧を 磯會 どして カゥ 
ボ^ — ィ やわる 姓さん 達の ホケッ 
トを 膨らして 居る-ホ 级貨を 固 
化して 今後 轿 らしく 儀 造し ない 
i のみ。 ら や、 樂部 地方での 五十 
一仙 銀 をら これを 巧收 し、 巧 ふる 
I じ 二十 五师 銀貨を 盛んに 銭 造す 
I る こご じ U 勺た、 盎し巧 现巧や 
-激 船を の 化の ホ テグ 等の ナップ 
i には お 十 仙ょ らも 二十 五 仙が 歡 
I 迎 されて 居る からで あるが、 現 
; な大藏 おのを 座 じが 管され て あ 
^ る】 巧 どで T 仙 銀貨は 五 おを じ 
连 して 居る がで ある、 而 して お 
藤 おが 後 おした 

^逆貨 流用の 現な (と 巧册 
; 1 日) 窩は立 協 五 千 方 巧を 巧し 
i て 八十 六な 丸す ニ 巧 八十 八 巧 •五 
^ 千 弗で 流用の 一人 當 化 化 巧 
_ 化 四 仙 これを 昨が の 同期 じ 比較 
I すれぶ 化 一一 仰のが 少 であるが こ 
一れ ゴ— 乂藏省 度び 聯级の 通貨が を 
! 商 がせ 加し だの ご 人口 かな 四十 
I 一.. 巧 一二 下ん をが 加し じ おちで と 
! 巧 化 1 = 裝 化のを 枯 人口は 一な 
一千 九が 化 十万 六 千 人、 とち 刀 姐 
! 货巧 加な は 一億 あ 千の. む々 巧 ご 
J わら •火な ちの みのがを 高 d 册 
I 八な ニ 千と なお 十 あ 方 凹 千 巧' 
j が 年に 比 おずれ ば 一 協 S 千 ニ 巧 
_ 方 弗の 


增加 _じ 聯をも ニ 億 報を あ 
して 十九 盧 でよ が 二十 六 万 九 千 
が、 流通 高は 四十 セ 億 千 セ 巧 ニ 
十四 方 ニ 千 巧で 千 六 育 九十 巧 巧 
のち 加で あるが、 歷史 ホを ちの 
通 貸流跑 もは モ化 百廿 年の 十 g 
化 一 H でお紹 五十ろ 億 允 千 八 巧 
廿 一方 四千 弗、 一人 當らは 狂 4- 
S 弗 一 他で をつ た， 

練習 艦隊が 

金 門灣へ 

- 1 過 間 じ 直らて 島學 

サン フランシス n 特電 十五 日 
發 n 巧 村 海 巧 中 おの 引 卒する ホ 
固 練巧燈 隊淺閒 、磐 手の 兩 慮は 
シア トグ 沿岸を 經 あして み H 正 
午 常 地 じ 到着、 官 技の 熟 誠なる 
が迦 をを けれ、 暖隊 はか 一週間 
じ 兒ら當 地に 協 泊、 をれ ょ b 日 
— サン ゼ八ス かを 訪問し バナマ 
運 和を 經て太 西が 沿岸 じ 向けて 
か發 する。 

いつ ぱいを 嫌から 

銀 巧 取附け 

拂 化しむ 化 十 巧. 

ブ^ク クリン 第五 巧の •ヘキ • 
リッ デが 蔥銳 巧-し 去る 木幡 H 取 
おけ 騒ぎが ぁつた、 銀 巧は 朝 巧 
ょト 預を拂 出し じ 忙殺され 十と 
人の 巧 員では 割を 間に合は や遂 

年後 一二 時を なて 一は 閉鎖す る 
じを ら、 この 日の みの 拂 出しが 
約 二十ん 5 頌を 者に 勒 しな 五十 


& る、 曠醉 じが おを 張る 『火烟 
を 生 磯 J ごい ふ 特殊 じを おも 用 
をして 居る、 

0 シァは 陸 おを ち 制で 正規兵 
民を、 除 列现役 おの 一二 巧 じか 
かれて 居る、 いょいょ 外國ど 
の戰ず どい ふ 時は ニな 万の 巧 
除を 何時でも 動かし 得る ので 
ある、 平時 じ おいてら と 十 個 
帥 劇 ど騎を 十一 ニ 個 師蜘も ある 
中 じ も 騎兵は おお。 もので ブ 
ジョン マィが 軍が これを 統率 
して 居る、 幡子 VJ をぅ 旗を ホ 
靑 巧の ニ 一色 じかけ じ 『特別 騎 
を 旅 脚』 は モス カゥの 『プゥ 
レ タリア 師蝴』 ど 共に 摄も勇 
猛 G 軍隊 ご稱 されて 居る、 民 
兵は 夏 じ ミヶ 月間、 隊外 現役 
をは 神 じ，. をに を 練を 施し、 
これ 等が 巧 超てば 五.， け 力 じら 
なら、 を員數 では 化界一 ごい 
はれる ごい ふ 

この 他 女子 軍 も 編 巧して 軍隊の 
敎 がを して 居る、 飛 わ 除は なか 
除 みら、 千 巧臺の 飛れ 機を 持つ 
て 居る、 しかも 赤衛 軍の 指揮 宫 
はを くちい 元氣な 年 だ、 支那 
じごつ ては あなどら 難い 强 敵で 
ゐ る、 これ じ對 しぞ那 軍隊は い 
づれ W 雇 兵、 服裝も 武器 もが 軍 
まも-^ だ ：$, お 測 巧 だけで も ニ _ 
十五 方、 お 巧 磯 も 約 S 十 墓 ある 
しかし 精銳 。る ホ 軍に 比して け 
ま那畢 では 必ぼ をい こど おびた 
だしい 


巧 巧 じ 凄し む 

如の 銀け 監督官 も おかの 化附 
けに 對し直 もじ 調査し な 結果 
銀 巧の 營棠じ 河を 異狀 なしと 
認めた ので あ もじ 聯銀 をの 他 
から 資 をを 融通した か 
が附 けの お 因は 露；，； 一巧 弗の 家 
麗を 抵當じ 一方 六 千 おの 惜 入れ 
を 拒絶され た 巧 お、 銀行ょ ら歸 
途附 巧の 酒屋で いつ ばい 聞 巧し 
た 上、 同 銀 巧 頭取 於— キズ 巧が 
卒 ましてが 巧が 危い £ 語 つたの 
お 事情を 知らない ぞくの 外國人 
預を 者の ザ じ灣き 

さて こを 老若 巧 女が 朝 ホょ b 
わい {ど 銀 巧 じ 巧 寄せて 預 
をを 引出しね もの ど おな， し、 
當 扇け 目下 流言の 化ん を驗擧 
中で ある W Q 

移動 株 取 弓 

洋上から ラダ ォで 
ゥォ 衔の株 ま 取引は 今や 
化界的 じな つて ラデォ やお 電が 
盛ん じ 巧 用され て 居る が、 か 度 
太 西 巧を 巧が する を 族 船で も乘. 
をの 巧宜を 計る 慮陳 から 巧 仲買 
人 ど 提携し、 ニ ユーョ I ク巧取 _ 
引 所の 承認を 級て 船 巧 じ ラダ ォ 
で 時々 刻々 化 表 巧 約が 補の 時 憤 
を 動を 巧吿 し、 おらに 乘 をは ラ 
デォで これ 等の 巧寶買 じを 華す 
る ごい ふ 移 勘 巧 ま 取引所が 嘗現 
し、 一昨 巧、 >1 ブ^を 出帆した 

ィ作 •デ •フランス 號 では 今 巧 
のがが から 着ず し、 近 （ベレン 
ボリ ア號 もこれ を實 施ず ベ <、 
電信 室 も 特别じ 設けて 一般の 無 
線化圾 どを が 別 佩の もの どし、 
仲買 巧の 化 まが 同時 じ 乗 込んで 
顧客の 便利を 計る ごい ふ、 いか 
じ も アメリヵ 式の 巧赏ぶ 6 であ 


關 ROT る & 郎， 

141 - 1 が 巧が む 6.1 
巧が , 21 siSi.) 

お W V が k 巧 

Tei, iUgo 叫 U お 巧 30 - 2 お 1 


Ticket & Informa} ぶ n Bureau 545 5 化 ゎも， なし Murr 巧 Hill 7325-8 


San Fran が SCO Of むが： Los Ange!ea 0;f むが： S がが e Office. 

目 51 Mark が St. 605 S 的 ith Gi^and Ave i が 4 Four 化 Avenue 

N 巨 W YORK OFFICE: 

6 - 1 C Bridge 5 t. TE し . BOW U NG GRE EN 2262 
Chlcajro Office: 1 孤 W. Monroe SL 


N . Y . K . LINE 

社 會船郵 本日 


THE 細 TSUI 8歷| L 化 

NEW YORK が ENCY 
Room No. 712 
81 む oadway, N. Y. G. 

Tel. む wiing Green 3440 


T お 貼 ni (がな iwan , U も 

お om 5 巧 

お nne ぉ on In 化が ng BuHding 
巧 5 む oadw 化ん K. 

Tel Cs が an が 7 巧 2 - 33-34 


な呂 Mi ! 如が sh けが も I 拍. 

む 細 9 が， E 叫 Hadie SuiWing 
120 Broadway, New York City 
Tei. Re 加 !* 9483 - お 


M 邮 齡瞧 麵 S ，! 船， 

巧 - 巧 ぷ化 23 rd 化， 

New む rk [ 1 か 
Te! • 目な m が C パ 8 が 


祁 E F 叫 胤 0 T 0 
な郎 RlTiES 即 .， ! 船 

Room 3112 

120 Br 的 dwa ) f , N . Y . む iy • 
Te !. お etor 2418-3338 


THE 謂 K 日 F 眺お EN The Sii 描け 0 阳 0 Bank , L 扣. 

0 け 07 け[〇 j « V SEW mm AGENCY 

Room 巧 27 け 5 Br 化 お 化ん Y. R 邮 m 414 

即醒 . Coriian が 8583 1 が B 巧 ad 刖 y 

おし居 3 な 1 巧 41184 リ 9 


Tlie Y 9 kelia 讯 a 
Sp が お 削が, L 村. 

5 化 n 閒 r, E 叫 itab おお dg. 
129 8 巧 adw 巧， も Y. 

Ph 抓 8 Rect が 2 巧 6 


CXS . K . Lme 
大酸藏 船會お 

28 お- 8 W お! ■巧る 化郎 化が お 
け 8巧巧が？1 が ENE 巧 HMCm 
巧 0 化郎 WU 郎郎 E 巧 おが 的 


TaipTra 咖 gO(M 邮 ， I 

i 描 pode 巧 & txporters 
巧 1 FH なむ も， も Y. 

な i • が P 琴 in 繼 3-5 
3 巧 W. Madis 邮 Street 
挑 i な郎 l!H 郎 is 



I 旧 eto おお.， お G ， 

F 。 贈 Hjf 

抽が U! 巧 chi & む . 

け East 17 化 St. 

Tei. Aip 叫 加の 8 もが 


Nippon 

Dry Goods Co, 
148-1 M Ma が son ii •巧.， 
お 押 York なか 
Te しむ hUnd SU 142 


MOGI,MOMONOI, & 
COMPANY ， hic. 
105 -E. 1 お h 化， も V 
1 目し おが 巧 巧が 85 お - 8-7 




み 


： Nara Trading Go . 

i I 51 - 5 th Avenue 

j (Cor. 21st St.) 

! Te し Ai が 叫 uin がが - 47 


Hi 




一 亡 中 


一 



號 


八 百を 千 


を 


雜 まが M m 【日曜と】 


日と 十 巧 八 年 四和昭 
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1 弗 十五 ブの 

パ 巧ピぐ 持を 

f ニ、 ッ微 
一 = 1 乘ッ碍 

m 台 無 7 

运べ單 、ネ 

^ 畐谋 水！ お 食 
を S を 泳/ ン所華 
言を 御の ドな 付 
ニ JT お 傾 いー 
' 拜 1 " 迎 あ。 ィレ週 
5 呈し b 1 パ 十 
F- ま 、ドニ 五 
す T の . 1 弗 
。グ中 ご、 
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東京 電媛株 .四と* 九 0 圓 み’ を 
よ H 本 製糖 株 六 六 •とお 圓 一 割 
'主 f 製紙 お 一 0 三 •五 0 圓 一割 おを 
東を 龙巧株 笠と •五 0 圓 化 を 
巧 外 唐を 御 投資め 御 相 誤に 應 ず。 多少に 不拘 御用 命 願 上 お。 

.野 巧 證券 綠式會 社 

120 Broad 妄 y , N . 产 
を. 量ち 岩 芝 


み羅 巧、 を 港 出帆 (ホノ^^ 蟹) 

羅巧發 を湛を 

(午を 二が 化 化) (正午は 化〕 
シベリア 化ん 巧 ホ 一二 H 八 g 廿八日 
大が乂 、化 巧と 日 化 巧 十】 日 
天が 义 化ち 二十日 化 巧廿五 円 
n . レア 乂十巧 四 H 十 巧 十 日 

® シアトル 出帆 (午前 十 時 ぉ 帆) 

ご 一島 化 化ち 四 日 
が豫化 化巧廿 一日 
靜隅見 十 巧 十 化 日 
橫 澄— 化 十一 巧 二日 

® 淪を資 日本 巧 巧 化 

熟 巧み 八 巧サ吉 B 
鹿 島 か 化ち セ a 
箱极 - o ^ か巧廿 一日 
▲紐 育 巧 化 因を あ經由 日本！ 巧 おー 月 ニ 旧 
A 蹄み 化 巧。 ホを は歐视 .巧、 南 来 巧 化に 田を あ 
お 由た で洋岸 巧を あ 贼宵ホ ミ 巧の おり 乘が切 
巧菩あ 事巧惯 をに 取な ひ 申 上ます 
A ホ 圖錫道 切 巧、 寝を 券萃 t 御 便を じ 取 計 ひ 串 
上主寸 


資本を 臺僚晒 
拂这巧 資本を ホ 千お圆 
艳 ホ 金 六す 巧 巧お圃 

雜賦ご 一#: 銀 巧 紐 育ち 巧 

本店 東を 巧 H 本 橋 お 本を 尾 町 おお 地 一巧 
支店 小 あ ロ 本 橋 化の 內 (が 夏 横 巧 
をを 尾 京 邵大陌 巧 (大阪 ) 神戶 
廣掉下 挪巧司 巧松賴 岡長悅 
上 お 倫 あちな 晒 水 


ん 


輸巧 入巧替 、電信 送を' 化を を、 旅 巧 信用が 
商棠 信用が が 他 一般 銀 巧 策 

鎌賦 一一 一義 銀 巧が 育ま 巧 

鄉里 送金" H 本を 化 無ず 數 巧； 迹速化 扱 
本 巧預を (を 溯 通知 ノ ニが) 御 便利な 巧 
本 支 巧 東京 (本 巧〕 大 阪神 戸 巧 都 
巧 巧 地名 古 屋小お 上が 偷敦 


▲鄕里 送を 及び 並 送を (無手 おが y か國 
爲替賣 巧、 荷ち 替か 組肢 ホ、 信用 巧を 
巧 等！ 殺 銀 行楽 務御植 利 じ 取扱 可 仕 お 

S 臺灣銀 巧— お 張 所 

本店 臺潰臺 化 - 
ま庙 東を、 橫演 、大披 、神戶 、上 お、 漢 
ロ、 蘭 州、 度 巧、 袖 頭、 香港、 廣 を、 お 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 貝 
々 it カブ タ 、愉致 、巧 外事 潰 十四 ケ所 


一、 資本を 壹お圖 (を 額 挑を 濟) 

一、 賴 ホを 青 億 お 巧 冗 十ぉ圓 

巧 化 本ぞ巧 U : 橫漠 (本 巧) 巧 巧 大路 
神戶長 帖下關 名を 星 

橫鑽 正金銀行— 支 巧 

ホ國を 支が =: 案 港 羅が沙 巧巧哇 
其 化 お 界を圃 を 耍都巿 二で 巧 度 n 火 レ 
ス有么 お 


本 店 大阪化 澄 五 T 目 
が 肯支 巧が 育 ブ。— ドウで！ け 四十 化 お 

鱗 住ぶ 銀行 

も^ち 京橫濱 名を 崖 京都 神 タ岡山 
巧 ノ邊廣 島吳柳 巧す ノ熙 
巧 まを {巧 司’ 小 倉. 巧 松， 隙タ 'み 留义 '熊 本 等 
本國 頭を、 鄕あ 送を 等は 祿め 
て 御 極 巧 进速じ 御 化 巧 ザ申娱 


本 巧 朝が おが 

を庙 出張所は 日本 巧 化の 樞お 都巿 、朝 お 
滿洲 、支那のを 地 及び 浦 盈巧德 

朝鮮 銀 巧 紐 脊お張 所 

化 闽爲を 一般 お 巧萊務 精々 御 巧が じ 取扱 巧 
中 上 候 


み外孩 、社 憤、 株式 ノ貞巧 及ビが 
化 化な を 裕化利 三御収 扱敌シ 
マス、 精々 當化ヲ 御 利 巧 下 サィ 
藤本 ビル 7 ロ— 力— 銀 巧 細かな 社 

藤本 證# 會社 

間を 港ち 巧 
同羅府 出張所 
同 ホが 化 巧な 


鞠强黑 、雜 貨卸离 

蘇が ブぅザ ー ス 


シ ァ ^ ル 出 贼 (午 節 十 辟) 
を ふ 6 か 見 八 巧 かお a 
をら* はま 見 九 巧 十八 曰 

ばリ ずみ (坂 巧 班み) 丸 丹ち B 

一等 镇濱 一九を 寐 ，」」‘.— 
化し ば WV すみ るん どんかは 一を あ 巧 
H 等 a 本 巧 五を 弗を 室乂を 遣を 巧 室^ 
御涼臺 にお^ 一等 割， 巧を な 瑚 巧を 巧を 可 候 
ロ K ァ 、\ 為み K 度觀 (午後 一二 時) 
さんごず 苑 丸 巧と R 
まじ ら也 十拜货 四过 

一等 橫凑ニ so 弗殖 はわい みまに らお ー蓋热 
转が S 專 日本 巧を 十お萊 VH 等 S 本 巧を 十を 带 


雜皆 賴雜器 

うンブ をび を 

太洋賓 爲囊會 お 

支 巧 ホ 俄ち、 ボブ トン 


陶减叢 雜貨類 卸販賣 

S 蔑 木 挑 ホ 組 


浦ぉ 日本 ドライ グ ー ゾ藏會 


; 本陶撼 麗雜貨 類卸賣 

ザ元ブ タザ ー ス 


H 本淘破 器雜貨 

ラ厶 プ卸寶 

奈良資 易商會 


% 


日本 熱 船會魅 (並 ニを 鐵遣會 魅) 一 

代理 お 巧 欄 兄弟 蘭會 

乘 率* 乘般巧 符ホじ 小荷物 運送 御 使が じな あ 中し まず 


『装 おか 時贿 ず』 大堀お 姉 
♦日本人 お W 敎禽 
「ョ パネ 傳の基 皆 論』 高 橋虔巧 


巧 橄ス ペシ か ル 


新 荷 

靑小 梅燒酌 潰' 

一 瓶 击十細 


を 干物 


枚 十 お邮 


片懒 兄弟 簡會 


化を 獨 ホの 消化 醇索 
夕 力 デ アス夕 1 ゼ 

な 錠 入 -琼 
食慾を 亢進 ザ！. め 消化を 佳 お 
ならしめ を 養 巧 進を 欲ず る 化 
ての 場を じ-貧 用 せらる 


桑 山轟會 

ご iissT , 芸 ih ご： N . T . C . 

ぎコこ 己 呈 f 213 岩 巧 7 


夏場所 賣度 

確實 なを 顧客 ご 収入を なず ろ 円 
がの 店 郁を h リ！ ，'が 其 協 ま 急 
を 巧 じて 賣 巧し、 

で 潔及ネ ゴ ゲ ー ム及ッ フ^ 巧 

• T . 臺 夏， を皇 fch , S . I . J . Y . 


了 寧の 印刷 ど 精巧なる 化 上げ 

時日の 巧を ど 確實 G 校正；^ が 証 


印刷は 紐 育 新報へ 


電話 ワトキンス ニみ 0 九！ ニ 九 一 0 


わ 間違^む く 新報へ 


ホ內西 十と T 目 十 二番 十 階 U 
策が じ 化ける がを 言論 磯關の 

醒 威、 背が 新報を 讀 まの 人な レ 


廣吿 は紐脊 新報へ 




第六圆 ホ欄猶 訪問 



團員 募集 


南 太 ホが 上の 最 快-雄、 最新、 最类 。る H 本 郵船 モ！ タ 
!ぞ 船 淺間义 (ニツ S 千嗯) 十一 巧 六日 桑 港ょ ち處女 
歸航 の途に 就く を 巧 用し 輸か なるお ト-の 休養 ご 併せて 
加州 並 じ" ブィ 等を 銳 ホの 上み 地で 目 おを おを を樂ま 
ん とする 目的で 左記の 旅程 じ 化 b 巧 闕訪間 團を冀 る 巧 
第で あを まず。 今 巧の 計 畫は豫 ねて を 評 ある 弊 劇が 充 
み 諸 彥め滿 足を みたし 其のが 象は 永遠に 最も 輸 かなる 
記憶たら しむる 期す る 巧で あ b ます .0 出 麗並 びじ 
语人國 手緩 d 弊！! じて 例 じ 化ら 違算な く 取扱 ひます か 
ら ホ 聲 をは ま 急 もがへ 御中 这をど ふ。 

旅 禮 

ホる 十月 化 一日 (末) 午後 六 崎 かを ペン 傳お 場を 
十一 巧 一日 午後よ 一時 半 シカゴが を (ユ -1 ォン 停車 壌) 
十 I 巧 四 H 午後 お時化み を 港 着 01 治) 

十一 巧 六 H お 午を 港 お 帆 酷紙淺 間み 便 
十】 月 十二 H ホノ^、 觀 化， 同せ ニ T 橫漬着 

團費 

i 普 二等 一二 等 
往俊 八 九 セ盐お G と 一 0 弗 00 四 一 五 弗 00 
化 道 五 ニ 0 麗 00 四 一 五 弛 00 二ろ 五躯 00 
(な 上は が復 おお 汽船 貨度化 巧の 雜费 一切を 
も舍 み、 一、 ニ、 三等 别は 船室の 隔 別です) 

姑ち お 東 五十 化 下目 ニニ 四 

主催者 巧 桐商會 

巧話ウ 其 ツ 々シャム 九 I ニ 四 四 


.ザ 


出場者 お 十一 ニ 名に 上ろ I 

朝香宮 カツ ブ杖球 競技 會 


I H 本が 巧お會 A 催 朝を を ヵッ 
I プ務 おは 愈々 明 H 脾 U を W . て。 
ーング アィ クン ド •サ リス •ヘリ I 
じ關 催せら るべ < 、當 目は H 十 
六 ホ！ 八 • ^ ンテ解 スト 。 ！ ク 
得点 焼 技で あるか 現が の々 ッゾ 
所がち は 郵船 3 武 か 氏で ゎる。 
が 巧 巿な巧 プレャ ァスの 大部 か 
は 午前 お时 二十 巧 M な 二十 五 T 
目ブ 0 I ドゥ ユ ー 角 出を の 上等 
乘か 自動 中 じ化乘 して ブンク じ 
赴く； どなつ てゐ るが、 八ち 六 
H 付を 化て 改訂 さ n たを 員の 
ン デは ホの か < である。 
^:よ】渡邊 H 、 福ネ、 坦崎， 阪 
井。 〔八】 早 川。 【九】 松 野 、 H 
巧。 【 一 0】 あ 橋、 中 山 拙、 山^ 
名。 【1. ニ】 巧 山、 遠 藤。 【一 
三 こ 小 巧， お 旧‘ 禪 ホ T 。 〔一 
巧】 ち 武井理 、山 ロ、 巧 山， 
小 保、 若 林、 岸が。 【！ 五】 规 
ま、 出口、 をが、 が 巧、 檐本 
西 本。 【ニ ハ】 小 あ、 前 島， 波 
ぞ 巧。 〔 - と】 山 巧 飛巧靑 
木。 【一八〕 野 巧渡邊 、巧 木 
お 本、 上 旧、 おが、 永 旧、 旧 
中、 武ザ T 、 寺 本 T ごと 
中 野、 が 地、 がが、 森が、 掘 
江、 丸 山" で 10】 久ち 宇佐 


を f ホ 巧 ' 伊胳 K; 〔一二】 ロ 
曲 ^ 〔ニニ】 な、 田 島、 岸 ご 一 
11 な 小が - 中 ル武 、上野、 化 
ん 、滞 ロ。 ( ニ 四 宿 木禪が A 
【ご 置】 小 お、 山村 ’ 光星、 石 
す 一 一毫 J 、 鄕 。ご H ハを 本 
、荒 W 、 鳥 木、 高 島、 一二 好、 あ 
閱」 〔ニと】 河が 常、 鉛 木 T 、 
水、 松 化。 【二八】 を 島、 巧 
、お 玉、 が 井、 お、 鈴 木 G 
一九 J 岡 塚、 山內 、冷牟 田、 

I がが、 小が。 ご ニ 0】 巧 井、 ま 
野 K 、 を 湖、 摧 、お 林 E 。 

上の 巧、 > ン デを じ 化れば 渡邊 
夫君が おじ 上つ たのは 當 がと 
じて 靑葉會 の 曉將松 巧 若が 八ょ 
ら かじ 降つ たのけ 謙遜 か 调落か 
で じな し H 巧 君が 十二 ょら 化に 
/. よら 橋 本ち が 十と ょ b 十 おじ 陣 
つたの け 目につく。 特じ鮮 銀の 1 
ご 一 宅 君が 二十 九ょ-^ 一躍 二十ち 
じな つたのと 金剛の 靑木 若が ニ 
十二 よら 十と じな つたのは 大セ 
ンセ ー シ ヨンを 惹き瘦 して ゐる 
中を の 菊 地 君が 十 おょち 十九 じ 
滞べ ゥ を.^ たのは 一楽を もて 天 
下の 巧を 知る ものず。 因 じ 今み 
の 朝を カップ 競 お參が 者は あ 十 
ミ A じ 上つ てゐる ご。 


I 艦隊 歡迎の . 

I 大 評を 

が 巧 大佐 も ホが して 
本紙が 度み 報道せ ちが かく 十 
巧 四り. が 育じ乂 巧すべき 練習 艦 
;隊 歓迎の 部署、 具体的 ホを ら賴 
廓 ホけ はかを しだので おらに 窓 
I 隊侧の ホ 留 をら 聽 おし 手を もな 
一き が 闽密の 用 唐を むすべ < まる 
一十 化 絶 務を貞 をを U 本惧樂 
_ 部に 開 さが 軍侧 よらは 華が 乂化 
_ 舘附 武官 巧 巧 常善乂 佐ら 特に ホ 
I が 參 加し 化 山 監督 良、 米 化 ホ 試 
V お 等 出が 陡 が 侧よ A は 高 橋碰ち 
一大を も 加け b 草 信を 長、 內山總 
; 領事 化规 ，化 ホ總 お、 旧 島宴會 
巧 木が 務 ■曲 閒谈 待、 ホ 泉替學 
_鸭 井 庶務、 あを 觀 ホ、 お 谷を 通 
'を 部 接 其 化 二十 餘お則 席、， 地 ま 
I 德格 部長を 誰を ごして 巧 づを部 
一よ b 豫算 說朋も b 討 お S おお 千 
*ご 宫 弗を 抑 化し 豫侃 巧を をめ 協 
^ 额を乂 で 弗 こ 計上す る i じ 杏を 
I 一され 夫 よら 瞄傑側 S ホ留 、歡迎 
.おじて 假 をせ*^' ン 0 グラムの 逐 
; 條審雜 じ 移り 總锁 事化魏 のを 式 
訪巧 ib 觀 巧、 見學 、絡 お’ 歡 
迎大晚 餐會等 顺か雜 r し 一二 ホ 
; ぶのを は自 ドを 港礎沾 中；， 艦隊 
司々 部. こがを ゼを なすに 巧した 
!• か 孰れ も 胸 樵を 開きて を 見を を 
換 しが ほむ 阳蚁締 幹に 腳 しても 
i 熟强の h 散 曾し じ。 

I 巧が 幡物舘 の 

ー~ 日本 部變展 

一 漸 かにぶ 做 f るが を 

一 がちが 义 ァメリヵン •；' ュゼ 

I ア L •オ .ノ •ナチ ユラ 方 •ヒ スト 

ーリ ’(化-し 巧 物 舘ど稱 ず) 囑巧ボ 
川祥义 たのよ 哨 にお bH 本部が 
-恃設 された i な 遊に 本な. か 紹介 
して おいた 通らで わるが、 岡を 
i は徐 々にが 完 がを 期し 居 b 旣に 


日本人 碑を 逮變 遷を說 明す ベ vn , 
模型、' 國橋 風俗を 示すべき 作品 
等を 陳 判して：- ム るが、 最巧 川口 
お會 社員 松お弘 巧の 翰旋モ 日本 
木版 喬 がか 巧なる プ 0 セス じ從 
つて 出 巧 上る かを 圆解 どせ る 一 
書が 川口 商を を經て 寄贈. された 
どを ふ， 巧 請ジャ V ユース •プ 
プントの 說^ 模型は 孽府の スミ 

ソニ T ン •インス' チ テゥト 及び 

武 ホが 物舘 にも 陳列され てゐる 
けれ お 幡物舘 目 本部の ものけ 最 
も 精細に 巧 ホん つて 眉ら 木版 •，し 
趣 ホ ある 人 じけ j 賛 ずべき 借 値 
みら との i である。 鬧巧物 館に 
は 水産 部に 御木本 眞珠 巧が 育ぞ 
I 巧を 潮 巧 蕾 ニ 巧の 盛 知で 養殖 眞 
巧 的 採集 赛殖ょ 5 完成の 域 じち 

艦餘 歓迎 ご 婦人 

化育 円本 締人窝 巧に も 今秋々 
がする 練習 艦隊 歓迎 會ど 提携 
し 艦 巧の 掏 お 慰問 等じ關 し- 
嘗 のけを 添 ゆらの 誰が 起ら 去 
を 十 孤り リグ ァサィド じがけ 
る 新 曾を 邸に 於て 巧 員 おを 
'關 き节具 化 案を 硏究 した。 

るょ で；^ 明せ る圆解 模型 リ どら 
を ゎ、 繁造氏 S 巧 忘で 
H 本 漆 の おか プ P セスを ホす 
ものが 遍 贈され る' とどな つてむ 
る ごを ふ。 基れ じつき が 川 巧け 
『當 おめ ロ 本部は 漸をあ ふて 陳 
則を 充實 させたい ど考 へて ゐ ま' 
すが 北-本な あの 閱產假 みぶ 陶磁 
器な ち あな b 生糸な b 义 閱の需 
をを 目的 どす る 商品、 エ鹽 品な 
でが 如何 じして 巧 b 上げら る； 
かを 說 明し' 得る ものを 備 へがけ 
たいご ホ 巧して おらます から 篤 
志が W 胞 諸氏は 是非 後援して 頂 
きじい ものです』 と 語つ てゐる 

•西 本願ず ニ 僧 偶 

- 西本願寺 化の 义阅 綱を 使で 加 
I 州 ストックトン 佛を 巧を 巧宰し 


つ； ぁつたち 贿夢鄕 、高 橋覺惠 
の ニ 帥は 化を 一 闲の旅 じよる ベ 
く 自動 苹に てみ I ニヶ 月を 隻 しを 
上を 地の ゴ ，フリンク じ 參詣し 
つ i 脚 週 着が ボストン 地方 視察 
の 上波歐 しぶ 年々 ホ 巧 j 旦歸朝 
し 巧び 渡米す る 計畫 である ど。 

二十 一 ノット 出む 

淺間 丸の 試運轉 

H ネ截 船よ ずが 航路 第一 優秀 
船淺閒 化は 竣工 後長 崎 船渠 じ繫 
留 目下 媳装 中なる が 最近 東京ょ 
ら の 報道 じ 化れば 八 巧 一 n ょ b 
二日 間に 直らて 近が を 試 運轉せ 
る 結 おい* 頗る 良が じて 一時間 ニ 
十一 ノットの 廣 速力を 出しり 本 
じて 建造せ る 巧 船 どしての 新 記 
錄を 作つ た ごを ふ。 尙は淺 間み 
は 十 巧 五 U 迄 長 おじ 繫留 チィべ 
リア 化と を 化 牛 巧 十 一 B 横 潰に 
おき 夫よ h を 港 線に 就が すべく. 
普通が おはず 均 十と 八ノ ブトの 
，速力を 用 ゆるなら わ 空。 


奥縣巧 送別 晚餐 

己證 商事 株を を社糾 育ず 巧 副 
長 奥 巧 勁を 歸 朝の 爲め 巧が 同社 
員 二十 餘を 日本 供樂部 じがて 盛 
乂 なる 送が 晚を會 を 酷いた。 棋 
ほ 同氏は 夫人 ホ 息 同伴 二十 ニニ 一 
H 頃が 育 出 發西巧 二十 九日 晚香 

坡お 化の エムプ レ， •ォブ •フラ 
ンス號 にて 歸朝 する 苦。 

靑葉會 八月 競技 

最葉會 八月 競 おはまる 十 j 円 
ペラム ベィで 巧 はれ 一尊 鈴木グ 
P ス乂 五^ ン デニ 乂 ネット 六と 
二等 上旧グ 。ス八 お、- ンデ一 化 
ネット ホ 八、 一二 等を 井 ダ 曰ス义 
化 八ンデ so ホ ブト 六 か S 好が 
蹟を 巾し 梅澤 、靑 山、 が 落 其 他 
らが績 頗る 良 かつた。 

を 骄次郡 氏 追悼 會 

料亭 生 およ 人を 野 德太郞 氏み 
弟 故巧郎 巧は 急 忠の爲 め まる 五 
巧 十八 H 遊ました が來る 二十 五 
H はな 概 H じ枯當 する ので 高 橋 
貞夫 大佐、 香 西 龍 雄、 ホ 披忠么 
軸、 河 旅 がを、 水が 涉 ご 一の 諸氏 
發 をの' トじ同 H 午を 八 時を 巧し 
ホ 巧々 じがて おが 會を閒 くわに 
が 絞 人の かぶは 巧蔥 おお ぁちね 
しごの 王 一で ある C 

み 瀬を 臺 H 氏轉街 御木本 商店 
が 肯ど 巧を、 最 おポ！ チ ユ ス .タ 

アホ アゥス チン •フン*— スー 八 

おに 轉寓。 

•乂 化 質を を 氏 n 本 陶器 株を 
會 社々 員、 春げ 义 便じて 桑港經 
も 前週 來 が。 

♦小 池を 治 氏 右 岡。 

♦鬼が を 館 氏 死去 •前號 危篤の 
旨を 傅へ たる 山：：！ 縣乂 鬼が を 熊 
巧ゴ 々ムバ アラン ド 病院 じ 於て 
加養 中^ 處藥石 効な （を じ 去る 
十四 H 午 削 屯 時 ザ 死 まし 友人 ゲ 
ラ ア氏日 會共濟 部のを 旋じ 化ら 
を幡日 葬儀を 執 巧した。 

•路 島國 治が 氏を 山 商 會店旨 
太平が 沿 巧 地方 視 をを 龍ね 前週 
化 後西が 本 H ゲ巧歸 ほの 由。 

— H 帷說お 
♦紐脊 H 本人な 禽 
『題 ホを』 淸水 牧師 
♦を 巧を 修逍を 




H.S»SS"k". 

303 則 也 Av も 
Tel. Caledonia 4100 

ヴ沼廓 事を 或會ぉ 
Uchida Trading Co., Inc, 

1 1 Park Place 
で eh Barclay だ 76 

島資冥 株を 會栽 
Shima Trading Co„ Ltd, 

150 Broadway 
T«Iephcm 6 Rec ゎ r 1 が 4 

巧 《街 M : ホ 麾 梅を 
Akawo & Co., Ltd., 
29 S Fifth Atc., 

Tel. Caledonia 9758-59 

，ホ 倉 裝お热 績巧ま 食を 
K&takura 在 Co., いん， 

200 Madison Avenue 
TeL A 化 land 454 も 4546 

に Mildino わ 

Mikimoto Pearls 
己 3 ち F 巧 th Ayeiiu, 
Tol. Va&d が biU 巧 巧 

乂倉 せな 巧 ホ 巧 
Oloira 在 仁〇リ 
30 Church St., 

Te!. Cort!andt 2292 . 93 -94 

= 共 巧 ま會お 
化理巧 
南緯 巧る 
1 如 わ的 わ 化 !!. Y. 巳 Tel. R 扣 tor 巧 84 
Fado け: お 10 3 的い 相.， しし 削 K 

注 巧 おを 賊 食な 

Asano Bussan wmpar げ 

反 〇〇 の SOX- 身 05 
185 Broadway 
Tel, Cortlandt 8047 -8052 

, vjtosho \^rporalion, 

Silk Importers, 

40 技 姑 t S4 化 Street 
T*L Ashland 4987-91 
Gosho C 〇 n I&c., 
Cotton Exporters 
60 Beaver 化， 

了 6 ! Bo 巧 lliig G げ en 88 腺 ■が 

甫 巧が なお 巧 まみ 胜 
な 育 •肺 

So 山 h Manchuria R. R. Co., 

Room 20261 Canadian P&c お c Bldg. 
342 Madiion Ave. 

Tel. Vand [ が 4135 

ミ 井 物 ま 巧 ま會せ 
な 巧 まな 
Mitsui & Co., 

巧 5 Broadway, 

Te!. Bowling Green 7520 

な 式を な揖 ホ 巧 巧 
紐す お 張 巧 
Iwai & Co., Ltd. 
、 V 〇〇 !w 〇 ith BuiUHn も 

T«l. 巧 じ 民 oy 8660 ぶ 1 • 巧 ^ ^ つ 

H を 巧 事 巧 ま 曾な 
な 育ぞ巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

— _ 巧矿 Broadvr が 

^ TcL Rector 2560-2564 

乂阪 朝日 ニ ま 巧 朝日 

^ " 

• Osaka Asahi 

1 hf New York Times Annex 
Tel. Lackawanna 1000 

a 本綜花 なま # Ih 
短ち そ 巧 

Japan Cotton Trs ぶ ng Co., Ltd., 
2 Park Avenue, 

Tel. Lexinjrton 8787 

曰 本を 糸 巧 まちせ 
が 育ま 巧 
NIPPON XI-IT 0 KMSIil, LTD 

Two Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 

巧 か 名會巧 
巧 巧 支 巧 
Hara & Co., 

443 Fourth Ave*, 

TeL Caledonia 7830.35 
一 — — — ■— . 

日米 生糸 巧 式を 社 
お W 支店 
lil 別 1 - 化 1 卽巧 KUBUSHIKI が 巧 HA 
がに H ! ぶな KHTO CO., LTD.) 
1 Park Av だ 地 e 
TeL Ashland 6246 - 47 - 4 S -49 

大巧 每日 ニぶ 京 日日 
を 木 S 巧 
Osaka Mainichi 

Room 306 A World Building 
Tel. Boekman 4259 
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大紐育 i 

I 九 ニ 九 年 版 Y 近く 發巧 I 

本 化が をに 箱签を 巧いた しました 『大 が脊 J は、 幸 ひじして i 
江湖の 湧 < が 如き 巧 評を 巧し、 を じを 部 一批强 らゃ資 切れ £ な I 
> 主した、 化て 本 化は 祭 一版の 巧を をを なが じじし、 頁 おを も I 
お化した 千义讶 廿乂年 版を 轿に發 がする こご. > な b ました、 で 一 
確に して 且つ 新ら しい 統計と 事 貸を ぷ礎 じして、 刻々 錢化 ずる 
巧が 『大紐 育 J の眞 相を 巧 ふるに 遺 巧な きこと 巧して 居 bil 
す •向 ほを 價は 

豫狗 串を 者に 限りて I 

特價と 十五 仙 I 

發巧 後の 御膊畏 じは I 

.を 貧 金. 一 弗 

ごを しました、 速 かじを 約 御ず 込みを を绍 いたします。 

AfB 紹育 新報 社 I 


帝都のを に 夕麟を 浴':: 

ツエべ リン 號飛來 

アジアの 大空 r 化 服し で霞ヶ 浦へ 

東京 特電 十九 日發 -- ツユ ツ ペリン 伯 號は本 H 午後 六 時 二十 兰み方 人歡が 
の 理に霞 ヶ浦飛 巧 鶏へ 無事 薪 降した。 

巧 京 特電 十九 日を = 今朝と がッ 五ツぺ 9 ン伯 号は 力 モィ 師 よち 化 海道 西南 ホに 巧け 飛 巧 中 じ 
てを お 山を 經 もし 午 お 四 巧 五十み お京巿 とを を 通 週して 橫褚 においた、 これよ b 髮き 飛行 瘍 じは 
をの 巨船を 迎 ふる 絮 昨が ホよ b 殺到し 辨當持 參で巧 宿しつ！ あるが、 畳き 邊 b じは 玉ツ クナ！ 博 
ト等 じを が 盃を贼 る 外 粟が 員 ど乘客 じは 溝 離 おで 茶 藥を赐 はる 萬で ある。 

ま 京 おを 十九 日發 (喘 合迪 信が】.-: = ブ エッ ペリン 伯號は 午を 巧 時化で を 東京 巿 上空 じを を瑪 
はしお 演 ホを 訪問 お 午を 六 時 二十と 巧 〔ニユ 31 ク 時間 午前 お脉廿 とを〕 じ 霞 ヶ滿飛 巧 場へ 着陸 
- した、 フレド V ッヒシ で フエー ンよ b の 所要 飛 巧 時 閒は正 じ 百 一時 巧 五十一 ニを、 行程は 巧 六 千 五 
一な 化で ある。 

東を 特を 十九 日發 (ィンタ— ナショナル •ニユ ー ス〕 = ッェッペリン 化號は 本日 午を！ ニ 時化 
一を 〔，1 ユ 3 — ク怕間 ぞ抑ニ 時 五十 おを〕 霞 ヶ浦飛 巧 瘍のト ： を じを の 姿を 現は し 十万の 歡迎 民が 巧 
^ ぶぶ 聲 におし おの 上 おを ニ间 して 敬 窓を 表し、 午後 四時 お 十み 巧な ホを 訪問、 寫空 よら 皇室 じ 取 
一能」 て敬盧 ぉおした る 上 横 渡巿じ 飛び 午後 六が 四十 か 〔ニユ 31 ク時お 午前 五 時 四十を〕 霞ヶ浦 
一に 暮陸 しじ、 飛 巧 所を 時陆 はな ニ時瞄 ぶかで わる。 

: まま 特電 十九 目 發 (を间 通信】： = ッ玉ッ ベ？ ン伯號 は 本日 午を 六時サ おを 〔ニュ a 1 ク時聞 


午前 五時廿 がみ〕 霞 ヶ滿が 巧 場に 甚陸 しか 五 巧 入に 垂 々どす る 群集の 熱な 的徵迎 をを けた、 垂飛 
巧が 要 時間な な 一時 お 十 かに L て 午後 五が 前後 帝都のを に 約！ ニち 五十 吹の 高さで 化 空飛 巧した ッ 
エ化 号は 六 時 十六 巧、 狼！ の胖 ぉ投じよ が 五み じは 格納庫に 忙 たぐし い 旅の 甚體を 休めた。 

木曜日 早曉 に化發 T— ミ 巧 木曜日 

栗 京特お 甘日豬 = ッ ょ伯號 なぶ 华 がを 横 謝して 0 1 サン •セ 
少乂お レ 赴くべく を かか ニ ロ 午 おの 時 頃を なて おを すべく 擲お 
物は 殺' 對 しつ i あるが 今 固の 大辩 巧には 陸軍 侧 じても 視祭 人を 
聽 遣ず るの 怠を めら 參謀 本節の 柴旧少 をを 巧乘 せし。 ベく 肖 下 
ツユ 伯 班の 當 事を ど ぞ涉じ 化 事して 居る。 


國を擧 けての 歡待 

ま 京 特窜甘 日を (インタ— ナショナル •ニユ ース】 = エダ 

クナ ー憐± あび乘 組の 高級 船員 十一 人ご乘 客'- 同 U 巧 H 澄 離ち 
じがが し 蛮 上よ ゥ 茶菓を 赐 はるべ < 、今朝は 二重 谣 がで H 本 基 
督お靑 年 曾な 堪脚 は-巧の 爲 めじ 日獨國 歌を が唱 すべく、 をれ 
よち 帝 巧 ホ ブ八じ 於る 小を 遞 相の レセプション じ 列席す る 外 巧 
巧 靑年幽 聯盟 おび ボ ー イス々 ゥッ 削の 職を 觀迎會 じは 堀 切を 巧 
ホを、 一二 島 章 道 子ぶ び ユック ナ ー階± が满說 すべ < 、東京 朝 H 
新闽の 午を 回 ■巧 a 乗 お 貪の 爲 めじ 大が資 の 催しを^、 明日は 
H 比 ハ 合 公園に 幽お 的む 截迎會 を おし 濱ロ 首が、 あ 巧 か 相 等熟迎 
の 辞を 述 ぶべ < 、乘化 貫-問は 自動車で 巧 中を 化 ホし おに 乂ら 
てよ ち 出を の 準備に ど b か i る镜 である。 

巧 一時間 > 一 五十み 

東京 特電 十 化日發 (ニユ ョーク •タイ ムス 紙】— ッ 主化號 
の 姿が 媛グ滿 から 兒 b たのは 午後 兰時 五十 かじして 四時 十 凹を 
じけ 飛 巧みみ 上空に ホら、 約 ニ 時 聞に 直 > て あ 巧 及び 横演 ホを 
訪 巧し 午後 六 時 サ六か 霞ヶ滞 娘虜じ 着陸、 と 時ぶ み 格納庫に 入 
b 、 エ 'クナ ー 博 七が 鼓 後 じ 船を 降 b たのは 午後と 時 かを じして 
を 式の 飛 巧が 巧 時間は な 一時間 五十み で ホる 旨發 まされ わ。 

.街頭に 、屋根の 上に 

人の 山が 萬 歳 連呼' 

俄 巧 擦に 殺到した 群集 廿化方 人 

冷酒に 勝 栗で 着陸の 祝賽を 




ま 京特笔 十九 日 巧 (職を 】 n 
け 描 正 じ 六 千 八が 八十 哩 、歐亞 
め ニ乂 々さを 征服した ドィツの 
空の 誇 b ッェッペリン 伯號 a 

夕 と 時と か 〔ニユ 31 
ク巧閒 午前 六が とか〕 霞ヶ 滞が 
む 巧の 格納が にを み 巨 糖を 横む 

\ た、 7 レツ ドブツ ヒシぶ 7 エ 


1 ン ょらの 飛 わ 巧 巧 阳閱は 日 一 
時觸ピ 五十一 ニ かで ある、 五な 人 
ょら 成る：： 一本が 軍が を 験 員が ッ 
エ伯 号を 無事 地上に おちした の 
け 午後み 時サ とを じて 四十み 後 
じは 化 作業を を 了した Q である 
W 、 あモ 四な か哩の 太平が を橫 
颇 して 0 1 ザン ゼグス ホに 岀獲 


〔廿ニ 曰〕 ど 巧を して 居る、 今 固 
S 大飛 巧は 飛行船に 依る 前人 未 
踏め r ジア 大陸を 征服した もの 

で これ lb ニユジ ヤシ！ 帅 レ] 

キ 'ィ ー マト じ 到 6 て 化 巧 一巧 飛 
巧の 

お擧 を 完了す るには 椅ほ 
八千哩 である、 これょ b 囊 きを 
の 女王を 親しく 目擊 ずべ < 飛 お 
壌じ觸 集した がをは 一二 十万 人に 
達し 霞ヶ 浦の 上空に をの 英姿を 
現す や、 天 じ も 轟け ご 計 ゎじ 矿 
歲の聲 は 空を 腿した が、 ホ 都の 
空を 色の 夕陽を おびた ブユ 伯み 
のをは 的 じ 生ける 繪の如 < i ボ 
が 無事 着陸して 宿を である 帝. 
ホチ^ じ 引 揚げる 時、 趙 集は 
一二 伍々、 月影を 踏みつ i 退 鼓し 
た、 ッエ 伯 号が 着陸して 格戲庫 
じ 入る やを や、 飛 巧 壌に 設け 
れた 天幕み でが 郎 海相 司 まの 
じ ユクナ I 博 ± 、乘 組、 乗を 
而は 出迎の 官民と おじ 卓を 圃ん 
で a 本 一 

固有 の 冷酒、 勝楽、^ る 
めで 先 イ化擧 成 巧の ガ歲 を^ん 
だが、 この間 激化し じ 群集 叫 i 替 
官 及び 軍隊の 懲戒 線を 屢 々 jk 破 
:^>て時ならぬお雜を呈した^ 遊 
去 四日 ど 六 時間に 直る 苦圖 一，! 身 
& 共 じ 疲弊した 乗組員 もこ 心 手 
厚き もてなし じ 旅の 疲れ も れ 
た わの 如く •ホ 凶 ホ ブグの も 堂 
に 晚 をの 卓子を 園んだ 彼等^ 化 
妓の手 蹄ち に 子供の 如 （化 i 皆し 
ロ、 一 ホ この 歡迎 騒ぎを 外 一に ア 
メリ 力 人、 ドィッ人 及び 日本人 
機械 技 帥は 默 々ごして ホる .， I 
太平が 横 斷じ赌 ふべ （磯 體み修 
搂モ 入れに 從举 して 居る のを 奇 
なる 掛照 である、 ッ玉伯 お 麻 霞 
ヶ 滞の 到着 


1^ 






直前 おを， 横按兩 がに あ 
なをを すべ （郎 岡が 巧した が 巧 
る 巨船の B ぶ 訪問け 開國 W ホ始 
めての こど^て 人 5 黒山 餐 築い 
た ッュ化 號けお ホが 橫斷前 
に 巧び ホ 都を 訪問すべく、 ドィ 

ッ大 化の ぁつ せんで エック ナ！ 
憐ト巧 下の 首腦 巧は® L じ謁駐 
を 抑が かちべ （、乘 紐 島 及び 乘 
をに すし 游 離宮に 茶 鬼を 賜は る 
當 であるが 、ツエ 伯 a 帝 部を 距 
る-五 j な 哩のサ モイ 卿に 達した 際 


飛行の 跡 


佐^ 島 附近 じ 誤 風 襲 ホの 恐 わが 
あ^^ので巧もじ遲信堪じ通電し 
て北漓 道の お 西 端から な 矢に 入 
らぶ 如来 あを じ 沿 ひて 墟 をを 午 
を 一時 一二 十 かおに 過ぎ 霞ヶ 滞に 
入を S 

蘇 巧 を 仰ぎ 直 もじ 快諾 さ 
れ -5^、 大ホ じがて 今 旧の 飛 巧々 

路心 モス カゥの 化 端よ 6 ャクブ 
ス じを 近し レナ 河に 沿 ひて ャ 
クッ スクの あじを 姬し をれ よら 
南 辛して 日本 闕止じ 入つ たもの 
で，! 一る が、 ッェッ ペタン 伯號ホ 
る 心-警報に おしむ 東京 巿 中の エ 
場：|1 1 齊じ巧笛を鳴らしわので 
東を ホは はい ィれも 街頭 ゃ屋战 
じ ± ゎ、 飛 巧 磯 八 機の 護衛を ず 
けク 、恰 かも 象に 戯 る、 娜の如 
き充 裳を 呈 しつ、 『クラ フ •ッ 
ェ ，ッぺ 9 ン』 の 字 も 鮮やか じ 肉 
眼に 映る 程度 じほ 空飛 巧し つ i 
巧ぶ 歡 呼の 聲を おびて 要ら じ橫 
澄 巧を 訪 間，.' 化 五を 後 じは 霞ヶ 
浦に 巧び 現れ、 囊じ H 本へ 恭ホ 

した ドィッ人 おフ五 ヘン フエ 火 

ド お が 日本 じ 

寄贈 した 3! ロ ッバ 嚴 ど 
海軍 满巧機 云 機ち 又 就れ て 空の 
女王を お 迎へ销 上 じは 海軍々 樂 
漆が ドイツ 题 歌を 吹奏して 景氣 
を 添へ た。 


左 - J ツ M 化 號が當 地の レー キ 
{ 1 乂ト 飛け 場を ふ b 出し 仁 
化 ホ 一闽飛 巧の 化擧じ 就を， 一 
前 A ホ 踏み シベリア おがを 經 
由して 霞 グ滿飛 巧 媛に 到着-一; 
た 所要 日程 じして、 時 閱は總 
てこ ュ 3 — ク円ホ 節約 時間に 
換算した ものである。 

八片セ B 〔水曜 P〕 

午後 十一が 四十 巧、 ニュ ピャ 


シ 1 州 レー キパ 1 スト おを。 


アジ ヤン 港を 通過し、 午前 四 
時 沿が 州の 河口で ある ニコラ 
で ゲイ クボじ 巧 近、 午前 十ー 
時 じ 峨太島 3 日露 國墙 線を 突 
破し タ ー タリ ー 沿岸を 南進し 
午後 六 時には 東 巧ょ 6- 五な 五 
十啊を 協て じ 化が 道の カム キ 
燈臺ぉ 適ぎ 針路を 西南 じ. こ b 
て 午後と 時 室 蘭 おを 通過。 

卡化 H (月曜 H 〕 

午前 ニが 五十を 霞ケ 浦が 巧 お 
の 上空に をを 現は，】、 東京ぶ 
び 橫演兩 巧を 訪 巧、 午前 六 時 


十 H (十. 幡 H〕 

午前 八 時 云 か、 フレド ブブヒ 
シ で フゴ —ンに 到着、 巧 お 正 

じ 四千 ニが 哩 '所要 時閒 五十 I 
五 時間 甘 四を。 

十四 B 〔水曜日〕 

午を 十 一 時化 おみ、 六 千み な 
哩を 隔てた 東 巧 じ 向 ふべ <7 

レッド タッ ヒシ五 フゴン おぶ 

十 日 〔木曜日〕 

午 敵 お時化を べ^? ン巧 そな 
過、 午 お 零時 五 か東プ 。シマ 
のナ八 シフトを 過ぎ、 なに,^ 
ド キッ領 止ょり 離る、 午後 flj 
時 かを ド キン ズクの 勞農 口 
ア國 境に 入る。 

十六 H 〔を曜 円〕 

午前 零時 化を’ シベリア 境 露 


かと かに 着陸、 飛行時間 巧 一 
時間 五十一 ニを 巧 お 六 千 八な 
八十 哩 〔聯合 通信社 調 填〕 


撤兵 問題て 

英佛 反目 


英國は 即刻 徹を 
へー グホ 十九 日發 u へ！ グ會 
議を中 必〜- ずる 英鄉の 反目は 日 
£共じ 塞 骨 どな b ィギリス 藏相 
スノ— デン 氏の ヤング 案 修正 じ 
就て は 目下 日锁が 白の 化を ごが 
じ數字 上の 調 杳じ從 事して 居る 
が こめ 熙じ 巧て イ •キ 9 ス 侧はフ 
ランス 及びべ キ ー を 出し 拔き 
突如 ドイツ 政府 じ掛 して イが 9 
ス 政府は ホ片を 0 て ライン 譬傭 


I 化ょ b . 撤兵すべき 旨を まじ 通牒 
線で ある ウラルの キゼ 八に 截 したので 彿 白の 驚きは j そなら 
便 物を 投 r す。 ず、 ホ 年 S 月頃の 豫をも 早める 
十よ H 「ト 曜日^ 模樣 でを るが、 これ じ 化ら て兩 
午前 八 時 四十を、 初めて か 本 者の 反目は 一層 擴大 する であら 
と 直接 無線が 速 おし ヤク ブク ，つ— られて 居る。 

ツの W 西と 肯 五十 嗤を通 の 
報 をら、 午後 六 時 a 本のが 察 
人^を ヤ クック ツの西 化郑を 
通過の 報 あ b 。 


十八 日 〔日曜 H」： 

午前 ニ 時 〔見が 時間〕 ァ取ァ 
大陸の 東海岸、 ォ ホック 做の 一 


支那 総動員 

ホ滿 みお 勢惡化 

上海 十九 日發 n 南京 國 を 政府、 
は 化滿の 形勢が 梟が 驗惡 £ なつ 
たので ケ 。ツグ 不戟條 約 聯麗鹽 
じ 衡し勞 農" シアの 侵略的 巧爲 


を 指摘して 注意を 喚遥 したが、 
昨今 マンナ ユタ ホ 面で d 废 々露 
を 軍が 街 突を 生じ なじま 那 側の 
哪死 S 人、 貧 傷 お S な 人 じ 達し 
附 をみ 小 村は 兩 軍を 化の 焦 おご 
なつて おる が、 國 民を 府は舉 天 
を 府じ動 封を が やる とおに 六 そ 
ょ. O ' おを 動かず ベく 頻 ゎじ 雄備 
し 居ら、 別 じ 南京を 化 策す る 軍 
人を を 天に 派遣して 軍事的 じ も 
を 天を 巧に 傑树 動作 じ 及ばん ご 
しつ i ある もの/^ 姑く をみ I 方 
じは がは 曰 シア ご 談判の ホ 留 .を 
抢 てす 秘かに。 シア 侧じ對 して 
をが を 下協議し つ： ホる ち圓滿 
解かの 留 みはまて 薄い。 


朝鮮 總督じ 

齋藤 子# 巧 

乂 牢巧滿 が 副總お 
東京 特電 十 か曰强 n 朝 鲜敏替 
の 巧 ほじは 福山雅 ぶ邮大 將を始 
めとー て 幾 ホが 力なる 人物が 爲 
せられて おた が、 な 巧大將 のを 
かじげ 柿々 ミ 差陈る 事悄が 生じ 
なので 政 巧は 巧び 前總瞥 たらし 
齋藤實 すの 誌 解を 仰ぎ 遂に 子は 
就 巧を 承諾した、 巧 ほ 滿魏媳 裁 
をを 誰した 侧石貢 氏の 補佐役- 
して 前滿錢 副社長で あつじ 大ホ 
駒蜡 氏が 巧び 副 総裁に いづれ も 
巧 命め 發 おを 是 た。 


本 お 東を 特電 (禁 お巧轉 載〕 


化 藤 大佐 英國 出張 


〔二十日】 海を 省 軍務 属萬一 謀 長を お 一二 郞 大佐は 軍縮に 關し 
。ン ドン お 張を が 付かつ た。 


貨物船 新造 延期 

〔甘 日】 日本 郵船は ユユ 3 1 ク 
航路の 一巧 喃級 ディ ゼ八 貨物 
船津造 計畫を 不景氣 のた め 無 
巧 延期 ごした。 

所有 漁船の 改造 

【廿日】 S ホ 物を は 十を 計畫で 
巧 有 渡船を ディで^ 船 じな め 
ん ミして ゐる 0 

纔船 輸送 運賃を 

t せ 日) パナマ 經 由のを 糸 輸送 
高は 巧巧激 あして ゐる がちは 
療車 輸送 よら 一 倭 じつき 十 一 
圓 まじ 當る ミ。 


S 大使 日本 代表 


I 廿日】 駐鄉 大使 ま 達 装 一が、 

I 駐英 大使な ホ恒 雄、 駐白 大使 
I 氷 井が 一二の I ニ 氏は 國瞭 騎盟縷 
曰 本 化 まを 仰 付けら 化た。 


日銀 幹部の 更迭 

〔廿日】 日本 銀け 營業埼 長淸水 
荀一郞 巧は 同行 理事 ごな* 文 
書 局長 巧 塚龍藏 氏は 營業 局長 
どなつ た。 

珍 旧家 次男 襲爵 

〔十八 日】 前 侍從 長を 珍 旧 お 己 
化 歸モ千 束 巧は 神經 衰弱で 隱 
居の ため 巧 巧を 穗巧襲 おの 舊 


津旧 女史 逝まず 

(十八 百〕 津田吳 學垫長 津田お 
子女 化は 逝 まし わ 0 


東西を 地に 暴風 

【十 A 日】 暴風雨の ため 大阪は 
H 千 巧 浸水し 實 巧女學 校は 流 
失した が 1; 々鎌 倉 じ 挺て はみ 
游中じ 大學ホ 四 名が 巧ぶ 不明 
となつ た 0 


空の 

怪異 


鱗の 樣な 飛行船：. 

船客が 乘る 立派な ゴ シド 『一 
船に 酔 ふても 空に 醉 はぬ- 


フン ド リツ ヒシで フエ！ ンか 

ら 東京へ！ 一 氣じ 記錄破 b の 時 
間で 飛んだ 空の 怪異 ツエべ ブン 
伯號の 

を 長 は ニ 再 化五メ 一 トグ 
直徑 け化メ ー ト八 、ダスのを 蹟 
は 十 巧 五 千 立方 メ ー ト^で ある 
型は 乂體 "チン ゼグ ，號 〔ド ィ 
ブ から ホ國 じが 渡した ツユ ツぺ 
リン 藏巧 船〕 ご 同じて あるが、 
をれ ょら も 中つ ご 大きい。 营紐 
は橫環 骨が 十 ホを つて、 をの 閒 
隅が 十五 メ ー トグ である。 曾 組 
の 前を を 貫いて 中樞に 廊下を 設 
け、 これ じよつ て內 部を 往 巧し 
てダ ス 室磯離室じ巧<^がぉホ 


る やう じな つて ゐ る* 



は マィ バッ 巧 五 臺を備 へつ け 
てみ つて、 をれ 五つの ゴン 
ドラ じな 巧け て ある マィ バ ツー 
モータ ー 四旨メ ー ト がは 空中に 
巧て' 五な 五十 馬力を いだし、 プ 
ロ ペラを 一を 閒じ 一千 六 旨回轉 
せしめる。 

速力 は 一時間 じ宮 十と ネ 
日メ ートグ である。 特に 立 波な 
のは、 船を の乘& ゴンドラ でを 


る。 これは 飛 巧 船の 前 下部 ー設 
けられて わるが、 最前 部ぶ が 機 
室で あつて、 巧 部の 前ち お。 で 
左手 じは 上下が、 中央 じは 法を 
がが 設けられを 手には 機關 がに 
連絡す る電語 機が ある、 が 磯 室 


で 綾 
良 

が 

一る 


のみじはが空室あも 、 >、i 
司々 ユ ッヶナ ー 巧 ±、 第一 
レー マン 氏 S 下が 邮圖 をを 
空 指揮を ずる 部屋で ある。 

みが ニ 室 ごな つて をら 左が!！ 谅 
電話まで ちが 料理まで ある _ ち 
理 室は 頗る 能率的に 設計さ^ て 
あら、 すべて 電氣装 澄で 巧 を 
こしら へる ミに なつ ゐ る。 一な 
はも 大型の 電氣爐 が ニつ wi 型 
のが 一つ あら - 

水 も 冷ない の ご 叙い I ど 
が 出せる 樣に - i ：* つて ゐる食 林 類 
はすべ て 美しい 陶器 製と おがの 
ものである。 をのみ の 部屋^ 大 
サ 。ン でを 事の 時 じは 食堂 心な 
る。 大きな 窓が 左右 じ ニつ 化 一 あ 
ら 飛行 中に 地上 お是 降す じが 利 
である。 サ 。ン のかは 長い 側' ド 
を距て i 左右に 五 室 宛を 計 下 運 
のぞ 間が をる。 こ {じは 大 


を樂 椅子 や テ ー プ が備 へて を 
ら、 二人で 一室が 占め、 巧 じな 
る ど ニ 段に 寢 台を しつら へる る 
じ义 つて ゐ る。 一寸 簇 をの 寢台 
のやぅ^:^逍ちホでをる。 客室の 
次には 化粧 まが ニつ あ b 、 をの 
ホが お 巧で、 兼 組 員の 部屋は 船 
體の 後部 じあつ て、 お 部の ゴン 
ドラ どは、 中軸の 廊 ドで 聯 結し 


てむ る。 を こで ダラー フ •ツエ 


ッペ 9 ン 號が柯 入の 

船 答-を 乘 せる MJ が 巧 ホる 
か ミい へば、 をれ は廿 名で ある 
このほか じ乘紐 員は 四十 八 名乗 
船す る i じな つて ゐ る。 乘組員 
じっいて いへ ば德 司み はッ エッ 
ペリン 飛 巧船會 社の 社長 H ッヶ 
ナー巧 ± であつ て 乗船して 自ら 
化さの 指揮を する。 昨秋の 訪米 
飛行の 瞭 のかき 彼は が 空 まじ 一 
人 端を し、 巧 巧と 雖も をの 度を 
はづ さなかつ た 位で あつた。 エ 
ッヶナ ！睹± の 下 じは 幹部が 五 
人を る、 即も 第一 船長は ン！ マ 
ン巧 第二 船長は フレン ミン グ巧 
簾 I ニ 船長は フォン •シラー 巧で 
ある フ オン •シラー 氏は 同時-. 一 
一等 運 轉± を 兼 巧して ゐる 。フ 
ォン •シラー をの 下には 靈轉 ± 

ごして ウイ ブテ マン 巧 ど ブ八ス 

巧 ごが ゐ る。 機關部 じは 機 細長 
ジ— ダグ、 機 觸± には ボ イング 
氏、 グレッチ ンダ八 巧が ゐ る。 


游 


子 お 


グ 

飛 一 


戸 ス 巧がゐる。 マ is . ク ブ巧は 
船の が ホ ごして はお 巧に が 


さ；， 'はュ ジケ ナ ー 懷± の 

クズト •エッケ ナ 1 氏、/」 マ 


る 准 一のを 參 で、 旣じ I こ千圆 0 


上 心" 飛 巧の 一 船を V 一つて ゐる 熟練 
家タ ある。 一 こ i で 誰し も 不思議 


思 ふのは I 隻の 飛行船 じ 六 人 
ッ ヶナ ー 碟 ± を 加 へて〕 も 
船長が ゐる こごで をる。 をれ は 
マ エッべ リン 飛 巧船會 社の 計畫 
ぶ賓じ 遠大で あって、 今を 潑隻 

T ダラ！ フ •ッ エブ ペリン 號 0 

ぶの 大きな 飛行船を 作る つもら 
でを るから、 をの 瞭じ 不足を 或 
唯ず 差 支への ないやぅ じする た 
め、 今日から すで じ 六 人の 船長 
を 置いて を 飛巧每 じを の 

をつ ましめ てゐる W 
ち ふ i であつ た。 今 曰 化 界で最 
去 賛澤な 旅行は、 ッユブ ペタン 
巧 巧 船 じょる 空の 旅で ある S い 
はれて ゐ る。 をれ は 溝 一には 乘 
瓣賃が 高い からか も 知れない。 
阅 へば ドィッ わらで グす レムに 

至る 地中海 飛行の 乘 船賃は S 千 
マ ー クで をる。 一二 日間の 巧 巧に 
一一: 一千 マー ク だから 1 H あわら 日 
本のを で 約 六な 圓近 （じなる 勘 


を. 


最 ごも 短い 旅 巧、 例へ ば ゥィ 
まで 十五 時間 六な マ！ ク 、シ 
ジアまで*、 四 巧 マー ク またを.' 
C シアまで ぐ 六な マ！ ク だ。 " 
って ， 

貸金 の點 からい へば 齡 i 

高い。 しかし ッユプ ペリン 飛^ 
船 じょる 旅行が、 聲澤 である. 
いふのは、 單 じ廣懼 であるか， 
さう いふので あらう か？ いや { 
實 はさう では £：* い。 この 飛巧卽 
じょる 旅 巧は、 今日の 進 ホし J 
か 巧なる を 通機顆 じょ つても 化 
はへ ない 輸 快な 旅行が 巧 ホる」 
ら である。 この 點じ 於て 最も I 
澤な旅 巧 ごいよ ミが お ホる 0 ， 
して この 飛 巧册は 決して ゆれ h 
い。 だから 巧して 醉 はない、 か 
船 じ醉ふ 人で も 飛行船 だ ご 醉ー 
ない。 をの 點 はを ぐが 巧 機 VJ 1 
正 反 街で ある。 ホ じは プロ ぺ H 
の骚 がしい 

音が 巧 b む だ。 モ 1 


タ！ の £ b つけて ある. ゴンド I 


また ドイツから 米國の 


レ — ク パ— ストまで 乘る どこれ 


も 間で ニ 千 ド' グ である。 一 
本を で 四千 六な 旧 位 じ ホた る- 


は、 何れもで つ VJ 離れて ゐ るの 
でプ 。ペラのを は 巧 夏の 縄の 巧 
'音 位 じかす かじ 蠻 いて 巧る だけ 
のをで ぁつて 粟を 間卡は 普を の 
化 尝で渝 快 じ 話し合 ふ i が化來 
る。 な 上の ニ 勘は 飛行船 W か 今 
日め か 巧に 進 ホした まあ 機 隅と 
が も 具備して ゐ ない 特長な ので 


ある 《 
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號四 十八が お 千 一巧 


雜 m 裔 總 


【 H 囑 水】 


日 一 廿巧八 年 四が 昭 


か 


蠻 ホ 洋臟巧 

を洋 離蘭會 


西' 四十 六 T 目 六十と 番 

電話 プライア ントと 0 と 九 


洋服 調進 

クブミ ニンク* タイ 

ィング、 修錢等 一巧 

ミカド 洋服 巧 

化 本が 
一を 話 ラィン タンダ— 

ホ 八 I ニ 0 


日本 肆髮舘 I 。 

西 巧 十！ 11 T 目な 證地 ニな 五 室 号 
一二 階 (巧 おおじ あ L レ 
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あ 巧 K 

げ Co 

え：！ 


第五 街 お so 
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電話 チ] ク か. 
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難脊 日本人 會 
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奔お お 巧 十 自巧巧 一 
お踪 一が 十 化 
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稅關 事務 取扱 
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化 
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Y 5? 巧 啦 

瞧脚 一一 
削 JW 
〇1 


稅關 事務 

柬 をを 地幷 じを あ界 
の 驗お入 ホを じ顯す 
する 一切の 御 諮問に 
應じ谋 道演船 貨晚運 
ち 及を 奶表稅 销手績 
書 等 進呈す。 重要 都 
巧 じ化理 店を がし 誠 
資較速 御用 命じ 應や 

お 險ホ扱 
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^3 
M 5 

貼 相 

化 則 
巧 n 

化 加 

础徘 U 

邸 5 祉 

她 M 

0 ミ 
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t 
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適よ の歷 をは々 りに 繰 返されて 
おる-" イギリス 經濟學 あの 警告 


一' 目下 ウキ リアム スタ ウンで 閒 

催 中で ある 國際 政を ず院め m 章 
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巧を ホ おん ブ！ ムが固 巧 财をじ 
^及ぼず惡お灌'-就てしんらつな 
化 許を 試みた、 脚 もを 今 けの 
狀 式/ I ムを 目す るに 『ア メリ 
力は 巧び 固 隙が をの 提热者 ごし 
ての 巧』 をが じつ！ ゐる もので 
この 際ち 識茗け 過 まの 歷 巧と 現 
; 化の 動き ぉ充 かに 檢討 しない 限 
一 > 將ホ いかなるぶ 禍 をを いじま 
; る や もみれ すご 說き If アメリカ 
の 株式 時化 奔騰が 化を かがの ホ 
誠を をした のは これが 愚 巧の こ 
ごでは；；？ く、】 八 S 化、 i 八 置 
'と、 一 八 九 一二、 一九 0 と 年の 四 
回に ぷら 居ち、 若し 證 をのが 値 
が 絲濟發 速の 巧 巧 じ 

平 巧 ずる やぅ 今 目 じがて 
何等かの 手段に ぶばない 限-^ 將 
巧 又もや 間 榜の與 祭を 繰 返ず で 
あらぅ、 この 嫉を 最も 闲難 。る 
巧 風は 歐洲 のが 巧が ホ だ 我禍ょ 
ら脫せ 中、 健康体で ない 時 じ 際 
し獨 > アメリカの 巧 ま おおめみ 
一が ブ—ム を ホんで 居る こどで あ 
つて、 勘 < 共歐 がの 威る 一國、 
即もド キッの 如き 短期を 期じ宜 
る 資本を 必 おどし、 を跌 渊も擧 
げ てこの 巧 おじ あるが、 巧を 不 
自 がな ブーム が 及ぼず 惡 影響は 
秘めて 甚大し' あな、 アメリカの 
中 歐に掛 するな 觀の 巧少は ロン 
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いるら ので あつて、 ロン トンの 
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である' を じがて か 現巧歐 刹の' 
アメリカ じ ホ。 る も 3- はを 利を 
じ 外なら 田、 而 かも 聯銀當 馬に 
して 現が のす 自然 い A 株を ブ！ ム 
を 抑制 すれば お 利 まは 當然實 現 
し 得る みで あるか、 ア メリクの 
輿論は 巧 式 巧 媛 じ反對 する 者 ど 
中央 錐 巧の お 度 干渉に 反 おする 
者 じか 製して 居る、 いづれ じし 
て も 現が の狀 態を 化て するなら 
ば、 聯巧當 巧が 暇ら じ 株式 投機 
の 

弊害 撲滅 必要を 充 かじ 呂 

覺 して 居る どしても こいが 實巧 
は 甚だ 弼難 である、 鉴し 今扫ミ 
な b てけ 政治的 じら 經濟 的に も 
をの IH 離は 余 b に 大きく 最巧ホ 
迪れ ごな つて 居る からで ある」 
ご瞥吿 しね。 


關稅改 ぶ 

共和 黨案發 表 

久し <ト； おのを 封 巧が 墟じ邮 
せられて おた おか 黨 上院の 视が 
.改正案は がを のかく まる 十九：：：！ 
'をな てが おを 見た •か 

頗る 腹 化な もので ぁ b 巧が 凰 
一ょ b の驗出 おじ 割して で C 朽 
のが 嚮を义 ぼす じ まる か';; 水 
だ 利が して ゐ ない； が、 これを 
を般 i らちる じ 下院 案 どのを 
巧に 頗る 破を じして、 檢 入を 
稅 おのかき ド院 案ょ b もけ る 
かじを'''、 岡 巧に ド-防の 化 利 
率 •1- して 引 上 ザを 見た る もの 
も 胸な から 中 

姑 も 問な 親され て & た 砂 视の關 
巧は キュパ 越 S 規 巧を！ 巧と 十 
み 仙、. ト院 を ニ 典 四十 化に 對し 
上院を は ニ 巧： 一十 仙 ど むら、 自 
動が も 下院 案の ニが 五 かけ 一巧 
一 ご。 b 、 媒塊檢 入も自 かごず 71 
等随み ごがが つた M ドげ ぶりで 
; ある、 製造 工業 おけ 槪 して 商 率 
I ごな つて ゐ るか.， C 、 K ホ 巧は こ 


れを媚 じして、 應巧 ずべ < お 本 
驚は 別にを 貴 曾を 組織して 上な 
の隐 ぶまを 出ず か 
おら 中ん ば 民 ホ 黨は技 ホ黨ご 
してを 巧獨 立した 證 案を おお 
するかもかれ&^いけれ共、 こ 
れ じは 巧 n を 要する ので 恐ら 
く火條 おの 粋ぶ •，： 化るべく 
巧 巧巧會 ずる h 院の討 簾に 附し 
おら じで 院 .一 協讓 じは 尙は 多少 
の 的 日を 巧す るで あらぅ ど。 

連鎖店 合同 

を 巧な 贩資 紙が 
ァメプ 力の 巧を 述锁 化と-^. て 
令を.：，* ユナィテッド •シボ ーは 
踞に妨 が述锁 巧に-. ある シ 3 片プ 
系の 化を を：！？ して 手を がげ つ I 
あ b て 現が の 資產は 約 ニ 巧 巧 ど 
いふ 乂速餓 もで あるが、 令巧ゴ 
- — 八 ド •ダスト 谢替 をが をして 
むる モロ ー 氏 一派の 手に を 時す 
6 巧を お 如くして おました、 挪 
* ご 一み を时 .に 娘 b 前を じ戚 4 る 
を 李 制 パ 曾 化、 ビ ー チ ナッツ 巧 
曾、 ジレット をを 刺 が 曾を の 


化 幾 ホのを 化 も 併を された わけ 
で わる かゴ ！ がト •タスト 會社 
では この 溜を 連鎖 巧に おら じを 
巧 おを も 加へ て 販路を 搬巧 する 
皆。 

本年-^半期 

生糸 輸入 高 

1 0 •九 パー なが 
商務省 機業 龍杳 課長 マン 巧の 
報吿 する 所 K 條れば 本年 上 半季 
じ 直る 織物 輸入に 於て 額 $ 上 か 
ら 最も 甚額じ 建して 居る のはを 
糸の 輸入 じして 

これを 量に 就て をる じ 一二 千 お 
巧 万 封 巧 ■憤恪 一二 千 八な 八十 
五 巧 ニ 千 弗を 增し圣 憤 格は ホ 
年の 一億と 千 化.， り 十 S 巧五モ 
弗ょ も 五み を增 して 一億 化 千 
八な 五十二で 弗 ど •バ * 6 量の 巧 
加 比率は 一割 化厢 であ もが 
上 半季の 輸入 生糸 纔舊 のぅ も 日 
本 ょらの 輸入は S 千 お 十九 方 ニ 
千 封 度で、 を 体のと 劑 九を 云 煙 
じ 相當し 支那 ょらは ホ 旨 九十々 
六で お 度 f 查体の 一割よ を 八が 
であるが、 輸入 絹織物は 總額 VT 
乂 なお 十八 巧 九で 弗、 このぅ も' 
八 巧と 十六 万一 千 弗 ごい ふ もの 
は 大幅物で を ホの 四勸 六を ホ-座 
じ相當 し、 日本が 化然 第一 泣を 
占め、 フランス 、スィス、 支那 
ィタ ザ—- かこれ じ ホぎ 
ゲエ グダ ユット も 娘が 流 巧し 
お 6 輸入 高は 昨年の ニな」. ハ 十 
四 巧 六 千 弗から 二十 化 ガ千五 
巧 ホ じあ 加を 4 じ ドネ ブ、 .フ 
ランス 物が 最も タ.〜 、兩 をは 
本年度 じ 於て な 五十 四方 弗、 
を 十八 巧 一千 巧を 輸出して 语 


鐵關稅 副 上 

國際貸 港を 理由 ごして 
を 解禁の 準 解 どして 政府に 國 
際 貸借 改善 ■關 穂を 正な どの 意 
向が ある こごを 看 化した 掛錫協 
溝脊 はこれ を 機 曾 じかね ての 希 
离 である 鐵颁離 我 引上げの 實現 
を 期す ぺ< を國 際な 惜 改善、 顆 
税な 化の 兩 審議 會に 提出す る陳 
精# かがの わめ 幹事 會を關 催、 
野 巧 ホ 巧 一 製鐵所 あお (云 井) 
白 お、 今を (日本 鋼管) 巧が ( I ニ 
莖； が 藤 一. 神 お 敦娜) 木繼 (を お) 
一を ( H 本 殺鋪】 の 諸氏 お 席、 ま 
づ爵隙 貸借の 上に わいて 

一、 大正 化 年ょ b 昭かニ 年 じ 
まる 八 年間み 入超を 計 二十 九 
億 五 千と な 巧 山 じ 街し、 をの 
間の 錫 綱が 輸入額は を 計 十 阻 
盧义 な万圓 (四十と パー セン 
トじ當 る) これ じ鐵を ホが 巧 
ごする 機械な でのを 製品を 加 
へる ときは、 昭か 一二 年度の 輸 
入は 約 ニ憾五 千万 叫と なち、 
鐵鄉 がが 內化 において 自給 自 
化の 域に 達 ずれば 超 際 貸借を 
ホ衡 にお づけ 乾る 
一、 內地製 綱を は 最近を み 一 
部 じ わいて 漸 やく 自給自足 じ 
近づきつ、 あるが を 股の じ自 
給自 おじ 達せし むる ためじけ 
相當 程度の 鹏税引 上け を 要す 
る 

どい ふこ どじ 一致した が 爛稅引 
上げの 程ち じついて は從 球協講 
@ からしげ-'--- 陳悄 しむ < ころ 
'•事情の こごな るら の あるた め 


立 巧、 今を、 河 村、 木鄉 、一を 
の 五に じて ホを 貿爵を 組織して 
ホ ま 度 歐洲娜 せ 印度 錢搜の 輸入 
階 格を を 宪し ’ 一 n 更らに 幹事 
會を 開き、 陳倩 書を ま ミめ る こ 
i になつ む、 なほを 解禁の 彭嚮 
じ對 しては、 がが 十一 巧 旣じ辭 
禁の 填を 爲 をが パ！ じ 巧な する 
ものごして 銅 ぜ頓五 W の脸 ドら 
を 政府に 凍馈 し、 をのを W 國値 
段の おを 爲替 の昂驚 じょつ r 殆 
んで値 下 ウを活 ない までにな つ 
てるる のが-要. する じ 計數 的の 
變化じ 巡ぎ む 今回の 陳情書 じは 
圳段觸 れ« こご-しした ホ， 


東 ま 小 賣相瘍 

最低 記錄に 

指数 一とと •八 0 
ま 京 特電 十九 日發 nH 銀 調を 
じょれば 巧 京 巧 巧 小 S ： 相場は 五 
ち W ホ 毎け 化 落 ホ誦を 示し 八 g 
じ 又ら おらに 前 巧 ょら ■み 八 厘 
ホ お落し 其指敦 一とよ •八 OV , 
な 6 歐 渊大戰 後の 最お記 錄を录 
した’ 其 原因は 勒％ 爲替 落、 
卸 賣相漢 下落 購買力 减退 、節約 
宣槽 、天 お 順調、 豊か 見込 等の 
爲め である ど。- 


避剩 資金の 活用 

東京 特電 十九 日 幾 n 簡為 保險 
局で 持て 餘 して ゐる 巡剰資 おで 
を 債 買 スれ なし、 社 食事 棠 W が 
貸附 範圍擴 張せ 田 ご。 

ホ 年度の 緊縮 額 

東京 特電 十九 日發 h 巧 ト藏相 
は 述べて 回 （『ホ 年度は 一億 五 
六 モ方阳 巧 度の 緊縮が 必耍 であ 
る』 ど 


コ！ ルは お 綠る 

„ 日本 銀 巧 監督 役 着電 
諸が お 株式 類 取引 薄 じて 相場 
化 雄、 銀 巧手 許け 緩 か 一 ホなる 
も 願 お移納 、巧盎 ぶび 夏 秋藤資 
をを 勘 じょら、 化 所コ！ ホ マネ 
1 引締 ら、 が 育準滿 銭巧剌 上， レ 
一崎爲 を 诗騰を 阻止せ る 巧 あを 
も、 一 殺 的 じは 彭藝 薄；.： てま 糸 
は 磬巧良 巧に 氣 ホ、 貿み 引線鹏 

調 じて 八ち ± か 出超は ニ c » 0 
00 • 000 圓 である。 

養 

巧 お 券を 巧 鳥 一 •ニ 凹 六 
制限 外を 巧 ホ 四 
一般 貸附 六よ 化 
が國爲 替貸附 一 五 
まを 物 憤 おお 

ニ 一九 •五よ (一 違 美) 

百离 

セ 月 中 輸入 一六 六 

厳 巧 一八 八 
と 巧 中手 形を お 高 

覃円 

東京 ニ* 一九二 
大阪 一ろ 0 ニ 
組を 銀行 勘定 (八 巧 十日) 

東京 大腰真 
預金 1VO 化 0 一 互 H ハと 
貸岀 1VO 八と 一 •巧 0 ホ 

コ！^ 四 一 二八 
を 銀 ニ 五 九 一二 八 
— 八 巧 十六 日 — 


尋れ人 

(宮城 隙) 大橋武 雄 (巧 か縣) お 
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燦 く片植 冠は 再び 

粟村 選手の 頭上へ 

W 對ー セツ ト にて 山 ロを 紛 巧し 
本社 提 おの 懐 勝 純銀 赏盃を 獲得 

日本人 庭球 爭觀戰 終ろ 

U 本 庭球 お樂 部よ 催 本 化を 按 I の 巧 ホを 栽いた のは 第二 セッ 
の 第五 財が 井 ヵップが 肯 H 本人 
庭球ず 覇 決勝 戰 はを おのかく 先 
週 ±觸：1: 午後 凹 時よ 本 庭球 
お 樂部コ ー ト じがて 一二 羞が 事の 
粟村 誠掛 日本 庭が 巧樂 部の 山 ロ 
誠 どの 閒じ擧 巧の 結果 接 戰おニ 
j 時間、 六— 一、 六— 八、 六— ニ 
I 六 I i の スコア じて 粟が の 

勝利 に 餘し村 ホ 大賞を じ 
~ は 粟村 誠のを が 刻み 么 まれ、 恩 
旧 選手の S 回 じみいで 二回の 記 
錄を殘 しじる 巧、 本 就 よら 提供 
しじ 疲勝 純銀 あを ホ 中に 化め、 
j 山 ロ 誠は H 庭の ラン ナ アップ 賞 
ー盃を 受けて 大幽 川の 幕を 巧ぢた 
: 化：！！ の 山 ロの 訪を 振らは 爭勘颗 
I 中を 述 じて^ 當ら おらを をせ て 
- 用た がが のスビ ー. ト じがて、 球 
; の 度 さ-しがて 稍々 嫌ら 巧 所が あ 

’架 村の 强 b 方は 第一 巧 戦の- 
; がに 比しを は 第一 ニ巧驟 のむ のフ 
; オ！ 厶に 見れば ベス トフ ォ—ム 
と 入つ て 居た ごは 友 ひ 巧ない 迄 
r も 山 ロの 

挑戰 におして はおを の應 
|| 賊 振らを ホし 従つ て ラレ！ 錫い 
i 一て が ホ 舆巧謂 フイ ニッ シング • 

- シマ ブトが をら 見られな かつた 
I がを 中 最も 激魄を 演じ 最も 觀ホ 


で 山 U が 八 i ハの 1 コア じて が 
がを 化つ た 時で わる。 第】 セッ 
トの 第一 ゲ ー ムで 粟が の サービ 
スの時 S 回の ネット ご 一回の ア 
クトの 過失を 利用し t 巧—！ ポ 
イン ト じて 山 ロ 勝つ ての ホ 山 
ロは 六 ダ ■ — ムを 

連が し 王 ハ —一 じて 第 j 
セットを 粟村 じ 奪 はれ、 粟村は 
第二 セット じ 入らても 勝 も 綴け 
て 一二 — 0 ゲ ー ム じて ブ I ド 一 % 
前後 义 ダ！ ムシ 速 勝して 殆んで 
ソン サイド ゲーム の觀が もつ た 

赔山 UU 緊禪 一番 第 四、 豁 五、 
络六 ゲーム じ 勝 もて ゴ-ー掛己ピ な 
したの r 喝采 巧 かじ 起り 活贺を 
星し ホれ' ょらの 街 四、 五掛 五、 

瓣 がて 山 ロは 六對立 グーム じて 
始めて 粟が をリ！ ドした が 架が 
は 立 も 所 じ 盛ら 返して 六 對六ど 
なし 愈々 麗 張して 第 十二 ゲーム 
じ 入ら 山 □は 四 トリ 十五 ポ イン 
トでゲ — ムを将 る 

好# を 作つ たが お 村は を 
あじ 譲 ずを い デュ ー，： の後渐 
や/、 山： 一の 有に 歸し山 口.' は ホの 
ゲ ー ム •し 勝つ て i 對 j , セット ど 
なつた。 第一 ニ セット じ 人つ わ 時 


はが A おじ 械巧 じ疲 巧し デュ ー 

ス ゲ—ム じみぐ じ デュ— スゲ— 
ムと云 ふ有檢 じて ニ 掛一ダ ー ム 
じて 粟村 ブ ー ド 一 '第 四ゲ ー ムじ 
がて 四十 = 己 十 ポィント じて 粟 
村が 優を を 示して ゐた時 山 ロは 
をのせ に クラン フを起 一 * てコー 
トの h に 倒れ、 德 がて 巧び 

卷白戰 しむけれ 共 巧柯ご 
なす 術な く 粟 持は 難なく 六— ニ 
じて 第 S セ ブトを 奪つ た。 山 ロ 
は 十み のか 憩を 利用して 大 じを 
氣を養 ひ 溝 一二 セットの 後平を お 
んど 意識め じ 投げた のを、 装 四 
セ ブト じがて 補 はんごして 奮闘 
し 滨一ダ ー ムをサ ー ビス じて 勝 
った か 粟が も 劣らず がか も 粟村 
け 二割 一 セット ど 云 ふ 媛 越の 地 
ホを 踏み 占めて 居る こ VJ i てこ 
れ よな 漸を （强 球を 打 も 出し フ 
ォァ 巧び バック ン ドの 巧 翼よ 
b 山 ロを 

壓倒 して 息 もつ かせす 唯 
度滨一 セット じがげ る 如く 獲る 
六 ダ！ ムを 瞬く間に 奪な し此間 
山 ロの 得 おは 谨 かに 六 お、 をと 
ダ— ム じがて 粟が は 山 ロの サ！ 
ビスを 四十：： Z 0 ポイント じて ジ I 
! ドし みの ポ V - ントを 粟が は 出 

ロ' 5 をコ* ^ トじ フレ^ ~~ スメント 

を 得ん ど 試みて ネプト じ 入れて 
失敗し わが 酉を の 試み’ 粟が は 
自身の コ ー ト の申央 よら フォァ 
V ンド にて 山 ロの コ^ — "■の 左 稱 
を 突き、 山 ロは 之れ を 受け 化め 
んど しむが 山 ロの 足遲 ぐ、 巧 余 
らじ 速く 美事な プ レ'! スメント 
S な b 即ち マシ チ ポイント ごな 
つた。 


嘶 


獄中の 石油王 

特赦 請願 

大統領 裝 して 許ず か 
典 かおみ 閣ー疵 旧 疑獄の ま 人 
を どして 上 挽 調 お 會の審 辟を 受 
一け た 際を 辨を 忌避した 廉 でを 都 
i の 監獄に 藥劑師 ど L て 船 役 中で 


第 

一 

干 

五 

宜 

八 

十 

凹 

號 


矢致官 補し ょげ る 

元 當地疲 領事 舘蹤 であつ じ 矢 
巧ち 補は 歸辆 の途み n —サン 
ゼ术乂 じ滯が 中で あるが、 あ 
る H 省 竜を をて 居る ど 『矢 巧 
宮 補、 ぶ 上 化と 位 じ おせらる』 
S あ b 、 巧る 巧 父け 一 こ 等軍醫 
て 正 八 位 だつ たから これで 聽 
子 揃つ てな よな だとを 高々 御 
披を じあんだ が、 榜人 がょ < 
ょ < 見る ご 『チ ー ゥゴ 、デュ 

-ナヒ ニ-チヨ セィ セラ 火 J 即 

も 父 ± 十と H に 長逝』 の m 巧 
ご 解ら、 親父の 巧んだ 報 かじ 
崔觸 しい ホが じし よげ 返つ て 
病る 相 だで 


特漱の 請願 じ をんだ、 お 独 壬が 
粟して 特赦され る やを やは 大統 
領の 所ぜを 巧す る もの 巧 ぁら、 
當扇 ごして は 差當ら 事# を 審理 
したお 事 じ 事件の 調杳を 命じて 
ゐら が、 一 ホ 典獄 側では 本人が 
ホ旌康 である ゴ いふ こどを 堅く 
巧認 して ゐ る。 


一二 

r 


一 ある 巧邮 壬で が 万 長を である 户 

リ 1* ンン クレアは 

I を 避 罪で S ヶ 巧、 蹈燕宮 買収 
I 罪： 九 術 巧の 则 巧を 中吿 され 
_ 獄 内では をが 例 じぶ 6 をを ま 
I いて 問題を お起し、 事 策は 一二 
一階 目の 藥 局に 引き こ rp ちて 獄 
みを 物の 眼を 避けて ゐ るが， 
こめ 巧 じ まら 氏の 辯淺 七は み 
犯が デー 君-* 共 じ 石油王が 入 
獄 W ホ 健康‘^ おむ やか 虽も贼 
じて むる こご 哩わ どし 


世界に をし い 

最 ホの る佛 

n 本の ホ じ ゎ y る 
胜巧壞 古の 石佛 だら ぅご 稱さ 
れる 大巧 嫌が この ほで ま那 から 
到 巧され 大詹集 古 館に 收藏 され 
九 パ 頃から を銷 される こど i な 
つたこの お 佛は元 まが 河化當 
永 樂村東 福 寺 じぶ 磨され て 居た 
が 解 あが 化の 某 H 本人 

骨董 商の 手に 移ら 數 年間 
放を されて ゐ たが、 一が 年沫を 
京帝大 の 關辟惕 ± が 研 巧の 結果 
現 化 知られて ゐる 石佛中 粗が 最 
をの もめで、 恐らく 今から 一千 
- 五な 年 前の 慕 容無垂 後 燕 時化の 
(西曆 四 0 八 年 ごろ) もの ど 推を 
され、 得難い 藝術 などして ミの 
藏 偶が 尊 巧 家の 聞 じ 巧 題 どじつ 
た、 たま-^ 化 平 巧 遊 中の ァメ 
9 々の フキ ラ プ八フ キア 隙物裙 
のジユ ーン巧 ± は 十五 巧 ド 八で 
巧 收 する 內を 渉を 進めた が、 こ' 
れを 知つ た 關巧愧 ± は 東洋の 

絕 品を アメリカ じ 持ら 去 
られ るのは 残を だと、 大食 喜と 
が 男を 動かし、 ついに 集を 館の 
P •1 一 おを し.、 ゴら こご >、 、 もつ ミ 


である、 お佛は 高さ-ホ j 巧 一 
寸ま 面に 阿 彌陀の 立像を 彫 b 、 
背部に も當 時の 風俗を あらは し 
ねを棟の彫剔を施（てあら、 化 
較的 ょくが 存 されて ゐ るが、 彫 
刻は 化 魏や西 磯の もの ご共通点 
.かを く、 をが 巧の 影響 も 現は わ 
てゐ るが を 体の 手法は 衛 かじし 
て 化魏の ものょ 6 遙 かじ 古 調を 
帶 び、 特に 

興味を 惹 くのは 背 光の 樣 

まに 現 はれた 蓮華め 形 や、 背面 
の 層 輪內じ 刻まいた、 奏樂の 天 
ん 裸像、 髮 をお^ つぱ じして 左 
酌に をはした 雍規 かじ 衣服を 着 
けた 男女 0 圖 じどで ある、 また 
背面に 刻まれた 塔 堂の 建築の が 
じ 反らが あるな どは 建築 美術を 
上から 見ても ホ 常-' し 輿 味 あ. る こ 
V 」 で 伊を、 塚 本兩魔 ± 、お 木 美 
I 術學 校長 U でも 稀 R の 逸品 どし 
てを モ丽 から 硏究 中で ある。 

死んだ かが 

俄かに 出產 

噓 でない 本 當の話 
巧んだ が 子を をんだ どい ふぅ 
をの やぅな 本當の 話— 大阪ボ 港 
瞄巿 場を な 一 のセ會 社員 釣の 時 
之 助 巧 ホ 雇ん お 脇 正 かさんの 細 
君 まさご 一六) はお 娠九グ 巧の 

身重で をつ：；； が、 猛烈な 

ヒス プリー じか/. 6、 家 A ら誉 
戒 中、 まると 巧 二十 五日が ま 出 
巧 ホ 不明 ごな つなので、 八方 搜 
省 中二 十 も U 午前 六 時 ザ ごろ 火 

一 主 ブ 1 广？？ * m :-**^ - k 


^:^つて碟着、 巧水トー署致が檢視 
のを 间署 南侧 S 巧体廣 場-」 關係 
者が 巧 体を 引 化る まで 横た へて 
むた ごころ、 同日 午後 ニ 時 ザ じ 
いたら、 珍ら しく も 巧んだ たの 
お腹から、 突が ム タム クど 死ん 
では 居る が完 をな 形を 備 へた 男 
の兒か をれ 出で、 保 員 わよ び觸 
係 者 一同を 仰天 させ わ、，：；：* ほ阅 
女は 絕お 婦】 おを の 經驗の ある 
ホ) で また 

死兒 も 大して 腐敗して 居 
なかつ た、 大阪醫 乂の產 婦人科 
醫學睹 ±廣 瀬 農 一巧は ちじつぃ 
て 語る 「十一 左衞 巧が 子供を 生ん 
だとい ふこ どは、 巷間 じい ふこ 
ごで t が、 をれ もめつ たじを る 
こどで じく、 たどへ あつても 胎 
兒 がを を； .腐敗して おる. どい ふ 
やぅ.； 一場を だけです、 どころ が 

の 例の 如く、 子供が ホ ま 6 腐 
ら ホが も完 をに 巧んだ 女から 胎 
兒を 部が をれ たとい ふこ どは、 
みまも 例わない こごです、 をれ 
で この 場を ごして は 入水 前す で 
じを 娩 作用が 開始 ごれ 

胎兒 •か 骨盤 お 內じ深 < 下 

降して ゐ た. <0 のじ か 違ない， こ 解 
釋 する' よらが は あを ません、 こ 
ん； 狀 簾の 刹那に 投身し、 水中 
では 腐敗 作用 も 弱い が、 これを 
陸上し あげた I め、 をの 時から 
子宮 眩み で 腐敗 ボマが 發 を— し、 
を^ 壓方 5 ためじを 產し たもの 
ど 思 V ‘れる 巧です、 もしず で じ 
巧娩作 巧が 起つ て おなかつ だら 
絕揖 にみ 娩 する ものでは あらま 
せん、 よた この 婦人が 經趙婦 で 
あ たこ ごわよ び 腐敗め ねめ、 
軟部 産道が 弛緩して ゐた こども 
顯 巧--, て々 しみ 壓 力で 子供が お 
たの だ •こ 思。 れ まず、 柯 しろ お 
かごろ 珍ら しい 擧 かです』 云々 


はか 锁め孟 買へ 歸 着す る豫 あで 
ある さぅ だが、】 昨朝 本 化ど訪 
閒し 『雜誌 アジアの 化囑 で/ ジ 
アが 巧を 書 （賴ら です が孟！ 巧 第 
一の 巧 聞 ジャミ V * 云 ふの じ賴ま 
れ て化界 周遊 談を 書いて 居ょ ず 
タゴ！ ご 筋の 巧き ぃ * 御國 のけ 本 
を 是非 訪問して ホ 輝め る 御 四の 
交 化を ホつ て是 ねい ど 思つ じゐ 
_ す』 云々 ご 語つ た。 


アメリカが 軍に 

空の 戰圓艦 

飛行機 五臺 搭載 

.ァメリヵの 海軍省では 先端 巧 
空の 戰圆艦 ごも 云 ふべき 大 おの 
飛 巧 船を 建を 中で あつたが、 一 こ 
の 程に 至 b をの 巧を が ぉ ま jo れ 
じ、 今 これを 巧 都 じ 到着した ッ 
ペリン 化號に 比較す る ご'- 
ッ .エ がのを をと なと 十丄ハ 趴 じ 
對 しと 百 八十 五が で廣徑 なな 
扔 どが I 二十 一二 扔 、モ ー タ 王-は 
五 個で ニ 干 五な お 十 馬力： r 八 
個で 四千 百 八十 馬力、 時速 六 
十九 節 じよ 十吉 節、 連績 义 
九 千禪じ 割し 化 千 ニ 巧嗤で 
ッ ぶ 偏ょりは 元ょ ゎ大塑 で^る 
止 敵の 來 襲を 防ぐ ためじ 戰猜機 
娶 等を 搭載し 自妈 一.:. 發 着： a, ^ 來 

る こどに。 つて 居る ぶ」。 j 


六ろ 半 討 畫で 

世界 y 1 

ィン K 入が 徒步で 
印^ バ K , シ ー 族の エフ* 
ジェ ー •ダゲ 7 が 君は を 買の 新 
聞 記 巻で あら 著が 家で をる が、 
千 九な 二十 四牵 世界 巧 遊を 志し 
自轉 幸、 徒 ホを まごして 幾巧哩 
の 旅 巧を 計 畫し鬧 年 一巧 二十 四 
B にお 發 して 先づ ベ^ン ヤを縱 
斷 し、 コー カサス ロシア じ 入ら 

夫ょ b 化歐 、南 歎 二十 吉個國 を 
踏破して アラ ビヤの チ ご フホ漠 
におで、 アフ 9 々の蠻 煙を 吸 ひ 
な 力ら 自轉 革を まらせ グ ーブタ 
ウンから 船便で 南米 プ ラジみ の 
首都 9 ォ •デ •デ ヤネ！ 八 じ 着 
し-をら じ ウ^ ダィ、 亞爾然 了を 
経て 

有名 な アンデス 山を 越え 
て智 利を 訪問し、 ボリ ビヤょ も 
ベ 瓜 1 國ブマ じ 着いた のが 去を 
の 六 巧、 夫から アマゾン 河畔を 
辿 6 ぐ つて プ ラジ 八の 化 部. ハ 
ラ 州 じを を 現は し パラから 滨躺 
で 紐 育 じ 着いた のが 五月、 爾を 
旅日記を 上梓す ベ； 寒 述じ從 事 
L て おね あ渐 やく 出版のを 備ら 
お ホた W るふので あ H 巧 發しカ 
ナダ， アラスカを 探險 し、 銜下 
して 加 卵じ乂 b 、 を 港から 湊州 
じあき 巧が 諸島 よら 日本を 訪巧 


海軍 格納庫で 

死刑 y 執 巧 

フ日 リタの 33 ホ 管 
7 ロブ ダ她み ロ！ ダ デ]- j , じ 
化む ゼ！ ムス •ァ ホダ— マ!' 占 
呼ぶ 巧は ホ 人め す おの 父で ホ b 

フ U レガ^ _ でを あるが、？ j | 般 

海上で 密輸入 中に 沿岸 巡變 紙に 
發 見され 抑留され て 居る 際 ijs 疆 
者 ご おじ 突然 乘組 員の ピスト 八 
を 奪て 格闘した 上 遂に こ 人 於ー 乘 
紐 員を 殺害した 廉 でを 衆 國がお 
所で 審理を 受けた おお 遂に I 典 刑 
の宣吿 をを けね ので あるが ー闽 
地方の 郡 監獄では ぶ 入の 死 
巧を 拒絶した ので 致府は 止た な 
く 巧 刑 執 巧 地は を衆國 政府で 所 
な 地 ねるべし どの 條文じ 基を 結 
局 同地© 海軍 號巧機 格 縛 庫 じ 磯 
造らの 巧 刑臺を 設けた 上 絞が じ 
處 したが、 巧 頃 珍ら しい 死刑 ど 
る はれて 居る。 


權を 承認ず るが 會 化には 非が を 
員を も歷 入れる 權 利を 舆へ よご 
いふ 申を じまで なつて 居た が- 
この間 じがて 糾合 長 •キ グモ ー 
ア氏ど 副 組を 接で ある 女 媛 エ 
七 八 •バリモア ホ A の 間 じ 窓 
見の 衝突を 生じ、 バリモア 夫 
人が おを 長 じ 不信 巧 的な 言論 
を 澄 表した のが 基で 罷楽 をの 
結 巧が 亂れこ i じ ストラィキ 
も無條 かで 解散 どリら 
トーキ ー 出現を 機會 どして をれ 
た 興 ホ ある 映盡界 の勞資 爭議も 
紐を 派が 规服 したを になつ た。 


ラシ サシ 島の 王樣 

山 下湯 船會赴 シンポ ポー少 支 
巧 長 立 巧 義光氏 (四十 四歲) は 妻 
子 ど 共 じ メキシコ 化で 八 巧 巧 
神 戶じ歸 着した が、 をの ± 產ば 
なし じよる ご、 淡路島め 二倍 程 
ある マ ラブ々 が峽の 無ん 島 ラン 
サン 島を 八 年 前 じ オランダ 政府 
から ブ！ ス したが 農林 業が み 第 
じ 興 つて 四千 名 巧な 民が 出 ホ、 
な 自身は ナ^ タン (生 樣) £ いふ 
るを もら ひました、 H 本人は 五 
十 人 程 居り、 ホ 年からは H 本 小 
學 校を 開く 萬です ど あつた。 


峽 議界罷 H 

組を お 遂に 敗 

劇を に タク キブー 組を を 巧 織 
して 幽体を 涉權を 搏た王 ク十ブ 
! 紐 をでは ト ー キ] の 出現で 舞 
臺 俳優が 續 々映 書界じ 入る 氣運 
じ 乗じ 映 護 會社も 相ず じ閱 化を 
渉 確を 獲得し ■ 

今後 一巧 紐 合 員 0 巧の 俳 度を 
使 巧せ ざる やぅ 映 盡會社 じを 
がして をれ られ ず、 を じみし 
い 郎じ直 b ' ィリ ゥッドは を 一一 
巧 人の 五 クキ テー 化を 員の 同 
巧罷榮 どなな、 をに 持み の 
姿 ご U つい：. か、 組を 員 でんる 
スタ！ じして 六月な 後に 整 約 
した 者を 相手 じ 裁が 沙汰！^ > 巧 
ふ 等 ごい ふ骚 ぎを おじ 持化戰 
じ 移て ゐ たが 

をみ 後巧モ 協讓氣 みを 兒 せで 組 
を 側は 化 用人 八み までをが 给 員， 



かるむ 


ょち..^^ の 遊び 
ホを 英文で ホ 顧 人 じ 態 （わかる 
やう 館單巧 膝に 說 巧した ものが 
度 巧ました。 巧を 目み 進呈を し 
ます、 御覽 下さい。 

さ 置 毎 ミ U 害 Si . 星. 
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大勉强 

特式 テン ナ ー 
がま 六十 化 
支那 ま セ 十 他 
宴 會 

洋を 車ぶ 仙岛上 
まがを 一鬼 0 上 
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♦シュ クマイを 格 

錢 頭、 ± 、日曜 
•宴會 用 別間 新設 
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ジ L すな nt な 送 


綴臂 旅館 累囊巧 

東 驛十了 0 ニ 搜ニ费 
妄星星 呈万 霉 4 


* 府 御旅 鑛 

桑 山 淸お郎 

さ 8 を 丘す 9 th 写さ i~a を Ip 置 Pa . 
を. 去と 呈 1 72 ゴ 


巧 巧 お 城中必 、総領 寧 お、 U . 夺 
强船其 化を わ 大會化 巧き 沒巧 

を® 小 パ ホ テが 

巧 日本を (特別 巧 あち) 

御 一 揉み 第 自郵单 御 巧 迎中上 侯 I 

巧ニ妄 ifiia F San 了 ancis 写 calif . 


ンヤト •パ' ^ 

NP 旅館 

W 06 ぉを AV , So . weatti タ wa , b . 

巧 車 おが 通 巧へ ニ 下 左側 K 階を I 
H 本 巧 船 切 巧 取を 波 巧 場 送迎 
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•，か 
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SI 永興樓 

威撤 ひの 巧 理人數 名 
が 日本ん 諸君の 嗜が 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 一二 時 塞 謂を 
(巧サ 五 T 目 サブ 
を 車综の 下) 


わ 9 
n ミが 
n 巧 W 7 
I 相别ぉ 
e 2 1 ’お 
!& 巧 

d nM 

r r 
'がぇ M 
C 3 U 託 

I ホ T 


日曜 巧出歷 じは y ユ 
! マィを 巧を 擦へ が 

巧 挪裏幣 因 

巧理 身 巧 B 

自 午前 十一 時 《 ち 
ま ぞ前ニ 時半 屏巧 


n 

k g 
la d 

f f J 


城扣： i w 
S た M 
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み絕府 、を 港 出帆 (ホノ 八^ 經 由) 

緒巧發 を おを 

(午を ニ咕 出帆) (正午 おれ) 

大 拌乂义 巧と 日 化 巧 十一 日 
- 天 洋化化 巧 二十日 化 巧 廿五自 
- コ レア 乂 十月 四 H 十 巧 十 日 
春泮 丸十 巧 十八 日 十月 サーニ 日 

: み シアトル おか (午前 十 時せ 帆) 

一 一 一二 島 化 賓四日 
がを み 乂巧サ 一 日 
. 靜隅乂 十月 十 化 日 
巧谱乂 十一月 二日 

©給 敦發 日本 巧 出れ 

お富み かち ホ 日 
箱极 九月せ 一日 
、 巧 巧み 十ち 五 B 
A が 曾 化 化 田を あ經由 B ネ 物がー 巧ニ闽 
▲巧 雑 取 巧。 が祐じ 欧洲 朽 、南 来污 がに 巴を あ 
烧 由た 平洋岸 巧を 缀 姑を お 3 培め ちづ 巧が 切 
巧 等 萬 事 御使宜 じか 計 ひ 申 上 ミイ 
A 来 園 激道切 巧、 寢さ祭 等 t 洒 便を にお 計 ひ 申 
上ま寸 


ヮーナ メ^ ~ 力 ！ の特を 

ロよ- お 買物 じは 特があ 員を 置きが 
料で 御 ま 內致升 電話 义 はわ 手 巧 あ窠御 
訪 間し X 御 煩 宜を計 b 初めての お ホに 
酱 してな 特に 注 恵 致します から 是非 わ 
立 寄ら 贼ひ 巧、 ホ內 配達は か 論 お 本 其 
他を 地 一 g の わ 荷物 發 送は 當 そでを し 升 

ジ t づンワ ナメ — 力] 
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▼一等 读沒一 かお 苑 k ‘ L , L 旨 
をし ぱリず かろん でん 故は 一を 友 巧 

M 二等 B 本 巧を を 弗を 室 大か遼 家族 室を 
►御 希望に 巧リ 一等 割引を な 切 脊を朽 を 可 侯 

ロスアンゼルス ぉ 祈 (午後 一二 時) 
さん ご す 化 义 月と 日 
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▼紐 育 儀 パナマ 経由 a 本 ぞ那朽 貴 物が 巧 一回 
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巧 年 旧 巧よ 6 五月 じかけ 巧 京に 
開 惟され た 『第一 回 H 本を 糸驗 
を 格が 技術 お 證會』 の避績 的を 
合ご枉 做さる 5 『第二 巧 國瞭技 
術 化 糸食講 J は 米 國能お 協會ま 
懼 G 下に 间協會 々箱 じがて 愈々 
ホる 十ち 十五 日よ b 愛 H 八日に 
宜 b 連り 销 かる i とど。 つた。 

右 第一 回會 溢は 日 乂兩齒 みみの 
を 加で もつ じが、 今 凹は 日米の 
かじ まが、 が 太 お、— 西、 端 
西の 四 國が參 加し 化み の 資糸國 
を稱雜 ずる i どなつ た。 今 H を 
じみを した 協畿 員は 日本 十 冗 名 
米圃十 I ニを、 支、 が、 佛 、瑞四 
ヶ 固よ b 十 名、 を 計 I こ 十八 名で 
あるが、 諸 題は 
烘試巧 糸の 問題 
生糸 巧 級檢杳 
な 巧檢査 

セ リメ] ター 檢査 
糸慷 班の お査， 

類 節檢查 

を 巧 製 遣 工場の 耍ホ ' 
生 ホの 格 付 

等で あつて、 會期 I ニ 過 邸 半の 中 
度 初の 一週 偶は が 付じ關 する 一 
股 的の 巧 題、 第二 遇 間は 檢査じ 
顆 する 巧 題、 第一 ニ 週 巧は 裕付閒 
題を 護す る 寒、 勿論 今回の 曾證 
の 中 也 おは 格が 問題 じ 在る。 永 
年 ホ 巧の 値 P 來てゐ る H 米 間の 
同 巧 題ら、 今回の 會 爺を W て最 
をの 援が 点に 到を する か 否かは 
j 疑 間で あるが、 現 化 H ホ 間 じが 
I ては 樂巧 h おがは お 違して 居ら 
I ねから 间 問題 解み も 遠い やぅで 
一 おい。 が ほ 十-巧 八 H の 最後の 
I 1 あ食證 終て 後 、 H 乂間 委員の 
みに 於て 數 = 間の 會 をを なし H 
本ホ糸-し幽する協證をなす； ど 
なつて ゐ る。 


港 糸 中央 曾で 化を したお 席を 
良 十五 あけ 協證貸 どして 时會 
副 曾を 加 巧 山 辰四郎 、ホ 糸檢 
査所肥 後 巧を、 宮崎 五十を- 
おネ 万太郎 、一二 井生 糸 部 一二 河 
ぉ豐 、日本 棉化豐 部 正 己 、 I U 
本 生糸々 井が 藏 、斤 倉 製^ あ 
お义 ホ、 山 十 ホ 川 勘 巧郎郡 
是眞宮 巧み 郎 、神戶 を 糸檢査 
所沖濤 みの 諸氏、 同 巧を^ し 
て農がぁ費糸ぉ事務官ぉ=^|^巧 
么肋氏 戊び 別 じ 製糸 家 il 寺 ぁ 
るが、 追つ て 巧が 育 H 本ち ホ 
輸入 巧 中から 一二 名 お 摇譲負 じ 
選 まれら 尝 であると 0 一 
食 蒸 化 席を 一巧は 十 巧 始め^ 米 
し ホ テこゲ ァン ダビ^トで お 
宿してを期をは米强の巧^?^絹 
業エ おを 視 をし 會議 終了 歡は前 一 
記 H 米隐證 會じ參 加し 十一 十 
四、 あ 日頃 お發歸 執ず べし ど。 
巧は ま 催を 絹 袭協會 じて 是定せ 
るを 部 委員は 左の かし。/ 

名嚳 委員を (一二) I 
瓷糸 中央 會 々長 志が'^ 太郎 
絹 業協會 々長 S ッチ *1 ンユ 

ニ ゥィンド \ 

ま 撇が糸 組# 貪宾 ユ/ ッチ • 
ダブ ブ ユ 1 •フネ ンダ 
實巧 委員を ジ 玉！ •エー—^ ゴ 

. ^ ドス ミス j 

副 委員長 オ ー ス チン *1 ナ ニ） 
■委員 伊が 武 雄、 黛黯良 
計畫 委員長 ド グラブ •ゥォ 
! 力—. 

を 員 松が を 信、 f こ郞 
歡迎 委員長 ポ 9 ノ* •シャ ー 

? ' I 一 

發を 委員長 ド グラ心 •ゥォ 

! 々 — 、森 旧 一二郎 
協 證會證 長ォ！ スチ I ン •チ 
こ ー 、ディ •ィ！ •タと チ 1 


を 一巧。 瑞盛只 

A ゥ H ストへ グンが 子 扱 
を 十 巧。 保 子 巧太郎 
を ニ おお。 を 旧を ニ、 山 田 長 五 
郎 、永 巧嘉 お、 巧 巧 兵 巧、 渡 
邊が 太が 
A 淵 上 久み郎 扱 
を 二十 立 巧。 淵 上 欠み 郎 
を あ 巧 巧。 山 ロめ 雄、 旧中垂 一二 
を 二が 宛 かが ぁを、 巧が 巧； 
郞 、今 井鐵を 

么ラ ツカ ウェ ー ビ） チ 

を ニ 弗。 巧 木 銀 太 銀 
を ，一 弗 宛。 鳥橋滕 年、 巧 塚豊治 


五日は コム ミユユ ティ 敎 會の禮 
巧に 化 席 午後 自ゎ巧 動、 二十 六 
H 午前 午後は ホの お 食事を 視を 
午後と 時 內山備 事， 弛ま 凸本巧 
樂 部を を 鼓び 草 信 目 本人 會ま惟 
の レセプションに 出席、 二十と 
は自山 行動 晚餐 け按 藤氏 招が 

食、 二十 八 H は コ n ム ビア 大學 
シライ カレ ー ジ參觀 二十 九 H 及 
び 一二 十 U 自由け 勤、 巧 巧 じて 出 
を 化 もす る 由。 


本社よりの 

歡迎 電報と 

野 巧 中將の 返電 

ホ國 練習 鑑隊 ホが じ 際しぶ 社 
は 八月 SU シャト じ 入港せ る 
司令官 野が き 一二郎 中將じ 宛て 水 
ハ 合 社 まよ b おのか < 架電 しむ。 
哪ち 

本紙 讀 をのち 情を 化 表し 貴賴 
除の 太华洋 沿岸 じを 着せられ 
わる じ 對し滿 腔の 祝 窓を をし 
たく、 十月 當 地に 於て 吾等の 
歓迎を なし 得る 機 會の到 巧を 
熱 留し姪 じ 最高の 敬意を 表す 
るに おし 遲 着ながら 晚香坡 よ 
左の 如ぐ 返電が あつた。 
貴下の 窓電を 深謝し 且つ 渝快 
なるな 育 誌 間を 豫 巧して 潑誠 
の 患を 致す。 

昭和 四 年 八月 十 H 野が 中胳 




一 


殺到し 來ろ 

歡迎 寄附 金 

I ニ 千 巧 マ！ クじ进 し 
が ぉおが 徵迎豫 算ぶ前 號巧報 
のかく 約 化 千 巧 k 目標 ごし 杳ぶ 
された がが 巧が 5 侧い見 賴は別 
問題 ごし 庶が 部械 巧の 個人 寄附 
は 線々 殺到し 巧ら つ！ ホら 大体 
S 千 巧 マー クじ 上る はを 想す る 
じ 難から ず ど當睾 巧は 觀 測して 
むる。 去る 十と U を 歎 迎替事 お 
巧： J をせ るかは 左の 如くで ある 
金な 巧。 巧 木 桃 か 組 
を乂十 弗。 山中 巧會 
_ 金 二十 二が 五十 仙 宛が 是 製糸 
! 株式 食 社、 測 根 商を 
i お 十 弗 宛. _ 小靜か 巧、 江な ご； 納 
を あ 姐 宛。 西 屁虎媒 、烏 橋貞、 
をが あ 川、 がが 巿 化、 小 化 ホ 
衛 •無 あ 氏 

を S ホ お。 化 山 政 巧、 藤 岡拖雄 
を本涨 一、 巧 川 時々 郎 、巧 田 
を- 

を ニ 孤 宛。 巧 時 雄、 山 田 新吉、 
か】 田な 澄 

を】 粥骑 0 杉 挪ゾエ .、杉 浦ち 巧 巧 
A ベィ ョン 方が 綿 森な な投 
を 五 巧 宛、 綿 游な藏 、千 お曲邮 
- 鈴 木 巧よ 孤、 岡出嘉 一郎、 山 


本 楠 竿、 高 橋 鐘太郎 、'巧 宮勝 
治邮 

を S 巧 宛。 染葉 巧、 恩ぶ 定 勝， 
i 雄 

金 ニ 報 お。 藤 井 勝 か、 中 塚 今】 
巧 旧 島太郞 、旧宮 巧、 をで 淸治 
を 一巧 宛。 千 葉ょ ね， 吾野、 ホ 
が、 裤揣棄 半、 海巧壽 一が、 
佐 お 庄四郎 ■伊 滕 東； 郞 、島 
帖廣 、菊 地 

A ベィ ヨン 方面 お 藤 富藏扱 
を 十五 ホ。 おが 當藏 
を 五 弗 宛。 福 崎お藏 、勝 野 新 城 
為 野を 藏 

を S 巧 宛。 おお ホず、 武滕 大和 
がが を ホ、 鈴 木 文治 郞 、深 村 
ホ 一 

を ニ 巧 宛 j お 中な'-、 を 旧武憲 
柏 おホタ 、布 川 穂、 岡 本德松 
ザ出眞 S 郞 、放 田乂 巧、 巧 旧 
.幾 遊、 巧 瀬ぶ、 寺 旧 第 ホ、 が 
旧 梅ち、 おを 淸 、淺巧 ホ 治、 
常 盤 楠 お， 觸下覺 太 
A コーネ ー 中島 陽 S お 
か 十 巧。 中島 陽 占 
を 五 娘 お。 中島 软 子、 內 山を 作 
金 S ホ。 宮巧乂 が 
を ニ おお。 ち 木 音么帖 、巧 崎、 
がが H 、 神 戸、 豊 島、 小 巧、 
中が、 小久化 


巧が 溪 水、 勝 見精史 
A ホ廣 お亭兒 玉ぶ 一 汲 
を 十 巧 j を 玉ぶ 一 
金 十 巧。 園 旧 謙 一郎 
を 五 巧 宛。 中 川 K 、 上 浦 一六、 

が G 

を ニ 弗 宛。 田中實 、井 ト當之 巧 
。 X •チ 旷眞 鍋、 なネ淸 み、 伊 
滕巧巧 

A 溢 川 海員 鲁お巧 嵌 
金 十 お 巧 お. 髓 川か义 お、 加 藤 
玉 一 

金 十 弗。 を ド 長化郎 
を五强 お。 巧 中 庫吉、 鈴 木が S 
が、 車 地 朝 一 
を 与 弗。 み 田 榮么巧 
金 一典 お。 澤旧摩 太、 を 橋、 谷 
本、 材 瀬、 旧 川、 堀、 小 畑 仙 一 

中が 前 巧議十 •ホ宰 

見 攀團着 紐 

お 巧 中が 前 化 議± ホを の學生 
見學 闡十餘 をは 昨 二十日 费がじ 
着し、 本：！！ 午後と 時 (日 ホ 節 巧 
時間) ベン 停車 锡着車 じて ホ 紐 

直じィンタアナショナ术* 户ゥ 

スじ投 あすべく、 二十 二日 午前 
は ミユゼ ァム 等 上町觀 化、 午餐 
は H ホ々 フエ テリァ じて 午後 巧 
な 圆冀舘 ょら ド时 方面を 觀 ホし 
午を と 時ゴー 户ザン • ス 7 ン大 
宮喜化 治 巧 招が 晚餐爵 が ホを- 
十一 ニり は ホー ランド 慶 道を 报 
出し じンン シン 監獄、 メブノ - 
グ加 特ヵ學 校、 ヶン シ ー コ股水 
化 方面に 出動し 凹 本 氏の'、、 力 
ィン じて 午餐を 巧は ナップ 夫人 
方の あ 話 貪に 出席し 了ち てが 育 
タィム^ 社見學 '二十四日は ォ 
イス タア磯 じな グ 1 ズゲ ェ グ 
大統領 邸 及び 展墓の 上 冷み 莊の 
商 見 ドク トグの 園 遊會に 出席し 
歸 がを 乂學お 寮 じて 晚餐 、ニ 


ん野 氏の ホに 入る 

朝 香 カツ ブ 

H 本が 球 協 會ホ權 朝 香 ヵップ 
ず鶴戰 はまる 十九 日 チ 9 ス ベリ 
1 にめ て 巧 はれた が、 當日お 煤 
者 五十 S ん 孰れ も當ら ょく 巧 木 
抑大の 如きは 乂— 振ち じて 巧を 
切 b 午後 化 十九 点を おして ト々 
の 機嫌' 目 縮の 奥が 巧は 午前を 
後 お 义十お 点を おして 前 遲手鬼 
阪井 巧を 驚かし、 一二 蒙の 風 間 巧 
も 戯詩銳 々傅 大願の 巧 偏を を 禅 
しホク もので 歸途じ 就いた 
グロスの 最好 点は 矢 張らを 崎を 
の 八 四 n 八 0 を窠一 じ雪洲 巧を 
じかぎ 八 111= 八 五を おし 福 本 氏 
又 八 sn 八と にて 松 巧 巧の 八 ニ 
H 八 八 ど 蜀と なら 現 選手 渡邊巧 
當らや 八 五 n 八 八を ロて 第五 泣 
を 占めた ご 云 ふが 午前の 最 巧な 
は 鉛 木 G 巧グ 。ス化 五 バンデ ニ 
八ネ ブト 六と を 示し 午後は 西 村 
氏 グロス 八 六 ン デ) 四 ネット 
と 0 の最好 おを 得た。 而 して 郎 
香 カップは 國膝 汽船の 久野 氏の 
ホに 入 b 寺 本 氏が ラン ナ iT ブ 
こ；：* つたが 其 得点は 巧の 如く 
である 0 


♦今が 賴次郞 氏 朝鮮 總瞥 8 
師 、去る 十二 日 着が 鼠 米 モじ投 
が 丸 巧 八 H 巧巧歸 朝。 

参 寺澤お 一が 氏を 古尾 お M 
社員、 ァフリ 々化 巧 じて 沙 
ぁ廿五 H 蒋 がの 堂。 

参 船出 扣氏囊 じ 當巿を 経て 
英 せる 前 まを 巿 助役、 八 巧ん H 
倫敦ょ 6 『先般 御 地 送 上の 
御 厄 かじ 相 巧 誠 じ 難な 奉 深 
御蔭を. 3 てを 般の 視察を 了へ 先 
巧未當 地に 到着な ょ bB あ， 伯 
林の ホへ 巧 向 J る々 ご ぁつを 
•おを 踞巧 氏歸郎 中のを 木 桃 
井 補が 育 支 巧を、 家族 岡 伴せ 一 

H 横滅 出帆の ァラバマ かじて 顧 

任の 途じ 就き 化 月 十日 前後 善が 
の 普。 

参 义富俊 吾 氏 右 若宮 巧ピ昆 P 
十月 中歸 朝の 豫 巧。 一 


新入 荷 


久野丸 on 八 八- 

グ日 スーと 八 ネット ニニ 八 
寺 本 八义 = 八 八 

グ 。ス 一とと ネ ット 一四 一 
菊 地 八 ニ n 义乂 

グ 。ス 一八 0 ネット i 四 一 


邦 樂同巧 會例會 

夏期 中會 をを 見合せ てむ たが 
幾！？ 巧會 じて は 本ち ょも 引籍 S 
例 會を催 rv く不 おが 明 夕ん 時 
b 關脅心 一二 曲を 奏 、一二 ホ 線 濁 
葵、 長嗔其 他の 曲目を 淸 奏す 
おじて 同が をめ ホ聽を 歓迎す と 

商 賣往ホ 〔巧 己 

瀬が 保險 事務所 

生命 保駿 のみなら や 自動車、 
火災 巧 化 一切の お 瞭化巧 業 じ 化 
事し 過去 十 餘年按 据經營 しつ i 
ある 瀬 川 一氏 保險 事務所は 巧內 
第五 お 一二 0ご一 香 じあら 日米 兩國 
人の 顧を 間に 多大の 信用を 隱し 
て ゐるホ 命 お 隙は 「紐 育生 命」 を 
ンドグ して ゐ るので 「孰れの 
が險謡 書で も 一寸見た 点は 巧！ 
です が 何事 か 起つ じ 盛を じなる 
どが 育生 命のを ホな を ご 其 底力 
がが かるので あ b まず」 る々 £ 
ホ 張して ゐ る。 

か 人 

参 化 ま 延之か 氏 森 村 巧 弟巧會 
ま 役、 夫人 同伴を 曜日 出を 約 ニ 
週間 ュ ゥ^ム プ シャァ 州へ 旅 巧 

♦裔 峰ネ氏 か高晚 譲き 晚± 次 
モ底峰 商食寬 巧、 夫人 同伴 昨 H 
午後 一 辟 四十 五み 中 化 停 巾洛を 
車 じて 西 巧 巧 お 中歸 紐の 豫 を。 


上 新茶 


到着 

sis 岡 辰 巧切リ 帳^ 
みお 六 一 弗军唯 
人相の 神秘： 

小 西 久遠 一巧 五十 供 
肉の 榮 光一 弗？ 操 
魔の 女 一 弗と 十が 
其 化 ^ 

か 桐 兄弟 顏喬 


桑 山商會 

114 夏 ST 芸 ihsl : N . Y . C . 

php を 一呈 すま S 33 •苦ゴ 

夏場所 賣度 

確實 なる 顧を ごな 入を をす る 目 
なの 店 部を 上 リース が 其 歷ま急 
を懼 じて 賣 度し、 

玉 場 及 ネコ ゲ T ム及ワ フが巧 
T . 吉書 0, ぎ さ す 岩 h , S . I . J . Y . 


ア パー トメ ント裝 飾 
*1^ 綺麗のと 室 日本人 ホ 
婦じ極 （適して 屠ます 家賃 低廉 
溫 湯、 ヒート 、貸 グ！ ムも荷 ホ 
K . TANA 呈 ，養 W . 夏 th S 三 r 皇驾贾 78 


貸 室 f む 議^ 齡酸 


室 化 低廉 


置 W . 91 s - tsuNe 宝 さ rk Ci ぶ 
おて ph き e をち 


^^>臣 裝飾綺麗め室、 設胎 
をき シ ン ご 三 

八 ホ、 ダプグ 一遇 十 巧 

吉 TEL G 養！ I , 22 W . 芸 th ぎ 置 


食事が 一週 十ぶ お、 
著 摸 巧は アグ バニ！ ご 

ビブ ツ フキ 1 が ド if ロ 1 ドの 中 

酷、 乘 •馬、 水泳の 懷 あち、 アが 
バニ ー 停 畢攘迄 御涅迎 しまず。 
草 S . 严 E . さ 夏 ， Wesi L 古 banon , N . Y . 

ジ L さ est Leban ミ 1_3 ヴ F 1 W 


rr 
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C 

W 誦刪 本那羊 

0 A を迄詳 
K n W の' 

端お纖 

WM - I 間間 脱 

E 邊 ♦♦路 


i 晚を坡 每ニ遇 一回 お 帆 
A ご ム プレス 備蘭巧 ご ニろ 君 題) 

八月： i " 九日 

▲ r 一 占 ブいス 露巧亞 0 ニろ 呈觸) 

化 巧 十二 B 

▲ I ム プレス 亞西亞 ご ニろ 呂竭 } 

- 十 巧 一二 日 

A _ ム プレス 加奈太 0 ニろ 登 觸) 

十 巧 十と 日 
; ザ、 二等、 ご專 及び 下等ぎ 設備 
取大 、善美、 最か 走のを がが 朽船 


14 » 3 

G - SU み 狐 
h S C 3 
& ^ k 2 

A Hw 姑. I 
T H 机 w 叫 
* な 6 




觸胳器 雑貨 卸寶 

春 巧廚會 


▲频里 送を 及び ホを を (無手 數 巧)、 外國 
ち替賣 買、 荷ち 替 取組 化 立、 信用 巧を 
巧 等 一 股级巧 聚按御 便利 じな 投可仕 あ 

龍 S 灣銀 巧！ 出張所 

本ち 臺爲臺 化 

支店 東京、 橫濱 、大政、 神タ 、上 お、 巧 
ロ、 廣巧廣 巧、 油頌 、香港、 廣 東、 巧 

嘉坡 * スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 買 
タ^ カブ. タ 、淪 致、 其 外臺潰 十四 ケ所 


一、 資本を 壹億圃 (を 額 拂达濟 ) 

一、 稽 立を 青 億五宜 五十 萬圆 

內化本 まほ = 横 潰 (本 巧) 巧 京た 阪 
が お 長 崎下踞 名ち 崖 

機濱ぶ 金銀 巧— 支店 

ホ國 がまを = 桑 巧 羅が沙 ぶ巧哇 
其 他 化 界を國 重要 都 巧 ニ 支店 及 コ 瓜 レ 
ス 有么睽 


本店 大 扱を 演お T 目 
紐 育ま 店 紐 育 ブ。— ドゥ 玉— 巧 四十 化を 

體 なな 銀 巧 

お {東京 橫演 名を 雇を 都 神 ロ网山 
& 尾 ノ道廣 島吳柳 井下 ノ顆 
地 ま 巧す 司’ 小食、 萬 巧 腐 をん 留ホ熊 本 等 
本閣 預金ぶ 鄕里 送を 等は 巧め 
て 御 巧 利 西 速 じ 御 取 お 可 申 校 


本店 朝鮮 京が 

を 店 出張所に 日本 巧 地の 樞を 都巿 、朝强 
滿 が、 まがのを 地 及び 浦 结巧徳 

瑚鱗 銀な 紐脊 出張所 

み國爲 替-般 おな 業 巧 精々 お 巧 利 じな 圾巧 
中 上 お 


下 海の 印刷 ど 精巧なる 化 上げ 

時日の迅速ど储實^^校正をが証 

印刷は 紐 育 新報へ. 

/>, —> 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 晒 違^た く 新報へ 

が 巧 西 十よ 了 目 十 二番 十 階 H 
柬部 じがけ る巧ぞ 言論 機 願の 

權 威、 吾が 新報を 讀ま 《 人 なし 

廣 をは 紐脊 新報へ 


\ 




吐 s，SSS?ik". 
303 Fifth Ave., 

Tel. Caledonia 4100 

巧 田 席 事 巧 巧會化 
Uchida fraosng Inc. 
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South Manchuria R. R. Co., 

Room 2026, Canadian Pac 巧 c Bl わ. 
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Tel. Vanderbilt 4135 

S 細を 賊會化 
な 嘴 支 巧 
Mitsui & Co., 

65 Broadway, 
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巧ま會 化を 井 巧 店 
なち 巧 張 巧 
Iwai & Co., Ltd. 
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巧 h でぶ 沒 jmw 巧を 巧 i なげ 巧 


SATUR 日が， AU 帥 ST 24 1929 



巧 情が じじ 六 羽の 懊觀 地を して 
げ 本々 ±述 過の 有な を 報道せ し 
がる'ーどじ4;?つておる、 时はバ 
-ン パー グ •アメ ザ カン 巧 船を 社 
の發ホ| る所_| 化るどニ千巧の 
旅 裳で N 乘 がれを ホめ たを：；！ 四 
十 A じ 巧し わ. か 巧 社 侧け乘 船を 
を 絶した ごの i で わる。 

I 首相 乾が 

^ まま 特電 甘-日 發 n ェクナ ー 
巧 ± け 二十 B 午前 首 化宮邸 じが 
て 渡 U 首が ど 曾 見し 天皇陛下 お 
び獨遮 大統領の ためを なした、 
沒ロ 首相は 柯搏 ± じ勒し 糊を 大 
統領への メッセ—' ジを 巧— た、 
巧 ほ ッエ ペリン 化践 乗員 一同は 
帝國ホ ブルで 官民 聯 をの 大晚餐 
會後 ホ躁劇 おで 新輕 劇を 觀覺し 

ク 」 0 


荒詢 むる 野から 

义 化の 都へ 

ま 京特お 廿日 發 ；=: シ ，ヘリ ィの 
トをぉ 化 服した ユクナ ー 巧 + は 
訊る 『ちゆる 限 b 荒ぶ たる ホが 
巧 卽が績 いて 流罪の が監者 Jb 
巧 化んで U いどい ふすまの '' V 
ブァ から 一 ホ 日本の 上を じ おむ 
ご 到ろ 巧 開 塾' されて ゐ てを-給 
みやぅ 户 'あつた、 殊じ柬 巧の 空 
にを した 時は 文化の 進 轉じ賊 か 
され 化 興の 目覺 しいの じ 巧いて 
つた』 る 々0 

觀覽廿 万人 

東京 特亀 廿日 發 U ッ エペ" ン 
伯 號觀覺 者は 二十日 早朝よ I 霞 
ケ 術： J 蜡 集し 正午 迄 じ 八で，： じ 
及び タ 刻を じ 二十 巧 人に 達した 


日本 新聞 無醋達 

〔廿 I 二日】 上が 截祗 がは H 本 巧 
聞を 留保し 殊に 上海 日 H 新聞 
のかき 一二 週間 0 上 も 一 無配 達の 
ため 重光纔 領事は 嚴 重なが 議 
をした。 

造船 界 頗る ス搞 

L 甘 H 日】 を 解禁を おへて を 船 
會 社共 新規 註文 斷然 中止した 
ので 造船 界も不 景氣じ 直面し 

こ。 

埃を ごの 通霸論 

【甘 I 二日】 埃タの 地を 向上した 
じつき 同國 どの 通商 條め 締結 
諭が 疆頭 しで 居る。 

贊 澤稅廢 化ち 張 

【廿一 二日〕 保護 細稅 整理の 見地 
で賛澤 細税は 此際廢 止せょ £ 
巧 エ省當 局は お 巧して 居る。 

名ち 崖 預金 增加 

〔甘 I 二日】 六大都 巧の 銀け 頂を 
は 名を 屋 だけ 增 加した が これ 
は 過般の 預金 利子 不統一の 爲 
めと 云 はれて 居る。 

永 巧靑風 巧ぉ發 

〔廿 二日】 貴族院 議員 前 東京 巿 
長 永 田を み郎 巧は シべ ブァ經 
‘ 由爵渊 じ向ム ご。 

犬 養 巧 墜落 負傷 

【サ 二日，' 一長 巧縣窝 ± 見の 別な 
じぁ b し 犬養毅 巧は 庭先を 散 
ホ中崖、|^ゎをち貧傷したが大 
した-とはない 0 

駐支 公使に 同意 

で 一十 二日】 南京 政 巧は 佐を 利 
貞巧 巧を 駐 まを 使 巧 命じ 同意 
した 0 

民孜系 委員 追加 

〔サ 二日】 ホの 大 豊作を 豫 想し 
て 米穀 調査 貪は 民政 系 委員を 


追加して を 急 巧會 せんど。 

緊縮 數 車に 崇る 

(甘-日】 緊ー挪 じ 化ら 四日 前ょ 
ら 補助 機齡 部を 廢 化した 京都 
附ぁ 逢が 山て ネ高 じて 取 
目 突然 貸 車 心 遷轉が 止 も機騎 
- 夫 二人は 煤® I の爲め 人事ず あ 
どなつ たが A 律驛 から 急派の 
特が機 離 車の 一 持め 漸く 救が^ 
れ た。 \ 一 

不言 實 を 一貫 \ 

I : 甘-日】 齋 藤^ 蘭 鮮總督 は 十 
九日 謁見 仰が； れ たが 語つ 
て 曰く 『不言 11^ なま 養で 一貫 
する』 ご 。 I 

新 總裁積 早 3 方針 

〔甘-日】 他 石 巧^ I 鐵總 裁は 蹟 
極 方針を 大ホ變 せね ホ 針で 
をる ご 0 

憲政 一新 解散 

【廿 - 日】 大踞信414疾の組織せ 
る憲政 - 新會は！^じ解散しね| 


- 盛 筆」 

名刀が が 


鳴って、 化 道から メラー ン n リィ 
な 武者 修巧 妻の ャング ナム ラィ 
が 現 はれ r 國无を おし 了 b 、 
ャ五 £ せの 旅の空」 ご^め 『巧 

衛も 知れ n 父の 化 ：一^ 失した 

は 御を の寶刀 千で 村ぶ. I 』 ご 
云つ むらしたら 、屁 劇 賢は 承 
知が 出 ホまい、 なせな ば 御 家 
の寶刀 なれば 獅子 王の 鐵か 不動 
國 巧、 天國 、正宗 乃 まま ホ ご 普 
通 巧 萬が 極-*:' おら、 が} はを ホ 
寶巧じ 非ず 妖 刃なら ごせられ て 
居る からで ある。 だから 劇作 者 
も、 男の 中の 男 一疋、 華やかな 
伊達衆、 幡随 院長を 街が 『ゎ 若 


7 • -TJ.’ 


' ，ユ ろ _ 


を 都ょり 東へ 

一一 育哩の 海上 飛行， 

東 ま 特電 二十 一二 日發 = 本 B 午後 化 時 〔ニュ 3) ク 時間を 朋 
八晴〕 ッ H 伯ち よら 霞 グ滿飛 巧 盛 じ 達した 無線 じ 化れば 目！-^ 
を 0 東 S な哩の 海上を がわ 中 じて 霞 ヶ滿出 發後五 時間 巧 十 も 
であるが、 目下の 針路 じ 化れば ッユ 伯號け 化する よら も 寧* 
しつ^ あるら の i 如 （霞グ 浦出發 W 索の が 程は 一二な ホ十哩 、化 
カホ 巧 六十 啊 一にして 若し 風エ をが お 巧で あれば ッ玉 伯號は ロ— 
サン ゼ乂八 ホへ. 八十が 閒 には 到蔓す ベく、 同地 着は 月曜 H .1^ 
六 崎 (ニ ユョー ク時閒 午前 十が〕 じて シァ トグ ホには H 懼 H ザ 
後を の 雄を を 現は すべく、 出 後-— 際して は 海軍 飛け 磯 五 機の 化 
送りををり：：^が， H クナー魔十；は出發後重ねて濱ロち相じ對し 
て 滞 H 中の が 思を 感謝し H 本が 軍の 努力を 賞 讚した、 同乘 のぶ 
客な 一人 おして 十义 人、 乘組負 四十 一人でを 討 ホ 十 人で ある- 

ホ衛 軍は j. 擧 

ハルピン.！^ 占領 か 

露 そ 銳爭で ホ滿の 金融界が 激變 

.國諭 統一に 支那 も總 動員 


まま 特電せ 一二 曰發 U 


置 

シアの 颊 をを 巧は 露 まの 紛爭攘 巧 
墻 して 居る めで 遂じ アメリカの ナシ S ナグ •シチ ー 銀 巧 か 飛ら 
出し 製 姐 業 や 製粉業の 爲 めじ 貸附を 始めれ ので これが 爲 めに 今 
を 化 滿渊の 金融が じは 激變 をを する で ホら ぅど 觀られ て 居な。 

± お将電 二十 二日 發 〔ヘラルド •トリ ビ ユンが〕 = 秦 K ょ 
ら 達した 精 報じ 波れ げ n シア 赤衛 軍は 愈々 東 支 鐵道巧 題 解げ の 
爲 めじは 囊に 支那から が收 された 巧 權を一 應あ戾 した 上 談刊す 
るの 腹を をめ たらしく ケバ 。スク じ クラ ジオ 方面 王ら の 輸化軍 
嫁を 集注し ポグ ラニツ ナヤを 二方が ょ 5 兵を 動かすべく サ 一'' ダ 
9 巧を 警廊 中の。 シア 砲艦 も 軍 除を 輸送し 結局^ 八 ピン 奪-化の 
目的ら しく 一 ホ黑龍 ロよ b 吉が省 ホ 面 じ も 侵入す る 計 劃 じ I 」 り 
シアの 兵力は S ガ 、砲艦 十六 隻 、飛 巧 機化 六を W 活罐し 奉 八 政 
巧 も 南を 政府と 協力して 約 十二 巧 人を 動員す べきが、 巧を み府 
ごして は 化 溶 P ン ァ を 外敵 どして 國 論を 統一す る 方針で る W ご 


南 ませ-日 發 = 南京 政 巧の 通 
信 磯關が 報ずる 巧 じ 化れ げロシ 
ァは 目下 頻 b じ 動員を 急ぎつ、〜 
ぁるが ホ 衛軍 じは 日本の 現役 將 
校も乂 混ら て作戰 をして 居る W 
傳 へらる 0 

ワシントン 二十-日 發 = 駐义 
ぞ那を 巧は 國あ省 じを 文の ステ 
- — トメ ント を^^り ロン ァ 々支那 

の 赤化を 踏臺 どして お 巧を 命を 
陰謀して 居を と を げた。 

露 支の 紛爭は 

をぅ 響く か 

H 本の おおじは 好彭嘗 
露 支 紛爭は 漸く 隙惡ご Gb 兩 
固の 反目ら 自然 延引ず るで を 
らぅが、 兩國の 反目が 日本 じ 
及ぼす 經濟 的影變 じがて は 却 
て 日本 じ 好 彭藝を ホす もの ミ 
見られて 夏る、 郞も 


# 人 化滿の 輸入額 ヶ 
をず 均大體 一億 S 千で 圆も なで 
あるが、 をめ 內八割 五を はち 溝 
穀經 由、】 割 おみは ゥ鐵 、告バ 
ィカ A 鐵經も ごい ふが 態で 飞-る 
をの W に 黒 龍 江、 が 化 江を 刺 用 
する ものは を史 なる 驗乂は I モ 
立な 巧圓 、密輸入 者の 手を^る 
ものは 四な 万圓位 ある、 これ 等 
の 貿易 貨物は 南 滿鐵を 唯一のを 
輸磯關 どして 信賴 する： とじ： ？ 
ら ，っ 

輸お 化滿の 輸出 額ぶ-. ノ 
年 ホ 均大體 I 億 八 千万 圓 であな 
が、 ホ 要 輸巧線 わる ゥラ ジー ォ經 
由が 不能 どなつ たから 勢な 巧 お 
鐵を刺 用ず る， と ごな b 、 进じ蒙 
を 方面の® は ウラ ジオ 經 かが 
出 ホない からこれ も お 滿鐵晚 由 
どな >、 この間 滿鐵の 利益 巧收 
は 少なくも 年 八百万 圃 じぶ 上る 


であらう、 玻じ 巧が 國 じち 利な-一- 阳〕 輪 入 おがち 加ず べき i 


るは あ 國が從 ホ ま 邪から 貝つ て 
ゐた雜 殺 類、 お茶、 精巧、 巧 後 
油脂 等を H 本 おじ 改め、 または 
日本人の ホを 經て買 入れ、 一 ホ 
支那で もが ホ露拽 から 買つ てゐ 
た 石 池、 木 か、 マッチ、 な 類、 
煙を 等を 日本 品 ご U すか まわは 
日本人の 手を 經 て. 貫 ふを-」 なる 
こ、 じ 蔚ら化 目を 要する は化滿 
の 貿易 收义 がま 拂 超過 どなる こ 
ごで ある、 をの 

理由 け 左の 遜らで ある 
〔こんち 兵隊ぶ 給料 等 じす 
る 送を が增 加ず る 一 i ■ 

ご 一〕 農產 物は 時局ぶ をのが 巧 
增產 のを 茲 ぅす < 却 つて 减產 
を 馬るべき i 

〔ごご 投賛 をの 巧 收が巧 はれる 


をぎ じ 日歲負 易は おち 巧 題の お 
き 一ぅ の 結 お 倍加す るで をら ぅが 
顿 東が 巧と 巧 化 銀 巧 ごの 取引が 
制跟 されて ゐ るから この 方面の 
を融は 相當逼 を.^ 來ず もの ど 思 
は 心る 


英 貸が 訪米. 

十 巧の 中旬 頃 じ 
ワ .1 ン トン 二十 二日 發 H 大統 
領フ し^ ゲアー 氏が 新聞記者 幽ご 
の會 見で 居る 巧 じ 依れば、 ィ •今 
リタ 乾 相マク ドナ グド 氏の アメ 
リカ 訪两 はを み 十 巧 中 巧 どの こ 
ごで あすから 、首相の 訪米 傕を 
は 如ち が 軍縮 少に關 する を 米の 
誌 解が が 立を 見る じ 至つ たもの 
ど 觀られ て 居る。 


本社 束を 韓電 {嘴 ぉ町轉 載〕 

軍備 縮少に i 令 

〔廿ニ B 】 英米 踞に 於け る 軍縮 會議 進捷 てつれ を おは 廿日 閣 
畿の後 化 华驻诞 大使に 左の 如き 訓 々を 發 I レた。 \ 

1、 補助 艦の 比率と 十バー セント 保持は^ 巧 上 最お限 阜で絕 
對必裝 でを る、 おし 化 ま 巧が をれ られ^' ば會 議は决 ぜざ 
るを 得 0。 一 ''バ 
ニ、 潜水艦な 留陳王 最もを 要で 英义 ょり ふ 劣勢 どす るは び 
難し。 . _ 一， I \ 
111、 ま 力 猫 制限 問題は 化潑 建造 期限 鶴 張を^ I むるならば 繫成 
ずる。 


占 


いの、 わ 待な 甘い」 と 詔から 巧 I 
て ホる 片手み を 腺を じ、 村 化の 
中身を 巧ゐ や、 之を 陰 爵な化 招 
法、 鈴ヶ おを 巧 おどして、 フア 

スト デグ リィ •マ 1 ダ— を コン 

ミットした、 因 州 鳥 取の 浪人、 
白が 權 八の 化醋き 佩刀に 持つ て 
ホた ので、 をれ がを 實で 無い じ 
もせょ、 甘く 塡 つて 芝居 ごなる 
义ま おな 人 斬の 佐 巧み 郞左衛 巧 
が實 原用ゐ たを は义 明の 備前國 
ホ、 籠 釣瓶 ご 象嵌の 入った 刀、 
殺した のは タッタ 一人の 遊女 八 
谣 、それが 音 人 斬 ご 變じ 使用 巧 
まで も 籠 釣が 正 ご なつて 居る の 
は、 能し を 衆， む理を 解した 劇作 
者の あへ 事 だ。 

か 巧 村 正は 妖 刀、 惡 刀、 不吉 
刀 ごせられ て あるが、 さて 膏物 
を 手に 取て をる ど、 巧 勇 化 なる- 
お ど 云 ひ、 覇氣 ある 巧紋 と 云 ひ 
誰し もを 今の 名刀 ご 云 ふじ 踐磯 
ずるを はなから ぅ、 然れば 何故 
じか 乏る惡 い ィン フン ツシ 3 ンー 
を 世人 じ 巧へ わか ご 云 ふじ、 是 
じは 煩 因が をる、 其 巧 因を 作つ I 
た 本 あ 本元が 誰 あらぅ 淳和 獎學^ 
兩院 の別當 、源氏の 長を、 征夷 
大將 を德川 S 化將 軍を ホ 君 其 人 
である ど 聞いて 諸君は 驚 < だら 
ふ、 乍 併 御 本人 じ も亦大 じエキ 

スキ ユ！ ズが ある。 

天を 四 年、 德川 あ康の 祖父な 
る 淸康が 尾張國 にお 降して 居る 
ど、 戦 園の 世の 習 ひ、 利 權の爲 
めじは 骨肉 巧閱 ぐ御タ みに 漏れ 
ず、 窺わ じな 父の 信を が 本圍で 
異必を 抱いて 居る と 云 ふ 報し 接 
したので、 早速 兵を 化め て歸ら 
ふごす る £ 、是は 义自 をの 重臣 
巧 部を まがが 父 ご 情意 投 をを や 
つて 盾る どを ふ 踏が 立っ た、 し 
かし 淸廉は 一向 信じな かつた が 
或 蘭 陣中 逸馬で 骚ぎ おし、 淸康 
が 『逃すな^』 空聲高らかじ 
下知した のがを まの モ彌 とがの 
寢耳じ 入っ た、 當時 父の 風評で 
ナ ー ブス じな つて 屠た のピ から 
堪らない、' 是は テッ キリ 父が 諫 
せられる の だと 早合點 、巧つ が 
\ b 刀、 寢 ホの 儘で 飛び 巧して、 
後ろから 淸康を 架 袭掛じ 斬っ た 
刀は が 勢國モ 子せ 正で あった。 
をれ から 义 天文 十四 年 淸康の 子 
々家康 の 父なる 廣を譜 巧の 臣岩 
化 八 彌ど云 ふ 男、 一日 ゥー ドア 
グ コ ホ！^じやらわたのが惡く 
醉 ひ、 急に 人が 殺した （なつた 
ミ 見 わ、 ま 人を 忠廣を 突然 刺し 
たが 外れて 目的を 達せず、 是も 
倚 臣の搶 玉 じあ げられ 大 なをを 
遂げた。 


ニュ— ヨ— ク^^^^ 


◊南京を 府が 聲を大 じして 0 
シ r の 化 巧 赤化 陰謀を 宣傅 、但 
し 御自身が 他人の か產を 失敬し 
た i じは 一言 も觸れ ず。 

◊空の のレゲ キア サンで ある 
- エペ リン 伯 号 乘が員 も、 日本 
の歡迎 攻め じは 一寸を つたら し 
い 併 かし 今度の 旅 巧には 日本 お 
特 のず き燒 が 巧を 仕入れれ 相で 
ホる わら、 をい アラマ々 の 空で 
さぞ や 珍 ホ じ お 鳴す るで あらぅ 
◊目 新ら しく、 有意義 じ、 が 
潛艦睐 獄迎の 標語は これ。 

◊白 ネの钥 巧、 遂に ブユ ペ- 
ン 化され、 巧 巧の 智識ます { 
を 及 さる。 


大紐育 


九 ニ 九 年 版 y 近く 發巧 


本 化が 兹じ編 裳を 巧いた しました 「大が 巧』 は、 幸 ひじして 
化 湖の 澳< がかき が 巧を 博し、 を じを 部 一册殘 らや資 切れ ごな 
bi した、 化て ネ なは 溝 一版の 巧容 をを な 新た じし、 貢がを も 
巧 加した 千 化な 廿化年 版を 巧に 發巧 する こご t ならました、 正 
確に して 且つ おらし い統許 V . 事實を 基礎 じして、 刻々 變 化する 
巧が 『大紐 育 J の眞 相を 傳 ふるに 遺が なき こごを 巧して 居 b ま 
す •巧 ほ 定偈は 

豫約 申を 者に 限リて 

特價と 十五 仙 

發巧 後の 御滕 買には 


を價金 


巧 


£ をし よした 、速 かじ 豫巧巧 申' 込みを ホ 望いた します < 


八 暑 四 B 紐 育 新報 お 


太平洋の 濃霧 か衝 いて 

ツエべ リン 號 飛ぶ 


ヒ に、 化に、 I 


■『 ミ VW , -j i I — サン ゼ ルス 巿へ 

東京 特電 甘 云日發 ，， りッ H ペリン 伯 號化木 H 午後 S 時 十 S 分霞ヶ 浦を 化？ 
して 一路 ロ— サン ゼ ルス 巧への 橫斷 飛行 じお發 した。 I - 

東京 特を 二十 一二 日發 〔聯合】 = ゴンドラ のな 隘ご天 お ホを で お發を 延期し つ {あつた ッエ 
リン 伯 巧は 本 H 午後 一二 時 十二 一を 〔ニュ 31 ク 時間 一/十 午前 ニ 時 十一 ニを〕 じ 霞 ヶ滿を 離陸し. で 
五 千 四 巧と 十啡を 隅て た。— サンで ルスへの 横徽满 巧に 出 おした、 おを 期け 天候 不良の 爲 めじ I お 
ほ延朔 される であらぅ ど 期待され て 居た が 天 お-獲の 爲め ユック ナ！ 煤 ± は 午後 一時 じ お 發ぶ準 
髓を 命じ 日 ド 日本々 ± を な哩を こ/、 の 化 速力で が 巧し つ I あるが、 ッユ 化 号は H 本 ど 直接 無線 
で滋 信が お 巧る 退 6、. 一 曰 一二 圓_ じ 直 本 氣象摹 ょ 6 天候ん 報吿を をくべく'、 氣 象台當 局の 語 
所に 依る とッ vf . 伯 號化方 かお じ 簇が襲 巧す るのは 時節柄 化い を 措ない が、 一二 ロイ ー トグ 〔九な < 
十四 映〕 の 範圍で わろ から 些 して 晒 難は すまい / f おて 居る、 ッユ 伯號お をの 報 到る や 财雜お 相 一^ 
は エブ クナー 牌 十を 訪問し 日本 固有の 赌に則 b を 酒を ごみ 巧 r て 前を を 祝福し わ、 巧ほ濱 ロぶ 福 
.! 家は ニユ y — ク じある 令息に 宛て 飛 巧 敷が を 還 送した。 

破損 ター 天候 不良で 化發 延期 

' 東京 特電せ 二日 發 〔インタ ー ナショナル •ニ， ユ ー ズ】 = 破損した ッユ伯 競の 修錢は 今夕べ 時 
'にはぶ 了す ベ < エック ナ—跑 ± はお 發 期を 今 哩卞時 〔二 ユョ ー ク 時間 午前 九 時〕 ごし 乘 をに 教し 
ホ 時には 渡 ヶ滿飛 わ溪に 集を ずる やぅ かを しぶが、 八 時化 かお ょら 霞ヶ滞 一帶じ 降雨 あ b 化 じ 
'を 雨の 襲來蠻 報が あるめ で お 發も或 ひは 一時ぶ 期を 見る に 至る や も 知れない。 

ま 京 特電 廿 二日 發 ==== ッュお 號の乘 あ 等は 朝 ニ 時にはを々 船室 じ乘 込み、 霞ヶ浦 飛行場 一^は 
が 部が 化、 加 腺 軍 か 部を、 小泉遞 柏を の 化 文 ホけ 官を 始め f して 約 お 六 万人の 群集が 巧 寄せ ト出 
發を待 もつ} のつ たが、 四時と を 格 約 庵 かも 带 b 出す 際 最後の エン デン •ゴンドラが 地面 じ^れ 
て 成 損を 生じた 爲 めじ 修餘 のか 要 か まじわめ 一一。 急 じを をを 變 巧し、 巧を け 今 巧 化 時 f むつ わい 
東京 特笔 甘-日を = ッユ 伯號の 太ず 巧 准 勘 航路は 化 ホ 線 おどる こご！ なら、 化 海道の 襟裳啤 
からで 島 群島を 馈ひァ 9 ュシ ャンが 島に 沿 ひ I '- し漠斷 すも當 であるが、 巧が 海蛋驚 局は を 地の 海軍 
が據 地じ異 して ッユ 伯號藝 がの 命々 を豎 し^。 

格納 靡から 叟 おず 刹那 I 

ゴンドラ 地に 傲 突 

霞 ヶ浦特 あせ 二日 發 【聯 を】 == 霞ヶ滿 巧 場を 出發 して ロ 
サン ゼ八ス じな かんどした ッよ 伯號は 今朝 js げ四か 〔-1 ユョー 
ク 時間 廿 一目 午を S 時 四 か〕 最後の ゴンド クが排 面に 觸れ てで 
ン デン. じな 隙を 生じた ので エック ナ t 巧 十 I は 魔ち じこれ が修鑄 
を 命じ、 出 發ら自 が 今 晚乃ま 明日まで 延撕 - f れるミ どなつ わ 〔霞 
ヶ滿の 格納庫は 戦邮 ドイッが 支那に 建 誤 
一が ごして H 本が ドイッ からを 取つ たもの j 
^ 燃巧祕 込みは 昨日 午を ニ 時を 0 て 終了ん、；. おを の 準備、 おつた 
ので H 本の 高宫 速は 織々 格納庫を 訪れ、 一 載 十での 群集は あ發を 
^ 待設けつ i あつたが、 巧 歲聲裡 じ船體 がを々 格納庫を 離れた S 
を 目 じ船體 をが の ゴンドラが レー グじ觸 心： て遂じ 一の 椿 學を生 
じじので ある 0 


I たものを 戰時 賠償の 
である〕 ツエ 伯號の 


束 京 特笔廿 二日 發 〔ィンタ ー 

ナシ 3 ナル •ニユ —ス】 = ッエ 

伯 号み ゴンドラ 破損は レ ー キ八 
— スト 出 あな ホ 最初の 出 ホ 事で 
あ么 が、 これょ 6 蟹き 霞 ヶ滞飛 
巧法附 をは 人の 黒山 築き 御大 
魄 0 を かめての 人出を 呈 し、 

警備 の 楚官ゃ 軍 除の 制止 

で やつと 巧戒 線に 踏 化る どい ふ 
お 様で ッユ 伯號 がが 納 庫から 除 
除 ご 動 < や 、これ 等の 群を は 則 
せでして 巧を を 叫んだ ので あ' つ 
た、 霞ヶ 浦の 格納庫 •レレ ー ネバ 
1 ストを の 化に 比較 すれば 规模 
が 小さ <ッ 王 伯號の 巧邊ゴ 天上 
の 間瞄は 僅かに 十八 时 であ b 、 
船 體がザ ば 巧 進 おした 際 稍 もす 
れば 上部が 天上 じ 街 突し かなの 
で 地上の 水ち 陵は がを 下ぐ ベ < 
巧 力し つ、 あつたが この 時圖ら 
中ち ゴンドラが 地面に 巧 突を ホ 
した ものである、 ェクナ ー巧卡 


は あ もじ 吳摸じ 出張して 檢 をす 
ると 共に j . エベ リン 會社 、日本 
お軍當局ー^お郁等ご協カして披 

損の/; 

修聲じ 着手し 失 巧を 膽の 
巧 持 巧ぶな 十 A 人の 乗を は 不運 
ご 謙^て が國 ボブ 八へ 歸路じ 就 
いた！^ 搭 W 巧圍 じを 集した 五十 
万人に 垂 一々 ごする 群集は 船體の 
破損を ぶらず、 を 易 じ 立 まらな 
いのみ かみ 化ょ ちの 歯 時 列車は 
續 々ご ム」 見物人を 吐 おし 煤內 
はお 乱を 度め て 居た、 目 本の 一 
般を會 はなじ 太 西が ごニ乂 々陸 
を 征服し-化 のみなら 中、 エ クナ 
1 隅 ホを 锐 しく 知る じ 及んで ッ 
ユ伯 号の X ホ洋橫 额は旣 じ决定 
しじ 問廣で ホつ て、 殘る ものは 
どれ だぶ の 時 閒を叟 して 太ず 洋 
のをを 地 一服す るか じある ど 見て 
居る •か、 一 今 ホの 大 飛行 じは ホ 固 
ホ ブ八お 引を けた 


料理 は 頗る 豊富に て 空中 
です き燒 料理 じ 舌 殻を 巧つ 用意 
も 整つ て 居ら、 航海 中には ジヤ 

クツン * マジ キン レ J 、 グラン 

ト 號はシ アト 八 近海に、 リン n 

八ン 、ガ 1 フ 1 ィグ ド、 タ ブト 
ポ グク號 等は すン フランシスコ 
航路を 航お 中で あるから これ 等 
の 巧 船 ども 絕 へや 通信を を換す 
るで をら ぅ-お 發じ 先立ち エツ 
クナ |博± は レデォ を 通じて 日 
本顏 民の 歎を を 謝し 『このみぎ 
じは これょ らも まら じ 大きい 飛 
巧 船に 乗じて おらず 日本へ 參 b 
まず』 ど 述べ、 東を 朝日 新聞の 
歓迎 午餐 禽 では 村 山 社長が ツェ 
伯 親の 

關西 訪 間を 希望した る じ 
をし 『氣象 ど 天 おじして 許すな 
らば 巧々 は 喜んで お 西の 空を を 
過し まず』 ご 述べた、 ツユ 伯 号 
じ 猿 込んだ 食 巧 品は 約 ニ 順 じぶ 
び 十八 箱じ垂 々とする シヤン ぺ 
—ンや 7 ィン 類 もを まれて 居る 
が、 これ 等の 食糧 おや 燃料 積这 
みを の 化 じ 要した 經费 一二で 八 千 
弗は あ 千と が 通じ 重々 ごする 蹟 
泣み の 郵便で 優に 補 ひ得ぺ （巧 
紙 巧は 最高 五圓 から- 圓 である 
而 して 今み が 海に 乗組む 乘 客は 
総數 十八 名 じして、 日本人 側は 
お 軍々 み 部の 草 鹿 龍 之 介 少佐、 
陵を 參謀 本部 lb 柴旧信 一少を 
日本 電報 遊 信 社の 白 井 通信 島 等 
であるが、 

無線 だ 出 装 後 ニが 巧は 通 
信じ 用 ひられな いので 日本 電巧 






號お 十八 百 五 千 一 第 


雜 寡 巧 



納 


【 H お ±】 


日 四 甘 巧 八 ザ 四和昭 【ニ 




なし 



ミ.‘ 謹議 

內 地の 卸價 'し 輸ん時 僧を 追加 か 

おま黨 ，、一進 步 系は^ 携な對 

ワシントン 二十-日 お n 裝じ 
巧隅秘 引上げ 案を を 表した 上 お 
共 か 黨の脚 おを 員 巧は ペン 州 お 
み リ ー ド識 U み提 ぶを がれ 


從懷稅 の 制 おじ 願し 辭稅 
を 貴る のが 粗 標準を 從ホ のかく 
段の ィン ケオ キス じ 化ら や、 
舊 ホの か热 時が じ おし をら じを 
ホ 固の 時 偃を を 加ず ベ'、 みまし 
これを 上院の 討論に 晰 ずる こご 
ごな つた、 この 『ユナ キブツ ド 
ステ ー ッ •ゲ T リユ- — 」 案は ホ 

— リー氏 原案に 化れ ぱ视概 ま 負 
をの 調ぶ じを ぃて 大統領 じ 化 b 
時 憤を 布吿 する ことじな つて 居 
るか、 本案は 大統領に この 權巧 
を賊與 せす、 叢 會の採 巧を 0 て 
卞るこ W じな つて 居る、 即も今 
日までの 輸入品は 巧圈の ィング 
オー キスを 時化 ど見徵 しこれに 
誤稅 しつ i あつたの であるが 今 
_ 回の 新法は 斯る 輸入品を 先づァ 
-メ ブヵ內 化の 

卸!！ 獸價じ 換算し これ じ 課 

稅 する こい ふので あつて、 『ァ 
ーメ ブずン •グア 八 ェ—シ ヨン』 

- な るら のは 间じ 輸入な をア メタ 
々巧 地 じがる 製造 裝に 換算して 
J れ に課稅 をず るので あるから 


前を ごは ■!：|一： ら总義 を 奥 じする も 
ので ある、 おら じ 輸入品 じ對し 
乂統谢 •か 巧 搏應搂 的 じこれ を變 
巧し 巧べ 女傑 項 中 『を 產經 巷の 
相違な 3 爭上 じがる 經餐 の 相 
違』 ど變 し 卞院ま 案が 外 風ょ 
6 の械入 じして 時 便の 躲定じ 
ま 難む る^を は 『乂激 省の 裁遗 
をな て 絶^的 ピな しこれを 法廷 
じ爭 ふを；^ 乎』 ご。 ずを 修 おし 
巧な 脚稅^ がの 權剌を ま 持す も 
こど じ て 起る、 右は 共か黨 
を 旨會に vj 决 をを をた 

重要 息 關穂 政策の 一端 じ 
し て こ れ じ 對し大 修正 
を 加 ふべ く^く 委賛會 を お 集し 
ボラー 氏！ 派の 共 か 黨進ホ 系 S 
锁 、セメント 等の 
化 案を 提 ホす ぺ く、 
おの 定義 じ 就て はユ 
•スブ ー ツ案 どアメ 
ア八 H ^ " シ ヨンの 兩 

派が 必死 ど LAb て 諭戰の 形勢は 
おを じて、 上院 討 散に 陈し旣 じ 
紫 表され だ 一 ホ 巧 篤の お案じら 幾 
ぞの 修正を すに まるべ （更ら 
じこれ を 下がとの 協議 會じ 脚ず 
れ ばを がが ちしい 關稅 案を ホず 
るに 至る かわ 知れ U いご 觀測さ 
れて ちる。 


平均 デニ] グ 

許を 範國 をを 
レ 

强カ 伸度 

制限を 附 す。 を 考特度 
右の 如く 兩网 まじは なほ 相當の 
開きが ぁるが、 米國 側の 最化点 
を じは タ かじ H 本 側の 綜を點 ま 
装 か 化 點ホ義 が 織 b 込まれ、 當 
初から 見る ど兩 をの まがは 大い 
じ 巧 近し、 化つ て ホるべき 格# 
な 諸を の 前途ら 甚だ 有强視 され 
る じ 至つ た。 


提携し 拱が 
瞄稅 案に 修 
持に 時 巧 評 

ナネ テツ 
■カン •グ 


生糸 格 付の 最後 案 


日米 兩國 案の 主 娘が 漸く 接近 


前號所 巧、 今お當 化じ瞒 催の 
國際ホ 糸 格が 協議 會じ提 巧す ベ 
き H 本 冀に對 しては、 化 じ 技術 
員 曾報吿 S 巧 案に 基き、 格 か 謂 
査委負 巧よ 4 巧 命され た 特が委 
質の 手 じよつ て 巧を じ 研を を 進 
めた お裝 いよ---- 愚が 案の 確を 
を 見る じ ま b 、 あが 委畏 たる S 
巧 內農巧 ニー 乔で卖 貴 曾を 化を I 
しお 濟银 巧集會 巧で が 巧 業 ま 並 
じ 一部 賊巧 若に 街して、 を まの 
巧 吿を乘 わ、 a 本侧 化が 法の 槪 
耍 につき 說 明を 試みる ごころ が 
ぁつ わ最を 案の が 子は おのか < 
，で、 これを 化に 發 おした 巧 術 員 
會ホ をのが お--- 比較 するど 巧 題 
のか 眼檢 巧ぶ 目を 全然 削除 ゼる 
か 糸 條班檢 をに ホ國 S 姑 惦点ホ 
義を加 ホし、 又ら い 節檢査 (小 
節) に操樂な巧を採用する^^ど 
を 巧なる 修 化が 加 へられて •私る 

生糸 格が 案槪要 

ホ 糸 格 かは 一巧 ロの が纔 じよ 
b 左記の ホ ホを もつ て、 こいを 
巧 ふ もの どす • 

1、 を 一部 機が 檢を 、左記 第一 
部 機械 檢がホ 巧 目の が績 (採 
なお じよるな 紙 一を を 針 ザ 巧 
して おを みを 算出す 
、糸條 化 ( A 檢 を、 じ 捡谊、 
ザ 巧、 B 檢おあ 等の 四 かの 一 
ホ 巧) 織ぶ、 偏差、 火中 節、 
小節 

、おを 点 r よ b 左記の 如く 生 
糸を 八 等級 じ おかす 
巧が 綜 なみ 
枯等格 化 十五た wh 
A 格 化 十 点 W 上 


B 格 
C 格 
D 格 

5 

基 

G 格 


八十 お 点な 上 
八十み 巧 上 
お 十 おな 《 上 
と 十み W 上 
レ> ハ 十五 点 拭 上 
六十 五 おの 下 


ニ、 窮 二部 碟 が 檢査 
ィ 、巧 繰 おょび 抱を の 戚績が 左 
記が 項み 一に 該禮 ずる 場を は 
前 巧の 特を A お 格 のらの ぶ i 
格 ドげ どず 

目 化 織 巧 十よ グ 目的 織度关 

こ— ク の' 下 デニ 於が 上 

頭 切 A : 氏 ミ、 六 回な 
」 巧：： レ-お h 五 回 U 巧 


:五间 W 內 

抱を 十 凹の 上 十一 二回な 上 ニ 
十回 W 巧 十 ホ 岡の 內 

ロ、 巧 繰 ぉょ ひ 抱な のが 鶴が 左 
記が 巧の 一に 該啓 する 場を は 
特巧 A U 格の も かは ニ 格 T げ 
どす CEF の ものは 一 格下げ 
ごす 

円娥巧 十と 尹 目的 繊巧 十八 
三 < の 下 デ- 1 < 巧 上 

S 5 斷三 巧' 一回 ぉ 上 

抱を 十 阿の 下 十一 ニ 巧な 下 
然して こ！ じ H 本を ピ义段 案 ど 
の 比較 韩照 ずる 兩 おの ホなる 相 
違 点を 示す とぶ の 如くで ある 
乂阀お 

H 本 ホ糸傩 班檢杳 

一荷 P の 十本 同 五十 本 

一本ょ 品バ 

六 ネ^を 針が 
六十 バネ於 
テこ^ — ^路を 
一本よ 61 ニ パ 
ネ片を 計け ニ 

トバネ 八 


一本 よら ニ- 
ネグ A 計な- 
ネグ 


一本 四バ 
ネ みを 針 ニ 巧 

ハネ 


生糸 輸送 ご 

鐵道 運賃 

引下げ 運動 始まる 
化义 巧き 生糸の 海と 運賃は 太 
ホ 洋迷資 尚盟を 始めを 船禽 社共 
引下げを 觀 巧し、 この 爲扫 本を 
ホの み i ：* ら ず、 支那からの 蹟 お- 
を 糸 も 一齊に 引で げられ 

に H 本 ご 太平が 综 海上 
運 貧は 從 前 巧 ポンド じつ さ 四 巧 
半より 一二 弗 ごな つて ゐ るが 太平 
洋 から 東部 地方 巧の 鐵道 連賃は 
お前 通 6 百 ポンド じつき 乂 ホの 
高率 じすぇ 廣 かれ 巧 等の 引 でげ 
すらない- 么がため米國絹業協 
會蓮輸 巧け 『現今の 賃牵 は、 戰 
時 引上げられた 最廣率 よら 俺 か 
お 女いだ けで、 化ての 巧 お 蓮 
貧が 戰後舊 じ 俊した のじ、 ホ 糸 
のみは 一九二 ニ 年と 月 3. ホ 化 高 
率を 拂は されて ゐ る、 諸 物慨が 
化を して ゐる 際斯の 如きは 當を 
得て ゐ ない』 ごてを 激道 會祗じ 
對し化 弗 よら 六 弗 じ 引下げを 渉 
中で あつじが 今 H を树 寧の 

を 答じ搂 して 居ら S 、 一 
方 日本 も 該運勤 じ 加は る こご^ 
なち 先づ E 糸 中央 會は横 渡 2- 生 
糸輸お 同業 禽ど巧 じ 協力 事に 當 
る こ V 、 に决定 し、 取 b あへ 中 謡 
を 中央を け 駐米ぶ 旧參事 宛ぶ 巧 
二十 四 H 乂國雜 業 協 會を勒 如し 
引下げ 運動 努力 方 お 計 ひじつ い 
て 打電して ホた ので 森旧參 事は 
ニユ I ョ ー クじ がける ホ 糸 脚 体 
の 糸 水會じ 之を 諮 b 其 おお M 會 
よら 引下げを 渉を なすこ どじ 一 
决 し、 旣じ么 が 運動に 着ず L た 
巧 巧、 纯 糸媳岀 同紫會 よら も 同 
趣旨の 化賴 ホれ るを のて 益々 力 
を 得、 賴 業協會 どが 應 してが じ 
乂麵 じがげ る 消 汲 翻 体と 日本を 
びが ホのを 產融体 ごか 力を をせ 
げ つて 

一丸 ど G ら 是非 典 米 騒の 
機 道 運賃を 適當 なる 程度 じ 副 h 
げる や、 目が 貫徹に 努める 蒂で 
ある ど、 尙は紳 戸、 橫濱よ 
ナマ經 みニユ ョ ー ク 巧を 糸 船 
便述 巧は が ポンド じつき 六 弗で 
义 大陸 だけの 鐵を運 貸 化 典よ 
遙 かじ ニ 一巧を である、 現 化生 糸 
を 化 扱つ て 居る 鐵道會 社は 化か 
あるが、 をに 協力して ゐる こご 
競ず 者の ない こど、 競爭 して 運 
赁を ドげ る こ VJ を 政 巧が 監視し 
て 居る こと、 パナマ 經 もは 余ら 
じ 時間を' 要する こご 等の ため、 
颇る强 腰で 居る が、 么に 街し 糸 
水 會侧は 現 巧 貧 率は 化の 巧な ご 
比較して 裔 過ぎる こど、 まる ホ 
片ニ 十六 H 0 お 船 巧 

値 下 けの おお、 神戶 、横 


潑 よら M 肯 問は 六 ホ ごな b 、 勘 一 
，道 運 質の みよら 一二 巧 追く、 船 率 一 
一 併用の 半額に 當る こど、 ホ 糸 相 
旗は 蟲 近を 定し 必ずしも 輸送に 
一日 ザ 日を 巧は ロ こご 等を 擧げ 
て 巧 化の 巧 率 九 弗を お 巧よ ゥ亞 
弗 五十 化に 引 すげ る やぅ 巧 渉 中 
で わるが、 恐らくは 六、 と 弗 見 
當 までは 引で げられ る もの ご豫 
想す る おら わる、 尙ほ 今年 上 ザ 
期 パナマ 經お 生糸 輸送 鳥け 六月 
二十 六 H の 運な 値下げな 前なる 
じら 拘らや ミ 巧 一千 H が 十九 優 
じ 及び 前を 时 期に 比 鞍し 九 千 ニ 
巧 八十 六 隹の增 加を 示して おる 
が 巧し 数 道 運 貸 引下げ 賞 現せ ざ 
る 時け 恐らく 今 ザ 

I 年を 通じ 八 巧 媛 A ま 十 
万 倭 じ 達しを 數最 のニ阐 五を よ 
ら 二割 八を じ 速 せんど 去 人 筋は 
お 測して 居 右、 是 等の 事恼 け 鐵 
道會 社へ もを 細 通達し バ ナマ經 
を 海上 輸送の お抗 上に も 化 際 値 
下げは 必要で わる どま 雖 しで 居 
るので あるが 鐵道食 おの アツ ソ 
シ ぶ！ ト •ミ 1 チン クは巧 ~圓 
でを るた め、 何を の 画嘗を 縛る 
にも 來 巧の 右 會合授 。らん ごい 
ふこ ごで あるが 大体 じがて と 弗 
な內の 値下げは 當 が^ら と 一般 
は觀 測して ゐ る。 


尋 ，れ人 


(宮城 縣) 大搞武 雄 《熊ぶ 鞍 化 
本 卯 一郎 (輸 島縣) 糸 田 川ち 義 
(山 ロ縣) 德お猪 = 帝 (廣島 瞬) 
化 本赏き (宮城 縣) 手 烏 お 耕 
(か 歌 山縣) 化 本 平を (鹿 问ル島 
縣) 轉上 おを _ 吉 岡 直 記 (良 
崎縣) 池 旧 內觀ま ニ 稲岡 縣) ニ 
又 巧 巧み 大が チダメ (を 知擾 
長 崎德一 柴驻幸 一二郎 (乂吸 市) 
西 か 源 おが-を 库縣) 藤 木 喜み 
(福 岡縣) ホ 巧當進 前が 育 おを 
學生八 木 郡 や 三 靑お縣 ) 巧 牛が 
豊云郞 (能 木縣〕 西 本义藏 (W 
を 川 縣}稻 葉 呪 苦 伊藤 嘉 一^ 

( n 0 ン ビア 大學お 身) 富 稱品策 
郞 J 
をの 旁に 通知 致 度き 猿ち 
极閱 本人 若く は 知人 上 bf : 
.化 巧 御 通知 願上晓 

紐 育帝國 総領^ 


西 西 十 ミ 了 目 巧 蕃地 ニな 五 室 号 

吉階 (巧 おおに あし〕 


一 萬 B 吕 芒是 ベす まご rk 


化廉 

^ ぁ！ の 

な « 

..... I 


化が 


删 I 

臥設 


品 . M 

叫虽 

M 品 I 


加 


幻を 

む 度 M 

IE ぶ S -S 


如 .2 け 山 
反 ザ ^ 
F • 如 
B 


財源' の漸 け〜 

まま 特電せ 二日 發 

金利 低下 影響 著し 

金利 低下で 東京 火を 巧は 採算 
上から ま 店の 網を 整理 せんとし 
て 居る。 

綿糸 輸入 稅で禍 着 

>リ ャス おを、 綿繊 業を 等は 
綿糸 輸入 願 お撤廢 じつき 猛激な 
蓮 動を 續 けて ホた 所 現 W 觸 はを 
補 關晚板 本な 正の 方針 ぃ A ので H 
本 織物 組を 中央 爵を 動かして 關 
稅審謠 曾に 陳情 蓄 をが したが 一 
そ 結 績聯を 曾け 反對 意見を 巧審 
畿會じ 提出した。 

株式相場 下落 原因 

『株式相場が 大 震ぶ 當 時ご大 
差な きは を 解禁を 恐れ 過ぎての 
下げ 過ぎ だ』 ど 銀が 家 速は 觀測 
して 朽 る。 

郵貯 ル增 かが 著し 

郵 巧が をと 月 中の 純粹 ち加領 
は 五 モ巧闽 じ 達した が 八ち 中 じ 
は撼額 二十 億圓を 突破 せんど。 

生糸 輸出 增 加の 跡 

八 巧 中旬に がける ホ 糸、 綿 織 
物の 輸 お、 棉花の 輸入 商 左の 如 
し 

生糸 輸出 高 n ニ 千 八な お 万 ニ 

千圓 (前年 同期 ニ 千 云 巧と 巧 

四 モ圆) 

綿織物 輸が高 n 1 干亩 十九で 

四千 圆 (同化ち 十一 ニ 巧と モ圓) 

赖化 輸入 高 = 1 千 巧と 十五で 
乂千質 一千一 ニま芳 一千 圓) 


斬 鮮魚 奔 一切 


日本 入 おきの 生魚 漢 かお h 揃へ 
祷判廉 煩で 大嫂强 致します 


サヴオ ナ魚巧 
呂 一 害 B 1 A R 基 童 SSTER 吾曼 

2 言宙男 _ B 1& 苗 3 eic ミミ r pmstsrd 置す 

Tel . 呈 umbus 9 良 
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成功の 秘談 

米國 をを 語を 話ず f 
は 成 巧の 盛 一義です 
本校 じぶ 白 本人 敎な 
じ 慣れたぶ 巧 蠕 人 か 
師 をら 银切じ 會話畑 
僖义 なま 語を 敎 没し 
主す。 ーけ 躍 週 H 巧 
午 酌み 時- 1 b 午# 
時 主で 鑛 疑；： ず 
スンと 十ち 城づ A 

今 H 商 もじ 來 おを' 
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電話サ！ク 
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親 關寧務 取扱 

乏 屋ミ I . まま & 咨. 

巧 田 0 ョ 8 苦 ニ B 吕 ad ミ ご 3 ミ 

呈 . Bowling •反 e ミち 云 安 
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な 1 

こ がー 

09#^ 
区 M の^ 
A g 也む 

化な 

測^ 

胤 S . 
0 W 


雜 誌の バ ブクナ * 
バ ー、 各 雜誌類 S 
新 注文 等 化て 巧ぷ 
じ 御収か 致し 秦 
柯卒 御用 命 願 皮 
ます 0 


奧村書 化 
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圓爲替 軟調 

巧び 四十 ホ 弗臺じ 
一時 四十と 弗臺じ 上らて 好 裁 
氣を呈 したの 惜相 操は アメリカ 
のを 利 引上げ 影響を 裴 b て 巧び 
の 十六が 臺じ逆 戻らし 廿ニ H の 
化 装は デマンド 四十 六を お 十六 
仙、 ヶ！ ブが 四十 六が 六十 ニ 他 
なつた 
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舞踏 s 人れ 授 
►化を ダンス A 


►お 情 ホ 操- < 


賢 


了 寧 
が 切 


朝 十が？ お 十 時 

シャリフ •ダ； シ 

ング 》 雜學 巧や萊 
とり タ 



VJ J 1 
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i 
化 的 
がわ 巧 


山け 

H 刷 J 

離 I 

RK パ .§ 

肋 

に 


稅關 事務 

を 巧を 地 幷じ金 化を 


の 僚 出入 方法 じ觸ず 
ずる 一切の 御 諮调じ 
廉 じが 遼激觀 貨物 運 
貧 及 出帆 衆 栽 耕を 績 
害 等 進き す。 基 巧 都 
ボ じ化理 巧を なし 誠 
育が 速衙 巧が じ應ず 

保 驗恥扱 


版 ， S 電氣 、器械 王 具 製が 
が 响3 運動具、 なぶ* 貴を 越 
化 k 伽-時計、 寫ホ霜 あ 現像 

ー駭本 率^い 

東洋 お 術篇蓄 蕾、 レ 

ザイ え* をン プン义 
ミ ド 類 ゲすキ すムク • 
ブ ，ナ！ 、 -11-^ タ- 修理 


♦ W 媛 ♦雜誌 ♦薪强 
縱覺 蕃を觀 

執務 午詢义 時ょ ち 午後ぶ 時 迄 


織 育 日本人 會 


ブヴ1 

親 チ. 


グ 


王 ィーと とお 
1 00 と 0 
1 00 と- 
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A 逍譯 ◊調杳 ◊を 渉 
0 買概 ◊集 化柯 でも 
お 8 ー御懇 巧に 御な 扱 致し 

紐蔬 I ます。 

昏 A をは ツカ ゴ大學 を 
ゴ W 卒業し巧ホ巧じ 廿五 
案^ 邮年 聊か ホ齒 0 事情が 
帖此 h 迪 やる もの ご 信じが 
庐论 I 一 


が 育 商事 研究所 


枯上衫 純 雄 


ぉ 马 

-涅 to 馳 i A 米國 じて 致 巧せ る 
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新 荷 到着 

論ょ b 証據 ぉ試し あれ 
賣 出し 3 旅 噴々 の 巧 評を 睹丄 
て 居る 磁力 應用 物理 治療 器ォ j 
シ ヘラ ァ 二人 用器 賣 切れの 處^ 
巧 新荷剧 着いた しま しれから^ 
希 摩の 巧き はま 急 御用 命 下さ! > 

ニん 用器 五十 弗 
一人用 器 四十 弗 
送料 當 ホ負擔 一 

巧ほ當 地が 留の间 胞中該 器の 
劾驗 著しき レめ が H 本の 親戚 
な 友 等の 爲 めじ 買 取らむ こ 御 
希望の 向き も あちます が 其 際 
ぶ當 社へ 御注义 あれば 巧を ォ 
キシ ヘラ ァ獎勵 會へ移 雅しニ 
人 用器 五十 叫、 一人用 器 四十 
田の 割で 御 屑け 致し ホを 日本 
おじ 換算して 當 社へ 頂戴す る 
樣じ御 梗宜を 謀 h ょす， 

^^オキシ へ ラア販賣巧會 

. 高木 光次郎 

Takagsri 夏 苗み G 产 Jnc . 

巧 w .23 rdsi ., lu . 呈 y 
苗 h Floor ) ぎ Bra 雲 y 4474 


コ巧ン ビヤ 大學 

日本人 學 ぶ綴會 

The お 音 ミを wtutje 瓦 M 登 d 芭！ 1 
丘吕 olu 量 ia yi ミ S さ 
含 0 ち- 121 stst ., f さ rk , 芦产 

Tel . M 呈 U 畐 nt 32 夏 

「日米 大學 々窓」 發巧 

The Ja ミ 夏 se A 養 ric 害 lini ま rsiiy ミミ ieriy 


なかる た 

はち-..^ め 遊び 
をを 巧 文で ホ 麗人 じ 龍く わかる 
やう 簡單 明瞭に 說明 しね ものが 
お 巧ました。 巧容 目み 進呈 致し 
ます、 御覽 下さい。 

M 呈宝 m 置妄 114 E . 置を SL 呈 y . 
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提 の補烧 わ.、， しい 娜烧 

I 席 御 料理 

_ 一 盞 食は 末廣へ 

叮辱巧 化を 巧 大巧 巧 



御 料理 

ホ じず 含燒 


紐 育 唯一の 日本 百貨 巧 

巧 桐 兄養會 

スマ ドン •プ n ダク ブ一 ホ販 S 元 


日本を 巧 品 

Hi 

* 巧 巧雜巧 


巧タ化 時を 巧 ま 

メ 1 グ r ドン ス 〔年- ♦'一 

東京 巧會 


ンク损 r ゥます 


東京から ロサンゼルスへ 

四日 間で 橫斷 ずろ ツ M 伯號 

N 唯一の 婦人 乘 客へ 井み たが 化ぐ ホい 氣焰 n 

東 ま 特電せ 一日 發フ オン ウェー ガン 手記 


東京 ま電 二十 二日 發 I ツエ ペリン 伯號 のフリ ー ドリ ツヒ シェフ ユン ご 霞 
ケ 浦への 廣斷飛 巧 時閒は 九十 义 時間 幽十お 分、、 一公 巧の 决 をを 見る じ まつた 


太ず 巧 梅 斷大飛 巧の 化を を 前 
じして ユック ナー晚 ± は 記ら て 
曰く 『ッエ 伯 號の號 ホに 勒 ずる 
日本 政府、 H ぶの 一般 社會 並び 
じが 閒 紙の 

歡待 はを 等の 威が 惜く能 

はざる 巧で あつて、 惦じ 余は H 
ぶが 巧が ッ 五伯號 のた めじ 注が 
れ じ 努力 じ對 しては 滿眩飯 謝の 
をに 满ぇ ざるら ので あつて、 こ 
の H 本が 軍の 補助 ^<ん ば ッエ 
伯 おの お ホは 絶韵に 不可能で あ 
つた、 この 歓待を 後 じして 曰 本 
を 化 去る のはな 情と してし のび 
能は ざる 所で あるか、 事 實柬ぞ 
のこの 暑さは 余 等の 期待せ ざる 
巧で あら、 をて 巧び 空中の 巧氣 
じ觸 n る ことは 擅し いこ ごの 一 , 
つで ある、 か U えでの 豫 をに W 
れば (水曜日 巧曉 お獲 ど 暇を し 
て) 若し 天惕が 良好で ある なれ 
ぶ 巧ら く H 满 曰には n i サン ゼ 


グス巧 じ 飛 ホ I 得る もの と 確信 
— て 居る、 ァメ ブ 力 本 ± じ 巧め 
てを を 現は すの が 

日中 であ b 東 ホから お 風 
をず け 中 霧 もなかつ たなら はシ 
ァト 八巿 であらぅ し、 若し 巧 間 
で 謗が 巧ければ 愁 らく サン フラ 
ンシ ♦スコ の 上空で あらぅ、 团も 

巧 等め か路は 恐らく 療 船が 路じ 
沿 ひ 極 化 端は ァリ ユ シャン 島め 
南 どなし、 01 サン ゼグス 巧へ 
の 到着 期 も、 B 中を 選ぶ 善で を 
る」 ど 抱を の r 踰を衡 らした、 
ユック ナ ー隱± の 一巧は 今夕 ホ 
國 ホテ^ じ懼 された 官段其 巧の 
盛大な 晚餐會 じ 巧 席した が、 歡 
迎 宴は 常 族み 相、 宇垣 陸相， お 
部 海相 及び 小み 遞相 等が ホ 催し 
たもので お席考 はと 十 人の ぶき 
じ 建し 唯一, 八の 女を である 乘粗 
の ドラ モント •ヘキ 女を は 丑 封 
度のを 剛 石を 着用して 


異彩を 放 も、 一二 大 段の 歡 

迎の辭 におして エック ナー博 ± 
が 答辭を 述べ、 一巧は 帝劇 見物 
じ 赴-ねが 、ヘキ 女を ご 探險家 
ゥネ 火 キン ズ 氏は 東京 朝日 新聞 
胜で おされた 民衆的 歡迎會 じ 出 
席、 镑聽 をは ヘキ 女 おじ 巧歲を 
連呼した が、 席上 ヘキ ホを は 化 
をを 飛巧骗 で】 周す る 唯！ の 女 
牲 ごして お 下の 如く あいさつし 
た 『義俠 必ご傳 統を近 化 的じ辦 

釋 ずれば ス ボ—ブ マンシップ ス 
ごい ふこ どに ならます、 雨して 

この ブ ホ— ツマ ンシダ フス こを 

a 本の 歷史を 一 貫ず る 巧の 轉神 
であを ます、 この 颖 神は 臂國の 
秋 父 宮殿 _ト じ 依らて 立派に 示さ 
れ 、巧ら に ホ 今おッ S 伯 驟の飛 
ホに 當ち B 本 お 軍 當杨じ 依ら-て 
示されむ 

努 - R で 立 露-され、 日本 國 
おの ッ五儀 號歡迦 め綺疎 じ發露 


されて お b まずを は 前人 未開の 
巧 巧を あぎ 六 千 五が 哩を 隔てた 
この 舶に 皆巧ピ おをひす る こど 
を ホが じ 化を ごが じます、 この 
お擧 はが じを 一人の もので。 く 
を 化が の 女 巧み 化を で 御座いま 
す、 まが この おお 的。 横 微瓣巧 
ド 祠乘 して 唯 I の女牲 である ご 
いふ こどは、 時化の 流れに 沿 ふ 
て歷 をを 築き、 巧 等 か 人類に 買 
献 I やぅ ど 努力して 足を 二十 化 
がの 婦人の 位廣を 明か じ 確認 さ 
れ たもので あ b まず、 まは この 
旅 巧 じが 6 て 得た 渝 か；；* 哪 をを 
ゎすれ 得。 いご 共に、 を 世 巧の 
々巧ょ らして 課せられた 妾 自身 
の 

寶 巧が ぃかじ 重大で ぁ >1 
わを 思は ざるを 得え せん、 最を 
じで ツクナ ！博± のこ ごじ 親て 
中 上げます、 博 ± は實に 空の ホ 
か S 使を であらます、 博 i のこ 
の壯 擧は醒 離に 隔てられた 题ご 
國 '人 ど 人の 親 巧を 增 進す るの 
みで なく、 飛 巧 磯の 發 達が 斯ぅ 
しわ 壯擧じ 化 b て 促される こご 
は 碑 巧 化 巧の ず かを】 層 お 進す 
る どい ふ 雄 信 0 すじ、 この 事業 
じを おされて 居 主す』 と 述べて 
大喝 おを 糖し ね、 日本の 上下は 
今や 醒げて ツエべ リン 化され、 
巿內は 到る 巧 日本 ごドキ ブの國 
旗で 埋 つて 居る。 


せし むる 巧 

響樂裙 物舘の やぅな ものを 設け 
て 一を 幾の 發 を、' ラ デォ、 トーキ 
1、 チ ウン ド、 菩を賴 巧を 陳列 
して 赏樂 者の 諸 お、 參が 資料を 
陳判 L 、 音樂 の 智識を か 及す る 
計 勘を をを したが、 こ e 音樂週 


ニ i 


マ* ク キン* 


パリ マド ブツ ド、 ベ 

ブタペスト のち 數なオ 
ラ も參加 するど。 


ブン _ 

グス 


アィ •リカの 病氣攀 

年に 約 世 八 倚 第 

駐會學 者 ホ — 

ス 巧の 認査じ 化れ ご T ■一 リカの 
を 衆が 一年 じ豐 す病氣 《ビグは 


一二 旨圓 y 盜 曲して 

少年、 密航 か 企つ 

ツエ ペリン 化 號お發 直前に 發巧 

瓦斯 じ 窒息して 乂事不 省 

まま 特電 二十 ニ曰發 == 本年 十と 歲 じなる か 服 姿 节密艇 寒が ブ 
エベ リン 伯號 格納庫 巧で 巧斯 .のために 寄 息して 居る のを 薄 見し 
】 肯 ま’ 大騒ぎを 搞 じたが、 少年は 頗も なく 蘇生した。 

を 京 特電 二十 二日 發け聯 を】 n 東 巧し がけ も最 おめ 飛 巧 船密が 
ぎがぉリ.午を疆ヶ浦が飄睐內で巧柄ッ ^^伯號の娘鐘じお事しっ 
つを つたな 帥の だめに 發 忌され た、 酱 をのす じ 渡された が銃少 I 
年は 本年 ト八歲 、東を ボ じが 化ず る 原 川滿杳 V 」 呼び、 ブで ペリ 
ン伯 号の 雄を じ 巧して 0 巧 太ず が 橫 謝の 野必を 起し 親のを ご 一巧 
画を 盗み出して 霞 ヶ浦じ ホた をで ある こごが お 明した。 

密航の 少年 自殺 ぞん とず. 

、ン ，、ル ゲ 二十 二日 發 n 屢じフ レ ド タブ ヒ シエ！ フ五ソ から 
こユ 3 1 クじ 飛んだ ッ至 伯號で 密航を 企- 1 途上を 是の上 一- ユョ 
1 クを技 馬 じ 監禁され、 をのを. ッ リン 中ア號 で本國 である ドキ 
ッ じを 遠され た 本年 十八 歲の 少年 ア^べ グト •バ ブス クは 本日 
な冉 パ^ン バ ザグに 入港 せんごした 刹那を 親の 目を 盜んで お 中 
じを 身し 自殺を 企てた が 巧 も K くボ！ トじ教 助され、 宫 窓の ホ 
こ 依ら 一應兩 親の 許に を b ' をく 少年 跋巧 巧で 審理を をけ る こど 
じな つた、 ド キッの 法律に ょればを 航 化は 化 百 マ 八クの 罰を 乃 
至】 年の 入獄 ごい ふこく じな つて 居る。 

木 林 選手 お 手 縣のお 身で 體量 
巧 かお 巧， フェ デ！ ゥ 3 ィト 級 
じ屬 して 雇る、 アメリヵでの 修 
業は これが 二回 目で 最初の ヵリ 
フネ 八 ニア 遠征 じは 四十 お 回の 
鞍 ひで 化けた こど 僅か じか 巧、 
今度は 十 古 回の 化谨じ 敗れた の 
は 一二 固 どい ふ 好 お績を 示し 
當 化では チ 卞リ！ •コックス 
君を ぶ 配 人 どし が じ举网 巧を 
硏學 中で ある 山中 利 一氏 も 同 
伴して 居る が、 ホ 巧 四 H の 巧 

フ 八ツク タンの ドン キス タ^ 

を 園の 拳閔 がを じ 出 おする こ 
ご つ 子属る 

H 本人 系アメ ソカ巿 民の 拳關家 


ジミ！》 お本を失つ化巧巧東部 
じ H 本人 ボックず！ のをが 絕え 
て 居る 昨今、 木が ちの 出現は を 
めて フアンの 血を 湧かす こごで 
あらう 0 


同胞 拳闘 家が 

東部 轉戰 

木村义 おが 着 〔廿 一〕. 
を お t 巧 b り 本のを 廚も 著し 
く 進 横し 陸 お 軍 やを 乂學じ も 拳 
闕 部の 設立を を、 遠征す る外國 
人拳關 家を 化 手に 火 化を 敕 らし 
日本 逃手權 もずつ て 居る が 
ホく のが 人举 鈍を じ電 .じ 々リ 

フォ ニア 脚で おおして 闲るも 

の I 、 今闽は 本年 二十 一歲に 
一 G ろ 新進のを 閒が木 村 乂五郞 
ちが 珍ら しく 當 地を 中、 む どす 
る 東部を 脚 巧に 巧者 修まの 目 
的で やつて ホた 


御帶 親は 

闕院 宮殿 下 

獲着帶 まを 御 執 巧 
葉 山 御用邸に 御靜養 中の 皇盾 
陛下 じは 化 巧 じな 鹤推娠 御义ヶ 
巧 目に 當ら せらる i ので、 宮中 
じ おいて 御着 帶 まを 巧は せらる 
る こご じな つたが、 猶帶 親は こ 
の 度閑院 宮殿す ど 御み 定 、御帶 
進厳タ の 棘 命が あつたの でち 家 
の 浮 旧 事務を は 宮巧省 じ 出頭、 
麗屋當 巧 お宮ょ b 聖旨の 傳 建を 
をけ 退 下 L わ、 なほ 皇を 陛下に 
は 八 巧 二十日 葉 山 御用邸ょ b 宮 
巧 じ還替 、御着 帶 まは 丸 巧 二日 
义は同 巧十國 円の 戌み 日の ま 辰 
じ おいて 巧は せらる、、 はずで あ 
ると り 


の大學 じは、 い-' 先生 ごい、〜 
機が がを ろつ て 居る さぅ 
ですから、 色々 新ら しい 硏究ホ 
法を 舉び 臀ら る^ 事と 樂 しみに 
して 居ます、 歸麵 しても 出來た 
ら辭究 をつ r けたい ご 思つ て 屠 
ます』 ど •抱 貧を もらした ぐ 

世 莽音樂 祭' 

お 十 固が 參郝 して 
一 お-年は ゲ M ! ト； ゲ 五 ンの 
資年 をを、 昨年は シュ！ べ八ト 
I の 巧 年音樂 をを 當 地で 體 した フ 
レ デリック •チー ドを は 今回 音 


n ロン ビア 大學で 

曰 本 食妍寃 

金子 皆 子 镶留學 

目白の 日本 女子大 學 では、 ゎ 
が 固 儀 巧の 試み どして 榮 養を 硏 
究の ため 閒大學 

出身のを 子哲モ さん (ニ， 

ホ) を當 化の n 。 ン ビァ 大學へ 
一 ニグ 年間 送る こと^な ち、 女を 
は 八 巧 十と H 大洋 乂ド橫 濱を出 
化した、 てつ子 さんは 大正 十五 
年を 事帥銘 科を 卒業後、 せ 校 じ 
ぁつて 專必を 養 食の 巧 巧に 從つ 
て 巧た が、 をの 動機は 日本の 女 
性が 女 どしても つど 大巧な 化 事 
であるを 物 じついて 知識が々 い 
のを 逛城 ごして、 日本を の巧學 
的 研究を 志した もので 『あ もら 


樂 巧の 


ン ごして かられて 


エツ ク寸} 大弱り 

グラフ •ツ ちべ y ン 麓の 船を 

どして 日本に 赴き、 國 民人 氣 
の中必 ごな つて 居る エツ クナ 
—憐± は 本が ホ 干ニ歲 の好ク 
爺て、 人な つかしい 溫 顔の 持 
ち ホで あるが、 こので ツクナ 

!搏±0 す 乘組 員や乘 客の 採 

除 家 ゥネ グ キン マ 巧、 ヘキ ホ 
を 等は を 方面から 歓迎 攻め、 
揮毫 攻めの 外 じ 山の 如き お ± 
產 頂戴 じ ホ トホト 弱つ てゐた 
が、 をれ ょら も 困つ たのは エ 
ヴクナ ー厲± 、東京の 暑さに 
辟易して 夏服を 求むべく 巧を 
ホ 中を かけ づら步 いたが、 何 
しろ 六尺 豐 かの 大巧 だけ じ レ 
デー •メ ー ドの が 服が 巧處じ 
もな く、 巧 だく で 諸々 ホ 
ホの 歡迎會 じ 引 張 6 おされた 


Ui 十と 億 ニ 千 化 百 化 十二 巧 五 千 
一二が 九十み 弗で、 前 助み 律 度 じ 
がる アメリヵを 府の 運用 聲じ匹 
敵して 居る、 をの 內譯な 

醫巧 じと 憶 巧 千 おな ぷ 巧、 山 
師醫を じ 一億 ニで 万 そ施藥 
所 じ 二宮 二十 巧 一二 千み 百 二十 
巧 弗、 病院 じ 四 億 四ぶ 五十で 
千 五 巧 お 十二 弗、 看进婦 養が 
一億 五 千ち 九十 巧强 醫療品 
じ セ 億弗齒 お 醫」 1| 一億 八 千 
ぶな 巧 簾、 賃銀 損失が 十二 績 
拽千 五な 万 弗、 病氣斯 防は と 
.千 ニな せ 九 方 弗で 
阔 時に 病 氣じ基 < 早世 1 'ための 
賃銭 喪失を 一. 年に なせ 廣颠ど 計 
上して を る。 

磯 体を 輕 をる 爲 めけ 

乘組員 八 人で 船 

當 地の ッ里ぺ 9 ン會就 化理巧 
が發 あする 所 じ 依れば f ホ 巧を 
橫斷後 C ! サン ゼタ ス ホから 當 
地 じ 飛ぶ ブユ ベリン 伯 盛は 氣象 
の關 保ょ をして 高まを 貫けす る 
必要 が ぁ る の で 乗組員|^ 人 は り 
! サン ゼグス 巧で 下船し 號巧機 
で當 地に 先發 する 箸 でんる が、 

ッ ユ伯号は大隆橫斷じ基-^^お間 
读ィ ル， ミホ 1 シ ヨンを 一：^ し絕衾 
や ラダ ォ でが 巧の 有樣 I * •か 送す 
る こ どじ なをこれ 等の みよ-®' し 
て も 磯 体を 輕 める こご j " 必要で 
あると 0 


居る コ タック 王ィ 1 スト マン や 

ォット •々ン 氏の 援助を 得て 千 
九 百 I 二十 牟 から I 二十 一年 じ 直 b 
當 化で 化 莽音樂 をを おし ョ ー 

ロ ツバは 元よ b 巧 アフリカ や 

ま 巧から 五十 國の 人々 を 招待 
してを の 國獨特 の 音樂を 吹奏 


會 


料亭-を 稻で瞒 催め 

藤 やかな 同！^ 

去る 二十 二日 巧を を じ 開か 
れ たが 樂 岡が 會の例 會お义 しお 
でを つた 故 も あら， 

ち脹 やかで 巧 もが 華盛敏 からが 
山 順 巧 一を がが はつた ~， して 家 
庭 的の い； 催しで ぁつ 
S ホ 線、 尺八のを 奏 、樹奏 十四 
番と云 ふ 盛 6 澤 山で 先 づ吉居 博 
± と 佐 野 寿 子 夫人の あ ホ 八景に 
始まら、 なの 巧、 六 段完义 
御啦 卓、 越後 獅子、 須 摩の 威， 
色 草、 巖 上の 松、 夏の 省、 末の 
契 b 、 秋の 言の葉、 松^み ど- 
殘巧外 じ 余興 も ぁらぉが 者は 吉 
居 巧 ± 夫妻、 市 川 ホ 妻、： 玉 旧 巧 
太 旧、 小 巧、 前山、 を 巧、 伊を 
旧を 夫人、 村 島 女 あ 外 敏氏お 半 
を 過ぎて 散會。 


廣島蘭 業が 撼勝 

ま 京 特電 二十 二日な = を國 
申 學校巧 巧 ホ勝戰 じがて 廣島 
商を はか 歌 山 おを 中 寧を S 對 
零で 敗つ たり 
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149 Broadway 
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5ih Floor, Equitable Bldg. 
120 Broadway, N. Y. 

化 one n が tor 巧 50 


! 舶 巧 化 ding 0 〇 • 

I 巧 1 ぶ 化 Avenue 

( Cor . 21 が iSt .) 

Tei. W が nquin がが - 47 


詞 


イ 


號お 十八 百 五 干 


第 


雜 鑛 窝 獄 【日 罹:！:】 


日 巧 廿巧八 年 四が 昭 



陶爐器 雑貨 卸賣 

春 巧簡會 


® 羅府 、桑 港 出か (ホ ノグ^ おお) 

羅府發 を港發 

(午を 二が 巧れ) (正午 化 机〕 

大が乂 化 巧よ 日 九月 十一 日 
~ 天が 化 化 巧 二十日 化巧サ 五日 
i n レア 凡 十月 四日 十 巧 十 日 
I 春洋 丸十 月 十八 H 十ち 廿 一一 一日 
# シアトル 出帆 (午前 十 時 ぉ 化) 

一二 島' 丸 九ち 四 日 
伊を 义 九 暑 一 日 
が 岡 丸 十 巧 十 化 日 
j 巧濱化 十一 巧 二日 

~ ® 淪致發 日本 行 巧れ 

鹿适か 巧 屯 日 
箱极托 化 月 甘 一日 
~ 或訪も 十 巧ぶ 目 
~ ▲巧 育 巧 化 巴を あ 猪 由 日本 朽 貨物船— 巧 二回 
▲賴 なお 扱 C 巧な はが 洲朽 、南 来 巧 並に 匹を 馬 
摇由太 モ洋岸 巧みを おを 姑 さ 待め 有り 乘賠切 
巧 等 萬を 巧 便宜に 取 計 ひ 申 上ます 
A ホ 固 酱道切 巧、 庭 さ务等 I 御 促を に 取 計 ひ 申 
上まず 


東京 電燈株 
乂 H 本 製糖な 
です 製紙 株 
を 京 巧斯巧 


四と •九 0 圓， 
空 ハ ■と 五圓： 
U ごて 五 0 圓 
么と •五 0 圓 


A 巧 
一 料 
一’ 割 五を 
九 か 


內 n 證券 御 投資の 御树 談じ應 ず。 タ かじ 不拘 御用 命 願と お 

野が 證券 株式 會腊 

120 Bi を ay , N . Y . 

ジ L Rectc こ 2 芝 


B 本陶破 黑雜貨 類卸賣 

ザ元ゾ タザ I ス 


日本 郵船 會化 (化 ニぶ 錢道會 社) 

代理店 片稠 兄弟 藏會 

乘 車、 乘船 切なが じ 小荷物 運送 御 便剌じ 取扱 申しまず 


桑 山 蘭 貪 

114 SS 二 善 ST : N . Y . C . 
さ呈 e . Volun す ミ 21 岩. 吉ゴ 

童 年 入用 

工壤の 化 j 孽を切 6 麵 しの 巧來得 
る惹 志の I 强硬 L 1 して 敏活なる 者 
をボ レ、 I 巧 給 其 化け おお 面談の 

上、 從节 「レバ デ！」 後 じても 

可 。 I 福 旧 齊商爵 
I を S , 呈 h ぎ呈 y 
J ぎ呈 E 一法 a 養 2 


雑赋 日本 ドラ も ふ蘭會 


了 寧み 巧 刷 ど 精巧なる 仕上げ 

時日の 迅速 ご確實 校正を 保証 

印刷は 紐 育 新報へ 

電話 ワトキンス 二た 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違^む く 新報へ 

か內西 十と 了 目 十二 香 十 階 日 
を 部 じがけ るが 字 言論 磯關の 

權 威、 吾が 新報を 讀ま 《 人 なし 

廣吿は 紐 育 新報へ 


▲鄕 里を をを び 並 送を (無手 數 巧)、 外 固 
巧替賣 買 一荷 巧 替お組 化 立、 傳用肤 を 
巧 等 一般 か 巧 業 巧 御 巧が じ 取扱 可 化 お 

S 臺灣 銀巧替 出張所 

本店 赛潰臺 化 

支店 まを、®、 大阪 、神戶 、上 お、 巧 
ロ、 福 州、 厦門、 油 頭、 香港、 廣 東、 巧 

嘉坡 、スラバよ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 買 
タ； ッタ 、价 を、 其 外ま爵 十四 ヶ所 


シアトル お贼 (午前 十 時) 
ゐ らばょ 丸 九 巧 十八 日 
あらび や义 义巧廿 ホ 日 

ば 4 すか (巧 巧 おれ) か 巧 ホ 日 

i こ 等樓渔 ー奎巧 

化 L ばリ寸 みるん でんみ は 一 五 置 巧 
マ 一ユ 等 B 本 巧 五 五 巧ぎ 室大な 遣を 巧 室 多 技 
►御を 夏に 化 リー 等 割引が 復 切符を 巧敌 巧ち 

ロスアンゼルス お 帆 (午後 一二 時) 
さんごす 化 义 巧と 日 
-- まじ ら 化. 十月 甘 四 H 

マ； 一等 巧沒 ニ！ ニ 0 巧 ほは わい みま じらを を 巧 
▼待 別 2 等 日本 巧 五十 化 巧 ▼ H 等 日本 巧 五十 立 巧 
▼み 港篇が 巧窝車 切符 寝 まを 路 入®® をを リ候 
►お 育 線 パナマ 經由 a 本ず 那薑 物が 巧 1 画 


お貨 陶磁器 

ランプ 及びを 

太 弹貿營 式會か 

支店 ボ 紙を、 ボストン 


觸破叢 雑貨 類 卸販賣 

S 茂 木 桃 ホ 織 


巧 刪 スペシャル 


到着 


を儲 が 岡 辰が 切り 脹 


黃废談 

みな 六 

人相の 

小面 久遠 

肉の 榮光 
魔の 女 

巧 他 


一 弗 八十 仙 

神秘 

一巧 五十 化 
I 巧 四十 仙 

一^ 屯 十 他 


お 桐が 弟商會 


新入 荷 


夏場所 賣度 

確實 なる 顧客 ど 化 入を 有する 目 
なの 店 郡を 上リ IK がな 極ま 急 
を價 じて 賣 度し、 

玉 紫 及 ネコ ゲ ー ム义ヮ フが巧 

T . 書 書， So 量 Beach , S . 1., N . Y . 
•疑 出； 食事 付 一遇 十五 巧、 

一 遷羣講 は； ご-ど 

ど ツ ツ フ 少ド •ロー ドの 中 

お、 乘 巧、 水泳の 便 あ 6、 アグ 
; 三！ 停車 棋を 御あ迎 します。 

互 rs - H . E . Ya 置， 穿 st Leb 呈呈， N . Y . 

ヴ I . W ま t Lelwnon ニ 7- ご W 


M 装飾 綺麗の 室、 設備 
完を 、シング^ 一週 

八 弗、 ダブ グ 一週 十 巧 

呈 TEL 百吉 LE , だ W . 呈 其ぎ 呈 y 
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巧 本を ま 借 旧 
が这濟 資本金 ホ 千お圆 
お 立を 六 千 四 巧 巧 曲 

鎌齡 S ホ 銀 巧 替支巧 

本ぶ 巧を ホ 日本 橘 掠 本 革屋巧 五を 化 一 巧 
支店 小 巧 日本 橋を 內 亲是 おな 
名を 屋を都 乂陌西 (大巧) 神戶 
廣烏 下瞄巧 司を 松顆 岡長晚 
上 お 倫を 孟貫视 水 


ん 


餘 出入が 替 、電信 送を' ホ 送を’ 旅 巧 信用 狀 
巧業信^其他 一 ぶを巧萊 

餘城 三菱 銀 巧— ミ 巧 

郷里 送金', ロ 本を 地 無 手数料？ 进速化 扱 
本 巧預を (定期 通知 ノニ械 ) 御 巧 利な 扱 
本 まなお 京 (本は〕 大 阪神 戸を 都 
所在地 f 屋 小が 上海 偷致 


第 六 回ホ禍 i 訪既團 員 募集 



塞 響 

戀 織 

參章 . & 


南 太平が 上の 一^ 快速、 最新、 最 美なる H 本郵 おモ！ タ 



1 を 敝淺間 九 
歸航の 遂に 就 • 
加州が じパワ 
ん ごする 目的 
第で あらます 


(ニ々 S 千 順) 十一月 六日 桑 港 ふち 處女 
、を 利用し 憾 快なる 海 h め 化 養ご^ せて 
^ 等を 觀 ホの 上內 化で 目出度 新年で 樂ま 
L 左記の 旅程 じ 化 h 设闕 訪問 圏を る 巧 
今回の 計 塞は をね てを 評 ぁる 弊骚 あ 
を 諸き の 満足て みたし 其のが あは 永 送に 最も 渝 典なる 
記憶たら しむ^ 事を 巧す る 所で ぁ 5.^- す。 お閣 並び じ 
巧 入 國手續 はが 劇 じて 例 じ 化 b 違算な < 取扱 ひます か 
ら 希望者は まを 左記へ 御 申 这を乞 ふ。 一一 

厭 程 . 

ホる 十月 化 一口 (木) 午を 六 時廿を ペン 停 卓 場發ー 
十一月 一日 午な 十一 時半 シ 々ゴホ あ (ユニォン 停車 祭) 
十一月 四 H 午 依 お時化を を 港 着 (ニ あ) \ 
十一ち 六日 お ヤを灌 ぁ 帆 郵船 淺閒化 便 \ 
十一月 十二 日 W ノグ 、お 化、 同 ホ ニ H 橫演着 

• 劇 費 

一等 二等 一二 等 
化な 八 九ん 巧 五 G と】 0 弗 00 四 一 五 巧 0( 
片道 五 ニ 0 お 00 四 一 五 巧 00 ニ 六 五 巧 0( 
(な 上 i 往俊 おお 巧 船 貸 度 化 巧め 雜聲 一切を 
もを ろ 一、 ニ、 I 二等が は 船室の 區 別です) 
她育巿 東 五十 化 T 目 ニニ 四 

を 催 者 巧 桐廃會 

あ 話 ウ并ツ 々シャム 九 I ニ 四 四 


一、 資本金 壹 が 圓 (全額 拂込 巧) 

一、 稽 ホを 春 億 お 百 五十を 旧 

內地本 支 巧：：：： 带演 (本 巧) 巧 京大 吸 
が戶 長が 下 顯名古 屋， 

橫 獲ぶ 金銀 巧— 支な 

ホ國を 支店； = 袭巧羅 お 沙ホ巧 畦 
其 化 化 巧を 固を 耍都巧 ニ 支 巧 及 n 少レ 
ス巧之 候 

本店 大阪化 おお 下目 
紐 育 支店が 育ブ 。し ドウで！ な 四十 九を 

難 巧ぶ 銀行 

日よ 巧 {東京 橫濱 名を 屋を都 神 巧 岡 山 
ぉ。 尾 ノ道廣 島吳柳 井下 ノ ㈱ 
巧ち 巧す 司’ 小 倉、 をち がを 欠 留ホ熊 本 等 
本國 預金、 郷 を 送金 等は 睡め 
て 御 巧 巧 迅速 じ 御 取 巧 可 申 巧 

本店 朝鮮 京 城 

ま 店 ぉ 張 巧は 日本 巧 地の 樞を都 巧、 朝が 
滿洲 、支那のを 化 及び 浦 盛巧徳 

@ 鱗 銀な 紐 臂ぉ張 所 

み 預爲替 一般 銀行業務 棉 々御 便利 じ 取扱 巧 
申と 候 

巧みを、 社 憤、 巧 式 ノ賣巧 及ビが 
化 取 立 一ま播 巧が ユ御 取扱 致ン 
マス、 精々 當巧ヲ 御 利用 下 サィ 
II 藤本 ビル 7 ロー 力ー お 巧 姉 化會お 

藤本 證券 會社 

~ 间羅が 出張所 
同み ホ 化輔庙 


觸摄黑 、雜 貨卸資 


嫌村ブ タザ I ス 


日本 觸お器 雑貨 

ラム ブ卸寶 

奈良 貿易商 會 




文化 學會 接見 會 

日米 文化 學會ま 事 巧 田 柳 作 氏 
は 今回 ホ 廣側學 曾の 組織と ホ じ 

ジャパ-一— ス •.センタ ア (古淪 

比 西 大學圖 書 館 四 一四 號 室) も 
一應 整理が お ホた ので ホる 九 巧 
二日 レ I ボァ ディ (巧 陥) 及び 竭 
一二 日 (か 帷) 午前 十 時ょ 6 午後 五 
時まで 巧舊 知己を 招が して 随意 
送 おを 乞 ひ S 日 午後ん 時ょ b 大 
學構內 フキ C ソ フキ！ 會館 迎賓 
室 じ 於て 接見 會を催 t ベく 當巧 
は 文化 學會 委員 メ ー ッン巧 も 出 
席して 角 田 氏の 爲 めじ 一 瘍の挨 
巧を 述 ぶる ミ ごな つて ゐる 。尙 
ほ 角 田 ま 事は 別項 巧 我の かく 九 
月 初旬 一時 歸 朝し 目下 渡 H 中の 
ホ國侧 委員長 タエ n 1 ム •デイ 
ダリー ン 氏と ホ じ 日本側 委員 ご 
會 見して 學會將 ホの 計畫を 商議 
する 由。 


岸商會 の移轉 

岸 爲治郞 氏經營 シャツ ぉ 輸入 
岸 商 會はネ 旧 第五 衔と 一二 0 番じ 
移轉 し、 電話け サ アク^ 九 五と 
八番 じ變更 した。 

大辻司 郞巧來 紐 

漫談家で 東京 每タ 新聞社々 員 
である 大 化司郞 氏は 太ず 详 沿岸 
を經て 一巧 朝 巧 紐 國米ホ テ 八 じ 
投宿した が 近く 日本 俱樂部 及び 
円本 人 會ま摧 の 漫談 會か 開かれ 
I るで みら ぅ 交り 

高木 謙 ま 巧 送別 

'臺灣 銀 巧 員 高木 謙 ま 氏は 東京 
じ榮轉 九月 巧 旬 ぉ發歸 朝の 巧め 
巧 氏 巧 身の 早大 校る 會ホ 催の 下 
じ 送別 兼 懇親 會を 巧る 二十 セ 日 
(ホ 曜) 午後と 時半 ラィの 一二 菱サ 

ンマ アバ ウス じ 於て 開く お 0 

御木本 隆 一二を 寄 紐 

本年 初夏 倫敦 ょら 當地 經ホ歸 
朝せ る 眞巧王 御木本 幸 ま 巧み 息 
隆 S 巧は サィべ リア 化 傾に てを 
港 じ上谨 巧び 渡英のを 次 あ （寄 
; がする 答で ゐ るが 岡 巧は ラスキ 
ン硏究 の 第一人者で ラ K キンの 
藏 書家 ごして をを である W 。 

公人— が 人 — 

•角 旧 柳 作 巧 日 ホえ 化 學會ホ 
事、 爲務 巧を せの ため 化 巧ムハ H 
當地 ぉを 西 巧 十 一 円 桑 潘解續 の 
大洋 化 じて-時 歸 朝の 普。 
參小畑 薰良巧 紐育總 領事 舘囑 
托 、家族 W 伴 巧巧匆 々ぉ 發西巧 
十一 日を 港 出饥の 大洋 化 じて 歸 
朝し 追て ト海 方面に お < 由。 

__ U 瞻說お 

♦紐 育 H 本人 敎會 
『題 ホ 定』. 淸 水が 姉 
♦基營 お 修道 會 
『巧 木な 風 じ がられ 

しや』 椿 牧師 
: ♦日本人 美な 敎會 
『現 R 文化と 基臀敎 J 高 橋虔氏 

ニ 家庭 住居が を 建築 
王を、 自動車 庫 こ 
個、 最新 設備、 新設 地下線 じあ 
し、 左へ 電話 じて 御照會 をを ふ 
ジ 吾 hone HST ミ ia 5747 

岩哥タ アバー トメ ント 装飾 
i 11®¢ 綺廳 のとを 日本人 夫 

婦じ 極く 適して 居まず を 貸 低廉 

湿滅 、ヒ I ト 、貸^— ムも有 升 

I K . T 呈 A 吉 ， 202 W . 芸 th St . TRA 空ち ニ 579 
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ニコ-^ 顏の 攀生團 一巧 

國際學 化會舘 を本禪 1^」 して 觀光中 

- 晚餐會 途上 團長 紛失^ 據話 

旣祐前 化議± 中が 嘉壽 氏の 引キ ずる 第 S 晒學生 見學瞄 一' 巧は 
圃 長を 加へ て 十一 人叟府 を經て 去る 二十 一^ 午 巧と 時 ペン 停車 
塔 じを したが、 一巧は 巧山總 領事 巧 理じ化 ト木放 領事館 書記 生 
田 中 郵船々 を ま 巧を おめ 香 西 龍 雄、 掘久俊 一、 お 井 巧が 舘 ホ、 塚 
田 都 ま 人、 を 鶴 貸、 をな 子 日會當 おを、 を 西み 郞 、ル お 本社々 
ま 其他數 巧の 出迎ぇを 受け】 同 元 氣潑测 n - ^ 顔で タキ シ數 
赛 じみ 乗、 リゲ ァサィドの 風光を 眺めつ 際 學ホ會 館に 着 旅 
座を 掷 つた 後、 靑蓮觸 じがけ る 晚餐會 じを 巧た。 途上 中が 團長 
の タキ シ ー •ブライ ゲ 7 ァが 泥醉 して ゐ ねがめ 巧衛 不明 どなら 
脚を 紛失の 巧 話 ども 出 巧した。 を 後一 巧!.^ ニを し サブ ゥエ ー 
じて プ n — ドゥ H — の お景を 巧、 ォゥ トマ I ブト じ 飛び 这 むで ニ 
ブク^ •ランチの 輿を 探らな どして 無事^ 一 館し、 翌朝 j ち プロ 
グラムに 順 じて ホの 內 外を 规察巧 光し、 i 日は 化蜡灣 方面 じ 遠 
征 しな 大統領 火— ズゲ H グト巧 邸 訪問、 同大 統領 展墓のを 高兒 
ドク トグが 墅の園 遊會じ 臨み 今夕は 本社ぶ をのが 太が 式 晚餐會 
じ 出席ず る； どなつ てゐ る。 一 巧は 華盛囑 たがて 出郷 大巧：； 
を 誌 巧し、 大使は 時に 避 蒼 邸ょ b 歸 華し イ 一巧に 面接 激^ 

巧が あつむ 由。 右一 巧 中 じあつ ゎ 孩旧文 一一 夫 氏は 急用の 
を 着が しちら、 倉 出、 か 田、 中が、 ホ 倉い 男女 學 生は 加 遇 
在す る ミ ごなら、 をが 巡遊の 旅 じ 上つ ゎ は 巧の 諸氏で あ I 
S 澤が之 【早大】、 演お駿 ま 一: 德島 高工 卒 lb 】、 緖 ホが 么助 I 
お 高 商】、 皆巧淸 一 ( 早大】、 岩 田英ニ 〔巧 大】 、水 野 簾み^ 〔早 
大】 、水 おお 一 【東京 第一 商業 S 巧簇保 HL 早稻旧 一高〕 I ’ 濱 
田键巧 〔京大〕、 蔡梅溪 〔明大 卒業】 j 

同 絶の 信用 維持 上から I 

一 晚乂國 旅券 所有者 注意 

滯在 延期 乃至 資格 變更 申請に つ 


館 邸 
する 
め 先 
に 滞 
る 0 

S 


奧巧 米 固を 民法が 歸化不 
能 巧が 人の 入 風を 拒否せ む どず 
る 精神 じ W 6 制を せられた るに 
街しての 是非 曲直は 暫ら （捣き 
旣 じを 傳 どして 嚴 がし ゐ るり 上 
之を 曾 軍せ ねばなら ののは 當然 
の i でぁる。 か 論 巧 働 省 や國務 
省が 該 移民法の 解 释を誤 まらた 
る 措 磨を なし 不合理；：？ > る 巧 政 お 
を じ 出で む ど するならば 挪を抗 
讓 して 差 まは ない が然ら ざれば 
法律の 示す 巧に 從 ひて 巧 動せ ね 
ばなら ぬ。 胺 令ば學 生の 資格に 
て 渡米した 时胞辞 年が 專ら勞 働 
じ 巧 事して ゐ るが 如き i われば 
發覺 次第 

送還 せらる i であらぅ 0 
特に 巧 ホ 太平げ 沿岸 化み じがけ 
る 移 技：？ の 眼を ホら せて ゐる事 
仲は 正當じ テム ポ ラリ ー ビ ジタ 
ァ どして 一時ん 固を 許 巧 せらる 
る 旅券の 所が おが 相 當の迎 もを 
具して 滯ホ 延期の 許可を も 申請 
せず 入闽後 所がを 不明に して 當 
巧 旅券の T 附を 出願せ る 入 ホ 許 
可 範鹽を 超 ゆる もの あるか 爲め 


であら 現で 羅府 地方 じがて 节高 
等敎 育を!！ ス けたる】 岡胞 の孝乂 

Ban ，*’ 41. ニ </ ミー、 


國 事件で ざ 下 本人の 巧 銜を獲 索 
中で あト‘ 、願 巧者 じ 非常のを 惑 
を 及ぼして ゐる ごのを であを。 
化育 化 ホ I 」 も 所謂 テム ボラマ！ 
ダネ ジをア ごし てん 鹽を 許ず さ 
れてゐ る 同胞 男女 も あるので あ 
るから、 m わ 者は 旅行者と して 
滯 米の 注證 をなず がょく、 若し 

資格 を變 おして 當 初一既 
的 じ 入 國^< るを が 無期限 滞米を 
なすべき 事情に 逢着せ る 媛 合は 
直に 紐 育 H 本人 會な b 總 領事 廃 
じ 姓き ぶ 巧 能 性 ホる や 否や 
を 照會し 夫々 必要の キ攒 をな さ 
ねばなら や、 をし 無期限 滯米ボ 
巧 能 どみ せら 隙な 一' 旦離 米して 
然る 後 巧入國 をな すな 注 窓 巧 要 
である。 左な くば 米國移 ぉ宫は 
勞働 省に 勒 して 本人の 犯則を 報 
吿し惹 ゐて將 巧 巧 人の 入爾 をに' 
對し尙 ほ 一層 巧 酷の お 投をぃ よす 
じ 至る や も 計 0 難いので み巧锅 
會 する 日 會を務 部 委員 會じ 於て 
討審の 一問 題 どなるべき かご。 


バンクロフト 獎學 

初期 留攀生 

臣里 丸に て お ホ 
本が 巧 報な 巧 H 大使 バンク n 
フト 氏の 遺志に る U ホ學 生を 
換獎學 をで H 本ょ b 第一 期を ど 
して 送られた ホ 敎大學 巧 巧】 年 
のを 木英 S 郞ご 一十一 歲一 並に 慶 
應乂學 法 巧豫巧 一年の 岡 的兔雄 
兩 巧は まると 日橫 おお 帆 十九 n 
シャト^ 入港の 路船 じ驻_ 化 じて 
來 ホし、 巧 木 氏は r ムパア スト 
大學じ 岡 出 氏は バンク。 フト氏 
の ゆ 校 イリノイ 則ゲ ー グスパ 1 
グ にがけ 4 ノックス カンジ じ乂 
をす る當 。を兩 氏の 乂學 期間は 
四ケザ 旅費 0外 滞米を 年額 ニ 千 


置な 圓を 支給 せられを 大學寄 お 
をに 入る £ ご なつ X 在る。 がは 
な 大使の 遺產 一部よ b 成る 射 醜 
法人 バンク。 フト 獎學基 余は 爾 
後每年 四五タ の留學 生を 米 励に 
送 b 巧る であらう ごを ふ。 


相 木 秀茂巧 別宴 一 

H 水お樂 部を 員 ま 催の ぉを ミ 
巧 長 相 木を 茂 氏 送別 晚餐 曾せ 旣 
報？ 如 < 去 るか 曜 U 巧 樂部徹 上 
大を をに 於て 閒 かれた が官 I ほを 
方面の 出が ちと 十 餘名じ 達； し 地 
ま舒長 司を 者 ごして 一-場め 挟楼 
を陳 ベ、 內山總 領事 化理 、旧 島 
一二 井 物を ち 店長 其 他の 送 肆がぁ 
つてを 巧 木 氏は 巧 巧 中の 盛 想 お 
巧の ホ 薄を 述べて 答辭じ 巧へ た 
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比 scESS? 見。 k". 

303 巧む h Ave., 

Tel. Caledonia 4100 

巧 旧 商事を を會趙 
Uchida Trading Co., Inc. 

1 1 Park Place 
TeL Barclay 157 ち 

島 貿易 株を 會お ！ 

3bima "kradmg Ltd. 

巧 0 B 巧 ad way 
Telephone 民 がれ ]* 1 が 4 

な 式 食 お ホち 巧々 
Akawo 在 Co リ Lt ふ， 
295 Fifth Ave,, 

TeL Caledonia 9758-5? 

片念 おな 結 績巧ま 食な 
KLaiakura 在 Co., L 叫.， 
200 Madison Avenue 
Tel* Ashland 4S45-4546 

fC. Mikimolio 
Mikimo れ Poarli 
535 Fifth Avenue 
Tel. VandcrbHt 2519 

大 をが 短 巧す 巧 
Okurs 在 Co ，， 

30 Church St., 

T0I. Cor 讨 an か 2292-93-94 

H ホが ま會祗 
化理巧 
庭な 巧る 
120BrMdw^N.Y.C.Tel.RMtorU84 
. Fa 加け ; 化 10 3 邮む e., しし IT か 

巧 巧み 塞 巧 まちな 
Asano Bu ち san Company 

Rooic 8 刖 .805 . 

165 Broadway 
T«l. Corilandt 8047 ぷ化 2 

f 

Gosho Corporation, 

S 巧 k Itnpo け er>, 

40 Ea が 8 か h Sheet 
T0I. Aahiimd 巧 的 -91 
Go*ho Co., Inc" 

Co れ on Exporter* 

80 Bee V が 化 . 

て 6! Bowling Green 880 ら ■0* 

甫巧洲 巧な ホ會を 
化育 事が 巧 

South Manchuria R. R. Co., 

Koo 田 202 ら Canadian Pacific B! か . 
342 Madison Ave. 

Tel Vand が b か 4135 

i 云雜 ま賊銳 

お育ま 巧 
Mitsui & Co., 

! 6d Broactw 巧， 

Tei. Bowling Green 7520 

棟 ^ を 社を ホな 巧 — 
紐 育 出張所 
Iwai & Co., Ltd. 

Wool worth Bui 姑 ns, 
Te!. FitzRoy 8660 ぷ 1 ぶ 2 

S ま 巧 事 株式 會 k 
なを ま庙 
M お ubi 舶 Shoji iCai ふ a 
(Mitsubishi Co., Ltd.) 
120 Broadway 
Te!. Rector 之 56 な 2564 

大阪 朝日 ニ 東 巧 朝日 
恒 川 を 
Osaka Asahi 

The New Yoirk Timess Annex 
T«I. Lackawanna 1000 

白 本な 巧 株式 會化 
短ち す 巧 

Japan Co な on framing Co.t Ltd., 
2 Park Arenu^i 
T«K Lexington 8787 

曰ネ 生糸 栋 まを 化 
が 巧 支 巧 
NIP 阳 N X1.IT0 KA ほ 化 LT0 

i*wo Park Avenue 
Tel. A,Mand 妨 20 

巧を 名を 巧 
• 巧ち ま 巧 

Hara & Co., 

443 Fourth A Wf 
TaL Caledonia 7830-35 

曰 ホ ホ 糸 巧 ホ Si 社 
紐 育ま 巧 
NICHI-BEI KIIT0 XABUSHIXI XMSHi 

がに 排ぶロ のげ 0 CO*LTD.) 
1 Park Avenue! 

Tel. Ashland 6246-47|tS-49 

大胶每 日 ニ 輿 京 曰 曰 
が 木 S 巧 
Osaka Mainichi 
Room 306A World Building 
Te!. Beekman 4259 


曲 
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こ '' 一地な ；. 


太平 泮の空 心 征服し 

ロ I サン ゼ ルボへ 

到着 後 十八 時間に レ— ホ 八— ス 
ト へ出發 = 着陸は 木曜日 早曉か 

ロ！ サン ゼ ルス 市せ 六日 發—應 ヶ浦飛 巧瘍を まる 廿 一 二日に 出蠻 した ツエ 
ペリン 化號は 太平洋を まつ 直線 ム橫斷 して サンフランシスコを 經 由し 本日 
午前 化 時— 八み 〔當地 時間 午前 九 I 取 十八 分〕 當 地に 着陸した 

ローサンゼルス巧廿セ日發==霞ヶ補^6當化じ飛味—わツユお號は今曉審時十五み 〔ニ ユ 3 
! ク時閒 午前 凹が 十五々〕 化 お 一巧の 載ぶ 地點 である レ— ^ 1 スト じ 巧け てお發 した、 エツ クナ 
! 隙 女は お 31'^ -- 時 おで 大陸 横 勘を 期待' でて おる から 豫定 逆ち 巧けば 木懼扫 午が 四時 十五み じは 
到着すべく. か路は 勿論 天候み 簾で をる 先づ テキサス 州ので グパソ じ 入る ことは 確實 じて 若し 
同地から 化 方 かがと おれば ブ キサ 乂 州の I '、 ツ ドラン ド 巧、 ォクラホマ 巿 、ヵン サス 巧、 セ ファソ 
ン ホ‘- 堅 レィ、 シカゴ、 トレド クブ ゲ厂ン ドより ナィ アボ ク瀑 がを 見ト しつ ー ァ 八 バニ！ 經由 
でニユ 3 ! ク が-し 入る が、 然ら やん ば 成 モか路 にお づれ ばニユ ォリ ァン、 ビ ミン グ パム、 ァト ラ 
ンタ 、皆 都ツ シン ト .'.を 經て ニユョ ー ん 巧に 現る ベ < 、乘 込んだ 乘 をけ 十六 人で をる。 

と 十 化 時 聞を こを、 一で 橫斷 

nl ナ / ゼ ルスを 一十 ホ日發 ツ 一 伯' 端は 霞 グ滿、 n 1 サン ゼグス 巿閒六 モ八巧 八十 哪 をと 
十 \ ミ 斑 五十八み •，し 橫觀 し、 これに' レ 1* ^ — スト お 後な 巧のを 巧釋 i 方 ホ 千 八 巧 八十 嗤を 
ト 1 H 間 十九 巧で 飛 巧した 露で わろ * f 

ローサンゼルスホ特電〔ィンターナ*^ヨナル* ニユ！ズ】=昨》かお六時八を、 すンフラン 
シスコ 常の 乂 □にを S 銀を を 現. けし わ-'！'' エベ タン 伯號 はこれ にて 太平 巧のを お 千 哩の巧 穂を 六十 
と 時 閒の卡 九 かごい ん記锁 破り W 時間 ト橫斷 L じ 誇で わるが， ツエ 化ち は をれ よら ァメ リタ 海軍 
機の 先 海で、 サン フランシス。 よら サ ー セ八ス 巧へ 四百 唯の 巧 巧を が お 時間 サ 五を じて 橫斷 
午削巧^ト六かじは郊かはるかじをに泳ぐ撼のかき甚をを現はし、 午前四時十六みには巿^をェ 
おが 巧 点らす 氣 笛と 、地上 じ徹 巧して 待設けた 數 '，り 巧の ホ民歓 巧の 聲を 浴びつ i 、 ロ！ チン ゼグ 
ス巿の 上を じ お ホして 着陸の が 今や 遲 I しごが つて おる 


一周の 跡 

ロー サン ゼル巿 まで 
左-し 記載ず る も 3 は當化 レー 
キ — ストを おちして ドキッ 
を摇 ホし、 サィべ" ァのお 野 
を 巧 節して H 本 じ 入 b 、 がら 
じ 太 伞 がの 巧を 英 事に 征服し 
て ロ ー サン ゼ八ス ホ じ 到着し 
た ツちぺ ブン化 号大飛 巧の 經 
路 じして、 時間 はんて 當 地の 
日 ホ 節 お 時間に 換算した もの 
である (聯合 通信社 調奄〕 


乘客 等を いてろ 

東京 特量甘 五巨發 == ッ H ペリ 
ン伯號 おおが 延期され た挤橫 
演じ おつた ニ 名の 乗を 米圖海 
軍 少佐 ブ チヤ！ ド ソン 氏、 西 
班 オ人ブ チヤ ー ド 氏け 歸 還が 
連れ 上野 驛 をの 計ら ひで 貨审 
じ 巧 巧を 許され 成 田 町に 向 ひ 
W 化よ。 急速 力の 自動 単で 霞 
ケ 浦に 疾姻し 辛うじて 間にを 
つた。 


八 パと M 〔水曜〕 

午前 十一が 化 九み ニユジ ヤシ 
1 州 レ ー キ ハー ストを 出を。 

1 n (十 蟹. 

午前 八 時化 三 一分 ドィツの フリ 
ドリ ヒ シェフ*, ン じが 鲁、 
巧 お 四千 ニな 哪 巧を 時間 五卡 
五 時閒サ 四み。 

1 . 四日 〔水 幡〕 

午後 十一 時化 W か、 フリ ドリ 

ヒシ で フエ 1 ン を巧酱 0 


十 化 H (巧 曜^ 

を 前' 市 時 ホと か、 霞 ヶ浦飛 わ 
播じ趋 陸、 行程み 千 八な 哩、 

巧 お 時間な】 時間ぶ 十二 一を。 

ザ S B 〔金 腦^ 

午前ー ^時十己か、 霞ヶ滿おを 
午前 ス時 雷雨を 化して 巧 巧の 
W 東 I ニ巧哩 にあ. 0、 午後 化 時 
證グ 端を 距る千 S な峭 のが 上 
より r 八ユ シアン 鮮 鳥に 向け 
てが ぶ 旨 入電 あら、 午前 舉巧 
の 位 一 おは 東 巧の 化を 千 おが 嗤 
じて 卞巧 吹の 高空に あら。 

甘 阻り 王曜〕 

午 節 四時の 化 置は 北緯 一六 八 
• ご 0、 ま絳 四- •五 0 じて 
霞 一 マ 浦を 距る千 六な 哩 3 海上 
濃爲を 化して 飛 わ、 午前 八が 
のを 攪は 東を の 化を 千 八巧哩 

じて 廣潰 、サンフランシスコ 
巧 お 船化路 のとに 入る、 化緯 
四 云 •五 0、 西絳 一と 四 •一 
0 、午後 八 時の 位廣は 化絳四 
頸 •ニ 0、 西緯】 と 四 •ニ 0 
ん- をと 時 じは 化 終 四 お •ニ 0 
西緯 H ハみ •ニ 0 じて ま 京を 
度る こ ミニ 千 ニ 巧 八十 哑 、午 
を 十 時の 無線に 化れば 化絳四 
心 V 00' 面絳 一六 一 • 00 
.〔この 位 魔は ツユ 伯 號の最 化 
: 端 じて シア ト 八への がけは 斷 
が 中止した ものである〕 

'かお n (日曜〕 

午 削 ニ 時 かおみ の 位 巧は 化絳 
四 五 • so 、 西 縛 一 五の、 午 
前 八 時は 化綻四 一二 • 00、 西 


絳 一四 立. ニ 0 で オレゴン 州 一 
ブランコ 卿の お 西 一 千 ホ十哩 
じて 速力は ホ 十五 哩 、午後 一 
時は 化緯四 一 • 00、 西緯一 

一二 四 •巧 0 々リ フオか ニア ど 

オレゴン 州 ホ 線の な 西み 巧哩 
じ 位し、 午後と が じは サン フ 
ラ.'- シスコ ニ 巧 五十 哩の 海上 
にお あ、 午後 十 時 ニを サン フ 
ラン シスコ 潜 頭 じ 姿を 現は し 


濱ロ 家の 寄書を 

ま 京 特電 甘 五日 發 == 演ロ 首相 
及び 家族 一同の 寄せ 警はツ 
ペリン 伯號 K 蒂 托して 締 育" 
本 銀 巧出疆 所員で あるか 息 雄 
意 もじ 送 もれた。 


午後 十が 四十 五ぶ、 巧の 商業 
協 域 上 じを の 銀 妾を 巧は し 一 
路 沿岸を 縫 ふて ブ ンゼグ 
ス巿じ 向 ふ、 時 じ 午後 十一 時 

甘 六日 (月曜〕 

午前 五 時 十六み 0 — サン ゼグ 
ス巿 上空に ホ b 、 午前 九 時化 
九 か ホ營飛 巧媒に 着陸。 

サセ H (火曜〕 

午前 凹 時 十五み、 レ ー キ -1 

スト じ 向けて 出發。 

會議 分裂 

ベ！ ダの 形勢は 隙惡 
へー グ巿せ 六日 發 U 尚獨 賠償 
じ 醜した ヤング ま會 簾で ィ’ネ * 

ス 巧を a 他を も スバ 會證で 巧を 
した 胳憤 をの おみ 率實 わを ホ 張 
して ヤングを の 修正を 蹈執 しつ 


て、 


.JJr 




ヴ わを 爲 め- 

フランス、 U 本、 ベ 作 * — 、 

イタ， 化ぶ 等け 柿々 な 幾の お 
おスノ I タン R 衣の ま おには 


ス /— グンた はこれ を 巧け にの 
で をら」 ん剧 五か說 を提遙 しこ 
れ於 结乂限 巧のを 協 VJ G U て 若 
しイ •キリスが 反 おすれば 舍讓め 


ほ 則 どし 對す るら を 議を i 繼總 を； 時 中 化" T る ご 中を せを 
巧な せし i る こごは 到底み 巧 I 。 し、 巧 H を 後の 淡が じ 毀* る 
能で をる ぶの ホをから を 協し I 當で ホる がィゲ リスは 恐 そ 拒 
及 げんご」 > 、先 づスパ 協を じ™ 絕 でみ らぅから 會證 のを 製は を 
化る を齒 心配 巧から ホ 割まで I れ将 まじく、 をの 結 あ ドィツの 
をィ •キブ 乂じ姻 做す ベ （提簾 內閣じ も 異動 おを やる でぁらぅ 
した ド、 I ~ご 観られて 居る。 


聖地 よル サレ 厶じ 

ん 乱れて ま敎 暴動 

アラブ 人が 突如 ユダヤ人を 襲擊 
英米 陸海 軍 化 動して 戒厳令 發布 

ロンドン 二十 六日 發 ：= 聖地 エ^チ レムに 於ら アラ プ人 ゴユ 
ダヤ人のお：^裳動は巧らじ擴大の横樣がぁるのでィ’キ V ス^#| 
當 おは 化に 風 地 じ 急 眼した なか 巧ら じ S 隻の甫 黯じ巧 動を かじ 
陸軍が 巧 隊^ 一が 軍 陸戦隊 ご裕 力して 馨備 中で ぁる。 

エル サレ 心-せ 五日 發 = 過 ま S 日間に 直 b アラブ 人け 武装で 
てを 化に 宗； 兹 動を をし 旣じ 双方の 死傷者は ニ巧餘 A じ 達し； 乃 
ので 官憲は 聖地 じ戒嚴 をを 巧 吿し不 おか ィぞ リス 陸戰隊 のお^ 
ど 軍艦に 化 心 軍隊 輸送で 聖地の 官憲 ご協力の 上醫 備じ從 事ん 
つ ぁるが- <1 ブロンめ ユダヤ人 學校も r ぅブ人 じ 襲擊 されて W 
死しじユダ电人學生は五十餘人じ達しをの中ア'ィタカ巿ほ如'ふ- 
ニ人、 負傷丄ーたるを十五乂じ達したる^^^官憲侧は少數じて到が 
アラブ 人の 蔡擊 を擊 退ず る 能は ず， 自下 武装の 自譬 闡が譬 おみ 
でぁるが、 夺阁 のを 敎 暴動には お ホ 黨も入 おれて 盛ん じ 煽動 お 
揮し つ i を t 一が 形跡が 明白で ぁら、 アメリカ 總 領事 も 寂ち じア一 
メタ 力の 軍 獲 急派を 要請に 及んだ。 一一 

あが 杜絕の 化 おがを る どい ふ^ 
で 軍 除 の 配を を 急ぎつ i ぁるい 
旣じ 首都な 避難民の 殺到で 食 巧 
品の 缺乏 をを やる じ 至 b しも A 
のかく ユダャ教 寺院は 到る 巧で 
破駿 されて 居る。 

アラ プ人 はこの 寺院の 破 獲む 
最ら惚 が C しつ {を' ろて 凡 胤 
る 侮辱を 如へ わ 跡が 歷然だ t 
ものが わる ごい ふので 益々 


ロンドン 二十 五日 發 U ィ •キリ 
スの 朝野は 孽げて パレ チン 一 
帶じ 直る を お 暴動が 夏ら じ 

攒大 J してを のをを'」 共産. 

黨わ 手が 延びで グサ レムよ b シ 
ンザポ ！ 八 が ホ 化が 暴動を 生や 
る じ 至る こィ を巧變 して 居る、 

爲 めじ 勞 働黨內 頭が お 立した 0 
ホ 極めて 自 ホ ま義じ おでつ i あ 
つた エジプトの 纔督 政治 廢 止、 

で ジプト VJ 巧 新條巧 締結に 惡影 
鄉 が を まやる 一' 至る のみ K ら 中、 
この 報道 じ 庚 b て 俄然 マク ドナ 
グド肯 巧が 舊 海軍ぶ び 航空 省を 
動かして を 令 一' ト 、同化 巧留外 
人の 保護に 尊 じじ こ ィ」 は恰 かも 
ま那 動乱 あ尝當 時に 等しい 事情 
じ廣 かれ、 塵 巧の 大海 軍 主義者 
は 今回の エか 一-. サレ ム動热 を理ホ 
どして 勞働镑 巧 閣の * 

軍縮 扛針 にも お對 t •へき 

領 向を 生じ ユミ ある ものぇ かく 
マク ドナ グム 、ド ー ズ兩 氏の 英 
ホ 軍縮を 渉し： r 輿論の カじ敎 導』 
さ 化る もので I をる 跟 り 今 画の 襄 
動を 背景 ご 輿論の 變 化は 著 

- い 影響を 及ばす じ 至る であら 


うど 觀ら れ、 


禪時 じ。 シア 典逮 


黨の 赤化 運動 „ が 觀く顯 著 ごな つ 
た 際 英露國 を 巧 復活は マク ドナ 
グド內 頭に 致带 傷を 與 ふるもの 
ごし ここれ ホず の 前途が 悲觀さ 
れて 居る。 一 

エルサレムん、 六日 發 H ジャフ 
ァじ 上陸して 毒 地 じ 向 はんとし 
つ/' ある ィダ ス軍 陵は T ラブ 
人の 襲擊で 前進を 妨げられて 居 
るが、 旣 じ出迦 した ィ グリスの 
軍 渡は 十八 隻の 多數じ 及び 軍 除 
は 軍艦、 軍用 船の み 飛行機で ま 
巧 U る化戳 にお 兵され つ i ぁ b 
當 地の みの 郎死 ユダャ人 はか ニ 
、こ' 達し ヘプ。 ン じと 十 名、 を 
の 化を 化の 死傷を をを 算 すれば 
優 じ 五. 白餘 k 算 する じ まるべ < 
を 地の 鐵道 線路が 破壞 されて 巧 


親日家 逝く 

前を 使 サ^^^ -1 卿 

ロンドン 廿 六日 發 H 前 駐日 ネ 
駐支 那ィ •キリスを 使で をゎ赖 
東が をが じかを あ b しァ I 子 
スト •サト！ 嘲 一 W デ ゲォン シ 
ァの 自邸で 今朝 逝ました、 享 
年 八十と 歲 である。 

註。 て ー ネスト •サトー 卿は 
千 八 巧 四十 S 年 じ 生れ、 十八 歲 

じして ロンドンの ユニ パシチ • 

カン ー デを 卒業して 擧 伍を 攪、 
直らに 總锁事 館の 通 譯留學 生 ど 
して 日本 じ 波 遣され、 をれ ょ b 
H ネじ滯 巧して を 化 じ 累進、 千 
化' 白 年 ょらみ 年 じ 置ら 駐支を 化 
であつ た、 氏は 巧 橋 巧 ご 共 岡で 
吳 B 辞典の か H ネじ驅 した 著述 
ぞく、 言提學 者で をる ご 共 じか 
巧官 のむ 得、 H 本 じがる 一外を 
官の 追憶 等の 著述 も わる。 


國境 はず 穩 

露ち 交渉を 樂觀 

ま 京 二十 六 目發リ 日本を おは 
露ち 兩國 の國 をが 緊張し 戰亂が 
態に 陷 るべ しごの 報道を 輕視し 
現な 兩國 のが 態 ごして 到底 戰爭 
じ從 事す る こごは 菌 ホず、 恐ら 
{軍事的 威 脅に おる であらぅ ご 
觀て语 るが 尙は缕 或を 怠ち 居ら 
や、、 J が ビン 居留 度に 引揚 かを 
も發 して 唐ない が、- 股の 新聞 
は 今回の 紋爭 じは 國瞭 釣が 權が 
複雜 じな つて 活る >と を賴 やる ご 
共に 蔣 か巧將 軍は これを 磯會ピ 
して 化滿じ 積極的に をを 動かし 
今後を 天 政府を 化 滝を 治 も 南京 
政府の ホ じ 移す ベ’ ィ： をて つ， r を 
り、 國 境への 穂趟 的で お 顧ら 實 
じこの 野 也 じを いたらみ でゐる 
ダャ 人め 反感が 慕って 居る。 一 i どの 說が 頗る 有力 f なつて 巧た 

本社 東京 一巧 康を (葉 無鮮轉 載〕 

樞府 じ內証 起ろ ろ. 

(甘 セ 日 一政 府じ凿 ずる 樞む院 の 威 精は 議會じ 於て 强劾ま 通 

I かろ 將巧巧 か 新しい 問題が 起っ わ 時 
の閒に 衝突は 避けられ ねと 觀 測され 
一説 i 勒 して 頗る 樂觀 的で あら、 一 ホ 
一い」 とは 餘ら闕 題に せの がよ い』 ど 
るふ 者 も駭氏 わみ からち て 化 ホ 事 わる 每 じこの 威 精で 支配 さ 
れて 巧く G ら顧脚 官中じ I 內 化が 起る MJ はお 然 であると。 

租稅； のか 入が 減少 

甘 セ 日】 大藏 | P 發 表に 依いだ 齒库收 入は 漸巧戚 退の 徵を示 
し 殊に 化既收 入め 减少 化 著し < がを の不 巧を 反映して ゐ る、 
昭耶 ニー 年度の 轉库現 計ん 歲 < ニ 十億 五な 方阳 、歲お 十八 億 一 
千 四百 ガ圓 であ b 國庫迴 餘ぉは 大正 十一 ニ 年度の ニ 億 ニ 千巧圓 
じ掛し 四千 万圓 どなつ た。 


逊 0 ホ 今が ほ驗惡 である 一 
じは 磯裝 ') 樞府ミ 巧賴ど 
てむ るが な黯 側は 斯る風 
顧 間 官中じ も 『か > 'るを 


支那を 使 かを ず 

【廿セ 日】 佐を 剌貞巧 巧は 閣游 
じがて 支那を 化 じ决定 した。 

旅客 飛行 餅 航路 

【サセ 日】 東を、 大連 間の 旅客 
飛行は 九 巧 十 n ょ b 實巧 され 
るが 巧を は 育 II 十 あ圓だ 一」。 

都市 賃雜ー 厘 安 

ご I 十六 日】 よ n 中の 十一 一一 矿巿 
賃銀は 一 0 一-とで 前 巧 I 厘 
をで をつ た。 I 

巧 外 漁贼大 苦痛 

〔甘 六日) お ホが 潘巧 同盟 广は 


生糸 運賃を 一二 弗 どし 香港に 比 
し ニ 巧の 差が あるので 支那 0 
東の 輸巧 商は 日を 聯絡 船を 利 
用して 神タ蹟 換わの ホを を お 
も 出し わが 么が爲 め 巧み 涼 船 
頭痛 鉢卷 である ど。 

經濟 提携を 熱望 

〔甘 六日】 條巧 改正 ど 新を 使 ど 
の 赴任に 化 b 自支 經濟 提携が 
具体化す る やぅ 實業家 側は 熱 
聲 してむ る 0 

郵齋 協調の 巧容， 

〔甘 六日】 a ネ 郵船、 乂阪 商船 
兩社 協調の 巧を じは を 役を 換 



ら をむ やう じし、 かけ 巧け と 
とめが ホじ乘 せられ S やう 注 
意ず るを だ ど。 

闕務 大臣 票决權 

〔甘 五日】 樞をお 問を ニを ち 加 
して 六を どし、 國務 大臣の 
冀 ホ權廢 と 間趙 じは 觸れ ない 
やう 巧閣の 意嚮は 化を したと 
傳 へらるな 

張宗昌 公判へ 

(甘 五日】 肅 親王の 窠 五子 憲開 
王を がが した 張 ま 昼は 化 月 十 
日大を 地方 裁が 巧で を 巧に 照 
せられる 0 

特 銀首腦 更迭 論 

L 甘 五日】 民政 黨內 には 特殊 銀 
巧 首 艦を を 論が 起つ じが 黨略 
本位で 化が 當 時の 言 巧と-致 
せ やを ぶ會 側は 之を を擊 して 
ゐ るが、 政府 侧 でも 夫々 巧 期 
も ぁる i だからを く 持て 餘し 
てなる 0 

郵便 周 員を 優遇 

〔甘 五日】 小泉遞 巧は を 騒鄰頓 
厨に 對し 『局員の 優遇を 講じ 
ホ 均 八 時 鹽勸務 t 巧 二回 休日 
を巧ム べし』 と 命じた、 をに 就 
き 詞遞相 a 紹 つで 曰く. 『優遇 
ど 緊縮ぶ がごは を （別問題で 

一面 失裴 を敕濟 ごもなら う』 
ミ々 V 0 


一 隨筆ー 

名刀が 正 

一が 堂 老人 

化 刀 もが 勢國モ 子が 正の 作。 
今一つは 淚康と 築山 殿 W の閱じ 
巧 巧た 長男、 岡 崎 I ニ 郞信康 、化 
.巧 お牲 寒敏殘 忍で が' つた、， ，減 独’， ' 
信廣の 娘を 迎ゎ てを 君 ■ w したが 
やきもち 屋の姑 築み 殿、 ごぅご 
ぅ 嫁を ク 、きおし 王し まつた、 
了度化時後の ニ巧^64秀忠が别 
腹から をれ たので 築 W 殿 大愚 礎 
; 窺 かじを 旧 勝賴じ 化すて 家康、 
信きし 叛き信康を自^|^ せ し め ん 
とした、 化 計 畫が因 言 報、 あ 
ぉの 嫁を 探索で 發覺」 】、 を康は 
信を の 手前、 遂-し 築^ 殿を 殺さ 
せ、 淚を おって 巧モ 自害を み 
じた、 化 時の バラ キム ナイフが 
义 伊勢 國千 子が 正で あつた、 斯 
樣じ 同族 一二 人まで も 同一 じ 刀 匹の 
刀で 不祥事 じ 遭つ たので あるか 
ら家 ホた るを 豈じ 迷信を 起さ ざ 
らん やで ある、 邮も 天下に 命み 
してが 化の 佩 刃を 嚴禁 した、 さ 
て氣の 毒な ちは 名工 村 正で、 化 
禁 々が おた 爲 めじ、 其が 刀 じは 
^ — ブ グスピ ブットが あるかの 
かき 威を 廉 おじ 輿へ た、 巧 サイ 
n P ジ ー を 知つ て 劇作 おは お 人 
劇に 多くが 正 刀を 剌 用した ので 
妖 刀が 化の 名は 遂に I ニ才 の兒晝 
も 知る 樣 じな つれので ある、 乍 
併化禁 をを 單 じを 信的發 作ご是 
るのは 史眼が 無い ど 云 ふちの、 
即も あホ扶 佐の 臣 じは 頭め ょぃ 
術策 家が 居た ので、 彼のを 名な 
る 若 將軍あ ホの スピー チに 『父 
祖は 諸君 ご同條 であつ た-か、 巧 
筆は 生れながら にして お 軍 だ、 
々巧 一切 君臣の 禮を執 b 給へ』 
とやら せ、 オ ッリテ ー を 示さ I 
せた ご 巧 筆法 じ、 が 正 佩 巧 禁止 
令を もオ ー ソリ テイの チ スト じ 
用ゐ たのでは ないか どら 考 へる 


i が 出 ホる。 

をに 面白い のは 化 お 化かの 反 
動 ごも 見る 巧き ものが、 ニ だ 四 
十 タ を 經た維 巧 討幕 5 陈じ おき 
た、 即も當 時のを ± が 好んで 村 
正を 霜め て 差 おとした ホ だ、 こ 
れ はか 論德 川に 柴る 刀で あるか 
ら 討幕には 適 應^る 物 だ ご 云 ふ 
ので あつた、 これは 維新 頃の； 
であるが 、明治に て も 迷信 
は 止まな かつた、 某 巧 嘗て 急 じ 
千圆 のをが いるので、 旨を 所持 
の材 正の 大小を 持て 桂をから 右 
を 巧を 借用した、 すると 閒も無 
くを わら 洋舘が 動き 出した b 、 
妻 君が ヒス テリ ー じな つて 的る 
からを はいら 《 巧を 持ち 歸れど 
がが 下つ た、 化の 話を 聞いた が 
藤る が、 が おの 動 （のは わ觸 〔を 
妾〕 の爲 めだ ど 笑 はれ 自ら 巧 巧 
を 引受けら ゎた、' 巧 後を は-八 
ビンで 刺を のた め •しかれた ので 
家督 博 邦を が 右が 正を 氣 じし 高 
巧 山 じ 納めん かと おけれ たが、 
同じ/、 寺じ納 むるなら 寺 巧 化が 
よかろぅ S て 伯 じ 贈られた、 同 
家 じ も ホ 不幸が をなる 處 から 遂 
じ 現今は 化 段 遊 就 おじ 陳列して 
あるを ぅだ。 

が 正は 伊勢を 名の 刀工、 貞を 
年 化から と 化 ばかち 纔 いて 屠る 
ブク 三！ ク が相则 物の かく 又 美 
濃 物の か < も あるので 正 まの 弟 
^ 子ども 赤が 兼が の 系統 だ £ も 云 
I ふが 確で ない、 要する じ 自己 濁 
_ 得の 流 義と 見た 方が よかろ ふ、 
.此エ の 刀で 化 人の 最も 巧 わのは 
矢尝 節で あるが 燒 义はタ 满ぞ樣 
じ 造る、 中但は 糖を の ある おを 
なして 居る、 或る- のは 禁 刀が 
の爲 めじ 鈴： 磨 b 消されて ある 
'が あじ 對 すを 讓 信は 昭 おの 蛮 
化， ホ だを 少殘 つて 居る が 愚を 
は 么が絕 おを ホ學 し、 化 名工が 
巧學的 見地から おじ 賞揚せられ 
ん； を 望 わの々 ある。. 〔了〕 

• . 111} 1111 1!——!!!——— 

ニュ！ 3 I ク 春秋 

◊ジ ユ； ど アラ プの喧 雖が飛 
かして、 アメ 9 々ん 十二 人が 慘 
殺、 みいで 英米 軍鑑の 出動と な 
つね、 おき エジプトの 國を的 宿 
望ら、 これで ぺそ ヤン コ じなる 
◊ッ 玉 化 号、 遂に 太平 ホを 橫 
斷 すのこの みで 巧け はを 化の 滞 
を日數 をを しても、 先づ 十と 日 
で 世界を 一 罔す る譯 、當 化から 
鐵道經 曲、 日本へ 巧く だけの 時 
巧で 世界を ホく ごい ふ もの、 近 
化 巧學の 驚異に ホず して 巧ぞや 
◊をれ じしても 飛び 相 じして 
飛ば 0 日本 A の 太平洋 橫斷巧 巧 
じ も、 聊か 呆れる ぢ やない か。 

戲 II 銘 '々傅 早 ご 

黛 治な 君 

挑める ものは、 

床 じかけ た軸ぢ やねい、 
柯處を 見ても 釣竿げ かち、 
朝な 夕な、 奥さん 化 b じ、 
なで i 賞つ て、 

ホち、 ホつ た 竿 ばか b 。 
さてを の 竿に 運惡 く、 

ひつ かけられた わ 肴は、 

パブ、 誰が 巧理卞 右？、 

わ i 、 肴は 釣れても、 

俄か やもめの 悲し さよ、 

が、 この やもめ 竿 じ、 
釣られた 肴の 不幸 さよ。 



大紐育 

一九二 九 年 版 Y 近く 發巧 I 

本な が兹じ 篤签あ 巧い じしました 『乂紐 育」 は、 幸 ひじして 
江湖の おくが 如きげ 評を 巧し、 を じを 部； 册殘ら や 巧 切れ ごな 
> ょした、 化て 本 化は 窮 一版の 巧を をを が 耕た じし、 頁数を も 
ち 加した 千 化な 廿乂年 版を がに をが する こご 5なら ました、 正 
確に して 且つ 巧ら しいが 計と 事實を 基礎 じして、 剔々 變化 ずる I 
ぷが 『大 が 育 J の 其 相を 巧 ふる じ 遺な U さ こ ご ゎ 巧して 居 bii 
ず •尙 ほを 憤は 

豫約 ホを 者に 限りて ； 

特價と 十五 仙 

發刊 後の 御 購買には 

を 價金一 弗 

ごを し 主した、 速 かじ 銭 約 稱中达 みを 希望いた します。 

八 暑 八 B 紐脊 新報 お 
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一 :-' 。 … ぶ 泣 ぉ ^ 


號六 十八 酉 丘 千 一 第 


雜 辦貪納 


【 H 喔水 


日 八 か 巧 八 年 四が 昭 【ニ 


7 


を 宿を、 巧 あを を 
麻 業 巧を、 をの 化 
人事の 巧 巧 おじな 
じます 0 


プロ] ドウス] 巧と 十舉 
領事館 向 側 建访と 0 お號を 

ホ - 

儀み 商 A 

170 巧运 を さ 三. 夏 If 
‘ ぎ Codlandt 思 3? 沒宮 


診察 時間 

午を 一時 化ニ蔣 
午を と 時 U 八 持 

愛知 お 學± 

本 違 - 

古 餘化巧 大巧ぶ び 
ル デ ラン 病院 勤を 
日疆は 前の 歯上娱 


午を S 時 よらみ 時 
日曜は 前が 巧 願 候 

ドク ト朱 

爲覆 i 彥 


診察 I 

午前 十 時—】 時 I 
午後 四時— 八 時 I 
H 曜 午前 个 時 i あ 午 
急性 慢性 男女 疾患、 巧 
腐 病、 & 液撥豈 
多年の 經 おを をし 日本 
ん じは 特に 親切 じ治務 
す 

; 健康 診 斷ニ巧 

ドク トグ 

メイが A 


診療 

午前 十 時 ょら 十二 
時、 午後 六 時ょ 6 
八 時、 日 履は 前約 
願 上 お 
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ドク トが小 菜乘ま 


診察 時 問 

す賴九 時！ 十 時 
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武ボ コン イラン ド 

病院 歡煤 


弊店は 實質 誠意 进速ま 養の 
まじ 御 生產物 一を 卸 賣お段 
で販資 致します タホじ 巧は 
らや 御用 命 仰 か 下さい ませ 
◎歐 ホが 種 時計。 窗時許 一 ま 
◎寶石 貴金属。 お 製 器具 一 ま 
◎を 禅萬タ 筆。 をを 製を 筆 
◎蓄音器。 レ 3! ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タイプライタ 1 
◎船 切な。 がを 寫巧帖 端播ぎ 
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G 化か 
0 h ,§ 
0 背 

之 H w 
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稅觸 事務 

を洋 を地幷 じを 世 巧 
の 輸お入 ホを じ顯す 
ずる 一切の 御 諮閒じ 
應じ悔 道滿船 貨物 運 
貸 及巧视 表^ 期 手簡 
富 等 進呈す。 お 巧 都 
巧 じ化理 巧を 巧し 誠 
實 を逮衙 用命に 應や 

お驗 取扱 


日、 木 礎 午後 九 時 1 十一 時 

紐 育 柔道 俱樂部 

窗巧了 目 一八を 


踩 米を 極 時計 
貴を 屬寶石 お 
銀 お 器具-ま 


蓄音器 



◎を ニ 最高級 ノが 品ヲ椅 逃し 

化 店 す 廉價ュ 販賣シ * 居， ママ - 

西 四十 ニ T 呂 一ちー 一を 番 

ロング H ! 力 J 》 か デン グ L 4 
おな 十热室 ！2?^側 

靑柳商 會端眶 


寫眞器 


タイフ ライタ 1 

を 辖巧年 筆 
其 化 ± を 物 一 ま 


(タイム スピか デン グ向 側) 


ゴ 
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電話 V ， ィて ►四 一二 セ 四 ホ W 
◎巧 品/確 實ナグ 3 ト 、取扱 
ノ巧 速ナか コトニが ブ皆樣 
々ラ 御 巧 評 ヲ得テ 居 y マス 


も 


k 論 3 お 巧 十 H 巧 巧 
巧趙 一が 十视 
1 置？ 1 st Ave . N ミ さ rk ロミ 


稅關 事務 取扱 

國 i 一 顚备 0 . 

巧呂ヨ ち》 ニ ミミ d ミ 产亞な 

Tel - ぎ wling - G ミミち 岩- 5,6 


電氣 、器械 工具 製 巧 
蓮 動 具、 玩具* 貴を 屬 
時計、 寫眞 器を 現 襟 
7 —I ト 
ス チデォ 

東洋 藥術 品蓄當 、ン 

デ イオ、 ランプ ンェ 
! ド頻ダ アキ' 了ムク 
タ—ナ —、 モ— ぶ— 修理 


H 本， まが 賓玉製 美 
衡 お、 髓人诚 曾餘其 
他を 錦 お， 一 

阀鳥す tS 

离等美 親が を 澄、 
首额蟲 、ス 了 9 ング 
日本 服 裁 皆 ■ 

I 


舞 撥^ん な S 

マ おを ダン ，1 A 
▼お 情 ホ 描 ， A 

を ，^^ 

朝 十 時？ 巧 そ 時 

シ 卞ジフ ♦ぶ ンシ 

ング 娜焰學 $睾 

h おマク 


巧留 を年理 巧の 巧 ホ 

0 本人 靑年會 
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が 育 州を 殺 
巧 お 省を 許 
まを 帝大お 巧大學 
を攀 復習 巧 卒業 
元池邊 

產婆 松本綠 


揉 療治 化 島覺丈 
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i«s 

マ ツナ— ジ 、整形、 醫 

科學的 運動、 胳灌を 
水 治、 電 氣お呂 、ホ 
線 ぷ窜氣 治療を 化 
紐 育 妍を懲 

ブイ ジオン ラビ スト 

蘭が 幸 男 

0 曜み每 H 午前 化 
時？ 午後 八 時を 
電語蘭 約 願 上 お 


换 眼を じ 眼鏡 調節 


ベ グビユ ！ 病院 及 
紐 育た 學醫 巧な 勤 

江 見 ご 一期 

診察 時間 
每 tn 午後 四時から 
ホ 時 it 

タ 巧、 水、 を、 と 

時から 八 時を 


韻 肺# 療 

かの 巧 上 お 

n I ホ か大學 
ドク トか オブメ INV ン 

醫學巧 ± 

吉 居悅彌 


_ 摩詳懼 

を 潍 肪蘭會 


西 お 十六 了 目 六十と 番 
電話 プづ イアン トセ 0 と义 


を 五十一 11 T 目 

ニニ ミ 

伊藤 
洋服 巧 

?ラで ごご 一 


洋服 調進 

クリ 1 ニン ダ、 ダイ 

イング、 修鑄等 一切 

ミカド 洋服 店 

化 本 保 
笔話 ライン ランダ！ 
六 八！ ニ 0 


第五 街よ ご 10 
へ クシ ヤ！ 

ピグ デン グ巧 

小 池 寫眞舘 

電話 サ] ク八 

四 四 0 ムハ 


るき 米 齒婦ん 
H 本 入への 吳 
語を 授 じは ホ 
年の 經驗を 有 

す 0 一 レブ 巧 

ンと 十五 皱 
每 H 朝 化 時ょ 
b 按化 時を 巧 
時 じても をし 
H 確 日は 一 時 
よを 四時を 


新 鑛篇か M 切 

日本 A おきのを 魚 澤を取 h 输 
特到廉 憤で 大勉强 をち. ょす 

サヴネ ド魚语 

呈 LUM 田 A FISH 呈 B 3 ST 里 置！ 一芸 巧 I 
200 Wesi Bist S す 置 Gir 享 瓦 erda 乃で 巧 
T 己. 呈 umb ミ^ 123 
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成功の 穗談 

ホ 園を 英語を 話す お 
は 成功の 築' 一藥 で* 
本校には 目 本人 敎征 
じ 慣れね 寒巧婦 
師 をら 愚 寶じ會 話 心 
信 文 社を 語を 敎授' 
ます。 自懼遇 H 共 
を 前 化 巧 午後. 
時まで 麗漠 1 1 レ 
スンと 十 あ她づ 

今 H 廣も 一し を按ぁ I い 


.iu 

S 

h 

お 

8 

が 

化 

n 

'細 

5 

0 

2 


じ 

P 义 
0 け 

S 

組-^ 

籠 ill 
泛 M S 
A 0 如む 

S 0 が • 

M 
U 
K 
0 


d 

つ 


7 


新 ホ 書 難販賓 

- I 

雜 誌の バ プクナ 一- 
-ハ I 、 を雜誌 類い 
新 注文 等 化て 迅ー化 
じ 御な みを しょす 
柯卒 御用 か 願.^ 

主 ホ-^ 0 

奥が 書 




齒科醫 木 下义巿 

ゴ 0 ぶ. ニニ hst . 

ジ L 这 onuit ち S ? 


H 本 靖髮纔 I 。 

西 四十 ST 目な を 地 ニ 島 お 室 号 

兰階 (第み 街に 近 L ) 


令隹籍 ♦雜 誌み 新聞 
お黨 をを 麗 

執務 午前 义時 ょち 午後を 時を 

紐臂 H 本人 會 
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電 f i 1 00 お 0 

親 ク ホ i 00 ぉ~ 
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尋れ f 入 - 

(宮城 縣) 大橋巧 雄- (熊 本縣化 
本 卯 一郎 (德 島齊糸 田 川立義 
(山 ロ縣) 德巧お 一一 お (廣 島^) 
松 本實吾 (宮城 彰ま島 直 組 
(和歌 山縣) 化 本 ホウ (鹿な 島 
縣) 國上時 愛 ま留語 長 
晓縣) 地 旧 內藏ま ニ 跑岡縣 ご 
又が 度み 大塚 サダ メ (愛 か 稳) 
長 崎 德一柴 旧 幸一显 (大度 ボ) 
西 ホ 源 太が (を 塵 0 藤 木离八 
(肅 岡縣) 末 か 搜盤前 鉛 育大が 
學を八 木 郡ず (蠢 |駭} がかが 
豊 S 郞-熊 本縣) 巧 本を 藏ぶ 
を 川縣) 稻葉明 まが 藤嘉ホ 
(コ 《 ン ビア 大學 お材) 赏が 周ん 
郞 

をの 覆に 遽知教 を 拿 蔡有之 
お顆 本人 若く は 知 入ょ b 免 
住 巧 御 通知 願 上 お I 一 
紐 育 一 帝國緩 領事を 

1 寡ぞミ を ぶ 章 一 ark 量 


五お間中 

S 本 巧^ 楚直ハ 

间經營 と 年間 日本人 諸ち 化理を 
の經驗ぁら。 ジ ェ ス • バ ァ 
西 六十 五 T 目 一二 一 i 


I 實際戰 闘^を 基準て 


實際戰 闘 九を 基準て. レて 

英米 漸く 歩み寄ろ 

總嘶數 や 蔑數の 勢力 均等は 無視 

艦齡 延長 補充 期 も 協を か 

しで 瞄滿 にが かすれば フシ ント 
ン^ 巧の 期限 お 了 期で ある 千 化 
な 二 一十 六を ぶじは 問題の 巧乂お 
を 暮 はおら 乎實舆 される であ 
ろぅ 期待され てち る。 

劈 カ化較 

一 H 本は 屯 割 要 ホ 

助 遭 海相は 閒遙で 典 米を 中必 
じ 進 藍して ゐる 軍縮 間 題の 情勢 
を 巧吿じ 『ま 月 二十 四 目 不賊碟 
約 宣布ぶ 當 n お 首相 マグ ドナ 术 
ド 巧は^ が 燈ニ隻 、潜水せ お 一 
叟 、潜 f お ニ隻の 

.建 進 延期 米國 大統領 フ 
1 ゲア L 巧は 巡が お ミ 隻の雄 造 
延期を 逛 巧した が、 この 建造 延 
期の 英米 海軍 力 じあ ぼず 影響は 
きは めて みない、 巡 洋鑑じ 期す 
る わが 茵の態 巧は、 華府會 叢、 
ゼ ネグア 臂 議じ宣 巧され た 通ら 
終始一貫 I 斑らなぃ もので、 お 岸 
線植找 化ず 巧 狀應等 じ おける、 
函の 上の 党 化 ょら、 英 ホに 比し 
と 劇を 保を すべき こどは 絕對じ 
必要な 最 j 化 限度で ある、 今 英米 
兩國の 巡ず 艦 勢力に 蟹し、 と 割 
の 巡げ 艦を が 持ず るには、 なは 
救璧 の.. 

巡洋艦を を 巧 建す る こ 
ど：5,びしろおをで、 建造を延期 
し将 〇 ものは 一隻 もない』 ど述 
ぺ 、わ. が國の おを 計 講を防 化す 
るた* じは 巧义の 縮小が 唯 一 の 
可能が 方法で わる こごを 暗 巧し 
て閱 倦叫谅 解を ポ めた、 しかし 
てを の數ぞ 的化據 なみの ご W < 
で 見 〇 れ る、‘ 卵ち H 、 吳 、米の 
八イ チ滿 巡が 鑑 建造の 現；^ は 
左の 新 b である。 


ツ シン トン 髮め ニユヨ • 一 ク • 

ヘラ 八 ド 巧 特電 じ 放れぶ 目す 進 
巧 中で あろ 英米 お 軍 力の 均等に 
就て 髙官 筋から 洩れた 巧 息に 照 
して 見る ご 

均等 力 S 7 - 現 i 渉 

中で あるぶ 準 K 巧 じを てる ど 千 
九な 一二 十六 年頃 じは ち 現の 呵能 
性を 靴び 居る もの， >か< 當時の 
势 力は アメ y 々の 巡が 艦 力 二十 
义を巧 至 一二 十 隻じ斟 しィゲ リス 
碼 はの 十八 巧 ま 五十 隻 どなる で 
あろう、 尤も この 巧 巧が おして 
ブ ー ゲア 巧の あ黨 しつ i ある も 
のな b や 否やは 疑 巧では あるが 
この R 巧 じを ふなれば 現 巧の 勢 
力 じがて は顆逐 お及び 潜水 媛を 
餘き 先づ免 勢力を が おする 所な 
く 千 九な 二十 六 年度に がるが 軍 
の 勢力を を 殺 的に 縮少せ しむる 
£ 信じられて 居る、 これ 0 か兩 
圃 どして はか 敵の 威を 乃至 沸が 
兩 酉の お ザ おお 等が 實 現されな 
い 限 b こみ 

期間 中 じちる 補充 建造 等 
じは 一 をした おを を 設ける だら 
うどを ふので ある' 即 もこの 期 
間に 於 X ィゲ リスが 軍が 十四 隻 
のを 朽 艦' ど 補充し ないならば お 
年後の ィ •キリスの 巡 巧 猫 力は 四 
十 巧 巧、 アメリカは 二十 六 巧 唯 
どなる でを らう、 がして この間 
が 數じ對 する 尺 巧み-いかじ 當て 
.はめる^ ごい ふこ ピ にがては 巧 
ほ 链證を 必要 どしつ^ ゐ るが、 
フ！ グア ー 巧 ごして はこの 理論 
じ 基き アメリカの 巡が お 十お隻 
計 蜜は これを 十 i をに お 少し 得 
るら 尙 化つ-巧 觸 がん 巡洋 おで 
.はィ •キリス K 蜀 して 四 隻^ 媛を 
をみ ずに 足る ベ < ’ア メリ か tJ 
これな 外に 潜水艦々 び鹏逐 艦の 
一勢 力 じ も 

優勢を ミし っ、、 ぁを 

これ。^ ゲ リス 側が 巡が 艦の 逆 
おにが て 十八 隻 よら 二十 一徑じ 
及んで 居る から、 これを 適 おな 
る 尺度に て 巧 等 じ 説 節し やう ご 
云 ふので をつ て、 ィ •キリスけ を 
.駭 では 俊り おる もの、''.、 をの タ 
(はと 年を にはを 齢 じ 速し 艦 型 
も アメリカ 广 比較す いば 小型の 
ものが ぶい (最 々け 六 千が が) 
から 勢力 S 巧 等を 計らう と 云 ふ 
ので あつて、 巧义兩 越の 討議は 
大化 これを み 則 V - して 步 みを 6 

つ ある の ？细 く、 ィダ リス 
が この 期間 中に 潑慮 どす る もの 
は 五 千 觸ホ巧 六 巧 お千竭 、これ 
が 補 おじ 一方 おを 一二 霉の 雄を 
を ホ 绍 して 居る から’ 巧し これ 
が赏與 した どしても ィ V リス 侧 
の 宿 陳帮カ 

縮少は 約 S 力 お 千が ごな 
る锥で ホる、 尤も この間 努力の 
巧 等 揺ホぃ ょる ものけ 巧數 や變數 
で。 < 兩瞬絕 おのを 股の み 力を 
目が ど ' ^ス 居る ので あるから、 
現が 進 巧 中で ある お 國の談 巧に I 


ス 


4 タ 

純 万 トン 巡が 蜡 
巧 成 十！ 隻 、十一 巧 トン (ヶ 
ント 被ぶ 隻 、ロンドン 級凹隻 
オ 1 スト ラ 9 ア级 ニ隻) 

逃を 中 ニ隻 、二で トン (ノー 

フオ —ク 、ド— セツ トン T 昨 

年 十二月 および 本年-巧 じ 進 

水) 

計盡 一 集 一 ' 力 +ン こ 一 養の：， 

も か. - T サレ— および ノ 1 ザン 
パ ー ランドの ニ隻は 鼓を の聲 
明述 りお.—; 延期、 殘る 一隻 d 
ホを 一二 n よで じ 起工のは や) 
一巧 ト ■' WA の 八 
インチ 巡が 鑑 、準 
八 i ンチ 巡げ 經 
おぶ 四隻、 力 九 千 二十 トン 
(と インチキ 化 搭載 ホー キン 

ス お) 

遮湛中 ニを、 一巧 六で 八な ト 
ン (本 ザと 巧 進水ので クセタ 
— 、本 ザ 十二月 竣工 豫 をの ョ 
1 ク 、い. つれら 八 インチ 砲搭 

を 計せ 隻 、十九 タ 
がす 八 巧 . j -j r ン 


了 ゾリ 力 

純-巧 トン 巡洋お 
建 遣 中十篮 、十万 トン (ペン 
サ コラ 殺 八 隻の外 今夏 起工の 
新 十五 隻案 中の ニ隻) 

計靈 十を、 十万 トン (今夏 お 
エネべき 巧定 でぁつ た ご 一隻 U 
最 をの 聲明通 b お工 延期、 巧 
年 六 H ホまでに 起工す ぺ きら 
の五隻 、來 々年 六 巧 末まで じ 
起工すべき もの 化隻) 

合計 廿隻 、二十 方 


0 


本 


純一 万 トン 巡が 應 
旣 巧四隻 、四で トン (那智 級 
ぅ も 足 巧は 八 巧 中 じ 引渡のは 
乎) 

建 追 中 巧隻 ■四 巧 トン (高 雄 
級 昭か六 年ち 中に 竣工) 

一方 トン 0 かの 八 
インチ 巡が 絕 、準 
八 インチ 巡が 媛 
旣お 巧隻 、ニ 巧 八 千 脚 百 トン 
(加を 毅と千 巧 トン 八 インチ 
砲 搭載) 

合計 十二 隻 、十 为 
八 干 四む トン 
しかして、 を 表のぅ も英 國は昭 
かよ お、 米 國は昭 か 八 年、 日本 
は昭 巧み 年まで じ、 いづれ'*® 竣 
エ する をのて、 奥の 二十 隻十化 
巧 五 千 八な 二十 トン、 米の 二十 
隻 二十 巧 トン じ對义 、巧が 匿は 
十二 隻 十万 八 千 四 巧 トンと いふ 
こご じなる が、 摇 トン 數击義 じ 
ょら 巧が 國が 英义 のと 割を 保持 
する ためじは 巧じ對 して じな ほ 
ニ 巧 八 千 六 向 余 トン、 米に 對し 
ては S 方 一千 六な トンを 增 さね 
ばな 'b ぬ、 しかる 時は 巧が 國と 
しては 一方 トン 一巡 洋驢約 S 隻 
の 造 お 計蠢が 必要 どなつ で ホる 
關 孫で あらで 


巧擊 緩が じ 

正貨 現送 說 

財界'; 韶 にて ホ 張 
を 解禁の 影響を 輕徽 ならしめ 
が 外の 愈 数なる 阳買 思惑を の 化 
する 上から、 日銀 當 巧を けじめ 
般銀巧 あに 期限 附解攘 を聲明 
すべし ご ホ 張した のじ 對 して、 
井上 藏巧 はじめ 現醒條 はを がな 
對の息 向で ぁつて、 いは ゆる 適 
當の時 巧に いむら ば豫吿 なしに 
解禁 锁 巧の 擧じ ぉやべき 化で ぁ 
るら しい、 すなは ち 事業 會 社、 
おわな どは 揖が爲 種 相場の 恢な 
振 k じ その他の 事 構を 綜 をして 
化づホ 年の 贸あ 轉換 巧を 目標と 
して 諸般の 準赌を 進めて 居る 模 
模で ホる かくの ごどくして お 
解禁を 構ぇ じょつ て資 をの 需を 
は 相當ホ おへられ 

變 態的援 潜を ます^^ 渡 
厚なら しむる のが 態 じある’ か 
くて はを 解禁 じ當 つて、 資金の 
が W 流出を 急激 かつ タ からしむ 
る こど じな b て、 をの お果 はを 
利の 急騰、 物が 藻 落を 誘を する 
こどじ；；^るので、 が禁前のを醜 
な 案じ 對 して 政府 およびり 欲に 
、''一いて 化當 ち 應 して 括る やうで 
める が、 阿 かしら H 銀， レち 额の 


特 離の ため、 通貨が 制 力を 失つ 
て 居る のト 、金利 引上げ じょつ 
てを 融を 引締め やぅ ごしても 目 
下の ごころ 巧 おはじい ので 

金融 緊縮 帝 じついて 柏當 
き虛 せられて ゐ るが、 を融 をで 
は 先ず ぉ 柬爲替 が 四十 八 ド 火 見 
當じ巧 近したら、 正貨を 現送し 
てを 解禁を 生や V き資 をのみ 外 
流出を 緩 かすべし ご唱 へられて 
ゐ る、 日銀の 首腦 者の 中 じ もを 
の必 婪を說 いてむ る、 邸ら を 解 
禁の腾 じ わいて 戈那へ 商品 W . 
てを. か 流出す るは か資 をの おみ 
流 ぉは 相當 ぁる I , へく、 かつ r - 
リヵのを 巧 高に P み 接 あせし め 
て ゆく 上から も^が 要で、 爲 をが 
柏當み ごころ^ で 恢復す るを 待 
ち 矿貨を 現送 f て資 をの 急激 G 
る 流出を さけ、 ~ を 解禁に ょるな 
擊を 緩和す ベ」 ごい ふので ある 

日本から々 扛タへ 

生糸の 輸ぉ增 加 

ヵナダ 絹織祗 ならびに 絕 靴下 
類の 需を なをを 頗る 普遍が どな 
つて ホた が、 ごれ じ 伴つ て同國 
巧に わける 絹 綠物並 じ 靴す 工業 
は摄あ 著る しき 進展 振 もを 示し 
て 居る、 即も 絹織物 エ農數 は 一 
が 年の 十四 H 場に ぉし 昨年は ニ 
エ瘦 の稱設 をち をの 資本 額 も ニ 
千 ニ 巧 一二 十二 力と モド^から ニ 
千 六な 十五 万 丸 千 ド 八に 增 巧し 
た、 生產 額は 昨年度 一八 八十 九 
巧と 千 ニな と 十 云 ド ホ じ 上を、 
一巧 年 じ 比 ずれば 百 一二 十二 巧 六 
千 一二な' 五十み ド > の 巧 産で ぁる 
從 つてを の おお 生糸の 消 费も逐 
年增 加の】 遙を たで 5, ゎお壓 
を 糸の 新ホ攘 ごして 囑 目せられ 
るに まつた が、 おが カナダ 向日 
本を ホの 輸お廣 は 左の 如くで あ 
る (單位 優) 


年次 

大を 十五 年 
昭か ニ 年 
同' ミ も 


儀 お數最 
四 六み 
一 •六 I 四 
ニ こ ニニ 化 


巧 年て ハ 巧 末まで) と 四 五 

稻の生 マ 長は 順調 

東京 特電 二十 六曰發 n 農が 省 
め發 おに 依い ば 八ち 十五 日 現な 
じがけ る稻 のをを は 頗る 順調で 
全國を 通じず 巧 すれば 普通 作. 
h 稍 良 おで をら 5 ご。 

正金 爲替賣 ぉ 動 

まま 特電 二十 セ 日 發り爲 を 回 
俊は 利き 過ぎて 遂に 正を 銭 巧-® 
寶 お動じ おっ ゎが； 般お複 も ホ 
お 機化 L ゎ； 

註 r サ 六り の 當悄相 縷はプ 

ンド 四十み 巧' 五十 ホ 化 四を の 

一、 電信け 四十 六 ホ 六十 ニ 仙 

あ 嘘で ゎった。 

n . v ホ ホ 挽 請會に 

邦人 側 委員 逆 加 

化く を 地で； 只 集され る 頤際生 
糸が か 協緯專 しお 席すべき 巧ん 
側 $ 巧 おは 邮 報した 所で あるが 
をの 巧更ら 證糸 中央 會 ょらけ 
常 M 1 ニ ホ 物^ 爵化ホ ホが が お 武 
雄 &、 おを をの 黛 治 良 巧ぶ び H 
木 4- 糸；： 江井鋪 巧を をを： 封 囑 
巧し じ、 こわで り 本 側のを 員は 
巧が あ ib み 一 人、 製糸 寒侧 一 ニ 
人を をして 十八 人 ごな つた 譯で 
をを C 
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深刻に、 如實じ 物語ろ ..：.：. 

不景氣 の H 本を 襲 ふ 就職 雛 

等門學 校から 大學 へ'、 一 惑くなる 


〔日本 特 信〕 N 就赋雞 、失裝 苦 
生活難 こい 等の 言 菜は これまで 
何十 度 M な 巧 ど/'、 b 返—' て 叫ば 
れて ホた、 一方に 『脚け ど 働け 
で』 をつ て ゆけの ホ 巧 苦が あら 
一方 じけ 

i 血 暇 じな つて 採し 姻 つた 
どて 僅かの 活し ぅさへ 稱られ a 
就職難が ある、 この いんぅつむ 
社 會相じ おびやかさむ ながら、 
今春 學 おを 出で た 巧 かき 求職が 
はで こへ 巧く、 文部省‘ レ 先般 か 
ら t 臣內 を大學 、專巧 學校等 じつ 
いて 巧 卒業 ホの 就職 狀應の 調査 
を 巧つ て 居る が、 いまだを $ 完 
了を みない、】 方 巧 核 省 社會场 
中 か 贼業紹 か 所'」 ず间 資本を 一 
千ガ圓 W 上の 大食な、 銀行を 選 
んで昭 か 四 年 巧のを 期 採用の 人 
員 おょびを の 待遇を 調を した 姑 
あ 下の 如き 

を特 た、 銀行、 信 巧 
互 十六 ヶ 所、 禽 化む 八十 儿ヶ所 
を 計 ニな 二十： 立ヶ巧 中で 乂 年ぃ 
やし'、 も-人で でも 新入 お 巧 旨 
を 採用した どころ けな 四十 S ヶ 
巧、 刚 もを 調を 個所 S 六韵 S み 
六 鹿、 殘らは 全然 新 おの 採 巧を 
してち むいが 態で、 則が の不お 
はま づ こ、 じ 明 もむ をの 證 左を 
示して 居る、 みに 採用が 部の 大 
蓉を 乂學、 專巧學 校、 中等 學校 
のをみ 築 生じつ いてみ る ごみの 
糕じ なつて 居る 

大 學ホ靠 をは 右 ゆ ニな ニ 
十 五ケ所 中 大學卒 を 生を 媒 用し 
た ごころ は五剧 をのな S 十一 ケ 
巧で とな 四十 五を、 どこる で こ 
れ だけの 採用 者じ對 して 志願ち 


は 六 下 一二 十 化 あで、 がかに ー剌 
ニみ S 煙の 就職率、 か 巧 給 も 僅 
かじず 巧 六十 五 圓と十 t 錢 で、 
昨年の が 均 六十 八 叫 よら あら じ 
贼 かを 示し、 巧 給の 他 手 當を支 
給ず る 巧は 僅か じ 一二 十 ヶ所じ 巡 
ぎぬ 有樣 

専門 學 校卒袭 生は 巧 二十 
一ヶ所、 即 もを 調査 所の 五 割 S 
かと 嘘 かを 遵者 四千 四が 一二 十二 
名 中と が 十々 をを 採用し、 一割 
六を S 姑の 就職が 給 ホ 巧 五十 
一二 圓 八十 儀で 昨年よ A ニ 圓お十 
錢 のが 少 

中# 學校ホ 業 まは 酉 二十 
ニヶ 所が 五 千 五十】 をの 志願 あ 
中から I 中 一二 育 狸 十一 ニを、 ニ 帯 
六を を ぉ 採用し わ、 お 給は 云 十 
五圓 十二 錢ホ 巧で 的 年よ らニ阳 
二十 六 儀の 热少 、かくの 如，‘ 就 
诞 をは 專巧學 校から 大學 -I 巧く 
じを つて、 ます'''-^ 惡 くな S, て 
むる が、 本を 巧の この 統計を 一 
巧 年 並 じ. 昨年の 鬧邱み 統計に 

化較 する ご 志願者 數じ昭 
か ニ 年の 八 千 六 巧と' 十二 一人、 S 
ザ お S- r 万 四千 义な 4 - 1 人が 本 
年は 一巧 五 千 五が 二十 二人 じ增 
加して 居を に反して 採用を 數 
一が 年 巧の 一千 おが 八十 六ん が 
昨年度 S 千 二十 四 名に 上つ たの 
が 本年は また 急に 二な 二十を を 
贼 じて ニ 千 八 巧四乂 どじち、 當 
巧の 粘 おどして 就職率は 

昭和 ニ 年 一割 八を 一二 厘 
閲 一二 年 二割 吉鹿 
同 四が 一割 八を 一 屈 
冷やか ぃょ數 学は 年每に 深刻化し 
て ゆく 不廣藥 を もつ とら か實じ 
しめし 巧して むる。 


文化 學會へ 

歌舞伎 盡 


H 本から 十二 莱卸着 

當地 コロン ピァ 大學校 巧 じ U 

ホ 文化 學會 を經餐 しつ 5 わる 巧 
旧 柳 かを の詳 じは； 円本を の 化ょ 
bn 冰に關 した 內 外の 壽籍數 巧 
をが 賴 々到眷 し、 歸 朝を 前にし 
じ 同 巧は これが 整 巧 じ お ほ 忙殺 
されて 辟る か、 最近 H 本から 珍 
らしい 繪 轟： か 到 肴した 

これ：： 烏お淸 おみ 備 いた 歌舞 
化 給で あ 劇 及び 歌舞伎 座が 劇 
兹 前に 飾る 立 看が じて 勸進帳 
を 始め どして 曾 我 夜 討、 狐を 
信、 忠- 臣藏、 H 蓮 上人 さては 
淺妻船 等 約 十二 藥 、まだ 曾て 
海 列には 輸出され かつた 遮 
おを おじ 岡學會 のた めじ 贈て 
■ホた ものである-か 
巧 旧 氏け 早速 ァメ 9 力の お敦な 
美術が を 招いて 鑑賞せ しめた 巧 
いづれ もむ 服し 斯る 立派な 劇攜 
蠻 術を 持ね b い 泰西の 劇 擅は 永 
だ宋だ U 本に 比較 すれば 幼稚 
ある ィ J 威 嘴した ごの こごで ある 


空の レヴ 井 了 ザ ン號が 

一周 新 記綠お 急と 

が 來の甘 一二 日を 廿 一日 じ 縮める 

、十八 日を 要して 居 


をの レゲ ネア ザン被 どして 今 j して ざつ ご 
や 查化巧 驚異の 的 ご。 つて 居る 
ブ で 巧號 はち 曜日に n 1 チン ゼ 
成 スホじ 着陸、 が もじ 燃 油を 賴 
込み 十八 時間を には 化界 一巧の 
愚が 目的 化で ある ニユジ ャ叫ジ 
— 州 レ 1* ^ 1 スト じ 向つ て 急 
いで ホを した、 即 もこれ をず U 
までの 飛 巧々 程 じ 就いて 見な じ 

レ • 一 キ 1 スト、 フリ^-— ドリ 

ッ ヒンェ ー フェン 觀 四千 一: 白 

哑をニ = V'H ハ 時 巧 二十 一二を で 

フジ 1 ドリ ツヒシ ス^フぶ ン 

から 霞 ヴ浦間 ホ 千 八 巧 八十 嗤 

を お H ミ 五 時間 五十 かで、 霞 

ヶ浦 ロ‘， サン ゼ术ス 間 五 下 八 

だ哪を S H V」 六時閒 十八を 

で 飛け したので あるから 
を 巧が-巧 六 干 八な 八十 哑 --巧 
要の がが 時間 十】 H 十九 時陆ご 
いふ 短 かいら？^ である 力 •レー 
キ 1 ストを お按 したのは 乂巧 
八 H の 午前 審盼 二十を、。— サ 
ス ゼ^ス ホ じ 到着した のは 八 巧： 

二十み H の 午前 化が 十一を であ j 
るから、 を 地の 滯化日 あを 合算 


ところが 巧れ 家で あり 齒験家 

てし る ミ ア ス ど コ ヤ 

お 巧 儀を 携辨し 窺 船、 涼 単 
等總 ゆる 文明の 利器を 巧庙し 
て 千 九な 二十 八 年に お ホを 一 
周した 記錄は 二十 吉日 十五 時 
間八 かで あるから、 ッエ お 号 
もぅつ か^ ロ！ サン ゼグ ス疋 
むらで 歡迎 をめ じ 逢つ て 居る 
ご、 この 記錄を 破る こごが お 
ホない どい ふので 
さて こを で ックナ ^ 樽 ホ か レ^ 
キ パー ストへの 出ち 期を 急いだ 
諮で、 これを 二十 一日 お 度に 縮 
め やぅ ごい ふので あつて、 いか 
じ 遲れて も 日曜日の 午前 四時 ま 
モじ兽 けば この 餐記錄 を 破る こ 
ごが 出 ホる ので ある 

巧 ほ ブェ伯 親が ロ！ サン ゼグ 
ス眷 陸の 模樣は ラダ オ でを 米 
に 放を された が、 乘 込んだ 巧 
が 学 鹿 少佐は 日本語で 威 想を 
述べた。 



明が 九月 頃 じ 

太平 泮橫斷 

日本 飛巧巌 會巧擧 

巧 圖飛巧 協を ではを 窗 ほの 期 
待のぅ もじ ニ年掛 b で評靈 した 
太 ホが 橫斷飛 巧が 調杳 準備の 

赚漏 からを じが 秋に 至 b 
てす 巧 能 ごな 6 、 大いに 面目を 
失し 當事 者の 引責 辭潑 まで 見た 
をのを. 疊 恢復の 意 ホで 會長 あを 
巧が 巧は 小が 縷務 理事、 が浦廉 
務 ホな 等と 極秘 裡じ 橫斷飛 巧の 
巧 おを 企てつ； あら、 計 書の 巧 
おじつ いては 旣じ關 西の 某 飛 巧 
磯 製作所 じ 命じて 使用 磯の 設計 
を 巧は しめて 居る をの 設 針の お 
巧 上る のは 十 片中巧 ごろで、 を 
の 上で 巧 年の 失敗を 繰を： 返さぬ 
やぅ 遞信省 航お厨 じょく 設計の 
內を について 協議 誌 解を ホめ、 
商 もじ 製が じ 着手す る こご {な 
つてち る、 機体 完成は 來 年と 巧 
ごろの 見込みで、 發 動機は 威產 
なを ごの 

希望 i あるが、 劉を のぞ 
みは 少 いから、 が 國 製を 採用す 
るになる らしい、 尙ほ機 ホの 製 
巧费 はと 八で 圓 ぐらいで あるが 
前回の ごどく 國 民から 零砕な 寄 
附を 集める こごな しじ、 阪 ハ合魯 
長の 手許 モお資 をを 得て 居る ご 
いはれ、 飛行 ± 、航空 ± じつい 
ては まだ 柯 等の 决定を 見ない が 
機体の 設計 完了み 窮證衡 して 巧 
寿 早々 から 畏 距離 お 上、 天体 お 
測が わむ どのが 習を をね て 使用 
機が 出かて からの 練習 期間を 少 
<- > て、 化 巧 初甸を 期し 化を じ 
上る 豫 をで をる ご。 


氏の 手で 芽が 巧 結 瓶 まを 濟 ませ 

を じ-! ゥジ < りー 州へ 新 城 旅 

わじ 出掛け。、' 廣瀬 おは ホ幽ち 
数の 製靴 替 社の セ！ グスマンで 
元 紐 育 教^ 3 ;§ 5 帥 どして 同胞 社會 
知らい じな 廣纖ホ 助 氏の をれ 
かたみで 讶 をは バ） バラ •ゲプ 
^ ■ト 家の人で ある、 商 枝さん 
の 父君は 現む ボストンで 雜貨業 
じ從 事し つ、 ゎるが、 底 枝さん 
はず 供の 時から 蹄が すきで 千 化 
な 二十 年 父 おのみぶ ベラスコ 氏 
の 元に 預けられて 女優 學校じ 入 
學し千 化が 二十 一二 年 『メリ ！• 

メリ— •クブ ィト •コン プ ラリ 

I』 9 ま 役 フキ スク 夫人の 舞臺 
じ 上 b 千乂ゎ 二十 五 年 じは 『沙 
上の 樓關 ，1 『アラベスク』 など じ 
登壤 した、 本年 二十 四歲。 


居る の f な^じ 救助して ふると 
お 船 お 組の 支那 人 一二 人が 心 船を 
企てゎ^<^$ ど利明し直心-‘移ピ 
局に 送ら わたが、 をの 中 地 一 人 
は ニが あ 十 巧で 移ほ官 のち 收を 
，計つ た ご、 ほ 一二 人が 水 おか 密 
航 あか U お 然して 居； ぃム； 


流行 盛 返し 


へ ツビ ー • n I ト 

金 渾產の パ ッビ ー •コ^ ~ トは 

圖 案の 趣向が ょぃの V」 染色 S 技 
術が 勝れて ゐる S で、 じ もま 七 
ド の國ァ メリ々 宵 婦人の 嗜巧 
じビッ タリを 致し 非常な 勢 ひで 
流 巧し 出した が、 自然 謗ず から 
撒 製濫を どな‘"'、 モス リン、 人 
絹 なぞに 染色して 從來の 本絹の 
おんど-五 をの 一の 四、 五 阳で賣 
ら をし、 ついに 自繩 自縛 i 時化 
化 & 狀態 VJ なつて 居た が、 最を 
元 じ 退つ てと おぃ ：* 本絹ら のが 矢 
張 b 歓迎され る やぅに なを、 お 
川縣 工業 試驗燒 から おな 十 着を 
ニユ ー 3.! クへ發 送す る だ 右 じ 
つき 溢を 媛 長は 語る 
を澤^ ッ.ビ！《 n 1 トめ縣ホ 
はエ 失さへ 凝ら ザ ばみ して 悲 
觀 する こどな （、をれ じは、 
いかさま ものは お 目で やは b 
高價 でも 上品な 手の 入つ たも 
のがょ い、 を ごろは 一 ッビ！ 
n ; トの あが 少し 變 つて 元 藤 
お 補 風 £ いつた ものが をい、 
模樣も H ホの な 構、 嚴 島の 烏 
居、 近な 八景， 岐阜の 鶴 飼、 
或 ひは 五重塔な どの 巧 騒觀ホ 
闡 なでの 記憶に 殘 つて 居 るら 
のが ホ 常 じ 好かれて 爲 る。 


丹 下 ウメ f さんが 

歐洲經 由て 歸朝 

自 本が をんだ 最初め 婦 ホ巧學 
をで ぁる 丹 下 ゥメ子 女を^. 數年 
前 渡米 3 ホ、 コロンビア 一一： ジヨ 
—ンス •ホプキンス 大學ぞ 始め 
ンン シン ナタ 乂學の 研な 董の乂 
どな b を疆 じ顆聯 した 4^ 登 素を 
の 化に 就いて 硏擧の 功 {也 
ず、 今回 搏±稱 競を 得、 

がる ニ 一二の 蟲鳥學 がか'- 
引 張 風 どなつ て 居る が、 j 愈々 歸 
朝 命み じ 巧した ので ホ^ 一 二十】 
日出 帆の ォ？ ン ビック 取で 渡英 
歐 刹を 地を 視察し 化 月 一二 十 H に 


了から 
I 甘 本に. 
I お聘の 


録 朝、 


は ナぉト ，出帆の 絕化义 
咏 図の お 擅に 新ら しいぶ' 學のホ 
をを 輝かす こご ミな つ お 


混血 兒 同を 

參 しい 結婚 

巧 方の 父親 本人 
バリ ト—ン の 廣瀬讓 治 君 ごを 
藤 佐 まが 氏の み 媛で 女優の コン 
スタンス •霞 枝 をん どは 豫て婚 
約の 問 柄で をつ たが まる 二十 六 
日 ザを がをお 替か 帥淸化 宗ホ郎 


ホ 大統領へ 

屛風 y 贈 輿 

日本の 鑛山 技師ょ 弓 
總山 技師 よらの アメリヵ 大統 
領フ ーゲア 氏へ、 をの 前途を 既 
する ため、 かつは 鑛 業に 従事す 
る 者 じと つての 名擧 どして、 今 
固 H 本靑 年鷄業 技師 協會 ょら 洋 
ま 用 四 枚が 屏風を 贈る こど じむ 
つじを は 一ニ呵 から 间協會 員が を 
一圓 づ 、を 藤 おし をれ じを 國の 
鑛山關 孫 者に 傲を 飛ばして 集め 
たを 六な 阳で出 ホ 上つ た 裔さホ 
尺 ホ 八 尺の 化 鳥ん 大刺滿 を 施し 
たす ばらしい 華麗；； ：6 もの、 かね 
て 高 島 崖で 調製 中の ごころ いょ 
いよこの 程完 がし じので 現品は 
東京 巿京橋 區日吉 町 日本 鑛お會 
舘で關 係 者】 岡 じ お 髮のム 太洋 
化 じつみ こむ だ ど。 


ち 孤拳闕 選手 •か 

檢舞臺 に 現れる 

巧 A でフ五 ザ，— ゥ で个ト 級め 
拳 圆ホ木 村 君が 當 地に 可 はれた 
こどは 前號の 本紙に 旣郑し ホ 巧 
でもる が强 じは k お生れの ま那 
人拳圖 手で A 年 十八 歲一 か靈巧 

五十 五. ハゥンドの アル A モネ と 

呼ぶ 靑年だ ファンのを でを 憑い 

て 巧る、 モキ おは ステ! < マン 体 
育 場で ぶ デ！* ジャ クすン から 
訓練され お ホラ ネト* すで イト 
選手た らんこ ごを 志し 一賀 じジャ 
ック •ン 3 术ッ じ勝ム .黑 A ミ 
ブドグ •ゥェィトの 了 T ヶ V- を 
贩 かし 明水曠 U のがぶ ほ、 J 1 レ 
ム巧ネ ，v ン ピアで ク リ了ク をら 
來た ジャック •ン ぶ 1 ! ミ 試を 
ずるは 中。 - 


.故 俊 則 次郞ぶ i 

肅 やかな 巧を 忌 


脫 船を をて！ 

支那 人 水夫 逮る 

I 昨 巧 曜日のを 朝ブグ ックリ 
ンサ S 了 目の お 上を おお 澄で 移 
は 官が蠻 巧 中、 怪しい 人影が ニ 
つ 一二つ 巧 柄の 急 潮に 押 流されて 



當 地牛稻 旅館を 巧 粮太郎 巧の 
をさん で溫 厚、 勤勉で 通つな 人 
氣 者の 巧郞 5 んが してを や 
な H じな つた， をの I 日日 忌が 去 
る 日曜 H の 巧、 生ぶ の太廣 巧で 
肅を かじ 執 巧され 4 ^、 ホ 會—じ 
故人の 知己 無慮 四 4 ^ 人 
水を 渉 ご 一氏の 司 含で 巧 田 柳 作 
氏が 巧に 绍 する 蚀教の 哲學を 
說 き、 故人' ふ ニ 半' 年 巧の 知己 
である H 本學 をぶ ホ 翻 長 中が 


嘉壽 氏は 妻を 失つ I た 自己の 化 
驗を述 V て お A Aj 追懐し、 を 
らじ 淸水牧 帥の^ 想'- 厮禱で 
まを あつた 〔圆心 佐 巧み 郎巧 
の逍 影〕 i 


皂 上を 話 


巧 ±滥 造 迎國家 

を位巌 はもと 大單當 厨の 推 栽 


じ もど づき 文部大臣が これを 授 
巧して 居た が、 學 位を がな あさ 
れ 、大學 常 扇が 文部 大 居の 認ザ 
を經 て、 自由に 學泣 號を授 巧す 
る やぅ じな つて 巧 ホ、 醫學憐 ± 
のかき は官 をな 立のを 大學が 競 
つて これを 授 輿し、 年 ど おじ 博 
±濫造の弊^>增大し、 學をはも 
とょ b 社會を 方面から 非難され 
て 居る が、 更らじ 化 野 前々 义相 
は 『文部大臣 S 學拉 巧 お 認可』 
はを く 形 ま 的で ぁる'.」 のを 池 か 
ら これを 認めた ど發 表した が醫 
學鴨 ± の 糖 造 ぶら は 特に 目立つ 
て 居る。 

舊學 泣み 


法擧槽 ± 

醫學同 
農學同 
エ學同 
文學阳 
巧學閒 
が學同 
昏 醫學閲 
經濟學 岡 
商學同 
政治 學厨 
を 計 ニ ■0 四 六 


ニニ ニ 
八 四 四 

一 ミ ハ 

S 八と 
i 化 六 
一八 ニ 
一二 化 
ニ 六 


現巧學 位み 
ニ 化 
ニ 四 八 一 
ニと 


I 六 

ニ 四 
吉六 
ぶ 
五 
一四 
四 


•化 四 ご一 


コリン ビヤ 大學 

日本人 學 友撼會 

_ he お ち ミまで udenis 豈 A Alii 
of C 己 ii}ia Un 是 rs 安 
た s . 121 stsl_f さみ N . Y , 
ぎ这墮 養 n こ 養 

「日 ホ大學 々窓」 發巧 

Th こち a 是 S A 養 rican ミ是 rs をを arierly 


18 -tBi 

飼 


かるた 


はも‘'-^ の 遊び 
タを 英文で ホ國 人に 能く わかる 
やう 纔單明 祿に說 巧した ものが 
出 巧ました。 巧を 目み 進呈を し 
ます、 御覽 下さい。 

M K 量 SMA 呈 114 E . 芸 th 苗. 基 y . 


大勉强 


L T 

^ ^ 化 i 

gri 

16 


3 間 2 


，だ 山 
0^11 
L C 


畴式 テン ナ ！ 
'がま 六十 牠 
支那 ま と 十 他 
宴會 

洋式 f 去 仙 0 上 
支那 ま 一鬼 0 上 


靈 円蓮閣 


0 シュウ マイを 擦 

蠻 頭、 主、 曰曜 
•宴 會用别 閱勸お 


目 

米 


蒂話 プライ アン 


を 室 D 八 八 違ぶ r < 蓋 


竹 中 重 雄 


紐 育 お 西 四十 四 了 目 
ニニー 二八を ニ 磨 ) 
j ち呈夏 AM ニ 章岩呈 GY 
ニ パ 118 去 es 蜂を さ St., N. Y.C. 
ぎず jfant 芸 73 


舆 面目なる ホ 横 同胞 じ 獲* 
なるお 業を 巧を す 


宮川 事務所 


が 巧 ホ 西 四十 ニ 了 目 島 ホ！ 器 

节， 


r i 
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資 ホを 壹糖圃 
沸 込 巧 資本を ホ 千な 圓 
お ホ を 六 千 四 巧を 巧 

瓣齡 S ホ 銀 巧— ち 巧 

本な まを 巧； a 本橋區 本を 尾 町 五恭地 一巧 

支店 4. が 日本 橋を 內帝 ち讓 

を ホ 雇を 都 大践巧 (大 防〕 神戶 
おを 下 猫 巧 司 巧め お 岡 長 格 
が おを 孟買潤 水 


辕出乂 爲替’ 電信を を 追送を 族 巧 信用が 
商策 信用が 其 他 一般 銀 巧 業 

乂鎌齡 S 裴銀 巧— ま 店 

郷里 送を" H 末を 地 無手 数が？ 迅速な 巧 
本 巧 預金 (を 期 池 知ノニ 巧) 御 巧 巧 化 狡 
本 ま 店 巧 巧 粟 ほ) 大お巧 戶巧都 
巧な 地タ古 巧小搏 上海 倫 致 


雜羅府 、を 港お扔 (ホ， 
お 府を 

(午ち ニ 時化れ〕 

大洋 义 九月と 日 


天泮乂 

コレア 义 

春が 化 


九月 二十日 
十 巧 四日 
十 巧 十八 日 


グ火經 由) 

を 港發 

(正午 巧 

化 月 十 】 H 
化巧廿 五日 
十 巧 十日 
十 巧廿ご 一日 
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@ シアトル 出 化 (午前 十 時 出帆) 
が豫乂 九月 里 日 
靜岡义 十 巧 十九 日 
巧澄义 十一 巧 二日 

|ニ 島 i 化 十一 巧 化 日 

® を敦愛 日本 行 巧れ 

巧极か 杳廿 一日 

諷訪 み ぶ 五 B 
がを 九 十月 十九 日 
▲が 育 巧 机臣を 馬烧由 日本 巧 货物賠 — 巧 二回 
▲樹豁 化が C 资 化は 歐渊 巧、 南 ホ 巧 あじ 臣をあ 
お 由た 平洋岸 巧を 澳 姑を 化*」 おめ おリ 巧が 切 
巧 等 萬 事 御 便を にあ 計 ひ 申 上ます 
A 来 固 戲遵切 巧、 寝ち 券 寄 も 御恼宜 にか かひ キ 
上ます 
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■雜貨 陶磁器 

ランプ 及びを 

太 洋賛營 ま會お 

支 巧 おおを、 ボストン 


、資本を 蒼僚圓 ''を 額拂 法を) 

、稽 なを 营億 置な 五十 萬圓 
內化本 ま 店；：；； 橫お (本店) を 京 太 お 
巧 戶長崎 下 賊名 古 崖 

橫濱 正金 銀 巧— 支 巧 

米 國ぞそ 巧 = 桑 巧 羅府ホ 巧 巧を 
其 化 化 巧を 固まを 都 巿ュ支 巧 度 コ グレ 
ス巧么 侯 


本 巧大阪 化濱五 T 目 
が 育 支店 紐 育プ。 1 ド* 王 t 巧 四十 化を 

鎌 g なぶ 銀行 

お {巧 京 横 濱名右 屋巧郁 神 ロ 岡 山 
占^^ち ノ道廣 島 吳柳巧 下ゾ關 
地 支店 I 巧 司、 小 倉、 若 巧 階を み 留ホ熊 本 等 
本 固 預金、 鄕お 送を 等は 柱め 
て 御 巧 巧 巧を じ 御 おを ザ 申 巧 


本庙 朝鮮 京 城 

ち 巧 おお 巧は 日本 內 地の 樞 を都巿 、巧 辟 
お洲 、支那のを 地 及び 滿 盛巧德 

瑚鮮 銀行 紐 脊お張 所 

外聞 爲替一 股が 巧 策 巧 精々 巧 便利 じな 扱 巧 
申 上 候 


內 外を、 社 倩、 がま ノ賣巧 及ビ巧 
化 化 立 一ま祐 便利 ュ御化 扱を シ 
マス、 お々 當巧ヲ 御 利用 下 サィ 
II が 本 ビル 7 ロー 力 ー 银巧姉 ホを 社 

藤本 證券 會社 

同を 港 ま 店 
间羅が 出張所 
巧み 市 代理店 


陶强黑 、雜 貨卸賣 

森が ブ タザ ー ス 


H 本 碱お器 雑貨 

ラ厶 プ卸賣 

奈良 貿易商 會 


日本 截船會 社 (並 ニを 鐵道 會胜) 

代理を 片桐 兄弟 商會 

乘 車、 乘船 切な おに 小猜職 運送 御 使 巧 じ 取 鼓 申しまず 
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一 シアトル ぉ奶 (午前 十 時) 
ゐ らば i 义 九 巧 十八 日 
あらび や乂 あ 月 廿み日 

ば リオ か (が 港 化执) 化 巧み 日 
_ ▼一等 樓漬 一丸 五 巧 ; 

あしば リザみ ろん 一とん もは 一直 五を 
I ►一二 窜 日本 巧を 五 巧を ま 大な遼 ま 巧 室— 
►御を 望に 依 リー 等 割 則せ な 巧 巧を 巧を 巧ち 

ロス ア A ゼ ルス ぉ 觀 (午後 一二 時) 
さんと す 丸 丸 巧 お 日 
まに ら見 十 巧廿四 H 

マ 一等 综濱ニ HO 萊化 はわい 丸 ミ じら 丸一 空 巧 
ブ持別 一二 等 B 本 巧を 中お躁 ▼一二 等 a 本 巧 あ 十を 巧 . 
マホ 謀羅和 おお 車 切符 寢窒券 蘇 入御 铃 巧が リお 


陶破蒂 雑貨 類 卸販賣 

S 茂 木 桃 井織 


I 賦 日本 ドライ グ— ゾ廟會 


U 本 陶破器 雑 接 類卸賣 

ザ元ブ タザ ー ス 


T 寧の 印刷 ご 精巧なる 化 上げ 

時日の 迅速 ど 確實な 校正を が 証 


印刷は 紐 育 新報へ 




電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 晒 違。 む^ 新報へ 

お內西 十と T 目 十 二番 十 階 H 
東が じ 化ける 巧 字 言論 機關の 

權 威、 菩が 新報を 讀 まね 人な し 

廣吿は 紐 育 新報へ 


ヮナメ ！ 力 ー め特を 

ロみ A の お 買物には 時 則 巧 員を 置き 無 
巧で 御 案 內致ホ 電話 又は お 手が か 窓 御 
訪閒 して 御 便宜を 計 b 巧め ての わ 方に 
掛 しでは 特に 注意 致します から 是非 わ 
立 あ h 願 ひ 巧、 巿內 配達は 勿論 自本其 
化 狂 地 宛の わ 荷物 發 送は 當 ホで 致し サ 

レ 3 ン ブナ メ^ ~~ 力' — 


晚香 坡每ニ 週】 回 化 帆 
A エム プレス 佛蘭西 ご ニろ 客 唯 ) 

A 巧せ 化 日 

皇 で ムブン ス露西 盛 ( 一二ろ 呂喷〕 

化 巧 十二 目 

I エム プレス 亞西西 0 ニ • 含 0 顧 ) 

一 十 巧 一二 日 

んでム プレス 如を 太 0 ニろ 呂 お ) 

j 十月 十 セ 日 
一一 等、 二等、 一二 等 及び 下等 客 設備 
一 最大、 き 美、 最 快走のを がが 巧 船 


御 破 器 雑貨 卸賣 

春 巧蘭會 


ミ-重 考戸 ‘ ニ': 
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永 ホ 博 ± 1 巧歡迎 

旣報 ボストン r がける 第 十ぶ 
回 万 國ホ巧 學大會 じ 出席した 来 
大の 永が 潜 巧 ± 、ま 化 大學の 位 
武ぞ 太が 巧 ±が數 をの 一巧は' 一 
十五 H ホが したが 直 見 ドク ト八 
の 首唱 じ 依 b 巧 統巧人 開業 醫師 
諸氏 ホ懼の 徽迎會 を本タ H ネお 
樂部じ 開く 普で るる。 

華 府日會 新 事務所 

華府 H 本人 會 事務所は 最近べ 

ンシ V クッ ニア 勘】- 10 五番 I し 

移轉 した 由。 幹事は 田 坂 碼生巧 

^ 人 か 人 

♦二宮 保を 巧 秋 旧鑛山 專巧學 
校敎授 、まろ ホ-日 歐洲ょ b 着 紐 
乂巧化 日の 大巧 化 便じて 歸 朝。 
参 巧 野 善 治郞氏 あ輔子 巧式替 
社を 役、 去る 什一 二日 巧 部ょ b 青 

が ホテル' •瓜 1 ズゲ エ术ト にお 

宿 巧 一ヶ月 閱潘 がの 上 渡 歐の普 
♦を 田 巧 德氏旅 順 師銳學 堂 長 
まる 廿ー 二日 着が 約 二週間 滯 巧の 
上 化 巧 十五 日 天洋化 便じて 歸朝 
參貞 廣堯！ ニ郞 巧神榮 生糸 採 式 
會あ紐 育 支店ち 配 人、 九月 サ立 
日頃 西 巧 天が 见 便じて 歸 朝の 由 
参 木が 義 雄氏閒 上、 貞廣氏 後 
任と して 化 巧 ホ 紐。 


巧 桐 スペシャル 


到着 


SI 財 岡辰辨 切り 帳.，' 


# な 六 

人相の^ 

小 西み 遠 

肉の 榮光^ 
魔の 女 

其 化 


一 弗 八十 他 

刺 私 

一巧 五十 牺 
一 弗 四十 做 

一巧と 十佛 


化辆兒 弟商會 


新米 走 b 

テキサス ± S ^ 

乂满 致しました 


桑 山商會 

114 夏 ST 置 ihMT .’ N . Y ’ c . 

さ呈 e . さ iun すち s 兹-苦 ご 


遊覽船 み d 午後 ニ 時化 

みの ニ 画バブ タブ！ よ 6 出を し 
て マツ！ 一 ブタンを 一周、 詳細は 
電話 レ タタ— 四と お八 番へ 


夏場所 賣度 

確實 なる 顧客 VI 化 入を 巧す る 目 
拔の巧 都を 上リ ー マが 其 儘 ま 急 
を價 じて 賣 度し、 

玉 場 あ ネコ ゲ ー ム及 スフ グ巧 
T . 書 舅 SI f h , S . 1., N . Y . 


食事付'1週十五巧、 
違 - 獻をァ ニニ， ご 

ピ ブブフ ホ！ 方 ド •ロ] ドの 中 

蹈 、乘 お、 水泳の 便 あ ら、 ァ少 
パ 三！ 停車 媛を 御お迎 します。 

互 rs . H . E . ジ 言， 是 己 Leba 呂 =, N . y . 

お 一- 皂夏 t L を 豈呈ニ 7- ご W 


巨 装飾 綺麗の 室、 設備 
完 き シング ニ 週 

八 弗、 ダプグ 一週 十 巧 

呈 TEL 担 夏 LE , だ W . 呈 th ぎ 呈 


斗聖 諸君に フアン シ 
イ V! キング 及 

び 料理法を 敎 巧す、 新 ま 設備 

戸 画™ 呈 

ニ West 2 呈 篇 置， Br 邑をさ N . Y .. 


IJ1HH 


ご 弄 銀行の 大黒柱が 來る 

ハ アバ アド 出み' f " 化 田 成彬氏 


ニ 弄 信 巧の 社長 米 山 梅 王 ロ 
氏が 歐洲じ 去つ てま だ 幾何 もむ 
一 < 今 巧な 一二 井が 巧の 大黒な 化 田 
! は彬氏 か歐洲 方面から ホが する 
一由で ぁる 池 旧 氏は 本年 一月 ホ 
一日 神戶 出帆の 函化 化で 渡 欺 （、 

I 歐洲を 固を 巡遊し、 髮じァ ムス 
I タ A ダムに 拱かれた 風療 商を 食 
_ 違 所を 萬には U 本を 化 おして 巧 
: 席し、 两ホ化 因、 蘇 格 蘭 其 他を 
:捉 ホして をを じ 赴き、 ァク キタ 
Ml ァ號 ごがる 六日 着が する 续定 
一で ぁるが、】 巧は 夫人 酷す、 か 
I 息ぶ 巧、 文黨 課長 乳 井龍 雄、 か 
; 固 課を 巧 理乂矢 知 昇、 英 ぉぉ 張 
I 旨 小が 善 削の 諸氏で 先づ プラザ 
I ホテ^ じ 投宿の 上が 育を 中 V むじ 
i ま 郁 巧 方 及び 加を 太 ホ 面 ごを 旅 
巧す るで あらう ご 云 ふ i である 

-米國 じは 千备 九十 一 こ 


年 化 じ アバ アド 大華生 ごんて 
ぉ學 せる 緣 化が あゎ 千 八な 九十 
五 年^ ホ果 生で リ！ •ヒ •キン ソ 
ン商會 のを 役、 太 ホが 閥 係會讓 
ホ 画 委員を たる グリ ー ン 氏の 上 
お 生で わ 6 タ數の 知友を 米國じ 
もして ゐ る。 化 巧 氏は 米 深 藩の 
閔 家老 どして 上 杉 家を 扶 けて 維 
がの 陈 じがけ る隱れ たる 巧 巧ち 
であるを 池 旧成韋 氏の 息で 慶應 
を 藍 卒業後 渡 ホし 歸 朝して 時事 
新報 じ、 ホで 一二 井を 巧じ轉 じ、 
大阪ま 店長 時化 じ 一二 井 银巧中 巧 
の 構 人 ど 題 はれた 故 中 上 川を み 
邮 氏のを 婿 ごな つたが、 明治 四 
十二 年 一月 一二 井家の 組 綴を 變更 
し 一二 井 銀 巧を 株式 會社 V 一した 當 
時よ b 常務な 締 役の 筆頭と し 八 
同 巧のを 展 に貫献 せる 人で 一二 菱 
の 串 出、 住友の 八 化 等 ご 相 巧せ 
らる i 曰 本 有數の 銀行家で ある 


曾、 御木本を 巧、 H 本 ドラィ 
グーグ 、'井元 プラザ ー ス 、フ 
エ テン^— ブット •テスト リヒ 

ユタ ー ス、 奈良賓 易が 會 、名 
を 爆 製陶 

を 十 お 巧 (追加)。 巧が 謡を 會化 
を 十 巧 宛。 を 田 福が、 巧譯 なし 
(楠 瀬 正 美、 を 松)、 竹 中 健 普 
をと おお。 脇 本 八 右衛門、 が 由 
化 

を 五 弗 宛。 ま 川 節 ホ、 ± 井源么 
巧、 が 上 ま、 岸 爲が郞 、谷 ロ 
精 太 

を 一二 弗 宛。 演 田み 郞 、を 鶴實、 
片巧 鎌太郞 、植 利を、 太 旧 化 
松、 無を 巧、 巧 上岸藏 
金 ニ 巧 お。 大野 十み み、 小を 越 
男、 小 野德治 

金 一巧 お。 無名氏、 お 口哲 ホが 
A 國 ホが ニ あ 
を 十五 巧。 國米ザ ニ 
を 五 弗 巧。 小が 淺 ぉ、 を お豊植 
巧# 巧 雄、 田 貧 繁太郎 
を S 藤 お。 山 崎 進、 橋 本 善藏、 
沖を 

A 化 山 洋服 巧 扱 
を 十 巧。 か 山 巧 王 ロ 
を 五 弗 宛。 內藤整 記、 宮 ドを 之 
助 

A 織 旧寬扱 

を あを お。 織巧寬 、潰 田正藏 
金 一 弗 宛。 を氣 巧、 T*N •ホ、 

K を 

へ J ノ！ ホ ー クホ面 

金 二十 弗。 岡 本 住居 商會 
金 五 巧。 岡 旧を 巧 
A 同 方面を 田彌扱 
を 五 巧。 タ田斌 
金 ニ 弗 宛。 淺 W 貴 一、 權藤正 次 
が、 巧 井藏么 助、 伊藤 ま 次、 
小山 巧 交、 小山 好 福、 小 おこ 
藏 、ぉ 來宮之 進、 寄を 淸吉、 
巧 田 四 助 

を 一 弗 宛。 太 旧 溶】、 ホ 崎 南 か 
東紋助 
A 斤 柄 商會披 
を 十五 弗。 が 桐義雄 
を 十 巧。 横 田 一二郎 
を ご 巧 宛。 她旧 高な、 A 木 熊 太 
郎 、が 尾な 

を 一巧 宛。 松 尾英穗 、野 崎 良 ホ 
A 太 西げ ボホ 面吉見 匡藏扳 
を 十 ホ。 吉 見商會 
余五张 宛。 加 藤商會 、橋 爪商會 
蚕一こ贿宛^ 巧澤ぉ會、 ぉ間商會 
金 一 弗 お。 松 本 秀巧郎 、川邊 千 
お、 膝間恒 S 

<3アトランチック^:^ィランド 

山 巧 俊 高 扱 

金 ニ 弗 宛。 山內を 高、 川口 純么 
巧、 巧 腺 M . 渡 邊朝雄 
を 一巧 宛。 藏 お善藏 ，田 中猛 
〔訂 化、 漉 川 知 乂お氏 巧の 內 
を 一 弗 揖橋ど わるを ニ 巧、 お 
玉 友 一氏 扱 十 巧 同氏と あるを 
二十 巧 ど 訂正 t 】 


親 支 家 逝く 

ジェンクス 博 ± 

アンキ ザ ンタア ■戶 ミグ トン 

めの 經營 者で ぁる ジでレ ミヤ • 
ゥキ ブプ火 •ジェンクス 巧 ± は 
肺炎の 爲めボ 巧 西 巧 ホ 了 目 メモ 
リァ 病院 じて 療養中で ぁつた 
•かお 勢 俄か じ 革 ま b 前週 ± 曜日 
と 十 S 歲を W て 長逝した。 隙 ± 

U ミシ ダン 州 セン トク レ ヤアじ 

生まれ ミシ ダン 大學ホ 業 後 巧 逸 
へ ー か大 學じ留 をし 歸米 R ホノ 


ッ クス 大牵 英文科 じを 鞭を 執 b 
爾後 ィン デ アナ、 コ ー ネグ 及び 
が 育大學 等で 經濟學 を 講じ じが 
で 那硏究 じ 興味を ちし ぞ數 のま 
が 人留學 生を 薰陶 し、 駿 々支那 
じ 遊び H 本人 じは 親ち 家の 學を 
ごして 知られて むた。 前年 まが 
貨あ 制度^な 革 じ參畫 した； が 
あるが 支那の 眞 相が 改ぞ 容易な 
ら さるを 威 じて 中 化した を も あ 
も、 固 民政 府餐 頭の 後 も 招聘を 

請けた 人で わる。 紐 育 タィ ムス 
紙は 月曜 H 追悼の 辭を 巧げ て經 
濟學 ちごしての 巧 七が 願稅 問題 
じ掛 ずるを ずなる 態度を 頌 楊し 
且つ 『大學 は 一の 敎義 を學 生の 
上に 强 ゆる 機關 ではなく、 自を 
じ硏 究を蹟 ませる 機驅 でな < て 
はならぬ』 ご 云へ る 博 ± 平生の 
ま 張 ご 其巧勞 どを 概ん でむる。 

日本 识樂 部爵 員の 

杖 球 競技 會 開催 

H 本 俱樂部 運動を 員會ま 催の 
下に 例年の 如 < デ ラウ ユア •ウ 
オ ー タアザ ヤップ じがけ もウグ 
フ •ホ i -- ロー 俱樂部 リンク じて 

俱樂部 選ず 確ず 親驟 をけ ふべ く 
時日は 九 巧 八 H (日曜) A 紐は 一二 
十六 ホ ! 一八 •ス b ロ— ク • 3 么 
ぺ テシ 3 V 優勝 若は 田 島 前會長 
盃 を】 ヶ牟間 保有し 得べ < 副賞 
ごして 金 タタ 八を 與 へらる： 規 
をで あ b 、 B 組は、 J ンデ キでッ 
プ •ト 1 ナ メント じて j 等 よら 
五 等まで 賞品を 輿へ 別に 午前 午 

後最巧 お， プ！ ビ ー 賞 並 じ セ こ 
ア ー ブライズ (お 四十 歲の 壬 ) も 
あり 會 員の 參 加を 送は 八月 I 二十 
H じて 婦切 るを。 

靑葉晉 選手 競技 

去る ニ卡 一 K 開催せ る 靑葉會 
委眞會 じが； て 巧る 一日ぶ び ニ H 
を 期し-五 卡四 ホ！ グ^ンず キヤ 
ブブ メタ 於 •プレイを 擧巧 する 
i じな も 韻 H は ペラム ベイに が 
て 十八 ホ 丄-グ 、次 a はサ タス V 
ブ .） じがて S 十六 ホ！ 八を 競技 
ずべ く 賞品は 一 等よ を 四 等まで 
别 じを ラウ シドの 最が点 賞 もを 
るべ く グロ I スの最 好 点 覆を 靑葉 
會 選手 ご L てを イダが を 贈 b ラ 
ンナ！ アブ プに 銀盡を 贈る も。 

中が 嘉壽 巧歡迎 

離が 中の 『が 外の H 本』 社々 ま 
中が 嘉壽 をな まる 二十 一二 日 巧げ 
絕 じがけ る 吉巧脅 ホ 催の 歡迎會 
じ 臨む だが、 胡 夜は 舊 知が 志の 
發 企に 繫る 齋迎を W 料亭を 稻じ 
龍 かる、 おで わる。 お 席 希 巧を 
は 商 巧を 稱へ中 込まる V く 貪 費 
百 弗。 

大ホ 巧の 漫談 會 

.日本 俱樂靖 家を を員會 のま 催 
で 目下 滯 .紐ず の 大法 司郞 巧を 招 
聘し 二十 九で 木が) 午後 八 時ょ 
b 會員 鼓び!^ 族み 爲 めじ 漫康會 
を 隅く 由。 j 阿 ほ 當巧人 擦 券は を 
巧せ や 現か輔 巧で 會 おじ 巧徵 
を ホる ま。 

佛む會 例 貪 法話 

み间 S 脊祕 * む 貪 例巧會 をは 化 
丹 一 H の お巧幡 じが 繰 b ドげ ニ 
H 午後 セ 時 平よ bn 本お樂 がに 
がて 開稱 せちる ベ <當 が 佐々 木 
指 月師は 『た ニ因緣 J ど 題す る說 
をを 試 レる 由。 


斗 


訪巧 .•觀 ホ.. 見學 のた しさ 

全米ち 學圈 一行の 招待 會盛化 


前 化 議± 中が 嘉壽 氏の 引 卒する 
を 米を 學幽 一巧は 着が 0 ホ 誌 巧^ 
巧 化、 見學 •歓迎の 應酬 じに 殺 
されつ {あるが、 本 巧が 號巧巧 
を 二十 ニ H 午前には シ テイ カレ 
1 ジ 、博物館 等を 巡覽し 午あゥ 
グゥ ォース 塔、 巿 藤、 武市橋 等 
を 巧 ホし、 二十 一二 日は ホー ラン 
ド墜 道を 経て メリノー グじ 遊び 
巧は ナップ 夫人を じ 巧が せられ 

塞 

脚 襟を 開いて 語ら 餘興 なで 薇 
'出して かを 露々 裡じ 解散した 
が 非常に々 意義のを をで あつ 
た。 型 朝は バ * 1 臺を 傭ひ乂 
れ 一路 オイ スタ ア ベイに おひ 
あ少 1 ズダ ユ 八ト 大統領 S 墓 
を展 して 墓前-」 巧 がをおげ 一 
同偉人の面がを彼び つ ！ チ ダ 
モァ 丘上 じ ホ C 人み 邸を 訪問 
した。 ホ •□人は 自ら おで il 
巧を 請 じ 

な 大統領の 應お まに がて お 見し 
造 変み 至籍 、器 其、 狩 獲物 等を 
ホして 說 明の 勞 と 執 bH 本訪弼 
の 追な 談 など あら 一巧 頗る 癒 快 
じ 時み 移る を なれたが、 间 邸を 
巧して 冷な 化 じ 高を ドク ト 八を 
訪 間し 商な 夫人 必遙 L の 歓待を 
をけ 午後と 時歸 がし 本社々 主 お 
待の 晚餐 皆に 臨いだ e 二十 五 H 
午前は コム ミユニ ブイ お會 S 說 

おを 聽き 午後 ts 自か巧 動、 

二十 六 H 午前は がの がを 事 震 
を 視察し、 午後が 育 タイ ムス 
社を 訪問して 大規模の 組織を 
化、 极は H 本 お 樂部じ 催され 
たが 育 おま發 企の 槪迎會 に 出 
席し じ。 當砖は 化 巧 監督を、 
高 谣袍兵 大佐、 乂花ま 計 長、 
風脚， 中 山、 貴 志、 木 お 其 他 
五十 餘名 出席、 草 信 H 本人 巧 
會長 巧會者 ごして 開を の 辞を 
述べ 內山總 領事 化 巧の 歡迎辞 
あ b 中 W 理 良は 見み 組織の 颤 
機、 徑 路巧朵 反び お ホの 計を 
抱貨 を嫂述 してが が 巧 胞のモ 
—ラ庐 サボ ー トを乞 ひみで 講 
おじが b 本 化々 ホ 水を がご 一巧 
は 

义国 巧が 雜 話ど鹽 して 新 閒のぉ 


史 、發 達、 現が を略說 し、 巧 田 
文化 學會キ '事は 米 國の國 民を 《 
題して 趙ホ ある 考 をを 語ち 最後 
じ司會 者よ b 一巧み 一路 やを を 
祈 6 午後 十一 時半 散會 した。 




淺間磐 手 ニ 艦 

歡迎 準備 

プログラム 一部 修正 
帝 國練智 澄 嫁淺閣 、磐 手ニ鑑 
の ホが は 目 睫の 間 じあ まつて ホ 
てゐ るので 歡迎 會事裕 所では ブ 
日 グラム 完巧發 表を 急いで ゐる 
が、 巧 巧 遠隔の 地方 じ 腰 沿し つ 
つ ぁる 惩隊司 か 部 ごのを 渉の 爲 
め ホ だを 部が 確を 的で ぁる ごし 
て發 をす るまでに 至らない から 
近日 あらに 總務 委員 會を 開く が 
要が もる どの 蔥をも ある。 を學 
部み 謀 演も旣 をの 講 おお 巧 旧 巧 
は 歸朗後 ごな ろべ <武 ホ 氏は が 
退の 患を 小した ので 新た じん 選 
化 囑を なす 主 どむ るで あらぅ！ 

: 逆''、 も 九 巧み 旬ま^' じ巧定 をを 
ねばなる ま.、 ご 言 はれて ゐ る。 
を附 をはな 穗 をが では ぁるけれ 
お 一ホト 'も 多ければ ぞぃ 程 遺憾 
なき 歓迎の 途が 見出し 得る はか 
論の i で ゎ もから ホ應 募の' 同胞 
は 化 際 進んで 應裝 されたい VJ 當 
一间 ぎは 語つ てゐ る。 子 おの 歡迎 
窗附を どして は チラ ナック 湖に 
宿 病を 養つ てなる 建築家 妻巧巌 
送 氏み 息讓次 君が 一 あ 錐 f 態々 
ニ 巧の 小切手を 剧 をして 來 た。 
ノォ 7 ォ ー ク 同胞ょ らも 遙 かな 
救迎贊 助の ち 情を 表して 巧て ゐ 
る。 最近 中 込の 巧は 左の かし。 
を 一二な 十五 巧。 森 村 プラザ） ス 
をな 八十 巧 宛。 日本 綿花 會 社、 
化ぶ 銀 巧， 化 商 コー ボン ー シ 

ヨン、 脏 コ— ボン-— シ ヨン、 

巧 合名替 な、 日本を 糸會化 
金 百 云 十五 巧 宛。 堀 越が 會 、サ 
ゥザン コトン 巧ぶ 禽な 
を 化 十 弛 宛。 を ホが 會 、專濟 銀 
巧 

をよ 十五 巧。 间志資 易が 倉 
を 四十 五 弛 宛’ 野 崎グラ ザ！ ス 
が 山 巧を、 ホ 陆商 筒、 を 柳が 
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巡洋艦 間 歌て 舌び- 

軍縮の 見許危 ふし. 

内 的 ル 政府 壓 迫が 餘 りに 强. 

マクド^ルド 氏 急遽 訪米 か 


ヮシントン 甘 九日 發 i== フ ー ゲァ ー 大統領は 本日が 軍を {臣ァ 
ダ ムス' •固が お宮 A ブム ソン、 次官 n ッ トン 氏 等 ご 約 ニ 一時 巧 じ 
お b て 炎 米が 縮な 涉に 就て を谣 したが、 をの 內 をは ァメリヵの 
巡げ 艦 一ぶ み 十 お雙达 造が 完了す るまでは ィザ ブス 侧は現 化の 
山す る ごのを 渉 •か概 が 停頓を ホした 私 あ 
一て は 昨今 パレ マ チンの 暴動 萬で 触 軍 派 
の 興 論が 城く' vb、 現势 力の 蹈 薬に 極力な 齒 しつ i ぁるの みな 
ら や' ァメ 9 力.」 がても 旣 をの 巡げ 購 十五 隻 建を 案の I が 中と 
じな 對を 抱‘、 與論が 强く なち、 兩政 がみ じ 巧め 的に 腿 おを ずけ 
て 盾る 結 おご 江ら れ 、恐らく マク ドナ 八 ド 首相は 豫定の 訪米 期 
を 早めて フ ーゲァ ー が锁 統ど會 見し、 親しく 本 間 題の 解 决じ鲁 
手す るが 势 でもる。-- 


• y I • ' 'J 

を 齡お如 おの 座を を^ 止 i 
じして、 イ ¥ リ •< 侧 -lr し 一 


U 本の 立場は； 

を 涉次艳 て 

【を 京豬〕 U 助が 衔 おはぶ ホの 
単 縮を 遍 協ぶ じがで 左の か； 
言明し じ。 一一 
U ン ドン じがる 這 越 首相 マクド 
ナ片ド 氏 ど ホ 閣夫化 ド！ ズ氏ピ 

の 間-: 銷始 されて むを 軍縮を 渉 

- : 

i I - 


一進 一 退み やぅで わる、 
したがつ て 政治が のん にょる 準 
備 を員會 はいつ 開かれる か 制ら 
0 が、 英 首相の 渡米 後 じな > は 
せの かご 思 はれる 節ら ある、 準 
滿を員 會は正 まの 會ょ b も 重要 
性が をる からを 國お 軍は 誠意を 
もって 戲也じ 研究し、 欣然 參加 
する はみ を 謝を またぬ、 化 間に 
は 化々 海軍 當 局の 眞 意を 誤解 L 


叙 也 •か 足ら ロ ごどくい ふ 人が あ 
る やぅ だが、 當 局は 巧して 軍縮 
じ對 する 

察、 ん では 人後 じを^ わ、 
補助 おの 比率 じついて は 日本の 
國 おわら ゼ子 ゲァ 軍縮を 議當時 
，一^ キ张ご 河ら 異なら ロ、 あの 比 
率： 1 1 ホ も 譲 ホで きぬ、 これは 
一朝： ど ある ごきの 通商 路の保 
護陶巧 上の 致 小 限度に 關 してを 
年が 巧の 結裝 じょを もの だから 
である、 ホるべき 軍縮 曾議 じは 
をが ま カ縣間 題が おる こご！ 思 
ふが、 日本は あの 五 •五 王 ニの 比 
率を 訂正ず る 意は U い 

縮少 01 巧 五 千 •か 一二 
巧嘟〕 艦辭の 延長に 資して 英米 
が 一致す るなら 日本 も 賛成 じ吝 
かでは ない、 しかしな るべ （は 
ヮシントン 條 のじ ホを 觸れ た. 
な いらの ご 思つ てむ る、 ホ 力 艦 
の鑑 型縮少 じは 最初 ホ 固が 絕 お 
じ 反 お L たもので あつたが、. 最 
近は 賛成して ゐ る模樣 だから 或 
，は をれ だけが 訂正され るから 知 
れ 幻、 要するに 英 、ホの 巧 渉は 
モゥ々 し 進 巧し なければ 軍縮 一 
熙 する 豫 想は ホヶ しい やぅで あ 


る - 


帶原 外相 調訂 案を ロシアへ 


モスカ ウサ お 百 i 發 = 


h 刻々 ミ 危機 道る 露 支の 緣爭を 前にして り 

: モス々 ウ 政府は 日本 政府が 國ほ 政府を 說镑 して 囊じ豁 表した。 シアのを 


支鐵 を 紛爭 がみ 辟 品： 承認 じ央肢 した もの ご 認め 愈々 露支兩 國が戰 火の 裡じ解 巧を 計る 期は あづい 
たと 見、 グレンが 軍は、 J バ 。ツク じ 司み 部を 置いて みを 一 下 直ち じ 厨 境 出動の 準備を 整へ て 居る i 
が、。 シア 當巧 ニして は 自己 S 條 かじ 波る 談判を 强 請ず るか、 武力 じ訴 へて 解 あを： t るか じ 就て 
は愼 童。 な 態度 がかし •南 巧 换府ご 舉天化 附の內 註 成 巧を 注視して 居る もの i、 一般 國 民は 支那 
軍隊 ご 白色 系。 シア 軍隊の 横 おじ 憎 慨し强 硬なる 開戰 論じ 傾いて 居る。 


東ま特 を 廿化 白發 === あ 巧 外相は。 ン ァ 大使 ト ヤノ 3 キ巧 Vi 
會 見、 を 支 魁 お 問題の 紛爭解 巧 じ 就て な 案を お示した ので 同大 
化は を もじ モス 一 カウ じこれ をが 吿の上 請訓した が、 若し ロシア 
侧 _し して ホ 法す 一れば 或 ひは H 本 政府 どして は 南京を 府を も說得 
してを 式 調な じー乘 がす かも 知れ 《 ご おられ V - 居る。 

を 京 特電 甘 八自發 = 南を よらの 特電 じ 化れば 越 おか 府 はを 
協め 態度と ^ 9 東 支 お 道を 或る 補の 條か批 で n シア じ引繼 がし 
わる やう イゲづ 'ス もがに 調訂 を巧賴 したと。 

京 政府 も おじ 確乎たる 政 體を樹 


解决の 鍵け 

日本 政府 

左 もな くば 瞬 際を 理 
ウィリアムス タウン 廿 セ日發 
= 本 U 當地じ 於る 政治 學 おの 國 
巧 的が 溝は 時節 梢 P シ r とま 那 
のまち 掛道識 ずに 鹏 した 
討議た 化を 换か したが、 

ケレン スキ ト巧階 時化 じア メリ 
々な 化 大使-、 がつ たボ — 9 ス* 
バクメ テフでは 『この 紛 ずを 辭 
みする 唯一 巧. 魔閒 越の 强 道を 别 
强 W 手に - 時图際 管理 ごす 
する か、^ らでん ば H 本 政府の 
處巧じ i がする の 外は ない』 ど 
谢 じた、 邸!' 氏 a 國民か 巧が ロ 
シアの 赤化 i 宿を 化 比する 巧め 
じ 柬支强 おげ。 ンアん 從業貿 を 
.抑留した どい ふのは 單 。る ロち 


立して 居ない 今日に 於て この 問 
題を 永义 的な 基礎に 於て 解 巧す 
るのは 到底 不可能で ホら 兩 者の 

を^^ も 期待す る こごは 出 
ホない、 蓋し。 シア も 支那 も 共 
じ圃家 > 5 體 面を この 陈傷 けまい 
として 居る からで ある』 ミ 結訟 
した、 これに 對 して アメブ 力の 
质東 通で ぁ b 著述家で ぁゥ ヘン 
リ •ノー トン 氏は 『この 紛爭は 
巧 ホ おじ 適 失を 敢 てした もので 
ぁ b、 おし 巧圃が 戰揣を 開始ず 
る やぅに なれげ、 をの 罪け 兩成 
敗で わる』 ご斷 じたが 而 から 氏 
は 本 問題 ど： n 本のな をが 極めて 
を 要。 挪 係に 疆 かれて ある こど 
を 認め 『日本 じして この 陈 《 シ 
アのお 洲に掛 する 勢力の 優 入が 
千 九 円 ±： 四を の 協を 0 か 一 ホ も 


レ 遇ぎ や、 『： 時 じ。 シア 政が も 南-進み 能け ざる こごを ま 張す る 


は 蓋し 

當然 の 歸結點 でぁらう』 
と 述べ、 ホいで 國巧 省瞄東 局長 

スタン レ！ • ホ— ン •ヘック 氏は 

アメリカの 滿洲 及び 鐵 道に 對す 
るを 策 じ 巧て の 如ぐ 述べた 
『ま那 及び 日 シアは 共じヶ 日 ッ 
ダ' 个戰條 おの 調印 國 でぁ 5 殊に 
國務 長官 スブム ソン 巧は 露ま紛 
爭の戰 雲じ斟 し、 この 一事を 留 
意す る やう 聲吿 をを したので を 
るから、 おし 兩國 じして 戟 火を 
を ゆるが かき J が あるなら ばを 
化 あの 調が 國は 恐らく これに 反 
對 する でを らう、 r の 巧 題に 就 
て化瞄 じは ステ ム ソン 巧が 兩國 

當事 者に 街’’ て 何等かの 解决方 
法を 內 示した ご 傅 へられて 居る 
を どして はこの 點じ 就て 何等 

言明 する の自 みを をし な 

いが、 若し アメリカ じして 巧る 
提議を 敢 てした ど すれば、 斷じ 
て アィリ々 一 國； ち 利なる 位 匿 
を 占めん ビ したち、 若く は時殊 
の 利 權を愧 する がかき 巧 必の毫 
毛な きこ ごた 言明す る もので あ 
る、 羞し本 問題は 滿洲じ 於る 固 
陈的 反を じは 何等の 關係 なろ 巧 
題 だからで ある」 云々。 






じ 大きい 巧 化を；； 

ご、 睡 爪ら し- 
佐々 木 指ち 姑が 
じなる が、 猛 -tA 
近 アィ 9 カ大統 が；'- 


’ る 0 

-、 ご、 怖 T 

& 化ず ’ - 

，なのは、 
i ウア！ 


だ ダ アジ ニア ザ.， 茹じ j 

ンマ •ホ 7 イト • ■ ス」 を.；： 

贈 さわた 節、 ゲ アジ i ア州ド 
爲 めじ 述べね 釣が の' >が であを、 

人 も 知る かく、 歷巧乂 統領の 中 
でも、 n 1 ズゲユ が''’ のな 棘 狩 
は、 ゥイ 火 ソン か 化から' J 1 
デン グ巧じ 直ら、. 一) フ 趣味の 
鼓吹 ごな ったが、 ク； リッ デ、 
フ！ ゲア！ の 時 巧には、 い':’ 
ょ 0 て 釣が 大統領.. 時化を 巧 
現した、 なかんづく - — ゲ ー ア 
君に 至て は、 お 週 ホ か 暇は 釣 
魚 一二 昧 のをを を 送っ' し 居る ので 
あるし、 巧 じ 下っ* ごみ ー リッ デ 
君 も、 この間 釣を じ わっ て 場 か 
ら すべ b を も、 手首 じ 負傷を 蒙 
った ごい ふ 話で ある、 巧 逆 魚 じ 
引っぱられて 轉ん だもので も あ 
るまい が、 ゐ の謹嚴 をの もの { 
やぅ U ク 1 リッジ じして、 お ほ 
且つ こので ピソー ドが ある 定は 
釣魚 黨じ ごゎて 橘 快な 話では な 
V 々 

僕、 を 筆を 滑走して なじ 釣魚 
の辨を 張らん ごす A のは、 僕の 
巧に ホら やして 大統領 フ ー ゲ r 
! 君の辨 なので るる、 同時 じフ 
I ゲア！ の辨 は、 巧々 釣魚 黨を 
化辨 する i じなる ので ある。 

戲詩雜 々傅 早 こ 

鴨 ホ 久若 

チ リン* チ リン* チ リン* 
電話が 鳴る 度に 聞. ロる ものは 
ッ ラを 病人、 ソラ 巧 人、 

ャン 發巧 奢、 ホィ 巧 倒れ、 

點 ゃが な訪 間の ホ 酸'* :: 

ッ ラブ 八 引受 所長、 

たま じ. お 暇が 巧 ホるなら、 
窗附を 集め じて くっく、 

さて っくづく ご考 へれば、 
同胞め 爲 めどは 云へ、 

恨みし いぞ へ、 し ょんが いな 
チ リン* チタン* チ 9 ン * 

擺 しい* "^、ゥ 

おを 貴 次 郎君 i 

郵船 じ 珍ら しい、 i 
アグ レッ シ—ブ な タイプ、 

名義 自 稱石佛 のかく、 

堅い のみ かど 思 ふたら、 
なか-^ 隅 じは 潰け 《 粹 菩薩 
若い 時に 失戀 して、 

小說 のが 巧 じな b 損ね、 

鎌 倉 參禪じ 依らて 救 はれた、 
巧 左の せら ふぢ や いけれ で 
人は 見掛け じ 巧ら 田 もの。 

ニユ ー ョ ー ク 春秋 

◊ッユ ペリン 伯 号、 約 ニ巧餘 
哑の巧 程を 僅々 一二な 時間 足ら や 
して 飛 巧し、 化界 一 周 飛 巧 じ 新 
記錄を 媛した、 芽 巧 度し。 

◊パレス チンの 義 動で、 を 地 
の ユダャ人が 嗚物乂 b で 大騷ぎ 
をし、 巧 民大會 じは ボラ ー 巧 ま 
で 巧 馬す る、 固 旗 ど 固 旗を 持た 
なく 共、 彼等の 聲 は化界 じぐん 
ご 響く、 ジユ — 3 ^ ク のを じ耻 
じず 0 

◊が おお 隊で 水を 飮 ませな か 
ったから、 今度は 寄附せ nw 巧 
書す る 者 あ b、 拜 おを 拜酣 、水 
ご 酒の 間違なる べき か。 


大紐育 


九 ニ 九 年 版 ダ 近く 發巧 


本な が隻じ 鑑赛を 巧いた しました 『大が 育」 は、 幸 ひじして 
化 湖の 湧 < がかき 巧 巧を 巧し、 遂にを 部 一冊 巧ら 中 寅 切れ どな 
りました、 化て 本社は 祭 一版の 內を をを 巧 巧む じし、 頁 數をも 
巧 加した モ 化な サ凡ザ 版を 新に 發 わする こご 5 なゎました、 正 
確に して 旦つ 新ら しいが 計と 事實を 基礎 じして、 刻々 绍 化する 
おが 『大が 育 J の 眞祐を 巧 ふるに 遺が きこ W.V 巧して お b ま 
す。 尙ほ 定價は 

豫約 申を 者に 限リて 

特價と 十五 仙' 

發刊 後の 御 購買には 


を價金 


-ft? 

dy 


ご 致しました、 速 かじ 豫が 觀申么 みを 希望いた します。 

All 日 紐 育 新報 社 
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英軍お 動 

樂 化.‘ 暴動 下火 

ロンドン 化 曰娃 n 盤 化工 ルサ： 
レムより ぶし 0 、> わる 報道- 
む ピア ラブん の おかお 動は ィ V 
リ ，ず隊 J お動じが b て 巧 ド ホ 
•こ な b つ、 ゎれ イ がけ 蠻觀を 許 
さ 中、 _ 

現じ 昨 Hfe 3 ルサ レム S 入 n 

にて ア ラグの ー咎 長け 蠻脇带 
隊ん爲 めじ 述喊ク いわか-- れ 
にめ b て端ぃ す-も 彼等が 五- 
サ レムを な 鹽止襄 する の哥割 
を樹 てつ； も* T 一 ど！ が 明 一 ' 
たみで 戒嚴 み： ニ層嚴 おご。 
っじ •か、 

ラト ランでは ア ミグん の 一隊！ ^ 
タ 然ヵト ブック；^ をを 襲擊 して 
僧侶 I 人を 即死 心しめ 二人 和 傷 
けて 引秘 げた •か^これ じ讼 b て 
娱勸 0 ホの 邸 巧者は ユダャ人 化 
十六 人、 アラブ 五十二 人、 クリ 
ス チャン 四 人に 違して 居る、 而 
して アラブの 反 j ユダ* 人 敷は ち 
然シ！ リアに も I 飛火し 同化のを 
長 等ら 五作 サレて 侵入， y 企てっ 
つ あるち の： お广 .目下 五グサ 
レム： しぁる ユダ i 卞 人け 一方 お 千 
人 じて この 中ア 一 メリ タ系巧 民 
ニ 千 人に 連して 居る が、 

ロンドン 日刊 メ ー ル 紙の 如き 
今回の 暴動が 單じ 五グサ レム 
じ 止ら 中、 あ 巧、 中央 亞細亞 
主ら が 巧に 及ぼし ホを なの 
宗敎驟 ずを 誘發 する の 危厳性 
が 潜 化して 居 もこ ごを 指摘し 
この 隙 政府 心 S アラブ 曾を 等 ご 
誌 解し 餘ら i 彈壓 的な 政策 じ 
及ぶ 勿れ ど營吿 しつ.、 あるが 
イゲ 9 义政请 はを 巧 統治 驟の 
關係上 殺傷 ィ 、れた ュダャ 人の 
ま 命が 產の fa を 賠償す る 堂 


こくを 別 説した 結 お， ド ィン 巧 
び フラン- 诚 曾の 批准 後 ニ. 机 H 
の 巧に：. 、撒ち じ替 手し ホ 年み 巧 
まで じけ み 節 撤退す る こど.‘. を 
附 ，、巧が でれ る。 


遜营書 曝露：： 

アメリカの 掛ま阴 答 
化 京せ 九百發 H 囊にア メリ 刀 
故が よ b まがお 府じ對 して； S 5 S：： 


ライン おら 

撤ぶ 着手 

賠 t 脅議 一息っ く 
へー ダ巿サ ホ日發 n 波 溯に 波 
欄を ホみ つ i ホった ヤング 案凿 
獨 賠償を 本を 諮は 

最初 賠痕 をが 配を じ 就て ィ ¥ 
リス 巧 あ スイ i デン 巧は ヤン 
グ 案を 修ぶ し增 額ち を 要 ホ 
■しこれを を お ずん ば 會議ょ b 
脫 退の 意氣 ぉ示し、 爾 ホを 渉 
を寬 ぬるを 结じ 一二 週間、 聯を 
圃 側は 姿協遵 ホして 化 づホ割 
を 提供し じる もを れられ やか 
いでと剌直^^|-まを提議しれる 
も 巧び 斥け^れ、 

會簾 のみ 裂は 旱疑 なしと 見ら 
れて 居た が、 ブ I リアン 首相と 
本化おを達な^大使等專ら盡カ 

當 する 配を を 震 一巧し、 イギリス 
侧も搔 じ 始めて 巧 案を 撤回す る 
MJ じ i：* つたので、 

聯 を國侧 どして はこれ が應諾 


を ド 4 ッに求 
聯を翅 側が 斯 
敢て しじ 限ら 
聯を國 み ライ 
を 明示 サよ 


町た る も、 旣じ 
犠牲の 巧 配を 
イツ V- しては 

ン替滿 地 撒を 期 
-岛ら 


間 題は な^じ 政が を員會 じ砸附 
された が、 ド イブ 側は 本年 ク 
スマス 0 前 ご ホ 嚴 しじる も フラ 
ンス ごして け 到底ぶ. 巧 能で ある 


法 確の 撤廢は 時測尙 をで ぁる ど 
發 した 闽 答の 内を は巧國 政府 共 
じ 堅 （がを を ザ b つ、 ぁつたに 
も 棚ら ホ t おじて 發刊 する ァメ 
タヵ 系ん 新聞 上海 タィム， 紙は 
これが を 文を 揭 載した ので 外を 
授 の セン セ^シ 3 ンを して 居 
るが、 この 巧め 近 < 刹强 政府 も 
これが 巧容 をを 表すべく 齒 民政 
がは 頗る 迷惑して 居る。 


本社 東を せ電 (紫 無鮮轉 載〕 

建 艦 費 保留け ホを 

〔化 日〕 ザ上藏 相は 鄰 を 大 で じ歸 なめ 途 車中 じ 语 つて 曰 <、 
『恩給 斌少 案は ホ證 會じ提 W する 篱 でを るが、 補助 臓 建造 及び 
主力艦 巧 艦 建造 豐 のが 源 保 巧 等は 未定で ある』 云々 ピ。 
{^別電】 が軍省は巧ふ六年^ 6 八年じ豆る巧鑑壊造費ィ_して 
巧億圓の豫算を火藏省じ|^した：^,をの內をけ小巧巡洋驢龍 
田 級の 四隻約 一方 八 千 堀 じ 代るべき 一巧 顺級 巡洋 應阳隻 、十 
お隻の 大型 驅逐艦 父び 避 水 猫を の 化の 小型 膳 お 建 遊に L て お 
軍當 おの 言明す る 巧に 化れ；；！ 大型 巡洋 箱の 剔强 勢力は ィダ リ 
ス十化 万 六 千 唯、 ァメプ 方 嗯じ對 し 日本は 十 巧 八 千 四な 
觸 に' てこれ にと 割の 比專を W たんご すれば 尙ほ S 巧 一千 六な 
顺を必 裳 ごする をで あるが 緊縮 お 策を 標榜ず る 現內顆 どし 
て 到ほ斯 る豫算 はを 認 する) ミには 出 ホまい ご 觀られ てち る 
( 別 巧を 縮會議 記事 参照】 

議會の 傭 散 U ニ 巧 

〔化 曰】 解散に 依る 総選擧 恐らく ニ 巧遍ご 一般の 觀測 であ 
るので、 瘦ロ 首相 始 《題 員 同は 今秋 民敌薰 のでの 會 をに も 
おおして 遊說 すべ （、 i ホ。— 時事 新報は 報 b て 曰 （『政 巧は 
顧問 宵の 缺賣を 補充す る だ.， ぅが 人員は 增 化すまい、 政府 ど 
婚密 おごの 間は 今が ほ圓滿 V はない」 と、 が ほ濱ロ 首相は 東 
を レダ オ おを 逆して 射な 難 S 開の 溃說を 放を し 節約を 策 撤廃 
のた-め ボ S ター をを 國を 巧-配 巧す る 普 だが 森を を會 幹事長 
は 曰く 『こんな 徽义 は資乏 の 引 化 K や』 と、 又 時事 新報は 
『こ 知。 宣傅 はを 戯じ 類す こど 評し わ。 


大藏省 避を か 承認 


〔せ 九 目】 大歲省 今な み 杏を 方針を を 閣僚 承認し 昭 かお 年度 
豫算は 四を 度實 巧豫算 を 一越 遇せぬ こご iL 有名 無實の 海ホ視 
察は 中止せ しめ 官 をの 敏 貫は とを 補 あせの 尝 でめる、 尙ほ次 
年度 贼 債を をは 八 千と を圓 C なつた。 


排 0 宣德 

ご 二十日】 上海の 商工 聯を 宵は 
『藍 ま 事件は 日本の 陰 尊で あ 
る』 どい ふ 拂日宣 傅を 評み て 
ゐる 0 , 

觀 船の 新株 發 も. 

ご 二十日】 日本 郵船は 就堪 ぶを 
愛 巧の 當 である。 _ 

具体案は 十一ち 

ご 二十日】 國際貸 憤の な 蒂裕議 
具 ホ 案は 十一 巧 上旬 じの シか 
と® ら る® 

八 銀 巧 株式 引禁 

U 二十日】 近 <設 ホを 見 I じ 至 
るべき 國隙 銀が 株式は h 井、 
一二 菱 、第一、 を 田、 川 S 第 西 
住友、 一一 一十 四、 山 ロを S 巧で 
引 巧け の 善で ある。 

窠浦勝 人 翁 逝 ホ 

ご 二十日〕 あ 巧の 古 巧者 一一 ある 
算浦勝 八 氏、 乂石 おらのは 巧 
れも卒 削して 絕 毁を靜 L して 
ゐ たが 黃浦 巧は 遂に 逝ム しな 

々離會 社 案拒絕 

【一ニ十日】 東京あ斯會社：^藤田 
謙 一巧の 邸 外を 斯を離 倉抽ま 
を 拒絶に ホぶ した。 ； 

衆樂 モスが 减资. 

で 二十日】 を洋 モス ブン护 化は 


鹿を 


不 を 資產 から 缺陷發 見され 整 
理 のじめ 資本 牢臧这 しわ。 

瓣舶 金融 案提化 

'【甘え 日】 遞信备 は 船舶 金 離 案 
をホ議 曾に 提出す るら しい。 

欺を 費 增加モ 張 

(サお 旧】 參謀 本部は 陸軍省に 
蔚 ふを 貸减 々の 巧ら じ 巧を 費 

« をび 巧 營 期限 延長を ホ 張 
0 

也 お總裁 赴任ず 

〔：|:14^日) 満鐵總裁仙石貫氏は 
J 板 お 伯々 孫 森 正 雄 氏を プラ 

ウ エト •セ タレ タタ^と し 

俾ひ巧 地に お發 した。 

道 許可に 醜聞 

セ 日】 小川 前鐵 相が 辞職の 
おきかけ の耿賃 ごして 許 巧 
を 大阪鐵 道に 幽し 醜聞の 
がを るので 東京 没び 大阪 
- 察は 岡會 社を 役 や 政ぶ 會 
取調で 中で ある。 

_ ，ホ 特派員 お 華 

t. 廿 t 日〕 ッユ ペリン 伯 号 じ 巧 
乘又 米し ね： D 本 電報 通信社 特 
派 員 白 井两風 皮は H 本 新聞 憾 
會 總裁淸 浦餐宮 伯の 信書を 持 
參 、大統領 フ ーダア ー 巧に 之 
を 巧 達する ため フシ ン トン じ 
巧 ふを。 



釣魚の 葬 W 

件 作 

インドの 詩人で あ >、 哲學あ 
である タゴ ー A 翁は 『近 R の 生 
活 をには 閑寂.：；* る 哲學を 顶腦の 
擋に てるを 巧が をる」 と 論じて 
居る- 匆 論、 この 言 狼は いろい 
ろな 惹 ホに 解释 する こどは 出 ホ 
るで もらう が' 自跑の I 日を、 

シ 4 プスへ ブド灣 じ、 或 ひは シ 
チイ •アイ ランド じ、 釣魚の 糸 
を 垂れて 太を 導を 極这い 者の 頭 
には、 どうやら タゴ！ 八の 哲學 
は 釣魚 じある ご 解釋 しじい ので 
ある、 义も 忙中ち 閑 ご いふ 言葉 
もゐる 化で あるから、 ゴ グフ黨 
ひる 嶺 藻、 イ キング 黨の乂 ご 
も、 をれ ぞれ自 みのがみ じ應じ 
れ解釋 をしても 、政て 異議は 申 
々一て ない 0 

をれ はを に 巧、 を ホユユ 3 ! 
ク じな 留 する 邦人の 閒じ 、釣魚 
黨が呂 立つ て殖 へて ホた こごは 
事實 である、 釣魚を の 先輩 橋を 

ト—ゴ ミ 若 等は、 盛ん じ ロング 
ビ ー チで 媛を 釣 上げて 居る 相で 
をる し、： の間歸 朝した H 菱商 
寧の 奧野 さんは、 すつ から ブこ 
ス から 太を 摩黨 どなら、 原を 名 
の 黛さん の _p<、 ± 曜扫 は店務 
を 失敬して^ 魚 じ 巧 < ご いふ、 
『ノン キなホ 巧 長さん』 ぶら を 
發 揮して 居ても ゎる、 S 菱銀 
巧の 若い 須裝 支店長 も 矢 張を の 
一人ら しく、 一同 哲の 鼓吹で 巧 太 
る 望が 增 し、 I 爲 めじ シー プスへ 
ッド灣 の 魚 違に 恐檐を ホして 居 
ると いふ 話、； ての 外 橋 津先肇 の 
範じ敝 つてを' J- タ ー を騰 ホして 
层る乂 が、 5 一ち 知る 範圍 でら 歡 
くない、 香ぶ か 五 ホさん、 桑 山 
を 成を 翁、 梟を では 義齒師 井口 
さん も 新ら-.^:^ 奴を 買 送み、 奥 
さんや 子供さん を乘 せて 盛ん じ 
シ チイ •アイす ン ドを 東 酉 南 化 
して、 プッ /i. ご 白煙を 上げて 
居る。 一 

シ チイ •アす ランドは ず 近 C 
て、 魚が 釣ら 易くて、 水ら 綺麗 
だとい ふので、 i 最巧 日本人の 婦 
乂やモ 供さん 達で、 遊びが てら 
釣を じ ホて 居す 人が ぞい、' 橋津 
さんなん かご ホれば、 宛然 シナ 
イ •アイ ランドの のしの やうな 
もので、 潮が 引 モ' — タ- — を 
走らして 魚の 巧を 探して 居る、 
夏から 巧へ、 を U 家族 巧 伴 だけ 
じ奧 さんや お子さん 達は、 顔色 
から 技倆、 共 じた パ ■ — - で ントの 
漁師で ある、 閑 語 巧 題、 僕の や 
うなぶ きつち やうな 人 巧は 別 ど 
して、 鈴な の 餘搜じ 優れた 先輩 
の 釣らぶ. 9 を 見る ご、 指頭の 或 
覺が敏 放で、 キ 捧が强 （、おの 
あしらい 方が う 七 •いので、 自然 
なかょく 窗 つて ホる ものである 
らしい、 僕の 如き あわて まじな 
る ど、 をろ 艺 寄せた ちし 
て 居る ご、 超のは つぺ たの やう 
じ 胸 かふう か じて、 つい さ 
き樣じ 逃げられて T ム 、が、 し 
しし、 これは をく の 太を 留が辯 
疎 マる やうに、 釣魚の 樂 しみは 
魚を 釣る ょ 6 も、 巧ら れる じあ 
る、 魚が かさくて を 大きくても 
きかのを 精力を 竿の 動き、 糸の 
漂 ひじ 集注す る、 をの 無念の 瞭 
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號七 •十八な 五 モー 第 




諸 集 t 

宙巧說 お (日) 八が 
日 お单孩 (日 ご 一時 ザ 
み 庭 お 曾 (水〕 八 時 

斬 禱階及 (本 一八 時 
蛮畜巧 巧； 一/ぉ 

婦人を 
誤が る 

iT 捕 

を 宿を、 巧みた を 
« 業 周を、 をの 化 
人事の 巧な 巧 じ 度 
じまず々 
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木 お 午を 化 時 1 十一 時 

育 柔道 俱樂部 

西 巧 T 目) 八 巧 


診察 時間 

午を j 時 1 こ瞎 
午を と 時 n 八 巧 
愛知 醫學 ± 

バ： 巖本違 一 

去 翁 比 巧 大ぞぷ び 
グ ボラン 巧な 勤務 
日渴は 商お顕 上ち 


診蔡 

午が 十 時— 一時 一 
午後の 時— 八 時 
U 巧 •午前 十 時— 正午 
るを お 性 巧々 巧を、 巧 
巧 病、 血液 檢査 
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稅關 事務 

を 巧を 地 巧 じを せを 
の 徐ぉ入 方を じ 額ず 
する 一切め 御 蘇閒じ 
應じ巧 道蕉船 貨疯運 
貸 ぷぉ曲 ' i を稅 ぉ手績 
蓄等 進を す。 重要 都 
ポじ巧 化 巧を なし 誠 
資を速 御用 かじ 應ゃ 

保 藤 取扱 


I . 

電氣 、裝 が 工具 製 巧 
運動具、： 貫 具， 費を 屬 
時計、 一^ 眞器及 現像 

ぶ お ァ T ト 

あ J クチ デォ 

おが 笔娜品 書 毒、 レ 

ザィ ホ^ラン グン 义 
I ド 類/ タア 幸？ 么タ 
タ -4 v - f モ ふ， 渗運 
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巧ち 貿枯な 巧で 郵船 會 乱は 睹 
持 船 ニ 隻を振 b 向けた。 

地ぶ 銀 巧 化 業斷巧 

長 崎 おの 「長 崎 高木 级 一け』 は 
S 遇 間が おしね。 


尋れ人 

(を 城縣) 大濡武 雄 (熊ぶ S 松 
本 卯 一が 一徳 島縣) 糸 田 川筒義 
(山 ロ縣) 德 おお 一二が (廣 な縣) 
お 本實香 (宵 城縣) 手 島を 親 
(か 歌 山縣) を 本を ま 島 
縣】 國上時 愛 吉岡直 記 (長 
瞄縣) 池 田 巧藏靑 ニ 稲岡な) ニ 
义伊度 巧大躁 チダメ (愛 か晓) 
長が 德一柴 a 幸 S 郞 (大防 巧 
西 ホ 源 太が (兵 庫縣) 藤 去 畳 八 
(福 岡縣) ホみ 愛を 前な ^<學 
學ホ八 木 郡 平 (靑 お縣) 化ヶ原 
曇 一郎 i 本 お) 西 本文 强 (神 
を 川縣) 稻葉 巧を 伊藤 嘉で 
( n n ン ピア 大學お 身) 窝爵太 
郎 (蘆 島縣) を 旧 德一郞 
右のを じ 遥细致 度き 儀お么 • 
候 聞 本人 若く はお 人ょ h あ 
住 巧 卸 通 短 题上お 
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、ベ 文」 電話網 

人口 じ 全 化 巧の 六 分じ對 
して 電話網は 六 割 一分に 

ベル •テ レフ オンの 卷 て】 


巧 化 文明の お 達 おにが てを も 
興味を を ^ i ものは 益し 電話 事 
荣の進ホでもらぅ、 を'®-'-- 

……： 通信 どい ふらのは を ~ 
れ がちで あら、 船で あち、 人で 
もる じしても 一での な 誠 ご b る も 
のは 『速力』 てあつて、 をの 昔 
はの ろ L を 睾^て 通信の 代用 ど 
i しむ 時代ら あイ じが、 前 化が じ 
I まて この 通信-} I ； 法 じ 一大を かが 
I 生じた、 おお 心 布を が をれ でを 
~ b 、 電信のを 巧と な b 遂に 千 八 
一巧と 十六 年に S 巧され た 電話は 
j 巧ら しい 文明が 造の 巧 動力 どな 
つた、 ベ 八 翁が 巧 話を あ 明して 
一二 年後、 ベ グイ この 特許 權をゥ 
j 玉 スタン •ユ 一二 ォン じ 質 却し や 
I ぅどした か 化かて 拒 おされた、 
おか も をれ か ザ ニ 年後に ゥ五ス 
I タン •ユユ ォーは ニ 千 五が々 巧 
i で この 權 巧を 

… 買收 しやぅ ど 建 動を 

した 祐 である、 I 巧 話の スゥ キッ 
; チ •ボー ド^ 始 みて 布設 された 
•のは ニゥへ ゲン ホで、 當時 使用 
しわ ものは 八 線、 一巧を 二十 一人 

'ミい ふこ ごで あなな が、 今日 じ 
'於て は實じ 一 H - li 千 巧の 通話を 
取投 つて 居る、 雷 話め 安達は が 
もじ 0 て 歯を のを 巧を 化が した 
をし 電話は 智識を 皆ぶ ずる 媒か 
.機關 ごなら、 近 化 巧 菜を 完をじ 
支配 イるカ つ K 、 人 巧が ぶ 
く のん じ 接觸ず 4 ばす る 時-生 


きたを誦を巧すごする^:^^ぶ、 
現 巧の 人間は この 電力 じ 依る を 
信巧銷 がな く-- > て 生がず る こど 
は 出 ホない、 巧 化のを 赎 ごもい 
ふべき アメリカの 

繁榮 とち 話のを 達は 
これを お 度 じ 物 詔る もので あら 
::*ければならね、 現巧アメリカ 
の查都 巧を 迪 じて 二百と 十 置 人 
の 巧 巧 じ おし 一人の 割を ミ、 ふ 
ち駭の 人間は、 アメリカン •ブ 

レグ ラフ •エンド ■ブ レフ オン 

會化 (電信 電話 會 社) の 傭 員 ごし 
て勸 いて 居る 一事で もこれ を 立 
證 ずる こと. か 出 ホ やぅ、 この 近 
代 文明 蠻 達のを 礎 ごらい ふべき 
を 信 機 關は千 八 百と 十六 年、 ア 

レキ サンダ 1 •グラ^ム •ベ 八 

氏に あつて 爱 明され たもので、 
氏は マサ ナウ セツ* 所 テ レムの 
マ 91 •すン ダー ス 夫人の 均を 


ニー 年 どい ふ 良い 巧自 

の 閒 、ト ー マス • 7 ト ジンを 助 
手 どして 苦 位 梭膽の 結果、 一 H 
始めて 通話に 成功した が、 ぺが 
が 叫んだ 言葉ぶ 『ット ソン 一寸 
ホて 吳れ』 ごい ム 一語で あつれ 
をれ から 巧を 聞ず る こ ビ數 十を 
千 化な 十五を じ 始めて 大 隆橫斷 
のを 話が 闡始 された 時、 ポスト 
ン じあつ たべ グ 翁がず ン フラン 
シスコの ワトソン ど 通話した 時 


巧を 巧强 

歐洲 ご 懸 が 外交 


义 しく 化な を 危ぶまれて 居た 
へー ダに がける 掛か 賠償 會議の 
^危機は、 ィゲリ ス ；；態巧はあ始 
i なして 强 がを 煤*、 遂- し聯を 
國侧 S 縷ホ どなつ て 漸く w おむ 
解かに 到 速した、 换測乂 锁の綴 
ホ算 ごも 云 ふべき こ S 會能が 曲 
K , 乍ら も危 满を脫 ホし 得た どい 
ふこ どは、 化 おの 經み的 役 興 ご 
いふ々 およ b しても、 慶货 ずべ 
きこ ごで あらぅ 0 

唯 この 媒 を、 割 乂飮洲 の ホ 巧 
確が ごい ふ ホ」 就て、 ぶ も 注目 
: を 巧ず る こどは、 今後 ド キツを 
^ 中、 む どした 英佛の 曲 巧 r ホる、 
ー即も ある 怠 ホよ らして 媒佛 的な 
一 お 巧に あつた ィ¥ ブスの 巧守黨 
政策に 反し、 勞樹 なのを 巧が い 
'かにを 反 7 ラン， 的で わ. =■>、 自 
が親獨 的で あつた こどけ、 今 凹 
の赔 巧を かお じ對 ずる スノ^ — * テ 
ン 巧の 强硬 G る 態 巧、 並びに ラ 
キン 撤を改 巧 じがて 明かし 化 化 
する こど •か 出 ホる ので あるが、 
を かよりぶ 强じ ヤング 案じ 巧對 
^ し、 ィ •* リスは 锁 じて、 な 協し 
一。 いご I ニ 遇 間 前にな 巧した スノ 
デン 氏が、 八が お 巧のを ホで 巧 
なした ごい ふこ ごは、 をの-ぶ 化 
じ ラ キン 撤兵 じ 巧す る 何を かの 
ち佛 'ぶ 協た おた ので ホるまい か 
ご 推察し 巧る 点が タ い。 

一 おしか やう。 す视 ，'な 勘 機の r 


じ i 時 的を 協を 見 だもので ある 
W ずるならば、 ド 牛ツを 中む ご 
したお ホの 歐洲 を 商のを を とい 
ふこ ごは、 到底 强み 得ない こど 
どなる であらぅ、 盖し 新興 ドキ 
ッの 驚くべき を 業 的を をは、 が 
かる 懸 引の なかを t ル康を 保つ 
やうな 狀 態を 例時まで も 繼賴さ 
す こ V 一は 許さない からで ある P 


國際 銀行へ 

日本 參加 

あお 頸な の 名義で 
東を 特電 十一 二日 發 n 日本 踩晦 
は ャング 賠憤 案じ 附随すべき 
菌 際决濟 がわに 參加 ごみした 
が、 差當ら あを 銀行 頭取の 名 
義 でを 加す る こご、 なつた。 

み I ry 
〔東京 特 信〕 M 目下 進 巧 中で あ 
るへー グ會議 の中必 問題た る國 
際 巧 濟が巧 設立 ごゎ だ 因の これ 
じを 加ず る 方を ごじつき 大藏省 
では 贫證を 開き、 窝旧理 か、 が 
倉 銀行 兩 巧ち、 津島 财務宫 ，靑 
木围 庫、 大巧 巧 銀 課長 W 下を 關 
係官 出席 火 ホ 左の か < 化まして 
散會 した、 すむ： 一ら 酉 際が 巧を 
加は 旣稱の 如く 巧 題な/、 巧を し 
參 加々 化と しては- 

-、 円本 銀け の 巧 式 引ずけ は 
H お條例 h 出 ホな V 
一、 しかして M 巧な 例の なお 
を わつ てまで 闲む をして 引を 


けし レる ことは しな' 


酱 した 言葉は 矢 巧 > 『ヮトソン 
寸 ホて おれ』 であつ たが、 事 
巧 ヮトソンが 一寸 ボストンへ ホ 
る じは と H じ 罪々 W する 時間 ご 
距離を 必を ごした ので あつた、 
千 八 巧と 十六 年じ發 明され たな 
j をに 見る 電話の 

… ：： は 正 じ‘ 近 巧义明 
の わ伽晰 でぁる、 今日の 巧々 は 
晝ピ 巧た るを 問は や、 をァ メリ 
々は 元よ を 遠き 彼 ホの ョ ー ロッ 
バ じ、 或 ひ はげ 上を が 巧ず る 船 
I がに、 をを がム がれ 磯に、 ァメ 
‘ 々み 地に がける 千 A な 巧强の 
を 部 ご 諸 巧 固 じある とな 万の 電 
話を 刺 用し 巧る ので ある、 今 円 
ァメリヵが 所 巧す る 電話は を 化 
ホの 六辫 じ相當 し、 歐 測が 二割 
八を をの 他が 一 割 ニを ごい ふ 割 
合で、 を 米の 農作 地に 張られた 
電話 綱は ニ 巧と 十万、 農を ニ じ 
街ず も 一個の 截 をで、 特に ュユ 
ョ ー ク巿の 電話 數は 恐ら （ドキ 
ッを 除く を 化が の いづぃ の國家 
じ も 優る ミい ふ 

… ... 邑數 じ 達して 居る、 

これを 化の ホを で 比較 するど ァ 
メタ 力の 本 ± はを あを の 五 か、 
A ロを 化 巧 S みを じ醬 して 電話 
のみは 獨ら耸 お 界の六 割 一巧 ど 
いふ 驚 < べき 數を 占めて 居る の 
でを る、 こめ 驚異ず べき 電話 麵 
を 張る アメリヵン 電信 带話會 社 
が、 晝 夜間 斷 なき 『、ィ 。！』 じ 
奉仕すべく 巧诏 して 居る 人員は 
正に 四十 ニ 巧 五 千 人、 千 化 巧 ニ 
十八 年度の 調查じ 化る 使用 A の 
I が 勤ず 均は 五を の义 しきに 义ぴ 
巧の 懊 用人のう ち 巧 割 六を どい 
ふらのは 巧 勤 五ケ 年 B 上、 二割 
とを は 巧 勤 十 年な 上と いふ 勞資 
協調の 跡を 示して 居る。 


生糸 輸が 新記錄 

まま 特電 二十 九日 發 n 八月 
の 橫濱ホ 糸 輸出は 旣じ 二十 五 
隻一 二方 か 千ん が 倭 じ 及んだ が 
月 ホを じが ほ 六 千 儀 出る を 込 
みで 開港の ホの 新 記 おを 現し 


たど* 


平 憤を 0 てす る こご I なつて 
をら、 したがつ て 現 化の わが 
國巧替 巧 媛では す當 不利を 蒙 
る わけで、 これが ため 政府が 
何等かを の 損失 補償を； .みす や 
ぅ 巧え る おきを あるが、 わが 
爲替 相を も 漸騰步 調に あつて 
ホ 憤に おする 開き も谨少 £ な 
b つ、 あら、 かつ 國陈废 巧 株 
は將ホ 採算' 拴め てな 巧 ごなる 
見込み^ あるから、 いま 5 ご 
ころでは 損失 補償まで する 必 
巧は ない。 


爲替 急騰が 

物 償に 影響 


一、 しわし ヤング まじ 基いて 
H 絕が株 ま 權の執 巧を なすこ 
どは 巧 等差を えない 
- 、 日銀が 引を けない ので 民 
間 錫 巧を して 引受けし むる こ 
ごじなる が、 ほ 間 銀 巧の 範圍 
じついて は。 外 感爲替 を 取扱 
ふ 銀 巧の み/一す るか、 國債ン 
ンジ ゲート 缓け闡 どす るか 兩 
をが あるが、 この 點 ホと し 
て ロ 銀當埼 をして 研な、 を 渉 
せし みる 

1、 圃瞭级 巧巧挪 込みけ を國 


を 解 装に 一つの 諮 
現內閣 のを 解禁が 轟に 伴ふ爲 
替巧 貴-物 お 盤 巧と をの 結果 ご 
して 生ずべき 貿 をの 瞄係 はがを 
を 般を遙 じて 等し （注意を 怠ら 
ない 更大 なる 點 でぁるが、 と 巧 
の 物 借は 別 巧の ごどく 化を 二十 
乂 お、 もちを 十と 品、 騰貴 十一 
品と 六月 じ較 V て ニ ポィント 十 
四、 これを 削を にして 化 厘と ま 
ホの 化を を 示した じ 過ぎ。 いじ 
か < はら 中、 巧替 はこれ を 正を 
銀 巧を 値で 見ても 現 的 蘭 

成立 b 前 ロミと 巧 一 固 
の掛ホ 四十 ミ ド 八 八を のとが 今 
月 五日には 四十み ドが 四を の 一 
ず。 はも ニ ド こ 二十と セント 半 
ご 六を あくの 應 貴に 當も 、これ 
を巿中 相場の 四十 六 ド 八 四を の 
一二ない し 八を のとから 見れば， 
をの 騰貴の 割合は 六み を 超ぇて 
ゐ るが、 これは おち も 直さ 中 巧 
が 物 懼が國 際 的には と 巧 中ね つ 
た一ヶ 巧で 置を ホ 割 島に なつた 
こ V 、 である、 すなは もこれ を換 
言 すれば 菊が 巧 じ 我が物 愼が六 
月末 じくら ベて、 かへ つて 五を 
ホの 急騰を 示した ご 同 揉の 

結果 をを じたので ある、 
すなは^ この 繫 外物 憤 五 か 高は 
巧が 貿易の 節を ゎト する 上じ特 
じ 重大なる 蘆義を 持つ 事實 でぁ 
る-か、 しかも こめ お 巧 中の 九 厘 
とをネの物價化落がホピしてホ 
'の 四を 強 ご， 木が の 一簡弱 どい 
ふ激 落から 巧て 留 つて、 反つ て 
輸 おおた る 生糸の なを や、 外國 
お瘍 じょつ て 全然 相場を 支. 配 さ 
る、 觸の ごごき でさへ、 谨 かじ 
S を 弱の 低落を 示し 口に 過ぎな 
いこ どは、 我が物 價が 如何 じ 整 
理 難の 狀 態に ぁるかを 如 寶じ語 
る もので あら、. をれ だけ じ また 
爲替 騰貴 じょる 

の 刺戳を 解镶後 にぉ 
ける 正貨 流出 等の 危 除を タをじ 
暗示す る もの ミして、 今後の 物 
糟祗 落の 巧 度 ごを の巧容 ' U 余 解 
禁じ 勤す る 一つの 謎 どして 大い 
じ 注目を 要する ごころ であらう 
尙ほ 昨今 當地化 場の 爲钱枯 壌は 


左め かし" 


デマンド 
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_廿 化 U 四 六 王 ハ 0 妈六 •六 置 
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財界の 動き 


まま 特電せ 八日 發 

化 崎で 貨物 陸揚げ 

n 本 郵船 ン アト, 航路 脱ニ隻 
は 化に 横 潰 着 巧 W 時に 间航 して 
大量 i 何物を 陸揚げし たが 採算 k 
I 引を ふの r が 傾向 どならむ ご。 

リ本 石油の 整理 案 

= 木 お她巧 社の 整 巧 案に ょれ 
ば A 員 縮少ご 工場 廢楽 f でが 額 
ニ', り 街 卸 山' 節のを むす ご。 

輸出の 手形 利下げ 

支那、 滿卵 ，がを、 をが 等へ 
の徐出 獎腳上 あを 凌 巧は 澈出利 
附手 おがを を 六み よ b 五 か五顆 
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ま ク生希 何 摩 君を T で 巧藉駿 
ず マ、 上ネ しじへ 目窠理 君齋ネ 
。ィ 日ま繁 ては ばの おを のを 樓 
*81 す々 盾 材直チ お 差 增が巧 
春は。 禪 まるぐ ャ のよ 好つ 理 
瘡録 ホず 招 H プ なげにて 人 
が 頭 ホ。 好 本 スニま 適日歐 
あ、 の 巧人ィ 十す す本廉 
>シ 程 を諸玄 六の る 人が 
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のを 奠 四方 圓 から も趙ら かひね 
b おさぅ どい ふ新窠 — 

◊ ........ 最も 微苗 笑され る 節約 

は 法相 官邸で いつら おして 盾た 
な あを やめて 普通の わ 茶 じした 
をの 化 司法 省ょりも 節約の ぶで 
は ニ 客尊德 翁を このけ の 有樣で 
屬官 速が 巧勸 をしても、 わ 茶 も 
ない、 パラ ヒン 紙、 銳筆 用紙 ま 
で 身錢を 切る、 草履の ない 省な 
では 司法 省の かじ 搜 しても ない 

◊ じか I つ 四 巧圓を 投じ 

て 大工を 入れ やぅ どい ふ 景氣の 
ょい こどが ゐる 、これは 建築な 
巧 一二 十 年間、 めの 大震災 じもビ 
ク ごもし。 かつた 司 巧 省の ぁ も 
こもの 部 尾が このごろ ボタ-' 
じな つて、 ホ 宮室、 民事 荀長室 
など も ホく たびじ 本箱が 傾く 有 
樣で をん じて 事務 も 執れの どを 
つて、 これ だけは 早速 辅强 工事 
を 施ず こご じむつ た。 


コロン ビヤ 大學 

B 本人 學友 協會 

さ こ apani ぎ dents and Alum え 
of 臺 量 bia llniv 巧芸 

420 521 stSi , fM , fu 
Tel 巧 ini 3 養 

「日米 大學 々窓」 發巧 

ゴ こ 甚岂男 e A ヨミ 養。 量 V また iy IS ミ rk 主 y 


誦 


花 かるた 

はち'. W — の 遊び 
方を 奠 文で 米國人 じ鑑 くわ かる 
やう 館單明 療じ說 巧した ものが 
巧 ホました。 巧を 目み 進呈を！ 
ます、 御覽 T さい。 

M KUWA ニ 童 GQ , 114 E . 呈 hst - 呈 y . 
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して 居る が 

一 ホ ユダャ人 ぁ巿 おじ I て跌 
洲 大戦に ながした 瘍 が 人 あ 千 
人 も 盛ん じボ 中と 示威 巧 巧し 
イ V タス 涵窜 韶に陳 惜した 
を 舆陳の 組織を 叫ぶ 等 異常 じ 
緊张 して おる。 


林 少年 入賞 

ハ モニカ 競 お 曾に 
塞に を おスべ リング ■.コンテ 
ストで 二等 實に 入選した 太 西 浮 
ホ 林鐵巧 巧の み总 輝み 年は まる 

化 八り ビブ ツバ ー グ 巿ノ！ スナ 
ネ ドの 力— ネ ，ギ！ •ホ— で 開 
催された ボ巧 ぶび 巧 かの パ！ モ 
ニ 力 •コンテスト じ 巧 壌、 午後 
準決勝 戰」 入選し 午後 八畔 わら 
の 本 競 おでは 十 一 ハ歲 投下の 少年 
々女 紐で 一等賞 じ、 を般を 通じ 
て 二等賞に 人選し を 側 腕が 計を 
贈られて 巧び 面目を 猫した。 


コロン ピアの お授が 

わい らんの 研究 

最近 アメリカ からを 力 面の 學 
を 連が 日本 おび 東洋を 硏をじ 巧 
くこ どが タ； なつた が、 其め 中 
でも、- 寸珍 らしい 方面の 巧究 
じ 巧つ た 人に コー ロン ビア 大學の 
敎授で 社 會學の 家 - 1 ヮ ー ド 
ヒ ー •ク^タ ストン 潘 ± が賣る 
樓± 渡 = をの H 本に 巧け る巧究 
の 目的は、 をな 娼の 調査で 東 巧 
を 振ら おしに、 を 地のを を娼の 
を慣や 取締法を 誕査 して、 中央 
政 巧 衛生 扇へ 帮吿じ 巧ぶ ィ」 言 ふ 
ので ある、 がほ轉 ± 2 東京を 大 
の 社 會巧扭 當のお 巧ど會 をし 意 
見のを おを してを. 地のを 娼 巧を 
實地じ 足を 入れて 調を し 近 （歸 
ホす る豫 をで ある 一 


レ •■••■ベ. **1™ • j 了！*！ で 

株屋さん わ ホみ 

このち 曜日、. 哪ち 化ち 二日は 
ァメ 9 々の勞 働 祭と あるので、 
や 素 おを 儘に 楚 中して 居る 株屋 
さん 達 もが 巧 過 未から 都 慶を洗 
ひたい どタ數 巧の 結果、 ± 曜日 
ィ J 月曜 H を 化 場ず る こご じな つ 
たの」. 、なま ホ 場ぶ 合計 SB のか 
藥 どなる 譯 であるが 、棉花 取 則 
巧 だけは 生 確 H し 立を ふこと じ 
なつて 居る。 


絶 子 夫人を 厨 俘し 

久义お 雄 巧來ろ 

H 本文 壇で tJ 菊 池寬氏 ごおん 
で 人氣の 高い 小 說家义 米ぶ 雄 巧 
は 難す 夫ん を 周 伴、 パ？ — を 中 
必 どして 歐渊を 地 じがの 化 お、 
酒の 化 巧、 遊びの 世界を 漁つ て 
しこた ょじが 巧を 化 込んで 盾る 
相で ぁるが、 最近 问 巧からの 街 
らじ 化る どを々 巧る 九 巧 二十 五 
日に 到着す る ホ-— メブッ ク號で 
しばし ニユョ ー クの人 ごなら、 
好きな 野球’ 轉 じか あ 爭覇戰 を 
見物した 上 力 y フオか ニア じ お 
き 巧 動為眞 の王國 パリ ウッドを 
觀尤 し年內 には 歸朝 する 化で あ 


擧巧する事ど；；*り、 イーー. トょ 
女は ゲ アン ライン、 シ ー ド、 
マン V ン 、キング、 ク イジ アム 

ス ぶび マ） 力！ 巧 ま ホ！- 等が 
岀游 ずべ ご-、 ウユ ストよ^は イ 
ンタ！ 力 レッチェ— ト 選す のべ 
八が 城の^ リジン 及び ニ！ ア、 
を 化 じ ロブ - ト 、ド 1 グ 、 i 1 で 

ン乃ま ァリ ジン 等の 觀銳 i ' 赌首 
をを ベて 出陣す る尝 であ - I 。 

▽巧 年の-試 をは 六驾ニ おじて 
ウユ スト 卿の 勝ち ど；^ ら の 跡 
を 辿れば ローッ トかゲ アン 一-イン 
を 敗ち、 ドエ グが ウネ 9 で ムス 
をへ 1 タントンが マン ダ； を 孰 
れも シン ダ^ 戰で败 b 後 i を戰 
はを部ウ 五 ス ト測 5 勝お^||なつ 
て 居る、 を 年め 顔觸れ ょ、- 見れ 
ば 巧び ウェスト 側の 勝利 ド歸し 
た ごて 判じ 怪しむ じ 足ら！；- けれ 
共イ スト 側に も 孰れ 劣」 の 荒 
武 まが 揃って 居る ので 巧 4i | じ 優 
る激 載を 豫 想せられ て 居 

イ M .— スト •エンド 6 

對抗 試合は 千 九な 十五^と 巧 
十 ホ 日ぶ び 十八 U の ニ H じで b 
を おじ 於て 始め f 纏され^ 八ら 
今年が 其の 十 ホ 回目で あ お 
がの n >ット<驅はれた^|タ 日 
クリンのを 盛時 巧に 其の 瑞ぞを 
し 同が 米國の チャンピオン 色な 
つた ジョンストン 等が 偉 過を 橫 
て—窠 一 回はウ 五 タ ト側の勝利 
となつ たの 來 昨年に まるを の 成 
績はニ 凹 S 無 瞬 負を 羞 引^ 八榮 
五 じて イ！ タト 側の 勝 越しで；：^ 
ミ 居る。 j 一 

▽ブ グブ クラインの ロン I クウ 

ッド e 俱樂 部に 辭纏 中の ぶ ^ 檀 
おを 選手 權 職は 速 日白 熱 戲_ を滿 
じ 水曜 H じけ シ] デッド 绪^ 一番 

觀の ダマ スン ラ 4 ン f ア？ ぶン觀 

が籍れ 、木曠 日には 第 ミ 巧の チ 
グ デン ンタ i 組が 除外され 
あ々 本 目 午後 第 二番め P ット == 
ドぶ ダ 紐ごゲ アン ライン U アリ 
ソン 紐を 欧 つたべ 瓜 n ホ 弓-イト 
組 ごが 决勝戰 を擧げ 然るみ ホ 紐 
巧 曜日© イ- "スト •ウェスト 截 
が 試を にお 瘍の尝 である。 

▽ e 本 巧樂雜 運動 委員 ホ 催の 
俱樂部 庭球 選手 權戰は ホん 九 巧 
十四日の も曜ょ b ダイク マンの 

ミ 方 トン •テニス コ トじ 

於て 擧 巧され る 事 ごなら 璋技禪 
は シング^ ぶび ダブ 八ス、 _ 擾膀 
者ぶ び ラン ナ— アッ ブス ド 夫々 
賞品を 呈 する 事 じな つてぶ る。 

卓 上 夜話 _ 


る - 


庭 球界 消息- 

▽ィ i スト •で ンド •ク エス 

•庭球 巧 お 試を は 本 H あび ホ 遇 
巧 曠曰勞 働 巧 目の 二目 じちら ゥ 
ェス トサ ィド 庭球 俱樂 部に がて 


司法 省の 緊縮ぶ り； 

◊ ........ 濱ロ 內閣の 緊縮々々 の 

笛に 踊つ て 司法 省では 細々 した 
節約を やら おした、 をの 一、 ニ 
を 拾つ て 見る ミ 先 づ雜】 じ； 『司 
法 省の 用 おを おろを かじす-ベ か 
ら ず』 どい ふ嚴 めしい 省を がを 
國の裁 巧 所に 嚴 達された 、公が 
廷、 豫審廷 、驗事 調 室で；^ を 
や 被吿の 陳述を なぐら 書かれて 
居た 用 巧の 一が々々 から も 幾ら 
かの 费 用を 絞ら 出さぅ ご いふの 
である 

◊ ミ….. 第二には 『が 致が 豐か 
じなる まで 司法 部の 大 異動を せ 
ね』 とい ムホ かじ 一 ホした、 こ 
れは 旅豐の 奠大じ 上る のを 恐れ 
るからで、 旅を 巧を じよる 一年 


尊き 使命 Y おし 

ツ で ペリン 號歸ろ 

か 九 H 午前 八 時し お 分 大陸を 橫 

斷 して レ I キハ ー ストに 一 化み 

飛 巧々 輕 ぶじ ニスみ 百哩 

『まろ 八月 八 U 當化レ ー モパ 1* トを 出を し、 太 西洋を 横 勘 
してから 巧ら じ歐 洲を經 て、 シベリアの 原が を賴斷 し、 H 本を 
訪 巧して から 太伞 巧を 横切つ た グラフ •ッユ ぺ？ ン强 は‘ 美事 
じ 恵を をる 戲 隙-牛 か 促進 八 化かを おたして 二十 九 H 早曉當 地の 
上を じあの。 つかしい 法を を 浮べ、 午前 八 時 十五み、 巧び レー 
キ ' イトの 格納 座じ疲 いた 居 ホを 摸た へむ， 胜界 一周 飛 巧 じ 
盤した H 程 二十 一 n 、 飛 巧 時 巧 十一 日、 化に あ 化が 華の 力が 示 
オ 驚異の お滚 である」 


左は ッ ェペ？ ン伯號 が 去る 
八 巧 八日 當化 レ— キー 1 スト 
戒巧 旗を 出 お、 太 西げ、 シべ 
9 ァ を橫斷 して 日本 じ 赴き、 
おらに 太平が を橫斷 して C 1 
サン ゼ タポ を經も I 、 巧び 
レ ー ネーー スト じ歸 還した 日 
程、 巧 お及びが 巧 所 嬰が 間 じ 

して、 いづれ もニユ m — ク H 

ホ 節約 時間に 換 裳した もので 
をる、 調を は ィンタ'-- ナシ 9 
ナグ •ニユ ー ス社じ 化る。 

乂丹八 B キ "がそ 一時 四 

十 か 三 ユジャ ■ — - ン • 一 州 ン—ネ 
パー 7 ト 飛け 巧を 巧發 、八月 
十一り 午前 八み、 フリ！ ド 9 
ッヒ シエ I フ乂ン じ到暮 、巧 

巧五モ S な迎 、巧 舉時軸 お 十 
五 時閒ど 十六 一み。 

十四日 午が 十一 時 一二 十四 

み、 フレド タパ. ヒ シエ ！ 7 五 

ンを おお、 十 も H 午 解 お 時 S 
十 か、 霞 ヶ浦飛 巧 場；-; 葛隆、 
巧 巧ち 千 六な 躍、 巧 耍お蹈 な 
一時間 ご 五十ち 巧。 

廿 S 日 午前 ニ 時 ま 一を、 
霞ヶ浦 おわ おを お發 、二十 六 

日ロ ー 卞' '.ゼ ルみ ボじ 到着、 

巧将五 千と お哩 、所要 か 間と 
十八が 随 五十八 サ。 

サぶ曰 午前 四時 盖ち 

n — すン ゼ方ス 市を 出發 、ニ 
十九 ロ 午前 八 時 十五を、 レー 
キ - I スト じ 到 香、 巧 精 約 一二 
モ嗤 、巧を 時間 お 十一が 閒 ど 
五十 化か 

全 巧 程 ニ 巧ぶ 十哩 、飛 
巧 時間 十一 B 甘 S 時間 
全り おせ 一日れ 時間が 
おみ 

を 巧 程 一万 九 千 五な 哩 、查 
日程 二十 一 = よ 時間 二十 六 
を (聯合 通信社 調 巧】 

世界から 深 巧なる 注目を 
おかれて 居た ッ M ペリン 化 巧ら 
をに 化 巧 一巧の 目的を 果して 當 
化に 到 含した、 爾巧巧 巧' 時 晒 じ 
於て が 巧 巧 報の か （記 錄を橄 つ 
たのみ。 ら や、 今後 飛 巧 術 お 皮 
る 園 路的渾 おに も 巧 ホ 面を 開化 
してを じッ S 伯 號の化 ホ 一 卸は 
先！！ を VJ しての 面目を 進が な 一一く 
を 巧した、 ブで伯 號に乘 b て^ 
界を 一巧した わを さんは 九 人 
逮 してち るが、 が 良 ユック ナ 
が ± はを 陵 おおもじが 巧 磯に ホ 
じて ま郝 ワシントン じを き 大巧 


領フ ’， ゲアー '氏から 親しく 歡迎 
されて 面目を 施し’ ホ 朝 巧び 飛 
巧 磯ト當 化に 歸 着' 巧廳 じがる 
を ま 歡孤會 に 乘組員 一 间 £ 共に 
列席、 陸 戰燦を 儀 化を どして 一 
巧は 

堂々 一路 第 お 街を 巧 巧し 

つ I お 巧 巧の 器 集から ニ ュョ| 
ク獨特 の 歡迦を 受け ホブ^ •ア 
スタ！ じ おされた 午餐 度， し巧庶 
したが、- 方 ジユ化 おは 眷陸後 
息ら. に 機体ん 修 鑄、 燃料の 橫这 
みに 着手し 今が々 ザ 巧び レ！ キ 
— マトを お發 、太 西が を 横切 

なて フリ— ド 9 ヒ シエ 1 フエン 

u 歸眷 する が、 船長 ユック ナ ー 
愧± はこれ から アメリヵの 資本 
を ど 協力して 創設す る 飛行船 會 
なをの 化の 要務を 帶び巧 二週間 
は當 地に 禪 がする ので、 ッェ 伯 
号 今次の 航 おは リー マン 巧が 船 
長 ごして 歸還 する こご、 なつた 
想へ. に 二十 一 H 前當 地を 出發し 
て 化 巧、 方里のを を 征服した ジ 
ェ伯號 の 旅 わにが て 

故障 らしい 故障 ご 云へ じ 
霞ヶ 滞の お發じ 隙して ゴンドラ 
が 地上に 衝突した こご：、 ロ！ 
サン ゼ ルス 巧巧發 じぁた 6 腊尾 
じ义い 針金を ひつ かけた もの 泣 
で、 特に 霞ヶ浦 出發後 じは 閱も 
なく 今み 統を ホを をの 大 雷雨に 
遭遇した が、 をれ を粪 事に 切な 
け、 太毕巧 上の 濃霧 ご 暴風雨 帮 
を 巧みに 脫 おして 寧ろ 追風を を 
けつ、 前ん ホ 踏の 空を 化 駆した 
ので ぁる、 ッ 王化 號がリ 本から 
積 込んだ お巧郵 巧は おじを々 ニ 
十 化 U の 正午を なて 配達され、 
ぶな にも 别項 巧按 のかく 電逆か 
らの飛 巧郵澳 度び 本社が 刷 部な 
文み 活字に 脚した 商用の がわ 郵 
便を ま おつた が、。] サン •七グ 
ス ホから がに アメ 9 力の 帮使飛 
巧に 托した ものは 

一 0 早く 二十 乂 a じは お 

達され シヵゴの マ 1 シャグ フキ 

1 瓜 ド、 當 化の ¥ ンべ V 冉貨巧 
等は この 飛 巧 船 化と おわ 機 便で 
日本から お寄せた モ モノを 賣出 
して 廣吿に 赏氣を 添へ て 居る、 
ツエ 化 焼 東京 到着の 活勘 巧眞も 
巧じ當 化のを 劇 傷で を 開され て 
居る が これ 等の フ キ^ムは いづ 
れも巧 巧 船 巧 じ 巧した もので あ 


エ 伯み じ巧乘 した 圆地 特派 昼 
は兩親 V .】 巧 妻を 一時 じ 失 く.- ： 
た 悲報を ザ じしつ/ 'ッユ 伯が 
じ 便乘綺 朝した ご。 

世界 早 廻り 

先驅 者の 跡 

が ほ 化が 開闢 0 ホ、 化 あ I 周 
を 敬て しじ 人々 が 費した 時間を 
歷 を-— 織く V 」、 左の 如き 驚 （ベ 
き變 化を 生んで 居る。 

マ ダレン 船；： =】 五一 化— ニニ 年 
'一 下 八十 111H 間。 

ネリ ー •ブ ラキ；：：；：； 一八 八 化 年、 
と 十二 H 六 時間 十一を。 

ジヨ ー チ •フランシス ■トン-*— 
ン ；= 丄 ハ十义 H 十二時 問 I こみ。 
チヤ. 一 八ス •フキ ツモ- — ブス nZ 

一 化 a 1 年、 六十 H 十 S 時間 
ご 二十 化か。 

へ'. リ •フレ デ タック nj 九 0 

I ニ 年、 四十 五日と 時間せ を。 

ダ 1 ン 9 •キャンべ 大佐；；；；： 一 
化 0 と 年、 四十 曰 十九 時間 ど 
ご 一十を。 

アントレ ■ ジヤ 力 * シユ ミツ 

ッリ .九 一 i 年、 化 九日 十九 
時閒 四十 S を。 

ジ 3 ! ン •ヘン リ ，ミァズ：；；；：- 
化】 一二 年、 お 五日 廿 一時間 一二 
十 置か (媛 ザぶ び滨 船) 
ァメリヵ 陸軍 潑け嫁 九 ニ 四 
年、 巧と 十五 日 (爾巧 所要 時 
間 十五 日 ど ホ 時 巧〕 

M ゲ アンス ごク ユかズ n j 九 ニ 

お 年、 か 八 H 十四 時間 ゴー こ 十 
ホを (滿 傘黨船 飛行機 其飽) 
ミア.！ ズど コリ ャ！ n 1 九 二八 
年、 ホー 二日 十 お 時間 二十 一巧 
(飛 巧 機ぶ び療 船便} 


遺產 管理人 入獄 

栗 京 特電 二十 か 日發 n 遺産 
管理人の 泣 置を 利用して 神 田 
銭 巧る び 頭取 神 旧雷藏 氏を 脅 
喝 して 十 數万圓 を 詐取した 辯 
護 ± 出畑嘉 一は 取調べの 後ボ 
ヶを 刑務所 じ收 をされ たが 東 
京地み 裁 お 所 ゆ ニ 一二は 旧 畑 VJ 
通じて 居る ご。 


る 


的 ほ 大巧 毎 H 新 巧の 本山 魅 長 
け ッス 伯が 到着 當 時の 同紙と 

-當 化こュ 3 ! ク •タネ 厶スな 
に 郵送した が、 ドキツ から ブ 


パレス チン 聞 題で 

猶太 人大會 

義金 募集 じを 手 

ハンス チン】 帶じ宜 る アラブ 
の ユダヤ人 虐殺 事件 じは ホす 
レムの ユダヤ 乂學 じ留學 して 居 
る アメリヵ ホ 民 もを 數 殺害され 
ねので 世 巧 ぞ國 じ歡 巧ず るユダ 
ヤ 人は 一 齊じィ •辛 ブスを 府じ掛 
して ユダヤ人の 保護を 强 硬じ决 
護し つ！ あるが 

ジユョ ークど 云は る！ 當地ユ 
ダヤ 人の 憤慨 ぶら は 流石に 甚 
だし （まる 木曜 e 巧 マ デ ソン 
ブコ エア •ボー デンに 開催 さ 
れ む ユダヤ人 大會 じは 出席す 
る 者 無慮 ニ 万人 

著述を'.— マン •ハ — ン スブキ 
ン の 司會で 大統銷 フ ー ゲ ア ー 氏 
の 書面を 朗讀 する み、 ホ 長ゥォ 
八 力 ー 氏、 掛副か 拳？！ マン 氏 
上晓 外を を眞長 ボラー 巧を 始め 
钥 W のを 客 や 軍ん が 悲憤 慷 巧、 
苦 端 火を 化く かかき 势で このを 
敎戰 巧を 難 じ、 イ ゲリ' ス巧 巧の 
嚴 をなる 取締を 要 ホし 罹災者に 
おする 義描 をの 裳を も お 额じ達 


S 永 輿 機 

按揃 ひの 巧 理人あ 名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 遠す る 巧 理を差 上 
ます。 朝 云 時 迄 巧 巧 
(な ホ 五 T 目オブ 
巧を 巧の 下) 


ま 邢巧理 

が 巖を園 

司理 人を を 
街 讚の ホ じは ま 巧 
の お' 煩 利 じ 糖へ 巧 
强曾 おの 御用に 患 
ず V < 接 翻 巧 奉 相 
不變 わを を 顧 巧な 
.が 上靜案 巧 ホ 上 房 

支那 料理 



商 巧 お 城中必 、按 領事が、 H 本 
巧が 莫 化な 巧 大會な あ ミな 巧 

桑 港-^ パ ホテ^ 

巧 日本を (特が 巧 ぁ b ) 

巧 一致 次第 自致单 銜出迦 申 上 侯 

巧 ニ Ca 云 ミ nia St こ San F 皇 cisG 产 Ca 吉. 

ンヤ トル 巿 

NP 旅館 

W06 * ま h Ave . MO . Mea 吉タ Wash . 

ホ牵 寒‘ 前 ホを ご于 左側 式 階を 
— 日本 巧 胳切巧 取 圾波戶 場 送迎 

ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

二 7 K San す dro SI , Los A 這 豪， 呈. 


ホ 上 金魚 巧 

ニ SS S 至 三 vr K ミす rk C ま. 
さ one 苗を こ 夏 


媛の 蒲燒 わ’、、 しい 鄉燒 

會席 御料 埋 

畫 食は 末廣へ 

叮巧街 巧を が 大巧 お 


，輛袁 狐に 鹤 旅館 

生 稻を巧 

なち ボ西 八十 AT 目 一二 ニニ 
话をス 々イブ！ とん ニニ 



鄉料埋 

ホ じず き燒 


紐育堆 一の 円本 百貨店 

巧 桐 兄弟 商會 

スマ ドン •プロ ダク ブーず 胶資元 



煎 餅 卸、 小賣 
を 腐 油 お 
白 本 食特爲 一切 

UC 召 3 S 巧! lic 6 gpica CO * 

8 萬す ird Aye -- 
ジ LP 芭こ 218 


會 ル^ — ミン グ 

133 ぶで S ニ芸 sirs 二 e 三 ork 
ジ I ち！！ 呈 e R 這 ま 1 2187 


木 巧 ル ~ •ミ、 \ タ 

ニ 07 3 rd A さ.》 et •涅賓 置 某 置 S 

ジ 一ち ha ミす 巧 里 WSS 


周 圍闕靜 
室 巧淸潔 

謀 人 タラ プ 白 お 琴 

5 巧 wands St - ず 夏 kiyn •尹 Y . 
ぎ 夏# 之な 


A 淸ち 親切、 氣樂化 二な ► 

勢側纔 

野 勢 事を 义强榮 が 
沒 5 巧. 赛を Str ま t 
ジ 一 R 品备 t 3 這 S 


住 巧旅鑛 

潇ま住 田ネセ 
2 置で sl1 宙 h S でを 1 ' 至-四ち 養 ant 33S1 


力 旅館 改め 

帝國 旅館 歸 I 

一を W . 霉！1芭.すニミが 
Tei . suslh 当 夏 ちち 


織 育 旅 鑛®**— 

巧 徑十了 目 ニ 四 ニ 巧 
Tel Ca 皇呈 ia 苦 之 


ボストン お 

富 ± 旅舘大 浦采を 

1 をぎ 養 sier St •す st ミ Mass . 
す； B ， 4876 


費 ぉ 鄉據鑛 

袭山 淸あ郎 

さのを uth 9 を芭 •妄 ii 芭吾至 W 巧 a . 

ぎ窒 nu ニ 231 


日本 食料品 類ぶ び 雜貨類 卸小賣 
が么ま 大寅搁 桑み 蘭會 
が刊審 籍雜誌 小間物 日用品 各種 


ぶ G 化 W 

化 邮刖^ 

P が：^:! 

a 

J れ巧 S - 


雙油説 gissi 驚 f 白米 
日 ネ米難 食料品 齡離 4 髓 

巧 田な 巧な ホ 食 お まが】 手 巧 お 巧 

日本食 料！！ 麗會 


愉 0 化か 的 ., I 邮， 

Formerly 

巧が uh が hi & Ca, 

17 East 17 化 化 も ?. 
Tel. Algonquin 8266*67 


Nippon 

Dry Goods Co. 

148-1 郎 MacHson む e., 
Hew York む わ 
Tei. Ashland 6141-42 


MOGI’MOMONOI , を 
COMPANY, Inc. 

10 日 - E. 1 加 化， H. Y 
Tel. Stuyyesant 8595-8-7 




TaiyoTradiogGo., inc. 

Ifflp が おは & E 巧扣 ters 

巧 1Fi 拙む e. ， N.Y ， 

_T|i. が g 帥 gu おを 趕 3-5 

327 化 Maiikon 化 ed, 

郎 ica 挑 Hl'mois 



0 ぶぶ • Line 

大 贩蘭 船會社 

2 聞 7-8WHITEH 化 L 誦 LOI が 
17BimEi!Yi>L^EfiEWY0Bi(Cmf 
PH0 お郎 WL! が郎 EEN 目 3 お-お 



H が ; yi を & C0, 

H1-147 則 h む 6.. 
(む r.21s け t ‘） 

New ’ 《が パ Hy 
Te し％ 扫巧 お パ 390-2331 


T 帕如阳 け omo 目 ank, Ltd. 

化 W Y 郎 K AG 巧 GY 
80 om が 4 
1 がむ oadw 巧 
Te しむ r 卿が 1841 巧 


The Yokoiiama 

S 昨が e 扣化 , LM. 

5ih Fioor, Equitabte Bid を 
巧 0 Broad 押 ay , ん L 
Phone Rector 2550 


TI)8 邮 ni (がな iw3R, L 化 

Room 515 

お师即 sofMn 巧 sting む iitlitig 
け 5 む oadw 巧， N. 

む しむが 加が 巧 巧 - 33-34 


T 化 B る NK OF 即 0SEN 

Room 1027 1 おむ 化 dw 巧，！ H, 

Ptoe. Cortlan が おの 


Nara Trading Co. 

巧 1 ぷ th Avenue 

(Cor, 2Ut St.) 

Tel. Algo 叫 iTm がが - 47 


MORIM 觀誦 SJRC. 

巧 - 巧ぶ W. 巧 rd St.i 
New York City 
Tel. Gramer 巧が 郎 


THE FlUIMOTO 
な郎別 TO 閒 . ， ! 服， 

Room 3112 

120 Broad 嘴，！ i. Y. City 
Te しお 加！ * ミ 41 8 ぶ 36 
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w'l, 山ぶ 叫 …,! PIPUi— ' ぶ ,‘ が r ， lim ム井 


號よ 十八 百む 干 一を 


m 請 育 緻 【曰 確 ±】 



日 一が 巧 八 年 四和昭 


ミニ - ■ pljmlly ， 号 ミ j - il . 




タンク 


約 直 巧 個の 

クオ ドロ •フ 

をび スナ ー マ ー トランク ホ 弗 五 

十 仙、 化 巧 五十 化、 十二 弗 五十 
伽、々 し 許ら 化 用した 範 類】 弗 
一二を 及び 五 ホ 

1. だ 4-S 至 h Ave., C ミ . 4 害 ざ N. Y 


食事が 一 遇十五弗、 

染 巧は アグ パ ニ！ ご 
ビ ジブ フネ- — 少ド •ロ-— ドの 中 

間、 乘 馬、 氷 泳の 便 あ b 、 アグ 
バニ ー 停 毕壤迄 御 お迎： しまず。 

互 rs . H . E . ごヨ产 W を Leb ぎき， N _ y . 

ジ 一. 去 esUelia ミ n ニ 7- F 1 W 



# 羅府 、る 港 お 帆 ( ホノ グ八經 由 ) 


雜府 を 

( そ 后 ニが 巧 化〕 

大 がか 乂月お 日 
天 巧 化 化 巧 二十日 
n レア 义十巧 巧 H 
奢 洋 义 十 巧 十八 H 


を港發 

( 正午 巧れ ) 

九月 十】 日 
化巧サ 五日 
十 巧 十日 
十 拜廿ご 一目 

® シアトル お 帆 ( 午前 十 時 出帆 ) 
伊豫 化 化 巧 廿 一 B 
靜弼化 十月 十 化 日 
巧濱乂 十 I 巧 二日 
三 島 化 i 十一 巧 習 

_ 0 输敦教 B 本 巧 お 耽 

箱慑も 九 暑 一日 

乘訪も 十 巧を a 
が見妃 十 巧 十 お 目 
A が 青 お呪芭 を 垢 經宙目 本 巧 皆 尚 船 1 巧ニ网 
▲ 蹄热 お 巧。 が 就は が湘 巧、 淸米巧 並に 芭を馬 
經あ たや 洋岸 巧を お船會 なさ 掉 約ち リ采船 切 
巧 等 萬 事 御優宜 じあ 計 ひを 上まず 
▲ 来國 錫 道が 巧、 廢 忘を 等 も 御 便を じ お 計 ひ 申 


3 

が 

-3^ 

化 

i 

B 

5 

咖 

ゎ 



ト タンク- い い；^ いい 

ィン ノ） ベ — ン 3 ン トランク 古 

物と 弗 五十 仙ょ b 十二 巧 置 ト仙 
吉 でた 呈 h ぎを 

装飾 綺麗め 室、 哉備 

重驾完 き シン ご I 週 

八 巧、 ダブ グ 一遇 十 弗 

芸 TEL 田吉 LE , だち. 呈 Ih 苗 .， Cfy 

遊覽船 を更 Till 时齡 

みの ニ 固 バツタ 91 よ b 出 装し 
てマブ パブ タンを 一周、 詳細は 
電話 レ クタ-四 とちん をへ 


シアトル 出 机 ( 午前 十 時 ) 
あら ば ま 化 九月 十八 日 
あらび や义 九月 サ 六日 
ばりす か ( な 巧 齿れ) 化 巧 六日 

y 一等 按演； 五 巧 k 

化し ばりず かるん ごん もは 一 お 五 巧 
▼ 三等 B 本 巧 五 五 巧ぎ 室 大な造 あ ザ ま i 
▼ 御禁 望に 化リ 一等 割； S 巧な 切 巧を 斤を 巧 ザ 

ロスアンゼルス ぉ 帆 ( 午後 一二 時 ) 
さんと す 化 九 巧と 日 
まじら 見 十目 廿四 H 

▼一 ま谨 演ニ吉 0 巧 粗は わい みま にらみ 一芸 巧 
▼ お 巧 一二 等 目 本 巧 五十 化 お ▼ H 等 目 本 巧 五十 五 巧 
► ホ 港 霜が 巧な を 切な 寝 妻を 窓 A 御特 をを リ « 
▼ 紐 育 線 パナマ 経由 日本 ぞが 行 皆 场賠巧 1 圓 



雜貨 陶碟器 

ランプ 皮び を 

太洋 貿易！ 會社 

支店 巧 お古、 ボタ トン 


陶破鶏 雜貨類 卸販賣 

S 蔑 木 桃 井 紐 


難 日本 ド ミグみ 廟曾 


日本 陶破 藉雜貸 類卸賣 

ザ 元 ブうザ ー ス 


日本 郵船 會社 (化ュ を 鐵道會 社) 

代理 巧 巧 桐 兄弟 蘭會 

乘 車、 壤船 切な 並 じ 小荷物 運送 御 便利 じ 取扱 申しまず 


▲鄕 里を お及び ホ 送金 (無手 數巧 y 外 固 
ちを 賣 買、 荷爲を 取組 化 立、 信用 巧を 
巧 等 一般 银 行楽な 御 便利 じ 取扱 巧 化 民 

能 S 灣 銀巧攀 出張所 

^ 義、 ち 上 巧を 

ロ、 福 州、 厦門、 油が、 香 渚、 萬 巧、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 買 
々朱 カツ タ 、倫 敦 、其 外 導 潰 十四 ケ巧 


一、 致 本を 壹撼圓 (全額 挪込 お) 

! 、積 ホを 寮 億 五 •円 五十 萬圓 

內化本 まち U 橫濱 (本 巧) 巧 京大 酸 
が戶長 崎下觸 名を 崖 

横濱 お金 銀 巧— 支店 

ホ 國をぞ 店：： = 桑 巧 おが 沙お ボ哇 
其 化 化 巧が 固を 要 都 ホ ニ 支店 及 n グレ 
ス有么 候 


本 巧大阪 北濱五 下目 
な 育 支 巧が 育ブ。 1 ドゥエー 巧 四十 化を 

鎌 g 住ぶ 銀行 

お {巧 京橫濱 名を 屋寅都 巧 戶岡山 
j ^ 愿ノ道 廣島吳 .柳 井下 ゾ熙 
化 支店す 司’ 小 倉’ 若を 階を 乂留ホ 腊本等 
本 固 巧を、 鄕里 送を 等は 極め 

I crx tm # 1 も • I S3- fV を す ilL 


本店 朝が 京 城 

支店 お 張 巧は 日本 內 化の 樞 巧都巿 、朝 持 
お洲 、支那のを 地 及び 浦 嘘巧德 

朝鮮 銀な 紐 育 お 張 所 

; 外 圃爲替 一般 錫 斤 業務 精々 お 便 剌じ取 巧 巧 

_ 申 上 お 


巧 かを、 化 憤、 巧 まノ賣 お 及ビが 
化取立 まお使利 ユ 御取扱致 ン 
マス、 精々 當巧ヲ 御 利用 下 サィ 

I が 藤 ネビル ブロ— 力 ー が 巧 姉ホ會 お 

藤本 證券 會社 

间を港 ま 巧 
同 お 巧 出張所 
同み 巿 代理店 


觸破證 、雜貨 卸 質 

森 村 ブラ ザ ！ ス 


日本 陶が 器雜貨 

ラ厶 プ卸賣 

奈良 貿易商 會 


急 


吿 


今秋 ホ 固 練習 磨隊ホ お 二 際 シな留 官民 協同 一致 歡迎ノ 
至情 ヲ披歷 致シ运 候が 柄鑑隊 乘规員 諸氏 ノ 需要-一 應ズ 
片を碑 商 お供 給ノ義 最モ愼 を ナ^を 慮 マ- 拂ヒ 品質、 
僧 格 共極メ テを 當ナが 商品 ヲ 提供 シブ 乘組員 諸氏 ニー 滿 
足ヲ輿 フべキ 勿 諭/ 義 ニを 么 、偶々 不用意 ニモ セョ 
ホ純ノ 商品 ヲ 供給 シす當 ノ憤格 ヲ耍ホ 致 娱樣ノ 事實有 
之 候 テ 巧 巧歡迎 ノ且的 ニモ 創ヒ不 ホ 将ホュ 甚大 ノ影 
藝 ヲ ぷ ボ シ 巧申懷 ニ 就テ 夙 ュ 巧筋 ョ リ ノ ホ意 モ ち之 


絕踩礎 沿 中 お品資 込ヲ 
.日 (± 曜日) 迄， ニ歡抑 

段 A 廣吿お 化 


一希 望 セラ^、 諸 巧 パ ホ か 化 月と 
i 會事お 所を 其 旨 御 申を 相 お 度が 


追而右 時日を ニ 何 望 御 申 这無之 向-自然 鑑內 ニが テ 
賣込 不可能 ノ點裝 ヲをジ 可 ホヤ モ難計 候 巧 而爲念 申 
添 置 候 

昭巧四 年乂巧 H 十 

.帝 國漆窜 艦隊 歡迎會 總務部 

巧 商 取霎員 長 中 山. 武夫 


寧の 印刷 ど 精巧なる 化 上げ 
i 時日の 迅速と 確實な 校正を 保 誰 

i 印刷は 紐 育 新報へ 

I 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

: わ 間違^む く 新報へ 

巿內西 十よ T 目 十 二番 十 階 日 
を 部 じがけ る 巧 字 言論 磯關の 

權 威、 普が 巧 報を 讀 まの 人な し 

廣吿は 紐 育 新報へ 


補 


0 

T 

It 




資本を 穿僚圓 
拂 a 濟 資本を ホ 千萬圃 
梢な を 六 千 四 巧萬圆 

餘竺弄 銀な— ち 巧 

本 巧 まを 巿 H 本 お 惊本ぞ 屋町五 あ 地 一巧 
支店 小が 日本 巧を 內 窠ち 横 巧 
をを 履 巧 郡 乂扱西 (大阪 ) 神 ロ 
廣な下 鮮巧司 巧め 顧 岡を 時 
上 お 倫を 孟買则 水 


A 

tt— 

i , L 


巧邮 
が c 

5 

扣. 

感 w 伽 

わ N 9 

iS " 巧 

4h d R 
一1 础 
邮侧 


厳 出入ち 替 、電信 送を' 化を を、 旅 巧 信用が 
商業 信用が 巧 他 一般を 巧 業 

人 « 資ニ菱 銀 巧— ま 巧 

郷を 送を', H 本を 化 無ず 数 巧？ 班 速化圾 
本店 預金 (を 期 逝 知ノニ 柿) 狗巧 利な 巧 
本 ま 店 東を (本 ほ〕 大 阪神 ロ 京都 


♦日本人 美の 敎會 
『社資 問題 ごを 督敎』 高 橋虔氏 


巧 桐 スペシャル 


巧 お 到を 


極よ 等 

新卞 海老 


化顯 兄弟 商會 


新 ホ ま 斗， 

テキサス 白 ホ 


夏 
; 場 
所 

ご 

1 

さ 

m 

み 

oo 

桑 

(If 

入 

= — ■ i^r 

賣 

度 

田 

巧 

Cl3 

CO 

な 

CTt 
•— J 

潰 

CO 
•— H 

巧 

-< 

<r> 

蘭 

會 

致 

し 

ま 

し 
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確實 なる 顧客 ご皇 入を 巧ず る 巧 
跋の店 部 4 ロ h リ しー スが其 儘 至急 
を概 て寶 度し、 


ち踞及ネ コ ゲ| |5父ブ フ 作巧 
T . 至資基 _ So 量 Bea を s ’ L J ‘ 产 


策 六 回が 欄 瞬 訪脚團 員 募集 



南太平洋 上の 最 ：？一 
— を 船 淺間丸 ( 

歸 がのを じ 裁く 
加州 並 じ 一 ブィ 
んど する 目的で .} I 
第で あらま 手。 

を 諸彥の 満足を ム 
記憶 じらしい】 る 
巧 入 國手績 な 弊 嫌 
ら ホ 望 者は 至急 

巧る 十巧祁 一日 
十一 巧】 日を 後， 
十一月 四 H 午後ぶ 
十一月 六日 お 午 
十一月 十二 日 ホ 


速、 最新、 最 美なる H 本 郵船 モ ー タ 
巧 S 千嚼) 十一 巧 六日 桑 港ょ ら處々 
巧 用し 輸 快なる 海 L のか 養 ど 併せて 
吁を觀 ホの 上內 化で 目 お 度 新を を樂ま 
n ; 化の 旅 おじ 化 b 巧閣 訪問 團を 寡る ホ 
回の 計 塞は 豫ね てを 評 ある 弊 圏が 充 
たし 巧の 印象は 永遠に 最も 輸 快なる 
ずを 期す る 所で あらます。 お閱 並び じ 
じて 例 じ 化 b 違算な く 取扱 ひます か 
击 記へ 御中 込を 乞 ふ。 

程 

木) 午を 六 時サを ベン 停を 場發 
一時 半 シカゴ 巧を (ュュ オン 停車 壤) 
時化み を 港 着 (ニ 治) 

请港お 帆 郵船 淺間化 便 
グ 、お ホ， 同廿ニ H 橫濱着 


一巧 二等 H 等 
化な 八 九と か 五 G と 10 巧 00 四 一 五 弗 00 
片道 五 ニ 0 ホ 00 四】 五 お 00 ニ 六 五 弗 00 
(な 上は 化な 演車汽 船賃 度な 巧の 雜費 一切を 
もを み、 一、 一一、 一二を 别は 船室の 區別 でず) 

か I 巧 巧 東 五十 九 T 目 ニニ 四 . 

主催者 片 桐蘭會 

電話 ウ井 ツカ シャム 九 一二 四 四 


一'； •巧！ 王* I - -jpll ミ I - JIM'S S ミ 3.-3 


熊 野 御堂が 文を 夫人’ 

乂國 訴訟事件が 下 V らる 

最 .巧 法廷まで 上告の 必ぶ あらむ 


前週 十： 附 ： n ( AH か 四：： 〇| 
巧 巧 3 桑 港 rH ホ』 じ 仏れば 昨年 
i 十二月と U 岡 巧を 3 レャ乂 巧に 
j て ロ 本よ ら餘 米せ る 間が々 なが 
; 巧 御を 巧 文 巧 夫人 蹄 子が 入国を 
拒まれ H 本邸 船會 化の が， 施 じて 
- 時 上陸を 許可され た 爲め能 野 
御を 氏よ b 勞慟 ちを 相手 化 b 訴 
おを 堤を した 事 仲は 聯が 化モ哉 
お 所 巧 単 ラゥダ ァバ ブク 氏の 法 
廷 じて 審理の ホ 巧 かお 延の樓 と 
なつて むた が、 ネ旧 巧を の 中立 
を 却 ドし わので 巧 吿辯譲 ± エリ 
ォ ブト 氏は をに 聯邦 巡洒 裁が 巧 
じ 控訴の ホ續 をなる*/ < 準備中 
であると 云 ふ。 ホ だ 

判决 义を 見る じ 至らない 
からな 巧 もを 解す る：！ 苦む が、 
恐らく 千九ぽ 二十 四み 移民法々 
規じ 娘ら H 米 報 聞 拙 記を は 『國 
際 通商 じ從事 する ま』 の 部類 じ 
入らのから 其 妾は 入酱の 資格 •ゴ 
しど 云 ふが 釋を 下して ゐ るので 
はわるまい か。 孰^に せよ 當時 

飛行船で 來た 

最初の 41121 信 

m 巧 姐！^ 赴を jb 
まる 二十 九 H 日 マン ジ エ八ス 
よら I 氣 レ— ク スト じ 着き 
I 化が 一 闽の劃 時化 巧 記録を 作つ 
一れ 飛行船 ゼッ ペリ マ號じ 巧.— ま 
I をに 於け る H 本 電報 通信社々 長 
I ホ 永 星郎氏 よらを のかき 書信が 
一本 化に 屈いた。 是れは 本社が ま 
頒 したが 巧 船 狼 初の 書信で ぁる 
一が ほ W 社員 白が 岡 風 巧は 别項所 
^おの如<華巧じ+^領を訪問後 
ホが する 望で あ A が、 本社は 问 
1氏ホがみ第け業^|^1ど共じ 一 タ太 
I ホげ がを の實 話わ聽 なつ 
I てゐる C 

i 敬 里 最初の ぉ界】 巧 おが 船 
j じ 搭乗せ ろ 巧：；^ -5 なが M 風 君 
j に 巧し 貨ト並 - i み 夫人の 淸福 
j を 祝し ます。 蓋しが 空路の 發 
i 逢は 吾々 の 化かを してを々 重 
I 乂 ならしめ 隨て 貴下 ごの 親ぶ 
^ もを 演 巧を 加 ふるに 至れる を 
衷也 よも 欣快 ど 1 る もので あ 
j らます。 此機會 じがて 巧が 社 
I 運の 隆 々ごして 今や 完全に 東 
I 洋 をが 一す るに 至らし ミを 貴 
下に 報す るを 3' て 深く お！： ごし 
且是 まで 巧 へらむ たら 貴 下の 
I 御按 恵に 對し戚 謝の 意を 表す 
ろ もので ホら 主す。 併し 滿は 
j ' 担を お < を あを も 大切なる 時 

- 機 ご 思 ひまず がら 化 上】 舊御 

- 援助 •で麟 はらん ミを 切辨 する 
み 第で あゎまず。 

^ 昭か四 年 八 巧 ホ ニ H 
-一 光永 星郎 

I 無電 料 値 下 

り 本が 哇 その他 

j ラ-テオ • n I ポ レ！ シ 3 ン •オ 
j ゾ •ァメリヵは 今 巧 おが 向きの 
一一 無 巧 巧を 化 下げを 發 をした。 右 
は 來る义 巧 1 U から 巧 施さる ベ 
; く先づ H 本议び H 本領 止は な ホ 
I よりぶ 仙を 化 ドげ して 一語 八十 



ネ おも 指摘して おいた お b 熊が 
御を 氏 自身の； 熙 して ゐる目 ホ 化 
は圓席 通信を ンドグ L つ、 あ 
る W 上 問 氏の 資格が 移民法 第一 ニ 
條萬六 巧 じ該當 t べきは 事 質の 
証明 じ 依 b てま 張し 得らる ベ < 
ち假 b じ 『日 ホ 新聞は 円 米 現 巧 
通 巧が が條約 中の ッン ー ド じが 
事す る 者 じ 該當せ 中 一地 方の 巧 
班で ある』 どの 

ぶ 思ち が 勝った ごした じせ 
よ 第二の 間 題は 該 移民法々 規ご 
離れた 日米 通商が が條 約ぶ もの 
の條 义を猜 ごして 抗訴 する 確が 
たる 理由が ある。 是れは 大審院 
の 下した 判决 例が あるから 何等 
疑み を 挟 レ 餘化 はない 舊 である 
か、 兎も角を 訴 よら 上吿 どなつ 
て 最後まで 推し 逆ず じあら ざれ 
ば 勝訴は 巧め ないか も 知れない 
から 將 ホめ 爲 めじ 是非 終 時まで 
がず し勞 働ち 巧 ま國務 省の 偏狹 
なる 見解を 巧 破せ ねばなら のど 
云 ふの が 當地じ 於け るち 識者の 
議論で ある， 

ニ 仙、 デフ ァ I ドは 一語 四十 一 
化ど なち、 

ホ ノ八グ 巧は 一語 ニ 他を 値 下 

げて化 お 仙、 デ ファー ドは 十 

'と 化 五 厘、 ラデネ •レ タ！ は 

最低 サ藤ニ ホみ 十 他 (な ホは 

一二 弗) ク ■'4 — ク エンド •ンタ 

I は 化 語； 一 弗 (從 ホは ニ 巧 六 

十视) と なら 

フキ リッ ピン 巧は 一語と 化 を值 
下げて ホ 十八 他、 デ ファー ドは 
化 四 仙 どなつ た。 

巧に 設立され たる 

酌 職 技術 ±協會 

化が 邦人 齒科 技術 專巧 家は 十 
餘じ 逢して ゐ るが 本紙な 報の 如 
き 統育州 法を 巧 等の 事例 も あ b 
一を 幽 結して 同を を 間のを 韶を 
溫め祐 互の 利 盛を 擁護す るの 必 
巧を が随 しまる 甘 八 P 靑蓮閣 じ 
開かれた る 親睦 會を 糖會 に デン 

タグ ラボ レト 9— •ォ —ナ！ ス 
アブ ソシ ぶ— シ ヨン' を潭 立す る 

じみし 曾 則 立案の がを 水み、 香 
西 雨 氏に 依 巧ず る よ、 を费を A 
級 一年 六 弗、 B 級 云 巧 ごする i 
お脊卵 おな 律 施 巧 前日 本人 會 ご 
^ 聯絡して 適當み 措爲を 執る よ 等 
を 巧 巧し、 質 巧 委員に 木 田 ホが 
巧 空 お 磨み、 が 中座 吾一 ニ 巧を 選 
擧 して 散 貪した。 當 化け 井口、 
巧 ロ、 鈴 木、 ホ 盛、 小阪 、下 河 
邊 ，が 中、 靑 木、 貴 島 諸氏の 巧 
日本人 會侧よ b 氷 谷を お 委員、 
香 西 商務 委員、 鴨が ホ 事ぶ びを 
な 子 書記を ホ 席して 協議 じ參加 
しじ 0 

猎 篤に 陷 った 

ジ ヨルダン 巧 ± 

魚類の 硏 巧では 化 界的學 者で 
わ. cvK タン フォ I ド大學 名嚳總 
長に して： n 本 及び U 本人 じ 巧 解 
深く、 親 H 家 どして 定評 ある ジ 
ヨグ ダン 陳± は ホち SU 發 病し 
てな ホ鈍康 勝れ 中、 昨今は 殆ん 
で 危篤の 狀 態に あるが、 柯み八 
十 - V おの 寂齡の i どて 巧 親の 人 


占 




人は 非常 じ氣遣 つてむ る。 

電燈 使節 鹽來紐 

『電燈 使節』 の 名の 下に 日本の 
電氣業を十八をか九巧ニリサ ン 
フラン シ 7 n 入港の 大巧 化で 渡 
米す る もじな つた、】 巧は 電を 
協 會副會 長 井 巧 外 助 氏、 東京 電 
を キ島ま 雄 氏を 正副 倒 長 ごする 
視察 國 じて、 國際ゼ ネラ^ 電氣 
會 化の 招待 じ 依つ て 約 S ヶ月 聞 
ホ歐內 の電氣 施設の 硏究 ご 间將 
じ 米 園の 電氣 事業 あ 及び 寶 本家 
ど 親善を 計る のが 目的で ある。 
尙ほ 一巧が 重 じ 視察す るのは 照 
明學 校發電 巧、 巧路 照明、 河 巧 
トン ネ 照明、 ビ片 デン グの溢 
ホ 照明、 な 送 食 社、 自動を 工場 
等で 十 巧 二十 一日 デン パ ー 市 じ 
がて 開催され る電燈 五十 年を じ 
查巧しゎ後、 當地を中必2して 
東部を 地を 親 察する はず。 

早大 校友 會盛會 

旣裙臺 灣銀巧 員 高木 謙吉 、曰 
ホ 文化 學會ま 事 巧 田 柳巧兩 氏の 
送別 會を 兼ねた 早大 校ぶ 會は廿 
と 日 夕刻 ラィ S 莖チム マ 
クス じ開懼 、ホ！ ム クッキング 
の 鳥 料理で 吾 鼓を 打つ て 寬談. 
田 中 辞 事の 報吿 、高木 氏の 挨搂 
が 終つ てから お 育 早大 校る 貪 お 
編纂を 議决し 之を 長を まが 關治 
氏に 依賴 して 座 蒙じ乂 b 最近 咏 
校 卒業 ホ 鼠 拳 圖術硏 をの 爲め當 
ぉ滯 在中の 山中 利】 巧の 運動 じ 
驅 する 興味を る 話を 傾聽 ，十】 
時 散 曾した が、 當巧ぉ 席を は 前 
記 諸氏の か 抑野壽 ホ、 稻垣奥 一二 
郎 、高木 隆 ち、 みみ 固守、 松 本 
節 正、 藤 巧 長 一、 巧田滿 雄の 諸 
巧で もつ た。 

東 福 巧 一巧 消息 

西本願寺 開敎 使を 爾夢鄕 姉は 
高 橋 屬惠師 ど 同 巧 去る 二十 二日 
新英蘭 方面に 自動車 旅行を 試み 
二十 八日 午後 歸 紐した。 


な 人 か 人 

參寺澤 藤 一郎 巧を 古尾 製陶 所 
齡 員、 まる 二十 六日 着 紐。 

•堀 ロ 信 進 巧を 同。 

•前 波 夫ん 慶事が が 兄弟 商會 
社員 前 波 陽ぶ 肋 氏 夫人 方に 慶事 
ぁ b まる 二十 ホ H 男す 出生 寬 VJ 
命名 巧 子 共 じ 健 巧の 由。 

書 お 井 善と 氏 陸軍 跑兵 大佐、 
へ— グ踏際 無線 委員 會 にお 席の 
をみ 去る 二十 八 H 着が、 が S 十 
り 渡欧。 

•演巧 力 氏 海軍み 佐、 竹林、 
中 上 お 遞信拔 師间巧 同上 出席の 
爲め 渡歐。 

善 小 針 誇 S 郎氏化 倉 嫂 糸會社 
潑稱 部長、 一月 3 巧歐渊 を地視 
を 中の 所 去る 廿 I 二日べ レン ボリ 
ァ號 じて 來 紐、 目 T 國米 ホー ム 
じ 滯あ中 i ：* るが 本り ホ發巧 巧* 
十一 日 象港發 大洋 化 じて 歸 朝。 

リ幡說 お 

♦粧育 H 本人 敎會 
『趙 ホを」 淸水 牧師 
♦基督を 修道 會 
『人を 巧 旅』 椿が 師 

大き U とまの ァバー 

至壽 ^メント裝篇麗、 

ステ] 厶ヒ < — ト 、ホット ウォ！ 

タ 1 - 

F . 产 ジミを 202 W . 是 th St . TR ミ拓 a 二 夏 
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が 川 おお 事 お 所 

H. Segawa» Insurance Broker. 
303 巧 ftb Av も， 

Te!, Caledonia が 00 


ヴ 旧が 事を す會ぉ 

レ chida Tra ぶ ng Co., Inc. 

1 1 Park で la ぴ 
TcL BarclaT I 弓 76 


島 貿易 巧 式會胜 
shima-l. radlmg Ltd. 

巧 0 Bi*oadw 巧 
Telephone Rector 1484 


なまを 化 ホを 巧る 
Ak&wo & Co リ Ltd ，， 

295 巧れ 11 Aveu, 

Tel. Caledonia 9758«S9 


が 倉 装が が績株 ホ食胜 
K&I: み kin*a 在 Co., Lt ん， 
200 MadUon Avenue 
了 el. Ashland 4545.4546 


に Mikim が 0 
MikSraoto Pearls 
5 お 打れ h Avemi 。 
Te!. Vanderb 巧 t 2 な 9 


大倉 なが 育す 巧 
Okura & Co., 

30 Church St., 

Te). Cortlandt 2292.93 >94 


H 共 棟 ま 曾 お 
巧理巧 
高 か巧會 
1 扣 BrMdw 化 JI. Y. C. Tel. Recfar 巧 84 
Facto け； お - 10 36 化む e., しし Ci わ 


巧 巧みを 族を &化 
Asano Bussan ^mpany 

Room SOI -805 
165 Broadway 
TeL Co け landt 说 47 ぶ 05 之 


Gosho Corporation, 
Silk Importers, 

が East 84th Street 
TeL A 此 ! む d 4 巧 7-91 
Gosho C 〇 ^ Inc^ 

Co な 0 田む porte け 
助 Beaver か " 

Te! Bowliufr Gre 如が 0 らぶ c 


帝が 讲巧逝 巧 まを ) It 
な 育* 巧 巧 

South Manchuria R. R. Co., 

•rtoom 202 も Canadian P&c ぶ c B! か • 
342 M&diion Ave. 

Tel. Vanderbilt 4135 


H 井 お まが ま 曾な 

巧 ま 會を岩 •ホ 巧 巧 

H を 巧を 株 まを 社 

巧 巧 支 巧 

紐 育 おお 所 

紐 育ま 店 
Mi ゎ ubiishi Kabha 

Mitsui & Co., 

Iwai & Co ., いん 

(M 巧 ,ubUhi C 〜 Ltd.) 

〇 5 Broad way> 

Wool worth Building} 

120 Broadway 

Tel. Bowling Green 7520 

TeL FiU Roy 8660-61-62 

TeL Rector 25 な 0-2564 


B 本 お 巧 巧ま會 it 
なぞ 支 巧 

Japan Cotton Tradifs^^^** Ltd., 
2 Park Avemi も 
Tel* Lexing れ n がが 


曰 本を 糸 巧 ま會を 
な 育ま 巧 

WPPOL tMTR J O 巡ん 
Two Park Avenue 
Tel. Athland 5320 


巧が 名會お 



H&ra 在 Co., 

443 Fourth Ave^ 
TcL Caledonia 7830 • ミ 5 


巧ず を お i 

' な 育ま 巧 

N1GHI-BEI KiiTO KABUSiilKI KilSHA | 

(NICHI-BEI KIITO CO^ LTD.) | 

1 Park Avenue \ 

Tel. Ashland 6246-47-48.49 


大政 戟 H ニ 東京 朝日 
桓が 眞 
Osaka Asahi 

The New York limes Annex 
TeL La — ホ ミ 000 

大巧 毎 目 ニ:* 京 日 0 
餘木 H が 
Osaka Mainichi 
Room 306 A World Bui! ぷ Ojf 
TeL Beekman 4259 
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勢れ 


典 米の 軍縮 氣み 濃厚と な 

我が 海軍 當 局-^ 準備に 着手 

n マクドナルド 首相は 十 巧 初旬に 訪义 
リ伊佛 が拒絕 ずれげ 日英 ホで 三 國會議 

ゼ 子ヴア I 二日 發 = マク ドナ 4/ ト 首相は 本 H 固 際 聯盟 理事 總會 で衛說 した 一節に 於て 英米の 軍 
縮 協ぶ は 化 巧 中 かの 維持を ぶ 本 ごする もの じて 協 薰の結 あ 約廿事 巧のう も 十と 項までは 解 ホを 見 
たから 假 協を もな 円 中に 締結ず るで あらう ご 述べた。 

を 京巧電 I 二日 發^ィ •キ V ス ど ァメリカの 軍縮を 渉は 最をじ まらて 好轉 して 巧 わので、 巧が 海 
軍首腦 部で もこれ が 巧 策を 誰ず る おを 上から 電縮專 巧を 委員 會を 新設して ホ 近 政 元 中將ど 小粮か 
輔 大佐 ご 委員に 巧 命す る こご I なつた、 おは 巧 翅の捕 助 經計晝 じ 就て アメリカ 化理 大使から】 應 
說 明を 求めた る _ し をして あ 巧 外相は をが ホを の 懸案で ある 芭圃 答した。 

バルチモア 一日 發 huh パグチ モア •サンが 記を の 探知す る 所 じ 依 わばィ 'ギリス 首相 マク ドナ 八 
ド 氏け 化 巧 二十 八 H サウ ザンプ トン 出帆の- ベレン カプア 號 じ巧乘 して アタリ々 訪隅旅 巧のを じ 就 
< ベく、 十 H 巧には 首郡プ シン トンに ホ b 、 先づ I 二日 間は 駐米 大使館 邸を 本據 ごして 滯巧 、獲る 
一ニりけホプィト* ^クス の賓客と して過ごし滞化六^じして十月十 ニ リ巧ザ ニ ユ 3 1 ク をお化す 
る オリン ビック 号 じて 歸 巧のを にが （ベく.-- の閱 大統領 フ ーゲア ー 巧の 列、 外を 委貴長 ボラ ー 氏-を 寞 ろを.， < 
等 ご軍締 問題 その他を 乂兩闡 描の W を 懸案に 就て 協議を 甫 ねべ く、 •この 會議中 か 或 ひは 會議 後を I 
なて B 本、 フランス々 びィ タリ！ に勒 しすま じ おお 縮々 を 議じ 就ての 案內 をを する であらう •か、 

若し イ タリー 及び フランス じ L て 禽講の 巧 恃に應 じない 巧を、 n 英米 兩國 政府は をの 兩國が 海軍 
擬娘をがてする旗を、 本會諮め偽を履むはこの限らじ非らゃこの條かを附ずる篱で、 フ！ゲァ| 

大統領は マ 氏を 國錢 ごして！ 巧 大審院 長、 副大統領 等を 貼賓 ごして ず ワイト • ウスに 大 晚餐會 
を搭 す./ く、 マク ドナ グ ドを 相は か 撥を 岡 伴ず るを じなる でを もう。 


のま 躁ぉ 放裴 し. て アィ 9 ヵ侧の 
お齡 巡が 糕 V を 覆の 中 じ 加 ヘリ 

こご じ。 b 、 

同時 ド*! ゲリ X 側は 鑑齡 

か 年に 龜 々とする 十四 五隻 のを 
崔艦 補充は をで 五 刺に 化め るが 
をが を 放棄 1-} 認 解が ホ ホ、 巧 
時 じ 今ょ b 六す おじ 艦 齡蝴じ 達 
した ものは 補充し. t * いこ ど •し 協 
定 したら しく、 これ 等の 總喷數 
は 約み とで 顺ご 見られて 居る か 
ら六 年後の ィでプ 义囉數 d 巧タ 
方 お 千 ご r 白顯 ら册 二方 お千顺 
ご。 ち、 同時 ごマク ドナ グ， ト 首 
相は 觀遮纔 ニ隻の 建造 中止を 命 
じたから 結局 心 力と 千顺 じな 
謬で もる。 


比較 


マクドナルド 

首相 曰 • 


巧滿操 簾は 一般的 
ゼ ネヴ ア 二日 鶴 n 円 下 當化じ 
銷储 中で ある 劇の 聯盟 理事 會じ 
出席 中で 屯る ィ ス 首相 マク 
ドナ 八 ド 氏は 本 B を 化を の 新聞 
お着 鹏ご 一時間 牢じ置 b て會見 
し、 棟々 

質疑 じ應 答す る 所 ぁつた 
が、 この 會 おを 姐 じて マを 相け 
四 倚の 化 巧的閒 題に 就て 垂要リ 
る 言明を 試みた、 郎も をの 第一 
は 軍縮 會 滞に 脚擲 した 英米の 下 
協 潔 巧 巧に 街して 氏は 大いに 樂 
巧し 『まる ±曜り までの 經遇じ 
化れば 眼前に 橫 はる 誰瞭 害も克 
くこれ を 排懲し 巧る 自信を 得た 
からな 定も 近い 中で もらぅ』 と 
-斷 じ、 第二は マ 首が どして はこ 
の 秋を 期して 大統 が フ— ダア！ 
'.をを 訪問ず る こごは 氏の 熟 望す 
る 巧で わるが、 巧を にも 勞働黨 
.は證 なじ 於て 少数 黨巧閣 ご あ 
一を の 孩を的 危機の 街 策 確立を 化 
'要 ごして 居る ので 渡 ホの 期 n も 
從 てが 然せ や、 ながの 

雲 巧ぃ かんじ f ては を 
ひ U 站 ホを 無期延期 する じ まる 
や も かれ じ •いこ どを 暗示した 點 
で、 與 ニは ド— ズ氏ど マ 首相の 
食 妊 力し かし も アンク ロサ クソ 
ン： Si 族の み じ 化る ザ か 的 協定 ご 
G し 化の 别强を 無視して 轻るご 
か、 成 ひは 單獨 協を を 針て 居る 
どの 猫 疑と 强く 打消し 『今 阿の 
協 憩 じがて 巧々 お乂兩 越が 阿 等 
か 協を に 速す る こごが ある どし 
て もを れは械 めて 假想 的な もの 
t あつて、 どうしても 判 强の協 
をを 惜 U い 限 b ニ國 じめ ていか 
ん£ もな し 能は ない」 ど 言明 （ 
じこ どで、 第 凹は この 英米 協定 


關し アメリカが 國際喘 盟じ参 
加し。 い 限 6 、 何等かの 

協定 じ 逢ず る こごは 聯盟 
の 威信を 偽け るで あらう £ のが 
憂を 强 < 巧 消し 『アメ 9 タは事 
臂國瞭 聯盟に 參 加し T 居な い •し 
れに 向て おは 兎角 批評ず ゾき 
立 摸に もない、 盡し アメリカの 
i な アメリカ 自身が 巧 人ょ らも 
克 （知つ て 居る からで あるが、 
アメリカ VJ して 今日の 塔を 進ん 
で 協を しやう ごして 居る £ は國 
際 聯盟の 目的と 毫も 異る 巧む く 
從てア メタ 力 か ィザ ブス 乃 ま 他 
巧强ご 軍備 縮 ホ K 就て 協を しわ 
i をれ 自身は 國 際聯踞 のが 化を 
傷け る 意志で 巧つ たもので な < 
聯 毁の權 威を 化しを ひは 世 巧に 
對 する 聯盟の 目的 逐巧 におて 中 
間に 位さう くい ふ譯 でもない， 
故に 

軍縮を の 化じ轿 てぃ ミ 
る 協定が が 立しても、 をれ は 職 
盟の威 ホを 却て 輝 やかし め、 同 
時に 聯盟 闕 相を にて 岡樣の 協を 
を 結ぶべき 先驅 者と なる 譯 であ 
る』 ど嗎 破した こどで ある 0 

標準 尺度は 

對 等嗯數 

大小 慮 型を 合算して 
ワシントン-曰 發 y 目下 英米 
兩國 政府 じて 巧を 渉 中で をる 海 
縮の 巧 本 ホ かどして 最も 注目 じ 
値する のは 縮々 の 榜準巧 度を 單 
なる 顯數 ホを どせ ず、' 爱らじ 

一步 を 進めて 戰闕 能力を 
基礎 ごした 對專 峨數じ 及んだ こ 
ごで ある、 即 もこれ を 襟 準と し 
じ おおじ 徵 すれは 假 b じ 小型 巡 
巧鑑 h 一隻を 一巧 五 モ顿ご ずれば 
一巧 顺絞 巡が 驢 はが 巧 能力、 拖 
彈の 威力、 速々 等 よら 打算して 


右 小型 I ニ隻 ご 同一視ず る，- こい ふ 
ので ホつ て、 この 民度と 妇 てず 
を 結 巧 或 ひは 甲の 海軍は 巡巧鑑 
の顺數 では 乙の 海軍 力に 優る か 
も 知 いないが、 寶 際戰圖 能力は 
均等 •し 認める ので ある、 即 もこ 
の對 等顿數 をた 度の 原則 どして 
を ホ 就 策 上ょ b してみ 型 巡洋艦 
主義を ま 持して 居る ィダ リス f 
大型 巡洋艦 主義を ま 藤ず るアメ 
リカの 意見 相違を 

圓纖 じ 解 决 しやう ミい ふ 
ので あつて、 この お 則 じ 化な 兩 
國の 政策に 割 ふた 協定 じ 達し や 
うと I て 垣る が、 兩國の 輿論は 
現を 勢力を 廢燈 ごする こごは 絕 
對 じす 巧 能 どして 居る から-ホ 
るべき 會議の ホ かも 自然を 齡鑑 
め 補充 建造を 輕减 し、 現じ 計畫 
中 のらのを 减 退して 漸進的 じ 海 
窜 をが 少し やう VJ する もので、 

其 他の 极 策は 尙ほ 誤が 中 じ屬し 
て 居る が、 現 化お國 間で 最も 困 
難視 されて 居らのは、 ィザ リス- 
の‘ 巡洋艦 嚼數 がは るか じアメ 9 
々を -- ^ のいで 居る こどで、 ィが 
ブス 側の 座進濟 五十二 隻 、建造 
~ 中 のらのと 隻 、計畫 したる もの 
S 隻 じして これが 

完了 の曉じ 總顺數 册乂方 

と モー ニな 顺じ對 し、 アメリカは 
建 逛濟の もの 十隻 、建造 中の も 
の乂隻 、豫 奠濟の もみ 十隻 、討 
畫 中の もの 五隻等 じて このを 部 
を實 現しても 絕喷 數册巧 五千嚼 
じて ィ’キ ブス ごの 差違は 九 方 ニ 
千 S ■白嗯 じ 達すべく、 フ ーゲア 
!氏£ してな 最初から お 軍 糊 限 
でな < 縮 少ホ義 で 協議を 進めた 
關係 上、 この 化 万 五千嗯 W 下 じ 
縮少 すれば イゲ？ スの犧 牲は餘 
もじ 大 じなる のでを に 巧 渉は 停 
頓 ずる じ まつた が、 補々 ど協畿 
の おお イ •タリ f 一は ゼ子ゲ ァ曾蘿 


武がお 軍 あ 調査 

東 i 巧特 信。 リ財部 海相は 
五 海軍 國 特に U 獎乂 一二 國の 海軍 
力 卵 も 現在 完心 g のらの、 並 じ 建 
造 中を び計畫 t 加へ たもの i 顺 
数 及び 比率を をが 艦艇 じつき 詳 
細說 明し 我國 i ド 補助 総に 願す る 
限ら 英米 ニ 乂お軍 题に掛 し 最小 
じで と韓を 保持す る 
ためには、 軍 心細の 大 精神に 則ら 
ゐる穗 の 艦艇 |ー 就て は 英米 兩國 
おくは をの 一 置が をの 攀 力を 化 
下す るか、 ちし をれ か 不可能の 
處 をは 巧國ど a レて 幾を 建造を 增 
加す るの や* けちき こごを 說 明し 
たが’ 今 これ 护數字 的-し 示せば 
ぶのを b でを.！： 

一二 逃！ 洋 艦. 

〔鑑娜 甘 年 どして」 
〔ィ) 第 端の もの 一 

日 ニ 九 ニ一ハ 六 一二 一 五- 四 
英ムハ 一二 ニ | 一； 3 八 五一 ニ 六 I 0 
米 一一 ち 六 000 一 
〔日〕 昭皇 ..六 年 現な を定 
日 ニ乂 一八 化 八を 五 ち 
癸 六 八 四克を 一六 一 0 

ホ 二三 一二で ハ 000 ち 
〔パ〕 昭 4 +- 一年 現 巧豫を 
目 ニ 化 一八 化 八 五 五 お 

吳丄ハ 一一 ニル 巧と と 六 一 0 
ホ 己 S ニ I, 六 000 八 
( 欄 考 ) を あは あ國 0 み當 
年度に 直る^ 艦計畫 をち する 
じ 抱ら や a;j ^ 兩 園は まだ 計畫 
ホ あのた め 3 ^上 の 数字を 示す 


日 六阳 ホ 六 六 ニと 九 
お ホ 六 お 一一よ とお 八 
ホ ニー 二八 一一-」 四 与 j 0 
〔り〕 昭 かみ ザ？？ 巧を 
日 六 九 - V 一な よと I 0 
奥 五ろ 六四辉 ，化で 义 
ホ とかと 四 巧 化 本 . I 0 
〔。〕 昭巧 十一 牟現 r 心を を 
目 五 五六 五九乂 化' と 
英 一二で 五 0 こ C . 六 
米 ニぶ 化 01 ニ 六ち To 
「備考： 英巧國 け 補 ホ 許を 
を 要す 一' 

〔四 一八 ィンチ \ 
大 巡洋艦 

〔證齡 を廿年 ごー て〕 
〔ィ〕 現が 完成み もツ 
H 八 六 八 四 0。 五 
英 一巧 ニニ 八 四 OC 一 0 
义 - 500 つ 一 
〔日〕 昭和 六 年 現な 嫁を 
日 一二 一 0 八 四 04 ホ 
英 一八-と 六 八 0 八； 一 0 
ホ 】 H 1 i ニ 000 ( と 
〔 - 〕 昭お 十一 年 愛豫ぶ 
日 一二 10 八 凹 OC 五 
英 I み 一と 六 八 00 '八 
ホ ニ呈ニ 一二 000 Q - 0 
〔備考〕 H 本は 補 ホ 計畫を 
必要 ミす 

別項 數 字の 示す 如く 英^ 弼國の 
補助 廳 勢力 特にを の大 をなる 巡 
が 艦の 勢々 は 現な じがて 甚だし 
き 懸隔が ホ， S 、 これを 构 等の 勢 
力 わら しめる ためじは 嵌 凰が 現 
化 就役 中の ものぶ び建お 中の も 
のを 廢棄 する か、 ホ國 固に 
追随す るまで 增盤 せね^: らロ 
が、 第！ の 方法は 谁 お^ 當時 
の 如 （を國 ほぐ 岡數 の^をな 
すなら ば 兎も角、 が務 良に 英题 


て朽 るの e これが 巧く も 談巧巧 
なの 巧 因 こ G るで わ C- ぅご。 

東京 特電 


も兩齒 じがて 
退じ對 し當錢 
べき もので あ 

m 〕 羞 

〔艦酿 を 4 


ら 勢力の 自然 威 
一 補充 計晝を 立つ 


逐艦 

ホを ごして〕 
ィ〕 現 化 I 尤 成の もの 
I 弓 一 1 八 化よ 五 五 
お •一室 14 ^ ニ S 化 八 
ホ ニを ニー 一二と ホ 六 一 0 
〔こ 昭和 ホ 年 現 化豫を 
日 八义 一 を ニ 00 五 
淀 一を 一二 四 化 ホ 四 丸 
米 吴 ニニ 二八 六 九 S 1 0 
〔パ〕 昭 かふ. 一年 現 巧豫定 
日 八 か io 几 一二と ニ 九 
英八ニ 化 一 ハ 一九 五 八 
ホ 一一ぶ 一二 IU 六 H 四 1 0 
〔備考〕 英^ にがては 補 巧 
計靈 をを す ^ 

ニニ 一 潜水艦 

〔紹齡 を 十一 |一 年 ごして〕 
〔イ '一 現 化を 化か もの 


のみを 大の犧 牲わ掷 ふ 
の 忍び 難き ところで、 
题ピ しては 屬領 ごの 離 
から 甚だしく 現を 勢 方 公 


をはを 
がも芙 
の 化 
じ臧 


ぶ Iv 


少 する をは 困難 U 拳 をる 窮 
ニの 方法 じを へば ホ閣に 於て は 
軍縮に をらず して 軍 f だ も、 
本 ホの： 精神 じ 反する ここ ミなる 
ので、 いづれ も 直ちにが 用し 難 
く、 巧 等 か 化 じ 政治的 W 開の 途 
を 講せ打 限ら 解み 不可 阳 のが 態 
で、 兩 圏の 內を 渉が 最 I 社 や-- 停 
頓 のち 樣じ見 b るの' も* れがじ 
めでみ る どを られて 居-。 


交渉 未を 'P 

義支祐 變らや 4 める 
上海 呈日發 = 〔聯舍 一外を 部 
畏 王正廷 氏が 匿る 巧 じ A れぶド 
ィブ 駐 巧の 露 支大を 使，！ 通じて 
豫 猫を 涉じ 移つ じ 東ち f 遊に 關 
した 解 お 案は ホ だ 本 舞 I じ をら 
ず、 國 民が 府 どして は' シアが 
政府の 條 かを をれ ない；； 6 到底 
談 おじ 應 やる ことは おで ど 語 
つて 居る が、 北が の 趣，^ 黨龜信 
局に 達した 情報に 依る _J 。シア 
側は をち 鐵道 長官を。 子 側ょ 
ち 任命すべし C ま 張し 屯-居る の 
で 支那を 使は 曰 T 請，^ ザで ゎる 
が、 この 調子 - ご 巧が d 判 底本 巧 
渉は 進が しないで あら フ £ 觀ら 
れて 盾を。 おして 國民既 がは 今 
を鐵 道み 聲储 軍隊 配を 就て は 
最も 重要視し、 従 ホの 孤く。 シ 
ア どを ホ じ：？； 配せ や、 證備 はま 
那 軍隊を 0 C 終がず ベで ま 振し 


妍魏轉 陣容 

〔四日】 研究 濟 常務を 費 會はニ 
日關 確され 逃擧の 結を 新 委員 
をして 左の か （推薦され た C 
伯爵 爺 員よ bn 酒 井を 克 、酒 
井 あぶ。 

モ爵畿 負より：：：： 靑木信 光、 前 
お 利を、 立 化 健を、 西 尾を 方 
赫速靡 貴 よら n 小 松 謙み 郎、 

藤 山 雷 太。 

タ額 納稅龜 員よ bn か 崎 亀 ま 
糸 お 武太郞 0 

之 r - 依つ て 見れば 靑木子 一派 
势ヵ撤 固し、 渡邊 法相 一 派の 
革 あ 派 姿を f 相し 反 扱 辟を 彩 濃 
厚 ごなる。 

有 僧 証券が 下落 

〔四日】 有償 証を ニヶ 巧簡 みず 
II 均 値 下 も ニ剧巧 上で 証券 業者 
皇 頭痛 鉢卷 でぁる。 

H 商を 宮が 陸上へ 

〔國 日】 高 化 営 殿 ド じは 今巧當 
ホ 溝 須賀鎭 守府附 陸上 屬 おご 
ならせられ 年內 じ帝大 病院 じ 
がて 营膳 炎の ホ 術を 遊ばさを 

を ピロ 

本年度 敕支 相殺 

I ； 四 呂 一 解禁 氣棲 b の 諭 入居 送 
を vf 踰化 急ぎ ど爲 を 恢復で 內 
地を の 争 年度 入超は I 億 五 千 
万 見 \當 でぁるが 貿易 巧 ど 憂が 
勘定で モ 相殺 お 巧 やぅで 觀測 

さる J 

一一 一 斧 銀 お 新取婦 

〔匹 日】 ご ニ か 錫 巧 本店 營菜 部長 
タ山知 ゴー 巧は 新 取締役 どなつ 

: 一‘ ブ 一一 一' f - - -f - ---- ご' 

閣1^中のニ大案 

【四日】 務 敎育豐 一千 巧圓 0 
上が 年を 額 ま、 贿閒法 改巧案 
等は 目 丘 廢畿 中で ぁる。 

生命 險 海外へ - 

ごこ 日】 第一 一 相互を か 保 験は 天 
津巧界 の 稱地權 を擔が どして 
か 五 巧圓貸 かけた がを 命 保 隙 
の おみ 投資 續 おすら 模樣 でぁ ： 
る。 _ 一 

參拜 溝ぶ 十 方 人 ' 

ご 二日】 震 裳 記を 日の 被服 廠跡 
參拜 をけ 濱！ ロ 首相 お 下 五十 方 
人 じ をん t -。 

濱阪 稅圈長 更迭 

ご 二日】 漠濱 親翩長 井上 德太郞 
氏は あ 願を 畜 どな >大 阪琼關 
を 中島 鐵 ホを 後を 襲 ひ 銀 巧 局 
普通 銀 巧 課長 加藤榮 ''郎 巧大 
阪巧關 長 ごた る。 

菱 銀の 新 取婦役 

〔I 二日】 一二 菱 銀が 化 山 お 太 皮は 
> 化締役 ごな b 山 室ま义 氏は 常 
務 取締役と リ つた。 

げ府樂 觀お來 ず 

ご 二日 心 硏を會 の 常務を 員の お 
補は 靑木 信を を 一波 じ 獨占さ 
れ 政府 侧樂觀 巧ホ归 ミ。 

五大 銀 巧の 成績 

ご 二日〕 五大 銀 巧の 今年 上半期 
收益 率は あはし からず 巧の か 
き 成績で ぁった、 即も 第一 銀 
巧 一割 八 00、 一二 井 銀 巧 一 割 
五 S と、 一二 菱銀巧 I 削 四 四 五 


を 旧 銀 巧一劑 一と，.、 化 友 銀 
む 一 釣】 1 0 であを。 

'ニ 裹對露 進 おか 

ご 二日】 H 逆 銀 巧は ソビユ ート 
。シァ 通路が から S 菱 晚事會 
祉へ振 b 出された 巧 束ず 形を 
割引し わが 掛凑貿 あじ 乘 6 出 
すらし いど 觀られ て 居る。 

，剩餘 を 使途 問題 

ご 一日】 節約 じ 化る 劍餘 を化途 
は 减稅か 失 萊救濟 じ 充てょ ご 
民政 黨侧は 選 擧對策 どして 希 
留を もらした 0 

仙 右總裁 入院ず 

ご I 日】 滿攒總 裁 化石 實 氏は チ 
ブスら しく 化 里 病院に 入院し 

こむ 

森 阻 代議 ± な 喚 

【二日】 大阪巧 選 おを ぶ 會化議 
± 森 田 正義 氏は 签 '山 米穀 あ 引 
所 醜聞 事が じ 關し蠻 察に 召 嗅 
された。 

飛 巧 新 切手 潑行 

ご 一日】 遞信 省は 富 ± 山ピ 飛け 
機 ごの 意 底になる 飛 巧 郵便 特 
則 切手を 發 わする ど。 


隨筆 


釣魚の 辨 の 

ゲ アジ ニア 州から 『サン 巧 • 
ホプ ィト •；； ウス』 を 贈られた 
フ； ゲア をは、 さて こを フ！ 
ゲプ ー 君が 釣魚の 場所を めつ け 
ただぞ、 ビ化間わじ，やんや<云 
はれた ので、 巧は 正直 じ 『出の 
'ぅ 魚には 一を の 期 晒 も あ ち、 み 
して 釣な のみが 旨 的で ない』 ご 
被 說の胃 頭で 否認は したが、 而 
が お' 錄热 家で ある. フ ー グア君は 
怖々 じ ホの ある こどを 述べて 居 
る， 氏は を ふ。 

『尤も、 釣 あごい ふ ものは この 
礎が しい 世の中の 人に とら、 を 


大統領 フ ー ヴ 了— を 



の 煩雜を 避ける じは 甚だ 格 巧な 
ロ實 でを る、 同時 じこの ロ實た 
る や、 自然に 親しみつ t 簡素な 
生活を 送つ た アメリヵの パ ィォ 
ニ r のを 渚-し 一時では ゐ るが、 
還がず る こご か岀來 るので をる 
のみなら や、 この 鈎 魚 どい ふ も 
のは 大統領の ま 職 じぁる 者 じご 
つて、 をの 煩雜な 業務から 巡 避 
する 最も 適當 なる ロ實 でもる こ 
どを かつた、 盤し なは 過去 じめ 
て 幾多の 大統 頭が、 就任 ま 後、 
俄かに 釣魚 家 じ早變 らした こと 
を 知をから でみ る、 ホ もな の瘍 
i なじ 限 ら、 逝去の 十二 年 ごい ふ 
~ ものは 大統領た らんが 爲 めでは 
一な く、 釣魚の 爲 めに をを をして 
;お たので ぁる 0 J 
! 『おは 大統領が 阿な 釣渐 にぉる 
i かどい ふ 理由を 發 見した、 即も 
一大 統領の 劇務 じある 者 じごら て 
一' 自己の 魂を 媛规 し、 疲れた 身 神 
i じ 新ら しい 空を を 吸 & いこ £ は 


この 化 献の推 所でみ る、 釣 巧に 
外なら G いので わる、 私は をて 
化の 塔を じ、 述べた かく、 人間 
が 最も 自己の 魂を 鎭 める おかが 
神様に お祈らを する 時で ある こ 
ごは、 巧 人ら 異議な < 認める 所 
で わる、 巧た ると 女た るを 問は 
や、 彼等が 神樣 にわ 祈 b を をげ 

瘍 合、 彼等は 何人 じ 煩は さる 

こごな く、 孤獨 である ことの 
特權を 持つ、 なは この 厮禱 じみ 
いで 最も 人間 じ P 係の 深い もの 
は 釣魚で ある ど 信 やる、 ど 云へ 
ばいかに も 突飛 G やうで わるが 
事實わ あはみ して タ人數 の 前で 
は 釣れない ので わる OJ 

人と して 最も 嚴肅な 辟 間で ゐ 
斬禱じ 次ぐ ものは、 實じ 釣魚で 
ある ごは、 何ん どい ム大膽 な 言 
葉で あらう、 をして を势の 人々 
の 前で 神-し 祝る こど i 極めて 不 
自巧 である やうに、 眞逆 コネ- 
アイ ランドの 水泳 場では 魚 も 釣 
られてホ^^いでほないか、 とい 
ふので ある、 ホブ イト*^ ゥス 
じ 籠居して 居れげ、 をれ こを 巧 
權屋も 巧れば、 獵官 運動の 爲め 
じ 大統領を 訪 ふるぎ も ある、 け 
れど もこの 山奥に 釣糸. を 垂れる 
聞は、 大統領 フ ー ゲア I でな く' 
釣魚し を 逸を ホめ る 一個の フ ■ 
ゲア ー だ S 云 ふので わる、 釣 お 
の 壌 所でまで 海軍 縮少 問題を 論 
じたら、 國漬 償却の 政策を 論ず 
る 必要は ない、 どうか 靜 かじし 
てな を 釣らして 吳れ 、君 だつ て 
神 機へ 祈禱を 捧げる 時、 横で が 
やが やされ ては、 巧 巧の 斬ら も 
神様には 聞. ロまい ではない か、 
どい ふので ある、 觀觀ご 信仰の 
嚴 肅な必 持を 結びつけた フ！ ゲ 
ア ー 君は、 一 をら じ 釣魚 ご デ モク 
ラシ ー の關 係を 左の 如 C 述べて 
居る 0 

『この 釣魚と いふ ものは、 大統 
領の職 じある 者が 自百 、むを を 却 
して 想像に 生き、 千 客 萬 巧の 苦 
隨 から 回避して を こじす が*''^ 
しい 自己を 簽 見し、 自 がの 大氣 
じ觸 るる 唯一の ホむべき 道で あ 
らう、 のみなら 中、 魚の 前 じ人閒 
ご いふ着がんて平等である^は 
人間の 持つべき 謙 讓の德 を 示し 
て 我等 にん 生の デモ クラシー を 
常じ敎 へて 吳れ るので ある OJ 

ニュ I m ! ク 春秋 

♦ジュ ー の 虐殺に 憤慨し れ當 
化の ボを -K 會 じ-プロブス タン 
トの ボラ ー， キヤ ソ ブックの ゥ 
ォ八 力— ホ 長が 演說 しわ、 ジュ 
! ど アイリッシュの 結婚を 取扱 

つ だ アビ •ア！ リッシュ —口' 

ズ をを 治 化しむ 珍 劇で ある。 

> をれ じしても アラブが 六 千 
巧の モ ー スン ム派 をみ 号して ュ 
ダヤ 入を 征服す V く、 イダ リス 
をの 他 白人 統治 國を 相手に 敢が 
と聲 明した 蘇 息は エ ライ、 有色 
人が 禍 ぶが、 さぞ や 白人 新聞を 
じぎ やかす こご だら う。 

♦巧 俳の 勞働 組を も、 女麽王 
セ 八 •バリモアの I 言で 扔 巧の 
罷エは 解散、 だが この 邪魔者を 
放が 副會 長に 戴き、 巧て 拳圃を 
兼 俳優 デンプ シ！ を 組をから 除 
名 しれ-' デンプ シ ー の 拳固よ* 
も ェセグ の 一言の ホが 恐し t * 
しい、 左 b ごは 女 天下の アメ。 
力 0 


P 




大紐育 


九 ニ 九 年 版 ダ 近く 發巧 


本社が 巧に 編券發 巧いた しました 『犬が 宵」 は、 幸 ひに して 
江湖の 湧く がかき 巧が を 博し、 遂に 圣 がー 册 残ら 中 贸 ほれ と な 
bi した、 化て 本社は 祭 一版め 巧容 をを がが たじし、 頁 おを も 
增 孤した 干 乂巧サ 化 年 版を 新 じあ 巧す る こど 5 な b ました、 正 
確 じして 互つ 新ら しい 統計 ど事實 をぶ 袍 じして、 刻々 瘦 化する 
巧が 『大 が 育」 の眞 化を 傅 ふるに 遺 巧。 きこ ごを 巧して 居ら i 
す。 尙ほ定 潰は 

-豫約 申を 者に 暇リて 

特價と 十五 仙 

發巧 後の 御 靡 買には 


を價余 


■ 0 
巧 


ご-致しました、 を かじ 銭 巧 巧 中 & みを ホ 望いた しまず。 

化 畐日 紐 育 新報 社 
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ま 事業 宿 
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获を兵 
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!設 
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溪婦聖 祇家日 巧 
が. 舊禱庭 お 巧 
巧を 集单說 
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1 お E. け 化か . ， New む rk 
(わ t. 3rOw. & I け hg Place) 


M,Yamaguchi,M.D. I 

70 お 3 术飾む も， j 

Tel. Lorraine がが ！ 


K* IWAMOTOt 於 D. 
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化 話 語 敵 巧 
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秦 i タ 叉を 《 タタと A 
八は ニ 乂八時 正 
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集 I 
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Merchant 
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CLOTHES BUILDING 

呼 AR 臣 XCELLENCE" 


Dr . sabro Emy , 

1035 Park Ave., 

了 el. Sacrament わ マ 980 


DR ぶぶ . YOSHH , 

孤？ 化 おが 化 
Te しが 愧な ide が即 


JAPAN ART STUDIO 

T 22 E . 5 端 化 お t . Park を Lex . む es . 
IE し F ! i な 88 が 


DANCING 

411 W . 115 も St 
Tei. Cathedra! 4408 仙 • 3 


仰び る 力 

< 2 > 


Midori Maisumoto 
38 お sf Ave. City 
Tel. Lorraine 0437 
Lo ぴ aine. 8 fl 3 日 -A が. 巧 


DR •孩 LOOM DENTIST Inc ， 

34th Street Cor. 城が h A ぞ anu み N.Y. 
》 4th み re が Con Third Av«nue,N.Y. 
gS もも reet Cor. Lexin が o 。 Av も , N.Y, 
じな h み reel Cor • で ark A'vw«ue,N. Y. 
-BROOKLYN— 

A 化 ee Theatre B:d もで cKa 化 Av も at Fu れ cm St. 



F , I . FREDERICS CO . 

簿 巧曝學 太な. なをを 
118 £.5 抓 化 Tsi.B 巧 ent 扣 84 
M. Lexi が 0 円 るみ rk 4 访 S. 

を 時 八 巧 日曜 虫 水 巧 


Y. ITO 

巧 3Eest53ni 化 
Cor. U 則 純 m む も， 


; M!KADO 了 A 1 LOR 

I 30 に 6 お h St. 

Tei. Rhineland が 巧が 


Koike Studio 

730 Fifth Ave. 
Co じ 57 妃 St. 
Tel. Circle 4406 


觀な ia 晚 ! 18 Fisl) き r 

1 巧 4 Lsj [. を 说 . 8eh 巧閒お ih ami 8gh Streetsi 


KERR & MAYOR 

1023 Third Av «. 

Set. 80 & 81 お s. Tsiepbns おが nU 如 9 


THE HOUSE OF 
QUALITY AND VALUES 


各 巧 入 本日 

巧專 靴型 小 

てし 張 出 員 巧!) 化に 望を 卸 
がけ 屑 日 巧は 靴ら 化と 法寸 

を 小き 髙 •足 ホき 巧 •足 ホき 巧 


其を タ 

堂 巧 1 

を 方 ラ 
物年イ 




銀貴歐 
製を 义 
器趨を 
具寶極 



ま 筆！ 


If! 5 |g 

器 ド 器 

◎ .◎ 

カノ 巧 化 帯 

ラ 恐 お 西 巧 ニ 

御 速ノ電 9 円 。四？ 最 

賓ナ獲 f ィ占 m ^±li 

弓 - ご f! ニ 柳 こ-憤 扱 


お播蘭 Jif 

がト H 

J も逼 | 

樣 扱を 


居が ト = ' 若 / V 肯 か 下吉ヲ 

リ テ、 セ f 自 會だ丄 f 精 
g 臺 r 宅マ遵 

147-157 W. が nd ST, 

HEW YORK CITY 
なし BRY4NT が 74 


んし CEASA も M . D . 
127 Eas パが！ ! 抓扣 f 
l)ei. お fk を Lexingt 邮る阳 S 

費 猴咽鼻 巧 !! 

巧 時を 該 
午 E を 時 十 前 午 さ 
埼 八を 持 ホを 午自 
日 擢 

自 午前 十 時 ま 午を 一時 



閒化 巧る 巧 滞 Y 


3 Maiden Lane N . Y . 

X 類! を鍛 銀を じ 幷巧觸 金 

額 ぉ餐匠 意新最 


じ ndo 化 Kodachi, Inc. 

4B 目 reenwicti 如 利 パ Hy 
Tei. Whitehall 1541-2 


遠 

藤 

小 

乃 


諸 輸か船 お 
荷 巧が 其が 
物 入を を 掷 
運 稱雜巧 用 
搬顯 後お津 
取手 販 


號 八十 人 百 五 千 一 第 


狼 辦 喬 鄉 


日曜 水 


□脚 巧乂年 四巧昭 


日、 木聰 午後 化 巧 1 十】 時 

紐 育 柔道 俱樂部 

面 巧 T 目-八 あ 


診察 

午後 ニ 一 持よ b ホ 時 
日 確は 前約 相 願 候 

ドク トグ 

窩見覺 を 


診察 縣間 

午な 九 時，， 十 時 
午後 六 時 1 八 時 

パパみ 栗 幹 ご一 
が 宵 面 7 ラプ [病な 
巧 あ 巧ぉ磅 勘が 

武お 3 ン パラン ド 

病 燒觀お 


診髮 I 

午前 十 時— く 度 I 
午を 四時 — A 時 I 
け 雁 午前 十 略 「あ ザ 
を巧惜巧巧女^^、 巧 
盾 病、 化 液 横^ 

多年の 經驗 を^し 日本 
人 じは 特に 親 じ 治療 
す 、 

健康 謬版宗 

ドク トグ' ~ 

メ んが卢 


諸 集 翁 


診療 

午前 十 時ょ b 十二 
時、 午梭六 時ょ ゎ 
八 時、 目曜は 前約 
願 上 お 

ドク ト火 

山 ロニ 一之助 


D 

化 


化 抓 


a 

■si 

T ^ 

施 


苗— ± 谷 基 

自 午前 九 時 u 十二時 
自 午後 一時 H お 時 

火 おち 後一‘ 除 1= 六 時 

はへ キン ヤ！ フア 

ン テ^ン ヨン クブニ 

ブク じ浊勸 


JOKJC 里 OGU 巧 ご map 

ニ 1 W を 芝 す slf If 夏 
Tei- 笠 さ rsi を 3573 & Sch 蓄 ニち ま 

於を を 持 午敢兄 巧！ 午後-持 
囊袭 をを ハ 時！ すを 化挣 
a お 午前 九 時； 午を 四時 

ドクト^ 小 栗乘ま 


葬 洋臟倍 

，丸み 難 臟藏會 


函蹈 十六 了 目 六十と を 

電話 ブライアントと 0 ぶ乂 


弊店は 實質 誠意 迅速 ま義の 
ぶじ 御 ±產 物 一式 卸 賣值踩 
で販賣 致します をみ じ拘は 
らや 御用 命 仰 か 下さい ませ 
◎歐 米を 種 時計。 置 時計 一 ま 
◎寶石 貴を 属 。銀製 器具 一 ま 
◎を 辖萬年 筆。 を 銀製 鉛筆 
◎蓄音器。 ン 3! ド 見本 陳則 
◎寫眞 器。 タイプライタ！ 

◎船 切 巧。 が念寫 ホ邮繪 臨ぎ 


- 巧と 十を 
を 物と 0 五號室 



商 A 


/ 夏 Bsad ミ产 N-y- 呈 一 
let . G ミ iiandt 巧37 茂 基 


ベ グビユ I 病院ぶ 
紹育大 學醫科 在勤 

江 見 ご 一期 

彭お持 間 
每 H 午を 四時から 
ホ 時まで 

タ巧 水、 金、 と 
時から 八 時 迄 


M 00 

おお 願 上提 

3 1 ホ か大を 
ド タト か オプメ 尹が) 

酱學お ± 

吉 居憶彌 


U 本、 ま 都 寶玉叢 美 
婚 お、 婦人 用曹 節な 
他 装節晶 

闕島 n 一 お 

禹等 美絕晶 修篱， 
首餘 品、 スト タング 
B 本 聰裁錢 


舞 鱗？ 敎授 

ザ 社を ダンス A 
►おお ホ棵 A 


了霉 

親切 


貧 

鞠 十的ョ S お 4- 1 時 

シヤ y フ •が ンシ 

ング 軸蹈學 娩キ裳 
h 挺 


驚く ベ 会」 電話網 

人口は を 化 界の六 分じ對 
して 電話網は 六 割 一み に 

ベル •テ レフ ホンの 卷 9】 


かを 州を. 認 
內務省 弦 許 
ぶを ホ 大醫 巧大學 
巧 婆 復習 巧 ホ 業- 
を 池る 

產婆 松本緣 


揉 療治 北 島覺丈 


巧 07 丟 S ニ 治 す sf . 
TbL 里 gecib ぶ 苦 


A 

に 

懲 

f tt ミん 


0 

尚 

U 

Y 


i 難 揉治滚 

マッチ I ジ 、整形、 醫 
巧を 的 運動、 勝灌な 
水 お、 電氣 風呂、 ホ 
線 反電を 治療 其 他 
な 育 巧を 寶 

フィ ジオン ラビ スト 

西が 幸 男 

日曜 外每自 午前 化 
時す 午後 八 時を 
を 話 前約 顯上お 


檢眼 おに 眼鏡 調瞭 


巧を f - ry . く 毎ち 十 y お 巧 
お 超 t 斗/ S 十が 
一吉 7 hi 4 ve . New さ rk 呈 


稅關 事務 取扱 

羣 EAM UANE & Go . 

ぎ 1 8 篇 ニ Broad ま y, 芸 

Tei. 田 SKn 巧を 巧 呈ち云 ■すの 


C - 

J 5 

^ W 削 
C -5 ^ 4. 

化 削 =1 峨 
JX B 2 n 

F 化 が 

Y 巧 5 む 

Is 

M 邮ぉ 
R 


稅關 事務 

を 浮を 地幷 じを 世ぞ 
の 據を入 ホを じ销す 
する 一切の 御 諮 開に 
應じ潍 道氣船 貨銜運 
賃及ぉ 化を 巧 顆ホ績 
書 等 進呈す。 重を 都 
ホ じ化埋 巧を 钻し誠 
資を速 御用 かに 應や 

保輸 取扱 . 


. S 巧 
向； S 的 

化義 

S 的ぶ 

^ 化 嘘 
d =5^ 
む 的^ 
n - 3* d 
SWT 
. n . 4 
か 巧 


電氣 、器が 工具 製作 
運動具、 巧 具、 貴を 屬 
時計、 寫眞器 及 現像 

ア f 
ス チ， テ ホ 

東 浮丧瓣 お寒馨 、レ 

* ティ ホ、 ランプ シス 
1 ド 類 ダ アキ ユ 1 ムク 
モ|タ！修選 


聪本 _ 


を 五十 H 了 目 

ニ ミニ 

が 礫 
泮服巧 

? ラて ハニー 一 


洋服 調進 

クタ ミ ニン ダ、 ダイ 

イング、 媛簿等 一切 

ミカド 洋服 巧 

松 本が 
あ 話 ライン ランダ！ 
六 八 H 0 


寅 五 巧と so 

へ クシ ャ 1 
ビグ デン グ內 

小 池 寫眞舘 

電話 サ 1 クか. 

四囲 0 ホ 


をき ホ 鹽婦ん 
H ぶ-入への 英 
露あ授 じは ぞ 
年め 經驗を 有 
す 0 ーン ダ- 

ンと 十 お 鹤 
毎 H 朝 丸 時ょ 
ち挖化 時を 罔 
持 じても をし 
U 耀 B は 一 時 
よみ 巧 時を 


は 一 伽を 巧し、 十一 巧！. は 或 ひ 
は 二十 仙臺も 生む に ま Z や も か 
れ やどの 晦 W 流布され V 居る の 
モ钢 のが 引緊 俄が をが をき し 
相 當めプ ー ムが 期待 さいて 居る 
VJ 報 せらる。 


尋 い 人 

{を 城縣) 大 橋が 雄 (熊 4 縣) 松 
本 卯 一郎 (德 な縣) 糸 高義 
(山 ロ縣) 德お 猪. ニが 离島縣 ) 
が 本臂香 (をが 縣) 手 i 親 
(か 歌 山縣) 松 本币ま 鹿兒島 
縣) 閱上 時を 香 岡 直 記 (長 
婷縣) 池 旧 巧藏ま ニ幡 W 縣ニ一 
又 伊 巧み 大が サダ メ品 知な) 
長 綺德- を 巧 奉 S 郞 (ム阪 巧) 
西# 源太郎 (兵 库縣) 蔡喜八 
(福 岡縣) ホみ 普逛前 お 円大學 
學ホ八 木挪平 (靑 が 腐が ヶお 
豊吉郎 (熊 本縣) 巧 本を M (神 
を W 聽) 稻葉 明きが 藤ち や 
コ n ン ビア 大學 おを) を 稱周太 
郞 (魔 島縣) 芝 巧 德一孤 (兵 度 
縣) 藤本 嘉八 

をのまじ通知致をき®?^^ 
お踞 本人 若く はお 人' tb 現 
化 巧 輿 通知 願 上 お I 一 

紐 育 帯國総 m 事舘. 

一男 8 皇を苦 fi 票 一 量 巧ぶ 


新鮮 魚 か 一 

a 各人 铜 きのを 氣瀑 3 逝. f.ii へ 
娘别慕 續で大 勉强敎 L ょす 

サザネ ず 魚 法 

夏 L0 貴！ こ 雲 這！！ 03 ER 養宗 T 
2 畳 W 英 一 61 设货 reetCor 夏 r Ams 羣一ゴ 芒 e- 
Tei. 呈 umbu 二 12 畔 


V 


威 巧の 秘魏 

米醫を 英語を がす 孽 
は 成功の 溝 一み です 
本校には 目 本 f を授 
じ楷れ たを 巧！ 仰 人 救 
额 本-^ 懇顿 じを 誘を 
援文社 ま 語を W 授し 
ょす。 日曜 週 一2 ホに 
を 前 化畴よ b . h 後 十 
時まで 踞梭し 一) ツ 
スンと 十 おを-' え 
今 H おもにを， ji あい 


6 幻 
4— h 

1 « 5 


JS ^ 
浸む 

ぶ 

が 地 

亂 

CW 

S 

2 


P 

0 

mU { 


ふ 

义 

d 

K ^ 0 

於の 如鹏 

ili 

醒 r 5 邮 

M ^ 

U ^ 

が 則 

0 が 


新 ホ 書籍 i 賣 

雜 誌の バ ダク ナン 

バ ー、 を 雜義の 
新 注文 等 凡 速 
じ 御 お あ 致一ます 
巧を 御用 命 f げ 
ます。 

奥が 寿 店 


アメブ 々ン電 倩 電話 會社 はべ 
一 於 •システム じ屬 する 二十 四會 
; 社の 普 迪巧化 割 云を どい ふらの 
: を 占めて 居る、 この 諸會 社は 

—查米 の 電話網を ち おし 
この 諸 迪絡線 述用機 顆もァ メリ 
'ヵン 屯 信 電話 留瞄 S ま おに 嬌し 
て.！ モ 凹な お 十二 巧 お 千の 带說 
を蠻 巧して 居る、 この 軍 話 網は 
更 らし 獨 なした 電話 會が じ處ず 
す 電話線 八 千 S な 八十； ぶび 農 
地谁話 一二 力の 巧 十 お VJ も 速 絡し 
して、 をのを 計幽 なと 十六 巧 ニ 
モの篮 話を を算 ずる^らば、 ベ 
八 •シマ ブム は實に 千义巧 十九 
万 " V 千の 電 詔を そ 配す る モ國を 
がして 居る 譯 でもる、 これを ア 
メ V かみ 人口 巧潘化 態に 比較す 
るに 千 化が ト化 年から 二十 九 年 
におる 十が W 巧 進 率は 

'''一 啦 けど ニ 巧で あるじ 對 
し、 篮話所 お 者の 增加牵 はお 御 
一二 か、 - H の お 誠が 出！ 率の 增 
- 加 ピ九割 どい ふ 繁昌ぶ ト 'を 示し 
て 居る、 巧 < お請け、 事 巣の 獨 

張 じが ひて べ少 •ンス テムの 建 

設酱 も、 亦 年々 芭 額に 達し、 過 
去 おがに お： る 投资裔 は 十九 臨 巧 
をち 破して 居る か、. これから 五 
年 じ K る 將ホも 恐ら （この 十九 
臆 巧を を 巧 破す るに をる であら 
ぅご 期が されて 居る' 何しろが 
ぅした 大規模な 曾が である だけ 
じを がの 資を削 も 小： 地、 索属、 
スキ' ツチ ボ I ドから 電柱、 電線 
地下線を の 化の 一切を 

.'''合算して ざつ ごした 巧 
が H 十二 儀と 千 五が 方 巧で ある 
- が、 これを 今 曰の 時 おじす いば 
どてら こん。 駭 字では 追 かか « 
ご 云 はれて 居る、 加して この 電 
詣豁 の 速 用は' がから 州 どいつた 
故-.: 化ぶ 別 ごし、 一が の 筑 巧は 
をみ 地ぶ 巧 社 じ 一巧して みるが 
M が じ お 距離 お 韶ごぃ ；* れピ をの 
連絡 速が ， U i がべ 术 •シス ブム 
^史 おして 居る ので ある、 而し 


であるか こい ふじ、 千 九な ニ十 
八 年 十二 巧 S 十 一 H 現な は 四十 
; ちで 四千 お 百 九十 六 人で、 をめ 

^ .... 增 かの 跡を 見る じ！ S 年 
巧-」 化て S 方 一千 十六 人、 過 ま 
と 年に 二十 六 巧 八 千ん ごい ふ增 
加で、 一 A ホ 均の 持 巧は 昨年度 
ホが 廿八巧 レ、 あるが'、 これ 等 S 
巧よ 中の 八割哪 化 五 巧と で ニ 
I 酉 十 人 どい ふ ものは 持株數 二十 
- 五 巧な 下 ■で 株 ホのを 巧 も をれ 
こを アメリヵ 巧 十八 州じ暖 なく 
直. 9、 々 ic •い 畑で' も 一二な 人 ミい 
j ふ駭 字を 示して 居る これ 等の 巧 
の 躯當， i どぅで あるかと いふじ 
過ぶ 二十 九が に 直る ず 均は I 株 
十 粥な 上で 過去 四十と 年を 通じ 
て も 一巧と 巧 お 十 仙 のでの 

… .配當 はした こごが なく 
で 化_ む 二十 一年 じ 於る 過去^ 五 
年め 配當ホ 均は 八 弗、 で 化 巧 ニ 
十一 年 W をは 九 兜と いふ 好 現ぶ 
もで あるが、 がら じ 潰 巧は でぅ 
であるか どい ふじ 千 化な 二十 乂 
年 巧の 資 ホに 勒し 一割 八み、 ベ 
ル •システムを ホ と しては 二割 
し •ハみ お馆 弱、 おが 附の 潰な はを 
ホに 斟 する 一 刹 六を 五 M である 
が、 過去 五を-」 直る 純收 入の 利 
子' レ、 曾を がち 沸 ふべき 巧モ S 
六 巧 半に をして 居る.. 而 して 現 
化のを 錄賛あ 一 株な 弗で 十 憶 弗 
じ對 し’ 本年 化け！ 日 現 化の 拂 
込 資金は 十二 お八 千 化む 六十 化 
万で 四が 巧で、 この 外に 

'.'月賦 ま 拂の發 巧 巧 券が 
五 千と 巧 八十と 巧 六十 S 弗に 達 
し 昨年 十二ち 一二 十一 日 現 化の ァ 
メリ ヵン 甫信 電話 曾 社の 年期' 報 
吿に 促れば 貸 産 二十 ニ 低 千 一二 巧 
S 十二 万と 千 六な 八十 五が、 こ 
の 中 現を かを 窩 'i r 億 六 平 四十 
八々 义平 ニ'， り 五十六 弗と 示し、 

I こ，‘ H -: を 社を 左右す る じ 足る 大 
一巧 ホは 措 地 第一 ナシ ヨナ 八 銀け 


の 頭 か ジョー デ •ベ ー 力 ~ ^ 翁で 
てこみ 親を 化で ある 所の アメ 91 持 株 六方 S で 四 打の 十 S ど 註せ 
カン お 信 带が會 趾の巧 ホ％ J でう 一' > いて 担る r 


巧留 靑年理 あの 曲 ホ 

曰 本人 11内 年會 

» 丰9 妄資 .ジ U 穿 k 爸コ 12 た 


齒粹醫 木 下义巧 

ゴ 0 巧. ニニ h 纪. 

Tel. M 實 きち 瓦 8 苗 7 


目 本 瑚髮舘 I 。 

西 四十 HT 目白 番地 ニ 旨 五 室ち 

H 階 (巧みを じ 巧 L) 


♦窗お ♦巧 誌參 新聞 
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執務を 蘭义 時ょ を 午 接 あ 摘を 
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A お 譯 ◊颤杳 ◊を 渉 
◊賈物 ◊其 化 巧で 心 
，敏繫 巧に 御な 摄 をし 
I まず。 

- A をは ン々 ゴ大學 を 
j を 業し 巧 米 旣じ甘 五 
年 聊か 米圃の 奉靖じ 
I 述 中る もの ご 信じが 

j が 育歸事 研究所 

I. 教幫 と — 雄 

、 ■ ’ - - ■:■1 

j A が國 じて 發 巧せ る 
! 新舊の 書籍 W 籍 誌は 
一， 御 注文み 第 敏速 じ 御 
i 屆け 致します。 

A 右 輝 注文 じ黯 して 
はを 偃よ を 割引して 
善 上げ i す 0 
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今秋 外交官 大異歎 

芳澤 謙ち には フラ シスに：.''。 廣巧 
化毅氏 ロシアへ’—-- 齋藤博 氏轉任 

束を 特 を-日 發 新聞 化の 怯す る 所に 化れば 今 か 外が 省 じ 
大巧を わろ ベ < 、恐らく 左の 化 < 巧 はれる で ホら 5 ど。 


既隐惭 巧ホ齒 事務 巧畏 

駐 フランス 大化 
巧 トグコ 大使 
圳 U シァ 大使 

巧 ネラン ダ大化 
なス キス. を 化 

な チェ コス ロゲ ァ キァを 化 

外務省 亞細 亞咕長 
駐ト八 コ 乂化舘 を拳官 

情報部 お . 

上海 縷領お 


驻佛 大使 
駐支 公使 
駐瑞 & 使 
な 蘭を 巧 

な チェ n ス 0 
ゲア キアを 使 

上 お 總郎事 
亞細延 巧を ~ 
上海 總 領事 
情報部 畏 

± 耳を 大化お 
~ 等 書記官 

葵 阻 大使 お 
一等 書記官 


を 達を 一が 
を 澤謙吉 ' 
吉出伊 一二郎 
旗 田弘毅 

木が 銳ホ 

矢 出と お郞 
が 出' ■八が 
重を 葵- 
齋お陣 

蘆 旧 巧 
石が お 太が 


高 落®;! づ lie ' 五 か 間中 

日本 がご 共 

村經 をと 年間 B 本人 諸を e 理髮 

の- 經驗 あち 0 ジェス •バア バア 

西 六十 お 了 目 = こ 巧 化 


生糸 會議 

日本 提案 i 决を 

旣巧 のか <r メリ々 絹 莱協會 
は ホる 十 H 十五 日から ニ ユーョ 
— クで開 おの 國際 生糸 檢を わょ 
び 格 付 技術 錄 をじ掛 する 開議を 
員 會を開 獲、 會遙 H 程を の 他を 

巧の ごどく 决を理 擧會じ 提出し 
ミ。 

一、 委員 眞 チヤ- グ K •ゼ ー • 
シク パ ー 么委賛 デ ー • M •ダ 
ク ブー、 が村、 森围、 ナ -I 

み 义 •、、、ウラ — 1 ウ中 リアム 


ホキ . 


ラ - 


一、 圏 際 生糸 撥 僅 わよ び 格が 
技術 協議 會は ホる 十 巧 十五 日 
'よら ニユ ー 3 I ク 巿で銷 催、 
會議巧 期 邸は 約 S 週間 どす 
1 、 會議の 時間は 午前 十 時半 
よら 午を 十二時 半まで ごを む 
一、 研を 報 吿はァ メリ々 絹 業 
な會 事務所 巧で 巧 ひ、 實驗は 
ニユ ！ ジャ！ シ ー 贿 のをを 閣 
餘查 會粒內 生を 换杳 所で これ 
を 巧 ふ 

一、 技術 會議お 席を はを 國化 
表 委員、 當 業者 および 新聞 記 
者 ごず、 但し 協議は を 陸を 貴 
に 限る、 技術 會議 における 言 
語は 日本語 および 英語 どし、 
日本語の 速記 および 會議 々事 
観は 日本化 表 委員 担當卞 、議 
事錄は 『ス ブンシ 八』 じて 葛し 
會議辕 騰篇版 じて 登 巧ず、 演 
說 をの 化報吿 U を 巧 五十 枚の 
なしを 要す 

i 、 曾 諸々 擧錄： W 英語」 て發 
表し、 H ぶ 語の 議事 錄は n 本 
化を を 旨擔當 のこ ど 
i ’ 協議 會期 H は 第一 遇 間 生 
糸檢査 および 格 付の 運用、 裝 
二週間を 糸披を 力を、 第： ニ 週 
間 生糸を 付 どす 
一、 を颗 委員 敦は大 ホ 左の か 
く豫ぞ す、 日本 十ち 乃 ま 二十 
を または 一二 四十る に 上を や も 
知れ や、 上海 己を、 廣ぞ畜 
ィ タリ ー I を、 タ オン 一を、 

ッ ー 9 ど 一名、 國 隙を 糸 聯盟 
ニぶ 

尙ほ わが 國 のを 糸 格が 協議 會ホ 
を員會 はを 糸叛査 所で 銷 かれ、 

目 ホ 兩冀を 比較 研を みお お、 な 
本案に 緒論を 照す る こご、 し 原 
案を 巧 巧 

一、 巧 眼 擒查あ 落に 關し先 ホ 
の 質 巧に 對 しては 『がが をな 
ずに ついては 肉 破 檢杳の 成績 
を參醉 ずる 必要は 認める るが 
これを か 巧に 參酌 ずべき かの 
点に 關 する 詳細な 具体的 事項 
は^=*ほ諷査硏おの余她がぁる 
から、 H 本案は 機械 檢査の 結 
あじよ る 格# 方法の みを 定め 
お 眼 攒査の 問題は 留保ず る』 
旨を 辯 巧ず る こと 
一、 量 糸の 取 ホ。 ら びじ H 本 
案の 實 巧に 鹏 する 質問 じ勒し 

ては、 ニュ — 3! クじ もる 日 

本 输乂商 よら 成る 糸 水 會化表 
ちじ 說明 をを 巧す る こご 


東洋 A が 斥から 

船客 爭奪戰 

太ず がめ 新 傾向 

本年 I ニ 内ホ國 ダラ—* ライン 
如 S 巧 船を たる 7 キブプ ビン 人 


の乂段 渡航を じ 腦靑髓 患者を 出 
だして W ホ、 米頤本 止では 大い 
じこれ を閔題 ごしで 遂に 去る ホ 
巧 二十】 日 化 をら つて 嚴 巧なる 
换疫 みを 發 して、 マイ リツ ピン 


わよ び 支那を もつ 
ィ」 見なし、 同化 か 


了を の 流 巧 地 
k 乘 船の S 等 


船客を 員数は 今後 化 巧のを 貴數 
の 四を の 一巧 巧に 矿る こご、 な 
つむ。 

この 制限は 防搜 


- のめ 要に ロ 
ホ 本 ± にわけ 
おの 現 はれ ど 
してが く 注呂シ I 惹 きつ、 ある 


を かるら、 實は 
る 東洋 移を 排巧 


が、 この 檢疫金 
，こ- <0 が 聲を巧 


じよ b 、 もつ 
るら のは 米國 


ダクー 窺船會 をで、 を 巧の ま 
那人お 1 びフ ，1 リツ ビン A の 
ご霉 乗客は ニ' 言 巧を 六な あ 
が 四を の 一に 戌ず る こご \な 
ら 、をの 收益風 も十航 お十數 
巧圓じ 達する！ •云 はれて なる 
幸 ひ 巧が 騒は 流が 地 外に ぁるね 
め、 巧が 國 からみ 一二 等乘 客に 載 
しては を 員 上の； 刺 限な （、化つ 
て 巧が 颖船會 祖の巧 おは 今の所 
さした る こどもな いが、- 化か ま 
那 、フィ ブツ ピン 渡航を を まご 
せる 义 、英療 船^ 社は を 後當然 
巧が吉孽乘客吸^策じぉづ る ベ 
く， をつ て 今後 矿题艇 、ダラ| 
窺敝 、カナダの がを •技 瀉船黯 
に 巧が 一二 等を 相ず の 簇爭が おる 


や もは かられ； な 


い模樣 ごな つた 


がほ间 法は A 日^" ら實德 され、 
郵船 會 社では 八 巧 十と H 橫濱發 
の 太が 化から こで 制限を を. 

こ ど £ な つ た 。 


八 巧み 賛易 


お 超 

東京 特電 H 巨 
資 易は 輸 お八 
圓 、輸入 五 千 八 


六 千 ニ h 巧 
殺 n 八 巧 f 旬の 
な乂 十一 ガ八千 
十 お义闽 モ鹽じ 


て 差 おお 超は ir 千 化 十六 巧 四千 
圃 であるが、 八 円 中- 2 輸 おは ニ 
處 一千 乂巧六 丈 一二 巧圖 、輸入 一 
簿五千 ホな 八-!! 六 万化 千 圓で差 
引出 超は 六モニ 巧と 十六で 一千 
圓 どなつ た。 


热績 合' 


脈を カ說 


東京 特電 ニ & 發 n 束 京 獄ま取 
引 所キ懼 のを §1； 禁 說巧會 じがて 
ホ贿 事業 巧 繫蠻廊 と 日淸巧 等の 
を おを カ說 した 一、 义ち某 請を 會 
社 調查に 化る ィ j を 解禁を 控え 社 
償のを 巧.. ご。 

銅 時 貧 上騰 

ゥホ ー ル 街で 期 接 
最あ ァィリぶ を 報の か 界的需 
要が 激增 しぃ 結 お、 一時す 痕を 
橘め て おた お 均は 俄かに 巧氣お 
巧び ホ 愼は上 勝し じる ご 共-し 諸 
鋼を 會 社の 株 體も巧 とげられて 
巧る が、 一 パ おンド 十八 侧 どい 
ふ 今 H の巿 憤に 巧し。 ン ドン ホ 
場*^、 じ 頗るみ 人氣を 招き 巧谐は 
恐ら，、 上 ハ 他^ 巧に ド戲す るの 
巧：，* しご 翰 諸-. 一れ、 これが 當师' 
おお-しも 影嚮』 つ： ぁつたが、 
秋ん 蒂要 勘を^ に！ てな 义け最 
近に ま b て 漸增を 巧し、 ホ： X ょ 
5 は 一 暗 m 巧を あず'- 一 脚が され 
て 忘る めで、 ホ 憤は 自然 下を で 
ころ か 却て 上騰す るの 氣势を 示 
しゥォ ー < 街では 勤く 共 今 巧に 
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£娜 永 輿 機 

辟 揃 ひの 料理人 數名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 適する 料理を 差 上 
まず。 朝 H 薛を開 巧 
{'な ホ 五 了 目 サブ 
をを をの 下) 


ま 那巧理 

が 廳莱園 

司 理ん蘆 蓮 
を 戴の 方 じは 愛 渡 
の 巧 硬 利 じ 購へ巧 
闇 食 席の 御 巧じ糜 
ず V (巧 聞 お 卒相 
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日 * 米 難 食料品 ii 飄 

巧 田 巧 曲 巧を 會社 東が】 手 資湖巧 

目 本 食 巧 お 商會 


- 1 :ミ い/' ..，ピレ、'"^- E . 


君 過去 拾ヶ 年間 孤が 死守の 苦廟 
を 磯け て ホた が 先 巧の ホ 國ホテ 
み 演武 舆じ がける お 潰を 最後 ど 

して 解散 原 巧は り 食 創立 

0 ホ 細 中 君を 援 けて 巧た 女優 巧 
溝 一人者の ん氣を 博して 揖 たが 
澤蘭 をに 昨年 逝かれてから 巧 第 
ホ裝 じを 目に い * を トゥ トク 支持 
巧 ホ なくなつ た 

A 美を 術の 大家 山野 千な 子 さ 
ん の商賛 繁昌 = 異常の 發展振 
もは ホ威歸 > 成功者 ミして 巧 丈 
の氣を 化いて 居ム かの 觀が ぁつ 
たが 摄あ山 巧さん のを 案じ か、 
る マ 本 キン ダ！ 八 ( 米國の シヨ 
ゥゥ キン ド！ じがけ る デ モンス 
トレ. 一 ン 3 ンを やる 女) 供給 業 
じ 測ら や も 不慮の 災禍を 招いて 
からこ ガ 1^ の 自殺) は 其 前 
途じ タ大の 暗影を なげられ たか 
の 如きが 態じ陷 らしめ て 度る。 

( I 乂ニ义 、八、 化) 


巧 面目なる ホ 磯 同胞 じ #* 
なる 巧を を 巧を す 

宮 W 事務所 


おち ホ 西 四十 ニ 了 目な サ 一巧 

巧プ ブィ アン ト とと 八と 
をフ ，ィアンぶ ハ 化 八 
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イ タリ— 樂墙に 化 ご おく 

關屋敏 子音 樂の旅 

輪 朝の 途次 この セ H 頃し は來紐 


本紙 トで屢 々報じた 如く n 本 
j がを A だ 新ら しい 歌姬脚 屋敏子 
さんは 父 おど 共じィ タリ ー を 中 
むご ^ J てスべ—キン、 ゥキンナ 
ドキツ 等に オペラ 聞の スタ— ご 
して 巧 巧し 割る 所に 巧 評を 傳し 
本年 一け じは ゲキ クター 莖首機 
會加 V 一 云 年の 契約が 巧 立して ミ 

ラノめ スカラ座 オ ー ケス トラの 

伴奏で ホ 盤 じか & み 

をの レコー ドは 旣じ 本年と 巧 
じは 日本で 發賣 された 所から 
日本の 樂壇 でら 評が どなら、 
巧樂 家が 是非-巧 日本の 樂擅 
で 歌つ ては ご ホ 疑され 旣じ 一二 
十余倘 巧. しお 满の 契約 かおを 
したので 、父 若 ごせ ハに 去る 八 
巧 化 一日 ブ パプ 1 グ 出帆の 七 
ドリ ブク 號に乘 船、 巧る セ H '_ 
には 當 化に 剧 着し、 め 一週間^ 


滞 化の 上廿お U サン フラン シ 
，コ 出帆 S 天げ 义で喊 朝す る 
こごに なつた 

これょ b ぅ-き 敏 子さん は ミ ラメ 
じ滯が 中で をつ た メトロ お？ タ 
ン •ォペラ 劇の ト义 配乂ダ チボッ 
サ にじ 運 好く 同地で 街會 ひ、 リ 
リコ 座で 敏 子さん の トラ ビ卞タ 
ご 作 チァ ニ 曲を 試溃 した 結果、 
先 づ試驗 には 畏駕 ごい ふこ ミに 
なゎ、 同座で ソプラノ-の レ デ デ 
ユ 。歌ず 不足の 壌を は 採 巧す る 
こごむな つて 居る が、 發地 でも 
滯化中 じ 一夕 音樂會 を關懼 ずる 
計 劃で 目下 知を が 奔走 中で わる 
が、 若し 辭催 する こ V 」 じ なれば 
得葱泛 ずる ォペラの アブ アニ 
一二 じ乂 ぺ* キン、 イ タリ-"-、 
フランえ 及び U 本の リ 1 ド も 
の雜ぴ K 議を 明ふ營 である。 


元 當地じ わつ た 山郭千 枝す i カム 耐 化表ト マス •メイ フォ 


ジャズ 生活に 浸り 邸 < 

日本の 社會 層のを る 斷爾， 

良家の 子 ホが 男から 男へ， こ 漁る 

中必じ 波ら ホ，〜、 贞操 ごか 
結婚 どか 家庭 ごいう ゃ- 


東を 特信 = 帝都の 馨視廳 す 良 
少年 保では、 を 化 挽 事 厨と 協力 
して 連 U の 姑-銀座、 巧 宿、 絕 
を、 四 谷 等る 方 巧の 盛 b 播です 
良 狩 b を わ ひ、 おが 四 置 十を を 
の不 をモボ 、モ ダを 檢舉 し、 一 
應な 調べの 上 不良 程度の 輕 ぃも 
のじは 說 諭を 加へ て歸 宅を 許し 
てゐ るか、 この 縷 ざら へ 的お擧 
の 結 お 係 宫の股 . t 映 じじ 不良 モ 
I ボ 、モ ダの 傾向は を來 のをれ ミ 
; は ホ 常— 莲 ひ、.^ しは まれ ゆ < 
社 會屢の ゐる斷 面が 痛切に 棠露 
される じ まつだ 

今 0 まで 網 じか、 つた 巧 
女 S 数は、 は。、 间敎 位で ある こ 
W も 新 傾 巧 だ^、 •をの 內擧 げら 
れた 女のと 割は 驗 を 婦人で あを 
巧は 若い 會 社員が を 部 的-ご ゐ 6 
こどが かつた、 营 B はかう した 
煤を 搪擧 さぃる ものは、 女は 大 
賴 職業的 質笑婦 、巧は 硬派 巧く 
I は軟 淚ど稱 する いは ゆる 不良に 
_ 限られて ゐ たの だが、 今や さう 
I した 職業的 不良は 數じ おぃて 法 
く 前述の やう K き やうら くま 義 
中 松の 巧 女に おょびら つかな < 
なつた、 をれ だ 驟を婦 A は 外出 
が 自由で 多少な S ごも 經濟 的獨 
j 立が あつて、 わ 小 遣 ひに 不自由 

广しト ょく 

i 會 社から 度は 負ち へ歸 
をれ から 濃厚に ロな G どつ 


る 


けて 銀座を の 他に 出で、 まるで 
ス トリ. — ト •ダ！ 八の やぅな 態 
巧で 一 が識 も。 い 巧 じ 話しかけ 
を 達 ごじら； が やか。 化 影じ戯 
れる ごい ふの が 現が である、 こ 
ぅした 男女の か な、' た 频機じ 
ついて 係宫の 取調べた ごころ に 
ょな VJ 、 ほごん ど 女から 能觸的 
じ おて むる に對 し、 巧は やは b 
ホ 化で 昔ら 今 も あま b 錢ら け，：： J > 
く、 ホ 今^ ホの お b 々はなじ 蓄 
るし く、 こびを 到る のでは U い 
•い 巧から 巧へ、 た r き やうら/、 


な乂 をの 巌肅 な眞幫 じついて は 
ほどんで がん じら 考 へて ゐ ない 
やぅ だ ど 協官は 驚いて 居る、 一 
例を 擧げる ご、 某 商 拳 會社里 役 
の 令 壊が 今度 舉 げられ たが、 こ 
-- S ホは を ぉを、 時々 寶 父に 歴會 
を强 整して、 ニ 一 十 阳乃ま 五十 旧 
田の わを をせ びる、 もしおを を 
ちれな けれに 賢笑婦 じなる なで 
どいつて 父を を 迫す る、 をして 
自 をは 京 橋 八 T 堀-; ニ麗の 家を 
措' なて を こじ 一人で 生活し 

起きれば ずぐ 銀座へ 出 
で，’ 累 のぶ 達 どを 動に 巧つ たも 
ダンス •ホ t グじ 出かけたら、 
ホブ^に 治つ た 自 して 居た、 更 
らじ 某商籍 理事の み 銭は 親の 家 
を 出で； 常設館の そ 案 巧 人を 柯 
ん の不自 かの ない 身で あらな が 
らして ゐた ごい ふ 事實も ある、 
廢 ねいし きつた 彼の 女 等 じは 家 
庭の H 常を 活 なでは 灰を すぎて 
ゐられ ない、 身を ホ ま 巧 人に ま 
で 落して、 ジャズ 的む 題 魔 的む 

空氣 じひた つて ゐ 玄い 
ふので あら、 かぅ した 督 例は 今 
度の 檢擧の 中には 無 歎じを る， 
巧 じ 巧 もつ ども 堅實な 家庭と し 
て 見られて ゐわ 中流 お 會のモ 女 
が、 もつ ども タ いのも 新ら し. い 
傾向で、 か； まで 魂が ぐうつ て 
きて ゐち かごい ふこ ごがわ かつ- 
て、 レし ろ 恐ろしい ど 係官は を 
をを いて 居る。 


の】 みに 集まつ た 

化 間の 非難、 攻擊 、マネ 

キ V へのて う 笑 をれ じは か Gb 
誤解ら ホ かった が、 名うての 女 
ホ ホ 山野で な 子 こ！ を 先途 g 大 
童に なつて 釋明 これ 巧め わが 結 
が こんな じ けらが ついた マネ モ 
クラ プは 一應 解散す る じし か 中 
ど ぁつて、 十】 U の 疼 溢み 上 通 
ト •'の 自 まじ マネキン ガ 1 ^ 1 巧 
を 集めて、 悲 化なる 解散 まを 巧 
ひ不 なを子を 除まして 更らじ 勤 
たなる マネ キンク ブプを 結 巧す 
る こど じ i :* つた、 集まつ た マネ 
キン ボ — ^、 巧々 の 都を で 出席 
でき。 L もの もを つて、 約 二十 
を いづれ も シヨ クク キン ドウ や 
婦ん雜 誌の 

0 繪で おなじみの ロな の 
濃い 陛中 げかを' 山野 千な 子を 
中必 じお壽 司を 颊張 h '、 々がビ 
K をす： を。 がら、 當 商の 問題 
じついて 乂 いじ 論 やる、 常が わ 
會 をは 悲 化なる 解散 式 ミは いひ 
條 、岡 時に 巧ら しき 紐 織への お 
が ホで も あるし する ので、 かし 
て悲 化で ない、 をの 腺 やかな こ 
V 」、 一 マネキン 『を 逮は收 入の 

巧 留をホ ホ じ いえ、 クラ 

ブに 納める ことを お じさ （取 さ 
れてゐ る ども 威 じ まぜん’ だつ 
て や なぶん 機を 费 がか i るら し 
いんです もの」 山野で 技 子 女史 
大いに 

感激」 ミ さ， っぃっ てく 
れる どを は うれしい』 この 巧 じ 
ついては 一座の マネキン 異ロ同 
音に 異議がない らしい 『どじ か 
く j . 應 解散して、 ね， をら ぁめ 
不良 かよを オミット する あ耍か 
ある わ J 『さうよ*'. C して 親に 
あを ずるんだ ゎ j 『飄据 者 じは 常 

じを 雞が つき*^ の 1 心が 

や ごょ'' かくて 山驛 
千 技す 女を が 立つ て 解散の 辭を 
述べ、 をら じ轿 クタ プ 組織 0 辭 
を 述べ、 終つ て 一 同卞禄 —— 
『皆さん、 お 目 33 たう』 


1 ア氏村 夫人の おを •わ 確定し' 
鐵道省 •レを 力 擧げで H 本の 風 
廣を紹 かずる だめ 案内す る こど 
じ。 つて ゐ る。 


遂に 解散した 

マネ 考ン團 

山 巧 モなモ さん 茄事 
化 巧 ゥャズ 文 巧の せん 端 じ 踊 

るビ いふ マネキン ポ] 八の 『ホ 

席を けがして』 ゐた靑 山 さど 子 
-^:を庭の事ぉから、 ま{ならね 
を 化 ご 歎じ、 鐵道自 おを 企てた 
一が から マホ キンの 創始者で も 


さ K 日本へ 

撫光 客勸誘 

ア メリを で 太宣傳 
深刻む す 景氣を 回復す るた め 
アメリカが 光 客を 日本に 誘 おし 
年 一 摄圓の 化 入を あげを ぅとい 
ふので、 十み 乃 圓み共 闊廣吿 を 
する ことじな な、 一な み 準瞄が 
整つ たので 十目 一 n わら I 齊じ 
『日本へ』 か X 日 1 ボンを 揭げて 
ニ.. へ ー ジ大 のを 刷廣吿 をす る こ 
どじな つた、 雜 誌は アメリカで 
有名な アト ラン ブック •モンス 
リ 1 、 アォ！ ラム、 ゴ—グ デン 
フック、^!^^ ~ スバ ザ— じど 
の 十ホ褲 で、 この 實傳は 淺道省 

ツ#— ジスト •ヒユ i ロ*.—、 

お 船、 ボブ 於協會 なでの お 貧で 
わる、 さら じ アメリカの 觀ホ事 
業じ携 はつて ゐる 人々 を H 本に 
招诗し R 本の 辈 憎を 誌 解して 貸 
ふ 討 霜の 第 一圓 どして アメリカ 
ン-ユキ乂ブンスお化我ゼ—* 
ピ 1 • ッ パード巧閒ホ乂、 ト 

マスクみ ク莊 V シン トン ま 酷 

人工 1 •ビー •モ I 八 K 氏、 ボ 

ストン、 レ* — モンド •ホイット 


パリ か，， り 電話で 

埋髮師 呼 寄 

ホ 人の 富豪 氣質 

當 化の ユホム 巧に タ年 理髮巧 
を經營 して おる 术 <— ス •アブ 
n に勞 働. 祭ぶ 單觀 電話が チタン 
チ リン VJ 鳴 つれ、 相手は バリ か 
らの曼 駆 離 樂話ど あ ので 誰か 
のいた ずら かご 愚つ むが 

『か 1 キズ * 俺此 ビル •ケン 
ニ 1 だ、 ウキブ r ム •グン ニ 

1 だょ、 雁は 今 パリ！ じ 居る 
ん だが、 わ 請は 庭ぐ 支度を し 
て ロン* トンへ 舉 て吳れ 、で， っ 
も 3 1 ロ ッバで 滿 足に 頭髮を 
刈つ たこ どがなくて 氣 持が 惡 
ぃんだ、 堪の蕃 がわく から 直 
ぐ旅簽 を舉髓 して この 六 H に 
出秘 ずる：!^ ダず K ザン 號に乘 
つて ロンドンへ 來て くれ、 お 
前は 槪達ピ 一緒 じ レビァ ザン 
で歸 米ず るんだ から、 C ンド 
ンで 頭を 綱つ て、 をれ から ニ 
ユ 3 — タ へ上麗 する 菌じ最 ぅ 
—虔 刈つ て くれ』 

交い ふので かる、 注 交まで ある 
ど 八 •ケン ニ！ 替 どは 請負 郝ピ 
し. て 盛 功し じ磬 豪、 幼年 畴 R 皆 
寶ま黨 大統態 候補で あつた. スミ 
タ前 知事と 共に 聲學 した 进志驚 


水泳 遷 手が 慘死 

まま 特電 二日 發リ慶 磯大學 

スプリング S ボ ー •••選手 巧 村 
な 巧は タ 摩が ゲ！ グじ がて' 競 
技 中 氷 おじ ド 腹縣 をげ つたを 
巧 こしむ。 


咕の 入で、. 3. '、、 マめ 遊說 じは 常 
じ自 をの 醇别巧 車を 提供して 居 

わ 男で ある、 成 1 ずズは ケン ニ 
] じひい きじされ、 ス i マ 前 か 
擧 ''ウ オル 力 ！ を 長 等を 顧を ご 
ずる 巧髮鄭 である。 


の 太ぃ タ 

巧 人のを 庭を おらす 
ド キプ人 あの 婦人で 督て下 晒 
の 菜 ま 巧 長を を 始め 常に H 本 入 
の あ 庭に 巧 使 や 子守を 兼ねて 働 
いて 居る 婦人が わる、 H 本人と 
見れば をまい もの ど 高を く i つ 
ね もの か 高給を 賞 ひ 乍ら ろくに 
働き もしない 女で あるか、 をな 
遂に 解雇 さむた 或る日 本人の 家 
庭 じが ザ太膽 にも 窓から が 入ら 
裹 所でを 事して 居る のを 發 見さ 
れ擧ち じ 突き おし 化が ホ 謝ら じ 
謝つ てを の 場は な 鬼 さいた もの 
の 立 まつた をに 少なからの 現を 
を 盗まれて 居た こどが 巧 然した 
この ホは 巧々 巧 聞 廣吿を 利用し 
て 日本人の 家庭を 專巧じ 働く ホ 
である、 同胞で を 庭を 持つ 人は 
注意^が 要で ある。 


卓上が 話 


結婚 別天地 

血族結婚の 實 地調查 
東京 特信 = ホ 家のを 武 をが 立 
籠 6 本 巧 年 この 方 血族 貼婚 をつ 
ぐけ てむ る、 陸 S 孤島 熊 本縣ん 


化 郡 五泉 化 部落 おを 比較め じを 
方面から 硏 兜し 學 巧に 

を 提供す ベ/、 去る 
八 巧 巧 円から 十一 円までの 八 H 
間 柿を-栗 木兩 がをは じ f 、 い 
は ゆる お 家な の久 連子、 赚 'お’ 
仁 巧 お、 葉 木、 蹤 木の おが 落を 
縱 横に 跋渉した 辕本醫 巧み 學眼 
巧 楠 元、 姬谷 兩醫學 ± 、巧 鼻 晒 
族 巧が 學± 、岡 巧 巧 巧 巧菌學 ± 
化 W 齒巧專 おお 敎授ら のが 巧を 
ならび じ 學ホわ 一 わ 九 あ W 、 十 
I H 午後 H 時半で 益 城 郡 说巧卿 
柳み 溫 泉に 下山した 、先が 長 時 
醫乂爾 宗敎授 が 化 液 型の が 兜の 
ためお 張 L た 專巧 家が、 一 わく 
の 如く 大擧 して 診療した 子」 は 
かつてな かつた'* け、 部 巧 ほの 
歡迎 はす ばらしく、 ホ 學生靑 を 
國旨 等は お 半里の 手前まで わざ 
わざ 巧迎へ _ 

木の葉 の 座 巧 鹽まマ こし 
ら へて お迎 へるな ど、 さを がら 
おを を迦 へる ごごき 歡- 待で あつ 


ねめ 


ね、 なじし ろ醫 者が 居。 

人が 巧んでも 區 長め 證明菌 が 診 
觀誓的 化 用を するどい ふ 類例の 
ない僻地で、 この災熱じ.|^鉢を 
用 ひる ほでの 凉 しさ、 貴重な が 
料は をく をれ A >- 專巧飼 立場 か 
ら わが 醫學 界に發 をす るが 中で 
斯を じ- 大 セン 七 1 シヨ 一一を ま 
きを： すで あらぅ、 諸家 0 診察 
の結裝 に. よる 談 誘を 綜 を^る V 」 
眼科では ニ 千を 申 千 おを みなを 
の トラ ぉ. 一 ム違 寒がを も** かつ 
斜視が 窓が じタ かった、 满 待' じ 
な， してかなかった のは、 血族 結 
鷄じ よるを 素性 雇 膜 炎で _ 眼 .樂 
を B じた も 0 はおを らく-::^ いで 
あら 5 、 また 强鼻觀 曠科ご は 九 
十 パ I をント な . 

，耳 了， 1 ばいで、 鶏聽め 
ものが 多 かった、 ロ盎 破な して 
鼻 聲@ ものは 罐 かじ 盛 族 葡婚か 
ら ホた もので あを、 巧 科 P は 腐 
廓の 前後 猩左 あ徑が 大き 广 、太 
齋 をは 非常 じ键康 で、 をの じ 美 
貌の ものが をく* よい 祖. 可を も 
つてを る こごが ぅな づ かがる、 
傅 楽 病は ほごんで ない、 ぞいの 
は 胃酸過多症で これは 遺 傅 ど 粗 
食の 結 あで、 寄生虫は が 六] セ 
ント あつて 多くは 觸虫 である、 
花柳病は 人 まを いご ころに 僅か 
じあつ たばかを、' ン ブラは ニ H 
あつたを うだ、 がの 人た U ' は. か 
めての 診察を うける めで、 醫療 
機械を 見て 大人まで 泣き出す 巧 
樣 であつ たど。 


東京た よ ^ 


A 東京 朝 a 新聞 企劃 部. 次長で 
あ b 叉 わが 文壇 j ホの がと して 
重きを なす 淸巧列 氏は ネ圆 同社 
を辭し 中央を 論 社の ホ國 特派員 
どして 約 一 ケ年滯 なの 豫 をで 明 
十 H お あ 


厶ォ 9 エン タル 寫眞下 一案 會社 
の 技師 長 取締役 ごして 间 化を 切 
つて 廻け して 居る 菊 池窜陽 氏は 
社を 植が 氏が を 巧 健康 勝れ や 其 
巧广權 へや ごの 理由で 化で 巧 巧 
し 其を 巧 じ 菊 化 氏を 推薦 P た 所 
過般 階 時 株 ま縷爵 じがて T 壌 一 
を 同氏の 社長 就 巧を 承 鄙^した。 

A 新劇 協會の 創設を 帮寥坡 






J — 在 黨擊に 
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巧 - 巧 ぷ W. 23nl 化 I 
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Tel. &*am 肌 y 3 化 0 


THE FUJIMOT 日 
な 削 RITB 肌， ! NO. 

Room 3112 

120 む oadw 化 N. Y. C け y 
Te し Rector 241 目 - お 36 


T 化 BANK OF 削 OSEN 

Room 1027 1 巧 8 巧 adw 巧， も Y. 

Phone. Corilan が おお 


T 帖 如讯 ’ 邮阳日 Baiik, Ltd. 

NEW YORK が 巧 OY 
Room 414 
149 Broadway 
Te しお rci 巧 41184 り 9 


Tile Y 日 koiia 吊 a 
Sp が お M, LM. 

帥 Fi 〇 (tr, Equ け able Bid も 
巧 G Brsadwa も fi. Y. 
Phone Rector 2550 


Tlie Bank 日け ai 削 n, L 化 

fioom 5 巧 

Bennens 如！ 刖 巧む ng む iiding 
1 お Broadwa もん Y. 

Te しむが an がの 巧 - 33-34 



as ぶ • Line 


大阪 禱船會 お 

巧 37-8 Wlii 巧 HA 化 8UIU)!NG 
け即巧 E がれ WE お W 巧 郎 な n 
PH0 化 神 WLIN6 郎 EEN 的が お 


MOG! ， MOMONOI , を 
COMPANY, I 只 C. 
1G5-L 1 帥 お ■ ，も V 
Te し Sill が esa おお お • も？ 




TaiyoTradingGo., Ine. 

i 讯ロ orb 巧を むが rfers 
101F 諭む も， H.Y. 

Te! ， がが 巧 uin 38 が 5 

327 W. iHa が S 抓 化が i, 

0 お がが， 川 ino に 



Mo 日 阳 S., I 邮 . 

Formerly 

M が uhachi & む， 

17 Ead 17 ホ Sf. 

Tsh Algo 琴 in お 8 も 67 


Nippon 

Dry Goods Co, 
148-150 Madison Ave., 
New York Giiy 
Te しる shiand SI が 42 


j 咖 W 綱 makerJgwYork 

Cor‘ 9th S し 巧 d Broadway 

Guide’s Office 
a な d Shoppi 打 g Service 
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Special Japanese Guide 
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NEW YO 民 K OFFICE 

344 Madison Ave 打 12 も 

■I'eleplio 打 e. Mu び ay HUi 4000 

♦間 日 十 迄 本日を 
♦間 日 四十を 那ま令 

路航短 最の洋 平 太 


ム 


化 raT 阳 dingOo. 

151 ぶ th Avenue 

(Cor- 21 な St ‘） 

Tei. Algonquin 3 が 8"4? 


lU 邮 Til も GO, 

141-1 が Fi 刖 A 巧 .. 
(む r, 21s {な.） 

ぉ パが k G お 

Te しる ! が 巧 uin 12330 ぶ 91 


熟. 八十 八 百 五 干 


を 



辦 資 M 【日 罹 か】 


B 巧 巧 九 年 四巧昭 



輸出入 爲替 、電信を 金’ ホ 送金、 旅行 信用が 
商業 信用 狀其他 一般が 巧を 

乂値賊 S 蒙 銀 巧— あ 巧 

鄕里 送を。 U 本を 地 無手 数 巧？ 进速化 お 
本店 頭を (定期 述知ノ ニ挪) 御 便 刺な 扱 
本 支 巧 東京 丢 巧〕 大 阪神 戸 巧 都 
所な 地 あ 古尾 小が 上海 倫な 


資本を を 億圓 
拂込巧 資本を 六 千萬圓 
穂 ホ 金 六 千 四な 萬圃 

雜齡三 ザ 銀 巧 紐 宵 支 巧 

本店 巧を 巧 日本 橋喊 本を 庵町 五 お 化一受 
支店 •小 樽 日本 巧を 巧 兔安横 巧 
名を 属を都 大巧 巧 (大极 ) 神戶 
廣を 下關巧 司を 松 趣 岡 長 時 
上 おがを ま 赏洒水 


#羅 が、 桑 港 出帆 (ホ ノグ^ 經 由) 


經府發 

(午后 二が 化 化〕 

洋义 九月と 日 
洋乂化 巧 二十日 

コレア 丸十 巧 四日 
春洋义 十月 十八 日 


大 

天 


を 港發目 

(正午 化か〕 化 

化 巧 十】 日 U 
九月 廿 五日 W 
十月 十日 刪 
十 巧廿 三百 


あ シア t ル 出帆 (午前 十 時 お 帆) 

がを 化 化巧サ 一日 
靜陶乂 十月 十 化 日 
巧濱乂 十 i 二日 
一二 島 光 十一 巧册日 

0 淪 をを 日本 朽巧机 

馆馈か 九月 サ 一日 
歌 試み 十月 五 g 
化を か 十 巧 十九 日'. 
▲が 青 巧 帆 ni を 馬控由 日本 巧 貨物 化-月 ニ圆 
▲蹄 絡 取扱。 が 化は 欧洲 巧、 南み 行かに 田を あ‘ 
經由 太平洋 岸 行を 激 がを 化さ 榜約あ 4 乘組 切- 
巧 等 萬を 狗 便宜に 化 計ひキ 上ぇず 
A ホ 國錫遺 切符、 嬉古券 穿 t 捆化宜 じ 取 計 ひ 申 
上を ず 


M 

d 

巧り 

化 

5 

5 

J 

が 




▲鄉里 送を 及び おを を (無ず 数 巧)、 外国 
庭替賣 買、 荷為替な 組 取 立、 得 用が あ 
巧 等 一般 銀行 萊採御 便利 じな 扱 巧 化 お 

S 臺灣銀 巧— 化 張 所 

本店 臺潰臺 化 

支 巧を を、 橫演 、大阪 、神戶 、ふが、- 巧 
ロ、 疆 州、 厦門、 油が、 香港、 廣 ち、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 ブ マラン、 バタ ビヤ.、 を 買 
々か カブ タ 、倫 寶 、其 外臺潰 十四 ケ巧 


一、 資本を 壹 お 圆 (を 額 拂込濟 ) 

一、 積な を 菁億 冗な 五十 ぉ圓 

内地 本 ま 店 橫潑 {本 巧) 東京 大阪 

神ぶ 長 僻 下 綱 名 古 崖 \ 

横鑽 正金銀行— 支な 

ホ 國ぞま 巧 U を 港 羅府ホ ボ布畦 - 
が 化 化 界を國 を 耍都ボ ニ 支店 度 コ^レ I 
ス有之 候 j 


本店 大阪 化潑冗 下目 
紐 育ま 庙が育 ブ。— ドゥ M ! 巧 四十 化番 

黯 なぶ 銀 巧 

日お^ あ 京橫濱 名右屋 一を 都 神 タ岡山 ' 
尾 ノ道廣 島吳柳 井下 ノ關 
巧ろ 庙^ 司， 小 倉' 若松’ 博 をん 巧 ホ 熊 本 等 

本國 預金、 鄕里 送を 等は 插め 
て 御 巧 利な 速に 御 取が 可 申 候 


本庙 朝鮮 京 城 

支 巧 出張 巧は 日本 內 地の 樞 嚷邵ボ 、朝が 
滿洲 、支那のを 地ぶ び 流 捕斯徳 

顧 鱗 銀な 紐脊 出張所 

か斑爲 を 一般 銀 巧 業務 精々 御 便 おじ 取扱 巧 
申 上 候 


巧みを、 社 憤、 巧 ま ノ賣员 度ビ巧 
化な ホ パ ま 極 巧が 二 御 取扱 致シ 
マス、 巧々 當巧ヲ 御 利用 下 サィ 
II 藤 ネビル ブロー 力ー 銀行 姉が 會社 

藤本 證券 會社 

■同を 港 ま 巧 
同羅が 出張所 
同沙ホ 代理な 


陶お黑 、雜 貨卸賣 

森 村 ブラ ザ！ ス. 


シアトル 化 帆 (午前 十 時) 
あら ま 化- 化 巧 十八 日 
をら び や 化 乂月甘 ホ 日 

るん でんみ (巧 巧 化晚〕 十月 十五 日 

►一等 淀演】 化 五が ； 
直し ばリ ずみ るん でん あは) を 五 邦 
マゴ 一等 目 本 巧 五を 邦を 室大な 違を 族 室^^ 
ザ 麵を 望に 锭リ t 等 割引を な 切符を 巧を 巧 お 

ロス ア A ゼ ルス ぉ 帆 (午後 一二 時) 
まじ ら义 十 召 甘 四 H 
もんて びで わか 十一 巧廿 二日 

マ】 等 猿 凌 ニ 一二 0 巧 化は わい みま にら 丸 一芸 巧 
▼辖が 一二 等 B 本朽を 十九 弗 ▼一二 等 日本 行 お 十 置 巧. 
マみ 遽攝麻 巧缀畢 切な 寢 臺券駿 入御 幹 透か リお 
ザ 紐 育 線 パナマ 經お a 本ち 那巧實 概摇巧 一圓 


雜貨 陶碟器 

ランプぶ びを 

太洋賛 易！ 會お 

ま お あ 俄 古、 ボストン 


鞠 破 叢 雜貨類 卸販賣 

誰 g 残 木 桃 ホ 組 


鱗献 日本 ドライ グ ふ簡會 


H 本 陶破黑 雑貨 類 卸賣. 

ホ元ブ タザ ー ス 






11. 


新米 走 ： b 
テキサス 上白 义 

又 荷 致しました 


装飾 綺麗の 室、 設備 
まき シこ N ニ 遇 

I 八 弗、 ダブ グ 一週 十 巧 

正 0 TEL C 吉 GLE . だ W . 芸 さ， ぞ 百 fy 

里.*::^ 諸君に フアン シ_ 

を ノ イ VI キング 及 I 
び料现 法を 敎授 ず、 新式 設備 
0. 11 备 T — 

S Wes ニ呈 苗' Cor . B 夏 d — N . Y - 


桑 山 商 言 

114 里 ST 5害 ST : 三. G . 

さ0呈-さ|呈|88こ133ミゴ 


^Iv 7 シン トンを を ホ 人 
良を 庭に て 目み ん黃 
年を ホむ、 委細は が 育が 敵社內 
水 各 氏へ 照會 あれ 

1 


妻 Freda K . す 量— 儀 豫而肯 

六十 八 了 目 ブレス ピテタ 
アン 病賠じ 入院 中の 處藥 
石效^^く八月ニ十と9午 
後 十 時 死去 化惧 葬儀は 一二 
十日 午後 ニ 時淸水 牧師 司 
まの F にア チヤ I ド 葬儀 
社 じがて 執け マウント ネ 
リベット じ 埋葬 致 候 間を 
段を 前 辱知 諸替へ 謹吿化 
淚 • 

八 巧 S 十一 日 

お 上 川 庫一 

息 で 至 eric で Ika 至 a 

截戚覃 . & f . P . Fo 壹 't 
まん を 藤 お 藏 
大賀順 治 


興-味. を； る 東 巧 

を 巧と 月 十と 日め 相瘍 は、 百 十二 圓ぶ十 銭で、 過去 敎年巧 
の最を 値でぁった。 勿肅 これで お 解禁 相瘍 がぉ盡 した もの 
ごは 思 はれない， を 解 pg の ホを ご 其 時期 如柯 にょっ ては 巧 
圓臺 割れは 勿論、 或は^ 十 圓臺の 相 壊を 現は す や も 計 も 難 
い 0 然し、 明治 S 十と 年 » ホ、 東 巧 柏 磯の 歷 をを 見る r 、 巧圓 
じ 下つ たのは、 明治 四ず 年、 化十圆 、四十 一ぞ 九十 一圓の 
二度で、 其な外、 百圓の大關門を割つた^は、 ホだ嘗って 
其 例を 見ない。 大正 九 ザの 大 反動の 際に も •な 圓で 止まら 
大正 十二 年大震 おの 際すら、 な圓 でな ひ 止つ てゐ る。 ま棵 
の 最高 借は 一、 日露 戦後 化 五な 十四 圓 、歐 渊大徴 後の 五が 四十 
九圓 で、 每 年度の 高値!； 5 肯 五十 圓見當 から ニな 圓見當 を： 小 
して ゐ る。 をし 値よ b を どる 妙が ならば、 阿ぞ 、ユ ー •ユス 
ス チ）^ や A * T ， T のウじ 限ら わ やで わる。 一般 投資家 じ， 
S つても 今後の 東 採の か 媛は 最も 輿が める もので ぁらぅ。 

. 一 —— 九 巧 四 H 東 株ち 十吉 圓十錢 

縣が 證券 株式 會社 

120 访 roadway 、 N . Y . P 
I . Tel . 訪因 f 3 廣 4 


ツナ メ！ 力！ の 特色 

h 4< の お 買物 じは 特別 掛 員を 曆き無 
巧で 郷案內 致 升 電話 又は お 手紙 お 驚 御 
訪閒 して 御 便を を 計， 0 巧め ての わ 方に 
街して はお じ ま 意 致しまず から 是非 お 
立を り 願 ひ 巧、 巿內 配達は 勿論 H 本 其 
他を 地 宛の わ 荷物 發 送は 當 ホで 致し 巧 

ピ ヨン ワナメ ！ 力 ！ 


晚香坡 每ニ週 一回 出帆 

< 王ム プレス 議西强 (一二る 言嗯〕 

九 弓卡こ H 

1 ム プレス 亞巧巧 三 j ろ 00 順) 

I 十 巧 一二 日 

I で ム プレス 加奈太 (一二ろ 呂 唯) 
j 十月 十と 日 

I で ム プレス 露西亞 (一二る 呂觸) 

一 十一 さ 百 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等を 設備 
一 最大、 き类 、梟 快走の 東が が 巧 船 


日本 陶お 器雜貨 
ラ 厶プ卸 費 

奈良賓 易蘭會 




T 寧の 巧 刷 ど 精巧なる 仕上げ 

時 目の 进速ど 權實な 校正を 保証 


印刷は 紐 育 新報へ 




電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違 〇 な^ 新報へ 

化內西 十よ 了 目 十 二番 十 階 日 
柬部 じがけ るが 字 言論 磯 願の 

權 放、 菩が 新報を 讀 まね 人な し 

廣吿 は紐脊 新報へ 


か％*- 


備 磁器 雑貨 卸賣 

一春 巧 廟會. 


日本 郵船 會祖 (あ ニを 鐵道 會粧) 

代理店 巧 桐 兄弟 蘭會 

乗車、 乘船 切な おじ 小荷物 運送 御 巧 巧 じ 取扱 申しまず 



= ■.ニ-.- 




ジ で* 這-各 I ! 声 眉 js 1* ち— 13 与！ |!.ー_ ミ 店 


腕に 燃を かけて 擦え た 

歡迎 ブロ グラム 大体 完成 

最後の 協議 會をニ 卡凹日 じ開權 


本紙 お 報 ホ 國練巧 絕隊來 が-し 
供ず る 紐 宵の 歡迎ブ 。グラム 作 
製 じつき お隊 司み 部 側の あ 巧に 
旗を べきらん を々 もを 爲め巧 ご 一 | 
交渉 中の お、 加州 沿 巧 發が前 お 
隊ょ 6 凹 答し々 れる條 項 をら わ 
を 更らじ まる 111 H 午後 總領 拳舘 
にがて 急遽 協證 曾を 脚き を 信 食 I 
長、 お 聞、 おな、 も お、 中 山、 
堤を が 接 よげ、 海軍 侧ょ b 松 旧 I 
監督 長’ 米 化 主計を、 總 領事 お 
侧 ょらは 巧 山、 巧 ホ ニが 事、 木 
巧 當お生 送 加し、 內山總 領事 化 
理 を座畏 どして 夫々 打を をな せ 
るが、 お隊 側の ホ 駕じ化 b ' 一一 
の 部 か 的 ホ汉條 項を 除き 大体 歡 
迎會 側と しては 左の 如くみ を、 
バ八 ボアに がける 爐隊 司み 部の 
承認を 得る までに 進が し、 仍て 
最後の がを 協議 會を ホる 二十 四 
HH ぶ 化 樂部じ 開 < こと ごなら 
て 散 曾した。 今 巧の 歡迎會 施設 
中越 隊旋 泊の 間 鶴時絕 話を 旗艦 
じお設 して 水陸の 連絡を 謀 も i 
义廣が お 省 情 敌部紐 育ま 椅じ於 
て 驅逐避 三隻を 特派して. VH ゥ 
エ ストが ィン ト じを < 巧を を 得 
たのは 確か じ 特色 ご 謂 ふ V きも 
ので あらぅ。 左は 大体の プ ログ 
ラムで ある 0 

艦隊 入港 十月 四旦を 

約 午後 一時 パ ド ソン 河畔 九 

.十よ T 目 沖 じ 礎 治、 が巧總 
領事の 艦隊を 式訪閔 、徵迦 
を 側を ま 訪問、 倉 長 歡迎の 
辞を 述べ 記を お 目錄を 司々 
官 に赌呈 、司 か官ニ 艦を、 
幕 おのる ま 訪問 傲迎會 長、 
總領 率巧埋 •在が お 隆軍武 
官、 歡迎會 部長 等 同 巧 午後 
H 時 おを、 武 ホが 軍 鎭 ザが 
司々 長を、 陸 职巧か 宫訪間 

海軍 晚餐 岡 巧が 軍監腎 
官事 おお ホ 催の 敷 迎職餐 を 

旗艦 講淡同 H おを ニ 時 

旗 絕中极 上 じて 乂國 經濟事 
悄； 武井迎 一二 郞 氏}、 郎育事 
お (水み が 一二 氏) 謀演 ゐる當 

午餐 觀光 十 巧ぶ H {±) 

午後 十二げ 四十： 九み 陸海 軍 
お樂部 じて 總 領事 化 理ホ懼 


き 日本人 側は 撤迎會 委員を 巧 巧 
全部包をずる； どなる ベ きか ご 
を ふ。 巧 化を 部々 を會は 隨時關 
會 すも绪 である ど。 


午餐 會開帷 、お 補 生 一巧 巧 
球 見物、 下 ±官0 下 卒半お 
上陸 午前 十 時よ b 六 時まで 
ポ£:おホ。 學校長同伴。 

第二 觀光 十ち ハ： n(H) 

午前 十时 よら 半 姬と陸 前日 
と 同じく ボ內觀 ホ お 補を 參 
加。 前日 雨天の 瘦合 はべー 
ス が！^ を化ピ じ乂替 の； 

大 晚餐會 十月と H {巧}. 

午前 司令官 W 下极補 生は 水 
國 海軍 驅逐 渡ニ隻 じを 乘ク 
エ スト ポィントを 見學 、同 
日 午後と 時 ホ テグ ァ スタ ァ 

じがけ る 官民を 同大 晚餐會 
じ 臨席。 

活蠢 見物 十月 八日 (火) 

±官 お 滞 ホな 上 午前 マン パ 
ッ タン 一巧な 腊隊側 行事、 
ホめ W 午後 ニ 時 よら C キシ 
I の お 待 じ 應じ下 下半 
あ 上陸 活畫 見物 = サブ ゥ エ 
! 利用。 

第二 見物 十 巧 化 H (水) 

前日 树構 午後 半紙 上陸 活書 
見物：：；： をを 巧 事な L 。 

ま 計 候補生を 學 & び 初 巧 軍 
醫 々學 見學。 

アツ トホ！ ム十巧 十 I 

日 (金) 午後 一二 時 j ち 五 時 迄 
淺間磐 手兩濫 にて ァブ トホ 
— ムを擧 わし 日 ホ 人を 招待 
正午 司々 官ホ催 午餐 曾。 

艦隊 發航 十ち 十 音、 

( ± ) 午前 司令を 吿 別を ま 誌 
隅 ぁら 午後 一時 解續。 

尚 ほ ホ 巧を， のをは 日本 協會、 
商業 會議巧 义ぴボ 長 主催の 晚餐 
倉で ゎるが、 拜艦 日は 四 H (入 
港) 十一 日 (ァット ホ！ ム) 及び 

十二 日'; お 港} の 一二 曰 傾を 除き 每 
H 午前 乂時 よら 午後 四時 主で ど 
— 化 十六 T 円 波 化 場と ニ 艦 どの 
間にぁる 驢隊 のを 期を 通 船 じ 便 
乘を許 W する 由な 柯人 じて'^ 巧 
盤し 得る えどな つて ゐ る。 

歡迎會 を 部 委員 會の 活動 どし 
ては 巧 伴 部 アプト ホ ー ム グイ 委 
員 會を本 H 正午 關催 する 巻で あ 
るが アット ホー ムの 招待 じ關ず 
る 方針 じ 恨れば 宋 人け 暫ら < 措 


澤 田節藏 氏の 

紐育來 任期 

別項 本 化 巧 巧 特電 所 報の 如く 
近く 巧は るべき 外を 官 異動 中を 
達 駐佛乂 使の 锅藤 聯强 事務 總長 
は聊 首肯し 兼の る おで ぁ b 前 紐 
育總锁 事で 情報部 長の 齋お晚 氏 
が 止す ホ 大使 舘參事 官じ巧 せら 
る I どの 裙道も 或は 任命 S み じ 
てな 巧せ ざら 式の もの かご 疑は 
れ な。 尙ほ義 じ 紐育總 領事 じみ 
定 せる 旨を 傳 へられた 澤 巧節藏 
氏に 關 しみ 務 本省が 勸 のぶ 氏よ 
を 八 巧 十一 一一 B かを R て當 池の】 
知人 じ 寄せた な 信じ 依れば 現な 
の踐 ならば 澤 旧節藏 氏は 今 あを 
紐 育 じ ホ 巧す るで ゐら ぅご 云 ふ 
至で をる。 

相 木 秀茂巧 送別 

お 潰 正を 銀が 紐 育 支店長 柏木 
を 巧 氏は まる S 十日 巧 巧に て歸 
朝の 途に 就いた 夫人 及びみ 息を 
見送 b 旁 加を 太を 經て不 B 歸舖 
し、 後 巧 園 旧 一二 郞氏着 紐 事務 引. 
繼 次第 歸 朝ず るので 巧が 巧 志を 
をみ 下に 巧る 十二 日 (木) 午後 六 
時半よ 6 東 巧 館 じがて】 殷間胞 
の 送別 會を 聞く お。 會 費は ミホ 
當が 持參の i 。 

盛督 長交迭 披露 

十 H 初旬 おを 米國 エ楽搜 一. 巧 
と共に 歸 朝すべき 海軍 監替 長投 
巧 竹太郞 氏な 後 ほごして 不リ着 
がの 萬で ぁる 礫關 大佐 吉威宗 雄 
皮 ごを 迭披繁 の爲め ホる 十六 H 
(肖 耀) 午を と 時よ 6 西 四十 四 了 
目 陸 お 軍 俱樂部 じ 於て 晚餐會 を 
關 '。、由。 

稷内篤 觸巧歸 朝 

沙 港を 信じ 依れば 橫濱 正を お 
巧 同地 ま 巧を 楼 內篤彌 氏け 本 y 
お 帆の 郁 船 一二 島义 じて 一時 歸朗 
する 山。 


かどして 長逝した。 同氏は 福が 
縣 人で 東京 商 巧大舉 卒業を 旗 合 
名に 入社— 千 化が 二十と 年 純 育 
支庙— 巧な せる 前途 お 爲の靑 年 
であつ じ。 葬儀は 本 0 午後 一時 
キヤ ムベ^ 葬儀 化 じがて 擧 巧す 
るを り 


化 巧 亨巧逝 < 

原を を會 がが 育ま 店が 勤の 竹 
內亨氏 (二十と 歲) は 病 氣の爲 め 
ま 巧 末り レキ シング トン 病院 じ 
入院 加養せ るが 病势 俄かに 革 ま 
b 翌化巧 一 日 午前ち 時 十五 巧 突 


夏の 松楓 殿 

♦な 高峰 愧 よの 別 壁 松 楠 殿は 
は 年の お 十月 绍巧療 溪氏か ホ 米 
の 際 隙 ± 】 むごみ じ訪閒 したの 
みで あるか、 巧 ± の令丽 島峰襄 
氏 夫人の 巧 かじ 化 b 前週 某 H 草 
信さん の 巧 道で 乂ホ おゥ じ巧訪 
した。 一巧は 草 信さん ど 巧 曲 さ 
ん 政び 香 曲さん ど 傑 ま 夫妻。 

♦巧 信さん み 自動 ザで タキ シ 
— ド 停が 媒 ょで 長驅 して 內山總 
が 尊 夫妻 ご 化 旧 監督 長 ごを 乘せ 
た 一巧 ごを し 少憩を、 正午 タキ 
シ ー ドを 獲して 水を 涉 たらた を 
越ぇて 山 致 水色を 嘗 でつ： 肖 的 
化を 去る 十 乂哩の 化な ボート • 
ジュダ キスに をく。 化 小 驛はェ 
リ ー 鐵 道の 巧义 点で 錫 道 沿 殺は 
か^:^ b 脈ゃかでぁる。 內山さん. 
ご谈 ごがで 単して 嫩 みお ぞ - Vl 满 ~ 


中る ミ-を 0 

♦午後 ニ 時稱の おき ロ ー ドを 
疾走し：、 松楓 殿 所が 地の メブ ー 
クォ 八 ドを 園に 入る。 中 世紀の 
蘇 格 蘭 じあら さぅな 赤い 着物を 
羽織 b 長靴を 履いた 長 髮短驅 の 
門番が 入口の 棚を 俳け て 吳れる 
自かが n I ド じ で も^:^ つ た氣を. 
繼 て松樹 殿の 正門から か 巧して 
去關 前に 自動 かを 拾て る。 

♦鳥 蜂 夫人が おて ホて 一 巧を 
優 さしく 歡迎 して 吳れ、 廣い廊 
下を 通つ てを 間 じ 案 巧され る。 
杳 西さん は聖路 易の 愧覺 會當時 
お 那染の 鳳凰 殿が 農 商務省の ず 
から 故 巧 ± に 渡つ た 総餘を 知つ 
てゐ るので 僕を じ 面ない 歷 をを 
語 b おず。 前庭 後 庭の 老松 樹は 
綠 益々 渡く 械樹 ごかを 差して 舊 
まの 去れる を 知らざる もの i か 
< 、訪 をを して 恨が たらしめ る 


'♦去ん 年の お獵 服を 着た 健康 
をの もの { 樣 な 博 ± ど ストー プ 
の 蔭から おるな 蓮の 炎を 肴に 盃 
を 傾けながら、 博 ± の 0 — マ 
スを聽 いた 一巧を 概び 出した 僕 
は 徐ろにを 瑞珠じ 似た る 故人の 
風格を 追懐して 低徊 まる じ 忍び 
なかつ た。 

♦高峰 ホ A が也盡 しめ 午餐を 
エンジョィした 後 殿 內の書 霜を 
巧る 人、 廣ぃ 庭を 散策す る 人、 ホ 
人の々 息、 み 攘速ゴ 歓談ず るん 
おひ'^ じ 巧を 盡 し、 紐 育に 化 
ける 約束の 貪 合に 間 じを ふ 傑 
遺 城ながら 時間を 繰ト ，げて 邸を 
辭し 巧び 自動 牵 h の 人と ♦ゴ つた 
巧 ± の爲 めじた 鳥 垄か巧 か 『松 
が 殿』 の繩 塞を な 甘る は剛治 一二 
十九 年のを で 松楓 殿が 完 がして 
お ホな に 二十 一二 ザの 虽 霜が 流れ 
て 在る。 (一詔 者】 


同胞の 死 ま ニ 件 

橫濱 お出 身の 基督 敎 修道 食々 
員 福 田 淸信氏 ニニ 十五 歲) は 肺 患 
じて 昨年 巧 スィ トン 病院に 巧て 
加養 中ぶ 處去 H か I 二日 午を ち 時 
永眠し 修道 會じ てを お 葬儀を 營 
んだ 由。 

愛知 縣んぁ 巧を 一二が 氏 a 二十 
义歲) け 昨 お ホ セント ラル アィ 
スタップ 瘋戀 病院 じん 院中 去月 
ホ 八日 巧 去せ る爲 めを 川下 宿 ま 
知人 日本 人爵 其 濟部等 じて 葬犧 
方 端を 薛旋 しじ。 

上 川 庫一 氏 ホ 人/ 

市 巧を 二十 六 了 目な 一二 十六 番 
地 じて 巧 澄を 製造 贩賣 じを 事し 
夏場を 經營 しつ、 をる ± 川 巧 店 
まの 夫人 フリ！ ダ 氏は 豫て 病氣 
の爲め グレえ ピタ 9 アン 病院に 
於て 療養中で ぁつたが 藥石 効な 

遂に まる 二十と 日 午を 十 時 長 
逝した 葬儀は 前 過を 峭日 午後 ニ 
時ァ チヤー 广 葬儀 祉じ 於て 淸水 
牧師 司 まの 了 執 巧の 上 マ ウン 
トォ リベ ッ下 日本人 共同墓地 じ 
巧 葬し だ。. tK 人は 資性 溫 順を 年 
i りて 巧 助の 勃が 多 か 


上 川 巧を 扶 
つじ ど 云 ふ 


婦人！！^ 時 役員 會 
お 育 日本 sjg 人會 にて は 練習 艦 
が 巧 航に對 ，ム 一， るを 嫁 等 協議の 爲 
め ホる 六 H 午後中 山副會 長を じ 
て强時 役員 を 開く 由。 


な 


お 人 


® お屏重 ニー 雜氏 移轉從 ホダ ア 
ミリア 街 じ^つた マィコ 商 會趾. 
ま 巧 見 重ニ需 巧は まる】 日 ょら 

シヤ！ .マン 戸 ダ 五三 ウニ 0 をア 

パ].. .メン - I 五 D じ 移轉。 

•堀 越 勇が 雜巧桐 生 高等 工業 
學 巧敎授 、まる 廿化 H 着 紐 約 ニ 
週間 國 ホ々 - i 滯 宿の 尝。 

•なお 四郞单 "巧 前曲獄 、去る 
ホ 九日 か 同 盛 t 着 紐 約 二週間 紐 育 
を 曾に 滯宿心 玉 桑 港 經ホ歸 朝の 
笠。 

«±语 巧 量ぶ 一二 越吳服 巧ホ國 
お 張 員、 ホ J 初旬よ 6 ホ 國を化 
卞 視察の 上 d 通歸 紐。 


片胸 H ぺ シャル 


巧 荷 到着 


陆 h 巧 


新 


海を 



; 巧を 商 貪 


在. 


r イ 


谢 川保晚 事務所 

H. Segawa, insurance Broker. 
303 Fifth Ave., 

TeL Caledonia 4100 


ヴ巧巧 事 巧を 會な 
レ chida jfra ふ ng Co., Inc. 
11 Park Place 
Tel. Barclay 1576 


島 貿易 巧を 會 巧. 
Shima trading Co., Ltd. 
150 Broad way 
Telephone Rector 1484 


巧 式を 化 ホち 巧々 
Akawo 在 Co リ Lt ん， 

295 Fiftli Ave^ 

TeL C&ledonm 97581 .が 


ホ 倉 おおが 績巧 ま會を 

K が aku 化 在 Co., いん , 
200 Madison Avenue 
Tel. A&kland がが •がが 


に MUdmoto 
Mikimoto Pearls 
巧 5 巧れ h Avenu 。 
r«l, Vand が b な t 巧 19 

大倉短 煤 育す 巧 
Okuira & Co リ 

30 Church St^ 

Tel. Cortlandt 2292 - 93-94 

m, II 1 ^ — - - 

H お 巧 ホ會放 
巧理巧 
をな 巧を 
120 BI ■ 时 お 化！ I.Y.C, W.R 扣 tor け 84 
Fado け； 化 1 B 38 化む e., ししむ ty 

巧 巧みを 巧ま镇 it 
As&no Bu が a 凸し oiupany 

な〇〇の 801 - 80 良 
165 Broadway 
Te!. Co け ! an お 8047-8052 

Gosho uorporaifon, 
Silk Importer も 

40 拉 a が 84 比 Street 
T,V Ashland が 的 - 目 I 

ぃ osho Co 巧 虹 c*, 

Co け on Exporter* 

60 が 化， 

Te! BowHns Green 班 於が 

巧滿耕 食ぉ鬥 
な 育* が 巧 » 

South Manchuria に R. Co., 

Room 2026 , Canadian Pac 巧 c B 1 か . 
342 Madison Ave. 

Vand が bUt "35 

物を 巧 ホ會を 
な 育ま 巧 
Mitsui & Co., 

〇 5 Broadway, 

TeL Bowling Green 7520 

採 ま 會せ岩 ホ 巧 巧 
なを お 張 巧 
Iwai & Co., Ltd. 

Wool worth Building ； 
Te!. FUz 反 oy 8 が 0 - 61 ぶ 2 

ミ 菱巧事 株 ま會社 
な 育 支 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(M け subishi Co., Ltd.) 
120 Broadway 
TeL Rector 2560-2564 

大阪 朝日 ニ 東を 朝日 
恒 川 ち 
Osaka Asahi 

The New \ ork Times Annex 

TTeU Lackawan 打 a 1000 

H 本 捕 巧 巧 ホ會肚 
なち ミ 巧 

Japan Cotton Trading Co " し 1 ム , 

2 Park | 

TeJ, Lexington 8787 1 

日本を 糸な まを を 
な 育ま 巧 
NIPPON HI-1T0 um\l, LTD 

Two Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 

巧が 名會巧 
紐 巧 支 巧 
Hara & Co., 

443 Fourth Are*, 
TeL Caledonia 7 の 0.35 

曰 ホ 生糸 巧 まを 社 
おち まな 
WCH レ 化 1. KIIT0 WBUSHIK! な 1 削 A 

(N に 出ぶ Ei のげ 0 C 〇 n LTD.) 
1 Park Avenue 
TeL A,h!an<l 624 も 47 * 4 も 49 

大阪を 日 ニ 巧 巧 日白 
を 木 H が 
Osaka Mainichi 
巧 oom 306 A World B 山 ! ding 
Te!. Beekm&n 4259 


"■f .n • 
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大紐育 

I 九 ニ 九 年 版 ダ 近く 發巧 

本社が 裳に 編を を 行いれ しました 『大 が 育」 は、 幸 ひじして 一 
江湖の 湧く がかき が 巧を 巧し、 遂にを 部 ー册殘 らや資 切れ ごな； 
6 ました、 化て 本 化は 溝 一' 版の 內 なをを 然轿 わじし、 貝 おを も 一 
巧 化した 千 化 百 廿化年 版を 新 じあ 巧す る こご：' な b ました、 正 一 
確に して 且つ 巧ら しい 統計と 事實 をぶ 礎 じして、 刻々 猪 化する i 
'巧が 『大が 育 J の眞 相を 巧 ふる じ 道 巧な きこ ごを 巧して 居 > ま I 
す •が ほを 憤は 

豫 絲申遂 者に 限りて ： 

特價と 十五 仙 I 

發刊 後の 御 鱗 買には 

.を 價金一 弗^ 

£ をし ょした、 を かじを 約 巧 申込みを ホ 望いた します。 i 

1日 紐 育 新報 社 I 



化 然として 崇る 巡洋艦 比率 

英米 軍縮協定 U 前途 程遠し 

H 大型 ご 小型に 區別 L て 双 巧 譲步ず A かリ 
h 日本には 双方に 對 して 六 割の 勢力 配々 == 

ワシントン 特電 六日 發^巧 米の お搞協 簾は 巡が 鑑閒題 じ 就て 巧が 停頓し つ t あら、 最 あの 情 
報じたれぶィゲ V ス は巧ホ圓巧上絕おじ必をでゎるゴキ張した粥巧艦セ+隻をお十隻く — 、 一 巧 
觸热 巡が を こがて は アメリカの 優勢 差 まなし ど讓 ホし 小 巧 巡 巧 澄の 建造 トホ めて 居る が、 ア メリ 
力 側ょ 一 了が 級 十五 隻 のが 造 討 まを 縮々 ずる こごを 巧て 協を の 絕街條 件 ど t て 居る ので お ほホ處 
こ 多み の 開き も ゎるが 結 埼戰闢 能力を ぶ 位 どす る對窠 的隻數 キ義じ おで、 巡ず 頼の 總觸數 じ 就て 
劣る も 一巧 增紋 をぶ 數 巧ず る關 係から 實際概 励は 優勢で をる ごのお まを 库 むじ 至る ベ （、一 說じ 
化 L-i I 义哦 級を ィゲ リス 十五 隻じ對 し アメリカを 十と 隻 とし、 ホモ 顺毅 じは 約】 倍 半の 勢力を 
おつべく、 日本は このが 方に 對 して々 刹の 势为 維持を 容認す るを じなる であらう 共 云 はれて 居る 
まま 巧 i 五日 お =： 日本 政 おけ 吕下進 わしつ ミ ある 英米の 軍縮 會議じ 就て ィギリス 首 巧 マクド 
ナレド 氏 i 、 、 じ 樂觀說 を 吐きつ i ある も、 ホ だを の やう じ巧轉 して 居る ど U 考 へて 居ない。 

氣 勢を 擧 ぐるに 至るべく、 同時 
じフー グア！ 氏 ごしても いわな 
る 協定が 成立しても これが 履行 
を 期すべき 條 約の 批准は 上院 じ 
- ほされて 居る から、 現な 計畫 
中の 

建 艦 廢棄じ 費、 はを 力 

な反勒 論が 起て ホる こごを 常 じ 
念顕に 暦かねば。 ら のどい ふ 破 
目 じ陷て 居る、 而 して 若しを じ 
アメリカが 豫 をの 巡が 歷速 造. 
十隻じ 止める ど すれば ィぞ リス 
ご の 差違は 十五 万觸じ 達する 譯 
で A るが、 今日の お 則に 依る 菊 
等が 數の巧 巧を B て すれば 戰圖 
力の 巧 I は 巧す でを らうが、 小 
型 巡が 鑑 をを < 持つ イギ 9 スど 
して 顯數 及び 隻數は 巧じイ ギブ 
ヌが 優る i になる でを らうと 觀 
られて 居る。 


マクドナルド 巧の 觀 察を 

餘リ 樂觀的 觀る 


ワシントン 五日を == イザ 9 ス 
'皆 相マク ドナ グド 巧が 遇 日ゼ子 
ゲァの 画 瞭崎猫 理事 総 貪 じがて 
目下 進抄 中で ある イが リブと ア 
メリ 力の 

軍縮 協を に縣聯 して 頗 
る樂觀 的む 讓 論を 吐き、 現だ兩 
留 どして は 軍縮に 馳聯 しじ 約サ 
お イン ッの 中で 十よ ボイ ンッ ぇ 
C はが 方 共-し 協餐 しお b 、 殘る 
一二 ボイ ンッの 協議ら 滋 から 中し 
て圓 おじ 解 巧す るから 巧 縮 食 譲 
の 召集 も 化い 中で あらぅ ど 言明 
したる じ對 し、 ワシントン 當局 
ピ しては 首相の 餘 もじ 樂觀 的な 
態 巧には 一驚を 喫しつ} ある も 
の i か （、 國務 良官ス ブムソ y 
氏は なおを 相の 言明 じは 觸れな 
いが 『軍縮の 協を じ 就て はが ほ 
兩 越の 當學 者が 銳意協 證を耍 す 
る ものを く、 をの 前途 じは 尙ほ 
幾ぶ の 努力を め 要 どす る』 ど述 
ベ、 前 遇 巧までは 替畿 のな 集 あ 
しど 樂觀 されて 居た ものが、 ネ 
U じがて 

却て 急轉 直下し、 召集 

畑の 前途は 程を しご おられて 居 
る、 大統锁 フーゲ T '— 氏は マク 
ドナ^ドを 相の 馈說じ 就ても な 
めを の 巧を を 知つ わか、 會 護の 
がを じ 就て 餘 b じ樂觀 的で ある 
こごに 驚き、 萬ー批 がの 誤が を 
招いて は どい ふ 見地 1 らして 急 
おを ちし 巧容 の】 部變更 をが 賴 
した こ 信 やる じ 巧る 節が タ<、 
& は 重ねて 國 お、 お 軍 巧る の 首 

^腦を 等を ホワイト •パ ゥスに 招 

致し 朝餐を 共に しつ、 軍縮 閒題 
を狱谋 ずる' と S 時間 じ 及び、 ま 
ねて が 軍々 みが じ 對—て 兩國か 
固の 上ょ ちして 最少 限度と 認む 
べきが 軍 力の 比 俊、 をれ じ 伴 ふ 
お ホの 雄 追 計 藍 中止、 補充 艦顿 
数 5 範園等 じ 就て 調が を かじ、 
'これお 基礎 どして イ’ キリス まご 

.比較 對照 しなじな 巧の 
.を 致 斷を巧 兜す る こど： なら、 

; セネ ゲア會 講じ アメリカの 海軍 
^ を腿ト あつじ ジ 1*1 ンズ 提督は 


旣じ 退役して 居る が あら じ 氏を 
招を して 軍豁の 策を 究 むる ミ じ 
なつた、 邸ん 今 H 殘 されて 居る 
巧の 問鹽 はを み ゼ子ゲ ァ會議 の 
難船でぁった お ホ 巡 洋鑑势 力の 
均等 どい ふ閱趙 で、 ァメリヵ 側 
としては 勢力の 均等 ど 云 はんょ 
b は 寧ろ 巡を おの 勒等的 峨數を 
巧 則 どし 戰藏 力を 本位 ごして 兩 
輕の 勢力を 均等 じする ミ ど U も 
この 默 にお； てイが リス お 軍もゼ 
オグァ 會議當 時の 要 ホを 稍 緩 か 
した 狀 態..^ 一な つて 居た ので ある 
然るに マク ドナ グド 氏の 言明 ご 
相 前後して、 

大統領を* ッ ィト こ 

ゥスに 孰 間した 上院 お 軍 委員長 
へ— 八を が 『アメリカ 蛟府 どし 
ては 現ぶ 針畫中 でぁる 巧の 巡洋 
濫十 あ！！! 〔は 全が 建應 する の 外は 
ない』 心 言明した ことが、 偶々 
フ^ — ゲ す— 氏の 意 冕で をる かの 
如く 化が じ傳 はら 稍 疑惑のを を 
增 しつ V あるが、 フ 氏が 巧る 建 
脂 政策て 及ぶ こごは r 制限 ょら 
も 縮少』 の 原則を 自ら 化す もの 
で わつ て 敌府當 局 ごして は飽を 
も 縮^を 標榜す る 限ら 十五 隻の 
建 艦‘ 十隻 程度に 止 わるの みは 
ない- 認め、 これを 巧 則 ミして 
ィギ ザス 側の 譲步を ホめ て 居る 
襟 子で をる、 即ち ィ V リス 海軍 
の 填 I 巧 巧 力、 建造 中の もの 巧 ま 
建 進が 靈 中の ものを 合算 すれば 
ァイリ々 じ對 する 

勢力 差違 は 約 十で 嗯じ 

達すべ <、 從てイ 'ザ ブスと して 
はこれ じ 平衡を 保たん ど 欲ず る 
なる ばを の 建造 許 蕾の 大部 かを 
犧巧 じする の 必要を 生じ、 同時 
じァメ 9 力 も 巧豫定 計畫を 最少 
强 度に 縮める もの VJ すれば イダ 
", スの输 々は 益々 晒 難を 生じて 
课る譯 である、 而か もこの 縮々 
を おを 逐 わする じは 是非み 輿論 
の 背 誤を か 要 どす るが、 この 顯 
じがて イ’ネ ブスの 犠牲が 餘 b じ 
碳火 どならげ が軍國 である イ ，辛 
ブスの 與論は 恐ら < 巧い 反 勒の 


軍縮 疑獄 

ボラ— 巧 調査を 要求 
ヮシントン 四日 發： ：= 上院 外を 
委員長 ボラ ー 氏は 海軍 委員 會じ 
對 I 最巧 ュユョ ー ク のを 廷じ訴 
惑を 提起 さゎた 軍縮 會證 疑獄 じ 
就て 詳細なる 調査を 求め 埃 合 じ 
化 b ては これを 上院の 調査 决藻 
ごして 提岀 する の 意を 傅 達した 
氏は 曰く、 

『新聞紙の 報道に 依れば シ ぶ ラ 
1 W 呼ぶ 男は 最近を 力なる 造 
船會 社を 相手 じして 廿五巧 巧 
の 民事 訴認 をニユ a 1 クじ提 
起して 居る、 シェラー は 化 年 
ゼ ネゲァ じ日茹 米軍 縮 會議が 
召隻 され じ當 時、 造船 會 社の 
爲 めじ 同地 じ おき、 前を £ し 
て お 巧 弗を 受取つ たが 殘金ホ 
五 巧 巧が すま 拂じ なつた ので 
この 訴訟を 提 をした ので ぁる 
當 時會議 じ關聯 して 间 地から 
發 しられた プ D バ ダン ダ ご シ 
玉 ラー の 連絡を 知る 者は 今回 
これ 等 造船 貪 社を 相ず じ 訴訟 
をした 眞 相を 知らなければ な 
ら の、 而し てこれ 等の 造船 會 
社の 中 じは 會議が 失敗 じ 終つ 
たお 蔭で な 麻から 遇 船を 契約 
した もの も ある、 若し 會議が 
成 巧したならば こんな 契約を 
請負 ふこ ごは 化 ホ U い尝 では 


ないか』 

ごむし 徹底的な 調 杏を 要 ホした 
もので、 訴 誕と搪 起された 遇 船 
な 社は ニユポ ー ト •ニユ ー スを 
船替 が、 アメ カン •フラウ ン 
ボゲ エブ 電氣貧 趾 、ベツレヘム 

を 船會社 等で 心 一る。 


均等。 

を 良 i ト 


ごは < 


幣原 外相 時局 觀 

。ま 京發】 戚外 化は 英米の 
軍縮を 渉に^ I 聯 して 左の 如き 
意見を 述べ^。 

豫備會 農 r 日、 舆 、ホ 

の 一一 一 図 じする た 佛 がを 加 へて 五 
國 じす も かは ホを でを ホ 兩國で 
別 じ 下 ごしら-;- をす るので はな 
い、 目下 英米て やつて を ものは 
兩鹽 のみのを てを 般じ わたる 事 
項を 議 してを るので はない が、 
ゼネゲ ァ會議 みみ 製は 英米が 正 
面 衝突し じ、 みだから 今度は 英 
米の 意志 疏 通と 計 b 協を のつ く 
見 こみが たつ^から 五す 國で準 
滿的じ 意見み!？ <ぉ をし 五ケ 國の 
巧に 大體 協定の 見 こみが つけば 
本會 誰を 開く でい ふ S 段の 段 取 
b である、 こで 藤 じ ホ 常に 周到 


緊縮 宣轉 大當^ 

東京 特電 四な 雜 n 濱ロ 首が の 
緊縮 宣傳ン マォを 送は 垂國津 
津滿 々じ 傳づ たか 小 遣 錢や晚 
酌墳を 節約 レて 『國債 償還 じ 
充て i 下さ-い』 ピ 申込む もの 
あ b 、 ラィォン 首相 も 一 化 一 
化の じこ' 顔を したが 中 じ 
は 『閣下の 聲は 義太夫 じよ ひ 
故 始めて は 如何』 ご彌 巧る 者 
もを つた 0 . 


用 位を してを るの だから 今度 
はう まく 鄉 くご 思 ふ、 英 ホ巧國 
の 海軍 力 巧签ホ 義はゼ ネグァ 會 
蕾の 時から まど まつて をる こ这 
だが 

均等 ミは 巧ぞゃ ごぃ ふ 

が 苦必を 要する どころ である 
英米では 自娜 伊に でれ だけ やら 
うどい ふやうな i 技考 へて ゐな 
い、 でう すれば 軍 鑑の隻 歎 や 順 
數が違 つても 勢力が 均等 じなる 
かに 就て、 今 頭を 惱 まして 居る 
譯 だ、 然し ずれは 技術的 じ规い 
所を つッ突 打て ゐて はま どまら 
ない、 致 治を がな を 的 大み必 を 
してょ い 加 蘇の 所でげ 切らない 
ミ 纏らない お ま b 技術的 じ 流れ 
ては 裁かが つわない ので ある ホ 
力 經の化 艦 建造を 延期 するど か 
艦 髓が延 をず る ごかの 問題が 起 
らうが 巧 固 か閒じ 大した 異 おの 
あらう ものでは ない、 日本 お府 
ピ してがず 义化じ 訓電を 飛ばす 
までには ま I じ 立 もいた つて ゐな 
い、 また' 

英米 端； で 勝手に 相談し 

て 日ぶ や 瓜國じ わつ かぶせる や 
う^^^へはない、 を涉の內をじ 
ついても 隱 さず 巧 國へも 通じて 
ホて 居る、 一 をつ て 五ヶ 國の 相談 
が 進め ぱ^ 電を發 せねば ならの 
がう うなれば 會議は 順調 じ ゆ < 
ご 鼓 ふ。 


歐洲 統一 


ブリア ン巧說 く 
ゼ 子ヴア 五日 發 U イ •キブ ス首 


か マクドナルド 巧の 軍縮が 說じ 
枯 巧ぎ •フランスせ 巧 プリ，， ン 
氏は 本 n 立錐の 徐 化。 き 聯犯邵 
事 總窝の お 上 じて フラン マは 化 
が 裁 利 巧 じ無條 かで 參 加すな の 
み U らず 、一般的 强制 仲裁に も 
絕 巧に 贊 あの 息を 表明し、 

目ず 英米 兩國の 間に 進が 中で 
をる 巧 縮 協議の 成功を 期待 ォ 
る もの じて、 をの 軍縮は 單じ 
兩國 のみ じ 化らず、 一般 海军 
國も參 加し ちらに 陸軍 縮々 ど 
化すに まるこ ごを 確信す る。 
と 述べ、 あら じ 氏の 持論で^ る 
歐 洲大聯 巧の 組織 じ 就て 言み し 
この 統一的な 職が 組織は 現な 
る 經濟的 岡 面で なく、 を* 一 ま 
權を摩 重し でか 治、 經濟、 I - お 
會 がに も 打つ て i 化 どなん 化 
界ゃ 和を 增進 すべ （巧 ヵホな 
ければ ならぬ、 これは 單す 
を 想では なし 今日 强じ 集を 厂 
た 歐洲の 諸 國化获 愼重 じを 
量し 鞍く 共み 脚聯 强總會 じけ 
具が 案を 協議す もじ まるべ 壬 
こどを が留 する 
£ 結び、 ィ ，キリスみ 相 ヘン ダリ. 
ン氏 もみじ 巧るべき 陸軍 縮 ホ！ 一 
言ぶ して これ じ' は 航空隊は が ‘ J 
b 毒を 斯 、タンクを の 化の お赃 
を も 縮々 して 戰爭 誘錢の 機會^ 
みなく しなければ ならな ど 堂 ■一 
一時 朗に直 b て溃說 した。' 


露 ま 脱 合 ふ.， 


ハルピンで 叉 も 監禁 
モス カウ 五日 發 =。 シアを を 
- し 達しれ 情報 じ 浓れば ルビ >_ 
の 支 照宫憲 は最あ 巧び ミ 巧ん 瓜 一 
ロシア 人を ず 法 じ も 監禁した こ 
■ W が 明白に なつた ので モス タウ 
政府は なく 强 硬。 る 抗 譲を-ラ 
ンスを 通じて 挺 おする じ 至* ベ 
く、 露 支を 涉の條 件 どす る 巧 支 


那人 東ち 锁道 支配人を 罷を すべ 
し V 5 の 耍ホじ おしてち 南を なが 
はの 巧 化默を 守らて 何等の 圆を 
をを し U いので、 0 シアの 民論 
6 昨今は 漸次 險惡 どなりこの 際 
政府は 徒らに 時日の 經 遇する の 
を橡 がする 巧 リ<锁 乎た る處漬 
じ 及ぶべし どの 强硬 論が お 力 ど 
なつて 居る が、 

政府 ど L ては 齒境 じを 注しね 
ホ 銜 軍は みして 減少は しない 
が 密備は 巧が どして 愼熏 なる 
態 巧を がつべく かみし 巧！ の 
街 突を 避けつ i ぁる 模樣 じし 
てを 天 政府め 反目が 巧を 注視 
しつ あら* 

尙ほあ （京都 じ 於て 開催すべき 
ぶず 巧 問題 協議 會 じけ 當然巧 支 
錢道巧 題が 議題 どなる 關 孫ょ b 
して アメリカ 側の 委員は 。シア 
文化 協 脅に 化 表 お 遣を ホめ たの 
でオ ブサ！ バ！ の 形式で ニ 一二 化 
をを 派遣す るで あらう ど。 


治外法回^ 


國務堪 がを 表. 
ワシントン 四日 發 = 巧 巧 政が 
が囊じ アメブ 力を 始め 化 巧强じ 
發 しわ 支那 じがる 治 列 法 權の撒 
磨 要 ホに 醬 すを 回答は ま那 じが 
てを の 一部が 新聞紙に 揚 載され 
たので 巧 一の 誤解を 恐れ 本 H 國 
務 省は そのを 文を を おした、 右 
じ 依れぶ ァメ 9 力 政府は 活 外法 
罐の郞 戴撒廢 じち 那 の現狀 じて 
らして 薛期树 を ご 認める が， こ 
れを 漸進的 じ廢 比する 方法を と 
を 時殊な m 方 的の もの どす るか 
をれ 其薛殊 U る 事件を おて する 
かの々 趣に 就て 先 づ則强 ど 誠 解 
し 協議を 進い るの 必要 ある こど 
を方說 したが 巧國 領事 裁 お 刷 度 
は 從滚の 例に 化る も 支那 人 致び 
み 人 じど b ち 利で あると て繼續 
ホを カ說 して 居る。 


がた め 德旧星 信 愧± が 助手に 
巧 命され た。 

小禱 文相 も 放送 


【五日】 小橋义 ぶは 滋ロ肯 相の 
やぅに 『励 家の 難 時』 ど 題し 

.五 H 午後と 時サ 五み レ デォで 
演 がを しじ。 ■ 

生糸 離 稅撤廢 論 

(五日】 級 織物 菜の 長み じめ 商 
H 省 巧 じま那 生糸 輸ホ 關稅撤 
廢静が 起つ て 居る。 

八 銀 巧 預金 總額 

(直 日】 五大 銀行 6 川 略 第 巧、 
山 ロ、 ' H 十四を 銀 巧の 上半期 
末 預金 纏 額は 四十 ニ 億 乂モ化 
巧 こ 十五 万 己モ圓 でを 固 預金 
のと 勒强 じ當る ご。 


巧學 


中な 束を 荷電 (聲お 巧轉载 j 


前內閣 お官の 上に 


動 章 疑 辯て 巧 直の ず 延びろ か 

(六日】 堤淸六 巧は 餘罪网 ベで 昨 巧 も留電 され 檢 事局は 日魯 
漁業、 八 乎 化生 か 等の 瞬 粋 調べな •ミに 活動した が 遂に 收監さ 
れ た， 衙は天 脚 前 賞 勸材娘 裁の ぶ 邊も危 ' fw れてゐ るが、 堤 巧 
が 化 調べ 續村 S ' 後 自白す いば 司 キ はお 內幽の 高官の 上に 
も 延び やう ど 云 はれて ゐ 々0 


解禁 期 U 明示 だず 

t 六日〕 金解禁 時期は 巧!^ お ホのと 閣議 じて 申を 甘れ。 

小川 次を 諭 駿釋巧 


〔五日】 小川 大藏 次官は 吉 識相ゎ 論難 じ對し 井上 藏柏旅 
巧 中 じつき 化つ て聲 巧し ^ 『十 化 十一 年度 剰餘 金は 五 億と 千 
五 さ 巧 圓で國 債 發巧ニ 千ち 百 一^で 國僮發 巧 一千 六 良 方圓、 
閒 S 年度は 剩 おを 一億 云す 力 ¥ 國償發 巧 一億 五 千と 目方の 
でを つて 剩餘 金は 热る ばから おら、 國廣發 巧は 殖 わるば か 
b で 一二 止 君の 簾 論は 間違 ひだ， けで ある OJ 


物 價指數 化 下ず 

【六日：！ 八月 中の 東京 卸 1 買物 憤 
指數は ニな 十八 ポィント 巧 五 
で 大正ち 年 十二月 0 ホの 爵化 
指數 である。 

買 入 償還を 實巧 

【六日】 日本 おわは 大藏 省から 
一任され 臧 憤ぶ をで 忽憤 貫入 
れ 償還 實巧 中で ある。 

市吏員 淘汰 豫吿 


〔六日】 骗切 東京 おを はが 政 難 
から 市吏員 ニモ 名贼 首の 豫を 
をした。 

大 東京 巧の 人口 

'.六日】 東を 巧 ど 隣接 郡部の 人 
ロ 調査の 結 あ 四な 八十 八 万人 
セ 化界の 第二を である ど。 

盛 上 蜜蜂 御 研究 

; 五日】 聖上 じは 那須 御用邸 じ 
て § の 御 研究 中で あるが 之 


飛 巧 船の 話 

ツエ 伯號 完成 迄 

〔上〕 

最近 世を 一岡 £ いふ 破天荒の 
お 擧を敢 てした ツエべ ブンお 号 
の 飛 ホに、 まこと じか 化が 稱學 
をの 驚異と して、 を お 界じ豆 
人類の 胸を つ、 いて 居る、 これ 
じ 就て しばら < をの 發 建の 過程 
を 顧み わ L 0 

一 化 0 六 年 フラン マの 旅 がら 

ロンドン じ歸 つてき れノ 1 ブク 
リプフ 卿は、 ディ 9 ! •ィ ク 
社の 記者を を部宮 をの 部屋に 集 
めて 『今は ラィトが おんでから 
僅かに ニ 年した 經 つて ゐ ない が 
飛 わ 機 ど 云 ふ ものは 將ホ おず 國 
運を 左右す る巧大 なる もみが あ 
-玄 確信す る、 で 諸を のう 七 か 
ら をの 方面 ばから を專 巧に 擔當 
かつ 邸. あずる 飛巧訟 をを 遽 ぶね 
ばなら ない、 希奠 をは 熟慮の 上 
中 おられたい』 と 申 渡した、 を 
して 直に 爾 巧獎勵 ぶ 金 どして 五 
萬 バゥンドを 廳出 ずる i をを 表 
した、 この 先覺 者の 颁 眼に ィ V 
リスの 航空 事業が 如 河に 刺戟 さ 
れ 、いかじ 助長され たかは 蓋し 
思 ひ 半ば じ 過ぎる ものが をら う 
をれ からか 一二 年、 顧みれ ぶ 一 
瞬 じして 疆ぎ 去つ たこの 四 ザ お 
紀じ飛 わ 磯 も 航空 船 もを く壓倒 
的な 進 ホを 遂げた、 胜を 最大の 
がを 船ブ エペ リンが 號 が、 實じ 
十 お 五 千 立ホメ ートグ どい ふ大 
氣囊を 誇らしげ じな （僅か 二着 
陸で 世 巧】 周 どい ふ 破天荒な 針 
畫を樹 てを 陸 人を 驚 殺して ゐる 
が、 おを 人は 目下 アメリカの グ 
ツドィ ャアエ 壌で 製作を 急いで 
ゐる 十と 萬 立 ホメ！ トグ の超大 
化る 船の 巧 巧で、 餘り 遠からの 
將 來じモ 一度 素 構ら しい 驚きを 
しなければ なら « の である、 ノ 
1 スク リツ フ 卿は 地下 じこの 盛 
巧を みて 自らの 先見の 餘 b じ 精 
確 じ 的中し すぎて ゐ たこ ごじむ 
しろび つくらして ゐる かも 知れ 
でこ^じ暫らくが空船發 
達の 跡を 破び 幾多 先人の 嘗めた 
普、 むの ほどを 顧みょう。 

巧の 巧 じ、 白銀の 巧 ホを 浴び 
て靜 かじ 山を 巧き 海を 巧 ぐ 航空 
船の さわやか さは、 輕快 機敏を 
のみこ ご i する 飛 巧 機 じは 到 巧 
望み 得られね ごころ である. •殊 
じ 興趣 深き はを の 氣囊の お だ、 
今度の ツエ ペリン 伯 号は 銀色の 


シボ！ の やう だ：^、 岡エ 塔の 初 
巧雄逛 船には 細を い銳を 题がタ 
かった、 3 1 ロッパ 大戰中 怖ろ 
しい 黒の 数十 字 章を っけれ ドィ 
ッを 軍の がを 船 かし ばし ぶ。 ン 
ドンを をを した 時は まだ 悉く こ 
の 鉛筆 型だった 、その他 メ 。ン 
型、 飯 型、 魚 型、 卵 型、 水雷 型 
など 大同小異ながら さま の 
格好は、 をれ-— の 持 も かを 出 
して ひ £ し ほご 觀 しみの 持たれ 
る もので あを 0 

いふまで な （今 H の 航空 船の 
巧は 自由 氣球 である、 空氣よ b 
輕い ガスを 圆い猩 じ 詰めて フヮ 
ブど飛 上っ たが 最後、 風の 閒じ 
間 じ 何號へ 巧く かおら ロ あの 巧 
すべき 自曲氣 球な ので ある、 幾 
千年 巧 人間が 天を 翔 b たいごい 
ふ 本能 ある 0 上 誰れ しも まづ氣 
づ くのは 『空氣 よ b も輕 いもの』 
で 飛ばう とい ふ 着想で ある、 粗 
って 氣 球の 慶 あは 今日の いは ゆ 
る 『空 氣よ > 雷たい J 飛行機 よら 
もズブ どを < 、この 兩 者は 互 ひ 
じ 何の 顯聯 もな く 別個に 發 達の 
一路を 逆つ てきた ものと' いつて 
よい、 が實 際に 巧學的 じを 球の 
巧 巧の 創っ たのは 十八 世紀の 中 
葉 R 後で モント ゴグ フキ 王 1 巧 
弟の 巧っ た氣 球を 某 礎 どして 一 
と 八 S 年 姑め て 飛んだ フランス 
の ビン エト 八 •ド •ロジエ***™ かま 
づ氣嫌 飛 巧の 巧 切ち どいつて よ 
いやう だ。 

f , 詩'〜 鄉 u >? 苦〕 

一二 浦た まを さん 

あ i 、 モシ-....,-、 XX さん、 
をむ し ミウ！ ラな の、 あたし 
夏の 初めから アメリカ 中、 

.み 十五の 都 ホを 巡業して ね、 
きのん 歸 つて ホ まし わの。 

ォ パィ a 州の マジ"'， から、 
カントンまでは 流 巧の、 

が 巧 機じ乘 って ホた のよ、 
恐ろしい 樣で 面白 かつた 7、 
シカゴの 空 じ ゼッぺ 9 ン が、 
頭の 上を をつ た瞄、 

をた し 威 激して 泣いた のよ。 


あたし 明 a は ホ ひご b でね、 

一 ヮィへ 巧 （を じな つたの、 
九 H の 晚は桑 港 じ、 十一 日 じ 
'は乘 船して、 前後 化！！ 舞台へ 
おて、 十一 巧まで じは 歸 つて 
ホる の。 

'大阪 朝日 じ…. 柯ん です つ テ？ 
フランケ ッナが 巧んだ 轉があ 
るんで すつ て？！ マァ ....わ 可 

笑し いわね、 をれ では 

いづれ また、 ザ 31 ナラ。 


ニュー ヨ— ク^^^^ 


♦日本では を 巧 や 砂利から、 
電車まで 晦物 じする 議員が ぞい 
が、 今度は 勸 章を 一二 巧 圓で晦 つ 
た 堤 代議 ± が おた、 旌 ょらは 少 
しは 辛 ホが 利いた だら ぅ。 

♦ j スブ —ンの トキ シン ご 呼 
ぶ パチグ K で 優 じな 方 人が 殺さ 
れ ると ィ ，キリスの 學 者が 發 あし 
た、 トキ シンとは 腐敗せ る動植 
物 巧 中 じある を 毒なる アグ々 n 
ィド 毒素で ある 相 U 。 

♦出 ホた ごい ひ、 おを のど 云 
はれる 英米の 手製 阐モ 巡が 繼比 
率 も、 イ ダリ K じは 甘，〜、 アイ 
リ 々じは 辛い らしい、 一層 あつ 
ら ごつ けもので サ附 ける か。 


隣 


主 .'-^ crpgl > 
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730 Fifth Ave. 
Cor. 57lh St. 
TTel. Cii*cle 4406 


Dr . M . MARE レ 
133 E . け 化か.， わ パ ！ irk 
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The Japanese Chns わ an AssociaKon 

が 3 W . 1 が rd 化 わ パ Mk Ci そ も Tei . Bradhurs け扣占 
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ま 事業 宿 
すの 巧を 
。巧を、 
巧、' 筋 
巧を み 
じの 貧 
ななを 


; 錠 


巧 


窠婦聖 が 家日義 
巧. 曹爲 庭醒拜 
な^ 研會 お學說 
を 會巧及 食 校 わ 

木 水 日日 

八 八 持 八 
時時 ザ 持 


iViw 1 such げ a, D. M ぶ 
1 M W . 巧 rd 化 
W . 'f 巧 姑が r な 03 


M . Ykmagudhi , M . D . 

7 日む am がむ e ., 

Tei . L 肌 aine が 34 


F . MU 反 氏 AY HILL CO . hic . 

巧 Tmi 挑 巧 巧 9 B 

Room S 14 •目 巧 29 お oadwajr 
TekB 細 ing - G 巧 班钓 87- が 91 


Oriental Art Studios 

124 W . 34 沾化 0 職が お脱が ’S 
Tei . Lackawanna が 的 


F - K . Mamyama Co , 

が 斯がも化 ん^ 
leL わが！ 1 量 巧 巧 



CLOTHES BUiLDiNG 

"PA 民 EXCELLENCE" 


房 書 西 東み 內案育 紐 

な!; Ea おが d 相が け邮 k な. The Ne * バ阳 k T 即 ris け刖 i が 

41 1 West 1 1 脯 St.i fU , e . W , 姑 he か aH 408 


差は A 屑 脚 新 A 
とを をけ 注舊ホ 
げ澄御 致 义の國 
まよを しみ 書に 
す b 文 i 第籍て 
。割にず 歡ミ發 
お 對 ° 速 捲 巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は る 


が 

褲义晶 
學學閱 
十 ± 事 

I 冀 


I 


所 


通竿卒 A 
や 聊業あ 
るる > しは 
も あ巧グ 
の 國ホヵ 
i のおゴ 

信 事に 大 
じ 髓廿學 
がに おを 


ま 御 ◊ A 
ず 懸買逆 
S 切物 譯 

じ ◊◊ 

御 其 調 
取化杳 
扱 巧 ◊ 
致で を 
しも 渉 


謝な ぶ 3 酷 ! 18 F 補が 

12 が UxJve. Selween 賊 h and 8 前な 巧 els . 

變敎語 英人婦 


0 に UMURA BOOK SHOP 

ROOM 923 

H 7 W ， お nd 化む r .3 niad が 巧る 42 nd な O ぶ. 
TeL Bryant 0920 


奥 

村 

書 

} ir ~ 


ま 巧に 新 パ雜が 
すネ御 注！ 誌ず 
° 御 お 文、 の 古 
用み 等を バ妻 
命を 化雜ブ H 

ホ 幻 


願して 誌ク „ド 
上 „圭 翅類ナ 
げす 速の ン 


DANCING 

411 W . 115 th St . 

Tel . Cathedral 4408 Apt . 3 



The Japanese Chris 巧 an InsL jn ら 

お 8-3 孤 E . 抓 h St . N がむ rk C か I 稍 的ち 巧 m が 巧 

を. HI 辈互罢 or 福 

巧け 栽が が 寄 ± 

を會繪 宿 .ホ 確 

試貴ぉ 带窗 ： i 話 


木 日 
お 醒话お あ， 
をが 巧滅 近; 巧 


が 貢 お 還 苗 部: 化! 巧 おが 丹徽 盛; 拓 

ggl ! 鬟 i*i I を 望 蓉ぉ夕 || ぉ 

雲 S ちちを が タ X ホ囊 タタと ぁ; • 

員を 巧 ii ま 八は ニ A 入 持 お 


m 势 OK ぶみ 




Y. ITO 

1 お Eesi 郎 d 化 
む r . Uxm が tm る 巧.， 


MIKADO TAILOR 

30 に 6 な h St. 

Te ミ. Rliineiande 【がが 



靖化巧 & 巧邮 If 

3 Maiden Lane N . Y . 
X 純を 鐵 銀を じ 摔巧熙 金 

額 ぉ賓區 慧が最 


T \ C.TAKAMi M . D . 

巧 S Cumb が! and なを々 说 I な 
Tel . 6 飾！} な ia # 巧！ 1 


JAPAN ART STUDIO 

巧 2 E . 57 化な, Bet . お rk を Lex . Aves , 
巧し 化 お A 郎が 


T . KASAI 

Merchant 

Tailor 

珠 

む 拭な 誦 LB 巧 S 
tom 30 冬 
お货巧 お 


Phone 

おが お 3(1 が 




KERR & MAYOR 

1023 Third Av «. 

B 化が る 61 Sis . Telephone R 巧け け 3 が 


き 膊人来 目 

巧專 靴型 小 

てし 張 巧 員 ほ!) 依に 望 あ 卸 
神け 屑 H がは 郎 ちが k を寸 

を ホき > •度 小き 巧 •足 小き 巧 


THE HOUSE OF 
QUALITY AND VALUES 


巧を タ 

的. 

產方ラ 

物ザイ 


寫レ寒 



銀貴歐 
製を お 
器屬を 
具寶衝 
_ _ 石 時 

ま 筆 1 眞 ，を 式類韩 
器 ド 器 

◎ ◎ 

カノ 巧 化 溝 

ラ远品 -~=^^ 西 店 ニ . 
倾 をノ電 9 。四す 最 

好ナ確 話ィム h 芙十巧 鳥 

評グな t う ftlD こ ニ 憤 巧 

得 トグ； か f 弓 I 巧 
か 


巧 


■巧シ 

伯 


品 

ヲ 

精 


SIZES W な 0 挑 3 ^ TO 12 F W 邮 


ち 感會！ ^ を， 選 

147- 巧 7 W . が nd ST . 

NEW YORK CITY 
なし BM 4 HT 4374 


◎◎◎◎◎◎ 

船寫蓄 を寶歐 
切 鼻音 權巧ホ 
巧 器 器 萬 貴を 
° 年金 種 
ン筆蔑 時 

立 〇 〇 計 

1 金銀 e 
ド 銀製 置 
見 製 器 時 
本を 具 計 
陳 筆^ 一 
巧 ホ ま 


らで基 弊 
や 販じ巧 
御賣 御は 
用 致 ±實 
命し 産 質 
仰よ 物 誠 
み 子 一 意 
下 多 ま 班 
さみ 卸 速 
いじ 賣ま 
よ お馈義 
せは 段の 



M ミ dori Ma わ umoto 
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曝 時 前 時 寧 A 證じ をの 与 
軍 乂閣繫 諸 篇て科 経 科 
後 巧 Q 切 君 援信學 費 
一 H ミ じじ 叢 用 手を 醫 
時 午 ミ おは n 篤爾な 
迄 後 お 時 U しじて 
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疑 薪 潑華大 壁な 徐在 
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迄 時 A 巧 目 曜± 氷 月 
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1035 Park Ave., 
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DB ぶぶ . YOSHn ， 
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Gil 離郎 LL な 訓 化 

設厳 整お經 費化廉 
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**Tbe Fanerai Church-^ Inc. 
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嵩 輸か船 艦 
J 空 帯 巧 洋其船 
3^ 物 入を 食 御 
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搬關貨 品 ま 
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巧 MasU が h S わが 量 
bei •む rk & L が ingt 師 むが 

雜晒鼻 昇 I 

間 時 察 診 
午 正を が 十 前 午き 
が 八 ま 時 六を ザ呂 
日 曜 

自 午前 十 時 至 午後 一時 


本 'w 


號九 十八な お 千-， 第 


まを 新 蒼 獄 


【日昭 ±】 


日 セ 巧乂年 四巧诏 



窮最 巧よ 一二 0 

へ クン ヤ！ 

ビグ デン グ內 

小 池 寫眞舘 

電話 チ ー ク八 

四 四 0 ムハ 


'一一' ' ; 

B ド 瑶髮舘 鏡 ロ 

巧 巧 十 云 T 目 百を 地 ニ 肯五ま 号 

'j. 兰階 (巧み おじ あし) 


诊察 

午 お 十 時 — 一時 
i 午み 四がー 八 時 
iH 幡 午前 十 時 1 正午 
I 急 巧 敕性巧 女 巧を、 皮 
I 巧 病、 化 液お査 
I タタの 热驗 をを し 日本 
I 人 じは 特に 親切 じを 巧 
一一す 

捶康診 節 ニ 巧 

ドク トグ 

メイ ど 作 


日、 木瞒 午後 化 時 I 十一 か 

紐 育 柔道 俱樂部 

巧な T 目 一八を 


診療 

午前 十 時 ょら 十二 
時、 午後 六 時ょ 6 
八 時、 H 鹿は 前め 
願 上 巧 

ドク ト八 一 

山 ロニ 一之助 ！ 


巧— 丈な 基 

自午お 九 時：： = 十二 巧 
S 午を 一時 リ おな 

火曜み が，' 六 時 ； 

.にへ キシヤ J フア 
ン テ^— ンョン クリた 

ック じ浪勸 


稅關 事務 

を 洋を化 持に を 世界 
のを 出入 ホを じ 巧ず 
する 一切の 巧 諮問に 
應じ度 道を 船 貨賴運 
貧 及 お 帆表稅 顆手篱 
書 等 進呈す。 をを 都 
巧 じ巧理 巧を がし 誠 
窝を速 割 用が じ應や 

お驗 取扱 


電氣 、器械 工具 毁作 
運動具、 お 具* 費を 屬 
時 討、 寫あ 器を 現像 

松 本 パト 一ァい 

東が 笔術 お書嘉 .、レ 

デす ォ 、を ンプシ す 
! ド 類 グアキす ムタ 
タ —ナ！ 、モ —タ！ 修理 


豐 蓬臟 店 

丸み 洋臟 蘭會 


西 四十 六 了 目 六十と 番 
電話 ブライアントと 0 と乂 


♦る 熟 ♦雜認 ♦巧 聞 
縱覺 室を 雜 

執務を 莉义 時ょ を 午を 五 時を 

難脊 日本人 會 

.王 ィ _ .屯と 五 

1 00 と 0 


プ 一 

電 

誇 


チ一 クグ 


00 お 


をき 米 國婦ん 
B 本人への 英 
'語 お授 じは ぞ 
年の 麗驗を 有 

す 0 一 _ ン ブス 

ンと 十五 触 
每 H 朝 九 時ょ 
ら馆化 時を 河 
瞎じ でも‘ 直し 
H 曝 日戍一 時 
4-<^巧時を 


尋れ人 _ 

(宮城 縣) 大橘お 雄 (熊ぶ 藤) 松 
本 卯 一郎 (德 島な) 糸 田 川裔義 
(山 ロ縣) 德お猪 一二郎 (廣 廣縣) 
松ぶ 實宮 (宮城 縣) 手 島 直 親 
(巧 歌 山縣) 化 本 ホを (鹿を 島 
縣) 國上時 愛 ま 岡 直 記 i (長 
腺縣) 池 巧 巧藏吉 こ 赌岡骇 ニ 一 
又 巧 度み 大賤 チダメ (愛 か爲) 
長が 德 一 柴田幸 H 郞 (大 巧) 
西 井 源太郎 (兵 庫縣) 藤 木 八 
(福 岡 お) ホ タ藍遣 前 組 育 If 
學を八 木挪ホ (靑お 縣} 巧 in 原 
豊 S 郞 (熊 本縣) 西 本文 藏 3 
を 川縣) 賴葉明 ま 伊藤 嘉を 
( n 0 ン ピア 大學 おを) 富 稱巧太 
郞 (薩 島縣) 芝 田 德一郞 巳 マ 度 
縣) 藤ぶ 裏 八 

右め をに 通 お 致を き 儀を 
巧 聞 本人 巧 < はか 人' ょ • 
住所 御 通 か 願上娱 ； I 

.紐 育 帝國綴 領事 舘 

18 ご ili ミーす こ ork を 


新 鱗 魚介‘！ 挪 

日本人 轉 きのを 鏡澤盛 歌を 普 I へ 

特削廉 潰で 大勉 强敦 L ます.^ 

サグ寿 十： 霸 燕， 

coi 夏芸 H 妄 DO 呈里涅 i 巧 マ 

2 呈 West iilst Sir ま t Comer 1 一吉 sterdas 募. 

Teh を昏 nbus 91 な | 


ny 
a in 

■そ- 1 

s 

nu 


成 巧の 穗 談^ 

ホ國を 英語を 話す ♦ 
は 成功の 讀 一を 巧* 
本が には 日本人 敎 
じ 慣れね 巧 任 婦人^ > 
節 ぁ-^ 懸 切じ會 お^ 
信义 をを 語を お授 ん 
ます。 日疆週 H 乘 
午前 お磅 ょ^ 午を- 
時' まで 麗按し 一 レ 
スンぶ 十 ぷ鍾づ 
ネ H 直 もじを 後を 一 


5 

な 

8 

r 

6 
巧 

做 


舞踏 f S 

マ社更 ダンプ A 
▼表猜 俸 操ん 

朝 十駿ョ ，が 十一 铅 

シヤ タフ ♦ダン シ 

ング® 疑學 按卒鬟 

tr . 衫 タマ 


J 01 UO 去- OOC 巧 1, M ‘ o - 

ニ 1 We たのち h Ml . N を さ rk 

ぎ 苗 さを を 3573 ご ch ち 安 妾 ま 

—ii 

H 曜 午が 化 持 1 午を 四時 

ドク ト八ホ 栗乘ま 
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なみ i 

t 化 S 

紛 si 

M 苦 

冷 

万 
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診察 時間 

午後 一時と ニ隐 
午後と 時 n 八炼 

愛な 醫争 ± 

バ^ 巖本淺 一 

をを 比亞大 をを び 
ホダ ラン 病 廃勤综 
目 罹は 爾約顆 上 お 


巧 論 毎 巧 十 H 餐朽 

蠢 1 が 十 化 

W 10 田 Is こ ve . す 三 crk 百す 

稅關 事務 取扱 

き LLiu 妄 E & G な. 

ぎ 1 黄が 二す 邑 d ミ こぞ 
を. ぎぇ是 •広 3臺 謹 4.置 


東 五十一 ニ 了 目 

ニ ミニ 

.伊藤 
洋服 處 

f ラで ハ ニニ 


潍臟 調進 

タリ ミニ ング* タィ 

ィン ダ、 修穫 等】 切 

ミカド 詳服店 

が 本 保 
を 話 ライン ランダ] 
六 八 一二 0 


♦函 ♦ 9 ♦_ 


■:ー 


プル デン シャル 

を 命 保 險會社 

各 装 寮 

種侣核 

ご 一木を ま 

扉 與黎驾 

S . ivn さ 

OFPIO 问巧 001 VI 61 W 
一 54 之 > ss>c ST : 

之 円 W YO 巧 K 01 TY 

Tm 广 •扣 m 内 K 2 >z ro 4 NS 

RmsIO 円 之 om 

w 也 o w>OWVVOFrrH >< m . 
H 円广 ■さ > os $ c 巧 H ェ ： 709-4 

ジ ヨン •ヘン コック 

- 相 瓦 生命な 険會社 


■I 


♦ a ♦! i ♦■♦■♦■♦田 


高等 31 ,^づ 3 ^^ 五年閒中 

日本 巧曼巧 が 5 共 

間 經替と 年 聞 日本人 諸君の 巧髮 

の經驗 あら。 ジェス •バア バア 

西 六十 五 了 目 H 1 番地 


諸を g 


診察 

午を 一二 時ょ ちみ 時 
日喔は 前約 巧願屬 

ド タト グ 

高見 熬彦 


D 

抓" 

が 曲な 

置 

化 地 
ぶ わ 
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玄 


診察 時間、 

午な 九 時！ 十 k 
午を 六時1八時 

J ト良を ご 1 


買ひ稱 たもの が、 千 化 •自 二十 巧 
を じは 一躍 S 巧 四十 お 弗 ごい ふ 
商化：：*巧じを變6した、 なじが 
て か 會化侧 でけ 巧 まを 大衆 的に 
する 意 ホょ ちして 閒 年-巧を ニ 
十五 おごして 舊 株を 乘替 へる こ 
どじ i ;^つれが、 于九なニ十ホ年 
じは これが ニ 巧 か ニ 巧 じなら、 
千 九な ホと 年の お當 U 五 割 どい 
ふが 巧 接を 示した、 即ち 千 化 巧 
サ 年に 一巧を 巧 巧で 買つ じ 者は 
千 九な 廿 四を じこれ が 廿五弗 四 
株 ご；；* ら 、今： n では これが 六 株 
じ增 しわ 譯 である、 換-富 すれば 
千 义な廿 一年 巧 じ-巧を 

百 十 弗 どして 十 株を 買 占 
めたち は、 をの 投資 一千 I 巧 弗 
は 今や 廿五弗 株 六十の 肺ち ホで 
あ もが 懼じ見 積れば ざつ ど 一巧 
S 千 五 巧 巧、 この間 じがて おな 
からぬ 酷が 田を お 年貨 ふこ ィ」 ごな 
るので ある、 この 革を けで ある 
ゥ！ グゥ ォ！ ズ 君が 連 鑽巧频 度 
を ラン々 スタ ー じ 創めた のは 彼 
がかと 歲の 頃で 六が ごい ふ もの 
は、 をれ こを 惡戰 苦圖 のを 難 時 
化で をつ た、 彼な 當時單 くもを 
庭 じあ 耍 なお々 を 巧 一 的な 廉懼 
で販賣 すべ （努力した ので ある 
が、 を 言 者 化に おれられ ずの 證 
じ 独れ や、 保守的 U 當 時のを 人 
の 頭には を' 5 手段が を^ じ 過激 
で、 革命的で ある £ 見て 誰 一人 
VJ して 

相手に する もの もない 位 
ひで あつた、 これ ょら 曇き 彼は 
廿一歲 じして こ ユョ！ ク 拥ジエ 
ファ ソン 郡の 農 あを 出で、 ゥォ 
ター •タゥン じを き 巧を 見習と 
いふ 格で 無月 給で 一二 偶 目 も お 服 
庙 r 働く £ 巧に 盛んに 彼 獨特の 
販資 法を 編 出し、 最初 じ 賞つ た 
週給は 僅か じ 一二 巧 五十 视 、而か 
も 傭 まは 彼の 商法は をり じ 過激 
であると 始終 晚 まれて 居た もの 
であるが、 間ち なく 他の 巧から 


週給 十 弗で 望まれ、 彼は お 化の 
糸口を 得た ど喜悅 しつ、 働いた 
ものであるが、 彼の 荫 をはす ホ 
產的 r あつて 巧 給を 八を じ臧じ 
られ たので、 すつ から 絕 望した 
彼け、 遂 しお おど；^ つて 巧び 農 
園に 退いた ので あうた、 而 かし 
をの 中 じ 

彼に 春 の やぅな 時け が 到 
來 した、 をれ は 一旦 彼を お 給し 
た ウォ！ タ— •タウンの 巧 主が 
巧び 週給 十 巧で 彼を 雇は ぅごい 
ふ 手紙で あつた、 自か のが 化を 
始めて 認められた 彼は 勇耀 して 
.こ-^ じ 始めて 丑 他 デバ！ ト イン 
トを 新設して 非常な 乂氣を 呼ん 
だ、 彼は 一二な 弗の 商な を 資本 ど 
して ユ チ々 じ獨 立した お 側 巧を 
設けた が、 一惊 繁昌した このな 
ニ閒 もな く 閉店の 悲運 じ 遭遇し 
た、 巧び 失望を 膽 した 彼は 熟考 
を 重ねて 失敗め 巧 因を 謝をー ね 
結果、 賣る 品物の 鞠 類が 余 b 貧 
弱で ある こごを 發 見した、 彼は 
又もや 一二な 弗 S 商品を 謡迪 して 
貨 つてを じ ラン カスタ 1 じ 巧を 
龍いた ので ある、 彼が 

お 世の 端緒が ラン カスタ 
! じあ つれこ ごは 前述した 迪ゥ 
である、 斯 くして 彼は 彼が 壌 去 
した モ乂 诗十乂 年に まるまで、 
を 把を じ 手を 延ばして 南 a § を 買 
込み、 不斷の 努力を 繼 けたので 
ある、 彼が プリ ー ドウでー ご パ 
1 ク おじ 今 U の 『商 買の 大寺院』 
ご 云 はれる ウ— グウ オ—ズ •ビ 
— 於 デン ダを 建ぶ ずる 時，、' 『化を 
區 域から をら 遠い から 危酸 だ』 
ど 注意され たもので あるが、 彼 
は 『必 つく 儲かる ど 信じ X 居る 
碳 もじ 失敗した どしても ビ作デ 
ング 夫れ 自身は なの 一生を 物語 
る 記を 稱 どして 醒に殘 るで あら 
う』 ど 答へ た 相 だ。 

彼が おました 後の この 速 鎖 巧 

王菌は ヒュ！ パ— ト •パ！ ソ 
ン氏 じ後繼 をれ て 居る。 


に 移る こ WI なつた が、 野黨で 
あるは ま黨测 では 巧/.、 も 共か黨 
進 ホ 系 ど挺携 して 反 對じ着 取ず 
る こ なら、 差尝ら 轟^ 露骨 
な 引上げを ホめ つ t をる をを 業 
巧屬會 あの 所 搏稅を 表を 要 ホし 
て 痛い 巧を 突く. へ < 、これ じは 
輿黨 幹部 も雜 々巧諾 を おへて ゐ 
る模樣 で、 みいで ダ ア^ ユ ー シ 
ョンの 定義 ミ 大統領 權じ 化ら 關 
稱 率の 臨時 ム下 案に 就ても 先づ 
巧議を おして 討論を ホめ る じ ま 
るで あらぅ が、 このが じ 民ホ黨 
としては 別 じ 修正案を 出す 意向 
であるから 假らじ 共 か 寧； 案の 討 
議か 暇ら じス チー も ロ ー ラ 1 ま 
じ 巧 蘭 子に 進んでも は ホ 黨の條 
正 案 や： ト院案 どのを 協 じ 尙ほ討 
證み時 H を おお ごする 上、 艰年 
t 5 議員の 改選を をへ て 居る ので 
今期 議會 中に を 部を あ 了す る こ 
ごけ 或 ひは 闲 難では あるまい か 
とも 見られて 居る。 


緊縮 氣か 濃厚に 

日本 銀 巧 監辟役 着電 
〔ニ H を 〕= 政府の 緊縮が 策*」 
巧 俟て都 邵を姐 じて 消搜 節の 氣 
を 濃厚 どな b 事を が 一段 どみ お 
秋を 物 手 當もホ 見を b 勝ちなる 
が、 コ！ グ 0 — ンは H ホ 巧 巧に 


つれ 圃債擲 茲為及 巧濟資 をの 需 
要 じ引締 .ゥ 、八 巧 中 貿易は 生糸 
賣 巧を がご 輸义 手を じて 頗る 觸 
調と な' ゥ 、垂 顏槪算 六と • 00 
0• 000 圓、： 巧 ま 界は引 綾き 
化靜 でぁる。 

一 .茵离 
を 換券發 巧な I - I Ml 一一 ニ お 
制限 外 一 お ニ 
! 般 貸付 ； 六 九 S 
み 國爲替 貸 省 i 五 
八 巧 ホ 化 化 二八、 四 



▽水 お嘗記 ホ山グ r テマ ラ 共 か 
固大統領、 掠々黒くるた^._ 
▽をみ 虎之助 巧 = 南 义を業 移民 
會 社が 遺 巧ぶ 監督 役。 

▽お 川眞巧 M 也な 幼稚園 お師、 
墙ポツ がを 專巧 £ す。 

▽岩 ホ 化 义 狐を == 隱 おした 船-技 
さん、 巧し ボ- ロの 貨物船。 


▽的繼 俊； 巧 且 
を師 、をみ ヤ 


猫を 校の 体操 

で マシ ろるべし 


▽高 橋 陸軍 大佐 t = 巧 帅 買 商の 蕃 
頭さん。 


目 本* 支が 寶玉製 美 
猫が、 爆 人 用ち 飾を 
化を 節攝 

闕島訂 お 

离等 美漉晶 修慧、 
替寶掀 、ス ト .タンダ 
日本 殿裁键 



連鎖店で 國 時代 

测給兰 弗 他を 振 お 
じ^^3^敗乂失敗を重 む つ 

ゥ— ルー ゥオ I ズの卷 

大衆が 投じむ 五 触 玉の 巧衛 




ニ 一 

ご 一 

亩 

一 五 

一六 

宅 

一八 


販質 商^' 巧) 

ニ 化* 四 九 さ 
一四 0 •九 一八 ■九 <1 
一 叫と 王 ハ 五 四 •六 si と 
一六と •一二 一九 •ニ 六^ 
一' をて 四 四ょ 0 1 か 
ご ー お •五 0 】 •一八 セ 
ニ 一二 化 •0 ごご T 九 四よ 
ニ 置 ご T 六 四 五 •ニー 卵 
ニを T とお 四 •0 四 六 
二八よ 王 ニ 一八 •と ニ 0, 


純利 益 < 巧) 

九 •四 ニ 化 •面 S 六 
乂 •とよ お •ニ 里 ニ 
ニニ ■とを 一 •九 六 0 
一八 *1 ニニ 四 •一二 九九 
ニ 0 •な 九 八 •一八 0 

ニ 9 ホ 六 九 •一 一充と 

ニ 凹 王 ハ 0 】 . よみ 五 
二八 •ニ 0 四 ■ニニ 八 
S 五 王一一 置 0 •四と 巧 
I ニ 五 •一二 八 五 •六 0 六 


アメリヵの 仲び る 力を か實じ 
物語つ て 居る のじ、 述鎖 巧の 灌 
進が ホる、 この 速 鎖 巧 制度なる 
一ら のは 今やを 世 巧を 風が しつ！ 
ぁるが、 この 草 みげ がニユ ョ^ ~ 
ークの もじ 赞 ゆる 化を 第一の 

摩 天聞 である ウ] 八 ウネ 

.ズ •ビ A デン グを 創設した フラ 
"ンク •ウ キン フキ^— 作 ド •ク *— 
i グウ ォ ー ズ巧 でを る こごは ニ一歲 
苗 童 兒ご雖 、をく これを 知つ て 
; 居ろ 詔。 こ S を かけが を もく 
; お 化 巧を お 業した のは 今から 五 
十 年、 即も半 化が 化 前の ことで 
'始めた 废 所は ペン シグ ゲアニ r 
: 如の ラン ヵスタ— であつ た、 當 
时微 々たる 小 巧 巧で ぁつた ゥ！ 
グゥ ォ！ ズ 連鎖‘』 は、 今や ニ 千 
巧 軒に 越 ゆるな々 をを 配して 居 
るが、 この 連鎖 巧が 恰 かも 化 U 
^み天のホひで進废したしじのは 
歐洲 大戰巧 ホの こどで、 ウーグ 
クオー ズの巧 ごる へに 『巧つ て 
:永义 じがが すべき 巧』 どい ふ 堅 


實性 かち ゥォー ル 巧での 

.龍 鬼に なつて 居ち、 即も 
この 巧运 さん 達は 五 化 十 化 巧の 
伸び 得み 前途は 單 じァス リカ 巧 
化 のみでな く、 お 外 じち ある VJ 
確信して 居る からで ある、 をれ 
程 じ 伸な つつ ある ゥ ー ^ ゥォ一 
ズの賣 上 裔は千 九 巧 二十 年の ホ 
は 實じニ ほごい ふ 巧 現ぶ 6 を 示 
し、 昨年度み®!; 上げが ニ 億 八 千 
とが 一二 十】 巧 八 千と な 二十 弗、 
五 化 玉で 族 {る じは 化億備 どい 
ふち 数 じます るから お 他の 力 も 
さて'--^ 屈ろ しい ものである、 
從ク てこ 心 堅實な 株を 持つ 人タ 
は、 をの 大小い かんじ 關 はらず 
砂な から 3 利得を 博して 居 もこ 
ごけ、 千 化れ 二十 年 化 ホの 巧が 
移動に 就いても 知る こごが お 巧 
る、 卯も當 時の 一巧 

鑛 面は 巧 巧で あるが 巧懼 

は-, り 弗 0 下にな つじ こごは 唯の 
•一回ら なく、 をの 翌年で ある 千 
九が 二十 j 年 じは 巧 五 ホ 程度で 


當 地のを 利 引 1 げ 

解蔡に 影響. 

化界 的な 金利 高 

ュユ 3 ! クホ髓 お 巧け 逆般を 
のが 引 ホ 合を 五をから 六 かじ 引 
上げた がニユ ョーク にわけ る 巧 
ま 巧 巧は か 年 一二 巧に まるまで、 
锭 かじ 蚁间 おを 入れた のみで、 
聯邦 窄瞒 巧の ぁらゆる 抑 眼 方策 
と、 昨年 ニ 巧 3 乘と 巧-しまる 

一二！ 一一の 速 綾 的 利上げ じか 
か はらず、 巧 動は 化な やまず、 
え 年上 ザ 則 S ご どき も、 旣 報の 
姐 b ニュ ョーク 株式 ホ琪 巧を！ 5 
ホの レコ^ ドを つくら、 お 巧 じ 
入つ ては、 また-^ 巧 巧 動を 開 
始 し、！, — ^ 日 ホの ご どき 六 巧 
でが の一剌 よちと 巧 初つ じは 一 
刺 五み どなら、 仲買 貨 かは 巧 記 
錄 をつ < る じ 至つ たおな ので、 
昨年と を W 本を 利の 引上げを ひ 
かへ てがた 準備 扇ら つ ひじ 万策 
- つを て、 を 利 故 巧 じよつ てこれ 
を 抑 へんと する に まつた もので 
: ぁらぅ、 しかも ば これによ つて 

ニ L 3 I ク 

i 株式 巧は 沈 器ず べき や ご 
: いふじ、 问 巧を 業 巧は 化が ごし 
I ていけ ゆる 方が 款氣 を草樂 し、 


ユ] •で ス •スナ —グが 第二 四 

ず季 利益の 巧お錄 をつ くつた の 
を 初め どして、 一事 葉魯 社は 槪し 
て、 いづれ も 忌 額の 利益を ぁげ 
つ 文 ぁるから、 到底 準備 銀 巧の 
を 巧を 巧を もつ でして はこの 根 
お ぁる 规 まあ 况を 巧を じ 抑/得 
さるべく、 一 > か もホ國 かを かを 
上 ぐれば さらで だ じが 勘に 流れ 
つ i ぁる 化 巧の 

'資金 はいょ'''-^ はげし く 
同國じ 流入す るで をら ぅから、 
今度の ニュ ョーク のが 上げは 直 
もじ 巧 蘭が 巧を の 化歐洲 を國の 
を 利 じ彭嚮 すべく、 世を を 勘を 
ぁげて、 いは ゆる 商を 利 時代を 
現 おする こどは 疑 ふべ からざる 
ごころ であらぅ、 從 つて 今度の 
利 ょげ は n 本のを 解 幾に も 密接 
なる 影邀を 巧へ る もので、 め お 
がちして 如何；：^ る 蟹 策を をす る 
かけやう やく 化ん の 巧 目を ひく 
じ 至つ た。 


關稅案 討議 

野黨 おを で反對 
久しく T メ n 々議 貪の 懸案 ご 
なつて ゐた 斯觸稅 なをけ 愈々 ホ 
迎り賴 日 よら 上院 じ 上 巧、 許 誰 


紐 育 州を 認 
巧 お 省を 許 
ま 巧 巧 大皆巧 太 巧 
產婆復 脅 巧キ菜 
元 池み 

產婆 松本綠 


揉 療治 お 島覺丈 


皆 7 Wes ニ 3 害 St . 

す I - Edg 再 omb M 赛 


1 S 1 


T - 

た 

に 

黑黑 の 

W が とげ 

思 ニ 

I 獅設 

若 is - 

の 


マツず ー ジ 、整 お、 醫 

巧 學的運 載、 腸灌な 
水 港、 電氣 風呂、 ホ 
線ぶ 電氣 治療 其 化 
な 育 巧を 認 

フイ ジオ シラ ピスト 

西が 幸 男 

日隨 か每自 午前 化 
時 ョ， 午を 八 時を 
影 話 前め 願上淚 


媛跟ホ じ跟鏡 調節 


ベ グビユ I 病院 反 
紐 育 大學醫 巧 巧 勤 

な 基 ニ朗 

診察 時 脚 
毎：：！ 午を 四時から 
六 時まで 

タち 水、 今と 

時から 八 時を 


M $ 

瞄巧願 上 お 

ゴ— そか 大巧 
f グトか ホプメ r V ン 

醫學巧 ± 

を 居悅嚴 


巧な 巧を 巧 おの 曲 ホ 

目 本人 靑年會 

~«.9田||穿ぎ置みをこ2た 


齒科馨 木 下义巿 

ち 0 ご 11さ 苗. 

呈 .苗醒 ョ臺 蓋？ 




巧六货 
と 目 了 巧 十四 
巧 目 T お 十四 


Wing Hing 

お 抓 S'Kat 8. Y. が y 
む 1. Uuiy がが if 巧が 


Ci か H が Tea Garden 

170 Nassau S もじ ミ か 
N»xt to the Tribune BIHg 
Loo Li ロ 的 anag が 


DARUMA 

11 が〜 郎 i 化 
Te し 的 がけ 扣 8 


44 W. 46 化； St. 

Te し Longacre 641 1 


护 日を 煎 
を 本 

ま 食 腐 餅 
ぎ 寞穿料 
I ； i P 品 油 卸 

ニ ？** 一 小 


IKUINE 

Hotel 在 民 巧 !; aurant 
313 化 88 化 化 New York 
TeL お hiiyi がな 巧 ；; 
む bie Address IX 山が 


T0Y0 KWAN 


41 E, 1 お h み . 
む I B'w 巧 i 4 托む S. 
む !. A! が 叫 uin 巧 88 



TAIYO 

1 巧 West おかお . 

T みむ afalgar 00 が 


TtieTo か 0 00 . 

1 仙 W. 目 如! 化 
Nw む rl (む ty 
Tei. Triiaiear 6559 


S . KUWAYAMAGQ . 

114 に 59 妃 St 
New York City 

Pfion 日 . Volim おが 日 557 


KIN 目 YO 左 巧 T が邮 

IMPO 民 TE 反 OF 

GOLD 巧 SH 及 BIRDS 
O 

動 其 力を 
物^ チ 種 

切 k . ャお 


Japan 

れ 曲 i 邮 Go . 

1 郎 W. 65th 化 
Tel. EndicoH が お 




が 0 W. が 比 St. 

telephone: 
Columbus 8882 


( 曝 目 • 水) 司壽ゎ 


KATAG 刪郎 ITS 

224 に 59 此託 
New York City 

Tei. Wickershatn 9344 
9345 9348 9347 




LOTUS ROYAL 

即 OPSUEY 巧 おが JR4 が 
が 18 化 11 的 H な . 

TEL University 5448 


Kawasoye Hotel 

139 W»l123rd Street. 
Tei. Ca 化姗 al 9810 


御 

旅 

館 


河 


添 










WM. 


占 ’ 彎 lit リ 


心 


號九 十八 旨 あ 千 一 第 


化わぞ 銀が なな 煎で 巧 im 郎 【日曜 ±】 


a よ 巧 九 朱师规 


同 

で 一,； ‘气; l*r ' ..い \-：7 

.'一 

新 腺 


ずき 繞 

あじ 御が 理 



£ 編 永 興 機 

晚揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 一二 時 迄 開 巧 
(な ホ 五 T 目チブ 
停 革 幾の 下) 


ま 郝巧理 

ホ 廳を園 

司理ん なま 
巧颤の ホには を 巧 
のが 便利 じ 糖へ 巧 
聞會 席の 御用に 廉 
やべ < 巧閱巧 ホな 
不變わ 副 立願 巧な 
敵 上 衡ま巧 申上湊 


日本 食料品 類 及び 雜貨類 卸小賣 
ホ 之 素 大資挪 桑 山商會 
お 巧— 雜誌 か慰输 日用品み 種 



巧 おお 城中必 、お 領事 お、 H 本 
巧が 其 化を 巧大會 おあき 法 巧 

桑 港 ■^^パ ホ テ ク 

が 日本を (惦が 巧 ぁ b ) 

御 一 葡ホ第 宫動单 巧 巧迎申 上ち 

巧 ニ C 韋 iia st ._ San で iisco , calif . 

ン タト ルボ 

NP 旅舘， 

W 06‘6 さ. Ave . so ’ SeattI タ Wash . 

B 本 巧 船 巧 巧 か 巧 波 芦 場 送迎 
ロス アン •セ ルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ 7 N wan peds SI - Us 一一 晶 eies - Cah 


n 化 削 

5 お 1 が 

常 i 

ぉ邮就 

1 2 UOT 

OJ 4— 

t 扎 

お T 


日. 曝 巧 ±購 じは ^ ユ 
1 マィを 巧を 椿へ が 

ミ 滞 義隹 3 
00 

自タ前 十一 時 弱ち 
至 午前 ニ 時半を 巧 


ん 

艮な 

^ 化 
A 巧 

『1* 1 

F を お 

G 抓が 
2： 巧 1 
A 脱— 

H 

N 荒 

J h - 

S 帥 
3 


細 


支那 料理 

新を 巧 

ネ樓 巧理人 歐廉が 
腐 前を 巧つ て 目 本人 
茜 葛め 巻が じ邁 乎る 
料理を 遵 上げます の 
で 萬と 海の な 二十 ムハ 
T 目の チヤ プ マィ 玄 

云へ ば 直ぐ 日本人 諸 
君 じは 巧る 程が 評を 
博して 晋 ます 0 
河キ繁 々御 ホ 巧の 程 
ホ 上ます 0 
主、 曰 醒は辑 頭、 ン 
クマィ、 をを が あ > 
まずみ 


檢 ル] ミン グ 

夏 次で st 雲 Sireei , Ne 三 ork 

ジ I ちす ミ R 蟲呈 t S 87 


木 巧 ^ I ミ シク 

1 夏 WMrdiwe . す t •巧 £ 基 Hi Streets 
ジ I ぶす ミす 巧を m 馬 7 


周 圃顏靜 
室 巧淸潔 

邦人 クラブ 旨曲亭 

為安 nds 資- Bik 营 ’ 尹 一. 

ジ 一. ざ臺ニ 4 な 


A 淸お 、親切、 を 築り 一二な ► 

勢州鑛 

巧み 事を 义陳を 巧 

225 尚. 冀を Str ま t 

ジ 一. す 巧 己な ち 


住 お旅鑛 

館 ま 住 旧ネセ 
2 畳で S ニ 害ぎ を呈 .ぎ y 養き ごぎ 


一方 旅 おなめ 

帝 國旅鑛 館 I 

臺 W . 毒 hst . 京 W Y 置 

ブ L Su ぶ ueh 草 ミミち 


鎌 脊旅舘 ® ホち— 

衷質+ 了 目ニ搜 ニを 
.ぎ Caledonia 泛之 


ボブ トン お 

富 ± 旅 錐大浦 ホを 

妄ま 1 i ま Si • ぎ shn Mass’ 
s. B’B ‘ 是 7 S 

* 府 御旅 鑛 

桑 山 清 五郎 

さ 巧 So 量 Sth 資 . 呈 ladeiphia Pa. 
を . Walnu 二 2 ゴ 


截袁 並に 御旅 舘 

生稻 をが 

f 巧 西 八十 八 T 目 ュ ニ 云 
« ぞスカ イブ！ と 八 ニニ 


高等 御旅 絕 

東洋 矯 

詹庸顯 料理 


磬理銳 詰 

.お 陽 

焉司每 日 あちます 


お 夕 九 時 迄を 菜 

日本を 巧 ロ i メ ，グ アド ご 〔年 一ち 

i ち* 裝 京巧會 

I 巧— - > } - 1 

トラ シク 巧ろ ます 


ザ 上 金魚 巧 

12 ち S 置 hiive -_ fT ミ kC さ. 
芸弓 0 芭 rcle ち 38 


蕾油靈 醒？ 白米 

日本 米 鐵食巧 贏 i 觀雜 。へ gSS 

巧 田 巧 油 巧 ホを 化な が 一手 旁规巧 

白 本襄 品廚會 


鉛の 蒲燒わ いしい 郷燒 

會席御 料理 

菁を ゴ未廣 へ. 

叮 が 满巧 もが 大巧 巧 


紐 育 唯一の 日本 百を 巧 

巧 桐 兄 養 會 

スマ ドー •プ 。ダク ブーず 巧 « 元 


大勉强 

特ま テン ナ！ 
がを 六十 牠 
支那 ま と 十 触 
宴 會 

洋式 ぞぶ 伽な 上 
支那を 一 弗 0 上 

ii 

•シュウ マイ 春 捲 

錢頭 、主、 日曜 
® 宴會 用が 間 新設 


巧 も 去をから 見る どタ少 つ！ 殖 
えて をら 

▽巧に 福助は 六モ圓 から 急に 
一方 云 千 W ど ir * b 、 荒 巧 郎は四 
千 田から 一躍 五 千圓に ヘシ あげ 
られ たので 目を むきだして 大あ 
'I わて、 いづれ も 稅が署 じ 異議の 
申請を し 目下 わ 巧 巧を ふんで を 
渉 中で ある。 


漫談 會 

を 國藝 がの 新人 大ホ 司が 巧 ホ 
がの 攪會 を' トし同 巧を 聘 して 左 
の 如く 漫譲會 相 催し 諷剌 骨に 徹 
し港稽 頸を 解く 同を 得 寮の 趣味 
ある 潭談じ 一夕の 樂を 源ら 度く 
膜 間 奮つ て 御 巧 會巧成 度 化 段 及 
廣吿核 化 

時 曰 九月 十と 日 (木曜) 午' 
を乂時 

儀 巧を 五十よ 了 目 111 HO 
番紐育 H 本ん 敎會 

會雙 一た 付 一典 

入場券を 劇 ホ 旅館 じて 御 ホ 
め 下さい 
昭和 四を 九月と H 

ま 摧紐育 日本人 會 
社會部 

.コロン ピヤ 大學 - 

日本人 學 ぶ織營 

The た |3 ぎ 苦 eSiud 呈な anti ち ini 
瓦 oolib 运 UH さ rs 曹 

な 0 521 stF Ne 宝 さ rk _ 三， 

ぎ 君 ミ 量 置 32 登 

「日 ホ大擧 々窓」 發巧 

Th こさ 豈 ese As ミ 養 n II ミ ま rsi で 曾ち terly 


おかる た 

は 七' 巧 遊び 
タを吳 文で 来 圏 人 じ 館 （わかる 
やう 鑛單明 旗に 說 巧した ものが 
お ホました。 巧を 目み 進呈 致し 
ます、 御覽 下さい。 

W 是童さ ミ 呈 ， 114 E .5 害 芭. 呈 y . 



良 

米 


を讀 プラィア ント 

を畫 ぶを 弓を 蓋 

ザ 巧 臺詞 

が 育 帝画妈 十四 了 目 
一二 下 二八 おご 磨) 
JAPA ち SE H 青 E 互 三 再 夏 Y 
ミ； 118 wesi す St . J . Y . 巧 
Te 三 r 芯 n 三を 


具毎呂 なる ホは 同胞 じ獲窗 
なるみ まが 周を す 

宮川 事務所 

紐 育 ホ 西 四十 ニ 了 目な ホ 一を 
をプ？ f r / ト とと 八と 


寶 


7 ン 


化 ホ 九 八 


太 西、 太ず 兩洋に 

飛行船の 黃金 時化 


ド井ツ の技徘 •こア ゾリ 力の 資本で 

航空 運輸 會 社が 近 < 創立 


エツ クナ— 巧 ± を 船長 どす る 
化 巧の 空み 驚異、 ッユ ペリン 伯 
战 は記錄 破らのを 力で、 太 西、 
太平の 兩洋は 元 よら シベリアと 
化 アメリカの ニ乂 々陸のを を征 
跟し 今は フリド 9 ツヒ シエ ー 7 
ェンの 格納庫に 疲れた 居 体を か 
めて 居る が 

『時の 人』 王 ツクナ ー 巧 十 •は 今 
巧の 太 巧 洋橫斷 じは 加 はらず 
わ ニ 遇 間のを 定で アメリカ じ 
滞が ごみし、 昨今は 飛行機で 
首都から クリ ー ゲラン ド、 更 
らじオ パネ ヨ州ア ー コン'— を 
き间 化の グッドイヤ •プ エペ 


リン 會社當 事 者を 始め £ して 

アメリカ のち 力； るか 脚 巧 表 

ご頻 b に 商談を 進めっ： ある 

•、 

今回の 化を 一 週满 巧で が 巧 船の 
が 莱的憤 値は おなした ので ホる 
から、 今後は ド キッの 飛 巧 船 建 
造 故び 運用の 技術と、 アメ 9 力 
の 資力を がっ てー闡 となし、 い 
よいよ 太 西、 太 ホ 兩巧じ 股を か 
けて 商業が を 運輸 事 楽を 實 現し 
やう ごを ふじをら らしく、 この 
大事 宏じ願 係す る ものは グッド 
ャ ー •タキ ャ會 かを 始め どし 
て アメリカ 側よ b は ダラ ー 激船 
會 社、 ドキツ からは 户ン バグ グ 
アメヴ 々ン 激船會 社ら 參 加し、 
ド キッの ッエべ リンが 巧 船會社 
等 もを かして 世 巧 的 じを を 征服 
しやう ど： いふので わつて- 

今日までの 計 劃. に 化れば 太 西 
巧 方面は ド キツ侧 が受持 も、 
太が がは アメ 9 力が 一手 じ 引 
受けて 差當ら カリフ ォ 八こア 
贿ご 巧を ホ ノ成グ の 航空 運輸 
は確暂 ならの S 如く、 をら に 
關係圖 政府 ごの 読解を 隙した 

上 フキ タツ ビン島の ブニ ラ、'. 

日本ぶ まがに もこの 航空 運稱 
網を 張る 尝 で、 南アメリカ じ 
も 別にず を 延ばす こど. になっ 
て 居る 

船体の かき も 今み 飛行の 經驗じ 
照らして、 現が の ツユべ リン 伯 
ー號 よらは ニ 信 ごい ふ 大きさで、 

I ボスの 搭戦這 もが 法な もので あ 
lb 、 貨物 及び 截巧 物の 運搬で 利 
一益を 上げ やう ごい ふじ あるら し 
く、 ネ H のかき 人を であるから 
j これ 等が 會 化み 剣設 におす る 約 
I 1 千万 巧の 資をも あ 易に 出 巧 さ 
r っなお 势 である、 尙は 現な ドキ 
j ッのッ でべ， ン會 社では 現 巧の 
I ものに 一巧 ザした ものを 建逛中 
I で、 ホ 年には 完了ず ベく、 j . ホ 
I ッ で 化 或は 立 月を なて ナンゼン 
一が ± 等を 一隊 ごして 北 曲を 學理 
的 じ 探 除す る 堂で ある。 

俄 巧 船の 中で 


を (當地 時間 午前 ニ 時 五十二み) 

フジ^ ド ブツヒ シエ！ フぶ ンじ 

.判 着した 

巧 程 四で 四な 义 十五 哩 、所要 
時閲 六十と 時間 一二 十四を， ァ 
ゾレ マ 島の 娱あ帶 を 巧みに 切 
拔 けて 難が を賴 けた 相で ある 
而 して レ— キバ 1 ストから ン 
—キパ ー マトへの 一周 所を 時 

閒 二十- H 八 時間 ご 二十 六を 

は フブ^ ドリ ツヒシ .ェ" •フゴ 

ンを语 点 どす る i 周 飛れ を ニ 
十 U と 四が 間 十八を で 完了し 
なじ も 新 記錄を 樹立した 


この H ブで伯 號を迎 へた 同 巧で 
は禮 跑を發 射し、 一般を 化 日 ど 
して盛大；；*る歡迎會を催したが 
今度の が 空での 記録 破 b は フ^ 
デ タック •ホ ッグ ど 巧ぶ ア メリ 
ヵ人乘 をで、 船內は 危險な ボス 
が充滿 して 居る ので 堅 （喫煙を 
禁じられて 居る じ も關ら 中、 出 
を 後 ニ 扫目じ 巧 巧で こつを り ど 
葉卷を 喫煙した こどが 判然し、 
激昂した 乘 をは 本人の 抑留を リ 
1 マン 船長に 要 ホした が、 一應 
說 諭の 上で、 ィ」 じかく 無事 じ納 
つたとの ことで ある。 

尙ほ M ックナ ー瞎± が 9 本で 
左る 高貴な 方から 巧 飯した 名 


巧は乘紐の シーラー巧が化巧 


され a ので、 巧は II 貝 巧の 重い 
化 事 ごして 當 りは 巿の 歡迎會 
にも 列席せ や、 先づ エック ナ 
1 愧± 邸 じこの 名月を 屈け た 
ごの ことで ある。 


動 一二の 價値 ご芳圓 

新 纔縣み 化 議± 瑶淸 1 バ 氏を 收監 
各方 面に 飛火ず る 動 章 疑獄 


東京 特電 置 日發 = 政ぶ 貧内賴 時代の 飄章 疑獄で 前 賞 動局總 
裁大 陶お嘉 氏の 身邊も 怪しくなら 飄 章を 棟に 詳 欺を 鹽 いむ 娘 本 
人 長 島 巧の 關係辯 誰 十： 及び： n 本勸章 製作 會社取 祿役掘 年な の兩 
人は 證據 煙滅 S 廉で 蠻視廳 に留展 おで あるが、 こむ に顯聯 した 
取調の 進 わじ 伴ひ囊 じ 財 巧ぷび 政界で 威 際 的 問題を 栽 起しむ 日 
魯 漁業 會 をの おちで 新潔縣 出身の 長者 巧 議± である 堤淸 六を は 
二' 一巧 圓を おぉして 動 S 等 じ 筋 動され ね どの 怪事 賞が 曝露し、 馨 
視廳 じ留搔 して 嚴 重に 取調べた 結果 酸 かす こごの お 巧ない 証據 
が 化た のでず お 正式 じ 巿ケみ 刑務所へ 収監され る こど どなつ た 
が、 勸章 疑獄‘』 まだ <^發展 しさうな ので 財を や 政 巧ら び/、 び 
^ものであると。 


屬し 試合は ホ 巧 戦で ある。 

乂涅 巧は グランド •スタンド 
が i 巧、 リ ングサィド ：^^ニ张 
で カナ グ 街から ピ 1« エ'ム， 
ブー 線の ジャメ イカ 巧 じ 乗れ 
ば問を圃に下車するこ 交^^出 
ホる。 

巧 ほを 圃 のま 配 人 ジョン •アツ 
テル 君は 木が 選手の 前途を 大じ 
囑 黛し、 この 夏 じは 一二 回 試合せ 
しいべ く旣じ 契約を 終ら、 第二 
巧 目け タサニ 週 爾後 どし 若し こ 
の 兩戰じ 勝利を 巧したら 最後 じ 
を 力な 相手を 選んで 今 巧 下旬 じ 
な議 天の 試合 季 都を 終 T する こ 
どじな つて 夏る。 


早大 水泳 部 

アメリカ じ 遠. 征計劃 
早稻 巧乂學 水； b 部では、 さき 

じ オレゴン、 タ i グ 、トロント 

のを 大學 並に ク す！ プラン ド 運 
動 俱樂部 等から 彼 ホを 勸 誘して 
ホた ので、 遠征 か 計 劃して 居る 
が、 滯お 期間は 約 一ヶ月、 をの 
閱 十二 I 二回を おを 地で 試を する 
豫 をで、 同 水 棘' 饰は オリン ピッ 
ク大會 じ 日本 出端 水泳 選手 化を 


ホる。 

ニ、 生まの タァ ナップ やァニ 
オンを 嫌がつ ては なら W 滋 
養に 富んだ ょい 野菜で わる 
ご 一、 値段の ずい 肉を 嘲つ .しは 
なら 3。 工合ょ く 野菜 こ 共 
に巧理 すれば スブ！ キヤ チ 
3 ップょ b も慶 良で あな こ 
とを 記憶 ぁれ。 

四、 巿壤 じ澤山 化て 居る が 鮮 
な 巧榮を 賞つ て 3 C 上が 4。 

五、 子 巧には 一. 0 1 クオ r - ト 
の 牛乳を 大人 じは-日 I パ 
イン トの 乳を の わ樣じ 化さ 


々、巧 か 新ら しい 巧 理法が あ 
つたら 恐れず じ 必中 試みし 
て 見る のは 輿 ホ も あ b も 益 


麟氣な 心 婆さん 

東京 特電 あ 日 類 學者烏 


秘かに 喫煙 


i ■亂 装な アメリカ人 乘客 
j 巧 働 巧の 钥 、レ^ — キ パ一 スト 
i をリ ー マン 化理 船長の おがで 出 
I をした ツぶぺ 9 ン伯 巧は 二人の 
^渝んををむニ十人の乘客を滿載 
I し、 化 巧 四日の 午前 八 時 五十二 


自動車 王が 

古 美術 貫 占 

ま 都 や奈良 方面で 
不景氣 もどん 底の 暗礁にまで 
つきみた った、 锁未 魔の 悲嗚の 
やう じ i 時 さかんに 流が しね 富 
豪の 巧藏お 

賣立 てが ばつたら なく i -* 
つたのは 幾を こめ ごろの 暴 さじ 
た \ られて 居る せゐ どはいへ、 
買 ひ ホ じ 廻る 富豪の ず 許の 逼道 
如ら すつ か b 誰 買 力が 减 退した 
せいじょ' る、 この 時を じな つて 
賴通自 巧な ァメ 9 々の大 資本を 
の 魔み 手が を洋 のを 美術 じ 向つ 
て 猛烈 じ 働き かけて ホた、 こ £ 
じ 日本では 本年 一二 巧 二十 八 Hr 
を 布され た 新 國寶み じょつ て彻 
人が ちの 古 美術品 どい へ でら 

國寶じ 指を され 得る かわ 
b じ、 阔寶 じな つねの 上は 勝ず 
じ 外 固に 持 も 化す こごが できな 
< な るので、 これが 指を « 前 じ 
買 ひ 占め やう どす るア メジ々 側 
の 動き ご、 巨利に つられて 東洋 
美術の お 巧 流 おを 拱手 傍 巧し、 
あるひは 進んで これが 仲 かの 勞 
を すら どらう ごする ものまで 眞 
はれて ホた、 買 ひしめ じか、 つ 
て 居る のは、 化 巧 自動 率 王フォ 
1 ド 氏で、 が 資總額 一で 巧 ド 
ィ」 いはれ、 京都、 を 良 方面の 佛 
像、 古 諮な どじ 目を つけて を b 

極秘 禪の巧 動を つ ^ けて 
居る もの i やうで、 をの I 人 d 
を 良 巧 唯 I のを お 術 體董巧 巧 ザ 
大閑 堂で、 今を 四 巧 巧 京 美術 俱 


樂 部で 騎 罹した を 良 華 術 エ藝展 
に岀ロ g の 樵を 時化から 鎌倉時代 
じ 至る 大小 饌像 二十 五 おを を雜 
買 取らん どの 中 込みが あら、 同 
巧では 目下 解說 の雛譯 中で ある 
が、 ずゐ ふん 呂額じ 達する らし 
(、法 隆寺佛 ご 同型の、 推を 雜 
(木像 哥 像) の 如き f 体 十五 巧圓 
な 上 どい はれ、 ほかに 權 を鋪佛 
骇 かが あぉ、 白 鳳、 镶倉兩 時 巧 

の . 

佛 像を 莫 、と 巧の 巨 

像 も ある、 某 消息 遜の 談 に、 

千 方 ド 八で 日本を 美術 貧 占め 
凄まじい が、 を 良 地方 だけで も 
骨董 商人は がごし、 個人 巧藏の 
佛 像佛憲 なで あらゆる 古 美術を 
一貫ら 出す W 假 をせば な 方 や 二百 
巧は ある こどで あらぅ が、 をの 
を （は 再び 得難い 0 上、 愛藏の 
執着 深 < 手放す やうな こどは あ 
るまい、 なほ フ才— ド 巧の 手は 
前記 大関 堂の かじは まだ 及んで 


居 龍藏蹲 ± 夫^ 母を はと 十六 
歳み 高齢で をる が 唯一 人の 通 
譯を 伴ょ て I ニけ 化界 旅を 終へ 
て 東京に 歸 つを、 同 巧 自は化 
觀ホ 翻から 拒絶され たの じ 潰 
おして 化の 窩屋 でも 化 ぞの獨 
旅 比 お ホる どい ふこ ごを 實際 
じ 示した のだピ 0 


ゐ ない 廣读 である。 


木が 選手が 

六 回 戰ホ場 

九 H お 初 試を じ 
旣 巧の 如 < 目下 當がじ 滞な 中 
である 木材 拳圖 選手は 愈々 巧る 
九 H 〔月 お 日〕 が 八 時から ブ瓜ブ 
ンのド レキ セみ を圍 で開懼 


ク 


される 拳圃 試を じ 出場 ごを ま 
目下 頻 b じ 棟 習 中で あるが、 木 
が 君 じどつ ては 東部 じがる 最み 
の 試を で 最も 大事な 場を である 
が、 か 手は ミキ •ドキ 八 ご 巧び 


木が ちご 同じ < が 二十 封 度极じ 


中 六を を おした ほどの 優秀 選 ま 
を 網羅' して 屠る y 今度の 遠征 
軍 中には バックめ 世界 記錢 巧を 
者 入江 選手を 拳^に 木が、 が 本 
更らに 八な メ 1- かの 巧 本記錄 
巧を 者 高山、 中が 離の がが、 ホ 
出， 富 永、 長距離の 新 巧、 盛 巧 
離 f 化ぶ 的 じし 去れて 居る 嵩 お 
勝 旧 等の 猛者を^、 ろへ、 羅府で 
は 南 加大學 をの 池 VJ 試を しれい 
趣で ある。 ^ 

尙ほ 早大 運動^の 邁征 は從ホ 


.スボ 1 八，、： バスケット ボ 


— 八、 柔道 等 て 水泳は > 
が棋 めての こ V - である。 


一れ 


料哩义 衛生 


衛生 局から 注意 

が 育が 衛生 埼星ゥ キン 博 ± は 
傅染 病のを 法講 兜の 熟 格なる は 
勿論 巧 民ず 素の 養を 法 じ 就ぃて 
も 深甚の 注 窓を 拂ひ 夏の 蹈學校 
が 閑 おられて 華 量 凄が 田を ヘキ 
ャン プ じな （がに 一は 夫々 保陡上 
の 注意を 巧へ 新鹽を 通して 頻ら 
じ飮巧 水の 注意、 食物の 調理 注 
意な でを 奥へ て 居た；；， 最近は ま 
婦の 料理に 對 しで 一般的 注 患を 
與 へて 居る、 詳細 じ 直つ てを じ 
紹介す る餘路 がな 一ぃ ので 逍據な 
がら 左 じ 大体を をら れた十 卵を 
示す こごに する。 爾も 

- 、 始終 同じぶ の圃じ 調理の 
食物を 喫べ S 横 じし、 軟か 
いものを 喫べ たら 硬 ひもの 
じ 化へ， 肉を たべたら なを 
たべる 巧變 つわものを 適當 
に 調理す る こご。 是は 巧し 
て 賛澤の 恵 ホでは なく、 食 
物は 人 化の 油で あるからで 


です。 

と、 グ 1 ラッシュ 、アィす ッ 
シ .ュ •ス チゥ、 ビッグ 《ナ 
ック 八、 サワ クラゥト 《類 

を 配合 的に 御 使用 ぁれ。 

八、 決して 甘い ものを 澤化喫 
ベて はいけ ません、 病 Ijl の 
原因を が もます。 i 

九、 一目 じ數 跡の 水を の， jo こ 
ミを 怠；： ては ならません。 

十、 料理は 巧 嘴 じなさい、. 薛 
間がない から ごて 徽て 斗耸 
袭 5 ものな どを 使 ふご 鲁ず 
鶴 棄を審 しまず。 I 


大ホ 巧. 漫談 倉 

寄 慮ど稱 する 德川 時化の 造 物 
は 化 鶴 ミして ぁるが 講释 、.お 語 
の 類 も 時化の 變遷じ 伴 ひ 傳絲的 
趣味が なくなつ て ゆく ので 敷 林 
の 巧人大 辻司鄭 君は 自 をで 下 夫 
を 凝らし 勒られ じ 漫談家 ご—' て 
打つ てを たが、 前週 太平洋 辨岸 
を 經てホ 純した。 お 育を 本え 社 
會 部では 豫 ての 針盡じ 基き 巧 速 
岡 巧を 聘 して 漫談 會を 開く こ W 
じな つた。 時日は 十と B (木 唯} 
午後 八 時から、 縷 所は 東 五斗と 
T 目 一二な 一二 十 番紐育 H 本人 餐會 
で 會擊は 金 i 弗、 入場券は を鹽 
が 旅 鹿で 求 みられる ご。 


卓上が 話 


東西 佛 優の 巧 得 高； 

▽お 擦 所が 東西 歌舞 ほ徘 貧に 
ぶが 度 所得 額 どして 通知し わみ 
額を 調べて 見 もど、 巧し ろ娶や 
かな 商賣 だけ じ 頭株 じなる 左、 
まづ 大地 ま 格 どい ふ艺 ころ' 一 
▽東西を 通じての 筆頭は ホ阪 
の 履 次郞翁 で五ガ 五千圓 、年 V が 
延 若君の S 巧 四千ので ぁるが' 
をを の ホは ズット 下って 最 を： お 
の 歌右衛 巧が ニ 巧 八モ圓 つ^ら 
應次郞 はんの 半 巧 ごは コブ 心で 
ぅした 譯か ^ 
▽こわに ホいで は 梅 幸 ニで 五 
千の、 中 車 二で 四千 五な 田， 漏 
左 衛門ニ 巧 四千 二百 凹、 ズ 5^ ト 
下って 彥 S 郎 一巧 四千の、 一が 
一巧 S 千 巧時藏 一巧 圓 、ふの 
化 男女 藏化千 八な 圓 、幸 藏よ千 
田、 菊 S 郎 四千 四百の 等で 
•▽をの 他左閱 巧は ニ 万 五モ叫 
位、 ±ロ 右衛門 ニ 万 四千 八な 山、 


菊 五 郞がニ 巧 五 千 圓見當 で^ 


る 


▽東京の 佛 優が 大阪じ 比ぶ て 
所得 額が 少な （駐 賴られ てを る 
のは、 大阪 のをう じ 一年中を 遇 
じて おおす る 機む 事がない から 
ださう だ、 をの < せを 巧 俳優が 
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【日 喔±】 日よ 巧 九 年 闽巧昭 【四 







シアトル 出邮 (午前 十 時). 
あら ばょ 义 九 巧 十八 日 
あらび や乂 化ち 廿 六日 

るん でんみ (坡巧 おみ) 十ち 十五 日 

▼一等 複濱一 化 五 巧 ， 
但し ぱづ ずみ るん どんかは 一 おお 巧 
▼一二 等 目 本が 五 五 ホぎ 室大か 适采巧 室— 
マ 御を 望に 依り 一窜 割引せ 復切 巧を 巧を 巧 お 

ロスアンゼルス 化 化 (午後 一二 時) 
まじ ら '化 十月 廿凹日 
もんて びでぉ 化 十一 巧サ 二日 

►一等 横漠ニ 一二 0 弗但 はわい み 去に ちみ 一を 巧 
▼特別 一二 等 日本 巧 五十 か 弗 ►云 等 日本 巧 五十 五 巧 
▼ゆ 巧羅昧 おお 車 切巧隐 窒ホ路 入御 韓旌 化リ侯 




s 3..... C C 巧？ ミ 1 3 


が貨 陶碟器 

ランプ 及びを 

太 謹 營ま會 社 

ま 店 お 俄 古、 ボストン 


資本を 畳な 圃 
视这濟 資本を ホ 千巧闽 
横な 金 六 中 四な 巧 旧 

無 誠 S ホ 銀 巧— ち 巧 

ネ庙巧 巧 巿曰本 橋 賠本ぞ 崖 町 五 お 地 一巧 
支店 小 お 日本 橋 义の內 (お 夏 巧 巧 
名ち 屋京郁 乂阪西 (大 防) 神 戸 
廣怠下 骗巧巧 お 松 福 岡 長 お 
上 お 倫を を 買测水 


輸出入 爲替 '電信 送を’ 化を を、 旅 巧 信用 狀 
商業 信用 狀巧 他】 般级巧 お 

乂鎌職 S 蒙 銀 巧— ま 巧 

鄰里 送金 ハ n 本を 地 無手 數 巧？ 进 速化圾 
本 巧 おを (を 期 通知 ノニ 補) 御 巧 利な 扱 
本 ま 巧 東 巧 (本 巧〕 火 肢神戶 京都 
巧 巧 地名 古 属小お 上海 倫敦 


▲鄕里 送金 及び ホを を (無手 お 巧)、 か 固 
巧替賣 買、 荷爲替 化讲取 立、 信用が 發 
巧 等 一般 お 巧 業 お 御 巧 利 じな 扱 巧け 枝 

S 臺灣銀 巧納育 出張所 

本店 臺潰臺 化 

支店を 京、 横 潰、 火 あ、 神タ 、上海、 溪 
ロ、 福 州、 厦門、 袖 頭、 香 巧、 廣 東、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 K マラン 》 バタ ビヤ、 をち 
タ か々 ッタ 、偷敦 、其 外赛潰 十四 ヶ巧 

一、 資本を 壹億圓 (を 額 拂达濟 ) 

一、 積 立を 奪 億 五な 五十 萬圓 

巧 地 本 ま 巧 U 漠濱 (本店〕 ま 京大 阪 
が 戶長 倘下關 名を 屋 

撥濱ぶ 金銀 巧— 支 巧 

ホ 固を ま 巧 = 褒港 羅府沙 ボ 布を 
巧 化 化 巧を 國 重要 都市 ニ ま 巧 及 n グレ 
ス有之 候 


本 庙大陋 化演お T 目 
が 育 支 巧 が 育プ 0 I ドゥ 玉 1 巧 四十 化番 

. 離 住ぶ 銀 巧 

お {巧 巧 横 濱名右 尾-を 都 神 タ岡山 
尾 ノ道膜 島吳柳 井下 ノ弼 
地支巧^巧司、小倉'若松’膊タ、み留米'熊本等 
ぶ图 預金、 鄕里 送を 等は 極め 
て 御が 巧る 速に 御 化 巧 可 申 巧 


一本 店 朝鮮を が 

'す 店 出張所は 日本 巧 地の 柩摩都 巧、 朝が 
;ー 滿讲 、支那のを 地 あび 滞 お巧德 

I 觀鱗 銀な 紐靑 出張所 

か 聞爲替 一般 銀 巧 策 お 精々 御 促 巧 じ 取扱 巧 
中 上 お 

巧 かを、 社 償、 株式 ノ賣買 及ビ剌 
化か 立 一ま播 巧が ユ 御な 扱致シ 
マス、 精々 當巧ヲ 御 利用 下 ナィ ； 
I が 藤本 ビル 7 ロ— 力ー 銀 巧 姉 巧 曾 社 

藤本 證券 會社 

同羅が 出張所 
同沙ホ 化理店 


觸强黑 、雑貨 卸賣 


森材ブ タザ I ス 


日本 陶お 器雜貨 

ラ厶 ブ卸賣 

奈良 貿易商 會 


ん ，. V _ 
/• ,1 


ザ》 •^ん ぶュ 


«羅 が、 を 港 出帆 (ホノ^^ 經 由) 


大洋 

天洋 

コレア 

春が 


羅府發 

(午ち ニ 巧 化 帆) 

义义 月と 日 
化 化 巧 二十日 
丸十 巧 四日 
化 十 巧 十八 H 


を 港を 

(蓝ホ 化 机〕 

九月 十一 日 
九月 廿 五日 
十 巧 十日 
十 巧廿ご 一日 


i .® シアトル 出帆 (午前 十 時せ 帆) 

がを 化 九 巧 サ一日 
が 岡 丸 十月 十九 日 
巧. 濱义 十一 さ 百 
一二 島’ 乂 十) ちか 日 

面 餘敦發 日本 朽 巧れ 

箱稚も 九 香 S 

或訪も 十月 五 a 
か 見 か 十 巧 十 化 日 
▲紐 育 巧 化 臣を馬 お 由 日本 行 貨物 巧— 巧 二回 
A 蹄 絡 取な。 が 化は 欧洲 巧、 南泼巧 化に 巴を あ 
經 由た や洋岸 行を 激姑 をせ ミ栋巧 お— 甘 乘紀切 
巧 等 萬 事 御 使を じ 取 計 ひを 上 i 寸 
A ホ 國鐵道 切符、 蔭を を 等 I 御 おを に 取 巧 ひ 申 
上 i す 
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陶破叢 雑貨 類 卸販賣 

|献 茂 未 桃 ホ 組 


鱗賊 日本 ドライ グ ふ廟會 


H 本陶磯 叢雜貨 類卸賣 

ホ元ブ タザ ー ス 


鞠 破器雜 貨卸賣 

春 巧商會 


日本 郵船 會社 (化 ニを 鐵道會 お) 

化 理お片 桐 兄弟 藏會 

乘 単、 乘船切 特並じ 小荷物 運送 御 便利 じ 取扱 申しまず 


T 寧の 印刷 ど愤 巧なる 仕上げ 

時日の 迅速 ど 確實 U 校正を 巧 証 

印刷は 紐 育 新報へ 

. 

電話 ワトキンス ニ か 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違^む く 新報へ 

お內西 十よ 了 目 十 二番 十 階 日 
東部 じめ ける 巧 字 言論 磯關の 

權 威、 吾が 巧 報を 請まぬ 人な し 

.廣吿 は 紐 育 新報へ 


三菱 銀 巧 新 支店 

一二 義 銀行の 新 支店 熊設ご あっ 
て も 米题巧 じがけ る 巧では むく _ 
巧資 じみぎ がか 銀 巧を 合併 L た 
同 巧は 今 巧 東京 巧 神 困 區小棚 町 
ホ 番地 じ 神 旧 そ 巧を 新築し 九月 
五： n ' ょ b 業務を 執 b 本年 二目ょ 
'と 月を 滯紐 米國 こ流银 巧を を 
學 せる 菊 地 貫 I 氏を 支 巧を じ ホ 
昨が ホ间 じく 紐 育に て 見擧し 
ゐ たる 吉田信 氏を ま 巧 長 代 邸に 
ほ 命せ る 旨當地 支店に 通知が あ 
つた 由。 

公，-^ ~i か __ ^ 

•巧 旧 柳 作 氏 H ホ义化 學會ま 
事、 日本側と 巧を 甘の 要な を帶 
び 昨 H 午後 ペン 停を 場 あを 巧 巧 
十一 日 桑 港 出帆の 大巧 丸に で 一 
時歸朝 十二月 初句歸 紐の 箸。 
♦河 巧 健 雄 巧 陸軍 工兵々 が、 
時 華が 出張を ホる 十六 日 ib 
米國 陸軍 通信 學 校へ _ 人 學の 掌。 

訂正 前號 マィ。 商 舒ま石 
見 重 一二が 氏 新 萬を シザ アマン 街 
ニ0をど巧せし^5 シ’-— マ ン アゲ 
ご 一ゥニ 0 をの. 誤植 じっきが じ 
訂正す。 

= 曜說敎 

♦お 育 H 本人 敎會 
『題 ホ 定』. 滴水 肢師 
♦基 瞥敎 修道 會 

『巧 軍の ち ホバ』 椿が 師 

♦日本人 美な 敎會 
『題 ホを』 高 橋虔氏 


第 六 回 か 桐 

S 團員 募集 

旅 ■程 

ホる 十月 化 一日 (木) 午を 六 時 
かを ペン 停車場 發 A 十一ち】 
日 午後 十一 時半 シホゴ を (ユ 
ュ ホン 停 革 鶏) ▲牛-一巧 四日 
午後 五 時化を を 港 着 (ニ 巧) 
A 十一 巧 六 B 正午 寒潘 お帆郵 
船 淺間乂 巧 ▲十一月 十二 日 ホ 
ノ 八、 瓶 ホ、 同廿ニ H 橫濱着 


'一等 二等 一二 等 
往復を 桌室セ 10 粥 四一惡 
片道き 養 n 四 一嘉 ニ 六瓦张 

( 0 上は 往模蘇 車 巧 船： 賃反往 
巧の 雜豐 一-切を もを み、 一、 
ニ、 一二 等 別は 船室の 區 調です) 
が 育ボ東 五十 九 了 目 ニニ 四 

ま 罹を 巧 禍蘭會 

電話 ウ井ツ 々シャム 九 I ニ 四 四 


送別 曹 

な 紐 九 年間 一般 間胞社 會の爲 
めじ 多大の 御盡 巧を 被 成 横 柏 
木 秀巧氏 あ < 榮轉歸 朝の 孝と 
相 成 候に 執て は 小生 等 相 課ら 
左の おく 送別 會開懼 致 候 殿方 
障 御 差 燥 御 參會被 下 度 おが 上 
御 案 巧 中 上 候 
時日 九 巧 十二 H (木 嶋) 午 
を 六時牢 

爐巧 東洋 館 
會 費を 一二 弗當 H 持 寒の 事 
申込 所 東洋 館 
昭和 四 年 化 巧と B 

內山 淸田 島鑽ニ 
^ 地 ま 延之助 草 信 お 治 
4 武井理 S 郞高 是邀彥 
> 香 巧 龍 雄 鴨 巧 _义 


巧 懒义 ペシ か ル 

J. 

一- 

新 荷 到着 I 

. 一- 

一 

- 

I 

— I 

極上 等 一 

新キ 海^ 令 


求人 


7 シン トン 在住 朵人 
良家 庭 じて 日本ん 靑 

年を 求む、 委細. はが 育 新報 赴 内 
水な 氏へ 照會 われ 


^|^>ら 装飾綺麗のま、 敦備 

資霉完 き シング 兰週 

八 巧、 ダブ グ 一週 十 巧 

呈 TEL C 養 LE , 22 W . 呈 さぎ 置 


ト 


タンク 


ン 


ブイラ ー 及 

イン ノ I ベ— シ ヨン トランク 古 

物と 弗 お 十 他 よら 十二 弗 五 + 仙 
苦で 庄 置 th Street 


お 桐 兄弟 I 


新米 走ち 

テキサス*-^ 

入靖致 



桑 山 商 章 

ニ 4 芒 ST 岩 ih ST ■、产 Y . C - 
さ 旨 e . さ一呈 t 其 r 2133-0577, も 

無 


ト 


タンク 


約 五な 個の 

クオ ド ロブ 
及び スナ] マ！ トランクち 巧 五 
十 仙、 九 弗 五十 仙、 十二 お 五十 
她 、々し 許 も 使用し だ絕 類一苑 
S 弗 及び 五 弗 

吕 4.8 至 Hve ., G 与. 4害 ぎ N . Y 


グロス 

梅澤 二八 一 ニ 
山 本 二八 五 
福 本 ニ 五 0 
日 巧 ニ お八 
满旧 二八 ニ 


ンプ 
六 六 
五と 
ニ 一 
ニと 
五一 


ニ 一と 
ニニ 八 
ニニ 九 
ニ 一二 一 
ニ 一二 一 


選手 爭騎戰 はかの 如 < 福 本 チヤ 
ムピ オンと なを 日 野は ラン ナー 
ア ツグと なつた が、 元ち が 野は 
遂に 長蛇を 逸した。 

福 本 ダ 《 ス ニ 五 0 
H 野 同 ニ 五八 
松 野 岡 ニ さ ニ 

を ホ は 驚 < べき 進境を 示 

し 第 j ラ クン ド じだを 切らた る 
巧め 得意 滿 商、 確かに パンダ 競 
技の】 等 賞を 獲得せ む どの 野必 
を 誘起し、 中 おの 鹿を 射む ど 試 
みむが、 新米の 鑛 しさ 第二 ラウ 
ンドじ 一一 五、 黄 一二 ラウンド じ 
1 0 六を おし 高から ぬ 鼻を 挫き 
鼻出血の 悲劇を 演じ、 同じく 户 
ン デニ 九の 銅 木 も窠ニ ラウンド 
じ 1 0 六、 第一 ニ ラ クン ドに 一一 
一二を 出しを 尾克 （落選の 憂き目 
を 見た ので 商®!; もの {洋服の 補 
をを ひし ば もを く 卸さぬ は獨ら 
問屋の 商品の みなら やと 長た 息 
した ど 傅 へらる。 衍 ほを 井は 大 
悟 一番 「コ ；む國論』の一义を 
草して 目 ホ じ 投書す る ご 微 語せ 
るが、 一巧が へて ゴ八 7 道を 離 
れ ざるべし ピ るふ。 


乂 綱、 深井英 おを 等じ隨 つてを 
义雜誌 『做 東 J の 編輯に 從事 せる 
當時 であつ たこて 文化 硏究 わ 要 
を 語 6 過 ま 展び現 化に 直る 日米 
兩國の 岡 情を、 後援を ビに 街し 
て 深厚の 謝辞を 述べ 終つ て 茶菓 
の 響應ぉ b 歡 談^ 餘 午後 十一 時 
を 過ぎて 散會 した。 當 巧の 出席 
ぎ 中 じは 巧 山 總亂事 夫妻， 松 旧 
海軍 監瞥 長、 石み 郵船 ま 店長、 
鈴 木大毎 特派員、 j おが 紐 重役 中 
山 武夫 巧、 山 田 d ; 々壊、 メ！ ッ 
ン氏ホ A 致び み 繫 、山 ロド クト 
グか息 令 濃、 巧^ 氏み 媛、 武間 
之 巧 氏 ホ 妻 其 化- 加つ てな た r 


角 田 柳 作 氏ま權 

留別 接見 會 

n ロム ビヤに て 

H ホ 文化 學會ま 事 巧 田 柳 作 巧 
はが 項 巧 報の 如く 昨日 午後 出發 
西 巧桑潘 出帆み 大が义 じて 一時 
歸 朝せ るが、 去る 一二 日 午後 八 時 
ビャ 大學皆 學箱內 U レ セ 
プシ 3 ンを 開いた。 巧 旧 氏の 簡 
單 なる 挨 がが めつ て 水み 氏が 司 
會者ど U ら草唇 日本人 會 々長、 
内か總 領事 化理 、前 東京 一高 敎 
巧 クレメント 氏、 偷敦 プリー • 
エキスプレス 紐 育 特派員 メ！ ソ 

ン 巧は 巧々 を 七て 別辭 、あ 望、 
威 想 等を 陳 ベ、 最後に 巧 旧 氏は 
文化 學會 創設の 動機は S 十餘年 


舞 鶴から ホ 巧 る 

吉成 監督 長' 

あ （歸 朝すべき 松 田 造機 火 佐 
のを 巧 ターして 紐 育 海軍 監督 長 ど 
なれる 機關お 佐ち 庶祭雄 氏は 本 
H 午後 十二 怕 五十を 中央 停が 瘍 
着の 窒； るが、 岡 大佐は 明治 十 
化 年 をれ じて 同^ 十一 年 四 巧 海 
軍機 關學 校を 首 常 じて を お— 少 
尉 候補生に 巧官 、同 四十 四 年頃 
ょ b まごして 陸 h 詰 ごな を 海軍 
工廠 等-,’ 勤務し ザ戰居 後は 英國 
に ニケ 年間 監督ち ごして 駐 だし 
てむ た。 歸朝 をぶ 專ら艦 政 本部 
じがつ て. 機 閥の； iS 畫じ參 輿し 最 
近 じは 舞 鶴 要を H 作 部 造機 謀 長 
の 要職に 進み 昭なニ 年 十二月 磯 
踞 大佐 じ睡 任して 今日 じあんだ 
もので 頭腦 明晰。 聲が 島い。 


奧村 總羞- 來紐斯 

大阪每 H 巧 聞 i 務 奥が 信太郞 
巧は 歐洲ょ b 歸 胡の 途み 巧る 十 
日 入港の プレ メン號 じて ホ 紐す 

ベく ホ テグ マジぶ え. チ义 クじ投 

宿す る豫を じて 十月 下旬 桑 港 あ 
帆の 鄰船 じて 社員 福 本 福 一氏 同 
伴歸 朝す る尝 でめる。 尚 ほ ホる 
十一 日には H 本お樂 部に 於て が 
組の 重立たる 人 マを 招が し大お 


ホ 催の 晚餐會 が 


蘭 かる 5 由。 


關 屋敏ゴ 

旣お聲 樂家關 
關屋が 之 か 氏 岡 一 


じて 本日 衆 M 暫 

前 巧が 民る 社々 賣 ごして 故 古谷 I 經由歸 朝め 途じ 


攘來紐 

岳敏子 壌は 父君 
'伴 セドリック 號 
時 滞せ の £ 桑 港 
就く 由。 


みなみの 夏山 

顯 著な 同胞 發展 

『眞 夏に 南部 じ 旅 巧す るのは 
避暑では G く 向暑で ある ど批 
評する 乂も 砂から ず あるか、 
南部 ど 云つ てら グワジ ニア 州 
ノ ー フォ ー ク 附近は 朝夕の 巧 
陳颊す べき ものい ある』 ご賣 
頭して ホん 令 攘等ご 同化 ホを 
一巡して 歸 がせる が 育 敎曾牧 
師淸水 宗み郞 皮は 語る 『紐 育 
から ドミニ ォン 線で I ニ 巧餘狸 
の おの 旅路 じ 上っ たが 非常に 
渝 快な 航路で ゎ b 
且つ 經濟 的で ある。 化な おじと 
千嗯の 新造船 n バ ー ト •リー 號 
ご ジ ョージ •ワシントン 號じ乗 
つたが、 スブ— ト^— ムで S を 
おき 十二 弗 どは 寧ろ 驚く 巧まい 
ノ 1 フォ 1 ク にない オ— シアン 

ビユ] じは 舊友岡 本 S 太 氏 夫妻 
や、 化 居飽吾 氏が 發展 して 居ら 
ゲア デニア •ビ ー チ じは 小澤、 
脚 旧の 兩氏 がを 園 中央の 目 貫き 
の 場所で 活動して ゐ る。 


义ボ ー ブ マゥ j マ じは タ をが 長 
V . J 驅 はれて 心る ホ 木 貞が那 氏 
がを を 養 ひつ、 を b 、 ノ！ フ 
ォ ー ク 巧で ぞ田 氏の ブラィ 
クリ！ ユングを 始め 树胞 の經 
營 じなる 東を々 フユ—、 を 崎 
ランチ、 神を クン ナ など あら 
て 孰れら 相 進-じ 资展 めを を 辿- 
つ てゐ ち。 ぷヮジ ニァ 州は 齒 
父 举盛頓 を 11^ じジ H フヮ ソ 

ン、 マ デ ソン 午 モン ロ 1 、 户 

ブ ソン、 タ义 ーラア 、テ^ラ ア 
の六乂 ょら 一 

巧く は 名 乂統饱 維 爾遜氏 迄 八ん 
の 大統颁 を 出 1 た' をな 挪 でぁ 
るから 藤を 的 I ぶ 跡に 富んで 盾 
子女の 實化敎 の爲 めじら 一遊 
の 惜値ぁ b ノー フォ！ クは 太' 西 
巧 縣隊の 化 渡が ごして 重要‘*:' 化 
で ゎら •飛 巧 機ぶ 于巧も ぁつて 朝 
と ；： t (化'‘. な L 空 お 翔を 蜡齡の 
巧 じ ： も 用 飛 巧 磯の 瞩巧 ずる 嵩を 
け壯 化の 感を與 へる。 を 化み の 
要莖を 眺めても ホ 固け ィザ 鎌 倉 
となれば 带國 じ， 一獲す る 难備を 
さを さ 怠ち なき おが 首肯され る 


ミ 立 


來巧 東京に 開か いろ 

巧國 工業 會議と 動力 會議 

巧學界 が國際 的で ある 事を ホ證 


' 國エ菜 曾 蔑 皮び 動力を 
:_議 が ホ 巧 東 巧に 於て 開かる i も 
; はまる S 月 二日 附本 巧に 於て 詳 
: 報した 通 b でぁる-か 问會 講參列 
の峡 ホを 國 委員 及び 會貴約 S 巧 
五十 あはを々 巧 米 日ネ侧 共同 會 
讓委貨 たる 松 田 造機 大佐、 旧 島 
一二 井 物産 支店長 東 道の 下に ホ 月 
十日を 港發 コンャ 丸と プレ シデ. 
ント •デ ャク ッン號 じ巧乘 して 
波ピする；ごなつたが、 右じ就 
I き 松 旧 大佐は 語る 『エ装 會議の 
; ホは 十月 化 九日、 動力 會 護の 方 
，は 阿月 一二 十日から 始まつ て 十一 
一一 月と H じ 終 r する ので、 旣 じを 
I 國 からを つた 論文が 六： 白 通じ も 
I 及んで ゐるど 聞いて ゐ る。 開會 
I ご あじ タを總 なお 父を 殿下の 臺 
旗が ぁつて 

令 じ 曰を 娘 ふ ミ ご 巧 察して 
ゐ る。 名擧食 長は 溝 ロ 首相、 同 
副會 長は 俸 巧 相、 疵 巧を 一子、 
會 長は 古が 巧 ± 、副食 長は 斯が 
楷 ± 、四條 巧 & び圍 巧で める が 
I 柯 しろ 委員 や 出席 會 員の 數が頗 
I る ぞいので 諮 事 堂が 會 おじ 充て 
I ら れてゐ る。 右 兩會議 の 議長は 
I ホ だみ をを をて ゐな いので 許畫 
I 委員長 加 巧 正 雄が ± は 巧 畦まで 


帝國 練習 艦隊 

歡迎酸 金 

一 棘 お應隊 歡迎會 事務所は 目下 
一事が 離 嫉し居 b 香 西、 鴨 か、 巧 
j 孫子の！ ニ 巧 曾ら 其 巧じ當 b つ！ 

I あるが おお 部 及び 庶務 部 離 係の 
歡迎 がが をは 緩々 到達し ホら 遠 
から やお 算 額に 上る 見込で ある 
ご。 梟を 受領の みは 左の 如し。 
おが 八十が。 一二 裘銀巧 
を 巧 一二 十五 弗。 喊旗巧 船會お 
一を 乂十弗 宛。 川 崎 汽船 食 社、 が 
i 倉 坐 糸、 御 鮮銀巧 
，金よ 十五 弗。 太 巧 貿易 會社 
: を 四十 五 巧。 藤本 証 巧會社 
j を 二十 五 弗。 繩旧 おと 
一を 二十' 一巧 五十 化。 島 貿易商 會 
を 十 お 巧 宛。 恒川眞 、柴 田德次 
郎 、を 山 商を 

を 十 ホが。 川 巧 太 藤、 小 莱乘ま 
横 おスク ー プ 、小 巧賀助 
金五贿 宛。 斤 岡 賢 治、 独 ロ 巧 之 
助、 な 目德あ 

を 一二 巧 宛。 神 崎 喜四郎 、椿眞 六 
及び 貞子 、無名氏 
を ニ 弗 お 十 帥。 妻 沼讓治 
I を-巧 宛。 ビ ー •グッド 媳、 エ 

一 グ ア • ：一 タ ン ス 礫、 ぶ —• ス 
ホ 八 ラ ー 夫人、 ロ パー V •グ 
アン •ア八 スタィン、 充山伊 

を秀 

A 上 お 純 雄が 

; をニ弗.五十仙宛。とお純雄、同 
タマ、 赌巧 ホ次郎 、阿悔 子、 

こ をみ 六郎 
A 中 西ず おお 

一を 五 巧 宛。 中 西ホ藏 、鉛 木 千歳 
I を 一巧。 松 永 信 
. A 巧の 家 扱 
を 十 邦。 が 山隨讶 
を 三 ホ。 が 山 ドレス 
を ニ 弗 宛。 おが 勝 治、 がが 孤 お 


兩 船を 出迎 へらむ 歡迎の 意を 表 
すろ ど 共に 讓長其 他の 打を せを 
なす 箸で 4 る。 大体の 旅 巧は パ 
八 チ モア •ォパ ィオ 線で 十月 ニ 

H 午後 華 巧に 着し 岡が 出 淵 大使 
の 送別 晚を會 じ 招かれ、 翌三 一日 
はフー グアー 大統領 ゆ レ セプシ 
ヨン じ路 み、 同夜 發 シカゴ じ 向 
ひ、 四日 巧 同 巧 あ、 グランド • 

キヤ ニ 3 ン 、ロス アン ゼグス を 

經て化 H 朝 

桑潘 に 着し、 翌十 H 同時 

發の コンヤ、 ジヤクソン ニ 船 じ 
を乘 して H 本 じ 巧 ふので あるが 
ホノ八 八は 十み 日 午前 看、 十と 
日 巧お發 して 廿と 日橫 お着の 豫 
定 である。 アィリ々 巧 地の 旅 巧 

は 何れも ス ペシ アグ •ツレ 1 ン 

である』 巧は 日本 じ 於け る 日程 
は 十 巧 二十 五日ょ 6 二十 八： n 迄 
nH ホ、 箱 根 旅 巧 ホ 丸 日 H 開 
會ま 及び 德會 、一日 = 部會 、ニ 
日 n 巧 滋復巧 事業 視察、 一二 Hn 
巧 治 節 鎌 倉 旅 巧、 四日ょ 9 よ 日 
を總會 、閉會 ま、 八日ょ も 廿ニ 
H をは 溝 潜、 熟 海、 富 ± 、足 尾 
H ホ、 仙臺 、お古 屋 、京 部、 を 
良、 大阪 、神 巧、 九贿地 ホ觀ホ 
でム ると 0 

延 をを 

A 紐 育 H 本ん 敎會扱 
金 五 おお。 大贊順 治、 淸水宗 ホ 
が 夫妻、 とが 彌曾ま 夫妻、 が 
山 恒太郞 、浦 旧 國太郎 
を S 巧 宛。 憐旧慶 お、 元 山嘉志 
富 

金ニ乘 。が 山 彌太郎 
を 一巧 宛。 旧 中 稱义、 H 旧喜义 
を 

A が 上 武ホ巧 
金 五 巧。 が 上武平 
金 一二 弗。 ま武巿 

を 一 弗 お。 おみ 川 お 一、 仰 頸 幸 
意 

A 遠 藤 小刀 商會扱 
金 五十 巧。 能 美 義臣 
金 十 巧 お。 巧が 淸 お、 河 巧 常 八 
を 一二 弗を。 港口 泰 造、 森 川ま么 
巧、 がが を 治、 久野武 雄 
を ニ 弗。 小刀を 之 進 夫人 

民衆 ゴル フワ— ス 

青葉 競技 

本年 選手は 福 本 

旣骑靑 葉を 競技 會け まる 

一' 日 ペラム じがて 第一 ラウンド 
ニ：：：！ サ リス ベリ！ じて 第二 度び 
溝 一二 ラウンド じ 百； ち 九十 幾 巧の 
酷暑に も 怖れず 流汗 淋漓 一二 十六 
人の 民ホゴ フワ アが 鏡を 削つ 
て戰 つじ。 第-ラウンドの 最好 
なは グ 。マ 1 00 ン デニ 九 じ 
て爾 木のと 十】 お及び グ P ス化 
九 バンデ 二八に てち ホのと 十一 
みが 间 などなら あら じみ 戰 する 
當ト 第二は グ n ス化 ニ'- ンデ一 
ホで 菊 地のと 十六 点、 第一 ニは グ 
0 K 九 化' 戶ン デニ 六 f 庵地のと 
十二 一み がを 巧 点で あつた，。 パン 
デの】 等 « 下 凹 等までは 左 的 か 
く 四 等の n 巧ピが 田 どは 巧か戰 
一の ト； 確を ずるを である。 








比 ScSSSl レ ". 
303 Fifth Ave., 

Tel. Caledozua 4100 

巧 田 商事 揀ま をな 

Uchida Tra 出 n 径し 〇 •, Inc ， 
11 Park Place 
TcLBarc!«i3rK76 

^ 島賓あ 株或會 お 

Shima Trading G>., Ltd. 

Telephone Rector 1484 

煤 まを 化 ホ 尾が タ 
Akawo 么 な.， 

295 Fifth Ave^ 

て eL Caiedonia 975 这 - 良？ 

诗食裳 蘇 絲績株 ま會な 
K が akura & Co., LJUL, 

200 Madiso 凸 Avenue 

に IVnkhno れ 
Mikimoto Pearl, 
b35 f%ii Avenue 
Te!. Van<] が bill 巧 巧 

大 倉な お育ま 巧 
Okura 在 C 〇 M 
30 CbuTch St., 

Tel. Cortlandt 2292-93-94 

H 共 巧を 會庶 

- 巧理巧 

な # 巧 '' 

1 如む 阳お化 II . Y. Cl む L 8 が f 日 r 巧 84 
Fa 如け； 35-10 お 化む も， し L なわ 

巧 巧 お塞が ま會お 
4sano Bussan company 

Room ~SD1 " 80S ^ 

165 Broadway 
T*I. Co 巧 Ian か 8047 ぶ 052 

, Gosho i^rporation, 

Silk Importers, 

が お 8 が 34 な Street 
TbK Asblan い说 7-3! 

. __ _ G 〇 »h 〇 Co， IflCn 

Cotton'~^£|7u& lex 、 

が Bsa 巧 r 化， 

てが EoTHinar Green 巧 化-が 

甫 巧が おな 巧會肚 
巧 巧* 巧 巧 

So が h Manchuria R. R. Co., 

Koom 2026,C&n& ぶ an れ tc ぶ c B1 わ . 
342 Madison Ave. 

Tel. Vand が bill 4135 

云擁を 贼會ぉ 

瓶 育ま 巧 
M な sui 在 Co,, 

6a Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

なま 會 を 岩 弁 巧 巧 
が 巧 巧 張 所 
Iwai 在 Co •，いん 

Woolworih Building, 
Tel. Fitz 反 oy 8 が 0 ぶ 1-62 

H 卖葫寧 採 まを な 
お育ま 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(Mitsubinhi Co.» Ltd.) 

ミ 20 Broadway 
T«l. Rector 2560.2564 

大 阪朗扫 ニを を朗日 
恒川 最 
Osak 度 Asahi 

The New York T* ミ m が Annex 
了 eJ, Lftckawaim 。 ！ 000 

H 本 稱ホ巧 式 俯 
巧 巧 ま 巧 

Japan Co け on Iradmjr し td., 

2 Park AT«nue, 

Te!, Lexin が on がが 

曰 本 生糸 採 まるを 
が 育ま 巧 
N1P 阳 N KWTO け 削 ん UD 

Two Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 

巧を 名會巧 
粧 ちま 巧 
Ha 化 在 Co., 

443 Fourth Ave^ 
Te!. Caledonia 7830-35 

曰 ホを 糸 巧を をを 
紐 育ま 巧 
NiCHI-BEI KilTO K&BtiSlilKI な ISHA 

が iCH : ぶの KIITO Ca, LTD.) 
1 Pork Avenue 
Tc!. A 此 land のが >47«4 ん 49 

大阪 毎日 二度 巧 日日 
お 木 H 郎 
Osaka Mainichi 

Room 3 说 A Wor!d B 山陆 。だ 
Tel •良 eekman 4259 
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大顧 育： 一 

一を I 九竿販 Y 近く 發巧 I 

本社が 裝じ縮 巧を 巧い じし' すした 『大 が 育」 は、 幸 ひじして I 
化 湖の 湧く が おきが 詳を 巧し， 个 をに をが 一册巧 らや貞 切れ と た. 
> 主した、 化て ネ かは 溝 一^め 巧な をを 巧 新た じし、 员 おを も I 
巧 加した 千 化-白 サ化年 版を^ じ 接 巧す る こご 5 ならました、 お 一 
確 じして 且つ 巧ら しい 統計 一 > 事貨 をを 礎 じして、 刻々 變化 ずる 
巧が 『大が 育 J の眞 巧を 傅ぶ る じ 遺が なき こご k 巧して 居 > ま 
す。 巧 ほを 價は / 

豫約 ぉを 者 暇リて 

.特價 と 十五 仙 

發刊 後の 御^ 買には 

^ ^價 .金 一 弗 

ごを しました、 速 かじ^ 約 巧申这 みを ホ 鹽 いたします。 

化罩 1 B I 紐 育 新報 社 I 


軍備 縮 少會議 に 善 響した 

み旦傳者 上院が ぶ 式 U 調蠢 

大統領： i 別に 司法 省に 命じて 處爵を 要求ぃ 
造船 會* や 海軍 嵩官じ 連絡した 宣傅 疑獄 H 

ゼモゲ T 會議 皆^ アメリヵの S 大 港船會 化から 巧 頼され て 岡 地で 大いに 
ラ ー 事が じ踞 蹄し 大統領 フ ー ゲ T ! 巧は 軍ね てヌブ 
リヵ お 巧 巧表ジ a ! ンズ 提督は シ！ ラ ー どは 柯等 

一 ホ 海軍を 員 

をは 明 H を おむ 上ン— ラー のを 式 調を じ^て 協 誰 t ベ C 上院み をを 島を ボラ！ 巧 も お 力 事件の 貫 
相を おおし r " をの 一-がと 明白 じすべし じ^ 化し 盾ら、 一 ホシー ラー が 海軍 高を じ化賴 されて が 軍 
满張 をな 巧した V 一言 明して 属 る綱炼 上、 品 ひは 费承省 も 別 じ 華件眞 相の 調を じ 着ず する 横 擦で あ 
る、 巧くて 本 嬰 件は お 採 大統領 ょら 巧 法ぶ じ處 罰の 耍 あご；- ょ つた 外、 上院 父び お 軍 省 ご S 方 じか 
れて 調杳に 省ず する こご つじ 讓で あこ。 

宣傅費 要 あ 化 巧 弗 


ワシントン 九扫發 U 

會講の 進む をが 巧した ご 煤 へられて 居る 
1 トノン トぉ资 おし 『ど ネグア 會議當 時で アメ 

のが 識； く從 てジョ ー 八 ズ提特 は 今圓の 件 じ 何等の 踞係 はない』 く 言明した が、 


その 中 五 巧 弗は 旣ー 


本紙 前 巧 所 報の 如く、 ア メリ 
; 力 のが 巧が S： 寒 こ自稱 する クキ 

- リアム • シ— ラ！ が* ア メジ 力 

造 姬界ミ か 物 ミミ 

-プレ ヘムを 船會 を、 一一 ユボ 1 ト 
ュユ！ ズ を船會 化、 ア> リ 々ン 
ブラゥン •ボ ゲでリ 電力を 社 等 
を 相手 ごし、 す 化な 廿と 年ゼ ネ- 
グア じがて 遂に 巧 製を をた 海軍 
一軍 縮曾滋 じがる 覚槽截 かお 方と 
! 千 六 なお 十 お 弗の 支拂 民事 訴藤 
を提 おに 及んだ る じ 載し、 上院 
かを を 員を が ラ！ 氏 U これを 0 
: てが 軍 疑獄で ある ご 院で言 巧 
; の 上、 先づ 上院が おを 員 會の調 
; をを 求めれ が、 大統領 フ ーゲア 
';) 氏は 巧ら じ まる か 巧 六 H の 新 
'巧 記を 蝴貪兒 じ 於て 本 巧 蹈に觸 
.した スブ！ トメ ントを 發裝し 事 
一 ホの 眞 かを この 際 明白 ごしちら 
_ ，じ 造船 巧の 健を なる を 達 ど 
:國 策の 遂 がを 期す る爲め 
.をが の释 明を 當 をを じ ホめ 一方 
司を 省を 動かして 司直の 手を 本 
事が じ 延ぱす こどを 言明す る じ 
及んで， 本 巧 題は 時節柄 か界的 
な 注 n を 唐 起して 居る、 フ！ ゲ 
ア 氏が 發 表した ステ ー トメ ン 
トの 要旨は 『今 画一 お 巧 專巧家 
がニユ 3 — クの激 お 巧 じ 一二 造船 
曾 社を 巧手 じ 民事訴訟を 提起-^ 
旣 •しお 方 弗を ず 取つ わ事赏 をを 
認 して 居 も 事件が ある、 こ. の 霞 
悔 おは 逊ま數 が じ 直 > てが 軍獨 
張の 實を擧 ぐべ （努力す るか、 
ゼ子グ ァ巧證 を 始めと—' でネあ 
俯が 軍備を 縮少 すべ （國路 的を 
がに 從拳 しつ i ある こどを 数 巧 
に ホ 錐し つ- < をっ わ 人物で あ b 
余が S 筒 巧 前ょ b 巷キ しつ i あ 
る 軍縮 タ涉 にも 

が對的 氣势を 擧げつ i あ 

つた 人物で わる、 而 かしこの 宜 
巧は こ i じ 化らず 巧 ひて は阐際 
的 嫌 惡ご躺 疑を 誘を せしめつ、 
わつ たもので、 をけ K な 任め る こ 
_ い等湛 船を 化の 當 辜を が訴 惑に 
: 示され じかき 關係 あら ごは 信じ 
巧ない が、 而 かも 當 事を はこの 
隙本擧 化に 對 する 巧 明を 必要 ど 


支 挪を受 ， 


ずる、 をでは-殺 社 會の爲 め 
歐 家の 爲 め、 而 して 食 化 自身の 
爲 めじ も徳 めて か 蟹な ことで あ 
る、 をは この 煤を 司を あ：-: 事 伸 
を照會 して 適當 なる 處最を ホめ 
じが、 おし 貪社侧 じして 本 事が 
じ衝 する^ 思を 最も 巧 白に 示さ 
。い限ら^ 巧等は輕ををして斯 
る 勢力 1 ゥ脫 がせし むる 爲 めじ 

適當|^ ホ段じ訴へたぃ。 


は 勿論 自 


て 屠る 如く ァ メジ々 お 巧 首腦者 
等と を涉 あるら しい やぅな こゴ 
ぉ述べ、 法廷 にがては 勿論の こ 
ご、 議會の 調査 委員 會 でも 自を 
は 柯等虛 飾す る 所な < 事 賞の 奧 
相を 述べる ど言剛 して 居る、 右 
シ！ ラ！ の 民事 訴 露は 八月 か 一 
H を 0 て當 地の 大審 探に 提 おさ 
れ たもので •一二 大 造船 會 社を 相 
手に 廿あ 方と 千み 円 お 十五 おの 
支媒展 巧を おつて 居る お、 訴が 
の 一節 じがて 『お 吿は千 九な か' 
六 年 十二 巧 十日よ ち 千 化 百せ 化 
年 一二ち かと 日に 置ら 被吿 等に 雇 


人 じる をの 富 論 ~ 用され、 被 吿諸會 社 じ凿し 或る 


巧で あり、 を 蠻诗谭 を 


ずる こど-り 本人の 呂も である、 
巧 かし 巧'〜 も をれ がを 錢の爲 め 
の 富 傅で つたゎ、 を ひは 軍濫 
建造の 爲^ じ、 輿論を 誤らし 若 
はを 人ム .】 動かして 菊備 を概張 
し 化を 軍 猫の 氣 運を 巧 げんと す 
育 傅で， 一？ ら 、をつ をの 目的の 
爲 めに 宣座 者を 雇用 するどい ふ 
】 ごは，；^ 會を 共の 利益 じ 相反 
するゎ爲^|ホる」 ごなし、 斷乎 
たる 處廣 it ホめ ね ものである、 
これに 對し 事が じ 願な ある 遇 船 
會 社では ぶら じ スブ！ トメ ント 


を發 表し エ 
明して 招 

ろろ*"" ■ 

大膽に 

してが 項 


事實 無根なる i を释 
が、 事件の ま 人を で 
1 ま 


をの 後ブ 一 


もこの 事寶を 容認 
第 H 面〕 じ も 巧 おし 


禪の 文書、 情報、 盤 船に 關聯し 
れ諸邮 の 統計 類 

•供給を 化 礫され むまで、 
この 期閱じ 直を 原告は 請 新聞 雜 
誘に 執筆し、 幾を を 共 的 人物、 
新聞記者 ど 會 見す るか 屢 々を 開 
の 席上で 演說 しね、 煩 吿は千 九 
が 化と 年 六 巧 か 目 ょら 巧 おん 巧 
四日まで 被告 諸會 社の ホを まォ 
ブサ 1 パ！ ごして 出席し、 ゼネ 
ゲァ 會議の 出席 豐 ぶび 宣傳費 ど 
して サあ 巧强の 外、 7 シン トン 
三ユ ョーク 、セネ ゲ r 等 じめ る 
滞を 费 用' 五 巧八モ 八な 八十 あが 
を 計 化 巧 八 千 八 百 八十 五 弗を 請 
ホす る もの じて、 右の 中 五 万一 
千 ニな か 巧は 旣じ ま拂濟 であら 
本 訴訟は これが 殘 額の 支 挪を要 
ホす るので ある」 ど 述べて 居る 


難關 U 依然 巡泮艦 

ィ が リスの 讓步な < ん げ絕璧 か 


シン トン よら 達した 


諸 情報を 鉛を ずる じ 今回 ィ V ブ 
ヌ側 ょら 也を 條拌附 じて ィ •キリ 


ブス 握 蓮は 曇 じみ 裂した ゼモダ 
ア 食議當 時の 巧 ホよ 6 も 約 十一 
万 觸を滅 じた もので あ も、 この 


スの 巡が 蓝 勢力を 化 四 巧 嘴 どず j 點よ b すれぶ 非常なる を 涉進巧 
るの 

提議 


.じを したので アイリ 
力 お 軍を 腮 部では 頃日 ホ 協 幾 討 
巧しつ^もつたが、 イゲブス側 
じして こみ 哦較を 巧ら じ 輕减し 
ない 限 b み 等 力を 巧わん とする 
ァメ 9 々お带 は 豫定計 藍で ある 
十五 隻の 巡が 艦を 新造す るの 外 
^し£ の 結訟じ 達し、 をの 旨フ 
1 ゲ T 1 巧 じ報吿 して 英米 軍縮 
を 渉は 化が £ して 低迷の 化 おじ 
おかれて ちる、 卯 も 今回の イ’キ 


の 跡を 物語る ものである が- 
が リス じして 尙ほー ホ 進んで 嗯 
數じ讓 ホを しない 限ら 實際 的な 
が 軍縮 少ど いふ. 

實蹟 じは 前を 遼遠 ご 見ら 
れて 居る、' 郎も今 H までのを 渉 
じ 化れば ィ ，キリスめ か 四 巧哦じ 
對し アメリカの 巡が お 力を 廿九 
巧 五 千が 程度 どして 造 お 競ず を 
防止し， ホ 力 艦の 補 巧 巧を 五简 
年 巧ら じ 延長し 两時じ 潜水艦、 
熙を 艦の 嗯 蚊を 制限し やう ご い 


ふ 程 巧 じまで 談刊け 進 巧して 居 
るので ある々、 巧の かき 息 ホ じ I 
がる 協を は 結な 縮 ホで たぐ 單な 
るが ザ 制限 じ 化 b ■フ^ ~~ ゲア ー 
及び マク ドナ グ ドを 化が 旣じ炼 
贊 3 盧を 表明した が 則じ叛 （こ 
ごじ。 る譯 であるが， ィ •キ 9 ス 
海軍 どして は 化 脚 巧 嘶を なて 圃 
の 上 絕掛じ 必要で わる ご 强硬じ 
固執し つ t ある もの、 如く、 マ 
首相は 强 いて これに 

な對 すれば 輿論は 諸穗の 
事情よ らして 却て 大海 軍 ま義じ 
傾く、 f いふぶ 険 性を 帶 びて お 
る譯 で、 が ホ化經 過は 案 列 良が 
じ 進みつ i あ 幻た が、 今回の 化 
四巧顺 騎限提 g でが てマク ドナ 
; 巧は 一巧^ 級 巡洋艦を 十五 
隻じ 止め、 針 晝 中の 巡洋艦と 隻 
を建逍 しない 除 伴 どして 自國領 
尘 を暨備 ずべ f 小型 艦艇のを 大 
を ホめ て 居る 巧で ある、 これ じ 
菊す る アィリ々 のを 張は 尙ほ英 
斷 もめで みつて 一巧 觸絞巡 
を 疆を 十八 隻に 止める ごい ふの 
であつ て、 こか d 十五 隻の 建造 
計 蜜を 十隻 じ識少 ずる こご、 な 
るので ある、 て圓滿 なる 織少 
を斷巧 せんご 微 すれば、 ィ V 9 
ス 側が をの 最 I 小 限度を あらに 
讓ホ - p ぃ 限 b ィ V リス 
の 化 四另順 心衝し アメリカ はか 
九 巧 お千嗯 、十ち 隻建遐 計畫を 
を 都 完成し vj 巧ガ五 千曠芭 いふ 
こご じなる 心で ある、 而 して ィ 
ぞ 9 ス案じ 化れば r 刃嚼 級巡泮 
廳 十五 隻 〔アメ 9 々十八 隻〕 と 
し 九 千 おな あ 十 嚼で補 巧す るの 
であるから、； アメブ 々は 一方 顯 
級 十み 隻 'と 千 五な 嗯毅 十隻で 
廿五巧 あ千嚼 ごな' ら遞る 四で 嗯 
は アメリカの 欲しない ホ 型 巡 巧 _ 
艦 じ充當 さる i こご じなる めで i 
をる、 兩 者み 均等は 囉數 ご隻數 
で ィ ¥ ブスが 優ら、 戰圖 力で T 
メリ 力が 優勢を 示ず こど！ なる^ 
ので あるか ホ、 若し ィぞ リス じ' 
して 營備 用で 慮 型 六 千觸を 四千 
峨 0 下 ごすに ば、 或 ひは 巧當の 
巧果 をを むが も 知れ いと 觀測 
されて 居る I 。 . 

I マン チ ユリ 附 あで 
東ま特 十日 豬 n ; ピンよ 
らか特 Ip し 依れ ぱ 、マン チュ 
ブ 附近 f 露 支 巧 軍は 遂に 衝突 
を 演じ^ 砲聲 いんいん ど 響き 
て 乂必钩 々たる もの あら， 露 
まを 渉； る蔣 か石將 軍の お 力が 
最近 著 了 < 失墜して 居る ので 
ま 那^は 頑張れず、 恐ら {腰 
を 巧 ふでを らぅ ど 云は る。 
上が 日を u ま 巧 省よ b 達し 
た 電報 お 狼れば マン チ ユタ 及び 
ボグラ ふ チ ナヤの 兩ホ面 じ 直 b 
てり シ 軍は 砲 裳を 加へ 積極的 
巧 動を るに 至 b しもの t 如く 
をを の^ 車 煤 一部は 破 壌され 一 
巧 車は^ 巧を 受けて 五 人の 索 客 
即死一!、 化の 巧 車は 空中 よらの 
爆擊 vtj と 人 即死 者を 生じれ ので 
を戦聲 司み 官 はまが じを き 張 
學 をが 軍を 中必 ごして 巧 戰じ就 
て 協 論 中で わる。 

モ天 カウ 九日 疆 n 勞農 。シア 
政府が 聲明 する 所に 化れば 最近 
'固 境 附近 じがて タ那軍 陵は 白色 


系 P シ 'ァ 軍隊 こ 協 向し 前後 个九 
巧 じ 巧 bn ンァ の 頒± じ tk し 
たので 政府と しては 止い わ 巧ず 
をに 賴梅的 行動 じ 及ぶ ど あるが 
別に ドィッ 大使を 通じて^， 
を 天 兩化府 じ 通牒を 發 しで 嚴電 
じ餐吿 した。 j 

邦人 引 揚げ 

衝突は ま大 で；；：! い 
東京が 電 九日 體 〔ニユ コ| ク 
夕ィ ムス 紙〕 == 陸軍省 じを した 
を 報し 巧れば ボグラ ニ チ 去ャじ 
。シァの 飛が 磯 五 機が 現^だ の 
でぞ那 軍隊は 直 もじ 發 砲—- じ 巧 
磯上ょ々 爆彈を 投下を の，；； ち S 
箇 は 停率塔 じ を一^ — > て 甘ん 人の 
即 巧者を 生じ わが、 この 巧め な 
留 P 本人は 盧 もじ 參集協 塗の 結 
果 事態 急 ご 見て パ 八 ピン じ引揚 


げ を巧議 したが、 軍事的 ド 
ぱ 衝突は 重大で 、陵 
局は 最お蔣 かお 氏 S 政治 泌 


見れ 

备當 

參カ 


は ホ 常に 不乂氣 ごな つて 兵る か 
ら 支那 阮府は これな 上。 ぶ 一アじ 
睹を 突き 得まい どを て 居る 


漢 ロの 宫戀が 

不法 お 抑へ 

ロンドン 九日 發 n 當 地口 刊メ 
—グ 紙の 淺 □特電は 同地 宮惠が 
イ 甲 ブ 3 人の 速 物を 不法に も 取 
巧へ て 化 壊した 诗を 報じ 近く 重 
乂な外巧問趙に^:^るでぁらぅど 
をつ て 居る、 被害者。 バタ フイ 
グド •スク アイ ア巧會 ど 呼ぶ 瘡 
船 商人で 漢 ロ 巿會 はこの 商會を 
取 壊して 新ら しい 建築を' 始 むべ 
く巧會 にお 化の 借 欄を 無が ミす 
る やろ を 渉した る もお會 側が 應 
じない のでを に 外を 上の 手段に 
訴 へず 宿 巧 取 曝しに 着手した も 

のでを る と 屯 

漢 ロの 外人 租巧 でも n シア、 
ドイツ 等は おじ 權巧 ぉを 藥し 
イザ リス も 巧 患 的 じ撤廢 した 
もので をら、 事件の 成 巧が 注 
目され て 居る。 漢ロ政 巧は 租 
界巧收 0 ホ 新税を 課して 居た 
が 遂に 武漢 めを 命と なつた も 
ので、 今度の 巧會 はを の 塗に 
度 立した ものである 0 


本社 東 京 


轉 無を (禁無 巧 轉氧〕 


地方 長を 义 I 更迭 

【十目】 佐賀縣 知事 青が 哲 S 巧は 復興 局 整地 部長に、 元沖繩 
縣 知事 今 宿み 雄 巧は を 勘 縣か事 じ、 猜馬縣 知 事大 森を-氏は 
島が 縣 知事 じ、 滋賀縣 事 檐困鼎 巧は 避馬縣 知事 じ、 元 ホを 
騒 知事 旧 寺 俊 信 氏は 滋か rj 縣 知事に 巧れ も 巧 命され た。 

澤西總 領事 當墟へ 

〔十日】 大化溝 邊事官 運 巧節藏 氏は 總 韻事を して お 育を 勸じ 
麗畿 でみ をした。 ^ 


天皇陛下 御還睾 

C 十日】 天皇 陛で じは 御 興嫌麗 
し < が須 御用邸 ょら 還 ホ 遊ば 
された。 一 

運 lie 同 盤 動搖ホ 

【十日】 おず が敢賃 同盟 おを 糸 
穩巧 しのの 割を 同盟 不兹 加の 
川 鴨な でに 奪取せられ！^ 鹽は 
ぐらつき おした。 

除名 鸯孝 ミホ 

〔十日】 勞働撼 同盟は 大戲聯 を 
曾の 鼓 左翼 組 一 ニモ ご， r 亩 I みを 陈 
名した。 

义復 委員 會設晋 

〔十日】 おのが 相は 鮮灣が 治、 
お 外 企業を 民閔趣 委員 窗 設置 
を發 おした。 I 

大 暴風雨 襲來 I - 

〔十日】 本 H 午後 S 時か广 •'東を 
地 ホ じ 乂暴厳 雨が 襲 ホした。 

生糸 輸出 激增 す 

〔九日】 八月 中の 生系輸 b は橫 
濱 ど神戶 ごで と 巧 四ぶ ニピク 
グ化モ 四な 十九で 吉 千^で 玉 
ホは 八ち 十 ホ ピク作 四十 二で 
ニ 千 田で ホ 曾 巧の 激お でぁつ 
'たが 是 はを 解禁 準備 4® ど內 
化糸懼がを（ををし^^等がを 
の 原因で ホる ご。 一 

小 橋 文相を 苦！ 

〔八日】 政を 會巧講 ±驾 塞 國利 
氏は 小橋义 相を 吿發 L 「小 橋 
文化は 淸 浦巧閣 翰を 度 化 化で 
圓で馬 越 ホず 氏を 赖埋 ー譲員 じ 
した』 ご 云つ てゐ る。' 

債 權利廻 六々^ 

f 八日】 九月 二日の 償 應^廻 b 


巧を 


は あを 化旌 六を 示した 0 

来 消費 逐年 增加； 

【八日】 農 柄堪飄 おじ 化れば 米 
の 消 養 お 加は 卡六 年間 例外な 
しじ 殘米增 加ょ を 著しい ミ。 

御苑の 鶴產 卵ず 

け 八日) 宮城 吹 上 御苑の 丹 頂の 
鶴は をが したが 皇后陛下 御慶 
拳を を b 化 上ない 瑞兆 ごされ 
てゐる 0 

.兩相 ミ 思想 取婦 

〔八日】 渡邊 法相、 小 橋 文相 等 
は 思想 取締ら を 緩 かせん どし 
てゐる 0 

新 黨結黨 の 準備 1 ミちち， 

巧み 日】 大山 都 夫 氏 等は を 法的れ くら ゐお エベ 


飛 巧 船の 話 

ツエ 伯號 完成 迄' 

(下】 

わ i るう ちじ 自も氣 球の 飛翔 
を もつ ど摆乗 まの 意 かま i じ 導 i 
きたい ごい ふ# 留が 勃が ごして 
おつて きた、 當然 のこ £ だ 、を 
る ものは 船の やうな 化を つけよ 
どい ひ、 他の ものは 擢を 使用せ 
よご 熱静 し、 フキ ラ デ八フ キヤ 
の ホブキ \ツ ンは氣 球の 尾部 じ 
ブ 。ペラ ア を裝備 すべし £ ホ 張 
した、 佛 陸軍の ミ' ュズ ニ义！ 將 
軍は 氣囊か 型 狀け圆 形 よら 卵 型 
の 方が 空を の抵 巧が 少< て 理想 
的 だ ど 發表 しね、 が 巧れ も 動力 
じついて は傾聽 すべきが， がな < 
其 儘 十九 世が じ 入つ たので ぁる 
一八 五 0 年 じ パブ I の 時計 戰エ 
ジュリ アツが 水雷 型の 氣囊 じ螺 
旋のプ 。ペラが タ いた 模型を 教 
作した、 タュ リアンの 化 事を 援 
助した アン タィ •ジフ アグは 巧 
巧に 特筆ず •へき 人で 一八 五一 年 
じ 蒸 巧機觸 をつ けたが を 船を 發 
明し をの 特許を ミつ た、 をの 長 
さな 四十 ニ 一 フキ ー ト 、中央部 氣 
囊巧差 渡し 化 化 フキ！ トで をの 
翌年 化 巧が SB の 烈風の 日に 試 
驗飛 巧を やつた 間 人は 巧 じを さ 
ニ 千 ブキ — h 定 いふ W てつ もな 
い大蟹 搬建增 i め 案を をて じが、 
一八 八 ニ 年 病死して しまつね、 
これが まづ 今日の やうな 型式 0 
航空 船の 元祖と いつて よから う 
フランスは 自を氣 巧で おを 最 
をめ 歷 をを 有して 色る 如く、 銃 
空が でも また 一般にを い 構み を 
ピク だ、' ドん 巧が こ. がに 着 破し 
ねのは やう やぐ 普 儲戰爭 0 後の 
i である、 一八と 二年^ アリヤ 
ンが ガマ •エン デンの ついた 航 

を 船を 作つ たが 資金 缺 をのた め 
目的を 達成 甘ず、 一八 化と 年、 
卻も飛巧磯のリリユ ンタア ^^が 
墜 巧した 翌年 じ、 クネグ フエ グ 
トが ダィ ムラ アの •ヘンチ 發動磯 
のをる が 空 船で 爽快なる 飛行を 
試みた が惜 いところ で 氣囊じ 引 
化し 慘 巧して しまつた、 閒をォ 

• — スト ジア 人 シュブ グッ^ アグ 

ミニ ウムで 曾 格を 掩へわ 最初の 
硬 まが 空 船を 巧つ たが これが ど 
ンを 刺戟した 


•ごこ i で 進 わか 知れた もので 
ない、 が 今 n ではを 中 旅 巧は 飛 
巧 機ょ ち も おを 船が 選 じれる、 
また ノピ レ々 お、 實 証した かく 
科學 的の 探 柄に もがを 船に 如 < 
ものは ない、 今し して ノ ー スク 
ッ 7 卿の 逮眼 じが 服す るでは 
ないか。 ‘ 

このを 擧 ある ッ生 伯號を をん 
だ齒 だけに、 ドィッ じは ッエべ 
ン伯 号を 詩 ごした をが 勘くな 
'い、 を じを の 一二を 紹介して こ 
の 稿を 結ぶ ミに しやぅ。 

デュ メグの 『飛 巧 船 上の 祈 6』 
は 計 b かられざる 創造の 精靈ょ 
ど 呼びかけて、 をの 一節 じ 
今 われは なん ぢの ホの 中 じ 漂 
ひじじ じ 飛ぶ 水鴻の ごごく じ 
なん ぢの あらゆるを じ慶れ t 
願 ひわ、 あらや 
なん ぢが靈 ある 息吹 < 

なんだ が 情 叙を わか 七 巧 へら 


じ 新 勞農黨 の 結 黨準髓 中で ぁ 

る 0 

事業 調節 委員 會 

〔八日】 社會 政策 調査 委員 會は 
を 巧 失業者 救濟 のた め 全国を 
地 じ 新 じ 事業 調節 委員 會を紐 
織す る じ 巧した。 

一二 ホ 支店長 密輸 

一: 八日】 S か 物を ボム ベィ 支店 
を 佐 藤 富 ± お 氏は 賛澤 おを 衣 
服 じつめ こみ 歸國 せん ごして 
橫 潑で發 見され た。 

，大江 局長が 慘死 

〔八日】 化 幌鐵遺 局 長大 江歲男 
巧 (四と) は 五日 巧 運輸 事務 
巧を せの ため 紋別町 じか 張し 
暴れ 巧の ため 棱巧 した。 

朽木巧 ± 逝まず 

【八日】 ェ學博 ホ 子巧朽 木綱貞 
巧は 逝去し た- 


か 知れない f いはれ てゐ る、 爾 
後 ま Vi して 硬 まは ドィツ じ， 軟 
式は フランス じを みれ て 巧究を 
進められて れった。 

一八 九 八 年は がを 船を じ なれ 
られね 年だった、 一は ツュ ペリ 
ン がいょ くこの 製作 事業に 着 
手し 一は ブラ ジ 瓜の 乂 ナン トス 
デュモンが フブ ンスで 自ら エ瘍 
じ おつた 年で ある、 デュモンは 
一九 00 年で をる、 デュモンは 
一九 00 年 自作の 航空 船を 御し 
て エツ 7 H グ塔を 一周し 化を 間 
お マィ 八の 大 飛行を やゥて 退け 
寸 アツ ご L は 一 ^ む、 をれ がらの 
發 逢は ブムポ が 早 かった、 一九 
00 年と ち ニ： n じ ツュぺ 9 ソ窠 
一 おが 試験 飛 巧を やった が 長さ 
四な 十丄 ハフすー ト 、重量 九 トン 
だつ た、 しかも 百 ニと 隻 目に 巧 
ホた 今 巧の ッ伯 号は を 重量 百 ニ 
十 トンで ある 0 


唯を 必の戚 謝の み 
人 驚いて ロ々 じぶ づけん 
なん ぢ こを、 巧 想 なれ、 ど。 

こ 件は 恐らく ザ 王 メグが 始め 
てブ エペ 9 y じ 喪つ て 大じ空 ば 
たる 化界じ 驚いて きた もの じ 
が違ない。 をゎが『巧巧船乘-\| 
の 詩 じなる ご、 もつ £ 陽氣 なの 
ん きながで ある。 をの】 節は か 
ク だ。 

僕は もう 昇つ て ゆ，、 咸 じがし 
ない 

唯 地面が 化んで 沈んで ゆ < ば 
からだ 

僕は 搖 らんの 夢を見る。 

镑は 浮いて、 捧 いて 
靑い 空の 中へ 浮いて ゆく 
で こへ 巧の かさつ ば--^ をらん 
，ど-に' かぐ，' あげよ ご あげよ. 
天は 僕を 搖ず ぶつて 寢 かして 
『小さい 勇 子よ 無事 じ おいで j 
館 明な々 年 詩 だ。 

この 外 じ ツエ ペリンの 詩を 書 
いて ゐる 人は、 タ （日本には 知 
られ てない 詩人 ばから だ。 ャ 
ブ 、.ク ナイべ は ドイツで も巧應 
をを な 人 だが、 『テ •デム •ラク ダ 
ムス』 ごい ふ 詩を 書いて ゐる 0 
これは 暖かい 昇天を の 日に、 教 
會の 視禱の 最中 じ、 ツユツ ベ 
ンが 飛んで ホた。 合唱隊の モ俄 
がみん なォ八 ダン じ も柯も 手を 
つけ やじ、 外へ 爾び おしてし 4 
つた。 敎會の 鐘が ぢ やん {鳴 
も だす。 巧さん は 犬い じ おこつ 
て、 かへ 追つ かけて 巧て、 モォ 
ゼ氣お b で吨 b つけようと す- 
空 じ 浮ぶ ツ エペ？ ン のをが 
目に 入つ て、 巧さん まで 涙を ホ 
して 悅ん でし まふ、 ごいん 節で 
ある 0 

獨逸流 じ 鹿つ めら しい ツエ .へ 

リン 賓歌 も勿說 ある？ J ンス •.フ 
ラン ザンプ 瓜グは 『ツエ ペリン 
伯 賛歌」 とい ふ 無暗 じを い 謗む 
書いて ゐる 0 これは 銀色の 髮卢 
日 じ やけた 顏£ 、若. 老人 でん 
るが 爵 自身を 歌 ひ T わ i ホの 始 
じ 始めて 浮びた る 島よ』 どか- 
『ホ だ 嘗て 巧 じした るるな き. マ 
。ペラの ォグ ボンの 音』 なぞ イ 
云て ゐ るから、 始めて ツユ ツー 
リンが ドイツ じ 飛んだ 時の 賛弧 
であらう 0 詩 ごして 强 烈なタ V 
ム で、 いかにも 軍圓獨 逸の 得を 
，時化の 作 だ。 


The Japanese Chri が ian As • が ia が on 
が 3 W, 143rd 化 II がむ rk Gib , む i. Bradhursf 89 が 


M. Tsuchiya! D. M.D 

105 W. 巧 rd 化 
Tel. I* 巧 fal が r が 09 


M.Yamaguchi,M.D. j 

巧 お aman む も， ミ 

Tei. U び aine が 34 I 


JAPAN ART STUDIO 

12 化 57 比 化 Bef. Pari (る Ux Jves. 

巧し 化む A おが 


F- K. Maruyama Co, 

S7 W.48 ホな も Tf. 

Tel. Bryan! ?Q 巧 



CLOTHES BUILDING 

，で A 民 EXCELLENCE " 


MIKADO TAILOR 

30 E •が 比 St . 

むし Rhineiand なが 30 


輔 ぉ邮邮 lie Fis 帕 f 

1264 Lg) [.む もむ お een お 化 and ‘8 即 Streets, 


KER 民 &MAVO 民 

1023 Third Av«. 

む L が 左 81 お s. Tei 巧 hone おが n り 城 8 


さお 入 本日 

巧專 靴型 ふ 

てし 張 巧 員な b 化に 绍を巧 
がけ 屆日即 は 靴ら 化を 法寸 

ち ホき » ，足み ミ廣 •足 小き 巧 



SIZES IN STOCK 3K TO 12 F WIDE 


DR. BLOOM DENTIST Inc. 

3 お h Street Cor . N ; 打 th Avemi ち N . Y . 
3 か h Street Cost. Thii*dt AveniiesN - Y . 
さら 化み ど がた Cor . Lexington - Av も, N . Y . 
12 良 比み! •が t C が • Park Avemi も N . Y . 
-BROOKLYN— 

A!bee Theatre B!ds("DeKa 化 Ave. at Fu れ on St. 

日 化 午 塞 

曜が前 時 
午九閣 

農疆 

迄 後 療 巧" しじて 



F, I. FREDERICS CO. 
醫 巧お學 大巧 比が を 


1 け L 巧 化 お. Te しお g 即 f 7084 
お t. L は ’阳が时 i わ rk Ares. 

を 時 八 巧 日曜 王水ち 


じ 日 n 堪最タ 



D じ Sabro Em：y, 

1035 Park Ave ., 
Tel . Sacramento 7980 


DR*E： ぶ .YOSHH, 

307 化 お ni 化 

むし Rh が side が閒 



州 化 巧 & 巧邮 Y 


3 Maiden Lane N. Y. 
ェ觸 冶鍛线 をに 幷巧 

類 お實匠 意新最 


T. KASAI 

M が chant 
failor 

が 

觸な BUILB 齡 
お rnn 304 
お W 巧 脯 

巧 帥 6 

むが nt 30 お 


AX. CEASAR， M.D. 

1 巧 Eas{ 84化 S わが i 
bei. Park & Lexington ives 

雜徊鼻 耳! 

間 巧を を 
午 正 ま 時 十 前午自 
诗八ま 時み を午自 
曰 曜 

自 午前 十 時 ま 午後 一時 


Midori Ma れ umoto 

巧む かむ e. む fjf 
Tel. Lo び aineO が？ 

Lfl ぴ aine BflflO-A がの 


GAMP 郎 化な 關 GE 

設髓 盤が 經養 低廉 

Cali-TRAFALGAR 8200 
FRANK . E . CAMPBELL 

"The Funeral Church" Inc. 
(NON SECTARIAN) 

B 巧 sdway が 8S も Street, N. Y. 



房 書 西 東 ♦內案 育 紐 

1お East and W 的け Qok む. 1お お w む rk Ttmrisi お mice 

41 1 W な { 1 化か 化，！ i, Y, C. Te しむ 化 edral 4408 


差は ▲屑 御 新 A 
上を をけ 注舊乂 
げ價 御を 文の 國 
まよ 注しみ 書に 
すみ 义ま 第籍て 
。割にす 縷 ごを 
引 對 ° 速雜巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は る 


紐 

を 

神义 i 
4 里 腐 
十 壬 事 
上 研 
が 撰 

所 


I 


通年卒 A 
ゃ聊 業を 
るかし は 
も ホ 巧 •ン 
の 國ホヵ 
i め乾ゴ 
信 事じ大 
じ 情廿學 
钟じ 置を 


ま 御 

す 懸買通 
6 切物 譯 

じ ◊◊ 

御 其 調 
取他杳 
强巧 ◊ 
致で 巧 
しも 渉 


Koike iStudio 

730 Fi む h A の j . 
Cor . 57th St . 
TeL Circle 4406 


DANCING 

411 W, 115 化 St. 

Te し Ca 化 edra! 4408 Api •另 


に IWAMOTO, MD. 

114 W . 7(Jth な， 

TeL- Trafalgar 0352 


T ぶ. TAKAMI 化 D. 
178 む tnbsHsiiii St. Br 的 か!) 
Tel. CitmiieHami 巧り 


Endo & Kodachi, Inc. 
48 Greenwich Sfr 扣 {, (5 け)！ 

Te し 削 Mali 1541-2 

諸 輸か船 お 
荷 お 洋具船 
物 入を 食 御 
運 稅雜巧 用 
搬關貨 お 巧 
取ず 販 
投續資 


遠 

藤 

小 

巧 

商 

§ 



Y. ITO 

け 3 Eest 巧 rd な . 
む r. L は in が on he" 


m 

n 


メイ ぞ火 


諸を 食 

田 

本 

人 

ぶ 

瞥 

お 

修 

お 

會 

人事の 街 相 おじ 應 

じます ® 


ホ 拜說巧 ( 日) 八 時 

日 確 辛 校 (日 ご 一時 キ 

家庭 集會 ( 水) 八 時 

祝 瞎會度 f お) ん诗 

壽 研を さタ南 

婦人 會 
謀 巧を 

門 偏 

寄宿を、 巧みな 空 
義菜诏 を、 をの 化 


談療 

す 前 十 時 ょら 十二 
時、 午を 六 時 ょら 
八 時、 H 履は 前め 
願 上 お 

ドク ト八 

山 ロニ 一之助 


葛 主な 基 

自午お 九 時 N 十二時 
自 午を 一時 n 克時 

火躍み^^^^::六時 

はへ. ずシヤ 1 フア 
ン テ] シヨ ンクブ ニ 

ブクじ 巧 勤 


H ネ 、まが 寶玉お 美 
術 品、 婦人 用を 飾 其 
化 装 節 お 

岡 島 n な 

裔 等美絕 おを 簿、 

首 節 ロ 脚、 スト？ ンダ 

日本 嚴截錢 


蠻葬服 巧 

丸* 3 洋 臟商會 


西 旧 十六 T 目々 十と 番 
電話 ブライアントと 0 と 九 


泮服 調進 

ク 9 T ニン ダ* ダィ 

ィング、 を緯等 一切 

ミ々 ド 洋服 店 

が 本 保 
電話 ライン ランダ 1 
ホ 八 ご一 0 


をき 米圃 婦人 
H 本人への 英 
語を 授 にはを 
'年の 經驗を 有 

す 0 一 レブ K 

ンと 十五 她 
巧 H 蘭 丸 時ょ 
b 巧 化 時を 何 
時 じても 宜し 
H 擢 日は 一 時 
よち 四時 迄 


巧 巧を 牟 理想の 曲 ホ 


曰 本人 靑年會 

賴 W. ま th ち . ブ tbarks ミ 12 を 
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ニ一 W を 9 童 slf 實 
ぎ 空 versi を 治 73 & ジ h を er 呈ま 

年 的九诗 1 午後 一 お 
午を 富-午を 化 巧 
H お 午 巧 九 お ー 午後 四時 

ドク トが小 栗乘ま 


歐 ホを 稱 時計 
貴を 屬寶石 お 
おお 器具-ま 
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を 巧 巧 年 筆 
其 化 主産物 一 ま 


◎器 ニ 最高が ノ なお ヲ 精選し 
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R’ マ ツナ 1 ジ 、整形、 醫 

巧學巧 運動、 腰灌注 
水活 、電氣 風呂、 ホ 
線 及電氣 治療 其 他 
I な 育 州を 慶 

フ イジ ホン ラビ スト 

西が 幸 巧 

日曜 外每 H 午前 化 
時ョ ，午を 八 時を 
を 話 前 お 願 上 候 
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横 眼 ホ じ お 録蘭節 


ベ グビユ ー お院及 
が 育 大學醫 巧 在勤 

江 見 ご 頭 

彭察持 間 
每 H 午後 四時から 
み 時 主で 

夕巧义 を、 と 

時から 八 時を 
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電氣 、器が 工具 装 巧 
運動具* 玩具* 貴金屬 
時計、 寫み器 及 現像 

松 本 バチ一 ァい 

東洋 案 術 品 書 書、 レ 
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I ド類ゲ アキ T ムク 
ブ — ナ！、 モ — タ 1 傻理 
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バ！ 、を雜 誌 おの 
新 注文 等 化て 扭速 
じ 御 お 次 致します 
柯卒 御用 命 顧エげ 
ます 0 
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I 午瞄十 時— 一時 
)i 午後 四時— 八 時 
レ ：^^ i H 雁 午前 十 時 — 正午 
化 J 啤 をを 慢を 男女 疾 を、 皮 
A 化 bj 窟 病、 血液 檢査 

タタの 經 おを ちし 日本 
人 じは 時 じ 親切 じ 治療 
ず 
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紐 育 日本人 會 
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診察 靖間 

午 巧 化 時，， 十 時 
午を 六 狩 1 八 時 

パパ 小 栗 幹 H 
短 巧 ホフ， 7! 病 廃 
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病 焼 巧な 
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日 巧 至き 巧 巧 あか 
み规を 夕と 持 半 
唐 巧 說巧タ 八 持 
木 唐が 唐を タ入時 
を 語 及び 巧 g 

ザを ニ々 

±跟 語 おを 又は 
莱琼を タ八時 

がを 事業 

- を 宿が、 旅 巧 まま 巧 
を * 、 人事 相 巧が、 謂 4 
を j 巧 * 巧 業 周旋 巧、 巧 巧 
裁键を 巧のを 課を な 
け會員 及び 非ち 負の 
巧を 計る 


一巧 


弊店は 實質 誠意 班 蓮 ま義の 
をに 御 ± 産物 一る 卸 賣值段 
で版賣 致します をみ じ拘は 
らや 御用 命が 付 下さい ませ 
◎ 歐 ホを 極 時計。 置 時 試】 ま 
◎ 寶石 貴 金 お。 銀製 器み 一る 
◎ を 種 萬 年を。 を缀 製を 筆 
◎ 蓄音器 6 レ ド 見み 陳巧 
◎ 葛み 器。 タィプラィタ） 

◎ が 巧な。 が 念 寫典钻 を 端 ま 


ブ P 1 ドウで一 ちと 十 あ 
領事館 お 側 建 放と 0 ち 號ま 
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な 育 州を 誘 
內務 ちを 詳 
巧 巧 巧大を 巧大單 
を 婆 復巧巧 ホ 業 
元 化る 

產 婆あ 本綠 


司 1 


ら ある ど名乘 . Ov を あげて 貨 ひね 

IV 

▽しかし これは がー ホ だけ おや 
ない、 官をや 民史ら ，富 だまで 
巧かないでも 地位を 高めな のみ 
で 仕事を 樂 しむを なんが 鮮人あ 
る だら ぅ、 ホ ー ランド 君む 報吿 
したら、 これ また ダヴ ト* i ボジ 
) シ ヨン •クィック • アィ デア 
じ とら はれて る ごやる こ ピ 間違 
ひ；：' しだ。 i 


尋れ入 

( 宮城 縣 ) 大橋ま 雄 ( 熊ぶ 縣) 松 
本 卵 一郎 ( 德島 お) 糸 笛 パ高義 
( 山 ロ縣 ) 德 おお 一二が ( 廣島 腐 ) 
松ぶ 實吾 ( 宮城 縣) 手 島 あ 親 
( かお 山縣) 化ネ 平を 运を島 
縣 ) 國上 時を ま 岡 直 記 (長 
が縣 ) 地 旧 內藏ま (福 岡 蹄 ご 一 
又が 度み 大娛 サダ メ ( 愛 巧な ) 
長 崎德 ) 柴田幸 S 郎 (大 雀ち 
西 ザ 源太郎 ( 兵 庫縣) 藤 水 喜 八 
( 福 岡縣) ホみ 農 逛前化 荐大學 
學生八 木 郡ず ( 靑 おお} 巧ヶ巧 
豐 S 郞 ( 熊 本縣 ) 巧 本文 厳 (神 
を 川 お) 稻葉 明を 伊藤 嘉半 

コロンビァ 大學 出身) 富 掛巧太 

郎 ( 魔 島縣 ) を 田 德一郞 〔兵を 
縣 一 藤本 嘉八 

をの まじ 遙知致 巧き 儀ぶ 么 
候 巧 本人 巧 （はか 人' よ ^ 現 
住所 御 通 か 願 上ち 

紐 育爾國 総領事 潍 

1 寬 f — さ f ミ巴芸 


成 巧の 秘談 

米 留ホ巧 語を 活す事 
は 巧 巧の 第 一 « です 
本校には 日本人を 巧 
じ懼 防た 專巧 婦人 お 
姉を ザ 怨切じ 會話巧 
信 文 社ず 語を を 巧し 
ます。 日 巧 遜 曰み じ 
午前 も 時 ょら 午を 十 
時まで 開校し 一 レブ 
スンと 十五 化づ I 
今日 直 もじ ホ 煤 をれ 
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東洋を 地幷 じを 化み 
の叛 出入 ホを じ顆す 
する 一切の 御 諮問に 
應じ截 道氣船 貨妨運 
賃及 おか あ 穂 顆手績 
書 等 進呈す。 重 巧 都 
ホ じ化理 唐を ちし 誠 
ち 孜速街 用み に應や 

保驗 取扱 
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診察 睹間 

午後 一時 化 ニ 時 
午を と 時 H 八 時 
を おな 學 ± 

温 本 違 - 

をが 比亞大 を あび 
，ダブ ン祸院 勤務 
日 おは 前み 顧 上 お 


診察 

午を 一二 巧 よら 六 時 
日曜は 辭約 巧願据 
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旅 



サム \ 歲の發 明 家 

金具 店の 二階 化 ひから 一 
億 一二 干ガ 弗の 會社創 ホを 

イー スト マン 寫眞 王の 卷 


現が 化 巧の コダック 王は 誰で 
あるか ど 問へ ば、 何人で も 何等 
駭瑶 する 所な くジ 9 — デ •ィー 
スト マン 君で ある ど 答へ るで あ 
: ろぅ、 彼は 今や 

j … 資產 51 ニ 千万 弗 ご 

; 巧せられ て 居る ィー スト マン • 
i コダック 會 化の 化を であると 巧 
じ、 大の 親日を であつ て 往年 お 
巧余グ アン ダ 9 ップ巧 等 ご 共 じ 
H 本を 巧 間した 有力な 瞄 員の 一 
人で あつた、 この 外 巧は 音樂じ 
趣み 深 （音 築の 發達 どい ふこ ど 
にを ては が 的に も随 をと 犠牲を 
拂て 居る し、 現じ。— チェ スタ 
! にはな 立 音樂院 ごを 樂 堂を 持 
も、 アメリカを 樂の進 ホを 助長 
して 居る 先驅 をで ある、 この ィ 
! スト マン • n ダ プク會 社 も 千 
八宜 八十 年頃は、 01 チユ スタ 
1 の一熙 、或る 金具 店の 二階に 
が々 の戟を おげ たので ある、 然 
-一る じこのを をは 剣 立の 翌年 じは 
早 や 膨脹の 氣運 をを じ、 同じ 町 
の 

す 一 0 ビ八 デン グのニ 
階を を 部 占領す る こご t なつた 
而か もこの 膨脹 じは 巧當 のき 本 
を必巧 どした ので、 巧は か ヘン 
ツ • スト n ング巧 ご 共；！： 投資の 
で じイ ー スト マンを 扳を なと 、‘ 


ふ ものを 起し だ、 を 時窝ち 巧の 
を 達と いふ ものは 披 めて 幼稚で 
あ b 、 を おの 應用も 甚だ 稀な 時 
巧で あつた、 ィー スト マンが 賣 
出した 乾板は 當時 巿攘 でも 鼓歷 
良な ごして 巧 評を 巧し、 こご じ 

氏が 巧 巧の 飽 緒に 着い わのは 實 
に 化が 二十 六歲の 時で あつた、 
なる じ 頭 腦の銳 いお 像 巧を 持つ 
彼は、 為焉 S いふ ものが 單じ巧 
業 的な もので 、お ホは 民衆 
化さる ベ 身-もの であり、 直つな 
すべき ものである どい ふ 

立瘍 から 最も 手輕な 
便利な 為 器と 
I LT じ 巧 支 _ 一べき 

ければ な 立 一打 こい ふので、 な ゥ 
キリ アム* クオ グ々！ ご協力し 
て 苦 必慘携 、遂にを 日の P ! 户 
フ牛 ル' ム をを 見ず る じ まつた が 
さ て携帶ーーレ便利な寫眞機が ；；* い 
ので、 これ も 楠々 ご 腦陳增 をし 
ぼつた 結ち、 今日の コダックを 
を 明した P はモ 八な 八十 八 年の 

こどで、 直 もじ ィ— スト マン • 

コダック 巧 商標を を錄 しわので 
ある、 こ 一片が 今 H 世界を 國じ巧 
昔つ て运る どころ の コダックの 
前身 でんる、 をれ は 箱の 中じシ 
ヤッ タ L を 入れて 糸を ひけば 
こど じな ち、 ニ 


、壌れ 易い プン 
ものを 接見し な 


时ご 一が キのダ ネア メ —タ ー と 
な 6、 一 箱に なおと いふ 剌 合で 
このな か摄 彩が おる と 箱を をの 
ょ； 會 社に 送 6 雇け た 上、 現像 
燒 かけは 一切を なで あち、. をら 
じ フキ 4. ムを 詰める ごい ふこ ご 
じな つて 居た、 勿論 當 時の 3 ダ 
ックは 今日の 手輕 さじ 比較 すれ 
ば 甚だしい お 違は ぁるが をの 時 
巧のを 見と しては、 眞じ 奇蹟 ご 
も稱し 得る もので をつ て、 當時 
1 スト マンが 廣吿じ 用 ひた 標 
語は 『貴 ホは ちょい ご ボタンを 
押して 下さい、 殘ら はを 達で 化 
上げます』 であつ た、 しかし こ 
れ では 素人の 寫眞 をを 滿 足さす 
にはを 6 じ フキ グム がす 充 みだ 


ど あつて、 


スト マン 氏は 


ミ.... 不斷の 努力を つかけ 
て 居る 裡 じ、 或る H の實 驗で峭 
が じ も フキ グム 製法の 秘訣が 發 
見され た' これは 千乂西 八十 化 
年 八 巧の こどで ある、 をれ から 
後の フキ グム の發 達は 極めて 目 
醒 まし' いもめ であ， 、 フキ 火ム 
を白晝 でも 取換 (が お ホる やぅ 
じな つた のぶをの 翌年の こ ご で 
ある、 斯く^ ダ ックが 大衆化 さ 
れる W 共 じ 食 化の 名 稱もィ ー ス 
ト マン •コダック 會社 どな 名 さ 
れ 、千 化 百 ニ 年には 白晝の 現像 
法が 發見 されを のを 自働 シャッ 
タ！ は 千 化 円 十四 年 じ 素、 人が 
活動 寫眞を 撮影す る シネ • コ ダ 
ツクは 千 化な 二十 一二 年 巧 おじ 賣 
おされ、 今日では 天な 色の 撮影 
器 も 廣く賣 おされて 居 も、 顧れ 
ば 千 八な 义十年 じは 


僅々 十 ホ 英 町を 占め 
わ會 をの 巧 地 も 今日 にがては 四 
巧英 巧の コダックを 園 ごな り 
をれ じは 補 道が あ b 、 芝生が あ 
ち、 も水制度は完巧し、 錢道ど 
の 連ぶ から 消防 制度 じ 至る まで 
がか も 立派な 一 晒の n ダブ ク都 
巿を 築す、 其 おじは 六 千から 八 
千の 人す が赏 いて 居る、 この コ 
ダブ クを園 巧 じは 製紙、 製紙 箱 
フキ グ A 、 商標、 人工 巧 革、 ゼ 
ラナ ン扛 の他數 々の 製造 エ 進が 
H 々の ぶ； をし 化 殺されて 居る、 
ィ！ ス マン 巧は 自 をの エ瘍經 
營 から 5 ^ た經驗 から 目下 化 巧 的 
な 巧 題と 一して 討議され て 居る 一 
年 十一 ニヶ I 月觸 度に ぉて 大いに 努 
力す るの | p 有を である々、 この 
外 氏の 就^ 者 じ 街す る 

^ 一 構ホ義 はを 名な も 
ので、 巧 ム：就 働 者の 保健 のれめ 
に 工場 内！! 設けて おる 病院 制度 
は 持 じ おぶ である、 ィ] スト マ 
ン •コダック 會 社の 社債は 巧 媛 
じ h 壌 さ 立-てから 極めて 短 かい 
期間では ム るが、 巧 ホの 受 くる 
お得は 巧-^ て々 額な ものでは な 
い、 即ち j 义巧 二十 一年 奧 、五 
だ 九十 六乘 一己な つたら のを ご 一巧 
千 八 巧 弗で 貫 这んだ とすれば、 
をの 蜜 年 じ |ー の 株 償は 十を め- 
どして 新ら し <賣 おされ、 今日 
の 時 懷は百 I 八十 四 巧で あるから 
厨が モ 八な 宛を 投じた 人は 巧 化 
十四 弗の 一二 十 梅 挪ち五 千 八 巧 ニ 


十 弗 どなら、 


この 外 株 まは々 な 


からぬ 酷當 4 る 文け て 居る 誘で を 


第 

一 

千 

五 

な 

九 

十 

號 


金解禁 期 U お！ いか. 

ぞ價 ごの 開きが 儀 か -V ■分 程度 じ 
條件蹤 の 解禁 論 有力 ごなる 

まま 特電 八日を === 財界 方面では 爲替 相場は ホ 憤 ご お開きが 
僅かと みに 過ぎ；：* いのでを 輸 解禁 巧は 巧から うご 觀 測して 居る 


- ち替相 摸は 今を 掛米 四十と ド 
八 じ 迫ち、 內 化物 晒 も 低を し、 
證券 ボ がまた これに 順應 して ホ 
I わので、 一般の が 整 節約 運動 £ 
楠 ひまつて， タ 年の 懸案た るを 
解 辕も大 を 遣 6 易い 情勢 どなつ 
て ホれ ので か府も 恐らく この 機 
連に 乘 じて、 わを （ごも 明年 上 
- ザ 期 中に 斷巧 しさぅな 雲 巧き で 
ぁるが、 を 解禁の 實 巧ぶ 巧じ關 
して 無な 件 解禁 どす る こご： 

條 化か 解 紫 じせょ ビの盧 見が を 
近ち 力 貿ち莱 ちを 

一中 必ミ どして つょく ま 

張され て 居る、 ごい ふのは 解禁 
I 前後の 當 面^ 情を は 案外 平穩に 
I 推移し さぅな 見えが かいた どし 
: て も、 問題は むしろ 解を 後 ニ 年 
:| ニ 年 さきの 圃際 貸借 如何に ぁつ 
I て、 解禁が 後には 正貨の 急激な 
| 流出は4 :* いどしてら、 わが巧は 
j 元 巧 巧 义巧的 入超 齒で ぁるから 
I 解禁ぶ お 年 一條 ニ 億 どが 貨 流出 
: が 線けば、 巧 お 制 巧の 某 礎が あ 
くな つて ホる、 この 巧を ぉ貨流 
おは 姐 貨の化 縮を 伴 ひ、， V の お 
巧 物が-か 下を して 

輸 3:1 るが 增 進し、 閲隙貸 
借は 自 な」 順調 どなつ てがるな 


どい ふのは 一片の 机上 論で、 一 
部の 理想 通らに 巧かない こどは 
逝 まの 實績が これを 證 して 巧る 
まして わが 國 じは をの 產 出な < 
またを おを 策 じより 海 巧の 資を 
を吸收 する 力 もない、 ゆえ じこ 
の 際 無銘 件 じ 解禁す る こど 
一柿の 镑乂 管理を 巧つ て、 眞じ 
國 民の 必需な の輸 人を 窠ー ごし 
を 業 上で 可 かなもの からを 侈 お 
をの 化す 必要な もの じ まるまで 
をれ- 輸入品の 褲 煩に 應 じて 
あ货敏 をの 許否 じ 手む を 加へ る 
S いふ 立場から、 あ 貨の潑 おは 
制限が C する こどが 是非 

必要で である、 をの ま必 
のを 正を 則す るた めじは、 を 員 
會 をつ くつて をの 審费を 經るも 
よい、 I そして) ホ じ わいて 巧 地 
巧 業のを 巧 改まを 巧つ て、 特に 
國際 をが 化 善の 見地から ち 利ち 
駕な もみは、 賴極的 じ 巧ぶ し 出 
ホる だ n 速 かに 因 際 貸借 半衡を 
はから：- しかるの 七 はじめて 眞 
の自 も-なる をの 檢お乂 を 期す る 
がよ ぃ - もつ £ も 上記の 條仲 か 
解禁で .i 巧替相 煤は 眞に 

安を > ししない から おの 解 
蔡 ごはいへ ないどい ふ 反 對訟も 
わらう が、 無條 か 解禁を L たど 




ころで、 事實は 現送 點を 超えて 
上下す る こごは あるので、 ひつ 
き やぅ 巧 度の 閲題じ 過ぎない、 
いづれ じしても 現 巧の 輸出 禁止 
下 におけるょ b は 著る しくを 定 
する のでを るから、 多少の 動搖 
はを つても 上記の 必要から 政府 
が 正貨 輸 おの 蠻理を 巧 ひ、 ない 
しは 管理す るの 法浄 上の 巧據だ 
けは 是非 ども 保持す る 必要が あ 
る ごい ふめで ある、 この 條 件が 
解禁 論じ 掛 し、 おを 銀巧當 局の 
ご どきは、 ゎが 閣が 恒常的 入超 
たる こ VJ はず はれない が、 入超 
額 だけ 每 年を 貨が殺 少して 巧 < 
ご 見る のは 誤らで、 事實 

歴史的 じ 見れば 入超 ニ 億 
阳 ぐら ひの 時は 計算 上の 誤差 ご 
貿易 巧を 取 勘を で 補つ て、 正貨 
の 臧少を 示して は 居ない、 ゆ完 
に 今後 ニ 億圓お 度の 入超が つ 5 - 
けば、 數年 じして 免換 制度が 脅 
かされる どまで 恐怖す る 必要は 
ない、 また 余の 総出を 直接 管理 
しなくても、 醜 巧を 策、 頤を獎 
卿 等 補々 間接の 手段を 讓 じて 正 
をの 流出を 化來る だけな ひ 止め 
稱 るみで あるから、 を 解禁 自體 
は無條 件で 差 まへ ないどい ふ 

見解を を 持つ て 居る、 か 
くの ごご （、財界 お 力 者の 間 じ 
もを 解禁 じ對 して、 いまな ほ樂 
悲兩糕 の 見方 お逊 立して をる が 
解禁を ひかへ て 政府で もこの 械 
雜 論じは 化當注 患を 沸は なけれ 
ばなる まい 0 


郵藤條 調 難 

ぶ 某 船 打擊を 蒙る 
東 ま 特電 九日 發 U 郵嫩會 社は 
ォ ー スト ラ 止' ァ 航路のを 巧 船を 
巧 おが 路じ 遇して 現在の ョーり 
プ バお路 船み 0 てこれ を 補充す 
るか、 ョ！ ッパ 航路には 別 じ 
一巧 ニモ 嚼縷の デ キゼグ 式 エン 
デン 船 ニ隻た 新造して これ じ 宛 
てた 上大 あな 船に 對抗 すべ/、 評 
がの 郵お 協調 も 氣乗薄 どな つれ 
が！ ホ對ホ 生糸は 社外 船 じ賴这 
わ も， のな く橫 荷が 緻滅 して 剧底 
採算 取れ や、 太平洋が 旅から 影 
を 潜めた 

ラデオ • ： フオ —A 


ホ — ラう ド おれる 
▽今秋 巧圍 I 丄業 會議 に乂國 R 
表の 1 貴どしで巧くフ）バ ー乂 
統領の が 書モオ ブス •ホ] ラン 
ド 君、 先年：： 一本を 經 て歐洲 まで 
姻 つて 歸 つむが 

▽フ！ バ ー た 統領 じ おした 報 
吿 巧には ロ 本の 机界は ホつ て 
居らん 會 社の 重 ほ なんても のけ 
いづれ 早く 小を をつ かみたい 
ちへ (ゲット •ブッチ •ク ィッ 
ク •アィデア) だけで、 化 事 じ 
巧が なんか 持つ t みはを くない 
わ まけ じ 純正 科 舉を巧 重 1 ない 
から 物 じ t * らん ごか かけた。 

V 殘を がら ホーー ランド 君の 
いふ 迪り だから 今が ホても 抗請 
を 申込 わ 資格 ご 勇 氣ご を 持 つら 
のは あるまい、 を 化 どもち るな 


己 





巧み 巧 
《目 了 田 十四 
度 目 了 五十 旧 


LOTUS ROYAL 

C'HOPSUEY 化 SWURAHT 
化け 化 118THST. 

TE し Unimsily5448 


IKUINE 

liotcl & Hes お U 化 打 t 

3 巧 W .88 化 化 お W む rk 
Tel. Scbuyl が 7822 
む bie A が 巧な IKUINE 




TAIYO 

1 が W 細 巧 比な. 

む し む お algar 郎 が 


T0Y0 KWAN 

41 E，1 お 

む i. 巧 & 4 化む e. 
Tel. Alg 帥 quin が 88 


DARUMA 

11 が。 8 托む e. 
hi. 8 巧 an け お 9 


Ci か Hall Tea Garden 

170 Nassau St. City 
Next to the Tribusa Bldg 
LOO Lin Manager 



^ IyaKd , 

340 W. 58 も St* バ 
Tele^one: 
Columbus 8882 


(曜目 •水) 司 善 わ 


The Tokyo 0 〇 . 

140 W. 蝴 h 化 
わ w tork C お 
む K む1{|| が r 6559 


し o!le 客 e Inn 
3100 Broadwaji 
B お. 1 巧 rd & 124 化な s. 
lei. Mornin が ide 7 が 8 

幸 旨！！ 丈 農 


Wing 访 ng 

ぉ郎 B’w 化 N. Y. む わ 
Tei. Uui 巧 ni わ 巧が 

まじが 晚なキ 
^ す 適 日 揃 
停 島。 す 本 ひ* 邢 
車 ホ 蘭る 人の 寺* 
巧ぶ 云 巧 諸巧タ C 
の T 時理君 理^ 
下目 迄を の 人タ巧 


午 午 ィ 巧 
前か^ 春 ± 

高 十 巧^ 巧 巧 

を雅 ！! 重 

還 へが ーナ巧 差嗜數 » 

W 臣 封が ュ プ巧上 巧を® 


SUN HANG FAR 

213fl-7ihi 化 8 比 12 目 出 412 巧 hSb. 

Tel. M 邮 ument 閱 64 

まゥ主 ホ 何 巧 君る T でち 雜膝 + 

す マ* 上 卒し じへ 目 お 理を前 本ぶ ドち 
M 曰ま繁 ては ばの セを のを 樓新那 
、麵 す々 居な 直 チ 巧 羞巧渾 S 教 

春は。 巧 まるぐ ャの上 巧つ 巧 
巧 銭 ホす 程 a プ なげにて 入- fiL 理 
が 風 ホ。 巧 本スニ まあ 日歐イ 
あ、 の 詳人ィ 十ず す本廉 じ* 
>シ 程 を 諸と 六の る 人が 


Japan 

れ机が on Co. 

巧 0 W. 師 h 化 

Tei , EndicoH 97 巧 



KY 。 G 〇 R ら 


で 園を 一 タ义ク デ夕ネ 
拳の 巧 愚る けがに 部 巧 
拳 人 巧の 場 おじ 合試關 
(級 ドン ウバ廿 な） 家圖 

君 廊お乂 村 木 




44 W . 46 th St 

Tel . longacro S 41 h 


KATA6IRI BRO^S 

224 E： •がか St 
New York City 

Tel. Wiclcersham 巧 44 
9345 9346 9347 



UUWAYAMA 郎， 

114 に 59th St. 
New York City 

即 邮 e. 化 I 邮 tew 謂 養 妻 


Kl 脱 YO & 化 T S 邮 P 

IMPORTER OF 

GOLDF 巧 H & BI 技 DS 




O- 


動 其 力を 
物^ ナ種 

一 鳥リ金 
切‘ 類ャ魚 





Kawasoye Hotel 

1 が W がり 23rd Sheet. 

Te しむ 化 e か al が 10 


御 

旅 

絕 


河 


添 


'. 以 刀 占ら ム ^ 


號 十九 宮五干 一 第 


化！ がぶ 卿飢 t でが 烦 m が 【日曜 水】 


肖 一十 巧 九を 四巧昭 


ず 式ー燒 

をに 御 料理 



大勉强 

特式 デン ナ ー 

支那 ま と 十 化 
宴會 

洋式 丰玉 仙な 上 
支那を 一巧 0 上 

ii 

♦シュウ マイ 春絳 

鶴 頭、 ± 、日 履 
善 宴 會用别 間 新設 


割烹 並に 御旅 舘 

集 稻を巧 

な 巧 巿苗 八十 AT 目 H 1 一二 
« 活ス 々イブ！ と 八 ニニ 


高等 御旅 舘\ ' 

東ホ舘 

會席御 料理/ 

太 場 

籌司 毎日 あちます 


支那 巧 選 

巧 魔ぶ 園 

司理人 ホを 
出 巧の ホ じは さな 
の 街 便利 じ 構へ 巧 
晒を ホの 御 巧 じあ 
や ィ < お 巧 闲キ巧 
不發わ 引 立 顔 巧な 
紙上 御ま內 申上误 


漫談 會 

な闊截 林の 新人 大を司 部 氏み 
紐の 機 會をト し 同氏を 聘 して ホ 
のかく 漫談 會枯 催し 諷剌 骨じ徹 
し 滑稽 頸を 解 < 同を 得意の 趣が 
ある 懼談じ 一夕の 樂を 頒^ 度く 
候 間 奮つ て 御巧會 巧が 度 化 段 及 
廣吿候 化 

時日 九月 十と B (火 確) 
午後 八 時 

藉巧東 五十よ T 目 SSO 
お 育 U 本ん 敎會 

會裳 一た 竺巧 

入場券を 劇 体 旅館 じて 御 ホ 
め 下さい 

昭和 四 年 九 巧と ： a 

ま お 紐 育 日本人 會 
化會部 


日本 理髮鑛 I。 

西 巧 十 S 了 旨 百 番地 ニ 育 お 室 号 
一二 階 (巧み おじ 近 L ) 


SI 埋髮 巧槪錦 I 

同 經營お 年 聞 日本人 議 君の 選 酱 

の經驗 あら。 ジ M ス •バア バア 

西 六十 五 了 自三一 蕾 地 


ュ ロン ビャ 大學 

日本人 學 友磯會 

ジ e おち H 男 e Studen す ミ & ち —ni 
of oolumb 互 Un 養 rs を 
420 定 .121隻戶穿三夏，0. 

す I •百 {muif 3 这 9 

「日米 乂學 々窓」 發斤 

T ミ」 a ミミ se im ミ lean ミ 呈 r 芭 ty Q 邑ユ巧 ly 



かるむ 


はも‘ 


の 遊び 

みを 巧 文で ホ 國乂じ 能く わかる 
やぅ 鑛單 明瞭に 說 明した ものが 
山山 ホました 。内容 目み 進呈を し 
ます、 御覺 下さい。 

がー 夏黃 YAIM C0 , ご 4 E . 苦さ St - 呈 y ’ 


m l 巧 話 プラィア ント 
みま。 八 含。 八 八 ま 

ゲ_ 巧 看 11 句 

三 こ- お 育帘西 四十 四 T 目 
ま ニニ— 二八 番 (二階) 
'一 i 星— 呈 P 吉里 CY 
一二 だ ニ 8 去 St を th ぎ N . Y . C . 
立. 富 n ニ 873 


眞 面目なる ホ琼 同胞 じ «* 
なる 货袭を 巧を す 

宮川 事務所 


なち ボ里巧 十二 T 目な サ 一巧 
巧 プライ r ノトと と 八と 

巧 フライ アン 奚を 


巧タ化 時を 备業 


日本を 料 品 メ 1グア こ， 〔年 一ろ 

ぃ 菜 京巧會 

トラ シク 巧ら ます 


— 0,-1 

.タ ■..■ 


がま 臨 域中必 、お 領事 お、 u - ぶ 
郵船 其 化级巧 大食 班 巧き 巧 麻 


を 巧 


ホ テ パ. 


が 日本を ( 特巧閒 ぁち) 

御 一巧 ホ络 自動車が お 迎申上 侯 

巧 ニ {larlfiia si ; San Francisco , calif . 


レヤ トル 巿 

Np 旅舘 

W06,6th Ave.so. Sea 至タ W 2 h- 

を 車 巧 前を 巧 ご 一 了 左側 K 階を 
日本 巧が 切 巧な 扱 波 ロ 場 送迎 


ロス アン •み ルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ 7N San ぞ dra st -_ Los 4 另 ele グ CaK 


醬 油顏議 f 白米 

妄米 ii 食 巧 馬 i 懿雜 4黏 

巧 旧 巧 曲 巧 ま 食 化な 巧 一手 巧搁庙 

曰 本 轟敌會 


週閲で わる。 

今度は ツエ 伯が 

無 着 隆ー閒 飛 お 

髮じ化 ホ 一周 飛 巧に 化 巧し ね 
が 巧船ッ K ペリン 伯 号 じ 顆聯し 
ベ 八 リンから 達した 蕾 禁じ 化れ 
ば 今度は 無着陸の 世を I 面!^ 巧 
を か 行ず ぺ ぐ 準備中で、 涂上耍 
巧 じて 飛 巧 機から 燃 巧の 化 緒を 
受ける 尝で をの ホ 法を 目卞 ^究 
中で あるが、 この 一 闽飛巧 y 十 
四 H 問で 實 現の 見这み でれ る ご 

卓 上 巧 韶：- 


日本の ^^ -1 キー載 

▽ト ー キ^ — を 盛の ア メリ か 
ら 盛ん じ 新作 物が 輸入され T 化 
常設 舘じ 上映され ぉした のに 面 
晦 つたのは 據閱 用の、 I キ T 映 
爲 機を 持たない 內 おせが、 丟る 
五 巧 初めて ア メジ 力 •を} モ ー 
が 常設館 じ 封 巧ら さ n た 時は、 
『ト！ そ— なんて 一 きすみ； ^ 
んか」 ごタクをく！つて思化も 
の だが、 をの 後襯 々ご. アム 了 力 
から 輸入され て ホる し、 I 方 H 
本で も 映書會 社が H 光物の > 1 
キ ー を 作ら 出し 先を ずつ てを 開 
し 始めた。 r 
▽お 巧 中の 新作な 十よ 卷下檀 
製 十を を 併せた フホグ ムの节 さ 

六 千と 巧 二十 四メ 八で：^- つ 

たのが、 み 巧 中 じは 六卞と の 
方 四千 五 巧メ； トグ どな 9 ， 
と H 中には 一 ヶタ 巧して 巧 八十 
八を の 四 巧 六 百 巧 十八 ブ—ト 八 
とい ふ 長大な もの r な マ だ 
▽たった 一 ニヶ 巧 間で 一る 景氣 
だから、 この 先 ト—キ ，一-を 盛時 
代がホるのも遠からの^|ーの尸お 
像し、 をれぢやいくら^^ 8 |{齋が 
の 巧 柄で もる 常設館に 心 張撥閱 
はお 巧なぃ から、 ト 
機 ニ 愛を 奮發 して 賞 ふこ 一 ふな 
ゎ、 最あ馨視廳內映蠢拖^^^副 
見 擧務宫 が巧務 あの 上司 心 5 : 

き 落し、 慟< 約 一巧 内を 4 皮 映 
寫機 一臺を 購入し 最近 檢簡を お 
める こど じな つたので をろ 
▽何しろ 發聲映 證の檢 SL1 は 
全 < ま 人の こごで あら、 なじ 巧 
國物ど 巧て は 相當じ 語學雾 養 
が ある 撥閱 i 民を 置かねば.； もな 
どい ふので、 をの 人選 めら 力 
ット する 填を などの 技術 レの 細 
識も 十を じ 備へ置 < 必要 W ある 
ので、 新歸 朝の 副 見 事務を がま 
どなつ て 準惦を 急いで ゐち 
ク. 

憤慨 眞平 御免 

職業 見 立， 

! 寸 わ 顔を 拜 をして 

▽香 西み 郎君 U を圖 選手、 をし 
重量なら ば最ク 少し ホを のば 
し、 輕 量な を瘦 せる こで。 
▽水關 を 雄を： = お 喪 劇の^ お、 
尤も 田を 姻〜。 

▽ぞ慟 一男 君 = 陸を 少佐'、 が々 
離を 輸卒を S 揮すべし 。一 
▽塚 田 數平君 n 日蓮を 開 致 化、 

山 高を アミ タじ 湿る こ 片。 

▽小 池 寫眞館 ま n ド クタ！、 特 
じ 婦人科 及び ルを 科專巧 
V 中 山が 一二郎を M 大道 聲\ 居 
をが きを 專阳 どし 精々 が マの 
油 販路 媳 巧の-こど。 


奇 懐む 邦人の 巧衛 

自殺 か他潑 かに 警察 側 も 迷 ふ 


H 巧ニユ ー ズ 紙は f 奇怪な 巧 
が 的 殺人の 巧銜』 ご 題し、。 ン 
グ •アキ ランドの カン！ デ •ボ 
トン ト しが 化し 屬 々ニユ — 7! 
クへ 遊げ じ ホる どい ふ チ、'、 ユグ 
佐々 水 {化 あ歲) ど 呼ぶ 巧 人が、 
奇怪な を 書を 残して 巧衛が 不明 
じな つねので 

自殺で ある^、 化 殺で あるか 
ごい ふこ どじ 就いて 迷 ひ 目下 
血眼に なつて 本人の 巧 衛を突 
留む 一く 搜索 中で ある ど 巧 じ 
てゐ も、】 通の 遺書ら しい'^ 
のは ユユ； 7 — クじ巧 巧い 户 
1 バ！ ト 巧の バサ キック 巧に 
投棄で あつた もので 
『ニュ 4 ジ ヤシ； 警察署へ、 若 
しも サ ミュ^を々 木 お 殺害され 
るか 巧 街 ホ 明 じ つれ 時は モ！ 


ド •サン マ！ ズ 夫人 ど ゥユナ ！ 
ベックの 所業で あ b ます、 でう 
か 逮捕して 下さい』 

W あら、 ユユ ヨ^ — ク譬 察じ當 
てた 手紙は どうやら 自殺を 巧 
意した やうな 節 もを るが、 他 
のず 紙 じは 『お前のを する 妻 
モ] ドょ ら』 W 認めね もの も 
ある - 

ニユヮ ー ク 警察 惡 員の 語る 巧 じ 
化る VJ サ ン マ] ズ 夫人は 岡 地 パ 
1 ダン 巧 五 旨 八十 お番じ 化む で 
ゐ るが 「一年 前 じを つた 日本人 
が 煩 さくつ きま VJ うので』 どい 
ふこ ごを 理も ごして 一二 週間 前々 
ネ チ々 ツトじ 立 まつね ど あち、 
警察 もこの 謡め やうな 事件 じ 頭 
を惱 まして ゐ る® 


るの 遊覽 飛行、 さては 概 A 巧な 
飛 巧 等が 增 して ゐ るが、 中 じは 
隨 をど危 隙な 低空 飛 巧を なし 地 
上に わるを のを パラ-^ さす ま 
がを く、 現じ 前週 コネ — K キラ 
ン ドを 化を 飛行 中の 一機は 不時 
着陸して 海 捧じゐ つた 遊覽 きを 
負傷せ しを じ 外、 一機は 海上の 
ギャ ジリン •ボ ー h じ 衝突、 乗 
組 者を 即 巧せ しめじ 纔逃 一; P た 
とい ふ 事件が を じたので $ 一地譬 
察署 でら 愈々 空中のを 通^ 婦 b 
のた め飛巧譬をを養成し！^れ磯 
〜 購入す る こご、 な 6 、 近 了 巧 
長 じ 請願の 上な 締 法を 設け- 豫 
算を 提出す る こと、 なつた々 


木が 化 化郎 ちの 

拳 聞は 今夕 

降雨で 試を 延期 

邦人 拳廚ぞ 木が A 五郎 君が を 
なに 巧 輝の 拳 踊 試合 A 巧曜 H 巧 

ブ 八ック '厂ン •で ラ' — ッ •ン — 

ンの ダク!； タ！ を 固で 惟す 答で 
ぁつね が-相 惟 降雨の ため 巧 期 
し 今夕を おて 擧巧 する こど、 な 
つた 

巧手は お張ら 巧 二十 お 度 絞の 
ミキ •イキ 八で が 合は 六 回が 
である、； 木が 若は フラネ •ウ 

で— トを選 ホで ある フランク 

ゼナ n や 輕を廈 級の サン ミ • 
ドー フ マンを 巧手に 化の 出る 


やぅな 練習を したが、 ゼナ ロ 
も 木が 君の 前途は 大いに 有望 
で 適 當な乂 が トレ！ ニン ダす 
れ すれば 立派な 選ず じなる で 
あろぅ 

W 語つ て 居る が、 H 本人の 拳 劇 
選ず 出瘍は 甚だ 珍ら しい ご あち 
ニュ ー 义祗 等は カットを 入れて 
紹 かして 居る。 


煙になる 金 

を國の 喫煙 調べ 

ァメ r 力 巧務あ 調査 じ 化る ご 
婦人の 喫煙が 流行ら 出した ので 
米國 民の 一人 頭 平均が 煙 じする 
を 煙草は、 年々 巧え て ホを、 モ 
化 百 二十と 年 じは 八 音 二十 本で 


南部 高嶺 夫人が 

巧 夕 ラ デ ホ 放送 

聲 樂家甫 部島嶺 夫人は 從 がご 
て も ラデォ 放送で 巧 評を 博して 
居た が 明 十二 a ( 木 お) 午を 十 時 
化をから 十一 時に 見ち W J 心で 
日本の 民 諸を 放送すべく、 曲ち 
は 越後 獅子、 だん 細、 ニ 上 ちが 
巧、 琴 歌 等で 今度は ォ ー ケタ ト 
ラの 中 じ S ホ 線を 入れる £ ^ ふ 
新^し い 試みで ある。 \ 


上 山 草 人 氏が 

今 巧 まから 力演； 

バリ ゥッドの 谁蕾 撮影で 急遽 

當地キ ー ス •ラ デオ •オ —フ で 
アムの 契約を 中止して 加州に 歸 
へつ た 邦人の スター 上 山を 人を 
はヮ ー ナーズ •プラザ] スの撮 
影 も 漸く 完 T したので 巧る 十 ホ 
日頃 じ 同化 出 あ、 今 巧 ホから ニ 
ユウ ヤ—シ ー 掛の劇 谋じ巧 おし 
十 月央ぶ には パレス 劇 鶏 じあな 
すべく 今度の 契の 巧 晒は 一二 十五 


'':-ゴ''':-ド 6 ー， 


- トモ • 





超の 蒲 おわいし い娜燒 

會廢御 料理 

畫 食は 未廣へ 

叮喀簡 巧を 化 大巧 巧 


日本 食料品 類义び 雜貨類 卸小賣 
ホ 之 ま 大巧 搁 桑 山商會 
薪 巧 審籍雜 誌 小間賴 日用品を 種 



御料 埋 

おじ ずき 撥 


紐 育 唯一の 日本 巧貨店 

片桐 兄弟 商會 

スマ ドレ •プ n ダク ブ 一手 化責元 


♦ ♦ 


煎 餅 卸、 小賣 
一 亞腐油 擦 

日本食 料 お 一切 
。吕 me Rice Cake CO . 
ま 二 hird Ave - 
ジ 一. p 空こ芸 


檢 ル— ミン グ 
133 次で S ニ芸 資曼 す 三 ork 

ジ て吾呈 e す 巧 n こ 一巧 

木 田 ル— ミン グ 

1 0 奇 3 rd A ま. 星. 适己量 S すま is 
ジ宮す ミ さ Meer 31 を 


周 區閑靜 
室 巧淸潔 

邦人 クラブ 自曲寧 

58 ジ nds St . Brook 章 N . Y . 
Tel . Trian 苦 7 さ 5 


A 淸 巧 > 親切、 氣樂 = 一二 «▼ 

勢州鑛 

伊み 事を み 間 をげ 

技 5 E‘ 58th Str ま t 
呈 •さ 量 e 马 普な 


住 旧旅鑛 

お ま 住 旧ネセ 
岂 0 で S ニ 害 S すを ぎ Stuyv ち 置 基 1 


力 旅館な め 

を國 旅館 S 

寞 W . 雲 st . Ne 二 弓 k 

ジ 一. を ぶま h 普 舌 W 610 


織 育藤鑛 

な 西 十 了 目 ニ 四 ニを 
ぎ呈 edsnia 迈ゴ 


ボブ トン 巧 

富 ± 旅 舘大浦 末を 

畜巧ミ 養す r St . B ミ i 呈 Mass . 
ぎ 三. さ ？ 5 


費 府擲旅 簾 

.桑 山淸 五郎 

4 苦势量 9 ミ S 二重 ade 富 ia pa . 
Tel ‘ Wainut 夏 一 


ホ 上 金魚 巧 

ニ芸 S 至 h Ave . •す W If ミ k 田 声 
巧 ho ミ さ lu 瓦 まこ 73 巧 


i 人々 から アメブ 力の 海軍に 離频 
T たお ぞ をの 化の が 料を 得て 新 
i 聞 記を じ械を 供給し、 仲 閲の新 
I 賴 記をから も 威 謝された 化で 

; 此 動機 は 一に ア メタ々 を 
^ 愛する を國 必の發 あで あると な 
- し、 曾 請への お 席は 問題の S 造 
I 船 脅 社から 化 頼を 受けな もので 
ある ご旨稱 して 居る し、 おら じ 
前期 議會の 間 題で あつじ 巡が 艦 
S 隻の錐 造 運動に も 大いに 努力 
した 巧で ある、 而か もこの 一二 巡 
が おは 巧 題め 一二 進船會 社が 建造 
して 居る ので あるから、 愈々 の 
て 臭い ど 晩 まれる 譯 、をの 他フ 
1 ゲァ 大統領 當選當 がの おを 充 
j 育 諭を バトラ^ 博 壬が 巧を した 
_ るに 掛 し、 彼は 國防 協會 々頭メ 
I ン ケン 等の 赞 助を 得て ラ ザォで 
I バ トラ] を 巧を やつた ごい ふし 
I おか 黨の 本家 ユニォン 俱樂部 や 
一一 お 軍 聯盟 お 部 等の 信用 も 厚く、 
巧 じ 

太平洋 沿岸の 要塞の 備に 

は 時の 陸が ち 官 ゥキ！ クス 巧の 
命を 受けて 沿岸に をいた こご も 
ある 巧 だ あじ 角 彼は 义章も 巧み 
巧 をら 立派で あち、 巧 出しは 堂 

々たる 巧から、 フロ 户 カン テス 

ト どして は 持つ て ホい の 巧で を 
るら しい、 彼の 動機が を 固 的で 
あらや 否やは がごして、 彼の 最 
近の ホ涯 はがを 充實 の宣傳 のじ 
.一め じ 生きて 居た やぅなら ので、 

; 現じ 千 化 巧 二十 ホ 年 じは 『バシ 
I フネ ユ』 どい ふ 愛 巧 小說じ 名を 
I 藉 りじ 排日 本 的な があ游 張宣傳 
I を ま述し る、 これは ア メリ 
力の お 巧 L 官 がす 圓 した ことか 
ら U 本 軍々 事 採 偵のを 卽を 見破 
_ る どい ふ S 文か說 であるが、 出 
一版 者は この 

巧 文て た ^^ -- レく i 

『この 小說 はかして 化國 を敵视 
する 稍ち で 出版す る もので。 く 
若し この 小 說でタ 少なり 典 海軍 
軍 魄の充 なごい ふこと じ 威に が 
覺 がすれば 滿 おで わる』 ど 述べ 
て 居る、 いづれ 彼の 審閒會 じは 
この 排： n 小 說も問 遇 ど。 るで あ 
ろうが、 彼の 排日 热 はこれ だけ 




5 


• / f - 
•.，...一 


•，一 3 ; た .' .V こ?！^ 

• - ニく、 


了 タリ 力 政界を 騷 がず 

宣傳 疑獄 ター 鱗の 男 


自 本の 動 章 疑獄に 對 比して ァ 
メリ々 のかが は 第一 面 所 報の や 
ぅじ 巧 縮會讓 じ關聯 した 實傅疑 
I 獄 かな 題に 上つ て 居る、 この 

事件の 中必 人物で ぁる ゥ 

ネブ アム • シ 1 ラ* — ごじ でん。 
男で をる い、 彼が コネチヵット 
挪 スタン フォ！ ドで 霄聞記 著に 
發 した ステ 1 トメ ントじ も ご 
彼は 所謂 『お 巧々 事 姐』 ごして 
政 ホ じ 巧 巧して 居た のは 随か久 
しい 間に 及び、 往年 H 本を 假 想' 
敵 どして ァメリヵ じ お 軍 擴張論 
が 高まつ た當 時け、 プラン ヶッ 
ト 、プラット、 ヴ ビンソン 提督 
等 £ 談合して 大いに 輿論を 喚 お 
'して 居た し、 今回 問醒の 中む と 
なつて 居る ゼネ ゲアの 海軍々 縮： 
會證 では アメリカ 海軍 首鹏 部の 


シ ー ラ^ — は排呂 的小說 S 作 あで 
ィギリス 政府から^ 晩 まれた 男 

じ 止ら で 『を 义兩 闕が頻 b じを 
備縮少 じ 就て 說敎 焼ず をして 居 
るが、 一日 本は 秘かに 兩闕巧 上の 
大海 里を 建設し つ、 ぁる』 VJ 大 
大 的じ宣 蹲し つ： ぁつたち で、 
モ 化が がと 年の ゼ ネグァ お 軍縮 
々會議 の 異相 ど 題して 彼が お 版 
した 寒述 の^ 節 じ も 『潜水艦み 
勢力 均等と 比率 じ 就て 秘密 じ H 
本 ご' ダ リスは 協を し. 

ふら アメリカを ま 配し 
やぅご！た』 まどをが^^實傅も 
して居る、 彼はこの 3 ^:、 筆じ、 
口に、 ーィ ♦ネリ マは 頗る 組織的 じ I 
ア メ 1 カ のを±じ圏し戰時負償^ 
の 破 if 、 國隙魏 が 所の 參 加を 宣 
專し 亡- 屏る どま 張して 居る か、 
モ化吾 サ巧年 じは 屢 々ステ ー ト 
メン K を お表して アメ タカの ず 


か 論者が が 軍を 鼓ら 弱少たら し 
めて 居 • ホ £ 說 き、 アメリカ お 局 
同盟の 評議を 員 曾は ィ •辛 リス か 
らおな 的の 援助を をけ てィ •キリ 
スの プロ パダン ダを して 居る ど 
非難した b 、 アメ タカの お 軍の 
欲な を 曝露した ので 上院の 調査 
を 肖 會に審 間され たこ ごの ある 
巧で わるが、 彼が 最も 

露骨に 資本が の薰 ごし 

て アメリカ 海軍の ためじ 慟 いた 
のは ゼネダ ア會證 で、 ィ ，キリス 
の 外務 堪も 彼を 晩んで 『を錢 を 
换水 のかく 消 製し、 常 じ シガー 
をく はへ て 居る アメブ 力ん』 が 
お 常 縮少會 諮の 機密を 採 b 、 こ 
れじ 着色して アメリカ じ 宣傳せ 
しめて 居る 事實を 秘か-し 洩らし 
た ことがある、 當時 T メリ 力 新 
聞 記を 瞄 でも 大いに ィダ リス 巧 
務 省の す當な スブ ー トメ ントを 
ホ 難した こご かあつた、 賴ホ彼 
は 时の國 を 長官 ヶロッグ 氏から 
も 怪しい なご 晩 支れ て 遂に 今日 
じ 巧んだ 謎 3 巧で ある。 I 


あつた ものが、 が ザ 度は 八が お 
十み 本 じ つた、 嘴 年中 じ 喫つ 
たを 煙を の 較は千 一一 一十よ 億 六 千 
五が お 本で、 數じ i ' て 記 錄を作 
b 化 巧 中を 煙を のが 豐 にわいて 
簽 一 位で ある、 を 姪 草の 需要は 
大戰當 時から 急速^に 巧 化し、 
十 年間 じ 約ニ侣 にもして 居る、 
郞も千 化な 十と 年の 伯豐 量は 一二 
百と 十一 億 I ニ 千 九な Ij ：! 本、 翌年 
が四なお十ニ億方本^^」あるから 
昨年の！！ を じ 比する ト 倍加して 
ゐ る、 葉卷 煙草は 千^ 一巧 十と 年 
じ 八十 化 億 巧 本 喫し ものが 千 
九な 二十 八 年 巧 じは 心 十億 万 本 
じ歲 かして ゐ る、 シ ボス ットを 
一番ょ く 喫 ふのは キュー 「パで 
人頭ず 巧が 千 巧な S 十一 一本で あ 
る、 世 あで 二番目の 喫 ぶ 國は英 
國 で、. 第 S 泣が 獨 遮の 一一 育二 十 
億 方 本、 第 四 位が 日本が ニ 巧 八 
十億 巧 本で ある。 一 

空に を 警讓. 

化を 飛 巧の 巧婦ら 
致 あ 飛 打 機 熟の 發達 どぶに 鞭 
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NEW YO 扶 K OFFICE 
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ナ乂 I 力 ！ の特 を' 


n 本* の お 買物 じは 時 别掛賛 を 置き 無 
巧で^' 案 內を升 電話 义 はおず 紙が 懲御 
訪 間-- て 御 便宜を 計 b 初めての わ ホに 
掛し V は 特に 注意 致します から 是非 お 
ホ 寄 ト願ひ 巧、 ホ 巧 配達は 勿論 U 本が 
他を 啤 おの おお 物發 送は 當 方で 致し 巧 


ジ 3 ンワ ナノ 


力 


魄香 坡每ニ 週】 回 お 帆 

▲エム プレス 亞西亞 0 ニる 00 顺) 

十ち 一二 日 

A スム プレス 邮を太 (ニ 一ろ 00 嘴) 

十 巧 十と 日 

A 五 ムブ ンス を 西 盛 (ニ 一る登 觸) 

十一月 二日 

▲去 ムプン ス亞西 西 (一二る 客頓〕 

十一 巧廿 HH 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等ぎ 設備 
最大、 善美、 最 快走の 巧が がわ 船 
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歓迎 貧の 趣實に 副 ふべ < ; 

艦駭 供給 同業組合： Y 組織 

商品み 確 正を 期し 蒲 利で 賣 をむ 
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巧 

九 
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八 巧 = 一十一: n を W て 當地兩 新 巧 
を 迪じ練 おお 隊歡迎 會總務 部 巧 
巧 化 緒を 員 食の 名義 じて 艦隊 巧 
じがけ る お ロ g 货 & み じ 細し 同胞 
の淹 巧を 驳 集の 廣吿 をな みたか 
右ん 趣 巧は 化 お 官民 一致 協力し 
て猫隊 を歡迎 ずるので わるから 
进 ホの 乘組員 じ 供給すべき 巧な 
の 品質、 借 格 孰れ もぷ當 。るを 
要する は 勿論で あるが、 间 業者 
閒の スクー ビング や、 無益の 競 
巧を 凹 避ず ろは：！ I 業者 自身の 剌 
益 よら 殺ても 急務で ホる から 化 
間の 誠 解を をげ 濫孩 乗組員 諸 皮 
にも お 足を 舆 ふべき 巧 品を 供給 
! て 歡迎が 終の 美を 濟 したし S 
云 ふじ あ も、 是じ 願して はを 巧 
宿弊 巧 破の 興静樓 趣し 巧り、 化 
輿論に 聴從し 之を 背 嵩 ごして 同 
業者 のぶをなる 諮 解を ホむ る じ 
至らた る 巧 第で あらぅ が、 

去る 义 H 正午 ホ ゴ巧蘭 化婦特 
別 委員 會を銷 きて 具が 提案の 
骨子を 巧 溝し 碑が 生稻 じがて 
委員 侧 VJ 問 を どの 懸談會 を 
銷き 相互に 隔窓 なき 意見を を 
換 した。 售巧巧 おせる 化ま總 
お 部畏も 『お 傑 歡迎の 目的を 
■貫徹す. ちめ 諸 若の 協力を 留 
わ。 要は 遠 ザの お ホに 勒し最 
善の サーゲ キスを 提 おしる 當 
のが 段 じて を當の 商品を 供給 
する じなら』 ご 述べ、 海审强 
をを 事務所を 化 表した 米 花 ま 
訂 長よ らも 委曲 わ盎 して ホ 袋 
を 賊陳し 中 山 委員長の 組合 組 
徵を您 あ も 自治 的 じ 巧 颤の必 
要を 說 きお 厳、 鎌 旧、 靑 柳、 

遠 藤、 能 ホ、 名販の 諸氏を々 
恵 見を 陳 ベ、 

互にが 馳の巧 名を 潑 はずぶ 憤 表 
を 作 激し、 紐 合 じて を黃 巧を 負 
ふ 制度 ごして 致 善を 盛す i ミな 
ち別盡 じがて 同業 港の みの 驗議 
曾を 開き 柿々 鴻 ち 熟 幾の 結を、 
『撒 おお 除 供給 問 策 組を J を お 織 
する じ 巧し 乂 かぶの 如き 中を じ 
署 おし、 本タ おらに 待を の 上 細 
目 じ 置 b おを ずるまで じ 進涉し 
た。 絕隊の ホが が郵磯 どなつ て 
お 業糾 をが 化 ホし 若し 是が將 ホ 
じ も 速績し 化く G らけ遵 外の 獲 
物で ある。 要は 『中を の勵巧 j 
であるが 之が 監視の 巧じ當 るが 
締委貴 侧も间 楽を の 誠意を 說ど 
し 組を の 庭め に 其 彼を を 謀る け 
無訟 si であらぅ。 

今 脚巧國 練習 艦隊 巧が じ 際し 
- な 巧を 民】 致歡迎 の 誠ぶ ぉお 
I しおる に 鑑み 婚が乘 が 負 お* 

一 '下 ±宮 兵 諸氏の ぶ 耍じ應 ず 
一 を 補雜货 出産 お 等 化 給のを じ 
; 隅して はお お 監瞥官 事務所 侧 
の ホ 望々 な 敵 迎會の 趣旨に 副 
はんが 爲 めを じ練辉 艦隊 巧 給 
, 同萊 がを わ 組織し 組を 貨一间 
- 巧の かき 中を をな す。 

一。 猫 隊歡迎 の 目的を 速す る 
巧め 媳隊じ 化 給す る 巧 おは 
一切 お 質の 確 正 ど祕利 どを 
蝴 す。 

一 ニ。 艦隊 乘紐 巧よ b の 注文 引 
受巧 おの 巧 給ぶ 都て 紐を 員 
一 にがて 速帶 巧な ごす。 


I ニ。 商 おじは 一を の 正 惟を 附 
し 明^を が 製して 歓迎 會 
巧 巧取綺 委員 會じ提 


總ぉ部 

ぉず 

四。 組<?^^は都て申をおを履 
巧の 貴 巧を 負 ひを 自を一 百 
弗 宛を 貴 巧 精ち を どして 組 
なじ 巧し 巧！ 違背せ る 場 
合は 化を じ 於て 之を 沒 化し 
組を^ら 瞭 みする 旨を 新聞 
じ 廣^す = 

五。 商 ロ i の化乂 ホち 現品の 
•檢 査、 I ず授 役員の 選任 及び 

細が 縣 しては 協議の 上 別 
じ 之み 定 む。 

歡迎蒂附 4 *は昨今時目切迫せ る 
爲め續 々み 込 ぁ b 當 事を じて は 
收乂 豫算粗 過を 樂 おし 居る も收 
入の 增 加な 適當 なる 豐途 W 正比 
例して 之む 充當し 攝る故 衍ほ弛 
緩な く 酸を を ホ 蟹し つ i ぁら。 
梟を のをな 左の かし。 

を ニが ニす お 弗。 巧滿鐵 道會社 
を 巧 八十 P 。 S ホ 銀 巧 
をな 五十 节 高峰 巧會 


をと 十五 
を 置 弗 宛 
せ 中 お 


を 十 巧。 を 藤 巧 夫 
を 五 弗 宛。 潰 旧巿藏 、加 藤な 太 
郞 、お 井常吉 、各を 美、 祗松 
尙夫 

を 一二 弗 宛。 尾 崎 權み郞 、前 田悅 
ニ、 を 部 M 、 中原 修ま、 梶山 
粥太郎 

を ニ 巧 お。 田 中 巧 ま、 お 田 思 輝 
を 一 弗。 山 下 某 


關屋敏 子 镶着紐 

セドリック 我 じて 巧が すべ か 
らし 賴 M 敏ず媛 一巧は 船 硬の 都 
なじ 嵌ち マ ジュス テック 裝じ變 
あ 昨日 午前 着 紐し 旅 蒲 國米じ お 
宿した が滯 が 期間は ホ定 である 
ど 云 ふ。 


井を 支配人、 を 族 同伴 アラバマ 
化 じて 沙潘紹 由 まる 八日 歸 巧。 
♦向井 阀風氏 日本 電報 通信社 
社員、 去 巧サみ 日ゼッ ペリン 號 
下船を 羅府 じ滯巧 去る 九日 巧な 
•巧 巧 常 乂巧歸 朝 中の 歷際巧 
船 會お紐 育 おお 所長、 去る 二十 
八日 漠濱お 机の アラバマ 化 じて 
シャト^ 經由歸 巧の 當。 

書 布施 貞 ロ 氏歸朝 中の フエ. デ 
レ 1 テブド •デス ツリ ピュ！ タ 

1 K 巧會お 員’ 今 過々 初歸 が。 


副領事 官補 新な 

外務 本省 條約局 第！ ニ 課が 勸事 
務官寺 崎太郞 氏は 本ち 六 B 付を 
0 て 副領事に 巧せられ お 育な 勤 
を 命 やられた が 巧を 期日は ホ定 
である。 义巧 お 府 大使 舘 書記 生 
を 久間辰 男 氏は 化 日付を 3 . て領 
事 官補じ 巧せられ 當化總 領事 お 
詰を 命 やられれ ど。 


巧。 高峰 ラボ レ トリ！ 

ホ 岩が 雄、 旧 巧豐次 
お郞 、一二 浦商庙 、福 旧 
逸 s 、 j 巧 中 か 助 

を S 弗 d 。 ホ 田 信 雄、 長 谷川 昇 1 
ホ郞 j 

を ニ弗聲 G 小が、 おが 善み 郞 
お寅遂 、守 尾四郞 
金！ 巧ぶ 稻葉實 

A サゥ K ボ！ トお本 化吉扱 
を 五 巧。 お 本 お ま 
を ニ 弗.；^。 無名氏、 柳 田が 利、 

H をが •打 十 非、 巧 巧 二三 ホ 
沖を な S 、 F 城 月、. 池 旧 卓 一 
東口 幾ニ郞 、き SS 8 ミ 量 ミ， Mrs . 

す k ま 

A 離が 卞宿炭 (追加) 

金 お弗猜 。芝 ffl が遥 、中 谷秀靑 
を 己 巧 一 襟 お 
A お！. I ミン グ扱 

。增 山、 が 化太郞 
磯 貫 

ザ 上久 み、 藤 旧、 齋 


を 五亞 
を H 弗 
金 ニ祐お 


金 一 弗 1 


藤、 が 木、 今 倉 


- ± 居 
A 藥洋舘 扱 

をぶ 弗 it 。 み山圖 ザ、 加 お 信 一二 
を ニ 一 弗 { I 。 を 崎 不二 巧、 廣江幸 
雄 

を ニ 弗な r お拂パ ナ子、 大毕霄 

脱 

< 1 遠^^小刀商會扱<:追加) 

戶 S - す vigaiion ca . 

弗 煎。 ぶ ホ 良 一、 ミセス • 
グ I ド、 ミス •アィ • メ 
、ミス •ィタ •サブ ゲ T 

ブ •ぶ— •マ； キ 、ミス 
— スキ—、 マ イキ •パン 


金 十乘。 

を 




と 


A 八を 旅舘巧 


を あが 施 


を S 弗 
郎 

を ニ ホ 
A 旧 
を 十 お 


中が 巧 S ， ゎ 3、 巧み 
川 錠 止 郎 、山 □文治、 巧 巧 丹 
み 

。綱圳 Y 、 た 隅 鬼臘、 
，上 化 S 、 乂久化 嘉乂 


中が 矢八郎 
旅が 扱 

。田 中が が耶 


紐 育佛也 會例會 

紐 W 佛む 會例會 十五 H な目曜 
付塑 十六 u ( 月曜) じ 繰 下げ 午 
後と 時 ザ よら： a 本惧樂 部に 於て 
開かるべく が々 木 指 巧師の 『長 
巧 輸禮』 ご 題す る說敎 ある 由。 


1 ニ 敎授歡 迦晚餐 

ホ テグ • n . モド ァじ 於て 開か 
れつ 《 ぁる 國燈會 計 ± 會議じ お 
席すべく 東京 商科 大學 敎授 でぁ 
つた 陶山 淸み郎 、東 あ 五郎、 下 
巧 直 太郞の H 氏が ホな しね。 舊 
高 商 出身校ぶ の围 体なる 姑水會 
ては 次週 火曜日を 一二 巧を 招 持 
し 歎迎を 兼ね 醒親會 を B 本供樂 
部に 開 < お。 - 


奧 村總務 おく 來紐 

旣裙大 敷 毎日 新聞社 總務 奥が 
信太郞 氏は 化 ロィド 線プ レメン 
號 じて ホ 米の 筹 であつ たが 船室 
の 郡 合で 去る と H お 帆の ベレン 
ダリヤ 號じ 變更し 十一 二日 入港の 
堂で ある。 


•お宮 觸 巧を 歸朝 中の 巧 水 桃 


♦今 井 お j ニ郎を 神を 川 縣ん今 
井 若 S 郞氏 (五十 四 歳) は 去る と 
巧 0 降师 患の 爲 めべ^ ビウ 及び 
リグ アサイド 病院 じて 加養 中の 
處ま巧 S 十】 U 午後 五 時半 遂に 
永 版した。 


巿媒 古特信 


中が 見 學鹽來 巧. 

♦お 化 議± 中が 嘉壽氏 引を】 巧 
九を の學 生は 五日 ボストンよ b 
入巿 、政 じ Y * M ， C*A •ホ テ！ 
じ 投宿、 词巧島 律 牧師 ホ お H 本 
ん 靑牟會 じて 晚餐 の變應 あゥ、 
翌日は 領事 滝 及び 富 十荫會 よち 
提供の 自動車に て ホ 巧を び 孤み 
を見频 し、 岡が 木が 領事 度び 松 
岡 藤き 氏 ホ 催の 晚餐會 が 二十 ニ 
街の 支那 巧 理巧じ 開かれ ポ 中な 
志 同胞 諸 ± も 則 席し 盛會 であつ 
た。 を ± 曜日は 巧 下の 重なる 場 
巧を 見物し 同 巧 宮城 島 S 郞巧富 
± 腐會を 化を し-同を か 必館じ 
招待し 强 宴を 張つ たが 一巧は 本 
タ當 巧を 辭 し々 ナ •タ め々 キ 二べ 
ッグに. 间 け巧發 する 笠。 

..名 古 藍 商品 陳列. 

♦巧る 千 化な H 十一 ニ年シ 々ざ乂 
睫を 目標 S しを 國じ ては 日本 品 
輸 おの 宣傳 をな しつ； あるが、 
ホづ 第一 着 じあを 屋 商工 貪議所 
は 屋巧勝 氏を 派遣し 崭新 U 巧 品 
を紹 かすべく あ 月 六、 と！^ なじ 

直 .CV 义 テ 1 ダ ン ス • ホ テ が_' 巧 じ 

て陳剧 展覽を 試みた。 i 

ホ 本 卯 ま 巧來ボ 

♦本年と 巧 一二 十一 曰よ b 八月 十 
一二 U をを 國リゲ アブ！ グ じ開懼 
のか 年 簡閥際 太會じ 日本を 化 表 
して 列席した 同 巧は 本 巧 rH 歸 
朝の 途次 當 おじな 寄つ たが？ 同 


氏の 語る 所に 化れ ぶ 今回の 人會 
じは 四十 四 個 風の 代表 巧 五 マ 人 
の 出席 あち、 日本ょ ちは ま 2 小 
中 學校敎 員 二十 I ニを 及び 五々 の 
なきが 别 席した。 國技 ごしで 獅 
モ舞 ぶを 崎縣の 舞踊ぅ す 大が及 
を 賀縣の 風流 巧を 演じて 巧が を 
博した ご 云 ふ。 

本年度 敎會 新築 

♦最な シカゴ 馨鬧巧 S おを じ 
依れば 千 义百ニ T 化 年を じがけ 
る新敎 派教會 新築 豐は實 じ 千 
二百 五十 ゴ录化 中二 百 二十 ニ 巧 
じ 達した ご。 『化ち 化 B 】 


新 荷 到着 


極上 等 

新卞 海を 


か 欄 兄弟 蘭舒 


みなみの 夏け 

顯 著な 同胞 發展 

おは 稼 かじ 白が じ 鑛く松 化を 
切り開いて 宮動 車の 爲 めじな 
おにる 大道が 出 ホて ゐる あた 
b 夏 3 ゲヮジ ニァを 讚 类甘ざ 
るを 得ない。 約 四十み 自動車 
で/*— フオ 一~ ク よ をォ —— シヤ 
ン ゲユ ー じ 至れば 息を じ 人工 
を 加へ た 美しい パ！ クが あら 
閑雅な ィン や カブ t ジ が點々 
ごして 趣を 添え 海岸を 彩つ て 
むる e 

由 ホ ゲプジ ニア 州は 技 • K » K * 
が跋屆 して 黒白 人 稀 差が 的 巧を 
の 烈しい ± 地辆 であるが、 を こ 
じ 地盤を 据えて 米 人 社 曾 じ 現 巧 
の 信用 ご 親を どを 贏 も 巧た 宮が 
树脳 諸氏の 巧 力な 惟稱じ 化する 
一夕が 巧の ベンチに 腰を 下して 
ぷを納 れてゐ じ藤乂 人の 夫婦が 
化 速を 見る やな じ會 話を 始め、 
『こ、 じ 化いで ゐる H 本人に 知 


己が あるか」 VJ 尋ね、 をの パー 
クの發 玻じ盡 したのは 日本人で 
をる と稱 讚し 非常に 好感を 持つ 
様で をつ た。 

フゴリ ー を 渡れば ョ！ マ タク 
ン あゎ、 左 巧 すれば バ 。 — 
ビ！ チ じ まる。 を じ もす 部、 

お ド、 柳 T 等の 諸氏： じ活 
動してゐる。 首府タ？|チモン 
ドへは 八十 嘿 、化 間 心 所舊證 
を 3 て 埋まつ てむ る 
ブド 墓地に 煙草 專賣 事務官 
なを 部 徳よ郞 氏の 墓で 詣でデ 
で ー ムスが じ 架けて する 世を 
一を 誇る 橋は 寶じ 14^ マィが 餘 
化け ども 往 けども^ きぬ 一本 
の 橋、 こ } じ も 米 らしい 雄 
大の斤 鱗が 窺知さ^る。 要す 
るに 同地 ホが 留の鲁 ん はホ數 
で a あるが 冀闽な 奮. 盤を 作 6 1 
つ： ゎ b ゎれ-^^ 巧 化 方が 
巧 M 胞 のをち の資 でもなる わ 
ら 是非 一遊を 勸め るみ 窠 でを 
る』 ご。 【淸水 お 師談】 
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イが リス 譲歩して 
海軍 纔少の 下 協定 漸く 纏ろ 

マクドナルド 兽 棚は 廿 八日に 曲發 

ロンドン 特電 十一 二日 發 i フ！ ゲア ー 大統領ょ b 帘 縮を 渉に 關聯 して 最後の 捶議じ 接 
した マク ドナ Ji, ドせ 相は 窠急閣 遙を開 おしたお 巧、 首相は 愈々 •今 g 甘 八 H 化かの ペン ン ガサ T を 
で rj リカ じ 互 b、 ホ V イト ゥスの 賓客と して-遇 間滯 がの S ロを 表し、 をに 閲 題の 海軍 縮少 
下を がが 漸く 綿 めら かじ こごを な 証した、 恼 をの 內容は 制 おしない が アメリカの 巡拌藤 力け 化 ニ 
接 巧 ま 化 S 雙で 総顿數 をぶ 巧 嗯が後 どし-イザ リマ じは 總數 五十 隻ょ b ぶ 十よ 隻 、册 S 万化 千嗯 
を 漸巧縮 少して 化 ニ 巧 八す 嘴と すべ'、.、 これ じ 依ら アイリ 力は 橡 をの 雜街 巡洋艦 十 お隻を 十の 隻 
程 巧 じ 止めて 大型 巡洋艦 _じ は 優勢を 示す じ對 し、 イギリスは 小 巧 巡 洋篮カ じて アメリカ じ 優る ベ 
ぐ、 間 題は 單じ アメ 9 力 わ 雄 造すべき ニ I 二軍 腊の備 跑協ぞ のみ. か殘 されて 居る 巧麽 であるら しい 

も わ や决裂 どん したを 渉 

ワシントン 特電 千 二日 藉 i イゲ ブス ごテメ 9 力の 軍縮を 涉 は最诉 イザ リスょ を 再 
び提 溢を 6 たるに おし J フ ー グア ー 大統領は 昨日 數 時間に： 貫. て國務 、海軍 兩 省の 首 腦巻ご ホ ブ 
イト* 、^ゥ乂じ密溢ををげたおあ、 をる垂要なる訓軍をド！ズ駐英大使じ典へたが、 をはイギリ 
スの 提案 じ勒 ずる アメす カ^ 最後の 间善ど 見做し 得る 點が少 （ない、 即ち イぞ タブを 相 マ クド十 
八 ド 氏は 若し この 下を が じして 順調に 進めば ホる 十月 サ八 H 巧 帆の 便船で 訪米の 意志で あるから 
を れ を じ を渉 S 基礎 が齒ま>5^ ;=*い限>冗まを渉は結局無おじ終るこごは明白でをるからで、おて 
フー ゲア！ 巧が ド IV 巧 じ 訓電した ものは 恐らく ア 'メリ々 が 最後の 切札で あち、 岡 時に 世界的が 
軍縮々 の磯述 をぶ 巧が しむる か、 ホ缓 せし むる かを 巧すべき 重大なる 提案で ある ど 認められて 居 
イ ¥ リス 政府が 畏近 r メリ々 じ 試みた 

じ 適用す る ごすれば、 日本は 

國防 上の 必要ょ らして 

お— 五！ H •ニ かの 一を 要 ホず 
る ごい ふじ ある、 これを 総括す 
れば 日本は ま 力 艦 比率 じ 故る 渡 
艇 英米のと かの ホ じ對し 十み の 
六を ホめ る ミい ふこ ごじなる の 
であるが、 これを 假 b じ ニ巧囑 
毅 巡洋艦 じ 適用して メリ々 が 十 
八隻 、イ リス 十五 隻と 協を し 
た 鶏 合、 日本の ま 張す ると 割の 
比率を いかじ 充當 すべき かとい 
よ 難 願が 生れて ホる ので ある 0 


る 

提議 ごはぃ か。 る もの 
であるか ご 云 ふじ、； が 論を の內 
容は恤 秘に蹤 がられて 居る けれ 
共 乂化じ 於て 『ィず ブスが 國巧 
上 絶 街 じ 必要な 巡が 渡を 五十 隻 
ごする、 こ れ はち 化な 化と 年の 
セ子 ゲア會 溝で ィが ブスが ホ 張 
したと 十隻說 じ比軟 すれぶ タ大 
の讓 ホで あつて 巡が おごしての 
最大限 废 である 一巧 觸 級は アメ 
リヵ じ 十八 隻、 ィ •キリスは 十五 
をと 制限す るが、 ィ； V リスの 巡 
巧 お 總お數 け ホ 型紙 七を 算 して' 
化 四 巧 嘴 どなし、. こ b 間の 顺數 
差違 ど 補ち する 意 ホで アメリヵ 
は 小型 巡 巧 艦の 建を.： 5 勝 まねる 
べし』 ど 云 ふじ あるが、 T. メリ 
力 政が どし t は國が W 方 か 上ょ 
なして 

太 西 太平 爾洋 とを る距 
離、 並びによ ホが 裳 領地 保護の 
必嬰ど 海軍 化が 赃の關 係 上 小型 
巡が 艦の 建造を 被し ないどい ふ 
位 粗 じある、 換をロ すれば フ！ ゲ 
アー 大統領の 巧 縮 患 見は この 瞭 
單 る 制 帳に 化护 一^、 實擦上 じ 
縮少 がょ ど 云 ふじめ るが、 これ 
を アメブ 力の^ おを 計畫じ 就て 
をるじア メリ^^は拼水蘆と千お 
な哦 〔條お 顺六千 場〕 十 隻を現 
が T るか、 目で 雄を 中の 一巧 順 
_ 級八隻 •が 算訝上 済の 一巧 顺級 
十隻 、雄を を認 のガ哦 級五隻 
總數化 一二 集、 總哦鼓 一二 十 ガ五千 
哦の 現勢 度び 潜势刀 をが する の 
である お、 これ じ黃 ずる イザ ブ 
スの 提案は 巡げ 腹を か 八 隻じ切 
下げる^^、 郞も -I 

建造 計畫 の 1 巧 哦級十 

お 嗟から 五 塔を 谢 除し 间時じ 小 
'型 巡洋 おを W てこの 郁 除した 部 
.みを 補充し イ •キイスの 势カ であ 


る 巡洋艦 化 四巧嚼 どの 開きは 速 
力、 砲 力 等で 埋 をせ やぅ ごい ふ 
ので ある、. アメリカが 果して 十 
五隻の 建逛計 蜜を 縮 少して いか 
じ 化万嗯 のみ 力を 保 も 得る かは 
をに 疑問を 生ずる 譯で るるが、 
霞ら じ 这じ注 肖すべき 新形 勢 ご 
されて 足る もの じ H 本の 英米 軍 
縮 街 策 どい ふ 問題が ある、 柳ち 
H 本から ホを をじ傳 b つ i をる 
巧の ま 娘に 依れば 英米 じして 若 
し 主力 猫 比率と されて 居る 五| 
五— 一二の 勢力み ホを を 補助艦艇 


曰 本の 化 率に 暗 難 

大型 巡洋艦 力の 相違 ご 配み 率 


ロンドン 特電 十二 日發 【ニユ 
ョ ー ク •ウォルド 紙】 = ィ ゲリ 

スの 海軍 部內 では アメ ブ 力の 軍 
縮 巧 废ごィ タリー 及び フランス 

の、 

'權張 1 じ 1 し 國防上 
化 四方 赠の巡 巧疆は 絕對じ 必要 
である ど 固執し つ i をる が、 フ 
— ゲァー 大統領が 一万 嗯級巡 巧 
艦十五をの建逛を禱幾しっ 1 ぁ 
る理 ホの 一 どして 巧が 日本の 態 
度が 頻 b じ論證 されて 活る 、郎 
ち 日本は 補助 艦に 對 しては ホ 力 
おの 比率 適用を あめや、 斷 がと 
制のを 力を 耍ボ しお >、 若し ア 
メリ 力に して 巡 巧 猫 十 あ 隻を建 
を ずれば 日本は す 本 患 乍ら 巡洋 
鑑を增 如す るの かなし どま 張し 
つ i をる 爲 めで、 ィ .•キリスが ィ 
タ 9! 及び フランス のが 雨擴張 
を 憂 あしつ i ある ものを 無視し 
た アメリカは 今や 日本が 化む を 

sijt* す/ ん 

し 兼ね まじき 势を示 
して 居る のじ' 轉 かされて 居る 譯 
である、 而 かも 日本の 態度で 苦 


しみつ ミ あるのは 獨 V アメリカ 
のみでな く、 ィが リス 政府 も 日 
本 ごい ふ新埼 面じ凿 して 自治 巧 
オ！ スト ラ リアの 詰 間と なら、 
これ 亦 苦しい 立谨 じある やぅで 
をる， 切 も オ^ 义ト ラブ ア 热 宵 
は 若し ィ •キブ スの 巡洋艦 力が 增 
大 され 中 アメリカが 十 あ 隻を建 
造し、 日本 も ホち 艦を 敢て する 
どなれば、 ィゲ リス 政府は 自治 
賴± 保 譲の 爲 めじ 巡が 牆を媒 張 
す-へきで わる どま 張し つ i をる 
一事で あつて、 

松 平 駐英 大使が 本國 政府 
のをみ じ 依 b て 避暑地から 飛 巧 
機に乗じ 昨 H 。 ン ドン じ歸 着し 
たこ ごは この間の 消息を 語る も 
ので あるまい かど 觀 測され、 軍 
縮を 渉 も 今や 其 絕頂點 じ 達した 
ご 云 はれて 居る。 

軍務 說巧 

東京 特信 ぉ 報、 本社 特 
電 のか < 巧が 海軍省では 今回 
軍縮き 議 準備 委員 會を 新設し 
ぶ 近 巧 軍が 巧 長を 委質じ 巧 か 


f 1. Itm lltLM 
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大紐育 

I を I 九 年 版 Y 近く 發巧 I 

本社が 餐じ 滿夏發 巧いた しました 『大お 育」 は、 幸 ひ； 4 して 
江湖の 留 （がかき 巧 評を 巧し、 遂に 全部； 删埋 らや賣 切れ ごな； 
ました、 化て 本 化は 溝 一版め 巧を をを が 親た じし、 打 數を も; 
巧 加した モ 化な 廿化年 版を 耕に 搂巧 する こご t な b ました、 柜 
確 じして 且つ 新ら しい 統計. こ事實 をぶ 礎 じして、 剔々 度 化する： 
我が 『大が 育』 の眞 相を 巧 ふるに 逍が なき こごを 巧して 居 >ま_ 
す •尙 ほを 慣は 

'豫約 ホ 注 者に 限りて 

特價と 十五 仙 一 

發巧 後の 御 購買には I 

.を 價金一 弗 一 

ごを しました、 速 かじを お 御 申込みを ホ 望いた します。 

I 

九ち 十四日 經育 新報 社 j 
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したが、 には 巧 縮 交渉の 巧を 
じ 脚し 民め 黨 政綱 會で 左の 如 
(述べて 居る。 

軍備 I; 限じ關 ずる 帝 固の 
眞 率なる 態 巧は 旣 にし じ'-^ 表 
明せられ た t -巧で あ もが ホ國海 
軍 ごして はを の 趣旨 じぶ きかつ 
别國の 特殊 ホ. 悄 等を も參 巧し 軍 
髓本 ホの 目た じか U ひ 得る 適當 
なる 教 策を 思つ る こどに 應 、むし 
なじ 乂體 の^ 楠ち 整 ひ 何時 じて 
も會議 に應じ g: るの 運び-し 達し 
て 居る。 補助 顆の觸 限は 從ホ累 
次の 難賴じ 逢着し をの 解かを 易 
ならざる 事 想 じある のでを るが 
を齒が 化國で 特殊 嵐 情に 對し同 
情を ちって ち 慮し 相互に 國 家の 
をを を 奪 重，) 巧 譲を 協の 

誠意 もつ てこれ じ當る 
ならばかず 圓滿 なる 解かを 見る 
であらぅ、 これが ためじは 欧治 
巧 解 巧を をす どす る 場を々 から 
ず 察せら る", 如何。 る琪合 じが 
て も國防 のぶをを 離れて 軍縮を 
議 する こどぶ 危險な こごで ある 
吕 下米乂 統誤フ ー ダで 氏英 首相 
マクドナ^ ごに どの 間 じがて 义 
しくこぅ 着 七て 居つ た 本 間 題 じ 
關 して 商讓 一" 巧 はれて おる が- 
最大 海軍 國 る 兩國の 非常 る 
意 氣这み ど 誌 意の 披歷 どは 軍縮 
の 前途 じ大 をる ホ 明を 巧へ 日、 


厶ソ j リニ 譲る 

ロ！ マ 十 ll:B 發 n ィ タリ！ 首 
相ムソ リニを はを S 獨 裁ぶ ゎ 
を發捶 しぶ 今日まで 約 十二 一大 
臣を乘 巧し i て 天下の 偉 觀を呈 
しつぇ ぁ？； たが、 今度は 思 切 
つてと 大駐の 椅子を み 官に譲 
らて自 巧み 兼 磯を 衡 いたちの 
の 內務大 居は 依然 ごして 兼任 
すべく 本を 化冗歲 のデノ •グ 
ランデを ぶ務 大臣 じな がする 
の英斷 ぶんを 見せた が、 この 一 
內閣大 あ 逢は フ r ス シモ 組織 
じ一變 化.？^ ホす 前 化で をる ど 
見られて をる 


! 、伊 等 もこ 

立 思を をつ て 


わじ かし をれ- 
I 兩國ご 


腳絡 ，车 J つて 居る ので あ 


から 本 間 題 I 
- ど 認められ 
I 要なる をは 


js 解决も 巧き じあ 
が 巧よ ち もま づ 
す 米兩國 『バリ チ 


j の 問題を 如 巧に お 扱 ふべ 


でぁつ てこれ がた 
の 特殊 國情じ 基 < 
I ついて 時が のち 慮 
巧 態度 じ 出 づる必 
あるが 先 じホ國 

1 ドス チック」 

H 的 •し 剌羯 せんご 

たらる y* ので ある 


を踞 する i 
米 固は 英國 
- 要な 艦艇 じ 
I おしまざる 
一を 感す るの 
提案した 『 

如きは この 
.るら の ご 察 
一しながら 

合理的で 『ャ— ご チ 

』 を得る—^吟到をホ可能のミ 
ぁるから矢^一す從ホ通ら排水 
~ を 基礎と す も 比 懐 法 じょ b 無 
; の 紛議を 避'!、 る ホ 然るべ し £ 
一はる i ので 夺 る、 なほ 英 ホの 
•パ チリー』 じ. は帝國 ごして 素 

-必を どす る 黑助濫 比率に 關し 
は英ホ 『バ* i チー』 閔 題と 同 


艦齡延 を、 i たは 化 絕视延 制 等 
も當が 次网带 縮會議 じがる 

問題 ごなる であらぅ. か 巧 
海軍と しても 軍縮 本 巧の 旨 的 巧 
巧 h 巧 威 ご 協調して この 臨 U つ 
きち 應 ずるの 用 息が もる 「说ほ 
ま 力 艦 制限 成立の 曉は更 L 巧 船 
がを 傑 等の 競ず が 起ら ロー W も 限 
ら S こむ 等の もみは 通が を 通 上 
必 をなる 機關ゴ して 制限 甚 じ-雨 
難で ぁるが 軍縮の 徹底を 巧す る 
爲 めじは これ 等 じ おしても 贼 時' 
利用に 願--; 適當 なる 制限が 留ま 
しき/- 〇 である n _ 

支那 內亂か 

露 支の 關係 か击 

上が 十二 日發 = 露支闡 境は を 
線に 直 b て絕 へず 小 戰圓が 11^ 
され 飛 巧 機、 騎 を、 クン ク！ I び 
砲 盤の 衝突 ぁ も、 ミ那 測に ふク 
ては 徵 現が 非常 じ 不利 S なえ、 
n シア 飛 巧 磯は 上空から 支 か 人 
じ實傅 ビラを 撒きつ-- をる. わ、 

一 ホ 露ち 圃 をず まの 機 じず じ， て 
奉 天め 張 學良將 軍は 擴玉 W、 賴 
錫 山 將軍等 ど 組みて 南京 化府を 
乘 取らん ごしつ i ある も 3 i 如 
-不 を* •な 風評は 一層 南京 映 腹の 


削途じ 暗影を 投げ、 風庸ぶ 巧で 
戦 巧の 支出 も 難しい ごい，^ 悲况 
を 示して 哲る 、尙 ほ； ピ一 ン官 
患け を ゎて 共 產黨巧 > じ 及 一び 一二 
なんの。 シァ 人が 抑留され 一 だ。 

關磯戳 進 か 一 

所得 稅發表 巧 

ワシントン 十二 日發 N 諮 

愈々 醜稅引 とげを 討講 する こ 了 
じな つたが、- 一れ ょ b 曇き 民す 
黨 あび 共か黨 急進派は 擲 をし^ 
瀑 骨；； 6 る關税 引上げを 求めつ I- 
ゐる產 棠じ對 ’L ては 斯業が 巧^ 
に斯る 高率を 要求して 屑る のか 
をして鳥率をホめる程じす况^;| 
巧 態 じある かどい ふこと を 巧む 
る お 要 ぁ bvj のを 她 わら 逊去數 
年 じ 直る 所得の 內を をを 表し ス 
先づ これを 基礎 じを の 是非を お I 
斷 すべし ごホ曠 し、 與黨 £ して 一 I 
はな 對の 意け 充を ぁるじ も 今を 
の 對策銷 巧 も あるので 、隙ら に 
反 街せ ず、 結局 大タ數 をの-て 可 
決した ので あ然 な巧黨 派の 勢力 
はが 長！- 關な 引上げの 前を もこ 
のをでは 餘らじ 大した こども あ 
るまい どの 觀 測を 持 (者が 增し 
たやう である 0■ 


- 个社束 ホ 特電 (がす 無听轉 載^ 

新 舊藏觸 が 相反 駿 

〔十一 二日〕 s± 前靖相 W 昨日 ステ ー ト ィン' トを發 し 述べて 曰 
く 『爲替 凹 俊は ホ上藏 W の聲 明に 依る 解禁 時期 一年 內外 S 1 
般國 民し 化 送 させた こ > に 基 だ、 緊縮 政策 ご沿豐 節約 
ごで 海み 信用 高まつ た £果 ど 貧 縛して ゐ るのは お跑隨 着で を 
る、' 爲替 急騰、' 株式 器が 二割を 越 ゎても 構は ね なら 踞禁は 誰 
れ でも やれる』 ご、 こみ じ對 して 一 ホ ホ上藏 相は 曰 < 『巧 W 
云 つても 事 實は事 實で带 解禁 じは 徐 々を 利に 拘 つて ゐ るの だ 
から 化 ホ ぁるまい、 巧 巫の 弗 買 上げは 巧 か 正貨 補充の 爲 でぁ 
る』 ご反驟 して 属 る？ 

天 岡 前纖裁 等收監 

姆纔 裁は 動 章 製作を 叙 動 運動 收贿 自白 
I か ホケみ 刑務所 じ收監 され 堤 墅ハ氏 も 


(十二 日】 天 岡 前 賞 潮 
で 起訴され 昨 巧と 時 十 
亦 起訴され た 

豫算說 ^ 

〔十二 日) 首相 宫 邸の 算が明 
會 は 昨タぁ 時から 今 こ 時 か パ 
迄 じ 及んだ が 致 友會叢 一員け あ沁 
法 違反 論を 中を ごして j 哭擧し 
たが、 漠ロ 首相、 井上 潔 おは 
『法律 的-一は ホを 七な て 政治 
的 じは を 解の 枯 違』 ごが 張ら 
巧した。 

【十-日】 故を 會は 十日から め 
豫算 說明會 には 鴻出氏 况廿お 
代議 十 出席して 『臨 お b. 會も 
召集み や 豫算を 編 測を i は憲 
法 違反の 嫌 なきや』 泣の 畐 
巧び 『地 ホ豫算 編制 换 .ロ じ j 
る 肖治權 侵害』 巧 他で 巧が じ 
つ A 宵つ たが 淺ロ首 楠に 『絕 
巧に 憲法違反 でない J 
あしらうな。 一 J 

正貨 y 補充 

【主 I 日】 井上 藏 相は 



巧 謙 一 氏は 米穀を 撤廢 を提識 
した。 

取引 統一の 格 付 

〔十 I ニ旦 閣議 じ 化ら 賴簿を 糸 
檢査 所では 純日本式 綜 なお 法 
を 糸 あかを 開始して 取引 統一 
を 計る 2 じ决 をした。 

手形 交換 高滅少 

【十一 二日】 八ち 中の 手形 あ換高 
五十二 億圓じ 上つ たが 前 丹ょ 
ら四億 圓滅少 を 示して ゐ る。 

航空 研究 部豫算 

〔十三 日】 海軍 彌け 機の 日米 比 
較は 一二 對 P レ も 満たぬ ので 海 
軍 垣で がが 空げ 究が 新設 豫算 
を 媛 おした。 

兒玉 總監辭 だず 

【十二 日】 朝鮮 總瞥巧 おお 總監 
を 玉秀雄 伯は 巧 職せ や ご 言明 
した 0 

大工 原總長 免官' 

【十二 日】 九州 帝國 大學總 長大 
ェ 巧を 次郎隙 ± は 化 願 语官と 


には ドィツな 勤、 岸 倉が 氏は 
フランス だ 勤、 永井淸 氏は オ 
—ス タリー 巧 勤、 二等 普 記を 
水 巧を 策 巧 a アメ 9 々な 勤、 
S 等 藝記官 本野亨 S 巧は ペグ 
! な勸 、旧 中義逛 巧は ア メリ 
々化 勤、 飯事 佐 藤敏人 氏は P 
マ アン ゼ八ス な 勤を 巧れ も 命 
せられた 0 

數支 輸出 急がろ 

〔十二 日】 排 H 巧 燃 見越しから 
對支 輸ぉ賣 りを がれ U 本 郵船 
は 四隻の 臨時 お 船を しむ。 

根據 地々 盤 弱る 

〔十-日】 旣 報、 勞慟撼 巧顆の 
最左翼 組 云 千 S 百 名 除を 事件 
から 同黨は 最大化 據 地れ る 大 
殿 組合員の ニ 一み の】 を 失つ た 
こと i な b 總選孽 じがけ る 西 
尾未廣巧の巧選は見这薄ミな 
り 鈴 水 义治巧 も 樂觀を 許さ 0 

ご 0 

鮮滿の 聯絡 飛 巧 

〔十-日】 鮮 満聯豁 旅を 飛 巧は 
が^から開おされた。 

_ 浸水ぶ 方 あ千戶 

〔十-日】 大 暴風雨 じ 娘る 昨が 
一 東を の 浸水 家屋は と 万 五 千 じ 
一を び 東京 驛 前の 街路樹は 吹を 
_ 一され 常 磐媒は 一時 不通 どなつ 
I た。 

j 低利 起債は まろ 

tl 十-日】 低利 超 償 時化は 過ぎ 
表 b 東邦 電力 新 社債 利 廻らは 
ホを み 厘 五で ぁる ご。 


巧 華 


一磬 難の 議 

地下 入 尺 子 . 

ぼ I ノ {巧 風が 吹き 初めて、 
燈下 一言 L む， へしの 時節 i なった 
が、 一； は 異境の ニユョ ー ク、 
溫 か^ 家庭を じひ わら 得る 機會 
の あん 人が 少ないだ けに、 日本 
俱樂^ じは 例 じ 化って、 ダグ 裳 
黨が燈 じ 親しむ 證の やう じ 集 
つて 居 ホ もこの ダグ 裳黨は 
眞 夏、^ 十八 度の 暑さ じ もめげ 
ないで、 \ 深更まで 勇敢に 戰ふ人 
人では ふるが 。 

が、 の樂事 もこれ じ淫す 
ば屢 々一'^ 測の 災を おこす の 例は 
ホ 巧を ホ一學 げて數 ふるべくない 
こ、 じ擧 ザょう とずる-話柄 も 
まわ 圍裳 發 した 僅かな 適 失 か 
ら 人間 二-^ _ の 生涯を 滅 茶々々 じ 
した ごい'^ 柳 里恭の 手記 じょつ 
て傳 へられで ゐる 話で ある。 

時化は 詳 k でない、 柳を おの 
手記に も 『てし』 ど 胃 頭して 
あるから 相^を い 話に 相違ない 
泉 洲现の 巧 さる 豪 當の巧 人が 
あって' 圍 を 好んだ。 この 道 
で世を渡を^^<もの1耳は早い 
圍磬 好きの 豪 I 脚 ご 聞いて、 こめ 
商を じは 忽ち 始國の 募 客が 出入 
する やう じな て、 をの 中 じ 江 
州の 請 侯に 化-て ゐた猪 飼と い 
ふ ± は、 人の！ 一ぞ 受けて 化宮か 
ら 退き、 巧の がで 手 習 師匠 ごな 
b 、 タ< の 弟 141- を 集めて 渡 化を 
して ゐ たが、 A 々この 豪 巧を た 
づ ねて 圃 基の 相 I モ をして ゐ た。 

例 じよつ て あ 了 日、 ま 客は 磬 
盤 じ 相 勤して 鳥 ip の戳じ 激化し 
てゐた 時、 をの^ 家のを お 人が 


を 五十 兩を巧 じ 包んで、 得盧ホ 
からよ こし わ 貸を の 巧 子で あ玄 
ごいつて 击 人へ 渡さう ごした、 
この 時 勝 貧は かな b 深刻で あつ 
たもの ど 見 b ホ 人は 「を こへ 巧 
け、 あとでな める から』 £ 巧を 
凝规 * たま t 支配人へ け 一瞥 も 
巧へ なかつ た。 

やがて 一戰 はを へ、 巧 じ ニ S 
をを 打つ て、 猪 飼は 倉皇 ごして 
をち 去つ た。 をが まつて からま 
配 人は 巧び ま 人 じ 利を の 話を す 
る ご、 ホ 人は 巧 じを 取 つたわ ぼ 
.ロは ない とい ム 、いやた しかに 
わ 渡し i じどい ふ、 爭 つてな を 
たもの I 事 賞を こじは をの 包は 
なかつ た U 持つ て ホた やうな ►む 
覺 b だけは あるが、 决 してず じ 
は ごらない ごい ふ、 を こで ま 人 
は考 へた。 結局 この 部屋 じは 猪 
飼 ごい ふ 人、 みして を錢じ 目の 
くらむ 释の 人では ない が、 人は 
時の 貧跑 じよつ ては、 をの 志 も 
忽 も變ら 口ごも 限らない、 を ひ 
は 貧 じせ まつて 掠めない ごいへ 
の もので もない。 これを 聞いて 
支配人は、 これは きつ ご 猪 飼の 
化を じ 相 ない、 をれ f はな. 
調べて を ませう、 とい ふ 事 じな 
つた 0 

を こで ま 配 人は、 數円前 事の 
巧の やうな 風を して 猪 飼の 詳を 
訪ね、 かれこれの 話 じきつ わけ 
をつ く b ， ふま さじ まかせて、 
當 日の 姑 絞を 話し、 若し や 巧 か 
ど 取ら 違へ て お 持ら 歸ら になつ 
たのでは ないかと 訊ねた。 ま 配 
人の 話を 聞いて 猪綺 はし ばらく 
首を 傾けて ゐ たが、 思は や 居 や 
まひを 盧し 

を の をで あれ ば な ん S もお譯 
がない、 流浪の 身め はかな さ 
は、 其 日の 煙ら も 立て 難き 今 
日、 思は や大 をに 目が 旨み 人 
知れ や 持も歸 b ました、 がし 
明朝 其 金を 調達いた し 御返し 
申すな、 今 暫<樹 待 も 下さ ゎ 

たい、 

ごい ふ挨搂 でもつ た e 支配 A は 
歸 つ てち人じ あら のま { を吿げ 
た-まさ かご 思つ てゐ たまん も 
詰を きいて 採 こを ご 舌を まいた 
をれ から 十 H 程經 てを お 十 おの 
をを 持蓉 しま 人 じ 託び ておした 
後 巧ち の 娘を つれて 猪 飼は 巧處 
ごもな く躁の 町を 去つ て 巧つ た 
一の こど わつ てから 人情の 自然 
で、 猪 綺の一 俾が屢 々圍碁 仲間 
の 話柄 じ 上ら* 人は みかけ じよ 
らな いなど、 化は じきして 罵ら 
をつ た。 

をの 年 も 募 じ 近くな つて、 こ 
の 商を じも恆 例の 煤挪が 始まつ 
わ。 この 時 座敷の 長 挿を 拂 つて 
ゐる ど' を こから 一つの 反を 紙の 
封み がを ちて ホた、 改めて 忌る 
£ 、これは 紛 ふべ < もない 猪飼 
を 疑つ た當 時の 利金で をつ む。 
これを 眼の 當 ちじ 見た 主人と 支 
配 人 ごは 思は や 顔を 見を はせ、 
どうしね 事 か f 思 ひ 惑つ たが、 
今は 猪 飼の 巧 ホ も 巧らず、 彼の 
名擧を 恢復すべき 術 もなかつ た 
察する じこれ は 當時烏 藤の 戰じ 
熱な した ま 人が、 一戰 のを 無意 
識の閒 じこの 包みを 長 稀の 上 じ 
置き 其儘勒 局を 綻 けて、 をの 間 
の 巧 巧を を （盧識 しな かつた も 
ので わつ たじ 巧 違ない。 
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號ー 十九な 五 千 一 第 


隸辦 育 鄕 


【 H 罹 ±】 


日 四千 巧 九 年 四が 把 




換眼並 じ 眼鏡 調が 


_ 舞踏搁 .一"— 

►触を •タン..^: A 

マ 褒猜ホ 保 A 

了を 

親切 


朝十砖 3, 巧 r 1 時 



ん诊 タマ 


第 お 街よ 一二〕 

へ クシ ヤ| 

ビグ ダー ダ 丙 

ホ 池 爲興舘 

電話 サ！ クバ 

巧 巧 0 六 



新鮮 魚 音 一 側 

B 本ん 向きのを 心 澤山取 も 漁へ 

穗别讓 潰で 大殘^ 致 L ま 寸 

サゲ オナ^ 茜 

呂 UI 置 B 1 A 是三贾 SST 里賣 KET 

2 含 West 61 st 資 re 瓦 Gor ま r A 夏 ierjlam Avf . 

T の 一. Qalumbu 二 一这| 


大會 社の責 巧咸 

ビッグ •ビジネスが 世み 信 

用を 博した 力は これで ある 

一 US ス チー ルの 卷 て】 


ユ！ •でス •タチ 厂瓜 (を ホ 
廣巧雜 食 お) の 株の 動きが、 ァ 
メリ 力が 巧の 雲 巧 さを 示す パロ 
メ —タ ー であち ど^ふ こごは、 
余ら じら ' 

有名な なで 么 る、 この 钢 
お 巧が、 を か' 今 巧 じ お b 約 巧 
ポ 牛 ン ト £ い ふ媒< ベ き上騰ぶ 
b を 吊して 居る S は、 みして 倘 
が。 おホ杀 でない、 おして この 
励き は 偶々 0 てァ メーブ 力の 傅び 
る 力を 見せて おれる ので あら 
なければ^^らね， がらぶ銷鐵巧 
は 何故 じが < 急騰を 巧した ので 
I ぁるか、 第一は 愚 化 宵を が 新 社 
がを 我 巧した 結 お、 祖 憤の 借 
一 還 じを 手し おお 貪を ザ 中から ま 
i 掷ふ 年利 ニ 千乂肾 二-^ 四方と 千 
1 二な 五ト乘 ごい ふち^を 節約す 
i る譯 でぁるし、 會旌 近の が 政 
: ホ 針は お 頑 子を 會化 駐憤憤 還 
''じがいて 居る から、 れ にも 年 
利と な •五十 巧 弗と ぃ >1 ものが 浮 
ぶこと になる、 第二 一| 今年の 

株配當 か 優先 备は別 V>L 
て普迪 株ら 從ホ ょみ •ニ 巧から 
十四 巧を 巧す であら こごい ふこ 
ミ e ゎって、 この 特^ お 當が現 
をで ぁるか、 くれ 共が 巧 y - G っ 
て 巧れ るかは， 一寸 疑問 視 され 
て 席る が、 酱憤俗 遠の 方が ょら 
して 恐らく 後者の お まじ 則る こ 
ど \ な るで あらぅ、 第 S はこの 
會 おが 化の 濁な しわ 會赴 'し 比較 
すれば 化 產の經 巧が ぶ廉 であら 
ま 配の 去 かも 躍進 的で あら、 從 
つてを 十 年 0内 じは 朦おホ 曾 有 
の顯锁 万能が 化の 出現は 確 賞で 


わらから、 锅激 ホの 王者で ある 
本會 社の 所 巧 膨脹を ホす のは 當 
がで ある ごい ふ 結論で ある、 尤 
も 化の 锅锁會 趾巧も 4 會 化の 活 
勘 じ 伴つ て 

繁榮 のの 甘ぃ 汁を 巧 ミ 
居る こどは 事實 であるが、 ユ— 
で ス •マナ 1 グじ まては をの 泣 
面が を歷 だけに、 特に 財を の 注 
目 於 お< 巧 似で ある、 化て いか 
G を 業、 商業、 を融業 じしても 
恒乂 的な 繁を もたらす 巧 動力が 

マネー デメント じある こ i は、 
余もじず化^:*眞巧であらぅ、 而 
して このな じがて ユ！ • でス《 

ス チ！ グは 蟲も惠 まれた 會 社で 
ぁる、 本衙 社の 巧 力 U 賓巧 をは 
いづれ も 下がな 位展 から 育て 上 
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ビジネス じらず』 どい ふが らし 
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! 累計 一 僚な 二十 方、 前を 抽巧じ 
一巧し 六 巧と 十万の 巧 加 じ 王、 就 
中 南 そ々 がへは が年间 ちじ 比し 
; 八が 巧 おじ t 、 が 円貨 緩 かを 赏 
ー證 して 短る、 を融 界は级 巧ず 許 
をを 豐當 なる も贷 ホを 戒 おかに 
i て 緩 か、 株 ま 諸 巧 循環を じ » お 
I 没が 閑 彼、 お 憤 ボ瑞は 一服ぶ を 
一 じして、 物が 化を は乂化 ホが U 
一 ホの 記錢 であ 4、 おを ホは セメ 
ーント 、過媒 酸、 を 約 一二が とみに 
'製 ホ 制限 率が お-しか 定 し、 が jg 
の 上 ザ 期は、 お 化 巧を 額と 千 化 


は】 モ 五な 四十 巧圓 、擴張 ニ 千 
四 巧 五十 为圓 ，兩者 計 五十と 社 
巧 お ホは 生杀 は爲替 高ながら え 
國 の質氣 化が 屁 施 じて 糸が まを 
し 融資 補償 巧は 乂巧 一日よ b 寝 
施すべく、 綿糸 ホ 內地需 耍は不 
おなる も輸 おはか 當 あら 砂糖 巧 
城窩 、お n をに 波亂 をみ、 本年 
巧の 協を を蜡胸 お 總 額は 一千一 ニ 
な 力 「ピク^」 じて み 年度 繰越 高 
み 十二 巧 「ビク 作」 である。 

川 崎が 增船 

太 西が が 路線 じ 
國陈あ 船 貪 社よ b を餓 W ホ大 
いじ お 運 巧へ 躍進し つ！ ある 川 
巧 お船會 社では 今回 义西 がが 路 
を擴酿 する ため 新た じ おが 衡船 
を 赴より 八 千 八だ哦 がの 貸 物 船 
四雙を チヤ . — タ ー したる 旨當地 
ま 化に 入電： a あつた、 これで 同 
線が ぶ 巧が ホ 面 じ 使用す る 船舶 
は 十隻ご U つた 强 である。 


輸曲 乂增加 

と 巧の アメリカ 

が 巧あ發 お、 本年と 肖 巧の ア 
メリ々 街 か 貿お巧 譯は檢 出 巧 億 
が 巧な、 前年 间 期に 比し 九な 方 ニニむ S 十 お 方化モ 八が 二十 八贿 
なのが である、 食 社 新設の 資本 I r が 年 W が 兰 値と 千 八な 乂ト八 


巧 一二 千ム ハち 十二 巧) 輸入 一二 億 お 
千 四 酉 十 巧 巧 九 千 八な 八十 ニ 弗 
(前年 お 期 ニ 一億 千よ 巧 八十 四 巧 
八モ ニな と 十九 典) じて この 中 
重なる 輸お 入は 左の 如し (をは 
輸 お、 左は 輸入) 

欧洲 - 六 一 •00 五 •四 四と 
二 五 •一四 四 又 八 ニ 
アジア 四 五 •九 四 0 •化 五 化 

1 00 玉 ニ 09 九 八 四 
一 五 •00 五 *11 1 ホ 
二八 •八 八 I ニ •ニと み 
を 那 八 *101 T 查ハ 一二 
一と* と 五と* と； 一七 


本 


日銀と 正貨 

注 白すべき 一 現象 
年初 巧 巧 外 ぉ貨は 减少の 一途 
をた どら、 をの 婿 加を 見るべき 
事情が が 化して なかつ たので あ 
るが、 日本 報が 第 九十 四 回 半季 
巧吿 にょれば 化 外ぶ 貨の增 がに 
反映す る 同 巧 お 外 K 巧 巧が 管を 
勘を が 前期 ホの 八 千 五一 白 六十 四 
巧 S 千圆ょ b がっ て 八 巧 四十 九 
巧 三千 w を埼 加して、 九 千 巧な 
十二 r 力 六 千 山 どなつ たこ どは が 
節蜗ホ^^ からず 注目 せられ る 
まつた、 この 黯に 幽する 巖もあ 
カ^:^說ピして、 政府がお外支拂 
に 所謂 爲替 か濟换 巧を どつ て、 




College inn 
3 巧 日 Srosdw 巧 
Be!. 巧 3rd & 124 化 Sis. 
TeK 能 ) Fnin が お ？ 4 巧 


Cit 歹 HaH 了 ea Garaen 

170 Nassau St . City 
Ne が to the Tr 也 unc 技 hig 
Loo Lm IVianf^er 


SUN HANG FAR 

2130- ； ? 比む e. 8 お • 巧 «h を 12 巧 ti お s. 
"TeK 舶 打 umeirt お 64 


ま ク ± 希 巧 煤 君を T で 巧謗跑 
ず マ、 上ネ しじへ 目 第 理君前 本 
，ィ a ま繁 ては ばの おを のを 壤 
、疆 す々 盾 利 直 チ 街 遺を 紙 科 
をは。 御 まるぐ ャの上 好つ 理 
懲疆 ホす 程旧プ なげ じて 人 
が 頭 ホ。 巧 本 スニま 遠团敦 
を ' の 詳人ィ 十す す本廉 
>ン 程 を 諸と 六の る 人が 


新 塞 

杳！ 

花 


i (尚が 0 を PET S 雌 P 

IMPORTER OF 

GOLD 巧 SH & BIRDS 



物 f 
一 鳥リ金 
切 •類ャ 魚 


も KUWAYAMA 郎. 

114 E* 59ihSt 
New York City 

Rhone. 化 lun お er n 禮 


Whig Hmg 

お 目 O' 明， lU. City 
Tei, Uiii 巧は Hy 巧 8? 


TOYO mm 

41 に 19th St 

8sl が * 巧 & が h る 化 
む li At が 叫 uin 8 巧 8 




巧 六 巧 
ど 目 了 田 十四 
拍目了 お 十 西 


LOTUS ROYAL 

CH 邮挑 £Y RE 巧 AUS る 削 
がけ 化 11 郎 i ST. 

一巧 L linivers お 5 お B 


!誦 ミ！! 蓋が 宴 S 洋望太 


ユ^^ 


ン 


岳 .!: ゥ円ま I 會まま デ 

則、 マ；'^ 一至 ムナ 

瞄旧イ 泪臣巧 他 お 六！ 

! 曜蠢願 ぞ克荒 



お h:t 29 化な reel 
Tel. Lexington 57 リ 


IKUINE 

Ho お 1 & 民が taui * a 打 t 

3 巧 W. 8 が h St. New York 
Tel. む h 則 1 だ 巧 巧 
CaWe y かが s IKUINE 


DA 民 UMA 

りが 4 托む e. 
TsL 8r 巧が 巧 巧 


44 W . 46 比 St . 

Tei. Longacre 64 リ 



KawMoye Hotel 
1 巧 W けり 23ni Str 扣 I. 
Tei. Cathedral 9910 


御 

旅 


河 


添 



340 W . 朗 化 St ， 
Tl elephone : 
Columbus 8882 


( 踞巧 •水 巧凑ぉ 


KATA 6 做 BRO’S 

2 が に 59 th ぶ t 
New York City 

Te し Wick が sham 巧 44 
9345 的が 的が 


TlieTo か oCo . 

140 W. 脚 h 化 
liw む rit Ci わ 
1 んむか如パ 5 巧 




, - ニ 論よ 








號ー 十九 昏五千 一 第 


赁 おを 3 な pmt がで 孤 が を a 【日曜と】 



a 四十 巧 九 年 四が 昭 


日 藤ぶ 主疆 じは ンユ 
1 マィ 奢 巧を あへ が 

ミが 義隹哥 

巧 巧 舅 1 が厦 

自 午が 十一 時留ち 
ま 午前 ニ 時 ザ i 巧 


支那 巧 狸 

が 魔 茶園 

司理ん 蘆を 
お 叢の ホ じは る あ 
の 御 便利 じ備 へが 
閱會 庵の 街 用 じを 
や ィ< ち 間 巧キ巧 
不變わ 引 立 顔 まな 
戴 上演 案 巧 ホ 上ち 


ザ 上 金魚 巧 

ニ 岩》 を すで Kt こち k 呈 y . 
さ 皇こ olunt ま 『三 38 


一力 旅館な め 


帝國 旅鑛縣 

養 W . 異 th 玲 ge ま 言み 
ジ L ぎぶ 夏 han ミち 1 巧 


鑛臂 旅館®*— を 

萊國卡 了 目 ニ 闺ニ覆 
Tel. Ca 塞 弓 ia 巧 之 


ボストン ホ 

富 ± が 鑛大顯 ホ 松 

妄 wister St . す si ミ 生 ass ’ 

ぎ 8.8. 舌な 

©^府 鑛旅纔 


桑 

さ S ジ害 S さ 


山 淸五燕 

St - Philat 一昔 hi » 巧 a . 


す 一. Wal ミ 1 だ 一 


日本食 料 轟 類受ヴ 雜嘗類 郵^ 賣 

ホ 之 ま 大資搁 桑み 藏會 

薪 刊善籍 雑誌 か間猶 日用品を 種 


が賴 永興樓 

換揃 ひの 料理人 數を 
が 日本 入 諸君の 嗜好 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
ます。 朝 云 時を 開 巧 
(巧サ 五 T 目 サブ 
巧 革 巧の 下) 


れ 


醬油難§|談|駕|白米 

畔 .側赚 5 日本 米 S 獻食巧 轟 絲敷豁 

し r— .巧 署裘式 食 化を 巧 一手 資视店 

曰本赛 品商會 


高等 御旅 纔 

東洋 縮 

會席 御巧理 


理穀記 

お 陽 

赛 司を 日 あ b よず 


ず 若」 燒 

をで 御 料理 



レャ トル 巧 

NP 旅館 

W 06- を 一一 > ve.wp Meat 二タ wsb . 

巧 巧 巧 巧を 巧 ご IT 左側べ 階を 
日本 巧 船 切 稱か扱 波 巧 場 送迎 


ロス アン セ ルス 

ホ リン ピック 

ホテル 

ニ さ S ミす dra 資-_ Us A ち eles ,呈- 


ゴロン ど ャ大學 

日本人 學 友賴會 

す 》 Ja ち ミち St 是呈 is 豈 d Alumni 
of C 己 ibia lln ミ ers さ 
食 0 w ，121 stst . JewMJ - Y . 

Tei . 君 01 压巧這 

「日 ホ大擧 々窓」 發巧 

Th こ aiianesB Airi 这 n ミ 是を ぷ曹 ミすを 



さ 言 こ 夏 ri 這 n C 云 hirs ミ d friend 巧 
= Hachi~haohrthf すち 立 こち 豈 esecard 
ち m « w 吉 lie で light without f 男 S で the 
|} egi 實巧こ ミ w ii ヨを d Hi •吾 ulreat - 
su 量 5 登 夏 _ 114 E . 送 去 SU 萃 


曰 

を 


庸 


巧 話 プライア ント 

を まぶ 八 這ぶ 八 ま 

が 時 重 萄 

化育 巧 西 四十 四 T 目 
ニニ！ 二八を (二階) 
ミ 呈 再三 Mm mMP 吉呈百 
ニ バニ ~ 至 男 三を h ぎ：. G . 
ぎ 置 an ニ 苗 ザ 


巧 面目なる ホな 同胞 じ 度 K 


if るみ 巧を 巧が す 


I 曾 山 

^ 育 ホ 西 四-一 

柳プ ，ィァ 


51 IT 

導 襄巧 


I 育 ホ 西 四十 ニ 了 目 百 サ-巧 

とと 八と 
化み 化 八 


媛の 蒲燒 わい しい 郷燒 

會席御 料理 

^ 晝 食は 末廣へ 

叮 If お 便を 巧 大巧 巧 . 


割嚴^ に 御旅 舘 

巧 有ボ西 A 十八 T 目 一二 ニニ 
I t 巧ス 々イブ 1 と A ニニ 



紐 育 惟一の 日ネ 百貨店 

巧 桐 兄弟 商會 

スマ ドレ •プ ゥ ダク ブー 手 お 巧 元 


巧タ化 時を 备巧 

扫 本を 巧 品 .メ 1 グ アド ご 〔年 一を 

日 i * 策を 巧 含 

ミ— 巧-ご J 

トラ シク 預 みます 



漫談 會 

故圃藝 がの 新人 大ホ 荀郎 氏が 
紐の 機會を > し 同氏を 碟 して 左 
の 如く 漫談 會相傕 し 諷刺 骨に 撤 
し潛稽 頸を 解 < 同氏 得 息の 趣が 
ある 漫談に 一夕の 築を がら 度く 
候閒瘡 つて 御 ホ 會相成 度 化 段 あ 
廣吿ぉ 化 . 
時 日 化ち 十と庄 (ホ 曜) 
午後 § •一 

燒所東 五十と 了 目 一二 HO 
が 育 H 本ん 敎會 
會獲 一- <じ 付 一 兜 
入場券を 劇 体 旅館 じて 御 ホ 
め 下さい 
昭和 四 年 化 月と M 

ま 摧紐育 日本人 會 

社會部 

— 印® 髮纔 I ロ 

西 四十！ ニ 了 目 百 番地 ニ 再 五 室 号 

一二 隧 (巧 ホ 街に 近し} 


XI 埋髮 店赃锦 I 

詞經營 と 年間 日本人 諸君の 理髮 

の經驗 あら。 ジでス •バア バア 

西 六十 五 了 目 一二 一 お 地 


♦ ♦ 


煎 餅 卸、 小寶 
を 腐 油 擦 
日本 食料品 一切 

UC 白 rls « 巧 -cffl Gpk 压 CO * 

蓋 さ irtuyr 
S . P 重呈中 


商 菜 おが 中必 、紹が 寧 席、 B み 

巧 船 其 化 おわ 大食な 近き 诺巧 

を 巧- ホ テ 瓜 

が 日本を (時 則 晒 あ. 

巧 一巧み 第自勘 車が 出迎 申上较 

巧 ニ CaHiornia F San Francisco , 呈芦 


檢ル I ミンク 

養 で st 羣 h Str ま 一す 三 ork 
ジ 一ち iio ま Re 巧 nt 2187 


木 田 ル 


9 ミ 


ング 


1言7普香置.59&呈||ミを： 
ジ宫 hi を I 呈 t まこ 144 

巧 圃閑靜 
ま 內淸潔 

邦人 クラブ 自 曲 寧 

送ジ nds 資.& 養妄戸 N . Y . 

ジ 一. Tria 另一こ 4 な 

▲淸 潔、 親切、 を樂化 ニ 巧 ▼ 

勢州鑛 

伊勢 事を み 賴榮作 
2 段 E . 袭を S すま t 
ジニ 0 量 ま r 爸資 


住 ぉ旅鑛 

館 ま 住 醒キセ 

薑窒 一 票 Si 夏 ニ eL 宴— こ 3 で 


奇し 六」 運命の 跡を 尋れて 

關屋敏 子， 令ん 來ろ 

• 刷 父は 適 か 戰爭の 勇 ± ル •ゼン 
ドル 將 軍で 明治 初期 外交の 恩人 

見ぬ 叔父を ロー サン ゼ ルスへ 


日本が 生んだ サブ ラ ノの巧 ひ 

ず ごして 歐洲樂 擅 K 花 ど おい 

た熙 屋敏モ 蛾は 旣報 のかく 父 

君 同伴、 マゼス チック 巧で 當 

地に 上陸した 

奇 しき 迷 命じ 弄 ばされ じ 巧が 國 
の 樂人じ プノ ー 藤お義 江が ある 
が、 歸 朝の 途み わざぐ ァ メリ 
々じ 蘇つ た敏 子さん の 身の上 じ 
ら アノリ々、 H 本、 フランス じ 
結ばれた 

國際的 な 誘が ある、 を ^ 
は敏 子さん の 祖父が 明 お 初期 じ 
がける 巧が 外を 界の 隠れた る 恩 
人 八 •ゼン ド八將 軍て あつた ご 
% ふこ 这 である、 グ ♦ゼン ド 八 
將 軍は フランスの 俟衙 寒の 息モ 
で々 をの 頃 フラン， から ア メリ 
力 じ 渡 b 、 ラ フネ レッ ブ將 おの 
麼ず じ處 して 南 化 戦ず' じ 偉功を 
樹て 遂に ァメ •，々じ 餘 化して、 
少將 V 」 なつた 武 おで あつた、 當 
I 時 ホ 人 ピの蹈 ： か あはしくな .いが 
も 巧、 日本の れ務 卿で ぁつた、 
副 烏が 臣 伯の 顧 間 ごして 聘 せら 
れ 、賴極 的 G 進职 的な かを ず 腺 
を ふるつて 巧 丈の 氣を化 いれ 巧 
勞者 であるが、 一時に 明を 立 年の 
臺潰 事が に熙 1 一て は 副 島 伯の 副 
使 どして ま那 になき 

赔 償を めを 涉； .15 て 力 
あらし か、 化 カフ フト をが 巧阳 
で 買 化ず ぺく 段が が 年の 針を 副 
島 伯に 相談した か、 時の がが 長 
官黒旧 淸隆が 太み 官じ雄 白して 
到頭 ォ f ヤン じな つた どい ふ篆 
快；：*^ 逸話 もを る、 をの 頃た 戀じ 
悶 々たらし おおけ 大醒侯 や 陸 奥 
伯の 切なる 勸吿で 或る 大名の 庶 
モ である 池 旧 ごしず ごい ふ 黄人 
を をら 順 章、 愛子 W ニを を擧げ 
愛子は 觸屋家 じ 嫁して ニ子を も 
ぅけた、 をの 長女-か 邸 ‘" s ' 敏ずさ 
ん であら， 祖父のを は； 玫 した 
當 地名 巧のを 飄柔 者プ一 クン* 
ブラ ザ！ 乂 のな 長で わ^ I た チヤ 
—グプ • ^ •ゼン ド' 瓜 43^ である 
ゼン ド^ 將 軍は 力 ソリッ I 々致の 
司 式で 化 夫人 ど 結婚した ずめ じ 
遂に 一 

離婚は は 許 ミゃ璧 

いぶ 子 も 遂に 入籍し ない jj - じネ 
から 一二 十二を 前の 丸 巧 ニ ill 、 朝 
鮮京 城で を 巧し、 ごし モ i 自も 
大正ニ年に五十八ぉを 一 ^どし 
てず しき 一 ホを あつたの ある 
•センド グ將 巧け 明治 大帝^ 御寵 
をい と 深く 自ら 『を 化 得 i ど稱 


明治 大帝 か， 一嵩 


して 居た が、 

も r 善』 の 雅號を 戴い じ 子 じ、 
『ホ 善 得」 ごな めて 居た が、 盛 潰 
事 かじな 勞を樹 て； 歸 朝した 際 
明治 大 ホから 褒美 ごして よか 领 
■ f 卷で大 リ等い ろ-'-- ど A 領 
關谣 糸で 去あ寶 ごして が；！^ 

一居 じが、 ホの 大震災で 大 A 
け番 し、 敏 子さん はを の 太^ 
をを 巧 じつく b -_ 晴れの 


舞臺じ C 演唔 して 居る、 

而 して ゼン ド^ 將軍ど 池 田 どし 
千の 間 じ 生れた 順 章 巧は 今から 
二十と 八 年 前、 漂が ご アメリカ 
じ 立 まつて 化 ホ 一切の 消息を 絕 
なて 居た が、 をの 順 章 氏は 今は 


立派 アメ V 々人、 チヤ— 方ズ 
ゥキ リア ムス 氏 どなり、 常夏の 
ロ！ サン ゼ少ス ホ じある こどが 
この 巧に 到らて が 明し、 この ホ 
だ 見の あ 父から 是非 敏子 さんじ 
逢 ひたいと いふ 手が がィ タリ） 
のをを じ屆 いたので さて こを 目 
ネ じがけ る お唱の 化しい 旅を 前 
じして 『せめて ロ！ サン ゼ瓜ス 
だけは どぅ あつても』 ご 敏子さ 
んはア 'メリ 力を 訪れた ので ある 
壊は 十一 曰の 巧 巧で 當地 お發 
か 五 H フリス コ 發の使 船で 歸 
朝の 途」 就く はす。 


東部の 處女 拳闘 戰 て. 

木が 壓倒 的に 勝つ 

一二 回目 じ 相手を ノック •ダ ウシ 


本紙 旣 報の 如く 西部を 地に 轉 
戰 して 巧ぶ 績を 示しつ； あつれ 
が A 拳閣が 木が 久 五郎ち は、 い 
ょいょ 東部の 梅 舞臺で 腺を みが 
くべ' く 数 週間 前ホ糾 、コックス 
をち 配 人 どして n 巧 かの おる や 
ろな 練 巧を 續け 

去る 水曜 H の 巧、 ジャメ ィカ 
の テク マ ターを 園で 某 部 じが 
る 處女拳 圖戰じ お 場した、 本 
年 ニ-十 歲、 體量肯 二十 おお 
四 かの 一の 木が ご圖ふ 相手は 
ィ！ スト •サィドの 拳覇 家で 
同じく 體悬だ 二十 封 度 級の i 
キ •ドキ か、 ぶ 年 二十 五歲で 
は あるが、 あ も 太く、 過去の 
記錄じ 化れば リンダの 經驗深 
きを 武者で ある 

最 がの 誤 一回 毀では 木が、 ホ々 
固くなつ た 威が あつたが 、おや 


環さん が 布 唾へ. 

サンフランシスコ 十日 發 U 
一二 浦 環 夫人は 布 おお 唱の旅 巧 
の途巧 九日 巧 當化じ 着 しれが 
ホ 人は が 育 お發前 バラ マ クン 
ト •ト —キ ー に 現 はれ H 本 語 
で 話し 岛つ 日本 帝 國巧歲 を 叫 
んだ 映霸は 間もなく 日本へ 送 
られ るので 夫人は 『この 映 叢 
を 通じて H 本の 化ての お 友達 
じ わを ひずる」 と 喜んで 居る 


かな ストン^ ト •ボン チで 先つ 
を 巧な 巧手の 必膽を 寒から しめ 
て 自重し、 ポ キン ブは巧 かじ 木 
がの もので ぁつたが、 溝 二回 戰 
では 相手 もを 然 ぶちを 發播 して 
ボ キン ッは巧 力 同点 ど 見られ、 
第一 一一 回戰 では ドキ作 稍々 焦つ て 
ホ じので 木が 9 アッ パ！ •ヵッ 
ト 正面 じ 極ま b て ド キ^は 倒さ 
れ 、ヵゥント 八で 巧び 起 上つ た 
が屛度 木が の 猛烈な ボン チで 遂 
じ ノック •アゥト された、 時間 
は ニみ 五十 お 秒 
木が は H 本人ら L い 輕快さ S 
頭腦 のを さを 見せ、 巧 じ 彼の 
ダッ キングと ゥエ— ビングは 
まだ 經驗の 淺ぃ靑 年の 出 ホを 
ごは 思 はれない 位で、 巧みに 
ド キ^の* ク キングを 外ら し 
みに 二回 戰にド キ^が すべつ 
て跑 かけた 際、 木が の 水ンチ 
はな 勢に 脫巧じ 向つ て 居た の 
でもる が、 忽ち これを ± めて 
相手 货整 をを 待つ むスポ ー ッ 
マン •ライクな 態 巧 ご、 をの 


巧學 的な、 ク 91 ンな 举圃ぶ 
も* J 當 巧の 化で あつね 
『を视 人が 隨を C 必 配した 吳れ 
たお 蔭で 東部 最 巧の 戰 ひじ 勝つ 
じこ どは 偷 快です、 をを も充か 
じ 線 省して 皆さんの 期 徐じ反 か 
ない 構ら でず』 ど 年少の 彼は 謙 
遜して 語つ て 居る が、 技の 早 さ 
ど飽を も紳主 的な 彼の 態度は、 
遠からず-して 横 舞 塞の セン セ！ 
シ ヨンを 起す こどで あらぅ、 尙 
ほ 木が は更ら じニ圃 じちら 同を 
園で 力闘す V く、 をの 成績み 第 

で マ ザ ソン •ス n エア一 •ボ， 
デンの インド I ア •シ— スン じ 
姿を 現ずの も おいこ どで あらう 
ィ J 0 


奇怪な 邦人は 

共 產ま義 お 

佐々 木 S 一郎 どが 明 
前号 本紙 上 『奇 をな 邦人の 巧 
衛』 ど 題して 巧 人 サミ ユみ •を 
々木 (化 近歲 るる ものが 奇怪な 
遺書を 殘 ，して 巧衛 不明 S なら' 譬 
察 著で も 他殺 か 自殺 かじ 競ぃて 
迷つ てち る ど 帮じ わが 

をの 後に まらを の 邦人は 曾て 
ロン タア キラン ドの カン 1. チ 

ポ キント 掘 ロ 氏を じ 就 働し、 
をの 後 夏 傷 等を 遣つ て 居た 佐 
々木 一二 r 郎ご いふ 人で ある こ 
どが 巧 然した、 佐々 木は 巧產 
主義者で 從ホ ごても 補々 な會 
を じ 出な 巧で あるが 
同人のを 人が 語る 所 じ 依る ご 聞 
厘の 婦人で ある モ！ ド •サム マ 
— ズご 呼ぶ 三 ユ； プ ー クの 後家 
さんご 戀か じあつ たことは 事實 
らしい が、 をのを ゥ でナ！ •ベ 
ック どい ふを 持ちが 戀化 £ なら 
サン マ！ ズ 夫人の 親 巧 若は 佐々 
木 ごの 伸を 割き ベックと-緒 じ 
さして やる やぅ 頻 b じ 運動して 
屠た もの、 如 （ 

を々 木が 『 をし チミ ユグ •を 
々木が 殺される か、 巧 衛ホ巧 
に . y つた 時は サン マ I ズ 夫人 
ご ベックの 化 業で ある』 ご ニ 
ユ] ヮ！ ク餐察 著 施の 遺書を 
殘 して 巧 衛ホ明 どなつ たお ホ 
サン ' マ ー ズ 夫人の 巧モ も今尙 
みれ 中 

蠻察署 では 佐々 木の 惜 家を 搜索 
して 共產 主義に 縣 した 書物 やを 
の 他を 信 類を 巧收 して 引 揚げた 
0 ホ 『を々 木の 巧衛 はでう して 


もが 巧し；：* い』 ど稱 して 居る 相 
でを る、 佐々 木は 果して 殺 蕾 さ 
れ たか、 失を の あてじ 目 おした 
もの か、 をれ み戀 人への つら ぁ 
て じこの が 言を 演じた もの か 化 
が 謡 どして 殘 されて 居と。 

ボス トシで 

目英 エ藝展 

肝 煎は 柳 宗悅氏 
まると 巧 バリの 日本 蠢展 、ホ 
春 日 1 マの n 本靈展 など 日本 美 
術め m — 0 ツバ 進出 目 ざまし い 
巧から、 こんどは ェ藝巧 じな自 
すべきを てが 進められて ゐる 


入る ホツ シビリ チ^ヵ わると を 
はれて 居る が、 どんな 啓な せが 
おらね ども 限らない、 度が 戦は 
シング A 、 ダブ 八ス共 二十 八 n 
± 曜日の 午を ニ 時ょ ら硝 催され 
る手當 

▽なが ブラ ダー ス 庭が 部の 選 
手 權戰は 先 巧 ホょ b 二な 二十 八 
T 目の コート じ 於て 擧巧 中で ゎ 
つたが 先週 ±曜8 愈々 7 ァィナ 
成じ乂 b 大お對 永 ザの 閒じ 決戦 
擧 巧の 結果 ニ— 丄 ハ、 六 i ニ、 ホ 
I ニ じて 前者の 腺 刺 じ！！ し、 な 
試を 戰は ラウンド • C ゴン じて 
I 永 井 == 廣瀬 組の 勝 も ご々 つた。 


ボストンの^^ — ウア 


今春 

! ド大學 から 招聘され、 义巧か 
ら 同大 學で 東が 美術 3 講義を は 
じめ るは ずの わが 美術 H 藝硏究 
の 大を柳 宗悅氏 ご 同大 學 S フオ 
ジグ 美術 絕當咕 £ の 間 じ 語が 纏 
ま b 、 今が 九ち 商 化で H 英現巧 
ェ藝 家ん が 品-あ 覽會を 開 罹す る 


酒を を 緊縮 だょ 

ま 京 特電- H 二日 發リ渡 ロち 相 
等け 婦人 劇 体へ 演說し 『酒ゴ 
女を 緊猫 せよ』 と 反つ て 逆襲 
され た- 


こ どじみ 巧した、 すなは ち英國 
からは リ 1 チ、 力 ー デュ！、 メ 
レ！ 夫人な で、 日本からは 陶器 
の 河 井 寬ホ郞 、演图 巧 司、 富 本 
憲 昔の 一二 巧 および 京都 巧 巧と 贊 
を じぁる 靑 田を 良、 黛 巧 辰 秋 巧 
をら の 紐が する 巧 藝協圈 の 

が 攝 なでを 岀品 する こ W 
じな つて 居る、 濱 旧、 河 井兩氏 
はこめ ほ. で 胡-きつ がいて。 ンド 
ン のが ン ド- •ストリ^トで、 閱 

人 展覽替 を 開き 何れも 巧 評を 博 
し、 あく これ も 曰 ンドタ .'で 個人 
展を關 くにず の 富 本 巧と おじ リ 
1 ナ氏 じよつ て H 本 陶工を の 一二 
お 人 どして 紹 かされて 居る、； 河 
并 、濱 旧爾氏 ともをの 個ん 展 じ‘ 
お 品した 中の 一 廓を を、 こんで 
の 展覽會 じ も 出ず はずで ぁるが 
柯れも 新作 おどを せお お、 六十 
なづ 、の 

見 職 I らしく、 河 井を じ掛 
しては 猫に 天 目躍變 、靑礎 マッ 
ト 、靑^ お 破の かぉ、 湯を お碗 
類な ど 5^ 給の 注文 かぁつた、 よ 
だ 上 賀ぶお 藝餘鹽 はぶ あらの 提 
唱 する J 手 物 (ゲテ モノ) のま 張 
じ 化つ て 組織され て 居ろ 染織、 
木工、 廬金 など 手工 藝製 產の鹽 
体で を ふ、 これら 0 本エ 藝の顯 
来への^ 出は 請 例の ない こど i 
て 諸方 isIe じ 多大の 感輿 をを ぇつ 
て 居る 0 

球界 消息 

▽ H 本 巧樂部 庭球 競技 曾は 本 
日よ 權 のはず でを つたが 都 
合 じ 化み 巧 H 午後 一時 i ら ダィ 

ク マン. か 戶ミ八 トン •コ 1 トじ 

巧て 單でロ 戰を擧 巧す る 事 どな 
ら單 試^ ロを 加 者は 十と 人、 曇 じ 
巧 人 庭 巧 選手 權を 握つ 节 一二 萎が 
事の 粟 j ： ir 御木本の 化 鬼、 江 商 
の 溢 江で 臺 銀のを が セ ミ •ファ 
ィナ リ；- ストの 候補者に 目され て 
居る 

▽お 試合 戰參加 者な 十一 組 じ 
て 第一 回 蛾は ホモ 二十 1 H の ± 
曜日に を 斤 一二 ホの 巧 旧 巧— 尾 崎 
組 及び 楽が == 九 あ 組が 優勝 戰じ 


卓上が 話 

白 輩 錠の 電話 愤語 

V 巷 都 ワン ン トンの わフ イト- 
ゥタの 電話 番號は 一 か 00 年 
十二ち 十二 0 な 巧 「メ T ン ホ番」 
で 通つ て 居た のが、 今网 「ナシ 
ヨナ こ 四 一四 番」 一し 經つ巧 
をの 變をの 理由は チです ビ！ ク 
エンド •ポトマ ック 電話 會 社が 
事業 燕 践を巧 ひ、 をの 線を 殖や 
しだ！ めだ 

▽ホワイト •パ ゥス L . 電話が 
架設され たのは、 窠十乂 固 目の 
大統領へ— ス 氏の 時化 巧 一八 お 
八 年 お 巧 十日、 今からで 十 年 も 
蘭の こごで ある、 をの 防の 電話 
番號は 「一-蕾」 をれ が-九 00 年 
じ 「メインみ 番」 じ變 つが、 しか 
し、 ヘイ マ 氏から 二十 ニ 促の ク 
リ！ ゲうン ド 氏に まるぇ での 聞 
大統頒 は實際 じあ' まら 义 巧の お 
器を 使用し なかつ た、 ごい ふの 
は、 をの ころを 轄 ち 廳巧 數も甚 
だ少 く、 ボ^ — イを 走らしても 用 
が 足 b わからで ある-^、. をの 後 
事務は ます 繁多 どなち 大じ 
電話の 必要を 威 じたので ある 
▽第二 十六 化グ ー ズー' グト氏 
の跑 きは、 さかん じ 電話を 使 巧 
した、 どころ が 化の 中には 性 ホ 
の 電話 嫌 ひが ある もので、 二十 
八. 代ゥキ グッン 巧と 巧 & ぶ受話 
ロじ呂 をの ロを 持つ てれぐ ご ミ 
を すら 非常に イヤ がつ k 

▽さて 今度の フ！ ヴ で！ 巧は 
ど いんど、 これは また 近 巧的ビ 
ジ ネス •マンで 電話がなければ 
I H も 墓せ 3 人、 歷巧 大統領 中 
で自 かの デスクめ 上 じ 電話機を 
据えつ けたのは 今度が 切め て r 
をる， 「イイ ン六番 J がを 置され 
た當時 ワシントン 市の 電話 敎は 
四千 四百 二十 六 じ 過ぎな かつた 
のが、 今では 十五で 四す ごい ふ 
驚くべき 發展 ぶら であを。 

◊ ◊ 

憤慨 眞平 御满' 

職業 見な 

一寸 わ 顔を 拜駐 して 

▽を 孫子 曰會 書記長 N 佛 優、 巧 
し 寺小屋に 出演す る 『さては 
がまの 诞 くり』 じ 限る。 

▽巧 谷 郵船 ま 店長 N 警視 廳 風紀 
係長、 精々 不を 少女の 取締 じ 
巧 やる こご。 

▽鈴 木 一二 郞君 リ縣立 中學敎 諭、 
バナ は內密 じすへ し。 を 
▽內 山總 領事 代理 N 励な ボテ片 
のを 配 人た るべき か • 

▽学 信 竹 治 君 M おお 鎖よ、 譯は 
おを しの 通り。 
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【日曜 ±】 


ロ 巧 十月 九 年 四巧昭 
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雜貨 啤雜器 

ランプ 及びを 

太泮賛 易！ 會社 

ま 巧 巧 俄を、 ボストン 


資本を 畳億圓 
拂込濟 資本を ホ 千萬圆 
蹟ホ金 六 千 四な と 十" お 旧 

餘誠 S ホ 銀 巧— 支店 

本 巧 おを ホ 日本 橋 阮本革 尾 町 五 お 化 一巧 
'ま诺 小 お 日本 橋 兑か巧 巧 宏横巧 
名を 属を郁 大扱巧 (大巧 神 お 
廣を下 爛 巧 司 巧 松 福 岡長惊 
上海 倫を 孟質晒 水 


輸出入 巧 替’軍 信 送を' ホを を、 旅 巧 信用 狀 
商萊 信用 狀其他 一般が 巧萊 

乂 鎌 竺裹銀 巧— ま 巧 

鄕あ 送を ハ n 本を 地 無ず 數 巧？ 巧 速 化 扱 
本 巧 預金 (定期 逆 知ノニ 柿) 御 便 巧 か 扱 
本 ま 巧 東京 (本 ほ〕 大 阪神 戸な 都 
所 化 地名 古 崖 小が 上海 倫 致 


▲鄕 里を 金 及び ホ 送を (無手 お 巧)" 外因 
爲替貿 買、 荷 爲替化 化 化 立、 信用 狀を 
巧 等- 般銀巧 楽務御 便利 じ 取扱 巧 仕 候 

I 赋臺灣 銀 巧— お 張 所 

本店 臺潰臺 化 

ま 店を を、 橫 潰、' 大阪 、神タ 、上海、 漢 
ロ、 福が、 厦門、 油賊 、香港、 廣 お、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 貝 

々が々 ッタ 、偷 致、 其 外藻链 十四 ケ巧 


一、 資本を 壹お圃 (を 額彿达 溝) 

一、 橫 ホを 資億八 百 五十 窮圓 

內地本 支店 U 横濱 (本 巧) ま 京大 阪 
が 戶長 崎下鹏 を古屋 


機 獲ぶ 金銀 巧— 支 巧 


ホ 国を ま 店 = を 巧 霜が 沙巿布 畦 
其 化 化を を國 重要 都巧ュ まぶ 巧 コ グ 
•ス ち之较 


本 庙大阪 化 澄 五 T 目 


が 育文ち 紐 育 ブ。— ドゥエ ー 巧 四十 九番 


懿 住友銀行 


自 本ち {策 京横滋 名る 屋京郝 神 戶岡山 
ぉ^ち<^ノ道 廣島 お 柳が 下ノ顆 
がまな {巧 司、 小 倉、 を 巧 陆を久 お ホ 熊 本 等 
本國 おを、 鄕单： 送を 等は 極め 
て 御 便利 迹速じ 御 取を 巧 申 候 


本店 朝鮮 京 お 

支店 お 張 所は 日本 巧 化の 權巧 都ボ 、朝 お 
お渊 、支那のを 地 及び 浦 盛巧德 


觀鮮 銀行 紐 脊泌張 所 


化圃 巧を 一般が 巧 莱務慌 々御 便 おじ 取扱す 
申 上 ぉ'ー 


譜； 



內 外を、 社儉 、株式 ノ質買 底ビ剌 
化な 立 一 ま 挽 便が ユ御 取扱 致ン 
'マス、 精々 當巧ヲ 御 利用 下 チィ 

; 本 ビル 7 ロ— 力ー 銀け 姉が 貧 化 

證券 會社 

巧を 港 まな 
同羅が 出張所 
同 沙ホ化 巧 巧 


陶お 誤、 雜 貨卸寶 

滤 が ブ タザ I ス 


H 本 赌斌器 雑貨 

ラ厶 プ卸寶 

を 良 貿易 蘭會 


し ff . ト t . 


# 羅府 、を 港 出帆 (ホノ^^ 経由) 


箱な を 

(午 写 一巧 化 化〕 

天洋义 九月 二十日 

コレア 見 十月 四日 

を 洋化十 巧 十八 日 
淺巧化 十】 月 二日 


を港發 

(正午 化れ) 

化巧廿 五日 
十 巧 十日 
十 巧廿ご 一日 
十一月 六 H 

® シアトル お 帆 (午前 十 時 出帆) 

伊を 丸 九 巧 廿一日 
靜岡丸 十月 十九 日 
巧鑽丸 十一月 二日 
一二 島 化 十 一巧 化 日 

0 淪巧發 日本 巧 巧 化 

讓訪も 十ち 五日 
化を み 十月 十 化 日 
箱 崎 も 十 S 1 日 


▲が 育 巧 化芭を あ經由 a 本 巧 货物 化— 巧 二回 
'▲蹄 絡 化 扱。 が 化は 欲洲 巧、 南 来 巧 並に 匹 奈あ 
焼 由た や洋を おを おおを 化さ 榜おあ リ巧お 切 
巧 等 萬 事 御 梗宜に 取 計 ひ 串 上 ます 
A 米 國缴遺 切符、 庭 さを 窜 t 御 便宜 じな 計 ひ 申 
上支寸 


お 

巧 

I 

化 

加 

5 

5 

脚 


n 

& 

" S 3 

■ぶ 


日本 潭船 會截 (お ニを 殘道會 社) 

，化 理店巧 桐 兄弟 藏會 

革* 乘船啼 符ホじ 小衙物 運を 御 便利 じあ 扱 申しまず 


•騰 

L 

に 

C /5 

a 


社 

會 

船 

蘭 

贩 

大 


CO げ S 
ぶ 0 ^ 

剛侧剛 

B W 巧 

M 市 縦 
巧な 卽 
げ な W 
誦け化 
すが 
が 巧 W 
M 卽邮 
7 P 


シアトル 出が (午前 十 時) 
あらび や 化 化 巧 廿ホ日 
ゐらぞ な 化 十巧廿 八日 

るん でんみ (化 薄 化か 一 十ち 十 立 a . 
>■ 1 等 窗资】 化 五 巧 

化し ばリ すみ るん どんかは 一 五 五 巧 

▼ H 蜜 日本 巧 五 五 巧ぎ 室 大な遼 を 巧 室— 
►涵を 望に 巧リ 一等 巧 引せ 復切巧 含 巧を 巧ち 

ロスアンゼルス 出晚 (午後 一二 時) 
まじら 化 十月せ 巧 H 

もんて びでお 化 十一 巧 化 二日 

▼ I 等 巧漬ニ HO 弗 化は わい かを じら か 一盖巧 
マ 柱が H 等 日本 巧 五十 か 巧 ▼一二を 日本 巧 置 十五を 
►を 巧 羅麻巧 絶を 切符 寢窒贫 斑 入御 餘淀 かづち 
V が 育 線 バナマ お 由 日本 支那**!!: 物 化 巧 一圓 


陶破語 雑貨 類 卸販賣 

S 蔑 木 桃 ホ 紐 


I 械目本 ドライ グ ふ廟會 


U 本陶礙 叢雜餐 類卸賣 

ザ元ブ タザ ー ス 


陶 破器雜 貨卸賣 一 _ 

春 旧廊會 


了 寧の 巧 刷 ど 精巧なる 化 上げ 

時日の 巧を ど 確實 U 校正を 化 謡 


巧 刷は 紐 育 新報へ 


電話 ワ トキ 三 スニ九 0 九— ニ 九- 0 


わ 晒 違^なく 新報へ 


お內西 十と T 目 十 二番 十 階 日 

東部 じがけ るがず 言論 燃關の 


權 威、 吾が 新報を 讀 まぬ 人な し. 

廣吿は 紐 育 新報へ 




穿ぶ 

r‘- 


第 六 回 か 桐 

li 團悬纖 

旅 穫 

ホる 十月 化 一一 日 (水) 牛を み 時 
サを ペン 停車場 發 ▲卡 一月 一 
日 午後 十一 時 ザ シカゴ あ (ユ 
三 オン 停車場) ▲十一 巧 四日 
午後 五 時化 かを 灌着含 一巧) 
A 十】 巧 六日 お 午桑潘 お帆郵 
船 淺閒化 便 ▲十一月 +- 二日 ホ 
ノグ 、觀 ホ、 同 サニ円 雀濱着 


i 等 二等： 一二 等 
化 復を磊 さち 磊当麗 
片道 雪 普 0 四 一嘉 占 惡 
(な 上は 巧 俊 歲車巧 ^ 度な 
巧の 雜裳 一切を もを-^、 一、 
ニ、 一一 一等 別は 船室の 席 です) 
紐 育 ホ 東 五十 化 T 旦 ニニ 四 

ホ懼ま 片 禍簡會 

電話 ウ弁ツ 々シャム 丸一 ニ 四 四 


每年 大巧 評の 

新； •里 


ず 


片欄ス ペシ か ル 


新 靖到蒼 


極上 等 

新卞 


海老 


か 桐 宛 弟 爵會， 


じ 掃除の 巧き 唐いた 綺 
渠法ゴ 魔な、 をし-て 靜かな 

室、 ラン ニンク ゥォ （ タ厂 
ZV 妄 ，篇 2 卓. ご 31 h sf ., G ミ‘ す a を兰 
ジ宫 h 呈 e 呂 J す dral 31 普 


f 


ト的王 到着 致しました 

f 


_ 桑 山商會 

ニ 4 EAST 吉 ih 資： N . Y . C . 
Ph 呈 8 . ざ 三 見 ま r W ニザ活 77 


賣度で' ^^所は プ 。 リダ 

州 マヤ ミ^ 中必隆 域、 アップ ス 
テヤ ー、 を ニ 一十 人の 顧ぞ收 を、 
年收入六^^化上ぁら、 轉業の 
爲めと千五\2弗じて賣度し、 設 
備完 を、 絕 一^の 機會 、左へ 御 照 
會ゐれ 

タ PJA 呂をニ 7 田 S . V こ 1 th ぎ 
章 a 章 F 量を 


ぶきな と 莖のァ パ！ 

® 筹ト プント 装飾 綺麗、 

ステ] ムヒ II ト 、ホ ブト クオ— 
タ ー 

F . K . T 普 aka , 芭 2 さ 蓄吉三 雪 a 吾 二 578 


貸家 i ァ. 


電^ iH - 五 弗、 四 室 十 
六 弗よ b 十九を 孰れぶ ザ' ン- 

フア ニシュ ド、 f を 棚は 左へ 

J 皇ミ ， 3 S 1 - がご. 87 th S ご呈 


貸 室 


特別ず ま、 パ ド ソン 
を 見!： -- > 、一人 又は 
二人 じ適當 、湯^ じ 隣接 

雲 Rive を d 号 ive {13 呈 苦」 
ヴて 吾き e ^ 芝 dhurst 4531 


M 装飾^ 鶴め 室、 設備 
完 を、 I シング^ 一週 
八 ホ、 ダプグ 一' 屢十弗 

羣 EL 實冥 221 W . 顯ぎ宴 


興味を る 東 株 

莱揀と 巧 十 セ H の 相 嫁は、 な 十二 圓 五十 儀で、^ 去 較年巧 
の最を 値で あつた。 知静 これでを 解禁 相據が お！^ しわ もの 
ごは おはれない。 を 解禁の 方法 ご 其 時期 如柯 じ^つて はな 
圓臺 割れは 勿論、 或 八十 圓臺の 相 媛を 現は すム 'も 計ら 雞 
い。 がし、 明治 S 十と か. 化 ホ、 東 巧 化 瘍の歷 史を是 f じ、 巧圓 
じ 下つ たのは、 明治の 十 年、 化十圓 、四十 一年 丸十 一圓の 
二度で、 其 0 外 、巧す 大觀 巧を 劇つ わょ は、 まだ 嘗 つて 
某 例を 見ない。 乂あ丸 年の 大 反動の 際 じ も， 苗圆で 止まち 
大正 十二 年 大震災の^ ずら、 だ圓 でを ひ 止つ て ゐ_ る。 東 巧 
の最商 値は、 日露 戲 後の 五が 十四 圓 、歐 洲大戰 をのち が 四十 
九圓 で、 每 年度の 高 おはな 五十 圓見當 から ニな 圓巧當 をが 
してゐる。 若し値よ-^^をごる妙がならば、 巧ぞ、ユ_;—*で ス 
ス チ— ^ や A なみじ 限 も レ やで わる。 I 般 投資を じ 
ご つても 今後の 東 おのが 嫉は 最も 輿が をる もので あらぅ。 

^ 丸 巧 四日 東 巧 百 ま 面イ錢 
—— 九月 十 S 日 あ 株-百 か 一圓 ム十錢 


- - 三—!- I ! T - - cza 1 一-一一 ミ' 

野が證券株式會^ 

120 Broadway, N‘ Y. b. 


Hel . 巧 巧 Ctor 器 54 
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日本 電氣 使節 一 ザが ’ . 

ェデ ソン 五卡 年祭に 參列 

.電球.. 一が つてら 3 れぬ is 竹 


八 巧 I 二十 一日 本 お 所 巧 阁隙ジ ー 
ィ ー 會 化の 巧 待じ應 じて 渡米せ 
る r 電燈 使節』 一巧は 同ち 二十と 
日ホノ 、 をの 大が乂 にて ネ巧 
上旬を 巧 じ 上陸 目下 クリ！ プラ 
ンドホ 面を 旅行 中で ある'. か 日本 
でけ 軍 おおを み 八 脚 かじ 了 前 首 
巧 淸浦伯 巧を を 擧會投 £ 寸る電 
巧 五十 年 記を 曾が 組織 さゎ、 一 
巧は M 會を化 表して ゐ を， とどな 
つて ゐ る。 邸 長が 巧 外 巧 巧の 語 
る 所 じ 化れば 

H 本の 竹が あって 始 をて 電球 
が 成功した ので 日本 照明 學會 
からは エデ ソン 翁じ異 しち 矢 
を 贈る ミに な 0 、 お 達 一巧に 
巧せられ てゐ ます。 交一 巧 中 
のを 國 聯合 甫な株 ま會社 常務 
な 締役木 お獻胤 氏が 個 A じて 
エデ ソン 翁に を 扇ず 贈 6 ます 
がを 扇 じは 一方 じ ホ 巧を 描き 
化 ホ じは 『あめの^ 祝 ひかは 
さの 菌ぞ なき、 をを 光の 神 ど 
じ i ぇっ』 ご 云 が 歌の 英譯 
を 栽せ て あちま^。 霸 球が 發 
明されて五十を- ^本じ乂っ 
て S 十 年 じ すが、 をの 
お 球の 普及 驚 （' 1 ^ きものが ゐ 
る 云々。 i 
尙ほ當 地 S ホ 物 まぞ庙 じても} 
巧ち 部 着の 上は tsjr •ィ！ ど お 
じ 幹 旋み勞 を 執 善で、 本巧朴 
化 B 前後 着が し、；-' スケネ クタ デ 
、ボストン、 巧府其 化を 巡遊 
しを 她の笛 氣拳巢 を 親を する i 


ごな つて ゐ る。 邸 も 一巧 3 氏名 
は ホの かし。' 

井 巧 外 助 電お協 食 副會長 

巧 山 武あ靖 島を 氣巧 ま會社 
取婦役 

山 下 通 太た 阪巧電 氣局餐 叢 
課を 

西 田 善み 乂扱 電球 株式 會お 
庶務課 長 

木巧獻 胤帝國 聯合 亀 球 株を 
を 社 常務取締役 

牛 島寬雄 東京 電氣株 まを 社 
が 社 課長 

武を錬 S 京 城電氣 株式 會社 
專 あが 締巧 

か 上 巧 お 九州 水力 電氣 株式 
會魅 常務 化締役 

國 友未藏 中央 電氣巧 巧會赴 
常務 取締な 

.畑 時 雄 新 お 氷 力 電氣株 ま 貧 
社 技術 部長 ■ 

宮巧兵 S 九州 電氣 軌道 會社 
^ 常務な 締役 

緒モ淸 電氣巧 ま 會社營 
莱 部長 

武智鼎 伊那 鐵道 電氣 を 赴 支 
配 人 

佐 藤 太大阪 電力 株式 會社お 
' 師長 

おあか 東が 電力が 巧 會社營 
業 誤 長 

が山淸 東京 電燈化 式 會社技 
師 

が ホ 謙 祕柬を 電氣巧 ま會社 
技師 


娠 つた 梢 木 御大 送別 麟餐 

、本邸の 建 增じ登 巧され て 大黑柱 


まだ 後 化を が I ! ダの 赔借窝 
譲に 列 庵して ゐ 々ので 動く じ も 
動かれぬ 正金 S 巧 木 御大の 爲め 
般问胞 の 送が 魄餐 會が旣 報の 
如 （まる 十二 H 巧 東 巧 縮-」 開か 
れ た。 曾を は 化 木 式に お 政 風の 
緊縮 ホ かで もつれ けれ 共、 御料 
理は 御大に 敬な ト をして 勉强し 
たもの、 滿を まを の兩頰 漸く 熱 
し ホれ る 頃 草 信 B 本人 傳 長が 司 
會 おごして 御大が 化かの 盡 力を 
謝し、 が巧ぉ老がを，^>て一ニをぉ 


揮 はれた 巧 木さん』 ど 呼び掛け 
て 公的 そ 面の 巧勞 どを 謝し、 武 
井 H 銀 監督 おも 『化 木 氏を 棘 育 
よち 失 ふのは 遺 域で をる が、 日 
本 じを きをな す 一人物を' 加へ る 
譯 である』 ど 云 ひ、 脇 本 誠】 巧 
島 見 ドクト^ も 御大の 去る を惜 
むど陳 ベ、 最後に 御大の 答辞が 
もつ た。 『過去 十を は巧留 U 本 
人が 餘 6 じ n 本人 自身の 間じ沒 
頭して ゐたご 威ず る。 ホるべき 
十 年間は 一層 進む で ホ 人 どの 接 


說の銘 をが し、 み 山 總領杂 K 理 j 觸親 かを 滋 く- > 化な 閒胞 の化藥 

が r 藻 家で 邸 第の 建て おを 要す 

るので が 宵の 森の 中に 變 なして 

ゐる侦 木を 採つ て 本邸の 大黒な 

どす る 用 息 だら う」 ご 鮮やかに 

惜別の 辭を 述べ 水な が H 氏は、 

『面 體化年 G らぬ波 觸巧疊 たる 
が 巧 じな 面して 丸 年間 其 親才を 


を 葦 固；： •■らしむべき 賠 巧では あ 
るまい が』 ごの 感想の 一端を 語 
b 、 地 ま H 本巧樂 部を 長の 發聲 
で 一間 起立 r 枯木 氏ガ歲 J を S 呼 
しわ。 當が S 出が をはを ホ 面の 
人 十-を 網雜し 四十 六 人に 達して 
む：^ 日 


俱樂部 杖 球 

7— ビ —貨ら 出た 
日本 供樂 .部 述動ま 旨 キ懼に 係 
る俱樂 部員が 球 焼は をは 豫 をの 
如く 去る り瞄 H デラウェア •ウ 
オ —タ！ ゲ ヤップの リンクに が 
て擧 巧され た. い、 娜せ參 じた も 


れて 孰れ もぶ 績を しからず 一二 井 
のを 崎の かき 午後 化 S を 巧 つれ 
が 午が じがが 横を 殘 して ゐた爲 
みグ日 スーと 化 パンダと じて メ 
イグ プレイ 一等と なち 巧は 郵船 
巧 西が が 一八！ ニ- ンデ 一二 じて 
^ 等 どなつ た。 パンダ 付 競技は 
すット 一 五 化 じて 郵船の 西が の 


の 一二 井の 旧な、 摧 、日銀の 武か 手じ歸 したが 、 S おの 遠 藤 、 S 
蘇が のな 永 老人 傳を 始め ごし ザの 福 旧 & びを 胁のフ オア サム 
化 入 じ 達した。 巧 ホの 潔 ~ にて 搂聊中 西が、 邀朦け 頗る 
雨 ご、 未だ 晴 H 切らぬ シト -^1 激戰を おじ 結局 遠 糜はグ 


ご 降る 細 铜ど披 該の篇 め コンデ 
シ ヨン 頗る 惡 く、 加 ふるに 午 巧 
じ まつて ぶし 返る 濕氣じ i おまさ 


。ス 一八 四、 パン デ 一二 じて 一 
みの 差 じて 二等 じん 選、 赛 銀の 
但 木、 己 井の 出口、 巧 田 巧が 陋 


み 一二、 四、 五 等 ごな つた。 モ I 
A ング ベストは H 井の 堤 グロス 
- 1 化 パン デ 一二 五、 ァ フタ 1 . ヌ 
1 ン ベストは 一二 井の 福 旧が 化 ホ 
; ン デニ ニ じて 孰れ も 入賞し、 
滿 四十 歲 W 上の ダ ユブラン •チ 
ャ A ピ ォン シップは 巧 資格を 十 
人、 顏觸れ を 披露に 及ぶ ど武井 
小幡 、田 島、 堤‘、 岸、 上野、 淸 
水、 が 藤、 宇佐美 及び 宮 永のを 
參 、新參 連で あるが 一等は 一二 井 

の 伊藤 じて グ ■ロス ニ so バンデ 

ニ 置で 入賞、 ビリ から ニを 賞は 
S ホの 宇佐美 而 して ブ ー ビー賞 
は宮永 虎之助ち 人が 一四 五、 一 
と ニ、 グ n スご ニと じて 芽出度 

人 賞した が宮 永を 人の 如 
きは 到を 午を の ラウンドは 落伍 
する だら ぅごの 期待 じ 背き 化 者 
を 凌ぐ 元氣了 出して 奮關 した 巧 
じ 化 b 巧を I の 賞 ロ g プ曰 グラムを 
變更 して フ II ビ I 賞を おし、 街 
老體を稿心^じなつたど云ふ 

紐育枉 木人會 

嗤 毒例會 

j 理事 二人 補 缺選擧 ， 
.が 育 H ホ 人會堆 事例 會は 去る 
十日 午後 お 時 都に がて 開かれ 草 
信 會長廉 長 席に着き 一場の 挨搂 
あち、 例ぶ 依らて 指名 おゆ、 會 
お 巧吿お rjj 副會 計は 會針 報吿を 
おみ承認5^^巧し、 を務部、 共濟 
部、 社會 狐の 報吿 あちた る 上前 
巧 禪事會 じ 於て 閒 題と なつた 會 
お 基金 じ 願す る 精細 殺 吿ゎ聽 取 
し 現が 基を じ對 する お ホめ 利殖 
計算の 基礎を 定めて 會 計に ィン 
スッ ラク ト する i ごな り、 聽別 
委貞會 の報吿 艦隊 歡迎 じ關 する 
報吿 あち 墓地 購入に 關 しては か 
回 理事 爲 ょで じが 案を 提 おすべ 
し W みし 補 贼選擧 は 貴 志 了 (高 
垣 五一. 巧 後な) ご須 、賀義 一 ( 苦 
旧を 治 氏 後 巧) ニ 巧か當 選した 

歡迎 寄附 金 

前號 本紙 揭載後 廳隊歡 迎會事 
が 巧 じ 達した 寄 脚を はんの 如し 
あか ニ 巧 五十 仙。 內田賓 易會社 
を 十 邦 宛。 を ホ 觸 治、 一 農夫、 

F 小が ( ウ五ス チン グ户 ウス) 

を 五 弗。 今 川 险太郞 

金 一二 巧。 を 本久松 

を 一 弗。 チ ー •タブ リウ •トン 1 

シ— 

を 一二 十 弗。 が 鐵巧巧 曾 本 ま 店員 
一同 

A 昭か靑 年閒披 

を 一 ホ 宛。. 山 ロを 吉 、山 崎 喜 太 
邮 、猪 狩 常 化、 奥 園 近 俊、 龜 
が 源 治、 鳥 木顯之 助、 本 旧 信 
1、 山 田 仁 苦、 柏木 ホ藏 、上 
野を 太が、 換山 六ぶ 街 巧、 河 
島化藏 、鳥 橋德藏 、加 藤 長 ま 
山 崎 巧 H 郎 、格 森淸 が、 後藤 
猛 、が 島玉樹 、お 玉德 ホ、 杉 
野外 か、 淺 枝具巿 、片 陶良巿 
木が S 郞 、一 冗 山 伊を 秀 、ホ 井 
元 之、 盛 幸 巧、 織 巧 六 一二郎 
A を 良な 藏扱 

金 S 巧 宛。 完ロ 豐み郎 、お 品壯 
吉 ，樓 井久 お、 を 巧 卯 之 助、 
鍛治屋 ぶ太郎 、半 巧治郞 、巧 
原 あ S 耶 、溝 ロ 朗太郞 、を 川 
ボ太郞 、今が 正 巧、 岡 旧 利 ホ 
A 小が 忠么 輔投 
を 十 弗。 小が あ么輔 
を お 弗 宛。 な かづ 杖、 下 川 部 精 


三 一、 貴 島 敬 ニ 

をニ驱 宛。 太 旧 四が、 K 岡 田 
A 化 岛孫彌 太 扱 ( 费府】 

を 五 弗 巧。 化 島孫彌 太、 (± 井 
儀太郞 、が、 大 淵の S 名で) 
を 四弗苑 。化 上を 太が、 K 渡邊 
金 一 弗 宛。 旧ロ英 、山 田恒 、溝 
川、 齋繁 ぉ太郞 、小 澤賀助 
山 本-が 之 助、 柴 田が 四郞 
A 旧^ 甲斐み 郞お (追加) 

を 五 巧が。 赤 司 龍. 一夫 妻、 前 巧 
正 俊 


奥：^ 不染巧 着 紐 

大瞄 總務奧 がす 染 巧は 旣 
報の 如 （昨 円 入港の ベレン ガブ 

ァ號 じて 着 紐 ホ テグ マジ 玉スチ 

ックじ 投宿した。 尙ほ來 る 十八 
日日 本 お 柴部じ 開 罹の 大每 招宴 
じは まを ザ 服の 儘 巧 席 ぁ 6 じし 
定當地 特^員 事務所で 語つ てゐ 

で。 


な 


人 か 人 


シ •ギブ ブ ，巧 ウワ 

グド •-ネ ー 煙草 會化 贩賣ま 

任、 今回：！ ング アィ ランド 市 四 
十二 T 肖 西 ニ 0 番に 移轉し 
た。 電話 チ八ゥ H グ S 八 1 0 
が 旧紅專 女を 元 當地じ をら 
し蕾家、 を の後 口 ー ナ ン ゼ ス 
じ 滞在中で ぁつたが 十一 日 桑 港 
發の 大洋んで 歸 朝した 
參 神が 成ち を遞 信省電 氣試驗 
巧 技師、. おる 四日 着 紐 國ホ方 じ 
投宿 十一す 上旬 西 巧 歸锁の 堂。 
雜 甲斐 軍 * を 巧 內 務省囑 巧、 去 
る 四 H 歐^ § ょら 暮紐 十を ぷが嗔 
西 巧 歸朝巧 由 

♦後藤 龜を助 巧. 絹物 商、 去る 
十目着が4^巧で旬迄滯巧の^面 
巧す る 澄" 

參 おが 多を 磊氏布 畦. マキ、 敎 
會お師 、合 壌 同伴 じて 巧 紐、 目 


下 國ホホ 


_ -ムじ 投宿 中 n 


曜說 ■お 


々が 育 H 4 I て敎會 
『奇蹟 的 音』 淸水 牧師 
み 基瞥敎 道會 
『化の 流 I ! 聖地』 椿 牧師 
♦日本人 争 W 敎會 
『生存 競华 どぶ 瞥敎』 离橋度 氏 


缺貴 募集 

事務 I 員 一を 
給 i . 吐 ご累 

ヶ チン •； へグプ 一を 

右 お あ 慕 直 r ホ绍の ホは 晚おホ 
訪を么 ふ、 j 委細 湿談 

西 化 与 一一 T 目一ム ハ】 

巧 本 俱樂部 


、 可 一 スー 户ク 約 おも 刪の 

巧び ス チ一 I マ！ トランク 六 ホ 五 
十 仙、 九 弗 I 化 十 仙、 十二 巧 五十 
仙、 少し 許 一一 > 使用した 趣 類 一 ホ 
H 弗 及び 冗 巧 

1234を韋罩.ぎ.さ責广三 


タ > 一- ク 


^ ! ト マ ン 

ブイラ ー 巧 

ンノ- * べ个シ ヨン トランクを 

物と 孤 五十 紙よ b 十二 巧 お 十 仙 

里で た 岩 th f 里 


窝寻以 ト之ッ ン ベッド 並 寢室セ 

J 化 主 新 窩巧上 おな 

ダ ザィンも^ 格 まじて 譲 b 巧し 
御镇の ホは を 記へ 御照會 を乞ム 
f . す rns , 414 车 . 120 St . GATIi をと 芝 41 
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ホ 倉 おな 热績が ホ會な 
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200 Madison Avenue 
Tel. Ashland 4545-4546 


に Mildxno れ 

Miki 田が 〇 P が rl, 

5 巧 F あ h Avenue 
TcL Vanderfe 化 巧 19 

大食が 短 巧す 巧 
Okura 在 Co .， 

30 Church St., 

Tel. Cortlandt 2292-93-94 

H 典 巧 ま會お 
化理巧 
巧な 巧る 
1 如 わ〇 8 お 化 N. C, Tel. わ 曲 I 7884 
Fa 加け : 35-1 日 3 が h ive., し 1. C 巾 

巧 巧みを みまを せ 
4sano Bussan «>4mip&ny 

Room 801 -805 
165 Broadway 
T«L CortUndt 8047 ぶ 052 

い osho Corporation, 
Silk Importer*, 

が 技 ast 34 化 S わ eet 
T*L ABhland 4887-PI 
Gosho Co^ Inc., 
Cotton Exporters 
妨 Beav が St, 

Tel BowHns Green が M - が 

甫巧巧 《 お 巧ま會 を 
巧 育* 巧 巧 

Sou 化 Manchuria R. R. Co リ 

Room 202 ら Canadian Pac i6cB!dy. 
342 Madison Ave. 

TeL Vaoderbilt 41^5— ■ — — 

H 井 物を 巧 ま會赴 

短 巧 ま 巧 
Mitsui ^ 

Tair BowUnff Grmn 7520 

巧 ホ 會化岩 ホ 巧 巧 
な 育 巧釀巧 
^ Iwai & Co.. Lid. 

Woolworth Building, 
Tel 巧 わ 反 oy 8 が 0- なぶ 2 

H をが 事 採 ま會を 
が 育ま 巧 
MitsuKi«Ks SLuji ICidslia 

(MitftubUhi C 〇 w いん） 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560.2564 

大巧 觀曰ニ 東京 朗日 
恒巧 鳥 

Osaka A 化 hi 

The New Y か k Tim が An 打 ex 
TeL Lackawanna 1000 

^ ^ a 本 お 巧 巧ホ會 か ' 
巧ち 支店 

Japan Co け <m Trading € 〇 •, いん , 

2 F が k Avenue, 

T*L レ xin が on がの 

日本を 糸 巧 まを せ 
なち ま 巧 
H1PP0H Kl-ITO MIS1IJ. LT0 

Two Park Avenue 
Te!. Ashland 5320 

巧# 名を な 
が 巧 まな 
Hara 在 Co .， 

443 Fourth Ave^ 
Tel. Cal«doiu& 7830-35 

目 ホを 糸が ホ 貧 お 
紐 育ま 巧 
NICHI-B む がげ 0 K& 邮 SHiKI m 巧 Hi 
が ICHI ぶ E! KHTO CO 巧 LTD.) 

1 Park Avenue 

TcL A,Mand 6246- が处ィ 9 ^ 

大度を 日 ニ 巧を 目 日 
を 木 H 巧 
Osaka Mainichi 
Room 306A World B 山 Mins ： 
TeL Beekxnan 4259 
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潜水 贈 N 現勢 五十 獲、 巧 ニ 0 六 
1、 述を中 十巧隻 、二八 六 
0、 述逛を 認六隻 、化 S ニ 〇 
を 計よ 十隻 、と S •一二 四一嗯 
總計 S 百 四！ 隹、 
巧货 W 巧 おで ニ 互 ニ 
十二 顺 

日 本 

ま 力 艦 n 十隻 、一二 0 - 1 一二 0 顺 
航空 濫 N 1 ニ隻 、六- •ニ」 0。 
巡洋艦 n 現勢 廿ニ隻 、一で ハ 四 

一 五、 建造 中五隻 、お 30 

0、 合計 サと隻 、ニ 0 古 四 

! 五嘟。 

驅逐お n 現势 九十 化隻、 0 ニ 
一九 0、 建を 中 八隻、 11 一六 
00、 經 造を 認八隻 、ニ ニム ハ 
00、 合計な 十お黨 、 I ニ 丸 
一二 化 0 顿。 -.： 
潜水艦 H 現勢 六十 一隻、' しこ 一一 
五と、 建造 中六隻 、一 (ニニ 
C 、 建造を 認四隻 、ホ ムニ 0 
を 計と 十 一隻，、 と 八 •擅 i . セ顺 

總計ニ 固 一子 一隻 
-v卡よ方六千八^^i^^ 
十二 嗎 一一 

備考り ッ シン トン 會議 爵^ じ 依 
れば 英米は 千 化な 化 六^ 十二 
巧 化 I 日を じ 十と 巧 あ 一一 嗯を 
最大限度 ごする ホ 力 濫^ 隻を 
建造し 得、 日本は ニ 一隻， 十で 
お 千 順を 建 遊し 得る、 一一 メリ 
々は 驅逐艦 建造 十二 隻^ 千 九 
ち 十み 年の 議會 でを 認 一一. わる 
も ホ だ錄算 をを 認 され！ 一ら や 
ィダ ジス 瓣洋鑑 〔建 避^の 
I ものには 囊に 建造 中止 ilp じ 
たサ —ジ！ 及び ゾ ー ザ) j ;! 

I ランド 号を 舍 一， 


治外撤 藤.. 

支那が 巧 意隊辉 
お 京 十六 日發 = 商 京が- {は 囊 
じ 奕 米 兩國じ 野して を か； 炼 がの 
郡制 撤廢じ 就て 時期 巧 旱ふ理 
おから 斥けられ たので 重 4 でァ 
メブ 々政が じ對 して 漸廢を 渉 
を ホめ 時 じ 領事 裁が の纔 銭ぶ r 
イリ 力が 希望した ことな _を〔ーー 狸 
でぁるど浩牒したが、 南^3^ー府 
みを 部のを 表する 所に 依れは を 
府は千 九百廿 化を 中 じ 耶强が 治 


は 任意に 撤廢の 旨を 化 巧 じを を 
すべ < 、をの 一 ホ國際 聯盟を 通 
じて 不ホ 等條 約の 廢楽 ホを ぶ然 
速 動す る篱 である。 


.英 首が 旅程 

十 巧 凹 H じ當 地上 嗟 
ロンドン 十六 日發 = イ •キリス 
首相 マク ドナが ド 巧は み縷 ィデ 
ベ 八を 同伴、 化 八日 出帆の VV 
ン ガリァ 号 じ 便 粟し 十月 四日 ギ 
前 ニ ユョ！ クじ 到着す ベ <、 を 
もじ 首都 ヮシントン じ 赴き 十 巧 
十 H まで フ ー ゲァ ー 大統領の 賓 
を どして 滯 巧、 フイき ザグ フイ 
ァじ 趣き ニ 年 前 訪米して 病氣じ 
なつ わ當 時の 係醫を 午餐 會じ菊 
待す ベぐ、 十 巧 十四日まで ニユ； 
ョ] ク 巧に 滞 だ、 パフ ァ 《、 ナ 
イア ボラを 觀 ホし ト 。ント じて 
々ナダ 首相 キング 巧ど會 見、 ォ 
ッ タブに HB 滯 巧し ク エベ ック 

モ ，ン トリ ー ^ 等を お ホし 廿 五日 

お 帆の ダ ッチ 3 ス •ォプ • a ! 
ク 號た乘 じて 十一月 一日 乃 ま ニ 
日 じは リバ ブ！！ ^ じ 着、 四日ょ 
b 開院す る 議會じ お 席す る こど 
どなつ わ •か、 海 縮會議 のが 巧を 
期待す る 首相は 別 じ 海軍 專巧委 
員 等は 巧俾 しないと。 

關稅 案痛擊 

ボラ ー 巧 火の手を 
ヮシントン 十六 日發 n 上院み 
巧 委員長 じして 大統領 戰 には フ 
1 ゲァ I にの 爲 めじ 屬業挪 を 遊 
說 した 共 か黨の 有力者 ポラ ー 氏 
は 本日 巧 黨の關 巧 案を 表面から 
堂々 VJ 巧 磐し、 今回の 關稅引 上 
げ 案は をの 目的 VJ する 所の 農業 
あ濟 じけ 利益 薄 （を 業 保護め み 
じ 走つ て 居 もこ ミち" W まご 農 
業の 經濟的 均衡を ホ 張した フ ー 
ゲァー 大統領の 施政 ホ 針 ど 共和 
黨の黨 を じ 違反した 巧爲 であ b 
この 際產 業の 離稅 引上げは 却下 
して お 謹關孜 の實を 農裴じ 注ぐ 
べきで ある ど ホ 張し、 ペン 贿選 
出のを 業 巧 譲 派で ある ブ ー ド 氏 
は ボラ ー 氏の 議論 じ反對 して 產 
保 謹は 農業 ど 同穩じ 必要で あ 
ると 述べ 今後 も 論戰じ 花を おか 
す 模様で あるが、 輿黨 幹部では 
乎 一月 二日 頃まで じ 討論の 終結 
をが 醫 して 居る V 」。 


外徹廢 をな さ；：* い 限 b も 邸 政府 


潜水艦の 漸 藤に 目 本 U 反對 

:ir 了 タリ 力の 讓步は 軍縮の 精神 じ 却て 相反的^ 

泉 ま 特を十 セ 已 壊；：：： ±1： 英米の が お々 縮 おじつ き嘗 K の批 がを 綜を ずれば 左の かし 
〔- 〕 で 子 ゲア白 諭 じがて 凹 十六 乃が 0 巡が おを 要 ホし わを 國が今 巧 化 四で 顺 をホ慶 したの 一 
大麗 ホで わるが、 化 万顿 3 下を ホ 張した アメリヵが 不戰條 約 おれる 今日、 化の 程度では 成 " fj ? 
£ はを.、 打 0 ' . 

ここ 技術的の 内 おを おれば アメリヵは 大逆 ホ 艦 十 隻こ五 巧 五 干 顺の小 巡が 艦を 建 遣ず る こで. 

どなる がをはが 軍制 限で あつて 联縮 でない。 一 
与 ご惡总 U 化れば 十— 4 六の 割を を 白 當に化 組んだ 計靈 ども 見られる。 

村は お 米を 協 案の 一部で をる 潜水 おの 撒爐 お，、 は漸廢 じ對し U 本が 胞 はを お-小 可能な 閱題 どムて 
あ苗ィべ く、 おホ中佐山ロタ聞氏は其縮納係9本の對策を出測大化じ搜へ るため化 一 0靜脚化で 
儀演 發渡乂 ずるは ず。 

東京 特電 十 ホ日發 n ィゲ リスと アメ 9 力の 軍縮協定 じ關し H 本の 與論は 期せず して この 協ぶ。 


1 巧转電 十*! ハ呂発 h イネ リクと ア メリス グ tar 翁 お ミ t 闻 ロ® IV 證 t 第 ぅ 一 、！》 . 、 C i ミー？ 
のけ H 本の々 おょ 6 して 兩瞬 お亲カ じと 割の 勢力 維持を 必要と すれば、 當然 一方 囉 級の 泌 I 洋 
を 靈を逮をするの 必要がホやるから軍魄縮みど云ふ のょらは寧ろ軍備搬張じ等しい と非難され 


る も 


て揖る _ 


巧に ロンドンで 議會 召集 


ワシントン 十六 日摧 == 奖 米の 里 縮 協ぶ は アメリヵの 速 港すべき S 巧 お モ嚼の 新 巡洋艦 備梅並 
びじ お ホ-- 翩 [た 一巧が 殘 されて 居を のみで 潜水 鑑の 漸廢 、驅逐 艦の 裳數 均等々 の 問 趙は解 ホし 
_ -ィ ** リスの お 巧 巧 防備 徹礙 もす H 發 おを 見る」 まるべく、 曾 議は填 初 十二 丹し 召集の がを であつ 
- たけ 化 共 、 H 媒 がの 觸孫も をれば、 タを 一月を 0 て。 ン ドンに 巧 集す る尝 である。 

佛 が兩國 U 結局 參 加を 巧絕 

ペリー 十六 日發 ===： 巧が 軍縮 協を じ 關聯し フランス 及び ィタ 91 政府 も 相互の 海軍々 均等 厂就 
てを ぶじ 富 手し じが、 フランス なが どして はま 力 艦 比率は 別 ごして 化の 補 肋燈に 巧て ィ タリ！ ど 
巧 等なる べき 義務 リ！ いふな 壌から これを 巧絕 する じ まるべき が、 フランスの 一般 輿論は 巧 ホ 
兩國の お 縮 協を じ 就て は晚 めて 冷淡で ある、 即 フ ランヌの ィが リス 游働 黨內 閣じ對 する 反溃が 
ごっ、 化は アン グ n サクソン 民族が 化 則 强の意 おじ 一向 頓着な く、 巧 飼が 勝 ホむ 協定を して 化 
则 ぶじ 班 從を强 ゆる こ ピは即 も アン グ 。サク ジン 民 巧め 世を 的 ま 配で あるく いふ 反感から 來わも 
^ ので あつて、 奇 力なる 巧 聞 紙は 白 本、 フラン マ 巧び 4 タ 9 ] の 巧 意を 喚起して アン グ 。サク リン 
禍を昌 をして 居る から、 ホるべき お大 が軍國 の會遙 じは 恐 （應じ U いで あらぅ ご經 測され て 居る 

ロー マ 十 ホ ョ潑 ' ィ タタ； 政府は ィタ 9; の 海軍け 歐巧 大陸 政を を 旨 V 一し 化タ强 とを が異る 

一を を 独 由 どし 潜水 麗の 無制限 建造を 要 ホす るに 巧した。 

I 軍縮の 精神を •寒 準に 

日本 現狀 維持ち 張 

原則.、 一して 英米に 對し韦 割 要 ホ 

ワシントン 特電 十六 日發ご I ユヨ ー ク •タ弁 ムス 巧】 = 

本 政府が 關係列 强に對 して 五— 五.— 一二の 比率は 巡洋艦に 限らて 
適用す る 能は ず' こま 張して 居る i は、 政府 當局じ おても 稍不を 
じ 威 じて 居る が ~ 而 かも これを 一般的よ b 見て は 日本の 巧 動が 
會畿 をの ものに 隊 害を おへる どは 信じて 居らぬ、 日本の 要 ホな 
る ものは 從ホ英 乂じ掛 する 勢力 比率 十み の 六を 十を のと じ 引 上 
げんどし つ i わるもので わるが、 日本が 比を お 上を ま 張ず る じ 
まらし おの 理由は これ じ 化 b て 軍 應の擴 張を 計らん ど 云 ふよ b 
は 寧ろ 海軍 國 どして 五— 五 — S どい ふま 力 艦 比率を 引上げ 0 て 
化が じ おする 位 廣を髙 めんと ずる 國家的 謗 b の觀 をから ホた も 
の产- おられて 居る、 り 本が 海軍々 備 の縮少 を熟遵 しつ I ある 誠 
違は 巧 强の基 も 疑は U い 巧で、 從てフ ー ゲア ー 氏の 制限よ らも 
縮少 まを を 極力 授助 しつ i あらしら のじて、 この 際自 本が 比率 
巧 進を ホめ つ {わるを は 表面 軍縮の 誠意 じ 巧 反する かの かく 觀 
られるが、 《本ごしては网家のが政細係ょ6してもぉ軍費の膨 
大 をを- 堪 して 居 U いので わるから、 假 わじ セ辩の 比率を 得ても 
を篮を かてず る やうな こどは もるまい ご 巧 測され て 居る。 


B 


一 ま 京 十四日 發‘ 【聯合】 U 新聞 
一 紙の 報ずる 所に 化れば が 部 お 相 
は 英米の 巡げ お 力に 對 して 日本 
^ は を の と刺を嬰求 の 希绍 あ る 旨 
'を 言明し 日本と して 鼓 もホ學 一す 
る i はお ホの 巡げ 艦 力が： n 本现 
^ がの 建を 計 度を してよ 剌 じ化當 
- がしむ る こど じある ご 述べて ち 
るが、 一般 巧閒 巧は 巧 ホの 協定 
なる ものは 軍縮 じ ホらず 寧ろ 軍 
一 破で あつて、 H ネ ごして は 迷惑 
: を. 攸で & るど斷 じ、 英 ホの 協を 


な 1 面 じがて 喜ぶべき こごで あ 
るか、 この 均等なる ものは 列强 
ど 協力して 實巧 的を 縮の 及ばな 
い 限ら 前途は 甚だ 也 細い もので 
ある ど 論じて 居る。 

東京 特電 十四日 發 (ニユ m — 
ク •タィ ムスが】 = お 米軍 縮ず 
を涉の 協定に 贿聯 しては、 未だ 
當局じ 公電が 達しない のでを 路 
は M 等 かの 

言明を 避けて 居る が、 




ザ リスの 數字 基礎で をる 所の 巡 
萍濫 勢力 化 四 巧 晒は H 本が これ 
» 上に 造 艦の 必要な き 巧 度に 達 
し 得べ く 相 一致 的の もので 本ら 
勘く 共 造爐の 必要が をつ た V - し 
て も 極めてみ 銘圍じ 止まる もの 
ど 認められ、 從 巧を 渉の 結 巧 じ 
向て 稍 悲観的で ぁつた 當 局ち 英 
米 協を の 前途は 有留 じな つかと 
觀て 盾る、 而 して 若し 9本« し 
てィ ¥ リスの 觸數六 劑じ滿 ちす 
る もの V ) すれば 大体に 巧て 福を 
の 勢力を 渡 張ず るの 必要な わる 
べきら、 若しと 割を 要 ホず 考 
商 ほ 二で 四千 晒の 一 

不 をを をず る こご じ奇つ 
て 屠る、 尤も 日本海 軍が 國防上 
絕對じ 必要な 最大限度は お张み 
巧なる と 割の 比率で ぁると 累ホ 
して 居る こごは、 ホ だ nr 一本 i " を 
式 要 ホ ごは なつて 居ず、 閣敷も 
これを 决 をして 居ない が 政が と 
しては 先づ 海軍 當 局の 要 ホ I どを 
認 すべき 模襟 じて、 外を 協 旨で 
發刊 した パンフレット じ 互伞當 
局は フシ ン トン 會港 じがて 助 
艦 比率 五— 五— 一 こを 承認し にご 
述べて 居る i はを まじを 認 され 
ヮシントン 會議の 記録 じ 顷等斯 
る 事實は 巧れ て 居ない けれ 巧 日 
本 故 おとして は 會議の I 

を般的 鏡を 化して __ まで 

も 巧 巧 ホ k 固執すべし どぶ おは 


內閣 信任 y ー喧唾 

【十六 日】 をぶ 會は泌 說明曾 離し スブー トメ ント をを し 
てを の 如 （述べた 」 ： ^ 

『豫算 面から を 項目を 逝陈ホ るら 不可な しどい ふは 憲法 溝 六 
十四 條の 精神 じ 背馳し 算地 議權を 胃し ぶ もので、 民政 黨日 
おのま 張た る議會 中、 裝 I の 脚 面を 脫ぎ專 制 政治を 始めた もの 
だ、 解禁 準備 じる 巧が！ ±1 貨 充 、クレ デ ット設 最其化 じ 就い 
て も 自信 ある 發あ をな 9 ずな 然 緊縮を 唱へ 農が 始め- 般產業 
巧を 苦し ゆるは 許し 筆』 て 

之じ逊 しお 政 黨も當 事 一 {の 名を 0 て 左の 如きな 駿の ステ 
1 ドメ ント を發 した 

『なぶ 會け濱 ロ總理 L わ i ちつ けられを 律 論から 政策 論じ 河 
岸を 化へ たのみ、 化 化 正貨 S 巧の 明示を もめる は枯瘍 帥の キ 
先 ご 間 じで ある、 天下の I 窠； I は辭禁 あきを 期が して 居る、 是 
即ち 內閣 信任の 一つ わ 能 據 * ある OJ 

蠢糸 中央 會み 讓」 あのが 擊 あれぬ』 ど 反 對め讓 
【十 セ 日】 難 糸 中央 會^ ぶ郝 み をな I た 


ホ爛 稅撤廢 問題 じ關し 『製 在 


昭和 製鋼 巧計畫 


大紐育 I 

I 九 ニ 九 年 版 y 近く 發巧 I 

本 化が をに 編篆を 巧い じしました 『大 が 育」 は、 幸 ひじして 
江湖の 湧く がかき 巧 巧を 巧し、 をに をが 一 抓 巧ら 中資 ほれ ごな 
> ました、 化て 本 化は 窓 一版め 內容 をを が 巧た じし、 頁数を も 
巧 加した 千 化 旨 サ化年 版を がに 後け する こご！ ならました、 正 
確 じして 且つ 巧ら しい 統計 ど 事實を 基礎 じして、 刻々 變 化する I 
巧が 『大が 育 J の眞 巧を 巧 ふる じ 遣が なき こごを 巧して 居 b ま I 
す。 尙 ほを 憤は ' 

豫約申 注 者に 限りて I 

特價と 十五 仙 ， I 

發巧 後の 御 購買には 

を 價金一 弗 

ごを しました、 を かじを 約 御中 込みを ホ 望いた します。 

九罩 AB 紐 育 新報 社 I 

- 


ごい ふ 太夫のを まけを ゆ じ猪倾 
のを 所を 譯 ねて、 五 年 前の 不巧 
届を 佗びて 紐る やう じご 大 をを 
持たせて おを させた。 

ま 配 人は 先づ江 ロの 太 モを訪 
ねて 飼 猪の お 息を 聞いた、 猪 飼 
は 邸が ごい ふ 所 じ、 少し 許 b の 
ゆか b を 求めて 今は 人の 小 かを 
して 巧 計と して 居る ごの 事で、 
彼は 泣き--^ 書いて おれむ 江 ロ 
の 文を 賞つ て 部が へ 走つ た。 敎 
へられた 家は 餘 b じ も 見す ぼら 
しいを で 一見して ぞ 配の 男を 胸 
を 巧っ た。 案 內を乞 ふて 見た が 
人の 居る けは ひもない、 あたら 
の 入 じきけば 巧に おて ゐる だら 
I う、 敎 へられて 細道へ 巧る と 野 
じ鄉を 持つ てを つて ゐる 男が 居 
一た、 近づいて つく 見れば を 
れが猪 飼で ぁっ わが' 今は お 年 
I 前 ご はれつて 變 つて、 をれ ごも 
I 思へ ない 變ら ようで ゐ つた。 

ま 配の 巧け々 日までの 巧が を 
詳じ 述べて、 まんの す 巧 屈を 吳 
吳も ゎび、 持參 のをを 差 おしな 
がらな せ あの 時 あ b のま I をい 
つて 下さらな かつた のか ご 訊ね 
た。 するど 猪 飼は 
人の 疑 必は詞 を 化て 解 （べき 
をでは ない、 か < 疑 ひを をけ 
る上は、 いか程の；を申した 
どても 許され 難いの がん 精で 
をを。 お 時の 疑必 はを じ沁知 
るべき i は 巧ら かで ある々、 
當 意を いかじ もずる 術 もない 
から、 ひごら の 娘を 一一 買つ て 調 
'達した。 ± は 不義の 物，」 をけ 
ない、 早く 歸つ てま 人 じ吿げ 
るが よい 

ごいつが な b 又郷を 執っ て、 巧 
の々 へ：^ 眼 も くれで 畑を 郷 いた 
ま 配の 男 も 仕ち なく 一先 づ をに 
'歸 b ゆか ものを るを を屋 ごい ふ 
を 瓶んで、 ねんごろ じ 誰び たけ 
れ * 忌 も、 猪 飼は 更にを けよう ご 
はしな わつ わ。 申 おわ 娘の 身ず 
け も、 彼ら 如きい やしい 志の 叢 
じは 許し 難い ど 頑强じ 聞き入れ 
や、 せめて 當 時め 金 五十を を ご 
いんの も 手 じ觸れ やう VJ はせ や 
孤 濁のを 身 じ 鞍って 郡が の 野 夫 
ごして 生きて 巧つ た 〔終〕 

ニュ —ョ！ ク 春秋 

♦英米の 軍備 縮少 協を も、 日 
ネ じどつ ては ま 髓擴張 じなる、 
况んや フランス 及び ィタ リ 1 じ 
巧てをや、 <すればお局ニ固で 
軍縮を 協を し、 先 づ範を 世を じ 
をる 0 外な XO 
♦練習 鑑隊の 寄 統期も 近づい 
て 歓迎 氣か 濃厚 ごなる、 寄附の 
方 も最う ホし 濃厚な ゎ。 

♦ソプラノの 滿屋敏 子さん、 
巧 巧の 聲を 聞かす 機會な （- > て 
去る、 歌への 歌姬の 悲哀。 

♦共和 黨の關 枕 政策は、 を袭 
保護-し 止ち で 農業 じ 薄く、 フ ー 
ゲァー 大統領の 就な 溃 おや 黨是 
じ 違反 するど ボラ ー 巧が 怒鳴て 
居る、 選 擧前じ 政務が あする 空 
チで ッキは 河 處の圓 も 同じ。 

♦時 巧は 文化 どん'— ごは や 
す 所 か、' 電力 どん'' --- の 時 巧と 
なら、 モ八 ボン 系の 露骨な 電力 
王圃お 現じ、 P — ズゲ で グト州 
知事 大量 じな って 嗔 唾を 賣 って 
居る、 みの 総 選擧じ 問題 どなる 
もの じ、 窜 力ま 配は 大きな 静戰 
ごなる であらう。 


【十 セ 日】 前 滿缴總 规山本 氏 案 
の带 和製 躺 所は 採算 ト疑兹 ぁ 
ち V 」 し 滿数巧 幹部は 烦 委員 會 
を設け：^£畫をや6なすこ 
なった。 

が 險じ减 配勸吿 

〔十 セ 日】 當 局は 生命が 險じ减 
配勸吿 をな す ミ ごし 差當 b 國 
化 まかに 勸 吿を發 しゎ。 

綿糸 S 移入 盛况 

〔十 セ 日〕 顆萊 州產縮 糸が 綾々 
內地じ 入 b 輸入 稅を陈 じ 伴 ふ 
懸を 濃厚と な 衣。 

總 裁の 更迭 運動 

【十 セ 日】 選 擧じ路 む 人 氣轉換 
策 どして 政ま總 裁ちを 運 敷が 
又 擦が した。 

實 巧豫算 はを 當 

〔十 セ 日】 明年度 經费 節約は 一 
億 四で 巧 圓で巧 政 整理 じ 手を 
觸れ 《酱 でぁるが、 恩給 法改 
正 まも ホ 藻 會に提 巧か當 じて 
を 府 側では 實 巧豫算 のを 當な 
る 1云± 前 藏巧も 認めた £。 

移民を 船中 敎育 

〔十六 日】 が務 省では 南米 移民 
が中學 卒業 一割 3 下の ため 移 
民が 護官を 南米 航路 線に 乘ら 
这ま せお 育す る じみ 定 した。 

調査 會 議論 倒れ 

一: 十六 日】 米穀 調査 會は譲 論 倒 
れじ 終る だら ぅど 見られて 居 
る 0 

皇后 陸 下 御着 懲 

【十五 日) 皇后陛下 じは 本 a 御 
着帶 まを 巧は せられた が 御慶 
は 十月 十： n 前後 ど 承る。 


I . i a 筆 I 

蕃 難り 謙. 

地下 八 尺 子 

一 〔承前〕 

その後 五 年を 經 て、 がの 明へ 
小バ應 T の 類を 化 込み じ ホた 尾 
張 t 商人が、 問屋の 巧 頭 でん ご 
手 i な 師匠 お 飼の 消息を 訊ねた。 
店 心 男は 物識ら 顔に 五 年 前の 猪 
飼 增 さを 語ら 出す V -、 其 商人 
は^^の話の腰を巧つて 

いや 其 話は 違ム 。あのを は斷 
じて 銳綺 が盜ん だのでは ない 
を ずれた ごすれば 他の 人に 相 
違て、 どい ふのは なは この 
話朵眞 相を ふ どした 事から 當 
の^; 飼の 娘から 聞いて、 をれ 
は I 一^で 宿の 者 じ 誘 はれて 島 原 
じ-^^んだが其時おの呼んだ太 
夫が で ロ ごい ふ 女 これが 其 猪 
飼の 言で' をの 娘の 云 ふじは 
父は-^ である、 ± ども あらぅ 
もの：^: 事を 缺 いて 國磬 の龐か 
ら 金， 盗んだ どい よ 疑を かけ 
られ は 如何 じ 申 開きを した 
ごて'^ 所を は 面目が 立たない 
もれょ I り も いつをを を 調へ て 
この 地す 去る 巧は ない ご、 娘 
を 島 原!^ 賣 つて、 其 金を 退し 
たどい^ 事、 これが 噓 ら僞ら 
もない：^ の ロから 聞いた 話、 
娘は 人心 難 どい ふ ものは いか 
なら 時に あるか わから や、 を 
めない 化 だと 嘆いて ゐ た。 
この 尾 張 商 かの 話は 忽も 豪商の 
家 じ 傅へ らおた。 ま 人は これを 
陆 いて 大 いじ よろこび、 支配人 
を 呼んで 早まを じ 上らせ、 江 ロ 


れ す’ 特に 現內閱 はを 本を 回復 
の 爲め广 緊縮 政策を 頻 > じ 賞 巧 
しつ、 あるの み U らや 、お 巧 か 
かどして： ら典 米兩國 どの 顏 をを 
女を だし* ける こど け 巡洋艦 ニ 一 
隻ょ b も 媛る こどを 知つ て揖る 
パ、 尊 へらる I 如く フ ー ゲア ー 
乂統椒 じして アメリカの 巡が 鑑 
曠數を 化 方 五 千觸じ 化む る もの 
でめ もなら ば、 日本の 現な 巧 力 
はこれ がホ剌 五を じ相當 ずべ く 
若しと 劇 ど すれば 一巧 一二 千 五 百 
顺の 開きを 生やる こど じな つて 
居る、 問題 d 結局 この 比率 炼を 
じ留 しいかなる 

尺度を 適用す るかに 依ら 
始めて 日本の 態度ら 决を する じ 
まる V く、 日本は 現な 備砲 八 巧 
の 巡巧搬 十二 隻 、十 巧 八 千 晒を 
所ち する じ掛し 若し アメリカ じ 
して ホ 一二 巧 順を 建造 すれげ 日本 
の势カ 比率は 五 割 ごなる ベ （、 
アメリカの 一巧 頓級 建潑が 十八 
隻 乃至 廿隻じ 止まれば 兎も角， 
これ 0 上 じ 出 づれば H ネ どして 
も 大ぃに 諭戰 すべ. き模樣 じして 
財 部 海相は 本日 新聞 記 着との 會 
見で 日本は 單 なるお 巧 制限ょ b 
も 縮少を 蟹い こどを 繰返した が 
を ホなる 比率を 得る 爲 めじ ホ規 
模八建 艦に 街して H 本は 敢て反 
掛 しないと 述べね。 

勢力 比較. • 

一海 軍々 令 部發表 

ワシントン 特電 十五 日雞 【ニ 

I ユョーク* タ井ムス祗) 海霄 

軍を 部は 今阁 ぶま 會議 じを るべ 
き U 英米の 海軍 方の 比較 表を 發 
i 表した、 而し てこれ 等の 軍鑑々 
I 齡 〔7 シン トン 會議 協を〕 はま 
カ鑑 及びが 空 魔-巡 泮 艦は 廿年 
驅逐鑑 十六 年、 潜水 鑑な十 ご一年 
ごい ふこ 交じな つて 居る。 

了 ゾリ 力 

まカ腊 n 十八 隻、 呈五 •ま 0 顺 
がを 媛 n 現勢 S 隻 、と 六 二八 六 
建 獲を 認 一隻、 一一 二八 00、 
を 計四隻 、化 0•0 八 六嚼。 
巡洋艦 n 現勢 十隻 、と 0 五 00 
建遐中 十一 ニ隻 、一一 110000 
合計 化 一二 隻、 H 0 O •五 00 
涵。 

瞩逐艦 n 現勢 二百 八十 四隻 、ニ 
九 0 •一二 0 四囉。 

潜水 濫 = 現勢 巧八隻 、とと 0 六 
ニ、 建造 中二 隻 、五 置 ニ 0、 
建造を 認 一二 隻 、四 六 五 0、 を 
計が 十一 ニ隻 、八と • 1111 ニニ 顺 

總 計の 百 五十二 隻 
白 二十 九で S 千 九 百 
セ 十二 嗯 

ィ睾 リス 

まカ燈 ：：：： サ隻 、.塞 ハ •一二 受觸 
航空 盤 n 現勢 五隻 、九 二八 五 0 
座 渥 中 一隻、 ニニ 五 00 、を 
討 六隻、 ) 一 お • S 五 0 顺。 
巡が 鑑 H 現勢々 お 十二 隻 、ニニ 
i 九九 一、 建造 中と 集、 ち 六 
八 00 、建造を 認 ご 一隻、 ニ 互 
00.0 、合計 六十 ニ隻 、四 0 
一 •よ 九 一顺。 

驅逐艦 = 現勢 肖 五十二 一隻、 一 五 
化 二八 0、 建造 中叶藥 、ニ 六 
化 六 0、 をを を 認化隻 、一二 
H ハ 0、 を 剖な 八十 ニ隻 ，.一 
化 八 •四 00 顿。 . 
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'話 f 疆脯 ごが 常、 聞 チ 
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T も Umi だ Hill 巧 74 

電治ホ Y 獅 


んし CEASAR , M . D . 

巧 7 E が t 84 化 お 巧 お 
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洒 時を 診 
午 正 ま 時 十 前午自 
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自 午前 十 時 至 午を 一時 
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日 八十 巧 九 年 四が 昭 
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唐 拜說な (日) 八 持 
日 强单按 ( U ご 一時 キ 

家囊曾 (水) 八 時 
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婦人 會 
講巧會 

教， 满’ 

あ 宿を、 巧る をを 
藥業 巧を、 をの 化 
人事の 巧 相 おじな 
じます 0 
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成 巧の 秘談 

乂西ホ 巧 語を 話す を 
は 巧 巧の 第一義です 
本校 じは 日本人 お 巧 
じ 惟れ た専巧 婦人な 
師ぁ b 懇切 じ 會薛涅 
搭义せ 文語を が 巧し 
ょす。 日 班 週日 共 じ 
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新鮮 魚 かー锡 
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尋れ 人； 一 

{宮 が 縣) 大橋巧 雄 (熊 小縣ふ 
本 卯 一郎 (德 島縣) 糸 HE :. 尚 華 
(山 ロ縣) 德席猪 一二郎 苗 島 避： 
化 本實吾 (きが 縣) 手 島 狂 親 y 
(か 歌 山縣) 化 本平吉 (祀巧 J | 
縣} 阐上 時を を 岡 直 記 互 
崎縣) 池 旧み 藏吉 ニ 幡疆ご 一 
义伊度 次大塚 チダメ ( it 窓 
長 崎 德一柴 田 幸 一二 邮 (大呼ぶ 
西 井 源 太が (兵 庫縣) 藤 ま a 志 
(福 岡縣) ホ タ鶴造 前が 巧大住 
學生八 木 郡ず (靑 な 縣) 竹よ が 
豊 S 郞 (熊ぶ 縣〕 西 本文 盛！： 曲 I 
を 川縣) 稻 葉明吉 伊藤 慕が 
( n 。 ンビァ 大學ぉ 身) 富が す 一| 
郞 (魔 島縣慧 旧德) 郞 (言 一 
縣) 藤本 嘉八 __ 
をの 寒に 通知 致 度き 溝で 么 J 
お 間 本人 若 （は 知人' ょ 0 現 \ 
化 巧 御 通な 願 上 お 一一 

紐 育 帝 國繰領 毒 薇^ 

畜すミをさす去ざニさ！ 


日* 木曠 午後 九 時 1 十一 啓 

紐 育 柔道 俱樂魏 ^ 

西 百 T 目 一 ふが 


巧 留靑を 理想の 翔が 

目 本人 HE 

8 虫. 基 宗 芭’ブ Lf ks ミニ 



瓦 

M ‘ 

端 

旅 II 
P 诚 


1* 


診察 お 間 

午前 化 時； 十 時 
午を 六 時 1 乂睹 

バ^ ホ栗幹ご！ 
が 巧 ホ アブ ブー おな 
巧 五 お 病院 巧醬 
ま 市 3 ン バラン ド 
お院 巧を 


,, あ. 

日 巧 ま 香巧灾 正午 
其痴 を 夕と 時牢 
i タ霞お タ八時 
木 巧が な タタ 八 持 
英語 及び 巧 曇 

そを ニ！！ 

±昭 漢巧會 又は 
莱活會 タ八時 

.おがが タ 

帝 宿が、 旅 巧を ま 巧 
な-人 お 巧 巧が、 巧 
ホ、巧ま周旋^!|^タ巧 
蕊键お 巧の 茜 課を 愛 
けを 員 及び ホを 良の 
巧を 乳る' 


弊店は 實質 誠惹 迅速 主義の 
まじ 御 ±產 物 一式 卸 寶值裝 
で 版 >1 员 致します タ かじ 巧は 
らや御 巧を 仰 か 下さい ょせ 
◎歐 ホを 種 時計。 置 時計 一 ま 
◎寶石 貴を 屠。 錫 製 器具 一 ま 
◎を 槐萬年 筆。 を 銀製 数 筆 
◎蓄音器。 ン 3! ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タイプ ラ {タ！ 
◎船 切符。 がを 寫巧帖 繪瑞聲 


プ & 1 ドクで！ 百と 十を 
„ 領事 おお 侧建构 と 0 ち 號室 

蘇タ商 

綠み爾 冷 

17 田 Br 岩を さ！ H . 暑 
Tel . Go ュ一さ dt 吉ゴ贾 岩 


電氣 、器械 工具 製 巧 
運動具、 玩具、 貴金處 
時 討、 寫眞器 及 現像 

駭本バ チ \い 

東洋 案 術を 書 蕾、 レ 

デ イオ* ランプ ン で 
1 ド鎮ゲ K 辛す ムク 
リ-ナ モ * タ— 修理 


«本> 支 難寶玉 製 美 
瓣晶 、婦人 裙替餘 其 
姬装歸 品 

轉島訂 ：：が 

高等 美觸品 修嬉、 
を歸 品、 スト タンダ 
日本 腺 裁 鏡 


豐ホ 泮腥巧 

丸婚 潍臟馨 


壓搜 十六 了 目 六十と 蚕 
電話 ブラィアントと 0 お 九 


舞踏 個— 

▼社 或 ダン 一 - A 
▼表情 ホ 之 



朝 十が 3 , 巧 + 一 踪 

シヤ タフ • 々ン 、 V 


ング 師範 學は 卒業 

h 衫 S ザ 


第五 巧 セ 

へ クシ 卞； 

ビが ザ-ダ 巧 

小 池 篇眞舘 

電話 サ—ク - 

の 巧 0 ホ 


じ 

i ’ 即^ 

d - w 

が. g 1 

d s H 

施 

& ^ w - 


お 船 裤用巧 
船具を おお 
か 洋を雜 貨販資 
输 巧乂稅 關手續 
諸 荷物 蓮搬 取扱 


1 謹 小 刃— 


診察 


午を ニ 時ょ b み 時 
日曜は 前め 巧 願 候 

ド タト グ 

窩 見蓉彥 


な 育 州を 設 
巧 務を殖 許 
巧を 巧大障 巧大學 
を 婆 復習 巧 卒業 

產婆 お本綠 


ベ グビユ ー 病院 度 
紐 育 大學醫 巧な 勤- 

な 見 ご 一朗 

該察 時間 
毎日 午を 四時から 
み 時まで 

タ ■ち 水、 を、 と 
時から 八 持を 


M 藤 

的の 願上娱 

コ ー チ か 大巧 

ドク ト かす ブメ rv X 

醫學度 ± 

ち 居憶彌 


を 五十一 11 T 目 

ニニ ご 一 

が 藤 
泮服店 

r フ f な こ 一 ご 


洋服 調進 

ク 9 i ニン ダ、 ダイ 

イング、 修樣 等】 切 

ミカド 洋服 巧 

化 本 保 
電話 ライン ランダ 1 
み 八 H 0 


▼■♦■♦■令 ■♦ミ ♦ 賺- 


里 




由. 


プル デン シャル 

ホ 命 保 檢會社 

齡が險 

ご 一木 定言 
淸 が巧结 

sklK _ 

o『Flom 刀 00 2 61 わ 
一げ 4 z > ss>c WT :. 

之 mw YO 巧 K OIHY 

T の广 • BnnK 2 >z m 4 NS 

巧 msio 円 之 o の 
U 90 ミ >OSWORHH >< 円. 

T の 广. €> DS $ o で T ェ - 709 A 

ジ ヨン •八ン コック 

が 岳 生命が 險會社 


新 お 書籍 販賣 

雜 諸の バ ダク ナン 
，ハ）、 が雜誌 類の 
新 注文 等 凡て 迅速 
じ 御 取次 致しまず 
何卒 御用 命 願 上げ 
ま ^* •■'0 


奧村 書店 


揉 療治 北 島覺ホ 

■夏 7 車 es ニ臺 St . 

ヴ 一. 苗 巧 CO ョ b 1 を 巧 


齒巧醫 木 下义巧 

W 三丢 .ご 1さ St . 

ぎ M 誦 i ニ 登 


♦書 巧 ♦巧 誌 ♦巧 班 
お覺 をを 巧 

執務 午前 九 時 Jb 午を 五 時を 

紐臂 0 本人 會 

プロー •トウで イ- とと 五 
帝*.* y 1 00 と 0 
話ナ！ クグ 一 00 と 一 




力 

る > 

を 

伸 


科學 的む 經營法 

進 か 的な マネ デメント でを 
アメリカに おつた 鋼 鐵の網 

US ス チ— ルの 卷 一: 下】 


おお 莱 じち 顧し じユ ー •ユス •スナ の 普 述株だ 弗を 假 b 
じな 二十 並 ホで、 お當曲 料を した 千义む 二十と 年 巧 前 じ 買つ た 
人が ある どして、 をの 利 巧は、 でん。 もので をる かご 云 ふ ど、 
純 投資 商 一巧 ニ 千 五な 弗、 株式 お當 から 得た 持 株の お 加が 四十 
巧、 今 栽な 四十 巧で 二十 株 0 上を 求め 得た ごして をのを 計が ニ 
モ 八が ホ、 を 投資 商を が 一万 五 千 一二 村 巧、 お 近 巧 巧の 上騰で！ 
巧 ニな 六十 弗 ごして 四ガ 一千 六な 巧、 一年の 配當 額面と かごし 
て 千 巧 二十 弗の 收 入は 別 どして 純 巧 得は 一巧 五 千 一二 百 巧 じ 逢し 
て 巧る 譯 である。 


: 逝ける 期鐵王 ゲリー 巧の 後を 一 
^繼 ぃで この 乂會化 經營の 中 也 ど 
こ C ' て 居る 

; 人物の 一人は が 務 部を マ 

I ネ ロン •ブ ー ラ！ 巧、 一人は 電 

一 ?^^ロ ま セ*— ムス • フア —ン^ で 

I をる、 前 读は所 郡銷殺 巧から 生 
'れた 人で な.〜、 を 巧 畑 違 ひのを 
融 がから 出現した 人物で あなが 
_ ゥォー ル 巧で おら 傅され て 居る 
: 所-し 化る ど、 接く 物靜 かな 级巧 
家ら しい 人で 演説を したな、 新 
'閒じ ィンター ダユー なんかを を 
一を 一 ^ た こ ミ の 。 C テ ！ ラ ！ 氏 こ 
を 今度 曾 赴の が 貼を 方針を 立派 
じ經 めた 人物で 新 神 憤を おわす 
る 外、 ゲリ^ — 工場へ 一億 巧を 投 
下して お 張の 討 割を がて ベン 抑 
マッキー ス おー トじニ 千 おなで 
巧を 巧 じて 近け 的な 無 間 層を を 
布いたら、 を f を會 がを 通じて 

近 化 的 な ェ煤制 巧-しなめ 

たのは 實 じあの 力で、 これ 等の 
ななを は旣 にお 千 ニが 巧 ホを 豐 


し、 將东も 費さん どして 居る、 
この 巧 あは 忽 もじして 生を のち 
加と なつて 屠る、 即ち ユー •エ 
ス酱 ホの 毀 塊 生產增 加は 過去 五 
年を 泌 じて 他の 諸 旨 社 總計八 巧 
万哦じ 割し 巧と 十 刃 巧で あつた 
か、 今回 グ VI エ谋お 張の 結果 
どして 媛に な 五十で 觸を 巧し 得 
るので あるから、 現在のを 産 能 
力 ニ 千 四 ばか スモ 五な 嚼はニ 千 
五け と 十 巧 千 五な 竭 と なる 譯で 
を アメブ 々の ホを は 先づ六 千で 
竭お 巧で ある、 この 會 社が 將ホ 
膨帳 する 斗ら で ホら ぅ V - いふ こ 
どは、 最化 カリ フォグ ニアが の 
コ U ン ビア 銷鐵會 社を 

買收 した 一事に 徵 すを 一 

と •か 出 ホる、 コ 0 ン ビア 會 社の 
エ堪 がを 逢す る鐵 塊は】 年 十 お 
巧贿 、お模 は 甚だ 小さい もので 
ある々、 ブン •フ レ！ ト をの 他 

の 副を 物が ぞく、 が 巧では 唯一 
の テン •フ レ' — ト ホ產ェ 填で 四 
万 巧 じ 達して 展 る、 この 會 おけ 


ユタ 州の プ 'ロゲ ォ 、アキ ォ ブス 
プ ブ ング、 n 。 ン ビア 等に 缀山 
やおが 磯、 エ おを 持 も、 ア ネォ 
y トンの 太平洋 岸 邀管會 社を も 
經 怪して 居る、 巧 年の が 式が 當 
はとみ、 巧 四十 化 巧 あ 千み 巧 一二 
十五 株 じ 五十よ 化 五瓶 宛を 配當 
した 外 鼓な 額面 化 弗の 普通が を 
を 巧して 居る が、' 加州の 锅鐵お 
费 おはを 米の 

第 A 化 にて ゥ キス 3 ンシ 
シやニ ュジャ ジー州 等の 産業 州 
たしの ぐみ、 隣 巧す るオ； i ゴン 
州、 ヮシントン 州は 五十 巧 
消费 し、 これ 等の 消 蓉じ掛 すみ 
供給は 巧 部から 儀 おする の 'ィシ 
デキャッフがあつた、 がか '^郝 
贿 じがけ るブン •プ レ] ト、 錬 
鐵 、数を 等の 需要は ザ々 お 加ず 
る 一 ホで、 食糧 罐詰會 社の 箇板 
需用 I 二十 巧 咽、 この 外お她 をの 
需要 も 盛んで あるから、 ュー • 

て スが コロンビアを 買 化する 上 
はでん- 4 ^ 製造 エ藥」 も 着手に 
てを のみ 力を シカゴ U 西 じ も、 
娘 張す るに まるべく、 現に ロブ 
.クフで ラ ー 系に 屬 する ブ で ブロ 
(加 如 一の コ 。ラ ド 燃 巧 鐵鐵會 お 
買 收の下 話を 進めて 居る どい ふ 
增も をる 位 ひでをる、 產 業® 
の 秘訣は 經營 者が 不颤の 

科 學的囊 li ぁを、 ュ 

1 •エス 系では 最近 こユ ジ卞ジ 
—挪カ ー ンリ夺 じ 中央 研究 靡を 
設ける 外、 なお 十の 硏究所 おを 
地方 じ 欺が し、 垄胜界 じ 置 h ニ 
千 人の 硏寃 貴が 科學 的な 發 見に 
努めて 屠る、 これ：^ 鑛鐵產 遮の 
みが 從來舉 じ 鐵の供 繪じ止 fe 、 
i 蜡の產 業め 場を じがけ る •か 如 （ 
.碑々 な ホ凑じ 化る 彼途の 硏变が 
無視され たお じな つて 语 たから 


である、 この 硏缩 制度が 完 綿し 
な結裝 ごして 會 社は 斯業が 生產 
ずる 鐵塊 四觀 、鐵摊 四割强 、鐵 
板ニ截 あを、 鐵管 その他ぶ 割强 
ごいつた 風 じ、 を ホ 面に 於る 生 
逢の 能率を 高めて 居る、 今、 ユ 

1 •ぶス •スチ ■ — 八 じ所屬 ずる 

子か會 社を 一覽 ずるに 左の 如き 
ものである 0 

アメリカン •ブリダ デ魯 社、 
アメリカン • シ—ト •で ン K 

グン！ ト會 社、 アメリカン • 
スチ^ — ^ •ブ キヤ 1 會献 、キ 
ヤナ デ ァン •スチ ー グ會 社、 
々 1 ネダ ー •ス チ！ が會 社、 

ザ ィク 0 ン •フス ンス嘗 社、 

フ ぶ* テラ 火 •シップ ビ が* テン 
グ •ぶ ンド •ドラィ •ドック 
會 社 、 T 9 メキ •スチ 1 グ會 
社、 ミネソタ • K チ！ か. 會社 
テネシ^ •ゴ^が ♦アキす ン 
レ^- が。*— ト 會 、キヤ ナタ 
プ タブ 尹替 社、。 ン—ン •ス 
チ！ 八會 社、 ユニ ゲブ] ずグ 
お..-. ト ランド •を メン ト會社 

ユ 1 •ぶ义 •スチ 1 外 •プロ 

ダクト 會 社、 

會社 てを をし、 これを 製 

渣ロ叩 こする 渾 目は 五 巧を 補に 達 
して 居る が、 をの 巧ち 鑛 もから 
產菌 ずる 原鐵 ニモ 五 巧々 喷 '巧 
を 千 おな 巧 順强、 n I クス 平 ホ 
だで 颂强が 重なる もので、 ベン 

ゾ ー が、 アンモニア をの 他を^ 

の 副 麗顿を 有し， 鐵疆線 駭を所 
おを < は、 巧 猶 ずる こど 一千な 
哩 、遠洋 おが 用 親船 S 十八 隻、 
グン ー ト爛 用に 化 十四 隻 、河川 
航行に 十： 立 隻の恵 船を 持つ か、 

- 河川 用の バ！ デス お 巧 集、 鐵道 
貸 車 六 巧 おを 所有して 程る。 


運賃 引下 


i 巧 ホを 巧絕 ずるに まつれ、 これ 
I じ掛し當莱者は^^>ほを渉を攒け 
鐵逍食 社 侧拒絕 I る模檢 だが、 最を パナマ 經 由- > 
本が おおの 如/、 わが 國の ァメ i ユ— ョーク 巧が 增 加の 傾向 じを 
リヵ 輸出 化 糸 U 巧し、 太 ホが 同 I も、 本年 上 ザ 勘は S 巧 八 千 一二む 
.. 盟の兩 船 わょ びニユ ーョ！ ク同 I 十九 倭、 前年 同期 じ 比し 一二 ホ 力 
邸は、 過 H 川铃な 船の 割込から； の お 加を 未して 居る こご、 て、 
巧抗 上前が はか 糸 一 後 輸な料 巧 I 巧渉不 成な ご なれば 益々 海上 パ 
.ドル 五十 セントから S ド 火 五十 一 ナマ經 由が 增 加し、 ひいて ぶ閒 
，で ント じ、 を 巧は 九 ド 八と 十 北 i が路の 邸、 商、 固 際のを 巧 船を 
でント からみ ド, じ 引 ドげ るに j はじめ、 闹盟 船掛尸 メリ々 橫斷 
- I まっじが、 同じ ニユ ー 3 — ク I 鐵道 間の ホ 糸 横な 競爭 きへ 栽 起 
^^をひのー. メリ 力 义陸横 就餓道 I せんご す る 形 勢で ある。 

击化 ド^で、 こむ が ためこ ユ 11 
こ 一] ク向 'レが がが 十二 ド 八 五十 I 
一 セ」 ント どむ b 、 後者の ホ ド； 一 I 
広し なじ-六 ドが 五卡 セントの あ j 
を 己なる ので、 先般 ホ橫濟 生糸 一 


瑜 巧を わょ ひ 窓 糸 中央 會 .ド* で 一; 5 
H 本な 糸の おが 維持 上 
大陸 横 謂 鐵逍は 乂化八 年 ごろ 
か 物 巧の 裔い 巧に、 きめられ 
にも， i で、 をの 裔率運 巧は ア 
I ィリ 力 人 自身の 資燈 どなら 不 
みで ある 

诗^張し、 诞止舞もなみ：：引 
: 下げ 方を を涉 小で ぁつたが、 聞 

i くを . I i れば 

^ 、 大陸 読 锁鐵道 d 九社阳 
かなを 内教 なるこ ど 


外交 經濟化 

外 巧 省か 實菜 あご 
H 支 姐が 條も 改訂を 渉は おく 
芳浑 公使の 紹锁を まつて 支那を 
化の 手 じょつ て 開始 さる： こど 
ごな b 、 円で をみ が 巧の もどで 
これ-か 具体案を 

切 か 九 中で める が 一力 幣巧 
外相は 年 ホ 唱道す る ごころ のが 
をの 縛 濟化ど おを 化の モットの 
も ごに、 H ち おが お 約な 訂タ渉 
の資 じ化オ るた め、 まが ㈱ 係の 
諸 おを に携 はるお 間を 方面の 脚 
係を^ 窓 見を 聽取 する ご、 もじ 
政 政の 所た を披繼 して 柿々 な 見 


府侧 とほ 間賓業 側の 意見のを 後 
を 巧 ふこ ごじな つた、 尙ほ乾 _ 鹿 
がが はかを の經濟 化と 民衆化の 
實を あげる ためじ、 今後を ホ 面 
の 街ぶ 經濟飄 巧者 及び 評論を 等 
ど會 をを。 して、 あらゆるえ 商 
み廬 是を聽 取し、 巧ら じ 通 庸條 
約な なを 渉 開始を じ おいてを 關 
稅 問題'、 措 外法 權 問題、 巧河航 
巧、 沿岸 貿る 問題 等の 術々 の 聞 
越に ついての を 涉の狀 態の 如が 
によつ て'- をれ- 4 ^ の 關係表 ど 
會を をな L ては 間 側の 意見を 聽 
化する こごに なつた。 


の 交 おを 巧 ふこと、 なち、 この 
W 留か 裳を 速 所の ホ認 i 巧 一 脚の 企てと して、 幣お巧 化 
ふ- 潭る こご 脚雜。 る こご - は 判 壯官が 一-を ま 貿お龙 おお 

-娜笼 ち、 企ち 家、 船舶業を 等よ 
b 化る 東 巧の H 难ち棠 協 曾 故び 
大 おの 日が 經濟城 曾の 

# 巧 をが き、 座談め じか 


' I - 鐵 道な 社は‘ 册食社 ど M 
?|强 い-'‘ 述巧 率を 引 ドげ 7’ 
合 きこ* V 」 

を洲も ごして、 わ •か 閔當棠 者 b バ 


お金の 態度 注目 

東京 特電 十六 日發 N 採 ま巿襟 
を 債 ホ谨は 一が H 午後から I を 
高 どな b 解禁 準備 期の 悲觀 ん氣 
は 一段を ど 見ら わて 居る、 正を 
銀 わは ち替 奔騰を 榜觀し 四十と 
巧の 上昇に 賣ら應 せ 中を み 態 巧 
は 頗る 注目され てなる。 

臺鮮义 の 專賣案 

東京 特電 十六 日發 N 义穀調 お 
會 じがて 矢が を藏博 ± は 蓄灣ぶ 
朝鮮 义專賛 まを 提出した。 




化資 融通 决定ず 

ま 京 特電 十 ホ a を U 失業者 じ 
低利 賓を離 通 も救濟 事を の 認可 
巧 準 も决定 した。 

ラデオ •フオ ー ン 

藤 野 長 一 君當る 

▽川 崎 お 船ち 础當化 支 巧 長 お 


野を】 さんは 恰 かも 闕際 ご 川赔 
が 夫婦 がれを した 時、 舊地 にお 
巧した 人で あるか、 ロンドン 離 
だけに 頗る 謹 綴な ィング リツ シ 
ユ •ゼ シト术 マンで ある 0 
▽この 議嚴な 藤 野' さんに 近頃 
ち蒂ら 4 ^儲け話がゐるので、 一‘ 
寸あ 送す る、 どい ふのは 同 君が 
テキサス 巧で 經營 'して 居る ォレ 

ンデ •.ペトロ タゥ ム •コ ！ お レ 

i シ 3 ンが最 'ぶ 大いに 噴 油が 塔 
し) 曰が ミが 五十 樽と いふ もの 
をア ンプ ^^^石油巧社に賣込み、 
今年の 利益が 數 十で 骚じ 達する 
であらう どい ふ 話で ある 

▽この 姐 巧は 約 S 巧吳 町で 電 
じ アメリヵ A を 使役し、 井戸は 
約 十一 本 も あら、 最 を 再糾 織し 
わを 社 じちが 社長 どなら、 ，3 前 
ホ 大 め敎授 でみ つた 辯 謹 ± n フ 
マンを が 副社長を 勤めて 居る、 
柯ん 'たも 一 紫 氣む松 ホさん が數な 
巧 巧を 投資した もので、 巧が 隱 
退 巧 お 巧 君 かぉ 巧 經營の 街に 當 
つて 居る 事業で ホる が、 ア メリ 
力 じがて H 本 A 她 旧を な舊す 
る どい ふこ f は 恐ら ぐ腾巧 君を 
S て先顆 あどす るで ぶら う 
▽この 離嚴 。藤 巧ち もな ひの 
い {を 瞬 製の 黄水に 滿シ 引けば 
仲々 隅 •しおりむ いお 聲^ 持まで 
あを 化な、 でう です 諸 お、 一つ 
: のお她 小ぶ をに-ば'. わごら 
L て tr 化し お 節 柳石祉 ない 黄 
水を 飲まされぬ やう、 御 巧必を 
つて 巧るべし。 


SUN HANG FA 民 

2 け 0 ぶ hi 化 Bd ミ 28 托左 1 巧 ttiSis. 

1お， 技 miu 弦が パが 4 

ゥ ± ホ 巧 博 君を T で 巧 諸 魔 
す マ' 玉ネ しじへ 目 第を 君 前 本 巧に 
’ィ 日ま繁 ては ばのと をめ を樓 おが 
、履す々 居 約 盧チお 差嗜潭 巧;^ 
まは。 御 まるぐ ヤの上 巧つ 理 偕 


播錢 
が 頭 巧 
わ、 め 
程 


シ 


ホす 程日プ なげにて 人 た 
•巧 本 スニま 適 日歐イ k 
評人イ 十す す本廉 n— 
を 諸と 六の る 人が 


巧 六な 
£ 目 了 巧 十四 
巧 百 T3E 十四 


Wing Hing 

お OU が* 巧， lU. G 則 
MUui 巧 rsHy 巧 お 


C な y H 这巧 Tea Garden 

17 色 Na • 化 u St •打 か 
Nftxt ゎ化 • 了 libune B お g 
Loo un 的 地が cr 



お E»s パ 9 化 化扣 f 

lel. Lexington 5727 




TAIYO 

け 8 West 化かな， 

Tel •むが algar 卵が 


TBYO KWAN 

41 に 1 が h St. 

お i. B'w 巧 & 4 化む も 
む i. U が lUjuin 8 巧 3 


DARUMA 

1145- 衍 h わ!. 
TeL B 巧 in! 巧 巧 


44 W. 4 か h み* 

Te し Lon がな e 64 り 


KATA 6 刪郎 ITS 

224 E：. 59th St 
New Yorit City 

Tel. Wickersham 9344 
巧 巧 934 目的が 


Kawasoye Hotel 
139 West123rd Street. 

Te し Cathe か aM お 0 


御 

旅 

館 


河 


添 


IKUINE 

tiotei & Re が aurant 
313 WJ 抓} な . N 州 York 
Tei. Schtijrier 巧 巧 
Cable i が re な！ が I 化 


T お Toicyo む . 

140 乾 扣化化 
l«w Ysrk Cih 
Tei. Tr か 如パ惭 


S . KUWiiYAMAG 0 . 

114 E. 59th SL 
New Yoric CUy 

Phone. Volunteer ggp 



〇% 必 

340 W. 58 化 St. 

Telephone: 

Columbus 


(嚼目 •氷) 司赛ぉ 


KW 目 YO & P 打洲 OP 

IMPORTER OF 
GOLDF 巧技 惠 MRDS 


•O- 


動 其 力 各 
物 哗ナ種 

一 烏リ金 

切 接ャ魚 


LOTUS ROYAL 
削 OP が EY RESTWJiUHT 
がけ 化り 打 H ST. 

化し Ufii 側 "s 則 5448 


庵 桂 米 日 


號ニ 十九 宜お千 一 第 


愈 なぞ 巧 鄉 なな 触 透 ittt 郎 


【日曜 水 


日 八十 巧乂年 四が 昭 


ずを 燒 

ホに 御料 巧 



琴 承興樓 

お 揃 ひの 巧理人 おを 
が 日本ん 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧 理を差 上 _ 
まず。 朝 H 時を 開 巧 
(な ホ 五 T 目チプ 
停車 巧の 下) 


ま那 料理 

ホ 魔 茶園 

• 司理人 巧を 
巧 塾の ホ じは をを 
の 御 犀利に 滿へ巧 
簡を 席の 街 用に 應 
やペ （お 聞 巧卒相 
ぞ變わ 朝 立願を な 
な 上 街 ま 巧 申 上 巧 

支が 料理 


錫の 蒲烧 わい しい 郷烧 

會席御 料理 

畫 食は 未廣へ 

叮喀猫 巧を 巧 大巧 强 


高等 御旅 纔 

東洋 儀 

會旅 鄉巧蠻 


御 巧理職 PFk 

太 駭 

- 

察 司 毎で あちまず 



I 

紐育堆 一の 日本ち を 巧 

:片桐 兄弟 商會 

スマ ドレ •プ n ダク ブ 一手 販巧元 


お 巧 お 域 中む、 傑 領事 お、 H 本 
巧 お 其 化か わ 大會化 巧き 巧 巧 

を 巧 J パ ホ ーグ が， 

巧 日本を (特别 巧 あ 6) 

巧 一巧み 络自お 单御出 迎申上 お 

巧 ニ G 童 iia 巧 ； San Francisco . 呈异 

レヤ トル 巿 

NP 旅舘 

W 0 で ま h Ave . SP wea さ一タ wsh ’ 

を 車 巧が 通 巧 ご IT 左側 X 階を 
— 日本 巧 船 切 巧な 扱 波 巧 場 送迎 

ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ S S ミぞ 背 0 泛-- 一另 Hn をを Cai . 


化 巧輔 

I 2 JU 
e 3 1 が 

巧. I &. 叫 

P .2 ^ 

0 n 2 I 


C 


I 此 

お！ 


日疆巧 ±罐 じは シユ 
! マィ 春诱を おへが 

支那 - 霉 ^ 园 

转理 舅弱厦 

自 午前 十一 時捐 g 
至 午前 ニ 時半 罪な 


割 蒙‘ 並に 御旅 舘 

生 稻 

巧 巧 ホ 巧 八十 八 T 百 一二 ニニ 
«巧 タ 々イブ— と 入 ニニ 


タタ 化 時を 巧 巧 

日本を 料な メ こ A 年 15 

y::;: 東京ぶ 會 

トラ シク 的* 9 ます 


煎 餅 卸、 小賣 
を 腐油援 
日本 食料品 一切 

ひ CHIT ち e IRice 广 ak 巧广 0 • 

養 さ ird 言こ 
ジ 一. P 堅 こ 2 ニ 


樽 ル 


ング 


13 哀で st 雲 Si 夏 1 , Hew York 

ジ I ち h 呈 e すな nt S 87 


木 巧 ル 


ング 


1 言？ 3 rdAve . 巧 里-里 & 呈 th ぎ ま h 
ブ I さ li 呈こ 〇1 呈 t まこ 144 

巧 圍閑靜 
室 巧淸潔 

巧 人 クラブ 蠢亭 

笠だ凸 ds St . Bik 享 N . 1 T 

Tel . Tria ち le 7475 


A 淸巧 、親切" を 築 =兰德> 

勢州舘 

巧勞 事を 久蹈榮 が 

援 5 E . 累を Street 
ジ L 量量6ミ 尝 23 


巧 巧旅鑛 

館 まを 田ネセ 
so E 岩 ニ 害 S すを ヴ I. S 臺ま 置岂田 

一力 旅館を め 

帝 國旅簾 館 前 

三 8 W. 基 th S ニミジ rk 
TeL をぶ ま hanna 》置« 


綴 脊旅鑛 I ち— 

を 四十 T 目 ニ 巧 ニ ま 

ぎ を 互き ia 置 4 


ポブ トンボ 

富 ± 旋籍大 顯未毅 

妄 Wci 養 里 巧 Si •ぎ sbn 里 ass ’ 
を. •妄吉 


費 曆 御旅 鑛 

桑山淸 五郎 

舍 8 す 量 害 SI さ ilade 量 ia pa . 
Tei . Walnut 7231 


日本 食料品 類 及び 雜貨類 卸か賣 
陳之素 大賣瑚 .桑 山廊會 
新刊書 籍雜誌 小間物 日用 湿 各種 


ザ 上 金魚 巧 

ニ 96 巧瓦 三 ve ._ N ミす rk C さ. 
phi さ lunteer 773》 


大勉强 

特ま デン ナ— 
泮る 六十 仙 
支那 まと 十 化 
宴會 

洋を ホぶ 軸 0 上 
ま那 ま！ 輿 0 上 

難 靑蓮閣 

♦シュウ マイ 春 溝 

儀 頭、 ± 、日曜 
♦宴會 巧が 間 新設 


巧 話 プライア ント 

を まぶ 八 這ぶ ま 

ffLI ま 

ゴま每 

巧 育ボ西 四十 四 T 目 
一三— 二八 番 (二階) 
JA 皇 ESEAME 呈 P 富吉ー 

ごご ニち をを さぎ N . ご. 

を. 署 ni 7 w 


n 邮 L W 

扇 wis 

P お U . 邮 

a W 

J れ 巧； H ’ 


I 蠻油競 gl 韶 I 駕 f 白米 
日 ネ乂織 食 巧 お 離 4 齡 S 

巧 巧 巧 油 巧 まる 化 東が 一手 賣お店 

曰本赛 CL 露會 


ま かじきざん だものを ふりかけ 
て 出します 0 

◊ナャ シゥ 〔せ 巧】 豚 あ 五 

十み、 を 料な、 き ャぺッ ホ々、 

ジ！ K 

〔巧 巧を】 豚肉は なるべく 赤 
い 尸 ころを 選び、 大きな ま I 鍋 
の 中 じ 入れて 煮つめまず、 をし 
て 箸を つきさして 見て 通る やぅ 
じな つたら 巧を 化 b おし、 ゆで 
ホを々々 のこして、 をの 中へ を 
巧 缸をご （ゎ やか ばか b 入れ、 
巧び 肉を 入れて 肉の 兩 面が ホ < 
色の つくまで 襄 こみまず、 肉 じ 
色が ついたら 化から すろ して、 
劇 身の やぅ じ 薄く 肉を 巧 b 、 皿 
じせん 切ら じした キャベッを 盛 
つてを の 上へ ずぎ ゎょ く 肉を 並 
ベ、 別の 小皿 じソ ー スを 添へ て 

出します。 

目 本哩髮 舘臟。 

西妈十 H 了 目 巧番趣 ニち 五 室 号 

一二 階 (巧 ムハ おじ あ 1} 


據埋髮 巧 靡 S 糾 

同 經營と 年間 日本人 諸君の 理髪 

の經 驗ゐら 。ジ ゴス •バア バア 

西 六十 五 T 目 一二 一を 地 


コロン ビヤ 大學 

日本人 學 友鶴會 

The j さ尝 ese 芭 ud 呈 ts ミ d 芭 1 ヨ 
Df 呈 ibta iln 夏 rs さ 
さ 8 w .121 stsl _ ? さ rkJ ‘ Y , 

Tei . 苗呈 int 巧 苦 

「日米 大學 々窓」 發巧 


さ e Jaiianese A 賣 ミ 登昏養 rs 舌 管 arteriy 



ジミ r Am 巧 品皇 夏 stoirs a 置ず ids : 
こ}! ぎ 互， h ち hi = the すち 一ち.！ さ呈 iid 
的 ame ミニ 京 taiig ミ 宝 韋 夏 二 e ち t 田 thra 
beg 云是 rs を； Hm を dtim タ吾 uire 爲 
S . を皇 YA 置 含， 114 E . 送ぶ 苗. 笠ぶ. 


具 お 旨なる ホ 磯 同胞 じ 巧* 
なる 巧 業を 弱旋ず 

宮川 事務所 

がち ホ 西 四十 ニ T 目 •白 ホ 一 を 


を 

お 


プラ - 


T i 



『拳闘』 の 木が 久五郞 て】 

砂地 t 槍 舞臺へ 

職業 選手の 生活 粮 かに S か 


た、 をの 中に が 巧 ご 佐 藤は B 木 ~ トン •コ ー トじ 於て 擧 巧、 第一 
へ歸國 した だを 本と 彼は 同地に! H はを 部單 試を 賊じ费 やした る 


巧 部^ 巧 舞み じ リングの ホ武 
をで わ |〇 ミキ •ド キ^を S 闽目 
アウトし、 美事 じら 
ン タム •ウス^ ト 選手 
權 ごい ゴ I * じ 接近し じが 人 
拳 岡 家^が A 五郎 君は 


立派な 


I 一十】 おの 辟が 
である、 剧術 ごい ふ ものを 巧 
い 初めて らま だ S 年ど經 たな 
ぃ 彼れ が^ 化 打で 云へ ば 巧者 修業 
じ も 似 圆巧脚 じを しじには 
面白い 話 ーか ぁる、 彼は 栽 手縣の 
ホ、 ブン マの 上ト をれば、 いか 
じ も 小 巧!.； はを へを が H 本人と 
して U な たみ 格の 持まで ぁつ 
て、 狭が 志を 抱いて 巧 巧へ 出で 
たの 一:ー 寫眞屋 さんが 目ので あつ 
た i いふから 變 つて 居る、 東な 
じ 出た 彼は 化づ 就職の 道を な眞 
じ關 孫の ない 製版 會 社に 入ら、 
む 极や凹 化の 小衔 さんから 腕を 
みがい L 、 立派な 寫眞 版を 製し 
得る ま-じじな つたが 

當瞒 H 場 じ 廻され て 
ホた 為 巧の 中に 彼の 必を 躍らし 
たも S が あつた、 をれ は 化が 電 
藍 拳翻戰 で、 垂世 をみ ファンの 
血を 潑 かした デン 7 シ！ どタ ー 
三 1 の 試を 寫眞 であつ た、 をの 
頃：：： 本の ■みク シン ダ ご 云へ ば、 
眞に 幼稚な もので 極めて 一部の 
人々 か あ 似を した 位で、 ぞくの 
i 世が 的な リングの ニュ！ 、は 巧 
j 朗電 巧で がつ て 居るな の もので 
一 ホつ たけ m 、 巧が 乂盡 郎君は 
j この 為 あど 自 をの 腕を さすち 較 


ベて、 を 化の ぶい 巧災 後の 帝郝 
レ、 巧 ばからの リングを 急を し 
て、 がな 巧な 暇が あれば ボ クシ 
ン グの眞 似を したら ので あつた 
ごころ がを る U 、 をの 

見物 の 中 じ當時 H 本 
では 唯一のを 翻 家で ゐ 6、 今 U 
では 举翻界 の 元老 ごな つて 居る 
获 がち (フ で ザ •ゥで 1 ト 級) 
が あった、 が即 君は 年少 木が の 
ず 化な -Jr ざる ボクシングぶ b じ 
注目して 入門を 卿め 『强 くな つ 
たら 俺が ー緖じ アメリヵへ 連れ 
て 巧つ て 遣る』 とを 激雜 され わ 
ので、 をに 製版 曾 おで 游 ホの 技 
師を 夢んだ 义お郞 岩は ボク シン 
グを志 ざす じ まつじの である、 
今、 アメリヵの 野球 太 選手の 中 
じは、 ベ ー プ •八ス の 如くみ 地 
でな を 練 b 1 髓 フアンの 寵巧ど 
なつた 所謂 サンド • n ブトの 選 
手 おかな くないが、 巧が 木が 久 
五郎ち も 

……： 正に 帝都の チン ド • 

P ット (喊 地) が ホんだ 選手 ど 云 
《やぅ 斯< して 获野 ちの 巧 下 ホ 
どなつ た 彼は、 H 巧の が 巧 空し 
からず、 R 本で 五 回 じちら 試を 
f 十回 戦) じ 相手 二人を ノック • 
アゥトし 一二 人 じは デシ ジ a ンで 
勝った ので、 約束の 如く 获巧君 
じ 引 卒されて 拳閱 の本瘍 である 
ア メリ，々 へ 武者修業 じ ホた のは 
千 九 巧 二十 ホ 年 十 巧の こど、 を 
藤、 吉 本の 悄輩 £ 四 人 連れで サ 
クラ メント を 本陣 どして 練習し 


居錢 った 上 

るに 啊 ちついて もど 
ぃふ 勢で、 H 巧 健脚の 巧を しか 
ら中 四十 S 回の 試を じ 敗け たこ 
ご 僅か じと 回、 掩 手を ノック • 

アゥトす る こご 八 回、 化は. ホキ 
ンッで 勝つ ご いふ 優秀な お績を 
示した-一 ホ ま 本は ホ 量け 封 巧 
どい ム輕さ U のでを じ 謝 念し、 

木 村は 挪旋將 単の やぅな 意氣込 
みで 日本へ 歸 つた、 をの 頃の 日 
本は 旣に拳 圆術も 進 ホして 學を 
さん 達 も 盛んに やつて 居る が、 

どても 敬 裝拳圓 は 幼稚な もので 
彼は 滯任 中に 二十 四 貫ら ある 日 
本の 軍 量 選ず 二人 ど 試を して、 

祐 ホ わ ノック •ダゥンし たとい 
ふから、 隨 かご 亂裝 U 話、 彼が 
施 國を後 じ 

巧び ァ メリ 力の 乂 ど 
なつむ のは 昨年の 卡ニ 巧、 今年 
八 巧まで サクラ' メント じあつ む 
が 遂に 檐舞 裏で ぁる 東部への 遠 
征を勸 誘され て當 地の 入 ごな つ 
わので ある 彼が 二度目の 滯ホじ 
巧 諭で 戰 ふこ ど-十八 回、 四 回の 
黒星を戴ぃたのみでノック* ァ^ 

ウト する こご 四 回、 他は ボ牟 ン闹や ± 佑 方面で 她漬罐 詰を 巧つ 
ブで 勝つ ィ」 いふ 慶秀な あ績を 示て おる が、 よぐ ろの 油漬罐 詰は 
しわが 彼が 前後 二回の アメリカ i まだを 國 でも 珍ら しい、 本縣 で_ 


おお 孰い も 第一 ニ 巧 戦 じ 進み 化が 
の 溢 化は 第 戰 じがて S 井の 
巧 崎 ご 大巧 戰 をが じ 六— 四、 ご 
— 六、 八— 六の スコァに て 勝ち 
己に 准 慶勝戰 じ 入つ た。 第 一 二回 
戰 ぷび複 試合 戰は ホる ±曜 円 午 
後 ニ 時ょ ち 引き 綾き 擧 巧の 尝で 
をる。 

幾 一巧 戦 

山 出みー 一二、 六— 四が 旧 
第二 回戰 

楽 村 六— 0、 ホ 1- 山 旧、 巧 
中 六— 0、 ホ— 一ち 働、 を 岡 
六— 四、— 六 巧始 、'九 鬼 (薬 
權ー橘 本、 溫な 六— 0、 六1 
一二 永 ホ、 尾 崎 六— 1、 六 1 1 
お、 巖本 (棄權 ) 當 田、 

第二 一圓 戰 

溫江 六— 巧、 一二ー 六、 八— 六 

巧 崎 

まぐろ 油 漬け 

歐 米-試 賣 

福が 縣 すで 計 劃 
福が 縣水 產試驗 壌では 明年を 
じ、 東 •巧 製 罐會社 ご 提携して、 
まぐろの 油漬罐 詰を 製造して 歐 
ホを 國に試 資する 計 劃で、 從ホ 
びんなが しび、 V 」 ん ぼしび は靜 


遠征 じ 戴ぃた 黒星 十一 極は ぃづ 
れも デシジョンで 敗け たらので 
か 手 じ攘き 倒された こどは 一回 
もない と- ふ觀 いぶを である。 
因に この 木树久 お 郎君は 衆る 
廿 sa (月罐 H ) 齊 びザク タタ 
タ—を 園 じを ミ •フプ ィナ リ 
スト どして 近 凛す る こ V 一に 權 
定し た。 


: を 通の 中必 . 

: 地下 鐵道 

I 膨 欠な 延な計 劃 

j ニユ I 3 I; クじ 於け るを 通 網 
一の 中必 である 祀下鐵 巡の 延長 計 
一 製は おじ 一部の 布設じ 着ず しつ 
j つ あるが 巧のを 通 局では 胳來 

! 乙^'^ 大ニユ ョ ■ — ク おの 
; 巧 通 無は 今 HS ー討蓄 では 不 巧み 
I である どい ふ々 煤から、 更らに 
i ホの 五 おじな A 約が 哩 直線の 延 
i 長を 引菌 し、 これが 巧設の 工事 
一酱 のみ じ四歷 S 卞八巧 巧 十万 巧 
j を 計上して ポ當 巧の 豫算 協賛を 
求む るに 巧し レが、 延長のを 哩 
はを 巧を の 化の 跑係 上窗 巧に ニ 
巧 九十の トラック 峭 をを 要 どす 
ベ < 、而 かも 計上され た 豫算は 
單じ 工事 食の みで あつて、 H 窜 
地の 巧— げ をを 始め*」 して 設備 
搜 •お 潰 發巧費 等を 合算 ずれば 
恐ら （乂撼 ホ どい ふ 膨大な 豫巧 
を必栗 どす るで あらぅ、 お 張 討 
當の內 でら 

大工 事 ご 見られて 居る の 
は 第二 巧に トヲ ンク 線を ホき、 

一 パ— レム 河 じを 义 して フ 日ンク 
ス の奥なく人るものでゐる？！、 
新 計を の啤 比較は マ. ン-ッ タン 

が】！ •八 お、 ブ U ン クスが 一 
化 •0 四、 プ术ッ クリンが 一ム V 
八 四、 クキ ー ンス がを <ゥ 多 （ぶ 
ニ •'一二と 哪に 及んで 用る、 即も 


左の ぉし 

マン プ タン n 1 1 •八と 廣哩 
四 お •四 八 トラック 哩 、裳 用 
一億 ニモち な 八十で 巧。 

ブロンクス リ j 化 •0 四 廣哩、 
置 一 • S ニ トラック 哩 、冀巧 
よ 千 八な 巧 巧。 

プ グブク 9 ン H 1 ホ •八 四直嗤 
ホ 四 •置 ニ トラック 哩 、费用 
i 億モ 四な 五十八 万 巧。 

クキ ー ズ n 五 ニ • S と 底 嗤、~ 
六 六 •四 九 トラック 哩 、費用 
一 僖千义 が 十 巧 巧。 

合計 n 1 00* ニ 一直 哩 、ニ 化 
阻 •八 一 トラック 哩 、豐用 四 
厦 ご一 千 八ち 四十 方 巧。 


戰 跡を 舞臺じ 

聯合 大鑛習 

今 巧 T 旬 島巧縣 下で 
今 お 十 or 下旬 島 巧縣下 おょび 
烏 取縣の 一部を 中 必じ巧 はれる 
陸が 巧 辭合お 巧は をの 規模 大が 
からの もので、 朝鮮ち 沿岸、 九 
州 化が 巧から 山 蔭、 化陸兩 道に 
わた 6、 をの 間 H 本が を 舞嘉ど 
してが 軍侧か 全能力を あげて 巧 
躍す る、 すなは も 日本 おお お 海 
峽ホ面 じ わたつ て 篤 一、 第二 艦 
除、 舞 鶴、 銭 お 兩を涩 部を 鎭ザ 
府の處 おお 十余隻 、巧け 磯數十 
裏ら 參 加、 靑 、ホ 兩軍 じかれ て 
往年 巧 はれた U 本 海戰の 二十 お 
巧 年を おを すべ < 、同じ 舞臺で 
一打 はれる け 中で をる、 特に 那智 


妙 高、 お 柄、 あ 黒の 一巧 あ 級の 
賴銳 、化き ごろ 進水した 急設 網 
鑑白 鷹な どら 活躍す るは ず、 一 
々陸軍の 參加部 験は み 留ホ第 十 
ニ、 麽島 第五 兩師麗 で、 义窗ホ 
師閣は 濱扭灣 らしく はが 築灣を 
たらで 敵前 上陸を 試みを 見达み 
で、 邁日ホ 鈴 木蠢謀 德をも おを 
裡にホ 縣實地 踏査を してを 
軍部 首腦截 でも 非を じ 注目され 
てゐ る、 なほ 昔れ $< も あ 父、 
窩か 兩宮熙 下を はじめ 奉ら、 軍 
籍 じあら せらる： を 宮殿 下 も 御 
參施逢 ばされ、 ホ榮じ もが 江巿 
じ 御宿 沿 遊ばされる こご じみを 
し 巧 兵事 陈 ではを の 筋からの 內 
命で 御宿 あ 所 じあて 中すべき 民 
あを 選を 中で をる。 


敏子 攘鑛嗜 

. 來春當 地で 契約 

聲樂家 駒屋敏 子さん は 短 かい 
當 化の 滯巧 期間 中 じ 一夕 溃唱會 
を懼す 望で ぁつたが、 持 間の 都 
をから 遂に 沙汰 止み £ なつた が 
ホを はァ ー サ！ •ジャドソンの 
マネ デメントで 當 地の 樂 擅に 處 
女谣唱 食を 開摧ご 巧を し 今から 
非常に 期待 さむて 居る。 

俱樂 部庭隸 

第一 二回 戰じ 人る 
日本 俱樂部 述励部 ホ摧の 庭球 
選手 權戰 は续 をの 如く まる 日曜 

日 午 巧よ.^ ダイク マンの パ.、, 


は 本年は 四 巧 余 尾 (約 二十 万圖) 


エ A ラ并ト 立候補 

前 市長 一 ネラン 時化の 警務 長 
昏 てを つた ジ チア^* ト •ニン 
う ネトを は 今回は 獨 ぶ R ま遵 
の 資格で ホ 長 戰じお 馬すべく 
ぶ淚 補の 旨 あまじ 發 表した。 


みまぐ ろの 漁獲が あ >、 をの 販 
路 開拓に 阻' な 故いて なをが 柄 こ 
の 乳 劃は 縣 下の 漁 お寿が 大いに 
氣强 ご 思ぶ であらぅ、. 縣の討 善 
巧容 は、 巧が 製罐 から 罐 、'油な 
どを 提供せ しを、 專巧 技術者を 
派遣して、 小濱 水產學 校で 磬造 
する もので、 縣は 魚類 ど 試藏蕃 
を 負担し、 試 賞の 結果が よけれ 
ぼ、 東が 製罐會 おが 腰を 入れて 
ネ縣 じて 一大 ホを をは かる もの 

である ロ 


張 宗昌所 罰 

過失を 巧 罪で がみ 

まる 化 巧 一日 別 府昭か 園で、 
肅 親王 第 十八 子を 憲開巧 ニー 五) 
を ビス トルで 誤が し、 ついじ 巧 
己せ しめた 張宗昌 {四 八} 氏じ對 
する 事が は 大巧 化 ホ 裁 お 巧で 豫 
審潑 結し、 過失致死罪 としてを 
がに かせられて 居た が、 遂に 罰 
を ニな 五十 W じ處 する 旨 巧 巧 さ 
れ た、 事件の 內 をは 當時 報道 さ 
れた 通らで、 當 a 張ま昌 氏は 午 
後 八 時 キ頃憲 開 巧が 鬧園 出發じ 
當 b 自動車を 待 ツてゐ る 時、 か 
ねて 護身 用 どして ゐたブ P ! ニ 
ング窠 二号 ビス トル じ 宫禪ニ 酸 
を装塡 して わつ じのを 拔き 取ら 
ぅごした、 中- 發が拨 け！ 3 むめ 
發 かした のが 過つ て 憲開氏 じ 命 
中した ものである ご n 別が 十五 
= 發 0 

河 巧 氏を 總監じ 

早大 野球部 改造 

わが 巧 球界の 化 溝の 地を じあ 


る 六大學 プ！ ダは 年々 新 あじ 進 
み、 加 ふる じを 段を 化の 干等學 
校から け 粒 選 b の 優秀 U 掛 ずが 
お 年タ數 を大學 めがけて 朵 まつ 
て ホる ので、 を大學 ども 逆 半の 
數が增 掘して 益々 膨大な 巧 球 部 
が 築かれて 巧く、 この間 一： あつ 
てを 大擧の 監督は、 絕 ぇざる 苦 
也を 拂 つて 居る が 目下の. く監 
督 一んで はこの 重任に 堪 一-ぬ あ 
から、 早大 野球部で 近くん 先輩 
である 河 巧 逆 志 巧を 迎 へ！！ 監督 
の 位廣じ 暦き、 他 校 じ 一 来， 先ん 
じて 時化 じ 適を した 部 制ミ礦 
張を 巧 主事 じな つた、 河^ 氏は 
巧活 四十 年 早大の 黄を 時 I 名投 
手ごう たはれ た 人で ホる i 


俱樂 部ず きゃ冬 

高等の 凝つ む 料理では j ま b 
評 巧の 香し < ない 日本 俱 部 も 
普通 食堂の 勉强 ご、 一二 階 I ' 维燒 
ごは 紐 育 簾 一の 稱が ぁる' 夏 中 
は 化 業して 居た 牛、 烏、 默の锁 
燒も 昨タょ b 巧 開し 特別 ホの 
おど 新鮮の 巧朵 のみ 新輸 r : の综 
白繊 などを 加へ て會員 諸^ じ お 
す ど 小が ま 配 人は 語つ て S る。 
凉 くなる ど 俱樂 部め 互 階^ 阪や 
かじなる。 


卓上 巧 誌 


世界 無比のを 賓馬 

V 寶巧 類の 巧藏お VI - して 
晒 巧 じを だ \ るぺが シャぶ 4 ザ 
! ン は 、 今度 ブ ラ ン ス ご オ 
ランダ 人の 寶巧虜 からな^-委員 
會 ぉ設けて、 宵 殿み じ 永'! く 閑 
されて 居た 寶 おは 勿論、 -4 なる 
寶 巧を 評 偕 させた 

マ これら 等 巧 外不 出の 名 
寶はエ メラ ザ ド、 ダイ そ、 グビ 
、眞珠 なゲ」 を顯羅 してろ て、 
をの 價格 じつに S 續 四千を 圓、 
中 じを 白眉は ダイャ •イ •正 I \ 
(をり の 海) ミ稱 ずる ダイ* であ 
つて、 いふまで もな く 化を 無 化 
の 響 弧 一 

V さて この 寶お をを 量に 

して 見る ご、 眞珠 が十ポ "ド'、 
グビ] が 十二 ポンド、 で*, ラグ 

ドが 十一 ニ ボンド、 巧 U エメ 

ラ 八 ドの 中には 最寢 S 十五 方圓 
いふの が あち、 王が 曠わ 「の 儀 
まじ 用 ふる 頸締 b 類が まわ デッ 
二十 万圓 

▽ 石.れ よら、 もつ ぶす ば 

らしい のは インド、 デ 9 ! のモ 
八 ボ壬國 からを 捕つ た 『孔雀の 
王座』 でもる.、 これは 橫綱 格で 
今の 評 潰 じよれば ー德圓 3 上'.. 
巧ん と 物凄いで は あらま 却ん か 

季節— 御 料理 

手輕 なで 那 料理 U 

◊ぉ 圈子 【が 料】 豚の ひき 
肉 五十々、 卵 ま 一個を、 M フフ 
— 大さじ 一 ぱい、 發油 小を じ 一 
い、 みらん 小さじ j ぱい、 お 
少 々、ねぎ 少 々ラー ド 
〔巧 理法】 豚の ひき 肉を. をら 
U まな 板の 上で よくた/-- いて こ 
まか じし、 をれ じ 卵の 黄身、 一フ 
ラ 7 ! I 醬她 、鹽 等を 手で よ < 
よせを せて 一 錢额貨 位 ひの 大き 
'に まるき、 ラー ドで 狐色に U 
- なじ 揚げます、 と、 八 個を 一 
ん前 ごして 化 じ 盛 6、 ねぎを こ 
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n 八十 巧乂年 四巧昭 
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シーア トル ぉ 帆 (午前 十 時) 
あらす や 化 九ち 甘 六日 
あら！^ な 化 十 巧廿乃 H 
るん でん も (坡渚 あ 祝) 十 巧 十を 日 
ザ I 等读濱 一九 お 巧 

- 化し ばリず かるん ごんみ は 一を を 巧 
ミ霉も 本 行を を 弗を 室 大を造 お 族 室 雲 
►御を 望 rl 巧リ 一等 割 則お懲 切符を 巧を 巧 お 

ロみ アン ゼ ルス 出 机 (午後 ご一時) 
ま 其ら 化 十巧廿 四日 

もん 车 びでぉ か 十一月 廿 二日 
►一等 巧が ニ HO 巧祖 はわい み 主にら をを 巧 
▼お 別！ 二等 目 本 斤 五十 九 巧 TH 等 目本朽 五十 置 巧 
▼ホ 落を な ホ あ 窜切巧 慶窒寒 唐 入御 おを せリお 
▼が 育 線 一 パナマ 經由 日本 まが 雲 物 船 月 一因 


▲鄉 里を を 及が ホを を (お 手数 巧)、 外国 
爲替賣 買、 を巧替 取組れ 显 、信用 巧を 
巧 等 一般 銀 巧 業 お 御 巧 利 じ 取扱 ザせ お 

怒 臺灣零 育 出張所 

が認雜 話 濱| 大 扱、 神户 、上海、 巧 
ロ、 疆巧 厦門* 一一 拙顕 、香港、 廣 巧、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 え マラン、 バタ ピヤ、 を 貝 
ホ,々 ツタ 、倫數 、其 外臺潰 十四 ケ巧 


I、 資本を 壹億圆 t を 額 挪込濟 ) 

一、 橫 立を 賽億八 甘 五十 萬圓 

內化本 支店 = 横 擅 (本店) 巧を 大お 
巧 長長 崎下瞄 名古屋 

橫鑽 正金が 巧— 支店 

ホ國 をち 巧 U を 港 巧 巧 ホ 巧 巧 畦 
其 化 化 巧を 固 重要が 巿ニま 巧 度 コ 火 
スを么 候 


本 店 
が 育 支店 


大吸化 演五了 一目 
紐育ブ 0 1 ドす で 


- 巧 四十 化番 


驚 住ぶ 銀行 

お {ま 京 橫濱名 ぢ屋を 都 神 戶岡山 
4!^ 运ノ 道 廣島吳 孤 井下 ノ熙 
化 支庙す 司， 小食' 若を 博ず’ み留 ホ！ 等 
本 固 預金、 鄕里送 等は おめ . 

て 御 巧 利 巧 速 じ 御 典 巧 可 申 お 


本店 朝 お 京が 

支店 出張所は 日本 內 地の^を 都ボ 、朝が 
お渊 、支が のぞ 化 あ^ 浦 捕 巧德 

彌鮮銀巧紐^^^ぉ張所 

外 圓爲替 一般が 巧萊巧 精々^ 便 刺 じな 扱 巧 
串 上 慎 


內 ホを、 社 償、 巧 巧マ賣 買ぶ ビ利 
札な 立 パま陆 便利で 御 取扱 致シ 
マス、 精々 當巧 ヲ^が 用 下 サィ 
佩 I 藤本 ビル ミ— 力— 争わ 姉げ 會化 

藤本 證# 會社 

同を 港で 店 
同羅 がぶ 張 所 
同沙巧 巧理店 


陶お譜 、雜 貨卸賣 \ 

森が ブ タザ ー ス 


日本 陶が 器雜貨 

ラム プ卸賣 

奈良賛 易商會 


i 推貨 陶 が 器 
'_ー ランプ 及びを 

塞賓 易！ 會お 

支店 巧 俄 古、 ボストン 


日本 郵船 會お (ホ ニを 鐵 道を 社) 

代理店す 關化 弟糜會 

乘 車， 乘船切 巧 並 じ ホ 荷；！^ 運送 御 便利 じな 扱 申しまず 


陶尴證 雜貨類 卸販賣 

S 殘木桃 ホ 組 


態' 日本 r フイ グ— ゾ廟會 


H 本 陶磁 黑 雑貨 類 卸賣- 

ホ元ブ タザ. i ス 


了 寧の 巧 刷 ご 精巧なる 化 上げ 

時日の迅速ど確實^:^校正をが强 

印刷は 紐 育 新報へ 

. I I 11'1>■1 K»- 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違^た く 新報へ 

お內西 十よ T 目 十 二番 十 階 日 
をが じがけ る 巧 字 言論 磯熙の 

權 威、 吾が 新報を 請 まね 人な し 

廣吿 は紐脊 新報へ 




タナ 


力 


の 特色 


日本.： の お 買物には 特別 巧 員を 最き無 
おでな 案 內致ホ 電話 又は お 手紙 次第 御 
訪 間して 御 便宜を 計ち 初めての わモじ 
掛 しごは 特に 注意 致しまず から 是非 お 
立 寄'' 願 ひ ホ、 ホ內 配達は か 論 H 本 其 
他を ニ 宛の お 荷職發 送は 當 方で をし 巧 


3 ン ワナ 


力 


如 と .- JIL 






謹 吿 

時下 愈々 御淸勝 奉賀 涙 陳を弊 
館 儀這般 ホ移轉 の計畫 じて を 
之お處 91 スの 都を 上 移 贼 討 
畫を 中止し 現ぜの 儘 じて 爸業 
を繼續 する 事に 决 をが 候 レ 就 
ては 從ホ通 b を 位が 御最 負を 
仰ぎ 度く 化 段 不化敢 お 紙上 及 
誰吿お 

住 旧旅舘 

2岂 で S ニ 置 sf t 
Tel . ST 晏星己 岩 51 


巧 桐 スペシャル 

新 荷 到着 

T 5 


か 桐 兄弟 蘭を 


T 


裁縫 輒 パパ： バソ 

リートガゥ ンを美術的じ化がし 
ます、 わ 望 じあら 出張し 

ジ量 h 呈 e m 夏 im こ？ 24 


賣 度け ヶぉ— の？ ダス 


• • レストラン. ト杀巧 

病身の 爲め 至極を 價 じて 讓ぶ 
家賃を C 益々 を展の 見込 あ 
婦 者には 最も 適當 、委細は でへ 
さ kohi 置 こ 岩 3 H St J . E . Wa を.，. G . 


料埋人 謂； f けち 

び 料理法を 敎 撥ず、 新式 設 
1}. 是 1 芸 

18 West 27 ih Sf . Gor . Broadway , M . 


每年大 好評の. 

新. 里 芋 

到着 致しました 


桑 山蘭會 

114 EAST 岩 th 資.~ N . Y . C . 

至 i . V 01 U 至 まこ ニ 3 •夏 77 


、オ儿 ノエン タ八 レスト ラ 


心 •、攘 巧は ブ日 リダ 


賣度 

贿 マヤ ミの 中必區 域、 アップ ス 
テヤ！ 、百 S 十 人の 願を 收容、 
年 收乂六 巧 巧 お-上 あら、 轉 業の 
爲 めと 千 五が 弗 じて 賣 度し、 鼓 
備完 を、 絕 好の 機會 、左へ 御 照 
會 

タ>.た呂夏，，吾6 8‘宝.ニミ資.， 

互 一 なヨ二 it ! 是 a 


貸家—. 


電燈 十五 巧、 四 室 十 
ホ 弗よ b 十九 巧、 孰れ も アン • 

フア ニシュ ド、 妻 細は 左へ 

」 anit さ だ 1433 E . 呈こ r 呈 y . 


大きな と 室の ァパ！ 

S 讀 トメつ ト裝締 綺麗、 

スブ！ ムヒ！ ト 心： ホット ク才 1 

タ ー、 】 遇 ゴ子宪 

F . K . ジ 夏を， 養 W . 芸養 .皇を 習吉 78 


装飾 綺麗め 室、 設備 
完を 、シング^ 一週 

八 お、 ダブ グ 一週 十 巧 

HOTEL 亞呈 li , 22 会. 夏 th ぎ 田 fy 


お 貸 室 


f 掃除の 巧き 盾いた 綺 
重 W 1 麗 え， てして 靜 かな 

室* ラン ニンク ウオ —タ 1 
坦 S , 岂宙 .ニ 3 th ぞぎ . B — ま y 
ヴ I さ h 呈 e 夏 さ 互を 31 芸 


晚香 坡每ニ 週】 回 お 帆 

* エム プレス 亞西亞 ニニろ 呈喷) 

十 好 H 日 

ム： プレス 加奈太 0 ニろ 含觸) 

I 十 巧 十と 日 
主 エムプ i ス 露西亞 (ニ 一ろ 呂 巧) 

I 十一月 二目 
<1 玉ム プレス 亞西亞 ご ニろ 呂 爾〕 

壬 巧せ 言 

，一等、 二等、 一二 等 及び 下等を 設備 
;ー_ 最大、 善美、 梟 快走のを が 航巧船 

jr =---- 1 


一 

胞 破器雜 貨卸寶 

^ 春 巧廟會 

1,. 


ミ — 章 '' ^ 
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#羅 が、 を 港 出 化 (ボ ノグ^ 経由) 

劃 谣府を 桑港發 

心 W (午后 ニ 巧 出れ〕 

^ の 天が 义化月 二十日 

的 卽- コレア 化 十月 旧 日 

巧义 十月 十八 日 
間乂 十一 巧 二日 


(正午 巧 机〕 

化巧廿 置 日 n 
十 巧 十日 W 
十 巧 甘 一二 日呵 

十-月 六日 加 
北 


W I 


い & V 化 

若 W W 

6 巨 ': g 


春 
浅 

#シ_ アト ル 出帆 (午前 十 時 出帆〕 

靜脚义 十月 十 化ち.！ 
巧濱乂 十一月 二日 帥 
一二 島 凡 十一 巧 習が 
伊を 見 十二月 十四日'! 

.©を 敦贸 日本 巧 巧れ む 
巧訪か 十ち 五日 
巧 見 か 十 巧 十 か 日 
箱埼ぉ 十一 巧 一吉 
A 巧 青 お 化芭奈 馬經由 a 本が 貨物 おー 巧 二回 
▲蹄 絡 恥が 0 弊趙は 談渊朽 、南米 巧 並に 芭を馬 
轉 由た ぞ律岸 行を 游蜡 をな ミ 辖約あ づ乘船 切 
マ 御 便宜に 取 計 ひ 申 上ます 
I 切 巧、 寢な勞 等 も 御 便を にお 許 ひ 申 


伽 

關 
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資本を 壹僚巧 
沸み 濟 資本を ホ 千巧圃 
お ホ を 六 千 四な と 十を 面 

鱗た ニ 井 銀 巧 替支巧 

本店 巧|^お日本お祕本ぞ尾町五を化 一 巧 
支店 \ 小を 曰 本 橋を 巧 帝夏 横 あ 
名古属 巧が 大醉巧 C 大堅 神戶 
\廣 島 下脚 巧 巧 おを 福 闽長麟 
て お 倫を を 買聊水 



徐 出入 巧を 電信 送を、 並を を始巧 信用 狀 
商業 信用 狀ザ化 一般 銀 巧 業 

人 S 一一 素 銀 巧 紐 育ち 巧 

鄕里 送を', R 味を 地 無手 歡 巧； 进 速化圾 
本 巧 預金 〈- 足 弊 述知ノ ニ 補) 御巧剌 取扱 
本 支店 東 一み 本 ほ〕 大 阪神 ロ 京都- 









艦隊 供給 同業組合の 其 後 

連帶黃 巧で 蒲 利 佳品を 摇供卞 る 


本紙 斯 々が 巧 おの 如く 練 
習 艦 巧の ホが じ 際し 槪迎 曾侧の 
ホ學じ 副は いが 巧め^ 織され じ 
间莱 組合は まごして 組 お ±キ 
の 需要 じ應 ずろ 止ま おを 調を 供 
がする ので あるが？ 組合の 巧 表 
ぎ ごして お 藤 當藏、 靑柳嘉 みの 
ニ 氏を 舉げ 右二 氏は 會 計の 任じ 
當る ベく、 名 阪佐ホ 氏は 書記と 
して 帳簿を 整埋 し、 閒 唐-度び 製 
逛 家に 對 する 注文は を自 部署を 
ぶめ てな ホ 面を 化 違し、 損益は 
一切 平等を 配 ごす 飞 •ととな b 、 
商 なの プラィス リ I ストを 作製し 
都て 連帶黃 任じて^ 隊 側の 注文 
じ應 ずる I 

陳 をを 整へ， 一た 。右 じ關し 
去る 十六 日 午後 恩 業者は 再びを 
洋 おじ 參 集、 補 4 一 I 隔意な （協議 
をを げ納 おじ 掛 fU 責任を 明確 


じする 必 ち上特 
『柯 々巧 會納 お.！ 


P 時計の おきは 
て ふ 栽が の衛單 


じる マ！ クを附 一 る i じ 協定が 
巧 ホ、 記を おは どこを も 艦隊 歡 
迎の 趣旨 r 從な 顔を たる 爐隊乘 
組 員 諸氏の 滿话を 得る を 第 1 S 


普 長 

3 が露ム 


する； じ】 をした ■化 巧に 梭し 
た 极迎食 總お部 委員の 一人は 語 
る 『が ホ 艦隊 巧が の 都度 かや 間 
題に 上つ たのけ 艦 内 巧 巧 じ對す 
る 非難を 祭で ホつ て、 中 じは 不 
用な の爲 めじを つた 故障 も ホ-^ 
敢て故 息 じ 乗が 員を 

瞄着 したので はない ので 
ある や も なれぬ が 兎も角 斯 かる 
非難 攻擊を 生ずる 巧 因を 除 まし 
0 て完 をに 歡迦の 目的を 達せね 
ばなら ぬ ご 云 ふので 德務部 中に 
特別委 員會を 設け 巧 おの お ま 組 
を 組織を 緯 憩し、 當 業者 側も委 
員會の 意を 誌 ごして 之を 快諾し 
たので あるが、 斯く 都ての 協定 
が圓滞 迅速 じが 立した をは 寧ろ 
望みの 悅 である。 是は當 業 をら 
一般化 留 同胞 あ會の 要求の 聲じ 
聽從し 一致の ホ 調を 執つ た巧裝 
で 無益の 競爭 をむ す 弊害ょ b 逃 
れ得 たのみなら や、 遠 ホの 顧客 
を 厚遇す る 意が じがて 當 業者の 
誠 窓を を ごする。 要は 計畫 じが 
ふ實 巧で あるから 組合員 諸君が 
互に 相督翩 して 好 成 精 . N 示され 
む— を 期待す る驛 である』 ご。 


海軍 監 

交 迭戮露 宴 

陸海 軍俱樂 部で 

新 巧が 軍を 督を吉 巧 ま 雄 巧 ご 
巧を 巧巧匆 縣 朝の 遂に 上る 松 
旧 造機 大佐 一 濯の 披窮晚 餐會は 
まる 十六 H ホ 内ァー ミー •エン 
ド •ネ ー ゲ、 俱 樂部樓 上の 大 
を 堂 じがて I 贫 かれ KC 嵩 巧は 新 
ホ、 が 井二 j ; 兀 ちを おめ 蜜 立^た 
る 人々 とと；!！ お 化 席、 宴酣 なる 
頃 松旧大 じ おもてが 育な 留中 
を 方面ょ . r をけ たる 好證を 謝し 
旦つ典 味 jl ? もが 肯威 想を 洩らし 
て 吉成大 す 紹介し 吉巧 大佐は 
誰 嚴の態 i なじて が 巧の 挨楼を 試 
み、 內 山椒 領 拳化理 、山 島 己が 
支 化を、 jm 間云袭 支店長， 地 ま 
U ネ 巧^ jgg 會を 及びを 信： a 本人 
會 々技 卓上が 說ホ b 、 最後 じ 
兩 大佐 万歲を 一二が して 盛會裡 
じ 散 肖 j した。 

举お 方面の 

隊歡迎 

ト ン化方が留时胞はお 
くボ少 .ナ V ァ じ々 航 すべき 帝國 
練巧悠 该微迎 準備の 件 にっき 協 
議會 を韶& 小川、 中巧兩 少佐、 
大使が 省な 生 諸氏 も參 がし 问地 
日本ん 會ホ掠 所 じがて 協 譲した 
が、 艦隊な 二十 四 n 巧 ボ^ チモ 
ァ港じ A おすべ < 、二十 八日 反 
び 二十 九 H は乘組 水兵が 華府觀 
ホの 巧め ホ おする ぇ ごな つて ゐ 
るので ル骇 の化留 M 胞で はわる 
が 最善 ぉ 溢して 歡迎の 力 略を か 
證 した。 水を U ザ お 上陸 じて_ 
日 約 ホな 名 二十 四專の 自動 おじ 
み 乘巧鹏 巧 じかれ を S 十を 宛に 

巧 ホし ブン 3 瓜ン メモ リア 八の 

集を 地な じ 食を おなお 影 後 午が 
九 時よ 9 裝猫顿 記を 塔， 搏物舘 
海陸 單 省、 白 聖舘其 化 S 官衙が 
築を 巡し アー リング トンを 化 
•じ參 哉して を 阁內じ 於て 午餐 


I を 喫し、 一時間々 憩の 上 タピ ー 
I トを 園を 觀 ポトマ ック 河畔を 道 
違し 上下 兩院 議事堂、 圖書 館ょ 
ち 停を 淺を經 て ペン 街に て 一時 
化 憩、 午を 四時 ザ 集を H 本 大使 
舘 前ょ 6 動物園を 觀て歸 おの 途 
に 就く プ 0 グラムで をる が、 ニ 
十六 日は 拜鑑 HW ホし 居ら、 十 
巧 一日 アット ホ ー ムを旗 爐じ擧 
巧 重なる 白米 人を 招待す る尝じ 
て。 日會侧 歓迎 豐は約 六 巧 弗の 
嫁を である。 がは 前 遇 中 寄附を 
の 氏名を 額は 左の かし ご。 

金 五十 巧。 山中 商會 
金 二十 五 ぉ 巧。 ホを 龜お郞 、化 
原が 四郞 、をな 久 巧、 西 犀 源 
一郎 

を 十 弗 宛。 田ぉ硕 生‘ 大平廉 雄 
巧 藤を 八 

金 お 弗 宛。 東源么 助、 藤 巧 源 一二 
郎 、森秀 お 
を S 巧。 佐 藤を 司 



練習 艦 陳歡迎 

寄附 金激增 

を 齒練ぉ 艦隊 歓迎 寄附 金 じは 
締切 期日な きもを 方面 ょら 目下 
績 々送附 しがら 當 事を は 蚊乂豫 
算九千 巧を 趣 過 L 約一ガ 弗見當 
ど 巧 察して ゐ る。 最を のか 左の 
かし。 

を ニ 巧 二十 五 巧。 大阪巧 船會社 
金 十五 弗。 ナン n ク 商事 會社 
を 五 弗。 白 石賴夫 
A H 本人 靑年貪 扱 
を 十五 巧。 某 S 名 じて 
を S 弗 宛。 瞄狩嘉 S、 大巧 义四 
が 

金ニ躯 宛。 S 國が寬 背、 某、 某 
某、 某 
を 一巧' 某 
A 河 お 旅館 扱 
を 二十 巧。 飯 塚 ホ太郎 
を 十 巧 巧。 羽赞 常ち、 江川 義一 
を 五 巧 お。 お 岡 若松、 鈴 木淸ち 
烏の 化吉 、お 旧を 人 
を S が. 如。 脚本 郝 子、 巧が 持 夫 

一二 好^ レ— 


金 ニ ホ 宛。 秋 山 サム、 か 木巧藏 

■ H * N * 

を 一典 宛。 齋 藤、 廣 な、 無を 氏 

無名氏、 遠が 微 居— 

奧村總 務か紐 

大每 麟餐會 . 

巧 巧 大阪每 H 新聞 總お 奥が 信 
太郞 巧は 前週を 曜 H ベレン ダリ 
ァ號 じて 歐讲ょ b ホが したので 
同氏 紹 かの 爲め當 地 支 おがま 催 
で 今夕 重立ちた る官巧 同胞を 日 
本惧樂 部に 招待して 晚餐會 を 開 
く當 であるが、 前週 ±曜 巧は を 
同 通信社、 ゥ .ォ！ 八 ド巧關 係の 
ホ 人 二十 餘 をを 招ぃて 磕 宴を 開 
いた。 グザ L トコ ー K じ 入れる 
頃が 育 特派 昌 I 餘木ご 一郎 氏 開會の 
巧を 述べて あがたを 紹 かし、 奥 
が 氏の 所感 說 後、 を 岡 通信社 
副社長 ヒユ レ！ 氏を 賓を化 表 
して 謝辭を 斧へ 宜 つを 同の 掛 H 
本 事業 雜係心 發あ親 かじ 言及し 
最後に 倫敦 ザリ！ • S キス プン 
ス 特派員 メ j - ソン 氏の 演說 あち 
盛 巧 稱じ撤 が 室 じがて 歡話時 
餘じ 度んだ^ 同が 奥が 氏は 會見 
の 記者 じ！^ ホ 度で S 圆 目の 訪米 
であるが 、欧洲 諸 國の都 巿を巡 
遊して 紐 もじ 來 ると 富 じあ かる 
い渝 かな^じ がする。 囊に歐 ホ 
視察の 旅から 歸 朝した 吾 化の 城 
戶 、高 おがを もァィ 9 力が 巧き 
になつ てむ た樣 だ』 云々。 


杖隸界 消息 

; 日が パンダを 修圧 
靑葉會 最終の 競 お 

矢 旧 カツ プ 自 本が 球 協 

會 では ホる 二十 ニ y {日 聯) を 期 
し 晴雨 じす 拘 一二 十六 ホ ー 八 •户 
ンデ 矢旧盃 競技 會を開 <當 なる 
が、 n ! K はを 自の 自由 選擇じ 
巧せ 十八 リンクスで プレィす る 
; が 出 ホる i ごな つて 忍る。 因 
に今圓 ンザ キャップを 員會じ 
がて を 衝の結 お 大体 メト 。ポリ 
タンが 球 協會の パン デに 做 ひ 全 

會 員み、， ン デを 改正し ねので 選一乂 じて 沙港 經も怕 P 歸 任。 


泣で 最後け 巧 井、 星 巧の 一二 十！ 二 
点で ある。 

靑葉會 競 お 1 年 

度 最終の 競 おを は 巧る 十月 ホロ 
午前 あ 時 S 十を を 0 て ペラムべ 
ィに 蔡巧 せらるべく 會 員の 户ン 
デ キャップ じ 多少の 修正を 巧つ 
たお、 本年度 選手は 旣 報の 如く 
八 四 n 八 おじて 福 本 ご决し 居ら 
ラン ナ！ アップは 八 七：： = 八 五 じ 
て 日 野 ごな つて ゐ る。 

中 旧 巧 特別 說敎 

美 0 敎 貪、 修道 會 、紐 育を 會 
赖をま 催の 下 じ 本 十八 日 午後 八 
時 美の 敎會 じがて あが 宣敎 會監 
督中旧 重 治 氏の 特別 傅 道 說敎を 
: 開く と。 

共同 廣吿 委員 會 

囊じ ジャパン • ツ I リスト ■ビ 
ユーロ）を中必じ鐵道省、 滿鐵 
郵船、 お 船 及び H 本の ホ テ 火 協 
會等じ 巧 6 て 組織され た 共同 廣 
吿實 巧を 員 會は络 S 回の 會 をを 
明 木曜日 午後 十二時 半よ-^ ホ 7 
ィト ホ）^ 俱樂 部に がて 關 催し 
對ホ宣 傳じ關 する お吿 、意是 の 
巧 あを 試む る 由。 

i •中 田 重 治 巧 東 巧 宣敎會 監督 
j 南米よ 0 渡英 巡視の 後 昨 巧ォブ 
ー么ピ ブク號 じて 着 紐、 松 本節 正 
巧を じを 寓四 五日 滯 巧。 

♦後藤 龜么助 氏 絹物 商、 去る 
干 日歐洲 よち 着が 化ち 下旬 迄滯 
をの 上 西 巧す る尝。 

♦崖 化 勝 氏名 古 塵 商工 會議巧 
議員、 去る 十二 日 着が ホ テ 八べ 
ンに 投宿 廿 二日 西巧歸 朝。 
♦ち吉 格 之輔氏 寫眞師 、まる 

十六 H 着 紐 ホ ブ作マ 於 セ ー ユじ 

を 宿 十ち 一 = 渡英の 當。 

參0 下部 政廉巧 煙草 商、 十六 
B 着が 約 一 ケ龟南 化 力 P ライナ 
州じ滯 化の 由。 

一 ♦星 巧 勇 氏歸朝 中の 日 ホ 生糸 
株式 會 社が 育ま 巧を、 アラビア 


手 級の 渡邊 、福 本、 を 崎、 限 井 j 
ぶび 巧 川は 十ぶ ミなら 日 野は 十 
一点、 松 野 十二 点、 高 橋、 中 山 
(理 )、 山ち 遠 膝、 西 村は 十一 三 
お、 據山 十五よ、 小 野、 福 田、 
楼巧 a 十六 点、 東、 武 ザ、 山 ロ 
巧 山、 小歷 、おがは 十と 点の 順 


♦田 ロ 一义氏 巧が アグ ミ ナム 
會社 取締役、 十 巧 中旬 横 演出 机 
の淺閒 化して 桑 潘經由 來月卞 旬 
ホ 紐の 豫 を。 

•島 田靜ホ 氏華府 大使 語在勸 
かお 萬 記を、 當地 商務 書記官 附 
を 命せ らい 化稱着 巧。 


南 滿鐵道 ミ 

曰 支ホ關 係' 

巧刊 雜誌ナ シヨ ナ方 •ビ； 
ジ ホス 評論 义目號 はを 述 運輸 欄 
巧に 南 滿鐵道 事務所を 鄕敏 氏の 
談話を 揭げ 且つ 同誌の H 本 じ お 
ずる 同情 的 藍を を發 をして むる 
曰 < 『東 支 鐵道 S 奪還は ま那政 
府 3 執れる 危險 ‘ゴる 前例を 幾す 
ものである として H 本は 現 ドの 
露ま關 巧に 深甚の 注意を 挪ひ H 
本の ま那じ 於け る 巧 益を 合法的 
に擁 謹すべく 窄備 して ゐ る。 ロ 
本は 巨額の 固が を 化 地方に 巧資 
しつ t あるか 爲 めじ 滿洲の 時 扇 
じ 巧 巧 的 綱 係を 持つ てゐ る。 南 
滿錫 道け 日本 國 民に 屬し远 速な 
る發 達を なしつ t あるが、 a 本 
圃 民の 巧 資は鐵 道 沿線 S 進 ホ じ 
多大の 巧献を 示した ので わる か 
ら 、巧みの が 譜を加 ふべき は 勿 


論で あつて 斷乎 ごして 他 ょらの 
干 巧を 巧け ざるを 得ない』 ご鄕 
氏け 語つ たが、 是れ はホ國 入ょ 


ちのクホ1ム* サボ- 


-を見^ 


すで わらぅ。 畜 人は 化 H 本人の 

態度-」 同 倚す ミ 何 どな 
れば 日本の 建設な をせ る 商滿鐵 
道は 極ま じがて 致 善の 管理の 下 
じあ b 大 なる 泰 化を なせな が 故 
である。 鄕 巧は 化 おじ 就て は 南 
滿鐵 道の 商策に 勒し乂 人のを 腺 
をょ 6 確か じ 支援され る ミを 信 
賴 してょ い。 善意を のて 締結せ 
らいた るを がの 條 約なる- のは 
本愧 がの 出 ホ必で 勝手に 躁讓さ 
れ るべき もので け。 い。 是 等の 
條 約は 正 當じ遵 がされね ばなら 
ぬ 支 化に がて U 本が 獲 巧せ る 
適 化の 所 お 懼を侵 化せい ご 試 わ 
るら ，' あら ば ホ 人： 强硕 じな 蜀 
する に 相違 W いご 鄉 氏は 說 知し 
て 然るべき である 一 云々 ど。 
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ミ 井 物を 賊會か 
が 育ま 巧 
Mitsui & Co.. 

65 Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

棟ホ會 をを ホ 巧 巧 
な 育 おお 所 
1* ザ : ii 这 Co., Lt ん 
Woolworth Building, , 

TcL Fi わ 及 oy 8 が 0-81 ぶ 2 

H を 巧を 株式 會を 
紐 育ま 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(M け KubUhi Co" Ltd.) 
120 Broadway 
Tcl. Rector 2560-2564 

大阪朗 日 ニ ま 京 朝日 
恒川 巧 
Osaka Asahi 

The New i ork Times Annex 
Tel. Lackawanna 1000 


日本 お 巧 賊を化 
巧 巧で 巧 

J が an Cotton Trading Co., Ltd., 
2 Park Arenae, 

TeL Lexington 8787 


日本を 糸 拽ま會 せ 

巧を 名會巧 

曰 米を 糸な ま會お 

化育 ま 巧 

紐を ま 巧 

紐 育ま 巧 

NIPPON KI-IT0 KilSIli, LTD 

Hara & Co., 

が郎 レ 組 KI 巧 0 KABUSH は 1 K か SHA 
がに H! ぶ む のび 0 CO" LTD.) 

で, 

1 WO Park Avenue 

443 Fo が 化 A ，。。 

1 Park Avenue 

l ei. Ashland 5320 、 

Tel. Caledonia 7830-35 

Tel. Ashland 6246-47-4S>49 , 


大巧 每日 ニぶ 巧 曰 H 
を 木 H 巧 
Osaka Mainichi 
Room 306 A World Building 
T«J. Beekman 4259 
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アメリカ d ヒユ I ズ氏 y 

日本 u を 權に山 本 權兵帶 伯 

N : ‘本會 議の巧 集は イギリスょり 化 式に 發 表" 

ワシントン 巧 お 十九 日稱 り'':- を 乂帘縮 木 角 濟は巧 ホが 一月 頃を な，！- 巧 集す もじ まるべ <、 
巧お國はィ，キリ3 巧が：。しマ クドナ^ドをか：^满長のを巧に就くでわスぅか、 大が領フ！ゲァ 
; 氏け 昨 タを 米み レ •テォを 通じて ホワィト •パ ゥスの 書齋か ^ 巧 縮のか^ でを 嵌 送し、 軍縮け 閔防 

1 1-..; '1. 一の 範園じ 止まち 節 じて 化 頤を脅 威ず ベ すらので なき こ ご I 今 固 

一〜， i | の協疋じ化らて、 ァメリカの齒めが^ぶして居るこピをカ說し 
- 5/ 皆，'"、、.，‘.％ < 一じ か、 ホるべき 单曾战 みを 帷化 ザし，- す、 も她 々ピ下 お 評ら あ 

0 岸-?‘ ，い'‘ if 一る が、 節 I み ワシントン 會講の ァメ心 力を 權 であつ た和ャ ，瓜 
乂 •五ヶ ァン •ヒ ユーズ 氏を 姑ら 用ず ベく、 駐英 大使 ド！ 
ズよ、 駐べ八ゲ！大化ダプソ ン巧も|^^幾じ觀係なき人物どして 
.. ， g!i を用さ る はじまるべく、 おがを權じ|^^-恐ら（ジョ！ンズ提督を 
巧 かす ムじ 至る であらぅ。 I 

某を 轉電 十九 日發 昨 R の閒議 じて 外務 當 測は 『を 縮 曾 讚が- A じな 集 さるれば. 準備期間が 
不 おで n ネを傩 の 到を は 脚 難で ある』 V - 報吿 し、 海亲 省では ァィリ 力の 八时砲 巡洋艦せ 一' 隻の要 

ホは； 車瞄媳 張で これは が ドげ をを す*^. こ 述べ、 軍縮に 街す る H 
本み 態 おは お 氷に 對 してと. 削の おお i . 

準 做 曾邊を 煙し 恐らく おもに 本 會議」 I 

されて 南， 一、 的 ほ碳裝 巡が 艦に 化 用 一 P 得る 優を 船は 巧え じ 比較 
して： 3 本は 弱い ごの 輿論が 急に お 軍 者の 間 じ 起 b 、 が 幸協禽 
U を 3 齡に 就て が 軍 大巧に 陳情書'^ おしてち 请を ホめ た、 而し 
て こ の里 お；；；^ る 軍縮 貪議 じ お席す v | き我 が 醫 の を疆 ピ し て 最も 
話 鹽に上 r て K - る 人 じは が 軍の 大御所で ある 山 本 權を衛 おの おお 說邑 j も お 力に てこの 外 前 爵議の 
を權であった齋お朝が總督、 前み閣總巧大臣巧视賴ホ郞、 憲歧肖最^!|顧間役山ょ達雄氏等の呼聲 
が 鳥い 〔圆は ァメリヵを 權 どして 巧カ視 される ヒユ— ズ氏ど ド！ ズ、 k 異 大使^ 

H 本 U ち 集 期の 延期 七要ボ 

東京 特奪 ニ- 終 ===== 雨 縮に 隅し。 ン ドンに て】 目 じ 本 宵 誘 巧を は难備 城閒餘 b じ锦 かし ごの 
議論を 力 ご。 ゎ、 が務 省け 吳米 郎劉嚴 大使 じ おく 訓電を 發 して 强 を ホ^ 广 至るべく、 この 際 お 
偶 斑の 樂槪食 燕 巧 集も豫 想され 居る か、 をが としては 闕 誘の 結お黯 P 期 H わ 二月 巧を ど 求むべく 
其遮带 次第で を權 人選 ど 準備 じ 着ず ど 决し首 痛を 權じ帶 顧 外相の お 獨を關 僚は 希聲 して 居る ご轉 
へら も、 がけ 財 部 海 棘は 今夕 晚餐會 を 熙 傭し 財界の 有 如 おを 招譜し P 軍縮 計 叢 じ 就て 懇談ず る 善 

止 わる 程度に がて 英米の 建造 
歲 i 盡を 輕臧 せし むる こご i なつ 
中尤 本 ごして はこの 要求 


决 したが、 今回の 會讓は 
でが 集す るで あらぅ ご觀測 


了 ゾリ 力を 莱學じ ずれげ 

巡泮 艦で 日英 均等 


ワシントン 特電 十七 日發 = フー ゲァ！ 大統領は ネ H 滅務接 
官 A ナム ソン 氏、 ァ y ブ 々職を 媛隊 司々 をち ブラット 提督 等を 
歡 時間 じ 直り 重要^る が 諸を 遂げた、 新聞 宰 報じ 依れば 日本海 
軍い 巡が 腥 S 比 傘 お大を あめつ i あ b どめ をで あるが、 ホは 奥 
米 政が も おじ ホ 知して おる 事 賞で をら、 會議巧 集の 曉 これが 論 
幾の 的 こ t •■とこ ごは 匆說 、いづれ かの 譲 ホで 巧を ふの かは ない 
'どが 待され て 居る が、 ァメリヵの 一方 喝級 巡げ 艦 勢力を 十 割と 
をて 日本 かを のと 剣を ホ 巧す る こと. わ 頗る デ タケー トな間 題を 
生た で ホら ぅど 是られ て 居る、 即 も. 若し 日本 じ も 割の 比率を 奥 
ふる ご ずれ じ 一巧 觸が 巡げ 應 は先づ 十五 裳 程度 ィ J なる ベ < 、こ 
れ では ィ .キリ X ご 岡 等の 勢力を ホむ じ まる 結果と なる であら， 
が、 ィ V 9 プの 自治 額、 特に 太 ホが 上の 諸 自治 政府は 到底 斯 y 
円與 均等の 势カ じけ ホ 服す まじ < 、おし ィ’キ ブス 政府に して f 
3 巧め じ 十 お 隻め原 まを おらに をす こご i なれば、 フ ー ゲア r 
氏と マクドナ^ド 首 巧で 協ぶ した 英米 巡ホ濫 力の 均等 棠 準じ 又 
もや 化 ひを を やる； に G るからで ある。 

- しての 見解が あるから、 圓滿 
國際的 協ぶ じ 達する こごは 極 
てま 難 U る こごを 息れ ては な 
の」 ど 言 巧した、 本日の 閣義 
がて が 部が 相 ど あが 外相は おぶ 
巧務兩 々面から 達しむ 情報を. 斗 
吿 したの みで あるが 財 部 海相 
奥 米の 巡洋燈 配を は ァメリヵ/」 
十八 隻 、ィ •キリス 十五 雙で ^>さ 
れて 运る閒 獲は アメブ 々の 心^ 剩 
势 力の 惦 砲を 八时 ミす るか？ 六 
时 ごする かの 間 趣で あるが？- 

閣 II t {海相の 所說 をを 露 


原則 ミして 

切 下 要が 

を 京 特電 十 セ日發 〔ニユ 3 — 
ク •タ井 ムス 紙】 = がが が 巧は 
本ぃの閣廉後、 日本^5或ひはお 
乂巧强 •し 巧して 兩國お 軍 力 

のぶ 礎が おを 要求す 
らじ 至る かも かれない と 語ら、 
r を 縮た ホ销 する ものは 獨 6 日 
本のみ で。..'、 み 义も闲 なで ゐつ 
てを W 誠ぶ を 疑 ふこ ご U £山 來な 
一い が、 る 圆 じは をれ 園が ど 


- して 會議を 停頓せ し レる もま 
する の 意志は なく、 殊に ィダ 
てスの 提案は 最も 誠意 ある もの 
ピ 認めて 居る ので、 左程に 反感 
ホを 帶 びた 批評は ロ じされて 居 
いが、 日本の ま 張は 明かに 八 
.? 備砲の 造 艦は 貿易み 保 謹 程 巧 
下 止る 六 时跑じ 比較して 攻勢 的 
I ご 認め、 從 て反對 しつ i ある も 
ので 一巧 顺 級の 備砲 六 巧で 巧を 
ふこ ごが 日本を 滿 足せし むる や 
否やは 專 巧を 會議に 附議す るの 
^かはないが、 日本じ巧る 

議典細 がが だして 居る こど 
は事實 である、 而 かし 一般に 巧 
て々 回の 吳乂 提議のを ぶ 性は 認 
めら わ 居 b 、 日本 どして は自國 
の 巧權ょ h して 一部の 修正を ホ 
める ので あらぅ が、 これ じ浓ら 
てを 議の進 巧を 妨害す るの 恵を j 
は 毫も。 く、 派遣す べきを 權の 
\ 選に 就ても セ子 ゲァ會 藻のを 
權 であつ た 齋藤賞 子が 下馬評 じ 
上つ て 居る こピは 注目に 値する 
所で あつて， おお 主權は 恐ら < 
左 近 司中將 たるべ ぐ、 主力艦の 
艦齡延 をに 就て は、 一部の 誤解 
からが 軍 造 艦 部に 一大が » を お 
ふる かの か （傳 へられて 居る が 
緊縮な 策を 欲ず る 政府 どして は 


海軍 當お 自身 も 

延長 には 化て ほ對せ や、 

を 艦 部は 化の 方 巧で 活かす ど 云 
つて 居ら、 而 して 驅遂 渡の 比率 
もと 剖 お 巧で H 本は 滿 足す るで 
ゐ らうが' 濟水絕 に ま h ては 沿 
お 防備の 願 係 上 巧 乂ご巧 等の 勢 
力 維持を 要 ホす るで わらう が、 
政府 ごして は 英米を 溢の 巧 巧 じ 
就て を 式の 通牒に 接しない 限 b 
ステ— トメ ント をな めて 發 をす 
る やう。 こ 这はト るまい'*' 觀ら 
れて 居る 0 

潜水艦 廢棄に 

日本 反對 

巧 ま 十 セ 日 巧 〔擲 含) り n 本 
じ ホる ベを 軍縮 脅議に 於て H ぶ 
のが 軍 比率は アイリ 力の 

海軍 力を 某 準 SLA 时備 

砲の 巡 ホ趙ら これ じ靖 すると 劑 
をよ 張ず るで ゐら うど 觀 測され 
て 巧る、 即七 日本 どして け 若し 
イ’キ ブス ぃ ‘： 巡が 鑑 力で ホる 十四 
万 六 千 八な 峨を榜 準 ごすれ ゴ現 
計 蓋な 上に おでる 必要は なく、 

千 凡が 化 ニ 年を じ 乂巧飽 巡巧爐 
十 义八千 阳巧觸 〔古鷹 級と 千な 
囉凹隻 、郎智 が 一巧 喃級 四隻を 
を い〕 を 雑 持す る こご！ なる •わ 
をし H 本 じして アイリ 力の 勢々 
を 基準 じと 割を 要を すれば アイ 
リカの 大型 巡を 盤を 十八 隻 ごし 
て おらに r をの 大型 巡が 鑑速造 
を 必猩ご 1 、 アメ 9 々が ホ 一隻 
を 持てば 阻 集の 新を を 必要 どす 
る-しまる であらう、 n 本 ごして 
はこの . 

要求を 貫徹 f る 必要の 上 
か， り 現 化のを 化 小型 巡が 歷八巧 
八 千 觸の廢 薬を 敢て 辞さない 腹 
を 示して 屠 么、 而 して 海軍 閥 保 
W 外の 一般 d 現な の國 家が 政に 
照らして こ 一れ 0 との 鑑洋艦 建造 
を あ 導して 唐ない 結柴 、曰ン ド 
ン會議 で 假ー裔 をを をる じき らし 
巡洋艦 勢力の 最大限度 じ おて 失 
缉の聲 を 放つ て 居る が、 I ホ じ 
巧て 海軍 細^ § 者け 去月を なて 發 
をし じ 巧 隻节旧 廳計晝 じ 街し ニ 
隻の 建造を 歎迎 して 居る 穩 子で 
ある、 異ホ 軍縮を 渉の 經過じ 就 
ては 旣に松 載-大使から 摩 報され 
て 居る ので、 _ 一 一昨日 發 をされ たを 
涉 の 巧容 じ ^て 當局 も敢 て 驚 い 
ては 居ない が、 本閱 題に 關聯し 
た 閣議の 內を 就て は、 

當局も I 墓じ附 して 居る 
もの I タ 刑を^ I がが 部 お 相の 述 
ベた 意見 ごし ト蹲 ふる 所に 依れ 
ば、 海 化は 日 海軍 もま 力 おの 
鑑齡を 千 九な^ 卫ハ年 迄 延長す る 
こど じは 贊が立 あるが、 日本 ミ 
しては ア メリぶ 一の 八が 備砲 巡洋 
艦のと 割 耍ホじ I 就て は愼 重に 考 
霞し なければ な 了ぬ ごち 張し、 
驅逐 艦に 就て は 一ぶ ホが 十五 巧嚼 
じ 制限 すれぶ 日 一み は r 力よ 千嗯 
を廢 薬して 十 巧を 千顺 巧を じ滿 
足す るで あらう ぷ 、潜水 廳の極 
端^^る縮少は軍摩上の見地ょら 
しても 反對 をず ん當 である。 

建 艦 費 六 儀 


、曰 本の 進 艦：； が 童を 免狀靴 I 持 一 これは 萬 事 止む を将 やと 見做し 


補 あ讲畫 

八が じ 一宜る 事業 
鬥 東京 發】 H 昭か 一年 じ 議會の 







大紐育 


を I 九 年 版 y 近く 發巧 


本社が をに 編 券を 巧い じしました 「大が 育」 は、 幸 化 じして 
江湖の 淺< がかき 巧 巧を 巧し、 を じを 部！ 冊殘 らや資 suis な 
> 主した、 化て ネ 化は 窠 一版の 内を をを が轿 たじし、 貝 扱を も 
增 加した 千 化が 廿化年 版を が じあがず る こご 5 なみまし だ、 正 
確に して 且つ 巧ら しい 統計 ど 事 實を染 礎 じして、 刻々 變 化する 
巧が 『大が 育 J の眞 相を 巧 ふる じ逍城 U きこ ごた 巧して だ b 主 
す。 尙 ほを 语は 

豫約 申を 者に 限 4 て ； 

特價と 十五 仙 > 

發刊 後の 御 購買には 


を價金 


feH 


ごを し i した、 速 かじを 巧 御中 込みを ホ 望いた し 主す。 


化巧サ 一日 


紐 育 新報 巧 


協 镑を經 て 目下 替巧 中で あ ふて 
ヶ ザ 計 蕾の 

補助 & 化 猫 建造は 昭か八 
年 ホで 完 化する-か 現 科 勢力 雨 相 

持 邸も對 英米の 補 肋‘ 艦と 创巧労 
力を 維持 せんどす るには -V: 需 
0 降の 艦 齡超猶 艦を も 新 艦 r 換 
へ ねげ なら 田ので 海軍では 巧恣 
禽じ 補充 計靈 をを 提 おする たみ 
該案を 大藏 なじ 巧附 してを も- 
を の計畫 内容は 左の 通 b でえ 0 
一、 一々 順逆げ 艦 四を、 天 龍 
龍 旧 (ご！ 千 ニ 円顺) 球 磨、 要 
摩 (立 干が 顺) の 代艦 
1、 一等驅逐艦十>^^を(をホ單 
濫千 とな 顺を千 四け 曠じ -S 下 

げろ ~ _ 

一、 をの 化 ニ 巧 驅逐禮 .甫 i 艦 
敷設 艦、 驅潜摇 をで 隻 

49 討！! 巧 一にを する 媛エ 巧は 
約 ホ 隱圓で これ-^ 六 ヶ年乃 一1 八 
ヶ 年の 繼攒 事業 どして 遂培た 
い 意向で わる、 然して 補を^ 晝 
案を 巧議 會に提 おする 理 もの 
円 r 實わ 中の 補 あ 計畫は t 年 
度で 終 T の 豫 をで をる が^ち 
勢力を 維持す るた めじは：： を 
よら 新たなる 繼賴 事業と P て 
化 艦 雄 逍に暮 手せ ねばな' 好 
然して 7 シン トン 條 約に-る 
主力艦 化 隻の巧 艦 建造は？ 和 
六 年度よ b はじま 6 捕 助 I 建 
逛ピ 重複し 國 家財 政に 厮^を 
來 すから 一ヶ年 （ら あげ！！ 年 
度よ b 實 施せん とする もで で 
もる 一 
とい ふに あって： E 下大藏 巧广審 
議中 でを るが 

緊縮を. 屬磅 する 巧，：： k が 
如何なる 程度まで 同 案 わみ す 
るか 問題で あるが 目下 英涅 i じ 
巧は れっ i をる を 縮を 渉ご^ 移' 
如何 じよって は 案の 巧 お采少 
の變 化を ホす は 化 わを 得心と 
ず玄も 軍み 廊 々おでは 同を jj 最 
小 限 巧の 超 巧， 計畫 なら ど ふ、 の 
ま 張は 相當强 硬の 模棲 でを-、 

邸 も ィダ？ スは 一方 顺級基 <、 
十九 方 六 千 ニ巧嚼 (ホ] 己 級 
をを む) ァイリ ヵ拌隻 、かご 顯 
でを って 日本は 十二 隻 十で. 千 
四巧顺 である、 然してと が* ゴ巧 
おする ためじは 隻戲 じがて 一隻 
順數 じがて 約 一二 巧 順の 

增 加を 应雷 とする、 ，1^ か 
も B ぶ 現有勢力 中には 『1411』 
級のと 千ち 嗎を 包を して 主の 
で 英米 よらは 遙」 あ 勢で ち もて 
いふので 軍み 部が-巧 觸殺お 一隻 
建造を ホ' 張し 海 f ごが 範 W 結 
をの 隻 どなった t ので おおで 扇 
は鬧案は單じ化嫩逮造にと^^軍 
備賴張 じあらず .がを 計靈 ぶで ご 
づ {補充で あるじい つて' 4 かか 
S モ嗯 及び 五 千 五亩順 巡が 麗の 
化 艦 じ 一巧 トッ疲 をな てす るの 
であるから ホ 謀 會じお 案され た 
摸を 巧當 議論が を ころう ご 見ら 
れ てむ る。 


み大 がが 么ム ヵドた 施 化 下で を 
化 じ 殺人、 舶產が 化 等ん 事 化が 
頻出し つ i わるな め アィリ 力け 
この 際 ブラット 巧に 則 6 キユバ 
の 安泰を 討る 爲 4. じ 子 渉すべし 
との 雜 、本 H のト 院外を 委員 會 
じ提お クれを R 會 としてけ 調杳 
を 員を 间地じ 派遣した 上議 會を 
動かして 干涉 のか ふな こもの { 
如 < 、國お をを， チム ソン 氏 も 
不 H 委員 會じ巧 席して キユバ の 
を 情じ關 f 陳述ず る こと i なつ 
じ、 がは 7! ゲァ ，大統領は 最 
巧 キユバ の 大使 ごして がッ ダン 
户 ィム 氏を 巧 命し を貸會 の驗替 
をボ めた る もを 島會 W — では キ 
ュバの 政情： 斯く すを である 隙 
树等巧 巧に 經驗 澄き 人物を 送る 
のはす 巧で わ bw の ホ 旗から 氏 
の 巧 か炼贊 'ぞ萬 おへて 居る ミ。 


條 約囊議 

ま那 提案を 容認 

ゼ ネヴ ア 十九 曰 壊 =： 國 際赖監 
のを 那 化を 伍朗 樞托 は聯蹈 規約 
第 十四 條に 則らみ を やな S 條約 


をず か 的 じ 修正すべき 規定の 審 
譲を 染求 しつ i わつ わが、 本日 
の會歳 じがて ドィツ、 巧废 、パ 
ン ボブ！， 'ィ ィナ、 ベ^シャ 等 
の 代を が これ じ 賛成した おち 英 
滿獨巧 白タび R 本、 ホび じ チで 

コス ログ キア、 户ンボ け、 チリ 

I 、 ぞ峭 等ょ b を 員を 選 おして 
本條 巧を 審潍し 支那の 提案を 認 
容 する こご、 つた、 ま那巧 巧 
はこれ じ 化 b てす： やを 條 約の 撤 
廬を 則强に ホむ ベぐ 一般 列强も 
この 颠 をを 注目して 属 る。 


委巧 地殷棄 

勞働黨 政府 英厳 

ロンゲ A 十九 日發 n ィぞ リス 
勞働黨 み觸れ ダで 八 サィ ユ條約 
じ 依 b を 巧 統治し つ！ ぁつた 
ィ ラック 王 國じ掛 I 國隙聯 舞へ 
の 含 加を 評容 ずる 旨 通牒を 發 一し 
たが、 ィブ タク 王 國の晩 盟參加 
は即も イダ ブスが 委任 統治を 放 
棄 して 闆國の 獨立ぞ 承認す る こ 
ご、 なる ちので わら、 同國 じに 
最近 問題 把む つて 居る アラブ 人 


柿 も わるので イ ¥9 スの パレス 

♦ン 政策-し 變 動を ホず 前 化か ご 

肢 らいて 居る。 


木を 4®^ を T 特 '.無を (禁 ぉ町轉 我^ 


議會 解散 U 疑^ 

rrTT 1 巧ホを -^JA をす 》 つ 1 ぶ 广 r 


-し 


ご 一十 曰】 巧講 食は 到底 解散な 避けられな いのでが おけ 準備 
を 始め 安 逢 巧 相は 民政 黨娱補 まじ 掛 しがを たが 戰を 授けた、 

巧 化は 『必勝 疑 ひなし』 ど 云つ てゐ るが 東凉 UH 惭 聞け 社說 
じがて 述べて 回く 『若し 旧中灌 戴が 政ぶ 會ぶ 遇くなら 巧る ベ 
き選擧 には 失 取しても N 黨め將 ホには 望ん 化 一 ある』 ど 尙ほ巧 
次 巧 ニ 郞氏外 前 耕 黨惧樂 銀化議 ±サ 一 名な な 一ぶ 曾に 乂黨！ 六 
名は 中な として お殘 6 一 こ 好 榮巧郎 氏は 民政 黨 で復歸 しね。 

省發 わじめ. 女 B 銀は 民閒 預金 一 
を 拘束 せん 仁. を 論む でゐ る。 


外交 委員 會ご 

隣邦の 脉嬌 

調な 委員み 派濟か 
ワシントン 卞九呂 か — 靡近ァ 
リカの 隣邦 キュ パか攝 すを ど 
なら 共 產黨の 赤化 陰 が ある. 外 


メ 


解禁 期 近し 

十 か 日】 濱 ロを 相は 十と 日 巧 I 
を 新聞 幹部 記を を 招锭し 『金 I 
解禁は この 上 猶豫お ホの』 ご 
云つ たが、 銀 巧 家は 解禁 期を 
豫簿 編が 後 か-諮 會 解散 前と 
見られて 居る。 . 

神 旧 巧敕齡 さる 

I : 甘 日】 元 神 旧 銀行 頭 あ 神曲 鍾 
.藏 氏は 遂に 收豁 された。 

霜 H 省屉 服ず か 

【甘 巨】 生糸 酸 稅撤廢 じは 農が 
省は 反對 意見で 商工 雀 も 遂に 
巧れ を かご 思は る。 

三 ホ 船舶 獨 ぶか 

〔廿日】 一一 弄船她 部は 約 ニ 千 巧 
圓で ディ ゼが 船を 新 遣し 古 船 
を淘汰し物康會社と切離ず計 
畫だ ごの 說が ある。 

民間 有力者 參列 

〔甘 曰) 伊勢神宮 遷宮を じ 際し 
民瞄戲 巧者 f して 高 困 早苗、 
が毅 陸、 が山隹 や、 本山 彥ー 
大隅信 常 侯、 光永 星郞 ，頭 山 
滿- 志が 源 太郞、 S 井 八が 右 
エ巧 男、 岩 崎 小彌乂 男、 ± ホ 
久徴 、湯 川寬吉 、伊藤 治郞左 
エ巧巧 等參列 じみを した。 

張繼 巧の おお 會 

〔廿日】 驻曰 支那を 使 汪榮寶 氏 
及び 南京を 府 使節 張 繼 氏を 中 
むじ 十八 H が チ ー •パ ー テ| 
開かれ お概 氏、 小川 乂藏 巧官 
お 原み 相、 永 ホ 巧 務が官 、頭 
山 氏 等が 出席した。 

.日銀て 預金 拘束 

【+ 九日】 解禁を おのね め大馈 


澄 宮殿で 旌 軍. へ 

(十九 呂】 澄宮が ドには 將ホ陸 
軍 じ籍を 置が 卡 りれ る； じ 決 
定 した。 一 

1 巧 額 一ず 巧圓 

〔十九 日】 義お 教皇 豐 一千で 圓 
捕⑩じみ定した。^ 

國際銀 準備 員 

(十九 日】 國際 銀行； fF 礎 委員 ど 
L て ± ホ a 銀總 裁が 岡 行偷敦 
監督 役 a 巾 鶴 一一 赢 t 可 正を 銀 
巧 紐 育 支庙長 園な ふ 郞 巧を お 
をした。 

郵賠ニ十億^ 

〔十九 日〕 緊縮 宣 傅で 
は 廿億圓 を 突 砲し f 
- 白 巧 圓-し 達して 居を 一 
に反して 商取引 不振 
月 ホを 國銀巧 當座預 
ょら 一億 圓减 じた。 

鄕 男が 乘リお 

〔十八 日】 東洋 モス リン 育 社 整 
狸；-: 鄕誠之 助 男 ホ b お 

信 州 淺間山 爆 

【十八 日】 信 州淺間 山は -< jj 曉爆 
をし 小 訴化モ 化 民は ロ ^ 一 にお 
び 出した。 

藤 原 巧が 友會へ 

〔十八 日 一兵 康縣 選出 化 燕 
原 米を 氏は 政友會 へ乂黨 

被 多 野 巧 逝去ず 

〔十八 日】 玉 川軍氣 取締役，^ 
一二 井 重役 波タ巧 承五嘟 氏は^ 
去し ち 


II ユ— ョーク 春が 

♦巧 動 フィ^ムが 除 b 沿 巧な 
ので、 笑 崩れた 一人のを 物 人 •い 
蒙った 損害は、 寒齒を 思は で 呑 
达 み、 にて t 段がず から 巧び 落 
七。 誰かぐ 化 事 ご 叫んで お防隊 
の 出動 ごな つ わ、 マサ チユ セッ 
ト州 フィ ムバ ー グの化 ホ 事で わ 

る、 ^ツ户 > ^ツパ f • 

♦シヵゴの をを 带話集 か 人が 
ラ 力 ー 君、 二な 篇の舌 仙 モをホ 
—グ ドア ッブ じして 遣られ、 を 
察への 急報 電話に 巧 人から お 他 
玉 一 倚を 拜 借した、 小人 五 抓 玉 
を 抱いて 罪 ホら 乎。 

♦てメブ 力の 巡が 艦ぶ 礎 じと 
倒を 要 ホ すれば、 4 英のお 巧 力 
が两等 じなる、 化て ア メリ々 の 
基礎を 切 下げる が、 ィゲ ブスの 
比率を 引 上る の 外な < な.^、 巧 
角の 均等 勢力が 泣き おしかけて 
居る、 日本の 爲 めじ 英ホ 均等に 
化て 遣らる、 痛快。 

動 章 事件 擴大ず 

〔十八 日】 動 章 醜聞 事件は 天 岡 
前 賞 動 時總 裁の 自白の ホ媳大 
し 京 補 山 ロ ホ 洞、 神 口川 お淸 
宾衛氏 等は 御大 體當時 天 岡 前 
綴 裁よ ら劍 一二を を 買つ たどの 
嫌疑の 下に 目下 譽視廳 の収調 
ベを まけて ゐ る。 

山 梨大將 を吿訴 

(十八 日】 を 山ホ穀 取引所 醜既 
じ關 し川峭 商事 禽 社々 長 川 崎 
德之助 氏は 前山 梨朗鮮 總督あ 
び 肥 田理き 巧を 相 乎に 冉十巧 
田め 詐欺な が P 吿訴 した。 

海運業 者 蘇生ず’ 

〔十八 日】 海事を 融 改善 案じっ 
き遞 信、 大藏兩 省の 協議から 
海運業 者な を 得て 一方 トン 廿 
隻 建造を 自標に 環を 部 よら 相 
當 額の 顯 通を ずけ る希黨 であ 
る どり 

外相 個人的 勸 を’ 

〔十八 日〕 おが 外相ぶ 露 支大を 
化に 對し 個人的に 寂 接を が 解 
决 ぶを 微吿 しむ。 

宇垣 陸相 樂觀ず 

【十八 日〕 宇垣 障 相げ 臨時 師團 
を 會證の 席上 述べて 曰 （『軍 
政論 査會 を 政な 革は 相 當講論 
ある も 前を じ 暗雲 難關等 毫も 
ない』 ご。 

文官 待遇 改ぶ案 

〔十八 日】 衆護院 書記を 速は 政 
務官會 證じ對 しま 活 難の 文宫 
待遇 改正案を 提出し わ。 

佐 か 利 公使 赴 巧 

【十八 日】 駐ま 新を 使 佐み 利貞 
男 氏は 十 巧 二日 h 海 丸で 神 ロ 
發を 任、 南京を 府訪巧 巧 化 平 
じ 巧 < 善で わるが 時事 新報は 
ち那の 排日 防止は 新條 約に 
排リお因絕おザべき有巧^;* 
る條 項を 人れ よ 
f 述べ 東を H 日 新聞は 左の か 
くがいた 

支那を して 國民會 謹を 早 （ 
召集せ しめ 政が のぶ 礎を 固 
める じあ b 且つ 獨玉祥 、閣 
錫 山を 巧 起せし めよ。 
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號 n 十九 旨ぶ 千 一巧 


雜 新裔獄 


【日 罹: と】 日 一 甘 巧 九 年 四が 昭 


難？ 圆行 
5^诊 察 

„ す 前 十 時—】 時 


:一 畔 H 曜 


午を 四時— 八 時 
午前 十 時— 正午 


づ W 

ぶ W ぶ 一 急 巧傻巧 男女 疾患、 巧 


没 

5? S . 在 

旅 si 

品 S 一- 


廣 病、 血液 捡査 
タタの 經 験を 有し 日本 
人 じは 特に 親切 じ洽藏 

健康 該斷 i 

ドク トグ 

メイ ゼ八 



おを 會 

苗 巧說較 (日) 八 時 
日お學 校 (日) ニ 時 ザ 
家を 集を (水〕 八 時 

が 禱會及 (未) 八き 

蛮書成究^ォー /お 

八會 

講巧タ 


設 巧 


を 宿舍 、巧み 食を 
* 業 用を、 をの 化 
人事の 巧 相 巧 じ 度 
じます ゥ 


. . 設療 

ザが 十 時 ょら 十二 
時、 午後 六 持 ょら 
八 時、 目曜は 前め 
願 上 お 

ドク ト八 

山 ロニ 一之助 


か 

打 

.は 

"，け 


診察 時間 

午前 化 時 1 十 時 
午を 六 時 1 八 時 

ソ 小栗韓 H 

紐 奇市ブ ブブー 病特 
资お街 おおか お 

武巿 コン バラン ド 

病院 巧を 


pi が 

k 化 曾 

- 曲 日 

な 齡人 
お 
削 I を 

手|| ぉ 

^ 社ー會 

3 


日爾垄 畜硏巧 正午 
み勵を 夕と 持牢 
唐 巧說せ タん院 
木 巧が 唐を タ八時 
巧捂 及びを « ■ 
午後 ニ 》 

±虽 まな 會 又は 
ホ 話 食 タ八路 

粗を か 業 

賓宿 謀、 旅 巧ち ま 巧 
巧、 人事が 获 が、 讀 U 
が、 職 菜 巧を 巧、 巧 巧 
錠链敎 巧のを 課を な 
ける 員 及び ホを 員の 
巧を 計る 


巧 店は 實質 誠意 班 速 ま義の 
をに 御 ± 產 物】 を卸賣 値段 
で販實 をし ます 多 かじ 拘は 
ら中 御用 命 仰 か F さい ょせ 
◎歐 米を 種 時計。 歷時試 一 ホ 
◎寶石 貴を 屬 。银製 器具 一を 
◎を 褲萬年 拳。 を 銀製を 筆 
◎蓄音器。 レ 3 1 ドを 本 陳列 
◎寫眞 器。 タイプ ラ' •■タ ー 
◎が 切な。 が念寫 々お 繪髓書 


プ 《 1 ドゥエ！ ちと 十を 
領事館 向 側を みと 0 五號室 

巧タ请 

觀ぶ商 冷 

170 B 夏を さ N . ごさ 
互 . Gortlandt 6 だ 7 迈巧 


歐 米を 極 時計 
貴を 頗寶石 巧 
銀製 器具-ま 


器 



プ ライタ 1 

を 稱方年 筆 
其 化 ±產 物 一 ま 


◎簿ニ 最高 殺ノ 商品 ヲ 精選し 
化巧ョ ，廉懼 C 販贊シ チ 盾， マス 
西 四十 ニ 了 目 一四 下 一を 番 

ロング H — 力ー ピか デン グ L 4 

かな 十玻室 パの 側 

伽^が 
取郎 ； S 
7 V — 邮 
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◎商 おノ 確實ナ ，コト、 な 扱 
ノ巧 速ナ八 コトニが テを 接 
々ラ 御 巧 評 ヲ得ブ 居 9 ザス 


靑 柳商會 


葛 巧 主 谷 基 

自 午前 九 時 = 十二時 
自 午を 一時り お 時 
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はへ キシヤ 1 フア 
ン テ^ン ョン クリ 
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診察 時間 
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びく 業 化されむ のは 最近 S こご 
俏 人造 絕絲レ 井 m ンの卷 
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人を 紹糸 どい ふらの がかを じ 
親 かされてから 旣じ 五十 年 ごな 
るが、 流 おじを 揮な 絹糸の 需要 
か 多 < u 本 生糸の 

:大 顧を でむる アメリカで 
もこの 新ら しい 產 業に 投資 丄た 
額は 旣 に-借 ニ千ガ 弗を 超過し 
て 居る、 昨今 生糸 控 である 
日本を もを むを 脏 をの 人 遊紹糸 
エ おはめ ニ' むを で、 アメ 9 々だ 
をの 中で ニ卡 をを 算し 生を じが 
てら 化 ホ鍛一 どい ふ 仲び る 力を 
示して 居る が、 旨が 掛 糸ょ もも 
畏つ ごな がい {ご 巧せられ て 居 
る 『ベン パ！ グ乂逛 絹を』 の發 
速が 巧みの 注 a を おいて 指る、 
巧 化に 巧る 人造絹糸の 灌ホじ ま 
るし いもので 千. 九な 二十 ニ 年の 
化 巧を 八 千万 封 ほは 巧 ザを にが 
て I ニ谊 四千と む 十 お 方 封 度-.; ち 
加して おる か、 •へ. ンバ' — グ制巧 
じ 化る 人絹 曾が である アメリヵ 
ン •ベ' パ— グ約 社は 

ド井ツ 系のを 社 か 支 恥し 
ーを^;他ア メ リヵみ諸を赴も亦こ 
S 系が に 支配され て 居る も 5 で 
わる' か、- これを の 諸 食 社は 最巧 
'化 力" ライナの アツ ン ェゲキ 火 
じある y メリ カン •ぶ-'' '々哪 も 


據化 どして、 ゼネラ 八 •レ キヨ 

ン •ユ |1 オンを 創設し、. 一年 S 
だ 日勞働 制で 一日の 生を 十 S 巧 
お 巧、 を 化 ホのを 產化 みの 一を 
占めて オランダ をの 大會 がが 大 
消豐 化で ある ァメ 9 ヵじ羅 進す 
る こご.-! なつ じので をろ が、 を 
も'--- 人造お糸 ご い ふ も の 始 
めて 椿 見され た 0 は フランスが 
先進 固で モ 八な 八十 四 年の こご 
であつ た、 當 時の お 見は 未だ 

理論的 な もので あつた わ 

二十 化が じ 入ち じ 及んで 先づフ 
ランス、 ィダ ブス、 ド キツ等 じ 

製 港 エ谨が 設けられ、 千 化な 八 
年には ィタ 91 じ、 モ九巧 十 年 
じは T メブ 々に、 オランダへ. エ 
壌の 設廣を 見た のは 千 化 巧 十二 
年の こごで あつた、 始めて ブラ 
ン K でを 見され たん 絹 製造 巧 も 
をの 後漸 々ご 巧學 的に 硏 巧され 
今 B では 四姊 類の 製造 をら ホれ 
て おる 化 ひで あるか、 最初は 霄 
じ 物 珍ら しいなの 巧 巧で あつむ 
人紹 も、 ん紐獨 得の 染色、 スタ 
キ 少の硏 究で將 惟が 自お 絹糸ょ 
6 も化廉 である 所 か fl 、 過 ま 五 
年になる 消を の增加 じが ムホ産 
製を 巧 もぐん'— ミ 仲び、 今 H 
にがては 槐 業が にを を i ：*- る化歷 
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ォランダ 化で ンヵ系 城 じが 巧 さ i を 占いる じ 幸つ たので ある、 巧 
いた も.； f ム .っ、 この 人絹 曾 か I ( I て 
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成功の 秘訣 

米 固ま 巧 語を 話す ま 
はぶ 巧の 黄 一義です 
本 按じは 日本人を 巧 
じ 慣れた 専巧禄 人な 
師を 5 巧が じ會 話法 
信 义な巧 語を が 巧し 
ょす。 日 唯 遇 曰 共 じ 
午前 化 時よ b 午後 十 
時よ で 巧 巧し 一 レツ 
スンと 十 豆 化づ \ 
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稅關 事務 

東洋を 地 幷じ全 世が 
の 餘お入 ホ 法 じ關す 
す' る 一切の 御 諮 間 じ 
糜じ錢 道療船 貨抵ま 
赁巧出 机 表 巧 顯手續 
書 等 進呈す。 電巧都 
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アニチ ユア、 ゲ コン！ シ ヨンと 

一二 拍手 揃つ た 巧 琪じお 巧の 位最 
を 自ら 築いた か、 絹糸、 木棉、 
リン ホン、 毛 緑 物を 策 も 盛ん じ 
この おを じ 手を 伸ばして ホ、 化 
學 をを 礎 どす る 巧ら しい 製を 法 
が 創造され て 居る、 尤も 斯ぅし 
た 新事莱 だけ じ、 工場の 擴 張、 
巧 磯が の お 付 等の 經叟關 係 も ぁ 
るので 驚； べき 巨利を 博して 居 
る會駐は少^:^いが、 將ホ怖びん 
がちめ の準惦 時化 ど 見る を 得べ 
(、この 点じが て 致 も 巧 ホに 化 
すら ものは 盖し r メ 9 カン •ベ 
ンバ ー グ會社 S 發逢 ぶら で をら 
ぅ、 词會社 •か 創な された のは 今 
から ニを 前の モ 化な 二十と 年の 
こごで ある W 

昨年度 じ 巧る テ ネシ！ 卵 

エリ ダべ ブ トンの エ蔡生 產はニ 
な 十 巧 封 度 じ 達して むる、 元 ホ 
この V ンバ— グがド キッじ 孤々 
み 聲を擧 げたのは 第 十八 世が の 
即もモ とな 化 十二 年、 染料 エ柴 
を設廣 しだる じ 初 まら、 百を 後 
じは 染 巧を 拾て、 綿布 製造 じ ま 
ら 、千 八 百 九十と 年には 楠 糸を 
漫 のま 産 時が にを ら、 この間 じ 
於る 化 學的硏 宛が 遂に レ キョン 
お 港と なつた もので、 千 化な 十 
一一 年から ぽ つ''-^ ど 巧 動じ 着手 
K メリ々 じ 手を 伸ばした のは 他 
のか 威 じ比睐 ずれば 十 年 も 後の 
ことで ぁつた、 元 巧 この 人絹 製 
逍の 先駆 U 前記した かく ィダ リ 

乂 、ド キツ 、フランス、 ベ 於が 
i 等ご い ふ 

驗妍じ 牛 再ら れて 居た の 
でぁるが、 歐 測大驟 の突發 ご 共 
じ 巧袭の 中む はィ タリ ー、 ォラ 
ン ダぶ びアメ .リカ じ 移つ たもの 
で 大馈中 じ アメリカの 生產 
ニな お 十 巧から 六 良 巧 封 度 じを 
產 1^’ 培 巧し、 ベン バ ー グがブ 三 
シ！ 贿じ 工場を 設けた のはず 九 
な r 十と 年の こどで、 今日では 
同地に 一二 大工 媛を 展 き、 獨特の 
製逛 巧で お 場 じ 現を ずつ て 居る 
のでめ る、 今日の アメリカで こ 
のみに 見るべき 入 絹乂脅 社は 七 

ラ ニ 1 ズ •コ] ポ レ* — ■ シヨ ン • 
オプ • アメ リガ、 ア メタ ホン ♦ 
チヤ チ 八 ロン • コ I ボ レ* シ 3 
ン * ィンダストリ アグ ♦レキ ヨ 
ン •コ ー ポ レ！ シ ヨン 導で 遊 ま 
ご 異な、 人 綴を 業 も 漸くを 定期 
じ 移りて をの 將緣か 非常に 注目 
•されて 接る。 
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フイ ジオ シラ じ スト 
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多年の 経驗 をな て 
最お ま巧學 手術 じ 
堪能 じて 信 巧 萬し 

= 旌術巧 低廉り 
日本人 諸替 じは 時 
じ 了 寧 懇切 じを 壌 
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尋 り 

(宮城 縣) 大 橋ぶ 雄 (能ぶ 縣】 お 
本 卯 一郎 (德 島縣) 糸 西 川商義 
(山 ロ縣) 德巧祕 S 郁 < 廣島 縣】 
松 本實宮 (宮城 縣) 手 面 直' 驚 
(和歌 山縣) 化 本 やま (鹿 化 島 


縣) 國上時 愛 ち 岡 直 化 


時縣) 她旧 內藏ホ - 西 岡 摩 ニ 一 
义伊 度み 大躁 サダ メ (愛 かな) 
長綺 德一柴 田き 一郎 (大 私ち 
西 か 源 太が (民 庫縣藤 木；^ 八 
(福閒 お) ホみ 豊を 前が 育入學 
學生八 木 郡 ホ i 靑蘇縣 ) 竹 i ノお 
豊 一二郎-熊ぶ 壞西 未文藏 (神 
を川縣 } 瑶葉明 ま 伊藤 嘉巧 
( n C ン ビァ 大學 の 身 奪 稱矿太 
郞 (鹿 島縣) 芝 田 做 一部 (《度 
縣) 藤本 嘉八 ご 
右の まじ おお 致 巧き 蔑ち 
校 間 本人 おくは 知人よ b 
化 巧 狗通か 願 上 お 

紐 育 霜國絕 領甫籍 

1 ち Brsli ま ニ 星 さ rk || 


(長 


日、 木曜 午後 九 時 1 十 1 時 

紐 育 柔道 俱樂 旅： 

窗百了 目 一 3 巧 


巧 留靑を 理想の 賜が 


日本人 靑年習 

W 巧の 毒芭 ‘ TcU 穿で i 5 


アタリ 力が 對外 投資に 

絕 對支酿 U 不巧能 


闕際 資本 市場への 進化の 跡减少 


鼓を アメリカの 巧：？ 投資 ■か 著 
しくが々 を ホし、 これに 伴つ て 
イゲ リスの 薪 外い* ら びじを の植 


寶 本が 煤ち 配は 今後 刮底 聲み縣 
むいだら ぅご y て ゐるお 昨 千 九 
巧 二十 八が じ 巧 はれた アメリカ 


氏 化への 審 .か 1 しつ、 あ も j 點外お S 地 巧 的 か 布なら びに 


こどは 注；：； じ 化する •か、 みに 關 
- 速して 最近 @ あさむ わ、 ァメ 9 
力の 投 をが わ碗盟 がか 谅 を 委貸 
巧の 巧を 销吿は 興味 ぁる 記述を 
。し C むる、 问お吿 にょれば、 
恐らく 

占戰後 十 ケザ阳 にわいて 

一 アノリ々 がけ ひ 巧た やう。 四 際 


をの 种類 をみ 巧して をる ど、 み 
ぎの か'' でかる、 化 づ地视 的み 
布を 兒 を。 らば、 對歐渊 が おも 
を'' 總额^ 仰が 阳 をを もめ、 を 
の 巧 b のみ 卞 をが 南米 諸 轉じ巧 
き、 カナダが これにみ ぃ’で 巧 S 
化を、 極ぉじぉする~^>の：^>最も 
少ぃ、 をしてを*^'ホをず./きこ 


とは、 この 投資 S 性質が、 いも 
じる しく 變 化を 巧た した 点で わ 
ら〜 、ごい ふのは 民間 會社 じ 對 
する 投資が 非常に 確 實じ增 化し 
つ、 もる ことで ある、 千 九 も ニ 
十 年 か，。 千 化' 円 ニ + 四 年までの 
間は ホ 巧が 外 投資の お S 剧が、 
對 民間 is 化 投資で ぁつじ、 しわ 
るに を ip 後、 をの 割を は 漸ホ增 
况 傾向 たど 6、 千 化な 二十 五 
年に け i 创 、平 化な 二十と 年に 
リ四剧 II : かじ、 で 化な 二十 八が 
にはが it - v をに なつぃ、 しかし 
この 傾 紅 對歐洲 おょび ヵナダ 
への 投をじ おいて 特に 願 著で あ 
勺て、 ぶ 米に おいては むしろは 
勒 のが 卸を だで つて ゐる 、しか 
して この 一 


私を 業 の 方を ご L ては 最 
近の 國內 投資の 塔 ど 巧 樣あ巧 
會 化が、 お ホお賓 《場を に 優先 
應裳 權を附 巧す るか、 あるひは 
おお 社 憤 お 巧の 場を じ乘替 への 
特權 わみ どめ る ご、 ふ 二つの ホ 
な あるが、 この 傾 帖け特 じ 今年 
の 第-四 半季の 時戲 を。 ず もの 
でを つて、 全衝對 た 間會社 投資 
の 約 I ニを の ニは、 この 稍の 特殊 
權 巧が が 憤、 普®! わよ び 媛 先 巧 
の發巧 じよつ じふので わる、 ァ 
メリクの 千化資 二十 八 年中 じ わ 
ける‘ 海み 投資 繳 額は 十四 憶 ニ 
千 六な 巧' ド グじ连 し、 この 數宇 
はわ やかに 千九扫 二十と 年の 十 
五 億 化 千 S 巧 巧 ド产じ 達— ない 
のみで あるが、 しかし 化の ぅら 
狗 十億 四千 九な 巧 ド グは卞 九 巧 
二十 八 年の 第一 四 ザ 季じ巧 はれ 
わ もので あつて、 窮 一二 わよ び 祭 
四季 半に おいては 非常な 臧少を 
見、 上半が じ 化し 六 億 ド. グ 3 —H 
を减 少して & ふ。 

正金 遂に 買狀動 

まま 特電 ニ jhn 發 n 爲替 急騰 
で 堅 實ホ缺 （了當 局は 譬戒し 反 
動 抑制 モじク き 大藏省 ど 協議の 
上 あを 銀 巧 1 買 おじ おつた。 

兩社 提携 巧懼む 

を ま 特電 二十日 發リ旣 報 東京 
電燈 、東が 電力 提携は 兩が 長め 
巧斟で 巧き 懒 むで & る。 

外 义商ブ I ル 案 

まを 特電 二十日 發 N 柬 輸入 制 
限に 外 义 商は 反 對 して 輸入 廚プ 
i 八 案 提唱し 出した。 

化 巧 中旬 賓易嵩 

ま 京 特電 二十日 發 N 九 巧 中の 
輸出は よモ ニな 十 ホ 巧 云 千圓、 
輸入は 四千 巧が 八十 六 巧 八千圓 
で 差 引 ぉ 超 ピニ千 お 巧 一二 十 置 巧 
おモ圓 である。 1 

株式の 不安 一掃 

日本 銀 巧 監督 役 着電 

〔十ち H 發〕 轿お資 をの 需要 あ 
ら •し 起ら や、 を 離 化然緩 漫晴势 
を持績 しか ふるに 銀 巧を のが 資 
態度 も ホ愼蚕 じして-を 緩和の 
巧 お’ 巧 初 國債元 お拂じ 潤は さ 
が、 持に 短資 ホを 急落を 呈 した 
蹲らく す 猿を 辿れる 株 ホ 巧は を 
儉ホ 解禁に おず も 不巧人 氣漸み 
を 巧き、 化 場 幾み 回復、 闕憤强 
をみ じて、 期义だ 怨巧懼 へに 化 
調、 を 糸 質れ 巧き はま 極 お 巧、 
化 パ 上がの 貿易 も 引 續き顺 調で 
ホる。 
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をは。 御 まるぐ ャの上 巧つ 理 
擦 護 ホす お a プなげ じてん 
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巧巧區 域中必 、媛 領事 お、 H ぶ 
巧 船 其 化 煤が 乂會 おあきな 巧 

る 港 が ホタ が. 

化 日本を (持 別 巧 あ b ) 

御 一巧み 萬 自動 ホ 巧 巧迎申 ■上 候 
巧ニ呈 iiornia 芭._ San Francisco , C 童. 


レヤ トル 市 
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W 06 •ま h > v タ SP weattl タ Wa を- 

を 車藥 前を 東 ご IT お 側 太 階 建 
H 本 巧 船 切 巧 取を 波 戸 場 送迎 


ロス アシゼ ルス 

ホ ZN ン ピック 
ホテル 

ニ ？ Han Pedro お ； Los Angele グ GaL 


な 

g む 巧 
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111 
W 綱 2 


呼が 興樓 

瞬 揃 ひの 巧 理人數 を 
が 日本人 諸君の 嗜巧 
じ 適する 科 理を差 上 
ます。 朝 一二 時を 蘭 巧 
(なか 五 T 目 サブ 
停 華 おの 下) 


L9 日曜 及 ±曜 じは シユ 
n y2wl マィ 春摄を おへが 

请 ’I 

器 & 


U 卽 をが 
、ぶ ぉ 巧 M 

C 

お T 


£娜 集雅園 


自午韵 十一 時 
ま 午醋ニ 時半 


謂 巧 


ホ廳 茶園 

司理 A ま 蓮 
お 勤の ホ じは るな 
の御废 巧に 儀へ 巧 
歸 を 席の 御用 じ お 
や， 7、 娱随 巧牢相 
す變わ 副を 顔 度な 
が 上 裤案巧 申 上 侯 
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巧 桐兄盡 會 

スマ ドン •プロ ダク ブ 一手 販資元 


日本食 巧晶 類な び 雜貨頰 卸小賣 
か 之 ま 大賣棚 桑 山廚會 
斬刊 書籍 雜誌 小間物 日用 晶を稽 


ザ 上 金魚 巧 

ニ 96 巧呈す e ._ f ご rk 置. 
呈呈 e さ |§ す er 7738 


H 本を 巧 品 
日本 雜货巧 
書 » 巧 雑 巧 


巧タ化 時を 备柔 

メ ， グア ドン ス 〔年 一典-一 

東京 巧會 


ランク 巧ら ます 


酱油 sisif 白米 
日本 米鐵 食料品 iiS 歡黯 

巧 巧 巧 か 巧 まを 巧ち 巧】 手 資が巧 

曰本赛 品商會 


大勉强 


煎 餅 卸、 小賣 
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n ネ 食料品 一巧 

SC 曰 r ち 巧 Rjce Cak 巧广 0 ■ 

養韋 tuvr 
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擒 が ， — ミン グ 

133 ぶで 或 5 害 Stree ニ ew Yirk 
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言 7 3 rd ご e . B 里. 置 己 置をまで 
ジ 一ち h 呈 e ざ一呈 すち 31 を 

罔 園閑靜 
室 巧淸潔 
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ぎ ブ賢蓄 7 s 
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を 亦 


夢 勢 事 
225 绍 .受を 
ぎ sn 董 


麗榮が 
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送 だ 


住 困 旅 


館 ま 住 巧 
2 GB で S こ 置ぎ 己， ぎ S 臺巧 


舊 

續 

キセ 

を n こ 3 思 


一方 旅館 改め 

帝 鹽旅鑛 ，館 前 

妄 ち. 呈 h St . I 蔓 York 

Tei - 賢 ぶ 夏 h ぎ n 化是 1 巧 


織 育 旅館® 15 

_—、 -lur 1 一 .1 ニー - 


，矣次 お 

棄湾卡 了 旨 ニ 撰 二番 


Tel . Gaiedcnia 潰 之 


が ストン 帝 I 

富 ± 旅舘 ■大纔 未 殺 

1 を 去 isier 芭’ so 立 MP 
妄 8. 产羣 5 


費府 御旅館 
桑山淸 五郎 

妄 8 ぎ 量 9 を St ■呈 iad を 章 P 产 
Tei-wai ミニ 231 


日 _ 


庵 _ 


叢 話 プラィ 7 ント 

なまぶな 巧を ま 

かや 重 雄 

總 育 お 西 题十國 了 旨 
一二 下 二八 發ご 庭) 
J ち芸廣 E A 青芸 P 哀堂召 
ごご18 Wesf 44 ih SI , 尹 三- 

ぎ Br 壹夏 1^3 


V ‘ 


. ’ ミ-‘ 


有する もみで、 オリオン £ 呼び 一の 中 じ 流し こみ 
を逍整ニな^巧、 速カ十六節半 
當 地を ふ も 出しに 近く 化 巧 一周 
の途じ 就く はず。 


卓 ■上が 話 


お 垣 伯の 孫 滿洲へ 

V 本祉特 m が旣 報した 如 
< 他 石 新 滿鐵總 裸は をのが 巧官 
どして なが 垣 退 肋 化の 觸な守 正 
君 ご 二十) を 伴 ふこと じ內 をした 
一方は 滿鐵の 伏魔殿 じ 雷を 落し 
て やらぅ どい ふ 蕾 親爺、 一方は 
禍 父の 築いた 自も黨 3 わ 城に お 
冗を 向けて 脚當騷 ぎまで 起した 
おお、 面白い 紐を せ だ 

V 當のザ あちは 先年 例の 
戯曲 f 自由 薰お 變』 を设披 黨乂黨 
閒瘦 でち をし なつての ホ 無形 社 
をつ くつて 抜を 研究を やつたら 
東京 雄 辯 乂學を 立て わらな どし 
て 政 巧 じ 入るべく、 ひたすら 化 
議± 候補の 資格の 出 ホる 二 一十 歲 
になる のを 待つ て 居た のが、 今 
度 やつ VJ をの 準擺 時化への チヤ 
ン スに惠 ょれた か だ 

▽ をし* J つても、 守を 君 

は ± 拴鄉 霞の 大 先輩なる 故 板 垣 
をの 孫の こご、 大 政治家の 子 お 


木が の 試合 延期 

が 人 拳歸家 木が みお 郞 をは 旣 
賴 のか （ホる お 111 H 、 ゲ クス 
タ を 園の 七 ミ •フ アィナ 术 
トお戰 にお 壊の 善で ぁつ f - が 
同 巧は ユバ —ト 野球 媛’. 延期 
じ 延期を 重ねた 3 コット お コ 
ンポ 。の 雷 量 举圃戰 が 擧巧さ 
れ るので、 ダク スタ！ を 圏の 
試を け 自然 猩期ご 巧！ ねが、 
巧ぎ の 試を は 恐らく ホる！ 二十 
目 (巧耀 B ) の 巧 姑を 園で 擧が 
すべ': 木 村 おの 粗 手は 曾て フ 
ラキ •ウ 五み. ト 殺-.」 屬し バン 
チ 3 •ダ ユラ W 試を つねこ ど 
の ある ブツド •セ ド マシ ど 呼 
ぶ バンタム 絞の 圖± である V > 


ら、 


I* す、 


'ま . 


を柯ん とかして 巧 立て‘.* や もね 
いご 仲に 立つ 人 も あつて、 この 
話が 具体化し ゎ ゎけ だ 

V 當の极 垣 君は 曰く 『を 

の 下で なら 是非 慟 きたい ごかね 
て 希望 I て 居ね、 今度は 囊 人は 
いけない ごの こどで 鐵相 時代の 
秘書官 旧 申 前 巧 議± すら 辭退さ 
れて 居る ほで で、 をが 選ばれ、 
ば 幸です、 社會椅 からを お經濟 

運 鹽のシ ■ ~ ナ タオ や ボス タ ^ — も 
頼まむ て 居る が、' なん して 
滿 測へ 飛び出したい のです、. ホ 
年の 一二ち 十五 H で おご 一 十歲 じな 
らます が、 解散は をれ よら 前に 
ならます かね』 


卵を 腐の こしら 

らへ 方. 

卵を を やつこ 夏 腐の やぅ じし 
ねらので 暴い 時な で じは なかな 
かおい L いらので ず、 これから 
の 寒い 時に これを 吸物の 實 じし 
て も 結構です、 ま づ卵五 個を で 
ん ぶら じ 割 b 入れて ょく わき ま 
せ、 襄 ぉー ホーを 五 勺、 お あさ 
ぢ 一二を の 一、 酱 独々々、， V れか 
ら 砂糖を ご < ホ々 入れて、 充巧 
かき ませ、 四角の プ リキの 空か 
んじ 丈夫；： ^ 西洋 巧を しいて、 を 


をれ を... 一 ィロ 
ゥの中 じを つくら 入れて I しま 
す、 湯氣 がゎが つて ホて 
二十み もた . つ W かたまち 
かたまつ じら どち おしを 
水 じ 入れ、 かんから どら I てて 
やつこ 置 腐 ご 间じ位 ひのて さ 
じ 切つ て 器に もち、 つめい 水 
£ 氷 のぶつ かきを 入れ、 一け 醬 
她 ど 藥味 をを へて 出し ま f 、 藥 
陳は靑 じを かねぎ を こま，^ じき 
ざんだら のがよ いでせ う <1 
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御 披露 致し ま I 
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しみな どじ ふさわしい 学し W 
なじまして、 御 化 巧の 化 
ひまず 
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紐 育 帘窗閨 十二 T 吕旨か 一 替 

電ザ タイア \ ト とと 八と 
讀フ ブイ アンを ハ 化 八 


をの 寶は何 かど 尋ぬ 
— ラア である ごを 主 
人は 病の 器 W は 


な A が あれば 混は 直ちに ォネシ へ 
巧る のじ 禱譜 をし ません、 普から 
ず 古のを 言泛云 ふべ しで 一度 病魔 
の 襲 ホに 逢 ふ ど 忽ちで 輸 快を 薇 じ 詰まらぬ 事に 氣を揉 
いで 遂にけ 化の 中を 超 麗して 仕舞 ふを' も澤山 ある 樣じ 
愚 ふが む 身の 罐をじ をて 幸 顧を 得 樣どお ふなら ばを 
は觀 言ず る 『ォ をシ 1 -- ! ラァ なる 不可思議の 靈 器を 使 
屈する じあ b 』 ど。； ^ 5 は 本年 六 巧 腹部 關 節に 突如 ごし 
てを 恐なる 急 巧 リゥ； I. チ K を 患 ひ ホ 巧の 自由を 失 ひ 慰 ' 
られ ない 巧を 猜を覺 一 <： 極々 手當 をして 見た が 更らに 巧 
熟な （悲 巧の 淚じ 暮 ^ て 居た 巧 もが 友人のへ ンリ？ 君 
が ォキシ へ— ラ ァの效 能を 說 明して 吳れ たので 巧 速 一 
器を ホめ 使用せ るに 灼 十目 聞に して 扇 部のを 痛は 去ち 
引續 き化規 せる じ ニケ 巧 半 巧のを 日け 勇氣を H 前に 倍 
し、 弱つ た 視力 も恢 役して 巧ました。 化を ならば 一、 

ニ 年後 じは 眼鏡を 用^ないでも 充を 用が 達せる かど 喜 
んで 居まず。 兎に 巧 執 かる 偉大なる 靈 器を 發 巧され た 
前 島 震太郞 氏に 感謝す る V . 共 じ 其巧驗 のきし いの じ 驚 
き 入つ て 居' なます か 皆さん も 是非 一つを の寶 ごして 
御備 へなさい 〔一九 一 : 化を 化、 一一 n 、 和 田 ホ〕 


論 ょら 證據ォ モシへ う ファ 愛用者の 巧 信を】 譲で されに な 
千 語を 費ず までめ こどは ないで 御座 b ませぅ。 巧 じ 時 展の變 
ら 目で 罹病の 危險タ きが ロで をら、 近年 在留 同胞の 巧 亡 率が 
离 < なる 傾向を 帶 びて 巧る 際是 ホ 穗カ應 用 物理 治療 器 的ォネ 
シ へ！ ラ ァを御 あ 用。 ホつ て 轉ば打 先の が どな さる 樣御勸 め 
をます。 一- 

二 人 用器 化 十 弗 
一人用 器 I 凹 十 弗 

( 送 巧 営す 負擔 ) 

實驗 はを H 午前 化 時よ 6 四時まで、 御 ホ 赴 あれば 無 巧 
でいた し 支す。 


オキシ へー ラ 了販賣 商會 

」| 高木 光次 廊 

A!are 一一 pk 莫で Greenwaid 9 CO* 

巧を す 100 IV ^Wwest 21 wrd!street*cit:y* 
HeL oramercy A ち 4 


■FiEnLF 








*r 


け 


ふ 


此 I 頃 


n 本人は ホを の ： > ン .テキ ャッ 
プが あるから、 ポク シングで 闽 
際 的に 踏 進ずる じは、 矢釀ち 

じ 人る の 巧^な 

い、 元が 举跡 S 階級 d 化を，； を 
で随 かご 細かく かたいて 居る、 
即 も最輕 なは フラィ •ク で キト 
のな 十二 封 度から バンタム のな 
十二ょ bw 十八 おお 級、 フでダ 
1 •ゥエキ ト のな 十八から む ニ 
十 お 度、 をれ から ラ ネト •ゥエ 
キトになる 譯 で、 日本人の ホ 格 
で化當 を. て も、 をの 最大限を 
け 化づラ キト •ゥで キト 級で わ 
らぅ、 巧 謀まい ホ 量 絞に G れば 
U る お 化 人も增 （て ホを 譯 であ 
るが、 义 パ 出の やぅな 大巧 なれ 
ばい ざ 知らず、 をを 紋に ロん' 入 
の 

活耀 t ょい—; ま 

む U い、 巧が 义お郎 ちは こ 則 中 
の バンタム級 じ處 （て 居る ので 
あるが、 みしで も 不義 ホを すれ 
ぶ 化 畳が がぐ 增 して ホる ので 自 
をの 体量を バンタム級 巧に 沼く 
ごい ふこ ごじ 就て は隨を ご苦勞 
をして 语 もらしい 『朝 おき，' こ」 
直ぐ 中央を 脚へ 巧つ て 一二 時賴 
^ 散步 し、 歸 つてからは 輕い剌 食 
をれ から H 時間な は經 飛び、 シ 
ダ 1 1 . •ホ クン ンク 等を 遣ち 
夕め しも 出 巧る だけ 浊 こ.'、 ない 
ものを 取つ て 居ます、 H 本人で 
ずから H 本め しは 大の巧 物です 


: f 

妇 


^ 强いポ 一 チ； £* お ^? い、 ををフ 
ラプト じ-! て 敵 じ 詰 裔ら滿 身の 
力を ポン * 1 ! 注げと いふ 風 じを 
へられ ま」 た、 西 ど 巧は 斯ぅ も 
違つ たもの 一です かな ァ』 ご 

感 むの 眼を 見張つ て 

~ 居 もが、 東！！ は 流 おじ おお 臺で 

始終 增 ベる 譯 じじれ I あるから 收 ホら 西 VJ は 違つ て 居 

きません ' 愈々 試を • し 化據 ごを j るし 『審 がち 八を ホ U こごは 雲 
まれに、 をの 一週間 位が からは； 化 < 5 . 差； - す^ 御當 地では レフ リ 


『拳闘』 み 木 村 久五郞 つ 下】 

群雄 割 居。 > 時化 

ボ クサ ー の 鬼 巧け 酒 ごみ . 


H ぶ 飯は おおに 錢 化です、 化づ 

一を の 牛乳に ホ是ぃ 牛肉なん ^ 
を 化 b ますが、 こ ' S 間の 辛ぼう 
は どて 辛い もので ず、 ぶや咖 
緋等 ごぃ ふ 刺戟物 も、 絕掛裳 物 
でず し、 酒、 女なん ク VJ 球る ご 
ボ クサ—-‘，- とつて： ：5 、 こ 巧ぃ 一 も 
ない 鬼 巧 ど さわて 居ます、 妍し 
ろ舉關 家の 生命： 一、 化づ S 十歲 
どされ て 超 & のです か‘ り、 おら 
自 をの ゴ！ 八 じ 達し やう ご 志す 
隘 りこの 丸 年 ごい ふらの け 文を 
述 りの 禁慾 库活を 送る 譯 で、 ぇ 
るで 

■ … .：： 禪 僧の 眞 のをす る や 

.了。 もので ず』 ご 笑つ て 居る、 
がを 前 だ 斯うして 攝 ホに 巧め る 
'の、 がを S 1 ラゥンド 巧みで ニ 
S 人を 相手に 拳圆を 遣る ので ぁ 
る お 『流 巧 じ 西部 ど 東部み トレ 
1 こ シグは 違って 留ます、 第一' 
每 りの。 1 ド じ も 今までけ まら 
した ものです が、 この 地に ホ'」 
見まず ごを る 化 もじ 巧鮮； i ：： H 々氣 
じ觸れ ながら 散 ホを さします し 
ぁらら で 化は リンダの 巧 謂ブ； 
ト •ウ オ！ ク 邸七輕 かじ ホ迴ら 
乍ら、 相手を 殿く ごい ふ 風に 敎 
へ れて 居ました が、 こちらへ 
巧まず VJ 支配人は をん i ;* こ* とで 


— のかに 審供官 が 二人 も ぁつて 
最巧 のみ 定本を る がらを 平です 
が、 西部 ぢ 心' レフ リ ー め 一 人を 
めです し、 もれ じ 排日の 本家 ご 
ホて おる のぶ. 相手を 一二 圆位 
ノック •ダゥンす るか ノック* 
ァゥトし なぶむ じ. ご t も 勝た 
してけ 吳れ ょせん』 ごを る、 を 
ジ不を 平な 地方で 前述の やぅな 
が 織を 擧げゎ 木が 哲 S 麓 前は 燕 

L 平 ！： zf ら ざる もので ホる V ニ 友 
へやぅ、 ム r H の バンタム 殺-しが 
る 木 村 君の 

强敵じ 伸々 ぞくが 雄 
割 おの 時化を 出現して 居る、 ァ 

作 •ブラ クン _ グ ラ、 ーム 、ネッ 
ド •フラン， 等な をの 中で も 名 
高い 連中で をみ 巧で も ァグ® プ 
ラ クンは こ 巧 践ノ！ 片 タエ！ ま 
で 匙いて ラ I * みン皆 破^、 今日 
では 晒# バン々 ム 選ず ごして 遜 
渡を ベレン ザ V ァ號 で歸米 L 、 
讓 る十泻 二日には ニユョ ミク ♦ 
コタ ジ K ムで タスの 選手 權 
を 持 C テ デ 1 « バ か ドッタ VJ 試 
をし 更ら ： J メキシコで ブラス* 
ロブ ドタ '夺ユ •ス ど戰 ふこ VJ じな 
つて 居る、 我等 aH 本が 生んだ 
.未村みお郞舞ー^^ ^軒等世界裤選 
ずを 擁す じ戰ふ 一り^ 一 H も旱く 
割 ホす る こごを 麻る もので をる 


兩大鑛 巧 合同 成立 

資產 じかけ ては を實共 世界一 


當 化ナシ 3 ナが •シ チ] 銀 巧 
こ 云へ ば最 巧には ファー マ！ ス 

0 ! ン信 巧會お 等を を 併し 銀 巧 
じ、 信 巧 まに 乂 々的發 あの 素地 
を 固め、 を產じ 於て け 西 ザ 巧 じ 
がける 唯一の 大銀巧 ご 認められ 
て 居た ■か 

今 固は おら じが 巧 H ぶ 人預を 
者じ熙 巧み 深い コ！ ン • ェ キ 
スナ S ンデ銀 巧を 合併し、 兩 
お 巧 S 滋資 をは 實じ 二十 一二 億 
八 千 六が 六方 六 千 四な 一 兜 ど 
な b 、 な ホ 化 巧 第一の 大银巧 

タ」 されで 居る、 ィ リスの ミ 
ッ ドラン ドを 巧 (総資産 二十 
ご 房 一二が 一巧 三 一千 あ 巧と 十六 
弗 一を 第二 位に 徽 落して あ實 
业 ハに 化を 第一の 大級 巧と なつ 
こ 

兩银 巧では ナシ 3 ナ^ 级 巧の 一 
煤 五 か 四を 巧て コーン • H キ 
ス チェン デ银 巧の 巧 ご兩替 すべ 
(、おお 四十 八方の 千 巧を 發巧 
して ホ 千で 五 千 ごい ふ 3 — ン* 
ェキス チェン •チの 現が 巧を 買が 
るべ く、 新が 巧 S 名稱 はめ おナ 
y ヨナが •シチ ー 銀 巧 ど 呼ぶ こ 
どじな つて 居る、 これ じて 巧が 
巧のを ぞ巧お U ニが 一のを き ： J 
達し-をの 中が 內 のま 店は け S 
巧に 及ぶべく、 n — ン •エキス 
ナ ゴンデは、 化 巧 六十 八け のま 


巧を ホみ じ經營 して 居た も© で 
ある ゥ 


を 星 チ！ ム 

本 壁な 王が 撰擇 

メーデ ャ^ — •プ ー グ のず 覇戰 
も 愈々 豐府 ァスレ ブック ご シカ 
ゴ •カップ 7 が 十 円 八 H から 化 
巧ず 親戰じ 入る こど‘、 なつね が 
ニユ！ ョ I ク •クォ！ グド 紙は 
きか じょら 本 壁 打 王べ！ ブ •少 
ス み撰擇 した 本年度の ォ lii ., 
ァメヴ カン •チー ムを 懸賞で 寡 
集し つ、 あつたが、 まる 日曜 U 
の 紙上で をを した、 このを 星 チ 
I ムは匆 論 本 璧打王 自身を 除外 
した もので、 本が 度の 打を 率を 
標準 ごした ものである 、巧* 順 
VJ 位 度 - i 左の 如し 
一二 壁 n トン！ ナ ー、 巧 摩 率は 三一 
割 六を 一二 厘、 守滿も 敏速で あ 

る、 ピッ ッバ] グ 所麗。 

左冀 n シモンズ、 打 おは 六 割 六 
を S 鹿、 な 巧手で あ b 野手 ご 
しても がく、 得み 授 助では 兩 
リー グで隨 一の 選手、 費巧ァ 
スン テック じ 所 患ず る。 

一疊 N フォックス、 一二 割と 巧 五 
がの 打者で ァメリカン •ブー 
グのト ッフじあ6、 巧謂 ォ 

ル* アラウンド •フン*— 卞|~ 
で& る、 ァ スン テック 巧 愛 0 


右翼：； =パ.1 マン、 巧手 玄 しても 
非常 じ 進境し だ 撃は 四 割ニ旌 
の强 者、 ブ タック リン 巧屬。 

ニ璧 n ホン マビ ！、 ヵブ プスげ 
.で— ス であを ナチュラル， • ヒ 

ッタ！ どして 铅られ 、本を も 
得点 棱 巧では トップを 巧 b 9 
t グ S 記緣を 破つ てゐ る、 巧 
蟹 率は S 割 六を 凹 厘。 

中堅；：：：： ゥ斗八 ソン-- これ も方ッ 
ブスの 化 お 選 ホで 巧擊率 一二 剧 
S み 六 厘、 長 巧ず でぁる。 

捕手 n n ック レー ソ 、鬟麻 アマ 
テ ブックの 花形、 巧擊 率は 一二 
割 ニを 六 魔、 クラック •ヒッ 
タ ，— でを 捕手で ぁる。 

遊擊 n ジャクソン.、 を 人を の 若 
い ホ おで ぁ も、 ホ 織は 極めて 
堅實 でぁら、 ピンチめ 巧 （打 
者で 巧擊 率は 二割 丸み 义 厘。 
投手 n ダ ロ！ ゲ 、ア メリー ヵン • 
リ！ダの一ニ振王で、 タ 
レ ブックを 慶 勝せ しめたで！ 
ズ 、巧擊 は 二割 ニを 八 厘。 
投手 U プッシュ、 速球 王 として 
を あち、 ナシ 3 ナ八 •マ • — ク 
の 第一人者で カップス 
打 巧は 一割よ を！ 厘。 


i 


これ こを 第一の 

快を 艇が當 地 

長さ 云な 一二 十択 、幅 四十 ホ扔 
排水量 一二 千 四が 哦 、をれ こを 化 
巧 第！ の ョットが 戲洲 かち 當化 
じ 人 港し 八十 四 了 目の '% •卡 ソン 
巧じ旋 泊して 民る、 ぶ 革 商人 ジ 

ユリ r ス •フ ォーズ マン 巧が 所 
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本店 臺巧臺 化 ■ ！ 
支 巧 ま 京、 橫濱 、大政、 神戶 、上 お、 漢 
ロ、 題 州、 厦門、 油 頭、 香港、 廣 東、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 ま 買 
々麻 カツ タ 、偷敦 、其 外專灣 十四 ヶ巧 

一、 資本を 壹億圓 (全額 拂 込を) 

一、 積な を 奪 億 八 旨 五十 萬圓 - 
內 化ぶ-支店 = 橫濱 (よ 巧) 巧 京た 阪 
神戶長 崎下關 名を 崖 

. 橫濱压 金銀 巧— ち 巧 

ホ 國をま 巧 = 桑 港 羅が沙 ボ巧哇 
其 化 化 ぞを國 重要 都 巿ュま 店ぶ コ 方 レ 
ス有么 お 


本 巧 
紐 育 支店 


大故 化演五 T 目 

盟脊ブ り！ ドみ で 


’が 四十 化番 


藉 住な 銀な 

日 {東京 韻 演名右 崖を 都 神 ロ 岡 山 
た 尾 ノ道廣 島吳柳 井下 ノ關 
地 支店す 司、 み 倉、 若 巧 博を み 留ホ熙 本 等 
本圃預 を、 鄕里 送を 等け 活め 
て 御 極が 巧 速 じ 御 取 圾可申 候 


本店 朝鮮 京 城 

支店 お 張 巧は 日本 內 地の 婚 を 都 巧、 锅お 

滿讲、ー_^支那のぞ地及び滿盛巧德 

觀鱗 かな 紐 育 ぉ 張 所 

み 風爲替 一般 お 巧 業務 精々 御 便利 じ 取 巧 巧 
申上睽 


內 みを 化 憤、 株式/ 賣 巧ぶ ビ巧 
化 取ぶ ま 極 便が ニ 御が 扱致シ 
マス、 稽 々當 巧ヲ御 利用 下 ナィ 
擁舶 藤本 ビル づ ロー 力ー が 巧 姉 ホ會社 

藤本. 難# 會社 

を 港 ま 巧 
羅が 出張所 
同 \ 沙ボ 代理な 


シアトル 巧 化 (午前 十 時) 
あ も ぞな乂 十月 サ 八日 
一 ぁ ふら か 化 十一 円 五日 

一 るん でんか C 坡を巧 化〕 十月 十五 a 
I ►一等 沒濱一 か 五 巧 

化 L ぱリず 丸 るん でんみ は 一 五 五 巧 
►一 二等 日本 巧を 置 巧を ま 犬を 逸を 族 室— 
▼おを 望に 化り 一等 韵引往 巧 切 巧を 巧を 巧 お 

ロスアンゼルス お 化 (午後 一二 時) 
まじ ら見 十巧廿 凹： n 
もんて びでお 化 十一 巧を 百 

▼一等 橫濱 二三 0 邦 化は わい 丸を にらみ 一窒雜 
▼辖別 一二 等 目本转 を 十九 带 ▼一二 等 a 本 巧 丑 十お蒂 
▼沙 落羅校 巧竊韋 切得屬 窒發議 入辩韓 淀を づお 
►酷 育 織 パナマ 經お B 本 ミ 那巧貨 场船貝 一 厨 


H 本陶 猫器雜 
ラム プ卸賣 

奈 良貿爲 商會 
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資本を 
拂込濟 ま 本を 
賴 ホを 


き 億.. 風 
六 モ萬風 
六 千 四な- W - 萬 旧 


餘贼ご 弄 銀 巧 S 



本庙 おを 巿 日本 橋 お 本ぎ 尾 町 五を- 

支店 小 措 n 本 橋を 內某を 霞 

名 南 尾を 都 大阪面 (大巧) 神戶 
廣島下 細 巧 司 巧が 鹿 岡 長 時 
上が 倫を を 買洒水 \ 


扣 C 


輸出入ち 巧’ 電信 送を、 並 送を’ 旅行 信 巧が 
商 菜 信用 狀が他 一般 银巧業 

人鎌賦 S 菱 銀行— ま 巧 

娜里 をを" 日本を 地 無手 数 巧--* 迹 速な 扱 
本店 預を (を 期 通知 ノニ 補.) 御 便利 化 扱 
本 ま 巧 東を (本な) 大 阪神 戸 京都 
所な 地 あを 崖 小 お 上海 偷敦 


服 會叟ホ ニを 鐵道命 

を 巧 

て、 兼 船 切な 小 巧： 


日本 郵船 會お (ホ-ニを 鐵道會 班) 

片欄 兄弟 蘭會 

乘 車、 兼 船 切な ホ じ 小 お 物 運送 御 便利 じな あ 申しまず 


お貨 陶巧器 

ランプ 及びを 

ぶ 洋資易 S 會敎 

支 巧 巧 お 南、 ボストン 


陶磁 叢 籍貨類 都販賣 

龍 賊巧木 挑 ホ 紐 


譜 日本 ドライ グ ー •ッ商 翁 


H 本鞠磁 驚雜貨 類卸賣 

ザ元ブ タザ ー ス 


T 舉の 印刷 ど 精巧な イ化 上げ 

時日の迅速ど^實^=*巧正をが証 


i 紐 育 新報へ 


電 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九 10 


わ 間違 


.新報へ 


ぉ內西 十よ T 目 十 二番 十 階 日 
東部に 化ける が 字 言論 縣關の - 
權 威、 吾が 巧 都を 讀 まの 人な し 

鑽吿は 紐 育 新報へ 






無 旌器雜 貨卸資 

- 春 阳廊翁 
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巧禍 ス ペシ タルー 

到着 

鶴 見 贿輔著 母 - ニ ホ^, 
日本人に 偉大 あ b でせば 一 
をれ はを たる 日本を 巧の 賜 
物で ある ご 云 ふ 信を の' 
■書かれた る小說 
十月 號みン が 

講談 クラブ 

富 主. 
講談 雜諫 

か桐话 弟庸嘗 

,——1 __ 

f レ— ド矣 をー賣 ロを 

弓イ / 左し 家 < 病 

氣の爲 め 事業 有學 じる じ ボ巧繼 
績 不可能 ま 憤に 賣 6 度し 處 所は 
是 W. 舍 ih St. 呈 .巧 h & 呈 A 資. 

ヴ 吾す 豆 呈 夏 ミ ing 呈 71 


賣度巧 バけ& 

病身の 爲め 至極 妾 憤 じて 讓 度し 
家賃を 一^、 益々 裳展の 見を あで ホ 
婦 着には 最も 適當 、を 細は 一を へ 
さ kohi 呈 e , 13 岩 H 其 N . E .吾を.， i . G . 


貸家 懸ァ- 


電燈 十五 巧、 巧 ま 十 
六 弗 よら 十九 巧、 孰れ もア '了 • 

ファ ニシュ ド、 を 細は 左へ. 

」皇= ミ， な 乙 岩 E. S 呈 Sr ぎ 


装飾 綺麗め を、 該備 
S 毎 ゴ完き シング ご 週 


八 弗、 ダブ 八 一週 十 巧 
呈 TEL C 養 LE, だ W. まま 班.， 


す 


.艦隊 觀 

农る十 巧と B ホテル 
會御 着用 タキ シ—ド 御 
速 店員を 差遣は します i 


迎宴會 駆 

スター じがけ る-被 巧 艦隊 歓迎 魄餐 
曲-命じ 預を度 電話 じて 御-殺 次第 早 

丸山洋 臟商會 

87 ち. ま 吉 ぎ曼 担な Tei. 罢ジ 互 702 


興味 ぁ 

東 株 セ 巧 十と 日の 相蔡 
の 愚を 挺で わつ た。 勿 
とは 思 はれない。 を 解か 
圓臺 割れは 勿論、 或は 
い 0 がし、 明を S 十と を 吐 
じ 下つ たのは、 明治 四 
二度で、 其 B か、 巧圓 
其 例を 見ない。 大正 丸な 
大正 十二 年 大震災の 駭 ，す 
の 最高 僧は、 日露 戰後か 
九圓 で、 每 年度の 高猶 t 
してむ る。 をし 値よ も以 
ス チ— グや A *T * T の^ 
ミ つても 今後の 東 株の も 
—— 化 巧 


を 

避 


每年大 好評の 

新 里芋 

到着 致し ま L た 


桑 山商會 

114 EAST 呈 h ST: 产 y. C. 
Phone. ざ一呈 すま 21 な-寅 77 


が 機 y 勢 逸 

ホ テグ 食堂、。— ド户 ウス、 チ 
ィ 火— ム等 澤出賣 物が を 6 ます 

. 平野 萬 便 社 

量 el ゴ 養 S sqi タ 
忘 rd St Wesi oi 巧 roadway 
す 一. LWka 童呈 a 虽 富- Boom 6 二 

見物 用 貸 自動車 

パブ 力！ ド* ピヤ スアロ 1 


ト 


約 おな 個の 
クオ ドロ プ 


n ノン ク 

及び ス チ] マ] トランク ホ ホ 五 

十 仙、 九 弗 あ 十 仙、 十二 巧 五十 
仙、 かし 詳 b 使用した 輕 類一嚷 
S 巧 及び 五 弗 
ニ 34- 害 h F C ミ. 4 害ぎ N. Y 


声 タシ クい U い ^ 

ィン ノ^ _ へ*— ン nt ン トランク*^ 

軟お霜 あ 卡倘 ょら 十二 碟 五十 仙 
晋 Easi 5 害 等 置 


る 東が 

、百 十二 圓あ十 錫で、 過 ま 較年ホ 
これでを 解禁 柏 傷が ぉ盡 した もの 
5 方法 ご 其 時期 如何に 1 つては な 
+ 圆臺の 相 媛を 現は. す や も 計ら 難 
ホ、 東 株 相 儀の 歷 あを \見 る-!、 百圓 
丄 が、 九十 圓 、四十 一を 九十】 圓の 
ので 關 巧を 割つ た i は、； まだ 嘗 つて 
の大ほ 動の 隙に も、 な 圓で 止まら 
ら 、だ圓 でを ひ 止つ てなる。 東 巧 
な 十四 圓 、歐 納大戰 をで 五が 四十 
ち 五十 圓見當 から ニな 涵房當 をを 
どる 妙味。 ら だ，. 巧ぞ、 'ユ！ •五 ス 
じ 限らい やで ある。 一般 投資を じ 
j 瘍は 最も 興 ホめ る もので あらう。 
四 H ま 株 巧 十一 一一 圓十錢 
- 九ち j 十日 ま 株な 二十 圓と 十錢 


が 證券 株式 會社 

120 Broadway、 N. Y. P 
T 色. 巧 ECtor S 狡 4 





形而上 下を 通じて 

まりのない 日本の 縮圖 

不を 混迷の 産物ぶ 傾 思想の 擅 頭 


函瞭巧 船を 訊 M 育 出張所を 河 
巧 巧 八 氏は 十 年 おらで 歸 朝、 

一 ニヶ 巧 ザ 滞 化 中 化 海道 じまで 
を 跡を 印し 數 H 前歸 がし 左の 
かく 感想を 述べた。 r 帝 郡の 
ち 曲 ロ、 U 本の 去觸 ロで ぁる 
巧を 曙へ 下 b て先づ 第一に 威 
じた ふは 道路の 惡い i. 人道 
も 革 道も胳 b おらぬ 其 道路の 
上を 自動 かが 驅け荷 華が 通ち 
自轉 ザが 媒ひ步 き、 肥 巧を が 
惡 兵を 發散 しつ： 過ぎ、 牛車 
挽かれ 巧き、 な 間を 織る か 
か < を 柿を 樣 のを 態を した 巧 
女が 往き ホして ゐ 4 樣は 、官 
じ 乱雜こ 云は ぅか 混滿と 云は 
ぅか、 貪に 無秩序 摇 まるら の 
じ 限を がつ た。 

僅かな 餘 目の 滞が ではを つたが 
この 混滩 たる r がた は 化 ゆる ホ 
面に 現 はれて ゐ て、 實じ現 巧め 
日本を 其儘說 明して ゐる i じ氣 
がいむ。 經濟 巧は 萎靡し 盡 して 
不致氣 の 極に ぁつて、 全 （氣ヵ 
を 鞭いて ゐるど 云 ひ 乍ら、 宴會 
の會婪 六十 圓 、と 十圓 がみつ じ 
b、 一 週間ら 前で ない と 申込み 
が閒じ 合に i;* かつじら、 一方-で 
は 中 W ドの 巧 巧 巧では r あを が 


欠伸して ゐた 6、 々フ王 1 ごて 


も阅 襟で、 一流 側では 中年 0 
上の もの ザ か-!^ で 繁昌す るが、 
0 下の 段ピ なれば が資も 巧 < 巧 
かない どい ふち 橫で ある。 

週 H じ 一巧 程ヶ をの ゴがフ • 
リンクに 巧つ たが， が處 では 
凡ゆる 高級 自動 率が 並んで 繁 
昼して ゐ じし、 紹介され たも 
聞いたら した 人々 は、 巧れ も 
財界の 名 ± v み 息な どが をく 
して、 ず勞 所得で 闽らぬ 連中 
でうよ-^^ して ゐ るので ある 
就 微おょ レ 其 粒に 達し、 僅かに 


ホ赖の 一二 削の 就職を しか 出 
ホ や、 現が 勸な 中の もので も 
普を切られない^じ是れ巧め 
る どい ふ狀 態で、 大きな オフ 
ネス じり クて 一瞥しても、 が 
當 S 頭臘の ぁるを 給 者 •か 無氣 
力に 首を 垂れて 執務して ゐる 
お 想 方 おで も 左傾を 子は 益々 濃 
厚 ごな b み じ 最近 婦人の 化 方面' 
じ 於け る 目覺め 方は 凄じい もの 
で、 唯 巧 子の かくた まらな くな 
つて 實隙速 勘 じを もとい ふ I を 
して ゐ ないだ けで ある。 么じ反 
し 反動思想 も 益々 募つ て 極端な 
嵐粹あ 想から 暴力 劇 じまで 硬化 
して ゐ るので ある。 この 外 婦人 
の 服装の おで も、 一般の 日常を 
活 でも 皆亂雜 混滩 と して おみ 所 
がない 泣で ゎる。 かう いふ やう 
じんての おが 無秩序に 極端から 
極端に 走つ てゐ るので、 巧 も 中 
庵を 得る をが 出艰 ない。 

を 解 攘はあ ふょ b 早 （斷 わさ 
れる かも 知わない が、 をれ じ 
しても、 频價が 毕常じ 復し買 
易が 順 潮じト も、 事業がず 調 
を 揃ぇる を じは 鞍 {共 ニ 一二を 
はか！ るから、 巧然 どして 國 
民の 不を無 氣ヵお 迷 時 巧は 續 
くで あらう。 をの 間， じ、 調子 
ょ < 中庸が 得られ リ かつたら 
結局は 左傾 思想が 彌が上 じ も 
寡つ て 巧き はせ ぬか ど 懸をさ 
れ る。 自 をは、 自動車に 乘つ 
て 今 じら 巧 人を 礫き はがな か 
どはら-^-^しむ か、 巧ホず * 
ば树お 京の 化 巧け 赡が ひや ひ 
やすら。 所證お 京の 現 化の 生 
活 はわび え 姐し である ど 思 ふ 
ご 岡 時 じ、 この おびえは 誰の 
精 邮の上 じ も 宿つ てなる 現を 
でを つて ホれ‘ か H 本の ま觸ロ 
じあ 徵 されて なる』 を々。 


貪 じ 臨む だ A 尙は當 地 有を のを 
をの ドに ホ 週 木 雁 (廿六 お) お 巧 
巧 樂部じ 巧て 同氏の 敷迎 す餐會 
が關 かる i 酱でゐ るが、 本ち 下 


巧 出 發ゥォ ー 少ド •シリ 
巧た る 後を 港ょ b 歸 钥の豫 
あるり 


スを 

一定で 


松 田 竹 太郞氏 送別 


!ニ y — ^ X H — J I 、 コ 一 

秋季 素謠を 

謠會 t は 巧 巧 初旬 歸が A 


美謠會 t は 巧 巧 初旬 歸報 すべ 
'きが 巧 監督を 松 旧が 太郞巧 送が 
を 兼ね 來& 二十よ 日 午後 j ハ 時半 
よ b 秋季 素 謠會を H 本 俱^部 じ 


富 巧の 




準 優勝 線に 立つ 嘗 藤さん 


駒澤 3". ンクで ホ 空 化を や 野 衬の壊 チヤン、 川 崎 哲普ご 共 じ 
腺を；；* らした 巧 •が 當お官 の 首朦巧 人さん •わ 朝 タ举府 の タリ フ稱 
題で 惱 ょされる 頗のゲ エヶー シ ヨンを ゴ瓜 フじボ める のけ 勿論 
當がお 上に 當 がで わるが、 あろを 席で 首 藤さん の 後 媛を 拜 する 
ゴ少 フソア の】 人が 『ゥ マク 遣つ たね ：：... 化かの 大物を 嗦 つた 
らホ いこを 締めなら の だね』 ご 盛-」 磯し 化て t ゐ &。 巧 耳 子は 
『あ、 7 シン トンの 關稅 を 員留师 だな』 V- を おして 訊いて 屏る 
ピ 驚く かけ ー ゴグフ の 嘶 首- 戚 さんの 處 して ゐる おー チ 五 
スタ アの ゴ^フ 供 幾 部で 白で 巧つ てなる 選モ巧 親戰じ 曾て クラ 
プのナ ヤンで もつ だブ火 デン •ゥエ ザムと 首 藤さん どが 去る U 
礎 午が に 十八 ホー グ マッ チカ 戰 の 結を) アッ.， で 曾 化ょ'‘ 勁敵 
ゥよ ザムを 幾した の ピご云 ふ 〇0! 々八 •ベ！ バアは 天下の 一大 
を ご あ？. て 第一. へー ジ •し 特筆 乂雲 する ミ 一玄 ふ 吐 ホ、 ゥユ ザム じ 
勝つ たを 藤さん は您 々準 俊が 線 じな.^ 明 U 耀 じは ィングリスと 
云 ふ剛の おご 太 W 巧す。 ちで 巧し がをおれ じを 後の 優勝 線じ乂 
るの だ ご盘氣 軒昂 シッ 々リ願 ひ 巧 どが かつぎ 速の 隙。 


火阪毎 n 總巧 • 

輿が 巧動靜 

ぶ 週 木 鴨に 疎迎な 
滞が f の 大阪ち H 巧閲總 なお 
村 信ぶ 郞 氏け をぶ 面を 視察し つ 
つ ぁ & が、 ちる 十八 n 午後な バ 
ラ マゥントの K ッ •テオ お 巧 問し 
化け 大每が 巧 だ： W ホ 雌の 晚餐巧 
じ跑 み、 鈴 木 S 耶 巧の 紹か のが 
じみぎ、 お 林た 巧 東 及び 歐洲 
巡遊の 目的を 陳べ 瓦/, ホ蒂 大巧 


柬日 本社 及び‘ < 商の 巧け 居る 厚 
泣を がし 內山德 が 事 巧 巧 ホ賓を 
化 表して 謝辭を 述べ、 柏木 正を 
ち 巧を は將 ホの 日本 ご 一層を 梭 
の爛 巧巧涉 をが すべき ホ 國を史 
I 視 ずる 新閒 のを 正‘ ゴる 態度 ど帮 
j 道に 化 b て 與論の 善導を 踪唱し 
i てをぉ巧傳の化踰たる^;?■からわ 
f ミを 盛み 撤安後 別室に てを 歓 み 
散 曾 A 型 化 午け 巧山總 領事 化 
观招 巧の 午餐 巧 じ おなし A かが 
は 本 化 ま 惟の 生稻 にがけ る晚餐 


開く 由に て旣じ 巧を せる 
番組け 左の 如し ご。 

海 ± シテ = 中が 子 I 
巧 7 キ n タ遗 
天皴 シテ H 化 まゴキ n 水 

班 女 シテ n 瀬运 / 心キ n 巿 
川 


山姥 シ テ：：：： 松 里 こ：：：： 和 


氣 ワキ H 巧 田 


監督 長 別宴^ 况 

旣報化紐も志のが^監瞥長送 
別會は 去る 十九 H 曰 本 俱樂额 じ 
開かれた がを ホ面ょ ちめ 出席を 
八十 餘 名に 達し 非 cjb 盛 巧を 示 
した。 當 巧は 巧 山 4 領事 巧理司 


吸べ、 柏木 正 
産 支店 次を 
g： 脚 H ホ 放よ 


會者 VI し t 別辞を 
をす 巧 長、 堤 一二 井 
石を 戳船ま 店を、 

を々 おもて 化旧大 での 歸 朝を 惜 
み 最後 じ 鳥 橋 砲を 佐の 發聲じ 
て 一同 おな 万歳ぶ 古唱 して 午後 
十 時 ザ 散 貪。 f 


第 八 回學* 研究 會 

夏期が 講中で A つた 學術 硏觉 
會 は、 明 二十 ニ qib 巧 開す る 
きじて 複 巧は ちが 敎爵 、畴聞 午 
を 八 時、 演題 お！ j 講演を は 左の 
如—」。 j 

一十 化 紀獨遮 I ロ學の 傾向’ 

高 橋虔 


鈍を じがけ る 眼脫の 意義 
を々 木 指 月 


な 人 一 私人 


ホ橫# 昌 一氏； 大阪 巧般會 社々 

貴、 ニウ オ八グ アンスよ & 紐 育 

出强 所に 轉 巧去备 やられ 化 お着 


M せら 由。 
♦久當 俊 吾 巧 


茂 木 桃 ホ 紐を 配 


人、 お宮 氏と 妻を 十 巧 初旬 出發 
歸 朝の 答。 


♦大化 司郞巧 j 攪談 家、 去る 十 
と 日 ホ發西 巧爾辆 の途じ 就く。 


お 贱を特 信 


♦木が 領事を 歲技 領事 木 村 博 
氏の 脊贈じ 巧 古 銀製 & ップ 、と 


十二 ホー グ- 


- ナメン トは本 


巧 八日、 十五 巧の 兩 H じ 甘： b て 
擧 巧され たが，：- ンデ 一九の 山 
中 商 貧 まが 長す 閒豐ま 氏 あた- 


頗るよ くと 十二 ホ ー 八、 ネー 


云 0 五-してを 七-カップを 獲得し 


木が 領事 も ご 
b’ 発 S 寄け 
作 氏、 第 四 巧 


谷 六で 漠 二等 ごな 
パン デ 1 0 のを 彌 
が パン デ 一四の 松 
關 おを 巧、 笠 五を は' ィン デニ 
'パ おか 赫滋が 了 めった。 

♦エ乎 ソン エ て 年を ご 同胞 電 
氣 平： H デソ 。の電 巧 五十が をに 
先立 も當お •‘； がて ぶュデ ソン 電 
氣禽社 巧'- ぶ氣 品^ 陳巧 展覺な 
を 摧し本 巧' 广六 nib 向 ふ ニ 遇 
閒 同化 婦人 致 名を 聘し 巧賓 おに 


茶 菜の 自ホ霎 給を なし 伸々 人 お 
をが して ゐ る。 

♦フ！ ド •マ— トの 延長 曾て 
巿下 同胞の か 業と して 糖 筆す ベ 
きフ ー ド •マ ー トは 野を 及び 食 
巧 品の 販賣を 本 ザ 六 巧 lb 開始 
せる が、 今回 巧ら r 其 業務の 擴 
張を 計ら 十四 HJn 當巿 ライタ 
— •ビ V デン グ內じ 野菜 度び ベ 


•カリ！ を 開業した* 


- 西 川 宮城 控訴院 長き が 控訴 
院長 西 川 一巧 巧は ホ 月 四 K ポ ー 
ランドの ヮがジ ー巿關 催の 第二 
回 國際航 を お 法 會畿じ 日本を 化 
表し 列席すべく 十六 日當 巧に 着 
同巧は語る 『第 一 巧は大^^十四 
年彿國 外務省 じがて 開催し 四十 
グ國の 巧 表 者が 參 列した。 本年 
も ホ问樣 四十 ヶ國の 化 表を の 列 
席を をるべく 十 巧 四日 Jbl ニ 週 
瞄の會 期で n 本 ょらは 自を VJ ポ 
! ランド 駐巧 山を 使 S が お 席す 
る。 實は大 化 十四 年の 來 な 年委 
員會 のな 集が あつたが 、昨年の 
委員 會 じがて 議案と なつた 航空 
貨物 度び 乗を 運輸 條 約は 今回の 
ま要議 まご 認めら むてなる」 を 
云 £。 〔十六 日】 


曜說敎 


♦な 育 日本人 敎會 
『奇蹟 的 福音 』「 巧 ニ」 淸 水が 師 
♦基督 敎 修道 魯 
『文明 ど 巧 蠻の强 弱 J 椿な 師 
♦日本人 美な 敎會 
『等 働 ミを あ』 高 橋虔巧 


さ话 吿 

時下 愈々 御 淸勝奉 赏候陳 者 巧 
舘 儀這般 ホ移轉 の お畫 じて 有 
之ぉ處 9! K の 都を 上 移轉計 
靈を中 化し 現 巧の 儘 じて 祭 業 
を繼續 する 事 じみを 比 候に 就 
ては が ホ 通 b を 位の 御攝 負を 
仰ぎ 度く 化 段 不が敢 巧 紙上 及 
謡吿瞭 - 

住 巧旅舘 

W 含で st 空 h 單を 
ジ 一 ST 晏 1 1 お 51 


第 六 回が 桐 


设盧員 募集 


訪問 I 


旅程 

巧る 十 巧 化 一日 (木) 午後 六 時 
ホを ペン 停 お 場發 A 十一 弓 一 
n 午後 十一 時ザシ 々コを (ユ 
こ ォン 停車 魔) A 十一 巧 四 H 
午後 お時册 みを 港寫 (ニ 泊) 
A 十一 巧 六り 中' 午を 渚が 帆郵 
船淺 間乂梗 ▲十一 g 十二 目 ホ 
ノ 八、 觀 ホ、 同 & 二り 橫演着 


i を. 二等 一二 等 
化な 畫蜜 0 セ 一嘉 四 一葉 
か 道ぶ S 藝 0; 阿 一 惡ニ苦 施 
( 0 上：： 一往な 海が 巧 船賃な 化 
わの 雜巧 一切を もを み、 一 、 
ニ、 兰 巧が J 船室の が 別です〕 
がち ボ ぉお 十九 了 H ニニ 四 

ホ 照ち 片 桐髓會 

巧 話 ウ井ツ 々シ サム 九 一 ニ 四の 


賣度 


ツク キン ぺツ ド、 ソ 
ルす ィズ ベッド 並に 
ベ" •ト八 i ム •セッ U 等の 家具 
恪を じで 讓 度し 

G . J ‘芸妾 S , 414 至. ニ呈 si . 資 Thedra 呈 41 
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疫 It を 通な ながを な im で 巧 


f 价 でな WEBNESSAYi な PTEMB 巧 巧 1929 ぶ 


H.S»SSr 。 心 . 
303 Fifth Ave., 

Tel. Caledonia 4100 

巧 巧が 事 株 或會酣 
Ucmcta Tra ぷ ng Co., Inc. 

1 1 Park Place 
Tel. Barclay 1576 

島 貿易 株を 曾を 
Shiraa Iradi 打径 Co. ， Ltd. 

1 $ ひ Bro&dw&y 
Teiephona Re が or 1 が 4 

株 ま會化 ホ 尾 巧を 
Akawo 运 Co., LhL, 
235 Fifth Ave., 

Tet Caledonia 9758-59 

ホ 倉 製 絲お績 株を 會社 
Ka お ku!T& 么 Co., L そん， 
200 Madison Avenue 
Te!, A み land がが -が が 

K. Mikinuklio 

Mikimoto Pearls 
535 巧れ h Avanu« 
TeL VanderWll 2 な 9 

大倉紀 お 巧 ま 巧 
Oku 化 基 Co., 

30 Church St., 

Tel. Co け landt 2292-93-94 

H 共 巧 ま 食 放 
化理巧 
巧な 巧 含 
120 Broadway, N. y. C. Tel. Reoior 7884 
Facto け； 巧 - ID 3 肌 わ e ., し 1. Ciljf 

ま 巧銜を なま 貪を 

A • 泣 只 Q Biman し 0 讯 pany 

Roo 扭 801- 孤 S 
165 Broadway 
Tel. CortSandt 804? ぶ 052 

, «^osho Corporation, 

j oilk Importer ち 

1 が Ea が拥比 Strew 

Te!, Aehl 化 d 巧 的 - 9! 

Gosho Co») Ihcm 
C otto 凸 Exporters 

前 B 说 V ' が S し 
Te! 芭 owHng G 巧 e« が 

m 巧が 》 な 巧 ホ 合な 
な 育 事み 巧 

South M&nchuHa R . 化 Co., 

Room 202 ら Can&dian Pac ぶ c B1 わ . 
3 が Madi.on Av も 
Tel. Vand が biit 4 巧 5 

己 ザ额を 贼會ぉ 
な 巧 ま 巧 
M な sui 在 Co., 

6a Broadway, 

■Tcl. Bowl<njir Green 7520 

がま 倉な 揖井巧 巧 
な 育 巧 張 巧 
Iwai & Co •，いん 

W 〇〇 !wor 比 B 山陆打 g ， 

TdLFiuR 〇 yS^0-6l-62 

ミ 菱巧拳 採 ま舍ぉ 
紐 巧ま庙 
Mitsubishi Shoji Kaisha 
(MUsubUh; Co ， Ltd,) 
120 Broadw&y 
Tel. Rector 2560-2564 

大阪朝 n ニを 巧 朝日 
桓川 巧 
Osaka Asahi 

The New York Times Annex 
Tel. Lackawanna 1000 

a 本絲 巧み まる It 
紐 宵 ミな 

Japan Co け on Tradins Co., Ltd., j 
2 Park Avenue, , 

TeL Lexington 8787 1 

日本 生糸 滅ま をな 
巧 巧 ま 巧 1 

H げ剛 KI- け C. KWSiii, UB 
1 WO Park Avenue 
*TcL A か l&nd 巧 20 , 

' — — — - ' — . ■一——* .. 

巧を 名 曾が 
組ち ま 巧 
Ha 化 & Co., 1 

4 が Fourth ！ 

T«t Cai«donia 7830-35 ! 

曰 ホを 糸が ま會を 
紐 育まな 
が卽 1- 化 1 KHT0 K が DSi ! 化 1 KAISHA 
(NICHI-BE1 KliTO CO^ LTD.) 
1 Park Avenue 
Tel, Ashland 6246-47-48-49 

乂 あお 日 ニ 藻な 日日 
餘木 H が 
Osaka Mamicht 
Room 306A World Building 
Tel. Beekman 4259 


麵 
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秋い 政が 季節 V 前に 

吹 合」 初む 總選擧 風. 

局が 心觀 察は 與黨 み少數 勝利を 

少數黨 巧觀 大童て 準備に 着手 

をを 特電せ I 二日 發 = ホるべき 總逃舉 じがて：^ 政 慈け 絕织タ 
おお 制する ご， が お をんで るが、 巧 外が のをた な 觀をじ 化れば 
にお 叛が 勝が ぶ惦 しても す 差 U 僅少 ごい ム i に 一致して 居る。 

解散 施に 金輸 解禁 


ぉを特電廿 一 ニ 日 雜 =心^ 政府 は 或を解 散前 じ を 輸解禁を發表す 


瞄爲 をは 紅に 牌 端 か 瘍ビな b 十一月 中句に 辭禁が 日， ゲ聲 
明し 一巧 中 かし U 就け^る こご じ 政府の 化 もみしたら [く、 こ 
ゎ報 一 ほ巧 uh て爲替祐おけ巧を銀わド殺到しゎ：^=ぶをはずお 
どして i おひ 化め 化 战> 心】 向 じ 動か 中、 一 ホが 府は 正貨 流 巧の 酱 
策 どし で K が じか 孤， 常 あして 解禁 後の 爲替 巧濟を 利用すべく 
政 お ふな 稱替 級が に戏か 中で める が、 この 重大が を 前 じ 關係銀 
巧は 製 ホ 朱し 韵 して/ 『お 巧 藤の 貸 入 策を 誤るな、 現な 高い が將 
ホ 山 化 落が お 巧を S ；! る』 ど證 吿を發 し、 岡 時 じ 射 巧の 一部には 
を 解 幾の 傑が 巧お^ 必ら やし も 影藝の 薄い こどを をが し U いど 
いふ 立な から 觸薄 心-解禁 驅 歌 熱-」 蠻 吿を發 する 奪、 おの 政を 季 
節を 前を 巧が らが^ら ごつ 化 返しの お 様で ある。 


が 巧 特電 及び ホ 泉 ぉ 巧 鬼を 恃 
お 巧 報の 如 < 巧 き號食 解散 
は 避け 雄き もの ご. 资 めら H て 居 
る も レ あ：； 一巧 化ぶ 

金輸 解禁/が 眼前に 巧 迫 
して 居る 2 を睹 心'、 暗 じ 議會解 
散 前に これを 斷す るかの 化き 
事 巧を 幅 示し、/! 方怯换 襟の 內 
かじして 選擧の 糕 であるを 達 
謙藏 巧が 當 選ん/が 訣を踪 員じ授 
けた どい ふし、/ 證 曾の 解敞 a 最 
早確貨 的む もめ ど 觀て差 まは だ 
からぅ、 お ふに ま パ おひ 設けの 
政縷 にょつ て 政摇を かも 巧た 政 
化 及び 找蚁黨 けを 速 巧みが 觸ど 
いふ 鮮か U お陣 ぶら U 化の ん氣 
を 集め、 引つ ぐき 金解禁の 斷打 
を 生みと ずる 緊縮 政策を 天す 
静剛 して 巧 じ輿静 のま 持を ぅけ 
哲 々これが 實巧 豫算の 

編成 施が を 中必じ わる 
ひは 化 方 も 官曾證 その他の 地力 
官を遙 をな 集し 父は 醒僚 自ら 陣 
頭 じ 立ち 緊締な 傅し 相 當巧裝 を 
收 めた、 一 ホ寬 要人 事即も 朝が 
總替を 初めを が お 地 長官、 瓶鐵 
紐 戴な でのが をら 人氣 よくこ i 
じ 內閣の 牌を も一述 b 暖備し 得 


て、 さて これからは いかじを 看 
极の 緊纔巧 策を 國 おに 澈底さ 
一に。 ザるべき 總選擧 をい かじ 
して おを に 導きむ と 十二を の 貧 
弱。 ホ 方を お 力な 與黨じ 太らす 
べき かじつき 腐む しこの み 體策 
け與黨 幹部が 頭を なつた おあま 
づ 地力 遊說じ 力を 注ぐ iw な-^ 
をの 

第一線は 九 巧 ミ 江 木 

斑 相を お 帥に 六 班に かれて 化 お 
道を 撫で 姻 し、 をれ をキ ッぅヶ 
ごして 蹈僚若 （は 岡 級の 大 頭を 
首が ごする 大 遊..：' 隊をネ 國を化 
じく 6 お （緊縮 題 歌み 棍 化を 巧 
っ ごい ふ 算段で あら、 さら じ 
幹事を はじめ 黨鼓高 幹部け ずで 
じ政淋黨 こして打つてがょぅご 
する 立 暢補ま 願 者を 巌 選し 二な 
五十を 内外の 當 選を 目標 じ大體 
五な を 巧 かの 候補者を 選ぶ 評靈 
を 立てぇ ゐる をれ では】 ホ巧黨 
の 陣容は か 巧、 ま づ政友 曾は 反 
對 じ政權 から 離れる や ± を頓じ 
衰へ 今や 大 苦難 時化 じ 階らん ご 
して ゐ るが、 これを 助ら 拔 ける 
第一 策 ごして 

欧新 合同を 遂げ 一躍 ニ 


白 四十 餘 名の 絶 對過ザ 數を礙 ね 
がして 黛を 腦 部は 黨 員じ粮 n か 
f 巧き 輕く 政が の 化 事を 監視す 
る 一方み 观遜會 ^ 解散を 覺 悟し 
て 戰瞄じ 移らり 堅 幹部 ホ數 氏を 
全 國を地 じ 特派して を 地の 政 精 
を 細か じ視 あし、 これによ b ホ 
お 補 おの 選を、 地盤 擁誕 遊說の 
化が 方針を ぞ めん ど t すでに 其 
遜 ザを 終つ たからを 部の 終了 ご 
の 中 錫 裁 巧で 大 幹部の 歸を をが 
も 巧 ホ 又は 九ち 早々 驚 首 腦會講 
を 開き 乂 遊説の 陣 をを 藤へ わ 上 
底 じ 山中 總截 、巧が、 鈴 木裙を 
頸を 初め 總 動員で 遊說を 開始す 
する 計 畫と 總邀擧 の統劇 組織と 
お 補 者嚴逃 じょつ て 逆ず 數の 

輿 有 勢力 維持を 策 I つ 

つ ある、 か < 朝野の ニ 大政 黨が 
選擧 第一を 目標 i してを 前の 紐 
織 ご 割畫を ほぐ 整へ 作戰 時化を 
過ぎ 今や 實臀 第一 期の 幕を 切つ 
て 落さう ィ 一して をる か 兩黨閒 じ 
か 巧ず る 無を 請政黨 はすを な 現 
下が 化拇 ぶびを々 取 鎌 b じ寬大 
な 裂巧閣 F にがる 絕 巧の 機會を 
遮 y や 一大 お 躍し 巧に 幾 會のキ 
ヤ タチ ングゲ ォ—ト 祗 しよう 
ご 解散を 期待し これ まわ 得意の 
實傅戰 を 開始ず る だら う’、 かく 
してぶな 黨 み 次期 議 貪ん 解散 窗 
まを 覺 悟し こけを 前提 どして 作 
戰を引 ：畫 ，しつ i あるに も か/' は 
らでお 態な き 

一勢 方が み 第 じ 擦 頸し 

つ、 ある、 とは 看 逃 f 難い' をれ 
は 解散 拒を 病 者の 解散 旧 避のを 
氣で觸 散な きる をホ奠 ずる もの 
はが 派を 通じて 相 當じタ C 殊に 
次の 總選擧 じ 確信な き 蓮 中の 眞 
意は 想像 0 上で、 これらみ 中に 
は 寧ろな 界 W 危隙 人物と 目され 
て 居を 小 泉 策太郞 巧な ご 於 熟の 
鑽 I ニ黨を 組織 せん ミを 期を して 
在る もの すら ある ほどで、 朝野 
兩黨の 幹萄が これらの 連中を い 
かじして 解散まで 引ずつ て 巧く 
かじ 苦 也して ゐ るが 政が の 推移 
じよつ てこの 解散 回避のを 氣が 
でう 進展して 巧 （かは 大 なる 疑 
問で この 巧の な 巧の 興 ホの 中必 
で^ 3 ら ，フ 0 


目 本け 豫備あ 渉を 希望ず ろ 


巧イが リス 政府から 近くぶ 式じ參 加を 招 持 n 

： す 縮會畿 のを 權 じは 閣外の 有力を をな 命すべし との 說が漸 で 有 方 ごな つ 


束な 特電 甘 四日 發： 

て來じ •わ n 本‘ U 巧 ホ をが I し 頭を おし 豫備を 渉で 大體を ホを しおる 後ぶ 式 巧 渉の 着手を 英米 政府 じ 
ホ绍 した 0 

ワシントン サ 一 二日 延 イゲ リスを 府は 軍縮 待講に H 本め 府の參 加が 確實 VJ なつ わので 


備伊 


兩陛 ，こ 下を がを ずる こぶは 徒ら じぶ 會議の 巧を を 延引せ しむる VJ いふ 立 おから 近 < 五 個國じ 街し 
お 縮 曾谣參 伽に 銳て おを じ 招が 狀を おする こと iG つた。 


絕對 にと 割を 要 あ 

閣議 i 結果 駐英 米 大使に 訓電 


ま 京 〔聯 を】 甘 二日な nu 本 
なかは な < 英米 政府 じ 割して 軍 
，縮に 脚聯 しを も 徹底し す お 見を 
姐槛す ろ こご！ なつた 一を し 過 


'去に がて マク ドナ 八 ドを 巧 ご ド 
I' ズ火 巧の 間 じ. 

進抄 しつ i ミ 商議 じ 
ー對 し：；： 本は 單じ 巧捉 おの 泣恆に 


ぁらて 商議の みを を聽 おする じ 
止つ て 居た ので ぁるが、 今や 英 
乂兩國 の 間 じ 協定が 成立を 見る 
じ まつた のを 機會 ごして： n 本は 
渡赖 的む 活動 朔じ 入つ わ譯 でを 
る、 即ら 。ン ドンの 松ず 大使よ 
b 政府 じ おし 重要な 請訓のを つ 
たこ ごは 政が にがても これを 容 


認 し、 昨： 3 の战證 で討雞 さいた 
もので わるが、 をの 結裝 ごして 
めがけ 垂 むてかず 大使に おし 髮 
じ も訓 かし 化かく 八时脯 砲の 巡 
げ 艦-勘し U 本は 比率と 御を 要 
求す V く 巧した が、 H 本 どして 
は 稍 もす n げ 五が 軍越會 講を危 
地 じ 抱ら しわる が 如き H 巧 米 S 
國 のみの 

豫備 を 涉に從 事す るのを 
志な （、同時 じ奠 米を 涉の 如き 
日 お 豫瞄を 渉 じ 着手す るの 恵を 
なき こどを g ： 白 どした、 外務省 
の 要路 か 言明す る 巧に 依れば U 
本 政府 ピ しては 五 術 颜會議 がを 
を じ 召 筵され るか、 をれ お滿伊 
.わ參 化を 巧絕 して 日 冀米ニ 一闕會 
惑の 熙懼 が確實 どならない 限ら 
吕本 ごして は 自己の 位围 をを 表 
すべき 寂 志な （、 H 本 W して こ 
の 際を 學 する ものは 五 個 國會議 
じ 障 蕾を 輿 ふるが かき 豫 糖を 渉 
じ 化 事す を こごは ス巧 であら ど 
るふ 感 見を 抱いて 居る、 而 L て 
H 本 政府は 爽ホ 政府 じ 街し 円本 
は 地理 的に も 遠隔の 地で あら 顆 
孫 上、 ネ禽 諸への 

準備 脚閒 、鱼議 な 集 期の 
關係じ 就て は 酸： お 本 か 諮 召集 
の H 抛 巧 じみ 報 あ.*^ ねき 旨を ま 
じ 要求を 發し ただ、 iH 本の 查權 
け 恐らく K ユズ 運河 經 ホの 便船 
を 利用す る こご ミなる でを らぅ 
から、。 ン ドン 到着 迄にけ 糜ら 
く 四十 五 H を 要すべく 従て 會議 
のな 集 期は I 巧 下 巧な 巧 £ 希望 
して 居る， 都下のを 新聞紙は を 
くも 本會證 のを 權人瘦 じ 就て 禪 
種と 報道し 居る も ホ だ 岡 等の 巧 
をを 見 5 じ 至ら 中、； 班 鹿 ごして 
は歡 '、み 首相 锻の A 物を なして 
居る ので 前首棺 たらし 山 本權兵 
衔 伯、 巧概禮 みが 巧、 前 ゼネグ 
ァ會議 を 確た b し齋藤 朝鮮 總督 
等が 擧 げられ 居ん も、 

一部 の お 力 旁は フシ ント 
ン會議 じを 權 の！ 人で あつた 現 
外務大臣 幣原蓄 重が 巧を おで 適 
巧を ごする 旨々 說 しつ I ある も 
巧 期 議會は 恐ら，， 、解散ず るで あ 
らうから 閣員を 海外に 破 遣す る 
じは ま 難 U 拳 精 も あら、 化て が 
部 海相の 渡 をら 難しいで あらう 
ミ 云 はれて 居る。 


訓み 巧を 


まま 特電せ 一 a 發 (ニ ユョ— 
ク •タィ ムス 紙】 n 日本な 府は 

駐英 米兩輕 大使ょ もの 報 吿じ基 
き 閣議を したお 梁 ホるべき 五 海 
軍 國會潍 の 

豫備 的を 渉に H 本が 主張 
すべき 黏を副 みしむ 力、 H 本 化 
府 のま 張は、 

〔 一 〕| 英米の 軍 搞ま準 顺數を 
尙 ほお 下す る I 。 

【ニ】 I 日本は 八 巧 砲 搭載 巡が 
艦の 化 率は 絕對 じと 割を ま 張 
する、 但し をれ 化. ト はこの 限 
b じ ホら 中。 

ご ニ】 日本は 潜水艦は 巧鐵武 
器 ごして 廢棄じ 反 巧し 英米 ど 
均等を 要 ホす &。 

一: 四 一 ホ 力 艦の 艦齢 延長に 就 
ては 協寶 する。 

【お) H 本は 會惑 地を n ンド 
ン どす るじ贊 成ず る も 會議巧 
集 iJ は 歡くお 一二 個 巧の 豫吿を 


ホ绍 する。 

ご いふ 詰 點 であるら し 
東京 〔聯合】 廿 一日 發 心情 賴 
すべき 筋から 规れじ 報道‘ 巧り 
に ィダ リス 政 あは 

HI 本に 對し 五' 他 國舍議 の 

召集 前、 アメリカ じ爲 なる ど 
等し い 曰英軍縮豫備を涉1|^^て 
正 まの 希留じ 接した ので 心 日 隅 
議の 結を 日本は これを ずがし が 
ホ 大使 じ 訓電を 發 する， も 一一な つ 
たが、 をの 閣 謎の 席上で ザ鑑會 
議開權 の 期 H に 就ても 佩 一？ 協議 
され、 十月す 旬までに I 冗 I 
琼じ 接し；：* ぃ 限 b 円 今 
か豫 常を 求* W る こ，、」 な、/ をの 
賣をホ 大使'’- 訓 みを 要-へての 
の 如く、 同時に 閣講连 ホ P べき 
會議が 純然たる 軍備 Sf みス なく 
却て 軍 髓の蹈 張を 必 |^え* るが 
おき 媛 合が 起きれば j 或が は會 
議の參 加を 巧を する てま マ や も 
知れない ご 新 亂敲は 報じ 
ロンドン 〔を 同】 甘 一 
ィザ リス 妓蔚が 円本 じ 
軍縮 豫備巧 雄を 要 あし 一」 ごの 
說ば 政府 當埼に 法 b で 《じ 否 
認 された が、 何專 かの S 式に 
ある 豫備を 渉は 本 會議た 集 前 
に 必要で ある ど 基べ て S る。 


る 招 
I 個 巧 


居る 
I . 發 N 
巧して 


軍鑑 疑獄 


造雜 案^ ii 響 
巧 シン トン 甘 = を 發 ni ,> ブ 
々の 巧み ぃ ょを S 造船 會髓 1 相手 
おら ゼ子 ゲァ 一軍 縮 jga 議當ー 「りの 宣 
傳 養を 要 ホした シ立 ラ，’ がげ じ 
對 する ふ院 の調杳 I は ，一 
渥 船ぶ び 產業お I の 大せ衡 でぁ 
るべ ブン ヘーム 鋼屬 ぶび 化瓣會 
社々 長シみ 7 ! プ をを；! めど 
し ；，.- 巧カ る 化？^總 界 の 4- H も 
召喚され て 事 化 I 


(虛 報で あらぅ ご 傅 へられて 畳 
る、 尙はネ 巧の 革 棘は 矢 張 b 廣 
東を 乘 おわ 巧 地 じな 南を を府を 
樹な だんと すら じみる ご' しく、 
この 腐め 溝 支を が も停顿 のをで 
ある 0 


武力 管埋か 


み眞 相、 虽窮 


され ンでラ ー ふを 力，；， よな 証據 


書類を 提 あし ゎ| 


事 か取藝 ベの 進 巧 じを ひで 說期 


が、 


造船 案 t 銃て 


議會じ 潰 おされ ゎ 
居 巧 0 宣傳 費を 社郷 でな 出し 
たこ d が 明白 じな つたの . 尸 近 （ 
上院 じ 止 ニ， 巧の 色 覆を を A した 
大調査案が提おさらべ く， 非戰 
諮 者 踐帮其 化め 運動に も豁 響す 
るで わち ぅど 0 ； 


宣昌裝 革命 


碼玉祥 は 目 本へ W 發 
上 お 二十！ 二日 南支 请び 
をが の踞 ぁる 簽会 H 吳儲 S の總 
頌事鹽 な化留 民に 對 してる 際 
宣 昼を i 引 揚げて 漢 ロに 姓、 やぅ 
命み したが、 革命を 起し 辕發 
奎お 軍の 甫隊は 巧 京 軍 じか はれ 
て 實昌を 退却し つ*^ ある 八' 

この 軍 命じ 伴 ひ碼玉 祥舉の 
策動 說が傭 はらつ {ぁ】 のみ 
なら や、 將 軍の 軍隊は みが、 
漢ロ搜 道を 破 壌した ど；' 報ら 
ぁ b 巧 他 不穏 ；： •蹲が 領 .，じ 傅 
はなつ、 あるが、 

南を を あの 言明す る 巧に 成れば 
碼玉祥 お 軍は 蔣か石 お f の 約 
巧を 重んじて 十目 十日 泻 '.は U 
本.」 占を すべく、 閣錫お 軍 も 
恐ら （海 かじ 漫遊す. ヘレ ある 
が、 南京 政府が 顆 玉祥妒 おす 
る 請 おじ おしてち 隊 費を 給し 
つ、 ある こ玄 は事實 でをから 
媽玉 祥將軍 派の 革 かを 巧なら 


カラ 八 A 氏 巧蔥說 
寅を 二十 H 日瑶リ 乂阪お H 新 
聞に 達した モスカ ゥ特 巧に 化れ 
ば 目で 巧ち 鐵道 開題談 がの 衝じ 
なじて 居る カラ" ン氏 もを 渉の 
延引に 業を 袭や しこ！ ニ簡 巧な 
巧に 巧ん ごか 円 鼻が つか。 いな 
らば。 レアけ 武力を W て 東ぞ鐵 
道の 管 巧を ホな した もの i 细く 
昨今 白を あ" シア 入が ま 那景隊 
と 協力！ て屢 々が 地 じ 小 衝突を 


起し 過 H の 如き 約 十 S 人め 白 系 
ロシア 巧隊は 補が どじな 歧 もじ 
擊 殺された ご。 


蔡酒 励行で 

， 大統領 調が 命を 
ワシントンせ I 二日 發 H 大統領 
フ？ゲァー巧は上院講員，み 一 部 
がを 郁 ヮシントンの 禁酒法 潮 巧 
ぶ b を 冷 巧した るに 憤慨し 上院 
議員に 對 して 斯る酒 頻を寶 の 事 
實 、場所、 時 円 等の 明示を 求め 
禁酒法 擲巧 局で ちが かじ 巧 動じ 
着手した が、 h 院 側では 近く こ 
の隅趙 じ 就て 論講を 劇は すべく 
巧々 と 奇怪 じ 事 賞が 曝露され る 
であらう ゴ 今から 話題 じ 上つ て 
运る 0 


み 社 東す 轉電 t 絮無巧 轉载〕 


鐵嶺で 曰 ま お 衝突 


〔甘 四 曰】 滿浏 錢嶺の 朝鮮 輯巧 巧に 於て 支那ち が昭雖 を始み 
曰 本を 之を 仲裁がん どした 巧 支那を 發 砲して S をめ 負 儀 者を 
出した ので 遂レ 駐黎隊 出動し 义が兵 二十 四 名を 武装解除の 上 
拘禁し 武器 お干を 巧收 した。 


觀 齡博覽 會裏覽 

門 甘 匹 曰】 朝が 階 覽會じ 閑窺當 
殿下 御 差遣 ど 化し ホと 日 東を 
發 の酱。 

國策 調登會 流る 

一せ 四日】 國策調 禁會瓜 网圍の 
事 精から 當現跑 難な ので 濱ロ 
首相は 遂に 計盡 をを 格て た。 

買 動 者 一掃 ピん 

I ： 廿 四日】 京都、 大阪の 買 動 者 
一掃の ため 兩 おの 檢 事局は 東 
京檢事 おご 樹 同して 活勸を 開 

么 "ロし*? し 

御假 をは 高 お 伯 

〔た 匹 日) 鳥を 宮殿で 御 結婚は 
をを 來春 節を 頃 巧は せられ 四 
巧 中 •」 島 松 伯め 御假 ちじて み 
遊薛 j ば さる ミピ。 

爲替賣 入 氣强潮 

(甘 四日】 對 乂爲替 今：^ のボ場 
_ 四 十八 巧を 喝へ I 貫入 氣强 恐で 
買手け 總退 巧の 形で あ 5 正を 
銀 わら 傍觀 のを '' .- あった。 

首相の 誘 解 運動 

( 廿 四日】 顧 巧宫巧 貸と 閣 旨の 
祟が 獲 間 題に 願し 政府 凿樞密 
院 間の 觸炼 は絶然 ごして 驗惡 
であるた め潑ロ 首相は 之が 認 
解 連動 r 努めて ゐ るが 情勢は 
面白くない 0 

雁首ず げ換 問題 

〔甘 四日】 總战す 信 巧 問題で 目 
下を を會 巧では 雁首の すげ か 
へに 鈴 木 派 £ がみ 派 ごが 爭つ 
.てゐ るが 結局 總選擧 後を 持 も 
越して 最後の みまを 見やぅ。 

豫算ご 政府 希望 

〔サ I 二日】 『明年度 豫算 は、 歳 ぉ 
入 增减差 引 十六 億圓 R 巧じ增 
ひ 化め たい』 ごを 府侧 でを ふ 

霜 工大 藏を勸 誘 

【甘 I 二日】 商工 省は 化 機 太 油田 
試掘を 助 化すべ （大藏 當を說 
得 中で ゐ る。 

先物は 活氣づ < 

t 甘 二日】 ま那辨 日の 懸念から 
先物が 引は 久し 振リじ 活氣づ 


いて 转 な。 - 

本年度 入超 豫想 

〔サ 二日】 本年度の 入超は 一億 
五 千万 圓 3' すなら たどい ふ。 

財源は 節 詢據お 

〔甘 ニ 已】 旣 報、 義 を 敎育费 補 
助 一千 巧 m のが 源は 節の じょ 
^據おすタ」。 

各 鹽體の 御檢閱 

け 廿ニ 巨】 聖上 陛下：.； は 十 巧 十 
日 茨城 縣 す 特別 乂お習 御 統監 
の 後 承 戶總を 場 にがてを 城、 
栽 馬' 极 木を 縣 の巧鄕 軍ん 
麗、 靑年圃 、擧化 削 等を 御檢 

閱 遊ば こ」 れる £。 


.海軍 航を 大演習 

( せ 二日】 海軍 航空 大お潛 はか 
一 H から 東を 繼 上さで 開始、 
赤 巧、 鳳朔 のをが 空 巧 艦、 恃 
務濕能 登 召 及び 五十 機は 大島 
に 巧け る 追 演巧嚮 軍 どを すべ 
くが 日 橫須賀 を出發 した。 

運動 競技 會 行幸 

〔甘 二日】 十一月 一日、 明治 神 
宮 運動 競を 倉へ 巧き じ 巧定し 

ブ J C 


淺筆 


秋の 夜話 W 

一二 井本 館 建築は 
敎訓か ホを 訓か 

妻 沼を 彥 

S 井本 館 建築の 敎訓 V 」 ホ 敎訓 
ど 題した 論文が 『日本 建築 ±』 
の 八月 號 じある。】 讀 する じ 傾 
聽に 値すべ きらめ も あると 思 ふ 
搔じ其 禅 益なら と 思ム點 だけを 
拔 をし、 をれ じ 筆者の 陋 見を 附 
して 諸 費の 參考じ おせん ごす。 

『滿 一二 年の U 子を 費して、 世間 
の 巧 目を 聲 動した 一二 井本 箱の な 
築 工事は、 愈 化 六月に 酸 H しな 
其の 蠢 じがて、 其の 質 じがて、 
旣設の ホが 離宮 ご 日本銀行の ニ 
大 建築 ど姑俟 つて 東都に がける 
洋風 建築の 現 者 どして、 巧 人 も 
異論の ない 所で あらう。 是しェ 
事 中の 議事を 竣工の 曉 じは、 正 


じ 化 四を が帝郝 建築 巧 《横 網 一二 
おを 占むべき 事は 疑ない』 VI 賞 
讚して 居る。 

連 物の 巧 捉じ おしては 、一言 
のが 巧 も 見當ら ない、 物たら n 
感じが する から、 筆を 巧 ニ吕な 


き 能は 中で ある。 

一二 井本 おの 繪 をが 育^ 報で 見 
む 巧 じ、 ボット 頭に 渉す のは 
五 巧、 S 十四 了 目の 巧 ぁる、 

コ 0 ン ピャ 信な 級 巧の 淫 物で ゎ 
る、 異なる 所た だ 一二 ホよ 館け 霞 
じがて 後を を 遙じ凌 篤！ てゐる 
けだ。 然し巧モ？*テフ-ょ於ては 
同 補， 岡 施の もので ゐ る？ 

建物の 外觀は 威を 壯 たる 所 
じ 優类を 加が しわ 立派 じ もので 
をる" 又、 迫らざる 風證は 見る 
人を' して 乂銀 巧、 大商进 の 建築 
な b こ 想は しむ るら の 化 あを。 
こぅを ふ 剛氣な 設計は と 陸 育 も 
のホ閔 建築 ± で なけれ 化 お 巧ぬ 
藝當だ VT 思 ふ。 ： 

『吾 k は、 化 建築 じ浓て 正に 大 
き； な 教訓を 得た が、 おれ もを の 
反面 おは、 之に 掛 する ニの ホ 敎 
も 與 < f られた ご 思考す る^ VI 言 
ふて 拳を 進めて ゐ る。 一 
『本建築に 就て 吾人が も、 學 
ばねば なら 曰のは 其 施工^ 方法 
でぁこぅ。 施工 順序の 整带 Vi し 
て 化 晕の段 おの 見事なる 事、 施 
H 用 機 i 械を能 ふ 限を 使 巧て て 其 
龍 率 全 極度に 察搔 したる i とけ 


巧で あ 


巧 人 も 賞 讚の 辞を 槪む も！ 

る ま、，。 一 

お前 化の 巧 じ おける 『 Z — ラ』 
會 社の 請負 じょる ものは 告の內 
の周圃 の廣大 なる を 地を 一^用す 
る 事が お來た T こは さなが，.! 一 I 大 
巧 巧で-; I 人 相撲を ごる 穩ト' の 
であった。 巧の 瞻害 もな ぶれぶ 
何等の 導 察 か 卞渉も い。 一誠に 


無人の 携 をけ <觀 がを つぶ 
じな し 推 巧の S ホの 建築 注 
大じ巧 迦を異 じする。 を篮 
央 じがで 巧 圍じ寸 地を 餘さ I 

巧。 I 

而 かも 一一 化 隣には 旣設 家屋 


之 
I 此黯 
の 中 
する 


矿撤 


1 かも f 

比せる 厮 一で、 隣接の 故障を 情け 
當然 起る スき 巧で をつ わが さ— 
わる 岡 題 _ p 起った 事 も 聞かな か 
つたのは lij じ 御手 際 ご 言 也 ざ も 
を 場なぃ^ 施 H 機械 や 巧が も 機 
械 など 別に 目下の 巧 國の並 態で 
は 新し ホ 威 じな かつた お、 た 
の 据附用 磯城 や 石が の 加！-! をを 
お 蕩巧じ 於て 爲 さざる か 主は 施 
じ專 人じ赢 しき 手本を 示 れわ 
W 言へ ょ 50 J 

化 所 じ 「尊ん が最 敬服 じ 値す 
る 事は』 ごして 設計者が を 『エ 
ンジ ニァ J - W の 協調め 完を t * る 
事、 設計 圍 面の 巧屆 いて <1 る 塞 
を 委しく 述べて ぁるが、 ムれ は 
な ホの 岡胞 じは 巧 新しい 塞で む 
いから 省 離す る。 一 

『化 建築は 巧國 じがけ る^ 最も 
をの か i つじ 化 嚴な大 建 蟹た る 
拳 じ 就て け I 點 異議を 稀 むらの 
はない。 恐らく 化 建築は 化 鞠の 
建築 £ しては 本を の米國 じがて 
さい ザ ラ r ぁる 程度 のらので は 
ない。 ホ國 です ら盎し 屈指の 淀 
築 物 ご 言 t を 揮るまい、 然 L，v 
の 威を 壯 曝は 柯か 因を なしで も 
ので わらぅ か。 恐らく 巧 使用の 
が 巧の たやで なけれ ぶなら & 

思 はれる 0』 


，を ド* 
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大紐育 


九 ニ 九 年 版 y 近く 發巧 


本社が 疫じ 編签發 巧いた しました 『大 がを」 は、 幸 ひじして I 
化 湖の 淺 （がかき が 評を 巧し、 遂にを 部.： 册殘ら や 資坊れ ごな I 
6 ました、 化て 本 化は 溝 I 版の 巧を をを が 新たに し、 貫 數をも 
增 加した 千 乂だサ 化 年 版を 觀に搂 がする こご！ な， e . ました、 お 
確 じして 且つ 新ら しい 統計と 事 質を ぶ 礎 じして、 刻々 變 化する； 
我が 『大紐 育』 の眞 相を 傅 ふるに 逍城 なき ことを 期して 诘も ミ' 
す。 が ほを 憤は 


豫約 申を 者に 限りて 

特價と 十五 仙 

發刊 後の 御 贈 買には 


を價金 


みで 

■9- 


* 致しました、 速 かじ 豫約 辩中茲 みを 希望いた します。 


莫ホ五 H 紐肯 新報 社 
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Dr. M. MABEL, 

1 お E. け 化れ， Nev ( む rk 
け et, も d わ e. & I け ing 化此 ) 


The Japanese Christ 化 n Association 
が 3 W . 1 が rd 化 わ パ !) rk C か， Tel . Bradhursi 8936 

會湛 をな 督ぶ人 本日 


じ 人 載を 
ま 事業 宿 
すの 巧を 
。巧を、 
巧" 巧 
巧を お 
じの 度 
ffi 化を 


鼓 


媒 


讓婦聖 が 《日な 
- A き 稽庭巧 巧 
研會 集单說 
を 會を及 食校软 

木 水 日日 

Vw^ '«— • 'W*' 

八 八 時 八 
時時 ザ 時 


-〇じ Sabro 巳 風 y, ] 

103 5 Park A ve., 

Tel. Sacra 柏 e が o 79 さ 0 


307 W. お rd 化 
おし River おお お 50 


Oriental Massage 

巧 71 Barnes iWemJs 
も s が， N, Y. G, 


DR . BLOOM DENTIST Inc , 

34rth Street Cor. N お出 Avenue, N.Y. 
34th み》 *6 が Cor. Third Avenue, N.Y. 
86 妃 Street Cor* LBXiuitk"" — 

I25.th S むが t C が • Park Avenue, N.Y. 
—BROOKLYN— 

\ 化 ee Theatre B ; おり DeKa 化 Ay もが FuUon St. 

診 

日 化 午 察 
曜時韶 時 
午 九 間 

@ 吝 

時 華ち 

をを 


a II お 最多 


な PP 齒 

懸毙 M て 巧經科 
切 若 I 信 學賣基 
墓 崖ず み醫 
治は で覆狠 な-— 
療巧 U しじて 


んし CEASAR , M . D . 

12? €a お 84 相 化 8et 
bei. Park & Lexington km 

壽喉觸 鼻 巧 ! 

間が 察 診 
午 E ま時ト 前午自 
诗 A ま诗 六を 午 負 
扫 體 

自 午前 十 時 ま 午後 一時 


M , I amaguchi , m . d . 
7 日む aman il 化 . 

Te し Loiraine 巧 別 


K . IWAMOTO , M . D . 

U4 W.70 比化 
Tei. 0352 


KERR & MAYOR 

1023 Third Av*. 

Set. 60 る 81 別 s !ei 巧 hone おが ni!23(l 另 


さ 向 人ネ日 

巧專 靴型 小 

てし 張 お 員 巧 も 依に 绍を御 
神け 屑 0 邸は 都ら おお 法寸 

巧 小き « ，足 ホき 茨. を 小き 巧 



引な S IN ST0 な 3K HM2 F W 邮 


One 打 tal Art btu か OS 
124 W, 34lh 化 0 が os お Ma が s 
了 e!. Lackawa 帥 a が 巧 


JAPAN ART STTUDIO 

巧 化 お ! h なお!. お rk 是 Lsx. わ es. 
巧し 化む i 88 が 


Y. げ 0 

t 巧 Ses けみ パ!. 

む r. lexingba ミが.， 


MIKADO TAILOR 

30 E. 65 比な . 

Te し Rhin お and が沉 30 





PHE げ S も巧邮 Y 


3 Maiden Lane N. Y. 

じ 細 冶鍛銳 をに 祥 お踩] を 

類 お 箸 匠 意新最 


T. KASAI 

Meixhant 

Tailor 

が 

欄な 郎! 视 献 

Rdohi 304 

化 W 巧が 
巧 如 8 

むが お 3045 


に ん M が uyama €〇• 

が 帮 . がぉ化 ん ^ 

姑. むが お 巧 巧 



CLOTHES BUILDING 

叩 AR EXCELLENCE け 


則 MP8EI1 な關化 

認備 整な 經費 化廉 

Call-TRAFALGAR 8200 

••The Funeral Church ，， Inc. 

’NON SECTARIAN) 

Broadway か 6 技 出 St が ef. N. Y. 



. Mr Jco. 

窝科 のが 大巧 比徐を 
m L 59 化な . 、 Tel . お gen り 034 

OCt. L ら AiiiCtOU (fc tuitv HIW. 

進 時 八が 日曜 ± 水 巧 


Koike Studio 

730 F お h Ave- 
C が . 巧 化み， 
Tel Circle 4406 


DANCING 

411 W. 115化 St. 

Tel. Cathedral 4408 Apt. 3 


揉 

獲 

Midori Matsun>oto 

38 む s ミむ e. Ci お 

M U び ainelM お 

Lorraine SOQO-Apt. 22 

ぎ呈治 

li 1 

? -璧 

舊 產巧巧 お 

^ 婆を 巧 育 
避 復帝省 州 
お 暫 大 を を 
化浊巧 授許認 
ぶ 邊ホ巧 
綠 ま } 

ぶ 火 


F. MURRAY HILL CO. Inc. 
巧な 化 ] S お 0 18 が 
お 〇证 おを お 5 — 巧 細 a お 巧 
Tei.8ow!ing-8 けがが 87 , がが 



觸な度 anciie Fisligf 

1284 Le) (. わ e. お hveen おがが id 8Bh S 量 巧 诚 . 

授敎譜 吳人婦 



房 書 西ぶ ♦內 案育經 

The Easf 卽 d 留ぉ i Saak な . T おお v# York Tsuris け ervi が 

が 1 Wes! 1 巧 化 な . ， K ， Y ， S. Te しむ ihedraM4ll8 


差 i 主 A 屬御新 A 
上を 右け 注舊糸 
げ憤銜 致 文の 國 
まよ 注しみ 書に 
す！) 文 i 祭籍て 
。割にす 敏 と 發 
お對 n 速 お 巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は る 


紐 

が 文 置- 
學拿慨 
ir ± 事 

i 翼 

雄 巧 


通年ネ A 
ゃ聊 業を 
るかし は 
も ホ 在’ ン 
の齒 ホ々 
ごのを ゴ 
信 事に 大 
じ 情ホ學 
褲じ 五を 


ま 御 〇 A 
す 懇買逆 
。切 额譯 

じ ◊◊ 

御 其 調 
な牠を 
圾柯 ◊ 
致で を 
しも 渉 



ツ 巧; ■； 






てご ^ 一 ^ タタ 3¢ 巧 巧 町 J 巧 巧 胃 巧 居 ^ 


號四 十九 白を 千 一巧 


重を 觀 蒼 



診察 

午前 十 時— 一時 
午を 凹 時— 八 時 
H 雁 午前 ト 時— 正午 
急 巧 俊を 男女 お 患、 巧 
清 お、 化 液 おを. 

タ 年の 經 おを 巧し B 本 
人 じは 時 じ 親切 じを 巧 
す 

健康 診 節 ニ 巧 

ドク トグ 

メィ ど卢 


V 瓜 ビユ！ 巧 おぶ 
紐 育 乂學醫 科を 勤 

江 葛 轟 

診察 時 撰 
每 H 午を 四時から 
六路 主で 

夕 巧ろ ちと 

時から 八 時ち」 


療 

前約 兩上娱 

コ ー 子 か大 ホ； 
f タト か オグヌ 尹 V ン 

醫學巧 十 

ち 居悅彌 


諸 集 食 


邸 I 


_ 


か 

洋 


マッチ ー み 術 


を 電命 養生 院 


認 


お 任ずが 秀子 

治療 午前 九時ョ 
リ 午後み 一時 
電話 前約 願 七^ 慑 


- 疆揉 治療 

マ ツナ'; ジ 、整 あ - f 醫 

巧を 的 運動、 勝灌注 
水浴、 電氣 風呂、 一 ホ 
線 及電氣 治療 其 把 
紐 育 州を 嚴 j 

フィ ジオ シラ ピ 1_| ト 

西 村 幸 貫 

ロー. 日 曠外巧 H ザ黃化 
U I- 巧ョ ，午を A 時 fJ 
Y I - を 話 前 あ 願 上が 



巧 論 rpTJ ^^ お 月 十 0» 巧 
巧 巧 I が 十 仙 

養 7 IsUve . f さ rk 百 一一 


診. 寮 

午前 十 時ょ ち 十二 
時、 午後 六 時ょ 6 
八 時、 H 限は 前め 
願 上ち 

ドク ト瓜 

山 ロニ 一之助 


診察 時間 

午を 一時 1 ニ 持 
午を と 時：： T 八 持 
をな 留學 ± 

パ： 巖本谨 一 

古を 比 亞大學 皮び 
，デ ラン 巧 院勤谋 
a 巧は 前約 預上お 


藝お醫 木 下ぶ 巿 

立0生.ニ言資. 

Tel . M 呈 U ョ呈 t B 5 迈 


D 

M 9 
D •化 如 

知 伽 一 
ふ*^ 伽 


曲— 主 谷 基 

自 午が 义時 = 十二時 
自 午後 一時 ns 時 

乂醒 ちが 一,' 晚 ホ 時 

はへ キシ ヤ—フ T 

ン テ^ション クブニ 

ブクじ 出勤 


」0巧10 至- 00 C 巧 一, MD . 

ニ 1 票 ニ 害 sl.f さ rk 
ブ I. Ri* ミ 一 をち 73 > Mch を er 1 云呈 
みみ.^ 午荫ホ 巧！ 午を-巧 

ISi 碧午柔 f 午を 九 巧 

a 巧 午 お 丸 時 1 午後 巧 時 

ト^ 小 栗乘ま 


•ト 


歐 ホを 極 時計 
貴を 屬寶巧 巧 
銀製 器具-ま 


蓄音器 



タイプライタ‘ 

を 槐巧年 筆 
其 化 ± を 物】 ま 


◎を ニ最 島扱ノ 商な ヲ 精選し 
化 店 3, 廉 偕ニ販 貴''? 屠， マス 

西 四十 ニ 下目 一巧— 一至を 

ロソグ H — 力！ ビか デソグ L 4 
九を 十聽室 

靑 柳商會 sa 

(タイ ムス ビかデ ソグ巧 側 〕！^ W ■ 

電話 ブラ ィてト 四 I ニ セ 四を W N 化 
◎巧 品ノ 確實ナ V コト、 取扱 
ノ进 速ナグ コト ュめ ブを樣 
々ラ 御 好評 ヲ游 テ居リ マス 


電氣 、撰 城 工具 製 巧 
蓮 動 具* な 其、 貴を 屬 
時計、 寫眞器 及 現像 

松 本 バチ一ブ； 

東 巧藥術 品書讓 、レ 

デ イオ、 ランプ ンぶ 
! ド類ゲ アキ t 么ク 

タ— て、 子タ— 修理 


B 本* 支那 寶玉製 美 
顯 品、 婦人 用貴錄 其 
祕裝節 贏 

^ ま 可 了— トス 

チ ユデホ 

涵等美 媒お慘 澄、 

首 締品 、ストリング 
日本 服载後 


を 五十一 一 1 T 目 
一 ミ 一二 

が 藤 
洋腮鹿 

f ラ 謂な こ ミ 


洋服 調進 

クブ ，！ ニンク* タイ 

イング、 修淺 等】 切 

ミカド 洋服 店 

化 本が 
電話 ライン ランダ 1 
六 八 H 0 



ト ー ホ— ので 國 

將來の アメリカ 活動 寫眞界 
は ニ 大勢 力に 支配され やう 
合同' しむ シ末マ 界の卷 


活動 寫眞界 の 五大 立 物 

普通株の 利 巧比牵 


配當 致を 利猶 
率 時槽り 


完壬年 

フオツ クス •フ井 ル ムでニ 四 
ロー 巧 巧を 社 を ま 
バラ マウント •ラスキ 三 •ご 
つデオ •キ —ズ 


I を 八 年 

ク學 

をな 

四ろ コ一 


をて 年 
(半期】 

クニ 管 00 
五 •を ニろ 0 
ニ •夏 一ユ •00 
0 •一六 ！！ 


を 巧 •一二 

を 一二 ふ 

ま 巧 ミ 一 

韋…. 


ワ！ ナ 


ズ 


专呈一 •八 六 号 四 八 三 セを ぶタ一 


鼓 あの ァメリヵ 企業 巧は を 同 
牌 化で あ b 、 伸びん がた めじ 彼 
簿は 岡を まごの 無意 ホな 競ず を 
避けて 事 楽を を 問し、 資本を 當 
當 じして 

生産の 經 費を 節 巧し 
販路の 赌張じ 努力し やぅ ごい ふ 
ので ある、 この 合同 熟は 今や 凡 
ゆるを 業界を 風靡し つ、 あるが 
巧 中 嚴も顆 をな ものに 活動 寫お 
ホ 業が ある， 否 活動 寫眞 どい ふ 
よらは 寧ろ ニ お 的 娛樂 がビッ 
グ •ビジネス .め サーク がに が 間 
入らした こごが 事 S で、 最近' 
サ^々 スす ジンク ジンク々 競 
爭 相手を 合 巧し じのは くの I つ 
である、 わの 活勘窺 巧 あへ をみ 
を 呼んだ ト* — キ. — ど サゥンド • 
ピク ナユァ ー のな 現な ホ、 大活 
慟為眞 脅 化が 筋 4 どんて 合 巧し 
つ/' をる の も 夫み である 僅か 
化が ごいん 短 か：， 期間に 伸びて 
ホむ 巧 動 お 眞産襄 P 

躍進は あ 化 アメリカ 
の繁 がを 物語る 驚 巧で わらう ご 
いふ こご‘： 祝て は 恐らく 柯人 
異なは あるまい、 こか 蜜 棠じ對 


して 投資され た 資本が 巧に 十と 
慮 五 千万 巧 じ 達して 居る 一事 ご 
もい かじを の兹 をが 著る しい も 
ので ある々 を 知る こごり お 巧る 
巧 おじ 生活の 糧を 得つ、 ぁる 者 
無虛 一二 ト五 万人、 を强じ 散が す 
る 巧 動寫眞 常設 舘はニ 万 余 じあ 
び、 梢が けた 較を 席モ 八百万 個 
一巡 間 じ お 入す る觀 をは 一億 余 
万人、 を 人口は 一過に 一を は 巧 
動を 見物に 巧く ごい ム 勘を で、. 
一年の 乂煤收 入は 竿 均と 億 五 千 
巧 お 强£算 ごれ て 居る、 而 かも 
最近の 常設 雑は 觀 客のを 窺 じ 副 
ふて 

舘內 設備を を 巧 化ず， 

るの み^らす、 ン ゥユ^を 加へ 
た ト 寄席を のらの V - 加 ホした 娛 
裝瘍じ 化した のみなら す、 ト！ 
キ ー の發 巧は 更ら じ一曆 活動 寫 
眞 をに を 化さして 居る’ をょ、 

ロ キシー じ、 バラ マゥント じ、 

諸君は 足 一度を の P ビ！ に 入る 
ならば、 劇 煤 ど 見ん よ 6 は 寧ろ 
ホ テグで あるかの 如き 威を 抱か 
しむる であらう、 化が に 通じ、 
近 化の 空氣じ 觸れて 知ら 中 知ら 
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午を 一二 時よ > ホ 時 
日醒は 前約な 願淚 

ドク トグ 

鳥 诗磬菱 


診察 時間 

午な 化 時； 十 時 
午を 六 時 1 八 時 

け^ 小栗幹ごー 
お ま 巧 7 ブ 7! を院 
爲五巧 病院 典 採 
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巧 巧は 實賛 誠意 迅速 ま義の 
まじ 御 ±產 物 一 ま 卸 賣值段 
で販賣 をし ますを みに 巧は 
らず御 巧 命 仰が ド さい ませ 
◎铁 ホを 巧 時計。 置 時計 一 ま 
◎資お 貴を 慶 。銀製 器具 一 ま 
◎を 確 萬 年 筆。 を 象 製を 筆 
◎蓄音器。 レ 3! ド 見本 陳則 
◎寫眞 器。 タイプ ラ*'' タ！ 
◎が 切符。 がを 窝巧祕 繪摇書 


巧 策..'; ホ' 

日 巧を 畜巧巧 巧 午 
み 勵會タ と持牢 
揖巧說 を タ八麻 
木 巧が 爲 を タ乂持 
巧 巧 及びを ！ I 

午る ニ At 

主 暇 萬な 會 又は 
ホ栽會 タ乂持 

がる 事業 

を 宿が、 旅行を ま 巧 
«> 入 事相 巧が、！！ ホ' 
が*！! 業 周旋ぶ、 ち拓 
裁链巧 巧の 唐 談を巧 
けち 員 及び ホる 員の 
巧を 計 4 


プロ ー ドウち ー 百と 十 巧 
領事館 向 側を めと 0 ぶ號室 

的が 違 ホ ク- 

^ぶ 參 

游ぶ爾 A 

170 B 皇 ti 去 さ N . y . 呈 y 
Tel . II ミ iiandt 633? 活 50 


W 祖 新 古書 籍販賣 

W 伽 雑誌の パプ クナが 
挑の 如蝴バ ー、 を雜誌 類を 
W い-! 卽 新を 文 等 化て 巧を 
^ 側 ■! 畔じ御 化み 致します 
図 W <§ 叫巧ネ 御用み 願 上げ 

41 QU *1^ か 方，' 0 

娘^ 奧村書 巧 
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西 四十 六 了 目 六十と 番 
電話 プライア ントと 0 と 九 


尋れ人 

(き 城縣) 大橘ま 雄 (熊 無) 松 
本 卯 一郎 (德 島縣) 糸 田嵩義 
(山 ロ縣) 德 おお S が (虜 品) 
松 本實宮 (宮城 藤) 手 島 窺 
(か 歌 山縣) 化 本 平 ま (瓷島 
縣) 國上時 愛 吉岡直 記 (長 
崎縣) 池 旧 巧藏吉 ニ稚闹 I ) ニ 
又が 巧 ホ大塚 チダメ ハを W 馬) 
長 椅德) 柴旧幸 S が (大占 ご 
西 ホ 源太郎 (を 库縣) 厳畫八 
(福 岡縣) 未み 農 造 前な ま天學 
學ま八 木 郡 平 (靑な 縣} 林ゲ巧 
豊云郞 {熊本縣)西本文^^(神 
を 川縣) 招 葉 明 ま 伊藤 嘉 
( n 。 ン ビア 大掛 1}, 出身) 窝が太 
郞 (魔 島縣) を田德 一郎を 巧， 
縣) 藤ぶ 嘉八 - 
右のまじ通知ををき儀^?!^ 

候 間 本人 巧，、 はかん ょ- 4 別 
化 巧 御 通 お 願 も 県 一； 

紐 育療觀 総領 去： 舘 

1 巧 8 旨を-さ fjes Y ミ 氏 一 よ 


好機 公勢踞 
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ホ テが 食堂、 ロ—. ド^ウ ~ 

ィグ 1 等譯 山}®^ 赖がぁ C ぇす 

ぞ配萬 便 触； 

ミ el Times S 曼タ 
を rd Si ち est of 巧 ro ミ ayi 
ぎ LAGka —3 雲呈若 吉 ニ 

見物 用 貸 自動 ホ 


ヤス ア？ 



死 時 1 十一 韓 

俱樂带 

す T 目 一八を 


巧 留靑年 理想化 巧 体 


日本 立 靑蓄 

W WS 8^ 芭. 1<1田ミでミ ぶか 


檢腿莖 じ 破 S : 颠節 


舞 鱗？— 

マ 社を' タン- ▲ 

▼お 馈 俸 ㈱ A 



朗 十帖ョ ，巧 牛ー拟 I 

シャリフ タン シ 

ング础 胳畢校 午 裳 j 

h 也：々 マ 



や、 無言の 巧 育を 受ける 巧動寫 
をの 化を なる ものは、 化 じい か 
なる 不致 架换が 吹いても をを の 
繁 かさじ 壊 b が G く、 おて 活動 
寫 巧は 今日 じがて は 最も ま 礎の 
固い 化 引 どなつ た、 み じ 千 化な 
二十 乂 年を なで ト^ — キ ー わを 明 
さる！ じ 及んで 巧 客の 

........ 興味 は 益々 深くな b 

夏 おれ 時 じ も 何等が 影 灣を裝 つ 

て 居 じい、 今日の ニユ 1 ヨーク 
巿で いやし （も 相 當な活 刺 常設 
館は ト ー キーを 上映し つ I をる 
もの ミ、 これを を 國的じ 巧れば 
ホ だ 二割 五を こい ム轉 度で をる 
から、 お 巧を ァメリヵの 常設館 
じあ 聲活 動機が 備付 けられた 曉 
じは、 フキ グム旨 身の 進 ホ ご 相 
俟 つて 觀を 數の堵 化を ホす こご 
は 疑 ひの ない 所で ゐ らぅ、 而か 
も お 術 上 じは 今や ト ー モーじ 色 
彩慕眞を加 へ るやぅじ；：*つた化 
の 中で ある、 さて この 發展 から 
生じ だ 珍ら しい 現を は 今まで 活 
動を で 比 鞍 的 じ 小規模に あった 
もの お、 がか じ トーネ ー の お 現 
で活氣 づき、 驚くべき 

膨脹を ホす じ まつた 

こごで わる、 郎もダ アキ タフ ォ 
—ンで 一躍 進 おした 71 ナ—ズ 
ブラ ザ！ ス はた もまら 劇場 不足 
を ホた し、 サ ゲン ド •ビ クチ ユ 
ァ！ で 新 ホ 面を 鶴が しじ ラゲ ォ 

コ —ポン 1 シ 3 ン ♦ オブ •アメ 

リヵが、 薪 角 蘭 擅に 進出を 志し 
て ホる ミ、 多くの 活議 製が 巻は 
ゥェスタ^ — ン 電力 會社 かち 酷ず 
る 所の、 電力 レサ ー チブ U ダク 
ト會 社が ゲ ァキ タフ ォ] ン や、 

ム 1 ゥィ ト^ンの テク ア キスを 
支配して 居る とい ふち 簇で をる 
郞 も、 ブ ー ナ^ - - ス はこの 新 均 描 
對策 VJ して ♦スタン レ！. 窝 赴、 
ファ. クス ト •ナ シヨ ナ少 等^ 製 
齋會 社の 株を 買占め、 バラ マク 

ント 、フ ぶネモ ス * ラスキ*— 


了/リカが 截外 投資に 

絕 對ぶ酿 U 不巧能 W 

i 際 資本 市場への 進化の 跡减ク 


このが々 傾向は、 本が の 節'- 
四ザ季 までつ^き 

同^間 中のおが巧を繳額 

はゎ ホ かに ニ 億 主 千 四がず ド 瓜 
にあぎ ず、 前年 W 巧ょ ら遙 かじ 
ドを-. 一ん る、 みぎじまた 封報吿 
はを をに めけ ム r メリ. 力 巧 本の 
が 外な を 裳 ホ お權化 巧の が而を 
捣摘 I て 居る， 恃じ アメリカの 
自動を なが、 あるひは ボス ー带 
第 等のを 共 的 性妈を おする ぶ樂 
の歐 州、 巧 米、 械 巧諸閔 じがす 
る 進 おお b け艇 ''、べき もの わ あ 
る、 例へ じ ドキツ はで 化な ニ 干 
八 年 巧び アメリカ おみ 投巧 巧- _1 
の 街を 図ぃ' あつたが、 をの 額 ニ 
な 乂モ ニけ 方 ドルのは ごんで 三 
をの ニけ をな を おじ おす るら 
で わる、 イ タブ ー は 歐洲じ 於 
て、 ドキプ にみ いで ア メー 


資本 ご VJ してを ドを た 

南アメリカ 諸國 にわいて は、 ア 

< ゼン チ >. が 一 億- モ一 lrc = 方 

S 千 ド^でを 位を もめ、 チ 9! 
の 八 千が 留十 一巧 ニ 千 ド^、 コ i 
日 ン ビヤのと 千 四け 十五 巧 八 千 j 
ド 於 寒が これ じ 次いで 居る、 巧 i 
ほ ィダ ブスの 掛 み找資 (同 國植 
民 地を もを めて； 千儿な 二十 五 
年の 四 お八 千 ガド^から、 で 化 
巧 二十 八 ザのと お 六で お 巧 万 ド 
ルに 增 加し、 间 年中の アメリカ 
のを 投を 額^ 半み 0 上に 七つて 
居る、 極東 ホ 面への アメリカ 役 
資 はで 九な 二十 八 年中に わいて 
一 陪ニ千 巧 ド 八な. じの か 額に 上 
b 、 ホ閱归 來が额 どして け、 ニ 
巧 円ん レコー ドで ある、 をして 
をの r ベて がが のか 業に 投ドさ 
れだも 5 一-'- もつ て、 な 的を 发じ 


じ 支那に わける 5：： 國 投資ち 興の 
梟み どして のみでな く 

支那に わぃて H あせ (间投 
資の 今後の 發展の 一 徴候 ごして 
をる こどが ホ 巧 やぅ、 しかして 
該委封 會報吿 が 結論 ごして か 記 
して 居る どころ は ホの かくで あ 
る、 す。 け も 現ぜ T メリ々 じ わ 
ける、 W 超を が 債 類のを 價 じあ 
ろごい ふことは U 換言ず れ^ 巧 
國を社 償の ほ 落しで ちる のは 專 
ら 、义歐 の 証券市場 のす 振から 
ホたら ので、 發巧諸 固は なを 的 
じ もを をし、 な烁 i ：* 狀態 になつ 
て おる から あく これ 等訟 を巿價 
は騰 質す るで あらう ィ」 。 


，本の 投下を 見た ので わるが、 時 I 投 ドされ たを 额ご しては 記録的 
:齒 の 巧な じら、 媒が 六で 化 だぶ のらので ある、 いよ ほ 同が 中 じ お 


ドグ 小の 約 四す 义ドグ に パを み 
一 企 裳に 錢 をが 地力 および 巧 業 


いて、 上がに わけを 带氣 事棠を 
りん 侧ご 共间 f 巧收 したのは 單 


連 鑛大銀 巧 

資本では 世界一 

前號 本紙 所 報の 如く 當邮 ナシ 
3 ナ^ •シチ I が 巧 どを 词し總 
資 巧では 二十 一二 億 八 千 六 だ 巧 弗 
どい ふ 化 巧ぶ' 一の 大銀巧 どなつ 
たが、 今闽 はがら にこれ に 媛る 
大 おわ. か 出現した 

をれ は ィタ 91 人 系の 銀れ を 
* キゲア ニに を 社を どす る トラ 
ンス •アメリカ 留 社で 同社は 
カリ ホグ ニア 州に 數 .門の 速锁 
巧 巧を 持つ 外、 を 地の ア メリ 


成 巧の 秘訣 

米 困 ホち 語を 話す 事 
は 成 巧の 滨一 まです 
本校には 日本人 お授 
じ 慣れた 專任 婦人な 
師を b 恣切じ 會設通 
信を 社を 語を お 巧し 
ます。 日 巧 遇 目 共に 
午前-化 時 よら 午後 十 
時まで 賴按し 一 レツ 
スンと 十五 化づ 
ネ H 思 もに を 巧 あれ 
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稅關 事務 取扱 

ち iLLi LB 室 E & Go . 

ぎ 1 8 岂ニ で 0 盖 去さ呈 
i ぎぎ* - ing-Gaeen 9 普 4- で 8 


稅關 事務 

ち洋を 化が じを 世を 
の 犧お入 方法 じ顆ォ 
する 一切の 勸 諮問に 
應じ旗 道な 船 貸勸運 
赁あお 帆 ま 我 顆手續 
蓄等 進呈す。 重要 都 
ホ じ化理 巧を 巧し 誠 
實を速 卸 用 かじ 應や 

お 驗巧扱 


S 活蒂の 

タ目 じ 就て 協を しち 

方。 が 巧 や、 を 業が の 資力を 背 

曼ど ずる ラデオ •コ！ ホレ^ ~ シ 
ヨンは、 當 化の ヒッポ ド ロムを 

の 化のを 席 常設 おを 支配ず る ラ 

デォ •キ 1 ズ •オ 1 フェア ム會 

社を 創設す るに まった、 巧の か 
(にして 港 動寫眞 館は 今や 大會 
社のを 闲 となら、 連鎖 的 常設館 
のま おどな つじ 結果、 獨 立した 
小 劇 埃の 影は 薄くな b 、 事業の 
な 间は繞 壁の 節み、 需要供給の 
簡易 化、 事業の 中央 集權化 どい 
ふが 現を を 生む じ まつた、 元 ホ 
トーキ ー 製作 じ 娘る 經豐 の增加 
ぶ S 割 力ま ミ剧五 かで、 これが 
需要の 增 加は 巧 一二 割 程度で ある 
が、 生 產經霉 の 節約 お 合同の 氣 
運を 

........ 促進した 大きい 力で 

ある こごは 云ん 迄 もない、 而し j 
てを の 結果 どー 1 てアメ 9 々活動 一 
寫眞 をのを 巧は 明白 じ大會 おの 
支配 じ 屬卞る こ 了^なる であろ 
ぅ、 即も をの 篤 は フォックス 
活動寫眞會おの t ^菌で、 フォグ 

クス •フキ グム " I フ オック ス啟 

麓、。！ 興業 會 社、 フォックス 
メト 。ボタ タン 戲 場、 メト。 • 

ゴ 1 八 •トゥ キン ■ーメ 1 ャ ！ ゾ， 
フォックス •チ一! ス 組を 等め 大 
を 同と なる ベ （、現じ 化 巧 十一 
日 の 巧ホ德貪 で の 巧巧巧を 
五な 巧な ごすべく 一巧 議 して 居る 
第二は ヮ ー ナ ー ズ ブラ ダ，— ス 

バラ マゥ y ト、 フザキ マス A ラ 

スキ！ 一派が 爱ら 11^ 

1 を^^めてラデ，オ 

を] ズ •才] フエ T ; ム の！ 虽ご 
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ト^ — キ の壬國 である I アメ リザ 
は 恐 くを 同され たこの ニ 大勢 
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的む 引が がか - k 八戶 中の 手形 
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恐擺お ホの 馬々 額で あつた。 ' 
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のが 績如左 

單 試を 第 I 二回 戰 
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十-が、 今 巧は 嘗 にがお 十八 回 
i 明治維新 W ホ 四 凹 円の 遷宵ま 年 
じか 當す るので、 巧 おお 造 神宮 
化诞 にぁつ ては、 r でに 大史十 
をから この モ废 じ寫 手し、 化 巧 
八十 一二 巧を 瞄の豫 を ご 四十 五 方 
人の 勞カ率 仕を もつ て 今やを < 
新 殿の 御 お 摩が 完了し じ、 こ .i 


遷宮 のみ f 謀 記-- て兒 
る、 二十' 一年 ご どじ 執らた にが 
殿を 逛酱 し、 遷 御の 人 典を 執ら 
j 巧は せられる 神 巧を 毕遷 をは、 

I 第 四十 化の 巧、 天 武穴皇 の十阳 
が 化 月 十 H 、 前例 じょつ て 巧、 
か兩 をを 修補 めら せられ、 をの 
時制ぶ わらせられ たのを もつ て 
がめ ' こする、 この W 跑 はかぅ し 
た 制は がな かつた i め f 殿を、 
御 巧 等の 破損 S 都度、 天 宮司 じ 
わいて 修理中し 上げ だ、 ので あ 
つたが、 ま 年は 遷當 $ 敬を せら 
れ てからは、 東 洒に宮 なのを を 
潰 わきめ、 ま づ持統 お 堂の 四 年 
東の宮 地に 

巧宮 を造營 あら かてれ で 
间年 九月 十六 日遞宮 のを 典を 擧 
げ させられ、 翌 々六 年の 一 兀巧十 
六 U じは、 まわ-外宮を 東め お 地 
じ 遷宮 あらせられた 、をむ W ホ 
けこの 化 巧 十五 H 、 ホ 日を なつ 
て 式 巧 式 H ミを めさせら わ、 巧 
皆 御 遷宮のを、 中 一年を 跨て { 
外宮の 御遷 なを 巧な せられる こ 


ごに 御 治を ホら せられに-しか 
るに 荫化朝 0 を、 この 脚 避离酱 
みお 源に わ てられね 巧 ホ エ乂制 
巧が 窓の かく 巧 はれず、 ためじ 
光明 院 天皇の 康永 一二 年に 朽 はせ 
ら るべき 御 避を は， 型 ニ 年じ延 
がし、 遂に これを 

ま 年 をめ させられ、 二十 
! 年 目じ遷 御 をら せら さる どい 
ふこ どじ 御變 おあら せられた、 
しかも 魄亂相 巧ぐ 時化に あたつ 
ては、 この 樹 治を すら 御 寶巧じ 
两 難なる 狀態 ご，； あるひは 
二十 八 年 目、 わるり は 二十 六 年 
目 ごい ふ 県れ ぞい 事態を かもし 
たこ ご- 45 をる、 特に 巧 利 巧の 中 
化 W 後 この 弊が 甚だしく、 內宮 
は寬左 一二 か 巧 來か宮 は 永 享六年 
な 巧 ごもに、 なち み 年の 間、 御 
造 營の御 事 U く、 こりが ねめ じ 
棘 殿け たぶ 化磁 U まかせら る、 
どいつた やぅ。 

巧* 心繼 ずべき こどを めつ た 
むを 年の 間を 廢に まかせられた 
兩 おは 永祿 ホが じかめ て 慶ホ院 
淸順尼 八 努力 じよつ て、 遷 営の 
大典を 擧 げた、 淸鹏 巧は 遷を御 
巧 献納の 志しを 立て 4 や、 諸國 
じ勸 進して、 資財を をつ め、 漸 
く 雨 宮をわ をれ タい御 事態 よら 
わ 救 ひ 中し 上げた みだが、 お 項 
を：； お 願、 周 養 尼ら ま レ 先人の 
遺を をつ いで 努力した： め、 遂 
じ 豊ぉ秀 ちよ 6 御 造 營の諸 費目 
を 献納 申し h げる どころ となち 
天 も 十二 一年 

年杳岡 じぅして、 雨宮遷 
をの 赖 典を 舉げさ せられた、 自 
來兩宮 は、 この 天 正 十一 ニ 年度を 
网 どして 兩を ども 二十 一が 目の 
同じ年 じ 巧は せられる こど： な 
つた 次第で ある。 


巧 時じ囊 には スタ ー トを 切る ど 
共に 大地 じ 鼻を ついて 大破し を 
ひじ 太平 巧 横 謝の 化擧 も、】 時 
中止 どなつ たブ 《 ムンー 中尉は 
'をの 後み 舉を企 t 、 バー バンク 
の り ックヒ ー ド 飛 巧 會社じ ホ b 
第二 瞬 作製を 督卿 中で ぁつたが 
豫 想ょ 6 も 早 （完成した ので 同 
中尉は 十八り 朝 マ-ベが 漠じ飛 
巧し、 八が •ネヤ 。ンの •キヤ スブ 
ンを 搭載して お 藍 ホび じ 耐久 巧 
巧の 試驗飛 わを 巧 ひ、 おく 

タ n マホ じ 歸巿天 S 第 
柬 なへ 向けて お發 ずる 3 ロ 十 
巧蠻 ぶした、 新 機は 的 じく タコ 
マ 巿号ど 命を し 下 窮單葉 機に て 
濃、 ォレン デを じの b 、 四な ニ 
十五 馬力' 化 巧 阿’* ヤ 。ンの 燃 
料を 搭載し 得る さぅ で、 時速な 
六、 と 十峭を 村し、 を 中 不時着 
水しても 一一を の 時間までは 浮揚 
して 椿ら 托るど 0 


日米 飛 巧 ± 入 鍵！ むて 

秋の 太# 橫斷飛 巧 


ブロム レ I 中尉 等 も 再擧を 急ぐ 


まる 二十 一 H 巧 巧の ニュヨ ー 
ク •タキ ムス 紙 ホ ノググ 持裝じ 
化れば、 ロぶ 人 飛 わ ± である 、 J 
?!• ぁ旧^?)は味を五月を期 


太平洋を 橫 敵ず ベく、 を 

の 準 楠の ため コレア 凡 じて チン 
フランシスコ じが 渚した が、 芭 
の 組る 所に 依れぶ 大飛 巧の 飛 巧 
隱 はを 動谋一 刪の お-^ が 巧 機 ご 
なし ホノ^ 八を お 装 地 VJ して 先 
づ一モ パ 咽を 隔てた ミッ ドゥで 
— 島に おび、 同 島に 一赶暮 陸し 
てがらに ニで 一二が 四十 五 哩の橫 
あまで j 氣 じがぶ とい ふな 氣込 
み じ’、、 補助 巧 巧 ± ん 同乘 
_ゼ しだべ く 一切の プ 。グラム 
乂ホ泮 をに 到を の 上 扶定を 見る 
尝 で、 ち 田 巧は 今から 八 年 前 じ 
アメリカで お 巧 巧を お得した 人 
であると いふが、 1 ホ揖に カブ 
フオ 术三ア 州で 


今夏を 巧し 横斷 がわの 5 S 
劃を おまし I 般岡胞 ょ 6 義をを 
募集 中で あつ わ 鹿 お 烏 縣人蜜 田 
玻巧 ± の 許 劃は 寄附を •か尙 ほよ 
千 巧お不 をして 居る ので 今年 中 
の 飛 巧け 至難で ある ど 見られて 
屠る 際、 今 巧は 小 玉 他 平 f 呼ぶ 
岡胞が カリフォ^ニア 州の 富豪 
である。 1 ゼンバ^ — タ氏 ごを 渉 


デリ I 丸が 

海賊に 襲る 

首が は 支那の 婦人 
香港から まる 二十 一り 達した 
聯を 通信に 巧れば 大阪鹿 船ぶ 社 
の 所感 船 デリ！ 化は 霄港附 なの 
海上を 橫 行す るな おなる まが 人 
お 贼蝴に 襲 はれて お賊の 粮據地 
である ビァ. ズ灣 じを き、 漸く 巧 
日 巧 板に 血痕を 殘 した、 ものす 
ごい 船体を 香港 じ 運んで 巧た 巧 
で A のる 

间船 はが 九十 二 一人の 乘 客を 賴 
んで她 おを お壊した ので ある 
が 漁船 會が 側では が 贼の橫 わ 
じじ 隨をご 警戒し、 特 じ乘每 
.を裝 ふて 入 込む 海賊は 嚴重下 
監視し つ i あつたの である _ か 
二十は の 早曉じ S 等 船を であ 
つね十一ニ人の海賊は大騰^:^る 
婦人を 閣 を どして 擢 をし 一 
ニ 挺の ピスト 八を キ じした 婦人 
圃 をが 指揮して、 船橋に あつた 
己 A のが 巧 人お番 をが 殺して 飯 
員 一岡は 應戰 する の嗯 もな く 海 
贼の 命み じょら 船を ビァ ズ灣じ 
迴 がせし めた 上蹟 荷は 白 晝を然 
ご 掠奪され たが、 乗ぎ 中の 上が 
當豪四 人は をの 煤から- 質 ごし 
て 海賊 劇 じ 抑留され、 船は 間 も 
な < 出帆を 許された ぶの こごで 
をる 


し、 同氏が 平素 親日を である 巧 
から 叟 用を 部 一二で お 千 巧.^ お ホ 
す こご じか 定 I 、 飛行 じ關 して 
將 ホを じる 利益は 共 じ ホを け じ 
する ごい ふ條 件で 案外 じ ザ （契 
巧が が 立した みで、 小 玉 巧は あ 


- ロ 1 ナン ゼ作 スポじ 赴いて 目 


下 製作 中で あ 

機體 をず 取ら、 試 述轉を 

した トオ ー クラン ド じ ホら、 シ 
瓜に がわして 天 おを 見計ら 


r 


ひ、 を ニ 過 間 W 巧には 東を への 
漠斷が 巧に 着手ず る ごを 表した 


尙ほノ ー グウ ェ ー の 窺 船ボ- 


こ ァ號も 前 過 海 州の 沖で 坐礁 
した 際 支那 人 お 賊鹽じ 襲 はれ 
髙等 船員 一名を 除き、 他の 龜 
ぉ員は悉く人贸ご：：*ったが、 
船長 だけは 巧みに 脫 出して 海 
州 じ 到着した ど。 


の 手 數料ど I て S 十五 ガ巧 、巿 
が一顺 月内 じみ 濟 すれは 二割を 
差 引いて 二十 八 巧 弗を 要求す る 
ビ八 をつ きつけた ので 

驚いた のはが 長ゥ ォル々！ 氏 
じ 現會計 監督 役の V V ! 氏で 
こん U 法外な 辯讓 巧は ホの 歷 
あじを つてない こど、- ホ b じ 

し 『苟^ もニユ ■ — ョ ク 

市當 姑は 正 當な辯 護料耍 ホに 
現を 差 引き 等に 不必要』 ど ば 
か. りに この 問題を 巧 週を 聽會 
じ附 する から お 頭せ ょご 逆ね 
じを 晦 はした^ 

同僚の ァン ターマ キャ！ が 無料 
ピ 巧て 居る し、 相手の ヒユ •— ズ 
氏の 辯讓 粋は と 巧 五 千 巧で あつ 
たので、 クレ ー グ 氏の S 十五 方 
弗は ホ柯處 から 制 出した もの 
か V 一昨 今 話題に 上つ て 居る。 


田 中前 首相の 

怪义書 曝露 


地下 鐵辯護 料 

H 十五 万 弗 

巧當厨 相手 じ 請 ホ 
'ク キラン 巧 長 時化 じ哪 直で 頑 
固 じがの 會計 監督 ごして 知られ 
た チヤ 1 グス •クンー グ 氏は 過 

般ホ當 なご 地下 鐵會 社の 乗車賃 
五 他 値上げ 案が 遂にを ホ 國大審 
院の 問題 どなつ た 際、 無 巧で 辯 
謹を 引を けた サ i ユ少 • r ン义 
1 マ キヤ！ 君 等 ど 典 じ 名な 曹家 
ヒュ！ ズ 巧を 相手に ホの なめ」 
辯 論の が— 當 つた 人で あるが、 
今回 ホ 年 S 巧から 本年 九 巧まで 


ぞ那 a 表が 波ら す 

ユ ニバサ A •サ！ ビス 通信社 
: ! スト 系) d デ 1 リ 1 •ブレダ 
ラフ 紙 化か 特需 どして P ン ドン 
電報を 揭げ U 本 前 曾 相の 中義】 
氏が 今上陛下 じ率呈 したくい ふ 

對ホ 對ま鐵 化 政策 强 調の 
上奏文が 英 露され て ホる 十 H を 
都に 蘭 かるべき 太 ホが 關炼 會畿 
出席を 化 表に 秘密 裡じ 配附 され 
つ、 ゐら ごの 驚くべき ニユ！ K 

を揭 がた、 を怪文 香は 『旧 中 首 
相 上奏 書』 と 題され、 をのを 怪 
なる 内容に 底に H 本 官憲 じょつ 
て事實 無根なる 旨發 表された が 
一度を けの 間 題 ごな つた 上から 
はがを べき 太 ホが 會議の 圓滿な 
る 進 巧に 一大 暗礁 ごなる であら 
ぅ、 怪义書 

^11 は 會議を 席の 支那 化 
表 エ^ •ブ ー 隙を にょらて 編纂 
さむたら ので、 困 中前 者 相が 聖 
上」 尚し、 一 化 ニニ 年の 華 お 九 
ヶ輕 會議の 結を 日本の 鼠 防が 危 
殆じ頻 したる 前を の 模様を 說巧 
して この 際 『日本の 取るべき ず 
段は 截化 政策の 外な き』 ことを 
强 調して 說 いた 巧 容 をな L てむ 
る、 をの 內 をの 一部を 檢 する じ 
『日本は 自邑 巧鐵上 また 隣が の 
保護の 上から 是るも 鐵化教 策を 
斷巧 ずるが、 慑 東の 不 をを 一掃 
する の 道な く、 このを 策を 採 巧 
するな 上は、 毒を もつ て 毒 4-* 制 
す 的 支那の 政策を ま 持ず る米國 
ど當然 

衝突は をれ 打、 將ホ にお 
いて 日本が 支那を 支配す るれ め 
じは 香々 はま 中米 國ど轉 はざる 
ベから ざ 4 こど 宛 かも 宮人が 曾 
て 日露 開戦を 敢 てな しじ f 同樣 
な 事情 じある』 云々 の 文句が 旧 
中 首相の 上奏文の】 部なら とし 
て あげられて ゐ る、 若し 陳 氏が 
このを 文書を 太平洋 會議 席上を 
表し、 これが 調査を 會議 に强要 
ずれば 日本化 おは 恐ら/、 席を 朔 
つて 退場す るら のど 思* れ るが 
お 文書の 眞實を じついて は 幾 ホ 
の 疑 巧が あるが 

陳巧 は巧處 •しついて は 明 
言せ ずた ぐを のあ實 なるこ 这は 
確實 でを 4 ご 述べて むる、 H 本 
宮邊 ベは か； る 文 善の 巧な する 


■ l * r に； f を' , ^. 0 . 
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妻を 鑛 窝 规 




【日曜 水】 


n 五 廿巧九 年 四お昭 



資本を 壹な圃 
拂込濟 資本を ホ 千萬圃 
. 稽な金 六 千 四な よ 十 萬 巧 

鎌 航ごー ザ 銀朽紹 育ち 巧 

本 巧 巧 巧 巧 a 本 橋 院本 革 尾が 五 巧 地； 巧 
支店 ホ 傅 日本 橋 光の 內 ( 束な〕 横な 
名を 鹿を 邢大腰 巧 C 大孩神 巧 
廣島 下銷巧 司を 松 鹿 岡を 陪 
上が 倫を を 買测水 


换ぉ 乂爲替 、電信 送を’ 並 送を、 旅 巧 信用 狀 
商業 信用が 其 他 一般 銀行 萊 

乂 «« 一二 萎 銀 巧が W ミぶ 

鄕里 送を" U 本が 地 無手 数が？ 迅速 取扱 
本 巧 おを (お 期 通知 ノニ佛 ) 御 便が 化 扱 
本 ま 巧萊巧 (本は〕 大 阪神 戸な 都 
巧な 地 あを 摇 小が 上海 偷敦 


▲ 鄉を 送を をび 並 送を ( 無手 数 巧)、 み 固 
爲替賣 買、 荷ち 替 取組 化か、 信用 肤發 
巧 等 一般 銀行 楽な 御 使 利 じな 扱 可 比 侯 

龍 赋臺灣 銀行— 出張 縣 

本店 臺货臺 化 

支店を 巧橫演 、た 巧、 神 巧、 とお、 簿 
ロ、 福 抑、 庭 門、 油 頸、 香港、 廣 を、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 買 

力が々 ブタ 、偷 - 奴、 其 外 萬. 錢 十の ケ巧 




# 羅府 、を 港 出帆 (ホ/ グ 八經ム 


コレア 义 

春泮化 

淺間丸 


箱府を 
军后 I 运 出帆〕 
十 巧 四 H 
十 巧 十八 B 
十一 巧 一 日 


大洋 化 十一月 十六 日 


桑苗 發 

( 正午 お 机〕 

十 巧 十. 日 
十月： 一 ご 一日 
十 こ 公 ハ 日 
十一 ホ廿 円 


® シアトル あ 帆 (午前 十 時 巧 化 一 
節 岡 丸 十月-!- 化 日 
横濱丸 十一 サ 一日 
S 島 か 十一み 化 日 
か豫化 十二 巧 I 四 目 

@淪 致を 日本 巧 出帆 

或訪か 卞月ホ 
巧を み 卞另上 
賴顿み • 十一月^ 百 
▲が靑 班 视邑奈 馬經を 日本 iiian ； 勒船— 巧こ闻 
▲靖絡 おお。 がが は歐湘 巧、 南 来が 並に 芭 
經を太 ぞ浑岸 巧を 激 船を 就 ミ诗約 おリ乘 
巧 等 萬 華 御 博を にお 計 ひ 申 上を す 
A 米國續 道が 得、 寢を券 等ら 御 値 宜じ取 計 
上を ず 


兄 日 


东嚴 
P 巧 
巧 ホ 


3 

•山 

巧 

I 

化 " 

帥 

rD 

5 

副 

が 

が 

n 

6 
—MW 

G 


ft 


迎 麟餐會 


練 

隊 

十 パし 日 (月曜日} 午後 六 時半 
ホ テ： 4 ア スタ！ ( 入口 西 巧 十五 了 目 ) 
j 人 じつき 金 お 弗 申を ご 同時に 
ま拂^^^のこご 

男子は ^ キシ ー ド おくは 黒地 服、 御 婦人 は - 
か St 御 普 怠； 

中を 服 切 十月 I H 

(猶 J 1 ブ^ •リス、 巧 製ト汲 鎌を 避け 
る爲心 3 ホ おる 限ら 早'、 申込を ホ 導： 化 稼) 

を獨 練習 艦 M 歡迎會 

7 ロー に - ゥ - セ セ 五 ( 日本人 筒 事務が 內 ) 




1 


メ！ 々 1 の 特色 


八の - 1 買物 じは 特別 巧 員を 農き 無 
巧 案 致 升 電話 又は わ 手 祗ホ溝 御 
して^ 便を を 罰ら 初めての お 方 じ 
飞 は^じ 注 恵 致します から 是非 わ 
願で 巧、 か 巧 配達は 勿論 U 本 巧 
耶宛 . 3 お 巧物發 送は 當 方で 致し 巧 


3 ン ク ナメ 


力 


酷を 坡每ニ 週) 回 ホ 帆 

. ニム ブレ 2 お両盛 ニニ 呈 00 顿 ) 

I ト巧 S a 

1 I - ムプ レヌ 加を 太 (ニ T 呂 0 喝) 

. 十 巧 十と 日 
ム ブレス 露両强 0 ニろ 00 觸) 

I 十一ち こ 日 
'•I で ムプご 亞西亞 ( ニ T 00 O 嚼 ) 

. - 十一 弓 かご I H 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等を 設備 
思大 、善を、 な 快走の 東が 航巧船 ^ 


婦人服 

二十 年の 經驗が ぁ 
らます ので 截 力、 
化 ホは ギヤ ランチ 
— します 値段 も勉 
强 しまず 電話で 御 
巧 命 願まず 

横 おゆきず 


一、 資本を 壹億圓 (を 額 彿茲濟 ) 

一、 稽 なを 青 億 八な-五十を 脚 

巧 化 本 ま 巧 = 横を (本を〕 まを 大阪 
巧 ロ 長 帖下關 名ホ屋 

撥濱 正金 銀 巧— 支 巧 

ホ 國をま 巧 U を 港 羅巧ホ ホ 巧を 
其 化 化 界を齒 重 お 都巿ニ まぶ 没 n 八 レ 
ス有么 候 


本店 乂阪化 お 五 r 目 
な 育 支庙紐 育ブ。 1 ド*' S i が 四十 义を 

驚 化ぶ 銀行 

日も^ まを 橫漬 あを 崖 京都 神 戶岡山 
^ をノ道 廣島吳 柳が 下/ 關 
地ろ 巧^ 巧’ 小 倉、 を巧碟 をみ 巧 ホ 熊 本 等 
本國預 を、 鄉里 送を 等は 挽め 
て 御 便利 迅速に 御 取扱 可 中 お 


本店 朝鮮 巧が 

支な お 張 巧は 日本 內 化の 樞喪都 ホ、 朝が 
滿洲 、支那のを 地 及び 浦 お巧德 

朝 鱗 艱巧紐 脊お張 所 

外 顏爲替 一般 錶 巧萊務 精々 御 便 巧 じ 取扱 巧 
申 上 候 


巧 外を、 社 憤、 株式 ノ賣 巧ぶ ビ利 
化 取を、 J ま 極 便利 ユ御 取扱 改ン 
マス、 精々 當巧ヲ 御 利用 下 サィ 
佩敝 藤本 ビル ブロー 力ー 銀 巧 挪ホ骑 社 

藤本 證券 會社 

同る 港 支店 
同 羅がお 張 巧 
同み 巧 化 巧 巧 


陶晦麗 、雜貨 卸 巧 

嫌が ブ タザ ー タ 


R 本陶破 器雜貨 
ラム プ卸赞 

家良寶 易商會 ^ 


日本 郵船 會化 (並 ニを 鐵道會 お) 


代理を 片欄 兄弟 適會 

乘 軍、 乘船 切符 おじ 小荷物 運送 御 使 利 じな あ 申しん す 


シアトル お 帆 ( 午前； 十 時 ) 
あら ぞ なみ 十 巧 ホ 八日 
ホ ' ふ b か义 十一月 击自 
' ろん でんみ ( 巧潘 巧 抑) 十 曰 十 豆 日 
►一等 揮を 一 か 近 策 

- 化 L ばリ すみ るん どん Ai . l 五 豆 巧 
II 專 日本が 五 五 巧を 室 おな 雲が 室 i 
►御る 呈じ 巧り 一 壁 割引な を 切 巧を 巧を 另 换 

ロスアンゼルス お 帆 ( 午を 一二 時 ) 
まじら 丸 十目 U 四 B 
もんて びでお あ 十一 巧： 3 二日 
▼ 一ず 馈濱ニ HG 巧但 はわい み i じらを 空 巧 
► 恃 讲一 二等 目 本 巧 五十 化 巧 ▼一二 等 日本 斤で 十 直 巧 
▼ ホ 淫麗時 巧 あ 車 切 巧麽臺 をが 入 S 巧な リち 
► が 育 線 パナマ 經由目 本ち お f 物 おミ阳 


ー雜貨 陶 おお I 
ランプ 及びで 

'壽寶 雪 貪 殻 

ま お ホが を、 ポスト 一 ン 


陶破蒂 雜貨類 卸販賣 

S 钱木 桃ホ祗 


體曰本 ドラィ ダ ふ薇會 

. - 


H 本 陶般語 雜貨類 卸賣； 

ザ元ブ タザ！ ス 




艦隊 驗通 宴會服 

巧 る 十巧と H ホテを がけ る 練巧艦隊歡迎晚餐 
會 御着 巧 タキ シ ー ド 御？ P 命じ 預ら度 軍 話に て 御 一 摄巧窠 早 
速 店員を 差遣は します j 

丸 商 洋服 廊會 


B 7 ま 


ち th ぎを 亞 iy Td . Bsant 7079 


贈 破器雜 嘗卸資 

春 巧廊會 


む、 芭 3 範驗 ある 締ん 、一人 
々司 打 宛 T 谱 にを 授 します 

化 隅に 限る、 左へ 御 電話れ れ 

ジ吾 hone 呈 A1 こ岂 8 


下 寧の が 刷ど锦 巧なる 仕上げ 一 

時日の 迅速 ど 確 實な校 左を が韶 


印刷 ほ 紐 背 新報へ 


電話 ワトキンス ニ か 0 九— ニ か 一 0 


わ お違^む く 新報 

ホ 巧 西 十ぶ T 目 十二 番十贩 
柬部じ 化ける 邦字 言論 磯關 の . 

權 成、 吾が 新報を 讀 よの 人な し 

鑽吿は 紐 育 新報へ 


/ 


巧 入荷 

觸味嚼 
野菜 入 鳥ホ嚼 
金山 寺が 增 
鐵乂味 僧 


桑 山 商 言 

ニ 4 EAST 芸を MT: N. ylc. 
さ —- 呈一 一至 まこ ニ 3， Gi 77 


ウス マン 入用 

謹直な 人で ホ 米 間 も；^ い 人 U れ 
ば直更 宜し 直接 御ず 談を色 ふ 

を 國 旅館 淸か 
西 六十 五 T 目 一四 ホ 帯 


I チィがー ム i 績い觀 

氣の爲 め 拳 業有學 なる じ 不狗繼 
緒 不可能 安 帶に質 6 度し 窺 所は 

巧 0 W . ち th 苗. 巧た. 5 lh & 巧 th す es . 

Tf 星す ミ呈 夏を = g 呈 72 


K レ か义六 ヶ年繼 緩の チヤ ブス 
捜 . 2 •レスト ラント 家內 

病身の 爲 めま秘 安渡 じて 讓 度し 
を賃 まく 瑞 々を 展の 見込 あち ホ 
婦 ちじは 嚴ら 適當 、委細は 左へ 
Yokohama Gate J 383 H St. N. E. Wash ., 戸 G. 


と窜 アバ ー トィ ント 

靈設靈 をごア 1 

ムヒ • ト 、ホット ウオ *•"* ■ タ * 

一週 H+ 弗 化 化に 八！ ムも巧 升 
F. ヴ —ka, 2 君 W. 6 害 St. 夏 fai 骂吉 79 


装飾 綺麗の 室、 設備 
ぶを、 シ ン ご 一 週 

八 弗、 ダブ^ 一週 十 弗 

夏 ItL 田 岩 LE, 22 W. 呈 ih 篇.， 巧 巧 


斗 匯_^ 諸君に フアン ン 

を ®/ イ ベ！ キング 及 
び 料理な をを 授 t 、 巧 ま 設備 
戸一 ! 呈賣 N 

18 まを 2 呈苗ぎ . で邑を さ 甲 Y. 


じがて 歓迎 晚餐 待を 開く 由。 會 
載】 人 六 巧。 

松 尾 踞巧結 嫌 

せ 柄 巧 會店眞 が 尾 か 巧 な ホノ 
ル、. な 化の 元を 奥が タ喜衞 氏み 
ホみ 校モど 婚約 整 ひ ホる 十月 六 
日 午後 紐 育 日本人を 禽 じがて 華 
濁の 典を をぐ る 由。 

"國際 顯船新 電話 

ホ巧ブ n 1 ドゥ 五！ 一番と 階 I 
にぁる 轉際巧 船が 育 お 曝 所 電話 
は 今週 巧 願 H ょら プグビ イ四四 
化 0 巧 ま 化 セじ變 巧した。 

I K ライン 新 電話 

I 國際 巧船會 社の 隣室 じぁる 川 
除 巧 船 お 張 所 K ラィン も ボ—リ 
ンググ 9 — ン四义 と四番 が變更 
され デ グビィ 九 置 六 0 どなつ ね 

n ロム ビヤ 懇親 會 

n ロム ビヤ 大學 新舊學 をの 懇 
親 會は本 タ巧亭 太陽に 於て 開催 
せらる 《 を 0 

田 ロ道瘍 柔道 試合 

巧內西 五十 お： J 目 ニ 四 二番 田 
ロ 剌ま郎 氏 柔道 旗 じて 昨锭 H 本 
人 柔道 試合を 催し タ數の 來會者 
ゐ 6 盛 巧 裡じ散 脅。 

•ず ホ 一二み 氏 巧を を 踏 大學助 
敎授 、去る 十 丸 呂着紐 五！ 朱大 
學巧巧 部 巧 校の 上 渡欧。 

•陶山 誠 太郞巧 大阪商 巧大學 
敎授 、去る か 一 n 養が ホ 年 五 巧 
を滯 がの 上 渡戲 。 . - ■ . 

»ネ 旧 蘆 氏顯巧 學院交 學韶敎 
巧、. 去る か 一二 日 着 紐 六 巧 迄 イン 

タ！ ナ シヨ ナ八户 ウス じ 滞留。 

參旧 島繁ニ 氏歸寓 夏季 中ス々 
1 ヌ デ！ 中し 轉廟 しゐ たる 一二 ホ 
物產 タお浪 v fl 十 SH 巧 巧ウェ 
スト v 、 'v ド 街 S ニ 0 香 じ 歸寓。 


唯祗ス ペシ やが 

割 養 

% 

鶴見脯 輔蕃姆 ニ 弗 
日本人 -—. 偉大 あらとせば、 
をれ は 母た る 円本々 をの 賜 
物で ある ど 云 ふ 信念ので r 
書かれ じる 小說 

S 號 キング 

講談 クラブ 

富 ‘ ± 
講談 雜誌 

片禍 兄弟 蘭會 


生糸 格 か 會議 にお 席寸ろ 

生糸 團 一巧の ブロ グラム 

お 報の かく 當 地で 隅 催すべき- ホ 図 ま糸檢 をを 駐ま社 午餐 會 


固 藤 生糸 格 付お證 出席^ 巧が 生 
糸 斯萊お 化 表 加な 山 團長外 十一 
名の 一巧は 本 H 午 お 一一 一時 四十 五 
を じ デン パー を 出 後、 明サ六 U 
は パー リング トン じ I 泊、 かと 
j H 午後と 帖 四十 おを シカゴに 到 
I 眷 し、 オス 力— •へ-キン マン 會 

I 化 其 他を 巧 ホし サ八 U 午後 十 一 
i 時 十五 巧の ミシ ダン •セン プラ 
八で 柯 化を 出發 、廿 化：：：' 朝デト 
0 ィト じ 巧 若、 同 U 午を 出 幾し 
间化バ ファ。— に乂ら 同地 じ 1'- 
泊、 化 H 午後 九 時 什よ かの 巧ず 一 
じて 出を し當 化へは 中央 停 単- 
に 十月 一目 午前 とげ 五十八み！ 
到を の 像ぶ である。 尙 ほお 報 
かくを 證は 十五 日 ょら 開催 化 
じて 右 十一 氏の が 江川 舖 巧、 
藤武 雄、 黛 治を、 武ホ ホ々 の 
が ホ 糸が 諸氏 委貸じ 巧を し 同 ！ b 
者 どして 農が 當潑糸 厨 事務 
ホ 巧 之 助 氏ぶ びエ 藤、 長を 化、 
鉛 木め S 製糸ぶ 諸氏 も 加は も宜 
つ 鋒 ホ 中央 會 が 育 出張所の ぶで 
お裂兩 氏ら 巧 席す る 答な も Ji 。 
シカゴ 到 巷を 同會講 をの H 椅豫 
ぶは 左の通り でを も。 

サ 六日 (木) 午後と 時 巧 十五 

み シカゴ ホ 着、 レー キシ； 3 ァ 

運動 俱樂部 じな お。' ; 

^廿と B (を) 午前 ァレン、 エ 
會 お、 フユ- 1 ック ，靴す 會 な 

ホ— 八 •プ が— フ •ホ/. ジエ 

會社 視察、' ァレン I 、 で 倉 
社抬待 午餐。 保 パン 力 I — ヒ八 
カン ブリ！ •クラブ 會 0 
化 八 H (主 午前、 マ f ァシャ 
少 フキ 片 ド巧貨 巧、 

户 イネ マン 燃 糸 X 誤、 I をな 國 
生糸 檢街曾 お シカゴ ホ 社、 階 
物舘 'る簡 、大學 等 和。 物、 を 


巧、 クラブ じて ォス 々1 •パ 

ィネ マン 曾 社招恃 晚餐會 。午 
後 十 - 時 十五 か 出を。 

▲ サ化 H(H ) 午前と 時 四十 お 
をデト n イト お篇 、フォ ー ド 
エ墙 視察、 午後 四時 か 八み 發 
川 九 時 ホと か バフ ア n 1 着。 
お S 十 = 午前 九 時 S 十五み パ 

フ r ロー 發 0 

iAi 日 { 火) 午 削と 時 五十を 中 

央停宰 お着、 ホ ブホゲ アン ダ 

1 ビ ^ ト じ 投宿、 午な と 崎 日 
本 お樂が じがて 巧を 商 等蠢糸 
上 旧 M 糸 專巧學 校 巧 紐 卒業生 
歓迎 會。 〜 

▲ ニり ( 水) 午前 ホー ボ ヶンを 
ホ 生糸 驗查 會化視 を-午後よ 
時 H 本 巧 樂部じ 於て H 本人 生 
糸 輸入 巧歡 迎會 。 " 

A 1 二日 ( 木 ) 午前 ブ ^ ジ リン • 
ジュリアス •ヶ 一 ザ 八 軸す 會 

社視 を、 が 日本 A 化 糸 輸人商 
どおをじて化談會。 四^(金) 
が宿舍 じて 相談 會。 

▲ 五日 ( 止) 巧 巧 船 じて ポスト 
ン 巧、 翌六 u(u) 同ボ觀 ホ。 
▲ と：： 3 ( 巧) 午前 ボストン 發ホ 
リ 3! クじ まち ス キンナー 絹 
物エ煤 視察、 午を チ ゥス マン 

ナ エ マ タ！のチ ニ ]絹物エ傷 

舰 を。 が歸 が。 

A 八日 ( 化) ホブ八 じて 糸水會 
ホ 催 3 歡迎 曾。 

▲ 九日 ( 水 ) ib 十 j 日 ( を) ま 
での 間 ペン ン グダ ア ニア、 餐 
巧 等の エ读を 視察、 專 髓頓訪 
巧 等。 

A 十四 H ( 巧 ) ホテ^ ビ术 トモ 
ア にて 首 藤 おお 書記官 おが 會 
巧 H 本 俱樂部 じがて が 巧 日本 
人ち お歡 迎會。 


歡迎黃 殺 

艦隊 來航 

ホ 圈練巧 艦隊は 目 こナょ 

らバ A チ モア'—- がり-^ じて 愈々 
當 化への 乂雜も 近づ 心た ので 艦 
隊跌迎 め 諸 委員 會 はを々 最後の 
委員を をな 集して 準资 をを ぎつ 
つ あるが、 ホ航 期を 前にして 贈 
隊 槪迎豐 もり々 殺到し ク i ある 
をな であを。 をの 後事み 所へ 到 
宮 かるが 附巧 別は ぶの 如 （0 
を： r ゎ 十五が。 = ぶ 郵船 會駐 
を ^ 吉 十ぶ 弗。 淺巧 物を 資社 
を 九十 孤. 円本 銀 巧 
を 十ぶ 弗が 贸 W お 格 所 
を 五 弧宛リ 化む 覺 ホ-晒が 華 巧 
岸が 絶偷 、お ロ 仁 平、 を 巧 方 
夫、 巧が 盛 一 が 

を Ml が 宛。 捕 巧を 遇、 がが 梅 苦 
前山 巧 一、 巧 机ち 么胁 
を ニ 弗 お。 小 巧见巧 正、 を ダ 湖 
ヘン y! 、 n.K 。 ま、 来 小 お 
お、 巧 藤 W 季遥 、小 ホ 川 新 一 
を 一 化 お。 岛 なお、 齋 おな、 嚴 
坦元お 
A 村 上 柳 一 扱 
を 十が が " が 上 柳 - 
を 十 弗。 山 本條巧 
金； 立 兆 姐 ' お 山 ' 加 腺み 雄 、 ra 
ち 

を 一二 贿 化。 书 W 善太郎 、梅 旧地 I 

寞 S j 


を ニ 巧 宛。 玉 脚 慕 六、 巧 黒 伸を 
郞 、向な が！、 田 渡 巧 之 助 
を 一典' 丸十 仙。 松 巧 良么肋 
金 一 弗 宛。 を 助’ 奥が、 渡邊四 
±藏 、渡邊 、を 川、！ こお お ニ 
A 小 お 幹 S 扱 
金 十 巧。 小萊幹 S 
金 云 弗。 水が 龍藏 
を ニ 弗 お。 をヶ な、 化武を 
A おお 當藏あ (追加) 

を 云 弗。 玉 水 治郎巧 
を ニ ホ お。 巧榮 を、 鳴阪 
A が 術 义邮扱 
を 十 弗。 が 瀬化郞 
を お 弗 あ-門 脱 潤 j / 巧 川議治 
を I ニ 巧 お。 巧 井，^/ 石 お 節が 
频ロ俊 雄、，^ が 秋、 岡が 伍 
か、 が 

を ニが^^ 巧 お 太 切 
一 A H 本 俱樂が 扱 
を！ ニ お 宛。 橋 本化藏 、で 島ず 一 
i を 旧が 郞ち衞 

i •ニ 宛 宛。 が 巧お藏 、川 ぁ庄も 

な 一 典 宛。 苗 本 常 作， 永を 太が 
A 木 旧で 义郞が 
を 二十 お ホ。 木 山で 太郎 
を 五 弗。 布 川を ま 
を-’ ホ 宛。 旧が 龜 が、 ぶか、 ち 
出、 阿部と お、 か 
A 巧 被が 曾 お 
を 五が > 巧 裤商貪 
を ご 一巧。 田 巧 鹿を 


C 堅 川 
松 本 保 扱 

金 ニ 一巧。 尾 崎 照 夫 
を ニ 弗。 山 旧る 
を 一巧。 巧 橋 昇 ニ 
A & 巧 政 一 扱 
金 十 ホ。 が 野 政】 

を 五 ホ。 お 巧 夫人 
ニ 弗 宛。 ウネ" アム • 


ゴ イン _ 


- タ ‘ 


■. ライ シ ^ イサ， 


お 山 淸お郞 扱 (费 巧) 

金 十 弗。 を 山 淸お郞 
を S 弗。 ド クタ ー ず 田 
金 ニ 典 宛、 お 西、 浊巧實 、山 根 
木義を 

金 一巧 宛。 西が を 五郎、 江と 忠 
藏 、小 募貞 S 郞 、足な 力 松、 
後藤 源藏 、知义 庄太郞 、中 川 
作 ニ、 大本と 郞 
A が 藤 由 お 扱 
を 十 巧。 巧 藤 由が 
を 一典 お。 後藤 化兰 、义保 旧 藤 
之 助、 宮が左 巧 
A 岡 烏 辰 五邮あ 
お 十 弗。 眞銷 お太郞 
を おお 宛. 岡 嵩 辰五邮 、小川 俊 
ご 一が、 渡 邊ま德 、山 ロ G 
をニ巧^ 山が0 

を 一巧。 岡 島 必巧郎 I 
A 脇 本 誠 一 扱 一 
金 十 弗。 滕本誠 i i 
金 s 弗 宛 0 山 巧 銀 作、 寺澤藤 一 A 
を 一 弗。 堀 ロ 信 造 I 
A 佐义趙 榮作跋 . j 
を 二十 五 巧。 佐 化 間を が 一 
を 五を 宛 C 長 勘ず、 渡邊義 直、 I 
西 東 彦次郞 、隅 部大助 ^ 
を 一二 弗。 藤 田 鶴 松 
を ニ 巧 お。 池 畑 も太郞 、が 州 、 I 
下 旧、 が 上質み 
A A 卷一邮 扱 (追加) I 
を五雍 宛。 香池甚 右衛門、 石； 

重 巧 

金 ニ 弗。 佐 渡 傅を 

A 修道 會扱 I 
みお 巧。 織の 巧 太が 
を ニ 弗。 蹈 元幸吉 \ 
を 一典 宛。 佐 藤久之 巧、！^ 藤 
S 郎 、今 西 正 雄、^ あ 身， 
を々 木德 雄、 漉^ 彥 、室 巧 
わ、 河が 巖、 郎 


繼宮 を^の 儀- 

^ 事 舘化舘 

片 十八 n 外務大臣 あ 締育總 

事 お着 卷じ 依れば 『神宮を 祀 
、 | かじ 化 b 巧る 十 巧 ニ H 皇义 神宮 
十 巧を B 豊を太 神當露 御の 儀、 
( 避宮 をに 屬 する ) 巧は る、 じが 
右兩 H は國 巧を 揭揚し 十 巧 ニ H 
は 化 日 どず』 ど あ b 自然 總 領事 
館は 化舘 する 酱。 

ラ 傅 ± . 一 お ホ 紐- 

ホ敎 ゎ學總 おで H 本 ffi を會監 
督 であ/) 刺學搏 ± シ '•五 ス*， 
ィ フィナ ィダ' ァ巧 はみ 機 同伴 十 
S 日 桑灌葛 天が 义使 じて ± 陸す 
日 ホがず る當 でぁるが 今 闽陳卡 
ホ 米の 化 命は 恶 路加 瞬 際 病院を 
を 不足 額 約 ニ 巧 ガ圓を 裳 集す る 
I あらと。 

電燈 使節 歡迎會 

本 月 初 か 象 巧 上陸 巧 ホ 國を她 
方を 巡遊し ゐた 7,' 巧 婿 使節 脚 一 
巧 十 セ 人は 今迎ホ おくは H 顺张 
紐の 煤を であるが 內 山、 旧 島、 
柏木、 お 閒 、お 谷ぶ 巧發 かごむ 
b ホる H 十 H {巧 曠}ロ 本 m 樂郁 
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303 ト巧化 

Tel. Caledonia 4100 

ヴ田 商事 呼 ま會巧 

Uchicia TV&d ミ 打 g Go リ 'nc. 
11 Park Place 
TeL Barcl 巧 1576 

島貿あ 株を 會 お； 

S ね mut Trading Co •，いん 

150 Broadway 
Telephone Rector 1484 

株式 食な 赤 尾が 舍 
Akawo 在 Co., L お、， 

29 弓 巧れ h Ave>» 

TeL Caledonia 9758.59 

巧 倉 製 お 巧績揀 ホ會な 
私 お kura 在 Co リ LW.. 
200 Madison Avenue 
Tel. Ashland 4545-4546 

K. Mikixnoto 

MSldm が 〇 P*arl, 
巧 5 Fifth Avemi, 
T。!* Vancl が biU 2 な 9 

. ■ - 

大 ななお 巧 ま 巧 
Okura & Co., 

30 Church St^ 

Tel. Cortlandt 2292 . 93 .94 

H 共 巧 ま會お 
巧 巧な 
离 巧が 會 
12 flBmailM!,N.Y.C. Te しわ 加 【7884 
Fachry: 化 10 3 抓 1 枕.， しし Ciiy 

巧 野 お 產豫ま 肴な 
4 san 〇 Bussan Company 
Room 801-805 

1 ら S Broadw 巧 

Tel. Co け Undt 8047 ぶ 052 

Gosho v^rporation, 
Silk Importer*} 

40 むが S 4 化 Street 
子 eL AaWand 化 的 -91 
G が ho Co,, lac*, 
Cotton Exporters 

放 Beav が 化， 

Te! Bow! 虹 g Grcea 88 孤 * が . 

« 巧が 鐵巧 巧-ホ 會 it 
な 巧* 巧 巧 

South Manchuria R. R. Co., 

Room 202 &CanaLdianPaciHcBl(l 8 r. 
342 Madhon Av& 

Tel. Vanderbilt 4135 

ミ 井 おを 賊會お 
な 育ま 巧 
Mitsui & Co., 

6 b 良 roadway, 

T。!. Bovrllng Green 7520 

なま 會巧岩 井 商 巧 
紐ち 巧 張 所 
Iwai & Co 。 Ltd. 

Woolworth Building, 

て el. Fitz Roy 8 が 0 • が - 62 

ミ 菱巧单 お ま會を 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(M ぉ ubishi C 〇 w Lt ん） 
120 Broadway 
Tet Rector 2560-2564 

大巧 朝日 ニ 東 巧 朝日 
恒川 眞 
OsaKa Asahi 

The New /ork Tiroes Annex 
TeL Lackawanna 1000 

a 本な 巧み ホ備 
短靑 支店 

Japan Cotton Trading 0 〇 •» Ltd" 
2 Pwrk Avemie* 

了 レ ucin が on 8787 

日本を 糸な ま會化 
お 巧 支 巧 
N!P 阳 N 11- け 0 Xt は 化 LTD 

1 WO Park Avenue 
TeL Ashland 5320 

巧を 名を な 
な 巧 そ 巧 
Hara 在 Co リ 
443 Fourth Ave^ 
TeL Caledonia 7830-35 

a 米 生糸が まを な 
紐 育す 巧 

WCHi-BEI 卽 TO KAB 11 即附 ) U 1 SH& 
(NICHI.BEI KUTO CO^ LTD.) 
1 Park Avenue 
Tel. 6246-47 養 49 

大巧 每日 二度を 日日 
が 木 H 巧 
Osaka Mainichi 

Room 306 A World Bull ぷ ng 
Tdl. Beekman 4259 
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マツ ク兽 がみ 訪米に 先立 も 

軍縮會議の召集.^么式通牒 

ホ 兩國の 認解點 も 關係列 强に通 苦ず る H 

を 京 特電 サセ 日發 本が 巧は フラン， ごィ タリ！ が假 b にお 縮を 議じ參 加 t ない 藥を •しが 
ては 巧 乂兩阔 ご 一二 聞が 巧 @ 講じを 加すべく 閣議で 巧を を 見れ。 

ワシントン サ 六日 發 = 阔窝 省ょ b 洩れた 信頼す ベ 巧 道に 依れば ィゲ 9 ス 首相 マク ドナ 瓜 一 
巧は 明 夕 r メリ ヵ訪 牌への 出を ご 相 前後し アメリカ、 日本、 フラン マ、 ィ タリ！ 等じ對 して 軍縮 會 
誰 召集の 招 持を を ホ.- 傅 達ず‘ <； ぐ、 旣じお 待 化の 內容じ 就ても フ 1 ゲア ー 大掩 領じ內 示の 上 協賛 
を 巧した が、 お 縮 食雜片 集の 表 巧は 絕對 じイ •キ "ヌ 政府が 双肩に 擔よ 第で 巧し 佛伊兩 画 •い參 加し 
。い蜗 合は 日を 米ん S 國會 強を。 ン ドン^な 集ず ベく、 英ホ兩 國の說 解 r 就て はフ —ゲア ー 大統 
領ご隔 窓。 き 協證を 遂げ、 軍 觀錫定 じ 細す る 限 6 じがて 隔 お G く 關係巧 强じ傳 達する 2 なつた 


英米の 會議か 支持 

まま 特電 甘 六日 發^お 崎 も 雄、 田 川 大吉が 皮 等 其 化 軍備 撤 
廢 时志哲 み一閱 は'- テー トメ ン f を發 して ロく 『軍備 撒 廢の實 
現は 緊縮 政策への 唯一の 道で ゐ ろ、 なに H 本は 巧 米 お 縮 衙議を 
ま 持して 營 現を 則る を-か 必 をで ある』 ど 0 

十 g 八 Hu 午前 十 時、 首相 及 
びか 壊は ホ y イト • ^ ウス. を 
退去し イ •キリス 大使館 邸の 賓 


マック 首相 

なま 歡迎 

ワ シン トシ 甘 五日 發 =：： 國務省 
及び イ V リス 大使館は ホる 十 巧 
巧 U ユユ 31 クに 入港すべき ベ 
レン ダ タア號 じて T メタ 力を る 
式 じ訪閒 すべき マクドナ^ド 首 
巧 一巧は み 媛 エリザベス 獲の 外 
嘗 巧が 書官 r — ノグ ドを、 ゲ 
アン シッタ ート 卿， みお 省 ア 
メリ 力 巧 長クレ ー デ ー 、み 蘭 
書記官 長ト ー マス • ジ 3 ン！ 
ズ巧 等で わる V をを しじ、 

V ンン ダリア 号 到着の 際は 國務 
長官 スブ ムッソ 巧、 駐 ホイ V 9 
州 知事ぶ び 巧を、 陸 お 軍 化 表 
ス 乂 巧 ホ - 1 ワ！ ド 氏、 ユユ 31 
等のを 式 ぉ迎を 受け、 ボ廳 じて 
巿 のを 式 歡迎を をくべく、 をの 
後の 日程は 左の 化く、 首相 一巧 

はホヌ イト •パ ウス じ SU 間賓 
をと して 滞 化する 當。 

十月 四 曰 n 午前 十一 時 ペン 停 
車 塔 ぉ 後、 午を 四時 首 邸ユ三 
ォン 停 単場暮 、大統領が 書官 
た 統領 附武宫 、爵お 省 巧官及 
び 課を、 イ • キ 9 K 大化舘 員 等 
の出迎 わを けホブ イト • ウ 
ス 着、 差姻 しの 自動車 じて 陸 
が 軍 倦が 兵附 じて イ ，辛 ブス 大 
化舘 邸に 入る、 午後 六 時 ホ ブ 

イト •バウ* じフ ー ゲア ー大 

統锁 夫妻を 訪問， 午後と 時大 
巧 館 じて 新聞 記 巧 劇 ご 禽兒、 
午後 八 時大化 夫妻の 非公式 晚 
餐 なへ。 

十月 お 日 = 午前 十一 時 大使 同 
が じて 副大統領、 大審院 烏、 
下院 諮 長を お訪 、午前 十一 時 
化か 固務 長官を 訪弼、 大化舘 
が じて 午餐， 午を ニ 時化 か、 
首相は を 媛を 同伴して ホ ワイ 

ト户 ウスの 賓客 ごなる。 

十月み HH 大使館 員 太 妻 ど 共 
じ日醒 日を 送る。 - 
十 巧と 日 n 午前 諸會 訪問、 

午を はホッ イト •户ウ 文 じて 
午後 八 時 ホワイト •少 グスじ 
がる 大巧 會じ 出席 。 _ 


一を ごなる、 午餐は々 ナダを 化 
- お 邸に て、 午後 八 時 ホ！ フ ー 
i ド 大巧よ おの 晚餐會 度び レ セ 
ープシ 3 ン」 出席 0 

一十 巧义日 H ォ バシ！ ズ •ライ 

UIK 協會 午餐 會 にお 靡、 午 
を ニ 時ょ b プ シン トンの 墳墓 
ぶび 無を 戰± の 墓を 訪 巧、 午 
を 八が ょ b タ テム ソン 國を長 
を ホ 繼晚餐 倉 じ お 席。 

ム| 巧 十日 n 午前 化 時化を、 首 
善を 辞して フイ ラダ 分 フイ ア 

而 して マ曹 相は 十五 日まで ニユ 
a — クじ滯 巧し、 バフ ア D ! を 
經てタ ナダ じんら 十 巧サ五 H じ 
お 化 歸英の 遂に 就く 笠。 

軍縮 徹底 ご 

建 艦經費 

東京 特信 昭和 四 年度 豫算 
じょれば 軍事 豐中 海軍 獲は ニ 億 
ホ 千 八な 万圓 ごな b 總豫算 額 十 
と 億と 千 一二な 巧圓の 一割 五み じ 
達し、 が もを の內 補助 廳艇 製造 
隻は每 年 八 千 八 百で 圓のタ 額を 
占めて ゐ る、 あじ 現 巧の 海軍 計 
碧 じょれば 

補助艦艇 の 建造は 昭お 

六 年度で 終了ず るので あるが 現 
有势 力を 維持す るむ めじは 同年 
度 ょら 新たなる 繼織 事業 ごして 
化 艦 建造 じ 着手し なければ なら 
の、 しかも 一方 ワシントン 會議 
じょる 海軍 休息は 同 樣昭か 六 年 
まで じ 期限 滿了 ごなら、 ちしを 
れ まで じ 軍縮 會議 がが 立し なけ 
ば、 六 年度ょ b はま 力 鑑の巧 艦 
建造 じ も 着手せ ねばなら 0 わけ 
である、 されば 最近 補助 艦 巧鑑 
建 追の 方は 一ヶ 年く b ゐげ昭 か 
五 年度 豫算へ 計上を 海軍 侧が ホ 
望して & る 貴 傅 へられる 所 巧で 
あるが、 兎に角 補助 艦 化 鑑の座 
おじは 每 年少く ごも 數 千万 圓を 
をし、 ま 力 お 化 おの 建を じ 至つ 


ては 

每年 一億 乃 ま 一億 五一 

方圓 の 邑 費を 必要 ごする しか . 
て 後ち の ホ カ廳じ 就て は旣に E 
{から 巧 國が政 計 畫 じを のか！ 一 
ごして、 と 千万 圓の ものが 辛， 
じて 留 化されて 來 じが、 補助 前 
化 艦 建造の 財源 じ 就て は 溝 五， 
六議會 貴族院に 於て 化 紐 委譲 i 
源に 關 する 論戰 から 端な くもけ 
等 確を 巧 留保の U い ミが 曝露 - 
れ た有樣 である、 かくの 如く 刪 
おお 軍々 费は 現在の 財を が 態 I 
對 しても 甚だしき を 擔腿 迫を 4 
へつ、 あるが 一 ホ 巧 か 財政を の 
ものが あ 年 經濟界 のす 况じ 累 ^ 
られ 

連年 財源 難に 陷ら？ 

をる ので あるから、 國巧的 見 加 
を 別 ど すれば 阿 人 ごいへ ざ もが 
事 豐の整 輝 軍備 縮少を ホ 聲 せ ’* 
るら のはない ので ある、 され ^ 
現み 閣 もよ 巧 組閣 早々 其な 綱ム 
じ お 拳 蜜の 整理 じょる が 政の が 
縮を 希留 する 旨聲 明して なる い 
國際關 保 や 軍縮 會議の 成け 上 E 
年度 豫算 じは 何等 實 現を 企 圖 * 
れ ない ばかを か、 むしろ 補助 I 
代鑑 建造の く 6 上の 間 題が ぁ、 
更に 主力 黯灌 造璧 じついても ル 
內閣 を攻擊 した 手前 昭か六 年 A 
0 降の 巧 政計畫 中に 每 年-億 励 
W 上の 永久 財源を 充當 せねば < 
らぬ立 虔じ陷 ゥ、 今やを の 目 I 
ごする 緊縮 政策 上の 一大 難關 
遭遇 せんごして ゐ る、 をの 如， 
であるから 少しく 

我がが 政 じ 通 やる 軸 I 

の 人々 は 軍縮 會議の 成 巧 じを L 
のな 惹を拂 つては ゐ るが、 まム 
艦に 關 する ワシントン 會議じ 一 
いては 巧 じ 巧 どして 補助 艦め I 
限 じ 閥す る 軍縮 會 簾に 對 して 一 
巧 斯な專 門を 達は いづれ か ご ； 
へば 餘ちホ < の 期待を かけて * 
ない のみ か 中 じは 悲觀的 お 察； 
下して ゐる者 も ある、 即 も- 化 
年の ゼ子ゲ ァ會護 じ 於て 曝義 , 
れ たかき 突、 米 まなら ば沛助 I 
の 制限 ごはい ひながら 實 質的 i 
は 軍備の 縮少 とはなら 中、 財 化 
的 じは 多大の 經费 ぼぅ もやぅ，； 
招 巧す る ばからで あつて、 が， 
其 後 英米の 態度が 幾み 緩 かさ」 
たどは いへ、 尙は巧 固の なお 心 
ら 見て 巧 政 上 著る し < 其負擔 ，； 






ニ . J • 






輕滅し 得る 如き 程な の 軍縮が な 
ホす るかを かは ず こぶ 疑 間 ごさ 
れてゐ る、 され じ 


現有 樂ヵ を 維持す る じ 

ごへ 數 十万 肅を 要する ので ある 
から、 た ピ；^ 近き 將 ホに 補助 惩 
一 制限」 關す - j ? 軍縮 曾 滋の瞄 まが 
I 成な 一ず るに^ I 、 餘お 徹底的の 
もので U い* ら は、 今を 巧 固が 
政 上較十 巧^の 建 艦 蠻が减 々す 
- £ は 圃難王 あらう ど 3 れてゐ 
-、 しかし^ 図の 化 政 經濟の 前 
途じ はを 解禁 祈 題を 控 へ、 硕カ 


財政 繁縮ご 出 
の輕減 ごがめ 
節 '^ もる々 ら 
軍縮 協を にせ 
てが 政 上の 艇 
ロので あるな 

I 見地から 歡迎さ 一 

一 までらない 


る ピけ國 民貧擔 
ご， ごれ て ゐる時 
如柯 なる 程度の 
、なが 立 じ 1 つ 
を輕减 せし むる 
ば、 財 か 經濟的 

こ J どはい ふ 


總選^ 



民政 黨に步 好し 

東を 特電 甘 六日 政府の 
看板で あるを 解禁!^ 敗れる がな 
ぶ會の 統一が 亂れ がかの 重大 事 


が引懸 つて ゐる 總哪 J 擧 には 兩黨 
共お勝を期せねば^:^らぬがでを 
るが、 貴族院 側では k 巧 前巧閣 
の 疑獄 摘 後 や總裁 閲^で 政友會 
じす 利 觀 居る も’ 一般は 斯く 
觀 測して 居る。 一一 
『ほを 黨は濱 ロ 首相が め、 他の 
閣員 連讓 巧で 選擧に 願み が 界 
困難 時を 救 ふ ミじ 努力して 經 
濟 ホの 歷 化に 一點の 化を 添ゎ 
る巧必 であらう 政 友會が 若し 
敗戰 すれば 結束は 乱れて 黨內 
不統 - は疆れ ない こ wi なら 
う、 斯 （觀じ 來るご 朝野 ニ大 
黨は將 に 背 水の 降を 巧 わ。 け 
れ ばなら の、 更に 無産を 派の 
進出が あち、. 彼等は 力を をせ 
てを 涉 幽体を 組織 せん S 計畫 
して ゐ るから 今度の 選擧 こを 
t ! 嘗て 見ない 大湛 戰を溃 やる 
であらう、 民政 黨 のを 算 馬で 
は 政、 民 位置を 轉 倒して 民欧 
黨は 二な 一二 十 名 0 上の 勢力と 
なち 政 友は 百と 十 名 位に 减じ 
やう、 をし 苗び 致 ま 會內閣 が 
實現 すれば 綱が、 巧 政 累亂し 
國 家の 前途 暗擔 たる ものが あ 
るから 政ぶ 會 はげ 潰さねば な 
ら のど 叫んで 選擧じ 臨み 政 友 
會じ 取つ ては 相當の 痛す であ 
つた 最 をの 疑獄 事件 や 費 動 事 
件 其 化の 醜 問題を 持ち おして 
政を 會を擊 の 生 材料 じ 供す る 
だら う OJ -- 

旧 中總裁 引退 期 

東京 特電 甘 五日 發 H 報 如 細は 
『田 中義 一巧は お 時 漸く お势の 
ホを 悟つ たが 秘か じ周圍 心-を じ 
黨 情を 聞 （、引退は 巧 議會！ ^ か』 
W 述べた、 尙ほ 政を 會は の 
骨子と して 地 粗 委譲は を 己ない 
らし < 、產業 振興 國あ 施設、 を 
お經濟 冗愛廢 除、 就職難 生 . 業 あ 
濟 農が 生活 安定 設備、 金が 制度 
な 善 等で ある、 民を 黨は ロ數割 
ご 家屋 稅 五を 減 ホ 針で 進む ど。 


金利 引 上け 

英蘭 銀行が 發表 

ロンドン 廿 六日 發 H 豫 てよ 6 
を 利 引上げの お 勢を 示しつ i あ 


つじを 頗錶 巧では々 朝 重な 會燕 
の 結を おを 一 嘘から 六を 一巧 じ 
引上げ ボ をを をした 、描 一 b 如き 
离 利は 實に過 ま 八 年 ホい 带 利で 
ゐ るが、 これは 鼓を アメ 7 力の 
金利 高で をが 流出し 準 鶴を をの 
賊少を ホし おら じ爲 巧ので をを 


を じた 結 あで あ I 財界. おで 

が 4 


は 自然 引上げを 歓迎して るが 
一般 か 業界では この 結 奥ぶ 飄硬 
化を ホし な 引 巧の 不振ぶ 
あらぅ ど懸 なされて 居る 


^將 かお 禪謗 


反動派が 宣言 Ip お 
上 お 二十 六日 發 i 國民 i 取府の 
蔣 か石將 電じ對 する 反 威！ 

共に 募 b 波ぶ は續 々氏を t|S 
て 居る が、 爾民黨 巧の 度 5 
屬 する 陳を博 3 .1 派は ぶ. 

書を 發 をして 獨裁化 治の ザを 指 
摘し 巧の 罪狀 十- 箇條ぶ It けて 
彈 劾した。 一： 


が 日 ど 
擒て 
觀派じ 

n 實言 


最後の 馨畢 


ロシア からま 孤へ 


モス カウ 甘み 日發 = 銳養 ロシ 


〔甘 直 日】 篇替巧 瘍云立 
たが 正を 銀 巧魄然 傍観 
極度に 强 硬で あるが、 


で 


1一 


ア 政府は ドイツ かが 省を 通じて 
南を ぶびを 天 政府 じ 勒し乂 巧 十 
日よ b 化 一二り じ： 3 て 露ま國 招に 


へ那 W 隊が裝 


がて か An : じ-丹ら 立 
をし 赤 衛兵ぶ び 非戰圆 貴の 巧 傷 
者を 生じむ 事赞 並が に 白を あ。 
シア 巧 隊の探 奪れ 爲 のす 當を鳴 
らし 今後 期る 事件 一一して 巧發し 
た 類を 赤衛 軍は 斷 心， たら 軍事 手 


段じ訴 へて 擊 退す 
最後のを 吿を發 しお 


であらぅよ」 


回々 敎徒 

S 千 名 虐殺 


诏甘肅 省の 一隅で 
漢ロ廿 五日 發 ：= 南 廿肅當 じ 巧 
て 八月 下旬 巧 ミモ 人の 圆 々敎徒 
がをお 官憲の 爲 めじ 虐殺され た 
事が じ 就て は 確報 達せ ざ もしも 
最を巧 化の 宣敎 使から 達した 書 
面に あれば 過 ま 二を じ 豆る ま那 
ん VJ 固々 敎徒闘 爭の結 あどして 
官憲は 蘭烛 官憲の かじ 接し 表面 
和ず 會 患を 夢み て 旧々 敎 徒を 誘 
ひ 十 お 歲な上 五十 歳の 男子は 婦 
ホモ どを 離した 上 これを 虐殺し 
たを ので あると 0 


が 社 東を 轉電 (絮無 巧 轉载〕 


爲替市 蘇 强氣配 


パら 5 巧 H 引け 膝 四十 九 弗 了 度と なつ 
げ 解禁 相 媛 巧く 實 巧すべく ボ虜氣 お 
後 化を 銀 巧の かけ 聲が 影醬 して 軟化 


し 期 近 もの 四十と 巧 A ホのと どなつ たが 『實 際の 相瘍は 今の 


巧 四十と 弗ぞ 位』 ご 井一 
日銀 総裁 ごを 玉 正を 頭 I 
ット設 を間鹽 であつ た 
駐英 米が 務 ち 津島壽 一 
ドンへ おけ あ （歸任 盛 


疑獄 頻 ム^ 


藏 相は 云つ て 居を、 丽 して 一 ホ 十； ホ 
耐 て」 談 をした がま 題は を 解禁 前 クンデ 
の說が あち、 一旦 轉 ほを 傅 へられた 
巧は この 巧 題じ關 職して 米國經 由。 ン 
富で ある。 


L 廿セ 日】 多 木製 肥 巧 多 木 
をが 郞 氏は 朝鮮を 州で 饭事正 


の 取調べを 受けた が龙 
贈 お 嫌疑 わご。 

【甘 セ 日〕 福 澤桃か 氏 也 


カ電氣 


署專 


叙 動觸係 じつき 大岡羣 乃 社長 


增旧 次郞巧 U 天 岡直盖 

賄 嫌疑で 收監 された。 

機 山 氏 風說否 

〔サセ 日】 勸選碟 山資莖 
お H が鹿兒 島、 宮 略、 
縣 貴族院 議員を 自邸 じ 
懇親を を 開いた が徹を 
記者-し 接見し 述べて 曰 


だ じ 贈 


8 ' 

巧は 廿 
郁繩を 
始辕し 
後麗聞 
『風 


說の 如く 巧み 氏 W 協 丑 3 る や 


す 

お 


ぅな こごは 絕對 じな と 
じ 政府を もま 持し ない 

日銀 帳尻 ミ 金 

〔廿セ 日】 を 巧 高は 十 ご 
巧圓 制限み は ニ 千 八ぶ 
貸 ぉ 高は と 億 二百 万圓 
物は 化 厘ょ ら一錢 I 爾 
ま おは 九 巧 じ 入み 起 借 
借 換を涉 もを 消へ 

即時 鐵巧 は尙で 

〔甘 七日】 井上 藏 巧は 心 
部に 於て 語つ て 曰 
髓 まだ をら 3、 郎時 M 
尙ほ 早い』 ど。 


し 同時 


モ 

リ圓 、一 
翌圧 
紛績 一一 
一鹽 なく 


巧俱樂 
解禁を 
巧 論は 


日 電のぉ 京 進な 

〔廿セ 日】 前內閣 時化ぶ 胖 巧の 
目本笔 力の 東京 進出；^ 可 さる 
之が 爲 めを 京 巧 燈は查 城を 受 

山-け 


け 間 社 採は 暴を した。 

社外 船 運賃 據同 

〔サセ 日】 を 力 社外 船 ま 間 じ 蓮 
賃協間 案 具体的 迷 動が 進んで 


ゐる A 


擴 張の. 前途 悲觀 

〔甘 セ 日】 關稅自 まど 支那 側の 
差別待遇 ごで H 本 城鎮曠 張の 
前途は 漸< 悲觀 さる。 

南洋の 養靈 有望 

〔廿 六日】 苗が ママ トラの 養麗 
業は 有望で 巧 倉 化の 下 調査の 
結 お 副社長 今 ホ 伍 か 氏は を < 
同地へ 乘ら 出す £。 

ま 旧 巧 駐± 大使 

〔甘 ホを】 瑞西駐 劉る 使吉 田が 
一二郎 氏の ± 耳 古 大使な 命は 御 
裁 巧 ぁつむ。 

顧問 官增 員强要 

〔セ 六日】 時事 新報は 述べて 曰 
< 『樞密 院の進 ホ 的み 子は 顧 
問 官の增 員を 强制的 じ 要 ホし 
て ゐスが 政府 側は 尙ほ袁 b 切 
ら ね』 ど。 


平 山 顧問 官逝ま 

L 廿 五日】 樞を 顧問 官 男爵 平 山 
成 信 氏は 逝去した。 

東洋 モス 破產か 

〔サ 五日】 東泮 モス リン 債務を 
たる 原輯巧 側は 破を 申請の ま 
續 をした、 一二 巧、 S 菱も是 等 
潰權 をと 同一 行動を 取る 尝だ 
が破產 申請に 就て はお 面 上表 
立つ て參 加せ ね ご。 


大紐育 j 

I 九 ニ 九 年 版 Y 近く 發巧 

本社が 度に 絕篆發 巧いた しました 『大 が 脊」 は、 幸 ひじして 
化 湖の 湧 < がかき 巧 巧を 博し、 を じを 部一册 残らず 資 切れと な 
6 ました、 化て 本 化は 溝 一版の 内容を をが 巧た じし、 貝數 たも 
巧 加した 千 化 百 廿化年 版を 新 じを けずる こ ご； なち ました、 正 
確 じして 直つ 新ら しい 統計 ご 事實を 基礎 じして、 刻々 錢 化する I 
我が 『大お育.1 の眞巧を巧ふるじ遺がなきこご.1-巧して居>ょ| 
す •尙ほ 定濱は 

豫約 申を 者に 限りて I 

特價と 十五 仙 I 

發刊 後の 御 購買には j 

を 價金一 弗 

ごを しま しれ、 速 かじ 豫約 御中 & みを ホ 望いた します。 

碧サ八 B 紐 育 新報 社 I 


,.p ニー 

一 * ♦ 某 ' iJ - ぅー . 


巧辈 


秋の 夜話の 

ニ 一 か 本館 座 築は 
敎郭か 非 教郭か 

妻 巧君彥 

聞くなら く 化 建築 じ 使用の 銅 
材は延 一 坪じ附 き】 頓を算 し， 
裝飾 用の 外壁 巧が こして 花鬧石 
十二 巧才 、內 部の 大理お だけで 
もな 五十す 3 じ 及びし ど。 成る 
程 女給 使の 巧 巧と 言 つても 近所 
の大會 社の 重彼梗 巧ょ b はな 波 
な ものである 0 1 事が 萬 事 皆 化 
筆法で ある。 最高せ 巧 ど 最大な 
る數量 、而 かも 內 地に 見られ ざ 
る 輸入の が 料を 羅列して 香 人の 
視覺を 眩惑したら のでは なから 
ぅか。 化點が 吾人の ホ 敎訓ご 威 
ずる 點 である。 建築は 其 最大な 
る 美的 價 値を 接 揮ず るには 柯で 
も 世界中 Y 五 丘 Y 'best の 
が 巧を 無 盡藏的 じ 使用し なけれ 
ば 能は のが 少 （だ も 一二 ホの かき 
大 富豪に 於て 企 没し 得べ < 自餘 
の 中 ホ資產 者は 眼を 見張つ て 驚 
嘆ぜ ょとの 意味 か。 此 勘に ホし 
く 考慮を 要すを 事 £ 思 ふ、 化 建 
築の 其 量、 其の 大を 0 てせば 斯 
< 迄最髙 のが 巧を 羅則 せで ごも 
をに -'-^ 廉攪 なる が 巧の 配が {直 
しきを 得 ば遙じ 溫容ご 風格を 表 
一. 現し 得る 事は 笠 口人の 信じて 疑は 
ざる 巧で をる。 建築は 單じ其 建 
築 糞の 大を 0 て 村を し 得 るら の 
でない。 寧ろ 少 許の 費用で 大な 
る 効果を 得た 巧に 建築 ± の 腕の 
見せ 傷が ある ご 思 ふ。 

本建築が 銀 巧、 商社の 目的を 
なて せられる i じ 就て 恃じ化 或 
を 深く する ものである。 化 建築 
は 民衆の 反撥む を 趣す の 嫌な き 
か 0 

富豪に 對 する 怨嗟を 藤す の 憂 
なき か。 ホく 共き 人は 民衆 相手 
の 建築 どし では 化點大 じを 慮の 
磯地 ゐら W 信ずる ちので ある。 
化 磯 じ 隙し 筆者 又 陋是を 述べて 
ホ 敎訓 £ 呼ばは る 正を を讀 者の 
が 謝 じ 一巧 せんごす る 巧で ある 


本建築の 目的は ほ 衆 巧手の 嚴 
巧で あら 义商强 である 事は 筆者 
共鳴す る。 

其 銀 巧が 民を ょら 頂る 幾 億の 
大金と、 保餐 する 幾 十での 擔保 
物件と、 をを 預金が じ 民衆 個々 
の預ら 置く 物品 £ を 累計 すれば 
賞 じ 十四 お 億圓じ 達すべき 奠大 
なる 民衆の 則を を保藏 せねば な 
ら《 重要なる 建築で ある •巧 保 
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が 銀 巧 ごしての 義務で あらぅ。 
化 點じ凿 しては 何人も 異 おは あ 
るまい ご 思 ふ。 其 要を 充た すが 
ためじ、 使用せ る钢材 延坪 一嗤 
じ 達した ごする も 皆 これ 依頼 先 
と 建築- Hw がを 意 上 建築 甘ら れ 
た 鬼 じ鐵棒 的の 建物では ないか 
然る じ、 化 じは 巧ら じ學 理じ馳 
せて 試 驗的じ 邸 かの 節 巧 あらて 
大屋 根のを をせ るら の、 义 工事 
中を 建物 崩 壌せ る もの も 6 るで 
はない わ。 まじして 本建築 じが 
ては、 か i る危 隙を 胃さざる こ 




を 質 明の 巧と 言 ふべき で わ ふ 


本 雄 築に 化 おおを 外壁 じ^ I 擇 
せし はが 適の 逸 村で ぁる ミす 
おし 論を の 主張の か （、を j 一巧 
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かを 聞き じい。 化大 建築-, j 銀行 
營業 所に 大を巧 まじ 僅か 十五 
万引の 大理巧 使用は 不足 cj りご 
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ン 銀行、 3 。 ン ビャ 信 巧^ 內外 
の壁は大巧石なる5を知^;'ゃゃ 
歐山ホ 水 じ 親 まわざる も!'： 腿 
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日 奉 嚴裁錄 
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ニニ ミ 

が 藤 
洋繼巧 

t ブ了 こち 


洋服 調進 

クタ ミ ニン ダ、 ダイ 

ィング、 修繪 等】 切 

ミカド 洋服 巧 

松 本が 
を 話 ライン ランダ1 
六 八 一二 0 


成功の 秘訣 

'米 苗 ホ 英語を 廣卞を 
は 成 巧の 祭 一を でず 
本校には 日本人 お 巧 
じ 慣れた 專巧 婦人 お 
師ぁ b 窓 切 じ 會話あ 
信义 おを 語を お 巧し 
i す。 日 巧 週日 共 じ 
午前 化 時 ょら 午を 十 
時まで 靡 巧し 一 レー 
スンと 十 宝 他 づ^ 

今 H 直ち じホ按 ぁれ 

稅關 事務 取扱 
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親關 事務 

を 巧を 地幷 じを 世を 
の 儀 出入 方法 じ顆す 
する 一巧の 御 諮閔じ 
應じ雜 道療船 貨顿運 
貸ぶ お 帆 表 お 顆ま續 
聲等 進呈す。 重お郝 
おじ 巧理 巧を おし 誠 
實を速 御 巧 かじ 應や 

保險 取扱 
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H 本人への 英 
語を 授 じは ホ 
年の 媛 驗を有 

す 0 一 ンヴス 

ン毛 十五 独 
每目轉 九 時ょ 
ら巧凡 時 迄 何 
時 じても-昔し 
B 絕扫 は) 綺 
- i ち 鹤時迄 


;; 留參 1 |令 8 々||參«々« ♦■♦面 ♦ 

♦ 

;■ 


f -KK i— -巧 

が險 


プル デン シャル 

连俞保 險會社 

各 

證 

ご 一木を 吉 
窥 婚雜萄 

S . き K 一 

o 『 F 一 om ROOM 61W 

】54 之 > ss>c ST ; 

之 円 W YOF?K OITY 

T 巧厂 ■田 nRK2>z mvM 面 

巧 円 siDmzo の 
W 90 ミ >aswoRHH ><巧. 

TE 广 • さ > 0 の $ORH ェ "/OSA 

ジ 3 ン •ヘン コック 

相な 生命が 験會祉 


I 

♦ 

■ 


r ♦■ ミ 1 


檢腿 おじ 跟 頑調歸 


舞變 i 

▼化を ダ. ンミ A 
▼を 情ホ蔽 A 



轉 十时ョ ，巧 + 1 時 

シヤジ フ • 兴ンシ 

ング 帥蜡學 巧卒袭 
と 衫ータ 1 


第 お 街よ SP 

へ クシ ヤ 
ビ 〇 ア 


グ內 


小池寫 P 舘 

電話す！ ク 一^ 

四 巧 0 六 


外 慰で H 瘍經營 

大量生産 ご國內 需要の 减 
少 から 生じた 產業新 傾向 

フネ— ド その 化の 卷 【上】 


国 巧の お 要 もを 早 山が るぇ た 
譯 でもを るまい が、 投近ア メリ 
力の 自動 ザ 製 あ 曾 社は、 でんで 
んが外 じ 

て 瘍を 設け、 自動を 

の 海外進出 時化を 巧 現す る じ ま 
つた、 尤も アメ？ 力よ -^ は 生 巧 
精巧の 化い 外国で お 造され た自 
動 車が アメリカ じ 逆髓乂 され も 
VJ いふ 懸念が 巧 今は アメブ 力の 
なをな 勞慟 問題 ごして 化 扱 はれ 
現じ 熙稅 引上げを 討 護 中で ある 
玉院 は、 アメリカ人が 外 國で製 
逛 した 物品を、 アメブ 々の 巧標 
をの ま {で 輸入を 禁止す る ごい 
ふ 修正案が、 四十 六擧ぉ 一二 十一 
票で 巧 巧され た、 これは 自動 あ 
壬フォ ー ドち が アキ グランド じ 

自勘 貨率エ 塔を 設けた のを、 目 
の 敵 どし じ所爲 であるが、 I 方 
外 田の 勞働 巧で も、 フォ ー ド 君 
が アメリカ まの 勞級 制で 自動を 
エ 埃を 經舊 する こごな、 をの 瞬 
の 

........ 傅統 を窜 するど ホ b 

じ 間 題を 惹起して 居る 地方ら あ 
る、 を も - W - フオ ー ド 君が この 
巧 固 H 谋經營 じ 躍進した のはが 
年の こごで あ 4 が、 これが 化 例 
VI なつて ゼネ ラが • モ！ タ 1 ズ 
を 始め ごして ^ ド ソン、 クラ ネ 


スラー が 他のを 會 化も簇 つて 外 
じエ 诞を經 をし、 巧 年末 現 巧の 
この 鞠エ 巧は 六十 八 おのぞき じ 
速し 本年に 入らて ょりを らじエ 
琪 數が增 加して 居る から、 猛~ 
ニ 年 じは 素晴らしい 膨脹を ホす 
じ まるでを らぅ ご 巧 持され て 居 
る、 资化 アメブ 々のを 業 じして 
外 圃じエ 鶏を 置く ものは ゲ キク 
タ ー 菩昔 機營 かを 始め ごして 隨 
を^補類もぉいが、 をの先麗者 
はなんど云つてもフ ォードでぁ 
b 、 自動 単で をる、 

:…… 現に アメリカ じがけ 
る 自動 ホ 工場の 生産 能力が 約 八 
西方 稀の 客 巧ぶ び 貨物 肖 動 車 じ 
ぶび 得る こどは 今 おの 成績で 示 
されて 居る けれ 共、 が 今の 需要 
育際狀 態に 照らす ど先づ 一年に 
六 巧 万轿枯 度で ぁる ど 見ら 批て 
おる、 郎もニ 巧 巧輔の 製造 能力 
はこの ために か 息し なけれ じな 
ら ない、 而か もこの 休息 どい ふ 
こどは 季節 ± の 商 買 隅 巧 じ 重大 
なぷ蠻 を 及ぼす こど じなる、 こ 
のぶに 就て 自動車 產 業、 特じ大 
量 心 産に 着ず しつ i ぁる 會社ご 
し 心は、 是非共 工場 能力の 徒 巷 
を お 止す る ためにを ひ； のず を 
外齒 じが ばさなければ ならない 
ここ VJ なつて 屠る、 郞も 


私鐵 認可 疑獄た 

小川 前鐵ぶ 收監. 

家を 搜 索の^ 果漬職 罪て 起訴 


さる 


ま 京特軍 二十 六日 搂 = 今朝 心 


時、 刑事 S をは 前鐵道 大臣 小 
求めた 上、 正午を を搜 索を 朽 
誠 據を巧 化した ので 零時 四十 


川 ホ靑氏 邸を 訪れ 檢事扇 じ 間 巧 
つた おおな 鐵 疑獄に 脚し k 有力 

を 潰 職 罪で 起 訊 成立し をに 收監 I された、 お鐵幽 巧の 收 をを 額は 
货じ ニな 为跑 上の 居 額 じ 達- て & る ど 巧 < ら る。 


認 許買收 

疑獄の 曝露まで 

巧 趣の 十四 絲 H 收 線け 小川 避 
相が お 十六 曾證 しお 鐵贸収 を 
ごして 提 おー. たもので ある： 
貴族院で ぅ も 六 線を 削られ 巧 
お講具ゃをを じ鹏巧の巧：|八姐 
が殘 され 衆洁 おじ 巧され じが 

議 沸騰... 結 巧、 巧 お 
攝 宵を 開いて 審邊 L たが、 を 
を衆兩 方の 怠 見 まど まら 中 遂に 
巧 巧に G ら .一線 も巧收 城な 巧 ホ 
なく U つたので ある-か、 この 硝 
化設 鐵道腳 係ち ホ じこれ に蝴係 
のない 巧 络十連 も 敵 ホ 方 U しじ 
凡ゆる キ 段を 盡 して 猛烈。 迷 助 
を 巧つ てゐ たもので ゐる 、また 
認 叫な 鐵ニ 十二 線 どい ふのは 去 
る 六月 二十 六 H が 內閒が 德醉風 
を 巧な した U か.- f よ 巧 四 n の 巧 
窮兩乂 巧の 事務 引繼が 巧け ゎた 
前 U までに 擺 しく 認 許し わらの 
で 


從ホ この 巧の 毁許 申請 じ 
割す る 調杳期 隅は 少く A ~ 、 ニ 
年間を 要すを のじ 今回の 二十 ニ 
線の 大部を は 株め て 短時日で 認 
詳し、 目 ド 問題 じな つてむ る、 
お大阪 お軌は 昨年 お 巧 二十 五日 
の 岀 願、 を 吸 神 离速巧 電車は 今 
年 一二 巧 二十 H の 願 出で 後者の か 
きは 一 ニヶち じして 調を 完 T 認許 
どい ふこ どじな つてを b 、 をの 
萬 例の 裳が じ 柿々 の 醜聞 か 巧へ 
ら むてむ るので ある、 而し X 】 
方 お 鐵絳獄 摘 發じ巧 恵した 檢事 
巧では 费化檢 事の 巧 集、 手 おを 
じ緊 がした •か、 小山 檢事總 長の 
暴 化 ぁけな 廳を待 も：：！ 窜 鄉じ對 
する 司な 當的の 態 巧 じつき 司法 
ま腦 部の 磁後的 協 誰が 巧 はれ 

^ 補 •心ん 如 （同 おがが 進戚 
を 見る 峰 じは 昨秋の 巧 疑獄 ご ホ 
ぶ 乂舉件 どなる 可能性が あるの 
で、 をの 巧を じは 檢事枯 の杀貿 
を あげる やぅ お 綿して ゐ たので 
あるが、 從來內 閣の變 b 目には 
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P M 加 鸣 じ 御な 巧を します 
抓 R 何卒が 用命 願 上げ 
d な j ます 0 

化^ 

0 が 


奧が 書店 


醒搜 
蘇 |酔 

M 就 細 

I J 


が 育 巧を 鼓 
巧な 省を 許 • 

巧 巧を 大哲 巧乂单 
を攀を 習 科 卒業 

產婆 お本綠 


揉 療治 北 島覺丈 


實 W 星ニ蓄 St ‘ 

だ i. E 后 egmt! 14 芸 


♦♦巧 ♦雜誌 ♦巧 巧 
お覺 をを 巧 

執を 午 お 九 時 i ち 午を 五 時を 

紐 育 日本人 會 

ブヴ 1 ドクで ィ I とと 五 

お f t 1 00 と 0 
サ！ ク グー 00 と 一 


|| 的 

が*^ 刪 

心 組 I 
姑 

祗 


電氣 、器械 工具 製が 
運動具、 玩具， 賢を 屬 
時計、 寫眞器 及 現像 
みら . 芝‘ ア ! ト 

あ* ス チデォ 

東洋 華 術 結誓議 、レ 
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尋れ 人- 

( きが 縣 ) 大橘武 雄 ( 熊 A 縣) お 
本 卯 一郎 ( 德 島縣) 糸 旧 パ窩義 
( 山 ロ縣】 徳巧猪 S 郞 ( 敗 島 腐 ) 
が 本實晉 ( 宮城 縣) 手 島が 親 
{ 和歌 山縣) 化 本ず ま ( 

縣) 题上 時を ま 岡 直 記 
暢縣) 浊巧 內藏吉 ニ廠耐 
义か度 ホ大塚 サダ メ (踏 
長 崎 徳一柴 田 幸 S 郎 (女 
西#: 源太郎 (を 庫縣) 藤 
(福岡縣)ホみ聲造 前お||1:大學 
學ホ八 木 郡ず ( 靑お縣 ヶ巧 
豊 S 雕 (熊 本縣〕 西 本文？ ご 神 
を 川縣) 稻葉 明を が 藤 盡み 
( n 。 ン ビア 大學 出身) 富 
郞 (魔 島縣) 芝 田 德一郞 
縣) 藤本 嘉八 

右の まじ 通 お 致 度き 儀 ホ 之 
換闡 本人 若； は 知ん 
化 所 お 通知 願 上 お 
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1 寅 ザ aat 一轰 Y す 3 
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H 壹 Times M 夏 re , 

岩 ふ 笠. 爱包 鼠な rc 
Tel ’ 養 kawai 這 畳， 巧言 
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ド > ビ ヤス ア 


日、 木禮 午後 义時 1 牛 一時 

紐 育 柔道 俱樂部 

お 巧 T 目 •一八を 


在留 靑年理 あの おが 


目 本人 靑 •會 

;'室さ梦ジ|.毎ち吞吾~ 2 乏 


… ミ： 需要 の 点じ 就ての 變 
避の 跡を 巧る じ、 を ホ 自動車 巧 
業會議 巧の 調査 じ 依る 昨年度の 
新赌頁 者、 即も 始めて 旨 動 車を 
購入した 消を 者は る 一二 十二 巧 六 
千 十と であ 6 、 これを 赂 買の 結 
頂 期で あつた モ化百 二十 一二 年の 
二百 化 十二 万 I 千と ち 九十 ニ じ 
比 鞍 すれば が半戚 した 形で あつ 
て、 千 化 巧 二十と 年の かき 八十 
ニ 巧 四千と 巧 十九 ごい ふ 千 九 酉 
十五 年 巧の 最あ 記録を 示し、 
過 ま お 年に 直る 新ら しいが 费者 
の 滅少は 百 五十 九 万 五 千よ だと 
十五に 達して 居る、 をに 於て か 
アメリカ 巧 業を が この 春な ホ、 
最も 力を 注いで 屠る が國巿 場へ 
の 躍進は ョ ー 。 ブバ である、 盖 
し アメリカ人が がみで 經營 する 
ホ 十八 工場のぅ ち 

歐測 じ速設 されむ も 

のは 僅かに 二十 六エ裝 であつ て 
ォ ー スト ラ リアめ 十】 エ 鶏が 溝 
一位を 占め 

カナダ 九、 ブラ ジグ 四、 アグ 
ゼン チン ニ、 ィンド ニ、 円本 
ニ、 南アフリカ ニ、 ゥ 火ダア 
キ ニ、 チブ *"" 、 キユバ 、エシ 
ブト、 ジヤダ r 、 メキシコ、 

ニ ゥジ— ランド、 ベ 八！ を 一 

エ旗 

ごい ふ 風'」 を 類され て 居る、 ホ 
も アメリカ 茵勸 革の 海 巧 躍進が 
比較的 じ 白 動車產 業の 發展 して 
居ない 地 ホから 着手され たこ 空 
は自が S 經路 でゐ るが、 今 じが 
ては 巧う した 地方 じ も 錦を 張つ 
わ關巧 上、 今後は を 力を ョ ー ロ 
ツバへの 躍進 じ 注ぐ 傾向を ホ じ 


た 露で をる、 この 

躍進が 仲々 尋常 一 樣 
の 仕事で ない こどは、 躍進す る 
アメリカ 巧 業を 同志の 競 爭があ 
るし、 ヨ 10 ツバ じは 旣じ 立派 
な自 巧車產 業が 樹立され て 居る 
- ので あるから •彼等は、 この 外 
敵 じ 向て 自衛 上疲 ずす る こご じ 
なる、 なじ アメリカの 斯業 者は 
內ど外 じ ニ辕の 敵を 受けて 巧 填 
じ 活躍し なければ ならない ので 
ある、 ヨ ー" プバ じめ ては おじ 
アメリカ 自勘 車の お 虜侵乂 じ 敷 
慨 むを 福め て 居る のは ィ’ネ タス 
ごィ タリー であつ て、 ィ •キリス 

の 斯業 者は 『ィ ** リス 敷の 旨 動 
車を 買へ、 而 して これを 謗 りご 
せょ』 を德 語して 內國 生を の 霜 
要を 實 傅し、 ィタ プ ー のが. きは 
更らに 

極^な 反 题氣敦 を 示 

し、 苟 くもが 國 製の 自動車を 職 
買した >、 乘ら猶 すを は、 ブラ 
ツタ •リスト じ 載せる ごい ム勢 
であるた めじ、 アメリカの 斯棠 
ま 侵入 も 美事に これを 斥 屯、 フ 
ォ ー’ ド 自動車 會化 のみ 獨を踏 化 
つて 居る が、 これ もを く トリ ー 

ストの エ瘍を ト八コ の コ^ スタ 
ン チノ— ブグ じ、 移轉 する であ 
ろぅご 云 はれて 居る、 この 閱じ 
あ^て ホづ巧 功を 認め 猎られ る 
のは ィ •キリスへの 偉 入で、 V. 
ソン •モ —タ！ ズ が生產 ずる 
セツ キスは デ メリ々 自動車の 中 
でち 優 泣を 占め、 ゼネ ラが •モ 
; タ ー ズ はダオ タタ ホ*-!^ がを を 
配し、 フォ！ ドは I 千万 兼を お 
じて デー ゼン パム じ 新 J 處を設 
け やう どし で 屠る。 一 


必ず 響 視廳が 前內閣 時化の 巧犹 
ひが ほどんで 傳統 的で 殊に この 
前のを 田纔監 、みお 巧 刑事 部長 
時 R は をれ が 鳴 物 入を で 甚だし 
(をの 實あ策 的 色彩の み 濃厚の 
もの じなら ね ものが ぞ かつた の 
で、 檢事馬 側は 常に お 觀的 態を 
を 持し、 抜 策の くわ 中じ卷 きこ 
まれ ロた め 努力した 傾向が をつ 
た、 今度の 事 かも 當 がを の傅統 

弊風 がタ かじ 是らむ わの 
で、 换 事局 も愼 重む 態度で 進ん 
でゐ たが 漸 （證據 が 節 か 的に も 
現 はれ、 殊に 間 越の お鐵 十四 線 
じついても 化 上の 疑惑 極度 じ 高 
まつて 巧た ので 锁が巧 動じ 決意 
した もの どい はれて むる。 


關稅 引上げ 

利 權屋調 蜜 

進 ホ系氣 勢を 舉ぐ 

現 おか 黨 の關稅 引上げ じ勒し 

て 民 ホ 黨义び 共か黨 の進步 系が 

協力して 先づ 高率 ぉ耍 ホす る產 

業 貪 社の 所得 稅を おまか 可决さ 

る、 に ま 6 、 反 保護 縣稅 派の 氣 

勢が 裔 いので フ ー グァ 大統領は 

大統領み じ 化る 臨機 關稅率 獲を 

權じ 就て 自己の ホ おを 釋 明した 
•> 

おらに アメリカの 巧 操を ちす 
る 製 遮な じして 外圓で 生を し 
たものは 從來 商標 まの 黨 類を 
明示して 輸入を 許 巧され て 屑 
むカ摄 近フオ ー ド會耐 かか 國 


じ エ瘍を 設けて ホを f がを 逆輸 
乂 する じ揖 しアメ リタ 勞働總 
同盟 等 も アメリヵの 勞媛 標準 
を 化で するどい ふ ホ 壌から 大 
いじ 反凿し 

お黨 議員 リ ー ド 氏 もこれ に 質問 
して 去る サ巧曰 投票に 附 しわ 結 
果 四十 ホ對 化-要* じぇ 巧る 輸入 
の 禁化修 巧 案を 可 ホした、 尙ほ 
一部 にがては 造船 お獄 ょらして 
關親 引上げ じ對す f 利權 崖の 運 
動は 余 ゎじ 明白 實 でぁる W 
なし この ホ 面 じ 就ての 議 肖誠杳 
巧 議案を 提 おして^ ー實 現を 期待し 
て 居る。 I 

慨课嚴 含 

東を jk 電廿 セ日發 

信巧預 大會社 

信 巧 預かは 太會 社に 依然 集中 
して ゐ るが をみ 中 最あ藏 つたの 
はを 田 信が だ； I ぃでを る。 

爲替 買^れ 金網 濁 

爲替買 入れ 一の 資 を 洒渴し H 本 
銀 わ 低利 融玻 限度 ニ 千万 固まで 
融通を 仰ぎ おれ 巧 上は コ I < 巧 
嗟 唆 收の模 擅で ぁる。 

銀行の^ 率 上向く 

を 銀 巧が 输率漸 く - H 巧き 今期 
じ お 配 論 も おまい ご。 

n I ルは 新 記錄じ 

巧 取引 葵 縮して 二十 一日 現 
瓜 ロ ー ンの 巧を おみ 殘高云 千 五 
巧 四十 置方圆 ごな b 大正 十二 年 
归 來の最 なおを 示した。 
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け I ふ 

i— 令 ……： 

此 I 頃 


式 年 遽宮の 話 【下】 

遷 御の 御儀禮 

十 巧； 一日の 午後 w 時を 合一! じ 


一 巧 五十八 回の 巧 年 遊. 拭が 轨> 
; 巧は せらる！ がが 帅冉 S 用が が 
一を 巧 縣曲筑 が 郡 駒 ヶ化村 ご 岐阜 
縣 恵が 靴 加モ巧 村の 

御料 林 をが 袖 山 ごを めら 

れ わのは、 大正 化 年 四 H であつ 
た、 をむ から お八 年の： H ずを を 
して 猎孩 された 殿を、 御門を の 
他の 御替逛 物は 皇人 神を、 嫂を 
大神宮 S 正殿を かめ をら、‘ 王 ニ 
別宮 じいた もまで'、 新ら し < を 
營の ものがた 十-五ヶ所、 お镑し 
て 御 規じ拱 でられる ものと 十二 
ヶ所 W 巧され る、 このため じ 化 
用され た 御用が は、 大体 S 巧 S 
千 お I 巧 ニ 千よ の 多 是じ上 b 、 
工事 舉 化ち 打で 人を 突破す る大 
工事で あつた、 拇の橘 脚 もしつ 
か b ど 4 C まじょ つて 新ら し （お 
けられ わ、 宇 お 橋を 波つ て皇大 
神 おのを お 繁る參 道を 進めに、 
一の な危 、ニの 

鳥居 もま 香 新ら しく、 

玉垣の ほど bib 拜 すれば、 竊 
殿た がをお ふ 老杉を 大悼 稱のゐ 
ひだ じ E 腐、 御饌 殿、 四 ホ 殿、 

五 ホ 殿、 化 ホ殿リ での 索 かの 殿 
を 御 被の あたら だけ をれ ご拜さ 
れ た、 いづれ も 神明 巧 もの 御 滞 
菜なる ぅらじ も、 御 神威 嚴 ごし 
て种 々しき 御 雄 物 ばか b で、 化 
丹 娃單模 横を 额の 脚を 其が、 か 
が やかに 秋の 陽を みび て 居る、 
壁受 大神宮 も 御 構造 じ おいて、 
ほんの 少 L の 七が いは あるが 大 
ホに わいて 皇大神 當ご御 同 棟の 
神 毀が 御摧營 された ので あるが 


こ^で 遙か 御殿み 

御|衰 リ '邊 b で 時々 槐の昔 
が」 てち た、 九月 十 S 日 御 口を 
十と H の 御船 化を、 二十 凹 りの 
洗淸 巧、 二十 五 H の > む 御な 率 雄 
を、 二十 八 HS が 築を なで、 ま 
年 遷宮み 諸な 典に 化 立つ て わは 
れる 諸な 典が、 滯 b なく ある ご 
いょ-- _ ，.左遷を の 御を じ 移る わ 
けで ある、. すなは も 十 巧 1 りじ 
は遷 御前 目の 儀 ごして、 新を 外 
玉垣 御 巧 內の四 ホ 殿に わいて、 
御裝 束神寶 韻を の 儀が 巧は せら 
れ る、 を の n け 昭かエ 藝の絳 を 
ぁつめて 御調 進 中 L げたる 御裝 
巧、 御 神 寶を送 文 じ 照を して 神 
當 をよ 宮 がを 取らせられ、 いち 
いも 唐櫃から くらおして、 これ 
を点檢 遊ばされ るの。 あるが、 
讀を せの 儀が 終る ご 神域 內 川原 
臧 所で 川煤大 減が 巧 はれる、 こ 
れ は神寶 、御裝 巧を はじめを ま 
S 下 遷宮' し 奉 化する 巧數十 名の 
神官 ぃ」 もがず 帶 衣冠 じ 

明 おを 着けた るを で 、 H 
の 幕れ 方から 五十鈴川の 淸 流で 
御贼 をを け’ こ i じ はじめて 大 
儀 奉 化み 巧 じつ < 淸淨な 身体 ど 
なる、 遷宮 當 H の 十月 二日 (豐 
を 大神宮は 五日) じは 午後 四時 
繁！ 鼓を を 圖じ奉 化の 諸 員が 送 
集、 午後 五 時 ごろ 第二 鼓な b 渡 
つてを 儀の 諸 設備 一巧 整へ るを 
報じて、 ほどな （驚 S 鼓で 齋舘 
前よ 6 颗 化、 を ま-り 下の 神官の 
巧は、 一個 大隊の 儀 化を じ 前後 
を 譲られて 第二 鳥居に 參 進、 勸 


使 W 下大 玉串を 奠の儀 あり、 終 
つて 莉 化な： ト內 玉垣、 を 叫、 瑞 
蓮のを 御門を 経て 內お i 送 入、 
勸 使は あ 殿御 階 ドの 所定の 位擾 
で、 新宮 み追營 成れる じよら 神 
儀を 遽 しを つるを ホの 

御祭 文 を 奏す、 御を 文の 

儀が をはる S 、 いよ-' 渡御の 
儀が 巧は せられる ので あるが、 
まづ 大宮司、 少 宮司 御殿」 を 巧 
して 御 扉を 開き 奉り、 刺 使、 を 
よ 巧 ド 御 階の 下 じ 東と 西 じみれ 
て 直立、 權彌宣 の讀み 上ぐ る 召 
立义 じよつ て、 神 寶御裝 束を 擦 
持し じる 神官は 列み を 整へ て遷 
御み 時を 持 も 奉る、 やがて 神域 
の氣 ひどし はお 嚴を加 ふる 午を 
八 時 ごろ 瑞垣 御門の 內 側に 奉 比 
する I 名の 宮 掌が 鷄嗚 の 儀を 奉 
化する、 右ず にもつた 僧 扇で、 
はた、 はた、 はね ど S 度 左の 袖 
を 巧つ て、 羽ばたきを。 しね る- 
の も、 かけこう、 かけこう、 か I 
けこう SH 度鷄 鳴を 唱へ奉 b 、 
つぐいて 剩使 階下 じ邊進 巧狗を 
奏請 ずれば 畏くも 神 儀は 大宮司' 
小當司 ぉよび 十 名の 彌宜の 奉仕 
で 二十 年 鶴 座の 

本殿を ぉ频巧 障、 絹坦の 
うちを しづ く 巧 殿まで、 約 
一千 R の 白 巧の 道を 進ませられ 
るので あるが、 この 時 庭 瘡はご 
ごご £ く 消されて、 巧 鑛の聲 な 
く、 が 人の 奏する 巧 琴、 藥隻、 
巧の 音の み、 わずか じ 流れて 化 
十五 T ホに 余る 大 神域は さなが 
ら 太を の靜 けさ じなる、 か I る 
あ ひだ じ 神 儀は とぐ こ ほち な （ 
新 殿 じ 入御、 前 陣後轉 の 神寶も 
御 巌內じ 奉納され て 御 扉を 巧ぢ 
奉ら、 勸 使のを 文 奏上に よつ て 
遷 御の 儀は ピ 'が こ ほを な （ある 
のでを るが、 をれ は 午後 十が ご 
ろで あらう VJ 拜 察される。 


光りの 都を 慕 ふて 

文壇の 寵话乂 米ぶ 雄 巧來る 

お 部では 郵豫 爭覇驟 見物が 目的 


H 


天下の ネ人 どして 知られ、 

ぶ 文 渡の めぐまれ たる 寵を であ 
る小說 をみ ホ 巧 雄 氏は、 旣 報の 
.如く 隨子 夫人を 时 が、 去る 二十 
i 五日 じ 入 渚した ボ ー メリック 玻 
I で藉 が、 旅館 ホ 稻じ 投宿した 
j 故 夏 目漱巧 氏の み 巧 筆 子さん 
一 どの 戀巧じ 破を しじ 久ホ をは 
I 悶 々やる ホ；： > き 傷まし い 腿の 
I 媛 憤を が おどして 時事 新 おが 
I じ 『蟹 学」 どい ふ 標題で、 一長 
鑑小說 ごし、 つ r いて キ の 
I ぶじ 巧 一事が をを 箱ル說 f 破 
船 J じ 化つ てを おした、 この 
ニ大 長編 小説が いかじ 天 ドの 
讀 者に 瘦 請され たか！ おお 化 
米 氏の 失 息は 文 擅への を々 し 
い 欺 立 もで あっむ 
をの 久 ホさん は 今や 日本の 文 擅 
では 巧し も 巧され もしない 太を 
どなつ た、 默 々どして 世^中を 
冷眼 視 する やぅな 正を 白 心 氏 ご 
異なら、 义ホ 氏は いかじ. 巧る 
いお おの 人で ある、 坐談 みで あ 
b ス ボ—ツ マンで ある 氏 だけ じ 
i 今度の 旅行 も 夫ん 同伴、 のびの 
び どした 必持 もで ド キジ 一 7 ラ 
ンス 、イゲ リスの が じ 親で み、 


ポ^ 


をして この 禁酒 國のメ 
ス じ ホ じので あつた 

『アメリヵの 旅は ベ I スボ i 
来の 見物 どを 蕾の 王 都 パリー 
ゥッドの 訪問で ず、 東部の 滯 
化は か 論 ゥォ] グド •シ ー タ 
ズが 一の 目的です』 

ど あつたが、 暮 いね 巧は をを 早 
川雪撕 さんの 東 道で ナ キト •ク 
ラブを 是 物、 翌 巧は 大お德 を 奥 
がさんの 招待で 東洋 箱に 幾タの 
人々 と 會談 し、 同 おの 揮毫 帳 じ 
早速 港から 桃め たス 々キス クリ 
'ブ い； の スケッチを ものした、 
をれ おじ 明るい 必 持の 人で あつ 
た。 


が 人を 礫 殺した 

富豪 有罪 

パンテー ザ 夫人 


り！ サン ゼグス ホの 劇 瘍王パ 
ンブー デ 夫人が 巧 醉の上 六本 十 
郞 氏が 操縱 して ゐた白 動 車に 街 
突し 六本 氏を 礫 殺した 事 傅は 同 
卵の 法が で 刑事 化では 二等 故殺 
化 どし、 民事 巧 面では 遼族 よろ 
一二 十 余で 弗の 損 雀 お憤訴 認を提 


起し、 刑事犯は 過 0 ホ 陪審 裁が 
で審裡 中で ぁつたが 
被吿侧 はを に 巧せ て當地 ょら 
有名な 刑事 お 辯 護 ± マックス 
スチ ユァ？. ド 氏を 奠大 なをで 
雇 ひ 六本 氏の 死因が 持病の 結 
をで ぁる こど 夫人が 泥醉 して 
居な かつた 反証を 擧げ 、陷審 
官じ 忌々 しい 買 收說も 傅が b 
巧 吿觸は 悲観され て 居た が 
遂に 二十 五日 瞎審 會義じ おした 
結を 午後 八 時 十五を じ まら 五 人 


時計の 創 r 

一時 賴遲 らしなさい 
夏期 U ホ 節約 時間は 明朝 ニ 時 
を 化て 舊時 おじ 房され る こご 
じな つて 居ます、 皆ク ん就寢 
前 じ 時計の 針を 一時 閒 還らす 
こどを 忘れて はいけ ませの 0 


の 婦人 VJ と 人の 男 lb 成る 陪審 
官は 二等な 殺 化で 有罪 W 認 むる 
申吿 をして バン ブミデ 夫人は を 
の 壊じキ 倒しれ、 二等 故殺 化の 
刑期は】 をよ b 十を の 服役で、 
陪審 會議は 別 じ 夫人 じ 蟹して 刑 
巧朽寬 の申吿 もしな かつた ご。 


太田擧 氏が 

文壇に 產聲 

英文の 小說を 著述 
巧 人き を 太田舉 氏は アメリカ 


婦人 ご お 婿して 二人の 子女を 擧 
げ 目下 戴 術 衬ゥー ド ストックで 
盡 筆に 親しむ W 、 同地 ウ ー ドス 
トッ ク 劇場の 背 致 ホ 任を 兼ねて 
居る 人で あるが 

今 蛙元プ グック 9 ン •ィ ー グ 
处 紙の 記者で あつむ マ ー ダン 
ット •ス ベリ ー 壌 ど 共 じ 『ゴ 
! 严 テン •ウ キン ド』 ご 題す 
る お 文み 說を脫 稿し、 チヤ ー 
术ス •ボニ お版會 社の 巧 巧 弗 
本 こして お 版した 
小說の 筋は 武藤底 雄 ご 呼ぶ 寄 年 
が國 事犯に 觸れじ 父の 犠牲 ごな 
つて 滿洲 じが 出し 鶴胁の おれに 
加け ト ■'、成 ひは 南 ァフブ 力の 鑛 
山に 働き、 南米 じ まら、 歐洲で 
乘つゎ 貨物船が ユ ー 潜が おじ 擊 
沈され 等 どい ふ 數奇な 物語 b じ 
東げ 的 じ 哲學陳 を 加へ たもので 

.ハ トレ キク •コラム 巧 も 序文で 

外的 じら 內 のじ も 豊富な 內 をを 
持つ た-一の 小 說を数 賞して 居る 
月 巧 弗 本は 一年 お 弗の 會員組 
織で 每巧 一圃 新刊 ものを 發巧 
し會 員は 旣じ S 万 五 千ん とい 
ふち 數し 建し、 リンコ グン • 

コン コ1 ド、 グ！ キズ •ウン 

タ I マィヤ 1 'ロック ウエグ 

ケント， ホ ‘ — ^ ン又 •力 - — ン 

をの 他 交 擅、 謹 壇のを ± を 編輯 
顧問 どして 居る、 發巧 巧は 第五 
巧丄ハ 十六 番の 『ぺ ー パ！ •ブプ 
クス』 である、 日本で をれ た靑 
年が ァメ 9 々の 大衆 的 文 續に產 
聲を擧 げたのは あ 頃 じじい 輸快 
な こご ミ 云 ふべ— であらぅ。 


名 監督 避 

ミラー •(ギン ス巧 

ニ ユヨ！ ク •ヤン''' ス 野球 

圈で過 ま 十二 年 じち 一一ら 監督の 難 
役じ當 b 、 アメサ カン •リ ー グ 
の ペナントを 搔 るこ玄 六 回、 粗 
を 爭覇戰 じ 優 藤す る こと 一二 回 じ 
をんだ名監督！ ラ1« が ン ス 
氏は 去る 水曜日 午後、 聖 ビン セ 
ンス 病院で 舟 毒を じ感菅 を併發 
し S 回の 輸血 も魏 なく 遂に 逝 ま 
しね、 享年 酉 十九 歲 
氏は オ^ 3 ■ — ' 贿 シン シナ タ巧 
じ 生れれ ィダ タス 系の 巧 民で 
シン ンナ タ大學 でを 科を 專巧 
辯 護 ± のを 狀を得 たので ある 
が、 唯の】 固 も 法廷に ぉでた 
こごは なく、 學校 時代から 巧 
球 じ 趣 ホを 載 も、 變 名で 半驟 
業 野 琢圏じ 加は つたら ので あ 
るが 

をのを を々 職業 選手と して 聖ポ 
1 が 野球 團じ 入ら、 巧いで ンン 
シナ タ •レブ ドの 名 ニ 墨 手 どし 
て顏 はれ、 更らじ 聖グキ • 々！ 
デナ グス じ轉 じて 間を なく 監督 
じ拔擢 された が、 千 化 百 十八 年 
ヤン キ— スをグ ッ户！ ト 巧が 寶 
牧 する じ 及んで 同 野球 團の 證督 
どな 6 今日に をんだ ので ある 
氏は 身長 五趴 四け、. ホ 畳ち 四 
十 お 度、 大巧 揃 ひの 藤 業巧琼 
界 では 珍ら しい 小 巧で も あを 
「小男の 壁 手」 『小男の マネ ー 
デア ー』 £ して 知られて ゐた 
が璧手 どしての 彼は 水 も 洩ら 
さの 守備で 名を 擧げね 
監營 £ しての 彼は 聖グキ 時化 じ 
今日の。 ブデヤ ー •ホン スビ 1 
を 見 巧し、 投手で もつ たべ ブ《 

グ スどグ 1 •ダ！？ ツク をして 


今日の 野手たら しめね み、 冷靜 
な 頭腦の 働き、 明敏 W ビジネス 
的 手腕で 今日の ャン キ ズを築 
上げた 人で、 マ グロ ー、 コニ 
マック ど 共に アメリカ 球# の H 
の 鳥で ぁつれ、 尙 ほ；； ダ ツス氏 
が 監督した 千 化 巧 十八が 0 來昨 
年までの が績は 左の 如き 順序で 
本年废の簾ニなも確實ご？：？った 
勝敗 比率 順番 
六 0 六 S •四 八 八 四 
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I ニ 


と 


因 じな 人の 遺骸は ホ |1 T ロの 小 
敎會堂じを磨し、 を腦；113.午後 
假 葬儀を 執 巧、 午を 四時 J 列車 
で鄕里 シン シナ タム 送 b り 曜日 
同地で 本葬 儀に 脚ん-るは て 


1| 

管 

ふ ル 巧み & 


日本 入 じ お 耕 染み 深い ィ が 
タの巧 學者バ ■ — ト '|\ ン ド-ラブ 
セグ 巧が か 五 H 入 i 巧の ホ--- メリ 


力を；！ れて 
I 祗演の 巧に ア 
I める ゥんグ • 


ック號 で 巧び ァメ 
巧た、 争 回の 旅は 
リヵの 哲學 をで 
デュラント 巧 VJ 『 I 現 巧の お 育は 
慶 落しつ、 ぁ b や I 』 W ぃム 題目 
で 巧は 然 りと いふ 五瘍 から 試論 
する であるが 一 

ア メリ やのを 量 育は も k じ 
正しくを へ 過 左て 蓝 し.、 をへ 
さず こどを 息れ、 學 ぶ！ > いふ 
よ b はブ 。パ ゴンダが ホい、 
特じ敎 會の墮 をは 基 だしい 
と 語つ て 居る 。 i 


新 趣 巧の 食堂を 
御 披露 致しまず 

御ず 輕の御 食事は 勿論を 後の 
御 話し、 さては： 寸 した 御 樂 
しみな どじ ふさわしい 樣 にど 
が じまして、 御 ホ 巧の 精を 願 
ひます 

風流 や 
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十】 勝 ニ 敗し^ £ 

ミシ が； の 健 巧 

今秋 明治 大學 I が 巧 圏の 瓷碟 
で自 本-し 遠征し で 中西部 チ 
1 ムの覇 を ミン j ボン 大學 野读麗 
は 二十 五日 鑽邁高 商戰じ ± 對 
おで 大勝し ね 主歸 米の 途」 就い 
たが 日本 遠征 化 成績 十一 勝 ニ 
敗 どい ふ健圃 ^ を を 見せ U 。 


急^ 隹 

碰カ應 用 物 准 治療 器ォで 
! ラ ァは當 をに 於て 販賛 研始な 
巧 目 ホ 人闡！ 4 非常の 好評 W 博し 
僅々 ニ 個 巧ぶ の 期間に 云 至 十 
余の 該器 愛满 をを 得尙ほ f 需 
要有之候じ牲を地ホじ代5^;5を 
開設 仕度 該 販賣御 希聲ツ 阿き 
は左 へ 御申|胚被下度條俾>^御相 
談じ應 じ 契^ 巧 致 候， 

巧し 大遊ー 育 市、 ュ ウジ"— ジ 
イ贿 及び ~ 々本 クチ カブ r 州を 
除きた ふ 地方 じ 限る。 


鎌权 ホキシ ヘラ ァ販暴 會 


- 高木 光ホ郎 

一 Tak を. 巧 ま 書 Id & で， 1C . 

ハ 置 言 こ 巧 さ. 23 rd ぎ ニ 置 


日本 理髮館 1〇 


西 四十 一ゴ 了 目 百を 地 ニな 呈ち 

一一 庭 (巧々 おを 主 
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同 經營と 年間 日本人 諸君の 理髪 

の 經驗あ bo ジぶス •バア パ 
西 六十 五 了 肖 ご一 1 番地 


ア 




煎 餅 卸、 小賣 
豆腐 油 擦 
日本 食料品 一切 
Munrise Rice oakel CO . 

塞かぎ rd A さ こ 

ぎ P 宴呈 8 


コロン ビヤ 大學 

日本人 學 友協會 
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日本 A 向きの ま煮澤 山な も输へ 
错别 廉围で 大勉强 をし ます 
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客 量是コ S 三 言 0 YST 呈賣 R ち 
20 S を Bisi ぎ B 里 Gi 马 Am を 吾 ヨ A 是. 
T 己. {一え ibus 9 養 
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特式 デン ナ！ 
涕或 六十 触 
支那 ま お 十 他 
宴 會 

洋ま 革ぶ 视ぉ上 
支那 式 一 茹巧上 
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巧 面目なる ホ 載间胞 じ»責 
なる 巧 まを 周旋す 


宮川 事務所 


な 育 市 西 四十 ニ 了 目 百 ホ 
飾ブ， . 
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Mrs. Y. YOKOHAMA 
Dressmaker 
267 W. 70th St. A が， l-A 
Phone TRAfal が r 0615 
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【日 喔±】 


日 八 廿巧九 年 四巧昭 


四 



婦^< 服 


二十 年 だ 

ちま-^ ク 

仗ぶ はお 

1 .-.J す 

强 します 

巧 命 願 A 


經 験が ぁ 
で截 方' 

ヤ ランチ 

値段 も勉 
電話で 御 

です 


橫濱 ゆき子 


資本を 壹低旧 
拂込濟 資本金 ホ 千巧圓 
賴 立を 六 千 四 巧と 十を 旧 

本 巧 東を 巧 H 本 橋 お 本を 崖 町 五 巧 化 一巧 
支ち ホが H ネ 橋を 內竟 瑟橫窗 
名を 崖を 都 乂扱巧 (大 お〕 神タ 
廣島下 隅 巧 司ち か 鹿 岡長峽 
上海 偷 あを 買视水 


輸出入 巧を' 電信を を’ ホ 送金、 旅 巧 信用が 
商業 信用が 其 他 一般 銀 巧 業 

ん 灘職吉蒙銀巧—^^巧 

鄕里 送を', 日本を 化 無手 數巧？ 迅速な 扱 
本が 預を (を 期 通知 ノニ 補) 御 便利な 扱 
本 支を 東京 (本 巧) 大阪が 戸を 都 
巧な 地名 古 屋小拾 上 お儉數 


裝飾綺麗のす、 設備 
- 完き V ンマこ 週. 

八 弗、 ダブ グ 一過 十^ 

呈 TEL 田 RCLIE , 22 ち. 基 h 写， 亞さ 


新撰 久义正 
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其 他が 巧 書 

澤山 入銜襄 しました 


桑 山商會 


114 EAST 芸一こ T ._ 

Ph ミ e . さ iun す马 


尹 Y . 尸 

豆 岩-黄 77 


翁羅府 、桑 港 出帆 (ホ ノグ八 経由) 
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雜府教 

(午后 ニ瞎巧 W ) 
コレア 乂 十 巧 四日 

春洋み 十月 十八 日 
淺閒义 十一 巧 一日 
: W 化 一 大洋 凡 十一ち 壬 S 


桑港發 6 

(ぶ 午 巧 化) 祐 

十 巧 十日 巧 
十 巧廿ご 一目 削 
十一 巧ち 目 同 
十 一 月廿日 

® シアトル お 帆 (午前 十 時せ 化) *"7 
靜岡丸 十 巧 十九 日賊 
巧濱乂 十一 巧 二日 帥 
ご 一島 化 十一 巧 普が 
伊豫 九 け ニ 巧 十四日 W 
@ 输敦發 日本 行 巧 化 

諫訪化 十月 五日 帅 
巧 見み 十 巧 十 化 a ^ 
箱 崎み 十一ち 二日 M 
▲ 紐 育 巧 化芭を あ經由 日本 行 貨物船— 巧 二回 k 
A 蹄 挽 取扱。 が おは 欧洲 巧、 南米 巧 化に 巴奈馬 い 
裤由 太平を 岸 巧を 衡 船を 化さ 巧のを 4 萊化切 -g 
巧 等 萬 事 御 便を じ 取 計 ひ 申 上 》 す f= 
* み a 錢道切 巧 •寝を 券 等 も 御 便を にあ 許 ひ 申 


第み 回が 桐 

I 讓團員 募集 

旅 程 一 

巧る 十月 化 一日 (木ぶ-化 ハ 時 
サを ペン 停車場 發 ▲十目】 

日 午後 十一 時半 シヵず 化 (ユ 
ュ ォン 停車場) ▲十二！； 四 H 
午後 五が 化を 藥港着 ごの) 
A 十】 巧 六日 正午 桑 灣耽郵 
船 淺閒乂 巧 ▲十一月 十二 日 ホ 
ノグ 、觀 ホ、 同廿ニ HI 一 潜 着 


i 等 ニ巻專 
が 復八薰 蚕ち 0 粥ご雜 
ホ 道 革 養 00 S 惠 ー-| 裏 
(な 上は 往復 療車巧 船ぶ を往 
巧の 雜費 一巧を もを み、 一、 

1 n 二等 別け 船室の 區 お^す) 
紐 育 あ 東ぶ 十九 T を 一二 四 

主催者 巧 桐靈曹 

電話 ゥ ぉ ツか シャム* PP 四 
化た る 1 男 UJ 懼驗 のち 姐を 不 

舅隹女 P 1 P 繼至 曲.？ 

御 希 祟の 方は ホ 曜日 金 
嶋ロ 迄の 間 じ 御ず 讓を乞 一 ふ 

呈 ミ URTS 喜. 岩 W .1 を St . 


ト 


タン 义 


テイ-一 r ! 及 

ンノ— ベ！ シヨ I ントえ ク 

顿と燕 五十 他ょ し 干 二通 お 十 他 

59 で si 适 さ 一ぎ ま 一 I 



迎 晩餐 會 

I 十 巧で 日 (月曜日} 午後 時半 

ホ テみ アス 夕！ (入口 西 四十 化 了 目) 
一人に つき 金 五 弗 申を. こ 0^ 時 じ 
で碰 i ) のこ ，、 J 

巧 子は タキ シ—ド 若く は 黒地 服、 狗 婦人は 
和洋 御 随意 一 

中を 締切 十 巧 一目 

(猶 をー ブグ •リス、 作製 fc 潭售を 避け 
る 爲田ホ 得る 限を 早 < 申 送を^ 望 仕 候) 

蕃國 練習 艦隊^ 迎會 

ロ ウ H 1 1 セ セ 五 (日本人 鲁事お 所內} 


ぶ 冬識栖 到着 御！^ 內 

服、； す バコ！ ト度 冬服の 巧 柄 II 澤山 到着し 
<1 おん， よす、' 是非 御用 命 被 ドる づ除御 願 致 升 



♦スタ 4 ^ は 最高級 
を とら、 常 じ 新調 
當 時の 形を 保つ は 
御 客 横を 位の 確証 
で 御座いまず 
♦特にを 地質、 裏地 
.其 他 一切 附屬 品を 
吟味し 精な 晶を提 
供し ます 


乂山 洋服 商會 

西 四十 六 了 目 六十と を 


一 陶破器 雜貨激 買 

一春 西廠會 

I 


日本 郵船 會社 (並ュ を 鐵道會 お) 

化理 店片觸 兄弟 禱會 

索 率、 乘船 切符 並 じ 小荷物 運を 御 便利 じな 巧 申し ま卞 
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シアトル. ぉ 帆 (午前 十 時) 
をら どなみ 十巧廿 八日 
あ ふら か 凡 十一月 置 自 
るん どんか (坡 巧は 执) 十 方 十 置 日 

M 等橫漠 一み 五 巧 

胜 しば 4 ずみ るん でん おは 一を 显巧 
▼一二 等 日本 巧 五を 弗 客室 おな 造 家族 室 ホな 
マ 御 蘇 送に 依リ 一等 割引を 復 切符 赛巧致 可 お 

ロスアンゼルス 出 机 (午後 一二 時) 
'まじ ら化 十 巧サ四 H 

もんて びでぉ か 十一 巧せ 二日 
.▼ 一 窜塚留 ニ HG 巧祖 はわい 九 i にらを を 巧 
► 特 が 一二 ま 目 本 巧 五十 か ホ vs 等 日本 巧 五十 五 巧 
► み 潘羅が 斤 谋晕切 巧 寝 賣券廢 入御 翰 巧な 4 侯 
▼お 育 線 パナマ 經由弓 本ち が 誓 物 船ち 一国 
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日本 陶媪 黑雜嘗 類卸賣 

ホ元ブ タザ ー ス 


T 寧の 巧 刷 ど 精巧なる 化 上げ 

時日の 迅速 ど 確實な 校正を が 証 

印刷は 紐 育 新報へ 

— (\1 . — )\ '•) . — ;)) . — . . 

電話 ワトキンス ニ か 0 九— ニ 九 一 0 

わ 間違^む く 新報へ 

7yk/?yscjr)%/% i/i ' \ ;x*l/ ••• /> 

お內西 十と T 目 十 二番 十 階 日 
東が じ 巧け るが 字 言論 磯關の 

權 威、 普が 新報を 讀 まの 人な し 

廣吿は 紐 育 新報へ 


IS 


一山 


諸献 日本 ドライ グしッ 蘭會 


刪 ， J 
3 
■ 

下 .S 咖閑巧 

S isl 

- ( R n B 
前 咖 巧む 
巧 削 1 北 




▲鄕 をを を 及び ホを を (無手 數 巧)" 外 固 
爲を賣 買、 荷 爲替な 組 化 立、 信用 巧を 
巧 等 一般 銀 巧 楽 巧 御 巧 利 じ 取扱 巧 化 巧 

S 臺灣銀 巧 攀曲張 所 

M た 巧神戶 、上 お、 淺 
ロ、 福 巧 厦門、 抽 頭、 香港、 廣ち巧 

嘉坡 * スラバヤ 、スマラン、 バタ ビヤ、 孟頁 
タ^ヵ ッタ 、偷敦 、巧 外專潜 十四 ヶ巧 
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一、 資本を 壹協圓 (を 額挪 込を) 

一、 賴 なを 菁億 八な 五十 萬圓 

內化 本ま庙 = 橫濱 (本店) 巧 京大 扱 
神戶長 瞄下關 あを 屋 

橫濱 正金 銀 朽—支 巧 

ホ國を 支店：： = 桑港羅 府ホボ 布を 
其 化 化 ホを 固ま 耍都巧 ニち 巧 及 n 瓜 レ 
ス ち么睽 
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本 店 大路 化濱 ち T 目 
紐 育 支店が 脊ブ。 1 ドウ S 


’抒 四十 化 蚕 


懿 住な 銀行 

巧 京横濱 名右屋 京都が 戶岡山 
4 ^ 尾 ノ道廣 島 吳柳并 下メ關 
化 支 巧 I 巧 司、 小 倉’ 若 化’ 薛 多、 久留 ホ、 礫 本 等 
本 固 預金、 鄕里 送を 等な 商め 
て 御 梗利班 速 じ 御な 巧 可 申 巧 


F 

nu 
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A 
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本店 朝鮮 京 城 - 
支店 お 張 巧は 日本 巧 化の 樞耍 都ボ 、朝が 
おが、 支那のを 地 及び 浦 盆斯德 

觀鮮 銀な 紐脊 出張所 

か 頭爲替 一般 お 巧 業務 精々 御 便利 じな 投巧 
申 上 候 


が . 


內 外を、 赴 償、 巧 式 ノ寶巧 及ビが 
化 取 立 パ ま储煩 利ユ御 取扱 致 ン 
マス、 精々 當巧ヲ 御 巧 用 下 サィ 
I 城 藤本 ビル ブロー 力ー 级巧挪 がをお 

藤本 證券 會 tt 

同を 港 そ 店 
同羅が 出張所 
同み ホ 代理店 


n 


淘稱 語、 雜 貨卸寶 

森 村ブタ ザ- 


ス 


cS 

G 




n 本陶お 器雜貨 
ラム プ卸寶 

祭 良 貿易商 會 


財界 重鑛の 縱橫談 3 

獨 逸が 界の 近情は 化 目に 値卞- 


一二 ホ お 行の 大黒な ピ稱せ 
られて ゐる本 巧が がの 重 錢池旧 
成彬 氏は 本 月か甸 來紐當 時戚营 
の 巧め ホ テグ ブラ ザに がて 加を 
中で ぁつた：^ 旣 じを 恣 、が スト 
ン 方面 じ 旅 巧して 往年 留 をのが 
校 パ— グヮ ー ドを 訪ひ巧 か 巧 か 
j の 上紐 育 じがけ るかが を 親 察 中 

である。 鬧 氏は アム スタ アダム 

じ 開かれた 國隙巧 萊會證 所大倉 
じ 日本化 まどして 出席せ るな み 
別 じ オフ キシ アグの 任務を 帶び 
ゃ悠 々自適し つ、 巧ホ視 をの 旅 
を繼 けて 巧 じが、 往訪の 記者 じ 
街し 歐洲 巡遊 談を冒 巧に 日本の 
お 想 国難、 經濟國 難 巧 題に 言及 
し 一時 閒餘じ 直 もて 持訟 の一揣 
を 語つ たが お 逸の 

近備 じ關し 記者の 質 間 じ 
答へ て 云 ふ 『まだ 日本を 離れな 
い 0 前 大戦 後 濁 逸を 視察して 歸 
朝した 人々 の 直話 k 聽き其 産 梁 
及び 經濟の 傲 巧 顯 著な ちごて ま 
ごして 明るい 一面 S みを 聽 かさ 
れてゐ たが、 獨逸 魂の 偉大な 巧 
は 遺 城な < を 業の ホ 面 じを 揮 さ 
れて 居ら、 をホ國 ごな つて 新た 
じを まれ 出む 獨 逸で わる •こを 宵 
される おは 確かに 認識され るが 
獨 逸の 產 業が 斯< 巧潑 じな b 得 
る 理由は 英佛米 よらを な兩 な' じ 
資本を 借 6 てゐ るからで あつて 
を 巧、 短期の 債務は 巧 二十 億 乃 


一 まな 五十 億 マ 八 クど言 はれて ゐ 
る。 随て 現な 仲び わ どしつ i あ 
る獨 逸の 産棠 はおし 化 憤 務をン 
n — ^ され！ ばを 離 逼迫を 誘致 
して 忽も其 

危機 じ 直面せ ねばならな 
いお 势の下 じある。 獨 逸の お ホ 
じ對 しては 英佛の 財界 じ 通ず る 
人々 の內じ も樂觀 ど悲觀 £ あら 
區 々どし で 必ずしも 一致し ない 
けれ お米厲 のか 巧では 槪 して 樂 
觀的じ 考察 t てゐ みから 是れが 
濁 逸の-の 强 ホでは あらぅ 。し 
かし 最 あの 助 政は ホ 常 じ 困難を 
喊め居 b 本年 初夏 政府の 內 債を 
巧の 際の かき 獨逸國 巧の 銀 巧に 
巧て アン ダ.一 ラィトす る ミ も 出 
ホ ゃ應募 額は 發巧 額じ滿 たな か 
つた どを ふ 事實も あら、 を 利は 
頭を じ對 して 八を、 貨 出な 一割 
乃至- 劑ニ をの 窩 率を 維持して 
ゐ るを 機で ある。 遮奠 世界 大戰 
の劍姨 容易 じ 癒ぇず ャング 案じ 
化る 

居 億の 賠 憤を を貸擔 しつ 
つ 敢然 ミして 國 力の 培養 踐 巧の 
神 度を 念ピ し、 不燒 不屈の 精神 
を 鼓して 再起を 謀つ て ゐる獨 逸 
國 民の 意 氣は嘆 服すべき ものが 
ある。 をし 千 化 白 十四 年の 大戰 
がな かつた ど假を するならば 濁 
逸 現 化は 恐ら <當 年 口上の 脅威 
となつ てゐ るで ゐら 5』 と。 


練習 艦隊 歡迎 

準備 成ろ 

八ち 初旬 線 泻濫隊 叙迎會 組織 
0 降を 部疆を 定めて 準 礎に 葛 手 
'せる が 同 猫 降の ボ八チ モア 港 到 
着 ご 前後して が 育に 於け る 諸 極 
の 準耀も 完成を 吿 げたので まる 
二十 五 0 巧 日本 俱樂 部に 於て 草 
信 貪を の 招を じ應 じを 部長、 委 
員を 會講を 開きを じ 万般 じ 直る 
巧を ぶを 遂げた。 问 格は 會長司 
會の ドに 香 曲 幹事長の プ 0 ダラ 
ム 、委 貝喊務 おを の朗讀 、鴨 ホ 
庶務 部長ょ ら杳附 金じ關 する 巧 
吿 わら 質問、 訂正 等の 後 枯木 か 
お 部を は 言 足激算 な 外の だ おじ 
熙 しが 渚；^ 賛间を ホめ 收 入の お 
加に 伴 ふぶ 怠義 必要の ま 化け 財 
を 部を どを 一部を〜」 協を する J じ 
ホー 草 廈會径 閑を のがを 陳 V 、 
致 後」 化 旧^ 皿 皆を の謝辭 々び 別 
辞が ぁつじ。 诞 近着が 附 氏名を 
，额 左の かし。 尙ほ閒 巧 巧を じて 
J ロ 成監を 長、 ホ 巧 ま 計 •お、 おか 
巧 拳は 打を のぶめ ボ^ チ モアに 
急け しじ。 

を 十 弗 宛。 石 見を S 郎 、金が 小 
龜 

金 五 巧 宛。 巧 ロ 常を、 西 - 
を ニ 巧 宛。 淡 力ぶ、 ジ ヤシン ト 
7 ョッ n 、 波 W 地 今乂郞 、お 
江 辰么巧 

属木 クリン ゥ A , ド 巧會扱 
金 五 巧。 木が ホ郞 
を 一二 弗 宛。 中 山 - 巧、 小川 遍お 
を ニ 巧。 木が おな 
金 一巧 お。 端み 苗 一、 生 越ち を 
淺 川を 子、 山 本 お - 
A 大な霄 化 治 巧 
を 十 巧。 大お转 化 治 


I を 開いた。 當 日は 大統領 フ ー ダ 
ヮー 氏よ b ほ 命され わる 米國化 
表 中の 藍 要なる 人 ± 、 スべ ブ | 
氏、 ボ—ラ ンド氏、 お明家エ is, 
ド レッド 氏、 A ，T -T 副社長 ジ 
ユゥ ユット 巧が 育 巧巧述 機顆監 
皆 委員 リッ デゥ H1 巧、 レィン 
ダァ 氏、 キィス 巧 等の みが A 侧 
よ b は 化 田、 ま 成新舊 監督 長、 
石 井領 事、 旧 島 一二 ホ 支な 長 おお 
巧 解けた る會 合で あつたが、 內 
山總 領事 化 巧の 館單 なる 送別の 
挨搂 をを、 スぺブ ー 氏の 答辞、 
田 島 巧の 演說 後巧會 した。 

エ藥 會議 出席者へ 

大每 發刊物 寄贈 

ホ 月末 よら 東京に 於て 開懼さ 
るべき 巧國 工業 會議及 動力 會議 
(旣 報) お 席 巧 表 I 巧の 米 國側名 

嚳 書記 モ 1 リス •ホ！ ランド 氏 
より 豫て乂 陋每日 新聞 紐 育 特派 
員 事務所 じ 勘し 同廚發 巧の 『ブ 
デ！ •エンド •ッモ 。1』 を 贈ち 
申这 中な b しが 同社 じて は 喜ん 
で 之 じ應じ 同書 ニ 巧 置 十 部は 最 
あの 便を 0 て 郵船の 桑 港 支店 じ 
到着せ るを 0 て 一巧 岀發じ 際し _ 
乗船 n レア 化ぶ びプ レシ デント 
ジヤクソン 號じ 頒布 するど。 


を 五 弗。 小 巧 乂太郞 
金 ニ 巧 宛。 藤田義 美、 小 野 寺、 
江 波 末 雄、 巧 澤文造 
を 一巧 お。 西が 化 六、 化 江 ニ ホ 
時 巧 朝を 

么囊 

金 一二 十四 巧。 都 一同 • 

金 五 弗， 鹤澗良 一二 
金 一二 巧。 お 松久よ 
を ニ 巧 宛。 お井庄 一二 郞 、巧 龜之 
巧 . 

金 一 弗。 大ホ淸 巧 . 

A 古川 典 一 扱 

を 五 巧 お。 も 川 輿 一 、 菅を 造、 
巧 宮淸ち 

を云弼 。旧 頭 愛吉 

を ニ 巧。 御堂岡 利德 

を】 弗 宛。 西 川を、 主を 六郎 

海軍 監督 長の 

米 人 招宴 

H 本 俱樂部 じがて 
が 田 お 単 監督 おは おぶ 披露 並. 
じ 留別の 爲めお 軍 及 日本 協會關 
係の ホ 人 二十 餘 をを H 本 お 樂部 
じ 招待して 去る サ 一二 H 巧 盛宴を 
張つ レ。 巧山總 領事 化 狸 司會お 
どして ユー モア >1' 當 める.- 瘍の 
疾搂を 述べ、 松 旧 監督 長の 謝辞 
じ 巧ぎ 退役 海が 少將で H 本人 じ 
馴染が き プランヶット 氏の 演說 
ス ベリ ー 降 十/まが 巧監瞥 長、 
其 化の お說 あら か氣 露々 禪じ撤 
をした。 . 

總锁串 代理 キ 催の 

ホ 代表 招待 

內山總 領事 化 现は不 H 出 獲 渡 
りすべき 巧國ェ 渠會講 及び 動力 
食 證來閱 化 おを 員を な 普 巧樂部 
じがが して 去る 二十 五 = 午餐 食 


小 樽へ も 寄 避す る 

觀船 己奈爲 航路 

英國の ブリユ ー •フ アンネ 八 
會 社が 巧 洋じ根 擦を 有する マス 
タ） フキが ドの 所 屬船キ ユ—ラ 
ス號で 巧 < 化 お 道 小 樽に 直巧航 
路を開 じな つねので 郵船 會 
社 も 是じ揖 お 上 小 樽が 育 間の 直 
巧 航路を 開始 [第一が ィ- して リ 
ス ボン 义 ニニ 千嚼) を 就が せし む 
るを じ 巧を したと。 をに 就 矢 吹 
郵船が 育ま 巧 副 長は 『豆の 期 節 
じなる ご ホ 樽は 相當の 荷物が ぁ 
る。 內 地の 產 物を 外國船 じ委す 
る こ ミ もなら のし、】 つじは ホ 
國 東部の 需要 も激增 したので 從 
ホ橫濱 、が 育 間 航路の 船を して 
小 樽へ 寄港せ しめる ので ある』 
云々 ど 語つ た。 


柔道 俱樂 部總會 

當 市が 育 柔道 お樂 部に ては 去 
を 二十-一 ハ 日 川 巧 師範の 下 二十 一こ 
名 出席し 料亭 都 じ 於て 總會を 開 
き 新入 會員 井上、 ホ 巧、 河 上、 
加 藤、 岡が、 巧 ロの 諸氏を 紹か 
し 協議 會に 移ら 一、 會則 制を、 
ニ、 會 員を 簿 整理、 ニ. 一、 道瘍移 
轉 、四、 稽を 日を 十 巧 一日ょ を 
か、 を曜 じ巧定 する が 等 其 化 ニ 
項ぶ び俱樂 部の 將ホじ 願す る 重 
耍 事項を 除 議の上 最後に 練習 應 
條歡迎 柔道 化合を 熟議し 艦隊 柔 
道 お 員の 制 化された る 柔道 紹介 
の 討 畫じ從 ひみが 對抗 吐を は爲 
さやた ぐ 歓迎 記を のた め 艦隊 側 
どを 同じて 活動 寫眞を 撮影す* <?. 
J どし 化は 師銘 じ 】 巧す る MJ じ 
か定 して 十一 時 五十を 協議 會を 
閉 だた。 

奧村 牧師 說敎 

當化 一二 敎會 聯合 ま 罐の下 じ 滞 
が 中の ホノ 八、 組を を會 牧師 お 
が タ萬衞 巧を 聘し巧 二十 化 H 午 
後 八が よ b 巧 五十と 了 目 一二 一二 0 
紐 育 日本人 おを にがて 禮拜說 お 
あるべ C かが 牧師の 說 がは 『を 
督 をの 眞髓』 ご 趣す る 由に て 一 


般 同胞の 巧媳 を希遵 して ゐ る。 

博物 舘へ 古物 寄附 

巧內ブ 0 1 ドゥ S 1 八 十八番 
骨董 巧 山 本 勝み 巧は が 育 博物館 
囑巧ボ 川購ホ 氏の 手を 經て同 館 
內日 本部へ 本邦 骨董 數 おを 寄附 
しわ 由。 

I なムお 人— 

•小 噓信雄 巧 ま 那ァメ 9 ヵン 
經草會 社 紐 育代 表、 今回 當巧支 
社を リッチモンド 巧 じ 移す ご 共 
じ 同氏は" ッキー マゥント 巿本 
社 詰 ごして 上海 支社 兼務を 命せ 
られ 不日 お發 赴任のを。 

♦肖 ホ 同 風 氏滯祕 中の 日本 電 
報 通信社々 員、 去る 二十 ホ 日 お 
華 巧 週 中 巧び 寄 紐の 豫 を。 
♦棠お 善 造 巧 前 基督 敎 修道 會 
幹事、 二十 五 H 巧 發巧巧 十 H 桑 
港 出帆の ュ ンャ义 じて 歸 朝。 
•內山 淸氏總 領事 巧理 、前週 

週 ホべ ラム マノ！- の夏寓 1 らバ 

— ク街化 八 S を 官郷 じ歸 還。 
♦武 ホ理 S が 氏 日本 お 巧 紐 育 
監營 役、 化程ポ I チ H スタ！ 假 
宅ょ ゎ ホ 巧 ゥエヌ トでン ド 街 八 
六 おおじ 歸 寓。' 

♦石 ハみ 身み 郞氏 H 本 郵船 會社 
紐 育ま 巧 長、 去る 二十 五日 巧 巧 
じて 巿餓を 方面 じ 旅行 I 二十 H 前 
後に 歸 がの 豫 を。 

•ホ 岡 廣太郞 巧を 良商會 ま、 
まる化 一 日發シ 々 ゴ じ j 週簡滯^ 
化 後西 巧ェム プレス •‘ェ シヤ號 ^ 
じて 一時 歸 朝、 年末 か來春 二月^ 
頃歸 紐の 當。 


曰 本 巧タ— も 


本 時 歸切當 日 午後よ 
時 日曜と ホ 日は 四時 

エム プレス •エ ジャ 【ゲ アンク 

1 ダァ ！】 二十 八日。. 

ブ レシ デント •ジョン ジン 號 
〔チン フランシスコ】 サ 九日。 
フ レシ テント • ヒア ^— ス 『シ 
ァト 作】 化 日。 

日本ょ ら橫漬 十二： n 附、 S ムプ 

レス •アジア 便は 木曜日、 橫濱 

廿日 蹤 ピアス 號梗 、橫演 よ H が 
常盤乂 便は いづれ もせ - V U じ當 
地へ 配達され た。 


スペシャル 

到着 

鶴 是就輔 著 S ニ 巧 
目 本人に 偉大 あ b 芝せば、 
，をれ は 球た る 日本 女牲の M 
一％ である ご S ふ 信念ので じ 
譽 かれた る小說 . 

ミ號 ホン グ 

.續 講談 クラブ. 
議富 ± 
講談 雜誌 

; 化 桐 巧 弟商會 


ト 


タンク 語？ f ? 

及び ス す！ マ ー トランク 六 お 五 

十 仙、 九 巧 五十 仙、 十二 巧 五十 
仙、 少し 許 > 化 用した 秘類 一巧 
S 典 及び あ 巧 
1234- siAve , cor .49 thst ., N.Y 
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巧 川 保 隐事巧 巧 

比 Segaw も In,uranc« Broker. 
303 巧れ h Av 〜 

TeL Caledonia 4100 


K. MHdmolio 
Mildmoto Pearls 
巧 5 F 前 h Avemi, 
T*!. Vandorbi じ 巧 19 


甫巧讲 會な 

mwmmm 

Sou 比 Manchuria R. R. Co" 

Koo 田 202 も Cana ぶ an P&ciHc BMy. 
342 Madison Ave. 

413S 


B 本紀巧 觀會ぉ 
短 巧 そ 巧 

Japan Cotton Trading Co., Ltd., 
2 Park Avenue, 

Tel. Lexington 8787 


內田巧 事 巧 巧會巧 
Uchida Trading Co., Inc. 

1 1 Park Place 
TcL Barela, 1576 


島 貧ぶ 株を 會お 
Shitna Tra ぷ ng Co., Lt ん 

150 Broadway 
Telephone Rector 1484 


巧 ま 舍お赤 尾が 食 
Akawo 在 Co リ L 化， 
295 Kfth Ave,, 

TeL Caledonia 97^8-59 


ホ 倉 おお 綻績棟 ま 食な 
K が akura 在 Co., LtdL, 

200 Madison Avenue 
Tei. A 化 ! and 45 が - 4546 


大倉巧 お 巧 ま 巧 

Okura 在 Co パ 
3C Church St., 

Tel. Cortlandt 2292.93 -94 


己 獅ま腻 をな 
な 育 支 巧 
Mitsui & Co., 

RR Rfc&Jrr 巧 , 

Tel. BowUlur Green 7520 


日本を ホ 採 ま會化 
がち ま 巧 
HIPP 0 H KI - IT 0 n\m, LTD 

Two Park Avenue 
Tel. Ashland な 20 . 


H 共 巧 ま會お 
化理巧 
巧 峰巧會 
1 如 ゎ〇 お W 化) I . Y . C , むし お (舶 r 巧 84 
Fa 加け； 巧- 10 38 fh わ e ., し I . City 


巧ホ浄 It 岩 ホ 巧 巧 
紐 育 お 張 巧 

!wai A も ッ已; ふ 
Woo! worth Building, 
TeL 打 わ 民 oy 8660 • がぶ 2 


巧# 名會お 
化 巧 支 巧 
Hara & Co., 

4 が Fourth Av も 
T*L Caledonia 7 が 0-35 


巧 巧みを 巧 まるせ 
4sano Bussan Company 

Room 801 >805 
165 Broadway 
Te!< CortUndt 8047 -8052 


い osho i^rpor&tio 打， 
Silk Importer*) 

40 Ea が Mtfa Street 
T«l. Ashland 49S7-91 
■Goiho Co>» I 凸 c 巧 
Cotton Ezpoirter» 

妨 Bea, が 化 . 

む！ BowHng Green 8805-06 


H 麦 巧を なま 會化 
粧育まが __^ 
MHaabIshi 5hcgi Kcu^a 

(Mitsubishi Co^ Ltd.) 

120 Broadway 
Tei. Rector 2560.2564 


大阪朝 只 二ち 巧 巧 曰 
恒川 巧 
Osaka Asahi 

I'he New \ ork Times Annex 
T«l. Lackawanna 1000 


目 米 生糸が まを お i 

紐 巧 ま 巧 j 

KWHi-BB K り 巧 K & B お HWI lUiSHi ! 
(N1CH! ぶ Ei Ki!TO CO., LTD.) 

1 Parfc Avenue 
て ® L Ashland 62 が 47 イ 8*49 


大阪每 日 ニ 成を 日 B 
を 木 S 巧 
Osaka Mainichi 

Room 306 A World Building 
TeL Beektnan 4259 
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政 友 會總裁 旧中義 一巧 逝く 

. H 疑獄 事 仲ご黨 の 陣容ぶ 直 >し を 前にして M 

噴火口 上に 立っ た 政友會 

栗 ま 特電 S 十狂發 -- 政 友を 總裁化 ニ 化 » 1 等、 陸軍 大將 田中義 一男は 廿 
八 H 午前 おが# み、 が 也 おめ 爲 めじ 卒去した、 生前の 功に 巧り 正 二位に 
叙し 化 H 欄 花火 絞 章を 賜つ たが 葬儀は 十 パ 111 H 靑 山齊瘍 じて 黨 葬に 附ず 
ベく 茵懦を 淸 翁が 葬儀 委員 お. こなっ た 0 

旧 小 巧け をの 前 巧、 巧 柄 滞な 中で わつ ね 前 地々 を官十 齡タ定 おじ 開を して 時局に 關し 大いに 氣媪 
を 上げ C 後、 九 時 おに 就 魁した ので わるが 巧 曉じ到 b て豫 ての 持病で ある 嫉必 おが 突を し 速續的 
の ヵム フ八 化が L 巧 ド 發 病を 一 聘間餘 にして 急死を 遂げた ので ホる。 . 

がるべき 總選擧 を 前にして、 黨內 じは 前大官 が收賄 事件で 收監 され々 や 
黨 首を えった 政 友會の 政を 的 巧擊は 極めて 深甚で ぁるが、 後 繼總^ ごし 
て 犬養毅 にを 推戴すべく 最高 幹部み 意見は 一致して おる が、 翁の をは 
々の ごころ 全然 不明で ある 0 I 
東京 t 聯合】 甘 八日 媛 U 前內 閣總理 大臣 田中義 一男は 本 H 午前 五 時化を じ發 お、 ー|1 時間 後 じ 
して 逝去した、 享牟ろ 十六 歲 、男 逝去 S 裙 I 度 傅は る や 致ぶ お 鼓 高 幹部は で 午 緊急 會 な^を 召集し 
て 檢繼者 K 顆—協 諮した。 「 

ま京特電 - 日巧=:=前內お旨おめ敌ぶ曾幹韶速は故田中巧の遺骸を前じ通憶して故1|;を腿んだ 
が 明けて か 化 H は 郎巧弔 間 客 巧みぎ 濱ロ 首相、 町 旧 農相、 江 木 鐵相も 逸 旱< 馳み參 じ， で、 か （て 
遺骸は 一先 づ この 經 町の 別邸ょ ら靑 山の 本邸 じ 侈され た、 靑山齋 嗟 葬儀 執 巧 後 遺骸は を 化葬镇 
でを 昆じ 附し邀 骨の 一部は おを 地 か ロ縣藏 町の 善を 寺に 送ら 化の 一部は 靑も黨 地 じ巧肯 さる S ご 
が ほ 葬を 副 委員長と して 山 本 悚ホ邮 、嵩 橋 ホ 威二 氏が 冀 げられ わ、 而 してを を 會後繼 慮 裁は お 田 
中 巧 葬 傑を^ まさる I 蠻 だが 犬 養 巧 推戴 說が 一巧 確 實で鈴 木 辜 ご 一郎、 巧み 巧 二部 兩巧戒 はを々 暗 
中飛 離を 試 心、 運動し っ i ある も 結時兩 氏は 共に 副總裁 わるべ < 政 友會の 前を を 多難-じある。 

東京 巧を 甘 九日を ご一ユ 3— ク •タ井 ムス 紙】 = 前纔邓 大臣 じして 政 友會纔 裁で をる 田中義 
一巧の 卒 までを 友會は ホを をの 繁化 じあって 居る、 即もほ ホ 脅 副總裁 じして 前 辫道ホ fi である ホ 
川 やき 巧は 今や 收賄 罪で 入獄 中で あら、 犬養毅 巧が 總 裁に 皆 選す るで をら ぅ •か、 化 人み 期镑 して 
居る か < おしこの】 月に 政が が 證會を 解散し 驗理擧 を 巧 ふ ど すれば、 政ち 會け 益々 窮 品に 陷る譯 
である、. 出 中 巧け 卒去の 前が 宴會 にも 臨席し 大磯 嫌で あ 《ただけ じ、 男の 逝 まは 世ん. 衝 載を 巧 
へて 居る、 貧乏 武± の 子 どして ホれ た 田 中 男が 陸軍の 最裔 軍務 じ携は b 遂に 國務を 直 司る 身 と- 
な つじを は、 眞じ 立志 巧 中の 人物で ぁ 6、 淡 治な 軍人ら しいが 持た £ 締氣 のない 熊 度せ 巧を 一貫 
した ピ ころの 人を であつ た、 男が 軍人から 巧を じ 入っ たのは 千 九 巧サ五 年の 事で、 がを 曾の 總裁 
から 遂に 總理大 おど。 っじので ホる が、 首相 どしての 手 腐は 巧が 餘 b じぶ 人の あお 的を を 計ら 
對ま巧 人外 巧で ぼろを 出す じ をんで 男を 祟拜 する 人々 をホ駕 さしね ものであるが、 屢 面した 
みを 的 危機を 前にして 巧 ほ 軍人ら しい 卒を さを 失は 中、 をの 淡白な 幾 觀ホ義 は 政界の 愛^者と し 
て 彼は 世人から 化 おどして なつかし がられて 居た ので ある。 _ 


十字街 上の 政友會 

總裁卒 ま 前 早 < も 黨內じ 巧 註 

東京 巧電甘 八日 發 = 政 友 會副總 裁 小川 や吉 皮收贿 事件の 爲 
めあ义 曾は 政治的 じは 十字 齡上じ 立つ てち るが、 この お 機を 前 
じして ホ 巧 地方 遊 說のお あが 注目され て 居る のみなら や、 政 友 
曾 巧の 策 ±述 はこの 危機に 乗じて 犬養毅 巧を を 巧總裁 £ し 陣容 
を立胜ィ述邮が^ごおじ度骨ごなつたが、 田中巧はこれじ掛し 
總が 巧を が U 政教 化のを 巧で 輕卒じ 進退せ ね ごの ステー トメ ン 
ト をが したが、 黨內じ もこの 陈總 戴を をを 强耍 する のは 却て 黨 
じ ホが なでを る ごの 立場から 旧 中ぷの 立場を 支持して 居る が、 
小川 やま 氏の 處 か々 法に 就て は黨の 幹が に 於て 熟考 クれて 居る 
がタ 年な の爲 めじ 篮カ しじ 氏を 黨 から 除名す る こごは 不可能と 
されて 足る ので、 ザ 期總選 擧じ對 する 政ぶ 會の 位置は 益々 巧 お 
を裘 らものと 觀 測され 了 居る、 而 して 別の 風ぶ じ 化い ば 政友會 
は證會 解散を お 避す るの キ 段を 取る であらぅ ど 傅へ て 居る じ對 
し、 を 政 おは 早 < ら樂 おを おして 巧黨の 勝利 疑な し S 叫んで 居 
る、 がは 政が は 今回の 收贿 事件は も々 しい 問題で をる が 政治的 
じは 利用し ないど 宜言 しれ。 

故人は 日本の ムソ リニ 

愛した 部下に 裏切られむ 彼れ 

多年 の 持 おが 夹 をした も 
ので 現じ 御大 典 中に も ごの 爲め 


ま 京 特窜廿 九日 お 〔ヘラルド 
トリ ビ ユン 紙】 n 日本の 朝野は 
擧げて 逝ける 前 首が、 政ぶ 食總 
裁 旧中義 一巧に あなを おして 居 
る、 ちは 今蜡五 時化を じ 卒去し 
たので あるが、 病因け 


一過 巧 化 養した 位で あるが、 巧 
は 尘お日 巧 化ぶ 會 時化の 地方を 
官五 十四 人を 招が して 盛宴を 張 
つじので あるが、 を 巧の 氏は ホ 


常な 御 寅 嫌で ホるべき 部： 選擧じ 
勝を 期ず る 替演說 した かで を 
演ロ 首相が 急遽 參內 して 男の ホ 
去を 御前に 伏奏した 際 做-下 じち 
- 巧 お驚きの 御模樣 におせられ 
たど 承る、 而 して 逝ける 總 裁の 
が 礎であった 前 遞相义 且房之 助 
氏は 旧 中 家を 弔 間 後 直 t じ 京都 
じある 西 園 寺を じ報吿 した、 男 
は 千 八な 六十 S 年 六月、 山ロ縣 
下の ± 族 田 中 信 か 氏の ぶ 男 ごし 
て をれ、 若 < して 身を、- 

S . S じ 置いた 生お^ の 軍 
人で あるが、 化 年 時化ょ ろ 政治 
じ 趣 ホを 持 もな 山縣 元帥 おら 政 
治の 深乂 b を 巧 しめられに 位で 
あった、 男の 逝 まは 勿論 待 病の 
結果では あるが、 最近 漠ロ巧 聞 
の 成立 0 ホ 濃々 曝露され-ソ^ あ 
る 前 巧 閣大官 の 疑獄 事 かじ 對す 
る必 痛が、 巧の 巧 期を をみ たも 
の V - おられて 居る、 即 もがぶ 會 
內閣 時化の 疑獄 ごして 目下 司直 
の 手 じある ものは、 御大 典當時 
の 叙 動 疑獄、 な 錫 認可 疑郝 あび 
朝鮮 操替府 の化赌 事件 等で ある 
が、 前 首 化の 人格 じ 照らし こわ 
等の 收贿 事が じ 巧て 旧 中を 自身 
が 何等 開 係の ない こどは； 般世 


T . 

ち / ゴ' 


大紐育 ^ 

I を 充年版 y 近く 發巧 

ネ 化が 经じ 編第發 巧い'. 化しました 『大械 育」 は、 幸 ひじして 
化 湖の 淺< がかき 巧 巧 AJ 谋 し、 を じを 部 一 化 残ら やさ 切れ £ じ 
6 ました、 化て 本 化は 溝 版め 内を をを がが たじし、 貝 巧を t 
增 加した 千 九な サ化年 版を 新に 搂 だする こご {ならました、 击 
確 じして 且つ おらし い統討 ご 事 賞を 基礎 じして、 刻々 沒 化する 
巧が 『大が 育 J の眞 相を 值 ふるに 逍巧 なき こごを 巧して 居 b ょ 
す •尙 ほを 憤は 

豫絲 申を 者に 限リて 

特價と 十五 仙 

發巧 後の 御購 貫には 

を 價金一 弗 

ごを しょ しれ、 速 かじを 約 御； 申込みを ホ 望いた します。 

十月 二日 额育 新報 社 
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人の 

確信 する 所でを つて 演 U 
首が. のか きら 故人の 人格 ど國家 
じ對 する 巧献を 述べ 『故人は 大 
殴 内 隅； 5 ホのを のぶ 人で あら、 
を ごは 政敵の 間 梢で あつたが 個 
人、 を 人 どしての 彼じ凿 して 余 
は滿 腔のを 敬を 拂 つて 居る』 ご 
述 .ベて 居る、 而 して 氏の 後繼者 
じ 就て は 巧々 ご f 膊評 もを るが 
床み 巧ニ郎 & ご 鈴乂薑 一二 郞 氏の 
が聲が 高い。 

東京 【聯合】 廿 九日 發 n 逝け 
る 田中義 一男は をの 積極的な 政 
治 ぶら ¢1 ニ大 おを 兼職した こご 
にもら 9 本の ムソ リニ ご 呼ばれ 
たんで あ ら、 昨今 頻 b じ 赚繁さ 
れっ ー ある 政ぶ を 内閣 高官の. 

疑獄 UU 本 S 政 蜜 じ 一 

大巧點を殘ずらの色して鹽巧ホ 
難の 標的 £ なつて 盾る が、 化 人 
は 誰 一人 ど！ て 出 中 男 自身が こ 
の 事件に 關 係した ごは 信せ ず、 
軍人ら しい 淡 沿 巧 ど 部下を 愛す 
る 氏が、 部下め 爲 めじ 裏切ら 
たもの ご 信じて 居る。 

山 ロ 縣の人 

逝ける 田 中大將 

逝ける 旧中義 .一巧は 山 ロ縣阿 
が鄰获 巧め ぉ 身 じて 文ん S 年 
六 g じ をれ、 明治 十九 年み 巧 
陸軍々 尉 じほ 宫 、廿あ 年 陸軍 
た學 をを 業し H 淸戰 をに 從軍 
化 I 年 五 巧 ロン アじ 派遣され 
日露 戰爭 じ從 軍、 四十 S 年少 
將じ 任せられ、 大正 ニ 年歐米 
を 飄じ化 張、 大正と 年 九巧隆 
軍大 段に 巧 命、 九 年戲功 じの 
ち 男爵を 特摂 さわ、 十 年 六 巧 
じ 陸軍 大將ど y も 再び 陸軍 乂 
おとなら、 十二 ザ ご 一巧 陸を 乂 
度 ごなら 十一 ニ 年 一巧 依願 殖官 
十四 年浓願 豫備役 どな b なま 
會じ入 黨總裁 どなら、 昭かニ 
を 巧 巧、 內 麗纔理 大臣 兼 外務 
大臣 どな b 、 民 校 黨巧閣 成立 
後 巧 じ 下らて 今 H じ 到る。 

疑獄 

シエ ラ ー を 審問 

ワシントンが 日發 nr メ 9 力 
上院のを 縮會議 疑獄 調査は 癒々 
造船 倉 社からの 賴 されて ゼネゲ 
ア じあき 當 時の 軍縮 會議進 巧を 
妨害し、 惡宣傳 を 試みた と 目 さ 
れて 居る 事俾 のま 人を クィ プア 
ムは シェラー を， 部 人を じ 立たし 
めて 審問に 移つ たが、 

飽 迄ら 人を 增 つた シユラ ー は 
最初から を 員 會の不 を 平な 審 
間ぶ ちじ 毒舌を 比き、 自 をの 
暗 じ 過去 ど 見做されて 居る 歐 
-渊じ 於る 不正 巧 爲の事 實を一 
初 否認し、 海軍 專巧家 ど稱す 
る 彼が 曾ては 興 巧 あの人で を 
ち、 競馬 節で あつた b した 事 
實を 容認し、 

本人が 造船 會 社め 宣 傅を 化难さ 
れ たのは セネ ダアじ 於る 軍備 縮 
少豫備 會諸じ 出席して 歸ホ 後、 

リッッ •力， トン •ホ ブグ じが 

る 造船業 者の 晚を會 で演說 がを 
涉の初 ま b で、 宜 かじ 目を 着け 
たのは 造船 王の チヤ ー グス •シ 
ユ プブプ 氏で あつたと 斷 言し、 

自み 軍縮 會議 じを いたのは、 
會議 を破壤 ずる 爲 めでな くア 


メリ 力が 一巧が 級 S 巡 巧 憩 力 
じ 於て ィダ リス ご 導の 歡カ 
をが 巧す るか、 がら . V んピを 
誰を 脫 退す るの 外 い：0 どい ふ 
愛齒的 所信ょ らして 勘い ねを 
でを る 

ど 大見将 を 切 6、 を 船- 會社 ごの 
契 お 破棄は 國務 を官ヶ 。ッグ 氏 
の 指を じ 巧る 結联 でも づ占 i 斷じ 
たが、 取調の 進 巧 じ 件^ 補々 ど 
奇怪な 事件が 嚴 あする!' しく、 
上院の 審問 振は 镑牆 をト滿 員の 
蜜で あるが、 シエぅ—* 「 g ィゲブ 
ス宫憲 から 秘密 探の ご 手れ 過 
去の 罪惡を 指摘され て おる 事實 
は 一切 事實無 化で ぁるで 釋 明し 
て 居る。 一一 

僅少の 差で 一 

輿 驚 並 勝 か 

ト：院 の 觸化案 討論 
ヮシ A トン 化 日を n 上院 じ 於 
る锅稱 引上げ 案の 討!！ は 案を の 
もの： 運 ホを 巧す ベ 一】 ど專 へら 
れて活 る 『大統 邸 じがし 適を じ 
總稅 率の 潑更 をな し 巧る 權 能を 
與ム』 ごの 條 項に 就 一て 討論 じ 花 
を换 かしつ！' あるが、' 

民ま黨 及び 共か黨 (進 ホを は 
斯る權 能を 大統領 L おおす る 
のは 結局 議會め 驅が率 制を 權 
を 大統領 じ 委任す るに 等し （ 
正に 憲巧 違反の 巧 無 fj - ある 
とま 張 L て 反' 對の氣 勢い 高めつ 
つを るに 對 し、 典 か 雲の 保ず 派 
は 必死 ごな ちて 本案の 义 持に 巧 


方し つ、、 ゎるが 氏ま酱 の-部 謠 
員に もみ か黨 化ず 派に 聲 W の 向 
きも あるので、 明扫乃 ^ お 明後日- 
度 後み 巧 黑に附 すべき! P 案の 迷 
かもいづ れ：？,驗もをも^たミし 
て も 僅々 一二 悪の 差た^ 一' へく 恐 
ら < この 僅 ホなる 差を 心て 共 か 
黨 巧ず 派 か 勝 巧を 占 むん じち- 
で わらぅ ごり 


結 おどい ふ。 

大豆 輸お 激增ず 

〔甘 九日】 滿洲 大豆の 歐細輸 お 
数 增し爲 じ 大連歐 洲閒速 貸 暴 
騰 す。 


没 筆 


國務 を 官が 

を 機な 命！ 

ヒ ユーズ がは 沙汰 
ヮシントン化日發=:ホ^<^べ 
ァィリ 力の 軍縮 會講 を權 じがて 
は 早 （も 前軍 縮會 _譲 の 大な會 で 
あった チ卞 i ; ホ ヒユ！ ず 巧 
の 呼聲が 取沙汰 されて おた：! I 一、 

ヒ ユーズ 氏が 現じ 餘 米中で 心 
こどは 事實で ホら がれ 共 巧 
じ國際 司法 裁 巧巧荆 事の 要 
あ > おしこの 禪 のを お 的 會議て 
一國を 代表ず る こを i なれば 
の 前 現職を 辞職し なければ な 
ない 事 精 じある ので 恐らく 國 
長官 3 ブ ムツン 巧が を權 ごし 
出席し ドー ズ 駐英 大使、 ぞ ブソー 
ン 駐白乂 化、 ジョ 丄ンズ 提督 
が ァメリカを 巧 表 ベく この 外 
上院 ょらは ボラ ト氏 巧命說 をる 
も 氏は が 巧の 自由を ま 張す る關 
係 上 これ じ應 せざる ベく 恐ら < 
現 海軍 委員' をへ ー 丈な 異 か〕 
と 前 お 軍 委旨長 スヮ マ ソン 〔民 
ホ〕 氏が 巧 かされる であらぅ £ 
沙汰され て 居る。 一; 


ホ 社 東 巧 特電 t 紫 ぉ巧轉 載；^ 

陸海を 首臘 大會議 

日本み 軍縮 會議 を權 政策を る. 

(- 日】 今夕が 部 おおぶ 元帥府、 軍事 參議官 、陸軍大臣、 海 
軍々 み 部、 陸軍 參謀本 II 、 陸 お 軍政 擦ぶ び 參巧官 、巧務 大臣 
ぶび 歐乂商 長、 情報 銳居 等め 肯腦を 官邸に 招が し 左 あ 司中將 
の お ホ 軍縮 協議に 關し ゎ一密 過を 聽 あ、 を^ じが 部 海 福ょ も 日 
本の 對策 ごして 媛洋疆 にお ナる 比率と 割の 要 ホ、 海軍 造船所 
じ大影 磐を 與 へない々 钻 一め 下によ カ總の 建造 延期 じ 賛成す る 
こ ミ、 潜水 潑の廢 止には 絕教に 反 資して 英米 W の 均等 比率を 
要求す るを、 商船め おお 巡が 轉換に 就て は I をの 就 限を ホむ 
る 方針を 聽 化して をに 日ぶ の 渴軍絡 會議ネ 策は 確立を 見る じ 
まつた が、 會 憩のを 權は酣 部 海相 か 俗ず 駐吳 大使を 巧 かすべ 
(專巧 委員 じは まを 司 政 立中將 、巧武 源 香々 將 、佐 藤 S 郞、 
を 藤 巧郎雨 大佐、 山 ロ實十 佐を なを じ內を （た。 


山林 拂 下げ 事件 一 

ご 日】 磯太 山巧锁 下げ ゥ辜 
; 正 事 俾も近 < 問題 化せん-ろ 

，割 支輸ぉ 一頓 坐 _ ; 

巧-日】 對ま輸 ぉは 銀 焼で がで 
一一 時 不振 £な つた。 

> 米 收豫想 四厘增 

ニ 曰】 農 か 省發 表— 九 巧 サロ 
を 在米 收 穂を 想-! ハ 千 五十 本ツ 
お、 前年 ょら 西厘增 、前 五' ザ 
平均ょ b ニみ と厘增 でぁを 

义榻買 か 半减ず 

【1 日】 敵入見送ら極端ごな^ 
結 績會化 化 巧 迄の 米搞 買せ 一 
ホ お 万辕じ 上ら 昨年 W 期は： 一 
十 巧を じ 及んだ ものでぁる-一 

がか 利 公 懷ぉ發 

ご 二十日】 佐 か 利が 駐 まを 使：； 
サと日 巧 あなのを じ算 いれ 

利子 引下 不必妥 

ご-一十 日】 『利子 引下げ k 必 I 
なし』 ご 日銀 當局 はを ふ。 


九 巧 下旬 貿易 高 

〔化 日】 九 巧 下旬の 輸出は 五 千 
ホな ホ 十八 巧 六千圓 じして、 
輸入は 一二 千 わ 狂 ホ 四方 圓 。差 
引 お 超は 一千 化育 四十 四 巧み 
千圓 である。 

助 ホ遽じ 昂騰ず 

〔化 日】 期ホボ 場は 惡轉 昂騰し 
歸ホ 减收で 二十 八圓 四十 錢ご 
なつた 0 

ぶ 金 支店を 整理 

【甘 化 日】 正を 銀 巧は 海 ホち 巧 
を 漸次 整理すべく 差し 當ら裔 

米べ ノス r ィンス 支店を やめ 
る、 ジオン ま 店 も 縮 かせん ご 

いふ 0 

廣島 巧な 黨 勝つ 

〔甘 九日】 廣 島縣會 議員 選擧は 
再び 民政 黨の 勝利に 歸 した。 

淡 銀 支拂を 停止 

【サ 九日】 淡 路銀 巧は モ挪停 化 
をした、 政ぶ 會は 民政 宣 巧の 


彩 血の 聖都 

地下 八 尺 子 

【上】 

バレス ナンのを 敎骚 動で 、 T 
ラブ 运ジユ ー の爭圖 は、 今や 世 
界 巧の 問題*^ して 取扱 はれ、 ジ 
ユ '1 の 多い ニメ 31 ク では 盛ん 
じ 義金を 募集して 居る わと 思ム 
ご、 】 ホ共を黨派はジ ユ ーの經 
濟的 躍進が r ラブを 憤 起せし め 
た ミを を擊 し、 アラブの 經濟的 
解放を 叫んで 居る。 

ブ八 文化の 建設 著 ダビデ 王に 
よって 『ユグ サン ム (ホ 巧の 都 こ 
ど 呼ばれて 0 巧、 SOOO ザ、 
實 じず おならざる はこの 都で あ 
った。 聖都エ グサグ ムの歷 を こ 
を、 血 じよつ てっ ぐられ た歷を 
である。 舊 約の 時化 にがては バ 
ビ C ニヤの 絕 b ざる 侵入を 受け 
* キリシ ャ 時化 じがて は 反へ レニ 
ズ ム愛國 運動の 大慘 がを 演じ、 

I を じ 0 i マの 巧圍 W なち、 十 宇 
_ をの 修羅のを >」 なった。 踩渊大 
I 踩 じがて アラン ビ I 將 軍の 率ゐ 
一奚軍 ご ト r 軍の 大激驟 傷 ど 
一。 なった。 巧-和 克復 後、 聖地. 

スタインは 殘虐 なる トグ n な 
を 手よ b 解な せられて、 異國 
す 巧 統治 どなっ て 平 かの 夢は 
っ I がの ま 巧び ホ 和なら ざる 人 巧 
的 I 酒 突を をる じ まつた ので ある 
回の 騒擾は、 戰後 殆ど 每年 
の..^ 3. くじを こらっ i あ. った 部を 
的 多 i 人穗的 衝突のを 股 的、 組 
織す る勃發 でぁる、 其 お 因は 
少 も 十 數年來 培 はれて ゐ たも 
めで ある。 其 原因は 大別して、 
宗教 的經濟 的、 な 治 的 じ 見られ 

宗^な 的に 論 やれば、 マホ メッ 
敎 如を、 ュダ ャ敎徒 どの 正面 
衝突 立-ある 。パレスタインは 實 
三 一 -||ー 禁敎 徒の 信仰 撞憬の 地で 
ある、 I クタ スナ ヤン じどつ ては 
イエ ぇの宗 敎の發 生地で をる、 
ュダャ て じごっ ては、 舊巧 ヘプ 
ライ 文化の 中必 地で あら、 己 困 
な ホ ニぶ 00 年、 豫言者 や 詩人 
の 歌 ひず、 シォン (エグ サン ム 
の 別名 jj は 憧憬の 的で ある、 マ 
ホ タツ*^- お 徒にと つては、 メッ 
々じ 巧^ 聖地で あら， 現在、 人 
ロの 最义 歎を 占めて 居る 0 

マホ メ 一一 ット敎 徒は バレス タイ 
ン 在住の r ラ ビヤ 人 全部で あっ 
て 現 巧の^ 人口 八十 万の 四を の 
一二を 占め 仁ゐ る、 アラ ビヤ 人 じ 
ニ 極を っぶ； リと 呼ばれる、 
都ボ巧び^^がを住者ご、 べダ！ 
ゥイなる 髮お 始ま 活者 である 
典に 熱むな る回敎 徒で ある。 殊 
じ 彼等の 數 個の 宗派が の 中、 シ 
エブ イ贩じ 扇す る 宗徒は 實じ非 
姿條的 熟な 巧で ぁる、 彼等は、 
ユダヤ 敎 徒、 ク ブス ト敎 巧を 蛇 
姆 のか < 嫌 ふ、 十 宇 軍の ォタ タ 
ト敎徒 侵入^ぎ、 今尙 ほェグ 

サ レムの ソロモンの 神殿の 聖巧 

を 占領せ るは をを でを る。 

ユダヤ 敎 徒は、 現在々 住の 十 


四 万の ユダヤ人を 部で わる。 が 
元と 0 を、 聖都 ユグサ レムが々 
ィタ K 賣帝じ i つて 亡ぼされ| 
0 ホ、 彼等は 失围 流浪の民 ごむ 
つてを 化 巧に 欺つ たので ある、 
なを 彼等の 一部は 歸 固した 、 イ 
サベ ラ 女皇の 時化に、 スペィン 
ポグト ダグ 地 ホよ b 歸固 せし i 
のが 現が の セ ファ ディム 鞠 でん 
る、 其 化、。 シァの 迫番よ b の 
がれ 歸 つむ ァ シケ ナ ァデ ム贿、 
殊じゲ ァ^ヵン 化ち よ 6 歸國— 
た ポオ ヵラ 柿、 アラ ビヤ 人の') 
エティ 破の か < 熱な 的 信仰者で 
ある、 これまで、 巧 教徒の まが 
的 衝突は 常 じこの 兩柿 族の 間 r 
超 こつた ものである ° へ ブロン 

化 ホ じ兩補 族の 衝突を 見る が、 
へ ブロンは 有名なる ポオ々 ラユ 
ダヤ 人の 化で ある。 巧 年と 巧 + 
六日 じ 巧 はれる 回敎 徒の 大祭 円 

へ y ィラ (マホメットの メディ 

ナ乂ホ 日) の 前後 じな がせる 励 
お 徒 ご ボオ 々ラ 種 ユダヤ人 ごの 

間 じ 絕ねや 流血の 慘 劇を 横 や 
今回の 騒 却の 直接 原因は、 子 エ 

ビ •ム 1 サ ( エがナ レム 化 そ 几 

哩) の 固 敎聖巧 (元 巧は ユダャ 
人の 豫言者 サムち^ の お 生地 卢 
信せられ たる 巧) じ 巧る へ ゲィ 
ラ 祭日の 兩 族の 衝突 じ 始まつ か 
もので をを。 後 じ 論 やる シオン 
連動の 歸國 ユダヤ人のを くは、 
自由 ま義 ユダヤ人で あつて 、 T 
ラ ビヤ 人 ご はを 敎 的よ b も 寧ろ 
社會 的、 經濟的 ホ 面 じ 衝突を す 
るので ある 0 

クタ K チヤンは 現 巧 約 六 巧ん 
でを る。 を ホ’* リシ ヤ敎 爵じ廈 
する 巧 四方の ± 人、 西 ホ 0! マ 
敎 會じ屬 する) 巧五モ 人、 其み 
ァグ メュヤ 極ぶ び* 僅少の 新教 
徒で ある。 彼等は 十字軍な 後、 
寧ろ ホ 和 主義の 態度 じ おでて 数 
じ投 ては 僅少なる ゆ宏 、常 じ 画 
敎 徒の 壓 おする 巧 S なつて 圓敎 
徒掛 ユダヤ 敎 徒の 如きを 面巧衝 
突を 避けて ホた ので ある。 


新規 歌 磨 

秋 半 五 歌 

いし レ b やうい も 
を まつ ひは 西路 じかけ bs 年 4 
ら巧 見ね 國じ乂 る ごき （哉 
ごつ 國ゆ 出湯の 里の 草 ふめば み 
は あやしく も すこやか じ も b 
巧 夏の 風速ければ 湖の 
波 しろがね のぞ じ 入る 哉 
時 どひし 量 じ 時を つげな むご 
ふた i び 巧 0 る 初秋のを 
巧 お 川 邊の小 草 ょもすがら 
秋の 小兩 じげ たれても みむ 

ニユー ョ—ク 

♦政界の ドン キホ ー テ、 巧 中 
義 一男 逝 <、 收贿 疑獄 ご 縷選蟹 
を 前 じ、 最後を 引退し なかつ た 
彼は 確か じ ドン キホ ー テで をつ 
た、 唯 人材 乏しき 玫を會 じ、 彼 
の 逝 まは 惜しむべし。 

♦をれ じしても 旧 中 巧 追 出し 
の 軍資を が 祭って わがず 君の A 
獄も 左る こごながら、 總 裁なん 
かじ テン デ 巧 題 親され ない 巧 ホ 
君、 をして 健 巧なら やる や。 

♦をは 旣 がな 黨 のま 難 時代、 
収賄 巧 題を を 治 化しな い •ご 言 巧 
した 民政 黨の必 事 も、 一見 立 お 
なやぅ でを の 貪 內必の 不安を 雄 
辯 じ 物語る。 




Mi な B!a 郎 I) パ ishsr 

側 4 Ux. iWe. お tween お 化が d 8 郎 如が fs. 

授敎譜 與人婦 



ド ‘ 滯禮嚴。 

發疆解 祭 お 型が 盛 ホ 
バ 8 £• 53 おお. す扎恥が亦巧ぉ 
お L Uxingicn 在 お rk むが . 

迄 時 八 巧 日喔± 水 其 


Koike Studio 

730 F が th Avh 
Cor. 57 比 Sl 
T el Circle 4406 


DANCING 

411 W, 115th St. 

Tel. Cathedral 4408 Apt. 3 


Di% Sabro Emy, | 

1035 Park Ave., | 

Tel. Sacramento 7980 


DR.E.E.YOSHII, 

307 W. 93r(l 化 
Te し Riversi おが 50 


顯 PBEII なが! 郎 

設備 整が 經餐 低廉 

CaU-TRAFALGAR 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

••The Funeral Church ，， Inc. 
(NON SECTARIAN) 
一一一^ 部 化 Street. N. Y. 


JAPAN ART STUDIO 

Park & Ux. ib が . 
巧し 乳む を 



Merchant 

Tailor 

か 

むがな 8 亂 B 齡 
Boom 3tt4 
巧 巧 YG お 


巧 one 

お ] fani 郎が 


F. K* Maruyama Co， ^ 

61 W. が 化な . N.! 乃 }^ 

Tei. Bryant 7073 け！ 

洋 
臟 


會 



BUILDING 

"PA 民 EXCELLENCE" 


Y • げ 0 

1 おわ s け も d お， 
む r. Lexmgic 巧む も , 



OKUMURA BOOK SHOP 

な 00 M の 3 

1 が W,42nii 化 CoriBroadway る 42nd な O.C. 
Te しむが n けの 0 


奧 

村 

書 

店 


ま 巧に 新バ雜 
す 卒御注 1 誌 
。御 取 文、 の 
用 巧 等を バ 
命を 化雜ブ 
願して 就ク 
上 ま 进類ナ 
げす 速の ン 


新 

古 

書 

籍 

販 

賣 


Oriciitai Massage 
巧 71 8a 巧が る venue 
む onx, K. Y. C. 

Tel. Und が HH! 巧 74 


電 

請 

請 


星 it 省。 


巧 午 ホ 


命 


P 午前を ! f 霉 


ブ 

サ 

1 

ジ 
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A.L. CEASAR ， M.D. 

!巧 East 8 が ii 化 eet 
bel お rk 左 Lexingion む es 

g 喉 咽 鼻 巧!! 

閱時察 影 
午 正 ま恃ト 前午自 
巧 A ま 時 六を 午自 
曰 曜 

自 午前 十 時 至 午を 一時 



P 阻 巧 & 巧邮 Y 


3 Maiden Lane N. Y. 

ェ細冶 渡を をに 幷巧 則を 

類石賓 底意 新最 


MIKADO TAILOR 

30 に 65 妃 St. 

TeL 邮 ineland が 8 お 0 


) 民 .BLOOM DENTIST ! 打 C 。 

54lh Street Cor. Ninth Avenue,N.y. 

$ お h Street Cor. Third Avemi ら N.Y. 
さか h み reel Cor. Lexingrton Ave.,N.Y. 

2 か h Street Cor, Park Avemi も N.Y. 
—BROOKLYN— 

Ibec The が re 良 ! か " DeiCa 化 Ave •が PuUoa $ も 


堪 最多 
能 新年 衞 
躍 時 前 時 寧 A 鑑じ まの 脚 


日 化 午 $ 


聊狩寧 八瓣レ みん * 

を ミ 治は U 篤 術な 


疫 


I 


後 读巧 U しじて 



號 々十九 肖た 千 一巧 


雜 m 喬 徽 


目曜 か】 


日 二月 十 年 阻和昭 



るき 来 陵婦ん 
H 本 入への 英 
語敎授 じは ホ 
年の 經驗を 有 

す 0 I ン ブス 

ンお 十五 化 
毎 H 锁九 時ょ 
b が 化 時を 巧 
時 じても をし I 
H 濯 日は- 嚴 
四時を！ 


檢眼ぁにー^鏡調節 


舞靖 T 襲. 

▼社を ダ タス A 

▼袭慷 休 操 A 



朝 十ね？ 巧 十一 跨 

シヤ ジフタ タシる 

ング 郝蔽學 校卒裳 
山 移 タ- 


べグ ビユ！ 病院ぶ 
紐 育 お 學醫科 在勤 

江 見 ご 一朗 

診察 時間 
毎 H 午後 四時から 
六 時 主で 

タ 巧、 水、 金、 と 
時から 八 時を 


S I 

前約 願 上 巧 

コ ー チ か 大巧 
ド タト か ナブ メ デが ン 

臀學巧 ± 

吉 居悅彌 





'ち 弓 J j ぶ f 


尋れ人 

(宮城 縣) 大橋武 雄 (熊ぶ 縣 
本 卯】 邮 (德 島縣) 糸 田 沖高ぺ 
(山 ロ縣) 德お猪 S 部 (壌 島が) 
條 本實晋 (宮城 縣) 手 島す 满 
(か 歌 山璧化 本ず ま (鹿 辟 jj 
縣) 國上時 愛 を 脚 直 記 I な 
賠 腐) 池 旧 巧藏吉 - 福^ 縣ゴ 
义が 度み 大お チダメ (を おた 
長が 德 一榮 巧 幸 一二郎 (夫 腰 ニ 
西 井 源太郎 (兵 庫縣) 藤 木 ま！ < 
(顧 岡縣) ホ か豊造 前紐育^|^1' 
學生八 木 郡ず (靑 お縣) 巧々 化 
豊 S 郞 (熊 本縣) 西 本文 藏神 
を 川縣) 稻葉明 ま 伊藤 慕. ぶ 

( コ 。 ' ン ビア 大學 出身) 宣稱財 お 

報 (鹿 島縣) 芝 旧 德一取 (臣度 
縣} 藤本 嘉八 I 
をのを じ 通な を 度き 有み 
が 間 本人 若，、 は 知人ょ 
化 巧 お 通知 願 上 お 

紐 育 帝 國総贫 J 溝 

1 萬ず oad モ ay fiew ニ rk タ 

が 機 y 匆逸 

ホ テグ 食堂、 ロ ー だ.；； クス、- チ 

ィグ— ム等澤 も 賣赖が あ； も 去ず 

ぞ骄萬 便 社 

量 e ニ 一 ヨミ宴 r タ 
43 rd St . ち e 包 of 田 是章さ 
TeL L 其 ka 夏 i 8 這 夏。 1 な 17 

見物 用 貸 自動 ム 

户ブカ I ド、 ピヤ スア 


8 リ 

h 

が 

8 


S 

n 

Mmmai 


成功の 秘談 

乂面式 巧 語を 話す 事 
は 成功の 第一義です 
本校には 日本人を 巧 
じ 慣れた 專巧 婦人 お 
師あ 5 懇切 じ會 諮を 
信 义社ま 語を お授し 
主す 。 U 確 遇 曰 共に 
午前 化 時ょ b 午を 十 
時まで 開 按し一 レツ 
スンと 十五 姐 づ\ 

今 H おも じ ホ 校 あれ 

稅關 事務 取扱 

运 1 E 臺广 ままが 毎. 

ぎ om 萬が ニ Broadway , 巧す 
TeL ぎ wHng - G ま呈 9804 -5-8 


■■aaiM 化 

3 A 

巧 帅 
6 ^ 
.が； § 

ロい 

HU ^ 


C - 

h 

^ が 

丄 側む W 

晋 i 

化 肌 

晋瑞 

L 巧 "S 

d 相 T 

R 


觀關 事務 

をが を 化が じを あお 
の潑 おん ホ 法 じ顯す 
する 一切の 御 諮弼じ 
おじ 度 道淚搬 貨物 蓮 
賃ぶ度 化 ま 穂 顆ず績 
書 等 進呈す。 をを 都 
甫 じ化理 巧を 有し 誠 
寶を速 翻 巧 命じ 應や 

保險 取扱 


臣 


V 

紐邮柳 1 

育：！ 1 j 
案 | i | 

写 I 

々 

東' を 

西 I 踊 

書 柳^ 
n W 


▲通譯 ◊調を ク を 渉 
◊貿嫁 ◊其 化 何でも 
禪疆 切に 御驳扱 致し 
ま*^。 

A をは シカゴ 大學を 
卒業し 巧 米 おじ 廿お 
年 聊か 米國の 事猜じ 
を 中る もの ご 信じが 


紐 育 商事 硏究所 

' S で— 雄 


房 




公ホ國 じて を 巧せ る 
新舊の 書籍 S 雜 誌は 
御 注文 次第 敏速 じ 御 
恩け 致します。 

• A 右 卸 注文 じ掛 して 
は定 憤よ を 割引して 
差 上げます ひ 


稽ホ H - ^ 

火、 金曜 午後 化 時 i ニ 時 

.紐 育 柔道 俱樂部 

あち T 目 一 ハ審地 


H 本、 ま 那寶玉 製 美 
術 お、 婦人 用替 錦な 
他 装締品 

ま 巧ァ— トス 
チ ユデホ 

廣 等美媽 おを 鋒、 
曾歸 品、 ストリング 
日本 殿 裁 疑 


I 豐ザ 洋服 巧 


匪 四十 六 了 目 六十と を 
電話 ブライアントと 0 と 九 


を 五十一 11 T 目 

ニ ミニ 

が 藤 
洋服 巧 


笔詰 

プラザ 


八ち ニニ 


第 おおち 10 

へ クシ 「 ！ 

ビグ 厂ング 巧 

小 池 爲眞舘 

電話す！ ダ 八 

^ 四 0 六 


外國で H 瘍經營 

大量生産 ご國內 需要の 减 
少 から 生じた 産業が 傾向 
フオー ド その 化の 卷 京】 


I L 

抑 训《 か 
知 • Q A 

I 的 I 邮 

M d S 

^れ -3 W 

加？ 

0 U 
M 


お 育 州を 認 
內務 省を 詳 
巧 巧を 大搭 科大學 
産婆 復留 巧卒袭 

產婆 お本綠 


揉 療治 お 島覺丈 


岩 7 f ニ兹 を St . 
Tei . 互 巧 11 1 1486 


7 r . 


♦♦巧 ♦お 誌 ♦新規 
が凳 まを 巧 

執務 午が 九 持ょ b 午を 五 時を 

紐 育 H 本人 會 


ド プ ゴイ 


プ巧 

S ナ—ク グ 


一とと 五 
00 と 0 
00 と 一 


.のが 
が； i 巧 
化 - S が 

S . 脚 M 


電氣 、器が 工具 製 巧 
運動具、 お 具* 貴金屬 
~ 時計、 寫眞器 及 現像 

聪ま h 

I 東洋 美術品 豐憲 、レ 

デ ィオ、 ラン フン エ 
1 ド 類 グアキす ムク 
• * 二 t ? 曼 S た 


洋服 調進 

クブ 、— ニン グ、 ダイ 

イング、 修鑄 等) 切 

ミカド 洋服 店 

松 本 保 

電話 ライン ランダ！ 

ホ 八 I ニ 0 


フォー ド 氏の が 外 進出は ョ1 
0 ブ パの ながと 巧み じ 協 勘して 
巧き つ/' ある、 即も 自動が の需 
要を 巧ず 唯一の ホ 段は 

立派な 道路を つくる こど 
じあ b 、 をの 地の 産 萊發展 を 巧 
興せし いる どい ふ i じある が、 
巧が フォ！ ド 君が アイ 片 ランド 
の コ クじエ 姐を 築いた J はを 
一の 化のを 柴をあ 興ずる ごい ふ 意 
ー陳 から 乂 いじ A 氣を 巧して ゐる 
.し、 ボ作ト ダグの リスボンの 河 
; ロ じ大お 橋を 設けて 港 機を 改良 
一し を 都 じ 設けた エ 煤の 能率 發傅 
_ じ 巧 力し つ； あるが かき、 或 ひ 
.はな 巧グ— マニア 政府 じ 大工 塔 
; を 設ける 條件 どして 官道 布設じ 
出資す ベぐ 協 巧し つ i もる が 如 
i き、 南巧國 民政が じ 勤しても 官 
一を ホ設じ 间踐の 商談を 進めて ゐ 
る-:^ は 世間 周知の 事當 である、 

*. っ... 3 てフオ ー トる 

を 府餐化 手 じ お 外 巧 傷に 
躍進し つ i ある 海 近 S 好適 例は 
勞 度" シア 政が ご 巧 街して 抽嵐 
.の 旨 動 率を 業を お 興せ しむべく 
お邮を 派遣し エ禁を 築いて I 年 
約 十巧輔 の生產 能力を 巧 ふべ く 
補助し、 これが 代償と して。 シ 
ア 政府 じ フォー ドから 約 S 千万 
ホじ垂 々こする 巧 巧を 巧 ふ 四 年 
じ 直 bs 入 契み がが 立した} 事 
を 巧げ 巧 やぅ、 が、 フォー ド じ 
; もちして お 外、 特に ョ ー « ジパ 
; 巿 おじ 活罐 しつ i あるのは ゼネ 

J フ八 •モ タ — ス である、 部 ff ' 

间 社が が外エ おのな 俯 や 運用 資 
.を じ挪 通して むる 額は 資に六 千 
'五な 巧 巧 じ 達しを の一 ニみ の ニは 
; 3 ，ロ ッパじ 投資され てゐ るの 
一で ある、 故に 昨を 問 社の おかお 
; 引 高は ニ 値 五で 二な 巧 巧 どい ふ 

mj 額に 達し 垄 アメリヵ 自 
勸単榮 ちの おか 化 引 窩じ對 する 
ぶ 倒、 同社 自身のを 取引な にお 
して 一 剖と かご！ 姐 ごい ふが 成橫 
一を 舉げ てゐ る、 おら じ M 趙け嚴 
近 S 千で 巧を 投資し じ 化が ごし 

- て ドイツん ォ 1 ぺ八 •ゥ ォ—ク 

-スを 支配ず るかべ^ ブン じエ媒 
を 設けて ドィツ、 ォ ー スト リア 
チエコ < 0 グ キア ホが じ檢出 L 
.て & るが、 これに 對 巧すべく フ 
ネ ー ドは ドイッ じがけ る 染料 大 
トラストで みる フア '，ベン •ユ 
- ニックを E 巧收 したが、 フォ！ ド 
は 元 巧化闽 工場の 巧 約 四 刺と い 
ふ ものを をの 關 のを 化じ提 化し 
たので あるが、 このを M じは が 
东の 方法を 變 おしこれ をフア ー 
一 ペン じ巧附 け、 該 トラストの 帝 
.巧 長 力] 八 •ボック 氏を 

驴會 社の 社 巧 就 巧を 條件 

£ し ドイッの が がをお ホ 得る だ 
; け 化 巧して 3—0 ッバへの 輸化 
^ じ 化 ム主ピ じつて ゐ る、 ゼネラ 
少* モ！タ！スのホをみ配は。 

; ン ドンを 中， むごして ニ巧ガ 巧を 
; なじて ゲ アッ ス ホ！ グをモ おし 
I ドイツ 系デ术 。•レメ^ — の子會 


社で わる デ八コ •レメ I •パイ ア 

ットを ま 配して を歐渊 の販賣 を 
統一せ しめて ゐ るみ、 フランス 
じらを 化を 設けて ア^ ゼ プア、 

モ n ブ コ 、 ヮュ シア 等の 販賣路 

を礙 張し つ 5 ゐ るが、^ の中必 
は バリ 1 ど^ 1 ブグ でを る、 而 
してべ 八’ キ ー じは アン ト 7 1 プ 
じエ巧わ設けてこ^じもべ 处ダ 
— •ゼ ネラ^ •モ] タ ー ス會证 を 
新設し 

生產 をべ 八 辛 1、 ホ！ ラ 

ン ド、 スキ プラン ド 等の 販賣に 
ずを 仲 ばし、 ゼ ホラ 八 •モ ータ 
1 ス •インタ 1 ナシ I * ナパは デ 
ン マ* — ク 、ノ 八ゥエ 1、 エ スト 
ニア 、 r イス ランド、 ラト ゲず 
ア 、リス ニア 等 じ 向けて n 1 ぺ 
ン へ？ ケン エ谋の 库產を さばき 

スぺ i イン、 が 火トガ .か、 モロ 
ッ 3、 ヵナリ I 島、 デグ ラが タ 
. 等は マド タツ ド じ 食 庫を 霞く 
ゼ ホラ 八 •モ— タ！ ク •ぺ ニン 
シュ ラ！ が 取扱つ てゐ るし、 こ 
の 外ブォ I ドの 鞭を 踏んで 現 化 
シエ ボン] だけを 烘 給して ゐる 
ポ] ランドの フ 八ンョ ー に垂库 
產の 供給を 則 壺 中で わるが、 こ 
の ブグシ 司 19 .エ瘍 は ダン ジッ 
ヒ旨由 州 等 じ も 

販賣 綱を 張 I スェー デ 

ン 、ブ キン ランド 等の 商賣 はス 
トッ クホ グムじ 工場を 所ち 卞る 

ゼ ホラ 八 •モ— タ- — ス •ノ； テス 
力が お 扱つ てゐ る、 べグ 5 ンの 
フォ ー ドエ 場は 現在 一 H 五十 輛 
を化產 してむ るが、 最近 工場を 
ち設 したし、 フォ] ドの この 對 
み國じ 於け る エ纔ど アメリヵ 內 
地の エ镑館 力を を算 すれば】 年 
撥 じ 五十 ガ輔の 自動 お 類を 製猩 
し 得る ごの i である、 五な 方輛 
ごぶへ ば 千 九が 二十 八 年度 じが 
ける を 化を に 貫る 旨 巧 車 製造 力 
V 一同 數 である、 而 かも あを を ホ 
瘍 ごして 税を爭 ふ ものは みして 
フオ！ ド ご ゼネラ 作 •モ 1 タ^ — 
ス のみで じ （ 

，ての 化に も 補々 の モ面か 
ら禮 進して ゐ る、 郞 * ゎゥキ リズ 
ォゲ アラン ドの 如き 旣じイ ゲリ 
スごド イブに エ# を 設けて ゐる 
が。 最近 趾援 クキ リズ 巧が 渡歓 
の 結果べ 八 ネ^ ~ のア ントプ1 ブ 
じ H 樵を 設 パて フランス、 スキ 
ス 方面-し 飛驢を 試み やぅ ミして 

もる—、^ ド ソン •モ^— タ 1 ス 
も イダ ブス、 ドイツ、 ホラン ダ 
じ H 撫を掉 つ 外、 パ ド ジン •ェ 
セックス ホの 販寶 店を を 歐洲に 
新な して 超る、 クライス ラー 呂 
動难會 社ら ドイッ、 イダ リス 巧 
ベ 瓜ゲ！ じ エ媒を 設けて 鶴 進す 
る 外 最近は ゥ ォルタ！ 自動車 會 
社の チェ コス n ゲアネ キア エ煤 

買 收談を 進めて 居る、 デュラン 
ト •モ ータ — K も 先づ ドイツを 
ムシ 出しに 

活動の 端緖じ 就いて ゐる 

し、 クラ^ム •ぺ 1 チ も 英獨に 
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診療 

午前 十 時 ょら 十二 
時、 午後 六 時ょ b 
八 時、 日 躍は 前約 
願 上 お 
，トク ト\ 
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I な ± な 基 

自 午前 义時 n 十二時 
自 午後 一時 = あ 時 

火 頼みが I 晚^六 時 

はへ キシ ファ 
ン テ，—- シヨ ンクブ 

プ夕じ 出勤 


: 巧 論 お 巧 十日な 巧 

j 巧 踪 I 巧 十 他 

養 j 1 st Ave ‘ N ミ さ rk 呈 r 

診察^^ 

午前 十 時— 一時 

午後 四時一八 時 
f 曜 午前 十 時— 正午 
W お慢巧 男み 疾忠 、皮 
W お、 化 液梅査 
一年の 經驗を 有し 日本 
; じは 特に 親切 じ 治療 


y 康診斷 こ 巧 


ドク トグ 


」 OK ; ICH - OOC 巧 一, M . D . 

1ゴ まこ 芝 th 苗 . f さ rk 

ぎ 宙呈 sids 3573 ご ch 壹ニ云 ま 

みみを 巧 午前 九な！ 午を 一 嘴 
藥墓ホ 時， 午を 化 巧 

H 巧 午 巧 九 時 1 午を 四時 

^ 小 粟乘ぎ 


メイが 卢 


諸を を 


*、1 


T 比 
0 W 
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診察 時間 

午？ 時化 ニ 時 
ぞ をと 時 = 八 時 
を か 没 學± 

パ： 巌本谨 一 

吉を比 盛大を 及ぴ 
ホゲ ラシ 病院 勤 採 
日 鹿は 前約 函上お 


巧 巧說を (曰) 八 時 

日 驳學校 (日 ご 一時 牢 

家庭 樂會 (水) 八 時 

爾お會 及 (未) 八 巧 
聖書 研を" 才ー / 

婦人 會 
譲が を 

歡！； 觀’ 

を 宿を、 おお 食を 
巧棠 巧を、 をの 化 
人事の 巧 巧 软じ巧 
じます ロ 
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診察 


午を 一二 時よ b 六 時 
日曜は 前約 巧 願 候 

ドク トグ 

烏な 農彥 


化 

此 n 

端 靴 
U わ 3 

G i 如 

貧 J 

Z け W 
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K 


診察 時間 

午お乂 時，- 十 時 
午を ホ 時； 八 時 

。小 栗 幹 三 

紐 育 ボフブ ブ —おを 

巧 五 街 おお 巧を I 

武市 コン バラン ド 

病院 巧を 


弊店は 實質 誠意 进速 主義の 
をに 御 ±產 物 一式 卸賣 値段 
で販資 致します タ ホに おは I 
ら中御 巧を 仰せ F ク いませ/ 
◎歐 米を 種膊 計。 置 時計 一. 
◎寶巧 貴を 屠。 銀製 器具 一 
◎を 禪萬年 筆。 をを 製紛筆 
◎蓄音器。 ン 31 ドを 本陳瑚 
◎寫眞 器。 タイ ブラ 4 タ 
◎船 切符。 紀を寫 巧 帖給端 一 


: 載 藻；.； ホ. 

日 巧 聖書 硏 'が あ 午 
'お 賴をタ と 持 半 
巧 拜說な タ八底 
木 曲が 窝を タ乂持 
英語 及びを 沒 

午を ニ 》 

主 唯 謀が を 又は 
茶を を タ入時 

.化， を ♦ホ 

H 

巧、 巧 業 周旋 巧、 巧 皮 
銭爲 おおのを 課を を 
け會員 及び ホを 員の 
廣を 計る 


ブロ ー ドウで ー 百と 十を 
領事 お 向 側を 物と 0 ち 號室 

於が^ ホク 

絶ぶ 爾 A 

ニ 0 Broa をな， N . ごさ 
Tel . を 「tlandt 巧 37 是 50 


歐 米を 極 時計 
貴を 屬寶石 煩 
銀 毀 器具 一 ま 


蓄音器 



寫眞器 


タイプライタ 1 

Q を 巧 万年筆 
其 化 ±產 物 一 ま 


i 最 裔おノ 商品 ヲ綺 選し 
W 宙ョ ，廉價 二股 賣シそ 居， マス 
西 四十 ニ 下目 S ホ— 一ぶ セを 

ロング 正— 力！ ピか デン ダ L 4 
かな 十 お 室 パ 

：2 邮川 

^ 巧 

スイ ムス ピか デン グ巧搜 ^卽- 
電請 ブラィァント 四 一二ち 四を 巧 
W 商品/確 實ナグ 3 ト 、おな 
ノ 迅速 ナグ コトニが ブ皆模 
カラ 御 好評 ヲ縛 ブ居リ マス 
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疆揉 治療 

マツす J ジ 、整 お、 醫 

巧學的 運動、 勝灌注 
水 あ、 電氣 あ呂、 "ホ 
線 及を 氣 治療 其 他， 
な 育 巧を 認 

フイ ジオン タヒ スト 

西 村 幸 男 

日 麗外每 H 午が 九 
時ョ ，午後 八 時を 
お 話 前約 願 上 お 


齒巧醫 木 下义巿 

ゴ 0 W . ご 1す St . 

ぎ Mmlin ニ 557 


0 


g 々 W 


プル デン シャル 

ホ 命が 險會社 I 

各裝 4 殿 一- 
種 巧梭； 

ご一 木 を ま'^ 

蔚 姆巧结 ^ 
sklK ~ I 
o『Flom ROOM 61 MI 
一 54 之 > ss>c ST : 
zmw YORK OIHY ; 

T の 广 •巧 m の Kz>z I 

巧 msiDmzo 円 / 
W 90 W>DS ミ OFrrH Aym . 

TE 广 • $> OW $03 TH 700 > 

iJV 3 ン •八ン n ツ々 

相な 生命が 險會秘 ^ 
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•— ド y カ^— •ヒ アスア 巧^— 輸 
出會 社を 設立し、 フランクリン 
モータ —ズも ナブ シユ の賣 巧し 
じ 活動を 開始した、 この 八エ壤 
の設 磨、 化理店 や販賣 巧の 擴張 
じ 着手して 居る アメリカの 宮動 
車會社 じは レオ •モ ー タ ー ズ、 

^ツフ • モ* — タ， — ス/ア 1 ホン 
モ^ — タ — ス 、ボ ー ドナ！ *モ— 
タ 1 ズ、 バ ツカー ド •モ！ タ— 

ズ等ど 宛然 趙雄 割洁 時化を 世界 
到る 所に 寶 梨し、 裳くな 實現廿 I 
ん どして 盾る。 

也 唐 現送 

金解禁の 對策じ 

最近 日本には を輸 解禁 ゴ爲替 
相場の 關 な.」 就て 正貨 現を 論が 
一部 じ撞頭 L てゐ る、 即ちを の 
趣旨 ごする 巧は を 輸出 禁化下 じ 
がける わが 爲 をが 资 は-ミの 程度 
が 巧が 經濟カ じ ■ 

適應 すべき かは 正確 じが 
斷し 難い、 もし わが 厨の 巧潰資 
おが 世界の 重なる 諸 國ピ略 等し 
く 物資の 流通 も自 ホなら 巧 購買 
力ず 憤說の 適用 じよつ てを あじ 
これを 知る が ホ ホ やぅが、 現 
巧の 狀 態では むしろ 人氣 が 作用 
が 重；' みる 相場の 動因 ごな つて ゐ 
る、 現み 閣 組織 後の 顯 著な 

相 傷 の 回 俊 じしても をの j 
閒 わが 國 の経濟 力が 爲替の 上騰 
じ 巧 映せられ た 程 俄か じ 增大し 
たとは 云へ まい、 し C 見れば が 
禁じ 適する 稍 度まで 相場が 回な 
ずる i も 節約 緊縮の お果 が鹽陈 
貸借の 顕著な 改善 どなつ て 現は 
れる 日を 氣 長く 待てば ご にか < 
あき 游ホ じがて この 狀 態を もむ 
ら すじは むしろ 人氣が 用に 待た 
なければ ならな、 いよ 助を 方面 
じ 於て はを をく も ホ お 四、 五 巧 
頃を じ 

解禁 か斷巧 せらる： もの 

として 牽備を 進めつ i を b 、 一 
部では この 狀 態で 徒らに 遷延せ 
ら Wt ば、 かへ つて 氣み的 じだ 
るみを 生じを じを の 時 巧を 失す 
べし ど說 くち も ある、 こ-^ じが 
て 現な の爲替 相携を 支持し、 解 
禁じ 適 ィる狀 態を も馴 数ず るた 
めじは、 解禁へ も 具体的を 接 的 
準備に 着手し 一 ホに 於て 正貨を 

現送 する のか 最もが をを j 
得た 處歷と 云へ やぅ、 いよ 政 お 
所がの 在 巧 正貨は H 銀の お 庫に 
約 ニ 千 巧圓は ぁるは や だから、 

解 姨ん氣 を！ 化 期間つ。 たじは 
あへ て少 いごは 云へ 主い、- しか 
しこれ も 解禁を をの 使命ぶ する 
ど赏 言した 藏 相が、 をの 說の拙 
く 育 質的 じ 爲替相 瘍が解 裳 じ 適 


不可能なら どし、 人ち 巧 鈎 上策 
を絕醬 じを 否せられ ると ずれぶ 
論外 でんる。 

生糸 團 一巧 

を 方面 じて 歡迎 

旣 報の 如 （近く 當 地に 巧 集す 
べき 國際 生糸 格 付 會議じ 出席す 
べき 巧が 生 ホ 業 劇化 お 一巧は 昨 
日 當化じ 到着した が、 會議 召集 
前までの 當 地を 中必 ごする 一巧 
の 日程は 左の 如し、 

十月 一日 午後と 時 西 ダ お、 上 
田 高等 » 糸 學校 同窓 會 
十月 二目' 午前 化 時 云 十 か發ホ 
1 ボ ヶンを 衆國 生糸 檢査會 社 
訪問 午後よ 時 邦ん 生糸 輸入 商 
招待 會 (日本 クラブ) 

十月 一二 日 午前 九 時 I 二十み 發ジ 

ユリ ヤス カィ ず— ェ谋 (ブ 

グツ クリン) 訪問、 ホ 後と 時 
一二 十を 邦人 年 糸 輸入 巧 相談 會ー 
(ゲ アン ダ！ ビ^ト) 

十 巧 四日 午後 十二時 吉十 かを I 
巧 會歡迎 午餐 會 (ダ アン ダ！ 
ビ八ト ) 午 按と瞬 一一 一十を 邦 入 
生糸 輸入 商との 相談 會 (グア 

ンタ ■ — じ グト) 

十月 五日 午後 四時 S 十を 巧 船 

じて ボストン じお發 
十 巧 ホけ ポストン 滯が 

十月と：！： ボストン 發ホ リヨ II 
ク 、サウス マン チェ スタ！ を； 

經て歸 が 

十 巧 八日 午後 十二時 一二 十を 糸' 
水食 歡迎 午餐 會 〇 アン ダ ー 

ビ八ト ) 

十 巧 か、 十、 十一 日 藝 麻ヮシ 
ン トン 方面 旅 巧 

十 巧 十二 = 加賓 山、 肥を、 石 
ホ、 を 崎、 神， が 本 巧招诗 
十ち 十 Illn 宫由 
十ち 十四 H 午後 十二時 一二 十を 
首 藤 商お官 歓迎 午餐 會 (ビグ 
ト モア) 午後 お 時が 組 邦人 歎 
逆 晚餐會 (日本 俱樂 部心 

合同 y 警吿 

銀 わ 業者 大會 にて 
サンフランシスコ 巧 I て 開催 
中で ある アメ 9 ヵ摄巧 業を 大會 
じめ て ポート ランド 巿の 銀が 家 
である セン セュ ツチ 氏は 巧今ア 
メリ々 の 銀行界を 風靡し つ I あ 
る大銀 巧のを 同 r 就て ナシ ヨナ 
グ 銀行 どスブ ツ 銀行が 胳巧反 
目す る じ まるべ き i を 暗示して 
銀行のを がは 時勢の ならしむ る 
所< して默過すべ きら大銀巧が 
無制限に 事 冀を擴 張す る i じ對 
して お ホ 中央政府は 監督 制度を 
採 巧す るの 必要を々 說 し、 然ら 
ざる 限 9 1 邮の トラストが 銀 巧 
界を獨 占す る じ まるの 弊害を ホ 
ずるに 至るべき ことを カ說 して 


ゐ る。 

純 日本 攫 苗木 大小 各種 

純 日本 蝶 苗木 大小を が I 二方 本 持を 甘 巧 么候随 御 入 巧の 方は 至 
急 御な 文 被す をお敎 を巧學 校、 を 脚 体 等 じを ぶの 中 这じ對 し 
ては 特別 御 相談に 應ゃ ベく お n か这巧 第を 價表 進を = 

な 輸入 n 本を 魚 卸 質 

コロン ビヤ 溫宰會 社 社を 野 地 功 敬白 

附お純 n 本式 庭閒 並に 嗔お店 さ ぐ ，ら @ 敬白 

呈臣青 IA 呈 置 1 SE 呂.， M . 吉 J 1, Mai ミ 
32 是 Jtmeau Sireet , S 置 黃 ，笠 ash . 


CIoHegc I 打 打 

お 00 む oadw 巧 
お h 1 巧 rd & 124 化 お S . 
Te ! •巧 肌 lin が お 74 巧 


Whig 陆 ng 

巧 flSB ’ w 巧， N . Y . C も 
Tei . Uui け rs お 巧 87 


Lenox Restaurant 

巧 8 Unox む も 
Tel . Karlem 3053 



巧ホ诲 
£ 目 了 巧 十四 
面呂 T 五十 巧 


City H & 1 ! 了 ea G&rdien 

170 Nassau St. City 
Next to the Tribune Bldg . 
Loo Lin Manasrer 


IKUINE 

Hotel & Restaurant 

3 巧 WJ8 化な. わ w む ric 
Tel . Schuyler 7822 
む b!e Add 巧な IKUINE 


DA 民 UMA 

1145 — な h * け. 
なしむ 巧 a け お 9 


44 W , 46th St 

むし Lon 巧び e Mil 


Japan I 

Provision Co. 

1 如 W . 6 加 化 
Tel . Endico け 97 が 



お East 2 が h Street 
Te し Uxin が on 5727 


一 


TAIYO 

け 8 West 巧 化が. 
Tei , Trafai 碑 ■ 00 が 


赛 

I お 

を 


ま 


巧 化 

じ 曲 

下田 

をし 


T 0 Y 0 KWAN 

41 E . 19 化 St 

B 託が# 巧 4 が h む e . 
Tei . Ai が nquin がが 


會 

愚 

缠ー卿 

料萊旅 
避^ 纔 


陽 




分 

340 か. ち 細' sc 
1 elephone ; 
Columbus 8882 


(礎 日 •水) 司賽ぉ 


KIN が 0 & 巧 T 洲 0 P 

IMPORTE 氏 OF 
GOLD 巧 S 打 友 巧 RDS 
〇： 

動 其 力を 

物 十 種 

一 鳥リ金 

切 基 ャ魚 


LOTUS ROYAL 

削 扣-卽 RJi 巧 UUMT 
巧-け 化 mTH 化 
TE し Univ 肌 か 5448 


K & wasoy 色 Ho わ I 
巧 9 化 S り 巧 rd 化が t . 

Te し Caffiedral 巧 10 


御 

旅 

館 


河 


添 


KATAG 刪 BR 0 >S 

224 E , 59 比 SL 
New York City 

Tei . Wickersham 巧が 
9345 9346 9347 


机 e Tokyo Go. 

け 0 W . 扣化化 
lew Yark City 
Te し Trsf 翁 Igar 巧 58 


、 

s 


.、 


• . 

l 


庵 桂 米 目 



叫し! 山が 


. .. .V . ル 


號 六十 九 さあ 千 一 第 


禪 一平.!， で 巧 明! 酔" J た. 1 ., 一し‘ 


® なぞぶ 或 P ななを 巧で® itn を 巧 【日曜 水 




り ニ 巧 十 牛 四和昭 


腕讀 f— 

が 日本人 諸君の 增好 
じ 適ず る 巧 理を差 上 
ま t 、 宫 午前 十一 時 
至 午前 ニ 時 (レノ 
'クス 街 百 十九 了 目と 
巧 二十 T 目の 間) 


永興樓 

挺 揃 ひの 巧 理人數 を 
が 日本 A 諸君の 嗜巧 
じ 遠す る 巧 理を差 上 
ます。 朝 H 時を 謂 巧 
(なサ 五 T 目チプ 
浮 車 巧の 下) 


日曜る ±疆 じは； U ュ 
1 マイを 巧を あへ が 

巧哪 義が哥 
料理 舅 1 が厦 


自午荫 十一 時 
ますが ニ 時半 


規巧 


ず 含ー燒 

ホに 御 料理 



巧 園 k 靜 
室 巧淸お 

邦人 クラブ 自由 亭 

58 ジ nds St. Braok 量 _ N. Y. 
TeLTri 舅 je 7 さ 5 


A 淸 巧、 親切" お樂リ 一二 德マ 

勢州鑛 

がみ 事を 义間 をが 

接 5 E . 凄を 寶 ま t 
ぎ呈 ミす ミ 養 3 


住 旧旅鑛 

なまな 旧ネセ 
2 言で sti 害 sir を呈 .ぎ y 養 a 己 33 S 1 


ま 那巧理 

が廳 茶園 

司 巧 人を 蓮 
出 街の 方 じは* 巧 
の 御 便利 じ 磯へ 巧 
間を 席の 御用に 應 
や V くち 巧 巧 華 相 
す變 わを な 願を 好 
紙上 お ま 巧を 上 接 


巧 集 踪域中 &、 媛 領事館、 日本 
郵船 其 他缓巧 大會班 近き 造 巧 

桑潑 ^25ホ テ が， 

が 日本を (特別 間 あを) 

街 一巧み 第 自敷单 御 巧 迎申上 お 
6 ニ 星 ifiia F San Fici 窝 タ CalH. 


ん 

R リ 
F 4M 

G 抓 M 

N ロ 加 

A 帖剛 

H 齡 

N 倍 

U 加 

S M 

3 


支那 料哩 

新杳巧 

本 樓巧理 人 歐廉が 
腐 前を 巧つ て 狂 本人 
諸君の 嗜好に 適する 
料理を 差 上げます め 
で 察と 街の な 二十 六 
了 目の チヤ ブス ィ VJ 

云へ ば 直ぐ 日本人 諸 
君 じは 巧る 程 巧 評を 
蹲して 盾まず。 

巧 ホ繁 々御 ホ ホの 程 
希 上ます。 

±、 a 醒は绩 頭、 ン 
クマィ、 春 捲が あち 

まず。 



日本 食料品 類ぶ び 雜貸類 卸小賣 
ホ 之 ま 大資搁 桑 山蘭會 
新刊書 籍雜誌 小間賴 日用品を 種 


ロス アン お ルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ 7 》 wan す dro 泛 .， Us A 為 eles , G と. 


觀烹 並に 御旅 舘 

ホ 稻 佐 巧 

なち ホ 西 十八 了 目 I 二-一二 
« 巧ス 々 IT ブ 1 と乂 ニニ 



御 お 狸 

ホ じず き BS 


借 ル ー ミン グ 

133 次で st 5 害 苗 養 二 e 三 ミ k 
ジ I ち h 号 e す 巧 nt 21 奇 


木 田 ル 


ング 


1 言 7 置 Ave . す t . 置 & 害 hSt 蛋 h 
ブ喜議 ざ lunt ま ニ 一 を 


レヤ トル 市 

NP 旅館 

爸6 •ま h Av さ SP weattl タ wash. 
巧車ぉ前ぁ東へニ了左側^^階途 
日本 行 船 切 巧 取扱 波 ロ 場 送迎 


I 酱油諮 gISSI 謗— 白米 

日本 米 談食巧 お i 觀數觀 

巧 田 巧 巧 巧 ま 含 かまが 一手 資搁店 

曰 本 品蘭會 



越の 蒲燒 おいしい 锁燒 "1 

會朦御 料理 

晝 食は 末廣 へ； I 

巧 峰 簡便を 巧 大せ巧 ぶ 


一力 旅 おなめ 

蕾 國旅舘 S 

妄 W. 量 h 巧. f ご rk 
TeL S Jueha 言 a B61C 

綠育旅 鑛署ぉ 巧な 

を 頸 十 了 目 ニ 陌ニ蜜 
ジ三3 塞 ミ ia 度 74 


がブ トン 巧 

富 ± 旅 舘大浦 未を 

妄 Wo 養 st 巧 芭. 8 另 ts ま ass ‘ 
を • タ尹 を 7S 

費府 御旅 纔 

桑 山 淸五廊 

基 8 を uih ミ h 玲 P 至 lade 一曹 ia pa. 
Tel. 董 In 己？ な 1 


ザ 上 金魚 巧 

ニ芸 Sixth Avr New hrk 妄. 
Pho ミ さ luntee 『 77 ち 


乂勉强 

特式 テン ナミ 
渾ま 六十 触 
支那 式 お 十 仙 
宴會 

渾 をぶ 十ぶ 値 お 上 
支那 ま 一 弗な 上 

11 

♦シュウ マイ 春 擦 

饌 頭、 ±、 自 曜 
g 宴會 用が 蹈 新設 




皇 を 陛下に 御慶 事 

第一 二王 女 y 御み 娩 

ぶ 京お電 ： 1 1 + り發 M 二十 丸り 午前 ス時 十五 か 
皇后陛下し はみ 親王 御安產 あり 郷巧午 共に 御 健 
勝に 涉ら せらる。 內 親王 殿下 じは 御 体量 吉千六 
百 お-;- 見、 美 華なる 袍發 育が りじ あらせら る。 

王女 御 分娩 じ 


國民 奉賀 

東京 【聯合】 一二 十日 豬 n 皇を陛 
陛下 じは 本日 午前 六が 十五み、 
第 S 王女を 御か娩 遊ばされた、 
王女は 御 か 盧セお 度 四を の 一 じ 
渉らせられ •圈巧 陛下ら まつて 
御壯 強の 山に 巧を する、 

巧み 焼の 儀 ある や、 蛮 上 陛下 
じは 直 もじ おお 例に 化ら 寶劍 
と 御 巧を 新ら しい 王女の 爲め 
じ 御 贈 進 あらせられ、 御 命名 
の 儀は ホる H 幡 H を 化て 巧は 
せ 給 ふを である、 

王女 御み 娩 のま 我は 直 もじ ラ デ 
ォを 通じてを 爾 じを 送され 一般 
國 反け 鼠 旗を 揭揚 して 瞬せ 陛下 
と王女の御健をリる1を率贺1 
たが 壬よ の 御を 挽を 必 なかに 期 
待し ゎ顧拉 d 蓄 びの 禪じ も落赡 
一の 色を 巧べ てゐ る、 尙 ほこれ じ 
宮中 じて は 王女 御み 娩を吿 の 御 
儀が 懼 された。 

まで 

宮中の 準備 成る 
東 巧特信 n 幽を舉 げてお 待* り 
; 申 上げて むる 皇后 陛 ドの 御お產 
は 巧 吏け 巧く 十 肖 早々 の 頃く 拜 
さむ、 

皇后陛下 •しは あ々 御罐 

康じ 瓦ら せらる、、 由 じを はるが 
御 目 出 巧き Hi で 專ら御 靜養遊 
ばされ るを じな つじ。 皇后陛下 
じは 一切の 御 外出を 御中 出、 每 
日 か 上 御苑に がて 適 當の御 散策 
を 遊ばされる。 正武 御着 帶の儀 
はかね て剌か あらせられた 殖 b 
巧院を 殿下 御帶親 i ならせ 給 ふ 
て 九ち 十四 n の戍 のま H じ擧げ 
させられる。 かくて お 千万 翻を 
が 御 待 も 中 上げて むる 御慶び の 
H はみ 第 じあつ て ホた。 御產殿 
はぶ 年 一巧から 內歴 をの ホで 起 
エ せられ W 年 丸巧兩 陛下が 赤 坂 
離 お； ら 宮城に 御 移 轉じ化 だつ 
て搂エ さむた もので 大奥 御を 御 
殿に 近く 耐霞 耐乂採 ホを 充か葛 
應 ぅれた を 化 室から。 る 鐵筋コ 
ンクリ ！ ト ホを 雄 

御產專 巧の 謹は 宮中 

大奧 じがけ る 唯一の 西 巧 館で m 
氣 暖房、 を 風 等の 設備 もを をし 
て 春 夏が を柯 時で もの 御を じ 適 
するな な装爲 ごな つて ゐ る。 五 
まのぅ も ニ 室は 二十 暨 、お 巧の 
坪數 でが 木 細工の 巧が 脚 産を、 
化の 一 蛮は 化の 小さき 一二 室 ど 典 
じ 御 誕生 後み 皇子 室、 看 諮締室 
消毒 室、 器が 室、 お 殿 どを々 ほ 
務の設 筛が旌 されて をを のを ど 
L ふ 窓 はんて 繩蚊 等の 小 虫を 巧 
の爲め 細かき 金網が 張られ、 特 
じ 御を 室の おじは 

衛坐 をで ある 薄綠 色の 

力 ー ブ ン が 用 化姑 さ れ て あ る 0 か 

くて を < 準備 整 へられむ 御を 用 


別館は 廊トづ じひで 御 常 御殿と 
連絡され てゐ る。 今回の 御 円 出 
巧き 御 か 娩は磐 瀬 御用 あら ご 塚 
巧侍醫 がまを どなつ て 侍 醫寮總 


動員 e 奉仕す るけ 勿論で あるが 
助 產婦は 照 宮殿 ド 御 誕生の 時 か 
らお 化 t- た 

練達の 人が 田 ぁき 梅が 

寺こぅ 兩 助産 嫌が 今回 もまた 奉 
化の ホ榮 .'浴 るので ある。 を 
の 他 機械 器具の 消毒 整理 等 じた 
づ さはる 看護婦ら 侍 臀寮囑 巧 ご 
して 常時 舉 化して ゐる 阿部、 が 
ネ 、渡邊 、山 本の 四 名の タじ去 
ると 月には 巧 じ 赤十字社から 黒 
富类惠 、鈴 木た けの ニ あを 囑巧 
ごして 巧 員した。 


聖上と 乂 時に 初の 御對面 

束 ま 特電-日 發 n 聖上 ど 第-ニ 內 親王 初の 御替 面は S 十日 午前 
ん 時、 正式 御 謁見 式は 间十時 巧は せられね、 巧 ほ 命名 まは ホる 
六 H じ 巧は せらる i 當で乳 人 奥が 千惠 子、 竹 村 玉な 巧 ホを は I ニ 
十 U ぶ お ザし おおしお ろれ だ、 東が ザ 化 フデ ォ 放送 徊は國 はの 
擧 つて お待ち 申 上げて 括 だ 御慶. 華を 放送せ ず大 失態のを しらを 
受けて ゐ る。 

大統領の 歡 待を 受け 

海の 勇 ± 首 都觀光 

ホワイトハウスを 訪れた 候補を 

軍律ぶ しい 水兵の 巧 動 激賞 さる 


ワシントン 特信 n バ八チ モア 

にお 銷 R ホ、 同地 官民 よら ニ H 
じ 直る 大歎迎 を 受けむ 線 習 艦 嫁 
淺硝 、磐 手の 竣が將 ± はを々 ア 

メリ 力の 

首萄 ブ ン ト ン觀ホの段 
取ら 空な b 、 か 八日は 野が 巧み 
ちぶび 幹部、 短 補を 一同 化ホヮ 
イトー ウス じがけ る 大統領 フー 

ゲア ] 巧の レ 七 フシ ョン じ 巧 席 

を 5 夜 幹部は々 f 火 トン •ホ テ 
少 にお 淵 大使より 晚餐の 藝應を 
まけ 廿义 a 牛 後 四時よ を 六 時に 
直ら ホテ^ •メ 小フ ラフ.— じ 化 
巧 大使館 附武官 め レセプション 
じを 席、 淺閒 、磐 手 巧艘よ A 一一 
ぜ 名宛 合計 六な^ の +卒は 同日 

パ 瓜 チ モア！ よ 如 バス サ四臺 じ 

み乘 して 首都を 勘な く觀 ホし、 
化 日 も同樣 ザが— ぶ 陸の b 觀 ホし 
たが、 を 都の お 化 も H 本よ を 斯 
く 大势の 珍を 到を ど ぁ自ホ 常な 
る 

巧 意 を おて 三 巧を 歡待 L 
、ィン 々チ や 手を 振ブ 、擊 手の 禮 
を 0 て 一同を 迎へ ドには 日本語 
通を ふを 魁 レで 互：；：. ョ ー』 を 運 
發す るを もを つたが 昔 都の 驚 察 
では 四乂 巧の モ' タ！* サイク 
火 巡査を ぞ班じ 配^し 一助の 車 
お 通 巧を 差と める ていふ 歡 巧ぶ 
を 示し 特に H 本^を の 巧 機 正 
しく、 I 糸 も亂れ ない 軍律の 徹 
底 じは 深刻な 印象 ぞ 受けたら し 
、巧'- -- > て I 巧は 兩 日に 直ら 
午前と 時から 午後 ホ 時 じ 直る 7 
シン トン 称の 

觀 光に 疲れ^ 體を おじ 迷 
ん だが、 首都 觀 ホには 當化 在留 
り 本人が 大童 じな！' て 東 道した 
観 ホの 重なる 場所な 大体 左の 如 
きらので ある。 一 

リンカー ン 記を 集、 國立 博物 
館、 白畢館、 コ ^|チネンタグ 
ホ ー グ 、蹄を 殖が地 緒、 陸 お 
軍 省、 議會 じて ずを 间 所內附 
旌圆普 館見學 、■一 ンア メリ々 
お會 、国務省、 4^ おを、 フン 


'''トン 記を 塔、 


■ブ ングト 


ン 墓地、 おト マッタ 河畔、 海 

.軍 事務所、 曰 ツクク ぃック を 
園、 スミソニアン 驗 貪見學 

艦隊 消息 

水曜日に お 帆 

ワシントン 特電-日 發 n ち 都 
を訪 ふた 練習 盤隊 司令官 巧村吉 
I ニ 郞中將 一巧は、 到着な ホを 方 
面の 社を じ 寸暇 もない ち樣 でぁ 
る、 郞ちサ と 日の 

大統領 る 式訪間 じは ホプ 
ィト •一 ウスの 庭園で 艦隊 乘紐 
將校 及び ±官 候補を はが 巧して 
大統領と 巧树 司令官の 挽 閱を受 
け、 ア； タング トン 墓地 じて は 
海を 團儀ぜ の 下 じ 司み 宫は 墓前 
じ 巧 環を 贈呈、 ホ 八日の 巧 司を 
官の下 六 人は ぉ澀 大使を 陪賓 VJ 
する 海軍 長官 アダム ブ 氏の 晚餐 
會 じは ヒ， ユーズ 提督、 ネビー 瓜 
陸軍 少 お、 レィ 海軍々 骑等も お 
席して 盛會を 極め、 ヒユ！ ズ提 
督は 自邸に 巧が 中媒を 主賓 ごし 
て 午餐 會を懼 し、 同 H ニ 巧 人の 
爆 補を はぉ 潤 大使の 午餐 會じ 招； 
待され たが、 午後は ホ テグ 
ィフラ 7 I じが 巧 大使 衛附 武官 
ホ奏ま 罹の レセプション ぁら、 
同 ホ ブグの 

支那 室 は 東が 風 じ 美しく 

裝締 され ヒユ ー ズ 提督 夫妻を 始 
め ごして 國務 、海軍 巧官 、固務 
省 極 巧 課長を の 他 文武 育官 出席 
して 乗組の 將± ごを 歡を溫 めた 
が、 サ 九日 一巧は フネ ラ デグフ 
キアを 觀 ホし、 册日午 巧は アナ 
ポ ブスの 海軍 兵學 校を 訪閒 、午 
餐 の藥應 をを けたる を、 同 女け 
戰 圃艦ブ キチ ス号上 じて プ ラブ 
ト提 曾の 晚餐會 じ ぉ 席、 本日は 
なお 淺 おじて がが 司令官 ホ 催の 

下 じ ワシントン、 バグ チ モアの 

ち 力 巧を 巧 を して 午餐 會の 催し 
あみ、 夕刻は アット ホ） ム ごな 
し數 がの 內 外人 巧 待 さるべく、 
應 除は 明 ニ ロを のて ニュ ml ク 
じ 向け 出 机す るは 和。 


ブルー ■ロー じ 

水兵 達 驚く 

バルチモア ー 特電 ホ 日 發門ウ 
オ ー ルド 紙】 n 目 f 當化じ 礎 沿 
中で をる H 本 練習 艦隊の 乘組將 
± は 巧 H 晴れの 上陸 じ當 地の 下 
町 力 面を 散策、 巧 巧バ八 チモ] 
ア氣 かを ホ はん どした が、 先づ 
驚いた のは 巧 巧の 日曜日 じ 劇場 
が 巧 鎖され てゐ るとの ミで、 
これは ブ作 1 •ロ ー と 稱し日 
曜日を 神聖に 送る VJ いふ 難し 
い 法律です 

ど說 明され たが.- をれ でも 意 ホ 
の 解し 得。 い 水兵さん、 

トブも 妙な 法律が アメリカ じ 
ある ものです なア 
ご 千を 巧 ホの ソ； ダ •フ アウン- 
テンを 眺め 乍ら 嘆聲を 洩らした 

フランス 飛 巧を 

行衛 不明 ミなる 

フランスの 名 飛 巧 家 じして 囊 
におを 一周 飛 巧を 斷 巧した n ス 
ブ巧 はまる ± 曜日 プグゲ ー 飛 巧 
壌ょ b お 十 時間 じ耐 ゆる 燃 油を 
搭載した 儘シ ベ 9 アホ面 - J 向て 
飛 巧し 目的地は 恐らく 円本 ど 傅 
へられて りたが、 お發後 八十 時 
間 じ 至る も 巧 溝が お 明せ 中 ン ベ 
リアの 上を P 機影を 認めた ミの 
報道が あるが 倒 然して ゐ ない 0 


選手 銀盡は 

粟衬誠 君へ 

惧樂部 庭球 强 獲る 
日本 俱樂雜 運動 委員 ホ 獲の 惧 
樂部 庭球 大會 シング^ をび ダプ 
グス 優勝 戰は齡 報の 如 < まる 日 
隨 n 午後 ダィク マンの^ ミ於ト 
ン n ! トじ 於て 擧巧 、シング ‘グ 
は 1ニ 藥 商事の 粟村が 六—- 一、 ホ 
— 四、 ホー ニの ス 3 ァ じて 化' 商 
の 溢 江を 破を、 ダ プグス は 粟村 
及 御木本の 化 鬼 組が 羽 多 軒ぶ 尾 
騎の 一二 井 組を 六 — 一、 六— 1 、 
ホ 1S にて 易々 f 獲し 選手 權を 
擾 つね。 其 後の 複 試を 戰の 成績 
は 左の 如くで ある。 

第二 巧醫 

逸見 H 旧 中 組 六— 云、 み ー 四 森 
n 渡邊組 
准 優勝 戰 

粟 持 H 九 宛 魁み 3 哉./ 三. お蒂 
六— を；# まが あが 

黒. 泌旋 K- ミ、 六 io 逸見 

署組 

卓上が 話 


f 


御歷 々が 緊縮の 頃 

漬ロ 巧蹈の 成ぶ で 日本は 緊縮 
宣傳の 世の中 ごなる が、' 今度は 
左のを 壬が 緊縮の 巧を が 歌 作曲 
し ラダ オで查 日本 じ 放送した。 


緊縮 小嗔 

西條 八十 作詞 
中 山 晋ホ巧 曲 

唤 いた 化で も、 しぼま じ やなら 
の 

オヤ* チラ リト七 
こ i がが 布の、 ぁけた 巧 巧の 締 
めで ころ 

「時化 時節 ぢ や、 手を ごつ て、 
ソン、 緊縮、 緊縮* i しよ」 
緊縮め 歌 

北 おも 秋作 歌 

繩 々ど聲 起こる、 聽 けょ、 をれ 
ら殺 へょ、 れて 打て、 郷鐵の 精 
神 H 本ょ •がく 時化を •淑 へょ 
化が は 新し’ 雲は 急な & 

繫縮 せょ、 辦 々ど聲 おこる 

興 國巧進 曲 

堀の 敬 一二 作詞 
山 旧 耕が 一が 巧 
閱 け、 空 じ 叫ぶ 聲 す； 
r 间胞ょ 祖國を 見ょ」 ご 
ホ かの 王 ±ーし國 難 ホれ り 
冗漫 V ーあ豐 ごの 咒は國 しがて. 

きんし ゆく 節 

驚亭金 ホが 詞 
町 田嘉章 作曲 
浮いた 必を きら i ど婦 めをや 
ほんじ 瓢 らま i じ 生る，- 
ま t じなる n タヤ 
一節 じ 延ばせょ 御國 のをの 蔓 
をめ 氣で あおく 春を 待 
サ 、待む しやん せ 

童 謠尺取 ホ 

葛 おしげる 作詞 
宮お藏 次 作曲 

ダ！. シ ごグ！ ンご 
グ . — ン と グ ー ンど 
巧 联む尺 取れ 一 及 ニ R - 
わきみ も をれ るな ~ 

至を ろ もす るな 

幸福の 扉 

かが 愛雄 作歌— 
主を 甸ふ磯 さへ も 腺へ $ 術を 知 
ち 

相み じ榮 ぁれ ど 
働きて 擦む はなし 
じき 踏 

.を々 木 信 綱 作詞 
梁 巧 具 作曲 
短き 糸 もがて わ まは す 
おを ぎ おべ 機 糸 どし ましき 
心が ひ 流しの ホの 粒 も ' 

のこし 貯へ 乾飯 どし ましき 

日本 躍髮鑛 婦。 

窗 四十 S 了 目 百 番地 ニな お 室 号 

一二 階 (宙 々巧に 近し〕 


巧 巧靑を 理想の 两ホ 

日本人 1円 年會 

» 辛呈 h 苗. ジ I. 百ち を = 占乏 


タツ タじ 見られぬ 

お 動 寫眞會 催 V 、 ろ 

時日 來る化 日 (±) 午後 ホ 時 ホ ふり 

瘍所 東 五十 A 下目 ニ 0 日本人 敎會 

♦ U 繁役旅 順大激 戰實寫 (を 一卷 一千 吹) 

當時英 國のお 邸が 從 軍して 撮影した もので 英固 大使館 附 武官 
が 五 年 前 おおし 陸軍省では 國寶ブ キグム として 秘藏 する を 品 
であ.. > 力 木大將 の 風貌を も あおし 待べ し 
.♦時化 劇 f 乱れ 盛 心 (を 六を め 六 千 R ) 

德 川の 未 葉九贿 地方 じ 起つ た 切支丹 迫害の 一事ち を おら 脚色 
した も S で H 活の靑 年 俳 媛 化 岡が 燕 ま おみ 數 なを 巧な 



紐 育 唯一の 日本 百貨 巧 

巧 桐 兄弟 商會 

スマ ドレ •プ n ダク ブ一 手販賣 元 


日本を 巧 品 
日本 雜巧麵 

I 巧 維を 


巧タ化 時を 巧柔 

メ J グ アドレス 〔年-度'! 

東京 巧會. 


ランク 預 らます 


新 趣 巧の が 堂を 
御 披露 致 /しまず 

御ず 輕の 御を 莲は 勿論を 後の 
御 話し、 さて 比 一寸した 御 築 
しみな どじ ふず わしい 樣じ V > 
を じまして、 徐ホ 巧の 稍を 願 
ひます 

默流ゃ 

ちち .BISistlteLuolibus 君を 

轉埋髮 巧 鱗 錦 

同經營 と年閒 日本人 諸君の 理髪 

の經藏 あら。 ジ玉ス •バア パア 

西 六十 立 了 目 一二 一を 地 


煎 餅 卸、 か賣 
を 腐 油揚 
日本食 料 お 一切 

。旨 m。 Rice C 己 《巧 r ? 

巧を Third A ま.， 

Tel . 至 ala 巧 ニ 


コロン ピヤ 大學 

日本人 學 友織會 

さ e を ミミ se 度 ud 呈 is wnd Alii 
cf coliblw ui 巧 sHy 
420 w -121 stst ., f ^^ tu ，. 
Td Nioini 32 夏 


「日 ホ大學 々窓」 發巧 

T ミ， la ミミち A ヨミ ic 登 ミ irslty 宫 art ミ iy 



ジ our A 互 er 養 n C 夏 tG ョ巧 S 当 d ず策置 巧 

=HaGhi-llachr-ihe ぞ pula こ apaird 

替1 重 一 be t ぎ ght 革呈呂 H 寫 S to すの 

begin ミ rs for a li 呈 ted ti ョ P i 古！！ inre ai 
8-|{量£畫基，ご4产5善資-呈甲 

新 鱗 魚 か 一 域 

H 本人 向きの ホ 魚 擇を取 b 揃へ 
裙ぉ廉 潰で 大勉强 致！ レまず 

サヴ ォナ爲 巧： 

呈 LU 置 IA F 雲芸— R 量是ご 
2 夏 宅 est ご st S す eetci Amstertia ョ Ave . 
- Ifei . 香 一 量 ミ 8123 


懲話 ブライアント 

みま。 を 基。 を盖 

*^ ' rrL 1 ま 1 華 

y ち--- PI 一遊 

紐 育 ホ 西 四十 巧 T 目 
ニニー 二八を ニ 庭) 
JiiiES ご 青 呈ご畫 CY 
ごち ニ 去 est 44兰 ざ N . Y . C . 
Tel . ず で至 里 73 


舆商自 なる ホ感 同胞 じな 實 
なる 巧 菜を 巧を す 

宮川 事！ 

紐 育 ホ 西 四十 ニ 了 目巧廿 一を 


ブー 


ri 




M け • Y. YOKOHAMA 
Dressmaker 
2 が W. 70 か St. Apt. 1 -A 
Phone TRAfa!i?ar 0 が 5 


ん 


fta 巧 Tr が ing な . 

151 ぶ 地 Avenue 
(Cor. 21 が St.) 

Te し A!go 叫 uin 384 目 *47 


AHMURA 抓 化， Inc .， 

巧 - 55-57 化の rd St., 

お w York む わ 
Tel. Gram 肌 y 巧郎 


THE Fll 崖 OTO 
な 則 RITI 巧閒 . ， INC. 

Room 3112 

1 如 Broad 間， ん Oity 
Te しお ctor 24 巧-おが 


T 化 目 ANK OF 削 OSEN 

Roa 拍巧 27 巧 5 8 r 日 adw 化！ i. Y. 
Ph 日 的 . CorHandt 化 83 


Tl]g 如 ! n け omo Ba 化 LM. 

NEW YORK A 排 NCY 

R 帥 描が 4 

1 がむ oadw 巧 
むし むげ laHI 巧 イ り 9 


Tile Yokohama 

S|) が |巧 L 化 

郎 1 n 郎 r, Equitable Bldg. 
120 む oadwajf, N. Y. 
Phone おお扣 巧 50 


The Bank of Taiwan, Ltd. 

Room 5 巧 

お nnen 如 n i 刖が ting Building 
165 Broadwa もん Y. 

Te しむが andt 巧が 33-34 


Mo 目 ro ん , Inc. 

Formerly 

出が uhachi & Co. 

17 East け 化 化 ！ Ui 
Tel. i\!go 叫 urn 把 目 6-87 


Nippon 

D 巧 Goo も Co. 

148-150 Madison Ave., 
New Yflrk GHy 
Tei. Ashland 6141-42 


MOGI,MOMONOI, & 
COMPANY, Inc. 
105 -E. 1 目 化な， N. Y 
な L Stuyy が ant 8595 - 6 -? 




確 實を金 r 儲る 投資 

Citie S<ervice Common Stock 

Listed N. Y. Curb Exchange 


John Wana 簡 a! ( が ， New York 

Cor. 9th* St. and Broadway 

Guldens Office 
and Shopping Service 

Mrs. Ed け h Humphrey 
Special Japanese Guide 


F . に MARUYAMA & CO. 

67 We がが 比 Street , 化 Y, 
Telephone BRYant 7079 


HARUTA & CD, 

141-1 が Fi 加わ e., 
( む r. 21 s けり 
New Iforlc City 
Te し Wgo 叫 ui パ 3 如 - 2391 


THE MIT 削け 厘， け 〇 | I 

化 W YORI [ がけ CY i 

Room No. 712 i 

61 Broadway, N. Y, C. j 

Te しむ wlhg G け en 3 が 0 | 


Tlig M 化 ubishi Bailie, I 扣 . 

Room 941 , Equitadle む ildifig 
1 如 Broadw が ： New York C み 
Tel. Rector 3483 - な 


TicI (別 & In わ rmafion む reau 5 化 5 化む e., Tel. 抽 叫 ray Hill 7325-6 


N. Y. K. LINE 

社 會船郵 本 日 

Sa 打 Franci が 0 0 だた e; Los Angeles 0 な ic む Sea は leO だ! か. 

5 な Mark が St. 605 South Grand Ave 1404 Fourth Avenue 

NEW YORK OFFICE; 

8-10 Bridge St. TE し . BOWU NG GR££N 2262 
饥 わ が〇 Office: 100 W. Monroe St- 


O.S.K, Line 

大飯 藤船會 tt 

2837-8 WH!TEHM 謂 L 日 巧 S 
け B だ 巧が 化が E 化 W YORK む T? 
? 帖化が巧1 ! が郎巧 ! 16郎2-ぉ 


T おが T 側 iingOoJuCi 

impo けが s を Exp 日け が s 
巧 IFif 化む も , H.Yi 
T お • & お〇巧11 お 38 巧- 5 

327 化 Madis 帥 化が i ， 

郎 icag も ! 11お 日 is 



HyyOl る NPAmFIG — 

NEW YORK OFFICE 

344 Madiso 打 Avenue, 

Telephone. Mu ぴ巧陆 I! 4000 

♦ 間 日 十 迄 本日 ♦ 

♦ 間 H 四十を 那ま ♦ 

路航短 最の洋 平 太 




號 


卞化白 お干 


を 


雜 辦 貪 飘 【日喔 水】 


ti ニ 巧 十 年 四和昭 



婦人服 

二十 年の 經驗 がを 
ト ますので 截 ホ、 
化 ホは 爭ヤ ランチ 

!_ i ます 値段 も勉 
强 します 電話で 御 
用命 願ます 

横濱 ゆき子 


▲鄕里 送金 及び 並 送金 (無手 おが)、 ホ 巧 
巧替賣 買、 巧ち をな 組 取 立、 信用 巧を 
巧 等 一般が 巧 楽 務御巧 おじな 扱 巧 仕 侯 


鎌賦 臺灣饌 巧— お 張 巧 


本店 墓货臺 化’ 

ま 巧を 京、 橫墳 f 乂阪 、神 タ 、上海、 巧 
ロ、 顔 州、 庭 門 「拙 お、 を お、 炭を、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 マ々 ラン、 バタ ビヤ、 孟 R 
タ来 カッタ 、倫が、 其 外專潰 十四 ケ巧 


，資本を 壹短 をを 額沸这 あ) 

、横 ホを 营履ホ 百 五十 萬圆 
內地 本ち 巧 (本な) 巧 京大 お 


神で 長 瞄下關 名を 崖 


横 濱正逢 銀行— ミ 巧 

米國を 支店 リ をが 巧が 沙お 巧を 


其 化 化 ホを 固を 驳都 お- 1 まな 公 n 弁 
ス有之 候 一 


本 巧 大阪化 濱五了 目 
紐 育ま 巧が 育ブ。 i ドウ 玉） 巧 四十 九を 


琴 巧ぶ 銀行 


日 おち {ま 巧橫漠 あ右屋 京都 种巧岡 山 
を^^^尾ノ道 廣島 ち 柳巧 下/駒 
がま 巧す 司. 小 倉’ ち 巧 博を み 留ホ熊 本 等 
本国 預金、 鄰を 送を 巧は 棟め 
て 御 使 利 迅をじ 御 取 あ 可 申 候 


本店 朝鮮を 巧 

ち 庙巧張 巧は 日本 丙 地の 崔巧都 ホ、 朝 巧 
巧洲 、支那のを 地 及び 浦 强巧お 


朝 鱗 銀行 紐 育 お 張 巧 


み 巧爲替 一般 銀 巧 業を 精々 巧 煩 利 じが 鼓 巧 
申 上 候 


巧みを、 化 潰、 がま/ 賣 買ぶ ビ巧 
化な 立、 ィま覆 便が ュ御化 扱を シ 
マス、 精々 當おヲ 御 利用 下 ナイ 
II 藤本 ビル 7 ロ！ 力— 銀 巧 姉妹 會社 


藤本 證簽會 社 


同を 港 ま 巧 
同摇府 出張所 
同み ホ 化 巧 店 


觸巧黑 、雜 貨卸賣 

森 村 ブクザ I ス 


日本 願が 器雜貨 

テ厶 プ御賣 


奈良 貿易商 會 
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ザ元ブ タザ ー ス 


m 裝締 綺麗の 至、 設備 

完全、 シング 术】 週 

八 巧、 ダブ 八 一遇 十 弗 
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料理人？ 巧 

び 料理法を 敎 撰ず、 新が 設備 

»- SS 
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當會趾 ^ 事業は 人類 生活 上缺 くべ からざる 鬼 
欺、.. _ 電矿 、袖の 供給で を 米 S 十五が じ 直るな 
四 + ■ニで 大替 社のを 阔會 社で あらまず、 

0 夏 ミが 菁 香 st Intli を呈 t 马 pi 5 this —try 

產は 十億 弗 

四 年 煎^ 弗を 當會 社じ對 ずる 投資は 今日 i 巧 
五で 宛^ ー價値 £ なつて 居を ます、 おじ 十ぶ 年 
前のが il ^は今五巧ニモ巧の價値ごなつて居ら 
まず 一一 

幾を の 日本人 じて 當會社 じを 資を なし 今日 

S でる 巧 益を 得しを も々 なからず あら 巧 
ほ 左記へ 御照會 あれば 懇 巧に 說 明の 勞 
をが k ザます、 

月賦 拂送 投資の 化 法 も あらます. 

日本 部產 舟橋 健 助 

严 『黃 A 夏 空 一 

正さ ry 广 ぎ 穿 互 & 0产 JG 巧 ali 資. J . Y . C . 

c/o Sec 臺 Depf - ぎ Hair 1 薑 



一 1 ヮナメ ー 力 ー の特を 

岛 今人を お 買物 じは 特別 掛 員を 廣 きお 
なで 御 案 內致井 電話 义 はお 手が 巧 驚 御 
啡簡 して 御 便を を 計 b 巧め ての お 方に 
頃して は 特に 注意を しまず わら 是非 お 
ホ 霄ら願 ひ 巧、 ホ內 配達は 勿論 目 本 其 
俯を 迪 宛め わ 衛 物を 送は 當 ホで 致し 升 

ジ 3 ン ワナメ ー 力 ー 


秋 乂新栖 割 着 御案內 

秋 服 -\ォ パ a I トあタ 服の 新柄が 澤山 到着し 
て馆 ます、 是非 脚 用み 被 f る i 樣御願 致 升 

♦ス タィが は 最高級 
を VJ ら 、常に 新調 
當 時の 形を 保つ は 
御客樣 をな の 確証 
で 御座いまず 
乂 特に 表 地質、 裏地 
^ 化 一切 附屬 おを 
ホし 精 良品を 提 

丸 百 洋服 贫會 

i 西 四十 六 了 目 六十と を 



頓瞄器 雑貨 卸資 


春 巧疏會 




資本を 
拂込濟 ま 本を 
賴 ホを 


ま 億 風 
ホ 千巧圆 
六 千 四な と 十 あ 曲 


株式 


を お 


ご 一井 銀 巧— 支店 


本 巧 ま 巧 ホ 日本 橋 お 本を 屋町五 お 化 一な 
支 ほ 小 お 日本 橘 化の 內 (束 夏 巧な： 


名 古 屋を都 大巧 西 (大巧) 神戶 
廣島下 踞巧司 若松 巧 闽長麟 
上お愉 巧を 買聊水 


輸出入 爲 を、 電信 送を’ ホ 送を’ 旅 巧 借用が 
商業 信用 S 他 一般 级巧莱 

乂雜資 一一 萎 銀な— ま 巧 

郷里 送を" 日本を 地 無手 數 巧； 巧 速な 扱 
本店 預金 (.足 斯通か ノニ輔 ) 御 巧 刹 化 扱 
本 ま 巧 東ぶ (本 想大 阪神 戸み 都 
所な 地名 色 崖 ルが 上海 倫を 


# 羅府 、を 港 出帆 (ホノ グ八經 由) 

, 麗府を を 巧を 

(午ち 二が 化 化〕 (正午 化执〕 
コレアみ 十 巧 四日 十 巧 十目 
~ 春洋化 十月 十八 日 十月 甘 一二 日 
淺間丸 十一月 一 曰 十一る ハ 日 
大が义 十一月 十六 日 十 一巧 サ日 
® シアトル 巧れ (午前 十 時 出帆) 
靜瞬丸 十月 十九 日 
巧濱义 十 S 11 日 
一二 島义 十一 巧 化 日 
伊を 化 __ ^ 二月 十四日 

©を 巧を 日本 朽巧化 

巧 誌み 十月 お 日 
化を か 十 丹 十九 日 
箱 崎 か 十一 巧 二日 
I ▲猛育 巧 化 区 奈馬經 曲扫本 巧貨城 船— 巧ニ圃 
A 骑絡 取が。 がが は歐洲 巧、 南 来 巧 並に 芭奈振 
經 をた モ洋岸 巧を お 船を なさ 待 巧を リ 巧が 切 
巧 等 お 事 御 便宜に 敢許ひ 申 上 ミず 
A 米 圈鐵道 巧 巧、 寝 4 ロ 券 等 も 御 便宜に 取 許 ひ 申 
上まず 


シアトル ぉ觀 (午前 十 時) 
をら ぞな义 十 巧 廿ス日 
を ふ b か 化 十一 巧 お 日 
るん でん お (坡灌 巧 祝) 十月 十 お B 
►一等 樓漠 ー奎萊 

を L ばりす みるん どんみ は 一 五 五 巧 
▼三專 日本 巧 置 五 巧 ぞま大 をを まを ま— 
►御を 望に 依り 一等 割 則を 谋切巧 ま 斤を 巧 侯 

ロスアンゼルス ぉ 机 (午を 一二 時) 
まじ ら化 十ち か 四日 
もんて びでぉ 化 十一 巧サ 二日 

▼一 專樓漬 ニ so 巧但 はわい み 主にら み 一空 巧 
▼巧が 一二 等 目 本 巧 置 十九 巧 ▼一二 窜 日本 巧 瓦 十最巧 
►ホ 港羅が 巧游車 切な 寝 奎をお 入が お 旋ホリ ち 
►紐 育 線 パナマ 牆由 日本ち が 巧 貨物 お 月一圆 


推貨 陶碟お 
•ランプ 及びを 

太洋 貿易 採ホ 會巧 

ま 店 巧が 古、 ボストン 


T 寧の 印刷 ど 精巧なる 化 上げ 

時日の 迅速 ど 確實な 校正を 保証 


印刷は 紐 育 新報へ 




電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 


わ 晒 違^なく 新報へ 


ボ內西 十と T 目 十 二番 十 階 日 
束 部 じがけ るが 宇 言 静機關 の 

權 威、 吾が 新報を 讀 まね 人な し 


廣告は 紐 育 新報へ 
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晚杳坡 每ニ调 一回 出帆 

▲ 3 ム グレス 亞西亞 こ ニろ 00 嗯) 

十 巧 H 日 

A ゴム ブレス 化を ぶ (一二を 00 喷) 

十月 十と 日 

A 玉ム プレス 露 西亞ご ニろ 客喷) 

一 十一ち 二日 

▲で 4 ブレス 亞西亞 (一二ろ 00 顺〕 

十一月 ま 一日 
一等、 二等、 ご 一等 及び 下等を 設備 
最大、 善美、 最快 まの ま 洋航巧 船 


日本 截船會 社 (化 ニを 鐵道會 お) 

代理店 巧瞒兄 弟廊會 

乘車 > を 船 切な 並 じ 小荷物 運送 御 便利 じな 圾 申しまず 


が 界重鑛 の 縱横談 m 

金解禁は 速 かに 斷巧 ずるが 當然 

信仰た 乏しい 國民 


I 中の 一二 井 おれを おが 
綺役浊 田ぶ 彬 氏が 苗獨 所感は 前 
號 がかの かくで ある： aj 、 氏の 一 
I 巧は 夫人み な 及び 随貞ど おじ 十 
I 二日 當地 出を 米 巧を 州を 視察し 
ご 一十 五 H を 巧 出帆の マッキ ンレ 
j ィ号 じて 歸 朝の 途じ 就く 巧で を 
一る。 本 お紀を ごを 見せる 氏は 頗 
る 快 おじか 治、 經濟 、ぶ 想を 般 
; じ 互 b てる 做な き 鹿 見を 述べた 
一が、 を 解禁 閒朗じ 巧？： ては 巧 等 
占 I 磯す る 巧な く 「金解禁は お來 
_ る 丈け 速 かじ 斷巧 するがょい ご 
! 信じて 居る。 旧小內 巧は 金解禁 
I を自 をの ホで 斷巧 すると 聲 明の 
i みした けれ 哉を じ實 現み 機會を 
巧を し 巧 a かつれ。 しかし 潑ロ 
巧 開は 最もを 面目に 化 問題を 硏 
をし 居 >、 是非共 斷 げする 意氣 
钮 でも るら L い。 - 

^界 大巧 お炮ロ 降な な _ ど 
してを 本位の 常態 じな し 得ない 
のは 西班オ 、メキシコ 等で H 本 
も 不本意ながら 其 後慶を 巧して 
; 居る。 勿論 金が 祭の 巧ら す影攀 
じ關 しては 充み考 畳の 餘地 はゎ 
らぅが、 暇み 巧 致 象 時化の かく 
二十 億のを を 蘇し 居らぬ じせ i 
I 現 巧の 如く 十億 0 上の 金の ある. 
I 間に 一大 お斷 をな て 金の 輸出 解 
み W を 巧 ふべき である。 徒ら じを 
^ の 巧 失を を ひて 居るならば ホ來 
i ホ 勃を 本位 じな 舊 する； は 望み 
得られない。 歐讲諸 段のを 換準 
铅だ 平均 曰 本よ b 劣る ごも 優つ 
ては 居リ いので ある。 金を 備の 
I ニ 四 倒な まで メリ 込 レで も かし 
i てを お 制度の 組織を 危< する 樣 


じ i はない と 云つ て 差 支な から 
ぅ。 巧 謂 日本の 

經濟 風 難から 脫 かれ 化で 
て 歐乂諸 巧の 金よ 化 的 潮流に 合 
流す る じあら ざれば 到 あ 經濟の 
快な を 想なず るすな 不可能で あ 
るから、 な 唐 も 轉氏も 前途 じ 伸 
び レ ごする 射ぶ どして 緊縮を 旨 
ごし 陰を 自重して 化 巧 おを 切 も 
拔 ける 覺 悟がなくて はなら ね。 
經濟阐 難 もさる をながら あ 巧 日 
本 じ 於 パる 社 曾の 諸 現象は 要す 
る じ 思想 歐 難を 雄統じ 物語つ て 
居る。 巧 素因を 檢 封す るに 歸着 
する 巧は 固 民の 憐神 的调 をで を 
る。 明治維新み 餘 がは 廢 拂穀释 
め 運 敷 ごなら 惹ゐ て傅統 的美戚 
を 掃蕩し っ i あ も 巧に 泰西 思想 
じ 興して 突飛 躁 なじ 傾倒す る 風 
潮を ホず る じ 至っ たお 巧 京敎的 

信仰 じ缺 （る 通弊を 藤す 
じ 及んだ のでぁって 是れが 現代 
日ぶ 及び 日本人の 一大 被滔 であ 
る ご 予は 確信す る。 現 巧 じは 禪 
神な ィズムが 侣 をして 居る が 其 
思想の 把持 じ 確で たる 信仰を ち 
せ やして 唯 雷问醉 かする のみで 
あって は 圃が社 食を 鹽毒 するな 
約柯 等の 意み をな さない £と な 
らぅ。 佛敎 じせ' ょ、 儒敎 じせょ 
を營 をに せょ 巧 も 自ら 信 やる 所 
じあ 實で ホら 其 悟 仰に 立脚して 
自他の 立場を 理解 ずるならば 思 
おがの 混淹 ごを がご ホょ ら出發 
する 危 除を 巧 化する ミは 盖し難 
事では あるまい と 考 へる。 是れ 
が 日本 及 H 本ん の 眼前； J 機は る 
重大の 間隨 では あるまい 乎 』 f 


I る じを 憤を をし 切支丹 雞 幾の 义 
を 取る じ まらし ょ b . 孝す 節婦の 
な暫 どな b 人 巧 美 あ も、 戀 わち 
悲劇 をら H 活の靑 年 俳 度 ザ 岡ね 
燕 ま おみ 數巧人 ぉお 晚 新な もの 
ホ齒寶 フキ グム ご稱し 陸を じ お 
巧し 居れる r 日露 役 旅順大 激戰』 
一を 約モ 吹の 珍醫が ある 是れは 
日本 じ まだ 活動な 眞 がを 逢せ ざ 
らし 當 時、 英厲 の從軍 技師が 撮 
影 しれものを 大巧 舘 が：：！ 一本 武 {良 
が 五 年 前にを をし 吾が 陸軍省が 
買 ひ 取 つわもの、 議中じ 乃 木 お 
軍の お爽 たる 英姿 も 現 はれる が 
ち窗巧 自身 說 明の 勞を 執る 由で 
あるから 輿 ホ 深 かるべし。 

H ホ資 易を の替宿 

J 翁 近情 

と 十と 歲 の高齡 

おな エ巧會 社 時代 ょら 山中 商 
食 創立 時化を 經て 日本の 美術 曾 
董 品を ホ國ボ 場に 紹 かし H 米貿 
易界じ 於て は蓄 宿の 一人 f 稱せ 
られ 、日本 俱樂 部、 日本人 會等 
巧留 同胞の 社 巧を 共の 爲 めじ 貢 
献淺 からぬ 牛 蓬 第み 郎 翁は 數年 
前歸朝 後を 都稻荷 山に 餘 生を 樂 
みつ i 英文 『本 巧 强ホ悅 J の 研 
兜を 蠻 表日本み 診の 英譯 小册子 
をと 梓し；：* どして 语 るが 化 巧 一二 
日舊 なの 美 巧 じ 書を 寄せ 『御 化 


澤旧總 領事 ぉ發 

〔東京 轉電 - B 發〕 新任 紐 育 
總 領事 澤 旧節藏 巧は 二十 六日 
橫濱お 帆の 大洋 化 じて あ 化の 
途じ 上るべく、 暮巧 期は 十】 
巧 中旬 どなるべき か G 


時々 の變 化は 紐 育 新報 じ 化ち て 
承知 致 居候、 ホを も 本年は と 十 
と歲じ 達しを くちが ど 相 成 候へ 
.共 幸に 日々 早朝ょ b 餅を 相手 じ 
幕 居候 誠に 達者 じて 飲食 ホ パは 
一ん 前 じ 御座 俊 御 笑 ひ 被で 巧 候 
日本 も 近 ホを 地 じ 语革ヶ ーブグ 
ど澤 かじ お ホ 山川 共に 自由に 
旅け お ホ 中 お J 云々 どてを 巧 製 
雜 のを 精た 報じて ホた。-. 

湯淺 永年 巧歸朝 

が 巧 商務 書記を 囑 託と してが 
勤の 傍ら 約 一二 年間 聲樂硏 を 中な 
らし 湯淺 永が 氏は 今回 歸朝 する 
i どな’ 0 が円卞 後 シカゴ じ 向け 
お發 せる が 岡ホシ 始めと して 桑 
港、 曰ス アン ゼ X K 其 他 沿岸を 


y _ 

i 

h 

1 ■ 
1 

; 参 ニン 旅 同巧參 
i ナ S ト朽巧 支 白 
! ッ H •をは 配 江 
1 プ巧タ 終 二人 厦 
j 夫 着 7 へ 回 、 H 
; 人 紐 トげじ H 氏 
! 轉の號 日直 巧 
; お豫じ 横る S 山 
! 定使濱 朝 十 中 
i タ。 乘發鮮 円 荫 
! 年 、プ 、綺會 

1 と ホン ミ 蘭が — 

部 — ふ — S ? 邪せ 育 
: 巧 十 デの る 支 

な 

人 

ネム 

播 H 紐る の 庭 出 育 
せを 校當マ 菊席大 今 ^ 
ら商 をで ジ巧ゼ 會夏ザ 
れ 木は あ 五® るに ジ駐 
じ ホ 巿るス 巧 大曰エ を 5 
しみ 內 。チは 阪本ネ 殺 
ど郎 西が ッ本梅 化 グ _ 良 
。氏 二は ク巧 化を に S 
よ 十 同號ニ 女み が タミ 
で H 校に 十學 一け 套江 
巧 T おて ニ 校 人る 熙 

十 地 
一 及 
巧び 

みお 

旬哇 
歸じ 
朝 於 

のて 
豫獨 
を 鳴 
な會 

み 

て 

を 五の がん 長し 際 
一十 巧す 港が て敎 

らを 
ご 催 
〇 し 


一人 あ 庭 子女の 爲 めじ 盡 巧し 居る 
- ナップ 夫人は 今回 西な 化 十一 了 
目 五}！！ 一六 十一 二番 じ移轉 したが 電 
話は ヮシントン 一 ィツ 0 五と 四 
♦昔が' 正 氏を 稻田 大學 講師、 
n « ム ビヤ じ おを の 爲め化 稍 巧 
紐 修道 脅々 舘 じを 宿。 

•西 野泰氏 山中 腐會 員、 お 巧 
初旬 歸朗 中の お 夫ん 同伴 まる 十 
化日歸 W 。 

參有 富虎么 巧を 羅府曰 ホ編韓 
長、 前週 巿 俄を を經 てま 部 地 ホ 
視察の 爲めホ 紐、 紐育敎 會じ投 
宿 華 麻を 緩て 歸羅の 答。 

參川元 英ニ氏 日本を 命 保 験を 
化々 貴、 去る 二十 五日 歐浏 ょら 
着が 約 ニヶ 目 滞 巧の 笠。 

鲁吉 田を 么 巧に 吿ぐデ トりィ 
ト巿ょ b 練習 廳睐 歡迎獲 どして 
窗附 せらむ たる 十 弗は を じ歡迦 
會じ傅 達し 同會ょ b 受領証 並に 
記念 リボン 着した るに 付 ま急ァ 
ドレス 本社へ 一報 あ b わし。 

日本 巧/— ル 

本局 締切 當日 午後 お 
時 日曜 どか 目は 四時 

テン ダレ アス號 〔シ アト 八】 

二目、 トキ ブ見 〔同上】 二日 
• コン ァを フタ こ】 四！！：。 

フ レシ テント •ジヤクソン^^ 

局と 六日。 

ニユ 31 ク 〔ォレゴンが お- — 

ト ランド】 借し 小包の み。 

エム ブレス •カナタ 巧ク アンク 

] ゥア] 〕 十 二目。 


巧 欄ス ペシ か ル 

到着 

鶴 見 疏鋪著 母 ニ 巧 
日本 入 じ 俸大 あち ごせば、 
をれ は肆 たる 目 本 女性の 總 
物で ある ご 云 ふ 信念ので じ 
書かれた る小說 

+巧號 ホン グ 

講談 クラブ 

富 . ± 
講談 雜誌 

化 桐 巧 弟商會 


新入 荷 


燒 海苔 
味が 海苔 
淺草 海苔 


桑 山商會 

ニ 4 EAST 是 ih MT : N . Y . C . 

さ 0 ミ. さピ丈 ま 「21 な-夏 H 


也 id な 1 UJ 男 經驗の お 無を ホ 

资售 コ畜 紫の 導 あら 

御 希绍の ホは 御が 談を乞 ふ 
夏 君 N 夏 T 望 0 P _5 W w ‘19 ih 苗- 




お 頭には 電話 も掛リ 

整然として 客來 受く 

ア スタ ア から 水兵^ 君 お 待 ホ お 


，今夏 0 ホ 化 お 阳胞が 鶴首して待 
- も おかれて 居た ホ 闊練巧 艦隊 淺 
間、 磐 手の ニ据け 愈々 ネ日ボ 成 
チ モアを 拔 細し 巧 日 午後 一時 前 
を'^ ド ジン 河 上を 吹 （秋風に お 
を 巧 司か宫 巧を 繊ずミ ど。 らぅ 
が、 本が 歷棵 S 如く 歡迎巧 側の 
準備は 旣じ 整が として 成 6、 昨 
今は 部サ的 八化樂 を處理 して 往 
くまでに なつた C 同時 じ 九十 六 
了 H 巧閒 じ新践 せを 辈巧 所に d 
電話 リゲ r サィド 化 五 五六を 
が艰 なされが おへ も 臨げ 電話 
特設の i ごな つて 巧る。 旣じ 
巧ぶ せる プ。 グラム じは 大化 
i 錯 お。 きも ホ テ 八 アマ タアま 
j ム ムシ ユ' > ィマ 了を は-昨年 

一 下 ±官 を 千 六が をを を 招待し 
心 午を 曾を 開き 非 おなが 窓を 示 
して 吳れ たが 

本年 も ホ 是非 乘 組の 下 ±官 をを 
招かした しごの 中 出 あ b お巧侧 
じ 於て ri 留ん ず諾 せる 由 じて 
一を は 八日ぶ び乂 H 巧 = に-日 ib 活 
動 為あ觀 劇が 閒 前に 閲惟 せらろ 
^ る 順 巧 ご U らう。 微 迎な附 をは 
本 巧-日 庶 巧が い 調が' しぶれば 
千け 五十み 人總撕 ニを が 千那を 
突破し がらが 力なる 會社か 店 


銀巧の^^^附お六千弗じ比較し 
個人の 每 が；：* る 寄附を は 六 千 
弗を 超 適する 次第で 斯くあ b 
てこを ~ 般 巧 留阅胞 をげ つて 
一 化ぶ せる 歡迎會 の 目的を 達 
成し 嘗らる S をで あらぅ。 お 
日 の^晚發曾は宴會部總掛ら 
で車^^じ慟き居ら旧島部長歸 
朝 じつき 堤び 氏 部長 ごして 活 
數 ：- 2^ ら岡胞 出席者 約 五が 
の 見 心で ある 曲。 椅ほ 見學部 
じが ムも巧 細の プ 。グラムを 
作製.^ 夫々 歓迎の 準 楠を 整へ 
てち/^、 瞄 泊ん n 間を 巧 晴れ 
じさ たいど 云 ふの が 同胞 一 
統 y 祈願'^ ある。 

メ方タ にを られ ぬ. 

辖動 寫實會 

別 巧/ ig 報 目下 滞が 中の 羅が H 
米 編？^ ち 柴 山が 當 虎之助 氏が 携 
巧せ を フキ グム を东る 五 ： q (± 

幡) ホ 後と 巧 ザょ b な 育 H 本人 
な哲 じがて を 閒映爲 する £ どな 
つた 心を は 時化 劇 『亂れ 星』 ごて 
を 六が 約 六 千 吹の 大 もの 德 川の 
末葉 九州 化ぶ じな った 切支丹 あ 
害の 事肯 V - 脚を し 天を ん俠 をを 
が歡么 進が 溝 化の 巧 超の 殘虐な 
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303 Fifth Ave^ 

TcK Caledonia が 00 

ヴ田 商事 タま會 思 

Uchida fra か ng し 〇 •, !nc. 
1 1 Park Place 
TeL Barclay 1576 

島 貿易 煤を 會 it 
Shima TVa ぷ ng Co" Lt ん 

150 Broadway 
Telephone Rector 1484 

巧 ホを お ホち 巧々 
Akawo 在 Co., Lt ん， 
235 Fifth Ave^ 

Tel. Caledonia 9758- が 

巧 倉 巧が 結 绩巧ホ 食れ 
K&t&ku 化 在 Co., Ltd., 
200 Madison Avenue 
1 TeL Ashlanct 4545*4546 

に Mikim が 0 
Mildmoto Pearls 
財 5 Fifth Avonu, 
Tol. Vanderbilt 2519 

大を巧 短 育ま 巧 
0101 ra 足 Co., 

30 Church St.. 

Tel. CortUndt 2292-93-94 

s 典 巧 ま會お 
巧理巧 
高峰 巧會 
120 わ M か 化い . じ Tel.BedM 巧 84 
Faefory: 35-10 36th ive., 1. 1. City 

ま 巧みを 賊會な 
4sano Bussan v^mpany 

Room 801 -SOS 
1 巧 5 Broad w 巧 
Tel. Cortlandt 8047-8052 

, Gosho Corporation, 

Siik Importer*! 

が拉 let 84 化 Street 
む I. Aihland が 的 -91 
G 〇 »h 〇 C 〇 »» i 田 Cm 
Cotton Exporter, 

放 后 eaver 化， 

Tel Bowiinir Green 8806 -0€ 

甫 巧が がま 會せ 
な 育 事が 巧 

Sou 比 Manchuria R.. R. な •• — 

— Ronm 內 ci お C B1 わ • 

342 Madison Ave. 

た 1. Vanderbilt 4135 

H 井 物を なま 曾な 

な 巧 まぶ 
Mitsui & Co., 

6a Broadway, 

Tel. Bowling Greeo 7520 

故 ホ 曾を お 弗 商店 

紐 育 巧 張 巧 _____ _ 

Iwai 在 Co., Lt ん 

Woolwoi: 比 Buil ぶ 叫， 

TeL 巧れ Rojr 8 が 0.61 ぶ 2 

H 菱 巧を 巧 まるな 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(Mi む ubi 血 i Co" いん） 
120 Broadway 
TeL Rector 2560-2564 

大 R 朝 曰 ニ まを 销日 
恒川 巧 
Osaka Asahi 

下 he New York *Tim が Annex 
Tel. Lackawanna 1000 

目 本 お 巧 賊會化 
な 巧 ミ 巧 

Japan Cotton Trading Co.» — - 

2~ParIc Avenuet 
TaL Lexington 8787 

日本 生糸 栋ま會 お 
が タま巧 

- NIPPOH XI-IT0 XiiSH*, LTD 

Two Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 

巧を 名會せ 
化を まぶ 
Har& 在 Co ,， 

443 Fourth Ave 。 
Tai. Caledonia 7830-35 

曰 米 生糸が を會な 
一 一 ' 一 

IIICHi-BEI おけ 0 KABUSHIKi lUiSHA 

OVICHI ぶの K な TO CO., LTD.) 

1 Park Avenue 
TeL Ashland 624 も 4748*49 

お 木吉巧 
Osaka Mainichi 

巧 oom 306A World B 山陆叫 
Tel. 3eekmftn 4259 
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©b を S 巧 jum 巧 s を ® im で 巧 


如 TUROAY, 邮 TO 化 R 5 1929 


キ少 ソン 氏 ホ 巴人は 本 H 入を 
しゎ 0 

九 巧の ま 娶賓易 

【一二 日) 九 巧 中 重なる 輸出は ま 
糸と 千な 八十 五 巧 四千 圆 、痛 
織物 一二 千と な 九十 I 万 六千圃 
絹織物 千な 五十六 万 八 千圓、 
輸入は 楠 化 ニ 千 八な 六十と 万 
四千 勘、 錫 一千 巧 四 巧と 千阅 
じして 粮 巧は 一 慮 乂モ乂 十五 
巧み 千圆 、餘 入は 一摄 一二 千 四 
•自 四十 四で 四千の じて 差 引き 
出超は 五 千 六 四十-巧 ニ 千 
圓 である。 

德川 公使 ぉ發ず 

【 I 二日】々 ナダな 倒を 使 德川あ 
正 巧は 午を 一二 時 橫淺發 王ムプ 
レス •フランス 号 じて を 任の 
途じ 上つ た。 


— 1 ^ — tl — ’ — j 一 ' 

一- 4 JU 11 重》 1 、 > I 


桃 川 如 燕 逝まず 

【二日】 講釋師 の 桃 川 か 燕は 逝 
ました 0 

津島巧 急遽 發途 

ご 一日】 津島か 務宫は 取 急ぎ 渡 
米 せんとして ゐ るが 解禁を 傅 
。の 特別 任務と 巧が されて ゐる 


ー各巿 瘍ー齊 かむ 

〔二日】 避を を じつき 紹濟巧 巧 
一を 休み ど。 つた。 

ホ 需給 ごん-^ 

【二み】 巧 化 ホ ホ 年度の 需給な 
'らし <聲 作で なかつ 
\ で 度が 當 巧は 一を 必 しれ 


國滿 新造船 計畫 

【二日) 頤瞭族 船は- 1 ユ ー 3 ! 
クが孤 じ 進 おせんた め 化モ嗔 
級 デ-^ •セグ 貨物船 一二 塔 速 造 計 
裹 中で ドる。 

一 集中を 巧 止 

:换 省は 化 ホ 長 宫じ勒 
し勞抵^|;|の 大都市が中巧化を 
訓 ホし ゎイ 

正金^ 支店 關< 

ご 一日】 横が 正を 级 巧は 開 元- 


覆 斗で 寺る < 

萄支 集ん 

【二日】-^ 换化 


牛 お、 濟 ぶ， クォン、 西 貫を 
ぞ巧を廢ー一^する化らじァ レ キ 
ナン ドリ マて々 ラ チ と じ 新 ま 
店を 锅<ご^ 巧は ホ \ ググま 
庙も當 業 あ P し （ない が布哇 
のな 留 民の が宜を 計らが 潭ず 



許 



る、 即も齋陈半-1|^中ぉがホがさ 
れじ 時は、 松 か' i ' 曾都ワ シン ト 


ンじ歷 を 的。 お 瓶 縮 少會議 召集 
の當 時で ぁ b 、 み 司み を 巧が 中 
おは、 故 加 藤々 n 一郎を 樵の 副を 
ごして 日 巧 巧ん，' でを された 當時 
でんつ た、 ホい 永巧條 身中 將 
を この 化に 迎へー 時は、 がか も 
ゼ ネゲア 軍縮'®! Si け すき じして 
巧毅 しじ' る、 この 會證 じがる H 
本の 正義ん るな 塔が 初めて アメ 


9 々人 じ 誌 解 
おして 今や イぉ 


れわ 時で あつ わ 
ブスを 相 マクド 


ナ少ド 氏が、 挑. 路 U る アメ 
リカを 訪問し 化が 的 じ 重大な 


滞 か 艦 縮 少に终 てアメ 9 々の 諮 
解を のかん ご-でつ！ わる 時、 偶 
偶練潛 鑑隊乘 ，^將± が、 ア メタ 
力の 東部を 訪 貧して アイリ 力 人 


を 数を 組め 彼等の 日本に 街 
する 理解を 深の つ i あると いふ 
ごは、 諸 ±2 遠洋が 海を して 
1 ら 意義を らしめ る 所 0 である 
ピ みに、 戰さ 人で ある 諸± は、 
のをへ 巧して 语る 


;お ，これ 巧 ル 築き 得べき 財力 
け 豐话ト ある、 人が も ある、 华 
巧 リ瞬倚 も ある、 彼等け アメブ 
々ホ 閱シ 築かん ど L て 居る の だ 

【六】 


アイプ 力の インテリ ゼン ンア 
は 『ニ ユヨ ク tJ ア > プ 力で U 


I 實じ 尊き ホ か 
i ので ある。 

S 〕 

今 H のアメ 


力は、 大きな 社 
會ご いふ 古い 蕾を 破砕して、 乂 
きな 嵐 家を 创 P 祖 しやう ごして 居 
の 富力： > をの 驚 （べき 產 


い』 ど 呼びかけて 居る、 物質的 
な授逮 のみが アメリカ でない 限 
b 、. これは ま 言で ある、 而 かも 
こユ 3 i クは嚴 がごして ア メリ 
力の I 部で あら、 他^ 都 巿ご共 
じ アメリカ じ缺く 巧らざる ゾト 
ロポ リズで わる、 ニユ ITt — クは 
實 じアメ .，，力の ホ あを 擴 所で わ 
る、 この 抑に けな パ— セントの 
アィ 9 々人 i らもみ 國 人が ぞく 
從 . L 、 フランス じがる バリ！、 
ィ •* タスを 巧 巧ず る 0 ン ドンと 
い 0 たかうな' 統一され た アト 

モ スフ キアは.：：^ い、 ニユ 31 ク 

の ホ 活ゴ热 病患 者み やう。 もの 
で ホる、 諸ち じして 若しを！ ホ 
を ゥォ！ グ 街に 踏 おすならば。 
を こじ テキ ピカ 朱な ニユ 3, ク 
のク 9 メ ー トに觸 わ 得る であら 
う、 而 からこの 風 ± たる や、 極 
端から 協 端への 振動で あを、 電 
氣ど 水蒸氣 、繫 雄ピ怠 弛のを 藝 
築を 奏して 居る ので ある、 なじ 
ア メタ セの 义化ど a ! ロ ツバの 



I 菜の 發產 、總 てじ蜀 する 巧學的 

; な ビン. へ _ー アド ネブ 、恵まれた る _ 
i 自 なの 篇 振は、' 慰 民へ 巧び かけ 
る 爵を創 遣の 聲ど 相俟 も、 時 じ 
かじ 對 - I - ては 镑を 無人な 振舞 じ 
ぶび、 知に あらては ジャズ ど繁 
をの 美酒 じ醉ふ V - いム 、幾タ の 
錯誤 ミホ 盾を 巧々 じ 示しっ、 ぁ 
こど 专遇渡 期の 現象 どして 
i 止む を 場ない こごで あらぅ、 而 
かも この 過渡期 じ禍 された アメ 
々の 肿會的 現象が、 あ然 たる 

アメブ 刃 ニ ズムピ な b 、 3 1 ロ 

ッバは ぶょら、 東洋の 社 會を風 
I 靡 せんごし つ i ある こご も、 爭 
はわない 事實 であらぅ、 この ア 

/ 力 ニ ズ么は ジャズ d つて 

I 若 ぃん々 の 期に 唤 込み、 大 資本 
の 集注、 事業のを 巧 連鎖 的經 

I 舊の 資本家 的アメ 9 力 ニ ズムは 
m I ロ ッ パに々 グ テグを ホみ、 

I 萊洋じ 資本 國 完成の 適 程を 示し 
一て 居る、 恐るべき ア メジ々 でを 
る、 混淹 たる アメブ 々ニ ズムの 
ー跳耀 でめる。 

量 

新ら しい 國 をを 築かん ごする 
がか 广 、彼等は 軍備を 整へ る、 

一 資本よ 溝を 完成す る、 新ら しい 
I 义 化を ホ々、 藝 術の 殿堂を 築が 

ん ごして 居る、 T メタ 力 じは 轉 


义 化は 混然 ご L た地モ をを 描き 
ァメリカ じがる 最 をの 腦カ はこ 
の 地に 集注され、 窝カか 布の 中 
必點 ごな つて 居る、 をょ、 おる 
K 々ィス クン パ！ ズ のが 立は、 
彼等の ふじ 伸びん とずる 力を 表 
現して 居る ではない か、、 J ドソ 
ン 河の 下を 貫 < ホ I ランド 墜道 
、'ィ ドッン •ナ ユ！ ズの 存在は 
偶々 彼等の 巧 脚が ほ 地を 離れ ざ 
る こどを 意 ホす るので は ある ま 
いか、 な 達は、 この 後期が 象 波 
じを る やぅな' ニユ 31 クの素 蕾 
は、 邸ら ァメ タカが 國の 將來を 
暗示す る ものでは ない かどちへ 
て 居る。 

.< 門 セ J 

ァメ ブ カホ 國のお 現が 混な た 
る內 をを 持つべき こごは、 極め 
を 易 じ 想 陵し 得る ごころ である 
盎しァ メリ々 は。 1 力 リズムの 
國 だからで をる、 な 達が ァ メリ 
力の 將 巧を 正視し やぅ どす るな 
らば、 この。 1 カリ' ズムを 凝視 
しを こじ 流れつ i ある あ 潮の 歸 
趨 する £ ころを 突 留める 外は な 
い、 諸± は ヮィ グド •ゥ至 スト 
ご 呼ばる {カリフ オグ ニヤの ア 
メリ 力 人 ご、 バ^ チモ 1 アやニ 

ュ 31 ク で接觸 される アメリカ 
人が、 いかじ 違つ たア メリ々 人 


であるかを 戚 巧？ れる e あゥ 
淸敎 巧に の 6 て 開が された’ 
リカ じ、 腐爛した ジャズ 時へ を 
年 わ 錯誤に 一驚を 喫しな でもら 
ぅ、 化が の 平和を 先導して I 際 
聯盟の 設潭 を拋唱 した アメ '力 
が、 孤立 化 巧のを に 磯れ てを 目 
な ナショナリズムを 程拂 し ' . i 
ある' 矛 巧'」 首を おけらり た、 あ 
らう、 酒の わる 禁酒 國のぜ が じ 
苦笑を 縷じ 得。 かつじで あシう 



參 謀 中 山道 元 中'! 


野 村 司令官 蓉歷 f 


軍 


明を 化 一年、 希國 海軍を 學 一; 敎 
巧 卒業、 海ず 榜補 生を おト 
化 一二 年、 巧 海軍々 尉 I 
化 四 年、 八 鳥乘組 被を、 一一 基乘 
組 被が、 英凰 じがて 製造 (一 
艦 S 笠 回航 委員を 命 や 
化 六 年、 巧 お 軍 大尉、 補常激 
踐長 

化よ 年、 補佐 化 保を， 日繁 I 役 
じを 軍 

化 八 年* 補 鳥 千 穂 航海 長 
化 九 年、. 補 橋 立 航海 長 
四十 年、 橫須賀 獲、 ホノグ 


巧 


ヒ C 、 スバ、 クエ八 リン 
ブ 9 スぺク 、木禮 島、 パ 
ャ 、新 嘉坡 、カム ラン、 

コ ！ を經て ボク擲 島へ 韻 お 
四十 一年、 壤齒駐 巧敌卿 化、 巧 
お 軍々 佐 I 
四十 一二 年、 獨國 駐在 被 仰 曲- 
大正 ニ 年， 辅 海軍 あ 測官 兼が 軍 
大臣 秘書官、 巧 お 巧 中佐 
ご 一年、； 補ホ國 大使 舘がぷ 官、： 巧 
海畢 大佐 
八 年、 


や ァメリヵン •ぶ ン户ィ ァの营 

設じ注^>れつ ^あるこごを看あ 
ずる こご U 出 ホ； ：〇 い、 武み 的な 
帝 齒ま義 を， をを な紹濟 巧闽ま 
義 じ轉換 しつ i ある ものが、 ァ 
メブ 々で わる こどを 知らな < て 
は。 ら ぬ、 ニユ 3! クは 勿論 ァ 
メリ々 の全體 では U い、 併 かし 
この 大ニユ ョ—タ か、 ァメブ 力 
を國の シン ホ—，^ でを らぅ こご 
は、 巧ん £ 雖 否を する こごは 出 
ホの、 西から ぶへ、 異なつ たァ 
メリ々 のを 氣に一 觸れた 乘組諸 ± 
が、 ァメリヵ 文 一明の 首 郁 ども 稱 
すべき この 大ニ _ 'ユョ ー クボじ ホ 
られ たこ どは アメブ 力を 視 、ア 
リカ じ聽 かれた をを、 緩决算 
すべき 機 會を捉 おした もの ご 信 
やる。 


化 年、 
十 年、 


講 かを 權 を員隨 nil 被 仰が 
海軍省 副宫 

華 府倉議 じ參朔 $ を權委 
員 藤 員 被 仰が 

十一, 一^、 海軍 少將 、補お 軍々 令 
部屋 謀 兼 お 軍艦な 本 1 術會 
議か員 

十) 库 、巧 第-遣 かお 隨词 々官 
十四が、 補 海軍省 敎育房 長 
十五 年、 補 海軍々 み 部 ホを、 巧 
海軍 中將 

昭か四 年， 補 練習 艦隊！ PJi 官 



睹满 大佐 金み 一二 松 


5 に 一社 

ー莖的 
ふ 秦 


を 達は ァメブ 力の 政治 相に 一社 
會相 じ、 巧ぅ した 幾多の 
な 現れを 觀取 する、 恐ら . 

は 巧るべき 軍備 縮 少爵議 じに 子 
の ネ盾巧 じを 觸 する こご \ :^ら 
う S 信じて 居る、 而 かしこ 八總 
ゆる 事象の 流れ じ 一貫し をメ 
リ 々ン •スビ リットの 巧 だて 
居る こごを 唐れ ては ならない、 


ウ] グウ I ズ •ビグ デン ダ》 藥 


上げた 彼等の 物質的な 力が ネ 


艦隊 ふ 恐、 て 

ホ國 駐刹特 がを 權 大使 

ぉ 纖勝次 

今 巧 帝 國練智 艦隊 ヲ迎 7 术 'ィ 
宮人な 米 同胞 ノ 均" j ク 欣快 トス 
グ所 ナブ \ 

惟フ こ 日米 兩國 ん术ャ 『ペグ 

リ』 提營浦 賀巧航 巧が 終始 其 窺 
善關係 ニ輸& .巧 ナキツ ミナ ラズ 
太ず 洋上 ノ 比隣 トン -i ノ 政治 上、 
經濟上 將义义 化 提携 主最モ 緊密 
ナ火顆 孫ヲ有 3 巧 線署鑑 除が 萬 
里 ノ鹏程 ヲ遠シ トセ ゴ； 斯ィ ぶが 
ニホ航 シ其メ 朝野 トあ摄 K 术- 
右 兩閱/ ぶを 駒 係-一一 一段/を 彩 

ヲ加フ が 所な タ^ノ ミーナ ラズ將 
巧 帝 越が 軍 お 校 タグべ V 煩 補を 
諸君 ダ 親 シク ホ國 々構す 視察し 
且を ホ面ノ 人々 ユ接觸 辛 ラ 火 作 
其 修養 - H ニ 資スが 巧潑ヵ ラサ 

ルベシ 

ホ 掘 宫畏ノ 巧ダ牆 隊ヲ迎 7 八 
ヤ题 メテ藏 穀ナ乐 モノす リがニ 
大統領 パ 野 村 司を 官 、兩隱 長、 
幕僚 ニ 對ン蹈 食 ノ榮ヲ 勝！； 9 旦 

义 『ホワィト • バゥ マ』 南 庭 こ 

が テ 候德生 一同 ノ 則み 饲淚ヲ を 
グラン タリ 是レ實 ニ米國 钥野ノ 
が 题が軍 ニ 對タ八 巧意ノ 發露ナ 
? ト 謂 フー ペシ 义爐隊 寄 統化ホ こ 
巧ヶ 八巧留 同胞、 A 協必戮 カ能ク 
歓迎 ノ誠 盧ヲ示 サン タリ 右、 J 巧 
海軍々 人 ノ信賴 K V キ動 巧ト嚴 
肅ナ 規律 ト相後 ブホ認 上下/ 
賞 讚 ヲ陣シ 日米 親善 ニ 貢が 七 作 
3 ト歡ナ 々ラダ 八べ シト 信ズ 
本歡 迎麗發 巧-一際 シ经 ユ些々 
巧懷ヲ 述ブグ ト共ュ 野が 司み 宮 
兩 艦長 其 他 乘組員 御 一巧 ノ 健康 
ヲ視シ 併 セ-テ 日 ホ國巧 ノー 愈々 敦 
摩ヲ加 ヘン； コト ヲ祈グ 


歡 遵の辭 

統育 駐在 帝國總 領事 巧理. 

內山淸 

ホ 生われ-^ が 景慕渴 御して 
措く 能は ざる 香が 巧國 海軍 練習 
艦隊 淺 間、' 磐 手の ニ 艇が巧 村 中 
おじ 牵 ゐられ 本ち 四日を 巧て パ 
ド ソン じ投绩 せられた るに 對し 
チは 深甚の 敬意を 表しを じ歡迎 
の 微衷を 表萌 する i を光榮 であ 
ら旦つ 渝快ピ する 蓄 である。 

就中す 宵藏 領事 代理 ごして 乏 
きを 巧 ほご 亨 けて 居る のじ 拘は 
らや 一昨 秋は 永 巧々 おの 指揮の 
下 じ ホが したる 淺 巧、 磐 手の ニ 
艦を 歡迎 し、 今 巧び ホ馈 ある 艦 


歷を恃 つ ニ鑑を 歓迎す るを 得た 
るは 藍し 天 緣奇絕 ど 諮 ふべ < チ 
自身の 最も 華甚 ごす る 所で ある 

巧が 司 か官を 始め 日々 巧、 鈴 
木の 兩應長 度び 乘 組の 諸君が、 
將ホ 吾が 帝閱 海軍の 中框 どなる 
べき 當 がの 任務を 荷 ふを 膊 々尉 
淚補 生な と 十八 人の 諸子ぶ 共 じ 
意氣 益々 巧昂 、頗るを あじ 萬 里 
の 波濤を 朔 破し ホら れ たる 長途 
め 勞じ對 して われ-^ 巧 留ホ圓 
臣民の 胸 狸 じは 具 營歡迎 の 宝 誠 
を竭 さむと する 獻 情. い 横溢して 
居る が おじ 此磯會 じ 於て ホを か 
なじ 歡天薑 化の 情を 展 ぶる. 得 
ば 誠に 岡慶 のみ 第で わる。 

巧が 司み をは 予 S 絮說 を：^ つ 
まで もな < 巧牟 華盛頓 大巧 把 お 
武官 ごして を 縮 會議隨 員 ごして 
ホ 固の 事情」 精通し、 歸锁後 暑 
が 帝國が 軍の 首腦 たる 軍み 部 じ 
か 長の 要職を 占め 俊敏 練達の ±1 


どして 巧に み 名 ぁら， 訪米 媛が 
の 司令官 ごして は 適材適所の 部 
は 想 ふは 巧 繫に當 つて 居 やぅ。 
巧 かる 巧词 かを の 下に ホが せる 
級 巧 艦隊 か 一面 じがて はず かの 
メッセン ジャア たる 巧務を あた 

し B 米 間の 齒 をを】 層 有意義む 
こ，- しむる 實 績を擧 ぐる i 多大な 
るべ f ごず は 確信す る。 

希く はおな 紐脊滯 泊の 期間 甚 
だ 短き 4 おみ 見舉 練習め 目的を 
達しを 其歡を 遊され を。 


ニニ 

拜 




.が 绍燈除 入港 中の 巧 煩 日は 入 
巧當日 〔巧 日〕 ぉ潘日 〔十二 

日〕 アット ホ 1 ム日 「十一 日'! 

を 除き 每日 午前 义 時よ b 午を 
四時 ご 制定され て 居る から、 
一般な 留 民は 軍艦 巧 挺を 巧 用 
して 欲し-* ごめ i である。 


本社 束を 轉電 ( I 鮮轉 載) 


總 裁の 後が 間 題で 

政友會 にわ 家騷動 


〔四 自】 'か 田中義 一男の 後繼 どして 政 友會總 裁に 犬養毅 氏を 
推ぐ る こどは 最島 幹部 會議で 大体 I をを 見た のでを るが 、 I 
方 貴族院 ホ おじは 暫定的な 乂 養を 總裁 じ反勒 意見を 化 < をタ 
< この 藤 寧々 巧み 派 ご 鈴 木 派 どを 戰 はした ホが 雨を つて 化 固 
るで 良い どい ふま 張が 有 方 どな つれので 遂に 巧み 派-鉛 木 狼 
中 橋 派の 策 ± 連は 實 力を 背景 ごして 激烈な 運動を 起こして 露 
骨な お家廢 動を 巧 燃しつ、 ぁるが、 間 題の ホ 人る でぁる 犬 養 
氏は 湯が 族溫 なで 素なら 一2 顔を し 『政ぶ 會の後 巧 緩 戴は 若い 
者が よから う』 < 空嘯き、 巧 自身 ごして は 反對息 見の ある 局 
面を 觀 壊して 思ら （總 裁たる こ ミを 受諾し ないで あらう から 
お 家 骚動も 益々 礙大 する 一々 であらう ご 棋 測され て冨 るり 


官 が 拂 下げに 疑獄 


ご ニ扫】 天 岡 谢賞動 尉總截 收監の 結を 前巧閱 時化め 禪お山 お 
擲 でげ にも 疑獄が 曝 叢し 水 驳拓務 次官が お 張 調を 中で あるが 
果然 前闢 員の 多數が この 羯 題に 闡 係して 居る .-* J が發 見され 遂 


じ 司 息め 手 じ 移つ た。 


遷宮 參拜者 二十 萬 


【一 二日】 時雨 模樣の 宇治山 お 遷宮を の參 巧者は ホで 拍上 じぶ 
んだ 、ム r 促 八 時の 內宮遷 御の 儀、 天皇陛下 じは 宮城 神廢 じが 
て御遙拜遊ばさる^ と承る0 


農林 提出め ニ 案 

t 四日】 農が 省は 米穀 調査 會へ 
外 义專賣 案、 臺灣ど 朝鮮に ホ 
穀倉 庵 建設 案を 提出 せんどし 
て 居る、 尙ほ 朝鮮 ホ も 不作な 
ので 遂に 暴騰の 止 策 も 研を さ 
れる でを らぅ WO 

英 債英國 て借換 

〔四日】 英貨 四 か 利 廣ニ歷 S で 
巧圓は 現を 償還 や 巧 償 乗 らお 
ゎ增 さる； も 大藏當 厨は 英國 
ボ 場で 借換 b ると いふ。 

巧中義 一男 葬儀 

〔四日】 故旧 中義 一男の 葬儀は 
秋雨の 中を S 日靑 山齋瘍 じが 
て 巧 はれた。 

公債 發 巧を 許可； 

〔四日】 失業ぁ濟ゃ事業の爲じ^ 
はを 償 潑巧や 化 利 資金 融通 許 
巧 するどを 府縣じ 通牒され た 

八 時間の 白兵 戰 


〔四日】 マン チ ユタ ー の 露ち 白 

を戰で 支那 負傷 兵 四十 名 じ 達 
ン 2 0 


した 

〔 I 二日】 マン チュ 


じて をち 


兩軍八 時間の 白を 戰を 演じ 支 


那 軍は 大損 害を をけ た。 

.鹿 兒島大 暴風雨 

【四日】 應兒島 縣大島 郡 天 城 地 
ホ大 暴風雨の 被害は 巧を ニ 名 
負傷を 一二 名を 屋倒罐 ニ 千 九な 
巧、 漁船 巧 ホす 明 百 二十 艘で 

ある 0 

ご 一日】 鹿を 島 縣大島 郡 地方は 
サ 八り 巧大 暴風雨 じ 襲 はれと 
巧 六十 ロ 倒壊、 千 S な 戶半潰 
無數 の' 船舶 化を し タ數の 死傷 
者 ある 見込み だが ホ だ 詳報 じ 
接せ 00 

動亂 時代 じ 直面 

【 I 二日】 を 京 朝日 新聞は 述べて 
曰く 『蔣か 石 反 蟹 運 劇は 支那 
を 地 じ 起つ て 固 ほ 政府が 义復 
動 就 時 巧に 直面した のは 遺 城 
であるが ま 人は 化 不幸な 勘 就 
を錄 度しても どぅす る MJ も 出 
ホね』 ご。 

爲 替市瘍 V 正金 

【三日】 爲替巿 填の 軟弱 氣配じ 
橫濱 正金 賣 お動か。 

ウ巧ホ じ 人 入を 


ご 二日】 前 アメリカ 大統領を ウ 
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F, I 歡 E 護 Wcf CO. 

餐科 潑を大 壁が 撥を 
! 巧 LJMJt. Id, おがが 巧 S4 

を 時 八が 日曜 主 水 巧 


GilPB 化 UEfW ! 化 

設備 整辕經 豎化廉 

Call-T 民 AFA し GAR 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

… 化 e rime 化： Church" :nc- 

ぶ ON SECTARIAN; 

Broadway 狂 か，， ロ 》 - '一、, v 


Koike Studio 

730 巧む h Ave. 
Cor. が 比 St. ' 
Tel. Circle 4406 


DANCING 

411 W.l 巧化51. 

Tel. Cathedral 4408 Apt. 3 


施が 邮郎 118 化 おが 

ミ 264 Ux. わ もむ fweefi おか 加 e 1 8 郎挑 •が is, 

授敎語 英人婦 


车 k^Japaag^Chn 如 a 打 Aa>o む 瓦む。。 

が 3 W. 1 が rd 化 H が扣 rk 巧 帝 ~~ TeTBradhiirsi 8936 
會道修 巧 督ぶ人 本日 


房 書 西を 令 內案育 紐 

The East and West 8 郎 k な . T おお w む rk T 卽 ri おお rvice 

411West11«hSL ，！ U.O. TeUaihed 巧 14 が 另 


差は A 屬辭新 A 
上定 をけ 注舊米 
げ攫 卸を 文の 國 
まよ 注しみ 書に 
f ち义ま 第籍て 
。剌 じす 敏 ミを 
引 對 ° 速雜巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は る 


紐 

ill 

と硏 

純を 

雄 巧 


通年卒 A 
ゃ聊 業を 
るかし は 
も ホ 在- ン 
の國 ホ々 
ご 0 をゴ 
信 事に 大 
じ お廿學 
がに 豆を 


ま 御 〇A 
す 懇賈通 
° が物譯 
じ〇ク 
御 其 調 
政 化を 
援巧 ◊ 
致で を 
しも 涉 


Dr. M. MA ほ E レ 

巧 9 f：. け 化な.， New York 
け 比 3riHv も & Irving 円 扣 e) 


K. IWAMOTO, MD. 

114 W. 70 化 St. 

TcL T 巧 おわが 0352 


KANZO OGUFU M D. 

214 Ki が 化む 8〇k! 巧 
むし Triangle 3836 


T.CTAKAMImd. 

り 6 如な1> が land St, む 日加が 
むし CmnligHs が 巧 11 


JAPAN ART STUDIO 

122E •排 h なおけ ark&L が Jves. 
巧し Pirn 88 が 


T. KASA! 

Merchant 

Tailor 

如 

TIM 巧 80! 础郎 
Roam 304 
化 in 郎! （ 

Phone 

Bryant 3045 


F. IC. Maruyama Co •ホ 

67 w. が 化 化ん y 
Te しむが ni 巧 巧 j [リ 

洋 
臟 

穗 

會 



CLOTHES BUILDING 

* で AR EXCELLENCE" 


M. f 8Uch げ a, D. M.D 
巧 S 化 巧 rd 化 
了 e し Tufa 帖 r 85化 


か1.\ amaguchi, Mi>. 
70 む 3m3n i 化 M 
Tel. Lorraine が 34 


◎◎◎◎◎◎ 

が寫蓄 が 寶歐ら で 基 弊 
巧 眞音禪 巧 米ず 販じ店 
符器器 萬 貴が 御賣 御は 
0 0 0 年を 禱規 致 : h 實 
が タン 拳 溝 時 命し 産 質 
なイ 3 。 。 計 卿 ま顿誠 
寫プ！ 金銀。 かず 一意 
巧 ラ ド 銀製 慶す 多式强 
お ィ見製 器 時 さみ 敛蓬 
.搪タ 本銳具 許い じ賓ま 
端！ 陳筆 一一え 拘僮義 
鲁 列 まませ は 段の 


Orienta 里 Massage 
巧 71 む Hies を venue 
む en もん Y. C. 
柄.リ相がおリ2が4 


i I 


霜 
詰 

I 9 午ず 
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是ん への 巧 
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年の が 驗を有 

す 0 一 レ ブス 
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毎 B 朝 化 時ょ 
ら巧乂 時を 柯 
時に てらを し 
H 罹 日は 一 時 
As 四時を 


學生八 木 郡 平 (靑 お縣) な， 巧 
曹 ニ 一郎 (能 本縣〕 西 本文 藏ー神 
を 川縣) 稻あ 明吉が 藤嘉で 
( コ 0 ン ビア 大學 出身) 富 お畔太 
孤 (虎島 縣) 芝田德 一郎 (た 度 
縣) 藤本 嘉八 (東京ち 襄 
太郎 一 „ - 
をの まじ あかを 度き 儀を； 
极巧 本人 巧く はな 人ょ 
化 巧 御 通 か 願上误 

紐育巧國總領^5^舘 

1 巧 巧 Ga * 一宝 這 Ne ま Tf ミ k ミ 

ホ テグ 食堂 、 P ! ド^ゥ* 「チ 
ィ 八！ ム等 澤山賣 物が あ-まず 
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H 壹 Tiis で are - 
を rd St . 去 est of 巧 立夏 y 
ジ 一. liGkaw 尝ミ 8 岩 0- B 若 笠 7 

■見物 用 貸 自動み 
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稽 4〇= 

み* 金應 午後 化 時 1 一時 

紐 育 柔道 俱幾部 

西な 下目) へ 番地 


ま 午な 一時) 同 バス じて 午な 
一時 半 窠ニ班 ど 會し近 化醫療 
器械の おを ぶび 巧 使用 ザ モン 
スト レ 1 シ ヨン、 午後 五時歸 
鑑 、引卒 を N を 本 氏、 サ山氏 
大 み。 第二 あは 九十 六 T 目ク 

ロス タウン ■パスに て レ キン 

グ トン •ナブ じ 乗 華 二十 乂了 
目 じて 下車 徒 ホ n 1 ホ グ大學 
及びべ 八ビユ 病院を 視察 (自 
午前 九 時ち 午後 十二時 半) ォ 

ス ボ^ — ン ホ^ — 火 じて 晝食 (自 

十二時 半 至 午後 一時) 是ょ 6 
第一 班と 曾し 午後 五 時 歸鑑、 
第二 巧 引 卒者 n 江 見 氏、 ホ 粟 
巧、 お 浦 氏、 山 ロ 氏 
十 巧 八日 (み} 總員 五十 名、 午前 
九 時 西 九十 六 下目 ビアー じ參 
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東 施。 る。 ツ クフ S ラ— 硏兜 

所ぶ 间阳德 病院を 視察す、 午 
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ザ 車 歓迎 會を萃 信が 治 巧の お 
涛じ 巧ら 紐 育 アマ レブ プク • 
クラブ じ 午後 一 一瞬 半 到 替的ク 
ラブ じて 畫食及 ヴ巧樂 部の 運 
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傷病兵 慰問 

現在 瞪隊乘 組 中の 傷病を は 十 
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八日 午前 マン パッ タン 島羯覺 
午を。 キシー 観劇 
九日 (を 川を 員) 午前 デョ！ デ • ' 

ブ ンント ■•一^ イス ク—が (男 
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化の 吿別 訪問、 艦隊 巧 港は 午 
後一 時の 豫を である。 


盛り 澤 山な 

響 宴餘聰 


備し 囚人の 無 條件释 放を 要求 
I これが なれられ ざるを 知る 
や、 捕虜 どした 監守を 一人 
人 錠 刑じ處 し、 をの 巧 體を往 
巧じ投 おする ど 云 ふ 强虐ぶ も 
を 示し 中 じは 蟲の 息の 儘投化 
され 間 も u < 死亡し わち も わ 


お 西洋の 暴風で 

艦隊の 入避遷 H ろ 


木曜 H 早燒じ お發し 昨夕 乂姬 
化しい 歡进の プログラム 


バル チモ ー r じ巧鋪 中で あつ 

一た ホ 越 練 巧 艦隊は 水耀日 午後 同 
化を お發 、を幡 H 正午 嗅を 0 て 
一 當地じ 入港の 豫を でを つたが、 
。リダ 則を 冀 つた 康風 おが 東 
一部 沿岸 にら 及ぼし わ爲 めじ 艦 嫁 
一の 化 あは 木曜 H 巧 隨じ獲 巧され 
： た 持め’- 當地 入港 巧 も自お 遇れ 
- 昨夕を なて パ ド ソン 河に 入ら パ 
IK ジン 河 九十と T 目 巧* 淺閣は 
，巧 上 じ 磐 トは闽 ド r 投鋪 、総領 
事 代理、 領事、 歓迎 會 々を、 を 
i 部控 接待 慰問 委員、 0 本 婦人 會 
^委旨间巧るぶ訪問、 草信會お成 
^ 巧を 朗 請して 記念 おを 贈呈した 
一 今後み n 程は みの 如し。 

十け 五 H (十' 幡 H) 

I かが 司み 官 一 巧は 午前 十 時を 
0 て ァィリ 力 官憲のを ま孰閒 
I にお 资す Y ,、、 先づ ニユョ 1 
I ク がを、- • v がッ クリンが 巧 司 
一み 技官、 睹ザ おお 司み 官を訪 
問、 午前 ト巧 ib 淺間鑑 上 じ 
て ニ時瞄 にが b を お 補 まじ 對 
• LH 本 おけ 瓷瞥役 武ホ巧 H 郎 
巧 『米 威！ 股の 經濟 おお J 、 本 
な々 よ ル 谷 渉 S 氏 rs 巧 おお J 
じ 就て 涕 お、 正午 媛 挪專キ 催 
午餐 會 (陸海 軍 クラブ) 巧は 海 
す 監哲 およ おの 晚餐會 ( U 本 
お榮 が) で ± ち 兵 ザが 約 六 だ 
二十 名は 午前 十 時ょ ち 午後み 
時 じ 互ら お ホ 自巧单 十五 臺じ 
巧乘 して ボ內 をが ホ、 于官、 
准 七を 及びが 補 まを 封， レべ ー 
スボ ー グを物 (雨天の 舆 をは 
塑 日-. .延期) 

ナ巧 六：： UU 幡 H】 

±官 、お 十官 、か 財 候補生を 
員， 巧乘の 校長を 約 ニ 巧 八十 
人、 T± をみ ザ おみ 六な サお 


十 巧と H (ち 鴨 H ) 

± を々 おお 输 生を 員は ァメ 
力 お， 軍提 おの 驢逐 艦に 便 栗し 
て ウェストポイントの 陸軍 ± 
督學 巧を 見聲 L 午後 一二が 十五 
を閱お まを 擧 巧、 醫學 見學は 
初が 軍臀 に 瞬ら る、 午を と 時 


•ホ テグ •ア スタ I に 於て 


はが = ご 间揉じ 巧 內を化 ホ。 


お迎大 魄錢會 開會。 

十月 八日 (ホ嚼 R ) 

午前中 十： 官 及びみ 尉傾滿 生を 
員は 姻毙 船に て マン；； ッ タン 
島 見物、 日本 踪會ま 催の 晝餐 
會 (司を 官 W 下 高級 ±宫 ) ホ テ 
み •ァ スタ'— ホ 催の 午餐 會 (お 
補を 巧 下半が 參 加】 午後 ニ 時 
i ら 。キシ ー 劇瘍招 緑の 落 動 
寫眞 見物 (±官 お ±官 、少尉 
候補 ま半躯 、お乘 の 校長 鹽、 
下± 巧 半 お〕 が 育. ぉ 長 晚發會 
(司々 宮 0 下离殺 ±宫 が 席) 

十. 巧儿日 (水曜日〕 

ホ討悅 補を 員は 午前 午後 じ 直 
b て ホ 計 見 學 、初 巧軍醫 巧の 
醫 學括學 、前 H 同樣 候補 ホ 0 
下 ザ般は ホブ^ •チ スター ま 
罹の 午 錄會じ 出 おした 後日 キ 
シ！ 劇場を 見物。 

十月 十 H {木曜日) 

前日 本協會 々頭 タフト 氏ま懼 
晚餐會 (司み 官 口下 約 八 名 出 
お〕 をめ 他を 式 巧 事 U /、、 自 
もじ。 つて & ろから 游校 又は 
お 補 生に して プ 。グラムの 巧 
動じ 參加ぉ ホむ かつた 人々 が 
特 じこの 日を 巧 巧して 見學を 
ホ 舆 する ちタ かるべ （、篤志 
をの 自動車 提供が ホ 留 されて 
.ゐる (時 問は 午前 十 時より 午 
お 六 時の 內) 

十月 十一 U {を 隨 H ) 

司み 官ま滞 か餐會 (午後 一が I 


ホテル/ ス 夕— で 

長驅 巧モ渔 、恙なく かがした 
綠習縣 嫁 乘組員 どが 留词胞 のぞ 
數が何 ど 素晴 しい 會 をを する 
か、 之 かと H 巧 ホ テ 八 •ァ スタ 
! じ めける 歓迎 晚を旨 でんる 
巧令官 巧が 

中縣 を 始め 幕 擦、 鈴 木 磐 
手、 H 比 野 淺閒巧 艦を、 巧山總 
頗 事化理 領事 歡迦會 幹部 のん々 
が輝かしいンセブシ3 ン* ラ 
ンを 作る もの 晴 がましいが 景だ 
らう、】 般巧會 者が 入海ず る £ 
々尉 巧 補 生 達が ちきが 軍の 誇ら 
を 眼に おに 漲らして 亩 じあい 食 
卓し 割 b 込んで 巧る J 今ち ょう 
ご 響き おした 軍樂隊 一巧 進 曲の 
中に 

氣 もを ぐろ にお 巧が を さ 
れる i じ 違 ひない、 「ようこを 
お 機嫌ょう』 と、 野 村 司 か官巧 
下み 巧 賓がお まの 禪 に. 入 瘍暮席 
するどもう 宴 會の本 鎮じ乂 るの 
でぁる、 續 いて ホ 國 々敬 吹奏、 
巧 巧 海軍 大佐 S 發聲 でフ] グァ 

大統領の 萬歲 H 唱 、君が代 吹 
奏 、ま 巧磯關 大佐の 發聲で 天皇 
陛下 お歲 、高 橋砲宾 大佐の 發聲 
で 帝 越 お 軍 萬 歳 か 巧 だれる、 を 
れか ' W 愈々 開 宴 だ、 記を 

撮影 もゐ る、 海 革々 樂隊 

が 適當じ ポピユ ラ— ソング もを 
へて 吹奏ず る、 化 度窝衆 一同は 
浮な っじ 違 ひない、 を信會 長、 

み 山 領事、 巧 村中將 、々就 あ 補 
生 巧 表 等の 挟が が濟ゎ ミ 又も 萬 
歲 でぁる、 をれ はみ も總 領事 化 
理の發 聲で緣 習 態 除萬歲 、少尉 
候補 化 化 表の 發聲 でが 臂 日本人 
萬 歳が 溝 腹の 巧から 叫び おされ 

、かう して 餘興 にんら 歡談 

幢ロ部 W を盡 して 辭會 する の 
は 十二時 じあから う €、 餘 興は 
堤宴會 部長 ど 早 川 餘興巧 ま 巧 ど 
が 下手な 撰擇 をし まいご 案を 練 
つて ゐ るので S 日 牛な じな つて 
もがら ホだ發 表出 ホぬ ご 永 ハみ 裳 
會郁 幹事の 宣 託で あつた、 タ み 
當 巧の 賓客を アツ 玄巧 皆し める 
む 組からで あらろ。 


監獄 暴動 



監守を 惨殺して 巧 
體を往 ホに 巧 化す 

軍隊 遂に 出動 

コロラド 删 キヤノン 四日 發 n 
が 日 午を 當地 刑務所 じ 服役 中の 
因 人は 突が をを じて 暴動を 起し 
藍 守 十 人を 捕虜 ごして をのと 人 
を 惨 おし， 刑務所め を 家 達に 放 
化しが 五十 お 人め を 謀 者は 一家 
序： じ引谎 b てを 易 じ 降服せ ざる 
のみ か、 

巧て 監獄 當茵 侧じ歷 々最倍 通 

碟を 巧して 自動 单數十 臺を举 


この 暴虐 ぶら じ 憤慨した 當時側 
では 直 七に 軍隊の お 動を あめ、 
約 一千 人の 軍隊、 譽官 及び 自藝 
鹽は撤 がして 刑務所を 包 圍し建 
物を か 端から 爆破して 四 人を 雪 
隱 詰めに しつ i あ b 、 時に 磯關 
统 、巧 砲を 骚砲 L て 雄 物を 破壊 
し恰 から 戰爭 をの 儘 S 光景を 現 
はして むる。 


獨 外相 逝、 


スト レゼ ルマン 摩 ± 
ベルリン = 百發 N ドィッ お 和 
國 のみ 務 大臣 どして 歐洲 めを め 
大ホ 物の】 人で ぁる ガス タゲ 
スト レゼ 八 マン 闡± は 先般 ホ 持 
病 リユ マナ ズム で靜養 中で ぁつ 
が 今朝 五時サ 五が 遂に 必臟 摩を 
で 逝去した、 享年 五十 I 歳、 
イプ 乂段黨 の 創設を ごして 知ら 
れ 、過般 賠償を 問題ぶ び 蹄を 軍 
の 徹を間 題を 解 巧ず るに 有力な 
ん 物で あつた。 


マツ ク兽が 


當 地を 經て肯 都へ 
旣辕め 如く ィダ リス 勞觀黨 巧 
閣 首相 マク ドナが ド 氏は 昨を 曉 
入港の ベレン ガリア 号に てみ 攘 
タザべ マ镶 等を 同伴して 到着 
沖を にて 歐務 長ち マテ 4 ソン 氏 
州 あび 巧當局 化を、 アメリカを 
會黨巧 表 等の 出迎 をを け 軍隊 儀 

化の すじ ボ廳の レ セプシ .ヨンに 
ぁ 席、 午前 + 1 時 十を の 巧 ホで 
一路 首领 7 シン トン じ 向けて お 
發 したが、 H 曜 H は 大統領 ブ ー 
ダア！ 巧 £ 共じ靜 かな 一日を 送 
るミピ なつて ゐる 0 

尚 ほ ホワイト パ ウス 賓を どし 
ての マク ドナ 八 ド 首相は 巧 名 
な リシ ュ处ン 大統領が 使用し 
た錢臺 を提烘 されて わる。 


野隸 爭覇戰 


八 B から シク ゴで 
巧の 運動ぶ じ フアンの 血を 瘦 

かす ア スン チブ クス 對 カブ フス 

の化界 野球ず 観 戰は瘡 々ホる 八 
日から シカゴ おで ホ盖を 切る ベ 


第 1 H じ アスレ 
廊 投手 ア！ ンシ 3 


S ツ クスは を 
.を' カブ ブ 


マは 速が 投手 マ n ! ンを 起たし 
むべ く 勝敗 じ おする ベ ブトは 稍 
カップス じ 有利で ある。 


山 旧 耕作 巧の 方 作 

「唐人 わ吉」 完成 

東京 特電 四日 發 = 作曲を 山 度 
耕作 氏 か ニ 年間 苦 也の 後 幕末を 
題が の オペラ 『唐人 お ま』 の 音曲 
を完 がした ので 化 家 パ ーン1* 
ノ 五 グ 氏は 之を 携へ 橫濱十 1 H 
發 の淺閲 乂で歸 がする が、 右は 
純 日本の オペラで あ b メト P ポ 
タン 劇場で 上演され る 善で 曲 
の內 をは H 本 娘 お まが 八 ブス 領 
事を 暗殺ず るた め 身を 化せを じ 
なさけ じほ だされて 戀じ陷 る ど 
ふので ある 0 


拉 宝；'' い ミ 


>. た 






良 旨 






魔 山 富が 佐 山 
島 口山 都赞お 


巧 


山 

P 

寅 

雄 


IS 柔！！ 器聲 i 寬 


扯ぶ成 巧 正 曰 健 政 仁靜ー 
ホ 苦 一郎 H ■雄 ニ 雄 一雄 夫 




吝 


か 媒間山 高羅が 
ド 瀬 本 野島简 
登 紋 
ニ 雅幸武 志 初 阻 
一夫を 治 雄 巧勉郎 


I 


關化岡 石 佐 南 板を 3- 
巧 本本 黒 藤 谷 罰を 

お淸 欣 名 ^ 
夫 巻 巧 進 重 祝 茂 f 戾 

# m 褲 

巧 廣宮島 高福廣 岐東廣 熊を 巧 東 佐 身 生 
島 城 根 か 岡 島を 京 島 本 川が 京赞地 


辆堤 化を 山 巧が 山須 U ! 中が が 出を 年 王が 淸な 令ち キイ r 矢 石 
原 山を 本 田 闽—丄 一- ..一天の 

巧 

盛 幸 豐 光達 


巧賀 中が 倍 添 中 
仲 千久善 德正么 


- - — 山 ま 喜 

田 田 田 ホ 水 時 川 田 掘 質 ロ あ 田 川が 


秀 


傅 雄を 淳吉亮 志 薇 一よ 一隆 造を 壽夫 


高 寡 同 I 雪！ 留; 1 同 禱霉 織 養 I 


四十 淸義 H 忠义 をを 慶 を 
郎 がをお 平毅 S が 雄 ま 紀積ボ 


山大ぉ 同. 魔 福を 長 巧 同 屬廣を 
ロを 海 島 巧 媛峨川 島島 川 
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天 大淺春 
洋洋 間洋 

义 乂充乂 

十 十 

十 十 _ 

月月 一月を 


m 

羅 

府 

を 

港 


十を i 羅ぉ 
廿 十ち 十 言 府搜: 


キ 切を 回 e B 日 


化 ホ-- 八 度ぉホ 
日日 日白 巧 ノ 

グ 

十 十 十 十 9 を 蓋 

ニ 月を を發 

月月 月せ I 港ち 
四 お ミ 巧が 一 

日日 日日 骇 


Tickef 在 Information Bu 巧 au 545 5 化 JWe., Te し Mumiy 刖1 7325-6 
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； STATEMENT OF THE OWNERSHIP, 
MANAGEMENT, CIRCULATION, ETC., 
REQUIRED BY TH 巨 ACT OF CON- 
i GRESS OF AUGUST 24, 1912, 

‘ Or The Japanese Times published sem い weekly 
at New York, N. Y., k>r October し 1 犯 9. 

S ね 化 of New York, Cioun け of New York, 
before me, a Notary Public, in and for the 
State and county aforesaid, personally ap- 
! peared Minoru Uchida, who, having been duly 
ミ sworn according れ law, deposes and says 
: that he is the Business Manager of the 
i Japanese Times, and that the following わ . 

to the best of his knowledge and belief, a 
( true statement of the ownership, management 

• (and if a daily paper, the circulation), etc., 

; of the aforesaid publication for the date 

shown in the above caption, required by the 
. Act of August 24, 1912, embodied in section 
; 443, Postal Laws and 民 egu!ation も printed on 
the reverse of this farm, to wit; 

1. That the names and addresses of the pub- 
lisher, editor, managing editor and business raan- 

; age け are: Publisher, Shozo Midzu は ni, 12 W. 

17th Street, New York; e ぶ 化 f, Shozo Midzu ね お， 

I 12 か. 17 化 Street, New York; managing editoi, 
i Shozo Midzu ね 打し 12 W. 17 化 も reet， New York; 

; business 扣 ana が 1 ., Minoru Uchi か， 12 W. 1 巧ら 
! Stre が ， New Yor も • 

2. That か e owner is: Shozo M ミ dzutani, 12 
; W. 17th S か eet, New York Ci か. 

J て hat the known btmdhokler も mortgagees 

て . afi3 ~ 石 " tft げマ cciu Hj ~~ h ロ id 。 り ： rw».>,iag r.r holdin ロ ， 一 
j per c がけ. or 打の re of total amount ol 6o 打が—^ 
mortgages, or other securities arc: none. 

I A. That the two paragraphs next above giving 

* the names of the owners., が ockhoiders and security 
holders, if any, contain not only the list of 
stockholders and security holders as they appear 
u!Km the books of the company, but also, i 打 cases 

j where the stockholder or s が uHty bolder appears 
j upon the books of the co 扣 pany as tru な ee or in 
any other fiduciary relation, the name of the 
i person or corporation for wiiom such trustee is 
i acting, is given: also that the said two paragraphs 
J contain が atement:s emhraci 打 g a お ant's む iH knowl- 
edge and belief as to tho circumstances and 
conditions under which が ockholders and seen パれ 
j hold だ s who do not appear upo 打 the books of the 
j company as trustees, hold stock and securities in 
a capacity other than that of a bona fide owner; 
and tlus a 街 ant has no reason to believe that any 
other person, asso む anon, or corporation has any 
I interest^ direct or indirect, in the saia stock, 
hon(U, or other secunHes than as so s ねた d by him. 
j Minoru Uch 加， 

■ Business Manager, 

i Sworn 化 and sub が r 出 ed before me this 27th 
I day of September 1929 
t John Sutter. Notary Public No. が 5 

New York Gourity. 

My commission がが res March 30, 1 巧 I 


號よ 十九 白 五 干 
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畫を 鑛 貪 細 【日曜 ±】 


n も 巧 十を 西が 瞄 


nn 


了 


雲 茂 

江 島 淸 
化 部锁み 
を澤 才王ロ 
玉 巧 文が 
神 上 園 治 ザ 


住居 鶴 吾 巧 婚約 

ゲフ タニア 州 及び フ。 9 ダ 畑 
化 ホ. じ 於て 雜貨 業を 經營し 居る 
廣島縣 入 化 居 絡 吾 氏は 今回 當巧 
島 商店 ま 島 賀壽枝 夫人 ど 谣約整 
ひ ホる 十日 午後 S 時が 育 日本人 
を會 じがて 淸水 牧師 司 式の 下 じ 
華燭の典を 擧 ぐる 由 じて 化 居 氏 
親元は 令 巧 良 一皮 夫妻、 島 夫人 
親元は 小扳を 么輔巧 夫妻、 媒酌 
人は 本社々 ま 水な 渉 一二 巧 夫妻で 
をる り 

奧村總 務歸朝 

滯紐 中の 大阪 お H 總務 奥が 信 
太郞 氏は 去る 二日 巧 巧 じて モン 
トリ！ グじ 赴き クゴ ベック およ 
b ホ 俄 古 じ 入 b クォ]^ ドシ V 
— スを觀 たと メキシコを 一遊 L 
ぷ目サ 桑 渚 ぉ 帆の 春 洋化じ 
て歸 朝の 途じ 就'' 酱。— 

ま 旧 政治 巧 消息， 

囊じニ 一菱銀 巧紐胥 支店 よら 上 
海ち 店. し轉 巧せ る吉旧 政を 氏は 
八月 十 化 H 巧 地 じ 着した る もじ 
て 同 ま 巧 所を 地は 上海 九 江路ニ 
雜 である ご。 

•络 化 回學術 巧究會 六日 午後 
八 時よ b 美な お會 （於て 熙 かれ 
江を 一二 朗 巧の 『巧 慾 じ 就て』 の講 
話 ある 由 C 

な 人お人 

参 鈴 木-ニ 郞氏 大阪每 育特 
派 員、 奥が 讓務 じ隨巧 加を 太を 
經て シカゴに なき. おじ 赛 あじま 
らゥォ — 4 ^ ド シリ^ — ス 觀戰 の 上 

歸 巧の 豫 を。 

®± 尾 潤 身氏奠 な敎會 日曜 學 
巧 ま 巧、 昨卽岀 帆の ブぃ メン號 
じて 歐洲 經お歸 朝。 

目 本巧タ ー ル 

■本局 締切 當日 午後 セ 
眯 H 擢ご昧 日は 四時 

ブン シーアン ト •ジヤクソン 號 

.局と 六 ミ 

ニュ 3 ! ク 〔オレゴンが ボ 1 

ト ランド) 借し 小を のみ。 

ェム グレス •カナダ (ダ' アンク 
—ゲ で！ 一 トニ HO 


朝鮮 京 城 

出張所は 日本 內 地の 樞巧都 巧、 朝が 
満洲、 支那のを 化 あび 浦 話巧德 


婦人服 

二十 年の 經驗 がゎ 
ち 主す ので 截 ホ、 
化 立は ギヤ ランチ 
— i ます 値段 も勉 
强 します 電話で 御 
用命 願ます 

橫濱 ゆき子 


熊を 利 美 お ホ 
お 越 正 博 愛知 
廣木 武福岡 
巧 本 W 义 廣を 

を 田 受 舊 

山 縣俠一 山 ロ 
ま 澤政明 を 媛 
藤 田 淳 ^ 島 
藤が 悟 由 ロ 
香 西 房 巧 香 川 
ザ 上德男 廚知 
溺旧良 牛 巧 城 
桑 巧 新兵 エ 藤 島 
一二 浦電 房. お 岡 
澤田 邮 „ 愛な 
娜川 實を賀 
髓澤是 か まを 
ホ 佐 旧 化 一 魔 島 
森 一二 良 向 
野中 太郎 芒賀 
秋 田芳男 廣島 
武糜健 一 福 島 
継 谷 隆 _ 宮 崎 
わ 崎秀お I 高 知 
阿金 靜夫 熊ネ 
が 雜城巧 靑森 
を 谷 卓 夫 _ 山 ロ 
山 崎 馨高知 
巧 巧 化 一 佐贊 
伊東 罐之 助， 千 葉 
猿 渡 正 之 福 岡 
を 贊忠) 鬧 
志 垣® 雄， 熊 本 


淺間ご お 頭 電話 

前號巧 報の 如く 歡迎會 本部の 
九十 六 T 目を 頓お張 事務所 電話 
は リグ ブ アサ' イド 九 五 五 ホ番な 
るが 旗 濫淺閒 特設の 電話は リダ 
ワ アサイド ニニ 四 二番で ある。 


機縣巧 大巧 健 
長な 部ニ郞 
を 田豐伴 
中 川 政 雄 
武巧義 雄 
增困ニ 一十 郎 
.遠 藤 進 
离 瀬ち 千 化 
馬 鶏 傅 
乂橋欣 S 
前 旧 馨 
福 原 穂 
旧が 占義ー 
'池 0 た 武 I 
巧 田 新 I 
.永 おおを 一 
横 山 信義 I 
伊勢 貞一 
を 膝 薰 I 
村 湖 亨 j 
を 旧； 亮 I 
小 園義雄 
旧 化 綱 人 
飯 田 禪雄 
ま 計 巧 她旧俊 盛 
巧 田 巧 ニ 


朝 鱗 銀な 紐 育 お 張 所 

み 國爲替 一般が 巧 業務 結々 お 便利 じな 扱 巧 

ホ 上 候 


巧みを、 社 憤、 巧を ノ賣 買ぶ ビお 
化 取 立 パ ま 極 巧利ユ 御な 扱致シ 
マス、 精々 當巧ヲ 御 巧 用 下 サィ 
藤本 ビル 7 ロ— 力— 銀け 姉げ 會社 

藤本 證券 會社 

巧を 港 ま 巧 
同羅府 出張所 
间沙ボ 化 巧 巧 


陶が黑 、雜 貨卸賣 

森が ブ タザ ー ス 


日本 觸猫 器雜貨 

ラム フ卸賣 

奈良 貿易商 會 




.巧 員 雇 度し 

日本人 男子 じて 店員を 志す 人 
を遥 ひたし 左へ 御 ホ 誤 あれ 

東京 ギフト シヨ ツフ 

A P 呈 =. urs を， 因 fy 

Tel . 呈 Ickering 4 蓋 


大き、 場所は ダィク 
がち マン •チ ブウ五 1 — 

テ 一.一 シ ヨンの あくじ' て 自身の 家 
间斬滋 慮な く 住み 必 地の ょい 新 
アザ 1 トィン トー ウス、 銀け 員 
或 會社 負の 御 方に 貸した し。 
電 S 一 P して 巧 九 時よ b 十一 時の 間 
じ嶺願 ひします。 

ぎ皇を ミ 岩 97 


W と 室 了バ！ トメ ン- 
綺麗 設備 完を スブ. 

ムヒ 1 ト 、ホツ ト クオ！ タ 1 - 
一週 一二 十 巧 化 化 じ 八 1 ムも有 升 
F - TIF 旨 W . 呈 さ ぎ 皇ー 量 r 君 78 


¥片ら 綺麗で 靜 かな 部屋 ニ 
が 其 § つ ホち ます、 紳± じ 

貸し 度し 湯殿に 巧し、 二人を 庭 
巧 だ W . ニ 置 St ., 吉三 4 
ジて吾 0 まず adhiirs こ 278 


了 ハー トメ ント讓 度 

フずア ニシュ おる とを (あ 室臺 
巧) 至急 居拔の 儘が 格のを 値で 
譲 度、 午前中が 午后 六 時 後御尋 
210 W . 害 h ぎ Tel . Trafalgar 苦 ま 森を) 


m 大寢 室、 應接 間接 續 
紳± じ 限る、 御 希 摩 

じ浓ち 朝を お膳。' 

呈 ier , 岩 7 W . ニ 1 th ぎ享ち 
i ぎ呈 h 至を 苦 岩 


?>ら 装飾 綺麗の 室、 設備 
集 達 完き シング こ 遇 

八 ホ、 ダ プグ】 週 十 弗 

呈 TEL 呈黃だ W . 謬ぎ 宴 


チィ ル— ム S 賴い織 

氣の爲 め 事業を 聲 なる じ 不拘繼 
續 不可能 巧 慣じ賣 b 度し 瘍 巧は 
君 W . 4置 St . 呈. 置 & 置 A 養. 

ジ 品 毎呈 e 皇 Ick ミ ing 這 7 W 


タンク 


約 五な 個の 

ゥォ ドロ プ 

をび スチ^ — マ^ — トランク 六雍五 
十 化、 九 弗 五十 袖、 十二 弗 五十 
仙、 少し 許 b 使用した 鞠 類 一巧 
S 巧 及び あ 弗 
123 君 置 こ ve ., 吾. 4呈 ぎ！ I . Y 




タンク 


1 ト マン 

イラ < あ 

ン ノ^べ^ シ 3 ン トランクを 

物 お 弗 五十 仙よ b 十二 踞 五十 仙 
置で st 苦ミ Street 


A 鄕里 送を あび 並 送を (無手 數巧 y か 顧 
爲替賣 買、 荷 巧# 取組 取 立、 信用 巧 壌 
巧 等- 媒 銀行業務 御 便利 じな 扱 可れ お 

能 S 臺灣銀 巧 馨ぉ張 所 

ま 風 威 等橫濱 、大阪 、神戶 、上海、 漢 
ロ、 福 州、 度 門、 袖 頭、 香港、 廣 東、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ピヤ、 を 買 
々术 カツ タ 、一 偷敦 、其 外專灣 十四 ケ巧 


1、 資本を 窒億圓 (を 額彿込 巧) 

一、 積な を瓷億 八 旨 五十 萬圓 

內化本 ま 店け 横 澄 (本を) 東京た お 
神 ロ 長 崎下辭 名を 崖 

撥濱 お金 銀 巧— ち 巧 

ホ 國をま 巧；： = 桑お羅 がみ ボ巧畦 
其 化 化 巧を 国 重を 都市 ニ ま 巧 及 コ方レ 
ス有之 憤 


本巧大 阪化漬 ち 下目 
紐 育 支 ほ 紐育ブ n — ドゥ 王 1 巧 四十 化を 

靈 巧な 銀な 

日 ^..4 ま 京 橫濱を 右 屡 京都 神 戶陶山 
由^ 一*! 尾 ノ道廣 島吳柳 井下 ノ願 
地 ま 巧 {巧 司、 小 倉’ 若巧隱 をん 留ホ熊 本 等 
ネ國 預金、 鄕あ 送を 等は 搔め 


。 シアトル 齿既 (午前 十 時) 
あら f な 兄 十ち ホ 八日 
ぁ ふ 5 かえ 十一月 五日 
るん でん 化 (坡巧 ほお 一 十ち 十五 日 
ご 等. 旗 演一化 五 巧 

化 L ば 4 ず かるん どんかは 一 五 五 巧 
▼1 二等 日本 巧 五 五 巧ぎ 室 おを 遣 お 巧 室 i 
▼御を 望に せり 一等 割 5 をな 切巧珠 巧を 巧ち 

ロスアンゼルス 出奶 ( 午後 一二 時 ) 
まじら 化 十巧サ 四日 
もんて びでぉ 化 十一月 か 二日 
►一 寄 没 潰 ニ 一二 0 巧 粗は わい かま じらみ 一を 巧 
▼ 桂 別兰等 a 本 朽直十 化 ホ ▼一二 等 日本 巧 五十 置 巧 
►ホ 巧羅巧 巧な を 切 巧 寝 まを 廣 入御が 淀 任リち 
▼ 紐 育 線 パナマ 經由 日本 ま那霞 物が 巧】 巧 


雜貨 陶お器 

ランプ 及びを 

太洋 貿易 養會が 

まなお 俄を、 ポストン 


■陶破 叢 雜貨類 锁販賣 

S 殘木桃 ホ 組 


能诚 日本 ドラ も ふ商會 


B 本陶破 叢雜貨 類卸賣 

ホ元ブ タザ ー ス 



少尉 候補生 

兩艦乘 組 巧 名 


M 倘リ I 議 
— K お 巧 G 
郎 N ^ お 


U 郎 
S Y 
Tt W 

- E 


- ^ 


M 

rc 

H 

T 


化 H 


化 

■iL ま y 
W け 

んお C 

51 

w W お M 

化 ..1 ■化-! 

邮 1 - おお 
お 5 


資本を 
拂込濟 資本を 
賴 ホを 


壹億面 
六 千萬圓 
六 千 四ち と 十を 旧 


鎌 試 ニー 井 銀 巧— ち 巧 

本 巧 東 巧 巧 目 本 橋區本 ぞ屋町 五を 地 一巧 
支 巧 ■ホ 撥 日本 橋 丸の 巧 覆き 横 あ 
名 古 屋を都 大巧 西 (大度 神 ロ 
廣島下 關巧司 若松 巧 岡 長 時 
上お偷 致を 買洒水 


ん 


輸出ん 爲 を， 電信 送を、 並 送を、 旅行 信用が 
商業 信用 狀其他 一 股 銀行 莱 

黛 一二 萎 銀行— ミ 巧 

鄕里 送を ハ 日本を 地 無手 歡 巧？ 巧を 化投 
本 巧預を (ぶ 期 通知 ノニ 鞠) 御座 利な 扱 
本 ま お 東を (本 廷大 阪巧戶 京都 


IV •■ ニ 1 • I 1 1 ミニ 


% tr 


日本 帮船會 お (ホーを 錢道會 お) 

代理店 巧 禍 兄弟 蘭會 

乘 車、 乗船 切符 おじ 小靖物 運送 御 使 利 じな 炭 申しまず 


T 尊の 巧 刷 ど 巧なる 化 上げ 

時日の ご 確實な 校正を 巧 郁 

•刷は 紐 育 新報へ 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九 1 〇 

わ 間 むく 新報へ 

おみ 西 十よ 了 目 十 二番 十 階 ロ 

柬部 じ が け る 巧を||日 論 機關め 

權 威、 吾が 巧 襯を讀 まぬ 人な し 

鑽吿は 紐 育 新報へ 


赌說を 


♦紐 育 日本人 敎會 
『お 瞥 者の 歡 喜』 
♦墓 督を條 道 曾 
『大 お會 の雄設 法』 
♦が 育美 W 敎會 
『人生 ど 信仰』 


淸水 牧師 
椿敏師 
原野 進 巧 


片桐 スペシャル 

到着 

鶴 見藏輔 著# ニ 弗 
日本人に 偉大 あ b とせ ゴ、 

I をれ は 巧た る 日本々 性で 賜 
'物で ある ど 云 ふ 信を のて じ 
_ 書かれた る小說 

4- 巧號 ホン グ 

講談 クラブ 

富 十 
講談 雜誌 

I が 術 兄弟 蘭 含 


親 入荷 


燒 海苔 
味 か 海苔 
淺草 海苔 



桑 山 商 含 

114 養 T 送を SL N . Y . i . 

Ph 呈 e . さ i = 至 空 こ ニ 3 - 8 jif 


狮剛團 員 募集 
旅 程 

ホる 十 巧 化 一日 ( 木 }. 一;!^ 後み 時 
廿を ペン 停 ぉ場發 A 上 一巧 一 
円 午後 十一 時半 シカゴ WiC ユ 
ニォン 停車 裝】 A 十-す 巧 日 
午後 五 時化 かを 灌着 ( 一 识 ) 
•A 十一 巧 六日 f 午 桑 渚ぶ^ 郵 
船 淺間乂 便 ▲ 十一' 月 十一み ホ 
ノグ 、觀 ホ、 同サニ H 横 お着 

團 費 

一等 二等 一を 
化が 八を 蜜 ロち 0 贿 恶 
片道き 臺 0 S 霖ニ宗 
(巧 上は は 復演車 汽船 貸义化 
巧の 雜費 一巧を もを み、 一 、 
ニ、 一二を 别は 船室の 原 別^す) 
紐 育ボ東 五十 化 T 目 一| 一四 

ま權者 巧 禍厳嘗 

電話 ウ井 ツカ シヤ么 かち 四 四 


f 破 器 雑貨 卸寶 

"春 巧蘭爲 


はち 巧れ る やぅな 元氣な 顔を 
しわ 少尉 候補生 諸 若な、 いづ 
れも將 ホの H 本 海軍を 誰る ベ 
き アド ミ ラグの 卵ず である、 

I 今、 浅 巧、 磐 手 じ 乗組んだ 若 
_ き戰 ホの 巧 名を 訪れて 見やう 

^ 淺間乘組候補生 


ち 科 


巧 名 
叱 里 又郎 
大杉忠 一 
內藤カ 
山 本繁一 
小 巧 寺 誠 
乗 田具敏 
奧田 巧 信 
武藤克 I ニ 
山 ロ 時 巧 
長を 川暖 
河が 巧 A 
關タ 巧を 
小歧 一郎 
木下甫 
大金 茂 
信を 正 一 
蜂川實 
渡邊葦 
大西勇 治 
を 鐵巧 
大宰秀 雄’ 
中 尾 化烟タ 
が 山 利 ホ 
大前左 一 
安井 截ニ 
古を せみ 
宮崎 お 作 
藤 化 小太郞 
を 乎 ホ 
楠 美 正 
お 本を 雄 
商 橋 孫 一二郎 
近 藤を 兵 H 
塚 旧 重 ホ 


大お 
高木 
岡 曲 
寥ぉ 

Ki 

が 旧 
を 永 
棚 出 


呂 一二 
長 護 
恰 
一二郎 
菊 巧 
をが 
おか 
み 雄 


衫 おお 四耶 
出 巧 登 
ザ 藤勉一 
前 旧 一が 
倚 貝 幾 治 
中 巧 繁 
小川 陽 一が 
ち 出 五郎 
山 下と 郞 
が 山が 之 
長 ホ 勝彥 
大座 を 雄 
宮崎 忠臣 
酒 ホ 化 


機馳巧 


巧 川 
小 お 
の 中 
高 席 
か 田 
义お 
術が 


を邮 
お 巧 
知 化 
實 
お 相 
武夫 
牧 


出身地 
熊 本 
靜岡 
を 知 
宮崎 
茨城 
を贊 
香 川 
熊 本 
長 崎 
愛知 
同 

廣島 
一二 重 
福 井 
巧 木 
福 井 
佐賀 
茨城 
兵库 
山 ロ 

''佐 墳 
福 岡 
廣島 
同 

京都 
埼玉 
山 ロ 
同 

福 岡 
東京 
岐阜 
千 葉 
德島 
京都 
を 都 
福 岡 
山 ロ 
巧 旧 
を 川 
巧 川 
能 本 
廣島 
島根 
處島 
廣島 
處島 
千 葉 
宮崎 

.福 岡 
佐賀 
福 岡 
佐赞 
廣島 
山 ロ 
同 

島根 
廣島 
石 川 
化賀 
京都 
島 限 
京都 
なか 



大倉 おお 巧ず 巧 
Okura 在 Co ，， 

30 Church St., 

Te!. Cortlandt 2292-93>94 




R 

rc 

B 


邮 






CL 

w 


触 


省 


m 


III 


♦t 

盈 


を 


罐 

m 


/ よ 


を— ぶ 


一を- 


I 


を 


獅 






IL 

0 

V 


お 磐 手 どが 她媳化 御んで ホ 化せ 
られ 、當時 巧 巧 官民を おげ' て、 
被迎 のま 誠を 披源 しじみ 第は 御 
巧 樵 記憶に 渐 なる 處 である f 巧 
じます。 

乘 組の 將±卒 諸君が、 元氣潑 
溯 威風 礫 かどして 想 出の 多い 淺 
間 磐 まじめ b て、 御を 資じ G つ 
たじ お I て 一層 懐し さを ちす み 
第で 御座います。 

惜 むらく は 貴 驗隊み 滯泊か H 
一に お K や、 敕迎 5 準備 必や しも 


义ま璧 ご 誰 ふべ からざる もの あ 
bi せぅ が、 をを の 御 旅愁を 幾 
を；’ ょ b ごも 慰す る じ 足 b 、 見學 
の 肖 的を 達せら る、 を 得 ば、 誠 
じ 幸甚 ごが じます。 

おんじ 國を絕 海の 孤 烏に 建 了 
所謂 お ホ 巧 時化；- 直面して 居る- 
吾祖 お 前途の 運命け 繫 つて お ザ 
の消按 盛衰に 至大の 輔 なを 有 ォ 
るので わ b ま ー て、 な 共 ぉ外ド 
巧る ぎが 特に 帝 飼 海軍を 敬愛 巧 
慕す るの 情に 堪 へない のは 誠 韦 


で 然の埋 でぁる ご 信じ 主ず。 

- 故に 貴 艦隊 ホが の 機 曾 じがて 
かみに 遺 域 U く 其 まがを おもた 
、，どが じます 0 
恵餘 b て 辞 をら で、 乍應 み、 
之を 0 て 謹んで 歡迎 の辭ご 致し 
ます 0 

昭和 四 年 十 巧 四 0 
帝國 海軍 線 習 艦隊 M 育 歎 
迎會 々長 


草 信 化 治 




歡 迎么辭 


ホ 闡汹巧 練 潛鑑隊 
司を 官が軍 中 お 
巧が ま 一二郎 閣下 
巴 ± 遜 のがを 今や 漸く 
酣 らん ごすろ 巧 季節 じ 
際し、 祖 固を 去ろ 雲煙 巧 
里の 化に 於て、 閣下の 御 
指揮 S . ト じあを、 貴 糖 像 
の 巧 お ザら れ たる じ對し 
紐 脊な留 官民の 一を 協力 
•し 化 b まして 紐 綴され ょ 
した 帝齒 練習 體膝 獻迎脅 
を 代 ま 致しまして、 乍す 
敏 おはを じ 歓迎の 鶏 辞を 
呈す るのを をを 荷 ひます 


ロンドン 會議の 召集 期 確定 ： 

フ—バ ー ミ マ クド卡 I ルド 巧が 談笑 裡に 'U 

目 本は と 割の 比率 r 條 がに 參加 


東京 特電 八日 發—が ホ 大使 ょら 単 締會滋 正式 ぉ 集中 通搬 達した ぇ も 招を の 巧を ば 閣議 
上稳じ 間にを はず、 多を 今タ顆 證じ附 すべき •か 政府 ごして は!^ 助爐 比率のと 割が 持を 雜迄も 固執 
するお耍と、 先づ巧ホ兩國じ こ れをを認さ して から正式巧答^*^發する かおらずんば回答义でじー'よ 
割を 認を 前提 ごして 參 加ず る旨敞 記す ベぐ、 资證の あ 席を^ どして が 部 海相 ど 松半駐 莫大 巧のを 
諾は 待て 居る が、 首席を 權の A 選は ホ だ をら 中 恐らく 前黯 ^お概 麗巧郎 巧の 巧 命を 見る じず &|ー で 
をら うど 增 されて 居る。 } 
ワシントン 特電 セ日發 == 首都を 訪閒 しわ イ ** リマ 首相々 I タ * トナが ド 巧は 週 ホの 巧 日を 大統領 
フ！ ダア ー を ごみ じゲ アジ ニア 州 マ デ ソン 部の 出奧 じある 統領 别邸じ 過ごした が、 兩 がは 黄 郡 


よを 自 i 車で 周 地 じ 到る 間は 元よ も キャンプ 到着 後は 或 ひぶ ニ 時間 じちる 散策に、 をを 暧摇を 園 


藍し 練習 纏隊ホ 强訪間 
の 目的は、 縣ホ 吾が ロ 本. 
帝齒 海軍の 中を どなる ベ 
きをを 巧 淚補ま 誰 君の あ 
養 練磨 ぉ繁一 どして、 巧 
を 聞を 搏め 其器埼 をた じ 
する ご 典 じ 乗組 下十宫 を' 
員を して、 其 得る 處じ巧 
霜せ しむる じある べきは 
なの 事诊し < 中 上ぐ るを 
もない 次谋で わらます る 
が、 同時に ホ 國 海軍の 威 
信を 發 揮し、 且つず かの 
使節 ごして 善隣の 國 をを 
助 良す るに 資せむ ごする 
じを らぅ S 確信を します 
顧みます る じ、 を國軍 
渡の お 育へ ホが され まし 
たのは、 其 濫騰を 千 九な 
と 年 伊集院 中將の 率ゐた 
る筑 波、 千 歲のニ 艦が ジ 
エ！ ムス タウン じがる 萬 

國大 搏凳會 じ參别 後、 當 
港と 訪 巧せられ たるに 發 
して 居ら i す、 巧で 千 化 
巧 二十を、 春 曰 避の ボが 
を わ迎へ 致しました が、 
操 習 艦隊 どしての ホ おは 
千 丸な ホ 一年 十 巧 ぉ 雲、 
八 雲の ニ 應を齋 藤 中 おが 
率ゐて 入港され ましたの 
を嗔矢 ご 致します。 尙は 
一昨を がは 今み 閣下の 樂 
乗せら る i 旗鑑搜 間と 僚 


ん での 巧 語りに、 縣じ國 務長當 ス テムジンを も參 加して 談 峡^ 禪 じ鑛議 の結棠 、愈々 巽 米裹錢 を 
論、 日^、 フラ シマ、 イ タリ t の あ 海軍 圍纔 ホ會議 をを 年 I 巧 二十日を 巧て。 ン ドンに 召集す 一 


で y 巧 梅は 愈々 巧を じ 本日を W て 


勿 


係 


でった、 招 持の 巧を は 不明で あるが 鑽 


J ミ じ 確を し、 ス ック肯 相ょり。 ン ドン じ 郭笔の 上へ ンタ 
别强じ 招を 狀を發 しを の內 をは 九日を 巧て をを ずる こど I 一 

一に 英米 康國が 大小 澄 おを 絕羅 した 縮々 を 協ました 旨を 述マ ま々 鑑 r 就て は ブ ン ン トン 擦 窜-浓 
6 締結され た 補 巧に 就ての 縮々 に關し 重要なる 提案を 試む I ベ （、巡が 艦では 兩國巧 涉め絕 過」"* 述 
ベ 千 九 巧 巧 六 年には 爾國垂 競艇の 勢力が 均等-を U るべき 旨 ド吿 ぐる ご 共じイ •キリス 側の 艦 膝^ 力 
至宮增 馈郎ら インド、 ホ！ ストう リア、 ニユ ジラン 


を 


第 ご 一巧 親王 御 命 あ 


東京 镑電 セ日發 I 义巧 二十 义 日を なて 御誕 
生 遊げ された 第一 ニ內 親王 殿では 孝宮 和ず 巧 
親王 殿下 ミ 御 命名 あらせら る、 衔ほま 年' 灌 
宮 祭は 本 H をな て 芽を 度 終了した C 


< 、苍水 鑑 こ' 费し t は兩圃 あじを 廢を 希望ず る もこれ はが 國の 
膝 贊じ俟 つべ しごな し-、 を鹽 がを々 自 案を 提 退して 論議.. 3 べき 
ことを あめて 居る が、 茲じ 留盧じ 値する のは 招待が 中には 突 米 
が 協を しれ 觸數は 勿論、 を 留 海軍 力の 曠數乃 ま 比率 等に 就て は 
巧等數 字を 明示せ や、. 單じ 論議の 及ぼすべき 範圍 のみに 化つ て 
居る i である、 尙ほ 化か フ ー ダァ！ •マク ドナ グド 氏の 會 をは 
英米 間の 重大 間 題で ある 海が の自 もじを 觸れて 居る 模樣で ゎる 

け ふ. のま 力 艦 

わず U 巡洋艦 時化 

ロンドン •エキスプレス 紙 所論 

依る ま 力 艦に 費消すべき 豫算は 
約 ニ 億よ 千 五 百 巧 バウンド 〔十 


ロンドン 特電 セ 日發ご 一ユョ 

— ク •タ井 ムス 紙】 n サン ザ！ 

エキスプレス 紙の あ 軍專巧 記者 
は 昨日の 紙上で 目下 進 巧 やで ぁ 
るフ ー ゲァ 1 をと マク ドナが ド 

首相の 軍縮を 渉 
經過 じ 就て 凶 下の 如く 論 

じね 『フ —ゲァ ー •マク ドナ 八 

ド會 見の 結を じがる 巧 能 性は 恐 
*1^ /(» 一巧 嗯 級の 巡洋艦を 0 て最 
高の 軟圖 力と 炼定 ずる ことが 絕 
頂で ぁら 5、 挪 もこの 結果 じ 化 
b て從 ホの まヵ鑑 なる ものは 廢 
棄 さる i じ まるので ある、 尤も 
このま 力 お廢棄 ミい ふこ どが 兩 
を 會 見の 文書 じ 現れて 居る やを 
やは 疑問で ぁるが、 兩 をのを 渉 
が この 理 おを 背 寮と し 居る 限ら 
巧 等 かの 機會じ 於て 必 やや 實現 
する じ まるで あらう、 郎 も千义 
巧 化 一年よ を 千 九 百 旧 十二 年に 
直 > 日英 ホが ツ シン トン 協を じ 


S 億 セ 千 五な 方 弗〕 じして 右一 ニ 
國は當 時の 

じ 基き を 十 五箇 巧な 
巧には 本 間 題 解み' の 歪 命じ 直面 
して 居る ので わち、 然る じ該協 
定じ恨 6 千义 百が と 年を び廿丸 
年度 じ ま カ經建 遣を 詳容 されて 
居る イタ 9! 及び フランスは 巧 
等 これに 着ず しで 居ない ので あ 
るから、 現を 利 强の間 じめ てま 
カ懸建 遣の 跡は 認めない 譯 であ 
る、 この間 じ 於て 稍 ま 力 艦 じ 近 
いものを 建造し つ i あるのは ド 
イプで ある、' 即ちず 和 條約じ 依 
ちて 建 燈じ麗 重な 制限を 受けて 
居る ドイツは これが 掛策 どして 
をが 新ら しい 型 じがる 主力艦の 
建造に 着ました、 をれ は 總觸數 
一巧 嗯 、速力 ホみ ノット、 備触 
十一 巧 どい ふが 勢々 の お 現で あ 


'ナダ 齋軍も 包を した こごを 明白 どず ベ 
つて、 ワシントン 餘を じ依ゥ 

削 限 されね 德嗯穀 嚼 
速力 册ニ ノット、 備砲 八^に 發 
統 して 屋 る、 ド イヴは こ 心 穂の 
巡が 鑑四隻 の 建 進を 計畫 古 渥 
るのである：£,、 これは測賴堪触 
家の 注目を 惹き あら じ 政治 窠の 
注意を 喚起す る じ まつわ、 勘ち 
ドイッの 力 じして 牺ほ宜 つ扣ス 
軍艦が 建造し 得、 他の】 方 4 嫂 
巧强 じして 同穩の ものを 建 || し 
宜つ これ 《 上 じ おでない で 
ある ごするならば、 この 薪鬻 0 
武器は 巧界艦 嫁の 中必 カロ 
る譯 でる る、 逐じ建 濫蠻を 
ニち. ハ クン ド 〔終 一千 悲 
を ずるならば 千 化な 化 j 年」 一 
千 九 巧 四十 ニが じ 互る B 巧で 一二 
國の 一 巧囑 級ち 力 源 建 お豐一 
ま 力 懸計畫 じ 比較して これ 
造に 要する 

用 はと 千 八な 巧 パ 
ド ご ニ 億 化 千万 弗〕 程度 じ JI 
ら、 建造 豐 巧び 維持 蜜ょ ち- f て 
國 民の 貸 擔はニ 億 バゥンド 
億 弗〕 を 節約し 得る こご： 

ので ぁる、 想ん じ歐 洲大戰 みず 
を 化を じ 一旦る 造船 術の 進 ホ^^ 驚 
べき もの じ して ブ シン ト- 
をに 恨る 一万 順 級 巡洋艦の I ： 力 
は 化 年 前の 戰圖 艦ょ らも 數 及と 
優な、 ド イヴ じ 生れた 新 ま！^ 洋 
黯の發 砲 力は サ 世紀 お 端 ド 『ブ 
戰闘 艦に 二倍して 居る、 更っじ 
これを 航お 力の ホ 面 じ 就て； 矿る 
も舊式 軍艦の 十八 ノット じ 苗し 
現 化の-巧 晒 巡洋牆 はか 六 
トょ b 化 ニ ノット じ おで i をる 
故 じ お 軍 造船を ぶび 專 門を 
が この 

發達 


一十 

をる 


一： 旨 


を节 用して よら 


一 i: 

を 


じして よ b 大きい 軍 おの 蜜 巧を 


も 巳》 r を を-、 巳 た 仁 普' 事 _ ま岂 。妻 良 臣賠 ：：‘」，'. 


がする、 が 政治家は これに 對し 
ておし 時化の 獲 化が を圃 協定 じ 
化 b て： 巧 嗎乃ま 一万 ニで 觸の 
制限を 可 どす る。 らば 巧 おじ ネ 
をの 雄 趙をも 測 限す を こごが お 
ホない かご 巧閒 して 居る、 これ 
等の 政治家 バ この 强を 指す もの 
は ワシントン 5 まか 艦な 定 であ 
る、 即ち この 攸 おじ 依れば 日英 


ホ佛 がのを 圈は T 化 百 化 一年 度 
じがて S 巧 五モ堀 級の ま 力 媛と 
隻 0 上、 をの 翌年に と 進、 化 一二 
年度 •四 年度 じ 五 裳 宛を を 造し 
得る こごに なつて 丙る、 而 して 
この 條 約の 有 劾 期間 U 千 化 化み 
年を 巧て 期限と して 巧る のでる 
0、 若し この間に 於て 

列强 が これ まの 建を 化 止 
巧 至 廢棄を 協を しない 限* 國民 
は當然 節約し 得べき 貧擔を 浪費 
する こご、 なる のでを る、 なじ 
政治家は 今日に 於て 例 等 か W 手 
段に 化る 醉 巧を 切 導し を 日 か 巡 
洋鑑は 巧 H のま々 鑑 であるまい 
か £ 呼びかけて 居る ので あ も」 


山 口中を 


佛が も參加 

誤解は 漸 みか 解 
ロンドン セ日發 = かお 大臣へ 
ン ダ— ソン 巧は 一月-下 巧 0 ンド 
ンじ湛 すべき 五側國 軍縮 會蔑じ 
巧て 關係列 强じ對 し 正式の 招待 
がを をした が、 日本の 參 加は 勿 
論 一戲疑 ふの 陈 化は^ いが フラ 
ンス をび ィタ a ! は從巧 どても 
反對 的な 傾尙を 示し 居ら 特に 7 
ランスの 輿論は r ング 0 サク ソ 
ン 民族 じ 化ら 化 巧 的 ま 配を 猜疑 
しつ i あらた るら をの 後 英米 巧 
化 大使が 巧國 の首腦 ちご 會談し 
な 結を これ 等の 誤解 も 一掃され 
たので 始めて 參 加の 內 意を 规ら 
し 遂に 正 ま 招が £ なつた もので 
ぁるが、 日 銷伊ご 一圃が おして 無 
傑が で參 加す るで ホら ぅか ごい 
ふこ ごは 化然 ごして 疑は る。 

ワ シン ト A セ曰發 H イギリス 
外 おの お 縮會證 あま 招待 狀ぶ今 
朝を なて 國務 省の ま-しを まじ 傅 
速され た。 


不時着陸 


訓令を 帶び渡 華 

シアトル (擲 合) 六日 發 n ホ 
るべき 軍縮 曾議 のな 集 じ 關し巧 
命を 帶 びて 海軍省よ-^ 巧 測乂化 
の詳じ 急派され た 海軍省 軍令部 
お 化の 山 ロ 多 聞を 佐は 本日の 靜 
鹽化 じて バ ク！ ゲァ！ じ 到着 
を^に 鐵道 連搔線 じ梗乘 して 首 
都 7 シン トン じお發 した、 氏は 
宮 己の 化 命じ 就て は 堅く 沈 戴を 
ずつ て 居る が、 

會讓の あを 巧 集は 耕 待され て 
盾た 巧で 旣じ 葬を まじは 剌强 
.み訟 解を 仰いで 居た めで あを 
を 今回の 使命は a 淵大お U * 
して 海軍の 意向を 簿 逢す るを 一 
ので ある どい ふ ホ 巧 等 言明す I 
る ことは 出來 ない が、 日 あが j 
あぞを かの 爲 めじ 喜んで 竊聲 
する をは 勿論で ある、 ~ 
W 使命の！ 端を 濟 らした、 尙ほ 
山 口中を は C ンド y 會議 の隨員 
ミして 渡 歎す る舊 である。 

マツ ク箇巧 

上 陈じ熟 辯を 振 ふ 
!> シン トン 七日 發 U 大統頗 の 
别 邸よ ら歸擧 した ィダ ブス 首 巧 
ザ ク ド ナ it ド を は本目 の ア メ リ 
々上院に 出席し、 

ィぞ 9 K の脊 相は をのな 黨を 
化を するとみ じ 下院を 巧を す 
る、 をが 今回 アメブ 力を 謙 間 
したのは 後者の 貧が じめ てぐ 
るる 

f 胃 頭して ヶ 。ッグ 不戰條 約の 
締結 よら 今回の 軍縮 問題に 言及 
してち ホの 親善を 离 調し 兩國の 
海軍 力が 無條 件で 巧 巻で ある こ 
ご は 軍備 縮 少を實 現すべき 唯一 
の條 件で ある ご觀 じ、 

兩國 じして この 瞭を自 の 持つ 
義務を 狸 解 曾まして 貧 巧す る 
ならば 現 化 界じ戰 ずの 實 現は 
絕對 じす 可能で ある 
とお 說の 一節で 喝破し 巧の 演說 
は ホ 常 U 巧 或を 0 て迎 へられた 
夫れ よ b 巧に 入 b ては 大統領 ホ 
妻の 大晚 を 會が ホワイト パゥ 
じ閱 かれ、 アメ 9 々朝野を 巧を 
ずるた 武な官 八十 餘 名が 招 じら 
れて盛 况を梗 めた。 


日本へ 溝 筋 お巧途 
上め コス テ 大尉 等 
東京 特電 セ日發 n フランスよ 
も 日本への 橫斷飛 巧で 巧窗不 


明 どなつ て 居た 3 スブ大 おの 
飛 巧 磯は チ、-^ 附近 じす 時 
着陸し 兩巧巧 ± 共に 無事 であ 
る ごのお 電が 達した、 氏け 燃 
池 供給 後 飛 巧を 繼 繰して 日本 
じがぶ 舊。 

まま 【聯合】 セ日辖 H 聯を姬 
信の パグ ピン 特巧じ 化れば 7 ラ 
ンマ 領事は 日 瓶橫鄭 飛行の 途に 
ある コ K テ 大尉が チ、；， グ附化 
じ 本 時 着陸した ごのお 電じ 接し 
底 もに 同化へ を （とみ じ 今後 S 
飛け じがて ぞ那 官憲の 誌 解を ホ 
めた、 飛 巧 ± の 無事な ち ことは 
お 然して ゐ るが 機體の 修簿 要求 
のみ 容じ 就て は 巧 等 確報な く 一 
巧は まる 化 化 日 チ 、、 J ^ を 座な 
五十 哩の 部を じ 不時着 隆し たも 
の！ 如く、 先 づを天 •し 飛んだ 上 
日本へ 赴 < 舊。 

バリ— 六日 發 U フ ラシ ス濟巧 
家 コス テ 大尉 及びべ。 ンテ 巧は 
過去-過 巧に 直ら 巧衛 不明で あ 
ったが、 満洲の チ、 バグ じ不睫 
着 壊して なるこ VJ が 巧 明した、 _ 
ブが ダ！ 齋巧 場ょ 6 この 化への 
距 .離は 四千 八 百と 十五 哩と假 を 
されて ゐ るから 今回の 長を 飛 巧 
はお 巧 的な 新記錄 であらう ご聲 
めら れてゐ る。 


犬 養巧總 裁に 推薦 


〔 A 日】 犬養毅 氏の 承諾を あめに 政ぶ 會 幹事長 森が 一氏は 海 
河原へ けつた 上ぶ 養を も 遂じ縷 裁たる こ ターを 承諾し 『を權 政 
治を な 革し 政策 本位で 邁進す る』 ご 云つ た。 

〔セ 日) をぶ 會緩 裁の 後繼 まじ 就て は 犬 養 派 ごが 巧 おが 對立 
- して 政ぶ 會を 廢觀 する も 形どな ち これが 圓滿 解み をを 駕 する 
中間派は 离橋是 淸翁じ 巧 度 就な を あめたる も 翁は 辭 退した が 
巧 次 派め 露骨な 運動は 結 馬駿墙 的に 巧餐 熱を 窩 めて 犬 髮派じ 
有巧玄 なを 遂に 政ぶ 會 最高 幹部では 滿瘍 一致を なて 犬 養毅氏 
を 纔裁じ 推戴 f 巧 （た。 

金輸 解禁 時期 近し 

I ： セ 日】 濱ロ總 埋は歲 車中の 談話の 一節で 最 おの 經濟事 精は 
日本 じ對 L てが 轉 して 居る からを 輸 解禁の 時期 も 比較的 じ 早 
からぅ ご 述べて 居る、 椅ほ 駐英、 米が 務官 津島壽 I 氏は 十と 
日エム プレス •。ン ァ 號で餘 任じ 内を したが、 クンデ ット認 
をはを 要 じ 直面す るまで みを お 巧の ど 右 じ 願し 井上 藏 相は 述 
ベて 曰く 『津島 助 お宮の 歸 任は 解禁 時期を 巧を したから とい 
ふ譯 でない、 ま 裳な 目的は 我を 儀 政策、 緊縮 モ か、 爲替率 其 
化の 問題に 就て 英 、ホ 銀行 蒙に 說 明す る爲で 解禁 節 巧 じ 際し 
ても歸 朝せ し扣 るか 要はない ミ 信ずる』 S 。 

社 會局勞 働 部長 湯澤 一二 千 雄 巧 


賣獻 疑獄 


【八日】 悔タ 灣鐵道 巧船會 社長 
巧族晓 議員 太 巧淸藏 氏は 贈賄 
が 疑で 譬視 廳じ留 嵩され た。 
て 日】 賣動 事件は 日と 共じ擴 
W ら 海原 淸 平氏 も檢 事局で 取 
割べ 後 巧視廳 じ留歷 されて 居 
ち 

巧 大學總 長爽を 

〔八 II 】 京 城 大學總 長が 滞鎭み 
郞 t •は 化贿巧 大總長 どなら、 
を 姑 大學 教授 お賀潔 氏は 總 を 

第 一圓 移民 お發 

【八日 南米 コ n ン ビア 巧の 第 
) 回 か 民 五を 族は 樂洋 化で 出 
發 しん。 

巧務省 異動 發表 

【八 ロ】 巧を 府知事 中 川 謙藏巧 
は义が 次官に、 をが 縣 知事 牛 
塚 あ + 郞 氏は 東を 府知事 じ、 


は 宮城 縣お拳 じ、 實業學 お 局 
長 蓮 田治輔 氏は 山ぉ縣 知事 じ 
學生 部長 木が 正義 巧は 實案學 
務 厨を じ、 山あ縣 知事 構 原 巧 
太郞 巧は 普通 學務 局長に 巧を 
した ° 

文部省に 大 改造 

【八日】 小 橋 文相は 文部 大 改造 
を斷 巧し 粟屋み 官ご 下が 社會 
教育 局長 どを 依願を 宮 ごした 

高な 宮の 御手 術 

【セ 日】 富 松 宮殿 下 じは ホ 午前 
八 時帝大 病院で 盛 田 博 ±ょ> 
切開手術を をけ 給 ふ。 

ご 八日〕 高が 宮殿 下 じは 富膀炎 
御手 術の ため 明 六日 東大 病院 
じ 御 入院の 堂。 

ホ 化 思想 新對策 

【セ 日】 文部省では 學 生の 赤化 
思想 撲滅の ホ 法 ごして マ少キ 
シス ム 、レ 三 ンスム の 缺點を 


擧 げた 巧 兜を 鬼を すべ < 文が 
省の 敎巧 採用に も おな 問題 じ 
就て 諭文提 おを をず る こご I 
なつた ° 


神戶 取引所 不振 

〔ホ 日】 が 育の 生糸 取引 商は 横 
潰な 上に 及び】 ホ 巧 ロ 取引 巧 
は 非を じす 振な ので 廢止論 も 
あるり 

を 社債 發行减 ず 

【六日】 興業 銀 巧 調査 リ化巧 中 
を 社償發 巧は 五 憶と 千 ニが 十 
あ巧圆 だけて 八月ょ b 1 な 九 
百餘 巧圓戚 ホして ゐる ご。 

夏 秋 醜 一割 弱增 

〔六日】 旌糸 脅調杳 ：= 夏 秋 蘭の 
收稚豫 想 四千 八 貫 五十と 巧 貫 
じ 上な 昨年の 實收ょ b 化か 六 
厘 おで ある。 

み 賣物價 下落ず 

〔六日】 H ぉ誠査 N 九 巧 中卸賣 
物價 五十ち 品は 八 巧ょ b 五み 
ニ 厘 ごなる。 

なぶ 金 運動 起ろ 

〔五日】 橫濱 正を は國 をな 巧の 
中央 お 巧 ごの 取引を 拒絕 しじ 


爲じ进 討 も. ごして 正を お 巧 ホー 
通な 舆述聲 •い 起つ たが 巧 じ 同 一 
巧は 化を 巧の 巧换 準備は 化 ホ' 
てむな ご 0 _ 

南米の 移民 調查 

〔五日】 拓務 省は 移民 固の 調查 
な 勞を要 あする 箸で 先づ 調査 
の窠 一着 ごして 化を 當記官 を 
甫 米に 時 派し 其 他 メキシコ、 

口. シア、 ニ ユ—^^^ンア、 ボ！{^ 

ネォ 等に も 調査 貸を 派 あする 
窜 だと'。 

最初の 婦人 博 ± 

【五日】 束 巧 女子 島 等 師範 學校 
敎授巧 出 も か 女を は 東 化が 固 
大 を. がら 巧 十： 巧を 巧 巧 さるべ 
< 目下 敎巧會 諸では 女 あの 研 
なじなる 『べん がら』 じ 就て 
協議 中で わる。 
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3 か h Street Coi ■•了 hird Avenue, N.Y. 

8 か h Street Cor. Lexin が on Ave.,N.Y» 
25 比 S ゎ eet Coir. Park Avenu も N.Y. 
—BROOKLYN— 
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診に 目 I , 煤 最多 
曰 化 午 察 了 チ 成 お •新年 齒 
曜時前 時 攀么緊 G まの 
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巧 

III 

上硏 

が 攫 
選 所 


通年卒 A 
や 聊棠を 
るかし は 

も ホを' ン 
の國 お々 
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號八 十九な あ 千 一黄 


雜 输 京 鄕 
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日 九月 十 年 四巧昭 


診療 

午前 十 時 ょら 十二 
時、 午後 六 時 ょら 
八 時、 H 巧は 前約 
願 上 候 

ドク ト八 

山 ロニ 一之助 

_ 


巧 論 お 巧 十 H 巧 巧 一 
お 巧た 3 タ 一巧 十 袖. I 

ちごぶ Ave . す 三 ork 呈 J 


察 


.前 十 時— 一時 
)„ 後 四時— 八 時 
し： 化 IjH 靡 午前 十 時— 正午 
化 W W 一 急 棄ぉ性 男女 疾患、 皮 

M 1 H 

i ： E も 

D 削 姑 


膺 お、 化 液換査 
ぞ えの 經 おを をし 日本 
人に' I 特に 親切 じ 治療 

す j ~ 

健一!^ 診 斷 .こ 巧 

ド デトグ 

メイが 声 


ひ 如 

M 祥 

がむ お 
Id 

s 

ぶ ：： h 
PI 7 
TJ 1 


診察 


午を s 時 ょら ホ 時 
日曜は 前約 巧 願ち 

ド タト ザ 

寫 兒舊彥 


亂 n 

S 

茂 I 

0 ,^ T - 
Z け W 
■N 2 

A 

K 


診察 時間 

午 お 化 時； 十 時 
午後み 時！ 八 時 

パ：： 小 栗 幹 ごー 

な 育 巧 フブブ I 病 持 
巧 おお 病院 巧を 
まが 3 ン バラン ド 
病駱 巧を 


•が 

が 


的 
5 細 

品 

S ! 

地 化 

ah 

化 j 
が 化 

ad 

I 謂 

六 

T 巧 


本 

人 

ま 

督 

お 

修 

道 

曾 


諸 お 貪 

が 巧說を (日) 八 時 

W や 校 ( H ご 一時 キ 

一} 樂會 (水) 八 時 

- I 會茂つ わ 一ん 诗 
一幕ち さノ時 

貧 

會 

nM 

J 宿を、 筋み 食を 
周旋、 をの 化 
了 事の 巧が 巧 じが、 一 
f じます 0 


I 睹聖善 巧を 正タ 
共 颇會タ と時キ 


巧 拜說お タ入時 


0 


ん '化 お 

腸 I を 11/^ 巧が 爲脅タ 八 時 
' _ — こ 一巧 お及びを 篇 

そを ニ 》 

I と 银譲 な會 又は 
ホが 會 夕 八 時 
が， が事荣 
を 宿が、 旅 巧ち 案 巧 
が > 人 事相 波が、 商 ホ 
- 部、 風. 業 周を 巧、 ち 巧 
我 键お授 の 唐 謀を 巧 
け 食 員 及び ホ 含 員の 
皮を 計る 



弊店は 實質 誠意 迅速 ま義の 
まじ 御 生を 物 一式 卸賣 値段 
で販資 をし ょす ぞ かじ 巧は 
らや 御用を 仰 か T さい ませ 
◎歐 ホを 樓 時計。 置 時計 一る 
◎資巧 貴 金 お。 银製 器を 一式 
◎を 權萬年 筆。 を级 製を 筆 
◎蓄音器。 ン 31 ド 見本 陳列 
◎寫眞 器。 タイプライタ ー 

◎船 切な。 紀を 寫巧站 繪端慧 


ブロ r ドク エ ー 百と 十 蚕 
領擧端 お 側を 晒と 0 お號ま 

な ザ 脅 

爾 A 

170 B 客 d ま y , NJ . C さ 
Tel . 夏 Ian を 6337 吉岩 



診察 時閒 . 

午？ 時 1 ニ磅 
午後と 時；：：：： 八 時 
愛知 醫學 ± 

バ： 巖本違 _ 

を 横 比 亞大學 及び 
4, デ タン 病院 勤を 
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自 午前 ホ 時 = 十二 掠 
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火曜ち が； f が，：：：： ホ 時 

はへ キシヤ 1 フア 
ン テ^ション クブニ 

ブクじ お 勤 


JO 巧 IOM OOCR 1、 Mb * 
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囊 ザを (甲 午を 各 

H おすか 义時 1 午を 四時 

ドク ト r 小 栗乘ま 


檢眼 ホに 跟銘 調節 


學生八 木 郡ず (靑 お縣) がヶ原 
薑一郁 (熊 本 腐) 西 本文 藏 (种 
を 川縣) 稻葉明 まが 藤嘉で 
(コロンビア 大學 出身) 當辯太 
郞 (鹿 島縣) を巧德 一郎 (巧 度 
縣) 藤本 嘉八 (巧 巧ち 季楽 
太郞 

右のを' にあみ をを き 儀 f 
候 間 本人 若く はか 人ょ b 巧 
住 巧 御 通知 願 上 お 

紐 育 一 帝國撼 領ず雜 

畜 でミを ゴ New ご rk さ 

好機 r 分 逸 

ホ テグ 食 盤、 0 ド^ウス チ 
ィグ ー ム等澤 山賣職 おあらます 

平骄 萬便铺 

H 己 ehi 巧ぶ U ぎ， 

を rd St . West of Broadly 
TeL LAGk 害 a § 瑟夏 - R 呂 m ^7 

ぶ 物 用 貸 自動車： 

パブ-力！ ト 、じ ヤス アロ T 


稽を H 

.ホ i 金隨 午後 九 時— 十一 時 

鑛育 柔道 俱樂嫌 

. お 巧 T 目 二 ハぁ地 


舞靖 f" 

▼社が： タン 
▼おお ホ 操 


す 避 
i 巧 


象 

朝 十 か 3, が 十一 時 
シ V リ 7 <■ ダシシ 

ング姊 檐冀校 ホ 装 

h お々 

第 あ 街と 一二 0 

へ クシ 卞 1 
ビ 八ぶ- ンダ巧 

小 池 篡眞舘 

電話 チ！ 水 

の 四 空 ハ 



帝 廣お巧 練 巧が 隊旗 お淺 間ぶ 
び 淸お裝 ホが 永が 化身 ツ おじ 卒 
ゐら れて紹 巧に 

-來航 しじのは-が 年 九月 
ill 十八 日の ミで あるが 午年は 野 
が 苦 一二郎 中 お 巧 巧の 下-— 材 じく 
淺巧こ 磐 ホが 訪米の 巧 おを 帶び 
义 ずが 沿岸を 一巡し G を おな 巧 
を 経て ボル チモ T 巧 じ 入 b 间化 
及びち 都を 盛頓で 非常な お迎を 
をけ 候 姉 生は 白 要 館 庭前 じ别立 
が 憤し 大統領 S 謁見の ホを を 荷 
つもが、 巧 お 艦隊は 巧が 南 ホ、 

户バナ 、フロリダを 拉 《て ホた 

化氣 雁の 爲め梭 橘を 能 かる ぇが 
危険で ある 爲め豫 をの 如 < 二日 
午後 四時 巧 十五 巧み 解 擦を 見を 
せ、 111H 午 お 六時绡 育を 見掛け： 
j 十 I ニ 狸の 速力で 進 おした。 が ホ 
化 急 おを ザに せる 數迎會 本部、 
^ 總 領事館 义 y 海軍 磬督事 あ 巧は 
番 話に 化ら てを 聯酱を おら、 歡 
.遇の 一 

手順 を 定めた が 四 H 午後 
S 牌 先を 膝 どして 內山德 領畢化 
理 ちな 監粒長 あ 巧、 守が 巧 中佐 
乂化 ま.； i 長、；；？ 岡り ホ あお 並 じ 
本社々 ま U お巧錄 守を 送 謀 パク 
; 少佐、 おお 情報部 員で 小が ホ 巧 
氏の み 雄を ホ 人 ごず も シーボ 八 
ト 大尉、 米 齒来部 陸 置； 司み 宫を 

化 おし レク C ック セ- rj 少控 外- 
人 わ陸單 おな' は パィ n タトと 共 
じ 鎭か府 ょ、'' を迦せ るれ おし 便 
乘ス 々テ''' 息 沖 トム キ シス ゲネ 
V じ出迎 へい、 午後 S 尚が ニ 本 
'の摇 ど黒體 どを 認めむ-巧は、 
'『一 装 だ」 ど 叫ぶ もの 『を运 じ 
か 違な し 巧 巧と 賭ける J 一一 ど驳す 
る も S も あら 互じ昂 がしつ I 鑑 
; がめ ホが を 巧 もを けた. い 午後 闽 
時 ニ 猫は 

触 艦 相 卿ぃ トが 偉を を 現 
はした。 が やか。 磯頗 のみ 將旗 
おおの 巧 版 旗は がろ にお 巡 人の 
也を 唆る。 慢 巧」 化 b て 旗艦 ご 
僚艦 ご. い惇濫 i こど 化 ハ じ 汽艇を 
をが に橫 かけ-巧げ 艦橋 じんる 
巧が 巧みを をが 巧し 挺モ を巧換 
すろ、 馈腊が 巧み ホ 神 傑 どガグ 
ッナ ァ * なごの 聞 じ 逢せ る 頃 ホ 
づホ國 々旗に 向化殷 々たる 二十 
- 终の禮 砲を 放 ク裂壯 無比、 衣 
國陸 がを あょ 6 も 阿 じ： 二十 一 
をのを 砲 かゎら、 トが 化が-ド 
ソ - c ^ 中流 化 十と 了 目 沖を じ お 
谢 する。 是ょ b 化ん 0 歓迎を 幹部 
ロ 本 姑、 を 化 巧を k ホせ； 巧 お 
は 船 短 じ 鳥く U 章 旗 V 揭げて 巧 
艦し 巧む し、 巧 錦/' 共 じ 一: 乘 
縮、 みで 巧 山 敏節盤 化现！ 時 退 
酱 .パち めと 强の脯 猫を 放 も、 野 
が 巧件官 、草 信 飲迎巧 & おめ 一 
W 後 中が’ 於て 

記念 の おおゎり-- ロを 巧 
樂 がが 嚴袖。 巧 •か 化 & 类一づ が 
歳'';' 拙-: わ 艦が k 卸*: し、 词な 
部 t を裝 、単 倍 おな r ' 別項 所 報 
小； かき 做迎 のが V 肋蔚 し、 = 本 
が 人 曾 お 新 化 ホん、 み 山、 化 ホ 


兩 夫人を 紹介， L 司令官 よら 『太 
ホが 沿岸 到着 當 時よ b 紐ち にが 
ける 歡迎準 楠の 件は 拜 承し 居た 

が、 爾後ち 細 じ 直い るを 衛の 
進 巧を T 知した み 第で、 斯のお 

惩 篤ん 歡迎じ おしては 渡隊を 
代 巧して 深 （銘 謝ず る』 旨の 答 
巧 もら、 盃を擧 げて互 じを 若を 
成した。 

八ムま 訪問 

入港の 當 巧は 上陸せ ず 艦 巧 じ 
にしい プ 。グラムを 前にして 化 
息し わ 巧が 司み 官 は、 変る お H 
午前を 0 て 

正 裝日比 巧 淺間篮 を、 鈴 
木 磐 手 おを、 金 谷機闡 大佐、 贊 
滿ま計 大佐、 中 山を 謀、 乂熊副 
宫 ぶびが 辟を 化 武官 ど おじ ァメ 
リ* 海單 より 差遣した 海軍 副官 

シ ！ ボー八 ド 大尉 度び ス タイガ 

ァホ縣 副官 リ イタ— 中を 等を 聞 
伴、 先 づ巧糜 をを ま訪 巧し、 巧 
柄 風邪の ため 引 籠 中 e あつた ゥ 
ォ少 力！ お 長 化理ア ーサ！ •ヒ 

1 リー巧 及び 巿長 嘗記官 'イン ド 
に 等ご會 を、 ホ廳 階段 前で おを 
撮影の 上、 史 らにブ グブク 9、. 
海軍 鎭守 おに 司み 官 スタ イダ— 
々おを 訪 巧、 お 兵 醜 軍 除の 奏樂 
裡じ お兵闡 儀が 巧を 檢閱 、ダゲ 
ァナ） マ综の 陸軍 兵を じ 東部 駐 
巧 軍 司み 官イ ライ 少疵を 訪問、 

ゼ ー 巧靈 i ら十 お發の 

禮砲 をを W て ご ゥェン 

少佐 S 卒 ゆる ホを 第 十六 大隊を 
檢閱 、を 所 じを ま訪 巧のを 歎を 
溫め たる 上 直ちに 車を 驅 して 別 
項 所 報の 陸 お 軍 俱樂が じがけ る 
內山總 が 事 化 理ホ懼 の 午餐 會じ 
别 席、 运後 ヤン キ！ •スタ デア 
ムじ巧 巧を 見物し 一 旦歸鑑 後：！！ 
本俱樂 部に 於け るが 軍藍督 事務 
所 ま 催の 晚 をを じ おお、 翌る H 
髓 りは を式プ C グラムがない の 
をが 機 ご L て 司 か官は 率を ォイ 
スタ！ 灣じ 走らし、 前大統領 じ 
して 日 ネじ辭 係の 厚い を。 t ズ 
ゲ ゴ八ト 氏の 黨じ詣 でた、 司み 
{民の。— ズゲ S 八ト乂 統領 黨參 
はこれ で ニ 巧 目で あらが、 

相憎當 n ロ ー ズゲ エル ト 
ホ 亡 人は 不な であつ じが. •司み 
を 一巧は 黨參の 上 ホ己乂 邸宅に 
么 刺を 置いて 敬意を をし わ、 尙 
は 乘組將 校は 別 じ ナイ ャ ダラ 瀑 
布、 ボストン ホぶ び フキ ラデグ 
ブ キヤ 巧の 赏舉 脚を を 班 じかち 
て飢 織し、 巧雜 - W ホ 速 日 これを 
の 化々.」 旅 巧して ゐ るが、 旣報 
した 如く 明木幡 ： りは 絕隊 歓迎 じ 
を式プ 。グラムがない のでを ま 
のを 內じ化 b が內 を地觀 ちを ホ 
堪 して ゐる 向もタ いと 0 

各地 觀光 

巧隊 さん 乂滿ぶ 

ニユヨ ー ク！ アメク 々じ ホた 
ら 何を 抗 いても ニユヨ ー ク だけ 
パリ 鄉 化への 

止 建 話 V 水 巧さん 速を お 

め ご！ てを い卡官 候補生が 必 が 
;> じ 待つ た ニ ュョー クの觀 ホは 
巧ぶ の 如く 十； 日 幡の兩 日 じ； 曲 I 


午前から 午を 五 時 じ 巧 はれた 
の 日朝 ホょ- 水筒を 肩 じしね 
水をさん 達は 続々 ごして ランチ 
じみ 乘 して 上 陵、 リダ アサイド 
を 圃じ整 判して おを された 十餘 
蕩の 大型 バス じど やぐ ど乘这 
む、 候 浦 生や 十； 官 達の 中 じは 木 
田さん やが 上武 平さん 達が 提巧 
した 觸 人の 旨 動 車 じを 乘 する 若 
もる る、 觀ホ 部長 化理 格め 香 西 
大人が メボホ ー ンをか 手 じを 往 
左 化して ゐ る、 モ—タ ー •サイ 
ク ホ 巡査 ニ S 人を 先頭 じして 渐 
く スタ ー トを 切つ た、 けた ぇま 
しい 

警笛を 後 じ、 アメリヵと 
日本め 小型 小 旗を ひら^ — W 朝 
風に 離しつ i 自動車の 一 除は 經 
礎 どして 進む する、 先づ グラン 
ト將 軍の 墓前 じ 下車し わ 一同は 
この 宜大な 墓 院を背 暴 じして 記 
をの 撮影を 試みね も 上、) 路 n 
P ム ビア 大學 前を 遜ぎ て 獨立戰 
ずの 古蹟 モ ー ニン グ サイド •ド 
ライ ダから ニユ ョーク のを 物 中 

央を 園を 橫斷 し、 誇 五 街を 直線 
じ ヮシントンる 聞を 逝ぎ て 製造 
了 場 町 よ ち 。 1’ ア ^ •ブ。 * — ド 
ゥユ ー を 適ぎ、 お廳 をを ホ じ 世 
巧 第-の 島 磨ゥグ クォー ダ •ビ 
於 テン グを 車中 かち 仰兒 つ！ 下 
町の 商業 區 域に 入 り、 

株 取引 では これ 亦 化 ホを 

一の ゥォー 作 •ス トリ のを 

氣に 綱れ、 マン！^ ツ タン 島の 靖 
端 バタ 91 •プ レー ス から 泻び 
ブ U ! ドゥ ユー 筋に 引返し 大吊 
橋 マン、 ーツ タン 橋を 過ぎて ブ八 
ブ クリン じ 入る、 高層 家 崖め タ 
い ニユョ —クど 巧】 つを 隔て わ 
この 巧の 舊式 なを々 を 過ぎつ； 
中央を 園 ごは 亦 趣を 異にした プ 
り スペクトを 園に 入る、 接に 少 
憩した を隊 さん 達は を 速 レンズ 
のシ ヤツ タ* — をぴ しやら* ご 
音 立て-- 證 ごし、 语び 車上の 人 
どなつ た 一巧は ブ グツク ブン鎭 
守な を 横じ赃 めつ I 巧ない 海岸 
巧を 過ぎて 巧び ニ ユョー クじ乂 
ら 、中央を 園を 左に 

第五 街 を 一廣 線に ぽ 十み 
了 目 じ まら、 H 本人 ミ 支那 人の 
を 辯 事業 ピ してち 部'—- 誇る 支那 
料理 靑違銷 の 前 じ 停 単す る、 是 
れば閒前のナィ ドゥ ォ！ クじは 
當 地のを 料 巧 巧が 必づ （一 一の お 
壽づの 箱が 山々 穂 まれて ゐ る、 

巧 かじら 六酉餘 どい ふ大势 の 
でを 隊 さん 凄じは が 中で わ壽司 
を提 巧ず る i じな つじので ある 
おい お 補 生 達は 一 齊じ靑 運閣樓 
上の 人 ごなら、 整が どを たれた 
をを 增じ 着席 するど 樓 上の バン 
ドが 『をヶ 化 J を か 奏する、 一皿 
の 中に 御飯、 あまん ぢ ぅ、 總菜 
を 混じた もみ、 アメリヵの 支那 
料理 ごして 

有名な チキン •チヤ ウメ 
ンの I 赃が 配られる、 を 後-服 
をした 一巧は 义も 車上の 人と な 
つて 今度は 一路 ゾ 。ン クスを 簡 
の 動物 倒に 下が、 こ} じ 約一脾 
化みの觀光時間を搜し マ ン ^ ッ 
タンを 西から 東へ 横 叫つ て 地下 


柳の || 



新 古書 籍販賣 

雜 誌の バ ダク ナン 
パー、 を雜誌 おの 
新 注文 等 化て 迅速 
じ 御 化 巧 致します 
巧卒 御用を 顔 上げ 
まず。 

奧巧 書店 


お 育 撕を媛 
內巧省 免許 
巧 巧が 大皆 巧大を 
ま 婆 復習 巧卒案 
巧 地る 

產婆 お本綠 


電氣 、器械 工具 製 か 
運動具* 玩具* 貴金屬 
時計、 寫を 器を 現像 

を.！！ ァ ！ ト 

K デォ 
東洋 类術 品書盡 、レ 

デ イオ、 ランプ シス 
1 ド壞ゲ アキす ムク 
ブ—ナ -、 モ ，タ 1 修理 


H 本、 支那 寶 ぶ 繫美 
瓣 品、 婦人 規替赖 其 
他 装飾品 

闕島訂 お 

ぶ 等 美徳 品 麽錢、 

首 飾 お、 スト 9 ンダ 
日本 锻栽瘍 


稅關 事務 

東洋を 地# じを 化 巧 
の 輸お乂 ホ 法 じ 親す 
ずる 一切の 御 諮問に 
應じ巧 道滨船 貨物 蓮 
貸 及 お 觀を巧 閱手扇 
善 等 進呈ず。 ま 耍識 
ボ じ化理 巧を がし 誠 
實を速 御用 かじ 應ず 

保驗 取扱 


趴マ ツサ！ ジ術 

‘I 亀 命 養生 院 

~ ち 巧ず がを モ 

治療 午前 化時ョ 
リ 午を 化 時 
電話 前約 願 上 お 


T - 

P . 


記 


な 


1 d ] 
S 還 J 

品が I 
告 wsc 

1 巧 5 

5 丢 


ili 揉徐療 

マッサ ー ジ 、整形、 醫 
稱學的 運動、 腸灌注 
水 お、 電氣 風呂、 ホ 
線ぶ お氣 治療 其 他 
~ な 育 巧を 露 

ブイ ジオン ラ じ スト 

西が 幸 男 

H 曜外毎 B 午 煎 九 I 
持ョ 9 午後，‘ 時 迄 


齒巧醫 木下义 巧； 

ゴ 0 W . ご IthSt . I 

ぎき = u ョ呈一 苦 57 


ベ グビユ — 病院 皮 
紐ち 乂學醫 巧 在勤 

，江 見 ご 一朗 

診察 時間 
巧 日 午を 四時から 
ホ 時まで 

夕 巧 水、 を、 と 
膊 から 乂時迄 


內外巧 
X 光線 

的 約 願 A お 

P 1 ホル 大巧 
f グト かホブ メグが ン 

錢舉 庚ち 

ち 居悅が 


塞 


♦成 量 ♦雜誌 ♦巧 巧 
; W 皆 まを が 

執 かを お 丸 時 J ち 午を 董 時を 

雜脊 0 本人 會 

プ - I ドク ゴィ 一とと 五 
f 專 ♦ — タグ 100 と 0 

蕾 タク 朱 18 ち 


I 葬 泮臟淹 

丸山潍 臟商會 


西 四十 六 了 目 六十と 番 
電話 ブライアントと 0 と 九 


策 五十 illT 貝 

ニ ミニ 

が 藤 
洋服 巧 

f ラ f なご 呈 


洋服 調進 

クブミ ニン ダ、 ダイ 

イング、 蔭撐 等】 切 

ミカド 洋服 店 

松 本 保 
を 話 ライン ランダ— 
六 八 H 0 


成功の 秘談 

をす 
萬で 



米 固ま 英語を をす ホ 
は 巧 巧の 第一 萬です 
本校には H 本人が 巧 
じ 慣れた# 巧 婦人せ 
師 をり お 切 じ 會嚴巧 
信 文 おを 語を お 巧し 
ます。 日 雄 週日 共 じ 
午前 化 時よ b 午を 十 
時まで 能 巧し； レツ 
スンと 十 立她づ I 
ネ H を じ ホ 校 あれ 


稅關 事務が 扱 

W 青 養 I . B 壽 & C ロ. 

ぎ 1 を 巧 ニ 巧 量 ま y , 晏 
ぎ BOWHngIG ま en 尝 D 4-5.6 


をき ホ 拽猶ん I 
H 本人への 巧 
語を 沒 じは 去 
がの 姪 験を 有 

す 0 一 レ ブス 

ンと十 お 御 
每 H 朝 丸 時ょ 
ら巧化 巧を 巧 
時-しても をし 
H 谣日は 一時 
四時 拒 



i 官 蓬から 

♦軍艦が 巧 化する どな 留民も 
血眼 じな って 歡迦 する、 歡迎疲 
れの上 じ 軍 贈で 攀應 された 禁斷 
の 水を かぶつて 頭が 逆上し、 上 
陸の 梭 橋を 頭で*^. 塗れと なって 
ぶつ 倒れたら、 委員の バッ デを 
襟に 堂々 ご喧 唾を 前め て 並居る 
警官を 驚かした 巧 ホが 相當 あっ 
た く か、 巧 巧 慰 勞み意 ホで お 舞 
った 軍艦 側 もこれ ではを 惑で あ 
らぅし、 を 頭に 集つ てゐ るが 集 
は アメリヵ人が ぞい ー少 數の必 
得 遙ひ濟 の爲め 一般を 留 邦人に.： 
'迷惑を 反 ぼした くな： 一一 もの だ。 

♦淺 間の 司み 部を 請 S れる ど參 
謀さん が 巧は かて 混いでも どみ 
ちじ キヤ ンデ ー のお勵 一® に預 b 
恐縮した 入 も ある。 流で じ參謀 
さんだ け あって 革爐虫 《退治は 
也 得た ものである ' ご 辛む して 
ゐる 入が あつた。 \ 

♦軍艦の ホ 航每じ 名物 戸 どな 
って ゐ る橫濱 生れの ァメて 人 
ゲプス 君 W 姿が 軍艦に 見^ない 
ので 不蠻 じして ゐる S 、 •キ ブス 
君は 鶴隊 入港の 前 H かぶ. ブ。— 
ドゥ H ! を 化 眼に じってが 廻ち 
最 あブ。 1 ドゥで] で- 氣を呼 
んだポ ビユラ 1 •ジン タ の樂譜 
(軍 樂隊 及び ォ ー ヶス トク 用) の 
一切を 鶴め U 本人 食を！：^ じて 艦 
隊じ杳 贈した どの；。 

♦ブ 0 ン クスを 園 觀ぷ中 じあ 
の廣 いを 園で あら、 か 日 jS 人出 
で 一人の 水兵さん が歸艦 I 柴 合に 
遲れ迷 ひ 斑 じな って ゐる S を漸 
く發 見した、 責巧感 S 深 广を隊 
さんは 濟 まむ^''^ ど 斗ら じ 泣き 
ぉしさ5、 『をん^<>提なホゎる 
から をれ ぶ 化む を 得 ょ せん」 と 
副 長さん は 怒っ ゎ顏も 見ん-なか 
った。 慈父の モ烘 じ對す ふが か 
き觀 である。 


肆れ 人， 

{宮城 縣) 大橋あ 雄 (熊よ 聲め 
本 卯 一 船 《德 鳥縣) 糸 田 川喬義 
(山 ロ縣) 德 おお S が (廣 島縣) 
化 本實畜 (宮城 縣) 手 島 直 親 
(か 歇山縣 一な 本平畜 (鹿话 島 
縣 } 圃上 時を 杏 岡 直 記 (長 
崎縣) 池 旧 巧藏吉 ニ 幡陶縣 ご 一 
又 伊 度み 大塚 サダ メ (を 知 孫) 
長 腳德一 お 旧 幸三郎 (大醒 ホ) 
西 ホ 源太郎 (兵 庫縣) 膝 木 塞 八 
(肅 岡縣) お 巧搜造 前が 育大學 


揉 療治 北 島覺丈 

岩 7 ま est 養 h S 一. 

Tei - E を eco ョ b 14 ま 
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純 罔 本 機巧 木 大小を 種 

純 日本 禪巧木 大小を 巧 一一 一方 本 持を せ 有 么候頤 御 入用の 方は 至 
急 御 注 父 被 ド 巧 涙を 會あ擧 校、 を 劇 体 等に 寄附の 申 注に おし 
ては 储別御 化 談じ應 ずべ く 慎 n 中 达み窠 を 僧を 進を n . 

お 輸入 n 本を 魚卸賣 

コ。 ン ビヤ 細を 會化 お 長 野 化み 敬白 

附 •随純 H 本式 庭閒並 K 喫が 店 さ ^ ら 園 敬白 

SIU 青 I ゎま E 呈吉云 E 吕.， M . tlQJI , f ぶ ミ 
だ 苦 」 uneau Si 夏 t . Se 害 e . Wash . 





1 a 
ャ お 
イ巧 

蓋よ 

捷罐 

をに 

擦は 

へ か 
がユ 


Wing Hing 
3 如 0 84 巧， iU. City 
Te し Uui 附 s • か 巧 87 

まじが 腐な ホ 
- 、 す 適 日 揃 
浮な。 すネ ひ巧册 
章 ホ 朝る 人の 
巧 五ち 巧 諸 巧. 

の 了 時 連ち' W '’ 
下自 をを の 人 
'チ顯 差嗜數 
ブ巧 上が 名 



College Inn 

3 欄む 的 dw 巧 
8 eU 23 rd 4 巧 4 化 化 . 
Tel, Mornin が de 7479 


City Hall Tea Garden 

170 Nassau St, City 
N • がわ 化 • Tr&un。 BWg 
Loo Lin Manager 



SUN HANG FA 民 

213 も 7 化む e . Bd 128 Hi & 巧 加 おん 
Te !. Manumen パ 864 

ま ク± ホ 巧睡 君を 了で 巧 お 腐 y 

す マ、 上棄 しじへ 目 窠巧君 前 本 巧 P 3 
• ィ 日ま繁 ては ばのと ぞ のぞ 複^^ 劳 
、醒 す々 居 巧 直 チ 街 差嗜潭 巧異贼 
春は。 御 まるぐ ャの上 好つ 理 35^ 其 
巧設 ホす 程日プ ちげじて 人が 埋 
が 巧 巧。 巧 ネス ニ ま 適日款 
あ、 の 評人ィ 十す す本廉 
>シ 程 を 諸 £ 六 のる 人が 


S.KUWAYAMACO. 

114 に 59 化託 
New York City 

Phone. Volunfeer ggp 


KW が 0 & 巧 T SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFISH & BIRDS 
〇 

動 其 力を 
物^ ナ種 

一 烏リ金 
切 ャ魚 


Quong Gen Low 

Chme なむな aurant 
112 W . お 化 化の か 


廢桂米 目 



巧 ホ 巧 
色目 T 巧 十四 
历目 T 五十 巧 


KATAG 柳 BR0 で 

の 4 E. 5 か h み . 
New York City 

Tei. Wickersham 9344 
おが 9346 おが 


IKUINE 

Hotel 在 Restaurant 
313 W. 88 化な ， New む rk 
Tei. Schuyler 7822 

む 邮 Add 巧 ss IKUI 化 


Kawasoye Hotel 
1 巧 化 s り 23 ni Sir が I 
む I. Cathe か al が 10 


^1^ 


TAIYO 

1 が W が { 巧 化が . 
Tel. Trafaig が郎が 


TOYO KWAN 

41 £ ： • 19 比 Sl 

Bst. が * 巧 & 4 化む も 
む !. Aigo 叫 uin 8 巧 8 


DA 民 UMA 

11 巧 - な h A 化 
な!. わ 巧が 3 的 8 


Japan | 

Provision Co. I 

け ow . 化 化 化 I 

Tel. EnMt 97 お i 

^lij 

日 : i 織體 

本 ミ 持 I! 


mi 


巧 切を 


P 打ず 巧 取 去 

fill! 



お East 28 化 化が t 
怕 . L な ington 57 巧 



340 W. 58 比 St. 

Telephone: 
Columbu* 88 の 


(廳日 •水) 巧畜わ 



ホ トツ アの 隊歷 じし ご ホを 人 本日 
> まじ 時 五 後 午ら か 巧 H 後 午日赌 をは 
るれ は 行で 手 磐鑑軍 



御 


管 料 

ず理 

爹 

驚 

44 W. 46 比 St 

Te し Umga な e 8411 


號八 十九 曾 お干 


窠 


が おを I な jmt げ 巧で 恐 tm を 巧 


【円懼 水】 


日 乂巧十 年 四和昭 



政 9 , 



轉攫 髮巧鑛 SI 

一同 經營と 年間 日本人 諸！！ ¢1 の 理髪 
の經驗 あち： シょス •パて ァ 
西 六十 五 T 昼 ニ 一ず 地 


A 淸 巧、 親切、 氯樂 U1 二な ► 

勢卿舘 

伊勢 事を み 間榮が 

225 E . 男 を Street 
ぎ 呈呈す 巧 養 3 


J Jflf — 


したので 葬儀 巧 端の 取 討を なす 
iw なつて ゐ るが、 舊 知の 化 山 
洋服が 會ホ义 山 巧 吉氏ど 淸水牧 
師 ごが 齡旋 の勞を 執つ て ゐるど 
云 ふ。 


潛ル - — 


ン 


養 K East 置 thS すを す 三 ミ k 
ヴ 一ち hone すな nt 2187 


日本 理髮鑛 I。 

西 国 十一 ニ 了 目 巧を 地 ニ 旨 お 室 号 

一二 階 ( 巧み おじ 巧し ) 


木 巧 ル— ミン グ 

..1 言 3 rdAve .星. 芸 & 呈 hSt ま ts 
ジ ~ e 导 i さ lu 己 まこ 144 


巧 圍閑靜 
ま 巧淸潔 

巧 人 クラ プ 自曲亭 

芸ジ nds St. す 夏香 N. Y. 
Te 三 ri 苦 gle 7475 


ジ备 r Ai 这 n 呂 sto ヨミ： nd ザ 養 ds ; 

= ミ chi - hachi=the 署 ula こ apa 喜 card 

巧ョ m さ ill b 巧 i 苦 ght さ 穿 言 Hees すす e 

す 巧 ミミ ニ S こ 弓 ited time - Inqi ま at , 

s. iAi た s, mE. 洁 ihsl 暑 . 


ぶ 毎靑年 理想の 爾 が； 

目 本人 1 円 年會 

;’9 宙 It 巧 ' ぎ CI ミ kgn 一 12 ミ 


慕 6 隹 9 

巧理 舅聚眞 

自午ぉ 十一 時 《g 
ま 午前 ニ 時半 踊を 

ま茹 料理 

.を鹽 茶園 

司 理人蘆 蓮 
巧 冀のホ じは 登 液 
の お 巧 利 じ 礎へ 夜 
巧會 席の 御 巧 じな 
や く 横 聞 巧卒巧 
ホを わ' 引 立願 巧 m 
お •ェ御 案 巧 申 上 侯 


新鮮 魚 か 一 

团本八 向きの 生魚 澤山 取市输 
裙调ホ 垣で 大勉强 致します 

サヴォナ^|^巧 

吾 L 呈坦 A 岩 H A 呈 5S 呈真妄 ET 
20 ご 至 est 61st Street Go— Amsieitla ョ Ave. 
TeL CQliblis 91 だ 


織 育 旅鑛？ SIS 

東 顆十了 目 ニ 濟ニ裘 
Tel’ Caledcnia 夏？ ム 
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ま邢巧 

脇 揃 ひの 巧 ® H 數名 
が 日本人 諸君の 嗜巧 
じ 適する 巧 遇を 差 上 
ます、 自午施 十一 時 
至 午前 ニ 時 - レ . 

ク * 巧 旨十车 T 目と 
巧 二十 T 目み 間 ) 




ずき 燒 

ホに 御お理 



紐 育 唯一の 日本 巧を 店. 

巧 桐 兄弟 商會 

ス - ドン • プ n ダク ブ 一手 販巧元 


御旅館 河 添 


割 農 並に 鑛旅舘 



を 巧 

なを ホ 西 八十 八 T 目 H ニニ 
1 タ 々イブ] と 入 ニニ 


高等 P： 旅豁 

I 東洋 舘 

會廢 聊料瑶 


御稱 理幹趴 

調： 太 陽 

莽巧每 日 あ > ます 


T 


蜡 の蒲燒 わい しい 郷燒 

會遮御 料理 


I 識 

食 


食は ホ廣へ 

叮ち 筋が 壁が 大巧 巧 



毒藥も 金塊 もつ いて ゐ ない 

野 村 司令官の ち 手 

摇キが 生んだ ェ ピソ— ド いろいろ 

大統領 ごのげ 解けむ 會 見ぶ リ 


艦隊 - か 入港した' で ト ソン 巧 牌 
は 入を 當 かからを 頭け 化 ホの 海 
軍 ランチの 載 理 K 扩 しい、 をみ 
夕べの 本紙は を 黯避千 六が お餘 
の 十 ' に 一极づ I 酷ぶ される、 ち 

政ぶ 貪 S 我厂 ぁった S 

中義 一巧の 逝 まらを がの 忙しい 
: 燃迎プ 。グラムで を 端さん 基の 
: 巧に 道 入つ てなぃ * い 与しい、 を 
のが 旗艦 淺 間に 野 林 司み 官 ぉ訪 ^ 
れ i 、 寫眞で 見れ じだいぶ 巧げ 
たらしい 司を 官山 がぶ 仲々 でぅ 
して、 稍豁を 加へ じ 心み で ホる 
『ゎ义 しぶら、 今度ぶ ュユ 3! 
ク のが 留 K にも 隨か鞠 一 化かを か 
- けて 濟 まぬ』 ご 御 T 寧で あいさ 
j つ 、 々 プ フ ォ il , ユ ア 州 の 或 る 地 
I の 歡迎會 では 司み ちじ ^ 性 手 さ： 

I なかつ たど あつて 遂に <1 ち おの 辞 
I 職 騒ぎを 超した ごい ふ 逆 聞を お 
i 巧 じ 入れる く 『俺の 手には 別 じ 
; 毒藥を 盛つ ては ゐ ない、； かご 云 
: つてを 塊が （つ-^ いてる る護ぢ 
i やない から、 

j わ 望みなら ；； > んげ ぅで も 

I 握らす よ、 だが シャト との 歎迎 
j 會で裝 ニ 化の み 年々 女 谨君數 千 
ど 握 ホを した 時 じは々 し 掌が し 
びれ たよ』 ど 昔ながら じ 磊落な 
調子、 『今度の 訪米で 著しく 威 
じたのは な留 する 日本人 _ と をの 
國 *H の 人々 の 接 巧 2 度が P 日 ょら 
一 も密お じ て む る S い ぶ をで 
i あつた、 ダ アンクー プア-了では 

I を 相 等ら 歡迎會 じ 列して 吳れた 
I し、 殊じシ ャトグ は 巧々 な 習 艦 
; 像が 十五 年ぶ 5 の訪間 VJ いふの 
一で ぶした 騷 ぎで あった、 敎迦會 
じ a 第二 化 諸 巧 I 泥 じたを 若 男 
女 . い 一巧 人 じも连 t てを の 一 熱誠 
; な 歡迎ぶ h じな 淚が ぉじ ム 、確 
; か ロ，ナ ン ゼ が スボの歡迦晚餐 
; 會 の 時で あつだ、 - 

I 州 知事 ;ャ ング氏 も お 庵し 


ご 話を 聞く、 との*- であつ わ 
斯うした H ピソ ー ド も 詰る ご 


て吳れ ての 話 だが ね、 ャング 知 
事は 元は お師で 知事の ホ 娘が 現 
が スタンプ ォード 大學に 通學し 
てゐる：^^、 大學で巧橋敎授の講 
義が 非常に 面白い どい ふ どころ 

から 巿橋敎 巧 じ 就て 娘から 郁々 

,, 

こ 

ろは H 本人 V 一 アメリヵ人の 概人 
一 的な 巧觸の 機會を おず もの どし 
て兩 轉の爲 めに も 非常 じ蓄 ばし 
い 現象で ある ごおん』 ど 所 威の 
一端を 述べ、 r 束 部で も バ於チ 
モァは 帝國 軍艦が 初めて 寄港し 
た； では あ b 、 巧 長を 始め どし 
てを 市擧げ て歡迦 をして 吳れる 
し、 同 梢の 

新聞紙 で アメリカ でもち 

數な バルナ モア •サン 紙 等は 經 
じ 記者を 特派して 稱 々ど 報道は 
ずるし、 乘紐 具じ對 しても 個人 
的に 極々 VV 極を を 提供して 吳れ 
て渝 かで あつた』 との i である 
『殊に 首 郡 7 シン トンの 訪 間に 
際して は、 大統領 フ； ゲア— 氏 
が很じ ±官 お 補 生み 整 測 伺愼を 
受けた；は巧い彼等の頭腦じ深 
いが 象を 媛した ご 思 ふ、 斯る ミ 
は 軍 じ H 本 お 軍の 擧れ のみでは 
なく 偶々 のて 兩圓の 親を がいか 
じ 國民的 じな つて 巧 たかをち 力 
じ 物語る もので あつて、 大統锁 
ごは 午餐を おじした が、 をの 席 
上で もフ I ダア I 巧は 棵 々ど隔 
意な < 話 もす るし、 殊に 大統領 
は 久しく 

支那に あつて あの 國匪事 
がに 遣 遇し 日本の 巧 船で 神戶じ 
赴いた 當 時の 2 を 回顧して 稱々 
と 話は 盡 きな かつた』 ど、 をれ 
から ワシントン 會議の 追懐 や 日 
本を をの 話 等 それから をれ へ ご 
司み 官の 話は 盡 きないの であつ 
た 0 


恐ろ > しい 戰 火を 前に 

悠 々新聞 义讀ん た 大尉 時代 

當 時の 野 村 中將を 回想した 手紙 


前當 地が 巧監 を 事務所 長で を 
つたが戶々將は、 巧巧中ュ ユ 3 
— クに迎 へた 綠怒展 陵 ご 今度 一 
の 地‘ じ 來た練 替艦睐 ごを 結びを 
はし、 司を 官鲜が 中 おじ 就て 左 
の やうな がみ 深い 寒 信を 本 巧に 
窗 せた。 

【前略】 巧 說が咨 お隊が 再度の 


訪問を 貴地 じ 巧 ふ ミ じなら， 
して 嚇 かし 今頃は 準備に 御 奪 
圆 9 窜ど 前を を 回顧 追想して 
感慨 無 " 坦 。ら ざるを 得ざる ホ 
第に 有 么校當 時化 留が 人を 位 
の 巧が は あ 生 おる i 能は ざる 
所なる が 小生 も 亦 一が 人のを 
格 じて 化の おかなる 大巧 腹 旗 


か ^ ト ソンの 中流 お翻觀 じ. 〇 
し 刹 恥を 員槪迎 じ脚醉 して 方 
歳 速 呼の 中に 下船が-る 當 時の 
ホ 致树ほ 記憶に 巧なる もの 有 
' 之 候。 

を 凹の 司 か 官野林 ホ 將は旣 じ 
如 御 承知 米國 通貨 化 じ タ數の 
友人 あら 急轉 直下 航路を 紐 育 
じ變 巧せられ しは 盖 L 當 がに 
して 親善の 倍加-し 外で き 事 ど 
存じ 偏 じ 其 成功を 祈た 次 溝 化 
顧みる じ 日 黨殺役 巧： 十と 
年 化 巧 小生々 お 巧 官^ 遠に 乗 
艦す るや將 軍は 大尉、 m お 長 ) 
の 職に な b て 指導を ぶけた る 
が當 時の 潑が灣 は 機！^ 到る 所 
じあら て 生死 不明のを じ 野が 
大尉は お： n こ ゥ m ! クタ ィム 
スを 讀んで 程ら れた 事^を 想 
ひ 浮 ' ベ 流石 偉くな るん：!^ 違 ふ 
所が ある ネ 回は 急 - し 豫 i の變 
おじて 遠が 前 御 化の 事：！^ や 前 
圓の容 子等を 少しも 談ホ \ るの 
磯會 を搪ざ b しが 今回の ー遞迎 
準腑は 如何 Kb や 前回 じぶ 績 


き 加 ふろに 緊縮の み 致 氣は駭 
響 撫么候 や 素ょ b 是は覺 悟の 
事 ご 承知 致 居候へ 共が おがん 
諸 得の 身に ゴら ては 誠- <- 御を 
勞千 巧の 義ど 御祭 中 上 校 

ア ^ L ■ 卞 Ml ■ム 

珍藝 がな 出す る 
軍歷裔 港の 年中行事で ゎる ァ 
ト ホー ムは 巧る を曜 U 午後 S 時 
から 五 時 じ 置 > み 人は 重 じ淺間 
で、 り 本人は 磐ず 鑑上 じて 擧巧 
すべく 黯內 じは 造ち 物、 模 凝な 
等が 開かれ 擊劍 、柔道、 相模等 
は 重に 外人 巧賓 じ、 磐 手では 當 
地 だ留ぉ 志を 道 あ、 曝 劍家ご 軍 
撼側 ご の 試を ぁち 舞、 総 巧 旗で 
はくろぅ ど 索ぜ のを 隊 さん 達 じ 
化ら 巧 ホ節鋪 、八 木節輔 、ォヶ 
サ鋪 、わい ィ ニー 踊の 外 
喜劇 『ぁの 手 この 手』 一幕、 
『生地 藏 J1 幕を 上 おして わ 腹 
の 巧を よらせし 上、 琵琶 ご 追 
を 節で 盛 b 渾 山な 餘 輿の 幕を 
閉じる 答で ある。 


» し I — ~ 


秋、 紅葉を 背景 > 了.~「 

夢の 兵隊 人形 巧 剔 


ウェス 下 ポィントに 將± を迎へ 


この 円 - アスタ ^— •ホ テ 

の 輝し い 晚餐會 を おる じ氣化 

い 日では ある。 巧の！^ ド ソン 

湖が 五十 哩 、左方 

斷 壁の 上に 雜 鼠色に 聲 
てゐる 陸軍 ± 官學 校の わ 客 さ 
になる の だ ど、 目 程 プロ ダ 
は敎 へて ゐ る。 野 村 司 ホ宮化 下 - 
兩媛 長み ± 官 ご 一十 餘 を、 短痴が 
左 腰に カチャ'-^ する 候補を 約 
二な、 霧の 深ぃ 上流を 指呼し つ 
つ お 後を 持つ た、 一岡を 乘 甘て 
案 わして 吳れる 驅逐渡 7 ォブク 
ス號 は、 艦 曾の 2 3 4 のを 號で 
霧を 破つ て淺 巧、 磐 手の 中頤頃 
じ靜 々ど 停つ た。 兩 艦から け ラ 
ン チが ビビ 1W 迪ひ おした。 艦 
巧の 上ち ロ じは フォックス 篮長 
。ム フォ！ ト 大佐、 鑛守腊 司を 
官ス タィ • キユ 玉^ず 將 、副官 タ 
! チス 中を、 ペンチ。 ラ 競 蘭 長 
リッ ター 中佐、 ± 官學 校から 巧 
表 

お迎 への クプク セ 1 少が 
等が 不動の 姿勢で 居並んで ゐち 
をの 前を 野が 中 お 0 下 幕僚は 擧 
手の 禮 をを しつ； 乘濫 、もはや 
鑑 上の あら こち じは、 慎 補を 凄 
が嘻 語して むる、 乘組 員に 話し 
かけて ゐ る、 『おい、 巧 弟ょ』 
の 必意氣 である。 マ 少將は 副を 
力 中を £ 肩を ホべ て 野が 中將 - 
上座に 盧て 魔を 甲 おじ 腰 巧け 
居る。 ス かおが 物柔 かな 應接握 
らで餘 鹿して 居る あの 魁偉な 顔 
寒い 川風 も さらら VJ 骚 6 過ぎる 
一巧の 乗艦は 秋色の 兩 岸を をへ _ 
後へ と 巧し やつて 巧く 五十 哩、 
をに ± 宫 の 一圓、 彼 處じ懷 補を 
の 一群、 をつ たか ご 思 ふ ど 遠の 
いたちす る黃 葉な 葉 じ 「美しい 
な」 ご 叫ぶ。 畫餐は 軍 渡の お 接 
が、 やさしい S 角の バム サンド 
ゥネ ブ チが 飛んで 比律賓 入の 

賄 方 を まごつかせる 0 1 
時半、 ウェストポイントの 破れ 
楼橋じ フオプ クス 号は 橫 がけ じ 
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なる。 構內 じは ± を學 校から お 
逆え の スミ * 少お 0 で 数名の 幕 
倦が 力ー キ をで 直立して 轻 る、 
赤い 長靴が テラ ブラ 輝る、 パテ 
! の、 フォブ クスの、 ァ — 瓜 • 

ヶ ー • ォ！ の营人 活動 寫眞 班が 
¥ ラ-.^^,， ご ンンズ を 向け も 騒ぎ 
でぁる。 まを の閒じ 衝單な 然し 
嚴 な挨搂 がを される、 巧 車で 先 
着した 四十ち 餘 名の 腐 校 候補者 
と 合して 總 勢の 点呼が 濟ん で、 
± 官 0 上は 自動 幸に をを して 學 
校 じ 巧 ふ。 をの 頃 巧 お、 しごし 
ご、、 風 も 吹 （落 おは 巧 處へ巧 
( ごもから 中 舞 ひ 散る。 ネ殷々 

ど 

猪 骨 ^ は、 野が 中 將じ對 す 
る 十五を の禮 砲、 この 山と じ綺 
して 渡 鳥 さへ 姿を ひを める、 搁 
煙濛 々ごして 校庭 地域は 薄 露に 
ござ i れて 仕舞つ た。 ス少縣 は 
先登に 立つ て、 マッ々 グ — ム • 
ホ！ グ 、ブロ フホ 1 •ポィント 

腐 農、 學校 附敎會 、戰 巧者 記を 
碑、 スタ デ ァム、 敎 室、 大食 堂 
ど 親切に ま 巧して 說 明して 吳れ 
る、 殊に 敎會 では、 フン デ リッ 
ク •メ — ャ； 巧の ォグ ダン 一二 曲 
たつた 今 禮袍の 音 じすを 掩 ふた 
巧 じ、 靜 かじ 柔か （博は つて ホ 
る。 觀兵 まは 豫を 通ら 一二 時 二十 
そ 廣い靑 芝の 校庭で 開始され 
た、 巧 どい ふ 美しい 姿 だら う、 
風 色の 服の 黒 鳥 毛の 幅 子、 ァゴ 
なの中じぁる顏は皆美男じして ^ 
然も 同じ おじ 見へ る。 躁 をの 帶 
胸の ボタン、 ゾ ボンの 黒線、 か 
うい ふ ものを 領 b をせ る ご 

祐 ダのを 隊 人形が 巧 ホる。 
をの 夢の やうに 蒙 じいを 除が 約 
千 名、 管 樂隊の リズムに つれて 
わが 閣下の 前に 旗を 垂れて ある 
巧 村 中 おの 擧 ホが 么じ酬 ゆる、 
を 並 ど 隊列 ごが 定規 じ 炭つ たや 
うじ 正確な おを 式、 舞襄 はかの 
自ぉ、 床は見る限^の靑芝でぁ 
る 見る ものを る 威敎を 持た やじ 


居られぬ。 一二 時 阿 十ち か-この 
名を ぁる 觀 ちまは 終つ た. 义し 
て も サウンド •ビ クチ ユグの 八 
ホ 攻めで ぁる。 巧 時の 間 じか 集 
つゎ數 なの 觀覽 あが 中 おの 傍 じ 
群る、 j 巧は、 懇切に 是 なられ 
てな 乘艦 、歸 着した のがと 時 ニ 
十み である、 低空 じ 一一す 巧が 疾 
い 重 脚から 現 はれた b 隱れた b 
して 居た。 


黑業騷 ぎで 

當 糧恐纖 

; ニ 千 人が 幽 おして 
- 厅化 時間 勞 働、 週給 四十み 
弗を 得て ゐる約 ニ 千 人に 垂 々ご 
する 蓄 地を 設巧媛 のち 動 貨ぉ運 
搬 人に 今 固 H 給 一 お 脚 十四 仙を 
增し 時間外の 勞 働に 林 一時間 一 
倍 ザを の 給 銀そ拂 を®! ホし わる 
もを れられ や、 

罷藥の 形勢 ある 爲めホ 長を の 
化は ぉの 食糧 供給 W 罷業の 結 
を杜絕 すれば 市 巧 r を 權就礎 
を ホす と 云 ふ立袭 ホら 頻 b じ 
調訂 しつ i あら』 ， 0 遂に 圓溝 
な 解 巧を 見る じ まらない ので 
勞働者 側では 遂に 日 巧 牛 時 . 
のを 替 時間を W て 靜赢じ 岡聞罷 
H した 爲め約 六留巧 完じ垂 々ど 
する 野菜 あび お 物 類：？ 忽ち ぉ燒 
じ 立な をし、 鷄 卵、 jT 乳 等を 運 
搬す るを 鐵道も 卸 荷： があ來 ない 
のでな 往生 S 姿 どなつ たが、 罷 
業に 依らて ホ 中る 1 j りの 損藥約 
巧で 巧、 罷エ が繼績 * る 限ト結 
埼 消費 まが 貪擔 ずると ごなる の 
で 願 係當事 者な 百々 I 手を 盡 して 
調訂 中で あると 。 I 




拳 圓 の 木が 

±曜《 の捉じ 試を 
バンタム 毅 (な 二十 お 度 S 激 
圆± ミして ニユ a — ク の舞霉 币 
の 奴 坦瘍じ 美事 相を を ノッご 
ァゥトした 邦人 拳圖家 木が 义 
郎君は ホる ±曜：0 のが、,！ ラム 
の ォ ブ ム ビア 體育 俱藥 部で 往化 
の 重量 拳 圆大選 まぶ ブブ •フネ 
ッ シモンズの 息モ泛 \ リス ど一 
の 本 試を じ 先立 も セ ミ •ファ ィ 

ナ火 じア； ニ ー • タマ》 ョ！ V. 

ゆぶ 强 敵を 相手に 丄八回 戰じぉ 
場す る なつた、 一 タマ シヨ — 
はブ P ン クス 生れ 化拳圃 家で み 


妻の 歸 米を 飾 じ I 一 ， i . 

同 贈 就 働 中權死 

が 育 郊外 ラ ィボ じを 化せる ア ' 
ロー々 ラー の 製造よ 巧 下に パト 
ラー》」 して 就 働して ゐた宮 下を 
之 助 巧は 去る ± 曜《 の 午前 ホ 人 
邸 內のガ ラー デニ 階の 浴室で 箇 
磨揚 子を 化 ひながら 突然 發 病し 
て 急 巧した が、 同 H 午後 ニが 邸 
巧の 使用人が 慾 見して 大 騒ぶ ご 
な リラィ 譬 察の 手で 巧 人 收ぷ所 
じ 送られた。 死因は 有毒の 足 巧 
でぁる 樣じ馨 察 側は 信じて なる 
が 他殺 でら 自殺で もな < 腦湛血 
か必 臟麻摔 らしい VJ せ會 のをめ 
じ 呼ばれた-同胞は 語つ て 立る 
同氏は 四十よ 歲 泣で 巧 年 アグ 公 
ン チン 大使の 家僕 どして みく 華 
盛頓 じな 住した； も ぁ b 、 巧緣 
のま ア^ ご 云ふ彿 蘭西締 入が 一 
昨 H 午後 四時 入港の 便船で 歸姑 
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r 日 履 7 け 


R ホ 目 + 化 阳规の 




婦人服 

二十 牟の經 薇が ぁ 
ちます ので 截 ホ、 
仕 立は 幸ヤ ランチ 
— します 值 設も勉 
强 します 電話で 御 
用命 願ます 

橫濱 ゆき子 


A 鄕を をを 及び 並を を (無手を 料)、 外芭 
巧替賣 買、 銜巧 をな 組 化 立、 僖用巧 お 
巧 等- 娛銀巧 莱お御 便利 じ 取扱 巧 化 侯 

錄試臺 灣艱巧 —出張所 

が艇 聽練演 、た 度、 神 戸、 上 お、 巧 

ロ、 顧 州、 慶 巧、 油 頭、 香港、 廣 東、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン： ハタ ビヤ、 ま 買 

々グ 々ッタ 、偷敦 、なか 毒灣 十四 ケ巧 


一" 資本を 養隐圓 (を 額 挪么濟 一 
一、 積 ホを 晉僞 八な 五十 萬圃 

內化ネ まな u 橫濱 (本店) ま 京た 阪 
- 神戶長 崎下賴 名ホ屋 

橫鑽ぶ 金銀 巧 馨ち巧 

米國 をち 店 U を港羅 巧み ボ巧座 

其 他 お 界を阐 重を 都 ホ ニ まが 度 コ少レ 
ス有之 候 _ 


本 巧大阪 濟お T 目 
紐 育 支店 紐育ゾ 0 I ドゥ 王！ 巧 巧 十 化を 

籍 住ぶ 銀 巧 

t {東京 おお 名 右 屋を都 神 お 岡 山 
尾 ノ道眞 島 吳柳巧 下ノ熙 
地 支店 {巧 司’ 小を. 若巧檐 をみ 留ホ熊 本 等 
本圃預 を， 鄕里 送を 等は 摄め 
て 御 便が 一の 速 じ 御が 巧 可申孩 


本宙 呵鮮ム 巧ぶ 

で 店 ぉお 所は a 本內 化の 樞 おが ホ、 朝が 
巧洲 、支那のを 化 及び 浦 铺巧德 

朝鮮 銀が 紐 育 出張所 

み 圖爲替 一 股が む萊務 精々 巧 便利 じ 化 技巧 
申 上 候 


巧 外ろ 社馈 、巧 まノ質 巧ぶ ビ利 
化 取 立' ィ ま極疲 が-一 御 取扱 致シ 
マス、 が々 當巧ヲ 御 利用 下 ナィ 
II 藤本 ビル y ロ ー 力ー 銀 巧 姉 かを お 

藤本 證券 會社 

间を巧 ま 店 _ 
间羅巧 出張所 
间沙ホ 化巧庙 


陶が黑 、雜 貨卸賣 

森 村 ブ タザ 1 ス 


巧 入荷 


燒 海苔 
味 か 海苔 
淺萃 海苔 


桑み 商會 

ニ 4 里 ST 59 ih ST : N . y . C ‘ 
さ Gne . ぎ limteer W 133 •窝 7? 


里—^ 諸君に ブ アン シ 

を驾 / ィ ベ！ キングち 

び 料理法を 敎授 ず、 親 或 設備 
0. 是 1|呈 妄 

18 卓 置 27 th 芭 - car ’ す oadway , 尹产 

了 ハ— トタン ト讓度 

フヮ ア ニシュせ ると ま ( 潑室臺 
巧) ま 急 居 おの 儘 破格のを 値で 
讓度 、午前中が 午！ 一ち ハ 時 後御尋 
210 W . 芝 吉 St : 呈 . Ti 昏苦 妄 森 谷) 

¥>臣 裝飾 綺麗め 室、 設備 
A 達 まき シング ニ 過 

八强 、ダブ グ 一遇 十 巧 

を 呂田呈 写 这 去. 普 ずぎ 百 巧 

子 が！ 厶 

ま急賣 度 t 、 破格の 値段 左へ 
巧 急 御を 渉 あれ 
芸 W . 急 th Si 置. 置 & 害で 是. 

ジ lep すミ呈 I を ミ ing 是 S 


® をが、 桑 港 出帆 (ホ ノグ^ 経由) 


春が 化 
淺間凡 
大が义 
天洋义 


お府を 

(午ち ニ 宵 化れ) 

十月 十乂 H 
十】 月 一日 
十一 巧 十六 日 
十】 月 廿义目 


を 港を； 

(正午 化 帆) lA 

十巧廿 一二 日ロ 
十一月 六 目 請 
十一 巧サ日 W 

十二 巧 四日！！ 


# シアトル 出帆 (午前 ホ 時 お 帆) 

節 岡 化 I 十月 十九 日.！ 
巧 漬か 十-巧 二日 邮 
S 島充 十一ち 册 日が 
伊を か 十二月 十四日'^ 


® 淪敦资 目 本 巧 巧 化 

が 見 丸 一十 巧 十九 B 
籍韓み 十一 巧 ニ S 
を 出み 一十 言 十を 
▲が 育化院 ちを 馬經を 日本 朽を物 船— 巧 二回 
▲猜絡 おお。 おな は狭渊 巧、 靖 みお 並に 民を 馬 
鹤由お ぞ浑澤 巧を 沒 船を かさ 锭 おお リ巧船 切 
巧 等 萬 事 御 便を にお 計 ひ 申 上を ず 
A 朱 菌錶道 切符、 寝を を 等 も 御 倭を にお 許 ひ ホ 
上まず 


が 

& 

お 

C 


i 2 Y - 這 
A 化 パん 加 
B W 7 巧 
I ,2 巧 G 

U 扣 りお 巧 

的 SJll 

M N r 

E f 

H 

T 


資本を を 億 画 
拂込濟 資本金 六 千海圃 
辕 立を ホ 千 四 巧 屯 十 萬 西 

瓣齡 S 井 銀行— ミ 巧 

本店 まを 巧 日本 橋 院本 ぞ屋町 五を 地； 巧 
ま庙 小 お 日本 裙 化の 內 (束を〕 巧 お 
名臺 巧都 大巧® (大ち 神 ロ 
廣島 下脚 巧 司 巧が 巧 岡長院 
上 おが あを 貝 洞 水 


阳 


U 

お 

.M 


がむ 

.1 -SW 

k パの 
:一 

iST 巧- § 

m BT 
0 nu 
山に 


輸出入 角替 、電信 送を がを を始巧 信用 狀 
商業 信用 狀其他 一般 银巧莱 

ん SS 蒙 銀 巧— ミ 巧 

郷里 送を-日本を 地 無ず 数 巧--， 迅速な 扱 
本巧預 を： を 巧 通知 ノニ 補) 御 便利 取投 
本 支店 ホ 巧 (本 ば) 大扳神 戸 京都 
所在地る を 屋小博 上海 偷あ 


H 本 陶慰器 雑貨 

ラム プ卸巧 

奈長 貿易商 會 


シアトル お 帆 (午前 十 時) 
あ もぞな 化. - 十巧サ 八日 
あ ふ b か乂 十一月 立 日 
るん でん あ (巧 巧ぶ 蟹 十月 十五 H 
T 1 壁 樓演一 化 五 巧 

化 L ばりず みるん でんかは 一 五 五 巧 
►兰等 日本 巧 五 五 弗を を 大な适 家族 室 多 R 
►涵 を 望に 依リ 一等 割引 巧 笛 切巧资 巧を 巧ち 

ロスアンゼルス 化魄 (午を 一二 時) 
まじ ら化 十 g 廿四 H 
もんて びで わか 十一月 ホ 二日 
マ 一等 按濱ニ HO 巧 也は わい にら か 一至 巧 
V 結 別 一二 等 日ネ朽 五十み 澡 ▼兰を 日本 巧 五十 显巧 
V ホ 巧 羅が巧 あ 車 切符 寝奎 ホ 頼ん 巧せ リち 
▼紐 育 線 パナマ 經由 日本 ぞお薑 物猎月 一画 


巧貨 樹碰器 

ランプ 及びを 

太洋寶 易！ 會教 

支店 ホ おを、 ボストン 


巧、 同上。 ち 
•絡 巧 氏礙が 日本 樂器曾 d * 
去る 111 H 着 紐年內 中は 滞が の 曲 

目 本 巧 ゾール 

本局 締巧當 日を 後 お 
時 日曜 ご 休 目は 四 瞬 

エム プレブ •カナダ！^ ゲ アンク 

—グア ー】 十二 00 

フン シ デント •モン ロ！ 〔フ 
リス n 】 十 S 目 0 
プ レシ デント •タフト 『シア 

ト 八】 靜闕化 〔同〕 十四 目。 


片桐 スペシャル 

到着 

鶴 見 肅輔著 # ニ 弗 
日本人 r - 搔大ぁ b とせば， 
をれ は 球た る H 本 女 役の 賜 
棘で をる ご _云ム 信念の ずに 
善 かれた る小說 

十ち 號 キング 

講談 クラブ 

富 ± 
講談 雜誌 

か 桐 巧 弟歸含 


ハウスを— パ 了 夫婦 者 

又は 濁 身 婦人 じて 一人め 巧 おを 
テ*— クダア して 吳れる そ VJ 
談を たし 御が 談义は 電話は 午前 
十 時よ も 午後ぶ 時 まご 左へ 

畜こ 量ぎ ski 

ヴ I . Gi 鸟ち夏 5 

大 室、 場 巧は ダィク 

マン •チ ブゥ で！* ス 
'ブ！ シ ヨンの あくじて 自身の 家 
同樣 遠慮なく 住み 必 地の よい 新 

アパ ^ ィント パゥぷ 、银巧 員 

或は 會 社員の 御 方に 貸しね し。 
電話 じて 巧义 時よ 一 時の 間 
じ 御 願 ひします 。 i 
ぎ . L 吾 raine 蓄 7 


ヮ ナメ！ 々 1 の特を 

H 本人の お 買物 じは 特別 掛 員を 置き 無 
巧で 御 案 內致升 電話 义 はわ 手紙み 第 御 
訪 間して 御 便宜を 計ち 初めての わ ホに 
野して な 特に 注意 致します から 是非 お 
なをち 顔 ひ ホ、 巿內 配達は 勿 話 日本 其 
化を 地 あの お 荷物 發 送は 當 ホで 致し ホ 

ジ 3 ンブ ナノ！ カ1 


陶破蒂 雜貨類 卸販賣 

S 残 木 桃 ホ 組 


鱗 滅目本 ドライ グ ふ蘭會 


目 本觸瓶 叢雜嘗 類卸賣 

ホ 元ブ タザ 1 ス 


晚香 坡每ニ 週！ 回ぉ奶 
A ， ム プレス 加を 太 0 ニる 00 喷) 

十 巧 十 お 日 

A でム プンス 露西亞 (一二ろ 吾 巧) 

十一月 二日 

A でム ブレス 亞西亞 (一二を 呂觸〕 

十 j 巧サ ItlH 

▲マ- ム プレス 加を 太 (ニーる 00 哦) 

十二 巧と 日 
- 等、 二等、 I 二等 あび 下等を 設備 
最大、 善美、 最 快走のを が 航巧船 


陶 魅器雜 貨卸寶 

春 旧廟會 


目 本 郵船 會社 (並 ニを 鐵道會 お) 

代理店 片禍 兄弟 糜會 

乘 章、 兼 船が 巧 並 じ 小荷物 運送 御 便利 じ 取扱 申しまず 


T 導の 印刷 ど 精巧なる 化 上げ 

時日の 迅速 ご 確 實な校 おを 保疆 

印刷は 紐 育 新報へ 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違 CS むく 新報へ 

お內西 十と 了 目 十 二番 十 階 日 
東が じがけ る 巧を 言論 磯關の 

權 威、 吾が 新報を 讀 まの 人な し 

廣吿は 紐 育 新報へ 


精神に 一 偏 だず 物質.^ おろむ 

卒直に 大膽 に、 野が 司令官 所信を 披遞： 

アス夕 广大廣 間歡迎 のう たげ . 


を隊が 迎のク ラキ マッ クスス 

も 云 ふべき 巧 村 巧み 官 なす 乘組 
お ± の歡迎 宴は 廣巧 のか <ah 

巧、 ホ テグ •ァ スタ ー じ 開屋さ 
れ た、 なを 委員の、 む盡 しで 
旗 ご 侯 補 生の 

向上 必 を測戟 すべ （ Ijj : ホ 
じ 吊られた 日本 特 ちの 縄 傲-!^ が 
十 教本、 燦 々がく 巧燈 じほ^し 
て 美は しく、 興自い 卓上に jb - 節 
のを 化が おされて 居る のも^ むが 
しい、 タ だの 軍服に 身を た 
旗艦 乘 組の 軍樂 陵は 早 や^ 填の 
) 隅を 占めて ゥェスト ••主 キン 
ト ょら の 餘ら を待 つ 巧瘍^!^ の 巧 
めじ 日本の 曲を 吹奏し つ j 徐ろ 
じな 留 ずる 人々 の 巧を 巧 <1、 彼 
巧 じ 化 あじ 歎 語 談笑して！！^ る裡 
じ 野が 司 か 官な下 招が さ たお 
校、 ±官 候補 ホが 正裝 しご 續々 
ごホ瘍 ずる、 司 か官の レで プシ 
9 ンが おつた 頃、 まを モ 餘の 
巧 曾を は をれ 指を さ ； i た 

席に がく、 淺 お、 磐 手 じ 

因んだ メニユ ー も必 嬉しく、 知- 
る 人、 からざる 載 さ 人を 圏んで 
かお 潔々 の稱 じ軍樂 除が でる 
ずクゲ 、フ ラト ー. 、ゲァ j * — テ 等 
の お 西のを 曲、 さて d が 後獅す 
やお 雨の 新 樂化じ 巧を がけつ、 
を 事が おる 頃、 歡迎會 長 草 信 
竹を 巧の 司 會でァ メタ 國 歌を 
吹奏、 坡巧 海軍 大佐の？^ 聲でァ 
メ 9 力 大統領の 万歳、^ ヶ 代の 
か 案で 吉成 磯峨大 をを^ の 下に 
天に も藉 りご 計 b じ 天^陛下の 
方 歳を 一二 唱 、高 播隆軍 大佐 おち 
てホ國お巧のガ歳を11'^して 一 
閒着庸 、草 信を 長は 卑し 開 曾を 
實 して ニ ユョ！ クなム 同胞を 化 
をし 料が 巧み 官 W 下！^ 組 將± じ 
歡迎の おを 述べる、 亦いで 總が 
事 化 理巧山 領事は お.!' て 

歡5^ じ勒 ずる i 留 邦人の 
努力は 半 素 緊縮した^ 裕を 示す 
もの ご おを 吐いて 规 翁を 指しつ 
つ 慎が ホの 立身 巧 化を 熱毁 して 
瞒采搏 くが かく、 ザ V で 野が 中 
將 けカ强 く-熱の 篮 つた 辯で 卒 
をに、 火 膽じま 旨：^ 補 生を を ゆ 
るが かきを々 たる^ 說を 試み- 
巧 山 頒爭あ 蟹ん 下： 一一な おお 隊巧 
巧歲を S 唱ず h ば 鈴 木 磐 ま 

はお もて ニ ュョ！ ク なお ほの 万 

歲を 一二 唱 し、 を じ 興 j 式は 
てを ちじを 會 部！ び 氏 第に ま 
じ寝手を宣してを川雪渊巧！1|^^ 
の 下じ當 化の 呼 物で ある 餘ー 
をら】 同大 お化裡 に散會 しかの 
は 正に ザ 前讓時 かを であつ 
當巧巧 村 巧み 官が答 辭 ご し P 述 
ベた 巧 悟の 大要は 左 5 おき!^ の 
である 0 ( 化义黄 乾ち) 

『ネタ おを はが おの ホ^て 見 
ざる 大运 をに 刹 席した こふを 乘 
化貿 一同を 化ぶ して 厚く 謝ず 
る、 巧 じ 入港 3 ホな 共の^ •さい 
お 除に おし 化留は 諸氏が かんで 

ぶ & ホ かの 歓迎ぶ!^ を 見 
聞し 一が おを は ウン ど^しな 
ければ-. ならの ど 巧へ て 今 


も 晋も海 巧 ゾン •ビ 一^ キン ド • 
ボン か覺 悟が 必を であ 6、 日本 
の ホ 牌 ある おちの 過去 も をれ で 
あるが、 欧洲 大戰の 跡を 顔る じ 
を 固が 蒙つ て 居る 損害は 日露 戰 
爭じ 比較 ずれぶ ちじ 十倍、 短期 
の戰 なでは あつたが、 なの 實地 
見聞した 所に 依る ど アメリカが 
をけ わ 損害 も H 露戰爭 0 上 じ 達 
して 居る、 日本人は この 点じ 就 
て も 充をじ 反省し なければ なら 
ない、 今日 お 界の進 ホ お 展の徑 
路を たでつ て 巧 < ど 日本ん も 日 
本 魂 だけで 滿 足すべき ではない 
ので 物質の 進 ホを 看過す る こご 
はお ホない、 ロ 本の 

文 巧 も 今日は 大いに 進 ホ^ 
して 歐 米に 致へ て 劣 もけ しない 
であらう が、 彼等 同志の 進 ホ じ 
比較 すれば 巧！! れて 居る 傾向が 
ある、 巧が 海 どしても 科學 の； 
進 ホ じ遲れ ざらん やう 巧 力し 今 
日の 日本海 軍は 獻 ホに 比して 遜， 
色 U きこ どを 確信す るが 决 して 
池斷 をす る こどは お ホ « 、私達 
は最 つご學 間、 巧 學の進 ホ じ 用 
む 深 < あらなければ ならぬ ど 思' 
ふ、 ィザけ スの 或る 巧學 者は ジ 
ユット ラシド 沖の 英獨 海戰を 巧' 
顧し、 おし 今 H ィダ 9 スの 巧す 
る彈 化が あの 當 時を 明され て 居 
たなら ば ドキブ の濫隊 をを 減し 
持たで あらう ご吿 白して 暦る、 
これを 日本の 瘍 を-し 就て 考 ふる 
じな のかき 學 問に 遲れ たおは 顿 
質义明 ごい ふ ものを 

一# じ 劣等 視 する 傾きが 
あるが、 精神 文明 だけでは 實際 
じ戲爭 U お ホない ので ある、 物 
質 文明の 推移を 常 じ 監視し をの 
，中から 常に 進んだら のを 學 ばな 
ければ ならぬ、 おのかき 武人は 
精神を をん ずる こど じ 偏し 易い 
のでを るが、 若き ± 宮候辅 ホは 
をの 環境 ごが 化を 異にして 居ち 
ので あるから、 歐 乂諸國 ょら 》 
リ なく、 ょく 學 び、 ョ V 進 ホ I 
たものを 劍 おし W て 物質 巧學の 
進 ホ ぉ 導く の覺 悟を 養成して 皆 
樣の巧 待に 反 かざらん やう 巧 力 
しむけれ ばなら 3、 織て R 本が 
軍の 現狀を 見る じ i き狀態 じあ 
ると 思 ふ、 巧じ實 力 ご 云ム 点じ 
がて 列強 じ 比較 すれば 五 — 五 — 
S のま 力 獲 比率な 山 じある £ を 

確信ず る、 東洋 じ 於 ミ 

本け 柯等巧 ± 的に 大志は ない が 
祖 段のを 通路 ど 名擧を 維持す ろ 
爲 めじは おを 力を 常に 養成し な 
ければ ならぬ、 固 力 どい ふ 点じ 
於ても 日露 轉爭前 じ 比較 ずれば 
左 稍の 危險 でら なく 向上 進 ホし 
て 居る ので ある、 故 じこの 祖國 
を ザ も 祖齒の 巧を が 保証され を 
限ら、 を國 VJ 協調して 躁を をき 
じ 超 （こピ は 軍人で も 尤も ごし 
お 人と しても 斯うを へて 居る の 
であるから 霄縮 でも 何んでも 結 
桃で ある、 日本は この 总ホ よら 
して 英米の 軍縮 じは 赞成 である 
ご お ふ、 滿て 日米 脚 巧を 兒るじ 
華 府會雜 お前よ b も 暗雲が) 掃 


されて 居る こ WV 見、 輸 快じ堪 
へない ので ある』 M 第 S 面 所 報 
司み をの 談話 瑟照 U る々。 

內山 領事 主催 

午餐 會 

隆 海軍 クラブ じて 

總 領事 巧理 領事 內山淸 氏が ま 
惟した 巧が 司 か 官- 巧の 歡迎午 
餐會は 五 H 正午、 當地 陸海 軍俱 
樂部じ 於て 開かれた、 巧 五十 有 
餘の巧 外人 名 ± を 

綱羅」 わ霎 宴が デ ザ I 

。—ス じんれ る や 巧 山 領事は を 
づ おちて 黯隊の ホ 航じ凿 'ずる ア 
メリ々 朝野の 歎 待を 深謝し ニ 年 
前 永 野 少將を 司み どした 練習 腹 
隊の 寄港 あび アメ 9 力の アジア 
窓 嫁 巧みを ブ リストが 提督が i 
本を 訪閔 しわ 當 時の 歡迎會 席 と 
じて r 予は永 巧 少將の 訪米 じ窮 
する 答 禮の意 ホで 日本を 訪れ じ 
ので あるが、 岡 時に 諸君から 巧 
(ぞ 厚い 歓迎を 受ける こども 
秘かに 期待して 居 口 ので ある 
而 して 予は 近い 胳巧じ 巧び n 
を 訪問して 諸君 ごを 歡 しょ 5 部 
く 諸君を 理解したい』 ど 述べ I た 
】 節を 回想して 野材 司を 官の顏 
乘じ黯 する 感想 も 恐らく ブ车ス 
- ト方提 瞥ご岡 一で あらう VJ 述べ 
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當敬 しつ i ある こごを H 本 酉 民 
じ わ 傅へ を 乞 ふ』 S 述べ、 みい 
で スタ キゲグ 々將は ニ ユョ] ク 
市の 産業、 經 濟的發 達を 叙して 
日本 ど アメリヵの 貿易 巧 進が 兩 
図の 裁を を 益々 增進 しつ； ある 
こどを 孽げ 『予は 過 ま ニ 年 じ 直 
b 特 r 異常の 膨脹を 生じた 兩國 
の 貿易 夫れ 自身は 郎 ち巧國 の 親 
善が いわじ 固い もので あるかを 
立証ず る もの ご 確信す る』 ど述 
ベ、 ホ 賓野村 中將は 

カ强 調子で ホノグ 、、ゲ 

アンク クア！ 、シアト^* タヴ 
マ、 サンフランシスコ 、ロ 1 サ 
ン ゼ少ス 、バグ チ モアょ b 首都 

ワン ン トンを 訪閒 し、 更 らじ當 
地に ホ航 した こどを 述べ 『巧に 
を 都 じがて は 大統領 フ！ グア ー 
巧が かく 若き ± 官慑滿 生を ホワ 
キト^ ゥスに 招待され て 親しく 
彼等を 檢閱 され、 我々 齡部ご 午 
餐を装 じされ じこ どは 巧々 の衷 
必 ょを 威激 する 巧で あつて、 栽 
はか 論 若き 候補 ホら 恐ら < i を 
を 通じて 永义じ 記憶すべき 印象 
ごなる であらぅ」 ど 述べ、 巧 山 
領事の 提議で 一同は 起立、 巧树 
司を 宮の 健康を 祝福'， 1 た。 
巧ほ當 B のま 賓は 野せ 司令官 
0 下 幕僚、 兩 艦々 長 せび 副 長 
將校 等め 化 人の み 陪賓中 じは 
ク 五！ ダ 八少將 、退役が 軍 中 
游 プランケット 巧、 ビ ユラ！ 

ドホ將 、ィラ キ少 お、 請駐目 
大使 モ I リス 巧、 ヘン リ '* タ 
フト 氏、 巧 人 測よ をはが 井、 
務 ザ 兩 元ち、 柏木 あを、 举信 
歡迎會 々長、 地 ま 延之助 氏を 
め徳約 巧： 五十 名-し 達した。’ 


兩國 海軍の 相互 訪 邸が 平 

かじ 巧して 親を じ 資する ニ- ご タ 
大 a るを 静じ 軍縮 會議 のな 集と 
相俟 もて 練 ぉ 艦隊 訪米の 恵義顿 
めて 深甚なる こ £ を 暗示し 南國 
の 經濟的 お あの 實 例を 擧げて 艦 
隊 のを 港 ご 日米 官民の ず 歡を廳 
歌、 ホいで ホを 化 理ト！ マ 
ク 日！ 巧は ィダ リス 首 か マクド 
ナグド 氏が ニユヨ ー クホ廳 訪問 
の 際 述べた どころ の 『予の 巧 命 
は】 じず 和』 U る 言葉，；’ 引硏し 
て 野が 司み 官 一巧の アメリカ 訪 
問 も邵ら ホ かじ 使す るめ 外なら 
や ご斷じ アメリカの 敎巧 書に 現 
れて 居る H 本國民 性の 旌大 なる 
こどを 回想して 『予は 今や 眼の 
ゎた b じこみ 偉大な も國 巧の 

血 ハを ども 稱す V きみかの 
戰 ホに 接する こごむ お、 むょ 5 喜 
び护 する ご 共 じ、 ニュ 3 ] クポ 
民が H 本ぶ び H 本人を 常に 理解 


あが 協議 會委 島を 

お 待の 歡 迎晚餐 

目下 ホブグ ゲヌン ダビ ザトじ 

投宿 中で ぁる 鹽隐 生糸 格が 協 譲 
會藝巧 目 本 化 表委賞 十八 人を 招 
待し ホる 十四 n (目 曜} 午後と 時 
よら 日本 棋樂部 じがて 歡 迦晚餐 
會を 開く ミ ごな つたが、 發 起ん 
は 巧 か、 首 藤， 巧 木、 が 藤、 橋 
本、 あなの 六を 會費六 弗。 


紐 育佛必 會例會 

次回 紹育 佛必會 例會は 十五 日 
午後と 時半 H 本 俱樂部 じがて お 
ぶ 满敎硏 兜の 中 『お 神認 巧處』 ご 
題し を々 木 指 巧 帥の 講話 ある 堂 
ホ聽 例の か （ n 由。 

—dj 

♦福 本 福 一氏 大阪巧 U 新聞 記 
者、 まると H 午後 中央 停車 燒お 

發 シカゴ じ クオ] グ ドン タ] ス 
を 見物の 上 西 巧羅府 よら シティ 

才ブ •曰 サン ジ 五 件 ス號じ 便乗 

巧を じ 上 陵、 春 洋化硬 じて 寄港 
の 奥 村總務 と 共じ歸 朝の 笠 G 
♦奥 村 タ畜衞 氏 滞が 中の ホノ 
グ 、組を お舒 牧師、 昨日 午後 ぉ 
發西巧 桑 港 解由餘 還の 途- 上つ 

た 巧 

參 浦と 齊太郞 巧 化 お 道 農事 試 
驗 所員、 伯林 よら 歸朗の 途みセ 
日 着 紐 約 一 ヶ巧間 摩が 大使 舘じ 
滞 巧。 

♦吉曲 良 か 氏水戶 高等 學 校を 
授 、まる 四 g 偷敕 よち 着が の S 
週閒滯 なの 尝。 

•江 見 節 巧 氏 浦 か 廣等學 校 お 


H 本说巧 贼會ぉ 
巧 巧 ま 巧 

J&pui CoUon て r&di 叫 0 〇 •, いん , 
2 Park Avenu«, 

Tel. Lexington 8787 


日本を 糸な まを を 
巧 巧 支 巧 
KIPP 日 N KI-ITB MIS 化 LT0 

fwo Park Avenue 
Te!* A,h!and 5320 


なか 名曾赶 
巧を そな 
Hara & Co., 

443 Fourth Av も， 
Tel. CaJedoni* 7830.35 


曰 ホを 糸 巧る 會巧 
紐を 支 巧 
WCHI-B 日 KH 巧 KA 叫 Slim miSlii 

(NICHI-B の KHTO で 0•, LTD.) 
1 Park Avenue 
Tel. Ashland 6246-47-48^9 


大阪お 日 ニ ) (C 巧 日日 
お 朱 H 巧 
Osaka Mainichi 
Hoorn 306 A World Buildiag 
Tel ， B««kniaii 42 巧 


潰 

筆 




比 s.SSS!k". 
303 Fifth Ave.. 

Tel. Caledonia 4100 

巧 巧 衛事蛛 巧會お 
Uchida Trad ミ ng Co., I 打 c. 
1 1 Park Place 
TeL Barcle げ 1576 

島 貿易な 式會な 
Shima Trading Co., Ltd. 

150 Broadway 
Te レ pho 凸 6 民 c が or 1484 

祿る をが 赤 尾 帝を 
Akawo 在 Co., L お ', 

23 ち 巧 わ h Av も * 

TeL Caledonia 9758-5P 

,W wr > 一 ， *1- tw ロ。 巧； 見よ 

巧 倉 製な な績巧 ま會お 
も お akura 在 Co., L お " 

200 Madison Avenue 
Te!, Ashhiiid がが-がが 

に Mikimolro 

Mildm が 〇 お 
な 35 ピ ifth Avenue 
も ,. Vanderbih 2519 

大を なな 巧 ま 巧 

0, な 13TA 足 C«>.f 

30 Church St" 

Tel. Cortlandt 2292.93 >94 

H 共 巧 ま會お 
化 巧 巧 
あを 巧會 

12D Br 村 お 化！ U. C. Tel. R 細扣巧 M 

わ 加け； 35-10 3 邮わ 6., し 1. Ciljf 

巧 巧みぶ 巧 ホる を — 

Asano Bussan Company 

Room S 日 1 • 如 5 
1 巧 5 Broad way 
Tel Cortlandt 8047-8052 

Gosho Corporation, 

nnpCTZTSrS) 

40 芭 ast 34 化 Street 
Tel. Ashland 4987<-91 
Gosho Co け lot 。， 

Co け on Export •な 

60 Bsavei ■ 化， 

T が PowHnsr Green 8 昨& -が 

« 巧 拥《 あ 賊會化 
巧 巧 ♦巧 巧 

Sou 化 Manchuria R. R. Co., 

Koom 2 の も Can&dism Paci だ c 助か . 
342 M&dUon A の a, 

Tcl. Vand が bill 4135 

H 井 物 ま 巧 ホ會な 
な 育ま 巧 
M お ui & Co., 

6S Broadway, 

Tel. Bowling Gjre«n 7520 

巧 ホ 會社岩 ホ 巧な 
な 育 巧 張 巧 
Iwai & Co., いん 

Wool worth Building^* 
Te!.EhR 〇 v8^0-61-62 

H 裹巧事 巧 ま會お 
な 育ま 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 
(MiUubishi Co" Lt ん） 
120 Broadway 
Tei. Rector 2560.2564 

乂阪顯 日 ニを 京 朝日 
桓川 を 
Osaka Asahi 

The New York *Tim が Ann が 
TeL Lackawanna 1000 


VO し 19| No . け 99 


でぶな {|なな を 巧を 怨 im が 


SATUR 日が, 0 GT 日が R 12 1 お 9 




大紐育 

I を 克年版 V 近く 發巧 

本 杜が接 レ 編篆を 巧いた しました 『乂 が 育 J は、 を ひじして 
江湖の 淺 （がかき 巧 巧を 搏 し、 をに を 部 I 册 巧ら や資 切れ ごな j 
> ょした、 化て 本 化は 窠 一版の 巧を をを な轿 たじし、 頁 おを も I 
ち 側した 千ん な 廿化年 版を 新 じを 巧す る こご.- ならました、 正 I 
確 じして 直- ノ新 らしい 統計 ど 事 資を基 雄 じして、 刻々 錢 化する 一 
巧が 『大餐 じの 眞 巧を 傳 ふる じ 逆 巧な きこ ごを 巧して 居 b ま j 
す。 椅 ほを 巧は 

豫絲 申を 者に 限 4 て 

特價と 十五 仙 

發巧 後の 御 購買には 

を 價金一 弗 

ご 致しました、 速 かじを 巧 抑 中 込みを ホ 望いた します。 

十。 F 1 日 紐 育 新報 巧； 



35-^ 賞 -J C - 加 邮版化 

I 荒 好 - SI 
T こ 1 18 I " 叩 
な II 品 til パ 

化 N ご T ゎ ； IRr 

2 化 ^ itilf 

化 仙。 |道| 就 

FI ご W ! 

識爲 i 


こ I 

a 8 n 

致 

做 化执 も 

S ぶ I 
W 戈 I 


英米 戰爭 むで 1 
1 絕 製に わり 得べ 每」 でむい. 
大統領と 興 首相が 共同して 聲巧書 


ワシントン 特電 L 
スの賀 を ごして 大ー 
てぶ 見を 巧換 し- 
ド 氏は 愈々 明 U - 


百 壌； 

; 姐プ. 


ク 


== 過 ま-過 閒じ宜 b ホフ ィト- 
ゲアー 氏 ご 重要 U る 國瞭的 間 題 じ 孰 

- をつ た ィダ リス 首相 ラム ゼ I •マク ドナ 户 
て肯 郡を 退去し、 フイ ラ ザ 八 フイ ア 、こュ 
3! クを經 もし ユカ ナダに 赴 くにをた b 、 大統領 ごのを 涉經過 
じがて 化 W かきを お。 る ごアー トメ ント をフ！ ダア！ 大統 が 及 
びマク ドナ 4. ド ホん のをを をな て化界 じを おした。 


'ドが" 

『迪去 おり 間 ふち ゎ、 我等け 今 
遵 W ホ 進が 中で^ つた お 単締少 
論讓の 経過に 就/しお 訊る の粮會 
を将 たのみな で、 巧ら じ兩凰 
が 巧 神 的に も 全 後化界 


調 CT 谢 、稍 もずれば 猜疑 

ピ 恐怖に す齡 されん ごしつ ミ あ 
らし 感情け 今後 齋錫政 煎の 政策 
よも 一掃！！ 遠 さるべき もので あ 
る こと 實言 乎る、 我等は ..-の 


平和 のが A じ 遊すべき ま.！ 巧ら しい アトモスフィアみ 裡じ 


要なる 問 趣に/かて 論 證を更 ねた 
ものである 、我等が 說講 しじ 目 
的 a 先づ おも 縮み じ 孰て 兩 者の 
まお相異わ./?點を化し0て巧國 
の 親 巧 ぉ ま节じ 憤く のみ。 らず 
諸 列强の 協， なをめ 耍 ごする 世界 
;伞 か 確が 隅 題を 討 歳** る じ 
.'みつじ、^ 强あ 十六 側國が 調が 
てた 巧の パ，. 1 ホ か條お 〔ヶ n 
i ッグ 不戰 像の〕 は戰 ずを おて 國 
策の 一 どで さない こどを 中外 じ 
赏 言し-我等。 媒 ゆる 越 家的紛 
爭 はず 化 的ず 段に 始 b て 解 巧す 
べき こふを 谅 をした、 而 して 兩 
固 政 南み 本條 約を おて 單 なる 善 
志 的な が 神を を刚 しねら のでな 
/'、 この 宮贊に 則 6 これを 國策 
どして 蔽祕 的の 貴 おの 遂 巧を 期 
して 調が しねので ある、 

おを の 平 か 俺が しおて お 
力すべき 兩國の 役割 じは 自ら 異 
つた ものが ある、 燕し 一は 斷 t 
て ¥1 。 ッ パの 外を 的 混 述じ卞 
典— 能は ざる ご 共 じ、 一は ヨ ー 
C ; バ 隣が どの 捣調 政策を 飽迄 
も避賴 すべ （巧 恵して 居る から 
でんる、 而し 乍ら 兩國 政府が 常 
じ 化界牛 か.；； 確が を 信念 じ 置き 
をの 所信 ご 故 化 力を なにが 注す 
る こどは 勿論で わる、 巧 等の 會 
話は-一の ホ か條約 調印から 生じ 
た 新ら し.， お 势じ對 する 普遍的 
U 刖 阻に おられて 赵た 、斯 くし 
てを じが 等は 巧ら じ 新ら しき 患 
歳の： トに兩 闽歧府 U お 威が お ホ 
赖闕化 態に 拾を がかき こどは 謝 
じて 考へ 巧ざる ものである こど 
を 小 外 じな 富す る のん。 らす 


巧ら し，， 局面ょ を _ •てあい 歷あ 
的 兩國の 諸 問 適 じお觸 した、 
今で 兩國 じは 絕對 に戰タ の機會 
なく、 巧て 陸海 巧 力の 衝突が な 
い 限 >、 これ 等の 請閒 題に も自 
然 おらし い 意義と 異 つた 牲 質を 
をむ-しま b 、 兩齒 にごらて 圓滿 
。解 巧を ホず 可能性は 明か どな 
つた、 巧聲 はこれ 等の 諸問題 じ 
全力を 傾倒して 赃 ホすべき こご 
にを 意した が、 これ 等 諸問題の 
中には 專巧 的な 技術 上の 考究を 
要ず る駐が ぞい、 而もを じ 我等 
が 最も 

有望 馳 しつ i ある ものは 
今や 終 b をを げんどす るを 式訪 
間み 結 あ、 兩を府 はを 夏 n ンド 
ンじ巧 ひたる ご祠樣 のず 段 じが 
て 解ぶ のを 渉 じ 化 事 せんごし つ 
つを る こごで をる、 酿 して 海軍 
縮 かじ 斟 する 兩 まの 意見を 换の 
結 あ、 怠 志の 疎： 述を < 成 も 適 ま 
のち 米 論 患す 一致の 障 寒は 殆ど 
除去され たるめ ご 認める、 而し 
てこれ 等を 渉の 巧を 經逆じ 就て 
我等は 千 九 酉せ ニ 年の ブ シント 
ン會 議參加 國じ對 して 遂- 通告 
し、 を じ 巧 導は 改めて これ 等の 
諸 國じ對 して 一堂 じ會 しを 國が 
適當 なる 軍縮を 實 現すべく、 普 
遜 的なる 協を を提證 したので あ 
る、 藍.- 海軍 協定なる ものは 他 
の 海軍 列强 K して 協調せ ざる 限 
b 到を 

實 現は 期し 難いが、 我等 
はか 等のを 渉に 示された るか < 
必 嬰の 前 じがる 隔盧 U き 肖 由 諸 
誰は、 ホる 一月の 會議 じの 6 て 


普 遊 的な 協を じ 建し 祗界的 軍備 
縮 少じ凿 する 一 3 の 障害を 除去 
する じ 至 i ベき こごを 確信 ずら 
- 冊して', れよ b ホ’ 0】 巧の 會證 
な 集 期に ぶ 6 兩國 政府け 化刹强 
ご 協商し、 U て 本會議 召集 前 じ 
幾多の 蹲蒂驅 除を 期 L て 度る、 

我等は 牛か條 約に 示されなる 化 
証に 化 6、 軟爭を 誘 發し國 巧め 
を據を 浪費すべき 篤ず 的逍 腺は 
查摇艇 じ 街す る兩國 のち 等闽協 
定に巧 6, 永遠 じ 解 巧され たこ 
どを 確信す る、 我等は 我等み 採 
らし 手强 が、 軍 力が ぃょ 組織 じ 化 
ら や、 文明 威の 

ぶ義 .觀 をの 輿論 f な 6 ホ 
かを 確保す ベ < 何等か 貢献す を 
を わ どして、 巧 等^ 國氏 よを 厚 
く狱迎 さる-へ きこ £ をが 鹽し直 
つ 確信す る ものである 0』 

尙ほ間 時に マク ドナ 水 ド 首相 

か 個人 どして 發 表した K ブー 

トメ ント a 左の 如し 
『をはを が 期待した 巧 上め お羁 
を收 めた、 今闽の 如き 陳 めて 親 
巧の 訪巧 じあを な 成果を 得ん ど 
欲すを には、 化 づ大統 頭 ど 個人 
的に 接觸 して 英米の 政策な るら 

のは 兩麗 め戰 ずが 絕對 じず 可能 I 問題の 解 巧が H 本' フラン， 巧 


想され て 居 だもの だけ じ、- 補の 瘡 きを 0 て别强 からこの がを 
迎 へられて 居る； 巧は この かィ •キリスは ぶ 西が 上に 戰 雲な しご 
いふ 立藉 ょりして パリ フォック マ、 矣頒 西啡度 等の 耍 露の 滿撤 
廢を斷 巧す る 窓 巧 も あ i もの i かく、 マクドナ^ド 首相の が 英 
後 これ 等ん 諸 問 雨 じ 就て を おなる 協を を是 るに まる モ あらろ ご 
政府め 要路は 厚 {期待して 居る。 

回答 U 來週 頃發表 

東京 特電 十一 日發 == 軍縮 會議 招が のを 式 阿 答は をみ ホ 巧 中 
じは を 表を 兒 もじ まるべ < おや、 出淵兩 大使け 夫々 闕係政 心 J ご 
下化談 中で あ も： i 海軍 侧 じは 回答な 前 •じと 割の 比率 獲得が 心-要 
である どま 張ィ 居ら も 外を 省 側は 抽象的な 即時 巧 答 論で あ 心 ご 

.を帶 U 若 巧 前 首相 

まま 特電 十 |0 發 U 街 原 か 相は 目下 巧樹 廳み郞 巧じ對 しあ渐 
貪 绽を權 じる 了を 懇請 中で をる が、 次席を 確は が 部が 巧 ごがず 
大拽じ內定し!^;^ちの}如’、、 專巧ま員は左巧司政互中將をホお 
ごし か 本 五十ろ 乂を等 九 氏は 十-巧 十八 H 鹿 島 化で 渡英すべく 
。ン ドンな 让佐藤 一二 郞 大佐、 島 津忠重 中を ぶび ゼ ネグァ 駐が佐 
藤 巧 雌、 ベ クリン 駐 巧が 村 直 邦、 7 シン トン 巧が 器村淸 一、 山 
□を 聞を サ おも 委貞じ 巧を して ゐる外 陸軍 側 ょらけ 侯 留蘭旧 利 
爲乂佐 L 化臾 大使館 附〕 及び 旧 中淸】 中佐を 巧 かすべく， 助 部 
海相け 官邸；， i がて 若概 臟次郎 氏、 山 本 權兵衛 伯、 巧 大臣 蛟 が 佩 
顯伯等 二十が じ對し 軍縮 方針を 說 明した、 尙 ほが 年度 豫算也 補 
助 繼化艦 淫進餐 計上を 一時 見を せどした。 I : 

均等 力 じして 餘らに 高率 じんす 
れば 日本は 文官を を權 じが d し 

をな VW 一/*" \ ? ► S f - ，.一- 


重巢視 される 

豫備 交渉 

栗 ま 特電 九曰發 。ニ ユ 3! ク 

タ井 ムス 紙】 n 英米 S 軍縮 會議 
を 式 招を d 日本に も好翊 象を 輿 
へ 日本 政府. か 直 t , じ應^ ずべき 
こ VJ を期错 ずる ど ^ 

同時 じこ"，.々 の 一巧 囑 

殺 汁 一隻 じ 就て は飽 を* P 織^を 
ま 張ず るに まるべく‘ 掩持 がの 
内を じ 鏡て 一般の 賞 讚を おきつ 
つ ぁる ものは 第一 じ獎柬 兩圃の 
均等 力なる もぶ？ 巧な は 明示 さ 
れ 垣ら や、 をて 巧强が これを 巧 
て 論議の 棠礎ピ 巧 入 4 る 必要は 
K いこ ィ J でみ を， 窮 ニは 潜水 撼 


のー てを 購艇の 溢み を實 現す ぺ 1/ 
努力すべき である ピ 述べた 0 一一 


ま 京特を 九日を 【ヘラルド • 
トリ ビ ユン 紙】： 本 政 巧の 軍 
输會講 凹 答は あい 

將來 じ 堅 送すべく 單 なる 
制限ょ 6 も 縮みの 必要 お 力' かす 
る當 にて、 政が 當巧 どして は豫 
備交涉 じがて： n 本. か最 々限度の 
國防 ど 認めつ！ ある 比率と 割の 
要求を 實 現し 得べ し VJ 確信して 
居る •い 孜府 要路の 中 じじ 自お饭 
ォー マトラ リァが 日本の 要求に 
巧掛 し難關 をまず るので は ある 
まい かご 祀 憂して 居る 向 も あ 
が 部が 化 もこの 豫備を 渉には 大 
いじ 囑聲し 『お ホ 豫備を 渉が 長 
時日を 要した るに 反し 本 會議ま 
での 豫備を 渉 期 閲の短 かいのを 
非難す る 向 も あるので わらぅ が 
H 本、 フランス 巧び ィタ，！ ご 
しては 本會 譲の 

機 を 得 だので あるから 
觀る 非難は 毫も 我等み 意を を麵 
す こごは お ホぬ』 ご 新聞 記 省 じ 
語て 居る、 廚ほ 日本のを 權は民 
政黨の 最高 顧問で あ b 前 總理大 
臣 t わつ たお 棚 魄み郞 巧の 巧 命 
を 見る ベ < 、お 部 海相 ごな 英大 
挫を ホ恒雄 氏が ホ 席を 權に 巧み 
される 模樣 である。 


本社 東京 荷電 (紫 無巧轉 載' 一 



鐵道機 邏± が 渡 露 


〔十 一 日 J 化： B こア 大使 哉を 渔 じて ツビ ェ； ト 政府は 錫遐 
機 銷± ぶび 職工を 送る 一とを 壁して ホた ので 鐵進 省は 之を 應 I 
諾 しわが 馨視廳 は 遠に 漠檐 I ぞ乂れ 職工め。 シグ ス b はま かる 
ならね ご抗蕴 しためで 磯鷄 でめみ 送る こど i ぃ よつ た。 


千が 八十 巧 圓で前 巧 よら ニ 千 
ニな 四十 万 山の 故が でぁる。 

ウ巧 ホ」 し 人賜餐 

【九 巨〕 秩父宮 、村が 殿下 じは 
十日 巧を 巧 御所 じがて 巧 朝 中 
の ウィ グ ソン 巧 氷 己 人を 晚を 
じ 巧 させられた。 

夏秋顚 おに 增收 

〔九日〕 農が 省發を = 夏 秋 蘭 化 
巧 化 五日の 收稚豫 おは 白藏四 
モ 四百 八十み 巧 ニ卞十 貫、 黃 
親 二百 化乂巧 ニモ 一二‘ 白と 十 貫 
でが 年實 化の 六み 五 厘 增じ當 
る ご、 お ほ 朝鮮 駒は 十三； 巧 石 
で 荫年實 化の 一二 割增 である ど 


でめる のみならず 、我等の 海軍 
力が 斷 じて 衝突せ ざる こどを 化 
底 ど， すべ （をの 徹底を 期す る こ 
ごに ある、 巧 等が をに 重ねて 

す戰 條 約の 嚴 ずを 聲 明す 

るめ み K ら 中、 こ. れを 我等の 實 
廣巧策 じ 適用すべき こ ミを 申み 
じち 一言した、 而 して 我等は この 
條 巧を 常に 眞正 おじ 魔き 疆去じ 
- がて 不調 •し 終 > し 幾タの 事項 協 
定じ從 はんごして 居る、 この 結 
裳 余は 幾タ 重要なる 問題を 提げ 
て。 ン ドン じを 歸ら 、來 るべき 
協を を 前にして 改 おのを 要路ぶ 
び 自治領 ほお こ愼 まじ 掠證 ずる 
こご、 なつて 居る、 而し てこれ 
等の 協を たる や アメリカ ど 巧 等 
が 化の 巧强 ょもを 離す る こごを 
目的 VJ する もので な （、共同 聲 
巧 書 じ も 示され じ 如 <舊 じ 倍し 
て 他别强 ご協力し、 归て 一層を 
劾 じ 世界の やかを 確 巧 せんご 欲 
ずる じ 外ならぬ oj 


海泮の 自由 I 解み^、 れ ろか 

ぃぃ 急轉 した 英米 交渉の 深みに 列 强も驚 <n 

ワシントン 特窜 十-日 巧 = 大統領 フーゲ アー巧 どマク ドナ グド 首相が 共同して をを しわ* テ 
— トメ ント なをの 一言； 句 じ 怠 ホ 巧 長なる もの タ （、表面 じ おて 居る 巧 外じ槐 々と垂 要な 國瞭的 
閒题の 解 巧を 晒 示して 居る が、 特に 『新ら しい アト モ > フィ ア じがて 巧ら しい 哥 面ょ b をい i お 的 
な 問題の 解 巧」 を 期して 洁る ごい ふ 一句は、 想ら （お 洋の自 ホ どい ふ 廣い巧 題に 兩 をのを 巧ド强 
れる もので あらう V - 解され て 居る、 即ち この 問題は 英米 巧國じ V - りて は ホ 年の 懸案で あ b がお输 
々巧 越を 化 本 的 じが 巧すべき 重要事項で わらが、 間 曙が お b じ 理論的では あち 實際 上の 海 絕を取 
扱 ふ 上 じがて 斯る禪 論 上の 訟麗け 却て を 諮の 進 巧を 妨害 するどい ム立據 からこれ じ觸れ ないどを 


び ィタ 91 じ 一任され じ 形 じな 
つれ も， 第 S はこれ 等 諸判强 じ' 
豫滿を 渉の 媛 會が賦 巧 をれ たこ 
ミ、 窠 四は ホるべき 會議 じ题際 
聯鹽 の麗巧 ぉ一廢 明白なら しみ 
たと 等で あ，*、 而 して 淀が £ て 
も 日本の！ i ?# と 割を ホ 張し つ i 
をつ た 海軍 當局 もこの 際 

じ 於て 英 ホの 海軍 力 
均等が 巧 等を の 內容を 明白 ごし 
ない 限 もな てを 率を 要 ホず るの 
必耍 なし この 點じ 一致し 居る も 
の、、 如く、 玫 がの 回答は か務、 
海 巧ち して 目下 起を 中で あるが 
急ら くを 曜日の 閣議 じ 上程す ベー 
(一般 輿 說は政 麻が この 際 直 も 
じ 招 侍に 應じ 化の 細 項は 豫備を 
渉に 一 化すべし どの 點じ めて 
致し 居 9、 助 部 海相が 新 蘭 記/を 
翻 じ 言 巧した 巧に 彼る と 日 
誠意を はて 會議じ 送 加す る 
は匆 諭で あるが、 豫 備巧涉 化が 
て隔 なを < 訝議 
一一が 解 をホ め 玄 こ W t ^ /廊 め 
てが をで あら 旣じ 長期 じ 音る 英 
ホを がで 日よ も 成る 械の認 解を 
博して 居る ので あるから 年後 共 
じこれ を繼績 する であらて ご. 稱 
しで 居る が、 萊京 朝日 新 新 紙は 
化說 じがて 7 シン トン®^ の 巧 
巧を カ骑て 若し 海軍 當扇 じして 
化— 五 JH の 比率 じ不お 足で あ 
れば 須^ < 沿岸 防備を 皮むべき 
で わる ム なし、 若し ァク リカの 


批評 相次ぐ I 

犬 養 総裁 觀. 一 

。九 曰】 八日 夜销 かれた 政ぶ を 一 
な 新派の 會 をには 堀 切 善 圧ぶ I ; 
岀ロ義 一、 山 崎 達 么輔巧 等 S . 
せとを 出 鹿した が滿上 掘が た- 
は 述べて 曰 < 『犬 養 氏が 巧 II 
め 自由 ま義 政策 遂 巧の 上に す 
どなき 好 獲で 愈々 今後は 黨于 
■ホの 面目を 發揮 ずる ミが お ホ 
，やぅ』 ご。 尙ほ义 養新經 裁が 
; 一 湯 河原 溫泉 ょら 十一 目歸京 >1 
一-政綱を 發を する、 武藤山 治 が- 
な 神 巧 じがて 『犬 養 巧の 纔迅 
就 巧で をぶ 會も 民主的 じ轉を 
しやぅ』 と 語ら 民政 黨は みの^ 
如 （輕 察して ゐる T 犬 養 巧け 
然るべき 後繼 をが 見出され ザ 
適當の 時機 じがて 總 裁を 辭す 
る 意志で ある、 鉛 木 j 派の よ 
養 巧 推 擧は么 を ねらつ わ も 
で 総裁 閱 題の 巧 註は 膊ホ 巧跑 
しやう』 ど。 

大藏 証券 發巧か 

〔十-日】 豫算の 驅お上 十四な 一 
おらで 大藏省 証券 ニ..！ ニ 千 也 一 
圓 、今年 內じ發 けされん ご M 
へらる 0 一 

入超 一億 圓の下 

〔十-日】 今年 貿易は 十一、 一 
巧に 棉 化離乂 五、 六 千万 圓を 
をれ や ご 計算しても 入超 総が 
內地か 一億 圓& 下で あらぅ 盖 
推測 さる。 

S ホ 信 巧 戦 稼 V 」 

【十-日】 一二 ホ 信 巧は 利雜 稼ぎ 
じ內固 債から 英貨' 五み 利廣に 


乘換た 韻 四な ガ圓 ご稱 せらる 

淺廟 丸處女 航海 

巧 十 一 目) 生 余滿載 纷蔡撒 見は 
午後 ニ一 藉發處 女航簿 じふった 

津島 財務官 參巧 

〔十-日】' 聖上 陛 でには 津島財 
務官を 召させ 解禁 閒屬 じっき 
御ト闡 遊ばされた。 

加 藤總载 が歸朝 

〔十！ 日】 钥鮮雜 巧 總截加 藤 敬 
S 郎 把は 歸 をした ので 薛職說 
が傳 っねが 事 實は八 千 巧を み 
整 埋の爲 めで あると。 

禱巧 代議 ± 逝去’ 

(十日】 舊本黨 あ 化 議± 搁巧淸 
兵衛氏 〔山形 縣 選出〕 は 逝去 
した 0 

入 總生產 高發表 

〔十日】 人絹 聯を會 は 人 進絕ホ 
生 產膚を 化 丹 ょらを 表する こ 
ご i し九片 かを が ポンド 乂も 
ニ 巧 忠千離 發 表した。 

政府米 拂下 承認 

〔十目〕 米穀 委員 替 はな 廚 所有 
ホ 十 お 巧巧拂 下げを 承認ず。 

十 巧 上旬 賓易高 

〔十日】 輸出は 六 千と な 四十 H 
巧 五千圓 で、 輸入は 四千 一二ち 
六十 四巧圓 ，差 引 おおは ニ 千 
S な セ 十 化 巧 五千圓 でを る。 

曰 巧 間 直通 無電 

【九日】 日が 貿易商は なで 圓の 
經 費で 東京 ボム ベイ 巧 直通 無 
宅を 計靈 した。 

生糸 輸 おの 薇减 

一 【九日】 九月 中の 生糸 輸出は と 


彩 血の 聖都 

地下 八 尺 子 

一 ド】 

經濟 的に 論' やれば、 を おお 因 
は、 大戰 0 後 S - ユダヤん の就會 
的、 經濟的 活躍で ある。 前 じら 
述べた 细 く失國 、流浪の民なる 
ユダヤ人 じは、 彼等の お 敎的信 
念じ 根ざして 動かざる を鄕 のを 
が、 ニ 000 年內 勃々 V 一して 起 
こつて ゐ る、 豫言惠 イザヤの' 
『理想 國』 巧 あ 家 エ ゼキ イエ 八 
0 『新 エ少サ レム』 の實 現を 如 
巧に 得 望した こ 空か。 一力。 タ 
ア 、ダ アグ々 ンじ 於る 殘 惑なる 
入 種 的 迫害、 大虐殺は 遂に 『シ 
オン 歸鹽 運動』 を 起こさし めた 
- 八と 八を じ 「シオン 還 動』 の 
最 巧の 歸國 植民の 到着 0 承、 モ 
ンテ 7 オ I 鄉 等の 後援の 下に 年 
每じ建 鹽め熟 情に 燃 ゆる ユダヤ 
人の 歸國を 見て ゐ る。 

.殊わ ユダヤん. の大感 養家 ゼエ 

■"""■■ムス $ ド •ロス チ ヤイが ド 巧 

後援ので じ 地中海 沿岸 ョッパ 港 
の附巧 じプシ ョン •レ •チイ オン 
〔シオンの 築 一都〕 0 大農 場を 
中 必と した 植民地を 一八 八 ニを 
じ 設置した。 現 巧に 巧て あ實、 
葡荀 酒の 有名なる 產出 地で ぁ， 
をの 傭 『シオン 連動』 は 轉渊特 
じ 突 ホ じが & ユダヤ 系 財 開め 經 
濟的 後援を 得て、 を 地 じ 一千 五 
ホ 百 人よ な ニモ 人を 常 泣 ど する 
大農 瘍 植民地を 盛ん じ設 せし っ 
つ ある、 中部 海岸 地 ホに 巧る ン 

ホ ボス、 ダグぶ ラ、 ネス 辛 イオ 

ナ 植民地の かきは をの 巧を 的な 
ものである 、パレスチナの 唯一 
の 港なる ョ ッバ 港 じつぐ （近代 
都 巧、 テエ八 •アビ イブ 〔王 火 
サ レムに 於る、 ユダヤ人の 耕 お 

街〕 のかき は、 其 規模 じ 於で、 

癸、 ホの あ 化都巿 ご 變 b のない 
もので をる。 サマ タヤ 地 ホ じが 
る デイ クロン、 ヤコブ 植お 地、 
エス ドレ n ンず巧 じ 巧る、 落 約 
時化 じを 名なる パ 0 ッ ドの 為、 
〔±師 記、 と 章 一節〕 よ b 巧 巧 
的灌旣 を、 施した 二八 〇〇0 吳 
町の 大農 傷と 其 附近に を展 しつ 
つを る植段 地は 實じ目 ざまし い 
ものである、 殊に 最近の 報 背 じ 
よれぶ 『シオン 運動』 のを 帥は 
ボラ リヤ 湖の 水を I をの 高所 じ 
引き あげてを 固 的 灌觀の 大别塞 
を發 をして ゐ る。 

現 巧 にがては 八十 数個のを 備 
せる 農棋 植民地を 有して ゐ 壬。 
彼等の 計を は、 较化巧 じじ 渡る 


乂荒廢 の 化の 農業 的復 巧を 第 
ホと して ゐ る。 なに 彼等の 一 化 
ニ 四 年に 設立した エ^サ レム じ 
がるへ プル 大學 じがても、 最も 
重要 U る學 謀は、 現な 神學 ご、 
農萊 化を である。 を 廣堪楠 ほ 地 
じは タ<靑 年が ゐ る、 彼等の 中 

じは、 ベ グリン、 ライプ チツヒ 

コ 。 ン ビヤ 大 學の學 位を 侍つ 農 
夫が 少 ぐ；：^ い or シォン 運動ち』 
は、 ダビデ、 ソロモン 時化の 文 
化じ絲 るを 理巧 ごして ゐ る、 故 
じ 彼等の 巧に 發行 する、 一二 補の 
日刊新聞 も、 を 部、 現代 ユダヤ 
人に® 用語なる、 イデ イシ 語. V . 
用 ひや、 純然たる、 舊約豫 言 者 
の 用 ひし、 ヘプ グ大學 の 講義は 
を 部を 巧へ ブグ 語を 用 ひ、 彼等 
の 中に を 化 語を 語る を大 なる 謗 
ちごして ゐ る、 か i る 突か 的虜 
入は、 古 ホバン マチ ナを獨 占し 
てゐた アラ ビヤん ごつ ては、 甚 
だ 歓迎せられ ざるは いふまで も 
なぃ。 

殊じゲ H グ サイ ユ じめ て、. 當 
時の 世界的 思潮た る 民族 自巧精 
神 じよつ て、 ピン スチナ は吳國 
委巧 統お國 じる ど 同時 じ、 時 じ 
バ少 フォ！ ア擲 によつ て、 同 f * 
を ユダヤ人の 定住 嘘た る i をみ I 
言せ し 0 ホ、 ユダヤ人は 數に W 
ては々 數 だが、 就會 的、 政治 化 
じ アラ ビヤ 入 じが 等のを 遇を 绍 
めら れ たので ホる。 一九二 因 化 
ヘプが 夫 寧賴校 まに バグ フォ， 

ア 卿の ホ蹈 する や、 を國 アラ •レ 
ヤ 人の 中には、 反英、 反 ユダ* 

ム の大 示威運動が 巧 はれ、，" 麻 
の身邊 すら、 甚だ 危藤 であつ わ 
をして こ/.. じ 商 者の 社會的 階が 
巧衝 巧を を じた。 

さき じ 述べた 植民地の た 部み 
は、。 スチ ヤイ 八 ド 家の 细き十 
お 関を 後援 VJ する ユダヤ人が、 

限 前のを 慾 じ 迷 ふ アラ ビヤ ±A 
よ b 買收 したる もので、 一巧、 
ユダヤ人の 手 じんる や、 な 前 じ 
數搭 したる、 化稽 をを やる 農 盛 
£ 變 化し、 化 そ 的 經濟ホ 巧の ホ 
、むは々 數 なる 侵入者の ホ じを 6 
巧 （狀 態とな つた。 これが アラ 
ビヤ 人の 不輸巧 W ずる 點 である 
をれ で 彼等は ユダヤ人 植民地の 
獲擊や 窃盗を しば''^ 巧ム 。な 
治 的じ說 すれば、 この 騷擾の 普 
後 じは、 r ラ ビヤ 人 有識 階級の 
濁 立 煽動 運動の あるは 明かで あ 
る、 巧國 政府の 恐る' . i 所は 寧ろ 
この 點 じあ &。 彼等 のぞ/、 はエ 
ジプ ト獨立 運動 者' インド 獨を 
運動 者と 相 通じて ゐ る。 英 政が 
さき じ ユダ ザち の 才人、 サム エ 
术 卿を バレス チ ナ德曾 ごして、 
專ら ユダヤ人の 機嫌を 取つ たが 
後日 アラ ピヤ 人の 敎 効；： ♦る 反 或 
を かつて 現 巧では、 インド 統治 
じ 成功した モンド 卿が 就 ほした 
パレスチナの 政治的 動きな、 直 
じ エジプト 及び インドに 影營す 
るので ある、 アラ ビヤ 人中の 獨 
な 運動 者は、 さきの ま敎 的な 信 
者、 をび 摇濟 的に 不快なる 農民 
を 煽動して 直接 骚搔 を租 こしつ 
あるは 事實 でを る、 性來 ，巧 
悍 、殘 ななる テラ ビヤ 人 じは ユ 
ダヤ 人は 敵では ない。 この 膝は 
英 政が のがる 態度 こを、 宗敎的 
經濟 的、 玫治的 じ 化を を 目の 的 
である 0 
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典 米の 下 協を は 

日本を 六 割に 計算 

巡洋艦は 顺數 よりも 八时 み備拖 
た 度 問題で 目 本は 論爭か 


~ し 化阔を 侵略 せんごす る 撫顆除 


1. I 1_ ■ • . I 11 1 1 .! — 1— て一一— m 

; 棋巧陶 が 器、 舆 大小 誉 1 、 氷 


巧 

一 

千 

た： 

宮 

L 


號 


: 旣 報した かく ィ .キリス 政府. レ 
'列强 五大 おが 國に對 して 英米 S 
T 協定を 基を ごする 

i 軍縮 會議 の 巧 侍を をし 
"たが、 巧が 狀 のみを-」 ち 米の 下 
; お を ごい ム 漠然 どし じ 言 句を 使 
I 诏し 協を 哦數 乃至 比を に宮 及し 
i てゐ ない おょ 0 して この 論講を 
i 準は ホ だ絕約 的で ある ごい ふ i. 
一 立 化 ホ U いが、 英米が 下 おまし 
在 ど 傅 へらる i 內 をは 本 化か 旣 
屯した 如く 去 力 お 化 おが 逛 開始 
:じ閱 ずる ワシントン 條 約の 年 化 
.'を-で 九な I 二十 六をまで 延期し、 
，英米の 巧を が 中 摄も雖 W であつ 
I た 巡が 渡 問題は 千 九な 一二 十六 年 
I まで じが ホ 巧國が 均勢 ごなる S 
をな 前 どして 巡げ おの 總 お数は 
，奥黨 二十 四ガ靖 、米國 一二 十で お 
I 千 唯： して、 をみ 內譯は 一巧 哦 
I 巡洋 おでは 英國 十五を- 內ョ— 
ーク 、一! キセタ ー ニ 隻は八 千 四-を 
お、 -^时贿砲) 、 ホ越十八雙、 
大巧^^袍なかの巡がお ニお園十 
九 力 一一| 千 ニな 嚼 (义で 八な 顺型 
一め ホー \ キン ス被 巡洋鑑 もを わ) 
米 圃ォザ r 級 十 装 (と 巧ぶ モ嚷) 
外 数 集：； ニれ か閒 題}、 驅逐 艦け 
ー舆 米を 典を 十五 乃婚 どい ふる じ 
なる、 こで しぶれば 巧 米の 

巧を 涉 は： n 本を をろ ば 

んに 置い！ もので わる、 とは 疑 ひ 
ない 寧實ぶ ある、 阿 どなれば 今 
回 内をか^ 結 架た る k 述 5 英齒 
おがち マベ^ 巡が 艦じ關 する 數 
字を なる ど 'r ゼネ ゲァの ミ國軍 
縮 待 燕の 際が 英 のを 協した まに 
巧を ずる、 奋ち當 時の H おぶ 陽 
をは 水上 補^ 腊 (巡が 艦、 顆を 
お) 英米を 十 巧 嘴、 U 本 化 ニ 
巧 五 千 嘴で ホ^から 今一: 巧 図の 
ががず べき 水で 補助 艦は 巡 巧 艦 
化 四ス嗯 、驅 巧^ 瞄十お 力 嘴で 了 
巧 化を 五十で 連ず る、 しか 
して 翔 論 上は を f 巧 勢 VJ なる か 
ら 円本は これを. ちして 审 縮では 
い か ら參加をホ絕ず る じど i 
云 ふ， とを 巧 t>,-、 なる、 故 じ 英米 
は最 かから H 本：，, 一 もせ ひ 化 約 h 
の 制限を 加 へんが でめ これ V 眼 
中 じ 酌て 巧涉 しわての に 化 違な 


今假 りに ぶ米閒 ，..をを 

さす W ごがな の皇 字を ぶ 礎 ど 一 
して； 巧顿 巡が 瓶の!！ ニ閒势 かを 
檢 して 姑る ご' (H では 現 化 & 
旣を則 巧の もみ) 巧が 十 お投、 
十四巧みで八む顿、 ^^^网十八を 
十八 ガ颂、 H 本 八お^ ガ觸で U 
本 U 巧 國じ斟 して 化-^ 五 制 おみ 
乂脚じ對して网脚扣^^の比をど 
^;<>る、 どころがか科ので父涉は 
單 にお 激 、嘟數 のみで 一?;^ くぃ 
は ゆる 尺 巧 間 越が を 磕 されて 巡 
ホ 盤の かき 一巧 嘴 巡げ 鑑 問題 ピ 
稱す 4 ょら ん时 備砲 巡げ 猫 問 
题ご一 及つ た 方が 適切で あるので 
現じみ 倒 でら t ぶを 中 八で 凹.， り 
嘴、 八 W 施 砲 巡げ 艦 ニを. ろ 包を 
してむ る どい ふ； であ もから 無 


論 H 本の 古麟 お四隻 (と 千百增 
八时棉 砲) も 55 算 じを へらる、 
を— ^^らぅ、 さぅ 4 :*^をピ曰本は 
十二 隻 、十万 八 千の 巧峨 ど；；^ ら 
H 本の 現を 

旣 を計畫 のらのを をし 
わ隻數 & び哺 數は英 强じ對 して 
セ割强 、义 围じ對 して 化を 六剧 
でる る、 しかして 八け 備砲では 
U 本な 四 巧、 お 固む 十六 巧、 米 
國な 六十 四 巧と ならを 米 鹽の砲 
數は 現な 工事中の 巡洋鑑 八隻の 
八时砲 總數と 十四 巧、 こいじ 今 
後 雄 造 さるべき 十隻 がを 艦 八 巧 
九 巧 搭載す る ものと して 討 九十 
巧 即ち 合 針 巧 六十 四 巧で、 をの 
比率は ロ 本は お 齒じ斟 して 九稱 
弱、 ホ 齒じ對 して 化を ホ 剖 S を 
即 * り いづれ の 方面から 算 して 
も 日本. か 現が 及び 旣を計 塞み も 
のをを 礎 どす ると 义國じ 街して 
は 八时砲 巡が 黯は六 割前 後 じな 
ら 恐ら < 米闡ご 日英の 賴係 U ず 
で じ 一二 國會 譲當 時のを 賴 案に 巧 
しじ i であるから 文 巧は ないど 
して自闕：^}日本じ對して 

十對 六の 比を が も 得る 

やぅ 計奠 してを 渉した もの だ ど 
推される、 しかしり 本は 一二 國會 
議の U 系を 協を 渉の 巧飽 を米國 
じ對し 比率と 割を ま 張し をの 決 
裂を 赌 した 後 漸く 水上 補助 驢を 
おか 五十 方 觸じ對 して 一二 十二 巧 
五 千 順を 赢心暢 たので あるし、 
卒直 じを へば ご 一 國會議 のが ホ國 
を權 ジョ！ ンズ氏 ご 巧が 小み 中 
おどの 間にを 沙 された 談話 じ も 
見へ るかく ホ國は H ぶを 目標 ど 
し、 日本は 米國を 目標 ごして 巧 
謂 相掛的 軍備の カ卦 ごして ゐる 
のでみ るから、 た ごへ お 米の 水 
上 補助 渡 あび 潜水艦の 總順數 じ 
がて H 本が と 劇で あらぅ ともを 
の 內譯 殊に 閒 趣の 八时 巡が おじ 
割して 乂國じ 比して 六 割 C けす 
モじ化 平 大使に もと 劑 固執の 訓 
带 がみつ た 泣で あるから 巧が 闽 
U あがが 巧ない と 思ん。 

と 割 要求 

軍燃當 局み おお 

み义 海ち に對 してと 刹の 比雖 

をを 求す る 我がが 軍當 巧の ホ 

張は だの 如し、 

を 柿 補助 瓶 じ關し 巧が 國が巧 米 
のと 刺を が 持せ ねばなら 归 ，とけ 
妨巧 上の 最少 限度で、 旌毫ら 

减 銀の 餘 棚。* き i ので あ 
ろ、 しから ば树 故にと 制を 必を 
ごする かごの 疑閒 をを 乎る 向が 
あるか も 知れの が、 率 巧 跋じ願 
しを-' ちし 得ぬ ミは 甚だ 逛城 どす 
る 所で ある、 しかし この 要求 じ 
巧 一の 族な ゎが 國がザ 嫂が 戰を 
ごる 煤を 大げを 渡つ て 攻臀し 巧 
る大巧軍魄の艦隊じ巧しゎ：$*闕 
じを きが ホ L じ 於て ホう じて 
れ ど おを 五を？ 勢力を 0 て貧戰 
し 巧る £ を回蜡 ごしての 計算で 
あつて、 ホ戰條 のの 精神 ト沒巧 


を戟做し完を確赏じわ！^,領±を 
が 譲す ベ （自信 ある 

勝算 を目辕 どす る。 らぶ 
ま 力 艦 じがが 甚だ 劣势； る わが 
固と しては 十 勘、 十数 割を 耍ホ 
せねば ら のど 云 ふ X だけは 言' 
巧し 得る 巧で、 また 巧 米に 對し 
まヵ赔 一.. がて 六 割を が 持し、 補 
肋 艦 じがて と 割を 要 ホす る わが 
固が、 到底 攻势 作戦に ぉづる i 
の絕掛 不可能 a 如く、 ま 力 盤、 

滞 助 腹 VJ もじ われ じ 比して 頗る 
優勢を 持し 寸 毫も わが 國 ょちず 
るを おを 顧慮す る必耍 なき 巧 米 
がもし補巧おの比率をと割で；：^ 
ければ ならの どを ふが かき i あ 
ら ど すれば、 こは 巧！ の 進 合わ 
が國 對 して 

な 勢 巧 戰を轨 る r- 當主ハ 
割なら ば 勝算 十を であるが、 と 
勸で はや！ ホ充 かで ある}- を 物 
語る もので あつて、 邸 も 反面 じ 
於て わが 國防 上と 割を 必要と す 
るを を證 巧ず る もの VJ もを へや 
ぅ、 單じ凰 民 負 繼の輕 おどい ふ 
をのみ から 兒れ ば六幫 どこ 巧 か 
五 割、 四 割 もまた 巧 G る譯 であ 
るが、 こは をが 國巧 ごい ふぇを 
度外視した 無資巧 極まる を ホで 
あつて、 一時の 負 擔を輕 贼し得 
れば 子孫を 奴識 S ずる もむ ほ 可 
むら ごい ふ 底の 論議で をる、 し 
かの みなら や 比率は 單じ 比率で 
ある、 わ. か國 がと 割を なおず る 
も带擴 たらしめ ざる 方法がない 
譯 では^い' 酣らを 米め 保ちず 
べき 勢力が 按カ 低下す る， 左で あ 
る、 兩図閒 のを 涉は輔 々じ 傅へ 
ら れてゐ るが、 まだを 部の 

$^定 じ 謹して 居らぬ ミは 
事督 である、 假 b じ 兩题か 協定 
をを げこれ に對 して わが 國がセ 
割を が 持 せん も する 镇を 、をる 
艦禪 じついて 幾を の軍擴 どなる 
やぅみ 據 をを ホず る もの どして 
も、 をの 程 巧が 甚 しから ざれば 
無制限；：；* る 建 艦 競 爭じ陷 る 場を 
を考 ふる 時 まじ 一 補の 軍縮 ども 
云 ひ 待么み 第で、 巧ん やを 艦 巧 
補助 艦の 縮少 、ま 力 盤々 齡の延 
長 等に これを 愼ひ 得る 機を 
は 立派 U 軍縮で ある、 もし をれ 
軍縮の 大 精神に 戻ら 甚 しき 軍縮 
の 結 架に 慶 せんどず る 鶴を 巧 至 
わが 絶 巧の 要求た る 愚 小娘 度と 
剧のホ 巧 か おれられの 

樓を ゎが 國ご しては か柯 
なる 態ち じ化づ べき かけ 巧々 が 
軍々 人が 夜驻 言明すべき 飽圃み 
じ感 する が、 ホ 府 を 畿當 時に が 
ける 赃國、 S 國舒麗 削 惟 前 じ 於 
ける 佛が is 闡 、巧 < は 赃憤禽 諸 
じ 於け る 闕の態 おはわが 闽の 
化つ て W て褒 ちごすべき もので 
ある 0 


逢物增 加し 貴 易は 順調ぶ るが、 

到 支 輸讯は 四千 八 巧 四ち 刀、 化 
が ニ 一千ち 八十 方、 前年 同ち じ 比 
しへ なご； 十万 お、 特に お 可ま輸 
あが 總 きをが じて 前年 时 j で 比 
し 千と なみ 十ガ '別 激增、 ||乂 巧 
十万み じて ぉ 超 累計 I 僚 一| 千 巧 
前年 时則じ 比し ニ 千 四が で ー增で 
あ 4 、 を 融界は 閑散 じて t 巧 
複利 狸ら 漸騰を 眺め、 を 社憤發 
巧は 不振、 巧 式 巧は-: S 人 氣巧盡 
して 祐满 持を、 爲替 は績騰 して 
巧 ホ 四十と 弗 ニを の 一 ミな b 事 
業界^で ある。 九月 中のを 記 
濟會社 孰な 資本 四千 S 巧 万、 

擴駭季 よ 百 车巧両 一 

者 計 千 軍 六 社に て 商品 界 はな 
糸 見越 輸出-巡を、 荷 爲替高 じ 
仰び 惱 み-上海、 を 港、 太平洋 
閒盟は 义邪糸 化 义ぉ運 貧を 日本 
ホ £ 岡 添に 引下ぐ、 綿糸 ホ 銀を 一 
乂棉 收獲德 表が もじ 持を ひ弱を j 
み じて、 純 糸 太 番手を 利 じを 產 I 
著し （あ I 、 絕物輕 目、 羽二重 
佛國 注文 じ 活氣附 く、 一本 年度 ホ 
作 第 f 獲豫想 はん 千 五十よ 
巧 お、 前を じ 比， L 四 巧 お 加で あ 


豊 一二 郞 (熊 本縣茜 本文 藏 (神 I 
奈川縣 ) 稻お明 まが 藤嘉 ホ 
(コ 。ン ビア 大學 出每) 赏が周 太 
郞 (魔 爲縣) 芝 旧 德一郞 (をを 
縣) 藤本 嘉八 (東京 巿) を 子勞： 
太郞 (福 陶縣) ま 旧を 巧郞 
{愛媛 縣) 浊旧池 一二郎。 

右の 巧に 通な 致 度 ■<"1 儀を 之 
候間ぶん巧くは知.=:^||.ょ 4 現 
住所 お 通 か 願 上 お j 

紐 育 淸國繰 領事 統 

一 窺で 贾を道 京* ご rk ちぶ 


貿易 順調 

十 H 化 H 外 巧 省を. 
化が 拘務官 着を m 

九 巧嚇 ぉは 一億 九 千万、 
ホ 超は お 千み 巧 巧 じて 前年 W 巧 
じ 比し 四千 ニ 音で 增 、入超 累計 
一依 四千 阻が ガ 、前が 间 巧に 比 
較し 四千. V- リカ 贼’ 輸入は 爲替 
脚 保 じて 棉 ル^を 始め 諸 お 一般 
が 退、 輸ボ ^ 生糸、 綿樹 物、 絹 


が 機 y 知 逸 

ホ テグを 堂、。— ド パ ウス、 ホ 

ィグ！ 么等 澤山賣 物が あち ま寸 

平野 萬 趣 社 

Hotel ゴ ヨ 寅ぶ 夏 r e- 
を rd Sf. 景 st 患 Broa を ay 

ジ 1 - L ち ka ま n=a 這 夏. 菁 03 巧 ニ 

見物 用 貸 自動車； 

バグ 力 I ド、 ビ ヤス T ロ！ 


英ホ遷 話て 訓令 

首都に 滯巧 童大 住^を 完 ふし 
た ィゲプ ス赏诞 マク- ドナ 八 ド 
氏が お扫 でぅ 政務 扛 見て 居る 
かは 一寸 疑驛 でぁつ たが、 聞 
(巧 じ 化る どを 相は 每朝 長距 
離 m 話で ゎン ドンの 外務省 首 
腦ど 通話 I 郁々' ぞ訓 かを おへ 
て 居た ごの， イ である。 

金離は^^跋慢 

り 本 銀行 監瞥役 着電 
を 誠 大勢 依が 潑慢 、昨今 斯を 
は 貿易 好 勢、 爲がを 場： 3 復 、赖 
憤を 黄 順調 じ 進みを 輸 解禁 想 怖 
必も餘 程 緩 か、 自然！^ 巧 式 ホ 
瘍小 堅し、 生糸は 較 調で がら も 
資巧 良好、 化 巧 中 貿易^ おは 槪 
算 置 九、 000 *oooi^c ゐる 
( 單位 百！ ^ 圓 ) 


稽を a 

み、 を購 午後 化 時 i 十一 强 

紐 育 柔道 俱樂 部' 

お 百 T 目) 八を 描 
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郎 整 ^ 
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擴眼兹 じ 眼鏡 調额 


を 換券發 巧 
制限 外 
貸 化 

外 國爲替 貸が 
九月 ホ 正 米 


.一二 V 

こ ニ 0 

六を ハ 
I ニ 0 
ミ 〇 貧 


尋片 


I 


人 

(宮城 縣) 大爲武 雄 (熊 本縣) 

本 卯 一郎 ~ 德島縣 ) 糸 巧 川 高 
(山 ロ縣) 德 煤^ 吉郎 ( 廣島縣 
な 本實宮 ({ A 城 瞬} 手 島 直 親 
(か 歌 山縣) を 一4 巧 ま (鹿 お 島 
を 岡 直 記 (長 
吊 .福 岡縣 ニー 
サダ メ C 変 知 腐) 
爭 一二郎 (大酸 お) 
< 渾縣ジ 據木賣 八 
前 紐 育大學 
(靑媒 縣} 竹ケ巧 
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縣) 閣上時 愛 
崎縣 } 池 旧み 藏 
又 伊を 巧 大‘极 
長崎德 一を 
西 ホ 源お郞 
(福 隅縣) おみ 
學ホ A 木 郡 巧 
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ザ お 靖綠錫 A 
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成 巧の 秘訣 

乂廣ホ 巧 語を 誇す 事 i 
はが 功の 第一を です 
本校 じは 日本人を 巧 
じ 慣れたを 巧 婦人 巧 
師を も お 巧 じ 會薛涌 
信を 就 巧 語を を授 I 
ょす。 日賴 週日 巧に 
午前 化 持ょ b 午を 十 
時まで 館 校し 一 レ 
スンと 十五 烛づ .-V 
今り お 七 じ ホ 煤 われ 


S 

-Bn 
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午 化 間懸證 S て 巧經科 

をが g 切替 福 信 學夢置 
一 1! 音 じじ 1 用 手を 醫 
時 午 ミ 治は H 篤衡な 
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せた が、 目 T ロ サンジェ 瓜スじ 

滯巧 中の 處 近々 巧び が 育 じ ホる 
どの 巧が あつた。 巧し 當 地で 得 
窓の 踊を 敎 へる のか、 舞 臺へ出 
るの かは まだ 判が して ゐ ない。 
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マクドナルド 首相 

贊 明な 夫人を 失つ た 沸し い 牛 面 
父君を 助けろ わ镶 さんの 働 さ 


フ ー ゲァー 大統領 どの 爵 見で 一 
遂にが 軍縮 ホ閒 題を 解 巧し'、 
巧乂兩 圖の戰 ずを ごは 絕對 _1_ 
す 可能で あると 大統斌 ど おじ 
ステ ー トィ ント を豁 をした も 

ィゲ リス 背 相 ラム セ！ •マク 

ドナ^ド 広は、 正に 現に 化 あ 
の 人 氣舆ピ しては 第一人者で 
わらう、 得惹の 彼は 今や 歸が 
の 途上 當 地.- し 滞 化 中で あるが 
今り の お 熟が 代を 生んだ 地な 
とんがは ホして 一 朝 一夕-し 築 
き 上げられ たらので G い、 彼 
はス 3 ッ > ランドの 化 旧を、 
農家の 息 乎 ごして 孤々 の聲を 
擧げ じので あるが、 條明 U 巧 
親の 海き でを ト ろじ 放び 0 ン 
ドン じ おでて は 自活の 爲 めじ 
血の 岀る やうな 過 数な を 働 じ 
を 事したら ので わる、 將 ホに 
阿 事を かなさん ご 夢み じ 彼は 
この頃から ホん の裡じ 緊張の 
生活を 送 6、 えぞ 逆 b 1 かの 
バン じさへ あら クけ 得ない 時 
化 も あつたが、 が 聞 記 おごし 
て 遂にを の 職に 峡ら つけな か 
つたがら、 失な して 餘鄉 しや 
うど ある 旧舍 の 偉 車 堤に 魅い 
じ隱 ，を-ニし 藥 お 增ム猫 じ 巧 
いての 話を 投書して まん まど 
新聞 記を の 試 驗じ反 第した の 
である， 賴巧 彼な な 食 運動家 
としては 巧が じ 叫び、 巧閒紙 
への 巧な 等で 漸巧 マク ドナが 
ドの あを 商め たので あるが、 
趾 會よ義 ■勤す るが ゆるが 如 
き 彼の 信條は 巧ん グ ，これを お 
奴.'-。 し、 を 御ザ醉 故の 巧め 


の 人と なつて むる がを がの 大 
事 おの 背後には 常に 逝ける 夫 
人の 巧 巧 ど 人格み 力が 動いて 
居た、 ホ 人は な あ。 貴族 階級 
の 出身で あるが、 當時 貴族 か 
ら化 敵視され たおい 社 爵ま義 
巧ど戀 に陷ら 、凡ゆる 障害を 
排擊 して 愛の 盤を 營んピ ぐけ 
に、 首が.^ 家庭を 巧は. 八が 羡 
い 指の 濃瞎 ，ゴ もので 長 巧の マ 
ク ドナルド 第二 化は 曾て グン 
ブ リッ デ 大學雄 辯 部を 化を し 
て 討論み 鷄 めに 當地じ も ホ、 
今はな派な下お畿貴ご^^つて 
ゐる 、をい じ 义 て もこの 夫人 
巧め 首 巧が 千 化 白 十一 年 化ち 
じ 亡き人 ご U つた 夫人の 遺 お 
ィサ イ^さん を 夫人の 化ら ご 
して r メリ カじ间 巧し、 アメ 
リカが 生んだ 民衆的な 大統領 
クン n 八 ンの寢 臺じ幾 おかを 
逊 ごして 巴き 夫人を 追懐した 


山陰 地*^ で 

聯合 演習 

今月 二十 一日から 
今月 サ 1 B から 山陰 地方の 沿 
おで 巧が 國の 陸海 軍 聯合 演習 
が 巧 はれる が、 が 軍關巧 要目 
じ 左の 如 （ホぶ した。 

ニ) 期 H 十 g サ 一日ょ b 同 丹 
化 j 日に まる 十一 日間 ニニ 化 
域 H 本が 方面 (ごご 參加 艦船 
イ 海上 部隊 聯を艦 踐諸艦 あ 
びを 鎭ザ府 、要港 部 じがけ るが 
役鑑 のた 部で 锁鑑 四隻 、巡が 戰 


繼ニ隻 、一巧 嗯巡洋 嚴四隻 、を 
じ 天下に 叫號 して 漸 かを 界じ 一の 他の 巡 巧 渡 十 ご 一隻、 航を语 艦 
も 進 山し、 晴れの ド 院證員 V 一 ~ ニ隻 をの 化の 軍 鑑九隻 、驅 逐體 
してな 選した のは モ 九な 六 年 I 五十二 隻 、.潜水 騷 册ニ隻 、恃務 


跑慨 はでんで もので あつじで 
をら うか.-!^ からこの 聰明な 
內助 をを 失^た 首相 も ィサべ 
グ 嫂の ぜ ぜすゐ る こどは い 
かじ 必强 い-一- £ であらう か、 
イサベル さ 一ん はフ シン トン じ 

到 眷な來 國を化 おする 首 
相の ホス テー^ イ J して 面目を 遺 
憾 なく 媛 揮-^ 11、 親から 受けた 
膨 明な 化を くず 繼 いでを の 
使命を 完ふ — I てゐ る、 彼女は 
いかじ もィ •キ^ス 流の 地 かな 
お 機さん で わ 11?'、 政治ょ らも 
社 會事棠 じ 力-^ 注‘. で ゐるだ 
けじ、 渡乂ロ|^暇さ へあれば 
アメブ 力の 社 か I 事業が ご 相 語 
ら 、ィ •* リスの \ 失業を 救濟運 
動 ごい ふ社會 脚！ P を 熱 必じ硏 
兜して 众 る、 うてして 斯うし 
た 社 會連敷 家の；^ 餐曾 をでは 
進んで 演說 もす， 、大使館 庭 
で ト—キ ー じ顏 レ'^ 出ず どい ふ 
磋極的 U 働きぶ bwl 見せて ア 
メリ 力 社を みの 人 y を 驚 嘴せ 
しめてむ をが、 首： IV - 同樣に 
アメリヵの 大統領 ゲアー 
氏ら 大いに 活動し、 \ 劇務を 官 
かま 催したち 相の 歡 ' p 晚餐會 
じは 巧 M 心の 巧を ふ b 、 大 
統領と してけ 通常 副 if 統領、 
大審院 •お、 下院 溝を の \ 晚餐お 
がの みを 受ける どい ふ 斬 例を 
破ら、 ス テム ソン 氏の 
じは 巧 席 1 てマク ドナ 
相 ご會談 して ゐる 、フ 
1 巧は 人ら かる 如くが 
でもり、 縷 ての 事 楽は？ 化！^ ま 
義 たるべし ごする 巧 守 者 
であるが、 マ 首相は 無 一 i ずの 
お 會 ホ義 をで 國 ちま 義ゴト る 
こご も 梅め て 珍奇；：* 割 子ぶ 呼 
ぶ； が お ホ やう 0 一 
『 h 圖は 首相 マク ドナ 4 ド 氏】 



のこ .，' であつ じ、 をの 後勞 働- 
薇の ち 頗 ご 。 b 千 化な ホ 四 年 
じ 第. タ勞 働內閣 を错减 、巧 
び 本年 立 H の 總選舉 •- 大勝し 
たので-を にかな 黨 では ある 
が 资ニタ 勞慟谋 巧 销を稱 織し 
て化滯 I た W が、 失を あ巢巧 
の 社 曾 救濟じ 着ず し、 闽 K , 一 
なおを 輕 がすべく 化が M 軍備 
縮々 を 巧ぶ して ホづ アバ リヵ 
公のを が 一: 若手した の' あつ 
た、 このが 奇な運 かを 挽た な 
れ ク ドナ^ド 氏は 今や 本年 
サム ハ 歳の わ 雀さん である イサ 
ペグ 嫌を 問 かして 當 地み なご 
なつて ゐる でもめ である、 マ 
ク ドナ 八 ド央人 U 今や 亡き 按 


艦艇 十お隻 、掃 お 艇六隻 でぁる 
り、 陸上 部隊、 鎭诞 及び 舞 鶴を 
雑が (四) 統監 お 軍々 か 部を 海 
巧 大將加 藤览治 (妙 商に 乘 艦) 
(去} 重なる 部陈 指揮 靑軍聯 を 
艦隊 司々 援宫が ザ 乂 おな 口が 眞 
(陸 奥じ乘 艦) 第二 態隊 司み 長官 
おが 中 牌 大巧 岑化 (様 名に 乘 艦) 
鎭 おお 港 巧々 官 おお 中將巧 化が 
ニ邮 'ホ 軍 第！ ニ 艦隊 词 か長宮 
が ザ 中 お 中 村を 111( 長 巧じ乘 艦) 
舞 鶴 嬰 港が 巧か宫 海軍 中 お烏藥 
韦樹 (ム ハ) よ 要な 施 事項が 巧 開 
お前が 巧 磨 巧な 鎭が裝 港 じ、 ホ 
軍お隊 はお 鶴を じ 集を しお 巧 開 
おご 閒時 じを 部臨戰 準備 實 施の 
ホな 化に をき 兩带 腥隊を 根披地 


を お 巧 I 陸軍 ど聯 をして 教巧演 
習を實 施 t る、 おじ 鼓 後 I - 濫隊 
一部の お 抗滴巧 後. 满習部 は逐 
次 舞 鶴 要港に 集合 十月 1 H 
統監の 講評 あつて 演習を’ 


アト ホ 


S を $1 る* 

-心 


磐 手に 邦人 立滿 

旣報 のかく 練習 艦隊の ア一ト ホ 
ムは昨 金曜 U 午後 ご 一時 か 了、 
淺 間は アメリヵ A を まじ、 T キ 
は 日本人を まごして 巧 はれた、 
この：！！ をれ-.;.^ 異なつ たを 賓 
を迎 ふる 兩 避では 前 H か 一る 黯 
巧の 装飾に 化 殺された 丈 巧ら 
て 來賓の 眼を 截く輔 々な 遣ら 
物が ぞく、 一. 

例 じ 依ってを きた 軍神 廣瀬 f 佐 
の 额像も ホら、 殊に 磐 手で け 日 
本人を まごした ぶけ じ 甲板 上の 
缕 おは 元 ょら 餘興も 一が 日ぶ 八 
向きミして珍らしい こ ご跟.^:^ 
く、 文を 通ら 磐 手 艦上は な留巧 
人で 人の 黒山を 築いた。 一一 

自動 率 王が. 一一' 

婦人 觀發表 

婦人の 天み は ホ] ム ー- 
テ 人 リヵ じ 於て は締 人の 權逊 
の强ぃ2は今あ噪々の耍はなぃ| 
政治的に 經濟 的に 批會的 じ 進 並 
t るが 揀は 目覺 ましい もの だ、 
化の 势で 進んで 巧 （ご 男子は 顔 
を：：？. し £ いふ あまで 巧 詰られは 
I すまい かと 思 はれる が、 自動 ザ 


主 ヘン，— •フォ ー ド 巧の 觀察 
じ 化る ご 蹄 人は 矢 張ら ホー ムじ 
引 籠 わべき 性質を が L て ゐるど 
のをで をの 意を を 十巧號 のビク 
トタア ： レゲユ ゥじ资 載して 
ゐ る。 一- 
を 庭は 人閣 の巧勸 力で \ をる。 

ホ 業は この ホ ー ムを 巧^を 營む 
ためじが がした もので ^ る。 
この 産業界に 於け る 婦^ 勢力 
の 撞頌は 素晴らし いも^が あ 
るが 巧 ホに まら 其み 數 が 稍 減 
退し つ i ある、 をれ は！^ か 
機械的の 能力が なく 斯 巧な 化 
事に 不適 搭 である を實 証ず 
る もので をる、 婦人は を银 曼 
ホ ー ムの 女王 ごな つて ゐ ぶの 
i をの 天 かで ある。 

市の 豫算が i 

ぶ 億 六 千ぶ 

昨年ょ も ニ 千 巧 巧增加 
ニユョ ー ク巧 長ゥォ 八々— 巧 
ぼみ 年 おの 巿像算 をぶ 億 ホ 千 ニ 
円と 力 八 千 二な 廿 一二 弗と 計上し 
て協寶 方を 布 參事曾 じ ホめ たが 
右は が 年ょりも ニ 千 一二 ぉ 餘ガ弗 
の增 加で け あるが 同時 じ 歳入 も 
增 加して ちる ので ホ 民 一 人' 當ら 
の 納稅ホ 巧には 何等の 變化 なく 
尊ろ 减額 する であらぅ ご 樂觀さ 
れて居 &が豫 算增加 中め 重 嬰な 
項目に， •レ 贼懷某 金5 增が 、地下 
錫 出資の 培 加 巧び 響官 、消防隊 
の お 員 等 もを まに て 居る r 

ユ iH ス線追 

ち 船 立義に 

. ニ方^^を造船 

民間の キじ 落ち 一 巧ち 船 レ 
ダ キアず ン 号を 橫^ 格と し閱題 
の お‘ 酒ら 捲 供し て^んに 太 西が 
上じ活躍しつ、>ゐ*1?ユ ナィブッ 
ド •ステー プ巧 船^ 社では 
巧る 千 化が 化 一な. の 夏を 期し 
て S 巧顺 級の ち 抓 I ニ隻を 新造 
L て顆 をず ふこ ム i なゎを め 
旨を 發表 じあんだ \ が、 この 大 
.巧 船は 速力 江 ニノ 一一 ット 、千 一； ニ 
な 人め 乘 客の 外貨 嘴を も稽 & 
む尝で 長さと 巧 五 W 、 幅八寸 
ニ 吹 Vi いふち 船 じ 心て 
盤 船の 方は こユョ ーク| 造船 、 y 

スレ ヘム 及び ニユポ -4 ト •ニユ 

1 ズ 造船 會 社で 引を- 4 ベく 船室 
ぶ 一等の 外 特別 一 二等 及び H 等 巧 
H 補 じ をつべく この 外を らじ谐 
隻の 新造 針 靈をも 立て、 速力 窠 
一 ま 義をビ るで あらう とを はれ 
てゐる 0 


占 


稼ぐ 奴は 一時 閒廿巧 も 稼ぎ、 I ぁ 

る 者は 昨年の クリスマス 前 ニ 週 
間の 間 じ 二な 五十 巧 稼いだ 主い 
ふ、 これは 例外で あるが、 しか 

し 一日 册弗カ 至 二十 弗 稼ぐ^ は 
ザ ラ ゴ ど 云 ふ i で あ る 、 し ; し 
一方ん 通 b の々 い 所の もの^ 一 
日の 弗、 をれ でら 出幡 日で 黑め 

人が タン マタ 

週給 を 賞 ひ 持 前の 慈 む 
を惜氣 も；；* くを 揮ず る 時な ごは 
十 巧には なる をぅ e ある、 じを 
じ も 通ら 一遍の 物を ひから 一 r く 
頭を しぼつた が 妙な のまで’ のる 
ミは、 がの 東西 巧處 でも 同 レで 
あるが、 ニユ 3! クでタ い W は 
をのない 者 (實際 U いを も W 
がぅ まく 後方 じ まげ 隱 して 山 
を. か ぞい) てんかん 病を、； ン 
屑 おげ、 慈善 防から ホた，' 一 おす 
るを 等で ホる。. てんかん 病 右は 
I 帽子の 中に 鹽 がを 入れて 頭で が 
護し、 石驗を 口に 入れて 泡ぶ 吹 
き A 通ゎの 中で 如 巧 じ も 誠し や 
かじを 倒す る、 をして 逝 巧 八に 
おつて 哀れな 聲で 『この 病漱が 
がる ばからで 仕事 じあ b っ^ま 
ぶじん』 ミ 哀願す る、 これ じ 
户ひつか{ つた人々はボヴ 


る 

る 


i 有 金 を投 おすんで ぁ 一 衣 か 
一度 これを やる 每じ十 弗を じな 
る， さう で、 一 H の 中 じこむ で 六 
• V 初 繰 返す ごの ミで をる、. ザン 
屑 なげ どい ふのは、 こつを-^ 地 
上に パン屑を おげ 巧し 如何 ぃ でも 
ひも じさう じこれ をが つてを^ ふ 
奴で ある、， しかし これ 等のを 食 
も ゴッド ブレ ー 氏 等め 努力 r 依 
ら をれ<.--， 正業 じっき、 ググ j ッ 
ク 9 ンそ 面では こな A 位 4 业っ 
たさう だが 『乞を も 一二 日^れ I ば 

止められ ロ』 i いふた とへは 
こに も 適用 出 ホる ごを へて、 直 
ぐ 元の 色を 商賣 じ歸 つて [ま 
さう だ C 


乞食の かせぎ 

十二 巧 弗强. 

賛澤 なニユ m — ク 

ブグッ クリンの 慈善 弯 業を 員 
會で 重に 乞食を 調査して むる ゴ 
ッドフ レ— 氏の 調査に 化る ごユ 
ユョ ー クの 

巿內 で每 H 乞食を して ゐ 
る 人達の - H の化乂 ^ 驚く かれ 
十二 方 五 千 おごい ふち 額 じ 達し 
てゐる 相で ある、 をれ では 一体 
柯 人の 乞食が が 巧して むる かご 
云 ふじめ 六 千 人から と 千 人で 一 
0 1 人 當らの 所得は サホじ 及ん 
でむる どの え であるが、 而 かも 
このた を 速 中 じ も ビンから キリ 
まで あつて、 人 通らの ぞい 所で 


カナダを 經 おして 

佛 庭球 選手 渡み 

H 本 庭球 踪會の 招聘に ら渡 
りの 途 じぁる フラン， 庭 心 寡の 
巧 お n — シエ、 ブ ご； 广 、ラ 
ンドリ！、 。 デグの j 巧|^桑港 
經 由り 本 巧を 樓 へられた％ ，，突 
然豫 をを 變更し カナダを 品 由、 

エ ム プレス •ォグ •エ シア 品 じて 

日本 じ おつた、 U 本では， T 四 U 
橫濱 上陸 後 十六 U から 一二 日間 東 
をで 原 田、 鳥 巧、 枚 野 •で 井 
鴨 巧、 蓄タ 山、 慶本等 日本の 化 
表 選手 どが 合—'- 績 て 名む 屋、 
大欧 等を 廻る 答で、 化 ホの ブ 
三ス 選手 速な ので 人 場 おら ボッ 
クスと 十圓 (一二 日間)、 十圆 、一二 
圓 、ニ圆 である V 一。 


木が 拳闘 ± ぉ蔡 

本紙 旣 報の 如くが 人 拳 岡 家 木 
村乂 五が 君は 今夕、 ィ ー レ A のォ 
リン ビア 運動 惧樂部 じ 於 下る 攀 
闘戰の セ'、、 フ アイナ グ にお 森す 
るが、 入 鶴 切符は 特に 日伞 人の 
便宜を 計 もち 洋館 (電話/朱 ゴ 
ン キン 乂お九 八) じて 發資 中で 
ある 0 


お 紐ず る 花柳さん 

花柳の 家元 壽 梅さん の靖弟 H 
野 本 子さん は 昨年 も 鳥渡 旗を 鼠 
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號九 十九 酉 五 干 


第 


雜 辦 育 m 



【日曜 ±】 


日 二十 巧 十 年 四和昭 


婦人服 

二十を •の經 翰が ぁ 
ら ょすみで 截 方、 
仕 立は ギヤ ランチ 
1 します 値段 も 魁 
强 しま r 電話で 御 
用命 願ます 

橫濱 ゆき子 


資本を 
拂込濟 資本を 
協 ホを 


ま 
六 
六 _ 


を圃 
千 萬 助 
- 四 良と 十 萬 画 


餅 誓 ニ ホ 銀行— ち 巧 

本店 まなぉ H 本橋晚 本を M 町 お 巧 地 一巧 

支店 ホが 日本 橋ろ 內 ( I 鬟 

名 も 屋を都 大瓜西 (大巧〕 神 ロ 
商な 下 細 巧 司で め 極 岡 長 悼 
上海 倫を を n IS 水 


第 六 回が 桐 

I 圆團員 募集 

旅 程^ 

巧る 十月 化 一日 (木} 午後 ホ 時 
廿を ペン 停 おお 發 ▲十一 巧 一 
日 午後 十一 時半 シヵゴを (ユ 
ュ ォン 停車 媒) A 十一月 凹 U 
午後 五 時化 巧を 港 着 (ニ 沿) 
A 十一ち 六日 お 午を 港 おか 郵 
船 淺間化 便 A 十一月 十二 目 ホ 
ノグ 、お ホ、 间ホニ H 橫演着 



i 等 三等 一二 等 
往復 八 此桌呈 里窠巧 一票 
片道き 養 0 四 一嘉 ニ蠢 
上は 往復 お 車 汽船 貧及往 
巧の 雜豐 一领を もを み、 一、 
Irs 等 別は 船室の 區 別です) 
が 育 おを 五十 九 T 目 ニニ 四 

ま懼著 巧 桐薇會 

竜 話 ウ井ツ 々シャム 九 I ニ 四 四 


ト タンク Sf § 

ぶび ス チ！ マ— トランクち 弗 五 
十她 、九 弗 置十恤 、卡ニ 巧 五十 
他、 みし 許ち 使用 L た疆類 一巧 
i ニ おを び五乘 

— 1234.S 更 Hve.-Gor. 舍 ihSt., 产 y — 

b タンク いり りじ 

イン ゾ] べ^ シ 3 ン V ランクを 

物 セ 弗 五十 細よ b 十二 巧 置十她 
置で 己 害ぎ を 


装餘綺麗の室、 設髓 
集 M 完を、 シ ン ダ こ 過 

八 弗、 ダブ グ 一週 十 巧 

呈ぎ養 買 22 VU 量ぎ 置 



輸出入 爲替 、お 信 送を' 化 送ぶ’ 旅行 信用が 
巧 業 信用 狀な他 一般が 巧 業 一 

乂 « 誓 ニ 蒙 銀 巧 t を 巧 

鄉里 送を" H 本を 地 無手 数 巧； 迈速 化を 
本 巧預を (ぶ 期 逆 知ノニ 稀) 巧 便利 取を 
本 支 巧 東 巧 (本 巧〕 大 阪神 ドな 都 
巧な 地 あを 崖 小 お 上が 偷敦 


▲鄰里 送を 及び ホを を (お手^ 巧)、 か 巧 
ちを 賣 買、 衙 為替が 組 お 立、 信用 化を 
巧 等-股 お 巧 業な 御 便利に なほ 巧れ 巧 

S 臺灣銀 巧！ 度張辨 

本店 臺潰臺 化 

支 巧 柴ち横 渡、 乂阪 、神ろ 七 巧 漢 
ロ、 福 州、 厦門、 油が、 香 巧、 廣 東、 新 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン， バタ ピヤ、 孟頁 
カホ カブ タ 、偷敦 、其 外 寧 潰 十 齊ケ巧 




«羅 が、 桑 港 出帆 (ホ ノグ^ 経由) 


麗 おを 

(午 盾 ニ 時化 化) 

春巧乂 十 巧 十八： n 
淺間义 十】 巧 一日 
'大洋 化 十一 巧 十六 日 
天が 凡 十一月 廿 九日 


を港發 6 

(正午 巧 机) 
十巧サ 一二 日 巧 
十一 巧 六日 圓 
十一 巧 廿日 W 
十二月 四日 耐 


# シアトル お 化 (午前 十 時 出帆) b — 
靜岡か 十月 十九 日^ 
巧演乂 十一ち 二日 帥 
一二 島义 十一 巧 習が 
が豫化 十二月 十四日 パ 


@ 給 敦疑目 本 巧 おお 

伏 見 お 十 巧 十九 目 
箱 崎み 十一ち ニ B 
白山 か 十】 巧 十 ホ 目 
▲紐を おお 臣を 馬經宙 日本§ 物 船 1 巧ニ拉 
A 聯 豁敢摄 。がが じ软讲 お、 南 ホ 巧 並に E を 馬 
經由 太平洋 岸 巧を 淚蜡を 巧 ミ淳約 ちづ 乗が 切 
巧 等 萬 宰御懷 宜じ敢 評び ホ 上まず 
A 米 國錫道 切 巧、 寝さ 勞等も 御 便宜に 取 計 ひ 申 
上よ ず. 


d 


細 

.ぶ 


陶磁 叢 雜貨類 卸販賣 

S 残 木 桃 ホ 組 


態 日本 ド— ダ ふ商會 


H 本陶爐 證雜貨 類卸賣 

ザ元ブ タザ ー ス 


i 、 資本を 寮 ぉ圓 (を 額 拂达濟 ) 

一、 稽 なを 青 億 八 百 五十 ぁ圓 

內地本 ま 店 U 横 澄 (本 巧) 巧 京. 大政 
神戶長 喊下鹏 を古屋 

橫濱ぶ 金銀 巧— をな 

米 固を ぞ巧 = を 巧 羅府沙 お 布 座 
其 池 化 界を國 重を 都市 ニ 支店 度 ュ方レ 
タち之 候 


本 巧大阪 化演五 T 目 
紐 育 支店 紐 育 ブ。！ ドゥ 玉 1 巧 四十 九 巧 

鱗 住ぶ 銀な 

おち {巧 巧橫濱 名右屋 京都 神 タ 岡 山 
才^^ 庭 ノ道廣 島吳柳 井下 ノ齡 
地 支店す 司、 小 倉、 若 巧 博を み 留ホ熊 本 等 
本圃 おを、 徽里 送を 等は 極め 
て 御 傾 利な 速 じ 御な 圾可申 候 


本店 朝鮮 京が 

ち 巧 お 張 巧は 日本 內 地の 樞 巧郡ボ 、朝が 
滿洲 、支那のを 地 及び 浦 捕巧德 

觀鱗 銀な 紐 育 お 張 所 

外 廚爲替 一 殺 銀け 業 お 柿々 御 巧 剌に化 扱 巧 
申 上 あ 


內 外を、 社 憤、 巧 ま ノ赏貝 ぷビが 
化 お 立、 ィま极 巧が-一 御 化 扱 致 ン 
マス、 锭 々當 巧ヲ御 利用 下 サィ 
概邮藤 ネビル 7 a — 力— 銀 巧 捕 か會社 

藤本 證券 會社 

巧を 港 まな 
同 罹が 出張所 
同 ホ 市 化 巧 巧 


觸お 語、 雜 貨卸賣 

雜村ブ タザ ー ス 


H 本陶猫 器雜貨 
ラ厶 プ卸賣 

奈な 貿易商 會 


日本 截 船^ 社 (を ニを 鐵道會 社) 

.代理を 片禍苑 弟蘭會 

乘 車、 澡船 切な 並 じみ 荷物 運送 御 便利 じ 取扱 申しまず 
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シアトル ぉ 帆 (午齋 十 時) 
をら ぞ なみ 十 巧 か 八日 
あ ふ b が 化 十一月 五 a 

るん でんか (坡薄 ぉ 化) 十 巧 十 お 目 
マ 一 等埼濱 一九を 碟 

化し ば 弓ず みるん どん あは】 をぶ 巧 
ダ 一二 等 S 本が 五ぶ 弗ぎ 室 大を造 案 族 室 多な 
►御 覆資 じを リー 等截削 往な 姆符を 巧を 巧 侯 

ロスアンゼルス ぉ 帆 (午後 一二 巧) 
まじら 化 十 g 甘 四 H 
もんて びで わか 十 一 月 か 二日 

ザ 一等 谋濱ニ 1 ニ 0 巧恆 はわい みを にらみ 一至 巧 
▼择別 一二 等 日本 巧 直 十 化 巧 ►ニ 一等 日本 斤 五十 五 巧 
►ホ 港羅商 巧淺車 切巧廈 塞を 藤 入御 餘巧 ホり お 
マ紐育線 バ ナ マ 經を 0 本ちが！；？*物がち 一 圃 


雜貨 陶雜器 

ランプ 及びを 

太 洋寶易 巧 ま會被 

支 巧 巧 俄 去、 ボマ トン 


T 寧の 印刷 ど綺 巧なる 化 上げ 

時日め 迅速 ど確實 U 校正を 化 詰 


巧 刷は 紐 育 新報へ 


電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 


わ 間違^む く 新報へ 


お內西 十よ 了 目 十二を 十 階 H 
を 部 じ 於け る 邦字 言論 磯關の 

權 威、 吾が 巧 報を 讀 まの 人な し 


廣吿 は紐脊 新報へ 







巧 桐 スペシャル 


到着 

鶴 見 藏輔著 母 ニ 弗 
日本人に 偉大 あらと おば、 
をれ は肆 たる 日本 女な の 賜 
槪 である ご 云 ふ 信念み 下に 
書かれた る小說 

十月 號現 化 

改 造 
.中央 公論 

其 他 

か 桐 兄弟 蘭會 


薪 入荷 


燒 海苔 
味が 海苔 
淺 草海菩 


桑み 蘭會 

ニ 4 - EAST 芸 ih 資： 芦 V C . 

さ ミ 田. ぞ lunt ま 『 ゴ33| 丘 i 77 


チ ム 

都を じ敏 ち 急讓 b 度し I 
現を な 巧 弗 左へ 御療 譲を ぶふ 
基 早 4 害 st . Bet . 晋 & 置 Avei . 

す lepli 呈 e 呈夏 eri ち 芸 7 N 


ハウスを— バア 夫 締ま 

又 獨 を 嫌 人 じて 一人の を 
テ！ タ ケァして 吳れる 方 VJ 觸嶺 
談致 たし 麵來談 又は 電話 哇平前 
十 時ょ b 午後 五 時まで 左 当 
養 こ芭 h SU fika 夏 
TeL Bra 夏 3y 置 黄 


資- 


當會 社の 爭 業は 人類 ホ 淸上觀 くべ からざる 袁 
斯 、電氣 、雜巧 供給で 查米 一 二十 お炯じ 君るな 
四十 ニの 入會 社の 合阔會 社で あらまず、 

安| 巧 of i 呈 iapst intlus す 堅 安す 弓 ise in を is 吾 呈ミ 

產は 十億 弗 

四 年 前 千 加を 當會 社に 對 する 搜資は 今 U I 巧 
八 千 弗の お 値 ごな つて 居らます、 更に 十と 年 
前の 投資 W 今 六 万 四千 巧の 憤 値 こなつ て お b 
まず、 

幾を の ロ 本人 じて 當曾社 じ 役 貸を なし 今日 
タ大な 0 利益を 得しを も 少なから や あ b ホ 
詳細は が 組へ 御照會 あれば 懇切に 說 明の 勞 
を 執 ら」 みす、 

巧 賦册込 投資の 便法 も あらょ す 

日本 部 ホ 巧^ M ^ 

K . F 呈 A 置 呈 ~ 

Henry 广 Doh ミす & {!产_ 巧 0 ち兰 資.， N . Y - G - 
c/q Sec ミ さ 0 さ i . Tei.liaier 16 夏 


阳破器 雜貨卸 脅 

眷旧廊 脅 



け ふだ 

練 


遜を 發航 ずろ 

艦隊 歡迎 行事 

- 進水式の やうに スル^-- ご濟 むだ 

ボま 偃の 迎宴 盛况 


帝國 隊歡迎 S 况 

は 本紙 一五^よ 號 及び I 五 丸 八 
诞に速 載せ^ 通 b であるが 越隊 
入港の 変 H 巧山總 領事 化 巧 ま 催 
の 午餐を U 列席せ る 巧 村 巧々 官 

紹を 


日々 巧 後地 お拴 、鈴 木^ 册 
- W 下乘 おが ±が 出が ぶし 王ャ’ 

ィ •スタ、 テ アム K 入 b 始設 せる 

賓客 席； J； 若く や 先着み 官が補 
生が と-一^ 餘 名は- 齊に扭 立して 
一糸 ま 4 ホ擧 手の 適を むひ、 當 
n 參 化み 邦人は 一 W 脫 でて 敬 
をを おした めで 流 るん^ 人 扱を 
も嚷擁したさぅだが、 雨才の；；* 
い本壁 巧 壬べ ー グ •ム！ マ 君は 
巧 名な 署を 巧を 司み 其 他 じ 贈 
つて 得意 

豬お 大に 面目.^ 施した ご 
云 ふ。 ±耀 日 暇 巧 觀ホも 高 
をが を、 を 巧 司み 並」 を 員 諸氏 
の 溢 力，-、 都て 順調 じで 八/、 ど 


^ じを！！ んで 
ぶ スト ボイ 

J 犬で、 米 図 


巧 T し 下 ±官 兵は & 心 
居た が、 巧 曜日の ゥ 
ント 見學も 得る 所 
陸 巧 ホ官學 校のを { nj 生徒 共閱を 
まじ臨レだ野村中|!|の風貌を々 
たるに 一驚を 喫し；! を 乎で 乂國 
海軍の 好意で 挺が-^ た驅 逐鑑ォ 
ブ クス 親の 乘組員 1= 深切 懸穀を 
赖め 相-瓦」 好感を！ |?<検 した。 當 
日 おな 軍 醫の見 ドク ト がま 
居、 山 ロ 其 化 ま ij 諸氏の 東道宜 


邦樂 間が 會 

慈善 襟奏會 

十一を； =； 開 おの 答 
が 育が 樂闷 じて は： 3 本人 
會 じがて 設渔 しで おる 臺化お 偕 
お院 基を 裳 集ぶ 别委 貴を の擧じ 


寶间み 意を 表-、 ティ ラア裤 ± の 
ちめ じ該 ぶを^ 出の r 助たら し 
レべ < 慈 きお!^ 會銷摧 の 議を巧 
し 壁 じ日會 化で ちょち 日本人 會 
じ 巧げ ぁ b 间^ 幹部 じがても 其 
が 息を 該ご しすー ラ； ツボ ー 
トをなずろ£|;;^ つた のでなもじ 
準備に 舊 ホし、 ホる 十' 巧 一 日 
奏赌】 を期节 ィンタ アナ シヨ 
ナ片 'ィ クマ 心大謠 をを 借 受け S 
パ 八の 獨奏 、か奏 
十駭 おの 化 目る 選 
をを け 一人 一 巧 巧 
一とし 出來 巧る ホけ 諸經 避を 節 
約して 釉 をを 前記が 院ぶ金 ごし 
てが 附 ずる 1 ちで わるが ほ 水巧阳 
巧 曾 例を 心 十 HC 木 幡} を 延期し 
求る 十と： f 巧 ホ 招に 於て 開： 山 


ホ 線、 琴 お 一 
を 始め 舞踊 邮 
を 中で ぁる 一 


住居 巧 結婚 


が 巧 お 曾 じがて 舉巧 
披お 宴は が亭 .何 添で 
フ 。リダ 州 化に ダヮジ ニプ如 
~ 化 ホ」 がて リ本雜 巧 業を 級營し 
; おる 化 巧範驻 氏は 既 街の 如 < 居 
h 衞 ( かづ ゎ 夷人.- 贿お盤 ひ 本 
I 月 十 H 午後 一一 一時が みお 五十よ 了 
I 目 云 だ - 二十を 紐 育 H 本人 おを じ 
がて 梢 水 牧神 巧 式の T じ お赃式 
I を擧 巧し 化 お 氏み 巧を 一氏 ホ 妻 
i 並に 小阪お 么輔氏 夫妻 親元 ごし 
一て、 又 住が 氏の ぶ 同經を あで あ 


しきを 得た のでを おを く 見學の 

巨が を连ム 、ホ テ 八 •ァ 
スタ ァ の' 人 晚餐會 も 頗る 好 成 織 
を擧げ 、堤 宾會部 庭から わざ わ 
ざ鄭里 U 謝が を 委員に 發 したお 
で ホつ たが、 八日 午前 十 時 おお 
旗を 船尾に 揭 げた 遊覺 船が マン 
ッ タン 島を 周 化する じ 際して 
も バタリー の 波 ル 鶏は 黒山の か 
き 人' だか b で 景氣ょ < 、お 帆 時 
刻の 郡を で 水 巧 箱を 一覺 後を 船 
午後 ニ 時じバ タブー じ y 還 直 じ 
特別 サブ じ使乘 して。 キシ ー じ 
おき、 巧辆ア スタ ア のを 餐じ招 
われた 下 ±宫 おど おじ 活動を 樂 
いだ。 退 瘍前劇 旗 まは ラ デオコ 
ンブ U i グ { 裔峰 巧を 数 お) の邊 


歡迎 の おを 述べ 當 H の お 
客總 起立 禪 じち ヶ 化を 吹奏して 
敬意を をした。 當日 午餐 曾では 
ァ スタ ァ の宴會 部 支配人 ニ ィジ 
1 をが 『二十 餘年ホ 日本人 諸君 
の眷 顧を 得て 盾る 當 ホブ^々 鑑 
隊 乗組員 諸子を 歓迎し 得る は渝 
快で ある』 どて 歡迎 み辭を 述べ 
草 信 歡迎會 をは 『此 午餐 會は乘 
組 貴の 一 ホを 通じてを る？ £ の 
出來ね 快感を 齋らす もので 扇義 
甚だ 深を である』 と 謝 辭を陳 ベ 
お播 大尉 乘組 a 貝を 化 表して 亦 謝 
意を ました 0 - 翌 S の 午餐 會 じは 


脇 本 誠 一氏が 挨 がを 陳 ベた が經 
お侧ょ h 載 手 鑑の萬 巧が 一 化を 

記念 の爲め ホブグ じを 贈 
した。 化 日軍醫 一同は 正午 進 動 
お樂部じ閒かれむ离峰巧會ホ8|^ 
の 午餐を じ 臨み 同が 曾 支配人で 
歓迎を 長で ある 草 信せ お 氏、 

ラ ダン 氏、 西 尾、 おが、 高橋进 
一 こ 巧等陪 巧した 由で 席上 草 信 
はな 窝峰巧 ± の 带蹟を 巧 思しす I 
現代 日本 醫 あの 進 ホを 頌揚 し*^ 
十目は 乘紐員 巧 恵 b 陸して ち +j 
挺 拱の む 動单で 個々 所在 じ觀 
自適し、 一方 淺閲磐 手の 兩髓 
間の 爲め 費府 、ノー フォ！ ク 
带撫頓 、太 巧津ホ 方面ょ らお^ 
せを 問胞ら 巿內の 同胞 ご 巧を で 
て タ數じ 上らを 頓 委員は ホ々 
化の 勞を 執つ た 

市長が が 育 市を 化を— 
招待せ る 晚餐會 は 十日 夜 リイ 
グ トン 广 開かれ B 朱の 大國防 
壁 じし 梅踰 型の 大食 卓を 園* f で 
野树 司み 宫 始め 二十を 名の， j 
並に 歡迎會 側 幹部 委員長 等 
ホの 迎賓 委員長 ダ 0! バア 


て 


.替 

窝 


エ ー ランを 司會 ので じ 珍ら く 
も お 席せ る ウネ 八す アポを' で懇 
切なる 歡迎 の辭を 述べ 『コ モ 
ポ？ タン ホた る 紐 育 及び 錯^ ボ 
政當树 者の 股 中 じは A がの 異同 
區別 はない 常に 遠 ホの 貴酱 にお 


して 巧 意 ど 敬意 ィ」 を 表明す ； j 
ど 語 b ， タイ ダ 於 海軍 少路 j 
ドラム 陸軍 少將の 溃說あ 
じ 巧が 中將は 音吐 朗 々ど 缠 I 


謝 辭を陳 ベ 撤宴後 市の 招ぶ で ニ 


ウ アム スタ アダム じ 『ウ 

を觀劇 H . をを 罐の實 を擧げ I 


る 岡 本 S 太 巧新郞 のべ スト マン 
どして 鳥坦 五一 氏は 新婦の 親戚 
VJ して 立を ひ 其 他の 知ぶ タ數歯 
席 芽出度 まを 了した が、 同夜 巧 
亭河 添に 於て 盛大なる 披露 晚餐 
會を 開き 媒酌人 水み 渉 ミ 巧司會 
して 親元 始め 脈 近の 人々 を おか 
し、 小阪 氏の 歌澤 『高 砂 J 5' ー誦 
あ b 卓と 演說歐 を、 を截を 藻し 
一同 新が 新婦の 前を をが 福して 
會を巧 だた。 


な留词 胞に對 する 

中が 巧謝電 

今夏 學を見 學圃を 引率して 巧 
が ヴる前 化 諮卡中 村嘉壽 氏は 巧 
部 地 オト 巡遊 後 去る 十 H 桑 おお 
帆の n レャ見 じて 歸 朝のを じ 孰 
い C が 同地 お骚前 本社に 宛て 左 
のかき 架 おがわ つれ。 

酉を 學赌じ 街して 寄せられた 
質 社 S 巧 恼ご氣 助 ごを 衷必よ 
ら巧 謝し 且つ 貴地 间胞 諸贊じ 


』 

巧び 

最後 

潔に 


-』 


7W C 


敬愛す る 貴紙を 通じて^ 患 脚 
傳達ぁ ^た< 、を 班の も 等關 
學 化は 孰れら 旣じ H 本-」 I 义暮 
せる じが 幸 じ 御 化 意を^ ふ。 
小生は 本 H 娘 ご 共 じお^の 途 
じ 就きよ ず。 獨 筆に 臨ん 貴で 
並に巧留岡胞諸賢の健^^ご幸 
福 どを 斬る。 


紐脊 H 本 入 敎會で 

が ホ 翁 宗敎^ 

明 十 一二 H 午後 八 時ょ 巿內東 
五十よ 了 Hlh 一一 ニ 0 番^ 日本ん 
敎會に 於て 巧を 會ッ - tl / K ブイの 
i 人で わるが# が 固 炎 I のを 教雜 
話が あ 5 善 じて 巧 藤^ J 1 あ 一般 同 
胞 の參會 シ歡迎 する/ 阳。 


歡迎 雙戀錄 


練お絕 隊歡迎 をで 達しね る 其 
後の 寄附を は 左の/如し。 

お S 巧 十 おが 宛/ 镜濱 おを 銀 巧 
ミ莖 商事 會祉 


〔ブ ログ ラ厶〕 


化が 梅 琴 ニ綻、 

本 曲 湖上の 巧 都 山 流 尺八、 
菊 水 H 曲、 千鳥の 曲 琴 尺八、 が ニ蒂叟 踊、 
都のを 琴 尺八、 巧の 色贿 長哨、 I 
娘 ぉ成奇 み 汲 舞她、 六 段 ニ 一备、 


赛化馬 偕お院 あを 募集 


博 H 


邦樂慈善鑛^^會 


昭和 四 年 十一月 一 り (な 躍 ニ 
午後 八 時 n 巧附 一人 一巧 宛 

旗 所 インタ アナ シヨ ナル •八 ウス _ 

二十 四 下目 リゲブ サイド •ゾラ イブ 

キ備級 脊邦樂 同巧會 


をな 弗 日米 化 糸 
を 二十 巧 大阪每 日 新聞社 
を 十 ホ H 本 毛ぶ 貿易 
金 十 巧 宛 ま 旧 か 之 妹 尾 お 造 
五 ホ 正. 

を 五 巧 お 弓 削 誠 及 夫人 ま 田 
庄太郞 ホ 上 元治當 岡眞タ 
乂江戶 友 一 都 筑歷上 崎 
龍 雄を 河を 平 
を S 弗 宛 楠 正 信 黒木 親 之 
金 ニ 弗 入江 貫. 一 
を 一 ホ 宛が を德一 なず 之 助 
A がと 柳 一 扱 (追加) 

金 ニ 宛 永 か 福 松 
を 一巧 宛 桑 鶴巿藏 山中 時樹 
福を 和 盛 黒 W 淸藏樽 本晴吉 
A が 中 窜雄扱 
を 十 弗 巧 中窜雄 
金 五 弗 宛 梶巧お ま 岡 田 巧 富 
がぶ 勇 一 が S 原 庄巿稻 田 
が太郞 かぉ 唯輔 
を 一二 巧 宛 立 お 淺太郞 上野を 
熊 お 塔 廣志川 ト觀を 藤 
喜 H 郞源 幹) 鈴 木を 五郎 
を ニ 巧 宛 富 島 蓮 城 规山龜 五 
郎 エ藤暮 一二郎が 地 智季辟 
旧 中 巧 巧 高 橋 陸 助 西 十二 
階 樓原武 ト韶善 ま淸水 
幸 蹈郞乂 山地 富-岩 崎 媛 太 
が 極 ホ 敏ニ 
A 巧國 旅館 あ 
金 二十 五弗淸 水を ボ 
を 十 弗 宛 野崎豊 一二 網 中 新】 
をを 雍猪旧 巧 右 衛巧前 野 S 
之 透か 藤 一二郎； ホ 川 治 ニ一祕 
兒玉 太郞武 ぉが 巧 黒 田 ぁ 
一 かか 略 操 轉野本 野~ 
郞野ロ 勇 お 瀬 誠 一郞麗 
巧 お 藏黒巧 源 ニ 强巧良 一 
金云乘 .宛 牛 A お金 策を々 木 
信 廣河本 友み 郞を鄕 


な 人 が 人 


奥材あ 太郎巧 日本 綿花が ま 
會 社が 育ま 店長、 最近 ニ ゥ日ン 

瓜 巧プタ クス 夕 了 •タン I ス 

Sr 呈貧二 erra を 十お番 じ轉寓 せる 
を。 おし 電話は 從前 のか < ユゥ 
シユ 八と 八 八 0 番 C 
♦鈴 木 益 S 氏 巧 息 前年 S 菱銀 
巧 紐 宵 ま 店長た もし 同氏け 爾後 
上海 じな 勤、 今软 ロ 巧 政 溝 氏 i 
をを 東を 本店に 歸 化せる 實化巧 
五日 かを なて 入信が あつた。 

® 貞廣葉 S 郞 氏神 榮ホ糸 巧 式 
會 おお 張 所長、 ホん 同伴 去る 九 
H 巧發歸 朝。 

度る 松 一二 邮氏化 お道化 幌 ホを 
隣會 創ぶ 者、 太华が 沿岸を 經て 
化 程 巧が。 


日本 巧タ— ル 


本局 締が當 日 午後と 
時 H 曜ど化 H は 四時 

レス. •カナダ 『ゲ アンク 


—ゲァ — 】 十二 H 0 

フ レシ テント •モン ロ！ 〔フ 

ブス n 〕 十 S 日。 

フン シ テント •タフト 「シア 

トグ】 靜岡化 〔巧〕 十四日。 


貸 室 養 所ゥは S 


ブ ー シ ヨンの 巧く じて 貫 身の 家 
同様 爐慮 なく 化み & 化 Ar い 新 
r パ— トィ ントバ ウス、'； 銀 巧 員 
或は 會 社員の 御 ホに 貸， したし。 
電話 じて お 九 時ょ b ± l 時の 間 
じ 抑 願 ひします 0 

TeU 呈 si ミ宙 B 7 


.み^^ 产 A - . .. 
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m 
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Akawo 在 （To リ 1L 化， 
295 巧れ h A ▼ も， 

TeL Caledonia 975S-5 を 

が 倉 装な 綻辕株 巧會な 
Kat&ku 化 在 Co., Ltd., 
200 Ma ぶ son Avenue 
Tei- A 化 ! and 45 が - 4546 

1C. Mikhnol :。 

Mikim が 〇 PcarU 

535 Fi れ h Avetm, 
TcL.Vand が b 化 2519 

大倉 なお 巧 ま 巧 
Okura 在 Co" 

30 Cliurch S し 
Teh Cortlandt 2292-93-94 

H 共が ま會お 
巧理巧 
巧# 巧 さ 
120 わ M か 化 ! l.if.C. Te! . わ 加 r 巧 84 
Factory: 35-10 36th ive., L. 1. Ciiy 

巧雜を 賊會ぉ 
Asano Bussan v^mpany 

Room 801-805 
. 1 6 5 Broadway 
Tel. Corilandt 8047-8052 

Gosho Corporation ， 
Silk !mpo け ers) 

が East 84th Street 
T«L Ashiand が 的-お 

Gosho Co., !nc 。 

レ 0 け on Expo け •け 
60 Beaver S レ 
Tc! Bowlinsr Green 8K>6 •り e 

« 巧拥 株 ホを を 
は 育 事み 巧 

South Manchuria 化 R. Co., 

Room 202 ら CanacUui Pacific BM ダ . 
342 Madi，on Ave* 

TeL Vand«rbiU 4133 

己 井み ま贼會 を 
な 巧 ま 巧 
M お 山 & Co., 

65 Broadway, 

Tel, Bowling Green 7520 

みま 曾 * fc 若 井 巧な 
組ち お 張 巧 
Iwai 在 Co., Ltd, 

Wooiwo け h B 山 Idin も 
Te! • 巧 わ Roy が 60 ぶ 1 ぶ 2 

ミ菱巧 妻な ま會を 
な 育 支店 
IVIitsubishi Shoji Kaisha 
(MitAubishi Co^ Ltd.) 
120 Broadw 巧 
TeL Rector 2560-2S64 

大胶 朝日 ニ 東京 朝 后 
恒川 巧 
Osaka Asahl 

The New "i ork Times Annex 
Tel. Lackawa 凸 na 1000 

日本 お 巧 紛會化 
化 巧 支 巧 

Japan Cotton Trading ： Co.. Ltd., 
2 Pairk Areuu*, 

T*L L«xin が on 8787 

a 本 生糸 巧 ま會化 
短 育まぶ 
SIPP0K KI-IT0 IAISIU, IT0 

I.WO Park Avenue 
T ぺ . Ashland 5320 

巧を 名會な 
化 巧 ホな 
Heira 在 Co., 

4 が Fourth A ve ， 
Tel. Cal«doma 7830-35 

曰 ホを 糸が まを 社 
紐 巧 ま 巧 
fi! 排 ! -BB 郎巧 K& 郎 SHW mi が A 
が IC 排 ぶ £1 の rro CO, LTD.) 
1 Park Avenue 
て el ， A*Wand 6246«47*4 江 4 か 

大巧 毎日 二な 巧 曰 H 
お 木 H 巧 
0，alca Maini 油 ミ 
Room 306A 'World Bui 陆 Tig 
Tel. Beekman 4259 









反將の 討伐 令發布 

ま 京 特電 十四日 薄 = おか 巧將 をは 再び おぶ 辟 お 軍の 討伐 命 
をを をして 带事巧 動を 化る じ 巧ら 支那の 前を すを ごなる。 


上 お 特電 十 I 二日 發 。ニユ 3 — 
ク •タ井 ムス 紙】- h 上がの 支那 
人 おわを にを 那じ 巧び 戰雲 動き 
我 兵を 巧 ご' 表面は 装 はれを の實 
軍事 叟じ 

補充 すべきと モ巧 巧の ホ 
稱 引受 方を 誤 じ 込まれて 超る が 
農に 媽玉祥 お 軍は 南を じな 旗を 
端した 陈 氏の I 派は 動热 期に 於 
る 内 かの 惜 をはを の賓 めじ 巧せ 
ずど聲 明した 顆 係ら あるので 前 
途じ不 をを 威 じて おる が、 巧 力 
ちの お 測す る 所 じ 化れば 上海 銀 
巧が 過去に 於て 南 巧 政猜を 援助 
しじ 貨朋 けは 邑额じ 達して 居る 
ので わるから 內乱 じして を 支が 
じ 波ぶ せ やして】 がに 止る 限ら 
相當 軍事 婪を 援助す るで をら ぅ 
どを て 居る、 南を 側では 今回の 
動 化を 目ず る じ。 シア 共を 務ょ 
b が お 的む 援助を まけて 居る ご 
稱 して 居る が、 一 股 的 じは 今 あ 
をを の 

み 子 W 獨玉屏 のみなら 中 
械端じ 過を 派 どがず 派が 提携し 
て 居る 網 保 上を の ロ宫を 左程 じ 
重を 視 して 居ない、 而 して 今 国 
の 革 か 騒ぎ じ對し 南を な 府侧で 
は 『これ 裁を じ 反 街す る 諸 おが 
ち 己 S - 势 力を 飽迄も 雄 持 せんご 
する 利己的 お 也から まじた もの 
である」 ご稱 する じ 巧し をみ 派 
では 『おか 石の 栽を は單じ 自己 
の 勢力 範圍を 維持し 他の ま將の 
勢力を 失墜せ しむべき 裁 おじ 過 
ぎ い」 ど斷 じて 居る が、 今 目 
の ごころ 巧 派の 勢力は 勒陣じ 止 
6 ちが 一流 S 宣傅 でな 方 人民を 
をはし つ i ある もの ミか< でを 


絕の 最中で あ 
が 無一文の 際 _ 


ベ < を 化 じ 一瓦ト て 動員し つ/' あ 
るが、 今回の^ をは 塞 そ 固を 斷 
P 南京 政府の が 政 
L ： 突缓 した もの だ 
け じを の 前途で 極めて 不 をに 稲 
も時唁 を擒收 する 道は】 じ 藤 か 
おの 辭職 をる 一の み ミ 見られて 居 
るが、 過去に 眼て 屢 々巧 機の 意 


を ほのめかし I 
事 錢じ教 して i 


反 南京 政府 派 提携して 革命 

H 漢 ロ，、 一 お 平に 獨立 政府を 樹立ず ろか H 

上 お 十四日を ぃ-リ 反 南 巧 か 巧 派' じ ま 那も邮 じで b てを みを 険 謀し 居 t 閒錫山 おおは 化ず 餐を取 
して 巧么议 おを 樹立すべく おか 石將 軍は を ひは だ 戰上漢 ロを を搶 てる かも 知れない。 

せ や 地ぶ 軍の みを 編 遣 するどて 
胳 氏のを 柿の 濁 哉 巧爲を 非難し 
た 上、 景をじ 「威信 化 r 墜 ちた' 
現 お 巧 政府を 信頼せ ず、 我等は 
擧 つてが 化銘 巧の 細 固を 傲迎す 
る』 ごい ふじ あるを は廣 ちじ 巧 
をに 到達され た ごのを であるが 
嚴 重に 發 おを 禁 化されて ゐ を、 
もし これが 

事實 ど すれば あるひは 右 
諸將化 提携は 謠 言の 域を 脫 し， 

ぶ 外に 早く 具体化す るか も 知れ 
ない、 西 山が や陳を 巧、 顧を 余 
皮ら の 左派 t これに 應じ 八せ 飛 
麵を なしつ {あら か、 かく 意 か 
じ 早く 表面化 せんごず る じ まつ 
たのは 今回の 編 遣を 債の 不首尾 
で おか 石 氏の オ城 たる 浙江 財閲 
じ惱 みを 與 へむ をの 隙」 乘じ急 
速な 聯强 成な じ 成功し わ もの £ 
思 はれる 廣東 方面で も 許崇智 K 
舊 部： トご李 福が 氏を び 白 崇猜、 
李宗仁 氏ら の 舊褒西 派の 聯盟が 
ち、 廣を 省を 府 主席 陳銘樞 氏 及 
び 廣西省 政府 ま 席 癒 かが 巧の 追 
出し 許 蕾が 成つ たご傳 へられて 
ゐ る、 かくん 如 （帘化 柏 應じも 
はや 反蔣 

形勢 は 勘 かし 難い ものが 
あ- ゥ 、南 化 いづれ ょら わ 再びす 
幸なる 戰 親が 勃 あせねば お （ま 
いご 憂慮され てゐ る、 蔣 かお 氏 
はま だ 軍隊の 力で お抗出 ホる も 
のど 信じ、 津浦線 巧 段 じを 力を 
集中し はじめ 直系の 楊 巧 軍を 引 
線き 某 ホ 面 じ移耻 せしめ、 渥 寧 
線】 帶 じあつ たモ 策、 朱 紹を譚 
道 源氏 等の 諸 軍は 津滿 線に 移動 
を 開始し じ、 をのた め 南京 L 海 
間 要人の 往ホ繁 < 、蒋氏 夫人を 
美點女 おは 神 策巧驛 から 上海 じ 
逃げ 歸 り、 財が 部長 宋子文 氏 も 
南を じ滯 化して をに 上海 じ y つ 
た、 ょた ホお武 巧は 巧を を ま 扇 
のた め 監禁され た、 をの 化鹿鍾 
麟 、お 福祥、 薛篤弼 氏ら 西 化 系 
要ん は 鹿 鍾麟氏 宅で 秘密 會議を 
蘭いた こごを 探知され これ また 


たお かお も 今回の 
一け 自殺す る ぁを 命 
を 看過ず る篮 けで V , 稱 してを の 
態度 強硬を 蟲 めつ i ぁるが を か 
派の ホ 張す を _ 巧は 綱が 轰亂 しし 
て 彼等が 錢ム た宣旨 書に 依れば 
おか 石は 現 連で 就、 なな 巧每巧 

一 舅 巧の 

大金 ^ 一 自己の 豐用 ごして 
図 庫ょ ち 引'^ し 過去 ニを じ 互る 
を 潰の 發巧 ft は 四 億 弗の 居 額に 
達する も 一 般國 民は これが 化を 
じ 就て 巧 樂| 知る 巧な しご 稱 しな 
孫义 氏は 疆 民の 爲 めの 國 家を ホ 
義 どした が蔣か 石は 國 をを おを 
i て 居る 一 y 難 攻擊し 今回の 革 
命じ 參加卡 べき 巧 力は 四十 方 ご 
豪語して； 朽 る。 

が 化^-^ 看板 じ 

棠 I 命 宣言 

' I 諸將が 提携して 

今 画み ミ 服を 命骚 ぎは を昌じ 
於る 發奎 巧の 獨立 宣言を き 
つか jsi にお、 園、 新 舊廣西 派 
め 植弦巧 動 ごなら 遂に 簡錫山 
狠 Hits ' 唐ホ智 、'み 培德 、張 
發ぶ I 、 な 良 誠、 お 皆 元、 方 振 

一 i 活動 £ な つわもので 


を 宣言して を 省に 遮 
范 しで 內 をは 先 じ おか 石 氏が 募 
集した 縮 遣を 債 置 千万 ザの 使途 
不明なる をな 装し 露支紛 ずを 生 
な ホ 轉權を 喪失し 図 或を 墜 した 


化 半 【聯 を】 十 I 二日 疆 U 南京 
政が じ對 するな 將 である 閣錫山 
とおぶ 祥將 巧は を々 

提携 しておか巧をなおす一るを^^り、 中夾をの編遣を實巧~嚴重じ巧動を監視されてゐる。 


大紐育 

I 九 ニ 九 年 版 y 近く 發巧 

本を がさに 絕篆を 巧いた しました 「大が 育 J は、 幸 ひじして 
江湖の 湧 （がかき 巧 巧を 巧し、 を じを がー 孤 残ら や資 切れ ごな 
> ました、 化て 本 化は 游 一版の 內容 をを ながた じし、 頁が を も 
お 加した 千 化な サ化年 版を 新 じを 巧ず る こご t な b ましむ、 正 
確 じして をつ おらし い 統計 < 事 貪を 基礎 じして、 則々 挺 化する I 
巧が 『大が 育 J の眞 相を 傳 ふる じ 遺が なき こごを 巧して 居 > ま I 
す。 尙 はを 憤は I 

豫約 申を 者に 限 4 て I 

特 煩と 十五 仙 一 

發刊 後の 御 購買には I 

を 價金一 弗 I 

£ 致しました、 速 かじを 巧 海中 込みを ホ 望いた します。 j 

十覃香 雜育 新報 社 I 


軍縮 會 議^ 回答 閣議に 上程 

H 比 速の 懦 をは 豫備 交渉で 極力ち 張ず る = 

をみ 特笔 十五 日を = を 縮 倉 議じ掛 r る 巧 固の 回答は 本日の 閣議 じ 上程され たが、 間 題の 比を 
と荆叟 ホは 豫 楠を がで 挽 力よ 張し 正 答 じは 觸れ ホ、 回答の 內容は 日本は 世を のい かなる 風に 
も 威 脅を おへ ざ もど おじ 外 越ょ 5 威^? れ ざる 海軍 力を 保 おし、 化を の 恒久的 平 か 維持の 徹をご 
固；； 負 擔の輕 減を ホめ て軍媳 制限 じ^す る閱 民の あ 養を カ說 しこの ホ 張を 實 現す る爲 めじ 巧义協 
を ょらが ほ 化を なる 軍備 じ 同意ず る ミを 力説 しれもの であると。 

東京 特重 十四日を = 前總理 若概； k 巧郞 氏は 潰 ロ 首相 自身の 懇請 じ 化ち 軍縮 會謠の 日本 ま おを 
懼 たる i をを 諾 したが おを 大將 軍； iWJ 滋官を 保淸補 氏は 頰閔 ごして 若が 全權 ょら も先發 して 下を 
がじ從 単す ベ （名を 崖 じがる 東お卡 '州 民 ほ 黨大會 の お h 攒ロ總 裁は 軍 髓食議 じ 就ても 言及し、 

; 『わ が 政府は 何 處の菌 を も 威を せ や、 _ どの 國 から も 威 脅され n こどを 巧 則 ごして 軍備制限 わら 軍 
_ 備 縮々 へ 邁進 せんごす、 而 してを 菜^ 達は 軍縮 じ 化る を輸 解禁 後に 實 現し 得る こごを 期 持す る」 

一 ご 述べた、 がは 輿 米の 協定 あ b ごな^ば 巧が 造船所は 昭化 十二 一年までを 年 孕 均と 千曠 しか 建造 ド 


■■ lil ■■ 
ミ. Vi- > 


ぉ ホず 鲜 底ぶ も 巧 か 0 狀 おじ 粒 
かれる で わらぅ と 0 

要 巧を 斥けげ 

會議脫 退， 

a 本 海軍 當局决 意 
東京 特電 十四日 發 【ヘラルド 
トリ ビ ユン 紙】 hH 本の 軍縮 會 
諸じ對 する 回答 此 外務、 海軍 兩 
省で 起を し 明日の 閣 幾に 上 巧す 
ベく、 瞄 溢で 偽 寶の上 陛下の 御 
裁 巧を 仰ぐ こど！ U つて 居る が 
圆 容の內 をは H 本の 位最を 明白 
として これを を諾 する も 比率 問 
題 じな 觸に G い 模様で ぁる、 而 
してを 權な 一人で ぁるが 部 海 化 
は 日本の |^ホ に 就て 左の か <說 
明し ち I 

U 本の 一 带學： する ものは R 本の 
國 巧を jW ふして 外國の 威を を 
受け ざ どみ じ、 外國じ 威を 
を おへさる 梟み 限 巧に 於ら 海 
軍 力の 巧が じして この 円 的に 
達する おめ U 本 どして は巡洋 
艦ぶ び^ 逐 艦々 はァゾ 9 力の 
夫れ'」 巧し 絕 おじと 割の 力を 
要求ず i る、 而 して H 本は 軍縮 
の 意義 了完ム ずるには 化を を 


る W 信 中る、 我等は 英 がに 掛 
し 日本の 海軍 力 比率が で 位 じ 
歴 かれる こ ご じ 向て 巧が 憤激 
を 故 やる もので ない、 おし 斯 
る 比率は 斷 じて ホ 闕の两 防を 
が 証すべき 遥 々限度 3 古 のら 
ので あつて はなら « 、-の ホ 
針は ホ 園の ぃづれ の ぉ 午 巧 
巧を 巧 じて な 义ず變 S を 巧で 
ぁる、 我等は 來 るべき-五 國留 
證の 前途が ホ 巧 ぁる 會遙 たる 
べき i を熱聲 する 
と 述べた。 

佛伊參 加 

闡務 挺官 が言附 

ワシントン 十四日 發 ：= 巧 もべ 
き 軍縮 會議の 召集 じ對 して っ ラ 
ンス 及び ィタ ブ 1 政府は ァ：グ 
ロサ クソン 國 あが 一 健の 间地翻 
巧を 結びて 化の 海軍 國を壓 5 す 
るかの 如く 思考し 猶疑 しつ i あ 
つた 爲め 國務 長官 X チム ソンを 
は囊 にを をされ じ フーゲ て* 
マク ドナ グド 氏の 共同 聲邮 書を 
更ら じ釋明 I 、 

英米 巧國 はお ホ 平和 確 阳の爲 
めじ 協力す る こどは 勿み であ 





練習 艦隊 お 育 お 港 ニ當リ 化留间 胞を拉 ニ掛シ 隊員 一巧 ヲ化ま 
シ 、を ニ 深甚 ナ^ 謝意 ヲ表シ マス。 

貴地任^中阿胞を位ノ熱誠溢八グ許リノ御歓迎ヲをケタグ豐 
外ノ化 I を デ r リ 乗員 一同を 必 ヨリ 威 謝 シツツ アリ マス、 時 三 
『ホブ ア スタ』 ノ大歡 迎會並 ニ乘員 一同 ザ 巧 巧を 所 御 盤 切 
ナ少巧 ~ 巧ヲ辱 フシ タ 八' 一同 ノ麽八 八 ヲ得ザ 八 所 デ アブ マス。 
貴地 磯！ 在中 一同 ガ渝快 ニ 有益 ニ 遇 シ萬窜 順調 ユ 終始 シ得 タグ 
V 是喧ニ 御-岡 ノ 激誠ノ 御蔭 デア 9 殊 ュ歡迎 委員す 眠 不化ノ 
御 親^に 毁 シブ パ 違 ニ 感謝 ノ辞ヲ 見 お スニ苦 シムみ 禁デ アリ 
ス 义ホ 圏官ぉ側 9 ブ モ 磁メ ブ獻必ナ ^歓迎ヲ受ケ マ シ タ特 ニ 
盛乂 ナ^ 宴 會ヲ摧 フシ 宴を 餐視 總監ヲ シブ^ 數ブを 盾 


ホを 


叮喀 +1 

シブ ム 


案み セ シメ 『ホブ^ •ア スタ』 パ 下 ±官 兵を 部ヲ ニで 二直。 


深 ク^ 位 ノお發 展ュ對 シ敬窓 ヲをス < ト共ュ 益々 將 巧/御 隆 
昌ヲ 祗リ マス。 


昭振四 年 十 巧 十二 日 


八 午 食 ニ 招诗シ 『。キ シ！』 モ亦下 ±官 ちを が ヲ招绿 
レ マシタ 之 同胞を 位 ガタ年 御 努力 ノ 反映 ナ^ヲ 思ヒ 


野が 練習 艦 嫁 司令 侍 


國 が^ 軍 力を 物質的 じ戚 おし 
なけ 心 ばなら ね ど 信ずる 
而 して 69^ 事 參講官 會證の 結果 潜 
水艦の^4止じぉて日本は絕對じ 
國巧上 必要で をを 現 巧のと 巧囉 
縮少 じは 一-極力 反對 ずべ く 海軍省 
としては これ 等の 要求を 容れず 
んば會 諮の 瞬 退 も 政て 辭せざ も 
ベく 巧 意—- たもの} かく、 日本 
のかき を砸 離の 沿岸 防備 じ 向て 
比轉 的經豐 のまい この 補 絕艇の 
保が は 必要で ぁ 6 時 じこれ 等の 
武器は かしてな 勢 的で ない ごま 
張して 居 も。 

首相 演說 

名 古 塵め 大會で 
まま 【聯合】 十一 二日 發 == 首 化 
お ロ 雄 幸 巧 d 本日 么古屋 じがる 
民政 黨大 をの 席上 じて 軍縮 會議 
じ 言及し、 - 
日本 攻府は ホるべき が 軍會畿 
が 單じ觸 限に 化ら や 縮々 を實 
現す る じ 至るべき こどを 切绍 
する もめで をる、 蘿 しこれ じ 
依らて 世界平和 確保の 精神を 
實巧 化する ごみ じ 画 民の 負擔 
を 輕嫉し 得べき 唯一の 途 であ 


この 街 突で 獲 化され 五' 白人の 將 
卒は溺 巧した もの i かく n シア 
側の 損害ち 大きい ど。 

上が 十四日 澄 = 奉 天 方面 ょら 
傅は らツ i ある 報道に 依れば ま 
S 堪 政府と 南京 巧が のな 目は 化 
がごして 解け や、 今や 支那を 地 
じ內 就が タ發 ずるの 化が わるの 
で この 際を 天な が どして はち 京 
政府 ごは を 離して を 支鐵道 問題 
を 解 巧ず る 决必を 固め たらしく 
をの 結 おごして 奉 天 巧府は 巧び 
南 巧ょ b 反目して 獨 々する でを 
らぅ ど瞄ら れてゐ る。 

關稅 案論戰 

魔げ 證會 通過 おし 
ワシントン 十四日を U 上院に 
が る 關棵案討諮 の 成巧 お ま黨 
ご 其 か黨進 ホを の 提携 固 （この 
を ご 巧けば 臨時 講を S 通過は 到 
底 固 難なる ベく ホ 期 本 議會じ 遇 
附 される もの ご すれば 上下 兩院 
の 選 擧戰を 削 じして 巧 巧の 引 上 
ザ 案は お 時 葬られる 形勢 じある 
めで 與黨 測は 必死 どなち 
: 本 H 上院の 財が 委員長 マ' ムー 
.ト 氏は 領釉 7 ト ソン 巧ピ 共に 
ちま 驚の 領補 。ビンソン 巧び 


が 政を 員 シモンズ 巧 ごを 見し 
今後， ぃ歲事 進 巧に 就て 野黨の 
誌 解を ホめ たる も 民ホ黨 ごし 
ては 典 藻： a , 大統領の 闕稅 伸縮 
權能 案を この 隙 撒 回しない 限 
b 說 解に 應 やろ こどは 化 巧な 
いじ 吿げて 結局 もの じなら や 
一方 おか 黨おホ 系 も 明日 議員 食 
謠 をが 集す るで ホら ぅが、 大統 
領の挪 縮權じ 就て は 民 ま 黨じ等 
しく 絕掛じ 反 勤して ゐ るから 到 
底 これに 應 せざる ベ （、一 ホ 下 
なは 大統 巧の 權 能を 化 持して 居 
る W で議 をの 形勢は 愈々 混滩ご 
。つて 居る が、 

み 日の 議會 でス ムート 氏は ボ 
ラ I 氏 一派が 關 截證爵 S 議事 
進 巧を 妨害し つ i ある £ は 極 
をて 不 都を である V ; 詰つ わる 
じ對 L 、 ボラ I 氏は 却て 今 B 
與 黨が提 おして 居る 關稅 まは 
フ ー ゲァー 氏の 臨時 讓會を お 
集した 目的に 反した もので、 
これを 修ぶ する こどは 輿黨ど 
しての 義務で ある 
ご 論難を 加へ 與黨の 同を 討を 演 
じて 准る 位で あるから まの 前途 
はこ； P 等の 形勢 よら-) て 愈々 す 
ま W 子って 居る。 


本社 東京 特電 


(紫 お巧轉 載〕 


をが、 兩 國は斷 じて 軍 f 的 じ 
同盟し 0 てを の 目的 じ！！ 出す 
る 意志は U い 

ご發 おし、 爾ホ當 地 じ 註 いすを 
細が 兩國 大使 ご屢 々會見 I つ i 
ぁつたが、 本 H 国務長官* 庸國 
大使 ごの 食 見 じ 就て、 

隔盧 。き 討 證を經 た 結な 吳米 
同盟 等 ごい ふ 猜疑 も 晴れ^ か 
ら兩齒 が 府 はを らくを 教 ."な 
ら ずして 會證 じ參加 ホを V 答 
ずるで をら ぅ 

ど 言明し、 兩國の 參加も 踏‘ 1 C 
無條 件で をら ぅど 信せ & れ^ 居 
るが 恃じ フランス 首相 プ '.ブ マン 
巧が 參加 方の 快諾を 暗示 t で 5 
るので 英米 兩圓 政府 も 五 國廣？ 
の 召集に 掛 する 障審は 一 おさげ 
たものと 信じて 居る。 

露 支 衝突 

支那 施 艦を 擊沈 

ロンドン 十四日 發 n を j 入を、 I 
。 ィテ人電報じのれば nijv ァ里 
は 昨 H 黒 龍 ロの 沿岸 ラ パ I ンス 方- 
を 占領した こごは を 報じ 化 b て 
確認され じが S 隻 のま 那楓 おは 


豫算 の大緊 箭發揮 

一十 五日】 昭 かお 年度 本銭算 、大藏 " jp まは 十 あ 億 八 千万 內外 
C 该 漬ホ發 わの 大緊输 振らで ある。 一 

京都 電燈 疑獄 攒大 

【十五 日】 を 都 軍燈醜 事が は 急 轉しゴ 数 H 中 じ 前 政務 宫某巧 


む嘆轉 あるべく 京荀叢 燈會赴 重役 巧 姐 
或る 高官 じ 六十 方圓 贈賄の 確證 をる 傍 j 


、鹿 山を 等は 前 巧閱の 
十四日を じ收證 されね 


巧 外資 金 急 Lt 增加 

〔十 直 日】 化 外 正貨の パ。 ィ タ ー わ 一る 日本銀行の 巧 理巧勘 
をは 前 過ょ b ニー モガ 圓增の I 憶と 千 五で 方圓 ごなら 十 ミケ 巧 
振な の最岛 記錄を 示した が 右は 政 巧 筋 _ p 買 入れ 爲替の 期限 掛 
ホで な 外資を じ 振ら 返 へられし を 物語 ものである。 

藏巧 解禁 期を 言明 

〔十四日】 井上 藏 相は 『ホ 年 一が で 期嚴到 ホの 英貨 四 巧 利 債 
ニ 億 一二 千万 借換 B 前 じ 解禁 必要』 と 言 萌した、 を じがつ て 解 
禁 時期は ホ 年と ザが である こご 確實ど a る。 

〔十 I 二日】 をを 利を 使 ど 王正廷 
巧 どは 十日 條約 改正で 相談の 
ため ニ時瞄 0 上曾議 した。 

米買換 十ぶ 方 お 

【十 I 二日】 農が 省は 十五 方 石の 
ホ 買 梅 b をみ をした。 

異型 血液 輸血 法 

〔十一 二日】 を澤醫 科大學 敎授を 
化 助 巧 ± は 型の 異 つじ 血液の 
輸血 ホを 發 巧した。 

某 敕選近 ^ な 喚 

【十 I 二日〕 願 巧の 有名な 實業家 
で 賴選護 員で ある 某氏は 近 < 
資動樂 件の ため 召樊 されん ど 

手形 交換 新記錄 

門 十 I 二日】 九月 中の 手 あを 換高 
は 四十 四 億で を觀恐 おを の最 
化 新 記錄を 示しむ 0 

巧 國債頓 じ 減少 

〔十 I 二百】 化 月末の か國憤 十四 
億 五 モ百廿 九 巧 一千 圓 、內國 
潰は 四十 四 億 I ニモ 四な 六十 巧 
一二 千 卸で 前 巧よ b 四な 六十 五 


官吏の 减俸决 を 

〔十五 日】 亩圓投 上の 丹收 ぁる 
を史 全部に ホ牟 から 一割 减痒 
を 閣議 じて 决を した。 

絲績 操短 論ち 因 

【十五 日】 計 蕾 中途の 新設 健 お 
化 S 巧 五 千 じ も 達して 居る が 
么 がが 績 操短 論のを つむ ホ お 
• y お 因 だく。 

輸ぉ 補償 案 研究 

【十五 日】 画 陈貸巧 審議を 員會 

は甫 ホ、 南アフリカ、 バ ホ 力 

ン 半島への 輸 化の 辄償 案を 研 
兜 中で をる。 

米が 六 千万の 巧 

一: 十五 日】 十一 巧の ホ巧豫 おは 
ホモで 巧を 鞠る らしい。 

絲績 操短 論援頭 

〔十四日】 が蹟 操— 持ち 上る 
充巧 糸な どは 城 算剌れ の惧れ 
あら W 0 

條約改 f 相談 


万の 千捆な である。 

ニュ I ョ ！ ク 春 巧 

♦かて 過 ま-週 巧、 だ留 巧- 
を 喜ばし、 忙 おせしめた 練習 W 
隊も+ 曜日 じは ホ 帆、 巧 お ホー 
は 一寸 練習 處 隊を當 化じ迎 へ， 
るは あるまい ごか 
♦婚 除旋あ 中、 川柳 子の 眼 一 
映 じ わ雜觀 はこん な もの、 

商 買は 留守る 巧 じ 眼 4. 廻し、 
大槪 降誕を 時の 雜 踏に 恐れな い 
人で も、 今度を 頭のを 通 整理 一 
け 股を 迴 したら しい 0 
ぶ 達の 棲に 閣下の 手を 握ら、 
巧が 司み 官 はか 才 のない 武人、 
別に 右ず じは 毒藥も 盛つ てい t 
いし、 を 巧 もつ いて 居ない/」 も 
るので 巧ぅな つた 譯。 

兎も角ら な < てなら ない 顔,^ 
なら、 

今まで 化 間が 窓れ て 居た この 姑 
のつ びけ ならない 歡迎 巧を 
の 運用から 兎も角も 認められ ゎ 
お稱 モス。 

をの 徽章 胸ょ b 鼻へ 掛 たが h 
委員の 劇 章 じみた バッ デが 兎を 
軍 渡の 內 外で 幅を 利かし ね、 基 
じかけ たいの も 無理は ない、 け 
れ共 この 動 章を ぶら ドげ ての 拒 
頭の 喧雖は 醜い もので ホつ た。 

自動 卓の 乗手 じ鐵 者の 眼光 h 
誰が 乗つ て吳れ るの かな、 なか 
は 司令官さんでも ど、 云つ たを 
な 顔を した 人ら あつた、 但し タ 
クシ ィで はない、 ブラィ ゲ で 
ト 力— の 待まで ある。 

を 共 ゎ犧牲 でず ょご 揉 手 云 ひ 
にしく つたつ て 軍 渡の 爲 めで- 
ァ 、.この 泣の こ £ は ご 揉 手を し 
て盃を 握つ た 人の 顏。 

寫眞 撮る 時は 金モ I ^ の 傍 じ 
寄 b 、. ，..f 

を隊 さんを 慰めて 居ても いざ 寫 
眞 ごなる ごを モ！ グの將 校の 傍 
へ 集つ て ホる、 人間 虛を じを こ 
がる i は 平 化の 眞理 化。 

挺キ やら 敬 禮わ辭 儀 ごつ ち や 


奇か官 を 訪問した を 員 一巧の 
I 天、 司々 官じ擾 手を しやぅ どす 
えど 司令官は 擧 手の 敬體 をして 
るので、 あわて！ 自 かも 敬廬を 
じかけ て 結 時 おお 儀し わ、 アソ 
マ々 じ 永く 居たくない もの。 

阿 事 も バン サ ィ殿わ ものを 

I 言义 

ネ度化 黯隊が バン ザィ をめ にを 
つたこ ごは 珍ら しい、 歓迎宴の 
パン ザィ から アト ホ ー ム 、見送 
4 の バンダィ がら、 見送 船から 
眠 I におて 『巧々 兵曹長で 歲 J の 
聲を 絞る 男が あるか ど 思へ ば、 
壽 司を 質 ふじ も 一が 頂戴に も パ 
ン チヤ） ィで濟 ます 外 威人が あ 
つた、 若し 夫れ ザ极 じへ たばつ 
た をれ しやら しい 白 婦人の バン 
ザ ー ィじ まらて は 沙汰の 限り。 
軍縮で 盃 までが みさくな 6、 
器 偽の 風で ビ ー グの 雨を らし 
巧 縮、 毁 縮は 當 世の ホ 巧 語 ご あ 
つて、 艦 巧の 響應ら 日本酒は 小 
さ を ご 限られ、 盛ん じビ ー グ 
の 满が持 出される、 大型 カップ 
のみ 酒が 小型 湿に 軍縮した 譯、 
をれ ご 酒を 等 も S ばい 目 じは を 
つ ご 手を 巧ず で こる か、 

この わ 客 S ぶい 目には まを 伸 
ばし* 





Dr ‘ M . MAISE し 

1 巧 E . 巧 化 化，！! 州 York 
( Bd . 3 rd む e . & Irvi 巧 Pbce ) 


T.CTAKAMImd. 

176 む あ b がが d St. §r 如 k 柄 
相 . Suffl 細 お！ id 巧 n 


F. MU 反 反 AY HiLL CO. !nc. 

巧な 化 i 綿 卽巧觀 
お a 证 8144 巧 巧む が おお 

TbL 8〇础!1 を 4 reen がが がが 



The Japanese v^hnstian Associauon 

が 3 W . !43 ni 化 S がな rk C ; i も 了 d Bra 加 u 巧 t 削が 

會道獲 软辖基 人 本日 


M.Yamaguchi, m . d . 
70 Seaman A 巧。 

Tel . Uiraine が 34 


K . iWAMOTO , MD . 

114 W . 70 比 S *. 

Tc !. Tr & faig が 0352 


The Japanese Christian Inst. Inc. 
リ 8-330 E. 57化 化 N 机 ( む rlc (% 巧 加 も 化 a が 巧 

1 T あ 音 業 X お ' 自营 ■お 


便け 载 巧が を ± 

を曾键 占ん、 宿 .ホ谣 
計 員敕罢 全な :; 化; お 
る 度 巧 I 置、一 
びの 漂靈旅 

を 課 巧 巧を 
頁を 英 觀 ま 
のをな ホ 巧 


木 日 
巧 战巧其 度, 


化； 巧 語が 拜臘血 

夏を i 戚 i 

事； を 午を 巧 ム硏 


I を ま 

巧 — - 

を 午を B 夕 * 
な ; タ 又を II タタと％ 
八は ニ 八 八 持 お 
時 巧 時時 牢午 


お ; 

免 

•! 


F ぶ さが yama Co. 

87 化が 化れ S . r ^.;' 

Tei . 的! 細 7 B け 



CLOTHES BUILDING 

ザ AR EXC 巨し L 巨 NC 。， 


房 書 西 菜み 內案育 紐 

The East and W なけ 即 k な. The 相 w む rk T 州 ris け mi 扣 

が 1 Wed り 加 化， U . G . Tel . Cathedra ! 4408 


差は A 屆御新 A 
上を をけ 注舊米 
げ潰御 致 义の鹽 
まよ 注し 次 書に 
f ち 文ま窠 漂て 
。割にす 敏ミ發 
引對 n 速 推 巧 
しし 'じ 誌せ 
てて 御は る 



盛年 卒 A 
す •聊業 栽 
るかし は 
も ホ 在 •ン 
巧 國ホカ 
ごのお ゴ 

信 事に 大 
じ 褲ホ學 
帥に 五を 


ま弼 〇 A 
す 懇買通 
。切 额譯 
じ クク 
御其諷 
取他杳 
圾巧ク 
致で を 
しも 涉 


絶な B 结邮お Fisli が 

巧 84 L 化む も お 的 目 en 8 &th and 88 h が 巧 ets. 

授敎講 輿人婦 






Koike Stu ぷ 〇 

730 Fifth Ave . 
Cof . 巧 th St . 
Tel Circle 4406 


€ ,L 第 
話 づ^ へ 五 
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DANCING 

41 ! W. us 比な . 

Tel . Cathedral 4408 4 か 3 
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お學 * 梗 
々學 ごす 栽 了 

マ 冀シ時 巧 寧 
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Dr. Sabro Emy ， 

1035 Park Ave ., 
Tel . Sacramento 7980 


DR . FwE ：. YOSH & 

307 W . 的 rd 化 
Te し Riwsi おが 50 


JAPAN ART S 了 UD !0 

122 L 目 7 が 化 8 お . Park & Ux - Ayes . 


On 规 tal Art Studios 

124 化 34 化 化 日 ppos お ! Sscy’s 
Tel， Lackawanna が お 


YiTO 

1 お E 細が ni 化 
む r . Uxmghn も 巧.， 


nhkADO rsio 瓜 

30 E . 65 比 St . 
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会 お 人 本日 

巧專 靴型 小 


てし 巧ち 員を！) 化に 绍あ卸 
がけ 眉 日 巧は 靴！) なと 法寸 

を ホき 髙义 ホき 巧ぶ 小き 巧 
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Oriental Massage 
1871 む rn が A 巧 nue 
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Tei , UmlerHHI が 74 

電 おち^^ 洋か 
話 療 ほ ^ マ 
齊 ，，午 ホ命ッ 

逵午磊 野 養 f 
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度 . 邑 LOOM DENT 巧 T In 。 
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ee Theatre BI む., DeKa 化 Av もが Fw 化 on か， 
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じ まの 脚 
"心… 科て 巧 経 乘ト 
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んし CEASAR , M . D . 
127 East 84 化な 巧 ei 
bel お rk る Lexingion む が 

舅 喉 晒 鼻ち！ 

間 時を 診 
午たち 待ト 前午自 
诗八ま 時 六を 午自 
日 曜 

自 午前 十 時 ま 午を一 時 



骗巧六 平一 •银 


雜 输 窝 ぶな 【 H 曜 水】 


日 六十 巧 十 年 四和昭 【ニ 



診察 ^ 

午が 十 時— 一時 
午後 四時— 八 時 
U 鴨 午前 十 時— 正午 
急性 徑性 男女 疾患、 皮 
腐 病、 化 あお 査 
タタの 經驗 をな し 日本 
人 じは 特に 親切 じを 療 

健康 談斷こ 巧 

ドク ト八 

メイ ゼ八 


福 

午後 一二 時 よら 六 時 
日 鴨は 前約 枯願候 

ド タトが 

烏 搏豊彥 


目 本人 T 轉 I 巧 行 
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旅な 柳 
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診察 時間 

午な 化 時 1 十 時 
午後 ホ 時！ 八 時 

パパ 小 栗 幹 ご 一 
巧 育 ポブブ 7— 病 巧 
第五 巧お院 巧な 

武南 コン バラン- 

お院 巧み 


稅關 事務 

をが を 地 辞 じを 化を 
の 儀巧乂 ホを じ關ず 
ずる 一巧の 御 諮 隅に 
應じ激 道 お 船 貨顿渾 
ち 及 ぉ 执を視 顆手續 
嘗等 進呈す。 重逼都 
巿 じ化理 巧を がし 誠 
實殺速 御 巧 命じ 應や 

が 險取摂 


諸を を 

巧 巧說を (曰) 八が 
日 强单校 (日 ご 一時 ザ 
家庭を 曾 (水〕 八 時 

祈 轉會ぶ 表) 八き 
聖臺 研究' ■イー /お 
婦人 會 

謀 巧を 


設 — f ! 

を おを、 巧みた 壁 
« 業 周を、 をの 化 
人事の 巧枯が じな 
じます® 


診療 

午前 十 時 ょら 十二 
時、 午後 六 時 ょら 
八 時， 日歷は 前約 
願 上 巧 

ドク ト少 

山 ロニ 一之助 


診察 時間 

午を) 時 =1 ニ 時 
午後と 時 U 八 時 
を 知 段 學± 

パ： 巖本谨 ' 

忘を 比强大 をを び 
か ダ， ン 病院 勘 務 
U 懼は巧 約 頭上 お 


葬 洋服 煤 

ぶ 洋服 廊會 


成功の 秘款 

米菌ホ 英語を 趙 すま 


GD な 

am Ln 

u 封 一 

«n 8 


-tt 

s 

n 

も 

s 

一 


化 

-I 

6 

組 


は戚 端の 魚 一 おです 
み 役には 口 本人を 巧 
じ 慣れたを 巧 靖入巧 
師 をら 恐 切 じ 貪 話を 
信 文化 塞 S を あ搂し 
よす。 n 應週 a みに 
午前 化を 王ら キを十 
時まで 輯巧 [一 ン 
スンと 4- K 随づ \ 


满關 事務 取扱 

含 己臺广 BA 萬 & Co. 

す i 黄 巧 ごす 夏 d 巧 ay ■巧ぶ 

Tel . BowlinglG2 臺芸 G 4-5 I 8 


おき 米 屬婦ん 
H 本人への 壤 
語敎授 にはを 
年の 攘縣を 有 

す 0 ) ン ブス 

ンお 十盈牠 
每 B 顯九 時ょ 
ち 巧 化 時を 何 
赔 ドても 宜し 
H 曜 e は 一 腺' 
よら 四時 進 


g ♦苗 ♦!!♦» 々巧 ♦» ♦■♦巧 ♦ 

プル デン シャル ~田 

生命 保 險會社 

を 
種 


保險 

ご 一木を 吉 
扇 裝お巧 


OF-FInm ROOM 61 M 
- w/l z > s«>c mT : 

z 円 W YORK OITY 

Tm 广 •の 円 mKM > z 巧 ANa 

Rmmlo 円 zom 

w の o €> om さ ORTH >< m - 

Tm 广 .さ > 口山 さ CRT 王 -709-1 

ジ ヨン •八ン コック 

相 瓦 生命が 險會祉 




♦ B ♦■♦ 羅 ♦田 


十 M サ 二日 (火) 午前 十が 半開 會 
(座長 支那を 負) 巧繰檢 を、 午 
を 十二が キ閉 を、 午後 ニ 時半 
巧を (必 '嬰. じ應 じ) 巧 繰 檢杳じ 
船ず る 結 諭。 

十け 廿 HHf ' 水} 午前 十 時 宇開會 
(座 跨ィ タリ！ 委 質) 七 リメ — 
タ ー檢杳 、セヴ グラフ 檢査、 
午後 マンバ ッ タン 巡 姻 見物。 
十月 廿 四日 (木) 午前 十 時半 開會 

(座長 ォ！ ，チン •チ こ ー 皮) 

糸 條班檢 を、 米國ホ 法、 ホ顏 
標 を、 $ 十二時 ザ閉會 、午 
後 ニ 時 ザ离開 ホ！ ボダンを 衆 
闡檢査 會お訪 間。 

十巧廿 五日 (金} 午前 十胁 半開 會 

(座長 ォ ー スチン •チ ニ！ 巧) 
セリ プ レー ン にょる 糸 條班檢 
齋じ關 する 討論、 午後 十二時 
半閉會 、午後 ニ 時半 巧辭 午前 
中の 問 蹲の 續 巧。 

十巧サ ホ：！ 1(±) 午前 十 時 ザ開會 
を 糸 敗 引 巧、 株式取引所 其 他 
ダ クン クゥ ン訪 間、 午後 臣由 
十月 ホと Hi 日) 自由。 

十 巧 サ八扫 (巧) 午前 十 時半 開 曾 
(座長 加贊山 辰巧郞 氏) セリ プ 
レ] ンじ關 する 討論 終結、 糸 
條班 測ぶ じ關 ずる 機械的 力 法 
の提 ふ、 午後 十二時 半 閑會、 
午後 ニ 時半 巧辭 (必要 じ應 じ) 
糸條班 機械 攒 遮の 討論ぶ 結静 
十月 廿乂 H (み} 午前 十 時 ザ雜會 

(座を ォ I ス チン •チ ニ ー 氏〕 

類 節檢查 、ホ國 案の 說明 、續 
節 じ 駒す る 一般 記述 報吿 、實 
溃お誅 諭、 午後 紐肯 じがけ る 
檢 査を訪 聞、 巧間觀 劇。： 
十月 册目 {水) 午前 十 時半 開會、 
(座長 1 タブ！ 委員； 時 別験杳 
抱を 捻查並 じな 實 お、 糸質输 
査 、お 他の 换査 、午後が 育 じ 
於け る檢 を室訪 間。 

十 巧が 一 H (木} 午前 十 時半 開會 

(座 鳥ォ ー ス チン •チ ニ"— 氏 ) 

を 糸 格 付、 午後 猫 育 じがけ る 
換 査莖訪 聞。 

十一 巧 一 a {を) 午前 十 時 ザ開會 
: 座. を 則賀山 辰四郞 巧} 生糸 格 
付、 午後 ニが 半 巧 開。 

十一ち ニ HHi 歡 迎度婴 應會。 
十】 巧 一二 日 (日) 自由。 

十- H 四 Hi 巧) 午前 十 時半 開甸 
(盛 長 加贊山 氏) 肉眼 檢査 、午 
— を 十二時 半 閉會。 

尋れ 人— 

(宮 が 縣) 大橋 お 雄 (熊 水縣) が 
本 卯一挪 (德 鳥縣) 糸 巧 川高蠢 
(山 ロ縣) 德 おお S が (廣 島縣； 
松 本督香 (宮城 縣) モ嵩直 親 
(和歌 山縣) 化 本ホ吉 (鹿 お 烏 
縣) 阔上時 あ を 岡 直 お (を 
崎縣) 她山巧 厳き ニ 幡岡縣 ご • 
义伊 度み 大塚 サダ メ (愛知 腐. 
長崎德 一榮 田 幸 一二郎 (大 阪ボ' 
面が 源 太が { 宾庫縣 } 膝 木 着 〔八 
(福 岡縣) 木み 度 造 前 W 育ち 澳 
學ホ八 木挪平 (詩を 縣) 巧ケ巧 


豊 一二郎 (熊ぶ 縣) 西 本义藏 (神 
を 川縣) 稻葉 明を ザ 藤嘉ザ 
( コ りン ビア 大學 出身) 當 が 周 太 
郎 (廣 島縣) 芝曲德 一郎： をを 
棘) 藤本 嘉八 (東京 市) を子榮 
太 郎 (福 脚縣) を 旧ぶ 巧郞 
(愛媛 縣) 浊田浦 H 郎 
をの まじ 通知を 度き 读を么 
お 邸 本人 若く はお 人ょ b 現 
化 巧 御 通知 願 上 お 
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純 日本 樓 苗木 大小を 種 

純 日本 楼 苗木 大小を 邮 一二で 本 持を せ 巧 之 慑陆御 入用の ホは 击 
急 御な 义被 F 巧ぉ敎 脅及學 校、 を閒体 等に 寄附の 申込！ f 對！ 
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自す前 化 時 U 十二時 
自 午を 一時 リる時 

火 お®〜 马化ハ 時 

はへ キシヤ 1 フア 
ン テ^— シ ヨン クブニ 

ブクに お 勸 


」 累汽左 soi ， Mb - 

ニ 1 wes~ 室 h st.f 夏 
ぎ吉ミ side 3573 こを を er 1 云 68 

兴ク 午 脚 丸 待！ 午後 一巧 
をを S 1 午を 九 時 
H おや お 化 時 1 午後 四時 

ド タトが 小 榮乘ま 


弊 巧は 實質 誠意な 速 ま義の 
ぶじ 御 ± を 物 一 ま卸賣 値段 
で販資 致し 主す タホ じ拘は 
ら中 御用を 仰 付す さい 主せ 
◎歐 ホを 補 時計。 赏時お 一 ま 
◎寶巧 貴を 屠。 ぁ毁 器具 一 ま 
◎を 權萬ザ 筆。 を 銀製を 筆 
◎蓄音器 。 i 3 1 ド. 見本 陳巧 
◎寫眞 器。 タィ グ ラ**- タ ー 
◎船 切符。 がを 寫巧帖 繪端盡 


ブロ ー ドウ 玉 1 巧 お 十 巧 
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執 米を 硬 時計 
貴を 嬌寶石 類 
銀 お 器具-を 
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化ち ョ， 廉懼ユ 販賛シ f 居， マス 
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かち 十が 室 

靑 柳商會 
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WN 化 
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バ 側 j 雜 誌の パブ ク ナン 
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細則 新を 文 等 凡て 迈速 
<1 柳| じ 御な 巧 致します 
何卒 御用 命 願 上げ 

1 8 - 4^.^0 

狐^ 奥 村 書店 


ペグ ビユ！ 病院 度 
お 育 乂學醫 科 在勤 

江 見 ご 一朗 

彰を 時間 • 
每 H 午を 西 時から 
六 時まで 

夕ち 水、 を、 と 

. 時から 八 時ち」 


詔顯# 寮 

がめ 願 上 お 

P I チ か大ホ 
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留學巧 ± 

吉居悅 就 


亀氣 、器械 工具 おお 
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酶 計、 寫あ器 及 現像 

み ム ァ ! ト 

*^^**^* マ こァォ 

東泮 美術品 書憲 、レ 
デイ' オ * ランプ y ェ 
1 ド類ゲ アキ ュ— ムク 
リ！ ナ -、 モ—タ —修理 


日み、 ち 那寶玉 製 美 
觀 品* 婦人 用 首締其 
他 裝締お 

闕島 nr ァ 5 

离等 美满品 慘爲、 

曾締ロ g * スト y V ダ 

a 本殿 裁縫 


西 巧 十六 了 目 六十と 茜 

話 ブライアントと 0 と 九 


を 五十一 ニ T 目 



洋臟巧 


洋服 調進 

クタ ミ ニン ダ、 ダイ 

イング、 修錢等 一巧 

ミカド 洋服な 

化 本 保 
ち敲 ライン ランダ 1 
六 八 一二 0 


な 育 州を 認 
巧な ちを 詳 
東 ま 帝大搭 巧大學 
産婆 楼巧 巧卒を 
无化邊 

產 婆な 本緣 




♦ g 摇 ♦柴誌 ♦巧 巧 
が覺 室を 巧 

執 巧 午 削义時 J ち 午を 五 時を 
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00 と 0 
00 と 一 


i 揉 療治 ホ 島覺丈 

i 一 a 与 f ニ 3 害 St . 

ぎ 里 巧 呂ョ 二爱 8 


- 麗揉 治療 
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マ ツサ， ジ 、整形、 醫 
巧學飽 運動、 臘灌注 
水を、 電氣 武呂、 ホ 
線 度叢氣 治療 其 他 
一が 青 巧を 認 

^^イジネンラ ヒ ス ト 

画が 幸 男 

日 躍外每 H 午齋化 
時ョ ，午を 八 時を 
あ 話 前約 願 上 お 


潜 お鬻木 下义ボ 

ゴ 0 生. ご' 呈 St . 

Tel . 量 it 8 登 


比率み 定じ 重要な 

巧 船隊の 勢力 化較 

突 ホの 俊秀し 較べて 貧弱な り 木 


雨 縮會敲 もを々 正式 じ おを さ 
れ たので 巧强 おでは がくら 视々 
; む ホ 面から 比率 問題を 論證 して 
i ゐ るか、 この間： J ありて 嵌 も あ 
.を U 役 倒を 演 中る もの じ 

霜 船隊 のが在ををれる^ 

は出宋.^^い、 現にィ.キリスの如 
; く 化み 巧船總 が 救の 一二 制' 五々 强 
; をが々 し 六 村 砲を 搭載し 得べき 
I 巧 船を 米齒 ょら も 多 < 持 つてむ 
I る 0 上、 たど ひ 米國が 八が 砲 0 
; 外の 巡 伴 艦を 阳等梓 巧に 持つ ご 
; しても 英國 はさ ほでの すを を 威 
j じない、 英 越は ゼネゲ ア會潘 で 
r をを がのを かがなければ ホ时砲 
'六 千 おで 充 かで ぁつて 一方 喔其 
他の 八 时飽隨 載は お裝 用の もの 
であるから 閒患 する ふは 出 ホの 
ごま 張」 て 六 巧假裝 巡げ 艦を 背 
致に 化が f 海上の 観： 至の 

地 化を 確が せんごして ゐ 
る、 これに 化し 米 國はタ 數の英 
ー齒 巡が お 並に ホ时 砲假裝 巡が 篮 
一に おおす る惹 ホから 遠 腐の 地に 
; 虑 地を がせざる をを 面の 理をど 
I して 輕 巡が 腥は 役に ホたぬ どし 
-て英 段に 反 おした、 ずな はも 現 
化 お 固 所ち の お 船 優を 船 (速力 
二十 ニ ノット R 上で 假裝 巡が お 
; ごして 化 用し 得べき もの) は ニ 
^ 十 S を、 二十と 巧 九 千 S 十九 觸 
: におし アメリカは ニ隻 、六 力 八； 

: 千 一二む 十凹顿 、殆 A で比较 にむ 
; らの狀 態で をる から、 巡洋艦の 
; 均勢 だけ ごして アメリカが 承認 
; し 。いのも 一巧 あ b ど おはれる 
I しかし アメブ 力は 歐商巧 後ど雖 
I も 船が 院の 統轄の 下に 大部分の 

i 一 辟 船を 國巧 にし、 をの 持 
I 船 だけで 巧 年 化を 五な 力 巧 战 
一 損を 甘んじが 船の 乂擴 張を 擲巧 
; し摄 近は 巡げ 瓶の 大雄造 案の 修 
一正 ごを 換條 がに ニ 僚 五于方 巧の 
I を 船踞卿 案を 昨年の 譲會に 提出 
C て協赞 K 得、 おも じ 六 雙ノ優 
を 船 八 起工-: を 手し、 をの 雄を 
を 巧 ごして 軍事的 化かに 充んた 
めじ 速力、 捣 を、 設備に な 总す 
る ど おじ 上中极 けがを 母艦 S 形 
狀 をして ゐるど 機 へらむ て&る 
右を 船刮 をは 假裝 巡が 絕 、航巧 
'巧 腹 (ア メ "々の 航巧ゆ 瓶 ラン 
r ク レー は 元 巧 船で みつた} どし 
I ての 化 用を b ち處 する 一み、 が 
I 船が 誰の お 固を なて タ おの 巡げ 
:篮を 化ち せ — 一 めん ごする ィ ゲリ 

ースの 

提議に お 立ず る じめ ごせ 
稱 せらいて がる もの、、 今 叫の 計 
塞な 快速船た も r ク+ タニア、 
マゼ スナックの 到な ぶび もつ か 
の S 十五 哩の 速な を もつ てゐる 
から 巡が 腊間趙 ご ^聯 して 的 船 
は巧势 ホを の 上に 甫 火なる 巧剧 
をが じて 在る、 化つ て 巧た じ 建 
造 さるべき ホ 解み のぶ 巧 顺閒趙 
し 就て アィリ 力' 2 が ザ 勢力 擴大 
の殖 巧に あつて ぶぶ を。 ずまで 
じ！；！ が 當のお 巧を 改 ずる 事悄じ 
鑑み 備が じけ イ •キリスのを ホは 
- ホ 威せ 拍 だら うご 觀 測され てゐ 
る、 巧 巧は 巡洋艦に 耕て けアメ 


リヵのと がを 要ボ して ゐ るが、 

右 じつい てら 商船の が あ 唯駭を 
ちへ て 

比率のを 出を して 居る ど 
想が >これ るが、 が 船の 總嘴數 は 
ィ ギブスの ニ 千 ニな 立 十 方顺、 
ァメブ 力の 一千一 ニ 巧ち 十万 嚼じ 
つぎ 巧齒は 阻な 十一 ニ为頗 でんる 
しかしを の 巧 巧 効 船舶 (速力 十 
ニ哩 .お 上、 五 千哦な 上、 船齡サ 
五 年 來滿) じがて はお、 ホ、 獨 
か、 佛 のす 位-しあ つてと 十一で 
ニモ 觸の第 六 泣で もな、 更に 媛 I 
を搬じ まつて は】 を をら をせ ず 
英の 一十 ご 一隻、 米の ニ隻 、佛の 
四隻- かの' 一隻 ( 獨のブ ンメン 
を 入れ や：} め 順序で あつて、 嘴 
數 順な ト 大洋 义 (濁の 賠償 船) が 
ち 二十 八 浜、 天が 义 がな と十吉 
番目 r 當 つて ゐ る、 か < 巧國は 
巧 船，^ 裝 巡げ 鑑 どして 使用ず 
る ものを 有せす 

僅かに じ 軍需品の 運搬、 
戰 務の祁 助を。 ず のみでみ るか 
らァメ * 力の 商船 咳 擴 張に がふ 
商船隊の が 力を 考 へて 國防 上の 
見地に々 つて 巡が 艦、 顆逐篮 の 
と 割、 お 水 艦の が賴 ぶび 右鑑輔 
の 同率を ま 張ず る 所 化で ホる ど 
解せられ P * ゐ る。 


このを 觀棚 係の 資金 需要は 年末 
に-時 じ 

をを する のは をれ 兼の る 
ごころ で これを 無視す る ミは お 
來 まい』 即ち これを R て すれば 
ホ 年】 巧 半 過ぎ じは 解禁の 好機 
至る ど豫 測せ る ものであるが、 
さらに 又 政治的 解 巧 じ 就て は 次 
のか < 巧て 居る、 『ホ 讓會の 解 
散が 避くべからざる ものである 
化 上 政府が 解 銭 時期を 撰ぶ じつ 
き 幾を；；；* b ご も 

が 治的考 處を拂 ふの 必要 
をる^は疑ひない所で、 總選擧 
後 これを 延延ず る i は 甚だ 不得 
策で ある、 巧 どなれば 解禁 斷巧 
を 前じ控 へて 居る； は國 にじ 少 
なからず 不 をを 巧へ て 居る もの 
で、 なる ベ < 速 かじ 斷 巧して 選 
擧 までには】 定 のぶ 猪を 齒 民に 
持たせる 必 霎がゐ る、 これ じは 
また 解禁 斷 巧の 直後 も 不可で あ 
るから 一巧 中頃 じ 敵 巧し まぅ ご 
ころが 得策 ご 見るべき で、 むし 
ろ をれ よ b も 巧 前 じ 巧 ふを も 勺 
てが しどす るが、 をれ じは 經濟 
的 事 精が 許さず 化 づ巧年 一巧 說 
を 最もを 當な觀 測 どす る』 ど。 


金解禁 期 

ホ 年 一巧を 期待 

別項 巧雜の 如くを 輸 解禁 期は 
ホ 年上 半期 こ强 （期を されて 居 
るが この 点じ 就て 巧 力 銀 巧を の 
惹兒 を綜を 一* る じ 『爲替 もこ、、 
輕 くなら 中して 四十 八苑を 

突破す ミは 疑 ミぃ 巧 
である、 さしながら 爲を 巧按の 
みを 0 て 解 巧 時期 割 巧した もの 
ど 是 る；： 2 出 ホない から、 こわ 
が四圃 のを 暗にな 映す ろ 巧 間を 
相當 見て 段かねば ならず、 まじ 
を 府み喂 導す る 所の 消餐 節約が 
國 おじ 微 おする もも 解禁 條 かの 
乂眼円 どして ゐを 所で あをから 
こ ル 餘裕を y る 必をも ある、 满 
搜 節約に 關 L ては 巧 年 ほの 緊縮 
した 戲算 編ぶ の曉 には さらに 跑 
民に 徹底ず ると 見込を つけて 居 
る だら うか をれ かが お 事 惊に現 
れて 巧る じけ ホ < ども 一 ヶ けを 
嬰し、 ま k 爲替 脚化ピ 

が 界 ごの 細 係 も おじく 一 
ヶ 巧ん 順應則 閣を耍 ずるで ゐ 
う、 しからげ 一れ 等を 條件 先 
づ化输 ふの： ん体年 ホ-; 邮 おせ 
る 頃 か 或は 年か^ まるで あらう 
しかる じこぃ V を融 事情ょ 6 す I 
ゎじが 末は 最 t あ融繁 化を 里ず 
る 際で 解禁 斷巧 じけ 好適ん 時機 
どを るを 得む い、 化 じ ■れ をが 
初に 操 も 延べられる； がち 當 f 
を 触 事情ょ 6 るれば 年初 一 H 半 
過ぎ 5 J も 地ホ祐 化の 資をも 給々 
闽收 されて を 触 業を の' で だ 潤 
巧 ごな ち 巧を 0 て 好機 VJ をら れ 
る、 もが 貿易 牌が 脚 どか ホ糸輸 
化の 喘 巧 期を 龄 おお 伸 じを 慮す 
る必裝 はない ど 云 はれて 居る が 


格 か 會議 

f - お 日ょり 召集 

旣報 のかく 巧が 國の 斯業を， 
タ數參 加ず る輕際 生糸 格が 會議 
は 昨 U 隣 會を實 し 十一 巧と；！ 一を 
0 て お r すべきが、 昨 H ょ. O ' 今 
後の ブロ グラムを 順み 記 1 る じ 
左の 如き もみでを る。 

十月 十五 日 (火」 午前 十が 開爵、 
一般 會畿は 當業ま 一般にる 開 
歡迎の 辞 (座を シユ -1 ! •ゥ 
ィンド 氏) を國 派遣 員 化 表の 
挨搂ぷ tb 派遣 員の 身許 紹介。 
ぞ掏 通信 物 お ま、 協議 會に顆 
する 諸 質 間 事 巧' 午後 十二時 
半閉會 、午後 一時 派遣 員歡迦 
午餐 會 (座長 ウネ ブ アム •チ 
こ ー 巧)。 午餐會 の 後は を种 
委員 會 開催の 爲 自由。 

十 巧 十六 日 C 水) 午前 十 時半 開會 
協議 會關係 事項が を會 (座長 

オ—ス チン •チ こ 1 巧) 協議 

をの 銘 箇及谢 織に 就て (座款 

オ—ス チン •チ ニ f 巧) 會議 

進む じ關 する 諸 おを 報吿 (實 
巧委負 座哀」 協議 會 日程 作成 
を 貸 傳報吿 委員長} 午を 十二 
時半 則 曾。 午後 小委 員 曾開懼 
のじめ 自由。 

十 巧 十と B (木} 午前 十惊 半開を 

(座' 授オ ー K チン • チ 三 1 氏 一 

一般 報吿 、協證 組織 K 顯 する 
ホ 快ぶ 事項、 巧 糸 じ 離す る r 
般閒 題、 優の 巧 糸、 一荷 ロ 
の 巧 糸、 おが 料 糸-午後 十二 
時 ザ巧會 午後. 一時 半 小を 員會 
十 巧 十八 H (を) 午前 十 時半 關會 
(座 お 加 巧 山 辰四郞 巧) ランダ 

ム •ず ムプ ジングに 觸 ずる 日 

本侧委 貫の 實漓料 糸’ 願す る 

一般 討論。 

十月 十九 日 (- Hr フ n グラムな し 
十巧サ ： n ( 呂) プ n ダラ ムリし。 
十巧廿 一 R (巧} 午が 十 時 ザ 開 曾 
_ 座 投加搜 山 辰四郞 氏) 纖度檢 
施、 繊巧 偏差、 午 巧 十二時 半 
闽會 、午後 ニ 時半 巧會 (おが 
•し應 じ) 繊巧 及び 繊巧 偏差に 
顆 する 結論。 



W お g 战 ng 
巧 flfl 8’w 靴み タ • お 
Tel, UuW が si 社 巧が 


Le 打 ox Restaurant 
1 が Le 類む e. 

T が • 貼 !1 む |'1 巧 巧 


C な y Hall Tea Garde 打 

170 Nascau St . City 

Ne がれ 比 e Tribu。。 Bldg 
Loo Ljn Manager 


LOTUS 反 OYAL 

CHSIPSUEY 化な iUllU が 
巧 - 18 W. 11 郎 1ST. 

TEL University 5448 


L か Hog 巧 In ロ 

3100 Broadway 
Bet. 123rd i 巧が h Sfs. 
む !. Mord 巧 sitle ? が 9 


至 旨 
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芋 午 

i 巧馆 
島 ± 果 

半時 
お 
巧 


1 白 
ブ賭 

ィ及 
吉 王 
裕醒 

雅！; 畫 


解 , 


が 


SUN HANG FAR 

2130-7 化む も Bei.12 が ら 4127 化が $. 
Te し Monume 円 t 的 S4 


ま ク ± 希 巧 搏君乏 T で 巧诸腐 4 

す マ、 上キ しじへ 目 第 理君前 本ぶ に-: sj 
•ィ 日よ 紫て はばのと をのを 樓^那 
、巧す々 居 巧 直 チ お 差巧渾 巧^ ■ 

當 な。 御 まるぐ ャの上 巧つ 理 
播留 ホず 择日プ 育げ じて 人 
が 巧 ホ。 巧 ネス ニ ま 適日歐 
あ ' の 評人ィ 十す す本廉 
ン捶を 諸 £ 六 のえ 人が 


W 


Quong Gen Low 

Chinese R がわ urant 
112 化 巧 化 化む iy 


UllWmMA 關， 

114 に 59 化み . 
New York City 

Phone, Yolunieer gggy 


KiNGYO & PET SHOP 

IMPORTER OF 

GOLDFISH 衣 BIRDS 
O 

動 其 力を 

物 策 サ 種 

一息 リを 

切 詔 お新 ^- 


H ホ 十月 十 年 跑が昭 



才 あのを 畫活 たし 出投 をを 大じ育 敎講映 


巧 スクツ オフ ム アリ 井ウ 



巧 六 お 
fST 巧 十四 
曲目 T 五十 巧 



IKUINE 

Hotel 在 R が <:aur£mt 
3 巧 WJ 抓} な . New 村 rk 
Tel. む h がが 巧 巧 
Cable W かが S !KU! 化 


DA 民 UMA 

11 が- お h わ も 
W. 8 巧が パ お 8 



35 hsi 2 が h 化 姑 
Tel. Lexington 5727 



TAIYO 

1 が W け t 巧 化な. 

Te し T け 袖が r 00 巧 


御 

を 巧 

な 狸 

ホ 並 仕 

ち 丢出 

なし 



T0Y0 KWAN 

41 E. 19 化 St. 

8st. B'w 巧を が h I 化， 
わ I •が gon 叫 in がが 




340 W. 5 か h Sl. 

felephone: 
Columbus 8882 


(離日 •水) 司蕃ぉ 



I a 

燒 

44 W. 46 出 St 

'►Te し Ungacre 6が 1 



K.awasoye Hotel 

巧 8 * なり 巧 rd 讯 wi. 

む L む 化 edral がす 8 


旅 

館 

河 


添 



ま 邦科理 

腕 揃 ひめ 妈理 人教名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 適する 稗 巧を 差 上 
ま f 、 呂 午前 十一 時 
ま 午前 ニ 時 ( ン/ブ 
ク * 巧な ト 化で 目と 
な 二十 T 目の 間) 


. X 綱 永輿樓 

腐 揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本ん 諸 哲め嗜 巧 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます。 朝 S 時 迄關巧 
(な ホを 了 目す プ 
を 軍 巧の て) 


ま 那巧理 

が 魔を 蘭 

哥理 A を 蓮 
お 勘の 方には ま 巧 
の 御 巧 利じ備 へが 
閲食廉 の お 巧じ應 
中 •、く おお 闲ネ跑 
不變わ 引 立願 巧な 
紙上 濟案內 ホ上误 


大勉强 一 

特式 デン ナ！ 
洋式 ホ 十 4^ 
支那 ま と 十 4 
宴會 

がを 丰ぶ仙 0"^' 
支那 ま 一巧 0-^ 

靈蓬孤 

參 料理人 歐 ^ 服 

•シュ クマ ィ春带 

鶴 頭、. fi、 日曜 
♦宴 會用别 間 巧 賢 


'巧 業隆 域中必 、按領 ま お、 日本 
巧 船を 化 お 巧 大會巧 巧き 巧 巧 

を 巧-^ パ ホ テ*^ 

純呂本を (特が間を^) 

御 一巧み お 自强单 御 巧 迎申上 巧 
巧 ニ California st._ San で ミ己ちタ caiif . 

レャ トル 市 

NP 旅館 

W ま-巧！ 1 A.ve> So. Meattl タ wsb. 

巧革巧前法巧 ご一了左側1?階捏 
，日本 巧 腊切巧 取扱 波 巧 場 送迎 

ロス アン •セ ルス 

ホ y ン ピック 

ホテル 

ニ 7 N S きす dro St ., Los 言 eles . 呈. 


ので 發見 ご 同時 じ 縷察醫 をの 化 
かけつけて 應急手 當の結 あ 間 も 
なく 意識を 回復した、 目下の 所 
ではを 命は 化 化め るら しいが 相 
當ま おで ある。 


0 本 理髮舘 


淸 

山 ロ 


西搜十 ST 目 旨を 化 二百 お 室 号 

一二 階 (をみ 街 じあし) 


商 等® 五 年間 中 

日本 巧鬟 巧. か 巧 ごが 

同 經營と 年間 日本人 諸君の 理を 

の經驗 あら。 ジ S ス •バア バア 
西 六十 お 了 目 一二 一 番地 


巧留靑 を 理想の 頌ホ 

目 本人 11 円 年會 

8 W 芸を玲 ぎ 岩を 呈ニ 44 


飼 


S 含 r Aic 呈 customers ミ d ず iend 巧 
* ぶぎ 互 ，hachrthe ぞち式 こち 尝 esecard 
ga ヨ e さ H b 巧 taught 去 ニ h 备ニ まこ 0 tne 
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皆 樣の御 嗜好 じ 適 ふ 
犧な美 陳の御 巧理を 

i 珍 機 

差 上まず から 續 々巧 
ホ 巧を 願 ひまず 


日本食^ 蟲類 及び 雜貨類 郵小賣 
ホ.^|ま大寅搁 桑 由顯會 
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盡さ份 名殘を 惜しみつ く 

艦 隙 この 地 お 去ろ 

'± 曜日 午後 一時、 一 路 ドロ 市へ 


巧 


触 

I 

3 


第 

一 

干 

六 

白 

號 


ニー 


當地じ 滞 巧す る こど 一週間、 
i 獄迦 めめ、 觀ホ 攻め じ 化 殺され 
- むが 固 練 巧 艦隊ら 去る ±随り 正 
かじは 早 やお 港 準備の 爲め 、將 
卒は 

甲板を を望往 して 整理 

じ 化しい、 ニ酱の 大型を 送 船を 
偕 切った 九十 六 了 目の お 軍 波た 
場 じは 巧 や シかク J ット じす 私 
した 內山 總锁事 代理を 始め 草 信 
會 度、 珍 らしく も禮 装した を 巧 
幹事 技 •か 中を 民 陸のを 使さん だ 

'^ご玄った揀：：^太い圆體でか 
I けつけ る、 まぶ 海軍 監督を を始 
め £ して 大使館 附 補佐官 や監瞥 
巧 員の ず 服を 2 陆じ 高橋大 をの 
陸軍 服を もを 受ける、 短 かぇつ 
た 一週 巧の 艦 嫁 滞が 期 中に 起つ 
た輔 々。お ホ 事が 彼處化 あの 話 
題 じ 上つ てゐ る、 突然が 廳 から 
j 電話で クォ か 力？ 巧を を 化理し 
て 篮隊是 送 b の爲 めじ ホる ご 云 
ふので 

幹部 では 俄か じ 敬意を 表 
し 一隻の 見送 船を 剧を ずる もじ 
なる、 繼 てを 送人乘 船、 お々 と 
像 お 磐 手に 近づく や、 摇 では 旣 
じ 化 秘を化 まった ので 巧 巧の 見 
送 A も乘篮 する J はが ホない、 

- ごぁ& ので 鈴木鑑 長^ 上甲板 か 
I ら乂猎 で 『皆さん 滯な 中にはみ 
- なさん から 一 ホ.：‘。 らね御 化かを 
: 壤られ 難： 御 禮を中 とげます、 

本 H の お 潘に瞭 して わざ-.,.- わ 
見送 0 じ預ゎ こい ホ 深く お禮を 
： 申^げ ます、 なに 本 艦乘が 員を 
R をして わ 禮の富 おを か 述べ ま 
，す」 ど述 ぶる や是送 人の 中から 
i 期せず して 『磐 ホ 艦乃歲 J の踩が 
湧く、 巧燃嫌ょぅ、 ぁな^:*らの 

I 聲 をを しつ 


~ ので 見送ら 人は 巧び 船中の 人 ど 
なち、 旗艦 澄 おの 德が じすらず 
ら ど 出港 信號 上る ご 見る や、 忽 
も 後 ザ あの 軍樂隊 から 勇 化；；？ 軍 


チを 吹奏す： >- 黒煙を 化 j 斬し プ； ク ，ン では ニ 名は 負 


艦 マ 

(淺 間は 徐 々ど 

航進 して 僚お鳄 手を 過ぐ 
れば S 本經 筒の 磐 手ら これに 添 
て 進航す る、 を 員を おの 旗赔淺 
間から 『巧 留 H ネ A 諸君 ガ歲 j の 
聲が趙 きを 員脫 幅して 別れを 惜 
しわ、 軍 樂 嫁は おがれ の 『签の 
巧ら』 を 吹奏し つ i 騰の 速力は 
漸ホ 巧して ホた、 お （て 見送 船 
ニ隻 .か 最後み 艦 陈巧歲 を 一二 唱し 
て盡 きの 別れを 惜しみつ I と 十 
十二 了 目から 九十ん 了 目の 波 化 
旗に 逆航 したのは 午後' 時化み 
であつ た。 

.活 盡敎育 


運搬 じ從 事し つ 5 ある 一二 千 人の 
ドラィ ダア ー タはネ 回 紐 合を 組 
織して 顆係 おの 會 社に 菊し 擲体 
を涉權 のを 諮を ポめ わる も 傭 ま 
侧 e は スタン ダー ド 巧油會 社を 
筆頭 じ 顔 どして これに 應 せず 遂 
じ 罷業 じなん だので 會社 側では 
罷業 破らを 麗 込んで 顧客の 硬宜 
を針らっ！ぁるが、 罷業者の立 
番じ對 し 一昨 H 罷業 破な 側が 發 


傷 I 通 巧 中の ホ おが 一名 負傷し 
て 形勢 險惡 であるが、 蠻務 長官 
ウェ— レン 氏は 今 脚の 罷業で 警 
察では 一千 人の 譬を 、ニ 巧と 十 
五 A の モータ ー •サイク^ 巡査 
あび S が 人の 騎揭 巡杳 をして 營 


老人 僧 呂み劍 劇 

乗 京 特電 十五 日發 = 東を 本願 
寺 事務 總長 脚部 ま 水 (六 0) は 
自を にがて 小 林 觀寞を 云の 
ため 劍 t 突かれ 重傷を 負 ふた 
^ 生命け おら 止める らしく ト 
がは 越後 長 岡 句佛會 の 會長で 
ある ど 0 


フォツ クス が發意 

活動 寫眞 がの 鬼才で ある ゥキ 

リアム •フォックスが-が 巧 業 じ 

躍進して からこれ が 滿廿お 個 年 
じい* ら今 でな フネ グ クマ 王 固の 
雄設 どい ふ 大事 業 も 一段落を 吿 
げたので、 

氏は これを 機會 ご一! て 巧 ふせ 
五 年 じ 直 b 自 みのぶ 産の 四 巧 
の 一、 化な 巧 弗を！；! 出して 活 
動 寫眞敎 巧を 普及 をろ とむ 
つた、 即も 氏は を 心 愛用を 割 
いてをァ メ 々のぶ立小學校 
じ フォックスで 特 A したを 育 
用ト ー キ ー を 上映. て 
巧 化の 授業時間を 半^す る 計 塾 
I を 立て この 外 大臧院 にも ト！ ネ 
il 槐械 を据睽 して 外科ず 術、 講 
I 溃 等を 撮 あして 醫 華の お興じ 資 
1 送 船は ザ； ずて 巧 あるべ < 、これ 等 敎育用 


ぶ 脂 構を 動かした 旗 總淺魄 にお：； の^ 截 をを 方面 じ 巧 齡げる 箸で 
きを ザ极に 司み 宫を陶 んで內 山； この 外な ニ 週閒の 巧には ュンバ 


^總 領事 R 理や草 信 巧 長が ぁいさ j シ 
; つを 述べる 『脚 化かでした、 賴 
i 隊を化 おしてが く 御 槐を中 上げ 
; ます』 ど 言 お 短 かく 巧 か 宮は別 
; 項 所 報の かき わ 別れの ステー ト 
メント を 手を ずる、 巧 お 長官 ク 
主 1 レン 氏が 巧 部 ま 巧 とぉ_ し 求 
おして 司み をピし 注し 食 談後巧 
去す n ぶ、 旣 じ出灌 巧ら あつた 


劇 おを 借な 6 なでな ニュー 
ス f 巧の 活動 寫眞 のみを 上映ず 
寸 を ふ 新 針 蚕を を 表した。 



橄簇油 罷ェに 

暴力で 報 ゆ 

ギヤ ソリン 缺乏か 
地で •キヤ ソブン や巧她 等の 


戒 せしめつ i あるじ も 係らず 
會お 側が お 立 探偵 等を 傭ひ羅 
業ち を 暴力で 壓 あしつ！ ホる 
ミは 營察權 を 無視し ね 巧 動で 
會社 側が お 省し ない 膝ち 蠻察 
側では が 護じ從 事し ない 
ご 憤慨して ゐ る、 的 ほ 今回の 罷 
業 じは を 所の サ ー ゲキス •ステ 
! シ ョンの お 動員 約 ニ 千 五な 人 
も祠情 罷業すべき お 勢で ぉ 巧の 
字 ヤス リン お 給 も 宜然缺 乏を巧 
ずで をら ぅ V 」。 


; 巧 長 候補 戰 

日 ど おじ 白熱 化 
十一 巧の 巧 長 選 擧賊を 前 じし 
て當 地の 選擧 熱は 目と 共に 濃 曝 
どな b を 地 じ 政談 お說を 開き 鳴 
物 入 6 の 自助 率が 頻 b じな ホし 
つ/' あるが， 

今回の 慎 補戰は 現巿長 クォ 八 
々— 氏の 巧 候補 じ對 して 共 か 
駕は 下院議員 である ィ タリ— 
系め 巧 おで 關尘 ごして かられ 
て 居る ラボ ー チア 巧を、 化會 
懲はノ — マン •ト— マス 氏を 
樹て S ちる 外、 が^ ィラン 市 
長 時化の 紫が お官 であった エ 
ン ラィト 氏は 濁 立して 起ち 
共和、 社 曾 及び 巧を 派は 巧じタ 
マ 三！ •ホ の 腐敗 政治を を 
巧の が 巧 どして 補々 の 醜 怪な事 
資を 寒げ て 居る じ 街し、 ウオ术 


ず、 さ燒 
ホに 御 巧 度 



力 ー 派は 過ちの 施政を 擧げて 選 
擧 おじ 訴へ つぇ あるが、 今 Hi 
での あ 勢で 巧く ごィ タリ！ 人 系 
の 投票で ラダ ー デ ァはタ ホ巧內 
の 一部 じ 優勢を 示す かも 知れ ロ 
がを づ S 十で 梁の タ數で ゥャ瓜 
力 - — ^當 選す るら しい。 


速 動 


界 


費 軍 優勝 

四 お 一の 割を で 
前週 火曜 H から 開始され た 化 
界 野球 爭鶴戰 は 一、 ニ 兩阅戲 に. 
豐巧軍 連勝し じる も 費 府で懼 さ 
れた窠 一二 回戰じ シカゴ •か 一二 對_ 
で 雪辱し 第 四 回戰は シカゴが と 
回目で 八 お 零で リ ー ドした る じ 
對 し費府 軍は 岡 回戰じ 連打 猛窠 
して 一擧十 おを 占めて 勝敗の 數 
は 俄が 逆轉 、篤 五 巧戟も シカゴ 
の マロ I ンが投 して 化理 目まで 
ニ 勤 零で あつた— 係ら や、 化 回 
の 裏に 又も 逆襲され て) 擧 S 点 
を 得られ 遂に 優勝 確は 費府 軍の 
手じ歸 しわ、 

■巧みの 守備 打擊は 裳じ旦 巧で 

あつむが •シク ブ 軍の ピンチ 

巧 かや、 特に 第の、 五 回戰の 
かき 當が 勝つべき シカゴが 慘 
敗を 喫した のは 結 巧技の 優秀 
£ 好運に 恵まれた i を 職 語る 
もので あらぅ。 

を 五 圓戰を 通じ シタゴ の 打數百 
と 十一 ニ、 得点 十と， を 巧 四十 一二 
本 壁 打 一、 一二 振 立 十、 が 繫率ニ 
餅 S を 五 厘、 守備率 化 割 六を ニ 

厘じ凿 し、 ァ スン テックスけ 巧 

數 巧よ 十 I 、 得点 廿 六、 を 巧 四 
十八、 本疊打 六、 I ニ 振 化と、 巧 
擊率 二割 S み！ 廬 、守備率 九 割 
とかと 厘 じて シカゴの 一二 振 五十 
费軍 捕手 ュ クン— シめ掘 殺 五十 
化、 費 軍 一画の 得点 十は 共 じ 化 
界ず 覇戰の レコ] ドで ある。 

木 村 大勝ず 

相手を ノック •ダ クン 

孰 人 拳闕家 木村义 五郎 君は 旣 
報の 如く 去る ± 曜日が ォリン ビ 
ァ供樂 部に お瘍 、ベニ— •トム 
ショ！ ど 試を ふ 善で あつたが 事 
おあゎ 本人の 出麗 がす 巧 能 どな 
つたので 

岡 じな サニ勤 度 ザ 級で ある 、 J 

1 レムの ジャツク •タラ ノダ 
アどセ ミフ アイナ 术で 試を つ 
じが、 第 1 回呂にタラ ノグァ ^ 


れた 後は リングを 逃 廻 9 て 勝 

負 どなら ホ、 

果が 二回 目ょ > 急 じを 勢.： 轉じ 
て 激し <戰 つたが、 タラ/ ゲア 
は 耐义 力 VJ ポン チを 持つ 厂 技術 
がが はず 木が のが 學 的な I 巧 クシ 
ング じ攻ホ てられ 木 村は 始優 
勢を 示して 居た が 第 六 回 の 
擊で 倒れた タラ ノゲア け j 阿ほ戰 
はん どした る も 審が官 は jj れ 0 
上に 試を 繼 線の 要な しと I 胁め木 
村は テク ニ 力, •ノック ウン 
で 大勝した、 時間は 第 六 称 目の 
四十 八が 目で 試を は八间 聰の豫 
をで あつじ、 この 夕べ 木 村の お 
瘍は 非常な 人氣を 呼び 义教 のが 
人 フアン ズ が聲援 した。 

早大 軍 勝っ 

窒み 特電 十五 日發 n ム rj 秋の 早 
度 野球 戦は 第一 回戰じ 三 I 對蕃で 
早大 勝ち、 幾 二回は と 每で慶 
應が 大勝し、 本日の かも 勒は遂 
じ六對 S で 阜大が 勝 も 敗 化 
の 憂目を 雪辱した、 がム ザ大の 
佐 藤は 四 回目 じ本蟲 巧し で氣を 
化いた、 イン ニン グじ 依。 得点 
左の 如し。 

早大 HOOO j '000 一^ 

慶應 H 】 0 1 000 i 〇0 


ホ 

一二 


無政府 ま義 者の 宜頭 

荒 細 巧 旨 殺 ホ 為 

巧 京 ホ 外大久 保なん 巧 ニ 0 よ 
じ 玉子 ホ A ( 四十 四 歳) ご、 もの 
暮 して ゐ わ巧國 無政府ち お 者の 
ち 頭で ある 寒村， 荒 畑 勝 一一 巧 {四 
十 S 歲) は 九 巧 か 一日 午 ふ蕃時 
化み 化 服を ド 手箭物 一つ' 可 持た 
中 飄然 ごして 四を 區新 宿： の ニ 
ーニ東をホ ブ r -投宿しご唐南側 
八 疊閥じ 通された が 入 溶し じ ま 
.まで 食事を ごら ホを のまよ 縣こ 
つき 間 日 午前 八 時 頃 j ま V 趣が 
朝食を した、 め わが、 を か 後 巧 
び 磨 巧に 入 6 午後 四時 じ 至る も 
起きて 來な いので 同 ホ テ！^ ら不 
審を 抱き 室 じ 入つ て 見る 一一 枕許 
の 机の 上に 玉子 夫人、 同 = テ 八 
支配人 及びえ 輩 躁利彥 氏：！： あて 
た 一二 逆の 遺書が あら々^ 一 チン 
錠の 空瓶 も發 見され たの J 、 大騷 
ぎ どなら 四を 署じ廢 報す こご 巧 
じ 玉 乎 ホ 人 及び 爆 巧 方へ I れぞ 
れ急 薇した ので 螺 巧は 爲斗 夫人 
ど！ もじ 自動車で かけつ 护 玉子 
ホ 人 も かけつけた、 荒 細 巧は 同 
H 午前 八 時 頃 自殺の 目的を 巧て 


はが 暗に 守勢 じ おで しら 木が！ 多 貴の々 八モ チン 錠を の A で 床 
猛黨 して 腹部を 突き！ 旦 倒さ I じ 就き 靜 かじ 死を 待つ て が たも 


オウエン デヴ ィス 巧が 時に 脚を した 
ウ井ル ロ ツジ ヤー スキ 淸の 

オール トー キング n メデ ドラマ 

_T 正 EY H>a TO SE 円で AR 巧 

其 他ウ巧 リアム フオツ クス ムービ！-^ ン 
こ— スの外 

リム スキ I n ルサコフ 作曲 


r シ ユエ レゼ： ド」 

六墳面 おお畫 巧 人 

ロ 考シー 劇場 

をと 街 ど 五十 了 目 


薇え 孤に 御旅 舘 

尘 稻を 9 

巧 巧 巧 再 八十 八 TS 1 ニニ ニ 
- なお スカイ，！ とさ ニ' 


媛の 巧 境 おいしい 锁燒 

會席御 料理 

晝食は 末廣へ 

叮喀摘 巧を 巧大 おお 




W 化か 
W 5 M 加が 
細 社 1 陈誦 


I 

^ 唯一の 日本 巧ち 店 

巧禍 兄弟 蘭會 

《マド i •プ 《 ダク ブ-手 化資元 


P G け 



11 i 

ミ 术離食 巧 轟誠靜 一 ! IS 

I 巧 田 巧 巧 巧 ホ ♦化を 巧 一手 巧が 巧 ， 

曰. 麗會 


敵 餅 が、 小寶 
を 腐 油. 瘍 
日本食 料 お 一 切 

U 民 3ご巧6 jRicc 广巧 k 巧广 0 • 
基 5 ヴ 呈 を e こ 
ぎ P 堅 ニ 2 ち 


鑛燒 、洋食 

御を 事は 勿静 、食後の 御 話し 
じ ふさわしい 巧です、 御 ホ ホ 
の 程を 願 ひます 

コロンバス 矢 巧 

だ W. 81st S 三 el. 呂 L 宣 bus 是さ 



THE BANK OF 削 OSEN 

Room 1027 185 む oadwa も fi. Y. 
化 one. むが an が 8583 


Ttie 如 邮 lomo 目 arik, L 扣 . 

NEW YORK AG 巧な 
Room が 4 
1 がむ 0 お w が 
Te しむ 巧 的 4118*41 巧 


The Yokohama 

な郎 おお 化 , L 化 

5 化 化 化 Equitable Bldg. 

120 8 巧 adw 化ん L 
l^he 邮お加 r 巧即 


TiieBank がむ iw 加 , Ltd. 

お 日 m 5 巧 

Bennenson In 化 sting む i 袖 ng 
け 日む Qadwa も ん Y. 

Te しむ rtlandt 巧が が 34 


化 nTnding Co. 

151-5th Avenue 

(Coi*. 21 か St>) 

Tel. Algonquin 3646-47 


M 邮 iM 觀隱 SililC .， 

巧 - 55-57 W. 23rd S し 
New York uity 
Tel. Gramerc バ扣 0 


T 化 FUJIMOTO 
な 削 8ITIES 卵 . ， I 服 . 

Room 31 巧 

12 日む Qadway, fU , なわ 
Tei, Re 加 r 2418-3 お 6 


N. Y. K. LINE 

お 會船郵 本 目 

San Francisco Of む说； Los A 打が les Office: Seattle 0 化 ce. 

& 51 也 arket St. 605 South Grand Ave 1404 Fourth Avenue 

N 巨 W YORK OFFICE: 

8-10 Bridge St. T 巨 L. BOW U NG G RE 巨 N 2262 

Chicago Office: 100 W. Monroe St. 


CXS ぶ • Line 

大阪藏 會社 

2 お 7-8 WHl 巧 HALL 即 1 巧! 邮 
け BAHE が 化が E 化 W 巧郎の TY 
PHO 化郎 WLWG 郎 E 巧 おが 的 


Nippon 

Di*y Goods Co- 

148-150 Madison Ave., 
New Ifork (}啡 
Tei. ilshlaml SW1-42 


MOGi,MOMONOI, & 
COMPANY, Inc. 

105 ム 1 お h 化， N, y 
む !. 巧 u パが ant 8595 ぷ -7 


<^> 


な iyoT 巧が nggo.JiiG. 

imp 日 rf が s る hpurt が s 

101 Fi 削む e.f も Y. 

Tel. Aigon 叫 おおが 5 

327 W. Madison Sfreei 
郎 ic 巧 も 出 i 邮 is 


I 阳 0 化か 化 . ， IflG. 

Formerly 

巧が iibaslii るむ . 

17 Essi 17 化 化 fl.Y.’ 
TeK が go 叫 urn の 目 も §? 


M 巧 . Y. YOKpHAMA 
Dressmaker 
2 巧 W. 70 化 St. Apt. 1- A 

Phone TRAfalgar 0 が 5 


-I CANADIAN PACIFIC |~ 

NEW YO 民 K OFFICE 

844 Madison Avenue, 

I'elephone. Murray Hill 4000 

♦ 間 日 十を 本日 ♦ 

♦ 巧 14 四十 迄那支 ♦ 

路航 短最の 洋ぞ太 


m 削 TA & GO. 

141-1 が刚 h he" 

げ or, 21 si 化） 

New W C か 
Tel. Algonquin 2390-2331 


John Wa 帖 maker, Ne が York 

Cor. 9th St. and Broadway 

Guide’s O が ミが 
a 打 d ご ftoppi 打 g Service 

Mr ん技ぷ th 扫 umphrey 
Special Japanese Guide 


妻を 觀 M m 【日疆 水】 


日 六 卡巧十 年 四巧昭 【四】 




; ふら ■ 血,， 




一 


都 

旨 チ 

f イ ' 

黒 ル 

f I 


ふ 


吾 

ゴ 

CO 

で 

巧 

芭 

な 

ご 


g 料 
I 理 

戸！ 人 



テキサス 〔オレゴン 渊 お！ ト 

ランド】 廿巧 日。 《小包の み) 

エム •プレス •オブ •ロシ 了 〔ゲ 

キク ト リア】 廿 八日。 

巧 桐 スペシャル 

到着 

鶴 見疏輔 著' ^ ニ ホ 
目 本人に 谭大 ぁを ご 甘 ば、 
をれ は 致た る H 本 ホ 嫂の 總 
物で ぁる ごを ふ 信念ので じ 
書かれた る小說 

十 丹號現 化 

改 遊； 
中央 公論 

其 他 


片桐 兄弟 讀霄. 


«骚 巧、 を 港 出帆 (ボ ノグ^ 紹 由) 

摇府を を港發 

(午ち ニ 時 お W) (おか 化 化) 

淺閲丸 十一月 一日 十-巧 六日 
大巧 化 十一 巧 十 ホ 日 十一月 廿 H 
I 天洋 .义 十一 巧廿化 H 十二 巧 四日 
- レ Y 丸十 ニ 巧 十一 11H 十二月 十八 日 

# シアトル 出帆 (午前 十 時化 舰) 

巧 濱 义 ^ 十一 巧 こ 日 
一二 島义 十一 巧 化 日 
がを 义 十二月 十四日 
巧 比 利 盛 見 十二月 廿 五日 

@ を敦巧 日本 巧 巧れ 

煤 巧 h 十一ち ニ B 
白山み 十一 巧 十々 日 
化抵み 十一 吾 九日 
A お 育 化 坑芭奈 馬賴由 日本 行 括 物 船— 巧 二回 
▲巧 絡 取が。 ホ おは 軟洲 巧、 南来朽 化に 芭轰ぁ 
經由 おで 洋を朽 を か 化を なさ 悼めち リ巧紀 切 
巧 等 お单巧 便宜 じ 取 計 ひ 申 上ま寸 
A 來强錫 逆 切 巧、 陰 さ 净等も 御 便を じれ 計 ひ 串 
上 生ず 一 


6 

2 

3 

巧 

邮 

5 

5 

馴 


基 

お 


拂込濟 を 本を 
積 ホを 


壹億吗 
六 千お圓 
六 千 四 巧と 十 あ 旧 


餅贼 S ホ 銀 巧— ち 巧 

本 巧を 巧 巧 U 本 橘 陋本ぞ 尾 巧 五を 地！ 巧 
支店 小 お 日本 橋を 內 (i 横な 
名 も 馬 巧 都 大度 巧 C 大胶〕 神 ロ 
巧な 下 細 門 司 巧 かお 岡長賠 
上が 倫を を 巧 M 水 


立 

HL ns マ 

.3|^'が C 

Is 

UW K 9 

邮 M 2 
IJgT 


段 出ん 爲 を' 軍 信 送を' ホを 金’ 旅 巧 信用 狀 
巧を 信用 狀な 他) 殷銀巧 業 

ん S 三菱 銀な— を 巧 

鄕 あ送參 U 本を 地 無ず 數 巧？ 迅速 化 度 
本 巧預を (ぶ 期 通知 ノニ碰 ) 御 便利 取扱 
本 支店 東京 (本 巧) 大 おが 戸 巧 郁 
所が 地る 古 屋小樽 上海 倫软 


▲鄕 をを ああび お 送を (無手 あ 料/外 固 
爲 を 賣 頁、 巧ち 辑化 化が 立、 信用が を 
巧 等 一 殿 度 巧 萊お御 使 利 じな 投巧 化ち 

S 臺灣艱 巧 替也張 所 

本 巧 霉お臺 化 

支店を を、 横 潰、 大巧、 神戶 、上 お、 巧 
ロ、 福 州、 厦門、 池 頭、 香港、 斌 束、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 ママ ラン、 パタ ピヤ、 盖具 
タ术 々ブタ 、偷 致、 巧 外專灣 十四 ケ巧 


一、 資本金 壹億凹 (を 額 拂达濟 ) 

I 、 賴 なを 晋億 八な 五十 街圓 
巧 地 本 そ 巧 n 換濱 {本を) 巧を 大披 
神戶良 崎下顆 をを 崖 

機鑽 正金銀行— 支 巧 

ホ國 をち 巧 U を 港 羅おホ 巿巧哇 
其 他世界を 固ま 要 都 お ニ ま 巧及コ グレ- 
ス 巧 之 候 


本店 大阪北 潑五了 目 
紐 育ま 店 紐 育 ブ。！ 衣ゥ 3 1 が 四十 化 お 

籍 化ぶ 銀 巧 

ぉ {な 京橫濱 をを 遠を 都 神 タ岡山 
尾 ノ道廣 島吳柳 井下 ノ闡 
地 支店 J 巧 司' ホ 倉' 若松 •隙タ 、み 留 ホ’ 熊 本 等 
本齒 預金、 鄉里 送を 等は おめ 
て 御 保 利 理速じ 御な 扳可申 お 


本店 朝鮮を 巧 

支店 出張所は 日本 內 地の 框巧都 巧 朝が 
滿洲 、支那のを 地を び 浦 捕 巧 お 

瑚鱗銀 巧 紐 脊お張 所 

味 試爲 替一投 銀行 萊務椅 々巧 巧 利 じな 投巧 


內 みを、 社 償、 株式 ノ寶買 及ビホ 
化 化 立 パま陆 巧が ニ 御 取扱 致ン 
マス、 精々 當巧ヲ 御 利用 下 ナィ 

II 巧 ネビル 7 ロー 力ー 銀 巧 姉 化會お 

藤本 證榮會 社 

巧を 港 そな 
同類 府 出張所 
同み ホ 化 巧な 


掏嚇黑 、雜貨 卸 質 

森が ブ うず I ス 


H 本陶お 器雜貨 

ラム プ卸赞 

奈良 貿易 蘭會 



シ アト. ル进帆 (午前 十 時) 
をら ぞ なみ 十 巧 か 八日 
ぁふりか 乂 十一ち 音 

ばリ ずみ (が灌 おか) 十一 巧 十九 a 
►一等 按沒 一九 お 巧 

- 化し ばリ すみ ろん でん もは 一 五を 巧 
▼一二 等 ロ i 本 巧 お 瓦 巧ぎ 室 大な遼 あ 巧 室 i 
►御を まじ 依り 一等 割引 巧復切 巧を 朽を 巧ち 

ロスアンゼルス お 帆 (午後 三 一時) 
まじら 丸 十目 か 四 H 

もんて びで わか 十！ 巧サ 二日 
►一等 巧演 ニー ニ 0 巧 化 ロ わい かを にらを 空 巧 
►诗削 S 蜜 日本 巧 置 十九 巧 ▼ I 二等 日本 巧 五十 五 巧 
▼ホ 巧ぶ 巧 行 游牽切 巧 蔭 奎券薛 入® 巧 化リお 
▼組 育 級 パナマ 経由 日本 ミが y ?® 物紀巧 一巧 




雜貨 掏雜器 

ランプぶ びを 

泽賓 易！ 會お 

ちほが 俄を、 ボストン 


陶 fll 雜貨類 卸販賣 


S 


木 桃ホ銳 


P 日本' 4 フイ ダ— ゾ蘭會 


H 本 陶破器 一雜貨 類卸賣 

井元 子プ ザ— ス 


美が 

滋養 

重寶 

牛肉 寶來煮 

遊山 じよし 
家庭 じよし 
陳は 

.ますますよ し 


桑 山商會 

ニ 4 EAST 置 th SI ; 严 Y . C . 
Ph 弓 e . さ iun す er 2133-057 W 


m 裝飾 綺麗の 室、 設備 

おを、 シング 术 一週 
八兔 、ダ ブグニ 過 十 霜 

HOTEL 亞芸み 22 W . まさぎ 巧 さ 


资 A 服 

二十を の 經驗が ぁ 
ますので 截 方、 
化-立は' ギヤ ランチ 

! t ます 値段 も勉 

強し 一 レます 電話で 御 
用 4_| 願ます 

鑽濱 ゆき子 


晚香坡 每ニ週 一回 ぉ觀 

A で ム プレスな 西亞 (一二ろ 8 頗) 

十一 巧 二日 

* で ム プンス 亞西亞 (一二 る客 砸) 

十二月 廿 ご百 

A エム ブレス 加を 太 ニニ •暑 0 順 I 

十二月と 日 

-I 了ム プレス 露 西 掘 ご ニろ 呈觸) 

十二 巧廿 一日 
一等、 二等、 一二 等 及び 下等 客 設備 
嶺乂 、善 お、 最快 ホのを 巧が 巧 船 


ソナ 


力 ー のがを 


円^ 八の お 買物 じは 特别巧 員を 垣き お 
巧で^ 脚 案み 致サ 電話 又は わ 手紙み 第 御 
訪帮 して 御 便宜を 計ら 初めての お ホに 
掛 しは 特に 注意 致します から 是非 お 
立 寄 「願 ひ 升、 が 巧 配達は 勿論 U 本 其 
他を 耶 宛の わ 荷物 發 送は 當 そで 致し 升 


•令 3 ン ヮナメ 




陶磁器 雜貨卸 費 

春 阳廊會 





近 ぐ を 都に 開かる； 

太平洋 關係會 議の諸 間 題 

眞 面目なる 研究の 發表ご 討論 


旣報 京都 じがて 開かるべき 太 
ホが 脚 係を 誰は ホる 二十 一二 日 
ょ 6 二十と H を おぉじ 準備 委 
員を を 催し、 二十 八：：： ょら 十 
ニ U 間大 曾を 京都 じ 開 （順序 
.でぁるが 、巧に タ數 のを 國化 
表 委員 も 波 H しおち、 硏究の 
發ホ 項目は 

を糧 、人口 巧び ± 化 開 あ 
支那に 關 する 政治 經巧 問趙 
太が 洋じ 於け るかを 問題 
太が 洋恤技 地 問題 
東西 义化驅 巧 

の 六 項目に 直つ て活 る。 髮に國 
民政 府宜傅 部ょ ら發 まされた 無 
貴 ほ。 r か 田 中を 相 2 巧 ま 意見」 
のかき を假 b に 譲 題 どせ わ ごの 
ホ 留 ちが 侧化 まにあら どら 恐ら 
く 】 笑じ隅せら& ; 4;<>らレど觀 
測され て 居る が、 吳國 代表 側 じ 
於て はち 名な 支那 通 ダブ タウ • 
ピー •カア 氏の 『マラ ヤ 、香港 
威が 衛 地方の 獎風ま 配下の 支那 
人』 に關 ずる ホ 裸々 の硏究 をを 

ん ，9 、 户ア ログ ト •パ* ンィ 

I 卿^ お洲じ 測す る榜巧 論文 も 塞 
酉 じ 上る 堂で ある。 岡 食 歲の證 
- をな 乂闽 

内務 おを ウキ^ バア 巧よ がフ 
; — バアみ 関に 乂链 して 辭 任ぜ 
i る稱め 井上準之助 氏が 選佈さ 
_ れ たが、 問 氏も潑 U 內賴が 立 
j グ 巧に 藏相 ご。 つたので 辭巧 
し補缺 としてを 那 側^ 委員長 
i である 餘日章 氏が 遙 をみ 現 巧 
_ 一 期間 繼 ホす るを どなら、 日本 j 
侧委 負を は 井上 氏に 次ぎ 人 毎 I 
願 閒耕渡 戶稻逛 晒 ± が 選な さ 
れ た。 ロ本侧 。ま 負は 她峭正 
治 博 ± を 始め 約 四十 名に 達し 
培ら 典が 側 化 お员中 じは ボ八 
ドウ キン 巧閣 常時 
; 大法を の 嬰 おを 占めたへー グ V 
ーヤム 卿を' 首席-一 こして、 勞 働嫁內 
_'閒，：^'を扣々な ， ^ ム* マ クドナ 
一 ド 氏、 國瞭 閒趙の ー權戚 ッキ 
ンビ ー あ 巧、 义學 方面の 泰ホエ 
テム •ブット 八 トン 巧 か あら 

_ 米國侧 ょらは 委贊長 グリ I ン氏 

一々— ネ V i が お 財 陪のグ ロ ベン 

巧、 ス クタ ツプス • フアド 社 

I の； フアド 氏、 を偷比 西の シヨ 


ッ トウ エ术蹟 ± 、チヤ ム パン 1 

ン敎授 、ダブ ダン 蹲 十、 ラ ドク 
リフ大 脚 牛總を コムストック 女史 
クラ— ク 大學ブ レ-- クツリ 1 敎 
授 のか 西部ょ b 出庸 ずる 重なる 
委員 中には - 

オレゴンが ポ 1 ト ラント 第一 
围立銀 巧頗か ァグ ムス 氏、 羅 
府成人を育局長^^ レ ン夫乂、 

フレスノの 著述 與ナ 五 スタ ァ 

0! ウ 五^ 巧、 を 港 じ おける 
H 米赌係 委員 會 々を ァンキ ダ 
ン ダー 氏、 スタム' 7 オ ド大學 
食檐間 題巧究 所異ァ スバ] グ 
氏 等が ある 0 又が 蘭 西ょ b は 

アンドレ 1 ■ジ 1 クフ オ 1 ト 

巧 も お 席す る 堂で 輿踩 わる 討 
論を 豫 想され て 居る。 

か 上 六 項目：；} 孰れ L を 要な 性質 
を 滞び たもので あるが、 比律賓 
朝が、 巧哇 、爱 西逊を 化をから 
相 當活氣 ある 理あ 論も强 調され 
やぅし、 巧 支度 道 塞 件じ對 する 
露を の論爭 、お ホ^ 瑞測 問題に 
おする H 支の 議論ぶ 特にな 目に 
値すべ （、第一のを 糧 .、人口 あ 
び 主 贿閲彩 化に 第 里の 太ず 巧植 
民 化 問題 ごは 米 固の 餅 U な 民法 
じ關 する 批判、 ホ 威の 保護 關稅 
是非 も 論議ん 標的 イな るべ （、 
第一 一の 支那 じ 關キを 問題は 廣 
化に おる もので みら ぅが、 ま 
抓の 政 お 的總濟 を 脚を 見を 
め语る VJ 甘 ば 幾が 5 年 巧を 要 
する か 等の 問題 V 出 やうし 日 
本の 論 跑を販 はす 僧 値を きが 
巧を 提お ずる〜 であらう。 


繁榮 視察 團 

々巧 下旬に 來紐 

本が 旣 報、 アメブ 々の 繁榮を 
視察す ベ < 今阅 で 組織？ れ 
た 繫榮視 を 略み 一で 去る 十四 
日 ンャト < 舊のァ て ゾナ化 じて 
一剣着、 を地觀化の^ホるサ六と 
U おじは 當悄 をのす 皮 じて 剧ち 
は祐大 講師 巾 川 正で 氏で 削 員の 
氏名は 左の 如くで 扩 る。 

中 川 化 左 (柬大 、乂 がまが】 

服 部 東 (福 脚縣强 託) 术下こ 
ボ (英文 通信社 翊 事) 一二 井熊 


歡迎 寄附 金 

A を 义間榮 作 お (追加) 

金 五 弗 宛 巧橋留 太郎德 永を 
五 郞大义 八十 八 
A 高木 クブ ンォ I ^ ド 扱 (追加) 
金 西 巧 湯 淺忠司 
A 田 中 ザ 裴ホ弧 扱 (追 如) 

を あが 宛 ホ 止 菊- 郎 魔谷義 
雄 

0 ゥェスト ヘブン 方面 
金 二十 お 弗 お 森を 龜 男を 藤 
喜 化 志 山崎强 一二 鉛 木‘ 博 
お 巧 豐太郞 

金 十 弗 おお 本 お 信 生 稻辰雄 

巧 巧 政治' n — 八ス •マ 了！ 
チヤン ダイス 會社 一| ゥ玉ン 
グランド •フ でイヤ 々 — ネバ 

八會 社を 州 ぉ實 
を お 弗 宛 掘 本 常 礎 無名氏 
靑木計 ニ 

金1 ニ 巧お谣 ぶ 武山 本あ義 
を ニ 弗 お 鳥 橋 邑么吉 が 巧 巧 
化か 盛猛 イ ディ •クラ， 

ク ± 屋ポ ー が る 渡 ジョ- 
ジ ミス •メイ • ケ！ •ラング 

高木 大倉由 一 
A を おを 藏投 

を 五 贿宛佐 藤 政 藏上川 庫一 
金 S ホ お 佐 藤 マ！ サ ！. 佐 藤 
A — K 

金. 一巧 宛 t 川 フン デ] 今 泉 
截み郞 
A 木 田 ニ 靴 扱 

を S 十 巧 木 田こ邮 事務 巧 
を 五 お 宛 ホ 島 協 桑 島 精が 
鹿島彌 云が ブ—巧 旧 
A 木 树あ吉 扱 (费府 ) 

を お 巧 お 木 W あ吉淺 兒大ま 
金 S 巧 宛 岡 崎 作 太 郎小野 巧 
松を 菅野 線郞 

を ニ 弗 宛 高 巧 峰 ザん： 止宮 
他 本 池 田 摩が 記 
を 一 弗 宛 お 化-化 川 あ藏大 
石 長 ま 富 野： <,、 西 騰神谷 

日本 婦人 會例會 

がちり 本 締人會 じて は ホる- 
八 H (金曠 K 十 後 ニ 時半ょり 日本 
お樂 部に 巧て 例を を 開き 席上 柏 
木 正を 支店長は 『金解禁 間 題』 
ご 題し 一 塔の 謀 話を 試む る 由。 

♦一巧 讀 まじ 吿ぐ練 街 瓶隊に 
がて 擧巧 せち アット ホ] ム 日夕 
刻本 社々 員に 購讀巧 ごして 現を 
一巧を 巧サ 一る を 蘭 おの 氏名 現 住 
所 まを 御 一巧を を ふ。 


日本 截船 會胜 (並 ニを 鐵道會 魅) 

代理店 巧桐苑 弟賴會 

乘 車、 乘船切 巧 並 じ 小荷齒 運送 御 便利 じ 取扱 申しまず 


了 寧の 印刷 ど摇 巧なる 化 上げ 

時 目の 迅速と 確實な 校正を が 証 


印刷は 紐 育 新報へ 


電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 


わ 間違^む く 新報へ 


が內西 十と 了 目 十 二番 十 階 日 
東部 じ 化ける 巧 字 言論 機關の 

確 成、 菩が 新報を 讀 まね 人な し 


廣吿 は紐脊 新報へ 


rr 




豫 


當 


〔ブロ ダラ 

游水 一二 曲、 千 良 
都の 春 琴 巧 
娘 道 成 寺み が 


反 


松せ 梅 琴 一二を、 

ネ曲 湖上の. 巧 燕 山 流 尺八、 
の 曲 琴 穴 八、 補瞎一 二番 爱滿、 
て、 秋のを 補 長 喷、- 
舞踊、 六 段-一二 邮、 


臺化馬 偕 痛^ 基金 募集 

邦 If 慈善 纔奏會 

0 も 


時：！！ 昭和 四 企 十一月 一 H (金曜) 

午を 八 ^ 蒂照 一人 一乘宛 
瘍所 インタ マナ シヨ ナル- ■八 ウス 

巧 ニ 十 砲 了 旨 リ ダ ブ ず ィ ド • ダ ラ ^7 ブ 

.ホ屬 紐 育雜樂 同巧會 


野が 司令官 謝電 

± 曜日を 地を お 接しむな 巧 艦が 司 か官が 村を S 郎 中が ょち 內 
山總 領事 化 巧 谢事じ 別項の 如き 謝锥 ぁら、 內山 領事は おち じ 
返 おを 發 しね。 

巧が な 巧篮お 司み 官を = 過 殺 巧/御 懇悄ヲ 深謝 ス滯 化姑タ 
クみ外 M レノ 力が へモ 确ヲ缺 キタ リン ヲあ城 ニ思フ 、今 ニ、 
一二 日悠 リシ タカ リシ モか M トモ シ難シ 、诞 上や穩 々 H ヨリ お 
おヲャ リマ K 、 草 信を 貝 長へ 巧 シク N 十 己 n 着電 
巧 村 司令官 宛-: 御 おぶ ヲ巧 謝， み 巧 廊ノみ 御 許 シヲ 願フ、 
だ留 i 间ト巧 ニ閲下 並ニ乘 が 良 諸 モノ 一路 平を ヲ祈リ マス 


n 十四 n を 

本社に 謝狀 

野 村 巧か官 ょら 
譜齊 益々 御 裤祥を 贺候陳 ま 
當お 今般 S を 寄港に 際して は 
貴社の 御 懇篤なる 御高 配御辩 
旋を おふした るの みなら や 貴 
巧 巧 山 御 あ 贈に お b な-御 隧乘 
組 員 一巧 稗 益す る處少 からず 


且輸 かなる 滞 だを 仕 候 段 誠に 
威 謝の 至 じ 不堪を じ 乍 略儀な 
書中 御 曝 體申述 度 か 巧 御座 候 
敬具 

昭か四 年 十 巧 十二 日 
練 お鑑隊 司み 官 

巧 村 ま 一二 郞 

ジャパ ニ！ ス •タイ ムス 

水な 社長 殿 


太郎 (産 菜 聯盟 常務】 新 井 源 
水 (を 船 巧 ま 配 人) な 田 操 (富 
± 電力が 締 役) 碰ロ茂 正 (貧 
あ 業) ホ ト： 貞み郞 (紙器 會お 
社を】 が 膝 精と (水 產貿あ 脚) 
石 巧 政み が (金物 巧) お 田 信 
之 助 (焼 草 お資挪 所) 加藤芳 
藏 (ゴム 會社エ 構 長) 加藤孩 
お (お 服 巧) お 野 化 ホ (大朝 
社員) 岸 田欣か (化が お數造 
震) 小 松視み (營業 部 次長) 
化 本落藏 (あ氣 が 料 巧) 永 お 
鐵太郞 (麵麵 製造) 永藤淸 
ご ン製獲 所) 難波义 一二郎 (鐵 
工業 會社 化を) 同 ィキ (又 S 
郞氏 夫人) 關根 要太郞 (建築 
姉) 島 崎 彦巧郞 (千 化 旧支府 
長) 菅お義 雄 { 電氣を 化 取締 
役】 武 川ま郎 (ゴム 會社 取締 
役) 竹 內ホ鄰 (病院を ドク ト 
少) 高が 巧 之 巧 (グラス 文 具 
繫遥) 


な 人が 人 

•み 村 不染巧 一行 大阪每 日 巧 
聞 社の 同氏 一巧は 旣じ メキシコ 
に 入ら ホ 十八 H 頃 0 1 チン ゼ八 
ス巿じ 到着ず る ど。 

•高 垣 五】 氏 巧が 証を が ホを 
社々 員、 ぶ 曰が ザ 出 化の モン タ 
-- ァ號 じて 渡 お、 歐洲 巡遊の 山 
十 一 巧 二十 五 H ナポリ 出帆の 白 
山义 じて 歸朗 する 由。 

♦山 脇 正 治 氏 n 本 ホ 糸 株式 會 
社々 員、 夫人み 嫂 同伴 化 梧當地 
を 店 詰と して ホ 巧 0 
•西 尾 お藏氏 夫人 慶事 高峰 商 
會 社員 西 尾 虎藏氏 夫人 ホに を 事 
ゎ b 去る 十 H 女子 出生 五 レン • 
つ だす どが ちか子を じ 健な。 
♦义 米ぶ 雄 氏 シヵゴ 及び 費ぶ 
に 野球 戰を 見物 中で ぁつた 同氏 
夫妻は を兩 日中 じは お發 してり 
! サン ゼ 八， 巧 にな < 尝。 

參 ホ 木 貞ホ郞 氏 グヮジ ニァ 州 
化 ホの 元を、 練習 艦隊 訪問を 兼 
ね 化 お範吾 巧の 結婚 ま 巧 席の 爲 
ホ 組 中で ぁつたが 昨 H 歸 還した 

商 賣往ホ 〔化 四 〕 

端 書 一枚て 送 荷’ 

當地桑 山 商を では a 本への 御 
歲黨 おの 仕 送 6 取 ホ £ いふ 珍ら 
しい 商法を 發 表した、 端 書 一本 
で 同 商 會じ申 送めば 巧る 十！ 巧 
六日 出帆の 淺間乂 で 円本 じ總て 
ァメ 9 力では を 評の ある 罐 詰、 
コ！ ヒ ー、 巧 お 筆、 巧を 朔刀等 
日本 じ 巧 評 ある 品物を 仕 送る ベ 
(値段 も 格 まにし 海上 運賃、 巧 
隙、 稅 を、 內地 運賃 もを むご 云 
ふ 勉强ぶ b で 申込みみ 窠 同晦會 
では 直 じ 品目を、 申込書を の 他 
を 郵送ず る 答で 期 閒も短 かいか 
ら 締切を 十 巧 ホ 八 H どして 居る 
ので この 隙モ急 申込 まれたい ご 

シヵゴ 通信 

♦な 本 巧 閒巧滿 十 年 祝宴 巿下 
颖 必なク 9 スチ ヤン じて 而も 勤 
勉 あの 聞え あるが 本 勘 九が 巧は 
當 市に 美術品の 修錢 所を 開業し 
始めは 極めて 小 お模の もの P あ 
つたが、 年 巧 护經る じを ひを の 
勤勉 ど 共 じ 勝れなる 技倆は 一 股 
の認 ゎる 處 ごじ' b 、 巧 今 じがて 
はお 下间胞 巧鎭の 一人と 仰 かれ 
て 居る、 今 画 開業 滿 十を の 祝意 
をを f ベく 去る 五 H 巧を 華攘じ 
て 盛大 f 祝宴を 歷 ふ，— タ數 S 列 
帝を 見受けた C 

♦奈良 商 會魄巧 紐 育 じ 本店を 
植きタ を 日本 樂貨を 業 £ なす 同 
巧會 は今阅 巧下ク 五 ンシィ 互 一 
一 五香に ま 店を 設 （る こご、 なら 
巧 時に 大規模の をな 池を 地下室 
設け お ホ 化 ホ 面の 事業に 着眼 
しつ i お b ° 

♦川口 巧を 今 誰 W ホ 當巧東 ラ 
ン ド八フ 巧に 開 巧し 專ら 日本 お 
の 贩賣じ 努力し つ i ホる が、 更 
ら じち 那 古物な の お ホも盧 b 販 
路を括 出しつ i あら。 

十 巧 八 ； n 

日本 行/— ル 

本局 締切 當日 午後と 
時 H 随どホ 四時 
春が 化 〔フリス コ〕 十八 日 0 
マニラ 丸 〔サンピ ドり〕 十九 日 
フン シ テント •マッキンレ^ 
『フ ブス コ一 二十日 0 
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株 ま 食 化 赤 尾が を 
Akawo 足 Co., いん， 
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淚が 名會巧 
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大巧 每 H ニ 戊な 曰 B 
を 木 云が 
Osaka Mainichi 
Room 306A World 
Tel. Barman 4259 


VO し 化 No. け 01 


巧 b でぶな jKttt がを 扭 im が 


SATURfl が I OGTO 化 R け 19 巧 


官吏の 减俸 一割 實 施で 

俄然 輿論の 政府 非難 辜 


ろ 


ま 京 特電 十八 日 お y 火' た 及びな お 官等の 减化 率は 總理大 お S 割と を ニ贿の 八で 圓、 
割 一み 强 の* T おだ瞄 、を 政 挤ちニ 制 巧び 樞を 顧問 官！ 刹 おを 曲がの お 中す H 励 等で ぁ 


おお* 2 巧汝 巧.？； みの 城 俸 おか じは 潍を おわる、 一々 反お渾 動け 爲 々擴が も 寧が ホ 面、 随軍ホ おじ 


滅摔攻 おが 商 まつて ホた W 、 滅悼 即題 じ瞄！ 々達 巧 相 d 『邮方 農は は大 富び』 ご 云 江 
は 『ん R # 神で ホを 巧題ト ひで くす るよ しだ』 ご巧啸 いてむ る、 她お 満赞總 裁は 献 一巧に 際し 
『が 化では 化眞 みが 傅を しない」 ど 胃剛 しわ、 衍ほ 報知 巧 聞は 『恐るべき 無謀の 擧 だ』 ごを ひま 


一を 大 '臣三 
が ホ 上 


江 木鐵相 


を 執 H 新聞は 『かと 厳 相を を 誤 つた」 と 述べた- 


司法官 團 結して 反對 おみ 議 


を 國じ飛 


を 京 巧電十 セ日發 化み い '檢爭 速 中は 减 俸な 對 をみ 講 して 司法大臣 じと をを るべ 
傲 だんとし、 波进化 化は^ 挟みのを おじ お.：' じめ でか h 藏 かもが 勢 軍大じ 鑑みを 協が；： 下 ダ おらむ 
ど！'、 化 木 掛枯， h 說明や 撫に轉 ず も 舞で ある、 一 ホ 溶 ロを 相^ お 俸 率の 臀更を 言明 L て 遺 域な 
く 垢 脚を 巧し わが 化 間の P 難で 閣僚は！" 大滅 俸は fc じ嚴 なる』 趣旨を 徹底 ス 'する じ 巧-^— 化 間の 
疑惑を 解く ためじ 政府け k ニ巧嗤 明を 巧ず' ベぐ、 民 化 おも 漸< が 俸 緩みを ホ 張 t 巧！' み 友 食は 
總選舉 にも 利で ホ もど 是< で おる が、】々 無を か 黨は始 俸み をき つか (け じみ 關 倒壊!： 活動—’ 出 


した。 皮巧にら十巧み{^東を小賣物巧"；5急轉して 一 を四雁島ターむつたが、 東巧請新聞 
て 『拙劣。る巧が案^:*.^潔く做がゼょ、 固執ずる^.闕民の信用地餐滿はわ』 ど述べた 
藏 かの 命擧じ 反し 銀け/： 5 臧配 闲難 らしく 巧 員の 减俸 もしない らしい。 なじ 於 V - か演 
ねて 减倏 問題し 齡 L ステ ー トメ ント を發 して 『嚴 縱豫算 編制に 當 b 化む を 得 ロ、 消費 I 
巧が がな 度し に 協力を 譯 む」 ど述 .へが 上 藏巧も 『大正 化 每物檐 指 劈は ニと ニボ イン 
本年 义月 a 1 と S ボイ!' トで約 占 劇と 巧方ト 落—- てゐ る、 なじ 大正 ホ 年 じ 引上げた 莖 


i 剧滅は 巧 酣でぃ よい 

闢 のじめ じ 邁進し なけ/ 


で 肇ト揃 b 
尙ほ 井上 
bi 首相は 重 
锁約 實踐與 
であつ わが 
巧の 俸給の 


が樞 をな しは 『思想 S 
W 叫んで 璋 る。 


、4 

鲁_ 


- るべき 總選蔡 のす A - 氣 なざ考 愈に 入れる 餘地 けない、 蘭孩を W の 閑 難が 


ばなら の』 ど實哪 した、 廚ほ 政府は 地 そ 白 治 体に 向つ. て减 俸. 


化の 原因 ど^らむ J ピ 3 强硬 反 勤 起ち 武藤山 治を は r 能率 獄少！ 描 加 せん J 


で 慾 憑した 


官吏 減俸 率の 標準 

東京 特電 十六 日發 =1= 閣證 じがて ちを の减 俸を かを した ミは 
旣報 みあら でぁるが" か剧 をは 左の 如き もので 一一 お 間の 節 お總額 
八な カ鹽 じを ぶ ど 一. 

に 一割 お分减 


J へ 


分 减 
八分减 
一 害 力ま 一 害 ニを 减 


總 理大宦 
高等 义武 一官 
干 四 巧 商 
千 人 百 I - 圓 
ニ. 千 圓驻上 
判 巧 > ぎ 

月額 百 化 十 猶が上 四 分力 至 八分减 
海外 在勤 特淵 加俸 適 宣减額 

おは 化上藏 袖は 民間!^ 社に おし 配當 及び 重役 賞 巧の 削 威を 獎獅 
すべく】 み大藏 なかを はを 省 機を 裝の立 割引 まを 提お しわが 右 
お 俸 巧を ご 共に 渡 盛が 相は 司法官 一部 じ 除外例を 要 ホした が贼 
俸な お肅は 官民を ホ 面に 猛烈 化し 特に 野黨 政ぶ 會は么 がれめ な 
お攻 操め 巧が おを をつ た。 . 


財界な 一齊 に反對 

减成 茶が 株式 相 襟に も 一動搖 

東京 特電 十六 日發 - 


ヘラルド 

トリ ビ ユン 紙】 = 政 會 内閣よ 
b も よらが ザ 的で わ^ 現は 府黨 
み 晒が ネ问 H 給が 端 ♦巧 上の 

官吏 じ對 して j 御の 减俸 
令を 發 しじ こ. こは 裝誓般 與論 
のな 随を贸 つて 居る" お 俸々 は 
ホ 年-巧 1 H よら お 双 ご rjb 陵 
お 軍ん を 始め ごして. 一般 文官に 
も 致 ぼす t ので あごて 閒賃 の减 
俸は 一剧 ニを 伞 巧、； 首 巧は： 制 
六かじしてこれじ^^^も政府の經 
豐 節約は 約 八が 巧^ 巧 巧で ある 
が、 首相は これ-」 厮聯 して 『政 
がの 節約 かを 轉投の 節約 公を 促 
進し- 般實 まを や il 化のを を も 
同 擦の 緊縮 巧に お才ー S 欲しい』 


W 言 巧して 居る、 政 あの こめ 新 
政 巧は 做め て お 密を嚴 ずされ 突 
巧の 

發表 だけにを の 影 嚮は忽 
もがぶ 界 じも惡 影響を及ぼした 


のみなら で、 一般 嘶 配 紙は か 論 
財界、 貴族 炼 、樞 あ^ 力 面 じて 
も 不評を 招きっ I ゎ下特 じが 
界 は一齊 じ巧對 し、 日本 郵船 會 
社のを 務 謙を 氏は I 

こんな 馬鹿 こ ゴーは ない、. 
どを ひを 田 銀 巧の 木 I 副 頭取は 
かやぅな 節約は 單-し 能率を 低 
める のみで 到底 S 閒貪 社で 眞 
のをず る こどは 出 ホの、' 

ご 述べ、 正を 頭取ち 玉を も 
橫濱 正， を 銀 巧 どして は 到底 巧 
る 政策に 從ふ能 ゴ や、 

ど' 言明 LH 井 物産 か 一を 川 氏 も 
お 間會 社は 巧 員 《一 磁に化 b 巧 
給を ま拂 つて 居 <- もので あ b 
單じ繫 おどい ふ 心 ホ義で 減給す 
る ミは をを ない-一 
ど聲 明して 居る。 

東京 〔聯 を】 十 日發 ；；：：： 日本 


殺府は 今回 

月給 旨圓0|4^のをまじ掛 
し 一 削の减給を^;!;すること> 
な b 明年 j 巧！： rj をな てこれ を 
實施 すべ < これぶ 影響を まけ 
文官は 四 巧 人、 腹 軍將校 一巧 ！ f 
千 人、 が 軍脾校 II. 巧 四千 人 じ 巧 
ぶべ （經费 の 節 お离は 一千 ニな 
巧 圓ど兒 られて I 


3 る 一 



若 概を權 のお發 期を まり 

軍縮 U 豫 備六乂 渉べ 

アメリカのを 權は ステ ふ ソン 氏 

ま 京 特電 十八 日發 = 軍縮 會證 のを 權若概 禮ホ郎 氏は 昨 目 か 
後 ニが をな て發 送した 巧が 巧 答 文を 承認 しれが tsj は單 獨渡吳 -V 
る も 瓜 部 触 相 U 夫人を 間 伴ず ベ （一巧は ホを 十一! 一巧 巧 日 横濱山 
帆の 容巧 かじて アメリカを 經 由の 上 渡英ず る窜モ ある。 

オツ タワ 十 セ日發 == アメリカ 訪 間の 旅を 終、 て當 地の 客 .V 


なつた ィゲ リス 首相 マク ドナ グド 氏は々 ナダの 首都 じ 入る ご 4 
じ 底 もじ キング 首相 ご 協議し 巧るべき 軍縮 會議 には々 ナダょ、 




-Kin 


大紐育 I 

I 九 ニ 九 年 版 ダ 近く 發巧 

ネ 化が 送に 編を 發 巧いた しました 『大 が 育」 は、 幸 ひじして， 
江湖の 湧く がかき 巧 許を 博し、 をに をが 一册淺 らや資 切れ どな I 
した、 化て ネ 化は 誤 一版の 内容を を お 耕た じし、 巧 数を も 
巧 加した 千 九な サ九年 版を がに おがす る こご {な 6 ました、 正 一 
確に して 且つ 巧ら しい 統計 ど 事 賞を 基礎 じして、 刻々 錢 化する 
巧が 『大組 育 J の眞 相を 傳 ふるに 遇が なき こごを 巧して 居 bij 
す。 尙 ほを 潰は I 

豫 絲申这 者に 限 かて 

特 傾と 十五 仙 

發刊 後の 御 購買には 

を 價金一 弗 

ごを しました、 速 かじ 豫約巧 中 込みを ホ舆 いたします。 

十 軍 九 H 雜育 新報 巧 


もを 權を 巧を ずる こごに 决 した 
が 巧ら じ 溝 一 化の お說 じめ てィ 
•キリスは 沿が か 自由を 論講 する 
の お備成 b 英乂 のが 軍 均等け 軍 
縮閒 題を 解 巧す る 唯一の 道で ぁ 
る ご 説い たかをら じには こい 主 
ら U ン ドンを か > むごして ロ 本、 
ィタ，、 フランスご 典に 英米 巧 
渉に 等しい 豫 掘を 渉 じを 事す る 
で わらぅ ご 述べ じ。 

9 シン トン 十 セ日楚 n ァ メリ 
力 化府の 軍縮を 權 は國務 長官 ス 
テム ソン 氏と 巧した がみ 席查權 
に ま b ては ホ だ 人選され てない 

東京 ぉ電 十五 日發ご I ユョ— 
ク •タ井 ムス 紙】 = 閣讓け 軍縮 
會幾招 巧に 對 t る 四を 文を 承認 
した、 回答の みを な余曜 H 頃 

を 見る^ 至 るで^? ら 
ぅが、 H 本は 無條 件で を 加と か 
し 居 6、 义 書は 巧义で 起を され 
ヘン ダー ソンみ がの お 待狀ょ b 
も內 をは おか/、 を 班 的の もの ご 
して 細 項 じ觸れ やを っ 巧 等の 質 
疑 も 撰して 居ない、 化て H 本の 
ホ 學 する 比率と 剧の耍 ホけ 勿論 
巧 記されて 居ない が 巧に 日本 政 
府 どして 海軍 力の 積極的 縦少を 
要 ホす る 旨も說 して 居を が、 こ 
れは江 木が 相の ホ 張に なつた も 
ので ある。 

東京 〔聯合】 十五 日發 = 濱ロ 
首相は 本 B の 閣證後 息ち じ 逢 巧 
して 日本め 對巧 回答 文 じ 就て 御 
哉 巧を 抑ぎ 霞 もじを ホ 大使 じこ 
れ を懲電 しねが、 


らを廢じ はお替ぉホな い ：^:腥型 
の 縮小 ごこれ を 巧が 使用 r 止む 
る 程度の 制限には 替成 でんる ご 
述べ、 ま 力 艦の 建造を モ ホな 化 
六 年 迄 中 化すを こご パ 他 則强が 
協贊 する 限ら 餐巧 であら、 巧 縮 
のャ ー ド， テック も顺數 ぶかの 
簡拐 C ：：* ものごしない 限 ウ實械 け 
不可能で あらう ミの 戚 想を がつ 
た 0 


米貨 排巧 


を權 f 巧は 恐ら <4-1 頁 

四日の き洋 化して アメリカを 經 
由して 渡英す ベ < 新聞 聯 をの傳 
ふる 所 じ 派れば 十二 巧 ホ B じは 
サン フランシス n じと 陸、 首が 
フ シン トンに をいて 目下 お繩大 
使が を 渉 中で ある 料 ホ 諮 解を 更 
らじ一 唐ち 進 かしむ る當 e ある 

東 ま 特電 十五 日發 〔ヘラルド 
トリ ビ ユン 紙】 本 政府は 無 
條俾で 霄縮會 議じ參 加す ベ' ぐ 正 
巧 回答を 發 したが、 次席を 灌が 
部 海相は 本日 巧 聞 記香鹽 ごの 會 
見に 於て ク！ リッ デを が 囊じ述 
ベた 『化國 をして 娜 じて 威 脅を 
感 せしめない 電備』 こを ホる 可 
き 會議の 

. で をらなければ ぃ 含ら 
の ごな し、 曾議の 重大なる 目的 
は實路的^:^軍備縮少でをつ て比 
率の 如き 寧ろ 簾 ニの 問題で ある 
ごな し、 巡洋艦 及び 潜水 鑑の鑑 
型 縮々 じ 日本は 蠻 がする 旨を 渡 
らし 『 H 本の 巡が 鑑カ廿 巧 六 千 
順は アメブ 力が 計臺 中で ある 化 
! 巧おモ 晒の 六剌 五み じ も相當 
せ や、 即 もこれ を 日本の 實 際に 
就て 一例を 擧 げんじ 新 巡が 艦 妙 
高の 八 巧 砲は 舊 巡洋艦 古鷹の 八 
巧 砲に 比搂 して 着彈 距離は 五 千 
ャ I ド も 優つ 居 6、 新造 軍艦み 
武器は 常に 舊 軍艦 じ 比 鞍して 度 
秀で ある、 殊に 一方 觸級 巡洋渡 
なる ものは を b じ 高 質で ゐるど 
共に 

な 勢 的で あ b 、 八 千嗯級 
をな て 最もを 理的 である ィ-信 や 
る、 故 じ 一万 顺 扱の 縮少に 就て 
六时 砲の 縮少 でを 協す る こ ミ は 
正當 でない』 ごい ふ 怠 向を 波ら 
したが、 潜水艦 問題に 就て は强 
小国を 保護すべき ま 器で あるか 


ホ 外撤廢 のを 楷 

上 お 特電 十 セ日發 〔ニ ユ ni 
ク •タ井 ムス 紙) り 支が の K ず 
等條 約徹礙 促進 會 では 囊 にが ホ 
兩閣政 化が を 外法 權の撤 廢け時 
期尙 早で あると 巧 巧 政府：. 湿體 
した^を憤ら、 

この 際観提 的に 契米兩 國ー經 
濟絕 をの 擧じ 及び 英 米貨の 排 
巧を 巧 證し痕 も •しその 旨を を 
地に 巧電 してを 巧 巧、 卸 巧 人 
等の 手許 じある 英乂 貨物の 化 
庫 品 調査を 命じた、 

この 撤廬 促進 會は囊 じを をが 一 
互 b て 渚 動した 曰貨 排斥 綜會 W 
更生 しれもの。 當 時： n 本は 割 ± 
貿易の 巧擊を 南京 扱 廚じ抗 憩， 
たを も 政が は 愛國蓮 動じ 卞が才 
るの 餘 地な L ど 拒絶した こ < い 
みるを である 0 

ヮシントン 十 セ日發 ：= 國 おか 
じは 支那の 米貨 挑 巧：.！ 就て 巧で 
のを 增も 達して 居。 いが 乂 ホ' け 
がて を h 得べき ろで あらう. こ 旧 
じて 畜る 0 


この 際 蓄支國 境に 巧て 双々 が 
小 衝突を おじて 居る のけ 鐵道 
閲 避め 解决 に. 惡お嚮 を 助へ る 
から'】 の 深な 方は 抱を 的 じ 支 
お 人ぶ び。 シア 人を 抑留し な 
い^を協をしては奈何、 

£ 提講 L てみ たが P シア 侧は巧 
を 政府が 從ホ ィ」 てら 例 等 協ぞ廢 
巧の 樹 神を 示して ゐな いのでめ 
るから 斯る 段が を 相手の 協を は 
巧絕 する ピ树 客した。 

ハルピン 十六 B 發 H 義じ東 支 
徵 道が 收ん時 赤化 陰謀の 廉でま 
那 官憲に 抑留 中で ふつた 0 シア 
お產爲 員册餘 人に 對 しを 巧の 結 
お八 ヶ月よ 51 ニを じ 直 b を々 服 
役を 命じた が、 被吿 はこれ を不 
當ご I て 巧 審を要 ホし 外を 閒疆 
化する 廣樣で ホる。 


ほす WO 

加 藤總裁 辭ピず 

(十 セ 日】 旣 報、 突が 5 上京の 
ため 巧 職‘’" の 傅つ た 朝鮮 銀 巧 
總裁 加滕敬 I ニ郞 氏は 留 なじみ 
した 0 


淺華 


アメリカナ 

黑面巧 
【一】 文化を 何處に 


露軍退^ 


支那 本 ± 砸擊 "心 

ま 京 〔聯合】 十 セ B 發： r-iii じ 
サンボ 9 辆を經 をして 支那ず 止 
じ 優 入した。 シデ 赤衡 軍は；！ 巧 
哩を假 占領を 巧び 國境じ 退 如 1/ し 
たもの i 如ぐ 支那 側 海軍の 昏吿 
じ 化れば 0 シア 側は 十 巧 十 巧 日 
砲艦と 隻 、巧 巧 磯 十二 機で 数を 
しま 孤 側は 砲燈 ごまか 省の ザ I 十 
と 旅闡が 協力して 應戰 した 心 I お 
擊退したとぁるが、 上記の^}報 
よら 察する じ。 シア 側け 支部 軍 
が 無あ抗 でぁるた め 化 わな， 引 
揚げ わ ものら しい。 

八 ル ピン 〔聯合】 十 セ 日 in 
ロシア 軍は 昨日 アー グンが 产沿 
ザク 。フ ，ク を襲擊 して ニに 人 
の 白色 系。 シア 人 ご 支那 八 •_* 挪 
死せ しめ ゎが、 右は 過般 まが 挪 
が。 シ T 巧 船を 砸擊 しゎ 領 後け 
爲 であるら しい。 

モス カウ 〔聯合】 十 セ C を N 
露 ぞ兩國 の 國をじ 就て 忡々 # の 
位置に あを ドイツ 政が は' 回 日 
シアを 府じ對 して、 


支那め 巧亂 

問題は 閣錫山 氏 

萬 京 十 セ日豬 N おか 巧 お 軍は 
與 H ぉ ジノて r 力 五 千 人の 軍隊 
を 指揮して 漢 □にお 動す ベ （ 
蔣 化のを 陣は 河南 省の お 勢 急 
なる； を 物語 るら ので 欧府な 
藉 道の 檢閱 を嚴」 して 居る。 
上海 十六 日發 ；=： おお 京 派の 諸 
おが 提携して 蔣か巧 打倒を 陰謀 
しつ！ ぁつれ 巧 柄、 を 命 組の 

中、 心 勢力で をつ た 圃錫山 
將 軍が 南京に 忠勤を 標榜して 突 
然媽 ぶ祥游 軍を 幽閉し じどみ 報 
道は' 時 拽界を 驚が せしめた が 
をのを じ ま > 右は 閣錫山 がを 居 
を 巧， ゥて化 平に 巧る 勢力を 固む 
る 巧 旨で あるら の i 如 （巧に 閣 
將 軍は 國庫無 一义の 南京 政府 じ 
對し覺 近 融通され た 四な 万 巧の 
が 六 さ 方强の 孤が を 粥、.. が 於が 
府じ 於で お 証すべき 山 西 省、 化 
平のを あ 紙锻！ 千万 巧の 發巧許 
巧を ホ わて 居る のは 獨を 人形 ど 
してを 居を 巧 もつ S ある こどを 
物語る もの じて 現が 蔣 か巧將 を 
じ 霞 後斯戚 ずる 軍隊は 六 師鹽八 
巧 五 千 人 じて 一二 師團 は廣を じ、 
師 倒は 

測 4=? じ 化は 上海 南京 鐵道 
沿岸を 守備 じ 依れば を 力に がて 
蔣 巧は 旣 K 職を 軍の 敵に ホら や 
ど 見做れ V 厦 るが、 蔣は暇 急い 
で參謀 長を 飛朽 磯で 湖 化 じ 派遣 
する 化 漢 ロょ 6 精 銳一邮 團を送 
つじ、 を资 軍は ニ 一線 じみれ 一は 
農は 巧 除 じて 湖 化 省に 化 西ょ ち 
南京に おけて 進み、 第二は 反 南 
を 派の 有力な な 客 武將ょ 5 成ら 
て お 巧に 巧 寄らん ご し、 筋 一二 窜 
は 湖 化を のを か 軍で をる が 革命 
の 中 必は國 お 黨の 左傾 派を 子の 
巧勸 である-" 


本 赴 東を 特 雨を (紫 焉鮮轉 載〕 


剌題 U 「海 邊の廢 


〔十八 日】 昭か五 年巧お 題は 『お 邊の嚴 J 
は H ど 仰せ 巧され た 0 

矢 旧巧瑞 西な 巧 

【十八 日】 矢 旧と 太郞 氏は で； 權 
を 使 ごなら 瑞西驻 化 仰せ W ; か 
つた。 

私鐵 不認可 十四 

〔十 セ 日】 江 木 巧 相は 十四 巧 じ 


= かいへんの いわ 


及ぶ お 設鐵道 認可 願を を部不 
許可 ごした e 

仙お纖 裁の 赴が 

1:+ セ 日】 巧 報、 を 任 間際 じ 病 
筑ご なれる 滿鐵 総裁 仙 石 貢 氏 
け 化 程を かし 廿一 二日 神 ロ發を 




アメ 9 々は 地卞 色の 强い齒 で 
ある、 故 じ ヤン キ—氣 質を 巧 表 
すを ものは、 でう しても a ! 力 
ブズ -ムの 生を •し俟 た ては な 
ら ない、 なじ アィ 9 々の 文化 ご 
いふ もの お 指導ず る ものは、 ロ 
! 々リス ムで ホる、 をの 文化の 
發 おおは、 おて 擧 一 的で あ >、 
學獨 的で をる、 これ か膨 服を 達 
せし むる じは、 長い タイムと ス 
ぺ ー マを 必要 どす る、 今日の ア 
メリ々' で、' アメ 9 々め 文化を 五 
をの 一 も 巧を して 居る ものが を 
る ごすれば、 をれ は ダ アジ ユア 
でを らう、 を 日の アメリヵ 义化 
を 背 貧ん 人々 じな、 この 巧に 育 
つた 文化人が ぞい、 でも この ゲ 
アジ ニ r が、 いかじ 化の ア メタ 
力 諸 州ど異 つて 居る ことわ！ を 
み 文化の 現れは、 疆じ 時化の 推 
移み みでは な （、いろいろな 形 
しがても 特殊な 交 化で をる。 

現 化 アメブ 々の义 化は、 嚷漠 
だるを 地方に 大別され じ 文化を 
持つ て 居る、 これ 等大别 された 
を继 々の 文化は、 をの 時化 £ 位 
置を異じして居るをの{稱整頓- 

，£ 讓お讓 薄 M て请請 一 

である' ボス トニで ンれる こを 
を 無上め 誇ら ミず るニゴ 'ィング 
ランドが をれ でを る、 ニユ 3 ミ 

ク を中必 どず る 東部め え 化 も ホ 
る、 化 部、 中 西 敵、 中西部の 南 
側、 地理 的 じ もは つき. リご 識別 
される 苗 部、 礦姻 臭い イグド 
クエ ストの 义 化が をれ である、 
をして'、 これ 等の 大地 まじ 泣を 
された 小さな 町々 じは、 町獨特 
の アトモスフィアが あち、 氣質 
わ あら、 異 つた アメリヵ 語の ア 
ク セント かをる 0 

先づ T 例を ブ キチ ス 州の ダラ 
—ス じどつ て 見やう* 巧さん は 
昨今の ニユョ ！ ク •タイム， 紙 
等で、 ダラ！ ス •プラン ご 拳固 
大の活 宇で 新聞 ~ '面を あめた、 
同地 商業 會議 所み 投資 廣吿を 一 
讀 された； でもら う、'. の ダラ 
I ス は， 石油 城の 發 見に 浓て最 
近著し い 繁榮を ホした、 最も 若 
い アメブ 々の ± 地で をを、 この 
地 ホ も 摩 天頗、 r ッパ ー トメ ン 
ト 、スビ ー ド、 等々 の巧亂 時化 
を經 て、 今日の 繁榮を ホした ± 
地で ある、 が、 をの 半面に 於て 
これ 等の 化モ 人は、 曠 巧の 生活 
牧牛を の P 1 マンス •し憧 n 、 メ 
キ シコの 古いた 化に 浴して 居る 
ので ある、 こ© が 反した 傳統と 
巧ら しい 現象の 馳 を、 物質的 じ 
は 巧 化 熱に 征服され 精神的 じは 
曠野の 自巧 ごを いメ キシュの 文 
化に 生きる 地方 じ、 巧々 は 極め 
て 新し < 彩色 された 時化 思潮 じ 
巧れ る ミが お ホる ので ある。 

鶴て 今度は ミ ネッダ 州を 一 營 


す る、 この 地の ランド スケ^ フ 
夫い 自身が、 で こまで も スウで 
! ゲンを 做 ばす やう じ、 この 地 
が スウでー ゲン 人に 依 もて、 毁 
刻に 植民 化された こごは 幸 巧で 

あつむ、 この 地の アト モス フィ 
アは 極めては つき b どして 居る 
この 化は いわじ も スウ 王— デン 
化されて 思る が、 而 かも お 本 的 
じは アメリカン である、 この 交 
化の 將ホ がどう 動いて 巧 < かど 
いふ こごは、 極めて 興 化 深い 閒 
趙 である、 盎 し， ウ王 1 デン ど 
フ ィン ランドは、 アメ 9 力 人の 
意識を 化て しても ヨ ー曰ッ パで 
の 巧 巧 化した 厨 民で みら、 而か 
も敎 養され た 人民で あるからで 
わる 0 

をれ では ミ グウ* がを 見る、 
この 地は 中西部 ド-南部の 中 巧 じ 
位して 居る、 而か もこの ミゾウ 
け 實にア メリ-力 じがても を 高 
:、 ゾクブ C ：* ので ある、 アメ .リ 
んが克 く 云 ふ ： IAM F 夏 互 吾ち 呂 五. 
さ 一； 呈呈 /: ごい ム貢湛 r か如官 じ 物 
語る 姑く、 人を 見て は 泥棒 ご お 
へ、 見なければ 信じない、 ごい 
った ゃうな 頑固な 性格の みが 巧 
表する のでは な {、彼等は ミブ 
ウ 9 の 主 じ 根から 育てられ、 白 
を アメリカの 農夫 S 素質を たん 
ぶんじ 待っ 地 ホ 人で ある、. 而か 
をの 自然の 美 も アメリカ 随一 
ご稱 する も 差 支な < 、化て ミゾ 
ウ 9 州のを 都 おの 精神的な 現れ 
は巧處 まで も 調 か 的で ある、 こ 
の 化に 巧る セント グイ ミい ふ 都 
會 みきらび やか さは、 フランス 
ドイツの 弱 藤を 威せ しむる。 


ニュ！ 3 I ク 营秋 


を， 


4* 巧閣 一割 巧な 裝踐 絡を 
發 表して 騷 がれで 居る、 眞逆座 
海軍 人が この 减 給で 罷エ をす る 
譯 じは 巧 < まい、 尤も 役員の ナ 
ボタ！ デ はん 巧のを い 國ご して 
脊名 であるから、) 層 あ 切つ て 
ザ 威で も すれば ょろし。 

♦國驟 生糸を 付貪議 開く、 お 
讚な く 協を なく、 舉 じ論證 する 
_會 でを る 相 だから、 ロ 巧 大いに 
溜を 飛ば ずら 可、 巧し 算盤 だけ 
^は总れない ^o 

♦奠ぞ がのを 灌を 概禮か 孤を 
がが ふるつて 窗 る、 曰 （彼は ポ 
力！ •フ でー ズ公し yj 知られ、 
染術 のた をで ぁる、 日本の ジユ 
1 ジッ itl 相手に へ > 下つ て 瞬 
を 制する こ VJ で、 こんな 會溝じ 
は 持つ て ホい のら々 ピごナ 0 

♦太 あ洋 沿岸を 股 •しかける 酒 
煩密 入閣の 背を じ、 沿 摩 巡羅隊 
や 巧 官が援 巧して 居る のみ か、 
簾 巧まで が バヴク してを々 たる 
會化 組織で ゎる ことが 巧な、 ブ 
I トン ブグ もこれ でな 派な を 業 
どなつ たり 

參マク ドナ グド 首相、 これ か 
ら英ホ 巧が じ 等しく 曰 本、 ィタ 
リ 、フランスを 枯手じ ド 巧 巧を 
する ご 言 巧した、 を ホの わ 膳 立 
をを ベて T さい £强 制されて 居 
る やぅな もの 0 

♦をれ じして らア メタ々 のを 
權が ステ ムツン 朝 務良官 一人で 
あるら しい こご も あつさら して 
居る、 をれ に 較べる と 東 巧 君子 
國の 大名 巧 利には 巧 巧の 巧を 園 
もび つく b しやう 0 
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【日曜と】 


日 九十 巧 十 年 脚巧昭 




笠 ホ 洋臟巧 


趣み 洋—會 


巧 隅 十六 了吕 六十と 番 
電話 プライア ントと 0 と 九 


乘 おず H 下 月 

_ 云ご一 

が 藤 
洋服 巧 

戸^な ご 一二 


洋服 調進 

クタ 1 ニン グ 、ダィ 

ィング、 修錢等 一切 

ミカド 洋服な 

松 本が 
を 話 ライン ランダ 1 
み 八 一二 0 


U 本、 支が 寶玉製 美 
獨 お、 婦人 周 官飾其 
趣 装飾品. 

闕島訂 i が 

高等 美衝晶 樓淫， 
當嶺爲 、ス K 9 ング 
曰 本 腺裁縷 


舞變 個人教授 

ザ社烫 タン ス ▲ 
►袭椿 お 操 A 

觀寸 的？ 礎 十一 時 

シヤ タフ •タン シ 

ング韩 籠 擧綾卒 榮、. 

L 衫 タマ 


診察 I 

午 削 十がー 一時 
午後 四時一八 時 
n 嚼 午前 十 時— 正午 I 
急を 慢巧 男女 お 患、 皮 一 
腐 病、 化 液檢査 
タ 年の 經驗を ちし 日本 
人には 特に 親切 じを 緣 
す 

健康 診 斷ニ弗 

ドク トグ 

メイ ど 火 


診察 時間 

午を 一時 化 ニ 持 
午を と 時 リ八巧 

愛 か 羣そ 

パ- 巖本違 一 

をが 比 亞乂學 ぶび 
ホダ クン 病院 勤務 
H おは 前約 围上お 


稅關 事務. 取 抜 

W 夏蹇 广養窝 が 琴 

ミ1 黄》 ニす oa を ミ-暑 
呈. 双 呈一是 - の al 巧 養 •芸 


心 

j 明 撒 

rIM 

化 欄*^ 賴 
亂 y 1 
Ski S LC 3 を 

匯 ill 

U 

M 


巧 • 

的站 

B f 


稅關 事務 

を 巧を 地が じを を 巧 
の 緻出人 方法に 麗ネ 
する 一切の 御 諮 間に 
應 A 藻 道滾般 貧錄麗 
貧 及度觀 装を 黑ホ繪 
書 等 進呈す。 靈厦都 
ボ じ化理 巧を なし 誠 
實を 速辭麗 命じ 應ホ 

お 驗取极 


评論 每巧十 H 巧 巧 
雜巧 一巧 十 地 
ち 57 Is こ S . lie こ ミ k 呈 y 


診療 

午前 十 時ょ も 十二 
時、 午 お 六 時ょ 5 
八 時、 曰 晒は 前 お 
願 上 巧 

ドク ト少 

山 ロニ 一之助 


D 

化 化 刪 

：! 陆邮 

节 "i 

W 邮 む 

T W 

旅 


S 持 i な 基 

自 午前 九 時 h 十二時 
自 午を 一時 n お 時 

火 確® I 睁 U ホ 時 

ン テ ン ョ ン ク ジ ニ 
ツク じお勸 


Joion 里 - OGC 巧 K M.D. 

ニ 1 また 云 さ 2 ミゴ rk 
呈 . R 量 S 互 こ 573 こ C 量 e ニ 云 88 

診察 J 鋪 鱗-蘇 

H お 午跑九 時！ すを 四時 
ドクト^ 小 栗乘苦 


.2 如 
舶ぉ 

t 

心 


晌 I 


2 

加 


e 

常 


電氣 、器が エ項繫 巧 
連動 具、 な 具、 贵を賴 
時計、 寫ぁ 器を 現像 

松 本ぶ K ぃ 

東泮蒂 術晶馨 基、 レ 

デイ オ 、ラン/ツエ 


ご 


■ >t t 


成 巧の 秘談 

米函 ホち 語を 話す 韋 
* は 1 の 萬' 一義です 
■| 师化 本校には 日本人を を 
8 じ 惟れ た # 巧婦 A 巧 
師ぁ b 懇切 じ會 話み 
I W 信 文 おを 語を お 巧 ！' 

邮 ょす。 H 巧 遇 H ホに 
午前 化 持 よら 午を 十 
時 主で 蘭 巧し 一 レツ 
义ンと 十五 独 づ \ 

ネ H 盧 もじ ホ 校 あれ 


• r! 
♦f 

縣 
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« It— 


化 

地 

■I 

•§ 
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命が 隙會化 化理ん 
其 他 病 傷 保 隙を 柿 

西ち 一二 十八 T 目 五な 0 屯番 

化 島覺ホ 

電話 エ デコム-四 九 六 


- 

函 菌〔 ▲#▼! 〕 窗 田な W 




’ IB ♦ 国 ♦» ♦田 


里 


プル デン シャル 

生命 保 險會社 

諭が 險 

ご 一木を 香 
齋 解礙结 

S •さ 5 _ 

o『Flom 巧 00 M 巧 一： 2 
-U 4 之 >ss>c SH: 

之 EW YO 方 K 01 TY 

Tm 厂 • m 向 mK 2>2 SAM 化 

Rmslom 之 0円 
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Tm 广 . $>omwo 巧 TH 70 &A 

ジ ヨン •ハンコ ツク 

相昆 生命が 險會社 






檢眼化 じ跟錢 || 靡 


をき 乂屬靖 ふ 
H 本人’ へ 0 化 
語穀缓 にぉ 一 
年の 經 驚を f 

f 0 一ン歹 

ンと十 お!！ 
每 H 朝 九诗ょ 
b がか 時を 巧 
時 ド てら！！ 

U 嚼 耳は 11時 
よち 四時 ホ 


篤 お 巧と so . 

へ クシ ヤミ 
ビか 'デン*々 两 

小 池 寫眞滞 

電 語ナ！ ク か‘ 

四 四 普 ハ 


諸 策 ♦ 


な 育 州を 認 
巧務 省爱詳 
東京 帝大醫 巧乂學 
產婆 復習 巧卒を 
元化邊 

產婆 松あ綠 


西 ホ 源 太が (兵 庫縣) 膝 木 S 


\ 


(福 岡縣) 末み 當造 前が 育 - j 學 
學ホ八 木 郡 平 (靑お 縣} 巧 j 原 
豊云郎 (鶴 本縣) 西 本文 藤！ 
(廣 島縣) 梶山爲 夫が 藤嘉 W 

(コ C ン ビア 大學 おみ) 富が 阳太 
郎 (鹿 島縣) を旧德 一郎 (まほ 
縣】 藤本 嘉八 (東を 市) を マを 
太郎 (福 岡縣) 吉 旧友 巧が 
(愛媛 縣) 浊旧巧 一二 孤 (福賴 麻) 
米倉が 
ちのを じ 通知 致 度き 錢 有心 
お 間 本人 若く は 知 Aib % 
住所 卸 通知 願 上 お __ 

紐 育を 國 総領ず 舘 

1 ちす ミを av す* ご rk 妾 


稽を日 . Ij 
み、 金 腿 午後 九 時— イ 一一ぉ 

紐 育 柔道 俱 114 

西 百 T 目 一 八 fis 


蠢科醫 木 下 叉ぶ 

言 去， ご 1吉 担' 一^ 
ぎ賣 nit 萬这 


>. ft 

が ぉお 
か t d 
ASM 

齡 s 

品 

尼 sw 
T u 


診察 


午を一ニ時ょちホ時 
日 躍は 前約 巧 願 候 

ドク トグ 

高見 豊彥 


氏 

站 •り‘ 
*5 か 6 
熙 -ly 

U わ* =2 

G 託 -sb 

0 パ' 刷 

0 推 

4 h 

^ r 


N 


診察が 間 

午が 凡 時！ 十 時 
午を ち 時！ 八 持 

パパ ホ 栗 幹 三 

がち 巧 フブブ ーおお 
巧 五 巧 おお 巧を 
まが a ン バラン ド 
病院 巧務 
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巧 

kf 
S 齡 
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I 


な i 
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棘 

ii ん 
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A ! が 


e 巧 

b お 

T 化 

3 


••お，’，， .1: 朱. 

日 度ま畜 巧が あや 
共 巧を 夕と 巧 半 
を 拜說せ タ八惊 
木巧既 おを タ八爵 
巧 語 及びを 巧 

午を ニ H 

主 お まがを 又は 
ホ活會 タ八時 

. 带 .. が .— か * 

寄宿 澈 、胞 かぶ 巧？； 

が、 入 事相 巧 巧、 

煤 * なま 巧旋 巧、 巧 巧 
度 辖を授 の 諸 課を を 
け會員 及び ホる 貢の 
巧を 封る 


牛 


巧 店は 實質 誠意 迅速 ま義の ブ 》 1 ドウ 玉 1 百と 十を 
基に 御 生を 物 一 ま 麵賣跑 段 領事 おお 側 巧 巧と 0 お號ま 
で販賛 致し 主す ぞ ホに 拘はク ， A _ 達 
ら中 御用 命 仰 付 下さい 主せ が も、 づ 


◎跌 ホを 種 時計。 置 時 許 一 ま 
◎資石 貴金属。 銀製 器具 一を 
◎を 裙萬年 筆。 を 敏製纷 筆 
◎蓄音器。 ン 31 ド 見本 陳润 
◎寫眞 器。 タイプ ラ！ タ！ 
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170 Br 运を ミ， N . Y . G さ 
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VU 

も 

な 

一 

如 巧 

Li 

bm M 训 

pS 

固 加 

0 が 


か i 


新を 書籍 販賣 

雜 誌の バブク ナン 
バ ー、 を 雑誌 類の 
新 注文 等 化て 巧を 
に 御蚁タ 致します 
がを 御用 命 願 上げ 
ま " ^ 0 

奧村蕾 店 


じ 


•d t 

h t 4 

此 が— 


5 

f > 


d s H 

s 

& 扣 w 

o む-^ 
如 4 


お 船 御 戌 ま 
搬 具を 巧な 
か洋を 雜货販 《 
盛 出入 裙 繊手 篇 
諸 巧 物逮搬 なを 


遠 藤 小刀 商會 


T - 

じ 

も 


W が 曲 巧 
願 I 触！ が 
H 匯が I 

ト挂 5 ん 


0 

な 

U 


S 靈 治療 

マツ チ！ ジ 、整形、 醫 

癖學的 運動、 勝灌注 
水搶 、電を 風呂、 ホ 
線 あ 電氣が 療を他 
な 育 規を嚴 

ブィ ジオン ラピスを 

西が 幸 男 

日曜 外 巧 H 午 蘭 化 
酶 3, 午を 八 時を 
更話翰 約 願上极 


遙を前 じを へて 急 じ 日本を を 斑 
立檢査 所で 質 施させた 動機は、 

H 本案よ らカ强 いものに ずる 巧 
'ど ••游 一二の 如 さ ホ國侧 のな 見を _ 
话拔 いての 巧 動では あらう が、 

や b みが 餘 6 み ホ 外を 的で あつ 
た 巧め じ、 巧つ て 逆の 結 架を 齋 
らし さうな 形勢 ピ なつて ホて む 
&、 をの やうない ろくの 事情 
からして、 正しい 恵 かじめ ての 
國隙 格が 制定の 氣 運は 益々 稀薄 
どならつ、 ある、 今の 雲 巧から 
巧せば 恐ら < この 第二 巧 會谣は 
をる 程度 じ 於て 物 みれ 岡 様の 結 
を じ 終ら、 をの 後は 國瞭 格が じ 
關 ずる 國際會 議は當 を 

沙汰 止み ごな つてし まう j 
のでは あるまい か ぉ見受けられ 
るので ある。 輕際裕 付の 制定が 
當を 望み薄 どなれば 、生糸 取引 
方を はどうなる だら う. 第一 じ 
は、 內か兩 巧 鶏 ども 依然し で 現 
なのかき 取引 t の 基を のない お 
亂が 態を 續け るか、 繁ニ じは ユ 
ユ ml クの 取引な ホ輕集 じよら 
橫 潰の 取引は B 本案 じよる どを 
ふ 風に 巧 外兩ホ 鶏で 别 々の 格が 
が 巧 はれる iy 一なら、 をつ て輸 
おおが 巧 地が ホ 糸を 買 ふ 媛を に 
も、 ホ國案じ依る^じな6事實 
じ於てホ國まを强制される^に 
なる か、 まづ 今の所 豫 想し 得る 
のは この S つの 場を である、 右- 
の 中 簾 ニの 壌を じは、 巧 尴の輸 
お 商の 營裝 內容が 非常に 不 ま、 
互つ 危 験な もの ざなる から、 こ I 
可 二 - viS 

內地 の 輸出 商が 極力な 缉 
する i じなる であらう、 をれ で I 
輸お 商の 立 瘍を失 ふやう。 を 策 
を 無理 强 ひずる i は 出 ホまい か I 
:ら 、據杳 巧のを 付は 當 みほ 意ま^ 
I 義を續 ける の 外は。 いで あらう 
I 結局 d - か 父は ニの 搶を ごなる 
もの ど 見な けれ ば^ら ね、 が、 
第-の 瘍合 じは 巧 地の 邀糸 業者 
の不 溝は 化 然として 陈 かれない 
溝 一二の 燒を になれば H 本の 國の 
面目が 立れ。，， 、なる、 巧れ じし 
て も 困つ た 間 題で わる、 當 をは 
矢 張 b この 格 か 間 題を 中必 ごし 
て日乂 兩硬賊 にいろ/-- 明 闘 暗 
圆 •か演 せられる もの ゴ をねば な 
'与の、 をして をの 鶴を な 目され 
るのは、 中間に 立つ て ゐ も輸お 
巧の 立場 •かどう か i 云 ふ--^ であ 

to 

肆り人 

< お 城縣) 大橋巧 雄 (館 本縣) 松 
本 卯 一郎 (德 爲縣) を 旧 川鳥義 
(山 ロ縣) 德お猪 一二郎 (廣 島縣) 
松 本 嘗宮ハ 答 诚縣) モ島底 親 
(か 歌 山縣) 松 本平吉 (鹿 班 島 
縣) 威 上 時を’ 吉岡直 記 (長 
始縣) 池 旧 内藏ま - 福 岡 縣ニ一 
义巧 巧み 大が サダ メ (巧知 席) 
畏崎德 一 柴巧幸 S 郞 (た 阪ボ) 


純 自本樓 苗木 大小を 種 

純 日本 搜 苗木 大小を が 一二 巧 本 持を せぁ么 候間樹 入用の ホけ 至 
急 御 注文 被 ドぉ榜 おを 及學 校、 を闡体 等に 寄附の 中这 じが じ 
ては 惊別御 相談に 應 ずべ く懷 = 中达み 第を 僧 表 進呈 U 
を 輸入 U 本を 魚 卸賣‘ 

コロン ビヤ 溫を會 化 社長 野 地 功 敬ち 

脾您純 H ぶ 式 庭鬧並 K 喫茶店 さ ^ ら 園 敬白 

coiBI 三是呈 養 E 呂._ M . 青； 呈這 r 
だ窝 Jim 玄 U stii , S 玄 害， wash . 

^ 4 


愈々 幕を 切つ た 

國燃 生糸 格 付會議 

自由 論議. こ惹 お' 5 义換を 肖 的 じ 


ァメリヵ 掛震 協み 卞懼 、萬 ニ 
间面瞭 生糸 巧が 巧 蘇は 旣巧 のか 
I < 去る 十五：：^ 午 削を W て ホブ, 

ア スタ 1 にだを、 ウサ リアム • 

ナ _| 1 氏は 會證み 

i 討議 事 巧 九.？ 慷を期 請 

;說 明した 後 r 諸ち は'】 れ 等の 條 
一巧が いかじ も 制限され たもので 
I あな 會滋 のが 巧 綺剧ダ 縮めた か 
; の 如く 晚 じら n るかを おれない 
- が、 我等 ィ- しては をみ のみ 議、 
協を 或 ひは 投累等 どい ふま 巧を 
るき、 相 おる 立撫 にもる 諸を が 
一個人 的 じ も 按觸し U で 自由 じ 問 
一 题を論 蔑し なをを を 挽す る 
ょり 貨隙 的た 巧 おを 舉げ 得る も 
_ の ご 信 やろ」 ど 述べ-協 食々 が 
-シユ ニー ゥ キン ド 巧 山 開 會の巧 
の 一節 じがて J ■第一 凹換際 生糸 
: 巧 か會議 はを を駐 ( R 本) じが 
，て 催された が、 今次の 第二 固を 
講は 製を エ 装の 上— ホ 要な お 費 
; 國 ( アメブ 力) で 巧を された 譯で 
わる、 なじ 

^ 今次 會議は 巧難 ミき 

茜 事項 も おお 造 お 業 まじ お 緒す 
; べき 巧 お 生 產の完 をを 期し これ 
じ萄 する 自由。 静議 ど窓兒 のを 
換を もを がする にまづ むので ホ 
- る、 從 つて 今 阿 S 會 みで 討 講ず 
べき 瓶齒 はがる 糜 化なる もので 
ある ご 共に お ホの 勁が を ホ 格が 
- じを 要な 瞄係 をを ぼす 譯 である 
の會議 におを された を 网の化 
ホを は 巧が 國^ 絹糸が おがん ゆ 
る釉 類の 巧 巧に 巧つ でい かじ 垂 
'大な 細 係を 持つ て 居を かを 威 巧 
される 信 やる、 おじ これ 等 
のを 巧 巧に を々 幽 係み々 諸な か 
このが 會ぷ をして 國陈 の 牛 糸 格 
一巧 問題を 徽が 的に 解み されん i 
^ を 巧々 なが 错すム をで ある』 ど 
おんだ、 ホいで 

.我が 代表で ぁ* 加 お 山 

辰 阴郞氏 (肥 後 氏 化理) な 起 て 
H 本のを 巧 おを おかし if 巧々 は 
今朗 この 韓い 時間を 倒：、 て 巧々 
'の 立 戚を說 巧す るら ので-, みい、 
巧々 どして はを ぶの プ tj グラム 
じな ひ 0 て 我々.， 5 々媒ト を も 明 
快 じしたい 所がで ある： i 、 茲に 
諸 おの 注 患を 喚 おしたいの >レ 巧 I 
巧の 巧 巧 挽が 及び 格が；^ るら の 
'レが じ 生遗を ごしての なみょ も 
めみ じして 制ぶ された もので。 
く、 糾糸 おを 業 あのな 撫 6 おみ 
じち 厳した もので わ な、 晚査の 
化 確 ビ化付 S を 正け 充み誰 おじ 
- が. 証し 巧 るら のでを る、 がして 
昨が U 本を 訪 はれた ァメ 4. 力 化 
'灰 諸ち じ 等しく 巧 等ら ホ 个ホ巧 
溢に 於け る ホ證ゃ 協を のが 否を 
かすべき 

委巧權 は 與 へられて ゐ 

。い、 けれ 共 巧々 はを 正 ；：> な 越 
陈 的が 付の 制を は衷 一れ 
: をホ错 ずる もので をる； を 蘇 香 L 
したい』 ピ おび、 神 戸、 巧 巧を 
^ 始めを 化 巧から 逢し じ 祝電 も 席 
上で 辆 誠され たが、 大統領 フー 
; ゲアー 氏は 今闽 のな 惑に お— 左 
j の 如き' メッセ I デを 發を しれ。 


第二 回挡隙 生糸 格が 會誰じ お 
席され じを 國の R をじ對 する 
余 が 彼を がるべく 披潑ゎ 6 
むし、 がして アメリカを 萊の 
まを 品 たる 斯巧じ 潜を する 
諸 閒題か 脚 おなる 成 おを 收わ 
る i を叙鹽 ずる。 

が ほ 前 巧で 强表 しわな 後し がけ 
る 巧が 生糸 化を み 滞 化 7 0 グラ 
ムは 左の 如し。. 

十一 巧 四日 (巧) 午後 ニ 時 ザち 關 
肉眼 檢を じ觸 ずる 討論 
十一ち 五日 (火} 午前 十 時 半開 曾 
(座 お オ—ス チン •チ こ） 氏) 
生糸 2 缺点ど 其影懲 tl 】 織物 
ごご 館 物、 午後 ニ 時半 巧 開， 
午前中の 問題 續 巧。 

十 I け 六 H (水 j 午前 十 時半 踞會 
(座 跨ォ i ス ナン •チ ニ I を) 
機織棠 S 要が、 編物 業の 嬰 ホ 
電氣 業の 要ボ 、其 他の 雜 題、 
午後 ニが 半 再開 (必要に 應 じ) 
十】 月と 日 (木】 午前 十一 時銷會 
(座を シユユ ー •ウィンド 氏) 
鼓 終 一般 會 誰、 協議 會經 過の 
摘柴 、ホ闕 委員、 ィ タブ； 委 
員、 日本 委 旨、 まが 委員' 其 
他み 峭じ 報吿 ，午後と 時半 送 
別魄をを (座長ゴ ー ^ t /ト ス ミ 

が 間嚴ず 

齒際親 糸 格 付會滋 第二 U は 十 


『第一 回は ホ產國 であ b 、' 第 
ニ 巧は が费 越で ゐるア メリ々』 

く 裳 ニ 巧 國際ま 糸 お付會 議の庸 
上で 述べて 居 も か/、、 ネ 巧の 

會議じ ァィ， 力 側は ぉを 
樣 、巧 壁を とい ム义虔 からを 巧 
橫审を 押したがる 傾向が ある-^ 
はお 過化來 ない、 然らぶ 歐隊會 
畿の結 架 U 、 柴 してで ぅい^ るで 
みら ぅか。 これ" a 今'-! で 一口 
じる ひ 切る をは 出 巧。 いが、 會 
證 S 前读氣 からが して、 を々 面 
のな み 者み 觀 測を 綜 をして 見る 
ご、 わが 蹈ど しては、 がかに 樂 
觀 とな さの 率悄 じんる らしい。 
格が 上の ホ 針に ついても 乂 体， じ 
於て 意を の 一致を 見。 i . かが 來 
るか、 义は將 巧 一致す るを 込み 
がつ く かして、 今 间の曾 證の硏 
兜を ぶ 礎 じあ々 國隙格 付 制ぶ の 
問 趣を 中 必燕匙 どした 第一 ニ！： 威 
際會 邊が閒 かれる 丈 パのを 速が 
瞧 化されるなら ぱ 、會證 U 本蔚 
ず じ 進んだ もの V 一 云 ひ 得る の ご 
ある、 しかし これは 今の 

狀勢 からして は 甚だ 學み 
滩 いやぅ である、 巧 一 ホ闕侧 
最低な ホ 菊を 急に 放 楽ず る 見込 一 
みが 乏しい、 簽 二には 米 段の 巧 
巧 巧の 大部 かは 闽巧格 かの 制を 
される J 於 あま b ホ 劈して ゐな 
い、 ながなら ば、 凰 隙が がが 制 
をされ る i に ば、 自 かで 檢 
奄 して 氣じ 入つ たもの だ パを お 
|\ 八、 他は 自 もを ま i じ ダメじ 



ち H 午前 十 時半 肯废ァ スタ！ ホ 
テ 八 じ 開かいた が、 日本 巧を は 
化 娘 面な 巧 巧 家 じけ じ 時 巧を 嚴 
ザして 巧つ 化 じ势術 ひを したの 
で 狸 効して 巧た 化轉化 おを 驚か 
し、 證 長チユ ー 巧から 『化國 巧 
おも： n 本代 まの やぅ r 是非 時間 
を 守つ て 貸 ひたい』 ど H 本 巧 表 
を 賞め もぎら れ たので こは い髮 
面の H 本 R まも 大いに 面目を 施 
した。 當日 はを 逆の 議事 進 巧 ま 
討 溢に のみ じ 化 ょら 日本化 ま提 
出の 議事 進 巧 まは 查部 承敲 され 
た。 會議の 一般 象 幽氣は 日本化 
を じ 頗る おがで わる。 柯か鹽 糸 
の 智識に 就て は 日本は 本 鶴 だけ 
じ 他 威 化を じす ぐれて ゐ るので 
彼等 も H 本 巧 あじ 敬意を 拂 つて 
ゐ る。 英凰化 表は をの 巧 吿替中 
じ 十片】 H から 賓她 された 橫濱 
檢査 巧の 裕 がを 賞 散して ゐ るが 
この 寶 施は ホ 國じ一 ホを 先んじ 
わ 形な ので 米 鹽斯莱 者は 格 かを 
H ぶじ 支配され てし まつて は— 
とい ふ懸を がら 可な を 警戒し 今 
度の 格が 會議 じら ミれ が 影響—' 
てゐる やぅで ある。 會議 後 、 H 
本、 支那、 ィ タリ！ の 巧 表は ダ 
—リ ー 商會め 招待 會じ 列席した 
か、 ィ タタ？ 化 表は 日本側の 檢. 
を 方な じ 食 おの 意を お 巧し ロ 本 
案の ま 持を 約した。 支那 側は 巧 
I 等 お 自の提 まなく を お 日本に 追 
をして 巧. くで あら 5。 的 ほ 簾 一二 
U 目は ホ 威 巧を の ザム プリ ツグ 
顯 示に 始まら 日本化 表 肥 後 氏の 
チ 4 プ 9 ング 、ご r 巧內 氏の 日本 
案說 明が あつた。 


して ゐる現 住の お密慣 上の 旣得 
權を 放棄し なければ ならね から 
でを る、 桃で 業ぎ み 如 （惦 巧の 
糸を 必要 ごする 機を 家 じごつ て 
は、 右の 旣得權 がをは ホ 常む 街 
失 じなる からで ある、 アィリ々 j 
. t 眞 じ聞睽 あがの 制を を ホ留し 
てむ る S は當 化で り 本。 雜お商 
から 糸を 買つ て 

機屋 又は 燃 糸 商へ 糸を 賣 

つて ゐる 中間商人 ど， ナシ ョナ 
グ 取引所 關係者 わ 姑き 小 部 
かの 乂 r 限らいて むろく 乏 はれ 
てゐ る、 第 S にな、 水预 案を 米 
因 だけで 實 施させる ミに 對 して 
U 、 米 國の當 業者は 殆んど 一致 
して 贊成 一 ^てゐ る、 む I - ^ ろホ闕 
側は このみ 必で 進んで ゐる やぅ 
じ 思 はれる、；：， せか ゴ 云へ じ、 
米 風 まじ 於て ts おか， i 」 巧 ふ谋所 
の 問題、 例へ ピ横務 で 巧 ふと か 
云 ふ 問題 じ 就.' は 一言 も ふれ ぃ A 
い、 國隙格 付 案 ごして はこの 点 
^贵も 盡大な もので ぁるじ も 孫 
ら ず、 つどめ てを の お' しふ る 
i を 避けて ゐ る； や、 一又は 今回 
み米國 案が がぶ され 化當 時から 
これを 直 もじ ニ ユョー クの賣 買 
規則の 中へ な b 入れ や 5 どす る 

運動が ぜっ ミる i ぶ 

から 十み 推測し 得る、 つま b 米 
脚侧 け、 ホ圓 案を 乂强 だけで 育 
施さ かほ ど 焦つ てゐ もらしい の 
である、 簽 四には、 Df 本、 殊に 
をのを 府の 態度 かよ 4 ない、 會 
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を 滞巧埋 

ホ 廳茶圍 

司 巧 人 蘆を 
お 截のホ じは を 巧 
の 巧 澳利じ 满へ巧 
間を 霜の お 活じ應 
や V く授瞄 两キ裙 
ぞ變わ 引 立 顔 巧な 
巧 上 御 ま 巧 お 上 侯 
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支 邦 料理 

腕 揃 ひの 料理人 数名 
が 日本人 諸を の增好 
じ 適する 巧 巧を 差 上 
ます、 自 午前 十一 時 

至 午前 ニ时 (レノ ッ 
クス 街な 十 化 T 目 ど 
な 二十 T 目の 閒) 

永興樓 

路揃 ひの 巧 理人數 を 
が 日本人 諸君の 嗜巧 
じ 通ず る 巧 理を差 上 
ます。 朝 云 時 迄 蘭な 
(な ホ お T 目 サブ 
淳率 なの 下) 
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引 仲 •じした をので なく タング 
テンを が ホに した ものを 柳で 固 
めて 線-」 したの だから 弱くて 

賞 用 L いけ 向か；： ♦かった、 
をれ から 後一' 九- 0 年ゼ ネラ片 
エレクト リックの タ I ブッチ 巧 
I 一に 化つ てを US 强勒 な煤延 タン 
グ ステン 錢條 .い 蔭 巧クれ 、一獨 
ホの が豎電 々な 一 • r おヮッ 
'」 化 下し じので-が 索 線 m 球け を 
ii を < 影を 潜めた、 なし 電球な 
なの 硏究は 更に 績 けられ、'! 义 

ニニ 年-; ゼネ ラが •で レクト- 
が クの ア—ゥ キン •ラン クシ 

ぶ' 氏は を 斯人電 巧を あ 明して 
先の 電力 巧 費 盛を】 7 ット： 
下せし め、 お'」 をのを が 入電 
がな 良され、 最初 窒素を 巧 お 
しのみ e ゎっ たのが 窒素を 斯ご 
ァ 一が ゴン巧 巧 V - なを 封 人す るな 
じ 一なら、 ほ 初めは 高 燭光の 電 
壌に 限られて なたち 斯入 b . わ、 
化を では 十六 獨 ホまで 

ぶ斯入 の 電球が 出 巧る や 

ぅにな つた、 しかし をれ でも ま 
だ 巧 熟の 効率の 四 パ I セントし 
か I 电燈じ 巧 巧され てゐ ない の だ 
か lb 、 太陽 ホ 線の 一二 0 パー セン 
ト まで 接がせし める じは 可な も 
のす 巧餘 地が 殘 されて ゐ る。 
電燈實 巧 能率の ぉ 上 
^ i 獨ホ 一 7 ッ 
年 化 電球の 卷氣 
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\ 白熱巧燈：^^發叫クれて今年け 
I おお 十 年に。 る、 茲に 於て かぷ 
I 固 照明を 曾 • かま 雁 ' ご Gb 、 こい 一 
をを 巧した ト ー ， * •エデ ソン 
翁の 誕生り であち t 巧 か 一 n を 
期して 

^ 世界的 な電燈 をを 華々 し 

I く 擧げる もどなら、 巧 •か 威から 
I も 谁燈化 節が こりに 參 加すべく 
; 當 地に ホ じを バ巧帮 した 通 b で 
V る、 玉 デ ソン 翁は 旣に 五十 年 
I 前 ァト ラン チック おの 巧 兜 室 じ 
一が てな 熱電 澄を 發 明し が 
! し當 時の 白热電 澄は 力 ー ボン 電 
; 球 ど 稱し链 糸 かがを お化した も 
I ので、 をのた み 時間 a 盛 かに ニ . 
間に 過ぎ U かつた、 をの エダ 
ソン 翁け 硏究 を電 ねて 巧が 巧 都 
. 府下の八幡から竹をなら寄せ、 

V てれを 村 おどして 力 ー ボンを 作 
b 教 なが 閒 S - お 燈じ耐 へる 電燈 
- を 巧つ た、 か < て おめ て 電潑が 
- 一般の 家庭 じが 用 さる-" を じな 
つたの だから、 日本は 带 燈の發 
'達 及び 普 汉の上 じ 做 おながら 非 
I 常な わ 役目を つどめ た譯 である 
がし ェ グ ジン 鼓 初み々 1 ボン 電 
i 球は 

一一 瓣光 じち ブトの 霜氣 

I を 要し、 殊に 太陽の ホ 色を 標準 
，ど すれば 頗る 理想 V 逆い もので 
一 あつた、 をれ が漸 巧な なされて 
: 1 獨 光の 電力 消費 庭は 四 ヮット 
一一 ニ プット 6 遞 がし、 一丸 0 四 年 
: ホ 人 ホィト ュ ] 氏 じょ b を廬化 
一が 素 電球 ( ゼム笔 巧) がを 明され 
- て-燭光に 要する 電 方は ニヮブ 
! ト 半で こご 足る やぅに なつた、 

: をれ から タンタ 作ム •タング ス 

.テンの 如き 金 轟 線の 電球が 現は 
'^ れ 、電球 蕾燈 おじ 一大 革命を 齋 
i ら す： しまつた が、 しかし この頃 
i の金翅 電球は ホ 常 じ 高 潰で あら 
一な つ 今 H の 如く 义ング ステンを 


熱ぶ 並に 觀旅舘 

生 稻を巧 

.お 巧 巧 巧 八十 八 了 目 H ニニ 
巧おブ 々イブ— と 八 ニ. ニ 
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白熱 電燈發 明され て 

五十 年の わ 祭 

この 二十 一日から 化を 的 一 


井上 金魚 巧 

ニ 8: 昆 h ミ r f ジみ妄 ■ 
さ 0 ミ呈 unt ミ 7738 


皆 樣の御 嗜好 じ 適 ふ 
樣な美 悚の御 巧理を 

温 廣珍樓 

差 上ます から 續 々御 
光 巧を 願 ひまず 


太 西洋 媒岸 r 殿に 

酒類 密輸 人 團檢擧 

堂々 たる 會 新 組織で 沿岸 巡羅隊 
や 銀 巧，、」 組 j ル だ 案 摸な リシ ダ 
海岸の 本部は 恰も 要塞の やぅ 


ニユョ 1 クなび ニユジ ヤジ！ 

のをを 圃 禁视娜 W 官は先 艇ホ太 
西 巧を 股に した 大規模 ぃ A 酒類 密 
乂幽 めが がを 探知した 結果、 
化餘 人の 勵巧官 、劈を 除は まる 
水赌 H 午' 前 集を、 を々 

手配りを し 化 上 r ト ラン 
'テック 巧から サグ 潰に 由 b 午後 
一巧が 一二 十 かを 期して を 地の 酒類 
お 入 脚本が を 包圃！ 化 二人のを 
ー謀タ じを 狀を執 巧し ロ、 今闷の 
ー换舉 はが おじが 密を ザつ ただけ 
じ 流 巧 機敏な を 入 脚は お ザに 水 
I のか <游 き檢舉 された 首謀 巧の 
I 中には ブー ツンツ ダー 王 どして 


の-人 檢擧で 流 おの 禁湛擲 巧宫を 
しで 必膽 ををから しわた るら の 
は 巧 ィラン ドの 密輸入 團 本部 じ 
しで、 この 堂々 わる 丘上の 賛澤 
なをは 劇兹 王で あつた ォス々 • 

^ I 一 マ 1 スタィンの 

蒼を を 買収した もので を 

部で 廿ニ 室、 呂も 醒める やぅ。 
家 お 道具を 牠 つた 當 豪の 邸まで 
あ ふが をのを じは 彼等 か 酒類を 
徐み 船に 指揮を おへる 無線電信 
機 ある 外、 が 望 辜、 武器 室 等 
も^らて がか も叟 塞の かく 巧收 
さ^た 武器の 中 じは 磯顆 銃を お 
めくして シ 3 ツト •ボン、 银數 


ー知られァトラ ン タ監獄か，.1ホ獄|の.* ス ト が禪等がぉびた r 
j した 計 b のゲツ スラ ー 及び ス牛 I し'- 陰蔽され、 若し 彼等 じして 
II トク ツド等 も をんで ゐ る、 こ j 今 面の 捡 をを 巧め を 見したなら 


ならば 不正 义國 者は 何年た つて 
も 日蔭 者で あつて 到底 巧ぶ 瀬は 
ないで あら ふか。 否々、 ホれ は 
ある、 大 じある。 ホして 失望す 
る i はない 0 


日本 理髮錐 I。 

西 旧 十 ST 目 百 番地 ニ 肖 五 ま 号 

一二 階 (巧ち 街に 巧し) 


高等® 五 年間 申 

a 本 巧 養 巧 林 氏 ご 共 

同 經營と 年間 日本人 諸君の 理髮 

の經驗 あち。 ジ S ス •バア バア' 

西ち 十五 了 目 一二 一番 地 


な 留靑年 巧 おの 巧 ホ 

因 本人 靑年會 

W 巧 雲 h 沒‘ ぎ Clarks ミニ S 
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新鮮 黛 か一瑚 

日本 入 おきのを 慮 澤をお b 滿へ 
椿 削を 潰で 乂勉强 致します 
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爸 tl 巧 esi ごた Str 夏 t を rn ミ 心 mstertia ョ Ave - 
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羣護ダ ライ 7 ント. 
八臺 。八 八 セ 男 空ぶ 

か 中 重 雄 

紐 育 南西 四十 图 T 目 
ニニ ー 二八 番ニ 磨)’ 
JII 養畏ご 勇呈 P 養 青 V 
ごこ 一 三を 三き ぞ ， U . 
ぎ 吾 己 養 W 


眞 面目なる ホ 載 闻胞じ 薄 育 
なる 嚷 業を 周旋す 

宮 m 事務所 

紐 育ぁ疆 四十 ニ 了 目な 化 一を 
電ブ ブィ アン トと お八と 

諮 ヌイ アン 化完八 


煎 餅 却、 ル寶 
‘香鶴 姬瘍 
日本 食料品 一巧 

り U 呂 rl « 巧 巧！ C 巧 Cak 巧 0 0 • 

塞 5 ゴ ird A さ-- 
だ 一. ia 呈 8 


麵燒 、洋食 

御 食事は 勿 諭、 食後の 御 話し 
じ ふさわしい 所です、 御 ホ 巧 
の 程を 願 ひます 

n ロ シバス 矢 巧 

だ W . 61 st St . ぎ SLibus 房 さ 


じ 東が が (電話 アグ ゴンソ キン 
八と 化 八) で 取 あつて 居な。 

讀 者の コラム 

不をじ 日を 送る 

若き 人々 へ 

聖 山を 

門)】 

二十 幾年 前に 义题歸 b 《文 ± 
が 旅券を 持たない 男を 題材 £ し 
て 書いた 小 說を是 た-^ がみつ た 
をの 筋は 正 當入國 者と をん 國ま 
どが 田舍の キャンプ じ 働いて な 
たが、 旅券を 持つ た 男が 巧 死し 
たので 彼は を^ 人の 旅券を 盗ん 
で 後を 晦ま した。 さう して 秘州 
じ 巧き おの 巧に なち 溝まして 無 
事 じ 働いて むる。' 彼は 旅 赞を持 
たない おど < した 必 からは 救 
はれ わが、 僞ぉ 者て ふ 新を しい 
煩 闕じ必 を 占領され てま.， 眼す 
ら 取ら 得ない ご 云 ふ、 巧なら 眞 
率なら のでを つた。 

私は をの 當 時は 左 おじら 感じ 
なかつ たが、 ホ國じ ホて 多くの 
『旅を を もれぬ 人 j 達に 接 争る や 
うじ， つてから、 をの 記隐 がま 
ざま ざと 超つ て 巧た。 パ r ホ！ 
トど云 ふ ものが、 如 巧に 觀 うし 
た 人々 に 取つ て羡 ましい もので 
あるか。 之を 持たな ミが、 か 巧 
に 苦しい、 不安**: ♦.もので もる か 
を、 をの 小說 家は ょく 書、 ゴ 現は 
して 居た £ 、今を の やう じ 思 ひ 
かへ した。 

ホれ は あが 化が じ 於て 威 じた 
巧で ある。 加が では 正當 なら ざ 
る入题 者は 二六時中 、物に 追は 
る i 樣な必 地で 終 H 働い C 綿の 
やうに 疲れて 寢て 居る 時ても、 
眞 めを 必 はない。 なは 『まきむ 
なき 彼等』 じ同髓 して 敏 を じ顯 
庭の 起つ わ 時を 機會 じ、 期う し 
た 人々 じ 道の 開ける 樣じ萃 を 取 
つて 居る。 

こユ クじ來 て異樣 2 感じ 
じ ミは、 旅を を 持たぬ 人；？ が、 
ホ氣 のず 左で をら かじ ホ おして 
ゐる i である。 么れは 化 地 ホが 
熱 測ょ をの 洪水め やう じ 流れを 
むを 入國 巧の 巢窟 で、 H 夺 入の 
密入國 者：^ では 物の おでろ ない 
からでを るから 兎に 巧 前 州から 
ホた もみじは す あ議じ 思へ るを 
でを る。 加州 方 商 じがけ^ 移民 
宫の 活躍は 猛烈な もので-若い 
日本人で るれ ぶ 巧 構は やとれ を 
誰 河し、 史 當乂國 著で もみ 場 じ 
旅券を 所持し ないた めじ ji い 目 
じ 逢 ふ ミが 度々 ある。 

加 卿は 極端 じ ましく、 一が 部は 
をの 反 對じ旌 大でゐ る 巧 かを を 
不思議 じ感 せしめた ので j めら う 
が、 夫れ は树れ じしても!' 旅券 
を 持たのと 云 ふ i は、 耶寺國 
じ ホを する 權 巧を もたの 广 であ 
も、 明るみ じ 出られの 目 陰を で 
る £ 云 ふ J じなる。 なじな 局官 
憲 めな 扱の 寮 嚴か巧 じ狗ら ず、 
自身 どして 常に 穂 神が じか 賓隙 
巧 じが 擊を 受けて ゐる ぶは 言を 
俟 たない。 加州には 同胞 巧 子の 
精神病を が 約 五な 人 もな なが、 
をのと 八 割は 恐怖から ホた もみ 
でを の愿 因は 彼等の ぞくが パス 
ボ ー トを 持たの 爲め をは 宮を恐 
れつ {不 まの 生活を 績 けた 結果 
である* がを 見され るので ある 


しお 田、 靑木 紐け 複 試合 戰じ六 
丄 ニ、 六丄 ニ、 五— 去 (が 間接 
迫して 中 比) で ランド ブー、 ロ 
デが 組を リー ドした。 

邦樂の 夕べ 

プログラム 發表 

旣 報の おく 臺 化の 馬 借 病院の 
をを 冀集 じが 附 ずべ （當 地が 樂 
同好 會 がま 催 L て ホる 十 I 巧 一 

u ( を曜) ィンタ 1 ナシ ョナ か • 
ゥ K じが 樂のタ ベを 催し 純 H 
本樂や 踊らに n 本氣 をを ホ ふ’ と 
- じな つたが' 愈々 プ P グラムを 
確を し H 本人 會を 始めを 旅館、 
を 測 体-依頼して 入場券を 發曾 
すを1玄なら’ ーホおお者も非 
常な 意氣 込みで 昨今は 練習に 怠 
らい- •'くが 會 ちの 期待に 反 かざら 
ん 、とを 期して 居る が、 當 巧小幡 
夫人の 蹄な は 最も 呼 物 ど つて 
居ら、. 7 0 グラムは 左の 姑き も 
ので ある。 尙ほ切 巧は 當が會 摸 
じても ホ めら る I あ。 

.司會 瀬愿壽 一二 
一、 がが 梅 曲 山 流 琴；： =： ま居ピ 
し. ロ、 池 歌 S が 線 H ホ 川薰、 

生 旧流 琴：：：： 太旧昌 
ニ、 本 曲 湖上の 巧 雜山流 リ让 
祖山 、ぉ ^ — I 灑 怪壽蕭 
己、 菊 氷山 旧滤琴 H 佐. 野 寿す 
同 S が竊 n ま 居 ごし わ、 琴 古 
流 尺八 リ玉扭 喜 一二 郞 

四、 千鳥の 曲 ま 澤流琴 リ太困 
昌 、都み 流 尺八 U を祖も 

五、 锦薛 £ お叟踊 H が 島瞻化 
噴 n 吉 おどし わ、 一二 ホ 線 = 佐 
野を ず、 同 H 小阪 すぶ 子、 太 
鼓 3 ボが祥 ホ、 後是 u 太旧昌 

ホ、 を嗔 おの 色 轉 哦 n 某氏、 
一二が 線： = が阪 すぐる 
と， 都の 春 も 旧流 琴 n ま 居 ご 
しぇ、 阔 = お 巧 子、 琴 古流 尺八 
ま 居悅驢 、岡 = 玉 田 喜 太が 

八、 舞踊 お 度道奇 、が 汲 井上 
猜 舞踊 ホ 幡裔千 化、 巧 == を 
巧、 一二が 線 n 小阪す r 子、 同 
苦 おとし， S 、 太鼓 U ボ川祥 ホ 
後見 n 太旧昌 

九、 六 段 山 田 流を ま 琴 = 言 居 
V 一し， ロ、 同 本手 n お 化 子、 生 
旧流： = 韵か 春ず、 同り 伊勢 旧 
を 子、 山 田 流 h 佐 野 春ず、. 出 
旧流 ニ 一が 線 = 巧川薰 、同 n ぶ 
巧呂 、琴を 流替手 尺八 = 吾 居 
链彌 、同 本ず 巧 八 = お 川祥ま 
闊リ玉 田 喜 太が 


ヤン キ—ズ 野球 閣の 

新 支配人を まろ 

を 監督 八’ キン ス 氏を 失つ たこ 
ユ 31 クの ャン キ！ ズ巧 琢鹽の 
巧 監督が 誰で ぁるか d K ポ！ ッ 
がで 注目の 的 VJ なつて 居た が 今 
固 同 野球 圃 のを 狸で 往年の 名投 
キ でぁを 日本へ 二度を 遠征した 

ボツフ •シヨー キー がを の 後 巧 
者 どして 正 まじ 巧 命され た。 


廿 六日 (±幡《) 

木 村 拳 圓± 巧戰 

當 地の 憎 舞臺で 二回に 互ら 美 
事 じ 連勝した 攀關 ± 木が 义 五が 
君は をの 後人 氣が 益々 裔 くなら 
を 化の 興 巧 まから 引 張 b 風 じな 
つて ゐ るが ホる サ 六日 (±曜) 重 
ねて 户 1 レムの オ リム ビア 体育 

ぉ樂がで試をふ—どなっれ、 當 
巧の 入場 切符は H 本人の ため 特 


ば 恐らく 檢を隊 ごの 閒 r - 激しい 
爭閒 - V おじ じで わら 5 ご 云 なれ 
てなる、 この 外独內 レは 無數の 
酒類を 發 をした が 同； 3 同時 刻を 
期して 檢擧 された もを \ 中 じは 
ボ內で 

販賣を 組織的 じ 化 扱つ て 
ゐる 四十 ニ 1T 目の 事 格 所を 始め 
ごし 飮食 巧、 ホ テ か 巧 もを まれ 
て 居る、 官憲が この 驚くべき 大 
密輸入 團 のが 化を 慶肯 したのは 
^ ィラン ドの ぶが か L 發 ずる 奇 
怪な 暗号 無線が 合を 固 ラ デォな 
締 委員 S 雜 ど。 ち、 過ま數 個ち 
じ宜 b て 苦 必慘瞻 した 結 おこの 
怪しい 無電が ニ ユジャ ー ジ州か 

放送されて居る^を知6暗號 
を 織 露した 上 密輸 A 蝴のネ 部で 
ある i を 確め 遂 じこの 大 活動 ど 
なつた みで あるが、 密 職入蝴 ri 
パー ミユ ダ、々 ナダ 奪ょ b 會社 
の 巧を ずる 巧船數 十雙」 酒類を 
穏 込まし め これを 0 ン グアィラ 
ンド 沖を で 

のモ' — タ！ •ボ^ — 

トじ 移し 陸 殺げ の 後混洒 して お 
內 じ販賣 しつ I あちし もの t 如 

一週 瞄の 密输 入は 鈔< 化 ニが 
入ち i 方 箱、 商 貴の 七を はな 方 
弗を 下るまい ご 見られて ゐ るが 
巧收 した 書類を 調を しか 結果を 
力なる お 巧が この 密輸入 鹽じ廳 
係 ある 外 沿岸 巡 羅隊も 共謀して 
陸搔げを助け つ 1あつた|が¥ 
おし 词法 省では 大 活動に 着手し 
一方 目下 海上 じを る 會社肆 麓の 
船舶を も檢擧 中で をる。 


n ' 

4. A*— 


益廳當 


二割 S みに まぶ 
薇擧 された 酒類 密入勵 巧 本部 
から 巧收 した 書類は 目 --*4 扫憲側 
で 審査 中で ぁるが をの 結果 
こ ユジャ ジー规 の 銀行家が 財 
を 的 じを 輸入を 後援して 驚 f 
べき 鳥 巧で 資 をを 離 逆して る 
るの みならず 遊 去 六 個 巧に 宜 
る 純利 益が 五な 巧 鶏に 達し ニ 
酱 一-ニ かめ 配當 をして おる ふが 
倒 明し、 

同時 じ 密輸 人 閣員が 沿岸 巡羅陳 
し 入る A で 巧みに 贈 贿‘し 酒類の 
陸揚げを を 易なら しめて 居む 事 
窝も 曝露され、 巡 確 媛は 目下 ニ 
モ砸 級の 會お 所屬 船六隻 の巧衞 
を 突 止む V く 活動 中 じて あ 入の 
壌 所は々 ナダから 挪領 ビェ レを 
び ミク H n ' 等に 直ら 今後 も 織 
續ちカ 者の 檐擧を 見る じ 至る で 
をら ぅど C 

娜 選手 慘敗 

日 木へ 庭球 遠征 

東京 〔聯合】 十 セ日潑 フラン 
ス から U 本へ 庭球 遠征の 旅 じ 上 
つた 化界 選手へ ンリー •コシェ 
を 始め VJ して ブ八ニ ヨンの 一巧 
は 昨 H 橫 演じ 到着、 度ち じ帝菌 
ホブ^に 投宿し 本日を 巧 庭残惧 
樂 部の n — トで 日本の 選 拔組ど 
試を した、 この 円 五 皇族を 始め 
朝 巧の 名 ± は 多數觀 客席を 巧め 
たが 長途の 旅の 疲れで フランス 
側は' 一向 じあは ず、 愿旧武 ホ 君 
は コシェを 六— 111、 六— ニで 破 
ら 、早大 學を佐 藤 治 郎君は ブ少 
こ ヨン ご 激戰の 結果 化— と、 四 
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I 化の スコアで 辛勝 
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【日喔 ±】 


日 九十 巧 十 年 四和昭 
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婦人服 

二十 年の 經驗 がを 
らます めで 截 方、 
化 立は ぞヤ ランチ 
— します 値段 も勉 
强 します 電話で 御 
用命 願ます 

橫濱 ゆき子 


美陳 

滋養 

重贊 

牛肉 寶來煮 

遊山 じよし 
あ 庭 じよし 
睐は 

ますます よし 


桑 山商會 

ニ A EAST 笠 ih 均.' N . y . C . 
さ 弓 巧 Voiu ミ 某 r s 没-寅 7? 


裝飾綺麗の室、 設備 
完 を、 シング ニ 週 

八 弗、 ダブ グー 週 十 弗 

吉 TEL C 青 LE , 22 W . 晋 ih ぎ 妄 


# 羅府 、を 港 出帆 (ホ ノグ^ 經 由) 


緒が を 

(午ち 二が 出れ〕 

淺間乂 王 巧 一日 
大洋 乂十 一巧 十六 日 
天が 乂 十一 巧廿化 曰 
コレ ヤ义 十二 巧 十一 ニり 


を港發 6 

(お 今 化 化) u^l 
十一 巧 六 曰 巧 
十】 巧せ 円 削 
十二月 四日 W 
十二 巧 十八 日扣 


- 獲 シアトル お 帆 (午前 十 時 お 帆) T , 
巧 溶化 .十一ち 二日 
一二 島 化 十一 巧 化 日 帥 
がを 乂 十二ち 十四日が 
西 比 利盛乂 十二月 サ 五日^ 

® 输巧货 日本 朽巧机 .1 
箱靖も 十一 巧ニ扫 。 
自山も 十一ち 十六 日 が 
化 黙み 十一 巧 廿お日 m 
▲が 育が 化芭奈 馬經を 呂 本 物 艦 i 巧 ニ 画 h 
▲備 絡お摄 C 將 社は 跌洲 巧、 南 お 巧 並に 芭を虜 
おを おや 洋岸 巧を 说城 脅を ミ 特約を リ 巧が 切 .51 
符等萬 ホ 御 使 宜じ取 計 ひを 上まず 
▲米 圃鐵道 切符、 寝さ 券 等 も 郝悔宜 にお 計 ひ 申 
丄 まず 


S 刷 " i 
H M 邮 W パ 
圳 W 帥 -!‘ _p 

M un り L 


資本を 
拂达濟 資本金 
お な を 


巧 ま 

會曲 


寄 億 凹 
六 千萬圆 
六 千 四 巧よ 十巧圃 


rc 

K 

T 


S 井 銀 巧— ち 巧 

本店 まを 巿 H 本橋區 本革睡 巧 五を 地 一巧 
支店 小が 日本 橋を 內菜 是橫资 
名 も 屋を部 大巧 巧 (大 お〕 神タ 
荫を下 翩巧司 巧 松 賄 脚昆惦 
上が 倫を 孟お洒 水 


11 L g 3 

化*^ 5 

則む 相 =? 

曲 5li 

お M r 

谢麵則 了 

flM R 1 

hu 


ん 


餘 出入 爲替 、電信 送を' 化 送を' 旅 巧 信用 狀 
巧 業 信用 狀其他 一般 銀 巧 業 


俄 ま 

曾 社 


鄕里 送を" 目 本を 地 無手 数 お？ 迅速 取 お 
本 巧 預金 (巧 期 通知 ノ ニが) 巧 便利 化 扱- 
本 ま 巧を 京 某更大 阪神 戸 巧 都 
所在地を を 崖小檐 上が 倫 致 


S 日本 ドライ グ ふ廟會 


H 本 陶破黑 雑貨 類卸寶 

ホ 元ブ タザ ー ス 


i 養の 民舶 

諸賢に 謹告 

轉 ばぬ 先き W 杖 

眞 面目に を自の 運命を 開 巧し \1、 
居られる 卡着间 胞諸贊 じごつ て 

からだが 資本 化 大切 
の 資本を 减 らし 直つ 損つ て 比 働 
かぅ にも 化 事が 51 ホない V チャ 
少じ働 （ i の お ホ。 いのは 人 
をの 大す 幸で あらます。 

む 地よ ぐ 活動が 出 ホ 

れば備 まの 氣受 もよ く、 化 財ち 
あ ホ' 將 ホのを 神を 得らけ る 道 
理で 無病 息災は わを じを こせね 
ばな6ませの。 磁氣應用 一 
オキシ へー ラ アは痕 お保險 
ご稱 しても 差 支ない 保健 結で あ 
，升， なせない ば 鑽一病 おを 豫 
巧し 必 身を 爽快なら しめ 泡 動力 
を 巧 盛なら L めま寸 から- 
一ん 用器 四十 ホ 
二人 用器 (一名 醫を 用) 五十 弗 
送料 當ホ貧 担 

諭 よら 証據お 試め し 下さ；.。 
纖赋 ホキシ へ！ ラ 了 販寅商 會 

离木 光ホ郞 

0 / 0 ジ kagi . 15 養 ia 立 & を こ 
53 W . だ rd S す單呈 W 
wth flo ミ！ " el . {sir ちみ 巧 4 


オ十 


最近 ゥ 
化の 普 
を 維持し' 
持 っ爲め 
すれば 將 i ぃ 


术 街のを 巧大 暴落を なせる も赏會 
は 巧 等 影響を 蒙らず、 最 島の 巧 憤 
_ 方が 其理 をは 五十 ガの巧 まが 確信を 
をり ます、 をを なる 當會化 じ 投資 
無限の 資產を 作る 巧 能を がゐ b 升 


資_產 な 十億 弗 

四 年前孟 を當會 社じ對 する 役 資は今 H j 方 
八 千 弗の 禮値 どなつ て 居らます 更に 十と 年 前 
の 投資は 六 万 四千 巧の 價值 ごな つて 居 b 升 
幾タ の： □本 入 じて 當會 社に 投資を なし 今日 
タ乂 'な* 利益を 得し 者 も々 なから や ぁ b 升 
詳細は；5:!記 へ御照會ぁれば懇切じ說明の勞 
を 執を ま f 、 巧 賦拂込 投資の 巧 法 も ぁ b 巧 
すぎ yi 运 C 雲 missi 号 Charg 至 

ロ 本部 ホ 巧％ M M ^ 

一一 K . RI 舍岂 SHI 
Henl'y 广ぎ h 巧な & Go こか 0 W 兰資. _ N . Y . C . 
«/ ロを 呂韋 Dept . ジ 一. Hi ミ 1 薑 


陶 城器雜 貨卸寶 

審 お 廠會 


シアトル お 帆 (午前 十 暗) 
ぁ^ぞな义 . 十 巧 か 八 S 
ぁ ふ 5 か 化 十一 肖 五 B 
ば リマ か (坡淺 おれ) 十 1 月 十九 日 
►一等 淺漬】 か五银 

あしば リずお るん でん もは 一 五 立 巧 
►一 二等 目 本 行 置 五 巧ぎ 室大か 道を 族 室 
を 望に 巧り 一 等 割 S 往復切符を 巧を 可 お 
ロスアンゼルス お 帆 (午後 H 時) 
まじら 丸- 十 自か四 H 

.もんて びで わか 十一 巧廿 二日 
▼ '等 谋离ニ 一二 0 巧但 はわい み 主にら み 重 巧 
▼墙 が S 穿 日本 朽 五十 か 巧 ▼一二 寄 日本 巧 五十 五 巧 
▼み 落を が 巧 落 車 切な 寝 塞券感 入御 较箱 仕リち 
► wi 育 線 パナマ 經由 a 本 まがお 實梅 船ち 一 旧 


一一 陶碰護 雜貨類 卸販賣 

着 賊蔑木 桃 ホ 紐 


T 寧の 印刷 ど 精巧なる 化 上げ 

時日の 理を ど 確 賞。 校正を が 証 


印刷は 紐 育 新報へ 




電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 


わ 間違^む く 新報へ 

巿內西 十と T 目 十 二番 十 階 t 
東が じがけ る 邦字 言論 磯關の 

權 威、 香が 巧 報を 讀ま S 人な し 

廣吿は 紐 育 新報へ 


御 II 廣吿 

拜替 時下 益々 御 淸窗さ 段を 潰 候、 陳者 今回が 國練留 贈 
隊巧 がに. つ-一 ■ては 歡迹 準備の 初めょ b 拔銳 まで 補々 卸盡 
力 下され 御蔭 じて 萬 殿 遺漏な ス豫 巧な 上の 好 結を を 得た 
るは 應隊側 お ± の咸 謝は 申ずに ぶば や、 祖闡を 思 ふ 巧 在 
留 民の 滿 をは タ大な ふ ものに 御座 候。 委員の 御 助力に 增 
L 1 々御 禮が差 おすす き處 延引 通知 漏れ 等 ぁる 巧き を惧 
れ 略儀 乍ら 不取敢 紙し 一を なて 郷禮 申述 お。 

昭か醉 ザ 十 巧 十 か 目； 

帝國 練習 繼隊 歡迎會 

會長草 信 化 治 
各 化/ I 


日本 郵船 會社 (並ュ を 鐵道臂 お) 

代理店 巧 桐 兄弟 顯會 

乗車、 乘船 切な 並 じ 小荷物 運送 御 便利 じお摂 申しまず 


▲鄉里 送を 及び 並 送を (無手 數 巧)、 か 国 
お替賣 買、 荷爲替 取組が 立、 曾 用が を 
巧 等-娘 お 巧 業 採 御 便利 じな 扱 巧せ お 

鎌 I 臺灣銀 巧 § 出張所 

本店 摹潰臺 化 

ま 店を 京、 橫濱 、大阪 、神戶 、上 お、 淺 
ロ、 屈 脚、 厦門、 拙 頭、 香港、 廣 巧、 巧 

嘉坡 '，ブラ バヤ、 スマラン、 パタ ビヤ、 を 巧 
力,々 ツタ 、倫敦 、巧 外專縛 十四 ケ所 


一、 資本を 壹憶圓 (を 額挪这 溝) 

一、 横 ホを-春 億 八な 五十 萬圓 

內地本 支店 = 横 潰 (本を) 東京 大阪 
が 戶 を 職 下 賊名を 崖 

橫濱 正金銀行— 支 巧 

ホ 國をぞ 巧：：： 桑港羅 が沙ボ 巧を 
其 化を をぞ國 重要 都 ホ ニ 支庙度 n 少レ 
ス 有と 候 


本 巧大お 化濱五 T 目 
な 育ま 唯 紐 育ブ。 i ドゥ 王 1 巧 四十 九を 

一驚 住ぶ 銀行 

日本^^^京 橫濱 名右屋 を都 神戶 岡山 
g 若 ノ道廣 島吳柳 井下 ノ顆 
巧 ミな^ 司、 小 倉、 を 巧 搜を乂 留ホ熊 本 等 
^國 預金、 鄕里 送を 等は 席め 
た 御 便利 迅速 じ 御な 扱 可 申 お 


本店 朝ぶ 巧が 

ミ庙 お一^巧は日本內地のおを沸ホ、 朝が 
滿 i ,、 支が のを 地 及び 浦 お巧德 

顧^な 紐 育 お 張 所 

外 圃爲替 一 お 巧 策 巧 精々 御 便利 じな 扱 巧 
中 上 候 ， \ 


巧 身を、 社 憤、 株 或 ノ賣買 ぷビ利 
化 私立^ ま 巧 使 利ユ御 取扱 致シ ^ 
マ*!、 穂々 當巧ヲ 御 利用 下 サィ 
鎌制 藤本 ルミ— 力 i 巧 姉が 會お 

藤本 議券會 社 

同を 港 ま 店 
> 同 羅巧お 張 巧 
同 沙市化 巧 店 


陶城黑 、雜省 卸 W 

森が プうザ ー ス 


.媛貨 陶碟器 

ランプ 及びを 

太洋 貿易！ 會な 

支店 おが 右、 ボストン 


日本 陶进 器雜貨 

ラム プ卸實 

奈良 貿易商 會 


米國 ホ 十字で 發 表し. 

支 邢飢鑛 とぶ 亂の實 梢 W 

飄 おの 困 遮は 導 階級め 罪 

同情は 寄せ^が 自己を 蕃が 第一 


米國 赤十字社 中央 委員を 
は裝 じを 手せ る ま那飢 健の 實化 
巧吿じ 巧して 是認の 旨を み議し 
巧 じを ち 相 調 杳の爲 め 巧 命 派遣 
された 委員を ビブ グネが 巧、 委 
眞 バック スタ I 巧、 スウ キフト 
巧い 報吿を 文を 發 表した 0 謀み 
議父化 じ報吿 はおに 最も 鼓 正 £ 
適硫 どを 巧した もので ま 那を知 
I ら ずして 巧 じを 促なる 同情を 支 
那んに 诲ゼる 無智なる 米 人を 齊 
發卞る 所タ大 であら： っ。 ピック 
ネ片 巧を 委員長 ごする 調査 委員 
はを 年 支那の 事恼じ 精通し 支那 
人に 割して 深甚の 同情を おする 
人々 であるから 其報吿 U ぶ 相の 
親 お、 無理解の ブ n チャィナで 
|は^:*い。 而もネ巧の報吿は巧謂 
支那 大飢 健が じ 固ち 政府 成立 0 
をめ 賓 相を 飾ら 乎 装は や 描寫し 
たもので ある 0 

第一 じ 『お 下. 支那 じが 巧 
する 飢 健と 稱 する ものは ホ國人 
タ數の r 飢 健」 ど其息 ホを 異にし 
て 培る。 普通は 飢儀ご 云へ ばを 
なを 巧に 窮乏して 貧富 おじ 餓死 
じ 激して 居る 時 巧ど考 ゆるで あ 
らぅが、 斯 かる 狀 態は 支那の 歷 
史 中に 屢 々大書され て あるじ 拘 
はら や 現 化 眼の あた b じは 實巧 
して おらね C 支が じ 起 b つ i 穀 
類の す 巧を で 他の 諸國に 於け る 


阅 占は 支那 人の かぐ 飢 健の 境 じ 
おごず る i は あ 6 得まい。 を 衆 
威^^お省のを報じ化れば支那じ 
がて 題 技の 八 割郎ち S 僚 四千 
巧-! < め 大衆は 農業 じが 事して 居 
る •彼等の タ數は 自己 及び 家 
族 《要求ず る 農を 3 上-」 每年農 
作す るを は G いわらを 料 及び 現 
をの 贈藏じ 化る 

善 積が。 ぃ。 化經 濟的餘 
裕の 欠乏は をが お ホの か 巧なる 
巧 出 一^も 出現 すれば あじを 活を 
脅が される。 貧 阻を は ホ づ繁れ 
中を 階級け 或る 期間 内を お 持し 
て ホれ 0 上は 飢罐の 境に 入 b 、 
富ぶ は 經濟的 損失の 範圍に 止ま 
して 饿 ゆる ミは。 い。 郎ち 
ま. TP て 農作 不振て ふ 自然の 理 
わ： 品ぷく 食料 供 輪の タ乏 が飢键 
で* 7 などは ま那 じがけ るを 義で 
ぁ ニぶ 單じ 貧阴 者が 斷 へや 孰れ 
の 逆 じ もを る ご 云 ふこ ごご 農作 
萎 度み' 原因で、 住民の 集を 地点 
がご 麓を 威 じて 居る ミい ふを の 
間；； ホ 劃が たる 一線を 引いて 置 
か ir ななら 《。 千 九 百廿八 年中 
支が に 巧け る 慈善 閣 体の 調杳じ 
基、 ！一 怯數 省に ぁらては 穀類め 不 
作： 飢键を 藤す 直接 原因 どなつ 
て實 巧る が 他み 諸 省に なち ては 
此を然 の 理由 じがらず 寧ろ 人爲 
的 療因じ 依る もの ご認 むべき 狀 
態な 下に ある』 VJ 說 いて 居る。 


積 かたを 糸は 近 千 六な 懷 

二十 お 日 桑^ 着の 優秀 船 淺間丸 


太 巧げ じ 巧ぶ ち 船には 比ィべ 
<も^い：$,、 巧も巧：一:本 1 の優 
を 船で ぁる： n 本 郵船 會社桑 港 線 
め 新を 船 後間 化が 同 航路の 第 一 
船 どして まる 十 一 H 橫濱を 解 緩 
せる 旨は 整 じ 本社 東京 特電 じぶ 
らて 報道し 据 きた 6. か 當地支 巧 
への 入 お」 化へ ば 巧 船は ぁ 帆 後 
相 常'; 時化 じ 遭遇して 数 浪の洗 
趣を をけ たるる 斑 体の 動を を も 
威せ ゃ乘を 一同は 新式 設瞄 の嫉 
樂磯臟 を 幾み つ i 愉か のが 海を 
繼統し 居ら、 船を 中には 米阔紹 
菜 協 會副會 助 エッチ •ェム •メ 
リマン 巧、 郵船 營業 部長 淸 水を 
を 巧 もなら メー リマン 巧 U 齡を 


を 化ぶ して M 船の 繼裝 ぶび 設楠去 

歡进慰 勞會二 一巧 

練 巧 艦隊が 無 孽發航 したみで 
ソり {慰勞 をが 開かれる。 劈 
^ 第-は 巧 助委貿 ごして 萬が 幹 
一 旋の货 格に 贼攀 したん々 を 十一 一一 
^ H 巧 小山を 員 長が々 X トリ デ亭 
i じ招祷 してが の 巧を 幅つ た A 巧 
は 高見 觀ホ 部長 及び 鴨 ホ 庶務が 
長が 庶務 觀ホ巧 部委貸 諸氏を ホ 


のちを せる 点を 賞 讚した 賀電を 
をを 社を じ 宛て 發し たも。 化 芽 
巧が 常々 航が じがいた 淺間 化の 
蹟前 一の 中 特筆 じ 値する はが 育 宛 
輸 或の ホ 糸五モ ぁなと 十五 辕じ 
達ぶ る 一事. ト其時 懼巧六 百 巧を 
ミ熙 せられを 港 開港 0 巧の 最离 
記 I 邀を かつた。 お ほ 船 巧の が 色 
ご 亡て け 化ぶ の 海上 銀 巧が ぁら 
ごす 商 巧 か 一名の 巧員乘 紐み、 
^ 裳 並に 乗組員の 便宜を 謀 b っ 
つるる が、 おがの 船 おは 約ニ彻 
月豁よ b 旣に滿 員の 盛 况を逗 し 
て 唐ら 二十 五 ロを 港 着 ご 共 じ 盛 
ィを 披露 會が懼 さむ、 羅府じ 
服 お 十一ち 一日 同地 巧 帆、 六 目 


港 出 邮の豫 をで ある _ 


本人 おな を會階 h じ 第 十 I 回 
をを ぉ開き 左の 講演 ある-旧。 巧 

が i 自 ゎ。 

-ー娜敎^無巧じ就て 

を々 木 お 巧 

認識論 じがけ る 批判的 
_ 一元論 •大曠 藍 


友 お 巧の 講姨會 

市 2： 東 五十よ 了 目 ミミ 0 番紐 
る 二十 一 H 午後と 時よ 6 靑逢閣 I . 冒 本人 敎會 では 白 下 ホが 中の 
に 招待して 猫勞 のをを 張ろ 由 A ' 一 化 幌巧熙 を 創な ちぶ 化 H 郎巧を 


巧 ほ 海が 監巧お 巧 所では 二十 ニ 
日 (み 曜) 午 おとが 歡迎會 役員 一 
びが 長 委貞長 等を 日本 供樂 部に 一 
巧いて 謝な をます る當 である。 

學 術が 究 會講溃 

學術 硏巧會 じて は 明 日曜 午を 


聘し 『化が 道の 貧民 救 お 事業に 
巧て』 ど 題す る講 が 曾を おすべ 
くぶ 松 氏は 携 巧し ホれ る 興 ホな 
き 映 蕾 じ 化ら 貧民 救濟の 實悄を 
がかず る 由。 

橫山總 領事 寄 紐 


橫山正 幸 氏は 美 香 子 夫人 同が 去 
る 十】 日 入 巧の 春洋 かじて 肴 桑 
羅府 地方を 經 由して 赴任の 途み 
がが する を。. 

池 お 成 彬氏ー わ 

滞 紐 中の 互井を 巧 常務 化締役 
池 旧が 彬 氏、 夫人、 み 息 一巧は 去 
る 十と H 午後 ニ 時 四十 五み 中央 
停 ザ 踢搂車 じて シカゴ じ 一治の 
上 ロス アン ゼ八ス じ 出 C 同ボじ 
も 一泊、 ホ 五 n 桑 港 發プン シデ 
ント •マツ キン レ ー 號 じて 歸朝 

の 豫定。 

か 人， 

•蘆が な 巧獨逸 大使館 ニ 一等 書 
記官 、今网 ポート ランドな 巧領 
事 じ 巧せられ 當 地を 經て赴 巧す 
る 由、 因 じ 同 巧は 當化緻 領事館 
にを 勤した i がれる。 

♦ま 本 梅 S 氏 涼が 兄弟 巧會員 
本 月下 旬 ああ 十一月 初旬 浊淺お 
帆め 梗船 じて 一時 歸 朝。 

♦加 赞祉辰 四 郞氏圃 際を 糸 格 
が 委貸劇 良、 渡 ホな-降 宿 獅み爲 
め 爵議お 席を を 合せ 二十 一二 りを 
港 お 帆の 春洋 化に て歸 朝すべ^ く 
肥 後を 產氏画 長 化 巧たら む どむ 
•が 井 保 固 氏 お 村 紐 相談役 十 
一巧 六 H 桑 港 巧 帆の 淺間 かにて 
秘書 役が 藤 勝 治 巧 岡 伴 一時 歸朝 
參寺崎 太 郞氏新 巧 M 育 駐な副 
顔 事、 夫人 同伴 春 ホ 丸 じて 桑 港 
經もあ 日 巧 紐の 由。 

日本 巧メ— ル； 

本局 婦切當 日^後と 
踪 H 曜とホ 呂^ 四膊 
春洋化 〔フタ マコ〕 十八。 
マニラ 丸 〔サンピ ド。】 .1 
フ レシ. デント •マ ツネ 
〔フリス コ〕 二十日。 

ブ キサ ス 〔オン コンが. 矿！ 

ランド】 廿闽日 0 ( ホな のみ) 

王ム プレス •オブ •ロシ 〔ダ 

キク ト リア〕 か 八 B 


吿 示 


曜說敎 


♦紐 育 H 本人 敎會 
『基督を の お識』 ^ 水 牧師 
♦基督 お 條道會 
『精神 ど 形 まと 常識』 椿 牧師 
♦が 脊袭 W 敎會 
『おお 敎-し 就て』 阿 莽進氏 


： iC ： 欄ス ペシ 夺ル 


到眷 


ニ 弗 


鸟 がが タ 雀：.； 1 巧 £晴4 お I 系を 至 rUY ト系 

八 時 ょら ホ 巧 西な 八 了 目 S ニ 一二‘ 新 巧 アレキサンドリア 總锁事 


鶴 見 視輔著 S 
日本人-; 偉大 あ b - てせば、 
それは 巧た る 日本ぶ 性の 賜 
物で める ご 云 ふ 信!； ちで し 
馨 かれた る小說 

十 巧號現 代 

改酱 
.中央 公論 

其 他 


パ 桐 巧 邊商會 


一 ブンク 


! ト マン 
イラ*— ぶ 

ンノ- — ベ— シ 3 ン主 ランク 亩 

物と 巧 五十 仙よ b 十一 I 巧 五十 他 
置で S ニ 置ぎ ニ 


昭かおを度徵集延期者'^ 左記事 
項が 意ノ 上がを 期 目を ニ 當舘ニ 
到達 K グ樣成 八べ クを目 ユ手續 

セラン タシ、 

一、 昭か五 年 巧徵を 事務な 扱 期 
間 當館昭 か 五 年 巧 徵を 事務 
化 扱'^ 本年 十一 巧 一日 3 リ開 
始シ 明年 一巧 化 一 H 閉止 ス、 
但シ 十一 巧 中二 提出 マ 八屆馨 
目 附^ 十二 巧 一日 トス グ コト 
ニ、 徵を適 酷 屈 ヲ要ス がを 及ビ 
お 手 綴 明治 四十 ニ 年 十二月 
二日 ョリ 明治 四十 H 年 十二 巧 
~ 日を ノ間ユ 出生 シタ 八を パ 
昭か五 年度/ 徵を適 齡者ナ 作 
ニが、 其 家 ノタ ま (ホ國 ニア 
八ト 本邦 ニア 八 トヲ問 ズ) 
暇 かおを 一月 中二 到達 ス托犧 
本籍地 役 鶴 宛 遲滯ナ ク徵兵 適 
齡屉 ヲ提あ K ベ シ若シ 之ヲ怠 
八 トキ ^ 徵をを違お者ト シ テ 
罰 セラ 八べ シ。 

ご 1、 徵集 延期 ヲ要ス おぶ 化； 手 
賴 明治 二十 ホ 年 十二月 ニ H 
ョリ 明治 阳 十！ 二が 十二 丹 一 日 
を ノ間ニ 巧 生シタ 作者 ニシテ 
ィ 、初 メテ徵 集 延期 ヲ願出 ダグ 
者 昭か立 年-巧 化 一日を こ 
所 屬聯除 障 徴兵 宫宛ノ 巧を 國 
外徵集 延期 願ヲ當 舘ニ提 ホス 

べシ 0 

ヴ 、引 績キ徵 集 延期 中ノ 者パ昭 
和 五 年 一月 化 一日 迄ユ 在留 申 
吿書 ヲ當缩 ユ提お スベン。 

右 書類 パを 理後 當舘 3 リを接 本 
籍地府 懸廳ニ 送化ス 。巧 書類 中 
注意 ヲ要ス が コト (ィご I 該當 
スグ を：；. 日本 出 發ノ日 か 及ビ出 
發 港名ノ 記入 ヲ要シ 又 ( 0 ご- 該 
當タ八 者、 J 所屬 聯隊 區 徴兵 官ョ 
巧メテ 徵集ノ 延期 セ ランタが 
年 巧 H ノ 記入 ヲ耍ス が 事 ユシテ 
を-規定 期日 迄 ニ 提おセ ザ レバ 
爾後 提お スグモ 無効 トナ 片 •ヘシ 
四、 其 他 徴集 延期 君ノ必 得、 
、用紙 一 お 日當館 ニが テ 印刷 
ノ上備 か ク^モ 管 內を化 日本- 
ん 會ユモ 送が シ置ク ユ付請 ホ 
セラン タシ。 巧 シニ枚 ニが 五； 
仙ヲ 中を ク义持 ュあ信 ホ 摩 者 
お 信用 巧手 添 か ノ コト。 

、が 留か吿 書 议徵集 延期 願 一 
夫々 正副二通 おが ノ コト。 
、當舘 ユな留 登 錫 ヲナシ 居 ラ 
ザ かを ノ徵集 延期 願 又-化 留 
中吿 書'^ ず理ゼ ザが 事 アグべ j 
キ こか、 ホ登錄 者-其 本籍 現 
化 所、 職業、 渡 ホ 年月日、 旅 
を 番 號等ヲ 明記 ノ 上を 急當舘 
ニ厢出 ラレ 度シ 0 

昭か巧 年 十 H 十五 H 

を 誓 

H 本 一 帝國總 領事 舘 


舞踏 敎授 ては 己 じを 

評を 得て 居まず タンゴ、 ホ ^ グ 

八！ ム ダンス 其 他最厮 ステップ 

畳 SS Liiiu 货 W . 違 h F TS をち r 话芸 


ト 


一 ブンク 約 おな 個の 
一 、N クウ ォ •トロ， フ 

及び ス チ— マー トランクち 弗 五 

十 仙、 化 弗を 十 他、 十二 乘 五十 

仙、 少し 許ら 使用した 極 類】 張 

一二 乘 ぶび 五乘 

1234- sixihAve ., c ミ. 4 害 St ., N . Y 


vW 


ぶ 


谢 川保隐 事務所 

h, Segawa, In,urance Broken 
303 巧れ h Av も， 

Tal. Caledonia 4100 


ヴ田巧 事を をを を 

Uchida fra 皮 Lo リ！ 打 c, 
11 Park Place 
Tel. Barclay 1576 


島貿あ 巧を 會お 
Shima Trading Co ,， いん 
150 Broadway 
T« レ phoa« R がわ r 1484 


巧 ま會化 ホち 巧を 
Akawo & Co., Ltd., 

2 身 5 Fifth Ave»» 

TeL Cal 一 onia 9758-59 


ホ 倉 製な 热績巧 ま會化 
K が akura 在 Co., L そん， 
200 MadUon Avenue 
TeL Ashland 4545-4546 


K* Mikimolio 

Mildmoto Pearls 
5 お F な 化 Amhu, 
TeL Vanderbilt 2519 

大食な な 巧 支 巧 
Okura & Co., 

30 Church S レ 
Tel. Co け Undt 2292.93-94 

H 共な ま會お 
化 巧 店 
南な 巧會 
120 Broadway, 1Y. C. Tel. R が ! 0 バ扣 4 
Fa 加け； お - 1 日 3 刷 わ e., し 1. 刖； 

巧 野 巧を 揀ま 食な 
4sano Bussan Compeoiy 

Room 801-805 
165 区 roadway 
Te!. Co け Un み 8047-8052 

Gosho Corporation, . 
Silk Impnrterty 

40 East 84 比 S な eet 
Tel. Aflhiand 化 的 -ei 
じ osho C か， Inc" 
Cotton Exporter さ 

货 おがが か .. 

Te! PowHpg Green BSOB.Of 

* 巧が g 道な ま會お 
巧 育 巧 

Sou 化 Manchuria 化に Co., 

Koom 20 が , Canadian Pacific Bldy. 
342 Madison Ave. 

Tel. VanderbUt 4135 

ミ 井 おを 賊會社 
お育まな 
M 舶山在 Co., 

6 立 Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

巧 式 魚旺ち ホ 巧 店 
がち 巧 張 巧 
Iwai & Co" Lid. 

Wool worth Building, 一 ^ 

, Tcl. 

ミ 麦 商事が ま會を 
が 育 支 巧 

Mitsubishi Shoji Kaisha^— 

( Mits»l»i«lir*C 〇 rrlLtd,) 

1 20 Broadw 巧 
Tel ， 民 がれ r 艺 560.2564 

大阪 朝日 ニ 巧 巧與扫 
お々 广 ’巧 
Osaka Asahi 

The New i ork 1 unes Annex 
了 eL Lackawanna 1000 

曰ネ 巧を 喚が 
ン 胜 W 支店 

Japan CoUon Tr • ぷ ng C 〇 w Lt ん， 
2 Park Ave 凸 "も 
TeL Lexington 8787 

^ 本 生糸 巧 まちな 
巧を 支 巧 
flip 阳 H Ki-I 祁 KA! 別 / UTD 

Iwo P&rk Avenue 
Tel, A か land 的 如 

巧を 名會巧 
短ち をな 

Ha 化 在 Co., 

443 Fowrth Ave^ 
Tat Caiedoma 7830-35 

日米 生糸が ま 食 社 
紐 巧 支店 
NICH! ぶ B K! け 0 が 卽洲化 1 KAISHA 

(N!CHI ぶ の K!! 了 0 0 〇 •, LTD.) 
1 Park Avenue 
TeL AgbUnd 6246 ィ 7-48 ィ 9 

义展每 日 二度: を B 日 
を 木 吾が 
Osaka Mainichi 
Room 306 A World Building 
Tel. Beekman 4259 


VO しけ Jo. け 02 攻 h をぶな を 巧 itttP 巧 WEONE 丽 ‘ OCTO 化 R 23 1929 




大紐育 

I 九 ニ 九 年 版 ダ 近く 發巧 

本社が をに 滤 あを 巧いた しました 『大お 育」 は、 幸 ひじして 
江湖の 湧 （がかき な 評を 博し、' を じを 部 一脈 殘ら や資 切れと な 
なました、 化て 本 化は 萬 一版の 內 をを をが 新た じし、 貫 数を〜： 
巧 加した モ 化育 廿化年 版を 新 じあ 巧 する こご 5 な b ました、 正- 
確 にして 且つ 巧ら しい 統計と 事實を 基礎 じして、 効々 錢 化する； 
巧が 『大紐 育 J の眞 巧を 巧 ふるに 逛が なき こごを 巧して 居 b ま I 
す。 巧は を 憤は i 

豫約 ホを 者に 限りて I 

特價と 十五 仙 

發巧 後の 御 購買には 

を 價金一 弗 

ごを しました、 速 かじを 約 巧 中 込みを ホ 留 いたします。 

十ち— 紐 育 新報 社 
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e e 

| l 比 


a c r 

む r , d u も 

点 苗 3 露 

哉^.^ HI . 

|S|I 心： 1 P|11 记 

心 II 化！！- 啊 PWi 


.が 巧發 表した 一割 減俸 令 

.1 輿論の 反對で 早く I 撤回 

n 御 裁 巧を 仰いて 居ない こ ミを 理 わごして U 

東な 特巧 二十 一言 雅 = を族院 ご 樞あ院 の】 挪 じがて け 政府の 减 棒^ 撒 巧の 貴 巧を どし 可 鞍く 
おト上 麻ぶ I , 滩邊 法相は 齡瞄 すべきで ゎ もとの 强硬景 鼠 W 叫ばれて 居 も •い、 を巧關 紙は 黃件間 題 

緊 韻'::; かぃ .一る も' S ' にお 局撫を 化で わつ たこ どは ネ 巧の 巧 俸を で 曝 溝し 一 ものと 解し 政府の 政策は 
が i 生 め^し 巧 働を 階級 じ^ 惡 刺戟を 巧へ たのみ ならで、 网務 f 盛 滞、 腦 貢ヵ滅 退の 影響 
い 則ら 中 端 C 部' 下の 官 おの &對を 受け 始めて 瓶 俸 かを 撒圃 する 等 かを す-して 極め 無能力で をる 
こ-, こを 發を じょで、 暇 h に减 .俸を 御 裁可を 仰がを ミ ど ~ て t す も 潑理火 語 名に が 
て あぶし i ;- 一で と 巧 巧は をれ リ いどな 巧 じ ホ 難して 居る が、 一 卞閒賴 の 檢事國 も 自己の ホ 張力 貫 
'徹しむ ので k 送 色を ホ じ 今朝は すくら 登應 して 事務を 綺勵 して 居る。 . 

東ず 巧® 41 二日 發—か 府の宫 あお 俸 案は なおの 輿論 炼 b じ强 <、|^ じ大舉 敎授を 始め < して 
料 事、 檢お L 司が 官が吊 面から 巧對 して 總 辞職の お 勢 あ b 、 遂に 校ぶ では 一巧 减俸糕 神に 祗觸せ 
打範 陶み它 热條剧 をを 緩 かする じ 閱證で 巧を したが 巧を 司 ホ官曹 はかを.！ 齡 職しても と 滅 俸案撤 
巧の 乂速疏 すで あ b 热 おみ 官をも 亦 結束して 靑木 次官へ 减俸政 b 化：! を 陳情し わ、】 ホ 民ぶ 黨化 
方 ぞ哺ょ お 力 農村は 减俸 大獄 迦 、選 舉が勝 疑 U し J - f 濱ロ總 裁に 化 M 電報を 發 する 等混滯 たる 
情勢を を^て ま b 、 政が でも 遂 じ 腰を がらが 日の 閣議で 减俸案 な 1-1^ 撤回すべく ホを した、 この 
あ ロ 首 袖 おき 賊俸 ま撒间 振りは 一般 じ 好評で わるが おぶ をに ては 皆 巧 書を 發表 しじな 上 賓巧間 
ぶを をれ jU ろし 政 巧 筋では 閣證 じて みぞせ る ものを 御 裁すな 前に 敵を せる 例は みぐな いわら 責 
巧哥題 A ぶ やと ホ 張し 夏 b て あ 治 的には は政黨 み閣窠 一の ホ' 敗 ど B 做されて 辑 るが これに 願聯 
して ほを をがず 紐は 黨 みから 入閣 しれ ホ h 藏 相、 渡邊 法相の 辭 職を 巧 硬 じ ホ 張して ゐ る、 貴巧院 
々巧で も I 貧の 如きを 大 案を 豫め嵐 民 じ 示さず 不 蔥じ閣 譲で ホを しわ などは 資本 あ氣 質で わ b 官 
餘ま 装で 4 了藏 相の 巧 巧け をれ の』 玄 云つ てゐ る。 

ま京特 1^: 厂- 日發ご ~ユ ョ—ク •タ共 ムス 紙】 = 東を 朝日 新聞 f 報 やる 所 じあれば 潰 ロ 首相 
ょ民か黨徊；那會畿の擲吿をおれ官吏の减俸をを撤回ずるこ£ じなつ!^、 井ト'藏相のみは獨6右の 
做 蛙 こょ - 蚕し じる b 司法官が 圃 結して 减俸じ 巧 おしむ ことが 最も j す 相の ホ必を 動かしむ もの i 
か （新聞 I は 一般 産 裝勞徽 者が 官 がの 减俸 じみいで 勞 銀昭减 ，で 誘を 了る じ 至る ことを 巧-て 頗る 不 
まごしてがも旨を報じ词時じ顿ろ政策が 一 般社會のすをを叫ぶミパ社會が策上ょろしからやと反 
對！ つ、 かつた もので、 農が 巧みの 政治家は 减俸 みの 撤回 じ 失 導し つ {ある も黨 どして はこれ じ 
蜜が し、 化 道化 楽賣 をの 化を 地からの 抗議は 山積し つ i わる 有樣 ある。 

了-タリ 力 y 經 由して I 

_ 我がを 權 一行 ホ 統領 心 訪問 


ワ シン- _ 


n 巡洋艦の 比率に 就て 國務 a で 良 ご 協議ず ろ 


ン 特電せ 二日 發 = 國お 長官 ステ ムブン をが 言明す る^じ 依れば 日本 政府は 若 概を權 
子の 渡 酌に ワシントンを 訪問し 軍縮 問趙に 就て 下協議を した との 希聲を 洩らした ので 國務 
省は 蓄んで これに 應 諾を與 へたとの ことで ぁるが、 官邊の 解釋す f 所 じ 波れば 円本を 權の 首都 訪 
閱ょお 水な を殘じ 就ての 意見を を換 する 外、 傳 へらる I 日本 政府 か 巡 巧 艦 比率よ 割の 要 ホ じ瞄し 
2 もので 心ら ぅが、 アメ 9 タ 政が としては 今 固め 軍縮 尺度 じは ® を 0 てせ ず、 英米の 海軍 力 均 
等ょをの風巧じ應じた雙數じ化てまめられたものでゎるご說巧す*^らしい。 

ま 泉 特宰サ 一日 發 = お 樹を權 を 姑め が 部 次席を 權の 一巧は 十一 巧册 日に 横 濱をお 帆し シア 
少經 もろ ムィべ リア 化で 渡 ホすべく フ ー ゲア ー 大統領と ら會 見の 睹樣 でぁるが、 みあ 堪化 軍縮 委 
島 ごして 化掛 一 部を 齋滕 博、 歐米局 第二 課を 山あ淸 、み恣 事務官が 殴 县隆氏 等を 波 遣 じみを したが 倫 
敦ホ化 お 心 お 官掘お 貴 0 下 五名、 B お 大彼舘 巧 山を、 蒂ぁ 大使 舘加 b かお、 羅お 大使 舘ま澤 淸巧郞 
國隙節 おを 旨 佐 滕巧武 氏 も陋員 S して 出席の 答。 I 
外，'^ 省 稚當化 お 祕事館 眷を電 = ち视 禮ホ郞 、お 部 海軍大臣 、がず 大使は。 ン ドン 海軍 會議じ 
を權 をな ィ してを 列 御が けられた bo 

る ど 其に、 をはを じ 日本 政 称が 
ホる. へき 會議 じ欣 おどして 參加 


回を 本文 


妈や乂 使がず を 

ヮ シンん ン餘巧 十八 日發 【ニ 
ユョ ー 々•タ 井 ムス 紙】 — 日 

本 政府. か^ 庫な 英乂 化を 逝 じ 
ィゲ タス^ 瞄 にを しむ 巧 縮 曾 
諮の 凹を 父は ぶの かし、 

をは まる 十 巧と U 附を 0 て 巧 
官ょ b 裝^ ホを 巧を 渉の 協を 並 
びじ 自本欧 が じ おし P ン ドンを 
，畿の 巧 集を 顿 誘され、 フシ ント 
ン條 約 じ 除み さいたる 艦艇の 處 
を 巧び 同條お 簾-- 六條 第二 巧の 

^ 討議 C 賴 .」 たを 蛾を 受颁 
I した こごを ホを とす* をは 貴官 
一よ b の 通牒を ネ芭 政府へ 述 報す 


し 互つ 食證 にお 席ず べきを 權を 
巧 かする 旨 回答す るの ホ榮 をを 
ず、 而 して 日本 政府 過去 じ 於る 
がか （ホるべき 會議を 前 じ幾タ 
の 論 おじ 關 しを ど ホを 式のを 渉 
じ 従事ず ベく 提證 された こごを 
威 謝する、 蓋し 過去 S 箇月 じ 直 
る お ホのを 涉が列 强會議 招待の 
前 じ 英米 協を を 見る じ まらし 事 
蹟じ 鑑み、 同 棟のを 渉に 從 ふべ 
きものと 認める、 而 して 巧が 欧 
巧は ホるべき 會議じ 提出すべき 
諸問題 じ挪 しこの 

^が^一 じ歡 もて イ •* タスな 
府ど請 事項に 就て 說 がを 愧 する 


が撼 めて 重要で ある ご 見做 
レて 居る、 蓋し 來 るべき 本會議 
か戒 巧は 豫備巧 渉に 化ら 圓滿な 
な 盲 巧 じ俟つ 所を < 、日本 政府 
は-一を ごィぞ 9 ス 政府のを 渉 じ 依 
りお ホ 本 會議で 整理すべき 諸懸 
菜で 就て 誌 解を を ふす るに 至る 
ベ F こごを 確信して 居る、 貴官 
ょ 6 の 浩牒じ 巧れば ィ ，キリスを 
がは 迸當 なる 時期に 巧て 本會議 
の' 討議 事項の 論 證を提 諸すべし 
ごゐ るが、 日本 政府 S しては 
の 提議を 必 よら 深 （期待す る も 
のじして、. イ V リマ 政府の 欲す 
る 通牒 も 喜んで これを 供給す る 
もを でを る、 而 してを 官じ化 


ェ 


示された 


英米 兩鹽の 誠 解した 巧 原 
則に 對 しても： n 本な 府 はを 備を 
渉ん 適當 なる 隨 磯に 於て 怠是を 
化を ずべ く、 饲時 じこの 機會じ 
がて 日本 政府は 軍縮 じ縣 職した 
諸 論點が いづれ も 千 九 百 廿八年 

■ — じて 成 ホした ホ戰條 約の 
精神を 根本 どす る じ まるべき ミ 
をが 証す る、 而 して 日本 政府は 
軍縮し 謝聯 しわ 諸問題の 圓満な 
る 解かが このを 巧 的なる 條 約の 
精神 じ 依ち て顏 家の が 立を が 証 
ずる じ 至るべき こごを 確信す る 
而 して 鼓 巧に 余な 日本を おの 訓 
かじ 恨 b ホるべき 倉 議が國 を ど 

議の 

平和 を 確ぶ せしめて 友證 
を增 進ずる じ 至 > 阅民 のち 餐負 
擔 を輕减 する じ まるべき こごを 
切駕 する もの じして、 諸 巧强は 
單じ 軍備の 制限に 化ら や、 進ん 
で軍觸 を縮少 ずるに 至るべき ミ 
を兹 わ。 

外交 聲明 

泉 京 特電 十九 日が。 ニユ 3 
ク •タィ ムス 紙】 M 鞭 化 外相は 
本日 新聞記者 閣 ごの 會 見に 於て 

ン ドンを 申* む どす る 

海 縮豫備 、を 1 

する 所は 『巧 等 葉 一二 國 じを 惑を 
及ぼす が 如き 請 解 や 協を を 論議 
す るら のでな く』 單じ 日本が 特 
殊の陳 係を 持つ 諸事 項 じ 就て 隔 
盧な < 意見を 巧換 しなて P ンド 
ン 本會證 をして 圓滿じ 且つ 理速 
•，し 成功せ しいる じ 外なら やと 斷 
じ 『我等は これ ^ 岡 樣の费 渉 じ 
して アメリヵ 巧 ま 化の 諸を 府じ 
して H 本 VJ 普遍的な 問題を 持つ 
鹽 家と 谅商 する じを なる もので 
なく、 日本 どして は 何等 外國を 
威 脅す るが 如き 海を 力を 維持し 
ない VJ 鬧 時に グ 0 ッグ 條約じ 依 

て 固められた 國 をのを 泰を期 
し 得べき 協を の 到達を 

確信す り も ミミ 本 

を 府 どして は 軍費 貧擔の 贼少玄 
いふ 圈 論を 重大視し 衷 むょ もこ 
れが實 現を 朔 する もので あち 
國燈平 かの 增 進を 如實じ 物語る 
ぺく 本會議 のが 巧 ミい ふ 最後の 
目的 じ 向て 誠 怠を 拭て 進い 覺悟 
である』 を々 ミ 述べた。 


イー 


ては 间備を 0 て 接し， 词民經 
濟 外を の實を 擧げ 、みぶな を 
ま義を 採る を、 あし」 困路條 
調を 義じ拘 巧され るを の i じ わ 
ら^^ 

* を 法的 ぃ： ♦る 手段と 是頓を S 
つてす る要农 じは' ま dll ご 
しての 襟度を 示す」 やぶ さか 
なら 中、 然し 巧が 既得 權並じ 
な留 邦人のを かかを { の撫 護に ~ 
は 萬 查と蝴 す と 河 時に、 巧が 
巧權の 確立と 擴 おはを 段を 盡 
してち 邪國 民の な 解を 得る 至 
、地 ホな 權 のず 糊に 關 しては 
固よ b 同情す る 卿 じして、 巧 
び 混 亂をホ さぐらん 2 を 願 ふ 
もので ぁ もが、 巧が 國け 如柯 
な る 時巧 じ 際？て け 嚴巫’中な 
ま義を 捨て ざ も J 
I 、 滿蒙 問題に 贼 しては 痛租權 
を初め鐵道間强が化の^|業巧 
權 懸案の 解決ん 一 懇留 す」： 巧で 
ぁるが、 支那を 憲の 巧みなる 
理解を 得て 適 営の 時期に 解み 
巧 渉を 開始す を £ 

I 、 日 支 通商 航お條 約の 締 姑を 
渉に 願して は 前 巧 蘭の 方が を 
踏襲 ぜ ず、 關巧 率の 事 填！： 閥 
しては 大體先 かの 化を 關洗會 
譲の 成案を 基礎と しを 晕 P 
を 其极薛 ごする と、 治み 權 
問題に 關 しては 一九' 二み 心| の 
華 府條約 じまく お：？： を 泄猫廢 
を員會 の報吿 善を 基礎 こし f 
地域的 じても またはを 绣 一に 
て も 漸進的の 撤廢 じ應ず *3 
尙ほ 沿岸 貿易 權間 題じ關 
は 支那の 要望を もを を 程度に 
認を ずる も、 が 瓦 ま義を 採用 
ずる. とは 我が 國 かを 麗じ對 し 
最惠國 待遇の 約 歎 あるぶ め戚 
じ難きを、 然して其化の；^!8;^^ 
あ 商 等の 事 巧じ關 してが 婚で 
ま 義を巧 本ち 斜 ごする ぶ 


リード 氏が 上院 領補ッ トツン 
氏を 化を し V -* ほ 命され、 民 ま 
黨 側ょりは 領釉 じして 前期 總 
選 擧_| 副 大が領 を 立 侯 補した 
ロ ピンソン 氏が 巧 命され るる 
じな つた。 一 

而し てこの 外 ホ 席を 權ご しては 
恐らく 駐英 大使 ド！ ズ氏 巧び V 


グ ザ ー 大使 ダゴ 


ッ ン 氏を 巧 命ず 


軍縮を 



帶原 外を 

日 ま條約 じ蠻輝 

ま京特電廿 一 日發；=佐を利を^ 
巧は 王正廷 氏ど屢 々會 見し 目 
下 形を ばらない 程度 じあて 日 
ま 逆商條 めの 改訂を を涉 中で 
ぁるが、 近く 兩あ府 じ 於て は 
を まの 巧 渉 期を 協定す る じ ま 
るで あらぅ 0 

T f 

東京 特信 y をを 利を 使のを 巧 
を 機 どして 日 まを 渉 じを る じ 際 
し 化の 所謂 『おお 外を』 の 面目 
を 遺滅な < お 輝ず ベく、 佐を 利 
を 使が 胸中に 秘 して 渡 支した 政 
策ど訓 みの 內 をは 大化 左の かき 
もので をる ど' 

J 、 新 支那が 巧 謂國巧 的には 產 
業國 たらん どし、 國際的 じは 
相を ホ 等の 地位を 把握 せんご 
する の 國民蓮 動じ 對 しては、 
國瞭的 巧 思潮 じを （理解を 0 
'て 之に 當ら 、圃民 政府 じ對し 


.ス テム ソン 巧 4一 
ワシントン 廿 一日 發 U アー 

々の 軍纔會 議垂權 は國務 長み 
テ ムツン 氏 S 確定した •わ 巧 I 一- 
巧は 大統領の 內 命を をけ てー院 
の 巧 表を も 随員の 中 じ 加へ* 軍 
縮 協を の兩院 批准を 速 かな 一し 
むミ玄 なち、 

趣々 を 渉し じ 結 あ 共か黨 ii 
ろは ペン シグ ゲ ニア 則拽を 


ベく 海軍 專 巧ぶ 員には ジョ！ ン 
ズ 提督が ほ 命 ふれる 绪で みる。 

墓 太子 婚釣 

商 際 曲な ロー マンス 
ブラツセルせ 1 1 曰雞 n ィ タリ 
1 皇太子 A ン パー ト 親王 殿下 £ 
ベ グダ！ の マリ 了ジ 3 ! ズ內 
親王 殿下には 今 ^ 御 婚約が 或 立 
しホる木曜日を^て正式の發あ 
をを るに 至る ベ'〜、 皇太子 殿 f 
じは 御微 巧の 形す レ' 當 H ベ 八が 
i を 御訪闡 と みした 0 
皇太子は本年：^=お歲、 王妃は 
廿 S 歲 でを るが 御 ニ ホの 婚儀 
は 事 嘗國際 的ず。 1 マンス じ 
て 皇太子が 十二 歲 、王妃が 十 
一 歲げ頃 ィク"- 1 のフ。 1 レ 
ンスで 御 かを 一一な つたな ホ 御 
二方は 想 愛の 柿!： であつ わご 云 
はれて 璋 る、 一 

而 して 御 婚儀は か 婚約 發 表の 
四十 B なごい ふゴ か. ぞ！ Q 慣習 
ょ b してを を 十一-一巧 下旬 乃至 十 
二月 初旬の 香 日を 嶺 ぶべ < ィタ 
9 1 のト 下は 今を の御姥 儀を ホ 
常に 喜び 兩國 の國 巧ら 增遣 する 
i 見 ちれて 居え。 

河南 省 革命 

鄭州 i 遂に 曙 落 

上海 二十 一日 發 = 河南 省のを 
命 軍は 化を 漢ロ鐵 裳が 理稱 地ぞ 
ある 鄭 州を 占領した が 南を 政府 
側では これは 軍事上 缘 をの 退却 
じ 過ぎぬ ご 稱 して 居る。 

廣東 甘-日 發 H 蔣か 石將 軍は 
廣東省 あ 府じ對 し 飛巧隊 はこの 
際を が 巧 動せ ょご 命 かした ので 
八 機は 理< 南を じ 向けて 出發す 
る 望で ある。 

ワシントン 二十-曰 薄 M 國お 

省 じ 達した を電じ 化れば 囊 じを 
命を をした 燕 湖の 軍 傑 も 漸<巿 
巧よ‘ 9 退散し か國 人め 生命 もを 
をで あるが 婦乂小 お 寒は 巧 一の 
媛を を 慮 6 イ V リス 軍艦ぶ び 日 
本 療船じ 避難し ね。 


みな^ ず特 帝を (紫 無啡轉 載〕 


銀 巧の 霸 金が お 加 

〔甘 二日】 每月ニ 千 巧 一|, 化增 加して 居た 信託 預 をは 九 ホ じが 
ては 漸ゃ i r 扫万圓 稍 d の お 加を ななが をの 巧-^ 銀 巧 ホ おは 
化 巧 中 じと 千 刀 圓增加 - V 六十 億 V 千 五 首巧圓 どなら 解禁 
後の 新 投資の 箱め 引出， 穿 由な 娥だ 預金の 乘ら替 へ 傾. 4' 著し 
(なつて ホた。 一 

生糸 業を 撫業 短縮 


〔サ 二日】 愛媛 棘 下の 生糸 業を"" 
埼玉 地方の 製糸 组合も ホ 協議 中 f 

出超 觀測 

〔甘 二日】 輸出超過が 十一月 一 
が續 かんと 觀 測され て 居る。 

澤旧總 領事 港な 

〔廿 一日】 が育總 領爭澤 巧節藏 
巧は サホ曰 横濱お 机の 太洋义 


i ヶ巧間 操業短縮を 申 心 
をる。 

じて 家族 间 伴を ほす る。 

I 池 巧 化 議± 逝去 

^ _ 日】 巧 旧縣 選出 政 友を 化 
池 巧蹟正 巧 逝ました 

蠢糸會 化 增資案 

二十日】 生糸 相場 慕を 績みど 


解禁ち 稱 わ どで 帝网潑 糸會お 
增資案 巧 燃した。 

ぶみ 利 償 借 換わ _ 

〔二十日】 十二月 一日 五み 利國ー 
儀 四 卞巧圓 借挽發 巧し 短 利々 _ 一 
遇 9 をみ 一二 魔 一二を ビ巧定 しじ 

入超 减五 千方圓 

ご 一十 日】 植お 地を もを 算 せる 
化 巧 迄の 貿易 總 巧は 輸出 十六 
億し ハ 千 四な 二十 方 四千 圓 、輸 
乂 十八 億乂千 二百 五十 巧 ニ 千 
圓 昨年 同期 ょら 五 千 ニ. 白万圓 
タ 入超 贼で わる、 尙は十 巧 中 
旬貿 為は 輸巧 五モ ホが 十二 巧 
とモ圓 、輸入 S 千 九ち 八十 化 
巧 五 干の？ 差 引出 超 一千ち 巧 
か 一二 ガニ 千圓 でを つた。 


港 筆 


アメリカナ 

黑面巧 

ごこみ リフ ホル ニ 了 

ニュ イングランド 挪の 偉大な 
をして オリ デナ^な チヤ— ムご 
いふ ものは、 今日 じがて は、 最 
早沒 落に 直面した 文化で あら、 
この 文化が 祟して これから 一世 
が も 保 も 得る か V * いふ こごは、 
疑閱 である、 人爲 的な 文明 ごい 
ふ立镇 よちして 殊に 然ら ごする 
をみ ほがらか なを 氣は 、いわじ 
も靈 的で あ ^ をの 尘 化の 美し さ 
ご 調 かを がつ て 居る、 が、- 1. ュ 
イングランド のま 要牲ピ いふ' ら 
のは、 憩ら くを 世 じ 於て をの 子 
おが、 中 巧 部 や 南部を 開が した 
事績 じ 於て 馈 くので あらう、 ァ 
メ 9 々の歷 を 家は、 鬼巧ア メリ 
々の 遇 まご 現 巧 あび 將來を 描く 

じあれ 6 、 ニュ イングランドの 

文化を くど^---- しく 述べて 居る 
が、 これは 餘らに 偏見で ある、 
盡 し-一 ュ イングランドの 文化 ど 
いふ ものは， 甚だ 糖殊な 韶圍じ 
限られた もので をつ て、 美しい 
じは 相違ない が、】 面 にがては 
不毛の地で をる、 故 じな 達は、 
現 化の アメ 9 力が ボストン じ 誘 
導され る； は少； ；；* い VJ あ ふ、 尤 
もニュ イングランドの 先祖が、 

ビ ュリ タンで をる こ ご は 間違の 

い 巧で をる が、 將 ホの ニ ュイ 
ン グランド はを ひは アイ グラン 
ド 人の 世が じ 化して 了ん のでは 

いか ピ考 へられる、 をれ はこ 
の 州 じ 段る アイ グランド 系の お 
民が タ いど いふ 削りで なく、 ニ 
ュ インク ランドの ランド スケ^" 
プご アイリッシュの テン バア メ 
ント が、 まこ VJ じよく 調和して 
琶 るからで ある。 

をれ では 今度は、 この 大陸を 
横锁 して 巧 部 じ 巧つ てみ やう、 
こめ 大地 方の 文化を 指導す る も 
のは 勿論 ガリ フォグ ニア 州で あ 
る、 この 卿は ホ だ 若いだ け じを 
の將 ホが でうな るかを 豫言 ずる 
こごは 極めて ま 難で ある、 カタ 
フォグ ニア 卵の 特殊性と しては 
トメ ト！ や ォン ン チの 生を が 世 
を 讚 I であるの みならず、 將ホ 
化を 的な 或る 大きい ものが 潜ん 
で 居る、 現 巧 この 化 じ往む 人々 
は、 東洋人の 排斥 ごか、 メ キン 
3 移民の 驅逐 ごか、 いわじ もヒ 
ステ タカ 少な ブン パラメ ントを 
持つ て 居る、 其 朗らかな 風 ± じ 


比して、 を こじ 住む 人々 の随情 
が 斯く逆 巧して 居る £ いふ こご 
は、 要する じ 化 ほが ホ だ 環境に 
同化され て 居ない 一 証左で あら 
う、 若し この 主 化か、 南歐 移民 
の 子孫 じ 化ら 開拓され て 居た な 
らば、 をら くこの やうな 過渡期 
一を 生まな かつた であらう が、 而 
かも この 朗らかな 空の 下 じ 漲る 
ーユ ニックな、 電力の やうな アト 
す タフ ィア は、 遲 かれを かれ、 

1^歐移巧じ類似しね人々じ巧ら 
千關祐 さる {べき もので わらう 
-而 して この 開拓 まは、 アィリ 
々の いづれ の ± 地 にも 求め 場な 
い異 つた 型の もので あらな けれ 
ばなら ね、 これが 果して 文化人 
ぶ 型で あるかは 疑 巧で わる、 蓋 
ムを典 時化が 段 まを、 生活を を 
逸て せ-) むる 征服 時化 じぁった 
ご すれば、 曠れ やかな 空氣 -し 恵 
ま^た •キリシ ヤじ 文化は ホれ な 
か^^たわも知れない、 斯うした 
環' 遍 は、 J ブィ ± 人の やうな 型を 
生む ものであるが、 この 型の 邮 
族から 文化の 出現を 巧め るのは 
ま 難で ホる。 

カリ フォグ ニア 州 じ 化んで 居 
る 人 じは、 由 ホ プリ ミチ ダな 氣 
を じを きて 居る 人が 多く、 いづ 
れ のアメ 9 々人 じ 比較して、 フ 
ロン チアの 型を 備 へて 居る 人が 
ぞい、 ワィが ド •ウェストを 巧 
處ま でも {開が した、 祖先の 
化が 流れて 居る こどは 爭 へない 
ので わる、 彼等は、 いはぐ 野性 
を帶 びて 居る ので ある、 けれ 巧 
をの 半面に 於て、 彼等は 美 どい 
ふ ものに 對 して、 天賦の 意識を 
持つ て 居る、 おじ 彼等の 化 と な 
つて 居る シヤン ぺ—ン が、 を ひ 
は赌 ホア > ^タ め 巧 萬に も ホめ 
る こ £ のお來 ない、 垄な異 つじ 
葡荀の 酒精を を 構成ず るか も 知 
れ ない、 をして 東部 化 部、 中 西 
部人ブ グジ ヨアの 素質 じ 巧ての 
吸を 顿 W な b 、 を 力な 一部み ご 
なる であらう 0 

サンフランシスコは、 極東 ど 
極 西を 颤 をし わ國隐 的な 港口で 
ある、 をして 將ホ 々が自 
己獨 特の义 化を 開 おしむ 處 を、 

ナン フランシスコは 恰 かも ロ 1 
マ 時 巧 じ 於る アンキ サンド リア 
の 役目を 勤める でを らう、 郎ち 
3 デ プチ アンの 素質を 持つ グ- 
—ク •ア レキ サンド？ T は、 サ 
ン フランシスコ じ 於て は 円本 人 
W まが 人 じ 化 表される ので ある 
この 東洋 入は、 を 巧 灣のア トモ 
スフ ィアじ 於る 重要な 原素で あ 
る、 サン フラン ンス n はみ して 
贊澤 な都ボ ではない が， を 趣の 
郡 巿ど稱 する こどが 巧 ホ やう 
淀て こ： じは 普の 淸敎 徒の 勢力 
は 極めて 薄い、 蕃 しこの 主 化は 
生活のを 逸を 生命 どす るヴ テン 
巧 族が 支配して 居た からで ある 
而 かもを の後績 々ご 混を された 
幾タ 異な 6 し 人 稱の稱 がに 依ち 

アトモスフィアは いょ^^を を 

となち， 氣轉 で、 惡< 云へ ば輕 
薄な 型の 人間が ぞいので ある、 
ポストン ど ボス-* •ン アン じ 比 鞍 
して、 おじ 正 反對の アメリカ人 
を 生んだ ので ある、 而 かも チン 

フランシス 3 も* ボストン も 
模 じ、 亩バ ー セントの アメ， 

ン なので ある。 


T.CTAKAMImd. 

1 巧む mbeiiaiid なむ 閒 k 如 
Tei • むな b が bnd 巧り 


Dr. M. MA ほ E し 
巧 9 E . け 化 St., New York 
(Bd 3 rd む e. & Irving 巧 ace) 


K, IWAMOTO, Mj>. 

114 W. 70 fch St. 

Te!. Traf&ig が 03 な 


M.Yamaguchi, m.d, 
71 ^ む aman む e., 

Tei. Lorrai 阳が 34 


The Japanese Chris だ an InsL :nc, 
328-330 E. 57 ib Si. New York Ciiy. Phone, Piaza 6752 

音 — 装す — 妾 —- 入 — 采 … 旨 … 京— お 


巧け 栽が 巧を 
を 食 経 占ん’ 宿 
引 • 具 敎 14 巧 

& II 黑每 

巧 西が が 巧 

を 謀 聲琴巧 
長を タ W 等 
1 のな » ♦巧 


を 

事 

業 




木 曰 
お 巧 巧某租 


起 居が 巧 

食 藻 及 £ 說 

I 午 S が 夕！ 

タ 又を 篇 タタ お〜 
入は ニ 八 八 時 巧 
時 巧 持 巧 ザ 午 


fhe Japanese レ hristian Awociation 

做 W. 143 rd 化 ！ lew York G け j, Tel. Bradhursi 8936 

を 道を 软をま 人 本日 


じ 乂«蒂 
ま 事棠宿 
すの 用舍 
。巧を、 
相' 巧 
をを を 
じの 度 
巧 化を 


設 


巧 


第疏 堂が ぷロ奇 
ド， 會瞎庭 巧 巧 
* A 巧會 を单說 
せ 會究せ 曾校較 

木 水 日日 

八 八 持 八 
時時 半 持 


MIKADO TAILOR 

30 E ： • が ホな . 

Tei. Rhineland がが 30 


THE HOUSE OF 
QUAUTY AND VALUES 


Midon Matsumoto 
巧む sU が .C 則 
Tei. Lo び aineS 43 争 
Lorraine 80 fl(Wj)t •巧 


Dr. Sabro Emy, i 

1035 Pa •此 Av も， 

Tel. Sacramento 7980 


DR ぶぶ .YOSHil, 

307 化 於 rti な . 

むし Ri 化 rside が 加 


Oriental Art Studios 
124 W . お 化 化 OiJPGS お极 acy's 
Id. Lackawanna が 巧 


JAPAN ART STUDIO 

巧 2 E. 5 ?ih 化 Set. わ rk 复 Lex Jves. 

巧し PU なおが 


T- KASAI 

M が chant 

TTa ミミが 

が 

リ財巧 8 亂 0 削 
R 的な 304 
巧 W YORK 


郎 齡 

むが ni 3 Q が 


F- K, Maruyama Co, 

67 W. がか 化 も f 

Te し 8 けが！ 巧 巧 



"PAR EXCELLENCE" 


Y • げ O 

1 お F がが ni 化 
む r. Uxmgion む も I 



KERR & MAYOR 

1023 Third Av«. 

Bei. 80 4 SI Sis. Telephone Reg 如け 808 


養 巧 人 本日 

巧專 靴型 小 

てし 糜出員 おら 化に 遵希靜 
辟け 眉 曰 现は雜 ちな を法寸 

运 小き 巧义 小き 庚ぶ ホき 巧 



SIZES !11 な 0 CK 3 ^ W 12 F WI 化 


Oriental Massage 
■f 871 Barnes む em 

む tm もも Y. d. 

Tei. Un お r HHI が ? 4 


i lit 


的 富 S 養 

Ilf? I 


命 


洋か 

マ 

ブ 

サ 

I 

ジ 

瓣 


A •し CEASAR ， 1 VLD. 
127 East 84 扣化 eet 
bet • わ rk & Uxingion jives 

喉 晒 鼻 昇* 每 

間 時を を 
す £ を時ト 前午自 
博 八 ま 時 六を 午自 
日 曜 

白 午前 十 時 至 午を 一時 


DR. BLOOM DENTIST Inc. 

34 化 Stre が Cor. Ni 打 til Aveiiiie,N.Y. 
3 か h み ! • が t Cor, TWrd A マ げ化 も N.Y. 
86 出み reel Cor • し e お n が on Av れ , N.Y. 
じ 5 化み reet Cor. Park Avemie,N.Y. 

-BROOKLYN— • 

Albee Theatre B! お ") OeKa 化 Av も at Fuhon St. 

诊 じ . 日 II 堪 最多 
日 化 午 察 了 本^が 巧が 檐 
罹 時 前 時 寧 人 器に をの 脚 
午 九 間懇諸 為て 巧經科 





P 化げ S も巧郎 Y 


3 Maiden Lane N. Y, 

X 細 治鑛銀 金に 幷巧规 を 

頓お餐 匠 意新最 


fV 


號 二ち 六 千 一 


雜鱗窗 湖 


f も 


日 巧 水】 


日 H 廿月十 年 四が 昭 


SShiiiiiii 


診察 

午を 一二 時よ ^ ホ琼 
日曜は 前約 相 願 お 

ドク トグ 

窩 見豊彥 


養 察 

午前 十 時— 一時 
午が 旧時— 八 時 
H 曜 午前 十 時— 正午 
急を 慢な 男女 巧 患、 皮 
腐 病、 血液 檢査 
タザの 經驗 をを し H 本 
人には 特に 親切 じを 巧 

健康 診 謝 ニ 巧 

ドク トグ 

メイ ど 八 


診察が 間 

午を. 一時 MH 持 
午を と 時 =： 八 時 
愛知 巧を ± 

n 巖本谨 一 

をな 比 西大學 ぶび 
，ダ， ン 病院 數森 
日 薄は 巧巧睡 上ち 




巧 論 17T 巧 巧 十 H 餐巧 
雜巧 1 巧 十 化 

言 7 Is こ y こ ミ Ifork 呈 y 


診簇 

午前十時ょり十ニ 
時、 午を 六 時ょ b 
八 時、 H 確は 前約 
願 上 候 

ドク ト火 

山 ロニ 一之助 


M 


9 

化郎 


■5 加 

T k 


地 


度な 持 i ぷ基 

自 午前 九時リ 十二時 
自 午を. 一時り お 時 

火が も銜 ~ r ^ iu 六 時 

は ヘキ ツヤ！ フア 

ン テ^^ン ヨン タリ ニ 

ツクじ お 勤 


Joiac 至 H OOCRi 、 Mb ， 

二 1 W まニ董 st.f Yo ; 
ぎ Riv ミ itie 葛 3 こ c 量 er to さ 8 

離蔡 s 懿 

H 1 I 午な 丸 時！ 午後 四時 

ドクト^ 小 栗乘ま 


「なお」.^ 尺度の 基準に 

商^隊の 制限 要求 

海軍 協會 をの 他 投閒お 力 者提懼 


- おお々 滿 問題^ お 乂兩圃 の' 誌 
解 じ おい 了 愈々^ 年 一巧。 ンド 
ン じ、 日、 巧、 す、 佛 、が 五國 
の故甫 々縮を 證 'ダ 開 他ず る i に 
I みを したが、 ホ あ 縮 會谦じ 勤す 
i る H 本 政府の 21^ 事項 おじ 處巧 
^ じ 就て 官が 么间 のが 带協 をを 始 
一め 

- 5?^ 進船刚 体の 進船懇 
.話會 をの 姑 船 ま ホ じ 進 船 等の 有 
'力まは、 巧' じ间會 諮で 船 渡 比率 
た 巧 ま 4 艇化じ 潜水 お 等の 閱 
一 題の み じ i め や 巧 船が の 制限 巧 
'销じもふゎる^を當がとずるど 
: の 理由で •過が ホ鹤 々をを 谅議 
_の結お、 巧西化おけあらを正；；* 

- るを 地の 下 じこの ホを 闕 商船隊 
j の 裂お势 々じ 基いて 船 お 比率に 
.考虑 を 加'‘ 一 べき MJ のな 見を、 お 
'お當 おを 化め 政府を 尉 者に 

I 進言す る i じな も、 をれ 
I ぞれ化 表ぶ が當 局を 訪問して 息 
見を 隅陳 した；^ 、過般 開かれた 
朗部 海相 丈 催の お 軍 協を 並じ洋 
皆會静 部」 の 懲談會 じ 於ても こ 
I の 商船隊 间題じ 就て 袖々 意見の 
ふ 义換が 巧 W れ たさぅ である、 即 
'も 今 凹 お举除 食の み 證賞言 中、 

I 商船 陈巧性 じ 就 X 恃 じみの】 節 
备 加へ、 み府當 厨を はじめ 别國 
み注おをみ起する； どな0 た 0 
一 商船を 似が 巡が 避に 瞄裝 する 
: 瑞 なじが する 備滿の ロ 徑じ就 
: ては 豫 W 树等か 制限を 邱 する 
; の 要 ぁ 0 べし、 特に 快速 綾を 

船は お. に 武力 要 葉の 一が ごし 
_ てを 應左拂 ふ MJ をを す。 

:右宜 言」 现 はれた 文面では 抽を 
- の U もの' こ；：： ♦つて ゐ るが、 はお 
_ 側が 力 熙巧 をの 包 懐す るを 望、 

I 息を 並に 扶 巧當路 ちじ 

口頭 C 進 音した おは 更に 
一 ホを 突 さ 込んだ み 体 的の もの 
で、 を おお 米 其 他の が述 段が 相 
みいで 化 述錢巧 船み 雄 造 討を を 
發 表し、 をの 雄を じ 叙 中せ る 半 
おじが て ホ耍樹 政府は をのが 造 
獎蝴」 巧 古：；^ 補助を 巧が’ 或は 
巧 利金 離い 化を 脚き‘ 益々 これ 
を 助 おさ-中て ゐる 现狀じ 於て、 
一が 賊時 W 瑞 を、 これ 等經秀 船 
が 股 裝巡洋 おしな 装、 第一線に 
せて おる かな じ 鑑みて 船 艦 比率 
-9 お： ホ 尺 巧に 當がこ W が 船隊を 

加 ふべき でめる ど 云.' ん-の f ある 
しか—、 て 巧が 舆 、义、 HH 閣め 
商船隊に つき 假 b に 速力 十五 ノ 
ット W 上の 

船舶 合 傑を 船 ご 見做し、 
をのな み 中を 見れ ゴ みのぶな 巧 
閣はぉ米一^じ較-へ甚しぃをぉ 
ら がする。 


1 ;$ねばならい*いのであつて、 こ 
の 点じ 眷 目し 巧齒化 をの 提案を 
希结 すらら みで あると、 しかし 
てこの お 船 除 

努力を 考厳 さる ii じな 
れ ば、 巧國 はが 船が の 建 遇に 勤 
し、 大いに 力を 注がねば；；^ らぬ 
譯 で、 若し 政府が この 点から か 
速 船の 淫 盤を 獎卿 する 株 になれ 
ば、 巧齒 造船業 者 も 船 倦の 建造 
制限 じょつ ての 注文が 少を補 ひ 
充 をな 化 事を 見 化し 得、 造船業 _ 
の 振 輿を 計る ど 同時 じ、 國際海 
運戰じ 伍して 巧 固 海運業の 健を 
な资 逢を 巧 成す るぇ になら ぅご 
一 占 はれて ゐ るが、 

今後 もこの 商船 巧 問題に 
就て はを 方面の 與論を 喚起し を 
のち 現に 巧め る 方針で、 な < 日 
本船 ま協會 をの 化が 運 脚 体の 遂 
加を も ホめ、 を 正なる 運動を 開 
始 される MJ じなら うご 見られて 
ゐるウ 


船舶を 數 
裝國凹 一み 
米 固 五 H 
H 本 ご ニ 


がか 比 

よ 0 % 
ニ累 

五％ 


一 卯 も H 本は がか 比に 於て 链に五 
パ セントを 巧々 盾る のを 弱さで 
あつて、 こい 巧の 商船隊が 戰時 
假 装巡拌 艦」 な 装し 得る ど ずれ 
ば 英义ど 日本 どみ 閒じ 甚だしい 
I 不均衡を ホ やる i は 巧ら かど 云 


S ホ 船舶 部で 

大新船 建造 

總額約 ニモ 万圓で 
I ニ 井 物を 會な 船舶 部'： i 現在 所 
巧撫舶 化ニ隻 、十八で 重 盘嗤を 
算 し、 をみ 船 まごして 一大 勢々 
を 巧 持して ゐ るが、 岡 化を 体の 
移 輸出入 取扱 ひ 貨物は 菜を のを 
度 ど 共 じ 年々 增 加の 趨勢を 示せ 
るに 鑑み、 速 貸食擔 率の 輕滅、 
並に 自社 貨物 自船 取扱 ひま 義じ 
基いて、 今を 建造 豐總额 約 ニ 千 
巧圓 をな じ、 所を 船舶 總巧數 S 
巧顿を 

目標 ミし、 新た じ 十二 巧 
重量 顿の鼓 巧を 錢を 貨物船の 雄 
逛 rc 蚕を 立て、 既にを 役 間 じめ 
てこれ が 計養實 巧の 彼 本 ホ 針を 
巧を した、 即ら 現を 物産 替强を 
ホの 一ヶ年 貨物 取扱 お" おは 優に 
とな 巧 顯の居 額に 達し、 この 内 
同會社 船舶の 貨物輸送 取扱 數兹 
は 前記 自社が 披ち 物を ホ どして 
め 五な ガ顺に 上ら、 戰時 中の 化 
扱數 おに 比べ 錢じ巧 額に 建す る 
激增お b である、 L かるに これ 
等を 駭 輪な 化 おひ 

貨物に 對 する 自 が 所が 船 
舶の 貨物 お化數 をは 約 ニー 削 S か 
の' C 六十 巧 喷に止 5 、 他の 約 六 
剧 とが U 他社から のを 期 傭船 或 
は 臨時 傭船の 運が じ 依つ て 消化 
してむ るが がで あるから、 旨 社 
货 物の 化扱數 をが 年々 お 加す る 
な 上、 所 お 船腹の あ 加を 計る i 
を 當がど するど W 時' し、 現下 お 
運、 を 船を の當 狀じ徴 し、 今に 
して 船腹の お 加を 宙巧 する； の 
が利旦 つを をなる をな て、 こ i 
じ大 々の 船腹の 增加 計盡を 

實 巧ず る i じな つたので 
ある ご 縛 へらる、 しかして をの 
船型 或は 機關 をの 化 具が 的條件 
にがては 船舶 部首 鹏 巧が じ專巧 
あの 手に 於て 調査 立案 中で ある 
が、 大体 船型は 一巧 哦級 貨物船 
どし 機關 はを 力、 燃 巧 巷の 節約 


等を ち 應 し、 最新 巧 デ] ゼグ • 
エン デンを 採用す る i ごなる ベ 
,\ j 、を々 具体案を 巧れば 十 年 計 
蛮の 下 じ、 この 新 船 煙を じ 着手 
する 方針で ぁる、 又 現が 所 あ 船 
化 ニ雙の 中、 九を は デー ゼ术船 
; c ぁるが、 化の 船舶は 

從來の 石 お 燃料 船で、 

ろ 船舶 速 お獲 じがて 現な 就が し 
てなる デ I ゼ火船 ご 比べ 不經濟 
なる を をれ ない ので、 これ 等 船 
がの 比較的 船齡巧 < 必中し も老 
が 船で^ ない が、 この 經濟 船た 
る デ— ゼ八船 ご入替 へる i どし 
貼 記 新 船 計 塞の 實朽 S おじ、 現 
が 船舶を 部を デー ゼ八船 ごし、 
ての 淘汰を 巧 ふ； どなつ てゐる 
かほを 船舶 部の 大巧 造船 計畫の 
な 巧 じが ひ 問 船舶 涨を 物を 會社 
色 體 から 切 放ち 

獨 立め 船會 社たら しむべ 
! どの說 が-部に 巧 はれて ゐる 
が、 これ じ 就て 物産 會社 首腦部 
のを 巧は 今み 所 か t る考 はを 然 
な < 殊に 船舶 部を の もの i 巧務 
が 物産 會社移 輸ぉ乂 取扱 貨物 運 
透の 一稱の 補助 機 細 じぁつ て、 

を 要な 慟 きをな して ゐ るので ゐ 
.】 から、 が ホ 通り 會 社の 直轄 部 
じ糧 き' 巧 等 變改を 加へ る； は 
ない ご 云 れて ゐス。 


國際 纔瓣の 

整理 案 成る 

の 千方圓 じ熟資 
国際 巧 船 じ 製す る 預金 部 貸付 
み ニ 千 化な サ方圆 の 整 班を はか 
B の 預金 部 迷 用 委員 會 'しがて 十 
か据潰 化ヶ年 償還、 利息 年 ニみ 
の 思案を 承認せ る J は旣 報の 遙 
ら でを るが、 これ ど 同時に 興 銀 
第一、 十五の 一二 銀 巧 かちの 貸せ 
を 一二 千 S 旨 巧 圓じ掛 ずる 憤 還 方 
を* 利 化を の 他 具体的 條巧 もい 

よいよ 

礎定 した、 よつ て 顏際巧 
船 曾 社では この 借入金 じ對 する 
償 遠方を のか 定£ 同時に 現な 資 
木を 八ず 乃 圓をザ 額の 四千 巧圃 
じが 额 する’ とじなら、 十 肖下甸 
を 助 總會を 併せて 臨時 總會を 開 
いて これが 整理 案を 附諸 ずる J 
じかぶ した， 即も 前記 S 銀 巧 か 
.. b 励 際 巧 船じ舆 ずる 貸付を の 整 
狸 ホ 法， 就て は 預あ部 蓮 用を 員 
會 じが 諮す る じ 先 も、 一二 銀 巧 化 
表ど乂 藏省當 おご 協 謝の' おお、 
お金が vi 貸が 金 愼還斯 延期、 利 
芋 年 ごかを ニみ じ輕减 するど 共： 
じ、 とじ 準じ 餓巧幽 の 


一、 元金 巧を 方法は 預金 部闷 
傑 十 グ年据 をき、 化ヶ年 償還 
ごする が、 をの 償還 額は 預金 
なご 銀巧團 (銀む 刚 みは 前記 
猶豫 利子を も 加へ る) との 貸 
付を に 對し换 かじょ つて 支拂 
ふ ； 0 

しかして 同社の 新 船 建造 資金は 
今後の 營業 利益 ホに 現 化の 所ち 
船を 順 巧 

處々」 ミ 船舶 1 化を 
ご 前記 銀 巧 踏の 利子 支 拂猶豫 金 
(五ヶ 年間 約 ご 音 乃圆) どを 巧て 
差 當ら每 年 一巧 顺級デ ー ゼ瓜 • 

ン デン 船ニ隻 乃を ご 養を 建造 
する 計畫 である、 尙ほ最 お 同社 
の餐業 利益は 巧す 支挪 をし ない 
せ ば 一 ヶ年約 ニ 巧 六十 巧圓じ 
上つ て 居る から、 今後 五ヶ 年間 
じは 前記 預金 部じ對 ずる 利す 年 
額 六十 方圓を 除いた 約 ニち 巧圓 
が 新 船 座 造化を じ 振 6 向 パ 得る 
當で るる 0 


短期手形が 增加 

日本 銀 巧 監督 役 着 進 
晚秋 蘭ぶ 米穀 資金の 移動 じが 
へ 遊資 處 みとして 短期 事業 會社 
ず 形の 貸 ホ窩增 が、 賓易 ぉ超爲 
替 資金の 需要 ど 相俟って。— 八 
上澀 ち模樣 、政府は 財を 緊縱、 
國找 巧 費 節約を 更に 徹底せ しむ 
るた め ホ 年】 巧ょ も官 おの 殺 俸 
勘 巧を 聲巧 しねが、 を 橫巧式 ホ 
攘引績 き 極めて 閑散、 を 糸は 幾 
巧 下 巧せ る も 賣れ巧 前年 同期 じ 
比し 著しく 良が、 期 ホ 第一 回收 
お 豫想發 お 後天 氣 不良 じて 騰劈 
を迪 つて 泣る。 

户單 位な 巧圓】 

をが 券 發巧鳥 
制限 外 
一般 貸が 
か 圃爲替 貸が 
乂巧 中輸乂 
间期輸 ぉ 

化 巧 中ず お 巧換高 
まを • 一、 六 一二！ 
大阪 一 、 五 九よ 
紐を 銀 巧 勘を (五 H 現な). 

巧 京 大 酸. 
預金 ニ、 0 とと 一、 S 化ぶ 
貸 ぉ 二、 0 五 お 一、 I ニと 九 

ゴ— < 四 一二 ニム ハ 

を 銀 .ニ义 よ 一 G ニ 
お 巧 物 僧指駭 ニ！ セ •五 四 
ニと 云 



尋 れ 

{宮城 縣) 大橋武 雄 
本 卯 一郎 


人 

(熊ぶ 縣) 松 


‘ 1( 山 ロ縣) 徳 おお S 郎 (廣 島縣) 
售がも ほぐ 岡 糕の條 化で j 化 本窗客 (當 城縣) ず 島 直 親 

(か 歌 山縣) 松 本平吉 (鹿 お 島 
縣) 國上時 愛 话岡直 記 (長 
瞄縣) 池 旧 巧藏吉 ニ 碰闹縣 ニ 一 
义 がを 巧乂塚 サダ メ (愛知 腐) 
長 崎 德一柴 旧 幸 S 郎 (大 阪ボ) 


風 案を 作成し ょぅどし たので あ 
る W 、 これにて は 國際巧 船 今後 
のが ホの ため 新 视姥造 資を誠 達 
にも 窮威 どなる i をを 慮し、 結 
局 銀行 刚側 はおを 部の 條 件ょ b 
や！ がかし’ 左の 姐. 〇 おヶ 年間 
利子 巧を ま拂 を猶豫 し、 これを 
新船埋を資をじ充當せしめる^ 
.なつた ので ある。 

^ 、 刺率は預を部貸付金词檢 
年 ニ かごす るが、 をの 利拂は 
おト 年間 現を ま掷 を猶缘 する 

こ > 0 

1 、 猶が剌 息は 猶が期 眼 明け 
のた 年 目 じ 於て これを ちを じ 
振が へる ； 0 


成巧の秘款 

米 固ま 巧 語を をす 事 


西が 源太郎 
(福 岡縣) ホ 次摩逛 
學ま 八木挪 ホ (靑 を縣) がヶ巧 
豐 一二 郞 (熊ぶ 縣) 西 术文藏 
(橫 島縣) 梶山爲 ホ か 擦嘉や 
( n n ン ビア 大學お 身 富が 巧 太 
郞 (鹿 島 縣} を 旧德部 (兵 度 
縣) 藤本 嘉八 (を ホボ) を子榮 
太郞 (福 岡縣) ちがぶ ホ郞 
(愛媛 縣) 池 田 通ご郑 (福 网縣) 
米倉 巧 

右の まじ 通知を 度き 塔を 之 
慎 間 本人を くは 魚 人ょ b 現 
化 所 御 通知 願 上 誤 

紐 育话國 総領ず 館 

一 萬 B3ad ミニ ew If ミ 置 J 


稽を 8 

化、 金罐 午後 t 儿時 1 十 時 

紐 育 柔道 俱樂が 

茜 巧 T 目) 八な 地 
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巧き ホ 既滿人 
B 本 A へ 一 ッ裝 
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年の 経^ I で 有 
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ン と十盡 
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は 成 巧の 窺 一 をです 
本校には H ネ人軟 巧 
じ 梢れ た 寒な おんな 
飾 あ 5 懲拐じ 食 誘を 
信义 社を 語を が 汲し 
ょす。 日 お 遇 日：. で 
午前 化 時よ b 午 十 
時まで 賴巧 L ニ レブ 
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洋服 調進 

クリ J ニン ダ、 ダィ 

ィング、 修儀等 一巧 

ミカド 洋服 店 

化 本 保 
を 話 ライン ランダ— 
六 八 S 0 


弊店は 資質 誠意 班 速 ま義の 
基に 御 ±產 物！ ま 卸賣お 段 
で販賣 をし ます タホ じ拘は 
らや 御用を 仰 か 下さい ませ 
◎歐 米を 種 時計。 當時討 一 ま 
◎黃巧 貴 金 巧。 銀製 器具 一 ま 
◎を 補 萬 年 拳。 を銀搜 鉛筆 
◎蓄音器。 ン T ド 見本 陳列 
©寫眞 器。 タィプ ラ ィタ！ 
◎船 切な。 がを 窝巧邮 繪瑞審 


プロ！ ドウス ー 巧と 十 お 
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™ 17BBroad ま y - NJ . 畳 y 
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C な y Ha 巧 Tea G が お 巧 
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ま ク ± 希 河 爆 君 亥 T で 料謗驗 
す マ、 上ネ しじへ 目 第 理君前 本 
•ィ曰 ま繁て はばめと をのを 樓 
'おす々 居 約 直 チ 巧 差 嗜巧巧 
春は。 御 まるぐ ャの上 巧つ 理 
ホす 淫日プ 島げ じて 人 
ホ 》 好 本 スニま 適日歐 
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ホ 巧 十 年 四和昭 


ぶ閒等 御旅 纔 

東洋 舘 

應鞭 料理 


御巧哩 齡！ を 

太 驗 

寒 司每日 あちまず 


支那 料理 

が 廳ぶ園 

司 蓮ん を 藻 
出勤を ホ じは ま 巧 
の 街 便利 じ 婦へ度 
頭會 庵© 街 用じ麽 
乎 V く酱韻 岗卒巧 
ホ 變お引 立 題 度な 
紙上 鄉ま巧 申上模 



御料 埋 ' 

おじず き饒 


支那が 理 

腕 揃 ひの 巧理 人数 名 
が 日本人 謠 君の 墙巧 
じ 適する 巧 理を差 上 
ます、 自 午前 十一. 時 

ま 午前 ニ 時 (レノ ッ 
クス 街 百 十 化 T 目 ミ 
百 二十 T 目の 間) 

I 誦 永輿樓 

廓 揃 ひの 巧理 人を 名 
お 日本人 諸君の 嗜好 
じ 遠す る 巧 理を差 上 
ます。 蘭 云 時を 開 巧 
「房サ 五 T 目サプ 
淳单瘍 の 下) 


得 患の 舞踏 おあら 

まを 午を ホ 時よ を 
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洋 まと 十五 仙 
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春捲饋 頭を 種 
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ニ S : 至 h A ま. • す こ ミ k 巧 な. 
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商 巧 庭 お 中が、 爆 領事 お、 B 本 
巧船奠 他な 巧 乂會お 近き 巧 巧 
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NP 旅舘 

W ま- •を h Ave . S ? WS をタ wsh * 
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日本 埋髮舘 
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轉埋 髮巧籍 
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叮巧巧 巧を 巧 大巧 巧 
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皆 樣の御 嗜好 じ 適 ふ 
樣な美 ホの 御 巧理を 

雲趁樓 

差 上ます から 績 々巧 
ホ ホを 願 ひます 
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黄 ニ 互 rd Ayr 
s . P 夏 巧 18 

働燒 、洋食 

御 食事は 勿論、 食後の 御 話し 
じ ふさわしい 巧です、 御 ホ 巧 
の 程を 願 ひます 

コロンバス 矢 野 
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維新 G 當 時に 海外て 

目 本の 國体 お宣傅 

•イ ギリ 义で發 見され た 尊い 記錄 
元老 院議 宵、 胖旧乂 成 翁. 八 事 避 


j 黒 脚々 たを 維 巧の 風雲、 日な 
-じ血^^まぐ一^^く渦ょぃて、 回天 
の 事業 止に" 化る や 化 •，"'中 や ご 云 
ふ 危な 

存 t の 秋递ふ ぉの 波 

濤を 越へ て英閱 じがし、 U 本の 
ま權 をは おち 家で ある ごじから 
信じて ゐた 化が を國 はじかつ て 
り 本め 固体け ザ 化 一を のをを を 
、を 家 どし、 農府は 統治 懼を委 ほ 
さ れ て 居 る じ逊 ぎ い も の で を 
る ご、 尊皇 親の U 本 梢 神を 宜傅 
したと 云 ふ 記録が、 昨を 計ら や 
も歐 ホに 派 あされた 某ぉ學 家に 
化つ て英 國で發 見され た、 海外 
にゎつ て 圓か赏 傅 じ 努めむ 其 人 
は、 育に 媛 州み 町 旧に が、 後み 
一 冗を 院證宫 町 出久あ 翁で あつた 
翁が 渡 おしなの 过慶應 元年で、 
新納刑 部、 ホ 島 京 則 (後に 伯爵) 
及び お 巧 才肋ご おじ、 竊 ぉ禮、 
ま田淸 が、 飯 島が 信發當 がの 學 
ホを 引 連れて、 

薩 藩から 派遣され たの 
であつ じ、 翁'; 5 雜新當 時 r 長 州 
のが 藤 俊 か、 廃の が 旧 民 部』 ご 
ホ稱 せられた 人傑で 維新 後、 外 
齒 事務官、 參 巧、 元を 院議を ご 
なつた が、 殊にを 室 博物館の 巧 一 
代の 館長 どしての 巧蹟 は磋大 U 
もので あつた、 しかし 人格 窝傑 
を媽 かじ 近いが は、 廟堂 諸を ど 
相 をれ ず、 をに 俗 惡な浮 化が 煩 
はしくな つたの か、 を 美術め 鑑 
賞に 搔れて ゐた爲 めじ 自らを 年 


を おした 書 謡、 骨董を あく 賣挪 
つて 出を. L 、 近 州 ニ 一井 寺 化淨院 
の 注 職 si ? つた、 をして 可憐；；；* 
綱ず を 磨 小 年を も 道 づれに 巧 ま 
じし やぅ どした が、 をれ はぶ 人 
の切^:^る諫吿であひ山つた、 爾 
子を 鹰 巧は ゃがて 座 軍 ± 官學校 
を ホへ 

砲兵 大尉 じまで 進. < だ 
が、 橫須賀 要塞 じ 勤な 中、 ぞ恼 
タ 威の 靑年 ±官 は 風流 紅燈 のを 
じ、 奠 しき 人 ど 想 ひ 想け る i 仲 
ごな 6、 これ-か 爲 めに 職を 辞し 
をの 後杳 ごして 消息を 絕 つたの 
でを つた、 どころ がを の 愛人は 
潑柯小 遇の ぅちにょ く 夫を 扶け 
をは 神曲 明 神 下に、 をの かみの 
がい ロ ー マンスを 記を する ため 
でも あるまい が、 待合 『山の 家 j 
を 營んで 居る J をた ま'^ 酱友 
じ發 見され t 一ので あつじ、 一力 
巧を 滋 人' こど 胖田义 成 翁は 秀截 
巧の 學を 時化 n 明治 册年义 ちじ 
逝 ま n 今年は をの 册 S 年忌 じ當 
るめ で、 有志 相 計な、 忘れられ 
わる 維新の 

巧勞 者の ためじ 盛大な 
法要を h 巧 寬永寺 山內津 梁院じ 
於て 舊ん だ、 當日 『山の 家 J の ホ 
人 町 旧を 廣 氏が、 た r 1 人の 遺 
子 どして 巧 席した i は 云 ふまで 
もむ い、 尙ほ上 巧を 園の 韻松亭 
は、 巧み 翁が をの 愛妾 •し 開かせ 
たもので ある i を かる 乂 はすく 
ない。 


犯罪のを 体に 

禁酒法 違反が お 割 

司法 省が 發 表した 本年度の 廟法 
皮肉に も 首都に 犯罪 着が 多い 


アメリヵの 巧 法 省では 千 化な 
サ乂 年度 じめ ける 禁酒法 鄉 巧の 
行跡 統計を 廿旧 がで をを しわが 
この 禁酒法の 

違 化 者り 年泛 おじ 巧 加り 
: 傾向を 示して & る、 即ち 本年の 
I な 扱 事が 駭は五 カホ 千と な 八十 
一六 か、 げ 年め 新が 錫で あつた 五 
.方 五 千と む廿九 かょ b も 一千 五 
十と 化 ぞく、 お 酒 法が 施 巧され 
: たモ乂 だか】 年の ニ ガ九モ な 十 
四 件 じ 比 轉す批 ば先づ 二倍の が 
- であるか、 こ & 檢舉 中から 宵 罪 
を赏吿 された なは 巧 年の 凹 方 八 
千 八が 廿 からが つてと なかを 贼 
々し 總較四 巧と 千 . C 件で ある、 

; 而 かしを 能數 ぶが かしても これ 
^ じ 課した 制を はげ 年のと がか 巧 
兰 一千 五な 六十 H 弗に 十 お 巧 ニ 千 
; とだ 化よ 巧を 巧 加し と _ な 四十と 
I 巧 六 千 一二が 弗に 逢して ゐる 、而 
i して 俄くべき ミは 司法 省で 取扱 
I つじ 

j 民 巧 事 事件の； 切を をむ 
; 犯罪に 葡 しが 饱法 違な が 五剧一 
を 一二 懼 (總歡 — 一 万ち 巧 五十 五 
件) じ 速して ゐ る事資 で、 装谓 
をを 實施 したな ホ 今日 じ 至る 化 


扱が 歎は 四十 方よ 千 四な 五十六 
巧 じ 及んで ゐ る、 この 中二 ユョ 
! ク排轉 じ ニユョ ー ク おを をむ 
南-一 ユョ！ クの區 域が 流石 じが 
罪數 では 第一位を 占め 昨年の 一 
巧 一二 千と な 九十 件、 所 刑の 罰を 
は 化 十一 ニ 巧 化 千 化な 册四弗 四十 
と 個で 昨年ょ らも 却つ て ニ 巧々 
千よ な 一 弗と 十八 仙の 滅少 でぁ 
る、 ところでを じ 哀れに も 巧 肉 
を 極めた のは 首都の ヮシントン 
の 化 罪 あで ある、 即ち 巡 般大統 
j 領フ] ゲァ] 巧は 一 上院議員が 
を 都の 

禁酒法 擲 巧ぶ b を 冷評し 

たのに 愤慨 し、 曾 都の 狀 態が 果 
して 黛 酒 法を 勵 巧して 居ない ど 
あれば をづ をの 實駭を 示されむ 
いらので ある どの スブ 1 トメ ン 

トを簽 をした が、 本年 巧 •し 於け 
るを 邵の 禁酒法を 反 者は 事臂を 
加し を 固の 化罪數 でも ュユョ ー 
クの 東、 甫 ぶび 化 部、 ヶン タキ 
I 州の 東部に 相が ぎて 第五 位と 
なら 千 六肯ホ 十一 か、 有罪の 宣 
吿を 受けた る もの 乂巧サ 二伸の 
多数に 達して ゐる i で、 ウェブ 
ト州 ごしてから むて ゐる ュユジ 


ャジ 1 州 や メリ ラ''. ド 州 じ も 優 
つて 运 るので ある、 罰を の 巧 ホ 
高での 橫 綱け じんご 云 つても 力 
ナダ じ 俊な してを 輸入の 本家 ど 
目され 1 居る ミ シボンが の テト 
0 ィト ホで と 十ん 巧 九 千 四 巧 五 
十 巧 r 连 して ゐ る。 

偉人 表彰 

發明 王エデ ソン 

本紙が おの 如く 發明王 ェデッ 
ン 翁が 馆 燈を發 明して 本年は 正 
に 五十 午 じ 相 普す るので ミシガ 
ン 州の，* ァボ —ンで 翁の 親ぶ で 
ある フ ォ^ト 巧 のきら いなで 
同化に 盛大なる 發明 表彰 まを 
擧げ 大統領 フ！ グァ！ 巧 夫妻 
を 始め 己して 產 業を、 が 界の 
あ 力 者 > "去る 廿 一 U 一堂 じ會 
して 葱め ためじ 盛んな 宴會を 
摧 L 、 ホ 1 ゥェン •ャング 氏 
の 司 倉で 大統領の 演說 、エデ 
ッン 翁の 謝辞 等は 
ョ！ n ッバな 元ょ 6遠< 南極に 
ある バ ！ ド 探驟嫁 じまで ラ テォ 
でを 送され な、 この 日め デァお 
1 ンは をく S ' お をら で フォ— ド 
巧が を じ飽ぃ L て グリ i ン フネ 
八 ドに 設けた ユデ ソン 窓 川硏究 
室は 五十 年を の 蜜を をの 儘に 殘 
され、 主は- ユ ジャ！ ジ がから 
ゎざ /d 運んだ VJ を ふ歷を 的な 
ので テ 了が！ ン から タタ**"" ~ ン 
キザ ドに 瘍 が 客を 運んだ 巧 車 
もこれ ホ 

五十を 前 當時則 ものを 使用し 
巧を 室の 齡 あじは 昔の 巧 車が 
あ b 、 巧 車中で 王. テ ジン 窺は 
五十 年 蘭の 氣 をに 若返って 果 
物 や 新聞を 賣 ってを の當 時を 
獨ん だが、- 覆は 余を の 嬉し さ 
じ 宴 會の游 0 頃 じは 氣 かが 悪 
くな b 卒倒し わ、 

尙ほ當 地で も. 一の S ブロ ー ド歹 
エ！ はを く ホ.， の 街と 仏し 發明 
王の 健康を 視お L ゎ。 

日本 全國で 

盛んで 祭り 

白證 たした 銀座 通ら 
栗 京 〔聯合】 二十 一日 發 n 電燈 
がを 巧され て} I ム にお 十を、 而か 
も 千 八 巧 八十が 年に おめ てこれ 
を 使用した 日本は 今日では 化界 
おおの 電力 化された 國家 である 
が、 

今や 日本は 醫を擧 げてお 巧 五 
十 年を を 祝クて 居る、 今夕の 
まを はを くむ 燈 化され 東京の 
プ 日； ドゥ ニ！' で わる 銀座 じ 
は電 氣ァ！ チが 設けられ たか 
を 巧 聞が はこ ァ ソン 翁の 記事 
で 紙面を 埋 みて ゐ るが、 

H 本電燈 協會よ 催の 晚餐會 じは 
巧 閣員 も 揃つ て 出席し 翁 じ 宛て 
て 祝 疆を發 したが、 化の 大都巧 
でもを々 の懼 しが あつた。 


性 動’ 界 

日娜 庭球 戰 

U 本選 手が 優勢 

ま 京 特電 十 セ曰發 佛 庭球 
試合 第 I H は 十六 U 擧 巧、 靑木 
岩 雄は 0 1 デルを、 ランド ター 
は 鴨れ を 勝を 何れも 單 試を じ 勝 
ち、 複 試を じ 巧て で シュ 、プ瓜 
三 ヨン 組は 山 居 成 一 、 吾が をと 
組を 破つ た、 十よ 日の 第二 日 目 


單 試を じがて 佐 藤み 郞は プグ三 
ョンを 化— と、 四！ 六、 十一 — 
九で 破 b'、 ' 應旧武 ホは コン ェ を 
六— 一二、 ム ハ— ニで 屠つ た、 お 試 
をは-原 旧、 靑 木組と ランド 91 
n — デ 紐で 掛戰し 六— S、 六 
丄 ニ、 み-— 六 どなら ゲ ー ム五 1 
五の 時 H 沒の爲 喝あ裡 じ 中止し 

ブレ 0 

東京 特電 十八 日發 nu 挪 庭球 
戰は 目 じ 入つ た 結果 六 お 111. 
の 成績で 日本 侧が礙 勝した、 邸 
も 巧 旧武お 君の み 弟は ポ ー 八 • 

ロ！ テグを ス ニ、 八 — ) 0 、 

六— 0 で 破ら、 牧野 選手は ラン 
ドリ ー を ホ！ 四、 四— ホ、 八— 

六で 勝つ むが、 コシェ、 ブ八ニ 

ョン 組は 元老 淸氷善 造 ど 福旧雅 
之 巧 紐の 複 試を-し 六 i 四、- V— 
五、 六—- で 初めて 勝つ たが、 
前日々 なのた めじ 中止 つた 
お 旧、 靑 木組 ど ランド 91、 。 
I ザが 組の 複試 をは 六— 三一、 み 
! 二 一、 S! ホ、 と！ 五で 原 旧 組 
の 勝利 ごな つた。 

人 見 鷄お壤 勝つ 

京 城 二十 一日 發 nH 獨競 おじ 
巧 壌 中で ゎる H 本選 手 A 見絕技 
壊は 本 H 走 幅 おびじ 十九 职十巧 
半の 新 記錢を 出して 自己の 粗を 
お錄を 破つ たみ 巧メ！ トグ 、ち 

十ィ ■— ト八巧 スフ？： ：^ント こ 

記録を おし ゎ。 

註。 淀 ホの 化を 記錄 はィギ f 
K の ボン 麓が おした 十八 趴と 
时 半で 入見攘 はを の 後 十九が 
と 巧 半の 記錄を ぉして 化 あ 記 
錄 のを 認 をを めた るぇ 麓の 請 
願書には 規定め 証人み 人が 四 
人し かなくて 從 つて 規則違反 
VJ してを の鹽 じな つて 居た も 
のでを る 己' 

奉 天 二十日を n 目 本の 女流 選 
手 人 見 絹 枝 潑は本 H 當蜡 の國瞭 
競技の ホ十メ ー トグ 競技 じ 0• 
0 と、 五—】 0 秒で 走ら 從來の 
粗 あを 認ンコ ー ドで をる 0 • 0 
と、 ホ！】 0 砂を 破つ た。 

註。 從 ホの レュ— ドで をる 0 
• 0 と、 六 1 1 0 秒は モ 化な 廿 

ニ 年の バリ 1 競技で チェ コス 》 
ダ キブの ミズ リコ ゲァ擢 ぶび 千 
かなを 六 年 ストック ホグ ムでフ 
ランスめ ラ デ デュ— 獲が 残した 
記錄 でを る。 

木 村の 相手を る 

來る と耀0 夜才 リム ビ K 体育 
俱樂 廓で 邦ん 攀圓 ± 木が 久お郞 
君が セミプ ナグじ 出 鶏す る 
5 は旣 殻した 所で ぁるが、 今 邸 

Q 賴 手は ベン ニ ー •ホ） 八 じて 
八 巧 穀ど定 ら最辕 に マ] チン ホ 
ズ ぺ ー テ •ネボ の 十 圆戰が ぁ 
るは ず。 


郵便 飛 巧 機 墜落 

ピツ ツバ ー グ廿 一日 發 U 郵保 

飛 巧 ±クブー •シー グァ！ は 本 
日クリ ー グランド じ 飛け 中 千 吹 
の 高を で 機關じ 故障を 生じ 郵巧 
袋を 抱いた 儘 パ ラシ ュ—ト で 飛 
降らね が 機体は 慶 をして 全然 破 
壊された。 


を 荒し 廻 b 漁獲が 戚少 すなので 
大島 漁業 組合を の 化で 縣じ 捕獲 
願 ひを 出し、 これを 捕 へん V ぁ 
せつて ゐ たが、 怪物は をく 却 出 
鬼沒 で、 天氣 のをい 日 じど A 海 
中の 岩の 上 じ 腰を かけ、 人を 愚 
弄する かの やぅ じ滞稽 かを 見せ 
て 居た が、 を （魔め 如/'、/ 近ょ 
れば 海中 じ 姿を をして す：. I わへ 
なかっ ね。 ： 一 
♦ 

どこる が 宿 毛 町大島 漁業 紐 合 
員が、 今日 こを 捕 へん もの ど、 
大 島へ 乘ら 出し 鹿卿附 f ' 怪物 
をを 見した ので 網を 張ら 鹏し漸 
やく これを 捕獲して 戚聲を わげ 
た、 この 怪物は 頭は 犬 じの^ 顔 
はまる で 人間 •尾は なで 廿 嘴な 
上 も ぁら、 人々 はん おど 稱 I して 

ミ。 I 


卓— 上 巧— 話 

人を 嘲る 人魚の 話 

♦ 

去る 六 巧な 來髙知 縣宿毛 港み 
じ 邑大な 怪物が 現れ 港外の 漁場 


讀 をの コラム 
すを じ：！！ を 送る 

若き 人々 へ 

. 聖山套 

. ごこ ； _ ' 
なは こ ユョ！ クじ ホて がう し 
ね 靑牟の 幾ん じか 曾 ひこの 事 じ 
ついて 語る 機會を 得た、 彼等は 
前に 述べた やう じず 氣 でを 築に 
暮 せる ため、 をの 目/ \ のを 事 
追 はれて、 不 をのを を 紛らし 
柯 奪の 用意 もな く 月を 瞬し をを 
數 へて ゐ る。 栽は 之 じ 蟹！ てい 
ろ いろど 注意し、 チゼ マト 寺た 
.か、 彼等は ま ロ 同ぶ 日 じ 『ナ^ 程 
夫れ は 良い ミを 聞か 甘て 當 '了ね 
早速 吾々 も羯 意して おかう I ; VJ 
感謝し つ！ 語つ た。 私が 此 文 
をを する 氣じ なつた 留 は、 诺等 
の 青年 達の 喜んだ 顔を 是わ 瞬間 
からでを る 0 

旅券を 持たの ものが どうして 
日向に 出て ま必 して ゐる J が お 
來 るか。 ホれ は 即も滿 おがな 上 
巧 ホした ご 云 ふ 事實を 0 て、 正 
當乂國 を ご 同樣の 資格を 議ろ得 
る， とで ゐ る。 之れ 丈け は 誰でも 
知つ て 居る。 蘭 題は 『然 らぶ麵 
巧 じして 自 みの 灑 ホが 志ヶ j 年 0 
上じなつたをを謠明する^一^』 じ 
ある。 ホれ は事實 を狠據 どして 
證滚 なて ねばならぬ 。故に^ 令 
十 年 居 つても、 之れ を証踞 する 
が 巧な きものは を 然名乘 つて ぉ 
る i はお ホぬ。 之れ は 確 實じ五 
み 年 0 上 居住した 事 實を握 巧す 
る もの'， > みが 獲得し 得る で 
をる。 '一 
五 年 0 上 居住の 事實！ とれが 
問題の 中必 点で ある。 東 ¥ は 
を入國 者が 逮捕 せられた 
知を をの ホ 人を おや 或は 泉 殺 家 
等が 口頭 じて 『化 男は 五^上 
のな ホ 者な を』 と 証言し なおめ 
じ 放を される 事例が 往 々ぶ & や 
うだが、 夫れ は當局 官憲の ず必 
のわヵダであつて、 本當；；^1'ば 
巧して をん な 生やさし いもので 
ない。 

本來 ならば 當 局は 個人の 口頭 
じて 陳述す る 証言を 絕掛の もの 
どして 信ずる 答は ない 。をの 場 
をに 官憲は 證 人に おつて 『然ら 
ば わ 前は 彼れ が 五ヶ 年な 上 在住 
した ご 云 ふ 証據を 示せ』 と、 第 
ニの 訊 巧を かける ので ある。 之 
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を 本を 臺億圆 
拂这濟 資本を ホ 千あ圓 
が 立を ち 千 四 巧よ 十巧圃 

瓣啤ご 一 ザ 銀 巧 紐 育 表 店 
本店 東を 巧 H ネ橋お 本 革產巧 あを 化 一巧 
支店. ホ 樽 日本 橋 化の 巧 帝き 横を 
名を 屋を都 大度 西 (ぉ 防：. 神タ 
廣な下 細 巧 巧 おが お 岡 長 持 
上が 偷を孟 贤视水 
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本 固 頭を、 鄕 里' 送を 等は あめ 
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ン ダラ ヌま 店長、 荫 茂を 帶 でて 
まる 廿 B お 紐 二十 二日 歸す 


本局締巧當日午^ 

時 H 曜 ごが 0 は 

テキず ス 〔オレゴン 州 ボーー 
ランド】 サ 四日。 (小包の ぶ I ) 
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キク ト ジア 1 か 八 目 0 


す. き 黨 

チ 卞ブプ スイ 
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まつだけ 三十 五 化を 
御 使用で さい 
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セ— ルス マシ 入用 

岸が 會 シャツ 部 
面會 午前 十 時 fl 十一 時 

第五 おとご 10 


小 笠 原 四 郡 氏の 

友人に 吿ぐ 

一 化 ニと をよ 巧 二日 ニユ ー チ 
ャ ■ — - ジ ，が ロング フランチ 海 
岸 じて 巧衛 不明 どな b しみを 
巧四郞 氏の 知友 じして 巧の 原 
籍 縁者を 御备 じの ホは 本會ま 
で 御 一報 願 ひたし。 

紐 育 日本人 會 

ブ。— ドク ェ ー i とじ 八 


• V 
か W 



# 羅膊 、袭港 出帆 (ホノ^ 八經 由) 

谨府發 を 港發； 

(午ち ニ睹巧 化〕 (正午 巧れ) 化 

淺間乂 十】 巧 一日 十 I さ S 
大が义 十一ち 十ち 日 十一月 サ日 W 
天洋 丸十 一巧 サ乂 H 十二ち 四日 明 
コレ ヤ み 十二 巧 十一 11 H 十二 巧 夫 日 ： i 

® シアトル お 帆 (午前 十 巧 出 化) T — 
巧漬化 十一 巧 二日.！ 
一二 鳥义 十一月 化 日 础 
がを 乂 十二 巧 十四日が 


西 比 利な 化 


十二 巧廿 五日 
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み 

州が 

.旧た 


航空 術； I 一 

が 空 術ぶ 習 はん ど 熱望し I ; 居 
られる 人々 じ絕 好の 機會 ：>: を 
らます。 I 
日本人の 操縱 を、 技師、 ふび 
グ ラ . ゥ V ドメ ンは思 ひの す 
數要 ホされ て 居 b ます 。 ' i 
化の 要求を あねす 爲 めがん じ 
關 ずる 總 ての 智識 ど 技術 -J を 
敎 へます、 をして 愈々 j ふ 前 
ごなる をに ラィセンスを 一!^ 厂 
る 上 じ 最善の 援助を 致し 4 す 
過 ま廿と 年間 ご 云 ふ 永い お驗 
を 持つ て 技術 じ關 する 敎 を 
' 續 けて 居ます。 

化の 一個 巧の 間に 更ら じで 人 
丈 B 本人の 申达 者を をけ よ-す 
左へ 申这 下さい。 
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日本人で .お 買物 じは 特別 お 員を 置き 無 
巧で 御^ 內致升 電話 又は お 手紙 か 祭 御 
訪 間して 御 便を を 計ち 初めての わ ホ じ 
掛 しふ 時 じ 注意 致します から 是非 わ 
立 寄 V 善び 巧、 巿內 配達は 勿論 日本 其 
他を 地 化の わ 荷物を 送は 當卞で 致し 巧 


3 シワ ナ 
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己 晚香坡 每ニ週 一回 出帆 
A 五ム ブレス 露西亞 0 ニる 呂嚼) 

こ _ 千 一ち 一日 

午ず ムプ； 亞西强 0 ニろ 畳 嗯) 

一 一 十一月 廿 ご一 H 
:A A ムグ レヌ 加を 太 三 T 呂 0 順) 

一 十二 巧 セ 日 

A でム プレス 露西亞 0 ニろ 00 巧) 

十二月 サ 一日 
1 等、 二等、 一二 等 及び 下等を 設備 
_ 最大、 き 美、 最快 まの 東が 航行 船 
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あら ぞな乂 十巧廿 八日 
を ふち か兑 十一月 五日 
ば リずか (坡巧 巧が〕 十一月. 十 化 日 
►一等 旗 潰 一九 五涨 

化 L ぱリ寸 みるん でん あは 一 五 五 巧 
▼一二 等 日本 巧 五 置 巧. ぎ また 攻遼菜 巧 ま i 
►おを 望に 依り 一等 割引が 巧 切符 ま 巧 致 可ち 

ロスアンゼルス お 帆 (午後 一二 時) 
まじら 化 十月 甘 四日 
もんて びでお 乂 十一 巧サ 二日 
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化 ri. 

&刷|2 削 
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嚇 魅器雜 貨卸資 
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龍 減 日本 ドライ グ ふ廊會 


H 本 陶破語 雑貨 類卸賣 

.ホ 元ブ タザ ー ス 


T 寧の 巧 刷 ど 精巧な* t 仕上げ 

時日の 迅速 ど ぷ實な 校正を 巧 証 

.印 册は紐 育 新報へ 

電誌 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九 - o 

わ 間違 かなく 新報へ 

お內西 十よ T 目 十 二番 十 階 日 
東が じがけ るが 字 言論 礫關の 

權 威、 吾が 新報を 讀 ょの 人な し 

廣吿は 紐 育 新報へ 


— ty br - 1»■ 


'▲鄰 里 送金 及び ホ 送金 (無手 巧 巧)" か 因 
一巧を 賣 買、 荷 爲替が 化か 立、 信用 巧を 
一巧 等-殺 銀行業な 御 便利 じな 扱 可け お 

護 臺灣 銀な— 化張辨 

濱 、大巧 神ち 上 巧 巧 
ロ、 蘭 州、 厦門、 袖 頭、 を 港" 廣 ま、 巧 

rti >• ., ぐ ， ’ * I f •,/*，、 Ac ご.^、 を 



米國 赤十字で 發 表した 

ま那飢 鐘と 混 亂の實 棚 II 

飢 罐救濟 S 穀類は 停車 鶏に 山積 
鐵 道から 摊取 ずろ 軍阀の 頭目 


j 支 新の 化 健 V - 云 ふょ b は 
を 阻 じ 通じて 饿を 野じ滿 つる 困 
-烦の 社を 狀 態に おしつ < ホ 固ょ 
i 6 の 救 濟事莱 じめ る 破を あびを 
i 配 じ 化 率せ るん々 は隙涯 なき ま 
;那公 窮乏の を 徵ぎ姬 はつて 
: r 飢健」 のを 装を 踐を する 破目 じ 
ー陷 つた。 飢懐 ど闽觸 ごの 區 別を 
I 明か じし 得ざる i どじ b 大体 I 
I 千 方 人 巧 ま 六 千 五な 万人を 救濟 
.せねば ならぬ と 云ふ觀 測を を じ 
おお 甲の 推ました 數 も、 乙の 推 
をし わ數も 孰れ も 間違ない ど 云 
ふ 奇怪な お論じ 到達した が、 ホ 
人の 獨カ のみを なつて しては か 
何 どもすべからず ごを ふ MJ ごな 
b 巧支乂 人を 通じて 調杳 したる 
じ々 < ども 四な 万人は 『视罐 J じ 
願せられ て 居る 部 じ 入る もの ど 
認めた が、 若し 吾人が 娘 本 事 賞 
を 正視 1 るなら ば 天 娱其他 <3 が 
的 巧 因な 外に 幾を の 乂爲的 原因 
が 化を 固 的 烟觸の 根底を なしつ 
/< あるを 發 巧す るで あらぅ。 

まが M 政治的 ぷび經 
巧 的 混 就の 禪 じぁ 6 て野必 ぁる 
ぞ弼の 巧 肖 等は 彼等 自身の お 軍 
を 養 ひ、 を留 到る 處じ跋 肩して 
居る が、 是 等の お 軍は 柯等 組織 
ある 政府の 支配 又は 支援を 受け 
ず 穀類、 家畜、 を輔 、農具は 勿 


論 旱魅じ おし タ少 のが 藏を なし 
潭 ける 過 剩收巡 をら が 奪して 半 
ば饿 へつ i ぁる 農が を荒凉 むら 
しめて 活 る。 加 ふる じ 軍 閔の頭 
目 等':! 擅に 鐵 道を 占が し 機銷が 
を 貨車を 徵發し 敵軍の 繫 ホじ備 
ふる 爲 めじは 軌道、 琼 梁を 破壞 
し 終る から 職 就の 爲 めじ 塗炭の 
苦を 嘗めて 居る 巧 地の 飢 おを 救 
ふべき 必要のを 巧、 用品を 送達 
する 途 がない e 滿洲 のみで も 支 
がの 鐵 道は 千餘の 機觸 革は 鐘び 
て 軌道は 腐つ てち る。 斯 かる 巧 
樣 C を 通 磯 願が 麻 揮して 居る の 
では 手の 下し 横がない。 現じ 本 
年 八月 十五 H 吾が 調査 委員 等は 
直隸 省ょ b 山 西 客を 經て峽 西、 
四川 省 等 じ 於 パる 飢經お 域に 通 
ずべき 機 道 線の 重要 十字 点を 

調查 したる じ 驚 < べし、 

數巧 順の 穀類は 化 停車場 じ. 露天 
の 儘、 山積 サられ 居 6、 幾 回 か 
の 降雨の 爲 めじ 袋は 擢 破し 穀類 
け 腐敗し つ 文 あるの 慘狀 を呈し 
て 居た。 を數個 月間は 國 民政 巧 
の 樹立 じ 化 b 軍事的 活動は 停 屯 
しじとは 云へ を 地 ホ じ 於け る 軍 
関の 頭目は な 軍を 養成して 所謂 
あ視 耽々 たる 情勢を 繼績 して 居 
るが 故に 飢健救 濟の爲 めじ 運輸 
を 通 機關を 利用す るのを がない 


化悲 むべき 狀 態は 南を 政府の 鹽 
道热 長で ある 巧稱氏 自身が 八ち 
二十 ニ H 南を じがて 新 間 記者 團 
じ 語つ た 言葉 じ 化ら て 察知す る 
じ餘が あらぅ。 巧 曰く 『甫 事當 
局 まの 干 砂の 爲めま 那を頤 のを 
錢道 をな 革す る i は 最も 困難と 
なつた。 四 個 巧な 前 化 部の 鐵道 
は每月 二百で 弗な 上を、 を 省の 
軍闕 じま掷 つね。 化を 漢ロ 級は 
平均 一個 巧 ニな 巧 弗の 收乂じ 過 
ぎ い の じ も 拘 らや 每月 第 ニ 軍 
脚に 五十 巧 弗、 第 S 軍 翻に 一二 十 
五 巧 弗、 又 

化 平 殺 送 線は 一個ち 僅か 
じ 一二 十五 巧 弗め 収入で あるが 第 
一二 軍闡じ 二十 巧 弗で 拂は されて 
居る。 京 奉 猫 道の* 部 線 d 囊じ 
は 第 四 軍 削じ岛 々一二 十で 弗を 支 
挑い 居ら 現 巧 比 唐 猫 軍の 手 じ 支 
拂 つて 居る。 巧ら じ 蘭海鐵 道は 
毎月 四十 巧 弗を 第二 軍 圏に 支挪 
ひを 殺鐵 道の ぶちず 均 化 入は な 
ホ 八十 方 弗じ丄 つて 居た が 近年 
は 一二 十万 巧じ盐 じた。 其の ま 超 
は 軍事的 巧 お倉 扭の爲 め 貨物 運 
貧の 値上げを 餘義な （された が 
巧 A は 法外なら 高率の 運賃で け 
引を は n ごて か靖を 止めて 舞つ 
た』 ど おして 近を の混滩 たる 時 
巧 0 巧續 して 居を 間 じ 敗軍の 兵 
を 等は 脫營ち ポ祗の 無頼漢 艺共 
じ 賊徒 ご U つね 音が ホ 常の タ數 
じ 上つ て 居る W 玄那じ 於け る 化 
種の 脅威の 驚くべき 稍 度 じを る 
事 實を乂 人が 11^ 用す る や 否や 疑 
はしい 位で も ふ。 


ち 左の か < なった- 


ォ ー ス 一と 一四 H 五：；：：： 式 


練 お 巧隊操 後の 

日 會講會 合 

練 お 媛 隊歡逆 曾 本部を 便宜上 
な 育 H 本人 貪 事務所 じ 置き、 會 
長な 下 幹郎タ の 理事、 書記を 
等 も 艦隊 歡迦 掌 者と なつて 巧 
をし つ i み b 」 縣 係で 日 會の諸 
會 をら 開 惟し 持な かつた が、 艦 
隊發が 後 殘務化 處埋も 略々 整理 
したみで 本 巧；^ 巧から を 部 委員 
會ら閒か れ您^:秋季の巧動期-し 
入る i ご い* つた。 を務 部は 柏木 j 
を 負を が お 集 て ホち 二十 五 H 
(を幡 U ) 午後 六 時半ょ 本 供 
樂部 じがて 關^ せらる ベ：、 第 
ニ化閒 越、 横 技術 ± じ 挪 する 
問 越、 其 化が が麗 せらる； 答で 
ぁるが、 勞慟张 は I 二十日 (水曜 
日) 午後 六が 半 ょら 巧亭都 じが 
て開懼 せら 豫を である 。拘 
が 持 部を 貨會 並に 曾 則 御 則 修正 
調杳 委員 巧は 巧く 脚 かるべく 本 
月の 现事 曾は! i 曾 ごし ホ 巧 じ 人 


を 期 理事 會を閲 くこ どじな つて 
垣* 0。 


歡迎 臂附金 

' 一で】 千と 巧餘弗 
練 巧艦陳 歡迎餐 ごして 徹迎會 
をが の 手元に 収 をした ながは 總 
計 寮 巧聲 千と けと おじ 達せる 由 
じて おがの 緊縮 豫算 みま おを を 
せて 約-巧 一千 餘巧 のま 出 どな 
ち劍餘 をは 比較的々 額の 見込な 
れで淸 算ホ疲 じが、 正確の 較字 
は 不明で あ 4:。 がは 締切まで じ 
お 連せ るかは ホの か < 、もじて 
本が跑裙の^^巧氏名を额は完 
了した ° 

一二が 十五 ホ S 井 物 ま 曾 化 


二な 弗 大倉組 
サニ巧 五十 他 飛 旧敏ホ 
十 弗 宛 高 烏 崖 貿易 部、 福 田 
を、 松が が 肋、 雨宮 要を、 

五 弗 宛. 宮山巧 米、 吉村底 太 
郞 、山 下を 太郞 、前 田 一重、 ホ 
上 藤よ を 藤曾氣 、福 島、 石 塚 
徹 、を ホ德 ぉ、 を 巧を I 、 

兰巧 宛が 橋ぶ 云が、 稻巧療 
お、 岡 品が、 トム 福 巧、 岡 本 あ 
央 、化 ト篡 巧、 神 山 良 雄、 あ 巧 
ニ 巧 宛 藤が 梅 お、 吾本 賞 治 
山 本 ジ王ニ ^ — 夫人、 中 本 义巧择 
東 山 富 茂、 を 城を 進、 大 村敦、 
を 旧 太 一、 

一巧 宛 披ロ淸 を、 河を、 

化 巧 旅 節 扱 

〔十 弗】 中が 乙吉 、〔五 巧 お】 
偉本是 一、 山 田 勘 ホ、 〔一二が】 化 
川 巧 一、 〔ニ 弗 宛〕 田篇 宇一、 
ユス時 田、 上が、 〔一巧 宛】 で 
ス倉 本、 简井 黎四郎 、藤 田嘉ま 
小巧娱 を。 

树上柳 一 扱 追加 
【十 巧〕 竿、 〔あ 弗 宛〕 を 藤 
を巧實 一、 が 尾 畑と、. 山 田 巧 治 
脇 本 誠 一 扱 追加 
【五 弗 宛】 B が 甚お郞 ，柳 朝 
美， 

日本人 帝 年を 扱 追加 
【三 夷】 某、 ご壳 宛】 某、 某 
胳 なを 道 扱. 

〔十 巧】 藤雜 孝道、 〔'一二 弗】 
巿巧 政が、 ご 一巧 宛〕 エ ヌ 巧、 
出口 封 巧、 西 ホ 蘆、 【一巧】 ベ 
ン 上野。 ‘ 

竹 中 重 雄 扱 お 加 
【一二が 宛】 巧が 芳樹 、旧 端 藤 
ま、 ご 一 弗〕 化本爲 ず。 

岡本與 S 郞扱 

【五 弗】 脚本 典 一二郎、 【ニ 巧】 


ワ 山 本、 


%】 岡 本 登喜藏 


が 育 新報 社が 追加 


(五 弗】 ァ 
宛〕 テイ 小ぶ 
淺田周 お 扱 
〔お 弗 宛】 淺 I 


で A 山 本、 〔 I ニ ホ 

巧 雪 一。 


渡 日の 途じ てつた 


化 周 治、 齋藤 ご一郞 


ブ 1 


ス中將 


ホ國救 化ぶ の總 指揮官 ユ パン 
ゼ 9 ン •シ II プ—ス 中 將は十 化 
H シア トホ曲 机の 郵船 靜陋义 で 
遂謀 書記官 W y フィス 大佐 並に 
ブリ ユーァ ，了 佐 (婦人} 岡 伴で 
渡 日のを じすた がブ ー ス中將 
の 日本 訪閒： 言 まどおに、 日本で 
はか 室々 お^ 下を 國の 救世軍は 
勿論、 朝巧^数の人ゥが獻迎準 
備に 着 ホ f 大いに 薇 待す る模樣 
であるが、 I ブ！ ス中將 八日 本 じ 
がける 旅 巧は 山 室 少將巧 道で、 
東京、 仙ぶ^、 が 岡、 名古屋 ，を 
挪 、大阪 、岡 出、 福 岡 おょび 熊 
本 等の 重！!^ 都 巧を 歷訪 し、 博 道 
講演を 試 るを で、 十一 巧 二十 
五 H じ 日本を 出を し、、 J フイ •し 
立ち 裔 米 巧は を 潘羅府 等で 
化 米間胞 i 一の 爲め讓 お 會餐開 < こ 
i じ大沁 かを して 居る。 


邦樂 慈善 演奏 會 

旣 報が 矿 同好 會ま催 十一 巧 一 
閒會の 善 演奏 會はプ 。グラ 
ム决を盜，^ 切符の媽付、 部を的 
演習 じ 着す し 熱 也に 準瞄 中の 由 
である 0 一 




藤本 証券 新 電話 


秋季 ブリッジ 競技 

H 本 供 樂部ダ ー ム 委員 食 ま 催 
の 下に 第一 回 秋季 ブリッジ 競技 
禽を 二十 五日 (金 鴨) 午後と 時ょ 
も 開き 食 員の あ 族 的 親幢を 謀る 
由 じて 會餐 一巧、 賞 おは 一二 一二 
等 賞ぶ び コン ソ レ！ シ 3 ン 賞が 
ぁち 申 茲は本 H 限 も ごの J 0 


桶を： 次 郎氏巧 ま. 

前み 當 化に 巧て 桶を 旅 箱を 經 
營 せる 補を み 次郞 巧は 豫て肺 患 
じ 罹 6 ペンシ^ ゥァ ニヤ 州 地 ホ 
じ 於て 靜養 中で ぁつたが 藥あ効 
なく 去る 十九 日 死去し 豐府桑 山 
旅館 まが 幹 旋の勞 を 執つ て 居る 
故 稀 谷 氏は 富 山 縣高岡 巿巧衣 和 
二十 化 番地 じ 在籍、 明治 十 年と 
月 十日 出生、 巧 ホ 二十 餘年 じあ 
ん だ。 


シカゴ 通信 


中 旧 監督 蘭米談 


巧歐 ホ— リネス 敎派 監督 中 旧 
重 治を は 四 年 前 ょら 南 ホ 植民 敎 
化 事業を 創 姑せ るが、 本年 五 巧 
ょらと 巧 迄、 親しく ブラ ジグ じ 
滞留、 其 さじ 裤 ホめ 計 蠢に關 し 
調杳 する 處ゎ も、 其 後を 國じ渡 
6 今 画 歸國の 途巧當 巿じ着 ニ 泊 
の 上 桑 港-しお つた。 同氏は 語る 
『日 ネ將 ホの 發展じ 關し囑 摩す 
べき 地は 甫ホ である、 自 みとし 
ては 專らプ ラジが の サン パク ロ 
及び パラナの 兩州 じを る 十万の 
词胞ぉ 相手に 敎化的 植民に 着手 
し 旣に巧 個を の 星霜を 閲み f 其 
の 間 巧 敎會ょ bl ニ 名の 敎 役者を 
波 遺し 今や 着々 どして 敎化 植民 
の實を 擧げて 居る。 朱國 では 日 
本人は 同化し 難い A 禪 ごして 排 
斥を 蒙つ て 居る が、 巧 ホモは 巧 
して 此の 問題は ない。 巧と なれ 
ば ± 着 人の 程度が ほ：， からで あ 
る。 巧 じ 無智 蒙昧の 舊敎 徒に 至 
つては を然御 語に U らね程 劣等 
である。 化の 間じ處 して 我等 新 
敎 徒は 飽 くを、 健を な氣 風を 涵 
養し 植民 じが 事 せん £ 欲ず を。 

- 化し 日本人 ごして 注 患ず べきは 
お 稼 お ホを 艰 本から 餘 去して 巧 
かねば ならな IJ である 。商 米 じ 
は 入國稅 がない が お 國稅が ある 
之れ なら も 商 さや、 円本 人の お 
稼 お ホを 裏書 ざれた 樣な もの だ 
化の 点は 將來 大じ戒 しむべき で 


巿巧 ク。！ ドゥ M — 1 ニ 0 を 


よ クイタ プグ •ビ於 グン グ 藤本 

証券 巧す 曾 祉新お 話は 月曜 Hi 


ある』 云々 _ 


な 人が 


•乂島 供 佐 氏 前 巧 木 桃が 紐ち 
配 人、 本巧义 H 橫濱お 帆の アフ 
リカ 化 じて 昨日 沙港 着、 み 遇 ホ 
紐のを を。 

♦化 富 俊 岳 巧 横 濱桃井 組 社員 
去る 二十 1 H お 發西巧 二十 八日 
沙港ホ 聊のア 9 ゾナ化 じて 歸朝 
•巧が 正 ホ 氏 東を 帝 大巧 敎授 
去る 廿 一 B 着が 國ホ 旅館 じ 投宿 
十一月 中句 西巧歸 朝の 尝。 

•を 部 晴之助 化 第一 ニ 窩等學 校 
敎授 、同上 十一月 五日 西 巧歸朝 
参 盛が 長み 郞た结 巧 義巧巧 取 
締 役、 二十 一日 着 紐 ホ テグ ペン 
シ 八ゲア ニア じ 投宿、 十一 巧 四 
日 お 帆の 巧 船 じて 渡歐 の當。 
參山 巧を 夫 氏 サウ ザン コット 


V づ 

■ ■ 1^ ト 


一 叫 


画^ Ha ' 
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303 桃 化 A 化， 
TeL Caledonia 4100 

巧 巧な 事 株式 會社 

Uchid 泣 iVa ぶ ng し 〇リ inc. 
1 1 Park Place 
TcL Barclay だ 76 

島 脅 易 株を 會お 
Shhna け a ぷ 11 g Co., Lt ん 

s Tekphon •なが tor 1484 

巧 まを 肚赤尾 巧々 
Akawxs 在 Co., Ltd ，， 

29S Fifth Av®., 

ToL Caledonia 975S-59 

1 ホ 倉 製 絲獄樣 株を 食 社 

Ka ぉ kura 在 Co., Li ム， 

1 200 Ma ぶが n Avemi 。 

1 Tel. Ashland 4545-4546 

IC. Mikimoto 

Mikim が 〇 P*ar!, 
535 F み h Avenue 
Tel. Vand が biU 巧 19 

大倉 なな 巧 ま 巧 
Okura & Co., 

30 Church か.， 

Tel. Cortlandt 2292-93-94 

H 其 巧 ま會お 
巧 巧 店 
岳な か 含 
1 扣 わ〇 3 お 化 S. Y, C, Te しわ 加 r 巧 84 
Faciory; 巧 - 化 3 財 h H 化， しし City 

巧绿衡 を 橡式食 お 
4sano Bussan Company 

Room 801 -805 
165 Broadway 
Tc!. CorUandt 8047 ぶ 0S2 

i ぃ o&ho Corporation, 

Silk Importers, 

が E が t 84tb Street 
TeL Aihland がの •押 

Go 此 o Cf>,) Inct 
Cotton Esportere 

助 Bee V がみ .. 

Tel BowMog Green 8 齡 《〇 f 

甫灌拥 なお 巧 ホ會を 
な 育* み 巧 

South Manchuria R. R. Co., 

Room 202 も Canadian Pacific R! か . 
342 Madison Ave. 

TcL Vaiulerbilt 4135 

己 雜を贼 曾を 
な 巧 まな 

M お U ミ 在 Co,, 

6a Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

巧ホ會 せお ホ 巧な 
な 育 巧 張 巧 
Iwai & G}., Ltd. 

Woo] worth Building, 
Te! •巧 わ Roy が 60-61 ぶ 2 

云菱巧 事な ま會社 
な 育ま 店 
M な subishi Shoj ミ ICaisha 

(M な subUhi Co" Ltd.) 
120 Broadway 
TeL Rector 2 弓 60 -：? さが 

大阪 朝日 ニ ま 京 朝日 
恒川 眞 
Osaka Asahi — 

了 h ろ Ngy 一 で 品 が Annex 

TeL Lackawanna 1000 

a 本 結 巧 巧ホ诚 
な 巧 支店 

Japan Cotton Trading Co^ Ltd., 
2 Park Avenuot 
TeL Lexin が on S7S7 

— - - ■ ' ■ — - - — . 画 

日本を ホ 採ま會 を 
巧 巧ち ; 去 — 

tl げ剛 Ki.iT0 KA 刚 JUTB 

Two Park Avenue 
Tel. Ashland 巧 20 

ぶ - 一— 

化を ま 巧 
Hara & Co., 

443 Fourth Ave^ 

Tel. Caledonia 7830-35 

曰 米を 糸が ま會な 
紐 育ま 店 
N ぶ K り TO KABU が W i (が SHA 

がに H! ぶ E! のけ 〇 COw LTD.) 
1 Park Avenue 
Tel. A 山 ! and 6246-47-48»49 

大阪每 日 二ぶ 京 日日 
を 木 H 郎 
0 化 ka M& ミ nichi 

Room 306 A World Building 
Tel, Beeknum 4259 








我がを 權 顧問 も 巧 命され. 

オリンピック 號で 渡英ず ろ 

し 十二 巧 十五 日に^ 都 ワシントンを 訪 間- 

東京 特電 二十 五日 巧 = 來 るべき 軍備 縮々 會議の 顧問 ィ！ て 海軍 大胳 をが 淸姊 巧、 貴族 昭畿員 
摇 山を 輔 化、. を學愧 ± 山川 瑞 来 氏-巧 制 局 長官 川 おお 吉 件 命 さわた。 

まま 转笔が 四日 發 = お 概を權 '肋が みおを 權の 巧^ 十一 巧 化日橫 おお 帆の ザィ ベ* ァ かじ 
て ホ あし-十 - i 巧 十一り シ ァト 八！ 到を-商 も-— 首邵ヮ ■'ン トンに 赴き 十で 日に 岡地鲁 、サ 一日 
にニユ 3 1 クを 出帆 r ' を ォリン ビック 號で 一 十 ホ 日に け- ン ドン 到着 ゾ- 巧し わが、 一巧に けを 制 
をを 川帖 卓ち にがを 權の 顧問た る 巧、 稱山 愛輔 伯、 齋藤谱 ^ 山川 瑞ホ巧 等ら 惟 巧すべく 海を 專巧委 
封ぶ あけ 中 おり 下 海 巧 大佐 山 本 五十 ホ、 中が 龜 S 郞 、藝 田^み 郎氏外 八 人が 随巧 する i じ 確ました 

對 米豫備 交渉 着手 

東京 特电 【聯合】 サ 一二 日發 = 前總挫 大臣 お概體 み^ I 氏を を 
崔 ごし 一 則が お軍乂 おとみ 席を 推 ごする H 本の 軍縮 會畿 節は 十 
パ 十 立 日々 じは 首が ヮシントン じ 到着して 大 が锁フ ー .1- ァー氏 
及 図 徐を邑 スブム ソン" H にあ 怠を をすべく を 權は目 ド 巧 關巧 
筋に 化な L 進搂 中で わと が備タ がの 钻 ホを つける もの 
れて 居る- H 本のを 權 一巧は 十-月 化 日 橫漬を お 帆し 
十 j H には シ ァト, じ 到着、 機路 首都* しなく 堂で ある. I が 曰 本の 
化 節は 恐らく n ン ドン 會遙 では 最も ぞ數 一’ 達す べ<總；^ 約と 十 
五 人、 お軍咎 巧を 員 もみでら 左 近 巧中將 0 下け 五 人、 亦 務省側 
は 削 ニユョ ー ク總谢 事 だを し 齋膝巧 巧の みプ シン トン 
B i マ、.。 ン ド. < 乂 化 館を 合して 廿 名に 達すべ < 、日 
お英叫 おじ も 述べた 如く 底 もじ 軍縮 残 梅を 渉 じ 入ら 出 I 
スブム ソン 國が長 おと， 化か 火 化は ド I ズ なお 大使 ダ!® キじ砂 
く あ 若 肋を 權が 首都に 到着 1 るまで じは アイプ 力 ど^ 認 解を 蹲 
しわい 吨强 C ある •か、 最後の 誌辭 はを ひは フ！ ゲ 
お规を 化？' 會化じ W わて ホす るか も 知れ U い。 

驅逐 潜水艦は 


で 信 やら 
十二 丹 


本 政府は 
k 大使は 


大統領' 


鼠 率 要求 

まを 巧 信 y 巧が 國の 軍縮 會議 
參加 巧が 目が 制限で.：： > くて 縮々 
である. きこ ィ」、 を 米じ對 して 
と 釣 でんを 要求の ニ おじ 集注し 

最緣的 恒久が 軍縮のを を 

辨 かんこす る じある をは 勿論で 
ゎるが リ本ま 張の 雲なる 點を 
聲ぐ 5;,ょ 

; まぶ 避 化 艦 雄逛延 細は 作戰 
上ず 刀 魔のを 廢じ替 同し がた 
き！！ 怖を がする 巧國 ごして こ 
い V 知盧 ずるな 上 W 政 的 見地 
かたな おで ゐ る、 更に 進んで 
U か 艦を 部の ぶぶ 年 巧を 延長 
ト ，も；。 ら びじ お 型の 縮小、 

广 M 巧 お干 顿 乃を S カ嗯〕 じつ 
て 1 H 等 か r パ提 菜を 試みる 複 
を W ゎる かも 知れ リい 
i 、 如げ 艦-’. 銳 ては 化 がすべき 
.餐 巧は ぁくまで 巧义 のと 割を 
.裝 ぶし 就中 一方 额た型 縮 じが 
で：'' もつ ども 强碑じ 巧 一の 煤 
た，； を游巧 数を 脱しても ま 張 

ホ 7 fJ 


ごき 


備勢 じぁち ど 个れば 巧 嵐 

どして は 大体 お 足の ホる おお 
が 見 おされる のでは すいかと 見 
てなる、 がして 補助 鑑じ關 する 
限ら 一九二 一年の ヮ； 5*^ ン トン 會 
證が 不調 じ歸し I 九 一 お 年の ゼ 
ネゲァ S 閱會遙 が 巧び 巧 製に 終 
つた 過 まの 經驗 じ鑑ム 、今圆 の 
五 グ圃會 議は圆 滴な 餘 をを 得る 
じ もせよ、 得 ざを じ奎 せよ ちは 
ゃ黨終 的の もの ど 暴：^ ばなら ぬ 
のであるなら 我國 が^ 加す をを 
じ U れば銳 意 五ヶ 國か 協調を 餘 
旋し飽 をを 當を 正な な 協を 成立 
じ 至らし むる やぅ 巧 力し なけれ 
ななら のどの 眞鄉 態度-し 巧て 
强き 巧必を 有して ゐる 一如く であ 

る。 I 

斌內閣 を 解が I 

軍縮に 繫響 

ロンドン 廿 一二 日發 U n ン ドン 
のみ 力を は フランスの ブブ アン 
み醒 がす 信 巧 辞 喊を敢 てし じこ 
とは 囊じ畿 かされた 一） グ會溝 
9 締結 事巧實 現に 暗影を 巧ぐ る 


ブ リアン 氏 

內閣 な 解 

後繼 内閣は ホ だし 
パリー 廿 四日 疆 リブ 9 アン 巧 
聞は 對獨 賠償金 條 ぶの 謹會 討議 
延期を ま 張して 投票 じ附 しじ 結 
をな 八十 八 お 百と 十との 差を « 
て 思 懸けな < 破れた ので これを 
內閣 ゆ' 人-信な ど 見做しを もじ 總 
豁 職し をに 社 會黨の 聯立 內闢は 
鬼 解を 見る じ ま b 、 

大統領は 目下 後 繼巧赌 の 絹 織 
者を 物色 中で ぁる. い、 一 ホ 急 
進 社會黨 は大會 を開灌 したお 

果五テ ユア 1- ド •ダラ デ f ア 

巧 が 兰巧黨首 じ 推戴 さ る 1 じ 
まつた ので、 

大統領は 恐ら < 氏に 紐 閣 をを や 
るで ぁらぅ が、 假 6 じ 巧が 細閣 
しても 外 指 <2 椅子は 先 づ政巧 •し 
人望 深き ブタ アン 氏に ホむべき 
もを の 形式み 第で 巧は これを 固 
辭 すべ （、嘶る 壌を は 巧の 政策 
を繼 承ず るに 足る で リオ！ 巧を 
體ず でを らぅ ミ。 


I のみた •ら や、 後 繼內閣 を 顔觸巧 
を お、 潜水 媛 じ 就て け お _ をに 化ら ては 巧るべき 軍縮 會議 


をが 领撫の 長い 我齒化 上の 持 
なみ 悄じ もど づき 英乂ご 同率 
をぶ 求す る、 但し 巧 ホが 潜水 
為；* 廢翰じ 出づる 場を どい へ 
ど 6 柏當の 潜水艦 保な を ホ 張 

づ ，る 

なでに わ-^ 英乂協 巧の み 体 的み 
容が 未だが 巧 しないので お軍當 
局け 輕 々じな 見を 述べる i を 巧 
赃—て 公る がみ 巧の 傅 ふるが ご 


じ も お 響を ぶ ぼす ので 皆 あるょ 
いかど 憂色を 浮べて ¢5 る。 

ワシントン 二十 I 二日 發 U ァゾ 
リヵ 政府な ブリァ ン巧閣 の辭職 
ご 軍縮の 前を じ 顆しア メブカ ど 
しては 軍縮 食證 をが にこの こご 
あるを 邀城 どす るが を繼 内閣の 
颜觸 いかんに 關せ や、； きのを 加 
は 巧を の ホ 針で あらお おの 要な 
しご 巧 測して 居る 0 一 


ィタ リ皇 太モ 

一 暗殺未遂 

犯人は 反 フアス シモ 
ブラツセルニ十四日發：：：：べ 
ダ ！ を訪巧 中で をる ィタ リ—皇 
太子 殿下と マブ ー •ジヨ ー み 親 
王の 御 婚約は 今朝を まじ 發 おさ 
れ 、殿下の 脚 一巧は ベ グギ！ 無 
を戰± の 墓 に 詣 产 ら れ た 午前九 
時 四十 五 か、 突 お 群集 中ょ b 1 
A の 壯漢が 躍 あし 殿下 じ 向けて 
短貌 を一發 をが し 更らじ 化 損じ 
てニ發 目を 發 がせん こする 刹那 
自動車 運轉 ずに 化 b て 取が へら 
れ わが、 殿下は ホが 乏して 墓參 
式を 終らせられ 一般 民衆から 歡 
呼の 聲が 湧いた、 犯人は 反 ファ 
ス シモ 黨じ廬 し 今回の 御 結婚を 
W て 政治 結婚で ある ご 曲解して 
居る 靑年政 客で ある。 


株界 混乱 

銀行 圃が 救濟じ 

>1 ユ a — ク巧式 相瘍は 第二 面 
巧 報の か （水曜 H じ 驚 （べき 暴 
をを 巧した が 木曜 白-しま，^ ては 
をの 絕頂じ 達し、 

當日 がま 取引所 及び々.— プ 取 
引 所で 賣 放たれた 巧は 實じ千 
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吿 して 居を グ 、一方 革命の 薛本 
でめる 左冀 がの 王化 銘 氏は ホる 
朴曰じ フランスを 化 狡' して 城 ま 
の途 じ 就いた もの i 站 （氏の が 
蕾は 旣 -し當 化の 外人 化 界じ掛 化 
して 居る、 向 ほ 反軍 じ 典し わ f 
傳 へ ら る 1 閣錫山將ぉは今^:動 
乱じ對 して 絕街 中立を 宣冨 した 
ご 巧 へられて むる。 


東 S 省單獨 

ロシア どを 渉 か 
栗 ませ 四日 發 n 奉 天ょ > 達し 
た 報道—' 化れば 張學 なおず は岛 
な南巧な府が ド ー ッ な府を逆ぃ 
て 巧 ひつ、 ゎ も 露支鐵 道を 渉 t 
U 向に 進が しないの み U ら やム- 
みの 動亂 で本閔 題ら 看過 ごれ t 
やうな 形勢が わるので、 この-一 
は 本問趙 のぞ 渉を 南京 じ 一 ほ：！？ 
や 東 S 省 政府 ごして a 軍 濁で n 


シア 政が ごを 涉 し】 刻 も 早 （問 
題の 解 化を 計るべく 巧な しを の' 
旨を な 力 者に 洩らし じごの こと 
である わ、 ロシア 侧 どしても 恐 
らく 自己の が 利な こごを 察して 
奉 天玫府 のを 渉-し 應や るで わら 
ろご 0 


法王 御 訪問 

ィ タリー の 皇族 
ロー マニ 十 兰日發 n 新聞紙の 
巧 道 じ 依れば ィ タリー 皇帝には 
皇后 陛：ト 、皇太子殿下； の他皇 
族 £ 共に 廢近頒 ± を割條 約を 締 
結した。，- マを 王を る まじ 御訪 
間 相な 6 聖ビタ ー墓參 をの 化の 
巧 事に 数 H を 費 さるべく、 ィタ 
リ I 皇族の 曰！ マを 王を ま 訪問 
はモ 八な と 十を の 國を斷 絕なホ 
最 がの こどで あ b を 方面から を 
一 一目を 惹 いて 房る。 


キ 


ホ 突で 所を 時間は 八 時間 
弱で あつた。 

了 ル ブスに 初雪 

乃廿 二日〕 昨 H じ ま b を 困 じ 寒 
氣裴 がし H ネァ グプス じは 初 
; 雪が晚 つた。 

義務 敎育 費增加 

巧せ 二日】 民政 黨の 政綱で ホる 
義巧敎 育 豐の閣 庫 負擔は 或る 
程度まで 實 巧ず ベく 井上 藏相 
は 昨日 粗 稅見蹟 をま稅 讓じ替 
へる やう 猜 令し む。 


漫筆 


本社 東を お康を (紫 無啡 轉载〕 

井 化 化 議± i 作收監 

(甘 置 日】 元 徵道省 監督 廚焉 をぶ 會巧講 十. じして を 良電氣 
會社をでゐるホお繁己郎氏1^5ケを刑務巧じ收容されたがこ 
れは 新しい 疑獄の 發生 どを 己れ て 居る。 

大藏 省が 証券を 募 

〔廿置 日】 大藏 省証勞 の日遷 もを 募み は云モ 五な 巧圃 、一 
錢日ホで兰ヶ巧、 預を諫引^^四モ方圓. 九鹿0ホでミヶ巧 
ご 發 おされた、 が ほを 麗 本年は の 豫算は 十二 億 も 千 六十 巧圓 
で 六を 産を 削 威した が 中央® のをを 加算し 緊縮 纏 額 ニ 億 
义千 五が ガ圓じ 及ぶ ご。 

〔サ 四日) 乂藏省 証券 五 千方阁 0 h ホ 目 初旬 じを 寡 さるべく 
割引 利率は 一錢 ，一、 ニ旌 じて 一一 ヶ月 肉 償還の 乾、 この 中 S 千 
巧圓ピ けは H 四日 やじ 發 なさい るが、 發巧 理由は 勿論が 政の 
都を であるが 日銭への ほ跑預 なを 收纔 させを 解禁 準備 じ もが 
郁を である からだ ご。 



短 提議 


〔せ 五日】 埼玉縣 のを 糸 組 4 は 
垂國お 岡 操業短縮を 中み 造 ホ 
'會 へ摧議 した。 - 

撫順炭 巧の 椿事- 

〔聯合 甘 五日】 満洲 撫 順の ホ 祝 
じ 爆發の 椿事 ぁり、 日本ん を 
名、 ミ那人 十五を が 即死し 一二 
十賺 人の 重傷者を 巧した。 

賃銀 指數は 上る 

【サ 五日】 商工 堪發ま = 大邸會 
十 S ヶ 所の 化 g 中め 卸 物 僧 指 
數 、賃銀 指 欺 ホ々 八 四 •ニ 一、 

1 0 1 •ニを 示し 八 巧は 八 四 • 
五、 一 0 一 •！ でを つた。 

ホ穀 法撤廢 否み 

〔サ五日】 ホ殺調査會^5ぉ舞法 
撒廢 S を 否みし な。 ■ I 

補 缺縣議 民政に _ 

【甘 五日】 旣 お、 府縣爵 議昌補 
缺選擧 はを 庫 腐を 除く か 十八 
ヶ所中 十と 名の 當 選を 得 わ お 
改黨は 『総 選 擧も化 通ら じ 巧 
く』 ご氣 擺を擧 げてゐ る。 

〔甘 四日】 組 硝化 巧 巧 はれた ぶ 
縣會 議員 補 缺選擧 十八 回 中ぶ 
を當選 議員 十と を じ 及んだ。 

權太炭 巧 解放 か 

〔サ 四日〕 が 務省丘 I' は 採掘 さけ， 
ぬ躁太 炭田 中 一^を だけ 解畔 
すべ/、 硏 兜を 開：^ した。 

增員 問題は 保留 

【甘 四日〕 樞密 顧問 官あ員 問 畑 


はを 言 保留-し 巧し 缺員己 名の 
補を だけ じ 止. める 善で 岡 田 良 
ホが、 酸 ハ 合 巧郞男 等の 呼聲が 

を 芯.。 

關稅 引下 案巧决 

〔サ四 目】 關稅 審議 恃 別を 員 會 
は 綿糸 願 稅撤媛 案を 巧みし 一二 
荆お巧 ホ 引下 まを 可み した。 

地 ス豫算 削減 額 

〔甘 四日〕 今 お 度懸お 町が 豫算 
削威總 おな 八 パー セント 一億 
凹 千を 百万 w で 好成績で るる 

ご。 

研究 會ミ减 俸 案 

〔廿 H 日】 が宪昏 幹部では 减俸 
案撤 晒の 責巧脚 題 じ 就て は不 
閲 に；! 仰す； じな 見が 一致した 

朝 靜總督 府豫算 

〔甘！ 二百】 锁 鮮總瞥 巧の 五 年度 
I 豫算 ごして ニ燈 一二 千 互な 巧圓 
提出 クれ たがが 規巧 ホは 米價 
調節 i の爲 の 農業 倉庫 建 哉 案の 
みで _ 一 をる。 

瓦 嘶 增資案 却下 

【甘-ニ 团】 懷商 相は 東を あ巧增 
資 案を 巧 下すべく 决盧 した。 

臺灣橫 斷の飛 巧 

【廿 五日】 所澤 ょらを 潰 じ 飛行 
した ニ 磯は ホ I 11 U 無事 歸 還し 
たが 强 風に おひを 雲の 中を 羅 
か 盤を 唯！ の賴 b ごして 突進 
した ご。 

【せ 百】 所澤 よら 臺鐵 への 横 
斷飛 巧を 試みた ニ 磯は 昨日 無 
事 終了した、 巧 行 巧が は 千 八 


アメリカナ 

黑面巧 

ご ミユ— モアの 辯 

々リ 7 ォ 4；. ニアを 論じ、 サン 
フランシスコを 見た 者は、 是非 
ロ！ サン ゼ A スじ 足を 運ばな け 
れ ばなら ぬ、 この 都巿 は、 實じ 
^ メリ々 ご しては 似ても 似つ か 
W アト モス フイ r を 持つ 胖 でを 
な、 をれ は 活動 フイ^ムの 聖都 

リ ゥッドが、 あすこ じ お 巧た 
< どの 牆罪 であるかを 知れ 3、 數 
がの 法則 じな ふ U らば、 二つの 
魄 板を 混 やれば ポシチ ダ のらの 
を 生 0、 おじ この フイが ムの町 
じ 跪く こ W を 自認す る 町が、 極 
めて 巧 影 的で もる ミは 爭 へない 
事實 であらう、 この 化の アト モ 
.乂 フイ ア とい ふ ものは、 こ 0 溃 
がと しては 似ても のっ か ロ 姿、 
を かも 幽靈 みやうな タイプ H 隱 
居した ァメ 9 力 人 n の氣 をを 發 
散して 居る からでを る。 

事實 、隱 居を しな ァ メタ 力 人 
どい ふ 奴は、 自己 じ眞實 である 
駭 ごても 戸— ロブ ハの ブ ゲイ 
ラの やうな 環境に、 後生を 暮す 
こごは あ 巧ない、 蓋し この 大陸 
人 じは、 ホ だ 有 巧 階級 ミ か、 を 
閑 生活き といつ たやうな フォ！ 
ム が、 ホ 活の一 あ 式 ごして 認め 
られて 居ない、 化て いづれ の 民 
族、 人 薄た るを 間は 中、 この 極 
の 文化的を モ d 、 をの ± 地のァ 
トモ スフ イア .のを 體 的な を氣ご 
なら、 を こを 怠 ホの 深い、 樂し 
みのあるが 息 地 ごす るら ので あ 
るが'、 ロ — サンダ 术 スじ隱 退を 

て 居 をん々 じは、 さう した 氣 
を も 力 もない、 彼等の 多くは ァ 
J ブカ 人で ホる バビットが 發明 
した 銅、 アンチ モン、' 錫 等を を 
をした バビット 型の 人間で ある 
彼等は 隱退 しな 紳± ごして、 享 
樂を ホめ、 をつ 求め 得な ご 信じ 
て替 る、 が、' 晕寶じ 巧て 彼等は 
單じ自 をの 墓义を 掘つ て 居る の 
じ 過ぎない の だ、 蚕し 彼等は 自 
をのち 巧を、 いかじょ く 利用す 
るかと いふ 思想を 缺 いで 居る か 
らで るる 0 

しかし この 贊澤 S 辣じ 賊る磬 
化 役者 じみた 階級 性の 在が して 
居る こごは、 或 ひは アイプ 力ん 
ごしての 生活 組織 じは、 谣 めて 
重 巧な 格 要 性を 帶 びて 居る もの 
であるから 知れない、 巧 ホア メ 
リ 々入の 生活と いふ ものは、 波 
等 自身が 賺らじ 自己 じ 正を であ 
るた めじ、 眞お目 逝ぎ る ご をら 
れも黯 が 数くない、 を じ 彼等 ア 
イブ々 人 じして 恰 かも グリ！ ク 
の アブデラ じめ る遥 をの かく、 


固を 人 ごしての 松を 固めて 、 B 
— サン ゼ八 K を 0 て 嘲笑すべき 
都 巧で あると 見做ず ならば、 を 
ひは アメリカ人 じごつ てい！ こ 
ごで あるか も 知れない、 これ じ 
化つ て アメリカ人の 眞 のユ！ モ 
アじ 勒ォる 意識が 發 達して 巧る 
かも 知れない、 蓋し ア メタ々 人 
がいかに 考 へて 居 もじしても、 
彼等は 眞のユ ー モアを 解して 居 
ないから でを る 0 

勿論 言葉の 解释 ごい ふ ものは 
をの 人み 窠 では あるが、 义化人 
の 化 巧々 解して 居る ユ！ モア ご 
いムら のが をれ である ごすれば 
アメリカ人が 0 てユー モアの 恵 
識 f する ものは、 ジ m — クを連 
發 し、 ジ 31 クを 変す る じ 過ぎ 

いもので、 を こじ 巧の 意 ホを 
も發 見し 得ない、 彼等は 澄んだ 
、むを 持つ 人 じごつ ては、 寧ろ 悲 
劇的な 随 じを 輿へ る 程 じ、 击面 
から 相反した ことを 表現す る こ 
どじ 依て、 ユ！ モア だ f 解して 
居る、 彼等は 普通の 人が 至て 眞 
面目 じごる やうな ことを、 ぶじ 
應 用して 人を 笑は すじ 過ぎない 
智 的な 解釋ご いふ ものが 伴は な 
い 限 b 、 眞 のユ！ モア ごい ふ も 
のは 巧 巧し ない、 ユー モアと い 
ふ もの じは、 精神的な 智 的な ア 
ッフリ シス] シ 3 ン をぶ 要 ごす 
るので をる 0 

r メリ 力 人の ユ！ モアと いふ 
ものに、 斯うした 意義を 求める 
こ VJ はお 巧ない、 活動 寫眞 でよ 
く 見る バィの 投を ひが、 ア メリ 
力 人の 享樂 する ユー モアの 程度 
であらう、 彼等の ユ！ モア じは 
巧 等 人を のず 圃じ 觸れ たやうな 
も 0 はない ので あるり 


ゴドブ 1 ド- 


- ザ ，じ ! グ 


エ .ィ •.ォ ヒぞン スは興 著 『ァメ 
y 々人の 必巧 ご 巧爲」 の 一節で 
左の 如 < 述べて 屠る。 

『ア メリ々 ン •ユ 1 モア ごいん 

のは 結局 彼等の 民 癖で ぁる 壓 
迫され た 情操の 假巧 である、 を 
れが湿 端に なれば 却て 惟 惡の备 
理 を轉換 さすので をる、' 一例を 
擧げる ご 甲の 男が 乙 じ 向て、 極 
めて しんらつな ジ m — クを やつ 
ける、 乙ぶ* む 中不藏 快で あり、 
憤慨の 極に 達して 居る ので ゎる 

が、 彼は スポ ブ でない V ニ 云 

は 化た （ない ので、 無理 笑 ひじ 
笑つ て、 をの ジョ ークじ 興で る 
ごい ふので ある 0』 

ニュ ー m — ク 春が 

♦ニユ 3! ク おのか 長 戰も漸 
(るって ホた が、 化會黨 候補’ 
! サスの 勢力ち 進で 媳 いて 居る 
のは 共か黨 、ほ <を 笑んで 度る 

ものは タマ ニ 10 

♦泣く 子には 勝て や、 演ロ巧 
閣ら巧 角の 热俸 みを 撤回した、 
經費 節約の 前 じ 必要な ものは を 
し ロ敎の 緊縮たら べき か。 

♦で デ ソン 翁、 表彰を の謝辭 
じ或嚴 b て もの 云へ や、 ま後遂 
じを 倒した、 發 明の 天才-® で モ 

ツョ ンじ 勝てす。 

♦巧 おを 賢 > 、黑 巧が 白坊 
じ も 出 ホる、 小 巧 も 大男 じする 
ごい ふ學 をが ある、 スタ ィナ ッ 
パでは なぃ 日本が 生んだ 巧 ロ 雄 
一二郎 ごい ム博 ± 、さて 貧乏人を 
を 持 もじす る 術は ないか 知ら。 


大紐育 

I 九 ニ 九 年 版 y 近く 發巧 

本 化が をに 編篡あ 巧いた しました 『大紐 育」 は、 幸 ひじして 
江湖の 湧 （がかき 巧， 萍を 巧し、 をに をが 一腑殘 らず資 切れ ごな 
> ました、 化て 本社は 篤. 一版の 巧を をを が 巧む じし、 貝 おを も 
增 がした 千 九な 廿化年 化を 轿 にを 巧す る こご 《 なら ました、 正 
確に して 且つ 巧ら しい 統計 ど 事ち をを 礎 じして、 刻々 錢 化する 
巧が 『大 化育 J の 眞枯を 傅 ふる じ遏 巧な きこ ごを 期して 居 bi 
す。 尙 ほを 價は 

豫約 申を 者に 限りて 

特價と 十五 仙 

發巧 後の 御滕 買には 

を 價金一 弗 

ごを しました、 速 かじ 豫約 巧申这 みを ホ 望いた します。 

ホ H 紐 育 新報 お 


4： 


九な 《1ニ 巧 ニモ 六十 五 巧、 從 
ホの 最 一向 記録 じ比換 して 四 打 
ガ 株を 突破し、 化 引の ナッ 力 
1 ズはニ S 時間 も 報吿が 湿れ 
る ごい ふが なで、 を 衆 斑铜城 
をの 他のを 力 株を 始め こして 
諸 株の 下を じがる 損失は 岛十 
ニ撼五 千で 弗 ど 註せられ、 
株式 仲買 鳥 U おが ごして U す 巧 
を 知ら や、 数千に 垂 々どす る 小 
投資を や マ ー デン 取らの 投機 者 
は 株ぶ 所が じ 殺 巧す る 等、 ゥォ 
— 於 街 ホ 曾 おの 混 辭化態 _ し陷つ 
たので、 モ ー ダン 巧會を 始め ど 
して 窠一 ナショナル 銀 巧の ミッ 
ナ 王^ 氏を の 化ち 力 銀 巧 家が 鳩 
首 協 溝の 結を 救濟の 旨を 發裝ず 
るに 及んで 漸く 恐 谣は鎭 がした 
が この 混亂 なを 都 おのか 燒 にも 
影響して ぶ 會を中 化し じごの 風 
評ら 加は' > 益々 人必 をず をに 階 
らしめ たが、 ■ 

帳簿 整埋を 名義 どして お谋は 
或 ひは 本 H ホ會を 中止 ずらに 
まる かも 知れ い よい、 

が ほ 今週の 採 仲®!; A 貸出しが 一 
億 六 千と 巧で 弗の 减 みを ホして 
屆 を〜 も顯 をな 架 象 である。 

.太平洋 會議 

二十 八日 じ 召集 

を 都 (聯合) 二十四日 發 U ァ 
メリ 力、 イザ 9 ス 、円本、 支那 

カナダ、 ォ— スト ラタ ア 、ニユ 
ジラン ド、；， フイ、 フイ リツ ピ 
ン化 表を 始め フ ンス 、メキ シ 
n 、 0 ンァ 、國瞭 職 蹈勞働 扇の 
ホを ま 巧ぶ を總羅 する 二な 人の 
巧 女 致 治を、 助 政 家、 實叢 家、 
學者 等よ らおる 太ず 洋離係 隅 題 
會議は 愈々 ホる 廿 八日よ b 十一 
巧 九日 じ 直らな 集？ るべ/、 有力 
なる 巧 議員は 續 々入を 中に て H 
本の 巧 お 五十 駱 人を 筆頭 じァメ 
リカの 四十 一二 人が これ じみぎ 支 
那 、々ナダが ホ 八 入 宛、 ィ ギリ 
スよ 十六 入、' ォ 1 3 トラ リア、 
ニユ ジラン ドが 八 人、 フイ リツ 
ビンは 四 お 人の 豫ぞ で， 

現 官職 じある 者は K 表 化る 資 
格な きもち 力な 人々 の 中には 
阪を芳 が 男、 植原 正直、 前 力 
ナダ 首が ロ！ ゥ S が、 前イが 
リス 檢拳總 '長 八イル シャム 男 

シ a ! トゥ エ成博 ± 、ゼ。 1 
ム •グリ！ ン 等のを 國をカ 者 
は 旣じ乂 をして 居る。 

支那の 戰费 

双な 勝利を 主張 

上が 二十四日 發 H 支那 動 就の 
戰 おじ 就て は 南を 政府の 檢閱が 
嚴 重なる 爲め政 厨のを 報 ど 反軍 
側のを 報は がモ おに 自 軍のを 利 
なるこ ピを賴 じて 居る、 即ち 政 
府 軍は 大勝の 報じ 勤して 反軍は 
溫 卵の 占領を 巧 じ 居ら、 外ん 筋 
の 報道は 漢 ロの 第 四 師幽が 叛逆 
したと 稱 する じ 對 して 南京を 巧 
は 該師團 は 政府に 忠實 でを るの 
み U らホ 反軍 側 じけ 脫退 をが 多 
いどな し、 政府は 湖 化 及び 河南 
ちじ 新 軍 陳の參 加した こ £ は 事 
實 でを b が 武装ず 巧を な 反軍 十 
ニ 巧 人じ對 しを 府 軍は サ 万の 精 
銳 あちと 斷 じて 人民は この 際を 
ん じて 政府を 援助し n ン ァ を 背 
景 ごする 反軍 じ 巧す るかれ ご 響 
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診察 

午 新 十 時— 一時 
午後 四がー 八 時 
n 曜 午前 十 時— 正午 
をを 恼性 男女 疾を 、巧 
腐 お、 化 液檢査 
多年の 經 験を 巧し 日本 
人 じは 特に 親切 じ 治 巧 
す 

健康 診斷 こお 
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設療 

午前 十 時ょ も 十二 
が、 午後 六 時ょ b 
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孩§ 主な 基 

自 午前 九 時 U 十二時 
自 午後 一诗 n 寬 時 
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でも 最もち：. のは 千 八な と 十八 
年 じ 剣 立した 玉 デ ソン 皂燈食 社 
でめつ た、 営 時ニユ ジ下ジ ー 州 
メン 。を 園で 電球の. 玻刚じ 苦、 む 
しつ i をつ た エデソ ：> 巧を が 欧 
的じ搜 巧した 會 化で みる、 現が 
の スヶネ クタ デ ー じ エ壤が 設け 
られ たのは、 千 八な 八十 六 年、 
當 地の ゴー ァク町 じを つむ エダ 
ッン 器械 工場が 閒化じ 元 ホなら 
ば 機械 車を 製 進す るた めじ 設け 
じ 小さな ニエ媒 ビ^ グン グへ移 
轉 した MJ じ 始まる が、 これ も 

偶然の 機を か 专を轉 をみ 

巧ず る. 占 じな つたの C ある、 ど 
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會 社の 贩 ii 興 人 W 圆ら卞 もこの ェ 
お 地を 發 見した ので ュデ ジンが 
同地 じ 赴き、 上 地のを 業を 等 も 
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巧 立方 W 、 就 働 員は 十 おしてと 
方 人を 算し 拂这 資本は ニ 億 ニ 千 
I ニら 十 力 弗の ち 額を 示して ゐる 
而 して エデ ソンの 發 明、' ス ティ 
ン メズの 巧 學的巧 力」 添 ひて ゼ 
ネ ラグを 力を が 界 、產 業界の 大 
立 物たら しむる じ まつた 天才が 
人物は チャ] みズ •コブ フ キン 
氏で ある、 氏は トムソン •ヒユ 
1 ズ トン 電力の 指導者で あらを 
岡 後の ゼネラ < 電力 會 化々 長 ど 
して 巧 勤ず る J 化 ザ、 モ 九吞サ 
み 年、 八十 一歲 レして 他界し ね 
當 時も會 化め 評 誰 量と して まき 
をな して ゐ たので ある。 


じ 過ぎむ いが、 彼 
の實 原' の 位當は 實じ會 社の 
スタ— 二-あつた、 艘じビ つて 會 
化の 規拍 等は 事 育治 外法 擢的 e 
あつむ、 が、 ス傑 古が がな しじ 
ぇ じあ. 一食 社が どれ だけを 錢 t 
の 利得 愧 したで あらぅ か i 云 ~ 
ふ もは、 I を もく 勘を U し 切れ 
い 位で みぐ ぅごを はれて ゐ る、 
幾タの：^^がどん^:^におカして 
も 巧ら し!：， 带氣投 を おの ダタを 
發话 しお!：^ い 場を でも、 ス博十 
はこれ を!^ 兜して 剛 巧に 製造の 
途をポ し^ 八、 憐± の 努力は 即も 
ゼネラ ザす をして 電力を 業の 
尖 曲を 築 I しめたので ゐる 、ゼ 
ネラ A お の 組 械を考 はんを： ニ 


.つの もみじ 
.哪 もを S 

- 科聲铅 


を類ザ る^がお巧る 
よ 


硏 をが、 ニは 巧 
術 的 ㈱ ' E {化、 1ミ 製を 班で ぁ 
つて、 巧 也は 劍な U ホ總 ゆる 带 
な 装 おみ 啤； 計、 数 作を する 外、 
お 力の が^’ 尺 お、 支配、 みが 
-に化ぉしで|ゐる.-;?、 スティ： 
ズ階 ± の奏 部下 ご.-'- てけ 硏 


i ホ r 一 


ドイツの 絹 業者から 

生糸 直取引を 要 ホ 

東京 特電 こ 十四 ロ發 n 西部 ドィッの お 織 集を 鹽は ィタ 9 ; ま 
糸ょ 本 生糸が み 憤で 品質 も 優を である ど ミ ふので 現在の 义 
ネス 經由 取引を 直 巧な 引 じな めたい ごが あ 省を 經 由して 橫衛_ 謹 
糸 贸あ旨 化に 耍ポ して ホた。 

るを を丧 ふて 激 夫の 利を 得ん 
ずるち の 現れ 旣じ橫 潰、 神巧兩 
ホ 場には この 神品が タ數 人达ん 
で ゐるご ミ はれて なる、 然る じ 
福 井 羽 ニ垂は ニ本經 、ニ 本緯な 
るに おしを 澤 羽二重は I 本 経、 
ニ 本 鋒で な 質が を <異 つて 居ら 
さらぬ だに： n 本 羽二重 お 質 化 下 
の 不評を 類々 を 方面から 招きつ 
つ あぶ、 昨今 かくの かき 不あ品 


'巧 班 t 化 ホす ット 三— 巧 ト' ■ラ 
ィス 及び r レ キサ'' ダー ソン 巧 
等の 巧 帥が わっ た、 今日 おわが 
一に 君臨ず る-- の 巧 社け 實 じ虛棠 
; ご拔 術、 がず 硏な 巧. か 打っ'.- ~ 

一 化 ど V ら 、社會 的 じら 頗るない 
戚化 力を 持つ てゐ を、 この ゼホ 
ラ瓜带 力の 前み はで ゲ ソン •ピ 
V オラ 成 おみに トム ジン •ヒ ユズ 
I トン 屯 力が 千 八な 化 トニ 年-」 を 
.同し じらので わつ て、 この ニ 角 
巧は アメリヵ 

- 電力 界 の 草 かけで あつた 
即も 前ぶ は 度 叫 王エデ ソン 翁の 
一 蓝巧ど おお お 具撤の おおじな 聲 
_ しつ I わつ じ もので、 モ 八が 八 
十九 年、 幾 あの 玉.？ ソン 系 小 巧 
j 抽 をを 閒 しじ もの でんる、 而し 
一て この お あは H デ ソンを 3 角 化 


フラン 义 から 

菊 二重 注文 

東京 特僖 n を 巧 7 さン マ 婦人 
のた めじ 抱め てヒ ダぶ をい 宜つ 
をい K 力 ー トの 着物が 流 巧し だ 
した i 、 ホに H 本 羽-重で 氣球 
を 造ら こりを 飛 巧機ト から お 下 
して 氣 がを 誠を する i 等 ヵタく 
巧 はれ、 更に 又 これ シフ ランス 
獨特の 巧滿で 染色し ドィッ 其 化 
へ输 出す る數 をが 巧 加した 事 等 
からまる おち 0 ホ 本が 剛井羽 ニ 
ずみ み 乃 ま 六 か 半つ け 等 廣幅轉 
目 物に 對 してな 烈 U るお需 雲を 
喚起し 间 地方から 横 渡'- 神戸兩 
ボ 場へ 到 海した 買な 文は 質に 十 
力 巧の 上の 

巨^^ じ 上 & ど 忌乂れ 、か 
< のかき 現を はなおな 巧の； で 
ぁ b み费を かこつ 輸 おお 織物 界 
じ 一脈の 巧 氣を與 へて わ 4、 こ 
の 結 おこの 种 品の 相 煤け お 
降 漸膽の ホ 調を た f つ了當 初な 
珠 けみ 建 V がて 約！ 圆モ 十錢ヵ 
が騰 しげ 二十 六日の が 渚は M 尺 
码寸幅 六み か 十二 脚と 十錢 、ホ 
み ザが 十一: 脚ぶ 卡錢ィ 化 白が お 
じ 比較 t て ー閣乃 ま一圆 化十錢 
々の あが 岛を 示す じ 至つ じ’ が 
して 該械井 おど 同 棟々 がを 恃つ 
を巧湘 ニを は 賣巧不 おの 化め 福 
かな に 比して 一圓を ホの F 稱を 
た i いて ゐ るので、 こ；-: 着眼 
しじを 巧の-が 機泼 家中には こ 
れを滿 井が 換 へはん 出し マ. 楠が 
の 國巧檢 巧を をけ 史じ 福が 松邱 
ぶは 竹 印を の 

一 姑 樵を てうが し 福 かな i ：* 


宣傳贊 攻めの 議會 

ァメ 9 々上院では 召 下 贈 我 引 
上げの 利權尾 運動 調を に每 H 
珍事 育の 曝露を 見、 ビング 
ム 議員が 顯稅 引と 連郵 G 張 本 
である 製造 裝者 協會 員を 廬時 
遥 どして 委員の 秘密 會し词 鹿 
した ごい ふ怪 事も驗 露— たが 
一ん キユバ 方面から 化賴 され 
て 傑 糖關税 引上げ じな 對 しつ 
つみつ た 一派 心 お調べの 結 あ 

こ n が 宜博婪 じと 巧た モ 巧を 
タ ホして ゐら ^ も 判が した。 


を 輸出して ょ b W 上み' 个 信を 買 
ふは 甚だ 遺が.' したへ 中 ごな し、 
橫溝輸 ぉ 紹物間 震 おを では 神 巧 
組を ど 協力し T 福 井ち 川の 兩化 
を おに 福 ホ 檢杳所 じ 向つ て醫吿 
を發し C 。 

革命的な 

發明 完成 

製糸 界の乂 驚異 

ま 京 特電 二十四日 發 N おを 名 
貧 社の 製糸 妍を 所'^ は 過ち 数 
年 じ； 日； ら 自動 製糸 機の 完 巧に 
就て 巧 力し つ！ あつじが 遂し 
これが 完 ぶを 見る じ まつた、 


P Y - 
0 け 
H S 
化 W 

K W M 

0 の如鹏 
09 叫 ^ 

P BM 品 I 

ぶか i 

5 也 

面挪 

化 2 

0 が 


新を 書籍 販賣 

雜 誌の パブ ク ナン 
バ ー、 を雜誌 煩の 
新 注文 等 化て 迅速 
じ 御が 夾 致します 
巧キお 用命 願 上げ 
ます。 

奥 村 書店 
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H 六せ 巧 十 年 四和昭 



ま 那巧理 

が 魔ぶ 園 

巧 狸 人を ま 
巧 證のホ じは 妾な 
の韵巧 剌じ链 へが 
間き 帝の 抑 巧 じを 
やべ <滨 閒巧キ 巧 
ず 覆わ 引 立 顔 巧な 
お 上 御 案 巧 申 上 核 


W 

-3 -E 邮 

r B 

器 W - 

淵； 一け 
U G 1 

Q 


皆 樣の御 嗜好に 適ム 
樣な美 ホみ 御 巧理を 

S 廣珍樓 

差 上まず から 續 々御 
ホ ホを 願 ひます 


放 

ぶも^ 

* .な 

pi 

wi 说 


£1 永 儘 

晚揃 ひの 巧 巧* 
が 日本人 諸 若 € 
じ 適する 巧理 ，一 
ます。 朝 H 時 か 
(育 ホ 五 T ロ 
淳寧 みの V 


。船側 
JS 閑 邮バ 
e 曲 C 加 
を 相 

J 诚 ずげ 

"3 m 巧齡 
C3U 洗 
お T 


自隨あ ±罐 じは》 ユ 
1 マィ 春 巧を おへが 

まが 皇お 逢 ！ F 

巧 理^ 


自や前 十一 時 
至 午前 ニ 時半 


蘭な 


ロスアンゼルス 

ホ リン ピック 
ホテル 

ニ S S ミぞ dro St - Los A 另 ei 男 • Cai . 


電誘 プライ 7 V 

八八窒 日を 這 a 获畫 

ゲ trpt {萄 

紐 脊お菌 四十 蹈了旨 
ニニ 丄！ 八受 二階) 
JAP 呈究ご 青 E 章哀芸 CY 
1 ニ. mfi 44 ths 三. 产 C - 
ぎぞ享 萬 73 


A 淸お 、親切、 お樂 りご 晃ザ 

勢州纔 

伊勢 事を 久捉を 巧 

援5 的. な 8 を寶ま t 
ぎ さ lunt ま ニ 夏 

な 巧 旅館 

館 ま 化 旧キセ 
200 で S ニ 置 Mireet ぎぎ yve 皇 1 33S1 

一力 旅 おなめ 

1 帝國 旅館 鶏 館 

妄 至. ま th si . すま If 弓 k 
Tei. suslhanna 苦ち 


冀插 貝なる お 孫阔備 じがせ 
なる 辕 業を 羯疲す 

宮州 事務所 

紐 育 あ 西 四十 ニ T 目 百 ホ！ を 


觀 餅‘ 卸バ賣 
を 腐 油 場 
円本 食 お 品 一切 

uctlms 巧 Ric 巧 Gakc rp 

88 ニ hird Ave -- 
ぎ P 空 こ 2 ニ 


娜燒 、洋食 

御を 事， はか 論、 を 後の 御 話し 
じ ふさわしい 所です、 巧 あ 巧 
の 程を 願 ひます 

コロンバス 矢 巧 

だ W . Bist S 三 た. 呈 Lumbus 1 


高ん 巧 

荒 

支揣 I 

i 端 


得意の 舞 籍縷ぁ b 

摩を 午後み 時よ ち 
ちが 午前-ニ 時まで 

宴會别 間す 

S 靑黎顚 

宴 會一 

洋式で 十五 他 
巧 上 


ま那式 

•生 、 t 


巧な 上 

曜燒賣 


春 捲？^ 頭を 種 


ぶ S 

A W 

J &M 
G 邮桃 
N 巧 加 
A 齡咖 

H 化 

N 視 
u ^ 
s も 
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支那 料理 

斬を 巧 

本樓巧 理ん敦 泉が 
腕前を 巧つ て 日本人 
諸君の 嗜好に 適す- 
巧 巧を 差 上げます の 
で 萬と 巧の 百 二十 六 

了 目の チヤ プ スィ VT 

をへ ば 直ぐ 日本人 諸 
ちじは 旬る 程好 評を 
博して 居ます 0 
巧キ繁 々御 ホ ホの 程 
を 上ます。 

± 、日 疆は疆 巧、 ン 
ゥ マイ、 き 巧が あ- 
ます 0 


みか 说巧 
3E 化 C20 

作 ^ 

晒 f * 
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巧 本 食料 晶類 ぶび 雜貨類 卸小賣 
- ホ 之 ま 大資锁 桑 山藏會 
が刊 書籍 雜誌 小間物 日用 晶 各種 


織臂 旅館 羣ぶ巧 ザ 

を巧卡 了 目 ニ 陌ニ替 
TeL {lakdcnia 黄 之 


おブ トン ホ 

富 ± 旅館 大濡 末を 

1 受董 養鲁货 •ぎ 貧 こ as 产 
ぎ 芦三 質 

^ — 

費巧鄉 旅^ 

桑山淸 ェ化齋 

ミ 8 をを 芸芭 .さ i 星 elsllia さ. 
Tel . Walnut 7 这 1 


在住 權の 確認を 勞働 省に 申請す 
べきで ある。 おし 义懷 ろの 都を 
が 好ければ るの 証據毒 類を つけ 
て巧乂 米の 許す を 願 ひ、 故國訪 
巧を 企つべき である。 勞働 省は 
愼重飄 省の 上 之れ を 巧な りご 見 
れば 巧乂ホ 許可を おへる で わら 
ぅ。 をの 時 こを 大 威張らで 歸國 
し、 更に 正々 堂々 歸 ホが 巧 ホる 
さぅ して 眞 じず 也して 滯 ホが お 
ホる 日が ホる ので わる。 (完 )， 

目 本 嘿髮雜 I 。 

廣お十 S 了 目 技 番地 二な お畫号 

■ 一二 蹟 r 篤み 街に 近し) 

埋髮巧 お S 茲 

同 經營と 年間 日本人 諸君の 理髪 

の經驗 あら。 ジでス •バア バア 

西 六十 五 了 目 S 一番 お 
な留 费年理 巧の 謝 体 

0 本人 |巧 年會 


8W. 送を 巧- Tuibarks ミニ 之 



ジ呂 r A 畫 n 苦 n 0 ご S を 養 rs and ^ iend 巧 
こ Hachi . hach3he 星 uia こ apisecard 
game w 吉 すす light さ ニ hou 二 ま s す the 
begi 皇巧 S ii ミ a limited ii 呈タ 一 這 sre at , 
s ’ 妄養 YAP 夏 ， 114 E . 萬を Si 置 y . 


新鮮 爲か 一翊 

目 本 A 商き の ホ 療澤出 巧 b 输へ 
游到察 潰で 大邀 壌を L 主ず 

ザグえ ナ蕉度 

夏 1.む 苗 田 1 A R 基芸 0 0 YST 空 苦 夏ち T 
这 0 W 寅 一 81 st Str ま tGi A 夏 terdam 4 ve . 
ぎ 呈 umbus 泛 な 


巧 お 瞬 巧 中必、 據領學 お、 H 本 
数 船其赃 おが 乂會 おおき 巧が 

を 巧 パ 水 テ*;, 

純^本を (特别巧ぁ>) 

御 一巧み 溝 自動車 御 巧迎申 上ち 

巧 ニ California sl ‘ San Francisc 戶呈 if . 


レヤ トル-^ 

Np 旅舘 

W06 - 6 を A . ve . w ? weattl タ Wash . 

婷窜巧 前 あ 巧 ご I 了 左側 K 階を 
U 本 巧 船 切符な 扱 波戶場 送迎 


証 媛 どなるべき 事物に 就で r あ 
。即 もを の 物件は ホ國 をを 廳 
の發巧 押が せる 書類、 义$ 著名 
の 會お銀 巧、 を 共 團体等 0 發巧 
せる もの。 而し X 夫れ は 年月日 
及び 自己の 姓を が 明確に 雨 載 さ 
れて ある ミが め要條 化で 
之れ じは 贿 々の ものが ゐ 


のる 0 
なで あ 


H 發巧 
矿くホ 


、官を 廳が自 み じ 向つ 
せる 書類 n 讀んで 字の 
國 の官廳 ぶび 諸 役所^な 自身 
じ 向つ て發 巧せ る もの 3 謂ク 
であ 4 n 故に 何物に 搬 b やお 
五ヶ 年 前の 年な 日ピ自 C の 姓 
名を 記した もので るれ はょ' い 
例へ ばが 軍に 働い たんか、 を 
し をれ 等め 辞み やう のらのを 
持つ て おわ ば實 じを 立で ある 
しかし 小 正なら ざる ス國 をに 
さう した ものを 巧 持す る 人は 
極めて 少い であらう 思 ふ。 
今概 なじ 渡米 後 儲けた 金を 米 
國 0 郵便局を 通じて 故® 一 じ 送つ 
た ごする、 をの 場を み Di | の 受取 
証は を 力；：* る證據 ごな. ¢10 又 ホ 
れ を米國 のち 力 銀 巧 じぶ レて 送 
つれ ごしても、 をの 受化 化か 派 
な敲據 である。 をの 姬 銀ぶ じ貯 
金した 瘍 をの 銀 巧の 通 ひ^、 著 
をな 巧隊會 社に 加入した 4 答を 
の保險 加入 謡 等 もち 力な I - 証據 
物 ターなる。 勿 諭を の 場 < js ： 會社 
や 銀が じを の 事 賞め 柏 違^-き i 
を證 明して 賞 ふ 必耍が あ 心 名 
なの 見た 最も 輿が ある 具を 
ホ题じ 渡航した 人が、 着^ ル 後 直 
もじを 輕 におした ホ 紙を て 年余 
の 後、 を 题 ょら 取ら 窗 せて、'. わ 
がを ホが 五ヶ 年 0 上なる をを 証 
し 得た 俾でゐ つた。 现も ミの 手， 
紙には チャント ホ圃 郵便 品め 消 
巧が して をら、 中の 父 中 だは 巧 
年 何 弓 巧 ロ 無事 着米した 


3 わ 記 


して あつ わので、 ず 誤のを を ど 


を 


ユ！ •五. ス •メ— グの淸 印が 
したからで をる。 之れ なでは 實 
に 面白い 例で あると 思 ふ 

をの 他 夜 學校や パィス ダ T グ 
なで じ乂學 した 事實 、病が のれ 
め あるを 名な 病院に 入院 t 澄療 
を 受けた 事實等 も、 をの 學 常を 
病院の レコ— ド じょら て、 巧 米 
巧腊を 立証し 得る 獲を も ある。 
义側 人蹈の 雇傭 驅係 でも、 自分 
を 傭 ひ 入れ わご 云 ふず おや、 挪 
ひ 渡した 給金の 小が キ 等を なて 
証明し 得ない 王-もな いご 思 ふが 
夫れ じは 宫憲 をし 納得せ しける 
丈け の條 体が 備. はつて 居ら おば 
ならの。 _ 
要するに 斯うした 新 官憲ぶ び 
を 共との 關係 をる 年 g りの 記さ 
れた义 書 ti ホ 常 じ 有力な 身 ホ 班 
巧 ごなる ので あるか こ 一、 之れ じ 
意を 留めねば ならぬ。 なが 巧 上 
述べた やうな 趨 類、 又 をれ I 類 
した 文書は 誰でも 大あ巧 持トて 
居る もので ゐ る。 故に 旅券な き 
ものは、 必を 留めて これ 等の 書 
類を 過去の 古文書の 中から おし 
おし、 身の あかしを ぶてる 中う 
じせねば ならの。 

斯うして 自 をが 滿 五ヶ 年み 上 
巧 米せ し i が 証明され 場る ご 確 
信が ついたならば、 をの 時 こを 
大手を おつて 大道を を ホすな が 
ょい。 若し 移民 官じ 逮捕せられ 
たら、 をの 疆據 物が を提 巧して 
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一日 早ぐ 入潑 した 

優秀 船 淺間丸 

が 嫌から 切符 代理人 ニ 
ト 人が 羅 府へ戳 光の 旅 


サン フつン シスコ 特電 二十 四目發 UH 本 郵船 會 社の 巧を 船淺 
間 化は 本 U 當^じ 入港し をに の 熱誠 溢る、 欺迎を まけた、 橫潑 
ホ 化 W ネボノ 心， 火な 拍の 廿四帖 間を をむ 巧を 時間は ニ 巧 九十と 


時間 化 S を' し- f. て牢巧 速力は 一八 •六 ノット、 節 船會社 所歳踞 


- しての 巧な 媒 であ' 


當饱 H 本 鄰船貫 社に 達し 节乂 


ノググ と サン 

j 化 程を 


電に 依れば 囊し I 怖荷乘 をを 席 載 
して 横濟 から ア ブ 々へ、 處女 
がが のをに 就い，^ 日本一の 優を 
新造船 淺 間 凡は 主 

フランシス n 閒 

一白 ト巧 縮-! て 昨 U 人 港ず 
べき ものが、 一^ 廿凹 U じ 入港 
した、 このが 間 ピ^ 時化を で 一 
時間の 平均を 力は!^ 化 節 四 ごな 
る譯 でんる が、 本节處 女が 猶 
でも あ 6 機關- 新-^ なので 火樂 
を ミち ホノ ル术ま '一^、 はを 期逾ら 
じ統 解した が 方 事！^ 誠 じ 進り し 
たので、 さて こを 力を 早めた 
もの ごを はれて ゐを 


當地 郵船 


會帮 でも この 誇るべき 觀摧 船の 


宣 傳を乂 々的に 遣 

ロ！ サン ゼ八ス で： 1 


間 地を び 
をの ± 地の 


諸關 係が 力 寮を 招 心て 盛大な 


L ： じ つて ゐ 
々ゴ她 ホを 


セプソ ヨンを 踞 るて 
るが、 當地侧 でも シー 
中 ふごす る 鐵道會 社で 切 解巧理 
巧の が 力 者を 

特に 會社 側か 
太ず ホ 上の 女 里 パを I 
せし i ；? るえ ごな を 
は 本り ンカゴ 阳バ 

化と り 午 お八 時 十を 
おで 招待を-巧 サ人 
化 日 じは。— ナン ゼ 
おみ 觀 ホの 上 ブリス 
した 淺瞄义 かお 客 ご 


で 招が して 
親しくを 
.一を みま 巧を 


了巧發 、明 
巧の 蜗別巧 
ど 東を して 
1；. スじ 到着 
ゴ から 迴が 
し 化 1 U 


j 午を ニ 時間 化が 化、 H あ午サ 

i フランシスコ じ 到 普ず る 至に 

- なら、 この間 船 巧を 蚕^く 案み 
^して今後の円本巧ホ$誘致を赏 


及びな 符化翊 人、 新聞社 化 表 等 
八十ん を 招待して 船 上 じ 盛宴を 
張る 外、。！ サン ゼ^スでは 前 
を ニ时じ 直ら 巧 外人 有力 酱 ニが 
餘 人を 报 待して 晚餐 宴を 張 6 、 
フリス 3 じ歸 が後ボ 長、 摄 細長 
をの 他ァメ y 々人み おの 招が 晚 
餐な餘 人、 十一 巧の H の 毫餐會 
じは 巧 五十ん を 招待す るみ、 一 
娘 巧 外人を も 賓< 招が して 蠻應 
し 太平が じ 出現した 日本 優秀 船 
の 偉力を 紹介ず るを どなつ た。 
カット 上 圖は淺 間 化の 一等 船 
客 食堂、 す 圏は 船 内 じ 辖設さ 
れた H 本の わ 座敷で ある。 


醫界を 離がず 

人間 改造 

致 ロ 博 ± ホる 

大 み縣别 がで 別 府病荫 を 經營ー 
する 醫學階 ± 巧 ロ 雄 I ニ郞 巧が 


研究 ずればん 禪的 じも變 
化を 巧し 得る こどを 碰 信して、 
南 ホの ± 人 硏をじ 赴いた のでを 
る』 と 述べ 『この結果 ごして 巧 
度ん を 褐色 人 柿 どし、 ニグ ロの 
巧膚み 色を 變 じ、 或 ひは H 本ん 
を n — カシアン 人禪ん 姑き 皮膺 
ィ」 する こごは 敬て 難事で なく、 
幼年 時化 じこの 手術を 施す S で 
ある、 辣じ 幼年 おの 背の 長短、 
を膺の 色の 變 化は 巧 能で あるの 
みならす、 これが 必理的 影響は 
化 能 少年を 普述 の々 年に する こ 
ごも 出 ホる^ ご 語ら、 氏は 遇 去 
十五 年'：? が 维し依 b てを の 巧 能 
をを 証明して 居る ホ、 本年 一二ち 
日本の 

醫界 じ嚴 おした 人 體の組 
織變 化じ關 した 氏の 實驗 辕吿を 
英文 下 印刷し、 日本で 施した 手 
術の 結果を 爲眞 入を モ說 巧した 
ものを 配 限して ゐ るが、 簿 ホの 
この 談 語は 囊に 若返 6 法の 大家 
であるマ タィナッ 薄女が發表 
した 馬鹿を 貴 こ （する 藥の發 見 
奪 ど 共に ア A リカの 醫 をのみ な 
らず 一般 社 會じも 異常の セン セ 
*— シ ヨンを 呼んで ゐ る。 

因— 間 題み 野 ロ 雄 一二郎 簿± は 
を賀縣 入で 明治 十四 年 十一 巧 
生れ、 大正 ニ 年 八 弓 丸 闲醬科 
大學 から 葡萄 狀菌 の謠 文で 醫 
學 博± を授 おされた 人で ある 


水曜 円 南米から 又 港した 巧 船 I 


i ニの 义 4 

老婆ぶ 飲 殺 

違 か 云 弗を 盜み 


傳す る至 どなっ じ 、 


! 長 のかき 新造船の 處 女が 鞭を 先 


頭に 立つ て 歡迎ず 
ぶら だけに 會社侧 で ふ 

內外 ち 力 者の 


■ — 1 nmn ^ H — - JCI I 

Air 套量 iiil 


ヌコ巧 


云 ふ 叙 巧 


バン アメブ 力 号で 夫人 祠俾 、 I 

歸锅 の播み ホが した、 - 當化霊巧 番 十と 了 目 ニ— 
I へげ をれ— — V . トメ ンふジ ァ ニ タ — I 子で 
船中から 當 地の 新聞 述信社 じ お ある エド ヮード •モ ー ラン‘ ご 呼 

し 5 ^ 吉 H 本で も ^ 革 is 香 黒に を 等 

有數 の學をでプラジ^^の：るず品師のホ亡人でクラ、* ヒ 
上人 じ 就て 研究の 結果ん 間な 造 一 I ユ ー ズど ゆぶ よ 十六 歲の 老婆の 
の 驚くべき 銭 見を 敢 てし じ學 者； 枕頭から S 巧を を 出さん どして 
でを る ごの 報道が 達し、 當化 蠻ー發 見され たので 遂に 絞殺し 盗ん 
學協會 にも 問 合が あ • b 、 醫學 協； だ 金を 賭博に 聲 消した こごを 白 
曾から おらに 本社へ 照會 ずる 等： がした が、 殺された を 幾は 慈善 
を頃じ；；<>ぃセン セーシ ョ ンを呼^越かの教濟*>-受けてゐたものと 
び、 巧 船 入港の 甲が 上を 始め ど 一 遣 お 取調の 結果 一万 五 千 おを 預 


-プシ 


して 博 ± 夫妻の 投宿を も 訪巧記 
おや 寫眞が 攻め-し 逢つ てりる、 
愧± が 記 あ 劇 じ 言明す る 所に 化 
れぶ 『人 曲の 晒 喉 じあら 腺は 肉 
體 、棉神 上 じ も影蠻 する 所が タ 
(是を 巧げ じ 手術し 太陽光線 療 
なやを 氣巧 をを 施し 動物の 晒 喉 


金して むた i がが 然した。 


ンじ大 いじ 力を 注ぐ 咎 で、 サも j 广 腺を 移備 するど 人 體の紐 域 じ 


馬鹿 票 歳し 

邦人 下宿屋 臨檢 

支那 人社會 から 邦人 社 會じホ 
巧の 馬鹿 票に 街し 最近 蠻察署 取 
綺ホか •い 嚴亟 どな b 昨今 探偵 連 


じは 日本人 旅館、 其 邪 人 お 荷 I ホ 常な 巧 學的錢 化を 起し これを はが 人の 出入す る 下宿屋' 旅舘 


等を 片端から 臨檢 しつ i あるが 
馬鹿 票を 所持して 居な 廉で狗 引 
された をが 運送人の こごを 白狀 
したので この 方面 じ も 檢擧の 手 
が 延び 旣じ 一人は 巧释を 六モ巧 
を 課せられて ゐる V 」。 


濱ロ家 慶事 


次男が か 巧 結婚 

東 ま 特電 二十 I 二日 發 n 替巧濱 
ロ 雄 幸 氏の ニ 巧で ぁる 潑ロ巖 化 
巧 {册 一二) は 今回 氷 町 架 装 六 巧の 
み 壌 ぁや子 (ホ 一) ご 婚約 整 ひ ホ 
巧を 0 てを 燭の 曲を 孽げる ミ じ 
なつた。 が 郎巖根 氏の々 巧 潰 ロ 
雄 ま 氏は ニユョ ー クの H 本 銀 巧 
出張員で ある。 

註。 漠ロ巖 根 氏は 目下 勸ぉ銀 
巧 員 ごして 勸あ 中で あるが、 
巧 嫁の 殿 父で ぁる 從ニ 一位 動 一 
等水吼 架を 六 氏は 曾て H 本 銀 
巧副總 裁， 大藏み 官等を 歷巧 
し 現じ 會計 梭査 院長 じて 新郎 
の 厳父 あ ロ ま 相ょ 6 は 六 期 早 
く 帝大を 卒業した 人で ある、 
みを 雄 意 氏の 話 じ 依る ミ 『親 
爺！： 志は を 隙した たぅです が 
を 庭 ごして は 別-しお 入して 居 
なかつ た樣 でず』 VJ あつた。 


y ミ 一 - h ^ fr 

運聲界 


木が の 拳闘 今夕 

旣 薇の 掘/、 今夕 邦 A 攀觀 ± 木 
村 久お郞 君は オリ ム ピア 惧樂部 

Q セ ミア T イナが じ ベン ニ！* 

ホ！^ を 相 芋 じ八圃 戦に 出 鶏す 

べき •如、 ホヴ么 ビザ 潰樂 部な 東 

巧 册五了 目 卡醒舉 地で をる。 

n シ H I 巧 勝つ 

日 漉 庭球 駿鼓 巧の 顔を せじ 原 
巧武市 君の 爲 めじ 慘 敗した フク 
ン义の 匙を 選 ホ n シ il ! は# ニ 
H 大販 おでの 試を ではと— 五、 
一-! 丸 ご 一ぶ ふ 鑛戰の 離を 示す 

スコア— で轉復 した。 

.邦人が 模範 水泳 

を 川 嚼人加 部 貞一替 ご 呼ぶ 靑 
年は 巧 夕 西 五十よ T 目の 基督 敎 
霞 年 曾め タンクで 得意の ホ泳ェ 
* ス ヒビシ 3 ンを なして 觀 衆の 
喝 あを 虜 した C 


津 輕お洋 巧奇禍 

市 巧 マン' ィ ブタン 衔ホ十 叢で 
マブサ ー ジを業 どす る津輕 東洋 
氏は 去る 二十 H 巧 パー タ街じ 在 
住する 友人を 訪 間した 歸途 五十 
> 目 バ ー ク街の 巧で タキ シを 
罐ひ歸 をの 途み繁 五巧附 あか コ 
ロム バス サ ー クグ附 をで 化の 自 
動苹ど 衝突し 人事不省の 藍 直 じ 
病院 じ 送られた お、 を會 の變師 
巡査が 訊問の 媛歸 をを 遵 むご 陳 
ベれ ので 面 報 等の 掠 過 傷の 手當 
を歸 宅せ るが、 爾巧 容態 恶 化し 
た爲 めぶ 人中 川義夫 巧が ァヵデ 
ミー 街 お八 四を のちを じ 引取ら 
醫 姉の 該斷を 受けた が、 腦震還 
を 起して ゐる樣 子で 容態 轉 から 
ず ご 云 ふ。 


讀 をの コラム 


不をじ 日を 送る 

若き 人が へ 

聖山生 

おの 云 はん どす る 巧は、 をの 
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巧 かを、 社 償、 煤 式 ノ賣買 发ビ利 
化な 立 パ ま おがが ユ御お 投致シ 
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ホ 園 赤十字で 發 表した 

ま那飢 儘と 混 亂の實 が 凹 

苛敞 誅ホ稅 金を 强請卞 る 政府 

粮 本義は 人口 增殖 問題の 解か 

累年の 叛亂じ 於ら て 巧 事 
的 紛擾の 結果 败 巧の 丄卒は 所が 


じ 幽体を が 織し 地ち み府を 眼中 
じ 置かず 愣若 無ん-しが 奪を 巧つ 
て 居る が、 柯等 制裁 推 威な き 無 
j 政が 閒が矿 '地方に が し は 乱 お 狼 
搪 巧に 飢 错化帶 として 最も 慘化 
を呈 して おる 甘が 省」 化る 救濟 
委員が、 大總が じ 送った 陳情 菩 
じな へば 同省と 寸八絲 中と 十縣 
は 彼等 賊徒 S 横け じを して 居る 
彼等け 音 じを 巧、 を 類 其の 化の 
則 物を 奪 化する のみでな < 旨 街 
上财 物を 隱眶せ 0 とする 地 ホの 
縣 おを 殺害し 村落を 爲拂 ふ殘虐 
を 政て する。 な 上の かき 狀 態の 
か、 支が-し がける 盤稅は 法俾の 
名に 化 6 て歷 々揚瞎 の 昔 傲 課 ホ 
をな して 顧み や、 巧 ま 的には 中 
I 央な府 の 巧を せる 各省み 省 長 又 
I 一は 督 軍が 地方な 廚の權 能 どして 
j が飘 ずるので ぁるが 事實 上は I 
千 九 巧 十一 年の 

革命 0 降、 一二の 例を 除 
き タ< は 地方々々 の 巧 閱の頌 目 
が 自己が をに 必要 ミ 信 やら 武力 
を 維持す る爲 めに 化 ホの 首 巧を 
ぶ 領し獨 立專带 めか 治と 轨 るの 
でを るから お 軍を を 成す る爲め 
おくは 敵軍 ご 穀め货 め 乃至 お ホ 
萬 一の 場を じ聰 よべ （常に 奇重 
の 新 稅を徵 化し、 を ニ 互 年間は 
毎を 徵稅 吏を 部-潜して 翌 タの稅 
をを 前納 徵發 せ-- めち だしきは 
巧ら じ 其の 翌生 _ 一 みを も 無理に 前 
納 せしめ 納稅じ おへざる 人 段よ 


らを 類、 泉が 道具、 あ 茜、 穀類 
を 巧收し 化を を 倒 凌して が 木を 
が收 しちる がかき 快疆も ある。 
又ち 恥には 廣道あ 道 ど 云 ふが 如 
きを 通じ 化なる 道路 ど稱 ずべき 
ものがない。 唯 閣錫山 お 軍の 支 
配下に ゎを 山 西 省の みけ 树 外で 
数巧哩 L 一旦る 堅固なる 主 路を設 
けて あるので 飢 懂救濟 事業 もま 
しきが 巧を 化め たので あるが、 
他は 皆驢 お、 小 車を 通 やる 

狹道 であつ てタ大 の日數 
を叟し 幾巧哩 の險惡 なる 山道を 
辿つ て 始めて 觀 健地帮 而も 人口 
の 多い 峭帶じ 達する ので あるか 
ら救濟 はを 易の 業では ない 乍 併 
支那の 飢健 問題 じ細聯 して 根本 
的 じ 考量す べきは 人口の 增殖で 
ある。 過ま數 世が 間 支那 じは 飢 
健、 疫病、 洪 氷、 戰就 等が 原因 
をな して 屢 々幾 宵 万の A ロを 殺 
赎 した けれども、 數 年なら やし 
てち 殖 ずる 傅 向を 繼續し 居ち、 
現 巧の 儘 普通の が 態で 進めば 今 
化が よじは 現な 總 人口を 倍 化す 
るに 至る であらう を 閣共じ 年 


解决巧 難の 局面 じ 突き 當 
つて 居る 0 銳 れの國 じがても 國 
- H 夫れ 向 身が 閣 民を ま 拔し得 ざ 
る 時機 じを あしつ I あるが かく 
一見 ゆるが、 ホ圃 にがては 夢想 だ 
もし 得ざる 餘濟法 じ 化 b て 支那 
人は 今 尙ほ虫 化の 耕作 法を 賴 b 
でを 活 を持續 して 居る が、 食料 
の 供給と 饿死 ど 孰れを 選ぶべき 
I かの 危險 なろ 十宇路 じ彷檀 する 
彼等け ホ活 のを 態を 害する 重大 
一な 事件 じ 遭遇 ずれば 必す 一層の 
!- 窮地に 陷 をす るに 相違ない。 最 
じ飢 健の 自然 的 理由を 吟陳す 
る じな 上 叙述せ るが かき 情勢の 
すじ 置かれて 居る 彼等を 農民は 
~ 朝 天 おじを へば 饿 巧の 境じ乂 
i の 外は U いので、 食料 巧び 瞎 
柿 じか 要なる 穀 韻、 種類は 胺藏 
のを あるに おはら や、 家畜、 農 
具の 徵發 ごみに 奪取され、 救濟 
物資を 送 b 屆 くる i も 出 ホない 
巧樣 ではを 然救濟 の 望け 経 ゆる 
のみで ある。 なる 上で 

，公的 慈善み あ濟シ 巧 ゎで 
も如柯 ごもず ベから ざる 次 祟で 
ある。 斯 るが 勢 じめいて はか 國 
救濟圍 は柯等 タ大の 貢献を なし 
I 得；； > い。 千 化な 二十 八を 巧び ニ 
十 化を じ 互 もち 那じ 於て は觀罐 
を 防止す る じ 足る 充 みのを 料の 
巧 巧す るを は 疑がない ご 信ずべ 


座禪」 ご 願す る 說敎を 試 レる 答 
にて ホ 聴 旨 由。 


角 旧 柳が 巧動靜 

髮じ 一時 歸朗 せる 日 ホ 父化學 
會ま事 巧 田 柳 作 氏は 化 巧廿と H 
着 京 後 I . ニ菱を 資會お 四百 S 號室 
を 事 巧 所 どして ジ ユ 。 1 ム •グ 
リーン 氏を ホ爾侧 委員長 ごす- 
太平げ 瞄係會 幾を 視察-- 义化學 
會 活動の 計 蕾を 進め 十一月 下旬 
若く は 十二 巧 初旬 巧酱歸 紐の 途 
じ 上る 箸。 


S な 取締役 歸朝 

重要 祖 用を 帶び滯 紐 中の 一二 菱 
鑛業 株式 會社 収締役 一二 谷 一 ホ 巧 
は風閒 S 菱巧 事を 店長 同伴 去る 
二十 ニ H 巧發 、巧け 十一 巧 六日 
桑 港 お 帆 S 淺間 かじて 歸 朝の 豫 
をなる が 風 間 支店長は 桑 潜を 見 
送 b 同 巧 中旬 歸件 ずる 由。 


ご ■ 二 —— • ィ — 三 

年增乂 する 人口 處 みの 爲 め新頒 I き 事實 を調查 委員は 認めて 居る 
± を 占有し ねいと 考 へて 离 るら j 現じ タ 額の 穀汾 顔が 輸 おされて 

一居る のは 事賓で わら、 軍闕 同志 
み 軍事的 ル 牙で ある 二な 方の 軍 
隊 維持の 爲 めに 農村を を應 せし 
め 一方 過剰の 食料を 他方を 料不 


しいが、 おしを 國が 支那 移民に 
對し 巧タを 開が するなら だ 現有 
を踐 船舶を 提供して 移民の 輸送 
じ 従事しても 到底を の 要求を 滿 
をせ し レる-とは 出 巧 得ない。 換 
言 ずれば ま挪 はん ロち 殖間 越を 
か 巧なる 方法を 巧つ てしても 


明 夜 紐 W 着み 豫 をなる 

; 繁榮 祕察團 一巧 消息 

ホ 俄 古に がける 歡迎 招宴 一斑 


是の 化に 運送す る 巧を かいて 居 
る爲 めじを 省の 縣 お、 町村の 磯 
關を麻 痒類廢 せしめつ/' ゐ るは 
事實 である。 


〔巿 お古 糖 か 二日 皆】 前截 
道み 官中川 左 化を 劇 長 ごする 
米 固 繁榮视 の 一巧は 去る 十 
八 ：11午前儿|际ザ シ 々 ゴ • ミ ォ 
1 キ線じ vj ホ 港ょ b 看 ホ、 度 も 
じご ア—ゲ I ン スホブ 八に 投 .柏し 
た 。化の 心 I 1 巧は 屉殺 擦、 シヤ 
—ス。 — i ック涩 信販 赞智お 及 
び 1 ンタ IN . ン 3 ナル 農 其 製 化 撰 
の學 終-」 li 日を 搜 し、 翌朗を 薄 
巧の 视察 ぶび 調 巧を y すべく、 

H 本人 爵^を ょら 特派せ る數を 
の延淨 者-おじ 巧 ホし 按： P タ析 
を拖 めじ 0 

巧が 木 事の 招が じて-巧 
は 支が 巧す 樂應 ぉ受け、 リ曜 
H 朗 一巧^ 巿 内ぁ數 のをを を會 
に 判し スト！ ン巧 說 をを 聴 
聞し- 翌ご 十一 リ 午餐 a シカゴ 
が 業 曾 滋^ ホ 催に てバホ マー パ 
ウスに 招す ぶまけ ボ內 W 胞實業 
家 二十 の 外 木 村 領事-小川 
巧 あお 一^ 貫ら 列席した。 當日 
はジ ー •ビー •ンユ 瓜 ドン 會 社を 
n . リン X 巧. い 司を を；：： し、 前 船 
舶 局を' 一ー‘ レ， 氏、 シカゴ 第一 
銀行 タ祀人 ストランドに 其の 他 
ニー ニ 戊の •被說 あ b 、 中 川 剧長答 
おし 加へ 一て を お H 本 ご シカゴ ど 
のな易.^|ぉ來繫頻にならむ事を 
學 み、 がを、 獨が殊 じ 貨楽あ 


を ホ 國じ波 遺し 興の 繁榮 の 巧 因 
ど 其め 組織 等-しつき 研究 調査し 
たが H 本 fc 後れば せ；： V から々 回 
のかく 實叢 をが 政 お ホ 闕實袭 の 
趨势を 探究ず る 所な なる 事を 述 
ベ' 翌サニ H 朝當巧 おおした 
一巧は 二十 illH 午後 デト。 
トじ 着、 翌朗九 時 フオ！ ド 
操を 視 おし 一！ 十四、 二十 お 化 


雨 日け 自由 巧 動を 耕 b 同が 
ィヤザ ラに 趙き 二十 午 




ナイヤガラ 發、 


明夕ノ ー スン 
ブド にて 中央 一 


停車 撰 着直 も レ ホプグ 
ズ ダで ルト じな 宿の 豫を 


•グ一 I 

をな， ん 


がが 汽 滞留は 十一月と H をち 
ごして 自由 わ 動を 神る ご 云‘!^ 
が ほ 巧 遇 水曜日 ご 二十 H } 巧 巧 
山、 柏木、 地 ま、 草 信 四 氏^ 
摧の すじ U 本 お樂部 じがて 泰 
迎會 を傕し 彼我の な 見を お 
がふ 由。 


海軍 戀勞宴 

湧く が 如き 盛 化 一 

旣報 おを 監督 所 ま 催の 線！！ 趣 
隊歡迎 慰 勞晚餐 貧は まる ニ ニ 
H 午後と 時よ 6 日本 巧樂 部：！ 開 
かれた が おお お 六十 餘名 •テ ザ ー 
トコ I スに 入れる 頃、 まが 猛督 
長は 謙抑 S 態度 じて 一場の 巧搂 


を 述べ！ 般巧留 树胞の 艦隊に 示 
された るが 意、 當局 役員ぶ び委 
貴 諸氏の 努力を 深謝し、 次で 鴨 
ホ媪が 部を、 堤宴會 部を 化理、 
草 信會長 等の 答辭が ぁら、 宴 酣 
なる じ 及んで 第二 巧會じ 移を ホ 
を巧寬 ぎて 隱藝を 演じ おし、 海 
軍侧 5 勇ましい 軍歌に お抗 して 
『夫れ 敗りるな J ご 許ら ± 地ッな 
の 連中 時强を お越して 年を なれ 
た 騒ぎ 振りを 發揮 しか 氣 が々 婿 
くが 如き 楠况 狸に 會を巧 だた の 
は 绪曉】 時で-; つた。 


修道 會な員 改選 

墓瞥敎 修道 會に てけ 憲法 じな 
ひ 前週を 期 總會を 開き 大堀 牧師 
司會 のでに 讚美歌を 哨 、聖書 劇 
讀後椿 牧師の 祈禱ゎ b 、 理事 接 
シ で フ 9 ン 博. f ; を議 をに 推して 
議事 じ 入 b 會務 、曾；； is の 極吿ぁ 
b 、 會員 巧の 某氏' か 質問を 發し 
て 諮 長ょ b 吨責を 化 へらる； な 
どの 喜劇を が じ、 ニ 一二 食 員の 訟 
議 質問 寒續 出し 反大掘 派に 依 • 

て 一波 欄を 生じたら も議越 ごな 
る じ まらず して 消滅し 新 役員を 
選擧 せる じ、 大川盡 の 郞 、川 村 
吾 藏-澤 ホを、 香 西み 郎 、中 西 
ず藏の 五氏當 選して 散會 した 


紐 育佛必 會例會 

がを 佛必會 次回 例 曾は 十一月 
一日 (金曜) 午後と 時半よ b 円本 
巧樂部 じがて 閒谣 せらる ベ （當 
巧、 佐々 木 指 巧 帥は 『蓮 雄 色 尼 


木 寺 寬爾巧 着 紐 

お 育が 軍監臀 事務所な 勸ホ計 
少佐 ホ 化 德太郎 皮は 十一月 初旬 
お發歸 朝の 爲め 主計々 佐 木寺寬 
爾巧 後任 ごして 今週々 巧 着が。 


な 人が 人 


•江川 鋪助氏 日本を 糸 獄式會 
社々 員、 十一月 中旬 ぉ 發桑渚 ぉ 
帆の 太洋化 t 歸辨 ホ春歸 巧の 尝 
參濱扭 眞をニ 氏蕃述 業、 まる 

サ 二日 着 M ホブ グベン シ i ；/ ゥア 

ャじ 投宿 廿八 H 西け 歸 摩。 
•巧 野 勇吉巧 製本 工場 ま 同上 
♦山 旧な 么助氏 東京 帝 國大學 
肋敎授 、去を ホ 二日 着 餅 圏 ホ 旅 
館に 投宿 十一月 廿 五日 巧 巧歸朝 
® 湯 澤德治 巧を 議院 囑巧群 馬 
縣立太 田 中學絞 長、 去る サ 
着が。 

參佐藤 信 吾 氏 衆議院 囑巧 同上 
♦管 お 巧 伍 氏 同上 
« 盛 月學巧 東京 巿會議 貴、 歐 
卵 漫遊 ぉ 終へ 歸 朝の 途巧 ブンメ 
ン號 にて 去る 二十 二日 巧 祕國米 
ホ 1 ム-し 投宿 中 ご 

雜切巧 太 郞巧臺 化 高等 商業 學 
校敎授 、前週 ホ 紐 ホテル •タ- 

ム スス n ヤじ 投宿。 

善 小 林 己智み 氏 化が 道 帝网大 
學敎巧 同上 

♦木が 淸治氏 衆議院議員，、 國 
際 議員 會議 出席 後歸 朝のを み 前 
週 週末 贼洲ょ b 來紐 淺間义 じて 
歸 朝のを。 . 

# 森 水 千 ま 巧 同上 


が 賣化ホ 〔ホ呈 


靑 蓮閣大 改良 

お 巧 西け 十六 了岛 十二 番地 巧 
だ H まを 辨 まが 巧 现株巧 會社靑 
蓮 間け 時節柄 大な 良を 加へ 社長 
じ 歐廉替 、を 配 人に ジ ー 君 就任 
し 歐廉替 得意の 腕を 揮 ふ 外、 ホ 
帝 巧理人 新顔を 加へ 充を 顧客 じ 
滿 足を 與 ふる 様勉强 ずる 由で あ 
る。 尙 ほジ！ 君は 日本語、 スぺ 
イン 語に も 堪能で 巧嬌の ある 靑 
年で あるが、 靑蓮閣 日 ホのを 孰 
れじ もよ く、 舞踏は な晚八 時よ 


'翌朝 S 時を 繼 けられを ご 云 ふ 


鴨說を 


♦紐 育 H 本人 敎會 
『罪の 借』 

♦を 督敎 修道 會 
『ぶの 屍を 越へ て』 
♦糾巧 美 U お會 
『自然 ご 信仰』 


淸水 牧師 


椿お師 


巧 巧 進 氏 
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巧 式を 化 赤 尾を を 
Akawo & Co., Ltd., 

艺 35 Flhh 

Tel. Caledoma 9758-59 


片倉製 蘇 結 鑄 株式 會な 
K お akura を Co., Ltd., 

200 Madison Avenue 
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K. Mikimoto 
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H 共な ま會お 
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Fadonf; 巧 - 10 38 化 Are.i しし 巧 わ 

巧 巧みを みま 會化 

Asano Bus 化 n W 戍 pauy 

Room SOI -805 
165 Broadw&y 
TcL Coitlan お 80 がぶな 52 

, ぃ o&ho Corporation* 

1 Silk importer*, 

1 40 East S4th Street 

む ! • A ホ land が 87 •の 

1 Gosho Co^ Inc^ 

j Co け on Expo けが ‘ 

が Beaver み " 

Te! Bow" 。。 Gre な！ 巧 06 ぶ f 

巧 巧が 度 おな ま會お 
がち 巧を 巧 

Sou 比 Manchuria R. R. Co., 

Koom 202 ら Canadian P&ci 巧 c BMg. 
342 Madison Ave. 

TeL Vanderbilt 4135 

云 井 饭ま贼 曾な 

な 育ま 巧 
Mitsui & Co., 

〇 5 Broadway. 

Tel. Bowling Green 7520 

巧 ホ 會な窝 井 巧 巧 
お 巧 巧 張 所 
!wai 足 Co., Ltd. 

Wootworih ロ お ! ホ ti ん 
TeL Fi ゎ 民 < び 8 が 0 ぶ 1 ぶ 2 

H 寨巧事 採 ま會社 
お育ま 巧 
M 巧 auUshi Shoji Kaisha 
(Mitsubishi Co., 

120 Broadway 
Tcl. Rector 2560-2564 

乂お報 日 ニ ま 巧 朝日 

な 川ち ‘ 

Osaka Asahi 

The New fo パ;： i'loies Annex 
了 eL Lackawanna 1000 

0 ネ锦巧 巧 ホを 化 
な 巧 ま 巧 

Japan Co れ on Trading Co • ，いん， 
2 Park Avenue, 

T«L Lexii が on がが 

日本を 糸 好まを を 
が 育ま 巧 
NIPPON Ki.lTO KWSIU, LTB 

Two Park Avenue 
TeL AsMand 5320 

巧# 名會巧 
な 巧 そな 
Hara 在 Co., 

4 が Fou け h Am., 
T«L Caledonia 7830.35 

曰 ホ 生糸が まを 旣 
紐 育ま 巧 
KICH! • 化 UilTQ tUBU 別 m 糾 巧 H& 

が ! CH レ BEI Kirro CO づ LTD.) 

1 Park Avenue | 

TcLA,hIand6246*47*48*49 

乂阪每 日 ニ 戌な 日日 
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溢澤 子の 祝辭 、移 おぶ に觸れ 

太平 泮會議 第 目より 緊張 

h フ！ ヴアて 大統領の メー な— ジ發表 N 

ワシントン 特電 廿 九日を n :'- 政府 ごは みが 無縣^ であち 太で 巧 關係埼 寵の開 會じ顆 t 同み 議に 
多大の 轉 ホを 村つ て おを 米！； 乂が 跡フー ゲア！ を だ特； '1 急 巧を 發 して 祝辭 V 陳 'へて 曰 （『チは 太 


ゃが幽ぉ巧巧ゥ胃諾ぉじ對-’ホぁの滿悅をのて祝^ 
ム ホ洋贼 巧の 巧网 脚の 3 リ をき 巧が を 窥らク レ/」 一 
枯 する 海ら わが。 る ホかん 一 じら ト 確た する』 
まま 特電 甘 九日 お = 媪 巧を 一す は 太ず 洋行 議 


W を 卓し 禽講 のが 巧を 熱 巧す る。 會 '講の 目的は 
'るに 巧 6 子け 巧から 舒議が 巧 か クーる を VJ を 維 


祝齡を 送ら 『移民が 斥 巧に 反 割す るけ 移 氏せ 
一-巧 へられれ のが 遺 城な の だ」 ご 云 ひ 移 お法撤 
J を擔ぎ 出し か會畿 から 緊 がす。 


:ん じめ のな 掛で け。 い、 化の 文明 励 ご 差が 的 地 か. 

廢シ制 待し 支那 K ぶを リ章 をけ 濟南索 件 ゴ滿渊 事 化 

ま 京 特電 二十 八日を お ホを 昭 巧を 等を 中ム どす る 化を を 巧 九十 巧を の剧 席を 見た 太渾が 
問題調を會お互ち乂お^!巧なの都ホ テ 作 で 巧円ょ立十 一 0:化日じ直6 て閱鶴され、 一 ホ蓝國て業 
食雜 .こ 動力 泣满 どは せ衆兩 巧で 本 ロ 十一月よ 円を 巧を さるべく、 がみの ま 京、 兩 をは 國際氣 
- みが 横溢して 居る。 '-- 

満蒙の 日本 利 罐還附 を ま 張 

まま 特電 サセ 自密一 ヘラルド •トリ ビ ユン 紙} =4= 京都 じて な 集すべき 太ず 巧 問題 調 奄會簾 S 
回大會 じめ てりぶ 兩齒 . J 隅 係した 閔 題で 相 當論講 を^を すべき お 勢は 明白な ももの I 如く、 支那 
人 側から 洩れた 報道 じみい ば 巧 S 省の 張 學をお 軍は^ 術 巧を を 通じて 旨 己の 政治的々 複を 固めら 
必耍— 左の かき か證争 項を 提出す べしと 傅 へらる。 . 
一、 南 滿が道 おお.- 散 化し 日本 政府 じ 化 b てま 配 了る 气郵. 

巧 お 底び お 信 局は' 一が こ n を 東 S 省に 還附 する I と。 

ニが 渊 にがる 朝鮮 銭 巧の な換巧 お獲む 催を 停止^る， と 0 

.一二 旅頓 口、 大 連を をむ 滿鐵 沿線の 租從 地は 一 


} 、こ' 


じ护 'る大 


切 東 S 省 政府に 還附 する こご 
化、 滿測 警備の n 本 軍を 即 .効 撤退せ しむて 

直、 柬 S 省 じ おする 朗鮮 移民の 乂輕を 禁止す る 
六、 ロ本稱 惜化權 みの 鑛山 巧び 漁業 襟を 還附 ずる 丄 
.支那侧がこの棉の嬰ホ.^^か->しするこどは前期ホ / 少 术 
會の跡 じ 照 4 も 明白で あを が、 を 良に 開馆 されむ 豫 備曾蕩 ，し 出 
おしむ 要路の 語る 所 r 依れば 滿洲 問題 じ 就ての 論議は 摇 果圆滿 
解かを； is るの お。'-、 この 随み誰 ザを 曲 避すべき 唯一の 策は を 
員を をして を！；；" を 雜はホ かの お サシ ほ 的》- 1 論 敷を す閱 f す 
るに ホらざる こどを 兩 旅-し 說巧 する のみな！- VM 芯。 れて ちる 

若 概を權 の 一巧 

大統領^ なま 訪過 


首都に 約 一週間 滯 がして 

ま 京 特電 二十 A 日發 = 若 概を權 ごが 部み 贿を權 け 
ンを訪 脚し 乂統 組フ！ ゲァー 氏 這を 見す る 主じ决 をし 
ワシントン 廿 八日 發 國務 長官-一 テム ソン 巧が を 
にがれば H 本を 描巧概 槛み郎 氏の) 巧は n ン ドンを 燕 
上 昏邵ソ シン トン じ大統 頼フー ダア！ 氏を を 式 訪問’ 

こ 共に ホるべき が 縮 留證じ 就て r メリ 力 政府 ご 誌 解を 
こに ホし じが 挪化則 間は 恐らく 一遇 おじ 及ぶ で をら 


ち 頭會議 

束を 巧 信；；：： 喊 のん を 化から 五 
グ阁 軍縮を 滋 におす る 態 巧を 協 
ぶす るた め 随が唯 臣现巧 巡は 霞 
ヶ 邸が 化 官邸に 瞄會 

踐軍側 上 ぉ 元帥’ 武滕ぉ 
育總验 、ら 川、 か 上、 を 谷を 带 
事を 虛官大 お、 阳 が、 满ロ兩 次 
官’岡 本參謀 本が ホ 長、 がお肯 
總 をが 本が 長、 波 邊航さ 本が 援 
が 山巧務 局長、 が 術 商が 副を 

海軍 側 あ 鄕ぉ巧 財 部 お 

化、 加 おお々 部を、 巧 下、 岡 田 
女が を 軍事 參幾 官义 お、 山 梨、 
矢 吹 兩み官 、ホみ 軍 か 部み を、 
左を 司中將 、粟山を 巧官 、百武 
巧を が-班を、 堀が な 厨を、 古 


為 


議 

シン ト 

た 0 

おする 所 
じあ {途 
國巧 長官 
巧 わる こ 
WO 


赞廣級 副 宮等巧 お、 ま ブぉ部 海 
相から 

五ヶ 國會講 销懼の 招請が をれ 
ば巧慶 はこの 崇高 U る 軍備 縮 
少の 達ぶ めじめ き 4 が參 加す 
るは もとょら 自 がら 軍勢 力 
の 度 小 限度を 提示し し 則國を 
も 指 海す る用盧 ある 
ご 述べ 誠 解を ホめ 巧い r 左 近 司 
中 將^ら 一昨を の ゼネヮ ァ會畿 
に 於る H 、 巧、 ホ 一二 画の ま 張 等 
を 詳細に 報吿 したる 後 突’ 强海 
軍 値 定み經 過を 始め 英ホ 巧涉開 
始まで 列國の 情势を 述マ最 巧の 
事情 どして は奠 米を 渉 巧 難點た 
る】 萬跑級 巡が 艦 問鹽じ 脚し 榜 
じち、 米兩國 政府の 眞 ぶにまで 
富ぶ してを 慮を ホめ 佛、 の 
態を じ 就て は 左の か （述べた、 


即ら 

强國 はま だを まじ も ホを まじ 
も 意 话を發 おしてなない が備 
紙 等ょ 6 推測 すれば ホ 力 慮の 
比率を 水上 補助 婚じ 適用す V 
しごず る 案じは 絕對じ 承認す 
る 模樣が 見 b ない、 潜水艦 じ 
っいては 斷 然反對 する d 勿論 
比率 も 葵、 米 V - 同等 もしくは 
を 0 な 上を 要求す る氣 配が あ 
る、 ィタリ！ゴ自國の立旗じ 
就て は媒ご 間樣盧 見を 發 表す 
る’ とを 避けて ゐ るが 佛國ど 巧 
勢を ホめ る ； は 明かで あるか 
ら 五ヶ 國會 諮み 前途 a 樂觀ず 
る iu 出を の 

右 じ對し 陸軍 糖から 空軍が 議題 
ごなる 瞭 じは 豫め ド 相談を され 
たし ご 希留を 述べた るを 禪々 專 
巧 的な 閱題 じっいて 患 見のを 換 
をな した。 

佛伊 協を 

地中海の 均等 力 

パリ 1 廿セ 日發り フランス J 
ブブ アン 巧に して 巧 相 じ 新任^ 
れば值 ちに ホるべき 軍 縱會議 一' 
願 赖しィ タリ ー 政が ど 

重要 なる 協を じ 達する- 
あらぅ S 期待 S れて 居る、 即 * 
從 ホィ タリ！ 政が は 地中が のた 
軍 力 じ 就て は フランスご 絶對- 
巧 等なる 勢力の 協を を 求めて ロ 
>、 ィ ，キリスけ 兩國の 勢力を A 
体し わ もの じ 匹敵す る 艦隊の； 
嵩を ま 張す る あじなつ て 畳る： 
而 かも フランス 政府 ごして け 化 
軍 力 養が じがて 濁 b 地中海の， 
をか耍 どす るィ タブ] と 事情* 
異にし、 ぶ 西 巧ぶ 面は 元 ょら- 
隅の 植民地 お 商 保護 ごい ふ關 - 
力 あるので、 海軍 國 ごして 比 化 
置は イ タリー ど 異なる こ S を- 
を どし 先づイ タブー ピ協 をし 一 
地中 巧の みは イ タリー f の勢丄 
巧 等を 認 いる も 海軍 力を ホの 化 


力 比铃は 

ロ. 巧 I 視ず べきら のでな く 
フランスの 自由く する ことを 確 
がし、 间 時-し ィ タリ ー じして こ 
れが 势カ樹 をの 巧 証を ホ 0 る 時 

は隐 かも フランスご ドィツの 0 
力 少ゾ條 約 じィ¥ リスが 參 加し 
た 如 （『不 鄕條約 乃を 図 際赖盟 
じ 規約され た 化齒の 侵略 巧爲が 
あつむ 战 をを 除き フランスは 太 
西 巧の 階隊势 力を 地中海に 移動 
せしめ G い』 こごを ィゲ タス じ 
化銳 せしめを に 一の 地中 お。 力 
ルノ 協を をを むじ 至る 模棟 であ 
る 0 

ロー マニ 十六 曰發 n ィ タリ 1’ 
の 請 新聞紙は 靈 じべ グゲ I に 於 
てィ タリ！ 皇太午 殿下を 

一^^^ .せん VJ した 7 ランス 
留學 中の あ ファち シチ黨 の靑年 
をべ 來 ぞ！ じ おかしめ た フラン 
ス 官憲のを 攫は 邸 も フランスの 
反ィ タリ！ 的 傾向を 物語る もの 
であら この 際 巌重じ フランスを 
詰範し 填を じ 化ら ては 武力に 訴 
へても ブラン スの 謝罪を ホむ ベ 
L ごま 張！- て转 る。 


株式# 落 

報 巧團乘 おず か 
本が 前景 所賴 如く 前 遇 ホゥ 
ォ！ グ 街の 株 ま相檐 は- 齊じ暴 
落を をして 取引所は 宋曾 をの 港 
潑を ホし ねが、 二日 じ 置る 暴落 
はこれ？ 一段を ご 思 はれた じ も 
馳ら 中' 

.巧灌 a の 相場 ほ； S 懿 どして 入 
必不 をを 極め賣 をず， ものを （ 
相 處はホ 巧 一- •お八 ポ ィン 
トの 下落を 生じ 化 巧 千 一二 巧 化 
六で 五 千と が、 跋簿 上の 摄失 
はな 四十 億 弗と 註せられ 
左し もじ、 適去數 年になる み投 
機 者 流の マ！ デン 取ち はを おの 
姿と なを 本年に 入つ て 化を 上騰 
した 妹 憤. な 先 づ舊馈 じな した 形 
じな つて 居る が、 か罐 H の栖壌 
も娘然 どして 漸蔡を じで りつぇ 
あるので モが ダン 商會 を中嚴 W 
すを 銀 巧團は 愈々 近く 株式 歎濟 
じ乘 出す らしい。 

議員 禪 動か 

ビング < ム 巧を ホ 難 
ワシントン 廿 八日 發 U カネ チ 
カット 州 あ 身の おか 黨 上院議員 
ビング パム 氏は 彌視 引上げ 案の 
協議に 際し 引上げ 運動 じが 事し 
つ！ ある 间撕嫂 お 業者 細を の 書 
記を 臨時が 書 ごし 關稅 委員 爵の 
秘密 會議 にも 同伴して 居む 事件 
じ聰 して k 院調查 を 旨 食の 審閲 
を 巧け-をら じ 委貴會 けこれ を 
上院 じ 持 おして 氏の 木 正 巧爲を 
鳴らした るに 對し 氏な 本 H 1 身 
上み 辯 明を 試み 却て 關税 引上げ 
反骑 派の 不正 呼ば b を 詰つ たが 
上院 这 しては 麓を じ 依らを の彈 


劾 まを 持を す模樣 で' がし こ 八が 
實現 すれぶ 化 年 泳の ホ ホ 事 r あ 


-ご - 


ビユ ロー 公 逝 < 一； 

ロ — マ廿 八曰豬 H ドィッ $ バ 

ず*—* ド •フ オン •ヒユ ロ • t - を 

は 本 H 午前 ホ时 五十 か 遂に 逝去 
した、 をは 千 八 巧 八十 ホが r タ 
リーの デ •ボ 。ダナ 姬£自 お 結 
婚し 夫人が 本年】 巧 逝去の 成を 
も 票 患に 陷 T 居た ので ある、 享 
ザ 八十 歲。 

註。 フォン e ビユ . W 1 を I '. ド 
ィッ じがる ビス マ ー ク第 I 面 
£ 呼ばれた 政治家で みおて し 
てが を官 ごな b 千 八 百 九づと 
年には％ 務大芭 どなち て 
を 巧 けられ ドィッの 殖投 
はを の 樹立し わ もので 千 
年に 首相 ど リ つ た が 々 丟 
グの 對英叢 富が 議會 の閒® j ご 
なるやを は 遂に 辞職し 戰 がー々 
ィゼ 八と 巧 動を 共 じして々 I タ 


-「.， — 

〔羣 

•た话 



ブ！ じ C お 中で もつ じ。 

パ— トン 巧 逝 < 

ワシントン 甘 八日 發 n 上院 講 
員 〔其 か 黨ォパ 3! 州 選ぶ じ セ 
ォ ドア •パー トン 皮は 過 虫 S 遇 
間 じ 届ち 乂 患の 掠めに 既张 中で 
ぁつじが 今夕 化 時 あ 十を 遂に 逝 
去した、 氏は ォ-ヨ ー 州の ち 力 
なる 政治を じて 大統領 7! ダア 
I 氏 ご 窺を 厚く h 下兩隣 議員 ど 
して 當 選した こご 駭 巧、 去る 十' 
曜日には 大統頒 ょら 最後の 訪岡 
をを けた、 巧は 曾て 日本 じら 遊 
びし 親 B 家 ごして からる、 享年 
と 十と 歲 、一を を獨 身で 巧 通し 
じ 人で わる。 

フランス 巧閣難 

パリー 廿 八日 發 == 急進 化會黨 
の 領袖 デラ ゲア 氏は 針會黨 左翼 
の聯な 内閣 紙 織 じ ホ 殺されて 居 
るが 中央 社 會黨は 入閣す まじ < 
ブタ アン 氏が 入閣しても 生かは 
短 かいで あらう ど。 

葡を (紫 無巧轉 載} 


損失 補 儀 案 確定ず 


〔せか 日】 圏 際 貸 措な 善を^ 會特が 委員 資は輸 ぉ辑失 補償 法 
案を 確を した、 调 案は ホ！^ に 提案 さる、 壁で 申央 アメリカ 
南アメリカ、 南アフ 9 々一.。 シア 其 他み を曆 指を 地への 輸態 
ホ あ 貫入 おわの 損害額の I ハ、 セ 割を 賠償ず る もめで 賠償 年額 
一 モ方圓 ど 見蹟ら る。 

生糸 操業短縮み 議 

(廿 A 日〕 を 巧 縣麗ホ 組を は糸懼 維持 あ 策 •として 夏な 餐業巧 
間を 十二 巧 十 H 迄に 繰 上げ 明春 引 開業 期 H を 一ー1丹0 棲 ごした 
巧は 岡 組を は鹽糸 中央 會 におし 操業短縮 造 譲を 巧議 しな。 


.聖上 陛下 御風 氣， 

t サ 九日】 聖止 陛下 じは 輕 喉な 
る 御風 邪.，： 罹らせら る J ふ 

陸軍 側 縮 少反對 I, 

〔甘 九 B】 陸軍 側は 巧酱 を^ 短 
縮 や 歸阁滅 少は慶 巧資巧 i 承 
認し 得ね ピ絕裝 反 毀で ある。 

藤 森 成 ま 巧 外遊 

(廿九 B) マ 火を シズ ム 巧が 家 

驚 森成吉 をは. 外遊を 許 苟^ でれ 
來春夫人鬧雜お璧す る が一^ ビ 
エ！ ト •ロシアは 訪れぶ i ご 

(サ 九日〕 S 井信 巧 副社^ 一^尾 
を太郎 巧は 逝ました。 

靑森縣 下の 大お 

〔サ 九日】： 3 八日を 朝 靑お縣 上 
化 郡 S 本木 町 一し がて 湯殿 ょら 
お化し 目が の 踐所ニ 巧 ご 了 ロ 
燒 失、 損 寒な 巧圓じ ぶぶ _ ご。 

御用 挪 新築 延觀 

(甘 八日】 天皇 煙 下には 畏ぐ も. 
毅 縮^ 御 おおから 巧 瀬^ 邸 
新築 延期を 抑げ おされ 心。 

學習 院長 更迭ず 

【甘 八日】 學習晚 長 福 お 鑑ニ郞 


濱ロ 首相 襲擊乂 一ろ-^ 

链漢 ナイフを 穀 して 飛が 掛 る； 

東京 特電せ 九日 發 = ホ 八日 午後】 時 サか濱 ロ 首相が 永の 叫 
を 邸を 旨 動 串 じて おでん ごず る 時 一を の 怪漢 現 はれ 矢 庭广ナ 
ィフを かざして 首相を 製 はんごし たが 直に 逆戒 中の 蠻官こ 捕 
へられた、 化 調べの 結 お 自白に 化れば 彼は 深 川區大 H 町 居な 
指 物 職 志 田 某 (ニ 四) どを ひを < 首相を 劇 殺せん ど 企て わ も 
の だ WO i 


氏は 巧 願を 宫 ご' なら 京都 帝大 

前 綴 長を 木 宵 ご 一 部 氏 後 巧に 巧 
# さる 0 

輸出 損失 補償 案 

〔甘 八日〕 井ト藏 相は 『輸ぉ 損 
失 補償 騎 度は 顏 陽貸惜 審議 案 
纏り ホ 第 ホを 度 豫算に 計上す 
る」 ご 言明し わ'。 . 

差損 金乂 百方 圓 

t せ- P 日) 爲替 調節、 を 外 正貨 
補の ため ホ爲 替買乂 高は ニ 億 
圓 ご；：* ら其 差損を 八-百 巧圓じ 
及んだ が 么が處 置 如何は 注目 
されて ゐ る。 

詰 券 巿傷無 影響 

【甘 セ 日〕 旣 報、 日銀 經 由の 大 
藏 証券 一二 千 お 巧 巧のは 皆 銀 巧 
圃で 引を け 少しも 証券 ボ縷じ 
響かない。 

運動 週間の 開催 

〔サセ 巨) 文部省 體育 課は 明を 
節 〔十一 目 一二 日〕 の 週 や 運動 
週間を 駒 確に 决し たか 百 巧の 
靑 年男 女が 之に 參迦 するど。 

瓦斯 增資 不認可 

【甘 セ 日) 東京を 斯增 資す 認可 
發 おされ 闡幅裡 に 獨占權 のを 
認を 示され じので 巧 邸ち 巧 新 
設の 不認可 も 明白 どなつ た、 
然し 一方 曾 社が 料を 舱 下げを 
承諾せ ねば 巧 申請は 斷が 拒を 
す ど 東を ボ會の 態度は 強硬で 
をる。 

お 京 不景氣 著し 

【サセ 日) み務あ 調査 じ 狼れば 
東を 巿の 遊廓、 巧 巧 店、 活動 
寫 眞劇洛 等の 收 入は 四月 0 ホ 


著し <贼 少した がをはを くす 
景氣 のを だ S 。 

お比羅 神社 燒< 

【サセ 日】 讚 岐琴ホ 神社は 化 五 
日を 曉燒 出した が 同 神社は E 
永年 晒の 建造-」 巧ら 日本を 社 
の-つで をる。 

ニ 案 お巧决 さる 

t 甘 セ 日〕 乂穀調 杳會特 别を員 
會は 管埋ど 統制 巧 難の 理由で 
內化 ホ專賣 まを 巧 巧し 米穀を 
員會 はみ 量 化み の 憤 格調 節廢 
化 案を 否 巧した。 


あ 筆 


了 メリ カナ 

黑面巧 

【岂 ニユホ リアン 

今度は ニ ユオブ ァンに 就て 見 
る、 この 雄は どに ア メ リタで、 
最 商の 文化の 力を 表現して 居る 
地 ホは。 い、 この 化け、 由 ホフ 
ランス 人の 町 ィ」 稱 して 居る だけ 
じ、 今 目 フランス 人 0 人口 比率 
は 最小限度な もので あるけれ 共 
依然として 十八 お 殺 時化 S 傅統 
が 溶み こんで 居る、 ァメリカ じ 
がて、 料理が 藝術 である V 」 認め 
られて 居る のは、 恐らく この 地 
のみでを らち バ 、ランダ ドン •ミ 
ッチ 玉^ 巧は、 ァ メタ々 文化 躍 
進に ご つての 大障 善は、 下を な 
巧理ご マンナー である ご 云つ て 

居る が、 事實 、料理の 藝術 美を 
鑑賞す る やう じ ァメリカ人の お 
想を 導 （ミい ム こどは、 並 日 通の 
實陳 じがる 「毅育 』 岛上じ 必要 
な こ < であるか も 知れない 0 
.元 巧を 横に 蟹し で 下卑な 足體 
はを 角獸 をを 帶 びた ものである 
欽 J 食べる もの： 美 ど價植 をな 
る ごいよ、 とは、 を敎 ごか 敎育ど 
かごい つむ も 田に 對 f る 教養ょ 
らも、 最 つと 精神的な もので あ 
る、 ホ も A 間の 簡易 生活に 最高 
の义 化が をな して 居る i は事實 
である、 けれ 巧 この やうな 义化 
の 極致 じ 達し 得る といん こ V 一が 
極めて 難しい， とは、 を 典 的な 美 
術の シン フタ シテ^ — を 鑑賞ず る 
じ 等しい ので ある、 曇 にら 述べ 

たやう に、 ニユ オリ アンは アメ 

9 ホ じ 於ち 唯一のう まい 料理を 
をはして 吳れる 町で ゐる 、これ 
け フラン X 人の 美しい 傳統が 巧 
たれて 运る 結果で ある わ、 この 
傅統の おはこ i だけに 化つ て 居 
るめ ではない。 

巧 謂 r メタ 力 ユズム が、 ユユ 
オリ ァンの 美を 晕で酸 ふて 居る 
じしても、 ニユ オリ アンの この 
撐統は ホ だ おへて 居ない、 あの 
波止場 や 市 撰で、 ァ メタ々 まじ 
山積され だ 卸小賣 の 野菜 果物 類 
を 見ても、 この 山 ど 積まれれ 物 
質じ掛 して すら フランス 人の 審 
美的な 觀 念が 勘いて 居る かの や 
うで ある、 數巧 巧に 垂 々ごする 
赤 大巧、 一盘 'パ ナ 、、オン ンデ 
等々 が、 整然 ごして 列べ られて 
居る をは、 恰 かも 美しい 花園の 
如き 觀を呈 して 居る、 巧の ニユ 
オリ アンの 巿 盛の 情景 ミい ふ も 
は、 アメリカ じがて お 見し 得る 
巧 一の 文化的な 美し さど 云 ふこ 
とが 出 ホ やう、 7 ラン マ 人は、 


元 ホ いづれ の 人 補 じ 比較して、 
自己の 巧統じ 粘着す る 固 民で あ 
るが、 斯うして フランス まじ 美 
化された アメリカ 市 堤の 情 致 ご 
いふ ものは、 質を 重ん やる 7 ラ 
ン マの 巧 統一.: 對 する 量 一 ホの ァ 
イリ々 ニズム のが 戰 が、 これ か 
ら とても 永久 じ 繰 返される であ 
らう こごを 示して 居 & のでを- 

今 H の アメブ 力 じ、 かの やう 

天 巧の 文化を 礎へ た都巿 がが 
をして 居る i いふ こどは、 アメ 
ブ 力の 爲 めじは 蓄 ぶべき こ ごで 
は あるまい か、 か 論、 溫帶 巧な 
南國 めな この ± 地が、 近い 將ホ 
じ アメプ 力 化される ごい ふこ £ 
は 拒み 能は ない こどで あらう け 
れ お、 質を ホめ る フランス 人の 
傳統 ご いふ ものは、 この 地の 單 
なる 酷 母 どして ぐは な/、、 根本 
的。 威 化 力を 持つ こごは 疑を を 
れ ない、 若し 將來の r メタ々 じ 
こ ユォブ K シが ニユ 3 ! クの勢 

を 凌ぐ 程 人氣 をが ぶ やう。 時 
巧が 到 ホした ど すれば、 恰 かも 
ドイッ人が、 ベ 火 9 ンよ b . も ク 
イン やミユ ヘンを 慕 ふやう じ、 
恐らく アメ ？々 乂 は ニユォ 9 ア 
ンの 美を 墓ム こごで を：' う。 

ニユ —ョー ク 

♦な 日 天下 ど ナポレォン じ 巧 
紙を つけられた 鹽 だけ じ、 プリ 
ァンみ 顆な义 ちを 解、 後 繼內題 
の ホ 命 も 短 かし ミ あるが、 プリ 
ァンが 新み 頭の 外相 •！ 就 巧 i あ 
れ ば、 を じち 萬を 閣僚 どい ふ 新 
語が 生れて ホる わけ。 

♦アメリカの イ タタ 系' 巧 民 運 
動じ 就で 二重 國籍 問題が 巧 磯し 

て 巧た、^! パ，‘ ス •マ ダジ- 
ンの 訪 事が 原因で あるが、 ファ 
ス-シ チが アメ 9 々で斯 る 組織的 
な 運動を 試みで 居る ど すれば、 
を 頃 じない 奇怪な ニユ！ マ だ。 

々々脚の 劇場 王 パンテ！ デ遂 
じを 罪の 钓 巧を 受< 、奉は 泥醉 
して B ぶんを 礫 殺しな 殺 孤を 宣 
吿 され、 夫君は 十お歲 の々 ホを 
辱 かしめ てこの 罪の 審 きをを け 
た、 成 おの 運命は 凡て 巧の 姑き 

めか。 

野が 司令官ょ リ 

群を、 紐脊 じて はを々 御高 配 
を 辱 ふし 講满を 煩は し、 义巧閉 
紙上 恃 にお 力 添へ 下され 候 事 
威 熟の まり 深 （{御 禮申 上演 
梅の 道 二部ず 領 一部は 艦長に 廻 
はし 『ッ！ ャ！』 壊には 御 穂が 
差 おし 島き たる も 御 逢の 節 じは 
宜數御 傳言願 h 候、 今後 も不柏 
變 益々 御 隆盛の 巧 祈 上 候、 海と 
極て ホ穩 、ホ 一 H クリマ トバが 
じ 着 港 仕 候。 巧が 生 
♦ 

が 育に てけ を々 御世 詰 じな つ 
た、 時 じが 育 新報 じて は 歡迎號 
等を なて 大じ 御聲援 され 學 外の 
仕を せでした、 太 田擧巧 寄贈の 
聲物確 じを 手當 人のを 望に 化 ひ 
お大 かお 兵 か、 わの 書物を 持た 
ざる 教育 磯關 じぎ 贈し ます、 で 
うか 當人じ 宜あ御 巧言を 得度、 
こ S 航路 豫 をに 化 b 航が して 居 
らます、 就て は 艦隊 巧 港 後-ニ 
回を の 紐 育 新 巧を 御送附 下され 
をを 敷 御化賴 致します 、海上 極 
A て 平穏 巧 後が 半 運河 化 ホに 巧 
着 致します 0 巧材生 


大紐育 ^ 

I 九 ニ 九!^ 版 Y 近く 發巧 

本社が 袋 じ 編 送を 巧いた し!^ した 『大 がな」 は、 幸 ひじして 
化 湖の 淺 くが かきが 評を 巧し I 遂にを 部一胁 巧ら や資 切れ ごな I 
な 主した、 化て ネ 化は 豁 一版の 內を をを 燃 巧た じし、 岗數を も I 
巧加した千乂な甘化年版を^に發巧ずるこ fia - eviLb 、 正ー 
確 じして 且つ 新ら しい 統計 vj 事 賞を ぶ 礎 じして、 刻々 變 化する I 
巧が 『大 が肯 J の眞 相を 巧 ' j るじ逍 城な きこ ごを 期して 居 b ま 
す C 巧 ほを 價は / 

豫約 ホを 者に 肢リて j 

特 顧と 十五 仙 

發刊 後の 御嚴貿 じは 

を I 價金ー 弗 

ごを しまし む、 速 かじを^ 狗中这 みを あ 祟いた し ょす。 

十 累日/紐 育 新報 社 




締 なお 卽加 パ 加が 

1264 Ux. わ も お tween がか and 86h がげ 8 お , 


授敎語 英人婦 


Ko 化 e Stu ぷ 〇 

730 巧 お h Ave . 
Cor . 57か St . 
Tel . Circle 4406 


IVi. i suclnyei, D. m.d 
165 W. 巧 nl 化 
M む afa 如 r が 的 


M . Yamaguchi , m . d . 

巧む a 庙 an む e.. 

Tel, L 肌 aine が 34 


に IWAMOTO , m . d . 

n 4 祁 .70 化み. 

Tel . Trafaig が 0352 


DANCING 

411 W = 115 も St . 

Tel. Cathedra! 4408 るが 3 


伸びる 力 1 

<1 2 > 


KER 民 &MAVO 民 

1023 Third Av«. 

わ i . が £ 61 な s. Telephone おが ni 巧 03 


若爵人 本日 

巧專 靴型 小 

てし 玻お員 巧！) 化に 遵秦御 
がけ 届 日 邸は 靴ら 取を を寸 

を ホ* 寫 ja ホ 客 巧 •ま 小き 巧 



幻な S IK STOCK 3)^ TC 12 F WI 日 [ 


Midori Matsumoto 
38 Post A 化. む !) f 
Tel. Ur 巧 ineO 巧 7 
U び 3 ine S 如 日 4 が. 巧 


Dr . Sabro Emy , 

1035 Park Ave ., 
Tel . Sacramento 7980 


D 化 E 1. E . YOSH 1 I , 

307 W. 的 rd 化 

Te し Riv げ side が郎 


JAPAN ART STUDIO 

巧 2 E. 57 化 化自比 Pari ( 在 Uj ( ，むが . 
巧し 化 m お 的 


Oriental Art Stu が OS 

124 W • が ib 化日邮 as お Ma 巧 ’s 
Tei. Ueicawaima が 巧 


T. KASAI 

Mercha が 
. Tailor 

欄 EU 亂 0 郵 

fl が 曲 お 4 

化 W YtM 
巧 ose 

わが ni 3 (} 巧 


Y. ITO 

巧 3 Eesf 的 rd 化 
i)or. Uxtn が oa む も I 


MIKADO TAILOR 

30 £• 6 な h み. 

I 扎 Rhinelan お パ剛 



£ndo & Kod 瓦 chi ， ! 打 c , 

46 Greenwich S わが t, Ciijf 
Te!.Wh け ehali 巧が - 2 


遠 

藤 

小 

巧 

商 

會 


諸 輸か拋 お 
荷 出 洋具始 
物 入を を辭 
運 お 雑 巧 用 
搬關 貨お津 
取手 版 
极續巧 


Oriental Massage 

巧パむ (" りがむ加リ 6 
む 帥 もん y . じ 

Tei. Under Hili 2674 

謹 腫董が か 


前 


タ午平 


命 


11111 ' 


丄 九"， ぶ 品 ジ 

お 時 3 子 お 術 


んし C 巨 ASA も M . D . 

127 East 84ih Street 
be!. Park 在 Uxingt 白 n むが 

毒 喉 咽 鼻 巧！ 

間 時 お診 
午を を傅ト 前午自 
诗八モ 時 六を 午自 
日 曜 

自 午前 十 時 至 午を 一時 


D に BLOOM DENTIST Inc . 

S ^ hStwetCor . Ni ^ hAvenuejN . Y . 
3 か h Street Cor . Third Avenu ら N . Y . 
86 か Stre が Cor . Lexin が on Ave ., N . Y . 
125 tb Street Cor . Park Avenue , N . Y . 
一 BROOKLYN— 

A!bee Th が tre Bl お " DeKa 化 Ave •が Fulton St 

. 該じ日 M 堪最タ 
日 化 午 察 了 本 k おお 年齒 
壓時前 時寧么 露： 三 まの 
午 
後 

時 




PHE げ S & 巧邮 Y 


3 Maiden Lane N . Y . 

X 細冶觀 銀を じ 幷巧煤 J を 

賴お寶 底意 新巖 


笔 

話 

ブ西 

ブ 

； 四 

イ 

ア _L 

r 子 
ト目 
と 六 
〇 十 
とふ 
九を 


F . ん Mamyama Co . ホ 

8? 化が 化 化 《.? 

U 1. むが nt 巧 巧 


纖 


CLOTHES BUILDING 

"PAR EXC 巨 IXENCE " 


114 

津 

離 

蘭 

會 


房 書 西 お ♦內案 育 紐 

扣 e East and 肖 es け邮 k む . The Kew York Tourist Service 

4 り W な ! 1 巧 比 Si., lU.C. Tel. Cathedral 4408 


差 > よ ▲屆神 轿^ 
上を ちけ 注舊米 
げ憤御 致 义り固 
まよを しみ 書に 
f b 文 ま 第猎て 
。割にす 敏と發 
引 對 ° を辕巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は る 



通年卒 A 
や 聊袭な 
- る - を いま -— 
も 米を ン 
の圍 ホ々 
ごのな ゴ 
信 事に 大 
じ 情甘學 
がに 五を 


ま 御 

す 懸貿通 
6 切物 譯 

に ◊◊ 

巧 其 調 
取他杳 
扱 巧 ◊ 
致で 巧 
しも 渉 


窗 




科 

g 

な 

鬟 

ま 

ま 


胃 

ゴ 

木 

09 

C 71 

の 

go 

下 



fAeMco. 

醫巧賊 を 大巧 巧が を 
り 8 E, 旨 お h 化 Ts しおが n{ 70 が 
Bef, Uxin が邮 4 わ rk わ 的 ， _ 

を 時 八 巧 日 巧 ± 水 巧 


檢 

眼 

並 

じ 

眼 


摘 


GAMP8E11 な RVIGE 

設髓 おが 經 費抵廉 

Cail-TRAFALGAR 8200 
FRANK . E . CAMPBELL 

**The Funeral Church** Inc. 
(NON SECTARIAN) 
Broadway at 66th Street. N. Y. 


撰^ 古 

台盡 H 

西柔午 
な惡後 
T 追 九 

0 俱甲 


號 四百 六 千 一 第 


雜 新 育 渊 


【日 巧 水】 


曰 


巧 十 年 凹巧昭 【ニ 


aaUrn 




如 ■^乂 


■iiMiMii 


iilM 


■HHMlMliillM 


遊 


もき 米 搜猶八 
H 本ん へ^ 餐 
語を 授 じ！! を 
年の 淫驗， i ち 


主 


ン AJ + 五 化 
を H 辆 化が 

巧-しても 立し 
U 疆 日は I 時 
四時 4, 


窠裹と ニ 0 

、クシ ヤ！ I 

ビ八 ゲン 一巧 

小池寫 

電話 サー ク术 .一 

巧 四 全 ハ 


診療 

午前 十 時 ょら 十二 
時、 午を 六 時 ょら 
八 時、 白曜は 前約 
願 上 候 

ドク トグ 

山 ロニ 一之助 


I 巧 主 谷 基 

白 午 お 丸 時 n 十二時 
自 午後 一時 H ち 時 

乂银 か， が， r 晚 ，= 六 時 

はへ キン ヤ 1 フア 

ン テ^— ン ヨン ダブ ニ 

ブクじ 出勤 


診察が 間 

午を 一時 化 ニ 持 
午後と 時： = 八 時 
を か 《學± 

巖本谨 

古 任 比 亞乂學 及び 
41デブ ンぉ院勤務 

日 强は巧 巧梗上 g 


Jo 巧 10 互- OGU 否- Mb . 

171 軍 st 呈 h 芭.す三ミ 
Tel . 舌 ミ Sid 二 苦 3 こ G 量 e ニ 云 ま 
みク^5^^午前九な！午後 - ホ 

議爱墓 六？ 午を 化 巧 

H お 午 お 九 時— 午後 四诗 

ドクト^ 小 榮乘ま 


舞踏 ㈱ 4 肖 

▼化を ダンス A 

►おお 体操 A 



朝 十脉ョ ，獲 十一 時 

シ 卞リフ •夕 ン、 

ング 純範學 校卒黨 
h 陵 ター 


巧 ホ 源 太が (兵 庫縣) お 木 富 八 
(福 岡縣) ホみ なを 前糾 育大學 
學ホ八 木耶年 (淸 が 顿) 巧 ブ 巧 
磬ミ郞 (館ぶ 縣) 西 本义规 
(壞 島縣) 稠山爲 夫が が 嘉 ザ 
( n 。 ン ビア 大學 出身) 常 树闷太 
郎 (魔 爲縣) を田德 一郎 (《庫 
縣) 藤本 嘉八 (東京 ホ) をザ榮 
太郞 (福 岡縣) ま 旧ぶ ホ啡 
(巧 媛縣) 池 田 涌 H 郞 (福 脚縣) 
ホ 倉が 

るのを じ 通知を 巧き 儀ち ぶ 
候間本人若く^^知人ょら巧 
化 巧 卸 通知 願上較 

紐 育属國 総領 尊 舘_ 

1 贾 Bill ミ y Ne こ ork 呈 


科學的 努力の 跡 

ェデ ソンの 發明ご ステイン 

イズみ 頭 腦がお 合して 膨脹 

ピ乐 ラル 電^の 卷 7】 


巧 》 TT 巧 巧 十 ロ 巧け 

養たイ/ 1 巧 十が 

養 7 1 st 4さ •す W Tfork 夏 If 

弊 察 

午が 十 時— 一 持 


が ， I 
MN—：i 


ミちを おタ ま' 

巧 お、 化 液攒査 
タ 年の 經 験を おし 日ム 
人 じは が じ 親切 じ 想 ホ 

r 


心 巧 

ぴ j 健康 八 が 斷こ巧 

一 ドク トグ 


ィ が^ 


II 

え 


み 




化 


f 1 


諸を 声 

唐 巧說な (日】 八 時 
日 巧 早 校 (日 ご 一 持 ザ 
家を お 曾 (水) 八 時 

(木) 八 時 

婦人を 

譲 巧を 


を 巧 


窜宿舍 、巧みた を 
» 業 巧を、 その他 
人事の 巧 裙巧じ 度 
じます e 


-f り 

H も 巧 

か t d 

asm 

心 一一 

A 山 脚 

S 

T H 


診察 


午を 一二 時ょ ち 六 時 
日耀は 前約 巧 願 お 

ドク トグ 

离 見豐彥 


M - n 

端 

ミ 

肥 wk 


診察が 間- 

午 放乂時 1 十 時 
午後 六 時； 八 時 

。か 栗 幹 ご 一 

がち ボ 7 ブブ！ 病院 
篇五 おお 晓 巧み 
武ボ n ンバ ランド 
病 廃 巧を 


s’i 

| li な 

h 邮焉 


•1 

が お 
•打な 

乱 I 


S I 替 
I を 


_§ が 

札 M 
r 2 
3 


巧. 半.，. ホ 

日 « を 香 巧. 巧 正午 
み 规をタ と巧キ 
度タ おお タ A 時 
木 お巧篇 タタみ 巧 
ち お 度び をな 

午を ニ 》 
±お 講演 會义は 
ホ 話を；.^ 八 時 

を 宿が、 旅け 巧 

巧 •人事 相 巧が、 § を 
ホ、# 裳 周を 巧、 英巧 
裁な お 授の康 哉を 設 
け 食 員 及び ホ 食 頁め 
巧を 孰る 




弊 巧は 實質誠 息る 速 ま義の 
をに 御 ±產 物 一, を卸賣 値段 
で販賣 致します タ かじ 拘は 
らず 御用 命 仰が ド さい ませ 
◎跌 ホを 種 時計。 匿 時計 一 ま 
◎寶巧 貴を 屠。 度 製 器具 一を 
◎を 權萬年 拳。 をを 敷を 筆 
◎蓄音器。 ン 31 ド 見本 睐别 
◎寫眞 器。 タイ ブラ f タ ，— 
◎船 切符。 紀念寫 g 帖繪端 書 


プロ ー ドウ 玉 1 百と 十を 

領事館 向 側 建め と 0 ち 號ま 

如が^ タク 

碱 がィ沟 A 

170 ぞ吉 dw さ N . Y - 百 立 
ジ I . Cortlandt 置 37 苗 岩 


執 义を碑 時 討 
貴を 屬寶巧 類 


器 



タイプライタ？ 

を锦 万年筆 
其 化 ±產 物 一 ま 


◎萬 ニを 高絞ノ 商品 ヲ 精選し 
化巧ョ ，廉巧 ニ 販資シ ，居， マス 
西 四十 ニ 下目 S セ — r をを 

ロング エー々—ピ わ デ y グ L 4 
九な 十な 室 パ 

靑柳 商會謹 丽眶 

(タィム スピか デン グ か 咖) 化 

電話 プ-？ てト四 一二 セ 四を WH 化 
◎巧 品/確 實ナ八 コト、 取 技 
• S 班 速ナグ コト ュが ブ皆樣 
々ラ 御 好評 ヲ裙 テ居リ マス 
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成 巧の 秘談 

米围ホ 英語を をす 巧 
は 成 巧の 簽 一 義 です 
本校には H 本人 お 巧 
じ 慣れた 巧な 婦人 お 
師を b 懇切 じ 會話巧 
信 文化を 語を を授し 
ょす。 目 巧 遇 曰 共に 
午前 化 時よ b 午を 十 
時まで 開 巧し 一 レー 
スンと 十五 抑づ \ 

今 H 直 もじ ホ较 われ 


化 

則 

8 

が 

叫 

化 

n 

6 ^ 
.げ； § 


親 P 事務 取扱 

WiL 夏 ML 受禹 &咨. 

ぎ 1 預 8 二す 是 d 室产 巧な 

一 " eLBo 去 一吾- 田 養 n 薑 4 . 5 -6 




E 額 

10 2 n 

H 化が 

瞪 Is 

綱 J w 


税關 事務 

こ栽洋 を化幷 じを 化界 
の 檢お入 ホを じ顆す 
ずる 一切の 御 諮閱じ 
應じ银 道を 船 貨物 運 
赁ぶ おかま 稅顯 手續 
書 等 進き す。 まを 都 
甫 じ巧理 店を おし 誠 
育を 速 勘 用命 じ應や 

お驗 取扱 


六日 H 午後と 的 お 京會お 總裁宮 
吿別 おが お。 

をの 化 茶 5 海、 生け花、 蹄 6、 
联鹿 げやし、 時 おひ、 人 お 芝居 
燈絕 流し 等 巧闕獨 持の 偶し 物を 
巧 會ゐる 每じ紹 かする 當 である 
尙は 居學お 所は 夺 越の 學 お、 研 
兜 所、 工場 等 数十を 見學 したを 
大阪 朝：：！ を訪 ひ、 新 巧 製作の 貸 
5^ を 見る； じた* ■つて ゐる 0 

アメリカ をに 

新 借 欽交涉 

奉 天の 張 學良氏 
東北 省 政府は M 政 救濟の わめ 
豫て內 外償篆 集の 計 畫中ご 傅へ 
られて 居た が、 確かなる 筋への 
情報に 化れば 今 巧 東 化 省 政が は 
米 圃化旗 銀 巧を 中必 どす るホ國 
か團 ごの 間に 惟教 を巧涉 する i . 
どなつ わが、 まる 化 巧廿五 8 張 
學良 巧け お 書 鎭能毅 氏を 上 おに 
派 遺 化 旗 銀 巧 巧 おを ご 巧銜 せし 
めつ I あら 近く 成況を 見る で ホ 
らぅ ご 云 はれて ゐ る、 をの 內を 
はみ の 如し。 

一、 借 欽總额 一 ニモ 巧 米 巧。 

ニ、 擔巧 どして 黒 龍 化 省 巧の 左 
記 S を鑛 勘に をの 採掘 權が要 
ホ さかて ゐ る。 

ィ 、觀音 山金鑛 (黒 龍 江 岸 じ 
をる 黒 龍 江 省 稳營鑛 山) 

P 、 漠 がを 鑛 (黒 龍 江 雀の 最 
化驢 、黒 龍 江 岸 じあ b 、 官民 
を辨 S を 携金鑛 局の 經酱 せる 
もの) 

户 、キラリ ン金鑛 ('ィ ィラみ 
の 化 モ黑龍 江上 流 沿岸 じある 

もの) 

日銀 帳 巧 ミ 金利 

ま 京 特電 二十 九日 藉 n 發巧廣 
十 S 億 八な 巧圓 、制限み 一億 ニ 
千 六 百カ圈 、貸 お 高 六 億 九 千よ 
巧 巧 腫、 遵 H 物； 錢お まょら 一 
錢一 厘、 を 束 キ形九 厘ょ ら一錢 
ニ 厘。 

應募顯 ニ I 倍の 上 

東京 将電 二十 九日 發 n 大藏省 
証券 應裳 額は 一二 倍の 上に 連した 

東 化 電氣の 創ぶ 

東京 特信 n 東 化 地 A 電氣 事業 
統】 を 目的の ため 地 ホ巧氣 事業 
會赴 をを 巧し 東 化 電氣が 式會魁 
本り 創々 され 資本金 巧 万 圓’社 
長は 松 永を ち衛巧 氏が 選ばを。 

尋れ人 

: 皆 城縣) 大橋お 雄 (熊ぶ 縣) 化 
本 卯 一郎 (廣 島縣) 淸化 幸四郞 
(山 ロ 操) 德原猪 S が (廣 島縣) 
化 木管 吾 (を 城縣) 手 島 直 親 
(か 歌山縣 一松 本 ホ ま (鹿を 島 
縣) 闕上 時を ま 岡 直 記 (長 
巧 腐) 池 旧 巧藏ま ..福 晒 縣ニ一 
义 伊を み大啄 サダ メ (あ 知な) 
長 崎 德一柴 旧 幸 S 郎 (大蹈 お) 


ゼ ネラ^ お 力は 諸が お 機 度 明 
の 先 お 巧で をる、 す 九な 年に 會 
'社 U ナィ ャ ダラ おが じ 五 千 あ 力 
一 ごい ふ 小を 軍機を 
: 備が けた どき、 これ こを 
; おが 游】 む發遐 機 ご 讚 へられた 
I も でんる が、 をれ ょら I ニ 年後 
には 一巧 お 力 £ いふ 絕 くべき お 
; ち なを 製を して 化 巧を 驚かした 
- もの でんる、 更らじ 蒸 巧 力で 潑 
おせし わる々— チス蒸 巧を お 焼 
を 登 明し 後年 じちら てこれ が 一 
- 股に 兴< 使庙 される やぅ じじつ 
た、 この 力ー チタ 巧 巧を お 機を 
I かめて 採用した のは シヵゴの n . 
一ム モン ゥェ 片ズ •ユデ ソン 會化 

'で 六モ とな 馬力で あるが、 これ 

j 二. ハフ 9 ブク •ユチ プチー 王 ご 
; 云 はれる サミ ユ术 •ィンず か 氏 
一のを 案じなる もので、 巧は ちじ 
: 往年 ェ デ ソン •ゼネ ラ V 電力 會 
一社の 一 質 ごして 

I 活動 しつ i あつじ 人で を 
一る、 巧ら じゼ ネラ^ 篮 •；：：！ の 歴史 
; じ顆 著な ものは 今： 0 の お 街電搜 
I の發 をを 促進し、 を 效搜 道は 元 
I ょ b 地で 带 錫の 進 ホに も 真がず 
;るろ 悔大 であつ た、 を 化の 技師 
一が 化 ホの エ莱 がを 驚愕せ しめた 
•のな 千 八な 化 十五 年、 九十 竭0 
"電 巧々 罐 車を ボ^ チ モァ •ォー 
: ml 凰逆會 化の 滋 《じ 述 をして 
同化 じ 新設され た 地下 壁を の 横 
朗 じぶ 巧し， 化 ホ 蒸 巧 万能 ごさ 
れて & たを の 頃み 错道會 社に 巧 
! 智識を お 給し、 をに 地下 蒸巧鐵 
; 速の 惱み をが 巧した， とで あつた 
; がくの かくじして 查 米に 互る 蒸 
; 巧激 道のを 力 化は 年 S 巧 じ 進が 
; して モ乂な 二十 八 年 レは ポント 
I ン •タン 数 溢は 

I 電化され， グレ 1 ト •ノ 
一ー ザンの 毀道哑 U 巧を さ 八、 ク 
I リー グランド •ユニォンの 卷化 
_ も 進 わし、 昨年 ま-しは •テ ラゥェ 
ア •ラ ツヵ ブナ •ウエスタン、 
.フキ ラ デ八フ キア •ェンド •リ 

1 デン グ巧 道の 電化 延を 計黃が 
發 表され U が、 昨年し ま b ては 
石 她巧顿 巧 錐 単の 需巧お 巧 加し 
ぶ 她をお 族 雑 巧 ザ も 始めて 利用 

_ される-と ご，.； 0 つ た、 ゼネ ク八蓝 
力 @ 化の あおは 巧して 地上み み 
_ 'じ おら ホ.、 早くら が， け 機 時化の 
I 巧 巧.， 注目して •が 間が 巧ぶ び 
巧 巧 龄ぞ陸 じ 用 ゆべき 强 力；^ る 
照明 燈 がを 明され、 おらに おわ 


ぶじと b て必 をな 非 降が 算器 
が 巧 小に がける あ 巧の 巧を 計算 
おも あ 明され て 

巧 HU 仲び つ i ぁ々 文明の 
を 连を化 進して ゐ る、 更らじ ラ _ 
デォじ 巧す る會 社の 巧 力は ブン 
ゲ キジ ョンの 發明 どな ゥて 昨今 
は 鈔< とも】 遇 二回 じぶ b てが 
送す る 列、 今日では ブレダ* ジ 
ョ ' の 家庭 5； 受信器の 玻造 時化 
じ 入 >、 最近は 大陸を 巧 斷卞も 
筆を を 信の 應 巧が 化と U つてむ 
る、 これを が 速 あじが けち 會社 
の 活動に 就て 見 4 じ會 社* i を電 
化の ぞ船ゲ r ジ ニア 故び ペン シ 
八 ゲエ ュアを 建造し 化に も績々 
ごして 述進 中で あるが、 ア メリ 
力の 軍艦で 同會 社が 製造した 軍 
カプ U ペラー を 化 用して ゐ るの 
は戰劇 艦ュュ メキシコ、 が 空 ゆ 
巧 サラ トボ 及び ンキ シング トン 
號 等で 

速力 ごい ふ 点 U 於て は 他 
の 軍艦の 追 化を がさない どい ふ 
偉 巧を 星して & る、 期の かく 地 
上 じ、 空中 じ、 海上 r 活躍し つ 
つ ぁる 電力を の霸壬 ボみ國 K 於 
ける 活動 も目醒 ましい もので、 
ヵナダ じ おする 電力が. 給は々 ナ 
デ アン 電力を、 ヵナ •々及び アメ 
リ 々 R 外め 取引は 總で國 際ゼネ 
: ラ < お 力で 取按 つてる るの みな 
ら ず、 ィ辛 ブス、 フ ぞンス 、ド 
ィブ 及び H 本 等 じちな 諸エ 装の 
大巧 ホで ぁ b 、 更ら」 昨年け ィ 

ザ リスの トム ジン •ヒユ^スト 

ン電如 ど 國際范 カゼ ネラ 八は ィ 
¥ リスの 一二 大軍 ヵ會社 じを 阅投 
資 ’て お 力 王 画を お現しむ 巧' 
フランス にも 手を 延 げし 本年に 
ならて な ロシアの W ーゲ ずで ット 

お ど も ご 

協を して 戰 常に 於 バも會 
おの 檀奢赔 おも 解を して このん 
面に も 飛躍 せんと じて ゐ る、 巧 
みかく 鹽 有ぃ* 發 達を をして むる 
だけにを 姐 巧 も廿と 年に 直 5 配 
當が確 質に 保證 されて 最初 ニ 年 
の 配 當は八 ホ、 誓 通 配當四 巧、 
千ん. ゎ廿ニ 年に 謀け らぃ 廿 おが 
_ しを A で 膨脹し わ 特別 株 五 千ぶ 
む 方 ホは 季節が をに 剧當 てられ 
千 九が 廿六年 五 〔：： 十一 B じ發巧 
クれ たが 面', り 弗， 円 八 ト五カ 株 
.はと ' h 四十 巧の 尸ン •パー 株 
なり 巧 巧 四 巧を 一巧 じ 乘替へ 
i になつ てゐ る' 


錄式大 暴落は . 

投機 思惑の 總 勘定 

々後め 財界は がて 健 偉に 調整 か 
本邦 品には 影響が 少ない 


〔を 藤が 格 醬記官 を 外 搭大た 
一 宛 巧吿】 N 三 ュョー ク巧式 ホ お 
一は サ 111H 引け 陈の裝 落よ b 引銜 
; きサ凹 H 午前には ホ 巧驗惡 、を 
i じ總 なげ 崩れく U わ、 一が 恐慌 


が 態に 陷 b たちが、 午後 五大 银 
巧 菜の 台 合と せの 盧見资 装に よ 
6 て 人をから y 辛うじて ホ 場を 
收 拾し 巧た、- の 円の 化 引 嵩 
千 ニな 八十 化で、 今 か 五 H け ホ 


お 育 州を 蒙 
巧 務ぶ是 許 
まを ホ 大搭 巧大タ 
を 婆 復習 巧卒裳 

産婆 驗本綠 


ペグ ビユ！ お院及 
紐 育た 學醫巧 巧 勤 

■江 見 H 朗 

該察 時間 
毎：！！ 午後 四が から 
六 時まで 

タ巧 水、 を、 と 
、 時から 八 時を 


詔 I 談療 

商め 頤 上ち 

P 1 子 か 大巧 
ド タト か ♦ブメ y V ン 

醫學巧 ± 

ち 居悅が 


電氣 、器械 工具 製 巧 
蓮 動 具、 玩具、 貴を 屬 
時計、 寫眞器 及 現像 

.松 本バチ 一ァい 

東洋 案 術 お書嘉 、レ 

デ ィオ、 ランプ ン で 
1 ド類ゲ アキ ユ— ムク 
ブ ！ ナ —、 モ—タ —修理 


目 本， ま 那寶玉 製 美 
術 姑、 婦人 用 曾 飾な 
化 装飾品 

阀島バ；；^:れ 

島 等 美满お 滲爲、 

曾 飾 品、 スト タンダ 
日本 服裁键 


豐ザ 洋服 巧 


荣 五十一 11 T 目 

'三 ご ニ 

が 藤 
洋服 巧 

f ラ ^ A さ ゴー 


洋服 調進 

クタ 1 ニン ダ* ダイ 

イング、 修辖等 一切 

ミカド 洋服 巧 

化 本 巧 
巧 話 ライン ランダ 1 
六 八 H 0 



純 日本 樓 苗木 大小を 種 

純ロ本樓巧木大小をが吉巧本持をせが么お間御乂用の方か至 
急 御な 义被ド 度 候を 會及學 校、 を 脚 体 等に 寄附の 申込 じ おし 
ては 特別 御 相談-し 應ず ベく お M 申込み 第を 價表 進呈 = 

底 輸入 = 本を 魚卸賣 
コロン ビヤ 溫室會 化 社を 黙 地 巧 敬 A 
附成 牌： 3 本を 庭閒並 じ 喫茶店 さ ぐ ら 園 敬白 

SLi 呈呈 置吉 養呈 .. M . 呈」 I , ミ nager 
32 寅 J 呈 eau Street ，を 皇タ車 ash . 
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P 义 
0 け 

H S 

s ’ 相 

Willi 
说 1 ゎ 

M ? 一 
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化^ 

0 が 


新 ホ 書籍 販賣 

雑誌の バプク ナン 
パ ー 、 を雜誌 煩の 
巧 注 欠 等 化て 迅速 
に 御が み 致します 
何卒 抑 用命 願 上げ 
ます。 

奥 村 書店 


T - 

P - 

化 
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班 巧：^ 


靈揉 治療 

マ ブサ！ ジ 、整 お* 醫 

科學的 運動、 腰灌注 
水 治、 電氣 風呂、 を 
線 度電氣 治療 其 他 
I が 育 州を 塞 

フィ ジ才 シラ ピスト 

巧が 幸 男 

日 濯外每 H 午 おか 
時— 午を 八 時を 
を 話 前 巧 願 上 候 


♦« 箱 ♦推 誌 ♦巧 班 
お覺 まを 規 

執務 午前 九 時 ib 午を 五 時る 

紐 育 H 本人 會 


プ 

笔 

話 


チ— ク A 


ゴイ 一と 屯 五 
00 と 0 
00 と 一 


S が ィン トみ引 房せ るが、 仲 質 
人、 銀 巧 ホ お 狀を啜 落し じる も 
の。 く、 麟化 一過の 戚ぁ 6 、 慘 
I を S 巧 因 巧を が 巧の 巧： 謝に 係 
一はる もの じあら ホ、 圣く巧 ま ホ 
をの 良き にぶる お槐 お惑热 巧き 
過ぎの おお、 九 巧 か 句 0 ホ 兎角 
不 をなら し ホ 棲は をじ總 崩れを 
ホした る もの じて.- 一般 ホ紫界 
の 基礎は 化が 健實 でぁる、 而し 
て 今回の 衝動は お 局 お 惑 熱を 冷 
却せ しめ 却つ て 財界を 强實じ 調 
整せ しむる 2 あるべし ど お 測せ 
られつ i わら、 本邦 巧な 中 じて 
生糸は 影酱 おん f なく、. 紐 織物 
は 稍 貴 おへの 氣ホも ぁ b て 閑散 
纸 二重は 相跑 ホ變离 巧は 相當 
なら、 絹 細は 商談 ある も か 場 上 
らず 一二 十二 化 ザ、 本が 侧引綠 き 
聴 6 が 合へ ば 十一月 じは 相當買 
進 わべ，’、 ど觀測 せらる。 

論文よ 百が 六邁 

別項 特電 巧 報の かく 巧 巧 工業 
會議は 愈々 東京で 開 おされた が 
この 會 諮で 納讀 マべき 論 义は外 
國 から 四な 十四 通、：： 一本から S 
巧廿 二通を 引よ 巧 化 六 通の 多數 
じ 達して ゐ るが、 會 議のプ 。グ 
ラムは 大体 左の かきもので をる 
十月 か 化 日： IZ 午前 九が H 比み 音 
樂を にがて あ 父 宮殿 下 御 臨席 
開會式 並じ總 資。 

一 こ 十日 n 午前 化 時半ょ b 議事堂 
じが t 部會。 

S 十一 日： = 午前 九 時 ザょ ら闊上 
午後は 纔裁宮 圈遊會 じつき 化 
會。 

十一ち 一 午前 午後 部會。 

ニ HU 午前 部會 、午後 旅け のた 
め 休會。 

HHn 册治 節の ため 化會 。 . 
四日 = 午前 午後 部會。 

五 Hn 午前 部會 、午後 皇室 お あ 
會 にお 巧し のた めか 會。 

六 Hh 午前 午後 部會。 

と 日 = 午前 總會 & び巧會 式。 

をの 間を 食 員は 官民 兩ホ面 i ら 
の 招待 ど 見學旅 巧に 多 化を 極め 
をのが お 割を 奶療 ずに ついては 
姉々 瞄係 をが がを （だいて ゐる 
:£>. 大体の， ログ ラムけ 
十月 か 八 HN 午後 化 S 、 ホ國ホ 
ブ < 總截を 招宴 L 
ホ 九 Hn 午後 九 時ち 相宫邸 首相 
招寓。 

S 十り n 午な 一二 井 邸、 一二 炸巧招 
を、 午 お丸时 工業 俱樂 部、 日 
本 工業化 樂 部、 n 本經濟 聯盟 
招待 舞踏 食。 

云 十一 PN かを ニが 半 渐お御 あ 
總 裁宮閒 遊食、 午 お 四時 ザ 帝 
國 ホテ^な 舞 戚乂倉 巧 お 待 舞 
■踏。 

づ 一巧 一 H = お 京 爵舘掘 切 ホ 長 
招待 午餐 會 、午後 ニ 時 ザち 晚 
邸 お 崎 ぉ茶 會。 

二日 = 正午 神を 川縣 知事、 横演 
巿 段' 横 お 商工 會滿所 食 頭 招 
倚 午餐 食。 

阿 日 n 午後 ニー 四時、 小石 川 後 
樂閣陸 おお 招诗 あを、 午後 八 
が ホ國劇 おお 巧 商工を 蔑が 招 
估 お 劇。 

五 HH 午を ニ 巧 ザ 霞ヶ賊 離お皇 
お 御 お 待。 
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「黑い 金曜 月縣化 

當が じ比駭 して 巧擊 はお 惑 者に 

そ S 影響ず ろ 所は お界的 


式 

繁榮ミ 猪漫を 誇る ゥォ ー A 衔 
も 前週め 化を 大泼 をから 生じた 
お亂 は、 ァィリ 力ん 則 ホが 惦を 
一 じち おい 千 八け 六十 义 がの 『お 
いを 幡 H 」 み 

當 時を 糖 ばし むち 程に 悲 
慘な もので わつ た、： いを 當時 
ど 今日 じ 就て 比較ず るに、 株 彼 
の 鼓を ごい ふなでけ 同一で ある I 
が、 當時 大損 失を 藻つ たを は 杖 
貧家の 恐惦で わつ たが、 今日の 
夫れ はお々 投機ち 流の 混乱 ごい 
ふ i が出來 る、 勿論が 巧の 鬟を 
r 依る 帳面 上の 損失 离ど いふ も 
のじが てネ H の緊 をは 前を ホ お 
巧で わつ じが、 をいでも 當 時に 
比 鞍 すれば 證券 類 S 持 ホは 數じ 
がて 大差が あるし、 をの 影響が 
化 お 的で わるに なし 當時 損失に 
恐慌を ホした 者は 僅々 数千 人 じ 
垂 々ミす るを 棠家 やが 化 引を で 
めつ た、 千 八 だ 六十 乂 年の 『黒 
いを 曜日」 をまん だ 

動機は ズイ こ！； ご， 


はリ ー ダン グ鐵道 巧で 遂に モ八 
ボン 派‘ 叫 勝 W どなつ たが、 をの 
巧め じ 十一 ニ 巧 城 仲 貫 崖が 破產し 
割綻 き； 万ぶ 千ん 巧 巧の 破を 騒 
ぎを おを ~ I たもので ある わ ホぎ 
は 千 八な 化卞五 年の が 巧 恐慌で 
ゐ る、 凹 も ニ 年 前から がが！^ 不 
おを 梅め つ i あつむ 際、 クリ ー 
ダ ランド 十-統領が ゲ ユネズ エラ 
問題で 媛ん た 

强 硬な 馨す •キ ，スど 

の 宣戦 避'/ け 難き 氣势を おな に 及 
んで株 憤は ニ剧 ちをから 四 割の 
滚 をを をし、 金利は ニみ から 八 
削に 丰 媛して W おは でん ぐら 退 
片ザン 氏が をが 六 かで 市 
據救濟 じ 巧 力した 結 あ 漸く 賴ぶ 
たらの i 、 これが 回復 じは 
数!- を 喪した ものである、 みぎ 
は/- 九な I 年 五 巧 八 H 、 觀道王 

で' 手 ブ*— ド • ：^ ブ マン ど お，— ム 
•ヒ八 巧 かノ！ サン® パ シブ 

プク鐵 道を 中必 としむ 反自で 
の 吊上げ 競 爭どぃ ♦ちな お 十 弗 

ジミ ミ 《ニ 要 お 

斟抗 した 爲 めじ 幾 タの株 仲買人 


巧の 金 お 擦を 當 時に 設け やぅ ど 
し た 、 今 か らお へ ば考 へ る I め、 
あ ホない 無謀の 擧じ 基ぃた 粘 ホ 
で、 一般的。 深刻 U 影響は なか 
つた けれ 巧、 四 年後 即ち 千 八な 
と 十 云 年 3^ が ホ 恐條を 導く 動機 
ごな つた、 『黒い を 躍 H 』 の 化 機 
を脫 した ゥネ 1 ^ 巧は、 當盼 が 
がの 前途を 餘 ちじ 築 解した 結を I 
ミして お 引の 過剰 的 膨脹 どなら； 
所謂 『おを 來る J のを 勘で 化激ぶ 
賛澤 S ホ じじつた ものである 
: 大統領 ジョンソン 氏の 禪 劾、 

; ビヴ！ ァを觀 紐を の 疑獄を ビ 
: ーふ國 家的ス ヵン ダ於ズ の撼發 
;3 — 。ッバの ァメ ，々に 街す 

を 親の 皆が ど*^ b 、 千 八な 
ニ 年、 遂に 3 ! 0 ッバは r メ ~ 
一力に 對 する 金融の 

斷 絕を實 あずる じ及よ I 

が 記を ゴ！ 托ドや ダンで 八ぶ 
リユ ー 等ィ- いふ クオ！^ 衔 
轟が、 ブ火 •マ！ ゲットを- 

古て、 遂に 千 八 目と 十一 ニ 年 I を 
の お 点」 連，； たげ 巧は- 齊 I 慕 
落しと 十 おが® 仲 貝 商 
の 銀 巧は 破を」 一般 商 楽 
です 振を がめ たもので わ Ai 更 
らじグ ラシ ト大 が領を 巧^ 貧を 
員 ごし 巧の 令息を 紙を 員す る 
クラット • 车ン ド • フー ド^ 會の 
が產は千*^^巧八十四年の|ザ慌-こ 
なつて /； ロ ポリ タンを^で 海 
述お巧 5ー 破産 どなり 數 の 巧を 
者 や 株よ 大損 雀を 棠 c / た、 次 
、‘ ごク 


は 破産の 

悲運に 直 商した 巧め 結 厨 

ヒ 八を 後援した モ术 ボン 系 ど 一 
ブ マンの 背後 じあつ た クーン • 

0 I プ巧會 がな お 十 巧を 巧て 協 


投機を おみ 思 ひ 切つ た 巧 動じ 崇 
られ たぶ 裝 では あつたが、 株 巧 
巧 煤の 装 落を 巧す まで じけ 旣じ 
ニ S 銀 巧の 破産 かあつて がを 恐 
惦の 化は 認められて ゐ たので あ 
る、 がるに オ 1 ガ スト ■ヘィン 
ズや チャ 14. ズ •モ ー ズの 一派 
が人爲 的 - I ‘株 借を 吊上げつ！ あ 
つた 際、 ニ ブヵポ 々1 信 巧會社 
が遂じ 

破 產の悲 速に 會 して 始め 
て 巧 お 引は 總 崩れ ごい Ab ヮ •シン 
トンから 時の 大藏 長官 コー ブリ 
ユー 氏が 急派され てモ八 ザン商 
曾 ど 協 雄の 結 お、 ニ 千 五け 巧 弗 
み 巧 库を敏 わじ 貸 附け漸 （恐慌 I 
は 下 A ごな つた もの： を 利は 一 
割 ニ かお 谣 じ 高騰し を融强 硬化 
して 幾を の 銀行は 巧 鎖し 商店の 
破産 も 輩出した、 をれ から ゥォ 
— 火 巧を 震動した のけ 欧洲の 大 
截で千 九 百 十四 年よ ぉ# H 、 株 
ま 化 引 巧は が 勢泥滩 たる 爲め遂 
じ 無期 立 倉 停止を 實言 （巧 ま 巧 
を 閉鎖ず るを 寶に巧 十 1 H 間み 
久しき じぶ び、 證络 類は 十-巧 
廿 八：！： から、 採 巧 立會は 十二月 
の 十五 目から 巧 開され じので あ 
つた、 をれ から 

一一 年後 歐洲 じで ぅやら 平 
か 到 巧の 化が あつね 時 じ 起つ た 
のは 所謂 『平 か 恐 稲』 で 描め て 短 
かい 期間で あつ わが、 戰時 おを 
が 一朝 じして 數巧 カホの 利得を 
喪失した ものである-最後 じ戟 
ず 時化の 過剩 的な を 業 膨脹から 
ホれ わ 恐 樵は 千 九ぉサ I 年で、 
こいは がが よ b ら 寧ろ 一般を 黨 
界じ打 聲を公 ぼし 敏給騷 ぎから 
消費者の 不買 ごな b 取引 おは 不 
おを 極めた 結果 どして 銀 巧の 貸 


巧々 たる 情 おを 一掃す る じを b 
會員 どして 大贊 成で ある。 同時 
にお 支配人 及び 料理 請負人が 誠 
直 深切 眞面吕 に其黃 ほを 巧た さ 
むを を切留 すろ」 を々。 


で 


苦 


いで ゥォ 街を 裳つ お 

恐 咚はチ A な车 j 幸、 

; キラみ 八 フキ ァ • V — jk ング 

数 道# 部々 長， クン ォ ドて か鐵 
おを 同 貪 題で 今の ニユ 》/「ク》 
センし フグを 保 誰す る 走て ヵン 
第-双 & びグ r ンダ 1 •之 ルトを 
相手 f し 巿お戰 を おじ、 】 日 目 
じ棱^ なした 百 四十 H 万ろ 千 巧の 
う も 化 十五 力と 千 巧 ど！：， ふ もの 


をし ホ 曾 もの 株 僧 吊上げ 徵もニ 

十四 時間 後 じして 鎭靜 した 當時 I 出馨戒 、商萊 手 おの 損失、 ゥォ 
であつ わ、 千 化 巧と 年の 恐擺じ II か. 街のを 融强 硬化ょ らして 巧 
ま b ては 稍 昨年の をれ ど 類 供し 一 憤ら 惡 落を 生じむ もので あつた 

傳 統の殼 r 破つ た 俱樂部 

會 長の 大英斷 で 突如 改革を 發表 

いど 云 ふ。- ホ 明 H 限ら 解雇 さ 
れる使 傭人】 同は 廿六 H 巧 九 時 
~ ょらが 理壌じ 於て 簡單 G 席を 設 
けを 自 四散すべき 運命を 前 じし 
て數年 ホの 情 誰を 概 びつ i 則 宴 
を關 いたが、 

俱 樂部劍 立な ホの 勤を をで あ 
る フランク 爺 5 んど宴 會部ま 
件 給仕 ピ^ゥス マンとは を ホ 
者の ため 巧 勤め； どなる らし 
く 解雇 使用人 じは 內規 じ從ひ 
退職 慰勞を ごへ グブ 7 r ンド 
艺尙 十】 巧み 給 巧 VJ を か 輿す 
ベ （目下 會員熙 じ勸誘 中の 錢 
別 も 適宜 配 かされる ど。 尙ほ 
食堂 ぷびサ ー ゲ キスは 舊 のか 
く俱樂 部の 指 化 監评の 下-し 置 
き 利用 上に 就て は 何等の 變更 
なき も 會員中 巧 か當事 者の 注 
意を 惹き忠 吿を與 へたき 向は 
隔惹^;^<あ政委員まで申ぉあ 
らたし泛の；でをる0 
右 じ 就きを 年會員 ごして 俱樂部 
じ 出入す る 某氏は 語る 『日本 お 
樂 部は 故 高峰 博 ± や、 內田總 韻 
事、 今 西 兼 ニ (當時 正を ちな 長) 
福 井 菊 S 郞 (當時 己 ホ物產 支店 
を) が 井な 固、 新 井領 一郎 諸氏 
が 唱導して 剣 立され たもので 今 
や 一二 十 年 じ 近い 歴史を 持つ てゐ 
るが、 今み 地 ま 曾 長の 大英斷 は 


をい 傳統 n マァ をい 傳統 だり 
の U 本 俱樂部 もを々 明 後 一 H 
からな 革 さる ii どた つどい 
ふ。 をれ は 昨今 會 員に 配られ 
た 二つの おが 狀で窺 ふ； が お 
る。 『從ホ 巧樂部 直感のを を 
は 鬼巧豫 欺の 成績を 擧げ能 a 
ず 其 改善は 懸案で あつむ 所、 
まる 二十 H :: 一の 理事 會で 請負 
躺 巧を 採用 じ滿 壌-致み 定し 
た」 どい ふの が 幹事さん から 
發 せられ、 化 傭人 一同からは 
『地 ホ會 長の 大英斷 じ 娘ら 使 
傭人を 部 解雇の 申 渡しを 受け 
た、 一同 協力 一致して 努力の 
おおを 字の 示す 通ら 本年み 如 
きは 昨年ょ b 遙 かにが 成績を 
擧 げたが お樂 がちを 《 ホ 未を 
おの 英節 じを つて 汗顔'' :』 と 
巧 巧を b の 姆挟楼 狀を發 したの 
である。 之で 制 巧 i 働く 人々 は 
圣が 新しくなら 、所謂 豫 期の 成 
績 を舉げ るた めじ、 先づ 食堂 部 
の 請負 者 どして 元 料亭 昭 かの 共 
同經餐 おで あつたを 藤芳巧 巧が 
逃 まれた。 ま 配 人 小が 政 一氏の 
後任 ごして は 織田寬 氏が 孽 げら. 
れ じ。 かくて 巧統の 殻を 破つ て 
生れた 巧內閣 しは 支酷乂 どを を 
請負ち が 巧を したが、 醉 事、 を 一 
政を 員 等み 也勞ら 一通ら ではな i 


蕃を關 けた 

ホ ペラ 

縣き纔 え見榮 る-のず る 
ォペラの 季節が ホた！ 去年は 
リザの ブユ ランドで 盖を 開け 
たが こごし は 巧曜巧 ポリの マノ 

ンでフ チ ニの マノン ■ ラス 3 ! 

を溃じ ジブ、 ゲ 八 — 力、 バダ等 
わ 馴染の 驅ひ 手の 外に お 目見え 

どして ラ マンス、 ダン ド パ フキ 

の 二人が かった。 千 九な 十二 年 
は ボタが が舞臺 で 力作 ソ ー のグ 
八！ プ であつ たが 當 年の スコブ 
は 舞 墓を 退いた 化 おは 聽 衆の 一 
人と なつた 盾た。 n ンダ クタ ー 
は 七 ラフ キン 君で 得意の 鞭を 棵 
つむので なか - V ..- 聽き榮 わが あ 
ら 、初は じは 午後 九 お 頃から 顔 
をを せなくて は會 話の 補がない 
ご 石 縛る 社を 界の巧 星が 『来國 
貴族 J め權 威を 誇 > 顏じ ボプク 
ス をと 韻して 居 だので。 か /fvfi 
見榮 えが ぁった。 批評 あの 評 巧 
ではポリの マ ノ ン 昭じニ慕目の ^ 
美聲と 所作と 相俟って プチ 三の 
佳作を 遺憾な くご 謂け むょ ちは 
作な I じを 現した f 禮 讚して 居 
る。 リリック、. テナ ア としての 
ジリら 評が はょ かつた が、 を 乂 
の 力 グソ； を聽 いじを をは あ 
ら巧も 言：；？ のらし い。 しかし 舞 
裹裝廣 じ お，； ては 專巧的 じ 進 ホ 
した 点を 褒めて ゐ る。 


娘 時化の 美し さを しのばせ 0 典 
雅 U 顔の 夫人は 『フン ン トンを 
おつて 歐洲 から 支那— のけて や 
クご H 本 じ 着いた、 多年の 宿を 
を果 した ご 思 ふご々 し 

たやぅじ感じます 
ホ 週間の 日本 滯巧 中は 名所 巡々 
や 好きな U 本 美術 お集めに 豐 ^ 
稳 b でず ド、 をれ ょも もぅれ し 
い 期が は ワシントンの フン'' 
スク 御 巧を 中 特に お 親し < 
していた r いた あ 父宮化 勢津マ 
殿下を 始め 舊る巧 體戸蹲 ± 夫妻 
鶴を 祕輔 さんじ 义 しぶ b でが 星 
じか ー るを です、 H 本の 婦人の 
がまし さは、 もぅず つど 前から I 
知つ てゐ ましたし、 I ば.. „ ，.話 
~ I てもゐ ますので なめ'' 申す 吿 
も あ b ません が、 今 巧は 特に 教^ 
ぞくの U 本 婦人に お會ぴ して、 

お 友達 じト よつ て歸 6 じいと おひ 
まず』 ど 語つ た、 一巧は あ 束 じ 
埋れて築地のト ィ ス ラ！博十邸 
じ 落 もがいた。 


ず 加 部貞一 君は まる 主曜 H 巧 西 
五十と T 目の 靑年 會プ ー グでと 
人の 選拔 フアン シ^ — •ダィ ゲネ 
ング 競技 じ參 加して 遂に 二等賞 
じ 入選した、 加 部 君が 化か 家 ど 
なつた じ 就て は 火の おる やぅむ 
練習の 賜物で ぁるが、 ニ 年が じ 

も 旣じニ ュジ卞 — ジのブ ーグで 

ニが 五十 米突の 脊 泳ぎ、 平泳ぎ 
及び ク 0 — グ じ-等 賞を 得た お 
ホち 望な 選手で をる ご'。 


日本 埋髮館 I 。 

庭践十 ST 目な 番地 ニ 爵お室 号 

H 階 (巧みを じあし) 


恰 ル ー ミン グ 

夏 次で S ; 笠 h Sire み Ne 三 夏 
ジ I ち h 呈 e す 巧 瓦 SS 


木 旧 ル 


ング 


1 呈 7 3 rdjue . 單至 & 呈 hStre を 

ジ I さす ミ さ lunt ま 「 ゴ を 


周 圃巧靜 
室内 淸お 


巧 人 クラブ 


自由 寧 


58 ジ nds St . 8 rs 言. N - Y . 
ジニ riarigle 7 さ 5 


高等 一 
:11本！^ 


埋 髮巧鑛 錦 

间經營 と年蹈 日本人 諸君の 理を 

P 經驗 あら。 ジェス •バア 

西み 十五 T 目 一二) 恭地 


r 




ウ井ル ソン ホ 巳 A を 

眞珠王 招待 

烏 あで 一 H 淸遊 

囊にァ J リヵ 新聞記者 醒が H 
本を 視 おしむ 際-巧 一巧 圓の 
豐 用を 投 出して 一巧を 招 持し 
た 御木本 眞珠 王から まる 廿六 
日 附で木 おじ 達した 無線 亀 信 
じ 化れば 『目下 來朝 中の 前ァ 
メリ 力 大統賴 ウッド 0 1 •ウ 
キグ ソン ホ 巳 A の j 巧は 昨日 
をの 賓客 どして 鳥 羽の 御木本 
眞珠 園に！ がを 過ごし、 眞珠 
養殖み 實 隣を 親し （見學 する 
外 - が ホの 眞な漁 6 じは 特に 
興 ホを 持'^ 非常に 滿 足の 体で 
あつた、 御木 ネ發』 i あ b 、 
眞巧 王の 面目が 躍如 どして ゐ 
る 0 

Ly LY 

東京 特信 n ホ 固 前大統領 ウブ 
ド。 — • ウ十 A ッン氏 ホ 巴 人工 
デ ィス • ボ！ リング •ウキ 八 ソン 

夫人は 

從弟 で 築地 聖 0 力 國瞭病 
院長なる ト r スラー 憐 ± 夫妻、 
同み 息み 踞で 私書 格の レ！ ト濃 
等 一巧 ご 巧 だ 十月 二日が 八 時 東 
京驛に 着いた、 プ ラブ トフ ォ ] 
ム じは ホ國 代理大使、 日本 赤 十 
字 社 化を 巧 本 彰之巧 氏 等を おめ 
スマー ト U 撇裝 をした 聖 。力 病 
院 看護婦の ー閣が 眼を ひいた、 
途中を 中 じ お ふ ど レ ー スで緣 取 

つた 黒い ド ^ 户ス 、ブラック •シ 

グク • n— ト 、岡 じ 黒の 幢子ど 
いふ 黒づ くめの 上品 服装を して 


エリス島 移民 局へ 

同腑 y 抑留 

渡米の 目的 不明 

最巧エ タス 島のを 找 局から 三 
名の 日本人が こバ ー グ港 かム 
の 頓船じ 乗つ てが 育へ 上陸し や 
ぅとす る •か、 所持金 もな < 

英語 も 解らないで 困つ て 
ゐ るから 面會じ ホて 吳れ ごの 電 
話が 絲育 日本 A 敎 會に掛 つて ホ 
ゎので 淸水 牧師が 不取敢 移民 局 
の 留置 巧に なぃた 所、 一二 人は ニ 
宮 、古屋 、淸氷 ご 云 ふ 人々 で 日 
本から 西 比利亞 線で 伯が に 入 6 
鬧 地の 米麗 領事館の 裏書を 貸つ 
て 一 ムバ！ ダ涯 から 乘 船し 化の 
であるが、 一二 人の 中兩 A は 巧 比 
巧强鐵 道中で 金を 盗まれて & 舞 
ひ、 I 人は ニ 千圓の 機械を 巧つ 
て H 本 じ 送っ むので 所を 金いな 
いけれ 共旣じ 日本へ 手紙を 5 し 
て あるから 紐 育で 其を を受 I る 
箸で ホる。 其を で 

大鹽を 橫斷し 一人ぶ ャ 

ト少 ょら 二人は 桑 港ょ b ' 歸 のす 
るの た VJ 言つ てゐ るか、 テ- タ I 
1 を 研を ずる i どス ペグ テ？ 製， 
造を 研 兜す るの が 渡米の 目 S だ 一 
ご 申を てね けれ 共 移 お 局で 信 
用せ ず 本人 達は 一 應華府 勞敏省 一 
じ 審議を 願 ひ 出る？- ごな つて ゐ 
る 由で ある。 を S 人の 渡 ホ 目前 
が單じ 旅行者で ある どォれ ばを 
おの 巧かぬ 点が 多い から 結 お乘ー 
船 港へ 送還され るので はない か 
玄 載 られて むを。 
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巧 面目なる ホ 磯 同胞に 键ち 
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旣 報の 如く 邦人 拳 圆± 木が ぶ 
五が 岩は 去る ± 曜日 巧 黒人のを 
圖モ ベン-一— •ホ 1 < VJ ォ 9, 
ビア 供樂 部の 八 卸戰じ 出場、 ム 
が 猛 がじ强 襲し わる も 相手は- 
圖 巧のを 武者 だけ じ 巧み じ 避： 

て ノックダウン •ボン ナも お. 

乎を じ 引を けどな つた。 當巧 W 
がんな 客 もな 五十 じ垂 々ど— レ 
盛ん じ 木 村を 聲援 した。 
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鑛饒 、洋食 

御を 事は 勿論、 食後の 御請し 
じ ふさわしい 所です、 御 ホ 巧 
の 程を 願 ひます 

n ロ シバス 矢 巧 

だ W . 81 色 St . ぎ呂 Lu ョ bus 苦を 


得意の 舞踏 蔑 あち 
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新杳巧 

本 樓巧理 ん歐廉 が 
脇 前を 渾 つて 日本人 
諸 若の 增 巧に 適する I 
巧 巧を 遵 上げます の 
で 第と 巧の 昏 二十 ムハ 

T 目の チヤ プ スイ VI 

をへ ば 度ぐ 日本人 諸 
替 じは 巧る 巧 巧萍を 
博して 屠ます。 

‘ 河卒繁 々御 光本の 程 
ホ 上 ます。 

出、 日 竭は護 巧、 シ 
クマィ、 を 溶が ぁ- 
ま*^。 
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g 如の 5 巧 
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1 お Broadw 巧， ん If. 

Tel. Cortlandt 7232-33-34 


こん - 
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151 ぶ 化 Avenue 

(Co。 2 Ut S〇 

Tel. Algonquin 3646-47 
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大驟 藏船 會 社 
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號 四百 六 干 一 第 




貪 



【日喔 水】 


日 十 H 巧 十 年 四が 昭 



資本を 
拂込濟 資本を 
巧な を 


营億 お 
六 千巧胚 
六 千 旧が と 十 巧 お 


餘試 ーこ ザ銀朽 S 支 巧 

本店を 巧 巧’ 橋 お 本を お 巧 五 巧 化 一巧 
支な ホが H 本 橋 かの 内黄妄 横が 
を も属巧 都た 阪西 (たお〕 神戶 
璋な 下が 巧 巧 巧 か 緒 瞬を 促 
上が 偷 をを 贸则水 


席 出入 爲 を' お 信 送を' 化を 金’ 旅 巧 信用が 
商 菜 信用 狀其他 一般 銀 巧 業 

ん S ニ裹錐 巧— ま 巧 

鄕里 送を" H 本を 化 無ず 數 巧？ 迅速 お 巧 
本 巧 預金 (ぶが 通知 ノ ニが) 巧 便利な 扱 
本 ま 店 東 巧 (ネ ほ) 大 阪神 戶巧都 
所な 地名を 盧ル裤 上が 偷敦 


雜羅 が、 を 港 出帆 (ホ ノグ^ 經 由) 

雜府發 榮港發 C 

(中ち 二げ お 化) (左 午 ホれ) 化 

淺間 化- 十】 月 一日 十一 巧 六日 n 
，大洋 丸十】 巧 十六 日 十一ち 廿日 刖 
i 天洋乂 十】 巧 か义日 十二月 四日 明 
- レャ化 十二 巧 十一 11 H — 十二 巧 十八 日 ； I 

® シアトル 巧奶 (午前 十 時 出帆〕 T " 
巧 潰 化 十一 H 二日 山 
一 こ島乂 十一 巧 化日训 
がを 乂 十二 巧 十四日 巧 
西 比が 巧 見 ニ 巧 化 五日 叫 

@ 倫敦慶 B 本が 巧 机 

箱 峰み 十) 巧 二目 
も 山み 十一 貝 十み 日 
北數也 十一 另サ 九日 
A 趙育お 抗芭奈 馬經を B 本 行 奠物撼 I 巧ニ圃 
▲銳絡 取 お C 帶 姑は 獻洲 巧、 淸米朽 验に邑 を 馬 
經お太 ぞ津岸 巧を 歲船會 なミ综 約ち リ乘船 切 
巧 等 巧 李 御 便を に 政 計 ひ 申 上 ミず 
A 来 國銭道 切 偉、 寢を务 等 も 御 慎を にな 計 ひ お 
上まず 


化 

B 

が 

姐 

在 

" S 3 

C 


ワナメ if KJ. の特を 

日本 入の 4 買物には 特別 掛 員を 置き 無 
料で 御 案み 致 巧 電話 又は お 手紙が 窠御 
訪問し す 側 便を を 計ら 初めての お 方に 
掛 しては 轉 じな 意 致します から 是非 お 
立 寄ち 願 ひ ザ、 ボ内 配達は 勿論 H ネ其 
他が 地 宛の お 荷物 發 送は 當 ホで をし 升 

ジ 3 ン ワナメ ー 力 . I 


▲鄕 を 送を 及びが をを (無手 數 巧)" 外 固 
巧替賣 買、 荷爲 を 取組 取 立、 信用が を 
巧 等-股 銀 巧 業務 御 巧が じな 扱 巧れ お 

S 臺灣 銀な 紐 靑ぉ張 所 

渚、 乂醒 、神戶 、上 狼、 漢 
ロ、 福 州、 厦巧 、袖が、 香港、 廣 を、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 ま 買 
ホ 分力 ツタ 、偷敦 、巧 外專潑 十 巧グ巧 


一、 資本を 臺底圓 (を 額挪这 巧】 

一、 祿 なを 营僞 八な 五十 萬圃 

巧 化 ネま巧 = 溃濱 (本を) ま 京た 廣 
神戶長 W 下縣 をを 唐 

權濱冗 金銀 巧— ち 巧 

ホ國 をを を = を湛羅 府ホボ 布を 
其 化 化 おを 固ま 耍都巧 ニ まが 及コ グレ 
ス有之 候 


本店 大蔽化 濱お了 目 
紐 育 支店 紐育ブ 0 I ドゥで ー 巧 四十 化番 

驚 住な 銀 巧 

3 44 . 04 東を 構 濱名あ 崖を 都 神 戶岡山 
4"^^單/道 廣島 吳 柳井 下ノ顆 
地 支を I 巧 司、 小 倉、 若松、 陣 をん 留ホ熊 本 等 
本齒 預金、 鄕里 送を 等は 话め 
て 御 巧 巧 迅速 じ 御な 扱 可 申 巧 


本店 朝が 京 城 

支店 出張所は 日本 內 化の 摧 を都甫 、巧が 
滿 が、 支那のを 地を び 浦 廉巧德 

朝鮮 銀 巧紐脊 出張所 

み 顏爲替 一般 銀 巧 業務 綺 々御 便利 じ 取扱 巧 
申と 候 


巧 外を、 社 憤、 巧を ノ賣 貝ぶ ビ巧 
化 化 立 を お 巧利ユ 御な 扱致シ 
マス、 惋 々當 巧ヲ御 利用 下 サィ 
I 輔お本 ビル ブロ ー 力 ー 敏巧姉 ホ會社 

藤本 證券 會社 

同を 港ま庙 
岡羅あ 出張所 
同沙巿 代理店 


贿が 叢、 雜 貨卸賣 

森が ブうザ ー ス 


日本 郵礎會 社 (並ユ を 鐵道會 社) 

I 代理店が 綱 兄 薦藏會 

! 乘 車、 乘船 切符 並 じみ 猶物 運送 御 便 おじな 扱 申しまず 


日本 巧 タ—ル 


本 盾 締巧當 日 午 化 屯 
時化 賴ど体 ロけ 撰 

アフリカ 化！ > アト^】 册 n 
プ レシ* テント •ダ ラントで 

リス n 〕 十；. 巧 一 I 二日 


巧 觸 スペシャル I 


届 I 

課 


婦人服 橫潰 ゆき子 

Mrs . Y . YOKOH > M > 
Drewsmaker 

287 W . ? 量 st ._ 享 1- A , Tra 空 1 吉 15 


貸 室 is ? 戸 f 薩 

八 弗、 ダブ グー 過 十 巧 

呈 TEL 養 CLE , だ W . 芸 をぎ 呈 y - 


セ ー ルス マン 入 巧 

岸巧會 シャツ 部 
面會 午前 十 巧 == 十一 時 

第 お 街よ 一二 0 


^9 き 繞 _ 

チヤ プブ スイ- 相.. 

吸 ひ 物 H 
- うま 煮 用 ミ L て S 

德 用の 姬巧 
まつだけ 一二 十五 他を 
御 使 巧 下. さい 


化彌あ 弟 商を 


藏變 I 展 

ホ 國繁を 禪察劇 員 

お旧眞 之 巧 


常 磐て 御座います. 

時辕 の御挨 撰を 申 とげます、 
每度御 副 立に 蹟 もまして を 難 
ぅ 御座いまず。 

就き 玄 しては 今度 廣 島名颗 

かを 鍋 ぁび. 

力を 飯 

を 始め' ましね わら 倍舊 の御攝 
負じ預 b 度 御 披露 申 上げまず 

•こ きわ 

围 四十み T 目 四十 四番 


例年 大巧 評の 

長芋 (ごろ； 芋) 

新 荷 到着し 主した . 


ジヤ バン ビジ ホス パ！ テ， 

の 一員 どして 
窠京上 群を 園 煎 
永饒 パン 店 ま 

永藤鐵 太郞； 
在 紐 育 邦人 諸君の 御 繁| 
榮を視 し倘御 同情に 對 I 
し 感謝の 意を ぉず_ 


桑山讀 .會 

ニニ！！ 1 ST 是さ ST : 产 y . G . 
さ ミこ 己呈 t まこ ニ 3- 是ゴ 


H 本陶破 器雜貨 

ラム プ卸賣 

奈な賛 易商會 




'シアトル お 帆 (午前 十 時) 
ぁ ふ b か 化 十一月 五 H 适 
をら よま*^. 一巧 甘ス目 

ば リイ か (を 巧 お 化 一 十一 巧 十九 日 
►一等 複濱 一を 巧 ‘ - 」，， 

化し ば ■ S ' 寸 みるん でん もは 一 五 五 巧 
►一二 等 日本 巧 五 五 巧ぎ 室た を 涅を族 室 多を 
▼おを 望に 巧り 一 罢勤 K を谨巧 巧を 巧を 巧 侯 

ロスアンゼルス お 帆 (午を！ ニ 時) 
まじら 兄 十月 廿四 H 
もんて びでお 化 十一ち か 二日 

▼一等 镇 漬ニ吉 0 骚檀打 わい か ミに らも 一 ホ 占 巧 
マ替別 一二 等 日本 朽豆十 お ホ 等 目 本 巧 五十 五 粥 
マを 落羅 なな 缀事切 巧 蔭 ま赛嚴 入御 餘旋 を’ 心を 



辕賃 陶巧器 

ランプ 及びを 

太 洋賛暑 を會社 

ま 巧を 俄皂 、ボストン 


陶磁 叢 雜貨類 锁販賣 

鎌 I 残 木 桃 ホ 組 


I お 罔 本 ドラィ ダ！ ヴ蘭會 


お 


• 8 
^ も 

拉^ 脚 

& S n 

願 w 加 .i 

w ^ 1 w 
Fp 化 


H 本 陶魅護 雜貨類 卸' 寶 


ザ元ブ タザ ー ス 


了 寧の 巧 脚ど摇 巧なる 仕上げ 

時日の 迅速 ど 確實 な巧亞 をが 証 

印刷は 紐 育 新報へ 


電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違^む く 新報へ 


お內西 十と T 目 十二を 十 階 
ぶ 部 じ 於け る 巧 字 言論 磯 願の 


權 或、 吾が 巧 報を 讀ま 《 人 なし 


廣吿は 紐 育 新報へ 


JV -— 


mr 


■—l^lBHBEFBaBKEKCi sf-f t 8 .tal 5 i— -H»s.. 6 -srsK.f n--i 3 B I 
跑を坡 每ニ週 一巧 お 帆 
A とん プレス 露西亞 (ニ T 呈 0 喷) 

十一 巧 二日 

A 至 ムブン K 亞西亞 ご ニ •呈 0觸} 

I 壬 巧せ ニ H 

▲で A グレ， 加を 太 ご ニろ 00 啼) 

j 十二 巧と 日 

4 で r ブレス 露西亞 (己ろ 呂 巧) 

十二月 サ 一日 
一ず、 二等、 ご毫 及び 下等を 設備 
最 み、 ま 美、 最 快走の 東 阵が巧 船 一 


陶 お器雜 貨卸賣 

春 旧廚會 


乂劇 赤十字 新て 發 表しむ 

まが^® と 漉赁の 實か邮 

飢鍾 のぶ 發を豫 防す る最 h 策は 

支那 人自 みの 發奮 改菩 あるの み 


旣パ个 S 巧 じ； 巧つ じが 吿じ 
化 b 河が 乂因 赤十字 化. か々 那飢 
儲 救濟寒 業」 滿與 する*^ を 中止 
した かが 明確-, しリ つた'^ 信ずる 
がるに ホ 巧 じがけ る 一^新 聞 
巧は ホ 十 や 社い 輸 神に； 賢して 
米 威 ホ 十字 社を ホ 難せ る^ 見を 
揚げて おる もで あるが、 巧 じ 
巧 愛な をを 呂的 どす る閣 なれ 
ばと エ戟 济の爲 めじ 要す 心 物資 
を 無秩序、 無理解の 支那* k : 惡 
用され る 事 質を を視 してが 假 
か 一時的 じら サょ 事棠を 中ぶ す 
る 3 は 素ょ b 當 がの i でえ々 
該掩吿 は あら じおんで 飢罐 
じ觸 ずる 實 相を 示して 謂よ 
巧の 飢罐 救濟 策に 街し 女那 
政府は 嶺も 活動に 参 巧. 4 ゴ 
た。 直 巧じ柯 等の 

策®' もで が 方法を 一^生せ 
ゃ、 且つを 的 救 濟磯關 若/ \ を 
的 救済 磯 關の巧 動と 巧應 度^し 
な かづた。 併しを が飢 错哺帶 一み 
要ポじ 無骗也で あ つ た の 扛 は 
<、 で比岗ニ十九年=1月03^1||^ 
麻は 墨 ¥ 巧 巧の お濟を 債ぶ^ 
巧し、 此の救濟公漬。中^3^1レめ 
ける 救濟 を員會 .パ 手を 經て 一夫 報 i 


面 地力 救濟を 員を は 化のを 償の 
一部を タ巧八 割引きで 現を に 化 
へ、 化は 化が した ど 云 はれて 居 
るが、 其を 潰 及び 救濟 資金の 取 
扱 ひ 方 じ 就て は々 からぬ 物 藻を 
糜 した。 或る 情報 じ 娘れ ぶを の 
内 H 巧 万 巧は 獨 で 祥將 軍の 軍 劇 
維持 费じ 充當 された V 一 云 はれ、 
をを 地 ホでは 飢 健の 終 媒 しじ 際 
じ も 拘らや 五十 巧 弗のを 懷を賣 

つた 摇で 


活躍した ご 認められる 蝴 
体 的 機 關は支 耶威際 化 儀 お濟委 
員、 地方 政府 化る を 員、 外人 實 
敎師 凹、 ま 抓 赤十字 お' スヮ ス 
ナヵ 協會 等で あるが、 河 巧 おじ 
於て は飢 にを 化*」 移 化せ—」 いべ 
くを 旨會 が設胺 されて 相 當に働 
いた。 其 化を 省 じ 柿々 委員を は 
あるが、 活 鶴の 規 模範 固が 巧 限 
されての 上 叙述せ る 諸團ホ 程の 
働き^^巧乘：：^かつた。 救濟事叢 
としては 灌微 道路工事、 建築、 
溃渠關 通の 爲 めに 勞働 せしめて 
賃銀を 典へ 抵廉 リる穀 額の 販賣 
無 巧 粥を をの 

mi :； 一二が '靴 皮 化を 巧 設置な ど 
であつ たが、 敏濟閣 化 相互の 連 


- 一- 6 > え と 「-V C ..ス 

® 金は 委員 會の手 じ 挺ら I 絡 提携を 缺 <を夥 あ、 を 自じ沒 
れて 居ん-どのを である。 を債發 I を涉の 態度で 甚 しきは 猜疑の 眼 
巧 a 外國民 政府が 救濟 物資の 願 I を 巧て 他を 視 るの 風 さへ あ b 隨 
稅 をを 除し 錫 道 賃銀を 無賃 どし I つて 有効なる 渚 騒がす 可能で あ 


密集せ る飢 罐地帶 ょら 比較的 人 
ロ稀雜 なる 滿洲ホ 面の 移民 輸送 
を 無賃 ごした i け事實 である e 
飢辖 あ濟じ 就ての 國 民政- 府の貧 
弱な、 比較的 効力の 薄い 方策に 


つたので ぁる。 ミ 那の觀 罐を救 
濟 する 唯一の 道は 穀類の 購買 ご 
配附 である。 特に パンを 製造し 
麵を 製を する 必要は ない、 穀類 
の 儘で 巧 速 じ 訊 罐唯帮 じ 輸送が 


想到す るに 結局 支那は 民國 政府 j 出 來れげ 彼等は 度 もじを 巧に 供 
が頻 'りじ 政局のを をを 得む だ 腐 I せらる. 樣 じする ので あるから 
むしつ i ある ごは 云へ、 巧亂續 I 前述の 如 <鐵 道の 便がない 樣で 


酱の爲 めみ 製を 招を し 軍閥の 頭 
目 同志の 武 方抗爭 から 脫！ .得な 
い狀 態の 下 じ 置かれて 居る。 お 
かしま 那膊 巧の 利益の 爲 じ 國 
萬が お々 じ覺醒 しつ S ある 化较 


をはを 省の 地方 救濟 委員 食韦を j は 看 化する をが お ホる。 觀耀あ 
付 さむた W 傅 へられて 居る <1一 1. 濟の爲 めに 先づ 


は 容易で ない。 を じ 巧 將ホ飢 健 
を豫 防す る 事なん 道と 肝要で あ 
b 其責 巧は 支那 政府 自身 じある 
が、 千 丸' 白 二十 八 年 夏 支が 觀簿 
救 濟圈の 化 表を ジョン •ァ； 瓜 
V — 々ァ をに 避し 平が 務總長 王 
あを 氏は 支那 政が は巧國 A 闡 体， 


I . ,1 i — 1. 

が 道路、‘ が 川 工事 其 他の 事業に^ 
依 b て 救 濟去策 ミす をの， 欲し 
ない。 斯 かる 化 拳は 再々 ま那人 
自身の 權巧ゴ して じすべき もの 
で わるから、 巧し 

米 人 バ饥雜 が 濟を巧 わむ 
らま 那め 麻の 發 巧す るを 倩を 買 
つて 裳へ ばよ いご 語つ わが、 調 
寶 委員 V - 會見論 諮した 際 も圭氏 
は间 一の 要求を 巧瘦 して 居た。 
支那 問題は 實じ 無限で 趨 雜を喊 
め經絳 はを 錯 して 居る。 年々 の 
あ 治 巧 混乱は 巧に 槪說 せる が 如 
< 、今次の 飢罐 どを 巧の 關 係を 
有し、 常留 巧の 無秩序、 巧賴頭 
目の 誅 求、 錢 道の 麻 痒、 賊徒の 
横 巧は 目 じがる 巧で ある。 若し 
ホ那乂 6 身み 悲し L へき 飢餓の 
慘狀を 繰 返へ さ ざら むごす る じ 
らば、 支那 A の 良 必を發 達せ し- 
わ るの 外に 逆は あら 得ない。 當^ 
面の 問圉 S しては 食 巧を 颐 給し 
て窮 一之の 屡を 救 ふべ く、 將 ホの 
問題 ¢1 ては 姑 巧に して 觀罐の 
巧を を豫 巧ず べき かで あるが 夫 
れ はま 那政煎 及び 國 を 呂 身に 依 
b て 解み ずべき 巧 質め もので あ 
ら ねばなら j 2 ご覃 固なる 政府の 
確立が 實 現して 麗 巧の 統一、 法 
律の 曾垂勵 巧、 官擢の 認識、 あ 
育の 普 巧、 虚業 及び 農業の 改善 
巧 通 機 願 雪、 巧 制の 革新が が 
読す るので なけれ に、 支那 幾 億 
の 蒼を を お上せし めむ ピ する 貴 
き試蠢 はお 馬 ホ おじ 終る のみで 
あらう。 (を) 


不正 入國 す」 巧 渡米 間 題 

許 巧さ^ ぬ 原則で も 例外は ある 


本紙 三 ハ 0 1 號 ょら 一六 01 毒 
まで、 第 S 面讀 をみ コラム 欄て 
褐 げた 聖山 生のを 書 『.个 をに 
を 送る 若き 人々 へ』 の 一' 文は 
ら讀 をのを 怠を おきを 方 
よら 照 會 V 、 をり たが、 最お不 を 
生 どして 質問 的投 蕾が 游輯部 じ 
贿 いたから 記 おは 解答を 兼ねて 
ホを 人 固を の 巧が ホ あび 居住 權 
じ 牌す るな なを 缺 みて 抵か •ぅご 
あ ふ。 邸 も不女 ホの な 雲は 左の 
か （で わ 50 

- r 中 女に n をなら & き 人々 へ』 
の 筆を 柴山 tH なじが ひます。 
貴搞 中' 个正 入閣 おで も お禍ザ 
化 米の 証が 書類を 添ぺ て巧乂 
米 试 -4-0 ットブ ー ブエ 
ンタ ー が願蓄 を勞 働を におせ 
じち 入 米が 許 巧され ると あ b 
ま r か、 不正 乂闕 をで も 五 個 
年 U 上 化 米せ る 謡據善 類が あ 
れば 確に 巧 人 威證が 許可に な 
なる もみでず か、 私は あ當じ 
旅む 券を 掉 つて 乂國 した もの 
I だけが 巧入圓 証を ぞ ける こご 
I が出东 I ご覺 へて 居 bi すが 
j 一寸を の 事 實を詳 に 貴紙 上 じ 
; 出して 下さい 願 ひます。 

，筆を 聖山 氏は 太平が 沿岸よ 6 の 
一 旅を で 旣じ歸 還して 居る が 同氏 
i の詢 々どして 說 かれた ぜ米 五が 
; 化. 上み 所銷 不正 乂围者 卯 も 無 旅 
一 券 巧 米を じ 巧'- る 巧 意は タ謝じ 
値する。 化し 阅 巧が 前號じ 於て 
『証が 物件 巧 米 お 年な 上 の n 
I を提 化して 化 化權の 確認を 勞働 
; 省に 中 請 f べきで ある。 若し 亦 
; 懐の 都を が 巧ければ、 右の 巧跋 

-« * 


旅を を 携顯し 堂々 W 义ホ ずる'- 
云 ふの が 常道 ご 謂は ねばな こ' « 
尙ほ 化の 閱題 じ關 してな 紐 育 日 
本ん會1お會すれば深巧じ指示 
して 吳れ るで あらぅ。 

を 曜日 おじ 迫つ た 

慈善 溃奏會 

辣報組 育邦鷄 同好 會ま 催臺化 
お 偕 病院 基金 募集の 巧樂 演奏 會 
は 準備 も旣に 大体を 成して 居る 
が、 化の 佛の大 お 模な禽 をはが 
年 ニ 巧闕蹈 せる 紐 育 H 本人 會ま 
灌 棋藝會 3' 後め 試みで ある 爲め 
巧禪曠 々ごして を 方面よ らお 巧 
を 期が され 居 6、 おおの 紳十淑 
女は 優に 一を をな す 技 觸の持 ま 
りる もに て、 琴は 山阳 流の ま 居 
なを 移 皮局當 事を じ發 見され 一佐 科、 おみ S 夫人‘ 吉澤 流の 太 


善 類を 添へ て、 巧 入 ホの 許 巧を 
輔 ひ』 云々 ごる つたので、 不ま 
生の 抱 <樣じ 疑 間が 起 つれので 
ぁらぅ が、 聖山氏 も r 勞働 省は 
構 重 調窗の 上、 之を 可 Gb ど 斑 
れば巧 入 ホ 許可を 巧へ る』 ど ホ 
クて 『可なら ご 見む ば』 が 巧を 
の 鍵で ぁ & = 

卞 九な 二十 四 年 移民法 第 十の 
陳の 明文を 嚴密に 解释ず をら 
のは 巧な 媛 布； 5 前に 人國 して 
お徊 年を 經過 ザる 外人は 送還 
を さいのと 云 ふ ホで あるが、 
千 九 巧 二十 四を よ H 1 HW 後 
のを 人 陸 巧は 原 助 どして けが 


みお 送 蒼され る ごを へて 居る 
ホ お 乂威者 d 假を千 化な 二十 
四 年 S 靖じ渡 ホ 上陸 L たもの 
でも 再 入 國の許 巧は 得られな 
い S が原丐 るって お ゎ、 勞 
働 當ら其 ぶ八 方 封を 稗っ て 居る 
けれ 共、 本人の 生活 狀態 '歸 
朝 理由、 を 局を の* 證 如何 じ 
化 b ては 化ず しも 
をが 巧 乂國が 出 巧ない 譯 でもな 
い。 乍 併 ル！ ヴ ごして は 不安 生 
の 質問の かく 券を 巧ち すち； 化 
當人圓 おのみ 广巧彼 ホ 許可証 U 
巧附 される もで 認 わべき でみ 
る。 かじ 例外 わ 唯一の 頼み ごし 
て 巧 乂國許 巧 姑を 得る ょらな 先 
决問蹈 ごして^ 聖山 巧の ま唱す 
る 如 （、巧 米-^ の 記録を 完 欄し 
む 己の 努力 じ Sj る 物質的 後 達を 
遂げ 一旦 餘 朝」 て 巧び 入 米の 際 
は 巧 巧 移民法を S 條第六 項じ該 
當 する 資格を 化つ た 上で 正當の 

♦ •イ： 


旧夫 人、 生 旧流の 前山、 が 勢 旧 
巧 夫ん、 一二を は ホ 川、 小 阪兩ホ 
人、 巧 八は 都 山 流のを 祖山 おご 
瀬お蕭 養ち、 琴 古流の ホ 川、 ま 
巧、 玉 巧 51 二君が ぁ b 禪 薛己番 
堅は が 島 女 おの 踊に 太鼓は 市 川 
巧 後見は 太 旧夫 人、 一二が 線は 佐 
巧、 小阪兩 夫人、 巧け 吉居 夫人 
ご 云 ふ脑揃 ひ、 加 ふるに 娘 道 お 
寺 どが 巧の 爵は并 流の 名乂小 
幡 夫人が 出： 储 して 芳村孝 一郞哲 
の 長 巧、 ま 足、 小 阪兩ホ 人の S 
ホ 線 じ 巧 川ち の太皴 、後見 じは 
太 田夫 人が をへ て 居る と 乏ふ陣 
容整 がた*^ ものでぁるから 巧 巧 
め 賣わも 頗るを 好で をる どのを 
尙ほ當 が會場 じても 入 媛 券を 賣 
棚く 事 ごな つてち るが、 時間は 
午後 正 八 時 よら、 傷 巧は な 二十 

四 了 目 ブ パサイ ドド ライブの 团 

際 學生會 が、 入 旗 料は 一 弗 均一 
でを る 0 


を務部 委員 會 

紐 お U 本 A # を 巧 部を 旨會は 
まる 二十 お H 巧、 日本 俱樂部 じ 
がて 閥會 —.、 柏木 委員長、 草 信 
曾を、 淸 水、 山 ロ， 河 巧" 水 谷を 
委員、 巧 孫子 書記長 等 お 席、 食 
後禪 々協議ず る 巧 あ 6、 餅育齒 
巧 技工 所感 會 立案め 她法 修正に 
閥す る 辟、 學ホ 招待 會を 十一ち 
中 じ關會 する 俾 、第二 世の 實際 
問題-! 關 する 禅 學養作 晶に關 す 
るか 等を 討議して 散會 した。 

E 余闹聚 中央 會の 

生糸 あ 付 委員 招宴 

目で ボテ かア スタ ア じがて 開 

催しっ； ある 麗隆 生糸 格 付會議 
はが 遇を 0 つて 終了す る i ごな 
ったので 鹽糸岡 お 中 お 會が育 支 
部 ま憐の T に间 委員 並 じな 留巧 
人の 重立ちた るん なを 招待し 巧 
る- 午後と 時ょ b ァ スタ ア 

がて 晚餐會 を 開く み C 
I が 一 お 人 


@吉 本 梅 ニ 一巧を 村 巧 お 商會社 
員、 明 一二 十 一 a お 酸 西巧廚 用の 
爲め 一時 歸朝 巧を 歸 がの 舊。 
•お ホ 常み 郞氏 海軍 監督を 事 
務 所在 勤 機 離 ホ 佐、 ホ 月 一二 日 前 
後出 お 十-一巧 旧 日 桑港發 の天洋 
化 じて 歸 朝。 

♦ホ 化 德太郞 氏 お 軍 監督官 事 
巧 巧 だ 勤ま 計々 佐、 十一 巧 あ 日 
出 發蹈巧 二十日を 港 出 化の 大洋 
化 じて 歸 朝の お 0 
•お 立收 巧內務 ちを、 まる 廿 
五日 着 紐國米 ホに 投宿。 

♦齋藤 樹氏右 岡。 

•淸水 ま 夫 氏 右间。 
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な h をぷ 化 巧を © imwi 


SATURD が， N0 化 M 化 R 2 19 巧 


-ラン 


ピ 


ィ 、蘭が をが 諸齒 で、。 シア、 
メキシコ、 フランス 図 際 聯销か 
らも 傍聽 をが ホ 5、 を闽 を 巧を 
のまなる ものを 擧げれ ば 左の 通 


ら である 


〔 H 本】 新 渡 戶稻造 博 ± 〔議長〕 
地 化 正を、 小 田が 街壽么 助、 
阪 を巧郎 巧、 副 島道击 、姉 崎 
圧 治 阳± 、鈴 木义洽 、鶴 見 祝 
輔 、下 村 寒、 岡實 、頭 本元 貞 
化 巧 一雄 巧 ± 、松 岡 洋 右、 山 
ま宗 父、 ホ 村 俊 S 郎、 鸦永裕 
ま 等の 諸 巧 約 四十 名 婦人 侧で 
はま か替 子、 星 野を 子の ニ 女 
を 

〔支那】 顔惠慶 〔前 國稱 德理、 
一九二よ を 駒 稅會講 を權〕 を 
日 章 〔上海 共同 稱界エ 部局 顧 
間 委員〕 張 相を 〔南 開 大學總 
長〕 跑明鉛 〔北ず 國立 大學お 
授〕 徐 を 漸虜 ± 〔滿洲 間 題が 
お 家〕 請 巧 等 かおを 

け V メす 力) シ哥 ブト エ八擠 i 

〔コ 。ン ビァ 大學敎 撥で 外を 
.お® 鐵 法の 火 家〕、 グレ クス レ 
1 稱 i 〔クラ] タ 大學敎 撰〕、 
アレ キサ ング 〔を 港 巧謠會 頭〕 


グリ！ ン .〔ニ ゥ ョ ！ タの賓 業 
家〕、 チェ スタ一 •ロ ー ク エル 


〔詳論 あ〕 の 諸 巧 其 他 


'イぞ タス J 


グ シャム 卿、 


〔前 大法 宫〕 夫妻、 マ^コ グム 
マタ ドナ グド 〔英肯 相 か 息。 


ライ オネ八 •力 ！ チス 。獎國 


國除間 題 研 巧 會名擧 幹事〕 ホ 


妻、 ゥェブ スタ！ 隱 .エ 〔クェ 
! 批ス大 學敎授 。トィ ンビ ー 
博 ± 〔题際 法の 權 威〕 r スタ 
! 子爵 〔化ず 黨 下院議員〕 夫 

人、 ゥィ スド バム 〔お 國 々際 

間 題 硏お會 0 ン ドンを 員 長〕 
ブ ブト^ トン 女を 〔國際 聯盟 
英國 代表〕 其 化 

カナダ】 サ^— •ジ ヨン® ぶァ *— 

ド 〔カナダ 商 お 頭取〕 夫妻， 
日！ ウュ分 〔歐 大戰當 時の 閣 
員〕 V スト 博± 〔マ ブクゲ が 

大學〕 諸氏 


'ン ス】 エド 7 i グ *ラべ 


グ三ュ 氏 〔經 濟學 者〕. 
f 國際 聯醒】 力，、 ング 〔情 巧 部 
み 靡〕 靑木節 一 〔を 京 支 扇 ま 
巧〕 の 巧 巧 


華 四 目 


若 概を權 の 一巧 


ワシントン-日 發 N 國 務省當 
巧のを おする 巧 じ 彼れば 軍縮 會 
讚の 日本を 權お概 禮次郞 巧の 一 
行は 

十一 巧 化 n じ 横 濱を巧 帆し 十 
ニ 巧 十二 日 シア トグじ 到暮、 
一治の 上を 都 ワシントンへ 十 
六日 じ到曽 、网 日閒滯 巧し 十 
ニ巧廿 1 H の 巧 船た 《 ン ドン 
じ 出 獲ず べきが、 

この間 じがて を權 一巧は ア メリ 
々全權 たるべき 國 務長宫 マチ ム 
ツン氏 等ご鲁 見し 極々 を 渉す る 
奶 あち、 大統領 フ^ — ゲア！ 巧と 
も會 見す るで あらぅ が、 今日 ま 
での 經遇 じがれば 日本 どア メリ 
々のを 渉は ま 極 順調に 進みつ i 
をる もの i か （潜水艦のを 避 じ 
がて H 本は 絕掛 じ反對 し、 アメ 
リカの 海軍 專巧あ も 日本の 意見 
じ同睛 しつ i あるが、 旣じ イダ 


リス ど おじ キ '義 として こ i がを 
廢じ贊 同し 居る 限 6 

會講の あ 勢は 恐らくを ホに 對 
し 日本 及び 佛 かお 反 お* る じ 
巧るべく、 巧ら じ 巡が お 比率 
じがて U 本 曾 議の脫 巧を 覺 
悟し てらと 割說を 固執 寸るじ 
至 もべ く、 この間 タ少か 波 欄 
を 生いで あらぅ 力、 一 
アィリ々 を 府 としては 圓 跪なる 
解決を 期待して 居る、 尤 t これ 
等の 諸 豫赌巧 渉ら 巖 をの 巧を を 
見る じ まるは 本 會議を 俟<} の 外 
なき ことは 勿論で ある r 


支那 動 記に 


軍隊化 動 


閣錫 山が 宣言を 表 
上が か-日 發 n 支那の 融敲は 
愈々 接近して あ （巧截 じ 着手す 
ベ （叛軍は 南進し つ ミを* j もの 
の 如く 藤 かお お 軍は 昨日 担な て 
當殖じ 到着し 嚴 重な 警衛， 5- 受け 
漢ロ 沖を じ旋泊 中の 满强 西- 經は 
ホ I 發も禮 砲を 放つ たが d ; 氏の 
漢ロ 着は 南 巧 軍の 纏な 擊 扛意睐 
する ものであるが、 アメ 々鑑 


勢豫 


緣 司令 嘗マタ VI 提聲 はぶ 
態と 認めて マニラょ を 瀑廳の 急 
露を 命じ じ、' 尚 ほ 問題の 錫 山 
お 軍は 昨日 左の 如き 重要なる 宣 
言 書を 發 表した。 

【一】 が ホの 戰圖中 化。 

ご 0 鹽民議 會の邸 刻な 集。 
ご ニ】 南京 敌 巧の 會計飄 を。 

巧 四】 政府の 施 巧 ご 國お 篤の 
黨政をを然を離する^^。 

〔あ) 酸 治よ 弓 婦人の 役 良を 
.一切 罷免す る ミ。 

で ハ】 現 巧の 首都 南を おおび 
化 京 ド 移す ；。 


内閣 組織 難 


フラ シスの 政 巧 

パリ ー 化-曰 發 n ブ .タ アシ巧 
閣 がを 解な ホ、 社會 急進 黨の領 
袖 デラ デア 氏は 太 統領のを を受 
けて 械 左翼 派の 內閣 組織を 計ら 
し 爲め遂 じ 援助を 默 契し わブ 9 
アン 氏が 手を 引いた 結 お ホ 敗に 
歸 しわので、 上院議員 クレメン 
タ^ 氏に 內 が ぁら、 氏は 協議め 
結果を 會中 央黨じ 依る 組 m を 計 
を睡左 驚の 人 閣條件 S しで 翻 曾 
化の 入閣を 出しね る も 
急進派では 過去 か 年 R ホ 驚が 
失つ て 居る 巧 相の 椅子 •わなし 
いどの 條俾を 持 おした ので こ 
れホ 失敗 じ歸し 遂じ繁 ゴー 回目 
の 組閣 運動は 前內 相に 丄 .て大 
戦中 じは' クン マンッ！ を 相の 
補佐役 どして 政を じ 重^を な 
して 居る 

アンドレ •タ！ デュ ー をに 白羽 
の 矢が をち 巧は 昨今 組閣に お 力 
中 じて プリ T ン 氏も條 か ホ 第で 
は 入閣の 意志は ぁるが、 一で ホ 氏 
はを 黨に屬 ずる 人物で を-! Hi {じ 
して 若し 踩右黨 の內頭 組織で 着 
手 ずれば ブリア ン 氏は 當攀を 
引く じ まるべく 、従て 巧の 組閣 
も 恐ら （失敗 じ 終る でを らぅ ご 
瓶 察されて 居る、 

即ち々 H の フランスを 狀 
を 0 てして は 聯立 內閣を 確實 
じ 組織し ない 限ら ライ 一 撤兵 
賠償金 及び 軍縮 等に 就て 議鲁 
のぞ 數を 制し 得ない のを ある 


木な 東 ま 特電 (紫 お叫轉 載〕 


選擧 制で 意見み 裂 


犬 養 派 ご 床 次 派の 主張 合は ず 

【一白 一選裝 法に 掛 しお 養總 裁を 始め か 本が かが、 巧 旧淸、 
內旧信 化 巧 等 其 他は 大選擧 廬制じ 賛成し 巧み 巧ニ郞 、岡 的 邦 
輔 、山 本を 太が、 水 巧 鍊太郞 、高 橋 ホ 威 氏ぶ 他は 小 選 擧區を 
ま 巧し をに 政 ま 貪 9 意 おは 兩 をして 居る、 尙は 井上 藏 相は 政 
ぶ 會の新 お 策を 評して 『無駄 廢路は 節約 主義と 同じ だ、 緊縮 
々針 あざけろ U がら 無 歇媛除 ごは 奇怪 だ」 どなし、 武 藤 山 治 
氏は 『實 巧な 策を 朋白 じせよ』 どを つじ。 


ニを ± 共に 危篤 

U 日】 が 上 專精博 ± は 逝去す 
【ホ 一己 前 式部 職 長官、 樞を 
顧 間官井 h 勝 么巧侯 及び 東大 
名 擧敎授 文學幡 ± が 上專棉 巧 
は 柯れも 危篤である。 

梟 初の 發聲 映盡 


熊 本の 洪水に 疑獄 


〔一日】 巧 年の 熊本縣 下の 洪水 災害 お 舊ェ璧 四な 十 A 巧圓の 
工事 謡 負 じ 某 化議七 かなし 巨額のを 貴を 橫領 せる 潘證巧 明し 
近く 大 疑獄 驗露 せんご 云は る。 


直訴 ホ遂 


【 - 日) 明治 神 客 競技 瘍 への 巧 
幸を 中南訴 ホを を 捕 へらる、 
建閣會 員で 弦 玉義雄 S 云 ひ 十 
化 歲の靑 年で ある。 

.新 勞農黨 結黨ず 

〔一 曰】 大山 郝夫巧 等の 新勞農 
黨 はお 黨 まを 擧 げた。 


日淸 漁船 新 社長 

【 - 日】. 日 淸巧船 社長 森 辨治郎 
氏は 辞職した ので 專務 巧田隆 
郞氏 後任た るべ 溝 支店 襄 
米 里 絞を 皮 專務じ 進まん と。 

外米 專賣案 巧 あ 

〔一日〕. ホ穀顯 査會ホ 委員 貪で 
み ホ 專賣案 巧 巧され たが 政府 
侧 にはす 賛 玻がゐ る。 


〔化 _ 日】 日本 最初の ト ー キ" 
『船を S 娘 水を 八寬 子を ま 
役 どし 化 程日活 撮影所で を 成 
したので をく が 切らされる ミ 

輸入 手控は 僅少 


〔化-日〕 生糸 輸出 增加 がま 要 
原因で 輸入 手 おへは 谨か でを 


十 巧 下旬 質 易 高 

【化 一日】 翰 おはと 千よ 百 あ 十 
化 万と 千圓 、輸入は 五 モ化百 
五十 四 万 四千 圓で差 引 お 超は 
一で 六 巧 巧 一二 千圓 である。 

國犧 漁船 减資ず 

【化-日】 闕 際を 船は 八 平で 田 
を ニ 千で 圓じ臧 資した。 

國駭銀 巧 株 引受 

〔が 一日 一獨逸 賠償 題 際 銀 巧 巧 
引受けは 一二 ホ 銀行な 下 十四 巧 
がみを した。 


政 給 季節 y 前 終 

更生の 野 露 新政 策 


緊縮に 依る を輸 解禁 策 じほ 反對 
行欧 、踐 軍、 國 を財產 整理 等 

東京 特電-日 發 = 野黨 でを る お 綴 裁 犬 養 巧を 迪 へて 更生の 


政 友 會の新 あ 策は 左の 如く 發 をされ たが 選擧間 題は 賛否 兩 論で 
其 体 的な 發 をは ホ 巧 館で ぁら、 を 看极 の南稅 委譲 もどぅ やら 後 
廻し VJ する 口吻で をる。 

〔一】 毅絕玫 策 じかる 金輸 解禁 策には 反對 する。 

行政 整埋 、.塵 軍 整 狸ぶ び國 あおを 等の 整理 觀 巧。 

蘭が 委讓の 前提と して 巧稅を 巧す。 . 
ホ產的なるる廣發巧は詳ず |0 
冗 餐の廢 除。 ， 
選擧 のを 淸を 期す る i 。 

_ 立直しを なし 黨費閒 題の' 解 巧を 


ごこ 
ご ニ】 
門 四】 

呈】 

ご ハ〕 


お 生 方 斧 


地み み權制 確立 

犬 養が 廳裁 推戴を 機 S して 政 
ぶ會 は名實 装じ更 をの 實を ぁげ 
ん £ 期待して 居る が これ じ 勤し 
ホ 養 新 撼銳が 如 巧なる 

方針 を もつ て 臨む かは 獨 
ら 查國黨 員の 注視の 的 どなつ て 
ゐる ばか b ではな < 政界を ホ 面 
の興躁 をを！ つて ゐ る、 即ち 犬 
養巧總 裁み 抱負は 黨 の 最裔 幹部 
ごも 巧を せした 後でな （てはい 
まだ 巧を しね ごはいへ ない が 今 
をの 奥を ホ かみ 大體 を觀 るじ黨 
の 陣容 じついて は 現を の 幹部は 
新總 裁め みを と共にを 部辭 職し 
ホ養總 裁の 指名の 下に 大 キは更 
新す る i f なる かも かれない、 
又を 部が 居殘 つて 新たに 新黨系 
の 

か 子 を 加へ てが 陣容を 張 
るを ごなる かは 犬養總 裁の 歸を 
を まつて 巧定 する 溪樣 でぁるが 
ホ 養 新總裁 ごして は 外面 的更ホ 
の 意味 かを の 大多数を お 送して 
新 陣容 ゎ 布き 更に 新 ホを 加へ て 
選擧 委員 制を 創設し ホる 總選擧 
じ凿 する 動員 訴靈の 完全を 期せ 
ん ごする 方計で あ る らし < 又黨 
の 更生 方法と して 立黨の 根本的 


なして 巧 も黨員 は 全部 黨醫を 負 
擔 せしめを の 

化 償 どして 機關雜 誌を 配 
巧し 黨眞 どしての 意識を 充實せ 
しめて 立憲政治 あ 想の 涵養を な 
し 义変黨 の 精神を 普ぶ せしめん 
どの 方針の やうで ある、 里に 政 
策の 更新に 就て はお 巧の 產業立 
歐 策を 具体的 じ 提唱す るた めじ 
新た じを 備徹を 的 縮 少をお 幹 ご 
しこれ じょつ て 歐民貧 擔 の輕喊 
を 巧 ふ W ピ もじ、 地租 營業稅 の 
委譲を 巧 ひ 地方を 權觸の 基 •礎を 
確な せんどす る 方が の やうで ゐ 
を、 又 陸 海軍大臣の 义官 併用 制 
及び 义官 任用を の 徹底的な を も 
この 機 じ 於て 巧た なる 看板 S な 
しを の實 現を 期す る實を 明確に 
あ 現す る やうで ある 

黨務 S 圾ひ じついて は 
適當 なる 人物を が 擢し黨 おを 部 
を德 括せ しめ 自らは 宜お 黨務じ 
關 保せ 中 これ 等 機 願 じょ b て大 
體の 裁量を なさし めなる 後 最後 
の斷 案を 下さん ごの ホ 法を 取ら 
がして 從ホ 巧中總 裁が 直を 黨務 
を 部を 親し < 總覽 しむる が 如き 
様 ホを を部更 めて 巧、 离橋緻 裁 
當 時の 狀 態に 還 巧せ しめん ごの 
方 かの やうで をる、 これが 巧れ 


の 程度まで 實 現ずる かは 疑 間な 
る も巧纔 裁の 就任 ご 共 じ 巧當思 
ひ 切つ たるな 萃を斷 巧し これに 
ょつ て 新た じ國 民に 呼びかけん 
ご 巧 を 針の を P っで をる。 

無產 派輸議 

新 勞農黨 の 化 現 

ま 京 特電-日 薄：；：：： 經選擧 を 前 
じして 無 產を淚 の敦線 統一 協 
議會は 水な 長 I ニ 挪氏繫 をの 下 
じ 召集され た。 


大出赖ホを等：^合法的じ新勞 
農 黨結黨 じ 奔走し つ i ぁる}- は 
旣 報の 逆 もなる が 之が 結 黨を備 
會は 先般を 第ろ 回に 直る 委員 會 
を 蘭き 大山 郁夫 委員長け じめ 細 
迫、 上が 其 化の 幹部 出席して 結 
黨じ關 する 諸般の 協證 をな した 
結 あ 左の かきみ をを みた 
一、 十一月 一、 ニ兩 曰を 協調を 
館 じ转て 結黨大 會を馨 巧す る 


、黨 をは 本部 案 『勞 農黨』 を 
結 黨大會 じ 提出す る， と 


I 、 同月 S ロ 同 會館じ 查闕の 支 
持 紐を の 巧 表を 會議を 開 <5 
!、 大會じ 本部ょ ら提 おすべ、 
藻 案の 俾 

黨名 決定の 俾 、綱領を 策巧定 
の お、 規約み をの 件、 役員 選 
おの 巧、 宣言を 表の 伸、 運動 
方針 じ顯 する 件、 總算 巧を の 
件， 犧牲者 救護 運動 じ對 す- 
ホ 針じ關 ずる 件、 無を 黨 合同 
じ對 ずる 方 かの 件、 窠お 十と 
議會凿 策の 件、 をを 維持を 其 
化無產 階級 抑壓 法令の 廢止要 
ホじ關 ずる 件、 政府の 巧 動 計 
畫反點 のか、 失 まが 隙 法な 正 
健康 保 隐法最 巧 貸を 法制を 要 
ホの 件、 失業 間 題じ關 する 件 
黨員 徽章 作成の か、 か 期大曾 
期日 决定の 件 

右の 内 運動 ホ かじ 關 しては 尙は 
協議 中で あるが 水な 氏 ま 唱の化 
方を 黛 協議 會其 化の 地 卞玫黨 じ 
對 しては こ： しばら （傍 巧の 趙 
度を ごる ミ ごな つた 0 


民.^..^， kr - ; 


1 良臣 F. に 


‘ i-l.iy ^ちで；-良、..厂<.ト-.' こ 一'- - - - -- f 


本 赴が 裳に 一 
化 湖の 縛く が 
み 丈した、 





觸育 

I 九 年 版 ダ 近く 發巧 


据 券を 巧いた しました 『大が 育」 は、 幸 ひじして 
矿 きが 巧を 巧し、 遂にを がー 酣殘 らや賣 切れ ごな 
て 本 化は 篡 一版の 巧を をを 然轿 たじし、 巧數 たも 
巧 加した 千^だ 廿九年 版を 新に 發巧 する こご 5 なら i した、 正 
確に して 且^ 巧ら しいが 許 V 、 事 貪を ぶ 礎 じして、 刻々 變 化する 
我が 『大が^!^』 の巧巧を巧ふるに遺がなきこ£を期して居>ま 
す。 が ほを 貪は 

豫^ 申を 者に 限リて 

特價と 十五 仙 

發^ 後の 御 購買には 


ご 致し ま— 


を價金 


'ミ. 

巧 


た、 速 かじ 淺約 御中 込みを ホ 望いた し よす。 


丰一巧 二日 


總育 新報 社 


太平洋 會議 と义那 ， 

張作霖 暗殺 陰謀 事件で 騷と 

n シヨ ツ トウ エル 博 ± が 治 外撤廢 の途を 暗示： 


京彿 〔觀 含】 化-日 發 ：；：= n n ン ビア 火が 教授に して ア メリ 
々巧ぶ の 一 人で もを ショット ゥよ八 陈± は 本日の 太 巧が を雜じ 
义那ん 治外撤 悠巧链 ぉ論じを のず 段 ごして 香港、 上海、 奉 天、 
南を-化 中等し 外人の みを おごず る说巧 所を 設け まが 攻烟の 巧 
をした 司' みお ど 判事 £ す るが 支 抓は 司を々 典を 確立し ホ づ固療 
词 法な 刊 所のを 皆を をけ てこれ を實 巧ず べしと 帖 みした。 

■將 軍に おし 南化融 をの 延期を 酱 
吿 した こごは これを 立証 するど 


機械文明 ご 

I 家族制度 

i . ま 京 特電 か-日を 【ヘラルド 
トリ ビ ユン お】 = まる ホ 曜日の 
開 會式當 H 、 支那 化 あじ 化 b て 
張が 藤 お 軍の 

; 怪死 問 逆 'で 始めと して 日 
_ 本の 滿 蒙が 巧 じがて 投げた 爆彈 
一で； 邱緊 おし K を氣を をんだ ぶ 
: ホが 隅題會 蔑ら 本日 よらは ま 極 
- ず かなを 氣の 迎じ圃 卓を 議の幕 
じを つた、 本 R の 議題は 機械 時 
代の お 巧 文明 じを ぼした 影蠻じ 
關 しての 論證で 特に 極 巧 じ 及ぼ 
- した 機械 時化の 化 おで ある 產業 
化は 偶を 义 明の 堪 進に 貢献ず る 
巧な 多大で をる だ、 東が のをい 
傳統 でぁる 家族 割 巧が 破綻 じ淑 
して 居る ミい ふ點 じがて 一致し 
- た 横 子で ある、 を莱 化の 思想 的 
-お嚮 ども 云 ふべき アメ タカの 友 
，変 結 巧： J がても タ少の 論 譲を 招 
いたが、 ァメ 9 力 化を は 事實ァ 
メ 9 力 じがて はこの 

聲 'レ' 乂 。る r 比較して 實 
隙 上には 随 めて 實規 されて 居な 
いど 述べ ヵナダ 化 表' は歡く 共力 
ナダでは 艾愛 おがの 聲も 聞かな 
いど 論-じ、 支那 巧を はお 人は 巧 
'巧ち 那 人が 巧 親の 者は 巧 よら 親 
族 等 £關 居して 居を がの 如く 想 
傲して 居る が、 斯る 慣習は 一部 
の當蔡 階が じ 限られ、 一般的 じ 
は 働く 必要 上から み 離して 居る 
ど斷 じ、 支那のを 業 化が 極めて 
急 敵で わる こごは 事 直で あら 勞 
働 谢を述 動も發 育し っ i あるが 
ぞくの 尚賊罷 r は經濟 的で ある 
よりは 寧ろ 欧治的 巧 もに 化る 巧 
多し ど 述べた。 

支那 提議に 

日本 抗議 

ま 京 特電 I 二十日 發 一二 ュ ml 

ク •タ井 ムス 紙】 u ホ' 平 巧會證 j 讀 さるべ 
の 支那 化を を：：！ 章 氏が 

日本 の濟南 出を を 始め ご 
して 張 作寐將 巧の 怪死は 日本人 
- の 手 じめ る ど 斷 じた スブ！ トメ 
ント のを 嚮は 窓外に 早て 日本 侧 
の 巧ぶ でを る 助 本元 貞 化に 化 b 
_ て强 硬。 抗潘 どなつ て 現れた、 

即も余 H を 氏は 張 氏の 惜 殺は 日 
i ネが當 時 採 もし 對支 政策の. 一端 
i 'であわ 日本が 濟 南に 出み しじ 前 
j 提 でを つて、 田 中 首枯が 張學良 


難 じ 『薄 巧を 旨の 調査に 路らて 
H 本 軍が 最も 巌垂 一— 樂備 しっ i 
ある 複所 じがて ま 邪 人が 斯る陰 
課を 敢て ずるのを 備もお ホ や、 
支那 人の 所萊 でない こ V 」 け 明白 
である』 ど斷 じむが、 備本 氏は 
斯る 

不正 呼ば b じ酱し 待議は 
これを 默過 中る 能 一一ず S 統議し 
たる も、 巧 渡戶懊 ± 及び グリ！ 
ン兩 委員長は 『斯る 聞 題のを 開 
的 討議け 適當 でない、 不日 評議 
委旨會 で 議題 じず る』 どを 約し 
たが 余 H 章 巧が 本 問題を がを 會 
じ 提出せ ず、 突如を 開の 謡議じ 
附 しなこ V 一 じ 就て は陆の 支那 化 
表ち 餘ら じ輕卒 でを る ど ホ 難し 
て 居る、 張か霖 暗殺の 眞 掘調鱼 
じ 就て は ホ だ じを 表を 見を r ま 
らな いが'】 股に 張作霖 失脚を 
望む ま那 人と B 本人の すずか 子 
が 共 間して この 巧爲じ 及んだら 
のこ 見ら わて 居 b 0 

政が を 離む て 

圓卓 會議へ 

を 都 【聯合】 サ 九日 發 N ホず 
洋辞議 は 愈々 圓卓 會議に 移る こ 
ど、 じった が、 本 H は 普 迪畿事 
B 程な 外に フイ リツ ビン 化を 力 
ロ 1 巧 ごァ イブ々 委員の 

會議 イリ ッ ピン ぉ 

島の 獨立閒 題が 巧で 結 扇 化づか 
巧 委負會 を組徵 して これを 討 兜 
する こご じな つじが、 no ンビ 
ァ大 學敎巧 ショット クエ少 '麼 ホ 
は 『機械 時化の 出現 ど 文化の 關 
巧』 じ 就て 諭 及し 機械の 進 ホは 
泰西の 藝術 でを って 化が じ 貢献 
する 巧 偉大なる 點 を擧げ 、近 化 
機械め 錢 を ど發 明か 頤 民のを い 
傅 統を破 奥す る やぅな こごは な 
いと 斷 じじ、 この 東西 文明の 化 
較じ 就て は 約 化 ニ 逆の 論文が 朗 
(，アメリカよ ら义を 
日 ネ侧ょ 6 サ一 通が 提出され る 
答で この 中 じは 『曰 本の 敎 育に 
對 ずる 歐 米の 影響』 を 始め ごし 
て r 髓人 問題』 『泰西 法律 思想の 
日本 じぶ ぼす 影響 J 等が を よれ 
て 居る 0 


會議ー 班 


別' 項 持范所 級の 如 < ま那 巧ぶ 
の 滿蒙阳 題 や 張 作霖暗 おを かの 
持 出しで じぎ やつて 居る よ や 


巧 食 誰 〔化 まの 名稱 はぶず 巧 問 
題 調疫貪 乂會〕 け 第】 回け I 化 
ニ 五 年、 第二 闽は一 化 ニと 年 じ 
いづれ もと 巧し 布を ホノ八 八で 
開 照され、. 

今 LSI ろ これで S 阅目 であ 
る、 この 會議 はおず 浮 沿岸を 励 
の學 者-め 治 家、 實 業を なご か 
ら 成るな 的の もので、 政府筋 ご 
は關 保がない， をの 目的は 右 沿 
岸諸鹽 のま 要 問題 1 やが 增進 
文化を 觸 、なお 的 離 巧、 產業及 
びを 通わ 向上、 操濟 上の 巧逐等 
じついて、 を 列席 若が 明細 


な 調査、 巧究 、腹藏 なき 意見の 
陳述、 批巧 、討議を なして 關係 
國醒の 誤解を 餘 き、 事態の 政 善 
問題 S 解げ を 化 進せ しむる じぁ 
る、 を まの もので ないから、 討 
議事 項 か 直 もじ 具体化ず る譯で 
は U いが •關 探を 國 おの 意挂や 

要望 ろ忌獨 なく 發 表され 
をの 赤裸々 の 姿を 親る £ が お ホ 
を 關採國 の 爲政者 じごつ て 良き 
參考 資料 ごなら、 を訓 ごなら 蠻 
吿 ごなる、 徒つ て 嘴 一 壌の 國瞭 
的 社を 座談 會 どのみ 經視 ずる J 
は 出ホリ ぃ、 すで じが 図が がは 
をのな 治 外を 上の 關係 からこの 
會證 じが 當 のを 意を 拂 つて ゐる 
今 固の 議題は 〔一〕. 食糧、 人口 
及び ± 地開發 L ニ〕 支那 顯係諸 
間 題 写 0 ' 產業 化と 外强 資本の 
觸炼 〔四〕 太平が じがる 外を 關 
係 〔左」 太 や洋屬 領地 統治 問題 

0 六〕 义化接 觸の關 係 〔と〕 を 
逆、 あ 信の 間 題 等で ある、' をの 
中 ごご ま 孤 關係閒 題の) っ滿 
蒙 間 題は 

0 本に 取つ て 最も 注意す 

べきち の ター 期待され てゐ る、 滿 
蒙 間 題は 一昨年の 會議じ まが 側 
委員が 提 巧し、 扫本 側の 都を じ 
ょつ て 今年に 持 も 越された もの 
で、 今回の 會 讚では 中必的 議題 
どなる かも 知れね、 支那 側が 何 
な 特に 滿蒙閔 題を 選んだ か、 こ 
れは 恐ら <、 國民黨 一二を ホ義中 
の 民族 ま義 、挪ち 支那 國± ご 民 
族の 解め 運動を 達な’ ニ 切 外力 
S 不合理な 壓觸を 排除すべし ど 
いふ ま 張から ホて ゐる もので あ 
らぅ、 討議は 自然 日 支兩國 委員 
の掛 立的シ ー ンを 現出す るか も 
知れ ぃ、 則 おのを 國 委員が 如 
巧なる 態を 言動 じ 出る かは 巧 味 
あら、 日本側 どして は 日 滿關係 
の 

事實ミ 歷 あごを 明らか じ 

し、 をのを 理性 じついて 堂々 た 
る 論議を なず 手け ずで ある どい 
ふ、 參加國 は 

日本、 朝鮮、 アメリカ、 まが、 
イ V ブス、 を渊 、々ナダ、 ニウ 
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T . CTAKAM ! md . 

! 巧む mb が laml な も 的 k ! が 
Tei . 8 u » ii 好 la が 巧 化 — 


The Japa 打 ese Christian Inst . Inc ， 

おも 3 班 t 排パ t , わ パ 0 かむ 衣輔 帥ら 削 za が お 


會お晉 墓 人 本 目ち お 


巧け 裁が 巧を 

る 及 巧 養 雲、 

びの 養靈旅 

を 課 巧聲を 
目を 巧 W 案 
のを R ホ 巧 
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化 

を 

m 

業 


杀確 お 巧を 其 巧 



タズ 巧な ダタお 
八は ニ 入 八 持 正 
時 » 路麻ホ 午 


巧 
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會 


Th ち Japanese Chr ほれ an Asso か ation 
453 W . 143 rd 化 N がむ rk City , TeUra 加 urs け お 8 


M . Yamaguchi , m.d. 
70 お aman i\ 化 . 

Tel. Lo び aine が 34 


K . IWAMOTO , Mj >. 

114 W. 70 比 託 
Te ! •む 一 algar 03 な 



F . L F 民 巨 D 巨 RICS CO . 

聲巧跟 を 大巧 比餘を 
118 E. 5 削！ 化 Tel. お gen り 0 目 4 


Ro 备 t ovtnoinn it Pari さ 惦 R. 

を 時 八 巧 日 唯 ± 水 巧 


谢な關 ngl ) バ 削が 

1 巧 4 Ax . 4 巧， お 切が! t お 化 and が h S わ ee わ I 

授敎譜 興人婦 


亂 M 巧 化 パ ERVIGE 

設備 整な 經養 低廉 

Call-TRAFALGAR 8200 
FRANK. EL CAMPBELL 

"The Fun か al Church" Inc. 
(NON SECTARIAN) 
Broadway at 66th Street, N. Y. 


KERR&MAVO 民 

1023 Third Av ,. 

B 比が i SI な s. Tel 巧 hm おが n け剛 

章 お 人 本日 — 

巧 專雜型 小 


てし 强お員 店！) 化に 留を巧 
ザけ 屑 日 邸は 巧!) 化を 法寸 

を ホ I 高. 足 ホき 廣 •せ ホき 巧 



SIZES 1H STOCK TO 12 F WIDE 


DANCING 

411 W . l 巧 thSt 

Te し Ga 化 edra! 4408 & か 3 


F. MURRAY HILL CO. Inc. 
巧 T が U 郎巧巧 お 
8a 脚 ! が 4-8 巧 巧む おか rsjf 
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Koike Studio 

730 Fifth Avt 
Cor, 巧 th St, 
Tel. Ciwle 4406 


Midori Matsumoto 

お PosU 化む む 
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巧 刪 
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Y. げ 0 

巧 3 € esi 巧 ni 化 
む r . Uxm が on A 化 .1 


MIKADO TAILOR 

30 に 6 な h か， 

Tei. Rhineland が 6 的 Q 


A . し CEASA も M . D . 

mbs! 84 比化扣 i 
b 此お rk & Lexing わ n むが 

舅 瞧晒鼻 巧！ 

間 時 察を 
午 正を 時 t 前午自 
蜗八ま 時 六を 午启 

曰 喔 . 

自 午前 十 時 ま 午を 一時 


DR . BLOOM DENTIST Inc . 

34th S ゎ 田が Cor. Ninth Avenue, N.Y. 

3 か h み reet Cor. Third AvemietN.Y. 
86 曲み r が t Cor •しが £;ngrton Av も ,] N. f . 
125 みお reet Cor. Park Avemi も N.Y. 
—BROOKLYN— 

A 化 ee The な tre B! む " DeKa 化 Ar もが ド ulton St. 

彰じ 日！ I 堪最ホ 

rail III J 


繁 轰 



PHE げ S & PER が 


3 Maiden Lane N . Y . 

: ri 霜 i 治鍛 銀を じ 幷巧賊 を 

額 お寶匠 意新最 


電 

話 

プ西 

言 巧 

r± 


F - ん Maruyama Co . み 

C7 出が ル P4 « V グ户 

山 
洋 
腺 


87 化が 请化 fi.T 
Tei. B 巧 aM 而 9 



〇 十 
とお 
丸番 


<*PAR 巨 XCELLENCE" 


會 


房 書 西 東 ♦內案 育 紐 

な e East and W がむ ok 00. The Se パ or け curis けな vi 扣 

411 Wesi 115th 化， H.Y.S. Tei. Caihedral 4408 


差 i よ A 屑 削新伞 
上を をけ 注舊ホ 
げ潰强 致 义の國 
よよ 注し 巧 書に 
すら 文 ま 築 語て 
。割にす 敏 ご 發 
引爵 0 速雜巧 
しし じ' 誌せ 
てて 御は る 


紐 

神 义墓 

學學烦 

毛： t 事 
と禄 
が 搔 
滿を 
雄 巧 


通 年 卒^ 
ゃ聊 業を 
る々* しは 
も ホ巧シ 
の國 ホ々 
ごの 耗ゴ 
信 雲に 大 
じ 情廿學 
ザに 五を 


ま 御 

す 懇胃通 
= 巧物譯 

じ ◊◊ 

御其顚 
お化杳 
扱 巧 ◊ 
致で 巧 
しも 渉 


號 おな 六 干 一巧 


談 输 裔 納 


【日 巧 ±】 


日 二月 一十 年 四巧昭 


一 


護 察 

午を 一二 時ょ b 六 時 
日 罹は 前約 相 願 原 

ドク トグ 

窩見黨 き 


D 

M‘ n 

s 

G 化 "Sb 

o 加 

0推 

z ：£ w 

N2 

A 

K 


診察 時間 

午が 化 時； 十 時 
午後 六 時！ 八 時 

方 小 栗 幹 ご 一 

輯巧巧 7 ブ 71 病 段 
巧 五 街 病院 巧な 
巧 帝 3 ン バラン •' 
病院 巧を 


諸おタ 


本 

人 

ま 

を 

巧 

を 

道 

會 


宙巧說 巧 (日) 八 時 
日 巧學校 (日 ご 一時 キ 
家庭 集 食 (水) 八 時 
祈禱會 み^ぉ) ん诗 

馨 巧を さ/庚 

婦人を 
讓 がさ 

沪つ 巧 

寄宿 舍 、簡 みなを 
* 菜 巧を、 をの 化 
人事の 巧 相 巧 じな 
じます 0 


診療 

午お十時ょら十ニ 
時、 午後 六 時ょ 6 
八 時、 a 照は 前 巧 
お 上 侯 

ドク トグ 

山 ロ； ニ 之 助 


診察 時間 

午を 一時 化 ニ 時 
午を と 時 H 八が 

愛 か醫學 ± 

rn 巖本谨 一 

一を を 比 西乂學 ぶび 
i ホダ， ン 病院 勤な 
一 日曜は 巧め 屈 上 お 


難 目 本人 T 科 II 

ち 巧 1 st Ave . New Ifork 呈 一 

診察 

午前 十 時 1 1 時 
午を 四時— 八 時 
日賴 午前 十 巧— 正午 
忿巧慢 巧 男ホ疾 を、 皮 
腐 病、 化液檢 を 
タ 年の 經 おを 有し 日本 
人 じは 特に 親切 じ 治を 
す 

瞎康診 節 ニ 巧 

ドク トグ 

メイ ど > 


化 柳 li 

|J|| 

黏 i 
L 抓-^ 
た 

D り w 


化 


9 

5 


子 加 

心 W T 

■ 8 1 し 

T U 


主 谷 基 

自 午前 か 時：：：：： 十二時 
自 午後 一時 H 五 時 

火 谣ち衡 r が 山 六 時 

は ヘキ》 ヤ —フア 
ン テ^— ン ヨン クブニ 

ツクじ 出勤 


. fo 巧 10 左 I OOC 奋 - Mb . 

ニ 1 壬た 呈 h SLNe こ 夏 
ぎ 至 ミ吉こ 岂 & ジ量 e ニ 云 6 S 

^ をが ネ が义诗 1 午を-時 

議寞ぞ を 《時 1 する 化 巧 

U 張を 前义時 1 午を 四時 

ドクト^ 小 栗乘吉 


巧 店は 實質 誠意 巧 速 主義の 
まじ 御. エを物 一を 卸 賣值段 
で販賣 致します タ かじ 巧は 
らや御 里^を 仰が ド さいょ せ 
◎致 乂を辖 時計。 匿 時 許 一 ま 
◎貧 石 貴を 底。 おお 器具 一 ま 
◎を 種 萬 ザ 拳。 を 銀製を 筆 
◎蓄音器 O V 3! ドを ネ陳巧 
◎寫眞 器。' タイプライタ ー 
◎腊 切符。 铅を寫 巧 お 繪播書 


ブロ一 ドウで ー 百と 十を 
領事館 向 側を めと 0 五號室 

巧 タ荀- 


鍵 


'が 商 A 


ニ ロで oaii 壬 さ デ Y . U さ 

ぎ Ca ュ landt 養 7 贾 50 


歐 ホを 極 時計 
貴を 屬寶巧 巧 
銀 お 器具 一 ま 


蓄昔器 



寫眞器 


タイプライタ 1 

が 種 万年筆 
其 化 ホを あ 一を 


◎を ニ 最高 投ノ 商品 ヲ 精選し 
化ち ョ ，廉 懼ユ販 資シテ 居， マス 

西 四十 ニ 下目 S 下 一ぶ セを 

ロング H — 力ー ビか デン グ L tt 

化な 十な ま パ n 做 

靑 柳廊會 議丽丽 

(タィ ムス ピかデ y グ向 測) . 

電話 プ _? てト四 |ニ セ 四を WN 化 
◎巧 おゾ確 實ナグ n ト 、なお 
ノ理 をナグ コトニめ ブを樣 
々ラ 御 巧 評ヲ得 テ居リ マス 


儉 眼を じ 眼鏡 調節 


おき 米遵 
曰 本人へ 


嚴人 

S 


語を 授 じは タ 
年の 醒 庭を 有 

す 0 一 ンブ_ 

ンと 十す I 化 
毎 H 轉見 時よ 
b 椿化挣 を 何 
時 r て 1 喜し 


H 曜日は 
A ち 巧 持 


- 時 
造 


穂を U 

か、 金曜 午後 化 時 1 十' 持 

紐 育 柔道 俱樂が 

道場 及 事務 肺 
西 巧 十六 下目 ニ 五 ホ 
(第 八 街角) 四 階 


舞 機 個人 i 
▼社を ダンス ▲ 

▼まが ホ 操 A 



菌十盼 3, お 十一 時 
シヤタ 7 •ダン シ 

霉グ 部範學 校ホ举 

衫 タマ 




截關 事務 

東を 一を 地 おじ 垂化 巧 
の 叛街入 ホ 法 じ顯す 
すを.- 一 初の 御 諮閱じ 
應 じを 道漠船 貨颇運 
貸ぷ 度 軌表稅 黑手續 
書 等違呈 ず。. 重要 都 
巿 じ巧理 店を なし 誠 
資を速 觀用衙 じ應や 

が 酸 取扱 


が 出 巧る ので、 かぅ すれば 日 ホ 
八、 化 厘 稼げる から 巧 姻らを 針 
は 六 かの、 五 厘 じも當 b ニユ a 
1 クお 装の 削 引ょ らも 一を と、 
八 厘ち 利と されて 居る からで あ 
るが、 ち 替の績 勝す るの じ掛し 
正を 銀行が 貴ら じ 向い じの も 注 
目され て 居る。 


尋れ人 

(きお 縣) 大橋武 雄 (熊ぶ 縣) 松 
本 卯一邮 (廣 島縣) 淸水 幸四郞 
(山 ロ縣】 德お猪 S 節 (廣 島縣) 
が 水實吾 (宮城 縣) 手 島を 親 
(か 歌 山縣) 化 本ず ま (鹿を 島 
縣) 國上 時を ま 岡 直 お (長 
畴縣 } 池 田 內藏吉 ニ 赌闹縣 ニ) 
又 巧 度み 大塚 チダメ (愛知 巧) 
長 綺德一 お 田 幸 I ニ郎 (大 阪巿) 
西 ホ 源太郎 (兵 庫縣) 朦木喜 八 
(福 岡縣) 末 次黨湛 前が 育大學 
學ま八 木 郡ず (靑巧 縣} 巧ヶ巧 
豐 一二郎 {能 本縣) 西 本文 藏 
(廣 島縣) 梶山爲 ホが 簇嘉平 
( コ 0 ン ビア 大學お 身) 富 お 罔 太 
郎 (篤 島縣) ま旧德 一郎 (お 庫 
縣) 藤本 嘉八 (東京 ホ) を子榮 
太郞 (福 岡縣) 吾 旧を 次郞 
(を 媛縣) 池 田 通 一二郎. (福 岡縣) 
ホ 倉が 

'右の まじ 巧 かを 度き 儀有么 
候 間 本人 若く はお 人よ b 現 
化 巧 御 通 か 願 上 お 

紐 育 帝國緩 領事 舘 

黃 Bros を さ！！ ミ y ミニ 至 


踞埋 髮巧籍 

同 經營と 年 巧 日本人 譲 君の 理髪 

の經驗 あら。 ジでス •バア バア 

西ぶ 十五 下目 H 1 お 地 


第五 巧と 一二 0 

へ クシ ヤ— 

ビグ デン グ肉 

小 池 寫眞舘 

電轟サ —ク术 

四 四 0 ムハ 


紐 育 州を 認 
みなち 免許 
巧を 帝大肾 巧大學 
を 婆 復習 巧 卒業 
元 地る 

產婆 讼本綠 


料 マッサ ー ジ術 

I 亀 命 養生 院 

_ ちほ ホ 巧を 子 

治療 午前 化時ョ 
リ 午後 九 時 
電話 前約 願上膀 


べグ ビユ！ 病院 及 
紐 育 乂學醫 巧 在勤 

な 見 ご 一朗 

該察 時間 
每日 午を 四時から 
み 時ょ で 

夕 巧 水、 を、 と 
時から 八 時を 


S 00 

巧め 西 上 核 

ヴ！ 子 か 大巧 
ドク トか オプメ rv ン 

酱を巧 ± 

を 雇 おが 


電氣 、器械 工具 製 巧 
運動具* 玩具* 貴 金 麓 
時 討、 寫眞 器な 現像 

駭本バ チ \：： 

東洋 美術 晶誉馨 、レ 

デイ 才 、ランプ シ义 
I ド類ゲ アキ ュ— ムク 
ブ！ ナ —、 モ 1 タ t 修理 


肖 本* 支那 寶ぶ繫 美 
猎ロ g 、 婦人 巧 首 錦 其 
池 装 錦 品- 

爲等美 縄 お酱浸 > 
首餘 品、 スト 9 V ダ 
自本 腿截錢 


葬 洋服 巧 


東 五十一 11 T 目 

二三 ニ 

が 藤 
洋服 巧 

f ラ^な ハ ニニ 


洋服 調進 

クリ i ニン ダ、 ダイ 

イング、 修撐等 一切 

ミカド 洋服 店 

め 本が 

電話 ライン タンダ] 

六 八 云 0 
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成功の 秘談 

米芭ま 英語を 語す 事 
はが 巧の 第一 さです 
本校 じは 日本人を 授 
じ 慣れた g 巧 婦人# 
姉を b 渡 切じ會 話る 
信 文 おを 語を を 巧し 
主す。 日 巧 遇 a 共に 
- 于前化 時よ b 午を 十 
時 主で 熙 巧し 一 レツ 
スンと 十五 抑づ i 
今 H 底 もじ ホ按 あれ 


化 

1 

II 

5 

6 

2 


稅關 事務 取扱 

wiEAM t.iE & 登. 

ぎ om 養 一二 Br 夏を 苦-星 
TeL ミ wling 言 i 謹を -B 


歲暮の 贈答品に 恰 巧な 

ホ考シ へ— ラ ー y 獎か 一 

拜 啓が 冷の 候 益々 御 繁お奉 大賀候 か 去る 九月 廿と日 突簇展 
京 巿牛込 晦神樂 町】 T 目 一恶地 ォキシ へ！ ラ ー 獎勵會 ょり 
小包 到着 锅封化 候 あ ォキシ 'へ ー ラ ー 機械 一個 受 な 申 候 誰 人 
が 貴店へ 御化賴 せる もの やら 不明に 就き 獎觸會 へ 照會を 候 
處 本日 巧 答が 之 貴 巧の アドレス も 巧々 らお 關御禮 旁 申 L , 晓 
瞄ほ本 機を 貴 巧に 依頼せ るは 愚 ホ 奥が 嘉ホ衛 巧に 相違 商廳 
么ど巧 お 小生 儀 何十 年間の 病 皆 じて 目下の 處 外出 も 不 おが 
がに 助けられて ホがず るの み じて 着匆 々使用 八日 閒 じて 結 
'お 良好 化かなら ば 永く 繼續 すれば かずお 癖を 快ず る もの ご 
確信 致 居 お 何を 中 も 急 レを 快は 不可能な るべ （小 ホ在发 五. 
ヶ 年間 日本 醫ホ A 、 白人 醫八人 じ 相掛ろ たれ 共 巧の 効 もな 
<大 化 元が 歸歐の 巧 苦 惱罷巧 俊へ 共 化 機械の 御蔭 じて を 治 
し 持る i こが 居 お 若し 化 頼ま 貴 巧へ 罷お 候が け 非常に 毫び 
居る 旨 御 傳へ被 下 度る a 御禮 まで 如 化 御座 惕 敬な I 
十 ぉ 十一 日 - 

云 重縣志 摩郡サ 田が .奥 村嘉ま 
をの 書 狀じ化 6 磁氣應 用 物理 賴療器 ォキシ へ ー ラ ー の 傲规あ 
る； を御說 解か 出 ホる でせ ぅ。 時節 巧 歳暮の 贈答 おどして 曰 本 
の 親ぶ 朋 るし 送る じは 實巧 あち、 永久を の ある ォキシ へ’-! フ ー 
じ 限ら まず 0 

日本 渡の ももは 日本の 化懼に 換算して 弊 おど 特約の ある スキ 
シへ ー ラ I 繫卿會 から 直を 小包 じて 郵送す るので あらます から 
稅金も ホ 要、 運資 もを < なる譯 であらます。 至を 御 申 越 あれ。 
論ょ な証據 オキシ へ！ ラ！ を 御 化 用 あれ。 

二人 用器 お 十 弗 一人 巧 器 

- 送 巧當方 負擔) 

貸 お 的說明 書は 御 申 越 次第 進呈し よす。 
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會社 


オホシ へ ー ラ 了販賣 商會 

高木 光次 藍 

are falc » gl、 Greenwaki & CO . 
巧を Flo ミ， 巧 w West 23 左 S す eet 、 C ぞ， 
T 取 一 • oramesy を 7 長 
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& 刷 W 

ISW 

E 


艦船 お 用 ま 
船具を 巧 お 
和洋を おち 販 g 
輸出入 稅 爛手績 
諸 荷物 運搬 取扱 

遠 藤 小 刃商會 
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露 揉 治療 

マツ テ 1 ジ 、整形、 醫 
，科 華 的 運 勘、 勝灌注 
水 治、 電氣 風呂、 ホ 
線 皮電氣 治療 其 他 
紐 育 州を 設 

フィ ジオ y ラビ スト 

西が 幸 巧 

日 醒外毎 H 午前 化 
時ョ ，午を 八 時 迄 
ぞ話前 巧 願上娱 


齒巧醫 一木 下义巿 

W 10 w . tl 含 S 1. 

T 中 I . M 呈 U ョ呈ニ 557 


♦窗お ♦雜誌 ♦巧 巧 
がを 室を 巧 

執 お 午 的 九 時 よら 午を 置 時を 

紐 育 B 本人 會 


ブ ゥ 1 ドウ ゴイ！ とと 五 

をす , y 1 00 と 0 
をす ク A 1 00 と 一 
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紐 育を 命が 隙會社 化理ん 
其 他 巧 傷 巧 險を補 

西な 一二 十八 了 目を 巧 0 ホ 番 

’ . 化 島覺ホ 

電話 ェチ コム-四 九 六 
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逢 命 保 驗會社 
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ウ ホー ル 街み 恐慌 閒顧 一王 


流 おに 早い テンポ 

が 價は斯 くして でん 底 じ 落ら た 

暴風 吹いても 搖 む ざろ 組織力 


巧 巧が どん底に を もて 悲鳴を 
舉げ てゐる ものは、 千 巧 か ニ 千 
おの 小 資本で マ ー デン 取 > じ 熱 
中し つ i あつた 小成.^ ある、 
これに 反して 資力の な 株屋 
さんは 

底値 の襯 時を 昇 評つ て ど 
ん どん ど贸 ホに 進む やぅ じなる 
巧 < して 大 お-過 すれば クォー 
ホ 巧じ窠 々ど橫 はる 巧骸は マ！ 
デン 化ら の 小 投機 者の みで、 資 
をの 豐當な 速 中は 却て ホい をを 
ペラリ ど 出して ゐ る、 この 十 巧 
- 日から 十 巧廿乂 H ぇでの 株 倍 一 
移 勘の 挪を 見る じ、- 一巧 四十の^ 
化 ま蛛が 下落を ホし わが 憤は な 
五十八 僮 化 千 四 巧 八十】 巧 八 千 
八な 九十 四 弗、 ニユ al ク巧取 
を 巧に 上棋 されて 在る 巧は 千 ニ 
巧と 十九 補 じを してで るから こ 
れ をを 体 的の もの ど するど 前記 
の 額 じ ニ I 二倍す る ivl なる 譯で 
j をる、 さて こ れ等巧 表 ニち 四十 
巧の 

一 下落 した 跡を 巧る じ 左の 
I かき 較 字を 生んで て、 

; 操 道 甘 お 極 十 1;^ ニ 千 八な 六 
十八 巧 ホ 千 四百 八十 八 巧、 お 
お 茂 巧 等のを 4^ 關廿化 郁、 

; 五十-- 億 S 千ぶ さと 十 S 为四 
千 S む 心と 弗、- モ ー タ！ ス、 
一十 •五 補 十六 億 千 九な 八十 四 
一巧 九な ニ 弗、 も 她せ一 禪主ニ 
i 値 兰 千 ニな 六十 一巧よ モ とだ 
; よ 十八 弗、 额 个 五 稱乂千 二ち 
- 四十 四方 ニ 一千 スな 二十 巧’ 化 
I 學化袖 十-一 1 千 巧 六十 九 力 
j と 千 八な 化 立よ 弗’ 

一 ごい ふ； じ ニ-て ゐ るが、 十目 

I 1 U 現 化の 上 嘴揀ま 時憤繳 額は 
I 八なん 十億と 亡 ニ 巧 六十 一二 巧 四 
r む 二十 ミ 弗で 矿 るから 前記の 損 
; 失で 巧を の^ 惯 けめ 六み の】 を 

减少 た， とじむ- c '、 ' 而か 
:もこの巧乂；^る巧失の大部か^! 
南 去 一遇 間の 紙を じある 結 あで 
I ある、 何^ じ も テンポの 早い ゥ 
'.ォ ー ザ 巧 だけに 的 彼が 吊 上る と 
，なる ど、 が 制 化に 上る 化 > じ 下 
をの 速 巧 ゃ^ ホ 商も滋 ては スビ 
I ドが 解み/ > てゐ る、 をが み V 
今週ち 随 H か 出 ホ ぉを 瞄 間で 示 
_1 ど 左の！ (ちは 月曜 H 、 左 
はか 跪 H 】； 

一 時間 ぉ ホ 高 
; I 91110 . 八 一 五 王 ハ 00 

三て ニ 五 化 •000 
I 1 ニ •00 ごて ニニ 五 •ニ 00 
八 •一二と 八 •ニ Go 
M •lllo 五 •五 四と. 九 00 
一二 王 ハ 五 ニ •000 
ニ *10 ムハ互 一二 八 •五 00 
ニニ •八 S 八 •000 
三 一 •00 化 •ニ 一二 •八 00 
■ H ハ •四 10 ろ 一ニ0 
而し てこの 急激。 巧 ま 下落の 巧 
巧 もを しい もので これを 

ず 均 すれば 火 眼 日の 相 煤 

である ど 猫 道が サ K が •か 六 •ニ 
九、 產を 巧廿ぶ 柿が 四 一二 •曰 H 


で 五十 株の ホ 均は ニ 四 •六 六ぶ 
いふ 主にな つて ゐ るが、々 回の 
恐慌で ホされ れ時殊 なを 象は a 
H 數白億 弗 どい ふ 損失に 逢っ て 
ゐるじ も おらす、 僅か 一巧の々 
! ブ巿培 仲買人が 破産した ぐが 
で 仲買 商は 平 おでこの 大滨 風に 
耐 へて ゐるピ いふ 王-である。 

株價 回復 

買氣を 煽りて 

どんく 拍子に 前週 ホ お 落む 
裴 落を まねっ} のっ た 當が採 ホ 
ホ 棋も銀 巧 曲の プ ー ^ 組織 どげ 
時に 採傻 がを 憤む 達した るを 磯 
を ごして を 國的じ 買氣を 煽っ 巧 
のみならず、 

千义 巧よ 年當 時の 恐權 にも 貢 
出に 着手して 巧 度の 確信を I 猫 
めた お 油 王 ロック フェラ ー 劳 
一 あが 『今回の 練を おを はを 
なる 整理 時代に 直面した 主の 
であって、 巧 式を の もの 止 健 
をで あるから 私達 も 堅 實ぶ株 
の 買 出し じ 着手した』 V ふス 
ブ ー トメ ント を發 表した がご 
生命 保换會 社、 信托會 おの 貧 出 
し 等で 忽も乂 氣を煽 >、 去ぶ 化 
日の出 ホ 高 一千よ 十二 万 お pi 
な 二十 巧、 株 彼 上騰の ず 巧は 約 
一二 十六 ポィント であるが、 tn ： 曜 
U の繫 をで 大損 失を ホし ゎァメ 
リヵ ン電信 電話 曾を 巧の. si き 一 
躍 型 ハ ポィントの 上騰を 心て た 
のた これを 時糟じ 換算ず^ ば 巧 
曜 U の 下を じ 巧ら 損失 四^ 四千 
八な 化 十で 五 千な ホ 十二^は 同 
n の 上騰で 立が し 補償し^ 上に 
ニモ 六 さ 四十 ガホ 千な 八 fhK 巧 
の 利益 差額を 生じた 溝ぶ ある。 


臨時が 



搖 もこれ で 一段を を吿 ぐべ < こ 
の 日の 度 巧を 業 高は 化 八 億 五 千 
一二が 巧 ホ じ 逢して これ ホ從 ホの 
記錄を 破つ た。 


ニ日じ宜^^整理 

ニユ 3 — ク巧巧 取引 巧では 過 
ま 一週 巧 じがる ホ 曾を の| 巧-僧 お 
落 ど ぉ ホ 高の 新記錄 で：^ 買 A ず 
は こ れ等 の 吸簿繫禪 に さ い 
てゐ るが、 化 引巧當 厨は 銀 巧 脚 
どら 協 緒の 結 お 帳簿の 整 蝶を を 
面の 目的 どし、 人*' む S 鎭靜 を；；^ 
る盧ホょりして木腿0 のな會を 
半日 限り ごし 金、 王兩 H は 臨時 
化ぶ する； ど。 つた、 尙ほま 命 
巧 險會社 や 信 巧 會祉の 巧 買 出し 
高は 約 S 條五 千万 巧に 速した ど 
傅 へられて 音る。 

金利 下げ 

•英米 相げ 應 して 

株式 ホは をの 後を 定期 じ 向 ひ 
木曜 半 H のな 會は いづれ も 株 巧 
巧 化して 株 ま 化 引 巧は ホ 巧化ポ 
ィン ト 、力— ブ巿 巧は 五十 五ポ 
ィン ト半 どい ふ 上 隙ぶ b を 見せ 
たが、 この 日 C ン ドンの 巧 蘭 銀 
巧は を 巧 六み お 屈を 六み じ 利 下 
げ をを おしだる じ 巧 前後して 聯 
巧 準備が 巧も從 ホの 六み を 五み 
じ 利 F げの 旨を を I 、 巧 忡巧人 
の貸附 巧々 どが じ攀巧 おの 现 


信用 設定 

津島 財務 宫來紐 

去る と 巧 上旬 來 滞を 中で ぁつ 
たな 巧 ホが 務官 津島壽 一氏は エ 

ム プレス •ォゲ •火 シア 號で 渡米 
し、 昨 H 着が 直 もじ 巧 テグ •ア 
バ ナダ ー に 投宿、 滞な 巧 及び 
渡 突 期は を然宋 ぶで をる、 しか 
して 同氏 今网の 重なるを# はを 
解禁を 中必 どす る だけ じ 同氏 今 
後の 巧 動は 相當 じ注呂 されて ゐ 
る、 同氏は ニユヨ ー ク 到着 ご 共 
じ H 本み 債 引受 銀巧圈 たる モ火 

ガン、 ク< — ン •ロ — ブ 、ナ シヨ 
ナ八 •シ チ！、 フア！ スト® ナ 
シ ヨナ 八の 四 銀 巧营腦 者に 習し 
一、 を お禁じ 勒 する 日本 政 麻の 

モ 針‘' 

ニ、 を 解禁 じ 資する 日本が 巧の 
準備が 巧。 

S 、 昭か四 年度 賞 巧豫奠 ぶび 同 
五 年度 緊縮' 教算 案の 說 巧。 

旧、 金解禁を じがけ る 固 際 貸借 
あ？ 5 之 じが ふ 正貨 流ぉ錄 想。 
等を 詳細 じ說 明し 銀行 幽の誌 解 
を辉 るる どなつ て 居る、 しかし 
て 解禁 r がふ クレデ ブトの 設を 
如 巧は をく 解禁 當 時の 化 外 正貨 
有 高 あび 國際 貸借の が 巧な で じ 
ょるので、 今から 設定すべき も 
のでは ない が、 しかし 大体に 於 
でク レ.‘ デ ブトを 設 をす A iv な 
るら しく 勢 ひネ间 の津島 巧の 銀 
巧 簡じ對 ずる 會 見は、 會 忌後ク 
レ デット 設定 必裝の 場合の 誌 解 
を も 兼ね 巧は る I もの ご おらむ 
てゐ る、 か （て 同 巧務官 はニユ 
ヨ ー クだ 於け る 銀巧團 どの 誘 解 
を 遂げた る 上 アメブ 力が 巧 事 精 
及び H 本の 解禁に 萄 ずる 時期 卞 
法な で 詳郝じ 本省 じ賴吿 したる 
上、 なるべく 早 < C ン ドン じ お 
發し 同樣詰 解を 遂げる を W なつ 
てゐ ると。 

解禁 期が 轉 

まを 特電-曰 發 N 十-巧 j 巧 
む 出超 鑑 緒は 確 賞 どな b たるが 
ホ上藏 相は 今年な 入超 巧 地み を 
五 千方圓 ごせば 臺 饒戟鮮 は-億 
圆挂當 が資易 かの 受取 勘を で 解 
禁 準備ら 可能 U るべ く 英米の 金 
利を で 解禁 期 U 巧轉 した ど。 


生糸 價 下落 

を國 操短を 建議 

ま 京 特電-日 發 u 今年度 生糸 
は 藤 高の ため 繰 平均値 段 千 S な 
八十 圓 0 T では 採算が 取わぬ の 
じ 昨 円な では 最優等 格 卞ニ巧 六. 
十圓 まで 下を した、 長 巧 方面の 
製糸業を は 謹 糸 中央 會へ賣 止 策 
や查閱 操短 建議 中で ある。 


爲臀吊 上る 

外 銀の 利銷 稼ぎ— 

ま 京 特電 I 二十-日 發 = 對ホ巧 
替 が賴騰 する のでみ 國銀 巧の 東 
巧 ま 店は 四十 八 巧で 期 近物賣 b 
四十 八 巧 五十 他で 四ヶ巧 先物 買 
ひを 實 巧して 居る。 之は S み i 
.庇の 利 お稼ぎが 確實 だ 上、 雜賣 
化を を 年末 繁化期 じ 連用す るを 
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イト ロ ポリ タンに おろ？】 


「萬 人 わ吉」 の 歌劇 


ノ ー エル 巧が 作詞し 山闲 耕作に 
がか 曲し む 新ら しい 英訴ゾ 歌劇 


久しく ブネ ラ * テ八フ キア •パ 
ブリック • レツ デャ 一 A び當地 
夕刊 ポストが の啟洲 特派 员 ごし 
て敏 胁を扳 つむ パー シ！ •ノー 
エ八 巧は 巧 聞 社ょ b 特派され て 

白 本 じ 波钢 した W 來 、日 
米 期 係の 义學的 父が-^ 非 あなが 
ホを 持ち、 當 時の 火 化で ぁつた 
化 バンク。 フト 氏み 知遇を 错て 
一日 本に 於け る 最初 S . ァメ 9 力 か 
が 派遣を 化 タゥン センド • リ 
ス 氏の 研 兜から 唐人 お 昔の 劇化 
を 化 ひ 立 も、 上田に 長く 滯 化し 
て 事跡を 調べ、 H 本 室 じらた び 
じたん せんを 暮て 長火鉢み 前 じ 
坐る とい ふ 日ぶ 趣が のをが をで 
あつたが、 豫て よらを の 歌詞を 
山 旧 耕 化 巧 じ 手 をして 作曲を 化 
頼し じ钻莱 、先 づ序縣 の 作曲 だ 
け か 出 ホ 上つ たので、 巧は これ 


を メトロポリタン •オペラ 踞じ 


をが して 上 撰せ しわべ < 、最近 
乂灌 の淺閱 化で 歸 米し、 直ち じ 
當 化に ホ b 目下を 涉中 £ の4 で 
あ & 、 今 H まで H 本の オペラ ど 
をへ ば ブナ 二の 「蝶々 夫ん』 のみ 
で、 まごして 

個人的 ’ なを 慾の もつれを 
表 巧す るろ じ 力を 注がれて ゐた 
が、 今 凹の 唐人 わ まじが ては 傅 
じ お あを の 化 舞 塞の 上の いは ゆ 
る 化 だし じを を 入れて をの 時の 
不安；：* 化が、 国民性を 療臺 いつ 
ぱいに i じみ おし 劇 ごしての 深 


ホ をら たせる ぇに 持 力して むる 
点、 プチ ニと 異を H 本人が 作 化 
したくい ふ 点ょ b して 巧し メト 
。ポ 9 タン じ上堪 うれる-と VJ 。 
n ば 化が の樂 擅ら 随 かごが 奇の 
眼を 规 化る i でる C ，ぅ、 こいに 
がて 當 地の 人 ± じ媒 化の 淺く 4;* 
い 作曲み 山 旧 耕 巧 巧は 左の 如く 
おつて 居る。 『をが で S 幕、 み 
ご一 時 巧 ザ 大物で 4、 ノ — で ル 
巧 にがつて 歸 つで 貨 ふみは 第一 
幕で ずが、 化 ホの ォペラ 形式で 
云へ ば 

序曲に 當ち 部み です、 普 
姐が 化は 幕 前に 碟 かせる； じな 
'つて 居まず が'、 化は をが これを 
一つの 棋 おどしで をせ る i じし 
た、 外閱 人が そ* ラを 見る と、 
どぅら も 主ん まげな でが 出る の 
で 笑つ ていけな^、 で、 この 巧 
曲 じ 當る瘍 おじょ つて 觀 をの 氣 
持を H 本の じ 導入し やぅ どを て 
じので す、 時は 八 g のが、 が 豆 
ので 旧では わ 益。」 す、 遠 < から 
を 蹄の 歌を 聽 かせて、 をれ が 段 
段 近づいて、. 舜 奪-- ぱいの 大騒 
ぎと なる、 を こで 突如 どして 幕 
を 切つ て 落す 一， 場面は で 田 港 八 
な善の庭で遠哥じ海が{すんで 
ゐ る、 盆 踊み 违 中が 通み 過ぎる 
だん/ \ 巧が 巧 けて 巧 < 、火の 
をが 金棒を おやる 音、 戀 いて 火 

の 用 ら^ テ！ ク •グア ー •オウ 
ファイア) ご达 （からさび しく 


巧へ て ホを、 やがてが から 上つ 
た 巧の 巧が 八 巧 善の 二階を くつ 
き b 照し だず、 するどを の陈子 
の 影で さら -- だる さうな、 あ 


. びの やうな r を — あ』 芭 いふ 


カデンツ アが閒 へて、 する ち ど 

隱 子が 明いて ホい 長を 
ばんを着たわ吉の.：：^めかしい上 
ザ 身い のぞく、 こ} で お 吉の獨 
唱が ある J — ごい ふやう じを 体 
か 進 巧して 巧く のです、 劇 どし 
ての オペラの 化 組みけ、 おを が 


くさ 騷ぎ斗 小？ いので ニ 巧 巧 
なから ニ 立 千 弗を 煙 b じした 
を も少 くない 人 數じ逮 して 居 
ら 、或るを 庭勞働 巧は 一巧 ニ 
千 巧を 僅か I 11 U で 失つ て 了つ 
た ご。 


戀人 である 浪人ち 田のを を 受け 
リスを 暗殺す る 目的で 人身 御 
供じなる、 ところが -< 間！；リス 
じだん'''--- ど 女 ごして 引つ けら 
れて遂 -i 兩 人は 肉體を 通じての 
靈 をむ 互 じ 威 じを ふ樣 じなる の 
です、 をして 國 人の 非難を 背 じ 
受けながら、 お まは バリ K ど 共 
にか ごた 乘 つて 高い 山の 上に あ 
る 領事館に 入つ て 巧く どい ふ 所 
で 終つ てゐ る、 作詞者の ノ ー エ 
八 氏は 随み 長い 年 巧 蜜して ^ 
リ ブ のホがいゃぉま$^|を調べ 
た 人です か、 數年 前み 日露 交 歎 
の大音 樂會を 歌舞伎 座で 開きよ 
した 際 御 置に かちを どなち 『ぉ _ 
ま』 の 請が 始めて 出立ので す、 
話は をの ま： じな つで 


すが、 ノ—ュ 八 氏は 主の 後歸國 


居た ので 


ホ、 遂に 


して、 を 方面 ご 巧 渉 s| 

話を ： 

具体的 にして 揉ち 込んで 

巧た のでした、 あどして もこん 
な 大き じ 歌 蘭を 書く ぶは 始め' て 
です し 英語 じ 作曲す るの も 始め 
ての 総驗 でず から 出 巧 得る 限 ゎ 
精進して 化 おの ひのき . 舞 臺じ上 
演 しても かして 化しくな いもの 
を 作る つもらで あらます 


ぶく、 わめく … 

をれ から 微苦笑へ 


宛然 野戰 病院の 觀を呈 した 銀 巧 
をの 日、 この 日の ウホ S ル 街 


をれ こ を 滿も灼 すら どころ で 
ない、 少 々のへを くもが をれば 
早速 マ ！ チン 取 b じが 貝 人の 巧 
化々 どなつ てむ た、 株が 金の ア 
メリ 力の 化會 だ、 あの U 、 この 


B! 


这 > しん どゥォ ■ — 八 街を 襲 
つた 株式 地 おは をれ こを を當通 
b に 破ら 尾に 巧む 人々、 即ち 小 
さ G マ ー デン 化 b じ 化 股 ミな b 
巧 巧 短 かい 間のを 華の 樂を 結ん 
だ 人々 をを 滅 さして r つた I! 
ご 云 つても 差 まの。 いおじ 小 お 
機を 流の 嗚らを 潜めさした、 ゥ 
ォ 巧 じこの 地震が あつたな 
ホが わの 其 記さん を 始め どして 
仲 贸の番 巧さん 速は が 巧の 惜お 
し、 頰 をへの 相ち 帳簿の 整 縄 
で をれ こを 不眠ず 体の 幾日 かを 
送ら、 これで 悲嗚を 上げる 入 も 
タ （ゐつ たが、 をれ lb もが 氣 
染み じのは 巧 角のへ を （6 投機 
を 一 じして虔己 ^:^ し、 仲買人 


泣が て 今更ら ウオ！ グ 
巧の 風を 化む 小 投媒者 流の 辞れ 
であつ た、 男 あ >、 女 あ 6、 ち 
んあ b 、 を 婆あ わで 過 ま 一巧 旧 


の ゥォー が 巧は チ ッヵー の嚮き 
じ神經 をい こだ ィ 人々 のぅめ き 
泣聲 、吐息で 錯離 I たを 懲樂を 
奏し、 巧 Li 入っても 事務 巧 じか 
ん かんご 靡'、 m 澄の ちらを 恨め 
し氣じ 眺め C 居る のは 一巧に 成 
金の 悲哀を 贼 じさした 、流石に 
ニユョ ー クは廣 い、 この 恐 糖ぶ 
b を 眺め やク ごする 野 巧 馬 連が 
ゥォ I グ巧 じどし-^ ど 參 集し 
て ホる、 癖 お 巡査 除が 出動して 
巧 通を 繫劑 する、 をの お雜 さは 
まこ どじ 言語 じ 絕し一 禪異樣 な 
空を が 流 "れ て 居た、 この 
:^こ さの 底 じ 流れる 不巧 
な氣 みが でれ おじ 人々 の 神經を 
ま 苦しい；) のじ さした こご か、 
ゥォ ー グ巧 じは 五軒の 電話 ェキ 
スチ H Isf が ぁつて 化 巧 五 千 人 
の 顧客を 取扱つ て 盾る が、 まる 
火峭日 だぃの 取引所を 中必 どし 
た 巧 話 呼出しは 驚 < 勿れ 二百 十 
巧と 千 回、 ホ 常の 五 削よ を ご 一庵- 
ごい ふ 巧 加で あら、 ウェスタン 
ユュ ォン や ポスタ^の 巧 信収扱 
も をれ-を 巧 巧の 巧 力で モ ー タ 
1 サイ々 グ 、自動 革が、 タ クシ 
! おで S 達を する か、 仲買人 か 
らの おお も 大槪は 『株式 累 をに 


付、 明日 何時 何をまで じあな た 
の 損失を 補 ふべき 金額 幾千 幾 弗 
化を 送ら n たし』 < いふ 

通知で あるから 電信 會班 

でけ 致め これを 巧 刷し 單じ 金額 
ど 時 H だけを 書 込 わ やう じして 
配達ず る、 一 ホ 銀 巧 どなる どこ 
れホ 戦場の やうな 騒ぎで 貸附部 
じは 證勞 を擔 がと する 借 受けの 


メッセン チヤ *"- •ボ イド づら 


ちご 巧を 紐んで 居る、 ニ U 、 一二 
B の騷 ぎなら ばを じを、™ 週間 
もこの 騷 ぎが 繼 織した ドけ じ ま 
る 火曜日の かきは へど/ じな 
ら タ を紐 む 間 に も マ * — フ 八の 
床に ごろら ど橫じ なち 白 河が 船 
を 潜ぐ どい ふ 始ま、 ボヶ ブト か 
ら時價 數千弗 もし やう どい ふ證 
券が 顔を 巧して 居る、 流 巧の お 
巧當巧 もこれ は 

危險ミ 認め ミシ ョナ 八 
シチ ー 叛 巧の ミッチ H グ 巧め 如 
き 早速 キャンプ • チ H ャ） を 取 
寄せて 眠らし 銀 巧 內は恰 かも 野 
戰お 探の やう、 斯 ^^ -I 】 て 化 日、 
取引所 臨時 化 業、。 ッ クフ コラ 
— の 巧 買 出し ごい ふ 快報が 發表 
されて 今までの 泣 面 もで うやら 
微苦笑 じ一轉 ずる どい ふ テンポ 
の 早 さを 見せて 吳れ じが、 結局 

0 ツク フェラ 1 や ラマ コブの や 

うな お 持 もは この 騒ぎで 益々 肥 
b 、 お蔭で 瘦せ たのは ル 投機を 
流の マ 1 デン 取 bw いふ こご じ 
なつた。 

時節 巧 H 本人 中 じ もこので さ 


雪洲ル もめ じ 

新 峽蠢會 社 

I 寶 塚に 製作所を 
H 本じ歸 己一の か、 歸ら ない の 
かで 久し 問 どされ てむ た 巧 
動 俳優 早 川 軍 i 洲君じ 閥し 最近 日 
本から 達した I 悄 報じ 化れば 愈々 
阪急寶擬に ||^川雪洲國際映謡 
株式 會 社」 を 設立す ベ （準備が 


進められて わ I 
じ貝をっ 


る 相で ある、 寶塚 
のは 久し ^ ロン ト 
ンで 日本人を の 幹事長を して ゐ 
た 高 巢欣化 巳で 雪 洲の委 巧狀を 
持って 歸 朝し 寶 揉の ± 地 王ず 塚 
右衛巧 氏に 渉し をの 應援を 得 
る 一方、 高ぁ I 氏 並び じな 後滕新 
孕 伯の お嘗 ^ t な 順 巧が 巧 京々 
面で 奔走し ゎ 一 結果 阪み 巧郞 巧、 
藤が 義朗 巧、 一永 旧 秀み郞 、鶴屏 
祕輔氏 等を を 人、 阪急 社を 小 
が ニニ 氏を it 閒 どして 資本 余 巧 
巧圓 、五 巧聲 I な サ圓) の會社 
を 起す 訂畫で I 、 本社は 東を じ ま 
社と 製作所 竿 塚を S 主 地 提供 
じょゎ寶塚1 :| 蹟く； どなっ て居 
る ごのを で 心る か、 蠻削ご ^ ^ て 
本の 計 羞が寶 現し ぃ ょい 限ら 
身體 だけを ロ： j 本 じ 運ぶ やぅな J 
は あるまい V | の i である。 


巧 長 選擧戰 

I ホ 過 火曜 H 執 巧 
ニユ 3 おの ボ長選 擧戰は 
愈々 ホ 遇乂耀 H を 巧て 執 巧 さる 
ベく 昨今の 典 中は 選擧氣 をが 横 
溢して ゐ る、- 一民 ま 黨侧モ は 現 お 


長 クオ グカ < 


氏が 谭立曝 補 者 だ 
け じ 方 事 都を 好く 運んで ゐ るが 
巧を にも 疑獄の 續 巧で 人 必の影 
響が 必配 されて ゐ るら の： タマ 
こ - ~ 黨 では 氏の 大勝を 豫 言し、 
共和 黛の ラダ！ デ ァは元 巧社會 
黨 出身の 獨 々みか 驚 だけに 純正 
共か黨 からを けが 惡 （却て 社會 
黨 候補 ト！ マス 巧が ラボ ー デァ 
を 一 織して ゥォ作 力 ー じ 肉を ず 
るので は あるまい かどい ふ 観測 
も 頻らじ 巧 はれて ゐ る、 民ホ黨 
じは 前 證務接 替 エンライトが 獨 
立で 巧つ て 巧で 居る けれ 共 こが 
は 巧ら じ 大言化 語す るの みで モ 


ノ にはなる まいど。 


運攀巧 




大勝 


ま 京 特電 - 〇 | 薇 n 明治神宮 じ 
がて 聖上 陛下の 天覽を 仰いだ 早 
稻巧大 學載慶 一一 大學の 野球 戰は 
十二 對 零で 慶脯で 大勝した。 

柔道 恭樂 部 

一風 年の 記を 試を 
紐育柔 ぁ俱绝 I 部は 創立 0 ホ逐 
H 盛 巧を ホし 正 轉員も 一二 十二 名 
じ 及び 從 ホの お 場では 狹 （なつ 
たので まち I 二十 H 西 巧 十六 了 目 
ニ 五ホ番 (おん 街 どな 十六 了 目 


巧 エン ゲ で タ 1 


ビグ デン ダ) じ 
おは 右ビ ，デン 
占め 柔道 稽古 円 I 


ステ— シ ヨン 


彩轉 した。 新道 
グの四 階を 部を 
化外會 員は 劍道 


ピンポン 等の 練習 じ も 巧 州 出 巧 
る ど。 尙ほ ホる 八日 ( を) ず 後 化 
時ょ b 稽を 始めを 兼ね 創ぶ 一周 
年 記を 試を を 新道 煤に を」 を 巧 
する i じかし じが、 當 巧け 特に 
シカゴ 巧 段を 幹事 ニ 段。 " 1 ト 
氏の 五 A おきを り 一般 岡 脑のホ 
會 を歡迎 ずる 由。 因に 稽内 日は 
從前 巧ら 火、 を兩日 午を A 時ょ 
ら である ご 0 

リ —グ戰 の成辕 

ま 京 特電-日 發 = 今年を ハ大 
學 野球 リ ー グ戰 成績は 左 か 如し 
早稻旧 h 乂割化 厘、 慶 1 IU 八 
割 一み 八旌 、立敎 H 四 お 五み 
五が-明治 H 1 ニ 削 八を 五 厘_ 

法 政 =1 二割 一一を 一一 馬、 が 大 u 
二割 六を よ 厘。 

木が 拳闘* Hl ¢戳 

前回め 拳 劇 試を に惜 くら 引か 
け じ 終つ わ 木が み 五郎を t ホる 
水 願 H {六日】 ォ リム ビァ 棋樂部 
七 ミフ アィナ 八で ブランク • 
デラと ゆぶ 円 人 ど 八 国戰」 出場 
すべ （入海 切符は ま 巧 お！！ 發資 
中で ゐ る、 尙ほ同 君は 巧 四 H 

マサ チ ュ七ツ ト贿ス プリ ' グフ 


キ八ド 疆 き 十回 戰- '街み する 


松澤 選手が 師鹤 


クキ リアム •メリ ー 大ず獄 球 


部の 重鑛 ごして 昨年まで 峭 らし 
て 居たり 本人 ど アィ グラド 人 
の 混血 兒ァ ー ト松祭 君は 中 業 後 


ノ 1 ス •力 0 ラィナ 如ア； ユゲ 
ネグ* ;^ィスク1がのュ」_. チご 
なつた が、 H 本人 S して 蜘 球の 
コ 1 チた る こごは これが S めて 
でを ると。 


ツエ ペリン 伯號 

世界一周 

化の 歷を的 飛 巧寫眞 はト！ キ 
レ 3 ■■■ド に なつて 居 ま す 

見ょ！ 

H 本、 獨 逸、 繁西亞 、品 米 利 
化 及 太 西が 等查 がわ々 释をッ 
エペ リン 伯 號船上 よら 撮影し 
た美觀 、おおを。 


本日より 開寫 


CAS 内 0 T 圧 EAH 巧 E, 

ち nd St. & 田ョ をき y 


日本 埋髮 舘齡。 


西 四十 ItlT 自 百を 地 ニ 肖 五 まち 

一二 階 (巧を 街に 巧し〕 


を 留靑年 理想の 阳ホ 

罔 本人 |巧 年會 


9 巧 . おを 芭 > TCI.CI 巧 k さ n 1244 


10 呂 r African 呂 stDirs and ず lend 巧 
= 正さ 式 -hachrthe P ち 昏 こさ ミ 男 ird 
お i を 一; ニ 夏 ght wiiho 己ず es すず e 

京 巧 ミ ers を 『 a limited ti 實 - i 這 uire at , 
S . 吉 夏さ實 夏， 114 E . 還 thstby . 


卓上 巧 話 


白 本人め 聲淫 ぶか. 

令 東を ホ聯を 婦人 大會 で^ 巧の 
やぅな 輸入 賛澤 おご 消費 ふあ舉 
など 虛禮 どじ 關 する 參考 連を 造 

つ わ。 一 

♦大藏 直ホ稅 局の 調 查にト - る ど 
年額、 煙草を 一千 ニ 巧巧图 、ウ 
ィ スキ 1、 ブラン デ 1、 良： 荀お 


新鮮 魚介 一切 


日本ん 尚 表の ホを 澤山取 も 揃へ 
巧が 廉 巧で 大勉强 致します 

サゲオ ナ魚巧 
客 呈置呈 H A 吉 OYSTER 夏 S 
200 舌 esf 81 宙 芭 rent Gorner Ams す di Ave. 
Tel. Golumbu こ 夏 


十万 

寶巧 


シヤン ぺ！ ン なでを ニ-白 |1 
圓 、貴を 蔑を 八 巧圓、 

象ず、 べブ 3 1 などを 百 四十 方 
圓 、化粧 おを ニ 白と 十 方 凰‘ 人 
を 絹糸を 四十 巧为圓 輸入- 4 てゐ 
る •か、 をん な ものは 輸入- -j なく 

て もょ かタゎ ぅ。 

♦日本人は 年 一 酒を 十五 儘圓、 
煙草を ニ 億 ニす ガ圓飮 み 遊蕩 費 ^ 
じ 十 偏圓を 投じみ 災で ぶを 二な 
巧圓を 失。 つて ゐ る.- も乂 たい 一 
な いぢ やない か、 また H 击 じは； 
滔を飮 む 人が 一 千 五 田で 人、 酒； 
を 段る 人が 一二 十万 四千 人、 猶於 It . 
造る 人が 一巧 一千 人 (酒の 稅ニ： 
億 ニで 万圓) 貧を 勸 める 人が ご 
十万 人ゐ る。 

歡婚 費を 見る £ 全 
で吳 、沸、 獨は 
は 四亩圆 、西は 
本は 五千圓 だ、 り 
は 支那の 六千圓 
ある だけ だ、： んな 点で 弱小 W 
ピ おつきを をて なくても ょい' 
强大廣 と比べて 反省し わい、 ザ 
儀叟も同じ^^だ、 ァメブ々前< 
統領 片！ ズ乂 ェグト 氏の 葬馨 
は 谨か六 百 画で あつれ が、 巧リ 
某 名 ± の 葬儀は お 華 化 だけで 一 
巧圓 だつ た。 


日 

米 

桂 


巧 話 プライ アン K 
を まぶ 八 這ぶ t < ま 


竹 中 重 雄 


庵 I 


が 育 お 西 四十 四 T 目 
i — ニみ 巧 ご 磨) 
」 ち ANES ご 青 m 章 吉呈君 
ご 2.118 Wes 二き St ., N . Y . C . 
呈 .至 置芸 73 


あ 面目なる ホ 礙罔胞 じ 確* 
なる 哦袭を 周旋す 


宮川 事務所 


巧 育ボ西 四十 ニ T 目 百 ホ 一を 

職ブ ぅィァ T 蘇絲 


♦化 巧を 固の 
收 ニ千圓 3 人， 
ち圓 ，ホ、 が I 
千 四巧圓 、日 I 
本よ b タ いの I 


ホ 


煎餅 卸" 小賣 
を 腐油瘍 
日本 食料品 一切 
Sunrise Rice opke . CO" 

黄 5 さ ird A ま- 
ぎ P 空 a 空 8 


娜燒 、洋食 

御を 事は か静 、食後の 御 話し 
じ ふさわしい 所です、 御 ホ ホ 
の 程を 願 ひます 

コロンバス 矢 野 

巧 壬. 81庄 SiTel . SLUmbus 运ま 
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O ぶ， にじ lie 
大贩蘭 船會社 


28 お - き miEH る LL 郎 化が邮 
1? 8 を巧 巧 Y PL まな SEWlf 抓 K 资巧 
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怖が 0 お〇 も， Inc, 

Formerly 

Mariihachi & Co. 

17 EMt 17 化 St •も Y. 
Tel. がが nqiTm おが-が 


Nippon 

Dry v^ooas Co, 
1 祁 -150 閉 adis 日 nil 化. I 
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1Q5-E. 18fh Si， も Y 

TeL お u が 的 ani おお-も？ 
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SECURITIES GO., INC. 

Room 31 巧 
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Tel. Wor 比り 14-1715-1716 
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Room 巧 27 1 巧む 化お 巧， も Y. 
Phone. む け! 加が おお 
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I51-5th Avenue 

(Cor. 2UtSt.) 

T ん Wgo 叫 山 n 364847 


M 邮 IMU 加 郎08.1 邮 

巧 • 巧ぶ W. 规 d S し 
New む rk City 
Tei. G 巧 mercy お郎 


HA 削 TA & 挑， 

14 り 47Fi 加わ e., 

げ or. 21s けり 
New Ifork C け y 
W. &! が 叫 uin 2330- 巧 81 






A 

f 



號五百 六 干 一 第 


雜 餅 窝 M 【日 喔±】 


ロニ 巧 一十 年 四和昭 


J3 


四 


#羅 巧、 桑 港 出 化 (ホノ^ 八經 由) 

お府發 を 港を 3 

(午后 ニが 化 机) (正午 化れ) 化 

大洋 化 十一月 十六 日 十一月 廿 H U 
~ 天が 見 十一月 サ 九日 十二ち 四日 刖 
I n レャ見 十二 巧 十 S 日 十二 巧 文日呵 
春 洋 义 十二月 化 一日. 一巧 六日 ： i 

# シアトル 出帆 (午前 十 時 ぉ 帆) T , 
一二 島 九 十一 巧が 日，！ 
伊 巧 化 十二月 十四日 加 
: 西 比が 亞化 十二月 廿 五日が 
詔 岡 化 1 巧 十二 日 W 

0 餘敦寮 0 本 巧 出か . む 
白山み 十一月 十み 曰 帥 
北旣も 十 1 巧せ 九日 が 
. 樣 ぶ^ 十 こ 巧 十四日 ra 
W ▲お 育 ぉか 芭奈 療經を a 本！^ 綺 船— 巧 ニ 固 h 
▲翰 絡 お 摄0 帶 班は 齋渊 巧、 南 ホ 巧 並に 民を 馬 U 
觀 をた 平洋岸 狩を 游船脅 祐ミ括 おお 4 乘お切 加 
巧 等 萬 事 御馈宜 にお 許 ひ 申 上 ミず K 
A 糸 國激道 切符、 寝奋 を 等 も 御德宣 じな 計 ひ 申 
上 ミず 


▲鄉 里を を 及びを 送を (無手 致 巧/か 园 
巧替賣 買、 荷 爲替化 組 化 立、 信用 化を 
巧 等 一般 银 行楽な 御 巧 利 じな 扱 可 仕ち 

S 臺灣銀 巧 攀曲張 所 

濱 > 農> 雙 1 上ち 溪 

ロ、 福 州、 度 巧、 袖 頭、 香港、 廣 巧、 巧 

嘉坡 * スラ* <- ヤ 、タマ ラン、 バタ ビヤ、 宝貝 
タザ々 ツタ 、倫を、 其 外 喜 潰 十 因ケ巧 


一、 資本を 壹億圓 (を 額拂达 溝) 

一、 積な を 養 直 八 百 五十 萬圃 

巧 化 本 支 巧 U 橫演 (ネ 巧) 巧 京大 お 
お戶長 崎下關 を古屋 

撥濱 正金銀行 誓 支 巧 

米國 をで 店 = を灌 搔府沙 巧巧哇 
其 化 あがを 固 重要 都 巧ュま 店巧コ グン 
ス有ク 長 


巧大驳 化演五 T 目 ' 

育 支ち 鼠育プ 0 ! ドウ 玉 1 な 巧 十九 番 

黯 住ぶ 銀 巧 

橫漬 をを 屋を都 巧 タ岡山 
道 廣島吳 柳 巧 下ノ厮 
妾 巧 r 小 倉’ 若を 傑を 欠留ホ 熊ぶ 等 
，で J 預 お、 鄕里 送を 等は 播め 
」 御 便利 理 速に 御な 投巧申 お 


t 本 巧 



本店 苟鮮京 城 

支 巧が 張 巧は 日本 巧 化の おを 郡ボ 、朝 持 
滿洲 、支那のを 化 及び 浦 盛巧德 

^ 鱗 銀 巧 紐 育 出張所 

外 固^ 替一股 お 巧 業務 精々 御 煩 利 じな 扱 巧 


巧みを 社 憤、 株を ノ賛買 及ビ利 
化 取 立 パ ま 極 お巧ユ 御な 扱 致 ン 
マス、 精々 當店ヲ 御 利用 下 サィ 

II . お 本 ビル 7 ロ ー 力— 銭 巧 姉 化 貪 お 

藤本 證券 會社 

一 巧を 港 ま 巧 
I 同羅が 出張 巧 
一 同沙巿 代理店 


シア h 

をら ぶま 化 
_ をら び や 見 
ば づす祐 
ぞ】 等樓淺 


みお 觀 (午前 十 時) 
十一月 ホ 八日 
十二ち 十 H 

(玻澤 巧み) 十一ち 十九 目 
九 五 報 


お L ば リオ 丸 るん どんかは 一 五 五 巧 
て 二等 日本 恃五五 巧を を大を 遣を 巧 室 多な 
マ额を 望に 巧リ 一等 割引せ 復 切辟费 巧を 巧を 

ロス アン ゼル K お 帆 (午後 己 時) 
もんて びでお 义 十一 丹サ 二日 
はわい 化 ー拜 四日 
マ 一等 淺漬ニ 一ニ0 鶏但 はわい み 生じら を奎巧 
►を 别一 二等 日本 巧 近 十 丸 鬼 ►吉等 日本 巧 五 卡を巧 
►ホ 巧 羅爵巧 澡牽切 巧寢窒 券賭乂 1 旌せリ 侯 
ザな | E 線バナ マ經由 B 本 戈が提 其晚が 丹一陌 


を 貧 陶 .磯 器 

ランプ 及びを 

太洋賛 易！ 會社 

支 巧 あ 巧を、 ボマ トン 


陶趣叢 雜貨類 卸販賣 

S 残 木 挑 ホ 組 


雜試 日本 ドライ グ ふ蘭會 


日本 陶嚴 黑雜貨 類卸賣 

ザ 元 ブクダ ー ス 


鞠猫黑 、雜 貨卸賣 

森村ブ タザ ー ス 


日本 陶が器 雑貨 
ラム プ卸賣 

奈良 貿易商 會 


護一 


じ 5: 

7 K 巧 


— ん化 & 
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資本を ま億圆 
拂込濟 資本を み 千萬圃 
お ホを ホ 千 巧な よ 十 萬 巧 

鎌赋 S ホ 銀 か 替ミ巧 

本店 巧 巧 巧 B 本 儀 瞬 本 ぞ屋巧 おを 化 一巧 
支ち ルが 日本 橋 化の 肉 菜ち 横 お 
名ち 房を 都 乂陌西 (た 限) 神户 
廣島下 械巧巧 若松 お 岡長麟 
上が 倫 あ 盖買视 水 


叛 出入 爲替 、電信 送を’ 化 送を、 旅 巧 信用 狀 
巧 業 信用 狀其他 一般 銀 巧 ま 

ん雜資 ニ菱銀 巧— ミ 巧 

鄕里 送金 ハ H 本を 地 無手 數巧； 迅速な 圾 
本店 預如 (定期 逝 知ノニ 補) 御 便利 化 巧 
本 ま 店を 巧 (本 巧) 大疲钟 戸を 都 


日本 教船會 社 (ホ ュを鐵 道 會駐) . 

化理 店が 欄 化 弟蘭會 

乘 車.， を 船 切符が じみ 荷物 運送 御 極 巧 じな 疲 申しまず 


了 寧の 印刷 ど 精巧なる 仕上げ 

時日の 进 をと 確實な 校正を 保証 

印刷は 紐 育 新報へ 

— — 11 ( --- .. ></ 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違^な く 新報へ 


巧禍 スペシャル 


すき 燒 

チヤ ブプ スイ 

蛟ひ物 

うま 煮 用 どして 

霄の姬 巧 

まつだけ S 十五 化を 
御 使用で さい 


か桐兒 弟商會 


帯 磐て 御座いまず 

お 娱の御 挨搂を 申 上げまず、 
ち 度 御 引 立に 預 b まして 有難 
ぅ獅 座い まず。 

熟き ましては 今度 廣島 名物 
かを 鍋 及び 

る 含 飯 

を 始めました から 倍舊 の御嚴 
負に 預ら度 御 披露 申 上げます 

ごき わ 
西 四十み 了 目 四十 四番 


婦人服 横濱 ゆきを 

23 . Y . YO 巧 0 至 > M > i 

Dre 曲由賣 ker 

267 运 . 7 量 Si , 言... A , Tra 夏 ミロ 芸 


貸 室 ^ 節 樓麗め 室、 蒂備 


一週 


乂疆 、ダブ グ 一 遇十疆 ； 
吉 TEL 互黃 LE , 2! W . 普 さぞ i さ 


舞 鱗敎授 ¥ 龍談 

評を 得て 居まィ タンゴ、 ボー於 

が— ム ダンス お 他 最新 スブ ップ 

章 SS Li 呂呈 ，瓷 W . 空 5. J — 望 畳 9 


树年 大巧 評の 

長芋 (V 一ろ； 芋) 

新 荷 到着し ょした 


桑 山藏會 

ニ 4 EAST 笠 ih ST ; N . 产 C . 
Phone . さ |ミ すち！ H 33- 京 S 


裁縫、 英語 特別 御 案 巧 

氣の 敷ら やすき 这は旣 じ 遇ぎ 去 も、 燈 ホ 親しむ の 秋 どなら まし 
たな 落 付いて 物を 夸 へ、- をを 成し、 硏究运 を 養 ふ穩努 むべき は 
秋 じあを ピ が じ 主す-。 寶傑 本會は 特に 左の 硏究會 じ 就き 廣く御 
案み 申 上げます 。巧を 御 ホ 會を願 ひます。 ， 

婦人 裁縫 小曜 午後 ニ 時 主ち 四時まで 

..ちが 鴨 ホ 久ホ人 

英語 研究 .巧 時 剔 

を 巧 力 . — チス 夫人 

一、 ネ會の 裁縫 巧究會 のな 起 旁 じして 永年 ネ會 のちめ 犧牲 的に 
御 働きに 成つ て 居らる、 曠井ホ 人の マッ デ ォはニ 7 普 8吕草 A さ 
であらます から、 時蹈 《抑 都を 上 自を敎 授を御 希望の 御 ホは 
直を 御 相談に 成ら るれ？ 其の 便が 輿 へらる^ 事 ご なじます。 
ニ、 英語 部の 爲 めじ 永年 £ 盡 力の 力 ー チマ 夫人に めても 御 巧 渉 
の 上は 128 E . 5 呈 苗. の 御な をで 個人 敎授の 硬が 輿 へられます。 


十 巧 二十 尤： 


雜育罔 本人 敎會 


岩：. 呈 一| ち. 


故 

銘柄 

日本 戳船 
鐘 が 
東京 電燈 
東が 亀 力 
大同 電力 
淺巧 ミント 

大日 本ビ！ 

王子 製紙 


國の 興味を 
十月せ 八 B 値段 
圓 

五 化 ■ニ 0 
ニ 型 クニ a 
四 五 •九つ 

ろ 一ろ 0 

四 丸* 九 0 
六 一三を 
" 1 0 を 二で 

1 0 化 全 玉 


る 投資 物 
額面 
圓 

五 0•00 
五 0•00 
五 0•00 

五 900 
五 900 

五 060 
五 0•00 
五 0•00 


配當率 

を 

八 •0 
一二 五* 0 

八ろ 

1 0*0 
1 0ろ 

ニ 一 •0 

HVO 

一 五 •0 


利 廻 

六* と ホ 
と •ニ 
八 ふ 一 

乂こニ 
1 0•00 
九 •八 0 
と •五一 
六 •八 六 


滕が 證券 株式 會社 


が 育 出張所 

一袋访 ro 己 弓ち、 N . Y . P Hel . 巧扫 a 〇 品 254 
支店 巧 巧 地み を、 巧 都、 神戶 、名 古屋、 
出張所々 在地闽 山、 廣 島、 福 岡、 を澤 、姑 育、 


翰 媪器雜 貨卸賣 

眷 巧廟會 


お內西 十と T 目 十 二番 十 階 

泉 部 じがけ る 巧 宇 言論 磯 閥の 

權 威、 吾が 新報を 讀 まの 人な し 


廣 をは 紐 育 新報へ 




猪 唆つ た 酬ゐで 

I 深刻に むろ 重ぶ 氣 

旱 魅じ沛 雨を 望 檢な 金解禁 

前が 巧 R 本人を々 長 大^^供佐巧談 


化 米 一二 十餘 を、 陶器 潍貨叛 入 
巧を 木 桃 かおの 支配人 ごして 
日米 賓易巧 じ融驅 し、 前 じは 
おち a み 人 食々 お ミして 同胞 
社 曾の ちめ じ盡 をせ る 「アン 
ク A トム.！ 大 なお 佐 氏は 本紙 
旣報 のかく 火阪巧 船アフ 9 力 
乂化 じて 沙 港、 シヵゴを 経由 
して 去ち S 十日 巧び が 育の 人 
ごな つた。 氏の 使命は 曰 本が 
品の 宜巧拳 業を 經營 てるじを 
るが、 會 見の 記者に 次の か < 
故 固の 近情 おじみみ ホ 米の 威 
あを 語つ た。 

ニ 年 お 半前歸 朝して 横： おへ 着い 
た 巧は 巧 どなく か國を 訪問し ね 
氣 みが 横溢した が、 去る 水 願 H 
の 巧、 中央 停車 燒じ 着いたら 宛 
然化 鄕じ歸 つて ホた 威が ぁつた 
人間が 環境に 讼 b て變 つて 化く 
をは まざ- ^ と視る 事が 出 ホ や 
ぅ。 吾が 祖凰 H 本 も 化ぶ 大戰後 
の 反 勤 期から ホ だを （脫 巧し 得 
やして レア クシ _ゴ ナリ！ の 時 巧 
を 永ら < 繼績 して おる のは、 國 
民紹濟 生活 山上から 觀 、亦 あ 想 


惡化の上|*ら觀て誠じ寒>むじ堪 
へ ざるら ザが るる。 

由 ホ 簾 >1： 超過 國で ぁつた 日本 
は 化 巧^ 戰の變 調に 化 b て 一 
時 輸出 把逊國 ごな つたまで i 
あるか， 一元の 木 阿 涨じ歸 へれ 
ば 巧 謂 ふ景氣 あじ 吹かれる の 
は覺悟 d | 前でなくて はならぬ 
酱 でを.^、 國段 自身 も 化 ホ 致 
氣篡 風に!^ されて 苔 ホを 嘗め 
る準購 がめ つて 然るべき でを 
る じ 巧は b や 『乂 るを 霞つ て 
出る を 制て る』 をを 第- 義ご 
しない 爲 ^じ國 憤は 確へ る 一 
力、 物懼^ 衣を 化の 中、 あだ 
けは 製 産； 言 剰の おお ごして、 
聊下 巧き じ。 つた けれ ホ、 食 VI 
住 どは 依然- 1 して 下向き ごなら 
ない。 換言 車れば 收 入に 應 じね 


ち おでない 
深刻 じなる 心 


めに 不景氣 t ! 一層 
みで ある。 輸お資 
あ も 南洋 ホ 配は 抄 々しから 中 r 
おま輸 おは 最^ 露 支 街 突、 巧亂 
巧 お 等で 巧 詰^ <ら 割 米 貿易の み 
す ふ お 擦で あるが 
でを 衆國お 議關巧 


が賴 みの 綱 ど 
是も すを をな 


巧 率 問題と 爲替巧 轉の影 攀で留 
み 通 b じは 進胜 し。 い 0 
田 中 内閣は 化 桌賴械 な 策の 遂 
巧 不可能な るを 知悉しながら 
徒ら じ 空 致 おわ 煽つ ねので あ 
るから、 其な 動 ごして 濱ロ內 
賴の 緊縮 整理 どなる のは 當が 
の 順序 ご 謂 ふべ く、 現下 焦 盾 
の 急は 從 ホの 猜弊 ど情實 どを 
一擲して 整理ず べきは 整理し 
緊縮ず べきは 緊縮し、 速 かじ 
金解禁を 斷 巧して、 かは 國家 
的 信用を 髙が內 は' 對國ほ 信用 
を擊 むる じ わるべく われ—- 
は旱 魅に 沛 雨の 至る 想を 0 て 
金解禁の 斷 巧を 祝 願して 居る 
截近曰 本の 傾向は 明治維新 當時 
じの て傳統 舊慣を 弊履の 如く 薬 
て i 顧みざる の 風が ある C 勿論 
進 ホ 向上の 過程 ミ しては 喜ぶ ベ 
き 点 も あらぅ が 義理 人情を 蔑視 
して 曠 端なら 自己 中必 、自己 廣 
吿 、自己 禮 讚！ 陷ら わごす るは 
戒 むべき ではる るまい か。 孰れ 
じせよ 多を 來圈じ 於いて ホ國の 
社會 生活と 謡 かせる 圆胞 が 、 n 
本に 歸 つて 柯か 事業を 起さ わ ど 
する 際にが 掛 手が 米 人の か < を 
直で な < 猜疑、 むじ 富み、 デス 力 
ゥン トを する 巧慣が あるので 事 
甚だ 容 I # ではない 。をに 在米 十 
餘年 S を ふ が 如 き岡胞 は 永化 の 
决 むを 固めて 骨を 米 ± じ哩 いる 
覺 悟を をむ るが 賢明で ある 云々 


合哩 化した 歡逆 


了/リカ 繁榮 鞭察團 



の 詣誰ぉ 弄しつ 
化から 

晚餐 のを 

迎の辭 とすれば 一 
長 地 ま 延之巧 巧 
をめ 大發 見は 賃 


で 主賓に 

虚業の 合理 


i 化を 誘いて 歡 
日本 お 樂部會 

な 『アメ 9 カ繁 
蚊勞 働を の 購買 


力 增進ど 云 ふ MJ 了 ある、 勞働者 
じよき 賃銀を 與 マる ご 一ぶ ふこ S 
は 即ら購買 ご 消^|<を化進ず る 巧 
なで ある』 と 飯' たて 搏 意の 能率 
論を 高調し、 み I で 中川闡 長け 
觀ホ劇 組織の 動 恐 ぞ經路 を 述べ 
『今 H アメリカで 規模の 偉大 さ 
をを の 値 日本に をす こごは 出を 


産業の か理化 
は 急務で ある 


ないで あらう が 
を H 本に 促す こ y 
ミ信ずる』 ご所^を述べて鹽貴 
一同を 化 あしで 昏 なを 謝し 巧 出 


產業 を理化 聯盟の 一巧 ニ 
十餘 名は H 曜 ホが ホブ^ V! ズ 
ゲ ユ^トに ながを 方面の 視察 硏 
I 巧に 化 殺されて 足る が、 去る 一二 
十 H 午を 叫 時よ b 日本 憤樂 部に 
談話 會を關 きが 转 側よ 3 武 ホ H 
銀監瞥巧：^^米國 一 般經濟事惰を 
說 明し、 ホ國繁 をの 原因が 宜然 
め 链カど 巧 機 會じ遣 遇せる と國 
; 民の 特質 ごじ 化る を 諭 じ。 梢 木 
I おを 支 おを はを 融か中 & は偷敦 
;£ が 脊にホ b ご觀 るを 至當 こす 
一 どてを 融 金利の 趨势を 語 6 大倉 
I 組の 去废 氏は 自慟 車產 をの 現 巧 
'及。 牌 ホを 說 き、 S 井 物 產の今 
西 氏は 乂國の 瞬 お 性よ 標準化 ど 
南 純化 S 運動に 化を を 業 合理化 
一に 最も 

適當 せる 巧 おを 說き據 準 
化の 實巧 ご單能 化の 貸 巧を 齋ら 
すべき 調 奄磯關 の 活動を 指摘 L 
H 本を 糸の 攝本 專務 取締役は 巧 
始的 U る ホ糸康 業は 標窄 化單純 
化を 歡迎 せず ごて、 巧 年度のを 
糸 輸出 鳥が U 本總輸 ホの 巧 割 四 
みに 谨 し、 而も 其の 生を 額の 約 
八 割 鈴が 米闽を 顧客 こする 實情 
を說 き、 生糸の が 祝ず おた る レ— 

3 ン のを 達 じ 言及し、 を 糸の 將 
來は 必ずしも 樂觀を 許さず ご廊 
じ、 水み 本 化々 まは お肯単 情を 
斷片 のじ 紹介し 時じメ is . ブング 
ポットの 絕巧 見本なる が 育ボじ 
於け る 外 A み 布 及び 其 精巧を 論 
じ 午後と 時半 終 r 。 をれ よ 6 1 
同は 圳 蜜の 大巧 閒じ於 も 献迎晚 

餐 曾に 入る、 ホを を 甘て 無應五 力の 文明が をから 里 進し つ i あ 


領事は おらに 巧 お 
! 氣 端を 吐いて 一 

團員 諸氏に 
かを 兼ね じ 波 米の 
いれば、 醫をあ b 
バン 崖さん あら、 


文明の 比較に 
畏の賓 をた る 

- して 自己 紹 
想披 歷をポ 
銀 巧 員 あ b 
彌械 巧、 建築 


民ま國 で乂統 頼は 

平服 のて メリ々 巧 ほごを 
極 淡白に 會 見して 居る が、 巧々 
麗 員の 大統領 訪問 じ 禮殿着 巧を 
條 がごす るのは 怪しから ぬ』 ミ 
暗に 大使 おの 朽ょ 定規 巧を かじ 
氣势 を擧げ をん も あを、 『 U 本 
を將 ホで ぅする か、 これを な 米 
の 諸 巧 がら 承を たい』 ご注文す 
る 人 も ある 巧 人 巧 姿、 借らざる 
感想の 披遞 はお ホ じない 輿 ホ 深 
い會 をで あつたが 撤宴正 じ 十一 
時で あつた 0 


帥、 輸出入 商、 新 
ゆ & 階級を 網羅し 
ホ 裸々 じ 渡米‘ レ ホ 

『ニュ ， * ■ — 'クの 座 


記を 等 ど 凡 
幽員 諸氏は 
威 おを 述べ 
天闊の 構造 


は H 本に 比較して 盛 一め て 困難で 


あ 6、 岩と じある だ 一 
巧 すれば 破 壞の巧 度 
險 である、 今や ゥォ 
ひつ} ある 恐慌 も即ー 
が 第二の 《 1 マ 帝 Ip 速 命じ 商 
面して 居る のを 暗を して 活 るの 
では あるまい か、 而 して ア 


で 地震が 疆 
激烈 ト危 
グ 街を 襲 
一ち アメリカ 


而— 

震 


十餘 を、 談を裡 に簡單 む 晚餐お 
あれば、 當 化の 司 曾 者 わる 巧 山 
總 領事 化 巧領举 はお もてに 一流 


る ものなら ば々 H の繁榮 も將巧 
H 本へ ホる のでは 血るまい か』 
ご 能る 人も^ む ば！}. アメリカは 


日本人 羊' 術 協會の 

繪議妍 響 

在が を H 本人 美術を の 闇 体で 
あつた 霸彫會 解散 後、 一部 美術 
家み ち 志が 集つ て 美術 阅人會 V . 
組織して 活動 中で あつたが、 今 
隅を の 紐 観を なをし、 化 米 日本 
ん类 術齒會 ごな 稱 してを ホ 的に 
美術家を 抱擁し、 お ホが 沿岸の 
を 都 ホ じを の 支部を 歷 くこ とじ 
した 由で あるが、 會長じ 驟ま康 
雄、 記 錄馨記 じ 巧あ藏 、通信 書 
記に お 垣 榮太郞 、會 計に 淸水淸 
の 諸氏を 選擧 した。 因 じを の 目 
的の i どして 繪嘉硏 究會を 開 惟 
し. つぇ あるが 间 巧の ± の 巧會を 
ホ 错 する もじて、 硏兜會 主 巧は 
中 川 菊 太 氏で、 特に 初必の 人に 
け會 員ち 志が 熱 必じ敎 導して 居 
る。 同 硏究會 W 東 十五 T 目 十番 
の 中 川 氏蠢室 じがいて、 每週化 
木曜の 兩 日で 午後よ 時半ょ b 十 
睹 ザまで 開催、 スケッチ クラス 
の 會餐は 一回 五十 他で ある。 

淺間丸 模型 來ろ 

日本 郵船 會社 新造船 淺 間化模 
型は パナマ運河 經由加 古 化で 數 
日 前當港 r 到着した、 同 模型は 
製作 裳 六 千 弗を 要し 八な 四十み 
の 一 大 でを さと 扔 、高さ 一二 扔ニ 


みの 一、 幅一奶 ニを の 一で まち 
二十 六 B 淺間化 自身が 運んで ホ 
て 桑 港 支店に^ ：3? けたの ど 厨 一 
の ものでぁる ど、 同 模型は まだ 
ブ プク * ンのピ I ァ十 ホ號に 
極 泊 中の 加を 化 船內じ 在る が淺 
間 乂桑港 巧 帆の 东る 六り 迄には 
第 お 街 支店に 運搬し 鋪窓 巧に 据 
がける 答。 

美な 敎會 近事 

日本ん 美な 敎會 じて は 最あ定 
期 役員 會を 開き 補缺 役員 どして 
江 見 一二郎、 有 働 一男、 岡 島 辰 五 
郞 S 氏當 選した。 A ホる 九日 午 
後 八 時ょ b 敎を 貴を 同の 秋季 大 
親 超會を 開く も ▲織 か 中で ぁつ 
た化幡 を 隣會 5 爲め 美な お會々 
員を 志發 起の 卞じ 後援 會を 組織 
し ホ 越、 化 川、 大 島の S 巧が 委 
員に 推薦され わ。 


學術 研究 貪 講演' 

窮十 I 二回 學術 研究 會 講演 會は 
明 日曜 午後 八 時よ 6 美の 敎會々 
舘 じがて 開か* ベく 演題 講師は 
左ん 如し。 

經濟 をの 硏究 、現 化の 諸說 
大野 辰 ホ 
巧學 が ホ 壌 巧 じ 就て 

阪田俊 巧 

島賓易 電話 變更 

巿內ブ n 1 ドゥ 五 1 す 五十 番 
島 資あ桑 ま 會社ま 巧 電話は 今回 

ヒッチコック 一四 八四リ 一四 八 
'五 じ變娶 しわ。 

な 人 ■私人 

弟 大木 信み 施 巧を 年當地 じて 
ホ 糸殿賣 じが 事して 居た 大木 商 
會 ま、 歸朝 後を 金 グン ブロンズ 
製造 販賣 の經營 じを 事し 事務 巧 
を 東京々 橋 原 弓 巧 八 蕃地 じ 設け 
たる も。 

©田 ロ 一太 巧を 洋ァ グミ ナム 
會 社ぉ締 役、 太平洋 沿 犀 よら ミ 
ォ！ キ —を經 てみ 週 巧 曜日 着 
が 當巧滯 化の 由。 

#赏 淵 巧 あ 滿洲鐵 道 會社紐 育 
事務所 員、 まる 廿 四日 着が。 

さ 鴨 谷 常 次挪氏 おを 名 會社紐 
育ま 巧 員 まる 廿乂 日本 巧よ 6 着 
♦を 文 員 おを 间上 
•宮 永、 巧 下兩氏 森が 兄弟 商 
會 社員 唐 永 i 曳之巧 氏は 本 月す 旬 
出發 西行歸 朝す ベ {、巧 下 五郎 
氏ら 十二 巧 中句 歸朝 S 豫 を。 
•都簽 隆巧肅 を、 最お ジヤク 
ソン^ イツよ 十二 了 目 S お 0 ホ 
番 に轉寓 せる 由。 

日 奉巧タ [み 


本局 婦切當 日 午後 お 
時 H 曜ど化 日は 四時 
フン シ ザント •ク ラント 〔フ 
リス n 〕 十一 巧 吉日 


鴨說敎 


♦純 育 日本人 敎會 午後 八 時 
『梅な めょ』 淸水 牧師 
♦基督教 修お會 午後 乂時 
『神 V 」 諧 龍』 椿歧師 
♦お 育美 W 敎會 午前 十一 時 
な國 じがけ る 粒 神 運動の 歸撫 
ぶ 松が 師 


ト 


タンク 


••.—トマ ン 

イラ 1& 

イン ノ— ベ； シ I ? 一ン トランクを 

物と 弗 五十 伽ょ ち 十二 弗 五十 侦 

苗で it 涅 を Street 



馈川保 族 事務所 

H. Segaway i 凸 Burance Broke じ 
303 巧れ h A マ〜 

TeL C&ledonia 4100 






巧 旧 商事 株を 會な 
Uchida Trading Co., Inc. 

1 1 Park F!ace 
Tel. Bare! 巧 1576 


島 貿易 巧 式會を 
Snima trading Co., Ltd, 
150 Broftdway 


Tel. Hitchcock 1 が 4 - 1485 


株式 食 お 赤 尾 海を 
Akawo 塞 Co リ LtdL, 

29S 巧れ h Av も 
Tei. Caledonia 9758*59 


iC. Mikim が 0 
Miklm が 〇 PearU 
的 S Fifth Avema« 
T«l. V&nd が b 化 2519 


巧な 调 g 道な ホ會な 
は 巧* 巧 巧 

So が b Manchuria R •ザ • 0 〇 •, 
Roo 曲 2026, Cana ぶ an Pacific B1 わ . 
342 Madiaon Av«. 

Tcl. Vanderbilt 4135 


日本な 巧 巧 ホ會化 
はち そ 巧 

Japan Cotton Trading Co.. Ltd., 
2 Park Avenue) 

TeL Lexington 8787 


大倉お 解 育ま 巧 
Oku 化 在 0>•, 

30 Church St,, 

T。!. Co け ! andt 2292-93-94 


H 井が まなを 會社 
お unr 巧 -— 

Mitsui & Co., 

65 Broadway, 

Te!« Bowliiur Green 7320 


曰ネ 生糸 巧 ま會な 
な 育ま 巧 
WP 剛 KI • け 0 化删， 邮 
jfwo Park Avenue 
Tel. Ashland 6320 


m 


-.f ■'' 一 . 


H 共 巧 ま會放 
巧理巧 
巧# 巧を 
り 0 Braadw が • N A C. Tel. R 扣 for 巧 84 
Fa 加け； ぉ -10 3 抓 1 A 化 • し I. む iy 


巧 巧 銜あ巧 ま會ぉ 
Asano Bussan Company 


Room 801-805 
1 6 S Bro&d w 巧 
Tel. Cortlandt 8047-8052 


典 ホ 含 強を ホ 苗 居 
な 育 お 張 巧 
Iwai 在 Co., Ltd. 

WoolvrodhBuiWing, 
Tel •巧 tz 氏 oy 8660 ぶい 62 


云 塞が 事 巧 ま會化 
猛 育ま 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisfaa 


(MU*ub; ふ i Co" Ltd.) 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560.2564 


巧が 名會巧 
なぞ 支 巧 
Hara & Co., 

4 が Fou け h Aw 。 
TeL Caledonia 7830-35 


曰 ホ 生糸が まを な 
な 育ま 巧 
N1 削 !- 化 I KI け 0 K 剛训 IKI KA 巧 IU 
(NIC 出ぶ E1 KHTO CO, LTD.) 
1 Park Avenue 
Tcl. A,Uaml 6246 ィ 7>4 も 49 




が 倉繫お 热蹟株 ま會髓 
K& お ku 化 在 Co., LtdL ， 


200 Madison Avenue 
Tel. A 化 ! and 4545-4546 


ぃ osho Co か orauon, 

5"Ic importer み 


t East 84 比 Street 
企 Aabl! 


T«L Aablfind 4987 •幻 
Go*ho Co»> Inc., 
Cotton Exporters 

が B 说 ▼ がか " 

了が HowHag Green 賊巧ぶ f 


大度 朝日 ニ 巧 巧 蘭 曰 
恒川 巧 
Osaka Asahi 
下 he New York Times Ann な 
TeL Lackawanna 1000 


大阪每 日 ニ 戌 京日扫 
を 木 H 巧 

0 化 ka Mainichi 


Room 306 A World Building 
Tei. Beekman 4259 


A 



な h でぶ 贫 iKitt がを な im を 巧 
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日米 豫備 交渉の 準備に 着手 

1 闕務 長な ス テム ソン 巧が 討議が 辯を 鬼^ 


ワシントン 〔聯合】 四ロ發 U 巧 編を 證の アィ 9 々を權 ステ 
ムソン齒换おちじ化く渡み 5 をホワシントン^^訪問<べき H 本 
を 被お概 辟ぶ 郞も 一む どを が備巧 涉审備 じに 殺されて 居と^、 
ホら べき 巧が に 於る 一大を を點 はお 米ん がを 力-.- 對 する 日本い 
比率 刖 狸^ 越 おおち 並が- 単 縮 食 盛の 城閒 役た るべき 國おぷ の 
耍路 等は ホるべき が 惦安溃 を遍械 して 脚 猫なる 解 巧を ホ留 .して 
坦 る、. 越な 区 官は來 月 十 か、 U 本全帷 一巧 .い 到鲁 する までにけ 
討 給すべき 詣條 みを 準搬 しつ i あるが、 アメリヵ お 門を の觀測 
する 所」 化れば H 本が でン ドン 會雜 じ參 加すべき 根本 條か はお 
米の おが 力に 街す る 比率と 割を 固執 ずるで あらぅ. ごの こごで あ 
るが、' >れ 等み 諸 間 阻 K がて UH 本の ニみ 權ごフ I ケア] 大統 
領 、齒 がを ち ステ ムツ I 、 上院 諸 肖 リード 及び ロ ピンソンに 等 
を 中位. こして 階な。 く^ 敲 すべ （、 H 本が おはな •し會 藻 招待の 
凹 答 じがて 述べし かく 诚 軍縮 少 じ W 絕お に餐 なで あり、 なて フ 
1 ゲ K I 乂化 軸の 政 泼を随 力 支持す るに 至るべく 巧が され、 日 
本のを 摧 .一 むと 十餘 、ア -/ V 力の 一巧は 化餘 人に 達ず ベく、 兩ぎ 
はお U 枯 おはして 太！!： 洋を 横が もィゲ ブス じ 到着す を當 である 

すろ ごの ホ 難が 百 ど 共に 离ま 
ら つ、 わるら、 嫁働黨 どして 
は 軍縮 會 譲を 前 じして この 閔 
題に 就て は强 いてず は凸 方針 
でを り、 從て 軍縮 會議じ 入る 
べき マク ドナ グ •ト 內閣の 位 匿 
は確實 であるが、 

濁ら フランス じ 至らて な 巧み 醒 
が 成立して プリ アン 氏が み 相に 
巧な した もの！、 巧 ほ 議食じ 於 
る 位置は 極めてす タ ごされ て琶 
るが、 イダ タス 當 馬は ブタ アン 
氏. かを もじ イ タリ， - W 地中海の 
海軍 協を を 渉に 入る であらう ご 
期待して 居る。 


首 巧說ぐ 

渡ぶ^ 化な 報を 

ロンドン 四日 巧 働 黨首枯 
マク ドナ V ト 巧は 明； J の 議會じ 
がて 今 M の訪 間に 爛^した 報を 
ををおすべ {、 報吿巧みをは - 
巧的のものど觀られ*! 保が黨の 
ボー八 ドウ ィン、 さか 葱の 0 ィ 
ド •ジ 91 •チ 兩總热 ぶ單じ ホる 
べき 軍縮 曾 遙の戚 巧で 斬る 旨を 
蟹 明し 柯等討 諭は f ょがるべく 
一 ホ 雜倉內 には 巧^^ 黨の ィン 
ド 自治 か 策が 餘ら 寬大じ 失 

酒の 勢，、 一巧 道の n ツで 

押し 化ず 若 概を權 

ぶふ 勿れ 安 ホ 節の 化 界的進 おご 

のらち くららし だで うがう ま 

愿 を 現した もので あら 
うが、 一年 數ヶ 巧に わたる 若概 
內閣の 施を じ 現れた 彼れ のず 腕 
は、 ホ 敗で も、 成功で もない、 
然し ニ 巧 ど 彼れ を 首相 じしない 
やうな 氣 がを こらない のは 彼れ 
の モ脑を 物語る ものでは から 


ー| もの i 渡 ロ 
れじ 掛抗ず 
が 『ゎ：' 緊 
緊縮 節と 流 
肉 だが 明年 
銷 かれる 軍 
首席を 權 
趣が 郎君が 


寄席を 風靡した 心 雲 あ 物のを 
來 節が や！ 下火 じ 斗 I つて ジャズ 
を おの 時化.」 謗 厳 
をが がが おして、 

る® ホで もを る ま 
結、 緊縮し ょう』 3 
行 ごして ゐ るの もを 一 
Ig ごろ ロンドンで 

療の 緊縮 節約 曾^‘ 

どして 巧が 節'; 若！ 

かつぎ 化さい k 化は-面 らい 

首相 級み も 大だ 

らな 化が 的辄 をに 乘出 すを 權ご 
して， レ、 確か じか 資格が あらう 
な 加 お 伯の なをぶ けて マン マと 
宰巧 こなつ た。^ をの 入つ たか 
- 化を がつ たやう ‘' 。 - もの さ、 ど 彼 
れが 首が じな つ： i 當 時、 輕< あ 
しら d れ じもんに が、 透徹た る 
' 頗腦 、ぬら b くら. なした 圆轉渦 
脫 さけ、 首相 ご XT 化れ 一流の 
手晚を ふるつな， 巧 給 四 山 五十 
銭の 化 用 お 員 i おし どして 養 
子 V > なつて 帝大 出む 彼れ が宫 
^ おじ乂つてからの、， なみなら打 
苦勞 は、 官僚 ど -- て、 また、 貼 
i 政 おごしての 彼れ! 形づくつ た 
一巧の 化智 を學ん どの だと ホ 難 さ 
I れ た、 首相と し V 一-のを 協 政治 も 


うか。 がし 一流の 辨 舌は 議會人 
どして また 大 むごして 彼れ じ 太 
乃 打 も ぉ 巧る ものは々 いが、 春 
H 遲 々たを 風格を 示して ゐても 
をの 實瓶氣 で氣か 派で なか/、 
の 氣むづ かし 崖で ゎら、 淸獨阱 
せ 呑い 人間 力 じ 乏しい どい はれ 
る。 蹈を 飲めば 飮ゎ 程、 蹈か巧 
b る ごい ふ 彼れ の 頭 腦ご吨 巧す 
るで もな （挪瑜 する でも い* い 若 
概 まの 雄辨 とは 

外國 じ 巧 出して ひけ 目は 

どるまい が 「わ り ものを わ わご 
いひ」 ごいつた やうな お 雲辨化 
出し じを 譯 諸君を 泣かす でぁら 
うご 共 じ、 野趣を 滞び たを 語 家 
おた る 風貌が 閣際瘍 裏に 於て 馳 
驅 する 珍奇：： ♦る ホ景 はを ホ 節の 
化 巧 的 進出の 威がない でもない 
が、 偶像 的 首席を 權を 送る 從ホ 


の 例を 打破して 先蠻た I 
お 引 ホした 演ロ 首相、 



等の 巧 力 もま わ賈 つで やらねば 
なるまい 。酒の ち の 游樂、 

が 巧 官瞄巧 も 日本 洒 .sjt と、 

て 飲 A だとぃ ふ 彼れ (了 だから 

ぃ.‘。 ロンドン ド ホ で おす 時 

じは、， っ A ど 船 じ I 

目 本 酒 を賴 ク ^ 

らうが、 を 的を 射を 
を 重ねた 弓道の こつ 


U 働いて 貨は うでは 


ン 


1：： * いか、 を 
ドン' の晴の 
きまつた 巧 


權お 馬を ず諾し 
檐舞臺 じ 巧 おず を rj 
は 島が 縣め產 、慶峭 ニ お 二月 生 
れの 六十 一二、 お概か をの 家督を 


一 


相 紙し、 巧を 二十 五 年 東を 帝大 
伽を 巧を 卒っス 愛媛 縣化稅 を、 
大藏蕃 記を 兼 參事官 、同 ホ稅官 
ま稅 局を ' 大藏ホ 時 兼が なな 巧 
評定を、 鎌 鷄間祇 お。 どを 歷巧 
し大 化 元が 桂巧閣 、問 一二 年大隅 
み 閣じ乂 ' 藏 大臣 どして 入閣、 を 
の閒 明を 四十 年 i ら ニヶ 年間 駐 
W 财務官 ごして" ン ドン じな 巧 
しわが 驗 もを るから 氏 自身 語學 
は 小将ホ V - 稱 して ゐ るが フラン 
ヌ 語な で一计 素人 放れが してむ 
る、 大正 十一 ニが 加 藤 一二 泥み 閱の 
巧務 大巧 じ 就任し 高阴伯 病氣重 
體じ 階る や 臨時 わ 閣總巧 大臣 ご 
K ら 、化の 

逝* に俾ひ 民政 黨總 裁に 
推さ^ 大命を 巧して 內踞 總理乂 
臣啡 を 帶び昭 か ニ 年 四 巧を 銀 
救濟 掛^ 急剌 をの 觸で枢 を 院ご正 
面衝か 乃の おを 遂 總巧 職を 巧 巧 
し ’ 巧に ドる や 淺ロ雄 幸 氏 K 總 
裁の J ： 子を ゆ づち黨 の 長を どし 
て 重 - fu を U し 今 b じ 至つ た、 氏 
は 頭 善 御め て 明晰です ごいは ど 
相手 ^^ 腹をぉ拔 < 奇才がをら、 
相當か 腹ら 猫へ 巧衝 じかけ ては 
先天 巧の 素質を ち L て 居る から 
眞じ適 村 適所で ある。 


る 巧视君 
療巧 外相 


い 5 であ 
曰 頃 稽古 
一つ 大い 


國民 軍慘敗 


化 省 方面て 十 方の 官軍 逃 じ 

漢ロ ( 聯合】 = 1 一日 發 ===H み 陸軍の 時務 機醒 • 1 蓮した 情賴じ 
南舊の 境界線で ぁる 遼 河口 晰近 じがて 叛軍は 
もの i 如< 、德洲 ょらの 電極け 十万の 國 ほ 軍 
! な 去 b 、 約 十 巧の 殘 兵は 戰 ふのを 欲せず、 

; 傷を で 充満し お b 、 負傷者の 大ぞ數 d 銃 劍ーご 
激烈なる 白を 戰を 演じ じ ミ 見られ 遼辆 ロの 官 
i をる が 日本 特務 機 隅の 報ずる 巧 じあむ ば、 
爲 めに 擊 破され てお滩 だる 收 なを 生み 遼 河口 
ょも 逃 * D しつ i をる J ご。 


化れば 湖 化 省と 通 
國装 軍を 紛擊 
は截 搭^ら 見捨て 
德辭 け 國法 軍の a 
刺されな 者 ぞく、 
憲は 巧ど脫 出し。 
『國氏 軍は 叛軍：. 一 
のを 員は 鐵 々巧 ム： 


1 > 


兩 軍部 置 

兵 數‘が 了方づ 

漸：敎 戰じ孩 つで と 傅 へらる 
る 蔣か巧 派 ごだ 寐 派み 確實な 
を 數は树 は不頌 でを るが、 中 
閱 派を 除いて^ 方 約 四十で 巧 
程 巧で をの 配 を列擧 ずる じ 


左の 如し 〔一 
族、 一 旅 お于一 


一巧 五 千 、 S 
ー團 、一 闊千六 


百 人を 0 てを 斗 £ す〕 

蔣 かが 軍 

湖 化 方面 〔第 一一 路〕 窮一師 劉 


翅 時を、 第二 師 証 


祝 岡 巧、 第 化 


師蒋鼎 文を 〔0 王は 蔣 軍の 精 錠 
ホ 力〕 其 化襄陽 溝 十一 師陳誠 
巧、 戾縣第 お 旅題霖 氏、 を昌獨 
立 第 十五 旅彭當 が！ 氏 、' 巧 楊獨立 
第 十四 旅 楊 虎臣 巧、 當楊獨 立 十 
お 帥 郡 巧 氏、 黃 が 第 十 師夏斗 寅 
氏 〔劉 峰を じ不 逆； をち〕 0 上 約 

圭另 

抑 南方 面 〔溝 お路〕 唐 ホ智氏 
麾下の 軍、 鄭如田 一 ' 五十 S 師劉興 
巧、 溝 五十 四師 
第ぶ 十一 娜襲浩 
師 春を 氏 〔裕 賜^す 經て製 門へ 前 
進〕 歐 が、 信 陽 识に第 四十 八師 
徐 源泉 氏、 登 お！： 洛 陽の 東南〕 
じ獨立 窺五師 割が 堂 氏、 0 上 化 
巧內外 

廣まホ 面 〔を 八路〕 陳濟棠 氏 
麾下 五 個師約 六て 面 江一帶 じあ 
b 先鋒 梧 如、 司 < "部は 肇度 


細 f 益 H 氏、 を 陽 
も、 許昌第 十四 


中央 派遣 部隊 


を 巧 指が じ當 b が 八師廣 を、 第 


〔第み 路〕 ホ紹 


一二 師毛烦 氏 化 江 一 帶じ進 お、 約 
ご 一巧 

江 西方 面 〔第二 路〕 を 培德氏 
麾下、 撫州窮 五十 師譚道 源 巧、 
瑞州第 十二 師を黃 鼎 巧、 南畳窮 
十八 師張 輝縷氏 等ら な 張 あ奎軍 
じ備 へる ねめ 廣を省 境へ 南下 中 
約 六方 

湖南 方面 〔第 四路〕 何 鍵 取 約 
I ニ 巧 足らず〕 これ 何 鍵 巧の 態度 
怪し < 張錢垄 氏を 討伐せ ざる 理 

芭 

山を 方面 〔第 己路； 一 陳調元 巧 
麾下、 山 お鐵道 沿線 窮四 十六 節 
あ縣績 巧、 濟寧第 六十 八 師馬鴻 
達 氏、 徐州附 あ 第よ 師王巧 氏、 
築 四十よ 飾 王を 玉 氏、 ま 徽は第 
十 師方鼎 お 巧、 第六師 方策 巧、 
第 四十 お 姉 阮去武 氏、 第 四十 四 
師鮑剛 巧 等で 中央 派、 反 蔣派錯 
雜 して 狀 巧 不明、 蘭 京、 上海 溝 
五 師熊ま 輝 氏ぶ び甫 をを 滿軍約 
H 方 

反蔣 かお 軍 

擴玉鮮 軍 〔化 巧〕 主力を 陕西 
の 西を じ 置き 離 お 線から！： 南に 
進出せ る 孫 良 誠 弔み 巧、 前敵總 
司 か 部を 測 南の 陕州じ 潰 （、陕 
西の 興 まから 島 州を 經て湖 化に 
おへる もの 吉鴻呂 氏の 溝 化 節、 
寵が動 氏の 第 十四 帥 約 十三 一巧、 
河南の 開 おから 山 東 省 境 じある 
幹な 渠 軍は 獨玉祥 軍じ瘍 返つ た 
ど おせられ 其敕四 巧が 司 か 部は 
開封 じあ b 

嚴西 方面 愈 作 巧氏麾 F の 四 
万 李 明 瑞軍ニ 万、 巧 廷贱軍 ご 一巧 


廣巧 t ぶ一潑 返つ たご稱 せらい る 
呂焕 ああ 一二で、 楊 腾が軍 ニスは 
阿 時廣宙 おじ 應 乎る やち 知れの 
ご 見られる、 朦面 波は ホ 力を 南 
寧 じ、 寢あ b 軍は 梧 州 附近 じあ 
b 、 湖 刺から あ 下 中の 張 おを 巧 
は ± 匪、 共を 巧を をして すで じ 
四で じ 達 L てゐ る、 このほか 山 
東ち 德 州の 第 化四師 巧る I ニには 


まだ 灰を、 烏 村 附近から がを 
順徳 じな 巧の 劉鎭 華氏 も 態度 腰 
味、 な 蘇 化 部の 巧 應帖巧 巧 第 四 
十九 師 ，山 あのな 殿 巧 氏は 明か 
に反蔣 派で ある、 閣錫山 軍け 山 
西、 河 化、 按涅 なでに 駐屯、 奉 
天軍は 狼 氏 i 相 をれ！ 3 閥 係から 
武器 禪 楽を おかお 巧に 送ら 應援 
してむ る、 四川 も 關係外 じあ 


太 ザ 洋會議 で 

目 支 化 表が 大 激論 

滿棠 にがる 日本の 位置が 議題 
東京 特電 五日 發 = 京都 じがけ を 太平が 觸係 調査 會义會 幾 八 


日は お洲牌 匙」 脚し 日 支お委 負の 閲 K 大論戰 が 巧 はれた。 

ホ 京 特電 四ロ發 U 北ぶ よら 達した 特電 じ 依れば 同地 外を 勘 
は 支那の 治み な 權撒廢 に腳： して 抗證 すべく 會 諮を 開 摧 したがを I . 
旨の 盧兒 はを 威で 一致の 巧 動を ごる こご じみを を 見た 
東京 特電 四日 お = 南 お 鐵道會 社は ちま 錫 道し 資し 貨顿 運賃 


拂戾 制度を 廢 止すべく 述 集した ので 露 支 紛糾に 權む ゥス リ！ 薇 
道 當局や 稱ま郷 は乂恐 協を ホし 肖下掛 策を 餘證 中で ぁる 

ま 京 特電 〔聯合】 四日 强 = ぶ 化が 會議は 本日ょ 主 11 H じ 直 
ら滿棠 問題の が 密討義 に 移つ たが ロを 巧を は屢 々敏 論を 圆 はし 
たもの、 如く、 祖姑 正直 皮は をの 巧 上で：！！ 本の 滿 IS ‘ ぞし對 する 位 
置は 恰 かも アメリカの 辛み！ バ をび 一 ィチ じ、 ィギ y スの エジ 
ブト じ對 ずるに 等し < 曰 ぶは 國 家が 必要の 前 じ 且つ 條 約の 權利 
の 前' し I ホも讓 ホす る 能 ホご述 ま那化 表は これを 論擊し 
たピ傅 へらを。 '一 

I - 

ア •ト 71 グ •マタム レ— 巧 ド 


東京 (聯合】 四日 發 H 本日の 
太 巧 巧會議 は滿蒙 問題の 討！ 前を 
上提して H 支 化 表に 大 激論‘ 尸を 
3 れ たが 

滿鐵 L： をら しぉ 岡を t 巧 
は 《 本、 ま那 及び 化を が 滿蒙じ 
ホむ る ものは 同一で をる が勸 
が C しめた もみは 戚錫ど 日 
同化に 有すら 巧權ゎ 財拓し 
をで あ. る ご 鄙 じ 『ロ 本は 滿 蒸を 
開發 して 巧が 品を 輸送し これを 
製を 品 どして 年々 馨 しつ，〜 る 
る滿 蒙み 人口 じ 質ら マ ど 欲する 
ものである』 ごのを^ ょ b にて 
ホ か 的な 開 おの 目的 If 擧げ わる 
じ 割し、 支那 化 表は I 蒙 じ 於る 
B 本 軍隊の 警務は ま 本. 入 じ對し 
て屢 々虐政 じ 巧んで 2^ る ご 非難 


が 

レ‘ 真 


した るら 日本側は こ.；! を 强く否 


をし、 アメリカの 巧 直は 現 巧 世 


亡 


をめ 輿論は 支那 じ 掛^ 

ぶ逼 的で ある isj 貫を 擧げ 


ど搪 じし 
巧し たが 
化は 年々 
の 満蒙 
及ばす 


- この 際 支那 慰 民は 小！^ 

て 徒ら じ爭ふ 勿れ VJ 獲 
ゥ ォ作タ i •ヤン ダ敎 
巧 巧に 垂 々 S する ミ那 
を 民、 これが 外國 貿易 
を 響 じ 就ての 論文を 發 I : し、 ィ 

ギリろ の パー トレ ツト 一^は、 ま 

那動筋 じ 際して 日ぶ がで 滿蒙 
のず かを 維持した. 事蹟^ 賞 讚し 
たが、 マサ チユ セット 聲ブレ 
i クス ブ！ 權 古は ま 那^ 融巧旨 
まご治巧法權の撤廢じ^^捕及 
しだが、 滿蒙 問題の 論議 坤と日 
まで 繼續 すべ <、 H 本 じ I した 
もの i 外 時節柄 一： 

露 支 の鐵道汾纔 _ し3^ても 
論議を 惹起す る模樣 じて-^ 洋 
貪 誰の 興 ホは 今や 満蒙 問跑 
がれて 居る、 尙ほン 
瓜 搏± を證長 S し 太 や 洋^ 巧の 
外を 磯關設 潰に 就 X も委直 
召を され わ。 

ミ蠢職 

國務貧 嵩 局發 

ワシントン ニ円發 == 國な 
現な 支那を 化ジ = ン •ゲ 


皿に を 


會が 


巧 

省は 

ン ■ 


タ 

. を < 辭 職し ジ a — ンマ •ホプ 
ン- 太學敎 按じ 就 化する 旨を 發 
をし 同時 じス テムジン 國務 長昏 
は 罔を 使の 外を じ對 して 貫献す 
る贿 偉大なる こどを 表彰した、 
マ々 ムレ！ 巧は 所謂み を 細に 育 
つ わ 人で 日本、 支那 シャムを の 
化の 大を使 猜じ歷 巧し 國務 巧を 
國お省 蹄 東 課長ょ 6 支 服を 使 じ 
榮 がしたん で 7 シン トン 曾議じ 
が t 山 巧 省 還 附の日 支を 渉には 
ア J リカの オ ブサ！ パ ー ごして 
をつ せんした、 鞭ま那 政府の 顧 
間 じして ジ 3 ) ンス •ホプキン 
タ 大學總 長む ちし ダブ ドノー 蹲 
± のが 壞を 夫人 ごして 居る 。. 


新寢 然內閣 

云 日 巧 下 じ 終る か 
パリ ー 四日 發リ 前巧務 大臣 ァ 
ン ドレ •ター デュ ー 巧は 左を 兩 
派の 急進 社會黨 ご を 渉の 上 一 極 
の 超然 巧閣を 組織し か 巧 太 居と 
して 巧び ブ y アン 巧の 入閣を 見 
るに 至り 巧る 木曜 H. ぞ 0 て 初の 
議會じ 內顚の 信 巧を 則ム こど i 
なつて 居る が、 改巧 消息通の 觀 
測に 依れば 新 巧 觸じ對 C て溫和 
派 ご 極左 渡が 提携し ない 限 b 到 
底 內閣ホ 存は覺 束な しごし 畳る 
が、 一々 反對 眼の 言明ず る 所に 
依る ど新講 曾は 到底 超が 内聞を 
ま 持す る ここは 難しく をで 木曜 
日 じは 早 （もを 解す るで をら う 
交 見、 木曜 □•じあ 立した 新 内閣 
も 遂に I 二日 巧 下に 終る であらつ 
ごもを はれで 居を。 


な 家 貸 制ぶ を 始め ごして 外 入の 
羞圳 のが 遇の' 緩 か 等に 就て 桃々 
ご 討 諸を をね るで ホら ぅが、 本 
巧 狸け ユデ グト をみ 化 弱小 園 ほ 
の 萬が 的が 遇 問 趣 等に も 觸れる 
のでな かじ 面倒。 證 論を 惹 越す 
なじまるべく、 P シア ホ 府らォ 
フ ず！ パ I を 飯 遣す る こご！^, 一な 


つて 居る が、 ィ タリ！ の 肉籍法 
に 化る フラン マな 留のィ タリー 
人間 題 じ 就て は 独 伊 巧を の 間 じ 
随を ごな 見の 相違 も ぁるので 街 
突が 化 愛されて 居る が、 豁議の 
雜 園は 大体 "' 1 0 ッ パを ホ 化 ミ 
する もので 英米 じは 顯 係が 淺い 
であらぅ、 こ 0 


ホ 社 東京 特電 ( 絮 お巧轉 載〕 


議會の 召集 期决定 


【五日】 み 則 議會な 集は 十二 巧 サミ H じみを しじので あ <敕 
か 公 ホ さるべく、 犬養欧 ぶ會總 裁は 講會 解散を 蓄 ぶのは 無產 
黨ご を 達 巧 化 位で あらう が賣ら れる嗔 唾は 買は ねばなら 田 ご 
.語な 萊化 地え の 選擧巧 動の 爲 めじ ホを しわ- 


お產驚 事件を 解禁 


呈 日】 福 本 化ち 佐 卽學氏 等の 共を 黨 一が I ニ 巧 六 名の あ擧 
顯未 記事は 本日を なて 解禁され たが、 彼等 一派み 共を 宣傳も 
叙必 だつ たが モス n — からの 軍資を 中から 數巧圓 を 待を 遊び 
じ寶 した こご も摘發 された 


前图前 長官を 召變 


〔五日】 前を 制埼 長を 前 田乂藏 巧は 今朝 お設鐵 道關係 事件で 
檢拳腐 じな 喚され た。 


高 松 宮の御 外遊 期 


【あ 目】 高 おお 殿下 じは が 殿 卞御间 が じて ホを の 巧 甘 一 日發 
の 鹿 島 化で 一年間の 歐米 漫遊 じ 御巧發 の 旨 御內を 遊ばされた 

んでゐ るり 


井上 侯爵 


〔四 眉】 ホ 般巧重 越で ぁつた 樞 
を 臨 顧問 官井 L 勝 之 肋 侯は 遂 
じ 逝去した 0 

〔別報 聯 を】 前。 ン ドンな な 日 
ネ 大使 井上 勝を 助 侯は S 日 逝 
ま J た' を'!' 年 ホ卡 八歲 、侯は 
が 政 あ 及び 外を 家 どして を < 
知られ 日本な 府の 留學生 ごし 
て歐- 贺に學 び、. みを 宫 ミして 
は 千-乃 百 六 年よ ち 千み 百乂年 
じ 互' 飞強 ドィツ 大使、 千 化な 
十 S を よら モ九百 十 お 年に 宜 
ら な 吳 大使を 歷巧 L ジヨ； デ 
陛下より 持 じ ナィトの 稱 号を 
賜つな、 侯は 藤 傑總裁 ごして 
も 滿蒙關 發の爲 めじ 签し アメ 
リカの 鐵道 及び 満蒙 投資 勸誘 
S 要務を 帶 びて アメ 9 力を 訪 
問すな ミ も ぁる。 

^ 軍 省豫算 承認 

〔五 li】 陸軍省は 太 藏省査 をの 
； 度 淺算を 承認した。 

がで 統計 會議 

【五日 ホ 年 十 巧 衆を じ 於て 巧 
國統：|?會議ぉ集、 政麻な十巧 
圆補 善の 篱。 

農 鼻な 消極 ま義 

【五日】 \ 明 旧 農相は 糸 僧 維持 じ 
願し 消極 ま 義で觀 お 業者の 皂 
じ 巧 b. がけん i を留 


外人 待遞法 

バリー で 大食 難 

パリ— 四日 狸！： Z 國瞭聯 赃ホ婚 
して 明日 ょら 基地で 四十 强の化 
をょ 6 がる 外人 持 避 及び 外人を 
業じ對 する 法が の 會議が 巧 集 さ 
るべ くア メリ々 政府よ らも 代发 
が參 加す る蠻モ 、この 會議 では 
現じ ホ滿 旧の 閱題 どなつ て 居な 
二重 雜稅 、かんじ 勒 する 特別 的 



參拜者 四十 万人 

〔五日】 の 明治 節當 日明お 
神宮 參拜 者は 四十 万人に あ A 

ち - 
山城 臟關 門通遞 

〔五日】 戰艦 山城は 關門 海峽辅 
過に 成 巧した。 

敎授 自殺を をつ . 

( 五日〕 東京 慈 惠會醫 巧 敎巧ル 
野 義明ご 一よ〕 は 巧 宿 S 越吳服 
店 崖 上ょ b 飛び 下ら 自殺を 企 
てた が輕 傷を 負 ふたの みで 死 
を をれ た、 過度の 勉强 のじめ 
神經 衰弱に 罹つ た 結果 だ芭。 

鹽軍 整理 論 高 >し 

〔四日】 貴族院を 派閒に 陸軍 駿 
理論 高ま 6 陸軍 側 も 軍政 調を 
會へ提 ま 準備中で あるが 師團 
半减の 極端 論 心は 巧對 なる も 
編制 換じ 化る 縮々 は 不可能で 

だ, J0 

生糸 賣巧 新記錄 

【四日】 橫演 ご神戶 ごのを 糸 取 
引 巧 十 巧 中の 員行 高は 新規 物 
四な 化 五 巧と モ 斤、 成 巧暢九 
十八 ガ 斤で 最窩 新記録を 示し 
た、 尙ほ橫 濱謹糸 貿易 組を は 
糸 憤 維持 じ實巧 困難な 賣 止ょ 
6 も 共同 保管が 最良 策 だ ご 論 
じて 居る。 


オル 力— 巧 大勝 


昨日を； 

ず 民お黨 


一て 執が された ニユ m! ク ホ々 長 選 擧教は 期を に 反 か 
i タザ ニ） 波〕 の 現 市長で ある ゼー ムス •ゥ ォグヵ 1 
巧の 勢力は I 滕樹的 じて 八十 ホ 巧. 五 千 五な 四十 义 票を 得 じる じ 反 
しお か黨 ラすー デァ 氏は 化 六 カ八モ S だ 八十 四 漂、 化 會黨ト ー 
マ' ス 氏は 十す 巧 四千 九 百 化 一票、' ゥネ グ 力！ 氏は 實じ 四十 九で 
ム千 百み 十 k 要の 大タ歡 をな て 再選し、 を 郡、 貪 計 監督官を の 
化 も クィ.— ^ 郡を 除きて を 部 ほ ま黨が 大勝を 階した、 尙ほゲ r 
ジ ニァ 州の^ 知事 遽擧も 肋 期 大統領 戦で 共 か黨じ まつた 州 だけ 
注目を 惹 て 居た が、 スミス 知事を 標榜す る 民ま黨 候補 ポラ 
イド巧が民-^^、 共巧聯な候補プラク ン巧を 一 徽した0 


; I .. ’. IP 


大雜育 


九 ニ 九 年 版 ダ 近く 發巧 


本に が 送に お 巧を 巧いた しました 『犬が 育 J は、 幸 ひじして 
江湖の 湧く がかき 巧 巧を 巧し、 をに をが 一 册踐ら 中 巧 切れ ごな 
した、 化て 本 化は 裳 一版の 巧容 をを なおた じし、 员 蚊を も 
巧 加した モ 化な 甘 化 年 版を がに 發巧 する こと t ならました、 正 
健に して 直つ 新ら しい 統計 ど事實 をぶ 礎 じして、 刻々 變 化する 
巧が r 大が育 J の あ 相を 裤 ふるに 遺拽 なき こごを 期して 居 らま 
す。 がー ほ 定價は 

豫約 ホを 者に 限リて 

特價と 十 丑 仙 

發巧 後の 御 購買には 


を 價金一 弗 


ごを しました、 を かじを 約 巧 中 込みを ホ 望いた します， 


巧 六日 紐 育 新報 社 


透 







DANCING 

411 W. 115th St 

Te!, Ga 化 e か 郎 るか 3 



解 鑽 暇 

F. L F 反 巨 DER に 3 CO. 

駕薪吸 學乂巧 比淪を 
! け E. 巧 化 化 袖 . ikg 即 U084 
Bet. Lexingfan を お rk わが . 

造轉 八が 日 壊 ± 氷爲 


Oriental Art Studios 

124 WJ4ihSi Opposite Macy*s 


ぶ .JCM る！ "gy る m る 〇 0 ， 

が W. 48 化な， も If —— 
T お . む ] (ant 巧 巧 



CLOTHES BUILDING 

"PAR EXCELLENCE：" 


GSiUP 郎 LL な RVi 化 

設髓整 燃經養 低廉 

CaH-T 巧 AFALGAR 8200 
FRANK ■• 巨 • CA 財 P 巨 化 L 
**The Funeral Church^* Inc. 
(NON SECTARIAN) 
Broadway が 66 か Street, N* Y. 



M お s Biaii が 8 化！] が 

) な 村 Ui む e. Bt^een 化 化 and 86h Stred も 

授敎語 輿人婦 


Midori Matsumoto 

がむ sU 巧. 巧 わ 

Tel. Lorraine 0437 
Lo び aine が B84 が . 22 


Dr. Sabro Emy ， 

1 的 5 Pai*k Ave** 
Tel. S が ramento 7 な SO 


若^^^ ^ 

丽げ S& 巧拙 Y 

3 Maiden Lane N, Y. 



で 細 洛毁级 をに 幷お邦 J を 

類 石蹇匠 慧渐最 


JAPAN ART STUDIO 

巧 2 E, 5 巧 h 化 お f. Park を Lex. Avss, 

TEtrTOtrtSBT 


了. 氏 ASA f 

廢 erch 泣 。 t 
Tailor 

が 

T 端 巧 繊細が 
Ro 狂 巧 お 4 
が W Y 則 K 

巧 8。8 

むが が 如 45 



1 巧 E 細渝 d 化 
む r. L な ingi 日 R む も , 


MIKADO TAIU5R 

30 El •が 油 み. 

TeL Rhinelander 巧 お 


焉堇 おおみ 巧篷 音 紐 . 

The E な hnd 裤な { む か な . The New Ifsrk な肛 is け 8 油が 

4 りおが 1 1 酣 化， fU. G. Tel. Cathedral 4408 


差は A 屆御 
上を をけ 注舊米 
げ潰樹 致 文の 圏 
まよ まし 巧 書に 
f ち 文 ま 窠賴て 
。割にす 敏交發 
引 對 ° を 鶴 巧 
. しし じ 誌せ 
てて 御は る 


紳义 


I 


學學商 
t セ 事 
と 研 
が裝 
擁を 
雄 所 


通年卒 A 
中擲 業を 
るかし は 
も ホ 巧 y 
の 画 ホ 力 
i の薛ゴ 
信 蕾に 大 
じ 靖廿學 
钟 じあを 


ま 割 <>A 
ず 懲貿適 
° 切物 譯 

じ ◊◊ 

御 其 調 
取徳杳 
烫巧 ◊ 
をで 巧 
しも 涉 



じ ndo & Kodaehi, Inc. i 

46 Gresnwich Street, City 
Tel. Whitehall 1541-2 

，,. 、.A 諸輸 和船 お 
な 荷 巧 洋具船 
^ 物 入を 食 お 
^ 莲巧雜 巧 用 
かが 觸貨 おを 
^ な手販 


Oriental Massage 
け 71 む rnes Avenue 

む 抓 も も Y . じ 

Tel. Under Hiil 2874 


露讓 i 


詔を 


を 化 


亀 

巧' 下 ザ t ; 

漏 宇 前 野養サ 


前 


リ午巧 


5 奠蟲 I 集 


媛 時 ; 


ジ 

術 


ん L.CEASAR,M.D. 
127 East 84 化 化 eet 
b 化 Pa かる Uxin 如 n む es 

壽喉觸 鼻 巧 I 

間 時を 診 
午 正を 時ト 巧午自 
诗八至 時 ホを 午自 
日 曜 

自 午前 十 時 ま 午を 一時 


DR. BLOOM DENTIST !nc. 

3 か h S わが t Cor. N; が h Avemi ち N.Y, 

3 か h な : eet Cor. Third Avenue,ISf.Y. 

8 か h みがが Cor. Lexin がか 1 Avc*,N.Y. 
12 な h も rcet Cor. Park Avenue ぷ •Y• 
-BROOKLYN— 

Albf 6 Th が tre BW たぶ eKs 化 Av もが FuUon St. 


H 化 午 察 
喔時前 時 
午 九閣 

i 超 

迄 を 


を是 

r4 

是證靈 

治は 晉 

泉 お II 


堪最タ 
能 熟年 
じ まの 
て科經 
信學驗 
巧ず を 
篤觸 0 

r じて 


科 



六 千 一を 


m 辦 蒼 掷 


【日昭 水】 


日 六月 



/ 舞鑛 順— 
: ザ 社を ダン - A 
▼を 情 ホ 操- < 

- 了 寧 
朝 十が？ が 十一 巧 

シヤけ ノブ^ タン シ 

i ング 姊範學 沒卒袭 

k 終 タザ 


觀關 事務 娘 扱 

适夏臺 广 費 ミ & 咨. 

す 霞ち ~ ごま ad * さ-田な 

.ぎ B 呈 ニ ng . Gaet こ 養. 5.8 


C - 

h . 

a I ■が 

齡就 

化 1 9 4 

«1 0 2 巧 
H 巧が 

Y 诚巧茄 

祖 |謝| 
姑 ミ m q -: i 
的 ， Ik I 
に 一 


稅除 事務 

を 掌を 赃幷 じを 化が 
の 叛か乂 ホ 法に 賴ず 
する 一切め 御 諮 間 じ 
廉じ淺 道激船 賞额運 
賃 を お 帆 あを 顆ホ發 
書 等 進呈ず。 重を 都 
巧に 化理 巧を をし 諫 
t 資 を® 巧 敲じ麽 や 


檢賊を じ 般鏡满 節 


電氣 、器械 工具 製 巧 
蓮 動 具、 な 具， 貴を 顔 
時 討、 寫を 器な を 像 

駭本 バチ~^い 

東洋 実 術 お書證 、レ 

デ イオ、 ランプ y ェ 
— ド 類 ダ アキす ムク 
タ ，ナ I 、 モ- タ- 修理 


- 匪 四十 六 了 目 六十 セを 

話 ブライアントと 0 と 化 


0 



•を 换をぁ 巧 
鄉 限外 
一般 貸付 
み 國爲替 貸付 
十 巧 ホ 正 米 


六 巧 八 
一一 四 
一二 0 殖圓 


尋れ人 

{宮城 縣) 大橋武 雄 (熊 本 普 お 
本 卯一挪 (廣島 縣}淸 水# k 郞 
(山 ロ縣) 德お猪 I ニ郎 (摩 
松 本實香 (宮城 縣) 手 島 
(か 歌 山縣) な ネ平ま (曲 I 巧 島 
縣) 國上時 愛 吉岡直 記 (長 
晓縣) 地 田 內藏吉 ニ賴 ニ 
又 伊 度み 大塚 サダ メ (を 知な) 
長崎德 ) 柴旧幸兰郎 (^^坂お) 
西 井 源太郎 (兵 庫 藤) 藤 か蓄八 
(福 岡縣) ホ か 農 遣 前ぶ 巧大學 
學生八 木 郡ず (靑森 縣巧ヶ 原 
雪 ー郞 i 本 縣苗本 霞 
(廣島縣)梶山爲ホが||^ホ 
コ n ン ビア 大學 出身) み I お 周 太 
郎 (麗 鳥縣) 芝旧德 r " (兵 庫 
縣) 藤本 嘉八 (あ 京ぶ お 子を 
太郞 (顕 圃縣) を お ホ郞 
(愛媛 縣) 池田鴻 一二郎 觸闽縣 ) 
米倉が 

をのを じ 適 知を をき^ を么 
お 間 本人 若く は 知ん 了 b 免 
住所 韵 通知 顕上娱 I 

紐 育爾國 繰!^ 事鑛 

1 第す ミを ミ罩了 rk 雲 
高等£^.11& |1^年間中 

B 4 屬 ： I がを SU が 

同 經營お 年間 日本人 常 君の 裡を 

の經驗 みら。 ジ ぶ スー 一 バア バア 

西 六十 五 了 目 jil 1 番地 

iH I 

か > を曜 午後 化 jtl 十一 時 

紐 育 柔道 僞樂部 

、道場 あ 事務 巧 I 
_ 西 巧 十六 了 tk ニ 五六 
_ (第 八が 角) 四 階 


をき 米 固 婦人 
H 本人への 巧 
語を 巧 じは 多 
年の 姪 験を 有 

す 0 1 ン ブス 

ンと 十五 化 
毎 H 朝 九 炼 ょ 
b 巧 化 時 迄 巧 
時 にても 宜し 
H 谣 日は 一時 
i -*' 四時を 


が 育 州を 慶 
巧 おちを 詳 
巧 京 帝大咨 巧大を 
を藥 復習 料ホ聚 
巧池遵 

產婆 松本綠 


ベ グビユ ー 病院 及 
お 育 乂學醫 巧 在勤 

江 見 ご 一朗 

該 察時閒 
巧 H 午後 四時から 
ホ 時 主で 

夕 巧 水、 を、 と 
時から 八 時を 
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被 装飾品 

瞬島訂 r ァが 

商 等 美觸品 修键、 

曾 解を、 スト 9 ンダ 
日本 駆 裁縫 


—密ホ 淨臟店 
.敢洋 臟酶會 


おぶ 十一 ニ 了 目 

ニニ 三 

が 藤 
洋腮巧 

ミな こ 111 


洋服 調進 
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六 八 H 0 


え'.. 
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を 宿を、 描是 食を 
巧 業 用を、 をの 任 
人を の お 相が じ 度 


診察 瞒题/ 

ネ苗化 時； 十 時 
午を ホ 時！ 乂時 

を it 

稱を ホフ ブワ！ 病 廃 
巧 五 巧 おお 巧み 
武巧 コン バラン ド 
お路 巧な 


を‘' み ，；， ザ. 

日 巧聖畜 巧を 正午 
典 翊會タ と持苹 

II pi 木 巧が お タタ 八睹 
如 巧す！ 英語 巧び 巧み 
が 皆 I 本 午が ニ Up 

^パ广 I ±醒 ホ 巧を タ^を 
; 恤 I 人 j ぶ話會 タ八時 
W I 巧 一 ぉを か.. も 
。呼 曾！ を 宿が、， 旅 かぶ 峰 
巧排 I ぶち 人事が 蛾 wyg 

巧^ち 裁 键お费 の 薄 課を を 
のが け智員 度び ホを 員の 
3 巧を 射る 


を おは 實質誠 息 迅速 ま義の 
基に 勸± を顿】 ま 卸 資谊段 
で販賛 致します タ ホに 巧は 
ら中 御用を 睐 か 下さい 主せ 


ブロ ■ — ドゥエ . — 巧と 十を 
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哥 3 ゴ 1 


i ぷ #1 還す.、 1-4.^ ミ 至 重 穿 看 # P 


ゥホ— ル 街を 救ム人 々【ょ 

モルガン 系が ま體 

彼を 化 おず ろ ラモント：：： 財界め 

鬼才 チヤ— ルズ ミツ チェル 等 


お视 にお 视 を， 蓝 ねた ゥォー 八 
一巧の 巧 ま バニ ッグ も、 到 锁モ八 
ガン 巧を を まど 一* も 有力 银わ瞄 
グ 組織で 

投賣リ かろ 一轉 して 買 お 
に 走ら、 がた 崩 い じ 崩れれ か锡 
も 漸< 凹な 巧 じ 巧 じじが、 が 巧 
阁の化 おお あ談： 一" を 初 じ 具 化 化 
さ i たのは 十月： i ： 四 ロの； で. 
解巧數 十億 弗の 飄じ耐 へ 巧る 
これ 等ァ メリ々 直-巧の 大立 物は 
U 々會 合して を心留 策を 講じた 
I のでを る、 こ 么等モ か ゲン 巧 
をに 巧 H をを しと 大立 物が 勘 か 
し 巧る 資產 はおを 世閣に 巧會の 
运 業巧吿 をを お！ f いモ A ボン 
巧會を 除いても 整し 六十 億 巧 ど 
おはれて むる、 お 巧の 一言と 共 
に聯 巧が 巧から な - A 巧の お 乱を 
救 巧す る じ 足る 資 あを 引出す だ 
けの 餘裕 力を 持つ てゐ るので あ 
る、 かじ 彼等の 一 お 

一 動ぇ でれ だけ 相場 巧 じ 
舉 いたかは をず る 1, 難くない、 
邸 七 今 凹の 巧 ま 救掉プ ー" じを 
加した がが を賴蝴 のを 產を 見る 
じ 左の かき もみで ある。 (單位 
弗) 

ファスト •ナシ 3 ナル 銀 巧 

巧 六 四、 0〇〇、〇〇〇 

チェ 1 ス •ナシ ヨナ 八 銀 巧 

一、 五 S 化、 00 0、 000 

ナシ * ナ ，•ン チ— 银巧 (コ I 

ン- エキス チェン デ度フ アマ 

1 ス信 巧を 社を をむ) 

ニ、 一二 四 一二、 0(0、 000 

•キヤ ラン テ ー 信 巧を 化 


I 、 八 五 九， 00 0、 000 

バン 力 1 ス •トラスト 會社 

六 八 六、 00 0、 000 
を 計 六、 八 九-、 00 0、 000 
今回の 巧を お濟プ ー ^ が 穂 じ 隙 
して モグ ボン 氏は みがで あつた 
が 化の 

dr ： 腕 •てあら、 目下 建設を 
上に ある 缉獨 賠償を 巧濟の 鍵ね 
る 化 あ 金觸を 巧の 钻 織に 與 つて 
力 ある トミ マス •ラモント 氏 か 
まごして この 衝じ當 つた もので 
ある、 ラモント 氏は 人 も 知る 如 
(日本 政 巧から 叙勸 された 親日 
家で あら、 H 本のが 界 ごは 緣み 
深い 令 力ち でモ作 ガン 商 會の組 
合 員 どして 財界に 活躍す る ミ あ 
じ 十八を、 本年 五十八 歲の 働き 
猫ら であら、 國際銀 巧 家 ごして. 
も 化が じ 巧 救； ず 腕 家で ある、 
民間 銀 巧 家と しての 巧は パ 9! 
やが 會 簾では 大藏 省を 化まして 
出席し、 ま 那の聯 を 借款に も參 
加ず る 外、 > キシ n の 貸 附決濟 
ドィッ 赔 償を みを 资證じ も國家 
を R 表して 

圓滿な 解決策を 講じた 人 

物で、 千 八な 九十 ニ 年に 八— ゲ 
ァード 大學を 卒業し、 千 九な 兰 

年、 バン々 1 ス •トラスト 商會 
じ 入社す るまでは この 巧で 新聞 
記を を 勤めて ゐ たが、 トラスト 
巧會 での 働きぶ 9 が老 モルガン 
め 眼 じ 化 b 、 一 讓モグ ボン 商會 
の 紐 合 貸 じ；：- ■つたので をる、 第 
一圃 目の 巧 式 救 濟巧談 じは 與か 
ら なかつ たが、 二度目から 參加 


— I む、 ファスト <1 ナ シヨ ナ少銀 
巧を 巧を する ジ 1" — ザ •ベー 力 
1 第二 化は、 ァ|\ リヵを 細が の 
元を の 息子で をつて 同が わめ 副 
か 長で あ 6、 本年 五十- 歲 、歐 
洲大 戰じァ メリ か參戰 する や 
直ら じ 將校養 お 巧 じ 入っ て 知人 
を 燃 かした パ！ グァ ー ド 大學の 
出身者で ある、 ホぎ はこれ ホ 

こ 關禄の 深い 財 巧の 
大立 物ナシ ヨナ i •シチ ー 銀 巧 
の壬题 をま觀 すを チァ！ が ズ《 
ミッチぶ 处 巧で 妾る、 ナシ ヨナ 
グ* シチーは囊ドも報じた姑く 
最近 一躍して 化を 祭 一の 大银巧 
ごな っね、 郞も十 シヨ ナ^ •シ 
チ！ はフ アマ） ユ •ロ 1 ン •ぶン 

ド •トラスト ど 合同し 更らじ 3 
—ン •里 キス チ*. ンデ銀 巧を 買 
收 したみ、 證券 恥段專 巧の ナシ 
3 ナ八 •シチ I 葫會 を經營 して 
總寶產 か S 億 霜と 誌され てゐる 

ステ—- 八 マン、 テア ンタ！ 巧ブ 

ブ等 ァメリヵ 財 巧の 大を 物の 後 
を繼 いだ ミ ダ チ 八を な 千 八な 
九十 九 年 ァム^ 1 スト 大學 を卒 
業し、 先づシ ターで ゥ エスター 
ン 電力 會肚じ 入社、 千 九が 妈年 
じは 支配人 補を 役 じな ったが、 

銀 巧 家 £ しての 素質を ぎ 
をに 侍っ 巧か當 化の 化 ホ 信巧會 
社に 副 巧な ごして 入社した のは 
千 化 巧と 年、 こわ ぞ銀巧 巧に 於 
けを 氏の 登 籠巧ピ もる ふべき も 
ので、 恰 かも 入が 當時 •しは が界 
S パニックが あ b 、 親ら しい 銀 
巧 家 ごして 巧は こめ 上な き經驗 
を 得た ので ある、 をれ ょらた は 
千 化 百 十) 年 じけ 自ら ミッ チェ 
少廚會 を 組織し わ- が、 千 九 巧 十 
六 年を 0 てナシ g ナ •シ チ' 
巧會じ 入社し、 ナシ ヨナ 八 •シ 
チ^ ~ 銀 巧の 祝長ピ ~ 'て 入祖 した 
のは 千 九な 二十 一年の こ £ であ 
つた。 



解禁の 期 愈々 なる 

お 合に 依り 解禁 期を 豫吿卞 るか 

金利 安-し 信用 設定 無用の 聲 

東京 特軍 五日 發 な 力。 る 一が 巧を の お 測 じ 化れば 解禁げ 
期は 豫巧編 おを 『ホ 年 巧々』 ごが 吿發を されん*」。 

ま 京 特電 四日 裤：り M が上藏 相は か 解禁 問題に 锅 .，語って ロ < 
: r を 脱が 时 巧の 巧 吿」 はおした の A 爲 をの 動搖を 換れ たから だ 

現が a らば 切错 され I け錄吿 （て もょ い、 免じ 巧 解禁が 期 も 
あって 巧た が 解禁 後 《對乂 爲替は 平 偵から 正貨 現送 寶を差 引し 
た 四十 扎弗 二十' 化 仙 巧 外と い* らぅ、 爲替 化物は .1 ヶ巧 じつき ニ 
十五 仙づ {上つ て 居る からが 吿 ずろ じ もこれ に準じて 解禁が 脚 
をを めれば おおの 動搖 はを るまい、 ァメブ 力の 諸 巧は 装 落して 
も ニ S 年 おょ b 遙 かじ 商いので ぁるし 财ホ繁 榮のお 本 某 礎が 巧 
搖 したとは おへない からを 解禁に もが 都な だしを 糸 輸出 も おる 
まい』 ごを るが、 日本が わ當 W はアメ 9 カ巿 塔のを 利を 永績は 
疑が である ど 見る じ 反し、 大激ち 内 じは 英米み を 巧まで 解禁 準 
備の 信用 設嚴 無用 論の 啤が 鳥い。 


前 お 本紙 巧帮 のか < を をが 務 
官は 去る を幡 H ホが し 別 巧 所 巧 
のかき おか クレデ ットの 巧定じ 
巧 力す るで ゐら ぅごの 說け 頗る 

問題 視 9 れて ミが、 元 

ホィ •キ 9 K のを 輸 解禁し 例に 做 
へば 解 黛 前 じ 摄ぞを 策 ご t て 幾 
巧 かの クンデ ッ トを設 をす るら 
のど も なられる が、 巧が わが 閔 
の芭情 かじ' 見て 巧して これが 設 
をのを がわる か V 」 うかは 巧乂な 
るち 慮を 要ず る 所で-の ホに 就 
き 最もを 巧な 關係 にあろ がわみ 


は 大体み の 姑 （ - 致して ゐ る、 
即も ゎが 國の實 情から すれに 正 
货ぉ脯 はを の 比率 じ 於て 潤 深た 
る i お 外に 卓越し、 な 外 正貨ら 
先般 ホの 輸出 爲を賈 しげで 巧當 
ち 額を 補 おし 巧る もの ご 見られ 
る上じ掛外貿あけホ常^:^るが况 
を 示し、 本年の 入超】 億圓 巧み 
じ 止まる がかき 情勢で あるから 
事 質 上は クン ゲットを 設定す る 
必要を 認めない、 しかしながら 
これを 

爲政者 のホ藉 じな つて 考 


ふる じ， 解禁を じは 相當 のあ貨 
流出を 覺 悟せ ねだなら U いが、 
これで 人氣的 じ動谣 ずる， とらん 
も 計 b 知 b 得ない' もし 比較的 
巧條 がを りて ク レグ ットの 契め 
が お ホ 得る。 らば 万を を 期して 
これが 設定を 計る だら ぅ、 しわ 
I て义 こむ を 他面から 観察 i る 
じ 解禁を じ 正貨 流 ホず 4 i は 現 
巧の 變態的 金 敵が 能を 爆 おず る 
じ 大いにが おを 拱ず もので 解禁 
の 妙 かは か i つて この 点 r ある 


一日の 株 利 通り 

東京 特電 直日發 n 十 j g i 日 
の 巧 巧 廻 6 はと か四跑 一まで 
あつた。 


なじ 前途の 不安を 釀 さやして 正 
貨の移 勘を 圓滑 じず J く 約 一 億 
弗 お 度の クン グット を 設定す る 
を も j 案で ある、 もつ ビも必 巧 
なし W 認 いるに 巧ら ホ 商 率の 

契約 秘をぞ 挪£ な 徒費で 

ホる と 云 はれる が、 ま國 がァメ 
リ 々ご 契約 L た 時 じけ 僅か 年 八 
み 一二％ じ 過ぎ や これを なて すれ 
ば 巧が 國 か- 据 巧を 契約す るに 
年 化 八々 ぶモ 弗、 巧を がと 十と 
万 圓をぞ 沸へ ばょ いわけで、 わ 
•い 國の琪 を をれ よら も陳 かは 惡 
いだら うが 大体を の 程度の 機牲 
G らば 化づ をが 禁を條 かごして 
比較的 契約し 易き 架が に をれ を 


巧涉 して 見る i は 徒爾では ない 
だら ぅご、- 


株式の ぶ會 

時間 短縮 

±曜 じは 願 時化 棠 
前週 二日 じ甚 > て 臨時 化 装し 
た 當地巧 式巧樓 は巧赌 日には 早 
くもを 化よ b 買物を 文が 殺到し 
た爲 め忡賓 巧は 近 ホに 珍ら しく 
H 腿 B もが 働し じが、 

月曜 a のが 鶴は この 愚を よ b 
して 買氣の ブーム をまでる だ 
らぅ ど 期待され てゐ じに 反し 
巧て 賛 b ら のかを く _ ポ ィン 
ト から 十と ポィント 方 じ 直ら 
時 憤ので をを 生じた る も お 巧 
富は 六な ガ臺じ 止つ た、 

而 してな 引 巧 理事 曾では この 際 
餘 りじ 邑大な 出 ホ 高を 喜ばず、 
一二な 方臺の 維持- 4- 希望す る 意が 
よら [て 今 過の 化會 時間を 短縮 
ご 巧し、 乂曜 H は選擧 のじめ 化 
業、 水、 木、 を 幡山吉 H は 午 蘭 
十 時 よら 午後} 時までを ぶ會時 
賴 ごし ±曜り にはを がが 業す る 
旨發 おした。 


圓稅法 成な 

議營邁 過は 難し 

臨が 誰 曾で 討議 中で ぁる アィ 
リカの 關稅副 上げ 案は をのを 益 
海滩狀 態に 磨' 0 民主 黨 とお 巧 驚 
進 ホが ぁの 結束 固く 殊に 南無 化 
ホ ど 西部ぶ び 中西部の 農闢 どを 
部の 產棠闕 3 對抗は 日 どみ じ繁 
骨 VJ なつ ゎ爲め 輿黨静 部の 巧 力 
も效 (到を 臨時 議會を 通過す 
るのを 茲 みな < 、自然 次期 本議 
會じ廻 照す るの かなし ご 見られ 
て 居る が、 而 かもを 年は 議員な 
選を前に し て 居る の で デ リ ケ ！ 
トな關 殺を のかき じ觸れ る機會 
はかない であらう 玄云 はれて ゐ 
るが、 與黨 では 一部 的の なおで 
も 切め て决議 1 たい 意 かで 運 劃 
中で ある。 


郵船 重な^ 增員 

乗 京 特電 四日 發 H 截齡 重役 食 
では 乂な登 もを 副社長 どし 取締 
役 一二を 增 員に 巧を した。. 

備每 、當化 郵船 支店には 巧を 
入電。 き tv 右は ぶ 月 ド 旬 開か 
るべき を縣總 曾に 於て 巧 巧せ 
。ら るべ く、 S 取締役は 現 巧の 
營袭 部長、 庶務 部長、 おじ 船 
舶が 長の 一二 氏が 取締役！ 任せ 
られ 部長の 職を 執る ミ どなら： 
ん かご 云 ふ。- 

株式 崩落 ミ糸價 

日本が 行 監督 所 着電 
尸 東京-日 發】 n 引 鏡き 季節 資 
金の 移動した るの みなら や 月 未 
及び 納稅 資金の 需を 加。 り、 短 
資稍繁 他を 呈 せる も、 金融を 調 
格別の 變化ぃ ょし。 十 巧 二十 八 目 
賣化 大藏省 證券 一二 五、 00 0、0 
00 即 H 賣切ど U ら义 過般の 借 
替潑巧 五を 利 圏が 債券 四 0、 0 
00、 000 應 慕が 績も惡 しか 
ら ざる 模檢 、自然 證券 類 下 盤 期 
ホ 漸進、 生糸 相場 軟弱ながら f 貝 
巧 化が 良が、 十 巧 中 お、 000 
000 斤 じ 上 6、 十 巧 中 貿易の 
巧 超 槪算は 五 0、000、000 
圃 じて 紐 育が 巧 崩を はおを 糸馈 
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殺人犯い 自白.^ 

k -I み— じ納 みて 

警察 智識を 普ぶ ずる 爲め にを 開 


ト ーキ！ の 三 ュース •ヴァリの 陳述は お ホを 巧廷 で. 麻 ゆべ き 
ユ！ は漸 々ご W 晒 苗 § めら れ もの r あら』 こ ご を谱吿 して 正 
ト ー キーの 巧 現」 化ら て 化ホワ を，.， 吿 なを ホめ る、 ビータ ー は 
1 トー K •ブラ ザー スど 共を し I 稍蹈躁 のをで ゐ る. かお 叫つ わ ど 


,てゐたフアー， ト》 ナシ 9 ナ^ 
の 無 截巧齋 S 持 巧 
百方 弗 をず 離しな ゥキプ 

アム •フォックス 氏は あ々 前翅 
からで ムバシ ー 劇み. し トーモ .1 
ニ ゥース のみを が 巧 どず る 劇場 
を經をし つ ！ あ る か 、 去 を 0 髓 
H じは ニ ユース '、し-、 《僧 値を 
を もょ < を禪 'し，.. お A 化い 自白 
を トーキ ーに收 めて を 開し、 お 
間の 視艇を 栽いて ゐ る、 犯人 U 
フネラデ^ブキァで自み C ^を A _ 
である レオナ •フツ シュ八 ツグ 

疎を 前週 木 脚 日に 殺害して 閒化 
の變 .煤に 逮捕 さいた クキ リアム； 


いふ ぉ悄‘ 'ちる 木幡 U の巧乂 £ 
巧 人ん まを 訪れた ぇから 自を •か 
失械 L た爲 めじを 人 もを の 父ら 

結婚に な對 した 2 を 陳述 
し 『な - J 彼女ぶ び 彼女の 父 ご 階 
下で 話を して ゐる中 じ レォナが 
二階へ 上らぅ ごず るので をけ リ 
— i 、 二階へ 巧くな、 こ it - ゐ 
て 吳れご 申し ましね が 彼女は ニ 
階へ 巧き まし じ、 をいで おら ニ 
階の パー ラ！ じ 巧つ てこの 騷ぎ 
を 起しました、 おは 柯か 少し 云 
つた ど おふ裡 に々 ブご なつて 彼 
女を 化豁 しま I た、' をは 自 かの 
した 王> を考 へて をの 堤で 旨 殺し 


ピ ー タ ー が 前週を 幡 U じ 探偵 局； やう ミ おひました が、 ニ S 人の 


で 巨 白した もの I 嘗 際を 一管の 
フキ 瓜ムじ 納め じらので、 當厨 
としては 簿を 智識を！ 般 じ普戍 
せしめ 岡 時 じを 巧廷で 犯人が 赏 
際の 

陳述を 纖さ 爲 めじ 惦 
じこれ を 許 巧した もので 今巧馨 
察當巧 ごして V この 文明の 吊 器 
を贊隙 犯罪 じも應 用す るを であ 
ぅ' ご 云 はれて むる、 寫眞は 探 
偵 まな コン ネリ] 氏の 尋 閱ピビ 
タ^ ~~ のを 辯、 これ々 速記 ふら 
をを の睡摄 影した もので 型の 如 
く コン ネリー から 豫め 『この 馆 


男 •かを じ 誠び か lb ましたので 
なは 决 して 逃げら 隱れ もしない 
から 早く 

醫 者を 呼んで 吳れご 中し 
一ました 、それから 聞 も ；：：：>< 酱官 
一が ホて をへ 連れられて 參 らまし 
でと 陳述して ゐ る、 この ト ー 
『！ は 極めて 出 ホ もがく r 破觀 
店 異常の 輿 ホを 巧て この 實寫 
におした が、 劇瘍 まは を 開 前に 
^ お當塌 、司直を の 他が 罪學お 
サをお 持して これを 映寫 した、 
が 頃し ない 珍ら しい ト ー キ ー で 
ネる 0 


純眞む 邦樂の 夕べ 

國 際會舘 k 於る 慈善 演藝會 


紐 育 日本ん 食が 臺化馬 偕 势 六ち 梟 巧の 『ォ~ サ ィサ 
京 1 立 者-アィラ ア 博ま爲 * 生は々 し 4 ら がちら。 ミ 
i じ 巧 部ぶ び 巧睡の n 本人 會等 にた 域は ぁつたが、 旅て フォ ー ム 
I て 娘を せる 先例に 徹ひ游 に 委員に ス つてからは 巧ず 大喝 巧娠や 


會 をお巌 して 蒂附 を游 集の 擧ぁ 
るを 聴いた が 育が 幾 同好を は卒 
ホ赞 岡の 患を をして 慈善 演冀會 
■の销 惟を 計を し H 本人 會 事が 巧 
''グ '協 勘して まる- I 目 化 ィンター 
.ナシ 3 ナグ ウスに 盛大 y る演 
'奏 巧を 開い じ。 當 がは 新 お 西、 

- リング アィラ' ドモ 面よ らホ聽 
がろ 岡 胞もぁ b 米 入の 紳十 淑女 
タ 巧を をし りボ川 巧の ずの みに 
て お 十 人 i ぁ r た n 玻 後ょ で靜 
聽 （て ゐ たが、 司を をの 潮-を さ 
んが H 巧兩圓 現で 一々 がか 說明 
の 巧を 執ら’ 先づ 

第一 じ 『わ 竹 侮」 •か 出る 
一二が 線は が 川 夫人 琴は ま 居、 太 
旧兩 夫人で 词巧 巧のを 大をご 云 


かに 踊 も ねく、 化 憩 後 

'^烟 ハ 『みの 色 碑』 小阪 夫人 
の ニ味で 巧 村の 孝 チャン. か攪意 
の 喉を 聽 かせて 吳れ た。 ふるい 
がきたい 捲な： > \聲 であるが サ 
ビが がか i つて 居な かつた 0 し 
かし 長 巧の 中で も 『亩お 雀』' 『秋 
のを 極』 •ゴど 辉の 部じ义 つて 
居る から 孝 チヤン じは 嵌つ たお 
しらので あらぅ。 巧に 『がの 春 J 
を 無難 じ 溝 ませ、 當 巧の 呼 物で 
あるみ 幡 夫人の 『娘 道 成 寺』 ご 
r 巧が』 は啦 がを がち、 H ホは ま 
居、 也駭巧 夫人 太鼓が ボ川 君、 
後な：£|太旧ホ人'ご云ふ腕揃ひ， 
『をの 巧 あの 恐ぶ 里 J もよ < 『鐘 
V なみす 數 々御座る-よも 『き 


ふが 式、 山中 荫 をの 好 思で 偶ら 一き て 恐^し』 の 風 巧 最もよ く、 
をけ わ、 大 芭蕉の 六 巧 巧を 屏風 j 滿巧酥 たるが 如 （拍 ホを 送る。 

; がニ雙 おのい t 潑雅. ‘，^ 背设 をな i 藤 巧 ご ホつ て あ 川に あい 線の 描 
; して 居る 前へ 緋醒 どを ゆる 舞臺 I き 振らで 細かい もの。 最後 じ 琴 


が 設けられ 婉鹿 無比、 みはを 祖 
i 山 君 ど 瀬 度箫壽 君の 『湖上の HJ 
I ホ 君 S . はが 跑 •'らば ブナ ァの廣 
I く 澄む だ 尺八 お 巧 君のは が々 肉 
I 太の バ ブト！ ン式調 か 頗るよ く 
みは 『が 水 J 夫よ b 『千鳥の 曲 J 就 
れも 好評 裡に葵 了し 化 憩 前にが 
i 毎 女を の 『神 巧 S を叟」 がを つた 


五 挺、 手が ま 思 夫ん 本手が お 
前山、^ 势 旧、 佐 巧の 四 夫人、 
一二 味は も 川、 太田兩 夫人、 巧 八 
はを 手 广，主ロ ち 愧± 、本手に 玉 田 
ホ川兩 ぶが 入つ てで ハ 段 J を 演奏 
し 孰れ 主當 巧の 成 巧を 就し 盛费 
を 語 > をつ てを 路じ 巧いた。 聰 
ホな 慮と な 人。 


眞劍 じなる 

禁酒 合戰 

ち 都 S 暗 黑お糜 露 
アメブ 力 能 曾に がけを 宣巧屋 
や利懊 漁りの 徹底的 調が は 遂に 
顯稅 引上げを 標榜す 么 ヵホ チ々 
ブトが の 製销 業者 餘會 島を 自が 
の 

秘書 役ピ ぃふ 觸 込みで 雇 
入れを が關稅 率を 制を ずるが を 
會に 出席せ しめた ビング パム 上 
院議 員の 戒飾 决證 VJ な 'つ たが、 
この 論 潑に相 前後して 離な < も 
首鄉じ 於け る 禁酒法の 腳朽 ぶち 
に 就て ァィォヮ 讲のホ 身で 禁酒 
派 どして 知られ こ 居る ブ ホック 
一！ ト氏か 『往年 首都で ゥォ| 
瓜 巧の 或る 巧 仲買人が タ 飲み 上 
お诚 員を 魄醬會 じ 招待して 盛宴 
を 張ら、 をの 席上では を 然お酒 
か提 おされた、 化 自身 も 招を を 
受けた 一人で ある』 ごを 言し じ 
; が閱題 NJ なら、 氏は 木 H 同化 
の 陪審 裁が 所に お 喚を をけ て當 
時の 娱樣を 陳述す るみ、 巧 H の 
誰纔で 『自 かの おつて おる 銘圍 
みに がける 

事 實をホ 裸々 に 述べる』 

ど あ 言して】 部の 表 西 禁酒を 裝 
ひを の實 ホ 禁酒 派で をる 議賃の 
必瞻を 寒から しめて ゐ るみ 『も 円 
ぃ幢 子を 冠つ た 奇怪 ぃょ ちが 議谋 
は 元 ih 議員 事務所に みお 出入 
して 酒を 賣 つて 居る 事實』 の 調 
杳を 求めて セン セ！ シ ヨンを 呼 
んで 居る が、！ ホ ビン ダ、 クム 擧 
俾の討 訟じ閲 氏の ホ々 £ なつた 
前 下院議長 にして 現じ 上院 譲 員 

でを る •キ 心ット 巧は ビー' グ パム 

斌 節を 不必耍 とした. 祗說の 一節 
で 『現じ おは 下院げ 議長で ぁつ 
た 廣を數 の 議員が 醉拂 つて 政 お 
を 論じて 居た 凛を を屢 々見 まけ 
たか 證 これは 極めて 不部 をな 
では あるが、 わと 
云つ てを の 人達を 巧 節する、 とは 
を 要で ある ど 思は ないし、 實巧 
な 策で ある ごら あなぬ、 のみな 
らず栽 4 この 議場に も あ b 得べ 
からざる 洒 瓶が 轉んで 居る ミ 云 
ふ增 をす にして 居る、 私 蓬は 勿 
論 巧る 巧 動を ホ 難す る もので あ 
る もの i 、 而 かも これが 誰の 責 
巧で あるか ど 一々 を議 した^ 戒 
節したら ずるを 要は 認めて 居な 
い』 ピ大膽 じ 述べ、 これで 議會 
の禁婚 を戰も 段々 と 深刻化して 
ホた 露で ある。 


幸四郞 W 勘彌を 

富豪が 搭待 

'ア乂 リカで 上演 

左跑 みの モス n t 訪 間から 日 
本 歌舞伎の 研究 熱は 化を の 流行 
とならを 國の 劇通が 續 々ごして 
ホ 朝して ゐる 巧が、 


今度 は 松 本 幸四郞 丈の 渡 


ホの 巧 かぱつ ご 旗 まつて 來 た、 

」 の轉 ごい ふのは 巧 年 十 巧 東洋 
お ホの ため ホ 朝した 例の 乂國サ 
ンタバ ー バラの 千で 長者 ヘン？ 
1 •ァィヒ ム 氏が 歌舞伎 劇を 見 
顿 してす つか b をの も 曲 鹽術じ 
魅惑され、 是非 これを 米 固 じ 招 
おしたい S 云 ふ 巧から 當時巧 劇 
で 開演 中の 舞踊家べ ンブン ダト 


ンホ 人を 迪じ てこの 旨を 帝劇の 
山 本 苗務じ 

交涉 •し 松 本 幸四郞 ホ巧碟 

の 相談を して 一先 づ 別れ じので 
あつた、 ごころ が この 稍 ベン 
ング トン 夫人が ホ國じ 巧く と 云 
ふので 巧び 帝劇 側 ご 協議した 後 
幸四郞 丈の 渡义 じは 蒼 成で をる 
がその 費用は 少<£ も 十五で 圓 
が ガ圓を 要する から をれ を 承知 
の 上い* ら 喜んで 廳ずも 旨を アィ 
ヒム 巧に 通じ、 目で 交 涉を鑛 け 
ゐる ものである。 


定期 飛行船 

太や洋 を橫斷 

她 如、 巧 巧を 一二 十六 時間で 連 
稱 する ッ ニ ペリンぶ 期が を路開 
設を 目的 ごする 太 ホ巧ッ Vl ぺブ 
ン 運輸 曾 趾が轿 らしく 設立され 
る ミが 發 をされ な。 斩會 社は 米 
國ぉ をの 銀 巧 家 キャ リ ー •チ ー 

グレ — ツン、 エム •ビー •マ， フ 

キ ー、 レー マン 巧 弟を び ダグ 9 
— •エ— •户 リマン 巧 等が 後援 
す る ； に な つ て 居 る 。 ホ國 グ ッ 
ィャ！ 航を船 會社も 新 倉 社に 
大 なる 關 係を をして ゐ ると 報を. 
られ て 居 る 。 义國 グ ッ ド i ャ I 
航空 會 社々 長ポ ー か •リッチ フ 
キかド 巧は 現な 建造 中の ホ國録 
軍が を 無が 出 ホ 上らみ 第、 な 人 
乗の がを 船 ニ隻の 建造に 着手す 
る替過 殷發袭 した。 祝し く 組織 
される 太 ホが ッ エペ 9 ン 運輸 會 
社々 長には ホ國 グッドィャ！ 航 
空 會化副 化長ジ A 0 — ム •パン 
—や ー 氏が 擬 せられて ゐ る。 
お ほ 新 會社 太ず 拌ブ エペ タン 運 
輸會 社は 巧く 巧く は間航 客船を 
比島 あび 目 本に 延長す る 計畫で 
わる。 阔會 社け 71 グァ ー大統 
領 始め、 陸 お 軍を 官 、商務 長官 
ご 盛議を 遂げた と組截 される i 
になつ たので もる。 同會 社は 雜 
然あ國 の 資本 じて 組織 さるべく 
あ U 正 まじ 繫 まされる 當 である 


樂じ 化生 さする こどを 法 紐 上で 
許すべき でゐる S の 請願 妻を お 
して これ ホ 化瞄の 注目を おいて 
ゐ るが お前は この 巧 爲を惡 いど 
おはの かどい ふ 尋問 じ截 し、 
域を 殺し I もい、 ご 威 じこ 者 
は 恐らく あらません、 

ご 正直.— 答 辯した n バ 9 四日 發 


讀 者の コラム 


馬鹿 票檢擧 

天 她玄黃 を 


化の 間から 馬鹿 票 や 賭* 携で同 
胞の 下宿屋 やお 鹿 票の ェ丄 户ェ 
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犯人 無罪に 
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本年 五弓、 南 フラン K じ 化 > け 
ィギリス 人 ご ブ ランス 人の 混艇 
兒 である リ チア！ ド •コ — V ツ 

が、 自 かの 愛する を 親が 持病 
の 癌で 醫 巧から 見離され 
而 かを ホき た 屍の やぅ じなら 
て H 々苦しんで 居る のを 是る 
じ 忍び 中、 遂に 彼女の この 苦 
痛を 除ます ベ < 思 巧つ て化擊 
擊 殺した 上、 自首して おた 事 
がは、 

を フランス 國 民め 同情を 惹 きて 
戴 巧の 成 巧は 非常に 巧 目され て 
ゐ たが、 遂に ネ H の 踏 審會議 で 
— ベットは 無罪を 實吿 され 傍 
聽は 巧手して これを 迎 へた、 法 
姪の 彼は 自ら 辯 護の 位廣 じぁつ 
たが 彼が この 日 最後 じ 述べた 辯 
論は おめ す 短 かく、 

現 巧の 化 ゆる 科 學は遂 じな の 
母を を 快 さする； わ お 巧 ませ 
ん でした、 をは 唯 彼女を この 
苦痛から 脫れ さしたい 爲 めじ 
この 巧爲 じぶ びました、 

ご 云 ふじ もつ た、 义 獄中の 彼 d 
自己の 咸想 ごして 今後 この 穗の 
患を はを 场ど路 巧し 咨師じ 化り 
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ントが 引 巧ら れ じ、 おのぶ A を 
捕まっ て 無罪には なった が' ボ 
ド だ 0 ! ャ ー だ どっ まらの 金 
を披 った。 元は ど 云へ ば 馬距票 
の ユーデ エン トの 某が 捕まつた 
時 じス） ブヶ！ K の 中から 化 引 
の暖 面が 化て をれ からず がスっ 
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皆 かったい の瘡 怨み だ、 自 かさ 
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會は ぬの だ。 其れに 今頃 了 巧 選 
を 騒ぎで、 反對 黨け蠻 察の 無能 
をを 擊し 刑事が ザ ャムブ か.* パ 
ゥスから 賄赂を 賞っ て 太 目に 見 
てゐる やう じを はれて ゐ る-みで 
I 生 懸命に 狩を おした の だ、 
っら 選 擧の時 じを け じ わじな 
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張られて 巧て 居る のを 見て、 お 
程と 思っ た。 見て むる ど ド シド 
シ 無罪に なって 巧く、 何の 爲め 
じ擧 げられ ため かおら なくなっ 
て ホる が、 前に 言っ た 樣じ醫 察 
のが 績を 示す 爲 めじが 庙 された 
をを 思へ ばを 点が 巧 くだらう。 
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! ャ ー を 雇っ たらしな いやう じ 
せぬ ご 飛んだ 目に 會 ふ。 刑爭が 
ナィンを ホめ たら 英語が 哨らぬ 
の セ 友達を がぶ〜」 か、。！ で— 
!?~ホるまで禄て ご か玄 っ て勘る 
べしで をる 0 私の ぶ 達は おらず 
じ サィン. 1 て-,」 んだ 目じ會 った 
巧しても 今後 同胞の 下宿屋で 集 
なする 處は用 也し なけら や。 ら 
のさ 思 ふ。 j 度 目を がけたら、 
巧き つど 廻つ て 巧る じ 違 ひない 
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蘭 六 百ぶ 干-第 


雜辦 蒼 縱 【日 贈 水】 


日 六月 一十 年 四和昭 


mm 






▲鄕里 送を 及び 並を を (無手 あ 巧)* か 困 
巧を 賣 買、 荷 巧を な 組な 立、 信用が を 
巧 等- 般銀巧 業 搭御彼 利 じ 取扱 可仕娱 

S 臺灣銀 巧 紐 育 出張所 

本店 毒 巧臺化 

支店を を、 横濱 、大阪 、神 巧、 上海、 を 
ロ、 福が、 庭 巧、 油 頭、 を 港、 廣 を、 巧 

嘉坡 、スラバヤ 、ママ ラン： バタ ビヤ、 を 買 
々が カブ タ 、偷を 、巧 外專潰 十四 ケ巧 


一、 資本を 壹賴圓 {をが 拂这 お) 

一、 稽 なを 营億八 百 五十 ぉ圓 

內化 本ぞ巧 = 橫演 (本 巧) を 京大 扱 • 
巧戶長 岭下關 名ホ屋 

機濱 正金銀行— 支 巧 

ホ 國をぞ 巧 = 桑 港. 羅が沙 巧巧睡 
其 他世界を 固 重. を 都 巿ニ支 巧 お n グレ 
スち之 候 


ネ 巧大阪 化演五 T 目 
が 育 支店 紐育ブ 0 ! ドゥ S 1 巧 四十 化を 

鱗 住ち 銀行 

日 もち {東京 漠濱名 右 崖を 都 巧ち 岡 山 
を^^^尾ノ道 廣島 吳 柳井 下ノ熙 
がま 巧 {巧 司、 小を、 若松' 槐 を’ 久留 米、 熊 本 等 
本國預 を、 鄉里 送金 等は 極め 
て 御 巧 利 迅速 じ 御 取扱 可 申 侯 


本店 朝鮮を 城 

支店 出張所は 日本 肉 化の がを 都 巧、 朝が 
おが、 支那のを 地 及び 浦 お 巧 お 

朝 鱗 銀 巧 紐 育 お 張 所 

み固爲 を-殺 銀行 萊お 精々 御 便利 じ 化な 巧 

申と 候 


內 かを、 社 憤、 株式 ノ賣 おぶ ビ利 
化 化 立 パ ま 陆巧利 ユ御化 扱致ン 
マス、 梢々 當おヲ 御が 用 下 サィ 
腹 一本 ビル 7 ロー 力ー 銀 巧 姉げ 哲お 

藤本 證券 會社 

同を 港 ま 巧 
同 羅が出 お 所 
同沙ホ 化理巧 


觸巧 語， 雜 貨卸賣 

森村ブ タザ ー ス 


み 羅 巧、 を 港 出帆 (ホ ノグ^ 經 も) 

お府を を 港を 

(午 盾 ニ 巧 出れ〕 (正午 出 化〕 

乂が乂 十一 巧 十六 日 十一月 廿 H 
.天洋 义 十一月 廿乂日 十二月 四日 
コレ ャ丸 十二 巧 十一 11 H 十二 巧 夫 日 
春洋义 十二 巧 化 一口 一巧 六日 

# シアトル 出帆 (午前 十 時 出帆) 

一二 島乂 十一 巧 化 日 
が巧乂 十二月 十四日 
西 比が 站化 十二月 廿旧日 
靜 岡 化 ^ 一月 十二 日 

® 输敦黄 日本 巧 化れ 

白山 か 十一月 十々 a 
化 巧 か 十一 巧サか 0 
强タ も. 十二 巧 十四 B 
▲轴育 巧れ 臣をお 招 由 日本が 货 物が— 巧 二回 
▲蹄 絡 あな。 がれは な洲 巧、 南 ホ 巧 並に 巴を お 
お 由 太 サ洋岸 巧を 巧 お をれ ミ 培め 有り 巧が 切 
巧 等 萬 事 御 饭をじ 取 計 ひ 申 上ます 
A 来 國錫道 切 巧、 寝さ ホ 等 t 御が をに 取 計 ひ 申 
上 主ず 


り 

3 

7 

刖 

巧 

扎 

化— 

i 

5 

5 

馴 


" S 3 


資本を き 億 旧- 
拂 & 濟 資本を ホ 千 あ 晒 
巧 ホを 六 千 四が と 十 巧 旧 

餘試 S ホ 銀 巧 f 支 巧 

本 巧 ま巧巿 日ぶ 橘 瞄本革 尾 町 五を 化 一巧 
そ 巧 .小が 日本 橋 かの 內 (ホ ま〕 巧沒 
を ホ 屋を郡 大巧 巧 (大阪 ) 神タ 
巧な 下脚 巧 司 若松 お 岡を 時 
上が 俗を 孟お脚 水 


輸ぉ 乂巧替 ，電信を を’ 並 送を’ 旅 巧 信用が 
商 楽 信用が 巧 他 一般 お巧棠 

乂餘 写. 囊 銀 巧 輯も 巧 

鄕里 送を" H 本を 化 無手 數 巧？ 迅速 取 段 
本 巧货金 (あ 期 逆 かノニ 巧) 巧 化 巧な 巧 
本 支 巧 東を (本 巧〕 乂 阪神 口を 都 
所な 地名 古 屋小お 上海 倫教 


ヮナメ ー 力 丄の特 を 

H 本ん の お 買物 じは 時 別一掛 員を 置き 無 
巧で 猫 案 內致升 電話 又は 一一 お 手紙 か 祭 御 
訪問— て 御 便宜を 針ち 被 巧ての お ホに 
對 しては 特に 注意 致し まイ から 是非 わ 
立 香 h 願 ひ 巧、 市內 配達^ 勿論 H 本 巧 
他を 曲 宛の お 荷物 發 送は 方で 致し 升 

ジ ヨン ワナメ •一-力 ー 


魄香坡 毎 ニ 週 一回 お 帆 
▲ 了ム プレス 亞細亞 (一二ろ 00 砸) 

十一月 廿 吉日 

▲1 ムプ レ， 加を 太 ニニ 呈 00 咽) 

4- ニ 巧と 日 

▲で ム プレス 露西亞 (一二る 呂哦) 

_ 十二月 サ 一日 
▲で ンブ ご亞細 亞三呈 呈頓) 

I 一 早 一日 

一一 等、 二等、 一二 等 及び 下等を 設備 
最大、 き 美、 最快 まのを 巧が 巧 船 


船 磁器 雜貨 卸賣 

春 巧廟會 


日本 陶が 器雜貨 

ラム プ卸賣 


奈良資 易商會 


シアトル ぉ轉 (午 煎 十 時) 
ゐら よま 义 十) 巧廿 八日 
あらび や 化 十二月 十 U 
ばリ すか (坂 巧 化み〕 十一月 十九 8 

►一等 塚演 一九 五 巧 

化し ば 4 卞 みるん でんかは 1 五 五 巧 
►一二 等 日本 巧 五 五 巧を 室大 なを おが 室 i 
►卸を 望に 巧 4 1 窜 割引せ 巧 切なを 巧を 可 侯 

ロス ア A ゼ ルス ぉ飢 (午後 ご 一時) 
もんて びでお 兄 十一月 ホ 二日 
はわい 义 一目 四日 
▼一等 搔演ニ 一二 0 乘化 はわい あ 丈 じらを 塞 巧 
▼瞎別 一二 等 目 本朽五 おお 弗 ▼ 1 二等 日本 朽 五十を 萊 
▼み 潘羅麻 巧媒車 切が 寢臺 を糜 入御 絳旌 仕リ娱 
I ►紐 育 線バナ マ經を a 本ち 那朽 貨物が 丹 一圓 



雜貨 陶碟器 

ラングぶ び 笠 

太 洋賛易 採 ま會社 

支店 巧 俄を、 ボストン 


陶磁 叢 雑貨 類 卸販賣 

S 態 木 桃 ホ 紐 


態 曰 本 ドライ グふ 廟會 


H 本陶破 讓雜貨 類卸賣 

ザ 元ブタ ダ！ ス 


日本 戳船會 社 (並ュ を 鐵道會 社) 

代理店 巧禍化 弟蘭會 

乘 車、 乘船 切符が じ 小荷物 運送 御 巧 巧 じ 取扱 申しまず 


T 寧の 印刷 ど 精巧なる 仕上げ 

時日の 迅速 ど確實 校正を 保証 

印刷は 紐 育 新報へ 

■ -- f)))! 

電話 ワトキンス ニ 九 o 九— ニ 九- 0 

わ 間違 CS むく 新報へ 

お內西 十よ T 目 十二を 十 階 日 
東部 じ 於け る 邦字 言論 磯關の 

權 威、 吾が 新報を 讀 まぬ 人な し 

廣吿は 紐 育 新報へ 


I .1— .，‘ 厚.'..-.'..,’ 


巧 賣化ホ 品 乙 
料亭 だろ ま修繞 

ホ 巧 第 六 巧 一一 四 五を 料を だ 
もまは 地の利を 得て 居る のピ巧 
，八 顧を 如' み U らす米 人の 谅 貝を 
激 おし 鄉燒は 時に 乂 評が なので 
今週々 初ょ b 大修緯 をな し 巧 本 
座敷 風の 雅を ある プ！ ス なでを 
殖し 料理で 端 勉强の 上 新が のが 
料、 迹 速の サ ー グ キスを 提 巧す 
るみ じて 芝居の 往き 退ら じ 巧 都 
合 最もよ しとの i である。 か バ 
ア テイを 電話 注文 あ b 次第 仍時 
じても 引受ける と。 尙ほ電 がは 
ブ ライア V ト一 二八 お 化番 0 


謹 常： 

敬呈 時下 晚 秋の 候を 泣 益々 
御淸榮 奉欽賀 候陳若 小生 義逊去 
ニヶ 年な 上 歸朝罷 巧娱處 今回ち 
びず 紐 致し 核に 就て は柯 をを 敷 
御が 證を 賜は ち 度 一々 巧 趨ザ申 
上 笠に おへな 乍 略儀の 紙上ず お 
放を 御 挨搂迄 申 陳度如 斯じ俩 座 
お。 拜 具。 

昭か四 年 十一 巧 六日 

大島 供な 
'辱知を 化 


巧 欄‘ スペシャル 


す 堯 

チャッブ スィ 

吸 ひ 職 

ぅま 者^ 用 VJ して 

徳用の 姬巧 
まつだけ 一二 十置姻 •皆 
御 使 巧で さい 


化桐记 弟蘭會 


ト タンク-い ィラい 如 

イン ノ^べ^ シ 3 ン トランクを 

物と 弗 お 十 仙ょ b 十二 弗 お十牠 

苦で st 5 害 Street 

婦人服 橫潰 ゆき子 

M 另 . Y ■ミ KO 里 >M> 
Dress 目 aker 

養ち. 70 th SU 吾. H T 互と ち 025 


た€之 こ裝飾 綺麗め 室、 設備 
がち 驾 完き シング こ 遇 

人 巧、 ダブ グ 一週 十 巧 

吉 TEL C 養！！， だち. 夏 th 芦田 fy 


常 磐て 御座いまず 

時 族の 抑挨 巧を 申 上げます、 
お 度 御 引 立じ預 > ましてを 難 
ぅ 御座います。 

就きょ しては 今巧廣 島名賴 
かさ 鍋 及び 

かを 飯 

を 始めました わら 倍舊 の御攝 
負 じ 預ら度 御 披露 申 上げます 

ごき わ 
お 四十 六 了 目 四十 四番 


生 美 砂糖 漬 
な 白 餅 入ホ務 
藤 料 

榮畫 羊羹 

風 ちを 

ああ てれを 極 


桑 山商會 

ニ 4 - EAST 芸 til ST -, N . If . G . 
ぎ0呈.呈量まニ養-寅ゴ 


密吿 脅な 煽動の 惡德 常習 

斯る 卑怯 あのが なは 同胞の 耻辱 


最近 |遵察 が H す 殺 II — 食に— し磕じ 入— 

裝を 試みた 一柿の ま 想が もん b 
一方 『乂國 おを 黨』 等と 稱 して 


一を の 旅が 下衔等 を レィドして 支 
那赌巧 お 鹿 惡携巧 巧を 换舉 しつ 
つ ゐる事 官け旣 報. いかくで なの 
裝强は 一 同胞のを 吿に基 < ご 巧 
へられて 巧る。 太 ホが 沿岸 邮方 
'し 於いても 此の 怖のを 吿 はを じ 
おへ や 同胞 社を わ 指導者は 毀歴 
して 活 & 横 巧で ぁるが、 が 鹿 票 
の贊 買け み 論 法律違反 でぁるか 
ら经 見さ i i ば 法の 制搜 をを け 
るのは 當 がの 事で あらぅ しかし 
其の 形跡 だに。 き 同胞の あ 庭を 
密吿 して： 个愉化 ど不を どを 感せ 
しめる が 如きは 惡德 である 由 ホ 
密吿 を。 す 勘 機は 復響 的ず 段を 
執ら >:;5ィ」 する じを る W 上、 巧 謂 
一鼓を 暗 巧 七に する もので 

i 卑怯 千万、 寧ろ 男 おの 辱 
~ W すべき 巧 業ご詣 ふべき f ある 
'ホ 化な n し、 若く は 誤解に 化 
_;ら て 同胞 相反 呂 する 結果 無名め 
脅沮 がを あ 庭に 送る 者 も 最巧出 
なする らし L が、 是れ 等は 惡德 
I 常 巧 化の 化 お漢じ 相違ない。 今 
春な 育 日本人 會 定期 總會 開會前 
を じがい てら 無名の お 動的 文書 


共產 ホを 巧 もの、、 理解 さへ 怪し 
げ じろ 化 輩 •か 練 苗 渡隊の ホが せ 
5 際 み 巧 じ 化 化を 試みたら 近 
< はがち U 本 お 樂部 のが 革を 聽 
いてを が 事實を 

せる ミメォ グラフ 刷 
徽 文を 撒が した もみ も ぁるみ な 
るが、 唯漫 巧と 同胞 社を の缺陷 
であを ご 云へ ば 夫れ まで--' あら 
ぅけれ 共、 巧る 惡 風は 一掃せ ね 
ばなら ぬ。 を じ 願し 紐 育 巧留の 
一紳 ± は 語る 『巧 巧 紐 育 词胞社 
會 にはが 力な V ! ダァス がない 
爲 ゎか 甚だ 寒 必じ堪 へない 事實 
が 目に 立つ のみならず 素質の 惡 
い 巧牟を f が殖 へて 當 年の 質の 
い〜 靑 年が 巧 朽ち 巧し ホつ たお 
をが 無作法、 無秩序を がご も あ 
はぬ 樣な 嘘秦 すべき 惡 風を 助長 
しなみ 第で あつて、 を 怯 リ密吿 
營 を、 煽動 U どは 弱者の 悲鳴で 
あるじせ よ 看過すべからざる 曲 
事で 適 當に糾 彈匡化 A 方法を 溝 
ず 5 は 目下の 急 巧で ある』 云々 


I 實業 あの 組織した 

I 歐米 視察 團 

j 近く 寄 紐 卞る篱 

i 目下 滞が 中の 米 國繁榮 視擦幽 
; は ニ り 波歐幽 員を 除き 大部を 
一は 剛 H 出を 銳 朝の 途じ 上る 答で 
一 ぁるが、 一方 防 長 毎日 新聞社を 
.仁 ホ藏！ 氏を 陶長 ごし か 十八 人 
L ど削艮 くす る歐米 視祭團 I 巧は 
去る 云 十 H を 港 着の ダラ ー 線プ 
- レシ デント •グラント 號 にて ホ 
米し 近 < 寄が 3 るを でゐ るが 右 
は联 お、 橫濱 、神戶 あび 名古屋 
I を 都 巧の 實業 家に 化 b て 組徵さ 
; れの凹 側 巧のを までを 專 門の 立 
一旗ょ 6 欧米み 實業お 並に 父 化 施 
設 を 馳 お す る 目 的 ら も じ て 其 
I 氏名 峨 をはみ の 如し。 

一 出み 巧 (公を， 

- を 立 給 (な 學お敎 諭) 
i 鈴 木 善ぶ 耶 (货 動機が) 

大巧 教お郞 (磯が 金物 姑) 

一 か 巧ぶ 巧 太 哪雜貨 巧) 

S 橋近吉 (な 立女學 校々 ま) 
恤化耍 市 (を 史) 


大巧 盾晴 
難が を太郞 
ぷお 垂太邮 
脚 野 か ニ 
ぶ 外力 藏 
武ホ 利が 
中島 惚を衛 
長 阪辰藏 
猜が廣 太 
酒 ホを S 
髙橋淸 
た タ巧一 


(雑貨 か) 

{ 规 織物 お) 
(養截 を】 

(が お 巧) 

(貸み 業) 

(調 梅師) 

透麵 ) j 

(巧 毛が 蹟 社員 j 
(を 巧受 
(が 化 巧) 

(蓄述 菜) 
(新聞社ち) 


ら 署い靑 年を 目 本に 送を 事は 非 
常に 危險だ どいつて 居る。 をれ 
は 幾々 夫ん 劇 や、 唐人 わ 吉のォ 
ぺ えを をいだ H 本を 舞臺 どして 
稼 一け 遂に 仕事 0 かめ ある もの 
じ遲れ 、彼の地を 舞臺 ごして、 
空んだ を おのま 人を S なる 恐れ 
が々 るどグ 氏は 語る 『 H 本へは 
ァメ _ リカの 靑年 達が 商業の 目的 
をな つて 巧くべき ではない。 を 
•1— ス H 本' し 巧 （じは 必中 米國 
を 出 接する 前.— 確實 なる 仕事 ロ 
が 屯つ て わ < じ 非ら ざれば 不可 
_斗 私る。 またよ し適當 なる 地位 
がを つた どし てら、 自制 ど大な 
をを 必と强 い 性格の 持まで ない 
嚴 6 ホ 常に 危險 でを る。 い <ら 

ィリ 力で かない 靑を でも H 本 

巧くど ヮ ィ JS /ド じ'流れる巧に 
なる』 ご。 

修道 會演 藝大會 

基督 敎 修道 會 では 豫 てよ b 計 
一 蓋しち たる 基金 裳 集の 满藝 大會 
を ホる 十み H 午 お八 時半よ b ィ 

ンタ アナン 3 ナ < '一 ウス じ 開く 

ミ'-, y . つた •か、 を 紐は 旣じ 巧を 
し 居 b 、 第一 ラデオ •フォ 7' — 
j 繁ニか 藤 山 旧 ニ 氏を 唱 、第 S 南 
部 高嶺 夫人が 久方 振らに お 梅し 
て 得意み バタフラィ 其 他を 演唱 
し 化 憩お乂 人聲樂 家の 獨唱あ b 
最後」 巧び ラ デ オフ オワ ーの演 
唱ゐる 答 じて 入場 络けニ 弗 五十 
化、 一 弗 お 十 仙 S ニ禪 じみれ て 
畳 b 险道會 じて 賣棚 くご。 




第' 一世 同胞に 

グ 巧の 苦言 

ロス アン ゼ朱ス 方面ょ b の 情 

; 報じ 仏れば おおな 化米齒 がを グ 
I VI ン氏 U をに 沙 港に 上陸 後ち 
一 下し 同地に がて H 本の 賞 情 ； Jo 
一いて 视 々谋 お， 懇談 等を 試みて 
一居ら が、 でん*^ 化 事の 爲め •しで 


紐肯 日本人 會あ事 

が 育 日本人 會 理事 會 はみ 週み 
履 H 午後 六 時半 巧亭都 じがて 開 
を せらるべく を 部 委員 會の 巧吿 
墓地 麟 買に 關 する 持が 委員 會の 
巧吿に 街す る 巧議も ある 笠 ▲勞 
働 部委真 會 じがて 决 ませる 會員 
唐 年會開 惟の 拌 、周旋業ち ご懇 
誤の 巧は 近く 實巧期 じ 入る ベ 
▲公務 部 じがて 舒當 中の 學ホ招 
待 盤 話を は武 井が 別委员 長、 山 


時、 水み 兩 委員 じがて 决を をを 
する もで ある ▲ゲユ リッ ク巧壬 
じ おする 威 谢會關 惟の 藻 も總て 
寶 現せら るべき かど 云 ふ 0 

圍 慕將棋 競技 會 

日本 お樂部 ゲ—ム 委員 曾ま懼 
の 會貿齒 藉縣棋 競技 會は ホる 八 
日 (金曜) 午後と 時ょ b 開かる ベ 
< 賞品は ニニ 二等 替 をみ 要の 由 
じて 參加希 學の會 員は 手を じ必 
要 U る 大体の 標準を 通吿 あちた 
しごの i で わる。 


紐 育敎會 幹事 更迭 

過去よ 年間 紐 育 H 本人を 會幹 
事 ごして を 名のを つむ 大贺順 治 
氏は 休養の 爲め 囊じ辭 巧を 申 あ 
たので まる 日曜日 理事 曾を 開き 
アクブ ングセ クン タリー ごして 

會貸杉 田 龜乂夫 氏を 選を し 同氏 
の 就 巧を 見る じ 至つ た。 大贊前 
幹事な 故 重 田善藏 巧に 次ぎ 淸氷 
牧師を 挟け て 同 敎會の 發殖じ 貫 
献少 から や溫 厚篤 賞の 巧 紳± で 
あつた。 


也ソ ホ^ 

か 山 正 ま 巧當地 財務官 事 あ 
所員-山 除 正道を 後 巧 W して 去 
る 一日 着 巧の 由。 

♦態を な S 巧 阪神 電錢 社員、 
まる 一日 歐 測ょ b 着 紐 十二月 廿 
日頃 西行歸 朝の 當。 

•が 井 保 固 巧 森が 兄弟 商會相 
談 役、 まも 1 H ぉ發歸 朝のを じ 
上ら 豫 をなら しも 都を じ 巧ら 暫 
時 見を せ ごじつた 由。 

雜 ，田 ロー 太巧亞 細强ァ ，作 ミナ 
ム會 社化婦 役、 巧 曜日 巧 紐 ボブ 
片 アン バチ ダアじ 投宿。 

♦ I ニ 浦 環 夫人-九 巧な 巧 布 畦 
太 ホ 巧 沿 澤巡樂 中の 聲樂 一!^、 巧 
く歸 組の 豫 を。 


シカゴ 通 層 


ピストル 强盗 
去ち 二十 九日な' 衙顧 
喘；：^ きまで じ 居る じも拘 
巧 南， ブ ー ト街ホ お四番 


一 pi が 
V。 や 

養 


空 
ホ 
京 第 


一洋を 巧に ピストが 强盜屋 入し 
物 をら 一冨は や！ 發が擊 をで せし 
が 不思議：：：* 巧 お 音の ビス 了 かじ 
て 巧 金ぉ納 ホが 譬 報を 輿 スる閒 

な^^ レジスタ^- よら】 I 四み - 一 

質 h 約 五十 弗 餘を强 奪して 去る 
おる に 巧 巧 巧び 麻 向 ふの^ 巧 第 


五 巧を 巧じ间 偽の 覆面の 强 をが 
入ち ピスト グ じて 厲 をせ たる 人 
人を 威 赫し百 二十 お 餘を强 をし 
まつた めで 其 筋に ては 嚴 まじ 化 
人搜索 中で あを。 

洋食 業者 異動 

最近に 到 5 頻繁 じ 客足を 曳き 
極めて 羽 おょき 中央 洋食 巧は 遊 
ま 數做年 じ お b が 東友吉 氏の 經 
營 でぁつ わが ネ间 堂が、 濱兩巧 
共同 じて 譲を くる 事 どな 5 盛ん 
じ 業 あ 擴張じ 努力 L つ i も b A 
市内 化 クラ ー ク衔 ニニ 九に て 
隅 旧 一八 氏は 兩ニ 一年 洋食 業を 經 
營 したる が 同氏の 健康 勝れ や 一 
先づ共 间經營 者の 阪本ロ 次郞巧 
に 引き渡し 歸閥 する 堂。 

飛 巧 競技 决を 

まる 二十 九 H ホす ドン ー キホ 
テ 八 じ 於け る 投資を の會 をで 明 
年の 巧 巧 飛 巧 競技 驚を シヵゴ ご 
決を し 即座 じ 準備 費 ごして 十 S 
万 お 于五巧 弗を 募集した。- 因に 
同 競技 會 じは 最 優秀の 稲 巧 家 ど 
あらゆる 飛行機、 爾が 船の 參加 
を 見ち ならわ ピ勘 待され て 居々 

- 大博こ ド ー 文 

シヵゴ 創立 第一 巧 年を おを す 

る 『プり グレス オブ センチ ュ 一 

91」 化を 大 博覽會 け 千 化 巧 H 
十三 一年 六月 一 U をの；. て あまじ 
開催す る擧 どむ つたが 前 爵大統 
領で 現在 おを 駐刹 ホ國 大使なる 
ド ー ズ 巧が 歸省 中な ので ホる ニ 
十 化 目が パみ マ ー ゥス じがて' 

同氏 ま おの 晚餐 會を權 ふし 有數 
の實 業を お 招待！ 專ら大 睹の經 
營 じつき 協 巧す る處が あち 其の 
結果 どして 報吿 された のは 大博 i 
事業 豐 j 千万 乘は旣 に 證券 ご I ; 
て發 巧され た i 、 みに 大睹の 產_ 
I 業 及び 巧學 K 關 する 建築物は 千 
化な ニ 一十一 年を W つて 其の 一部 
をを 成せし めを 覽 •しおす べしと 
の 事で あるが ド！ ズ 氏は 近 H 大 
統領を 訪 間し 化の 經 過を 報吿す 
を 由で ある。 

日本 巧 タ—ル 

本局 締切 當日 午後と 
時 円 隨 どか 白 r " 四時 

フ レシ* テント •ク ドン •ヒ ユレ. 

ン 〔フリス コ〕 十'- 巧 十日 

でン プレス •ォ .， •エ シア 〔ゲ 

アン クバ 1】 十八 H j 


0 —— 0. クオ - - A 巧を 端盡す 
か Ml るかく 必配 さわた 株 I 
0 —— 0 ま 大地 叢，‘ 一を ホは 愚； 
か 世を を震贼 したら しい！！, 岡胞 一 
の 投資ら 貧弱な 經濟 力に； J 矿較し 


て 相當の 巨額 じ 上つ て 居を ので 
▲某を 大ん は數巧 巧の タト あけ 
たとい ふ增ら あら、 否 彼が シヨ 
—トじ 向つ て 居た から 順 就に 掉 
して 幾 巧 巧を 儲けた ど 傅^られ 
A 某 料理 巧では 現物を 買 マて あ 
るから 巧び 化 お < 時節を す J ま 
での こご ご 巧し い 顔を して 居る 
ごの iA しか ~ ^ 巧 胞中ゥ 、っ^ ~ グ 
街に 出入す る 人々 のぞ 數は柯 £ 
謂 つても マー ジン 買 ひ：：* めで 巧 
が 西の 某氏は 万餘の 損失を 蛋ね 
て おが 鉢卷 ご あ b ▲甚し r は 桂 
庵に 來て靑 葉に 盛の 体、 奏れか 
へつ て 巧 巧の 貯蓄を 水の 泡に 歸 
せしめ じ f 、 こぼし 拔い I て 居な 
の もめつ たを うだが A 元 ホ 投機 


は危い 橋を 渡る W 相 壌の 保 まつ 
たらの、 眞 面目 U 投資 じ 化 b て 
收 益を 謀る は理 がの 常道で あら 
けれ 其、 户 マナ々 の 金を 便ら じ 
燒 俸を がらぅ ごすを のけ 抑覇見 
違と 謂 ふべ もので 御座る A 其 
昔 兜 町で 鳴らした 雨 敬の 番頭 島 
某は 『巧の 賣 貢で 假み 十万 圓儲 
けても 孰れは 權花 一朗の 榮 華で 
九 巧 九 千 化な 九十 化圓メ 9 が 立 
てば 如 巧に あたまを 絞つ てら 元 
の 木阿彌 ごなる の 巧は ない』 と 
語つ たを ぅだが 盖し 投機 哲學の 
要 肅を說 き 得て 妙なら f 謂 ふべ 
きで d ないか ▲俗 じ 生を 法は た 
傷の ぶと 乏 はれて 居る。 f ホな 
投機で 一懼モ をを 夢み むょ b は 
措 進 巧々 が 最後の 勝利を 得ら 捷 
徑 である。 な留の 元ち 連から 化 
道 地を 說 いて 若い をじ聽 かせて 
下されぶ ぃ、 が 喃ミ參 禪ぉ卡 の 
おを 其 儘 紹介して 置 <。 
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巧 川 巧 换事巧 巧 

h . Segaw み , iiuuranca Broke た 

303 打れ h Av«w 

Tel . Caledonia 4100 


巧 田が 事 揀を會 M 
Uchid 泣 Tra か ng Co ., Inc ‘ 
11 Park Flace 
Te !. Bare ! 巧 だ 76 


鳥 贸み株 巧會巧 
Shima Trading Co ., Ltd . 

150 Broadway * 

Tel . H れ chcock 1484 - 1485 


株を 舍艦 赤缉 巧々 
Akawo & CcK , Lt ん， 
235 Fifth Ave .. 

TeL Catedoma 9758-59 


がを 製 おが 蹟株 ま會强 
Ka れ kura 在 do ., Ltd ., 

200 Madison Avenue 
TeL A 油 lioxd がが- 4546 


K . Mikimo わ 

か iiki … " i •一 

S 3 良 Fifth A の 9 nu « . 
Te !. V & nd が biU 2519 


巧 巧讲淵 巧 ホ 食な 
巧 巧 « 巧 巧 

Sou 比 Manchuria R . R . CcK , 

Room 202 ら Canadian Pacific BI か. 
342 Madi,on Ave . 

ToL Vand が bUt 4135 


H 本な 化 棟 ま會な 
お 巧 ま 巧 

*1 雌 an Cotton Trading C 。" いん， 
2 Park Avenu み 
T*L Lexington がが 


大 倉な 撫 巧ず 巧 
tWoi 化 在 Co ,, 

30 Cfcwrdi — ぉ"-- 
TeK Co け ! andt 2292-93.94 


云 鋒 まが 式を お 
な 巧 支が 
Mitsui & Co ., 

6 a Broadway * 

T «!« Bowling Groen 752 打 


日本 生糸 株定を か 
がち ま 巧 
NIPPON Ki-ITO XAiSHl , LTD 

Two Park Avenue 
TeL AsWaxsd 另 320 


5^ 古, 巧 ‘ 


云 典 巧 まを お 
巧理巧 

— 一基 ー单 .ぶーを 一—— 

1如 Broadway , K . Y . C , Tei . お 加! •な 84 
Fa 加け; 35-10 3 抓! わ e 。 し L C •か 


法 巧みを 巧 ま 鱗 
,- JLa < xiia~iiussan Company 


Room 801 >805 
165 Broadway 
Tel . Cortlandt 8047 ぷ 052 


\ ju>sho corpora お 0 打， 
な Ik impo け ertj 

が. S&st KUi Surest 

To !. AiWand が 打 -SI 
Go>ho Co ， ！ nc " 
Cotton Exporters 

60 Beaver か.， 

む！ How 化 g Green 8 巧が ぶ e 


棟 まを it 岩 井 巧 巧 
な 育 お 張 巧 
hvai 在 Co ., Ltd . 

W 〇〇! wor 出 BuUdUng , 
Tel . Fitz Roy 8660-61-62 


云 羡巧ホ 巧 ま會社 
な 育 支 巧 
Mitsubishi Shoji Kai ふ a 


( M れ suWshi Co 。 Ltd .) 

120 B 化 ad ザ ay 

Tel . Rector 256 K )-2564 


大阪 朝日 ニ ま 京 朝日 
恒川 巧 
Osaka Asahi 
下 he New York Time * Annex 
TeL Lackawanna 1000 


窝 をを をな 
なち まほ 
Hara 在 Co ., 

443 Fourth At 。。 
Tel . Caledoma 7830-35 


B 米 生盗撫 或を 祗 
紐 育ま 巧 
NIGHI-BEi KttTO KABOSHIKi KAISHA 

がに H レ BEI KHTO CO , LTD .) 
I Park Avenue 
Te !. Ashland 6246>4’ A 48-49 


夫 お 海 H = おお 9 日 
鈴 木 H 郎 
Osaka Mainicbi 


Hoom 306 A World Bui ! ぷ ng 
TeL Beekman がが 


心 
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ロシアから 資金を 受け 
日本 ホ 化の 大 陰謀 曝露 令を 

N 犯人の 檢擧數 八 百 か 五名 S 多數片 上る—’ 

なかに 女子大 學 出身を が S 人 ^ 

東京 特電 セ 日 驚."- 巧務 なでは 秘密 禪に化 ハ 産 黨巧リ を 巧つ た^ 果 、昨年 S 
巧 十 n りな 来.^. 越訴 あは 棠計 八な かお 名に 义 び、 おが 犯罪 史上 空前の 記錄 
破^を 杖 •その 中 海門 學 校な とに 人學 せる^ の 巧— ホ お、 婦 す 五名の 
女ず 火を をを 業し む 巧が 一二 名 ぁりて 化 人を 驚倒せ しめて おる 

を 速 巧 相 心 この 除を に關聯 し械左 おを 蹟 員は 今後と て t 親いて 檢舉 する V - 言明 一 
審 の結裝 が^した 所に： S いじ モス カウ じ 本 がをお <窮- ニ インタ— ナシ ヨナ 作では I 
勸じ對 して か H 餘で 励で 巧 動 按を巧 給 しれが、 齡部 速の 巾 じは この 運刺蠻 で藝妓 I 
怪な举 宵い％ 


をの 一 モホ歲 旨の 中 じは 恐& べき ホ 巧 難 じ 泣！ みつ {ホ 義の签 


てて 盾る が、 豫 
J の 日本 赤化 運 
澤ご蒙ぉしゎ奇 
A じ 活動した 若 


.ぶ敎 ホ c '- た。 


勞農 ロシア 政府に 抗議 ま 張 


ま 京特を セ曰豬 ネ 回の 共を 黨渾 動じは モ > 々ゥ 大學で おを キ费の 音-傅を 吹 込まれむ 者が 十 
九を に をんで 居る が、 な傳 裳が 策 ミ ィンタ ー ナショナ^から おわ ミに 就て d 概らじ 表面。 シア 政 
府じ直 巧 粉 孫が じい ど— て も 円 あ 阅を上 じ 一 暗礁を ホ ドた もの f 是られ 、な あを の 一部 じけ 早. 
もソピ で.； ト改 がけ R 本國 ほに 瞬體靖 をを をて た 祭 一二 ィンタ！ ナショナ^ どのを 接な 關 巧の ある 
をと が： J モて强 が U 抗講 を提 おすべき でを ると ホ 張ず る 者が 多い。 

達し 昨年 S 巧 十五 日に 檢擧 さい 
たる 者 四 巧 八十 S ん 、本年の 月 
十ち H に ニな 九十 お 人、 をれ 0 
後 ょら 今 H じ 互 b 四十 お 人の 割 
を じて 四 巧檢擧 の結朵 0 シア‘ 
6 i ： 人め 共產黨 員か歸 朝し 昭； 

じ 日本 共産 爲再 巧の 旗 擧げを 計 
劃して 居る こご だ お 明し わ、 巧 
將 じげ 年 朝鮮 S 獨な 革命 陰謀の 
あ ホら 發 表を をむ、 右に 化れば 
间 地の お產黨 員は 昨年 十一 巧 0 
ホ 。シアの 第 S インタ I ナ シ- 
ナ 成 ど 連絡して 朝鮮 施政の 縛 覆 


薪^ 城 五十二を をな 喚 L 

幹部 連の 豪遊 調べ 

狎收 された 宣傅 書類が 六 千册一 

待を 女將に 化けた 女ち 義者 


ま京特 六日 發三ユ ml ク 
タ井 ムス^】 n 過去 數 週間に 宜 
b 日本 4^ じ宜 b てが はむ た 其 
產豫狩 立の お 柴は本 U をな て 記 
事を 解 化され K 、 今 岡の 

，檢 tu 昨年 四 巧、 ホ 巧 及 
び 本年 妈巧 十六 口に わ はれ U 大 
.檢驳 じて I 巧 化の 手を 巧みに をれ 
たを を 二 前 巧 盛 的 じ捕緋 する の 
を 目的 じ もので 今回の 檐舉 
じめ る 位 k 者は 八が & 五 人、 巧 
:收 され だ! 一旦 傅當や 小冊子は 六で 
册 じぶ ム でち るが、' 東を 市み め 
みの 檢 典け 昨年 云 巧な ホ S 巧と 
'人に 速」、 をのを < は いづれ も 
靑 年に ゴ豫 港の お裝旣 じな 五十 
'五八 ご I ふ ものが 起訴され て 居 
る、 接 側で 今一! の大檢 をに 化 
b 化 づネ姐 株は 引致され じと 見 
1 ちちが、 尙け が 地エ楓 にも 不 
穏かを k おんで 巧る ご 晩み 

警 旅を 嚴 して 居る、 昨 

年 四ぶ でお柴 W ホ。 シァに てみ 
產撰 淀 S な 巧を 巧 得して 秘か 
に 歸知飞 ホ 化に 活動 L つ i ぁつ 
じちは 1= 八に 速し がら、 彼を は 
巧み；.! おのず を 免れて ホ義の 
一宜 巧ん 化 奉し っ i をった が、 偶 
術-^. 東み 巧 內の强 盗 事件で ホ 
常 線を 巧つ K 隙、 一同ぶ が この 
巧官滿 ，； が ib て绿閒 をず けた 
が 答 抓：.： をし い 節が ぁつ わので 
司ぶ 側で 殿を じ 詩 問を した 結裝 
〔.一はな も。 くみを 媒 なで わる 
で 自白 するど 共に 同を の 化 所 
姓ち 等を 明かに しじので なじを 
視な 思想 課の 火活勘 ごな り、 か 


志を 者：！： 志の 

名簿を 發 見した の トをじ 
一大 共産 黛 狩ら どなつ たもので 
調杳の 結果 今回の H 本 赤化 赏博 
連動 じ對 し某國 がら 數巧圓 の 速 
動資 をが 供給？ れて 居る 事實 も， 

利 然し C の e 、 內 閒は豫 燕の 終を 陰謀し つ i あつたが を 鮮± じ 


r を 俟らて 某 図 じ 劃し 正を じ抗 
薄と 提 おすべく 巧を して 居る が 
今 间檢舉 され じちの 中 じは 敎育 
ある 婦人が 約 山 A じ も 達して 居 
も. か、 巧 直では 特に 學 をの 赤化 
運動を 重大視し てこの 方 曲じ特 
じ 力 わ 注いだ が、 學府じ 實驟述 
動が 巧 はれて 居を 證據は 稀め て 
薄い こる はれて 居る、 而 して 調 i 
をの 結 あじ もれば 某图 から お 給 
された 資 をの 大部を は 

主義ぃ 宣權 ib も 寧ろ 幹 
部 連が 酒 や 女に 溺れて この ホ 雨 
じ裳消され^^ものミ如く、 .一幹 
部： 2 巧みに 官憲の 手を くらます 
爲め婦 ム のまを ちを して 藝妓町 
じ 待を を營 業せ しめて 夫 處に潜 
伏して 居た； も お 明した が、 斯 
ぅし じ 幹部の 身邊じ 細した 奇怪 
なる 事 あは 響 視應へ 約 五十二 名 
の盛妓 をな 喚した 結を 巧め て 刺 
明した ものである 0 

朝鮮 獨お 

お 命の 犯人 檢擧 

東京 【聯合】 と 日を n モ 化ち 

サ八 年！ ニ 巧よ 6 巧 はれ じを 威に 
をる お 產黨巧 b め豫審 終結し 本 
日を W て 記事 解禁を 見る に 至つ 


揣 がらを をを 搜 索した 結果、 ホ！ たが、 檢擧總 蚊は 八 巧 ホ 五 人に-たので イ •キ ブスを 時では 直ち じ 


互る 大檢擧 の お 巧 遂に 化 二人の 
陰謀を は 起訴され、 近 < を おじ 
敞 する なつて 賣る 0 

ハルヒ シ て"^ 

共產 C 驚狩ぉ 

まを 【聯合】 セ日發 n 新聞 職 
をの パ^ ビン 特ぉ广 依れば 化滿 
一帶じ 直らて セ 十一 二人の 0 シア 
共 產慈封 が 勞農か 府樹ホ 記を を 
を 期して 革命を 陰謀して おじ 嫌 
疑で 補總 さわ、 ' r 八 ピン 巧 じは 
巧嚴 をが 發 布され た。 

革命 記念祭 

ロシアで 置 n に 直 b 
モスカ ウセ 日豬 = 千 化： 白 かと 
年。 シアに 革命が 突發 しソビ 
!ト 制が ホ かれて 正に 十二 年 目 
じ相當 する のでを 國 おは 本日ょ 
ら 五日 閒じ 豆ら 大 々的 じ 革命 記 
念 祭を 擧 巧すべく レ ニンの 墓を 
中、 む どし で 十二 哩 じちる 大巧 列 
を 初め どして を 0 シア じ 宵 b 陆 
禪 なおし 事が ある 篱 0 

ロンドン 六日 發 n 勞働 黨內閣 
が 先般 ホ ツビ 玉 — ^ 政府 f を 渉 
中で をつ わ 英裳國 を 復活 案は を 
の後假 協を を 見む ので 本日 下院 
じ 政府 まごして 提出、 投 黑に臘 
した 結 あ 大タ數 を 0 て 可 ホを 見 


驻 ロシア 大使を 化み すべ < 目下 
人選 中 C もを。 

滿蒙 討議 

松岡洋 A 氏 熟 辯 

東京 特電 六日 發 = 太平が 賴巧 
調を ぉ 玻は本 ロ も 巧滿洲 問錯で 
ら热 した か 化 岡 巧ぶ 氏は I . 滿渊 
が 今日み 潑 速を 巧す までには 阿 
人が この 地 ホの ホ かを 維持して 
ホた か」 ご 巧を した。 

東京 特電 五日 發 ご一ユ ml ク 
タィ ムス 紙】 == 太. 平洋 を 藩に 擬 
禪を投 中べ しご 期待され て 居た 
滿洲間 越は、 期待に 反 かや 今や 
爆發 しを の 結果、 一般の 

を氣 も 漸く 晴れ 巧つ たや 
うでわを、 をれ^^ま那化を胡適 
巧じ對 ずる 前 南 滿鐵を 副社長 松 
岡が 右 氏の 阿 答で、 をの 卒 底な 
態度ご赤裸々 ^^事實の 騷叢はホ 
閱 巧を をの 蜗 巧を 博した、 氏は 
この 會强 じがて 日本 じして 若し 
支那の 有力 ぃ ょる 軍 闕を鴻 章が U 
露 徵爭前 じ U 本を お 同の 敵と し 
た 露 支 密約を 結んで 居た 事 賞を 
知つ て 居た リこ 'ば、 日本け 円 露 
戦 爭巧寂 も r 満洲を 併を しネ円 
の 如き 滿讓間 題み が 巧を 許さな 
かつた e あらう と 謝 じ、 H 本が 一 
^ ロシアで 戰 化を 巧 ゆる じ まつわ 
のらを する じ伞鴻 章が。 シアの 
背後に ゐ b て日シ T を 

煽動 しわ 結果で あつて 日 
本は 1 れじ 浓らて 十万の 人命 ご 
化 億 M の艰聲 を犧牲 じした ので 
あるが 『支 邪は 當時 果して ま那 
の 滿篆じ おする ま 權を滿 ぶした 
この 戰 費を ま 拂ムの 举觸が ホつ 
じか、 をれ 共 無 化 傾で これを 得 
だ のじ 滿 足した のでは なかつ た 
か』 ご ほ 間し、 支那の 化と 西 か 
ら、。 ン ア よら 東 > て滿 蒙に 人 
ロの 集注す る歷を 巧事實 を擧げ 
『この 人口 潮流が この 地 じを 流 
し 墙を 支那 d 联 して 自己を 保 
も 得る じ確實 f わらう か、 B 本 
は裝 して 第二のを 鴻 章が 巧で て 
満蒙を 化 國じ賣 巧す る 者は ない 
ど 

確信して まむ ずる こごが 
出來 るで あらう か』 ご 大見得を 
巧6最善の策1^滿蒙を0て 口 シ 
アじ對 する 緩衝 地禪ピ してを を 
せしめ、 日本 过を那 ど 協力して 
この 地を 開が する の 政策を 中外 
じ赏 言す るの かなし ご 喝破した 
支那 測は 松 岡 巧の 論據を 放て 反 
おもせ ホ 胡適 氏は 『我等は 過去 
をを 議せや 現 巧の 閒强解 ホを が 
する のみ』 ご 逃げを 張つ たが、 
一般 か國化 表ら 日本の この 强い 
巧综 じは-驚を 嗔し今 固の 討論 
じ 依る 一般的 影響は 製 （共 支那 
代を の 朔待じ 反した る もの ぞい 
が、' 巧 < ^ て 今 画の 會議じ 於る 
欄ん 的が 衝は 兩圈の 懸案 解み じ 
おめ て 好 影 灣を與 へて 居る やう 
で ホる 0 

支那 動乱 

官軍は 持 乂戰に 

上が セ日發 = 南を 政府は 河南 
及び 湖 化 おの 化戰 IS ホ椅極 的な 
繫を 避けて 巧锁的 ごならを を 退 
けつ t あるが これ じ對 してを 府 
侧 では 



大紐育 

I 九 ニ 九 年 版 ダ 近く 發巧 I 

本 化が 挺に 編を 後 巧いた しました 『大が 育」 は、 幸 ひじして！ 
江湖の 淺く ぶかき 巧 評を 巧し、 遂にを 部 一 册殘ら や 寅 切れ どな 一 
> ょした、 おて 本 化は 萬 一版め 內 をを をが 新た じし、 巧 おを も 一 
增 如した 千 九な サ九年 版を 新に 發巧 する こご t なち ました、 正 一 
確 じして 且つ 巧ら しい 統 ，討と 事 貧を 基礎 じして、 刻々 壊 化する： 
巧が 『大紐育」 の眞巧を傅ふるじ遺がな^こご*^|巧して居>ま^ 
す。 尙 ほを 價 は. 一 

豫 約申么 者に 限リて 

特價と 十五 仙 I 

發巧 後の 御 購買には 

を 價金一 弗^: 

ごを しまし じ、 速 かじを 約 御中 込みを ホ 望いた します。 

十一— 紐 育 新報 赴 一 


單じ 軍事上の 計 劇を 遂 むじた 
迄で あつて 河ち 及び 湖 化 あは 
化 理的細 巧ょ b しても 到 庭 他 
力から 带潘 おかを 摇の傻 /を 
巧け るのは ま 難で あ b 、 な あ 
けこれ を 見越して 化 等の りが 
を 計る ので わる 
どなし、 一方 化 率の 疑問の 八閣 
錫 出 おおじ 向つ て 南京 國 おが 舟 
の陣が 軍鼓び がを 副 總词み じた 
ら こどを ボめ將 ずは これで 承 
誰」 > たど 傅 へられて 培る け；：.' 共 


祥お單 。、 

叫 の 革 かは 閣將 軍の お i ? を 
て 居る もので-' あつて、 で 国 
唐 京 政府の 捉 窠じ應 じた も 
巧 がをお 捕總 した ど 匹 じ 
じ 如く、 をが の！ 手な じ 
ない 

ごを ー幽 r 通 带し闆 氏の 進退 A 1 
唐なず 5 を 高めて 居る が、 一-が じ 
化れ I ) 闕 巧は 

一 ユー蔣 かお お 軍は この 際 P 職 
を 音して 外踐じ 己み すべた。 
ニ、 I 現 首都 南京を して 化： で 
移 I べし。 

ごの ニ 箇條を 條件ど 心て 南ぶ 政 
暗を 援助 するど 傅 へられて 居る 


が S 省 動て 

ロシア •こを 致 一 


お 測す. る 巧に 依れげ 巧 もべき 
ン ドンが 軍 曾 溢-し 瞒 嚇し佛 かの 
な備を 渉け ホピ滿 おず べきが 態 
じあら ざるち 含 誰が 击 まじ 召集 
される のは 恐らく ホ お-巧 廿と 
日 巧なる ベ （， ァメブ 力のを 權 
一巧は 十二 巧 か 一日 じ：：： 一本 查權 
が 乗船ず る ォブン ビック 號 にて 
一巧 十 一 B じニユ m 1 クを化 化 
すべく 巧を し。 ン ドンの 本部を 
リッ ズ •ホ テ 八 じ 超き 一巧と 十 
餘乂 のちめ に 四 階 全部を 貧る こ 
ごじな つむ、 巧は 巧な 席 大使で 
ッデ 巧び なが 大使 ザー レット 兩 
氏は ホるべき を證 のを 要 じを 問 
題じ觸 しては 下協議 倉に 參加 r 

る 下 こどな つた® 


まち 特電 セ日發 〔へ ルド • 

トリ ビ ユン 紙) n ' J グーて よら 
達しな 情 被に 依れは 東 春を 府 
は 日本 政府を 通じて。 么 ァ扱府 
じ 對し露 支滅遊 問題の 解仍 ホを 
を 渉し C シァ 側 もみ 諾 をみ へた 
ごめ こごに. て 日本 政府は、 れじ 
關 して 堅ぐ 化默を ザを 病 一； も、 

南な 政府 ごして は 現 巧® がで 關 
係 も あ b 奉 天 政府に おしで 直接 
を 渉を 化 頼した もので あ* ーこ傳 
へらる、 而 して 奉 天の 别強 I 祕領 
事 鹽は奉 天 政が が マン チュー， 及 I 獨ト であるが 
びポグ ラチニナ ャホ 愛 みて 生 
命財產 はお 証 出 ホね ふ 怖し if 屠 
るめ で 目下を の 對をじ 熟て 縮議 
中で ある。 


シカゴ 大傅 

. 大統領 巧 尝發表 

ワシントン セ 日 壊：： = シカゴ ホ 
ではす 九な 化 一二 年を なて 萬圓隱 
覺會 を開繼 すべくな 府の 裕餐を 
求めむ ので 講會 では 昨 お. ニ 巧を 
0 て 大概 基を 五が 巧 巧の 成立を 
見た 場を、 これを 公許す べしと 
の 巧 證を巧 決した がを の 後駐莫 
大使 ド ー ズ 巧の 盡カモ 委員 會が 
成立し 间巧 のみ 弟を 委員 畏 どし 
て聽 をした 結 あ 五 育万 巧 も 募集 
姨ィ」 な つ た の で ド > ズ 大使もを 
の 旨 太 統領に 具 中した ので 大統 
領は 本日を W て巧吿 書を 發しシ 
カゴ萬 鹽巧覺 脅じ對 して 巧强の 
參 加を 慾 憑 （-た。 


會議な 集 潮 

一巧 サ •ぶ ロ 現 か 

ワシントン セ 日 發リ顕 接堪の 


.疑獄 取調べ 

上院 審問を 急ぐ 

ワシントン 十 セ日發 n 問題の 
海軍 遣 艦宣傳 疑獄の 中必ん 物で 
ある シ王ラ ー のと 院 調査 會 はを 
く 禹び召 鑑の上 審閱を 急ぎ 巧 切 
る模樣 じして を旨會 も'--'-'. れを単 
方 大統領 どして 
は シユラ ー を 一時れ ろ 其 巧 役し 
た ご 一大 造船 會 社が 本人の 宣 傅に 
直後 觸 係がない ごしても 黃 任は 
楚れ说 ない も & ど 認め 今後 これ 
等の 造船 會 なじ 對 する 政 麻の 建 
鑑 註文 も-助 中止を 命 やる じ ま 
るべ，.、 大統領は 目下 葛豊 中で あ 
る i 博 へらる。 


態で める 0 

犬 養總裁 第一 聲 

〔セ 日】 义赛改 ぶ 巧總蕊 は靑森 
ホの 東 化み をに 臨み 歧 巧な お 
の 第一 聲を擧 げ巧械 政策を 退 
けて が械 政策を 窩增し ko 

不景氣 自殺 激增 

【六日】 深刻 U 不景 おの お 響を 
をけ て 生活 困難から 十月 中東 
巧 じ 於け る 自殺者は 總 計. 円 丄ハ 
十五を を算 した。 

償 券利逼 六み 餘 

ご 八日〕 十月 中の 社債 發巧絕 無 
であり、 十一 巧】 日の 憤 券 利 
廻 > は 六を OOH であつ た 


没 筆 



一ホ特 帝を (驚 お巧轉 載〕 


豫備 交渉に 一問 題 


【八日】 補 巧趟顺 辟ん 割 巧ち はち 盧 さ- 


一巧 顺 巡洋艦と 


割が おは 舆乂兴 難を めら 
ない ご 博 へられて 居な 0 


『： 


-错 へられて 居らを 備を 派は 圓潛で 


無 公儀で 豫算 編制 

【八日】 井 h 藏楠 曰、 


债 なしの 豫算 編制け 明治 四十が な 
ホのを でを る』 ピ氣 P " を!^ げ 『爲替 黎滕は 新聞記事 じ 刺戟 さ 
れて 巧き 過ぎて 居る ■ど |£ つた、 巧は を 年 あ 本豫算 十六 篇八 
だと 十と 巧 六 千 ご 一巧" 圓 b 閣 諮へ 姻惭 され わ。 


產兒剌 欺 計 劃 放棄 


(八日】 巧京ボ 細民 救が!！ だめ 考 へたを お 制限 針 劃は 內お省 
の反對 のじめ 實 現され ま 一一と。' 


藤 旧が 收容が 

C セ 日】 をを 商 了會議 巧會ぶ 
して 貴族院 畿貴 である 藤 fid 
一巧は 刑務所に 收を 3 れ .。 

孫 文の 隱家 買收 

【八日) 困 民政が はがな 逸 iE が 


H 本 じじ 命の 際の 隱れ 家ニタ 
を 買 入れる ^ じみした がをは 
永 A じ 記念 ごして がが する ご 

工業 會議が 終了 

t 八日】 當 化で 閱催 中で あつた 
國際 工業 會議 はと H 終了し、 
を國化 表は いづれ も大お 足の 


アメリカナ 

黑面巧 

呈 3 シカゴを 見ろ 

みぎに シカゴを 見やう、 化の 
中 じは 『物體 をれ き 身 J ごい ふ 
言葉が をる が、 シカゴけ 實 じを 
れでゐ る、 シカゴは アメブ カン 
でない、 柯處 までを シカゴな の 
である、 巧し シカゴ 巧將 ホが 
智的 なを 達を 遂げて 巧く なれば 
戌 ひは シカゴは アメリカを 體を 
併呑す るか も 知れない、 シカゴ 
の 都 巧 的發達 ごい ふ ものは、 を 
物體 をれ 自身で あつて、 化 ゆ 
る アメリカの 傅 統ご異 つたち の 
でを る、 シカゴ じは 巧 巧 外 威人 
の 人口 增殖が 極めて 速な マ ピ 
をを して 盾る、 をして をの 中 
V む 力は ドイツん である、 なじ ン 
力 ゴはア メブカ じ 於る ベ 火 リン 
なので ある、 而 して 現 巧の ぺ户 
こ ー ズ は、 傅统 的な ドイツの 
文化人で な （、ょら アメリカ あ 

片 ツ人ホ 化の .か 

シカゴに tf 、 巧處を 探しても 

アンク 0 •サク ジ ニズム ごい ム 
ものがない、 この 顯 にがて ニ ユ 
■クと 趣を 異にする、 彼等の 
持つ 能率は で こ 迄ら ドイツ 魂の 
を 現で ある、：^. じこ i じを 產さ 
れる もの じは、 どうを 眞實 - j 遼 
いもので わる やうな 印象を まけ 
る、 ドイツの ゥファ 活動 寫眞鲁 
社で る 開し ね あの 「メト 。ボブ 
ス』 ごいつた やう.：： ♦汲 じを 興へ 
る、 巧 ホ ドイツ 魂 ごい ふ もの じ 
巧處わ 巧實ど 離れた ものが 
もら、 アン グ。 サクソン 魂は こ 
れご あな おの 傾向を 示す もので 

あるか、 この シカゴの アト モス 
フイ ァ には、 いかにも 怪氣 a 或 
る ものが 漂つ て 居る、 あの スト 
ツクャ ー ドの 火 量 屠殺を をても 
な淫 じは この 怪奇な 都の ァト モ 
スプ イアじ 觸れる ことが 出 ホる 
ので ある、 この 世 じ 地獄 ごい ふ 
ものが 假ら じを つた どしても、 
死の 神秘を あれ 程 じ 機械化す る 
こごは す 可能で あらう、 恐ら < 
圈魔 様で も 顔を’) かめる じ 相違 
ない、 なじ シカゴ 人 じは、 いか 
じ も 化ご異 つた 型を した 人間が 
をい、 一言 じして 盡 すなれば、 
彼等は 生きな 人 巧 どして 見る ょ 
らも、 寧ろ 活動 寫眞の 映 議の人 
として 見るべき 型の 人間な ので 
める。 

無 賴漢の 都、 化 罪の 部 ごして 
知られて 屠る シカゴは、 フイ グ 
ムの都 巧ら しい アトモスフィア 


をタ みに 持つ て 居る、 をる 銀 
家が、 ある 宴會 のが 上で 途中 か 
ら 退席した ので、 をの 巧 もを な 
ねる ど 化は がぅ 答へ じ枯 だ。 
r 数日 前の 午前 十 時 頃、 おの 也 
務所じ 数人の 無 賴漢が ホても 
る だけの ものを かつ さらつ で 
けつた、 勿論 これを 埋 .怒 じ 姑 
吿 する こども 不必 をで ある W 
今日 ある 方 おからの 傅 言に 化 
る ごを 晚の十 時 じある 媒 所へ 
巧れば、 巧ん ごか 紳+的 協約 
がお來 る 、， I 
ごい ふので ホる 0 

想 ふに シカゴ じ 巧る 犯罪 的 巧 
險が 、なまじつ かな 探偵 小說 L 
數段 優つ て 居る どい ふこ どけ、 
外國 人の 居留 者が タ いごい ふ* 
は、 寧ろ この 現實を 離れた ァ 
モス フィ ァ .が、 彼を さぅ さす 
をのでは わるまい か、 盎 し人随 
が、 蟲や娜 でない 限々、 彼等の 
生かが 程度を 越して 機械化； れ 
て 居る ものと すれば、 自を のか 
かを 保証す る 巧み 瓣 ごい ふ もの 
を 持たなければ ならの、 この 迎 
由 主ら して アメリカの 『义 巧」 
が 進 ホ すれば する 巧、 犯罪は お 
しこを ずれ 贼々 はしない であ- 5 


探偵 小說を I 賴 むごい ふこ ごは 
イツでの まを 瓣 たら 得る であ 
らぅ、 蓋し この 國の 犯罪 的胃隨 
S いふ もの、 ぞくは 過去の 遺物 
だからで々 る' 逝去の シカゴは 
巧して 罪惡の 都で なく、 居留す 
る ぞくの み國 人の 潜 巧 意識 じ も 
さぅ した 脅 厳 的な 傅統 とい ふ も 
のはない、 而 かもべ 成 リン 色ナ 
ポタ の相對 しない エレイン トが 
混同す る 限ら、 現實ど 遠ざかつ 
た アト モス フイ T を ホ わ f いふ 
ことは、 或 ひは ちな の途 である 
かも 知れない 0 

しかも 能率 ごを 業の 必じ 富む 
V グリニ ■ — • ズを なて 任 中る シ •！ 
ゴの將 あが、 をし を アメブ 々を 
巧を する やうな こ ミが ある なれ 
ば、 r メリ々 の 文化 組織に 一大 
をを を 呼ぶ じ まるを は あ 像す， 
じ 難くない のでを る 0 


ニュー ヨ 一 ク替秋 


♦ U 本の 議會 では 劇 S 等を ご一 
方阳 で買收 した 男が おれち、 を 
をの あがを をつ て 巧释ホ 獄中の 
化 議± が ぁる、' 锭 つむ 前 巧法大 
臣 じして 錄道 大臣で ぁつた 巧が 
な鐵 疑獄で 化監 されて 居る、 一 
メリ々 の講會 では 刑法に こを 觸 
れ ざれ、 關稅 案で 臭ぃ 議員に 對 
し 『證會 の名疊 ミ 權 威を 維持す 
る爲 め』 彈劾 的な 戒 飾を ホ 憩し 
た、 黄金 方 能 国の 畿禽の ホが、 
君子 國の議 貪ょ ち も I 寸 潔白で 
をる らしい 0 

♦ 0 シア お產黨 から 賞つ たを 
で數妓 遊びを した ホ義 をの 邑頭 
收監で 一寸 溜飮は F つたが、 さ 
て 幕下に 働ぃた 有象無象の 收盟 
じは 一寸 悲哀を 威 やる、 巧黨の 
墮を豈 旣化政 黛の みならん や。 

♦日本の 急進が 想 派は、 勞慟 
組を 幹部のを 溫ぃ述 動 ぶら を ダ 
ラ 幹 ミ 冷笑して 居る が、 今度 横 
擧 された 巧を 巧 幹が の 豪遊 曝を 
で、 どぅやら グ ー プグ幹 ご. J . ふ 
名稱が 生れさぅ、 をれ じして‘ 
女 まを まの 待を 經營 だけ U デ々 
した b ご 申すべし 0 
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午前- H &— 一 時 
午後 四 巧— 八 時 
H 醒 午前 十 時— 正午 
急性 慢性 男女 疾 を、 皮 
膚 病、 化 化撥査 
多年の 經 おを ちし 日本 
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の 融通を 受ける； は 極めて 容易 
であるの みなら 中、 をの 豐 富な 
を觀方 ごい ふ ものは、 酷 機應變 
的 じでの A 面に も 動かし 得る も 
のでん る， がか も 今回の 巧ま软 
濟 では 前記の がが 大立 物の み、 
最近 VI クキテ ブ八信 巧 ごを 併し 


た シーボ ー ド •ナか ョナ グのァ 
スブン 氏も參 巧した のでを る々 
ら 、彼等の 化 ホす る 

資力は 九十 一二 樹 ニモ 万 弗 

ごい ム 巨額に 逢して ゐ るので あ 
るが、 巧 ホ 今回の 巧 ま 誤を ごい 
ふ ものは、 財 巧を の もの じ不巧 
を强 じじ もので な （、單 じ 巧 上 
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一に 贷 輿へ 正金な これ 巧 及び 手 持 
の證 巧を アイリ々 を 軸 楽を じ路 


がと して さし 入れ 

當座借 越の ぁを じ？ 

契約を 締結 すら めら しく、 を 
のを 额 ts め 一億 弗と 見られ 居 b 
墓 じ 本 巧 詰を かせられた 巧木秀 
巧 氏の 歸朗も 恐ら （信用 設 をの 
化み を おし じを であらぅ ど增さ 
れてゐ る' 而 して これが 時期に 
就て は 昨今の 外 國證が 相 傷は ゥ 
ォ 1^ 街 恐慌の 餘 波を 蒙 b て勸 
搖 しつ I あ n ば、 これ 等の 時 偕 
確な 頃 ど 想 深され るから 多 か 今 
け 下 巧 乃ち ホ 巧 中旬を 化て ホ 立 
し、 これ ど M 時 ご 政府の 解禁 期 
な 吿が發 表される であらぅ ど 云 
d れてゐ る、 而 してな ホを 本な 
带な歸 の 瞬 クンデ ット を設ぶ せ 
る圃 々の 例を 見る じ クン* テツ ト 
契約の ホ 化は をの 國の 政府、 父 
は 例 へげ 

英離銀 一竹の かき 寞あ 


巧で をる のが 普通で あるが、 わ 
が 國の法 綱し 依れば を府 自身が 
ク レデッ トを設 をす るた め-しは 
どぅしても 議 會の餘 賛を經 ねば 
なら のみでを 解禁の かきが 機を 
淀へ るみ 嬰 わるもの にがては 急 
煤の 間には をはない、 つぎ じ H 
颜 をして 當ら しめん ど すれば H 
銀條 例ぶ びを お 銀 巧券條 例の 精 
神 じ 違な する 靡れ がを み じあ > 
お 局 巧が 闕で d おを 銀 巧を して 
これ じ當 らし レる 0 みしけ 途の 

い ；が 當攝の が兜 し 依 つ て 巧 
巧した ので ホる、 か （て お金 •わ 
こい •し當 る どしても 贿謂ク レ デ 
ット を設を ずれぶ 實 際に これを 
化が せざる おを でもず 數巧 (英 
蘭 銀 わの 煤 合は 八を の 一二％) を 
ま拂 はねば。 ら 中、 がつ てこの 
手数 おは 結 お あがに がて 補償ず 
るか 耍が 起ら、 即 もが 錢 n の 

國庫 擔 V」。 る もので 
宰實 上す 巧 能で ホる、 が じ 補々 
研究の 姑果 いはが るクレ デット 
ではな < して あを お 巧が をが 自 
己の 計算-しが てが 外を 融 業者 ど 
當座借 越の 突 約を 締結す る ごい 
ふ お まじよ つて 留際 上は クンデ 
ットを 設定した ど 罔 構の かおを 
擧 げんどす るの C ある、 ホも當 
座 借 越。 らじ惜 越 限度までの 擔 
保を 入れねば。 ら 0 が、 をれ に 
! 就て は 巧 在 大藏ぶ 巧を がりが 及 
び 正を 所 巧の 外貨が 巧を の 他の 
一外 励 証券は 總额 ニ僚圆 W 上 じあ 
I んでゐ るから これ 等を 檐が 物に 
則 用ず るので あ 4、 しかし 預を 
部所 おのみは 目 ド お 外で が讓巧 
b の おご。 つて ゐる からこれ み 
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巿長選 擧の總 勘定 

共测黨 义墜ミ 著しい 社會黨 躍進 
依然 n る タマ ニー の 方 年 天下 


_ 左し もじ 過去 凹 お 遇 間 - 」 直 b 
I . タマ ニ ー S 腐敗 かお，， 鳴 物 人 b 
で 非難み おした 巧 地位 ホを 逃礙 
H 角戰 も ’ 视 ホを', 丄て タマこ 
—派の 

^12^ 了 あを ゥオが 力—。 
が 五十 万 票に 巧い 大 去^のを で 
巧び ュユ ョーク かの 政 视を礎 得 
しじ、 今回の ホを 剧 じ*^ 永年を 
衆 固 T 院の闕 す-して らいた 
社 會ホ義 肌の ラ'々— デァ 氏が 共 
か黨 のを 韶傾補 ごむり、 か會ま 
莖黨 削 视大統 が 職、 州 か事戰 
I にもな 候補した 篤を の±ノー マ 
^ ン • ト ，...マ スを おす 外、 首 （は 
I タマ ニ） 黨 政府の 譽お 長^で ぁ 
I つた 玉ン ラィト 氏. か 江戸み 仇を 
一を が もで きに K ホ黨の 地盤を 壌 
一さん V , し、 タマ ニー の 腐 化め 治 
.改裝け己ムからをの乂の^^をを 
'げたる じ も 巧ら や、 遂に-一の 巧 
i 氣 ない 勝敗め 跡を をら じぶつ じ 
i ^は化ム s 姑ら 

; ぶ 魅 外 ミす る 所で、 殊に 民 
I ホ黨 の魅滿 おゥォ ド 紙、 磯 
I ホ 其 か黨み 夕刊 テ レグ ラム 巧-い 
^ h . — マ义 巧を ま 持し、 ひどち パ 
II スト あのみ が 現 おを にして 曾 


て 往年 一！ ストの 政敵で ゐ つた 
クォ^ 力— を 支持す るの 珍 現を 
を 牛んだ にら 拘ら 中.- ゥォ ルカ 
!巧選^.'事賞を生んだ；.'2、 こ 
ユ a ! ク巧 がいかに タマ ュ ー 派 
の 巧 年 天下で をる かを な 証した 
もの ご 云 ふべき であらぅ、 耐し 
て误 もを 界を 驚かした のは ラダ 
—デァ の 勢力が 案み」 おく 册六 
力 八 千 S 巧 八十 巧禀じ 終らた る 
じ 反し、 社を 黨の 勢み が從 巧の 
記錄を 破り 十と 巧 叫 千 化な S 十 
I 票の 

多數じ 達した 王-である、 

邸ち ラボ！ デァの 立候補で ィタ 
リー 系が 巧の 躍進が 期待され わ 
じ も 拘らや をれ 巧 じ タ數を 動か 
ぅ。 かつた i だ、 ユユョ ー ク巿 
じがけ る 共か黨 の機關 がいかに 
勢力を 失墜して ゐ るかを 物語る 
もので 僅か じ 獨ら共 か黨員 どし 
て タキ ー ンス區 の 選 擧じ當 選し 
た^ 1 ゲエ！ のみが 將 ホの 望み 
■ W 見られて むる、 これ じ 薇して 
社會黨 .4, 斯く 躍進し；： はラガ 
— デ アが元 ホ 社會ま お黨を 標榜 
し 乍ら 俄か じ 其 か黨じ 入つ わ醒 
係ら あらう が、- 面に 於て はタ 
マニ ー の 勢力に 数 威を 抱 （穩健 


を 子まで が、 トー マス のん 格に 
信賴 したら のとして 今後 化曾黨 
の 

躍進は 藥の共 巧 民 ま 

黨の 聯立 運 勘ょ b も タマ ニ ー 派 
じど b ては 大敵で わらぅ どを ふ 
主を暗みしたものどミふ，と*かお 
ホる であらぅ 、を 方面から ァ 
9 々の 政戳 としては 祕 めて 異例 
的な 個人的を 装を 受けな ゥォ八 
み ー 巿 長け 當選後 直 心 じ マブー 
トノン トを發 おし 『これで 紐 育 
巿 民な 宮 輩の 過去の 施政を 支持 
する-占 ハ じ、 ホ 長た る 者が いか 
なる 服装を して 差ち むい、 とを 支 
梓した』 ど 得意 滿面 であるが、 
K ホ黨巧 候補ち の 中で も 現じ 巿 
の 

參事會 覧 長で ゐる マッ 
キ— 巧が ゥォグ 力 ー じ も 優 b て 
五十 餘 力のを 數を 隣した ミは 偶 
偶 マッキ ー 氏が ホ 期 ホを の 有力 
な も 候補を ごして 共か馨 の' J — 
ゲ エ^ — ど爭 ふべき i を 示ず もの 
であ 6、 現 州 か 事 ロ！ ズゲ でが 
ト 巧の 巧 選 もこれ で 罐賓ピ なつ 
たが、 】面じがてゥォ^!^ヵー巧 
み 大勝は タマ-一— 派の 頒補 ヵレ 
1 氏の 勢力を 物語 るら 巧で ある 
カレ. 一 か タマ ニ！ のをい 傳統を 
繼 承した 人で をる 限 b、 ア术 • 
スミス 氏の 新 タマ ニ！ の 樹立 じ 

は 相 當の彩 響を 及ぼず よで あら' 


じ タ數の 少年少女が 丹精を 凝し 
て 練習した 結 来 e ある。 乂巧券 
は 修道 會ズ はお 巧を 巧 じて 目下 
を資 中で あつて、 黃券ニ 弗 五十 
仙、 靑券 一巧 五十 仙で ある ど。 


雪隱 詰め にして 

撥 擧の手 U 延びた 

目 本 共產黨 狩りは 斯 、してが はる 

當地 出身の 間 庭 ホ まも 關係 
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•I 

千 

六 

な 

と 

號 


ニー 


第】 面 巧 報の 姑く H 本 ホ 曾 巧 
の お産 黨 狩らに 離し お 近 當巧某 
巧の 下に 建し わ 情 殺に ぶれば S 
一 五 事伸當 時の = 本 あ產お 中央 
執 巧を 員 U ぉ邊 政么輔 、国 顔、 
銷 山、 お巧學 、か 川 正 一の 五を 
で 昨年 一二 日十击 H の 

總選 擧の當 時は 一名 も睾 
~ーげられや、 本年をじ^^つて國顔 
r パ‘ 弦 巧をから 餘 つて 逮捕され、 

- 四 巧 ホ 頃 錫 山な H 旧村 f # 巧の 
I 隱 家-捕 はれ、 巿川 正】 は大备 
!- で 佐巧學 U 上がで 捕 へられた， 
段 巧を 員を でぁつ わ勞働 組を 評 
.哉洋 G 湖 十诞邊 を么輔 はげ 年の 
~ ^ 化 H ト六 H 上が か ^ ま大な 使命 
，シ をての を ホを おじ 於て 舊官の 
:: おみ-」 がが さむた が、 リ 本共產 
I ; 蕊のお 巧 州' 證 ホで ぁつた 顧 本 巧 
|| ホは 德 ぉが 一， 巧が 巧、 西雅雄 
I 上田 茂 横-佐 野 文 雄 等 ど おにご 一 
一目 十五 H じ檢擧 されて 所謂 福 本 
i ィゾム のよ 腦 が， W をが した i じ 
: な C たが、 一力 關をホ 苦が 瑟巧 
: なから 歸 つて H 本 巧 産黨の 

I 巧 組織 を 企 空中 四 巧 十二 
一 H 池 袋で 捕縛 さ n た瞭お 組織の 
- 黨具お满 を 所 持 し て ゐ た J が 巧 
; 明 1 をに 四月 十六 日を 朔 してぶ 
: ニ 凹を 國的大 檢舉が 巧 はれ I 二な 
i 幾 十ぶ ん活 勘み 子： 舉 げられ た 
i 水ず 社# 年 翻 ± 高 谣贞樹 バ鎌倉 
I で 捕へ らいた、 S 旧が が 本年 正 
j 月淺 草の 隠を を裝 はれた 時 ビス 
一 一ト^を 化が し y 逃 己し じ 巧、 お 


たれね 刑事の お 巧が 吉出 がご 鍋 
山を 捕へ るな で、 新派 勵の樣 な 
纔面 も展銷 されて るる i - 大横擧 
を 疑 官が黨 員を 巧 間し で 王」 も 事 
寶 であらら しく、 婦 A 去義 をに 
暴 巧を 加へ た； ら左 冀^ ザ 働 闇 体 
じぶ b て摘發 されて ゐ ホ、 化 お 
道の 無 產黨員 藤 見 房 子女を のか 

き a 1 馨宫じ 『婦 A がサ 於マタ 


が猶か ら投身^01|殺 

ゥォ！ ル 街の 巧 ま 恐 塔の おお 
昨今 これに 悲觀 してを 毅 ずる 
者が 輩出しても るが、 まる 木 
罐 U 午後 H クネ タブが； •ど 作' 
グン ダの 巧 仲買 商じ髓 いて 居 
た 年 お 婦人は 化 セ 階 目から 街 


上 じ 巧 身して 自殺した r 
は 過勞の 結果で ある ご 一 


巧 因 


索を 集めて 連續的 じが 樂 あを ま 
ごした 獨增 倉を 躍して ゐ るが、 
去る 水耀 H の おは サン々—。 歌 
戲鬻 じ 出演して るる 邦人ず ダぅ 
ノ 歌ず 小瓣 ひさ子 さんが、 目 本 
着 葵で 举 々 L く獨嗜 しむ。 
演幫の 曲目は、- ン デ^、 ヘィ 

テン、 シユみ マン* チ ザコク 
ス華 、マス ホ’‘、 ホ！ ベンチ 
ア 、タラ ダ ド 巧 ものから B 本 

物では， 3 旧 耕作、 伊藤 敵す の 
編曲した ものを 嗔 つたが， 

ォン コア！ じは プチ ニの 『蝶々 

ホ 人』 の 一部 や 『庭ぶ 千草』 を 馬 
嗜 して 破れる や 5 な喝 巧を 受け 
た、 タィ ムス 酒の 细き ひさ子 さ 
んの豐 富な 聲霞 、あしい 整調を 
激賞して おが 人 臭み 0 ;:* い 泰西 
まな 聲ど 評して ゐ る。 


ごを ^09 


巧 


木が 君 ニ 勝 

旣報 のか （邦人 拳 關± 木が 久 

あ郞 ちは まる 五 H マサ チ ユ七ッ 
ト 如スプ ブング フキ グドじ 赴き 
ジャツク •ジン ネ ごの メ！ ン • 
バウ トじ 出嚷 、十四 间戰 では ゐ 
つた. か 最初から 猛 熟な ボン チを 
をはし 木が は 一二 巧 目 じ リンネを 
ノック •タウンし 五 回目に も 敵 
を 倒す る 二回、 最後 じ 同 回で 完 
をに ノック •ァウトして 大勝、 
まる 六日 巧ォ 9 ム ピァ 俱樂 部で 
は 九 組 じを る 四 圆戰の セ ミファ 
ィナ^に 出複 したが 當 巧は 最初 
よら ノブ ク •アウト^ 多 かつた 
だけに 観を も 非常に 熱な しつ； 
ぁった 所、 木が はな 十八 封 度 級 
の チャ！ リ •モラ ど 第一 固 目に 
ゴングを 鳴つ わ 刹那、 モラの 腹 
部 じ 火の おる やぅな 一 擊を與 へ 
モラは をの 場 U ノック •ア タト 
されて 巧び 超つ 駆， レず、 谨 々十 
と 秒み 叛 かい 時間に 唯つ た一聲 
で 巧手を 倒した のは 拳圃 巧の 巧 
記録 どして 英字 紙 も 木が ぶ 激賞 

てゐ る。 


を 着る のは 生 栽氣だ fl vj いふて 

猿股を 引き 梨い をを 法 

廷で 陳述して ゐ る、 一說 じは 福 
本 和 夫の 妻女が 醬視廳 の スパィ 
であつ た V - も 巧 へられで りる。 

而 して 今回 檢擧の 發獨を 形造つ 
た 巧 庭未吉 ミは 曾て 當地 じぁ b 
て 共 產ま義 をのち 頸 かも 潜 氏の 
化 煤 おすごして 養 巧され、 を 山 
巧ち 等に も 就 傲して ゐゎ 男で を 

ると ロ 

小 池 壌獨唱 

バービ ダン じて 
當 化の パ ー ビ グンで け 音樂季 

節 じ 入てから を 固の 巧 望な 营樂 一の 巧 量 劇は 巧が 夫妻の 指導の 下 


修道 會ま 催で 

纔藝の 夕べ 

十一 資 十六 曰の 夜 
當地爾 育 四十 S 了 目 四 五一 ニに 
會館 をち する 紐 育 基替敎 修道 會 
は 例年の 邁な 巧る 十 一 巧 十六 H 
(±曜) 夕 八 時 十五を ょら、 リグ 
アサィド •グラント 塔 隣の ィン 
タ 1 ナショナ^ •八 クス じがて 

大溃 藝會を 開催ず る 由。 演藝會 
の 目的は、 一つには 日米 人相 互 
巧の 娛樂 親善、 他には 條 道會々 
おの 負 憤 償却 豐 ぶび お 巧 設置の 
な 善 費を 得る 爲 でもつ て、 演藝 
會ブ U グラム 中の ま 要ぶ る もの 
は、 太 田夫 人の 日本 器樂 、南部 
夫人の 獨增 、化 巧 的醫樂 を- ン 
ト 氏が 指導し つ i ぁるが 育敎會 
同盟の 四 郁を 唱嫁 めを 唱 、之に 
加へ て 最も 白人 閒义び 曰 本人 間 
じ 巧みを あく' ベ （巧が されつ！ 
ぁる 兒ま劇 『狼 ご 羊」 が ぁる。 


こ 


卓 上. 锭話 

陸奧じ 消へ る お金 

♦义 しい 閣懸 案じな つて なた ロ 
英 、米、 錬 ，伊 五ケ 國の 巧黯會 
讚は ホ 春 一月。- ドンで 開かれ 
る、 とじな クてゐ る、 この 會議は 
ま £ して 水 b 補助 艦、 (巡 洋潑 
瞩逐 艦) く 潜水 鑑ど が 商議の ホ 
題目に なを もの W 見られて ゐる 
が、 しかし この 巧に 千 九 巧 二十 
ニを の 7 シン トン 食議で 除を さ 
れ たま 力 澄 (戰 謡黯ど 巡が 戦 濃} 
化 あ 建 遣の 十ケ牵 延期を、 さら 
じ 柯年か 延期し やぅ ど 云 ふ 聞 題 
ち 論議の 中 必ィ」 なる もの ど 思は 
れてゐ る ° 

♦これ じ對し 日本側の 意向は こ 
れ 巧上鷄 張す るを 婆は ない が、 
せめて 堤を する ま カ疆の 巧鑑建 
造は やらして 欲しい、 をの 理由 
は圃カ 盤に 失 黨者防 化 巧を 要 か 
ら であるが、 しか [おし 化の 爱 
名國 がを 豁 これ じ 反 圏す るなら 

考へ 直して 見ょぅ とい ふの 

だ、 をの 中 失業者 巧 止は-- の 前 
の 軍 纔會證 でを {の 失業を を お 
し、 居 額な 退職 賜を じ 泣かされ 
た 日本 どして は 無理 もない Mi で 
をれ 程 ホ 力 艦の 建造 じは 奠大な 
經费 ご 多くの 人を 必要 VJ する。 
♦日本で 一番 大きい 軍濫 ごして' 
化を じ 誇つ て ゐるホ カ驢陸 奥の 
建造 じ 吐 一 ニケ 年 ご 五ケ 巧の 長を 
巧を 要して ゐ る、 長 さがめ ニ 巧 
幅 十六 間、 巧 水質 H1 巧 一二 千 八 百 
順で 十 S 貫の 人間が ニ 千 一二 巧 人 
乘 つて 始めて 艦が-巧 化み、 露 
天 ザ 板には 一二 千六闻 五十 枚の 疊 
が あけ、 擅 突が 十八 疊 敷と いふ 
海の 怪物で をる。 

♦お內 じな お 線 電信 殖話 のか ニ 
グ 所のを 換 局が あつて 四 再 九十 
をまでの 裔 潰を 話を 持つ て 居な 
を燈 おが ニ 千 四な 五十 個、 お 長 




な 下 千 一二 百 一二 十‘ 人の 乗 細 負が 
一巧に 食べる 乂 j 石 五斗、 が 五 
ホ、 牛肉 ニ 巧 S 十 貫、 野菜と 十 
屯 貫、 魚肉 四十 四 貫、 潰 物 四み 
梅 一 樽、 淸水 がと 十 おで +# め 
速 方で； 畫锭 走らつ ぐけ る こ 一 
巧圓 、高速 力に t* る VI タツ クニ 
十四 時間の 間に 六 巧 五 千 圓ご云 
ふ 大枚の お金を 煙 じする 噓のや 
うな 本當の 話。 


ッエ ペリン 伯號 

世界一周 

化の 歷を的 飛 巧 寫眞は ト—キ 

* — レコ^ — ド じ^つて 居 ま T 

見 よ！ 

H 本-濁 遮、 露西强 、虛氷 利 
加を 太 西洋 等を 飛 巧々 程ぞプ 
ユ ぺ 9 ン伯號 船 上ょ 5 撮が し 
れ美觀 、壯觀 を。 

二週間 目 興 巧 

CAME ご H 左 巧 AT 巧が 
香 d 笠. 5 oa を さ 


曰 本 理髮鑛 I 。 

西四卡 一二 T 目な 霞蜡 ニな おを 号 

I 二階 (をみ をに 近と 


巧 留奢窜 理想め 竭ホ 

m 秦 AIE 年會 

巧を 養 を於 こ dfk 畜 12 た 



すち r 巧ヨ 巧吉尝 田 夏 ti 巧 《 》 nd 巧 一呈 を 

= 正 ach 罢ミ hi = the す pula こ apai ミ 置 
巧 me W 吉 be す坦尊 t 单き登 h 某 S to Se 
begin ミ rs f ミこ 量 ited i き e - 1 另 uire み， 

s. 夏 w£ 夏 夏， mu 妻 St. 草 


帮鮮蘇 か 一切 

H 本ん 向きの ホ 魚 澤山取 b 揃へ 
巧が ホ语で 大勉强 致し. まず 

サヴ ネナを 巧 

一 ; 01.U 百 Bin ご SH H 言 0YST 里 互吉吉 T 
爸 0 W を Sist 黃 reetcoi Amsterdam live. 
Tel. Columbus 9123 


日 

K - 


を 話 ブラィ r ント 
を 室。 八 八 基ぶ 八 ま 

が： 3 看 萄 

紐 育ボ西 四十 四 T 目 
一二 11 八蕃ニ 磨) 
ミ 室贾ご 青呈 P 岂呈 CV 
ごご 18 运否 こさぎ N . y . G . 
Te こ— i 芸 73 


冀 面目なる ホ 威 同胞 じ 棲を 
なる 驟袭を 罔 挺す 

宮 m 事務所 


が 育 ホを 西 十二 T 目' 白せ 一 を 

電 

話 


プラ 


ァン t 蘇絲 


襯 雜 卸， 小賣 
を 腐 油 擦 
n 本 食料 蟲 I 切 

W だ 呂 rke 疑 in 巧 Cak 巧 0〇• 
巧 萬す ird Ave‘_ 

ぎ 量 a 没 基 


鑛饒 、泮食 

御 食事は 巧 諭、 食後の 翻 話し 
じ ふさわしい 巧です、 御 ホ 巧 
の 程を 願 ひます 

コ扫ン バス 矢 野 
岩 W. 2 己 芭 . ぎ 夏 L 置 b 民 苦さ 


ま婦の 健康と 家庭の 幸福 


吾が ォキシ へ！ ラ，— が 現代 物質文明の 煩 点じ 達して 居る 紐 
育 及び 其 郊がじ 化む で おらる、 夫 A ホに 呼び掛けて 皆さん 
め毅 注意を 幕く のは 誠にち 意義で をる とを ホ。 磁氣應 巧 物 
理 治療 器で をる ォキシ へ ー ラ！ は 使用が 最も 簡易で 寸 毫も 
危磯 性を 帶びや 皆さんの 爲 めじが 伴 おで 御座ら ホ。 

窠 一 必臟の 働きを 觀 へ、 婦ん 特有め 血の道を よくし 舰のホ 
澤を よくし、 他人に も羡 まれる 程 自己 滿 をが 得られまず。 
又 化々 婦人の 嘆つ 神經 過敏を 淆し 健康を 保持す る 結 巧の ぶ 
人は 邸 も 吾が ォキシ へー ク ー であらまず。 第二 睡踞 の岀巧 
ない 人に 充 かの 睡 眼を 巧へ ますから ィキ シ へ] ラー を 用 ゆ 
れば 翌朝 爽 かな 氣で 活動力が 出まず。 隨 てを 庭 か 幸福を お 
進致サ 至な 申まで も あ^ませね。 

第！ ニ、 御自身が 丈夫で 慑 快で をれば わ 斑さん 建を 育てる の 
にも 理想的で 良人の 愛は 渡くなる ばかりで をろ ます。 ホ わ 
をさん 達 にら 短時間 使 巧して 其 健康を 保つ 樣御 エホな さる 
らま 隨い ii です。 獻广ネ キシへ ー ラ ー を 一名を 內 まを 器 
ども 申 巧。 本 器が 錢 巧され てな 巧 十ち 六 年 じ 及び 世界を 画 
の あ 庭 じを 用され る 所 3 は搂 にを くので あ b - ます。 

論 よら 証據ォ ' キシ へ — フ ー を 御 使用 あれ。 

二人 用器が 十 巧 一人用 器 四十 弗 

_ 送料 當ホ 負擔 ) 

ホ 巧 又は 郭 みなれば 電爾 、ず 紙 じて 御 申 越 あ b ホ 第を 員 
出 巧 無 巧 じて 御 說巧中 主ます。 尙ほ實 驗的說 明 書は 御 申 
越 次第 進呈し ます。 

II ホキシ へ— ラ了販 賣商會 

高木 光次 廊 

ere Taka 巧 - ミ eenwald & CO. 

S を Floor, 没 West 253rd street 、 City, 
Tel. Gramercy 4474 



ぉ邮脚1 ) 削邮化 . 1110 . 

巧 - 日 目- 57 W. 巧 rd S し 
New む rk City 
Tel ■目 巧 m 肌 y お即 


THE FIMOTO 
な 削 RiTlES 即 .，艦 

Room 31 巧 

120 Broadway. も？. むな 
Tel. Worth 1714 - 1715-1716 


T 化 目 ANK 肿削 0 化 N 

お 〇征 1027 巧 目む oadwa も も Y. | 
郎径 !! 己 . C が H 如 お 3 が 3 


Til 目な 加 tomo Bank, LW. I T 1] 8 Y 0 i( 0 h a 间 a 


お w の 郎化巧 cy 

も 田の お 4 

1 がむ 0 お 閑 
T 8 し Bare 的が 巧 - 41 巧 


お が お 扣化 Ud. 

Sih Floor, Equitable Bldg. 
120 Broadwa も！ i. Y, 

?h 帅 e お 加 r 2 巧 0 


1 お Bani が 描 綿 もけ d, 

8邮巧 日 巧 

Serm 帥 加 n In 化な mg Building 
185 目 roadwa もん Y. 

TeU 川 ian が 巧が 33-34 


N. Y. K. LINE 
社 會船郵 本 日 

San Fran 切 SCO 0 化 化： Loa Angel が O だ i か： み 了 バ t !:、 りび ic". 

阮 1 Mark が S し 605 &v'ith Gir 泣 jid Ave i4Q4 F 〇 ui*th Avenue 

NEW YORK OFFfC 巨： 

8-10 Bridge St. TE し BOWUNG GREEN 2262 

Chicaffo Of む ce: 1 前 W. Monroe St. 


I 

I 化 ra T 阳 ding Co. 

I 巧 1 ぶ 比 Avenue 
I (Cor. 21st St.) 

j Tel. Algonquin 3646-47 


(XS ぶ • Line 
大販 廊船會 が 


MOGI’MOMONOI , 症 
COMPANY, Inc. 

巧 5 ふ 1 郎 ! な.，も Y 
おし な が化ぉ ni お 95 - 8-7 

<@> 


TaiyoiradingOo., Inc. 

Importers & Exporters 
巧 1 Fifth わ も， NJ. 

Tel. がが 叫 u;n 38 巧 - 5 

327 W. Madison Sireei, 
Chicago, Illinois 


巧 お- 8 WimEH 化 L 郎 i げ巧 G 
17 8な巧が化が £ 化10糾|{の巧 
巧 Q 化閒 WL 刪が 巧 N おお- 93 


Imo 化 BfoSi, 阳臣 . 

Formerly 

Mariihachi & Co. 

17 EasH 7 化 化 H.Y. 
Te!. JUpnquin のが-が 


N 巧 po 巧 

Dry Goods Co. 
148-150 Madison Ave., 
New York City 
TeUsWaml 目 141 •が 


リ が UTA & 眺， 

141 - 1 が關 h わ e., 

け or‘ 2 W 化） 

New な rk Citjf 
Tel. が gonquin 巧 90-2331 



蘇と 白 六 干 


第 


m m M m 


【曰 喔±】 


ロ 九月 ート年 四お昭 




匹 



▲觀 里ぶ を 及び 並 送を (無手 お 巧)、 外国 
ち替® jbr 荷 巧 替な組 取 立、 信用が 發 
• 巧 等 I 貫. 銀 巧 裳 巧 御 便利 じ 取扱 可 仕 お 

鎌 喊臺潛 銀行が 肖 出張所 

本 巧 臺潰ホ I 化 

支店を 巧、 一橫濱 、たお、 神 ロ、 上が、 澳 
ロ、 福 州、 履 巧、 がが， 香港、 廣 巧、 巧 

-嘉坡 、スラ^ヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 ま 買 

々か カツ タ 、儉を 、其 外專稱 十四 ヶ巧 

^ 

1 、 資本を 章條圓 (查額 拂达濟 ) 

一、 稽 ホを を 億 八な 五十 萬圆 

內地 本ぞ巧 f 換濱 (本 巧) 巧 京た お 
神 ロ 長 崎下關 '名を 崖 

橫濱ぶ 金銀 巧— ち 巧 

ホ國を 支店： t 桑 港 羅府ホ 巧 巧 巧 
其 他世界を 爵垂を 都巿ニ 支店 あ コ 火 レ 
K 有 之 候' 一 


本 店大殿 化廣五 下目 
紐 育 支店が 育ブ 0 } ドゥ 王— 巧 四十 化を 

體 なな 銀な 

ロみ 巧 {巧 巧 模濱名 右 崖 京都 神 タ岡山 
曲^を^尾ノ道 廣島 吳 柳井 下ノ駆 
がま 店す 司. 小 倉' 若松' 博 をん 留ホ 熊ぶ 等 
本國 頭を、 鄕里 送を 等は おめ 
て 御 便利 翅速じ 御 取 技 可 申 巧 


本店 蘭鮮 京が 

ち 巧 お 張 巧は H 本 内地の 塔を 郡 巧、 朝が 
滿洲 、ま那 のを 地 あび 浦 铺巧德 

朝鮮 銀 巧 紐 育 お 張 所 

外 國爲替 一 殷銀巧 業務 精々 御 便 おじ お 扱 巧 

申 屯 候 


ぶかを、 社 傑、 採を ノ賣 貝ぶ ビ利 
5 ^ な 一 ま 極 便利 ニ 御な 扳致シ 
マース、 精々 當ほヲ 御 刺 用 下 ナィ 
II 藤本^ ル 7 ロー 力— 银巧 捕げ なお 

藤ち 證# 會社 

同羅麻 出張所 
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(午ち ニ 巧 巧 か〕 

大洋 化 十一月 十六 日 
天洋乂 十一月 サ乂 H 

コレ ヤ化 十二月 十三 一円 

春巧义 十二月 化 一日 


少經 由) 
を港發 

(正午 巧 化 心 

十一 巧サ円 
十二 巧 四日 
十二 巧て 日 
1 巧六0 

{ か シアトル 出帆 ( 午前 十 時 あ 帆 )’ 

一二 島 化 十一月 化 日 
が 巧 化 十二ち 十四日 
西 比が 亞义 十二 巧廿 四日 
靜 岡— 化 I 一巧 十二 日 
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を 山 か 十一 另 十六 目 
ホ 野 か 十一 香 九 8 
棲 あみ 十二 丹 十四 B 
▲ 賴育 化 妍芭奈 馬 經を目 ネ巧赏 物が— 巧 ニ 固 
▲ 翰 蘇な 巧 0 弊 巧は 款洲 巧、 南 ホ 巧 並に 芭を馬 
經 おおや 洋岸 巧を 谋蜡 をを ミ 持 約を リ 巧が 切 
巧 等 萬 事 御懷宜 にお 計 ひ 申 上まず 
A 朱國鐵 道が 符 、寢さ 券 等 も 御 便を にお 計 ひ 申 
上まず 
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まぶ 小 巧 H 本 橋を 內帝 宏樓演 
名ち 属 京都 大陌西 (ぉ 珍 神 巧 
_ 壞な下 械巧司 巧め 摘 岡を が 
一 上が 倫 か 賣视水 
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翰 お-八 爲# '電信を を’ 化 送を、 旅 巧 信用が 
商業 得ぶ 化 其 化 一般 银巧お 

餘 pi 萎 銀行— ま 巧 

鄕 を 送を' < H 本を 化 無ず 数 巧？ 通 速な 扱 
乂 .巧預 をを 期 迦知ノ ニ 碰爲化 利な 扱 
ぶ 一巧 京 (本 凌 大疲が 戸を 都 
ぶー 名が M 小が 上海 倫敦 


自本陶 お 器 雑貨 
ラ厶 プ卸資 

祭 良 貿易商 會 


シア h ルお軌 《午 請 十 時) 
ゐら はま 义 十一 巧サ 八日 
あらび や乂 十二ち 十 H 

ばづィ か (坡巧 出 供 一 十一ち 十九 日 
►一等 複濱 一九 五 弗 

あしば リザ かるん どんみ は 1 五 五 巧 
▼一二 等 日本 巧 五 五 巧 客室 大を 造を 巧 室 多な 
►捆 を皇じ 巧^ 一等 割引な 渡 切 巧を 巧を 巧 侯 

ロ K アン ゼ ルス お 化 (午後 一二 時) 
もんて びでお 化 十一 巧せ ニ H 
. はわい 化 一月 四日 
►一等 複漬 ニニ 10 巧 粗は わい あを じらみ 一を 巧 
▼择別 一二 華 日本 朽 五十み 巧で 一二 窜 日本 行 五十 五 巧 
►ホ 巧羅商 おお 車 切な 授窒 ホ 藤 入®: S 淀せ 4 を 
▼紐 育 線' パナマ お 由 目 本タ那 衍資物 化ち 一 巧 


お貨 陶お器 

ランプ 及びを 

太 洋賓易 S 會社 

ま 店お截 を、 ボストン 


幽破韻 雜赏類 掛販賣 

S 残 木 桃ホ鑛 


浦が 日本 ドライ' グ~^， ッ藏會 


日本 陶破 黑雜貨 類卸賣 

ホ元ブ タザ— ス 


晚 魅器雜 貨卸賣 

春 田廊會 


♦おか 党が 郞氏 昭か絹 靴下 會 
社專 おが 締 役、 大ホ洋 沿岸を 鮮 
て ホが。 

♦本 鄕湊吉 氏 元糾育 日本人 敎 
會 幹事 橫お 生糸 巧 渡 邊お會 社員 
生糸 格せ 委員】 巧 ど 共 じ ホ 紐 ホ 
テグ ペンに 巧 お 中。 


日本 行 タール 

本局 締切 當日 午な と 
時 日曜 ど 化 日け 四時 
ブ レシ デント • ゲ アン ■ビユ 
ン 〔フ 9 スコ〕 十一 巧 十日 

五ン プレス •オゾ •五 シア 【ゲ 

.アン クバ ー 】 十八 H 
H 曜說敎 


♦が 育 日本人 敎會 
『題 ホを』 

♦を 督お 修道 鳥 
『戰禍 ど 平和』 
♦が 育美 巧教會 
『形なる ミで』 


午後 八 時 
淸氷 牧師 
午後 八 時 
椿歧師 
お前 十一 時 
ぶ 松 牧師； 


慈善 鎭奏會 
會 計報吿 

支出 S 

合計 ニ 四 五 •化 五 
內 譯 

切符 販賣 運動費 ニ 0 •お 五 
郵便 あ 筆紙 墨 化 一八 •ニ 0 
會壌費 八 一 •五 0 
會場裝 飾 費 |义《 ニ 五 
巧 刷を 兩 新聞 礙吿六 S •五 0 
係員 演奏者 辨當化 ニ 五 • 00 
タキン^^ と • お 
特別 事務 手 傳謝禮 一 0• 00 

'收 入の 部 

切符 賓上商 儿も五 • 00 
差 引 殘爲臺 化縣僧 病院 巧 金 どし 
て 寄附 總額 と ニ 化* 0 五 
を 相違 無么お 化。 

昭か 四を 十一 巧 九 目 
紐 育邦樂 同が 會 巧ぶ 

瀬尾壽 H 
ま 居悅彌 


装飾 綺麗 9 室、 設備 
達 完き シング こ 週 

八 巧、 ダブ グ 一遇 十雜 

呈 TEL 因呈 LE . 22 W . 呈 th St . ，星 y 


貸 度 


日當 b をく 淸 潔な， ん 
アハ！ トメ ント (風 

ま) 貸 度、 一 ケ巧册 弗、 左記へ； 
Sima , 2 な W W . ニ ih G 呈 ey Island , 产 ィ. 


を 占め 却て 大きい 巧 U H 會 じて 
設置した をを 募集 S 本を たる 募 
集 委員 替の やがて 起さるべき 募 
集 運動を 豫 期して 留る爲 め手控 
へ 氣陳で 尙ほ大 なを 炼 力が をれ 
らのホ 面-し 殘 された る樣 であ b 
ます。 又 雛つ て是 るじ會 員の 或 
篤志家は まごして 白人の 友人間 
を 速 動し 一人 じて 數十 枚を 賣つ 
て 居る ので あらます 。されば 是 
等の 結 あを なつて 考察す るに 單 
なる 寄附を 窠集 運動に ては 手の 
届き 得ぬ ホ 面からの 淨 がを 集め 
得た もので あらます 。終らに 臨 
んで 今回の お 表會の 舞臺裝 飾の 
爲 めじ 惜格 一巧 巧 W 上 どき （貴 
重なる 屏風を 無條 かじて 貸して 
下つ た 山中 巧會の 御が 息 じ對し 
曾 貴 一同 大いに 感動され たみ 第 
で 弦に 併せて 謝意を をし ます。 

(一同 巧 貪々 員) 


日本 郵船 會社 (並ュ を 鐵道會 社) 

代理店 巧 欄 兄弟 蘭會 

乘 車、 乘船 切符 おじ 小荷物 運を 御 便利 じ 取扱 申しまず 


T 寧の 印刷 ど 精巧なる 化 上げ 

時日の 迅速 ど 確 賞な 校正を 保說 

印刷は 紐 育 新報へ 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違^む く 新報へ 

が內西 十と 了 目 十二を 十 階 日 
東部 じ 巧け る 邦字 言論 機關の 

權 威、 吾が 新報を 讀 まぬ 人な し 

廣吿は 紐 育 新報へ 


舞踏 敎授 ては 己 じを 

評を 得て 居まず タンゴ、 ポ V 八 
八 1 ム ダンス 其 他 最新 スブ ップ 
Miss Lii 一一, だ；' 芝 さ SUr 量 ga る 岩， 


巧禍 スペシャル 


す^^ 燒 

チヤ ッブ スイ 

吸ぶ 物 

ぅま お巧用 ごして 

驚の 姬巧 

まつだけ 一二 十五 仙を 
御 使用で さい 


か 桐 兄弟 簡會 


ト 


タンク 
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タイラ 1 巧 

ィン ノ 1 ベ！ シ 3 ン トランク 

顿と弗 击十郎 ょを 十二 弗 五十 他 
岩で st 這 th Sireet 
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十一 巧号雜 誌巧暮 

講談 クラブ 
文藝 クラブ 

富 ± 

講談 雜誌 ' 

キン ダ 

現 巧 
雄 辯 
婦 A 蠢賴 
婦人 化 巧 
婦女 界 

婦人 クラブ 

婦人を 論 

實 業み 日本 (十 巧 号) 一 

\ 

日本 食料品 露 曾 



生姜 砂糖 潰 
な 白餅乂 ホが 
藤が 

榮太樓 羊羹 
風ち 堂 

を あられを 穗 


桑 山商會 

114 EAST 置 th ST = N . 一. G . 
Phane . さ iunt 男 r 21 33 ■窝 7 W 


I 恩 ffl を 勝 君 If 

一中の 處 去る 六 B 永 眼 仕ら 候 
九 H み 葬 相營み 巧れ あ 日 追 
I お 法 會相摧 したく 其 節は な 
i めて 御 通知 中 上べ く 候。 

追て 本 A の 遺言に 巧ら 勝 
ホ 乍ら を 化 等の 御， む 酷は 
御斷 b 申 上げ 候。 

十一 巧 八日 

楠 瀬 正 美 
長 野 幾 次 郡 


紐 育 基督 敎修婆 晋主倦 

娛樂 親善 
資金 募集 

化 葉は 晩秋 化 


演藝會 


精粹 巧： 

大演藝 貪は が 情の 結晶 H 


時 日； ホる 十 I 巧 十一 


據所 ；= が 宵 巧 リバ サ' 


巨 

入場券 


穴 H (±) 夕 八 時 十五み 
「ドド ラィブぶ 巧番 

インタ — ナシ I ， ナが •户 ウス 

的 = 娛樂 親善 ど 會 々館 負 償 償が 及 設備 完善豐 募集 
黃券ニ 弗 おと 


孤 ツ靑券 一巧 五十 仙、 賣挪所 n 修道 
會 (西な 巧 十二 了 目 四 五 一 二) 又は おみを 巧 = 

主要なる お 演者 こ 某演藝 種目 

一、 世み 的 鋒 楽ち、 ィン トー 氏が 指導 t る大組 育敎會 聯盟 四 部 
を唱隊 のを 唱 ' 

ニ、 太 田夫 人の 日 朱 演奏 數稱 
一二、 巧 部 夫人の H 本 も 謡 及 洋曲獨 唱數禪 
四、 南部 氏 夫妻 5 指導 じよ 4 タ數 少年少女 出 おの 巧 量 劇 
『狼ピ 羊 J 

洽く 諸兄 姉の 御网 情に よる 御來會 をな 1 ふ 


一. 一ち 違ち—* 


國際 的人權 認識 要求 宣言 

闡 際法學 をの か議 、こして が お 


紐 育 人 が 練習 猫 隊狱迎 じ 
熟 中して 他を がんる の 遣；；？ か b 
し 頃. ソ ラィヤ クリフの 閑が な 地 
じ閒 かれた のが 閔巧法 學を讓 で 
あつた。々— ネ •ネー 平か團 でち 
額の 费を 投じて 歐洲 、南 乂等約 
二十 五 個 固ん 化 あを 招 巧 L 米 固 
化からは ルー ト 、コ ビ ー 其 他 
の畢 お、 法曹 家が 參别 したが、 
リ 本から U 非を 式に ォプ ザー グ 
ア ごして 闊際 刑法の 權 威山 田 11.1 
郞巧 ± が 出席した = 谱± は バア 
ゲヮ 1 r 並に 古 偷比亞 ニ 大學じ 
於て 『り 本 じがけ るか 人の 身を』 
。る 題 下 じ 日本の 法渾が でれ お 
か 人の 爲 めに 旨 由で あらを 正で 
あるかを 說 巧し 最後に 米國 法の 
缺陷を 指摘 批お しわみ であるが 
山 田 巧 ± は 桑 港ょ bsl 朝 前該巧 
學會 縮の 决諸 である 『人 權の國 
隙 的 認認』 じ關す 5 

宣言書を 震し ちを は 

ブレア ンブ八 じ 於て 『义明 人の 
化 的 良 ふは 圓 家のを 相 じぶ び權 
利を 側 人の 爲め 慶識肯 をす る ミ 
を 求め、 十八 化が 米の 米 佛兩憲 


法に 强調 ク^た 人權甚 言は 齒ほ 
を 基礎 ごず このみ。 らホ なく 人 
類を ぶ 礎 どし、 合 衆网條 E 憲法 
第 十四 條の棉 神 じ 顧み、 大審院 
の 大修化 患 巧に める がみ-じ をき 
人 權の聞 際 的 認識を を 化 おじ 機 
乂 すべし』 ご G し 【第-横〕 化て 
の 闕赛は 化ての 個人 じが L 生命 
自由、 がを のず 等なる 權 利を 認 
識 しあ 橄が巧 じがて 何等の 原 別 
な < 化權 利の 完 をなる が 謹を お 
ずる 義務を 6 

第二 條 秩序、 風俗 k 畫せ 

ざる 限ら 信念' 信仰の 自 巧なる 
發 繁の摇 利を 認 いる。 〔寧 ニ條〕 
化ての 國 をは 化ての 柯乂 了勒し 
て 其 好む 所の 言語の 使用 留得 
の權 利を 認 むる i 〔第 四^〕 直接 
間接を 問は 中性、 禪 、言、 をの 
差違 じ發 したを 偏見 的 勤 機を な 
て國 おはを なめ 權利 特じ敎 ち 機 
脚の 設置、 職業、 産業の Y 巧を 
拒 わ 能は や 〔萬 五條〕 なト j は 化て 
平等 實際的 巧 力を を J 一 〔第 六 
條〕 圍 家け 前條の 保障. ふの 
權利 なし、 i 云 ふの でん f 


巧 山 總が事 化理の 

午餐 會鑛說 

繁榮 視察 闡歡迎 

滞が 中で あつたを 業 合理化 髓强 
の ホ 國繁を 視お幽 一巧は、 お 川 
島 造船 巧 支配人 新 井 源 水 巧の 渡 
軟を 除きを 貴 去る と H 午が ペン 
停車 鶏 出 货隻府 、堪府 を 經てビ 
ツ ツバー ダ' し 向つ て出發 した か 

六 目 化 午が 巧 商業 會議所 ま 催の 
午餐 會じ 招待 さい 席上 内 化總領 
事 化埋は 蝴員ゴ おじ 一 傷の 謝辭 
ぉ述べ 且つ 曰く 『當 會講 所の 會 
負 諸ち も 誌 かせら る i 如 （一巧 
は 化巧鬧 知の 合理的 率 荣經餐 じ 
恨 6 敲上の 能率. す 挺が L 、 経濟 
的 施設を なしつ i ある 乂國 のが 
お 的 致び を 業 的 活動を 視 おせい 
が爲 めじ ホ 遊せ るみ 第で ある。 
0 本 じ 於け る 賞 業 ホは ホ國の 
繁 をが 中戰 後を 業の 異常なる 
お 達 進 ホに 關 して タ （を聽 き 
化つ 識い ..''居る から 米 厨 じが 
ける、 諸ち 也 成功 じ對 おせい 
ご 欲する みは、 是れ ホ、 自然 
のが 向 ご誕 ふべき C あらぅ。 
米んで ある コモ ドア •ベ ブ- — 
に 化て U 本： r 始めて 泰搏义 明 
■諸 越の 中に がて 巧 化の 如く 番 
要なる 化を を 蘇^ 得 4 じ まつ 
じので ある。 開 國じ娘 b て泰 
西 文明の 刺戟を をけ わ 日本は 
悠々 £ して 『繁 をの 使が J が 再 
び米國 から ホて 境 酷を 促がず 
をを ザを かどして 居られない 
端的 じ 諸君 ご 巧觸 して 其實際 
を學ば わご 創蔥 的に 波 米した 
ので ある 0 

勿論 乂國が 現 阳の榮 おを 齋 らし 
たが 本義は 乂人化 等 自身で ぁつ 
て、 其 巧 格、 精神的、 化 質的 巧 
- 力 ど稱カ ごで あつて 一 ■是な く一 ^ 
ては 如何 じ 天 患に おさる 無篮藏 
の當 源が あつたに せ- ょ單じ 猫に 
小 刺の がで あご， う。 放 じ チは 一 
:^:が乂固の繁ををぉザる眞の マ 
ンパ ワアを 化を した 諸を ご 曾 見 


ずるめ 機會を 得た るを 豁せ ざ- 
を 得 i :* い』 云々。 


が 育 H 本人を 會の 

妍绽會 開 嘶 

裁縫 英語の 講習 

紐 育 日本人 敎會 では I 『氣 の敌 
b やすき 夏 も旣じ 過ぎ I 燈火親 
むべき 秋 ごな つたので i 取が いて 
物を 考へ 事を がし 硏 化^む シ養ふ 
巧 努め やぅ』 VJ て 婦人 P 縫 £英 
語 謠留 ごを 開始す る— となら 魏 
縫は 多年が 會の爲 めじ 献身的に 
盡カ しつ； ぁる 鴨 井 か ホん が ホ 
任 どけ b 每週 木曜 午を ニ 時ょ 6 
四時を を會 巧の 一まで 硏究會 を 
開き 柄は シャ 1 マン 争 一よ を 
同 夫人 自宅に て 希 摩^ 人に 其 他 
の 遇 H 熙貪 する 由で-,^ るから 商 
梭岡ホ 人と 驗晚ぁ 6 化し どの i 
でぁ な、 巧 語け 巧 じ r 木曜 午後 
ニ時ょ6四時をヵ1|^ スホ人か 
ま 巧 ごな つて 講 蟹の 保を あへ あ 
らじ柬 五十 一 T 目 ニ 一八 番 (前 
前號 本紙 じ棠 五十 お 了 目 f ぁる 
け 誤植-しか 訂 か) の自 ちじても 
希 巧 ホ じば 敎授 する 由。 

リ 本人 會ニ會 員の 

礫 死と 病死 

が 育 日本ん 會 々員で 新 潟縣古 
志 邸が 籍 明治 十-年 五 巧 一二 H 出 
ホの 烏 越が 氏 J 輕業 園に 加 はら 
-1 ユォ八 レ アンス おじ 巡業 中 ま 
る ニ H 電車 じ 礫 かれ 入院せ るか 
翌 111 H 死去せ る 旨 同化 領事館ょ 
b 當市 潑領お 館に 急報 ぁ b H 本 
人を お濟が r がても 遺族な 無 等 
を 調を の 上同耶 ^ 館へ 巧 答し 
た ▲高 知 縣高か 市 出身 巧を 二十 
二 一年 五月 か 五：：： 出生の 恩 田を 勝 
氏は 歓迎 會按伴 部を 頭 ま 員 ごし 
て 活動 後 媛 お巌本 ドク トグ の彰 
豬 じて, ザ ラン 病院 じがて 盲膽 
炎の 手術を 受けた るが が臂 痛の 
併を あ b 遂に 去る み H 午後 t 1 
時 四十 か 死去し 友人 楠 瀬、 長 野 
の 巧 氏等專 ら後畢 を幹捉 せる 由 


フレタ 巧が 渡 日 

〔本社 東京 特電 八 H あ〕 第一 
の カ^* — ジ" 一 の稱 ある 有名な テ 


ノ ー 八 歌手 ミグ ユ A •フレタ 巧 
は 本 巧 ホ 朝す る ご 0 


日本 谅會 大晚餐 

馨じ時 別 委員 ミして ラモント 
氏、 タフト 氏、 バア レィ 大佐、 
コンデ ツト氏 及び 風 間を 擧げて 
年會乂 晚餐會 開催の 準備を なす 
ご 共 じ 出 淵 大使 夫妻を 主賓 ごし 
て 招 持す ベ < る 時を を 考量 中で 
あつたが 愈々 巧る 十二 巧 十一 日 
巧 ホ ブ^ア スタ ア大 食堂 じ賠て 
開催す る じ 决し其 旨 六 円が をな 
つて 會員じ 通牒を 發 した。 尙ほ 
會 員は 别じ會 費を 徵 せざる もを 
族 非會員 等は I 人 八 弗 食 挺の 規 
をで ある 0 


米 人の 學生 招待 

巧 米 H 本 A 基督 敎學 ホ聯 趣の 
紐 育 支部 會員 でぁる 男女 乂學を 

約 二十 名 y クエ スト オレンジ じ 

於け る 米 人 富豪 ス ，、ス 夫人の 邸 
をに 招待を 受け まる S 日阔 地に 
1 H の淸 遊を 試みた が、 當 けは 
雨天の 爲め阅 じく 招待を 受けむ 
ト 1 マス •五 チ ソンまん の 園 遊 
會か 中止に なつた の‘ レ殘 念で ぁ 
つれと 0 

學術 研究 會 講演 

第 十四 閒學術 巧巧會 講演け 明 
H 曜 午後 八 時 ょら 美 0 教會 じが 
て 開かるべく 溃題並 じ 講± は 左 
のかし。 

經濟 をの 硏究 (一二) 

大巧 辰 夫 
金解禁 ご 投資 获お喜 作 

澤旧總 領事 着 巧 期 

おお 齋藤總 紙 事後 ほごして 巧 
紐ず る 巧 旧節藏 氏は 家族 化 者 同 
伴 ま 月 二十み H 橫濱 出帆の 大洋 
化 じて 十一：！; 着 桑、 十 I 11 H 同地 
出 發巿俄 古 じ 一泊の 上 十八 目 着 
紐の 豫定。 

~~~ 

•盛 月學氏 遇が 歐洲を 經て寄 
紐せ る 東を ホ會證 員、 六日 巧 巧 
發 ナィ ャ ダえ を觀ホ 後西 巧 二十 
ぉ 帆の 大巧 かじて 歸 朝。 

審ぶ松 S 郞巧 化幌 を隣會 々長 
昨 十 H お發歸 朝の 途じ 就く も。 


® —— 受臺化 構 偕 病院 窗 おを 


醉化 

啸巧 


I 募集 援助の 巧樂 慈善 
® —— 0 演奏 自 けな 留 同胞の 
熱烈なる 支持 應援 ど會 員の 懸命 
努力 ご 相 俊て 少數の 劇 体に 過ぎ 
妇邦樂 同 巧 會が實 じみ か リる淨 
財を 得、 萬た むを 得ざる 經隻を 
差 引きと 巧 二十 化 巧 0 五 他の タ 
巧を T 本ん 會を經 て ド クタ ー テ 
ィラー に杳 贈し 得た る 事は 吾人 
の欣幸 どす る 處で又 同時 •し會 員 
どして はな 留岡胞 を 泣の 後援を 
深く 謝する か 第で あらます 。勿 
論 化の 成功には 兩紐育 邦字 紙の 
カ强き 應援ご H 會事巧 所の 方々 
の 御 好 息 ごが 加つ て 居る を もを 
火で あらます。 仍て をに 謝意を 
表ず る もので をら ます。 がて 化 
巧の 切 巧 資上總 額け 金 九 巧よ 十 
お 弗で 今 化の 巧を を 見る じ 約 八 
割々 は 個ん の 買 上げで 十 巧な 下 
一二 巧 ニ 弗 一巧 どを ふ 小口が タ數 


巧 巧 商事 株す 會放 
Uchida Trading Co., Inc. 

1 1 Park Place 
Tel* Barclay 1576 


島 貿易 竿を 會化 
Smma jfrading Co., Ltd. 
150 Broadwi^y 
Tel. Hitchcock 1484 - 1 が 5 


大 倉 * 憂 ■巧 
Okuira & Co ,， 

30 Church Si., 

Tei. Co け ! andt 2292-93-94 


• ミ 崇籍為 營數〜 

巧理巧 
萬 巧 煎を 
1 如 む 的 か 化ん Y. も Te しも ei 扣巧 84 
F が ! 〇巧 ; 35 • 巧 3 郎 1 わ 6,1 し Uiiy 


1 ミ獅齡 式 曾な 

铁^會 なち ホ 巧 巧 

1 な 育ま 巧 

お 育 出張 巧 

M お 山 在 Co., 

!wai & Co., Ltd. 

65 Broadway, 

Wool worth Building, 

T©!, Bowlm^ Green 7520 

TcL 打 h Roy 8 が 0-Sl ぶ 2 


徐式會 患； 赤庭虜 を 
Akawo 在 Co リ L お -, 

295 Fifth Ave^ 

Te!. Cale^dcmia 9758- 弓 9 


みを 鉛 — 
Asano Bu*san Co 的 pan ダ 

RooioaSOl-SOS 
1 ち 5 な road way 
r*!. Co け ! &ndt 台 047 ぶか >2 


H 盡巧事 株 まを を 
辄 育まな 
Mitsubish; Shoj; KaUht 

(M な ，此 ;,}!! Co" Lt ん） 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560-2364 


曰ネ 生糸な まを な 
巧 ザ まぶ 
HIPPON IW 扣 KAiS 化 LTD 

Two Park Avenue 
Tel. Aihlamd 5320 


孩 を 名るな 
がを ま 巧 
Hara 在 Co-, 

443 Fourth Ave., 
Tel. CaledoniB 7830.35 


B ホを 糸 株 まを 社 
紐 育ま 店 

» ぶ H! • 化 i KH 巧 K& 即別 m IU ほ 
(N!CHW3 巨 I の ! TO CO, LTD. 
1 Park Avenue 
Tel. Ashland 6246-47-48-49 




霞！! を J 魏與 織鄉 を颤 m 贼 


- 解 


WED 化 别 が N 0 化 M 化 R 13 19 巧 



ぶば；； •> い 限り 支册政 晒け 図 隙 
聯 猫の 調訂 をめ 賴 しない ごの 
ことで あを、 この 地方に 於て 
貿易が 難瞄 面しつ！ ある こ 
とは 本大 おも 充みじ 認め &が 
今 H の 事悄じ 於て 本校 おが M 
等 かの 調訂じ 及ぶ こどは 望ま 
し レを でない 云々。 


イギリス 政府 

租界 地還附 

鎭 江を 國 にを 府じ 
ロンドン 十-日 發 n 外務省の 
を 表する 所に 化れば モ 八な 六十 
八 年 0 ホイ •キリスの 粗 あ 化で ぁ 
つた 銳 江は 十一月 十五 H を' y て 
南を 鹽民 お府 に-一れ を 還 附し同 
時 じイゲ 9 •< の 同地 ボな も撤廢 
ずる じ まるべ，〜 イギリス 人が 過 
まじ 巧て をを 的 じ 巧 借 化は ぞ那 
政府 じても 今後 i れを 承認す ベ 
<納 稱は國 段 政府が をま那 じを 
る 法 かを 發布 ずるまで 從前通 b 
VJ 巧し なが、 右稱 借地の 還 駒 じ 
對 してが 務歸長 王 おを 氏は イぞ 
リスを 府じ 深甚なる 威 謝の 意を 
表明し じ。 ' 

治 外法 交涉 

.アタリ 力が 合意： 

ワシントン 十 j 日發 n 化 巧 毛 j 
H 赃を U て 裔を國 民を 曆 ょち マ 
メリ 力 政府に 對 して 治 外法 權 .：？ 
癒 魔を 求めたら じ對 しアメ 9 力 
j 時期が 早の 旨を お蓉 したがを 
まを おじして I 疆じ辞 磯を 發 もし 
た マタ- ムン？ を - VJ 十一 巧 i 日を 
巧て 蛋 ねて 國投を 府じ對 しま 那 
鹽內じ 於る か 人のを 命お產 安を 
をが 說 ず-る こごは 現が 最も 願は 
しい こごで をる が、. アメ 9 々歡 
賠 i しては こ. の 裝じ觀 し 南を な 
爾 とを 渉す るの 拳满が 成つ た 貴 
を通吿 しね、' 尚 ほ マ クム レ！' を 
硬の 後が どして は 現 頭務省 極東 
戴長ヴ 3 ンツン 氏のを をを 是る 
じ まるべく 目下 巧を 渉 中 じして 
おが 法 灌撤廢 も 新を 使 じが ちを 
撰す る寶 でを る 0 

K 4 ツ 外が 


围ょ b も 岡 穂のを か 書が 巧 照.， 
れ るら のと 蝴 侍して 居る 0 


前 獨靈怒 

新陆钟 / を 訴訟 提起 
ベルリン 十- な 發 H あなべ 瓜 
リンの ~ 新閒 紙は ドイツの 有名 
なクグ ツグ 激て據 ご前獨 巧々 イ 
ゼグ の醜關 巧を 搔露 [、 

ク瓜ツ プ鐵エ 座は 元 巧 ヵイ セ 
ル 陛下 ビをお 的な 觸 揉が 深い 
ので 自然々 ル. ツプエ 壌で 製造 
された 太 砲な 化の 工場 製造 拖 
じ 比較し ご 品質が 頗も 劣っ て 
居る にも 踊ら や これを 採用し 
つ i あ^じ 孫め 遂に 踩 洲大戟 
ごなる や この カイゼ^み 犧牲 
ごな クた 貧弱 U 大砲の 爲 めじ 
幾タの 意い 人み を犧牲 どせ ざ 
るを 巧い* かつた、 

ご 記述 飞た こごは 舊隆軍 要路の 
間で も柯狸 VI なら 巧 八 姑き 記事 
は ドイツ 陸ず •—對 すち 最 おの 侮 
辱 でんる ご 評されて 居た が、 ド 
グ—ン じ 巴 命中で をる 前 獨帝も 
この 記事 じ 激怒し 遂に 法律を の 


ホを 経て 名 蓉損蕾 要 巧の 訴訟を 
提起す るに 至つ た。 

關稅 法案 巧 機み 

ワシントン 十-日 發 H 上院に 
がる 踞稅 引上げ 法案は 共和 谋縣 
部のを 協に 對 して おホ黨 度び 進 
ホ あお 化 黛 員は これに 應せ や、 
巧處 まで もこれ を 媛 正して を 過 
をし いる 旨通吿 しゎので 最早 今 
期講爵 でを のを 部を ザ 巧す る こ 
ミは 疑問 どされ て 居る が、 をの 
巧 巧い かんじ 關ら 中隨時 議會は 
ホる 十一月れ 一四 あ 日頃 じは 巧會 
の是这 みで ある。 

がら ふい 離婚 市 

ゼ ネヴァ！/ 干-日 發 = 化 ホ 英米 
人の 歐測 於る 離婚 化は バリ I 
でぁっ ゎ：^ 最近 フランスの 離 婿 
法が 難し^、 なつた じ 對し當 化で 
の 離婚は^ 々一二 遇間滯 巧し を廷 
で離婚^^怠志を中吿すればニ一ニ 
シ 9 ン y ズの裁 巧を を 巧め るの 
みで 辯！^ ± 巧の 姑 きら 五十 弗內 
みで^^む ご い ふ の で 評ぉ じ な つ 
て 居 


本社 表を 特康 を/ {葉 無が 轉載一 


津島 財務 ^111/ の 使命 

〔十二 日】 本 H の 閣議 後 ホ 上 藏^は 述べて 曰.〜 『を 解禁は 十 
二月で も 差ち へはない、 津島 お聲官 みなおは 英米 財界 じ 構 神 
骑 援助を ホむ るに をり、 借ん を^' クレ デブ ト設 をのを 涉 でな 
い J ど。 


カル チス博 ± じ 

ベルリン 十-曰 發 = ドィツ 巧 
八の 名 ホが ストン ゼグ マン 博 ± 
W 後繼 ちじ 就. ては 氏の 偉 莱を完 
W せし むべき 新 外相を 化 要 ごす 
】 ので 頻 b じ 人選 中た をつ たが 
のじ 經濟 大臣 ごして スト レゼ^ 
•ン博 ± ょら 前を を囑黨 されて 
ハ觸 し、 故人 嚴 去を か務 大臣を 
W 任して 居た ジユ V アズ •々グ 
，ス搏 ± を 正 まじ 外相 どして 巧 
叩した、 お ± け 法律を で 過去 化 
下に 直ら 化 議± たら 人で 本年 四 
•ニ歲 でもる。 __ , 

を 文書 交附 

四 徊國の 大使へ 
ワシントン 十-日 發 == 國務長 
官 スブム ソン 巧は 髮じお 軍當じ 
調査した' 尸 メリ々 軍爐の 顺數、 
速力、 鑑齡 、備拖 方 寒を 詳細 じ 
記述した を 文書を ィ’キ ブス、 日 
本、 ィ タリ、 フタ ンスの 大使に 

を附 した、 をは 軍事上 機密 じ屬 
する もので める が ホるべき 會議 
の 參考資 巧 ごして 使用 さる ぺく 
アメリカ 沒府 どして はこれ 等を 


豫算案 通 適 

〔十-日〕 豫算 閣議は 一昨- 
〔化 日〕 巧 案を 通過した 

國民敎 育 普を 

〔十二 日】 國民敎 育 普及 ため 
文部省は 中學 講議錄 Y 發 巧す 
ベ （之が#! 者には^ 定脅格 
を 輿へ る ど。 


支那 生糸 楓稅 引下 


(十二 目 J - ffl 稅 審議 會 では 支^ 生糸 巧ぅ も廣お 糸は 窟稱 、 AJ 

里 糸 a I 割 五齊じ 觀禱引 T げ 內定 した。 

...巧 產 露の！ 一基 傅 抗議 

〔十二 日】 典 產實傳 じ關し シ .アじ 抗議す る； は餘 程を 决 

むが 必要で か 稼 省も宮 重し 一^む る どの 說が ぁる。 

〔十-日】 政府は 外務省を!^ じて 共 產黨事 かじ 願し ソビ ! 

■な あじ 對し嚴 をな 巧議 を！'*' る ふじみした。 .1 

I 

巧 溝 ニ鑑除 司令長官 I 

中お阪 ffl 皆太郞 
豫備を 編入 大將 巧-! L 勇 

地方 長官の 更龜 

〔十日】 組閣 ロ ホ站そ 長^ おの-吏 
迭 せね もの 四 名 だけ だ I が 民な 
黨 '側は 更に/、 更を氣 希 導 者 
が ぁら、 八日 閣議に^ 左の 
如きを をが 巧を しわ 
巧 お木縣 知事 

ご畫縣 知事 お 巧 維織 
巧 S 重縣 知事 

愛媛 縣 知事 ホ/村を S 
巧 愛媛 縣 知事 I 

前を 灣總 督府 jK 通總長 
了 15 

ニ 一 ホの 對屬 接近 

【十日 ご 一 弄物產 ^酱繁 接近に 
き、 む 中で 蟹罐詰 輸お乂 引を 
のを 涉を 始めた- 

佐 か 利 公 貧歸朝 

【十日^ 駐支を ぶを を 利貞巧 氏 
は. 1-_1 日 化 京 避 協議の ため 歸 
巧ず W 。 

劳矮を 使 巧 度 巧 

(十日】 巧澤を 使は 廿 六日 神戶 
賽貢じ 巧き 巧 度 支那での を 
巧 條約巧 題 じつき 協議の 上を 
港、 臺潑經 も 一巧 二日 歸 朝の 


ご一 宅學 長逝 

〔十二 己 東京 文理を 太學 々長 
文學梅 十一 ニを ホ y 氏は 逝去し 

ミ D 、 


ミ 

復興 局 疑^ 棄却 

( 十日】 前 整地^ 長 復興 局 疑獄 
事件は 上吿 薬すな も 稻葉健 
之 助 氏は 一牟 /一 ヶ月の 懲役 ご 
とで ニ 千 w ^/ 追徵 金に 處 せら 
れ其 化は 前^' ホ 通 b じ 巧を し 
た- 

'海軍ぶ^ 目に 異動 

〔十日】 第一/艦隊 司み 長官 大巧 
岑生中 將^橫 須賀鑛 ザ 府司か 
長官 じ、^、 の 他の 海軍 更 をは 
發 表されで がまなる もの 左の 

し' 

巧吳 鎭冷府 司み 長官 

大將ぷ ロ尙眞 
任 佐 世 中將鳥 巢玉樹 
巧 第一/巧 隊 司み 長官 ； 

中將山 本/ 英輔 


は づ_ 


太 紐 育 

I 九 ニ 九 年 版ダ难 く發巧 

本社が をに 窺赛を 巧いた しました 『大 が 育」 は、 幸 ひじして 
化湖の淺くがかき巧巧*<巧し、 遂じを部 一 酣殘らゃ資切れごな| 
> ました、 依て 本社は 第一 版の 內 をを をが 新た じし、 頁 おを も I 
增 加した 千 化が 廿丸年 版を 觀じ發 わする こど.， な 6 主した、 で- 
確に して 且つ 巧ら しいが 計と 事實 をぶ 礎 じして、 刻々 挺 化する 
巧が 『大紐 育 J の 異相を 傅 ふる じ逍 が。 きこ ごを 巧して 居.* 

す。 尚ほ定 償は 

豫約 申を 者に 限リて 

轉 煩と 十丑蚀 

發巧後 か御麟 買には 

.署價 金 一 弗 

どを しました、 かじを お 御中 遂 みを ホ 聲 いたします。 


十一月 十 Hn 
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日本の 軍縮 大方 針は 

『他國ぉ侵^ず、 侵^八ず』 

N 若 磯を 權な 下ぶ 十一 名の 隨員も 正式 巧 命 n 

東を 特電 十二 日を 。 ン ドン お 带 縮み 會 諸の 随貸 ごして 帷 山を 輔 伯の 巧 五十一 名ぶ 式に 仰 付 
けられ ：： -T か、 H ドニュ 

ま 京特巧 十-日 诞 .リ 


i クじ 滞な 中ト ぁるが 巧官 巧岛壽 氏ら をの 中 r - を まれて 居る。 

"お 概を滞 U 巧卻 じ两國 寺を を訪閒 して ホるべき 0 ン ドン 海 曾 蔑-.: 細し 
て 補々 ご 懇談し 大阪 S をが お 席上：.： て 『 H 本のが 縮 方針け 赃闡を 侵さず、 化闕 ib 侵され ざるが 
軍 力の 維 侍で ゎる」 ご 述べた、 而 して 軍縮 诗谋を 加の 總焼邀 はは 十 S 巧圓 V - 巧を しむ、 おは 軍縮 
を おお 概趙乂 嘶 氏、 醜ず U 本 銀 巧 おを 機省裕 氏、 巧大 おな 巧が 願ず 爾 子、 み 巧囑託 牧野 短 盛 巧、 
山 本 權を衛 化顕す おず 中佐 山本淸 おは W れも 非公式 じ。 ン ドン 會 簾へ 隨巧 ずを {一 ごな つた。 

- 持-； 就て は， ベ！ ィンの 絕隊カ 
- を も 持 おし 場を ド 嵌らて 3 ベ！ 
ィン VJ ィ タリ] 鑑 隊が聯 をす る 
の 巧 能 性を 擧 ぐ';、 く 巧ら にドイ 
ツが 7 シン トン 協定 じがを され 
ざる 媛を；，* る 巡 巧 艦を 建を して 
居る 事 寶をも 持 化すで あらう が 


軍縮の 前提に 

ま 力 艦の 廢棄 要求 

フランスは 巡洋艦 率擴大 主張 


バリ！ 特電 十-日 發 〔ニ ユヨ 
1 ク •タ井 ムス 級】：：：：： フランス 
- を 府じ來 もべき n ン ドンが 軍會 
恋 じがて 输お 的な 軍縮 方 かを 要 
ホし 先づ 

ぶ 力 艦 G 廢棄奎 娘ず ベ 

くみ‘ なしい ど 博 <' られ ，」 居る、 
_刚 も フランスの ホ酿 ずべき がを 
はヶ 。ッグ ホ戰化 わの 抵 なにぶ 
6 ネ おおし 化 ホに 載ず か# をす 
.る ど すれに をの 戳 ずけ 飽迄も 防 
.'街 的ん もので をち。 くて は。 ら 
ない 限ら， ま 力 艦な 巡が 飽 及び 
潜水艦の 防 街 的で あるじ 對 しな 
を 的 武器で わるから 防備 用 武器 
の 制限 ど おじ 攻勢 的 武器は 廢薬 
しな < ては。 ら のどを ふので あ 
る、 耐 して 今や 化 あ •しがて は H 
本を 除いて まカ潑 隊を完 化して 
居な のは ィダ タス ご アメリカ ニ 
閣 のみで わ も/ 疏か もこの アメ 
リヵと ィ V リス 兩感 が將 ホの 

戰爭は 1 じ 不可能で ぁ 

る ご お あイる 限を 兩國 ごして は 
を 早ま 力 婚を維 侍すべく 何等の 
理由 ぉ持たぬ £ ま 張す る もので 
あリ て、 殊に ま 力 鑑は單 じ 攻勢 
的 のらので あるが、 これを 維持 
する 齒を しして 將 ホ戰乂 じ相乂 
.ロ：；： いも い 'であら i ずる U らば 
ま カ鑑を 維持ず べき 挫 由は 毫も 
な < 、殊に ホるべき 會 簾が 巡が 
おの 势 力を 縮少ず とには 前を 頗 
ら遼 ぶで をる から 的 ほ あら 會議 
はお 化 おが 力、 ん 維が じ 鼓ら 离愼 
な 懐 牲を挪 ひつ i わる ま 力 趣を 
廢 楽すべし ピ云 ふじ わ b て、 特 
じ千义 なせと 年度 じ 化て アメ 


ごい ふ 點に理 山を 混いて 居る が 
隻歎乃 ま 艦 型の 制限-」 はがて ほ 
逛 しじい ご 云 ふ 態 巧；， 出づ ベく 
義じ礎 水 鑑廢薬 じな 對 しつ} あ 
つな ィー タリ ー 政治 上の 巧を i 
b ( ^ お 米の ホ じ 傾く であらぅ 
どの 歷 評に 對し フラン 义を府 は 
巧 縮 會議の お 持 •かあつむ 巧 ホ、 
イタ ジ -1 だ 

.一二 度に 宜を ァラン， じ ぉ 
して 潜水 猶の廢 楽に 反掛 する 旨 
を蒲吿 した どま 披 して 居る、 更 
らじ巡 巧鑑閒 越に をら ては フラ 
ンスは 等が 強硬 リる 態度 じ おづ 
ベ （、 6 K 路 のま 娘す る 巧 じ 化れ 
じ フランスけ ホ だ 巡洋艦 趙造 がが 
塾を を 子し 居ら や、 これを イゲ 
リスの 骗を势 力 じ比铃 r れば 7 
ランスの 比率け 僅か じ 一 •とお 
t をな ご 巧 じ フランスは ワ シン 

トン 據 巧に 依る ま 力 艦 比率を 巡 
巧隱に 適用す る こぶは 翻 じて 不' 
巧 ご 唱道し つ、 ある こどは 化 間 
厨な の連實 である、 をのと- 歐测 
大戦 前に 於て はお 锁の 間に 協诺 
が 成立， j 國家的 危機 じ裔 面した 
場を はィ V リスは 太 西が 方面の 
フランス 巧權 をが 護し 同時 じフ 
ランスは を腊隊 力を 

地中海 じ 集 化する こ wi 

なつて ちた ので あるが、 今日 こ 
の 協定は ちが 消滅 こなつ て 居る 
のみなら 中、 大戦 中 じがて 吳ホ 
兩 固の 艦隊 力は お 進した にも 關 
らや フランスは 巧 等を の 勢力を 
擴 張し 居らす、 國を 財政の 骗係 
よらして 今 H じ ま >漸< 海軍 力 
の巧實 期に 到達して 居る ので あ 


フラン K のこの ホ 張に 巧し がら 
ば ドィツ 及び-^ ぺー ィン をら ロ 
ン ドン 食 強じ參 加せ しむべき も 
ので あるか ご質閒 する なれば 
ランスは 言下 U - - れを 否を する 
であらぅ が、 间時じ C ン ドン 協 
をの 結着を つける ものは' ゼネダ 
ア であらなくて ならぬ ご ホ張 
ずるで もらぅ、 而 して フランス 
はめが V - して 

海 縮は 陸軍に 離 係 深し ご 
の 立場を 拾て！ 居。 ぃ、 葱し 
ランスの 陸軍 か巧實 は！ 旦有 
の 巧を 南アフリカの 人力に 俟 
なくて はならない もので あ b 、 
これが 實 巧を 期す る爲 めには か 
速力の 巡が 艦 ど 潜水 爐の あ實を 
必巧 どす る 貴 張す る 蟹で ある 
が、 7 ランス ごして は 巧るべき 
會議 はを め 柯 物ょ 6 も 政治が 曾 
をで ある-とを 前提 ど— 奧 米の 
協を なる もの じ 巡が 趟の繊 ホょ 
b も 寧ろ 働 限 的な 擴 張を 協を し 
たらみ P あって、 この 均等 もな 
る ものが 政治的で あち 殿ち これ 
を 說議の 某 礎'-- する C ン ドン 會 
議は 政治 巧會へ ロで あると 認めて 
居る ので ある。 


■ '一重 

-萄 

; た 


比率 お 割と して 

と 年後の 我が 海軍 

英米 も 新 銳じ對 .し實 勢力 睹ド 


力は 主力艦の 化 艦 期お牟 延長の .1 るから、 英米 兩驟が 自國領 ± の 
ィゲ ヴ - お まを が認 した 關巧も I 化 誰 じ 必要な 滋隊 力を 完成す る 


あるから 

更らじ これを 十 年 延長し 

，ては どぅか ど 猎廉し フランスご 
- しては ホるべき を 誰 じがる 寶際 
'的な ぶ 縮の 第一 ホ ごして 先づま 
カ腊 應楽 にを 力を 注ぐ ベ <、 
潜水艦 制限に 就て フランス はこ 
れ が腹裴 にはを 然反對 すべ （を 
の 理由 ごする 巧は 潜水艦は 防備 
武器 どして を も 力を 發 揮し 得る 
のみなら や、 經與 が巧廉 である 


化 b . 濁り フランス のみ 除かす る 
べき もので ないど ま 張して 居る 
而 て 巡が お 力のを を 問題 じ 就 
て 解れるならば フランスは 先づ 
ィタ V — を 舉げて フランスは 斷 
じて 兩國の 海軍 力 均等を 認めず 
ごま 張し、 これが 

解决の ホ 法 ごして は 恐ら 

< フランスの お 軍 力を 太 西 巧 ど 
地中海に 兩 をして なをを 求む ベ 


英米-か 今日までし 到 逢した る 
兩廣 のぞ 協 案は、 ホるべき お圃 
海軍々 縮 會讓じ 於て は' 何等 日 
娜 、がを 拘ぶぜ 中 ごして むろ も 
舆國の 現を 勢力 並びに ホ 園從ホ 
のま 振 じ徵ょ S れ ば" 英あ巧 協 案 
が、 補 貼 驢じ闕 する 討議の 基礎 
どなる， と U 明かで をる、 なつて 
英义 をが じ 巧て 

M ® が ホ 狼した る イタ 9 
スの 八时砲 巡淨離 十五 隻 、'.十四 
巧 ホモ 八扫囉 、ホ 型 巡 巧 艦册五 
隻 、十 丸巧顺 、願逐 艦 十を 巧觸 
ァメリヵの 八 时砲巡 ホ潑廿 一隻 
二十 一方 觸 、小型 巡洋牆 十五 隻 
十 巧ぶ 千 五な 嗯 、驅逐 艦 卞五嚼 
並 じ 日本 わ 其と 剌 i して 八 巧 砲 
巡が 繼 十四 ガ とモ嚼 、小型 巡が 
お 十四 巧と 千顺 、小型 巡 巧黯と 
巧 S モ 八な あ 十 晒、 驅逐艦 十万 
お 千嗯の 勢力 保を がから C 

承認 さる ミ ごすれ に 、 I 
干 九 百 化ろ 年 〔昭か 十一を〕 ホ 
じがけ る 日、 袭 、米 兰國め 水上 
補助 鑑 勢力 おじぶ 結果 新 ゎじ 起 
エ すべき 勢力 ご 魔 薬すべき 砸數 
は 左の 如くで あつて、 今は 樂遣 
す •へき 量は、 英固比 驅逐臘 十で I 
ニ 千 五巧砸 〔建造 費 四千な 万ポ 
ン ド〕 を、 ホ 頭は 八 巧 巡が 鑑十 
一隻 十一 万觸 、小型 巡が 艦冗隻 
S 方 五 千顺、 驅逐應 十一 方と 千 
H だ嗯 〔總建 港费四 億と モ一 二百 
八十 五 巧 典〕 のぞ 數 である じだ 
し、 目 本は 八 巧 砲巡洋 應阿隻 H 
巧八モ 五な 嚼、 驅逐鑑 一巧-千 
五な 嗯 〔總 建造 費 一 慮ぶ 千万 圓〕 
ごなる から 經费 節約の 點 から 見 
れ ばを 利なる も、 一千 化 巧 化 ホ 
年に める 巧 海軍の 寶势 力は 

と 割 をが ちしても 古おタ 
< 、最新の 補助 艦を タ救 保有す 
る 米國じ 比して、 遙じ 


^ら に挪領 南阿 どの 巧 通 維 ~ 化 下す る 2 ごなる 〔"千 化な fr 


ホ 年 未 じ 於る H 巧 ホ 水 fc 補 肋 艦 
勢力 比較、 お ホの 建造 费は總 て 
目 本の 喷單 潰を 巧て す〕. 

.八 巧 砲 巡洋艦 

一千 丸な 廿乂年 じ 巧る 旣成及 
び 建造 中 〔顺 救」 

旣成 建造 申 

H ま.、 暑 皆、 1 

お ニ 气0 夏 黃 、八 客 
ホ 5、 呂 D を、 客 0 
莫 十ぷ隻 對米サ 一隻 協を が ホ 
しかつ 日本が 巧と 割を お 有す 
る ものぶ して 新 じを 了すべき 
もの . 

觸數 建造 費 
平 圓 

曰 灵 、査 0 10300 
異 なし なし 
千 ド 火 

米 lltrog ご八一、 惡 0 

ホ 型 巡洋艦 

吳 化ぉ隻 、ホ 十 お 隻協ま 成立 
したを 蕩 合、 保 有する 嗯數並 
じ廬棄 すべき 喃數 

保有 嗯數 獲 棄顺數 

日 ま、 を D ニ 四、 さ 0 
英 一を、 000 . =1 八、 呂 0 
ホ 一呈 、虽 0 —— 
同上の 壊を 建造すべき 嗯數 
嚼數 建造 費 
曰、 英 なし なし 

千 ド 八 

ホ 量、 言 D 《0、 量 0 

驅逐艦 

一千 化ち サ九 年に 於る を 有 勢 
力 〔建造 中 及び 旣成 計畫 をを 

た 

隻數 嚼隻 
日 ミ 呈 一、 ぶ呂 
英 一空 妾、 ぶ吕 
ホ 呈 I 二八 六、 含 0 
一千 化 •白 化 六 年を の艦齡 超過 
艦 〔艦齡 十六が〕 

日 覃 竞 、夏 0 


異 I 貨 I 贸 •養 
米 ニ吉 量 r 客 
契 ホを 十 置 タトン R 本ぶ お 
千 トン 〔と 割〕 の 協を 鸾 V す 
る ものごして 起工す ベ. ng 力 


顿數 


ニ、 虽 0 


英 10 ニ、 夏 0 


ホ ニ r 喜 0 


建 養 

千圓 
置、 資 

千 ホン ド 
巧一、呂 
千 ド 八 ' 

皇 ニ、 00 


海洋 自を 

大統領の 新提礫 

ワ シン トシ 十-日 發 頭 
フ —ゲア 1 巧は 本日 7 シン トン 
オ！ デトタ アム J がる 驟 溯-入 戰 
が戰 記を H にお 席し アメリカの 
軍備 ご 軍縮 ホ 針 じ 就て 說 聞し、 
アメリカ 政府と しては 外鹽の 
軍隊を して 一人たら ぷ M 巧 
じ 上陸せ しめざる 巧の 軍禪を 
ホ寶 する が、 同時 じ 他 §’ ご 
接 力して 海軍々 徳を 縮々 する 
の 巧 意 をら、 而 かもを を輔み 
の 程废に まゎて は 池巧碼 がを 
邊 まで これを 實巧 する 溪盧 

あを やじ 俟つ斯 な （、 f ア 
イ 9 力の み 極端む 縮々 をす る 
i は 出 ホない 

忘 斷じ轉 じて ホるべき。 ン ドン 
海軍 會畿 じは 『戰時 中 じがる 中 
ホ國船 綿^ 權 利』 じ 驟聯！ だ 海 
洋の自 も 問題 討 譲には 觸れ K い 
であ こ' ぅが、 

を 自身 ごして は乂戰 中の 經驗 
じ 鑑みて 食疆 おを 運搬す る 船 
舶 はこれ を 病院 鑛 と 间樣し 見 
做し 飄 じて 砲擊を 加へ ざらん 
やぅ 袍瓦 政府 じがて 慮 定を實 
巧す るの 機 連が 實現 する' じ ま 
■るべき': ごを 切望す る， 亀し 
いかじ 戰 時ど雖 、か弱き 滿女 
子を 餓死せ しむべき 食糧 供給 
の勒 鎖なん 道の 鶴 神に 違 化す 
る巧爲 である 

f て巧るべ き會議がこの開题に 
觸 るべき ミを 稻 示した。 

ホ衛軍 集注 

. 露支國 境の 風 票 
奉 お 十-日 發 n を 方面ょ 6 達 
する 情報 じ 依れば C シア ホ 衛軍 
は 露支國 境の 諸 ホ 面 じ 向て 目下 
をカを集注し つ ^あるもめ^ 如 
赤銜 軍が ニ哩附 おじを をして 
居る タング イン じは 戒嚴 みが 布 
かれ ト ヘイ ホの 巿 民は 續 々ど 退 
去 中 じて 野砲 ニ 門、 機關砲 t 巧 
將± 十五 人を 乗 甘た U シア 装甲 

自動 単は 户 パロウ スクに 集注 さ 

れヒン ダイ 湖 附近 じ 巧る ニ 千の 
赤 衛軍ゴ 支那 軍は 屢 々ホ 衝兴を 
が じて 居る。 

ロンドン 十-日 發 n 化 滿貨あ I 
じ從事しつ1あるイ^^^-プ ス貫業 
家は 繁ず 爾國の 衝突が 資 易」 及 
ぼす惡影響じ就て イ が リ ス ^院 
じ 然るべき 調訂を 陳情した る じ 
對し ヘン ダ！ ツン 外相は ぶ S ' 如 
.答 辯した。 

兩國 5 縣 係は 依然 暗礁 じが 上 
げ 居ら 歐 境に け屢 々小衝 巧が 
演じられて 居る が、 ド イソ じ 
於る タ涉双 至 兩题の 直接を 渉 
も 巧 等 進轉し 盾らず、 支那 か 
お 部長から 政府 じ 達した お粮 
じ れば n シ r が嚴爭 巧爲じ 
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►社を ダンス A 

►おお ホ 操 A 
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输關 事務" 

j をが を 地が じを 化を 
の輸岀 A ホ 法に 關ず 
する-切み 御 諮 間に 
應じ馈 おお 船 貨物 運 
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成 巧の 秘訣. 

米 困 式 英語を 疆す事 
は 成功の 萬 一巧です 
本 按じは 日本人 お 巧 
じ懼れ た專任 婦人 巧 
軸 ぁ b お 切 じを 話 巧 
搭义 社交 語を が 巧し 
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金輸 解禁 期 U 先づ 一巧 頃 か 

M 即行 論ゃ豫 街の 不必要て 財界の 下馬評. 


東京 特單 十-日 豬 = 惜入 をの 引受けは U 本を 化喊巧 おを 網雞 すべく ィ辛 リス 侧 ども 誠 解を 求 
め 預け 食 勘定 1」 て必 S 應じ伍 蓋 巧」 利累酱 、尙ほ 井上 囊は Ife ニを 解禁は 
巧 時で もが ホる.！ ご 語つ た V この あ斋じ f て一涨 じは 『解 镑豫吿 は 今の やぅな 爲替 相瘦で 
よ おを かな ごか b か、 を 吿後じ 突を 蒂巧 がを b でも すれば 巧つ てち 寒』 ど 巧 吿無巧 論ら 唱 へらる 
る 一方、 巧 摆怯政 巧 巧には 『證會 巧 隅の 一月 二十日 頃 無が 吿 解禁す るが 政 おの じ 最適で ある』 ご 
のを 者 もを 气乂齒 S を 利？ 賢 楠 神— に乘じ 解— 行 も 叫ばれて 居 b 貴族院 方面 も贊 成を 
して ゐ るので ホ 年 一巧 終 b まで じ U 必や 解禁され る ご 一胺广 信せられ てむ る 0 


英貨 外 憤を 巧 償へ 

借替 けを く 不巧能 


こ 


の 間 題が 金解禁の 敢行を 促進 


千 

六 

白 

八 

號 


昭か六 年 一巧 一日 じ 巧 還 期限 
の 到 ホす る 第二 固 四み 巧 付 巧を 
をが ごヤ S な 四十 四 力 六 千ポン 
ド、 邦貨に 换算 して ニ 傑 ニ 千 八 
百 九十 乃 六千圓 の借替 が、 を お 
'操 •'しを 乂な願 係を おする TC はお 
巧の 巧 b であるが、 蚊' 界 ホじ财 
巧の】 部では 政府が お乂 今日の 一 

嵩 金利 が 化に これを 强い 
てみ 貨じ 借替る は、 徒らに 固 
巧のを おを 巫 （する もので、 內 
地 じじ 遊資が ぁ b おつて を 巧は 
著し^ ^ 化を して ゐ るので あるか 
ら 、ょろ！. く 巧が じ 巧 b 替 へる 
べきで ある ど 云 ふま 張が をつ て 
& る、 之 じ 街し、 お 府が飽 を も 
み 憤に 化替へ 巧と する 巧 なは、 
'金解禁 ご 岡が にち 替银 巧、 あ 力 
'台 おを の 短期 借 入を の返濟 、國 
:偕贷 おおの 巧 巧、 遊資の おみ 放 
ー資 巧の ためじ 正 巧 流出を 恐れて 
- ゐる隐 、をの 上更ら じ英货 み 憤 
ー馈還 S ためじ ニ 億 ニモ 巧跑 もの 
-居额な正巧を現送する^は、 ま 
一ず まずを の 影搜を 甚だし からし 
める ものであるから、 ホ 少の不 
利を なんでも、 是非とも 奥 ホ じ 
.於て 借 巧へ なけれ ぶ。 らな いご 
;云ム^-か理ホピなつて&る、 し 
^かるじこの理由じ勤（ては奥ホ 
j 今 H の 

_ 高 金利 か惜替 まで じ 差し 
一て 化を し G いご すれば、 六 か 半 
一 乃 まと かお 巧の 巧 利 過で なけれ 
一 ば 化を 闲難 である もけ 想 傑に 巧 
i < た （、 而ら をれ がを 解禁 後 じ 
; むりれ るので あるから、 巧 地の 
- 遊資：：？ 巧む 巧 物 ごして こわに 向 
i ひ、 こ' にがからの 巧 お 流出. か 
一巧 じれ もから、 結 的內耻 で， 借が 
一一る おな. こお おにが てた藥 なきに 
I : まるで ゎらぅ、 い。 該お貨 憤は 
一 旣じ八 千 ガ卸お 度 巧 地に 輸入 さ 
I ; れて 去る からもの 巧 おおを して 
I 一巧 邮所 もち じ 比し 不常じ 利益せ 
一-しめ、 义徙ら じが 外のを 娜 業# 

~ 一し 輿乂 なキ數 巧を 巧へ る じ 過ぎ 
一一。 い" なじ 宜し （外 俏借巧 方 か 
j をな 染 して、 みが 借替を 巧へ ど 
- ま 張して むる、 をれ ではを 融あ _ 
'はこれ たか 巧 じ 是てゐ るか ご を 
; ふ r 、 上がの 非難は 一應 首な し 
'巧るがでんる；^/ 

一事 實け矢 巧 b 强馨 

: b 外にを はない、 なせ じら ば 現 
一が か柯じ A 化 じ 化 貧が 氾濫して 
i ゐろ 除-しお へた 所で、 をれ。 化 
~ 一して をが 証を じ化赏 され 巧る 性 
I ; 巧の 巧な でけ な （、まして ニ お 
I ; ニで 万 脚 どい ふ 居が の 所 规後巧 
j 一は 殆んど 出 ホない 化談 である、 


らし 興いて 發巧 しやう £ すれば 
政府 じ S り餘稀 不利な 條件 でな 
ければ むいが、 さう しじら 
一擧 にして 旣お巧 憤の が 携を崩 
してし まう から、 この 点から も 
遣ら 得；： > い 、閒 題は 外貨で 借替 
j た 煤を' でのを これが 內 地じ峨 
入され るかで あるが、 これ も か 
巧に 乂さ < 見械 つても. をの 大 
部 かが 庶入 さいるな で t 云 ふ ミ 
が 巧して ある ものでは。 <、事 
巧は 恐 b (ま 外の 少額に 止まる 
で わらう、 故 じ 政府 どして はこ 
の 際ごう しても 英米 じがて 借替 
ざるを 待ない 

立 傷に ぁる 驛で 、しかも 

從 ホの 例じ徵 ずる も、 かおの 發 
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八 億 一千と な巧圓 、前を が 期に 
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方 旅館な め 

を 國 旅館 識. 

1 ま W - 萬 th si . H 呈ジ rk 
Tel - susquehai 芸 18 


フ井 リツ ピン 人を 相 梅に 


邦人 ビス トル 强盜 


乂瞻し i 香 西に 經 をの 店で 一 化 事 


- 段々 歳末が 接近」 て 芽る ど 生 
I 巧 苦に おはれて ゐ 6 おや 『人の 
i 物け 自 かの 顿』 と必 巧る 
j 浮浪 漢 。ど-かが 棒、々 ブ 

I 挪ひ ミ。 つて 現は むて ホる から 
ーお萊 じが 事して ゐ t 人々 も 巧し 
|て油斷*;5。ら^い。 去ム八り午 
I 後 セ 時 おボ內 あな 二十 五 了 目 八 
^ あ 地に タ年乂 か商會 ぉがを しつ 
一つ あるを 西 龍 雄 巧が 巧へ 小 巧で 
巧ぎ ず U しかも 顔の 色の 靑いニ 
十 お 六の H 本人が ダー ク •グリ 
1 ンみ中 巧を 橫 さまに 被 b 黑ッ 
ボィ 背 巧 姿で 這 入つ て 本て 巧が 
'居 かせた 店員の 上野 氏」 『大正 
琴はありません か』/- 訊く ので 
上がに a T 化が 常な じは 持 もな 
せて ゐ ません が 横 巧 商巧ゐ たら 
を 訊いて 御覺ん 下さい』 ご 答へ 
たら’ 『ィヤ 今が おでを つてが 
たのです』 ご 云 ふ、 『女を 一人 
化 詔して 吳れ ません か』 じで i 

媽鹿氣 じを を 云 ひ 『柯か 


, I プレゼントを S な ひた''、 が も™ 中で ある ど 云 ふ 


一人 速れ の A 速が おる から』 ご 
て 入口ょ で 出て 外に 持 もを はせ 
てゐた フキ リッ ビンら しい 雲突 
く 巧。 大巧 ご 共に 他 じ わを のな 
い 協 モを诗 極めて 置いて、 お 物 
を 漁る 風を みせ；：* から ズーッ ご 
奥の々 までな 入ら 込み 巧 然 大型 
のビ ストが をト巧 氏の 胸 じ 巧 t 
當て U のみで 脅し文句を ならべ 
る や 巧 や ピスト グを 化の フネ 9 
ッ ピンん じ 渡しち かは 現を お納 
器の 前 じ 往き鬼 巧して 當 りの 钓 
上 ご釣錢 

若 卞 弗を ポグ ット じがし 
込み 二人 ども 往來じ 飛び出し 西 
の 度へ 急いで 逃げ 雜 踊の 裡じ沒 
して 仕舞つ た ごを ふ。 上野 氏は 
府じ化 F 室で 晚餐を 喫しつ！ あ 
つた 同 像の 松 島 氏に 急を 按じ 巡 
杳を 呼びみ つて 事實を 語る 一方 
香 巧 氏の お 化よ で 急報し 探 憤 A 
ホて 色々 人相、 喪 動 等を 収 調べ 
たさう だが 化 树胞化 入 じは 必當 
b もを るので 目下な 巧 衛を嚴 探 


有力む 銀 巧 家 自殺 


巧界 にも 活動、 した リヨ—' タン 


當 地力 クン チ！ •トク スト 銀 
れの 社を である ゼ！ A ス • 9 ォ 
— ダン 氏は 五十を を こ'---- の 働 
き 盛らで 

玫 にがては 民 ま 驚の が 
力 券 どして かられ、 特に 前期 大 
統領 選 擧戲じ 技 お 愚が 補 どして 
活躍し じ 胸 州 知を*、'、 ス氏 どは 
親友の 閒辆 であゎ、 をて スミス 
お-かか 事戰に 落選した 際 直 もじ 
目 かの- 綺錢 してち た トラ ブク商 
曾 重 巧 どして 迎 へ、 今闽ブ ミス 
をが 大統領 戟に一 化する や電ね 
て 氏を トラスト お 巧の 電- 没じ迎 
へた 人で 當 がの 民 まな 政を じは 
最も 關炼 の晤い 一人で あつたが 
おお 削 週を 曜 H 午を 西 十二 了 目 
サー需 化の 自邸で ビブ ト八 自殺 
を 遂げた、 自 おの 眞 相に 就て は 
柿々 Vt 戚評ク れてゐ るが 過般の 
ゥォ！ グ 街げ 式 恐 糖な ホ 氏は 極 
度の 神 がをお じ隨 つて ゐ たもの 
のかく、 スミス 巧を 始め 氏の ま 
人 逢 も ホを じ 

む 配 しお かに 氏の 身邊を 
を戒しっ ぇぁっ な もの ^如く、 
を 礎 H 午 お、 一應 出社して 外 お 
した 隙が 巧 事務を の ピスト グを 
狩ら かした i - か刊然 {たので 大 


騷ぎ VJ い * ら ，ミス 氏を 始め 副 社 
長 や 知人 等は 八 ホ 巧 銜を攘 索し 
つ {ぁつたが 圖らず も 自室の 扉 
をを く 閑して 自殺 L て 居た のを 
發 をした めで ゐ る、 自殺の 報 d 
度 もじ 簿察じ も 報知され 蠻察醫 
ノ 19 ス をが 化 釀檢爲 の 結 あ 疑 
ひも， く 自殺の 証 據歷然 たる も 
の あ も しも、 ウネ！ グ衛 のを 攒 


盾 後で あるの みなら や、 氏が 銀 
巧の 東 役で ある だけに 巧び 

貼 巧 じ 一 騒動を 起して は 
ごいん 懸念から 宫 殺の 報は ±曜 
日 午後を なて 始めて 新聞紙 じ 報 
やられた ので あるが、 一方 啡の 
銀 打 監督を は 直 もじ 岡 銀 巧の 營 
を狀 態を 調査した 結果 銀行の 助 
敌 じは 巧 等異狀 のない をが を認 
され、 ゼネ ラが •モ ー タ 1 スの 
ラス 3 ブ 巧が 臨時 じ 社長 化 巧 ミ 
なち、 巧 一の 化が けじ備 ふべ く 
月聯 U ょら 依が の 如 （營 業し つ 
つみる が、 氏の 財產は 約な 方 巧 
と 註せられ て 居る だけ じ、 旨 殺 
の 巧 因 じ 就て が 撰の 失敗で ホる 
ごい ふ說は 堅く 否認され、 寧ろ 
巧の ロ 添で 相瘍じ 手を 出した 友 
人の 失 化じ必 痛の あま-^ この 擧 
じ 没んだ 共 云 はれて ゐ る。 


內侧 がら 扉を 開いて を 中 かふ 眞 
逆犧じ 投身 自殺し じ もので、 I 若 
い 娘の こみ 奇 化。 宫 おは 飛が 操 
の 人々 を 驚かして ちる が、 P ッ 
クゥ ユ^は 座席 じを 文に 互么遺 
書を 越して ゐ た、 一 

遺書 じ 化れ ザる 自 がは 

を （徹世 的な 哲學觀 から ホ じ も 
一^ I かくを の 一節に の 下の 如す 
述べて 居る 『ぶく の 人は 巧 か 脚 
しむべき 一大事に 違って 自お个 
るが、 まは この 化 じ 生きて ち •!- 
ミが 無耿 であら 間違つ て 居る 各 
じ 自殺ず るので ある、 まは 誰^ > 
恨まず、 おむべき 敵ら.；；* い ；..... 
ま 自身の 爲 めじ 新聞は どれ 积組 
商を 窗 いて 吳れ るふ かど 審 つて 
揖る 、まは 調和を 欲した が總て 
はこれ に 相反した、 けれ 共 妾 U 
この あに 化て 美しい 昔樂じ 接-^ 
巧る かも 知れない、 妾の！ をを 
通じてん 誤*^ は 小さい— じ 就て 
噓を云つた；じあつたが、 をの 
噓が 何んで あつたす らも 覺 へて 
おない、 妾は 何等 

良 r 恥る やぅな、 と t ; し 
た〜 はない』 ごいつた やぅな 意 一 
ホが 細々 と 認めて あら、 葬を 巧 一 
の ミまで 書殘 して あつじが、 娘- 
が 遺書の 中で も 感謝して 在る 舊； 
姉 や 友人 達し 話 じ W るく 自殺を 
- 原因 ごい ふ ものは 少しも 解ら な 
いが 麓は 眼が 惡 いおか 常に 憂變 
であ 6 、 . 勉强も 過 巧 じ 失する 位 


『を おはな か-^ い： 處將來 お 
蹲の 都巿 だら ぅ。 先月 ホ H じ义 
人 旅を 案み 業ち 十餘 名を 卒ゐて 
的 地 じ乘ら 込み 巧晚 おめ‘. 淺間 
化の 食堂で 晚餐 肖を 齡き 菊り を 
港へ 試を'‘- たが 誠に 乘ち必 地の 
い 令 船で 必 すし も是は 手前 ホ增 
ではない。 S 滿環 夫人 も 岡乘し 
て i セブシ a ンで奠 聲を聽 かせ 
て吳 むむ が、 スゥ キミ ングブ — 
グで 泳ぎ あ b のよ い 所を 見せて 
吳 れる賴 6 で やつたら しかつ わ' 
が 水槽の がで コ 。 ご义 ，、轉 
がつ てな 持を ついた ので 中止 ご 
なつたが此嘶をク 口 ニ ク の女 
記者に 巧 露で 嚷 つて 化 舞つ て 索 
ッ葉拔 かれた のにけ 閉口した よ 
淺間 化み 設 怖は 外見よ 6 嘗 質に 
金が 掛 つて おら： 2 本 座 あ t •どは 
坪 千圓當 りを 隻 して ゐ る。 貫氣 I 
はい I 方で 乘 をは 滿 員、 荫荷も 
化當 あら あれなら ば えづを 神 ご 
去 ふ もの だ』 を々。 


な篤學 家で あつた どの 2 である 


一千 眠の 鳥をから 

若い 娘が 厭世 自殺 

が 金 お 弗の 遊覽 飛行機から 投身 


巧を 五 巧の 遊 贸が行 機 じ乘ら 
ニ 千 吹の 离 まから 投身 自殺を を 
げた ぷい 娘が ある、 問 狸の 

は 少タ • 0 ッ クウ エ 
ど 巧び 本年 十八 歲 '三 ユョ ー ク 
州々— メ 火の ド ブュ！ •セ シナ 
タ ー を ホ 業した 才媛で あるが、 


まる 十一 HP ング アイ ランドの 
ダ アン 1 •ス トリ— ム 飛け おに 


をき、 遊竟お 巧を ホ留 した 上、 
r 出 巧る 丈け 高を 飛行を したい J 
と 申込んだ ので 會社 側では 飛 巧 
巧 五 巧を おし、 ブーズ 操 縱の巧 
巧 巧じ單 みおを ごして 乘 込み 約 
ニ 千扔の 烏を じ 達した 巧、 突が 


.劇場 王 入獄 

一が よりぶ 十 ザ 

十八 歲の 少女を 奪め した 廉で 
睹 審裁剩 から 有罪の 剌决を 受け 

た カブ フォ^ニア 卿の 劇壤 王で 
もる パンテー チは 

去る 丸 H 係が 事よ b 判决 通ら 
一年よ b あ 十を じ 直ら 服役を 
宣吿 された ので 被吿 側では 近 
く 階審官 中に ぁつた 一二 人の 婦 
人 か事赏 有罪 じな 對 した ミ ご 
が 事の 申 吿ず續 が 被吿じ 勤し 
て偏見的でぁる^を理もとし 
て 上 吿ご巧 しれが、 

一方 これよ ち囊き 泥酔して 自動 
車を 運轉し 邦人 六本 十 郞を礫 お 
しね バンプ！ デ 夫人は 二等 故殺 
化の 巧 巧 云 渡しを 受けた 0 ホ餐 
巧の 人と なら 到底 入獄に 耐へ得 
'ない； を 理由 ごして 刑の 執行 猶 
豫 を申吿 中で ぁつたが、 

お 事は をの 精が を 巧んで 向 ふ 
十 年 じ旦ら 夫人は 自動車を 連 
轉 しない 2、 この 期跑 中じ飮 
酒は 勿論 一巧の 法律を 遵奉す 
る i を條件 どして 刑の 執 巧を 
猶豫 したが、 

同時 じが 事は 六ぶ 氏 遺族が 請求 
しわ 化 六 巧 弗の 損害 赔償 じ掛し 
ては 刑の 執行 猶豫云 渡しと 同時 
じ 遺族の 扶助を 初め どして 同乘 
した 友人 等に 街し を 計と 万 八 千 
五が 弗の 支拂 を宣吿 した。 


さん 


げる 


環 

淺間 みでの 旅で 
日本一の 俊を 船 淺巧乂 の觀ホ 
围 々長 VJ なら 済まして 加 脚 ホ 面 
のが 運 あを 一瞥し 化 上して シヤ 
ト が、 タ 3 マを 視察した 後巧赌 
日飄 などして 歸 つて 來た 郵船 支 
店長の 巧みさん は 元を よ < 語る 


獨身ホ 義を抢 て 

結婚 生活へ 

和 田 ごみ 子女を 

义し （當地 n P ン ビア 大學じ 
在學 して 女 學生會 を 牛 巧ら 一を 
獨身ま 義で巧 逆す ご 常 じ 放言し 
て 睹ゎ歸 朝を の H 本 女子大 學敎 
授か 旧 富 子さん も 今 巧は を々 こ 
のま 義を检 て 醫學博 ±廣 良武久 
氏と 結播 した、 

ホを は 大正 ホ 年女大 卒業後 直 

じ 渡米し、 3 日ム ピア、 ジョ 
ン ホプキンス 兩大學 で 必巧學 

を專 をし、 十】 年歸 朝を も 引 
續き化 太禍睹 ± の 許で 硏 巧を 
續 けて 居た が、 をの 時树 巧で 
あつた 高 良 蹲 十' ごの ロー マン 
スじ 美しい 實が 結ばれた ごい 
ふ譯 だ、 女史は 曰く 
『がに 華やかな 話は 有らません 
唯 硏究を 同じぅ して 居た 關係上 
も 互の 氣持 もは つきち 知る ミが 
を ホ， 自然に 結婚と いふ 巧 じ 到 
淫 しまし ね、 でぅ せ 結婚を 活は 
新ら しい 人を の 芽を. ロです が、 
これを 育てな がふ】 方 わ 互の 硏 
巧 じ も 精進せ ねばならね のでな 
かな か 難 かしいで しようね』 


女の 殺人鬼 


群集 お 刑を 要 ホ 

化 じ も 恐ろしい 女の 殺人鬼 か 
現れた 1 犯人は グラ デ！ •メ 
— •パ！ クス ど ゆび 本年 化五歲 
の獨身 婦人で をる が、 從 巧が こ 
の 世に 殘 して 巧んだ 遺子 六 人の 
ぅち 四 歲ごニ 歳の 子 巧 二人を 養 
育 するどて 

ユユジ ャジ！ 州 カムデン じ 住 
居を 構へ てなる 中 じこの 二人 
の. 子供を 殺 寒して 郊 みのる 園 
雑が じ埋 むる こど ニ週跑 、自 
をは 化の 巧と 同棲 中で あつた 
が、 最を雜 がで 遊んで 居た 子 
_ 拱が 死 體 をを 見し これを 包ん 
_だンー ブ から 足が ついね もの 
で' 

パー！ クスは を 察 じ 自首して 四歲 
のす おは 餘ら 行儀が 惡 いので 戒 
めの 爲 めじ 段つ た 際 誤つ て 殺し 
ねので これを 自ら 埋葬し、 化の 
子 おは 門前で 遊んで 居る 際 階段 
から 轉 落ちて 巧む した 爲め 埋め 
た £ 稱 して 居る が、 

蠻を侧 の 取調に 化る ご パ— ク 


ス けこの 子供を 釉 じして W 前 j 事實じ 就いて 拜 見し 非常に 同情 
關 係した ど覺 しいと 八 人の 巧 


じ 子供が 巧 料 請求の 强迫狀 r 
出した こごが あ b 、 他に もー， 
化を 預 つて 殺した 嫌疑が わ* 
ので 目す 化 調 中で あるが. 
蠻察侧 はまる 巧隨 U 自動車 じ V 
巧體を 埋めた 雜林 じ實做 監橡讯 
上プー クス じ當 時の ことを 述 *； 
さした が この 附近に 集つ た 約 一 
千 人め お 集は この 女 殺人鬼を か 
刑 じせよ ご 曰 動 車を 包鹽し 一巧 j 
は乂嚴 ぎを が じた。 


を 上が 話 


婦德 ミは 貞操 


ろ 


♦岐阜 高 第女學 校を 蓮 お 霜擧巧 
は 近代 思想 じ 適合した r 婦德 je 


解释 £ 涵養々 を じついて 叙 也た 
研究を 績 パ、 近縣 を々 寧が にお 一 
して r 婦德 の 養成に 駒す る施歡 
實 巧ぶ を』 『情操を 育じ關 する 
施設 事項.！ なでの 質 間を 發 して 
回答を ホめ た b してなる が、 こ 
れに 就ユ縣 下女 學校孩 、敎 員た 
ち ぞ招ム て 婦德研 兜 皆て 開いた 
♦をの 席 - H じ 於け るい 一々-^ の 
盧鼠 はやが てま ごめ ら^て、 最 
あと かくを 华輕 桃に 流 li やぅと 
す' る 締んホ じ 一服の 覺が劑 ごし 
て 新ら し户 『締綾 J の定 筆が 高唱 
される 答ん‘ ある、 尙ほ 同が では 
研究 會じ先 だ も 間 校 八が 丑 十四 


して ゐる もので を もます、 實は 
本人は 出 ま入轉 あで あ b ません 
巧る A 々は 化 ホる だけで 事- ホ 
! 步 ち 用必深 < 進んで 吳れ i ば 
ど おひます が、 巧を かずる と 間 
違つ た 事共のを いのはを 必 をし 
まず。 

一入 馬鹿者から してな 留 同胞 
が 指さ i れ 下等 规 される は殘を 
であらまず、 たま^^.^ 事件の 起 
’ 9 し 時を ナャ'.' ス じき 言を 星し 
て 一般の 自重を 願 ふ もので あら 
^^&す 0 


山 旧時 國 




因 本 理髮舘 齡。 


西阳十 S 了 目な 巧 化 ニけ 五 ま 号 

H 階、 巧ち 窝じ巧 L) 


名のを 徒に 『女子 ごしで 蕃 


大 

お 


切な 垣 德は巧 か』 ごの 巧 顔 だ 
して 回答を 求めて 見む、 を？ 答 
は當 化女學 ホの 氣 質の 一端 义示 
す ものごして 興がが 深い、 
♦まづ 『貞操』 ど 客へ たもの^ 斷 
然 化を 狭ぃで 一二 百 九十 丸 人と 
級の 補習 おはを ホ 徒 六十ん 一 ザ 五 
十と 人まで、 四 年 まは な 八了乂 
人中 だ 五十と 人まで この 始をし 
てなる、 ついで 『優美 又はな 雅』 
八十 人、 『お 妻 賢せ』 の セト 化 人 
『貞操 ピ 優雅 义は 優美 j よ 十 A 、 
これ 等のを は 一、 二が 化が そ 0 
大半を 占めて ゐ る、 更に 『幡節 
を 正し < す」 五十と 人。 溫 順、 
温か、 溫雅 、溫 良、 お蜗』 の ニ 
十二ん 『情愛』 十 人、 『ち 操 £溫 
順、 を 順』 『家事 V おむ. を 八 人 
をの 他 親切、 品 巧を 愼む 健康 
なで、 义 同校 創立な ホのを 徒に 
ょつ て 命を された 婦德目 W 『豁 J 
ニ 育 四十 化 人、 『貞 j 八十 人、 
『淑 J 四十 九 人 『節册 视ん攝 J 化 
人 『巧』 廿と人 『順 お ハ 人 r 溫- 一人 
の 頃 序で あると。 


讀 をの コラム 


無 思 膚な同 胸 

.甚だ おが 乍ら 0 下の 事實 1 貴 
紙上 じて 一 般闊 胸へ 警吿 なレ厦 
き 下されを く 願 ひます。 

實は 唐を 或る 间胞が 白人-ぶじ 
春 蕾を 賣ゎ 巧の 白人は ゥ々 
£ 友人な &敎育 家 じ 見せた とか 
ら はしな （も 間 題が 巧 b 御 か 知 
の あ b 當米國 は斯る 事ぶ 可 化ら 
八签 しい i ごて 可 ぶら ご WK 化 
さ れねば良 い ど 必配しス^^^ま 
す。】 同胞の 無 思慮から- - V 本 
人の 化は 無論のを 一般 間 略し ま 
で 悪 影 攀を來 す i を 巧 ひす 置 
く i は 今後の 事 も あ ひ 巧^^し 
て最 きます 0 

先般 貴紙 上 じて 不化乂 の 
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資本を 
拂达濟 資本を 
巧 立を 



宣な脚 
六 千な 阻 
六 千 四な と 十离圃 


餅 竺弃銀 巧— を 巧 

本庙 巧を 巿 B 本 橋 お 本巧属 町立 あ 化) 试 
ま 巧 ル檐 日本 橋を 巧 畫を樓 巧 
名ホ屋 京都 大巧 西 (わ あ〕 神タ 
萬な 下 細巧词 巧お賴 岡巧肤 
上が 倫を を 贤洞水 


徐 ぉ乂爲 を、 電信を な、 並 送を、 旅 巧 信用 狀 
商 ま 信用が 其 他 一般 飯 巧 お 

ん錐兰 囊銀巧 S ミ 巧 

鄉里 送金'* n 本が 化 おず 数 巧？ 迅速な 扱 
本 巧 預金 (ぶ 期 通知 ノニ邱 ) 巧が 巧 取 巧 
本 ま 巧 ま 巧 (本 ぜ) 大 阪神 戸 京が 
巧ち 化 量ト をと お输を 


▲鄉里 送を 及び ホを を (無 ホを 巧)" か 酉 
爲替賣 買、 荷ぶ 巧 化 組な を、 信用 狀を 
巧 等- 般银 お菜 務御巧 利に お 扱 可 化 お 

能赋臺 灣艱巧 a 矿 ぉ張斯 

支店 谋漠 、ん阪 、神戶 、おお、 漢 
ロ、 福 州、 廈 巧、 袖 頸、 香 巧、 巧樂 、巧 

嘉坡 、スラバヤ^ スマラン： ハタ ビヤ、 ホ 買 
タかカ ッタ、 ^ 致、 其 外 導 潰 十四 ケ閒 


一、 資本を 费お圓 (を お 疎を 泌) 

一、 賴 をを 富 德八旨 五十 ぉ瞄 

巧 地 本 ま 巧 =； 横な (本 巧) 東京よ お 
~ 紳戸長 崎' 下脚を ホ屋 

撥潑ぶ {並 銀行— 支ぶ 

ホ 國を玄 店：：：}: 轰港羅 が ホ ボ布畦 
其 化 おおを 嚴重 盤. 都 巿ニま 巧 及 コ弁レ 
ヌ有么 候 一- 


本 巧 大阪化 篱五了 目 
な 育 支 巧 紐 育 デ 0 1 ドゥで 


- 巧 四十 化 お 


日ぶ 巧 


鱗 住ぶ 銀な 

(巧 巧お演 あを 崖を 都が タ岡山 
尾 ノ道糜 島吳柳 井下/額 
地 支 巧 {巧 司、 み 倉’ 若松 •瞄 を、 久留 ホ' 熊 木 等 
本圃 お金、 鄉里 送な 等は 極め 
て 御 便利 延をじ 御 おが ザ申娱 


本 巧 朝鮮 巧が 

支 巧 ぉ 張 巧は a 本 巧 地の 稱を都 ホ、 朝 お 
溝 3^、 支那のを 地 及び 浦 强巧德 

觀鱗 銀な 紐 育 態 張 所 

み 题爲替 - 股を 巧 業務 梅々 巧惦 巧に な圾巧 
申 上 候 

内外を 社債、 巧を ノ賣巧 戊ビ利 
.札 化 立、 J 至 睹巧利 ユ御化 巧を シ 
マス、 精々 當巧ヲ 御 利用 下 サィ 
藤本 ビル ブロー 力ー お 巧 姉 ホ會な 

藤本 證券 會社 

同を 港 そ 店 
同羅府 出張所 
同 ホ 巿化巧 巧 


陶减 語、 雜 貨卸寶 

水 棘が ブラ ザ 1 ス 


賴破叢 雜赏類 卸販賣 

I 賊茂木 桃ホ鑛 

- 


龍 诚罔表 トライ グ 1 ヴ蘭曾 


円本 觸磁 黑雜貨 類卸賣 

典元ブ タザ— ス 


i 
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婦人服 横が ゆき 了 

Mrs . Y . YOKOHAM > 
Dreswmak 注 

267 去. 70 th St ., 享 1- U 五 a!gar 25 


十一月 号 雜誌巧 養 
謀談 クラブ 
文藝 クラブ 

富 ± 

講談 雜誌 

キング 

現代 
雄 辯 
婦人 蕾 報 
婦ん世 巧 
婦女を 
婦人 クラブ 
婦人を 論 
中央を 論 
化 造 
浮* 世 

實業'3日本(十巧を)^ 
昭和 五 ザ 度當巧 H 記- 


、NI 


タンク 


1 ト 'マ ン 

ブイラ 1 巧 

イン ノ — y ] シ 3 少ト ランクを 

物と 弗 五十 仙 よら II 弗 五十 仙 
岩で si 置ぶ treet 


昭和 五 年 當用謗 •九 P 
昭和 お 年當用 一記 一 •ニ 0 
昭和 五 年運氣 I •ニ 五 
人生 一' 化の 運^ ニ • 00 


桑み 簡會 

ニニ>8{ 呈了 ST ; K . y . G . 

さ呈 e . |ー 看 i 否 r 2133-057 J ' 


紐 

資娛廈 

募親敎 

锥幸 \ f お 

大響 

演盡 

藝 

白 

本 

貪 

料 

品 

跡 

會 

會 

:马 

み 



紅葉は 晚 秋の 精 粹 n _ 

乂辕藝 をは‘ む 情め 結晶 n 

時 目', = ホる 十一月 丄 .六扫 (±) 夕 八 時 44^ を 
鶏 巧— 紐 育 巧 リバみ イド ドライブ 五な 進 

インタ 1 ナ、'3ナ^*パウス 

目的— 一 彼娛樂 親# ご 修道 會 々館 負債 I 哥あ 設備 完善費 

慕 集 

入場券 = 黃券ニ 弗 五 4 仙 •靑 券！ 弗 五十 化、 賣挪所 U 修道 
會 (西 百の 十一 了 目 風 五 s ' では お 内を 巧。 

主 嬰なる 出演者 ごみ 演藝種 罔 

一、 世 あ 的 聲樂者 パント 氏が 指墳 ずる 大紐 育敎會 聯盟 四 部 
を唱隊 のを 唱 

ニ、 太 巧 夫人の 日本 瞄樂 演奏 數禪 
ニ r 南部 ホ 人の 目 本み 謠及 洋化獨 唱數禪 
四、. 南部 氏 夫妻 3 指蔚 によるを 數 々年少 そ お 潰のを 量 劇 
『狼 ご 羊』. 

洽く 諸兄 姉の 繊网倩 じよる 御 來會を 空 ふ 


H 本陶斌 器雜貨 

ラ厶 プ卸賣 


祭 良 貿易商 會 


日本 郵船 會な (化ユ を 鐵道會 お) 

化理 巧巧觸 兄弟 禱會 

. 乗車、 萊船切 巧を じ 小荷物 運送 御 巧 巧 じ 取扱 中し よず 


i 色 

tm 

民 

え 

a 


船 

藤 

飯 

大 


13 
8 な S 
巧 ^ ^ 
明 巧が 
が 5? 6 

B ui N 
1 ^ ^ 
My 
巧が 脂 
ぶ L ,J 
W け-供 
巧關 
巧て E 

縱 W 圆 

? P 


R 

■"り 1, 
0 I.N お 
J E 化 n 

& A . m . 

巧拙 帅邮 Sf 
お 巧. 5? ’ . 巧 
阿 1 A W 挑 

Ji 巧姑规 


が， 

3 


シ了ト 

.'あらは ま 見 
r をら ひや 見 

ばリ ず托 
ザ 一等 巧 浸 


みぉ 贼 {午前 十 掃) 
4’ 一巧 か 八日 
韦ニ巧 十 H 

(坡诺 巧斯〕 S 十】 巧 十 お a 
九を 邦 蓄 


傅 L ぱリず おるタ J ん もは 一 おお 萊 
ぞ 一二 等 目 本 巧を を 雜ぞ寄 おを 造 家族 室 § 
▼御を 望に 保り 一等 割引が を 巧 巧を 砖を可 侯 

ロスアンゼルス お 我 (午を ご 一時) 
もんて びでお 化 十 j 巧せ 二日 
はわい 化 一巧 四日 

►一等 嶺濱ニ |ニ0 巧 巧は わい あまじら 丸一- 盖巧 
▼お 巧 一 二等 目ネ巧 五十 化覺 ► : 二等 目 本 巧 五十 五 巧 
マホ 淺羅商 巧 淺晕切 巧 寢爹赛 / お 入 街轉兹 なり 侯 
►紐 育綜 パナマ 樓由 日本 喪が 雲 物 お 月 一圓 



.お 貨 .顯雜 器 

ランプ 及びを' 

•ぶ 洋寶憂 ま會社 

支 巧 お 俄を、 ボストン 


T 寧の 印刷 ど 精巧なる 化 上げ 

時日の 迅速 ど 確實な 校正を が 証 

印刷は 紐 育 新報へ 

HHI11 (I: f \< 

竜 話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 

わ 間違 * 6 むく 新報へ 

が內西 十と T 目 十 二番 十 階 日 
ま 部 じがけ る 邦を 言論 煤關の 

權 威、 吾が 巧 報を 讀 ま！ 3 人な し 

廣吿は 紐 育 新報へ 


t 


ブ ナノ！々 - i の特を 

日本人の わ其 物には 特別 掛 員を 廣 きお 
巧で 御 案み 致 升 電誌义 はわ 手紙 次第 御 
訪 間して が 徑宜を 計 も 初めての わ ホに 
酱 しては おに 注意 致します から 是非 お 
立 寄ら 願 0 升、 巿內 配達は か 論 H 本 其 
他を 地 お？ わ 荷物 發 送は 紫 ホで 致し サ 

ジ 3 ン ツナ メ ろ I 


一^ 魄香坡 每ニ週 一回 お 帆 
A で ムプ V ス亞細 盛 ご ニろ 客喷) 

一 壬 暑ち H 

A で-グレス 加を 太 三 T 含 0 觸】 

トニ 巧と 日 

A で-プレス 露巧亞 (一二ろ 00 哦) 

十二 巧 ホ 一日 

A ュ •プレスな 細亞 (一二ろ 00 嗯) 

一月 十一 日 
一. サ "二等、！ 二等 及び 下等 客 設備 
最< 、善美、 最 快走の 東 巧が 巧 船 


陶 紙器 雑貨 卸賣 

，春 巧廟會 






四 

L 


昭 

和 

四 

华 


月 

V 

ニー 


國際 生糸 格 か 會議の 跡 一: 上】 

日本 測に 歩み寄ら 


水 

曜 

曰 


纖 



ザ 

義 

を 

ま 


第 

一' 

干 

六 

な 

八 

誠 


日、 ホ、 英 、傭、 が、 支、 力 
ナダを とヶ國 のを 加した 國際技 
術 生糸 會諮 はな 報の か < まる 八 
円を なて 終 T したが 化 會雜の 

收繼 に が ミみ の 如 < を 
る i が出來 る、 即 もを 溝は 去 H 
i 十五 H よら 本 月 八日に 宜 b S 遇 
:一一 ち閒 じがて 二十 六闽 開かれた 
- が 巧 期 0 上の 効果を 收 めた 事な 
_ 確 お，-」 ぁる、 H ホ 巧に タ年 問題 
j £ なつて おた 生糸 格 付 隅 題は 當 
一に 一道の 谣 ホを 越め た ごいつて 
; よいっ 何故 なれば 昨年 四 巧から 
: 五 巧 わ 掛けて H 本で 開かれた H 
i 米を も 給が 格が 技術 協議 會當時 
に 較 ぶれ じ、 巧を の 窓 見は 之 ど 
いふ 相違が 認めら ゎぬ 泣に 

おお したから である、 然 
も 其な 見の 按 近は 互 露で なくし 
て、 ホ 画は H 本の ま 張.^ 認め 之 
じ 傾倒して ホむ ので ある。 をし 
化で 會雜 がみ 議椎や 巧を 權 がを 
るな C 、 恐ら （幾つかの 項目は 
I 兩 者の 間 じ 確を した ももと 思は 
，れ るが 巧を 協 窩硏究 を 目的 ごし 
; て齿 るた めじ、 を證 じがて は按 
近 まが 得られた どい ふに 過ぎな 
ぃが、 化の お 近 案は 今後な-— 硏 
- 兜ず る 事 じぃ* つて 是 るから、 其 
^ おを はよ もを 案を 得る じ まるべ 
く、 遠からず 國際的 擦 杳格付 こ 
- 認められる 學 にもなら ぅし， を 
ら〜 コン っ '! シア ラィ ズ して 曰 
i 米 間の 

生 弁 取引み h じ L 嚴然ピ 
して 應用 さむる こごら、. 遠い 聘 
一 ホの こどで からぅ。 今 聞の 
; を谣； $ 最蛋 要点け 勿論 ホ ホ 格 か 
I 法の 協講 でも b 、 H 本は 從ホど 
I 间樣 飽を媳 4】 点な を ま 張して 居 
I る - 」 韵 し、 米 固 側け 其の 固持す 
る ああ 点 法を 漸くな めて H 本刚 
^ めを 員み 說 呪に 昭魄 しま 張に 迎 
を r る 傾きを をし < 現した こご 
は、 を （豫期 口上の 効 おを 化め 
たどい ふこ どこ。 る。 

馨の增 進. 

一 委員 談 

今 巧の 曾 溝の 中 必ゴ’ 、國際 的 
ト * も 3 じ。 b 游るホ 糸の 格せ を 
協 雄し じい ゾ-云 ふ 点じ ゐ つた 0 
をれ . V 爲 めじ 參她國 も B 米の 许 
五グ國 じぶん だんで ぁるが、 實 
眩け ホ產 錫の. H 本 ご 巧 曾 國のホ 
風/‘ の おぶ V - なって、 他の 諸强 
は 姑ん ど 提案ら iV 巧閒 ..^3 な （ 
傍聴 S 形 e 終始し じ。 隨 つて 協 
諸を する にも、 が 委貨 •ぃ 勝手な 
叙を 化く ど 云 ふ 具を でぁつ たが 
巧 ご 云 つても 立 役者は、 日米 兩 
菌でゐ つて、 巧に 化が して 渝か 
じ戚 じた こごは 用謁じ H 本 語が 
採用され た こごで ある ドー この 点 
は 固 隙 的な を 糸を 通じて、 n 本. 
が國隙 的に ま し/、 進 ホ'’ て ホた 
率を 物語る もので、 烦る必 强<; 
成 じたので ゐ る。 阿れ じ も 甘よ i 
生糸 ' t 關 する 硏兜 U 、 H 本が 數 
步 先んじ’ 居る ばか b ’ G <、 
がを 岛 か一幽 ごな つて H 令の ぶ 
をを 吐泌 し、 説明し むので ある I 
が、 乂晚侧 はを 人が 巧の 側々 の 
をぉたんら巧閒^をって、 柯等| 
の雜 > が；.* かつた 0 がし 吐の 會 


誰は、 米 强侧が 今を 知らな かつ 
わ 色々 の 点を 知らし めじ 事は 事 
货 で、 化事赏 はを ちじ W つて、 
H 本のな を じ 近海つ て ホる が お 
じ 券いた もので、 謂は ば 理想 鄕 
じ 幾 かで も 近づいて 东 たので あ 
る。 がし 化狀 から 察する ご、 巧 
方は さう 溢く もな さを うじ 見へ 
るが、 柯 でも 彼で も 遮 ニ 脈 ニ 先 
を 急いで、 格が の 爲じ格 かを す 
る 事は をい こどで ない ピ思 ふ。 
需要を のホ輕 ど 供給 奢み B 本 S 
は 根本から 格 か 制 巧の 上 じな 媒 
が 違 ふんで あるから、 化て じを 
ずな、 眞の意 昧の國 際 的 格 付は 

今後 尙幾タ のを 餘曲 巧を 經 。け 
れ じなら ぬ ご 思 ふ。 兎 じ 巧、 今 
度の 會證 にがて 技術に 關 する 日’' 
本の ホ 法を 或る 巧 巧まで 肯 かせ 
る 棟 K 說 巧した 事は 大きな 化 獲 
と 見て ょ：，。 日ホ兩 固の 間 じ 巧 
にお 巧た 新案は 今後 一層 硏究す 
る 事。 なつて 居る が、 このが 巧 
じ 要する 時 H を考 へて らム r 後 化 
巧の 食 護は ニ 年の t 經潑 しなけ 
れば蹈 かれの こ ミが 暗 默の間 じ 
證 解され たでうた を i ° 

歐渊經 A 巧 紐し わ 

敎育 視察 團 

今夏 ジ 五 ネゲァ に 於て 開かれ 
た 國際敎 育 會議じ 巧 席せ る 日本 
巧 表 中 首 おお 爵 が 瞎太郎 隱± U 
前週 夫 A み 雄 同伴 ホが し 作！ ズ 
ゲ H ^ トじ お宿しを 方面を 妍究 
中モ わるが 化の 闡 員を 志 一巧 か 
名は 帝 轉敎を 會ま事 巧 ロ 拨太郞 
氏 ごみ じ 十 a ボマ トン-! 着、 同 
地 H 本 協會の 案み じて を 育 施設 
視察 S 上 本日 午後 着 紐 ニッヵ ボ 
ッ 々ァ •ホ ブグに 投宿、 當 地の 
を學校 V 視察し、 十九 日赏 麻ょ 
華府 し をく堂で お脊で は 
比 盛大 學 、諸-ィス ク —<、 職 
業學 お' 小學校 等を 視察すべく 
巧の 氏名 及び 職名は 左の 如く 
である？ 尙 _じ 巧 十四 H 巧が を 志 
ま 催の 歡迎會 本俱樂 部に 開 
かる i 豫定 0 
帝 越敎育 會キ事 

巧 口授 太が 
文部 お衛ホ 技師 

■ ま 旧章 價 
佐 賀縣か 田 山小學 校長 

川 崎を か郞 
横を 按商敎 巧 

唯 野 誠 
大か 師節學 校長 

越 川 八 束 
化 川女學 校長 
- ■ホ 澤 虎一 
文化 女 學お敎 巧 

十文字 俊 ホ 

同 院ま 

同 コト子 

佐 貧縣舊 々小學 校を 

白水 鹤ま 


あ も 何れもが 衆を 或 嘆 さした が 
殊に シカゴの 桑 島 道場で 仕上げ 
じ ニ 段 0 バ ー ト君 などは がかな 
おを 見せて 一 阿 じを を 捲 かせた 
當巧 H 义んの 觀を道 煤に 滿ち中 
じは 首相の 御曹 ず- 游ロ巧 も S 段 
のをが 持 もらしい 顔 付で 終始 眼 
を据 へて 居た。 最後に 左の 如き 
進級のを もが ぁつて i 同 記を の 
振影を；：^し十 一 時散會した。 
初段：.. お 山 寅 I ニ、 ニ’ 級.... 横 尾 
をを、 一二 殺…. 盛大 八、 安達 飛 
虎 化、 を おを 一、 四 級.… 桃を 
巧 お、 五 級.… おお 常 元、 が 上 
义义 ま、 岡が 堅 造、 巧 島 順 S 
ご岳眞 一 。 


學友谅 會員野 遊 

n 。 ン ビァ 學 な協會 々員け 巧 
る 十と H ( 日 曜} を 巧て タ ー ズグ 
ぶ グト飛 巧 瘍見學 を 兼ねが 遊替 
を おす 由 じて 同 U 午前 正 六 時 n 

ロン ヒア* チ**-*- チヤ"一 ス * カレ*— 

ジ正巧 前に 參集 パスに て 目的地 
じ 向 ふべ く、 會費一 弗 五十 他、 
中 食は を 吕持參 をく け 飛 巧携附 
巧 じて 巧 窓 其の 便を を 得ろ 善な 
るが、 パス 一臺 のを 員三 一十 人 C :* 
る お 準備の 都を も あら 至急 幹事 
西が 氏 又は 鉛 木 巧まで 申込 まれ 

ねく 電話は モニュ イン ト S ニ 0 
九番 でを る. 


同 巧會慰 勞晚餐 

が 宵巧樂 T ? 巧な ち 志は まる 一 
日闕摧 せる 慈善 大 演奏 會 の 大成 
巧を 齋ら せる じ凿し 去る 九日 巧 
慰勞 魄餐爵 を 料亭 ま璃じ 開き ま 
廣摩 ± 、瀬 尾 壽 一二を 等の 挨楼が 
あを； 间巧寬 ぎて 義太夫、 歌 巧 
端 巧、 淸 元、 常磐津 なで 平を 同 
巧會で 取扱は ロ 楠 類の 隱藝 •し 興 
を 催しが ザ 散會 した。 

婦人 會 講話 會 

敍肯自 本 A 嫌 A 會じ ては ホる 
十五 日、 二十 九 H ぶび 十二 巧 十 
の 己圆じ 直り 毎回 H 本俱樂 
鋪じ 於て 午後： 一時よ b バラ！ ド 
スク— ホの シェブ グ—夫 \ を 招 

碟し實 用 的 室 內裝飾 講話を 鶏な 
する ホ 0- 


夫妻 等 も 同 巧の 篱 であち、 巧 ほ 
總 領事 化理巧 山淸巧 夫妻は 一 巧 
到着 前官 邸を 引拂ひ 一時 ホ テ 八 
じ 投宿す る當 である。 

人 か 

參掘越 善 雷 郎氏堀 越 商 會ホホ 
人間 伴 大が义 じて 十一 日を 港 着 
十六 曰 着が (寄羅 の 節は 十八 日) 
め豫定 なる が 暫< 滞在の 上。 ン 
•トンに 向 ふべ く 夫人の みは ニ 年 
紛ら 滯 がの 由。 

♦森 田 一二郎 氏黨ホ 中央 會紐育 
化 張 所 ホ 事、 國際 生糸 格が 貪讓 
お吿の 爲め歸 朝を 命せられ 十五 
H 當墙 蔭、 サ日桑 巧 お 帆の 大洋 
化 じて 歸朗の 堂。 

« 江川 補助 氏 U 本を 糸 社員、 
を 族 同伴 十四 H 西 巧、 大洋 化 巧 
じて 一時 歸 蘭の 由。 

•濱 ロを 子 ホ 人 當ボ H 本 銀 巧 
化 張 所員 濱ロ 雄を 巧 夫人、 大洋 
か 便じて 渡 ホし 多を 澤旧總 領事 
巧と 共に 着が の 蕾。 

@ 巧 居 範吾氏 マャ 5 巿化居 商 
店 ま、 が 朝出發 南行 クリスマス 
及びを 季ブ い！ ド 後 巧び 巧 紐の 

豫ち . 


商 賣をホ 〔ホち 


組 脊を道 巧樂部 

記念 大會 の盛况 

旣 報、 ま 月末 H 面 だ 十六 T 目 
ニ 五六 骄 にな 轉 した 育を 道 供 
樂 部では 八り 午 巧 九 時から、 稽 
古 おめ ご 剣 立 一週 年 記を を 兼ね 
输 大な大 曾を 開いた、 當巧 はを 
貫を 部の 穂ろ がを、 五人拔 等が 


外を 政策が 究會 

お 季じ入 b しの ホ 午餐 討議 爵 
を 開きつ-' ある 巧を 政策が 究會 
じて は ホる ニ - H ニ H ぉ 午(± 曝) 
偷敦 海軍 會證 を講罐 ごして 倫敦 

タィム ス華府 特派員 レ々 キス 氏 
ラト ボア 大學敎 授ダデ ォンス 巧 
± ぷ びで 院議 員が 軍豫算 委員 フ 
レンチ 巧の 意見 持 お あるべ < 司 
會 をは フ少 ■ — ブ , プリ ゲ五ン 氏 
である 0 


佛 也會說 敎例會 

が 育 嫌必會 じて は 巧る 十五 日 
(金曜) 午後 八 時ょ bH 本 供樂部 
じ 例を を 開ぐ V (を々 木 指巧師 
は 『一一 藤の 國』 。る随 下に 一 摸ぶ 
說敎を 試 わろ も。 一- 

澤 田總 領事 一行 i 

旣 報の か'.、 巧 巧 ニユョ ーク激 
領事 澤田 節藏氏 一巧は 十一 白サ 

ン フランシスコ 着の 大巧 义 じで 

上陸、 タみ來 る 十八 日頃には 常 
地に 到着 S 答 じて 總が 事は 夫^ 
か 息の パ、 塚 旧 ツヤ、 森 山，、 デ 
草 牌 ヨネ、 小 西 サダ F 等を 岡を 
首府た 使結附 副領事 田 中を 藏だ 


形の ょい 婦人服 

ホみ 西と 十 了 目 ニ 巧 六十よ 番 
婦人服 專顆 の橫濱 ゆき子 さんけ 
何しろ 二十 年の 經驗 家で ぁる だ 
けに 俄 化な の 洋服屋さん でない 
截も ホは 確かな もの、 化ぶ t ! ゎ 
手に入つ たもろ ……： ごの 評判が 
噴し いのでが をの ああ 期の がし 
さたら。 い。 肥い ホで も、 わ 脚 
の 短い 方で も顺の 短い ホで も j 
脫 みで、 しつく ゎした のを 作 b 
上げる 手際が 鮮かだ ごて、 わ 得 
意が 円 增じ殖 へる ごい ふ i でぁ 
I る、 をれ にわ お 段 も おを いので 
をく 拍子 揃 ひだ ど 云 d れて おる 

0 本 巧 メ一瓜 

■ 本局 源 切當日 午後よ 
時 H 耀ど棘 目は 妈瞬 

ぶンフ レヌ •オブ ® ぶ シア 『ダ 

アン クバ 11 十八 B 


X ペシが ル 


到 着 
お美陳 しい 

ミろ ろ 芋 

が 着きました 


化 桐 兄弟 商會 


W 装飾 綺麗の ま、 設備 
完全、 シング^ 一週 

八 巧、 ダブ グ 一週 十 弗 

呈呂呈 冥 だ W . 呈さ F 畳 


貸 度達バ 3 

ま) 貸 度、 一ヶ月 化 巧、 左記へ 
sola , 2 夏 W - ニ th St . Go ミ y 玄 an 产 N . Y . 
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巧 川保橡 事務所 

H. Segaw み Insurance Broker. 
303 Fifth Ave., 

Tel. Bogardus 4860 


ヴ巧 商事 巧 ま會化 
Uchida Trading Co., Inc. 

1 1 Park Place 

Tel. Barclay 1576 


島貿冥 株式 會 ft 
Shi 前 a Tra ぷ ng Co. ， Ltd. 

150 Broadway 
Tel. 战ゎム cock 1484 - 1485 


煤 式を せ ホ 尾 巧る 
Akawo & Co., Ltd., 

巧 5 巧れ h Av も， 

Tel. Caledonia 9758-5£^ 


巧 倉 嫂 絲な績 がを 會を 
ぶ atcikura & しも， Lt ん， 

200 Madison Avenue 
Tel, Ashland 4545-4546 


に MUdmoto 

Mikimoto PearU — 

5 お Fif 比 Avenue 
IVI. Van お rbiU 2 別 9 

大食 巧藉 育ま 巧 
、 — - — Okia ： a_& Co., 

30 CUurch St., 

Tel. Cortlandt 2292-93-94 

H 共 巧 ま會お 
巧理庙 
を# 巧會 
TZO'BtbsJwmJLXJ ；. Tel. Rector 7884 
Factory; 35-10 36lh Aye,, irtrSHj — 

淺巧顿 を 贼食ぁ 
A.sano Bussan Company 

Roosc 801-805 
165 Broadway 

け la 凸 dt 8047 ぶ 052 

— — — — 

, Gemho Corporation, 

S 巧 k lmporterft» 

が East 3 か b Stre が 
Tel. Ashland 4987-91 
Go«ho C か , Inc, 

Co れ 的！ Expo けちけ 

が 8 がげ が 旅 . 

T«l PowH 扫 g Green 8 斯 6 イ》 も 

甫 巧が 職 賊會を 
巧 巧 事み 巧 

Sou 比 Manchuiia R. R. Co リ 

Koom 202 ら Canadian Pac 巧 C BMsr. 

342 Madigon Aw. 

TeL Vanderbilt 4135 

H 井 巧を 株式を を 

がち ま 巧 
M な 足 Co*, 

6a Broadway, 

Te!. Bowling Green 7520 

巧 巧を な 岩 ザ 巧 巧 
短 育 お 張 巧 
!wai 在 Co., Lid. 

Woolwortb BuU ぶ ng, 
TeLFitzRoy8^0-61-62 

S 菱巧 おな ま會社 
な 育ま 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(Mitsubiski Co^ Ltd.) 
120 Broadway 
T«l. Rector 2560-2564 

大巧 朝 目 

恒川 巧 
Osaka ん ahi 

The New \ ork 1 ime—s An 打 ex 
TeL Lackawanna 1000 

H 本 お巧城 恍 
な 靑ま巧 

Japan Cotton Trading Co., Ltci.» 
2 Park Av«nu«, 

TeL Lexin が o: □が 87 

曰 本を 糸 巧 まを お 
が 育まな 
NIPPON KI-IT0 mmi. LTD 

Two Park Avenue 
TdL A 化 land 5320 

巧 か 名を お 
化ち 支な 
Har& 在 Co., 

443 Fourth Ave., 
Tel. Caledonin 7830-35 

日米 生糸が まを 社 
紐 育ま 巧 

NK)H ! •化 i が け 8 K が 11 那 巧！ なな IU 
(N!CH レ BE: KHTO CO., LTJX) 
1 Park Avenue 
Te!. A,hU 打 d 62 が イ 7«48 イ 9 

大お每 日 ニち 京 日日 
を 木 H 巧 
Os&ka Mainichi 
Hoom 306A World Building 
Tel. Bcekcaa 。 4 之 59 
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大紐脊 

I 九 ニ 九 年 逝 y 近く 發巧 

本社が捶に絕券を巧いたしました {| 大がを」 は、 幸ひじして 
江湖の 湾 < がかき 巧 巧 4 - 博し、 遂にみ が 一 酣殘ら ず 巧 切れ ごな 
6 ました、 化て 本 化は 溝 一版の 巧 容 ^ を が 新た じし、 頁數 をみ 
巧 加した 千 乂旨サ 化 年 版を 新に 澄け !- る こご { なち ました、 あ 一 
確 じして 宜つ 新ら しい 統計と 事實 を ^ 巧 じして、 刻々 挺 化する 
巧が 『大 化育 J の眞 巧を 巧 ふるじ ^ i 心き こごを 巧して 居 > ま 
卞 。が ほを 憤は 

豫約 申を 者に 限リで 

特價で 十五 仙 

發刊 後の 御 購買 じ/は 

を 金 一 弗 

ど 致しよ した、 を かじを 約轉中 rrj みを ホ绍 いたします 0 


十一 巧 十み 日 


遮 育 新報 社 


目 本のと 割 比率に 
果然 英米 U 共同して 反對 

M 若 概を權 等 緊急 會議を 開いて 鳩首 概議 n 

主力艦の 縮少 にを 力 y がぐ か 

東京 特電 十五 日發 『制 化ょ b も 縮み』 ごい ふ理 なじ 基く 巧が 縮ま‘」 作成され じ、 をに 依れ 
ぶま 力 お S 方 五 モ喊を ニ 巧 五 モ顿じ 引下げて 五ヶ 國を針 四十 化 方 顺を縮 少し、 十六 时袍を 十阿时 
袍 ごし お齡お 離巧條 のの か 年から ホ 四 年 巧 ま 化 六が じ 延長す る もので 補帖鑑 軍縮が わ惱 むごら を 
提案に 泌ら 。ン ドン 貧 患。 無を かじ 終：- しめぬ 壁で ホる、 尙 はお 縮が 備留讓 は 稍 難を あ 6 ごの 報 
が 松 ホ S 巧、 出 淵な 义兩大 化から 達した ので 演ロ首 化、 おが 外 化’ が 部が 梅、 を 贼を權 等は 鳩首 
が 度 溝して おる。. 

東京 特電 十四日 發 ( 大吸每 日が 晒 社〕 日本 政府は 一巧 峨級 巡洋艦の 比率 
セ 割' お 巧を、 マクドナルド 首相が 拒絕 した、 この 飛電 じ 接し 目下 重大 會議中 

て ある 0 

巧を 特電 十四日 雖 〔ニユ ョーゥ • タ井 ムス 紙】 = 化 や 駐巧大 化 がら 達した 飛電 じ 化れば マク 
ドナ A ド 首 かけ H 本の 耍ホ する； 万 顯殺巡 巧瞧と 御を 巧絕 したの み ず、 を ホが 協定した 最高 
標準 哦較を 今 お k 引下げる ことみ 出 巧な ど 岡 答し わので が 部 海相け な もじ 漠曰 首相 及び 若 规を權 
と 協疆中 じして H 本は 主力 顆の淫 進 中た あび 赌跑縮 ホ じら 提案すべし ど 期待され て 居る がが 部 海 
化け ィザ リスの 嬰 求 お 絶 じ臟し 本のと 割 裳 ホは 國巧 上の 最小限を であを 謝 じて 變更お ホ や、 
ィ ¥ ブ乂わ 態度が 强 独で をつ たどて 例を 狼 おする じぶ ぼや、 化を 顿 じは 常じ兩 面が ある 如 < あ 渉 
ど ' いふ ものは 到 お 一方 じ 偏して 確を。 結果を 得る もので ない、 我等け 引 緩き 今後のを 級で 圓滿な 
解 巧を 期し 且つ B 本の 眞な も說 解が 巧 ホる であらぅ』 ご 述べた。 

ロンドン 特電 十四日 發 【ニユ ョーク •ゥォルド 紙】 = マクドナ^ド 首相は 化が 大化 ど會 見の 
結果 日本のを ホす る 巡-が お 比を はち 力 艦み. 立 ！ 五 — S に揖 しあ — 五 i 云 •ち 〔即 と 割〕， ごする 
こごは ィ ，キブ X じ 限 b 滿 足す もが ァメブ 々じ對 しては 適用され や 〔莫ホ 協を じがれば ホは 十八 隻 
巧は 十五 隻〕 ど 巧 答し V ;、 郎 もこれ じ 巧ら 日本の 巡 伴 艦は 先づ十 一隻の 程度 ごな b . ァ メリ々 じ 比 
較 して ホ 料 弱 どなる ベ < おし マ メリ 力 じして 廿 一隻を 禮造 すれば 比率け ホ 割 口下 どなる 譯 でァメ 
リヵが 患して こ Q 妥 梅し 滿足 ずる かは-疑問 ごされ て 盾る。 . 

東京 特電 十四 扫發 P 顧 繁^ お 巧 只 本 政府は 補助 避の 比率と 割 保 巧に 就て 癸え の 誠 解を 隅ず ベ 
(松ず おお、 岀郷 tt ホが 犬 巧^を ねて 訓 をを 發 しれ。 

口 ンドン特電十云日發 〔 ニ ユ ョーク， ゥォールド紙】 = マ ク ド ナ グ ド 昔相は昨日 ィ タ リ！あ 
び フランス 乂 化こ鲁 見し 五 術 團が軍 曾證じ 就て ホを ホ じを 米 下 協定め 內 をを 遙吿 しわが をれ ょも 
フ ランプ 大巧け がず なお 大使を 訪 間して 懇談し 明 H おず 大使は ィタ 大使/) 會 見す ベぐ、 最巧 
化平大 化は マク ドナ 八 ド 首相 vl 醒 々贫是 I つ、 あるが 話題は ィぞ タ义め シン ダポ！ グ 海軍が 慶地 
問題 广觸れ て 居る もの； 如く、^ 日本 かこの 根據 化布設 じす 快な 威 情'^ 抱いて 居る こごは が 間 周知 
の 事 おで ある、 而！ て 解巧會 譲の 召集 關し踐 際 聯盟 巧 事會巧 H ぞ 關 係ち あれば I 巧 サロを 一 
巧 かと 日 じ 延期すべし ごの 提議に 就て は、 ホるべき 巧 事 會は柯 等外^ 臣の 如き 要路め 巧を をを 
要 ごしない こごを 巧 もとし イピ 'リス 巧 おは 浓然 一巧 サ U じ會講 をな： ^ する 寒で ある。 


根據 地の 作業 中止 

ロンドン おを 十 I 二日 發 ( ニ ユ ヨーク • タィ ムス 紙】 === ァレ 
キ サンダー 海 化は 本 U 下院 じて ホるべき。 ン ドン 海軍 會議 ご ン 
ンダポ I ^ の 海を が 懷化布 設じ關 しじ 質問に 對し 勞働黨 政府と 
しては ホ 鼓が 業を お ホ 得る 限ら 進 妙せ しめず、 同時に 新 要 業の 
灌 築は 勘が 中止せ しめて 居る ピ答 辯し わ、 化據 地の 布設 豐^ 先 
づ 四千で 孤の 程 巧で あるが、 保ず 黨あ 府じ泌 b てこの 計 蜜が 發 
をされ た W ホ 勞慟黨 ぶび 自ホ歲 は斷が 巧掛の 意を 示し 居ら、 現 
じ勞働 裁が モ 化む 《 四 年 じ 第一み 内閣を 組織した 當時も 作業を 
中 化した 位で わらが、 をみ をが ザ 黨內賴 めぶぶ ご 共に 浮揚 ドッ 
クを 始め ごして 約 ニ 千 巧 おを 投じた 大 ドック 作業の 契約 も 終了 
し。 のでを るが、 これ 等 諸 契約の 取消し じ 就て 政府 側で も 最善 
の 力 巧と 謠じン i わるら の i 如 < 、 r レキ サンダ— 氏は この 問 
越 じが， し 自治 锁 政府 ィ」 もを を じ 誠 解を 蹲して 居る と 述べむ。 

' 佛伊 V 一心 豫備 交渉 

東 ま特信 == 。 ン ドン お 軍 

を 餓に對 ずるを 越の 网答 はお 揃 
つじが、 何れも 曾 潘開懼 前の 豫 
備巧 がを 亟お視 し 豫峭を 涉じ於 
て 也な の ホ 巧を 謀 解し 正式 食 幾 
じがる 

難辭 除去して わきたい ど 
い -^ お 向を 强 調して & る、 然し 

て わ •か 酉 も眞の 軍縮を 賞 現せし I 渉 中で あら、 イ リス じ對 して 
レる ためじは 煤 へられる 英 、米 一ら マク ドナ 八 ドを 化の カナダ 旅 


協を の內 なをな ほ 引下げる 必要 
が ぁるので， 一万 觸級 巡洋艦 間 
題 •し 就ても アメリカめ 考慮を ホ 
むる ご i ら にこれ じ融聯 して ホ 
型 巡が 鑑閲 趣じ對 しては イザ リ 
のを慮をホめなけ0ばならな 
いごい ふモ 針の 下に、 アメブ 力 
じ掛 -) ては すでに 出 淵 大巧が を 


巧 か 
の 間 
ゐ 


了 歸國巧 祭 直にを ず 大使 ど 
て 開始 せられる 5 じな って 
の 地 潜水艦 間 題に 對し 
ては 棚、 伊兩 図は 阿れ も 絕對反 
掛 の-ホ 張を なして ゐ るが、 巧 こ 

是 じ 勤しても この ホ 張 
を 十巧說 解せ しめて わ （を 便宜 
b ち 思考し 兩國が これらの 聞 
題 じ^して ホを まを 被 開始を 協 
をせ*!- ご 共に H 本じ凿 しても 同 
樣 ホ まを 渉 開始を 提議 せんご 
して1<^る模樣であら、 駐日ィ义 
ブ 14 ^ 使は 本 國玫府 ょ 6 
一、 軍 糖 縮 少の寶 現 
i 、 潜水^を 廢論對 策 
をま觀 ご-!^、 これ じ 附随して ィ 
タリ！ が！! ランスに 掛し絕 お 的 
均勢を 必^ する 理由 じつき 說 
解を ホむ. i < 日本 政府 ご 非を ま 
協議を 開」 べし ごの 訓 をを 得て 
ゐるこご^確聞される、 右じ對 
しが 務當 なは いまだ か、 る 

提議 一はない ご 否を して ゐ 

るが、 將 ホィ タブ ー、 フランス 
か 其 兩國^ の ホを まを 渉の 內容 
が巧國 じ巧吿 する ご 共 じを 自の 
ま 張に 掛ム巧 固な 府の說 解を 得 


- ■を； 1 JV -. > 


n 


る C め ホを を 會談を ホめ る i は 
わ b おる； で わらぅ、 义 今回の 
軍縮を 絶の ホ點 は-. れ等 お圃問 
相を にけ はれる を 瞄巧涉 じがて 
かを せられん どす る 大势じ わる 
がら、 今を マックを 相歸英 後の 
が國八 外を 振は 械 めて 化 目 せら 
れ るら のと 眺 測して ゐる 0 


お 絕溶認 


アメリカ 娜觀測 

ワシントン 特電 + 四日 發 【ニ 
ユ ヨーク •タ井 ムス 紙】， n 柬京 

ょら 非 致 式 じ 報じ' レ‘ れわ 英米 兩 
國が n 本の 要求し わと 剌を 拒絶 
した ごの 報道は 非を る U がら 

官邊筋 じら これを を認し 
た 形に なつて 居る、 尤も 要路は 
詳細-し 昔る 說 明は 牌け て 居る 模 
穩 であるが H 本が よ 割の 海軍 力 
を 喪 ホして 居ら こ. 定は 久しい 0 
前 か 知られて 覆る こごで も あ*^ 
を 渉の 結 あで N 等 かの 解 决を見 
るに まるで あらう これに 對 
する お ホの 態度は 畳 あ マテ ムソ 
ン巧ご お 淵 大巧、 が牢 大使 ど マ 
クド ナダ ド 首相の 辑 をで 充を目 
おじら 通じて 育る こどで わるし 
この 報吿 をせ 料 VJ して 斯る 報道 
を绍 いじまつ たもので あらう が 
ア ， 9 力の 海軍 厕 でも 風' じ 技術 
めじら H 本に 掛 して 巧る 高率を 
巧へ る こご じは 反對 して 屏 るけ 
れ共 その 實イ 辛"' スのネ ー スト 
ラ リア 度び ニユ タランド 政府の 

反對 が 最も 然 らしめ たも 
の i お.，、 、アメリカ S みを 界ホ 
面では を 曰まで 格 巧 日本のと 割 
要求に 强 （反對 をす る氣 勢は な 
かつた ので ある、 而 からこの 場 
を 若し H 本のと 割愛 求を 容認ず 
る ど すれば 巧 巧の 锡 まも 軍擴じ 
等しい 結を をを わ こごが 憂慮 さ 
れて 居る， 邸もア メタ 是は ホる 
べき 會畿 じは 一巧 顯殺ホ 一隻の 
維持を 旗 巧 VJ し、 イギリスな 十 
八 隻を要 ホす るが をづ 十五 隻の 
程度で 滿足 する ごしても 若 （日 
本 じと 割を 典 ふれば 日本は イダ 
リス W 同 隻數を 持つ こご じなら 
自治領を 府は忽 もな 對 する こと 
じな ぇから 白然 イダ ブスの 勢力 
を增 力す る こど！ して、 英 ホの 
均等 力 お 要 ホず る アメリカ も當 
然隻 數を增 すべく、 これを 

基準 玄 して 日本の 隻數を 
增 すわら 會議の 意義を をな 失 ふ 
VJ いふ こ < じなる ので ある、 こ 
れじ 反して 若し 日本の 比率を 六 
割と ずれば 〔ア メタ 力を 標準、 じ 
して〕 十二 一二 隻 程度と な b 、 イ 
ゲ リスを 摄单 ごすれば 十隻 乃至 
十 一隻 ごなる でを らうが、 若し 
H 本に して 一巧 觸級巡 浮 艦を 度 
か視し 巡洋艦 總哦數 の 六 割强を 
ホむ る W すれば イ ，キリスの 化 一二 
巧 化千顺 、アメリカの 化 一巧 五 
千 嗯じ對 し 日本は 甘 万ょ ら廿四 
巧顺 程度 ごなる がらたい した 反 
對も あるまい W 見られ、 巧謂英 
ホの 反 度を 標準 ごして H 本の 

0 ^ である 所の ホ 割强を 
をます る £ しても この 比率は 巡 
洋艦 級の み じ 止めて をの 中に 區 
がを 加へ ず、 换言 すれば-万 嗯 
級を 除 （巡が 渡順數 じこれ を 割 
當 てる なれば を ひは 圓滿 な解决 


巧に 達ず るので は あるまい かど 
乏 はれて 居る、 これ 等の 一 グリ ヶ 
トな諸 巧隨は 今後 數遇巧 じち 
る 外を 的を 渉じ附 してが 衝 すべ 
く、 然る 上は 日本化 節が ィ ダリ 
スじ をく 途次 じ ワシントン V ;、- 訪 
問し じ 際-一れ を疆 める に 巧る で 


わらぅ が、 いづれ じし てら U 本 
のと 割 嬰 ホじ掛 して 巧米兩 固が 
なおしつ i ぁるこ^は嚴早蔽ム 
巧らざる 事 巧で ぁら、 化の 方法 
じ 化 b て 日本を 滿 足せし いる じ 
足る を 協 點を發 をす るの 外は ぁ 
るまい どり 


世界の 眼に 映 S 

戰爭の 人道 化 提唱 


佛英け 理想 諭 ごして 排巧 ずる 

大統 锁フ） ゲァ I 氏が 你戰條 約 記を 日 じがて 『現 化の 如く 產 
業 化した 國家關 巧に 於て、 タ くの 鹽 をは 殆んで 六 劇 お 度のを 糧 
品 じ 遠隔の 地ょ b 供給を でけ ざるを 得ない 立 巧 じある』 どい ふ 
こごを 理 おじ、 自己が 戲巧 中べ ルザ！ あ濟 委員を であつ た體驗 
ょ ' b 割出しを 後戰が 中ど雖 、食糧 品 速 搬の篆 船に 病院船 这同樣 
じ 見做して 跑馨を 加へ ず、 罪な きを 若 巧 女を 鈍 截じ陷 る 勿れ W 
提畿 した こ € は、。 ン ドー 海軍 會議を 前 じして 異常ので ンセ ー 
シ 3 ンを 呼んで 居る が こかに 巧ず るを 國の枝 響は 左の' 如し、 

る VJ 斷 じて 吾る。 


フランス 

パリ 1" H 二日 籍 フ！ ダグー 
大統領の 提議は 歐 渊を题 じがて 
も 深甚；：* る 

反響を 巧へ て 居る が をれ 
ごても をの 國 々の 事情 王 b して 
自ら 意見を 異にして 居る、 邸 も 
大戰の 茜い 經驗 じ换ら ドィツの 
如き 威 家は これを 喜ぶ であらう 
が、 この 提議で 最も 巧 擊を讓 る 
のは 蕃し鹤 擦踰盟 であらう- 郞 
も 鶴 盛 規約 じあれば 聯盟に 連 反 
して 他 爾じ對 し 侵略的な 戰關巧 
爲じ 及ぶ 國家 じ對 しては 經濟封 
鑛に 及ぶべし ド-されて 雇を がフ 
大統領の 提議は この 經濟教 鎖を 
斷 おを 認 する もので を も、 猜巧 
歓 '測に 巧爭 •か 突發 したる 場を、 
アメ 9 力が 中立を 持 するならば 
をの 海軍 力を 利用しても 一國じ 
向て 食糧を 拱 給 するとい ふこ 芭 
じな えので ある、 斯の 如きが 爲 
はヶ 。ツグ 條約 じかを 將 ホの 戰 
爭 なる ものが、 

侵略. 的な もの ミ 限定され 
て 居る 限ら 大統領の 提議は 聯麗 
の戰爭 巧と 策で ゐる 經濟 的お饌 
を無務 どす るの みならず、 ブ百 
ツグ 不戰條 約の 精神 ホれ 自 をを 
疑 離す る ものである 玄 認めて 居 
る、 戰 時で をる がを じ 婦人 や 子 
供を 觀饿に 類せ しむべき ことで 
あるが、 同時 じ 同 穩の理 お じが 
て 侵略 國じ 食疆を 供給ず るのは 
忌むべき こごで あつて、 若し 假 
ち じ フ ； ゲ ア ！皮 が ベ 八 ぞ } じ 
對 したる £ 同様 じ ド ィブ へら 食 
糧おを巧給しじごすれば、 ドィ 
ツ 軍隊は 益々 をの 偉力を 發權す 
する のみならず、 化ア メジみ の 
巧 觀じ對 しても 敏 意を 表し ごを 
の無鐵 砲な 潜水艦 政策に おです 

"23^^ アメ リタを して 獻狮 
大戰じ 塗 加せ しむる をろ な-一 ご 
はな かつた であらう ミを は扔て 
居る、 この 立褚 ょりして フ フン 
タの 諸新顏 紙は 一 V 」 して ブ乂統 
鎭の 提議 じ替 愚を 表明ず るら の 
はなく、 斯の 如きは 侵略 國 却 
て 徵勵し 戰爭を 防止す るょ 寸も 
寧ろ 戰爭 をを 易 U らしむ るすの 
£ して まてを 淡で わら、 婦 .八 や 
子供に 供給すべき 食糧が 軍 陵の 
手 じ 渡らない ことを 何者かを < 
保證し 得る かど 云い ク 寧ろ 戦ず 
を 誘を した 國 家が 飢餓 ど 毒 死 巧 
に檔 まされる のは 當 がの 道 C あ 


曰 '本 

東京 特電 十 S 日潑 ご！ ユ mi 
ク •タ井 ムス 紙 ) nH 本 政府を 
び 一般 新聞紙は フ 大統領の 

提議 じ 對 して 深甚なる 輿 
ホを 抱いて 居る、 挪も 政府 ごし 
ては まだ 巧 等を まの 意見を 吐く 
こごは お ホな： > が、 戰爭 ご いふ 
ものを 更らじ 人道 化する ことじ 
就て U 本は 巧を じ 同情の 患を 披 
懸 .する もので 一外 巧官 はこれ じ 
蟹し 『フ！ ダ r ! 大統領は 日本 
の岡储 をる 埋 解を 期待して 可』 

£ 語つ て 屠る が、 海軍 側では こ 
如が 實巧 方法に 就て 的 ほ 疑閒を 
擅き 居を、 食糧 積 込 総が をの® 
港 化 じがる 滞 事 館の 調杳 したお 
をに 彼る 查 証を 巧る こごは 一 ホ 
法で あらぅ が、 而 かもを 戰國じ 
對 して 

綱 限 なき 食糧 船の 封鑽突 
破は 海洋の 肖を どい ふ 間 題の 中 
じを まるべき も 巧で あると 認め 
て 居ら、 其處 じ難觸 がを ずるで 
あらぅ ど唱 へて 居る が、 この 海- 
軍 測の 意を が相當 有力な 感化 方 
を 持つ て 居る こ ミは， 巧し 日本 
じして 一度を 戰國 ごな つた 漠を 
tg 本と して 最も 難局に 面する の 
は 食糧 おの 迷搬 よりも 寧ろ 巧 曲 
銅鐵 、お 化 等の 產裴ま 要 品で あ 
つて 白 ホを の化國 巧の 生活を 需 
晶は 先づ本 ± で 産 おし 得る が最 
も 巧擊を 受ける のは フ！ ダア！ 
氏の 提議-しを ょれて 居ない 產菜 
ま耍展 巧で あを、 本日 夕刊を 紙 
はた 体 じ 直ら この 提議 じ 

婿ぶ 思 を 示し 居り 『報知 新 
聞』 は フ大統 頭の 入道が 提議 じ 
協賛し ホ 戰歸 員に 醬 する 食糧 供 
給の 途を絕 つが 如き 非ん 道 的 巧 
爲は旣 じ 早く 廢秦 さるべき もの 
であつ た 論じ 「時事 新報』 は 
化界な 餘らに 軍備 費を 支 おし 過 
ぎて 宮る ごい ふ 立場よ ちして、 
『フ— ゲア！ 大統領は 巧 强の减 
少の 度を じ 併 巧して 軍縮を する 
艺稱 して 居る が、 アメリカは 巧 
な 自ら 進んで をの 範を 示さない 
ので あるか』， こ 論じた。 

ィ睾 リス 

ロンドン 十一 ニ曰發 H フ一ゲ ア 

! 大統領の 新 提遙に 就て イ ギリ 
タ のと 一 下は 巧今頻 ちじ 議論を 圃 
はして 居る が、 大 が じがて 


悲觀 的な 言訟 がを いやぅ j 
である、 即も をの 患 見を 綜 をす 
る じ 第-威 際 聯盟は 侵略 國じ葡 
す &經濟 封 锁を講 ホして 居る の 
み：： * らず 、フ 巧の 指さす ものは 
化 巧 あち 觸れた 側ん 的戰 ずが 今 
後 どても ホが すべき こどを 暗示 
して 居る が、 而 かもを の 半面に 
がて 巧の 如き 戰 巧は ク C ッグす 
戰條約 じ 於て 到を 許を すべから 
ざるものご ^;>> 居ゎ， 理論的じ 
は 砂く 化舊 巧の 戰爭 どい ふらの 
はが 化しない 譯で ある、 なじ ヶ 
ロ ッダ倏 約の 參加國 ごして は絕 
對じ 斯る戰 ずの 巧な を認 いる 能 
はや、 兩國が 共 じ 正義の 立 摸ょ 
らして 戰爭 する 鶴を のみを 許容 
する ミ じなら 譯 で、 フ 大統領の 

'提唱 なる ものは 島國 でを 
ら 食糧 おの 大部み を 造隔の 化か 
ら 仰ぐ ィ ゲリ スじ泛 もては 甚だ 
释策 であるが、 さて 遐ら じを 後 
ィ ¥ タスが 止む を 得ざる 戰 巧を 
かてす る 場を ぶ雖 、アメリヵを 
除く 限 b 巧る 提議は 敵闕に 巧て 
巧す る 巧 タぐ 、殊に 戰 崎の 場を 
食糧な を 多 費！ J 輸入し 得る VI し 
て もこれ がみ 濟け資 易-し 觀らざ 
るを 得ない 瞬な この間 題の 論議 
は戰 時麗隱 をを 適用の 上 じ 極め 


て ホち 巧 巧な 諸問題を 惹起す る 
じ まるで あらぅ V - 觀て 居る 0 


大を使 更迭 


アメリカ ご イギリス 
ワシントン 十 I 二日を N 厨務巧 
宫 ネ^ソン •ジョンソン 巧は 髮 
じ辭 職した マ々 ムレ！ 巧の 後 巧 
ごして K 支那を 化 じ 巧 命され た 
ジョンソン 巧 か 千 化な お 年に 海 
譯ホ V - して 化を を 使 館に ぁちし 
な 巧 奉 天、 - T ヒン 、漢 ロ、 上 
おを の 化 支那を 地に 歷 巧、 歸ホ 
後 じは 國巧 省の 席 東 局長た ちし 
外 厨 務ホ宫 じほ 命され わ 極東 通 
である 0 

ロンド ンよ 二日 發 U マク ドナ 

グ ドを 相け 一一^ 大 なる 軍縮 會議を 
前に I て 駐^ ィ •キリスた 巧の 更 
をを 發を しな、 酣も巧 大使 ホ ー 
1 ド 巧は^ 職し 巧の 後な ごし 
ては が 巧 省ず 巧 じして 永が 外務 
ホ宫た メ 9 力 適で をる。 
ナ术ド •リ K , ゼ！ 卿が 魅 任す ベ 
く 强 0 シァ 大巧 ごして d 前プラ 
シグ 大巧 で 一 ス モンド •ォダ エ 1 

皮を 派 遺す 一べ < 外務み 官は 0 バ 


—ト •ゲ アソ シブタ！ ト獅が 巧 

命され た、 i ブンゼ！獅は本年ぉ 
十二 歳で る。 


本な 束を 轉電 (碟お 巧 轉载〕 


，解禁 豫吿期 說區々 


門 十五 日】 を 解禁は 爲 替相瘍 から 採算 すれば 一一 巧 一日 前を ど 
おを され もが 興 治 的 意 ホで 一巧 ホ H 迄；!； 鎌 巧す るら しい、 井 
上藏锁 はニュ ー ョ ー ク巧 まを が ホ だ 靜^ら のので 絕對浴 要 ど 
思 はれね 惟を 巧 渉は 么を 後迴 しどし 年 ホが をの 形勢 次第で 解 
をを 吿 におる 细く であるが 東京 勘 日、 東京り 日、 時事 新報 等 
は 『早ければ ニ S 日中に 豫吿 あらむ』 こ 述べて ゐ る。 


利子の 國庫 補助 案 


〔十五 日】 國路 貸借 審讓 を 賢 會け船 お 余' 融な 善の ためじ おモ 

國庫 補助 案を 可 ホし な。 


首相 ミ鐵 巧を 吿訴 


【十四日】 をぶ 會化議 ± 西が 巧ぶ， をず 良朗 、牧野 賊男兰 巧は 
濱 ロを 相、 江木鐵 相が 某 電氣鐵 道會が 長熊澤 かこ 利權 提供を 
換煤 かじ 置 巧圓を 收贿ザ 6 ¢ 吿發 した、 民政 黨 側は 趣吿 罪で 
反 對吿訴 を 計 書中で あら 政界 化 試を はち 開 されん ごして 居る 


藤 巧 巧 U 保 釋化獄 


【十四日】 藤 旧 謙 i 皮は 赫邀 買收の わめ 前 内閣の 或る 高宫じ 
一万 山贈赌 した こどを 旨 白した ので 十一 日 市ケ谷 刑務所から 
一先 づ保釋 を 許された が 近く ホ 拘留の 儘檢擧 さる 當。 


現 お 議會の 黨派別 


【'十四日】 十二 日 現を をぶ 爵 議員 數は 二な 四^名、 民政 驚は 
巧と 十二 名、 缺員 十六を で、. 貴族院 賴選講 員の 缺旨 はお 人で 


みる ( 


大演習を 御 統監 

〔十四日】 大元帥 陛下 じは 水戶 
巧 附近の 陸軍 恃别 演習へ 本日 
から 行幸 遊ばさる。 

新 會計檢 査晓長 

〔十四日】 湯 淺倉半 巧は 辞職し 
ね 水 町 會計檢 登院々 長 後 ほじ 
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R 登 ョお巧 ご Broad 宝 ay . 夏 y 
Tel - 京 去 一烹- す这 n 9 養. 5 .B 


稅關 事務 


綺 b 預 をず 奪、 貸 出 競爭を 

濃厚 にす るで をら ぅど 見 
ら れてゐ る、 これ じ對 する 東京 
の 一流 銀行家のを 見を 綜合 すれ 
ば、 を 京 巧を にがては 大した 競 
爭ど はなるまい、 も ご'--.- 現 化 
のを 巧のを 融巧 じは が井银 巧が 
巧つ てゐね 中小 商工業を 融機關 
がかけ て & るから 大 隣の 支 巧 銀 
巧が 化 H ま 巧の 基礎が お ホて こ 
の ホ 面 じ 進出す る樣じ G れ ばょ 
い、 無理な 競爭 をせ で 協調して 
巧く i が 望ましい ，とでみ つて 巧 
してを 威は 威 じて ゐ U いど 云つ 
てゐる 0 


金す 巧 下 

仲買 貸附 i 激减 

をの 後 I 進 一 退の 勘搖を 示し 
つ i ぁる クォ ー 八 巧の 巧を 相洛 
は 去る 十四 H 聯邦 準備 銀 巧が 一 
過 間 前 V 引下げ わを 利を 更に 五 
噓/11:?引下げ、 四み五通じした旨 
をました る ど 相 前を して 巧然買 
氣が强 （なら、 ず 均一 ポイント 
ょら I 二十 ポイント ホの 上騰を 見 
る じを つじの みなら や、 ゼネラ 
於 •モ ータ ー ス では 一巧 化 化の 
特別 配當 、'カン +^1 ヌの スタン ダ 
1 ド •ネィルが 5^ 當に 巧び 着手 
しれ 等 じつき 致^の い； 辕 道が 
達した のみ U ら车 
從ホ 巧を 不振 ど j 共に 悲横 じあ 
つた 穀類 や 綿 化 一の 相 藤 もが 巧 


を呈 しつ i ホる 
聯 銀のを 利 引下げ 
株 仲買人 じ斟 ずる 
遇に 比して と 億- 
の お 頂 期 じ 比較す 


-、 、 

ご 共に 閒 題の 
奴 わ 貸 附も前 
卞巧 弗、 過般 
けばせ み 億 一二 


モ 二な 巧 巧 ごい ふ热 がを 來し株 
式が の 投機 數は元 了ら 恐 擺も先 
づ これで】 段を を曹 げた もの 
音ら れてゐ る、 

聯 銀の 金利 引下.：^ が 英蘭銀 わ 
ホ 面に も でれ ホ 響を 與 へる 
かは 盖し 興が あら 問題で あら 
ぅ •か、 今やを 輸お 装の 途上に 
ある 日本の が界 じどら て當地 
の 金利 语 引下げ 甘 確かに 解禁 
巧を 化 進す る じ る 巧 側の が 
料 たるべく、 り 去 助 巧で も大 
いに 歡迎 する 主} もらう。 


操業短縮 ホて ロ だ 

乗 京 特電 十四日 猫 糸妨績 
を會化は 一 截0上、| ^-剧五をめ 
操業 お 縮を 申を せ- tl 。 

觸 一 千 嘶 へ 

ま 京 特電 十四 曰證リ 供給 過剩 
を 一掃す る わめ 銅！： 千 晒を がを 
凡で アメリカへ 向け 殺み 出す 0 


尋れ； 人 

(宮城 縣) 大橋武 雄- (熊ぶ 縣) 松 
本 卯 一郎 ( 廣島縣 j 淸水 幸四郞 
(山 ロ縣) 德お巧 ミが (廣 島縣) 
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純 日本 樓巧木 大小を 種， 一 

純 n 本 蝶を 木大 ホを 巧 一二 巧 本 持を せ 巧 么候間 御 入用の ホは 至 
急 御な 义被ド 度族敎 會及擧 巧、 を 糊 体 等 じ 寄附の 申达 d 對し 
ては 特別 御 相談で 應 やべ く條 N 中 込み 第を 憤 お進韋 u j 
あ輸み u 本を 魚卸资 I ' 
コロン ビヤ 溫室食 社 社長 野 地 巧 敬 P 
附戚純 H 本式 甚阁並 じ 喫 あ 店 さ ^ ら閣敬 ロ 

呂 巨 夏 S 呈£ 里 吉 usm 岂 .， M . 呈 JI , ' M さ 寫『 

な 08 を ミ au Sire みジ 害で W ち h . 


民政 黨內閣 

將來の 施政 如何 



所謂 □本の ニ大 か 巧ど稱 する 
ほま會 と 比 政 あどが 執れ も 公 あ 
どしての 資格に 缺 け、 时化 思潮 
じ掉し 得ざる お時化の 遇 物で あ 
I るが 巧め じ駐 ほの 悟 留を繫 ぐ じ 
一足ら。 い 点は 兄た 6難< 弟たら 
難い ものである。 たぐし かし ザ 
こを 比較して 優劣を 訟 ずる- ご 
U れぱ かみが を 支持す る お 政 巧 
の ホが、 政ぶ をよ もは 聊 を黨ら 
しい 面目を 維持して おる ど 評し 
て 差 支は ないで あらう 0 
歷 化の あな 內閣 •かを がと 巧を 
してを 本家 偏重の 政治を 巧 ひ ホ 
つじ 事 《 は 誰 人 も 否ぶ し 巧まい 
けれ 共、' めぶ 會內閣 就中 前內お 
時代の か < 手當 もみ 第じ锅 巧を 
お亂 して おみや 大膽不 が、 醜惡 
な r 政治」 ど 云は わ よらは 『お 
を」 をが まじし わ 例は ない。 而 
も 現 化の 政ま會 G るな 體 はおを 
験に 比して ョ リタ < の 異をモ を 
包含し 居 b を じな 權を 化を 目的 
£ する 烏を の ホ 规 でもる のみで 
な < 、政策を 遂巧 する 些の誠 忘 
なき 自稱政 愚た る じ 過ぎない。 
を^ 禁の 問題 じせよ、 地 视委蔑 
巧凿 じせよ 朝 一二 赏四 であら 郵を 
政策の かき も 巧ら じ 鬼面 嚇人 i 
態 巧 ごを つじ 爲 めじを じ 巧 中 巧 
隅は ± 崩克 解の 連 か：. 遭遇し で 
ので ある。 惦じ 彼の 不巧 面目に 
してを 巧なる 『お 秘か 策 J は 日本 
の經濟 組織に 禍 し、 固は 生活* 
を かした ご 謂 ふじ 止まつ て 居る 
のかき 政治的 罪惡を 化し 
たを 友會じ 化つ て 政權を 挺つ た 
民な 黨內 閒が當 初よ も 緊縮 政策 
を裙 巧せ るは 索よ A がるべき で 
を b 、 間げ じは 政黨 どして は國 
はの 經盛 しつ t あるを 解禁を 實 
現す るの 成 竹が。 けむ ば；；* らず 
化て 政ぶな 巧 閒の嚴 上を である 
政治的を 憤を お 却して タか ら 
ども 現 化 政 おじ 巧 あずる 政治を 
施す 窮 をが あるのは 勿論の ミで 
あらう。 幸 じして 网掛の 事 精は 
吾人を してを 解禁の 階 ホを 認め 
しむる にお b 、 經あ國 難の 恆お 
じ 資する を お レ ごすを け W 慶 f 
せざるを得ない。 一時 井上 藏巧 
か r 緊縮. 石 好評に 乘 じて か 剖 甘 
る官 出の お 俸 案は 大樂じ 故ぶ ず 
してが 防が 巧を 癸せ るが、 巧る 
人 也の 憐微に 觸 る I テ リグ* — ト 
の 問題に 關 しては 將巧愼 重の 上 
にも 愼 巧， の硏兜 をが みたる 後に 
あら ざれば 轉 々じ敞 巧を：； k すべ 
きでは あるよ い。 かは 對內 な 巧 
どして は 任 巧篇帖 化の 公約— み 
く 義務が ち 固 雄を 化 一千 方脚增 
额の閒 題が あら、 を 軸 制 巧な 善 
じ 化ら 中小 度 商工業者 じ對 する 
を视 機能 猎 狸の 問 题がゐ A 、 紫 
縮 政策の 生い ホを 救濟等 化を 化 
巧の 諸 問强も あるが、 巧み 赃は 
おして 如 wt •■る 具体案を ポ すで 
あらう か、 范乂 。る 十六 憾餘の 
I 豫 巧中不 生を 的なる 部 かを 赖度 
:じ毁 縮して 齒 にの 則 待に 删ゐ得 
: る やお 巧し 對號舒 ぶ ごー て 
_はけぶ會ど巧協を；^すがか5を 
蘇の お 巧 癖を 一擲し が然ど ー て 
解敝 の-一途 じ化づ べきで あ， i う 


が 巧して 其 準瞄ぁ b やか 何。 

お 外の 問 おごして a 第一 じが 
付けねば。 ら ののは 例の お洲某 
巧大率 件ご唱 ふる も S t 正体を 
明かにする2でぁる。 巧し 瑕 b 
じ H 本の 陸軍が を窩 幹部の 命み 
を まけて 巧 動し じご するならば 
夫れ こを 斷 がが ィン ジリー グを 
糾禪 して 画み の 信用 ど國 民の 信 
用 ごを 间 化すべき でもる。 が 巧 
谋 時化 自ら 陣頭に 立ちて 政敵 田 
中 じ 迫 まつた お ロ 首相は 『ポリ 
テック』 の 基に 藉口して ち耶無 


耶じ 葬ら 去么 ベ. きでは ない。 か 
巧なる 销田 あろ じせょ 張 作霖の 
巧 じ 絡る 小を 明 U る 事相は 適正 
。る 發表ど 必要 ごず る。 掛 まみ 
巧に 於て は 吾人は 大体 幣族式 外 
巧を 是認し お 永に、 同情 的 じ 支 
那ど 協和 f るの 途を講 ホる ど 共 
じ 支那 人が あち 巧を 累 おして 機 
をの 鞭撑’ 指導を U すの 耍がぁ 
らう。 姐跑 W ホ 未だ 幾 巧なら ざ 
る ほ 政 黨巧閣 であるが、 一 時 一 
H も 等 盟に附 せず 當 初の 所信 じ 
向つ て 溢 I おせねば なるまい。 


巧 外ぶ 貸 高ち 億圓 

日銀の 帳 おに が 餘カ八 百方 圓. 

解禁 前ても 爲 替^ 合は 確實 

大阪おり新問社诏を十巧日を=;^府は來る十み日頃までじ 
を輸解 黛を 巧吿 すべき や 否や じ 就て で 下 考究 中で ある。 

東京 特ま 十四日 發 = ホ 上藏 相の.^ じ 依れば 『國內 の 金輸辭 
禁 準備は 一段を を吿 げたが ニユ 3 — クホ 面のを 涉は豫 算說明 じ 
着手して からま だ H 四 H しか 經 つて ゐ ない ^だ し、 株 ま 巧の 波 
觸も殘 つて ゐ るから アメリカ 筋 ごの 
巧ず 取ら 早くは 巧 かじいだ らぅが、 

丈夫で ある』 どの I - であるが、 藏姑 
銀 巧 滚大會 じて 解禁 じ對す るかな b 

ると いふので が 巧では 非常に 注目！ おら 或る 有力な 爲替銀 巧 家 
は 『巧み 正貨が 一二 億圆 じら 逢し てんる ので あるから 借 入を 豫約 
する まで もな く 解禁は 即 わすべき の だ」 W の 意見を 述べて ゐ 
る、 尙ほ U 銀 帳 おじは を 巧餘カ 八；！： 巧 腫 臺が出 おしむ。 


一誌 解 成立は 巧 間で 期待 する 
爲替が 合 ひは 解禁 前で も大 
は 乘るサ 八日 大阪 じがけ る 
具体的な 政が の そかを 述べ 


弗 手形 買 付 

在外 正貨 補充に 

十 丹 十 义日お 巧の U が 遇 報じ 
化れば 民間 預かは 义な 二十 一力 
圆をあ 加して S 億 八 千な-二十 化 
巧 一千 圓ど なつた. か、 致府 挽を 
は 一 擧じニ 千 二百 セ 十六 万圆を 
を 威して. 五 億 ニ 千 八 だ 八十 六 刀 
一千 圆 ど；；！ ■る ど 岡が に 一方 H 餓 
のが 理お 勘を は ニ 千 ニが 义ヵミ 
モ圃 を敎增 して-億 化 千 ホ 巧 八 
十と ヵ击 '千 腫 ごな も 一般の 注目 
する 所 どなつ たが、 こむ が お 因 
け 現內閣 成々， な來 政府 正金に 
命じて 爲替 S 急騰 抑制 ど 閒時じ 
な 外 正貨 充 巧の むめ 弗 手形を 買 
向は しめて ゐ たが 最近の みが 期 
限 S 到 ホした もの じ おし 政が が 
これを 買 上げて n 銀の 化 理巧勘 
をに 移した 巧め この 數 字を 示現 
した もの ど 見られ、 十月 五日 0 
ホ 日銀の か 齒爲强 貸付金が 化を 
1 千四な巧瞄が少した；、 並に 
十九 B 現な のをを お 員 銀い 週報 
じがて 正を の 現な 巧 も 高がを の 
頂を 及びな 出 じさした i 變化じ 
きに 拘らや 一千 ニな 餘巧圆 を 急 
巧した i などは をの おのが 息を 
物語つ て 居る。 


臟西系 銀行 

東都 進化 

期待され る お 巧の 競 巧 
金 馳恐樵 後 = おの 特別 輔通期 
描を 利用 しれる 休業 銀 巧を 始め 
一般を 巧界の 整理な 廢 じが ひ 巧 
巧、 大阪の ホ 中 お 巧の 整理は 本 
を 巧 巧の お 村が 巧、 大阪 5 加 島 
银 巧の 整理を 姑 後 ごして 

一段落 を吿 ぐるに 至つ た 
就中 隅 西 おが ホは 近 江、 藤 旧、 
加 島の 一二 銀 わの 沒 をに 化って 採 
に 化を、 山 ロ、 I 二十 四， 鴻 地、 
が 村のを が 力 銀 巧が 地元 じがて 
大部 か 右の 盤 翊銀巧 3 本 支店を 


譲' ッ 受けて 基礎を 固めた のみな 
ら L ,、 更に これ 等の 關西系 一流 
銀 が 競 ふて 東を の化設 銀行 本 
モ おを 買收 して 積喊 的に 東を 進 
化 •てれっ たょが 非常に 注目され 
てゐ る、 もご^.,^ 買 收じ 化る ま 
巧の 巧 鼓は 决 して 珍ら しい； で 
は U いけれ 共、 左の 如 X 關 西の 
一流が 巧が 揃 ひも 揃っ て 支店を 
增 巧した； が 最近 金解禁 熱が 深 
剔に なつて 銀 巧界じ 整理 緊縮の 
聲 のみ 高調され てゐる 際で ある 
だり じ閒題 どなつ 1 ゐる 、邸ち 
r 化ぶ お 巧は 新に 四 谷 ま 巧を 
i 巧設 したが 最近 昭か银 巧から 
杂巧町 ま 店 (下み 腫) を 買収し 
^來る十ニ巧 一 日から開業ィ 
I る ミに なつた。 

ニ、 山 ロ 銀 巧は お ロを 村を 買收 
I 一して 橫か町 ま 店 ( H 本 橋 原) を 
i 增設し 旣じ五 巧 サ五却 じ 開業 
i した。 . 
f 、 鴻池 おわは み 樂銀巧 本鄕支 
巧を 買收 I て 本鄕ま 巧を 開設 
1、 S 十四 銀 巧は 蟲初 第一 銀行 
了を 涉の あった 一二 十叛巧 (を 
瞄) を 買 化して 支店を お設 
した， パ 昭か銀 巧から H 本 橋、 
和 泉 橋ぶ び 麻布の S ま 店を 譲 
一巧け てを 計 五ヶ所 支店を 開設 
と、 巧が 銀 巧は 加 島 銀 巧の 東を 
で 巧を 藤 受け まを 第二 支 巧々」 
した。 

ちな いづれ も 本年に 入って 增設 
された もので 相當 地元が 朽じ 

脅威を 輿へ ミを、 一 

面 東西を 離 巧が 密 おの 度を 深め 
て朽 （をはを 融 体系 上よ い 傾向 
でもる ど をら れてゐ る、 現じ 最 
あ H 十四、 山 ロ、 鴻 池のを ま 店 
汲 巧が 来を の n — ^ 陈定並 じ 生 
糸 資を贷 出 協ぶ し 加盟して 緊密 
の 巧 渡 摩を 加へ る じ 至つ た J 嘗 
け 現が 東京 ホ媒 でを の 率を 異に 
してむ る。 1 グ 利率を 鬧 I どす 
も 機 轉を旱 める えに もなる であ 
らうが、 他面を 解禁 後金 離が 引 
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的 機械化し じる 電子 か 期， 熱、 刺戟、 潑 素、 蒸氣、 Jf 巧のと 
大要 素 どし 之を 綜を 統一して 吸收 ホに 抵抗の 不 あを！^ る 病弱 
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前號巧 報、 ニん の 子 おを 巧ん 
だな 妹の 手から 貨 受けて 窒育中 
に W 前 自サが 

關 係した と 八 人み 男に 向 
つて これを 『わ 前の 子 だ』 ピ稱し 
て 扶助 巧を 嬰 ホし と 八巧棄 をせ 
しめじ 上 じこの 二人の 子 W1; を 殺 
して 雜 がに 埋めた 女の 殺ム ：鬼グ 


ラ* テ 1 •メ！ •パ 1 クス (がを) じ 
就て は カム •テン 蠻 察で 連。!： 賞 地 
じ 取調べて 居る が、 キヤ 


の ダン サ！ 上 b で わる こ ^|是 は 


レ 1 


强悄じ も 仲々 じ谐を 吐か 奪、 ニ 
八の 子 巧は 他を も 誤って 基んだ 
もので あら 化に モ烘を 養を しれ 
巧へは：^ いど 云 おつて 居よ-もの 
の智察 側では 巧 年 ブ八ク 。一' ンで 
巧夾 ったな ホ 巧 衛ホ明 ど 三つて 
盾る 子供 等 もを ひは このを で お 
3 れ たのでは ゎるまい か ゴいム 
嫌疑で を 方面に 

調査 の ホを 進めつ '坏 ぁる 
が、 现じグ ラゲ！ ど 柿 妹- 1 間 巧 
しある フキ ラ デ 八 7 キア W フア 

— 夫ん も 『彼女は 十が 前は 失戀 
しゎ 0 ホ氣が 荒くな b 现じ妾 も 
削顔部 に こ ん ；^負傷ををけ た，と 
がゐ る」 と 物語つ て 居る、 この 
爭 件が 突を して 世人の， 津 題に 上 
「て 居. 0 際、 を じ 又 4 やな ホを 
ど 純に をを 强請 してが なされた 
郝 ルが をる、 婦人は すゲ ォィ • 
K ラ ザ じ 本年 六歲 の^ 巧 ご おじ 
货澤 一二 ホな H を 送つ てるる オグ 
ダ •エドフ ー ズご ザぶ ホ 四を の 
女で あるが、 巧 あ 照 巧して 居 


る 第五 衔丸冉 五十六 番のナ ザ] 
ン •アム スタ！ におし 過去 六 年 
じ 豆つ て 子供の 巧 巧 巧 ど 稱し約 
十と 巧 雜を旣 じ 

强 is し 遂に アム スタ！ の 
顧 閒辯證 ± ょ 6 檢 事局 じ强迫 罪 
どして 吿 をされ、 まる 水觸 H 數 
千 巧の 現を を 受領し 夏ら じみ 千 
弗を 强 請した 現 巧 おで 逮捕され 
たもので ある、 アム スタ ー の 辯 
護 ホス ブュア ー の 語る 所に 化る 


ど 


アム スタ— かぶ ドブ* — スご知 


合に なつ わ i は事實 であるが、 
家庭の 事情ょ b して 綺麗 じ 手を 
巧る i どなら ブテ ユア 1 辯 護 ± 

がを 會 つて 今後 お 年 六 千 巧を モ 
供の 養育 料 ごして 扶助す るが ァ 
ム スター どの 關 係は 一切 觀絕す 
る ど 誓 巧した にも拘らず、 ホの 
ホから 壌々 書面 や 電話で 扶助 稱 
化かのを を强 請し、 アム スタ] 
どしても 自サの 弱 ホから 髓 々支 
拂 つて 括た もの！^ 積 6 積つ て 十 
とで 弗の 長 額」 達した ので 

我慢 し 切れ や 遂に 辯 議± 
の發遙 で吿訴 と 巧した もので、 
女は ぶ 千 巧の 巧释を 提供を 命せ 
られる ごが 释を化 扱會社 じは を 
の搜で 現を モ 弗を 手渡す 外 ホ テ 
瓜 じは あ 裳 類 十五 トランク か あ 
ら 、惜格 四千 弗の ファ！ •コ ー 
トも をの 日 じ 巧から 屆 けられる 
ど 語 6、 一方 おされた 子 おは 息 
ちじ々 年を 巧 巧で 假 b じ 引取る 
S ごな つた、 最う 一件の 巧ら し 
い窜 かは ブルックリン じ 化む シ 


• 。 B — 憂 ホん が 一年 

前で ら預 つて 居る フランシス • 
マクドナ^ド ニニ 歲 '一を 乱繁じ も 
馨で駿 も フランシス はち 髓 をが 
挫 L て 遂に 病院 じ牧容 された 事 
件で、' 子 拱は 

ニ Ig 1 ニ晚ピ いふ ものは み 
の おる やぅに 泣き 績 けて 居た の 
でを じ 近傍に 化む 人々 が 譬をじ 
急報した 結果で をる が、 ロ I 
夫人は 登錄 してむな い ピスト 火 
を 巧 持し 住居 も ひどら ご 來て居 
るので 醫を でら 時節柄 これを 径 
み 不が敢 殴打 創傷 罪で ニ 千 弗、 
塊 器 所持 罪で 五； 白 弗の 巧釋 金を 
命せられ た.- 子供を 禪 じした 恐 
ろしい 女の 世の中で ある。 


な 野 ロ 博 ± のを 家を 


記念 簾 


石油王が 金 寄附 

昨年 五月 アフリカの アクラで 
黃 熱病 硏究の 犧牲ぞ なつた 故 野 
ロ 英世搜 ± を ュユョ I ク のま 下 
宿から 拾 ひ 上げた 恩人の ロック 
フェラ ー 當 まは 

な 博 ± の 生誕の 地を 訪れ 
々年 時化の 保を 概 ぶべ < 巧 朝す 
る 旨 姉 崎 正を 博 ± の 許へ 通信が 
ぁつた。 生地 どい ふのは 會津磐 
横 山の 麓、 猪 巧 化 湖畔 じぁる 翁 
島せ で 物置 村が の 破れ 家 じな つ 
てゐ る。 0 氏 も 之を 見たら でん 
なじ 驚く でゐ らぅ。 ま’ る 十月 ニ 
十九 日を の 前む 二つの 碑を 建て 
盛大な 除幕式を 巧つ たが、 故 博 
十； をめ ぐる 諸 補の 閱 体では この 
をを 頁收 して 社 脚 法人 ごして 永 
义じ 之を がが する に 巧し 己じ縣 
當 扇に 對 する ホ績も 巧み 近 （お 
蹟保 巧の 假 指を じなる ミ ごな つ 
た。 一 ホ 博 ± の 

學 動を 記を すべく 記を お 



の 設立、 記念 事 叢； が 針 藍され 
宮 巧、 奧 がの ニ陳 in を 始め 化 脇 
塞、 川 合 氏 等の ぶ乂が 集まって 
協雜を 遂げる i じ ロつ たが、 こ 


の 報を 聞いた 
は 記念館の 維持費 i 
千 五 百 弗を み 义じ_| 
外務省を 通じて 言 


クフ エラ— 巧 

£ して 毎年 一二 
を 限すべき 旨 
つて 巧た。 ち 


じ 就き おがな 太郞標 ± は 『ホ 家 


死で ゐ た。 巧 
る どころ か 


じは 十五 六 歲迄住 I 
ロは 倦のを は 雨が 

星 カ洩る vj よく 言 ウ たも. 

の だ。 一大 正 四 年 恩 I 賊 賞を 化 具 つた 


をで ぶ 

其處じ I 
僕ら 盞 
山 巧よ 
の晋失 I 
もして 


j 住んで む A 


别 しじが 甚の戀 人で ある 


じを を 盛 I ら今 姉さんが 


ね 子さん' 


ら 。かつたら う 』 I 


建碑 式 じは 


"參 巧した。 其 
戀 S 傷 手を 受け や 結婚で 
席たら 化で： 5 野 ロ じは な 


ク. > 


離 永 為 死刑 

i 火曜^ 哇で 執行 

囊 じけ— サンに^ ス巿で 起き 

事^を 眞 似、 布哇 
で をれ ホ 目 本人 ふァメ 9 力が 民 
で&る 普永寬 脉 I ぶ 秀才 靑 年が 
岡 化 錫 半 家ジャ ソンの 息子を 

霧し' 一 

-ヒプ クーマンを つく b じを モを 
要 あ て 受かつ 矿 上々 年を 慘 
殺した 事件は 祠 恥の 內 みん 社 
貪を 弊 かし、 あら じ 福 永を 巧 
命す ベ j く词 地の-巧 字 新聞が 
化 間 か 一ら 義金を 募集して これ 
をず ン フランシスコの 上吿裁 

巧 所よ ち更ら じを 衆國 大審院 
じを ぶ おしね ミは 
同化の 曰ぶ ん社會 でも ホ々 しい 


お^ 刷新 ミ 文部 

東京 特電 十五 日 薇 n 俗謠 『昔 
戀 した 銀座の 柳』 が小學 生を 
般じ 歌は る-- ので 义部 省は 國 
を敎强 一書の 改正 £ 民風 刷新の 
歌のを 募と を計畫 中で ある。 


化會問 頭-一と 見 傲され て 居た が、 
上 吿裁的 巧 おびじ 大審院では 巧 
哇 大審院の おみを ま當ご 認めて 
助命を 巧でした ので、 布哇 知事 
の 命じ 依ら ホる 火曜日を 0 て 巧 
刑を 執 巧す る i ごな つた、 同地 
の 巧 刑は 化 然として 絞首で ある 


男 じ をれ て 


少女で 通ず 


學校 少年 裁 巧 所で 問題 
ク *! ゲ立ン ド おで 逛般 T ン 
デ ブナ •プ^ ゼリ ■ — ご 呼ぶ 十み 
歲 じなる スタ I! グ •ダ！ グが實 
け ボ—イ であつ た； がを 顯 して 


間 題を 惹起し 
ンチ リナを ミ 
かと 學務 委員 
も 頭を 權 して 


てゐる I 体 この ア 
うしたら をからう 
音 も 少年 裁が 巧で 
一なる、 父親の 語る 
巧 じあ n ば ァンデ リナは 生れた 
時から 娘の モ こして 育てられた 
をう して 今 H ぇで 『彼女 J は總て 
の 家庭の 用務 ダ 
細 必な氣 で 巧 ふやう じ留 つて 
ホに、 所謂 I 彼女』 の 父なる 人 
が 語 > 綾け ホのを 聞く じ ィタ 
リ ー では 子 心 S が 生れて 巧の 子 
を 娘 どして 心 E てるのは 巧 も 珍 
らしい をで がない と 言 ひ 『彼 
ホ』 の 實のザ 親は 晚じ 死去し 
て 居る さう 巧 ある、 

今から 一二 年 前 一家は ホ闕じ 移住 


;も .さ < 


- 


も 
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號九育 六 干 
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錐 输 蒼 器を 


【日曜 : h 】 



U 六 t 巧 一十 年 四和昭 


# 羅府 、を 港 出帆 (ホ ノググ 純 も) 

緒府發 ； を港發 

(午 巧 ニ 巧 出か〕. (正午 化执〕 

天洋乂 十一 巧廿 九日 十二ち 四日 
コレ ヤ乂 十二 巧 十一 11 H 十二 巧 十八 日 
春洋化 十二 巧 化 一日^ 】 皂ハ日 
淺 間み ー— 一目 十日 巧 十五 自 

® シアトル 巧 帆 (午前 十 ホ お 帆) 

一二 島 丸 」 r 十一 巧 化 日 
伊 巧 丸 トニ 巧 十四日 
西 比 利亞見 十二月 廿 四日 


靜岡化 


® 給敦發 日本 巧 出扼 
化 巧み 
捧を也 
化 巧 お 


—一 月 十二 ロ 

十一 拜サ丸 a 
十二 巧 十四日 
十二 M せよ 日 


A 紐 育 お 轨芭轰 馬經を B 本 一, 物腊 i 巧 ニ 固 
A 蹄雜取 お。 弊 おはな 淵朽 、蔥ホ 巧 雄に 芭奈馬 
經お 太ず 浮 浮 がをお 舰を 祐ミ辖 約を リ乘蜡 巧 


巧 等 萬 睾御使 宣じ取 計 ひ 申 止 支ず 
A ホ圃薇 道切锋 、寢を 勞等も 鉱使宜 
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a 
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じ 敢計ひ ホ 


"JW ず 
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! K おが 6 

W 郎^- 5 巧 
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M. N 1 . 
F - T 

H 
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資本を 
掷込濟 資本金 
穂 立 


壹借圓 
六 千 お 固 
六 千 四 巧と 十 巧 巧 


條贼 S ザ 銀 巧が 育 支店 


本 巧を 巧 巿ぉ本 橋 
支店 小 お 日 J 
名 古属を 
廣 を 下 曲 
上 お 倫が 


本 革 唐 町 五を 地 一巧 
f 橋 丸の 內亞宏 機 あ 
都 大扱西 (大巧」 神戶 
巧词 巧め お 岡 長 巧 
孟巧聊 水 
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L 巧咕 

んぷ C 

ill 測 

IE 

:一 地 f | 
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餘 出入 爲替 '電情 送ず ホ 送金、 旅 巧 信用が 
商菜信用狀其他 一 ^^銀巧業 

餘登囊 識巧— ち 巧 

鄕里 送を ハ n 本を 心無 手 欺が？ 迅速 取 巧 
本な 預金 (を 期 逆^ ノニ 棟) 御 巧 巧な 投 
本ま店 東京 大阪 神戶 巧都 
巧な 地名 古 屋すお 上が 愉敦 


▲鄉里 送金 及び ホ 送を (お 手段 巧)、 か 酉 
巧替賣 買、 荷が 替 化が 取 立、 信用 肤發 
巧 等 一般 銀 巧 巧 御 便が じな 扱 可 化 お 

S 臺灣^ 巧. 聲化張 所 

本店 臺爲晝 化 ー- 

支店 ま 京、 橫聲ぉ 扱、 ft タ 、と 海、 漢 
ロ、 麗 が、 廈旺 、油 頸、 を 港、 廣 東、 が 

嘉坡 、スラバヤ > スマラン/、 バタ ビヤ、 ま 買 
々か々 ブタ 、倫 致、 其が Jt ; お 十四 ヶ巧 

一、 資本を 壹据圓 (を 額 k 这濟】 

一、 積 ホを 营僚乂 な 五十 萬圓 

內地本 ま 店： =； 横漬 (本な) ま 巧た 阪 
袖 ぉ 長 峭下踞 をを 崖 

機鑽ぶ 金銀 巧 馨ち巧 

ホ 國をぞ 店 n を 港 お府沙 巧巧哇 
其 化 化 界を國 甫要都 巧 ニ 支 巧 及 n 少レ 
ス有之 候'' 


本 店大阪 化演五 下目 

お育ま 巧 紐育プ n ! ドウ 玉— が 四十 化を 

變 住な 銀 巧 

日本 巧 {東を 橫濱名 怎屋を 都 神 タ岡山 
尾 ノ道廣 島 お 柳 井下 ノ熙 
地 支店 I 巧 司' み 倉. 若ち 博を みお ホ 熊ぶ 等 
本國 おを、 鄕ホ 送を 等は 極め 
て 御 便利 迅速 4 御な を 巧 申 候 


本店 朝鮮を 城 

支店 出張 巧は 日 Wc 地の おを 都 巧、 朝が 
滿 が、 支那^を 地 あび 浦 捕巧德 

朝 鱗 銀 紐 脊ぉ張 所 

外 闡爲替 一般 錫 巧 I 水務 精々 御 巧 利 じ おを 巧 
申 上 候 


巧 外み 社 憤、 巧 ま ノ賣買 及ビ巧 
化 取ぶ パま樹 扱が ユ御化 扱致シ 
マス、 精々 當店ヲ 御 利用 下 サィ 
鎌® 藤本 ビ^ 7 ロ— 力ー 銀 巧 姉 ホ會お 

藤本 證券 會社 

间を港 ま 巧 
同羅巧 出張所 
同 ホ 巿化巧 巧 


鞠が 語、 雜 貨卸賣 

森が ブ タザ I ス 


龍献 日本 ドライ グ 1 ツ廊會 


H 本陶媪 黑雜貨 類卸賣 

ホ元ブ うず ー ス 


日本 陶猫 器雜貨 
ラム プ卸賣 

奈良賓 易商會 


ろ 


シアトル ぉ执 (午前 十 時) 
ゐら よま 兄 十一ち ホ ふ 日 
あらび や 化 十二 肖 十 H 

ば リ卞か (玻澤 巧拥〕 十一ち 十九 日 
ザ 一 等樓漠 一九 五 巧 

担し ばリ ずみ るん どんかは 一友 五 巧 
►一二 等 日本 巧 五 友 疆-ぞ 室 太を をを 族 室 i 
▼綺を 導に おリ 一等 載 引を 维切巧 黄 巧を 巧 お 

ロス アン お ルス 巧 帆 (午を ご 一麻) 
もんて びでおを 十一月が 二日 

はわい 化. . 1 g 晋 

►一等 横濱ニ 一二 0 巧但 はわい み ミ にらみ 一寬巧 
マ 待 巧 H 等 H 本 巧 五十 化 巧 ▼一 二軍 目 本 巧 及 十五を 
マホ 港羅 おお 潰 車 巧 巧寝窒 を 鬻入街 幹 度 かづ 侯 
►紐胥 慶 パナマ 經由 日本 支那 I ® 物 お 巧 一画 



錢貸 陶谣器 

ラ. ンブ 及び 笠 

太洋寶 易が W 會社 

支店 ボ おを、 ボストン 


陶趣叢 雜を類 卸販賣 

S 遽木 桃ホ銳 


T 寧の 印刷 ど 精巧なる 化 上げ 

時 0 の 强速ご 確 賓な狡 おを 保証 


印刷は 紐 育 新報へ 


電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九- 0 


わ 間違^む く 新報へ 


ボ內西 十と 了 目 十 二番 十 階 日 
東部に がける 巧 字 言論 機 願の 

權 威、 吾が 巧 報を 讀 まの 人な し 


廣吿は 紐 育 新報へ 


が 






日ネ 郵船 會社 {並 ニを 鐵道會 社) 

化理 巧巧觸 兄弟 廟會 

乘 車、 乘船 切符 並 じ 小荷物 運送 御 便利 じな 扱 申しまず 


Ji 


國際 技術 生糸 會議の 跡 〔下】 

日本 剛に 歩み寄ろ 


双方に も 得 

H 本 化を 委員 パを 製糸 

有 賀文ホ 

今 巧のを 茜は 日义 巧# じ 化つ 
て ホ 常 じ 益す る 所 だ あ <1 わご 思 
はれ、 また、 を わ だけ；，! 成功し 
たものと いふ こごが 出 A る 0 を 
糸の 换査 をの かき も、 cj 本の ホ 
法的 方が ょいと いふ こど 可 ホ 
齒侧 の】 を 中 & 所ピ； つ^。 巧 
じ H 本の 格 か 法は、 是 迄!； i ホ 固 
は 頭から 否廣 して 居た のて、 今 
度の 會讓 では、 をを 員の 品 明を 
聞いて 納得し、 生產 者に ，0 消 整 
老じ もを 化で あ b 成績ら：.： 一 確で 
を 巧で ある どい ふ ミを 認 一？ たの 
である。 をの 結 お、 巧 本 
案を ち虛 して 見やう ごい‘ 一事に 
なつた ので ある。 然し、 於國侧 
じな つては、 か 巧に H ネ 梁は 瑚 
窟じ 適を して 居ても、 總ム 一点を I 
じは 實隙 上の 經驗 がない か 
、い’、 らか 么を變 巧して でも 
巧 巧して 見やう ごい ふ 段 みら じ 
なつて 盾る。 凶 上の 点 だが を考 
へても、 今度の 會議は 相 集の 废 
架を 化め た ごい ふこと かお 巧る 
が、 新しい 格が 法を 制定 又て、 
之が 實け 期に 入る ごい ふなじは 
ホ だ 相 當の時 U を 要する もの ご 
思 U れる 0 日本側 委員は 當じ 一一 
闽ど G つて、 會議じ 臨ん じので 
とだ 强 ホと なつて 効 おもを 巧な 
上 じ。 つたが 米 越挪は 終始 個々 
ばら {で、 巧」 異 横み 威 じ 巧 
われた。 日本 どしても 遮二無二 
巧觀 ばか 6 を 通さ うごす るみで 
なく、 大 じ米闕 測の 云 ひみす 考 
應 する 事 ごな つたので あるが、 
消费 上から おた 生糸、 製 遊 王 巧 


上から をた 生糸 じついて のか 点 
を 知る 事が 出來 て、 製糸 家 どし 
て も、 非常に 參考 じなる よい 會 i 
誰で あつた。 

成果 時代へ 

日本側 委員 郡是 製糸 

眞宮 作ホ郎 

H 本侧 は、 會議 じ说む 前に、 
旣じ證 題じ熙 しての 硏兜 調査は 
充 かじ をげ て ホて 居た 沪 じ、 ホ 
國 側は 絹 業 協會溝 二回の 報吿ど 
大差の ない もので をつ じ。 をの 
結 お、 兩 ちから 互に 云 ひたい 事 
を 云 ひを ふて、 何等 繼 つたこ ど 

なく 別れた やぅ じ 見へ るが 實 
際は、 日本の 眼目 ごして 居る 捻 
査な も、 赖& 正確で わを 常 じな 
なごして 研究して 居る ご 云 ふ 事 
は、 ホ國は 明かに 認めた ので あ 
る。 格が 法 ごしての B 本の ホ 張 
で ゐる總 を 点 法 も、 恐ら （其の 
眞 意を 汲んだ こと-^ 思 ふ。 日本 
側に 巧ても、 巧 用 者の 立 瘍も考 
へて、 ホ 均 おさへ 良ければ、 或 
る 一 おで 特に 題く どもよ い < 云 
ふ 事な、 考慮す る VJ 云 ふ 事の 誌 
解を 持つ た譯 である。 巧れ-しも 
せよ、 日本の 總を おを は、 大体 
ホ闕の 是認す る 巧 £ なつた から 
今後 一 ヶ年や 或は ホれ 3 上の 期 
間は、 之が 巧 兜 時化で あるか も 
知れ わが、 游 ホけ、 商品 ごして 
のを 糸な 引のと に、 嚴然 たろ 格 
が 法を 見 おす こ ミ^なら ぅ 0 H 
本は、 今度の 貪議 で、 本當 じよ 
い 柿を 膊 いた。 之を 培 ふのは ホ 
固 側 (機屋 や瞒 人) であるが、 お 
當な 方を で 培つ て おれ。 ければ 
よい 實は 結ばぬ ので ある。 


練習 艦隊 歡迎 後の 埋事會 

械育州 法修ぶ 問題 n 學を 招待 會閒催 
一 會員盧 年を の計畫 n 大使 觀迎巧 見 會可ホ 

i 共同墓地 隣接地 區購 人を 承認 

練習 お 隊激迎 後の 埋を會 

: は 十片树 曾を 延期し、 まる ホ ニ 


自 午後 六 時 料を 郁 じがて 隅 かれ 
化 席 理事 二十 S あ •來賓 こして 
去 ロ 化か 軍 監督 お、 木 お 領事 舘基 
記 化 判 巧’ 晚餐巧 草信爵 長講 長 
席に着 きをな 卡露記 長 例に 化ら 
て 指名 点け、 前阳記 銭の 加 t ¥ 
行 ひ 一二の 訂と 承認 わ も、 ホで 
會 務報吿 ぁら 让副會 計は 九、 す 
兩 巧に 宜る會 計 報を をが み ニ ゴー 
の 巧 問應答 わらて 承認 夫 ょらで 
部 敌吿じ 移 ゎを 務部 ょらは 旣 } レ 
地脊 州を ごして 制を せ もれた ゥ 
もがを 州爺會 にがて 修む 通過ず 
るを 懸案 こ らつ i あ S 齒巧等 
巧おェ 家の 開業を がに 關 する お 
巧 中 『巧は お < u お 民た るの * I 
ちを を 示せざる もの」 は 開 策み 
資格 U しど あるを 


使の ホ 紐を 磯會 どし、 今春 巧の 
宿趙ピ 居た る 大巧 ど タ較岡 
贈 ご接觸 ずるが に關 L 怠を を述 
ベ 討 谣め姑 お 『歡迎 接見 爵』 を 開 
會 すべ < 新 巧總が 事 ごも 臨議の 
上 大巧の 都を を 照を する こご、 
^^ら、 岡化塞巧'ム彰の化はお題 
ごして 硏 兜すべし ど ホし、 勞慟 
部ょ 6 は 職 菜閔旋 業者 ご座 談會 
を 願 （事會 員を 年會 開催の 計畫 
等を 终 おし 鴨 井 共濟部 委員. 長は 

止 ハ濟を 巧を 詳細し 說明報 
吿 したる 後、 黨地雕 人時 别 委員 
をの 賴吿 をが み 實地踏 巧の 成績 
及び 地懼昂 媛の 趨勢 じ 顧み、 化 
際 現 化の お 岡 墓地を 渡 大して 隣 
巧 地路を 購入す るの 急務を 說き 
が 政 上の 質問、 意見 等 おで 柿々 
討强の ホ、 が 闽 理事よ 6 滕乂替 


U ら、 - がの 勘 燕 巧で 『先づ 本が 巧に 於 
宵 除' せむ どす る 件 じつよ 一て 千 巧を を おし 淺額 ま拂期 W 前 


水み を： 罔 Ib 被 吿ゐら 、近々 巧 
ホ 招が 曾を 開 おする の 化、 第 I 
，化 職 莱問越 （願し 巧 ロ 總畑事 
一巧を 待ら 化ら じ硏究 調が を 進む 
るの が ■其の 他を 報吿 しがが‘' 
を 部を 貞 をは 同稱樂 巧の 計强 
巧を 憩ら、 且つ 十二月 十】 


じ 靈化鹏 人ぶ を黨 集の 馈藝會 又 
は 他の 力 化 わ 誰 じて 出 巧 得る 限 
b 純 足を。 す こご』 ごして 滿機 
一を 贊ぶ巧 かごな つた。 をの 外 
巧 偕摘院 お金を 集を 員よ 6 が樂 
闲巧會 の 贊间じ 依る 大お 泰會の 
成 鉛を 報吿 し、 草 信 曾を よ 6 近 


巧 巧巧總 領事き 巧の 件、 軍縮 會 
議を 權糾巧 通過の か 等を 報吿し 
ま 成 監督 哀は起 もて 練習 お 嫁 歎 
迎の 謝辭を 述べ 『在留 官民 同胞 
が 不眠 不化 細必 のな 意を 加へ て 
歡迎の 實を擧 げられ たる じ截し 
籍を 帝威 海軍 じ最 < i 員 ごして 
威 謝に 堪 へず』 ご陳 V 、 午後 十 
が敢會 しね。 

敎育 親察團 

歡迎 晩餐 會 

女を 巧を 論じ 化 おき 
自疆 術の 練 おで 脈 ふ 
旣報ジ 五 ネダじ 於け る 第一 二回 
圈 際蹄盟 教育 會諮 じが 席せ る 
一巧 九名ピ 目下 紐 育のを ホ 面 
を 視察 中で ぁるが まる 十四日 
巧、 內 山、 地 ホ、 巧 木、 草 信 
石 ハ 合 諸巧發 企の 歓迎 晚餐會 を 
日本 巧樂部 じ開懼 甘る にを 席 
を ま 客 一二 十祿 名、 司 脅を 內を 
德領 II 巧理 歓迎の 辭を陳 ベて 
- 巧の 健康を 祝し、 草 信 日本 
人會 々長：； •自己の 經礎じ ま C 
米 越 通信 敎 育の 進 ホを 語 b 且 
つす 女に 依ち て 日 ホ 相が する 
の 谓呂ら 通ず る もの あ， 〇 ご述 
ベて 挨搂じ 化へ、 高木 二 一井 銀 
巧 ま 巧 長は 紐 育 巧の 歷 をを 簡 
單じ說 明して 見學の 巧に 供し 


'巧 八 時ょ b 美 巧敎會 じがて 開か 
るべき お 題 並に 讓師 はぶの 如 計 
會計 座談 大阪 商大 教授 
陶山誠 太郎氏 

林 博 太郞化 一行 

滯 が 中の ホ 越 お 育會是 貴族院 
議員 林 强太郞 巧 一巧は 十四日 午 
前夫 人 か 縷闆伴 雄 麻に 赴き 本タ 
歸 なし 十八 H 當地お あ 十二月 一 
日を 港 着 四日 お 帆の 天が 化 便じ 
て歸 朝す る 由。 

お ホ 常 造 巧 着 紐 

豫備 陸軍々 將る井 常 造 巧は を 
京 府下 巧々 木 じ 於て 生 氣硏究 巧 
を 遺 設 し.- 师彿が 神の 窠を發 揮ず 
る £ 共に 強 康お 持の 途を 講じつ 
つ あるが、 今回 斯道 普及の 爲め 
太平 ホ 沿岸を 經て化 特着統 目下 

ホブ水 •コム マン ダアに 投宿 中 

である 0 



ホ國 赤十字 神 

會員 募集 

米國 赤十字 あじが ては 俩 年を 
如く 本 巧.： 入ら 會員慕 集 運動を 
関始し H 本 A 侧じ 到して は統育 
本人 會 々長を 委員長 ごし 巧 成 
タ數か 會買基 集 方を 依賴 して ホ 
たが 締切は 本 巧せ 八 H でを るか 
ら 締切 前まで •し 相當の 成績を 報 
吿し 得る 樣 じしたい ご 目 本も會 
事務 巧では 語つ て 居る。 同會じ 
は 賛助 眞 、維持 會員 等禪 々階 銭 
は ぁるが 每年一 弗を ま拂ふ 普通 
會 員を 歡迦 して 居る から 一時 じ 
五 興、 拾 巧を 負を すえ 化ち 每が 
弗 宛 五 年 十 年繼績 的に 脅 員に 
なる ホが 都を もよ い譯 である。 




次で な每 巧を の 由つ て ホる 所を 
頗 6 獨斷 巧に 解說し ホ翊敎 育の 
實際 的なる 点ど據 同-致の ホ 調 
を 巧ら しめむ ごする 國ほ敎 育の 
端を おかし、 視察 闕 々長 帝國 
を 肯會モ 事が ロ 援太郎 氏は 一巧 
を 化 おし r 謝 辭を陳 ベ、 日本は 
巧 巧 女が の國 •し 非ら 中 ご 辨 じ、 
阔 化ん おを じ浓 b て 文化 ホ學院 
ホ (東京 盤 鴨} 十 义字琴 子 乃自は 
おもて 良 魔術の 意義を 說 き、 を 
部 巻 お 師ま旧 醫學瞎 ± け 優ホ學 
上ょ ら觀 たる 体育の 價 値を 諭 じ 
て闽 民の 体質 ご 体力 £ の 閥 係に 
言及し 

横 演腐業 專巧舉 校 敎頗唯 野 E 
聲 氏は 威 想 じ 加へ て ホ 山 節を 
一哨 して 喝采を 博し 撤 宴後别 
ぎに 於て を 自窓談 を 巧へ、 ま 
なお 軍證督 長、 木 寺 ホ 計々 佐 
お 崎鐵遏 代表、 石み 郵船を 巧 
を、 高木 S 銀 支店長、 千 葉 四 
邮巧 巧の 化 数 巧は 十义 字乃自 
に 就き 自 魔術の 實地練 巧に 除 
をな （夜半を 過ぎて か氣 露々 
狸に 會を 閉ぢ じ。 


學術 研究 會 講演 

巧 十五 巧 學術硏 兜を 例 會け明 


無料を 學敎授 開始 

巧 巧 四十 八 下目 (滨乂 巧ピ九 
街*^」 の 間} にあ' る 第 十と 顏語學 
校に ては 巧季じ 入ら 巧、 み、 水 
ご 雇 H 無料 巧學敎 授か 一 開始し 英 
語、 製喔 等を 講習 I 同胞 のん 學 
を希發 i て 居る 旨 ほ 長 グラィス 
巧ょ b 资 表が あつ わ。 

狼 川 事務所 新 電話 

巿內證 五 街 HO 三が. 育ま 命 深 
餘會 社化理 事務所の 離が-一巧 電 
話は 本 H ょら ボボ！ ダマ 四 八 六 
0 をじ變 をす る 由。 

公人 か 人 

9 中 野を 長 氏 原を 名會 社々 員. 
穀 週間. 前ょ b 流巧餓 胃に 罹ら 引 
籠 巧 養 中なる が逐 H 輕 かじを き 
つ \ あを 由 0 

♦柏 方が 邮氏歸 朝 中め 元 鈴 木 
商店 監督 役、 シ アト か々 面を 經 
て 化 程 ホ お、 目下が 城 巧 州み ぉ 
のを じ靜養 中の 由。 

货 風間武 S 郞巧桑 港 地方へ ぉ 
張 中の 一二 菱 商事 紐 育を 店長、 十 
二日 歸 巧。 

® かお ま 一が 巧 東京 朝日 新聞 
通信 部な、 前调 水曜日 歐渊 ょ_ 

暮 紐、 ホ 稻じ投 お。 

♦渡 邊吳夫 巧當地 S 井 物產生 
糸 部員、. 去 H 上旬の ホ 巧を 唐 舞 
の爲め 渡英 中の 處 去る 十二 日 ザ 
デ 五 スナック 號 にて 絲 が。 

® 訂正 前 號所報 紐育挪 必爵說 
敎 をつ 一' 昧の國 - せる r 巧岳大 
惠驟師 "偶に 題 せら ■『二度の 化』 
の 誤植」 付 訂正ず。 

日本 巧ゾ ー ル 

本局 婦切當 日 午後よ 
時 H 曜ど化 目け 四時 

でンフ レス •オ -/ •五 シア 「ゲ 
アン クバ]】 十八 H 
フ レシ グン ト •マ デ ソン 〔シ 

、グト 廿五 H 。 

H 罐說敎 

♦が 育 H 本 A 敎 を 午後 八 時 
『生活 S 偉大』 淸水 牧師 
♦を 瞥敎 修道 會 ；， 午後 八 時 
『基督を の眞 骨頂 J 椿敕師 
午前 十一 巧 
高橋虔 


巧瞒ス ペシ々 ル 


♦が 肯美 W 敎會 

『手段 ご 目的』 


羣 綺麗な 大 室、 ラン ニ 
朱^^" ^ グウ ホ I タ — 、專 

用 湯殿 じ 隣接、 紳± じ 貸し 度し 
資 W . ち thst . AP 三で 量- 

ザ 一ち h 呈 e ち huy 子ち 11. 


到 若 
わ 美が しい 

ミろ ろ 芋 

が 着きました 


か 桐 兄弟！^ 會 


昭巧 五を 當用 日記 
昭和 五 年 當巧曰 記 
昭巧五 年 運氣曆 
人生 一巧の 運氣 


，九 0 

•ニ 0 

こ 一 五 
- 00 


十 一 巧 号雜誌 新着 
講談 クラブ 
义藝 クラ プ- 

富 ± 

講談 雜誌 

キング 

現 化： 

'雄 辯； 

婦人 盡報 
婦人 化 巧 
婦女 界 

婦人 クラブ 
婦人を 論 
中央を 論 
改 造 
浮 阻 ■ 

實 叢の 日本 ( — 巧 B 一) 

昭か五 年度 當用 お着 

目 本 食 哲册 薇會 


桑ん 簡晉 

114 ST 呈三 Tky. G. 
さ呈こ 己 言 f 里 こ 一 兽 577 


塔驻 


ヒ 綺麗な コ ー ナグ！ ム. 

集達 じてダブ う ッドが 

入つ て 屠 b ます 室 巧；， 3 好、 ぶへ 
吉 rs. す を r 堅. ち 量 W& 量 弓す ご 
. C ミ. 養 th で吉 三产 

一ら 裝鋪 綺院め 室、 設備^ 

津完 きこ ご 一週 

八骆 、ダ プグ 一 咽 十 巧 . 

言 TEL C 夏 LU W. 置 さぎ 苗ぶ 


tHi 


タンク 


ン 


テ イタ！ 及 

ンノ— ベ 4-..- ツ 苗ント タンタ*^ 

物と 强寬 十觸 ，ミ 十二 雍あ十 袖 
59 で 黄 害ぎ を 


婦人服 橫濱 ゆき子 

Mrs . Y ‘ Y 0 KO 至 AM > 

Dr を smaker 

呈 w . sih 空， 吾. 1 - U 呈苦 ミ冨 a 


クリスマスの I 

贈答 轟と## シへ ー ラ ア I 

磁氣應 用 物理 治療 器^ キシ へ！ ラァ はが 臟の 働きを 强^ にし 
脈瞩を 整調し 處壓を 適 巧し 新陳代謝を 盛 r* らしむ るの^ 病氣 
豫 防め 巧 鍵 器で ある ご 要に 頭痛、 神經 賄、 リ 'ゥ マチス、 胃 鷹 病 
のが 活療 器で あを ますから 

タリス マスに 隧し 皆さんの 働いて 居らる、 > 家庭の ま婦 はか 論 
を 人 おおへの 理想的 贈答 g であらまず。 耐も使 巧 法は 衞 巧で 少 
しも 危驗 巧を 濁び て 居ない 永久性の もので あちまず から 健康 第 
一を 筹 へねば ならぬ 冬季-レは 最も 適當の 品で あらます。 

円本の 韻戚 知友 等へ 歲ホ 年玉の 贈答が ごして 御 注文の 方へは 
當店 ょら H 本© ォキシ へ！ ラ ァ獎勵 會争經 て直搂 郵送して 差 上 
げる便 巧 も 御座います。 一 

二人 用器 お 十 弗 一人用 器 四十 弗 

~ 送巧赏 々貸' 嬉) 

ホ 巧 义は郊 み じれば 叢 話、 手紙 广て 御中 越 あ b 巧黨 社員. 
出張 無料 じて 御 說明田 上ます。 阳ほ實 驗的說 聞 書は 狗申 
越み 第 進呈し ょす。 - 
を 地 ホで 化 巧 店 取み 御を 绍の ホは 御 申 越 わ もたし。. 

雜 I ホみ シへ 1 フ了販 賣商會 

高木 光次 一郎 
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150 Broadway 
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巧 巧 事 あ 巧 

South Manchuria も 化 Co., 
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342 Madison Av«. 

TeL VandarbUt 4135 

ミ 井 あま 巧 ま會化 
お育ま 巧 
M な sui 在 Co., 

6 a Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

なま 會 なお 井 巧を 
なち お 張 巧 
Iwai & Co., Ltd. 

Woolwo け h BuiMing, 
Tel • 巧れ Roy が 60 ぶ 1 ぶ 2 

H を 巧 事 巧 ま會な 
お育ま 巧 
純 tsubishi Shoji KaUha 

Co • ，いん） 
120 Broadway 
Tct Rector 2560 ■ 之 564 

大巧 朝日 ニ まを 朝日 
恒川 舆 
Osaka Asahi 

\ ne New York Times Annex 
TeL Lackawanna 1000 

a 本说巧 みま々 お 一- 
粧巧ミ 巧 

Jaipim Co け on 'jfr«2iw Co., Ltd,, 
2 Park Avenue* 

TeL Lexii が on 87 の 

^ 生糸 株 

な 巧 支 巧 
NIP 明 K KI - IT 0 化 SHU , け〇 
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Tel. A ふ land 5320 

^ 巧が 名を 巧 

Hara & Co., 

443 Foortb Ave^ 
T 0 L CaledoBis 7830-35 

日米 生糸 巧 巧るな 
おち まほ 
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が！ [CH レ BE! KlITD^e ^， 式 3 な 3 
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大雜育 

一九二 九 年 版 Y 近く 發巧 

本社が をに 編を を 巧いた しました 『大 が 育」 は、 幸 ひに して 
化 湖の 湧く がかき 巧 巧を 博し、 遂にを 部一挪 巧ら 中 g 巧れ ごな 
かました、 化て 本 化は 溶 一版の 巧を をを 巧 新た じし、 なおを も 
增 加した モ 化な サ化年 版を 新 じを 巧す る こ £ ! なら ましで、 正 
確に して 宜つ 巧ら しい 統計 < 事實を 基礎 じして、 効々 鲜化イ る 
巧が 『大 が 育 J の眞 巧を 巧 ふる じ 遣が なき こごを 巧して 居 一 r ま 
す •尙 ほを 憤は 

豫約中 込 者に 限リて 

特價と 十五# 

發巧 後の 御 購買には 

を價金 

ごを しました、 速 かじを 約 御中 込みを ホ 當 いじします 0 
十一月 二十。 紐 育 新報 7 



博覺會 じ對し 米國は 外務省を 
通じて 純 H 本 美人の 出府を 要 
駕 して 巧た が 岡阳覺 なじは を 
國 から 化 表 的 美人 か 集る £。 

東を て罐康 運動 

〔十 セ 日】 粟を 健康 相談所 ま ぉ 
のを おじ 觸 する 展覚替 は 十八 
日から 開摧 される が巧路 、劇 
場-カブ 王— 等を 所のを. 氣を 
集め 巧ぜの 健康 獎勵 のをめ 注 
意を 喚を すご。 


I ; 没 萃 

日畜鑛 W 

M 川 堂 老人 

'先が 邦鱼间 巧會の お奏會 がを 
つたむ めぶ 朋ぶ 巧に H 本 昔樂じ 
觸 ずる デス 方ッン 3 ンが屢 々起 
つて 居る、 愚 老も其 お忡閒 入を 
させて M ふ 積ら で、 化 稿を をし 
た。 却說 、日本 音 樂じ對 する 歐 
ホ 人の 批萍て 聞 （ピ 、ぃつも お 
始的だとか^ ホ成おであるどか 
ま ムて輕 蔑て る、 をれ は扫 本音 
樂 じか 聲 〔^1 モ ニ；〕 が 無 （ 
旋律 〔メ 0 ー^!〕 の 進 巧の みで 
あるから 單 lb じ 過る 玄云ふ 理由 
じ ま < 、化 お 評 a 歐 ホん 詳 b で 
無く 日本 入 おらら 聞く が、 化 等 
の 日本人は ぶ （諫化 思想 のん わ 
ザ 知 半解 無 思慮 のん •しある 樣じ 
見ず けられる。 勿論 音 裳には 其 
旋律が 縱橫ム 流れる 間を、 を雜 
的 じ 組を せ 王、 音響を 觀 かする 
和聲の 必要な 一一る 事は 今更ら を ふ 
迄 も 無い、 化が 聲が シス テ マナ 
ブク じが 兜 さ I れて 西が 音 樂じィ 
ンタロ デュ ー てせられ た 事實は 
一の. エポ！ クア ー キング 至して 
音樂あ h 誰も 巧つ て 居る 虞で 今 
や 巧 聲學は 一の 專巧學 ごして 獨 
ホして 居る のでを る、 しかれば 
現を のが 築は 化 等の 學理 から 構 
成せら むて 發逮 した、 完 を無缺 
のをので あるかと 云 ふご、 V 」 ぅ 
やら 左樣 でら 無い らしい、 稱米 
音樂み 自らの 言を なて しても が 
樂は旣 じ 巧け る 巧まで 巧き て 現 
がは 巧 詰 5 の窒 でを るを ぅで あ 
るから 曰 本音 獲が 洋 樂じ學 ばね 
げ ならね タ （の 龄截が あるに し 
て もみ 單 なる 模敝 無謀 無窟義 
で、 殊にを がー 天が の營 養が 値 
論的 な音 榮 餘程勘考 せ む ば 。 
るまい ど 思 はれる。 

一で ホ、 時間を 美の リズムで 動 
的に 刻んで 巧く のが 音樂 、舞踏 
で 静的に 剔んで 巧く のが 餘蕾彫 
刻で、 人々 じ 由る 化 刻み ホの 異 
同が やがて ー國巧 極の 音樂 美術 
を 作る ので あるから、 其出來 と 
つ ぃ」 音樂宾 術は 國 を 巧の 反映で 
あら 么 じょつ て I 國 文化の 程度 
も 量られる のでを るが、 日本 襄^ 
術は 旣じ化 ホの 一た 巧 彩 ごして 
認められて 居る、 就中 餘講の 持 
をは 澤山 あるが、 まなる 點は其 
；；：, ン プブシ チ！ ご せられ、 線陆 
の スぺー スを淺 して 巧塡 、卵 も 
說 巧を 加へ や 鑑賞 ま 自身の、 フ 

イロ ツフ イカ^ •イマ ジネ！ シ 

3 ンじ 任す どを ふ 蕾を を 實揚し 
西洋 盡の 生を である バスべ クチ 
—ゾ なをの 客觀的 技工に まきを 
蘆わない のでを るが、 么は舊 ホ 
の 西が 書をから 云 つたならば 實 
じ 異端 睡 まる もので、 美術では 
無い 當 でを るが、 あ 年に 到つ て 


化 高遠なる 巧が 思想のと じ 築^ 
上げられに 突 術け、 永 （池 中の 
巧で 無 （'歐 ホ 人 了 辭を來 し 
蚊 龍 登 天、 大じ賞 讚を 得る じ 至 
b 遂に 巧 ホの 西が 諮 法を ぶ 鬼し 
たる 所謂 モダン スク！ の繪截 
發 現の 一 勘 燃を 作つ て 居る、 が 
るに H 本音 樂は 美術 ご 反 おじ 蔑 
視 せられて 居る 其 理由は 和聲の 
無い ご 云ん 點 でぁる. か 化か 聲は 
繪 蕾の 線 間を 充填ず るか 明を 彩 
にが 當 する、 日本 謡は 之れ 無く 
して 賞 讚せられ、 を樂 じて は 無 
き 事に ホて 蔑視 せられて 居ら ご 
云 ふ 事は、 一寸 異樣の 盛 おする 
ので ぁる、 然 I を ホ 西が 音樂が 
聲 のをが も 著し/、 .自由に リ つて 
來て 居る、 今を 絕體 違法 W せこ' 
れた 不炼か 音を 大膽じ 使用して 
之れ を 協 か 音の かくじ 認識し、 
時化 的 じ威覺 を發展 して 居る の 
は、 どぅや-- り 音 樂じも モダソ • 
スタ—- グ現 巧の 曙 ホを 認 わる 様 
な氣 がする ので ホら。 ィ ー ャ ー 
ポンご 巧つ じを 人の 鼓に、 をれ 
が數 確の 機械的 音樂 器を 0 てす 
る バンド ミユ！ ジック の 雜音か 
ら 得られない 相 淡 美が な、 而も 

リズム、 メ 0 . テ—、 ハモ ニ 1 を 

超越した … 中空 妙ち 的 威を 起 
させる 音を を 聞かされ るが、 西 
洋 幾で 頭の 固まつ たんじは 耶個 
の 消息は 解る ミい、 化 音に 或應 
する 事の お ホる 人は、 西洋 街 生 
法から 是て營 養々 0 リ] の 無い 
お あ 潰の 美. が、 乃 ま 說巧澤 山な 
西洋 詩と 反 封に、 タッタ 十と 文 
字で ま £ まる 徘諧 のが 意義が 解 
せられ るんで ある 0 

9 よ 音樂戌 上を の 煩 始音樂 邸 
歇 諸、 伴奏の 時化から 中を の輸 
入模馈 音楽 即雅樂 時化を 經 て、 
化を の 獨創音 お 现民謠 時 巧に 變 
遷 した、 么を說 巧 的-」 云 ふて、 
上を の诞 日ぶ 音樂 、をを 朝の お 
まま 榮 、鎌 食、 室町 時 巧の 武家 
音樂暴 後に 德川 巧に の 民衆 音窠 
じ 進んで 居る、 波のを 事 記々 親 
の 神化 樂は漠 £ して 利ら 打が、 
西曆 四な 十二をから 五十 S を 頃 
邸を おち 皇 々御宇 じは 旣 •」 朗泳 
义ホ 歌、 を樣 、神樂 •おお 幾、 
歌 垣 ミ るん 凄じ ものが わら 御皇 
居 卸 逛舊の 卸 祝宴に tf 、 天皇 現 
が 琴を 拳で 銳 ひ， 皇 を も 巧 舞踊 
をを ばされ ロ、 化 時 巧 じは 鼓 も 
笛ら 用 なられた 犧で わる。 

こユ！ 3 — ゥ 

♦淺閒 化で ゎの 圓 いわお'^， ミ 
しん' 〇 蹲が した 一二 浦た i きさん 
の間疆 のが 葵 家 プランゲ ツナ 苔 
が、 自 かの 巧 F 生 ご法婚 した 巧 
だ、 この 話の な 扉が 巧 藍に をつ 
く かぐ、 一寸 ミ モノ だ 0 

♦津島 かな 宫は賺 掩新巧 記者 
が 恐ろしい ご是 へて、 ち 話は 謝 I 
搔 、奢な 巧 じ 伺つ て-^、 琶 つて 
も 居ら 0 巧 だし、 茵 つてら をは' 
打と 云ん、 巧を 窩 利を 孤つ て お 
: をを 谱 b ちま ゴんざ r ドち 馨睡 
る こ £ で わら、 をり 患 ホで 谋愼 
の證 をを 明す る ごいん のな 化 ば 
溝 莲ム がね。 

♦せ も 巧 串を が 巧 宫も煩 b に 
階を の化活 して イダ？* 哥£ 
からな 潮 5 れ なので をる から、 
ミ 百の も自磯 切つ て 動 章を 實 
ふょら^^をぃ澤だ0 


クレデ ツトの 設定 近く 

次のを 例 閣議で 豫吿發 表で 

議 會の關 係から 解禁 期は 一月 廿矿說 有力 n 

東京 特電 十九 曰發 ホ岛刖 巧を が 英米 則圃ど 一億 圆のク レ •チッ 、設 ぶは ニ 千日 前後に 巧 
ま 調が じ 磯ぎ つくもの ご 大藏爲 局け お 測し 居 h ホ 二日のを 例 閣議で 解禁 棟吿 心なみ 發布巧 ひ 得べ 
し^の見达ル下じ準瞄中でわち、 ホ鳥氏からの窜巧ホ第では幾み遲速ト らむ^^を方針は確を的で 
ある、 辭禁 W 既一 3 化 H - し 就て は ホ K 藏柏 白身は ホを •こ 玄ひ 居る も 十六 日の ち議の 結論で あ 
つむ、 大事 かで も お 度し^* りい ゴー 月 中 か 巧 < は 下 おは 確賓 で、 議會關 係から ご 巧 化 ロが 嚴 が 力 
で わるを 巧 聞 化か n 前後 說じ 一-致して 居る。 

東京 特電 十八 日 巧 上藏 かけ 目下 ニ， 一 3— ク でを 渉の 巧に 當 ら^ t あを^ 島が 務官 から' 

メ y ヵボ 旗の 認 解-いお ホした ごい ふ 報吿に 接する ど 共 じを 輸 解禁 糊を 珠吿 する 聲 巧し、 解禁 期 
はホ年 一 月り目 ご リし、 を輸じ細蹄した大藏省かは巧るホニ リ頃をなて廢ムす る一^で わらぅ〜」豫測 
'されで 居る が’ 巧 L - i ユヨ！ ク での クレー アッ V 設 をの す 式 調 巧が 旱< 巧け r 廿 後 r 解禁 豫吿 
- のをな を 度が し 解ぶ 期み 一 丹 下旬で あらぅ ごい ふこ ミは 確實 性を 增 して 巧た が 井す 藏 おは 解禁 後 
'のげ 酱じ 脚し 語 b て 白 < 『解禁に ぶる 影響 ゴ’是 迄 じ お盡し K から 財界 巧擊 《 起る がない、 ホ 糸 
はアメ 9 々でけ 必需 而 だか-- 倫 あ 减退も 杞憂に 過ぎまい、 嗎 みが 資け 外貨み 償 進 ホず まい、 
嚴縮储 神が 她ん さ.' 亡リ けれ d 柯も 恐るべき ものは あ b 得ない』 と而 ，—て 軍 巧輸ス I 品 現が々 庫 高 
激减し 巧ら ホを 辭禁俊 も 輸入の 急を 疑， U る、 尙 はな 府 はを 解禁 閒 切迫に つれが 界 を'^ なせん どす 
る ホ 旨 蜜 韶を嚴 をに 譬戒 して ゐ る。 

東京 時電十 セ日發 (ニユ 3— ク •夕イ ムス 級】^^ === 日本 政府 
.かお ホの が おにを 涉 ザで あつたを 解禁 じ對 する 信巧設 をは 殆ん 
ど 終 r しなく 誠が み 速び ご なるべくを 額は 一憬圓 〔 j 億 巧の 誤 
6 か〕 じて 英乂兩 閱巧銀 巧閱が ザを おを 引受くべく イダ リス 侧 
a 。 乂ナ ヤイ ホ ド 度 ザと 海を 港 銀行 じて アイリ々 側は モグ ボン 
巧會' ク—ン • 0 — ザ巧資 、第一 ナシ ヨナ 水銀 巧、 ナシ ヨナ 瓜 
シナー 鼓む、 ダ ランん- 1 •トラ， ト巧會 等 じして 貸が が 間は ち 
: 箇月、' 利子は アメ V A はおを、 イぞ リマ' t ; 五を お厢 じて 解禁 期 
は 恐らく 一巧 中句 じる ベ （今 過 末 頃を H て豫 吿を發 表する 第。 

圓爲替 俄かに 上騰 

十乂 H 發刊？ ニユ ク •タイ ムス 紙は H ネ^を 儀 解禁 じ 就 
て おトの 如く 報じて 居 去 rH 本のを 輸 解禁に 對 する 信用 設定の 
を涉に 携らつ > わる 當が おわを が 昨日 言明す 巧 じあれば をの 內 
をに 就て は ホだ经 あの 略； 期に 達しない けれ 共大 化に 巧て を涉は 
; あ 立して 居る から 或 ひんみ H 〔火曜 U 〕 を 0 てを ぶの 運び じを 
るか も 知れ。 い、 而し信 而設を 額は 致 初 じ 期待され じ ものょ b 
ら少 成 ひは 東京から 帯 じられ て 盾る 一億 胞 程度 じ 化る かも 
知む。 い、 ごい ふのは 當部お 巧が としては 實 隙に 必要 どを ふ 1 
- b は 寧ろ 必狸 のじ 砂くな^ 憶 邦を 必叟 ，ごする じ まるでを らぅ ど 
期待して おたからで をる、 一； 同時し 閒爲替 も最あ - i ま b ては 漸次 
が 巧 じを 化して 上騰を 緩ぶ 昨 U の 相 盛：； i 電信.^ の 十八 弗 化 十二 一 
化 ご。 b 本年度み を 値で，^ る 六 巧 ホ ホ 日の 四十 I ニ 弗 四十 六 他に 
比 救 すれば 賞に 五 弗 凹 十と 视の 上騰で をる 0 J ‘ 


ロンドン 會議で 

と 割 要求 飽迄 固執 

了 タリ カロを 憾の餘 地を 認む 

ま 巧 巧を 十九 日诞 本を と 刺が 持じ挪 しちが、 が 部兩を 
權 は' 一れ が貨 做を がする ぶめ ザ 頗る 强 硬な 盧 見を 抱きを の 準備 
曾 幾 a 二十 ニ H おじは 終了ず 壬 善で わるが、 英米の 態度 も 甚だ 
强腰 におて 居る ので 一部し は 早'、 も曰ン ドン 會 塞の 前途を 悲 が 
する 者が ぞい。 

ロンドン 特電 十八 日 絶 =:ア_ メリ 力の 宫邊 では 日本ょ b 傅は 
ら っ ！ あ る 會潑の 悲觀說 - ^ 瞄し的 はを協 の 餘化 わ b と認 め 今後 
のをが 度、) お 微を權 一が の 訪米-. し 化 り、 圓滿 なる 解 巧を 見る じ 
ま々' じあ' り 3 ピ棠 微か 尬 ほに 出で おな、 ィザ ブィの 商船隊ら 相 
當會遙 の 波概を 生わ もの ど 見て ちる が、 アメリヵ 政が どして は 
U 本の 會谣脫 おょら も 寧ろ 碟 がの 協定 難を 見越し 假らじ 協定が 
破れた 塊を、 U 英术の 一二 搜 自戒を お 集す る やぅ じこ ごがを つて 
も アメリカ がな 谦じ參 加ず る 目の U お大が 軍會講 であら、 をれ 
な 外の 巧 巧は 斷が 拒絕 する ピ强い 腰を まめて ゐ も。 

海軍 現職を 權巧絕 

ロンドン 巧電 十八 日懸 【ニユ ヨ—ク •タ井 ムス 紙】 


集 期 目を 齊期 する 一^一と じけ 反對 
しを 巧 通り 一月 ホ I 目を 0 て會 
議をお 集すべく ァ- て々、 フラ 
ン K 、 ィ. タ"！ あびて 本 ょら 承 
諾を得 じ、 お ほィギ \ ブス 政府は 
フラン，、 ィ タリ.— び 目 本 政 
府-し 街— 會議じ お 席 一べき を權 
は豫 おを 渉 期間 中に ぶる がかく 
海軍 現職の 軍人 どせ や^、 文官を 
0 てず る やぅ 要請した^ 

註。 をの イ V タマ 政 の 要求 
を 文字の 疆らじ 解 釋^れ ば 巧 
が 慶が財 部が 軍 大臣*^ 圣權の 
一人に 巧みした こご 4 就て 疑 


養を 生やべ 


ア 


國務 長官 スブム ソン 巧の 軍事 
顔 問た るべき ジ ni | ! ンズ 提督 
め 巧 命じ 就て 本會議 じがる 發 
言權を 禁止し 單 一, 顧 間に 止め 
る ごい ふので ジ 3 ンズ 提瞥は 
顧問 役の 受諾を！^ 邀 して 居る 
交臂 へらる® 


巧 船！ 


一力で ■ 



ス 政府は 圓巧 聰强巧 寧會關 惟の 爲 めじ n ン ドン 海 あ 會議の 召る がを 


別項 ワシントン 特 I あの 報 中る 
如 （列强 の 商船隊 巧 題は ホる 
y . き 會議の 大間題 1；： るべ しど 
見られて 居る が、-、- れじ 就て 
日み 特 信は 左の 如'！、 魔へ てる 
戰時 直に 假裝 巡が^ ごして 活 
動し 将る 優秀 商船が！^. 縮 會議で 
間題たら得るは無論^^ ! 昨年の 
ゼ ネゲァ 軍縮 會講が 

み 梨 の やわ U きて まった 
のら 其 ま 要 原因は 英國 戰時六 
巧 砲を 搭載し 得る 優秀^を ホ國 
じ 比し タ數 有して ゐたン - ごで あ 
つた ホ國が 昨を ジオン* {•ホア 
イトを 案を 成立せ しめる 國 海運 
の あ 巧に 勘し 濃厚なる がー 護 政策 
k ご-^ 優秀が 船の 建 遇を 獎勵し 
つ！ ある】 因 もゼネ ゲアじ 於る 
苦き 經驗じ 鑑み 万一の 陈じ備 ふ 
る じある は 周知の 事實 である 化 
つて ホ 6 軍縮 會 幾に 於ても 戰時 
假裝 巡洋艦たら 縛る 巧 船の 問題 
は必や 考慮 せらるべき 問題で あ 



が： 來 のを ホに あつて 
燃 巧 彈藥が 化のを わん 作栄 K お 
め あるひは 敵が 船の 翁 捕 じら 當 
り 得べき もの *—1- て 十五 ノブ ト 
な 上の 南 船の H 、 を、 ホ 一二 國所お 
隻 数を 揚 ぐれば ぶの かくで わる 

隻 數麵？ S 酸 群 
n 一二 一 五 
お 四 一六 と 0 
米 I 五一 1一 ニ 五 
をに 六 巧 砲を 搭載し よ （假裝 巡 
洋渡 ごして 活動し 得べき 二十 ノ 
ット化 上の 快速船の 巧ち 勢力を 
擧 ぐれば 左の か （である 

英米 日 
隻隻隻 

ニ お ノット n 上 丄ハ 0 0 
四 ノット 口上 1 1 0 
ニ ミノット 口上 み 一 0 
ニニ ノッ - '3 上 ニ 1 0 0 

ニー ノット 01 一二 0 0 
ニ 0 ノット n 上 一一丄 ハ 四 ニ 

を 對 六 一二 化 ニ 
邸 も 我 画は 現 巧 僅に 郵船 會 社の 
上靖 化、 長 崎 化 〔五 千 五 百 順〕 
の ニ 獎に過 ザ；， よい あ （郵船 ジノを 
港 ラィンに 配屬 さるべき 淺 間、 
狭 父、 一 龍 田は 最高 二十 一 ノット 
まで^|だし得るが普蒲 

がが 速 刀は 一と ノットで 
ある 鱼ひ 目下 我國で 建造 中の 船 
舶廿 ニ^ 受 十と 巧 九 千 九肖嗯 はこ 
どぐ どて マィ^ — - ゼが 船で あ b を 
って速^^殆ど十五ノ ッ トあぃ 
か 又はを 心 一^な 上の もので あるか 
ら をれ だけ \ 勢力は 增加 ずるが 英 
米兩 國も續 が^ 建造 中で あるから 
快速 商船に ては 彼 巧の 間タ大 
の 遜色 ある. け \ 否まれない 事實で 
ある 淀つ て 最^の 軍縮 會講 を控 
へ 巧海连 業者 - y この 點を 雷視し 
ご 弄 晚產の 川 i 貞ニ郞 反を 始め 
滞 速を 有力者け y 內 田嘉吉 氏を 
會長ピ する 海事 k 會の语 縮餘議 
じ 拐す る巧議 文が 左の 如き 商船 
除の 一項 目を 挿 心し、 あじ 海軍 
大臣に 內 をを 雄 謀 \ する 巧を つた 
商船を 戰時假 装'^ が 艦 じな 装 
ずる 摸を じ 勤す^ 備 施の ロ 極 
じ 就て は 豫め柯 かの 制限を 
附す るの 要 ある •へ^し、 恃 じか 
速 優秀 船は 海上が y ； 要素の 一 
.部 ミして 考慮を 挪 を 要ず 
即ち 海逮界 側の 望 わ 一^は を國の 
補助 溢 制限 率を 去む じ當 つて 
は 商船 の 勢カを葛寧4|&{ じ 進 ん 
で これ じ も 海軍 尺度 じ る 制限 
を ホむ る どい ふので あ^ 商船の 
劣勢よ らしても 大體 とがで 補 肋 
艦は 必要して ゐる 模樣で \ 一® るを 
して 巧 力 

00 の 劣勢を ぉ 上す む 
るた めじは 巧國も 船舶 お 就 \ 案を 
の 化 じよら 優秀 船 連 造を 懸^す 
る 必要が もる が、 大西洋 の^を 
ご 異なち 太平洋は あ 巧の 巧す 
經濟 的に 廿 ノット 0 しの 商 がす 
立 も 巧かざる 賴係も あるので \ こ 
れ じは 經營巧 能の 點 まで 補 巧 
をを 付す る 必要 わを ごして ゐ 
更に 造船の 立谋 よち すれ 夷、 
間の 協定は 自 固の 造船 工場の 都 一 
をのみ を 針つ て 成立 せんどし つ 
つ ある ものである ため、 其 制限 
を 直に 巧圍じ 適用 さる i こどは 
が 軍 關係化 事が S 割 U 上を 占め 
る 巧が 造船 榮じ 至大の 影響と 有 
する ので 巧が 海を 當局も 內化造 


船 あじ 深甚の 考慮 ゎか 要ぶ する 
かくの 如，、 巧が 速を 者、 造船業 
ちが 軍縮 r 掛 ずち 態度け ホ 第 じ 

，眞劍 ごな つてず たこ 一 ごは 
を 目す ベで* るが、 を 船 業!^ ょ 
ら a も 造船 盤話會 でも 先日 矿が 
進 船 能力 維持 じ關 して 陳 大 
藏 '海軍、 遞径 、商工 諸 省 じ 巧 
ふ 巧 ゎち、 會 漠銷摧 期のを I 近 じ 
つれ 經濟 上、 巧 事 上の 觀點 から 
實業 あの 諸 闡體の 軍縮 曾 證了對 
ずる 諸 補 S 息 見 式 植 々盛ん てら 
んピする模榜がホ- 


大統領 



で ホ b 反對 波のを かも 武力の 背 
景 がない がらな 溶 入に 終る であ 


一一 タキ シ n の選學 
メ 411 ン n ホ 十八 日蠻 n 脂 H を 
なて けなれ K メモ シコの 十 統領 
選擧戲 はを 他 じ 小 暴動が 紐 6 巧 
夕まで おがした 邸 死者は 屯 九を 
をの 化重輕 傷者 タ數を 生と お模 
操で 裴勘 地には あ もに 軍隊の あ 
動を 見た もも 期が ぅれた をの 大 
暴動ら なぐ、； ァ r ブ 力 大が潘 は 
ホを 隊が 保護して 方 一を 馨戒し 
たが、 \ '一 

選擧 の結黑 I は 励 お 革命 還の パ 

ス キュアが トオ i テス •グピ 

ォ 巧が 大統領 巧な 慎 巧 15^ 對を 
標榜した 一 涙を K まする 一ダァ 
ス コン セ日ズ をく 爭 つなが グ 
ピォ 氏め 勢 方は 絕對的 じて 相 
まを 壓し 約を 餘方 祟の 差違で 
當 選した。 

ゲァ K n ン セ。 ズ 氏の 一派は を 
地の 蒙 動は を 蓋め 威力を 藉るグ 
ビオ 巧の 仕藥で わる どて 巧吿を 
發 してを の不 おな 爲を嗎 らし 自 
ら 大統領 たるべし と 揚言して 居 
るが、^ ピオ 巧の 當 選は 絕掛的 


大型 潜水艦 

フラ シスで 進水 
シャバー グ 十八 曰發 H 。 ンド 
ン 軍縮 會講を おじして. 潜水 尴の 
廢止じ 盛 カ反掛 しつ i ある フラ 
ン K が 軍は 本日を なて 巧 ホの 大 
型 潜水 臘じ 優る こご 一千 嚼、 總 
嗯數 四千 一二が 四顺ご いふ 世界 唯 
一の 大型 潜水 經サ ー ユ ー フ 号の 
進水式を 擧 げた、 同鑑は 飛朽磯 
も 搭載し 得る 一輔の 潜水 戰闘濫 
にて 長さ 旧闻趴 、英米の をれ じ 
慶る こご 巧趴 、乂戰 中の ドィッ 
潜水艦に 二倍す る 民 艦 じて 潜水 
ら 四な 化趴 〔英米に 優る こど 八 
十択〕 速力け が 上 十九、 潜水 十 
ニ 節で r 力 一二 千哩 みが 巧 能力を 
持つ 優秀 婚で 地中海 方面に お 動 
する 當 i ある。 


グッド 巧 逝まず 

ワシントン 十 A 曰發 n 1 週間 

前の 閣議 中に お 然育鷹 炎を 起こ 
し 陸軍 病院に て 切開手術を をけ 
たア メリ々 の 陸軍を をゼ！ ムス 
ゥィリアム •グッド 巧は をのを 
經遇 面白から や 一昨日 ょら 危篤 
の狀態 じぁつ たが 遂に 今 タ乂時 
化と をに 逝去し じ、 享が 六十 S 
歲 、氏は 大統領 ピ巧身 地を 间じ 
(し 下院 護 員な 來 政界 じ 活動す 
る こど 廿 九を、 71 ゲ T .! た 続 
額の 西部 化々 に 於る 地盤を 築い 
お 有力を である， 大統顕 は閱綾 
を あを 旦つ 親友で ある 氏の 爲め 
時に 侍 醫を派 遺して 万一を 醫が 
し 農々 病 あじ お乂 お訪れた。 


本社 東京 每電品 ホ 無畔禱 載〕 ； 

山 梨大將 近^ 引 

門 十 か 曰】 前 朝 簿纔瞥 山 梨 ザ 造 大縣は 十 セ H 午前 東京 化 ホ 裁 
が 巧に ぉ 頭し おを 裡じ配 調べを をけ わが 一方 肥 旧理吉 巧は を 
事 賞を 自白した ので 大將は ニ S 日中 じ 拘引され る だら ぅご、 
巧 ほ 疑獄 事件ながら 說が 段を じ强 調され でゐ るが 民な 黨は飽 
を 綱が 肅 正を 期す ど。 

水戶 練兵 傷の 壯觀 

〔十八 日】 陸軍 特別 大演習は 十四 H 巧 氷ぞ附 あじ 開始され、 
聖上 _ しは 愛馬に 召さ ぜられ か 雪の 中を 親しく 御 統監 遊ばされ 
たが、 本 百は 午前 化 時よ ち水戶 練を 場で 觀を まを みを なは せ 
られ たが、， 資お臺 の隆軍 飛行機 之 じを 加し 空中を 巧 まを なし 
て お 觀を摇 めた、 尚は^ 声 藩の 勤王 精神 お彰 みため 侯爵 德川 
S 眞ち 主を 寶， 踢 つた ci 


固 順 巧は を 爵を赐 つた I 

大選區 卸 

政 友 大會で 力 著 

〔十九 日】 政ぶ 會 を 幾太會 はみ 
•阪 中の 島 おを 會 堂で 開催され 
犬養總 裁は 大選 擧院制 k モ張 
し S 主忠造 氏け 脾禁 ほ對 論を 
述べた。 

職業 紹仓 所會議 

【十九 日】 を圖驟 業紹か 所を 會 
證 は內務 省-,.- 開懼 、失 d 者 救 
濟 巧を 炼酿 した。 ''' 

就職率 一二 割 化で 

【十 セ 日〕 十 巧 中旬み 職業 ー紹を 
巧 就職率は か年阅 期よ Ji 二割 
低下した。 

暴力 團檢擧 着手 



ストは 此程其 筋の 手で 完成 さ 
れ たの P 間 もな f 曾腦 者は 拘 
引 されん ど。 

生糸 續 落の 影響 

〔十 セ 日】 生糸 續 落の ため 生糸 
買 とげ 希望 運動 論、 操業短縮 
那巧 論、 なが 資金 融通 補償 静 
帝鹽聲 糸會化 巧の 共同 保管 開 
始論 なで 喧しい。 

を 市 的 運動 關始 

【十 セ 日】 繫縮氣 み 徹底し 始め 
東京を 所では 自發 的-、 二割 
の 家賃 値下げが ぁつたが 借を 
人 側は 一二 割 でげ を 目標 ごして 
をボ的 運動を 開始した。 

美人の お 席 希望. 


T •じ TAKAM ミ M ロ . 

1 巧む fnbcf おお St S 巧她か 
Tei • む 巧 b な bd 2311 


Dr. M. MAISEL, 

1 巧 1 1 が h が . ， お w む rk 
( お f. 3rci iWe. & Irving 巧 3 阳 ) 


Rn.l8uch げ も D.M.D 
105 W. 巧 ni 化 
Te!. T はわ ! gar B 前 S 


M.Yamaguchi, m.d. 

巧む 議 n む も . 

Te!. Uaaine が 34 


The Japa 凸 ese Christian Inst* Inc* 
お 8-3 號 E • が 化 SI New む rk City • 巧 日邮 , Pla なが 巧 

香 お 琢棄又 未 旨 亩 お 


德け 我が 巧寓 
を食键 ぶん、 宿 
巧 貴な 巧が 

據 ! S 

負を 英函ま 
の 設篇を 巧 


•fc 木 日 
ホ 唯 ちが 巧み 巧 
謗 を 巧勵か 
食 第 及爱 試を f 
巧 び 1 み琶 

タ I 塞 绣 

八は ニ 八 八な 正 
持 » 時碎 キキ 


語 ! 

を ! 

會 ! 


K. IWAMOTO, ! 

U 4 W. 70 化 St. 
Te ミ •了 rafaJg が 的 3 之 


Mi が 目お邮 1) バほ 1 ) が 

1284 Ux, む も お 柏 een お 化 and 8611 が reels, 


授敎講 輿人婦 


KERR & MAYOR 

\ 1023 Third Av*. 

： Bet . 80 & 61 な s . T 邑! 巧 hone おが n け 309 

さお 人 本日 

n 專 靴型 小 


てし 巧 由 員 巧ら 浓じ绍 を 卸 
ザけ 屆日啤 は 靴 !) 化 Sr を寸 

を ホき* ぶかき 巧ぶ ホき 巧 



1 SUES IN STOCK 3 乂 Tfl 12 FW 邮 



廓鏡跟 

F- I. FR 邸 巨な 似で 0• 
終 巧 殺 巧 大强比 おを 


り 8 L 巧扣 な . Tel. B 巧扣 i 扣 84 

お h Uxi 巧 お ロ 玄む rk むが . 

迄 時 八が を 耀± 水 巧 


ん 4PAN ART S 了 UD ミ 0 

巧 2 E. 57 扣 なお I ■ お rk & Le) [ ，む es. 
巧し 化るな おが 


T. KASA? 

Merchant 
了 a 巧 or 

[ 前 ES 細 L0 ! が 
む 扫扣如 4 
な W r 郎 K 


Phone 

むが n ! お が 


Gil 触 目扎 UERViGE 

設瞄整 綜經藝 低廉 

CaU- TRAFALGAR 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

•.The Funeral Church^ inc. 
〜 が ON SECTA 反 化 N) 



Koik ち Stu ぷ o 
730 Fif 比 Avc, 
Cor. 57th St. 
"TeL Cijrc!e 4406 


Midori Matsuiroto 

38 お sU 巧 . 柳 
let. UrraineS 巧？ 

U び ai 邮 SflOQ-A かの 


Dr* Sabro Emy, 

1035 Park Avo., 
Tel. Sacramento 7980 


D 化に E.YOSHH, 

307 化 93rtl な . 

Tel. Riveaide が郎 


Oriental Art Stud の s 
124 W.34ih 化 0 贈 s お Maey’s 
Td, Lackawanna が お 


F- K. Maruyama Co. 

67 W. が 化 化 S. y 
fel, おが nt 巧 巧 



CLOTHES 技 inLDING 

"PAR EXCE しし ENC だ ' 


Y. ITO 

1 お Ees! 巧 ni 化 
Cof . Ittxmgtfia ivg .. 


MIKADO TAILOR 

30 にお 比 St. 

Te し Rhinelan お r 6830 


DANCING 

411 W. 115 比 St. 

TeL Cafhsdrai 4408 Apt . 3 


Endo & Kodachi ； Inc. 

が 目 r が nwicl } な red , Ciiy 
Tel . Whitehall 1541-2 


遠 

藤 

小 

巧 

商 

會 


諸 懐か 船 お 
が 出が みが 
物 入を を お 
運 稅雜巧 用 
搬挪貨 お 遠 
取手 股 
ぶ續宙 


んし CEASA Fl ， M.D. 
1 リ Easf 84 化 S わ ee { 
bet . Park & Lexington iUes 

p 1 喉 晒 鼻な 繫 

間 時を を 
午！ E を 恃十 前午自 
诗 八ち 時 六を 午自 
日 曜 

自 午前 十 時 至 午後 一時 


DR. BLOOM DENUST !nc. 

34 比な reet Cor. Ninth Avemi も N.Y. 
3 か h Street Cor. Third Avemie,N.Y. 
8 か h み ] reet Cor> Lexi れが on Ave.,N.Y, 
125 比 Street Cor. Parfc Avenue, N.Y. 
-BROOKLYN— 

Albee Theatre む " DeKa 化 Av 々 . M F 田 ! ton S た 

駭じ日 II 增教多 


日 乂午察 T 本 U お 新年 衙 
濯 時 前 時寧么 藻に まの 貫 
乂間懇 第 2 て 巧 經芽夺 
時 S 切 君 S 信學驗 

( こ r-i 巧手を 醫 
時 午直 治は 巧 篤 術の I 
を 後 该博 li しじて 


I 



削 化 巧 左巧邮 Y 


3 Maiden La 打 e N. Y. 
了端 冶鍛级 をに 幷巧邦 J を 

類お寶 底意 新最 


房 書 巧 東 ♦內案 育 紐 

化 e EasU'nd W だけ 扣 k む.' The New If 日 rk T 叫 ris け刖 i 的 

41 1 West り脯 化,! U . C . Tei . Cathedral 4 叫 8 


差は ▲ 屑 御 新 A 
上を をけ 注舊米 
げ憤御 致 文の 鹽 
まよ 注しみ 善に 
すち 文 ま 资釋て 
。割にす 敏 空を 
引 毀 ° 速雜巧 
L し じ 誌せ 
てて 御は る 


が 

育 

I 申义品 
學學题 
け 事 
ム研 
杉 還 
純を 
雄 巧 


渔年ホ ▲ 
や 卿 業を 
るかし は 
も ホな’ ン 
の 圍ホカ 
ごの 旣ゴ 
信 晕じ大 
じ 睛廿學 
がに 五を 


ま 猫 〇 A 
す懇貿 お 
a 切物 譯 

じ ◊◊ 

御奠調 
を化杳 
扱 巧 ◊ 
をで 巧 
しも 渉 


號十酉 六 干 一巧 


案 か 燕曼 【 H 唯 水】 目 十二月 一十 年阳 巧昭 【ニ 


診察 


午を ニ 一時ょ ち ホ 時 j 
日蹈は 前約 巧 願 お 一 

ドク ト V 

烏 兒璧彥 



診察 時間 

午 巧乂時 1 十が 
午後み 時 1 八 持 

パパ 小 栗 幹 S 

巧 育 ボブ ブ 7 — 病 挽 
巧 五 巧お院 巧な 
武巧 3 y バラン ド 
巧院 巧な 


•診察 

午 曲 十 時— 一時 
午後 四時— 八 時 
り. 幡 午前 十 時— 正午 
を 性 涅性巧 女 疾患、 巧 
盾 巧、 化 波 給を 
タキの 經 験を をし 日本. 
人 じは 特に 親切 じを 巧 
す 

宿 康診節 こ 巧 

I ドク トグ 

メイ ゼ八 


fa 主な 基 

自 午前 九 時 H 十二時 
自 午を 一 済 n お 時 

火 躍ち が 1~^ホ 時 

はへ ネンヤ 1 フア 
ン テ^- シ コンタ タニ 

ック じお勸 


.11 

•巧 d 一 3 

wli い 

I J 末 


扎 

S T 

■なん 

-‘S M 


人 

を 

ほ 

P 道 

is 

T 4 


知 


諸 お 翁 

巧 巧說巧 ( 日) 八 持 
日 播单校 (日 ご ー胳ザ 
家庭 集ち ( 水) 八 持 

八 時 


耕瞎 をを^ お 一 

婦人を 
巧な 倉 


鼓. 巧 


を 宿を" _货 易た を 
巧 菜 用を、 をのな 
人 裝の辩 巧 裝じ巧 
じます® 


JO 巧 巧 左 H OOG 否- Mb . 

ニ 1 We 己罢 h si.f Y ミ 
Tel . 舌 ミを こ 573 it ジ臺 er 皇告 

廣ク キお九 巧 1 午後 一 持 
囊蹇 ぞ璧ハ 時！ 午* 凡な 
U 巧す 的义賠 1 午を 四時 

ドクト^ 小 棠乘ま 


診察が 閒 
午を 時り ミ持 
午後と 持 U 八 時 
愛知 疑學 ± 

:: 巖本違 ' 

古を 比巧大 をぶ び 
火ず タン 病院 勘務 
H おは 巧 約 顔 上ち 


巧 店は 實質 誠意 迅速 ま 萬の 
基に 御 ± を 物 一る 卸 賣植段 
で販賣 致します をみ じ拘は 
らや 御用み 卿 付 T さい 主せ 
◎歐 ホを 禪時 針。 置 時 試 一 ホ 
◎寶巧 貴を 巧。 滋製 器具 一 ま 
◎を 權离年 筆。 をを 製銳筆 
◎善を 器。 ン 3 ! ド 見本 陳巧 
◎寫眞 器。 タイプ ラ"*- ター 
◎船 切符。 がな 寫巧 お繪 端# 


プ P 1 ドウで ー 百と 十 お 
領事 お 向 測を 巧と 0 が號ま 

於が をす ク ドを‘ 

4' ^ タ 

游ぶ爾 A 


ニ 0 田 r 置を ay , N . H . ゴ ty 

Tel . C 皇 and ; だ 7 巧吉 


歐义を 鴻時針 
貴を 谣寶お 類 
おお 器具-ま 



■プ ライタ！ 

を 巧 巧 年 筆 
巧 化 ± 產 物】 ホ 


◎を ニ最 鳥极ノ 巧な ヲ 精選し 一 
他ち ョリ廉 憤ユ眼 資シチ 居， マス 

西 四十 一于目 5 下 一幸を 

ロング Ht 々 l ピか デソグ L 1 T 

九ち 十 巧 室 ぶが 

靑 柳商會 i 匪 

常 (タィ A ス》 か デ >. グ向 側〕 

電話 ブー？ I を 一二 セ 四を W KM 
◎商品 ノ確資 ナグ n ト 、取扱 
ノ を 速ナグ ュ トュが ブを樣 
々ラ 御 巧 評ヲ得 ブ居リ マス 


i をき 米 拐婦ん 
一 H 本人へ め奖 
! 語敎授 r は 多 
'年の 經験 をを 

t-o - ンプス 

ンと 十五 化 
を H 朝 九特ょ 
^ 促 化が を 河 
/ 時 じても 宜し 
日は) 時 
よ > 四時を 


診療 

午前 十 時 ょら 十二 
が、 午を 六 時 ょら 
八 時、 日 礎は 前の 
願 上 巧 

ドク トグ 

山 ロニ 一之が 


檢眼 がに 腿 媛 調節 


巧 論 nrJJL — 巧 巧 十け« 巧 一 
雄な i 十 袖 j 
ち 57 1 st Ave . N ミす rk 登 y ^ 


B 本、 支那 寶玉 黎类 
術 お、 締人海 脊飾其 
總装歸 お 

轉醫 5:;;.; が 

窩 等美麵 品を 浸、 
曾赖晶 、スト タンダ 
日本 股裁键 


— 笠 舞 洋服 巧 
丸み 洋臟 藏會 
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一ら れた 0 

ホ 賣指數 薇 落す 

東京 特電 十九 日發 M 十一 巧の 
巧 京 小 寶指駭 はがと 十六 •五十 
九で 前 巧 lb ニみ ニ 毛の 徵 巧で 
あるり 

尋れ人 

( 靑な 縣} 巧お毁 一二郎 f 熊ぶ 
縣 ) 西 木文藏 一 魔 島縣) を巧德 
一郎 ( 廣島 縣ー淸 水 幸 四が (福 
岡縣 ) 米倉が ( コ 。ン ビア 大學 
お 身 ) 赏硏 周太郎 ( 巧 媛縣) 池 
田 通 H 郞 ( 熊ぶ 縣) 松 本が 一郎 
伊藤 梟み ( 福 岡縣) ま 田ぶ ホ郎 
( を 庫 膝) 藤本 嘉八牛 島を 親 
ちの ちじ 通知を をき 儀皂么 
お 間 本人ち くは な A ょ b 現 
化 巧 御 通 か 願 fc お 

紐 育を 國 総領事 舘 

1 揉す ミ d 宝 ay 巧 ew ご品 芭ぶ 

窩 等® 五が 間中 

日本 巧讀巧 が— 共 

間 經營と 年陆ロ 本人 諸君の 理 を 

の經驗 をら。 ジ ゴス •バア バア 

西み 十五 了 目 H ) 巧 地 


稽亩 U 

か > 金曜 午後 化が！ 十一 時 

紐 育 柔道 俱樂部 

道場 汝 事務所 

茜が 十六 了 固 ニ. 五.， ハ 
(鑽八 街角) 凹 階 
TeL UNlv ミ芸お ニ 


第 お 巧と HO 

へ クシ ヤ 1 
ビグ •テン グ巧 

小 池 寫眞舘 

電話 サ— ク^ 

四 四 0 六 


紐 育が を 誘 
巧 おち 是詐 
を 巧 帝大咨 巧大睾 
を 發復お 巧卒塞 
元 化る 

產婆 松本緣 


べグ ビユ！ 病院 及 
な 育 乂學醫 巧 巧 勤 

江 見 ご 一朗 

彰察 時間 
毎日 午後 四時から 
ホ 時まで 

夕ち 水、 金、 と 
時から 八 時を 


謀 線謗療 

的 お 願 上 お 

コ ー チル 大巧 

r クトか オプメ r V ン 

留學巧 ± 

ち 居说期 


電氣 、器械 工具 製 巧 
運 勘 具、 お 具* 貴を 廬 
時計， 寫ホ器 及 現像 

狡 本 n ァい 

类 術ェ藝 品、 レ ダイ 

オ 、ゴグ フタ ラブ、 
ダンロップ ボ！ 八、 

モ ー ター 條理 


醒四 十六 了 目 六十と を 
電話 ブライアントと 0 と义 


を 五十一 11T 目 

ニ ミニ 

伊藤 
洋服 巧 

^ フ f な こ 三 一 


洋服 調進 

ク 9 ミ ニン ダ、 ダィ 

ィング、 修撐 等】 巧 

ミカド 洋服 巧 

化 本が 
を 話 ライン ランダ| 
六 八 H 0 


舞鑛 個人 敎授 
► 社を ダンス A 
► 表情 ホ 操 A 



勒十 的？ 巧 十！ お 

シ卞 タブ* ダン シ 

ング 郝随學 沒卒袭 

t 衫 タマ 


差 引 四 五、 四 置 六 
とお 百 S 十 I 二で 化 千圓の おにを 
見る王|確など；；^ら、 巧ほ年巧.1^^ 
(ホ 年 S 巧 ホ 日) まで じは 約 ニ，：^ 
巧圓 をち 加して 巧算じ 比して*^ 
巧 方 圆の大 增收を 見る； どな^ 
た、 これが 巧 因は 
一一、 束 ま 殺 道 ごンべ プア 滅^の 
速 絡 的 難に 拘らや 巧 人 度 ま 
那 人の 乘 ぞ大敎 巧の ねめ^ I 算 
じ 比して ニな 冗圓を 增收^ しわ 
ニ、 八 丹 ホから 東そ鐵 道、^ 巧 
欄 物が 南下し 初め 貨物^な 
万 圆を增 加した i ^ 

一二、 輿 業 都で お 順 あ 巧の^ 心餐節 
約に ょち 幾绣じ 比しな/- ニ 巧 
圓の 增收を 巧した i \ 

四.' 從 ホ配當 皆無と 見^れた 傍 
系會 化が 化を 巧で 圓^ 配當を 
なすに ちつた i 。 \ 

等で、 滿鐵 創立 廿餘 年/ザ 最大の 
レ， 1 ドを 殘す至 じ；；：：^ つた、 ょ 
って 重役 魚で お當 じんき 巧 協議 
を 試みた. お 巧、 中墙 な 奮は 豫を 
の 如く ニを ぉ 配 化み， 立 趣 配嘗斷 
巧に 决 I 、 廿 六日 取引所 方 おじ 
通 連した が、 これぶ 爲め 滿鐵中 
必の滿 蒸開簿 策ん 時 消極 化す 
る ものと 見られて るた じ 拘らず 
益々 稽極 化ず る ミな っね。 

解禁 顧 熱に 

円本 敍げ 監營役 着電 
【まま 十六 日を】 金解禁を 施ら 
益々 進涉 I 銀み 家は 蹄 力 手許 準 
備充實 を 計ち 苗 典々 ながら 季節 
資金の 移 働 も 奪き 短資 下 盤、 割 
引 ホ をら ホち 越 物 引 締の氣 配で 
ぁる. か、 證祭巧 まは 最早 解禁 相 
場に 移 b しも 氣 速の 氣 かじして 
を 糸は 過 遐ザ緻 をせ るら が 育の 
反摄じ 入れ 稱 持直して ゐ る' 十 
) 巧 上旬め 貿為巧 超は 槪算 一六 
00 0、 000 翻で をる。 

(單 位が 巧圆) 


を 横を ぉ巧离 一 、 一と お 
發巧餘 力 八 
一般 貸附 ホ お ニ 
か國爲 を 貸附 一 お 
十 巧 中 輸入 一 五一 
輸出 ニニ 0 
東京 物 借指數 一二 ホ、 ニ 一 
ニと 一、 九 0) 
十月 中手 おを 換島 
東を 一、 八 0-1 ハ 
大阪 一、 ホ 四 四 
組合 銀け 勘を： 十 I 巧 九 H} 
東を 大阪 
預を ニ、 〇 と ニ 一、 四 一〇 
貸 出 Iron 化 一、 一二 九 お 

コ . 立 五 ニ セ 
金銀 兰ニ乂 八 六 


共同 保管 ご 操短 

ま 京 特電 十九 日發 ：= 謹 糸 中央 
を 總會 にて ホ 糸 典 同が 管 擴巧案 
ど 操業短縮 一齊 なわ 案 可 ホされ 
具体化の ため 時 別 委員 食が 設け 


か 


% 


加 M 
卿に 巧 

^ A y* ^ 
兴 S も H 

が も お 

I 顯 "^5 
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ブサ！ ジ術 


浮 

亀 命 養生 院 

よ 巧 ホが 秀子 

治療 午前 ル時ョ 
リ 午後 化 時 
電話 前約 願上误 


P * 

化 

皿 脚 化な 

Pll 

f ra jg ぶ 

u 
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襲攘 治療 

マ ヴサ！ ジ 、整が、' 醫 

巧を 的 運 載、 勝灌注 
氷を、 電 氣斌呂 、ホ 
線を 電氣 治療 其 他 
紐 育 巧を 認 

ブイ ジ才 ンラヒ スト 

齒村幸 巧 

B 躍外每 H 午前 化 
時ョ ，午後 八 時を 
を 謗 前約 願上娱 


齒が醫 木 下义巧 

W10W . ニニ hst . 
ぎぎ— を 雷 7 


♦♦巧 ♦雜誌 ♦巧 助 
が 場 室を 历 

稱務 午前 九 時 よら 午を 五 時を 

紐 育 回 本人 會 

エイ-とよ 置 
00 と 0 


ブ 

を 

話 


チ — ク A 


00 セ 


成功の 秘訣 

米 留ま 巧 語を 誘す 事 
はが 巧の 第一 巧です 
本校には 日本人 お授 
じ 憤れた 專巧 婦人が 
師ぁ 6 思 切じ會 話る 
信 文化を 語を お 巧し 
主す。 U 唾 週 B 巧に 
午前 化 時よ b 午を 十 
時まで 陳沒 L 1 レツ 
スンと 十五 蚀づ I 
今 H 息 じ ホ 校 をれ 


目な 
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稅關 事務 取扱 

含 E 塞广累 煮が 夏. 

Room 萬の ニず 夏 d 宝 a ご 巧ぶ 
ジ； 0 互 in 巧 G— 凑 君， で B 


放 视關 事務 

東洋を 地が じを 世界 
の 薇 出入 ホ 法に 顆す 
ずを 一巧の 御 諮 聞に 
應じ錫 道 窺 船 貨物 運 
赁ぷ 出帆を 巧 黑ホ續 
臺等 進ます。 電を都 
ボ じ化理 巧を なし 誠 
寶 をを 巧 相 命じ 應や 

煤 輸取躁 


y 挑 
お 

説 

U 


.純 目 本 樓巧木 大小を 種. 

純 ロ 本 蝶な 木 大小を 种ニ r 力 本 持を せち 么候胎 御 入用の おは 至 
急 御 注文 被 ドを 核 お 會を學 校、 を擲体 等に 费附の 申込 じ對し 
ては 特別 御 化 談じ應 やべ く 核 N 中 送 次第を 僧 表 進を = 

駐 輸入 U 本 金魚 卸贾 
コロン ビヤ 溫盡爵 化 化 長野她 敬白 
峭お 純り 本式 庭閒 ホに 巧 お 店 さ < ら圃 敬白 

呂 LUMBU ま 古書 養 F M - 皇ご 至 — ger 
, W 養 J ミ i Sireft , ジ 皇タ Wash . 


^ _ • ; 巧 巧 

總 領事 歡迎 

_ を留 同胞 希望 

_ 巧刊 の クリス ナ アン •モニタ 

ァ 巧 上に r 逆が を 化 i として 其々 
一巧を 報せられ た 紐を ながを 政 緒 
一 領事が 曲節 藏巧 はが 項 所 報の 如 
- くを々 ホる 巧帷 U を 0 て猜 化し 
一巧 山 繳锁事 代理 奉 務引繼 を 
r せる も。 4 が、 齋藤總 前 事 歸_ 
朝な 來 化々 を 混を 傅 へられた 巧 一 
'が る 巧ず もが < ま 人を を较ぶ 
せる みおで あつて 吾人は 先づぶ 
必ょ 6 度 的.；； 息を をせ ざるを 也 
ない。 ホみ 山 領事が 前を ニ 巧 一 
互つ てが ザ師跑 をのを 巧を 巧 
の-外に 巧 街して 勞カ 至らざる 
<克 く其喊 巧を あたせ も 点は 
'乂 もを どす る 所で あるか、 內 
瓶を 自身 じ 巧 踏の 天 巧を 化 じ 
めつ ぇ あら、 いつ 迄 も 5^ 攫を 
て かやべき じ をらざる は、 
たるの み。 ら 中， 化留间 胞ィー 
てら 雄の 撼領 掌の 辑 化を 欺 W 
互つ 期待して ゐ たみをで あ 
なか じ 巧知す' る じ 犀 巧 患 W 擧 
はかを のを 逝. •みがの が 
ひ 一奈 t 舉げ てが 育の 人^な つ 
わ もで もる から 今 巧の 幕 ii は 巧 
して； 時 的の 患 ホで なく、 か當 
則 邮德锁 を どして 乂じ 其^ 脱を 
展 ベ、 お袍 をを 巧は いど/- る覺 
悟を おする もの 5 か （を 
'鬧胞 も 隔恵ぃ ；* き ホ 留をホ 
'じ ま 援激腳 數间ィ べき 
ー批 側' マべ をは 批 制して 
のちを 舉げ ねば；；； 6 る ま 
當 化の 才入齋 藤が 氏' 一 
ごして 蹤橫 にがら 觸は 
巧け て雜 時の ちず： 盛 田^ 藏 氏を 
迎えた をは 颇 るが ホ あ I る對 照と 
郡 ふ' へく、 S A は 前 覆に 化ち を 
に ニ S のな 文を 颖 巧^ 做 事じ资 
'して 其 注な を 化が さ-; t ごする ち 
である r - 第一は 假 みが 草の なな 
官 撰ホ活 ぶら ごは 云^ 總 領事 ネ 
ホの 職 おは 大公 化 お P がける 補 
: 佐官 ど自 巧を 質を すじし 巧 化 
: 地方の 奉 情に 應 じて 取 曲み 施設 


を悄し 

^ ホ お * H 
0 

~總 領事 
もを を 


どの 關係 及び お ホ 華府じ 於て 觸 
ぶ せらる ベ' きが- ■化 性 わを か 人を 
叙 巧 乃 まを 巧が G 問題で ゎる。 
巧 田 紙 飯事ら 执 ：， 說か せらる i 
通 b 孽が大 化が の 當該巧 記官の 
巧を 頻繁 るが 短め じ 化 柿の 間 
趣-し 對 すち 硏 巧を 等閑に 附すも 
のが ホ'〜 紐 行 總領啦 箱に 於ても 
御え かじ 化れ ざるの 風が ホる。 
をむ は往 々莊だ 小さい 問題で あ 
るかの かくじ 巧ら れる けれ 共が 


留 岡胞ピ しては ホして 小さい 問 
蹈 では ；；> いので わつ て既 明なる 
新な 總 領事 も 化 巧の 機微を をし 
て民盧のをる所じ副はれむ；を 
期待したい。 U 乂資易 並 K 之れ 
じ附稱 するな 义は當 をを 諸 音 ^ 
ら あせらる-- であらぅ が 舌 口人は 
化 留树胞 社會當 面の 岡 卑し 就て 
个 取が 總 領事の 一顧を 巧は し 同 
時じ傲迦み微怠をお明-^|^るホ第 
である。 I 


景氣 立直し 大 評議 

フーバ ー 大統領 ご 有力者 



，を^よ イ ぶを かをる 化 
U ご 牵ど 云よ 巧 。； J 
でけ ぶ だ 也 細い。 孤 


上 ニ 年 巧 < 
U 巧の が 化 
當通 のな 


に 


最巧 クォ]^ 巧の 巧 まを 慌ょ 
らして アメ 9 力の 繁榮じ 影密を 
生み、 をの 悲お 的な 

む理 ろ 一 靈濟巧 じも惡 

影 醬を致 ぼず 化が がゐ るの t 、 

巧 詔ち はこの 瞭柯を かの モ 巧に 
がて 致氣を 立を し 一般な 弓が を 
始め どして 財經 をを 安を せし わ 
るの 必 藝を疵 かじ 威 じて ゐ たが 
フ] ゲァ ー 大統領は これを 機 食 
ごして 質 業が， 巧 業 あ、 錫巧界 
を 始め ごして 勞働 化合 化 表 等と 
親し < 窓を をを 换 し景氣 立を し 
の巧じ就 t 評號する^と；；<.つた 
邸 も 第 一 目で あるか 贈 日 じけ 目 
下 東部 じ滯な 中で るるを 激道會 
社の 重な 等を な 集して 協議す ベ 
< 、幸 ひじ-して ホる を赔 H から 
シヵゴで を 駐鐵道 業者の 大 貪が 
召集され るので をれ な 前に 大統 
領〜 J 會 見し、 先づを 鐵道會 をの 

大 合同 を 始め ごして 線路 
赌 張、 設備の 完成 等の 宦 巧を 期 
しこれ じて 失策を の教濟 策を 講 
ずるに まるべ （、大統領 ピ の 族 
讚 結 柴を鐵 道 業を 大 會の證 題に 
附 ずる 當 である、 かいで 水曜 H 
は 大統甜 及び 商務 長官 ラモント 
氏は を化廚 を爵議 巧の 巧を、 巧 
間 扱 巧 泉、 聯 が準赌 銀巧靈 役、 
製造 塞を、 電力 宽斯 等のを 典 機 
願化袭 、諸 企 楽 化を 等 と 共」 特 
じ 致氣立 底し の 巧を 始めと して 
株式 化 別、 金利 間题 等に 就て 臨 
滋 すべく、 木曜日は 重に 農が 救 
濟 策を 講中ら 當 で撰務 長官 バィ 
ド 巧は 職が 農 単 巧を レッグ あび 
を 化の 農業 機爛化 表''- を 見す A 
络 で、 を勞働 組合 巧を どの 會を 
は 引 綾 さだはれる； ご。 つて ゐ 
るが、 これ 巧の 

巧 表け‘ 出 ホ 持 & 限 b を ホ 

面の 人々 を綱雜 しこの 異 G らし 
がか 棠が現 化の 恕觀 論を 巧 おす 
i じ おわべ く 7— グァー 大統が 
は賊 じ産棠 八が 裝 除去を 員 會を 
紐 おしてが 巧を 愧 しだ 經驗 もん 
ら 、斯ぅし じ 紐總的 U 連 勘 じは 
持つ て ホい S 人物 どが てゐ るの 
で ホら べき 曾議が ァメリヵの 繁 
楽 ど致氣 ななしし 及ぼす 影響は 
秘めて 甚大 ト * もので あらぅ と觀 
られて 泣る。 

金 ホ 弓 下 

近く 四 分 おがに 

聯が準 楠が 巧で' は 化 殺の 如， 


'が レ 登 部のと して； J 總瓶率 のれ 
: 祟'」 不適を でぁを、 す蟲 初から 
. 必巧て規てお ：2 わ；1|;:*らな い C 
願く は 巧田總 がお^ 截ら （雌伏 
n 滅ヶ腳 からがぃ =;^ N してが 肯 
人の 魅め に 總領樂 ご 仕事 どして 
み モニュメント* て錢 されい MJ 
を與 一み 第で もる- 
がち 總術 をの 地を け隱 がた る 
が 乂副大 化の 化な で々 る ご 一 殺 
じ 斑め られ てゐム から 自然 對ホ 
i 人贿 係の ホ 面 じぶ くの 時 ど 力と 
I をを さぐる を 巧まい けれみ を ご 
一朋 赖 して 吾人は 總故舉 が 問胞第 
j ニ 化に 巧す ろを 邱の 問題： = 單に 
- 峭莱を 巧 ふる 機 视如巧 越 じ 局限 
j せ や U を硏 なし 来 人の 識者を し 
一て f が 寒 自身の 巧趙 ど. （て 化 扱は 
しむるな じ 化 向り て赏 ひたい。 

勿論 ぶれに 巧して は巧留 w 胞の 
を 共機陆 ょら も 進 夏が 策を ぶま 

t * いで ぁらぅ V 一居 中る。 化 上け j 巧 式 恐 煤の お 中 じな 來 のを 巧 五 

かを 四 かお 旌じ 利下げ！ じが、 
このを 利 獨 b 當 池み みならず 
を K イリ 力に 豆ら！ 齊じ巧 施さ 
るべき ものであるが、 


をの 後の おぶ ホは 粗機激 b 冷 
却して 健 實な發 達，^ 意 化する 
整理 時化に 移った 手、 今後 
の 企 業界 も 別項 所^の かき 漬 
氣 立直しの 會 議ぉ亨 なった 
位で ぁるから 雄 築での 化のを 
を 業も資 をを 必要 了す るに ま 
るで あらぅ ごい ふす 煤よ をし 

聯邦 銀む でけ 近く に 轟 割引 
金利を四み程度じ；^^でげるでぁ 
らぅ ど鐵 想され て る、 郞を 一 


日銀 帳な V 】 金利 

東京 特電 十八 曰な HH 銀の 懷 
あな 發巧高 十一 傑 お 千の な 巧 
圓發巧 餘カ八 巧万圓 、貸 出 高 
は 六 億 八 千と な 巧 画で をる。. 


れけ 從ホ脫 をの 姿で あった 聯巧 
準瞄 お 巧の 政 巧 W がま 投機が 過 
般の 巧憤凑 落で 聯 銀の 抑 測 策が 
奏功し だ i を 恵 ホす るので あつ 
て、 職 銀當馬 ごして は 從來採 ま 
投機の 抑制 策 どして け 
を 要'! 應 じて 紐を おわ じ お 接 
壓 迫を がへ、 問 時し を わ 引 ま 
手 お及び 金 巧 政策 どい ふ！ ニ C 
のな 法-し 化ら 投機の 膨股じ 蟹 
抗 t 政 巧、 がを で 議論 S 禪を 
まきつぇん つたら ので あるか 
今や 聯 おの 政策 か 撒 底し 今後 
が式巿 魔の 動き も 聯銀當 局の 
ホかじ依6左あさ る ^^は明 
白 どなつ ねので ホる から 
な 利を ご 共に 自が 銀れ 引受 率_ 

。 ！ ク を 利 等 も 類々 どして トを 
ずべ く 現にげ 今の。— 作 ホ踞も 
投機の 鳴らを 磯め て 常態に なし 
を々 をが 巧 引下げは 確實ど 見ら 
れてゐ る。 

滿 鐵增收 

支那 政局の 影響 

滿 機は 支が 政 馬 S 影戳を 受け 
岡 社の お 巧と された 化滿 貨物の 
南 ドに ま陪を ホし 本年度のを 算 
じ 比し 約 四な ガ 脚の 收乂 がを 來 
ず ど 典に！ 方 ま 出ん 面に 
一、 奉 天’ 大速兩 病院の 補助を 
巧 四十み 巧圓、 

ニ、 ま 亞热濟 誠査ぉ 基本 金な 巧 
脚；；* どのを 算み支 巧 ゎら、 今を 
の媳會 でが 率 中間 配當ニ か配當 
(十二 弓 五 かお 煙配當 案) は實與 
難ど宜 されて ゐ じ-か、 今回 巧 調 
ホ， した 結 お 最近 急激に を 城好轉 
し 本年 巧豫算 なる- 單位 千圓) 


齋滕據 風 寧 化 巧 時化に ずを おし 
がけた まかで める •かおが 出 巧 巧 
る 股ら 速に H み/とが パたい もん 
である。 ホけ. 巧朽 移ぶ 法 胞 


繳軟入 
總ぶ出 
を 引が 益 
はを くら 

總收乂 

總ま化 


ニ 四 八" 八 四 0 
1-0 八、 と-五一 
巧 〇 1 ニ 

ニ‘ 五一、 四 八 〇 
ニ 0-1 ハ 、 C 五 0 



City Hall Tea Garden 

巧 0 Nawau St ■打け 

N •がわ Uke Trib 加 ie BWg 

Loo Lm Manager 


SUN HANG FA 民 

2 側ぶ !! む e. 'B 比 12 お hi 12 加 化 . 
む ! . M 日 叫 巧 饥パ 884 


まゥ と 希柯懂 苔る T で 輯諸騎 
す マ、 上 穿し じへ 目 第 理君前 本 
。ィ 日ま繁 ては ばのと をのを 樓 
、履す々 语約直 チ 巧 差 嗜渾巧 
奪は。 御 まるぐ ャの上 巧つ 巧 
巧留 ホす 揖日プ なげにて 人 
が頭ボ 。好 本 スニま 適日歐 
あ ' の 評人ィ 十す す本廉 
>シ 程 をを と 六の る 人が 


新！ 

! 碧 


理料那 支 等 高 

LOTUS ROYAL 

が け 化 1 け THST. 

TE し 加 i 巧 rsHv’ 5448-78 お 



巧 ホ 巧 
f 目 T 巧 十四 
巧 曰 T 五十 巧 


KATAGIRI BRO^S 

224 E ： • 巧 比み， 
New York City 

Tel. Wickersham 巧 44 
9345 9346 9347 


Whig Hhig 
お 00 が way, H. y. む ty 
むし Uuhf が si な 巧 87 


(Juong Gc 打 Low 

郎 in な 8 Resi が 巧が 
112W. お扣 化む ly 



巧 East 2 が h Sk な I 

W. Lexington 572? 


TOYO KWAN 

41 E. 19th St. 

Bst ， 8'w 巧 & 4 化む e. 
お ! ， Aigim 叫 in が 88 



TAiYO 

1 が W が i おれな . 
Td む afaig が邮が 


DARUMA 

11 巧 — 6 化 わ e. 
なし 的 wt お 巧 


S.KUWAYAMAC 0 . 

114 に 5 お h Sh 
New York City 

巧 脈 ‘ お Imiteer 化 巧 


K 1 舶 Y 0 & PET が邮 

!MPO 反 T 民 R OF 

GOLD の S 扫 & B 化 DS 
〇 

動 其 力を 
物^ ナ種 

一 烏リを 
巧 煩ャ魚 


Kawasoye Hotel 
巧 8 WetH 巧 nf Street. 
Tei, Cathedral 扣 10 


御 

旅 

渡 


河 


添 


IKUINE 

Hote! 友な e が aurant 

313 W.8 拙 { が . わ W む rk 
Te しむ hu か r 巧 巧 . 

む 如 W も 石 3S はがな 



340 W. 58th St. 

felephone; 
Columbus 8882 


( 赔 9 • 水) 司 まゎ 
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號十旨 六 千 一 第 


がわを 衆が ななを 巧で 觀妨が 


[日曜 水 



H 十二 巧 h 年 四が 昭 


ま 那巧理 

ホ 廳を園 

司理ん 巧 莖 
ぉ變の ホには をを 
の猶 便利 じ 滴へ 巧 
間 貪 巧の 御 巧に 巧 
中，../、 お强 お ネ巧 
ホ變 わを 立願 まな 
が 上 御 案 巧 申 上 侯 


得意の 祭踏瘦 あ‘ 

をを ザ 後 六 時ょ、 
を 巧 午前！ ニ 時まで 

宴會 別間なら 

削壽 蓮閣 

導 會 

を まと 十五 化 

里 

支那を 一 弗 0 上 
参 虫、 日曜 燒賣 
を 猪饋 頭を 種 


ずき 燒 

# じ 御将理 


紐 育 唯一の R ネ 百を 店 

片桐 兄弟 商會 

スマ ドレ •ブ n グクブ 一ず 販資元 


皆 樣の御 嗜好 じ 適 ふ 
樣な 美が の 御 巧理を 

S 廣珍樓 

差 上ます から 績 々御 
ホ ホを 願 ひます 

£ 1 永輿樓 

藤 揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 通す る 巧 理を差 上 
よす。 朝 H 時を 開 巧 
つ なサ五 T 目 サプ 
浮 单谋の 下) 


化 例 
n £■ 北 7 

帯 - I 

ぶ M 如.！ 

む 。 M 


4 — 

09 

化 I 


呂罐及 ±歷 じは》 ユ 
! マィを 巧を 擦へ が 

ま お 6 隹 
科 理舅群 置 

自 午前 十一 時 沼ち 
ま 午前 ニ時牢 5 巧 


巧 面目なち ホ琼 同胞 じ確窗 
なるみ 裳を 巧を す • 

替パ 事務所 

が 育 巧 西 旧 十二 T 目 百 ホ 一 巧 




ブー 


ント鍵 


隐 ル^ ミン グ 
133 次で st 苦 th Sireei , 穿 三 ミ k 

ジ 品吾呈 e ぎ 巧 見 S 87 


木 巧 ル 


ング 


三 07 ザ d す e . す t .59& 芸 thsiits 
ジ万吾 0 まさ 一 きすち ゴ 44 


A 淸 巧、 親切" 氣樂 =兰渡マ 

勢側纔 

がを 舉 を 义賴ま 作 

援5 E . 漠を St ミ et 

を Jo 量 e ミ薑 3 


住 旧 旅館 

舘ま化 旧ネセ 
岩 三度 ニ 害 Sr ま t _ ぎぎ y 養 ani 蓄 1 


方 旅館な め 


重 


羅 館 — 


愛 帝 

1 轰运 .萬 th St . f 置 
ぎを squehai 芸 It ! 


織 脅旅鑛 巧 中ち 巧が 

棠 四十 T 目 ニ 巧ニ潭 

T 里 . Gainia 署 A 


ぶ ストン ホ 

富 ± 旅 舘大浦 ホ 鞍 

妄 Worcester St . す 包 畳ぶ ass . 

I 里. B . M 奇 5 

費 ぉ 鑛旅鑛 

桑お淸 を 部 

みミ を 己 h i SI P 宝 adelphi 二 产 

Tei ’ Wal 量？ 231 


媛の 蒲燒 お.、、 しい 郷燒 

會席御 料理 

晝 食は 末廣へ 
叮峰巧 巧を 巧 大巧 巧 


高等 御旅 纔 

東洋 矯 

會が衙 巧 避 


抑が 理餘計 

太 陽 

壽哥每 日 あちます 


n 卽撫 

J 


な n 


日本 ホ獄 食荷晶 i 觀 胸。 へ g 摇 


M 村- 


巧 田 巧 租巧ホ 食せ まが 一手 3 巧な 


曰 本 SI 1 麗會 





周 圍巧靜 
室 內淸お 


巧 人 クラ プ 


自曲亭 


58 ジ nds 苗. ぞ量 ち.：. 
ジニ をち le 之な 

媒業區 域 中位、 お 領事 お、 日ぶ 
教腊其 他を わ 大食 社 巧き 巧 巧 

を お ホ i ブ八 

が 日本を (特則 お あ b ) 

巧 一巧み 第 自動車 御 巧 迎申上 お 

芸 tlalifornia St ご San Francises Caiii 

レヤト ルボ 

Np 旅 縮 

W 累 •ま！！. A . V &. SP U き をタ Wa ■ド 

を 革を 前を 東 01 T 左側 大 階を 
H 本 巧腊切 巧な 扱 波 巧 場 送迎 


日本 食料品 類 あび 雜貨類 卸小賣 
ホ 之 ま 大育搁 桑 山齋會 
巧 巧 書籍 雜誌 小間賴 日用品 各種 


ザ 上 金魚 巧 

ニ 96 S 芭 h Ave . ，す W ご み C さ. 
さ 0 ミ呈呈 t ま 『 773 巧 


熱 11 に 御旅 舘 

集 稻 S 

な 巧 ボ西 A 十八 T 自 一二 ニニ 
電活ス 々イブ f と A ニニ 



御が 理 


t 

廣？ ずき 饒 她一 

島 名 かき 鉛 かき 肢 W 
物 お 曰 御座い よす 4 祉 
特に 前 0 て わ 知せ を頤巧 4 




鬼に 金棒の 我を 權 

檢舞臺 に 持つ てこい の 颜觸れ 


巧 縮な 諸の 帝 巧を 椎に沒 ロを 
化の なをを けた 帶お 外相から ロ 
說 かゎた 巧 機 瞒次郞 ち 『俺： i 詔 
學 じす 馴れ だから 嫌 だ」 ど 逃を 
巧つ て 仲々 開き 入れさぅ じない 
十二 U 常 おかか U 拒絶の 间 答を 
しさぅ；；* が 勢で あつじので 政が 
も大 おら、 遂にが ロち 相 も 名を 
崖へ 旅立 もの 前 わざ'--- 訪問し _ 
てが ~ 時間 ばか h 懲 々ピロ 說い 
じ 結 巧-急 じ 厳 向が 變 つて お视 


巧 もどう.，^^ ウン ど 引受けた の 


を 最後 じあ々 を概 赌ホ郞 、がが 
お 相、 化伞 駐英 大 化の 一二 人 ごを 
.ゴ つた、 素曠 しい 顔觸れ である 
何しろ 今 巧ん 軍縮 會 幾は 米國 


大統領 フ ーゲア t 巧の 就 巧 第 一 


事笼 でぁら、 义爽閣 を 相 マクド 
I ナ^ド 巧も遙 々太 西 巧を 渡ら 7 
I シン トン くんだ b を 巧つ てブ . — 
I ダ ァー大 統锁ど 膝を つきを せて 
一一 談合す る 巧 力瘤を入れて ゐる位 
: だから 來 るべき， ボ 縮禽講 の英、 

一 米を 摇が をい-— 第一流の 人物 
I を 綱 おす るで をら ぅ i は 云は や 
I もがな、 を こで 巧 國を權 のを 衡 
j じ 就 L じ 溝 ロ 首 柏 か 人 かれ や 苦 
i 勞 しなら しいが、 元を 柄で 閱歷 
ー戟强 おを じ，、、 ロ 八 了 手 八了ゴ 
云は る i 若概 君を を 席 じ据 へ、 

一 おする じ 海軍大臣の 現職 じぁる 
財 部 君 ピ 、外を 畑 ホ. に 拔き今 は 
« ン ドン か 巧が の 花形で ホる 松 
ホ 君を W てした ミは 確かにを の 
人を 得た ご 云つ てよ からう。 


首席の お 棚 君は 大藏畑 3 巧ち 
數 字で 鍛ひ 上げた 頭 だけ じか 何 
なる 難閒跑 でも 义化乱 じを 面し 
てら チヤン ど 頭の 中で を 引 勘ぶ 
して & て 損を せず じか 拔 けて 巧 
< だけの ま 腕を 树 つてなる。 第 
ニみ 巧 內瞄の 時な’ さ 巧 兼 攝藏相 
の 下にみ 官 どして わが M 政を 殆 
ど 一ず じ 切 猫して 巧を じを の 手 
腕を 詔 S らわ 、第一 ニみ 巧 巧閣の 
藏 がご；，* ら 、植 をが ホ憲叫 志を 
を 創な する やを の 傘下に 馳ザ參 
じて 政が じ 進出し. 大隙 W 閣 S 
大藏 大臣、 加 藤な 明 內閣の A 務 
火' 担、 加 お 化の おを 內閣 總理乂 
臣 、憲政 會繳 裁どト 巧 子 
にお 化して 巧し も拌 され もせの 
政 巧の ち頗 W 云 はれる-! 至つ わ 
民政 黨あ 立'.‘ みに 現役を 退いて 
民政 黨 顧問て ん隱 居と なつた。 一 
しかし 若 棚 若の 隱 おは 駱 6 じ j 
巧く 且つ 元氣 でぁる、 お爲 さん 
相手 じ 水泳 や キャブ チボ ー - や 
を じ 措 恵の 大巧に 健康を が 持す 
る i につ ごめ てゐ も、 をれ は 軍 
縮會議 晴れの ホ國 首席を 權 ごは 
正 じ 適材適所 ど 云 ふべき でぁる 
が 部 海相は ヮシントン 會議の 
的け 現職の が 軍 大臣 化 巧に 反對 
した もの だが、 をの 時化と 今 B 
どは 時勢 も 違 ふし 環境を 異 るか 
らど肖 身で を 馬 するど 最 巧から 
大乗 氣 、が 部 君 はんも 知る 巧が 
海 ザの 大御所た る 山ん 權を衛 化 
じ見达 まいる 巧を つて 巧處 かじ 


拾て かたい 風 おが ぁる、 をれ じ 
永い 間の が 巧 生活を 大過な くや 
つて ゐ るから-極の 材 幹に 相違 
ない、 谋會の 答 辯な •さで 時々 人 
を ビック f うせる やうな 大聲で 
お嗚ら 散らし X ラ ••，，_ ，..させる 
主 も あるが、 今度は 首席を 權じ 
お概 おが 居る し、 外を 舞臺 壤 
馴れめ した 松 ホ 君が ゐ るから 安 
也し ね もの だ。 

松ず 駐吳 大使け を も 外を 
官ど t ての お出しが 英醒 じ駐巧 
と 年 ゆを きに 一旦ら をの 間。 ンド 
ン で結播 もす る、 子 おが 二人 も 
ホれ じ 指 W 地 じけ 馴れて む. る、 
をむ じ人ピ なら 重厚 篤當 殊に 名 
巧 化 巧. ご あつて。 ン ドン お巧界 
でん 枯てど 云 ふから 會證 化が ロ 
ン ドン だけにが 牛 君のを 權 はい 
るいろ ど 便が がをから う。 

ホぎ i - が 軍專巧 委員を 見る じ 
何い も 一が' 選らの 人が、 首席の 
左 あ 司 中 おの 如き 專巧家 ミして 
の發 がで ぁる ばか b で；；； 4/、 巧 時 
でもを 風の 據じ人 ざ わ b のがい 
溫 をの 持まで ある ミは が國 委員' 
の 間を 奔 まして 非を をの 樽 姐が 
街には 持っ て ホい の 人で あ &。 

巧す る じ 首席を 權が 政治家で 
しかも 財 掛經濟 5 權 威で ある 巧-: 
概 若、 をれ じ 海ず 部內に 押しの 
き < 現職の おお 大臣 お 部 君、 日 
ン ドン 外を ホの 花 ごを はる i が 
ず 君く るふ 陣 をは あにを々 たる 
もの、 これなら を 輕を權 じ 比し 
て 恐ら/' 遜を なか‘ らう、 巧は 玄 
も あれ この 一二 人なら 所謂 遠く 使 
しで 君 名を 辱 かしむ る 撥な？- は 
な、 < でを らう。 


永年 鍛 へた 雲水 ど 共じ寢 食した 
朝け S 時半に おき、 巧は 十 時 過 
ぎまで 

坐 一# した、 最初 數ヶ 巧は 
悟 b の 微巧だ じさ； ぬた め 非常 
じ 苦しんだ、- 遇 巧の 触 言の 巧 
で必の 光を 探 b ホめ た ロを ホつ 
た、. 鼓 初は 一 H - をの かゆを か 
ら終 0 にけ 斷 をまでし ス修 巧を 
續 けねば ならな かつた、 外人と 
して 斯 くまで 修巧じ 精進し ね も 
のは々 ない 程で ぁつ わ、 だが 女 
をの 不惜 身命の 巧 カじ酬 ゆる U 
が 巧た、 化 巧の 初 巧^ら 必靜か 
かじ 坐禪 のがを なって U 本圣國 
の佛 寺巡禮 じぁた、 時 じは 

幾！！！ どか、 わが b じ臨濟 
ち 大學ホ あた b ど 傳湛じ おかけ 
信者 や學 をのが ど おじ 勇まし < 

化 皆 空の 眞理 をを 轉 して ゐる 


ロシアからの わ 金で 


戀 愛の 共 產を實 巧 


ぼろを 化した 日本 共產黨 の驗擧 


日本 ホ 曾 有' の お産 黨樂 伸の 發 
覺は當 時 本社 特谁 の旣 おした 巧 
であるが、 をめ 後に 達しむ 情報 
じ 依れば をの 內 をは 昨年 S 巧 十 
ぶ： n 朝の 大檢擧 じょる お 訴巧數 
四 巧 八十 ご！ を どを せを 訴ち 累計 
八な 二十 おおじと りお 想 犯罪を 
上 ホせ ちの 事で ある、 東を にが 
てを 訴 された 者は 一二な と 名、 を 
の 半数の な 二十と をは 專巧學 校 
-3 上ん' 乂學 をで 巧 京 帝大の 四十 
あがを のち 化を 占め、 年齡 がで 
は 二十 五歲 かも S 十歲 をが 乂タ 
较で ゎる、 司法 おが 同事 件 じつ 
き發 おしむ 巧に 依る ミ 昭か S 年 
ご 一ち 十五 H 大檢 をな ホ n 本 共産 
巧は 

を 機 C 顔 J 巧 ミる、‘， 

やモ ''カゥに 於て 國隙共 逸爲經 
巧大學 じな 學 中の H 本人 學生ニ 
十 名を まらは 廣离刊 をを ぅけ 親 
治を 維持を 緊急 颗々 ，か 六片 二十 
i 九日を 布 どが 後して = 本 じが 入 
i し閒 戴の 巧 巧 U おめ、 をの 搪臘 
热は 『ホが J である、 內 をは 勞を 
捆裁 ごご 巧國ホ をの 製ず じ 反 街 
|(11ご 殖 ぉ 化の 完を 巧达 の〕 ±地 
I 沒收 (五) 固化 錢革 {六】 議會 破壊 
I 等を お 張し、 合法的に をらざる 
I 基礎の 上 じ 築かれし 共を 黨 のみ 
.が勞 働 巧と 

農！}}^ じごつ て 唯一の 政黑 
なら ご 稱へ软 十回に 直 b あ 化 巧 


をを をけ ながらが 密發 巧を 續け 
たもので あるが、 别働隊 ごして 
U ネ共 產黨ま 義靑年 同盟が あを 
昭か 一二 年 お 巧 組織 建 直しを 巧 ひ 
『靑年 戰±』 どい ふ磯關 誌を 發巧 
し 同志 馈張 じが 力した、 斯 め 细 
き輔 々の 醫際座 動で を 年 ニ 巧な 
ホ 同 黨の势 力が 回 著し < 目的遂 
行の 準備 巧爲進 巧の 形廢顯 きな 
るた め 四 同 十 ホ 曰 第二 回 巧產黨 
檢擧を 一齊に 開始し 殆ん ’*、」 を 部 
の静 部を 逮捕し な 巧の 黛 員は】 
先 づを滅 しれ 形で わる、 當埼の 
發 をはな 上の 通 6 でを るが 共を 
黨 一が の 軍資金は モス々 ゥ 本部 
から 二十 五巧圓 ah 赏 つた 

形跡 が あら 前 早大 敎授を 
野學 、一二 旧せ 四郞 、自殺した 渡 
邊 正么輔 等は 淺草 方面の がを 遊 
びで 一 巧 ニ 千 恩、 神 樂巧や ホ 孜 
巧产 .も 豪遊を 繪 けた、 之 じ 反し 
ホ 誤 貸は 織譯 仕事 や 筋巧勞 働を 
して 生活 錐 じある ぎつ i 危 隙な 
巧 おに 就いて ゐ たので あるが、 
一時 鉄 求 歸らの 新 智識で 宜 『唯 
物を おのた めじ」 等の 著書で を 
嵩い お 山 a 高等 學校敎 授福本 和 
ホ も 共産 谋 幹部の ち 力な 一人で 
あ も、 岡 人は 女子大 學 等の 學ホ 
四を ご變 も/、 機を 關 係を 結び 

がら 住 巧を 取換へ てゐ たお、 
昨年 六月 二十 お U 大阪で 捕 へら 
れた、 をれ迄をを^^ホ巧をして 


ゐた ご 言 ふ、 發 見趟緖 は-ご 一巧 十 
八 U 四み 隨が質 巧の 

朝盜騷 ぎで 非常線を 媛つ 
た 藤ち 力な 典 產黨員 菊 池を 己を 
訊閱 した 結 お 秘密 書類を 君 附け 
たからで をる 、元 早大 敎授佐 野 
學は主 海で まが 官憲 W 1 悶着 後 
H 本へ 譲 送され 渡 邊换之 輔が臺 
灣基隆 にて 自殺せ るは 旣 巧の 通 
もで ぁる、 共 產蕉事 か 被 吿八巧 
二十 五を の 中 巧を 地方 裁 巧 巧の 
を おじ 附 せらる； は 約ち 百 名 も 
& るので 檢 事は タ 化を 睡 める J 
でぁらぅ 、えづ 先頃 東京を 訴院 
檢事 馬ょ ち轉 じた ニ 名を 培す ミ 
となつ た、 立食 檢 事は 被 吿を取 
調べた 思想 部長 平 田觀を 始め 龜 
山愼】 、タ澤 重 雄の S 巧が 當事 
VJ なつた、 を 利 期日は ホを であ 


路傍 じ 叫ぶ 

金 髮の禪 お 



アメ ブカ乂 サラナ プ 
を 都 妙必寺 本山で 最初の ァメ 
リヵ 婦人 ごして 坐禪 をつ ぐけ、 
更に 街路 じ 立つ て 巧 道に 從 事し 
てゐた チラ ナブ ホ おは、 漸< 神 
巧を 長から 修行 終了の 

ft 巧を 受け、 天晴れを 装 
の禪巧 どして いを'''--- ごあく 綺 
國 する、 同 女史は 本年 四 巧 巧 朝 
して 神 巧を 帥 じついて 修行した 
が、 最初は ゎ經は ロー マ 字で 書 
いて 貨 つて 熱 必じ讀 誦した、 臨 
巧視 のな を 生活は 嚴肅 であ 6 、 
巧 當强い 巧 子 すら 僻 あする 程の 
難 巧 苦 巧で ある、 をれ を 女を は 


不違漢 出な 

强盜ゃ 强請漢 

前々 焼 じ 於て 間 化の ピスト 瓜 
强盜が 香 西 龍 雄 氏 經營の 大か商 
爵じ 巧み b 數十 おを 奪な しだ 貴 
を 報じて 置い じがを 犯人は ホ だ 
縛に就か ざと 裡 まるを 曜 H ホ 木 
曾 四が ご稱 する 太が をみ 郞 事件 
じ觸 係め らし 不堪 漢は比 律賓ん 
らしき 巧を ホひゾ n i ドウ ユ 1 
日光 稱理店 經を者 ホ 上 菊！ 巧モ 
の ァバ！ トメ ツトを 訪れ 妻子は 
ずを、 井上 氏が レスト ラント じ 
ゐる 旨を 確め ホ 膽 '.しも レスト ラ 
ントじ 趣き 间&じ 遺 まつて 金 お 
弗を 强 請して 立 去つ た 由で ある 
が、 舆 じは 巧を 猿 張ず る爲 めず 
傅 やら 大工 やら 居た じ拘 はらず 
彼等には 强が もせず おて 往 つた 
ご 云 ふ。 巧を 近 H 本み 紳± 某を 
に サプウ で！— の 中 じて を 0 無必 
を 吹き 巧け た 男が をる。 これは 
例の ぶを 常習 额る 菜ら しい ごの 


であち が 彼 ピ武ぉ ナツ ソ 
! ト邊 巧. 和 胞を訪 間し 『自 をは 

旅の 者で をる か ホ— グ ドア ツフ 
に撲ら むで 某 家の ホ！ グ タエー 
じ 倒れ 麽 なめを な ホ か 人 じ 救は 
れ た』 と おしてを をね だ 6、 小 
栗 ド々 ト が、 奈良 下宿. L - Aj じ も 
强 請に 巧 巧け ただめ ミで をる。 
化 際を な 馨 戒を嚴 じし 不逞 漢 を， 
聲 退す。 がが 嬰-である。 


夫君で ある 一二 浦 博 ± にも 沿岸の 
旅から 手紙を 書い などを ふ 話、 
これで 一陽 巧復、 |ニ 浦 家に も义 
しぶらに 春が 訪れる であらろ 
增 されて ゐ る。 ' 


を 巧の タ牲 


わ 揃 ひで 當 地へ 

澤旧 新總飽 事の 着任と ホ じ 一 
人の 名 巧の ホ 性が 當化 めん ごな 
つた、 一人は 今や 化 じ 巧め く 潰 
ロを 相の 御曹子 でんる H 本 銀 巧 
員 潰 ロ雄彥 巧の み 夫人、 一人は 
n 本 郵船 會 社員を 玉を 康氏 のか 
夫人で、 お 玉 巧は 侯爵 窠幡 忠隆 
氏の か 息で ぁるが 現刷鮮 總贊府 
の 政務 長官で ぁる 伯爲兒 巧 秀雄 
巧に 迎 へられて 養子 ごな b を 度 
ホが したみ 磯貞 す」 んど 钻婚、 
建 もやん ど 呼ぶ 巧烫い I 令豎ご 


共に 籍 紐した" 


國隙 ゴルフ 戰 


で 


邦人が 進出 


日本で 職業 運 手 


巧を ホノ^ か I じて 開腥 みで あ 
つた才 —ブン ム ゴ； 焼 持は 十 
よ 日を 巧て 終 マて 當地 フォン 

が俱樂 一^め クレ I ダ •ゥ 
ッド がよ 十二^ 1 ^ じ ニぶ 八十 


スは 


ご 


ス 1 

ホ' 

を t 


環さん 歸る 


フラン ダブ チは 結婚； 一 
唯クた i 人で 一 7 ィを巧 切 
C 勉 岸を 地の 目 本人 社會 で^ 
で 旅を 績け てるる ご 一浦 環 さ乂は 
昏 下.* ’ パ ー じ 滞在中で 巧ん ホ 
五六 ロ 頃には 當地 じ歸る こを、 
なつ V ゐる お、 、 

環 ィんの 愛人 ど 傅 へられぶ 伴 

奏# の 八 ド n フ •フラン ゲッ 
チ 术- が 今度の 旅 じ一絕 店なら 
。.- こどは I 寸 不可 思 謹 ど Iro 
れ V ゐ たが、 をの フラッグ ッ 
チみ 最近 自 をの 弟子で ある 若 
い义 しい エ八セ •パ 嫂と 
結贿 した i が 判然 しわ、 

ホ も. ランケ ナ 君は 環さん がビ 
ッッ ー ダで 出演す る 歌 胁お子 
さん 一は タク トを おる ことじな 
つて-るが、 巧んでも 環さん は 
これ t 機會 ごして 扫本じ 歸る巧 
> じを 四め たらしく、 と ザぶ りで 


化で 優勝し ホ/ — トン •ス 
ご 一点の 差で 1 If な 
クめ ビリー *1- パ I クはス ：、 

おの 差で iii 等 じ、 ゼ 1 ン •サ 
ラ ゼン お 二み 九十 西で 四 等 ごな 
つたが、 この ゴル 7 戰 じは H 本 
からはる 户 > 宮本 ぶびを 旧弼職 
業遲 まが 參 細した み、 巧 地の 中 
树 巧：^ をの 他 ま 那人數 名 も發が 
して^ 隙 的を 彩を 渡 厚 じし だ、 
參 畑した 巧 人では 宮本 氏が 最 
II 音 六で 十 S 等 じ 人 6 
旧 氏な S 巧 十、 中 村 巧は S 
巧 十五で ぁつね、 

ー| 卒 氏は 大阪 •近くを 木々 ン 
^樂 部所 屬聰業 選手で 今が 同 
が コ！ スじ闢 かれた 窠 S 巧を 日 
'ォ ブンじ ニ' 白 丸十 乂 打の 巧 
ァ！ を 出して 選手 灌を獲 侍し 
又を 旧 氏 d 化の 競を じ 僅々 二が 
巧 差で 第二 位 どなつ たを 京が 抑 
縣澤ゴ み 7 鶏の 職業 選手で める 
巧に 兩巧 ども 十ヴ年 H 上の 經驗 
を 積み 最お特 じ 著しい 進境 がら 
を 示して ゐ るので、 日本 ゴバ フ 
聯盟を 初め 關お閣 西のを 供 巣 部 
でも 兩巧渡 巧の ため 砲 力 援助を 


輿へ たので ゐ る。 


草 人 巧歸朝 

松 竹の 招待に-し 
今夏の 當地 劇壇 じ 一寸 顏 VJ 出 
して 巧 評を 博し 近く ラデ才 •キ 
—ス •ォ ！ フェア ム專屬 のぶ 劇 
縷じ 出演の 豫定 でを つた 上 山 草 
人 巧は 昨今 聖 ホで トーキ ー の 撮 
影に 化 殺されて ゐ たが、 今. 四日 
本のが 竹 株ま會 おょらの 招 巧 も 
ぁ. も 且つ 同社々 員 狩を 太郞 巧が 
使をごして染がじ巧て巧涉；^お 
あ 急 じ おが 纏ま b が 年ぶ 巧 S 第 
S 過瞄 目から 向 ふと' 遇 巧 じ 貝ち 
東京、 大 腰、 神戶 、を 都、々 古 
屋 等の 松 竹 常な 舘じ パ] ス * 
アピア ランスの 契約が あ ホし 今 
月下 旬 乃 ま ホ 巧 上 巧に n 1 ずン 
ゼグス を 出を、 四 巧 頃には 梁 
すべく、 をれ よら 直 もじ 當带の 


劇 擅へ 現 はれる ミ どな づ わ、 が 
ほ 滞路ホ 人は。 1 サン ゼ八 スー 
居殘 るは 中。 


盛 會じ終 > し 

修道 會大 演藝會 

旣報 のかく 紐 育 基督 敎 修道 會 
は娛樂 親善、 資金 募集の 目的の 
下じ、 去る十一巧十六自夕 、 1 
ンタ！ ナン 3 ナグパ ウス じ 於て 

大 演藝會 を開懼 した。 大紐 育を 
會巧盟 のを 唱 深、 太 旧夫 人の S 
ホ V - 琴、 南部 ホ 人の 獨唱 、々年 
少女 及 南部 夫妻 出演の わ 伽 歌劇 
『猴と 羊』 等、 巧れ も 大喝 巧を 巧 
けた。 中 じ も 南部 夫人の 濁唱及 
少年々 女 歌劇は 一部 お乂蹈 じが 
巧ょ < 、窄備 ご祈禱 とじょ るを 
員の 秋 序 ある 巧 動は 會藥 事務 
切を 極めて 圓禪に 進 巧せ しめ、 
巧會者 日本 ブ 、約と な も 恍惚 どし 
て 一 タを敌 を じ 養した る 模樣で 
あつた。 會計决 算は数 H 後に を 
ませら るべき も、 聞く 巧 じよれ 
ば 前年 じ 劣らざる 好成績なる ホ 


巧留 青を 理想の 麟化 

0!麥ん^1岡年會 


9 巧 送 す 資ジ I . curki 124 か 


ダん 


-IHIHP 
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呈丄 一八 蕃 (二階) 
』 ミ 夏 A 烹 mM 三 馬 NCY 
ごご ニ Wes 三 童 F N . U - 
ぎ 置 ミニち 3 


煎餅 卸ぶ 賣 
を 腐池揚 
日本 食料品 一巧 

UCBnse IRice C 巧 k : 巧 CO ， 
養 さ 置す e -, 
享丑己 ニ 218 
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御を 事は 勿静 、を 後の お話し 
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の 程を 願 ひます 
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シアトル 出帆 (午前 十 時) 
あらは ま 化 十一 巧 か 八日 
をら び やえ 十二 丹 十け 
るん でん あ (坂 谋な 化〕 十二月 甘 四日 
ザ 一等 谋凑) お 五 邦 ， 
担し ばリず かるん ごんみ は 一ぶ 最 ホ 
マ 一二 等 日本 巧を を 乘ぎ室 おか 遼お族 室^ 
▼御 希資に 飯^ 一等 额 おを 獲 巧 符發巧 致 可 侯 

ロスアンゼルス お 帆 (午を ミ 時) 
はゎい 化 1 g 四日 
らぷ らた乂 一巧 化 五日 

►一等 演漬ニ so 巧 巧は わい 丸え にらみ 一 苦 巧 
►榜巧 三 一等 日本 巧 直 十九 巧 ▼一 二等 日本 巧 五十 友 弗 
►ホ 港羅 が 巧を 串 切符 寝窒 を 憩 入御 幹 淀 化リ候 
▼紐 育 線 パナマ 徑由 a 本 ま 那巧實 物 お 月 一面 


雄 貸 陶磯器 

ランプを び谁 

太 洋賛易 株 ま會社 

ま 巧ポ俄 古、 ボストン 


陶磁 叢 雜货類 挪販賣 

S 茂 木 桃が 組 


日本^§1船會社(を ユ を鐵道會お) 

I 化理 巧巧禍 兄弟 蘭會 

忠^ 幸， を 船 切符 おじ 小銜物 運送 御 便利 じな 扱 申しまず 


十二月 號 雑誌 

講談 俱樂部 

キ シ グ 

富 十 
戟 日 
文 藝惧樂 部 
講謀雜 誌 
十一 巧 特別を 
日本 及 B 本人 
サン •テ每 日 
十一 巧 一日 
實 業の H 本 


一、 資本を 壹億圓 (を お掷达 巧) 

一、 積な を 春 億 八 百 五十 お圆 

內化ネ ま 店 N 横 潰 (本 巧) 巧 京た 阪 
神 戶長齡 下 熙タホ 崖 

撥濱 正金銀行— ち 巧 

义國を ま 店 U を港羅 府沙ボ 布を 
其 化 お 界を固 重 お 都 ホ ニ ま 巧 及 コ少レ 
ス有之 候 


ネ 巧大 阪化淸 置 T 目 
紐 育 支店 が 育ブ 0 — ドゥエ ー 巧 四十 化番 

鱗 住友銀行 

ぉ {お 京 横 潰を あ 崖を 郁 神 戶岡山 
64 け 心 尾 ノ道廣 島吳柳 井下/ 熙 
地 支 巧す 司、 小 倉、 若巧畴 を欠留 米’ 熊ぶ 等 
本 固 預金、 鄕里 送を 等な 保め 
て 御 便利 迅速 じ 御 お 扱 巧 申 お 


本店 朝鮮 京 城 

ぞ店ぉ 張 巧は 日本 內 化の おが 都 ホ、 巧が 
滿讲 、支那のを 地 及び 浦 お巧德 

朝 鱗 銀 巧 紐 育 お 張 所 

外 顏爲替 一般 銀行業務 精々 御 便利 じ お披巧 

申 - M 候 


桑 山 商^ 

114 EAST 基を 鸟：严 Y . G . 
さミ尹 さ~ミ1里『 ^ニザ是7^ 


昭が五 年度 
-當巧 日記 類 
..懐中 B 記 類 
年鑑 類 
曆 類 

正宗 酒ト 三ック 
協 如は ま C を 

味 付 S ら 
燒 鳥 
化つ ぶ燒 松茸 


目 本 食料品 轟 4 谱 


貸 室 1? 戸 f 眉 


八 邦、 ダプグ 一過 十 弗 

吉 TEL 豆 RCLE , だ 至. 普 さ 苗.， 呈 y 


トランク 


ハ^ トザン 

ブイラ*—^ 

イン ノ^べ^ シ 9 ン トランク 

勸お弗 五十 仙よ も 十二 苑最十 
涅で st 度 ih Street 


シ 
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▲鄉里 送を 及び ホを を (無手 あな y 外 固 
ち替賣 買、 荷ち 替な化 化 立、 信用が を 
轩等 一般 銀 巧 業務 御 便利 じ 取扱 可 仕 お 

能 職 臺灣銀 巧 S お 張 所 

本 巧 臺货臺 化 

支 巧を 京、 橫濱 、乂 お、 神 巧、 h お、 巧 
ロ、 福 州、 厦 巧、 拙 頭、 香 お、 廣 を、 お 

嘉坡 、スラバヤ 、スマラン、 バタ ビヤ、 を 買 




hvLlry ttT - u [9 r s . 


み 外を、 社 憤、 株を ノ賣 買ぶ ビ利 
化 お 立 パ ま 棟 便が ニ 御 取扱 蛟シ 
マス、 精々 當店ヲ 御 利 巧 下 サィ 
佩齡藤 ネビル 7 日— 力— 银巧柿 棘爵社 

藤本 證券 會社 

同義 港 ま 巧 
同 羅府お 張 端 
同 ホ 巧 代理が 


瞄诞麗 、雜 貨卸賣 

森村ブ タザ ー ス 


T 寧の 印刷 ど 精巧なる 化 上げ 

時日の 迅速 ど確實 U 校た をが 証 


印刷は 紐 育 新報へ 




, 電話 ワトキンス ニ か 0 九— ニ 九- 0 

た 巧 違^なく 新報へ 

i > 

ボ內西 十と T 目 十一'* 一を 十 階 日 
也 部 じ 化ける 巧 字 言論 機 願の 

權 威、 吾が 新報を 讀ま 3 人な し 

廣吿は 紐 育 新報へ 
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贵 本を 
拂注濟 資本を 
巧 ホを 


ま 億 困 
六 千な 旧 
六 千 四 巧と 十 萬 巧' 


を 社 一二 ホ 銀 巧* を 支な 

本 巧 ま 巧 ホ H 本 橋が 本 单揉巧 五番 地 一巧 
支店 小が H 本 橋 义の巧 巧ち 橫活 
名 A 屋京郡 大巧 西 (大巧 神戶 
巧な 下 瓶 巧 词巧松 鹿 岡 長 お 
上が 倫を 盖 巧® 水 


輸出入 爲 を’ お 信を を' 化な を， 旅 巧 信用が 
巧棠 信用 狀巧他 一 股 叛巧ま 

ん餘竺 一義 銀 巧— ま 巧 

鄕を 送を' 本を 化 無ホ數 巧？ 迅速な 巧 
ネお預 を (を 期 通知 ノニ 柿) 御 巧 巧 取扱 
本 支 お 東を (ネ ほ) 大 阪神 戸な 都 


1 r 1 - 1 f ， 1 — ミニ 


み羅府 、を 港 出帆 (ホノ ググ經 由) 

煤府を を 港を 

(す 后 ニ 時化 机〕 (正午 巧 tt ) 

天洋义 十一 巧 廿义日 十二月 四日 
コレ ャ化 十二 巧 十 Ha 十二 巧 夫 日 
を巧乂 十二月 化 一日 一巧 六日 
淺間乂 一月’ 十日 一月 十五 U 

® シアトル 巧 帆 (午前 十 時 お 帆) 

一二 島乂 十一 巧 化 日 
巧 巧 丸 十二 巧 十四日 
西 比が 亞化 十二月 廿 四日 
靜岡 化— 一巧 十二 日 

0 溢 致を 日本 巧 ぉか 

化醉か 十一 巧 サ九巧 
摄タも 十二 巧 十四日 
邮 ■をみ 十二月 甘 ホ 日 
▲巧 育 化 帆 田を あ 巧 由 日本 巧資物 おー 巧ニ圓 
▲が 絡 おな。 帶 ホは な洲 巧、 南米 柯 並に 匹を お 
结由太 や洋岸 巧を 漠 がを ホ ミ 巧め ありを 抱 切 
巧 等 萬 ホ 御徳を じ 取 計 ひ 申 上ます 
A 来 國錫道 切 巧、 寝さ ホ 等 t 御 便を じ お 計 ひ ホ 
上ます 


H 本陶お 器雜貨 

ラ厶 プ卸寶 

奈良 貿易商 會 


ば 現 時 シカゴ 巿は ± 曜日 毎 i 1 
千 臺の自 働 車 渾觀數 の お 誓 ホ 
し 化の 儘に 拾て わ （場合に^ シ 
カゴ 巧は. 勘き の 取れの 所ぶ；；？ ■る 
即ち 其 まなる 原因は 長 巧 難 打の 
自働車 どホ內 ホけ の自 働ぎ が 
混を し 居る ので 千 九 巧 五十 ザを 
じは 所謂 完を 。『專 巧 道路」 (パ 
1 户 イク S — なる ものを 盡 がし 
を然長 短 巧の 自慟車 おを 臨^し 
やぅ ご 云 ふ計畫 t ある。 岡！： に 
夫れ 迄 じ 飛行機 着陸 機の 設 がを 
完成し、 繁雜 なを 通 機 隅の 爾節 
を 謀らぅ ご 云 ふて 居を。 

日本 巧/! ル 

本局 締切 當日午 校と 
時日 瞬と ホ 日は 凹 時 

プ レシ デント •マ デ ソン- 〔シ 

アトが〕 サ 五日。 

天洋化 〔フリ * コ】 サ化 日： 

ブンジ デント •ピアス 〔フ ツス 

コ ) 十二 巧 一日 


ir ： 欄ス ペシが 如 

'.新着 I 

- だしい 

.茄子 辛モ漬 


昭和 五 年度 

W 用 日記を 種 
巧 桐 兄弟 商會 


装飾 綺麗の 大室 ぶび 

中 室、 五ン V I タ.— 蹤 アバ f ト 
メント i 0 

4 ゴ皂 . 1 喜 hF 章 お 


婦人 暇 横 濱ゅき 了 

客 rs . Y . Y 0 KO 立 > s > 

呈 W . 7 害 St ., Aii.H Ifra 宣培 r 0 苦 


晚香坡 每ニ週 一回 お 帆 

乂 で ム プレス 亞細亞 と ニろ 登 觸) 

十一月 廿 111 H 

乂エム プレス 加を 太、 一二 •〇〇〇 觸 一 一 

十二 巧と 日 一 

A で ムプ V ス 露西亞 (I ニろ 呂喷) 

十二月 廿 一日 

主 エン ブレス 亞細亞 ニニろ 00 晒) 

一巧 十一 日 
一等、 二等， 一二 等 あび 下等を 設備 
最大、 善美、 最 快走の 東洋が 巧 船 


フ ナメ！ 力！ の特を 

日本 八の お 買物 じは 枯別掛 員を 置き 無 
巧で 咐案內 致 升 電話 又は お 手 お 巧 第 御 I 
訪問して 御 便宜を 計ち 巧め ての わ 方 じ 
對 しでは 特に 注意 致します から 是ホわ 
立 寄 9 願 ひ ホ、 巿內 配達は 勿論 H 本 其 I 
化を 地 巧の わ 荷物 發 送は 當 方で 致し 巧 

に ヨン ツナ メ！ 力— 


陶 破器雜 貨卸寶 

春 巧藏會 


を 使 格の 總 領事 

澤巧 ん着 巧の 朝 

蕭 々たる 晚 秋の 雨に 迎 へられて 

無窮の 聖德を 仰 公」 舉る 謹話 



I 巧留 M 胞 •か 1 B 千秋の 想 
で 待 も 焦がれて 居た お 巧な 育總 
領事が 阳節藏 氏は 夫人、 を 息、 
從 ちごが’ じを をの か < 去る 十八 
日 午 削 十 I 時ゲ アン ダビ 八ト線 
で 中央 停車 媒じ 着い わ C 是ょ > 
先き 内 山 領事' 石 かが 事み 夫妻 
を 始め 新が 巧 一が 氏、 窝橋 砲兵 
大 を、 領事 舘 々員数 名、 をが 商 
務 審記官 、愚 間、 堤、 地 ホ、 草 
倍、 お 村、 化 木、 石 ハ 合、 高木、 
束、 化 木、 巧 貧、 鄕 、平 ホ 其 他 
のを 巧 おおわ 巧を、 田 島、 武井 
巧 ロ、 るを を 夫人、 兩 新聞社、 
H 本ん 會化表 等 四十 餘 名は 萬 I こ 
十六 號 プラット フオ ー ムじ參 集 


一巧を お迎 へが 酱 巧々 を 着の 挨 
楼と陳 ベた が、 巧田總 領事は 內 
山 領事 及び 石 谷 郵船 支店長の 東 
j 道で 蕭 々たる 

晚秋 の 雨中 じ自働 車を を 
ら せお 午 じ 近 < 旅裝を パ！ ク街 
の宫 邸.」 解ぃた。 官邸の 迎资室 
じを がいた 緒 領事は 往 巧の 記を 
ご 久擱を 叙し つ i ホ 淡 且つ 快豁 
じ滯朝 中み 所感を 語な ミ那 及び 
南 おの 漫お談 を 試みた。 桑 港で 
日英 兩 新聞記者 VJ 會 見した 際、 
揮 田さん は 『ザ 趣には 四 ヶ年も 
巧 勤」 たので 巧び を 鄉を訪 間す 
る 気持で ホた。 今度 巧 命され た 
'糾 育は 巧と 云 つても 世界の 紐 育 
で經濟 の中必 地で ある ホ じを 方 
面のを 涉がタ いご 思 ふ、 别じ抱 
貸 どい ふ 程の 事 もない が 巧 ホ 日 
本 どの 顆 係が 深 （なつた 紐 育で 
あるから、 巧を 化 事が お ホる S 
あ ふ』 ご 謙遜し つ I 語つ て 居る 
から 


國 勝な 交 世界 聯盟の み議 


排 H 移民法 明文を 修正すべし VJ 

去る 十 j 日の 化戰 日を 中必 ご 
— * て ブュシ 1 州 ナシュ ビグ じ 
巧 かれた 段 際ぶ 巧 化 巧 晚盟大 


會 な 約 S 干の 男女 大學 ホが お 
席して 貪 媒毀爭 記を 館は 立錐 
j の餘地 もな き 盛 况を呈 し スミ 
j ス巧 ± は 『吾人は 今や 化を 歷 
j をょ ら晚て 最大なる 革を の 中 
j 、むに 立つ て 盾る』 ど W 頭して 
新國際 ホ義わ 高調し 『化の 新 
- 超 際 主義は 化 巧の 記録を 錢革 
: し戰爭 を義を 永久に 破毁 しお 
- ら むごす』.‘- 說 き。 

-オ ブラ ィン 陸軍 少將の メッセ 1 
ジは 『 A がの 膝を 中 おを 大載程 
無益に ホ か、 巧を、 幸福 及び 繁 
をを 奪つ たものは ない。 文明 威 
おは 戰ずじ 化るべき 適正の ホ 法 
をが b て 化 だの 衙窜 葛が を巧理 
按 がせ レ ごしつ I あ b 然し。 が 
ら吞乂 U 喊 端。 ら戰爭 半義及 U 
ホ か 主義を 緩和せ ねぶなら の。 
現 巧 化 巧の 司法 組織 じ 於て は 他 
國の 次を じ信硝 して 絕祠に 軍備 
: を撤晦 する こごは 出 ホ 情。 い。 
巧げ f 不必を；^ 武裝 ^施す の は 
巧 かのを 威 V' む 6 其の 進 ホ货達 
I 一を 阻蒂 ずら •かか-—、 目下のを 務 
j ; は 『牛 かのを 備』 を 整へ てが かめ 
|| 世 ホの ホ 現を 期す る じあら. っ j 
とる ふので わつ わが、 

お盟 米国を 員を々 をゥキ リァ 

ム •ビ- — • メブ八 構- H もケ 0 

ッグ 化 おに 化 もて 國際 間の 異 
おを 平 かじ 解 巧： 宗を 的晚情 
を怔媪 ならしむ るの 必耍を 力 
說 L 、 敎 曾が 其の 萬敎 的势ム 
を かか 維持の 力 面-」 注ぐ 巧 向 


ス 卿を 纏 裁 どし で奠 米の 有力 
るま敎が は 擧 つ て ホ 巧 の 大 
運動を 起しつ S ある ど’ のこ ど 
であるか、 

ナ シュビ^ 乂會に 於て ホ 國の國 
際 法廷を 加を 猶 憩すべし との 决 
議案を 通過 米 國の露 齒ホ認 問題 
並に 化 米 仲裁 條の 締結 問題を 懸 
案と したが、 同時 じ 千 化な 甘の 
年 制を の 移民な 中日 本人を 除斥 
する 條項 ぁるは 不を 理の甚 しき 
ものである ご 云 ふ 見 m から 該移 
民法々 規修 おのみ 議案を 可扶し 
わ。 . 

右は 前年ょ 6 の 宿題で をつ た 
が、 アトキンソン 蜡± 、カツ 
ド マン 博 ± 等 熱 也に 修正の 必 
要 あ 4 を 唱導した 結 あ t ある 
ど 觀られ て 居る。 該决議 文は 
敎會 聯盟 t パ 勿論み 閣 々員 上下 
兩院 議員 巧の 他に も顔附 せら 
るべ く 如何なる 反響を 齋らす 
べき かは 注目に おする。 


一二 十 H じ ホを した 

學生 懇話 會 

U 本俱樂 部に て 

糾育 日本人 會を務 部 ま 催の 化 
おぉ 女 學を懲 話會は 今春の ぶ錢 
颁る 佳を じて まを 孰れ も滿 をし 
たので ぁじ 秋季の 會 をを 開 < 事 
ごた b 過 H の 委員 會じ 於て 時が 
委員を じ武井 理事、 委員 じ 山 崎 
雄 ニ、 水な が S の兩 氏を 指名し 
た。 右一 一一 取 會談の 結果、 學ホ側 
の ホ销を もを 酌し あ々 ホる 一二 十 
リ(±罐) 午後 八 時晚餐 後から H 
本 供樂部 •し 脚 催ず ベく 目下を 瞄 
にぁな を 祝した。 をの 閲 際ぶ I 中で ぁ & が、 あく 學を侧 どを 員 
巧 化界聯 巧は 一二 十九 侧國 のを I 側 化 お/ 會 見の 上ブ C グラム 等 
を 脚 巧ち が 加つ て 居らが、 ァ I を 巧を する かで ぁ 5。 巧 ほ 右 お 
ト キン グン •巧 十： の 語る 巧」 化 I 請 曾け 晚錢 後な るら 前例で ぅ .W 
へば、 が ヵン タブ ブ ー 大僧正 I ん 、薄 巧、 おでんな での 接を 設 
ダビ ゾド ジン •ォプ •ラムべ I 備を。 ずこピ じな つてを もど。 


おか 化 事を する 搔巧じ 相 
違ない ど 看て、 最近の 日本 おか 
何を 叩 （ど 『今 巧 支那 じ ニケ 巧 
お 旅 巧し、 日本 じ も 數ケ另 滞在 
したが、 成 お 經濟國 難に も あ 面 
して 居 やう、 亦 思想 闕難 もんら 
うけれ 共、 ずの 通觀 しじ 日本は 
此の 國 難を 打開 ザる 氣 力が あ 6 
方途が あるから 何等 憂 ふるに 巧 
ら いど 云 ふ 結論 じ 到達した 0 
兎 も 巧、 現下 過渡期 じある a 本 
を靜 わじ 贼 めて 居る とお ホの 津 
津 たる ものを 覺 ゆる。 われ M 
日本人は 所謂 艱難 汝を玉 じすて 
ふ 古 診の かくみ 憂 外患に 逢ふ每 
じ 良 制 自當の 度を 加へ 自ら ユボ 

ゥシ 3 ナィ ズし 得る 素質を を 
して 趕 るから 

將來 の 大成は 期して 待っ 
ベ. きで あらう ど 信 中る』 誰 辱な 
澤 田さん は話頌 を一轉 して 『H 
本の ブラィト スポットめ 最も 顯 
著。 るち のは 畏ぞ くも 香 か 皇室 
の プロス ペラ ウス じ 渉らせられ 
デモ クラ テ プクじ 居らせら る、 
一事で ある』 ごて 往年 皇太子 殿 
下 ごして 御 渡 巧の 當時 親し （厦 
從の榮 じ 浴して 聖上 陛 F の英 
明 無比 じあら せらる^ 点を 窺 ひ 
奉つ て 居る 澤田 さんは 陛下の 

右に 就き 委員 側の】 人は 語る、 
『が 育 H 本ん 會 ではな 留學ホ 就 
中 家庭を 持 じの 大學 生の 勞 苦を 
慰藉して 常に モー ラル サボ ー ト 
を 典 ふる； ごな つて 运 るが 溝 ニ 
化學 まも 漸ぷ增 加し ホる 傾向 も 
をる ので 學生 おの 田 滿リる 理解 
を 進む る！ 方を ごじても 今次の 
如き恐話會 な意義で る る ご信 
ずるに 娘を 招待を を < 々學ホ 諸 
宮も會 員 側 も 萬 障を 排 して 出を 
する 樣 じしたい もので わる』 £ 

を 示 

本 月 十八 日本 宫內 山總 領事 化理 
3 V 事務 引 繼ヲ了 セリ。 

右吿示 K 。 

昭和 四 年 十一 巧 十八 日 

な 紐 育 

總觸事 澤 旧節藏 


語つ て 居た。 因 じ 食 員 側 ル お 席 
をは 前會 ご 同じく 會費 一人 I 巧 
五十 仙を 負担す る 常で あら 當事 
まは 多數 婦人の 参 孤を 希望して 
居る も。 


克 く-情し 通じ 給 ひ、 ぶ 文 允を 
至た エ慈 にあら せらる >， 串 質を 
謡 話 レ 『微ぉ チの 如きに おして 
もぉぉ 前を 式の 拜謁を 賜る や 否 
や 持」 御 召を 絮 つて 優渥なる 御 
誰シ はつた 事は 感激 じがへ ざ 
るみ 麻で ある。 みに ホホ寶 素を 
旨と ニら れ闽民 じ 先 じて 

倫 德の範 を 示し 給 ふなで 
畏く t 御 若 か b しがの 巧を み ホ 
も 斯< やと 拜 察せら る i が、 秩 
父き 風 F 、 高 松 客殿 ド 孰れち 巧 
揃は わて 御 陸 まし < 皇盡の 前を 
结 々娩 やかし きは な 喜の 外な な 
い 一。 雄んで 按ずる じ 現な 吾が 皇 
妻の 美し さ.、 曾 さの 背後には 皇 
おち 陛 ドの 偉大な 御 懿德が 潜む 
で 巧 一る こご ご 恐察す る。 專 々が 一 
かの 画 民 もを 是れ階 ドの 赤子で 
ある-のみなら や 朝 民の 選良'' > 
して \ ^ん 々々國 をを 化 あして 君 
る； を 責な感 を 强ムし 化 後 化 
携 へ、 •台 民妃 みして 海外を 度の 
一途にな 進すべき ご あらぅ V - 盾 
中る』 ^;つ 尙せ總領事を息は信 
夫を を f 和ち、 昭 夫の ミ 君で 
あるが、 ホ 人 比 入 邸 巧々 午餐の 
用意 や 手 絕道是 ホ 巧 やじ 化 殺さ 
れ ながて お 人 記を の 訪問 じ應接 
して 居 


商齋 委員 會開懼 

紐 育 も 一^人 會晚務 委員 會は本 
日 午 整 (が^ 半 よら 目 本お樂 部に 
於て 開催，^ 胞 職業 調を 其其 他 . I 
の 宿題を 嘘 す も 由。 


な 


也 人 


ラ 


お 淵 大使の 

お 紐 期み を 

お概审 縮を 權 一巧の ホ 米を を 
へ 単 府欧府 ごの 巧を 渉に 多 他を 
極めつ； ゎる あ挪大 化け 十二月 
十一 りホテ^一^ァス タァじて開腥 

する 大晚餐 會じ臨 おの 爲め 夫ん 
同伴 十 H おがす る當 じて 紐 育 日 
本人 會の 懇請を をれ 尙日 會開懼 

八' 大使 歡迎 レセプション じ お 席 

の 快諾を 巧 へられた ので 同會じ 
於て 目下 準 楠 中で ある。 

總 領事々 務引繼 

圳項所 報の 如く 新任 總 が事浑 
旧節藏 氏は 去る 十八 H 着任、 巧 
山 總颁事 化理ょ b なじ 事務 引繼 
を T した。 隨て 爾今總 領事 お 宛 
諸 届 願菩は 『總 領事 渾旧 節藏殿 .T 
ごすべし ど 0 ^ 


♦前 島 震 太 ^ ォキシ へ 
ァ 獎腳會 々キ! ^ 曇に 紐 育 通遊歐 
洲を經 て 十 g 過日 歸朝 せる 由。 
♦巧 山 領事 轉蓄 領事 巧 山淸巧 
夫妻は まる 日曜 b ： を 邸を 引 沸 ひ 
巧と 十よ T 目 タ了番 臀物箱 前. ハ 
1 ク •プ ラダ！ i 轉寓 した 0 電話 
は 五ンデ コット ニと 000 

♦潰 ロ雄彥 を 夫ん 日本 銀巧監 
督役 事を 巧 在勤 濱 3 雄彥氏 ホん 
直 子は 澤旧 總頒事 一巧 ご 輿 じ 去 
る 十八 H 午前 十一 時 葛が。 
•岩并 松よ 邮氏ホ 人 お 洋館 モ 
を ホな 太郎氏 夫人 父子は 蘭 週ょ 
b 江 見 ドクト^の 訟療 をを け V 
グビゥ 病院 じ 入院 中で ぁる。 
•山 ロド クトか 夫ん ドク A が 
山 ロ S 么助氏 ホ 人 雪 子に。 數ヶ 
r 前ょ ち お 患の 爲め引 魔 加養 中 
でぁっ わが 頃來 日を 逐ょ て輕か 
じ 赴きつ i わ b ど 0 

♦渡 邊信藏 巧 横 濱渡邊 たと 商 
巧々 ホみ 息、 ホ 糸裕か 委員 會閉 
貪 後を ホ 面を 視察し 一: 十五 U 社 
員ぶ 鄕湊吉 巧 岡 伴 お 懸西巧 十二 
巧 化 日 桑 港 獲の 天洋も ドて 歸朗 
ずるを。 

シカゴ. 通 


市 學務局 ご 政 

化稅の継滯に歸因し.|^ シヵ ゴ 
おは 今や ホ學格 局じ甚 i しき 影 
響を 及ぼし、 忽ち 巧れ を かが 源 
を 見出さざる 限 b 、 向 ふ ニヶ 巧 
じ是 ちを 小巾學 校の 化 業 閉鎖を 
餘 儀な （する じ 至らい ごする 形 
势 である。 

廿 年後の シカゴ 

シヵゴ 都 お舒臺 委員長 ユ It 
エ！ •ティ ラ ー をの 說明じ 依れ 



‘ ‘ 心 細 ホ 山 




: ミ y 一 1 シづ 雌^. 吟 わ;: お纖 1 ち 嗅け^ 片戰願 が 坤 I 巧 


な bf ぷ 巧! な tt がを 巧 ittu? 巧 
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8 wzi < 


るかく ィ ぞプ乂 がネ 
ア を保證 する-の 手踩 
b にイゲ ブス かこの 
てら H 扛 のアメ 


8 イ k 此 

11311 il ^ 

iw A W お •む w パ 
山 h JM 扣 む MNf 


i る 比率を 求の 燕 礎 じで 巧 等錢化 


総 順 數で巧 愉しても .1 

補助 艦と 割 化 率 U 飽迄娶 あ . 

H 若 棚を 樵 斯< 言明 H ア ゾリ 力のを 權 任命 リ 


ワシントン 特電せ-曰 發 = ホ*^ ベき。 ン ドン 海 巧を 講じ 對 する アメリカ のみ 權件 命じ 就て は 
が巧弼巧ジ 3 — ン ズホ將の巧格じ哥て柿々風許をホみ つ { ゎつ わ爲めか急じが帘を宫ア ダ ム マ 巧 
が アィリ 力が 带を化 おする 巧 化で か贿 ずる こど t な 6、 親閲 役 どして アメ 9 々職を 聰隊司 かを ち 
グラブ ト提 時ぶ びジ 3 ! ンズ少 おも 随巧 する こどな h 、 巧ら じ 郎 ィキ シコ 大使 じして 囊じ モがボ 
ン財閒 組を 貿 の-人で ホろ わモ 。一-巧 も件输 されを 計* V 人のを 樵を すま にげを！ た、 即 もを 權の 
氏名は 左の かし。 - 


國務 技。 官 
上 院議 貴 ( 共和 3 
同 〔民 ま 
海軍 技官 
巧 英大快 
蛙 墨 大使 


へ シ リス テム ソン 
タビツ ド リ F 
ジ ヨセフ ロビシ ソン 
チヤー ル ダ アダム 义 
フランシス ド ー ズ 
デュ ウイット モロ— 


'姓 白 大使 


ク 


ブソ シ 


潜水艦 藤棄に U 絕對 に反對 


東京 特電 サ日發 (ニユ ョーク 
タィ ムス 紙〕 N 巧るべき P ン 
ン 海軍 曾證 じを 權 ごして 使ず 色 一 
巧贼禮 々邮 氏は 化訪の 記者に 
して B 本の 比牽 

と窜 要 ホは みして H 本 
最低限 巧 S もので もる か、 を 
おお々 を 協の 餘 地が ある もの 
わる i じ 就て は 即答を 凹 避し |ー 
が 氏は 日本人 特 かの 謙 護 性を/わ 
て 日本が 他阁 よら も 劣つ た ザ 


じ 超 かれる-;」 は即も H 本 •た 端 


國じ對 して 浸 略 的な 威 家で たい 
こ £ を么證 ずる もので あらぅ-^ 
ご 巧 強し 逆に 円本 じぶ 證 的な 典 
强が H 本の 眞 '怠を 誠 解す；， •限. 4 
闕 化を 基礎 ごし 斷 じて 攻勢 的で I 
i ：* い軍赃 3 養ぶ じ 反 おすべき™ I - 
おが あるで あらぅ かご 質閒 し、 
『我等は と 割の が 軍 比率が 化留 
じ對 して 威を を郎 へる ごは 考 <ー 
得られ；： ♦い、 なに 我等 ごして 一一！ 
この 立 座が 一 

合理 的で ぁ b 、 溫 健。 為 
準で わる こごを 别强 が認む & ?い 
まるべき こど .で 切遵ず も、 こら 
と 御 比率は 八 时備袍 一巧 嗯 がを 
巡が 艦は 元ょ ち 巡が 艦の 一が 
谜 巧すべき もので ぁつて、 を 
八时 ぶび 六时 備砲の 總體 がと 南 
の 上と 推 巧され る なれ だを むは 
勿論 訂正すべき ものでぁる』 飞 
語り ッ シン トン 會證を 一般 m 静 
: はま 力 おの 比率は 數< 共 ホ 猫を 
必を ごする 旨カ說 して 居た ぶ 政 
府 はこれ におし この 比を はが 制 
限 的な 佈助艦 じ 化 > 補 化す - I き 
もので をる こどを 巧 もじ 慰^し 
た當 がを！： がし 本 姐 信 貝は がな 
じこの 比を が アメリカの 與 滴で 
協赞 されても ィダ リスの 自 ー府頒 

^ ,( オ— スト ラリ 

’對 を貨ツ たおを はどうで- : 
と 質問した るに 對し 巧は： i : 本の 
i 持つべき を篮隊 カを考 農 すれば 
I オース こ フブア は 何等ので 本の 


-ァ j の R 
>4 るか 


|| 威 脅を 感 やる 譯 はたい と斷 じ、 
をり ょ b 氏は 日本は 一万 顺 の 巡 
が 澄 標準 切 でげ じは 贊柯 する が 
を 巡 巧 鑑の備 他を 六 时£郷 をす 
る ことは 商船の 股 装 巡が 艦轉換 
1 らして な對 でを る ごな し、 巡 
が 渡の 艦齡 巧を ら黨 ましい こご 
でを b 驅逐艇 み 比率を お 割泛す 
る じけ がて な掛 しないの ろ G ら 
や、 若し 他 列強 じして 協を すれ 
ば 驅逐艦 贿袍縮 少も敕 て 辞さな 
いご 述べて 话 るが、 氏は 潜水 澀 
の 麽棄に 就て は 

00 にを 協を 排巧し 居ら 
日本が 化の 鑑 級に 於て 均等 力を 
得て居ない塊をとして飽をら潜 
水 艦の 韵等 力を ホめ て 席る-か、 
過般 フー ゲァ！ 大統領が 提唱し 
たを 糧 船の A 道化 •—對 して d 旨 
を a 蹈 際を なじ 通曉 はして 居な 
い .4 この 人道的 提唱には 威銘す 
るら ので、 これが をが 化 じ協餐 
する ご；；？. し 『がらに 日本け 巧 故 
潜水艦め 保ちを ま 張 r るので あ 
るか』 £ の 質 聞に 對し 『我等が 
潜水 おを 持つ のは 食禮 船を 襲擊 
し 或： 寶 易を 巧 げんごす る も 
のでな く、 我等は 國が 上の 見地 
ょ b して これを ま 張ず る もので 
あら、 をの 囉數 も祿 めて 防鐵的 
でを るから、 

艦 型 の縮少 じは 蓄ん で應 
中る』 £ 明答し、 ま 力 艦の 化 お 
期を 千 化な 化 ホ 年 じ 延長し f , 
巧 おめ 順蚁 あび 楠 施編少 じら 質 
閒 しな 上 『巧强 じして 若し 巧 艦 
观を千 九な 化 六を じ 延期し 得る 
もの ど すれば 千 九な 四十 六 年 迄 
巧 期し 得ざる 補 由は ないで はな 
いか、 をは 化： n ま 力 腊を廢 の 機 
巧 か 到 ホず る ことを 聲 わを であ 
る』 ご 語つ て 居 6 が、 巧は をら 
じ 0 ドの か （述べた 『グ 。ツグ 
ホ戰條 約の 調 巧は 新枯 化への 轉 
換 をな ホす る ものである、 即ち 
これに 調印した 國 をはを の 軍備 


も斷 じて 他 圍を威 脅せざる 防禦 
的の もみで ある？ きこ どを 精神 
巧に 

誓約 した もので をる ご 解 
する、 がれ おこの 那 '想に 到達せ 
んご 欲する 我等は 常に 實降 的で 
るらなければ なら 拍 、即ち 國を 
の軍瞄 なる ものは をの 國 のをを 
をが 障す る じ 必要な ものを 持た 
なければ むらない， なじ 别强の 
隔盧 なき 敲解 をれ 自身け 比率ょ 
らも 大切な こどで あ <? て、 巧强 
け 相ぶ にがてを の 必要に 對 して 
は 合理が であ：' なければ なら 四 
H 本は をの 政策を 樹立す るじ當 
もては 謝して 化 國を戚 脅す るが 
如き 諸相を 細必 じ 除去して 居る 
のでを る』 云々。' 


悲觀 無用 


お 平 大使 語ろ 

まを 特電 十九 日發 〔ニ ユョ ー 
ク •タ井 ムス 紙 J Nr メジ 力ょ 
b ジ巧聞 電巧わ 日本は ィ子 リス 
•しして シン ガボ— グ のが 軍が 據 
化 巧設を 

放棄 ずれば 巡洋艦 比率と 
割耍 ホを 譲 ホす る も 差 支な しご 
裙 じて 居る こご じ 向て 極めて 冷 
淡な 態度 じ 妓んで 居る、 蓋し 技 
術 的 見地ょ b すれば シン ダゼ！ 
グ 工事は 巧んで 完了し 居 h 今日 
じ 於て これを は襄 ずる 共 巧 等 作 
，戰 上じ變 化を ぶ ぼさない からで 
をって' シツ ボポ！ グ 問題が 軍 
縮 會議の 話 港 じ 上る やち 疑は し 
ぐが 軍當埼 をして は ニ 千 哩を隔 
てた 地の 海軍が お 地巧設 じは 河 
等 威 脅を 感じ ちら や、 一部の 恐 
愤 論者は 日本を し戰 はぐ ィ が ブ 
スか 同巧據 地を ァ メタ々 じ 貸 輿 
する でを らぅ ご稱 して 置る こご 
も 一の 流ぶ ミ 党 做されて 居る、 
海軍 當厨 どして は 化據地 

布設 の 理由は がか も パプ 


ィが アメリカの 化 錫 第一線で ぁ 




，ラ 


見、 假 
W お 放 楽し 
如 軍に 勒す 


尤も r 
眞巧潰 根 
なれば 揉 
てあら， つが 


聯合】 


を 及ぼさな いので あ 

メリ 力 じして 户 フィ 

據化 をを 楽ず る ごい 
に 論證は 一铸を 巧す 
こ れ も帶な る 架空 の 一?^ ど 見做し 
て 居る。 

ロンドン 十 か日潑 

H 本ょ b の お 軍 瑜み游 備を涉 じ 
細し K 悲觀 的な 報道.^ おし、 駐 
英 大使 松 や恒雄 氏は- れを 全が 
巧を し 

をは マク ドナ 少 ドを 
ズ大 化が びに 挪伊女 
見を 通じ 树等 悲銳 ぶ 
を 見出さな：^、 現じ 
もマク ドナ 八 ド 首 化 及び ド ー 
ズ大 化と 曾是 しむ ものである 
が、 媳 X な" 補め てぶ 證的 であ 
b 岛つ この 調子で 渾ぶ もの ご 
考 へて 居る、 一 冗み 一巧に 巧 集. 
すべき 本會講 迄に 心； S 議事 項 
じ 舗して 誌 解を 仰ぎ ー啤 米の 誤 
解 葱 起を 凹 避す ベ II 踢タの 問 
狸を がして おる、 勿蟲 我々 は 
巧 事 じ码て 意見が を ふごい ふ 
譯 でら。 いが、 これを 0 て會 
蔑の 前途を 悲觀 する 
らねご 思 ふ， 

尙 ほ。 ン ドン 大使 緒は す權 


相’ ド； 
彼 ごか 會 
べき 理も 
一 余： i 昨 H 


を迎ム る準滿 じだ 殺さげ 化 平 火 


-は當 


子 


使は r 會議 期間け 恐ら 
位』 ど樂觀 して 居る がー 
封 議事 項 じして 巧定 して 限 b 
極めてみ 明で ある。 


ニ 箇月 
これは 


經 濟會議 

‘ > ; J < ti • n 一、 


大統領を 中が じ 
ワシントン 甘-日 發 =1 大統領 
!ゲァー氏のぉ集に^|らゥ 才 
ル 街の 巧 ま 恐 憐じ恨 i 景氣ホ 
直しを 意が する 經濟會 は豫定 
のかく 化 曜日よ b 聞始 L 、 第 


て 協議 
怠 ホす 
な 直ち 


す ®^ 
す 目は 
資本 
I 駒羅ず 
5 觀を 


は鐵逍 業者を 中む を 
したる 上 失業者の 救濟 立- 
る を鐵 道' 貧 社の 擴振エ 里- 
に 着ず する こと！ な 
これ じ 要する 費用は 缸 
ご 註され て 居る が、 一 
を 方面の 産業 じ從 事す 
家と 勞働 組を の 巧 衣と 
る 一 補の 勞資喊 調會議 
呈 したが、 

會議の 結を この 際 資本家 はす 
景氣を 理由 どず る喊 給の 心が じ ぉ 
でざる ご 共 じ 勞働者 側 も ^ ぞお 
給 等を 循じ 勞資紛 爭を惹 争し な 
いとい ふ 申合せを したが、 

じ 巧 席した 自動車 王 フオ— 
は膚後 ステ ー トメ ン V を 屋^ 

フオ ー ドエ 場は- 齊-! 看^ 

旨を 表した。 


會憲 
ド 氏 
表し 
する 


ホ衛 軍進擊 

奉天獨 立を 涉ザ 

奉 天 〔聯合】 甘 一日 發 n 掛支 
画境に わった 0 シア 赤衛 軍す 俄 
かじ 活郵を 開始し マン チュ て、 
ダラ イノ ー 等は 遂に。 ン r J る 


占領す る 巧 どな b ま那 軍隊 
烈じ抵 巧した ので 双々 あに W 


最 

復 


者 タ< 支那 側では ニん の 將畢を 


始め 數 多の おなが 戰 巧し イ 
n のが 民は を部虐 おされた 


の 如 < 、ホ 衛 軍は 化 進し つ- 
る 模梭 じある。 

東京 【聯合】 甘-目 發 n 奉 天 
から 達した 報道に 娘れば お 天の 
張 學良將 軍は 南を 政 巧， かぎみ 征 
討のに しいの ご。 シア 軍の 活動 
で 遂に 腰を 巧 6 前 外務 部長 願 維 
釣 巧を 代表 どし 葱 ま鐵道 問題の 
直を を涉 じを もべ Y 巧 息した ご 
傳 へらる。 I 



コス テ歸備 

大 飛行の 骄記錄 

甘-日 發 N 靈に バリ 
ょ-*=^東京へ の大飛わのを上；，^ 
パ处附 巧です 時 着陸した 
距離 飛 わで おを 的 記 錄を殘 し 


パリ. 


募 


.ラン 


の 飛け 家 コ 3 テ 巧は を 
の 後 東な への 飛 巧を 離を‘， 挪領 j 
巧 度の' \ ノイ よら バ プ ー への 構 j 

謝が 巧 じ 今朝 十一 時 四十を 
マよ b ブグゲ ー 飛行場に 到着し 
た、 飛が 時間は 四 H ご 十八 時 聞 


ィ いふ 氏 自身の 化 ホの 記錄 ょを 
t と 時 問 早く、^ リ ！ ょな ナト 
; のお巧時閒は五十 一 時巧が~ 
一ん かで これ 亦 新お錄 でぁる、 巧- 
? 語る 所 じ 化れば、 

チ ナパ^ じ ホ 時 着陸した のは 
を （燃 巧す 足の おおで ぁつた 
が 奉 天の 張 學を將 軍 じがけ 繼 
續方ご 燃料 化 給を 打電して • 

0 シア 磯と 間違へ た i のか 一 
日节； 昆 りお 電じ接 だ や、 張將 
巧 だ 带然ィ ¥ - ス總爾 事どゴ 
ル フ-を 遊んだ 時の 話から 眞相 
が 巧 然した やぅな 譯で 、この 
爲 めかを ごの 巧涉 ^ ~ 週間に 
互 b ; 杜絶され た、 けれ 共 王 地 
の 支那ん や。 シア 人 じ ホ 常 じ 
親切で あつ わ 0 


受華 


議 會は閉 會决議 

ワシントンせ-日 發 H 關稅案 
引上げを 審龍 中で わつな アメ 
I 一々 と院 はを 曜 H 巧 十 時を なて 閑 
營卞 ベく 巧議 した。 


W 社'®^ 穿 


特 一一 


r 


紫 無 町轉載 j 


高 松宮廳 で 御 渡英 


〔せ 百) ホ 春を 巧て 御 結婚 瓷 るべき 离松當 殿下 じは 囊じ 
4 V リスの ダ。，- ター親 去よ ら巧皇 陛下への ダー タ； 動章捧 
呈御答 禮の勘 使命を 帶び 御波 お S 旨ち 內 をは 正 まじ 發 表した 
日ン ドン 御着は 六 巧 頃の 御豫 豪-をる。 


せ 外ぶ 貸 綱 度廢止 

■ *1 」；*--. ニ-を * <-n ) をレ f - n -* * •と 一 —.；： J ミ）！ ニト： ご 一....# ■!：::：* ‘ 


【甘 ニ 0】 井上 藏裙の » 明に 依 厂實夾 ，の 巧が 正貨 辭は廢 止し 
て爲替 調節 正貨 維掉 策を a 本 爆の u . i 任す を i に 確を した、. 
政厮關係の海外挪从は爲替送當式がるこご1ずる。 


疑獄 民政 露^へ 飛火 


〔サ 二日】 をが 三 吾 氏' 5 收監 から 霞 成政黨 朝野 兩源共 信用を 
壁を し （ 總選擧 に無產 源の 進 おかを 目され てゐ る、 尙ほ 貴族 
院を 派は 裂 閣員に 關孫ぁ 6 ご 霜は る、 激道 疑獄 率 件を 澈底的 
じ 調査-】 么が眞 相を をを* ベ I ごわ-巧 議を述 適した。 

〔廿- 日】 纔 々ごして 曝 嚴义る 疑獄 摘 發は遂 じほ か 黨へも 波 
及し巧| たの 巧切6ホ留；^も聞.へ おしたが政友會代議±會 
は 報復 的 じが 切反對 、司を 端 護の. ヒ奏 緊急 巧議を もな して 實 
巧 運動 じ 出 でんと ずる 模 掠^を、 を K 元 越後 鐵道酣 畏久須 美 
; 東 お 巧は 越後 鐵道買 上げ 端 sbs 潰 職 紫で 起訴され、 前掷 道を 
な あ 次官 佐が 三き 氏 も 漬載泰 疑で お ホな 巧き ご なった がな 調 
ベは 民政 側に‘， ，權大 すべく*! 邊 法相、 I お 樹を權 華に も 飛火せ 
ん どなぶ 筋は 觀 測して 居る。 一 


山 梨大鞭 隱 退か 


〔せ-日】 前 朝鮮 總督山 梨 半 部 大將ぶ 朝鮮 疑獄の 証人 ごして 
東京地方裁ぉ所じ召喚され、 |??時間のな調べ を巧けた後ザ氣 
な'''、 歸 ましね、 同大 將は r 祝 ib を 的を 活から 隱 退を みむした 
W 云 はれて ゐ る。 


天皇陛下 御 遷幸 

〔廿 二日】 八日 間に 直ら 陸軍 並 
别 大演習を 御 統監 遊ばされ ょ^ 
聖上 陛下 じは 鞍 還 幸 相 おつ 心 

愛國 献金 會 組織- 

〔甘 ニ 旦化程 靑森巿 じ愛覺 
を會 組織され ニ 千 名から 十 座 
'サ踐 ご 集めむ もの 旣 一し ニな 化 
十圓じ 及んだ。 

三百 名 拘引 さる' 

〔甘 二日) 鳥 知 颗下漁 ホ 騷换の 
重な もたる を 一二な 名は 拘斗さ 

漁夫の 暴動 惡 化_ 

(廿日】 高 知 縣下五 千の 漁 八な 
引 網 漁獲 かお 陳情の ため 病廳 
じ 巧 寄せ 馨管 ミ 衝突して^ 数 
のま 輕 傷者を おして 益々' I 化 
し蠻 をを 袋駿 きじして 居 


地 巧 設定 案ぉづ 

〔廿日：! 大藏 省は 化 憤 標準 維持 
のた を 化 化設ぞ 案を 議會 じ提 
出す ん簿 だが 若し 同 まが 通過 
すれば 一 滋張地 まには 大 痛棒で 
をる。 一 

地^の 潘灣增 加 

一: せ 日】 护お 省け 地方 開 發計盡 
のた め 垂國の 港を 百に 殖やす 
ため 調を 中 だが 半數な 上の 修 
狸 費は な府 •か 補助す る ご。 

學 生が 簡易 生活 

〔廿日】 本霞氣 のた め 學を間 じ 
簡易 生活 流 巧し 下宿屋は がら 
空きと なつた ので 同業者 連は 
下宿 巧が ドげ を 協議して ゐる 

中央 御鬟壤 新設 

【廿日】 東京 中央 卸賣ボ 埃は ホ 
春 早々 雄 築を 始める。 


日本 音樂 m 

一川 堂 老人 

巧 後魄敎 の 輸入 ご 共に 渡 ホし 
一， た雅 樂の爲 めじ、 歌 諮、 伴奏 樂 
I か 形 ま 音樂じ おって 巧た 化雅樂 
だは 印度、 ユ ー口. ピ アン ダン キ 
!、 アラ ビヤの 音 築の 幾を が雜 
つで 居な をぅ だ、 最も ホ 意す ベ 
を 事' 5 化 聲らあ b 樂譜も 有つ た 
ごろ ム點 であ も、 をして 此雅樂 
，.を 時化のを を 朝は 欧洲 じても 
; が 中葉 即 を 倉营樂 どして 
冀が 複音 樂じ 移る 時で を 
ら巧聲 音樂は 東洋が 先 叢で 
す 云 ふじ 禪ら ない、 ま 服で 


ご奇ム S 
を晋 時化 

十 古 盤 

のを 音 


を 


は 黃_ ホ儉输 たじ 输じ大 夏 祗農擺 
山の 蔭 •し 解 各の 竹を おち、 鳳營 
を遥 て-雌雄 二っの 聲を B て呂 
律 ごす、 一 一呂は 呂昔化 律 tf 律 音 化 
雌 蟹 看ぶ、 雄 聲を律 ごし、 ムハ呂 
六 律、 をぜて 十二 營化ど 云ふ樣 
な 記録 一が ' p る 位に 十二 律の 硏巧 
は 遠き^ 肖から お ホて 居る、 然る 
にを に I 思議なる 事は か聲 入の 
音樂 を！!! 巧 輸入して バィ々 ラが 
つた 昔 各人が、 ホを 朝 ホ、 
ホ 巧む び 一^後は 民族 樂ダ 作り、 
をして 謠 "背 や S 盜樂 じは か聲な 
んか御 礫 なしに 忘れて しまつ 
て 居る、. 一を はか 論 歌詞が ホで 
樂 器が 從 一^ 勺つ た 理由 も ぁろぅ 
が、 日本ん が 支耶傳 ホの 巧 性的 
な音樂 をが ルす る じは、 餘 - CV じ 
或 情 的な 國ぶ 巧を 持つ て 居た か 
ら でけ ぁる 4 いが、 足 利 ホ か 
は 琵琶 •蜜、 一 f 等の 伴奏 樂 器を 
れじ 一節ち 盲冻の 一二が 線で 流 
巧の 俗歌に 心 かて、 平民 藝 術の 
ずを おし 德 W が 化に 入を て、 露 
長 貞享の お八 馈檢 校が おで， 聲 
樂 曲なる 組、 な柴 曲なる 手 物を 
作曲し 近世が 巧の 始祖を なした 
ホ 物の 六 段の 4 ぃ I ぞは 有を なる 
曲 じて 今时ほ イー づ ユラ！ で わる 
ち 一二な をの 昔た？ ホな ものには 
寸思 はれまい •をれ から 元祿 
じ 至つ て智 名む ふ 出 流の 元祖、 
を田檢 ほが おて、 V 爭ピ 益々 ポビ 


ュ！ ラ] 化した、 旅人の 作曲は 


博ら U いが、 濁 削 (一才は 撫くお 
巧の 人で ちつた 構： - 化ん よな 
凡を 巧 年の 後山の 檢校か 天才が 
ホて、 江戶 趣が J 加へ!^ 山 田 流 
を 巧ら 上げた、 ス 旧流 首 歌を 甘 
聞かせる S が 十で、 W 矿 器は 其 
つながらを 完を r する 後、 糸ら 
生 出 流 よら かな-# め 奏の時 
は 一二 张 線は 從 じす？、 を 旧流で 
は 糸は か 旧よ* 弱'' 締み 、左手 
の 働き じて 餘 音を ムす摄 でし、 
が 奏の 時は S ホ 線 (が V'- なら、 
巧音聲 じ觸れ ざる 搂 につ ゴ むる 
のが 特長 e ある〕 か 旧流-しは 其 
後天 保の 巧き 澤檢 校が 巧て 巧 巧 
の 伴奏-^ 離れて 拳 じ」 濁 立の 干 
烏の 化、/ 秋風の 曲を 旧つ て 萬 丈 
の 氣媪^ 吐 いむの 巧 もる、 ゴ康 


ふ 化 明で ホ b、 をを 伴奏 器 ごせ 
られ たもの が 獨奏播 になつ わの 
である、 を I 二部 お まを 複雜に 速 
絡した のがが 樂の ソナタ 形まで 
江 戶長喷 のめ b やすな どは ソナ 
タお まじ 適を：. て 居る をう であ 
ら 、此 時化の 幾 器と しては 化 じ 
蛹々 あつたが、 巧 あ 的の ものは 
や はら 琴、 一二 ホ 線で をつ た、 明 
治の 化 じなりて 荒木 辨 翁が 琴を 
流の 尺八 外 曲譜を 完成した、 な 
め、 巧 八 音樂は 急に 長大の 進 ホ 
をな し、 都み 流の 轿派 もを じを 
に 現を々 I ニ 曲音樂 .い 生じた。 巧 
八は 一 冗來普 化宗じ 使用 せられた 
もので、 巧ち 木 則の 巧 八の 大事 
ご 一ぶ ふ 頂に 『夫れ 尺八は 無明 解 
脫 の音樂 、な 無 中道のを 器 化 云 
を』 ど わるが 如 < 俗曲に 用 ゆる 
樂 器に ホ 中を 器で ある ご ホら れ 
て语 た、 化 宗實は 支那の 禪 宗派 
で、 僧、 普 化が 開祖で ある、 を 
化 張 伯と まふぎ 涧蕭を 吹いて 普 
化 悟道の •む 境を 博へ た、 とれを 
目 本のを 燈魏師 が 入 ホし 餘 朝し 
て紀 がに 興圃 寺を 連て 化 ま 旨を 
傅へ た、 洞蕭は 尺八の 藝型 でを 
るが、 もと 巧 度から そ 那じ傳 つ 
たらしい、 を 燈國師 の 弟子、 虛 
巧は を 都 明暗 寺の 開山で、 明暗 
流な 八の 本家で ある、 此 おの 流 
れを {みて 補々 尺八の 流 波を ホ 
じな ので ある。 

之を 要する じ、 德川時 巧の 音 
築は、 化を じ 稀なる 長 時期の 平 
を、 其 平 ぉも、 ホフレ ッン！ ダ 
なる 階級 的で、 而も や々 坦 々な 
る 巧 發的义 明裡中 じを 凄したら 
のでを るから、 パ！ チ々^ なる 
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i 同胞の クリスマス 贈を お 卸黃崖 
I さん 達 d をれ こを 目が 姻る 程の 
•しさで わる^、 これで 
I 十二 片ご いふ 鮮を閒 くど、 卸 崖 
I さん 達は 病み 巧を 卸ず か 山ら じ 
I i 今 巧は 小 巧 崖さん をが 化：」 （な 
つて ホを、 今年は クォ！ ル 巧に 
i ぁのが 式大 おを が ぁつた ごい ふ 
一ので 時節 桐 をれ こを 緊縮々々 で 
! 賛澤な 毛皮 類は 早く もが 階の 下 
: をを ホした し， お 術 おの 键 巧き 
一 じは 化當 深刻。 影響が ぁるで ゐ 
~ j らう こ へられて ゐる もの；、 
まも 二十 H のべ レン ダリ ァ號で 
ィ •み ブス じな 去 r た 探 侦小說 家 
エト々 f •フ— レスろ をつ て & 

j る やうに 『ぁの 巧ぶ 絮 落」 も ァ 
一 メリ々 人が 微笑，； 王 洩らして ゐる 
」 は游 くべき 幽： 性 だ』 でぁつ 
I て 元 ホ ァメリヵん， J 斯う t む 

偶然 的な ぉ ホ 孽じ對 して. 

6 『イツ ツ •ホ i 八 •ィン •ゲ 1 

A 』 ィ」 瓣髓 さつ ぱも 誘-めと i ら 
n がい、 なに 十二 パ どい ふ 毁が聞 
へて ホむ じ 流石に 致氣 のい、〜 師 
~;を氣みがニ ュ 9—クを腿する； 
で わらう、 をれ 巧 じ大が V 降誕 
j - を だけ じ 現に アメリカを 体を 通 
じて をな されて ゐ石 クリスマス 


レ ゼン トの爲 めに 脾菩 をす るク 
クブ であつ て、 をの 一人 當らが 
五十 比 巧 五十 他 ご あ 6、 この 總 
がは 六 r 弗に 逢す るで あらう、 
をめ 中で を ニユョ ー ク 州の I 億 
四千が 巧 弗が 柯ご云 つても 第一 
位で マサ チユ セット 如のと 千万 
ホが 是に ホいで ゐ る、 尤も この 

金觀が 必中 しら クリス マ 
ス のみに 酱 される 譯 では。 く、 
六な 巧のう もクリ < マ X をの 他 
の 贈答が じ ニ 協 ニ 千 八が 巧 弗、 
永义 的ず おを 乃 ま 巧資が 一億 八 
中で 巧" 年 未で 沸 にん 千 八な 万 
弗、 巧驗 料し S 平 六 パ 巧 巧、 擔 
化 支 沸に 一二 千 s ' 門々 巧、 納稅に 一 
ニモ 八ぶ ガ 巧、 敎育壁 じ 千 こが 
巧 弗、 が i 善事 業 じ 六な 巧 巧 どぃ 
ふ 倒合扛 示して ゐ る、 さて 然ら 

ば アメリカ人は 一体 クブ スマス 

じ幾问 S . をを 化んで をら うか ご 
いふ 閒越 であるが、 一#1 はい ざ 
知ら や、 啊 しろ 喊渊戰 ずぶ が 金 
時化から す 日の 繁 をを ホした e 
¥1 し、 を 額が おご 共 じ增 加して 
むら ミは 爭へ r * い奉嘗 でる つて 
過 ま 

ぶ 年 じ 互る 支 おぶ らを考 
をす る ご、 本年 巧は 先づ ざつ ど； 
十 度乘ク ブス マスで あらう ど 云 j 
はれて むる、 こ n は 贈答品、 宴 


クラ •ソ じは 丸な 巧 人 i いふ 巧 員 I 食费 等を 合算した ものであるが 


リヵ 國 おを 化の 年收じ 比較 すれ 
ば 一を の 刹を でぁ 6 、 一 化帶じ 
ホ 均 すれ >； j 化 入の 己を じ 相當し 
て 在る、 换旨 すれば 一世 帶の 
年 あ 計 費を ニ 千 巧 どして 六十 弗 
一二 千 弗 どして 九十 巧、 四千 巧で 
な廿巧 ごい ふ 刺 合 じなる ので あ 
を、 兹じ假 b じ 一世 帶の 家計 叟 
を 五 千 巧 f し、 學 校を 出ね 巧 女 
の 子供： か 二人と しての 人の 

家庭て ぁる とし ァ メリ 

々 A が クリスマス じ 使 ふを がで 
れ程 かごる ふじ、 

夫君 如ら 妻 君への 贈物が 四十 
弗、 妻をから ホを へ ホ あ 弗、 
父をから みすへ 十二 弗、 娘へ j 
八 弗、 巧から 息子へ 六 弗、 娘 一 
へ ホが、 子 巧 達から 父君へ 四 
弗、 巧へ ニ 弗、 親類 やぶ 人へ 
の 贈物 (十 人 ホ 均 ニ 弗) で 甘 弗 
ジ ャニタ ー、 郵便配達、 洗濯 
ホ 等へ 現金で 十二 扼 、纔 計な 
化 お 弗になる、 

この 外にが 要な クブ スマス •ブ 
リ！ (五十 仙ょ b 四 弗} ごして 一 
弛 五十 化、 これ じが ふ 

裝節ロ 脚 や あの 節ち 等に 六 
巧、 贈物 包が その他に ニ 弗 •ク 
リス マス •み！ ド 約 四十 饮 どし 

て 五 弗、 截巧豐 ニ お、 電報 じ 五 
十 化、 クリスマス •デン ナ！ の 
エ * スト ラ： か ニ 弗で を 計 十九 お 
£ なら、 纏 額は 巧 五十 巧 弗 じな 
る譯 でを る、 ホ もこの ブス トじ 
は 種々 ご 議論 も あるで あらう し 
クリ X マスめ 贈物は 由を 夫妻 壇 
嚷の基ど^らぉじ夫君の頭^懷 
中を 檔 まず ものでは ゐ るが、 先 


ちも遙 かじ ホが なる をは わ 
かってむ ますが、 ザ稱 からな っ 
たのでは W て も 高 て 話 じなら I 
す、 ベン ゾ^ — ^ か'!^ 取っても 可- 
なら 島い ので クユ I 酸 ごは どて 
も 競ず じは な b ま if ん が、 ボソ 
リンから 取れば な ホの 

五十 みの 一 をの 値で が 稱 
酸が 作れます から 經濟 のじ も充 
か 計算が お 巧る 譯 です』 ご。 

ニ 一浦 博 主 

東京 特電 二十 一口 發 U 理化學 
研究所 技師 醫學 樽を' ニ 浦 政太郎 
氏は 五十一 歳を 一期 ごし 急搜腹 
膜 炎ん 混め」 相 H 逝去した。 

備葛 S 浦 博 ± は プリマ ドナ 
環 夫人の 良人 どして 知られて 
居る のみでな くグァ ィタ、' 
研究の 一權威 ごして 學 巧に 重 
きをな してな じが、 义敷 愛妻 
ご 則いた 憾寂窠 み 裡じ黃 あの 
を どなつ たのは 悼い べき f を 


お 身) 富が 周太郞 (愛媛 縣) 础 
巧 通 H 郞 (熊ぶ 縣) 化 本が 一郎 
伊騰嘉 ホ (福 岡縣) を 旧ぶ ホ郎 
(ち 庫縣) 藤本 嘉八牛 島 直 親： 
をの まじ お 知 致 度き 儀を 之 
候 間 本人 若 （は 知 入' ょ b 現； 
化 巧 御 通知 願 上 校 

紐 育を 凰 総領事 舘 

1 器 Braaii 去 さす W Ifark 基 y 


日本 頸髮縮 


淸 

出 曰 


動 


す 言 r Am 巧 養 n custom ミ S ミ d ず曼 を； 
* ぶち hi - h 岩 histhe すち 立 こち 尝巧另 ard 
gase 去 ニ - b こぎが ht ち thouUee ここ ho 
す 巧 n ミ rs 吨 ミ a I 弓を {一 ゴョ e - 吾 ミ re 其 

S . 夏 wmps , 114 E . 苦 thSU 安- 


新 鱗 魚 か 一切 

ji 本人 向きの 生を 澤山お h 揃へ 
巧廉 潰で 大勉强 致します 


西 巧 十 S 了 目白 番地 ニむ 五 ま 号 

H 階-、 窜ち街 じあし} 




爲翊變 巧驚魏 

间經營 と 年間 日本人 諸君の 理髪 

の 經驗ぁ I ジェス •バァ バァ^ 

西 六十 五 T 目吉 一番 地 i 0 


サヴ えず 辕茜 
呂 UJ 量 A F 室妄 B oysi 夏 男 ET 
夏 去 男一 61 st sireeiGoi Ams 穿を ヨ Ave . 


ジ i . Golu ョ buM ごだ 


: が あら、 これ^を 然 降誕 祭の グ ~ 十億 霜は 畳锁 である もの、- アメ j づ大俸 この 程度に 止る で をら 


を 

お： 

巧 


ピストル 强盜は 

岐阜 縣人 のか 木 曾 

支那 人 じ 化けて を 所に 押し 人り 
支那 街を 徘猶 中に 蓮 補 さる 


第 

- 

千 

力 


號 


ニ 一 


本紙 旣報本 巧 八 U 夜 東な 
二十ぶ 了 肖 八 番地 雜貨巧 大か商 
會で 巧、 の ピスト グ强 をが 比 律 
賓 人と 巧に 賓 L 金 数十 兜を 强驚 
せる 事件は 當巧嘗 紫 本署に 於て 
人相 寫眞調 省の お 柴通稱 小 木 曾 
巧郎ぃ ょを i 判明し 居ら 官患側 じ 
ては 本 入が 裳に ジミ •ウオン ダ 
なる 僞 おじて 支が 人に 扮し ン ン I 
シン 駿獄に 入獄' 目下 監化附 じ 
.て 出な 巾。 る 爲め比 ハ 巧 おを 搜査 
しつ、 るつ じ處 彼は 大膽 にも ブ 
n ! ドゥエ] 上呵じ ぉ沒し 井上 
巧 經餐ぺ ホを 巧を 繫 ひを お 巧を 
强 誠して ぶ. i ' 去りな.- こして ゐじ 
が、 天綱恢 々採に して 漏 さや、 

; まる 二十； U 午後と が 過ぎ 支那 
街モ ブト A ブリ ー ト猜九 蒂邊を 
ク U /r\ しつ、、 ある 處を ぅろん 
な 奴と 腕いだ 

探偵 ヒ ユクネ ブト 巧が エ 
! リダ* ヘス 著へ 引渡しな 調べた る 
じか 蒼の ポヶットょ 6 だ S 十 阿 
了 目. ブ n 1 ドゥエ！ の 支那 巧理 
巧 まジョ ー •ブィ •チユ ー なるお 
の 錫 巧 逆 恨を 化 > ぉし 『俺は チ 
ューご 云 ふ 支那 人 だ』 ご 化けな 
ごした が、 同 著よ b が 二十 六 了 
目の 梁 祭署じ 電話に て 照を の 結 
あ大か 巧を を 稼いだ ならしい ご 


の 鑑ぶ可 下され 同 巧 員 上野 巧は 
日食の ザ 孫子 巧 ど 詞道 本人く 掛 
巧した 最 おは 英語 じて 『貴 
下' 2 お 一 ダが 存です かへ！ をん じ 
祭は あすま せんが」 など S 呆け 
巧け わ I が惡速 遂に 盡 き ' 切を 旨 
白した' 同が も 本人の 身が 檢査 
をな せ 1〇 隐 大型の 自動 ピスト 火 
一挺 內贫 の ポヶット 1 らおて 巧 
たさぅ ザが、 翌朝 蠻豁本 著に 移 
されが が 

餘 巽を 追 熊され つ！ あち 
本人の 顔る 巧に 依れば 小 木 曾は 
彼を 縣恵那 郡 明 知 町な 籍小木 曾 
修 S ごぶ ふま じて 父を 兼 兰郞、 
咏 をた おご 巧び 兄を 銳平 f 云 ひ 
捕 チ々 なる ものは 東を ボ翅町 臨 
有樂町 一二 了 目 お 術 商を 藤义 二を 
に 嫁して ゐる由 じて 彼は モ 九な 
十八 年ん 巧を 港 じ 於て 脫船 (船 
么ホ詳 ) 上陸を を 地を ゥ 。がき 
姬 b たる あ 跡 あゎ 紐ち じは 較年 
マゴ お ミ 盾 b 或 時は を 棋 稼ぎを 
ぃ ：* して 枕 逃を 試み 成 時は 下宿屋 
じて 狐 鼠々々 を 働きな . W せる 中 
に 目下 入獄 中の 不邊漢 太 田 幸み 
郞の すか 间操ご ub て ピスト グ 
强 盗に 睡 格した 臆病が なをの 見 
本で ある さう だが、 ボーム 法の 
第二 化を 適用され 相を 長期の 刑 
をを ふ。 らむど 云 ふ。 


ガ V な A か ら 

酒が お來ミ 

下 纖 農學ホ Q 簽見 
理化學 硏お所 鉛 木硏奠 室の 農 
學 ±ー下瓣 林ぶ 找戌 こんど ガソ リノ 
ンを 空氣で 部を 

酸化 する 芝 じよつ て H 本 

酒の お 巧で もる 號巧酸 並に フマ 
—术駿 、サイダー の 煩 巧で ある 
林稱 酸と をなる もじ 戚巧 した、 
巧國 及び ァパリ 力の 特許 馬に 割 
し 特許を 出 錫 中で あるが、 この 
方法に 依れば 經 費も從 ホの 幾 十 
かの 一を でぶ 巧、 巧 國酒釀 をに 
一大 革命を もたらず ご 共 じ ホを 
使 ふ必裝 もな < なる のでを 糧弼 
題に もま 大な 

貢献 をな す譯 でみ る、 义_ 

ダ ソリン か ザ イダ ー や 高等 飮 
料の 原料た こが 漓酵が どれる S 
じ なれば 巧な 化 用され てむ るク 
エン 酸よ らゴ遙 かにが のよ いナ 
イダ ー が 格ぶ じ 作られ、 殊に サ 
イダ！ 製造を する ためじ 串々 ニ 
十万 モロ、 約ち 十万 圓のク エン 
酸が 輸入され てむ るのを これに 
化ら て 巧 止す る i が お ホる、 を 
じっき 下 瀬 寧 ± は 語る 『ぽ っぽ 
つ試驗 したぐ けで もぅ- 顺 ばか 
ら取 なました、 をの 

貝 的は 魏巧 酸やフ マー グ 
酸を 取る よらは が楷酶 をなる i 
です、 サイダ I などは 從 巧クエ 
ン 酸を 巧つ て 居ります が これ も 
巧 固に 巧 巧が 無 < てまに イ タリ 
! 、アメ ブ 力なでから 輸入し 居 
b が 腐 酸を 用 ひれば ク王ン 酸よ 


n 系 ホ 民福 永寬 

死刑 y 執な 

十九 H 、 ホ ノ作少 で 
ホ ノ八作 十九 H を：：：： 滨 ニの 毅 j 
人 鬼 ヒックマン どして 一 ブイの 
內 外人 社會を 驚かした 日本人 系 
ア > リ 々市た 福永寬 は 今朝 八 時 
十四 か、 ォア ッ 刑務所 じがて 巧 
刑を 執行され た、 瓶 永は 昨年 九 
巧 十八 H 當 地の 銀行を である ジ 
アミ ジン 巧のを 息ゲ八 (十 歲) を 
誘拐して 殺害し わ h 父親 ょら 人 
質 巧を 賞 受けた もめで、 殺害 後 
五目 じ 豆ら！； ヮィの 社會 を騷が 
した 上 遂に 逮捕され たので ある 
福永がギ 少年ぉ殺害した敷穂 
はを の 人質 辉で 老いなる 父を 日 
本 じ歸國 せしめね いの ご、 兩親 
が ジャミソン 巧み 働く 缓 巧から 
頻 ちじ 住家の 擔が支 拱を 請を さ 
j れ立 退を おつた ロ ぉ 中る 報な か 
で わつ た n 

蔑 嚴.^ が 

木が 君 海 場 

巧曜 n 巧 わ拳圖 
旣摄 のかく^ 人 學關家 木が 义 
五郎 おは 巧る 过曜 B のが 媒六街 
ど 六十 六 T 目^ 巧' しある 舊國民 
軍々 營聖 ニコ' ， •アレナで 强 

敵 ボナ バ I ト^ 六 圓驟じ ぉ縷す 
るが當巧の メ } ン • バ ゥ ト じ は 一 
キユパ ホれ の黑人 じして 昨今 大 I 
ぃじ人氣を跑心てゐるキッ ド• 

チョ n レ[ト矿ぉ儀するので互 
らじ 人氣を 呼び 居ら、 木が 君の 
建圃は 一層 ブング 巧 じ 於け る 彼 I 
の 人 氣を增 すで あらう。 


鑛燒 、洋食 

御 食事は お 論、 食後の 御 話し 
じふ さわむ い 所です、 御 ホ ホ 
の 程を 願 ひます 

コロンバス 矢 巧 

な W . 81 st St . Tel . 宮 Lu 重 ミ 房を 


'尋れ 人 

(靑 お縣) 巧巧豊 S 郞 (熊 本 
縣〕 西 木义お (鹿 島縣) を旧德 
一郎， 宗島縣 焉水幸 四が (福 
岡 お} 米倉が ( nn ン ピァ 大學 


稽を H 

ホ" を 職 午後 化 時 1 十一 時 

紐 育 柔道 俱樂節 I 

道場 反 事務所 
西 百 十六 下目 ニ 五六. ； 
(簽八 街角) 四 階； 
TeL 一 呈 ve 星 二 518_- 
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.一 だ. 1 


誌廉品 

^ あ S 

35 « が 

S 

設！ な 
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i 
結 加 
ち 逆け 

h 黃 
ぶ I 


笔話 .7 ラィ r ン ' 

なま 一ぶ 八 苗。 を ま 

郎育お 西 四十 四 了 目 
一三— 二八を ニ 磨) 
JA 星 ESE/1 夏 呈ご童 G 一 

ニ ご 1 巧ち 男； th ぎ N. V.G. 
ぎ 巧 yan ニ 873 


煎 餅 锁 、小寶 
を 竊油揚 
曰 本 食料品 一切 

む cans 巧 Rk 巧 Calc 巧 CO * 
冀ニ i 4ち._ 

ぎ P 安 a 巧 18 


面白い 東洋の ドラマ 

「上海 レ 'テ I」 

メリ^— • ノ ミラン ど ジぶ— ムス® 

1 レィ 共演の 1 キ！ 寫眞 
HH - ■ホ ピこフ 1 プラィス 

3 ロニ！ 劇蕩 

巧 roadway & 52 nd 巧 re 复 


鍵 日本 機菌木 大小 各種 

純 日本 稷 苗木 大小を 巧 I ニぶ 本 持を せを 之 お賴御 入用の そは ま 
急 御注义 被で 度お敎 會及學 校、 が鹽体 等に 寄附の 申 这じ對 し 
ては 骑別御 相談に 應 中べ.〜 候 リ申这 み 第を 價お 進呈：：；： 
直輸入 U 本を 魚卸賣 

コロン ビを溫 室會社 おを 野. 地 巧 敬白 

附鹽鈍 H 本 ま庭闆 並に 喚 茶店 さぐら 園 敬白 

呈 S 量 A 呈 古童 呈 苗 呂. ，豆. 是 JI. 互 ミ ag ミ 
た 農 j 呈 置 U Sir 蔓 がを 一タ wash- 




« 麵電氣 治療 機 

本 機は 自然の 喪 素た る氣滿 、氣 流、 氣濕 、邸ち 濕氣 (水】 熱 
(太陽)、 ぶ 射 ( B ホ)、 力 ~ 電子}、 酸素 (空 煮} のを 部を 销化學 
的 機械化し たる 電子な 射-歎、 刺戟、 酸素、 蒸氣 、濕 巧の セ 
大要 素 ごし 么を綜 を 統一して 吸收 あじ 抵抗の 不充 を。 る 病弱 
がへ 遂 入して 自然 癒を の， W を 補給し 呼吸、 排泄 等 異化 謝 機能 
を 極 巧に 旺盛。 らしむ る おち 脈搏 及 体溫の 調整、 食慾の 增進 
睡眠を じ 促 通の 調節 等數 U を おで やして 頭は れ义 四十 度 0 上 
— の 急性 高熱を 十を 間數 回の 治療に 
てで 降 か 解せ しめ、 疼痛、 炎症 等 
をを 離を 解せ しむる 完 をなる 萬 病 
一元的 宫が療 機で ぁらます。 

治療 機の 實驗 はお 週 月曜 

及 水曜 午前 十 時ょ b 午後 四時 迄 

致しまず。 

I ぉ 五十 弗 
(送 巧當ホ 負擔) 

野 一台 電氣 治臻機 販賣所 

米國 東部 一手 版資 山^ 市 太^ 
> pt . 22、 ；212 W . 109 を wr zew Y ミ k City 

ジ宫 h 呈 e ち 夏 em こ 7 苦 




Tisk おを inf び 恥 量 : の 目 11 巧 au 5 な I 化る 巧 . ， Tel. Mu びが H !i 7325-3 


SaD Fr 饥 かが 〇 0_f む ce: Loa A jwgfeS~T?fF { が ; Seattle 〇 び ice. 

661 Market S し 一 -^* • 一 7 一 煎 S South Grand Ave 1404 Fourth Avenue 

^ N 巨 W YORK OFFICE: 

8-10 Bridge St. T 巨し . BOW し I NG GR 巨 EN 2262 
Ghic*ago O ぴか e: tOO W. Monroe St. 


N. Y. K. LINE 

tt 會船郵 ち a ^ 


(XS ぶ . Line 
大贩 藏船會 

2 B お - 8 Wi け EHALL 邮 ! L 日 ! が . 
巧 卽 1 * 巧が化が £ 化 WYOSKCm 
PH 削 E 83 WL ぶ G 郎巧 Njama-- 


補が むが in が oJnGi 

Impart が S 在 Exporters 
巧 IFHth む e,,N.Y. 

Tei. Aig 日 琴 in おが 5 

お 7 化 Madisan Street, 
Chicag 日 , I け mois 


MOG! ， MOMONO!，& 
COMPANY, Inc. 

巧 5 ふけ 化 化， N. Y 
M Shiyvesani おお - 8-7 




Mo Bros Jnc. 

Farmerly 

M が tihachi & Ca. 

け Ea が 17 化 化 fU. 
Tei. Algonquin 8286-67 


i HA 削 TA&CO, 

14 りが Fi 加わ e 。 

巧 化 21 s け 1 ) 
liew York む わ 
Te し / iig 日 叫 uin 2380 - 2 巧 1 


T1i 8 Ba おがな i 削 ii, Lid. 

Room 515 

お nn が 加 n I 刖 なむ ng Building 
1 巧 Broadv け もも Y. 

Tel. Gori!3n が 巧 お - 33-34 


THE BANK OF 削 OSEN 

Room 1027 1 おむ oaiiw 化 N. Y. 

Phon も Cortl 加が おお 


T お 如 m け omo Baiik, L 扣 

NEW YORK が EliCY 

む 細が 4 
1 がむ 时 dw 巧 

Te しむ rciay 411 も 4 り 9 


Tne Yokoiiama 
Sp が お 目 ank, Ud. 

Bih Floor, Equitable Btdg. 

1 巧 お oadwasf, N. Y. 
Phone Rector 2550 


THE FIMOTO 
SECURITIES GO., INC. 

R 日 om 3112 

1 巧 Broadwa も N. Y. C か 
Tei. Worth 1714 - 1715-1716 


が邮顏削邮化 .1 邮，， 

53 • 扣ぶ W. 巧 rd 化， 

New Tork City 
Tei. Gramercy 3850 


j 化 w Trading Do. 

巧 1 ぶ 化 Avenue 

(Cor. 21 巧な.） 

Tel. W が 叫 uin がが-が 


Nippon 

Di*y Goods Co. 
148 - 1 5 Q Madison ive., 
New York Gify 
Tei. Ashland S 1 が 42 


貪 株 

破 ま 


曰 




蘭 


號 


十ら 六 干 一 お 


雜 鑛 蒼 纖 【日曜±】 


n H 廿巧 



# 羅府 、を 港 化 帆 (ホノ^ 八 おも) 

猪が 發 み泌を 

(午后 ニ 巧 山 化〕 (む 午岀 み) 

天巧乂 十」 月 か 化 U トニ H 叫り 
コレ ャ 化 十二月 十一 11H 十二 H ぶり 
を 洋化 十二 巧せ と H 十 I 一：！： 把 H 
淺間兄 一巧 十 口 ■一り 主" 

# シアトル 巧 帆 (午前 十 時 ホ 帆) 

一二， 島 見 十一 巧 t n 
ザ-巧 化 十二り 十 阿 円 
西 比が 亞乂 十二 HU 叫 n 
靜商 化— 一巧 十二 日 

® 協教货 01 本朽 巧れ 

化ー抵 か トー 巧 ホ 九 U 
揉' 一 あ 如 十二 円个四 d 
化 I 茂 か 十二 日サ セ：：！ 
▲が 育 巧 帆- 芭呆 お経 由 P 伞巧 當洩賠 — H ニ 闽- 
▲蹄な なな __ ザ 化は 敬洲 巧、 南 おけ 並 じむな 巧 
お 由 太平を 岸朽 をみ 船を ホ i 待め お 4 乗が 切 
巧 等を 革 柏が を じあ 計 ひ 申 上まブ 
A 来 國鐵道 W 巧、 寝さ 务等も 御 おを じな 計 ひ 申 
上まず 


I r ル 曲 帆 (午前 十 時) 
化 个 一巧が 八 B 
凡 十二 巧 十 H 

(を 谋ぶ执 ) 十二 巧 廿巧日 
) お 丑 邦 

ばリず あるん でん もは 一な 五裙 
をを 帮ぎ 室た な 遼お族 室^ 
一等 熟ぉ隹 樓切帮 をが 致 叫 お 
A ゼ ルス 出 化 (午後 ニ！ 時) 
い乂 一 丹 四日 
た 化 一巧 化 五目.. 

三 0 巧恒 はわい 丸 i にら か 一芭巧 
れ 五十 お萌 ▼一二 津目本 巧 五十 五 巧 
を 切 巧 爲ま勞 藤 入 巧 幹 涅ホリ ち 
マ径由 日本 支那 行 貨物 賠月 一巧 



貨 陶磯器 

ランプる びを 

太普寶 易— 會社 

ま' 巧 俄 古、 ボブ トン 


陶破 證^ 貨類 卸販賣 

餘献 茂^^ 桃 ホ 組 


日本 陶艇 黑雜佐 I 類卸賣 

ザ 元 ブラ V サ^ ^ ス 



ir - 期 

亂 g " N; I 

n 

巧^ 囲 w w 

韶化 BS 5 


rc 

H 

T 


巧：^ 

お c 

"川-^ 5 

む： 

* 

—u N 9 

化 1’ おお 
•巧 的 w '■5^ 
が m B 了 
移ぶ リ 


資本を 

拂込濟 資本を 
巧な を 


壁 億 脚 
六 千萬圓 
六 千 四時と 十 巧 巧 


巧を 


巧 お 


ご一ザ 銀 巧— ち 店 

本 比を 巧 ホり 本 橋が 本 ぞお巧 五聚化 一巧 
支 化. 小が H 蠢 化の 內桑き 按巧 
を も 唐を 郝 たお 两 (大度 神戶 
商む 下期 巧 巧 巧 松 福 岡 長 時 
上が 倫め 宝な 柳 水 


S 


な 出入 爲替 、お 信を を’ 並 送を' 旅行 信用が 
巧を 倍 用 狀其他 一般が 巧 業 

A 鎌 兰裹銀 巧— ミ 巧 

鄉あ 送を" n 本を 化 お 手数が？ 进速化 巧 
本 巧 預金 (ぶ 期 逆 知ノニ 袖) 巧 便 巧 化 扱 


▲鄕を 送を 及び ホを を (無手 救 巧)" か 固 
巧替賣 買、 荷ち 替な組 化 立、 信 巧 巧を 
巧 等- 般銀巧 棠採御 使 利 じ 取扱 巧 仕 お 

鎌 賦臺灣 銀 巧 S 曲 張 所 

本店 專潰臺 化 

ま庙 東を、 橫漬 、乂阪 、神 お、 h が、 巧 
ロ、 羅 州、 厦門、 油 助、 香港、 廣 を、 お 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、. ハタ ビヤ、 孟買 
々ホ カツ タ 、倫を、 其 外 ま 潰 十四 ケ巧 


一、 資本を 壹偽圓 (を 額 挑 込濟】 
i 、 積な を 賣憶八 百 五十 街圓 

巧 化 本 ま 巧： =： 橫濱 {本店) 柬 京た •阪 
神 戸 長 胁下關 名を 崖 

横鑽 正金 銀 巧— 支 巧 

ホ 國をぞ 店 U 桑 港 羅が沙 お巧哇 
其 他 化 界を齒 重要 都 ホ ニ ま 巧 及 コ 方 レ 
ス有之 候 


ネ 巧大 '阪 化演五 T 目 
紐 育 支店 紐育ブ 0 ! ドゥエ ー 巧 四十 化番 

懿 なぶ 銀行 

お {まを 橫漠名 右 崖を 郡 巧 戶岡山 
& 4 戶^を ノ道廣 島吳柳 井下 ノ顆 
化 支を す 司’ ル 倉、 巧 松’ 陳を欠 留ホ熊 本 等 
本國領 金、 鄕里 をを 等は 極め 
て 御が 巧 边速じ 御な あ ザ 申 お 


本店 朝が 京 城 

ち 巧 出張所は 日本 巧 地の おを 都ボ 、朝 巧 
お洲 、支那のを 化 及び 浦 盘斯徳 

朝 鱗 銀な 紐 育 お 張 所 

か 圃爲替 一般 銀行業務 精々 巧 便利 じ 取扱 巧 
申 上 候 


內 みを、 社 償、 巧を ノ賣 貝々 ビ刺 
化な 立、 ィをお 硬が ニ 御 取扱 致シ 
マス、 精々 當巧ヲ 御 利用 下 サィ 
|が 藤本 ビル 7 ロー 力ー 级巧 姉が をな 

藤本 證券 會社 

同を 港で 店 
同羅府 出張所 
同み お 化理巧 


陶お 語、 雑貨 卸賣 

無 村 ブラ ザ I ス 


日本 陶城 器雜貨 

ラ厶 プ卸資 

条良寶 易商會 


日本 毅船會 社 ュを 鐵道會 強) 

\ 代理店が 綱苑 弟議會 

を 車、 乘船 切^ 並 じ 小荷物 運送 御 巧 巧 じ 取扱 申します 


T 寧の 印刷 ど 精巧なる 仕上げ 

時日の 迅を ど確實 U 校正を 保証 


印刷は 紐脊新 一 

n \( fl:n /% / v /'—* I *)*) 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九 ふ ニ 化- 0 

わ 間違^む く 新^ 

が內西 十と T 目 十二を/十 階 日 
お 部 じがけ る 邦字 言論 搪關の 

權戚 、吾が 新報を 讀ま 《 人 なし 


廣吿は 紐 育 新報 V 


♦がをお W 教を 

『イエス 誘惑』 


午前 十】 時 
巧 極を 


巧懒 スペシャル 


新 


着 


茄子 辛子 濱 

昭か五 年度 

年鑑を 種 
當用 日記を 穗 

化 桐 巧 弟爵會 


誰が が 紐育號 

拜齊 兼て 御 化賴中 h 原き し 海 
外 之り 本 お 靡 『紐 育號』 の お搞及 
廣吿は 本 巧 束 日を なて 雜 切と 致 
度が 候 間 何卒を 急 抑 送 附被ド 度 
願 上 候。 敬具。 

十一ち す 一二 日 

紐 育 支社 香な 

篇 4ゴ ヨ esE 揉. _ 巧呈ジ rk , こ. 


を 化 


婦人 狠橫濱 ゅき孚 

Mrs . Y . YOKO 互 > M > 
Dres 扣 maker 

287 卓. ist., Ap 三 ‘u 星 音 rO 票 




タンク 


ト 、 ン 
テイ ラ ミ 及 


ンノ 1 ベ*— ン H ン トランク 4 n 

物と 弗 五十 仙 よら 十二 巧 五！ 御 

芸で st 置 th f 至 


佐々 木 邦 著 

脫線 息子 ころ 0 

沿 稽で痛 か 
明るくて ト品 
眞じ渝 絶 快絶 

其 他 新刊 著を 便 乂靖- 


桑 山商會 

ニ A 呂 ST 岩 さ MT : K . ベ， C . 
さ 弓 e . さ I 旨す er 2 ニ 3- 岩ゴ 


昭 かお 年度 
當用 日記 類 
年鑑 頻 
十二 巧號 
講談 俱樂部 

キング 

講談 雜誌等 
十一 巧號 
演藝需 報 
實 業の 日本 


懷中：1:記類^ 
曆 類 

义藝 俱樂部 
富 ± 


實 業の 化 巧 


ぶ宗酒 I ッタ、 

」 手 殿賣元 

日本 食料品 霸會 


装 節 綺麗め 室、 設徳 

® 達完ち シング ニ 週 

八 弗、 ダブ 八' 一週 十 霜 

夏 TEL 田 夏 LE _ 22 W •普 th St , 呈 y 


壯 健な 鬼は 家庭の 寶 

磁氣應 用 物理 治療 器 ォネシ ： 1 ラァは 大人は 勿論 小な 壁兒 にも 
巧 用して 何等 危險 はなく 使ぶ 法 も 簡便 e ぁ b ます。 化を 幼兒程 
病氣じ 化さ 打 易き はなく 一寸した i _ しも 化の 循環が 巧 ひ 勝で 病 
魔に お 舞 はれ るら のです が 幼 巧な 病氣 じな 一 J て も 表現が 乏しい 
ので 素人目には 倒らぬ 瘍 をが タ /、、 愚圖 々々して 居る 巧 じ 大事 
じなる 例 も澤山 あらます。 

故 _ しを 素 ォキシ へ！ ラァを 使用して 健康を 巧 持 させ-るのは 親 巧 
弟の 義務で を 6、 壯健 なをは 承 庭の 輸 快、 家庭の 牢 が、 あ 庭の 
幸磕モ ッマ プ寒庭 S 寶 であ b A すかで、 完全。 ら育お 器 V 稱し 
て も 差 支。 い ォキシ へ ー ラァを 可を い あなた ホの 御兒 さんみ 爲 
めじ 御を 用を る樣 特に 御 勸めお 上 _ ます。 

二人 用器 化 十一 弗； 一人用 器幽 .+ 弗 
~ 送み 當方 ik ■擔) 

巿內义 は 部外 れば 電話、 乎 おじて 御 申 越 ゎ b 次窠 社員 
出張 無料 じて 御 說明申 上 ま t。 尙ほ實 驗的說 明 書は 御 申 
越み 第 進呈し ます。 

を 地方で 巧禪 店が 次 御希遵 のをは 御 申 越 ぁ b たし。 

讚 ホ キシへ 1 ラ了販 賣商會 

一高 ホ 光次 廊 

okre Tasp 巧 • creenwald & CO . 

巧 を floor , W 3 Wesi : !23 rd street 、 cuy ‘ 
Te . Gramercy 447 A 


公人 か 人 

TM 永 お 之 助 氏 お 村 兄 巧 か 宵 
を阮部 M 化、 昨 n 出が 巧，" か 八 

;ン アト パ 化 帆の アラバマみ に 
て おが ホな 巧" レ ホが の豫 ぶ。 

_ 抛 越を ホ 郎氏瑞 越 化 巧 ホ、 
旣 がり 如く も <时 巧ょ る 十 化り 
着かせ げ化ザ か 帆 S ォリ ム 
ビックが：， j て 渡み ホ お 二 一巧 机 巧 

- が I 誕^ 常 ホ か 上 会わ 巧 ホ 

今回 白を を I マン；； ツ タン •アベ 
ゥ 二と； Ip •しが 轉 した もじて 
新 霜 話け モ _ ユ メント 一巧 ニ 一 
巧で あ 5 ど" 

- 顧 本 福 一一! (大阪 巧 H 巧閒記 
を、 奥村總 ど N 伸 ホげ 丸 化に 
本 巧よ H を教 せる 山。 
g 小が を ニ H 本 陶器 株ま會 
邸々員、 な村|55^巧が曾おをホ巧 
ど 同道 歸聊。 

•閣田 S 郎巧 一が 木に 後任 横 お 
巧 金鉱 巧 ま 巧！^、 國際媛 巧剧ホ 
會議の 爲めお を 延期し 居る が 
ホが 期は 恐ら^、 j 月す 巧 頃 U 
む ど。 


シカゴ 通信 


•巧 畦 學生會 を 

ゴ ホには 約 六 


I 別宴々 や シカ 

をみ 巧の 布を 日 


系 あは おなしつ； あるが、 みか 
商 會員烏 越 正 男 齒巧お 術師大 
田 睫 文の 兩 巧が k 々じて 巧哇じ 
歸省 マる ので ホ 學ホ會 ま 催の 
下じ盛んな送別^簽な會を愼ょ1 
た。 因じ同會長<0||お巧の後任じ 
栋 千里 巧 あび 書®! じ 兼 井 お吉巧 
が選擧 されね。 

•巧の 暴落 ごシ手 今次 株の 
裝落 じを し シヵゴの 資本家で あ 
る 麵樹壬 バッフ ィング トン 巧： 2 
『近くと 千 おなで 弗を 投じを H 
場を お築擴 張し ニ 巧 五十 万顺の 
製錫增 額を 計畫 て 居る』 f 云 

ひ' マアレ ア八 フキ 作 ド巧貨 巧 

ま シン ブッン 氏は 巧の 裁 落に 不 


お 巧 商 庙の賣 上 高 


一は 十一月 じ 入 


6 て 何等の 異常を I がわ さむい £ 

云 ひ、 ノ！ スゥ エスタン 機道會 
社々 長ナ ー ジュン ト 氏は 明年の 
大計 蕾を 吿げ八 巧 マ 弗ょ b 千 方 
弗を 投じて 最 がまんを 車 購入 中 
な b 云々、 其 他 H - ァ ソン 電氣會 
社は 一二 千 五な 万 弗を 新 H 燒 建築 
费 じ、 ピ—プ "ブ 巧斯會 化は と 
百万 巧ょ 6 八 巧 万." 邦を、' バ プリ 
ツク •サ ー ゲヌ會 贵はニ 千万 巧 
をが ミツ ドゥ S スト •ュテ リブ 
1 會社 はよ 千 五 巧で 弗ょ b 八 千 
五 巧 巧 巧 ご 云 ふ 居 涼の 投資を な 
レて 巧れ も 新計畫 をな しつ-^ あ 
b、 是 等は 單じ 一ち の氣化 ごも 
思 はれ や、 か々 底 >1" の ある 樣じ 
見 受られ る。 


日本 巧 主— ル 


プ レシ •テント • 一 

アト^〕 サ五 H。 
天 泮么フ リブ コ 

フ レジ ザント • ビ 

二十 ニ 巧 1 H 


本局 減 お當日 午後と 
時円曜 止を 日け 四時 
デ ソン 〔ン 


J ホ 九日 

r ス (フ" 


リ購說 I を __ 

♦糾育 H 本ん 敎會ー 午後 八 時 
『進 ホ 的 信仰』 淸水 牧師 
♦基が 敎 修道 曾 i 午後 八 時 
『ピ ユリ タン ど 現 化』 椿极師 



X 救が 泣ん 値 でんつ じが 肯總 
抓杂 ごして を 化が で わ V,- 巧 出 氏 
を迎 ふるじま つた i は 吾を の问 
を どず る 所で わる。 云 ふ をら な 
(おか じ がり る 重要^-ょ る 椅子 ィ」 
して 支那け 智 らく おき 倫 致 どが 
脊 ごは 最ら お 要な 椅子では ある I 
が、 倫を， J 御 膝元に 大使が をつ 
て现 かぶ 趣を 異にして 居る けれ 
お、 がをは 巧菜大 化の 巧 住して 
がるべき ± 地祸 であ' る。 紋じ巧 
田 &S- かき 閲歴、 错毀化 伴 ふ 人 
物み ホ 任じ 勒 して 吾等は 當 巧み 
事で をる ごちへ る。 化 留實莱 家 
の 一人 どして 予 のを 望を 述べる 
。らば、 がを じ 於け る賓あ 業を 
を じ 一般化 おが 人の 賞 情を 克 （ 
グラス ブ して 頂きたい ご 云 ふじ 
y 爸 する。 資 情と グラス プ する 
巧め じは 甲乙 WT の 別な く 努め 
て密按 i：* る 巧 触を 保つ ことが 必 
要で もる。 日 义な易 ご 至大の 酣 
係 ある 骗稅の 問題に せょ、 其 他 
諸釉 の 問題 じ 街して 切 實；； •を 言 
を 巧へ、 適正な 化 力を ち さむと 
する おを、 普を の 實悄を 知悉す 
る じあら ざむ だ、 往 々判 斷を誤 
るの 怖 •か ホら ぅから、 先み 間 題 
どしての 予 のな 文は 香 等の 實精 
を把摇 して 巧きたい ご 云 ふじ 止 
ょも。 同が じ 腰掛 的で なく 盡お 
を 願 ふみは ない。 

巧る く 願 ふ 

化ぶ 銀 巧 支 巧 長 

東義 一巧 

兎 巧 セ か フキ ッンユ だ ど 巧 お 
される ゴ^フ ア のホ棋 から 實へ 
ば 華 施頓で 腐を 磨いた' 澤田新 巧 
總锁事 じ も r 冉 等の ゴ片 フヮ ァ』 
ごして 活動して 巧いたい ご 云 ふ 
のが 第一の ホ 望な 文 t あるが、 
乍. 个敏が 紐 銀 h おの ホ 席. 5- 巧が 
す チ どして な 近が ホ 常-! 明るく 
t •つて 居る 當邮纔 做 事 おんを 氣 
'を ー唐刚 るく して さへ 赏 へば ホ 
た« 列に 注 父 い-日本に 化 
を 卸した 官が的 おかは 攸然 ごし 
て 時化 鉛 お。 が 密よ義 を 墨 ザし 
てが 息； りつて 居る が 子が もる け 
れホ 幸に し 1 前 巧者： V 齋膝總 巧 
事 V」 云 ひ 澤旧巧 ど 云 ひ 此の 觸風 
わら 禪 脱して 巧る がらが が 銀 巧 
i を ごして*^ 大じ 息を 强 ふす もじ 
: 足る み 第で ある C 巧は 餘 b じ 巧 
_ 殺辕 々たる こと。 < 打開け て 相 
談 すべきは 相談し、 互にが 壁を 
; 撒して 愈氣の 投合を 敲る じあら 
! d せ 0 かご 思 ふ。 

^ 條 調と 和平 

- 紐 食 目 本人 曾々 接 

草 信 竹 治 巧 

H 米な あじ 閒聯 してが 化總橄 
:樂じ ホ 绍 a ゥ 注文な，。 を呈 する 
- ふは 化 じ 自ら 其 人 も あらぅ， そ 
一は S 四 n 前 巧 田總谢 事を 訪問し 
:た瞭 にも 述べた 姐り、 ホ 巧 出 親 
油 寧 化 迎が言 棠シ滤 へられた 通 
b 、 を おど 云 U ず、 化を 巧 進.., 

_ 云 はず、 常に ホ 就を なせて 化く 


が向を雑持して進みたい^ので 
ある。 义れ じは 敢て宮 はにかの 
意 化で むいが、 巧 人 趾诗の 化 
を 的 人峡ご 認めら わて 居る 巧 旧 
總锁事 4' 如き 適な ちが、 を 的に 

おた おめ にも 指導め 地位を 善 
语 して 平 さる T とを 希醫 せざる を 
得 i： •いみで ある。 吾が な 育 日本 
A 曾の 姑き も 創立者の 一人で あ 
る 故 商节巧 ± を 始め 具眼を 諸ち 
の 目標 平を つじ 『同胞 打 一 化』 よ 
義 をな クて 終始し おら、 贸あ馳 
係の 方' 言 じ 巧 躍す る 人 も、 默々 
どして 花の 方面に 活躍す る 人 も 
同胞 ピ してけ 巧つ て 一 化 ごな t 
て ふ 人 お类を 失け いやぅ じ、 
巧ん 相 立の 關—ゲ ャップの：； ♦い 
巧 V お ふ’-: W つてな 巧 邦人ろ 實 
力を 涵妄し 銭が したい もので あ 
るから ー總 領事は 巧 外を 端タ事 
の ポジション じ歷 かれて 居る で 
わらぅ-りれ 共 U 乂 のま 巧を 促進 
ずる 爲 わじ も、 先づ 同胞 お會間 
じ 一層み 理解 ごを 自の 同情 ごを 
促進し- 1 族 調と 租ホ S の實 を-' 小 
したい こ考 へる。 

發 運に 一 

円本 郵銳 支店長 

おを 貞次郞 巧 

が 育!^ 地勢 一" 期 係 上、 優秀が 
船 S ス おする ものな く、 貨物船 
も おん 甚だ 稀で 化つ て 一般が お 
人 よらは 勿論、 な留 邦人 間-しも 
が脊 じがけ る 曰 本のが 運 U を 巧 
忘れられ 勝 もの 現狀 なる も、 事 
實 じがて は ホ國が 業界の 趨敦よ 


いる 所 じして 誠し 慶賀ず べき 事 
。る も、 一方な 阁の巧 化ょ b を 
て 今後 益々 り 米 兩轉を 方面の 捉 
携 、親善を 要する 巧に 當 >、 紐 
育が 留 邦人は 今後-唐 一般 ホ 人 
どを おお、 親を の 度を 進い る 事 
の 必要を 威す るを のつ て 吾人は 
巧 出新總 領事が を もな 得意 ごず 
をが 能を おつて、 當地 H ホ 人 閒 
の 親善 助を 一の 爲め大 .1 幹旋巧 力 
せられむ 事を 期恃 ずるを である 

おおを 質- 智 の計畫 

新^^業硏绳 


'見る 


ボ 


早 


も 明らかなる 如く ダ八フ 

ウぶス トコ 1 スト ボ 

'出入す る 貨客の 少な か 


手續 せよ 

機 丘 ハ 延期 願 

義じ 當地總 領事館よ b 吿 示せ 
るか （化 外が A 徵を 延期 願は 去 
る 十一ぶ 一 H よ b 受锁し 明を 一 
巧 S 十一 -H を W て 閉止ず る 事 ど 
t* つて 馬る か、 期 目が 切を して 
槛 たぐ 4 くず 續を する よらけ 一 
H もを/' 巧手 潑 をを Tf る 方が 
お 願を みび 事務 収扱 者が々" 炬 
赏 であ/ っ う、 歳末 も 接を しつ、 
あるか' if 息れ ね 樣恃じ 注意して 


磨' 


■r . 


ら ざるな み d 當 紐な じ 於て 収扱 
^3れつ.'>ぁるもので、 紐育の巧 
なを 忘れて 太单 がの 海運を 語ら 
能は ざるの 實情 じを b。 日本 郡 
姬會 社に めて は最 化を 港》 ァト 
グ の兩.：軒線にタ^-^の資をを投じ 
較 多の 優を 触を 配し 米 •を 贈の 
激座：：*ろ謗ぞじ糖ふるあら、 U 
本宮 民は 蕾つ て曼を 電要圖 策の 
一 どして みを の 誘 逍を淹 力 提唱 
しつ i める 争 日、 恃に澤 田總頌 
事-^ ジヤ バント クリス トビ 
1 0 ゥの巧 謀 役た るの 江棋 ょ- 
す る 1、 吾ん は 米 巧 政 巧の 繁骨 
なを 肖國 船ぉ義 、保護を 策に 對 
抗 上、 米 凰-」 がける 本 巧 お 巧の 
が 護 V して、 呵 巧の お 巧を 期を 
r る 巧 甚ピ乂 1 わる。 が 當地巧 
お H ず 人 化な 間の 义 がは をが 圓 
滿に逍 巧し つ i あるは 一般の 認 


ホ 

M 育 日本！ < 
る 二十 H 化 
お、 中か委 
お、 高木、 
す蓄記 長、 
藻を 進めた ザ 
養殖に 顯す 
し、 巧 留邦喷 
る あめ 小資和 
を すら じ 巧 
あび 野菜 業 
を 一 . 巧關催 
を U す 率 こ 
刪、 香 西の 
名し 其 他 ニ： |ニ 
した 0 


t づ 野菜 業から 
會 麻が 委員 食は 去 
リ 本 俱樂部 じがて 願 
長、 黛、 る ホ、 巧 
井上のを を 良、 ま お 
ijn 西 書記 臨帘 柿々 協 
、 共ト委段^^をな 
を 調 赏の飽 驗を發 を 
職業，) 範圍 を擴わ 
じ 化る 巧 事業を 硏 
し 先づグ 。ッず リィ 
み 調杳ょ b 開始し ホ 
W 委旨會 まで じ報吿 
な b 島 木、 巧 井、 ホ 
凹 氏を 瞬 別 委員に 指 
件を 討議して 散會 


化 測を ホ 大使 

歡独 接見 會 

旣報 十二 ホ 十 H ぉ 测ぉ乂 大使 
夫妻 ぉがの^ 會をト し、 豫て計 
賓 しつ、 ぁつた 大巧の 歡迎お 見 
會をボ 内 六 干 四 T 目 二番 偷巧學 
會 々篇に 於て 同が 八 暗 ザよ ら關 
事 じ內定 し社會 部を 員が ホ々 
事務を み 巧ず る 事 ごな つた 由。 


大島 供を 氏が 

國產 宣傳部 

奉務 所を 設醒 しじ 
本紙 就 報 前を 木 桃 ホ 紐 ま 配ん 
大島お 佐 氏は 豫て 計畫 せる が 如 
く 日本 國を lip 薄 ビュ。 ！ を 創設 
する 事と な i ボ內を 二十 一 了 目 
二十 四番舘 第五 0 化號 をに 本部 
を 磨き、 目です なが 事務所の 整 
现を 開始し つ I ぁ b。 大島 巧は 
前年 歸 朝な 巧テュ 9 < トビ ユ日 
! 、鐵道 當 、商工 省 度び 外務省 
ご を 連結して 外人 親 化を 吸 化 じ 
鱗す る 施設を 提案せ る 駒 係 も ぁ 
ら 、词產 'バ宜 傅、 假 かばぶ， 蟹 
罐 詰、 醬油 等の 廣吿紹 かを 爲す 
外米 人の n 本觀 宠じ對 する 擠 
を も 謀るべく 計畫 中で わると ~ 
尙ほ 電話は アグ ゴン クイン 八 八 
脚 五番で わら。 


學術 研究 會 講演 

第 十六 巧 學術硏 究會は 明日 囉 
午後 八 時ょ b 西 肖 八 了 目 ごご ニニ 
日本人 美 W 敎會に 於て 開 おせら 
るべ く 曹溪庵 ま 佐々 木 指 巧 帥は 
『佛敎 じがけ る 威應の 意義』 な 
る 鹽下じ 一場の 講 横を 試む る 由 
じて 一 彼同峭 のが 聴を 微迎 す， 

岩 ホ 雄 ニ 挪氏來 紐 

巧が 巧 巧 まを 井 勝ぷが 氏み 息 
で 上 お 支店 接で ある お 伴 雄ニ郞 
氏は 夫人 间 一伴 モレ タニアち じて 
巧 紐、 サが ィブ ラ ザ じ 役 宿 中で 
あるが、 十二 巧 十 S 目桑灌 出帆 
の コレア 化 じて 歸 朝の 豫 を。 



お 川 お 族 事務所 1 

H. さ egawa, Insurance 良 roker. j 

303 F 胶 h A 化 》 j 

. Tel. Bogardus 4860 * 

巧 旧 巧 事 巧す 會化 
Uchida 1 rading Co,, Inc. 

1 1 Park Flace 
Te!. Bare! 巧け 7 6 

島 貿易 棟を 會化 . 

Shima Tramng Co., Ltd. j 

巧 0 Broadway 
TeU Hitchcock 14 含 4 - !485 

株式を 班 赤， ちが 舍 
Akawo & Co., Ltd-, 
295 Fifth Av も 
TeL Ca! が Ionia 9758 - 良？ 

ホ 倉 梨な 巧 錶おま 食な 

K が 如 ] ra 在 CcK, Ll ： ふ， 
200 Madisoa Avenue 
"Tel, Ashland 4545 - 4 良が 

に IVKkimo 1 ;o 

Miikiino わ Pear!, 
535 Fifth Avenue 
T«L Vand が bill 2 別 9 

大 倉が お育ま 巧 
Okura & Co., 

30 Church St" 

Tel. CorlUndt 2292 . 93 -94 

H 共 棟 ま會化 
巧を 巧 
を 巧巧會 
1 扣 わ《 8 か 化 R. Y. C, Tel. Reefor 巧 84 
Fa 加け； が 10 3 封 h Are., し 1 . C か 

沒巧 おを 巧 ホ 食を 

Asa 打 〇 Bu が Company 

Room SOI -805 
165 Broadway 
TeL Corilftndt 8047 - 805 艺 

Gosho Corporation, 
Silk Importer*) 

40 Ea が S 4 化 Stre が 
む !. A か ! 拍 id 49 的- 站 
Go*ho Co •，ミ ac., 
Cottooi Exporters 

奶 Beayer St>, 

Te! P 订 wUng Green PS 06 « 0 P 

巧が 拥巧泌 巧 ホを あ 

mmmm 

South Manchuria R. R. Co., 

Kootn 202 ら Canadian Paci 巧 c Bldf. 
342 MadUon Ave. 

Tel. Vanderbilt 4135 

ミ 井 物を 献會を 

な 巧ち 巧 
M な 8 ui 在 Co., 

65 Broadway, 

T。!. Bowlins Green 7 52 幻 

巧 ホ 食 かを ホ 巧 巧 
紐す 出張所 
Iwai & Co., Ltd. 

Woolwor 比 B 山 ! ぶ ng, 

て 《ム Fitz 民 oy 8 が 0 - 61 ぶ 2 

s 莲巧 事な ま會化 
な 育 支店 
MitsubUhi Shoji Kai ふ a 

(M れ がみ ; 油 i Co, Ltd.) 
120 Broadwav 
TeU Rector 2560 - 之 564 

1 大阪 朝日 二ち 京 朝日 

恒川 巧 
Osaka Asaihi 

lihe New \ ork Times Annex 
Te!. Lackawanna 1000 

a 本 お 巧贼を 化 
が 巧 そ 巧 

Japan Cotton Trading Co., Ltd.^ 
2 Park Avenue, 

T*L Le 站が on が 87 

日本を 糸 採 ま會せ 
巧ち ま 巧 
KIPPOH Ki-ITO MISHII, LTD 

Two Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 

巧を 名を 巧 
な 育 支 巧 
Hara 足 Co., 

4 が Fou け b Ave., 
Tel. Caledonia 7830-35 

日米 生糸 辕 を# 社 
紐 巧す 巧 
NICHi-BEI KIIT 0 KABllSHIKI KAiSHi 

(WCH!-BE: K!!T 〇 CO 。 LTD.) 

1 Park Avenue 

Trf. A み ! and 6246 • がイ S -49 ' 

大阪每 日 二 义巧日 H 
お 木 H が 
Osaka Mainichi 

Room 306 A World Building 
Tel, Beckman 4259 
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大紐脊 一 

I 九 ニ 九 年 版 y おく 發巧 

.本 化が をに 編 裳を 巧いた しました 『大 化育」 は、 幸 ひじして 
江湖の 湧 < がかき 好 巧を 巧し、 遂にを 部 一冊 錢らや 巧 巧れ ごな I 
b 主した、 化て ネ なは 萬 一版め 內容 をを がが たにし、 頁を たも I 
巧 加した 千 化 吞廿化 年 版を 新に 發巧 する こ £1 な b ました、 正 I 
確 じして 旦 つがら しい 統計と 事 質を 基礎 じして、 刻々 路化卞 る. 
巧が 『大お 育 J の 異相を 傅 ふる じあな なき こごを 巧して 居 > ま； 
す •おはを 憤は 一 

豫絲 申を 者に 限りて 

特 煩と 十五 仙 i 

發巧 後の 御 購買には j 

■を 價 金. 一 弗 I 

ごを しました、 速 かじを 約 巧申这 みを ホ 望いた します。 I 
十一ち 廿 I 紐 育 新報 社 I 


鐵道 疑獄で 若 槪を權 に暗談 

n 巧の 潔白は 証明 されても 某 閣僚の 身 邊危し n 

まち 特電 ニ + 六日 巧 = 軍縮を 途に對 する 訓令は 瞄遙後 若 概を權 等に 午後ず 巧され をれ よ h 首 
巧ち 邸で W 卽祸 巧を と 山で 送別 會が 催された が、 を 難の 事務 總 をた るべき にお お武 氏は 旅を 急ぎ 
サイべ リア 枠 由で 出没し む。 

東京 特電 廿 五日 發 = 越後 錢 道 お 件に 關 する お概禮 巧郞氏 一身上の 呀 からを 權辭退 論 樞が間 じ 
出で 倉ぶ 络夏 t ? 淸ロ 首相を 訪 閒し談 をし じごの 說が あろ も 首相は 之 V 否認，， てゐ る、 而 r て 一 ホ 
じは 『疑惑 山 搖ホ發 ずるのは よろし い』/- 某 頗問官 が 言明した るに 街 I r 枢密院が を や 巧る 
へば 改革 問 幽巧燃 ザん』 V ほ 政黨侧 ロい きまき 『巧 ホ 曲 おを 巧く 正 甘』 ごを 巧 會は云 i が、 政 友 
會は 巧嫩を 楠の 自 巧を 持 も當か 動か 乎、 を 概を權 は 疑惑 雜 孫の 某 人赖じ 選が 費用 寄附を 化賴 け-る 
- は 否認せ ざるら 右 化 赖は 引を けられ や隨 つて 越後 賴道買 收認巧 じ a す 瓜事實 伏な せず S 言明した 
をが 當 局は 全權 一巧 化發 までに 疑惑を 一掃 せんどて 司法 部 r - 勒し 取調べを 巧 けんこ f を 急. かせて 
居らが 概み搜 り 検事 埼 か.；' 义書 じある 取調べを をけ 返信 準備中で をる、 巧 概を權 自身は 無關 係で 
.あつても を 照 僚への 疑惑は なまらん どして ゐ る、 尙ほ 軍縮 會議 有志 大會發 か乂會 じがて お 械を權 
攻 塔よ bt おお 親し 民政 黨は 遂に 發 を人會 から 脱退し わ。 

日英 豫備 交渉 一先 づ巧 切リ 

- ロンド A 特電 サ音發 【ニ ユ m — ミウ オ：^ ド 紙】 ==:。 ンドン '海軍 會證 •し凿 する イゲ ジスを 
權の 颜觸れ 首相 マク ドナ 八 ド、 アンキ ザン ダ？ 海軍大臣、 外務大臣 ヘン ダ ソン 巧び 大藏 大臣 ス 
-ノ！ デ''- 氏 V 內 をを 見む 横樣 でみ も、 が ほ イダ リス 政府 d 囊じ 大型 一巧 嘟紹 巡洋艦に おし R 本が 
イ ゲリ* み - V 剧帶ホ じみ 諾を あへ たる もこの 閔 題は アメリカの 承諾を 得る か 要 あちと 見， 日本 全 
權がプ シン トン じがる 豫備 巧が の 結 巧を 择る i で この 驛 題に 就で これの h か 卒ホ巧 ご 協議を 進み 
'る ここは 小必 ちで める ごみ 埋も よらして 内を 渉を】 ホづ巧 切る i ごな つた。 

が あるまい かごい ム點が 

憂慮され て 居る が、 窺る 
事 實が展 麗して ホれば。 ンドシ 
會議 の本赞 でを るべき 世 巧 巧な 
軍備 縮 少け根 窓よ b 破 壌 さる ミ 
K まるべ/.'、'. 既じア メタ々 VJ イ 
-i V リ 3 は兩飄 海軍の 度 要 ごする 
最少 限 巧の 協を をした ので ある 
から、 目 本、 イタ？ >! 及び フラ j 
ンスの 比率を 變西 すわ ば 自然 兩 
國 の希留 する 酱等 比率は 縮少よ 
らも 擴 張の 止い なき じ まる W 云 
ふので あつて、 ア メタみ 政府 ご 
しては 本 會議巧 集 請の 時間 じは 
餘裕が あ 〜，、 B 本を 權 ご 奠ホ圣 
權 のを 渉が 圓滿な 解 巧黯に 到達 
すべき， とを 切望 I て 居る。 


を權お 員の 候補を 

ま 京 特電げ 四目發 === ァ > リヵが 軍摇を 諮全權 をと をに 增員 
したる に對し 巧.-" . :一 じがても 增賛を 必要 f する 場を は 軍 黯會議 
の お 問を 仰な けられた 海軍 乂 おを 保淸禪 巧、 ま 達駐佛 大使、 永 
か S ら乂 化ぞょ b 巧 命す もと。 

.目 本のち 張 ミ 英米 

東を 特電を I 二日 發ぃ = 〔ニ ユヨ ー ク •タ井 ムス 紙)" 

を權 の聲魄 〔本紙 的 号 巧 報〕 じ對し H 本 S ち 力を が更ら じこれ 
じ附 加す & 巧に 化れば 日本のと 剖 比を 要 ホは を 補助 鑑じ 適用 す- 
らら のじ てん 时備跑 巡洋艦のと 割、 潜水艦 十 倒 ごされ て 居る が 
小迎 巡が おど 媒遂 艦は 五 割 極度 どして これを 輔 ふべ （ィギリス 
ど アメブ 々の樹 ぶが 大型 巡 巧艇ご 小型 巡が 艦を 比 鞍 協を して 居 
る 限 6 この 方 狂は H 本 じを 巧で をる ご おじ、 日本が いかじ ロン 
ドン 曾 歳な 後に 化る 大型 巡 巧 艦の 對ホ 比率 じ 注目を 沸 ひつ えを 
るかを 知る じ 忌る であらう。 


U 若觀 


.ワシントン 特 蕾 二十 ミ日發 = 
外を 要路ょり が ホ ゎ 報道 じ 故れ 
じ n 本を 巧に して ホるべき 0 ン 
ドン お 审台麗 におて が 軍 比率 

ん啦ロ の耍ホを放棄し^:^い 
限 b 爵 おのが 爛心 到底 避け 難し 

ど 見られて 居る、 郁 も ィダ リス 
おび ァメ ブ ホな プツン - V ン曾議 
じで 職 おされた ホ 力 艦 比 お 五— 
立— ミを 一 0| 1 かー とじ 引ム 
げんごず る 日本み ま 張には' ム ，面 
ょらな 對 ずる こどな か 然しして 
兩城 ごして はぶ 本が 禽 帯の 豫備 
をが にて 斯るま 張を 巧 切るべき 
こごを 裝镑 して 居る の! •ある、 
日本のを 權 一巧は ホ 巧 牛と 日を 
0 て當 地に 卸窝 、大統 '^7 1 ゲ 

f 氏を お 《くして イ ミム ソン 

國格 技官を の化ァ メリ 心を 權ど 
ド 協 溝すべく 巧 渉の 巧^が 日本 
みと 削 比率 要ボ じぁる-一一 ごは 確 
資 じて、 現 化 

海 単 のま ヵ國 でぁ I る 日 お 
米 一二 閣 じがて 最も 重大視 さわつ 
つ あちのは この 巧 題で あ 0 て、 
一本 會雜お 集 前に 豫め これ t 一 解み 
しト * い 限ら 本 曾 廉じ大 葛 眼を 生 


ホる のはぶ がで ある ご 認められ 
て 居る、 日本のと 割 要 ホが 將ホ 
’ キリ 7 乃 ま アメリヵ ご戰 ずを 
した 庭を いかにち 巧 ミなる であ 
らぅ かどい ふこ どは 別 巧題£ 

て、 獎ホ兩 園 ごして は 巧るべき 
會議 にが 軍 比率の 一般的 改修は 
會證の 進 巧 じを 大の 障害を 輿へ 
る もの ピ 信じて 居る、 蓋し フラ 
ンス 及び ィ タリー ら 共' レ 英ホ兩 
國 どの 對等じ 巧い 

比率 を要ポ しつ； ある こ 
とは 明白で わら、 従て：： I 本の 比 
ず 巧 加を 認める どい ふこ ごは 一 
般 的な 比率 增加 とな 6 縮み 貪議 
のな を-し 違反す る ごい ふので を 
る、 今 U ょで ホを 式 じ 聞知され 
て 馬る H 本の お ホに 依れば 日本 
はを 艦艇の 比牵と 割を 要 あする 
ごい ム ょらけ 寧ろ 大型 巡が 渡 じ 
のみ 化つ て 居る ので ホる が、 本 
會證 じは ま 力 猫の 述逛化 止 問題 
も 論議 さる i こごで あち、 斯る 
ぉ合り本：^^或ひはまカ艦比率じ 
就ても 巧 協 潑を耍 ホして ホ 力 お 
のみなら 中 一切の 補助 おじ 掛し 
てもと 幣を 要求す る やうな こご 


獨自 提案 

ロ 一本ょり 列强へ 
東 ま t ：!® り-置 國 軍縮 豫 備會議 
の 訝 議事 項は 目下の V * ころ B 本 
が 觀莫圓 装 t 申で 希攀 しだ やぅな 
^^は實現杂期待し難 い 事體じ あ 
をが、 歡猜 どして は 必ずしも 吳 
國歡府 の. 

來示 を まつて をみ 討議 題 
目を 巧を 中る ごい ふを 働 的 立場 
じ 甘ん せ や' 英 首相の 歸吳 後を 見 
計ら ひ、 いしろ 白ま 的 じ 9 本獨 
旨の 非る ぶ 提案を なす 意向で あ 
って、 向 提案は まだ 具 體的じ 作 
成は 岀 ホて ゐな いが、 ま 張の 骨 
すごす る 放は 教英旧 答 中 じ 表示 
せる が 如く 招請 狀じ褐 げられ た 
巧刖四 點じ翩 する 意見、 いは ゆ 
& お 割 巧 則 0 解 說ぷび 軍備制限 
ど 軍備 縮 か」 關 する 是解 U どで 
あつて、 をの 

要旨を 别記 ずれば 蒙 如 

きもので あると 

一、 日本 政が は 軍備 縮少の 目的 
を 可及的 速 かじ 達成す るた め 
をの 討講 題目の 雜圍を 出 ホる 


あしを を ホす る 大統領 フ I グァ 
— 巧ん 經濟 會讓 はを 方面に 直 6 
昨 H 農業 脚な 巧 どの 轉 請は 廣道 
速賃 のが 下げ、 農業 貸附 の獎蝴 
等を 申を すじ まつた が、 他方 大 
統頌は 四十 八州の か 事に 對 して 
この 際を 州旣 をの 建築、 道路 ボ 
設 をの 他 工事を をいで 失業者の 
輕减を 計る やう 通堪 しじる に對 
しを な 事は いづい-® これを 快諾 
しこの 陈幾か 無理を しても これ 
等の 事業は 急ぐ 篱で ある。 


東京 轉零 

國債 償却 

〔サ 六日】 を 禪國債 買 入 償却は 
昨日 迄に 四千 万圓じ 達し 今後 
も相蕩 次第で 减慶 基金 約 一億 
圓を隨 時 之に 運 巧す ご。 

配當弓 下げ 運動 

〔甘み 日】 關西 筋の 有力 銀 巧け 
配當 引下げ 共同 實わ 運動 じ掛 

つた。 

府 縣豫算 大縮少 

〔廿 六日】 府縣 豫算は 期が お 上 
の 削减振 b で 今年度 じ 比し j 
割 六を 威を 示した。 

岸 上 博 i 客死す 

t 廿 六日】 東大 理學お 授岸上 謙 
ま 簿± は揚子 化ょ 流に て 魚類 
巧を 中に 逝ました。 

貨物 運賃 下落ず. 

〔サム 八日】 運 遠 巧の 貨物ず 奪戰 
からを 夏な ホ 運賃 T を 一二 割 見 
當 じぶん だ。 

文化 事業 廢 化か 

t 廿ホ 日) 國お政 廚敎肖 部は a : 
本み 裸 東 文化 事業は お まを. 化〜 
侵略 W 認め 條 約を 廢棄 すべく 
巧を しむ。 

巧 長 ミ 巧 稅增徵 . 

C 廿ホ 日】 東を ボ 會がボ 秘增徵 
を 拒を すれば 堀 切 商 長 U 辞職 
诗 んごウ 


I 漫 筆 

藥と 酒の 神' 

お 陰. 學 人/ 

I : 上】. I 

原始ん が アグ n i がに 接し！^ 
械 めは 裝喊 等の 巧 じを 育す ち^ 砂 
糖 父は 葡萄糖の 自然 釀酵 e あこ 
るの が 順序で を H 世 巧 じ 巧？^ れ 
てゐる 穀類 等の 殿 磯を 徳化！^ を 
これを 磯酵 をし むる の d 叢/一期 
の發 達じ俟 たれば ならな- つを 
日本書紀 じ！ 書を 素 盞雄も 敎 
么曰池 巧 0 衆 裝酸酒 乂蜜ピ 心 b 
て衆裝 〔もろ'^ のこの み〕 一 ご 
あるから を 酒で ゐも 所謂 猿题の 
進 ホした もので あつた をは 巧ら 
かで ぁる。 がる じ 神 巧 皇后の 傑 
の 酒類 じ 至つ ては を <坦 雲ち な 
ら ざる々 を 命を を. O ' 視 V つ！、 
穀物の 磯が を 糖化して 藤醉 せし 
いる やぅ じな つじので ある •を 
事 記に 

於是還 上座 時 其 御题長 帶日賣 

命 藤 待 酒な 紙。 爾御祖 歌 曰 
化 御酒は 巧 神酒なら や、 ク 
シの神 常世 じいます、 巧た 
たず 少御 かみの おい 壽 き、 
壽 きを ほし 


豊壽 ぎ、 壽 もと!！！ 5 し、 まつ 
b こ L 御 酉ぞ、 I あさ やを せ 
さ、 さ 

化歌は敦賀のお比-^|:神へ、 皇太 
子が 武み宿 補を 伴：^ て拜 され 後 
な 鄉乂か 國磐余 じ^られ たる 時 
じ 神 巧 皇后 か 歌は^ たる もので 
盛大なる 酒 寒で，^ つむ 〔日本 蕾 
紀 もこの こごを 泉いて ゐ る〕 こ 
の 歌は々 遠 かを！？ i なつ： 作つ む 
酒で 『少彥 の 命 力 じなる 岡 命 
の 酒 U ら』 £ 解 19 るを 正當 とす 
る、 さう でない； ご 御祖息 長帶日 
資命藤 待 巧な ち 文章 じ抵觸 する 
£- こなる。 然るにを じ 穀物の 殺 
紛を か两じ 糖化せ しやの 問題が 
起こつ て < る かこれ ド凿 しては 
武內お 綱が 皇太子に 化っ てのを 
歌を# 兜して 見る 应 要が ある。 
化ろ きを、 ぃみ けん 入は、 其 
鼓 因 じたて おひつ、 かみ けれ 
かも 舞 ひ- ノ i かん けれ かも、 
化み き 0、 あや じ、 うたた め 
しさ' さ 

窠一 のこの みきを 即ち 神巧皇 を 
の 命じよ ら少 意を を 祝ら つ、 藤 
みし 人は をの 鼓を 白のを ばに ホ 
て 歌 ひつ i まな 舞 ひつ i 巧ち し 
よもを の 歌を の 舞 ふ 也が 酒-し 入 
もて 必も歌 ふが な < 舞 ふが 如く 
樂し f 解しても 大 なる 週 b なか 
るべ く*々 彥 命が ホ宰 する 穀物 
〔をを 殿〕 は 巧 ひ 歌ん の まじま 
じ、 をれ 等 のん々 の 唾液の ため 
じ 糖化せられ 後を の 糖が 朦酵さ 
れ しらので ある。 島 津電豪 編の 
おお 簡說 •しは 穀物 ぷを 是認せ る 
も 酒 だかむ か嚼む t ♦を ごな し 沖 
雜の釀 造を を 神化の 藤 造を なち 
ごい ひこの 時の 神 巧の 酒 も 人 じ 
澄え しめて 進- O ' し；；* らん ごいう 
て をら、 余 もこの 嘘液說 じは 同 
意 V れでお 潑 むじぶ あ. 中して 
擧じ 飯を 冰ご 巧じ擢 ら をの 上 •し 
て 歌 ふ 方法な らし ミ 考へ る、 要 
ずるに 神巧兽 をが 少唐 命を 酒 神 
ごムて 巧ち 酒を おら 化て よら 今 
のりな 本 酒の 如く 穀類を 薇 化し 潑 
醉 せしめて 造 巧ず るまで じ發達 
を 遂げ 巧ら たるは 疑 ムの賺 化な 
く 〔尤も 費紀じ 天么锁 W して 香 
巧 鹿 葦津 姬が稻 よ b 作らた を 由 
あるら 一說ィ 一して 揭げ をる じ留 
よら まつて 力 弱く を窜 記に d を 
くを の說 なし〕 少彥 命が 初めて 
現を の n 本 酒 製 方の 根元を 確な 
された るな トー 巧 造酒の 祖 神で わ 
主は いふまで' <0 ない。 

前記 素盞雄 辱が を 酒の 神 ミ すれ 
ば 葡萄酒、 ホ 擒酒等 魔 造のを b 
神で あらねば ならぬ が、 をれ じ 
は 第一に 酒を ホ 酒 ご 解すべき か 
じよら 結論を 異にする が 酒を 日 
本 酒 ごすれば 少意 がを わきて 化 
じ 日本 じて 然ら るべき 神な しど 
申して 宜しぃ、 前記 古事記 じ、 
「クンの 神」 i あ 6、 またみ 旧 
篤 胤の るを ぶ义 じは々 をみ じつ 
いて 『初めて 酒を 巧ち し 神なる 
なじ 『クシの 神』 とい ふ』 ご あ 
るが、 これ じついて はを ホよ b 
一定せ や 藥の神 ごい ふ 人と 淸の 
神 ごい ふんど また 化 闕巧じ エミ 
シの神 〔喜 旧 博 ±〕 な •さの 說が 
ある、 本 居 翁け 橫田千 巧の 說じ 
賛 加して 藥の 神で あら 同時 じ 酒 
の 神で をる ごいん 說は 面白い ち 
察で ある、 無し この， とは 更にを 
理的 じを ふる 必要が わる ご 思 ふ 


だけ 巧 限すべき こごを 希 普し 
をの 見地から 今 巧の 诗證の 題 
目 わ 巡が 濫驅 逐腊 をび 潜水艦 
など 一般 補助 艦閒趙 のみ じ 限 
を せらるべき i をを 留卞 る、 
即 も：：！ 本 政府 も销 へらる I 如 
きおげ 自 か閒閣 及び 防備 問題 
の 討强に 就て は 目下の 所、 こ 
れを他 U 再開 甘ら るべき この 
祁巧 幾に 讓 るべき-^ を 則 冷し 
てむ る 

、招請が じ揭 げられ た ホ 力 艦 
の巧換 期限 ぞ； 九 ご H ハ 年まで 
延期すべし ごの 暗示の 提案 じ 
對 しては を然 N 威で わる ご 同 
時に この 際 曰 本は ま 力 潑の鑑 
型縮少 r - も 酸 やろ 用意が わる 
、潜水艦を 廢 の 希 留じ對 して 
U 日本 政府は が 地理 的が 巧に 
基く 國 巧を 垂 のを 要から これ 
じ 同意し 難き は 勿論、 純然た 
る防鐵 用の 小型 潜水 廳 はを 巧 
る だけ 制限 巧 どず べき こどを 
要 あする 

、と 割 巧 則の 要求け 單 なる 總 
お 的と 晋を廣 ホす る もので な 
くずぐ とも 

〔イ〕 大型 巡が 艦 じついて は 同 


型ホ晚 巧ち 貴の お 割 
〔こ 潜水艦に 就て はお 也 ごの 
均等を 條仲 どず る どこ の總 
巧 的と 苗を 耍ホ する ちので あ 
つてを ニ條 伸を 満足せ 1 める 
ためじ 小型 巡洋艦 あび 限遂艦 
の 劑當を 犧牲じ 供す る* i 巧な 
ち どず る じを る 
一、 日本が 府が 對英围 答み にお 
いて ホ ホせ るいは ゆる 巧 糖 縮 
少 どは 今次の 食 議が如 化なる 
摸を ごいへ ざら 日本に 瞄 ずる 
限 も 現有 を擴張 1 よが 如 
きおお量を决定せざる *<|き至 
を蟲 味す るので をつ て 遇ち 勢 
力み 基準は 證會の 協賛み 經た 
をが 軍 雄 追 案を もつ て 孤 度 ど 
ずる ものである ~ 
大要を の 如き ま 息の下に 逆備を 
渉を 進め おを くも 冗 ま會？ ij 關摧 
まで じは I 

とお ロ 耍 あじつ ぃて 範係國 
間の 誘 辭をポ める はず でんを、 
ち 概全權 が 渡英の 遙みヮ > ント 
ンじ 於て フ -! ゲァ！ 大統衝 ィ」會 
見ず る驟 提言ず る MJ あるべき 議 
題 も おを らくを の 轟簡を おで ま 
い VJ 暴ら れてゐ る。 


鐵道賣 動 疑獄を 表； 

貴 衆 兩議賃 を 始め 實業 家數み 

.東京 特電せ ち 日發 ===; 日本の 朝野を 騷 がして 居る 鐵道 歸獄、 
資動韋 疑獄 等の 巧容は 記事 報道 禁止 中で ぁつたが 本 H 遂 r 解禁 
さ れ だ 、 被告の 重；；* る も の は 巧れ も贈收賄が續職罪で化醫さ わ 
た 者で 貴族院 議員ょ 9 は 太 旧淸藏 、富を が太郎 、佐 竹 I ニ 吾、 襄 
巧 謙 一、 衆議院議員 からけ 前 司法、 鐵道 大臣 小川 ホ畜 ，甚留 桃 
藏 、巧 がをお 弧、 靑ぁ憲 云、 堤淸 六、 等を ぶ會の 面々 じ！ て、 
實 業を 側から 化 慰道鐵 道社畏 犬み 慶ぶ郞 、伊勢 鐵道 就を 礎澤一 
嶺 •を大 阪電鐵 社長ぶ 出を 燕、 越後 媛 道 前 社畏み 須类を 黑、 日 
渚 社を 橫 旧お么 助、 大同 笔カ 社長 增田 お郞 、前 賞 動局鐵 裁天闕 
盾嘉 をの タ数ど おし、 このみ 策を 山の手 急む 電鐵太 旧 副 辭爲も 
昨 H 警視 廳じお 置され て 檢擧扇 送らと な-^ 轿 疑獄の 發生 かご 見 
られて 居る、 楠ほ哥 法當埼 は會議 のを 前 蘭 鮮廳營 由梨乂 验に關 
聯 した 疑獄は 旣 じ收黯 賄のを は 返還して 屠る し國 家に 對 乎る 過 
ま；？ 巧勞を 認め お 引せ 扫 •とじ 挟した。 


タ .A マン V! 逝く 

波 欄に 富んだ 八十 乂感の 一生 

パリー’ せ 四 呂發=== 緣 てょ 5 病囊 重態を 傳 へられて 屠む 前フ 
ランスち 相ジ 3 — ゼ •クレマ ジン！ 翁は 本 目午詢 一時 五十 あ發 
お 巧を の 自邸 じがて 逝ました、 享年 八 4- 八歲 、窺の 巧は ニニ 目 
前ょ を單じ 時間の 閔趨 とのみ 見られて 居た だけに、 翁 逝去の 報 
一度 報じら る i や 全 フランスは 擧げて 哀悼の 意を 表した 0' 

七 1 ン •ヴ ィン 七！ ン * サ * ジヤ一 ド 〔フランス〕 廿 五日 潑 ：：：：：：：： 
お タレ マン ソ ，— 翁の 葬儀は な 人生 前の 希望を 容れ 、國 葬を め 他 
一巧め 儀 巧を 省ぎ 本 U 當地 じて 盛め て 質素な 葬儀に 附 しわ、 こ 
の 日議會 では 國 葬に 化 ふる じ 首相の 了 重なる 弔詞 あ b し 法度ち 
じ閉會 し、 故人の 巧 葬 じ 際して を フランスの 陸海 軍は 一 露 じ 百 
- 發のお 砲を かつれ。 


虎の ク翁 

逝ける 大 政治家 

歐洲大 戰の大 立 物で ぁる ァメ 
リカの ウッド ロ！ •ウィ^ソン 
巧、 7 ォ ッシユ 元帥の 後を 准 ふ 
て 遂に 化を したな クレマン ソー 
翁は、 實じ歐 洲大戰 の 

危機 を歡 つた 『フランス 
の 歎 世 ま』 としてを プ ランス 國 
民 敬慕の 的なら、 をの 刚膽 な牲 
格は 彼を して 『あの 如き クレマ 
ンソ ー』 ど 人を して 呼ぱ しむる 
じ 至つ たが、 一面 じ 於て は义學 
じ 造詣の 深い 詩人で も あつた、 
翁は 7 インの 生産地 ごして 有名 
な ラ •ゲ 玉ン デ] じ 生誕し 幼少 


じして 豐 當な敎 育を 巧け バブ！ 
じ醫學 と學ん だが、 少化 にして 
氣の 政治 思想は 極めて 急 盤 的で 
あな、 フランス 帝 國じぞ み 的な 
街頭 違 動を 試みて 投獄され ね、 
出獄 後の 彼は 巧が 國の實 戲を免 
むる 目のから アメリカ じ 渡つ た 
のは 實じ 彼が ホ六歲 、千 八择ホ 
十六 年の こごで 

醫學 を專 をず る 傍ら バタ 

— の^ タン 祗じ アメリカ ホ活を 
通信する外、 カネナカット如ス 
タン フオ— ドの 女學 校で フラン 
ス 語を 敎 をし 同時 じニュ 3! ク 
の圈書 おで 日 巧 引 籠らて 巧 華し 
つ i あつたが、 この間 スブ 9 ン 
グ フイ グ ドの 女學生 マリー. ■ブ 


ラン バ ー 媒ご 婚約 L 壊の 卒業 ご 
おに 當 化の 巧廳で 結婚式を おげ 
ね、 兩 人の 間 じけ 一二 人の子 供 迄 
も。 した. いお 婚化 一二 年後 じ 離婚 
したので 翁は 底 もじ バリ！ の婦 
人と 巧婚し 第一 夫人は 千 化な ホ 
ニ 年 バリ！ じがて 逝ました、 翁 
が パ 91 じ歸 つたのは 千 八 巧 六 
十九 年の i f 直 もじ 實際 政治へ 
の 巧 動 期 じ 移り、 モント マグト 

レの 

- I . I ! ■•一^^^^^ じ 美事 當 選した が恰 
かも この 當時 よち ナが レオン 第 
I 二世のを 治的權 力は 漸み调 を 期 
じ 入 b 、 普佛戰 ずの 結 お 7 ラン 
スは慘 敗して 遂に 王を の轉覆 ど 
なら 共 か 政 體の簡 立を 見る じ ま 
る や、 氣はセ ー ヌ よら 選ばれて 
議員 ごな つじが、 鐵血 首相 ビス 
マルクの 苛酷なず か條件 じ對し 
難會 じがて な對の 一. 禀を 投じた 
の も 翁で あつた、 この ドィツ じ 
對 する 懲 ゆるが. 孤き 敵慨 むは 常 
じ 翁の 必頭 よを 離れ や、 千 化な 
十八 年-パ 9! 條 約の 締結に 際 
して 首相た をし 翁は このが 始め 
て ドィツ じを する タ 年の 恨みを 
果 したので をつ た。 〔績 く〕 

露 ま綠爭 

B ぶ兩國 干渉 か 

ヘル ピンせ 五日 發 n 露 支國境 
を 破せ の 勢で 突破し だ。 シア ホ 
窗 軍は 滿 卵の 西 化 端で をる 力 T 
ラ ー を 占 顔し 同 おはか 撼 じを ま 
れて 居る •か、 を那 官憲 及び 軍歐 


木材は 今夕 拳闘 

まる 巧曜 H 聖ニコラス* r レ 
ナで旣 をず る 善で あつた 邦人 
拳圖 選手 木が 义お艱 君の 試を 

は メ；； V I # ' バタ'. it め キヴド ■ 
チ a 1 n レットが 嚴 邪の 爲め 
じ お 鷄お來 や 「化て 今夕まで 
延期され た。 


は 早く も關 地ょ を 逃 ごした、 當 
地 a 本領 寧 館では 岡 地の 在留 H 
本人を 救 濟の爲 め 遲る隊 を 派遣 
したが 途上で 立往 をし 形勢は 混 
浦を 極めて 居る。 

東京 廿 五日 發 n ぁ 京 政府の か 
務 部長 王正廷 巧は 勞 農を 巧の々 
ラ パン 巧 じ 好電し 露を 紛爭解 巧 
の爲め 直接を 渉を 求めた •この 風 
說も ぁるが 日本 政府 ごして は ロ 
シア 今回の 巧 動は 舉じ露 ま談巧 
じ 藤して 自己の 化 置を を 利 じ 導 
かんどす る 前提 ど 認め 左程に 重 
大視 しないが、 一方 政府は 駐 ロ' 
ンアた 巧に 打電して 戰な 地に 齡 
るを 留曰 本人の まを を耍 ホし ロ 
シア 側は 直ちに 承諾した。 

ワシントン 甘 瓦日發 n 滿渊じ 
める U シア ど 支 邸の 關陈は 再び 
危機 じ 階つ たので 大 統頭フ ー ゲ 
ア ー 、 國務 長宫ィ テム ソン 巧 等 
はを の 成 巧に 向つ て 深甚に 注目 
し 本日は お淵大 が國務 長官を 
訪問し あく 駐支を 懊 たるべき 極 
を 局長 ジ 3 ン ソンを 等 ど 數時巧 
じ直-<^協議したが或ひはヶ 口 ツ 
グ條 約を 猜 じして 日米 兩國 ょら 
モ涉じ 及ぶ かも 知れで いとの 說 
がち 力で ゐ る。 

景氣 立直し 

を 州 知事 も 描 力 
ワシントン 廿 五日 發 N 景氣立 
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診察 

午 的 十 時— 一時 
午を 四時— 八 時 
日 雁み 前 十 時— 正午 
を 巧 慢牲巧 ホ 疾患、 巧 
なお、 血液 捻を 
タ 年の 經 験を 巧し 日本 
人 じは 巧 じ 親切 じ 治療 
す 

健康 診 斷ニ巧 

ドク トグ 

メイ ど 火 
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« 巧說お (日) 八 時 
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諸 巧を 

新— 巧 

寄宿を、 巧みた ま 
« 業 巧を、 をの 他 
人事の 巧 相 K じな 
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設療 

午前 十 時ょ-® '十二 
時、 午を 六 時 ょら 
八 時、 日 巧は おお 
巧 上 あ 

ドク トグ 

山 ロニ 一之が 


JO!an 左- OOC 巧 一, M.O. 

ニ 1 WS 二 さ st.f さ S 
ぎ Riv ミ 一を 篇な > ジブ を 巧 養 ま 

^ な 良 午 巧 九 持 1 午後 I 巧 
午を ハ 時， 午を 化 g 
H 暖午 がか 時 1 午後 四時 

■ド* トが小 栗乘ぎ 


該察 時間 

午を 一時 化 ニ 持 
午後と 時 n 八 持 

を知羣 ± 

パ： 巖本違 一 

を か 比亞乂 をぶ び 
デ クン 病 おお 務 
H おはが お 巧 上 お 


診察 

午を 一二 時 ょら ホ 時 
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診察 時間 

午前 化 時 1 十 時 
午み ホ 時 1 八 時 

パ：： 小 栗 幹 三 

紐 育 ホフ ブ 7 —おお 
巧ち 街 病院 巧な 
を 巧々 y バラン ド 
お院 巧を 


巧 巧は 實質 誠意 迅速 ま義の 
をに 御 ±產 物 一 ま卸賣 値段 
で販貴 致します タ かじ 巧は 
らず 御用 命 仰 か ド さい ませ 
◎歐 米を 捷 時計。 置 時 許 一 ま 
◎ぎ 石 貴を お。 あ 製 器具 一 式 
◎を 辖萬牟 を。 を 銀製 銳筆 
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◎化 切 巧。 が 念寫 輿帖繪 端を 


管 本人 3 S ! 

ち 覃 Is 二 ま.， Ni ミ k G さ 


ブジ* — ドク エ . — 巧 毛 十を 
領事 無 お 側を かお 0 お號室 
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獅鷄揉 治療 

マッサ— ジ 、整形、 醫 
科學的 運動、 殿灌注 
水 治、 電氣 風呂、 ホ 
線 度電氣 治療 其 他 
紐 育 州を 誤 

フイ グ オン ラ じ スト 

巧が 幸 男 

日曜 外每 H 午 お 化 
時す ぞを八 時を 
凳話 前約 願 上 候 


簿が醫 木 下义巧 


310 辛 ご 1 さ芭. 

ヴ I. 虽 onument ち 5? 


齒科醫 

タ 年の 經驗を なて 
最新を 巧 學ず術 じ 
堪能 じて 信用 篤し 

U 旌術巧 低廉 = 
日本 入 諸君に ホ访 
じ 了 寧 源 切に 治療 
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洋服 巧 
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洋服 調進 

タタ！ ニン ダ、 ダイ 

ィング、 修辕 等 】 硬 

ミカド 洋服 巧 

松 本 巧 
を 話 ライン ランダ！ 
六 八 H 0 


が 藤蟲毕 (福 岡縣) ま 旧ぶ ホが 
(を 庵 お} 藤本 嘉八牛 島 i 
右のを じ 通知を 巧き 读看么 
候 間 本人ち くは か 人ょ b 現 
化 巧 御 通知 願 上 お 

紐 育帝國 総領事館 

1 京す S を ミ N ミ ご rk ゴな 




►社を ダンス ' 

▼表情み 操- 
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T 寧 
親が 


朝 十賠ョ ，お 十 I 時 

シャリフ •ダン シ 

ング 鋪範學 校卒鬟 
ム杉タ - 


觀關 事務 

をが を地幷 じを お 巧 
の 儀 巧 入 ホを じ觸ィ 
ずる 一切の 御 諮問に 
應じ搜 道 歲船貸 物 連 
赁及お 帆表稅 媽手鐵 
書 等 進呈ず。 香を 都 
ボ じ化理 巧を 侣 —'誠 
實を速 御用 命じ 應や 

が 隙 取 巧 


じ 一 嵐 お干 方 巧を 超逊し 正を ょ 
b の 手 持を の 他を せて 大巧 ニ 億 
川までは これ^ 巧 府の巧 外 正貨 
艺 して 買 上げる こご じ。 つて 屠 
b、 すで じ爲 巧手 形の 期限 到 ホ 
ごと に預を部の勘をじをして居 
ちが、 このが 外あ貨 の充實 はい 
ふまで も。 く 

單 なろ 政府 お 外 沸の ため 
ではな < 、を 解禁 直を じ 貿易 上 
ょな 貿易 かの 差額 支拂 、遊資の 
海钟な 出、 み 固が おにが ける ネ 
巧 銀 巧 食 赴の 借 入を の返濟 、外 
段 銀 巧の 本が における 放 貧の 引 
上げ 等を 原因 どして 惹起され る 
急激なる あ 貨のホ 出を 緩みす る 
ためな 外 正貨の 沸 ドげ をが ふ資 
源 ごな す 目的で わるが、 拂 T 相 
傷は を 解禁 後の こごで わる か- 
輸出 現送 おた る 四十 化ドグ 八を 
の 一二ない しの 十 化 ド^ 十六 かの 
丑を 當 をを だしく 化 下しない 点 
じ こごは 晋ふ余 化は ない、 
しかる じを 買 上げ 相 傷は 今 
までは 四十 六^ ト术半 

見當 でめを ち 率を 

て 四十と ドグこ 見ても を こじ I 
ドルを の 開きで 宿す る、 いま 一 
ドグ どしても. 白圓 じつき 四圓ホ 
の 損失 どな 貢 1 總 額を ニ 億 
圓ど すれば 八百万 m の 損失を 生 
ずる 計算で を' 3、 勿論が 外 あ 食 
は！ 部は 外國- へ藏省 証券を の 化 
の ぉ t を 用 さ iY をの 剌モを 稼 
いでは ゐ るが. I ホ じ わいて 政 
府は內 化で そ^ 資金を 大藏タ 謡 
絲の發 巧 じよ て 賄 ひ 利子を 支 
挪 つて ゐ るの it から、 如何にし 


て も 爲替買 h が 
の 損失を 免れ* 
の 損失は 當然 


計上す る こご^ I 


絕對！ 


うどは 民間の 見 一 
をの 理由は 貨始 I 


じ 伴 ム相當 ち 額 
い、 しかる •しこ 
般會計 じ おいて 


貧 擔 すべきで ホる が、 これ ト從 
ホの 『貨帶 巧隨； 差損を』 どして 


會試 を’ 


許されない であら 


る ごころ である 
み父换 差損を は あ 


府の外 償 元剌端 j をの 化歲 計上 當 


然 生ずる 海外 雜 


を 爲替で 决濟ホ 


る 結锻の 差損で ゎつ て、 右の ご 
ご 政が 爲替め嚴上積極的 じ爲 
替を買 上げた おち 生ずる 差損の 
かきけ 包含され 一る お 質の もので 
ない、 なじ このぎ 煩は 當な 明を 
度 追加 豫算上 『爲替 相場 調節- ~ 
伴 ふ 差損 J ごで らい ふ 名 塔で 計 
上しが 個 じ 議會の 審議に かすべ 
き だ ごい ふみで める 0 


尋れ人 

(青 お縣) が巧豊 ニ一郞 (熊 本 
縣) 西 木文藏 _ 魔 島縣) 芝旧德 
一郞 (廣 島縣) 淸水 幸四郎 .{福 
岡縣) ホ 倉 保 ( 3 。 ン ビア 大學 
出を) 窝が 周太魄 (巧 媛縣) 池 
旧 通 I ニ郞 (熊ぶ 縣) 化本钟 一郎 


が界ミ 解禁の 豫吿 

產業 方が ては 一 曆難關 を覺借 

束 巧 巧 ■二十 五日 疲。 U 解禁 期日が 吿 はが 巧 じお迎 され 現內 
おのず 柄 だビ稱 殺して なる が、 をを 力 面では お ホ 一廢の 難關じ 
一 お 遇ず &は當 焼で 巧る ぺき不 致氣じ おしを 曲 おはょ く堪へ 忍ん 
- でを まを 埋 化を 巧せ ねがなら ロ ご 云つ てゐ る、 演 U を 相は 『团 
- 民 3 熟 也；：； ►な 力 じょつ. _ し 第-の 難 脚は 過ぎた、 今後 一巧の 緊張 
_ -を與 む』 ご 育 明し を 巧を 卡 したを 始めて ラィォンの 顔 じ 微笑が 
I 堀れ た、 がして ホ 上 巧が 縱 西が 巧 寒 大台 路 おの 途中 車中談に 化 
れば 『小 資物货 引下げが 化 巧を も 必要で あ貨流 おは、 む お 無用』 
ビ あるが、 あを 銀 巧の 態を 邀 更から 爲替が 巧は 巧 後 ド 巧し ど U 
i b 民間！ 部 じホ雜 •かなつ て 居る。 

^ 賓易外 受取 ミ 入超 

城 殺の 見を み 立ちが 界 は巧轉 

〔かを 大臣 ホ おけ ニユョ ー ク 一巧 十 化 日は ニ 億 一二 千 ニな 巧阳じ 
巧 巧官着 お〕： =： 肋 巧の 緊縮ぶ び 
固 も 消 巧 節の の 徹庙に 化ら、 貿 
易は 十】 巧 中旬を め 入超 累 針と 
千ヵ陋 、植民地 おを も 加へ， 

本年の 、 

額は 3^ 易 か受お 勘を 
を 0 て 巧 おし 得 i 程 巧 じ 達し、 

爲替好 巧、 物 價_ 晒を、 事 采裝縮 
おかを 利 化 T 等 則の 悄 おはを 
お出 解禁 貨 が：. j をる し （巧 郁を 
ご おめ らいたん じ 付、 二十 1H 
政府は 昭か あ. 1 巧 十 一 U な 降 
金 お 輪 出 誤 化で 瓶ず る 大里ハ 年 
大 おおか 第一' 4- 六 哉 同 第二 十八 
巧 並 じ 問よ 化大藏 省み 第 S 八號 
はみ 化する 替 の乂藏 おみを をが 
しじ、 欧府み = 銀 巧 ものが 巧 あ 


て 十二月 末 迄の 巧が 豫を 高を 併 
せ 

今後 自由 じを かし 糖べき 
巧 外資を は S 億 四 育万 田に 達す 
ベく、 外 じ 正を をして 英米 じが 
てを 計 一 優駐の 『クンデ ット」 を 
設を せしめ あ貨流 化に 勒 する 十 
をの 手當 をけ つた、 貿易の 現が 
ょ b がて、 差當 6 貿 ああみ 濟資 
をの 需要 皮び 為替 お 惑ち をの 回 
なせら るべ きらの だ輯乂 。らざ 
るべ く、 化 方 民瞄銀 巧は 巧地資 
をのが 的 流出 抑制に 關 する 中を 
せを 爲 したる を W てが 巧を 判の 
化ト傾 巧ら あ b 今後ち 額の 正貨 
流出し 內 化を 利の 昂騰ず るが 如 
き谋^5なぃでぁらぅ。 




金輸 解禁 聲明書 

:津 島が 務官 3 許に 達した 公電 


政が は 錶の喊 お 取締を 撒 
廢す るた 心 別 おのかき 大藏お 
みを を 巧を るを 0 て 昭か五 年 
一巧 十一 後金が の瞧 出は 
みが 自 もど 飞 b を 解禁 問題は 
確を的_||£/3$した。 

金解禁を 備 の進涉 

現巧賴 は： にみ かの が 勢じ鑑 
みを 9 輸出 火 在' ぉがき W て 巧^ 
拐に が 濟の化 本 的 立 おしを 巧 ふ 
の 急が。 & を pi め、 必要 ょる 諸 
肢 S 準 瓶を^ へ 速し とを 實 巧す 
べき 旨で 一' 則す I る 所が ぁった、 め 
j 府 はが 閒當^ の 毀 明に ぶき 銳お 
解禁 準備の ホを 進め、 殊に 财政 
緊 お々 び 固； ^ 整 挫 おおの 節約へ 
总を用 ひみ 殿の 巧 招を 繫 じたの 

一 ご ある。 

財を 諸 寧 情の が轉 

諸を のか^は 圖把み 協力 ご 相 
おって、 谢争：^-の巧を葵し、 人 
、む 頓じ裝 張 t 加へ、 がが を 力が 
のを赃は乂/!^進设した、 殊じバ 
困 貿易は 本年と 肖 U 降， 嚇出貿 
； あの 增進 るし く、 檢乂 超過額 
は十 一 月^^が么じ架計と千を巧 
j 旧、 前年 心 聞 巧し 比し 一 値 山 0 
: 上を おじた、 化の がみょ b ずれ 
- ぶ、 本年‘ 人 超過は 视鮮 、巧 
裁 句み を 巧ぶ る も、 乂ホ 貿易 か 
受な超 通が を W てが おし 巧る 巧 
巧に た i をべ/、， 顏を貸 巧な 善 
。跡 若る L く、， 4 威な 禄化 がは 
現內閒 化^な 巧 越 際を 借の 化蒂 
一にが ひ 次 か强劑 をを し、 本 w 十 
八 リ' 1 の II 八 か W お 弗に をした 
_ 英米を 始す化 巧し rr ‘ ぉの巧常なる 


金利 商ら、 鼓 近著る しく 緩 かせ 
られ 、內地 物 階ら 漸み 化を の 傾 
向を ホし、 斯 て 諮 般の狀 勢は 
を 解 おの 實巧上 有利に 展開した 
ので ある 0 

正貨の 狀况 

現 巧 隅は、 解禁の 質れ 上、 が 
外ぶ 貨補 巧の 急 格 U る - V 認め H 
本 銀 巧 ご 協み し-度 替 相場の 頗 
4 强 調；：；* るを 機 VJ し、. VHW が 
横： がぶ を 銭 巧ょ 6 漸次が 外資を 
をな 上げ、 其の 總巧ニ 億 I ニ 千と 
な 余み 旧に 上つ て 居る、 而 して 
其の 大部 かは 旣じ 受彼濟 にして 
た ゎじ 政府 及 H 本を 巧の が 外 f 
货 なを 化.； 本巧卡 置 日 ニ！ 惚 一二 千 
ニ 白 方 山を を算 しれ、 其 他な 上 
豫 のじ 係ら、 十二月 ホを じな 巧 
入る 可き をと 千 巧 余 巧 w をが す 
ずるを W て、 之を を 計す る 時は 
を お 自みじ おみし 得べき 巧みを 
をの 离 は、 S 抬 四' な 巧圓に 上る 
解 紫な 後 化 や 4 きお 貨 流出に が 
て 之を 見る—、 貿易の 巧が ょら 
おがは 述 巧の 勘瞭 貸借み 濟 のた 
めじす る 左 巧の 流出は 左まで 巨 
額に 上る こどな かるべく、 又資 
を 侈 颤關 係に 化り てなが 慈 資金 
の 流人せ るら の 比 校 的 少額 じと 
ら 、が 外々 巧も漸 々低下の 巧 向 
じがる のみなら 中、 巧 氏 閒大銀 
巧は 解 巧 問 圈の解 巧じ當 b 政が 
及 H 本 お 巧の ホ かに 協力を がふ 
るみな を おし、 内地 資 をを お 外 
じ 移す が 如き'- とを がて リざ 
旨の 認 解か おつて おる、 なに 解 
锭に 隣し ち额 のぶ 貨 流出し、 之 


■ I 

U 

XH 


成 巧の 秘訣 

米 固ま 英語を 話 1 ま 
はな 巧の 第 一. まです 
本校には 目 本人 お 巧 
じ 慣れれ 專巧 婦人 巧 
師を らお 切 じ 會話巧 
信义 社を 語を を 巧し 
ょす。 H 曝 遇 目み じ 
午前 化 時ょ' り 午を 十 
時まで 巧 巧し 一 レツ 
スンと 十 志抑づ i 
今日 廈 ちじ ホ 校 あれ 


化 

8 A 

巧 加 

§2 1 
• H 6 

n L 

U m 


稅關 事務 取扱 

ち IE 臺 L.BANE & 夏. 

ぎ 1 贾巧 ご Broad ミ y •巧ぶ 

ジ 1- Biling-Ga 薑 9 ま 4.516 
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純 CEf 本 撰 苗木 大小を 種 

純 日本 禪 苗木! < 小を 怖 一二 巧よ 待を せが 么膜賊 御 入用の る 至 
急 御 注文 被 ドが おを を及學 校、 を 脚 体 等に 寄附の 申 这じ教 し 
ては 特別 御 化！^-」 應や ベく 板 = 中达 次第を 煩 表 進を = 
な輸^一:り本を魚卸質 

コロン ビヤ 溫室會 化 I 野 地 巧 敬ゎ 

附戚純 U 本式 お閒並 K 喚 茶店 さ/ \ ら 圃 敬わ 

SLiBlA ま 置 震 SE 呂.， M . 是 ご 3 薑ミ 
だ呈 Juneau Street , お豊タ wash . 


クを 首班 ど 
ど 0 間 じ 帝. 一 
ン ドを 許 一 
設定ず るの 
も 今や 內外 
おて、 茲じ 
場 其 化 財を 


がた A あじ 內 化を 利の 昂朦 ずる 
がかき 恐れ い、 斯 のか <巧 
が 固 か货の 化は 極めて まを なト， 
ご雖ら 、更に 一面 じは が 外を 觀 
中也巿 おごの 連絡 詰 解を 密 をに 
するど 巧 じ、 化 面 我因閣 投じ 十 
を 安 必を巧 ふるの 趣旨を 巧て 政 
府 は、 今 巧 巧に-償 山の クレデ 
ットを お 外にめ て 設定す るの 措 
をを 謀 じた j 即ち あを お 巧は 政 
府度 びが 本^ わの 下 じ ジェー • 

■— •モ •一 々ン •义 ント •ゴン 

二 ー をを 化 C する 紐 育 银巧猫 
との 間に、 一一 五、 00 0、 00 

0 巧 ウェスト ミン スタ， •バン 

する C ン ドン 銀巧閒 
00 0 、 000 ポ 
お圃の クンデ ットを 
契約を 締結した、 即 
の 準備を..、 化い るを 
解禁を 巧 ふ もを 飄お 
一般に おし、 急激な 
る彭懲 なかる べきを 確信す る。 

短期^付のを 解禁 

輸 ぉな 璋み廢 止の 施 わを 昭和 
五 年 一巧 十-百ょ h ごした るは 
現 巧の 爲被一 相場を 基と して 計算 
し、 同 H 峰 巧を を 當と認 むべ く 
而も 今 じが： てを の 解禁 賞 巧の 時 
期を 確定！^ 廣 くこ £ は 、財 あの 
をを 上 適 巧な 認めた るに 因 
る、 銀 じ 竹て は 今 H 迄 も おじ 一 
般 的に 輸坦を 許可し 居れる も、 
化の 際 一 がて て 取締み を廢 止し 
た、 朝鮮 心び 蕩潑 じがても 不日 


同 樣的廢 J 


ム 一 


令を 布 せらる ぇ 難で 


將來み 正貨 維持 及 
爲替み 調節 

な ホ あぶ 自らち 額の な 外お貨 
を 巧 お I 、 海外 桃の 所要を 充せ 
るの みなぶ 一ず、 直 掉お貨 のな 上 
拂 下を 巧む I 、 巧て 爲替諷 節を 賓 
行した る窒例 少なから や， 斯の 
かきは 時を の 事情に 基く 一時の 
變 態なる を 巧て、 ネ圃 をの 解禁 
を 機 ごし、， をの かき 惯 巧を なめ 
今後 專ら耳 本 銀 巧を して 正貨 維 
持 及び 爲を誠 節の 衝 > 1 當 らしめ 
政府は 巧 則 ごして ぶ貨 をが をせ 
や、 其 おか 拂は あ替 送金の 方法 
じ 化る こ ィ'-、、 なつた 0 

解禁^の 覺惜 

め 府の貼 政 緊縮ぶ び 國找の 節 
約 撒 おに お b 、 諸 股のを 備 順調 
じ 進 砂し、； 巧じタ をの 懸案を 解 
みし、 巧 圏 K 經濟タ をみ ぶを 髓 
立す る ことを 得た る も、 政府 及 
び顚 おの 哉 力は 之を 巧て 使命 終 
れり VJ な^べき に 非 や、 今を 引 
給き 贸あ 改善し‘ 励' 際 貸借め 
均衡を 維 传 1 を 本 巧 制を 擁護し 
進んで 巧^ 濟 力の 充實 お居を 圖 
るが じめ li は 政府の が あは 攸然 
繫 縮を 持鎮 する 耍 ある ど 共 じ、 
爾は d 今 ローの 緊張せ る氣 みを 失 
ふこ £無 '''、愈々 勸險方 巧の 結 
神を 巧 巧し W てを 業 貿易の 堅 育 
なる あ 屡； J 向つ て眞钢 なる 巧 力 
を 盡ずこ ィー顿 めて 穀藝 なら ごす 


閒题 なる 

爲霞買 上 

弟 損を の 巧 始末 
旣 巧の なおが まると 巧 中 
巧 0 ホ 傑を 化を 銀 巧を して 買 上 
げしめ て 巧た ド グ爲替 け、 すで 


TOYfl KWAN 

41 E 。 19 出 St 

6st . BV 巧 & が h Uve . 
むし おが 叫 uin 8 巧 S 
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け 8 W が t S 別 it 巧. 
た!. Tra おお ar 00 巧 



巧み お 
f 目 了 巧 十四 
化 日 下 置 十 巧 


City Hail Tea Garden 

170 Nassau St , City 
N •が to 比 6 Tribu 凸 e Bt か 
し oo Li 田 Man&srar 
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DARUMA 

1145 .- お h A 巧. 

T 扎わ巧 nt 巧 巧 



巧 Eist 28 化 おけ et 

Tel . Uxingion 57 リ 


IKUINE 

Hotel 在 Re が aurant 
313 W . 8 が h な . New York 
. Te しむ hu か r 7822 
む bie Add 巧 ss iK 山 化 



340 W. 58 出み . 

Telephone 
Columbus 8882 


( 曜日 • 水) 司赛お 



Kawasoye Hotel 
1 巧 Wesf123ni 化扣 f . 

Te しむ 化 8dral 991 日 
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號 二十 白 六 干 一 第 


讀 お'. 


お^ タ ちを 如ろ, 


I 

が！ ] [ を 3 な pmt 郎ぞ 透 ! me 巧 


円曜水 



U 屯廿巧 一十 年 四和昭 


高等 御旅 纔 

.東 泮舘 

會廢 御巧理 


御 巧理錄 紅 

太 陽 

ま 司每扫 あちます 


ザ.^* 燒 

をに 御が 理 


支那 巧理 

ボ饒を 園 

司埋人 蘆を 
齿 をの ホ じは さな 
の 巧 巧 利 じ 備へ巧 
閒を 席の 巧 用 じな 
和 •、く 误强 巧卒巧 
ホ變わ 引な 顔 巧 0 
紙 ± 御 ま 巧 申 上 民 


頗船じ 使用す るのは 怪— から 
のど 攻繫 された こどら もつ た 
が パ— デン ダ 大統領は 
『排斥 どころ か 宮冀は 彼 笠 じ ホ 
民權を 巧へ て や b たい 位 •乙と 
答へ たこ ピが ある ご いふ、 目 ネ 
人 じ もな じみの 殿い 船で ある 


學生 招待 會に 

春 子 壌獨唱 

學生 侧のブ 0 グラム 
ホる 一二 十日 (± 曜】 午を 八 時み 
b 日本 供 樂部じ 開かる {巧 女 ザ 
ホ 招待 懲話 會ブ n グラムは H ホ 
人會側 並に 學生 侧委眞 じがて 0 
をせ る 巧は ホ どして 學ホ 側の 例 
唱 、詩が、 叙 舞 其み 十數番 じが 
んで 居る が、 當 夜は 大 貫を モ S 
が 特に 化 席 獨唱を 快諾 しれ かり 
1層脈はし，、ならぅし、 早川111 
洲氏も 巧を の 都 令み 第に て參 W 
し氣 勢を 添えて 吳れる こご！：^* 

つて 夏ち* レフ レッシュ メン^ 

は 巧春时 襟を ま 諸子を 歡迎 す" 
意味で 俱樂部 側 じがても 大囊 
をす る 由で あるから 定めて® 
なる ベ （ホ 賓學生 0 かみ ホ疆 
側は 窝豐 一巧 五十 仙 宛負擔 ず) 
規定で ある。 


よつ てを をされ た。 

♦これは 無人の 飛 巧 機、 潜水 
艦 ；：* で じ 蕾 波を 送り、 空中、 水 
中、 化 上な V 」 の 巧 意の ごころ 一 
操縦 せんどす るを 案で あつて、 
要は 械上じ 電信機、 繼 電器 およ 
び 電動 巧の 一二つ をす へて、 遠隔 
の 巧 部から ボタンを 一つ 巧ず ご 
が 進、 停止、 右へ 廻るな での 信 
號 電波 じよつ て徳 てを 命み の 
まじ 働かせる ものである。 

♦この 驚 （べきを を 的の 兵器 
はを 励學 おの 必術 機の 最も 大切 
な 機能を 有する 繼 電器の 研 巧が 
足らない のが 遺诚 とされて 居た 
しかるに 今 固 巧が 八 木 博 ± の 苦 
必硏 を じよつ て S 揮 療の繼 電器 
がを 巧され 、， V 9 缺陷が 完をじ 
補 はれる こご じな つむ。 


紐 育 衛生 局の 

音響 巧 止 策 

聲ご鐵 ごを 雜る 音、 ブロべ 
を 鳴らす 飛 巧 機の 響、 化き^ 

る自働 車の 警 巧、 街 鑽 の々 
々ラン、 消防 単のを 嗚聲、 

ォ から 出る ジャブの 騷音 化也鮮 
十 施の 晉馨は 物質文明の 剔 一 熟 
ど 進軍す る ラ ツバ ども 謂へ を？ 

が、 餘ら じ票聲 して 無み 序、 無- 
制限で ゐる じめ じ挪育 じな J 一ぶ 
お 中神經 衰弱に 罹つ て 仕 盛よら 
のを 磯 出す るのは 保健 上 墨が 
すこ ご はお巧ト^^ い の で衔化^長 
ゥ キン 博± んま唱 の 下 じ な 
學 ま、 お 術を、 お 育 家ぃょ ピ較名 

をを 衡 —、 て ノィズ •コム'' シ 'a 
ンご稱 する 委員 會が 設け f れ^ 化 
のは ツィ 先達の ことで あ も 。 i 
連中が 賊 繫を紋 つて 名案 シ掠 K - 
出す かは 一般に 注意され で 居ろ 一 
が、 如 巧に 物質文明の 餘 殿： どけ 
云 ひながら 此 調子で 進む で ゆ〜 

のは 面白くな いご あつて 一部の 
委員は 先づ ラデォ 使用の 時間を 
制限し 深 巧に あつても ビ 
ブ ー 

一、 ニ ごやつ ては を 巧のを 赃を — 
妨害す る ごの 說も 相當摇 頭して- 一一 
ホた さぅ だ。 尤も 消防車 や 病院 
車の 馨 笛を 止める 譯 じは 巧 （ま^!.. 
いが、 結局 何處 まで 大紐 育の 大 ； Ei 
音響を 制限— 得る かは 興陳 のを 
る 問題 だと 曾の 穗じ 上つ て 居る 


愛 讀者山 本 生へ 

十一 巧 十と 日が をのて をを 術 
宣傳 ホに ゴ, フじ閱 する 懇切な 
る 御を 吿を 謝します 0 生氣 術に 
關 しては 克く 訊ねた 上で 紹 かの 
勞を 執る ベ （ 、ゴ八 フの 記事を 
綾の 件は 假 か々 數の 人々 のた め 
(紐 育の ゴ^フ ッァは 約な 人 あ 
らます} £ は 云へ お 外 運動の 記 
事 ごして は 庭球 其 他の 運動 ご 共 
じを 华じ 取扱 ふの が 新聞社 ごし 
て (かを 自身は ィン ブレストな 
も) 任務で ある 樣 じを へます 
からを 然 省いて 化 舞ふ譯 じは 
かない 点を 御 認か願 ひたいの 
あ b ます。 尚 ほ 本紙 乃 記 晕—關 
しては 忌禪 なき 御 批巧御 示敎を 
歓迎いた します。 〔水を を〕 


往 

で 


巧 留寄牟 巧 想© 巧 体 

y . 奉 人 1¢ ザ 會 

3 巧 芸さ芭 •ジ 一. Cl ち ki 12 を 


娜燒 、洋食 


抑を 事は 匆 誰、 食後の お話し 
じ ふさわしい 所で ネ 、御 ホ ホ' 
の 程を 願 ひまず . 

n ロ シバス 矢 野 

巧 W . 61 slS 三 el . 夏 Lumbus 苦さ 


新 鱗 魚介 一頓 


ち 本人 向きのを を澤出 取ら 揃へ 
が规廉 煩で 大勉强 をし ます 


サヴ才 ナ魚店 
夏 置 置 F 星 i 0 YST 里 夏呈ご 


す 1 > ら本窠 ぅ， 蔭を？ 2 夏が^ ご st Sir 男 t Corner A ョ ster を m Ave . 

一 ぎ Columbus 9123 


輿 面目なる ホ 搏间胞 じな 貪 
なる 巧 莱を巧 おす 


宮川事 f 


紐 育 ホ 西 四十 ニ T 目昏ホ 一番 

おプ ブィ 7 ント とお 八と 
を フィ ア 化堯 八 


诣ル ] ミン グ 


養^で st 睾 h street " Ne 三 ork 

すて 导呈 e すち nt W 187 


木 旧 ル 


ン 


i 7 3 rcuve . す t . 芸芒量 sl ~ 

ジ宫 すまさ I 畳す e こ 一を 


電話 ブライアント 
みまぶ 八 基ぶ をぶ 


竹 中 重 雄 


卓上 巧 話 

無線 遠隔の 操縱法 

♦人間の 乗つ て 居ない 軍船 や 
操縦 まの 居ない お 巧 機が 思 ふや 
ぅじ 動く、 をれ も單じ 動く ごい 
ふ ばからで はなく 立派に 人の 意 
思のょ J じきわじ活動ずる ど い 
ふ 軍事的に も稱學 めじ もを 威 的 
な大 を 見が 巧國 工業 大會の 晴れ 
の 席と で 巧 化 帝 大工 學 部長 理を 
博 ± 八 木を 巧 教授 じよって 『無 
線 遠隔 操 縮 じついて』 の 題 下に 
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本 縷巧理 人 歐廉が 
腐 前を 渾 つて 日本人 
諸 宮の增 巧に 適する 
巧 狸を 差 上げょ すの 
で 萬と 巧の 团 二十み 
了 目の チヤ プ スィ ご 
云へ ば 直ぐ 日本人 話 
替 じは 約る 程 巧 巧を 
巧して 琶 ます 0 
巧 ホを々 御え ホの 程 
を 上ます。 

± 、日 巧は 設® 、シ 

ゥ マィ、 きおが あ-*' 

まず 0 




おか 说| 


S も t 5 
M L - C 20 

Ufa ^ 

Y I 


成に 

W ^ 

UK 1 


W 

6 

N 


•5 


6 


日本 食料品 額ぶ び 雜貨類 卸小賣 
ホ 之 ま 大賣搁 桑 山薇會 
が刊 書籍 雜誌 小間賴 日用 晶 各種 


C /5 


P 


野 


a 

ド 战 
0 B 


念 


各種 金魚 
力-ナリヤ 


&柳脚^其他小烏類 



ホ 上 金魚 巧 


勤 物 

33 卢イ’ 


ニ 96 S 害 Aye ., f Y ミニ さ. 
さ 0 ミ さ一呈 t ま r ゴ 38 


良 


住 田旅雜 

館 ま 住 田* 七 
so でた 呈 h S すを ぎぎ yvi 己 3 ぎ 

一力 旅な をめ 

帝 國旅鑛 龍 I 

三 S W . 萬 ih St . す こ 星 
Telu 夏 quehan ミ 8 空 0 


媛の な燒 おいしい 郷燒 

會席 御料 埋 

晝 食は 末廣へ 

叮峰巧 便を 巧 大巧 巧 


截 1 並に 御旅 舘 

を 稻を巧 

« 巧 巧 西 八十 八 T 目 一二-三 一 
* 巧 ブカイ ラ！ と 八 ニニ 



猶料狸 


扎 1 


ホ じず き 燒 抓？ 

が 




かき 解かき 飯 
お 日御淫 います^;^ 


特に 前 0 て お 知せ を頤升 
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を 8 を 瓦 h 9 ih 资 . P 草 a を Iphia Pa . 
ぎ w — ニ 2 ゴ 



9 


逆 f 


降誕 祭 三】 

むら 5 飾樹 

眼が 廻る おに 忙しい 截 便の 事務 


は 仲々 


も 化し ぃ 


ものである が- 


を れで 


て郵化 切手、 書留 科 かち 


電信 巧の 個人を 媛は 牢巧 S 弗 ど 


I しむ 如く 上記の 敕ぞ U 向 
てけ 也々 ど 溢 謀. あるで あらう 
が、 なじが 白い のは クリスマス 



心 小 ニ H じがけ るアメ 

級け 

は 减 々する よら も 巧 
- 煩 向を ホして 居る こど 

これは クリスマス じ裝 

に貯 をを 引 化す 旗を もぶ 


い 快ん じ 年 ホの ボ！ ナスを がめ 
S しす、 兩親や グランド •パパ 
達か^^寸供達ゃぉなさんの爲め 
じ 貯金を する V 」 いム 風習が ちし 
て 居 も, t らで ゎつ て、 十二 巧に 
がる 直 _ を お 加の 一人 當 b は 約 十 
ニ 弗； i なつて 居る の も 面白い 現 
をで わス 、さて 然らだ この 十陪 
'スマス ごは 一が 柯を 指さ 
であるか、 どい ふじ クリ 
にけ 目 じ 見へ ない わを が 


弗ク 

も 

スブ 


動い が 居る、 先づ 十二ち どなつ 
て最 •ゎ 化しく。 るみは 树ん ごを 
つて ， I . 

贈^ や贺狀 を襄ふ 郵便 

巧で-|1^ち、 をこで酣便時ではで 
ぅ-:^;-^ も 臨が 雇を 激墙 しな けれ 
ば 心， で、 元 巧 ニ ユョ] ク がの 
郵愧：|^ごい ふものはをァ メ V 々 
で 取!^ 权 にれ るら の C 1 劇 ごい ム 
を^に 達して 居る、 殊に 十二 巧 
十 ah から 二十 四 H じ宜 ら郵樓 
巧み ぶれ/- を 戦 煤 ロ.- や ’' I U がし 
さで j 平常の 就働满 置 割に 化當 
ずる！ Li 教を臨時巧ごして整理を 
送 心 をして 盾る、 ず 索 ニュョ 




=jt 


—ク 市の 郵便 時で 化 扱 ふ 第】 柿 
々び 第二が 郵促 物は ざつと 六 円 
巧 通し 連して 居る が、 クリス マ 
スは 八な 力 通 ごい ふ 居 数に 達し 
て 居る のみ むらず、 この 十 H 巧 
じ 取扱 はれる 臨時の 小な 頼け 一 
りず 巧 

十五 巧 じ 達して 居る、 而 
かも 十二 巧は 元 巧 商業 取引 等の 
郵巧 物が 非常に 藏 少して 居る じ 
も關ら ず、' 尙ほ 直つ これ だけの 
人力を 必要 ごず るので ホる から 
W ゴ いかじ 繁忙を 極めて 居る か 
を 察ず る じ 足る であらぅ、 この 
期 聞 じが T . 郵便 荷には 化 巧 不明 
等で 所謂 デッド •ンタ ー ズ とし 
て燒 格ての 速 命に 逢 ふ ものが タ 
く、. I 年中の テッド •レ タ！ ス 
は 絶 數ニ千 四な 巧 逆で ぁるが， 
サンタ •クロー スのわ 爺さんの 
すじ迴つイ燒擒てられる貧狀，':^ 
をの 五を の 一を 占めて 居る、 を 
の 內譯を 見る ミ 現を を 勤 入した 
がの が楷格 じして お 一巧 ホ、 小 
切手 や郵お 爲替が ざつと 

巧 乃 弗で 端 書類は 一巧 葉 
じ 達して 居る、 このが じ 余提無 
關 & ぃ 人達が 送つ K ご 思 はれる 
おを 不明 やな 巧 不明の 小包-^ を 
がの 約 五み の 一で あな 方 個を 算 
して 居る が、 これは を然 損失 ご 
ti 。 ら乎 g が 賣に附 し，'- (を 野の 
ま、) 先づ 一二 巧 巧 位の 收 入が あ 
る 化で ある、 巧う して クリス マ 
ス期 じがる 郵便 事務 i いふ もの 


見られ 
鹿に 巧 
中に ク 
る わの 


て 居ら- と ころが 疫じ馬 
巧ない クリス マ， 耸 目の 
スマ， の 到が をを 徵す 

クリスマス •ツツ 1 がを 


る、^ も 合 衆 固山が 届のを 賴ら 


じ浓ム 


化木數 は頗く かさく 見稽 


0 て 阻 
これ 

i A (\ 

る、 巧 
巧る 乂 


どこの 期間に がけ' 


五な 巧 本」 達して 屑る が 
電球を 始め f してと 色 さ 
f の 装飾が 施される ので わ 
じ 電球 製造業 者の 見賴じ 

一本の クブ スマス •ツブ 


I じ おける ホ 電球は ホ 均 サ五個 
じ 達して 居る どい ふから、 をの 
を額乂 でかして 僅少な もので C :* い 
おみ 子 じ 必要な ものは クブヌ マ 
スタ^ 新を の グジ] チン グ •力 
ム ■ある、 この々— ド'！ 3 1 化 


尤も 

もの 


帮じ IP てる ど 巧 四十 通で ある、 


の 力 ー ド も 一を 五 仙 位の 
がら 賛澤な ものは 五 巧 もし 
て 居.*^ が、 先づホ 均して 一 枚を 
化か f 十充仙 ごい ふこと じな つ 
てぶ る、' この ホぎ じ クリスマス 
じぶ V てなら ない ものは 

を 真て* って 玩具 業を が 

一が じがけ る ビジネスの 拘四割 
ごい ふ ものは この 朔間じ 巧ゴれ 
るので ある、 子供 逢が プン 七ン 
ト i でて 蓄 ぶのは 巧ん ど 云つ て 
も逗 巧で あら 先づ乂 巧がず 均 ど 
されで 居る、 ホら 玩具 ごいつて 
もこ kt には. スン ツブ 、エネ 


ブ 


レス, ブ —ゴン _ 


グ 


ッ 、皂轉 車、 野球 用具を の 値 一 
年 V な g じて 用 ひる こごの 出 巧る 
ス 厂ツ •ダ ー ダ 含まれて 居 
る 似で をる 0 


爲 お宮、 同妃兩 殿下： 


歐米御 巡遊の 御旅 


答禮使 ご， しての 御 役目 果 させて 


リ 玉ぶ* 

急： み 

ホ J よ 一 


寂な を 殿 ド じは 明春 ニ 巧じ德 
川 蓄ーパ 子 姫'-^ 目 巧 巧く 御 婚儀を 
でげ マせられ る こごは 旣 巧の 通 
'心の るが、 わけても 殿下の 育 
ぶ 帝 大巧 おにて 脚 手術を 

圣癒 遊ばされた のでを 
び 徳川家で はわ 喜びの 巧 
謀れの 御 俊 服を の 他 調度の 御 
.がに 御に しく、 年內 じは をく 
けず.' ホる、 巧 お 婚お暖 ド 
かがのを をが は ザ 給ぅて 御 渡 
I 脱 ばされ る じついて は、 すで 
'がき 邊 b の 御み 許ら 巧 させら 
たので、 宮 がの 巧 川 別 常が 主 
な b 3；： 格當巧 U ら びじ 日本 郵 
ご禪 々巧を せた 結柴 いよ"'-^ 
を 四月 二十 一 U 橫 演お幡 の 郵 
鹿 島 化で めでたく 鹿 島な も 給 


て お 

接 


一路 フランス じ 巧は か.‘ つれる 
どに ホ I 、 巧.- の 

御 準備 ごして 五 H 五 りの 
: 化 义を豫 備じ當 させられる こ 
、、なつた、 御 お宮が がのを 御 
も 御波 歐 遊ぶ さる！ け畏 
をを 巧が はじめて 一 •、わる、 殿 
- の 掛渡歐 け 本紙 訪報特 おのか 
過般 ガ ！. タ—励 章を 舉上 陛下 
が おのた め 御ホ朗 をら せられ 
巧 曲 皇ずグ n 1 スタ— を 巧 下 
巧する巧答隨がま；^る御要巧 


で 觸渡歐 則 間は 滿-ヶ 年と をめ 
られ 、フランスを 御中 必じ 巧國 
じ一グ 月御滯 がのは かィ タリ！ 
ベ 八 ¥]、 ド ィブ、 スィスを は 

じめ は々」 ん でを 歐洲諸 國を禪 巡 
遊の け やで ある、 なほ 殿で じは 
日 協會め 

總载じ ゎ. はしまず 關巧ゎ 
ら 、恃じ ト八コ まで わざ 八 \ お 
出かけを な、 御歸 朝の 御 途ぉ段 
に 約 一 ケ巧間 御滯な あらせら る 
る こご じ 御 確定 相 成つ む、 なほ 
隨巧 真は お 川削當 わょ び 近く 御 
用 胶扱巧 命のを を 孝子 女 あ、 吉 
島 御用 掛。 でで ある。 


飛行機 結婚 

新朗 新婦の 離 業 

遮に ホ だ 十八 歳の ぅら 若い ァ 
メリ々 娘’ か ニ 千が の 高を じある 
おわ 機 ら飛降 b て 自殺を をげ 
ての 奇拔さ 加 あじ 化ん を 一驚 さ 
したが。 今 巧は をの 反 掛じ芽 あ 
度く も ニ 千 巧 巧の 高を で お 婿 式 
を擧 げ新朗 新婦は パラ シユ ー ト 
で 地上 じ 無事 飛が b てこれ ホ 化 
間を 驚かして 居る 
巧 婦は西 かおを だ 十 T 目の マ 
ジ ヨリ •クリンダ ー ご 巧び 本 
年 十八 歲の ブグネ ブト ど あ b 


新^な 本年 廿歲の バブコック 
ミ 禪ぶ靑 年シユ コゥ スキ I ま 
のモ逛 客用 飛行機 じ 結婚 まを 
年る が 事 や 新婦み 巧 親を の 化 
を 一巧 ト 四ん ご おじ 廿 五日の 
车 後口] ズゲで 4^ ト 飛行 藥を 
心 あ、 千 二な 灰の 离 おで 型の 
如，、 結婚 まを 擧げ 
普 端なら ば。 1 ゴング リンみ を 

の 婚婚巧 進 曲で 巧 朗巧婦 は しづ 

一' 


^ 煙草に も大 緊縮 

ま 京 特電 二十 五呂發 n 疑 縮 
の聲 じつれ て 煙草は 『バット』 
を 盛 ごな つたので 專賣 局は と 
儀 本の お産を 討 塞して 居る。 

ホ ホ 淸 領事の 戀 

ま 京 特電 二十 五日 發 n 女優 
W 島 愛子は 滿渊 巡業 中 じ 長 春 
W 事 永 井淸巧 ご 戀 にを も 遂に 
が 約した。 


し マを 會 をを ホむ 巧で あるが、 
こ 一れ じ 反して 先づ 新婦が 飛 巧 機 
のぶ 口から-ハ ブご 身を 躍らして 
飛 る、 千 吹、 千 五 巧 扔と花 
嫁け 强义の やぅな 速力で を 下し 
て 巧 （が 

伸々 じかん じんの 落下傘が 開 
いて くれない、 磯上の 巧 巧 や 
を 親 達は をが 氣でい ふい、 ご 思 
(て 居る ぅち 約 五な 趴の あた 
.<1- で バラ シユ 1 トがバ ッご閲 
たので 一巧 必 

こ i を枉 届けて 新朗 がが 降ら、 
ぺムト * ンが 巧みいで 飛 降らを 








じ渐 （をの 結婚 jj る拔な 結姥巧 
進 曲は ありを 吿- 貧な、 この 模樣 
は！々 手に 取る でう じ ラグ オで 


放送 さいた ご 


了 話。 


驚異の 發盟 

自動 

能率な 

本社 東京 特電 
く 橫媒巿 子を 町て 
巧の 巧 製糸 硏 巧 
機 ど 稱 する 巧想脚 
し H 、 お、 米、 
をを はじめを 國 み 
た、 この 機械は を 
郎 氏が 十 年ん 間 

苦む 慘瞻 I 


來 セブプ レ. 一 ン， 


中糸を ェ女 一 A 
百 二十 奴、 二十 


ニ 巧 か 巧 至 ニ 巧す 十 奴の 视 量で 


あつた ものが- 


る W 十四 中：： H ハち と 十を、 二十 
i 中は 一貫 化が ぶの 生 ホ 額 じ 達 


し、 いづれ も おが 內外 どい ふ 著 


るし き 能率 增進 
巧 巧の 製糸 工場 


一 签で留 ロ 乃 ま 立 ロのを 持で あ 
るのを！ 人で 十 お 中を の 繰 糸 じ 


は 一ん 十八 ロ、 サ一 中糸は 廿四 


江を 擔當 しても を-しお ホ、 目で 
なち 製作 中の 機颜 じいね つては 


ホ產 率を をら じ 一可 進せ しめ、 十 


四 中 綴 糸には エ 
受持ち. セブブ 
の 

飛 切 品. 

を發 揮し 得る も 


挽 糸す る 能力 
ので 從 ホと 人 


じな. 


ェ 賞， 


糸 機 

從ホ のよ 倍， 
旣じ 速報の 如 
ある 巧 當太郎 
前では 自動 製糸 
邀糸 機を 完成 

、佛 、，イス 

專賣特 託を 得 
學± 湯 崎 お市 


の 結晶で、 從 


k 十 おおの 十四 


1 = をみ から 
中の 恃太 物は 


J の 自動 機 じよ 


一」 をる、 をれ じ 
じは 女工 一人、 


ス 一人で ニを を 
j レシ 九十 点の 上 


使用の ェ 女を ik じ滅 ホる こご 


これまで のみ じ 


比し 十四 中 挽を で 百 五十 凹、 化 
一中で さへ 巧國 ホを あ 下せし め 


谭 、をのと ア J リカで もつ ミ も 
重大視 されて 巧 ぃるセ リブ レ！ ン 
の 整齊が この 城の ニ大 特長で 
をる から 製糸 巧は^ ろん 闕屋な 


で養鹽 楽を ぶ」 でめ 一般 震 糸界じ 


ごつ ては、 驚- 
もたらし たもみ 


黃 的な 一大 葦 命を 

されて 夏る 0 


大統 


祗の船 


メ- 

歷 化あメ 
VJ して 化 巧 


フ ラブ 


扫< ない VJ 
ミホし、 爾 
ァの 海軍 波 
なつて 居た 
この 歷 を ある 
巧 八日を なて 
こど •しなつ を 
哦 ごい ふだけ 
を 必要 ごすち 
聞く 所に 化る 
窩豪 速が 巧を 
今を ニュ ー ョ 


ラツ じ 

乂統頒 の 遊 費 船 
脾じ かられて 居る 


—號 ' I 大統領 フ ー 
ゲァ ー 氏の 研 任 ごみに 濱ロ曾 
柜で じない が、 とわが 維持費 
じ 余ら おを がか，、 > 時節柄 面 
めつ て •遂に 麽止 
巧 フキ ラデグ フネ 

止 壌に 立ちん 巧 ご 

-> 

服 も 愈々 巧る 十二 
筋賣 じ附 せられる 
巧し ろ ニ 千 一二な 
で、 乘紐真 もタ數 
貿澤 船で あるが、 
こニュ I 3 ! クの 
して これを 買 ホめ 
I クを訪 間す る 化 


する 奧をじ 巧 


巧 的 名 ± を巿 W 賓客 ごして 歓迎 


: がし やぅでは ない 
かど 目下 巧 議-节 である 

この 船には お 化ち 那 人の コプ 
クど 日本人 巧 キャビン •ボ— 
イが ホ數乘 をみ、 VI ゲング 


大統領 時化で 一部の 排 H 諮 員 
は歸 化し 得 一* い 外 思 A を大統 
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▲鄉 里を を 及び 並 送を (お 手 あ 巧)、 外因 
爲替賣 買、 荷為替な おな 立、 信用 巧を 
巧 等- 般巧巧 業 採 御 巧 利 じな 扱 可仕误 

證臺灣 銀 巧— お 張 所 

本店 空 爲臺化 、 •を、— 
ま 苗を 京、 橫淺 、たお、 神戶、 f お漢 
ロ、 福 州、 厦門、 拙 頭、 香港、 廣 巧、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を貿 
々朱 カブ タ 、倫 致、 其外專 巧ケ巧 


一、 贊 本を 査な瞄 (查额 拂込濟 ) 

一、 橫 なを 靑隱 八な 五十 萬圆 

內化ネ そ 巧： = 横濱 (本店) 巧を おお 
が ロ 長峡下 賊名 ホ 崖 

橫鑽 正金 銀 巧— 支 巧 

ホ 國をぞ 巧： = 亥 港羅府 みお 布哇 
其 他世界を 固 重要 都 ボニま 店おコ グレ 
K あ 之 侯 


本店 
紐 育 支店 


大披化 裕五了 目 

純 育 ブ。！ ドウで 


- 巧 巧 十九 番 


磬 住ぶ 銀行 

ゴ {東を 橫演 名を 崖を 都 神 ロ 岡 山 
达ノ道 廣島吳 柳 巧 下ノ顆 
地 ま 店す 司、 小 倉、 若を 陳 をん 留ホ熊 本 等 
本國 預金、 鄕里 送を 等は おめ 
て 御 便利 巧を じ 御 取 投可申 お 


本店 朝鮮 京が 

支店 出張所は 日本 巧 化の 晤を都 巧、 聞が 
滿洲 、支那のを 地 及び 術 盛巧德 

瑚鱗銀 巧 紐 育 出張所 

外 固爲替 I 股が 朽 業務 精々 御 巧 利に 取扱 巧 

申 上 候 


巧みを、 社 憤、 株式 ノ 質な 及ビ刺 
化 取な 一ま陆 便が ユ御 取扱 致シ 
マス、 精々 當巧ヲ 御 利用 下 サィ 
藤本 ビル 7 日 I 力— 级巧 姉が 會赴 

藤本 證榮會 社 

巧を 港 まな 
同羅府 出張所 
同沙巿 化理巧 


觸が黑 、雜 貨卸寶 

寐巧 ブラ ザ 1 ス 


日本 掏 猫 器雜貨 

ラム プ卸寶 

奈良賓 易商會 


シアトルな 既 (午前 十 時 ご 
ぁらび や 化 .十二月 十り I 
あ なぞな 丸 一巧 S 生 

るん ごん か (が 巧 おみ) 十二ち 廿 四日 
t 1 寒橫湧 一九 五强 ' 

あ L ばり 寸 化-るん どんみ は 一 五ぶ 巧 
マ I 二等 自本巧 五 五 萊ぞ室 义な遼 家族 ま 巧 
マ 御を 当 じな 4 1 窜割 m なな 巧 巧を 朽巧 可ち 

ロス アン お ルス ぉ 机 (午後 一一 お) 
はわい 化 一 丹. 巧ぶ 
らぷ らた义 一月 サ置巧 
▼一等 镇爱ニ HO 顯但 なわい 丸 ミ にらを 妄ホ 
マ辖お 三等 B 本 巧を 十丸雜 V H 等 a 本 巧 お 十 豆 巧 
マを 縷疆骑 お 游を巧 得 農 藥勞蘇 乂稱轉 溝が リち 
►雜育 線 パナマ湾 お B ホ 支那 お 貨物 鉛 巧】 固 



雜貨 陶雖器 
‘ .ランプ 及び 笠 

太洋賛 易— 會 社. 

まを 巧 俄 古、 ボストン 


陶破 叢雜貨 類が 販賣 

鎌 腻残木 桃が 組 


日本 觸破叢 雑貨 類卸賣 

ザ 元ブ タザ ー ス 


淸話 會歸人 製；： 捕モお 用を 禪 、造 巧、 ク 9 スマ 
ス 贈答 おを 禪 陶器、 漆器、 裝物類 

すし、 うでん-しるこ、 お获 、餅 菓子 類 其 他 
邦樂 ，洋樂 、一 化を々 


日本 觀船會 社 {ホ ニを 鐵道會 社) _ 

化理店 巧關苑 弟蘭會 

乘 単、 乘 船な 符並じ 小荷物 運送 御 便利に 取扱 申しまず 


T 寧の 印刷と 精巧なる 仕上げ 

時日の 迅速 ご 確、 實 a 校正を お 証 


巧 刷は 紐 育 新報へ 


電話 ワトキンス ニ 九 0 九^ ニ 九- 0 


わ 間違^む く 新報へ 


お 內西十 - VT 目 十 二番 十 階 か 
東部 じ 巧け るが 字 言論 磯關の 

權 威、 吾が 新報を 讀 まの 人な し 


廣吿は 紐 育 新報へ 
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巧 發巧中 

特製 麵 

r キヤ ロン 半の 水を 加へ る 丈 
で 十日 位 じして ト 等の 品が 
誰れ じ も 容易 じが ホます 


昭か五 年 巧 
當用 日記 類 
か鑑類 

卞育號 

謀 践俱樂 部 

ちング 

講談 雜誌等 
十一 巧號 
馈藝蠢 報 
實 震の B 本 


懐中 日記 類 
曆 類 

义藝 俱樂部 
富 ± 


實 業の 世界 


正宗 酒-ニック 
一手 販賣元 
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共營 


タン シンク ■ビジ、 を 

スの共 岡經營 者を ホ 
絕 巧の 機 會 あら、. 一千 弗と 
要す、 手紙に て 前約を 乞 ふ 
夏 N 置 i , 畜 ちを 72 ndSi , 晏 


貸莖 


装飾 綺麗め 室、 設備 
完を 、シンクが】 遇 

八 弗、 ダブ グ 一週. 十爾 

.吉 TEL G 養 LE . 22 甲 夏 Ih ぎ呈 y 
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Dre 袭呂 ak な r 
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テイ ラ！ 及 
~ ィ ン ノ^べ^ シ 3 ン b う ンクを 

物 セ 巧 置卡他 よら 十二 鶏 革 十 伽 
岩臺 置 ih ぎを 


を 3 トニ 3 六日 金曜を 前 十 時 ょら 
ff E i こ f と H 王曜〕 午後 十 時まで 

日本人 実投會 、淸 話會 、靑 年會 、寄宿を 
3 化 西 巧 0 八呈 11111 二番’ 

nn 的 會館負 潰 償ち- 會舘修 簿の爲 め 


筵 善べ ザ 


乂瘍料 

甘 五 仙 


D\ 


ーノ 


力 


の特を 


U 本人 j お 買物には 特別 掛 員を 置き 無 
料で 御 {^2: 致 升 電詰义 はわ 手紙 ホ鑽御 
訪 聞し^ 御 便を を 計 b 巧め て 0 お 方に 
對 して i 特に 注意 致します から 是非 わ 
立 寄ら I ひ 巧、 市內 配達は 勿論 U 本 其 
化を 地 の わ 巧物發 送は 當 ホで 致し 升 

ジ 1 ン ワナメ ！ カ^ — 


观を坡 每ニ過 一 回 ぉ 帆 
A を プレス 加を 太 ニニる 00 曠) 

十二 巧と 日 

▲でん プ V ス露 西亞 0 ニろ 00 巧) 

_ 十二月 里 日 

A ユン プレス 亞細亞 三 T 言 0 嗎) 

I 巧 十一 目 

A 吉 ブンス 加を 太 0 ニろ 呂嗯〕 

ニ 巧 八 日 
一 寺、 二等、 ご 奪 及び 下等 客 設備 
最 天、 善美、 最 快走のを が 航巧船 


陶磁器 雜 貨卸寶 

春 田糜會 



#羅 巧、 袭港 出帆 (ホノ ググ經 由) 

緒 巧を を 港 お 

(午ち ニが 巧み) (正午 巧 tt) 

天洋 見' 十一月 廿义日 十二月 四日 
コレ ャ見 十二 巧 十 吉日 十二月 ナ 八日 
春 巧 化 十二月 廿と日 十二 巧册 一日 
淺間 化」 丹 十日 一巧 十 音 


® シアトル 出 机 (午前 十 時化 帆) 

伊 巧 化 十二月 十四日 
西 比が 亞乂 十二ち 廿 四日 
靜岡乂 一ち 十二 日 
橫邀— 見 巧廿 .立 日 

® 倫敦资 日本 巧 巧 か 

巧を、 十二ち 十四日 
化 巧み 十二月 甘よ 日 
を 取 か 一巧 壬ぶ 
A が 育 巧 呪坦を 馬經由 H 本朽 ぎ 物 船— 巧 ニ 固 
A 滿雑 取な。 ホな はが 洲 斤、 南 お 巧 並に 田を お 
提 由た 午を 岸 巧を あ 無を 化さ 持 約 有リホ 船が 
得 窜を事 御 促を じ 取 計 ひ ホ 上 ぇず 
▲ホ 圖錢道 切 巧、 唐を 券 等 も 御 便宜 じな 計 ひ 申 
上ます 
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資本を 
拂込濟 資本金 
が 立を 


宣僚曲 
六 千を 圃 
六 千 巧な と 十萬围 


餅 齡三ホ 銀 巧 桃育 支 巧 

本 巧 ま 巧 巧 H 本 橋が 本を 庵町 五番 地 一巧 
支店 小 お H 本 橋を 内 (お 宏換沒 
あち 屋 京都 大阪西 ( 大圾〕 神タ 
窠な下 細 巧 司 巧 松 お 問を 悔 
上お淪 巧を 貸 判 水 


扣 

い It 

即 .1M 獅 

リ！ § J M 
お 叫 
W E 削 g 

Hu 1M R 

- il l- DD 
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8 為 

wo 
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ん 


檢 出入 爲替 '電信 送を’ 化 送を、 旅 巧 信用が 
商を 信用 狀巧他 一般が 巧莱 

鎌登囊 銀行 紐育$ 巧 

鄕あ 送を', H 本を 地 無手 数 巧？ 进 をな 巧 
本 巧 預金 (を 巧 述知ノ ニ 稀) 御 巧 巧な 扱 
本 支 巧を 巧 (本は) 大あ神 戸 京都 
巧な 地を 古盧 小が 上海 愉お 


河 添 じな 待して 披 を晚餐 をを 確 
す當。 


武ザ 巧ち 催晚餐 

n 本錶行 化理巧 監督 巧 武井理 
三 轟 氏 4 去る 二十 五 H 巧津 島が 
おを’ 姑 木 おを ま店畏 、お ロ大 
藏 事務官 等 信用 巧ぶ 事 巧に 關係 
ある 人々 二十 餘 名を ま 巧 舘じ巧 
待して 晚餐會 を 開いた。 

♦伊庭 菊み 郞巧 大阪 梅花 女學 
校々 長’ 前 遇 ボマ トンょ h 來紐 
國米 ホ！ ムじ巧 宿 約 S 遇 間 滞な 
の 由。 

•津 島壽 一氏 滞が 中の がか 駐 
劉が 務官 、夫人 岡 伴 本 夕 出 机の 

モレ タニア 號 じて 渡 巧の 由 0 

♦龜 ホ 貞義氏 淺野额 產が育 支 
巧 長、 まる ニて お H 出 發茜巧 H 
十 e シャ トグ巧 化の マ デ ソン 號 
じて 歸朝ニ 巧ザ歸 巧の 豫 を。 
♦居 初 寬み郞 反 昭か絹 靴で 製 
造 會社專 お 取 敬 役、 十二月 十五 
目 お 化の プレブ ン號 じて 渡獨 一 
月下 旬歸 朝の k をなる が 目下め 
假寓 なぉ 內 西. 一ん 十五 了 目 ご 有 十 
一を。 I 
商賣篮 

ホ 内 西 ご！ 十四 了 目な 二十 四を 
地 松 本節 正 氏の 經營 する ォリエ 
ンタ 火* ア'! ト- ■ス ブデォ は 開 巧 
な截旣 じ！ ニを' じな つたが、 實直 
な經營 振ち じ n 增： 繁昌を をて 
ゐ るが、 殊に 潘動 器具 じを つて 
はま 人 自身が 潘動 好きだけ じが 
ホが わき 屑く ので、 をく 獨 ホの 
威が ある。 同 巧では 日頃の 御を 
顧 じ 醜 ゆるた めどが 育獎勵 のぶ 
場から、 製 遣 家 ご 直接 巧 渉み 上 
二割 五 か 乃至！ 二割 引の 特價 提供 
(ホ 年 一巧 ホ 迄) を 始めた が、 威 
謝を、 クタ Z マ. < 、新年 等を を 
え賣れ 巧 盛んで-この 處店員 一 
同 眼め 麵る 化し さ だ と。 電話は 
ラ 力 ワナ四 九 五一 二番。 


日本 行メ！ ル 

本局 渝切當 日 午後し 
時目膽 S 化 日は 四 お 
天泮化 〔フリス- コ 】 サ 九日 
プレジデント • どァ ス巧フ 9 ， 

こ 十二 巧 一 日 

エム ブレス • カナダ ( ゲ アン * 
バ I) 十二 巧 二日 0 
プ レシ ザント • お - — ク ( リフッ 

3 ) 十二 巧 八 H。 

ブン シデ、 ト* ジヤクソン) i 
r ト 作) 十二 寫 九日。 
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H ぶ お 巧 監替役 

おが 理二 一郞巧 

髮 に新閒 化かでは 德川ぶ 化 氏 
が育總 領事の 後 巧：，- おせられ 
?!： 旧さん か 加を 太を 使に 擬 せら 
ゎ事寅 もぁ つ た が 巧想 じ 錢 つ 
德 川さん か 加を 太へ、 澤田さ 
が 宵へ ホる i にむ* つた。 吾 
食 人 ごして 考 ふるに 外務省 
が I 可を 總 領事に 公使 格の 澤田さ 
ん 去 煩は ずに まつた のは か树 
當ー すを 重集視 して ゐ るかぐ 窺 
知 らる i ので ある。 澤 出さん 
か^: 一年 班 政 宮胺下 お拥御 巡遊に 
際-!- 供奉を 仰せ付けられた I 事 
は节じ 人格 惠 でぁ b 德學 をで 
み 心が を 語る もので あつて、 吾 
一 吾に 一^ お兩カ 面に 於て 大 に其敎 
一を 帯 b わと する 者で をる'。 吾が 
; H 本 巧は お 岡 氏 在任 時化 米 固 
:準髓 巧 ごを 涉 せる 結果が なじ 
'聯絡 謀 6 ホ 養 ごして 巧を 銀行 
; じ 巧 巧た るべき 一の 覺 書を を 
接せ ホお胁 銀巧ピ B 本 銀け ど 
の細缸 ほかを 逐 去、 密接 ごなら 
:準備^|;:侧けお始 I 貫閲情的お 
巧を ■吾々 じ 接して ゐ るのは 
誠に 檢 '一で し 塊を U いが、 新巧縷 
:領 をら ホ當 め機會 じを 楠 銀行の 
幹部 侧 •- 歡 をを ゎて 彼我の 意志 
: を一廢 i (疏 述； る 上 じ 力を 添 
ー无 て拟〜 k たいらの である C 

! 車 女 呼 寄 諭 

ぶ ブ八ブ クブン 

洗皿樓 主人 

一 かのを 庭勞慟 ちで ある 吾輩 
等 じは 總術 事お柯 入、 何時 更迭 
j しやぅ が 別に 贿 痒を 威 じない ど 
一い ふ 化 閒もい よい 澤 ではない。 し 
I かし 夫れ は 趣ろ 僻見で あつて 矢 
一張 6 错を 紐を の 同胞 宫民一 こ 千の 
- 社 倉 じ 瞬 <w と 間接に 吾 薬 等の 
: 頭に も 響いて ホる ので ある。 吾 
冀 をの 先輩 e あ 6 贿ち 氏は 實情 
.を ダ. 立， プ して おれる 樣 とのな 
文を « して ゐ るが、 夫 わは 單じ 
資 おを をのみ のな 文では なく、 

- 巧 じち 讓 等の 注文で もる。 總領 
: 事 ごし C の 仕事の 豁鹽は タ岐ぞ 
: 端に ぶ.': 'てなる， とは 吾裴等 もよ 
- く 知つ てるる けれ 巧、 社 會の下 
，おみ ごな つてな々 營 々として 十 
一年 一 H のか < 嫁いで ゐる再 輩 等 
一 どて 色々 考 へて 在る ので、 一口 
I じ 云へ ば 例の が U 移民を の 制を 
I 脚 巧な ホ 化を じ 化 おして 否る 同 
^胞が H 本じ歸 つて 妻 ゎ 連れて 巧 
る 出 ホない。、 家庭を 持つ 權 
利を 奪 はれて 仕舞 0 てゐ ては 化 
して 健全い* る 閒胞社 食の お 現は 
期待 出來 ね。 現な の 移民を では 
时 ども 欧 ホがない ご片 がけて 化 
おへばホれ主での2だが、 化非 
人道的の ながに お 正を 施し あ當 
旣乂閱 をた る吾锻 等が T 絮 をな 
して ホ W じ乂闽 S 化活を 巧み 得 
る G ら W 奋が 等は 放て 質 樂みじ 
むらず ごも 1(、 官 ぶに；；* らや ~ 
どもよ < I かの 勞働巧 どして ホ； 
國社會 ジ良 おご — ^ て 棱お する ミ 
か 出 ホる ので あるから 『巧 女 呼 
が おくは N がが 米』 の 特典 ホけ 
を摧 たいを ので あ も。 こいは 總 


ー邮 事の み じホ留 しむ ごてを 易 じ 
解 化 山 出 巧まい けれ 共 暑 輩 等の 
實 情を グラス ブ した 上で 華盛頓 
の 方と 化談 して 巧 どかい： 御沙 
汰の わる 日を 怯つ てゐ る々 第で 
ホる ° 

指導の 地位 

南 滿鐵道 紐 育 ぉ 張 所長 

鄕敏 巧 

化 治 四十 ニ 年 奉 天の 領事 宫補 
をお•<^出し じ 巧來ま ど して 本省 
ど 大使 箱 どを 往き 巧して ゐた澤 
田 氏 どは 同氏が が敦じ 二等#！ 記 
官 巧巧當 時の 馴染ら わら、 他人 
がまし （注文を つける 譯 には 往 
かないが、 强ゐて 一言へ ば 巧の 如 
き 高潔 U る 人 巧を 通じて ホ 人と 


國 のが 外 大を化 若 < は 領事 官の 
杳 証を 必要 どして ゐつ たもの t 
中で 其 後日 本 ごの 晒 じ 協め 成 ホ 
のが 果 旅券 智 証の 巧互廢 止を 赏 
巧して ゐる國 は 次の 通ち で是等 
の パ 國じぉ 入ず る 邦人は 査証を 
受ける 必要は 無い。 但しが 我兩 
頤 ホみ 圍人 取締 じ關 する 圃內法 
おの 適用 じは 例 等 影響す る もの 
でない。 即ち 査證を 要せざる 國 
よ* 

備蘭 画、 濁 逸、 伊太利、 白 耳 
義 、西 班ず、 了抹 (グリン ラ 
ン ドを 除く) 諾戚 、和 蘭、 瑞 
酉、 摸 太 利、 瑞 輿、 リヒ テン 

スタイン、 チェ コス ロバ モ 
ブイン ランド* アイス ラン 
* •スト ニア* ブス ニア' レ 

ト ランド、 ま那。 

なって 前記 諸 威な 外の 外 國即も 
英國 (領 ± を をむ) ソゲ i ェ 
聯邦、 おぶ、 化 米 合衆國 、中 
南 ホ諸國 等に 乂國 する •しは おを 


の八ア ソナグ •コンタクトを 滋 

くす ベ < 在留が 人を 指導す る ミ I 前が 船 地に 駐 なする 目的 固の 巧 


みは がるべく タ數 の歓ホ 客を 日 
本 じ 引き付けを 蓮 動を 支援して 
賞 ふ i である。 宋人 ごの 伽 人的 
接觸 はお 淵 大使 も ホな 巧々 2 ホ 
カ說 して 居られる が 矢 張ら C 1. 
テー シ ヨンの 癖が がわない ど 進 


をを 若く は 領事 官の 奄證を 受け 
ねばならぬ。 杳證 申請 じ 必要な 
關な蕾 類 及杳証 お金は を國 不同 
であるから 當 化な 化の 渡航 目的 
國領 事官 じ照會 して 手遲れ をを 
じじい 掠 手 節すべき で、 出を 間 


東洋人 系 米國巿 民の 福音 

力！ ネギ— 財鹽で 委員 會を 設置 

十 巧 下旬 ょら 十一月 初 巧まで 京都：」 於て 開か n た 太 半が 顯な 
會 歳ら 閉會じ 近づいた ネ月八 U ホ 國测委 負の 發 ませる 巧し 依れ 
ば々！ ネ ザ！ お國 では ニ お 年 計 蕾 四ぶ 萌の經 費を 投じて 米國じ 
がける H 本人 系 支那 人 系 巧 おが 差 則 的 持 遇を 巧く る 傾向 あら 就 
磯 難 じ 機み つ： ある 賞 精を 調 查しク が 医 救 策を 講ずる i どなつ 
ね どを ム 。あは 前 A タン フォ！ ド 女學總 長で 現內務 長官た る ラ 
ィマン •ゥキ み パァ權 ± が、 太 タ洋觸 係會議 々長たら し 時代 じ 
献策せ る じまいて なると 傳 へらを。々] ホ Y 1 が 鹽 の 該 調査 委 
員會 はを がのを 擔を をめ 张洋人 系ホ國 巧は の 敎肯が 態、 就業 狀 
態 等を 調查 して 薛細较 表する 當 であるが、 當地 日本人 會會を お 
委員の 一人は 語る 『化 間 題は 夙に 吾が H 本人 貪 じがても 考 へら 
れてゐ たもので 新ほ德 領事め ホ 巧を 待 も 東部な ま 部の 調査 並に 
將ホ じ善處 する 具体案を 編み出さう ピ 云ふ瞭 であ b 、 カ^ネ* ネ 
— 拟踐の 如き 巧 力なる 機關が イン テ レ X トを 持つ て ホた ろは 第 
ニ 化の 爲 めに 福を ご稱 して 差ち なから うご 思' 5』 舌々。 


あしない ものであるから 華府は 
華が でが 育は 紐 育で ホ々 音頭を 
なを ウネー グを禮 はして 世 貝 ふ 指 
導 者がなくて はなら の。 化 意が 
で總 領事 じ 是ホ御 奮擲を 願いむ 
い。 円本 じ觀 ホを を 引き かける 
仕事ら 云 ふは 易く 巧 ふは 難しの 
威な きじ あら ざれ ホ、 を じが 育 
々 ら H 本 ん 巧 を 乘 戳 し 、 タ ー ド 
する 樣じ化 向けて 巧く；：* らば 諸 
輔 の設瞄 改善 も寶 あせらる； じ 
まるべく 斯 く.- ：> てみ 外相が 應す 
れば 追々 客の 吸收 をな し 得る 
であらう ご 信 中る が 故に 化 問題 
じ對 しても 媳頒 事よ' り 一臂の 力 
を 階ら じいら ので ゐ も。 


旅を の必辩 置べき 

查 証に 就て 

木 原書 記 生 談話 

'巧 人の 海外 旅を 中 旅を を證じ 
關す ら智識；：；6きため往々手媳 
を 誤 まるを あるじ 顧み 本社-レ 
特に 當化總 領事館の 當局木 巧 
書記 生に 照會 したが 左」 岡 氏 
談話の 槪 をを 紹 かずる。 

外 図に 旅 巧す るが 人が 有効な 
る 旅が を必嬰 £ ザる i は 今お務 
言を要し^^击ぃが歐洲大戰なホ較 
年に 直つ て 巧 旅 巧に、 渡航す る 


際にな つて 猿 狼した b 又 目的 國 
上陸に 隐 して 問題を 惹起し ない 
樣を自 な 意すべき でぁる。 

义觀ホ 其 他の 目的を W て】 時 
加を ぶじ 旅 巧す る 若で 其 旅券 面 
じ記戰 して ゐる 目的 國中じ 『加 
をぶ」 が 挿入して ない ものは 加 
を 太乂國 前じ當 館で 旅券の 延長 
杳 証を 巧け 更らじ 當館發 給の 證 
明 書を 携帶 すち おを が ぁる。 此 
の 証明書は を 人が あ 要 ごする も 
ので 巧— 該 証明書. を携帶 して 居 
ない 麓 合は 巧 入 ホ じ 際して 國境 
でが が。 問題を 惹 巧し 酷.，、 目 じ 
遭 ふ i が ぁる。 

又モ 一つ 注意ず べきぇ U 米歐 
領事の 査証で ぁる。 ホ 鼠 領事の 
盎證 はち 効 期 巧を 一 ヶ年ご 親を 
して あるから 嚴 格の 規則 h わら 
言 へ ば巧人ホ>. 際1該期聞が經 
過して 苗る ごきは、 オブ タワな 
b モン リオ！^ の駐 巧して ゐる 
米闊領 ホの 查證を 更らじ 受けね 
ば：： ■.ら W もので ゐ る、 一 玄 々0 


不破 安雄 巧 結婚 

本社 楠輯部 ま巧不 破を 雄 氏と 
引地 島 化 娘/一 婚約 整 ひ 水み 本社 
社 ま 夫 妾^ 媒酌に て 本 巧 二十 五 
H 午 おお 獨の 典を おげ たが、 本 
夕は 脈 巧の 人々 S 十餘 名を 巧亭 


/ 


'々 



^ 比 S 进 ご !! S 1 。 心 . 1 

303 巧れ h 入 ve*, 

TeL Bogardus 4860 * 

巧 巧 巧を 巧を 會化 

Uchida む a 化 ng し 〇 •, ミ nc ‘ 
1 1 Park Place 
Bare! 巧 巧 76 

島貿巧 巧を 會せ 

Sbuna Ifadmg し 〇•• いん 
150 Broadway 

Te!. 陆 tchcock 1484 • 1 が 5 _ 

巧 ホを 化 赤 尾 おを 
Akawo 兔 Co リ Lid 、， 

295 巧れ 11 Ave., 

Tci. Caledonia 9758 - 5 ? 

片倉製 絲結稳 巧 ま 食な 
Ka お kux*a 么 Co., Ltd,, 
200 Madison Avenue 
Tel. Ashland 4545-4546 

K. Mildmoto 

Miki 前が 〇 Pear レ 
535 巧れ h Avenu, 
Tel. Vand • み iU 巧 19 

大 倉が 摇巧ま 巧 
Okura & C 〇 M 

30 Church St.. 

Tel. Co け ! andt 2292 - 93-94 

H 共 巧 まきお 
巧 巧 店 
禹 冷巧會 
120 B 阳 3 わ 化 N. Y. C, Td. R 扣 tor け 84 
Fado け : お - 10 3 が h わ 8 ., し 1 . 扭 tjf 

巧 巧 访產巧 ホ 含を 
Asano Bussan Company 

Roo 柏 S 01 -S 05 
165 Sro&dw 巧 
TeL CorUandt 8047 - 80 百 2 

Gosho Corporation, 

Silk Importers, 

W East 34 th Street 
Ta! ， A 化 land 4887-91 
v»o«ho Co^ Inc., 

Co だ on Exporter, 

巧 Beev が S 已， 

Te! Powlinsr Green 8 P 06 -PP 

巧 巧讲巧 おがまを な 
紐 育 事 巧 巧 

Sou 化 Manchuria R. R. Co., 

Koom 202 も Cana ぷ an Pacific B 1 か . 
342 MadUon Ave. 

TeL Vane) が bill が 巧 

云 井 お産が ま會化 

なぞ 支 巧 
Mitsui & Co., 

65 Brofuiw 巧 》 

Tel. Bowlins Green 7320 

なま 會なお ホ 巧 巧 
巧 巧 おお 巧 
!wai 在 Co •，いん 

Wool worth Buiidinj;, 
Te!. F な z Roy 8660 - 61 ぶ 2 

H を 商を 株 まを を 
な 育ま 巧 
MUsubishi 洗 oji KaUha 
(Mitsubishi Co., Ltd.) 
120 Broadway 
Tel. Rector 2560-2564 

乂阪 朝日 ニ 東な 帮日 
恒川 巧 
Osaka Asahi 

The N が V York THmes Annex 
Te ! •し ackawaxinA 1090 

a 本 说花巧 ホせ 化 
化育 ホ 巧 

Japan Cotton Trading C 化， し t ん， 
2 P が k A マ •mi,, 

了 eh Lexington のの 

日本 生糸 巧 ま會な 
が 巧 まな 
NIPP 刖 XI - け 日 KWSIU, け D 

Two Park Avenue 
了 e!. AiMand 5320 

巧 合 名會巧 
おを そな ‘ 

Hara 在 Co., 
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大締育 I 

一九二 九 年 版 Y 近く 發巧 

本社が おに 編を あ 巧いた しました 「大紐 巧」 は、 幸 ひじして 
化 湖の 湧く がかき 巧 評を 搏 し、 を じを 部 一册殘 らや資 切れと a 一 
bi した、 化て 本社は 祭 一版の 巧を をを が 新た じし、 なおを も j ; 
巧 加した 千 化な 廿化年 版を 新に 發巧 する こと. >> ならました、 正 11 
確 じして 且つ 巧ら しい 統計 と 事實を 基礎 じして、 刻々 瑶 化する f 
巧が 『大が 育 J の眞 巧を 巧 ふるに 遺が なき ことを 巧して 居 b ま I 
す。 おは 定廣は ’ 

豫約 ホを 者に 诚 4 て ； 

特價と 十五 仙 一 

發刊 後の 御 購買には I 

.を 價金一 弗 i 

ご 致しました、 速 かじを お 巧 申込みを あ 窺いた します。 I 

十一 巧 一二 十日 紐 育 新報 お I 


たぅ わじ、 い パ またで も. 临則さ I 
る{こ片-なぐ、武實のもの* 2 ぶ_ 
が年問じち那.‘；ぶ巧へ渡巧^^ 一 
しもので ホる、 をを 朗时 化殊た 
日本ぶ がの かき 廣 化に 涉る H 本 
を V 祖述 編篆 ずるに めじは 题閔 I 
お 海 VJ して 支那ん を 雇用した る 
こ V ' 一 疑 ひを をれ ず、 をの 羅 摩の 
實物敎 示を をけ たる 巧を 支那 人 
が 己の ま挪自 励の 他物 名を 不用 
盧じ當ておめたらの^思ム。 

而 してを の實 .い 熟して あ 貸が 
二つに 破れる ごを の 殻-か 船 じの 
て 巧 じ魄モ がわる、 成人は をの 
果 ぶの 半 片が船 じ 似て ゐる ごも 
いふが 兩方 e も ホつ ホで も 船-し 
似て りる のでを つて 栽の 發 をし 
じる 氣比 神社の る 稱桃太 郞即も 
少彥 命は 兩 ホの 船 •」 乘 つてを ち 
巧 都 五條 天神へ 富 岡鐵な 翁が 考 
證を 重ねて 蕾いた ものは 牢巧じ 
乗っ てゐ るが なは 一 お ま 二葉 ま 
ご瞧 削して むる。 私は 如何様に 
ち へても 兩ホ 附着の 儘で あちと 
あ ふので あるが か i ど辩 証は 後 
日に 譲る ごして このち 實內め 毛 
じ 包まれたら 满 子を 子供 ご 見な 
て、 ち 那の敕 荒ぶ 草に 羅 摩の 一 
名を 蠻を 键巧兒 じる 名を 與 へて 
ゐ るので 子 お £ 假定 して ゐ るの 
は 日本 だけでは ない。 

然 らば々 彥 をは 阿 おじ この 植 
物の 裝 をに 乘 つて ホら れ たので 
わる か 書 紀の义 章 じ おる ごみ 巧 
み 御 姿で わらね ぱ ならぬ から、 
をの 營 養を 巧 へんが 结 めじ 乳の 
おる をを 神 乳の 巧ら じ 巧 へられ 
たので ある i 想像され る。 なほ 
「かぐみ の ふね』 とを を、 また 
『か r みの か t ?」 ご あるのは、 
かがみ^?鏡を意ホせや、 かがが 
植物の 名で、 みは 實だご 愚 ふ、 
ゆを じかが なる 植物の 實め 船に 
乘 つて 巧れ b ごい ふ 1 かがなる 
植物の 實の皮 即もあ 皮に 乘クて 
ホる も 同一の 盧 ホで あら、 かが 
なる 愚が は 植物き 禮 乳液を おす 
をな て 『わか』 即も 巧なる 語よ 
ら傅 化せる ものと 考 へる。 

かくの 如く 論 中る どこ、 i じ’ キ 
リシアの 醫藥の 神の 名を 冠ず る 
然もを の 神 自身が ホづ こみ 袍物 
よ b 醫藥 を發 をー た 植物に 乘ら 
て お 菊され たのは 偶然 ごいへ ば 
隅然 神意 ご あ、 ば 神意で ある。 
波の r スクレ ビオス はがを 诗 
もを のがには 館： a をいで ゐる 
が 我 陸軍の 衛ホ 部らん しく エ 
スクラップ 〔同 神の 名〕 のげ 
の 肩！ 一一^を 着けて をつ たので あ I 
る、 ダ タシアの 舆紳殿 じ 化へ 
る 軸 官は间 時に 醫藥兼 震の 巧 
爲を なし 後。！ マら 神德 をを^ 
び ダリ シヤ よらを の靈 化を を 
じて 安置され たもので ある。 
巧る じク 9 ブト 敎渡 ホを は ¥ 
ブシア 0 ; マの 紳 々例へ ばブ' 
オ ィ ス もゲ ィナスもマ^一^スら 

悉く 邪神と して 地獄に 放逐 さ 

れア * クレ ピオ ス もま じこの 

厄 じか tb 國 民の 臓 裏を 離れ 
てし まつじ、 がして 日本では 
をの 神化の 神官で 歷を上 のん 
である ヒボ クラブ* を 祀るじ 
至つな i ので あるが ヒポ クラ 
テスを 祖る もめぶ らば アスク 
レビ オス を祀 るが 常が であつ 
て をれ がまた 一な な理 的で あ 
る 0 


佐み 利貞巧 公使が 短銃 自殺 

r . 廿八 H 午前 箱娘溫 泉..； ^爵± 屋 ホテルに て H 

客死した 愛妻の 後 r 追 ふて 

東京 特電 廿 九日 發 狂 ま 公が 佐み 利貞男 氏は 箱 根 溫泉富 ±屋 ホテルで 
ピストルが 殺した こごが ニ 千 八 円 朝々 赔發 見され た、 原因は す 明 だが 神 
热 衰弱は 募つ てゐ むご。 

東 ま 特電 甘 九日 诞 = 自殺した がを 巧を 使け 愚巧歸 朝し わ 際 も ホ 巧 早々 歸 巧した ト條 約を がを 
急ぐ 巧 りご 語つ てむ たし 自 巧な 因は 是當 つかず， を 十 尾 ホ テ かも 『明朗 六 時 起して 吿れ』 ご賴ま 
れ じので 起し-’ 巧つ じら 死んで ゐ じので 驚愣 'わ ィー、 自 おが 間は 午前 ニ お前を であるが ニ 牛 八日 
d を かも ミ 年 前 化を でを 巧した 夫人の か n じ當 つて 居 ち、 恐ら'、 丘 含を をの 後を 追 ふて 自殺した 
もので わらぅ ご 2 れて 居.。。 . 

東を 特電 廿れ自 巧 (ニユ ヨーク •タィ ムス 紙】 = 駐ホ 日本を 化 佐を 剌貞巧 巧は 今 早朝を ので 
の旅舘 じめ て 自殺 V - 遂げた、 同地 ょらの 電話 碰 報じ 巧れば を 十 犀 ホ テ 作に 濁 だ 巾で あつた 氏は ビ 
スト グで 自殺した もので 最巧 件邮ょ b 賜暇 歸 朝した 巧は を （日 そ 兩國の 通商 條約 締結 じ從奉 せん 
ごしつ i あつじ もので な 人 a 日本の 新ら しいかを 官 として 鼠ち 前を を囑 目，. れて 居る 人物で あつ 
た、 をのぶ A 速 も 千 化な か 六を にを 妻を 失つ たな 來褒 獲な ホ 巧を なつて 居た ィ- いふの 外、 白 殺の 
枚 因に 巧 U 姑 當が附 かぬ ど おつて 居る。 

東 ま 屏電廿 九日 發 〔ニ ユ ョーク •ゥォルド 紙】 === 日本め S 支册 を 使 佐 か 利貞巧 氏は み 曉六時 
をぃ 崖ホブ 八で ピスト か 自殺を 遂げた、 銃聲を 聞いて 女中 お驅附 けむ 際 巧は 親銳 をを 手 じ 頭部 じ 
】 發 をが 込んで 絶息して 居 じ、 自殺の 動機 一し 就て は 何等 見當 もつ かや、 外を ± のを おじ 關聯 して 
き 殺し じ 形跡は 寒-^。 い、 故ん は 前週 外 格 大臣 ご 雷耍 ながを せを する 爲 めじ 歸 朝した のでを る。 

I を 外務省 條約馬 長 とな b 、 昭巧 
ニ 年の ゼネ ゲァが 軍縮々 會議 •し 
女房な ごして 巧 躍し を議 後日 ン 
ドン 大使館 寒事官 ごして 松 ホ 大 
巧 線 朝 後のを 務じ携 はも、 濱ロ 


溫亭な 君子 肌の 人 

飯米 外を 畑から 生れた 支那 適 


, が 巧 所が、 巧 支を 權を 化な 巧 
位 佐 分が 貞 がを S 自殺は 一等 霄 
記 宫 こして、 をホ官 ご. して 久し 
くッ シン トンに 滞 任し 當地內 巧 
人に も 

知己が を （、おめ て溫障 
-ゴ 君子 E の 人で わる だけに、 を 
.のむ 殺は 一層を み ごされ、 一巧 
に拽 I ょれて 居ら、 な 人の お摇 
け萊 をが 牛达 おお 町で 邮治 十二 
年 一巧に 生れ、 册八 年と M 東京 
ホ 齒乂學 の 法科を 库棠 した 秀才 
で 一巧には お数の 學者や 實業家 
がを （、小が 壽お郎 巧の み娥を 
夫人 ごして 居た が、 大正 十四 年 
十二 巧を 那幽稅 特別 會證 じ帝國 
化 わ隨肖 ごして す 眼の 活動を 趟 
パつ i わつ た瞭 、にのを 萎は 不 
まに も脇窒 斯の爲 めじ 化 京を 使 
舘の官 みで を 化し じ、 えれ は哈 
から 巧が 自殺した 當 H で わる 十 
】 月 i : 八日の-とで をの H は實に 
あける を姜 S 

一二 间忌 にか 當 L て 居る、 
華々 しいかを を 化 巧の 蟲じ 一個 
の 人間 i しての 憂變； ；* 生活 •か ぁ 
ら 、遂に 巧を して 自殺を ホ盘せ 
しめじ もの-では をるまい か、 故 
人が 外を ち あぴ颁 事が 驗じ 及第 
L たのは 明 おか 八 年の 十 丹で が 
もじ 支那に がぶ •一'- れ 、をれ ょ b 
' W シア、 フランス 等に 著 記を ど 
して 久しく 歷 任し 义 化と 年 五 巧 
しは を脾 お宮に 化は した 藥 上の 
御 學問巧 御用 巧を 拜 ずる こと 前 
後 二回、 大化 八年フ シン トンで 
開 摧クれ た 阐瞭聯 巧よ 催で 韵勞 
.瞄 ながぃ 第一 阿口.— 一巧 巧 お宮 
^ ごして を 化、 十 年 十月の ヮ シン 
トンが 縮 會溢當 がは 大使 絕參事 
' ■•長 ごして 


夕^ お 巧 雷靠郎 巧を 補 
佐し 十一 ニ 年じ歸 朝， 通商 巧 良 化- 

理 、麗條 約な 正雙 、逆 曲馬 一 巧 閣の成 まみに ま 邪を 化 ごし 


を 等を 歷 巧して 支那の 關稅 ぶび 
を 外を 權會畿 にお 遺され、 十五 


て お化した のは 本年 十 巧 中 巧の 
をで あつた。 


を權 一巧け ム化發 

海軍 飛 巧 機 や 軍艦に 譲られて 

東 ま 特霉廿 九日 發 巧 桃を 權 一巧け 化 U 横濱媛 ナィべ リア 
丸で 鹿. 庭な もす とが 一二 十 墓め 海軍 磯 ご教隻 の驅逐 艦、 潜水艦は 
東京 潰 ロまで 見を る當 である、 がは。 ン ドン 會讓 のを 權 派遣 費 
はが サ S 万 山で ある。 

ま 京 特電 二十 セ日發 一: ニュヨ ~ 大型 巡が 艦 公び 潜み 艦 比率 じ 於 
—ク •タ井 ムス 紙】 N 昨朝の 簡 I て H 本に 護步 すれば H 本 もこれ 
でかを を 見た 巧るべき。 ンドシ I 等濫 級の 比 お 殺み をを 諾 t ど 記 


が軍自 謀を 權じ對 する 訓 かけ 本 
H 陛下の 

御 裁 巧 を 仰いだ 上 お械を 
權じ手 あされた、 訓 々の內 をは 
旣に 期待 さ n て おたか （、 大塑 
巡が 腊じ はお ホじ對 してと 割を 
ホ 張し 潜水艦は 八方 順を 限度 ど 
してり 装 ホ 均等 VJU し 互つ 冀ホ 
巧 等 總喊數 の 輕賊を 要 ホす る こ 
どじ^^つて居る、 訓をは先づ日 
本が 軍備 縮少 じは 誠意を なて を 
の 衝じ當 るべき こごを 吿 ぐを ご 
おに 巧齒の 海軍 方 かは 瞬 家の 防 
饌ご 安泰を 眼目 ごし 餅 じで 侵略 
の I . 非らざる こごを 艰げ 、を國 
の 本 ± 技び 酣 十： 化び じ 通商 航路 
をが 謹 {る 上 じがて 一巧 嚇歡大 
型 巡が 鑑じ對 しては 英米のと 削 
巧 度を W てを 少 限度と し 潜水 一渡 
の瞻染 U 就て は 

絕斟じ な 對し帝 國の國 拱 
をを ふずべき 必要 U る 武器 どし 
て 現が を ま 張し 居 b 、 輕装巡 巧 
艦 原び 驅遂猫 じがても 列强 のと 
剧 をを ホす るが おし 刈强 じして 


されて 居る、 本會 議はィ ¥9 - 
玫 厨に のらて 召集 さるべき もの 
で A も、 從て 日本 政府 ごして は 
ホづィ ダブ マ あ 帰の 提案を 待っ 
形どな つて 居る が、 日本 ごして 
はこの 洒英ホ 兩國の 巧 等 海軍 力 
ぶ 準の 减少に 就て 努方 すべ c - 
ま カ應じ 就て 日本は 喃數を ニ 万 
五 千顺ょ b ニ万顺 程度に 减 少し 

備砲 

* り 十六が 砲を 廢 止し 
て 十の 巧 どす ベ （、飛 巧设 艦‘ 
ニガ嚼 ょり 一巧 五 千 嚼じ戚 みし 
て艦辭 らま 力 艦サあ 年、 巡洋お 
か 年、 驅逐艦 十六 年、 潜水 猫を 
十 I ニ 年 じな おすべく おを 的に 提 
鑛 ずるを どなつ た。 

ワシントン 甘 セ 0 發 〔麟 合】 
H 日本 玫府の お 巧 縮 少食 議に對 
する 要 ホは 大体 じ 巧て 巧 評を 巧 
して 居る が、 をの 細 項的條 件に 
は 貧 否を々 の 意見が 披懸 されて 
居る、 おして-股 的み ホ搜 ょり 
是れば こ n 等總 ての 問題 じ 直- 
解み は 近 < 渡 ホすべき H 本を 巧 

一巧 ど 大統領 フグァ ー、 國務長 


片襄 ミト 


ス パな 


官 ，一 テム ソン 氏 及び アメリカを 
ぉ-わの 

協 厨 じがつ の 外な しど 見 
て 居る、 一 ホ か 軍み 巧を 侧 どし 
て r : り 本の 稱水驢 八で 顺を 標準 
ど すら n お 米の 巧を 巧び 日本の 
|巡が腊ん劇をホに^^巧掛の盧見 
が ぞい'、 蓋し ゼネゲ T の H 英米 
占 一因 曾 溝 じて 口木 化 表が 披 糖し 
I た 潜水 磁と 万嘟內 外、 千 九な 化 
年 十二月 化 一 曰を 八 时栖巡 巧 艦 
I を 建を しないと い' ニ 化を じが ほ 
j して 居 るからで ある。 

露 支 葛藤 

アメリカが 重要 提曜 
H 本 d 直接を 渉要留 
ワシントンせ A 曰發 n 鹽務 長. 
官 ステ ムソ ■をは 露 支の 葛 腾じ 
關聯し 支 お— 重要 U る 駒 孫を 持 
つ 日 吳义娜 がを の 他 諸 巧 强駐巧 
の大を 化を 通じ このと 形勢が 惡 
化すれば ヶ 。ッグ 不戰條 約の 調 
巧國 V 一して 適當 なる 巧 動じ 及ぶ 
くを の 意を 傳達 ずを 所 あつむ 
が' アメ 9 力 ごして はが じ 確乎 
どした 戰爭 中止の 提議を した 證 
でもな く單じ 巧强の 恵を 探る 程 
度に 化つ て 居る らしい が、 ィぞ 
K どは 相 當の誠 解 も 巧 ホ、 锡 
を じ 波ち ては 兩圈が 一を して 巧 
動じ おでんと しつ： ある 樣な窠 
配 も ゎるが 支が じ閱 係の 深い H 
本の 態度が 巧 M 的 干渉には 應じ 
ない 意志ら I いので あ势 が急轉 
旨 一 了す る やぅ；；：^' 一 ごもな く、】 
說 _ しは ホるべき。 ン ドン 會畿で 
この間 錯 に觸れ るで あらぅ〜'- い 
ふ說も 濃- 婷で ホる。 

東京 特電 廿 八日 懸 (ニ ユヨ— 
ク •タ其 ムス 紙) りげ 夕 駐日 ア 
リカ 化 猫 大巧 子 ゲィ！^ 巧は 
外を 省を 訪問し スブム ソン 國 慈' 
長官から 達した 電 要な 

凱< で の 内容を 博 連した、 
訓を にがては 巧ぶ 典に 堅く 秘密 
をず つて 垣る が 露 支紛爭 じ關職 
した ものら しく、 西 猫 じがて 支 
那 軍隊 一万 ニ 千 人が 0 ンア 軍の 
爲 めじを 易じ擊 退され たこと が 
國務 長宫の ふを 痛めた もめと 見 
られて 居る、 この 大敗の 結を ご 
してを 天 政府 どして は 軍費の 關 
係 も あら この 瞭 。レアの 要 ホを 
をれ て 東支鐵 道の 共同 瞥理 じを 
^ はんとしつ i あるら、 南京 政府 
ごして は 化の 方法で 解 巧を 計ち 
ん どし 搂じ 支が 政な の 同志 討を 
おじて 居を 模樣 である、 邸ち 南 
京ょ b 傳 はる 新聞 電報は ド tr ッ 
をび ア メタ々 じ對 して 

調訂 をぶ 頼した ご傳 ふる 
じ 反し、 駐 U 支 邪を 使は 國際聯 
巧 じこの 問題を 持 おず ミ稱 して 
居る が、 日本側 どして は" シア 
は 國隙蹄 盟に蓉 加して 居ない じ 
アメリカは タシア 政府を 承認し 
て 居ない 上、 0ン ア軍険 は*- 旦 
占領した 支那 領± から 直 もじ 退 
去し 居る のみなら や、 グ 0 ツグ 
條 約には この 碟國を 的 巧 勘を な 
て 違を ごする 條 項がない ので ゐ 
るから 最善の 方法は 露ち 直を 巧 
渉 じな 事 すらの みない*」 見て 居 
j る' 而 して H 本 ごしても 化 際で 那 
I 乃 ま ° シア じ對 して 列 强が共 岡 


赏哪 

奪‘ 


的な モ跋 に從 歌ず る S 户が 
い觸係 上、 篆ち 兩瞬攻 がが 

直 お ず涉の 氣述じ おひっ 
つ ある こ S をタご 一 ^ て 居る、 而 
して H 本に 達した を 報じ 依れば 
ロン ア带め 行動け ホ！ づ化國 の 
領 た. をち 祐す 4 もので 扩 （、支 
那 軍を 一， 橘して お^じ 喊 境に 引 
揚げて 居る のム でな （、約-巧 
五 千 人の ま 服す をな 樹 して 武装 
解除を 命ずる じ 宝つ むことは 盛 
益ち 祁侧 を' 4 をたら しめた もの 
でを る。 

直接 交渉へ 

南京 政府が 聲 i 

巧京廿 八日 發 H おを 政- 
ブ！ トメ ン V を發 し、 駐 
ま那を 化を 祀！ じて モス ヵゥ 政 あ 
じ 超し ドィッ 政府の 仲 か 立 去の 
かく 提議した、 - 
第 1 n お モ南國 けな 方 d •數の 
委員を 選定し 中立 國 のを お 寒 
をを 員 長 どす る 共 间委聲 會を 
組織して 露 i 支國 境の 狀^を 調 
査 する、 悠ら 中ん ば、 

第二 n 露 ま 軍隊は この 
の 解かを 見る に 至る まで 
線化哩 "化 點じ徹 退す。 

而 して お 京を 摩 ごして は 若 
シアが こみ ニ 照條の いづれ 

受諾 ずれば を 4 巧、 拒絕し I 
をは 支那 r - 挑戦 ホる もの 這 I 
これ-,」 應 やる ご 一 述べて 居る I 
はがを 部を 壬史； ー廷 氏は モス 
よら 報じられて をる 奉 天な 


孤 事 伸 
网境 

し ロ 

がを 

R 黑 
てて 
尙 

カク 


じ パ 八 ビンの 支那 n 巧 事 巧官は 
お 京ぶ び お 天 政府を 化 おし U シ 
ア ごが 接 巧 渉に 及んで 超 4 ご。 

舉天サ 九日 媛 ゲ アグ スク 
の リシ 下放 送；： =' w を 表.. む 巧に 
化れ じ 率 天 ご モス カウの 間- 1 露 
を 斑逍紛 ずの 解み 巧 涉が進 巧し 
つ！ あるの け事實 であるけれ 巧 
『談判は 談 巧で 戰 ずけ 尙ほ發 を 
すらで あらぅ』 ご。 し 『滿洲 じ 
める 支那 お隊が 大敗を 喫した の 
は事實 であるけれ 共 0 シアは 張 
學良將 巧の 富 質を 到底 信 中る こ 
空は お ホ 打、 盏し 張の 軍 除は 今 
尚 ほ 曰 シアず じ おて 挑戰 しつ i 
わるからで あち、. なに ロ シマ ど 
しては このと 戰 ずが 繼績 する も 
の ごして 準備す を 所が をら なけ 
れ ば。 ら S 』 ど。 


南極 探險， 

極地へ 飛な 着手 

南極 リツ トル •了 メリ々 二十 
八日 發 n 飛 巧 磯、 無電を の 他ん 
ゆる 克明の 利器と 原始的な モを 
で 南極を 探 磯す ベ <义 しく 當地 
じあつ た パ ー ド 中を は 愈々 をの 
本 目 巧を 達ず ベ''、 午を 一二 時廿化 
を、 パ！ ド 中佐は 飛け 磯 じ乘じ 
て根據 嘘を お發 、千 ホな 哩を隔 
てむ 極地 じ 向けて 潑び虽 つたが 
巧る 長距離 f あると じ 一巧 ニ 千 
趴に垂 々'こする 山頂を 越へ るち 
ので あ b 被 地に をき て 寫眞を 撮 
彭し底于っじ引返すこど^5ま雞ミ 
^ィ- 見られて 居る が、 U けは 不時着 
シァの 睛 凌を 一が 說は絕 お 下 事 陸の 場合 •し備 ふる 爲め約 S 箇月 
實 無根で をる ご發 表した 。一 をの 食糧 品と も 積 込んで 居る、 
上海廿八日發けノ！ K •ーデ！ |瓣巧直をの換横^無壇で剔々報 
!1 チヤん ナ强の 報道」- のれ ~ じられ て辑 る。 


本社 ム米 さぶ 特' 


(紫 無 巧 轉氧一 


越後 鐵道 疑獄で. 

小禱 文が 遂に 辭職 

产廿 九日】 『を 破み から 久須美 東 お 氏に 對 し、- 昨年 ホ 選擧費 
寄附を ぶ 頼は せる； も お 曲 牧捨の お 跡な く化賴 文書は 犯罪を 構 


成せ 中と 檢事纔 長よ ら^ あ も』 ミ渡邊 法相は 發 をし、 事が 
のま 人を である 前 銭 道を 首を 巧 S き 巧は 遂に 起訴され 化、 而 


して この 疑獄を をと 巧 時 
氏の 召喚ら 確 實£ なつた 
が傳 はらを の 後 ほごして 
拓相 等の 轉ほ說 もる つた 
ので 小 橋 巧は 遂に 本日を 
官 たらし おが 黨化謹 ± 田 
ホ 政友會 では 小橋义 相の 
居る、 尙ほ 政ぶ 會塗 員. 


じを 巧 巧ィ親 あぁる 現 文相 小 橋 一太 
ので、 をく も 小 橋 文相の 巧 意 巧磯說 
藤 澤幾么 輔の巧 命の み倭廚 相、 な 旧 
が > 四 圍の事 償は 益々 驗惡 どなつ た 
0 て 潔 （辭 織し をの 後任に 前遞 信み 
中隆云 氏を 擧げ るこく」！；： ♦つ'^、 一 
奏請 貴 巧を 濱 ロを がじ閱 はん どして 
の 潰 ロ 首が、 江 木 錫 括吿發 事件は す 


起訴 ごな つた、 疑獄 摘 は 機 太 出が 彿 下げ じも擴 がら 始め 名 
を屋ホ 大台が 業會 社尊務 I 水 ハな をち 氏は 警視 廳 じ留巌 され 大阪 
電氣 軌道 會 ならが 調べら 一れ てゐ る。 がは 田 中 文相の 親伟 まは 
本 H 午後 巧は せらた 


藤 旧 謙 一巧 巧 

【廿 九日】 目 F 收監 みで みる 疑 
獄 の】 人 藤 旧 謙 一を はおを 商 
エ會議 所 貪 頗じ巧 選され た。 

新大藏 証券 發 14 

【甘 九日】 大藏當 証を ニ， 1一 ニ 千 
巧圓 今年 内に 巧び 發巧 心： 一れ る 
はず。 ，一 

生活 品 運賃 引下 

【廿 九日】 江木錢 巧は 五、 _ •ホが 
巧圓の 收乂贼 々を 覺悟丄 一て 生 
巧 必用 な 運賃 引下げみ か 化 中 
で わる 0 一 


經濟 興振會 成ぶ 

〔廿 八日】 大阪 じが. ける が 巧の 
有力者 ニ r 百 六十 名を 0 て 組織 
され ゎ經濟 巧あ會 の發會 式は 
ホと 曰 擧巧潰 ロ 首が、 井上 藏 
か 等 臨席し ゎ。 

聖上 海軍 大學へ 

〔廿 八日】 聖と陛 で じは かと 曰 
午前 海軍 乂學 卒裘 おじ 行幸 遊 
ば をれ た。 

手 持 証券 新記錄 

〔サ 七日】 投資 難 がらを 齒銀巧 
手 持 証勞化 S 憶圓じ 逢し 贵高 
轿記錄 を 示した。 


熊な 庭 齋界ぉ 退 

一: 甘 セ 日】 庭 ホ界の 元ち 熊 谷 一 
谢 氏け 四ト歲 をした ので 斯 
みがら 引退で 决 しじ。 

耻 日伊 大使 歸國 

〔サセ 日】 な 日伊 大 化は 出 巧を 
轉化 ごな >ぶ< 餘閱 すべし ど 

御 贈答 姑 御廢止 

〔甘 セ 日】 皇去 じが かせられて 
は 御 協議の お裝 一 が 励 民に 緊 
縮み 範を垂 いを せ 給 ふ 御 思 お 
から 巧るべ^ 年 ホを 始の御 贈 
答 品を 一切 お廢化 じみした。 

參謀鐵 長の 更迭 

L 甘 セ 日) 參 糖 長鉛乂 お六大 
將は 勇退に jw し ホ 巧 初 巧を 谷 
範を乂將後|:1じ巧命の窒。 


潰 


筆 


と 韻の 神 

篇陰學 人 


【'下】 

神化の 治療-一 あでは 水を 注ぐ 
蒲黃をぶ膚じ^るを、 ぶ傷を熱 
しね 物へ 貝の^:: を 塗 ホして 消毒 
ずる 等 か 巧 巧を あ 方法の 巧 はれ 
しを も事實 です 田 篤 胤の いふが 
か < 神化には ち 服す る ものな し 
ごは どう t て - ja 考 へられ。 い。 
腹の 痛める 時 又は 食傷して これ 
を 吐かん ごする 如き 撰を じは 獸 
類が U すな 上 I しを の ものを 會得 
し 植物の 生褒莖 をを ひ 或は 今 H 
ん參が 人の 形-どなず ものを 最も 
を 憤 値 どち へ じ 病 ぁれば 手の 
如きお狀の^^莖おを服する如き 
こごは ょし 文献に 缺 （る どころ 
ゐる VI もを の 時化ず で じ 相當發 
達したち のと 信 中べき である、 
殊に 神が 婦人 じみ 窺の 任務を あ 
へ 產れし モじ輿 ふる 巧 乳は ド劑 
どして 人を 最 巧の 內服藥 じして 
をの 後は 滋養物 ごしての 乳 ホと 
なる のでる 

み じ少彥 命と 醫藥 ごの-^ じ最 
も 重要 U る 縣炼ご 意義を 有する 
羅摩 じついて 述べて おかう。 少 
彥 命が 天 ょら 降られな 時 じは 天 
么蘿摩 〔かぐみ の ふね〕 の 船に 
乗つ てを られた i わゥ 、曰 本書 
組に 據 右と 白获ほ 〔か、、 みの か 
は〕 ご 振 瑕 名を して わる、 この 
植物け 白 前 巧 まなは 蘿摩 科に 屬 
し、 頗るを ァスク レ ピオ スはダ 
り‘ シァ、。 1 マの 醫藥 の祖 神の 
をで この 巧の 植物 •し 巧め て 解毒 
の 効め るを 發見 したので をる、 
この 植物の 通替性 どして 葉を 傷 
つけても また 莖 をが つても 白い 
乳液が おて 本が じ も 田 島 じ自を 
する もの わ ぁる、 尙ほ满 敎の前 
あじ もこれ を 用 ひて 乳を 出す 藥 
じし じこ ごが 載せられて ゐ も、 
をれ で ダリン マの 最もを い臀藥 
神と 巧 少形命 VJ の 間 じ 自然の 願 
孫が おがた 譯 でぁる、 本居宣 を 
や、 平 田 篤 胤が 少を 神は 常 化 じ 
行かれて 彼の 化では 別の 名で 化 
事を して なられる じ 相違ない ご 
書いた もの だが 生前 じこの 事實 
が 知れて ぁつたならば さど 曇ぶ 
れ W 事で わらう。 

をを 锅 時化では 白 前科の】 名 
蘿摩 科の 植物は 一般 じ 知られて 
ゐ るが 同 科 じ 擅す るを 自の 植物 
を 一々 詳しくを 類され てない か 
ら、 . いも、 X さた もぶな、 


を".： 





JAPAN AR 了 STUD!0 

122 E. 57 化 化 8 此 Park &L が •むが. 
巧し 化 刷 88 的 


Oriental Art Stu(lios 
124 化 34fh SL f) 郎 Eisite 邮如 

す 8!. Lacka 背 arma が お 


Dr. M. MA 投 E レ 

1 が E. け 化な.， H 州む ric 
け et. 3rd A 巧 • & I け ing Place) 


The Japanese し} mstxan Asgociation 

巧 3 W. け 3rd 化 （i が York むな， M Bradhu が おが 


M*Yamagucht MX). 

7(1 む aman II 化. 

むし Lorraine が 34 


ML Tsuchiya, D. M.D 

巧 5 W. 巧 fd 化 
Tel. Trafalgar SS09 


ツンは 火旨呂 巧 
ク デ^ 赌午午 巧 
じ 1 キ もを 前 巧 

I 詳说 ± 

谷 

タフを ニせ 

ユア 時時 膊 S 



削 化 巧 も 巧 RRY 


3 Maiden Lane N- Y. 
了 漏 U 肴鑛銳 をに 辟 巧 球 j 金 

類 お寶眩 惹新最 


T, KASAI 

Merchant 

Tailor 

が 

む おな 8 おけ 邮 
R 帥 m お 4 
化 W 巧が 

Phsne 

わが nl 38 が 


DANCING 

411 W*1 巧 thSt ， 

Tel. Caihedral 44Q8 るが, 3 


F. MURRAY HILL CO. Inc. 

巧 T が US 化 日 18 お 
お 日 m 814-8 巧 巧 お aarlw 巧 
なし BtmHng-Green がが 49 が 


施が 目お邮 tie Fi がが 

1284 Lex •む もむ fwesn お 化 and 86h お 巧 北. 


授敎語 英人婦 


房 書 西 東 ♦內案 育 紐 

The East and West Book Co. The New If 刖 k T 叫み け ervi は 
4 り West り 加 化 lU. C. Tel. C 加 edral 4408 


差は ▲ 稻脚巧 ▲ 
上を 右け を繫乂 
げ憤御 致 欠の 齒 
まよ 注しみ 壽じ 
r b 文 i 窠 採て 
。剌 じす 敏ミ發 
引對 。速 お 巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は る 


が 

h か 育 

學學陶 
け 事 

表 I 

雄 所 


'迪年 ホ A 
ぐ 卿袭な 
るかし は 
も 米巧ン 
の 齒ホヵ 
ミの 巧ゴ 
信 窜じ大 
じ 情サ學 
がに 五を 


ま 姆〇^ 
す 懇買通 
。切物 譯 

じ ◊◊ 

御其諷 
取 化を 
扱 巧 ◊ 
致で を 
しも 渉 



鍊鏡眼 


F. I. FREDERICS CO. 

醫巧强 を大盛 比を を 
り 8 E. 5 お たな Tel.g 巧 8 北? 日 S4 

目沁 Uxing お n を わ rk 4 はん 

を 時 八が 日 嚴± 水ち 




K. iWAMOTO, 化 日. 

114 W. 70 比 か. 

Tei. Treilalsar 的 52 


TX.TAK；AM! 化 D. 

t 巧 Cumb が! 训 d お 6 巧 日 kl|ti 

Tei. む! nb な ianii 巧 U 


F. K, Msiriiyama 0〇• 

67 化が 化 化 も Y 
TeK むが 別 巧 巧 



CLOTHES BUILDING 

"PAR EXCHXJLENCE" 


Koike Studio 

730 Fifth Ave. 
Cor. 5 な h Sl 
reL Cifc レ 4406 


Dr. Sabro Emy, 

1035 Park Ave., 
Tel. Sacramen れ 7980 


DR ぶぶ .YOSHn, 

307 W. お rd な. 

Tel. RWersi おが 卽 


c 3111 が is 


を 希望す る 


©巧 2 も！? . J. Reyno! か 子 ob が CO 
Company， Win が 0 打- Salem, N. C. 


善には タ犧 がな V 


キヤ メノン 


こを 

眞の 嫩孽だ 


'をが' おわ.;' ' 
巧 も ニ''! 妈 - 


獲 





ネ ヤイが は 喫煙を 享巧 
ず 4 人 0 ため 反 巧ら れ 
わ もの だから キヤ イグ 
が 常に 结 なじ 寒を が 証 

巧 さな！： 借 じられ やろ 


*r タグは 鸾谭 泉を 專ぱ せを 爲 じがら われもので A る 〇 永年の g* を 持つ わを 門 をが 
な盧 して 葡製 しなもので をの あ 法は 接を であるが を 巧を で而る i もな あを 整 t fw 装 法は 
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れて * も キヤ ゾ ザめ 柔 をは 续じ 類がない. 
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米 固を 巧 語を 誘ず 事 
は 成 巧の 溝 一 萬です 
本校には 日本人が 巧 
に 惟れ た存任 婦人を 
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疑獄 y 前にして 

議會 解散 回避 運動.，‘ 

野 黨 じか 論 與黨の 一部 間に も I 

ま京特 « 二十 九日 發 疑獄 事件の 火の手：：！ 今やは あ黨 にも 
巧んだ のでが 巧を 友會 のな 敗投 おを を巧极 娩選舉 で 政 友會を 
紛が しやう として おた Si 政 おの I 部 じ も游行 解散 巧 避の 聲が洩 
れ お前から 解散を 间 避して 居る 巧な の 娘 度^ 注目され て 居る， 


ホ誰會 なおな 日が ホを し 近く 
召を 詔亩 がを 布され る 事と；：* b . 
を 政な 主た 政带 のみを じ 地 ホ 遊 
說じ いづれ も 

解 M を是 越した ホ 塞會巧 
策 _ ，しを 念 なお 頓に 緊張して 
漸く 化を 季節に 入つ た' しかし 
て 巧 諸 食の お 勢 じついて U 、 今 
H までの ごころ、 現內 聞が々 數 
なの 上 じかつて 居る の 上、 衆 溝 
おの 解散は 到底 避けが たい 狀势 
，パ-あろ ど 見られて 居る が 總選 
孽を宮 痛 ごすら 多数 3 現 代議 ± 
はこの 狀 勢を 茲 旅して、 どぅに 
かして ホ 廉會の 解 敬を 巧 避 せん 
ごし、 ひを かじを の 解散 凹 避 運 
動に 奔走して 居る 模な である、 

巧 じが 巧黨 たるめぶ をの タ駭 な 
世上の 信用 失檐 L てを ぅいな ほ 
いぇざる 今日、 ボ說 食の 解散は 
宮じ 致命的 巧裝な b ごして これ 
が 回避 策 じつき あらゆる 

方策 を講 ^ てゐる もの ミ 
如く、 を 府じ勒 しても この 運動 
の 現れ ごもを るべき 幾タの 意を 
が 巡 言され て 居る、 現じ 愚近樞 
I を おの 某ち ヵ顧閒 をから 濱 ロを 
かじ 巧し あおが お散斷 巧の 力 針 
で 廉會じ 臨む 率の ネ 可なる 巧の 
^を說 いて、 解散の おおは 圖お b 
じ 甚大の 支烧を およぼず SS ' ご。 
るから、 反毀歲 じして 內赃小 信 
'巧を 表示した 瑞 をけ 兎 じを、 巧 
ら ざる 限 > 政府は 解散の 椅梅巧 
方途 じ出づ るを 避け' あるべ < 
瞄 がに 溝 事の 進 巧シ謀 ものて 巧 
おのが がる 検じ瓜 懸けねば なら 
I ね ご 切 b に 進言 t て 居る、 この 
'柿の 

: ； yd ぶ 思は 化の 巧 出み 閒 僚の 
ニ 一二に 對 して 心。 されて 居る の 

を 梢の 一が でも これを 葱ち 
を兒 ごして が謠 软ホ對 解散 策ず 
i じついて もがを あ 厳 するがよい 
一 どい ふ'^ •かわを のみ。 ら ホ、 
與媒 一部 じ 扛赔に 骄散巧 避を が 
盛して がる 向 も わる、 が I め 巧 
部內 ^タ駭 はみ 數錄の 上に なつ 
现內跑 どして は虚 おお 逍の h か 
らを てら、 义黨 利の 上から ちへ 
ても水證曾：1足非解敬を；；？す ベ 

- きで ある ごのが 陆 ■見が おん-" 傑で 
^ ある、 中に もい は ゆる 患 政 系の 
.一部では 

大限 み熙 ホ 解が をん' つ 
た 事。 <• 常に 反掛 溝の 手で 選 
漂され て 居た 事 ごて、 今 巧の 機 
: をを 逸して 巧び く ゐを强 して d 
ト よら； 2 £ し、， ホ 端な け 出 ホる だ. 
け H 十/、 機巧を かつて 解散ず べし 
ごま 娘して 居る、 從 つて 今後の 
政 附の態 巧 か 料 It ぷ 曾： 八 近づく 
ごな じか 掉 がりされ C 居を。 

ぶ貨 流出 

對 策を リ銀 研究 

を 京 特電 二十 九日 お N あ. 货流 


出の 防 化 巧 どして 正を 銀 巧の 爲 
替資巧 巧は f •貨 現送な を 超え ざ 
らしめ 义爲 替ホ濟 ごが 外 お貨を 
活 巧さず ベく リ 水が 巧は 硏巧中 
でを る 0 

个个个 

政 厨け まる 十月 化 八日 大藏省 
訊 券と 千 五な 巧 W をを 巧し 巧 四 
千で 勘を 巧を 部に おいて 引：， け 
一二 千 五が 巧のを 日本 银巧 引受の 
下じボ 煤に 賣 出した、 ボ壌賣 を 
は 期限 一 ニグ 月、 H ホ一錢 であつ 
たが、 中 込は を 化 方ピも おはい 
ね 四、 五倍に 達し 非常な 廊 巧で 
賛切 つじ、 しかして をの 期限は 
明春 一巧 廿八 U じ 到 ホず るが こ 
れは 第一 面 特電 巧 報の 如 < 借替 
が 巧 はるべく 借替じ 際して は ホ 
填 費 おみは 更に 相 當ち額 じを 澄 
される 尝 である、 これは リぶ艱 
巧當 巧が をてから 腐必 せる を J 解 
禁 をの 民陆 遊資の 海外 流 お 也 止 
策 どしての を觀 政策 上の 恵陳か 
ら辕す るら ので あつて 日 歲£ し 
ては 民間 預 をに 巧 子を がする ご 
わ、 所ち を 懷を貿 戾條伟 がで 質 
出す ごか、 其 化を 柿の 具体 まを 
練つ たが、 利ず 負擔の 点を の 他 
にわいて 隧 害が あるの. で、 もつ 
とも 無難な わ 藏証 をの 費 出しに 
よつ て、- この間 題を 解 巧 ゼんミ 
'企圆 ずる もので、 H ホの 高 KK 
もよ る こごで け あるか、 莫 ホの 
を 利ら 化 落した こ 交で るる か _ら 
を 解禁を ごいへ でも 一 慮圓ぶ 當 
ま。' の 大藏巧 部を は資 おし 潰る 
を 込みで ある と。 I 

戴が 觀争 

ま 京 特電 廿 八日 發 

操短を 一 齊に實 巧 

紐を 製 ホ 踪巧侧 も鹽ホ 伞央會 
の 操を 姑 縮案貨 巧に 巧し！：； が輸 
ホ 絹織物 W 袭組 をは 糸 惜雜持 協 
議會瞒 懼帶脯 中で わ も。- 

S 棄 商事 漁業 發萊 

S 濃が ホ ご セ] グス敗 會は重 
j 巧 入 巧の = 魯 漁業へ 八 白 巧胞宛 
j 贵を細 通じ 巧を しじ、 をが 省 も 
j 检顿投 肋， ドーを" 明し 盾ゥ化 げん 漁 
まが ほ展 '- V ホす であら. ア と。‘ 

大速港 ご 露 支紛爭 

瀑ま紛 ずから 乂 連潘义 繁昌で 
靑お 吐な のの 大小 船舶つ めかけ 
て 居る。 

電氮の 販賣戰 緩和 

あ 力が が々 憤ぶ 集 案が を 電工 
I 事な な 甘々 かで 带氣贩 質 巧紋か 
さむん. ーィ 0 

禪贺ご 賃銀の 指數 

掏 了ぶ 誠な：：：：： 化 H ご 十 巧 ごの 
卸 貞指駭 け r 八 四、 ニ 一」 「八 S 、 
な」 質 銀 お数は 「 一 0 i 、 ニ」 
「 1 0〇、 八」 でを つた。 
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麗揉 治療 

々ツ す！ ジ 、整形、 醫 
科を 的 蓮 動、 腸灌注 
水 治、 電氣 風呂、 ホ 
線 鼓電氣 治療 其 化 
I お 育 州を 認 . 

プ イジ ネンラ ピスト 

西が 幸 男 

日耀 外ぶ 目 午韵化 
時？ 午を 八 時 迄 
ち 話 前約 賊上お 


齒が醫 木 下义巿 


ゴロ W . ニニ hst. 

Tei . Mimen ニ署 
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煎 餅 都、 小寶 
を 腐 池 擦 
日本 食料品 一切 

S 夏 这 rise 香 ce Cake CO. 
ま ニ hird ご巧， 

TeLP 堅 a 巧ち 


稽を H 

火、 金 願 午後 九 時 1 十 I 時 

紐 育 柔道 俱樂部 

道場 及 事 巧 所 

西な 十六 下目 ニ 五六 
(第 八 巧 角) 四 階 
Tel 呈 Iv ミ芸 さち 


娜饒 、洋食 

御 食事は 勿論、 食後の 御 話し 
じ ふさわしい 巧です、 御 ホ 巧 
の 程を 願 ひます 

コロンバス 矢 巧 

32 W . 至 己 S 三 el . 呈 Luis 这さ 


新鑛 魚介 一切 

日本人 向きの 生を 澤山取 6 撤へ 
据則廉 潰で 大勉强 致しまず 

サヴオ ナ魚巧 
SLUMSA'FISH 言 D 0 YSTER 量 ま ET 
200 至を 61 si ぎ eetGoi Am を 昏ョ &完. 
TeK Columbus 9123 


ら 逃を 者が じ 殘黨お 等 か 共ホ黨 
の 巧 建を 轟 策し つ i あ & ご にら 
み銳总 メンバ-— の內 偵に 

苦必 I て 居た が、 まだ 確 
たるが 稱が 潤め じいで 盾た、 し 
かる じ まる I 二ち 十八 日 午前 I 時 
ごろ 四 谷區化 伊賀 巧 おが L げ方 
へ 中巧帽 じあの ォ ー バ ー を 着し 
黒の ズボンを はいね 二十 五六 歲 
ぐら ゐの强 盗が 押入ら、 女 持を 
侧時 針を 强奪 逃ました 事件が あ 
つ レの f 、 管 巧 垂部じ 非常線を 
張つ て 居る ご 巧 ハ 合 お 町 巧 あじ 
張 込んで 居た 荒木 町を 番 巡査 越 
野淸 ニニ 十二 一が、 强盜 犯人に 似 
よつ た 一名の 巧が 自動車から 降 
ちじのを 見つけ 取調べる ど强盜 
化 人では なかっ わがを の擧 動じ 

不審 G おが ぁつ われで、 
本 惡じ岡 巧し ようと するど、 を 
の 巧は 途上、 兩切 煙萃の 吸口の 
やうな ものを 路上 じ 捨てた、 連 
巧して 居た 越 野 巡査が、 くれを 
見逃さず、 ひるつ て 見る f 意 A 
じ もを の 兄め た 紙の 中には お產 
黨巧 組織 細胞の こごが 書いて あ 
6、 はじめて 共產黨 員の 一人で 
をる こどが が 明した ので、 を 川 
署長が 盾 接 調べる ミ 『名を 崖 生 
れの 木が ごい ふ ものです』 とで 
うしても 本名を 旨 白し ない、 と 
ころがを 川 著 長が 

偶然 じ'^、 を古屋高巧學 

校 出身で 閒 おの 事に 詳し かつた 
ため、 彼の 虛 言を 指摘し、 試 間 
ずる や 遂に 包み きれず、 共あ黨 
のまを 地方の 貴 巧者、 菊 1 己 
ご 一十 丄 ハ) なるこを が 巧 巧、 更ら 
にを の 組織 內を なでら おかつ た 
警視 廳特 を 課では これ わ 端緒 じ 
東を」 おける 黨 員の 大ぞ を驗擧 
する-- どが できけ、 つ S いて 中 
央疎 直屬ォ グダ 下 お 提を中 S 崎 
晒 間 庭ホ吉 を！ 一 頁 一子 ホ 曰に 檢 
擧 商家の 家を 搜査餐 巧 ふね 結 お 
數ぞで 記しね 查錢む 

黨員 を 簿ご黨 5 文書 タ數 
を巧收 、これ じよつ >し 彼等の 地 
ホ 紐 綴が お 然し、 讚視廳 特高 課 
長は 巧 務省警 保 横、 司法 當おじ 
事態のを 易。 ら ロー ごを 瑶吿巧 
なせた 結を、 こ、 じを 國を馨 察 
部檢事招ごがか1.手順をきめ、 
前記の かく 四 巧ぃ 六日 拂曉の 第 
ニ 巧 大檢擧 どな > たわけで ゐる 


t ■ -L - -I ' L II r'u ■1 Tin* ! ! u>l— . 

開業 廣晋 

十二 巧 六 H ょ b 開 榮化磅 
御 巣す 舖 松風 辟 

这去 . 8 卓ぎ 呈乂 

■尋れ X 

(靑 疵縣) 巧お豊 一一 I 那 (態 本 
お) 西 木文藏 (魔！^ 縣) 芝旧德 
一郎 (兵 庫縣； 藤 +/ 嘉八 (福 
岡縣) ホ 倉 お (ni^ ン ビァ 大學 
出身) 富稱閒 太郞； (愛媛 縣) 池 
田 通 H 郞 - 熊 木熙) 松 本が】 郞 
が 藤嘉ホ (輔 岡瞭) ま 旧ぶ み郞 
牛 島裔親 

るの まじ 通细致 度き 酱 ちぶ 
淚蹈 本人 おしは 知人ょ 6 現 
住所 御 通か^ 上 お 

紐育一一^國総領寧舘^ 

1 馬 B 喜 wa ニ e ボご rk 宴 | 



ジ 0ミ Hmeri 这 n CUS が！ rw and fiends: 

ご Ha を 一—bchrMhe P 一で 色 a こ a ち！ 一男 ecard 

的 am 巧 will 1} こ aug 至す 韋 Guf fe 巧す す 历 
be 巧 ミミ 化を 『 a lim 晋 tim で 言 liire 兵 

S. 是 夏 養わ 夏- I14E. 薑資 .登 产 

H 本 靡 髮舘婦 ロ 

巧 四十 吉了目爵！!®:. 稱ニ がち 室 号 
吉 ft 窜六 街に 巧 L- 

高等 五 年閱申 

ミ貨曼 巧 餐と我 

同經營 と年帮 日/本人 諸君の 理髮 

の經驗 あら 6 ぶで ス •バア ィァ 

西ち 十を T 目 一二 一を 地 


井上 金魚 巧 

ニ 9 6 巧呈 A さ.. 京 こ ork C さ. 
さ0 ミ さ 一き す ミゴ黄 


木 村の 相ず は 事故の 爲め ジミ • 
1 ボン 化ち て歸 つたが 

木 かの 化 量な 廿 二封 度 四を の 
一二 じ 割し 0 ! v ンは百 サ八封 
度 四 かの 1 ふ 体量の 差違 
が ぁ b フアンを じ 一-稀の 不タ 
を 威せ しめ わが 

第二 回目 じ 相で を 曰！ プ 押しで 
を ふく ノック-ダゥン せん £ し 
たる も 及え、 遂に ホ 回 載の デ 
シジ 3 ン 、|^ ム 勝した、 タキ ムス 

紙の かき 『，* の 試を は 全が 木が 
じは 相手 じは ならない 碍の もの 
で 木材は 終 施 0— ボンを 膝 迫し 
第六闽 一:^ の 巧き.。— ボン かおん 
で ノック •ア クト をされ る 所で 
ぁつた，！ ど 報 て 居る。 

尙 ほ當砖 の，！ ン •パク トで 

あ么 キブド •チ 3 コン 1 トご 

ォ ド] ドの 巧を は 第二 回目 じ 
キッドが 相を を ノック •アク 

ト した。 - 


m 纖電氣 治療 機 

本 機は 自然のを 素た る氣 溢、 氣 流、 氣濕 、即ち 濕氣 (水 ) I 
(太陽)、 ぶ 射 ( H 巧)、 力 (塔 子)、 潑素 (を 氣) の查 部を 理化 S 
的磯械 ぶし だる 電子 あ 射、- 熱、 刺 我、 酸素、 蒸氣 、濕 布の し 
大要 素 ムし么 を綜を 統一して 吸 收並じ 抵抗の 不充 をなる 病 曲 
体へ をん して 自 が 癒を の 力を 補給し 巧の、 排泄 等. 其 巧 謝 磯 池 
を 摄度じ 旺盛なら しむる 結を 脈搏 ぷ 化溫の 調整、 食慾の 增她 
睡眼ホ じ 硬 あの 調節 等數 H を 出で やして 類 はれ 又 四十 度 WL 

の 急性 高熱を 十を 商數 回の 治療 L 
てで 降を 辭せ しめ、 疼痛、 炎症を 
を 巧 離を 解せ しむる まを なる 萬な 
ニ 冗 的 旨が 療 機で あらます。 • 

治療 機の 實驗 はお 遇 月 励 
及 木曜 午前 十 時 ょら 午後 四が ホ 
致しまず。 

I 固 で 十帮 
(送 巧當 ホな 擔) 

野 一色 電氣 治攘 機贩賣 所 
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ヴ I さす ミち 吉 e 呈 1785 
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費府 鄕旅鑛 
桑 出 淸な部 

さ ご 日 己 h 害 苗. 皇 adelphis ぞ' 
Tel . Wal 呈ニ資 1 


; 本 攫 苗木 大小を 種 


純 日本 機を 木 大小を 轉 S 巧 本 持 合せち 么お韻 御 入用の そは 至 
を 御 注文 並 F 度が 敎會 及學 校、 を 闡体等 じ 寄附の 申を じ對し 
ては 爵則組 相談に 應や ベく お H 中 送み 窠を價 表 進呈；：：：： 

駐 ，斬 入口 本を 魚卸賣 

コロン ビヤ 温嗦會 社 社長 戰 '地 巧 敬白 

附廢純 ふ 本ぶ 庭閣 おじ 壤 茶店 さ ぐ ら 園 敬白 

置 i 空 A 呈置 吉吉 E 呈 .， M . 養； 養 ger 
32 妄 J ご neau Street , Se 臺タ至 ash . 



日本 共產黨 事件 〔詳 ち 


巧 度の 大 陰謀 曝露' 

. 第 一 次 檢擧を 免れたち 頭 佐邸學 

起訴され むる あ實じ 八な 甘 お 人 


昭か 己年 lllH 十五 H、 六乂化 
ホを はじめ、 を國 一道 一二が 二十 
縣じ わた b H ネお 產黨 の 名。 ノも 
どじ 一大 秘密 お 赴を 組織、 モス 
クソに 本部を がする 第一 ニ ィンタ 
1 ナシ 6 ナ^の 指み じネ づき、 

】 をの 故 網の ドに 統 一 的 化 城を 
ちす る 共を 黨と 確立し、 無謀に 
も 我が 闊 ホを 搂革 せんご 靈 巧し 
K 栋左 傾か 子 約' 千 名の 乂檢擧 
が； 齊に巧 巧され、 を 華が は 同 
年 凹 巧 十日 じいた つて 巧を を 中 
必 ごする 事件を 除き、 記 窜揚載 
禁 化を 解餘 され じこ ピ は 旣裙の 
通 b である、 しがら じ 東を 化 ホ 


て 入 露、 またけ 內 化に 潜 化 中の 
る ま 嬰 人物け な 巧。 る官 恵の 追 
繫の ため いづれ も 四散し、 相な 
の 速 絡を を （おじれ 居た. か、 
= とみに 彼 の述 絡が 9、 殘兹 
員は こ ，> じ 巧び 新に 共を 黨 樹立 
み 一大 陰謀を 臺 巧し、 巧 擧の巧 
祕的巧 動に 移つ て おた こごを が 
かし、 內格 省、 擒事 巧な で谣證 
の おお、 本年 凹ち 十六 H ホ 梢を 
期し、 ょ たもを 國一齊 じ 德驗擧 
を 巧 ひ、 巧 細 織述動 者の 大部み 
を I 掃した、 を 3 數臂に S なを 
に 連し、 巧び 新聞記事 揭 載. ゲ禁 
化する ど 典に、 を 地に おいてを 
れ ぞい 審理 中で あつたが、 去る 


ぶが 所 の 所を に 威す る 々 は ホ 件 I ホ巧十六 n K お で 逮捕、 ^^京 じ 
の樞 機に 熙 巧したい は ゆる 中、 む i 幾 送され たを 巧學を 最後を t て 


人物が 檢擧 の 綱を 巧に 逃れた！ 巧 組 辯み 中必 じ。 つて 活動して 

一 


め 事件 挪巧 K 山 氏 あ巧賊 方， で】！ おむ まも 查部 補雜 さる： をつ 
扣 禁じ’ ての 問 官憲は 全 越が 道晦 i たので、 去る 十一 巧 五 HJIf を 六 

• t k _ ...•こ‘ > •ご 14 — > -PI. • 1 , f ♦ I - •ト 二 • ■ ■ , vap A r— - ■ I J *rbp 


縣 、朝鮮、 蚕 殿。 ら びじ 滿渊、 
支 服 方 おにまで 手配を。 し、 嚴 
取搜道 ホを 進めて 時た i ころ_ 
一時す るで い 宫憲の 眼を のがれ 


時を 期！ 右 事 か 一切の 新^記事 
揭載 みを 許さむ た、 巧を 每發表 
並 じ 事件み 巧を はみ の 血く であ 


陰謀は モスクワで 巧は る 


I ニ •一 お 事が (昭か 一二を S 巧 十 
五 H の 事が) 強 擧の際 巧に 官憲 
の呂 をく らま，- 逃走した 巧は を 
お學 、.渡 邊か么 軸、 銷山貞 親の 
を 中央を 員を はじめ 國锁 伍一 船 
丹 M セッ、 一二 旧が 凹郎 、藤本 和 
ホ、， 何合悅 云、 お出 義 道、 井 之 
ロ 政 夫. 皆 お省义 、長な 其 お、 
難な 典 夫な でのを 幹部 連 こ 共を 
靑年 同盟 幹 郎の森 か 親、 火山 お 
雄、 堅 山利忠 、巧 かを 等で、 佐 
野、 難 波の 兩 人け 單獨入 露、 ボ 
川 正 一、 山ぶ 懸藏 の兩 をは 渡邊 
銳山等 ご 協講の おお、 昭和 ミ 年 
と 巧 モスクヮで 開 硬され た繪み 
巧 コン ミン テが ン大會 に 化を 者 
- こして 出席 QU め 相み いで 

r <^ ll §§ した、 しかる じ 逃を 
满 [官憲の 脈が する ごいので、 
ぶ ひじ 連絡が どれ や、 媛 余の ま 
^ 巧：， 黨 の磯關 紙で をつ た 『無 


產を 新聞』 並びに 『マみ クス t 
義』 の發 わじが か 1 力を 注ぐ { 
らぃなものでぁったが^! 一一て 1 
五 事件の 飛報 モスク プに傳 はる 


や、 第 si ンタ 1 ナレ 3 ナ 瓜で 


は 事 重大と なし、 直 も で H お、 


こどを 
す 7 巧 巧 


支那の 巧 建に 巧 力ず ベ 
ふくみて、 かねて モス 
勤勞 あお 產大學 じ 學生ー VJ して 入 
學 して 居た 南巖外 己を 一を 日本 じ 
向け 巧 獲せ しめ、 ついでと 巧に 
は 相 梅- 郎 み^ 十六 各を 齡還さ 
せた、 これ 等の 歸锅を 等 渡懇 
お 野、 ぶ 畑 一', 思想 的 も 違から 承 
設せ や) お 川、. 鑛山 t の お 導 L 、 
よら いづれ を無產 新聞社、 を 望 
閣 、同人が 等の 

連絡 辩旋 じよち、 なを 殘 
黨員ど 漸次 速 焼を ごつ て會 見し 
こ； にあを 黨の 陰謀を めぐらし 
いよいよ 同年ち、 と、 八 丹 ごろ 


から 漸巧 巧棵的 活動を 開始す る 
じ まつた、 かくて 黨 員を 中間派 
の フラクション または エ煤じ 就 
城せ しむる での ホを じよつ て 
漸みエ 塔 細胞を 組織す る こどに 
つ ごめ た、 一方 さきに 入 露した 
市 川、 佐 野 等は， 巧 年と 巧 第ムハ 
回の コン ミン ブ八ン 大會じ 出席 
する ご 同時に 间 化で 片山 潜は じ 
め乂露 中の 山 ネ懸藏 、難 波英ホ 
烏 橋ぶ 樹 、巧 庭 ホを 等 ご H 本 共 
を黨の 再建 じつぃて 、補々 が 合 
せを なし、 山 本、 佐 野を 除 （ほ 
かは 昭和 S 年 化 巧 ごろから 順次 
滞潮經 由、 十： 巧の 御大 典 前後 
まで じ內 地に 潜 人、 佐 巧は しが 
の 第 S ィン ブ八槐 策 局 じあ b て 
內化ど 力 速 絡 じ當る こご： なつ 
たが、 み 化 じ おた 殘黨 員は 

贊波 山上で 據議を 遂げた 
ら 、をの 化 あらゆる 方法を 講じ 
官憲の 目からの がれて 蠢 をして 
弦る ぅ 心、 本年 ニ 巧 鍋 山が-^ が 
よらが 川 ご 打を せて、 內地じ 潜 
入會 見す る じぶんで 、こ/-- じい 
よぃよ 中央部を 確立し、 急速な 
活動に 移っ た、 をの おお 本年 ニ 
n までには 新黨 員が 

A を 京 五六 A 京 淺一五 A 乂阪 
五と A 神 お 一六 A を 都 一二 A 新 
濕一五 A 靑森 ニニ A 九 則 一二 
臺潜 一) A 化 海道 一二 A 千 葉 
八 

なでを 國を部 巧、 を 道が 縣で討 
ニ 好數十 名に 達した、 これ 等は 
ぃづれ もエ矯 細胞を 基礎 どして 
ます-'**....-— 

官一傅 入黨に 管る 一ろ 

佐巧學 中央部の お々 を 受けて 
共産 靑年 同盟 S 巧 建 じ當ら 、鍋 
山は 左翼 勞働 おを、 時じ舊 評議 
會 方面の 勢力 挽 凹に つとめ 漸み 
秘密結社は 擴乂 される じ まつた 
が、 細胞 白標 H 壌は 官廳 側では 
破を 工廠、 巧 刷 局、 海軍 エ 厳、 

鹽 遊を 業 貴な でで、 を 設會 おで 
はを 滞 製作所、 お 川 島 造船所、 
共同が 刷、 ホ學 H 業 ほか 查预數 
十の ェ 傷で 恐るべき 勢を 示ず じ 
まも 遂に 窮ニ ホの 大横擧 を 見た 
ものである。 


檢擧の 端緖は 

煙草の 吸口 


譬視廳 では 昭和 一二 年 ホ ごろ か 


^ 犯罪の 願 

犧 がの 金 五 億 弗 

: 犯罪 S 喊ァメ 4 々で 一年 じど 
; れ おの わを が 失ゴれ て，：： く か ミ 
- いふ こご じ 就て ナシ ョナ グ保詰 
ー會 社の 詢 をを おに 娘れ ぶ'; 5? 五 接 
i . 巧に 連して 居る’ この 見 椅け自 
i ちの 會 おの 化 扱つ じ 事が、 潰 お 
; したを 品の が險 された もの、 课 
險 されざる もの々 ら斯出 'たも 
I ので 

_ 强 を どな 盗が をの 五 削を 占め 
- て ニな お 千 巧 巧、 託 欺が 一您 
I ニで おな 巧 弗、 をな をのを 巧 
I が一駭 ニモ 五 巧で 巧ど大 がさ 
一れ て两 る、 巧が ァパ 9 々の お 
I 會 い 盜難巧 じ おして 艾拂 つて 
I おる 保儉 巧け. 一を じ 八 千 立 巧 
I 方魄 、化 験され た もの I 
I 總惟 あは 燃く 0 れ巧五 小指 巧 ど 


いふ 巨額 じ 達して 居る が、 これ 
でも 化 罪の 防止には す完 をで あ 
るご稱 して ゐ る、 尙 Q 大統領 じ 
歡 b て 巧 かされた を ホに 置る 化 
罪 防止 委員 曾は 恣 々質 巧 期に 移 
b 禁潰 法を 始め ごして をの 化の 
犯罪 研を のを 巧を 員 會を紐 織し 
旣じ 調査に 着手して 屛 るので 不 
H 硏究 の結柴 がを をされ るで を 
ろ， つど 0 


含 巧手に 

勇 政な 邦人 漁夫 圆ム 

キ ューバ のババ アナから 達し 


た m 報じ ある ど间 地で 漁業に 化 
事ず る 湯 川 鎌太郎 氏は、' 小ボ！ 
トを こぎつ {、をの 自 をに 錄ら 
ん どす もを 中、 彼れ の 船の 後々 
じ 大錢が 追跡し 求ら 盛ん じ大 U 
を 開いて 載 川を 攻货 したので、 
はじめの 內け 同人は、 ろす を 衆 


わるく 思 ひつ！ も、 ォ ！ ホを な 
て 追つ 拂 つて 居た が 如何 じ 追 ふ 
て も 逃げず、 又しても 幾た びか 
彼れ に 飛び か； らん ばか b の 姿 
勢を ご b、 ぅか. ^ するど 船 ま 
で ひつ，、 ら 返され、 あたら 隧の 
が 食-— なる ど 思つ わ 湯 川は、 元 
ホ 豪氣な 彼！ 業を 煮やし 漁夫 用 
の銳 利な ナィフ. を 逆ずに おつと 
ら 、矢庭に 水中に 躍 b 这 み、 件 
の乂錢 目を がけて 斬らつ けた、 
儀は 身を かは し 急 も 湯 川の 腕を 
かんだ が 刀は 深く 儀の 胃 裝を剌 
し 腹を たも 割つ てを じ 鱗を 化 化 
めた が、 かまれな 腕は 多 サ巧斷 
ず 術を 要する であらう 芭0 


木 村 君 勝つ 


六间 デシジョン じて 
旣 報の 如 （邦人 拳圆ぷ 木が ス 
五郎 おのを 關戰 はまる 水幡 日の 
巧聖ュ コラス •アンナで 擧 巧、 


一'..' 
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號 ri 十 宫六干 


第 


雜 辦窝纖 


【日曜 ±】 


E] 十 H 巧 一十 年 四和昭 


【函 


浦诚 日本 ドライ ダ ふ蘭會 


目 本陶破 黑儒貨 類卸賣 

ホ 元ブ タザ ー ス 


▲鄉お 送を 及び ホを を (無手 巧 巧)" 外因 
巧替賣 買、 巧 爲替化 おおぶ、 信用が を 
巧 等 一般 銀 巧 萊换御 便利 じな 巧 巧 比 お 

造臺灣 銀な— お 張 所 

支 風^ if 等齡攒 、たお、 神 ロ、 h が、 巧 
ロ、 福 州、 廣 巧、 地頭、 香港、 廣 巧、 巧 

嘉坡 、スラ パヤ 、スマラン、 バタ ビヤ、 盖ち 
々 ^ カツ タ 、渝敦 、其 外 專潰十 巧ケ巧 


i 、 資本を 登抬圓 (をが 彿达 お) 

一、 捣 なを 賣億 八な 五十 窮圆 

內 化ぶ まち：： = 横濱 (本店) ま 京大 阪 
神 戶長倘 下 開を 古 崖 

橫濱ぶ 金銀 巧— 支 巧 

が國 をち 巧：；：： 滚港 羅が沙 ボ巧哇 
其 他 世が を 越 重を 都 ホ ニ 支店 戊 コ 火 レ 
マを 之 候 


本店 
な 育ま 店 


大隣化 お 五 T 目 

紐脊 ブロ ー ドク ェ 


.打 四十 化を 


體 住ぶ 銀な 

お，， „ {おを 橫濱 名を 屋 京が 神 户岡山 
4 ^ 尾 ノ道廣 島吳柳 井下 ノ照 
地 ま 巧 j 巧 巧’ 小 倉、 お 化、 博タ ’み留 ホ、 能 本 等 
本阐 預金、 郷里 送を 等は 棵め 
て 御 巧 利 迅速 じ 御 取 お 巧 申 お 


本店 朝鮮 京が 

まなぉ 張 巧は 日本 巧 地の 煤を 都 巧、 朝 お 
滿讲 、支那のを 化 あび 滿お巧 お 

朝 鱗 銀な 紐 脊お張 所 

外 围爲を 一般 銀 わ 業務 精々 御 巧 おじな 扱 巧 
申 上 候 


內 みを、 赴 憤、 巧を ノ賣 なぶ ビ 巧 
化 化な、 A ま 械棵が ニ狗な 扱を シ 
マス、 精々 當巧ヲ 御 利用 下 ナィ 
龍赋 藤本 ビル 7 ロー 力ー 银巧 姉げ 會社 

藤本 證# 會社 

おを 巧 ま 店 
同羅が 出張 ■所 
同 ホ 巧 代理店 


礎が 語、 雜 貨卸賣 I 

森 巧 ブラ ダ 1 ス 


シア h ルお魄 (午前 十 時) 
わらび や 化 十 一 百 十 H 
あら ぞな乂 一. 巧 一一 一日 
るん でん も (巧 巧 巧 化') 十二月 廿 四日 
r 1 窜读漬 一九 五 巧 

化し ば ■3' すみ るん でんか U1 五最お 
マ兰當 0本巧 五 五.巧 客室乂な造宗巧ま<!^85 
►硬を 望に 巧：^ 1 律 割 S 巧な 切 巧を 行み W 误 

ロスアンゼルス お 帆 (午を！ ニ 時'; 
はわい 化 一 肖 四日 
らぷら た 丸 一月 ホ 五日 

►一等 領窝 二三 0 巧 巧は わい み 生じら を 互 巧 
マ 巧 判 一二 等 日本 巧 五十 か 巧 ▼一 二等 日本 巧 狂 十五 巧 
▼ホ 港羅麻 巧を を 巧 巧 爲藥を お 入 裤铃淀 ホ 4 巧 
I ►紐 育 緻 パナマ 經お H 本 支那 巧當 翻が 丹 一 画 



雜貨 陶穗器 

ランプ 及び 笠 

太洋 貿易® ま會社 

支店 ボ 俄を、 ボストン 


陶磁 叢 雜を類 锁販賣 

S 茂 木 桃 井 組 


了 寧の 印刷 ど 精巧なる 化 上げ 

時日の 迅をど 確 賞な 校正を 保証 

一 印刷は 紐脊觀 報へ 

I 111 , ' 1—、— S 1 ~ (((>( ~~ ; /VIC. 

I 電話 ワトキンス ニ 丸 0 九— ニ 九 1 0 

ゎ矿强 ^ むく 新報へ 

ぉ內西 十ぶ T 目 十二を 十 階 日 
東部 じがけ る 巧 字 言論 傑 離の 

■ 地 成、 畜が 新報を 讀ま 3 人；；* し 

廣 をは 紐脊 新報へ 


巧 本を 壹お面 
挪込濟 を 本を ホ 千 萬 風 
が 立を 六千阳 巧と 十 巧 晒 

瓣試 S ホ 銀 巧— ち 巧 

本 巧 巧を 巿 H 本 橋が 本 ぞ尾巧 五を が 一 巧 
支な 小 巧 H 本 橋 乂の內 巧 京〕 巧を 
を わ 唐を 挪ゎ度 西 (ゎ 阪〕 神 ロ 
黃な 下课巧 巧 转松極 岡 長が 

上 询雲養 利水 


餘 出入 爲替 •電信を を •ホ 送を’ 旅 巧 信用が 
商業 信用 狀が化 一般 銀 巧 業 

人、^ 竺ニ菱 銀 巧— ミ 巧 

鄕お 送を" 矿 本を 地がず 數 巧？ 迅速な 圾 
ネ化預 を (を 期 殖かノ ニが) 巧 巧が 化 扱 
本 支店 東巧丢 ほ〕 大胶 が 戶 巧が 
所 巧 地名を 屋 小が お偷敦 


#羅 が、 を 港 出帆 (ボ ノグ^ 經 由) 


天が 义 

3 レヤ化 

を ホみ 
淺間乂 


雜府を 

(午后 ニ 巧 化か) 

十】 巧甘乂 H 
十二 巧 十 SH 
十二月せ ょ8 
1 丹 十日 


桑 巧を 6 

(正午 化れ) 化 
十二月 四日 n 
十二 目て 日刖 
十二 巧亞 H 
一巧 十 お H ;! 

み シアトル お 帆 (午前 十 時 お 帆) T— 
が 巧 化 十二ち 十四日. I 
西 比が 亞凡 十二月 廿 四日 邮 
靜岡化 一巧 十二 日が 
橫演 ’え 一巧 廿立日 U 

@ 爲敦终 日本 巧 巧 化 ，1 
臻 をち 十二 巧 十四 目 刖 
化 巧れ 十二 g 廿セ日 が 
を おか 一另 十一 日 
▲紐 育 お 呪芭崇 馬轉せ 日本が 货物妃 — 巧 二回 
▲蹄 络取巧 C 部 巧は が洲 巧、 南 ホ 巧 並に 芭を馬 
粹 おた で浑窜 巧み 猴婚 をを ミ 巧め が リ巧お 切 
巧 等 巧 事 御 化を に 敢計ひ 申 上 支ず 
▲お 强錢 道な 巧、 寝 A ロ 券 等 も 御 便を にお 計ひキ 
とを ず 


肌 

n 

4 


H 水陶粧 器雜貨 
ラ' 厶プ卸 筒 

奈良 貿易商 會 


日本 郵般會 *( ホ 二を 鐵道會 社) 

化 理巧巧 欄 兄弟 蘭會 

を 革、 澡雜 切な ホ じ 小 お 卿 運送 御 便利 じな 扱 申しまず 


陶 破器雜 貨卸诗 

# 旧藏會 


百 發巧中 

特製 麵 

ーダャ C ン 半の 水を 加へ々 丈 
で 十日を じして ト 等の なが 
誰れ じ I もが あじ ホ ホ-! < す 


桑 I 山商會 

ニ A EaIst 5 普 h MT ; 产 y . c . 
さ呈 e . さ 一 呈 i まこ ニ 3-0 巧 7 


&、 络 nn ダン 一 シング. ビ 

j を 民スの I 共 间經營 者， て 
む、 絕 好の 磯 會一ぁ b 、 一千 瓜 
要す、 手紙 じて b 約を 公 ふ 
呂三吉 RT 呈夏丟 st 72 nd Si .. を 


ネ 

を 

す 


昭か五 年度 
當巧目 記 類 
年鑑 類 
そ旨號 

講談 俱樂部 

キンク 

講談 雜誌等 
十一ち 號 
演藝盡 報 
實 をの 日本 


懐中 H 記 類 
曆 類 

义藝 お樂部 
常 十 


實 業の お界 


ぶ宗酒 こック 

一手 販賣元 


日本 食料品 禱會 

JAi 呈运 IS 曼呂 
夏 W. 贾 ihSt. ぎ 里 Dis 乏 792 




タンク 


イン ノ^ V ^ ン 3 ン トランク • 

概七齋 を 十 仙 ょら 十二 弗 五十 

!-» ロ31.尸 91,1 >» i 


岩で st 罢さ货 reet 


ホみ シへ ー ラ— 

親 视な寒 


マー 


乂實驗 說巧書 


磁氣應 用 物理 治療 器 ォすシ へ ー ラ ー の效驗 ましき ふ、 使 巧 
法の簡便な；、 永み性ぁる2は旣じ多駭の同略諸お特じ眞面 
目な を 庭に 活動して 居ら^る 諸君の 御 認知を 辱 ふして 居 b 巧 
就て 令 回 H 本ょ. り 巧 到着 ど 岡 時に 親切な 英文 實驗說 明 
書が 參ら # したから 諸君を 通じて 御滚 '庭の 米 麗人 方に お附ぃ 
たしまして 皆さんの 御 注 息を おきたい V- がま ォ かこ. 年 ホ御タ 
化の 際 誠 じ 想 入ます が 同化 諸を の 御關保 ぁる ホ题人 方の 御名 
前と 御 化 巧 こを 御 面' 倒ながら ま 急 御知らせ 下さる、 >樣 偏 にも 
願 ひ 中 上ます。 

二人 用器 お 十 弗 一人用 器 四十 弗 

- 送料 當ぞ 資擔) 

巿內义 は 郊外 れば電 謂、 手 巧 じて 御 申 越 ゎ t " み 祭 社員 
おお 無料-して 御 m 明を 上ます。 お ほ實驗 的說明 書け 御を 
越 巧 萬 進呈し ょす。 

を 地 ホで 化 巧 巧 おを 御 ホ 绍の 方： 2 御 申 越 ぁ b たし。 

機 ホ誇シ へ— ラ了販 賣商會 

高木 光み 廊 

Care faka 的で oreenwa 泛 & 广？ 

5 を Floor, 巧 W West 23rd Stre を， city* 
Tel.GramorcyA474 


瞬 日 十二 無設 I 稱 Ifl；：；： 


ま腥 


西な 0 八 了 ロ I 


H 本人 美 W を會 、構 話會、 靑年會 、を あ舍 


I ミニ 一 二番 


呂的 會館を 債 償還、 會館條 鐘の 爲め 



入 擦 料 
廿五他 


W1 HT 淸話會 婦人 餐作お 子 お 巧を 稱 、造 あ、 ク g ス 
巧. ス答 品を 働、 陶器、 漆器、 袋物 類 

食 裳ず し、 ぅで I、 しるこ、 お获、 掛窠モ 類な 他 
餘興 巧樂 、が 樂 ，其 他 色々 


太平洋 關係 會議で W 

H ま 化 表の 大論戰 

支那の 不信を 鳴らず 松 岡が 右 氏 

本を 巧 京 特お旣 報の かくを 都に 開かれた 太 ホ 巧 隅 巧を 講じが 
て摄 もを 大械 W むつ i あつた 滿洲閒 越は 十一 巧 四 n 日 支 化农の 
乂論 おごな も 前 南 滿巧道 副 總趙松 岡げ ホ 氏は 滿洲の 現 狀を說 明 
し 円本 か滿 洗の 經濟的 閒被ど 治を 維持の 爲 めじ タ 大の犧 巧を 拂 
ひ 居る お 質を 述べた る じ 勤し 支那 化 お 燕 京大 學 教授 徐淑ホ 巧は 
皮肉を をえ て 日本の 活動を 攻 巧し、 松 岡 氏は 更に 之を 反駭 せる 
が、 閉を時間があの爲め翌お：^:の圆卓台證に繼紛が留する—ィ) 
な b 、 午 荆九時 ょら 四 個の 大圓卓 會講を 開き、 キ^パ トブ 
プク巧 ± 座 おどなり をに 化 岡 U 本 化ぶ ご徐 支那 化 おどの 正面 衙 
突 的 論潘 をを るに 巧ク たが、‘ 徐化 おは 『滿洲 じ 於け る 日本の ず 
か 維持は 日本の 力では なく 自 がか' お势 がが らしむ る じ 過ぎの。 
支那が お讲 を中必 ごして H 本よ らす< る 利益 じ 街し 支那は 甚大 
^:^る報挪をぞ拂ってゐる』 ご說きめ岡氏は - 々徐氏の巧論を擊 
破して 大を 左の かく H 本の 立場を 助 明した， 


〔 I 〕 滿洲に 於け る 平和の 問題 
であるが H 本のが 拥じ 於け る错 
道ず 備 がは 化を とモ 人で あ 6。 
このと モ み 軍隊が をの 狹 小なる 
鐵道附 逆 化しが 最 されて ゐ るの 
だからこ；^:^!お洲を体のずかを 
雑 持す る； が 不可能な； は树人 
£雖 一見し'.’- がる-とだ，' しかし 
こみず 備陈 の 背後には 日本の 政 
府 あら、 ロ 本の 陸 お 軍 あら、 挪 
もこの 健 巧の ぶ ミよ <訓 線され 
たる 軍隊の 戚カ ごに i ら て滿拥 
じがけ A 牛 化は 維持され てなる 


例 じょつ てら H 本の 軍隊が 强屯 
しな かつたならば 滿拥 じがけ る 
巧 乱は 幾度 も （b 返され わ； は 
確かで ぁらぅ。 また 徐 氏け 滿洲 
の 人口 增加ピ 巧て ロ 本のず か 維 
持の 結果で ない 當然 の， とだ ど 一玄 
ふが、 事實を 無視す る も 甚だし 
い。 現じ 滿渊 じは 年々 が 巧ない 
移民が 入つ て 巧る。 これは 化み 
諸 省から 流れ こむらので 邸ち 年 
年 內亂が 絶へ ず、 生命 すらを 垂 
じ 保つ をを 措 中して 蔬 溯へ 滿測 
へ S 目 ざして 流れて 巧る 巧 却め 


徐 たじ 滿洲の ホ かは 日本の 軍踐結 あで ある。 な： しもし 滿洲が 山 
S 力に 化らず 滿拥の 地形を の も 巧邊ご 柯じ狀 態に 捉 かれて ある 
のに 化る もの だ ご 云 一 ' f れ たが、 ~ なら 皆 か； る， とけ をら。 い 善で 
過 ま ニ 千年の 膝を •义 最近の 事 I ある。 




ごこ 滿洲に 於て 日本人が 經濟 
的 開を じ 巧め たお あ 貿易 额も增 
加した ご 云 ふなの 所論を 徐 氏は 
噓ど云 ふが、 が 氏の 示した 貿易 
をは 支那を 体-し 觸 ずる もので あ 
る。 なの 指示した のは 一九 0 と 
年の モ那貴 おを 1 Go どし 一九 
ニ 五 年度の 支那 本部と 滿 洲の貿 
易 額を 比較 するど 支那 本部 じが 
ては 一九 0 と 年の 一 00 が 一九 
ニ お ザ じ d ニが ザ おの ニニみ、 
しかる じ滿洲 では 五 借な 上の 五 
一二 四 W いふ 激 巧で 支那 本部 ごの 
懸隔は 斯 のかく をい。 

ロニ〕 を 氏は なの 說を駭 して 目 
ネ がま 那 ご協力し つ： をる ミは 
儀 b で、 日本は 却っ て 支那の 仕 
事を 妨害して むる ごて 法 庫巧錢 
道 問題を 擧げて H 本を を 驚した 
が、 H 露熙役 後、 時の 小が を權 
が 化を へ おき 化を 政府 ご 談判し 
たお あ 化 京 政府は 滿感 との ホ 巧 
線は お設 せぬ 腎を 堅く 約束した 
これが 正當な b や 否やは が 間 題 
ごして このめ 束を 化 京 政府が 旨 
由 怠 志 がらな したょ は事臂 であ 
る。 然る じ 化を 政府は この' 平面 
で 極く 內 々に ィ •キリ A の 資本家 
じ 渡らを つけて 焼ず 線た る 法 庫 
巧 錫 道を 敷を せん ピ した。 おる 
じ 事 賞は ィ’韦 リスの 資本 あが こ 
むをから なかつ たので ある。 ィ 
V リスの 資本家を 瞄 しじ 化 巧 政 
府 のこの 遣モ は陰險 極まる もの 
だ。 然る じこの 計 蕾' レ 日本な 麻 
の 反對じ 遭って 臂 巧され なかっ 
20 




郵船 株主 總會 

新 重役 選 巧 

配窝 ，レ 八 かど 巧ぶ 
十一 巧 化 九 H 郵船 本社 じて 巧 
ま總 會閒舒 みお 社長 お說 中、 今 
期を 平が； 純が 益は 四 唐と 十 
九 巧 お千圓 じて み 期 繰越を はな 
义 十八 巧 あで 圓 '的 新を 船淺閒 
义め 化蹟随 めて 良 巧；：：* るを 高調 
し 目下 新 遣 中で 近く 就が すべき 
龍 出 化、 秋 父 見を 初め 其 化歐洲 
船ニ樂 、み 港 船 S 隻 、お ホ 西岸 
船 一を じ對 して 淺閒义 同 除の 好 
成が を拽 ぐるに 關 して ホ 望を 述 
ベ、 みで 高級 社員 中 ょら 重役 一二 
人 巧 おを 提遮 しを 棠 部長 淸氷ま 
を、 庶務 部. 坛渡邊 水太邮 、邮舶 
部 良 小を 巧を 宵の S 巧を 推 驚し 
てな じを 放さる。 をの 外が 化を 
白 仁政び 巧の 兩氏巧 巧し、 巧が 
郵船 社を 磁が淺 ホ 氏 & び ホが 孝 
をな 締 おに 就 巧、 終つ てを 巧 曾 
濃を 跑 しわげ を 氏け 副社長 じみ 
定し削 記の がな 蛋な 一二を、 淸水 
巧、 渡邊氏 及び 小 松 巧 氏 d 專務 
じ 就 巧 ど"？ 時に 前 おを 部を 兼な 
する 番 ，【郵船 支 巧 廿化日 午前 
入電〕 

おなおを 巧 格 巧な 

慈善 バ ザー 

! 例年に 做 ひ n 本人 美 W 敎舒じ 
I がて はを 内が 格 償？ 放の ため 巧ら 
I 十二 M 六、 と兩 U を 期し 慈善 バ 
.ザ ァを閒 くべ く 目下 巧備 巾で あ 
るが おち、 淸な 貪、 巧が 巧 及び 
をが を'-'- を 部恶を かも •巧 博、 
庶拷 、段を.- n が、 ホ 盛ぶ ハ 化の 
ホ 面に て お々 活動の が 化を 赃も 
略々 占つ たもで わる。 が' おが、 


よが 貴 あ， 踞 化商會 、泰 出商會 
をを、 五 ホ 商 巧 等ょ を も 旗 品の 
寄贈 及びみ 束 をら 切 巧の 賣 巧き 
は 昨年ょ ゎも遙 かじ 優勢。 るを 
なる が、 構 話 會員締 人達 一巧は 
貧を 部の 施 おじ 化 殺されつ i あ 
6 バザ r 商 H の 盛が 今 J らが巧 
待 ぅれて & る。 ； 

東が 閒强 論議 午餐' 

かを 政策 研濟會 

外を 政策 研 兜 食 じて は 巧 丹と 
日 (上 雌) 十二時 四十 立み ょら ホ 
ブルァ， タ！ じ 於て 午餐 貪を 開 
き 席上 東が 問題を 論議す る 答に 
てを 都 太平洋 關係會 藻に 出席せ 

る川會 々長 ジエ！ ムス •ジ .！ •マ 
ク ドナ 八 ド 氏 及び クラ ァク 大學 
敎授 ジョ！ ジ •エッチ ♦ブ タブ ク 

スリ ー 憐 ± おを 遮洁 を發衰 ずる 
常で 當 りの 司 曾 著は 太 ホげ 關係 
爵證よ 事 カァタ ー 巧で をる。 

紐 育敎會 感謝祭 

旣殺紐 育 H 本 A 敎會 しては 去 
る 二十 八 H 威谢巧 午後 午餐 曾を 
朗き 出席 おと 十 餘名杉 田 幹事の 
挟が をら、 淸水敕 帥 威謝視 藤を 
をげ 一同 タ ァキ I •，テナ ァを賞 
化し デサー トコ ー ス じんれ ら頃 
化 巧 巧 司 會の下 じ 化 ま、 沼 巧、 
恤 旧、 乂贺 、江戸を 巧淸 水夫 人 
の 卓上 威 話 わら、 前 巧 氏の 祈騰 
じて 施 禪じ をを 巧 K た。 

す 破 氏 結婚 披露 

化 お 本社 編 瞬 部 ホ 任. 个破巧 雄 
氏 お 媪披み 晚餐敎 は 二十と H 午 
後 八 昨 料亭！： 添」 がて 挪 かれ 本 
社々 員 かぶ 等の 十 餘を出 惟 新郎 
巧締の おが じみぎ 水が 社よ 巧 巧 
S 下に 小阪 忠么輒 氏み 敬 巧 『島 
做」 一哨 、鈴 乂大每 特派 貝、 が 


東々 朝迪 償が 長 並 じみ 山 領事の 
祝辞 あら j 岡 歡を盡 して 午後 十 
I 時散會 した。 

次 固佛む 會說敎 

組育佛 •む 鲁み圓 說敎は 十二ち 
1 HU 曜&爲 め翌ニ 曜一じ 
變 あし 午後と 時半よ V ’ H 本お樂 
部 じがて 開かる ベ <當 夜を々 木 
指 月 節な 『孤獨 地獄』 の 題 下に 說 
敎を 試みる も。 

.日本 婦人 會お事 

紐肯 rn 本 締乂會 じて は 去る ニ 
十六り‘ 午を ニ 柏 半よ b 日本 俱樂 
部に 於て 例會 ぉ開き 津島 财務官 
携 滞の 『日本 お 興の 嘗 巧』 あび 
『鹽難 ホる J の 活動 寫眞を 映篇觀 
覽— おし じが、 昨 二十 化 日は 同 
じく 午後 ニ 時 ザよ 6 シェレ ディ 
ホ 人^ 第二 闊室 內裝飾 講話 禽を 
開いた。 巧は ホる 二日は 日本 惧 
樂 部に 巧て 委員 會を關 き 諸般の 
會務 を踪满 する 由。 ■ 

伊藤が 服 店 新 電話 

ボ內 束' 五十一 ニ 下目が H 十一 二番 
が 藤 お 化に 經醬 のがが が 服な 電 
話は 最近 プラザ 一二 四 四 九 燕に 變 
巧した 0 . 


グリ I ン巧歸 紐 期 

京都に がける 太 ホが 關係 會議じ 
米 人 側を 員を ごして お 席し 最巧 
該巧谦 々長に 推 藤され む H 义文 
化學を 委員を ジ H n — ム •デー • 
グリ ー ン 巧は 歸米 期を 變更し 巧 
巧 十 H 横 巧 化 帆の ジ S ファ ソン 
號 に化乘 二十 ご一り を 巧 fc 陸 新春 
匆 々歸 紐の 像を である。 

HHUnh 

♦か 上 憩 氏 夫人 井上が 化 ま ホ 


人は 扁桃腺ぶ f 術の 爲め 過目乂 
おお お 中。 

♦巧 崎よ 巧 最巧魄 兄 お 巧會社 
長、 今夏 ホ逃瑞 中の 巧 巧 年】 巧 
中 巧 西け 歸 朝の 豫 ぶ。 

♦野 崎ニ郞 氏同丄 S 育 支店 支 
配 人' 十二 巧サニ R 頃歸 がの 由 
•小の 久太節 巧 I ニ趙吳 服巧專 
務 、去る 廿ー n み 息 隆ニ巧 同が 
着が ホブ が. フー 一 ラ ザに 投宿。 

参 鈴 木 孝® 氏 云越吳 服が 職 
員、 同上 着 触。 

♦中島 正を K 大阪苑 川 巧巧輸 
入部 長、 廿巧ロ 着 紐 ホ 巧 十扫頃 
渡歐の 豫ぶタ i 

掘嘉爾 氏當化 日本 郵船 會社 
員、 去る 廿ニリ 着を© 夫人 及み 
息お迎 への 爲 みが 加 中の 巧廿と 
歸 が。 _ \ 

•架 煤 善 造 氏 消 || 囊じ歸 朝せ 
が 某督敎 修道 锋辩 事， 現住所 
は 巧を ホ 本 所' 一|| 巧兩國 一二 T 目 一 
番地 こ 十 1 i 號 V 一」 ゎる ィ JO ; 

•が 東圭 一郎 滯が 中'^ 東京 
閣 H 通信 部長、 一が U を遥ボ スト 
ン 、ナィ ヤ ボラ， で 經て西 一行 十二 
巧 十八 日 桑 渚 出视の コン- ヤ 化に _ 
て 歸郎の 當。. - 
•荒木を お 巧 ょグ •本 間 •ェッ 
チが 會社 賞、 夫人^ 伴 天 泌げ化 便 
じて桑港經も最近*!4巧。 1 


H 本 巧 タ —ル __ 

本局 締颂當 日 午後よ 
時り隨ー^ホ日は四時 

ブレジ ザント •ビで K (フ タス 
ス n ) 十二月 i 日 - ' 
エムブ レ. タ •カホ ダべ ゥ. ア シク 
バ ー) 十二 日 一目。 .一 
プ レシ デント 》ボ| ク^リ フ； ス 

n ) 十二 巧 八 HO 

フ レシ テ •ト • ジ ヤクぃ \ ン V で 

ァト 八) 十二 巧ん 日。 

H 曜說敎 

♦紐 育 H 本人 敎會 午後 八が 一 
『賴 ホを』 淸水化 邸 
♦を瞥 を 隧道 會 午後 八 時'- 
『威 謝 至 子 巧の 霞 椿颇師 
♦紐 育美 《 敎會 午前 十】 巧 
『時化 ど 基督を』 椿 彼が 


片腑 K ペシ タル 


新 


蒼 


茄子 キ子漬 

五 各種 

當用 日記 各種 
化稠兒 弟商會 


M 装飾 綺麗の ま、 設備 
完を 、シング^ 一過 

八 あ、 ダブ グ 一週 十 巧 

吉 TEL C 養 只. だち. 6呈 ぎ 百 巧 


婦人服 橫锐 ゆき子 

Mrs. Y. YOKOH>s> 

Df 6 扣 wmpk 巧 r 

篇叫 W-? 量資こ Ap ニ .产ブ暮 宫 r 夏 15 


H.sSSS 常 。 k … 

303 F 制 b Av •け 
Tel. Bogardus が 60 

會ぉ j 

Uchida Trading Co., Inc. 

1 1 Park Place 
Tel. Barclay 1S76 

島 貿易 巧る 會な 1 

Shi 扣 a Ira も ng し 〇-， Ltd . j 

150 Bro&dway 

Tel. Hitchcock 1484- 1485 

巧 ホを 化 ホ 尾 巧を 
Ak&wo 在 Co リ LtiL, 
2 お Fifth Av も 
TcL Caledonia 9758-5? 

か 倉 製 おが 績巧 ま會な 

1C お aku 化 & Co リ Lt ん， 
200 Madison Avenue 
Tel, Ashland 4545-4546 

K. M 貼 mo れ 

Mildmoto Pearls 
535 F 识 h Avemi, 
T*l. Vand 灼 ち 化 2519 

大 倉が 殺 育ま 巧 
Okura & Co., 

30 Church St" 

Tel. Cortlandt 2292-93-94 

云 其 巧 ま會お 
化 巧 巧 
离 # 巧會 
12 日む 的 か 化 N. Y. C. W. Rector 巧 84 
Facto 口； 巧 - 13 38 化む S 。 しし Ciff 

巧野衡 を 跋 をを 載 
Asano Bussan Company 

Room 801-805 
165 Broadway 
了 c!. Cortlaiii みが) のぶ 0&2 

い osho Corporation, 

SOk Impn け 
が E 的 t 34 化 Street 
Tai. AaMand がの- 91 
。〇此〇 Co。 Inc‘, 

しが ton Expo け々 け 

が Beav がか.， 

Td PowUng Gre«h P306 ぶ f 

甫 巧が g 道 巧 ま會な 
な靑 事 お 巧 

Sou 化 Manchuria にも Co., 
Koom 202 ら Cana ぷ an Pacific Bldip. 
342 Madison Ave. 

Tel. Vanderbilt 4135 

吉雜 まみ ホ 食な 

な 巧 ま 巧 
Mitsui & Co., 

が Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

株 巧 會胜お ザ 商 巧 
な 育 巧 張 巧 
Iwai & Co ., Lt ん 

Woolworth Building. 
Tei. 巧 わ 及 oy 8 が 0ぶ1 ぶ 2 

H 麦 鹿を 株 巧を を 
紐 育ま 巧 
M お ub;shi Shoji Kai ふ a 
(MiUtibishl Co., Lt ム） 
120 Broadway 
TcK Rector 2560-2564 

义 K 賴日ニ まを 朝日 
恒 川ち 
Osaka Asahi 

了 he New Yofk 了 imes A ■打凸 ex 
Tel. Lackawanna 1000 

H 本 締巧巧 ホ # tt 
短 巧 支 巧 

Japan Cot わ n Tracing Co •，し td ., 
2 Park ATenue , 

T«L Lexii 巧 ton 87 が 

日本 生糸な まを な 
巧 育ま 巧 
W 削 N KI - IT 0 け 削ん LTD 

、 WO Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 

, 巧な 名を 巧 

な 育ま 巧 
H 扣 ra 在 Co ., 

443 Fourth A ▼も， 
TeL Caledonia 7830-35 

日米を 糸が ホを 社 
[ 紐ち 支を 

WGH !- 化 i KH 巧 KABUSH 惭 IU ほが 
{N1CHI-B む KHTO CO., LTD.) 
】 Park Avenue 
TeL Ashland 6246-47^8-49 

大阪お 日 ニ 戊 京 日日 
始木 3 巧 
Osaka Mainichi 
Hoom 306 A NVorld Building 
T*!， B««kniiui 4 艺 59 
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贷 b でぶな pSti を 巧を 设量 なげ 巧 


WE 0 NES 日が， DEGEM 化 R 4 1929 



經巧學 ほを . . 刊な齊 
巧よ 計中將 - 
横游贊 X 廠 造船 部を 
任を 邮中將 ぶが 淸 
腊政 本部 湛渡 監督官 
巧 遊 磯中將 が 藤を 郞 
海軍 大佐 亥角 窝藏よ b 島 旧 一 
繁 おがまで、 0 で 十と 名 及び I 
上 旧 磯鹏乂 佐よ H 滿岡 大佐 ま 一 
で 0 下と 名を 計 ホ 四 名は が 軍 
ホ お L 陆 進。 

今 ま軍醫 大佐ょ b 盛 見 大佐 ま 
で お 名は 帝 醫少將 に 永 宮ま計 
大佐より まが 大佐まで ミ 名は 
本計少 將じ陛 進し、 武彥王 殿 
F は 海 単み をに 御 進級 遊ばさ 

れ ロ。 


き 入 おが あつた。 ；，- 
第 一 航空 職隊 词か官 - 
みお 腾橋 ミち 
艦隊 本部 ぉ 巧 兼學術 巧を 巧 
ホ 化み お悍 巧が 雄 
敎宵 巧長间 大湊 お太郎 
お 一二 戰隊 司令官 

み腾藤 旧が 德 
を 化 保 工廠 長 

同 み ロ お 貞 
水路 部 接 兼大學 巧敎官 

同 义 が ホ吉 
大湊 お滩部 司令官 

同 島 就 ま 
燃 お 廠長岡 犀 本営 太 
吳 工廠を 同 杉孜人 

巧 海軍 中將 


nt • ; >HAI.i ti 

i J 


大締育 


九 ニ 九 年 版 r 近く 發巧 


本 化が 巧に 振 裳を 巧い むしました 『大 な 育」 は、 幸 ひに して- 
な 湖の 湧く がかき 巧 巧た 博し、 をに 全が 一 術 殘らや 巧 切れ どな； 
ょした、 化て 本 化は 祭 一版の 巧を をを が 新た じし、 頁な を も 
4|1 加した 千 九な 廿化年 版を 斩じ 後け する こど： な b ました、 正 
^ じして 且つ 新ら しい 統計 ど事實 をを 礎 じして、 刻々 链 化ず る- 
- 『大 が 育 J の眞 巧を 傳ム るじ逛 化な きこ ミを 期して 居 
お ほを 憤は . 

豫約 ホを 者に 暇リて I 

特 煩と 十五 伽 ； 

發巧 後の 御 購買には I 


を價金 


弗 


ど 致し i した、 速 かじ 蘇 約 御中 込みを ホ 聲 いたします 0 


十二月 四 B 


紐 育 新報 社 


本な 秦京轉 品を (紫 ぉ巧轉 載〕 


錢彥 巧は 目魯 漁業 會誌新 社長 

V こ：* る 0 

伊東 溫泉瘍 大火 

( ~ 0〕 伊豆 伊 巧 呀じ乂 巧 起を 
録 巧、 旅舘等 八十 ロ燒 失した 


佐み 利な 使 吿別式 

ご 二日】 み 務省官 を じがて 故 佐 分利 貞 巧巧吿 別を が擧 巧され 
潰 ロ 首相 W 下を 國大を 使 一千 名が 參 列した。 

.豫算 內示會 取 止み 

ご 二日) 政 あみ 官會歲 にがては 朝野 蘭 派の 前衛 戰 たる 豫算巧 
示 會を廢 とせょ ごみ 議 した、 をぶ 會 側では 疑獄 事 伴の 賀閱封 
じで わる ゴて 大償慨 して ゐ るが、 閣議を これを 承認した。 

產業 合理化 政策へ 

ご 二 呂】 產 業を 埋 化の ため 商工 省では を 業を 商、 ホ產裕 を、 
巿場锐 一、 指導 機满 設置、 生 產费お 下等を 內定 した。. 

大贩 取引所 取調べ 

ご 音】 貴族院 讓 員のを 志を は 疑獄- 攝 のために 選擧 法改正 
を 計畫し 目す 厨を 中で ある。 

ご 二日】 島德藏 巧は 上が 取引所 事件の 五 百万の、 背 巧 横疆で 
起訴され て 居る が， 致 あを 方面では 飛み を馨戒 中で ある。 

で 一 日 一大 阪檢事 窃は數 牟巧化 魔 殿 どなっ てゐる 大阪巧 式な 
引 巧々 員 もな 調べを 近く 開始ず ベく、 同時 じ 大阪裁 お 巧は 島 
德識 民を 巧 喚した。 

鐵道 省か 客觀誘 

ご-一呂 一鐵道 省は を 地 觀光勸 誘 
のた めが 育， 華 府’シ ホプ、 

桑 港、 羅府巧 他 重要 都 巧に ポ 

スタ- 1 , ぞ送 つた。 

支那 公使 辭職か 

〔一二 日) 駐日 支那を 使 汪榮寶 を 
•な 辭 織を ホ 错 してむ るので タ 
を張繼 比が を 巧 じなら ぅご。 

旧 中 化議' ± 逝去 

ご 二日】 を お黨 議員 旧 中 千 化 松 
氏 〔埼 玉縣選 お〕 は 逝去した 

靜岡縣 下の 大火 

こ 二日】 靜岡縣 お 淵 巧 じみ 災起 
も お 十二 戶燒 失、 二十 五を の 
ま輕 傷を を おしむ。 

鐵道 貨物 减少ず 

【二日】 ホ屬氣 のた め鐵 道貸銜 
は ホ 0外 化て 滅 少した。 

試驗の 制度 改正 

〔 - 日】 文部省は か學乂 學の爲 
め 筆記と 口答が 驗制 巧を 改正 
する 旨發 表した。 

老朽 船舶 處 々策 

【 - 日】 船 ま 協 會時別 委員 會の 
を 船 處み策 出 ホ 上 b 船 會社か 
ら I ニ 年間に 一二な 巧 圓寄惭 して 
一二 十 年な 上のを 船に 掛 し一顿 
じつき 十圓宛 解体 補 肋を を お 
へて 老巧 船舶 一掃 せんごず。 

日魯 漁業 新祖長 

( - 日】 元ポ ー ランドを 使 川上 


没笨 


新 東京 行脚 

ロンドン* デ！ リ 
1 •メー ル 紙 記者 
フィ ルップ ス卿 

占き 日本を ホめ て、 東京を 訪 
れる 人は、 を，. じ 何を 發是 ずる 
が？ なをの 西部 戰 線に 於る ざ 
んが ぅじ も 似む 街々、 を 風な を 
め 上に 突た して ゐる摩 天樓 、 i 
たる 所 じ 板 圍ご± 地を 掘返しれ 
巧、 おが 町の のかる み路 さなが 
らの 曲ち，〜 ねっれ 自動車 道じ请 
雜じ 積み重ねて ぁる おが、 がを 
板、 中空に 危 かし （慟 いて ゐる 
巧エ やは しこい 勞働 者、 っい- 
の 間まで 水 巧だった 巧 じ 建てら 

れた クィン •アンス •マン V 3 ン 

ズ 〔。ン ドンの 高 絞 下宿〕 ょろ 

やつと 廣い アバ] トメ ント • 
ゥス 等々、 っまらは 建築家の 天 
國 、水道管が ボス 管 敷設 エホの 
渝 かな 獵瘍 これお 大蠢 生を 線 上 
じ 復興の 陣痛を を しんで ゐ るを 
京；：* ので わる • ， 

かう した 光景は いまだ 曾て 化 
の. いかな も 都 ホ じ も 見 巧され a 


かつた 巧で あつて* さながら 一 
魔神が、 をせられ て殆ご 一巧 じ 
して この ホが じ 欺 風の ホ 装を 被 
せよう ごし じの r 異ら G い、 ヶ 

マが •.ハ シァの トグ コ の 首都 T 

ン ゴラ じ 於る 鄰巿計 舊や即 巧 •テ 
— 9 がのを 入 b の權 張針畫 なで 
も、 東京に 比べれば 物 S 較 でげ 
たい、 誠に H 本人は 東京を 掘 b 
起して をの 跡 じ 大部 かを ホ规か 
ら取嘗 せた 邱す よもを b た 巧 R 
メト n 朱 リスを 椎る つけつ/'^ あ 
るの だ。 

かうな つじ 事を 喜ば 田 ちら あ 
ら •っ 一 —— 實瞭 ぞくの 外閱乂 はさ 
うなんだ-い —— が この 驚 欺す ベ 
き 巧 力を 實赞せ S 譯 じは 巧 （ま 
い、 なは このを が どこから ホた 
の だ ど 聞いて ゐる 批評を じを つ 
わが、 をの 答の 關巧 ずるの けた 
だ 日本人 だけで、 をの 曰 本ん は 
! 向 をの 事を 氣 じは かけて ゐな 
いので ある。 

新 巧 まの 必臟 は、 ホ國 の實藥 
社會 のを 賓な 模寫 である、 廣い 
街路は ホ 比では あるが 富 用 的な 
- 貸 事務室 高層建築の 間 じ 遥られ 
义ビ ^!^第 一 階の長いァ！ヶード 

I を步 いて ゐる £ シカゴ か 占ユ！ 
3 ! クに歸 つむ やうで ある 。 I 

围 をを がかう した 活氣漠 溢の 
けれどす 償な 街を まぶし さう ij 
また 頼らな さう にして ホい てん 
るのは も Q i れを誘 ふ巧景 VI - 
ぁ么 、妓 等は £ ても舊 まじを^ 
る* モノを 着、 頭上 窝く をび^ 
る銳鐵 ど モ ！ タ ー の臣大な54^物 
- をを をげ、 このぼう 大な 道！：！!! 立 
一ての 間に あつて 異樣 のす を- I ■威 
'じつ i 、 下歇 ばき でよ ろ/' I ’ や I 
^ つてむ るので みるが、 結局!^ ど^ 
_ ぎ まぎし ロ胞の 上から 軍 しい 
惡 夢を どら 去られな やう ゎ 氣持 
もで ょも. VJ 巧 ホの ホ乂 建の 
家に 歸 るので ある。 

これ 等の 新しい ビル ザ II ング 
は 東洋の 他 か 都 ポた見 ま^られ 
る やうな ま懼な 歐厮建 ijb 摸は 
うでは なく、 堅實 がご 久巧ど 
を 持って 忘る、 例。' ぱ ずし 日 比 
谷を 鬧後 ホの 岡の 上 ふ 築 中の 
廣 姑なる 議事堂の 如き！^ いかな 
一〇 帝都 じごっても 恥 かでから ね 
もので をら、 棠京 ど^^と 乃 新 
惇車撰 じ まつて は 共-^ 廣大で 常 
識 的に 巧 巧 人の おを'^ 旗した も 
の、 古風な。 ン ドン^ 停車 蹲を 
して 顔色。 からしむ もので あ 

ミ -I 

人力を はさして 遠!^ からの 0 前 
まで 極めて 一般的 運輸 機關で 
あったが、 今では 手し いもの 
の】 つ ご なち、 ロ ドンの よら 
ら 大きい バスは、 しおって 
ゐ るが、 をの 賃 を^ 頃を ひで あ 
る、- 東京ょ b 漠谭^ で 電車で 四 
十 置を じして 蜜し 禄られ ちのは 
復巧 精巧の 現 はれで あ b 、 自働 
電話は やがて 到 名 巧に 設備され 
るで わらう し、 電単 はを々 面に 
敷設され てゐ る。 一 

これらを ては 眞じ 驚異 じ 憤 丄 
同時 じを 然的 なス ものである 
— をして まじ 僅々 ホ 五 年 前の 
をの 記憶を もつ て、 こ、 じ 訪^ 
る 日本のを 人谨 は、 この 變遞で 
見て ぼうが 自 みする 事が をっ^ 
も 今は なき 巧 時の 襄 しさを 適く 
ものは あるまい 0 / 


延米 政府ょり 

艦數の 明示を 要求 

併 かし 目 本 歡府は 拒 絕の义 か 

泉 京特霞 二日 懸 = 補助 艦閒題 本が 巧 ホ：.； 掛 しと 制を 要 
ホし つ i あるじ 對し 英米 兩闕 政府は 共 じ 『 H 本が 必 おどす 0 巡 
洋 艦隻較 S 提示 J を ホめ て ホた が 日本は を提 ホは ホ諾ホ ホー 2 < 
いふ ぇ じ 方針が 巧を した。 

東京 特電-日 發 = 小兩 煙る 巧 日 午後 I ニ 時、 お 城を 權一 なは 
橫濱 を出發 した。 

ロンドン 二日 發 n マク ドナが 

ドを 化は ホな べき。 ン ドン 海軍 
食議 のィゲ ブスを 權 はマク ドナ 
化 ド 首相、 A ン ダー ソン 外相、 

アンキ ザン ダ！ 海相ぶ び ィンド 
大臣 ベン 巧 ごし 海軍 及び 經濟顧 
間 •で ほ 命すべく 本 會議ぉ 集まは 
貴族院 大廣間 じて 擧げ 、會議 は 
聖ゼ ー ム マき 殿で 巧 ふ i じ 巧を 
した 旨を 表， f 」 わ。 

儀潑 化日猎 〔髓 合】 H 。 ンド 
ン 海軍 會議じ 趙< べき 若 概を權 
の 一巧は 冗 歳聲巧 じあ 千 人の 見 
送 b をを けつ：】 路シ ..アト グじ 
向けて 出帆した、 一. 巧を 乘 せわ 
サィべ 9 ア 化が 東を 縛に 除 進す 
る や 廳逐廳 、潜水 鑑隊は 港 かま 
で 本船を 見送ら、 港 巧の 艦船は 
滿艦 飾を 施して 重大な 化を を帶 
びた 一朽じ 敬意を 表した'、 巧發 
じ 先立 も お 概を權 け騎を 通信社 
化 表に 酱 し' 


『巧 等け 本 H の ぉ發じ 際し、 嘗 
地に める 乂統 が 並び L を滿諸 
巧 ご 親し （ 會談 し、 同 精こ理 
解を 憐 する こごは ホるべき ロ 
ン ドン 會遙 のが 巧を 促進す ベ 
き 唯一の 道で ある ど 信 中る』 
ど 言明した' 尙 はが 部 海 を 


> ム し f 


'人と して 5- なく、 文官 ご. 4 しを 
獲み 職を 承. 0、 軍 眼を 检 て！々 


ッ トゥ ユア じ山廣 をで お發 
こどは 特に 眼を 惹 いた、 一 
化と 人 じて お 部 巧 相 ホ 人 i 
して 居る 0 

東京 お臣發 (聯合】 n ® 營 
議じ H 本を 化 表する 圣權一 
方歲の 聲を洛 びつ i を 京 驛ダお 
發 して 橫濱 じない ね， 都下のを 
新聞紙は 赴說 じめ てア •' s タカの 


P た 
巧は 
間 船 


勢力 じ掛 すると 辭耍 ホの 必_ 
始めピ！て潜水媛の廢棄反 
觸 限よ な も 軍 纔をま 藤した 


ぶを 

bi 、 


す 驟條約 r 糖に 

則强 共同して 警吿 I 

滿 蒙の 露 支戰化 ぁや ふ， しご 見 手 
日本は 警 をに 參 加. しない 

ま 京 特電！ 二日 發 = タブ ム ジン 巧の 露 ま 紛争 かや 解 巧 あ响勸 
吿案傳 へ らる 、-も我かお省は パ '口 ァ ス ダで露ま化表の度淺を 
渉 あき 窜 を 鐵 吿參颠 はを をせ る。 : 一-' 
東京 (辭 合】 一二 日發 = み務 省は 今朝 スブ！ トメ ント を發表 
し 日本 敕爵は K メ 9 ず 致 府と其 同して ヶ C ツグぶ 戰條 約を 循じ 
露ち 兩 固への 蠻吿 じは 褒加 しない W を 表した， 巧務省 要路の 言 
明ず ち 巧 じあれば この 際 F 本が 斯る馨 I 吿じ參 加ず る こ W は ザて 
支那 政府を 强麼 £ ならしめ 巧 角の 直接ず か 誘 おじ 障害を をす で 
あらぅ とみ 理 もじ 基 くらの じして 日本 どして は英ホ 兩國が 共同 
して 斯る 磬吿 じあぶ i じは 敢て 反對 しないが 旣じ奉 天 ど モス々 
シ巧 まがを 接を 渉に を 事し つ i ある 限 b 巧る 馨吿 はす 必要 じあ 
る どい ふじ ある。 

ワシントン 二日 發—國 終 長官！ と 巧 ステ ムツン 國 お 長官の 聲吿 
K テム ソン 氏は 本 H 不戰條 約の j じ對 じても H 本が まつて 冷淡な 


ホ腦國 たる 黃 巧を どして 

露 ま 麗じ對 し 現 だ 雪 

閣 境が 戰圖が 態 じある こ < はお 
ホ兩 國の戰 学を 惹起す る 恐れ あ 
ちごな し、 特じ兩 國は條 約の 溝 
ニ條 である 紛爭 のず か 的 手段に 
化を 解決の 條 項を 擧げて 反省を 
促し 问 時に 右 通牒を 條約 參加國 
である 五十 S 國じ も照會 したが 
ィ夺 リス 玫府は 巧 じアメ V 々政 

巧 £ 協議して ホの お同譬 吿じ參 
化し スラン', K 班府は アメリカの 
提證 を。 シア じ傳 ふる ご 共 じ 別 
じ 自题の 提議を。 シア じ對 して 
試みた が、 ィ タリ— 及び ド ィブ 
はこれ じがん ベく 期待され て 居 
るけ れ共自 本な 巧め 態度は 疑問 
とされて 居る、. 當 局の 錄 想ず る 
巧に 依れば 

日本 は 恐ら <兩 國の關 巧 
は 直接を がで 解 ホ さるべき こご 
を 期待して み 岡證吿 じは 參 加せ 
ざるべく 時 じ 日本は 滿洲 問題 じ 
就て 特殊の 熙 巧を 持ち 現じ 本年 


館 度に るんで 居た ことは を 凹の 
巧 動を 裹書 きする もの ど 見ら れ 
居る 0 

王 正 廷巧辭 職 か 

よ お 二日 發 n 南京 政 痛の 外務 
部長 王正廷 巧は 露 ま紛爭 事が あ 
び 日 支 通商 條 約を 渉の 盤 離を 洩 
も ごして 近く 辞 磯す ベ/'. 决 意し 
た、 蔣 か巧將 軍は 例 じ 依を て 巧 
の 留任を 希留 しつ、、 ぁる も 露 ま 
事件に 就て は 巧ん か 要路が 殺 面 
を 保つ じも辭 職の 必要が 嚴め 
られて 居る から 恐ら/、 王 氏の 辭 
職は 確 實£ 見られて 居る、 巧は 
南支 ホ 面の 题 巧は i 時化 戰が館 
じ乂 6 しも 昨今に ま 6 て 巧び 叛 
化の 化 ホら、 南 巧 軍は を 力で 廣 
柬じ 集な 中で もる。 で 

海軍 進級 _ 

杉 政 人 氏 中將じ 

海軍 進が じ熙し 海を 省 副官よ 

らまる 十一 巧 化 円を W て當地 
.が 軍 監督 事務所に 宛て 左め .§ 


墓 お a でも 用嘗 r した 

佐み 利 公使 自殺の 眞 相探查 

n 警視 廳で U 自殺 說に疑 ひの 眼を 向ける H 

東京 特電 二日 發 i 佐々 利， お 巧 公使の 自殺 原闽じ 就て は 一部に 他殺 說ゃ 

奇险な 風評 t ぁつたが 屍體 解剖の 結果む 殺 V 一み をした 0 

I • . : - ■ :: 、 •• ：.； ‘ 

を 京 特電-日を：：： ==：：： 自お L たが まを 化 佐み が 巧 ぉ 巧は 御殿 煤驛 からた ぐ ひご 6 で 甘 八 B 午前 零 
時を ± 崖 ホテ^-した fh 贈ぃた もので、 兩 S 年 前を ずを 失つ たの ホの 氏は 外の 見を 眼 も 痛は しい 
程の 嘴き もで 4 つたが、 常 辟の 骗稅 窝講を 始め V - L て ゼネダ ァのお 巧食議 幾と 析 しいを 務もぁ > 
展近ホ常な神お衰おじおつ て居たこどは事實でれる、 巧广白お巧取調べ わと ころド依れげ巧は 一 
昨年 ゼネゲ ァ會潑 か - b 歸朝 しわ 際 本槪駒 込の ま辭寺 じ下戒 をぇ でも 巧け 黃 おも おじ 巧 ホよ つて 居 
たこ ごが 巧が し i .-、 尙け 故ん の 遣 言 じがり を まの 葬儀け 儀まない ことじな つむ。 

東 ま 特電 十-巧 化 B お = 酱視廳 では 佐み 剌を 使の 自殺 說じ 疑は しい 點が ぁると いふので 江 ロ 
常桌 誤を け敏 おじ 刑事 數をど おじ 當七摇 ボブ^へ 今锅急 巧した、 而 かし 神を 川蠻察 部では 自殺 說 
を ま 張して 居る。 

まを 特電 〔合同】 十-巧 か日發 U 都下 一が 新聞紙の 報道に おれげ 佐 好 利を 使の 自殺は 匿名の 
ぶる 人妻 こ瞄炼 しを の ホから 脅かされむ 爲 めに 遂に 悲觀 した 1 この 擧广 及んだ ど 報じ、) 彼じ自 
おおが 指が さわて 居る じ も 挪らホ 一部には 巧が 巧を か じ 殺害され たど 巧 じられ て 居る、 警察 當馬 

-れ等 S 奇怪た， おがは 閒 捨てなら 中 どて 目 F 自殺に 用 ひた ど覺 しい ピット 八の 所を まを 調査 中 


も-一 


録の 前哨 戰は 

民政 黨が頗 ろ 優勢 

躲 五十と 蕃曾パ おの 巧 諭 も發ー 控室 二八 じ缉し 民政 黨 はわ ゴか 
がさり、 段を a 漸 <01 叙 勘を 迎 I じ 一と ニ 過ぎない が 態 f あるか 


であろ か、 をのみ 邊 の 人々 は 故ん がを 妻を 失つ ゎ 悲嘆 ど、 的を h の 蕾 要な 巧務 r - が 痛の 餘ち稀 度 
の 神 お 衰躬に 階つ レ ものである と稱 して 居を。 — 

今年な 巧に 新 議會を 解散 か 

a 一部の 回避 運動に 對 •して 宵 力 ごなる ' n ‘ 

ま 京を 電 二日 豬 === 政 時 一 殺を を 吿げる V , 品 ハに 一部 じは 議會 解散 囘避澤 動け かな b ち 力で ある 
す 化， お 一 はが. 巧に 解散ず るが 棋巧 である ごの 藻 諭が 政 晒 部み r 簿 頭して 居を、 而 t て 總擢擧 
'の ぉ 巧 戦 じる 府縣會 補 缺選擧 だ 化 ヶが化 じ 終了 f 政ぶ 爵ニ 名、 民が 黨が とを、 中な 一名の 當 選を 
見た が 白ぶ 選 前は 波ぶ 曾 十八 お、 お政黨 六を、 中开 でを で 民政 黨の 大勝 巧で ある。 ■ 

まわは 結 化に 對 する 彈壓的 態度 
.は 極力 これを 遊け'._- 

各集會 にがる. 触 說の如 
きも 政府 攻擊 のた め餘ら じ虛構 
じ 互つ た h .、 或 ひは 温が 安寧を 
秦さ r る 限ら できるだけ をの 旨 
をを 認容し、 徒らに 中止 解散 禁 
化 等は やらない 方針に U つて 密 
をむ-邸 も 言論の 藤 追が 最も 人 
氣を失 ふ 所ので をる として ゐる 
これを 政策 的 じ 見れば を 解禁の 
斷 巧までは 澈底 のじ おを 緊縮、 
お 費の 節約を 必要 ごする が、 が 
し 解禁 後に なれば 穫極 的に 產業 
振 巧 策を も 大いにを 慮すべき 王 J 
をを 國 的に 誘 解 宣傳じ 巧め、 か 
つ 巧 年 おの 豫算總 額を 十五 億圓 
臺じ 化め、 現 內閣の 緊縮 政策の 
徹底 振 b を 示さん ご し、 義務 敎 
肯豐 はみ 年のを 約で ある どして 
でぅ しても 请 現せん ご お 力して 
ゐる 殊に 

國際 貸借 等の H 審議 會 

の 成案を 急ぎ、 をの 答申を 待つ 
て 關稅を 策の 根本的ぶ て 直しを 
なすべ （新 關稅 率な F 案を ホ畿 
會に 提出 せんごし、 失業 救濟事 
業 法案を 初め 目下 審議 中の 船員 
が 隙を 案、 小作 法案、 勞衝 紐を 
案 等 も ホ議會 まで じ 巧に をせ 0 
て 失 唆した 人氣の 挽回 じ 苦必し 
てゐ るた ぐ 政府の 最も 恐れる の 
は 欧友會 が乂養 氏の 新 總裁じ 戴 
き、 新政 策を を 表 L て 大いに 新 
- ホを 加 へんどして ゐる ミで ある 
が、 これに 到して は をれ 0 -對 
策を 諸 じ 巧媒ど 其に 人氣巧 なの 
氣運糜 が じ 努めて ゐ る。 


ふるに まつた、 觀野 兩妓黨 はこ 
こじ 炭 勺 て 化ち 遊説の ホ 蓋を 切 
り 驳雜ほ 策に をれ-^ 腐 也して 
& る お、 め府 じがても ホ 議會は 
敢然 解散を 斷れ し、 

信を 幽民じ 間ん 巧 意を 
Ci * しを 算の 編が をは じめ、 を 解 
禁 をの 脏 のな 巧實 巧に 當 つても 
を..、 總選 擧じ備 へる ものなら ざ 
るけ。 < 、また 政ぶ 會じ 化ても 
ホを 氏の 總 戴が 化を 機 ごし セ乂 
巧 K わなら 餅 政策を 天下に 發表 
して 現み 隅の 政 第 ホ かと わむ ゥ 
を ふべき なを 示し 今年の 政を 季 
節は 南な 黨み 袖方大 貧から 端を 
あだん ごして なる、 がるに 政ぶ 
をは 人な 拽 がの 一巧 ごして ホ歲 
會の當 初 じ大選 擧晚制 案を 提お 
して 投 巧の お毋 をく おき 0 て 解 
散 阿 避 — s ' 擧に出 でん どず をら し 
いごの 說を すす ものみら、 この 
山-: 對 してを 一 お 室の 一波 並に 
.政 おお 媒內 しら 化當赞 巧を が あ 
るから ま 外 解 故な しじ 終りは を 
^ ぬか ど跑 へる 巧 も あるが、 なお 
の 巧 患は がるが た （、 

解散 3 避の 速 勘帮じ 

あおしても 斷 然ホ議 禽化會 明け 
'の 第 1 H じ 解散すべく 賓 々その 
J 準備 じご も か i てゐる ごい ふ、 

I 即七 政巧侧 のぶ 向 ごして は 現 巧 
i のをが か 野は 政ぶ ニ 四 0、 第一 


ら 、組閣 當時聲 明した 十 火 政綱 
を賓 現ずる じは、 か、 を お 態の 
で じがて 到を 議會を 切 b がける 
I は 不可能で あら、 かつ 輿論 Q 
一般ら 解散を 支持す るの 傾向に 
あるから、 ごの 磯を 逸せ や 民意 
じ 問 ふを 最も 立憲 的なら となし 
旣じ 安達 巧 相、 江 木 段 姐、 富 旧 
幹事 畏等 じがて 廚縣别 の 選擧對 
策を 考究し、 早く も 候補者の 選 
定 じど b かょを、 尚 ほ また 

地方 警察 Q を 腦をも ほ 

ごん どを 部更 をせ しめ、 馨察官 
じ おしては 普選 法 疑義 解 釋のバ 
ン フレットまで 酷 付して ゐるご 
いふから、 あらゆる 方を •し 於て 
解散 回避 策を 講ずる もの わ もど 
も、 摄を 政府は 一路 ホ 議會の 解 
散に 邁進す るら の £ もられて ゐ 
る、 を 府は適 般の减 俸 巧 題で、 
俸給 ホ 活者じ 極めて 愚ぃ 印象を 
なから しめ、 をの 撤回に よつ て 
農が々 面に 反政府 氛 みを 强か 
らしめ だ 威が をる ので、 これが 
ため 總選擧 に 反響 わるべき を 非 
常に 恐れ、 阳等 かの 巧 法 じよつ 
て 人氣を 挽！： を 策す ベ < 大いに 
焰必 して ゐ るが 今回 勞農黨 の 結 
務じ 街して しばらく 監視 ま義を 
VJ ら寬 がの 態 巧を 示した のら 查 
く】 部 階級 じがる 惡即 をを 除か 
ん ごした 巧ピ 見ら いる 節 も ある 
また 言論の 自 おを 曾を し、 集會 
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診療 

午 お 十 時ょ も 十二 
時、 午を 六 時ょ b 
八 時、 日曜は 前 お 
願 上 お 

ドク ト八 

山 ロニ 一之助 


sli な 基 

自 午前 义時 H 十一 一時 
自 午後！ 時り ぶ 時 

乂赌牛 ¥,1 時 山み 時 

はへ ネシヤ 1 フア 
ン テ^ン ョン クタ ニ 

ブクじ 33 勸 


診察 時間 

午 あ 凡 時] 十 時 
午後み 時 1 八 時 

。ホ 栗 幹 ごー 

紐 育 あブブ 7! 病院 
# 五 巧 病院 巧み 
武 南々 ン バラン ド 
梢院 巧を 


珍 察 

午前 十 時— 一 持 
午後 四時 i 八 時 
H 曜 午前 ト 時— あ 午 
急性 慢性 男女 疾 を、 巧 
巧 病、 化 液檢査 
タ 夺の經 験を 有し 日本 
人 じは 特に 親切に 治療 
す 

健康 夢 節 こ 巧 

ドク トグ 

メイ ど少 


• I 醜 
11 
A "sf 

打 T 

a 

ti も 
如卽 

乱 I 
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を會 
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義巧說 な (日) 八 持 
日 お单校 ( H ) ニ時ぞ 
家庭 お 曾 (水) 八 時 

I 罪 至 八 時 

婦人 會 
津 巧る 


鼓 巧 


畜 宿を、 摘を 食を 
な 業 巧 巧、 をの 化 
人事の 巧な 巧 じ 度 
じまず® 


JO 巧 10 五一 1 OOC 否 _ MP 

1ゴ また 呈 || st.f ブ rk 
TsI. 宝 wside 3 岂 4 ジ置 5 皇芭 
み タ ^ 午晓九 保！ 午後-巧 

H お 午 的 九 時！ 午を 四時 . 
ドク. ト 小 栗乘ま 


診察 時間 
午き 時化 二が 
午後と 時 n 八 持 
愛な 醫を ± 

巖本捷 一 

古み 化 巧乂學 度び 
ホダ ラン 病院 勸を 
目 おは 巧 約 頭上 巧 


診察 

午後 S 時 ょら 六 時 
日曜は 前約 巧 願 俊 

ドク トグ 

鳥 見豊參 


一 巧 巧は ち餐 誠意 迅速 ま義の 
一 をに 御 ±產 物 一 ま卸賣 値段 
S で お 賣 致します 多み じ 巧は 
さ らゃ 御用を 卿が 下さい 主せ 
1 ◎歐 ホを 權時 訝。 置 時計 一 ホ 
◎寶石 賢を 逸。 あ 製 器具 一 を 
; ◎を 極 萬 ザ 拳。 金銀 製汾筆 
; ◎蓄音器。 ン a 1 ド 見本 陳剧 
一 ◎寫眞 器。 タイプ ラ 1 タ！ 
◎が 切符。 が 念 寫巧帖 繪端塞 


檢眼 おじ 踞 鏡爾赞 


をき ホ 齒滿ん 
目 本人への ち 
語お授 じは ネ 
年の 經驗 f 有 
す 。 i iv K * 

ンと 十五 脚 

每 易 九衍ょ 

b 巧 化 時 尾 巧 
時 じて ちをー； 
U 赌 日は 一時 
よ-*' 四時 も 
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麗 揉證蔡 

マツす 1 ジ 、豁^が、 醫 

巧を 的 連 働、 款灌注 
水 お、 電氣嚴 なで ホ 
線 度電氣 治療を 化 
が 育 辦を鼓 \ 

フ イジ ホン ラビぶ ト 

西が 幸 第 

H 曜外每 H 午み 部 九 
時す 午を 八 時# I 
お 話 前約 願 上 柏 一 
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I tja.- - 巧 - 

保驗一 


ご 一木を 吉_ 

誦靴礙 巧 
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之の W YORK 01HY __ 
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巧 话靑年 理想の 成 か 

目 本人 靑年會 

; 88 さ坦 . ジ|.立ミ| 一 24 A • 

尋れ 人' 

(靑 な縣) 巧お豊 一二郎 (熊 本 
お) 西 木义藏 (廣 島縣) を旧德 
一郎 (を 庫縣 } 藤本 嘉八 ニ瞄 
岡縣) 米倉が ( np ン ビア 人 學 
出身) 富が 周太郞 (愛媛 縣) 池 
田 通 S 郎 (熊よ 縣) 化 本 ザ-が 
が 藤 慕 平 (福 岡 縣ぶロ 旧ぶ ホ郞 
牛 島 直 親 

右のを じ 通知 致 度き 儀有么 
候 間 本人を くは な 入ょ b 巧 
住所 巧 通知 願と お 

紐 育 帝國撼 領事館 
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成 巧の 秘款 

乂困ま 英語を 話す 事 
は 巧 巧の 第一義です 
本校には 自 本人 數巧 
じ 惟れ た存巧 婦人 か 
師ぁ 6 避 切 じ食證 ホ 
信 文 社 巧 爵をあ 巧し 
ょす。 H 银週 H 共 じ 
午前 九 時よ b 午を 十 
時まで 開校し 一 レツ 
スンと 十五 恤づ i 
今日 盾 七 じ ホみ あれ 
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觀寸 む 3, 巧 十一 時 

シヤ ジブ •タン シ 

ング 部籍學 俊卒襄 

h おタ マ 


稅關 事務 

東洋を 化幷 じを 化 巧 
の媒 おん ホ 法 じ 錫す 
する 一切の 御 謀闕じ 
應じ構 道歲船 貨物 逐 
貸ぶ お i 帆表稅 麗手續 
藝等 進呈す。 霞耍都 
がに 巧理 巧を なし 誠 
資 おぶ 潰 巧 命じ 應や 

煤 驗か扱 


取調べ は 深刻に 進み 巧大 
阪± 化 等は 黃 巧を/一して 表面 麗 
巧、 岡兩 重役が あじつ て 居る^ 
巧大阪 ± 地會 社の 定欽 3 外の 日 
魯漁 お；：* で じ 手を 下せば を こじ 
背 巧 罪は 新し < 間 越 じされ、 島 
氏 自身 じついても 一の. 疑惑を 殘 
す こご、 なち、 巧 じ日魯 漁業 棵 
憎 釣 上げ 閒題 じから まる 聞會社 
前 まな ご 株 取引 ま； ^ を 川 豐を氏 
の 示談 も不顯 ごな b 、 巧を 地方 
捻 事 巧で も 問題 じして お 西 化 ゆ 
應 して 取調べて 居を 事件 だけに 
成 巧き はを すされ て 居る、 尙ほ 
島 氏を 

巧 喚して 說 明を 求める 時 

機には ずで J 到達して ゐ たので 
をる が 何を 氏は 觸两 のが 界の宜 
頭で あるた の 召喚自 ホで もが 界 
じ 影響す る^で' 檢事 尚では あ 
くまで 愼重で 態度を 持し、 お前 
取調べた 阪^ バス、 が 大販主 地 
阪神 電鐵 、抑 阪神 十； 地、 阪神 階 
巧 阪± 地、 ヒ おかお、 天を 取引 
一二 同 巧 ま、： 修德社 等 あらゆる 關 
孫 じつき 調 富を 一通 h 整理して 
ゐた S が遂 li 氏の 起訴 ごな つれ 
ホ窠 である 


景氣^^直>し會議 

髮じ 71ゥヮー大統領がを業| 
家を の 化の す 力 巧を 集めて な靈 
立を しの 會 pi を 催した る じ 相み 
ぎ大化 顔の 巧 意を 受けて を义蹄 
業貧議巧で^^巧：！2ょら首府じめ 
て 約 ニな ホす 余人のを ホ 而ちカ 
家を 巧 集し 禪 々協 幾す る 所 ある 
ベ/、 大統領 ブ* ゲァ— 氏^ 當日 _ 
は會 講じ ホ 席 經濟界 の 現 况じ就 I 
て 重要 じが をが みるであろぅ I 

神 戶を糸 新綠査 

渝おま 余^ 格 巧が 擒杳 法は 十 
巧 始め ょら - ijg 濱 生糸 格杳巧 にお 
いて 實施 さか. じが、 神 戶檢查 所 
では 當 業者 jl 同.； を遵 にょ h 試 
驗的 じこれ.^ 膏 施すべく 技師を 
橫濱じ 派 遺 t て 新檢杳 法の 內を 
及び 成績を^ 谋 しつ、 あつ た- 
この ほど 成 - k を 得、 農が 當 15 を； 
び 橫澄檢 杏顶じ 巧を せの ため 上 
巧 中で あつた 岡 巧 據杳お 長化理 
もと H 歸神吨 たが、' ほ >當お の 
み諾を 得た^ やぅで、 つぎの 神 
ロ 市 留じ提 して 十二月 一口 L 
b 實 施ず る • G ほ檢杳 規則は を 
く橫淺 V 同じ （經费 は ほ r 一方 
圓 の 濛 定で をる ご。 


十一 库 中の 賓易 

東京 特電 I 二日 發 n 十 j 月 中の 
輸 おは 一 慮 千 0 六十 一巧 圓 
輸入は 一原^ モ六巧 四 巧' 一千 圓 
差 引 おおい ニ 千 四な 五十六々 化 
千圓 じして-) のをで 巧 パばず 年 


巧 のん 超 .a し I 

じ 化る であ 


六す お 六な 方 W お 度 I 


蘇り 

み ホ M 

ん舶い 
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お 艦 巧 巧 巧 
船具を 巧 お 
か洋 をが 貨販 S 
叛 出入 段 關モ續 
諸 荷物 運が な圾 


遠 藤 ホ 刃商會 
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が 育生 命が 隐會お 化禪ん 
其 化 病 傷が 險を掏 ’ 

西 巧 一二 十八 下目 五 11110 韦番 

化 島 ホ 
電話. ェ チコ 么一函 九 六 




sue 蓋マ i « 


铺 H 本樓 苗木 大小を 種 

純 日本 苗木 大小を 种 一二 ガ本 持を せ朽么 候間猶 入用の 方な 至 
急 御を か被ト 度お敎 會あ學 校、 を刚体 等に 脊附の 申 法 じ 勘し 
ては 错 一| 御 相談に 應 やべ く お H 中 込み 第を 僧 表 進呈 = 

を 輸ん U 本を 魚卸寶 

n 日ン でヤ溫 おお 祉 社を 野 地 巧 敬白 
附戚純 ロ 本式 お阅 並し 噢あ店 さ/ \ ら 園 敬な 
CQUI 夏吉呈 E 呈 Housm 岂 .， M . 吉 JI , ミミ 巧， 

だ呈 Jlmi 芭 r まこ eaitle , W さ h . 


電氣 、器械 工具 裳 巧 
運動具* 玩具* 賢を 屬 
時 お、 寫あ器 及 現像 

松 本 パ ； U 

类 瓣エ藝 品、 レ •ティ 

オ 、ゴ户 フク ラブ、 
ダン 日 ップボ 1 が、 
モ—タ ー 修理 


H 本* ま 那寶丕 製 美 
術が、 婦人 用を 綺其 
他 装飾品 

岡 島 5; 引 お 

を 等 美絕品 あ键、 
を歸 品、 スト リンダ 
日ぶ •服 裁錢 


蠻ホ洋 離 店 
丸 由 洋服 商會 


西 四十 六 T 目 六十と を 
電話 プライア ントと 0 と 丸 


を 五十 illT 目 

M 二三 一 

か 藤 
洋髓巧 

f % ニ 置 化 


洋服 調進 

クリ — ニン グ 、ダィ 

ィング、 修媛 等！ が 

ミカド 洋服 巧 

化 本が 
を 轟 ライン ランダ.^ 
六 八 H 0 


金 輸解蔡 後は 
我々 にどぅ 響く か 

日 冰の輸 人品は をくなる じ 反し 
日本からの 輸入品は 高 < なる 

巧' 京特巧 二日 摄リ —ぃ 化上激 もは 關西ど 山陰 旅 巧を あ 6 歸京談 
じ 曰て r 解蔡閒 題お定 をの 園が 费も励 搖せホ 株を 市 巧 も 巧 付い 
た、 一時は ホ々 弱を の 掛柬爲 がら 获を 通らび つた b 合つ て 巧た 
生糸 S お出 も豫想 口上の 巧 緩で 十一月 ド 巧は 中旬な 上の 檢出お 
I 逆で がな 1/、 巧つ た、 十二ち じは 幾 か 入超に じらぅ が、 殖は化 
< の 貿易 入 おも 一な 脚を 越えて ニ惚圓 B 內 じな ひ 止め 得れ じ 貿易 
I 外を 取 超過額 一思 五 モ巧阳 どして 差 引 本を の 拐 際 収まは ごん ど 
:んの 巧で ある」 云 々0 

東京 特を I 曰 巧 UN 『を 解 我を 日 お 自身が 巧を 調節を 巧 ふな 
一 らば击を巧巧へ年利ニ々の化利資を挪盛を中止せょ.1| ご特權測 
一を が 諸 翰され て おも、 を翩 諷杳會 の護菌 どなら わ どう 


i 巧 を 給 解禁 期を 表 ご お前 
'後して 川爲 をの 動きは 非常に 强 
;< な b 先週 平均 四十 八 弗 八十 
と 化、 十一月 十五 U じは 今年 巧 
一 じがる 

最鳥 値罕八 ホを 四 他 

を 化 故 王 ハ 巧 二十 六 U るの 十 己 
弗 四十 仙に 比較 ずれ ぼ 雲 巧の 差 
である、 がらに この 爲替み 動き 
お U 本の 內化 ぶび ァメリヵ じが 
なする 巧々 じで’.， 懲 いて ホる か 
ごい ふじ 今：： 一の 化 煤は 去る お 巧 
かる 筒 巧 踏 崩壊 當 時の 四十 一二 ド 
ル ニみ み 一 じ 比べて 正に 五 ドが 
裔 、割合にして 約 一 剧ニホ r - あ 
たるから 輸入品 殊にが 來巧製 お 
の ご どきは 現を に 一 制 ニを 安で 
なりれば ならの わけで ゐる 、洋 
笛を 巧 則 じ 扱つ •居る 化 善書 巧 
なで、 このごろ':’ 巧 荷 蒋每じ 化 
ホのを 他を、 かつ 瞄 から 萬き な 
めて 巧 かね だ。 ら ぬので、 ごて 
. も 化し L 、 ヵッ セ A み獨英 チ 
エン バーの 巧 か ‘ 辭典。 で この間 
まで 巧圆 だつ たもの が、 け ふけ 
一二 叫と 十' 五 他に なめられて 巧る 

その外 一般の 舶巧 日用 お 
は、 例の 図を 獎喊が 巧 屑 
き、 义槪け かおで 閒‘ をけ せる 
ので 能を ぶメッ キリ ご 威 b * を 
巧 品では 化 あ、 n コァ 、 n — ヒ 
— 、 が洒 ( まごして リキ ユ！ 朱 ) 

で 卸値で け 八み ^- り】 剧 おを 
_</ っいまで はずつ た、 しかし こ 
の 的 ドげ け卸侦 だけで、 小 質が 
iu け ょだ - 向 現 ‘U れて 码ぃ ょい、 

; み じ 季節 物の 毛糸、 羅 が、 巧を 
- メリャ フ ■ 等は 例の 毁縮 風に た！ 
- ら C る； A 、 安い か 巧な じがぅ 
: れ化 段ら V でに 八 巧 ごろから、 
如豈お 並みに 倒から ニが 安で 
ホる、 ト ぐし 羅紗 や 皮をは 巧 巧 
^ • か $ ( なつ じん-^'、 巧 際 ル 搜お 
I たる 洋服 や 靴ん ドら ねの，」 エ巧 
I. の 高いた めだ ごい はれて おる、 

一 かこれ 巧 商 おも 年の 堪ど 

~ 正ち を りかへ てゐ るみで 
I - これからは ご I ミし ドる も ご 
みらぃて おる、 舶 々の 化が おや 

I, 裝 みみが . ぃ 今日 -" 、 -U 殆んで 一部 
i - の资 巧'': •人々 の 南 要 じ 限られて 
I ゐ るが、-' のん の 的 段は 檢乂問 
I' 这 が閒ツ 協を で 化 ドげ をを ひご 
' めて はむ る ^ の；、 これ もを 晚 
i U をく い * る こ妃ら むて ゐ る、 尤 
- らお 辑柏琪 の K 滕ご •个な 氣を诗 
j 越して ゐる 輸入が 侧 では 思惑を 
排 して、 い'. ィれも 化 人れ を手楼 


へて おたから 從 つて 梁が 舶 ホロ 阳 i 
は 寧ろ 品薄 どい ふが！ ^ だ，」 いふ 
がらぶ アメリヵ じ化留 する 巧々 一 
じ掛 ずる 影嚮 はでう 4- あるか ど 
云 ふに 唐 お 影蠻は 無い けれどら 
小波々 は をれ 打、 第一に 擧 ぐべ 
きは = 本からの 雜入 t みる、 巧 
替化 おの 上 お 即も山 おが 高く ；：* 
つたので、 な ホ； ^ らな (今でも 
旣 じを うだが) 日本で 白 圓の品 
物を 賈 ふ-し - 

が へげ 四十 一二 苑支拂 へば 
ょかつた のを、 今ち は闽 十九 巧 
も 出さなければ；： >ら かご 云つ た 
やうな 鹽 梅で、 檢入 はでう して 
らぞ少 の 小便を 威や扩 、一方 义 
解禁 ど 共に ロ 本では 物 巧が 下落 
する が ド 落 ご 云つ て 一ら ガタを も' 
で 無く 幾 働 方、 幾み 方の 順 落ょり 
で ホる から、 をく 出 入られても 
圓 島で 棒 おしされ て 結が 日本の 
物掛ト をは ホをまで ぶばない 結 
おじ わ も いるもの ご 觀られ る、 
第三 じ擧 ぐべき け固胞 のな 阐預 
をで ホる、 圓 惜が窗 くなる ごで 
うしても な 固への 預金を 澀らこ 
どは 豫 期さるべき こ ミで、 同胞 
の 化を 流出が 止まる わけ だから 
み融 がに ぞ少の 

潤 ひを ぉへ る もの ど觀ら 
れ る、 がし 义他ム じは 斯んな 現 
象ら わる、 今まで H 本のを 離界 
は大錢 ダブつ いてを S ： け 下つ て 
ゐ たがを 解禁 と共にを 利は 上る 
もの ご豫想 さいて むる 殊に 米网 
のを 利け ダン ダン 下がつ て 巧 （ 
やうで ある、 凹 も 米 鼠 念 かり 下 
つて H 本のを 利が とる の だから 
關胞 中で 預 をを H 本の 力へ あら 
向ける ものが 無い ごも 保し 難い 
ど 云， 一 こごで ある、 尚は 掛宋爲 
钱相 おはを 解お當 かけ ホ 傾.-: 四 
十 化 弗 六 ニ 五一に 速すべき こご 
周知 S かくで' 聞 隙 贷借關 係、 
貿あ脚 係-上 解 筋の スぺ キュン 
1 ショ ン關係 其の 化で 今後 微變 
動は あるか も 知れない が 大變動 
はを る まじ ご 觀られ るので ある 
が、 差當 6 我々 じを 喪。 

食料品 巧 どい ふ 日本から 
の 輸入な は化づ 々マ わ 商 る 
であろうし、； 般 じを お 撰の 是 
越储人 ^ しておる！ ^^ あろうが、 
巧 術な や 陶器 頓 もの 化は 味る ベ 
きア リカ 歲 なでの 關稅 引上げ 
の 思惑 等もモ 傅： • て 一 化の が h 
ばを 見る に 幸 ' るて - あらう。 


本が 度國際 

收支 勘定 

が 項 特電の か' 井と 藏 化は 本 
年 巧の 巧圓 々巧收 ま 勘を は化づ 
ごん^^^^^ 位の 巧 度と 

樂觀 的。 覺を 化ぃて 居 

るが 十一 巧と 旬まで た成賴 じよ 
ら 、本年 中の 固 際 貸惜の 實繪を 
見れば 撰を にがつて は 受化搭 過 
少く ども 化 支 どん'--^ は 大丈夫 
とい ふ是當 がつ いた、 すじは も 
十一 巧 上み までの 入超 累計は な 
報の かく 僖 かにと モ ちな 巧圆 ど. 
なつて 居る、 前年 同期 じ 化し 實 
じ 一億 一二 村 巧圓 、前々 ザ 同期 じ 
比し 化 千 ニ 巧. 九圆 のを 入超 数が 
であるが、 ホ 威 株式 暴落の 結を 
■か 今；：^ ほ生糸を の 他 の講買カ减 
退に 現 はれざる 事實 よら、 十一- 
月 中は 勿論 出超なる ベく、 纔額 
はお 棉買付 遅延な どの 振を ごを 
して お超额 は化づ S 千 五な 方圆 
どを られ ちか、 おら じ 十二 巧 じ 
入れば 大体 生糸 輸 をは 幾み 

减 退ず る I モ 棉花 輸入は 
タみ增 加は をれ ないどしても、 
同 H 中と しては 輸お乂 とん----- 
ぐら ひじ 巧 （ベく、 結 扇 本年 中' 
の 巧 地 入超 高は お 千 ニな 方圓を 
じを つくもの ご 見られる 、しか- 
し てが 內 の朗鮮 、臺灣 の 入超 じ 
約 一 底 W であるから、 W 上の 入 
超を 計 一億 五 千 こ 巧で 画は 貧 あ 
かの 受か 超過額】 億 五 千々 圓ご 
差 引して 本年 中め 强 隙な 惜 d 牧 
ちごん*- どなるべく '吏ら じ 
現が の钱 おを 裏切つ て 十一月の 
岀 超が 前記 S モ 置 巧で 阳を 超過 
する やぅな こ i が あれば、 をり 
だけを 取 超過 どな 6、 勒外 貿易 
は大 ぶと 年戰 時が 巧 時化の ぃは 
ゆら 黃を 時化な ホは じ 《 て 見る 
巧 調を 呈 する 譯 である。 

歸德藏 な 喚 

疑獄 財界へ 飛火 

祭 一面 特電 巧 報の か （願 西が 
; 界の 惑星 島 徳藏氏 も 愈々 上 お 取 
引 所 事が からを 訴を 見る じ まつ 
たが、 同氏に 鹏 する 爭 件は 非常 
にこみ 人つ て 居る がず である、 
哪も巧 氏 わ-めぐる 關巧會 社の 取 
飄 ベは = 魯 漁業に 進み 宇 旧 貫- 
郞氏 ぉよび 元 阪神 謀 躁速叛 課を 
現 摩耶グ ー ブ * 專な 取締役 上野 
直吉 氏を 大阪邮 々檢事 扇 じじ 召 
喚-を モ •四を、 年 島 檢事等 お 
_ をれ- 手 かして 化 調べて 居る 
字阳 貫一邮 氏は 岛 民に わら 

名義人 ご つ て 网 の 露閣 
漁莱區 をを 化した 問題 のんで 日 
魯漁棠 は 神 戶の乾 親お衛 巧の 蚕 
頭 西 川 ホ まを 等から 新大阪 ± 地 
の 株 巧ず を擔巧 ど！ て 競を をな 
四巧圓 をが 出して 新窝社 H 魯を 
裴 巧を 紐 織して 日魯漁 おの 競を 
奪が じ當 つわもので、 をの 間の 
事棉 など ト嚴 おにな 調べて 居る 
らしい、 すでに 梅 事 巧では この 
お •'しつき、 かねて 宇 旧 氏 ミ 典に 
策動した 中 山 說太邮 氏を 収 調べ 
て 0 いで 西 川 ホを 巧 やを のを 頭 
お旧英 一巧 等 じついて を 細 ぉる 
规係 。ども 明らか じされて おる 
だけ じ 
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了 タリ 力 人ん 降誕 祭 一 ミ _ 

贈物 i 實用 向备」 に 

子供： J げ服巧 子には ネ クタ 井 類 


おもの わ 巧に 現れる クリス マ 
ス •ビ 八は な 巧 類ト- あつて， 先 

'づず 巧して ク ，スマス •フレ セ 

ントの 化かの 一 ごい ふも^は 
寶お 簡の懷 ザを 肥やす こ 
ど V なつて 居る、 をの 重。 ろ も 
のは 時計-巧 食な がを の 化で A 
一一る が、 品物が お 物 だけに 贈答な 
一 ごして は 鼓も赞 巧で わ b 且つ 离 
:惯 なる ので ある、 而 かし ク ブス 
一 マス 季節 じを も繁 がを 廊め るの 
I は 10^ 巧。、 な •し當 化の メ ー シ 

- . — や ブナ メ！ 力* ~~ では クブ スマ 

I ス巧則 や、 子供の 蓄ぶ おも tj や 
の 園が お 巧て、 早くら クリス マ 
* 氣サが 充溢 L て 唐る、 尤も 円 
貨 店は 巧く 繁忙す る もの：、 こ 
の 勘 間にが ける おの 收乂 ごい ふ 
ものは 一年の 賛 J げに對 しての 
ん みに 遇ぎ ない ので あるが、 を 


物が おし^ 挪 けもゥ でぅ かか 第 

一 疑 脚で わるし、 贊子も 巧 さね 
じリら ず、 裝施 や電输 もを 副 じ 
使用して 經 度が かさむ のじ おし 
賣 るな 物の 化 段を 巧— げるこ ■こ 
U 蘭 買 競ず 八视係 上. 判 巧 お ホな 
いごい ふので もん、 さて このが 
じでん。 ものが 嚴も クリスマス 
じボピ ユラ のが賣 れ るか 
どい ふじ、。 んご云 つても ネク 
タキ、 バン 力 チ — フ 、リ ホンに 

子供服 が 横綱 格を 占めて 
居る、 殊に 子 職 のげ 服になる ご 
流 おじ 3 1 0 ブバの 感化 力が 强 
く、 兩親 どし では クリスマスい 


顯 著な 現象は 糸 物— 行 

かを 激 ずる こごで あつて、 これ 
は 夫 や 戀人じ おすを ネク タキ、 
户ンカ チー フ 、雜 下等 力い 力 じ 
流 巧の 贈答 おであるかを 物語る 
もので わらが、 面白い のは この 
柿の 糸 ものが 特殊な 專 問め a 店 
舖ょ b も', り貨 巧での 賓 巧が ぶい 
>* ごで もる、 巧ら に ドラ ブグホ 
面の ビ^ もは でぅ であるか ごい 
ふじを 水、 お 驗類等 どい ふらの 
:^,柴して'运 の巧度に於て十ニ巧 
の賣 巧を 增す かけが がして 居な 
いが、 キャン デー 類の 買 込ん も 
かなら の 割を を 占めて 居る、 ア 
メ け々 で i 年間に 巧 費され る わ 
菓イ 類は 八 僚 弗 じ 達して 居る が 
この 巧の 賣 りけ 先づ 

H か 化 ピ 見れば 一 化帶じ 
创當 て； がの 弗の ホ 巧 こ U る譯 
である、 あまい ものが ホ 子供へ 
の割當 ごすれば、 踏 草 類の ビグ 
を 一人に ホ 巧 マる ご あなた 方が 


かんに 顆 はらで、 を やま 着は 子 
お 達み ためじ I 貝は じければ なら 

ない もので あ 一： る もの^、 な 派な I 噢煙 をで わる ご 否と し關 はらず 
箱 じ 色 ご b ’ s なの 装飾を した 巧 I 二十と 本の シ ダ！ を 賞 ふこと： 

I 服を 典へ る こごな、 特に 子供 じ ~ なる、 このみに クリス マ， の 贈 

れでを - れを平 索出夺 ミを j たて サご •ク 1 .の お 爺 奪 g ごして 書籍を 漫る ことは 

さんの 有難 さを がから しめる の 近年に 至ら 漸 みが 退 マる 化 おか 
である、 を じす ザ 思議な のは、 明白で ある、 蓋し 着物を 贈る ょ 
十二 巧に 限を お-' ■一な 9 靴の 資 巧ら も先づ 十五 他の ク 9 スマス • 
きが 五大 部 巧の ホを 調査に 化る-力 ー ドの 方が ょろしい どされ て 
VJ 巧 ニ 制 五を ド 培して おる 事實 
であつ て、 恐ろ. く 妻から 夫への 
贈物で あらう. こ 想 傑され て 居る 
このが じを L 


クん のがに 割么 ど化づ 

五十 张 ホ 巧 じ。 るで わろ 
ぅご 云 はれて 居る、 しかしな 貨 
堪 側に をはせ る ごこの クリス マ 
スの ラッシュ •バ ！ キングは、 
いかにも 致 氣 好 さ 相な もの、 
實は巧 じごつ て 余 b が 難くない 
ので ある、 どい ふのは 買这 品 


居る 譯 でぁるが、 子供への 繪本 
は游然 ごして 流行し、 をのを 均 
は I 化 帶じ對 して ニ 弗 どい ふこ 
交に なつて 居る。 


'淋 .しい 演唱朽 脚を 終へ て I 

淚の 蝶々 ん歸 一る 


切開手術 見學の H 三 浦 博 ± 逝' 


户 ッィ 沿岸、 山中 部 一 帶の永 
V が增巧 脚の 途 L 、 化 間から 愛 
八 VJ 嘻 ごれ てゐる 伴奏 家 フラン 
ソッチ 氏の 結婚、 と 年 だいて 顧 
け かつた 夫君 S 滿ぉ 太が 巧 ± 
? を ま、 をれ から をれ ヘブン ポ 
W 早い 悲劇を 蛋 ねだ 聲樂を 一二 滞 
艰 夫人は、 击眞 す缀の 涙の 蝶々 
d ん ごな 6、 近頃に G い 大雪が 
伴つ4;^まるニ日の'朝、 グラ ン ド 
てン トラ 於 じたぐ ひと b ぽ つね 
a ごして 歸 つて ホた 

『まは 今度 沿革へ 巧き ます S 
か W 總領事 ゃみて。 ン ドン 時 
代 か' 一' 親しぃ 郵船 含 社み を 役 
ごわる 淸 化さん 蓮から S 浦へ 
で 巧を 茵け 、茜け ご勸 めら れ 
わノ 、妾は 一二 沛が あんな じ 怒 
つてむ るので 最 ぅと 年と いふ 
ものは 向‘ 占から 時ゥ 手紙を 貸 
つ...‘- も、 まは 一 乂も蓄 かな か 
つじ ノ (憩いん ね玄 こおみ は 
自身で 附け 足した) をれ で 巧 
か おらず巧を書く氣 つ て 
柿々 巧が も 知らせ じし、 化卞 
のを 活の狀 態ぃ* ん かも 尋ねた 
よ、 鼓ぅ ニ年經 つた--? まは き 
つご綺 る、 それまで 待つ て 下 
クる；；：*ればをら巧、 待つこど 
が 出 巧ない。 ら自 もじして 下 
ク いご 云つ て やつ トノ』 
r ので 紙は を 時 出帆した 淺閒义 
レ 托した のでを るから、 橫巧若 
; 1 ニ十 一 リでわるから一ニ浦が女 
? 臨終には 閒じ をは U かつむ 譯 
。ある' 了 度を さんが ザンバ ー 
しあつた 、田ぶ ドク ト朱 •• a * 


を。 たも 醫 をが ± の 奥さん だ 
一巧は 切 撕ホ满 でも 是 ていら 
っ しやい' - 一 

ご擲 めら い、 が I さんだ 生れて 始 
めて 肖膽 炎の!^ ろしい 巧 開 手術 


を目擊 しじのは j 


す 巧 十 化 H の- 


どで、 日本が 巧 じ 換算 すれ ピーニ 
浦 搏 ± が 急惜胁 膜 炎で 卒 がご 逝 
いたを の H でスク た、 フランケ 
滾 うんがと 年ぶり 
サ たけ 春が 訪 ふや 
て た 一二 浦 あじは 
漂ろ てゐ る、 をれ 
のれ だ 痛々 しい こ 
みして いづこの 空 
であらぅ り 0 


ツチの 結婚 
の 巧ら で 巧い 
う V 、- 期待 さ 化 
又も 暗い 雲：^ 
じしても 涙 主 


の螺 々さん 追 巧し 一 
を 指して 飛 冬 ' i 
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千 ニ 白 名 
一二 千な 六十 八 巧 


: で 女 一一 宇が 丰 

お 万 四 八な 

をは 第一 固 勢諷査 ぶび 大正 
十四 年！^; 飄 査の缺 おじよ る 
人口 じ 某 j き 計算した もので 陸 
!: 鑑 船ぶ び 刑務所み 
をを も をんだ 總人 


海軍の 

じ ホ b わ j 

U であ， 己。 

本 Siigf! 調杳 3 おおは 别巧 


巧が 四月から 一 齊じ巧 外人の 幅 
別を 巧は や國勢 調査に 從事 すべ 
^ 早く も 用 養 しつ； ある も 、， V 
の 間を 事賓は 左の 如^も のでを 


る 


お 測 駐米 大使 

歡迎 接見 會 

十 曰 午後 八 時半 よら 
屢 報の 如く、 ホる 十 B 午後 巧 
時 ベン 惇車場 着 車 じて ホが する 
駐米 太 使 お 淵 勝 巧 巧、 夫人、 み 
壊、 を息 は ブ ラ ダ ホ テ に 投宿 
十一 11 H 餘 巧の 豫定 でぁるが、 紐 
育 H ぶ 人 會ホ摧 の 歓迎 巧 見會は 
あ々 十：！： {火曜} 午後 八 時半より 
ホ內 西み 十四 T 因 巧 中央を 園 西 

側、 エセカ A •力 八 チ ユアー 協 

會 (倫理 學協會 ) 講堂に がて 開か 
るべ く、 大使-巧は 閒巧 澤田總 
領事 官邸 じがけ る晚 餐巧會 壌に 
赴 < こごぇな つて 居る が當 巧は 
會場 じて 一般 闊胞 ごの レ セプシ 
m ンを第 I ごして 歡 をを 溫 め、 
草 信日會 々長み 礫 よら 厨 夫 A じ 
贈 花の 磯ら ぁ b 嘗信 U 本ん 會々 
長 司會者 ミして おおを 陳 ベ、 商 
部 高嶺 夫人の 獨唱 、出 淵 大巧の 
演說後 新が 澤旧總 領事 も M 場の 
換 がを 述べる プ n グラムが 巧を 
されて 居る が、 出 測 夫人 も あ 席 
する こ VJ お 巧 お 多 數间胞 婦人ら 
誘 ひを せ 巧 謂 バア ソナグ •コン 
タク トの巧 例を 示したい どの こ 
ごで ある S ま 巧た る 石 谷 化會部 
委員長 d 語つ て 居る。 


B 


の おくで* 如 こか、 ァゾジ ホで も 


巧 名、 年齡 、巧 叢、 男女が、 
巿 おか、 巧 人 わ、 家族は 幾人 
かお 育の 程度、 强や聲 のち 無 
巧 身 か 妻帶者 か、 巧 働 人の 巧 
無 


等で 當扇 ホを 方面 じ 向けて 注を 
事 巧を 旣 にお 表した 0 


口論 ホ 果て 


沸 人 殺害 


ジャメ キカのは 師 


クキ I ンズ邵 ジャメ キヵの 巧 
四十 一 Tull な ト六番 じ 化む ゼ！ 

ムス •ホロ， キ トリ 1 ど 呼ぶ 四十 

I ニ歲 S 巧 去る 二日 隣 ホ じち 化 
する、 日本人を 師ゼ！ ムス 足 庭 
(クニ ど 培 P の 上 致死せ しめた 廉 
でが 監 さ^た 

事 かな 曜 U におつ たも 
の、.^ く 同 円 足 尾け ホプ キト 
リーの 一家に 强 きが 素足 犀に 就 
て 惡ロ晋 旨し？ 一 ごを 詰つ た 
h 口論：' をて 兩 A は 遂にを 圖 
しホ ヮ ^1- ト リーはをおを臺所 
の スト， 1 グじ 投げ 附 けて 即巧 
せしめ か 

どい ふじ'^ ^ 5 、 化ん は ゲ—リ — 
酱凑 法廷に て一應 審理の 上 無 巧 
驛 金で 抑 四 一され 巧 過 H 曜 H をな 
てを 巧 じ 地平る こと i G つた。 


事件 迷宮に 


谣畴王 殺し 後始未 

義に バム ク •セント ラ か 旅館 
で 巧を か！! 殺された 赌巧王 》 I 
ゼ ステン 'をが は 愈々 法 境に 入 


化 人嫌^の マクナ マス 側は 殺 
人け 旅館み が 側で 巧 はれた ごま 
張し つ； わる じ 對し撥 事局 細で 
は ホ テグ t - 巧 用ん、 ま會 つじ 薄口 
官 巧び 同 投宿した 婦 /、 客を 証 
人と して 賭博 王が よろめきな：^ 
ら旅 おを^た 事實を 立証す ベ/、 
努力して 音る がをだ 蹤が たる 証 
跡は 現れて ゐ ない。 


を 務^ 主 惟 

攀軍 招待 會 


I 講演 余興が 巧 お 
紐 育 nj 本ん 會を稼 報 ホ 催の が 
留學 ホ^ 待 懇話 會は 一二 回目まで 
進 巧し 亡 ホ じが、 ま 巧 S 十 りは 


旣裙の 姑 

會爱 じみで 



U 本惧樂 部の 階 心を 
學 生らし t 氣焰を 
化き、 新' 节總 領事ら 臨席して 對 
紋 國の感 を披 渥した、 を刻委 
^^ 0 银監督役が閒會の 
巧 木を 務 委員長の 挨 
『學生 諸君 V 一 化 接觸し 
こ 親炙せ るを 喜ぶ」 泛 
巧 媛 領事は な 廚並じ ま 
の 現が じ 言 巧して 在留 
酱を 化が，， 委員 山 崎 雄 
モア じ 富める 英語 演 
畢生 側を 化 表して コ日 
學の中 野 隆太弧 巧簡單 
述べ、 右 じて 第一 まを 
意の おでん、 天 孰 雑う 


員 長の 武 
辞を 陳べ一 
がが あち 
て 其實が 
說き 、澤 
那 、滿洲 
學 生の 發 1 
ニ 氏の ユ 
說ぁ 6、 

ム ビヤ 太 

じ 答辭を 

了 b 、 巧 


レブ シユ 


どん、 ぶー 目壽 司、 水菓子の レフ 


メント じ ま 客げ もく つ 
ろぎ てが 談約 半時、 第二 まは 委 
員 水 各が S 巧司會 し、 ほ 胡 b じ 
は 『四百'^ 測』 じ 始まら、 學生 
側 ょらは 立 花 君の 落語、 中 川 君 
の 民 諮、 品 巧 壊の 獨唱 、ジェ I 
エス •シ； •で ー 劇のを 唱 、川 
巧 大島ニ 巧の 劾 器、 詩が お 他 
鈴 木、 渡 jT 佐 お、 义ホ 諸氏の 
隱酱績 を 飞ま人 側ょ 6 はホ賓 
が 庭 梅 巧^ 學 校々 長の 威 想、 測 
脇 君の 物 k 拟 、高 妊 ドク ト 八の 
体育 修養 論、 化 ま 氏の 謠曲巧 お 
巧 川 氏の T 學ホ時 巧 回顧』 を函 


ホが 氏の 單歌 。ど ホ も、 最後 じ 
巧 川雪洲 若め 『劇を 通じ X おた 
る 人を』 の 趣 ホ ぁる 講演が ぁつ 
て 曾を 閉ぢ じのは 夜半、 會 衆* 
十 余 名を 歓を盡 し t 歸途じ 就い 

こ 0 


一二を の 技師 

死體 浮上る 


ずク ザンフ トンで 

k 特 if 鮮龍 

映議 のよ 人を を 歓迎す るのは 中 
華 民 國の砸 である ご跃議 する じ 
まつた t め 

ダグ 夫妻は 上が 滞が 四 B の豫 


造船 會お 技師み 谷 信 一には ィ 

ゲ リスの 港口 サゥ ザンブ トン 
附近 f 化體 つて 浮流 中を 
獲 見され たが、 客 巧の 原因は 
疑は しい ご 

ロンドン 特電 二日 發 〔ニ ユ n - 
I クタな ムス 紙〕 U サゥ サン フ 
トン 附 あの テスト 河に 巧體 とわ 
つて 淳上 つた H 本人 おを 信 一巧 
の 死因は 氏 ご 同船した 國竊 的む 
惡漢團 の 所業ら しく 森屋 氏は W 
巧の ニ H 前 じ 0 ン ドン 銀け わら 
現を ニ 千 弗を 引 おした こ とがが 
巧した ので 譬察 測では 化 殺ピ腕 
んで 居る。 _ ' 

因に 右 特電 S ふ i 谷讓は 特電 上ち 日發 
歐 ぶの 造船 巧 視餐の ためお 張を 
命せられ 先般 赏地 じぁを、 約 ニ 
ヶ月滯 がし 先 巧 十五 a の マゼス 
テッ ク號で 渡英した 人で、' ホ 年 
五 巧 頃 じは 歸 朝の 謀まで ぁつた 
をは お齡約 四十 歲 、性質 頗る 快 
活 であ b 自殺した どは おへず、 

誤 死 か 他殺で をら うど 云 はれて 
屠る。 


巧して 居る が、 このが ニムは 
愈々 タ がの 宿 堅で ぁる まがお 
ホの 旅を をず ベく 十二 巧 十日 
'じは シング ポ ー グ から 上 おじ 
掛 着し、 やがて H 本を 訪 はん 
どして 居る-か 

不平等 條 おが 斥で 今や 熱 巧し つ 
つを る 上海の 支那 人少化 政治を' 
は ダグが 中 ふ どなら、 ム 山を 人 
や 南部が をを 等が 出 街した 出 化 
作 『バグダッドの 盗賊』 はを 那 


足を （日本 


をを 一 H 繰 上げ 
を 訪れる こご！ なつた、 尙ほ 
これ 等の々 壯 政治が は ホる 一 
月 1 H をな て中國 故が が 巧 意 
的じ活 みを 權の撤 廢を斷 巧す 
るので あるならば ：： 
今を 上海に 上陸す る 巧ん じ掛 -.て 
ては 稅關 じがて ま那の 司を 權を 
遵奉す る やう 宣言せ しわべき モ 
ある ご 蓮 動して 居る U タキ ムス 


一週 五日 制 

ロシア 政府 實施 

ン T 政碌 はいょ'''-- 十 巧 一 
曰の 新 貪 計 年度から U シて播 得 
の 新 お 制を 採用し を穗產 樂閱体 
から 官衙 、學 校、 一艘を 化勵化 
に まるまで 連 續的不 化 勞働逊 聞 
を實 '施し、 これ じょつ て 大いに 
國ぷの 館 率を あげる こご；' むつ i 
たが， ソゲ ィ ゴット 料 學院で I も 
台 議のお 联を曆 制 改革案を isj 巧 
した、 この 新曆 働は 一週を あ 一日 
巧 ごして 四 H 間 働いて 一日 休 一む 
と i なる が、 年中 無 化のを 化 
勤務 廟 だからな 巧の 十權 H 、 日 


開業 廣常 

十二 巧 六 H ょな 開業 化懷 

御 巣子舖 松風 辟 

ち 巧 . B 置 F 呈 y 


稽を H 

火* 金罐 午後 九膀 1 十一 轉 

紐 育 柔道 俱樂部 

道場 及 事務 巧 

西 巧 十六 下目 ニ 五六 
(第 八 街角) 四 階 
ジ 一. 一一 苦さ r 盞 4518 


鑛饒 、洋食 


御 食事は 勿静 、食後の 御 話し 
じ ふさわしい 所でず、 御 ホ 巧 
の 程を 頗 なます 

コロンバス 矢 野 

だ W . 2 S 1 S 三 el . SLUmbus 这 ち 


新鮮 魚介 一頓 


巧され るので ある、 f 一年を’ サ ヴそナ 魚ち 


十 ニケ 巧 じ 割る こィ」 は 普通の 曆 
變 b はない がを 巧ち 週間 ご ず 
をので あるから 吉十 1 H W いふ 
日は な 除け' ごなる、 從 つて 一年 
瞄 の券慟 日を 一二 巧 六十 日 どまめ 
媛 もの 五 H 間を 革命 記を 祭の か 
じ 割 b 當 てるので わる、 また 
間を、 ニ 巧 二十 九 H も 巧の 中 か 
ら 除外され、 この H を 產業化 記 
念 日 £ して 勞働醒 巧は 一日の 休 
枝を 享樂し 得る こごえ。 るので 
ある 0 


呈 L 置 岂呈正 i SST 呈 互 吉吉 T 
薑责 si 61 sl ぎ ま lei こョ sterdam Ave . 
Tel を lu 重 民芸 3 


曰 

米 

桂 


J はる 


ダグ ご ゾリ 1 

支那で 嫌 

バグダッドの 盗賊が 祟 b 
化を の活證 フアンから 崇 巧の 
的 どなつ て 居る ダグラス •フ五 
T バンクス ご 巧 等の メリ ー であ 
る メブ^ ^ •ビブ クフ オ - — ド か 珍 

らしく も 共同で 出演した 

ト] ネーは 目下 ブ a ^ — ドウで 
! で 封 切 > され 非常なん おを 


巧 話 プライア ント 

みま i ちを ま 


け 中 重 雄 


が 育 お 西 四十 四 T 目 
ニニ—】 一八を ニ 庭) 
」 iii 篇ご责 EMP A 萬 NCY 
ニ こ ニ ミ S 三 4 thsi - N . Y . G . 
Tel . 富 見 養 3 
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苦 5 ゴ •互 ミ.， 
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號 四十 自六 干- 巧 


雜 觀 育 總 


【日 罹 水】 


日 凹 巧 ニト年 四が 昭 r 画 ； j ^ 


、） 


.舅 


:づ 


i 山 こ こ レ 

卿 ^** 




P すメ ー 力，！ の特を 

H 本人む わ 置物には 特別 お 員を 置き 無 
巧で 御 窠內を 升 電話 又はわず 紙み 第 御 
訪閒 しで 割が をを 計を 巧め ての おそに 
勒 しでは 特に 注意 致します から 是非 お 
立 寄を 懸ひ 巧、 巧 巧 配達は 勿 諭 U 春 巧 
他を 化 おの わ 荷物を 送は 當 ホで 致し 升 

ジ ヨン j ク ナメ^ — 々1 


昭か冗 年度 

當用 日紀類 年鑑 及曆類 
十二 巧號 

篤 談お樂 部 講談 雜誌 
义藝 俱礙部 富 十： 
キング 新靑年 
巧祕 


お f 字典を 柿 


プログラム 司會を 草信會 ち挨楼 ，レセプション、 ホ澗大 
使演說 、南部 其嶺 夫人 額唱、 澤巧德 領事 挨段 
i 殺 同胞 諸賢の 御 如 會をホ 蟹 致まず 
尙ほ當 巧は お 濁 大偶か 夫人 も 御巧谣 でさる！ i ご 
なつて ゐ ますから 倒 婦人 逢を 御 繰を せタ數 抑巧會 
を 願 ひ 上まず 

主催 儘 育 日本人 會 




葛 ニ 週 j 画 出帆 

A でム .子ス 露 西亞ご ニる 呂嚼) 

十二 巧 甘 一 日 

▲五ン 一 レス 亞細亞 ご ニ •000 囉) 

! j 巧 十一 呂 
A ェム I ンス 加を 太 01 TO 呂嚼) 

ニ 巧 八 B 

▲エ么 f レス 繁西亞 ご ニろ § 嚼) 

I ご 育- 日 
I If 二等、 ご 一等 及び 下等ぎ 設備 
最 4^ 蕾 実、 最 快走のを 巧 航わ船 


陶磁器 雜 貨卸資 

馨 旧. 糜會 


ぶを 酒 . 

一手 販資元 I 

日本 食料品商 會 

JAP 妄芸 資を 妄呂 .， 

1 送 辛苦 ihS 三 eK 里 D —ち ち 
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M N r 
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w 


資本を 
拂么濟 資本を 
巧な-を 


畳な 圃 

貨 P 旧 


瓣兰弄 銀行— 支店 

本 巧 ま巧巿 U 本 橋 およを 産 巧 五恶化 一巧 
ま 店 小が H 本棺 化の 內 (お 京〕 巧を 
名 も 尾を 郡 大阳巧 OK お) 神 巧 
廣島 下视巧 司ち 松 お 岡接膀 
上が 倫 おを 興 脚 ホ 


ん 

IL 


一 


t がか 
f が C 

Ml 诚 
S 3 


—I B 

が 4 
J 2 N 9 

化邮 

6 


•リ J 2 

齡 邮 

y 1 ’ 神 氏 

お M r 

お m bt 

M w 如 

J , ょ R 1 


を 出入 爲替 、お 信 送を' 並 送金' 旅 巧 信用 狀 
商策 信用 狀其他 一般 銀巧棠 


ん 一一 萎 銀 巧— ミ 巧 


巧 ま 

會お 

鄕お 送を" H 本を 地 無手 數科 -1， 迅速な 扱 
本店 預金 (を朔 殖知ノ •ニ 锦> 神 巧种化 扱 
本 そ 巧 束 京 (本 ほ〕 火胶神 ロ巧卻 
巧な 地名を 屋小梅 上が 偷を 


▲鄉 を 送を 及び 並 送を (無手 數 巧)、 み 酉 
巧替賣 買、 荷 巧を 化 組な 立、 信用が 發 
巧 等 I 般銀 巧を 務御便 おじ 取扱 可れ 巧 

鎌 試臺灣 銀 巧— お 張 所 

S 齡解 尉’ 3 が 溝、-^ ぉ 、神' ち h が、 

ロ、 福 州、 廣 巧、 如 頭、 香 巧、 廣 を、 が 

嘉玻 、スラバヤ、 ママ ラン、 バタ ビヤ、 盖贸 

々か カツ タ、 渝 を、 巧 外 寧滅十 阳ケ巧 


，資本を 壹挺圓 (を 額 视这濟 ) 

、权 々を 青 憾乂巧 巧 十を 圓 
巧 地 本ち 巧 = 廣滋 (本を) お 京た お 
神ロ區 崎下關 あみを 

機濱冗 金銀 巧— ち 巧 

/ ホ國を まが U を港羅 おみが ホ哇 
巧 他 化が を齒 重を 都 ホ ニ ま 巧 及 コ八レ 
ス を之娱 


本 巧 大巧 化 滋五了 目 
M 育ま 巧が 巧ブ。 1 ドゥ ゴー がの 十 化を 

難 化な 銀 巧 

おち {衆 京 校 澄を を 接 京都 神 巧 岡 山 
尾/道 廣島吳 柳が F ノ熙 
班 支 巧す 司 •小 倉， 巧 松、 陳 を久留 米’ 能 本 等 
本國 預金、 鄕里 送を 等は 商め 
て 御 便利 迅速 じ 御 おお 巧 申 お 


'本店 朝鮮 京 城 

を 巧 化 張 所は B 本 巧 地の 福を 挪ボ 、朝が 
滿洲 、支那のを 化 及び 浦な 巧徳 

朝 鱗 銀な 紐 育 お 張 所 

み 國爲碌 一 股 銀行業務 搞 々巧 便利 じ 取扱 巧 
申と 慎 


巧みを、 化 憤、 株式 ノ賣 買ぶ ビ 巧 
化 化な モ趣巧 利 ュ御化 扱を シ 
マス、 馈 々當巧 ヲ御利 巧 下 ナィ 
II 藤本 ビル f *' ロー 力ー お 巧 姉 ホを お 

藤本 證# 會社 

間を 港ち 店 
同羅府 出張所 
同沙巿 化埋巧 


陶敬證 、維 貨卸替 

蘇村ブ タザ ー ス 


H 本陶斌 器雜貨 

ラム プ卸背 

. 奈良寶 易蘭會 


'-.:も3-. ミ，- ぅ 

巧 確 一 


別 、 rw 



1 、桑 港 お 帆 (ホ/グ^ 經 由) 

お府を を港發 

(午ち ニ 巧 化れ〕 (正午 巧 帆) 

コレ' ャ化 十二 片十 一一ち 十二 g 夫 日 
ホ 巧 化 十二月 廿と日 十二ち 借 一日 
化間乂 一月 十日 一月 十五 日 
< 洋 も ニ 巧 一二 U ニ 巧 六日 

タン アト ル 出帆 (午前 十 時 お 帆) 

が 巧 見 十二 巧 十四日 
西 比が 曲 兄 十二 巧 世 四日 
靜岡化 一月 十一 日 
橫 渚ん 一巧 甘-立 日 


L のス洽敦致8本巧巧帆 
S 3? 谤ぉ嗦 
細/ 扣 あか 

W 


3 

が 

祂 

5 

5 


十二月 十四 B 
十二 揖 サホ日 
を 取 か 一巧 十 】 S 
.▲强 育 ぉ化墅 ホ 馬摇お B 本 蝴おー 巧 二回 
▲翰 斑 おな 0. 帶 をは 欺洲 お、 萄朱巧 並に 民を 馬 
經由お ぞ淨淳 おを 澡が會 な ミ 辖約あ リ巧船 巧 
巧 等 萬 事 御 傾を にお 計 ひ 申 上 ミず 
A 朱疆鐵 邀切将 、矮者 ホ 等 も 御 便宜に お 許ぴホ 
上えず 


& 

•巧 




日本 郵船 會社 (が ニを 鐵道會 お) 

巧 理巧巧 桐 見 弟齋會 

乗 幸、 乘黯切 1 じ ホ 荷 瞒蓮送 御 巧 利 じが 扱 申します 


シアトル ホ 帆 (午前 十 時) 
あらび や 見 十二 巧 十 H 
あ シぞな 兄 一巧 一二 日 
るん でんか (が 逆 あ 化) 十二 巧廿四 B 

1 津镇漬 一 乂五巧 ; 

化 L . は 4 すみ るん どんみ は 1 友 五 巧 
，一二を 目ネ巧 五 五 ぞ窒お攻适策巧室^*^^® 
T 御 ままに 依- 事留 5； をな 切巧费 巧を 巧 候 
ロス アン ゼが K ぉ觀 (午後 一二 時) 
はわい 乂 一月 巧 日 
らぷ らた乂 一巧 化亞目 

こ 等 镇濱ニ ミ 0 弗但 はわい みま じらみ 一-苦 巧 
►.特 巧 一二 等 日本 巧 五十 九を マ兰等 B 本 巧 お 十五 巧 
•■ホ 绪器 がが あ 車が 巧 寝蛋凑 窺又钢 なをせ， り 巧 



雜貨 陶磁器 

ランプ 义 びを 

太洋賛 易— 會社 

ま 店ホ截 を、 ボストン 


陶破詣 雜貨類 卸販賣 

S 残 木 桃 井 組 


g 賊 日本 ドライ ダみ 簡會 


日本 觸破 麗雜貨 類卸賣 

ザ元ブ タザ I ス 




巧 巧を 帶び 去る 二日 出が 本円歸 
ホの 巻。 

•太 田 字 之 助 氏 今夏 喊ホ 漫遊 
の 途み巧 紐せ る 大朝的 報 部 記者 
上な 支 扇 長を 命せられ 今秋 赴 巧 


« ,\ら 装 飯 綺賴め 室、 設滿 
驾 をき シング ニ 週 

へ お、 ダプグ 一遇 十 巧 

HOTEL GI 夏 li . だち. 呈 さぎ 田々 


路 五十二を。 I 婦人服 横濱 ゆき子 


Mrs . Y . YOKO 由 AM > 
Dre"w maker 


曰 本 行/— ル 

本局 締切 當日 午を と ~-'287 W . 7 量ぎ 是 .1- A , ブ 皇ミ吉 15 

ly ブン ク、； 


時日 瞻ご 休日は 四時 

ブンシ テント •ホ！ ク (フリス 

n ) 十二 巧 八 リ。 

プン シデ •ト •ジヤクソン (シ 
T ト少) 十二 巧 丸 0。* 


! ト ザ ン 
テイ ラ] を 
ン ノ^べ^ シヨ ント タンクを 

脚と 巧 五十 仙よ も 十二 弗 置 十 仙 

苦 で苗 苦さ ぎま~ 


所 ュセヵ^^ 々グ デュア ー 路會 講堂 
(中央を 園 西’ 脚み 十四 了呂 巧) 
膊 曰 十一 昇 十日 (遙) 午後 八 時半よ、 


化 淵 大使 歡迎 接見 會 


を 前 十 時 ょら 
と H (女麗 午後 十 時まで 


時日 そ 蟲諸麵 

pni 日本ん 美な 敎會 、| 

TH 倘 画が つ、 ん T 目 S 11 

nn 的 會 お負漬 償還、 合 舘修嬉 の爲め 


淸話會 、靑 年會 、を 宿舍 
西が 0 八 了 目 ニニ ニ 二番 


筵 善 


、、、 


ザ— 


入瘍料 

廿五他 


タス 


W Jln 淸話 會潇人 製作 占モお 巧を 禪 ，造化、 ク 
巧 マ 贈答 おを 拙、 咖 器、 漆器、 堪物類 

食堂 すし、 うどち 七 こ、 わ 欺、 锁菓モ 類 巧 他 
餘 興が 樂 、洋樂 、其 a 53々 


統領 じが 上 （、巧び 窗紐後 同 お 
のぉ迎會じ臨む^^どなってを 


加特ヵ 俱樂部 講演 

お 育 H 本人 加 特カお 樂部韦 催 
の 下 じ 前年を 巧 帝 大文學 部の 譲 
師 でぁ 6 上智 大學の 哲學敎 巧 t 

ぁつ わ 神父 マ クニ ー ホ師 の講满 

會を ホる 十一 H 午後 八 時半ょ b 
西 S 十 お 了 目な 廿 八を ホリ！ • 
イノセント 敎會 じ閉く 由で ある 
當夜 マ師の 講演は 『震災 後の 復 
が」 ど 題し 巧 澄を 0 て 日 本復 巧 
の 迅速なる 現 狀を說 明す る £。 


♦茂 木を ぶ郞 巧を 木 桃 井 紐 社 
員、 次 過 おを 西 巧 十四日 お 帆の 
巧豫化 じて 歸 朝の お。 

•が 戴 ホに 太 西が ホ 袜商會 ま 


片欄ス ペシが ル 

巧 着 

おいしい 

茄子 辛子 漬 

曜 かぶを 度 

當巧 日記を 種 
お 桐な 弟蘭會 


ち 發巧中 

特 .製 麵. 

一 ギヤ n ン 半の 氷を 加へ る ホ 
で 十日 位 じして ト 等の 晶が 
誰れ じらを 易 じ ホ ホます 


桑 山屬會 

11 UAST 芸を SL こ. C . 
ぶ one . さ 一 きすち S 33-0577 


本^ 特製 新年 繪ハガ ホ 

I 印刷は 紐 育 新報へ 

I ■ 

/ 電話 ワトキンス ニれ 0 化— ニ 九 1 0 

; わ 間違^む く 新報へ 

/ ボ內西 十よ 了 目 十 二番 十 階 日 


/ 狀袋敞 特製の 新年 賀狀 

印刷は 紐脊 新報へ 



太平洋 厕係 會議で m 

曰 ま 代表の 大諭戰 

支那の 不信を 鳴らす 松 岡 洋み氏 

前 お 巧 報の か < 太 半が 齡 係 食诚を 沸騰せ しめた 滿渊間 題じ關 
おし H 本 巧 表 化 岡が を 巧は 十月 五 H の圓 卓， 技證じ 獅子吼を がみ 
て 溜 かを 下げた が、 氏は お 渊の實 情を 解說 して 支那 化 表 徐淑希 
氏の 說を駿 破した る 後を がの 不信を 攻め 旦 ，ノ H 本が か 何 じを 大 
なる 犠牲を 拂つ たかを 阳 明した。 哪ち其 結泌は 左の かくで ある 
〔四甘本^^支那じ I を協カし 


て 滿洲銷 發じ當 る i を 信を どし 
てゐるどおが述べ た；じ割して 
日 本 は ま 那を瘦から 協諷 ；；；|,ど し 
。->ピ 云 ふが、 課 ふる も 甚だし 
いもの だ。 徐 氏が 指摘され た蹟 
道 巧 越に 就ても な 前 どは 餘お狀 
態を 異じ 一 ^ て iQ るから 今では お 
鐵け 昔の 條 がを 相 じど' ゥが巧 線 
お 鼓 じついて 支那の お ホを 巧む 
がかき；はない。 現じ今日支那 
がな 库巧鐵 道 敷設を 企てつ i ぁ 
るぶ じ も 日本は 敢 て反對 では y 
いの だ。 ■ 

〔五】 徐 氏は 支那が 滿鐵を 通じ 
て 日本から 衍てゐ る 便益に 對し 
泌大の 報酬を 支拂 つて ゐるど 云 
はれる が、 事實は 明か じこれ じ 
反 街で をる C わごへ ば滿聲 のみ 


て おか じ 六 朱の お當 をして ゐる 
がる じ 滿鐵巧 支那 巧 用人 じ掛し 
支拂 .つて ゐふ 給を は 年 ニモで 圓 
をの 他の 經 ぶで ま那 人の ポヶブ 
トじ 入る もぬ は實に 莫大で ある 
しかし これ 化 小さい 問題で わる 
大局から 見で あの 猫額大の 日本 
權 益め 地域 かじ 日本は どれ ホけ 
の犠 巧を 支 通つ てゐ るか 徐 をょ 
一考して いおぐ きたい。 i づ歷 
お 的に H 淸 戦役の おお 南 滿洲の 
大半を 日 ネじ荀 譲を 約しながら 
S 國 干渉の 後に ti ま那 はを の領 
± たる 滿讲を I 俯ん ど。 シア じ 巧 
へたと 同 横 満^に 自 おし 淺 道を 
敷設せ しめ P y ア 軍隊を 入れて 
占領した 狀 態？ ま； じな つたの 
で g 本は をの. すがの ため ロシア 
ど 獨 力を なて ひ、 これが 爲め 


じ 就て をても お 掛は巧 まじ 對し I 十 力み 尊い 人為を 喪 ひ、 二十 霞 


一尊い 人 を 喪 ひ、 


のをを 巧つ てむ る。 この 舆大 U 
犧牲は 支那が 自らを の 頒± 保全 
の带 力が なかつ た I めで ある。 
しかも 支那は 一文のを さへ 使っ 
てゐ ない。 奇を なのは H 露戰役 
じ 先立 も 支那は 密かに 李鴻 章を 
して ロシアめ ロバ ノフ 氏と をず 
同盟の おを 條 約を 締結せ しめて 
ゐ た。 もし 日 表 戟役當 時 巧々 日 
ネ 側が これを 知つ て むたならば 
南 お洲圣 ± は 今日 完をじ 日本の 
|領±と なつて 居らを 日 この 席上 
で徐巧 じ巧洲 問題な どてを へて 
なから 答 辯を 試みる 必要らない 
はず だ。 今 H まで 日本^ 滿刹じ 
支拂 つじ ご ころの ものは 到 おを 
錢 でを 積ら れ； ；？ いもの だ。 こ 田 
日露 戰爭 の事實 をを をのを お ミ 
して 認める もので なければ 滿沸 
間 題は 巧して 解 巧 お來る もので 
なぃ。 見ょ 現じ 化 滿洲は 外部 か 
ら 巧び 脅 成を 受けて ゐ るでは な 
いか。 歷 あじ 是る もがに ス ラゲ 
お 族が 太平げ 沿岸へ おおして ホ 
る の 歷を的速命 で 巧人 ど 雖否 
認岀 ホロ 事實 である。 今後 か！ 
る 場を 支那は 累 してょ くを の領 
王 巧を を完 ふし 得る 力が あるか 
支那の 過去 じ 顧みるならば ふた 
i び 第二のを 鴻 章の おぃょ t S を 
誰 人が 保證し 得る か。 


を 为 面よりの 援助， こ 苦言 ミを 
喜んで 受け やうご^ 巧 氏の 希 普 

紐 育 H 本 供樂部 VJ 紐 育 扫剪才 白ら 省みず を じ 諸 お 
本人 食 ご 聯をホ おの 下 じ 巧 巧 總ど相 見 ゆる J 至つ たな 上 先輩 並 


領事 淺山節 お 氏 歡迦晚 餐爵が 開 
かれた のは ま 巧 二十 义 H 午後と 
時で を搶は 例'— 化な H 本 化樂部 
め大を 堂を これ じ當 てた。 當巧 
な總 領事 お 具を 始め 陸 おお、 賴 
道 省、 商 お 舊お官 事務所 其 化を 
官蔽 化を、 諸會 お、 銀 わ’ 巧 化 
支配人、 建 集 ホ、 醫師 、爲眞 家 
大巧、 電通兩 化を 萬 等と 十餘名 
にを し 最近 稀なる 盛宴で をつ む 
力 ■デ ザ ー トコ！ スじ 入れる 頃 
地 ホ：！！ 本 俱樂部 曾 長を もて 歡迎 
のがを 陳 ベ、 み でが 信 H 本人會 
會 た、 お 軸 H 本お樂 部副會 長、 
が 井が 固、 新ホ領 一郎ん ニ 元を 
相 水 おを ま巧投 、武 井： a 銀餘哲 
役、 巧が 郵船 戈 巧 長、 水な 本社 
化 ま、 淸水敕 帥、 み 山領舉 冷が 
S かお 說を がみを はぉ 淵乂 化の 
談話を 

弓證 してが 件 十 年 ホ 镇論 
あ 6、 米 人 ごのお 觸 g 現說も 6 
供樂な 利用の ホ 學 など 續 おし 愚 
後 t 巧 出 總頒举 は 頗を謙 讚の 態 
巧で： がの お 巧で 誠意 ある 歡迎を 
謝し rM を總 領事を 巧を 衡 難は 


じな 留問胞 蓋 おみ 支援を 得て ス 
モ it •バストを 演じ 得れば 至 
幸で るる。 H 本 ご 米國ど ル顏を 
じがて は 倫敦の 軍縮 會議も 目 睫 
の間にあも、 お民法に掛寸る願 
孫ら を ゎホ對 戈間鹤 ごめ 鹏係も 
あつて 兩國は 地理 的關 係ょりも 
寧ろ 必理 的賊 巧に がて 益々 が 近 
しやぅ と L てるる 時摄 であるが 
遇 去 四 ヶ年陋 革施頓 じな 勸中屢 
當 地を 訪閒 して 諸 おの 中に タ數 
のか 己ぶ 人を をして ゐる 2 は予 
の 最も 意を 禪ふ する 巧で ある。 
チけ 諸君 じ倚顆 して ま 相を あた 
さぅ どち へて ゐる がを じ、 お必 
ょ b 諸君の 授 助、 注 义じ聽 きな 
も 足らざる 点." あつたならば 隔 
意な き 答 言を 巧きたい ご 希奠す 
を」 旨を 述べ 一同 おもて 總撕事 
の 健康を 祝福した。 

巧 閣述信 員み 會が 

ブ巧 y 表彰 

偷敦 デリー メール 紙の が 育 待 
派 員 ごして ニ ー 1 年間 勸績 しな 
クリフ 卿 渡米 當悄 卿の 爲 


达 まれ 度资 裳は 一 A 一二 巧の 規を 
である- 


ホ巧婦 A 俱樂 部で 

南 盛 弗 利 加ょ リ 

米亞 蹄ん 俱樂 部で 4 會 員スォ 
!ブ 夫人の 招待ので じ 例年の， 鄉 
く歲魄 午餐 會を 開く 答 じて 釀巧 

は グリ！ ン ニッチ •户 ウス、 時 

B は ホる 十六 日 十二時 半、 食を 

クブ！ ュブチ 八 ウスの ソ シアが 

ア クブビ テイを 當是 する 許靈で 
ゐる 0 


: 化ま會 をの 言 はれた かくで をる 一め じが 書 巧のは にを つた ダブ 
が、 結 おべ タア •ザン •ノ ーボデ I ウ •エフ •ブ 。ツク 巧は 千 化け 十 


.ど お ふ 5 で ホ巧予 
- じ ホ-; たので ある 


巧 命を 巧 j 八 年 外 陋殖悟 員 協 會劍ホ ホ喝者 
ィ」 て 過 ま！ の】 人で あるが’ 今 凹 刮協爵 に 


二十を 間 職を 外務 あしが じお亞 I がて は树 氏の 勸 ホを お彰 する 意 
吗乂 諸國に 是學の 化を おへられ I ホ K て 巧る 十二 ほ晚餐 曾を 第 あ 
^ る 这め聊 を 聞を 巧 わるみ 磯を I 巧ホブ A に 開きが ト挺員 巧 志よ 


を 巧た るか、 ネ やなが ロ 本ど締 I 
盟剧刹 どの 聞； をは 数 睁の搜 を 加 


'記を おを 贈尝 する よ ごた つた 
ク 氏け 化ぶ 英人記 巧 ごし 


- へつ、 をを は W 慶わ欠 第で ある j て' に デリー •ブ： グラフ 紙の ピ 
が''- て d 本 ごして はお か斯 ホの I ユレ ン氏 じかぐ おを であ b が 巧 


歲晚 午餐 會 開催 

太洋資 あお ま會 社々 長 獅藤治 
S 郞巧 はおえ 訪 間ん 途巧 十一 同 
初旬 南 亞弗利 加 ヵァプ 7 タッド 
にを 巧せ る ホ じて 『小 ホ 儀 去る 
九月 サ八 H 神戶お 帆め 太阪 商船 
一周 お 船に 便乘 H 下 非 文明の 巧 
表 的 嘴 ホ じ 巧 樓罷が お経 半 ヶ月 
後 じは 文明 國じ乂 るか ター 築ん 盾 
候 巧を け 貴地へ 罷越 W 中 お』 と 
の 入 情が あつた。 

總 領事 夫人 歓總 

組 育 日本 婦人 會じ ては ホる 六 
日 {を 曜) を 午 H 本俱樂 部に 新な 
澤旧總 瓶拳モ 人を 招待して 歡迦 
午餐 會を削 （由 じて 會豐 一 
巧當ピ 持參の i ごし、 午餐 後室 
內 装飾に 關 t ら满話 も ホる ご。 

河上淸 巧の 入院 

かお 府河 上淸 氏は 宿獅お 痛の 
爲め 去を か 化： n !? 地 ボア フキ 八 
ド 病院に 入院 加養 中で あるが、 
逐 H 輕 かじ 赴きつ i ある ホ。 

河 合眞英 師來ろ 

蠻炯萬 總枯寺 副 管 お 側を 眞英 
妳は閒 を 皆. 坛特随 ごして 十一 巧 
十 一 H る潘 着を 巧 化に て ホ ホ、 
太 半げ 沿を を 巡錫し、 を 港 地方 
では 千 綺か巧 帥の 通澤 じて 米 人 


閱係 だ' 晤も麗 ぶー'」 わる-とけ 蝴野 操船が じがけ る^ である ~ 間に 說敎を 試み ホる 一 U が 紐 祝 
の 巧 論で あるが、 今 闽總賴 奉 ど 阳は當 がみ 員な 外 か 化 席 ホ 销ザ j 乂 ホー ムじ 投宿 中で あるが 兩 一二 
_ i ) て I は 本社 內お述 化 おかが 氏まで 中 j り 中 出を のト携 帶の觀 音像を 乂 


巧 川保瞧 事務所 

H. Segawa, insurance Broker. 
303 巧れ h Avc., 

Tel, Bo が rdu5 4 挑 0 

巧 お 巧 事 株を 食が 

Uchid る 了で みぶ n を Co リ Inc- 
1 1 Park 巧 acc 
Tel. Bare! 巧 1576 

島賓易 株を 會お i 

Shima Trading Co., Ltd. 

ISO Broadway 
Tel. Hitchcock 1484 - 1485 

煤 ま 舍な赤 屆荫舍 

Ak 任 WO 炭 Co パ L 化， 
235 Fifth Ave^ 

TeL Caledonia 9758-5P 

ホ 倉 製 お結績 巧を 會肚 

Kat 狂 kur 这基 Co リ Ltd., 
200 Madison Avenue 

K. Mikitnolio 
Mikimoto Pearl* 
535 Fifth Awnuo 
Tel. Vanderbat 2519 

大 倉が お 巧 ま 巧 
0101 r& & Co,, 

30 Church S レ 
T。!. Co け ! andt 2292-93-34 

H 典 巧 ま會を 
巧理巧 
な# 巧を . 

1 如む 〇 | か 巧 , N. Y' G, 阳 . お 加 r 巧 84 
F 扣 to け： お - 10 3 肌む e., し 1. City 

浅 巧みを 株式 會租 
Asano Bussan Company 

Room 801 -805 
1 ち 5 Broadway 
TeL Co け la 凸 dt 8047-8052 

^osho Corporation, 

dslk Importer** 

40 East 34tb Street 
Tal. Ashland 4 嫩ぷ 1 

Gosho Co., inr., 
Cotton Exporters 

斯 B が V が St*. 

T が 石 QwHng Green 8S05-Of 

* 巧讲 g 道な ま會化 
な 育 事み 巧 

Soil 比 Manchuria R. R. Co パ 
Koom 2026, Canadieui Pacific Bldgr. 
342 Madison Aye. 

1 TcL Vand が bill 4135 

ミ 井 物 まな ホ 曾な 
なち ま 巧 
M ミ tsui 在 Co., 

6s Broadway, 

Tel. Bowlhw Green 7 百 20 

巧ま會 化を ザ 巧な 
紐 育 出張所 
!wai & Co リ L 化 

Woolworth Buildinig, 
TeL 巧 tz 民 oy 866 0- 別ぶ 2 

S 塞 巧を 採 ま會化 
な 育ま 巧 
MitaubishiShoji Kaislia 

Co" いん） 
120 Broadway 
T。!. Rector 艺 560.2564 

大お 朝日 ニ 草 京朗日 
恒リ 1 巧 

Osaka Asahi 

1 ne iNew i ork i imes Annex 
Tel, Lackawanna 1000 

i ■ 

曰 本 お 巧な ホる 化 
か 甘 支 巧 

化 pan Co け 〇 田 Tr&dh&g C 〜 いム , 

2 Park Avcsnue, 
j TeL Lexington 8787 

1 

日本を 糸栋 まるせ ^ 
なち 支 巧 
HIPP0N KI.ITO なけ 化 LTD 

1 WO Park Avenue 
Te!. Ashland 5320 

f 巧 金ぶ.々 を 

な 育ち 巧 
Hara & Co., 

443 Fourth Ave^ 
Tet Caledoma 7830>35 

呂 ホを 杀巧 まを 匙 
紐 巧 まな 
W 閒 1 • 化！ Kil 巧 KABII 別 IKi 相 巧 HA 
がに 排 -BEI KHTO CO, LTD.) 

1 Park Avenue 

Tcl, Afthland 6246-47-48-49 , 

it ■ニ' ■一一 • 

大お 毎日 ニ 巧る 日日 
を 木 S 巧 
Osaka Mainichi 

Room 306A WoHd Bu 。 ぶ ng - 
TcL Beekmas 4259 
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巧 b をぷ 巧 jjattw でな im を 巧 



大觸脊 

一を I 九 年 版 ダ 近く 發巧 

本社が 接に 摇签を 巧いた b ました 「大 が脊 J は、 幸 ひじして 
化 湖の 湧く がかき 巧 評 4- 巧し、 を じを 部 一 脚 獲ら や賣 切れ ごな 
> 主した、 化て 本社は 游 一版の 巧容 をを 巧 新た じし、 頁 おを も I 
巧 如した モ 化な サ化年 版を がに 發 なする こご t な bi した、 正 一 
確に して 且つが らしい 統計 ど 事 巧を ぶ 礎 じして、 刻々 潑 化する I 
巧が 『大が 育 J の眞 巧を 巧 ふるに 遺 城な*- こごを 巧して 居ら ま I 
す。 が ほを 愼は _ 

豫約 かを 者に 限リて 一 

特價と 十 直 仙 _ 

發刊 後の 御罐 買に U ; 


を價金 


弗 


どを し i した、 速 かじ 豫約 御中 込みを ホ 望いた します。 

ミ— 紐 育 穀報社 
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露 支の 紛爭 追按 交渉で 解み 


い 支配人 問題は を 協し 鐵 道は 舊 態に 圆徵 h 

ワシントン 五日 發 y ま’ 恥を 化舘 から 達した 八 j 電じ 恨れ げ奉 天改 おの 化 表は モス ゎゥ 政府げ を 
- 協 燕の お 架 東 ま 挪逍閒 •題 じこの 底 梭咬邵 で 解 ホし、 お 天 化 衷は麻 もじ 歸舉 して 政 辦季員 脅じ詳 
视を殺常^ ベ ぐ、 錫湛のぞ配んはなホ興じ新んト巧命してを谅， 鐵道管邵^ 溝態*— 歡！ 平化巧甘 
四 串 S 滨支愤 約 V 遵舉 ずる i じ內 をしたら 


尚 

同 

同 

が 

巧 

中 

按 

诞 

軍 

佐 

公 

爵 

同 

お 1 

同 

同 

时 

同 

大 

佐 

同 

中 

將 

が 

带 - 

夫 

が 

ち 

爵 

陸 

带 

拖 

を . 

命 

佐 

陸 

巧 

を 

尖 

佐 

俟 

爵 

J 

藏； 

事 

務 ：; 
官； 

を 

禪 

用 

お 

が 

高 

橋 

鳥 

を 

化 

0 

¥f 

が 

佐 

藤 

中 

が 

龜 

豐 

旧 

貞 

み 

郞 

山 

A 

お 

ち 

左 

巧 

司 

政 

H 

を 

化 

木 

が 

を 

太 

郎 

前 

巧 

加 

崖 

を 

夫 

軍 

淸 

伊 

蹲 

忠 

麗 

が 

郞 

商 

邦 

i 

淸 

柿 

が 

爲 

興 

宣； 


ロシア 曰く 

モス カウ 一二 日發 n けを を 巧-技 
リ ト ゲ ノ 7 氏 が_落 フ ラ ン ス 
乂 化を 泡 じ、 7 メリ 力の 灌吿 
じ' 對し 『ス テム ソン & の通碟 
は S 恰か •ち 窮ま 兩闊 が汾 まの 
稱巧じ 就て かおを 涉じ從 なん 
ィ J する 路じ發 しられ じ もので 
このが 應じ 照らし、 アメリカ 
の應 度は- 繁 まを 涉じ點 して、 
不當 る随化 >5^ 及ぼさん ミす 
る もみで わつ て' 巧 等は 劇 じ 
てこれ をな てぶ 證 わるな 動ィ」 
鼓め る ここは お ホ 3 い、 巖を 
南な が おは 外 炎上。 を 渉を 间 
避し 條の 上の 確が を裝 力で 回 
なせん どして 居る’ 而か もこ 
の おおた る や 巧 農 政府が 何等 
武力を なて 支那を-姐 服せ しめ 
たもので な.'.、 巧 等；，* る自か 
を 志を なて 巧 幽の閒 じ 絲結ク 
れ たらので ある、 支が のこの 
袭カ 政策は お义强 道の 武力 的 
無皆吿抖收ごなつじ， ち 
しち 那 じして 英米 佛じ 載し 巧 
る 巧 勘に 及ぶ*^ けば、 この 等 
則强は 恐ら （條 約が 留條 件に 
對 し \ し 武力を 動かす であらぅ 
が、 U シアを 府は條 約 締結に 
擦し がる 保留 條 件を 錶め や、 
且つ これを 勤かず の 意を は毫 
も い、 のみ らず バリ！ す 
戰條 約なる ものけ、！ 國乃ま 
諸國 をして 本 絡 巧の 保 誰ち た 
る 權剌を 輿へ 居らず、 勞 農が 
府 どして は斷 じて 斯る權 利は 
斑め て 居；：：*- いので ある、 のみ 
ならず 勞 農政 麻 ごして は、 

メリ 力 松府が 自己 のぶをに 
b て巧摧 政府 ご 巧 等を 式の？ 主 
孫を おんで 居た* いじ も關ら 
自 B の 勸吿乃 ま 諮 削を ロク 
じ ホめ て 居 i こど じ對 して 一 
燃を 喫せざる を 巧 や、 また 一 
ン T には 没 式 ロシアの 志 
を 傅を すべき ァメ ，力め を 
宫 u (、 國務巧 じを の 息 を 
博 達す バき勞 巧 P シアの^ 巧 
官が 居ない 限り、 スブム I ' ン 
氏の が 報け 支那 側の みを^. 礎 
どし じ もので あら、- おて 丫メ 
リカが 今や 《 シアに 敵®! する 
風をを指海しっ！ゎる^^けぉ 
き 入った 行動 ごわる』^ 闽答 
した。 


了/ 力 0 く 

ワシントン 曰 強 nil 稱巧官 
，テム ソン I には ブト ゲ ノブ 巧 
の 回答に して 0 下， 5 如き ス 
テ— トメ トを發 しじ^ 户ゥ 
—條 約の^ 趙歯 ごして 一 超が 
化の 諸^ 對 して 條約 上の 靑 
お 留蔥^ ホめ、 或 ひは ザ かを 
害する 冬； あ ホ 事に おて 聲 
吿を與 I る こ VJ は、 かして ホ 
友證 的/- 見做す ことは お ホ 《 
千 八'*!!^ 十九 年のへ.— グ貪議 
は旣ド I これ ご 词 襟の 權 利を 承 
認 し、 I 千 九 巧と 年更ら じこれ 
をを^ して ネ H にがては 當然 
の 法^ ごされ て 居る、 アメ 9 
力 政^ お 今一! をし わ醬 吿け颜 
じ ぶ證 的な 動機 •し 基 （も 
の な < 、實 - i - な 麻は ネ條狗 
が 巧の ホ かに おする 道を 根 
底！ •をた めれ もので ぁら、 本 
を矿 こして はを の 政策を 幕々 
’發 揮せ しめん ど 欲して 居 
II からで ある' 本年 十 巧 十 円 
|| なて アメリヵ 大統領 あび ィ 
.リス 昔が が發 表しれ ホ 同宣ー 
; はー 雨國 政が はこめ み戰條 
- を 0 て單 なる 善を な 意志を 
I 言明ず る じ 止らず、 この 誓約' 
ドして 國 策の 穩極 的责穆 でみ 
一る ど認 むる— 旨を 述べて 居る 
めで ある、 ロシアの 當 局る 今 
や 今回の 紛ずじ おって 度 接ず 
涉 じを 事し つ i ある こ £ を 言 
明した のは、 をの 滿 足なる 解 
ホを 巧 館たら しめたら のは 督 
じ 世ぶ の 與論が 然 らしめ ね も 
ので あみ、 をの 輿論は 媛を-し 
應 じて 痕 ちじ 恐るべき 力を 造 
あし、 0 て國 家と 函を じ惹趣 
した 紛爭や 間 越を 解 巧す. へき 
有力；：* る事實 者で ある こ VJ を 一 
な 請した ものと 稱 ずるに 曜らー 
ざるら ので ある』 ど 述べて 居 
る、 闲ほ 國務省 ごして はロシ 
アど支 邪が 鼠を を 渉が じ 入つ 
たのを 熟知し 乍ら アメリカは 
な 息に 斯る壁 吿を裝 した S 乏 
ふ 《 シア 侧の 非難を 巧を した 
のみなら や、 ホ 天 政 巧が 東 支 
鐵 道の 營理舊 おお 歸 をを 渉の 
傑 件 ごして 承認した との 掩道 
は熙 知し ない ご斷 じ、 且つ 滿 
渊 問題は これで 打 切らるべき 
こごをホ巧するご述べ た。 


名を あ加ィ ベく を 致 中で あるが 
會期も 巧 迫して 居る ので 出淵駐 
米、 永 化な も、 を 達則稱 、を 岡 
S 獨 大政の 中ょり 選ぶ をで ある 
が お淵乂 化： 2 お ホを 渉の 骗係か 
ら參 加。 至難と 認められて 居 b 
永か乂 化が がカ視 されて 居る け 
れ お、 部内では お 淵 大使を 巧み 
し岡大 化め お ザ 中け 前 大巧 舘附 
参事官で あら 裂 じ ニユョ ー ク纏 
領事で ある 澤旧 節藏 巧を 巧巧大 
化たら しむべし どあ學 して 居る 
向きら をる が、 お 淵 大使の 出縣 
は 遮らく ブ シン トン じがる を槪 
を權一 おの 豫備を 涉巧窮 で 巧を 
する じ まるでを らぅ。 

泉 京 特電 五日 發 y サィべ 9 ァ 
化からの 無線 お信じ 浓れば 海は 
荒れ 模樣で わるに' も 願らず、 若 
概を權 一巧は 巧 氣巧盛 e ある ど 

東京 t 聯合】 五日 發 HH 本软 
時は 海軍 脅 難のを 權增 加に 關し 
を 霞 中-しして お擲 大使の 巧 命を 
初 塾す る も 化理た 化た るべき 參 
事官 がない ので 恐ら < 歐洲駐 巧 
の 乂您を 巧 命す るら しい。 


隨員 巧を 


澤巧總 領事を 巧理 に、 して 

化 淵 大巧が 渡英 說 

ロンドン 海軍を 議 のを 權を增 加 

ま 京 特電 六日を = な 旧部內 ではを 摘を 權が お概 體巧郞 、が 
部 お 巧、 松が 大巧 だけでは 巧 米 じ 比較して 手薄で ある ごて I ニ 


十九 日夕 刻 着 紐 

目で 太 ホ 巧を 横斷 しつ >> ある 
お 磯を 確の 一 巧は 多を 今月 十 
九 a 夕刻 ワン ン トン よら 巧が 
し' 翌サ 日は 渾田縷 領事 ま疆 
の 午餐 會並 びじ 日本 俱樂部 あ 
び U 本人 會ホ腥 の獻迎 晚餐會 
に 臨席し 同が 半の オタ ンビツ 
ク 号で 渡英す ベ （、深 担總領 
事の 午餐 會は ホブグ •プラザ 
じして 巧み 有力者 诗辕 おわ 招 
待す る窜 である、 尙は 随員 一 
巧の 氏名は 左の かし。 

法制 時 長官 川 崎 
特命 查 権を 使 
大使館 參事官 
外務省 情報部 長 
大使館 一等 書記官 
同 
同 
同 

.外 お 書記官 
が務 事務官 
■.巧 巧 書記官 
大使館 ニ络 書記官 
大使館 H 等 書記官 
同 
同 

外務省ち 信 官 
同 

同. 

同 

おかな 剖 財な 官 


を 膝 
堀 

を 膝 
化 藤 
お 山 
中 山 
お 杉 
旧 巧 
お暧 
山が 
武藤 
石澤 
新納 
寺帖 
大願 
松 村 
奥が 
武內 


卓靑 

尙武 

義貴 

蕾 

外 松 
を 
詳 

0 
か 巧 
昌隆 
淸 
義雄 
藍 
克己 
太郞 
お 雄 

囊 

勝藏 

'-ミ。 4^ 


.大橋 巧 召喚 

東京 特電 セ日發 = 降 旗 氏の 漬 
磯は 柬を 盤鸭 から 埼玉 縣乂宮 
まで S 電銳 敷設を み 也 ごする 
ももで 寶業お 大橋轿 太 郎氏も 
召喚され じ。 

自動車 罷業 

索 ま 特電 セ日發 n おなが 衔自 
動 革な 總 罷業を なし お電 従が 
浸出 勤 お al ニ かの 一で ある。 

.製她 社み 同設を 

東京 特電 六 呂發== 一二 菱を赛 ご 
ァソ シエ！ ト が油會 社は ご 百 
.巧 圓でホ 週 早々 橫濱 おおへ 製 
油會 社を お W 設を する。 

學闕 排除の 計畫 

東京特電六曰疆；=小^^相は 
人が 登用み ためじ 省 みじめけ 
るち 私の 學閱 を排墜 る こど 
を 針臺 して 石る。 


海軍 少佐 
同. 
同 

海軍 大尉 
同 

海軍 機顯 中を 
祠 軍醫大 化 
同 ま 討 ホ 佐 
海軍 統空 中佐 
海ぞ 誉親官 
•東 巧を 大巧が 授 
貴族院 游旨 

職爵 

外務省 事が 囑託 


山 ロ 多 聞 
途 崎ち 巧 
近慶泰 一郎 


画 困 

凑 

川口 

樓ホ 

菅巧 

茂 木 


巧 雄 
慶讓 
雅雄 
な武 
佐 平 
知 ニ 


福 巧 啓 ニ 
'猿 本 重を 
摸 田 喜 I ニ郎 
か 川端 夫 
權山 愛輔 
山 本 淸 
若 樹お格 


木 社 承を 轉電 {紫 無巧轉 載〕 

總選擧 ミ 政界 淨化 

〔六日】 安 巧み 相な 因 < 『遇舉 制 巧 調 海を は 年内 •しが 織され 
る 善で 曰 下 立案を をいで ゐ る、 委員は 大臣 級から 巧 かされ 親 
巧 官诗遇 じする』 ご。' 

( 五日】 藻 貧 解散 期は 一巧 ド 巧が 最も 有力で あるが、 を府幌 
からの 報吿 r 化れば 總逃 盤を の 民政 黨燕 貴數は 二な 汁と を、 
欧友曾 讓員锻 巧 化 十八 あ、 こ珥送 まれて ゐ る、 而 して 淸 綱副議 
を 及け 脚 おを 巧 等は 政ぶ 淨 化を ながに 勸吿 したが 之に おしを 
凄 巧 化は 選擧 法改正を 换敎設 混の 巧 > むを 披髓 した、 尚は 政界 
淨 化の 根本を ごして 選 帶公營 制度 調を 會設陪 されん ご增 され 
て 店る ど 词時じ 江 木 錫^' は 黨勢攒 張を 犠牲！ レしても ィ- の意氣 
で 小川 前觸 相の 掛道計 もを 覆.、 しかと 本の 新 線 則 塞を 放棄し 
じが、 民が 黨議旨 等は 激缕擧 前；：：^ ので 大 .も. 平で ある。 

越鐵 問題 义 i 飛火 

(六日】. 越後 锁道 疑獄 巧 燃 L 元鐵道 ホち 降 旗を 太郎 には 東京 
地方裁^所で 巧 調べ 十二時 閒後收 をされ じ、 前 機 道み 官八旧 
黯明 巧-^ 乱ん どして な 調べられた。 

(五日】 み 橋 前文 相に 避ず る 書面 じ 化る 取調 V で 越後 鐵道關 
係は を だが 山の ホ 蘇な 卷鐵其 化 佐 巧 S 吾 氏 謝 孫 諸事 件の 

太阪電 

氣 軌道を 社長を 森 父， 一郎 巧は 潰 職 罪で 收を された。 


發展巧 では ま必 おを ロら しい、 尙ほ參 宮急巧 電鐵' 

氣 軌道^ 社長を 森 父， 一郎 巧は 潰 職 罪で 收を された。 

来 京 市のを 通 息 業 

〔六日】 I が 政 難の 東京 おでは ホ 街 自動車 ど 電車が 業 員の 年 ホ 
賞 與ニ解 削が ご 昇給 中 化を 計畫 したので を裳賣 側を 锅 ホを 線 
じ 豆 b 息 業し’ 東京 巧電 はザ數 ばか b 運轉 して ゐ る。 


成 田 勝 四が 
津島壽 一 


南 巧 軍叛亂 

を 楊子 江 じ 及ぶ 

上海 五日 躁 n 巧徽の 官軍を ニ 
巧 人は 突が 南京 政府 じ 叛逆して 
滞 ロ じ 集 化しを の 有力なる 軍 W 
は 蛙を じ おひつ i わら、 上海ょ 
簾 奉 巧 じて ニ 時間に 垂 々ごす 
る化點 一; 防 鐵總を 張らん ごしつ 
つ ぁるので おか 巧將 軍は 優を な 
る 宮邑の 軍幽を 急派して 上海 侵 
入を 化がん £ し 人位 掏々 たる も 
の ぁ， e ^、 今 国の 叛强 がいかなる 
欧 治が 載 巡 じ 基 （かは 疑問と さ 
れて寇 る’ る、 叛乱は 一個 所 じ 止 
ら ずを 化！ i 飛 かして おんどを 楊 
モ なじ 及； 5 しつ i をる 爲め 巧を 
を 府此を 5 掛策じ 當必し 居ら 宜 
昌の 日ぶ 曲事 館は 情 おじ 接し 同 
化一帶 の往留 H 本人 じこの 際 引 
揚げを'^ する じ まつた が、 叛 
かの 裏を は 例に 化ら て 碼玉祥 
お 軍の 舅が 背景 どなつ て 居る 
模樣 でを。 


駐莫ム 使の 後が 

〔五日】 ム 耳を 大使 小 幡匯吉 巧 
はな まを 使-己して 摄も 牌聲が 

高ぃ。-__- 

ホ 上 深 襲爵 願 お. 

〔互 日) が 巧 上島馨 ずは 一代 華 
族 論者で 遺言に も 爵位 盤 還の 
をが 記載され てあつた お爾モ 
は 化 程 彼 I 爵を願 ひ おでぶ めで 
を 巧 省で I は 非常 じ 間 題 こな ク 
てむ る 0; - r. 

丹 羽 曝 ± 新發轉 

〔五日】- づ _ レ フォト 發巧 をの 丹 
巧 安 巧记搏 ± は 最巧無 雜ブレ 
フォト i .1 を册 'した。 


高速 列 率が 成績 

〔五日】 蟲 高速度 則 車の 試連轉 
は 東 巧濱化 間に 巧 はれ S 時間 
五十 おかの 巧 成 鏡を 示し わが 
大飯 迄み 運 轉はタ 少蹈難 だ ど 

加 乂邦憲 巧 逝 ま 

〔四 曰】 賴選 議員 加 太邦憲 巧は 
遊 去した。 

觀山伯 夫 入 逝 （. 

(四 B 】 軍縮 會議隨 賛權出 愛輔 
'が 夫 入 常 子は 逝去した。 

帝劇 經營 權讓渡 

〔四日】 欠損 續 きの 帝鹽 劇薬は 
其 經營權 をを お王國 松せ を 名 
會 社へ 譲渡した。 


没 巧 


了 タリ 為の 露 支 紛爭警 をて】 

をの 馬鹿-^ し 令 

ヘラルド •トリ ビ ユン 紙の 評論 


，ク アジア 化 東 化 方 じがる 

轄 おお 巧の 醒徒间 志の 巫 も戯た 
遣 ロと いふ ものな、 賓じ 邊去數 
千年-し 畳 6 繼績 しつ i を ふ もの 
で、 稱 々な 形 じむつ て 現 仁て 居 
る 彼等の 巧訂ご いふ ものみ、 泰 
西 人に 到底 誌 解 r 搏 ない 巧 ホ 事 
である、 このと 巧、 ロ： S ' アミ 支 
那 のこの 極の 匪徒が 遂に 酱 突を 
生ずる じ 至 b 、 この 閒波灑 曲 巧 
を經て 漸く 露ぶ 兩國の 化 おお、 
平か裡 じこの 邸 題の 解 决ホ渉 じ 
嵩る こ VJ ! なつた、 尤も’^ の 間 
滿洲 から 逢して 巧る 報お^ 極め 
て複雜 して 居らの みなら 啤露 
支 兩國の 道 ロが いかじ もも 巧 お 
議 もので、 從て 事件の ホ 質に 
解れる こごは 極めて 至難を ある 
而 かも 巧 方 おじ 今や ホみ ちらて 
和を 譲ず る ご稱 する 限 b 、 l これ 
じ 向て 巧 等は 鬼 や 巧 f - 嘴 私 差 お 
すべ 嘉 ではない、 をれ では、 
いかなる 手段 じ 及ぶべき そわら 
うか、 この 琪を 最も 巧が じ 嘴を 
差 出さう ごする の なれば I 武力 
じ訴 / るの 外は ない のでめ る、 


劝ん や廣漠 なる。 シア ご 支那を 
相手 じして 巧 導が 單じ 我等の 誠 
意を るか 棘を 提供ず る 等とは 0 
ての 种の こどで ある、 尤も 兩國 
の いづれ かが 填を じ 依 > 彼等の 
あめに 應 じて 我等の みを 的盡カ 
を提烘 する こ ご は 巧 能では あら 
ぅが、 をれ は不 まじ も、 我等を 
して，、 戰ず等 ごい ふらの が 毛頭 
ないじ も 願ら や、 卒 巧、 ホ かと 
矢嬉じ 叫ぶ やぅな 化 置 じ 陷れる 
ものである 0 

◊ ミ..… がるに 巧が 國務 を官ス 
テム ソン 氏は ヶ 。ツグ 條 約を 檐 
じして 繁 を商國 じ警吿 的な 义書 
を 患 達した、 警吿の 本質が 果し 
て巧處 じある か、 我等には ホ だ 
お 然して 居ない が、 先づ 普通ん 
の 頭から お颜 ずる もの なれば、 
露 ま 兩闕は 別に 宣戰 をホ吿 した 
譯 でもな く、 且つ 戰圃狀 おじ 廣 
かれて をる ごは 見へ ない、 しか 
も兩國 はこの 紛爭を 惹起し じる 
原因を ず か 的 じ 解かす ベ <旣 じ 
談巧期 じを つて 居る ので ある、 
を こで 巧 等 普を 人の 頭は 疑 ふの 


自殺 雜考 W 

烏 田無邊 

摄 をを か剌駐 ちを 使が 箱 化の 
'富 お屋 ホテ^で 自殺を 遂げ 無風 
觸な巧 外 巧界じ 可成 6 な セン セ 
ィシ 3 ンを 起した。 日本人は 普 
から 责巧 おなが 强 （て 絕體絕 を 
の ディ レンマ じ 階つ た 時、 屡々 
をれ を 死によ つて 解 ホし やう ミ 
した。 をして 其 自殺 巧爲は 崇高 
な もの どして 屢 々讚类 さへ され 
た。 持に 武± 階級に まつて は 貧 
殺は 名蓉や 家を を 换ムお 高の 殿 
堂 だつ た。 ■ 

乃 木 大將は 明治天皇し 颜 巧し 
て神標 ごな つた。 勿論が が 目 殺 
したを のこ ご 自身が 彼を 神樣じ 
したので はない が、 波の 满 巧は 
當時勁 ほのを 國 格を 刺戟し、 巧 
木 神社 建立の 運動を 想 y しめじ 
重要：：* 旧を なした ミは 岳め ない 
事實 だ。 

が、 自殺は 巧の 如く 讚美す ベ 
きけ 爲 だら うか、 なは おして そ 
うは 考 へない、 特に 日 杏 人の 宮 
潑巧爲 はお 建 的 巧 藥道德 の一產 
馈 ご 見て い I 場合が をい 乃木將 
をの 自殺の 如きは 典型 钩お 建武 
iQ 思想の 一 お 現で をる。 をう 
いん 意 ホで 巧木將 をの 谢 巧は あ 
± の龜鑑 として お 建 思想に 支配 
された 人閱 から 讚美 喝 仰され た 

佐を 利を 使の 自殺は 问が 動機 
ごな つたの か、 混は 知らない。 
だから 私は 佐 か 利を 俊の 旨 殺を 
をで 問題と する のでは ない。 た 
だを を 巧を 使の 自殺が 化^々 自潑 
ごい ふこ ごじ 銃て なの 巧が を竣 
ん だから、 みし ばから も 盤め こ 
左に 就で 蕾いて 亮 やう 《 一 

自殺は 人間の 灌巧 ピ~ 下を う 
いふ 觀 をからの 自殺なら は 首 
肯 しやう。 だが お建砖 化 一巧 日本 
入の 自殺は ま 君 や 上長の おじ 自 

でを る、 どうして この 填を 巧々 
はヶ曰 ッグ 條 約に 厮ら なければ 
ならない ので あるか？ ぶ 9 

◊ スブム ソン 巧の 馨吿書 

を 無 條件じ 支持し やうぶ あへ ば 
我等は 要するに 我等は 雄 券を し 
て 居る じ 過ぎない 兰玄ん こ f が 
巧 巧る、 蠻吿 文書には 柯窜 事が 
じ教 して 千が をす る やうな 盧志 
のない こ 交を ま 明して 居 一る、 け 
れ共フ シン トンよ を 達す 一る 報道 
は、 これに 向つ て】 塊の jf を 性 
を 暗示して 居る、 を こじ ヶ 0 
ブグ條 約 じ 『齒 を附 けよ I とい 
ふ 叫び かをる、 n シァを； b 迫す 
る 意味で 巧 等の 承認を な 盧じ遲 
延 せしめよ ごか、 支那を お 罰す 
る 意 ホで 治み 法權の 撤廢を 渉を 
延引せ しめる ごか、 經濟 のじ 露 
ま兩 國を壓 あしやう とす 6 やう 
な說も ある。 

◊..ミ：. 斯うした 威 脅 的 手段 じ 
及ぶ ごい ふこ 这 は、 或 ひぶ アメ 
リヵの 蠻吿の 馬 庞さ加 减を巧 消 
して 吳れ るか も 知れない、 が、 
かやうな 手段 じ 及ぶ こご a 巧々 
をして 最も 危險 怯を 帶び k 禍中 
におせ しむる の 慮が ある、 なじ 
若し 巧々 をして を吿の 馬鹿 さ 加 
威 ど、 危 厳な 禍 中に 投 やなの い 
づれを 撰ぶ かど 問は る/' ならば 


己を な隸的 じ犧牲 じする じを つ 
て、 自 かごい ふ ものを を 燃沒却 
した 自殺 だつな。 即 もな 巧爲の 
襄 には 絕巧 にないな 化 ど屈從 ご 
また 育 目的な 崇拜が 想が 强< 流 
れてゐ たので ある。 つよ b 迷信 
的な 巧搂 人が 人を 御 巧を ずるに 
似た け爲 だつ たど 富 つても 必や 
しも 過言では なから う 0 

自殺は 罪惡 だ。 いや 自殺は 人 
間の お 當な權 利 だ- — - といん 可 
を 論け 营 からを （のをを じよつ 
て諭證 されて ホた。 シ 31 ペン 
^ッ！ け 旨 殺す る こごを 人間を 
自の 權剌だ ミホ 藤し、 自殺を 廣 
惡 だと 呼ぶ おお 家を な 巧 じ攻を 
した。 き 殺は を 用の 最大 る も 
ので ゎら、 ん 間の 精神 じ 異常を 
巧した 時 じの み 起る もの だ ごい 
ふ、 自殺 罪惡 論者の 言を 波 ショ 
1 ペン パッ！ は ホ 常識 賴 まる も 
の だ f 駡つ た。 

ヒユ！ ム も^ ソゥ も 白 殺巧爲 
を 人間を 自の絕 掛權巧 だ ごま 張 
した。 なは 太 體化權 利 論じ 寶あ 
である。 だから 自殺を セン セィ 
シ 3 ナ^な もの ミして 大騷 をし 
たら 黑 高な 巧爲 ごして 讚美す る 
おを は々 しもない。 

自殺す る 人 聞は 弱い の t - —— 
ど 善 （言 はれる 0 だが、 これは 
が やし も. 一般論 ミ して 認容は お 
巧ない。 自己の ま 義じ跑 くまで 
を實 でを 襟を 許さな いん 描は 善 
(自殺を する。 

最 あ社會 主義 寒の 淸规 寒がは 
家庭 £ ま義 V . 敵 ごの 間に ディ レ 
ン マじ陷 つて 遂に 自殺を 企てた 
彼^^自をのま義を檢てるまでき 
みの 自由を 騰 ふじ 忍び 得な かつ 
た V 一言つ てゐ る。 而も 彼は 自を 
は 弱 かつた、 弱 かつと 幾度 も 繰 
ら 返して ぶ 人 じ 謝罪して & る。 
だが を， 一て 彼は 弱 かつた の だら 
うか。 彼は 自 みの ホ義じ あくま 
でな 實で ゎらん が爲 じち 殺の 一 
路を 撰ん じの だ。 

我等は 何時た 6 共す が 耍な禍 中 
じ おやる よも も、 寧ろ お 鹿 さ 加 
赎を 採らね いので ある、 由 巧 一 
國の政 麻が をの 威嚴を 保たん ご 
した ことが、 挑戰 的な 影響を 巧 
ぼす こごは、 適 まの 歷 をに 屢々 
繰 返されて 居る ので ある。 

◊ 巧々 は n ン ドン お軍會 

議を前 じして、 特に 斯うした す 
を 性を 增 す、 露ぞ兩 國じ對 して 
いかじ も挑戰 的な 態 おじ 度ぶ こ 
ごは、 日本を して 益々 巧 等よ b 
隔離せ しむる ので ある、 而 から 
日本な 巧 等の 警吿 じ蓉 加す る-. 
ごを 回避す るの 賢明な 策 じ 及ん 
だ、 同時 じ 斯うした 巧々 の 遣 ロ 
ごい ふ ものは、 を國 をして ホる 
べき 軍縮 會議 の參 加を 蹲殘 せし 
むべき 禍因たら しむる からな 0 
ぬ、 曰ン ドン 會議 じがる か娜の 
炼調 もみして 樂觀 する こどは 出 
ホない、 特じ國 務ホ宮 コットン 
をが ァ メタ々 は n ン ドンで 五 個 
國會議 が 態され a い 限らを 加し 
ない V - 言明した 點じ めて 然も ご 
する、 巧 等を して 幾千 哩を 隔て 
た 化 ホ 的な 雜然 たる 汾爭 じ投や 
るよ ち も、 アメリカ人 ドら から 
赫學 しつ i をる 化を 平和を 導く 
べき ロンドン 會讓 をして 危機 じ 
暗ら しわる 勿れ 0 
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化 W YORK 
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わが 別 がが 


Camels 
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1 だん。 . -J- ^ynolds ToDac^S " — — ニ 

impanv, W;nston-Saiem. N. C. '' 


MIKADO TAILOR 

30 に お出み . 
lej. RhineUnd がが 30 


0 じ M. MAISEL, 

巧 9 L け 化が . I Ne パ ork 

(お t . 3 rd iUe . & Inring 巧 ace ) 


The Japanese Christian Association 

4 巧 W ， 143 rd 化 li がむ rk Cib, Tel. Bradhuu {抑が 


M. Tsuchiyaj £)• M,D 

巧 5 W. 巧 fd 化 
Tel. Trahig が お 09 


M.Yamaguchi, M。. 

巧 お aman わ も， 

なし Limine が 34 
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F, 1 . FREDERICS CO. 

餐 巧披學 大巧 比 翁 舌 
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8 ef. Lexington i Park im. 

迄 時 八を 日曜 虫 水ち 
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眼 
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じ 
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鏡 

調 
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房 書 西 東 ♦內案 育 紐 

The East and Wes け ook な， The お ss む rk Tnuris け ervice 

411 W が 川 加 化， N. If. C. Tei. Cathedral 4408 


差は A 屆御新 A 
上を をけ 注舊ホ 
げ憤御 致 をの 圏 
まよ 注し 次 書に 
すち 义ま鑽 揺て 
。割にす 敏 とを 
引對 。逮錯 巧 
しし じ 誌せ 
てて 御げ. る 


紐 

碑 父 置 
學學閱 
け 事 

純益 
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。巧 物譯 
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御莫說 
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務 ち 
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热 

九 覽余 
時 雜 
よ 室 誌 

午を ♦ 

後 巧 
ぶ 萬 ^ 4 
時 
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Onen お 1 Art Studios 
124 化 34 化 化 Oppos お Ma 巧 ’s 
Te し Lackawanna が 巧 


モ ダホ奠 時建電 

'ン '術 針動氣 

タ。 ゴエ！ 、 具、 
1 ッグ 藝； 4 ； 寫 器 

修プフ おこ*^' 眞を減 
理 ポク、 ごグ 器ろ エ 
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グブデ 
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1 及 貴 具 
.現を 製 
t 像屬巧 



PHELPS & PERRY 

3 Maiden Lane 化 Y. 

TI 森治鍛 銀を じ 幷石刚 を 

類 お蠻匠 意新最 


なぜ 曝 煙 家が 

ネャ メノン 

を 好む か 


踞， -つ 
ぷ ぶ ‘ 

みを 


I 狂ち ?^ 

安 棘 - 


か- • 
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議 
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々卞 メルを が r 辛 ヤメ 
ノンを 卒を しむ J ： 云 ふ 
々'其を 現け キヤ メイ レを 
通じて眞^ぉを；.がを 
超を した £ 云 ふを ホ だ 


喫遷 g がだん だん 《 をい 性 買の 姆 をを 求めて 巧 Co 初 こを は 别じ輔 刖を閒 >ょ《 な； 一巧 
* ヤイ グの 巧を たる 柔 ホに をした 6 きをの 眞價を 見 おす a こを 擧實 が* ヤメ/^ 0 ち 巧 
を認 巧す るが キヤ メグ 黨 のをい 譯は化 巧 じある 0 


この 違 ひが 判つ た ミき 總 ての 喫煙を は 



DANCING 

411 W. 115 th St 

let. Cathedral 4408 A が. 3 



に IWAMOTO, MIX 

114 W, 70 比み . 

TeL Trafalgar 0352 


T.CTAKAMImd. 

巧 8 CunilieHartd なわ 0 如が 
むし Crnnb がが d 巧り 


Midori Matsumoto 
おれ sUve. G 巧 ) f 
Tei. L 肌 ainetM 37 
Lo び ains が 0 日 - 如 t . の 


Dr* Sabro Emy, 

1035 Park A V も， 
Tel. Sacramento 7 が 0 


DR * E ： ぶ. YOSH 化 I 

307 W. 貼 rd 化 I 

Tel. Riverside が 50 



彌 

一す •た け‘ 

道 

韻 

' お-でを 
ム • なさ づ た . 
、か： タ 


Koike St:u ぶ 〇 

730 Fifth Ave. 
Cor. S7th St. 
rd. Circle 4406 


Mi だ Blanche Rsli が 

1264 Lex. Ave. Beiw が n おか and 8 即 S わが わ I 

授敎譜 英人婦 


Y. ITO 

1 お E が t が 过 化 
Cor. Lex の ghm む も， 


Endo & Kodachi, Inc. 

が むが nwich な reet, C け ) f 
Te し Whi わ halMW レ 2 


Orient る 1 M るが £ig 6 
巧 巧む nies を V 加 ue 

お 目 ! u, も Y, G. 

Te し Under パが 4 


A 丄 • CEASA も M,D. 

127 [as! 8 が h 化 eet 

b 化む rk & L が ind 加む es 


養 


喉 晒 鼻 巧！ 

跑 時を 該 
午 おを 巧ト が午自 
诗 みま 時 六を ネ自 
曰 曜 

自 午前 十 時 至 午を 一時 


I DR.BLOOM 日 巨 NTIST!nc. 

的 化か 代 et Co!'. №11 曲 Avemi も N. V. 
34th Street Cor. Third Avenue, N. Y. 

这 6th S れ e が Cor • し exing れ n Ave., N. Y, 
i25th Street Cor. Park Avenue, N. Y. 
125 化 Street Cor. Seve 打 化 Ave., N. Y. 
—BROOKLYN— 

Albee Theatre Bldg..DeKalb Ave. at Fulton St. 


診に U n 堪 最多 
日 化 午 察 了本线 . 能 巧 年 楠 f 
躍 時 前 時 導 A 露に 式の 网 
午 九 間懇諸 《 て 巧 經ホ车 
後 巧 S 切 君 S 信 學驗品 
ーリ ちじに I 巧手を 醫 


時を ミ 治は 巧蕉 もる 



■ .. ム …一 だづ が -.'‘''-,, 






•- • 一 --^ ..J 


號お十 肯六千 


まを 新 育 M 


曰 罹！：】 


日み 巧 二十 年 四和昭 【一 - 





鐵 鱗 


西 西 十六 了旦 六十と 蚕 
電話 プライア ントを 0 と 九 


H 本、 ま 那寶ち 製 美 
術 お、 婦人 用 曾 節な 
化 裝飾品 

岡島訂 r ァが 

高等 美術品 修链、 

首 飾 お、 ストリング 
日本 服裁沒 


笠 ホ 洋服 巧 


巧 留靑を 種 想の 曲 ホ 

罔 本人 I 円^す 會 

8 2寞ち.ぎ夏を0|三窒 


洋服^ 進 

ク 9 ミ ニン 戸、 ダ， 

ィング、 俊簿等 一切 

ミカド 樂 服な 

松 本 巧 
な 話 ラィン ランダ1 
六 八 H 0 


パ W 9 
1 が 的 ^ 

甘 f 侧 
J* 0 2 n 
H 化が 
Y ぶ 巧 也 

罰 Jw 

R 


稅關 事務 

を洋 を化幷 じを 化を 
の 叛お乂 ホ 法に 親す 
する 一切の 御 諮問に 
應じ巧 道 族 船 貨额運 
貸ぶ お 帆お稅 S 手績 
書 等 進呈す。 をを 都 
ボ じ化理 巧を なし 誠 
育が を 巧 用み じ おや 

お 晚か巧 


成 巧の 祕談 

米 固 式 英語を 窝卞事 
は 巧 巧の 萬 一巧です 
本校には 目 本人 お按 
じ 慣れた# 巧 婦人 か 
帥 あ b 怒 切 じ 食 栽 巧 
信 文化を 語を が 没し 
ます。 H 巧 週 H ホに 
午前 化 時ょ > 午を 十 
時まで 銷巧 L 1 レツ 
スン お 十五 化 づ \ 

今 H ち 七に ホな ホれ 


3J S 

- ■ ニ --- ■ げ 

8 W 
- S む 

■55 
巧 M 

8 が 

.が 

n L 

巧 


珍、 察 

午獻卞 時— 一時 
午 時— 八 時 
U 確^ 前 十 時— 正午 
をせ 慢も 男ホ疾 を、 巧 
腐 お、 おお 檢査 
多年の 經 をを をし 日本 
人 じは 特に 親切 じ洽療 
す ! 

健康 黎斷こ 巧 

ドク トグ 

-^1 イど八 
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人 

ぶ 

瞥 

巧 

修 

道 

會 


賴巧 或を (日】 八 持 
H 巧 if 校 (日 ご 一時 牢 
家ち^^^食(水) 八時 

祝 烏を 及 ( お ) A 時 
聖 富げ 究八 ネー/お 

婦ホ會 

語 省を 

可— 知 

を衛舍 、巧る たを 

のを-をの » 

^ の 巧 巧 巧 じ « 



診療 

午前 十 時 ょら 十二 
時、 午後 六 時 ょら 
八 時， 日醒は 前め 
お 上 お 

ドク トグ 

山 ロニ 一之 巧 


巧 群 Ki な 基 

自午巧 义時リ 十二時 
呂 午後 一時 = お 時 

火 お 午後 r 睁 山み 時 

はへ キシヤ 1 フア 
ン テ^ン ヨン クブニ 

ブクじ お 勸 


JO 巧 10 至- OGUR グ NLO - 
ニ 一 West 薑 h sif Y 夏 
ジ 一. Rivers 互二迈 3 : 宣 ler 妄ま 

みみ.^ キお 九な ー 午後 一 な 
囊寞 ザ 後み 時！ 午後 化* 
日 巧 午 お 九 時 1 午を 四時 

ドクト^ 小 栗乘吉 


舞鑛 f i 


▼社を ダン* 
►おお 体操 


了窜 
親 巧 


を 

朗十 柏？ 巧 十 j 時 

シャリフ ♦ダン シ 

ンダ 帥猫學 校卒袭 
h 衫 


2 

-5 

が 


化 

yds 

嚴 I 

0 相 

Z M 怕 
N 2 

A 

K 


診察 時間 

午が 九 時！ 十 時 
午後 ホ 時 1 八 時 

パ； 栗 幹 ご 一 

紐ち 巧 フブブ ーお院 
巧 五 巧 病 お數お 
ま 巧々 ン バラン ド 
巧 院教巧 


な I 
巧 I 
0 

本 
人 
ぶ 

化を 

-加 


h 邮 
n 相 

•S P 

が 故 

做 帖 


e 巧 
h お 
1 8 

r 2 
3 


巧 

I 會 


巧お會 
を 畜巧巧 正午 _ 
が 满會タ と巧ぞ 
，吸 拜說お タ乂時 
木涅巧 ちを タ乂時 
み 房 及びを 篇 

午を ニ！！ 

主巧講 巧を 又は 
，美を 曾 タ八持 

—肪會 ♦窠 

於宿带 .、：.. 旅行ち まみ 
g が 事相 巧*、 

ホ、 ホ 業两旋 巧、 巧 度 
を おを 巧のを 謀を 設 
けを 員 及び 非を 貝の 

ミ 一 



劈 巧は 實賛 誠意 迈 速' ま義の 
あじ 御 ±產 物 一 ま 卸 賢 値段 
で化賣 致します タ ホに 巧は 
らや 御用 命 仰 かす さい ませ 
◎跌 米を 健 時計。 置 時計 一 ま 
◎資石 貴金属。 级製 器具 一 ま 
◎を 權萬年 筆。 金 象 製 鉛筆 
◎蓄を 器。 ン 31 ド 見本 陳别 
◎寫眞 器。 タイプライタ 1 
◎が 助 巧。 紀な 寫輿钻 繪墙畜 


ブ w 1 をウ玉 ！ なと 十を 
領事館 椅 側を 巧と 0 ち 能 室 



ニ 0 Brstiw さ K J - G さ 
ぎを rtlandt 夏 7 贾 50 


S 歐 ホを 辖 時計 
化 貴を 屬寶石 類 
銀製 器具-式 


蓄音器 



寫眞器 


タイプライタ！ 

を 巧 巧 年 筆 
其 化 ± 産物 一 ま 


◎溝 ニ最 島殺メ k な ヲ精理 し 
化巧ョ ，廉價 ニ瞄資 。す 居， マス 

西 四十 ニ下宜 5 下 一幸を 

ロ >>グで| 无 I 》 か デン f L 4 

一 鲁 十な 室 パ 

靑 柳商會 2a 

(タィム スピか デン グ闲 測) 加が. 

電話 ブミ づト四 I ニ セ 四を WN 化 
◎商品 ノ確 資ナ户 コト、 取扱 
ノ进 速ナグ 3 トニが テを 樣 
々ラ 御 好評 ヲ摄 ブ居リ マス 


9 

R 柳 

0 化 加 

V い 崎 

R の 化 

R W M 
E W 
K S 



診察 時間 

午を 一時 化 ニ 持 
午後と 時： = 八 時 
あお 皆 學± 

:: 巖本違 - 

を あ 比 亞大學 反び 
，ザ， ン 巧な 巧を 
自 巧は 巧 巧 西 上# 


診察 


午を 一二 時ょ ちみ 時 
日曜は 前約 巧 願 お 

ドク トグ 

高見 豊彥 


巧 育 州を 證 
巧 接を 活詳 
ちを 巧大皆 科乂學 
産婆 復習 科 卒業 

產婆 松本綠 


ベ 八 ビユ— 病院 度 
組 育た 學醫巧 在勤 

江 見 ご 一朗 

彰察 時間， 
每日 午を 巧 時から 
六が 主で 

夕 巧ろ を、 と 

時から 八 時を 


賄の 願 上 お 

ゴー モル 大學 
ド グトか ホブメ iKV ン 

段舉巧 ± 

ち 居悅彌 


おき 米 齒婦ん 
日本人への 巧 
語が 授 じは ホ 
年の 經驗を 有 

すな 一 レブ* 

ンと 十五 化 
な 日朝 九 時ょ 
ら巧化 時を 巧 
時 じても 宜し 
H 確 日は) 時 
よ > 四時を 


を击 十一 


ミ T 目 


が 藤 


ミ I ニ 


洋^ 巧 

f ラ f 1 ニ 四 四 化 


第五 巧と ご 10 

へ クシ 卞！ 

ビグ デン グ巧 

小 池 寫眞舘 

電話 サ ー ク瓜 

巧妈 0 ムハ 


削 マッサ ー ジ術 

I 電命 養生 院 
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リ 午後 化 時 
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T - 

た 


-織 


53 脚 

I- S 


靈揉 治療 

マッサ！ ジ 、整 お、 壁 
巧畢巧 運動、 勝灌注 
水 ぉ、 電氣 風呂、 ホ 
線 度電氣 治療 其 他 
j が 育 巧を 嚴 

-ィ ジオ；： S ラ ピスト 

西が 幸 男 

日 殖外每 日 午前 化 
時 ミ 午後 八 時を 
を 話 豁お願 上 お 
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ジ 一 . Miint を 57 
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大統領が 敎書發 表 

軍備 費の 輕减 禁酒法 勵 巧ヵ說 


ワシントン S 目 避 n 大統領 フ 

I ゲア— 氏は 本日 召集され じ 

諮を じ おし お】 巧 ニ 千 語じ垂 

垂 ごする お 書を をを したがを 

の 巧 旨は 左の 如し。 

教外關 係 氏は H ブミ 

グート 巧の 保留 條 件を 某 礎 どす 
; る 困 巧 司法 戴 巧 巧の アメ "々參 
加を 懲 葱し、 不戰 なめを 原則と 
する ホ か 的 機㈱ の 摘 張を ホめ、 
か 聞 じ 目下 駐屯し つ < あ る尸メ 
リカ お 兵 曲を 速 かじ 撤退せ しむ 
となし、 'ィ キチの 內 政な 造を 補 
巧ず る息陳 でを 員を 派遣す る こ 
ど、 ま那の 派遣 軍隊を 能 ふ 藤ら 
を かじず 時 駐屯 數じ戚 少し， ラ 
み ン •アメリカ のがを 幽を ザ實 
せしめて 西務 ちの 豫算巧 加を ポ 
め、 ホるべき 《 ン ドン 海 巧貪谣 
におして アメリカは 巧が する 巧 
深甚で をる ご 述べ じ。 一 

國防經 費 氏は ァ メリ々 
の 酉の 經 をが をく 共じ激 おを ホ 
たし 『今や 化を じがけ る 致 も 軍 
備 化された 固 家』 である こごぶ 
を 殻して 議會 じ 掛し特 じこの お 
じお恵1軍備じ巧する図民の負 
擔輕 がを 要求した。 

國库狀 態 化が たる 経 巷 

節の 政策の 繼 おを 說き 一億 六 千 
方 巧に ぶぶ 嫉稅 案の 巧决を ホめ 
たる 上、 米 佛巧畔 負 憤 ホ 濟條約 
の 批准を 媛滋し ドー ズ赔償 まじ 
掛 ずる ヤング 修正案 じ 則ら‘ ア 'メ 

力は 近 < ドキ ッじ掛 して 從ホ 
ょ > ら輕 がされた 賠 憤を を巧ポ 
する ミ 共に 戰が 中に 巧收し たか 
人拟 を-な 一千な 九十 六 巧 六 千 
よな 弗は み 年 巧 ホを なて お 還す 

ど 述べた 0 

經 濟狀况 遇去數 年じ挂 

る おを ごぶ 礎 個い 進 ホの 跡を 回 
巧し 『ちがみ 瞬 域を 脫 しむ 証券 
投機は 遂に 间逊 すべから ざる 巧 
式の 暴を を ホし、 かんじ 结 して 
趣 A て不必 喪な 不女 ど悲 捉の氣 
みを 巧：' む』' .J なし 『而 かし 取 
引 巧の 巧 進 U を自み 確信を 巧び 
巧した』 V- 锁 じて 现 化み 巧级が 
態は この 盛.''、 あらな けむ ば.：：* ら 
ないど。 し、 恐るべき 禍 がけ 絶 
だれた が 『而 かも や 時の が 態 じ 
な 歸す るまで 化 ゆる 力 面 じ 妊 h- 
て、 巧 力を 繼紛 し。 けれげ なら 
打』 ご 論じた L 

農業 巧 曲 農村 方面の 狀 

態は □ミな にがが しつ I あ b ご 
て 『今や 鹿棠 がしは 樂化氣 かが 
滿も帖 r 農 ホ 財の 設 於， レ、 總ゆ 
ろ 度 菜槐關 にも 歷つゎ 能率を お 
がして 巧る」 ど 述べた。 

關お 改正 氏は 巧 巧脚稅 
巧の か 止じ對 しては 特が 雑食 お 
集 常げ のを 费を 繰返して 速が じ 
これが 改 おを ポ め、 閒 時に 大統 
倾に拚 して 適を じ縣 稅を邀 おし 
得る の硝能 V 賊巧 ずべ しど 巧び 
カ說 した" 

禁酒 勵わ受 煤 酒ホ腳 

巧の 現狀 がみめ て不が 足で ホる 
こどを おし 『巧が 大が 巧の 搂酒 
尉で わ ひつ I める 卿 巧を 兩 なの 


か 誤じ仪 b て 巧な あじを し 中央 
を 府の手 じがて あを この 街に 當 
らしめ』 產を用 力 アグ n — ^ ま 
お拖 のみは、 大 おおじ 殘 しが 邦 
兢巧所 じがん 審理との 混 雜を避 
くるわめ 細目 的な 法律を 一纏め 
として 審理を 巧 易なら しめ か ホ 
ょ b のを 檢 入を お教 的に 防止し 
あら じ 法律 勵巧硏 巧を 員 會の報 
をを 馆 して 他に 復遞 する 所を る 
ベく 『 3 n ン ビア 郡 (曾 都) をし 
てを 固の 模範的 禁酒 巿 たるべき 
を 巧ず』 ご 斷 じむ。 

重要事項 をの 化 重要な 

る 事項 VJ しては を 官廳の 建築、 
道路 擴 張、 河 潰のを 良、 洪水 防 
止 工事 等を 急ぎ、 郵便 飛 行路の 
猪 張、 議會 をして 鐵 道を 同上の 
煩い* る 法律を なめし め、 戳 便船 
補助 法を 確立し、 銀け 法の 改正 
じ 巧て 兩 なの 調杳 委員を を 設け 
聯邦 電力 調査 會じ おする 一二 蹈僚 
の 兼 巧を 解き 《 て 常 巧を 員を 巧 
命し、 ラず ォ 委員を 常任 ごし、 
藍獄の 新築を 急いで 罪ん の 特赦 
I 尉 度を なめ 0 て 監獄 局を 新設し 
おおの 撰擇 をょ b 嚴重 とすべき 
J f 等を 藥 げた。 


i 


み 年度 豫算 

國防費 セ 億 千万 

別項 巧 報 7— ゲァ ー大統 額の 
を' 奇 をを じ 相 ホぎ 大統領は 巧が 
麾の 豫算ピ して 化 八 借 一 モ四ト 
風で お 千 ニが W 一雅を 提 おして 
溝 斧の 協賛を ホめ ロが この 中國 
防 Aya と 底 千 化が 八 巧 化 モ弗じ 
しぶ 巧を 费 はミ盧 凹な 化を 巧 巧 
降 軍を は 巧 億 六で みなで おを じ 
てこ 一の か 洪水 防 中‘ 壤 ごして あ 巧 
巧 乾、 港灣 工事に 五な 巧 弗、 な 
がか 震陳出 じちな 五 ト方巧 等が 
舉 げられ て语 るが、 海軍 裳の 中 
じは 進# 酸の 雄 追 裳を おめ ミし 
てが 巧 除の 磯 張 等ら 含まれ 陸軍 
をの 中 •1 は パナマ運河 化 帶の經 
避ら 含まれ 陸が な航巧 嫁の 擴嚷 
赞 巧は ち卞 一二な ガ 巧に 连 して 居 
る 0 

, ' 

劈の 動き 

\ 栗 京 特電 五日 發 

建値の 變お 運動 

『を 利から 採算す る も おを 銀行 
んお來 雄 化けの 十九 巧な 上 じ 引 
上ぐべき だ」 ご 愉入商 筋は 雄 摘 
變巧迷 齡を始 S じ， 

が ホの お 誕ザ穩 か 

年 ホを 融は ホ提 らしい がを 银 
巧 おな 出は 手 巧 へん v > し‘ 居る 
ホ ト陳枯 U 必要；^ ら げ年內 にで 
も 化 外' 中‘ 货を挪 ひ ドげ る ロ 振 b 
で わる。 

卸 脅の 物價 下落す 

H を 剔渔じ 换れば 十一 巧の 東 
京 卸 貧 物 似 お数は ご ニ 一、 0 
化』 をよ し 机 巧ょ 6 r 五、 一二.！ 
の 数を でる 

王 嬰が 式の 利 廻り 

十二 巧 ニ 円の ホが 巧 式 平均 利 
姻 b とみおが ニち である。 



TOYO KWAN 

41 E. 19th Sl 

Bsf. が W8 け 4 化 わ e. 
むしが が 叫 uin 8788 



TAIYO 

1 が W が t 刷 h お . I 

Tei. Trafai 巨が 0042 ! 



巧 六 巧 
ご 目 了 旧 十四 
历 a 下 五十 巧 


Kawasoye Hotel 

1 お WMi123rd S わが {. 

む しむ thedral が 10 


IKUINE 

Ho わ 1 在 R が お urant 

3 巧 W. が 化 お . New む rk 
む !. む buyler 巧 22 
Cable A がけな！ ) (UI 化 


DARUMA 

11 がーな h わん 
Tel. 8 け ant 巧 巧 


SUN HANG FAR 

21 化 7 化む も Be;. 12 邮 412 加 Sts. 

む L M 刪 m8ni お 科 

ク 上を 巧 博 君を 了で 巧 お 腐 
: 、 よまし じへ 目 窠理を 前 本ぶ に 
ィ日 まを ては ばのと をのを 樓 ^ 
、疆 す々 居 巧 直 チ 街 差を 揮 巧 ミ [1 
眷 は。 御 まるぐ ャの上 好つ 理 & 
链锅ホす巧日プなげじて人 _^^- 
が 煩 ホ •好 本 スニま 適日歐 
を、 の 評人ィ 十す す本廉 W 
A シ程 を 諸と 六の る 人が 




お E がり お h Sheet 

Tel. Lexington 5727 



340 W. 58 出 St. 

Telephone: 
Columbus 8882 


( 赌 a • 水) 哥養お 


Quong Gen Low 

即 ine 化 Res わ urani 
，り 2 化 お 化が. むか 


Wing Hhig 

3 站 0 8'way, N. Y. Giiy 
• Tel,Uui 棚 ■$ か 巧 わ 


CUy Hali Tea Garden 

170 Nassau St. City 
Nttxt to the Tribune Bldg 
Loo L 4 & Manager 


理料那 支 等 高 

LOTUS ROYAL 

化け 化 1 け THST. 

TEL University 5448-7895 


KIN が 0 & 巧 T 洲り 

IMPORTER OF 
GOLDFISH & BIRI 

0 

動 其 力を 

物策ナ #- 

一 篇リ金 

切 k ャ魚 


GUMP 化 LL な 1 ^ 削 

設備 整然 經 養化廉 

Call-TRAFALGAR 8200 
FRANK ■• ち • CAMPBEU：— 

"The Funeral Church*^ Inc. 
(NON SECTARIAN) 
Broadway at 66th Street, N ， Y. 


ぷ盛顯 豪 


S . KUWAYAMAGO , 

114 に 59 化 St. 
New York City 

Phone. Volunteer ミ觀 




號 五十 貸ぶ 千 一 第 


化 h でぶ 鱗な 巧で が 獲 tut が [日曜 ±】 



高 毒 御旅 縮 

東泮矯 

會應 御料 瑣 



輯 理錄！ i 


太 陽 


赛司 毎日 あ b ます 


マき 雙 一 
ホに 御特理 



御旅 お 河 添 


割烹 並. にな 旅舘 

'.稻 佐 巧 


巧を ホ 西 八十 八 了 目 I ここ こ 
« 霞义 々イブ-- と 八 ニニ 


媛の お燒 わい しい 郷燒 

會朦御 料理 

. 畫 食は 末廣へ 

叮巧猫 巧 望 巧 大姐巧 



埋 

ずき 鑄 




かき 谢か きお 
物 每日 御座い ミす 
かき 飯は 

转じ前 巧て お 知せ を 願 巧 


4 


か 

Ob 

加 


4 


皆樣 の御增 好に 適 ふ 
據な 美味の 御 巧理を 

£ 誘 廣珍樓 

差 上ます から 繪 々御 
ホ ホを 顔 ひます 


£ 編 永輿樓 

挽 揃 ひの 巧 理人數 名 
が 日本人 諸君の 嗜巧 
じ 適ず る 巧 巧を を 上 
ます。 朗 一二 時 道 開な 
f な ホ 五 了 目す プ 
冷 率 巧の 下) 


まが 巧理 

ホ 廳を園 

司埋ん * を 
巧數の ホには さな 
の 巧 便利 じ 備へ巧 
閒 み ホの 御用に 應 
や， へく 巧閒巧 ホが 
す矮わ 引な 頭 巧な 
觀上御 ま內申 上ち 


支那 料理 


巧 围閑靜 
室 內淸お 

巧 人 クラブ 白 お 寧 

5B ジ 夏 SI 單呂享_ 三. 
を. Triangle 之な 

挽 袭區城 中が、 摄雜 事が、 H ぶ 
巧 船 其 化银巧 大會化 巧き 巧が 

を®-^ ル ホテル‘ 

が H 本を (特別 おゎ b ) 

御 一巧み 第 自致单 御 出迎ホ 上な 

ごご a 量 rnia St; San Francisco. Calif. 

レヤ トル 巿 

Np 旅舘 

W 06. 巧 f . A < e . wo . Seattle , WMh . 

停牽藥 前を をへ IIT 左側 大階推 
H 本 巧铅切 巧な 圾波戸 場 送迎 



支那 裏連 哥 

狩理 舅 弱厦 

t - as - 旨 午が 十一 時— 一 •ロ 
お！ ま 午前 ニ 時半 開 巧 


S 

が 

8 

5E 

が 

-A 

A 


S 诚 5： 

化 C おが 
9 k 抓 お 
5 が 

に Y ^ 饼 

M W ’ 則 靴 
の： I W9 


2 
h 9 
S W 


n 化 

&抓刖 i 

i M 

I 

0 J 



^ 育 惟一の R 本 百貨店 

片桐 兄弟 商會 

スマ ド i •プ P ダク ブ 一手 巧 « 元 

I 

醬囊 I 麗窜も 米‘. 

本 ぷ麟削 食 巧 お 經 

^ 一巧 田 巧 巧 巧 ホ食胜 東部 一手 資巧巧 

曰* 品商會 


曰 


得意の お踏瘦 ぁ、 

韋巧 午-後 ホ 時よ t 
ち 巧午刖 一二 時まで i 

宴會別 巧なら 

製 帯蓮閣 


と 十五 化 i 

里 

一巧な 上 
曜燒賣 
春验錢 頭を 種 



ホ 上 金魚 巧 

ニ 96 巧呈 Ave •，す W If ミ k 百 な. 
さ one Volunteer 77 ち 


ジさ r A 富 ri 夏 n CUS す 夏 rs 草 d す ier 

こ Hachi-hac ミー the. 喜 lar 言 anesec を 

ga ヨ のさ 岩！； こさ 的 ht 丢 iiho ミ feeij to 

京 g 實 ers for こ im 穿 d firm 一 • Inquiri 
s . KUWAys / ts . 114 E . 一室 hS 二を. 


一 

一一 he 

を， 


莫 面目なる ホ蔚 同胞 じ « 寅 
なるな 菜を 罔を す 

宮川 事務所 

が 育 ホ 西 四十 ニ 了呂 百 ホ 一 を 


を 

活 


ブ 


ri 


ル ー 


グ 


1 だ 次 愛 苦 th 芭 蔓 jNe 三 ork 
ジー eph 呈 B Re 巧 n こ 187 


木 田 ル 


ン i グ 


皇 7 3r 三 ve. 巧 里. 置 sjllsj 

ヴ 一ち！！ 呈 e さ 一置すミ 3I144 

A 淸 巧、 親切、 氣樂 =1 二な ► 


勢州鑑 


が 巧 寧 

技 5 

苗. 呈 un| 


4 


久間 をが 

S すま t 
I ミ畜だ 


住 旧燕鑛 

館 ま 化 瓜田 ネセ 
2 畳で S 二罢 Sir ま t , ぎ ごち さ 資己蓄 1 

一力 旅館な め 

帝 國旅鑛 龍 g 

1 ま W. 霉 h 苗 J f ご rk 
す I- で - ミ ueh 芸 が》 泛巧 


織 育 旅 鑛^キ * 目 

襄 四十 了 目ニ妈 二番 
Tel. Ga 星 liiia 迈 74 


ポヌ トン ホ I 

富± 旅館 大浦未 お 

畜 W ミミ st 巧 St. B 音 n Mass. 
を’ B.M 夏 


I 鄉旅鑛 

桑 山 心の 五雜 


4 まぎ 量 9th 苗. 童 
を. Wdrmt 72 ゴ 


穿 量 ia で. 


日本食 料蟲 類ぶ び 雜貨類 卸小賣 
が么ま 大賣挪 桑 山商會 
巧刊 書籍 雜誌 小間物 日用 晶 各種 


これから 手、 むが 加は る 

『わ 酒の 關 巧』 了ろ 力 

愈々 批准 ごき まつた わ 酒の 條約 


▽ アメリカが 禁酒 齒ご なつ 
てな 來 ごい ふらのは 、アメリカ 
船は 勿論、 外國 船舶 でら 同 図み 
港へ- 旦が雑 すれば 藥用 どい ふ 
をを で 秘 < 々を 貯藏し 得る じす 
ぎない ので、 余 か S 酒類は を 部 
入港 前 細 海外 じて 化 楽す る ょら 
ほかは なかつ た、 がつ てア メリ 
々巧き H 本船は 化 化' 一を 十 かな 
酒 顔を 乗を*- 提供し 得ても、 俊 
がの 際は や； も すれば 不巧お 
V 現じ 先月 来、 太 ホげ 會畿 
外 図 化 表 者を 滿 船して 絲 着した 

コレ ャ义の 如き も、 シャン ぺ 1 

ンやビ ー ^ がな がれ ご つたく 
ら ひで 巧 巧 酒を 築し み じが 船を 
選んだ 乘 客じ勒 しても、 十 か。 
サ I ゲ ィスを 巧ひ将 い：— らみ 
が ぁつた 

V まらに 盛業と 闽 つたこ タ」 

は、 日本 ビ ー かの 南 术に對 する 
販 お游坡 計' 遙 も、 南 ぉが 路 ’ゎサ 

ン フランシスコ、。 サン ゼ瓜ス 

じな 港ず るぶ か b じ 構 載 个可酷 
ごなら、 逆 お 上の 陪 普ら 少 。か 
ら ざる ものが あつた 
V … ：： 化つ て H お 兩团間 ごは、 
n お 酒 摘 化締保 約を 結んで、 ア 


メリ 力 巧 泌ホ販 曾 さへ し G けれ 
ば 梢 載は 差 まへ。 いこ ごじして 
通商の 化宜 をはから ぅごい ふ 約 
巧が お ホた が •旣じ アメリヵ 侧 
はげ 年 h 院' 化 准が おつた •しも 
か； はら 中 りん 側は 未だ 批准し 
ない ので 不便は 依然 緩いた もの 
でる る 

V ごころ が 巧が 樞を院 でら 
间條 約の 樹 をを S 食ら パ マし、 
十 の 曾 蔑で ぶいょ {御批 
准の がを 巧 ホす こに まつじ、 批 
准を おの h は酒藉 お 破の 日本 船 
も おは びら じア乂 リヵの 湛へお 
入らす る ここ か胜 ホ、 T メリ 力 
からの 巧 巧 巧き わを は フンダン 
じぶ を 利かし 得る こ V, : なつね 
露； なので ある 

V … 郵狮貪 社 あた b でも 大喜 
び 今や 太平洋を 橫斷 する お襯軍 
縮杀權 一巧 も灘の 生一本で 樂し 
んで 居る こと f あらう か 

若 概を權 の 

目の 上の 肅 




を 息が わ袍の 監督 
- おおの 詰の ついでに 最， 


一つ、 目下 シァ ト< じ航巧 中で 
ある、 巧が 軍縮を 權の 一巧 (第 
一而 參 照) の 中に 一二 人の 面が 異 
なつた 随員が ある、 をれ は 本社 
特電 も旣 報し じかく、 一人は 首 
席を 權若概 さんの 長 巧を 格 巧、 
他は 收野 內府の 長男が 通 巧、 も 
う】 ん はお 軍 大御所 山 本 權兵衛 
化の 爾子淸 巧で ある 
V :':''' 有 格 巧は、 わ 父さんが 大 
の 酒豪で、 をの 上 秘書の 旧 巧 君 
が これ また 若概 ささん じ 輪を か 
けた 酒豪 ど 巧て ゐ るので、 若楓 
夫 A がを かじ 苦必 の結裝 選びが 
いた 酒の 查權の わ 目が 役 ごいう 
憩踩 もんつ て 屠る らし L どの こ 
ご 

V 仲 通 氏は、 外務を 歐米局 
勤 おで、 さき じ 小 かおの 秘書を 
して 辟た こごが あるが、 巧けば 
歐ホ 厨から 巧く こごに なら ませ 
うか ゴ 謙遜して 居る 

V また 淸 君は、 海軍 中佐で 

外 巧 省 情報部の 囑 巧、 が 部 海相 
の義 おじなる が 海軍 ご 外務の 仕 
事に 巧 かど 電寶 がられの 役割な 

V 有 格 氏は、 勤務 化の H 本 
銀 巧で、 をは 酒は 一て き..^ やら 
ません、 出發 の準幡 いつても 
ごく あつさら ごして 出 お前まで 
は 銀行は かま ホ勸 める ちへ です 
と 語つ て 居た 


愈々 具體化 >し た 

雪洲 ブロ ダク ション 

鶴 子 夫人、、 一 おじ 來 春頃歸 朝ず る 


パ！ ク •セント ラ^の 雇人を 始 
め ごして 當侵同 ホ テグに 宿 沿し 
マクナ マスの 居室 附 あじあつ じ 

宿を や 出張した 探偵の 証言 等は 

いづれ も マクナ マスを 犯人 ど 指 

摘す る じせる 確証を 持た 中 
捡 事局 側では 早く も 數十入 じ 
垂 々ごする 疆人 のな 喚を が 切 
らな罪 どなる 巧 能を は 極めて 
薄弱で ある ご 認められて 居た 
がまが 係 お 事 ノット 氏な 
捡 事な 侧が提 おした 記谈は 極め 
て 薄弱で ホる ことを 理由 £ し隐 
審官會 畿じ附 する 巧な く 五 H を 
のて 無罪を 宣吿 した 0 


蠢禮 消息 

お 術 季節 じ乂 つたので 紐 育 だ 
巧 邦人の 美術家ら を自巧 動を 開 
始 して 居る、 先づ 
◊が 忠藏 巧に ァ ー ト •センター 
じがけ るァお テユニ テ！ 書 堂に 
おおの 細 給を おおして、 都下の 
を英ザ 新聞の 奠術 欄を 娠 かして 
居る が 育 タィ ムス 紙の かきは 
『憶病な 驢馬 J の寫 眞を揭 載す る 
ど 同時 じ 『滞ら かな おを の 美に 
威 興を 持つ 彼は、 軟ホ なをして 
ホる せ 草を 景色 威 能 的な 要素 ィ J 
してが い 構 圖をま 配して 居る』 
と 云 ひ、 紐 育へ ラ A ド •ッ リビ 
ユ！ ン 紙は 『巧 忠藏 巧の 五 枚の 
独擔は 正面 じ 掲揚す るに 相應ず 
る繪 である、 彼の 採 色は 國吉巧 
のをれ じ 酷似して は 居る が彼自 
身の 特長を も充 みに 婦てゐ る、 


巧 人哄聲 俳優 どして 海 かじ 鳴 
らしれ 巧 川 雪 洲をま 役 どして、 
围お映 塞の 邀 作を 計 蘇して 居た 
早 川 雪洲閔 擬映證 株式 會 社の 創 
立は 今夏に 來高巢 欣化氏 ご寶塚 
少女 劇場ぶ 國民 座の 平 摄嘉右 H 


のん 氣 なを 活を送 b 只管 歸 朝の 
時 巧を 必 待％ じして 居る、 巧 ほ 
同お^ 發 起ん はやお 嘉ェ 巧、 お 
が義郎 巧、 檀野購 助、 永 旧 秀ホ郞 
鶴 見祐輔 、小 皆を 順 氏 等が まど 
なら、 賛戚 まは 澀澤 、石 ホ 、 S 


巧氏ごの間で巧衝中のこどは巧^島を子爵、 阪谷芳郎巧、 化岡巧 


報し じ 巧で あるが、 今回は こん 
話が を々 

且ハ體 化し 資本を 巧で 圓を 

ロつて寶塚にプ 口 ダク シ 9 ンを 
雄棠 する をび どなち、 がな 委員 
會を關 いて 底 もじ 一般を を や、 
ファンから も 株式を 慕 集す る こ 
つた、 岡 社の 計蓄 じよる 
ご 華洲が アメリカ 映 謡 巧 じ おい 
て特 UH ぶの 映 蕾 フアン ご 親し 
いお そ 俳優、 


を、 ヘン リ 
等で ある。 


.み 谷、 义 ホ あ 雄 氏 


婦人の 力で 

驟爭 y 巧 止 

巧 園から 巧 表 渡米 
明春 一巧。 ン V. ンで 日、 巧、 
义 のち 頭 連が が 街を つ 3 巧衝 
する 時 これは まな 太 西が を 越え 
む アメリカでは 止 •ち、 义 、獨 
流の 脚本家、 撮影 I 佛の 婦人 巧 まが 集 ずら、 おら じ 


お 帥 等を 时 伴して ホ 年の わ 正月 j 一 步 をす i みた 戰 まの 巧 
: をす ました 上歸辨 し、 明春から； 因 及び 巧 化の 研究 ふ、 をれ じ關 
'約 S 十 巧 圓…- 建設 中の プ 。ダク I する 婦人の 貴 巧に いて 討静會 
シ ヨンを まごして 巧 部、 を 良 等 一を 開く こ £ じな b 二日 本からは 
铁 をのを でた 棋 巧を バックに 古 I 爆風 會の 副會頭 ボン ート レット 恒 
一巧 日本を 題が どす る マト 1 — ； 子女 おが、 大阪 のちな 長が 歌 子 
一を 劇化した も S を 製作し、 をの I さんと、. もじ 重大な 巧 命を 帮び 
i 巧な は アメリカは 勿绝 ，ィ’ キリ' て 出席す る こごに なつた、 をょ 
! 乂 、ッ ランス、 ドィッ、 スィス- ァ〜リ 々の 寒 名な 婦人 劇が 十を 
I べ八ゲ I V か 加盟して 居る 『戦 爭の巧 因 及 
I ミ那 等，/ 盛 化する 計 請で j び 防止 硏究委 眞會』 がま 宰 する 

もので、 每 年】 巧 開か n 歐洲か 


が戰 爭じ關 する をら ゆる 間 題と 
ホ 巧 確立 じついての 婦人の 履む 

べき々 法に 锐 して 隔意ない 討論™ 驢馬の 巧る 悬 色は 着想と 色彩 ご 
を 行 ふらので をる、 當の 恆モさ ~ じがいて 異彩を なつて 居る。 


ある、 アメブ 々侧 ごの 配給 計ぶ 
は 旣じ空 洲ど巧 巧の 大な物 デミ 
1 A 氏 ごの 間に 質 渡 契約が 大ホ 
巧 立して 居ら、 當の 雪洲は 今を 
ヮ ー ナ ー 社の ト！ キ！ 『赤き 血 
の 笑 ひ』 K おおして な ホ、 を 社 
どの 契 巧を 差し おへ、 グレ！ ト 
ネックの がを を弓拂 つて 當 化の 
人 どなら、 巧 妻 鶴す さんど 共 じ 


らは 知る の输人 連： を； 婦 
人 固体を 巧 おして 参加して 居た 
か、 こんど 巧 五 圓目じ 巧め て 日 
本から も參加 おが 出た わけで、 
眞じ巧 ホ 多い 食を である 

はソ シン トンで 一巧 

十 巧 H から 十八 日まで 五日 間、 
U 、 お、 ホ、 巧、 煤の 化を 婦人 


んは 語る 『まだ！^ ッ キリした 
ごは 中され ません が、 タ を 十二 
月 二十日の 淺間 丸で 渡米す る 
ミ \ な るで しよぅ、 出 帝ず る 0 
上は せ 劾な 絲 をを 得たい ご自本 
の 特殊な 間 題 じついて 今い ろ： 
ろを へて 居ます』 

ボ！ ナス 半減 

株式 街の 不景氣 

クオ—^ 街を ぺ もやん こじし 
た 株を 怒 樵の ぉ蔭で 巧內 のか 賣 
贩資 はこの 歲 末を 前に お來 じな 
い 巧擊を 蒙ら、 お蔭 e 毛 巧 類を 
の 化 年末 用の 贈答品 等 も 値下げ 
を廣吿 して 盛んに 購買を 煽つ て 
居る が 

が ホの ボ！ ナスでは 化を： 

を唱 へられて 居る クオ ー 八 
お忡買 商の 就 働 着 も 今年の 
1 ナスは 例年ょ らも 半減、 
絲を 上げる とい ふやぅな 景 
のい t 說も をらない 
をの 理由 ごず る 所は 勿静 株式を 
憐の お蔭で 巧の 收 入が どん ご お 
少しね こど、 顧客が ぺ七 やん こ 
じな つて 少 くな つたこ ごも ある 
が、 をの 半面、 ぁの 馬鹿 景氣の 
最中 や 恐 樵 期 じ 大槪の 就 働 人は 
藍が 兼行、 而 かも オバ ー タ キム 
の 給料は 一惜 半で ある 上 L 、 時々 
ニ j 週間を のボ— ナスを 屢 々受 
けたから でを ると。 


謎の 殺人犯 

遂に 無罪を 宣吿 

賭博 王。 1 ズ スブン 殺しの 誕 
の 化 人 マクナ マスのを おは 過去 
十 H じ 直らて 連續 したが、 ロ ー 
ズス ブンが 殺害され たど 漫 しい 


ドツン 巧畔の おの 題せ で 『タゥ 
ン •ヒ グ』 记 キビ--^ して ゐて 
確實 である』 ご 稱 讚し、 ィブ 
ング ポスト 巧は 『西洋 的な 風景 
を 東洋 的 じ 鑄 かへ た 彼の 繪は諧 
龍 ど 新鮮 ごじ 富む 獨創 的で ある 
彼の バレ ブトは 變化じ 乏しい が 
リツ チで あ b、 がを 的で ある』 
£ 批評して ゐ る。 目下 蘭 催 中で 
ある モ ダ！ ン 博物館の 第-一回 展 
覽會 は、 後期印象派の 始祖 ごも 

ま ロ ふべき お ダン ヌ 、ゲ アン •ゴ 

! ホ 、ゴ！ ボン 巧び 点描 派の シ 
ユラー の 給を を 園から 集めて 展 
覺じ 供して ゐ るが、 ホる 九 H か 
ら開 罹す る 鑽ニ固 展覽會 は、 ホ 
國 モダン 派の 大を 十八 名の 油纔 
數十 点を 陳巧 する こど じな つて 
ゐ るが 

◊留吉 康雄氏 もを のぅちの 一人 
として、 巧の 傑作 ミ稱 せらる ぇ' 
『禁斷 の吳實 をを む 子供』 『宜盡 
像』 r 靜赖』 『休息す る 裸々 『サ 
y •ク 1^( 景色 この 五 点を お 
馬す を こど じな つて ゐ るが、 ホ 
國蠢 擅の 重鎭 、スパィ々！、 ス 

ロ！ ン 、グ ！ クス、 ヘス •ミラ 
、プレストン、 ロ！ ソン、 デ 
ツ ケン ソン 等 ご 共 じ展覽 され 
歐吉 氏の ホ 閣盡壇 じ 於け る、 
一位は 强 固な ものである。 をの 

▽k 飼 姐 や 氏は 開催中の ァ 々デ 
ミ. 一-じ 出品 

▽i 水淸 、曰 井 文ず 兩 氏は 0• 

及 •で •證 堂の ググプ •シヨ！ じ 
を^^おする尝であら 
▽巧 あ 榮太郞 氏は コンテ ムポラ 
リ 1_> 一 ダ ラリ ー の 第 I 巧 展寛會 
じ 巧 t、 無產派 美術 俱樂 部の 展 
竟會 じは 『腕 J を 出品して 居る 


開業 廣吿 

十二月 六日よ 5 開業 化 横 

御 學舖を 風 軒 

这号 置 さぎ 田な 


尋 れ； 人 

(靑 お縣： > 巧 招 其 呈こ郎 熊 本 
腐) 西 木文藏 一 { 麗島縣 旧德 
郞 (を 庫縣 I 藤本 嘉 八-福 岡 
縣) ま 旧ぶ ホ郞 ( コ P ン ピア 大 
學お 身) 窝が 周太郞 (愛 蛟縣) 
池 田 通 I ニ郎 (熊 本縣) 化^ 一 
郎 伊藤 嘉ホ牛 島 麻 親 

るの まじ 通 かを 度き を 左を 


お賴 本人 若く は 知乂ょ- 
化 巧 御 通知 願 t 保 


稽古 H 

化* 金曜 午後 九 時！ 十-時 

紐 育 柔道 俱樂部 

道場 及 事務^ 

西 巧 十六 T 目 ニ 五み 
(第 八 街角). 四 階 
ぎ UNlve 暑を 19 


現 


鋪燒 、洋食 

御 食事は 勿論、 食後の 御 話し 
じ ふさわしい 巧です、 御 ホ ホ 
の 程を 願 ひます 

n ロ シバス 矢 野 

32 去. 81 st S 二 el . C 田 Libs 星 8 
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1 贾ぞ oa を なぞ こ 是取 ミ 


新鮮 魚介 一切 

日本人 防き のをを 澤出巧 b 滿へ 
特が ホ慣で 大勉强 致します 

サヴォ ナ魚店 

呈 LUMB 乙 FI 室芸 D 0 YST 里 耳呈吉 T 

薑景 st Bist Sf 養 tcoirimst 马 dam Ave. 
Tel. Columbus 8123 


日本 彎髮館 

お蹈十 H 了 目な 蕃域ニ 肖 お 


一二 階 「第み おじ 近 


禮 

昔 

ま每 

し) 


轉避髮 巧姑雜 I 

间經營 と年陆 日本人 諸君のを 髮 

0 經驗 あら。 ジ玉ス •パ アマ ア 

西 六十 五 了 昼 ニ 一發！ 地 


日 

米 

替 


を 話 プライア ント 

を まぶな ちを ま 

が 中 重 雄 

紐 胥お潭 四十 搜 T 吕 
ニー 下】 又蕃ニ 一攫) 
」ち黃 没 三 青呈 P 吉呈 GY 
11 ご 資賢三善芦开三- 
ぎず壹窝な 


煎 餅 卸， 小寶 
を 腐 油. 揚 
日本 食料品 一切 

wunlris。 Rice Cak な Co ‘ 
養ゴ ird ii ち-- 
ぎ P 星 a 岩ち 


« 


誦電讀 治攘機 


本 磯は 自 がのを 素た る氣涩 、氣 流、 氣濕 、郎 も濕氣 (氷) 熱 
(太陽)、 なお (日光)、 力 電子)、 酸素 (空 氣) のを 部を 埋 化を 
的 機械化し じる 電子を 射^ 一 熱、 刺戟、 酸素、 蒸氣 、濕 ホのと 
大要 素 ごし 之を 綜合 統一ん て 披收並 じ おおの 不 巧みなる 病弱 
ホへ 透 入して 自然 癒合の かを 補給し 呼 巧、 排泄 等 其 巧 謝 機能 
ホ 扱 巧に 屈 盛なら しむる 货あ 踞搏反 体溫の 調整、 食慾の お 進 
睡眠 ホに 便通の 調節 等數 がをおで やして 顯 はれ 又 四十 度 0 上 

の 急性 高熱を 十を 巧數 回の 治療に 
て 下降を 解せ しめ、 疼痛、 炎症 等 
一を を 離を 解せ しむる 完 をなる 萬 病 
一元的 自な療 磯で あちます。 

憩療 機の實 驗 はな 週ち 曜 
及 木曜 午 お 十 時ょ b 午後 四時を 
致します。 

(送 巧當方 を擔) 

幹 一色 電 氣治攘 機販賣 所 

米國 東部 I 手販賣 山 崎 市 太 郞 
.Apt. だ， W 12 W. 109th St., New York Ci 巧 

ジ 一ち 穿 苦ち 置 e 另ニ京 



純 日本 權 苗木 大小を 種 

純 日本 楼 苗木 大小を 稀； ニ| 巧 本 持を せ 巧 之 候 間 御 入用の 方は ち 
急 御 注文 被 F 度ぉ敎 會ぶ學 校、 を 鹽体等 じ 寄附の 申 这じ對 I 
ては 特別 御 相談に 應や v < 族 n 申 遂み篡 を價表 進呈 n 
直輸入 U 本を お卸賣 
コロン ビヤ 媪室會 社 社長 野 地 巧 敬白 
附屬 純日本式 庭園が じ 逼茶巧 さ，、 ら園 敬白 

呂ニ置 1 A ま 量 =0 云 E 呂.， M . 言 JI , Ma = 這 r 
i 320 ご un 置 U Street , Se 善 e ,. wash . 
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1 151 - 5 th Avenue 

I ( Cor . 21 が S 〇 

Te しも igonquin 38 が - 47 


MO 麵邮 A 誦 S. Inc. 

巧- 扣 -57 W . 巧 rd Sfii 
New York Ciiy 
Tel . Gramerc パ 8 閒 


THE FU 遍 OTO 
な即 RITIES 郎 . I ING, 

Room 3112 

12 () Broadw 化 N . Y . む か 
Tei . Worth 1714 - 1715-1716 


M B 歷 OF 挑 OSEN 

Room 巧 27 1 おむ 化 d 刖んも Y . 
Phone . CorHandt お扣 


りみ ef & inten お ion Bureau 545 5 化む e ., Tel . Mu び 巧 Hill 7325-8 


'San Fran が SCO 0 だた e : Loa Angel が Of だ ce : Sea れ le ( K むが. 

6 な Mark が St , 60 S Soirth Gra 打 d Ave 王が 4 Fourth Avenue 


N. Y. K. LIN 巨 
tt 會船郵 本日 


(XS.K. Liii 泛 
大阪藤 船會社 

2 お ?-8 Wii 巧 E お il 郎! 10 巧 0 
け 如 巧卽？ RiOE NEW 巧 挑 Sin 
桃 fi が郎 WL 巧 目 gREB ぶ 33241 ^ - 



Tap! fading Co., Inc 

1 南 pud が s をむ pgriers 

101 Fifth Ave ., H . i 
Te !， おが nqum 38 が 5 

お 7 お， Madis 邮 Si 巧 お， 

郎 i な go , il !; n 日ぶ 




な 8 8 帥 k 0 け aiw 帥 , し扣 . 

Boom 515 

B 郎化 n 卻 n お巧 がぶ g Bui ! も ng 

1 巧 お sadwa もも Y . 

Te しむが がが 巧 32 - 33-34 



I 隔 Mo か 0 S., In 臣， 

Formerly 

Manihachl & Co . 

17 目 asH 巧 hSh N . Y . 

T が， が go 巧 urn のが - 67 


INjppo な 

Dry U 〇 幻 ds し o . 
148-150 Madison Ave .. 

!lew York C お 
Tei . Ashland 814142 


MOGI ’ MOMONOi ， 症 
COMPANY , i 打 c 。 

巧 5 ム 18 化 化， も V 
Tei . Siuyyesani 8595 - 8-1 
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琴 ‘ 嗯黑勇 J 


網 


號 も. 十目 六 干一 第 



辦 資 





【日曜と】 





'か 









Main 




mm 



旧 か 五 年度 
を 用 日記 類 
そ旨號 
講酿 俱樂部 
文 塾 お樂部 

キング 


お i I を 極 


が 鑑放暦 類 

講談 雜誌 
當 ± 
巧靑 を 


十二月 號雜誌 
婦人 クラブ 
ま婦 のる 
婦女を 
婦人 化界 
少女 クラ プ 
雄 辯 
十. 一巧 十五 H 
實 業の 日本 


名聲を 天地 

ぶ 宗 

】 ず 販賣元 

0 本 食料品商 會 

JAP 芸 P 呂黃量 P , 

1 畳 卓. 辜 hSUel . 呈 Die 基ち 巧 


桑 山商會 

芸 EAST 芸 th ST : N . y , C . 

さ one . さ iu 至 ま r s 33-0 巧？ 


.資本を 養 億 面 
拂 a 濟 資本金 六 千萬圓 
橫 をを 六 千 四が お 十 萬 曲 

滞竺弄 銀 巧— ち 巧 

本店を 巧 巧 H 本 橋 お 本 ぞ虔巧 五を 化 一 » 

支 巧 小が H 本 橋を 巧 宗ち雲 

ち も 属巧都 大阪西 (大巧) 神 タ 
葫な 下が 巧 巧 巧め 祕岡長 お 
上 おお おを 貸则水 


輸出入 爲替 ，電信 送金、 化 送を、 旅 巧 信用が 
商樂 信用が 巧 他 一艘 銀 巧 業 

ん潑 三菱 銀 巧— ま 巧 

颊 をを 金 ' S 日本を 地 無ず 數 巧-; 迅速な あ 
本店 頂を (ぶ 期 通知 ノニ械 ) 御 使 利な 圾 
本 支 巧 東京 (本ぶ〕 大 阪神 戶 京都 
巧 巧 地名を 屋 A 持 上海 偷を 


み摧 が、 を 港出奶 (ホノ 八 心， 經 由) 

羅 がを を 港を 

(午后 二が 巧 化) (正午 出 化) 
コレ ャ义 十二 巧 十 十二 巧 十八 日 

奢巧乂 十二月 サと n 十二 巧进日 
淺間乂 一巧 4- 日 一巧 十五：：： 
大洋 化 ニ‘ 巧 三日— ニ 巧 六日 

@ シアトル 出 化 (午前 十 時 ぉ 帆) 

伊 巧 見 十二月 十四日 
西 比が 亞义 十二月せ 四日 
が 岡 化 一巧 十一 日 
橫媒丸 一巧 廿 五日 

® を敦毀 日本 巧 巧 化 

樣あも 十二 巧 十四日 
化 巧み 十二月 廿セ日 
を 取 化 一巧 十一 日 
A が 育 巧 軌芭を 馬 経由 日本 巧货物 おー 月 ニ 固 
▲谢 おな 扱。 ホ 吐は 款洲 行、 南 来 巧 ホに 芭をお 
お 由 おで 洋岸 巧を 游船 をれ ミ 律な 巧り ホ お 切 
巧窜お 事御愧 をに 取 計 ひ 申 上 i ず 
▲ホ 國截道 切 巧、 寝さを 等 も 御 便を にお 計 ひ 申 
上まず 


頰 磁器 雜 貨卸寶 

春 旧蘭會 


本店 朝鮮 京 お 

支店 ぉ 張 巧け H 本內 地の おを 都市、 蘭が 
滿 削、^ がのを 化 及び 浦 強巧德 

朝 鱗 銀 一 何 紐 育 お 張 所 

か 頭爲替 一般 お 行 業務 橘々 御 便利に 化 扱 巧 
申 上 候 


み 外を、 社 憤、 巧 式 ノ質買 及ビが 
化 化な、 ィまお 巧が ニ 御 取扱 致 ン 
マス、 精々 當巧ヲ 御 巧 用 下 サィ 
II 藤本 ビル 7 ロー 力ー 银巧姉 化を お 

藤本 祭會社 

ム 同る 潜ま 店 
间羅巧 出張所 
巧み 巿化理 巧 


陶斌黑 、雜 貨卸賣 

寐村ブ タザ— ス 


H 本觸城 器雜貨 
ラ厶 プ卸資 . 

奈良 貿易商 會 




シアトル ぉ视 (を谋 十 時) 
あら ぞな化 一巧 一二 日 
あ ふち か 兄 一 丹 十 U 
るん でんか (粗を 巧 あ) 十二ち ホ 四日 
ご 等 橫镇一 化 五 巧 

化し ば， りすみ ろんごん みは 一 豆 五 巧 
►一二 等 日本 朽 置 五 巧ぎ 室乂を 遺を 巧 室— 
►御を 望 じな d 1 軍 割 s せを 切 巧 致 行を 巧 侯 

ロスアンゼルス 出 孰 (午を！ ニ 時) 
はわい 化 一巧 四日 
らぷ らた乂 一巧 甘 五目 

►一等 搜渣ニ HO 弗值 はわい 知を じらみ 一-芸苑 
►を 别ー 二等 目 本 巧 置 十九 巧 ▼一二 等 日本 おお 十五 巧 
►ホ 巧 霜な 巧 淀を 切符 寢 まを 箱 入 簿裤建 化 4 候 
ザ 紐 i 巧 線 パナマ 經を 日本 まがお 當 なお 肖 一圃 


雜貨 陶磁器 

ランプ あび 笠 

太洋 貿易！ 會社 

支店 巧 俄を、 ボストン 


時日 n ホる 十一:: n {水曜} 午 彼 八 
時半 

瘍巧：：：：ホ リ！。 ィ ノ セ ン ト 敎會 
画一 二十と 了 目 一二 八を 
題 『震災 後の 復興』 

前を 大誰 郁、 ト智大 學獄授 

講 滞を マ クニ ー 成 姉 

ま 魔 日本人 施特カ 憤樂が 


婦人服 橫演 ゆき子 

Mrs . Y . YOK ; OE>MA 
olress 吕 》ker 

287 w ‘ 7 量ぎ 富. 1. 产ブ a 堅骂 0815 




タンク 


ン 


テ 4 ラ 1 を 

ン ノ ベ シ 9 ン h ラ ン タ ロ 

赖と難 お 卡備ょ b 十二 雜 五十 術 

置で S 5 ih 寧 ま t 


ホ聲シ へ！ i ブ— とは 何？ 

あなたは 食は ず 嫌いではありません か、 病氣 
の 方、 衰弱の 方は 申す 迄’ ら なく 健康 9 方 も 健康 
增 進、 病氣豫 防め 爲 め、 論ょり 證據 、御 試し 下 
さい 0, 少なく.、 一ら ォキシ へ ー ラー 實驗例 付說明 
書を お 讚み 下さい。 

二人 用器 h ' トが 一人用 器 四十 弗 

呈巧當 .方を 嬉) 

巧 巧 义は郊 みなれば 電韶 、ず 紙 じて 御 ホ 越 あ b ホ 黛 社員 
化 張 無 科 じて 御 說巧申 上ます。 お ほ實驗 的說哪 書は 御 申 
越み 第 進呈し ます。 

を 地ち で 化瑚巧 化が 御 ホ 错の 方け 御 申 越め b たし。 

SS ホネシ へ— ラ了販 醫蘭會 

高木 光み 那 

rare fak 巧 於で ご ree ロ W 留 ^ CI & 广 0 ■ 

5を 苗 oor , 巧 W West 23 rd Street , CSty , 
TeL Gs 呂 ercy 4474 


襟が エセヵ 术 力 八 チ ユァ ー 摇會 講堂 
(ホ 央を園 西側 ホ 十四 T 目角) 

時 白 十二月 十ぶ (化 曜) 午後 八 時半よ b 
プログラム 司會者 草!！！ 3 會 を 挨楼 、レた プシ ヨン、 お淵大 
化演說 、一一 部島嶺 夫人 獨增、 禪旧德 領事 お楼 


化 淵 大使 歡迎 接見 會 


一般 飼膽 諸賢 


なつて ゐ まず 
を 願 ひ 上ます 


の 御來爲 を希黨 致まず 


おほ當 夜は お m 大使 令夫人 も 御 お 館 下さる _ 


^一ら御髓人達 を簡繰をせを數御巧會 
(出席者は 都て 平服の 事) 


主催 雜育 日本人 會 


▲鄕お 送を 及び お 送を (お 手 おな)、 か 田 
ま替賣 買、 がち 替な 化な 击 、窩 用肤を 
巧 等-殺 象 巧 業務 御 巧が じな 扱 巧 仕 お 

龍 肪臺灣 銀 巧— お 張 所 

S なま 諸^ 觀濱 、た 度、 神タ 、ト： が、 澳 
ロ、 福が、 厦門、 油 頭、 香 渚、 廣ま 、巧 

嘉坡 、み ラ バヤ、 スマラン、 バタ ビヤ、 を 買 

ずグ カァタ 、渝敎 、其 外臺灣 十四 ケ巧 


巧 


化 お- 

u 一 , i 

B 耐如お 

おが， 邮雌 

郎 邮巧即 

P ホ 1 


も 


職 y 糾 

な 4 刖巧 
A n d 1 
k 4 34 

郎 帥む 叫 

r R がが 

18 

お し 


6 

ku 


一、 資本を 壹億圓 (姿 額 挪这濟 ). 

】， 横な を舊億 八な お 十ぉ圓 

巧 地 本す 巧 n 操濱 (本店) 東京た 度 
棘 戶長綺 下 锐ぉ去 崖 

撥濱 お金 銀 巧— 支な 

米國 をち お U 桑 港 おお 沙ボ 巧を 
其 化を 巧を 齒 重を 都 巧 ニ 支な お コ グレ 
スち之 摂- 


住な 銀行 


本 巧 大政 化瑶お T 目 
が 育ま 店が 肯ブ 0 ^ — ドゥで- 1 A 四十 化を 

がま 

會社 

(巧 巧！ 演 をを 崖を 都神タ 阿山 
^ぉノ道ー糜島 お 柳坤 下ノ熙 
へ 巧 司、 小 倉‘ 巧巧稱 をみ 留ホ熊 本 等 
本閣瑪 を、 鄕あ 送を 等は 席め 
て 御 促が 进速じ 御な 扱 可 お 候 


H 本內 I 
地支巧^ 


觸破叢 雜貨額 都販賣 

S 茂 木 離 ホ 組 


娜賊 0 本 ドライ グー が商會 


日本 陶破 黑雜貨 類卸賣 

.ザ 元 ブタず ー ス 


神み 一一 モット ー ごする 靑年 精神 修 
養 巧機關 たらしめ 他面 懇談を 歡 
の 機 離 どなさい 意嚮なる 由 貧 成 
前記の アドレス 岩 旧 氏へ 宛 
申込 まれた しご。 


を. P . 

ます 


; 美 謠會歲 ホ例會 

/ 美謠會 じて は 昨 か歲ボ 例會を 
踞き 左のを 組にな ひ素謠 数を を 
诚 みた。 

'-磯輪 シブ 坂 旧 ヮ をが 
7 キブン 巧 川 

; 葛が シブ 西が ヮネ 地 ま 
ヮキ ゾレ 瀬是 

小 補 曾 巧 \ 切 一二 お 

五郎 タ 鹿' 巧氷關 

-- 

•加 藤 外 松を 舉府 た使雜 一等 
書記官、. 五 曰 おを 沙渚じ 急行。 
♦が 礫と 司を 大朝 倫を 榜派員 
乂阪 本社へ 轉 巧の 途巧 タス ヵュ 
ァ號 にて 夫人、 か あ 同伴 寄 紐べ 
グ ベザ ァじ 投宿 中。 

•高峰 襄ま 巧歸朝 中の 高峰 研 
免 所 主、 エムプ レ， 化を 太號じ 
て晚を 坡經も 今朝 中央 停車 旗 着 
じて 歸 が。 

« 高峰 孝を 歸锁 中の 高峰 商會 
重役、 夫人 同伴み 兄 襄を巧 一巧 
ど 共じ歸 紐。 

ち巧ロ一太氏 滞紐申^盛細盛 
ァが ミナ ム會 社取雜 役-がを 太 
を 經て歸 朝の 途次 ンャト がに 向 
ふべ く 本日 お發。 

日本 巧 タ！ 獻 

本局 綠切當 日 午後よ 
時 H 躍 ど ホ B は 四時' 

プンシ デント •ボ 1 ク (フリス 

3 ) 十二 丹ん =-0 

ブンシ テ/. ト * ジヤクソン (シ 

アト 八 ) 十二 巧 九日。 

り 曜說敎 


♦紐 育 H 本人 敎會 
『聖書 研 おの 道』 
み 基營お 修道 會 
『聖書 ご 其 威 化』 
♦紐 育美 《 敎會 
『ま 督おパ 態度 j 


午後 八 時. 

淸水 牧師 
午後 八 時 
棒被師 
_ 午前 十！ 時 
- を 越實造 


片 gK ペシ タル 


CM 

颖 


着 


茄子 キ子漬 

^?五 J を 各種 

當用 日記を 種 

か 桐 兄弟 商會 


として H 本人 巧 巧 

言な 又 1& を 求 

めた し、 經驗 あら。 御手 紙 じて 
御 照 會を亿 ふ， 

Box N こ 一 ご ピ . kpanese ゴ ヨ es 


貸 室 iS i 


一週 


八が、 ダブ グ 一週 十 巧 

呈 TEL C 養 LE . 22 W . 呈 h ぎ 畳 


心 


日本 截船會 社 (ホ；^ I を 鐵道會 鼠) 

玄理巧 巧綱苑 弟藏會 

を 革、 乘船 切^ 並 じ 小荷物 運送 御 便利 じな 扱 申し i ず 


本社 特製 新年 繪ハ ガキ 

印刷は 紐 育 新報へ 

1 • '• 1 )!)• mf )\, '• >, 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ か- 0 

わ 間違^な く 新報へ 

が內西 十と 了 目 十 二番 十 階 日 

狀袋敞 特製の 新年 贊狀 

巧 刷は 紐 育 新報へ 


太平洋 關 係會議 r 顧みて _ 

日本化 表の 理解 ある 慈 見に 共鳴 
乂爵側 委員 會本 事イー •デイ •々ア タ！ た談 


今秋 巧 都 じがて 開かれた 
第 S 巧ち 平が 熙 係會雜 •し 隅して 
は 本社 巧 京 時 あ 0外 帕 々特 盾を 
おげ て讀 者の 注 窓を お ゐて涅 い 
たが、 最近を 涩 着の ダラ ァ線プ 

レジ デント •ピア— ス號 じて j 

部 化表委 貴は 歸 米し、 旣報 のか 

く 本 ロ 正午ょ b ホ ブ八ア スタ ア 

じ 於け る 外 巧 政策 硏巧會 午錢會 

に d マク * トナ 少ド氏 並 じ ブラ ッ 
クス ブー 巧 ± お勒 東洋 意を をを 
まする 尝 である。 記者は 昨朝 該 
會 諮の 名擧 幹事 ごして 方 事を 幹 

旋 せる エド 71 ド •シー •力 アタ 

! 巧を 訪問して 會 講の經 過、 米 
固化を 委員の 威 想 等を 聽 化した 
ヵァタ I 氏は H 本 側の 歓迎が 頗 
る乂 なでを つた 点を 窩 調し、】 
行中 「朝夕 斯 かろ 搔 待を 受けて 
は 健康が 持が 

問題 V 」 な ミ VJ まで 云 ふ 
I をが あつた おで ある。 しかし 眞 
I 劍 じぶ 半げ 問 輯を討 憩して 緊巧 
したを 氣の 狸から 出て、 鋪絲の 
^ 檢な视 葉 ご憩嘟 たる 菊 あ W 邊差 
j する 庭圓 を逛遙 して 悠揚た る氣 
- みじ沒 b 得る GVJ 化では 到底 學 
I みがたい 歸養も お 巧た のは 誠に 
; 幸福で をつ じど 吿げ 更に 語を 强 
占て ru 本 化を 委 貸が 單 じ嚴觀 
疫が G 應巧 のみでは な. く會途 3 
アレンジメントの 解化辕 たらしな 
至誠を 0 て 貪議に 蘭んだ 点' 时 
お ザ蔽ふ 所た* くを 碑の 閒鹽 一」 對し 
; て理 が ある 意見を 自由にを おじ 
; 發蕊 せる 点 等に 就て はを 巧 化 表 
一を 貴を して 深甚。 る 敬意を おせ 
しめじ』 ご陳べ 『會 幾の 進 がら 
一 快 巧で あな、 敏速で あ*^ ォ ー が 
- ウュ] •ラウンド じが 威 ど 理解 
j どを 持つ わ'' みみ 爵議 趣は 支雕 
i と 巧ぶ したが まだ 

瘍 一^は ホを して ゐ ない。 


恐らく 化 平になる のでは ないか 
ごを せらる；。 支 抓 巧を を 員は 
かて 自 固を 曾證地 どせ P ど 運動 
したので はなく、 若し 矿を 讚が 
を 化の 利益の 上ょ b 拐て 適當の 
地た でを ると 云 ふじ 一-致す るな 
らば 歓んで 諸君を 迎 A やぅ、 £ 
云 ふので ぁつたが 千 丸な 一二 十一 
か 迄 じ 適 當な時 巧 f 瘍所 どを 選 
む もとな つてむ る。 ブキ八 バア 
博- H を 巧 ィ」 して お！^ 委員長 ジ 

玉 0! ム •デー •クム一- ン巧か ニ 
年間 會議の 議長 じ！^ 任され 萬 一 
副議長 じが 渡 戸 蹲-^、 齋 ニ副證 
長 じ 加を 太の。 : 氏が 選 
まれて ゐ る。 今回^ 會議 じは 露 
西亞 ぶび メキシコは 陪席 者を 列 
席せ しめれ のみでる つたが、 巧 
回は 化 お 委員を 世 席させる らし 
ぃ。 比律賓 ょも も 獨立巧 表 委員 
說を 出した が是 わは 會議の 

精神 方を 卡 9 捉て 若し 比 
律 賓の化 おを 認今 J れ ば、 ジャパ 
コーチ ン支那、 '||巧、 蘭領巧度 
等を も彻 々じ 認めねば なら や、 
實際間 題 どして 矿議の 目的を 達 
成ず る じ 便な を や 否やが 問題と、 
なつて 其 儘 ごた つて 化 舞つ た。 
米國优 表を 眞は 歸ホ匆 々ショ ッ 
トゥ ェ 八 隙- H は シヤト 於に 於て 
をげ 問題を 誰 おし、 マク ドナ か. 
ドを はを 避、 デン バア じがて ラ 
ック フェラ ア资 S 化、" チェ スタ 
ロ ー ゥェ八 氏 並に チの 一巧は 象 
港 商業 會議 巧に 於て お 伞巧間 題 
を 討議し 太 半げ 沿岸 地方の 注意 
を 促が したが 働み 巧 部 地方 じが 
てら 機を ゎる おじ 太平が 問醒を 
論識 する 氣 運を 作る でを らぅ ど 
豫 想され て々 るみで ぁ^』 云々 
巧 ほ ヵアタ r 巧は 今み お灼 溝に 
おする = 本のが 聞 おめ 態度を 巧 
讚し 且つ 其马 援じ對 七て タ大の 
謝な をを す.^ 巧を 附言し わ。 


>(\ 


海運 界の競 爭じ備 ふべ _ 

沙避 航路 y 改善ず る郵蔽 

新造 客船の 就航は 來が 六でから 


义 やが お 速が はが ホり 加义 H 
ッ 匹の 激戦を 猫 やべき 焦点 ど 
なる であらぅ が、 今や 其が 峭 
戦を 隅 おせむ ごする の 威が あ I 
るの. tu 本のが 速の 爲 めじら 
巧が 巧 船の 活踏 は堪 ましい； 
である 0 

日本 郵船 食 社け 旣じ 最近 桑 港 線 
充 K の树を 示しを ニ 段の 計を で 
ある シャト^が 路 のな 善を 謀 6 
つ i ホ. 〇 て舊 巧が 激 船の ち船サ 
ィ V 9 ァ乂も 同化 瞬に が 船 さわ 
巧 概を谣 一巧を 腰せ て 巧る 十一 
日 シャト^ じ 蒼 ■二十 四 H お 帆 
お 化の' 途じ 就き 一月ん ハ H 橫お入 
おのを をで 问 社々 船 從 巧の 太 や 
巧 横 斷日蚊 十五 菌 巧が 一二 UI 知 縮 
されて 十二 H ご K つた 譯 であ 6 
/ タラ ァ 線ょ らも i U 早 < て 運 貸 
j もを いご 云 ふが. 良が ある 

n 本邸 船に ては？ が 1 间 船が 入 
渠の陈 船を 設備 じ大 ななを 施 
したが 化づ 一 等を では 從 ホの 
一二 人 室 二十 四 お - y を 部 二人を 
及び 一人 窒じ 化を し バア スを 


を 部 ベッド じ 入^を へ、 ソフ 
ヮァ •パー スじ 森しても 優を 
な クシ ヨンを 脯 I て 駭臺ゾ 遜 
色な きを 期し 别 ii 小兒 室を 新 
設 した。 

化 機 會じ沙 港 線^を 等級を キヤ 

ビン 二等) ブ 1 ムスト •キヤ ビ 
ン (； 一等 相當 )， 4 ヤン！ ジ ニニ 
等) とな稱する^^でぁるが、 ツ 
1 リスト キヤビ では サイべ リア 

义 はか 論 ホ 年と t 九 H 沙港 あで 
岡 線 じ 就が する が 船 コンヤ 化 
ぶび 目下 建造 中 j の ディ ゼ 八を 船 
氷 川 化、 日 枝 五 度び ホを 化の 特 
色 ごする 所で 

化ホのニ等^|1に舊 一 等室十四 
塞を ツ ー リ A トキ ヤ ビン じ 加 
へ、 橘ん 淡が 室の 新設、 食堂 


のな 修概張 
人 乃を 十 人 
■一室な 俯し f 
婦ん 談話を 
すべきが、 
贷 をぶ の 加 
じ 前記 新な 


- 巧 ひ、 一二 等 も 四 
小 お 劃 室を 二十 
を 堂、 喫煙室、 
みを蜜新設を^^ 
一 シャト^ 模 銜閒津 
くな 正す る 由。 因 
を 船の がをは か 川 




义 昭和 置 年 六 巧 十と 日、 日な 
化 九月 廿 H 、 ホを 化 明な 昭か 
六 年 一巧 サ 一 H であるが シャ 
ト八 線が お 巧數は サィべ 9 ャ 
化の 編入 等で ホ 年 ニ 巧ょ b ニ 
週 一回 じ增 加され る。 

一等 ッ ー リスト 

新造船 一二 隻 呈蟲 ニ 裏 
西 比 利 强化級 ニ 夏 巧 一呈弗 
H 島 化 一を 粥 110 粥 
橫演丸 級 ニ 霜 ナシ 
H 等は 巧を 五十 五 弗、 巧を ホ 
十五 巧。—— — 

創立され むごす る 

鍊道 俱樂部 j 

雪 洲氏等 i 後援/ 

往年 一時 盛 巧を 星した U ネも 
勘供樂 部を 落後 H 本な 巧の 体脊 
方面の 磯 綱は 閑却され る 傾向を 
示し 唯 基瞥敎 修道 會 巧の 体育 部 
若く は 十. 道會 等の 創設 あ b 現を 
じて は 川 巧 酒造 之 助 氏のを 道俱 
樂 部と 田 ロ 利 ま 氏のを 道々 場 あ 
るの み どなつ てむ るが 最 化身、 む 

み 適 乂躍お 紐す る 

お淵大使：^ 

本纸繁 一面 別項 記載の 如く 偷 
敦 軍縮 爵講 にお 席ず るを 確の 
一人 じ 加 はるべし どの 增 をる 
駐米 大を化 淵 勝 巧 巧は 夫人を 
息ぶ びか 媛 同 件 次 過み 曜 (十 
n ) 午 詢十時 華が 發車 じて 午 
後 ニ 時 五十 五な ペン 停車 瘍レ 
着 度に プラザ じな 宿し 同 巧は 
澤田德 領事 韦德の 晚餐會 じ 礎 
み 午を 八 時 ザょ らお 育 目 本人 
會ま繼 の歡迦 接を 會じ度 靡し 
て 一 藻の 演說を 試 わる 酱 でを 
るが、 翌 ぶは 义跑 協會の 招待 
午蠻 曾. しお 席し ホ 人は H 本 憤 
樂 部」 觸 かる； H 本 婦人 會の 
招待 會し賴 み、 同が a 曰本隐 
會の大 晚餐會 にお 席翌 锁歸畢 
の豫 をで あるが 大使館 附 陸海 
軍阳 武官は 十一 日 午後 おおす 
る 蟹で ホる。 尙 ほみ 脚 日の 大 
使歡迦 接を 會 はおみ 西み 十四 
了 目 一一 蕃输 巧學 曾々 館内に 開 
かれ 賴 めて 簡素の 裡 じな 留抽 
胞ど 大使 夫妻 ごの 接觸徽 をを 
謀ろ 趣意なる 由に て 特に 大使 
夫人の 出席ら をら 多数"^ 胞婦 
人の 參 加を 當事 若け 希望して 
ゐ るか 服驳は 男女 おず 服》」 規 
定 されて るる。 


弼 方面の 鍛鍊 修養が 一都 誦者間 
に 認識され た •。巧が が 週が 育 
本人 會キ 催の 學 ホ 招待 懇話 會席 
上 島 見 ドクトルの 化育 獎 卿- 静も 
ゎ b 此憐會 し 日本 勉道硏 究の一 
脚 体を 組織せ む どの 議 を b 高 野 
松 S 郞師餘 の 高弟に て 巧 賴巧大 
學ぉ 身の お旧繁 S 氏 (四 段) 其 他 
间 好の ± か 集まらて 痴道 研磨の 
クラブ 剣な を 削畫し 目下を 方面 
の 贊柯を 肅め間 時 じ 一般を 員を 
募集し つ i ぁる】 ホ 数 る颊 
坦皴が 者 ごして かられた るを 川 
雪洲 氏の かき も 此擧を 後援ず 
主 ど U ら產 嬰な を 努めて ゐるご 
云 ふ。 ホ识樂 部は 創立 假晕お 巧 
を両だ 十六 了 目 ニ 五六 (四 階) 紐 
巧 ホ 道 お 樂部內 じ 県き 明年 一巧 
巧々 花々 しき 道染 開きを 巧 ひ 
週 二回 巧を H を 制を しがみ 者汉 
び乂 人の 遂她 V . 歡迎 ：’ 軍に 翔 道 
の 練習の みなら や 進んで 其眞棉 



パ It, ， J 巧， 町 巧 ^ 
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曰 本を 糸 保 まを を 
が 巧 支 巧 
NIP 抑 N KI.IT3 XUSfU, け D 

Two Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 


巧を ちを 巧 
化育 ぞ巧 
Hara & Co., 

443 Fourth Aw" 
Tel. Caledonia 7830-35 


が-.,。 


一 




日 ホを 糸が まを 社 
化 巧 ま 巧 

til 削 レ 8B KIITQ KA 目 USH 附な 6KA 
(NICH し BEI 10 化 0 CO" LTD.) 
1 Park Avenue 
Tel. Ashland 6246-47-48-49 


島賓易 揀る會 It 
Shima Tradin 径 Co., Lt ん 
ISO Broadway 
Tel. Hitchcock 1484-1485 


巧を 會化赤 尾が々 
Akawo & Co., Ltd., 
295 Fifth Ave., 

TeL Ca!edo 山み 97S8-59 


H 共 巧を 會抵 

ま 巧 衡を株 ま會胜 

伐理巧 

Asano Bussan i^mpany 

を# 巧會 

Room 801 -SOS 

120 Brwiiw 化 H. Y. C, Tel. R 扣 bi ■巧 84 

— 

1 ち S Broad way 

Fach け ; 化 10 36 化 &ve., し 1. City 

Te!. Cortlandt 8047^052 f 


巧 ホを せ替 ホ 巧 巧 
なち お谣巧 
!wai & Co ., い ん 

Woolworth Building, 
Tel . 巧 わ Roy 8660-61 ぶ 2 


云 菱巧單 巧 ま會社 
お育ま 店 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(Mitsubishi Co., Ltd.) 

1 20 Broadway 
Tel, Rector 2560-2564 
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一 フランスが 軍縮 基礎 案發表 

ぃ ぃ數學 的 じげ 算‘ して 了 y リカけ 英 海軍の 五劑 h 

サイ ベリ 丸 上の 我がを 權 消息 

!•’ I .■!‘’■‘：•！！；： I ， 

お 〔い 特電 十日 潑ぃ サィべ リァ 化ょ b のが じ のれげ 巧 满を權 f 太ず 巧 脅 滩じ巧 席し わコ 曰ンビ 
T 乂 學が授 ショットゥェ^ 成 ホは が 海中 屡々 慮 見を を換 した 結 あ 岡 博 + け H 本のよ 割を 求心を < 
ぶ 瞬し なごい ふので 、 r メ V 力に 巧す る H 本の ホ强を 锁を援 肋す ベ f 固ぐ 巧し わ'-」 、尙ほ 練巧黯 
が词サ 島と I てニュ 3! クに 過般を 港した 野が 吉 一二郎 中將は 軍縮を 胃贫 幹事長 どして 虽縮間 題の 
.窗ザ ばを 承る 黄で ある。 

數 学け 最も 

離 ハ 味 ある 問題を 生 いじま 
るで をら うし 英米 海軍 力の 巧 等 
ヶロッグ 慷約 等を 姻 ぐら 會議 じ. 
波 欄を 捲适 す； でみ らう。 

フランス 案は 

日本を 下 化に 

パリ ー 特電 セ日發 (ヘラルド 
K - リビ ユン 薇) H ッろン スが提 
岀 した 軍縮 お 礎 案 〔別項 參 照〕 
は フランスの 上院 お 軍を 良 長 じ 
化ら て報吿 され、 前鞋 ホフ ラン 
ス乂化 バン ンデヤ 1 巧. か-一れ じ 
解释を おしてを おじ 及んだ もめ 
でんる が、 巧は フランスを じ 従 
へだ 左の 姑き 結 巧になる であら 
うとの 結論で あを。 

『故 じ フランスご しては、 ホる 
べき。 ン ドン 會議じ 於て は是 
ホ 共 アイ a 力 V 一日 ホの 中 おじ 
位すべき 海軍々 を 得なければ 


ロ > ドン 巧 ま 八日が ご I ユ 3 
'1 ク -- タ并 ムス 紙】 H ホを べき 
' 0 ン トンが 軍を 幾を 前 じして 
今 碑 V ランス 上院に 裂れ た 海軍 
^ 五 峭齒の 『協力の 防備』 を 
，基礎 £ した 比 殺は ィダ タ 
タの 巧が じな 甚 a ら 注目-^ 惹い 
て 居な、 この 比較 調を はを が 賞 
_ 陈 的す 曲に 化 滤を抵 きか お 的 局 
巧を たか 視し たもので 巧 瞄の慷 
か v . r して 窮 i じが 上の 廣 さ、 潔 

，一に S の 距離、 壁ち を 通の 
距離、 资巧 におみ 闕貿 あ、 濟お 
にが 巧迪 商を 擧げ 、ィ タリ！ を 
一中 化 どして 化の か （推 お L て 居 
る 0 

第一！ 領主の 廣さ 
ィザ 9 ス帝旣 一ち 八 

フランス 3 •お 

拽 • 0 


T メ 
UH 

イタ 

嘴 

アメ 

U 


，力 

本 


ごご 


0 

0 


I ’ i 沿 序の 距離 

ゾスを 凰 九 •直 
7 力 网 •六 
本 hv 0 

フ ラ： •ス 一一 ♦一一 一 
ィタ リミ - ♦ 0 

第一 1 1 i 交通の 踞離 

ィぞ リス 帝國 一一 •ニ 

フラン ブ ハ • ハ 

アメブ 力 一二 •ニ 
H . 夺 1*0 
ィ タリ-! ) • 0 

巧 四- = 對外國 貿易 

ィ * みリ ，帝 画 ) 0 •六 

アメブ ホ 置* 一二 
ブラン K ニ • お 
U 本 一 •ご 一 

ィ タブ] 一 • C 

第五-.. 海が の 通商 

ィ V リス 帝齒 一と •八 
アメ 9 な お •六 
フランス 一二 •六 
n 本 ニ •ニ 一 
ィ タブ i j • 0 


即ち これ 等の 諸 数字を 綜 
をず る なれぶ- 

{•キッス 帝國 一 0• 0 
アメリカ 四 •二 
フラン ブ ご V 0 

H 本 一 •六 
イ タタ- — 一 • C 
と る譯で おしが 敏ぞ をぶ 礎 ど 
_ して •棘 単旣 がをお 實 しやぅ ごす 
るなら ば フランスは イ タリ！ に 
_掛 して 一二 倍の 海軍 力を 必要に ず 
^ ると 共に アメリカの 解 軍 力は イ 
':ゲ リスのを 制 弱で 巧 巧を 充實し 


得る il ;;:* るので を も、 匆諭フ 
ランスが 觀る數 字を 發裝 ずるに 
至 b し 目的は 敢てア .メリ々 の鑑 
隊 力を 目標 どした もので なく、 

イ タリ ー ご フランスの 海軍 均等 
說を 覆ず 爲め であらう が、 硫か 
もこの 师の 

一^ 準 はイ’ キリスの おちを 
術 家の 協寶を 巧す るに まるけ 疑 
- Ji べきで t * い、 蓋し イ •キリスは 
地中 おにが るお眾 勢力け イ •キ 9 
スと滿 かのを 體 しじ もの f が 同 
等でゎら；；^ければなら扫 ご認め 
て 居る からで わる、 若し この ブ 
ランスの 穩苹を 海軍 園に 適用す 
る じれ だ、 イ ，キリスの 十 じ药し 
て 独が 四の 割を くな b 岛つフ 
ランスの 必要 と する ものが イゲ 
ブスに 巧の して 居る-とを 击 張す 
るで あらう、 けれ 其 この フラン 
スの標 単を をが 適用す る こ ミは 
アメリカ のが 軍 力を イザ リス じ 
比 狭して お 剖と い レ おを の化留 
に 陷れる ものごして、 旣じ英 ぶ 
海軍の 巧 等 じ 協贊心 ゎイゲ リス 
どして . 

00 これを 承認は しまい 
でを らう ど 認められて 居る、 殊 
じこみ 數ぞは 賺らじ 理論的な も 
ので あら會 議 のをを 的 局面を を 
然 無視した もので ゎ も、 をの 目 
的 ごする ものは 擊じ イタ 91 ご 
して フランスご 均等の が 軍 力を 
求める こどの すを 巧で ある こ W 
をカ說 した もので あらう が、 ア 
メブ 々どして は 到底 無條 かで こ 
れ をを 認し 得まい V > なられて 居 
る， ロンドン •タ‘ イム ス紙も ニ 

の數ぞ じ對し 『をが 單 純な 數理 
と 技術 方が じ 限られ 政治的ち 量 
を 度巧視 しね ものであるが、 間 
題の 地理 的、 經濟的 考察 じ おて 
をい を 巧た b 楷 るで あらう』 と 
評して 居る、 

じ 最もな 目を 要する の 

づ フク ンスの 計算が イ •キリスの 

顺 数に 掛し約 十 巧の 一二、 即ち ヮ 
ンン トン 協を の 比率に 稍 接 あし 
て 居る. 一とで ある、 勿論 フラン 
乂 ごして はこの 數 字は 單 じ絕嗤 
駭 をぶ 礎 ごした‘ もので 潜水艦の 
如き イ¥ リスの S みの-で 滿足 
する こどを 意 ホせ ず W ホ 張す ベ 
くイ •キタの 巧 化 巧 觸じ對 する フ 
ランスの 化た 巧 巧は フランスの 
欲 ホず る 艦 型の 建造を 條件 ごす 
る じ まるべく、 この 瞭 若し 英米 
じして ま 力 燈の廢 楽を 協を する 
じ まるならば、 フランスの 標を 


なら « 、巧し ホれ ィタ 91 じ 
ま b ては フランス 巧の 沿を 距 
離、 植は地 も。 いので あるか 
らフラ ン マ ！^;イタプ！ よら絕 
お」 優越 •■海 巧 力を 持つ こご 
は當 がで ある、 これは フラン 
マ 上院が 軍を 質の 盧 見で ゎる 
どみ じ フランス 議會の 威 値で 
もを oj 

パリ ー 八日 發 (聯合】—" ン 

ン海 巧を 諮に 載す る フランス 
欧府 のを 加盧 志は 化を 左の かき 
去ので ある 0 

1 】 ff 當 。る 均等 力の 樹立 
はを 越の ぶま 谣獨 立ご閣 家の 
一 まを. ぞ對等 的に 承設 する こご 
で ホる 0 

巧 こ】 いづれ の 瞬 家ら 通巧路 
をが 譲ず る-とじ 向 ゴ柯閣 から 
をを する こどの 巧 ホない 對等 
め權 利を あして 巧る。 

ごこ】 大巧 强 じして をの 通商 
一 航路 じ從 事し つ ミ ゎる 大雜舶 
睽 をを ずる 厨 家け、 一 旦 緊急 
じ潑 しては これを 暇裝 巡が 驢 
に 轉换し 得る、 をに 大刹强 は 
ホ國ょ b も 軍備を 充實 する の 
唯 要 ない。 

〔四〕 る國の 陸海す 締に當 6 
は化づ をの 踐家 がみ 敵 ょら 
襲擊 され じ 魔を、 いかなる 力 
を 發雖し 得る かとい ふ- を 
鐵 めち 量し なければ ならぬ 
C . 五】 避 水 應は斷 じて 廢 築ず 
を こ 3 は 出 ホ 3、 蓋し 潜水 懸 
だ 純が たる 防禦 的 武器で ぁつ 
で、 假 b じこれ がを 勢 的 巧 動 
じぶん だ ご してち、 をれ は 水 
雷擬 、水雷 布談燈 、巡が 鑑、 
巧 業 飛 巧 機、 化學 工場が 攻勢 
的餘 をに おづ ると 词樣 である 




革命 火の手を 擧 け、 

‘ 南京の 運命 危 みし. 

替 都の 巧留 婦女子 鐵 々引揚 ぐ 

東京 特電 九日 黯 = 南京 巧留の 邦人 婦女子 じ對し 上が 領事は 動 
乳危驗の爲め速かじ同地を引揚ぐべ しピ觀吿し、 場す江筋の不 
穩 なる がを じ對し 吳軍潘 のか 四驅逐 除け お發 みがの ホる を' 待 七 
つ i をる が、 軍 鑑平戶 け 旣じ吳 から 上がへ 急航 した。 

上海 九吕發 〔聯合〕 = あ 京を 府 はま 邢 のを 地の 動乱は 最早 


をの 絕 頂を 過ぎた ご なし、 を 治 的に 妥炼を 講じつ！ ある こ ミは 
事 賞で あるが、 をみ 一 ホが 樹 がご 一巧ぶ 千 人の 兵を 動かして 南を 
'あび 上が S 藝赚 を嚴重 どしつ 5 ある ことは 革を の 形勢が を 易な 
ら ざるを を 物語 るら のど 見られて 居を， 旣じ 南京 在留の 日本人 
を 始めと し英 来の 婦女子は 上海 引 揚げ じ 着 芋し 巧 强軍鑑 はを 地 
じ急抗 中で ある。 


蔣 か石將 軍は 

辭職 だに 

上 お八 日發 (聯合 3 u 巧徽省 
じ突發 しわ 南を 瞒民 軍の な 逆は 
今や 五 省に 波を し 上が* 南京、 
漢 ロ、 廣 東には 戒嚴 をの 布吿を 
をる じ まち、 縣 かおの 有力なる 
部す も 叛逆に 

加擔 して 全 まがを 動说化 
せし むる じ まるべく お 勢 頗る 緊 
張し 一旦が 怠を 洩らした 蔣か石 
は 飽をも 征討を 决 意した と 傅へ 
られて 培る が、 浦 ロを 中必 ごし 
てを も 漸灾化 進し つ、 ぁる 革命 
じ掛し 政が はと 万の 巧 除を 動か 
さん £ しつ i あるら、 この 爲め 
化 省の 軍隊を 動かす が 要が 生じ 
を かを 更ら じが 大せ しむる 危除 
も あるので 政府は 目下を の對策 


をち 绝中 でを るが、 最 を 湖' 化 及 
び 河 巧 省のを 命な 討 じを 事し つ 
っ あっ ゎ 唐を 智脾軍 も 南京な 爾 
の 政萊を 非難した 廉 でを 職を 命 
じられ 巧 じ おして 逮捕 命み を發 

する じ まらし 爲め濟 南ち じあつ 
2 

j のを 軍 も 革命 單じ化 
はち、 常が でを の 態度を 疑 はれ 
て 屠た 窠四軍 鹽は國 ほ 軍ょ 6 武 
裝辭 除を を じられ たので 巧て 國 
民 軍を お 退し 上 お、 南京 間の 踐 
道 線路を 破 壌す る じ 至 b 、 上海 
のを 信 電話線 も切斷 されて を 姐 
的には を 巧 孤立の 化 態に 隨て居 
るが、 常 州のを 命で 首都は々 や 
化と ちじ 敵を をけ、 廣 を、 宣島 
を 始め どして 藻 ロ も 危機 じ 面— 
一二 巧の 政が 軍は 漢 ロょ 6 おいて 
> 巧を を普備 しつ i ある も 形勢 餘 








確に 其 巧を 道 被して るる。 

U — マ や リシ ャの义 化 時化 
じは 大 詩人、 大雄 辯を、 大お軍 
大 哲人 等が 著く 自殺した。 ギ 9 

シアの 雄 辯 家 デモ スナニ ー スけ 
毒を 仰いで 巧んだ。 哲人で ムぺ 
•クグ ー， は 人 ホに 倦 息を 感じ 
ゲ で K ゲィ ア K 山の 噴火口に 身 
を 投じた。 

薛人 ホー マー も 自殺を の 一人 
だ。 巧 人ゼノ ー は 八十 九 歲の時 
辟げ て 親指 一本が つた 1> を 不祥 
の 化 だとして 自殺した。 共 化 巧 
人ク 9— ン セス、 政治を アリス 
タィ ド、 軍 將セミ K h クがス 等 
枚 擧に邊 ない 程で ホる。 


セィ クス ビ '! ァ の 描い ゎブ於 

、タス、々 シア ス 、アン トニ 1 

クレオパトラ 等は をぐ 旨 殺して 
ゐ る。 當 時き 殺の 流 巧した 一面 
が 窺ひ搏 ると 思 ふ 0 r ントこ ー 
は 妻の 貞操を 疑って、 おのが 义 
じ 露の命を 斷 つた。 傾城の 美姬 


の クレオ お トラは アン トニ！ の 


天 紐 育 


~ 化 ニ 化库版 Y 近く 發行 


本 お* I 遵じ 緒を 發 巧いた しました 『大が 育」 は、 幸 ひじして 
江湖の！^ くが かきが 託 . V 巧し、 を-しを がー 化殘 らや賣 切れ ごな 
> まし';：!、 化て 本 化は 爲 一版の 巧が をを 巧が たにし、 貝 かを も I 
增 加し.；！ モ九だ サ化年 版を 新に 搂巧 する こど I な b ました、 正 _ 
確 じし 1 旦つ 巧ら しい 統計 ど 事 貫を 基礎 じして、 刻々 變 化する I 
巧が が 育 j のみ 巧を 巧 ふる じ 遺 巧な きこと - V 巧して 居み ま 一 
す。 尙 ほを 憤は 

豫約 申を 着に 限リて ^ 

特 煩と 十 置 仙 

I 發刊 後の 御 購買には I 

を 價金一 弗 

ご 致.! 一 主した、 を かじを 約 御 申込みを ホ 望いた します。 


旨 殺を 聞き、 胸を 制して 果てた 

シで ィクス ビ！ T 自身 も 度々 自 
殺を 計畫 した Vi 言 はれて ゐ る。 

。 ！ マの 暴君 本。 はを 華の 夢 
y れ て、 敲じ 征服 されん とする 
時、 自ら 喉を 搔き 切つ てが 服の 
恥辱を 巧に 携わた。 寞雄 ナぉン 
才 ンはモ とな 化 十四 年自 をの 貧 
窮ど棘 あど じ絕學 して 旨 殺を を 
てた。 ピが 彼は 一二 おの 後に 衡蘭 
西の ま 配を となつ た。 

'.旨 殺を 罪 惡ピ して 自殺を をを 
を 刑に 處 する 國 がが 當 ぁる。 だ 
が 之は 不合理で はなから ぅか。 
假じ 一人 のん 間が 不幸な 事が 又 
はお 気で 肉體巧 じち 精神的 じ も 
總 ゆる 慘曹を 嘗め、 巧 じょつ て 
み 遠のを 化 地を 得ん ごして 旨 殺 
する 場を、 彼は 自殺 じ 失敗した 
時の 刑を 嫌つ て 或 ひは 怖れて 巧 
を 確 じする す 段を 執る であらぅ 
だから 自殺 ホを をを 處 罰する ぶ 
律は 人命を 保護し、 又は 之を 软 
ふ 道では. ない 0 - ■ 

•自殺. はん 間の 一つの 權巧 だ。 


十二 巧 十一 目 


紐 育 新報 社 


强ん ~ 
會 い，、； 


r 叩芸与 


品 I 

狀ぶ I - M 加 》 I " 

SS 内ぶ B 


G 


， 

一 


\ 


- 


一 


て 望 主し いこ ごで たく、 アメブ 
々の 傳統 的な 極東を 策 ごい ふ も 
のは これを 明示して 居る。 

巧々 は 日淸、 H 露戰ず 常時 じ 
がる か 如く、 先方ょ ら鹽 まるれ 
ば 量んで 調訂 •し 應や るが、 巧タ 
は 支那の か 巧 的紛巧 乃至 巧玫的 
難 關じ謝 じて 干渉すべき でない 
若し ヶ 0 ッグ 條約 じして 我々 じ 
向て 露ち 紛 ずじ蠻 をすべき 责務 
を 課して 居る ごすれば、 をの 巧 
度 じ 化るべき ものである、 巧々 
は 支那が 自己の 宗ま權 じ 直感し 
た 事件に 對 し、 共同、 單獨 のい 
かんを 問は や、 斷 じて 干渉ず ベ 
きで ない。 

争 回の 譬吿 が* 濁 b ァィ 9 力 
のみなら 乎、 ィ y タス も參 加し 
じど いんこ V - はか 怪 のを ひでは 
をる が、 巧る 紛爭の 扱とは r メ 
リ 々ょら 寧ろ 圃魔聯 巧 じ 一巧ず 
べき もので なから ぅか、 ヶロッ 
グ條約 ごい ふらのは 决 して 國度 
的紛 ずを 調訂 する まめに 远をさ 
れ たもので ない、 今回の あぞ 紛 
爭 なる ものは 巧る 危機， 自動的 
じな 汲ム べき 有力な 機 願の 設廣 
を必耍 ごする こ £ を 巧々 じ敎へ 
たもので る 40 
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惡 なる 巧め 外 阔術事 脚け 自拽ぉ 
じ掛 f 引 揚げ 方を 巧 楠 中 じて 

上海 には 五 千の ず 險こ一 
巧 荒 千 人の 拽道ザ 備隊駐 泡し 居 
る も か國租 巧では 方 一の 陪 をを 
恐れ 目下き 蠻策を 講じて 居を、 
今 固の 巧 國動亂 け お 巧を お锅ホ 
0 ホ ホを ちの 危機を 海 く'- のと 
見られ、 蔣か巧 巧 じして 野に 下 
ら ざる 限 b 巧の ずに 依ら 時局ろ 
收捨 する の途は 魅ん どなし ぶ觀 
測され て 居る、 が ほ 曰を 米 か 斬 
艦は をれ 動 親 地の 巧 樹拓を 
保護ず ベ （目下 お 動 中で わる。 


國際 法廷へ . 

正式に 參加 

了 メリ 力 R ま 調' 嘴 
9 シン トシ 九日 嫂： =： 大統^ フ 
巧の 命を に 依ら 


—グア 


站巧 代理を 懷ちフ アットを 而顯 


本社 素を 


の 司法 激巧巧 案に おし アメ y 力 
を 化 おして 調 巧した、 アメ 9 力 
は 整 じで リフ •ル ー ト 氏が 提出 
しむ 保 巧 案附で 遂に 蓉加 しじ も 
ので 國際聯 邸 蘭で ホる 五十 S 個 
國の 承認を 必要 ごする が 先づべ 
术ザ ー 政府は 卒先して これを 承 
認 する じ おるべき も 

ァメリヵ 上院の 批谁に 就て は 
がは 形勢 泌滩 たる ものを く 止 
院外を 委ぉ長 ボラ ー 巧 一 がは 
法廷 參 加は ァメリヵが ホを ま 
に 國陈踰 盟へ參 加す る じ 等し 
いどい ふ 立 媛から 極力 反 型し 
居ら， こいを 今雜 會じ提 おす 
れば密 k じ 政ず 化さり て 批准 
を遲 くす のみなら ホ 巧るべき 
證 負な 逃 にら 影響す る 巧が タ 
いどい ふ お 鶏よ 6 
大統賴 の 親近 者は 批准 要求は 選 
擧 後まで 遇ら すべし と觀 め大統 
領 もこれ じ 同意す るら しい。 


轉 雨を (聲 無巧轉 載〕 


電鐵 疑觀签 々發展 . 

收 盛のを ± 連は 年内にけ 保釋 

〔十日】 大宮電 錫 疑獄 亲 がは 益々 發 度し ホ 倉 製糸のを ホ 五 か 
氏 ど 時計 齋觸 部を 太郎を f 召喚され 取調べを に 鏡 宅し ねが 參 
を人らし '子爵植ががお-^.^証入声-して召嗅ををけたが、 事 
俾 のま 人を e ある 化 議± な 旗 巧ぶ 郎 巧は. 争 摔を遂 一 旨な した 
ので 一時 釋嚴 もれた. 巧 一一 幾を の 疑獄 じ 連坐して 目 了 化監中 
の 名 ± 小川 ホ 宵、 天 岡 底 ik 巧 等の 牧監 著は 年內 じ保釋 される 
こ £ に 巧を して 居る 


東拓の 南洋 發展 

〔九日】 東げ が おはを 解禁 後の 
新 事 集 どして 南が 顿 まを 閉發 
すべく シン ダポー 八へ ち 巧 新 
設 を計靈 中で ある。 

債券 利 M 六々 強 

(か 日】 十二 丹 二日の 債券 利 廻 
らは ホみ 妈毛ニ 四で をる。 


潰辈 


自殺 雜考 m 

高 旧無邊 

『あ！ 人生は を 荷 だ 0 もぅあき 
た 0』 斯ぅ 言つ てを 人 アブ スト！ 
ト 八は 自殺した 0 1 面 アリ スト 
I ト^は 弱かった やう じ 見 わた 
が、 彼は 自己 S を 學じ强 < を實 
じを きたの、 でけ なかつ じが。 


鐵道 緊縮 計 畫緩顧 


〔十 弓' 一 孩お黑 筋の 猛連觸 に 给 ら江 木鐵 相は 鐵道乱 囊 緊縮' 
〔旣 報新纔 せと 本嚴 葉〕 緩 社を 餘 儀な （され じが、 を 償 お 巧は 
'禁物 ごを b が 源 難は 楷乂 みで 蹈 •しを はすら しい。 

社民黨 VL み 製の 化，‘.， 
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藏、 爭譲國 幹部の 解雇 缺 がし 等の 條 件で 漸； 解 巧した。 
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を々 增加 せしめて ゐ る。 
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は旨戳 をが 少ない。 だか ふ 自盤 
をの 墙驗は 人間 义 化め： 一幅の 巧 
を どなる くも 言へ る 0 ン 3 ! ぺ 
ン户 71 は 『人間の 智識の 發達 
は么 をの 恐怖を 增 すの みだ、 今 
じ 人間が 最高の 教智 ごち 化 ごじ 
達して、 みんな 自殺して 相を て 
る 時化が 巧る であらぅ』 ごさ. へ 
冨 つた。 自殺者の なかには 比換 
の 智識 階級の 人 硬が 多 でげ も 事 
寶で をを。 シヨ— ペン 


戶ブ] は 


一 






成 瀬 書記官 客死 _ 

【十日) べグ シアを 使韶 書記官 
巧 觸俊か 巧 重態 どな b 轉地先 
ょ 6 飛 巧 機 じて ブ ヘランべ 歸 
巧を 化 H 午前 四時 逝去し‘ 

髓澤を 子爵 光榮^ 
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クは八 U 巧 爆 發し猛 業 眞すニ 
名重輕 傷を 負ひ附 あの 家 は 
タ數損 箸を 蒙つ た。 

選 擧法改 ぶ 有望 i 

t 十日】 尾 崎け 雄、 構 瀬 一郎 等 
も 狭 麻の 計靈 して ゐる 選擧制 
度な 正 案じ 賛成した、 同 藻は 
目下 內裕 省で 草案 中で をを。 

茂 磨ち 医籍 降下 

〔化 日】 山 階ち 茂 磨 王 殿下には 
臣籍に 降下 遊ばされ 葛 城が 爵 
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S を ずれば をら る どい ふ 胃驗者 
に教 して、 おじが 箇の缕 吿を與 
へた もの どを ふべき でを らぅ、 
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然る じ 今度、 ァメリヵは 珍ら 
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一体、 支那 じ掛 して これな 上に 
于 渉を する ごい ふこ ごは、 ホ— 
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眼科 時 
Wr 該午午 後 
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0 時時 诚日峭 
i をを e 十 

間 正ん 前 

^ 午 巧 午 

專門 さ 




W i W 

化 哉 
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D 
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前約 願 上ち 

コーチ か 大巧 
F クトわ オグメ r が ン 

醫舉巧 ± 

苦 居僞彌 


D 

A ミ" が 

ふ. 

TI 


談療 

す 前 十 時 ょら 十二 
時、 午を 六 時 ょら 
八 時， 日 おは 前め 
願 上 候 

ドク ト八 

山 ロニ 一と 助 


化な 刷 

B 

■5 E 抓 

T h 


を— 主 谷 基 

自午廚 丸時リ 十二時 
自 午を 一が H 五 時 

火 耀ち粒 六 時 

はへ キン ヤ 1 フア 
ン テ^ション クブニ 

ブクじ 出 数 


養 察 


Joiac 正 一 00 CR 1， Mb . 

171 W を臺 St . N ささ み 
呈 .里 ミ 置こ573 & Schuyler 1 云 S 8 

^ をが 午が 九 保 1 午设 一巧 
髮寞 午を ハ 時， 午後 乂巧 

H 巧 午前 九 時！ 午を 四時 
ド ♦ト '分 小 栗乘ま 


D お 
A 站 1 
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み t d 

A る w 

勤 一一 
み fw 

T け 


診察 


- クト八 


メイ ど 八 
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。加 

15 


諸 おを 


ti L 

•2 卽 
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ミ 

25 J 

r~M 

抑が I 道 

ん兰會 { 

而 


篇拜說 を (日】 八 持 

日 谣學校 {日 ご 一時 キ 

家庭ち 食 (水) 八 時 

祈禱 會及っ わ) ん诗 
藝研免 (さ タ屏 

婦人 會 

講お食 


鼓 循 


を おを、 巧み 貧を 
み 業 周 巧、 をの 化 
人事の 巧 相 获じ度 
じます® 


午後 I ニ 時 ょら ホ 時 
日 躍は 前約 巧 願 お 

ドク トグ 

鳥 見尝彥 


，巧 

伽 的 

I! 

脯 I 本 
姑；！ 


な 一 

巧 I 
曰 I 


D 

M •一。 

M 0 

U 肺 3 

记 な'# 

0 ホ 山 

Z 护 b 

N 4 
A 

K 一 


診察 時間 

午 商 化 時] 十 時 
午を 六 時 1 八 時 

パ ^ ホ 栗 幹 ごー 

紐 育 ホフ ブプ （お 席 
巧 五 街 病院 巧務 
武 が々 ン バラン ド 
病院 级な 


削 

化 


B 0 

V 3 
も 3 


T 


3 


薄 おク. 

日 巧 聖書 巧 巧ぶ 午 
ホ 颗會タ と持キ 
巧 巧 說をタ 八が 
木 度祝爲 を タ乂時 
ホ お及びを な 

午 法 ニ！！ 

± お まがを 又は 
策 お 食 タ八時 
が， を 事業 
を 宿が、 旅行ち ま 巧 
が* 人事 巧 巧が、 薦ホ 
あ、 巧 業 周旋 部、 ち 巧 
淺 键お授 のを 課を 設 
け會員 巧び ホを 員の 
巧を 封る 


巧を i . く^ち 月 十 けなげ 

1 斌ぶ 

1 君 7 1 st Ave . す まさ rk 百な 


巧 巧は 資質 誠意 巧を ま 蒙の 
ぶじ 御 ± を 物 一を 卸賣 値段 
で敕賣 致し 主す を ホ じ拘は 
らず 御用 命 仰 か T さい ませ 
◎歐 米を 樓 時計。 置 時計 一 ま 
◎資巧 貴を 唐。 級 製 器 眞一ま 
◎を 種 萬 年を。 を 级製紛 筆 
◎蓄を 器。 ン》1 ド 見本 陳列 
◎寫其 器。 タイ ブラ'- タ— 
◎化 巧な。 紀を寫 典 帖繪端 ま 


ブロ ー ドウ 玉！ 百と 十 巧 

巧 事 おお 側を みと 0 五號ま 



も 

^ ぶ 商 冷 

ニ Q Br まを a こ. If . 畳 y 
Tei . C ミ tiandt 置 3? 夏 涅 


瞄 


既 米を 確 時計 
貴を 屬寶石 お 
を お 器具-ま 



菩音器 

レ It •— ド 

寫巧器 


靑 柳廟會 
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◎巧 品ノ確 實ナ八 3 ト 、取扱 
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々ラ 御 巧 評ヲ得 テ居リ マス 
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讚. |麵 

& T J 

R の 化 

苗 

K ^ 



.或./ 




.麗業 合 狸 化 案調查 

を 京特巧 九日 巧‘-:^ 巧 エホ 廉 巧の ホ お合现 化を で ゎる 官魯ホ 
震み お哲 化、 企莱を M 、 同を がを 繫咖 等^ お 則を 旨脊で 巧を し 
たが 閒 歳の お裝 、技巧 もこの 隐ホ 震を 巧 化、 能牵增 進-固 產獎 
励、 お 巧な 借な き、 生活 避 引 ドげ の 五 潮 巧機觸 をぶ をみ をした 

解禁 後の 金塊 流 お 

政府、 日銀、 正を 當 局の 見解 

東 巧特韋 九日 お：： 7^ かよ お 相の 訊 4 巧に 化れば 『四を 利 英貨 
ニ拉 S 千万 關ょレ 六月を じ借换 えたいが H 本人の 應游 希望 じは 賛 
或し 兼ねる、 网 際な 易 上 生糸 ご 棉花 ごん 搪腳 ぶじら 巧 力したい 
f を 逆 値^ 化 過ぎる どて 批 巧され るが お貨 流出 普 おを どして 必 
巧で もる.，' 云々 ど 


なお 禁巧化 後、 巧が 固のを 塊 
か 海外へ お出 寸る かどぅ かじつ 
いては 大摩 省、 H が、 正を の當 
舉を をの 化 ぉ 界巧識 おの 等し < 
が吉 I 」 てを る 巧で あるか 政 巧、 
H を、 正去當 おちの 見る 巧は 大 
かお か 塊. ゴ巧 おする S して まづ 
を へられる どころ は 

上海の 爲替 巧を しおず る 
巧 出で ろる、 これけ 上海 ボ おの 
ゴ] 於 ド •パー ホ 濟用じ 供す る 
ためで あつて、 リ A から 持 出す 


ン ドホ媒 に吸收 される かで ぅか 
の 問題で める か ィンドは 商品 ど 
して か 塊を の收 しを の 額 も 年々 
增 大して 居る が、 現 化を の 大部 
巧を 南 脚から 吸收 して 括る、 郎 
も 南アフリカのを 塊が】 番 ィン 
ド r とつて 巧 個 化 じ 速 貸 等の 關 
巧から 活て剧 をで あるからで、 
其 防から これを 吸收 する こくは 
描く まれ じ 現を である、 しかし 
て H 本から を 塊を 吸 化する こど 
け英齒 からを 塊を 吸收 すると 巧 


事が 繫規 が少 くて 濟 わので 巧が ~ 巧 割窩に 常る から インドへ お 塊 
國の資 おかで うで あつても 幾を ~ が 流出した 


- J . のが 為 ゴ ’ n 本のを を吸收 ず 
る 力 < な r て 居る ので ある、 が 
(。がら 兹近 しおける ゴ 1 方 ド 
パー はだ 那筋 スぺ キュン！ タ— 
.の换 弊 ぉだし <、_ りの 化 引 高 
は 非 巧な が々 を 示しを いごき は 
I 日聲 U 巧跑 、ぁるひは ニ千ガ 
旣を拉 '過す る 事が かつた か、 最 
あじぶ 巧 m 力 至 一： 円为 m 位 じし 
か连丄 一ない ホが をい、 巧つ てこ 
むがぶ 巧 用-- を 棒を 媒用 すると 
しても愤かが（がお煤じあれば 
十を でを G を 额は當 を 一千 巧圓 
を必ぶ どし ないで あらぅ Vj 島ら 
^ 下 活 る ■ こ の 

ぶ那 ではな ばくの 使用な 
か 化な をい からこ n も 幾 か 円本 
ょ b 巧； おせらい &も のど 見られ 
て おる、 义 一巧 タ .を 塊 流 化 ， S 
; ザ能巧を：；^^ じて ホ ，" もみ け *瞬 
におて るを 塊 S 流出で ある、 が 
してぶ 塊の 巧义悅 ホ 货は置 十 ド 
一作 •しあ’ 約 半 ドルを 必 おごず る 
一-ので' 巧. かお 米'* 货现送 点 S 巧 
|替枯巧にの十乂ド ^^のか化 一 
ある r 巧つ て巧替 .かこ y 現送 点 
- を削ス て 化 巧して をい ば、 をを 
，現攀 した 方が も 利 ごなる ので、 

; を 迸 S 流 化 ' y 誘强 する 事 ごぃ* る 
一な ' t 化 お 煤 巧は このみ 策 ごして 
一 乂閱お 煤， 惜 人を おー餘 画を 設 
一を 本を つて お b 政 巧は こ 
; の 約 ご 忘 凹に 近ぃ 化 外- ム貨 
を所ト して この 流が 防 山 策を 買 
一巧く 了ん かど。 って 居る、 即も 
; び呀お 巧を 

用—. て 對來凹 十 化 ドル' 
，四を S - W ょ-一巧 巧祉 おを な；.； 
つ， サトけ るれ 巧を. これ' は， 乂娩 
: じが；，‘ を 塊。. 流出し。 い V た ゎ 

I る、 寇 脚に.‘ り 化 外' 巧な. 蓋： i 

; を-. し 味 -;;: J - し'.」. 0 6 ; 化を-か 米感 
一 r ; 巧— しみ 巧の 流 お { .0 ク . V 巧 做 
'して おる ホ'。 をが なをな か， 問 
; が 像，， 巧 . Vj ごこ，，' で，.， る' 近 
I ら にがる 閒趙 はり 本 S み 塊が イ 


1 記^は 乂軟中 巧が 間の々 

ゥン シぐ •ビ ，お 中 化された 時 
に 流出した 化の 心ので 特殊な 爲 
替現 をが ならざる 限ら H 本から 
ィンド：，- 對 す，。 を 塊'^ 流出は ま 
づをか 賊いゴ 見る 盧 をが をい、 
が もぉ齒 のを かご H 本^を を W 
の閒に 開き だ 生じ H 本のを 利 割 
をを 放 憤 すれば 兎 も 巧-一れ を大 
かや 準じして おけ じ爲株 送を じ 
よる お 巧 向資を S 流出は 當 をの 
閒 たいした 事な しと 見て 居る。 


わが 國^ 國禱 

六十 億圓 

利子 だけで 年に S 慮 
た 旗省發 ぶじ よれぶ、 十ち ホ 
巧が 刊网憤 ^ 內励償 四 t 四 お 五 
モ挫が 九 ト六巧 ニ千圓 、巧爾 憤 
十四 億 お 千島 二十 化 巧 一で 田を 
計 五十 几提 六が 二十 比な 四千® 
じ 達し、 いよ {六十 蹟圆じ 巧 
なして ホた しかして を^ 翊 憤の 
みで わる か、 この 巧 お 殺 弛 巧の 
S モ だ巧圆 および 大藏 証券のと 
モ五な巧脚をを黨すれば、 我が 
固の 借を は總計 六十 慮を 契 破す 
る こご 干 ニ 巧を タ圓じ 逢す るみ 
第で わつ て'' のが 子 だけで も 年 
額 約 S 噫 W じ ± る わけで をる、 
け 十 马未閒 潰を 啤 類が じ 示せ 
じみの ごごし (單化 千圃) 

ぶかが 公憤 

一、 一九 吉 、とお 八 
特別 ft を 判を 潰 

一二 0、 乂ニ一 
がが おか 利を 償 

阿 一九、 WO 1 
巧 一 M 叫み" 一る 憤 

一六 化、 己 主 四 
巧 ' V 脚 四 か 利を 値 

五 九、 お八 四 

孔か 利！！ 化が み 


內酉憤 計 

四、 四 五 四、 九 六 ニ 
第一 回 四を 利 附寞货 を 巧 

九 一、 S 1 ニと 
第二 旧 四 か利附 英貨を 憤 

ニニ 八、 化 0 六 
五を が附 おおを ほ 

ニニ ニ、 六と ニ 
四を 利 附佛貨 を 債 

H ハ 化， I 云 ハ 六 
第一 二回 四み 利附 英貨を 債- 

- 0 置、 四 ニ 九 
六を 半巧附 米貨 公債 

ニと ニ、 一二 四と 
六み 利附 英貨を 債 

四 ニニ、 0 よ 五 
南滿鐵 道が 巧會加 英貨 社 償 
ニち 一 五六 

外 國憤即 

•一、 四 五一、 ニ 化 一 
合計 ご 一’ 化 0 六、 ニ 五 四 
巧 じ 米 殺 S を ご ニ、 六と ニ 
ぶ 藏省謡 券 と 五、 000 


生糸 格が 

日本 案を 調查じ 

霞に 當 地で 開 おされな 國路生 
糸 格せ 會 諮で 日本側 委員ょ b 提 
おした 格が まは アメリヵ 斯業 者 
じ 於ても 巧 評を 博した こごは 旣 
巧した 巧で わるが、 當化 G ナン 
ナグホ糸化引巧で^瘡々 この 
日よ 案を ま 題 ごして 硏究の ホを 
進める こど-^ な も 
先づ 取引所 員 ょらを 巧 委員 會 
を 紐 織す る こご、 なら 特殊の 
事 巧 じが 一.、 は 倉庫 委員 スミ。' 
キブユ キン 及びが 倉 製糸の 武 
ホ 氏が H 本案の 报 本的條 項を 
研 党すべく 

をら じ 五！ ぶび ビ） 路 がの H 本 
まは ボップ* フキ ッシ ャ！ 、'一 
ン チン グ トン 氏を 巧 命し、 五— 
案じは 異論を るもビ ー 案は 巧 評 
を搏 しおら、 ホいで アメリカの 
ま 糸 巧場ト 目下 巧 ひつ {ある 最 
み 限度の 格 かご H ぶ 案の 比較 硏 
究はボ ーナ！ 、ザ ア ー 、か . — キ 
ズ 、マク '.ファ アー デン 巧 等が ま 
どして 硏発 ずる こど、 なつた。 


日本 巧 人の 巧 力 •か 寅務 的で よい 
点じ もよ るで あらう ごを はれて 
ゐる 0 


正貨 拂下か 

弗 賣鳥五 干巧圓 

ま 京 特電 十日 發 N * 金銀 巧の 
巧 質. 间あ 千万 圆じ 上つ たらし 
資を固 おで ぁ h おて す 貨彿 下げ 
も 近から ^か£ 云は る。 が ほ 井 
上藏 相は 述べて 曰く 『金解禁 後 
街 来 腐を 化複は 四十 化 巧 巧を の 
一か八かの ミが を當 であらう』 


外人 勸誘策 

; .觀光 局 等を 設置 

ま 京 特電 十日 豬 U 商工 商に 貸 
易 局、 鐵道渔 じ 観 化 巧を 巧設し 
て 資易振 おご 外ん お ホを 吸牧引 
靈ゐ .ら 一力 じは 化 利 資金で ホ テ 
瓜 建設 も 目論まれて 揖 る。 

上 巧貿據 高 

九な 四十 S 巧の 千 叫 
東京 特電 十日 發 n 十 巧 ト：旬 
の 輸出は お 千 五な 六十 一方 八 千 
阳 、輸 又は 四千 六 肖 十八 巧の 千 
圓 じて 差 引 岀超ピ 九な 四十 一二で 
四千 圓 である 0 


發電 所來年 着工 

まま 特電 十日 發 U 信 濃 川お電 
所は ホ 年 巧 ^ ら 着工 じ 巧した。 


お 道な 巧 


日本茶 輸入 

締 茶に 壓迫 さる 

米國 じがけ る 茶 S 需要け 戳時 
中 じ 最も 增 加し、 當年 一億 斥 化 
上を 化 田し 居た i も. 弼後 をの 
約ザ數 のみ ごな b 巧 年 じ ま b 化 
千で 斤 臺 じまで 盛ら かへ I 、 巧 
年 一が 年度には な 茶の 輸入り ホ 
常じ增 加して ホて 居る。 乂圃人 
の 茶の 飮 用を ご， V の 趣 ホは H 本 
從 ホの ホを ピ異 つて 居る ため か 
時 H 本 茶ん 輪 入を 拖ん じした 
ホ國 t も 巧 おじを つて セ ー 0 ン 
あに 巧され 氣 かにて 最近の 統討 
じを ると 過去 一を 問の 輸入は 
七！ 日ン茶 

ニ 千 六 巧. 二十と 巧 八 千 斤 
ィンド お 

ニモけ ト巧 01 ニが 十五 斤 
H 本 茶 

一千と が 化 トニ 巧 一千 斤 
と 云つ た 救 ザ じて 輸入 總 額は 化 
平' ニ： け 四十と 巧を 斤 ごな つて 居 
ム 。こ n 等の 內綠 ぶ-一で 五が 九 
十を 斤、 プ ラック 茶 五で 化が 万 
S と 丑、 A ニ 一二 斤 VJ 云つ た 劇を であるのは 嗜好 
と乂化 九九 一の お。 る片ら あるで あらう ド、 


讀 旁の コラム 

加州 人の 紐 育 巧 象 

大 が 文を 

玉】 

ニユ！ ョ ー 文の 印を を 巧々 質 
問され ます。 ニ ユ —3! クのゲ 
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賊撤宴 ど 同時に 一巧は 為基 線ォ 


リム ビック 號 じて 渡 お 途じ上 
る當 であ 


友愛結婚の 

リ剌事 免 I 


な 藏じ呪 I れて 
デン バ ー およら 連し^. 去る 化 
日 助の 電報 じ 依れば アブリ々 じ 
がける友巧結婚の唱ぉ^|?でぁる 


ご 共に 少年 栽 巧 巧の 設 せに 巧勞 


あ もし リンゼー お 事は、 を豪ス I 化め た 
トー クス 夫人の 逛 をず ひじ 關聯 
し 夫人から 約 一二 力と 千 巧を 贈贿 
をれ たどい ふ廉で 遂に 削 率の 職 
をを せられた どの こごで あるが 
スト^ — クマ 夫人 わ リ伞事 じを 
錢 を裔赌 したのは 事ち である 
けれ 共、 これは 氏が 夫人のを 
- 業で ホる 少が セット < メント 
を 常 じ 援助した のでを が峭 A 
的に にの 盤 力を 感謝した もの 
で わら、 夫人の 遺库 ず ひじは 
柯等瞄 係む く、 事件を 取扱つ 
た 戲倒巧 例 事 もを 訟し たもの 
である 

がるに 突が これを ロ實 どして 同 
巧 事のを 職 連動を を じたのは 巧 
が 常し n n ラ ー ド 如の-な 衣 脚を 
化ずに 勇が じ圆 C - て ホれ あめ 氏 
の 政敵が これを 化に 持 もての 巧 
動で ある VI 。 


花の パリ じ 

大寺院 建築 


を隆 巧を をの ま i 

東げ 文化 じ 現す る 興味は 愚を 
献 お諸國 じか ub 巧き わむ つて 
雜 おの 硏 兜が ホ 第に 盛んで ある 
が、 ホ だ 信仰 ごょ では 進んで ゐ 
::^いので、 『硏究ょ6信仰へ』と 
歐洲の 

天地に I お 生かを 巧關ず 
べし ごい ふ 機 速が 爾 （熟し、 本 
年 云 月 二十 H パリの ッ於 ボン ヌ 
大學 におけ ろ 日 沸々 お協會 のを 
食まピ4:<^つ；：^、 これじ則しじ日 
挪 々を會 主事の 武滕 氏は、 ロ 本 
側のを 會 式を 擧げる ロめ S 月 未 
歸 朝、 四 巧 二十 二日 じ 先 づ巧郡 
じ H 本最 がの 發會 をを 擧げて B 
ホ 補々 奔走 中 だつ たが、 フラン 
ス侧じ わいて と 十五 巧 圓を酶 ホ 
し、 佛敎會 館を 建 簾し この 會館 
は 講堂、 圖書 館、 硏雜壹 、陳列 
室 宿を 等 フランス 建築 讓 術の 籠 
を 集めた 巧を 館 ごする のじ 對應 
して、 日本側で も 同じく と 十五 
巧圓を 投じ 大体 太 かの 法隆 寺を 
をの ま； 純 木造の 佛 殿、 を 堂、 
山 巧‘ 鐘樓 、層 塔 等す ベて 古式 
とを 伽 監を述 立し 3； て 大法 通弘 
の お 本 

道壤ミ し 主ぅ VI いふ こご 
じ議 まど まち、 をの 建築、 佛像 
彿 具、 壁議等 一-は、 が柬あ 太、 
鹏巧 貞兩峨 七-をは じめ、 をれ ぞ 
れ H 本 斯界の 應威 者が 研究 じ 着 
手して を b 、 用材 W して 全部 御 
巧が を 彼 化へ 送る こご iG つて 
ゐる 、フランスを 府 では 豫を趣 
ら化巧 十四 B じ 0 满 々敎 協會じ 
掛 し、 バリー じ佛國 寺 建設 敷地 
を下附 したから 日本側の 東西を 
起 者は、 を國 じ目佛 々敎 協會趣 
慮 書を を 送し いよ'--- 會呂の 募 
集 じ 着手した。 


海上の 船へ 

電話が 直通 


レゲ キア ザ ン號ご 
陸上 どが 上 じある 船舶 f の電 
話 姐 話は がに 計豊 されて 居た 巧 
であるが、 去る H 曜日の 午前 十 
一時、 當時 二百 哩の太 西を をが 
巧 中で ある レゲ キヤ デン 巧ど當 
化の 電話 進 信會社 事務所 ごの 間 
じ 初めてが みられ 非 巧な ホ 功を 


電話は 當 地から 陸上 線で ニ 1 


ジヤ 1 ジ — W デ片ビ 1 チ じな 


話され 宅 線 電信で 船 じ 通じ、 


受靜は ニ ユジャ ー ジ ー 州の 7 
才* — クド •リク ア！ じ 放绣さ 
れ更ら じ 陸上 線から 傳 つて 來 
る もので 非常 じ 明瞭 じ 通達*; 
れ恰 かも 隣室 ど 相 語る の 威が 
あつじと 云 ふ 

これが を 义を地 C 巧 上の 船が し 
對し 一般的に 使用し 得る のちを 
い 中の こごで あろぅが、 今日の 
ピ ころ 最高の 能力は 海上 千が だ 
哩 、三ユ ョーク 出帆 後 二日 半 S 
で、 天 おみ 第では 縮められ るが 
料金は 一み とおから 十】 躯 f 
をる どり 


歐洲大 暴れ 


ロ、 V ドンに 洪か 

昨今 當 化の 天 おは 曇 b 勝りで 
風 暴く、 現じ 兩日 前にけ 當巧ザ 
のを 船が 濃籍 のた々 衝突す る レ 
まつた が歐洲 沿岸を 始め どし 巧 
じィ ，キリスの 暴風は 最も 激效作 
極め テ ー ムス 河は 數 U ホの 大巧 
兩 じて 化是を おし 

かを の 如き 洪水が 襲 ホす 惠 
れが ある どい ふの でん 必谗 
たる もの あ b 、 歐 洲一帶 袋- 
誠で 激 船の 化沒 をの 化の 擧 
が 頻出し 死を 約な を 人に 凍し 
て 居る が 

避寒地 ょら n ン ドンへ 御歸 t じ 
なつた ジ 9 ; ゲ陛 下脚 一巧 成御 
な 列車ら 八十 嗎の向 風を 受一 御' 
到着 時間が 二十 置 發も 遅れ 一 ご 
いふ 皇室 列車に d ホ 曾 あな 罹： 
を 惹起した VJO 


フ階 ± の エスべ ラント ミは 異 b 
特別の 硏 巧を 要しない 、教養な 
き 人々 の わめ— 作られ わ もの だ 
り ゎつ て、 アメリカのを 銀細工 
屋さんがパ リ！じ來てド ィツ の 
食料品 屋 S 諮を しても オクス デ 
* タ 八を 用 ひさへ すれば 完をじ 
恵 思の 疎通す ろ こどは 請 合 

◊この 風 際 能は 現 ホ 化が じみ 
なぎを 偏見 や 誤解を； 部み 一掃す 
る こど i ならぅ、 中には 励路聯 
盟る オクス テン タグ 寺を のをを 
語 ご レて 採用すべし ピ說 < まさ 
へを る 何様 だ 

◊世 巧 語は ユ スト ふヤの 言語 
學 者. エド々！ •デ •ク ェ —グ氏 
がち； へ 出し 基本 巧 則を 作ら 上げ 
たらので、 今歐渊 を國の 言語 學 
者が 熱 必じ硏 究を績 けて ゐる 


♦日本 菓子 ♦ 

栗 優 頭、 其 他 色々.. 

のし 餅は 前日 御 注文 願 上 侯 

御 薬 子 舖な風 軒 

28 IV . ま ~h S ニ el . T 互 a 吾 ニ 養 


日本 理髮鑛 嫌。 

西 巧十呈 T 旨. も惡锁 ニな お憲焉 


一二 階 (巧み おに 近 


ft 譜變 店— 


が 巧 ど 其 

同 經營と 年間 日本人 諸君の 理髪 
の經驗 あ； ら 。ジ M K •バア バア 

西 六十 五 了 目 一二 一審 地 


朝刊 ゥォ） が ド 紙 か 

拳圓の 木が 賞揚 

當 地ゥォ 14. ド 紙は 先週- I 峭 
日の 紙上で 巧 人 拳圖家 ごし V 東 
部の 檢摄畜 で 連戰述 勝の 勢ち 巧 
して & る 木が 义五郞 君を 強 ニ」 
激賞し 『當 地の 拳圆 ファン 林 今 
ゃ 唯 I の 日本人 攀圆豕 でぁ!？ 木 
がを 賞揚」 して ゐる ミて 同を は 
日本で 柔道を 遣つ たが 遂イ I ーぞ圖 
を 習得した ので ある ご 谢か紹 か 
し、 岩 井東が 舘 まが 同人の ため 
じ盡し 今や チヤ リ ー •クックを 
支配人 こして 將 ホの 選手れ らん 
こごを 期话 して ゐるど 巧 道して 


稽 を ： II 

か、 を嚴 午後 九 時] 十一 時 

紐 育 柔道 俱樂部 

道場 度 事務所 

茜な 十六 下目 ニ あろ 
(第 八 街角) 四 階 
ぎ 呈穿星 y を 19 


麵燒 、洋食 


むる * 


卓上 夜話 


新化界 語の 發 お. 


◊エスペラント じ 巧るべき 孰 
世界語が 梟 あ バリで 後を された 
即ち 『オクス デン タ 瓜』 ど稱し 
て 研究者の 自讚 にょれば 『平 か 
時化の 國際 語』 でぁる 
◊をの 恃徵は 頗る 銜單で 伺 人 
でも) 讀直 もじ 誠 解し 得る とい 
ふ、 語 繫は歐 洲ぞ越 語を のて 一 
化 どした もので 英 、佛 、伊、 西 
おょび 獨語 等が をの 核必 をな し 
て居る、 文法は比較のホ巧^5^易 
で 不お如 動詞 やお 雜な活 巧 if ど 
は】 つもない 

◊巧 世界語を 擔ぐ 連中の 患 向 

じ從 へば 『オクス デン タ片』 こ 

をは 世界に ホ 巧を 窥ら すべを 人 
類 愛の 表徴で ある ごい ふ r まど 
して か國巧 人間の な 引 じ 資^る 
ためじ ま 化された ザー メン みッ 


御を 事は 勿論、 食後の 御 話し 
じ ふさわしい 巧です、 御 ホ 巧 
の 程を 願 ひます 

一 n ロ シバス 矢 巧 

32 W . 81 st S 三 el . 呂一. 宣 bus 泛さ 


矿鱗魚 か. 一が 

日小 入 向きのを お 澤山巧 6 滿へ 
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魄香坡 每ニ週 一回 お 帆 

A 一 ム プレス 露 西强ご ニろ 00 喃) 

十 こ 月す】 日 

▲ ブン プレス 亞細醒 ご ニろ 呂 順 ) 

一巧 下】 日 

▲ で ムプ V K 加を 太 ( 一二ろ 夏 嘴 ) 

ニ 巧 八日 

▲ f 4 ブレス 露 西亞ご ニ . 呂 0 ^) 

ご 一巧 一 日 

等、 一一 等、 ご 奪 及び 下等 省 設備 
置大、善実、最诀走の東が^^巧船 


陶 嫩器雜 貨卸賣 I 

眷田廟 >: 會 


ッフ- マリヤ •リマ 1 ク著 

巧灣 苦譯 

.sisi 

ウェスタン フロント 

異狀 がし」 
一 蓋 0 

日ん において 四十 版 裳な 
巧您 じて 八十 一二 巧 部發巧 
、英齒 にがて 一二 十で 部發巧 
满閱 じがて S 十で 部發巧 
乂國 にがて サ八巧 部發巧 


桑 山簡會 
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1 B 十五 U 
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淺間化 

大巧 見 
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西 比が 盛 凡 十二 巧廿四 H 
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摸濱 I え 一月 廿 化 日 

@ 输敦 を H 本 巧 巧れ 

邮をも 十二 目 甘-^ 目 
を 取み 一巧 十一 目 

親 巧 も " 吕基 S 
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絳等 お麥御 被を にお 計 ひ ホ 上 ミず 
A 米 嵐 お 道 切符、 窝を勞 等 も おが 笠に 取 計 ひ ホ 
上ます 
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爲替賣 巧 ' 荷 爲替が おお 立、 信 巧が を 
巧 等 一般が 巧莱持 御が 利 じな お 巧 化 巧 

鎌赋 I 壁®^ お？ 

謗 謡％ 淺 、た阪 、帥ち i 、 澳 
ロ、 福 州、 . 度 巧、 袖 頭、 香港、 廣 東、 巧 

嘉坡 、スラバヤ 、ママ ラン、 バタ ビヤ、 ま 買 
々が カツ タ 、淪を 、其 か 惡濟十 阴ケ巧 


一、 資本を、 赛隐圓 (を 額拂达 巧' 

1 、 濟 なを I 寮愤 八な 五十 巧 勘 
.巧 巧よ も语 = 橫變本 巧) 東を を阪 
神 ロ 長 魄下瞄 おを 崖 

橫潑 正金 鑛 巧— 支店 

' 义國 をち 化 n を 港 羅お沙 ボ布哇 
其 化を をを 固 重を 都ぶ ニ まな 及コ グレ 
スちだ お 


本 巧-大政 化 •後 五 下目 
お育ま 占-- 紐 育ブ。 1 ドみ. 玉 1 巧 四十 化を 

がま 住な 銀 巧 


H 本內 


■替社 

考 が橫演 ぁ右屋 京都 神 戶岡ぉ 
— ノ道廣 島吳柳 井下 ノ巧 
地 支ち / 巧 司 ' 小 倉 ’ 巧 化 ’ 博 多 ' ん留 ホ’ 能ぶ 等 
' 本 闕頻 を、 鄉あ 送を 等は おめ 
て御懊 利な 迷 じ 御 化 嵌 巧申娱 


ミが 

I 


本 お 朝鮮 京 城 

巧 張 所は 日本 肉 化の おを 辄 巧、 朝が 
滿 が、 支那のを 地 及び 浦 捕巧德 

； 朝鮮 銀 巧 紐 脊お張 所 

: 聞 爲替一 股 おわ 業お憐 々街 便 おじ お 巧 巧 
主 候 


W 


服 


打 

む' 7 
< 5 
- t 1 


W 0 2 

un 0 ^ N 

3 >4^ 


巧みを、 社 憤、 株 巧/ 寶 おぶ ビ 利' 
札な化 至捣巧利 ュ 御が扱致ン 
マス、 精々 當巧ヲ 御 利用 下 タイ 
藤本 ビル ブロー 力— 级巧 姉げ 會お 


W 困 藤. 本 證券 會社 

化 旧 ゎ 斬- 同を 港 ま 店 

T 綱ぶ- 


同 

同 羅府お 狼 所 
司沙巧 化理巧 


日本 觀船會 社 (遮-一を 鐵道會 社) 

化理 店 巧 欄 兄弟 蘭會 

を 草、 乘般切 巧 並 じ 小荷物 運送 巧 犀利 じな 圾 申しまず 


シアトル お 化 (キ前 i 時) 
あり ぞな化 一巧 =1 日 
あ ふら か 化 一月 十 H 

るん でんみ (坡巧 出み：！ 十二月 甘 四日 
ザ 一 ま 複窝一 化 五が 

阻 I ばりず かるん どんかは 一 五を 巧 
ミ專 a 本 巧 直五齊 ぎを おな 遼を族 ま i 
ぞ 御を 望に 度リ 一等 割引 巧を 切巧發 巧を 巧を 

ロス アン お ルス お 桃 (午後 ご 一時 一 
はわい 化 一 g 四自 
らぷ 'らた 化 一巧 か 五 H 

►一等 演 濱ニ兰 0 を 惟は ねいみ まじらみ 一を 巧 
ザ 巧が 一二 等 a 本 巧亞十 お 弗 VI ニき 自本行 お 十を 巧 
►凌 港 濯が お 綾を 切 巧寢を ホ 巧 入 淀 ft リ校 
►が 育巌 パナマ 掩お H 本ち が 誓 物が 月 一 固 


雜貨 陶磁器 ，ん 
ランプ 及びを 

太洋賓 易が ま會 社、 

ま 巧 ホ 俄を、 ボストン 


本社 特製 新年 繪ハ ガキ 

印刷は 紐 育 新報へ 

ia (, .. . 

電話 ワトキンス ニ か 0 九 1 ニ 九 1 0 

わ 間違^む く 新報へ 

お內西 十よ 了 目 十二を 十 階 日 

狀袋敞 特製の 新年 賀狀 

印刷は 紐 育 新報へ 





リブ メ I 力 ー の特 


H 本人 一 お 買物 じは 特別 巧 員を 置- 
巧で 姆が 內致サ 電話 又は わ 手 祗か第 御 
訪闕し V 御 便を を 計ら かめての わ P じ 
街して け 時 じを 意 致します から 是取お 
な 寄^ 願 ひ 死、 巧 巧 配達は 勿論 n 本な 
他を^ おの お 荷物 發 送は 當 ホで 致し 升 

'た ヨン ツナ メ ー 力 i 
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資本を 
拂込巧 資本を 
横 な 金' 


畳借圃 
ホ 千 萬 脚 
六 千 巧 巧と 十 萬 晒 


錯竺弄 銀 巧— 支店 

本 巧 東な お H 本 橋 お 本を 崖 町 五 あ 地 一* 
支 巧 小 お H 本 橋を 巧 巧 复橫潰 
名 も属巧 都た お 西 (大巧) 神戶 
巧な 下期 巧 巧 巧 松 福 岡 長 お 
上が 淪 あを 質 刺 水 


喊 出入 爲替 、お 信を を' 並を を’ 旅 巧 信-用 狀 
巧 萊信巧 狀其他 一 おお 巧 粟 

ん 鱗登一 義銀 一な 肖を 巧. 

鄕あ 送を ハ 日ず を 地 お 手数 巧？ 迅速 化 扱 
本 巧 預金 (を 期 逆 知 ノニ械 ) 御 化が 販巧 
本 ま 巧萊巧 (本は) 大 あが 戸な 都 


* f ニ 1 S * 1 1 — ミニ 


> 广 一を 貧た 


陶猫黑 、雜 貨卸寶 

霖がブ タザ ー ス 


R 本觸魅 器雜貨 
ラ 厶プ卸 質 

奈良 貿易商 會 




日本 行 ゾ—ル 

本 爲婦な 當日牛 後と 
時 H 雁 ど 化 日な 四時 
♦コレァを フ ジス こ ホ 百 
令フ レシ テント •タフト 『シヤ 
ト 瓜】 十 お a 

♦エム プレス •。シア 〔グ アン 

ク I ゲァ】 十 ホ H 


片禍ス ペシ ゃル 


新 


着 


おいし レ 

茄子 辛モ漬 


昭和 五 年度. 

年鑑を 種 I 
當用 日記み 種 一 

お铜 な 弟屬會 


クリスマス & 日 
0 

英文 小說 


ぶび 巧 年の 


の 著， 


日本人の 親を であ エァ 
ユ ] •ソ ーャァ ホを のぷ述 
でを 半 節 子 姬-し デ^ ゾヶ •ト 
がる もの、 日本 婦 一一 < のな < 
て强い 巧容を 解說ー 户盡ち 
を篇 、特 お ニ 弗 __ 

紐 育 歡報社 
營藥が 


簿記 係お 職 練 

をた I 、 経驗 あら = 御手 紙； て 
御 照 t を 乞 ふ， 

I _ 

巧 0 X N 产 ごご/こち 菁瓷ゴ 思 


を飽 綺麗の 室、 ii 備 
完き シン スが涵 

八 巧、 ダブが 一遇 十 並？ 

.呈 TEL C 養 LE , だ W . 呈 さぎ 巧 


から 斟內 問題に 關 しでを が ホ 盾 
ど 妨害 ピ紛爭 どを 重ねつ t ゐる 
を慨し 南モ政 おの 腐敗を 指摘し 
て 『政祕 を 有する ま那 人中 谨々 
幾人 かを 餘 けば 化け 政膊 のをを 
ご 自己の なが ごの 瞬 別を 知ら ざ 
るは 明白で わる』 ご 擲じ 南を 政 
府 のをす る 委員 爵 、議お 其 他ん 
機 銷が柯 等適當 なる 活 勘を なし 
居らず 頗る 拙劣で あると 非難し 
圃民黛 旨み S 退ホ墮 をな 吾人 じ 
一層 支那の 

統一 を悲觀 せし レる が 料 
を 輿 ふるもの である、 ピ證 じた 
マク ドナ 於 ド 巧は 露 西 巧の 現狀 
じ 言及して スタ リン 政 麻が 農が 
の 共産化 じ 傾きつ I あ.- 旨を 語 
b 『逆 去 一 年な 內じ 政を の 支配 
じある 農園は ニバ セントよ ち 四 
十バ セントに 激 增し勞 農の 個人 
耕作 制を 查滅 せむ ど 謀つ ゐる 
丽 して 露 お亞の 指導 溝 等は 巧题 
關 係の 問題よ らも 圏み， じ 熱 
必 であつ て あ 化の 大が撰 る 機 
械 組織の 應用 じあ ' ゥ德 て. 孟 励の 
か < 物質的 繫榮 時代を お'、 じ 相 
違 い ミ 信じて ゐ るが、 挪 おじ ' 
がける 困鑽 若は 其 數を增 し、 ル 
— ブ ^ の 檀 値は ホ 憤の ニを の ！. 
乃を S をの】 じ 萎縮して るら」 
ご陳 ベた。 右兩 巧の お 說鴻^ 衆 
中よ b 濛浏 鼓び ホ 図は な 龙^移 
民を を 否して ゐ るが n 本 SI. 八 P I 
問 壊 か M ミの 資間 おで ブ レー ク 
ス 91 博 ± は猫澤 子爵は 『 @ 段； 
法 問題は H 本の 驅 する 限ら 一 解か 
して ゐ ない』 ご 述べて ゐる ，| 一容 
へ、 ダ ロブ グバク ^ じ 基く 成 I 務 
接 宫の巧 動を 是認す る やと^ 質 
閒’ 支那 じあけ る對ホ 人ぶ 敎師 
の 批評 姑 何等の 質 間 も お f ! 會嶺 
は ホを じ 繫康し 池の 例 會じ一 比し 
興 ホが 多 かつた。 


內 地での 懼 格を 島- 、-- > は I しな 
いわ ミの 懸念 も あるが、^ ホ 
輸出 値 殺が、 內 地相 傷の 一つ 
の標 をになる ろは あつて 
產 出額が 殖 へる ばから だ 
巧 場の 鳥くなる 程の*^ ら たか 
らう』 云々。 


日本 お 樂部會 員の 

秋季 績隸會 一 

H 本 お 樂部摇 琢臺は 今 叫を が 
修簿お 了し じが、 バンデ 競技 ご 
オー フン 威 技 ごを 明 十二 H よら 


餐 食に 臨み じる 後な 育 H 本人 曾 
ホ 催の 歓迎 お 弦會漠 におき 一 股 
间胞ご 親 敷 握手を を換 して バア 
ソナ八 • n ン タク トの實 例を 示 
し 一 錫の が說を 試みた。 大使 
巧は 今夕 ホ テ ホア スタ アじ 化け 
る U 本 臨 會の大 晚餐會 V 出席し 
てな H 大使 マ クグキ ー を、 タフ 
ト 巧、 ラモント 氏 等 ども 會 見を 
おし、 明日 正午は ィン デア •户 
ゥス じ愼 さる 米 亞協會 の 午晚餐 
じがて 日ま兩 齒の歷 を 的關 係を 
說 きて 善隣のを をを 高調し、 十 
中じ歸 華す る豫 をで ある- 

若 概全權 一巧 中の 

新聞 通信 關係者 

本日を 0 て 沙港じ 上陸す ベ t 
倫 致 軍縮 會諮 日本化 あを 概禮巧 
郞氏財 部が 軍 大臣 一巧に 加 はら 
サィべ リャ 凡に 巧乘 せる 新聞 通 
信關 係を は 前 東を 朝日 支那 部長 
大西齋 巧 大阪每 H の お 山 達 枝、 
が お 義の兩 氏 並に H 本 電報 あ 層 
社 > 海 ミ 局 接 神 子 島 梧郎 氏ぶ び 
聯を 巧を 等 八 あで を權 一巧*/」 共 
じ お 盛 頓經由 二十日 破英の 途次 
ホが する ごの’ ± である。 


が 藤ぶ 巧 巧 一巧 

偷 致よ ら歸锁 のをみ 寄が せる 
大阪朝 U 記者が おと 巧を 夫人 か 
息 一巧 d 明朝 巧 潑を府 ： し 趣き あ 
じ ナィヤガラ、 巧 俄 ホを 經由羅 
府よ 6 を 藩に 巧で 一巧が 巧歸賴 

紐 育日會 理事 會 

が裔 H 本人 貧 理事 硏會 はぉ 潮 
大使 接見 會の 都を と 猫 一二 か 躍 H . 
(十と H ) をを 六 姑半騎 罹の、 よじ 
變更 した。 

紐 育 柔道 寒稽古 

紐 育を 道 お樂部 じて は 昨 十 H 
よを 一巧 十四：！；！ を 西な 十六 T 目 
ニ 五六 蚕の 道 媛で お 週 云 回 ご 
ホ、 お曜) 午後 义岭よ 自 十】 時 
までを 稽古を じす もに て 一般 间 
胞 の々 麗を敷 逆す る ご。 

が 賢 大佐 座談 會 

華府 大使館 ㈱ 武官 坂 巧 海軍 大 
を ホが ソ巧鍵 會をト し H 本お樂 
部 あ志發 企の 下に 軍縮 問題に 願 
する 同大 佐の 意 是を聽 取す ベ’ 
明 十二 H 午後 六 時 1 H 晚餐會 を 
開く 由。 會蠻 I ニ苑。 


H 日間に 直 b 每 がと 時 i も擧巧 
すべく、' ィン デには 一等ょ b 阳 
等、 外 じ バン グ 及び コン ソン！ 

シヨ ン賞わ b 孰れ-^ I 人： 貴ネ 
— プン歲 技は パンダ じ參加 せる 
おお 數 四十な 上のを じ 限 b 十一 一一 
十四の 兩を ごし i 、 二等 及 パィ 
ラン 賞を 贈ら I 等 賞盃は 一二 年間 一前の 如 
連綠 優勝者の 手じ歸 する 規を故 
別 じ 副賞を 贈る i ど U つて ゐる 
巧 ほ 冬季 ロ內 ゴグブ 季節 ごな つ 
たので^ バイン 氏を 聘し 前週 水 
哺 H よ. 〇 巧、 水、 をの ご一曜 午後 
六 時よ b ゴ フ敎授 を 開始して 
むる からを 員の 巧 用を 學 わご。 


靑木 技工 所移轉 

廚巧 技工 專巧家 靑木周 一巧は 
ホ b トぶ H ょ b 事務所 並に 技工 
所を 百 二十 五 T 目 巧 レノックス 
ァグ エュゥ so と番ッ 9 • ボ P 
— 建築 2； 繁 一二 G 四號室 じ 移轉す 
る 由 じて 巧 電話は キヤ セ ド ラグ 
ニニ 五一 お。 尙ほ间 巧な をは 從 

マ • 子 . ソン 街で わる。 


出 淵 デ イス 

な 乂乂化 出 淵勝タ 氏は 尖 人み 
息、 か 蝶 同が 昨 H 午後 ニ 時 お 十 
あか ベン 停が 棋若 が-— て ホが な 
じ プラザ じが 淸 したが、 旣 報の 
かく 巧 田 總郎事 官邸 じがけ る晚 


な 人が 人 


•波 出 政 一巧 巧 部 地 ホ じ お 張 
中の 巧な 組 支店長、 去る 九白歸 
ぶせ る •か 近く 夫ん 间伴 一時 餘辆 
マる ち 

•おが お 吉氏ホ 人 慶事 太洋貿 
ぶ 株式 曾 社々 員 梅が を ま 氏 夫人 
すじ 慶事 ぁら 去る 四 ロ巧モ おを 
巧 ぉごみ あを モ共じ 極めて 健 巧 
> ュ デス • ソ ー ヤア 女を 『梅の 

道」 の 審者化 お メーン 州よ らお 
が ホテルべ^ モント じ 巧 宿當を 
滞 § 萬。 



满洲 y 中ム とした 

曰 露 支の 一二 巧關係 

外 政 研究 會 にがけ る報尝 的演說 
將來 日本に 戰 意を 藏 ずる 支那 


rl 

ホ 


且 


顯 


喬 


新 

を 


旣報 卡巧 下旬 J ら十 I 巧 
上旬を を 都に がて 駱 がいた 太平 
! 洋關 係を 渚に 出席 甘る 乂國侧 化 
を ま 貝の 中 じ 加な つて 拓た クラ 
— ク大學 のフレ I クス リ ー を授 
ホに マクドナ^ド 氏の 報吿 的-汲 
說か去 i と H ホ ブグァ タタ ■ — じ 

がける 外 巧が 巧 研を 會の 午餐 會 
でを をされ た。 を 日は いつもの 
會 をに 優る とを 劣らざる 盛 巧を 
まし ァ スタ ァの大 を 堂は 立錐の 
餘化 もな < 熱、 む；； > る お 衆を なて 
巧た されが 乂侧 では 澤旧總 領事 
鄕滿毀 事務所 おが マビー ヵァス 
I の 卓に をき 巧國 通信員 協を々 長 
; お 其 胸 巧 も 陪席した。 司 會者太 
一ず が 觸係會 幾 あ 馨ま事 H ドブ！ 

; ド •シ i * 力 ァター 巧は 化 づ起も 
.てを 都し 於け る 會證の 大体を 說 
I 巧し 巧で ブレ ー クス リ） 魄± は 

^ #拂 はを 西亞 、支が 及び 
日本み 利 寒の 錯綜して ゐる 巧で 
一 あるから 此の 兰巧 的關係 こを 减 
i 巧 W : 牛 かじ 重 火なる 脅威を & ぼ 
す ものである ど說 き， U 莖戲役 
の 終 おど お」 締粘 二れ た 千 化な 
五 年の 條钓じ 化 6 て滿规 じがけ 
I る 租借 ご巧權 ごを U ネじ 讚つ た 
，巧め-レ 『陸 中」 図 I を 建つ る じ ま 
一^つ たが、^ 部 支那 人の 或 ずら 巧 
I では 現 だん 情 势め下 じを 6 てな 
- 彼等^ 固. 生の 幾 部が が 外 閱の勢 
I 为じ 化な てま 邮 されつ : おる？ こ 
て i が抽 ともなし 難い けれ 巧、 將 
巧 子孫み 時化 じ なれば 必ずり 支 


の 武力 的 衝突を 霞ず るに 違 ひ 
。い ミ 云 ふので ある。 是じ對 し 
圓 卓を 證を 通じて 日本の ま 張な 
る ものを 聽 （に、 日本は 滿讲の 
經濟的 

支配 を 維持す るの 巧 怠 葦 
固で をら、' な 年 支那の 爲 めじ 勁 
敵 靈西强 ど 戰ひタ 大の犧 牲を拂 
つた 事赏 上の 粘联 どして を 額の 
投資を なす じを つたので をる か 
ら 、道義め 權巧ご 條約的 灌利ご 
じ 立脚して 滿洲開 發じ巧 やる は 
當然で わる，' こ 信じて ゐを 0 日本 
が 巧 政のに 能率を 發 揮して ゐる 
地域は 邸 も 曾て 勇敢に 露西亞 ご 
戰 つた 英靈の おりつ V をる 地域 
でゐ るから 滿 がは a ネの パナマ 
運河で あら 且つ ゲブブ バーグ で 
もる とは 是れ义 或る H 本人の 信 
條 である。 日 まが 方が 斯 かる 意 
見の 相違 おじ ホ も 居る じ拘 はら 
ずを 代を の 態度け 互譲的で あつ 
た。 支那は まごして 故 治 的 ま 配 
權の回 化を 望み、 ロ 本は 經濟的 
ぞ配權 のが 績を 望みつ しある じ 
顧みれば . 

を 掠の 巧 能 徑は充 みあ b 


得 やう。 な 上' ゾン ー クス 


'博 


十； の巧說 じみぎ 外を 政 巧が 究會 
會 を マクドナ^ド 巧は 支 邪の 巧 
がょ-* 說 きおして な內 乱の 終感 
せ ざ 6 埋 あの 那 逸に あるかを 明 
かじし 闡投黨 枚が の 資力 じ 乏し 
< 、政敵 ごもる 六 大軍闡 i ' 頭目 
が 大体 對外政 巧の ムじ 一致し な 


加奈 帳. なで 顏 y おず 橄橘 

クリスマスの 贈答 晶じ もな つて 


第 

- 

干 

丄ハ 

百 


强 


j 一 U 本 排橘對 米 輸出 組を な 乂化 
おな 吳ニ 氏は 日本 產抓搞 賞の 
で 販路 媳 張の ため 米 加を 地を ニ 
一 一年間 じを 6 巡歴 中で あつたが 
I 数日 前 かかを 帶び ホが し ホ テ 
ペン シ八 グァ ニァ じ 投宿 中 
一一で ー兩 U 中には 巧び を 化を 經 
て 問 紐を ホ贼 事務所 じを お 兄 
I が 商を 所を 地 沙港じ 向 ム當。 
同一 H け 排橘實 みお 米輸 おじが C 
語!^。 『組合は 化が 搜 がみ 官が 
農^が お 巧巧荀 をで、 島 谣大居 
時 I ご 成立し 旣じ六 年を 經 過し 
た I 組を はを みを W て檢褒 確を 
附 されて ゐる のが 化の 化を こ 
d 乎 J た 特色で ゎる 0 H 本を 國 
のな 橘荫 はを 部 組を 員で あるが 
お-! 組を 員で なければ 觀 出を 企 
て 巧 ご 檢 をが 渡ら！ 2 から 巧ぅ 
ず， も 出 ホぬ。 化合の 成立し 
むかの 輸出は ニが 八十 お 货單、 
約 二十 巧 弗で あつたち のが 年々 
1 ^ ま 一 剌五か 位宛斌 ぇてぶ 
年の 亦き a ぶけ 二十 貨単約 六十 
.万 巧て おんで & る。 

輸巧排 楠は 每年十 巧を 一し な 文 
I をが つ C 巧 較站じ 逝不坦 なく 
I 晚を坡 や ホ 港が L で 送 6 おす 
ら 巧で、 一 刪の お映らな <關 
段が 方 も 脚な が C :* い。 是 等の 
なと 剧は 加が 太で 联らは 
を 西部 巧 地方—. み 散され 


るが、 ホ鹽お 部には 今の 巧を 
寸ら 現は さの。 之は アラバマ 
化 方で 產 する サッ マ •ォレン 
デ (り 本から 苗木を 輸入して 
栽-培し たもの】 が、 純 H 本 産 
の 束漸を 阻む し、 一方で け 速 
貸の 都合 上 敵對し 巧ない から 
でみ る0 

加を 太は 幸. じ 晚香坡 から 巌 をの 
一本 線で 速ぶ の だから、 アラバ 
マから 幾 おも 中繼ゃ 線路 錢更で 
送る ょりも 却つ て 運賃 まど， y る 
ため、 巧 部で もがを 競ず は 化 ホ 

るた め リフ アッ クスを も 
H 本视 橘は 顏を 出して ゐ る。 だ 
から 圣 加を 太は H 本祁 橘の 立派 
な 販路で ぁる。 殊に 一二 年 ホは 
年ぶ 年始の 贈答品 用と，」 て 珍重 
さいる やぅに なつた， 是は 木製 
小箱； 個が 一 弗 二十 置 化 位で、 
キャン デー の 化を の 値段では、 
餘 なじ 見すぼらしく 小さい のじ 
比し、 をを えがす るぇ、 キャン 
ディで じ 小 化。 ら 兎に角、 あ 庭 
を 化の 嗜 がに 適せぬ のじ、 排械 
は 巧 入 向きで ある！ ど， ホ瞬產 
の ォレン デに 比して 皮-^ いき 易 
いふ、 随 つて 子が U ど でら あ 服 
a どを 巧さぬ から •非常に ぷ庭 
向き どして 盛贊 がられ.」 ゐる 
おする：.： U 本 化 橘の 來加檢 化 
は 其 数を が殖 .ロる 一み だか 氏' 


r 
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ロンドン 海軍 會 議会 煎に して 

1 駐日 臨時 奎權 大使 お 任命. 

h ‘錫務 次ち キ タツ スル 巧を 日本へ 特派ず る 

• . ' . 1■' 

•力 政府で けす 般來顿 東 じがて 最も 軍を 巧を 帶 びじ 駐 a 大巧の 


ワシントン 特電 十日 壌 — T - 

巧 か^ん 選 難で 今 円まで 延引して 居た が、 今や 一 ロンドン 海を を議 お葉の 円 も 巧 巧し わので 爵を何 
時まで も 放 巧を 許さず、 その おを フー ゲァー 大統領は 現围巧 巧ち で わる ウィ サ ァム •ネ ヤツ スが 
氏を 軍縮 會證 期間 巾 跑時巧 H 太 化に 巧を しわ、 キャ ブス^ 氏は ホ ノルが の 富豪の 令息で 千 化 巧が 
パ-— ド大 學を卒 楽し 千 化な 十乂 年阅務 省に 入ら 千 乂巧廿 も 年を W て 题務ホ 官じ巧 命され たん 
でを 年 四十 一滋で ホを、 新 大使け 首挪 じて 巧 械を權 とを 見の 上 十二 巧 化 一日 フ ブス コお晚 の マウ 
ィ 号で 鄕化 V プィじ 赴き、 ボらじ プレジデント •ゼ ファ 1 ソン 號 で。 ン ドンを 議巧 集の 前日で を 
る j 巧廿 H じは 眷巧 する 常'"、 わる- 

東京 特電 4-1 二日 發 = 日本 政府は 新郎 目 臨時 大化 ウィ 9 ァム •キャスが K 巧 かじ 承認を 與 へた 
が、 同を は 巧 襯を權 どを 是後あ もじ ワ シン ト 了を 巧發 してを 巧す る 萬。 

まま 特電 十 _ニ 日發 t ニユ ヨーク •タ井 ムス 載】 = 日本の 朝野は ウイリアム •キャス グ 巧の 随 
を 大泌巧 命は。 ン ドンを 議 r - 於る H 本の 黄を 性を アイ 9 力 •い 認めて 居る 一說左 して 巧 評を 階し 
て おる が、 巧の 化かに 波 b お 淵な お 大巧の 會 讓を權 巧を は 自然な 消へ どじ h 永 井駐白 乃を 長岡駐 
蜀 大使が を權 ごして 追邮巧 命を 見る じ まるで 杏ら- 


若 楓を權 一巧の 訪 願は 

比率 問題で 目ず の 立 瘍說明 

h 大型 巡洋艦め 比率 協定は 結局 本 會議へ H 

ワシントン 特電 十一 二日 發 = 巧 概を權 一巧の マシン トン 訪間も 接 巧した ので 3 テム ソン 励 お 長 
官を をめ ごして ァメ 9 力のを 灌 一巧け 頻 ちじ 準購中 であるが、 巧を じ も 滞な 期間が 短 かい 上 じ 社 
巧ト J おじか Gb r しい プ。 グラムが あるの みな'-^ ず、 日本が 最も 重大視す る 大型 巡 洋禮の 比率 協 
ぶょ’ ァメ 9 タが廿 i 隻ど ずる か 十八 隻 ごず るか じがての 英米 協定が ホ だ 成な して 居ない こごを 
理由 ごして 軍に 日本の 說 巧を 聽 取す ちじ 止まら、 r メリ々 と してけ 態度を 明白 じせ や、 潜水 鑑廢 
棄 ぶび ま々 鑑 案じは かな b 突这 んだ豫 をを 巧 おする もの ど 見られて 居る、 がに 大型 巡が 渡の 比率 
問題 じ 限 b 日本 どの 論 譲 乃 ま 語 解む る ものは を權】 巧が C y ドン 到着 後の 豫備 ホ溃じ 廻され る模 
驗 であつ て、 円本の 比率 お 割 ごい ふ 持 化 じ酱し アメリカけ 徹頭徹尾 巡が 濫サ I 隻 案を 巧 化 どして 
日 契に 巧ます ベ < 結局は 十八 隻 じを 附 くで あらう が、 これ じ苟 して H 本の 比 乘讓ホ も 化む むしと 
をカまは觀測して居を、 尙ほぉ磯を權は退京じ際して フ |ゲ ァ； 大統領< 共じ共巧育言書をを表 
し 太ず 巧の ず か 維持を 嵩 調す る こご じな つて 居る 0 


英 を 相 ご 化 平 大使 どのを 備を 
涉 じがて、 マク ドナ グド 氏は 日 
本の 勒 米と 削 要 ホは 日、 英 、ホー ニ 
國 の、 

海軍 力 均勢を 破ら こ £i 
なる から、 點 米と 割の 代らに 對 
英と 刺を 巧 有すべき こ艺を まが 
しれ W 傅 へられて ゐ るが-、 おし 
右は 巧 賞な-*' とすれば これは 明 
かじ 英乂 兩菌 協定の 巧势 なら ざ 
る こ ピを篡 書ず るら ので ホる ご 
同時に、 英米は をの 炼定じ 於て 
豫 め、 日本の 保有 農を をめ てこ 
n を强 .耍 せんどす る もので をら 
，っ 即ち 

英米が 兩國 均勢の 巧 則を 
承認して 巡が 經じ關 し、 吳化 S 
巧 乂千贿 〔巧 八 巧 備砲 十四 方 六 
千 八 巧嗯〕 、米 化 一巧 五 千 巧、 

〔み 八时 槪砲サ 一-巧 砸〕 または 
巧み ま 娘ず るかく 化で 嚼 〔內八 
巧滿砲 十八で 哦〕 とが 有せん 艺 
'し、 しかも をれ が 果して 均勢で 
ぁるならば B 本は A 巧れ の お 則 
をが ちす る も 理論 上 阿 等差ち 社 
いので ぁる、 がる じ 日本の 選择 
の宮 みを 拘束 せんごず るのは か 
'柯。 る 理由に' もごづ （か、 た r 
日本側と しては、 英のと 割を 巧 
.有ず る こと！ なれば、 八时 備砲 
-- 大型 巡洋篮 にがては 十万 ニ 千 八 
! 百 填',^ ub 、 これを ホの 廿」 巧 


顿义は 十八 巧 巧に 比すれ ぶ 

五 割 弱 tK は 五 割と を ぉじ 
過ぎ 田、 か 論 をれ だけ 輕巡洋 澄 
にがてち 加すべき も、 わが 國ま 
張の 根本 方 かは、！ 巧 顺八时 砲 
巡洋篮 じめ ては 對 ホと 割、 潜水 
おじめて は 同率が 巧を を わ總巧 
的 野 ホと 割 〔潜水艦を 除 < とき 
はを 經 槐別對 ホよ 割〕 保ち じあ 
るので、 これを 巧 ホ 協を じ 於け 
る米國 のまを じ對 比すれ ぱ 〔を 
は 米國化 有を、 左 か H 本 保ちの 
割 振〕 

1 1 0、 000 
1 巧 と、 000 
(と 割) 

1 0 五、 五 00 
ホ 一、 八 五 0 


八が 備拖 
同 

巡が 艦 
轉 巡げ 鑑 
同 

驅逐艦 
同 

(假 を) 
潜水 お 
同 

(假定 ) 
計 
計 

ごなる が、 


五 0、 
九 I ニ、 


000 

000 


八 0、 000 
八 0、 80 
(同率) 
五 四 五、 お 00 
一二 八 一、 八 五 0 
無論 ホの 一巧 喷 什一 


隻は 明か じ 

軍擴 じなる から、 これが 
引 T げをま 張すべき も、 何づれ 
じしても 掛英 よ剌 はわが 阔巧 ± 
到を を設 しがいので、 補助を じ 


ついては か 裂を 赌 しても ね i か 
かふべ X たぐ ホるべき 會議は 在 
らじま カ鑑じ 閥しても 電 要なる 
討議が 巧は るべ （殊に ま 力 艦の 
鑑型 縮小、 燈敵 延長、 化換 建造 
延期 じよっ て 生やる 負 擔輕减 額 
は 補助 艦 縮小の 比で ないから、 
これが 成 巧 じを 幅の 努力を なす 
ご 同時 じ窗 ホと 割を 放棄して 國 
際み をを 壌裡 じがけ る ホ 國の戚 
信を 失墜せ ざる やぅ、 を ホ 巧よ 
も 期が されて ゐる 0 

お 質 大佐が 

軍縮 講演 

旣 巧の 如 < 大使 舘附武 宫坂巧 
大 をは 日本 俱樂部 有志の 發 起で 
時節柄 軍縮 じ關 してが々 說 明す 
るが あるべく、- 昨夕 俱樂 部で 
化餘の 出席者 ご 共に ま 成 大佐を 
陪賓 どし 晚餐を 終つ て 後先 づ 7 
ン ン トンを 議當時 じがる ま 力 お 
の 比率 協をから 

ゼ ネグァ 會議 の經逊 、铺妨 艦 
じ 割す ると 割 要 ホの 根本的 理 
由 じ 細し 詳細を 極めて 叙述し 
第 お 巧は 質疑に 鹿 答した が、 
柏木 正を、 武か H 銀、 巧谷郵 
船、 お ロ 事務官を の 他よ b 比 
率 協 W ど經濟 力み 顆 巧を 始め 
■どし 待に 商船の 假裝巡 洋お轉 
換 、海軍 經巧學 校の 廢化等 じ 
巧て 質問の 矢を めち 




大紐育 

一九二 九 年 版 ダ 近く 發巧 I 

本社が 这じ 歯篆 を 巧いた しました 『大 紐脊」 は、 幸 ひじして！ 
江 糊の 湧く がかき 好評を 巧し、 をに をが 一 册殘ら や « 切れ ごな 一 
主した、 化て 本 化は 祭 一版の 內容 をを な 巧た じし、 なおを も 一 
巧 加した モ 化な 廿化年 版を 新に 發巧 r る こ なち ました、 あ I 
確 じして 且つ 巧ら しい 統計と 事實を 基礎 じして、 刻々 錢 化する 
巧が 『大が 育 J の眞 相を 傳 ふる じ逍 がな きこ £ を 巧して 居 bi 
ず。 尙 ほを 復は 一 

豫約 申を 者に 限リて 

特價セ 十五 仙； 

發刊 後の 御 購買には I 

を 價金ー 弗 _ 

ごを し i しね、 速 かじを 約 御 申込みを ホ 望いた します。 I 

十二 巧 十四日 紐 育 新報 社 I 


日本のと 御を ホじ對 しても 一 通 
V の 智識 V 一巧て 散會 した。 

マシ チ ユリの 

領事館 爆擊 

我が 官憲が 調查 

まま 〔聯合】 十二 日發 H パ 八 
ピンから 建した 新聞 聯合 S 特電 
じ 泌れば マン チ ュブの 日本領 事 
館は 十一月 廿日 ホ銜 軍が マンナ 
ュリ V 襲擊 した 際。 シァ 飛け 磯 
ょ b 投下した 爆 禪の爲 めに 跋壊 
され 鬧 地に 化 おする 日本人 じし 
て巧銜 不明の まゎ 數じ 達して 屠 
るを 达 みで 外務 あでは 頻らじ 調 
査 しつぇ わる 45、 

外務ち ょ b 同化 頒お館 じあし 
■た 電粮が 果して 領事館に 届い 
，て 居る や 巧 や も 不明に してを 
H に ま 6漸{ モ マカゥを 經 ホ 
した 第义を 目の お 報が 入 5、 
極く 少數 者の 消息の みが 刺 明 
して 居を が'。 シア よらの 情 
報じ 化れば 同化の 0 シアを 憲 
は 巧が 巧務 省に 對 する を電じ 


暗号の 使用を 許さ や 
H 本な 府 ごして は 目下 この 閣題 
じ 就て 属を駐 C ンァ 大使館を 通 
じて。 シァ 政府の 反 あを 求心つ 
つ わるが 岡 地には この 外 ァんリ 
々、ドイツん 等 もを 少化 留丄て 
居る ので 日本 領事館と 協力！ て 
專ら自 威は のを 命と が 産 上 《損 
害に 就て 調 巧を 急いで 居る 



金 承 弓 下 

再び 英蘭銀 巧が 
ロンドン 十二 日發 n 英蘭 巧 
は 今回 突が 從 ホの 金が おか 婚 
をを かじ 引下ぐ る旨發 をし 干' お 
界を 驚かして 居る、 今 画の お 下 
げは 過去 十一 週間に 豆る S 巧 目 
の もので ニユ 3 — クょ b を 嚴入 
が激增 しな 結裝 にして を 週け か 
き 一二 百 化と 巧と モ四 だか ホ |似 ご 
いふ 巨額に 達して 居る が、 でれ 
はニュ 3 — クと ロンドンのを 巧 
じ I みの 開きが わつ たお あるじ 
を輸 化を 增 加した もので あこて 
爲替も 自然 强調 であを。 


られ たので 十二 日營庭 じがて 
蹄隊將 ± じ 送別の 裳を 張らせ 

'られ た。 

〔十-日】 陸が 大佐 朝 香 宮殿で 
- 岡東久 通を 殿下は 本日 邮を 0 
て 陸軍 少 おじ 陛巧 あらせら る 

覚 局長 辭表 撤回 

【十-日】 東を ボ電罷 を 員 罷業 
問題 紛糾の 結果 電を巧 長篇氏 
が辭 表を 提巧 せち 問題は 堀 切 
巧 長 及び ボを議 巧 等の 慰撫 じ 
あら 撤的 する i ごな b 算闲長 
は 今朝 巧長宮 邸を 訪 間して 握 
ましたので 巿 か 上の 暗雲 一掃 
された 0 

南米 進 おの 靑年 

〔十一 日〕 京都を 大の新 卒業を 


搁柴 雄は H 亞が殖 を 社から 一二 
.万圓 を 借を けて 鹿を 島 縣の十 
を 族と ァ八 ゼン チンへ 出を す 
るので 就職難の 智識 階級が ホ 
目して 居る 0 

鐵道從 業 員 賞 輿 

〔ホ-日】 本年度 鐵道收 入は 威 
少 せる じ おはら 中歲ホ 賞與を 
は 例年の 如 < が 織す る ご 江 木 
鹽 化の 聲 明で 機 逍化業 員 一を 
必 のがで ある。 

姬 路中學 生か 校 

〔十-日) 姬路 中學巧 生徒 六な 
名は 學ホ 中の 左傾を ず 檢擧じ 
關聯 する 事件 じ おし 校長の 態 I 
度 冷酷 ぃょ b ごて 憤慨し 同盟が 
校を しじ。 


で 


本社 東宗 特電 (禁 無巧轉 載〕 

銀巧界 のニ大 傾向 

〔十 I 二日) を 解禁を 一轉 機と して 銀 巧を じは 『舊 ホの 傳紐 
破b鈍然たる巧業銀巧たらんvーすちもの」 ご 『積极的じ<^5| 
賣ネの 威力を 發 がし 產 業婉觸 をな さんごす る もの』 どの ニ 
傾向が 現 はれた が、 後者 中 じは ニ 天 銀 巧が ぁらを 解禁を 機 
£ して 穂 祕 的に 動かん どして & る、 蹲へ ば 一二 井 銀 巧の 東京 
澄、 東を あ 期、 王子 製糸、 鐘絲 等に 社債 募集 や 粟役乂 送み 
銀け 自体 も發展 策を 譲ず る ご いふ 如きで ぁる。 



蘭 巧 油 西開發 契約 

!： 十一 二日】 蘭 韻が 度で 一二 ホ 物産 等が 独 ぉ開潑 契約の 運び ど 
つたで ィゲ リスを 部は 醒氣 ご ならて 橫檐を 入れ ネラン ダ じを 
ちを あめたの でかを 問題た らん ごする 模様を-*^ ご。 

近く 朝鮮に 自治 制 

〔十 己 0】 齋験 朝鮮 總督は 朝鮮 じがけ る 自治 制 まを 携へ てな 
く歸 をず る當 であを。 

帝都の 復興 祭擧巧 

【十二 日】 帝鄉 な興然 は明眷 H 月廿 八日を なて 東京 麻、 東京 
ボ 及び 復興 扇 聯合 ま體の 下に 宮城 ニ電橋 前面 じて 擧 巧す るに 
决 しじ。 

小 橋 前文 相^ 召喚 

。十二 日】 小 橋前义 相は 横 事局ょ b 巧召嚷 をを けたる も病氣 
の 理由 じて 出頭 巧 期を ホ ほ わが 右は 佐が 一 二宮 氏を 取調べ わ 結 
を小谣氏の爲じホ利^^る事實漸ぐ發見せ心れたるじ浓る。 

お民黨 U 遂にみ 裂 

〔十二 日】 社 會段衆 黨乂阪 支部は 愈々 を 裂し 脫黨 組は 新 i 
を 組織す る じ 巧を した。 

【十一 日〕 を 國が盟 は社會 民を 黨を脫 退した が 民衆 黨 幹部が 
大阪の 工場 まから 選擧 費用を 賞 まけし は 階 殻 的 裏切 b 巧爲で 
年 巧大會 がるの 巧爲を 承認せ るは 同意し 難い <」 て脫 退し わの 
が 選擧前 ごて 民を 黨 へは 大巧 おで ある。 

小幡 新を 使を 承認 

【十-日】 南京 閣民 政府は 小 幡酉ま 氏の 支那を 使 巧 命 承認 書 
を 巧が 敌府じ 送致して ホた。 


自動を の 綱 調 登 

: ま 百】 を府 管理の 下 じを 國 
自動車 網 八十 H 線 S 千 九十 哩 
案は 共同 調査 會 であ 逝した。 

高木 代議 ± 逝 ま 

: 十一 日】 鬼を ホ 選出 民政 驚 化 
讓± 高木 益太郎 をは 逝去した 


省線 電車 巧 成績 

〔十- 吕】 本： ロの 巧 京、 複須贺 
及び 該海巧 鎖 道當線 電車 試 運 
得は 巧 成績を 示した。 

兩殻 下の 御陛巧 

t 十二 日】 近衛 第 云 聯隊 長を 乂 
: 逝 宮暖下 じい！ 少 おじ 御 進級 遊 
ばされ を 謀 本が 勤務 ごならせ 


新社會 政策の 1 V 一して 

鐵 道の 運賃 値下げ 

總選擧 を 前 じして 緊張す る 政府 

東京 特電 十二 日發 = 内務省 當 局は 手麵ら 好く 選擧費 豫算ニ 
目 ガ圓を 手酷した が 政 麻が 民衆に 轿 らしく 呼びかける 新社會 
策の 一 として錢道省ではホ年凹月 一 日から^用ぉの速賃ぉ下ホ 
を斷 わすべく 贼 率は 品目 じ 依 b 一割 おか 乃を 一二 割 五を ど發 あた 
たが じれ じある 臧收は 約み 百 巧圓释 度と 見られて 居る。 


本社 東を 特電が 農 報す る 如く 
政府では を 解禁 後の 社會 政策を 
加 ホした 産業を 理 化、 谨業振 巧 
じ關 ずる 方策、 館お增 進に 願す 
る 施設、 肥 巧を 策の 確立、 生活 
必需 おじ 對 する 鐵道途 貸の 値で 
げを發 おし じが、 を 巧が 新たに 
實 巧に 取 掛かるべき 重要を 策 じ 
街して は 政 称 部 內じ說 潰さる あ 
る當該 磯關ゃ 與黨の 政な 調査 會 
等 じ 於ても を 來課査 巧究を まね 
られて 居た が、 を 項目 じ勒 する 
大體 意見は、 左の ご泛 きもので 
をる り 

產業 合理化 

^ I 產 業のを 埋化閔 題 じ 就て は產業 
を 狸 化 委貴會 の 設置 論が 唱 へら 
れてゐ るが 巧 巧觸巧 じけ はれて 
ゐる化 表 的 意見と しては 
一' 旣 じこの 問題を 調を 事項 ご 
して 取扱つ てゐ る典黨 政務 調 
査會 をして、 更に 具體的 調査 
を 重ねし め、 其み をを 俟 つて 
後 政府 どしての 施設を なすべ 
し 

一、 右の ま 旨に 基き 現存の 商工 
審議 會 、窜ヵ 統制を 貴會 等を 
有効に 巧 用して、 實け 力を ま 
とずる 調査を 進い べし 
等々 じ 岐れ更 じ會社 併を 等の 議 
論 も あるが、 產 業のを 理化 はを 
の 必然的 おおどして 失業 現象を 
一 唐 深刻化す 恐 n あるじつ き、 
欧府は 社 會を策 審議 會の 答申を 
基礎 V - し、 失業 救濟じ 就て 睡方 
考慮を 拂 はねば ならぬ ごの 恵 見 
が ぞい 

産業の 振興 

また 產業 根舆の 方策は、 産業 
を 巧 化の 消極的 意陳 じが 對 する 
積極 主を の もので、 國巧 工業の 
保護 巧を を 策 せんごす る じある 

肥料 改築 

肥 巧 政策に つぃては 農が 振み 
じ關 する 緊急 施設と してを 慮し 
肥 巧の 配給 組織の 改善 〔半官 半 
民の 肥 巧會社 設立の 件〕 化 巧に 
關す るを 離な 蕃 策、' 綠肥 、堆肥 
の獎剛 等の 稱 々なる 真體 策を 謀 
究 しつ i あるが、 民を 黨 側の 意 


向 等を も參 酌し これが いよ'^ 
巧をを見れぶこれじ伴ふ經费^:5 
ぉ ホ辑バ くば、 明年度 追加 豫^ 
じめ る 巧 度まで 要 ホす る 方針で 
あ ミ 

鐵道 運賃 値 下 

政府が 社會 政策め の 見 化か-^ 
生活必需品の 鐵道 連賃値 下を 計 
b これ じよつ てを 產 費を 化 下を 
しむる ホ 針を 巧を し、 大體 一艘 
から 生活必需品 目せられ るぶ の 
品目 じついて は 江 木 鐵巧も 運賃 
値下げの 必耍を 認め、 お下げ 公 
勘 巧す る 巧 意を なすに まつた。 一 
ホ 嗜 、薄洒 ； 
薪炭 

を 称 〔恃じ 庶民 階級の 嗜好ず 
る もの 一 

魚類 〔網を の 他 島 級なる もぶ 
£目 せられて 居る ものを 除 ミ 
錫、 が 乃 魚 等の 如き もの〕 
木綿 没び 線 ^ 
あ 〔輸送 運賃 頗る 島 額に 上 も 
閥 係から これが 植 下は タ たみ 
威 收を覺 悟せ ねがなら な 所 か 
ら な ほ 篤 VJ 葛巧す ベ < 煤留 < rt , 
れる 事と なつた) I 
同時にを 來 しば/、 間留 ごな タ 
て 居る 靑函蓮 絡を の 化の が 送 運 
賃のほ 下を もけ ふ じな つたが 
靑画 連潑の 運賃 引下げは 化 海 苗 
の 薪 お及び 是物 煩が 遠 <斩 潟 
を 京 等まで も おて 忌る から 、 jf 
化の 產袭の 開を じ 多大の 巧 あす 
齋す事 じなら ぅ、 巧 ほおを 黨 
幹部 會 では 選擧對 策と して 左 
傑 件を 决議 した。 

1、' を 解禁は いよ {ホ議 
散 巧に 資 巧され るを ごな つ i た 
じ 就て はぶ 黨 ごして はこ じ 
化は るべき 次の 選擧 題目ぶ 選 
ばねぶ ならぬ、 仍 てながと 協 
方 これ がげ 巧を 急 
一、 地方 選擧 が連戰 連勝の 巧を 
を收 めて ゐる ため、 な 友會は 
憤 補ぎ 難 じさへ おれる 狀 憩で 
わる と はいへ、 この 現を はか 
やし も ホるべき 總理擧 の おを 
をト ずべき ものでは ない ので 
ある がら、 を ま 部じ纷 しこの 


おを 飽 まで 樂 おを 許さ 中 • 紹 
教逊キ 数を ど 4 ベ < 、深甚の 
注 怠を 爲す やぅ 靖 I 吿す るを 
i 、 を辭 おを 實 巧す るれ め、 な 
'おは 化 ホを 麼じ掛 しても 厳を 
に 制限を 加へ て ホた が、 この 
政府の 方針は や i も すれば 地 
方 じ おし 過度の 制限 どなゥ- 
緊急 施設まで も 認可を 得ざる 
狀 態を 惹起し つ t あ h 、 これ 
必 やしら 中央 當 局の 意志と も 
をを せざる 嫌 も あるので 、 媳 
な會 のみ 議 として 毅を 己む を 
得ざる 地 そ 趣 倩じ逊 しては、 
お 巧る 限 6 認 巧の 卞 かを 執ら 
しわる やう、 當局 じ陳睹 する 


ニユ ー 3 — ク 春秋 


若 概を權 


♦若 概を權 の 遣外を、 を來節 
の 進 巧な どごい ふ-とな かれ、 を 
權は 誤つ てまを 天 ざ かるが 雲に 
うけたら f いへ でら、 提封 十八 
巧 六 千 巧、 化 平 お 巧 ザのを 臣 i 
して 歷 たる 家 あを 所を し、 一ヶ 
半 ヶの繪 掏 ひかん ご 同視は でき 

打 0 

♦學生 時化 じ グン ゲを 病み、 
『だう せ 巧の なら、 飲んで 巧ん 
だ ホが ユィ』 i いつて、 欽んだ 
ら病氣 がを げし じごい ふ、 タ< 
の 逸話が 噓 であるが かく、 この 
讀ら噓 らしい が、 飮む i だけは 
事實で ゎち、 然も 飮 むだけ 頭が 
よ （なる 點 は、 日ぶ 法學 をのち 
璧 、梅 謙み 弧 巧 ± ご 同 鄉同禪 の 
頭を 巧 有 L 、 現 巧 法曹界の 窮 
人 者。 法博、 岸淸 一を が 化緣ご 
して、 又 これに 優る 頭を 巧 有す 

♦を 進 誘導に 資財を 散 じ、 犠 
牲を しのぶは、 これを 岸 博 じみ 
る、 b が 若 磯を じいた つては を 
堂 旨の 名 じがて、 逆 じ鄕黨 から 
事大思想の 支 沸 ひを う <。 

♦巧し 若槐 巧を もつ て 巧 運を 
ごみる は、 化の 惡蛋话 ご 比较し 
ての み 意 ホが あら、 巧は 正し’ 
大臣なる べき 索 質を 完髓 して 大 
臣た A し、 わを らくを 權 たる- 
き 素質の 完備は、 遠から やを 權 
としてを 揮ず るを 疑は の。 

♦巧を の 地界な ホ、 貴族院の 
一隅 じくす ぶ b 、 一言 居 ± の 名 
じ 巧て ソ n 一々 ごな きを 進の デ 
モ 大臣に、 質 間の 矢を 送ら、 わ 
づ わじ 悶 々を やる じすぎ ざ もし 
を 日の 時運に 乘 やる は當 なの 反 
動で をる 0 

♦倒 ま 命の 『强讓 >』 を、 民 
族を 的 じみれば 敗 化の 一形 まの 
み、 これを 國あ的 じみて 誰讓の 
美德 、報 本 反始の 精神 發 をと 說 
くもよ しゥ 

♦杳 々こ、 じ！ ニ 平年、 强 避の 
末势 、魯嬌 をう がた や、 固を じ 
をら はれし 勢力な し、 さ 概ま巧 
の 出現を 大國 まの 再誕と なじ、 
おを 巧ぎ を やつた のは、 あはれ 
な 出 雲の 正體 である。 

♦かへ もみれ ぶ 巧者の 間には 
視界を さへ ぎる 巧 物 もない、 寂 
しすぎる お 雲 族よ 0 

♦中國 山脈の 水 じひを む 山椒 
魚は、 巨大な らし 爬蟲領 の 遺な 
ごきく、 お 雲 族は 人間界の 山椒 
なで、 山椒 巧は 動物界の お 雲 族 
である* r 水 洞れ て 動く ともなき 
山椒み 0 J 





Dr. M. MA 巧 EL, 

巧 9 t け 化な , ， お w む rk 

(Bet •も d わ も & Irving Place) 


The Japa 打が e Christian Associa が on 

が 3 W- 1 が rd 化！ ( が ） fork Gitjf, 了 8 し Bradhursf 89 が 


M.Tsuchiya, D. M.D 
105 W. 巧 ft ! 化 
Tel. Trafaig が お 08 


M.Yamaguchi, MD. 

70 む aman A 巧 .. 

む I. Lo び aine が 34 




KE 民 R&MAVOR 

1023 Third Av«. 

お t . 郎 & 81 な s. Tel 巧 hone お gen; 巧 03 


妻隨人 本日 

巧專 靴型 小 

てし 張 お 員 巧！) 化に 绍ホ卸 
ザけ 屆日现 は 靴 b 取を な寸 

を 小き* ぶ ホき 廣ぶ ホき 巧 


! た 


A 


ザ 


小さき 懊 きおに 適す 


SIZES IN STOCK TO 12 F WIDE 


THE HOUSE OF 
QUALITY AND VALUES 


其を タ 

化 描 4 
±巧プ 

產万ラ 


物化ィ 
— 平タ 

ホ 筆 1 




銀貴歐 
驳をホ 
お 屈を 
具寶强 
— お 時 
ま 類 計 



寫ン蓄 
お ド 器 

◎ 

カノを 
ラを 品 

御 速ノ電 9 円 

fzWM 

得ト 八 . 

テ ニ 3 四 

居が ト H が 
リ チ、 セ 4 @ よ： 

マ 皆 取 四 巧 ® 望^ 至 マ 選 
ス 樣扱番 S ホ ：- 

1 が 1 打 W.42nd ST. 

HEW KORK CITY 
TE し B 国 T 4374 


◎ 

他 溝 
西 店 ニ 

。四 I 最 
完十蠢 高 
"： ニ 巧 巧 




を 

集 

* 


K. IWAMOTO, M.D. 

114 W. 7 か h St. 

Teh Trafa! が r の 52 


Dr, Sabro Emy, 

1 肪 5 も rk Av も， 
TeL Sacramento 7980 


D 民ぶ ぶ .YOSH 化 

307 化 お rd 化 
Tei. Riverside が 50 


Oriental Art Studios 
124 W. 34 化 化 flppos お扣 acjf's 
Tei. Lackawanna が 巧 


目 ダ オ英ふ A が 速 雷 
I ン 、術 計動氣 
* 。 ゴェ * 产 * ， が、 

I ッ 户藝 寫 1 ^器 
g ゲフ品 づ ^ » み 地 


里 ポク 
1 ラン 
グプザ 


; ァ雜 

J ! 及 貧 具 
5 ト あを お 


丽げ S も巧邮 Y 

3 Mai も n Lane N. Y. 
T ： 顧冶鍛 おなじ 幷巧踩 j を 

__ 鎭 お 寒 匠 霖新最 


おち ブ 

ゴ 

—••——つ 
00 — 
〇〇 と 
ととと 
— 〇 五 


DANCING 

411 W.1 巧 化 St 

Te しむ tfi お nil 4 賴 るが . 3 


K-oike Studio ： 

730 打れ h Avc. 
Cor. S7th Si. 

TeL Circle 4406 


Orie れ tal Massage 
18 パ 8arnes む enue 
む OT, ん Y. G. 
TeUnder Hiil が 74 


JAPAN ART STTUDIO 

巧 2 E. お愤化 8ei わ rk & Le) ( ，むが , 
巧し 化 4 な 88 が 


T . KASAI 

Merchant 
1 ailor 
ホ 

わ 柏な 8 扣け瞧 
お 帅 334 
HEW 巧郎 


Ph 加 e 

的 如 i 如な 


F - に Maruya 放 a Co , 

87 W. が 化 化 H.Y 
fel, 8 け ant 巧 巧 



CLOTHES BUILDING 

"PA 氏 EXCELLENCE" 


Y. げ O 

1 お Eesi 巧 rd 化 
む r. L な inghm を 化 I 


MIKADO TAILOR 

30 に 6£ith お . 

Tei. Rliineiand がが 30 


房 書 西 東 ♦內案 育 紐 

The £asi and 'W 的け 邮 1 { む . The お w む rk Tauris け ervice 

4 り WesH 巧 化 化， ft. If. C. Tei. Cathedra! 4408 


差は ▲ 盾 御 お A 
上定 をけ 注舊ホ 
げ攪 御を 义の圈 
よよ 注しみ 書 じ 
f わ 文 ま 第籍て 
。割にす 敏 ミ を 
引 對 ° 速雜巧 
しし じ 誌せ 
てて 御は る 


紐 

各 - 

神文嘉 
學學顿 
け 事 

1| 

雄婉 


进年卒 A 
ゃ聊 業を 
る 力 > しは 
も ホ 巧' ン 
の 固 ホ々 
ごの 筋ゴ 
信 事に 大 
じ 情サ學 
がに 五を 


i 满 OA 
す 窓 買 通 
。切 顿譯 

じ ◊◊ 

御 其 調 
取化杳 
扱 何 ◊ 
致で 巧 
しも 渉 



F, I. FREDERICS CO, 
錢 巧瞄學 大巧 比を を 


り 8 E. 拙 h 化 Tel. Regent 扣 84 
6d Lexington 4 わ rk むな . 

を 時 八が 日曜 主 水ち 


Mi な邮 |] が パ 削が 

12 が LexJ 巧. お tween 8 別 h and が h Sheets. 

授敎語 英人婦 


M ミ 加 ri M が ftumo 化 
巧む が Ave. G 响 
T 扎し肌 aineO が 7 
し 肌 aine 郎 S0-M . 巧 

產巧 みお 

^ 復帝省 州 
^ 元 習 大语を 
化述巧 お辞認 
本邊|5 

綠* 襄 


Lndo & Kodachi, I 打 C. 

46 目 reenwicti St 化 ホ Ciiy 
TeK Whitehall 1541-2 

諸 厳が 紙 お 
ぷ 荷出洋 みお 
藤 物 入を 食 巧 
^ 運 巧 巧 巧 用 
が 熙貨お 巧 
71 な手販 
^ 巧 類資 
踊 


んし CEASAR, M.D. 
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後 療巧 しじて 
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强と 十な 六 千 一を 


雜 新 育 納 


【日 巧 ±】 日 四十 巧 二十 年 幽巧昭 【ニ 


1 診察 _ 

午 ぉ 十 時— 一が 
■午後 四時— 八 時 
目曜 午前 十 時— 正午 
急せ 慢巧 男ホ疾 を、 巧 
巧 お、 化 液餘查 
を 年の 經 おを をし 日本 
人 じは 踪じ 親切に お療 
す 

健康 謗 斷こ巧 

ドク トグ 

メイ ゼ八 


お 集 翁 


本 
人 
ま 
督 
お 
を 
道 
曾 I 


麵拜說 お (日】 八檐 
日 巧 華 校 (日 ご 一時 ザ 
家庭を 曾 (水) 八 時 

sg (至 八 時 

婦人 會 
誰 巧を 

勘‘ 徳 

帯 宿を、 巧みを 空 
な 築 巧 度、 をの 他 
人事の 巧 相が じ* 
じます® 


談療 

午 巧 十 時ょ b 十二 
時、 午を 六 時ょ 6 
八 時， B 曜は 前め 
頗上侯 

ドク トグ 

山 ロニ 一之 巧 


I な 生な 基 

自 午が 义時 U 十二時 
自 午を I 時 = 五 時 

乂赌 ホが r が ホ 時 

はへ キシヤ 1 フア 
ン テ] ン 3 ン ダブ ゴ 
ブクじ 出 勘 


JicHI OGU 否- M.P 


二 1 呆己妄 h st . N 3 York 
互. Riy ミ ill こ岂 JL ジ 量 t ニ 04 ま 



H 巧 午が 九 時！ ザを 四時 


ク トン/か 栗乘ま 


診察 


一 ご H J's'v'' 

午を 一二 持 よらみ 時 
日曜は 前約が 願 候 

ドク トグ 

离見豊 参 


化 

M - n 

52 咖娜 

U 芯 

祀 化 

嚴 
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診察 時間 

午が 化 時！ 十 時 
すを 六 時 1 八 時 

け？ 小 栗 幹 三 

化 巧 ホ 7 ブ 7 —おお 
第五 锅お院 巧な 

武 お々 ンバ ランド 

おお 毁巧 


C •陆 

| li な 
I 化 I ち 

.1 刷！ 日 

加哪 I 本 

桃 Ml 人 

が =1 業 

e S ~ 

S ? 化を 

が m 歡 

な 5 ~ 34 

J L を 
.2 ぉ-省 

化 仙 
3 


目 爾聖窗 巧 巧 正午 
み 勘會タ と巧ぞ 
巧 巧 說巧タ 八 辟 
木 曲が 房含タ A 萌 
奠を をび 巧な 

午を ニ か 

生應譲 巧を 又は' 
菜巧會 タ A 時 

お， ¥1 -‘が 

ぁ 宿が、. 旅 巧ぶ 读哨 I 
«> 人事が 巧が、！！ 去 
巧、* f 旋 巧* 巧な 
裁 练巧授 のを 課を 設 
けを 員及ぴ ホを 良の 
巧を 計る 


IS 日本人 T 骑 細を だ 


1 是 7 Is 三 S . す こ ork 巧で 


弊店は 實質誠 怠 迅速 ま義の 
基に 御 ± 產物 一式 卸 賣 値段 
で贩資 をし ます タ ホに 巧は 
らや御 巧 か 仰 か F さい ませ 
◎歐 ホが 博 時計。 霞 時 討 一 ま 
◎寶巧 貴を 廣 。级製 器 真 一 ま 
◎を稱 萬 年を。 を 銀製 鉛筆 
◎蓄营 器。 ン ド 見本 陳巧 

◎寫眞 器。 タイプライタ！ 

◎巧 切符。 紀を寫 典帖繪 描を 


ブ？ 1 ドウ 玉 <— なと 十を 
領事 おお 側 建み と 0 五號ま 


が^ 心卽商 
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成功の 秘談 

米 困 式 英語を をす を 
は 成功の 溝 一巧です 
本校には 目 本人を 巧 
じ 慣れた# 任 婦人 巧 
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午前 化 時よ b 午を 十 
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スンと 十五が づ \ 
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必 どして 十と 膝 じ 直つ ての ニユ 
!ス をな 扱つ て おる、 益々 を 通 
機！！ の 潑旌ム 巧 方 じて を 行す る 
新聞紙ょ b 寧ろ 班 速に 巧 社から 
の 地 そ 版が 先を する がきで ホる 
化將 巧の 巧 巧は 强 めて 巧が ある 
問題で ある、 今固自 みは 特に _ 急 
いで 歸國 する のです が、 鬼に 巧 
解散を 豫 期して わち ます。 

♦山 本 京大を 授 京都 帝大經 
濟學敎 採 じして 且つ 殖投 政策の 
確 威で ある 山 本 美 越 乃 お 摄は今 
回 歐乂潑 遊の 途 まる 一二 日 當ホ着 
數 日の 滞 巧を なして が 育 じ おか 
れ む、 因 じ 同を 巧は 當巧 木が 領 
事 及び 郵船 會社 シヵゴ お 張 所長 
木が 義氏 等のを 棘で あつて 皆 巧 
じて は 極めて 溫 かな 歡迎を 雨 氏 
から 巧 けられた。 

等れ 人 

(靑 お 縣) が' 席豊 S 郞 (能 本 
縣) 西 木文藏 (魔 島縣) 芝巧德 
一郎 (お 庫縣) 藤本 嘉八 (福 岡 
縣) 吉阳 をみ 郞 ( no ン ビァ 大 
學 出身) 窝硏 巧太郞 (愛媛 棘) 
地 田 通 H 郞 (熊 本縣) 松 本： t 】 
郎 伊藤 嘉平牛 島 直 親 (長 
崎縣) 森 米 八 (福 ザ) 縣增 田庸造 
をの 爱じ通 か 致 度き 儀ち た 
候 間 本人 若，、 は 知人ょ b ち 
住 巧が 通知 願上疾 

紐 青帝國 総領事 鶴 

1 男 8 r 苦を ミ！ lew ジ rk « ぞ 

巧留靑 おかおの 興み 

日本人 靑年魯 

I 81 2 善た. ぎ Clarks こ芸 



が ー _ ^ ^ 

を權 r 迎ふ 

【こ 

ホるべき n ン ドン 海軍 會證 に 
出席すべき 我が あ 機を 巧の； 巧 
は、 シ アト 八を 涩 みし 明 後 りを 
3- てま 卻 7 シン トン じ 巧 着す る 
一 こご 心つ て 居る、 今 巧の 巧備 
縮少貪 幾は、 形式 じ 於て なィ申 
リスの 肯增 どなつ て 居/- .^、 こ 
れを化 進した ものが アメリカで 
ある 限ら 巧 かを 權 一巧のを 那訪 
問は-梅 めて 息義 なきもの であ 
ら U けれ ピ U ら ロ' 况んや 日本 
の 海 巧 力が、 巧 離の 踞係 よら.-' 

て も、 政治の 關 探から 觀て も、 
ィゲ リス じ 遠 （アメリカ じ 近い 
限 b 、 查權 一巧 か アメリカの 官 
ほど 胸襟を 銷 いて 化 巧ら、 諮 解 
をポ める どい ふこ どは、 將 巧の 
太平洋を ま おすべき 兩齒 の跑稱 
よ b して、 このを 備巧涉 の經過 
，。る ものは、。 ン ドン 本 巧 難よ 
らな上 じを 要规 すべき もので あ 
る ご 信ずる 0 

ごこ 

海 巧々 縮閒 輯じ關 した 限 b 
今 H までの 経過を？；： 方から お 察 
する。 ら じ、：：！ 本 ど アメリカの 
- ホ 張に 祐 當の閒 きがある ご 見ら 
'れて おも、 邸 もアメ a 力が ホ 力 
おの 比牵 五— おー 云の 割を を 岡 
執し、 補助 陪比 率-しがて U 本が 
と 剧を耍 求す る ことを W て、 が 
かも おかで あるかの かき 態度に 
ぶんで 居る に 反し、 り 本'.: 闕の 
上站少 限な；-: 巧て、 アメプ 力に 
おしてと 削を ま郎 し、 曾 滿の巧 
; 幾を がしても このま 跟は 化げ tv 
いど 稱 して 居 こ、 この H 本の 要 
ホ どす 張は、 H 本が 阿 巧と 剧說 
- を 外を 懸かの 道 おごず る もので 
:なく、 眞_肺目な國巧1あるこご 
は 云 ふを も.；：^ い、 かに 我がを 權 
どして け、 正々 堂々、 ロ 本が 何 
按じ アメ "力が 軍じ對 —’、 と 脚 
の 力を を ホず るかを アメリカの 
與論 じか'' .っし め、 同が じア メリ 
力け 柯 故に 日本のと じ對 して 十 
の 力を 化耍 ごず るかを 問 ふべき 
である ごが ム 0 

ご ニ】 

過 ま 鼓が じ； 凤 b 、 欧 治に、 經 
が じ、 が 雜 した 脚 係より して ア 
- メリ 力 ごィゲ リスの 國 をなら も 
のは、 巧..' て 樂觀を 許 3 ざるら 
; のがタ かつじ、 がるに 不巧條 約 
一の 巧な を 端が- (、 ィ •* ブス-し 
巧 蹲 為 巧 雌の 出 巧一^ じこ どが が 
巧み 勒； 授ィ】 ：；> b 、 ；> ツクを 相の 
一-メリ 力 訪問-::* る ものは、 め 治 
的 おがの 反目を がつ て一义 どし 
だ贿 図の が？ 中 均 巧 問 越を 解かし 


じ 形に つて おる'、 沒じ今 巧の 
带縮會 謀：.‘* るら のは、 一面 じが 
てみ 米 巧國の 親を を、 化が 的 じ 
巧 進 せんごす る ものである ご稱 
し 得る であらぅ 0 
【四】 

巧 備縮少 の 政 お 的解决 ごい ふ 
聲も 、恐ら，' 巧に 端を をした も 
のでめ. らぅが、 日 奉の 掛ア メリ 
々、揖 ィ ゲタ* の 威を ごい ふ も 
のは、' 一二の 懸案け 別 どして、 

化來ィ リス ご アメリカ じ 離つ 
てち た 政治、 經濟的 反目」 比較 
する らば、 概 めて 平々 淡々 た 
る もので ホ ら、 转 じ、 み 裂し じ 
ゼネゲ マ 海軍 會議じ 於る 日本の 
位睛 どしても、 ホるべき 會議じ ~ を 巧鬻す 


は 故め てを 正な ま 張を 化 界じ聞 
かしむべく、 からしめ 得る 化 態 
じ展 かれて 居る、 哪も 円本は 海 
を 力の 比率 じがて は 英米 兩 風の 
下位に 接 かれて 居る が、 食講の 
大目 的で ある どころ の、 軍備 縮 
々の 機述 をち 現せし いる 点じが 
ては、 吳 おじ 比較して たじち パ 
— セントの 『あ義 J ゐる 力を 巧け 
られて 居る ので ある。 

【五】 

今日 主で ッ シン トン 及び ロン 

ン ょら 達しつ i ある 補々 な 報 
道は、 不幸 じして 巧が 國 のが 軍 
力と 倒 要求 じ 向っ て 不利なる も 
のが ぞい、 巧が 垂權 一巧が 僅々 
一二 四日の 滯 なで、 をして この間 
題を を 粧的 じら 解 巧し 得る や 否 
やは 甚だ 疑閒 である’ 殊に 今回 
の 會議が 英米 のみでな < 、が 軍 
あ個駐 の會議 である 限 6、 冀ホ 
兩國が 日本の 比率 巧 題の みを 先 
巧す る 機 曾は 極めて 少ない ミ 信 
じられ る、 なじ 巧が を權 ごして 
は、 今回の 訪 おを なて 單 なるお 
軍 比率の 致 治 的 豁解じ 比め や、 
海ろ 軍縮 じ對 ずる = 本のを 正な 
る 立 瘦をア メリ々 の國坟 じみら 
しめ、 輿論の 力に 說 へて 訪米の 
意義を 完ふ する じ まるべき こご 


生糸 輸 巧 增 加し 

今年 入超 U 新記錄 

植民地を 含んで 一億 五 千万に 

東京 特里 十二 tn 發 = 横 お及び 神戶 ょ^ 本を 十一 巧 迄の 生糸 
餘 おは 五十 S 力 千 一二 十二 媛. し 達して このを 高-と 億 ニモ 五ち と 
十) 巧 乂モ立 十と W ■前年 同期ょ 6 1 割の 增 加を 示 じた L < 反し 
棉花 S 噓 A は满 おき 减 々して 居 もて 今年度の 又 超は 植民地 共で 
一 底. 立 千万 閣は 確實 どなつ た これは 乂ぁ八 年を の 入超 蟲低記 
錄 でもる。 


しを のま i くぎづけ VJ なつて 一 
ゐる こと I 
: 、 內地 需用に 電信、 を 話 等 
の擴張 事業が 緊縮 政策の ため 
半 巧され ほ 間の 電力 工事 もま 
た電 氣逊剩 じて 一向 じ 伸びず 
孤 ふる じ 金解禁を のま 値を 越 
しに いづれ も極揣 に買控 へて 
ゐる こご 

など じよつ て 巧 地 巧 巧は 不振の 
域 じ 達し 巧 壌は I 二ち 頃の 最离値 
よら 四十 固まの なネ n 乂 十八 圓 
ご ミな b ストック 扛じ 固內の 巧 
额 需要 年額と 巧 ニ’ 一二 千 トンに 
對し 一時の 四千 トンは 十 罔 未 現 
化 一巧 トン じ およんだ ので ある 
一 ホ ごつ ごきの 市價 維持 策で あ 
る限產 協定 も 失業者 問題を 恐れ 
て單 純には 實 施が お ホ や、 やむ 
な/、' 原 銅の 輸出を 試みる ことじ 
なつた ので ホ はこれ がた めじ 
辛くも 八十 八圓を 維持して ゐる 

戴； 蟲~^ 

東を 特電 十二 日發 

生糸 買 上 說篷顏 

ホ 糸 お場大 暴落で 大正 乂年恐 
焼 W ホの 轿を 粗を 現じた ので か 
潰 維持め ため 生糸 買 上 誘が 义德 
頭して ホた。 

献績 聯合 會の 決議 

大阪 じがけ るな 績聯を 食 委員 
會 のを 讓 せる 操業短縮 じ 觸し鐘 
がの 下 十 社よ b G も特 削を 貴は 
十四日 會 をして 决定み K 十 お 日 
迄に 親告せ しむる 箸で あるが 弁 
上藏 相は 『ホを はを 解禁 後致氣 
がよくなる， 銳績操 おは 時化 逆 
巧 だ』 ど 語つ て 居る。 

シカゴ 通信 


物價 低落 

ホ務 大臣 發 、腐 
巧宮 事務 巧 着 お 
十一ち のが ポはー 底と 千方圓 
ホ 超 ニ 千 四 县方圓 にて 入超 累計 
ホ 千 八'， け ヵ站 、前が じ 比して！ 
僚 ニ 千と パち 山の 热少 でもる： 
おぶ 赖 ホは ニー 千 四な 巧圆 じして 
化 お！ 千 ニな々 圖 、累計 一惊化 
千と 巧 巧 跑ゴな 6 前年-- 比して 
とな 万 脚ゾ请 加なる が、 本年度 
の國際 ほお 略 均衡を 巧つべき 
を 想':.' ゎる。- 昭 かお 年 巧を 算は 
円 下 編成 中なる を 右槪算 は經常 
部 十五 協 ニで て.，：： 巧 W 、 臨が 部 
八 千 s ' 白 巧 P ’ 木 年巧實 巧を 算 
じ 比し 約 一二 千 一二. 内 巧 田^が 少じ 
して 一般 曾な」 がて を憤惜 入金 
はを 無で ゎる、 おして、 を 輸出 
解禁 巧吿 後の が 巧は！ 股 じ靜穏 
にして を驰 一?> が緩搜 、巧 ホは 化 
を、 証券は 閑散' であるか、 十 j 
巧 中のを があ設 四十】 社、 資本 


ホの 記録的 化 落で ある < 


鋼の 王國へ 

日本が 輸出 

手始め じ 一千 顺を 
一二 菱 、をが、 义庶’ 藤 田 等み 
を东銅 叢を の 細 織す を 水 幡會は 
銅が' 小 况んな 巧 原因 ごな つ I ゐ 
る 現ぜ！ 巧' トンの 7 トッ ク をが 
化ず るた 《に 葵、' 獨兩ホ 據ご引 
合せ 中 C あつじが、 これを 聞い 
たぉ 规銅 輸出 蹄を 組をから 颁ボ 
縷が髓 みため 相當故 段に て右ス 
トッ クの 引を を 中 込んで 巧た の 
でが 街の おおを 涉 ななしが 豫化 
を 紫 一 船 ごして ホづ千 トンを を 
組を 巧け 檢 出し 引績き 輸出す る 
こど じな つた、 水曜 會ど 米廚輸 
出 組を VJ の 契約 內 をな 値 殿 r ホ 
ンド じつき 十と セント 見當 、期 
間は 明年 一、 ニ 巧 頃まで、 駭疆 
け期附 までの ストックを 一方 四 
で トンを 當 と 見、 常備 マト プク 
をザ踩 どして 潑 出さる べきは 巧 


を 辛 r , り ガ巧 巧資化 社、 貧 去で トン 前後 ご リ も、 內化康 銅 
本 六が と 十カ阳 、社 おが 一 二十 巧 I 巧は 本年 始め 米 銅 奔騰 じあ 隨し 


W を 本し、- 巧 品を でもを 糸は が 
科 商；^ 个 をに が 格游 をを 巧た る 
も 糸が 維 お 巧 策に 具体化に 巧 巧 
巧々 なお 尤 、締 糸け 內 みお 要不 
振に マが 溃 扱か 氣 述が媒 暗で あ 
るが は n 駭卸巧 物 お 巧 数は ニ 一 
】 、 0义_ しして 大 おみ 年と 巧 W 


て內化 相場な キ 。が 二十み 凹ま 
で騰>大戰後の巧踪が^なって 
時ぃ * ら ぬがが ホ じ 恵まれた がを 
のを 

一、 質 巡ぎ の 反動 ごして お 固 


♦ボ拟 古 りん 人 電話を ネ圓 
靑が會 は 本ち ち曰附 じて シカゴ 
化留 同胞め 電話 おを 彩 巧した、 
么れ じょる ミな 二十 六を の 個人 
度び 八十 八の 宫衙 、闡 化、 ぶび 
巧な 数が 示されて 居る、 商店 
て】 番數 のぞい のはげ 食 店で 舊 
じ 一二 十！ 巧 も ある、 勿論 化 的 電 
話 おじ 梅 げられ て おら ぴを もを 
る、 柯 ど 言 ふても 四な 巧の 岡胞 
間にて 慶 じ-割 0 トの ものが 化 
裝じ 従事— てゐる ど 云 ふから じ 
はな 巧 U 注意を 拂 ふて 巧 健を な 
將 巧を 锅强 したい もので わる 

♦シカゴ 婦乂會 ご 則圃の 領事 
夫人 シカゴ 巿 婦人 會は 四' 千 名 
口上の 會 貸を もずる 大 W リ鹽ホ 
でを るが、 ま 化 H 『お 巧の 婦 A 
日』 ごを ふ 趣 息で、 シカゴ 化 化 
のを 闕の 領事 夫人を 中必- しお 巧 
五が の 化 ぉ 的を 國の 婦人が 參加 
し岛 っを 國特 柿の 藥 術、 お藝じ 
關 する 展黯ら あつい、 同胞 間 じ 
ては 木材 領お ホん を まごして、 
松 岡、 島を、 か縣 夫人 等 も 出席 
した、 同が におみ 山中 商を ょ 
はすな b 巧 山の ち 滿品议 び 木 村 
領事 ホん 所がには る幾タ H 本 衣 
裳ら 陳列され た。 

♦巧 お 圭一邮 氏 おを 辆目新 
閒通お 部 挺が 谋ま 一郎を は缺測 
よらの； I 途 、去る 四 H 當ホ着 一 
泊み 上 巧 部に 向 はれ じ、 岡 氏は 
語る 『自 みは 東を 朔日地 ホ 版の 


細 柏 おは •'ポンドに 付-一十 ニ 

七ント から 十八 セント じ 化を j ホ 幹を 動め て わ ろが、 巧 巧を 中 
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百： 曲 相に しわ 若 欄を 權 て】 

規則正しく 嚼じ爪 

= 唯つ た 一つの 道 樂は弓 だけ" 


▽ ''''六げ 半が 機さん は 规体止 
だしく 眼を さまし じ、 をして 
が 禅た ぐし/、 ルを 峨ん だ、 喷 
みつくし T 殘 つてち。 いの だ 
が、 をれ でも 嗯ん だ。 

▽ ''''け ふは。 にを すべき かを 
考 へて むるい だ お U 、 惟 お、 
财 部の ロ やみや 眼 ご、 を權ご 
と 御 ど、 をして 渴が W かじ 孤 
內を一 廻 轉卞る ご、 爪を 嚼む 
のを やめて、 今 巧は 『壁 のら 
お 説」 を やる、 ぁの 長方形の 
手で ニ 一二 巧 顔を-- ずつ て、 さ 
て 徐ろにを き 上を、 部 崖は 階' 
下の 八强 だ、 ホ 脚は 無論 絹布 
だ、 十一 巧の ホが ザは ホ だ 明 
けがら 打、 駒み- 大 かがには で 
ぅかす る ご 新聞 もま だ 配 連 さ 
れてゐ ない が、 ごぐ モ 夫人と 
二人の 女中さん は 既に 起きて 
ゐ て、 朝湯を 頃を じ わかして 
侍つ て 居る。 

▽ ''''巧 概 さんけ 必や 朝湯」 入 
る駭廬 きの 氣むづ かしい 顏も 
ト：加 殺の 風呂に つかる ごや； 
なごめいて 訪聞 をがなければ 


薄茶を のみ い ょ ^ らら： 五六 蛹の 
新閒を 丹念に 謡い。 

▽ ''''諮 曾。 でで 正が。 救を を 
あげて 堪路 整が なるお 說をや 
る の で さ ぞ霄齋じ け さ ぅしわ 
專巧 的の 樹善 がぎ つし，-* つま 
つてむ るだろぅ ご 思 a れて厲 
るが、 矿 棚さん じ 密齋 らしい 
菩齋を持たむ、 を閒^^^官報は 
勿論 一 ~ 度 請んだ ものを ががず 
る こ' ムを しない、 あるのは 漢 
詩の 衣ぐ らいな もので、 枕拔 
や調お書類なでら 一 つも£^い 
をの 化ら こむ け 必要 だ ご 思 ふ 
やぅなら のは 實じ克 巧 じ 請ん 
でを 巧を 部を 頭 じが 藏 する、 
お 桃；^ ん S 聲齋は 頭 だ、 をの 
宵 癖を 構成す るた めじ、 が 聞 
を讀む 朝の 一時間は 彼 じどつ 
て 最も 大切む 時陆 である、 だ 
かも 彼は 薄 あを のみ、 新聞を 
讀 み、 をろ して 化 於 嘴 わ、 何 
化 にらぶ を喷 むこと が舉 なる 
癖で 矿 しじ 精神 集中の 重大な 
作 化 だから だ。 

▽ '… 軍縮な 證を權 のを 渉を 受 


けた 時 おは 外 騒 語が 不得手 だ 
からど 云つ て辭 退した が、 七 
みつな 頭臘ご 驚くべき 記憶力 
を 持つ 0 上、 をれ は 理由 じな 
ら なかつ た、 演ロ 首相が、 い 
/、 重ん* らで^#^ をの^ L 
は 知つ てを つた、 裝 して I 巧 
を權 ごな つた お概 さんは、 每 
U 海軍省へ 出かけて 必要。 研 
巧 おする 外、 化き からし こた 
まげ 馨を化 入れて 驚くべき ス 
ビ ー ドで 『頭の 書齋』 を锻滿 
し 出した、 を" だけ 爪を 峨む 
巧 数が をく：：* つたわけ だ。 
▽散步 は K まじし かやらぬ、' 
をぃ も か 服の 着流しで 大和が 
を ゆつ く b j 巡ず るく らいの 
もの だ. この頃は 化しい ので 一 
やら G いか、 浪人 時化は 朝 か 
ら晚 まで 運動 ばか もじ 庭木い 
だち をを つてな た、 速 動 ばか 
b ご云ム ど 如柯 じも廣 おみ 庭 
圃の や. ぅで あるが、 邸の 化 巧 
がた つた ニ 巧 坪、 あ 積の ひろ 
い あの 手を やつ £ 曠げて かぶ 
せる ごを えなくなる はで 小さ 
な 庭 だ。 

▽ ':'，*、 の 庭を 小 供が 箱庭を つ 
くる やう じ 掘 b 返したら 巧め 
直し じら、 新しい 樹木を 入れ. 
させたら する のじ 夢中に なつ 
て、 例の 癖が おて たまみれ の 


爪を 嘴んで べッ ご 吐き出 
して 居る をはう をつ き 禮ホ郎 
をれ ではない、 『慕は でのく 
らいで』 『少しも 知らません J 
『では 將棋 け？』 『お 拱は や 6 
まず」 

▽ ''''ごきつ ぱ b 答辭 するどの 
くらいさ ずの 如 ご 思 ふご、 顿 
の ホみ 力を 知つ て 盾る お 巧で 
十 年に一度 C らゐ しか さ、 な 
いご ある、 藉け 知らず、 女は 
買' はず、 赌け 事な 嫌 ひ、 歌舞 
伎 座 ホた b にぉ かけても を 居 
を 見 中 じを 堂で】 バィ やつて 
おる、 若槪 さん S 唯一の 道樂 
は r ち』 である、 弓は 巿ヶを 八 
幡 できた へ 上げた を 許の 腕前 
だが、 邸の 前の f 弓 煤 J を 地 ま 
じがら 上げら；； てからは、 こ 
れち やら。 い、 ニが 巧の 邸內 
じは 危除ト 巧 傷を つくる こど 
が ぉ ホない めだ、 唯一の 道樂 
のた めなら 廣い 邸を 買 ひ 込ん 
だら ょさを うな もの だが、 若 
概 さんけ 辣想外 - t 貧乏 じ、 人 
じょっ ては 大藏 大臣を 二度 も 
つ ごめ じから む 巧 や、 ニむ 巧 
は ある だら うど 見て 居る が、 
S 十ガ ら^いく いふの が眞相 
でる る、 み 族 も 夫人く と 十と 
じなる 巧を ど 女中 二人 だけめ 
つ ー まし やかな もので、 を 化 
でもは づ しむら この あが 元宰 
がの 邸 ごは おへない， 


特別 列車 

六輛 にみ 乘 

レて 扫曜扫 じは シカゴ 巧に 割 肴 
レ 巧 巧：！！ ブ シン トンのを とな b 
\ キフラ 7 — •ホ テが に 巧 宿す 
0 绪 であるが、 列 革は 大化 鐵逼 

5^ ゴ ン バ ィ ヤ 1 • ビ が ダ — 最 大 

巧 巧 別 車 じて 特則 食堂車の み 四 


宫 都の 日程 

大統領が 晚餐會 

ワシントン 特電 十二 日發 = 若 
棚を 確の 一巧 化 五ん は H 强日シ 
カゴ じ到眷 しち 曜日 午前 十 時 五 
み ユニオン 停車 谋 ''.到着、 围擦 


「君ヶ 代」 の 吹奏 狸に ..1 

若 巧を 權一巧 シアトル 到着 

n その 夜、 ホ リン ピク •ホテルの 晚餐會 へ n 

シアトル 特霞 十二 日發 i りを 视を權 1. 巧を 乗せた サキべ 9 ァ 丸は 本 H 午を 一時 ミ 十を 
日本 郵船 會 かのを 頭 じ到暮 、ァメリカ 及び H 本人を 力を を 始め ごして 敷 千 人の お 逆を をけ、 円本 
ん音染 隙の 『君が 化 J か 奏狸じ 楼橋じ 横 巧け どなる やブ シン トン 卿 知事"！ ランド トレ ー 
氏、 シア ト^ポ 長 フランク •ぶ ドヮ！ グ氏 及び 國務 省を 化 表して 時 派され だ、 バラン タ キン 氏を 
の 化 お 力 あは 船 上 じ查權 一行を 訪蹈 して 親しく 出迎 への 言葉を 述べた、 パラン タキ ン國務 省游記 
官は 一巧 ピ巧じ 首都 じ お ふべ く 岡 本領 ま 及び 巧留 民を 巧 劇 体の ホ傕 じて を 權 ~ 巧が 投宿した ォリ 
ン ビック •ホ ブ < の 晚餐會 じ 踏 席、 - 巧は 明戟 ホの 巧 外を 觀 ホの 上 ォブン ビック， ホ テみ にがる 
日本 協窝ホ おの 午餐 會じお 待され、 をれ ょ b シァ トかホ じ 午を ニ 時巧留 ほょり 奈 おすべき 機樹贈 
呈ち こは 恃じ巧 鹿を 權 、財 部 おが 夫妻 も おおす ベ {、午後 六 時の 大化鐵 道で シカゴを 經 もし 一路 
ち都ブ シン トンに お發す & 第。 

機の 植 初み に參加 

若 槪を權 補助 艦の 比率を 說< 

シアトル 特電 十二 曰發 " h : 今夕 脚本 領事 ま 推の お概を 
雜一朽 歓迎を は ォリン ビック •ホ テグで 開催され、 席上 若概を 
鹰 はお 额じ對 ずる H 本の 態 巧に 就て 論及し 『プ シン トン、 ゼネ 
ゲァ 、。ン ドン 會 溝は 人類の 大目 的で ぁる 所の 軍 滿撤廢 の现想 
巧 こ' 連す る 道 粗で をる』 ご 知 威 想を 诞 らし、 H 本は 列强じ 比し 
て陆 めて 小 率の が 軍 カじ滿 足す ろ もので ぁ b 、 日本が ホ 力 艦 巧 
セ宰五 — お -- H じ 甘んじ じのは'】 れ をな 謡す る ものであるが、 

補 巧 渡々 び 潜水 おは 列 强じ對 してと 割を 耍ホ する ものに て 潜水 
段廢 築の ァメリカ 提 講じは 赞 がが ホね ど 言明し、 曰 ホ 戰爭說 や 
日本の. ッキ リッ- ヒンじ おする 巧 也を 堅く 否を した、 尙ほ シア' ト 
グ商笼 會猜巧 及び B 本 協を 並びに 同胞 侧 一二 幽体 ま摧の 午餐 會を 
がが 夫妻' レグ オラン チヤを 園 じを き H 本 及びな 留 H ネ 人を 巧 ま 
して レ アト <ボ じ 贈る 撰の 视 巧の 式に 參别 した、 一巧. は 今 巧 

~ 基の 廢赛 車と-裏の バッゲ ー デ 
々1 を靖 結す る こご じな つて 居 


お 議長。 ン グウ オーズ 氏 等を を 
巧に 訪閒 しお 郷乂愧 夫妻 キ 催の 
メキ フラワ ー K がるを 式 晚餐會 
じ抵 巧、 水曜日 蘭は マ ウン 占* 
ダア 1 ノンの 國父ワ シン トバ巧 
びアー リング トンの 無を 戰± 墓 
地 じ 花環を がげ、 午後 四時ょ b 
ホ 時 じ 直ら メキ フラ ワ！ じて お 
測 大使 夫妻 キ懼の レセプション 
じ 臨席、 同夜は ホ 7 ネト •パウ 
マに 大統領 フ’ゲ アー巧 夫妻の 
を ま 晚餐會 r - お 席、 上 ぞ兩院 の 
ち 力 者を ど翁羡 すべ C 

翌 十九 HH = 午は. ハン •ア メリ 

カン* ユニオン じて スチ ムジ 

ン國務 長官 卞 催の 午餐 會じ巧 



を 引換 じが 詰辨當 、ぅどん、 を 
ば、 雜 煮、 わ でん；；；* ど 眼 やかな 
模擬店で 輕ぃ晚 餐を缕 し 午後 八 
時ょ も 余興 複 じて 活動 寫眞 、ビ 
ア ノ獨奏 、落語、 ず 品、 巧 八、 
新 舞踊、 ゲ アィ オリン 等 あら 最 
後 じが 藤謁 雄巧觀 案の 笑劇 『ザ 
戶揣 會議』 ご 稱 する 短 かいみを 
狼ず る 豫定で 面白い 顏觸れ が 出 
ホて 居る。 余興が 濟 むと 午後 十 
) 時よ b な 年 ダンス じ 移 b 位 員 
没び を 族の 親幢を 謀る と 云 ふ。 


請 者の コラム 


こ 


大 が义猶 

加州 人の 紐 育 印象 j 

〔ド〕 

第五 巧を 奈良巧 食の ある 》 I 
ろから、' ィ ー レムの 巧 碑 ま 心 
U 徒 ホで プラ した 栽は お 鹿 
の) 人で あつたに 極つ て 居 f ?。 
地上 八を 趴 化が 趴ご いふを みな 
建築 VJ 見る からに 貧 姐な、 文つ 
て 見て. あじ 驚く 借 あ、. は ブラ 
ご ホ 道を 步 いて 泣る なぞ 一淹の 
自動車の 迅 ますら"® の 名の 速力 
の 相違す る 位 じ 柄 離れて 居る。 
兩協揣 の 中を 目 虫す じ 断 難な 氣 
がしまず。 一 
社を クラブは 叉が 人の みの 亨 
有する 文明 まを の r つで あ 
せう， 太 ホげ お 岸の a ネ 人間 じ 
散 化する 赌谢 目的の クラブ 等 ご 
浪 同され ては 風 b ますが。 


を 都を 騷 がした' 

赤靴 M 盗を 捕縛 

東 ま砖電 十二 曰發 H まを 十 
一巧 二十 1 H ょ b まを 府下 鄰 
部 地 ホに 巧て 約 おト四 軒に 巧 
乂强 窃盗ぶ 働き 地 ホち を 
せる 赤 部 強盗は 今 曉を府 
大あ授 凡 山 巧のを じ 巧 入れる 
隙豫 す 追跡 中で ぁつむ 蠻宮じ 
發 を、 ヴれ頑 强じ抵 巧せ る ホ 捕 
縛 3 れ ね、 右は あお 川 巧を 大 
ェ 心島淸 苦の み男淸 (ニ + 四 
歲 一；？ る靑 年で ホつ た 


長を 0 下の ホ迎を 受け 威 賓の待 j 
遇を 受けつ！ メキ フ ラブ！ •ホ 
テ 八 じ 巧 宿す ベ （ 

同日 午後 ニ 時 十 おを ホヮ キト 
户 ウス じ 大統領を 訪問 後 底ち 
じ國務 長官 スチム ソン 巧を を 
まじ 訪問ず ベく、 午後 五 時 新 
閒記濟 画ご會 見して 重要なる 
スブー トメ ントを お ま-. 间巧 
は 大使 官邸 じがる 非を まの 晚 
をを にお 席 

火曜 目は 朝よ b 副大統領の 力ー 
チス 氏、 大齋 院長 タフト 巧、 下 


席し、 午後 四時 サ击 ホの 列み 
でユユ 9 1 ク に出發 、サ n 巧 
の ォリンピック 號で 渡英 寸る 
尝 である。 

歳末を 前 じ 

タフ ブナ 井ト 

盛ら 澤 山。 如 巧 
U 本惧樂 部では 歲 末の 甘 例に 
おら クブプ •ナ ネトを 罐 こど 
ごなら ホる 二十 八日 (主 魄) 午後 
お 時 ザ よら 先づを 堂を 開 さ 入場 


ニ" I ml ク 邦人 閱じ 立淚な 
ク ラフを 所有 せられる ことな、 
諸が の髓 足で あら 誇を であ もま 
せっ、 反 クラブ ま義を 連が 酱弊 
タ して 指す 樣じ 、クラブが 潑達 
るた めに 終 b じは、 ホ！ では 
ツミッ •^ン ダ* — ごぺッ ドの み 
で おゎる 樣 じなる、 夫婦ぶ 直. し 
を 庭で やつて 居た 擧 をを々 0 タ 
一 ノプじ 移し、 ホ.— ム は巧疆 I * 男 
女 か 夫 嫌 ごして 寢 ると きじの み 
要を なすの みになる どい ふか ど 
は 諸氏のは 異 らませ ぅ 0 _ 
をて が大化 掛けで ある ニ 一一 — 
3! ク の豪壯 おら、 善美 振!' じ 
は 動かされます。 だが 宮駿 li も 
勝 まも 湯殿 も あら、 大巧は たま 
じを 身 じ 手の 屑き かねる 機巧 
をを の 設備 じがても 世を-の 大 
都 おの 中 じ 幾多の な b 殘さ ji 又 
はずの 届かの 處を 見せられ 
化 巧の 人は な 目の ない こ-」 を 
加州 人は 寬大 である こ ミ を-偉 
い W 思つ て 居る 樣 じが 象 さ ま 
す。 

夫人の 方々 が 御まん 達と かじ 
を 開の 席 じ 出られる こごは を々 
の 意 ホ じ 於て 意義の 深い こて 
思 はれます 0 御 ホ 人を がさんが 
監督な さる ごい ふこ どの か，-,。 


進 ホし だ 町 じ 生活され る 御 夫 
人 まは 常に 進 ホ 的 じ 活動され る 
もの かど 察せられます。 

先日 ゴ フ培じ 出て 當 ホのを 
さを、 今日は 數年 目で 居 塞から 
降雪の 自巧 美を、 加 則 人が 陳つ 
てむ ます 0 

(そ导 一日 ( 


I 鈴 木 新太郞 

をの 處十 j 

I ’ " 逝 ま 化 候 間 化 段 謹吿仕 f 
憤 葬儀は 十 お H 午を ニ 時 キ{ 
ヤンべ グ 葬儀社 じがて 執 巧 I 
巧 化 候 

十二ち 十一 11 H 

佐 藤政藏 
を 人 お 藤 昇 
徳化 ホと 藤と 
をな 原 牛 之 巧 


♦日本 菓子々 

楽饌 頭、 其 他 色々 
のし 餅は 前日 御 注文 願 上 侯 

御 萊子舖 松風 巧 

だ W . 苦 th Si . ジ IJ を a 宮 二度 5 


H 本 理髮鑛 I 。 

西 巧 十 HT 目 酉 酱地ニ 良 五 まち 

兰階 (ちみ 街に 巧し〕 


高等® タ蒙 JjLfT 五 年間 中 

日本 驾鬟巧 村 氏 ご 共 

同經營 と年閣 日本人 諸君の 理髮 

の經驗 あら。 ジ S ス •バア バア 

西ち 十五 T 目 H 1 證地 


稽 を： a 

み、 金 確 午後 义 時！ 十一 時 

紐 育 柔道 俱樂部 

道場ぶ 事務所 
南な 十 ホ T 目 ニ お 六 
(第 八 街角) 四 階 
Tel. 呈 Iver 基 さ 1 四 


鑛繞 、洋食 

御を 事は 勿證 、食後の お話し 
じ ふさわしい 巧です、 御 ホ 巧 
の 程を 願 ひます 

□ P ン バス 矢 巧 

32 W. 61st Sijel. 呂 Lu ョ bus 巧 2 を 


新鮮 驚か 一瑚 

日本人 向きの ホ お 澤か取 h 揃へ 
巧别廉 沼で 大勉强 をし まず 

サヴネ ナ魚巧 

呂 LUMBIA で 望呈 0 SST 里！ M 黃 ET 
2 碁 巧を 61 si ぎ 置 C ロ 1 わ量 8 昏ヨ芒タ 
Tel Columbus 91 だ 


煎餅 卸、 小賣 
一亞 腐油籍 
日本 食料品 一切 

US 百 3W 巧 R1CO 0 か！ C6 0 〇• 

苦 5 さ 己 ive こ 
Tel . Plala 巧 18 
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Ticket 在 information Bureau 545 5 化む e., Tel. Mun* 巧刖 1 7325-8 


San Fraociaco Of む ce: Loa Angeles Of だ ce: S 说 Of むか . 

目 5 1 Market St. 扫 05 South G—ra 打 d Ave 1404 Fourth Avenue 

N 巨 W YORK OFFICE; 

8-10 Bridge St. 了巳し BOWLING GREEN 2262 
CbicafiTO Office: 100 W. Monroe St 


N . Y . K . LINE 
社 會船郵 本 ロ 


( XS ぶ丄 ine 
大贩 蘭瓣會 お 

2637-8 WHilEHilL BOilOISG 
17 な 巧 E お 化が £ お WYOR ! (巧け 
? 邮化閒 WL 瞧郎 EEK 巧が お 


HARDTA & 00 , 

141-1 が Fifth む e.i 
げ 0 し 21s けい 
! New York Cib 

! Tel. Wgo 叫 山 パ 330-2391 

I 



THEM" 洲け歷 ，け 0 • 

化 W YOR ) (が EIIGY 
Room Ho. 712 
61 む oadw 化 ん Y. C. 

Te しむ wiing Green 3440 


Tiig M お libisti け aiik, L 化 

R 日 0 扣 941, E(}uifad!e む iiditig 
1 巧む oadwa も お w わ rk む ty 
わ !. お 加 パが 3-85 


M 邮麵 RA 邮 0 S.inc .， 

巧 - 55 ぷ 化の rd St . ， 

Hew York ぶ ty 
Tel. Gram が 巧が 郎 


THE F 叫 INIOTO 
な 則 RITIES 郎 . ， !NG. 

Room 3112 

120 Bniaiiwa もん If. City 
Tel. Worth 1714-17 巧 - 1716 


刊 E BANK OF 郎お EN 

Room 1027 巧 5 Broad 明， ん Y. 
Phone. むげ aniit 8 郎 3 


T お 如 加 tomo 扣化 Ltd . i 

NEW 欄 K ii 脚 CY 

R 日 0 巧が 4 
1 がか 的 おが 
むし Bar 日 ! 巧 4118-4 り 9 


Toe Yokohama 
Sp 眺お Baiik, L 化 

Sih Floor, Equitable Bldg. 

120 お 帖お 3 もん Y. 

Phone Bector 2550 


The 目 ank 0 け aiwan, L 扣 

Raom 515 

B が nen 如 n I 刖 esiing Bui 地 ng 
1 巧 B 巧 adw 化 N. Y. 

Tel. む rt 加が 巧が 33-34 


閒 yoTradHig 目 0 . ， ! 邮 . 

!mf3 〇 rters & ヒ冲即 t が s 
巧 1R 巧 h わ も |U. 

T お. がが 叫 加 お 巧ぶ 

3 巧 W. お adison 對巧处 
郎 icag も llliimis 



Nippon 

Dry Goods Co. 

148-150 Madison ive., 
New Ifark C 种 
Td. 邮 Sw む s の 巧-巧 


MOGI,MOMONOI, & 
COMPANY ， Inc. 

1 的ん 巧 化 お， ; ！ i.Y 
Tel. Siuyvesant おお - も？ 





化 ra T 阳 ding Co. 

151 ぶ th Avenue 

(CojT. 2 い t か.） 

Tel. Algonquin 3646-47 


Mo Bros J 邮 . 

Formerly 

Manihachi & Co. 

U Ea が 17 化 化 N.Y. 

T が . & 如 叫 uin お 86-6? 
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化讓 

ブ雜 
タ貨 
^ 類 
サ卸 

I 賣 

ス 


み、 


V 




i 

古 



の 美術 雜貨品 
は 移 巧 前 じがき 
値段 提巧 
酣巧 


クリスマス 

騰答 晶 


桑 嘴 一商會 

114 EAS : 芸 thST ., N . y . c . 
さき e . を呈す ミミ ザ 岩 77 


昭和 お 年度 

當用 日記 類 年鑑 及麼類 
十二 g 號 

講談 俱樂部 I 講譲雜 誌 
文 藝供樂 部 一 富 モ 
キング- 新靑年 
巧 他 

字典を 補 


名聲秀 天地 

ぶ 宗 

一手 販賣 .元 

日本 食料品 霜會 

JAP 呈呈 岩を呈 呂.， 

1 岂 W. 置 ~h St. 呈 . 呈百 C 0 吉 792 


# 羅府 、を 巧 出帆 (ホ ノグ^ 紹 由) 

:煤府 を を 港を 

.(午ち 二が 出 机) (正午 化れ〕 
コレ ャ見 十二 巧 十一 二日 十二 巧 又 日 
春洋 丸十 二月 せよ 日 十二 巧で 日 
淺間化 一巧 十日 一巧 十五 日 
大洋 凡 ニ— 月 一二 自 ，ニ 巧丄 ハ. 日 

i ® シアトル 岀帆 (午前 十 時 出帆) 

が巧乂 十二ち 十四日 
西 比が 亚义 十二月 サ巧日 
靜岡义 一巧 十一 目 
横濱化 一巧 廿ぶ日 

0 を敦绞 日本 巧％ 化 

化 巧 一み 十二月 サ ホ 日 
香 取 一 か 一巧 王 日 
熟 巧 一 も 一 廿晋 

▲が育化帆 田^|1馬經由日ネ§娩がー巧ニ回 
▲翰な 取 ほ。 骚を はが 洲朽 、南 来 巧 並に 臣をお 
經 由を 平洋 岸！； t : を 巧が 含 化*」 括め を リ巧賠 巧 
巧 等 萬 事が 馆を じあ 計 ひキ上 ます 
▲来 國戲道 切 巧、 寝 古 安 等 も狗愼 をに 取 かひ 申 
上 生ず 


巧 脚 スペシャル 


勤 


着 


おいしい 

茄子 辛子 漬 


昭和 お年废 

年鑑を 種 

當用巧 記を 種 

\ 

片術 兄弟 蘭會 


『神 ど 人 ごのお 觸 お』 淸 水れ 師 
♦基督を 修道を 午後 八 巧 
『鳴 雷默 雷』 椿快师 
♦が 育美の 敎會 午前 十， 時 
『題 ホを』 を 越 巧 造 


妻な！ IH "* 儀あ氣 加療 か 

の處 十一 日早曉 逝去を 娱 
間 化 段 生前 辱 か 諸君に 議 
を 仕候尙 本日 葬儀 執 巧の 
際は 深甚なる 御 同情 ゴ御 
巧 志を 辱 ふした る 段 厚く 
御 禮申上 候 泥 雜中御 尊を 
伺 洩れ も 難 計す 取 政が 上 
を 0 て 御 おお 申陳候 
十二 巧 十 ご 一日 

夫 太 田四郞 I 
女 太田ユ ミモ 
松 本節を 
友人 同 綾 
總 巧が を信モ 
岡 旧 喜と 函 


辦 g 舞 贈物. 

巧 文か說 「梅の 遵」 
日本人の 親ぶ である ユ i •チブ 
エ ！. ソ—ャ ア45^をの；|^?^ 
で松华 節子姬 J デデヶ il ト 
.せる もの、 日本 婦人の 一 優く 
强い內 をを-解 說し靈 了ね 
公 驚、 恃價ニ 弗- i 

紐 育 新報 社-; 
營業部 


メ 

i 十 


讓 度し， 讀ぶ 

巧、 ピアノぶ び 家具 附 で^じ 
讓 度し， 憶 所は 西が 五 卡八了 目 
五が 四を、 アパ ー トメ お ト巧ニ 

電話 ビリン ご 九 八 一一 lii 蕃 


として H 本人 虜巧 

鑽言宿 又は 會管 職を ホ 

力た し、 經験 あら C 御手 紙 じて 
御照會 をち. ぶ， 

置ぎ ゴ 7, g / こ 省 皇沒田 ゴ 量 S 


を餘綺麗の室、 設備 

一鬼 全、 シングみ 一週 

八距 、ダブ グ 一週 十玻 

吉呂 呈冥这 W’ i F 穿 


婦人服 橫媒 ゆき子： 

Mrs . Y . IroKO 古 AMA 
Dr 历 SS ヨミ er 

2 B 7 w. 70 thst., 章 . 1 -AV 皇ミ 苦ぶ 


Tr 


タンク 


イン ノ！ ベ） シ 3 ント ランぶ 壬 

物 お 弗 あ 十 仙よ わ 十二 弗 互 冬| 加 

置で si 苦 th ぎを 


シ アトが 尚觀 (午前 十 時) 
あら ぞ なん 一巧 一二 日 
あ ふちかん 一巧 十 H 
るん でん 我 (坡巧 おか， 3 十二 拜サ四 a 

マー 尊镇濱 一九を 苑 ， 目 
磨し ばリ寸 かろん どん おは 一 おを 弗 
▼1 二等 a 本 巧 五 お 藏ぞ室 太な 遼索巧 室^ 
▼勘亮 望に 巧^ 一等 韵 おを お 切符を 巧を 巧疾 

ロス ア A ゼ ルス 出帆 (午後 互 時) 
はわい 乂 一 g 四日 
ぷらた 化 ) 巧せ 里 日 

ま镇演 ニニ 0 巧 巧は わい みま じらを を 巧 
▼をが I 二等 日本 灯 近 十 化 巧 ザ1 二等 日本 巧 五十 五 巧 
▼を 巧 巧府巧 泌车切 巧寢窒 を 廣乂 ^ 淀 任り を 

▼紐 育 線 パナマ 經由自 本ち が！ 物紀 月) 回 


もん 餅 i な 一 弗 

御 鏡餅は 御 好み ホ 第に おらへ まず 
何卒 早々 御 雨 命の 程を 願 ひます 

^ 高 橋 松風 軒 
! . 桑 山商會 
巧 桐 兄弟 商會 
日本食 料 蟲商會 


陶 爐器雜 貨卸賣 

.春 巧廠會 

i 、 


資本を 畳億扭 
拂 & 巧 資本を ホ 千 萬 脚 
換 立を ホ 千 四 巧と 十 萬 曲 

鱗齡 S ホ 銀 巧 紐 育 ミ 巧 

本店 ま巧巿 H 木 巧 お 本 ぞ 崖咕 五を 化 一 » 
支店 小樓 日本 巧を 內 ( S 巧 巧 
ちを 屋巧都 大巧 西 (大堅 神 巧 
廣島 下 ㈱ 巧 司 巧 かな 岡 長 6 
上 お あなを 買洒水 


-.0 

0 


輸出入ち 替 、電信 送を' 化を を > 旅 巧 信用 狀 
商 震 信用が 巧 他 一般 银巧ま 

ん 條驾裹 銀行— ま 巧 

郷里 送を ハ 日本を 地 無手 おか？ 迅速 取圾 
本 巧 預金 (をが 通知 ノニ 疎) 御 便利な ほ 
本 支店 お 京 (ネ ほ〕 大巧 拌ロ 京都 
所在地を 古屋 小が 上 お 倫を 


▲鄕 里を 金 及び 並 送を (お 手 お 巧)、 か 酉 
爲替賣 買、 巧 巧替な 組な 立、 信用が 巧 
. 巧 等-お 銀行業が 拘 便利 じな 圾 可け 校 

S 臺灣 銀行— ぉ 張 所 

繫 、たち 神户 、ムち 巧 

ロ、 福掛 、厦 巧、 祉 頭、 香港、 廣 を、 お 

嘉坡 、スラバヤ、 スマラン、 パタ ピヤ、 を 買 
々乐 カツ タ 、がを、 其 外 寒 潰 十四 ケ巧 


一、 資本を 壹億圓 (を 巧拂込 巧) 

一、 稽 なを 晉爲八 さ 五十 萬圓 

內地本 ま 店： = 橫濱 (本店) 巧 京大 巧 
神 戶長晦 下 踊 名古屋 

撥濱 正金銀行— 支 巧 

ホ 固を ぞ巧 U を 港 巧府沙 巧巧哇 
其 他世界を 国 重を 都巿ュ 支な 及 コ八レ 
ス有之 候 


本 巧大阪 化濱五 下目 
猛 育ま 店 紐育ブ 0 1 ドウ S 1 巧 四十 化を 

.體 住な 銀行 

お 勾 {な 京 橫漬を 右 屋を都 神 巧 岡 山 
も 4 を‘ .J 尾ノ道 廣島吳 柳が 下ノ賴 
化支店^巧司、ル倉'若化、構を、久留米、能本等 . 
本國預 を、 鄕里 送を 等は あめ 
て 御 便利 远速じ 御な あ 可 申を 


本店 朝鮮 京が 

ち 巧 お 張 巧は 日本 內 化の 梶 を都ボ 、朝が 
お洲 、ま那 のを 地 あび 浦 お 巧 後 

瑚鱗 銀な 紐 脊お張 所 

み 國爲替 一 股 銀行業務 憐 々お 巧 利 じ 取 巧 巧 
申 上 候 


巧みを、 社馈 、巧 ホ ノ賓買 及ビが 
化 取 立 パ至喊 巧が ユ御 取扱 致シ 
マス、 梢々 當巧ヲ 御 利用 下 チィ 
II 藤本 ビル 7 ロ！ 力ー 银巧 姉妹 會 を 

藤本 證券 會社 

同を 港 支な 
同羅が 出張が 
同 沙巿化 理法 


鞠 猫 叢、 維 貨卸賣 

森が ブ タザ I ス 



雜貨 陶磯器 

ランプを びを 

太^ 貿易 S 會社 

店 巧 俄ち ボストン 


鞠 破 坐 雜貨類 卸販賣 

鎌献^ 木 桃 ホ 組 


諸賊 口 ホ。 ドライ グ ッ廟會 


が 育佛必 食々 員の 

河合眞 英師歡 一 

佐々 木 指 月 姉を 中必 ご-^, る 紐 
育 佛必會 では 囊じ太 やが^ 岸を 
經てホ お、 華府じ 大統領を 訪問 
し ホ ポストン 地 ホを 巡遊 ザで ぁ' 
つた 曹洞ま 管長 特派 河を み英師 
の爲 めじ ホを 十八 日夕 日^ 樂 
部 じがて 歡迎晚 餐會を 開き 卞後 
八 時 よら 迎賓 室 じがて 同 師の說 
敎 ある 尝 じて 巧聽自 お。 


日本 ゾラ イダ ー ズ 

電話 番號 變更ず 

お 內マデ ソン 街な 五十を 日本 
ブライ グ！ ズ商會 電話け 今巧ボ 
ボァ ダ， OS と 五 UGS よ六番 
じ 變更。 

料亭 ま廣新 電話 

巿內東 二十 九 TDU 二十 五番 稱 
亭ホ廣 新 電話は ボボ ァ ダ， 九 j 
八と を じ變更 した。 1 

學術 研究 會例會 

第 十八 回學術 研を 會は 明が 八 
時ょ も 美 0 敎會巧 じがて 開かる 
ベく 當 がの 講師 お 題は 左の 如し 

ユ— ジン •ォ三 I 少の 創作 
じ 現 はれ わる 神の 觀念 

大島 豐氏 

太 巧昌子 夫人 逝く 

ボ內ァ 々.テミ ー 街 太 山 四郞氏 
夫人 昌 子は 前 過 ロ 巧 肺炎 じ 化さ 
れ自を じ 於て 專な 加養 中の 處藥 
石な 勃な くまる 十一 日 午前 一時 
五十を 逝去した 。夫人は 美ロ敎 
會じ 屬し敎 會の爲 めじ 盡巧 ずる 
巧 あら 邦樂 同好 會 員と して 昔樂 
研究の A 面に も 趣 ホを 有して ゐ 
た。 葬儀は 昨日 午後 ニ 崎 椿极師 
司會の 下に 美な 敎會 じがて 擧巧 
された がぞ數 のを 葬を ゎ h 遺骸 
フ レシ ユ ポンドみ 葬瘍じ 於て 
茶 里^ 附 した。 

MnnNMH 

•皆 井が 太 部 巧 夫人 お 同 巧べ 
片ビゥ 病 おじ 於て 宿 胸蕉養 中の 
巧が お ホ 將岩井 お 太郞氏 夫人は 
查快本 H 退院のと が 育 近郊 じて 
靜養 1 る 由。 

が田貞 江を 大化吳 服 店員、 
織 旧 伊 四邮氏 ご 共 じ 連鎖店 研を 
の 族め 目下 東 巧 館じ滯 在中。 

兩 特派員 ホ 張 恒川大 朝 時 派 
員は シカゴへ， 鈴 木 大巧 特派員 
d ワシントンへ、 若 磯を 權 一 巧 
お迎の ためお 張。 

•藤 井 喜 化 治 氏 野が 証券 巧 ま 
會社紐 育 支店 員’ 化 五日 前後 本 
店ょ h 着任の 當。 

♦蘆 野な 氏 新 巧 おー ト ランド 
領事、' 赴 巧の 途次 ブレイ''' 號じ 
て 本 H ホが。 

•山 田 助 造 氏歸朝 中の 江 商 コ 
1 ボン 1 シヨ ン化表 者、 コンヤ 

化 便じて を港經 由一兩 日中に 歸 
巧 S。 

日本 巧/— ル 

本局 締切 當日 午後よ 
時 日踞£ 化 日け 四時 

今フ レシ テント •タフト 〔シヤ 
トル〕 十五 H 

♦エム ブレス •ロシア 『ゲ アン 

ク ー ゲァ〕 十 ホ 日 

H 嗎說を . 
♦紐 育 H 本人 敎會 午後 八 時 


四 年 制を せる 例の 排 H 移民法 
のか 乂排 巧條項 ごじ 願聯 せる 
もので ぁつて 勞 働ち 側は、 を 
江 夫人は 巧 巧 移民法に をき 送 
還 せらるべき 外人で ある どま 
張し 居る も、 巧 吿側辯 諮 ± は 
『日米を 巧 化ぉ條 約の 解释上 
店舖の 所有者に して 事業 經度 
の 巧じ當 6 其 化 扱 品の 大部を 
が 又 日本よ b 輸入せ ちる t も 
のでを る お 上 固 際 巧 人 ご認む 
べきで あら 從 つて 事業の 大小 
を 問は 中な 家族は 出、 乂围共 
じ 自由で ある 當な鉛 木 春 江 夫 
人は 良人が 右 事業 じを 事し つ 
I つ ある おは 無制限に 滞米し 得 
べきで ある』 ごま 張した ので 
あつて 

今回の 巧 巧 じ 依ら 從巧屢 々問題 
となつ てゐる r 商人』 の 字義 解释 
か 前年 華府 大審院 じがて バ トラ 
ァお事の下したがみ例£を致し 
わろを語るものでをる。 尤も勞 
働 省侧は 最後まで 抗訴 する であ 
らうから 最裕の お 巧を をる をに 
は相當 時日を 要する であらう。 

右 じ 關し日 會を務 委員の 一人は 
語る 『吾々 の 見地よ b すれば ジ 
エ！ ムス 巧 事の 巧 巧は 素よ ら當 
おで あち、 現 巧 移民法の 第 S 條 
六 項 じがて 國際通 巧 貿易に 從事 
する 者の みを 非 移民 階級 ご 看 傲 
さむ ミす るは 條約 違反で ある。 

化 おじ 關 して 日本の 巧あ當 局を 
は 一が の 抗議 だ もせる 事寶 はな 
< 、巧留 同胞は 獨 力を 0 て戰つ 
て ホね み 萬で あるが、 斯 かる 事 
かは 結埼 個々 の 事 かじ 觸れて 解 
巧ず るめ 钟を がない。 

亦 勞働省 側は 現行を ぉ 法の 明 
文が 修正され ない 閒は 「司法 
部は 司法 部 じれ， 巧な 部け 巧 
な 部で 獨 立した 機關 ごして 執 
巧の 巧じ當 る」 ど 云 ふ 化 麓 か 
ら假を 一事 件の 巧み 例が 如 巧 
をら うご も 次から 巧 じ 起る 事 
かは 別個の 間 題 ごして 取扱 ふ 
ので あるから 申 巧 @ じ從 つて 
立法 部 •か 法律の 明文を 修正し 
た 上で なければ を あじ 吾々 の 
所信を 貫徹す ろ譯 一^は なかの 
乍 併 化 裸の 好都合な が 巧が 重 
って ぁれば ホる お 班 巧 移 氏 法 
の 不欄 不を理 。点が 曝露す る 
結 吳巧晚 香々 S 所信を 實 現ず 
る 機會じ 逢着す るで わらう か 
ら化意 ホで 吾々 も 互じモ ー ラ 
八 •チポ ー トを 輿へ 相 扶翼す 
る おを がゐ る』 云々。 


H 本人 お 化 敎會の 

バザア 成績 

日本人 美な 敎會 を 金を 寶の爲 
め 每が擧 行され てゐる 慈善 パ ザ 
ァは旣 報の か （前 遇を、 ± 巧曜 
U じ 豆ら 開かれた が窮 一日の 入 
淺 をな I 二十 名 •第二 日 百 六十 名 
前を であつ たが、 收入 にがては 
昨年に 比し 食堂、 賣 巧共玲 ト高 
は 銳れら 超過し 頗る 好 成 横を 示 
した。 を じ 就き 献身的に 努力せ 
られ たを 靑年會 、淸 話會 、寄宿 
舍員其 他 脚 係 者の 爲め本 タ八時 
ょ b 慰勞親 陋會を 催し 馳走 山 穂 
の 上 婦人の 餘 巧、 靑年會 員の 劇 
などもゎる由：：^もが. 岡胞をホ 
面の バデア じ對す 4 深厚 C る 同 
情を 感謝す る旨當 事を は 語つ て 
ゐる G 


H 本觸お 器雜貨 

ラ 厶プ卸 巧 

奈良賓 易廊會 


-ホ 


目 本 戳船會 社 (並ュ を 鐵道會 魅) 一 

代理店 巧顿苑 弟糜會 

乗車、 乘船切 巧 並 じ 小 蔣物運 盞奶巧 巧 じな 扱 申しまず 


本社 特製 新年 繪 I ： ガホ 

印刷は 絲育 新報へ 


電話 ワトち ンスニ 九 0 九 1 ニ 九 1 0 

わ 晒 違^なく 新報へ 

ホ內西 十と 了 目 十 二番 十 階 H 

狀袋附 特製の 新年 賀狀 

巧 刷は 紐 育 新報へ 


V 


ぶ 


哥 




-基-， 


大使 ご總 領事 ご 相 携え 

車輪に なって 接衝 

『個人 接觸 J 外交の 模範を おす 
前大統領 ご 膝を交えて 歡談 


若 槪を傕 一巧が 婚 てシャ 

~ ト 八の ± を 踏まぅ ど 一ぶ ム前 H か 
I らが 育のを ごな つて 內み じ應酣 
i を 巧し 巧 謂 パ r ゾ ナル •コンタ 
クトの 貸 例を 示し わ 駐米 大巧 出 
淵が 巧 氏は 夫人み 息、 み 嫌 並 じ 
豊 旧官 補 ご 共に 昨 H 午を 巧を お 
巧のを じ 就きを 權のホ おを 待ず 
くる ふごな つたが、 大使の 來 が 
を 鶴 （や 火 雁： n 午後は 多が 日乂 
人の プラザ 訪閒ど b 殆 んど寸 
隙 もな く、 澤 田總賴 事の 招待 晚 
を 貪 じ 巧して 漸 （打寬 ぐ 機會を 
巧た。 大使】 巧は 同が 九 時豫て 
な 育 日本人 會 社を がの 計 畫じ基 
ける が迎 接を を じ 臨い ベく 總領 
寧宮 孤から 食瘍ど 定められた 六 
十四 了 目 中央を 國 巧の お 育 倫理 
學會 W 講堂 じあき 草信會 長、 石 
を社會 部を のま 内 じて おじが 受 
けたる 间跑 一二 百 餘をご 一々 親し 


^手 ををおし、 大使夫人 
には 単 恒ホ子 媛ょ b 花束を 呈す 
るの 儀が あ >、 がで 會 長は 歡迦 
の 辞を 述べて 出 淵 大使を 紹 かし 
大巧は 『今夕 親しくが 育を 留巧 
胞 諸を ご 巧篇 b て 平生 自己の 信 
條 である 個人的 接 觸の磯 會を巧 
へられた るを 喜ぶ』 ご 冒 巧して 
祖幽 日本の 將ホか 巧の 問題に 教 
し 自を自 屈の 悲捉說 を ま 持す る 
の逐 おを かず ご說 き日淸 、日露 
ニ 大戰役 化に 世 巧 大戰を 回顧し 
て 化 間 じ 於 けら 時化の 推を、' 國 
運の 仲 煤を 略叙し お ホぶ をの 重 
要。 る 点を 明か じし、 をら じ 現 
巧を 氏 法-」 言及し 『國氏 的 巧な 
は單圓 ならざる ベから や、 唯' 耐 
乂 、自重 飽くまでを 正ず かの ま 
義じ 據らて 之が 解 巧を 期すべき 
.である』 と 道 被して 

急® Qf 拍手を あび、 
而もを 解かみ 途は 其が 共を の鐵 
，則に おじ 间胞 巧な じ 駐米 大巧た 
I るの 覺 おを 固 > 進取の 搏 神を 
旺盛 じし 隅 巧の 巧氣を 鼓舞せ ざ 
: るべ からず ど 斷じ H 米 人の 接觸 
j を お，、 し 理解を 進 わるの 必 をを 
一な 萬し X 約 四十み 巧 意の 達 辯を 
I 巧つ て滿 をを 魅了した。 大使は 
- 巧び おもて 澤出總 做 事 八 ほか じ 
i 綱し が 巧が 外を h 經濟上 遥も重 
i をなる 位潭 じある が 巧め 特 •— 巧 
； を 煩は して 總巧事 の 巧に 當 らし 
I むる じ まつて 由を 述べ、 が留間 
i 胞の 協力 一を をが 销 した。 巧で 
草悟會 度の 紹 かじ 化 > 巧 巧總領 
i 事澤巧 節が 巧は 徴 々無 あを 顧み 
I や 重 巧を 帶 ベるな 上闲胞 諸君の 
j 按巧じ 化. ゥ假か 一 小 部み じせょ 
旨 己の 最善を 審 して 

I の宫を舉げむ至を期 
ずど陳 ベ、 支那 •しがけ る 一间胞 
が 偶々 歸 朝のを み乘 船を M ふせ 
る 際 『一死な つてり え 親善の 爲 
めじ 盛ず べきな. 勿論 おがぶ けで 
モ な々 をして 繼 水せ めでん ば 
:a まぃ A い J ど强ら たる 其 葦 固な 
一る 巧な ごを 誠 ごに 化 化 じ るら の 
'が あつたが、 諸ち も 其意氣 をの 


て H 米 親善の 巧め じ、 換言 すれ 
ば 巧 固み 民人の 慶福み 爲 めじ 不 
ちを 援 けて 巧 化 邁進せられ たし 
ど說 き， 跑 部鳥嶺 夫人な 前 お ニ 
固に ならて パ タフ クィ 巧 他の 曲 
目た 巧 唱し草 信を 長の 謝 巧 あ b 
石が を 食 部長 S 銭聲で 一同を 立 
出 綱 大使の カ歲を I ニ唱し 午後 十 
時半 曾を 巧 だた。 當 が-人の 醉 
漢が 大使の お說 前奇聲 をを して 
巧釉蠻 ちじ 退瓷を 命せられ たの 
は實ろ 一巧で あつた。 

日本 協 會主懼 

麟餐 會盛究 

出 淵 大巧 夫妻は 十二 H 巧ホブ 
ル，， スタ アじ 於け る 日本 協會ま 
おの 大晚 餐會じ 出席した が當巧 


は 前 P 日 大使 マク ゲょイ 巧、. オ 
ツト r •々アン 氏 等を 始め タ較 


知を の 米 人も參 加し H ホ 人を を 
せ千餘 名に 達し 非常の 盛！^ でゐ 
つね。 をを 會頭 チゾン 氏の 挨楼 
が あ も 一 づクゲ M 1 前 大使を 紹か 
し、 マ 皮は 外を 宫ま活 の 苦痛を 
語ら、 ぶ本駐 劉中當 時巧官 たち 
し 巧 淵を 其 他 朝 巧ょ 5 ホ ぅれた 
る 誠意 ど-情 詰 どを 追想 t て扫ホ 
提携の 極めて 自然 るを 說きブ 
リアン •ヶり ブグ條 約の 精神を 
曾 重す る 平 か 時化の 到 巧を 視し 
巧 細大 化は 日米 賓 あの 增 進を 說 
きて 經濟 的顯 係の 密接なる を賣 
び、 金解禁 じ 駒す る米國 銀巧跑 
の帮 巧を 謝しで 國勤 カ會議 、お 
平 洋關係 會議、 U 米‘ 义化 學會創 
設鍊ぉ 艦隊 巧 胞ま那 近情 等を 說 
明した。 翌 十二 U な ホ 亞協會 の 
午餐 脅 じ 隙み 前大統領 ク！ リブ 
ジ 巧前驻 H 大使 ダブ*々 ム氏等 
ど 膝を をへ て歡談 した。 


對 移民法の 

新 判み 例 

同胞には 巧が；： •事 化 
豫 て係爭 事が どなつ て おた 加州 
羅 がに がける 共词資 易會社 重役 
鈴 木 ホ 雄 巧の 夫人 春 江の 乂國拒 
否 訴訟： 2、 聯邦 地 ホ 戴 利 所が 事 

ウネ リアム •ピ— •ジ エ！ ムスを 

の 手 じて 審理 中の 處 最近 巧 巧が 
あつて 勞 働ち 側の ホ 巧た る 『鈴 
木 氏は 單じ巧 渡航者た る じ 化 ま 
> 國際 商人 じあらず』 どて H 本 
じて 新婚 巧々 の 夫人 同伴 渡米 上 
陸を 拒否せ ろ 事が は 其が 據 がな 
いどて 鈴 木 氏 側の 勝訴に 歸 した 
かで ぁる" あ 事件は 當が縷 が 移 
おおじ 於て 取圾 はれ 銘木 氏 側ょ 
ら勞慟 堪じ中 請せ る も 巧 下され 
春 江 夫人は 送還 命み が 下つ たの 
で 訴認し 及んだ ので ゐ るが、 ジ 
エ I A スお 事の 息 見 書し 化い ば 
『若し H 本人た る外國 婦人のを 
ん がを 法的に 通 巧 じ 化 事し つ i 
ある 擧 K をな 證し 轉れば 彼の 妻 
は 良人 ご 共に だ ホす る權 利を 巧 
する」 どの 判 化を 與 へて ゐ る。 
な 事 碑の 骨よ はモ 九な 十】 年 
一: 締 おしたり 米 通商 條お 第】 
條」 於ら て H 本廚 人の 入国を 
許を してむ るち ど 千 九な 二十 


を • ， 

が、 


ぶ 




W 扣化 so が， 化 化 M 化 R け 1 お 9 


! 巧 川 保 除 事を 巧 

巧 巧 巧 事 巧 ま會な 

島ち ち 巧る 會胜 

巧 ま舍化 赤尾康 を 

H. Segawa, !n*ur 化 C6 Brok。,. 

Uchida Trad ミ ng し 〇•• inc. 

Shima Trading Co„ Ltd. 

Akawo & Co., Ltd-, 

303 Fifth Ave.| 

1 1 Park Place 

150 Broadway 

玄 35 Fif 化 Av も， 

Tei. Bogardus 4860 

Te;. Barcl 巧 1 巧 6 

ト TeUHUchcock 1 が 4- 1 が 5 

下 ei. Caledonia 97S8-59 


ホ倉繫 榜綻績 巧を 會趕 
Kaiaku 化 底 Co リ Lt ム， 
200 Madison Avenue 
Tc!, A*hU 凸 d 454 もが 4 ち 


IC. Mikim が 0 

MUdm が 〇 Pearli 

535 Fifth Avenaa 
TcL Vand が b;!t 2 な 9 

大食 組 觀巧ま 巧 
Okura & Co., 

30 Chuicfa St^ 

TeL- Co け landt 2292-93-94 

H 共 巧 ま 倉 お 
巧理庙 
巧# 巧を 
ロ 0 Br 时 dw 化 N. Y, C. Te!. Rictor 巧 84 
Factory: お - 10 3 抓む e ., し 1. Ci!! 

淺巧 みを 獻を せ 、 

Asano Buissan Company 

Room SOI -SOS 
165 Broadway 
Tei. Cortlaodt S047-8052 

Gosho Corporation, 
5>tk Importer^) 

が East 84 化 Street 
Tel. AtWand 巧が 81 
G0»EX0 C0.» Illr-n 
Cotton Expo け e" 

の 反 巧 Mr な.， 

Bow! わ s Green 8 斯 5*06 

1 

! 巧な 讲 g 化 採 ホ會を 

化 巧 事み 所 

South Manchuria R. R. Co., 

Room 2026, Canadian Pacific Bld^r. 
342 Ma^Uton Ave. 

Tel. Van ん rbi!t 4 巧 5 

H 井 物を 株 ま會せ 

おを 支 巧 
Mitsui & Co., 

6 〇 Broadway, 

Tel. Bowlinir Green 7520 

巧 式 會せ拾 ホ 巧 巧 
なち お 張 巧 
Iwai & Co., Ltd. 

Wooiworth BuUd [ミ ag, 
TcL 巧 わ 民 oy 8660-61 ぶ 2 

ミ 塞 巧を 巧 ま會せ 
お育ま 巧 
Mitsubislu Shoji Kaisha 

(Mitsubith; Co., l.t ム） 
120 目 か ad way 
TdL Rector 2560,2564 

大巧 朝日 ニを を 朝日 
恒川 を 
Osaka Asahi 

The New York Tfim が Annex 
Tel. Lackawanna 1000 

日本 お 巧賊俯 

i 

Japan Cotton Trading C。" Ltd" 
j 2 Park 

TdL Lwdng れ n がの 

I • 

日本 生糸 巧 まるを 
が 育ま 巧 
NIP 阳 N K り TO K り S 化 抓 

Two Park Avenue 
Tel. Ashland 5320 

巧を をを か 
が 育ま 巧 
H 扣 & & Co ； 

443 ド OU け h 

Tel Caledonia 7830-35 

目 米を 糸が を會社 
! 紐 育ま 巧 

K ぶ} 11ぷ^ お! 巧 KABU 卽附な 巧 HA 
(NICHi-BE! KIITO CO^ LTD.) 
1 Park Avenue 
TeL Ashland 6246-47-48-49 

乂 おお 日 ニ乂を 日日 
お 木 H 巧 
Osaka Metinichi 

氏 oom 3 脱 A World Building 
Tel. Beelcman 4259 
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淸水越 トンネル 

〔十 セ 日】 東が 溝 一、 五 哩の淸 
水越大 トン ネ 八は：^ 八 H 化 木 
齒 化の 窜氣细 で 貫通ず る。 

傳英で 殿下 罹病 

【+ 六日〕 伏を 宮巧巧 王 殿下に 
は 江 旧 鳥に て 勝窒扶 巧に 罹ら 
甘ら る 0 

外米 營理 案巧决 

〔十六 日】 米穀 調ま會 特別委 員 
會は 外米 管理の なまを 巧みし 
た 0 

送迎に 緊縮 命令 

【十五 日】 政 麻は 化 ホを じ 街し 
今後 閣員 や 中央 高宫の 地方 巡 
歷じ掛 ずら 送迎は 必要 しご 
訓 をした。 

大野 球 鑄を 建築 

【争 里 日】 東京 おは お 覽者 八で 
人を 牧を ずる 大野 巧 場を を 滞 
じ 建設す ベ < 計畫 中で ある。 

漁 ホの 不平 爆發 

〔十五 日〕 富 山縣下 ぞ較の 漁夫 
は 十二 日が 縣廳 じがて 暴動を 
起し 攀宫隊 と 格 圆の上 ホを の 
負傷 奢を 巧した が 原因は 高 岡 
市の 發電巧 建 謀が 神 お 川 附近 
沿岸の 漁 族を 滅 するとい ふじ 
あつた 0 


一 


ず ヶント 級の 八 巧 砲 八 巧に 留し 
あ 滿塔じ 八 巧 袍ニ巧 巧を 配置し 

艦橋ら フォ； トンス •コント 日 

ミグ-着 彈 距離 堆を 塔を 設け、 
をの 煙 筒の おが 導ょ らして 那智 
は 化 戰條巧 締結 0 巧の 最も 怪異 
な軍鑑 ご 稱し 得べ < 、速力 化 ニ 
節で をる から 實瞭戰 翻 じ 隙して 
は 恐るべき 偉 方を 發揮 ずべ <、 
邪智 おの 軍艦 H 隻は旣 じ 建造 溝 
で 四 隻はあ （建造に 着す すべく 
このみ 一巧 トンめ 巧 龍、 龍 巧、 
を 摩、 な 摩、 等の 化濫は ホる ベ 
き。 ンドソ 會議め 巧を じ俟 つを 
ごな つて 居ら、 爾 巧せ 驢加寶 及 
び ホ 城め 怪奇な 煙 筒を 紹 かして 
漫じ 五み 十隻の 

飛 巧 機 を 搭載し 場る であ 

らうが、 アメ 9 力 海軍 じがを ン 
キ シン トンぶ びサ ラト ダの 如 < 
ち乂 なる 飛 巧 鑑は從 巧の 經驗ょ 
らして 不適 當ご 認められ 小型に 
巧る であらう ど說 き、 更 らじ將 
ホの 潜 か鑑襲 擊に對 巧して 扫本 
が 新し <發 明し じ 潜水 應巧鐵 網 
巧 設濫白 島 〔一四 0 五 トン〕 は 
艦 型 こそ 小さ けれ 日本海 あ當局 
の 先 妊の 巧を 示 すらので ある ご 
賞揚し、 更らじ 驅逐鑑 か 雪 級の 
偉々 を も 擧げて 居ら、 而 して 本 
書は r カトン 級巡洋 澄の 前を じ 
就て は 頗る 悲観的な 觀 察を 下し 
若し フシ ン トン 協を がな かつた 
ならば 恐ら （列强 はこの 柿の 巡 
が鑑は 建造し なかつ むで あらう 
と斷 じ、 巧るべき 會 諮が 

主 方 艦の 巧篮 期を 延期す 
るで をら うこ S を 期待した 後、 

『ァ メブ 々海軍省の かき も旣じ 
これを 豫 おして 古い 戰圖 艦のを 
化 まなな 装を 企围し 居ち 日本 も 
戰 圆巡洋 おじ 巧 様の 方針を 採ら 
つ/. あ b ' 尙ほ 潜水 渡の 廢 化は 
想像な 上に 困難な 問題で 别强は 
をの 大小を 巧は ず、 潜水艦の な 
を じ 巧め つ！ あ b 」 ご 述べね 0 


大紐育 

! 九 ニ 九年販 y 近く 發巧 

本 おが 沒じ 箱を を 巧いた しました 『大 が脊 J は、 幸 ひじして 
江湖の 湧く がかき 巧 巧を 巧し、 遂にを 部一耐 残ら や 巧扭れ ごな 
かま- た、 巧て 本 化は 滨 一版の 內 をを をが 巧た じし、- 貝を たも 
巧 化した 千 九な サ化年 版を 新に 發 がする こご ？な^ ました、 あ 
確 じ- て 直つ おらし い 統計 ど事實 をを 礎 じし V 、 剥々 變 化する 
巧が 『大紐 育 J の眞 巧を 巧 ふる じ 道が なき こ £ を 巧して 居 >主 
す •巧 ほを 價は 

豫約申を著じ限リて 

特價と 十 直 仙 

發巧 後の 御 購買には 


を價金 


弗 


ど 巧し i した、 速 かじを 約妈中 込みを を 望いた します。 

十二 巧 十八 日 紐 育 新報 社 


首都の 若 概を權 - 
補助 艦の 總嗯數 割 當て要 あ 

H 到舊の 夕べ 新聞記者 闇 ミの 會 見て 言 I 明 

豫備 交渉に 新 局面 r 展開 か 

ヮシントン 特電 十六 日瑶 == 目幡日 シヵゴに 到着した お 踞垂權 の 一巧は 豫 をよ b も# を 早ィ、 
今朝 化 時 四十 か、 ュ 'ュ ォン 停单 旗に 到着、 停車 座の 大が巧 室で 國お 長ち ステ ムッン 巧^ 下 ァゾタ 
力 政府 歓迎 委员 一巧 ご 食を し メィ フラヮ ー •ホ テ, のを £ なつ わ、 この 日が が 海相 たおめ 我が 海 
お將校は旣じがザ滴服を曰 ンド ゾじをを濟でいづれもシ 八ク ツ^ の藏装巧まヵ ツ トゥユ ァ；を 
着用し じので ァメ 9 々が 軍 側の 化 おも ヵット フユァ ー で 一巧を 歡待 しむの ご、 が 部 全權巧 人の 日 
本 着を は 巧 じ狱迎 群集の 目 V おいた、 をれ よ b 若械 、巧 部 巧み' 構の 下 九 タはボ 溯 大使の I あ 導 じて 
午後 ニ 時 十五 か ホヮィト 一 ゥス じ大統 餓フ] ゲァ ，氏を 訪問 キャ ッス 八、 ジョンソン 兩 IX を 使の 
紹介で いんぎん じ 拔 がを をはした 後 お ま、 をれ ib 國巧 長官 ステ ム义ン 氏、 海軍 長官 ァ一 ダム ヌ巧 
をを 式に 訪問 I 、 午後 五 時 新聞記者 剧と の 會見お 大巧 舘 邸の 晚餐會 じ 臨み、 明 n 午前け 商大 統領 
々 I チス 、大 密院を タフト、 下院議長。 ン グゥ ォ！ ズ巧 訪問 お前な 日 ホ 使 チャ]^ ズ •マ クゲエ 
— たの 午 發诗じ 巧が され、 午を ミ 時よ b 國務 おじが てス テムジン 巧 口下 ァメ 。々を 權ニ t ど 愈々 
を 俯を 渉 じ 移 b ザ 後 八 時よ もは メイ フラワ ー •ホ テグ じある お 淵 ホ 使 キ湛の 晚餐會 じ 出 芯、 鄕が 
大ぶ導 も路臂 くして 招 巧を をけ、 水幡 H 午前 マ ウン、 •ゲア ー ノン 及び ア— リンダ トン ご 篡參し 
午を 一げ よ b 巧び アメリカを 確と 協議し、 午後 阻 時よ b 巧 淵ち 巧 ホ牽ホ 糖の ンセブ シヨ \ にお 巧 
巧よ フ ー ゲア ー 大統領の 大晚餐 會じ願 も 木 曠日圃 お 長宫の 午餐 會後じ 首都を 辭 去す るけ I である 


が、 を播 一 巧け 到着 巧 ホテ^の 大廣 間で 巧 動寫異 ゃト- 
I を ホ じて 円ぶ 語で 衞窜 じあい さつを 述べね。 


，除の お圍 をを け、 巧 概垂權 ： 作 


日本の 目的 U 『現實 的 縮ず。 


ワシントン 特電 十六 曰發 ns 
做を 带は今 タァメ 9 々新郎 記を 
が ど 貪を，- フネ！ マ 八 じ スブ！ 
トメ ント を發 おする どみ じ 新聞 
記者 强の質 巧-し 掛 し】々 画 答し 
たが、 大 か _： がて ァメ V 力な 閱 
記を 留 がを 碟を涩 じて をけ れ自 
よの 立場 じ おする がをは 『現實 
的が 軍縮 か』 ごが ふこ £ じ餘す 
るが、 日本が 補 巧 筋の 總體 の 嗯 
數剧當 てを ま 張した こどは を涉 
こ】 新 巧 面を お 隣した もの ど認 
めら れて 居る、 郎も 

〔一】 H 本は 巡洋鑑 、潜水 鑑 
をび 顆遂經 のを 級に 直ち 隻歎ど 
哦がじ 制限を 課して 德顿數 の 割 
當を巧 ホす る。 

〔ニ】 若し アメ ツカ じして】 
ガ觸が 巡洋短 ti 1 准 乃 ま 十八 隻 
ィ •キリス 十五 叟を 歡當 てれば 日 
本は をのを 高隻 數じ對 すると 割 
の 比率を 要 ホす る。 

写 一】 U 本のな 篆は飽 迄， も國 
がを 本位 ごし 潜水 お並び じ】 ガ 
哦热巡 巧 おを 防领的 武器 ど 見做 
し 日本は 曾議 が總啼 数のを 頭 振 
當て じがる 鞠の 制限を 附 しを 風 
は 自由に おもてられた 哦數 0 內 
じがて 潜 化 艦の 建 道權を 要求す 
る。 

【四】 U 本は 飽をも 補助 經總 
喷 校の 比率では と 割を 要 ホす る 
か 或る 柿み 補 M お、 例へ ば驅逐 
渡を と 刺 0 ' ト じが 少し これを 化 
の 補邮濫 、例へ ば 巡が 艦 乃 ま お 
水 お， 特に 潜水 鑑 じ加廈 ずる こ i 
とじは 應 やる。 

〔五】 比率 じ 於て 劣惡に 甘ん 
やる 日本は 圃が上 絕勒じ 潜水 猫 
の 放棄には 反對す も。 

.〔六】 ま 力 おの 廢棄 はな 講み 
巧で これに 應 やを。 
i 〔と】 日本は。 ン ドン 會雜で 


斷 じて ィが リスの シン ダ ポー於 

軍港 案を 持 出す 栽 志は ない、 リ 
本は ィゲ タスが 果して これを 放 
棄チ るか、 が 有する かじ 就て 關 
知は して 居 U いが、 ちしお 有す 
る 壌を が をれば H 本は これを 0 
てィ リス 海軍 力の 一部 どして 
考量 じ 入れる、 

を璧旨 巧は 蠢情 1 

長が 通 薄の 衝じ當 つた もので あ 
つて、 ァメリカ 新聞記者 側では 
一般的 じ 若 概を權 の 言明は 一巧 
嗯殺 巡洋疆 では 叢 ホす る も 補助 
鑑を體 どして は飽迄 もと 割の 比 
率 じ 止る こィ J を賴 示’) わ もの と 
解释 する 者 ぞく、 日本が 巧處を 
も 現 實的縮 少の立 壌から ァ メリ 
々の ホ 一隻を 十八 隻 r - 切 下げん 
どして 居る 目的が 稍 鮮明を 欠い 
た 形 じな つて 居る’ 即も タィム 
ス 祇ゥ！ ラ^ン 氏の かき お械を 
權の 意見を 通じて 目 本は 港 水 艦 
で 一 0 — 八、 巡が 濫じ - 0 — 丄ハ 
驅逐艦 じ 一 0 | 五で を瞄し 補助 
艦を 体で と 割の 比を をが して 居 
るので d をるまい かど 解釋 して 
畳る 一人でを る。 

委員 巧 命 

ワシントン 十 置日發 n 太 統領 
フ ー ゲアー 巧は 曾 都を 訪問す る 
U 本を 權の 歓迎 委員 ごして 左の 
人々 を 巧 命し わ、 

国務長官 スブム ソン、 海軍 長 
ち ァダムズ、 國巧 ホ官兼 駐日 
臨時 大使 キャス グ 、駐 を那を 

化ネ少 ソン •ジ 3 ン ソン、 ア 

メリ々 聯を 應隊司 かを 官プラ 
ッ ト提哲 、海を 顧問 ジョ！ ン 
ズが軍 中 お、 大統領 おが 軍武 
官 ブキャナン 大佐、 國務省 極 
東 報 長 スタン レ 1 •ホ 1 ベン 


■キ 


ブク 、國務 省條約 局を チャ？ 
^ 5 /ス《 ク リ ク氏等じで 
全權 一巧 ど 大統領の 會ホ 接轉役 

じは キャス 八 及び ジ a ン ソン 兩 
大を 使が 巧餘 された。 

何のと 割" 

日本の 立 瘍釋明 

東 ま 特電 十 カ日發 (こユ ml 
ク •タ共 ムス 紙】：：：； 舉みじ 到着 
しわ 巧 磯を 權 S 1 巧 比 夫 統領 フ 
i ダ ァー巧 じ 對し日 そ 扛巧故 巡 
洋 艦と 割を 要求す るか 4 一 释 明す 
るで あらぅる、. j 

日本の 立 壌は ヮ シン 4 ^ ン會議 
當時グ r ム 島の 防備が 止を 條 
件 ビしイ まヵ鑑 一二 巧 ふ 千觸の 
比率 協を じ 協賛した も、】 
另顺級 巡が 騰じ まらでは 事 精 
を 異にし 前者は マ か 个眞巧 
灣巧 ま シ ン ボ ポ ー Ji . の 巧ホ窗 
b 得る 地な きも 後濟ド 至らて 
は 一例を 擧 ぐれば 香进 一 じも假 
泡し 得べ，〜、 

を じ 日本は 賴防 上ょ b する を ま 
力 艦 ご異る 比率を 要 ホイる のみ 
なら や、 巧るべき ロンム ン會議 
はフ シン トン 會議 の繼 顧では：：. 
く ヶゥ ッグ 條 約を 本必 在 する 會 
簾で ぁ 6 、 を 固 家のを みを 保 訊 
し 得る 範圃 にがる 補助 篮 勢力 ぉ 
制ぶ ずべき 曾議 でぁるから 日ぶ 
だしては 旣じ吳 米が 巡が 鑑を励 
巧の 武器 どして これを 露め た 限 
b 日本は 一旦 緩急の お < か 四 倒の 
優勢を 示す 勢力を 相手 じ國 のを 
完ふ する J は斷 じて 出 巧ない ど 
云 ふじ ある。 

討議 事項 

五 備國全 權撤議 

ロンドン 十六 日を：：：： 軍 撤曾護 


のな を谢 である ィギリス 政が で 
は】 丹サ - H を おて 開 會を宣 す 
き 雨 縮ぶ 會懇の 討 難畢項 じ 就 
て 近 （を 政 巧のを 權 と共に T 協 
議 を銷摧 すべく 目下 これが 可を 
じ 就て 問を 中で ある、 尤も この 
際 巧る 討證に 日を 费 すのは 徒ら 
じ 時 厨を 紛糾せ しむる ごい ふ 爺 
論ら あるが、 

一 おじは 本 會議が 複雜し C 問 
題で 混亂 する こどは 巧て 軍縮 
の 目的を 審す るから 討議 事項 
め豫 欄を 渉で 軍縮に 關聯 した 
技術 方面の 問題を 解 巧し、 本 
會 議は單 じこれ を 政を 會 簾の 
範國じ 化め やう £ いふ 議論 も 


巧 力で ある、 

而 かし ィゲ リス 政' おどして は 日 
英米 一二 陋じ限 b 討證事 巧の 巧を 
は 容易で ある ご 認め 居る も 7 ラ 
ンス ぶび ィ タリ— が裝 して 一巧 
廿 一日 前じ完 をな 誌 解を 隙ォる 
かは 疑問で ゐるご 認め 巧る 會議 
のを 渉は 一 じ 滞が を 渉の 結采じ 
依る の 外な しご 見て 居る、 かほ 
日本を 權 一巧の フ シン トン 訪問 
は 會議を 前 じして ホ 常に 重を 視 
され ィ夺 リス' 政 巧は 深く をの あ 
巧を 注視して 居る が、 日米 用國 
が 豫備を 涉で詰 解を 隙す る pw 
は 本 會遙の 運用を 促進す る もの 
ごして 非常に 期待され て 居 &。 


本社 取を 特電 (紫 ぉ听轉 載〕 

解散 圆避ご 中立 黨^ー 

〔十 セ 日】 蘭 野を おは 選擧 準備を 怠らない が 『選擧 法の が jii 
を绿つべし』ごか 『。ンドン會議ゃを解禁前巧策終つてか， L ^ 
選擧 せょ』 ごかぶ 化 解散 凹 避 論は を 破のに 引績 いて ゐ るが、 
をみ 一部 でぁる 民政、 政ぶ の 厨 志は 解散 除けの 第 云黨組 趣を 
計畫 して ゐる けれ 典、 ほ 政 黨玲部 側では 飽迄も 解散を ま 銀し 
居ら、 八十 名 乃を ホ 十八 名の 代議 ±增 加を 確信して 居る、 怖 
ほ 政を 淨 化の 目的で 選擧革 正調 杳會を 組織し 巧 閣を屬 の太感 
驅設 魔の かは 內務 省の お 案 通ち ホを し、 演ロ 首相を 貪 長 < す 
る、 而 して 民政 黨 願を 大會 は橫漬 じ關灌 、濱ロ 首相 も 魔 篤， 一し 
て 大いに 氣勢 を擧 げた。 


— 山 梨 大將身 邊危し 

(十六 日】 司を 富 細は 協 涼の 結果が 朝鮮 總督山 梨 大將を 起訴 
ずる ことじ 巧し じので これに 先立 も 乂將の 位記 お 上を 勸吿す 
るこ稱 して 居る が、 陸単侧 では 大將じ えづ 旨 發的じ 位記 励 等 
を 返上 どし めて 越が させよ ごの 强硬論 も 出で 居ら、 大將 けこ 
の 隙み から 病氣 じな つて 居る お ニ 中 じ 起訴 御雜巧 されん 


礎 葛 問題の 十一 巧 叫 提供者 
たる 東京 日本 橋 腐龜島 町川胁 
巧 事 社長 W 崎 徳么妨 氏 度 仲 か 
者 肥 巧理を 氏は か 二日 正午 續 
職 または 漬職辩 巧で 起訴され 
山 梨 乂將の 儀を ぉ法徑 技術の 
から、 か柯に 見る かじつき 
當 局の 意向を 聞 < じ 间大將 が 
五 巧圓を 化を したのは 肥 巧 皮 
の 紹介 じよち 川胁 氏から を耿 
つたので あるが、 をの 際 肥 旧 


氏は 川晓巧 じ掛し 『方 事 僕が 
を 知して ゐ るから 君は 柯 もい 
つては なら 打、 あどで 面倒 じ 
なる から』 どい ひを めね 爲め 
面 曾の 席上で 川 時 氏は 單 r な 
治 的に 援助す る 位 ひのこ ごし 
か 述べて 居ら や をれ が 山梨大 
將 どして は該 をが 签山お 引 巧 
ぶび 東萊溫 泉の 利權 獲得 じ關 
巧を るら のなる； を 知 b 摄斌 
して 返却した ミ じな つて ゐる 


財源 纖 化に 苦肉 策 

〔十六 日) 鐵道新 線 巧 巧の 緩 か尝お 策と して 臺灣 縷臀が 時が 
會 計から 流用 S 件は ホ 上 藏巧も 江 木 嫂 巧のを 馨を をれ を灣事 
業を 漬の 中を 年度 じな 巧圃 、ホ 年度に ニ •白 巧圓離 骚じ决 をし 
たが 一部に 非難の 聲が ある。 

麻 生 巧が 委員長 

【十 セ 日】 日本 大衆 黨 中央 執 巧 
委貴長 じ 麻を 久 氏が 當 選し わ 

松 平 賴平子 逝去 

(十 セ 日) 子爵 松を 賴率 巧は 逝 


去した。 

失業 調査 會 新設 

〔十 セ 日】 內務當 では 社會 政策 
審議 會の 失業 對策 確を み 第 永 
み 的の 失業 調 查會を 新設して 
積極的 失業 救濟 をな す JJ 。 


大型 巡洋艦の 英米 備定 未了 

N 潜水艦の 廢 止は 繼型制 殿に 止ま るら >し^ 


ワシントン 特電 十五 曰發 n 日 
本を 權の訪 間を 前 じして r メプ 
々の" ン ドン 海軍 會議を 權は前 
後一 二回 じ 豆 6 て 重要なる 協議を 
遂げた、 

この 首 腦會義 巧 席 者は を權委 
‘賃長 國務臣 巧 旨. ステ ー ム ジン 巧 
を 始め f して 海軍 長官 アダム 
ズ 、と 院議 貴リ！ ド 及 0 ビン 
ジン、 駐墨 乂使モ 《!、 駐英 犬 
使 ド！ ズ氏顧 聞 ラブ タ ー、 プ 
ラツト 提督、 ジ 3 — ン ズ副提 
督 、圃 務巧官 コットン、 駐日 臨 
時 大巧に 巧を された キヤ ツス 
八、 國務 备西歐 局長 マ— リナ 
!、 。 ン ドン 大使館 j 等 書記 
官べ作 リン 及びべー デ 巧 等で 

右の 中 ベ グリン 一等 書記 

官 はを 權 書記長に、 マ！ リナ ー 
氏は 隨茵 じ、 ベ！ デ 氏は 委員長 
の 秘書官 じな 命され たが、 これ 
等 前後 一二 回 じ 直る 大 協議 會 では 
專らス テム ソン 國務 長官が 說巧 
の 衝じ當 も、 る國 大巧 ど 過 まじ 
がて 交換した 意見の 報吿 をの 化 
最近 國務 省に 達した 情報を 始め 
ごして 髮じホ 裂した ゼ ホダ ア海 
軍會 譲の 譲事錄 等を をせ しねが 
この 帘 上で 圖らず もィゲ 9 ス政 
がは 海 縮 會議を 提議し わ 0 巧、 
を 慶大 使 もを あした 意見は 一々 
'これを K メリ々 國務 省じ帮 をし 
て 居る のみならず、 佛伊 兩國の 
巧渉經 過に 就ても 詳細なる 

報吿を 保て 居を J が 巧 

巧し、 リ ー ド、 C ビンソン 兩議 
員を始め£してモ 。；巧等にご 
ろて はを 然 初耳で ぁつれ 一一 ユ ー 
ズもタ < を つた どの こごで ある 
スブム ソン 氏が 會議後 新聞記者 
围じ 言明す る 巧に 化れば、 アメ 
リ 々どして 會 議に參 加す るのは 
を <& 巧 ホを を 0 てす ベ < 別に 


際立つ てを 權じ認 解を 强 いなや 
うな 政策は ない ミの こどで もる 
が、 會議の 結果 L ； 徵 する じ 巧 米 
兩國間 じがて 今 H 瘦 されて 眉る. 
問題は 一巧 嚼 級の 巡 洋腥ィ V ブ 
マ 十五 隻じ酱 しアメ 9 々は U i 
隻 ごする が、 十八 隻ゴ する 片め 
一 點じ化 まら アメリカが サ-隻 
を 得なければ ならぬ ごい ふ 

主張 は 本會議 じがて； 施議 

さる i もの ご 見られて 居る が、 
これは 日本が 比率と 割の 要 ホ 先 
巧を 求める 上に 巧て 頗る 難 願で 
あらう ピ 認められて 居る、 麻し 
てま 力 艦の 閔題じ 就ての 協 あは 
左程に お 難な 問題は を じないで 
をら うご 期待され て晋 る、 を も 
フランス のま 力 絕を廢 論は 馆當 
の 理解 性を 帶 びて 居る もの i を 
廢 期には ホ だ 到達した ご認 もら 
れ 居らず、 唯 フランスの ホ 狼す 
る 如 < ま 方 艦の 觸數を 潜水 媪を 
の 化に 麵 して 嗯數增 加を 討を ど 
いふ 意見には 相當の 論戰を 呼ぶ 
もの ご 見られで 居る、 吳 ホ巧國 
ごして は 潜水艦の 全 廢を留 もで 
居る こどは 峯實 であるが 

目 伊 かご 窗 け絕齊 に化對 
して 居る 願 係ら あるので 會滋は 
恐ら （經 型ぶ び順數 の縮少 .，」 落 
附 くもの ど 見られて 居る、 ず ニ 
巧 十一 日 現在の 調査 じ 基，， 、五 個 
國の 海軍 勢力 比較 じて 海軍ち は 
左の 如く 發 表した。 

ま 力 艦 

アメリヵの 十四 隻 五十二ぶ 五 
千 八 千 五十 « じ 窗しィ グリス 
の 戰圖艦 十六 隻 及び 戰圖 巡が 
渡 四隻で 五十 五で 六 千 一二を 五 
十嗯 、日本は 戰 お六隻 及が 戰 
闘 巡が 艦 四 隻で化 万千 一二 巧サ 
嗯 、フランスは 戰 艦化隻 十九 


巧 四十 五 巧 あ 十六 順、 ィ タタ 
; は戰 續巧隻 e 八 万化 千 丸 百 
と 十六 囑 このみ 飛 わ 船では ア 
メ 9 力な 建を 濟一こ 隻計畫 一隻 
で 九 巧 八十 六啦 、ィダ リスは 
煙 遊濟五 隻計畫 一隻で 十一 巧 
五モ一ニ团五十顺^ 日本は建造 
濟 S 隻計 墓！ 隻 でち 巧 八 千 八 
巧と 十顺 、フランスは 一隻 ニ 
巧 一千 六-白 五十 ill 興、 イタす 
I じは 一隻 もない。 


巡洋 


アメ ？ 力は 建造 濟 、建造 中 あ 
び 計畫濟 をを して 廿 S 隻サ 一二 
巧嚼 、ィザ リ- 一は 十八 隻 十と 
巧 六 千 八巧嗯 、日本 十二 隻十 
巧 八 千 蹈留嚼 ，フランス ホ隻 
みで 嗯 、ィタ 9 ! ホ隻 六で 囉 
の 巧に ニ隻 .の 十 巧備砸 巡が 髓 
ニ隻 一巧 八 千五留 八十； 血嗯を 
あし、 别强 中で 十が 備砲 巡が 
鑑を建 遺しを くは 建造 せんご 
しつ i をる もの は イタ タ^の 
みで ある、 而 して 列 强の諸 巡 
巧瞪隻 ああび 順 數はア メブ々 
册ご 一隻 化 万 五 百 囑’イ ¥ リス 


六十 ニ隻 四十 方 千よ 巧ん 十一 
トン、 日本 お S 隻 が 巧ち 子 八 
な 十五 トン、 フランス 十 ムハ隻 
十三 一巧と なと トン、 イタ ブ| 
廿 一隻 十一 ニ巧モ 四十 一 トンで 
ホる。 


驅逐艦 じがて アメリカは 建造 
中の もの 或 ひは 討畫 中の もの 
一隻ら な （違 獲濟 のる のニ宜 
八十 四隻ホ 化で H 宮四 トン、 
他 巧强の 建造 濟 、を 逍中 のら 
の 乃 ま 建造 計畫 濟巧總 數はィ 
，キリスな 八十 ニ隻寸 化で 乂千 
四百 トン、 日本 百す 五隻 十二 
巧 化 千 一二な セ 十ぶ トン、 フラ 
ンス 八十 ニ隻 十一: 方 五 千 百 ホ 
十六 トン、 ィタ*!!' 八十 丸隻 
八 巧 八 モ邑七 十丄 トンで をる 

潜水 

潜水艦 じて 廬を潘 、建造 中を 
び 討畫濟 のら 一は アメ 9 タ百 
十一 ニ隻八 巧と も ニな 化 ニ トン 
ィ辛 リス 六十ん！^ 隻と万 ニモ 五 
巧 廿一嗤 、日本よ 十 一隻と 巧 
八 千 四百 义 十で トン、 フラン 
ス 九十 隻乂万 九十 八 トン、 ィ 
タリ ー 六十 隻化六 巧 丸な か 五 
トン どい ふ-とじ。 つて 琶 るり 


會議 を带に M 意味を リ氣 な- 

『那 智』 の 優越 賞揚 


ィゲ 9 ス 海軍省の 編懿 じがる 
年報 『ゼ！ ンズ •フ アイ ブン 
グ •シップ ズ』 は ロンドン 會 
議を おじ 去る 十二月 十日を な 
てあ刊 された が、 

英米の 海軍 力が 舊ま であ 

る じな しし 日本、 フランス、 イ 
タリ ー 等、 ホ 力 艦 比率が 化 率な 
固 家が 補助 經の 建造 じ 却て 英米 
じ 倍. した 優越性を 發 揮して 居る 
こごを カ說 して 居る 點で ある、 
即ち ホるべき。 ン ドン 會證 での 


最も ま 要なる 論點は 補助 渡の 縮 
少 であるが-本書は 一 タトン 級 
巡洋艦の 戰歸 能力 比隊 じがて 日 
本の 『那 智』 級は ィ * キリスと 一 
シン トン 條巧 巡が 黯の 誤らで を 
つた ケント 級を 最早 舊ま どして 
葬 b 、 潜ぶ 艦、 驅逐艦 及び ドィ 
ッ の新裝 巡が おの 偉力を 極めて 
方 强< 每述 して 居る、 即七軍 お 
が智 におて はを 長 六な 化 吹に 巧 
し 日本の 慶 をなる 造 澄 術の 

進 步は一 扔をも 無 救と せ 
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巧畢巧 連動、 勝灌注 
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線 及 電氣ぁ 療を化 
I が 育 州を 蒙 

ブイ ジオン ラ ピスト 

西が 幸 男 

日 曝外每 H 午前 化 
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ロンドン 前に 

と曹 要求 U 絕對的 

國 家、 國 際、 戰略的 ホ瘍か 


ち 都ヮシ > トンで お乂 よ 勘 
の お 巧 力を 要 ホした 巧が 巧襯 
全権 一巧は を々 今度は 太 西げ 
を 巧 切つ て會讓 が 0 ン ドン じ 
をく こと t なつた、 がら ピお 
视を 巧は こみを 大な るを 落を 
前 じい かなる 腊を 追ら へて 居 
もで あらう か、 な □を 相 かを 
權じ手 巧し ゎ訓 みは 巧じ樂 '上 
の御禪 可を 仰 ひだ もので 
石の ホ 眼 i するど ころは さきの 
ワシントン 會满 ならび じ グネゲ 
7 曾廉 のみ 驗に徴 し、 かつ 不巧 
條み稀 おの お棉 神-しかん がみな 
巧の 考厳 ご異 巧の 努力を 拂 ひ、 
もつ て 帝 風 政 巧： C* ら びじ ロネ 國 
はのを 正 かつを 巧 的 立琪を 照明 
ず も ご i もじ 曰ネ がを 認し 得る 
最少 限废の 国の 安を をを 卒直に 
を 示し、 所 巧の 目的 貫徹 じ 必要 
な 4 手段 モ をを も 詳述せ るを 文 
巧 もので あつて、 他面 若械 、が 
郁、 化 乎 I ニを 權が右 お本モ かの 
範固 巧で 糖 宜の措 度を ご b 巧を 
やう おめ て廣化 i：* る 自由 裁量の 
權 能を 附 巧して ある、 即も 同訓 
みのを 旨は 大要み ぎの 逝ら であ 
る 

一般 方針 要旨 

i 、 ホ 威を 府は固 際 ホ 和の 確 
''が、 人を の 幸 藤ち 進め じめ 困 
民の 食 おを 輕 おし 無益のを 媛 
殺ず を 防 比せん ごする 今回の 
會 謀に 巧し、 衷> む 同 威の 直を 
をし 特に 今闽の 食講： a, 侵略が 
ず 放藥じ 脚ず る 不戰條 約を 出 
餐 点 どず る こどに ついて、 搞 
腔の 贊 ぶを 表し 巧し （もを ホ 
じして 合规 的なる ホ 張に 對し 
ては •苗んで 應諾の 怠を をす 
る 

一、 右み ホ 旨 じ 基-き 帝 既政お 
は 純が たるの 嫂 的 かつ 守勢 的 
な 招 じ 立つ て ホ 凰の 固 防を 全 
保持を ぶう す &をキ 眼 どし を 
の 間寸進 も他國 をみ 裝浸 器せ 
んど する お 圆を藏 せざる は 言 
を主た^:^い 

一、 巧 b ごいへ ども、 ホ國は 
化 給 化 足の 地理 的 かつ 經濟的 
特殊 國お •'しゎる 幽巧 上、 國民 
尘巧 じかを かくべからざる 物 
巧を、 巧 n ょらを 全に 巧る や 
巧 やい か 巧 U 威は の ホ お、 厨 
みのを 危じ挪 する 最も 緊切 か 
つを 要：； ^ る 問 歯し して、 巧が 
街 策は 特 じこ I になを 用 ひ、 
これが ため 必要な & H 疋限废 
の 補 肋 度が 力な 斷乎 ご！ て雜 
ホせ ざる ホ 針で あな、 一般 補 
巧 おに 撕卞る 限 b を々 限度の 
所ち 化ち 疲ビ して 
(ィ) 大型 八 1 ンチ巡 巧 巧は 
巧 乂と剧 - 

(P) 潜水 おのを 廢 じけ おお 
じ 巧 巧し 現 お 勢力の 化 侍 
右二な が 公 前提 どす る おお 米 
總巧的 主 制 比ず がちを す巧缺 
の 所 巧な ど I てまが する 
一、 が韵 政が が 今 巧の み： 譯。 
ま哨者 だる 化 化を 巧 重し 帝闕 
み 巧は 一 股に 受動的 態度を も 


つて あ始 すべき も' 苟し く'^ 
軍備 縮 ホの 目的に をし、 かつ 
機に してを 當 なら ご認 わる じ 
おいては、 ホ閔全 おは 自ま獨 
巧の 是 地に 孔 脚して 自主的 挺 
講を じす こど をるべく、 さき 
じ假 協を がかを 見；： i る 英米を 
協 案に よる 英米の 保ち お 力に 
ついては 有 巧 的 軍備 縮 少の目 


的を ならゎ 効じ连 化する 巧 地 
から 今一 お 5 を 般的势 ヵ蓝下 
を切與 ずる もので をる 
一、 ち乂假 協を にぶく ホ 力 お 
5 代換 期限 延 を じ踞 する 提證 
じ對 しては、 画 民 貧擔輕 巧の 
實を ゎぐ るた め、 圣が同 患を 
をず るの かさら じ 達んで ま 力 
おの お 巧 備砲 a ら びじ I* お 
ン數 縮みを 郷說 する 用!！ をを 
する ものである 

しかして 帝 勘查權 は本會 js の 劈 
頭 最も 力 說强詢 すべき 重なは 第 
一二 項ゎ よび 第 四 項 末 居の す般 が 
势カ 低下の 問題で ある。 


爲替の 資金が 減少 

政府から 巧 外 正貨を お <融 逆 

東京 特電 十六 日發 = 正を が 巧は 數曰 巧の 巧資ら ご阳貝 ひで 
ち替 資金が 固 おした ので 政府からは 巧 外 正貨を 必要に 應 了て 融 
通ず る こご じな つじ。 
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を 解 おを のぁ貨 移動 殊にを 券 
準满ビ なって 居る 金 準備の 威少 
が お柯じ 惹起され るかは が 界一 
般じ 注目され て わる 点で あるが 
正 貸は これを 化み 正貨 S 化內お 
貨じ をけ てち 察せねば ならの、 
しかして 金解禁 後勸 貴し 得べき 
在 か 正貨は 現を おょび 現を 化し 
得る お 外 潰 券 ごじ をれ て 居る が 
をの 現 巧 高は 左の かく 約 H 億 ニ 
千巧圆 である (單位 千 園】 

◊ 在外ぶ 貨 

政府 所ち 化か 化貨 

ニニ 0、 00 
巧 

一般 會計 よ 0、 00 
預金 部 一 五 0、 000 
日が 巧 有が み f 貨 

1 〇0, 000 
計 一二 ニ 0、 000 
ホ じ 化 巧 正貨は H 本 銀行のを 換 
をを 巧を 備 どなつ てむ るを 貨、 
を 地を おょび 政府 巧な (一般 會 
計) 金 化を の ニを で、 をの 額は 
左の 逝 b お 十八 憶乂千 ニむ 万圓 
どなつ て & る (單位 千の) 

◊ 在內 正貨 

日ぶ 銀 わを を備 

一、 0 六 ニ、 000 
內 

を貨 ニを ニ、 000 
を 地を 八 0 化、 000 
政 巧 所 おを 化を 

ニ 0、 80 
計 - 、0 八 ニ、 80 
しかしを 解禁 锁 巧が こむ 等の 正 
货勘 をに 如何なる あ 勘を 惹 をす 
るかは 畢を 解禁 後に おける 資易 
わょ び貿 おか‘ の 巧が 國際 貸惜の 
差 巧 か 何 じょる ものであるが、 
しかしな はこの 固 際 貸借を 巧を 
する 上-— 看過し 得 n 巧 用を 伴 ふ 
もの ぃ一 

一、 日本 級 巧のを 利け 巧 
ニ、 玫 おのな 貨巧巧 
一二、 英 、米を 融事悄 の變化 
等で わるから、 今 これ 等の 見 化 
からを 解 お 後の 巧が 正貨 勘定の 
巧 故を ちを ずるに、 これ はら ご 
ょら的確^:*豫謝をドし得ざち問| 
題で ある わ、 

第一 年に わけら 正貨の が 少けタ 
く是 巧つ て 一な ニ S 下方 圆 じご 
で まるべく、 をれ もが 禁麻後 じ 
'おいては すごして が 外 正貨の 滅 


少を 見る だけで 日本 媛 巧 かを 準 
婦威少 は當み 起ら ので ぁス ぅど 
見られる、 即も 今が 禁 第一 年に 
わける 國潑 貸借を 豫 想す' じ、 
ま 沸 勘定の ホ 要 る ものは (單 
位 千 田】 

◊ ............ 支 挪勘凉 

一、 髓ん 超過 (全國 ) ； 

(最 を四ヶ 年の 乂辉や 巧 本 
本年は ニ-億 ロ ご 推を _〕 

J ニニ 0、 000 

ニ、 思惑 資金の 回収 

一二 0 - 000 


ご 一、 電力 會社ぉ ょび^ 事禽ぉ 
の 趣勘惜 入金 退濟 

ニ 0、 000 
四、 が 爲を银 巧の お!^ 懼 入を 
お濟 

五’ お W 投資 

等で あ 6、 また 受か 扇を ごして 

け (單位 モ圆) 

◊ 受取 勘を 

一、 貿孩 外經お 的を 取 超過 
二 ミー、 000 
(最近 一 ニケ 年の ホ； T) 

ニ、 W 倩を 化を 
(を 二回 四 か 巧 巧 i 懼換 じよ 
60 


るを 取を 脚 0- 
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紐 育 惟一の 日本 百貨店 

片桐 兄弟 商會 

スマ ドン •プ 百 ダク ブ 一手 巧資元 

雞經擊 藍.，， 

日 棄鱗食 巧 轟 i 魏職 a へ 2强 

巧 田 巧 ホ 巧を 食 化な 巧 一手 資 巧な 

曰 本 4^ 轟商會 


力 旅館な め 

帝國 旅館 懿 

1 ま W . 雲 slf York 
TeL Sus ち ehai 8 田 IQ 


ポブ トン ホ 

富 ± 旅 舘大浦 末 松 

- 

一， 一を 巧 ミミ st ミ芭 • Boston Mas 产 
ぎ B . B . 舍吉 


百が 相に しわ 若 槪查權 【王 


にか 


- て 底な し 

'その 特展は 酒を 選ばぬ こ. こ. 


V :'::' 飲ん 買'^ 打つ —— S 迫 
樂 S う も、 頁 ふの ごがつのは 絕 
勒 にやら のが、 飮 いのけ 巧な し 

だ。 お概 I 酒は 切っても 切れ 

；：* いもの ど 化 間に 即 をされ t 语 
て、 を 權じい 去つ て 0 ン ドンへ ゆ 
くこ S : しなつ た 時 も、 湛 はどう 
する だら うごが けせた けで 巧狱 
の飮酒 U をを じ。 

V さすが じ 朝は のまの が、 
蜜 酒は やる 0 V- くモ 夫人の 嚴重 
。る 看視の 下 じ、 一本 だけ やる 
『白 臟の巧 お 冠と でもら じ。 さ 
います か』 

『え {方が え*-*』 

しかし まだ 煩屋 から 酒が 屑い 


てむないこご：£2ある0 
『あの 今ぅ 七には 大關 しか わ b 
ません が』 

『をれ でもえ、』 

V 巧概 さんの 普述の 酒が 
ど 違つ て 居る イ ころは 酒を 遇 ば 
ぬ こご だ。 白廳は 勿論、 大贿よ 
し、 均 巧 冠よ し、 稲 娘よ し、 白 
鹿よ し辆 でさへ わい ば ド プ曰ク 
でも 燒巧 でも (まさか ......： } 『惡 

いのは 惡 るい』 どい ひながら、 
もび b ち びら ごやつ て 居る、 面 
倒 じなる W n ツプで 一 乾し だ， 
淸 濁を せの いごい ふのは 若概さ 
ん のこと をい つたの^ らしれ じ 


▽ 晚酌 は ニ ぉ-- じき まつて 

ゐ るが、 手 違 ひで 巧が 席 がれの 
時は、 レつ かしい 巧を しながら 
端萄 酒を のい。， 奥* t んのゎ 酌で 
のむ。 一 H の 量は お 合一 ニ 本 四 本 
み 外 じ 過ぎ：： ♦いが、 一 一旦を の監 
視 かじ 巧たら 底な すみる。 宴 
會へ巧 < のさへ 必お U のじ ロン 
ドンへ 巧 （こご じ：：！- つたの だか 
ら 夫人の 必配も 一 でない。 

V I 緒に 巧于 女婿の 田 巧 
秘 g 宮も丘 父 じを I こらね 酒豪で 
磨の 監視 役には ならない ので、 
必 ぁた b の隨 員ね もじ 『ホ 席を 
權 監督』 を 中し つけて なる さぅ 
だ。 夫ん のをぅ いふ 必 配を 知つ 
て か 知らず じか、 若襯 さんは ァ 
メ 9 力 経由を 非常に 悲觀 して 居 
る。 ごい ふのは アメリカぶ 禁酒 
國 でが 角持參 する 灘の 生一本の 
こも^ぶ b を 船 かて あげる わけ 
じ 行かの。 いやで 


共產驚 示威で 

邦人 ま義 を^ 檢束 

巡 窒じ暴 巧を しかけた 堀 藤 太 郡 
ハ 井 チの 帝國 主義を 排擊 、して 


I キチの 內亂じ アメリヵが 軍 
ー爐 やが を閒を 動かした のは 明ら 
- かじ アメリヵの 巧 固 主義を 露骨 
じ 示した もの 一.-- あら、 資本 ま義 
: を排擊 せょ、 V - ホり じ 去る 4^ 曜 
; 旧の 午後 ニ 時、 當 化の 

i ち義 者ゃ囊 树情 1 

一を、 巧み お 等を 浪 じた 巧 六と 巧 
人の 群集は 巿廳 前から をを 國ビ 
:グ ゲング 前 じちら 、盛んな 示威 
I 運 巧 じ ぶびを じ蠻 ち 膝の ホ 動 ど 
i ならて 入亂 むて 殿を、 緻 るの 大 
; 格 翻を 演じ、 ボ廳 前から 更らに 

ユニォン •ス n 五 アの 示威 巧 列 
一 ど r * つたら、】 時は ニ S 千 A の 
一人 山を 築いて 大騒ぎを 演じ 遂に 
I 巧 巧 苗 謀 まを 始め VJ して 磬官じ 
: 暴 巧を した 十二 S 人の 男 そは 檢 
j 巧され た •か、 このが 剧ま 義排巧 
I 運動 じ 最も 偉 觀を呈 しだのは H 
: 本人、 支が A 、 黒ん あび 中を 婦 
; 人の 示威 ぶら であつ じ、 この H 
~檢 巧を をけ たぎの】 人で ある 

i 白 本人は 掘 藤太郎 ご 呼ぶ 
一： 男で 西 巧 十と 下目 馨察爱 じ谣す 
一る 攀官 ジヨ ー ン •へ ネシ' ~ の 背 
一 後から しがみつき 数人の 同志 ど 
I 巧 じへ ネシー を袋駿 きじ 逢は さ 
I ん どした もので、 首謀を の I ニ 四 
名は を 日の 巧 間 裁 巧 所で いづれ 
j も 一 H 乃 ま 二日の 腿 役を 命じら 
れ堀 をの 他の 雜藥は 放を された 
^ が、 この 日 首郡ブ シン トンで も 
； g を间 じくして ちユ ョ—ク 、フ 
I キラ ザ^フ キア、 バグ チ モア 等 

I ょ n 約 お 十-^ のみ 產书義 をが 立 

化 も 業々 しく ホブ キト • ^ ウス 

I の 庭園で み 威 運動を 試み しら、 

: 遂じ簿 諸の 巡を 隊じ 追拂 はれ 直 
一ち じ檢 束され た、 この 

i ー團は いづれ もな 札ゃ大 
否 じ 爆活を 記して 巧 判した が、 
をの 中には 『ス チム ソンの 巧を 
咎吿は勒を宣巧でぁる」『^ キチ 
のを か あ 脚を 保讓 せよ』 ごか 『打 
烦 資本 ま 索 J 『ぃ キチ よら 手を 引 
け jr アメブ 々帝 画 ま 萬を が裝せ 


ょ j 『黒人 じ社會 、縣濟 、人 健 的 
均等 待遇を 巧へ ょ』 等 £ 物騷な 
もので をつ たが、 大統領 ごして 
は 別 じこの 示威を 動を 實 見した 
譯で U いが、- 3 下の 如き ステー 
トメ ント をを して 運動 まの 即刻 
释 放を 求めた T 大統領は 誤つ て 
指導され、 自ら 共 產ま義 者ご稱 
して ホワ キト • ^ ウス 前で 示威 


運動 じ 及び 遂に 

警攀へ 檢を I された これ 等 

の靑 年な 速 かじ 驛 化し 兩 親の 許 
じ 退 さすべ きらので ある ご考へ 
る、 大統挪 としては この 無禮な 
行動は ァメブ 力の 国を じ 危險を 
巧へ る おを S もの ごちへ 居らず 
彼等を 一巧 監獄に 抑留す る こご 
け 巧て を價じ 筛雜を 巧へ る やぅ 
な もの ど 認めて おる』 尚 ほ當地 
で 撥 束を 晦 つた 揣藤 太が は 曾て 
H 本憤樂 部の 書 訊た b しかを 化 
の 夏 麓に 働いた k ニ 年 前 ニュへ 
ゲン 地方で ウキ！ * * ダ— ムを 
經營 して 失敗し 化 ホ おじ 迷惑を 
かけた 巧で ある 


數 H の禁 


酒を 余 擦な くされる ので 會議を 
'の も 51 成否の 次に ァメブ 力で 
如何 じして 酒を の わかぐ 若概全 
權の大 問題 ごな つて ゐる らしい 

V を 庭じゐ るを 概 さんは 

ほごんで 無口 だ。 氣むづ かしい 
うすい 笑顔を みせる のは あ 人の 
なた もの 相手 じな つて 窗る時 か 
持 別にうまい 酒が のめた 時 ぐら 
ゐの もので、 笑顔 ずら 滅多 じ 見 
せぬ、 が 豆み 伊を じ もつ ぽ けな 
が おが ぁつて、 一が じ 夏 わ 1 K みか 
の 十り 間 も 過す だけで 他の 一二 巧 
五十 余日は ニ 白 坪の 邸で 庭木を 
いらち、 爪を 嗯 み、 酒を のみな 
がら 墓して 居る ので ある —— 0 
▽ '.朝、 お 律た r しくち 時 
ザ.」 起きる やうに、 巧 も 規律た 
だし （九 時に 寢 る。 をして 巧團 
の 中で 爪を 嚼ん でゐ る。 と 割 保 
持を 貫徹して 歸國 ずる 頃は、 巧 
ど 巧が 爪を と 割 力 嘴み 削つ てゐ 
るで をら う 0 


若 概を權 一巧は 

ゎず 午後 八 時 到着 

ワシシ トシからの 特拙 

總 領事 主催の 盛大な タ數 


研 車 じて 

香 


目下 ッ シン トン じて 巧 備縮か 
豫備を 渉のを 巧を 柴 しつ〜 ぁる 
を 磯を 權の 一巧は 明 H バン •ァ 
メブ カン 舘 じがけ る段務 長官 ス 
テムジン 氏： が 

主催 する 午餐 會を 名殘 b 
じ 曾 都を 辭 去し 巧 H 午後 四時 ニ 
十五み をの 恃別巧 革じ乘 じて ぉ 
を、 ペン 惇車藥 へは 午を 八 時 五 
十み じ 到着ず る銭定 じな つて 居 
るか、 一巧は 特別 巧を じ乘 じて 
居る から、 恐ら： 豫定の 時間ょ 
6 も ニ！ 二十み は 早く 興 着ず ベ < 
直ち じ 警察が 畿衛の 許 じ ホ テ 方 
プラザ じ 入ち 同 巧 九 時 ご 一十を、 
當 地の 新聞 記を 围ご會 忌、 翌る 
金權 H 午前は 市の 內 外を お ホし 
正午 ホテ^ •プラザ じがる 澤旧 
緒 領事 ま 催の 午餐を じ 出 庵、 同 
夕 五 巧から 日本 俱樂部 及び 日本 
ん會聯 を ま 催の 晚餐會 じ 赴きを 
の 巧 八 時には 乘船ォ 9 ン ビック 
班 じ 乗 & み、 午を 十 時を のて 

一路 ロンドンに 巧け て 出 
酱 する こご i なつて 居る が、 澤 
田總 領事 ま 催の 午餐 會は內 外人 
ち 方 索 六十る じ 達ず ベ C 、 ま賓 
どして を概 、が 部 両を權 の 外を 
巧大將 、左 近 巧 中 お、 山み々 將 


豊田乂 佐、 川綺 半き、 寮 お 博、 


罐山 化、 が お 1 1 

席 アメリカん 側- 1 
蘭會の ラモン 


^ 書記官 等が お 

らはモ 八 ボン 
ン 9 •タフ 


日本 驗會 々哉 チゾン、 ユ 

—ク 生命の 于ング スン ！ 


ゼ ホラ^ 電力の 


ヤ ラン テ > 

こユ 3 • 


キン レ！ 巧 十 等を 二十 名 
新聞 通信社 倒 ， i 

のク 1 バ- 


ケ 八、 大 毎、 4 锅 、時事、 新 
聞硫 を、 日本一 I 通 等の 時 派 員 
ぶび 當地ニ 巧熙社 代表 等が 招 
持され て 居る。 


クオ！ フ 、ネ 


.信 巧 (一 ウォグ 力！、 
'ク • 6, キ ムスが のフ 


6 は聯を 通信 
单厨班 信の ビッ 


ダグ ごメ" 

愈々 ぶ 本へ 

か 日 言 ラ デ ォな送 
ま 京 特電 十 ハ日發 = 東洋を 
漫遊 中の 活敷 眞 巧の 霸王ダ 

グラス •フエ 王 バンクスは 変 

妻 メリ ー ど 共に 本 a 神 戶じ到 
着 十九 曰 じは rj ^ 京し 廿日 午前 
十 時 四十み じ _ 厂デォ をを じて 
日本の フアンに 挨 がする 尝 0 

A — A — 

シネマ 界の乂 ホ まご もい ふべ 
き ダグラス •フ ュア パン クスと 


メリ 1， ピブ クフ オ—ド どが 共 
に H 本へ 巧つ むい ふまで もな （ 

兩人 は 昨 H やを H の 駆け 
だ じなら の、 立派な 夫婦で ある 
をれ だの じ细 何に 藝 をの 積ろ ど 
はいへ、 亭 まが フス ァ パン クス 
氏で 女房が ビック フォー ド 氏で 
は 困る だろう ごの 静が をる。 野 
暮を いひ ■さんな あれは ダグと 
メ 9! だ やない か、 をれ で 深山 
だ、 7 ヮン 諸君の ぞくは こう 答 
へられる かもしれ ない、 また 實 
際 じこの 二人は 相當を まな 集ら 
なでで ぐ も、 第三者に 徹頭徹尾 
『あの ダグが』 『寒の メリ！ が 」 t 
押し通し もす るし、 人口 じい ひ 
ふらされた 結联 かで うか、 ダグ 
どメ ー ブ！ の 二つの 間 じ 巧 巧す 
る完 をな 

1 誠 和と すを 離# is は、 て 

うで、^ ム ど エツ ダス あるひ' 口 、 
いも ごと クブ ーム との 間 じ おけ 
るが 如し ごい ふの だいら、 今更 
無用の 藍 議じも おょぶ まいご 思 
はれる、 先 ごろ 兩 人が。 ン ドン 
滯巧中 このを 議を 必要 ど 威 じた 
人が をつ た、 をして レ 七 ペシ 3 
ンの 席上で を 直 じ メリ] 鹽 (？) 
じ 質問した 『あなたは フエー ア 
バンクス 夫人 S 巧 だれる ホ かお 
すきです か、 をれ とも ビッ クフ 
ォ！ ド 媛の ホです が J 『兩ホ ミを 
好きです ヮ J 『ぢ や、 こがに 御 著 
名を して 下さいません か J 『エ！ 
もう わ 易い こど」 ご 言下に もの 
した 

著名 は單 なる メリ— •フ 

エア パン クス ごい ふので あつた 

らう 一つ 序 じ 書き添え たいのは 
やは b 岡 じ レセプションで ダグ 
が、 實は自 をは シネマ 界 から 引 
退したい、 出 來るこ 交なら 明日 
じ も 引退した いと 述懐め いた こ 
W をい ふので、 くだんのを 索 中 
きの 人物が、 こつを b メリ！ じ 
近づいて r ぁぃょ たの 最大み 野 位 
は ？ J W からめ 手から 尋ねた も 
の だ、 どころ が質閒 のから/、 ら 
を 知らない シネマ 女王は、 立で 
ころ じ 『もつ ごい！ ホ 優 じなる 
こごです』 ご 答へ てし まつた、 
これで ダグの いは ゆる 『巧來 る 
こ VJ なら』 は 可 巧い メリ ー ゆへ 
じを < も つて 『巧 ホない こと」 で 


ある こごが 巧 巧した ごゐる ( 1 

記者】 - 

アフリカ ン ゴルフ 

新ケ I ム 

巧 場 じ 提供ず る 

アフブ カン •ゴ八 フど稱 する 
新 ダー ムが 今回 巧 媛 じ 提供され 
ゎが 右は 大 西が 巧が 商店が 邸 次 
氏の 新案 時 許 品 機械で 前週 个ホ 
俄を じがて 開かれた を乂夏 巧を 
園 業者 並 じ n ンセブ シヨ ニブ大 

會じ 出品し 數な 補中最 優秀 e ダ 
1 ム どして 好評を 隙し 加を おト 
ロン トカ 面の 夏 媛 業者を 始み巧 
じ 約 五十 臺の 注文を 引を けた 由 
である。 アフリカ ン •ゴ At - は 
一臺圣 部完瞄 して 懼格巧 ニ j - 五 
弗 ホを 一月 十 お 日までに 太 が 
巿巧巧 店へ 注文 すれば 豫お ij ： 限 
ら惦じ 二割 おとして 發 送は 一巧 
十五 日 0 後 よら 開始す ると ニ ふ 
これは 巧 詰らむ ごする 夏場 ダ 
1 ム ごして は 恐ら {理想的 
むか ご 去ん 筋は 評して 屠る 


デ ヴ井ス 盃概じ 

四 人の 花形 選手 I 

.東京 特電 十六 曰發 n 日本 お || 球 
檢會 では 昭和 五が 度の デ ゲょこ 
盃 選手 ごして 原の 武 ホ、 大诏ぞ 
が、 i 女 部 お 雄、 佐 藤 儀 太 郞取四 
花形を 推薦した、 お ほ 參加ゾ I 
ンは アメリカ 帶 から 歐渊瑪 へ 織洗 
更 された。 _ー 一 
日 本デ ゲキス盎チ|ム^?藤が 
ゾ ー ンじ參 加 ご 巧した こ 左に 
•就て 聯合 通信の 報ずる 两 じを 

ればア メリ ホン •ゾ 1 ' 卡の參 
加 チ！ ム がを ちじ 貧弱で ち も 
じ 反し 歐洲ゾ ！ ン じは 化缺紹 
參加國 も ぞくを つ强 敵が もも 
どい ふ 理由からで あるが、 
メリ々 庭球 協會 ごして は-の 
地 じがけ る アメリカの 强 散は 
々ナダ 巧び H 本のみ であ 王-じ 
反しロ本が こ も留歐洲ゾ！ ン 
じ 入る こど 比 大いに 遺 撼乂し 
で 居る 様子で ある。 


鈴 木 春肢事 か 

大審院まで 

を 衆國檢 事局の 意向 
本紙 前號所 報の お （加 如" 
サン ゼグス の 東 一巧 鈴 木 商 巧を 
鉛 木 春な 子が 國隱 商人の 妻 vi し 
て デぶ，， ムスを を 團地ホ 裁が 所 
判事 じ 化て 上陸を 託 巧され た W 
を 衆圖檢 事局 じて は 之を 不服^ 
し大審院 じ て 爭 ふ 意向に て あ< 
巡 廻を 訴院じ h 吿 する 善で ぁを 
患 云 ふが、 本件を 取扱つ たキ！ 
テン グ辯溝 ± は 

デエ I ムス 巧 事のを 正なる お 
巧 はたごへ 大審院 (持 七 おし 
て も 動かし 得 U いで ぁらぅ が 
唯 化 ホから 挑戰を 受ける どす 
れば 最後まで 爭 はなければ ぶ 
らな いので、 巧留 H 本人 じぶ 
つて 最も 有 和 W 巧み 例 ごな ーち 
ので 精神的 •しも 又 物質的 じ!® 一 
援助を 蟹み ねいと 留 つてめ I 


君は 年末の 拳闕 みは タくア メリ 
々人に 化を 持たす ので 前 四の 出 
場 も 延期され たが.、 巧 週 月曜日 
じは 聖ニコラス •アレナ じがて 
出場す る こと、 なつて 居る、 相 
手が 巧 人で あるかな ホ 詳でゐ 


中が 正 一巧 逝去 

往年 请 地に て內ぉ 科醫を 開業 
して 居 大阪府 人 ドク トグ 中が 
正 一巧！! S 豫て病 氣巧爲 め グダ ラ 
ン 病院に 入院 加養 中の 處 去る 十 
六日 午前 巧 時遂じ 逝ました。 葬 
儀は 本日 午を ニ 時 巧 二十 ニ 了 目 

モ ■ — ニン^ グ サイド ドライブ 巧の 

長を 敎會 じがて 執 巧す る 善。 遺 
族は みち子 未 己， 人と 息 お雪の ニ 
人の みで ある。 


♦目 本 菓子 ♦ 

巧 蟹 頭、 其 化 色々 
のし 餅は 前日 御 注文 願 上 喉 

御菓子 嫌 松風 轉 
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西 百 十六 了 目 二を ホ 
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の 程を 願 ひます 

n ロ シバス 矢 野 

だ 卓. Sist S 三 el . 岂 Lu ョ bus 这 48 
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3 •ゲ キラた b 得る」 ご 評 巧つ 
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【日喔 水】 


日 八トパ 二十 牛 四和昭 



ちん 


御銳 餅は 觸 好み 企 


驚 じ 擦ら' へまず 


何を 早々 御 あ 命の 程を 屬 ひまず 


高 橋 松風 軒 
桑，： 山 商會 
か 相ぶ. 弟靖會 
自お食 巧 晶商會 


大安 賣 

タリス マス 

贈答 蟲 

■じ 格が め 美術 雜貨品 
本年は 移 巧 前 じがき 
破を 値段 提お 
巧 閣關店 


桑 山霸會 

ご A 岂資基 th 苦.， N . Y . C . 
さ呈こ 己 呈す巧 21 岩-夏 ご 


昭 かおを 度 

當用 日記 類 年鑑 度曆類 

そ导號 

謀 談愼樂 部 講談 雜誌 
文 藝俱樂 部 富 ± 
キング 新 誇が 
其 化 

gf 字典を 極 


名聲を 天地 

正 宗 

一手 販賣元 

日本 食料品 霜會 

」 APAN 呈 青を 呈呈 .， 
'夏 去. 苦 thS 三 el . 里 Dis 吉 7 岩 


ヮナメ J - 力 ー の特を 

日本人の お 買物 だは 特別 掛 員を 置き 無 
巧で御ー業內致巧|^話又は おホが巧窠御 
訪問して 御 便を^ 計ち かめての わ ホに 
對 してば 特に^ おを します から 是非 お 
立 寄ら 願 ひ 丹、/ 巧內 配達は 勿論 H ネ其 
化が 地 宛の わ^ 物發 送は 當 ホで 致し 巧 

ジ _3 ン ，/ ワナメ I 力 . — 


# 羅府 、を 港 出帆 (ホ ノグ^ 經 も) 
雜府 を 

(や 后 ニが 出 机) 

春 巧 化 十二 巧 サと日 
.淺巧 化 一 巧 十日 
火が 乂ニ巧 一二 日 
コレ ヤ乂 一二 巧 五日 


を港發 

(正午 化れ〕 
十二ち 册 一日 
一巧 十五 日 
ニ 巧ち 日 
一二 巧 八日 

»シ 7 トル 出帆 (午前 十 時 出帆) 

西 比が 亞乂 十二月 廿 四日 
靜岡化 一巧 十一 日 
橫演乂 一巧せ 五日 
一二 島 化 ニ 巧 甘 二日 

® 爲敦疑 B 本 巧 化 轨 

邮 巧み 十二 巧せ お □ 

香 取 か 一拜 十一 日 

熟 巧 も 一月 基 日 

■▲翔 育ぉ晚 むを 馬碟ぉ B ネ 一® 糊 艦— 巧 ニ 固 
▲瞒雜 取を 0 帶 化は 款湘 巧、 構 ホ お 並に 芭条ぁ 
經ぉ柬 ぞ洋岸 巧を 襯船タ かと 特妍ち リ巧船 巧 
巧 等 萬 事 御複宜 にお 計 ひ 串 上 ミず 
.▲朱 簿淺道 切が、 廈を券 等ら 御 便 藍に お 計 ひ 中 
上ます 


讓 度し 


と 室ァパ ー ト 

ント 、あ 省よ 十 I 
巧、' ピアノぶ び あ具附 でを 價じ 
譲 巧し、 場所は 西な 五十八 了 目 一 
五な 四を、 アバー トメ ント四 ニ 
I 電話 ビリン ダス 九 八 一二 一二を 


巧 


着 


おいしい 

茄子 辛子 潰 

昭か五 年度 

年 鑛を種 
當用 日記を 種 


を 儲の ブブリ 方ンゴ A ブ 
好機 會グ— ム豫約 製造 

本 器は 巿 がを ホ じ 於て 開 f られ たるを ホ 夏 檐を圃 業者 並に 
コン セツ シヨ ニヤ 大會 にを W し 數巧柿 類の 出品 中蟲 優秀なる 
ゲ！ 4 どして 大 好評を 博 を 大豫約 注文を をた るの みなら 
や引績 きを 化ょ b 續 々を^ 巧し つぇ ぁ b 
B 本人 諸君 じして 騰頁御 t の 御 方は 化際大 まを 御中 込みな 
けれげ ホ 夏の 間にを はね 热れぁ > 

價格 壹臺百 或 おお 弗 (を 部 完備) 

ホる 一巧 十五 日まで じ 御 申を ホに 跟ら特 じ ニ. 割引 

發送 期日は ニ ぉ 十 お 日な 後 

アフリカ ン 、 f ルフ 製造 會社 

麵の I が 鐵 次魔會 


) S . Newark 芒 e ., ぞ ninor . 


クリ！ - 7 ランド 
マアチ マス ダイス 


，— ベル テ： 商會 

134 Wesi 雲 SI , Gliiand 寶 io 


か禍巧 弟簡會 


陶魁器 雑貨 卸資 

春 旧酶脅 


ー晚香 坡每ニ 週】 回 出帆 

▲ぶム プレス 露西亞 0 ニろ 00 巧) 

I 十二 巧廿！ 日 
一 ンブご 亞細曲 ご ニ •夏。 顺) 

一 一巧 王 日 

▲ I 么 ブレス 加を 太 ご ニろ 呂顿 ) ' 

'I ニ 巧 八日 
▲ーム プレス 虜西亞 ご ニろ 呂颇) 

I ご 育' 一 日 
; 一等、 二等、 一二 等 及び 下等を 設備 
を大 、善美、 最 快走の 東 巧が 巧 船 


わぶ 巧 @ 轟賣化 

年末 年始の 御ぶ 品 最近 便に てを 部 取 
揃へ 居り 候聞單 々御 巧 命の 程 願 上 候 
い 夜間. 蘭 巧 n 

巧 欄 化 弟藏會 

ま 五十 九 了 目 二百 二十 醒 を 
電話 ウ井 ツカ シか么 九 II 画 四り 四 五り 四ムハ n 四 セ 

桑み 蘭會 

東 五十 九 T 昌巧 十四 蕃 
電話 ヴオ ラン チヤ！ ニニ 吉 lino 五 五 セ 


資 室織譜 

八 ホ、 ダブ グ 一遇 j 
王 QTEL 曰ち LE , だ 


带の 室、 設備 

巧ンご 一週 
干 巧 

こ 量 S 广呈 


婦人服 ^蹟 ゆき子 

Mrs . Y . YOKO 山 > R 1 A 
じ resMmaklpr 

窝 7 去 .- Qthsi ., 吾一. 14, rafaig ミ 萬 15 


タンク 


テイ ラ ー 巧 
ィ ンノ！べ1シ ヨ ントラ ンク を 

物と 雖 五十 仙ょ b 上 ニ 弗 五十 仙 
53 で St 送 す s | 墨 


•い t 中 村ぶ 一儀 

豫て病 氣の爲 め グダ ラ 
病院 じがて 療養中の 處去 
る 十六 H 午前 四時 巧 去 仕 
慑間岛 巧 上 化 段 生前 辱知 
諸君 じ 御 通が 中 上 候。 尙 
ほ 葬儀は 本 H 午後 ニ時モ 

1 ニンク サィド •フ レス 

ビブ リアン 敎會 (巧 二十 

ニ T 目 モ— ユング サィド 

角) じがて 執 巧 巧 致 慎 
昭和 四 年 十二 H 十八 日 
妻 中 巧みつ 子 
巧 正 雪 
ぶ 人 總化飯 島 か 一 


傳染を 腦膜炎 ニニ 

騰 チ' ■フス お 

肺炎 一二 ニ 化 
流 巧 性感 冒 ご 一四 
自動 軍 毒を 0 


み 绩触會 お (ホユ を 鐵道會 お) 

化 瑶店巧 禍 兄弟 蘭會 

を jar 乘船 切な 並 じ ホ 荷物 運送 御 便利 じな 扱 申しまず ' 


雜貨 陶磁器 

ランプ 及び 笠 

太泮賓 易— 會社 

.ま 巧 ホ 俄 岳、 ボマ トン 


鞠 破 嶺雜貨 類 卸販賣 

S 巧 木 桃. 并組 


韻賊 日本 ドライ グふ 商會 


日本 陶破 證雜貨 類卸賣 

ホ元ブ タザ ー ス 


星一战 復活 

京 ビルを も圃敕 して 

が 育 お 身のを 業 あごして な國 
じ 雄飛せ る 墨】 巧は. 貼を 反動 期 
に 人 b 餘らじ 膨脹せ る 事業 整理 
の おお 自己 S 經營 しつ i ある 星 
お藥會 おも 一時 破を 狀 態に 陷 6 
たるが 最近な ホの 舊か 某を め 元 
じ 達し じる 書信に 化れ ぶ 非常の 
勢を 巧て 捲 ± 重 巧し 髮災 0 ホ 係 
ず 中で ゐ つた 有名な 巧ビ かを を 
をに 回收 して 目下 大修簿 を 加へ 
居、 り 本社を 五な 旧の 製藥 工場ょ 
b 京ビ 八に 移し 製藥巣 巧が シャ 
1 タ。 1 パック まの 通信 販資裴 
をを 國的じ 開 おした 由で ある。 
星 氏の 舊 知は 『僕は タ年 星の 親 
ぶくして化円本近ホの快巧おの 
な 巧を 喜んで ゐ る。 あれ 丈け 憲 
政 會ぺ閣 の 迫 善を 受けても 倒れ 
ざる お じ 彼の 巧を が 活躍して ゐ 
る。 而も 憲政 禽の後 身た る 民が 
黨內 隅の な活 と共に 彼の 復活せ 
るは か 巧 じ も 巧 肉では ないか』 
ご 云 つて ゐ る。 

河上淸 巧の お備 

化堆府 が 上 構 氏は 扁桃 膝 炎を 
療 手術の 爲め 去る 义 H 入院 一兩 
U 前 退院 靜養 中なる が 1 月 初旬 
までに 健廉州 なせ ざれば 偷敦會 
講 視察 旅行を 中 化する や も 細れ 
す ど ホ 信 あつた。 

抑 合眞英 師歡迎 

お‘ 報の かく 曹抛宗 管 ぉ 特派 兵 
巧 縣糜德 寺 化 職 河を 眞が 狮歡お 
會は魄 み 曾ち おの 下に 十六り 巧 
朗 かれ 席と 河を 帥の 說を A 揮 塞 
あら 午後 十一 巧 盛％ 裡じ散 食。 


一 识樂部 H 食聯 をの 

を 權歡迎 宴 

二十日 夕刻ょり 

が 育 H 本人 會 並に 日本 供樂が 
衙合ホ 懼め下 じ 旣報若 概を權 .一 
I 巧の 爲 めじ 歡迦晚 餐會を 開 < 苦 
j でぁるが 時 H ; J 二十 H (金} 午後 
I 正 五 時半、 六 時を 權 との 接見を 
i 開始し」 X 時半 ま 人 側ょ b 歓迎の 
辞を 述べを 確 側の な說 ぁら 午後 
; セ 時な をの 蠻應じ おら 八 時閉會 
i i 巧は をに キ 9 ム ビック 號繫留 
i のがム煤じ向ふ -^ど ^:<>つ て ゐ る 

が お蔡は S 弗 服裝は 平服の 规 を 
; でを る 0 


i 威 冒に 注意 

i 天候 不順の 昨々 

! 當お街 生 厨の 接 お V あいじ お 
j 晚じ あまつて 天 お 一層 不順の 爲 
一め 本 巧じ乂 b 第一 週は 化肯 じが 
I ける 死む 率激 おしを 計 千 四な よ 
I 十九ん じ 上り 適 ま六グ 年間 平ち 
j 數千 一二な 八十 八 人に 比し 化 十一 
; 人な 加し 千 人’ 對 して'' こ ■と 
一二 N 過去 六 グ年閒 ホ 巧 率は j ニ 
- ニニ ru の 割を ごな つて ゐ& が、 
i 肺炎が おも ぞく S な 二十 义 人の 
I 新 おを を 出して むる。 小 兒のデ 
I フ テ" ヤも ホな 十八 人 ビ記錄 さ 
; れて & るが 通例 晓 をの 感冒 じ始 
I まるので 患 おが 注を をを る 結 お 
重病 じ 導いて 巧く のが 普通で ぁ 
_ るから 戚替 どか 戚邪 どか 云 ふ も 
i ので もみして 她斷 しては ならの 
i 小兒の デフ テリ ャも 可が 速 かじ 
一を 巧な かを 巧 ふが ょい ど衛 ホな 
ょり 特じボ 民の 注な を 化が して 
I ゐ る。 だは 十二月が 遇 中の 患を 
I ご 死を の 数で ある。 

一 ぶ 消 死が 

f プ テリ ヤ 一 i 八 八 

お 紅が . 一 0 八 .0 

'ミー スグ ニ 五 0 


食 本を 
拂込 巧ち 本を 
掠 ホを 


意 お圃 
■ I ハ 千 四 巧と 十 萬 面 


本店 まなお u 本 橋 お 本を お 巧 五を 地 一巧 
支店 小が 日本 橋を 內 (おき 横な 
をを 崖を 都 乂应西 英孩神 巧 
巧な 下 離 巧 司 巧 化 福 岡 長 巧 
上が 渝巧 まな 润水 


お出 乂爲 を、 電信 送を’ 並 送を’ 旅行 信用が 
商業 信 巧が 巧 他 一般が 巧ち 

絲賊 一二 菱銀巧 I ミ 巧 

鄕里 送金" H 本を 地 無手 數 科？ 迅速な 扱 
ネ巧預 を (をが 述知ノ ニ 巧) 御 便利な 圾 
本 ま 店を 巧 安度 乂 阪神 戸 巧 都 
所在地を 古 崖 小が 上 お倫敦 


▲鄕里 送を 及び 化を を (無手 數 巧)、 外 固 
ちを 賣買 、巧 爲をお 組 化な、 信用 巧を 
巧 等-股が 巧 業 お 御 便利 じ 取 投可仕 お 

S 臺灣 銀行— お 張 所 

本店 臺爲臺 化 

支密を 京、 橫濱 、大 吸、 神戶 、ん が、 漢 
ロ、 福 脚、 厦 巧、 袖が、 香 お、 廣 東、 お 

慕坡 、スラバヤ 、スマラン、 バタ ピヤ、 を 頁 

々が々 ッタ 、偷 な、 其 外專潰 十四 ケ巧 


，資本を 壹億圆 ( 查額拂 をを) 
i 、 構を を寶 億八昏 五十を 圓 
巧 化 本 ま 巧 U 橫濱 (本店) 巧 京た 阪 
が戶長 胳下顆 をを 屋 

橫濱 ぶ 金銀な— 支 巧 

ホ國を まな U 桑 巧 漂 府沙ボ 布 畦 
其 化 化 巧を 國重お 都 巿ニ支 巧 度 n 式 レ 
スち么 お 


本 巧大阪 化濱五 T 目 
紐 育 支 巧 紐 育 ブ。— ドクー 


.巧 四十 九 巧 


瓣 S 住を. 銀 巧 

お {東 規橫潰 名ち 尾' 京都が 巧闽山 
原 ノ道廣 廈吳柳 巧 下ノ關 
地 ま 店す 词 、小 倉‘ 若松’ 搏 をん 留ホ熊 本 等 
ぶ齒預 を、 鄉 を 送を 等は 唐め 
で 御 巧 巧 巧を じ 御 取が 可 おお 


本店 朝鮮 京が 

支 巧 S 張 巧は 自本巧 化の おを 都 ホ、 朝が 
滿讲 、まがのを 地 及び 浦 補 巧 お 

觀鱗 銀行 紐脊 出張所 

ホ 菌巧替 一般 銀 お 業務 精々 お 巧 巧 じ お投巧 
申 上 巧 


巧 かを、 社 償、 がま/ 賣買 及ビ巧 
化 取 立 一 ま 棟 座が ュ御 取圾致 ン 
マス、 お々 當巧ヲ 御 利用 下 サィ 
II 藤本 ビル 7 ロ ー 力ー 銀 巧 姉が 會胜 

藤本 證券 會社 

同を 巧 ま 巧 
间 •羅府 出張所 
同沙市 代理 巧 


掏が 語、 雜 貨卸賣 

森 村ブ うず— ス 


日本 觸破 器雜貨 
ラム プ卸賣 

奈良賓 易獻會 


本社 特製 新年 繪ハ ガ考 

印刷は 紐 育 新報 •へ 

— |\ •\/\(/.» tl»\(lr!t\/N /)(/. --- \((/ 

電話 ワトキンス ニ 九 0 九— ニ 九 1 0 

わ 間違 cs む 報へ 

I お內西 十よ 了 目 十二を 十 階 曰 

狀袋晚 特製の 新年 賀狀 

巧 刷は 紐 育 新報へ 


ハイチ 閒題 論議 

外 或 政策 硏究 曾では ホる 二十 
1 HC 尘军 餐會を 開き 巧 义雜誌 
這璧 の-ホ 筆 デ i • ホイス 氏 ホ じ 
'ィ ィチ おか 國 が^ 願 間 カム パ！ 
ランド 氏を 鹏 し-」^ イチの 對ホ 
問題 じ鹏し 意見 聽 取すべく 當 


日は 會長 マクド 


S 時半まで じ閉會 する 箸で ある 


な 人 


参 ホ 巧 ドク ト少 
) 硏兜 所の 氏は 


.が ド 氏 司會し 


か 人 


餐府 ウネ スタ 
.八日 プ タン ス 


トン 大學で 階 ±; 畑 文を 發 あした 
•藤 巧 平 次郎巧 •一八 人 慶事 滯紐 
中の H 本 住宅 巧み 會社會 計 謀 長 
が 野 やみ 郎氏梅 了 夫人 ホに 慶事 
をら】 昨自 午前； 一時 十を ドラ 
スキン 病院 じめ て 男を を娩 、切 
子 共に 頗る 健を、 和 孝 i 命名。 
♦加 藤義 夫巧焉 軍機 關少 を、 
當地監 皆 事務 巧 ご 勤 平 曲 機闕少 
佐歸 朝を 巧 どして コンヤ 化 じて 
桑港經 ぁげ B 着 ii 。 

• 山 田 助 遣 巧 II 朝 中の 江 商 株 
ま 脅 社紐脊 まな ニ、 夫人 家族 同 
伴 去る 十五 日歸ご ゥェスト ェン 
ド 街 八 八 四發ァ 1 トメ ント化 
ニじト 居。 

♦ がが 愛 信 巧： I 本を 糸 株ま會 
社々 員、 夺週岀 § 1? 西 巧 一 隐歸朝 


日本 巧-^ — 


本局 雜额當 目 午壞と 
時日^ ご 体 曰は 國時 
み 倫敦え 〔シア 八】 十八 日 
♦ずイ ベリアみ J 〔シアト^】 十 

九日。 


> フン シザン L 
タス n 】 二十 
みフ レシ デン. • 
I W ン アト グ 


アダムス (フ 

言り • 

■プ キン レ 

革 音。 


み 


クリスマス 

及び 新年の 

異文 小說 

日本人の 親み 

ゴ •一 • プ i ヤ 

で 松 率 節子册 
.甘る i の 
て强い 巧を と 
名篇 、特惕 一 


の 逆」 

である エ 'デス 
ァ女 おの 著述 
- し デ チケ！ 'ト 
本 婦人の 優 < 
解 說し盡 した 
弗 


紐 育 新 f 社 
歡業部 


婦人 入 

日ぶ 製專賣 特許 
を ホ國ぉ 蕩じ紹 

ン ストン^ タ 

名を 急 人 巧委迦 
又は 御來談 

JA さ N - P 芸夏曰 A 一 产画夏 耳 

Ris 9 2^ E . 21 stst - 
ジ一 • ALI^nquin 苦を 


用 

_ 局 速度 手 編 機 
がの 爲め デモ 
どして 婦人 數 
は 左記へ 電話 


米國 々籍 保留と 二重 國籍’ 

化 n 木 日系 ホ 民 等ん 注寇を 嬰ず 


I ホ國 お 民 じして ニ 里齒賴 
を 有ず るら のは 巧 女 共に 二十 I 
巧 じ ましね 晚辨れ かの 固 観を 獨 
擇 する 必をあ 5 ゴ てを 灌 地方の 
邦字 巧に 化ら 化 H 本 U 系 巧は の 
注意を 促が す 巧 かあつた が、 右 
じ 隅し 專巧 をの 取 誠べ たる 意見 
な もと 云 ふを 巧 < じ假み 二十 一 
I をの 成年に 達した る もの VJ 雖日 
I 系 ホ 民 自身 •か 米 团籍脫 雄の 中 請 
をな さぐる 限 b 巧 民權を 喪失ず 
る i は い。 即ち 米國な 巧は ボ 
民 自身の 自ホ蟲 志 じ 化 もて ホ國 
國 緖を脫 離す るの 權利あ 4 を認 
~ めて ち b 自己の 幸福を 活の 便を 
I の 巧め 斯 かる 

I 行數 を 執る は 巧 民の 自然 
; に 寧な する 權利 である？ 認めて 
:ゐ る。 而 して 『ホ 國巧民 じして 
他 國じ歸 化し 或は 他の 廣家 じ忠 
誠を 實 誓した る ものは ホ 固々 籍 
を雕脫 しむる ものと 看做す •併 
しホ國 出生の 巧 民 じして 外國じ 
居 化する もの ど雖 自ら 進んで ホ 
國 々籍 雌脫ど 見るべき 巧颤 をな 
さ r る 限ら ホ 民權を 喪失せ ず」 
位し 十ん 歲に 達せし 騒は 巧な 地 
管轄の 义國 領事館に 出頭し 自己 
が 乂固ホ おごしで がな し 米國じ 


居 化するな 志 ある 旨を 吿げ 、的 
さ 一十一な じ 速せ る どきけ 

忠誠 を米國 に窗智 ずるを 
要し、 是 等の 手 擦に 觸係 あるを 
記、 登 叙が 他 證彼萬 類の 為を ホ 
固々 務巧 じ送谨 すべきで ある。 
唯が じ ホ 化 ホ 商 じがて 注意を 要 
ずるに 幼少の 媳を父 巧 じ 间伴さ 
れて H 本 じあき 或はな H 本の 親 
戚じ巧 けられて 成 度し 今や 成年 
ご つて 一人前の 第二 世 日系 巧 
おこ。 つて 居る ものが 波 ホせ む 
S する じ 臨み 彼等が 本 じ 赴け 
る當時 ニ歲ま おのを は 船賃 無 お 
どなつ てゐた 巧め、 S 四 歲の小 
班を 巧々 ニ歲ホ おご 憤ら 船賃 無 
料の 特典を 得た もい がを 數ぁも 
是 等は 日本 じを いた 乘船 

記錄 がない から 渡 ホの 藤 
出生 證 明は 持つ てゐ るが 巧 年 巧 
月 父 巧 じ 伴 はれて 日 ネじ歸 つた 
か ホが 巧歲 であ ク たかをな 調べ 
る ご 年 齡の相 遠を 示す ので 上陸 
じ 際し 出を 證 明の 眞麗を 間は る 
るが 姑き 壌を が ある ど をん。 孰 
れ じせょ 二重 威籍 、船賃 誤魔化 
しなでは 固 息な i であるから 赤 
は ホ、 白は 白 ご 確然たら しむる 
•かょい ど專巧 家は 語つ てゐ る。 
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比 S»uJSnk". 
303 Fifth Ave.» 

Tel. Bogardus 4860 

巧 巧琼事 ま: 曾 お 

Uchida TVad ミ打容 Co., Irc. 
1 1 Pwk Place 

1 > 1 * 8 が。 ! 巧巧 76 

島 貿易 巧 巧會を 
Sh!!na 、 rad!n だし 〇 •• Lt ん 
ISO Bro»dw«y 
Tel. Hitchcock 1484 - 1485 

株 まる 肚赤尾 巧を 
Ak お WO & Co リ Ltd .， 

295 Fifth Ave., 

Tel. Caledonia 9758 - 5 ? 

巧 倉 製 お親績 株式 會化 

iCataJk 枯 1* 公 & Co., Ltd バ 
200 Madison Avenue 

I に Mikimoh 

Mikimoto PearU 
535 F 化 h Avenue 
T«!. Vand が 2519 

考倉巧 铅巧ま 巧 
Okul：。 & Co" 

30 Chu 化 h St" 

Te!. Co け ! andt 2292 - 93 ぷ 4 

H 共 巧を 會 が 
化 巧 店 
な# 巧會 

1 现わ Mik 化 N. !. C. Te しわ 加 r 巧 

Fadorsf ； 35-10 3 fi}h ive., L, 1 . City 

巧 巧 おを 賊會を 
Asano Bussan Company 

Room 801-805 
一 S 6 ち Broadway 

TeL CorUan み 80 お-なな 巧 

Gosno ^^rporation, 

5 ミ Ik importer,, 

が 反な t 84 忱 Street 

T,L ん出1 站 id がの ぷ 3 把 

Gosh 。 C 〇 w ! 。ド、 渣 

Cotton Exportora 

の Beavei ■ 化， ■ り 田 * 

わ！ HowIIdb G 巧 抑が 前 ぶ ^" 

巧 巧が 度 あが ホを な 

1 な 巧 奉 巧 所 

1 Sou 陆 Manchuria R ， R. Co., 

i れ 00 m 202 も Canadiaxi Pa 巳ぶ c 別 か • 
! 342 Madison Ave. 

‘; Tcl. Vanderbilt 4135 

S 井 巧を がぶ 鲁 な 
な 巧 ま 巧 
Mitsui & Co., 

6 a Broadway, 

Tel. Bowling Green 7520 

巧巧會 なを ホ 巧 巧 
紐 巧 巧 張 巧 

!w&i 足 C 化， Lit ん 
WooSworth Building, 
TeL F*Uz 反 oy 8 が 0 ぶ い 62 

巧を 巧 まを 社 
紐 育ま 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 
(M;t*ubUki Co • ，いん） 
120 Broadway 
TeL Rector 2560-2564 

大巧 朝日 二ち 京 朝日 
恒川 巧 
Osaka Asahi 

The New York Times Annex 
Te!. Lackawanna 1000 

a 本 お巧獄 能 
ねち まな 

1 Japan Cotton fraaiag Co., Ltd>, 
2 Park Av ， mi も 
TeL Lexington 8787 

日本 生糸な まを な 
おち ま 巧 
NiP 抑 H Kl.im K ピ則! ，抓 

fwo Park Avenue 
Tel, Ashland 5320 

巧# 名會せ 
短 巧ち 巧 
Har 这 & Co リ 
443 Fourth Ave^ 
TeL Caledon ; も 7830-35 

日 ホ 生糸 巧を 舍 を 
1 なち ま 巧 

RICHI.BEU 町 0 W 刖 SHIKI U 刷 & 

(NIC 谢ぶ な KHTO COn LTD.) 
1 Park Avenue 
TeL A,Wand 62 が - 47 ^ 4 も 49 

大阪巧 日 ニぶな 日日 
を 木 H が 
Osaka Mainichi 
Room 306 A World Building 
Beckman 4259 


具體化 u ， しむい が 

.. 精神的に U 誘 解か 博、 

若 微を權 ワシントン 訪 欄の 成果 

東京 特電 二十日 發- 。縣 原が 相は 本日め 閣議 じて 若 概全私 一一 巧の 華府訪 


閒 では 微 的な 誌 解は 化 おなかつ たが、 精神的し はが 結裝 
.こ 報尝 した。 


I を 得たら しい 


ワシントン 特雪 十九 巨發 = 巧 视を權 、附 がを 權けあ 淵乂化 没び 齋藤博 巧.^- 同伴、 國務 おじが て 
國巧 良宫、 モ。！ をが、 キヤ ツス グ大 街、 ジ 一*! ンズ をを 等 ど 今朝 ニ 瞄間じ 直 IV て 最後の 協議 じ乂 
ら 、ロ 米 吊を 懼は其 間 宜言蕃 をを あして 豫脯 巧涉が 極めて 圓滿 じ進搜 しわ こ」 を 裏ぶ 旨を 述べた 


; が'、 をみ 中に 『兩跑 の 目的 どす も 諸 巧に 協を の 巧 立を 駐 た』 どの 一巧は を； 
を篮 族ず を 中 お-、 恆义 的な ぶ 證を樹 をし やう*」 いふ 點 じがて、 兩國 の 目的が 


|ーゴ もこの 意が は 海軍 

をして 居る ミを 發 


見した』 ど 巧 明 さむた か、 前を 一二 巧 じ 置る を 備交涉 じ 就て 具体化し たちみは よいが、 鈔 C 共 一巧 


目的 どず る 所は ア 
は 築かれた らしく 


巧 被 巡げ 黯じ おする B 本の 比 傘、 潜水艦の 要求 及び ま々 體 問題 じ 就ての 日本の 
，メ 9 々側 i がても 誠が し、 巧 r 近く 0 ン ドン 一し める 円を お 祿備ホ 巧の 基礎 だが 
巡が 腊 比を ts 英 ホの 協を じ俟 た。 （ては ならない が、 結局 曰 本の 比率は と 割 で 落が （化を じ 潜 
.水腊 2 現勢 力 維持は、 フラン ブやイ タリ！ の 態度い かんじ ホを されず、 U 本心 顯 ずる 限 bH 本の 
ま 化け 巧 徹イる もの V - 見られて 居る。 


と 割 化 率 U 斷 じて 捨てな 


木 腿 = の 巧、 ホブ火 •プラザ 
のを ごな つた 若 规を懼 け齋藤 
情報 お をん 述肆で 巧み 新聞 記 
ちがの 質 閒じ勒 してぶ のかく 
胃 明した ご 

主力艦の 廢讓 にぉして な 
は 頗卵ゴ しても 實際 ごしても こ 
れに餐 化ず る •か、 ホ だを の 時期 一 
じは 逮 してち。 い ご 見て 居る か _ 
し ホるべき' 爵 をに 巧て 卷 しま カ^ 
おの 建を を 千 化 円 化み がまで 巾 
化づる やぅな 諮 越 お 上程 さる： 
ならぶ H 本は 喜 A で これに 尴 ず' 
る、 而 かし 乍；'' ホるべき 會諾じ 
於る 中必の 問題は ホ だが 等の 條 
巧に も 職 限を 受けて 居ない 腊偽 
の 脱 限し ある こピを 留意され た 
い’ 即も 過去の ワシントン 條約 
がま 力 艦の 勢力を 制限した 陈巧 
強は ホ 先して これに 賛 おし 且つ 
赏 わして 居る ので ある、 おじ 巧 
るべき 宵麗 一し 於て 最も ま 要 じる 
間 越は 

祠巧 艦の 剧 限で わらな け 
む ばなら ない、 が、 補 端 艦 巧 題 
で 私が 特にを じカ說 したい こご 
は、 H 本が 大型 巡が 腊の 比率 じ 
辩 て-例を 巧 ぐれば 潜水艦 や驅 
逐莊の 比牵を 巧ず 化ら じ、 大型 
巡 巧腊の 比率と 割 要 ホを 違 ホず 
ろで ホら ぅご 一部 新聞紙け 傳へ 
て 居る が、 これは がんでも ない 
誤解で わる、 日本が 補助 渡に 於 
てと 闽 のみ 力を 盤 ホず ると いふ 
ことは フ シン トンを 證な ホの 固 
巧 t あつて 八が 備袍 一力 順 おの 
大型 巡が 艦 も、 列强 がを する 最 
苗の 巧數 におす をと 剌 のを ホは 
斷 じて 拾て ない、 をの 列强 ごは 
勿論-/ メブ 々で わるが、 このま 
じ 割して ィ’ キリ マが 

な對 しょいか‘こいふ懸 
念じ 斟 して け、 H 本の この 閱題 
に蜀 ずる 立 踞が宮 衛の相 神から 
_ 出た 被め て哄 々白々 の もので あ 
- る 限ら、 ィダ リスら 必らず や 曰 


本の 眞总を 語 解す るで あらぅ ご 
確信す る、 而 して 潜 ホ 婚じ對 し 
日本が 蟹 ホす る 巧駭は フランス 
乃ち ィ タタ！ め 要 ホす る もの， こ 
斷 じて 同一視す る こどは 巧を な 
い、 童し U 本は 御 承知の かく 島 
峨國 でを 6 國巧 上の 是 地ょ b し 
て も 潜水 媛は 絕對的 じを 要で ぁ 
るの みなら や、 H 本が よカ歷 ぶ 
び 補巧繼 比率 じがて 値-列 强ょ 4 
も 化を _し 甘ん 中ら 限ら、 H 本が 
戌る 嗯駭の 潜氷鑑 をを ホず るの 
は當 なの 

主張で をつ て 潜水 鑑の廢 
薬 等には 賛抵卞 る こどは 出 ホな 
い、 おは 今 巧 アメリカを 訪閔し 
て 要路の 人々 と窗 をす る こごを 
得た のけな の最ち 富び ごず る 巧 


なかつな が 




か比率ごか^^ぃふ巧題じは觸れ 


商 越の 目的 ，> す- 


所が 词ー點 にを る こどを 發 見し 
たのは 同慶 至ら じ堪 へない、 
冠 も ホるべ^ 會議を 是非 お 成 巧' 
せし いる 爲心じ 協 する ことじ 
おって 兩國 商の 意志は を，、 を 
致して 廣 るを でを る。 

國ぶ宣 式 

巧ン ドン 甘白發 n ィ •* タ .ス政 
府が發 おすろ 巧に 依れば 巧る 一 
月サ 一日を なで 開 會を宣 すべき 
日ン ドン お個留 海軍 會議 じは ィ 
が 9 ス國 ぶが 菊し （腐 御、 則强 
の 化を に對 しで 歡迎の わ 言葉を 
述べら る： こ* I じ巧定 した、 國 
陵 的會講 ごし ムは 極めて 稀 有の 


e あつて、 を妈 のを 渉は 數タご である。 一 

最小限度の 譲歩 率 

ま 京 特電 十八 日發 ご ' I ユ 31 ク •タ井 ムス 紙 I 】 = 補助 鑑比 
をのと 割を ボじ 就て 日本が 軍が 譲 ホし 揚る 最大!^ 度の 巧 能 性は 
左記の かき 数ぞ でを る ご 確聞す る。 

ァ / リカ 〔顺〕 日本 (顺 その 比率 

巡洋戰 鑑ごニ 五 • 000 ニ 0 八。 00 - 

一巧 顿お 巡が 藤 一八 900 0 1 ニ 六 ■00 
輕装 巡げ 態 一 五 I •000 八 900 
驅逐艦 一 五 0•000 化 S • 五 0 

潜水 腊 八 0•000 八 900 

補助 臆 總嗤數 五 四 五 • 000 1 二八 一 • 立 0 


記の 統計に ぶ b ホるべき 會 
證じ 於て H 本が 軍が 最も 
重^ 15^ 舰 しっ； ぁる 點を察 
する じ雞 （ないで あらぅ が、 若 
概を權 が訪ぶ 0 巧を 蚀の 官民ょ 
ら献 持を をけ つ i ある 巧 道は 日 
本闕民 S 特に 滿 足と する 巧 じし 
て r メリダ 官 溢が 若樹 巧の 說巧 
を惯亟 じを 猩 しつ > "ある 誠患も 
認め. .ゎ れ 海が 當局 どしても U 本 
は擲 じて 巧議を 巧； IS らず やうな 
こごは な <ぉ« 欧治 的を 協を 秘 
かに 糾 ホして 居る が、 政治的に 
解 巧を 巧す るホ话 性を 巧び 化 間 


題で るる だけに 
言明を 避けつ t 


六 0•0 

お 0ろ 

六 ニ ■ニ 一 
六 二王 ニ 

003 

，と 0ろ 

巧路は 何等かの 
でる も お 原 外相 


のかき 現じ 巡が 遍 比率 間 題に 就 
て 外務、 おを お 音 局の 盧 見は 完 
を じを をして 居- 0 ど 述べて 居る 
が， 間 題の 

中 屯け 全贫】 乃觸 級巡洋 
艦め 比率に 集注 マれ て 居る V - 稱 
する も 差 支は な t 、 若し 化の 爐 
型嚼 数を 巧 ホし^ 巧 協が 成立し 
じ 場を、 アイ V 一 パの 輿論が 日本 
のと 割 巧 ホを なて 單 なる 懸 引で 
あると 見做す 場 & を考 霞され て 
居る、 H 本が 最 ，12 憂慮し つ i を 




づれも 夫人を 間 伴して 參 集、 海 
を 脚 軍 樂隊の 吹奏 强じ お氣 *: ぃ 
あいたる-巧を 巧 かした、 我 巧 
踐 饒長宮 7 ブム ソンを 央 妻け 風 
邪の 爲 めじ 列席— 巧な かつ" が 
出席を の リスト d 左の かし 
フ ー ゲァ I た 統領 夫妻， み概 
全權 、が 部を 懼 夫妻、 ぉ脚大 
使 夫妻、 安が おが 乂將 、川搞 
禪山兩 顧問、 左 巧 司 中將* 齋 
お 巧、 山 本み 將 、海軍 長 巧 r 
ダム， 氏 夫妻、 上院み をを 員 
長 ボラ— 巧 夫妻、 h 院 种巧委 
質 J ヮン ソン 巧 夫妻、 上惦講 
員ッ トッ ン氏 夫妻 ■上院が 带 
委員長/! 心， に、 リ ー ドみ 權 
T 院 海軍 委質長 ブ 9 ッ テ： 一氏 
夫妻、 下院議 貫ゲ ン ソ^-夫 
泰 、ヒユ ー ズ 提督 夫妻、 ゥイリ 
アム* プラ ブト 提督， 國媒ホ 
官 y ッ トン、 を權 モロ！ ぶ ホ 
妻、 駐円 臨時 大巧 キャップ 少 
巧 夫妻、 前な 日 大使 マク V エ 
— 巧 夫妻、 海軍み 宫ジ 一"! ン 
スホ 妻、 ジ 3 ! ンズ 海軍 ホ將 
夫妻、 加 藤 一 等 書記ち 夫妻、 
坂 巧 海軍 大佐 夫妻， マ ー リナ 
I 氏、 ボ 1 ランタ イン 氏 ホ 妻 
、ブネ ヤナ ン大 を、々 タイラ 
ン罐 軍み 佐 

等 五十二を じ 達した、 尙ほ裁 日 
午後 隅 時 メイ フ ラマ！. •ホ テ 作 
じ 巧る お 淵 大使 夫妻のを 灌レセ 
プシ ヨン じは お 霜を 無慮 千 お 百 
人を 算 して 齋 巧を 操め* あ郷大 
使 ホ 妻 3 紹 かで 一々 爾查權 く 挺 
手を を換 したが、 み 使 館員 も 妻 
は 元よ も 澤巧纏 領事 ホ 妻、 缠川 
々ナダを 巧 等ら 縷留で 接待 一-巧 
め' た。 


小 橋 巧 巧 喚から 

懷商相 i 取調べ か 

今度は 文相を 相手に 背 巧吿發 

(サ 日】 巧を 當 おは 協 绪の結 あ ル 橋 氏は 不起訴に 巧を した、； 
理由は 久巧 美、 佐 巧 巧 等との 陳述に 相違が ぁ b 直つ 同氏の 责 j 
巧は 文相 巧 ほで 一切 終 つても る どい ふじ あるが、 小川 ホ ま 
圍 勢院總 裁た 6 し當 時の が書官 がを 秀を 氏は、 巧 中 新 文相を 
相手に 常 ± 生命な 験會 社に 閥 L て 背 件 横領 罪で 吿發し 大廠横 
事 時で 目 ドが 調 中で あるが、 文 接 自身 ごして は 一向 覺 わが 
いと 言明して 居る。 

〔十九 B 】 越後 额道 疑獄は 急轉 直下し 前 文部大臣 小 橋 一太を 
は 十八 B 午前 お 喚、 約と 時間 じ 直る 取調. へ 後じ歸 宅を 許さ P 
今朝 もちら にお 嘆され たが、 氏 じ 習す る漬職 嫌疑は 觸み 薄^ 
いで 巧たら しいが、 同氏の 召喚 じつれ 义鑽类 から 一巧 m を！^ 
受 した く傳 へらむ て 居る 後 商 相 も巧議 會開會 前に 政 調べ ム內 
をした、 尚は 化 議ホ糜 旗 元 おが 巧は 起訴 猶豫 にみ 巧した 

山 梨大將 遂に 起訴 

^:十か日】 宇垣陸相は山梨大將を自發巧-し隱退させて疑獄跑 
題の 始末を つけむ ど 巧 力した か 山 梨 大蔣は 潔白を ま 張して ぶ 
るので 成功せ ず 司法 當 局の 起訴 論じ も 谤觀的 態度を なら じで 
ら むか ミ 見られて ゐ たが 遂に 渡邊法 おは 御 裁 巧を をけ て 山 
大將 をを 說 した、 晓ほ 大將の 係醫歸 はを の 病 狀じ關 し 『山 , b 
乂 將は陋 喉を 痛めて 外出 や談 誌は 禁物で 今 召喚され る ご 非/常 
じ 西る』 i 述べて 居る。 


新を 使な 對 

(廿日) 圏 民を あの 小 潘酉吉 巧 
不承認 じ勒 して 帯 原 巧 相は. 態 
度 强硬じ 巧 答を 渡した が、 を 
使の 不承認は 销内顧 係 じ浓る 
もめ 定觀 られで 居る。 

〔十九 日】 をを々 がを 使の 後 巧 
ミして 前 ト^ 3 大使 ホ 幡酉ま 
巧の 巧 命じ 就て け 氏が 斟 まを 


全權の 訪米 ご 輿論の 動き 【占 

平年 前を 圓 顧し 

華 府會議 の 偉業を 說く 


て 


.ルド 


V ..巧々 は 今や ヮ シン トこ 

じ 日本の 海 縮を 權 一巧を 迎へて 
を r ろじ 千 化な サ 一年 じ大ホ 巧： 
を 摩した プ シン トン 會議を 画 顧 
せざる を 得；： > い 、不 まじして 當 
時殘 された 補助 鑑 問題は、 僞見 
や實傅 等め 道具 i なつた が、. 丽 
わもタ シン トン 會 幾は 近 巧 かを 
の 驚異ず べき 成 巧を 博した もの 
であ b 、 日米 兩國 あ廚が 今や 友 
證ご 相互の 曾 敬 じ步み をら つ， > 
あるを は、 をく この 成 おを 桌藝 
する もみで わる、 邸 も 十 年が、 
太 ホが じがる 日米の 衝突 避け 難 
し ミは 世界の 輿論で あつたが、 
今日、 お 率が 上に 巧 等 何等の 戰 
影を 認める こどは お ホぬ。 

マ 十を 前、 日本 ご ィ》 リ 

スは 间强國 でを つた、 十を 前、 
目 本 ど アメリヵは 亞細亞 じがる 
勢力の 扶殖で 反目して 居た、 十 
年 前の アメリヵ じは 極東 じあ 面 
する 太平が 上の 防備 充實が W ば 
れて 居た。 十 年 前の 日本は アメ 
9 力との 海ぎ 力 均等に 努方 しつ 
つ あつた、 然か i 斯ぅした ず か 
を攪亂 する やぅな 諸帖は 今やを 
の 影を 絕 も、 曰 英 同盟は 遂 磯 
棄を 見、 巧 ふる じ アメブ 々を も 
締盟 図 じする 太ず 洋四個 國備約 
がな 立した、 アジア じがる a 本 
の 進 お 防止は 中絕 され、 日本の 
外を な 策も睡 めて 旨 も 化さる i 


動機 どな つれ、 をれ にも 增 して 
ァメ 9 々が H 本に 後 近した 地點 
じ 海軍 化據 化を ホ設 しない ミ强 
く决 意した こごは、 日本を して 
をのを を じ 確信を 抱 わしめ ァメ 
リヵ ごして は、 極東 じ對 する 武 
力み 巧の 誘惑から 避け 得る こど 
が 出 巧た ので ある。 

v.i ミこれ 等は 實じ デシン ト 
ン會議 の 成を であつ て、 我等' の 
み乂じ 思る、 を 許さす、 擒 斥ず 
る こごの お 巧ない 戚果 である、 
この 成 紫た る や 時の いづれ ご瘍 
巧の いかんを 問は や， 眼前に 直 
面する 戰 ずの 危機を 一掃した み 
をの 巧 力 じ 依る もので あつて、 
こめ 成功から 得た 敎訓を 息れ る 
こどは 出 求ぬ、 ヒ ユーズ 巧は 實 
じ 千 九な 廿 一年に 巧る 『平が の 
胃 隙』 を ま 謀した ので ゐる 、即 
もを は ァメリヵの 故 巧ぶ 礎ピし 
て 日本の 必要 ごする ものを 認解 
し、 日本の 偉大 裡を曾 敬し、 日本 
の 目的と 信用を 撰んだ のでを る 
一國 のな 府が 他の I 園の 政府を 
確く 信用す る ごい ふことは、 云 
ふを も U く 冒 隙な ので わる • 
▽… …！ ヒ ユーズ 巧は フィ リツ 
ピンを 無 防髓ピ しむので ある、 
彼は 軍閲ぞ 流が 强く 要求した ア 
メ リタの 極東 じがる ジブ ラグ タ 
! の 建設を 巧け たので ある、 而 
かもを の 結を はどうで あつたか 


一個 綠 要が 時化 化を をが でを 
つた ミい ふ 翻 係から 支那で 皮 
閱 じは 巧小歷 熱が 激恐化 了て 
ホたのでか務部長王正廷^は 
まだ 巧のを 使 承認 書を を I せず 
ど前言を覆し た の で る^||後巧 
閣 題は 巧 纏んで 居る 0 

金 森 お 長み 起 

【せ 目】 を森大 駿電氣 軌道 社長 

p - PPNhznynyMtlMnMMZn ::。： て yE 

彼が 準 礎す る こどを 欲しす かつ 
ね戰爭は遂じ撲滅した、 一^に巧 
目して 屠た ニ 大辣强 は、 かマ やず 
かじ 巧すべき 巧 個め 友人て なつ 
じので をる、 是 等の おぶ 一は 極め 
て 印象 釣で あを、 ホる ぶき ロン 
ドン 會議じ お 席すべき す メ？々 
じ ミら て も 好個の 敎訓 


不起訴 ごなる。 I 

一ニ銀のぶ貨ま拂 I 

〔た 日】 一二 ホ 銀 巧の 上が 支 巧は I 
巧 义ま拂 ひに プレシ •テント •_ 
ジェフ ァ ー ソン 号で 五十 巧 弗 I 
の f 貨お琪 送 中-! ある。 

蘇 旧 巧 資格 諭爭 

〔ホ 日】 化 谴± な 困お義 氏は 巧 
お 省は 失格 ど 云 ひな 友を は 失 
がで ない £ お 張 b 趕 る。 

貸 敵を の 肩變义 

【廿日】 漢を萍 を 司への 貸附を 
約 あ モ巧圓 は 預金 部ょ b 八幡 
製鐵 所に 肩變な しだ。 

省 外に 謗 閒機關 

十 お B 】 遊變 外ん の懷 から) 
億圓 落させる 見を みを つけ 雜 
道 省で 一; £ 省 外の 瓣開機 熙を設 
け 觀苑局 ど 共 問して 實 傅に 努 
む ど G 

林業 利權 放棄 說 

一: 十 か 日】 契の 不離 下半期 
は ホ 業岡犠 であつ たので 。シ 
ァ領 巧の が 業が 獲を 棄說が 起 
った。 

東京の 溫度 上莽 

(十九 日】 東 巧は ニ 一二 日 ホ溫暧 
で 十八 日の 如きは 正午 二十 度 
】 じ 達しな。 

鑛 木大縣 華族に 

〔十 お 日) 參謀錢 長餘乂 莊六大 
將 ホ 年 二月 頃 邊< 萬で ある 
が 多み 華 旅 じ 巧 せらるべし ど 

順 天 中學じ 失火 

(十九 日〕 神 田 瞬猿藥 巧の 順 巧 
中學 校々 を 第一 二階を 燒 失した 

會議が 直面すべき をけ ニつ じを 
れで 屠る、 一'' は 誠 怠は 誠意 ある 
結棠 をを い ミを 信 中る 胃險 であ 
ら 、一は 猜疑の 眼で 備砲 嗯 お、 海 
軍 粮據幽 魔 紙を 勘まして 常じ自 
己 じす 利なる 谣 をのみ じ 想 御し 
陰謀す る途 である、 化を は會議 
じど. 'て 最も 危驗な 道で ある。 


」も好觸の敎訓1^|^ぁる化一 じど--?'て最も危驗な道で 

大型 巡洋艦と 0 英米 懦を 


I 個國 協定 難を 見る 夕刊 ポス 


▽ * 本紙は フ ^ ^ ざァ ー 大統 I 

領の 希發じ 副った 五 海軍 闘が 
海軍 力 均等 乃至 减 ホ. で原朋 ごし 
た條 約の 成立は 疑は でい と 信ず 
る もので を も、 フ- ■— f クァ ー •マ 

ク ドナ^ド 會 見の 獨 的な 紹を 
これに 伴 ふ 潜水艦 瞒 i 棄ど 提議 だ 
けで も フランス 及 ホィ タブ 1 じ 
最も 危險 な敲掛 ふを 挑發 せし む 
る じを をで ある、 霞 じ フランス 
新聞 論調は この 危險 性を 明示し 
ムッソ 9 首相は 會議巧 じあつ て 
も、 外 じあら てら^ じ危險 をを 
帮 びね ごころ の 人^で ある 0 

V .!... がし 乍ら 寺々 ごして は 
現有 おを 力の 維： ひは 造 艦に 
伴ふ國 民の が 的昼瘡 除去 ごい ふ 
最高の ホ 壁を 捨てる こどは お ホ 
ない、 巧 等 乃 ま II - 均等の 比を』 
を 原則 ごする 海 111. 力の 制限は 更 
らな b 、 縮少の J 一^ 運 實 現を 期さ 
なければ ならの、 のみなら や英 
语國 民の 輿論は、 勘 < 共 この 會 
講 のを 功を 最もが < ホ 留 して 居 
るので ある。 I 

V 日本の が 縮に 對 する 提 


議 なる ものは、 


; 々をして 會證 


が 事實巧 裂し ない 限ら、 これが 
成 巧の 希學皆 拾て； ならない こ 
どを 示して 居る、 H ネを權 が 太 
ずが 沿岸 じ 上陸す る や、 東部！ 
電信で 博 へられな 日本の 巡洋艦 
じ智 する 比率 要求な るら めは、 
縮々 ょも も 寧ろ 軍擴を 意味す る 
もぶ であつ わ、 而 かも 一巧の 首 
郁 到着 じ 化 b 、 日本が と 割を 要 
ホす る ものは 軍 じ 巡洋艦の みで 
なく 補 肋 艦 垂體の もので をる こ 
とを 認解 せしめ、 このす をな を 
氣を 一掃した、 をれ どしても 巧 
して 新ら しい 造絕を 必要 ごする 
譯 ではない、 勿論 日本は 同時 じ 
潜水 濫 VJ 防嚮 のま 器 ごしても ご 
めて 居る が， 會讓の 大目 的で あ 
る 巡が 鑑 じかぎ b 、 日本は 先づ 
巧 等 ど 意見を 同じく して 居る の 
で ホる 0 

▽ …ミ： 巧々 は、 ロンドン 食 證 
ょらして 路 b じぞく 賀わ ことは 
巧 ホない が、 同時に 輕 々し <お 
觀 する じは 及ばない、 お < 共 日 
巧 ホ S 個 國の巡 洋鑑條 をのみ は 
今やを の官現 期に 接近して 居る 
ので ある。 


- る ものは アメ 9 力から をけ る 威 
をでは な/，、 寧ろ 劣 惡 a る 比率 
の 下にを かれて ある H 本が 到底 
アメリカ^ 毀锻 する こごは 不巧 
能で わるに も觸ら や、 巧 故アメ 
9 力は H 本ょ らも 进巧 航海 じ耐 
へ 巧る 强 力。 巡が 濫 •し 四 剧の比 
率 優越を ホ 張 f る 9 であるか i 
いふ- 點ド がして 居る、 而 して 
日み 海軍の 專巧 をに 云は しむれ 
ば、 が 軍の 

均等 力 ごい ふ ものは お 事 I 
的必驳 から ホたら のでな < なを 
的な もみで ある 限り、 今： □じが 
て 日本の 沿岸を 威を する じ是る 
唯】 の 艦 型に 對 -】 てと 割を 要求 
する こ ミ か 巧 おす 當 であるかと 
いふじ ある、 H 本か联 して この 
持殊 なと 剧耍ホ じを 協ず る や 巧 
や 絕對 じを 測す るを 許さざる 
問題で を もが、 兎に 巧 あ 米の 均 
等を 0 て H 本に 四 割の 優越性を 
强 ゆる i は H 本を 容 あじ 納得せ 
しめ 得ず ど 見られて 居る、 上記 
の數 字が あら じ 媛 かされ 日本の 
と劇耍 あに 多少の 譲 ホが 實 現さ 
れ るなら じ、 倉議の 前途は 極め 
て お绍で わらぅ 0 

I . 軍 . 

イ '睾リ Kn 歐刹火 戰の勇 
± である ビ ー チ 提督は 本 肖 上院 
じて 巧 政府の 海 縮 方針を 潑烈じ 
ホ 難し、 海國イ ぞ リマは# 目 化 
旨： 立 十ガ峨 S 商 嫌が 八 巧 狸の 藤 
上を 航巧 しつ I あ b 而 から 政府 
がと 十隻 み 巡が 懸を 五十 隻に威 
少した 英米 锡 をめ 非を 魔ら し 向 
ム十 おじ 唐ち 廿ホ隻 の 新造 巡が 
艦 計畫を ホめ スタン ホ！ ブ 氏は 
現 巧め 軍縮 計畫は 通商 航路を お 
譲すべき 巡 洋避册 六 隻を十 I ニ警 
じ敎 威し 巡げ 戰隊 をを 滅せ しむ 
るに 等しい と 難 じたが、 政府を 
.代 巧す る 航空 义臣 トム ジン 巧は 
と 十隻單 をは 絕蟹 じす 巧 館で あ 
るが 國巧上 じは 海を 要路 ご 誘 解 
を 得、 河 等 憂 ふるを 要せず £述 
ベた U 。 ン ドン 十八 日發。 

フラン K n フランスの 軍 
縮を 員大 會巍 じがて 首 巧 タグ デ 
ユ 巧は 0 ン ドン おお 會議 はを ず 
る じ 豫備曾 譲で あつて 最後に 巧 
をすべき ものは ゼネ ゲア國 嚴聯' 
盟 の軍搞 委員 貪で あるとの 意見 
を 化いた； ：= バリー 十八 日發。 

ピ Nr ヴ n ドイッ 政府は ホ 
るべき 軍縮 會議 への 招待は 受け 
居リ いが、 最巧 恐るべき 威力を 
持 (巡洋艦 ぉ 建 遊した 關 おも あ 
るので 自 お刻强 のを 目を 惹 くで 
あらぅ' この 立場から ホを ぶじ 會 
議じ對 して ォプ サ！ パ； を 波 遺 
する こご じ 巧を した U ペグ 9 ン 
八目發 0 

大統領な 宴 

首都の 社交 多事 

ワシントン 特電 十八 日發 n 大 
統領 フ ー ゲ r i 巧 夫妻 书醒の 若 
磯、 財 部 兩を權 歓迎 大晚 餐會は 
今夕 ホフ イト •バ ウスの 大を堂 
で 開かれた、 日本に 緣の 深い パ 
タ！ フライ •《— ズ をの 化 じ 美 
美し，.、 節ら れた 卓上を 園んで、 
我がを 權 一巧と 中む じ、 集つ た 
アメリカ 兩院の 有力者を ホめ 交 
してが 軍、 國務 省の 鳥 官等は い 


夫 紐； 育 

! 九 ニ 九 年 厭 ダ 近く 繫巧 

本强が裝に編凌發巧ぃじしまし - ji : 『大なな」 は、 幸ひじして 
江湖の 瘦 くが かきが 評を 巧し、 をで を 部一删 猪ら ゃ賓 面れ ごな 
>主 しじ、 化て 本 化は 溝 一版の みがを をな 巧た じし、 貝 数を も 
巧 加した モ 化な ホ 化 年 版を 新に ぷ巧 する こご {な 6 ました、 あ 
確 じして 宜つ 巧ら しい 統 討と 事 貸を 基礎 じして、 効々 變化 ずる 
巧が 『大 が脊 J の眞 巧を 傅 ふる 一に 遺 域な きこ ごゎ 巧して お b ま 
ず。 巧 ほ 定價は / 

豫約 申を 者に 暇/ リて 

特賴と 十五 仙 

發巧 後の 御購 頁には 


を； 價金 


巧 


どをしょした、 をかじを|^御申込みをホ望いたします0 

十二 巧廿 一日 I 紐 育 新報 社 

窃 '琴 


中 社 東を 特 をを (紫 無断. 轉 載〕 



i Miss 8 ! 加 !) lie 化 ii が 

1 巧 4 Lex. A 化 お tmn お 化 加 d 8 郎 Struts, 

授敎語 吳人婦 


Dr. M. MA 投 E し 
1 が E. 1 が h SI, New York 
(Beh お d Ave. & I け ing Place) 


M‘Yamaguchi, MX). 

巧む aniM わ も . 

Te し Lorraine がが 


M.Tsuchiya, d. m.d 
105 W. 巧 n ! 化 
むし Trafaig が お 03 


DANCING 

411 W. 115 も St. 

Te!, む fhstl 巧 !. 4408 Apl.3 


KE 民 民 & MAVO 民 

102S3 Third Av*. 

お t. が 色目 1 St: ， Teie か one Regent 巧 09 

き柯人 本日 

巧專 靴型 小 

てし 張 巧 員 巧 b 依に 巧を 勘 
ザけ 屑 日 邸は 靴!) なと を寸 

を 小き gJl ホき 巧ぶ ホき 巧 


THE HOUSE OF 
QUALITY AND VALUES 


巧を タ 

堂 



を貴歐 
装を ホ 
器屬を 
具寶稀 
一石 時 
を 類 計 


^ ノ電ス 巧 

け 確 お 柳 

お 商, 

强會 


。四？ 最 
十廉窩 
ニ懷扱 

酒 § 

ピ 四 シロ ロ 

百ル卞 4 ヲ 

去： 丄 を 巧 
臺 r を マ 選 

ホスし 


S 閒 S1N な GCR 3KT0 12FWI な 


147 • 巧 7 W ， が nd な . 
NEW YORK CITY 
TE し邮 YAHT 巧 74 


に！ WAMOTO, 即 . 

U4 W.70 比 St. 

て 6!, て rafalgar 的 52 


TX.TAKA 她化百 

1 巧むな b な bad St. お扣 kt|b 
T も C 邮 b が me ! 巧り 


Koike み u ぷ o 

730 FIF 出 Ave. 
Cor. 5 む h み . 
Tel. Circle 4406 


Y . げ 〇 

けいは！ 巧 ni 化 

Sor. U!in が M む e.. 


MIKADO TAILOR 

30 に 65th St. 

Tel. Rhinelander 6830 


The Japanese Christian Inst. In も 
お 8-3 如 E. 5? 化 化 わ ff む rk C か， PiiM も Ptea B 巧 2 

The Japanese Christian Association 

が 3 化 143 rd 化 お * む rk City, Te しわ adliursf 8 お 6 

を おを ち A 本を 吞痛 
養 巧 g を 上 木 曰 

liif ：1： lipi !： 

ilil ミ雜 も齡 

のま 捂を巧 時 • 時 舟 竿 午 

會道修 かなぶ 人 本 H i 

ミ A 愛 S 2? lil£i ^ 

1 素 i | 棘な 人 斬 囊學則 諸 ! 
^ 巧を ^ 1 1 を # 辦負 さちを 
1 を 1! 靖 1 $ 变马ミ t 

ぶ蹇 S 茜羣雇 


Endo & Kpdachi, Inc- 
48 Gr 明 nwich 幻 r 扣 t, Ci わ 
Te し 州 お halM541-2 

諸 饭か船 お 
ぷ荷出 洋具化 
藤 物 入を を 御 

ホ* お 视貨お 巧 
7 ] なず 化 
S 投親巧 

頗 


Dr. Dabro tmy, 

1035 Pai"k Av も， 
TeL Sacramento 7980 


DR.E ： ぶ .YOSHH, 

307 化 93rd 化 
Te し Riv が si おお 郎 


F- K, M が uyama C か 

67 巧 . 4 お h 化 も！ 
fe しむ 阳 iHO 巧 



Midori Ma わ umo れ 

おお stiUe.f ) 啦 
Tei. Lorraine 0437 

Lmrai 邮 8000 -Apt •巧 


Orie 打 t:al Mas 化 ge 
巧 71 Barnes む enue 
Bronx, N. Y. C. 

TeL Under Hill 2674 


Oriental Art Studios 
巧 4 Wi34th 化 Gppos お Macy’s 
了 gi. L が kawanna が 巧 


JAPAN ART STUDIO 

122 E. 郎 li 化 Bei. Park を Ux. Aves, 

巧し PL おる 88 が 


T . KASAS 

Merchant 

Taiior 

が 

むがな 纖 Li } 脂 

Room 304 
化が IfORK 

Phene 

叫 anf 2 お 3 


WMP 8 E 11 鄕 V 做 

設備 盤が 經餐 低廉 

CaU- TRAFALGA 巧 8200 
FRANK. E. CAMPBELL 

"The Fun が al Church" Inc. 
(NON SECTARIAN) 
Broadway at 66 比 Street, N. y. 



A 丄 . CEASAR, IVLD. 

127 East 8 邮化 eet 
bei. Park & Lexin か n む es 

養 喉 卿 鼻 巧! 

閒時察 診 
午 あを 巧 t 骑午自 
巧ん ま 時 六を 午自 
日 曜 

自 午前 十 時 至 午を 一時 



P 化げ S る PE 稲 Y 


3 Maiiien Lane N. Y. 

T - 細を 鍛 幾を じ 幷石规 を 

類お賓 底意 新最 



読 九十ち 六 千 一 薄 


雜新 


齋 


规 


【日 巧 ±】 日 ー廿巧 二十 年の 巧 阻 



をき ホ 阻がん 
H 本ん への 巧 
語敎授 じけ タ 
年の 経験 

to 一ン A ス 

ンと 十五 做 
毎 H 朗九 かょ 
も 巧 化 時を 巧 
時 じても 由し 
H 曜日は-巧 j 
ふち 四 をを 


♦ 

篇 
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巧 
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生 
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が 
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會 

化 

3 
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/V 

□ 

ツ 

グ 

0) 

も 寧! 

賴讓 

!窒 。か ミ 

円 

の 

ス 

窥 

解 

游 

颈 

木 

を 

ま 

種を 

保 

險 

を 

命 

巧 

隙 

會 

社 

プ 

ル 

デ 

ン 

シ 

ヤ 

ル 

■M 



♦1 

Mi 


♦■♦1 

Mi 

►1 


1 診察 一 

I 午前 十 時— 一時 一 
午を 四時— 八 時 
H 罹 午前 十 時— 正午 
一 急 巧 愼性巧 女 おを、 皮 
j 腐 巧、 化 お給査 
I ぞ おの 経驗を 巧し 日本 
I 人 じは 特に 親切 じ 治 巧 
す 

健康 診獻 i 

i ドク ト作 

メイ ど 火 


繫療 

午前 十 時ょ ち 十一 - 
時、 午を 六 時ょ b 
八 時， 日 罹は 前約 
願 上ち 

ドク トが 

山 ロニ 一之が 


IK ± な 基 

自 午が 义時 n 十二時 
自午巧 一時 n 五 時 

火强^|^づ晚，：=ホ時 

は へキン^< フア 

ンテ ン ヨン クタ ニ 

ツクじ 出勤 


横 眼 おじ 腿 鏡满節 





禪ん眉 


紐 育生 命が 隨曾社 化 巧 
其 化 病 傷 保 險を禪 

西な 一二 十八 T 固 五ち 0 セ番 

化 島覺ホ 

電話 H す コム-四 九 力 


-n. 

—Awinji 留ー 


0 


JOWIO 左- OGU さ Mb . 

1 ゴ丟ニ 妾 st . f ブ rk 
ぎ 呈ミ互 こ 古 3 こ ch を er 1 云芸 

かみを 巧 午廚九 度！ 午後 一 時 

囊寞ぞ を § — 午後 化な 

目 巧 午 か 义 時-- 午を 巧 時 

ドク トン ィ小 莱乘吉 


泮を 巧 月 十 B おけ I 
雲！ 114 / 1 ぉ 十 他 

養 7 Is 三 ve . f ミ k 置 ； 

1 — ■■■■ ■ I i — 1' - j 

プ c 1 ドク 玉 1 巧と 十蕃 
領事館 ぉ觸を みお 0 お號室 

巧タ商 

碱ぶ商 A 

ご 三 養を さ • N . ごさ 
Tel . 宝 重 旨 k 養 S 黃 一 i 
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を 械を權 の ヮシントン 訪問に 
依 b て、 而 して 氏が 獲した 幾を 
一の タテ ー トメ ント 等に 化 ら、 日 
_ 本； ァメ ブ 力の 海 巧 力に おして 
I とがを ホめ て 居 4 こどが、 なじ 
一思め て 明白 ごな つた、 が 軍 西 防 
の乂を 巧を お ふ お 部 垂權ま お、 
これ じ 化つ て 巧が 固 防を おふし 
得る ど 確信して 巧 スー 限 b 、 われ 
等 聞 技は このと 脚 お ホを おなが 
じ承慶 して 差 まへ じ：、 をつ こ 
れを 支持す is a 函民 山を あご 
巧へ る ものである 力、 し 力し、 
わ；：， では このと 刹說じ 向つ て 多 
少のも 問 ご、 懸 なをを じざる を 
併 U ぃ。 

ごこ 

いふまで もな：、 將 ホの 戰爭 
ごい ふ ものを 巧 待し ない 限ら、 
巧備 3 必要は ない ので あるから 
巧ず を 格が し 巧れば 巧 備の必 巧 
は 室ら。 い譯 である、 なる じ 列 
强が 口に ヶ 0 ブグ 不戰條 巧を 叫 
びつ i をる じ も 隅らず、 軍備 巧 
題：^^單^る制限ごか、 締少とい 
ふ 巧い 範 固に 化ら、 ホ だ 全廢ど 
いふゴー A じをして居^^い巧を 
是る ご、 を圖共 じ、 ホ だ 何時 巧 
ず •かおを する かも おれの ご 懸念 
して 居る こィ」 が 窺 はれる、 旣じ 
巧ず の 場を を 煤 想す る 限ら、 彼 
巧 おじ 互ち 5 势 力を 維持す る こ 
どは 當が 過ぎる 話で あつて、 而 
からこ S 戟爭 U る ものが、 果し 
てを の阐の 巧が で 巧 はれる もの 
であるか、 敵 画の 近海に 藉擊す 
べきら ので ある々、 國と段 の お 
巧ん 中間で 巧は む ももので ある 
か、 これ も 疑問で わる 限ち、 お 
巧 力を 假 をに 十 ど 十の 制を じし 
て も、 をの 媛 劣を は 巧ら かじ ィ 
る こごは ル ホない、 然る じトご 
屯の 御を をな て國 巧を 完 ふし 得 
る こい ふこ'、- は、 いか。 る化废 
じ 立つ もみでを らぅ か 0 

ご 己 

將 ホの 巧ず ごい ふ もみを、 最 
もが 袖 的 じを へて 終始 守勢に わ 
る もの ご、； れ ば' 對 米と 御で 先 
づ國 をぶ 5 得る ごい ふの が、 筆 
をが 逊股リ 本供樂 がに がて お 巧 
乂 をの 講 がから 巧け わがを トあ 
るが、 な 勢の 余力 U くして ホ 勢 
じ おおし 巧る もの：-:* b や 否や、 

將 ホの 巧 術と いふ もの'^ 單 にが 
5 しむず 巧に のみ 化る もみで あ 
らや巧 や 「化を を さ 中、 他； J •曾 
さ--，:、 ず』 ご''- ふわれ 等のを 懼の 
標 巧け' 巧 だ 立派。 哲理で a ぁ 
るか、 これを 赏隙 的。 お 軍 比率 
に照をするご、 わむずじ1^逍城 
な：£*ら、 いさ；か疑巧。きを巧 
ない のて ある。 

【四】 

涅谎^:*<云：5しレれぶ、 巧< 
も 五 乂測强 の-励で ある わが H 
本は-風 あの 做が -たょらしても 
巧 お 論を ホ 巧ず べき お 巧に 出で 
てなる べきで あろ、 脚く 共、 巧 
势の能 神を。 て 臨い どい ふこ ご 
け' 獨立圃 ごして おが 過ぎる よ 
巧で あ 6、 柯も 敵から わが 齒± 


を 俊され た 巧を の 均み 力ま お 等 
け、 を > にお 械 の，'. .も."、 時 形 
兒 のむ 巧みで わる、 勿 訟均势 の 
巧 神を おて 臨む VJ してら、 巧 も 
现巧 めじ、 アメリカ やィゲ リス 
ど 闲 隻问哦 おの 軍 瓶を 雄を する 
必 をは。，’-、 をの 固み 則 政 隅 保 
が 許 f 節閒 巧で' 最小限 巧み 針 
抽を遂 わすむ ぶを りる ので わる 
巧る じ、 最巧 ょら，' て われ 自ら 
と 割' こ 切ら 出す こどは、 いかじ 
も自コ しみ 力を 劣等 視し 、遠慮し 
過ぎ わ 消磁 的な 政策で あ b 、 巧 
くも 濁 立した 固が の 投げ じ赛ご 
して、 余 b じ隨從 がで ある 化 巧 
じ 人顿の 平等を ま 張す，) 國 がご 
して、 極 A て耻 ずべき 政策で あ 
る 0 
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われ 等は この お 劇 要 ポじ敏 上 
の 巧 出ょ らして、 一拂 のす 滞を 
覺 ゆるら ので あるが、 旣 じして 
政府の お 本 方針が 巧，、 を ま b 、 
立派に この 赛を 投げた 限ら、 云 
ふを も。 くこれ はわが 國 が' 海 
軍々 縮 會溝じ おする まか 限度の 
を ホで あつて、 こ^じ 寸 毫の懸 


化を附すべきで：；？|い、 これは絕 
對 ので ある， いか。 る 腿 あを を 
けても 一一 ホた b 共雜 ホす べきら 
ので。 い、 然る-しわが 固の ま强 
ぃ 。，) ものが、 補 化 值比牵 での 絶 
お 的な 問趙 でぁ.^ 大巧 巡洋 猪の 
比率に 就て、 總 牌； 的竭數 ごい ふ 
ホ 盛ょ b して、 陆 I めて H み じ不 
利で ある やぅ U 、 印象を アメブ 
々の 巧 論じ 巧へ す 居る こどに 對 
して われ 等は お 巧-あら 一 補の 不 
をを 覺 ゆる もので-ある、 旣じ消 
極 的な 立 塔ょ て お足した 限 
も、 積 お 的。 ぶちを 撰む こどは 
難いので ゎるが'、 大型 巡 巧 艦の 
比率で 何等かの 萬 ホを 敢て する 
ごは， H 本の 辛 張ず ると 剧保 
有 ホ 張を お 本 か 己!' 

る ごみに、 巧 巧 n 
る ごころ の、 提 I 了、 替埋 も、 
舉じ H 本の 懸引 ある ミい ふ 威 
じを 巧强じ 輿へ， やがては 國際 
的な 不信を、 あイ 動機と なる の 
である、 を權 In が當 地を 去ら 
今で ロン トン じを かれん ミ する 
時、 われ 等は、' 诗 じ、 こ のこ £ 
を響吿 ずる。 I - 


覆す をので あ 
本の 理想 どす 


疑獄 r 題目に ， 

曝露 戰 術で 開 慕 か 

議會を 前 じ 泥を っかな 朝野 兩黨 

年 巧 解散の 是非て ごった返す 

まを 特電 十 化日黯 = 越後 顆道 問題が 急に 难轉 して ホ おので 
これにを 立 も 政 厨 轉换を 針るべく 年み 解散 論が-部 じ唱 へられ 
て 居る じ 反し、： 4*? じは n ン ドン 會讓や 金 厳 解禁き を 策が 濟む 
までの 解散 延期 論 も 有力 ごなら 元を 筋 じ もこれ が宣傳 されて あ 
。ど b 緒い 勢力を 示して 居る。 


第五 十と 議會も ぁど 數 H にな 
つたが、 ホ 議會は 解散を さけ 難 
いのみ ならず、 政府ら 巧 黨が僅 
かにな と 十 余 おの 少数を なて し 
ては か 巧 - i してら’ ホ廉會 巧が 
けの 巧は な < 、またげが の 

總選擧 は、 田中內 がの 鈴 
木內 化の 下に、 所謂な 烈 。る淺 
舉卞 涉を敢 て-、、 選舉の 後は が 
み氏 I 波の民歧黨脫黨がぁ-^、 
雜 貸買收 、抱き込み によっ て 衆 
議 おを 派のを 巧は 總選 おお 時と 
は 全 < 逆つ たもの ごな つてし ま 
つじから、 當が 艰雜會 ょ』 お 散を 
しては ぶ （問 ふだが よい どの 堅 
き 巧 也を 持つ て 居る’ なつて 朝 
巧兩黨 ごも、 選 巧 準備 ごも 見る 
べき も軟じ 力を 注ぎ、 をの 謀爭 
もやぅ や （赚烈 を 加へ て ホし や 
ぅで ぁらが、 解欺說 はお ロ 内閣 
成な の 當が抱 も': これを ホ 巧す 
べし ごの 能 さへ 當が ホつ た 持で 
かお & び 典 黨は诞 巧 着々 举備し 
おこむ h ない ご 共 じ、 I もま K 
巧 中 內巧倒 傑を 後から お起した 
る 

各 疑獄 憲 け、 政ぶ 會の 

政 樵 把持 か 化に わける 往 柿の 失 
狡に よる ものごして、 いやが 上 
じ も 於ぶ たの 不詐 制を 招き、 を 
お 縣町か 巧に わ パる 沒封 補义灌 
がに 等に わいて け、 民政 媒 劇が 
魅 勢を 示した の 一"」 をく 傲： 巧：'、 
かつ 緊縮 政策 U 比 校の 一般に 閒 
に. •- けがよ く、 が 俸 問 昭-じ わい 
て、 一時 さてつした にか、 U ら 


ず 金解禁 斷巧 一: 醜して を 案外を 
方面の 巧 評を 陈 して 右る ため、 
このま、！ J し^す： め ば、 み斯 
の 總選擧 はぶ； 於 ぉ 政 黨が獲 勢を 
示 ずらので をる、 か..， る 事情を 
看 化した めぶ 曾は 當巧 しき に 
單 ぶる 解散 四 避の 運動を お [て 
居た が、 最 あじわい ては 化府の 
解散の巧必$^|外じ堅く動かない 
ので、 解散 抽一 避の 策動け、 ほご 
ん どげ f つ 切ち j 、 こ！ じ 猛烈；：，* る 

宣傅戰 一 一 を認」 、ねまた 

ま 某 疑獄 問^! じ わいて は、 元 お 
极 黨巧談 ±1:^ 氏 及び 某 民政 お赫 
選 議員 等の， {'ならず、 民政 黨の 
某々大官が：|^座せる疑ひぁらと 


傅：；、 らも； 
動を： i じめ 


はを' 

院の 


部 妊 


.、必 巧 ど** つて 策 
お政黨 S 綱が 肅ぶ 


地に をち た ご 稱し '貴族 


矿 枢密院の 一部を 


說き 、これて 1 つて 倒 越までは 


巧 か；：* 

に 致命的 不 I 
ごして 活禪 
雨 孤 ごも 邮 
獄爭 仲^ 青 
梅 端な 暴 あ 
めぐらして 
衛戰 どもが 
を おいょ/ 
も 巧 成い 上 _ 


多事 „ 

られ る、 


少 くも 淆 ロみ 閱 
評のを あを 酸 かせん 
を はじめた、 かくて 
方 遊 設の好 題目を 疑 
巧 U す ちをひ じご b 
戰受 にお づる 作戰を 
おる ので、 總選擧 前 
るべき 宣傳戰 は、 
な 烈を加 ふべ く、 


なる であらぅ ど枉 
しかして 現 化に おける 
衆滤 巧の み 巧は ぶの 通-, e あつ 
て ホを が 些逃舉 の ホ 今 りまでに 
死 巳-失が’ 父は 辭 趣した る證 


員數は 十六 名 じ 建して 居る が、 
衆邊 院議 員選擧 ホの おぶ にょら 
一理 擧臨 二人 W 上 欠員を をず る 
じあら ざれが、 補欠 選舉を 巧は 
ぬ こど ごな つて 居る ので、 いま 
だ' I 回の 補 义選擧 を も 巧 はれて 
居らの、 みに 巧 じ， 失格、 辭悔 
十六 人中 民政 黨 じは 死亡 ま 狸 か 
じ-人 ある だけで、 無を を S 元 
一新 曾のを 一人を 除け ぽ 、.巧む 
失格、 辞職 か 十 S ん まで 政ぶ 會 
じ屬 する のらを である 

政友會 . ニ 四 0 
民政 黨 一と ニ 
第一 控室 一 ミ 

▽無產 (よ) ま 都 磯雄 鉛 木 
义 治が 上を 太 郎西尾 末 
廣水ハ 合 長 一二郎 龜 井貫 一 
郞淺原 健 ご一 

▽明 政會 (四 > 鶴を 碗 輔山縣 
延吉椎 尾辨區 小山が 太が 
▽围お 树志會 ニニ) 武藤山 治 
河 崎 巧 太郎千 お ご一郎 
▽を 新黨 ニ) 大竹賞 一 
▽無 所屬 ニニ ご 小 お 策 太が 
原曲 十 衛小寺 謙 吉太旧 
信 治 郞河巧 正義 旧 中 善 
ぶ あ 丸 義齋己 宅がず 
'おが モ藏乂 野 尊 資田崎 
信 藏中西 ホ S 郞 沼田 嘉 
一が 高 鳥 順 作 眞鍋勝 
鶴 岡 か 文み 野 寅 ま堤淸 
六 檀巧禮 助ず 屋榮夫 
尾 峰 巧 雄 困 淵豊吉 
▽純 無所屬 (第一 控室；- 屬 
せざる】 淸瀬 一郎 

計 ‘ 四 お Q . ‘ . 

かじ 巧 亡失 格辭職 一六 
を 計 四 ホ 六 

發の動 参 

東京 特電 十七 日發 

國 漁の 保 輸變更 

圖隙滨 船は 東な 海 ± と 手を切 
も ロンドンの ニ SW のが 險 業者 
ご 一二 千巧圓 、な險 率ニ圓 六十 錢 
兒當で 船体が 險 契約の 調 巧を し 
なので 當 業を 間 じ 大衝截 を 起し 

ち 

小賣指 數が激 落ず 

H を 調査 じ 泌れば 十二月 中の 
小 資物懼 お數は 「一と 一、 四 四」 
で 前 巧ょ b も ニを 化 厘 ニ 毛、 晚 
年 同 則ょ b も 凡を 一二 厘 ニ 毛の 激 
をを 示した。 

な驗契 釣の 切捨て 

八 下 巧を みは 保 隙 突 钓こ割 切 
格て じみを した。 


事業 袜 式は 不振 

日本 銀 巧 監锋役 着電 
〔十ち H 塚〕 H 年 未 W あに 伴 ひ 
銭 巧を は 手許 準 摘の 充實じ 努め 
つ； ぁるが 上に、 巧 巧 巧 閔償ー 冗 
利挪じ •っるを はせられ、 コーグ 
ま顿 軟弱で 歷ほ六 雁、 され ども 
を 越 物 おを 案 みぞから や、 幾を 
先 巧 蠻戒氣 かなず けらる、 巧は 
榮緖す おを を 込ん 事業 傑は 殊に 
軟弱、 綿糸は 操業 お 縮閔題 じて 
を 迷、 生糸^す 勢 も化づ 底入模 
旗、 な傻 を 格 一、 一 五 五 W 、 顿 
巧 指数は 績 をして 居る。 

旁 円 

巧焕券 發巧离 一 •ニ寬 ニ 
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« を 《々イブ-とん ニニ 


典 面目なる ホ 域 同胞 じ»實 
なる 巧 おを 巧を す 

宮川 事^ 

が 育 ホ 西 巧 十二 T 目 百 ホ 一を 
を プライ， ント とと 八よ 

窝 フイ アン 九を 八 


陰 ル— ミン グ 
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ジ喜 i ぎ unte ミ 3144 


A 淸巧 •親切、 お樂 U 一二 巧 ► 

勢挪鑛 


がみ 事を 久 間を 巧 

お 5 E - 装を 资 r ま t 
ぎ f 里 ま ニ 夏 


住 旧 旅鑛. 

館 ま 住 田キセ 
薑 でを 1 害 Str ま ヴ を. ぎ y 養 呈 こぎ 


力 旅館な め 

帝國 旅館 Ml 

基 W . 羣 h St . f ごみ 
Tei •ぎ sq 是 hia ミち 


鑛育旅 纔累み i 

お 四十 T 目 ニ 四 ニを 
ぎ Caledani 二 3 之 


巧 圓閑靜 
を 內淸潔 


邦 入 クラブ 自お亭 

罢ジ nds S こ昌互 タ N . Y . 
ブニ f 賢署 74 な 


等於議 

ま 端 I 

那 化 

戳似觀 


得意の 舞踏 お ぁ も 

窜タ 午を-一 ハ 時 よら 
をな 午前 一二 時まで 

宾會 別間な b 

1 

宴會 ■ 

律 まと 十五 化 
な 上 

支が 式 一巧 0 上 
• ±、 日 擢燒賣 
春を 饋 頭を 種 一 


City Halt l ea Garden 

170 NaMau St . City 
N « がわ 比。 TV も ime Bldg 
Loo L，n Manager 

CoUege Inn 
3 巧 0 む oadw 巧 
8 eU 23 nl を 124 化が S . 
Tsl . Marning：sitie 74 巧 

Wi 打 g 陆打 g 

お郎 化 Y . 則 y 
TdOuWe な iiy 巧が 

Q ロ 泣 ng Tan Low 

挑; n が e お siaurant 
112 W . 卽化化 GHy 

B を U レ 

本章？ -V 

巧な 1 ヤ 

がが; IV ト 
切を g 丄 、ル 

養む P 巿 

扱 手 ’ ご 
I 左 夢 旅 

雪！! 舘 

逆を’ 

御 

管！ 認！ 

雞小 鐘! 

mtn 

害い 證 s 

紙 ホず 晒の 化 ト 
上资 ベを お截 が 1 
御 ゎ < 席 巧の 司 度 g 
案 巧 おの 巧 ホ 理廳留 
巧 立 間 御 じじ 入ぶ® 
申 顔 巧 用 樵は ま ^ 

上 巧 ホ じへ さお 園 
お 0 相 應巧巧 

一 _ がそ 1 曰 
を自 基嘉 マ 巧 
午 午 理那ィ 巧 

flir 

讀園 S : 

まじが 晚はホ 
っす適 日 揃 巧 瓶 
容 な。 す 本 ひ巧册 

車 ホ 蘭る 人 のん 
お 五 云 巧 諸巧ス C 
の T 時 理替理 巧 包 
下目を をの 人タを 
一 チ 賄 ま嗜お ^ 
プ巧上 好を® 

ホ差 梭 皆 
ホ 上 な 巧 
を ま® 巧 > 美の 
願す！^ ホ 御 
ひか 巧を の嗜 
まらが 御が 
す續； 巧に 
々 ® 理 適 
御® を ふ 
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支那 料理 

新杳巧 

本 樓巧理 人 歐廉が 
腕前を 揮つ て 日 ぉん 
諸君の 巧 好 じ 適する 
巧 埋を差 上げます の 
で窠と 巧の ぎ 一十 六 

T 目の ナヤ プ マィ S 

云へ ば 直ぐ 日本人 諸 
君 じは 巧る 程好 評を 
博して 居ます 0 
柯ホ繁 々御 ホ ホの 程 
ホ 上ます 0 
主、 日 おは 搜頭 、ン 
ゥ マィ、 寿 落が ぁ* 
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3E 


L y 3 7 
みれ 巧 巧 
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日本食が 品 類ぶ び 雜貨類 卸小賣 
! ま ♦犬— 桑 山藏會 
巧刊 書籍 雜誌 小間物 日用品を 種 


麻が 

蜘 I を 積 金魚 

_巧|:^ヵ ナ リ ャ 
陳^ 昭其他 ル 鳥 穎 
11 ぶ 動物】 切 
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井上 金魚 巧 

ニ 38 S 至 h Ave.i New Ifork 曰な. 
phi さ lunfeer 77 岩 


おのな 燒わ いしい 郷燒 

會雕御 料理 

叢 食は 末廣へ 

叮喀巧 巧を 巧 大巧 强 
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1145 "お}! わ B . 
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T 0 Y 0 RWAN 
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Td . WgimQum 8 巧 8 
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44 W . 46 th St . 
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巧 

雜 
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历曰下 五十田 
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御 

ま 巧 

I お埋 

走 ホ 仕 

專 Jl 

陽 

ミ 1 
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會 高 

巧 等 
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酱油靈 i ¥ 白米 

目 本 米 Ss 食 巧 轟 iiS 房。 へ穀 

巧 巧 巧 か 巧 ホ ♦巧 巧が 一手 巧が 店 

曰 本 4^ 品簡會 


ポストン 巧 

墓 ± 旅館 大 浦ホ搔 
145 Wo 養 隻ミ St •ぎ ston Mass . 
ジ三 .&. さ ？ 5 


* 府 鄉旅鑛 

桑 山 淸五邸 

4 黃資 量ち h 苗. 呈星 たを ia 巧 a . 
Tel . Wal き f 7 这 1 


墓參 に、. 社交に 

忙 が、 しいを 權ー 

日本 供樂 部の 歡迎裳 後に 船乘 


巧 


化しい を 楠の 旅で をる、 未 唯 
ロが ペン 停が 堪 じち 都から 到 為 
したを 權 K けは 巧 田總谢 事を 始 
め ごして 草 信 H 爵 々を、 地主 日 
本 お 樂部會 を 其 化 

官巧 わんを のお迎 をを け 
ィ— ガン 妓 びみ 山爾 事のを 導で 
猶備の 巡を おを 化 助じ總 が事舘 
一二が、 化を' I ニ兹 、郵船 • H 本 
棉花 提供を の 他の 自胁 単にみ 乘 
して - 
第一 車には お 徽を權 、加 滕馨 
記官 、出 巧が 書が 澤出總 領事 
ミ閲乘 、第二 革 じは が 部圣權 
夫妻、 澤田ホ 人、 肋 部 夫妻の 
み饿 でを る垂城 夫人、 まお大 
佐が、 第一 ニ ホには 山川、 川晚 
懼山 一二 顆閒 。山形 書記ち ご內 
山 領事 •か 閒乘 、をが 大 お、 左 
あ 司 中 お •厳 本 少將、 齋お悄 
報 部長 等を々 を乘 して 
i 路 ホブ^ •プラザに 乂 ゎ巧概 
查 極は 四 階の 四 だト番 じ-前 
部を 樵 夫妻は 1C む S 十よ をに を 
を 

一一 室 じを がく、 間もなく 
を 信さん、 化よ さん 祐 木さん 
をの 化ろ 化 巧 おのを 力 家が 績々 
と ホ テ かじ 參 集して を 確 一巧 じ 
敬意を おする、 九 時 S 十を には 
內外 新聞 記蓄 勘が お概 、貼 部兩 
を權を 齒んで 盛ん 一' 賀 問の 矢を 
放 も ニユョ ー クに 脚耕染 S 深い 
齋お阳 さんが 巧 快に 通譯 する、 
しご'' ご 降る 雨の j 巧を フラ 
ダ-し 明かした を權 は、 翌 るを 曜 
日 午前 八が じは 起床して 宜室じ 
朝を をな ら、 午前 义時 S 十み に 
は H を 戰爭 時化 じ n 本を がめ 巧 
じ 援助し じ a 本の 恩人で ある ク 
_ — ン •。^ — プ商替 のな ジ ヤコフ 
シヴフ 巧の お 墓に 參詣 して 化 巧 
を 贈呈、 淚ぐ ましい 

國 際的兰 盛の シ i 

演じ 霉時ご 一十を じは ホブか 
ラダ じがる 巧 旧 總橄拳 ま おの 午 
餐會 じな き、 巧 持を 受けない 隨 
員 一巧は 巧亭 『都』 の 名物を ピ 
じ 苦 班を がつ た、 巧旧總 領事の 
午餐を に 列席した 重なる 人々 は 
を權侧 ょらは 

お视 •が 部 兩を權 、ま お大お 
山川、 川が、 蝶 山 一二 顧 間、 左 
を 巧 中將、 齊潑搏 、山 本少お 
加 お、 山 お 謀記官 、贊尾 事務 
官 巧で 巧ん 側からは 內山 領事 
をが 塞記官 •化 木、 武 ホ、 風 
巧、 巧を、 埋 、巧 信、 地 ま、 

ま 成た 佐の W 随員 十四 人 じ 新 
問 記 お 等で 

メリ 力ん 侧 から 巧が じ應 じた 
巧 力 中 じは 

が 界や產 巧 界わカ 家で あ 

ラモント、 お シブ フ 氏の 息子 
キング スレ 1 、 アンキ サンダ* ~ 

• 乂- プリ， — * スウ オ. — グ 、スト 
ラウズ 巧* ヘンク •タフト、 前 
駐 B 大使 マ クゲス I 、 コ 。ムビ 
ア大學 お授シ 3 ブト ウェ 八、 旗 
務 省の M グド リツ 尹、 新 賴巧か 
らはタ ♦ムスの ブネ ンン 1 巧 " H 


U1 ゾゲ ぶが ト •稀 

! パ—、 を 同 遮 信の 

トプ ヒュ^- ンの ステ 

トンを の 他 約 二十*^ 
.し 


を 

ブ 


ニコラス* 

を述 信の ク 

ビ ツグ 八、 

ィフ* ノ- — 

人に 達して を歓 V 盛 

I 方 巧 巧 總領率 ホん は官 
邸 じが 部を 權 夫ん を f 賓ど する 
御 婦人ぶ の 茶 筵が 雌 さむ、 一二 時 
おか-' 五 時まで 休息 や概 ホじ雙 
した】 巧は お 時 S 十 かじは H 本 
巧樂 部に 到着、 六 時から お 見を 
開始し： 六が ニ 一十を じは 地ホ會 
長が 歓迎の 辭を 述べ、 兩を權 の 
いんぎん：：* 御 挟が が ぁら、 を 信 
H 本人 會 々をの 發聲で 全 權の巧 
歲を 一二 唱 、をれ ょ b 立食の 婴應 
じ 入.^ 巧び ガ歲 聲裡！ '巧は 自動 
单を 連ねて 乗船 ォ 9 ン ビック 巧 
じ 入ち、 斯 （して 忙しい！ りを 
送つ わを 權は平 かじ 化ず ベぐ 夜 
キ 、を晴 のニュ 3 — ク 巧を 離れ 
て 一 路 、。ン ドンに 向つ たので 

ぁつぃ 0 

暖 ト 4r 

.が. tr が 

怒 浪拍天 拼日淺 
大 艦跳處 朔風 寒 
美英 民俗 尙 仁義 
休 作 入 泰趙相 看 

サネべ リア かじて 〔ホを 稀 〕 I 

若 概克堂 I 


を ごみを； 
て 鶴の 如' 
が眞を 
んだ四 


人の 黑山 

停車 瘍の ぉ迎へ 

垂權 の時别 列車は 午後 八 時 五 
十を 到着の 巧定 でぁつ むが、 或 
ひは 到着 時閱 がを くなる かも か 
れ ない v > いふ 注意 も あつたので 
午後 八 時 頃には 
早く も 巧旧總 領事 夫妻の 姿が 


ブラ ッしフ オ—ム じ 現れる、 

內山橄 事を の 化が 事 箱 貸ゎ始 
め ご しで 陸が を、 が 巧を、 巧 
擦官 をを 廳は總 おの 肩樣 、柏 
木さん のでつ. b ごし K ち艇 
が 幾 古人 かの お迎人 9 間じ特 
じ 目立つ、 をれ でも 早 < 着 （ 
尝の巧 華は 仲々 着か や、 渡簇 
のじめ に 遲れて 滑る が 如く 停 
单 した^, レ おじ 九 時と を 
澤旧總 頒^を 先頭に 重立つ た宮 
民の 挨楼 いご ニユョ ークボ 
の 巧 贊歎迎 委員長 ゥ S 1 レン 巧 

を 化 表する ト！ マス •マロー ン 

闕が密 探偵を を 導 じし 
瘦ゼた 若 规を權 のを 
現れる、 出迎の 列を 組 
をのが 留闽胞 は 一齋じ 
脫帽 して I 敬 怠を をす る、 輕く會 
释 I た. 権の 後 じ ロを ぎ ゆつ ご 
一文字!： しわ か 部を 權 がを 人ら 
しい ホ^で つか'--- £ 現 はれ、 
叮喀じ 迎 人し 脫帽 ずる 

左 お^ 中 將 の で ク し b と し た 
姿が 一 れ じみいで ホる、 いわ 
じ も バ|¥ リス 育ちら しい 海軍 
乂將か I 巧巧爵 、川 抛 法制 馬 長 
官 、地!： 山 伯、 をれ から をれ へ 
迎 へ，^ いじ A 々ど迎 へた 入々 
は 『わ义 しぶら』 の挨搂 をし 乍 
ら德 事 館から 指ました 車 じ 
を乘|{*'る 

一臺、 I ニ臺 、ニ 一臺 ど 列を 組 

ん だ！! 一十を かの 宮動 単は 市廳差 
遣の^! タ] •サネ クル 巡杳を 
先導' ji して 景氣 巧く、 雨 じ ぬれ 
ねメ . f . ロボ y スの 化しい 夜の 街 
の あ f 歌禪 を、 を 通 整理 も i のか 
はと 軍り 勇ましく 飛ぶ やぅ じ ホ 
マラ デ じを*^ 

I しぶな てす， 實に隔 化の 
ホ. S ' ます、 而かし この 大 
都を てこれ 程に ち 方な 日本人 
がな^ さ n て 居る こどは 眞じ 
必？ いこ どです』 ご數 H じ 豆 
ごを 務じ 稍疲氣 ホの 若槐 
は 謹嚴に 語つ た 

を I てず お 用紙に スラ-^ ど 書 
い 4 :^ 中が を 記者 じ おへた。 


化會 明けに 嚴散說 

を 京 特電 二十 B 發 ；：：：== 政府は 媳ゆ 
さや、 一路 議會を 解散 S 决し をの 時 


巧 今は 最もな カ視 されて 居る。 



政府は 媳ゆふ 解散 回避 速 載 じは 耳を 籍 
どして 議爵化 貪 明け 後が 




年の暮れ 病 探に f 

巧へ ろ 邦人 寺 慰問 


お壽巧 や溫か 
供の やうに 泣 


い 贈物を 受けて 子 
さ 笑 ふ 哀れな 人々 


の 巧じ壽 司を が 張る を 子を 見た 
一巧は 思は ず 村 情の 涙に むせむ 
だ。 明 おは 訪問者を 巧のを 前を 
質な てを ねて 『 00000 を 御 
存じです か』 と 凱 （ので 某氏は 
『夫れ はおの 父 ど 同室に 踏て 御 
おで じ。 b ぇず』 むで ど 突 拍子 
もない こど； を ふので 一同を 驚 
かした。 入江 謡 伯は 

證も劇 6 、 髮もキ チン ご 
輸 の 肖を 入れて 服裝じ 五み の 隙 
も t * い 『化は 犯人で ない のです 
から-, 日ら 巧く ホ じい』 ごを 望 
を 述べた が、 韦治醫 は 『白 実 人 
じ對 する お暮の 情じ滿 もて 屑る 
から 假 みおても ホ 送ら 返へ され 
ます ど 語つ て 居た、 ず 山け 蘆 原 
將 軍の 横に-をい 八ぞ 鬚を 生やし 
立 襟， 八 ヵラ ァじ 反ら 身 じ i ：* つて 
『をは H 本人 會 創立 時化から め 
會員 だが 會豐 を滯納 して 居る か 
ら 贈物を 貸ふ權 利け い ：* い』 どを 
得を 切る。 服 部は 『醫で 買物を 
せねば ならぬ からを を吳 わ』 な 
で ど セが ム 。を 應 夫人は 『をは 
県 色 もょ し 閔靜で 結構です 』 VJ 
て 一巧の 訪問を 嬉んで 居た。 

平生のを 物が 組 末；：^ せい 
か 精神的 淳 岡から 脫 出して 居る 
患を 達ら すつ か > 白髮が 生え 瘦 
細つ て 見えた が、 化 外に 谷中捨 
S 郞ご玄 ふの が 居て 化 患者は 最 
おな 國じ送 b 還 やされ たを ぅだ 
一巧は 午後 一二 時 同 巧 院を辭 去し 
十置哩 余を 疾走して キング スパ 

ク 州な 鑽化院 じを 6 元 化村輕 
業 園に 加つ て 居た 淸水義 造 ご ミ 
が 和で 巧亭 を經營 した こごの ゐ 
る 川端 仁 太 部の 二人を 見舞つな 
川端は 懐中から 慕 盤の 目の 入つ 
た 紙を か b おし 『眼が をる ので 
こんな 眞似 をして 遊んで 居ら ま 
す』 と 僅 じ 一が で なくなつ た 無 
情 鬚を なで 趣しながら 語る 『お 

巡査 y ニ寸 した 喧嚷 をし 
た 許ら じこんで 所へ 送られむ の 
です 犯人 だなん て满 でもない』 
と 懷慨す るか ご 思へ ば 『一日ら 
早く 出たい』 どめ を---- 泣 さお' 
す。 淸 氷は 『おは 子供の 頃化國 
へ ホ じので すがお 腺の 中は 矢ッ 
釀 6 日本 入です から』 ど壽 司の 
巧を 開けて 毫 しさぅ じ 摘みな が 
ら 引取人が わら 就 威 ロ か をれば 

つで も おす ど 語つ て 居た。 を 
の a の 暮れ 易き 四時 ザ 車を 連ね 
•て 延長 距離な 巧 十】 唯を 馳 せて 
歸が しわのは 午後 八 時に 近 < な 


紐 育 H 本ん 會共濟 部': 常 
じ 一視 同た ホを じ 化ら 美しい 同 
胞愛 をを 揮し つ f あるが、 ニ 年 
前ょ b 毎年 未 じは 刑務所の 獄窓 
の 下じ啤 がして 居る 人々 おじ 病 
院じ收 をされ て 居る 人々 を 訪問 
して クリスマスの 贈物を する 例 
を 開いた、 本年は 績巧院 訪問 團 
はまる 十' 巿 H 午前 化 時 H 會 事務 
巧に お 合し 贴越 委員の 自動 単 ミ 
旧 中 甲斐み 郎君の 自動車に 小山 
を 本、 杏 巧 寄 記の 三 氏が み乘し 
正午す ぎ先づ セント ラ 八 •アイ 
スリップ 織れ おに 着、 おを スミ 
ス にの 特別の 取 計 ひで ま內 二人 


を附 I ； に 旧 中 氏の 一組は 鍋 島 四が 
巧か^ ま、 大倉 たき、 服 部龜之 
助、 旧 良 かの 五 患者を 病董じ 
訪 も、 堀 越 氏の 

一一 組 は 明 石 藤み 郞 、本タ 
慶四可 入江 貞 常、 佐 f ニィ 
の 四 を 見 おつた。 日 A 人會 
ょ-^ か 贈物は 巧亭 太陽 特 おの 壽 
司 ニ 曲、 手裝 、襟卷 、パン 力 チ 
フ 、肾 下な でで が-^ ながら も歲 
葛 勘 簡の事 質を 記憶して ちを、 
『毎 巧す みません 御ち 勞 棟です j 
ピ禮 する もい じらしく、 本 多の 
如を は 『直ぐ 峻 ベても い； でし 
やう か」 ど 訊いて 喜色 滿面小 供 


つむ 《 


〔訪問を〕 


クラブ 除夜 會 

笑劇を の 他と 瘍 

旣報 のかく 日本 惧樂 部の 年中 業 
事で をる 除巧會 は、 ホる 二十日 
目 巧を W て 開催すべく 當 巧のを 
巧は 左の 如く 頗る 豊富な もので 
晚 况が豫 想され て 居る。 

、開 會辭 化 ま 延么助 

- ピアノ 

マスタ 1 フラン ンスを 玉 

、を 語 散 憂 亭巧輔 
、サクソフォン を 藤を 力 
、手拓 '''.わ 伽 嘶 

ク イリ— スミス 

化 憩 (十み) 


尺八 都 山 流 本 曲 傭巧飄 
.辻祖 お- 
新 舞踊 民謠 r 波 浮の 紙」 一 
「擬 S 夢」 加 撰 夫人 j 
ゲア ィオ =- ン 富 永お大 j 
伴奏 一二み 雄 一郎 
笑劇 「井 戶端會 護」 

會 員行 志 

時 現 化 
援巧 或な 樂 部の 
登場人物 (登場 順】 

巧 架 部員 小島 
间 を 巧 
同 八 出 
同 團 
棋樂部 


i ま 


ボ— 


イ 


ボ > — r 


俱樂 部員 W ロ 
川口 妻 川口 君よ 

尙ほ 余興 終了 ご 巧 じ ダンス じ 
骇る ベく 開爵前 度び 化 憩 時闡中 
じ 渚 載寫眞 を映靈 する 由。 一 

ダグ ご メリ ー 

日本て は 大持て 

東京 特電 十九 日發 n を那 では 
ま 巧 じ 不人氣 であつ じ アメリカ 
シネマ 巧み 巧 星 ダグラス •フーで 
ア パン クス ど メリ！ ♦ビツ タフ 

ォー ドは 十み H じ 神 巧へ 割 養 0 
巧、 一般 フアンから をれ こも 國 
賓の やぅな 熱誠な 歓迎を を パて 
居る が、 十と H はを 都 じない て 
舊 都を 觀 巧した 上が 柄 開演 中 一で 
をる 屁 上 梅 幸 等の 船辨慶 を昂物 
じあき 大歡迎 を 受け わ、 二人の 
一巧は を おを 經て 本日 入京、 耻 
日の 淺閒 化で 歸ホ する。 


就働乂 一巧 人 じ 

一千 方 弗の 保險 

同胞が 愛用す る 煙草 キヤ ィグ 
0 敷 遣 元で をる' レ ー ノグド 極 草 
會祉 では 今财垂 工場に 就慟 する 

万人のを 若 男女 じ おし 一 芋 巧 
雜 W 上に 垂 々どす る 生命、 傷害 
お 健が 檢を附 す こど^なら 傑驗 
の 恩恵 じ 輿ら 得る ものは ホ媪月 
0 上の が* 者で 年 項に ょら， 一い 
づ れか異 つて 居 もが、 現じ この 
計畫發ま化おじ引退した六^|五 
才の 巧、 六十 才の 婦人は 一遇み 
巧から 四十 弗の 養を 保 除を みを 
ける こと、 なつて 居る ご。； 

— I 

神 子 島 巧 歡迎會 一 

H ネ 電報 涩僖社 L お 支局を で 
紐 育に 緣故淺 からぬ 神 子 島接郎 
巧け 倫を 軍縮 诗讓 におく 途ホ若 
磯を 權 一巧と おじ 十九 日 來盛同 
巧ト時 ょら， 靑递战 じ 於て 青法會 
員 有志、 本社々 員、 を 西 龍が 巧 
夫妻、 塚旧數 やを 等 二十 余ぶ 會 
合 巧 巧の 爲 めじ 歎 迦會を 濯 t 互 
じ舊 をを 溫 めを 曉ニ時 散 會ムた 


蕾く Si 本 : 

まま 特電 二十日を 

子が 父 じ 辭職强 要 

大阪府 知事 柴巧氏 長男 京た ホ 
一男、 ホ 男 一二 高 生 達 雄 巧 等は、 
「老齡 河の 爲 めじ 職 じ 留るや 早 
< 解職され たい』 ど 決議を つき 
つけたので モ煩腦 の 父は 目で 熱 
葛 中で ある。 

盤澤を 子爵の 光榮 

滥浑 ずは 十八 自 正午を 中 $ 
じ 召されが 界近狀 を御說 明® 
げた。 


ぶ 巧の 御 煮し め 
新鮮なる 蒲 ぼ こ 

お类 かしい の f 雜ら へて 
睛 ます 0 

階上 室を 修理し まし r * 目 
本 ま 大廣間 じ 致しました 
な年會 、新年 宴 倉は ゎ馴 
染の 太陽で 御 催 ふしを 願 

掌 太 陽 

が 六十 立 T 目-四 八 

‘ ラフ アグ ダ 100 旧 一一 
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の 程を 願 ひます I 

n ロン ハん 矢 巧 

32 宙 . Bist S 三 el を Lumf 置 9 
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ランプを びを 

太洋 貿易が ま會社 

支店 甫俄を 、ボマ トン 


お出 乂爲替 ，電信 送を' 化 送を、 旅行 信 巧が 
商業 信用が 其 他 一般 银巧莱 

人 餘竺轰 銀行 t ち 巧 

鄕里 送を ハ H 本を 地 無手 数を？ 迅速な 扱 
本 巧 預金 (定期 通知 ノニ 郁) な梗 巧が 扱 
本 支店 東京 (本 货大阪 4 戸を 都 
巧な 地名を 廣小構 h ;^ 输を 


▲鄉里 送金 あび ホ 送を (おず 巧 巧)、 外 巧 
爲替賣 買、 荷 巧 替蚁組 恥を、 信用 化發 
巧 等 I 般銀巧 業な 御が 利 じな 扱 巧 化な 

錄輸 臺灣銀 巧が 計 お 張 所 

S 婦福 辞演、 - K 驳 、稀 ミ 上ち 巧 
ロ、 福 州、 盧 巧、 袖 巧、 香 巧、 廣 東、 巧 

嘉坡 、スラバヤ 、スマ ラグ、 バタ ビヤ、 を 買 
々 カブ タ 、偷敦 、巧 か專滑 十四 ケ巧 


、資本を 壹億圃 (を 額挪达 巧) 

、觀 なを 賽億 八な 五十 ぉ圓 
內化本 ま 店 U 横 澄 (本を) 巧 京大 較 
巧戶 を 始下熙 名 古 崖 

橫鑽ぶ 金銀 巧— ち 巧 

ホ 國をま 巧 =： を 港 おか 沙巧 巧を 
其 化 化を を 國垂お 都 巿ニま 巧 反 コ片レ 
ス有么 候 


本 巧大彼 化漬五 T 目 
紐 育 支店 紐育プ C i ドゥ*— 巧 四十 化を 

藉 住な^ 銀な 

34^ 巧 {巧な 橫濱 名を 崖 京都 神タ 開山 
ら メ道廣 島吳柳 井下 ノ顆 
化 支店^ 司、 ホ 倉’ 巧を 瞬 をん 留ホ熊 本 等 
本 固 預金、 鄕 M をを 等は 巧 め- 
て 御 巧 利 延速じ 御が 巧 可お娱 


本な 朝鮮 京 城 

支店 出張所は 日本 內 化の おを 都 巧、 軸が 
滿 刹、 支那のを 地 及び 浦 瑞巧德 

瑚鱗 銀な 紐 脊お張 所 

み 弼爲替 一 お餓巧 業務 精々 巧 便利 じ 取投巧 

董候 


內 かを > 社 償、 槐式 ノ資貫 A ビ巧 
化 おな パま械 巧が ユ御 取扱 お ン 
■ マス、 お々 當巧ヲ 御が 用 下 ナィ 
II 藤本 ビル ブロ ー 力ー 银が柿 化を お 

.藤本 證# 會社 

同 ま 港 ま 店 
同羅巧 出張所 
同 沙巿化 巧 巧 


わぶ 月 御用 轟寶化 

年末が 始の 御用 品 最近 便じて を® 
揃へ 居り 候 間 早々 御 巧 命の 程 願』 候 

h 挺閱 開店 n 

桑 搞蘭會 

東 五十 九 下目 百 十四 番 
電話 ヴ ホラン チヤ！ 二-一一 ニニ no 五 五 セ 

片 桐が 弟廟會 

東 五十 九 下目 二百 一 牛 四を 
電話 ウ巧 ツカ シ 々ム 九！ ニ 四 四 n 四 五 N 四 六 n 四 セ 

目 本 食料 日韻會 

西 六十 五 T 呂百 五十 潭 
電話 エンデ nv ト九セ 九 ニ 


ちん 餅 一 か. 一 弗 

御 鏡 働は 御 巧みみ 第に 巧ら へま マ 
柯卒 早々 御が 命の 程を 願 ひます 

,‘ご> 高矯 松風 軒 
みぶ.-.. 桑 山巧會 
’， ‘む一 ..む 1;: か 桐 兄弟 商會 

一；. 苗- 目 本 食料品商 會 

至 ぞ」を 


新年 號雜誌 

講談 俱樂部 置 0 
富 ± 五 0 
を A グ五 0 
朝 曰 五 0 
講談 雜誌 8 
新靑年 一ろ 0 
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鱗 然として 風の 巧 y 

首都^ 急 ^ を權 一巧 

スト ロ— シに VJ 應 酬の财 部大將 

倫 殼會議 じ 化り 平和 親善を 期待 


日を ホ國の 休戚を 巧 屑 じ 巧 ふて 
英巧 倫を じ懊 する 道す がら 先づ 
華府を 訪問して ぶを を溫 める ご 
共 じ 親しく 大統領 ホ じ固務 長官 
ご 膝を 巧 b て 怠 見を を 换 すべく 
を々 ど乘込 わで 巧た 前 首相 巧概 
盧次郞 氏 ごが 部た おの 兩を權 一 
^巧ぶ シ ャ ト ^ じ上隆ピ乂官民の 
盛大なる 歓迎を 受けな 留 邦人の 
沙ボ じが 贈せ る樓 樹の恤 がめ 巧 
じ 臨 法して 若 概を權 自ら 級を 執 
つて 恤 かめを 了し W 巿 1 ち大化 
锁 道の 特別 列牵 に使乘 して 十-五 
H 午前 义が 十五を 巧 被 古 ユニォ 
ン 停ザ爐 じを したが、 途中 おを 
權は 雪の 巧 嵩を 賞で、 卷巧 巧は 
がを を廢 して 錐薛 めじ 米の 飯 ご 
洒 を、 が 部 大麻は 夫人 ィ」 かじ 車 
かの 雪を 專 びつ i . 『峰ら 觸も雪 
じ 埋もれて 水面の 黒 （もを. ロる 
r ィダ ホの 里」 V - 諫 じて 武人の 
雅懷を あべ じ。 

一巧は 木が 領事、 領事 箱 員、 

H 本人 會 幹部 其 他を を 同胞の 
化迎を 受け ドン！ キ •ホ テ 
にお じたが 若 城 氏は チ じ 『化 
留岡胞 の 吾々】 巧 じ 尚す る歓 
迎^ 誠 患を 謝し 旦つ 諸君の 健 
康を視 る 旨を 傳 へられた し』 

ど 述べ 巧で 巧朗 二十 年 克<:1: 
ネ 語を 解す る ホ乂ユ ー ^ マン 
巧が 訪問し、 更らじ 前年 支那 
耕 巧 會議じ 列した る チィ ラス 
エッチ •スト C ン 巧の 訪間 
をを けたが、 K 巧は 肥大 t ♦體 
艦を ソフ ゥァじ 納めて を规氏 
が 部 夫妻を- 歡誤 をを えつ-^ 
『ちが じがて をみ 法權を 撤回 
せよ ご去ム もの も をら 5 がき 
晋み國 人 じは 御免で ある 現が 


のかき 國 情で 如 阿 じして 支那 
が 完全 じ瞥を 梅を 雑 持し 得 や 
ぅ」 S 正面ょ ち 技 ま 那說を 振 
b 恐 せげ， 

财部大 おは 『支那 人中には 語學 
^ の 達者な 玄人が 多 （化 点では 巧 
時 も 日本人-か 立ち後れめ おが ぁ 
る J . S 話題を みら さぅ ご i る。 

ブ 氏は 透かさす 『堪能。 語學の 
力は 巧して 陵 あを 救は ない。 予 
は實ろ 堪能な 語學の 巧まで ない 
芳澤、 H 混が！* «良< 日本を 支 
那で化 表しむ ミを 認める。 巧澤 
を 巧 どは 麗 々ゴ < フ を 競 ふたが 
彼の ゴ < フは颇 る緩漫 悠長；：* ゴ 
火フ でぁつ たから 予は巧 澤氏じ 
r 貴官 の媛漫 悠長な ゴ 4 フは本 
國 政府の 訓電を 待％ つ- •るる 爲 
めでは ないか」 ど戲れ たも もを 
る』 など ど 語ら 繼て 米圃 新聞 記 
者 跑の會 見 時 剔が 迫 まつた ので 
マ 巧は 辞し 去つ ねが、 

を 權は齋 藤 情 お 部長の 通 露で 

一の 义テ ^メン トを發 C 記 

者鹽中 ょら 『適 般_7 1 バァ 大 
統領 ど英 首相 ごの 會 見は 日本 
をして 猜疑め をを 抱かし め惹 
ゐて淪 敦會議 じ 日溺伊 連衡め 
氣莲を 化 進せ むかとの 鼠說ぁ 
を 如何』 どの 質閱ぁ b ホ じ 勤 
しを 概を權 は 『斯 る風說 はを 
然柯 等の 化 おがない C 寧ろ 日 
义ホ 調を 巧 じする 傾向を 齋ら 
した'- 予は 今み の渝敦 會議に 
依ら 軍縮の 實現 £间 時に 五大 
强國 間の 理解を 進め 國際 間の 
ず か 親善の 濟厚陳 を 加 ふるを 
信じて 疑は 中』 とか 答した。 

! 巧は 午後 ニ 時 苹府じ おつて 
去つ た。 【お 俄 お 通信 買〕 


同 脱 一二 敎 貪を 中む V : して 

輝 や^しい 降誕 祭 


^ 々な々 われ 等を 訪れる 

ク y スマスが 股 前 じ 迫 まつて、 
サンタの 爺さんら 急. 炉 しからぅ 
が S 敎會ら 其を 礎に 化 おされて 
むる。 時間 順に 舉げれ ば、 H 本 
ム 美 なお 转が簽 一で 午後 ご 一時 幹 
事大を 豐化 司會の 下」 序曲、 讚 
美 敬 六十 番を 唱じ始 ib 蛮書朗 
讀’岡 島 夫人 祗禱 、松 本 ホん 歡 
迎 S 辞、 岡 本 テ •テイ、 誦 歌が 上 
淸 、を唱 H 曜學巧 生徒、 ピ ヤノ 
御 お 野中 幾ず， 童話 藤 ザ 後 子、 
朗讀巧 施 S 重 子、 誦 歌を 働- 洋 
獨唱 小が 旧 なを子、 誦歌 武藤ジ 
ョージ 、朗讀 お 井 イク ミ、 を唱 
H 曜學 校を 巧、 朗謝 野中を 子、 
獨增 岡' お たげ を、 武藤 マサ子、 
朗讀ゎ 働 操、 獨奏 野中 淸 子、 朗 
讀小野 山な 合ず、 ダァ イォ 9 ン 
岡ない さを、 岡 なを子 お 他 一二 十 
番のブ "グラムを yb 讚裝 歌と 
トニ 巧を 哨乂岛 幹事の 祈瞧 にて 
閉替 後ず 巧を じ クリスマス プレ 
ゼン-ぶ おを 藥 する 鹏 序。 

基督 敎隐 道が じて は 午後 
と 時半 乂川 削较 帥け 會し 讚美 嗽^ 
一ノ六 0 を昭 、乂川 お 邮の八 力 I 


樓朗讀 後齋お H ミ子の 挟搂、 南 
力ー。 グ の獨增 、遵の 紐 一巧の 
聖巧 朗誦、 をの 紐 j 村の な增、 
中鲜 文す の獨嗔 、田が 幸 乎の お 
訪 '望の 組みを 唱 、南々。！ が 
の ピアノ、 愛の 組のを 增 、椿敏 
鈍の 御 詰を 6 讚美歌- ノ六 とを 
合唱し 大堀 牧師の 斬 膳 あり サン 
タ 爺を 迎 へて プレゼントのを 配 
茶 巣の 蠻應歓 話 どなる。 

妇育 日本人 お會の 降誕を 
は 二十 お 日 午後 正み 時ょ b 閒か 
るべ < 、前 巧 正 俊 巧 司會し シエ 
レィ 碟± のォ作 ボン 序曲 讚髮歌 
を 喝险巧 氏の 聖書 朗讀 、杉 旧 幹 
事の 挨 巧、 廣瀬 氏の 獨唱 '地 ま 
氏の お說 、淸水 牧師の 說おゐ 6 
第一 式 お r £ 巧に 第二 式 じ 移 6 
司會 者る 山を r U 雌' 學 校を 徒 
の メリー べ八ズ 合唱、 を 山 綾子 
の聖 W 朗讀 ，淸 水惠美 子の 挨搂 
ホ巧尤 ぉ の 歓迎の 砕、 化 山-ル ホ 
W 文ず、 ホ おすみ 子、 巧虽 かづ 
子、 ホ司乘 子の 合 咽、 化虽 かづ 
r の 獨昭が 藤で 化 f 、 化 楠 ヘン 
リー が膊お 治の が 誦 .••旧が マ ー 
サ、 淸水豊 す、 化 桐 化 子の ク * 
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ス - ス 感想-を 山と み子淸 水な 
里 了の 雀の 明が あら 箱 S まは 時 
別の 趣向を 示し、 第 四 式は 『チ 
ヤイ グド •ジヤ バン』 ど 題し 東 
京 狸 夫人な 室の おを 英語 じて H 
醒が 校を 徒 一同が 上 おし 第五 ま 
は 手轟輕 業な， ミが ある 箸。 

大阪顏 船の 

新造船 就航 

南 ホを み 航路 じ 活躍 
大阪 商船は 風 じ 多 數のモ ー タ 
I •ボ ー トを 建造して 巧 か諸航 
路じ 配船し つ i あら 南米 命令が 
路 じは サント， 丸 ラプラタ 义义 
びモ .一 ンブ ビデォ 兄の 一二 優を 船を 
就航で しめて ゐ るが、 ネ巧更 じ 
ニ隻 《新造船を 同 航路 じ 化 巧し 
て 舊型窺 船を 他に 轉航 せし いる 

ふ 這な も旣 じべ ノヌ アイ レス 化 

な卡 一月 神 ロ お軌處 女が おの 途 
じ t 一つた。 航路は 神 巧を 起点 ど 
しよ It 、 香港、 西貢、 新 嘉坡ょ 
古 敵を じあで 亞弗利 如の 東部 

ム I パ ツサ、 ダア 、，ム を 經て南 

端の 講ヶ I ブ タゥン じ 寄港し 
一路 手. ォデ ジャネイ ロ じ乂ら お 
ら じ半ン h ス よらべ ノス K イレ 

ス じを を 化 上して 南部を 衆國で 

はぶ 一 クオ,. レ アンス、 ガ グダ エ 

ス -*1 y じ 帝 港し B 奈馬蓮 河を 通 
過 L て P サン ジ玉グ K よら 橫濱 
じ まるので 總計 五十 H を 要する 
もで をる 0 を 新造船べ メ K アイ 
レス 心 化は 德觸數 一巧 嗯 、速力 十 
とお 导 一等は ス ゥネ！ ッ ニ、 
一人 二十ぶ、 一人 室 六を 有し 
二等ぶ 円 五十 四 人、 ミ 等は 八が 
五十太を 收 をし 鬻べ （、同船 嚷 
煙 室は 圖 窓、 小 障子 等大を 風の 
装餘を 施し 謬 話 室は あ 化 式裝輸 
を 施して なる。 尙ほ 鋪妹體 リォ 
デジ V - ホイ。 見は 辨を六 目 就航 
ずる||£でをる0 

II 孤 支店 副 長巧迭 

一二せ 銀 巧が 育ま 巧 副 長 山 ロ 達 
化 氏 W 一^渡 ま 巧な 勤を 命せられ 
去る 十二 日 度 發西巧 十九 H 桑 港 
お帆の|1 レ ャ化1て歸朝したが 
後 巧 封：!：： 恒 をは 夫人み 藤 树伴淺 
間 化 じご 巧 中 お 頃 巧が する 由 

公！. 人が 人 
♦金 澤滯 氏を を 地方 裁が 巧が 
事、 鹽納 視察 歸 朝の 途 みお あォ 

ムピ みク號 じて ホ 紐 タイム マ 
ス n ヤて •ホテルに 投宿 中なる 

が 一 巧 初旬 お 發巧巧 十五 日 桑 港 
お 帆の 淺間化 じて 歸朝 する 由。 


商 1 哥 

ホ內 矿丄： 


往來 【加 九】 


: 六十 五 T 目 百 四 十八番 
斜亭太 身-にて は 例年の 如く 正月 
の 仕出 丄 、お前を も 請負 ふ 由で 
ぁるが、 今回 二階を 部 大條戀 を 
施しを、 一中、 裏の 間を 別々 じ 使 
用 お 巧る^ みならず 宴會の 勝は 
ニ 間を 打 一^き 六十 タ巧 上の 集會 
も 出 巧る 心 化 じな つじので 息年會 
が 年 宴 島 かどの 御中 这じ 奥して 
は 特別 大勉强 をず る ごま 人 村 上 
柳 一巧のを 話。 

行タ [ル 

本局 締切 當日 午後と 
時：：！ 曜ど体 目は 四時 

♦ブ レみ* テント • T ダ ムス 〔フ 

ジス ニニ 十二 日 0 

▼フレ i . テント •マグ キン レ 

1 〔シ广 トこホ ミ H 。 



比 3 黑 »±? 忠。レ ". 

303 Fifth Ave.. 

Te!. Bogardus 4860 

ヴ田 商事を ま會巧 

Uch ミ da T なぶ ng Co パ hic. 
11 Park Place 
Tel, Barclay 1576 

島資易 巧を 含せ 
Shima Tra ぷ打 g Co" Lt ん 
150 Broadway 

Tel. 成 tehcodk 1484 - 148 目 

巧 ま會化 ホち 巧 食 
Ak&wo 在 Co., L 化， 

295 Fifth Ave^ 

Tot C&!edcmia 9758 ぷぞ 

片倉裝 な綻綾 巧を 會胜 
Kal&kura 在 Co. ， Li ん， 

2(K> McuU.on Av«niie 
Te!. A 此 ! amdi 45 が * 4546 

に Mildmol :。 
Mikimo わ Paaria 
的 5 Fi な h Avenut, 
T«l, Vanii が b 化 巧 19 

1 

大倉 巧な 育 支 巧 
Oku 化 在 Co" 

30 Chuxch St., 

TcL Co け landt 2292 ぷ 3-94 

H 舆巧ま 倉な 
化理巧 
A # 巧を 

1 扣 Br 〇 g か 化 N. Y. C. Ttl. わ 加 r 7 扣 4 
F 扣 1 〇ロ ; 化 化 扣化わ e., ししむ ty 

巧 巧 斬を 巧 式 能 
4s«no Bttssan Company 

Room 80X-805 
165 Broadway 
TeL Co け Undt 8047 ぷ 052 

Gosho Corporation, 

Silk 巧 。 rsy 

が £ast 34 也 Street 
T«L Afhlaod 4^-91 
Gosho C 〇 H Inr：«t 
Co け on Export 。 け 
巧 Beawr St«, 

む } Bowlioff Green 巧 

Iff 巧が 鐵 巧な ホ 食せ 

I な靑 •巧 巧 

1 South Manchuria R. R. Co., 

Room 202 も Can • ぶ an Pac ぶ c B! か . 
； 342 Madicon Ave* 

Tel. V&ndcrUlt 4135 

H 井物產 巧を 會 it 

お 巧 ま 巧 
Mitsui & Co., 

65 Broadlway» 

Tal. Bowling Green 7520 

巧 ま 會化お 井 巧 巧 
なち 巧康巧 
Iwai & Co., Ltd. 

Wooiwo け h 3uHding, 

了 el • 巧 わ もげ 8660-6 i ぷ 2 

H ミ 商# 巧を 會な 
な 育ま 巧 
Mitsubishi Shoji Kaisha 

(Mitsubishi Co.f Ltd.) 

120 Broadway 
Tei. Rector 2560.2564 

乂展 朝日 ニ ま 巧 朝日 
な 川 ホ 
Osaka Asahi 

The New Yoirk THmes Annex 
Tel« Lackawanna 1000 

日本な 巧 獄食化 
お 靑ミ巧 

j Japan Cotton Trkdinfir Co., Ltd.» 
2 Park Avenue, 

T«!, Leadngton 8787 

日本を 糸 株式 會お 
短 巧 支 巧 
NIPPON ll-ITO mm, LTD 

Two Park Avenue 
Tel. A»faland 5320 

1 巧 か 名會巧 

な 巧モ巧 
Hara & Co., 

443 Fourth Ave*, 
TeL Caledonia 7830 - ぉ 

1 0 ホ 生糸 巧 ま會を 

I お 巧 支 巧 

i KIGHUBE! のけ 0 KA 邮 SHIKI iU 巧 KA 

1 (NICH ! ぶ EI の ! TO CO, じの.） 
I 1 Park Avenue 

' TeL AsUacd 6246-47-48-49 

大胶ぉ 目 ニ 乂巧 日日 
を 木 H 巧 
Osaka Mainichi 

Room 306 A World Building' 
Tel. Beekmao 4259 
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大紐育 

一 义ニ九 年 版 ダ 近く 發巧 

本 化が ft に復 巧を 巧いた しました 『犬が 育」 は、 幸 ひじして j 
化 湖の 湧 < がかき が 巧を 麻し、 をに をが 一が 巧ら や資 切れ £ な 
> ました、 化て ネ化 はお 一版め 內 をを をな 巧た じし、 負を たも 
增 加した 千 乂百サ 化 年 版を 新に 發巧 する こご t ならました、 正 I 
確 じして 且つ 巧ら しいが 計 ど 寧ち を 基礎 じして、 が々 後 化する！ 
巧が 「大紐 育 J の 其 相を 巧 ふるに 道试 なき こごを 巧して 居 > ま I 
す •简 ほを 憤は 

豫絲 申を 者に 限リて I 

特價と 十五 仙 I 

發刊 後の 御滕 買には 

を 價金一 弗 ^ 

£ をし 主した、 を かじを 約 巧 申 & みを 希望いた します。 I 

そ 忌 ホ 五 ロ 紐 育 新報 お I 


木 社 束 京 特電 {紫 ぉ町轉 も〕 

各紙け を權を 賞揚 

【甘 四日】 お 軍々 縮 會證は フラン マが 脫 退しても 日本な 府は 
お 米 等と 儀を じ 巧 力せ 1W お 概を權 じ 訓電され た。 

【サ 一二 日】 若 磯を 權がァ メリ々 侧じ閒 限 ま 装ょ h 縮々 ホ 萬へ 
進まん どす る 用意を る i を 確め 得た のは 大收稚 だ f を 新 巧は 
賞 讚して 居る。 

商 巧 U 召喚、 しない 

〔サ = 百】 策 ま 日日 新聞は 越後 錢證 疑獄 じ 駒 聯し辕 巧 巧が 召 
喚 取調べを 受ける でぁらぅ との 哉を をを し 『越を 淺 おはを 商 
相の 書 お 取調で 一 壊 落とな ト ‘0 辕 不問 じ附 す」 と 巧 じて 居る 

I- 社會 事業 御 下賜 

甘 四日】 聖上 陛下 じは 十み ホ 
の社會 事業の ためじ 四 巧 一千 
/圓を 御で 賜 じな つ わ。 

/ 年 贊が激 增ぶリ 

/ 【甘 二日】 察输 時化に も 巧らず 
辱賀 巧は 却つ て增 加し 中央 郵 
使 局は 跟を迴 して ゐ る。 

中旬の 入超 原因 

(た 二日】 本 巧 中 巧の 入超 巧 因 
は 綿な 輸入 增ご 生糸 輸巧滅 ご 
が 原因で ぁつじ 下旬 も 入超は 
八な 方 圓位か と 見られて ゐる 

張學良 使節 漉 遣 

【廿 二日】 張學 良は 日本 ご 傷 同 
して 東 S 省を 開發 すべく 先づ 
感議 委員を 日本 じ 送る こ泛じ 
みし じご 


兩政 驚總務 

〔甘 四日】 民致黨 院內總 務は濱 
ロ總 裁ょ b 左の 如 （おちされ 
た 0 

一を 房み 郞 、巧 ホ巧郞 、巧 や 
萬 逸、 賴毋木 巧 ま、 中 村磬み 
館、 木 槍 一二 四郞 、小山が 壽、 
樓 井を お郞 、糜 满德媒 
尙 ほを ぶ會は 左の 諸 巧が 院巧 
總務 じ選擧 されれ 
秦豊 助、 鉛木隆 、東武 、植歲 
悅 ニ郞、 S 輪 ホ太郞 、砂 旧 量 
政、 席 玉 右二、 津綺 尙武。 

小山を 民な 黨へ 

【：^ 四日】 畏野縣 選 33 明 歧會化 
小山 邦 太 郞氏だ 民を 黨じ 
つち 

を I 狩た， 巧る 讓 ホは 事 賓目ネ じ 
ふって は 極めて 有利な 騒 引で ぁ 
る I" おじ H 本 じして 雜をも 大型 
i 洋 濃化 率のと 載を 固執す すじ 
ならに、' B 本の 軍事 地 I じを 
な 勢力を ホ衡 せし むる？ で じ 
巧 フイ f ブてヒ シ斑島 武發 


間 題が 持 上る じ まるこ £ は 、こ 
れ亦ち 燃の 成朽 であらぅ、 がま 
ひじして 我等は 日本を 權 のをし 
むスブ！トメントじみら、 日本 
が 他國じ 協力して 貪議を 成功 サ 
しむる じ まるべき こごを 信じて 
居る。 . 


—siF 


マミ 1 ブ シン トンに 於る B 米 
霄 縮を 權の巧 渉 じ 娘る、；^ も 重 
姿なる あちは 日本が お 帯 j の 縮み 
一玄い ふ 原則 じ 向て 誠必部 ~ 意 巧 力 
ずべき こごを 示した る 心 ある 
我々 は 葵 米 劈 日本の 見 || に勞す 
る 相違 •かざ ゎ 程 じ 離が 
ミい ふこ どじ 就て- 餘 
を 知らない けれ 其、 こ-- 
けは 極めて 確實 でぁる 
マ … 'ミ.. 日本が 一度 五 一 
のま 力 澄 比率を 補助 獲 
ベから ず どを 表 t るぶ 
批評家は 直ち じこの 雄！! 

0 て會 譲を 覆す じを 


-れ むか 
- じ 多く 
一成 巧 だ 

を— I ニ 
た 適用す 
幾タの 
I 度更 執を 
I ご 指摘し 

た、 而 かも U 本を 權 ぶこれ K お 
て 日本は 巧 じ 英米の WI! 洋 艦じ掛 
しての みと 割の 化 率 要ボ する 
もので なく、 と 割の j 化 率け 補助 
艦を 體じ 適用すべき ものでぁる 
ご釋 巧した、 これは I 實じ總 ての 
狀 態を 一轉 せしめ もので ホつ 
て、 これ じ 依 b 大^ I 巡洋艦 比率 
ごいふ困難^:^巧題.^、 巧渉の：！^ 
おじ 化 ゎて 容易 じを 協す る i か 
出 ホる ので もる。 

V. のみな じ I や、 今 巧會遗 
は 軍なる お 軍制^に ホら や、 也 か 
實的 絡々 たらし，^ る 巧ら 中 ご 
巧が-し 巧て、 け 呼は 最も 强 
執し つ i ある^* ¢1- 所で あら、 
日本が 日本に ィ ljU て 最もを 


_ もらのを 前 じ. 


小事に： 


ずる こごは 斷 じて ないど 信 中る 
ものである。 

V ........ 尤も 潜水 短 間 題 じ 封す 

る 日本め 態度は、 一 ホ も 譲 ホを 
許さざる 勢に あるが、 これが 倉 
證を 危地 じ 導 <v- 信 やる のはを 
だ旱 計で ある、 を も/、 潜水 鑑 
のを 廢等 どい ふこ ごは 巌め てア 
々ダ ミックな 論題で ホつ て、 ロ 
ン ドン 會議 じこれ を現實 化する 
や 一ぅな 機 會は斷 じて ない ので あ 
るで 何故で ぶ I るかと いふじ、 第 
ごじ ィ ¥? ろは このを 廢 給を 河 
處ま でも おなさして 厦 きたい ご 
ふ 希 翼を 抱いて 居る、 第二は 
の 一二 個國の 潜水 渡を 策を 覆す 
めじは、 でぅ しても 日が の 潜 
.艦 じ對 する 立 紫を 承認して 化 
|b 間 題に がるを 協 巧を 促進し な 
ければ ならない からで もる 0 
厶 ；！ .日本 全 權の訪 ホは、 海 
縮 じちす る 日本の 立 填を 明かと 
したの みならず、】 面 日本を 府 
の r メリ々 を あじ 掛 する 友證を 
最も 巧 白 どした、 ヮ シン' トンを 
讓 直前、 日本の 威を を屢 々發吿 
されむ 我等の 現在は、 當時 ょみ 
も遙 かじ 日本を 理解して 居る、 
而も 太平が め ホが を 維持すべき 
唯一の 道は 巧 国の 反目に 非らず 
をな じある こどは 最早 巧 围じ巧 
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骄驚 u 禱踐し I. 

...I 政府 u 一路 解散を 急 V 

政ぶ 會の 對議會 策は 尙店 みぞず 

まを 特 g 廿 四日を = 欧ぶ 巧の ぉ講會 を 巧は 今尙 ほかせ 中、 が 散 ぉ 避のを 氣が 濃厚 どなって 居 
るが、 义を邀 がごして け 胸裡で い。 解散を 覺 悟し がかに これを 视 らしつ： わるが、 を 府< しては 
路 解散へ な 進す る 堤 巧で わるので 頭から 巧な の 態度を 是辯 つて 居る。 

ま 京 特巧廿 四日 發 t ニ ユ 31 ク •タ并 ムス 紙】 === 衆議院は 讓長 理撰戰 じめ て 民を 黨 はを 友會 
のちめ じこの 椅子を 占められ たので ホるべき 誘 筒の 解散 颜 巧は 摄阜 確を である ど 見ら わて 居る、 
脚ら 木聰 日は ぶ 式に 誰會 開院 まを 舉 巧し 舉 上の 巧 幸を が ひでを もじ 巧會 し、 巧 年】 巧廿 一白 怡が 
も。 ン ドンで お 巧 縮み 會謀 がを まさる t 円 化 食 巧け どなる ので わるが、 濱ロ 首相の 施 故々 針說巧 
あ 後には 进會 解散を 見る に まるべ （、現が 巧 黨の爲 めじ 六十 のぞ 歎を 制せら る、、 政府 ごして、 巧 
じめ 友 貪 內銷の 疑獄 爭 件が 化ん の 記憶 じ 新た。 る 際で わるから が 刹 解散せ よごの 意を が最ち 有力 
である こごは 巧を の 事 賞/- 證 めら れて居 るが、 一部-しは 自由 ホ義 まで ある 尾 晓巧雄 氏の か < 疑獄 
事件 じを 坐 L て 居る おお 政黨の 罪は なぶ 會も お议 黨も问 一で あを、 化て 斯る あ黨政 おじ 胶 9 て禮 
擧を 巧へ ば必ら やや 巧ら じ醜怪 なる め 治 疑獄を 生む ベ < 、こ タ路選 擧の廓 正を 巧す る 意 ホから 巧 
な 致 波に 超 巧した 內 巧を 組感 して 擦 涯擧 を嚴 をせ しむる やぅ 隙す じ 上奏せ よどの 意を はかなを 有 
カごなら、 巧し巧ぷ會じ！ て化案をモ持すれば巧黨じ ピちては 一 大巧猩でをらぅご云はれて居& 

東京 特ち 二十 I 二日を = 祭 五十と 誤會は 今朗巧 集され、 間 題め 衆議院 讓 長は 政 友會倾 では 島 担 
俊 雄 氏が 圓滿じ 辞退した ので 堀 切き を衛 氏を 堆 したる じ對し 民な 黨は 藤澤 幾之輔 巧を 立てた がみ 
巧投 祟の お果は 

堀の 巻を 衛 (政 友 ニニ ニ 四藤澤 幾を 輔畏 致〕 ニ！ ニ 

ごい ふ 差で をに をる ちの 駭利ミ じつわ、 而て 議員 纔會 で濱 ロを 一巧は 一致 結束して を 進を 叫び、 犬 
を總 載は 『ま大 時期に 直面して 一を を 勝せ よ』 ど激 劇した、 尙 'じ 貴族院 垂 廃委呂 島には を 衛秀磨 
をが を もを 力で ある。 

も 要するに 

開會 劈頭に 

一、 ホ議會 劈頭 議長 選擧を 巧は 
ねばなら 田が 現 巧のを 野では 
なま 會に 占められ るは 當然だ 
からを の 前に 解 露す るの がま 
當 である 巧 じこの 時には 議會 
も 構 おされ 憲法 上から 解釋し 
て も 何ら 不都 をはない 

か會 明け 後 

一、 休會 明け 劈萌首 巧の 施を ホ 
鲜满說 中に々 數黨を も て內 
麗を 組織す る i の 不自然な- 
貴を 聲巧 しち 演說終 T ど 同時 
じ 解散を なす 

H っの 擦を 

一、 施政々 绅お 說じ裝 して 巧當 
の 質問を なさし め 其 不信任 的 
な 擊お說 ぉ 待っ て】 あじ 解散 
の擧じ おる 

i 、 輿黨 がら 進んで 現内閣 信を 
案を 出さ，】 め これ じよつ て 解 
散の 理由を 明白と する の擧じ 
ぉる 

1 、 無巧屬 中から々 叙黨が 組閣 
しゐ るを は 不自然なる 紋邸時 
解散 f べしとの ホ 護 案を 提巧 
される ミは 豫 あじ 難 わらず、 
其 劈頭 じ 潮時を はかつ てこれ 
を 利用す るが 巖も穩 やかな ホ 
法で あ- 

U どの 複 をが をれ ぐ 論議され 

てゐ &、 然して 首相と しては 最 
ホ 化** ホ 法を 選 ふべ < 奇計 的 


化 議止中 村 啓 次廊巧 失格 ^ 

奎あ 特電 二十 一二 日 お === か 歌 山 縣迭出 化 議± 中が 啓巧郎 氏は 
選 擧餐超 あで をに 失格し む。 

衆議院の 各政黨 現が 勢力 ； 

を 京特を 二十 二日 壌 == を讓お 事務 商謡査 におれば 十二月 普 
H 巧 在？^ をが 势 力は みぶ 會 ニな 化义 人、 民を 黨 なと 十 I 人、 を 
の 化 a 化 六 入に 蜜して 居る。 

.勞農 驚々 員が 政ぶ 會乂り 

ま 京特を 二十 二日 巧 === が联縣 下の 勞農黨 々員 約 一千ん はお 
面げ か b の 無產を 動を を じ 見限ち をぶ 會 に鞍替 へを した。 

辭散 U 一巧 中 巧が 

東京 特巧 二十 B 1 潑 = 民が 黨ぉ 身の 閣僚 等は 議會 解散 期を 
一 肖 か H 前を ごず ベく 惹是の 一を を诗 た。 


i 時期 U? 

ミつ の瘍合 

空 おの 大 疑獄 事件 も ゎ ど''^ 
一は ども 巧、 目先の 問題は ひと 片 
がき のれ （じ も 見られる が 巧し 
をれ だけで 决 して 

0^ を吿 げた もので な < 
按 をみ 手は 少しら 緩められ じ S 
はち'へられ^:*ぃ、 從つて 一 、 ニ 
軸 僚じ掛 する 世上の 疑惑は 一掃 
された ご 見る i は 出 ホない ち樣 
で、 この 問 超に 化て、 巧 巧黨の 
を 某 S 運動 C ます— な 則なら 
'ん どして ゐ る、 すなは も巧顆 S 
しては 一 n すごせ ぱ 一日の 不利 
をを 將ホ する もの どい ふべ く、 
この 際 疾風迅雷 的 じ 解散を 擲巧 
し、 讓食じ タ數を 制し 確固たち 
，ぶ 礎を がつ わ h で、 ホるべき 諸 
補の 難 隅を 突破 f る じし かや ど 
I の 論は 政府 こして は-おも ニ應 
''もを 虛す るが 化は をる のでを つ 


るるは 當 がの 至で ある、 しかし 
一方 自重 論を ま 張す る ものは ホ 
橋 前文 相の 辭 職は 巧 どいつても 

が府 の 大巧 擊 で、 この 狐 
姨 未だ 癒. ロざる じ 徒らに 巧を 心 
せ b、 無謀の 戰 ひを 化 掛けを 纽 
きは 自ら 輕ん 中る も 甚だしい、； 
輿論の 人氣 はを だ わが 黨を まら 
ね、 むしろ この 際 自重して 疑獄 
事件を 明らか じした 上を々 の 盛： 
を 張る も遲 しどし ない S いふに I 
ぁる、 が 今や ニ 旬の 後じ證 をぶ 
集を ひかへ て、 現み 閣 組閣 &本 
の 巧 題た る 『辭 散！』 はおし 
r 何時』 わ はれる か、 な府 
びじ 巧な はか （なる 上は いよ 心 
よ 解散 じよつ て 人を を 一新し 
をし の 策を 誘 やる がま 當 で、 


じを ぶ會じ 比して が# の 程度-*® I ホ 策 じ 出る 主は 避ける だら うど 
極めて 轄 いの だから 斷な 解散 じ 一-】 般じ豫 想され て 忍る。 


よ 6 タ數を 制する のは かなしと 
いふじ】 致して むる が これが 観 i 
巧の 時期を いつ £ すべ きか 、ま 
たを の 理由を どこ じ ホむべき か 


i て、 が 今 巧 巧の-一が じすべ から I はしき > じ 謀 蔑され、 まだ 巧を 


衆議院み 野 

ま 京 特窜廿 一二 日發 N 廿 二日 現 
巧 貴 衆巧院 のを 巧 左の かし。 

貴族院 


-< 年 巧に 解散を 斷 巧せ よどの 聲一的 じが 力な 息 見を 見 G いけれ ど 皇族 ニ ハ、 火曜 會 ニと、 硏巧 
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會ー五 0、 を 巧會六 お、 同を 
會 二み、 同 かを 一二 方、 をぶ お 
樂部四 一二、 中立 S。 ■ 

1 衆議院 

をぶ 會ニ一 二八、 民政 窓 一と 一 
第一 控ま H 六、 〔無を と、 巧 政 
會 四、 阿ま會 S、 中立 ニニ〕 
中立 一 化。 

勞 働內閣 

議會 解散を 覺悟 

ロンドン 廿 =1 扫發 N 梟をまで 
頗る 樂觀 すべき 狀態 じぁつ た マ 
ク ドナ グド 首相の 勞厳黨 內閣は 
。ン ドン 海軍 會議の 召集を 前 じ 
して 柯巧 政治的 危機に 直面す る 
どは 期待 さ n て 居な かつた けれ 
お 昨今に ま b て 
なをの あ 勢は 俄然 一轉 し、 少 
數黨 でぁる 現み 閣が 唯一の 必 
賴み ごし 口 自由 黨も 諸禪 のを 
會 を 策では 鬼 角 勞働黨 內閣の 
を 巧と 一致せ や、 巧 會議を 
前にして 現 换府が アメリカ ご 
の 海を 巧 等 力 協を じ對 して 餘 
ちじ 讓 ホし 過ぎた ごの 非難は 
漸み擬巧ごなら 

勞衝黨 と 自由 黨の 提携 も 最初 期 
待され た 括の もので なく、 巧て 
自由 黨んな 威を 惹起し つ^ゎる 
ので マクドナ^ドを 锦も 秘か じ 
巧 年め 復 渚を 頃には 議會を 解散 
すべく 腹を をめ たらし <、 一昨 
目の 議會 じがる 論戰 にもを の 意 
を 暗示し、 明日の 藏巧ブ /—デ 
ン氏 £ 前藏賴 チャ！ チ \ をの 論 
戳は最 を 政が の 注目を 惹 きつ i 
をる ろ* 

巧黨側 ごしても 巧 角 お 軍會議 
を 前にして 政府 攻擊の 矢を な 
つやぅな こ £ はるるまい けれ 

其、 ホるべき 總選擧 め 運命は 
お 軍 會議の 成を 奈何 ご 至大な 
る 願 孫を 巧ち、 これが 成否は 
勞働黨 の 運命を 决す るで をら 
ぅご 見られて 居る、 

おじ 來るぺ き 海軍 會議じ 魔む ベ 
き勞働 黨內顆 ごして は 問題の 英 
乂お軍 力の 均等 じがても 餘 6 じ 
議ホ 的な 態度に おでるならば、 
ホるべき 纔逃擧 に 於て 人 氣を失 
墜 する ミは 確實 でぁ b 從 てを 府 
の 會諸じ 臨む 態度 も 期待され る 
程じ溫 かなものでは あるまい ご 
の說が高（、 ち民のな目は 1 唐 
この ホ 面 じ 集な されて 居る、 
尙ほ 一月 廿 一日め 會議ち 集 式 
じ 際し 國王ジ 3 ! デ 陛下は 親 
し （を 齒巧表 じ 歡迎の おを 述 
ベら れ るが、 當 B 圃 王の 御演 
說は 勿論、 午前 十】 時から 午 
後一 時 じ まるを 國化 まめ 答辭 
は 中 繼の上 これを を 世界 じあ 
送す る こど i なつた 0 

露 支 和平- 

双方 這ち に 撤兵 

モスカ ゥサ 二日 藉 U 先般 ホ パ 
バロ スクで 巧は れつ： みつた 東 
ま 巧 道に 關 しじを ま紛爭 のか 平 
會議 はを じ圓滿 なる 解 巧を る、 
巧 ホは 鐵道 沿線 及び 輕境附 をの 
軍隊を 撤退ず る ご 共 じ、 支那 領 
± 內 をび 0 シア 領±內 の 領事館 
を 始めを 業 組を は 直ち じ 執務 じ 
化 事す ベ （、 

錫 道の 管理は 紛争が のが おじ 


な歸 せしめて S まを 巧 V なし 
あ 去 六 個 巧に 互る 紛争 巧 間中 
巧 方に 逮捕 抑留 中で ぁ も あ 支 
人は 直 もじ 拜 ぶし、 反み 激派 
瞄體を 組織して 紛 ずを 解大せ 
しめた 白を 》 シア 人 系 S 首賴 
を 追なず ると 共 じ 巧る 围體は 
直 もじ 解散を 命中べ く 
巧题 のみ 巧關 係は 一月 廿で 日を 
0 てモ 3 タゥに 召集す ベ*- ちま 
ネ會議 の阳滿 U る 解 ホ ど 化 じ 回 
俊す るで'- どなら、 新たに。 シア 
側を 化を して 總 支配人 ごむつ わ 
リユ ド ユィ 巧は 直 もじ 一 ルビン 

じ巧發 ずべ < 、紛爭 當時無 謝 解 
雇され た，。 シアん の 月給 4 從前 
通 b に 支 拂ム； どなつ た" 


语 ると 傅 へらる A 


名 


蔣巧 引退 

支那の 政局 混 純 

天を 二十 一二 日發 = 南 ま L がる 
固 民 軍の 叛 勘は 蔣か石 民^を 錢 
政策で 遂に 鎭 をを をね るら これ 
はおを の體 面を 重んじ 且 《巧廣 
を府の 信用 失墜を 防止す 4 め 策 
略 じ 止まら、 あ （蔣 かお 巧は 下 
巧して み 壁 じじ 命し 凰 民 黨の左 
冀派 でぁる 王化 銘 たお 蔣 氏の 後 
を 繫ふど 共 じ、 過般を 命の 騷ぎ 
じ國お 政府ず 備 軍の 副總邮 たる 
こごを 承諾 L 、 一方 じがで 疑閒 
の 人 經玉祥 氏と 密接な 關 巧が あ 
るご傳 へらる！ 閣 錫山將 巧が 陸 
軍德 帥た るべ < 、山 東 及げ 奉 天 
疲も闊 錫 山 氏の 立 壊を を 巧して 


領事 團歸着 

邦人の 運命 危し 

東京 ニ卡 二日 發 n お閒聯 をの 
特電 じ 依れぶ 義 じを ま 酉 墙贈巧 
のを 戰 で巧衛 V を 遣 はれて 居る 
化 巧 民の 狀 態を 調を すべ <特 が 
巧 革で 出を した 日 寞来祐 濁の 巧 
事 圏は 露 ま 軍隊の 千 涉ホ别 車が 
立往生し 調査 空し （本日、 ィがピ 
ンじ歸 着した が、 バィ； ラー 地方 
の H 本ん 巧 ニ 巧 入が 巧 今のを さ 
ど 飢餓で 危 隙じ頻 して 居る こ £ 
はお 明した る も， W の穏 度のを 隐 
であるか はお 然せ 中、 をら く搞 
奪 もされて 居る であらぅ ど 推察 
されて 居る 0 

フランス S 代表 

パリ— 廿 一二 日發 n フランス 改 
おは ホるべき n ン ドン 海軍 會議 
の全擢 さして 首相 タ^ デュー、 
外相 ブリア ン 巧の かじ 海軍大臣 
植民地 大臣の 四 人を 巧 命した が 
ィ タリ！ を廢 のを 權はホ だ發表 
を 見ない ° 

電 通の 報道 禁 化. 

上が 二十 二日 發 U 南京を 府は 
ま 那巧地 じがる 日本 電報 通信を 
の 報道は 『兎 巧 南京 政府の 信賴 
じ 反き 强 いて まがに 不利な 報道 
を敢 てす る』 こごを 理ホ どし ま 
那巧 地に 於る 同化の 電信、 電話 
う ダオ等 S 使用を 禁 化した。 


を權の 誘米ィ 輿論の 動き 9】 

結局 U 圓滿 むタ撼 

h リビ ュ I シ 紙は 斯く觀察ず る 


マ 日ぶ 垂權 の誘ポ は、 爵 

ほ 幾多 秘 せられた る 聞 題を 殘し 
て 夏る が、 アメ V カイし では 冻 
るべき n ン ドン 會議じ 解 ホを 要 
する 幾を の 間 題に 豫め觸 れるこ 
定が巧 ホた、 をれ じしても アメ 
リ 々人 i して 會議 をの もみ、 認 
解を 得 やぅ さするな らば-姪 じ 
濟ら された 或る 種の H 本のを 策 
なる ものを どぅしても 誘^し な 
ければ ならの、 軍縮 間 題 一」 就て 
日本が 最も 細 必の注 旨を 拂ふも 
のは 軍觸 養で ある、 卽ち了 メリ 
々の 軍 養なる ものは を 巧 接を 費 
の 僅々 一割 弱で あるじな じ H 本 
は 五 割を 占め 居ら、 而 かもを の 
おを 狀 態は ァメ 9 々じ 比 殺し、 
揺め て貧顯 なので ある、 これ 即 
も 日本が ま 力 鑑の代 潑違遺 延期 
ゃ 一巧 順 級巡洋 避建遼 じを 慮し 
つ i をる 巧 0 である。 

V ……： 日本が この 勘ょ ザして 
長距離の 遠洋が 海に 耐へ 待る ま 
力 艦 乃至 巡洋艦が、 他 画で どし 
でし 建造され るを じ反對 L て语 
るのは 强 めて 自が である f 然る 
じ 日本の 絕隊方 ごい ふ ものは ア 
ジア じ 集注され る 能力，^ 礎 ご 
する が、 アメリカ やイ ダブ K は 
日本 ど 事情と 異 じして 居る ので 


な 各ない めでを る、 これ 禪も日 
本が 潜水 渡を 欲する 巧な であつ 
て、 潜水 疆は縣 髮が摄 めて 廉懼 
であを、 同時 じ 粮據地 附近 じ 於 
る、 戰國 能力は 歷 めて 優秀で あ 
るが をに， 極東 じ 於る 戰 ずの 場 
を， 日本 じどを ては 極めて 必要 
な 武器な ので ある。 

マ の瘍を の 日本 じと つ 

て趟 めて チ 盾して 居る のは、 英 
米の 勢力に 對 してみ 割ょ b もと 
割を 要 ホして 居る ことで ある、 
室し 日本が と 割の 勢力を ホめ る 
ごい ふこ ごは、 即 七日 本の 現な 
計 畫を更 らじ曠 張ず る こご じな 
るからで をつ て、 この 比率 要 ホ 
で 日本. か 軍縮を 欲する 經濟 的な 
動機 乃至 將ホ 日本化が で おがが 
あるか も かれない ミい ふを 想 上 
の 軍事的 泣 置に' も、 みして 適を 
して 居ない ので ある、 日本は 現 
巧 じがて- 長を み 遠洋が おじ « 
へ 得る 補助 艦は 極めて 少ない の 
であるが、 これ 0 上の ものを ホ 
る W いふじ ま b ては 巧 ほ 更らじ 
不可解で をる。 

V ぶ も 外を W いふ ものが 

巧々 の 解して 居る やう U もので 
ある ら だ、 日本のと 勸要ホ も 
恐らく 會議 後には 異 ちし 形どな 


ある、 アメリカ ごして 極 あじが つて 現れる で ホら うこ ごは、 


て 最髙の 能力を 發巧 する 巧め じ 
は、 どぅしても 違洋が おじ 耐へ 
得る 軍艦を を おどす る、 斯の如 
くじして H 本は 內孜 上の 理由 ご 
軍事的 立場よ b して 化 菌のお 軍 
じちす るな 巧を 樹立し なければ 


シン トン 會發で 日本は 六勸 比率 
の 要を したじ も 隅ら 中、 結 扇を 
じを かいたる じ 等しい、 ホ も當； 
時日 本は 六 割 じ 護 ホした 巧 憤と 
して 英米は これ 0 と陆 東の 領主 
を ま 装し ない ごい ふ 重要な 讓ホ 
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號十 二百 六 千 一 第 


雜 m 育 納 


【日 巧 水】 日 ぉ廿巧 二十 年 四 和 旧 【ニ 


診察 

午前 十 時—】 時 一 
午を 四時— 八 時 i 
H 嗎 午前 十 辟 i 正午 
急 巧慢巧 巧そ疾 を、 巧 
腐 お、 血液 撥査 
タザの 經联を 有し 目 本 
人には 時に 親切に 治療 
す 

健康 診斷 i 

ドク トグ 

メイ ゼ卢 


舞踏 個人— 
►社を ダン* A 
►お 情 ホ 操 A 

T 寧 

齡 謂！ 

朝 十 時？ お 十一 時 

シヤ タフ •ダン シ 

ソグ 诚豁學 校卒袭 

h 衫 タブ 

稅離 事務 

を洋 を地拜 じを おお 
の 驗お乂 方を じ賴ず 
ず も 一切 巧 御 諮 間 じ 
應じ级 邀窝船 貨物 運 
賃及お 酌棄親 熙手續 
藝等 進呈す。 まを 都 
ボ じ化埋 巧を なし 誠 
資お速 巧 巧 命じ 應や 

巧輸 かが 


I 柳 

.0 

品 

加 I 

巧糾 

r 

I 編 

i 駭 

T 4 


0 

本 

人 

ま 

督 

巧 

を 

道 

會 


おお 食 

« 巧說お (日) 八 時 
日 巧畢妓 (日 ご 一瞭キ 
を 庭 お 曾 (水) 八 時 

IID ち 八 時 
婦人を 
讓 巧を 

窗 おを、 巧る たを 
篇業 巧を、 をのな 
人を の 巧 巧 巧に 巧 
じます ゥ 


診察 時間 

午前 凡 時！ 十 時 
午後み 時 1 八 時 

パパ 小 栗 幹 ご 一 

紐 巧 ボフ ラブー 病耗 
'巧 五 巧 病院 數巧 

武ホ カン. バラン ド 

巧 廃が 搂 


♦書 巧 ♦雜が ♦新が 一 
游貴 ぎを 巧 

執 あ 午 的义時 J ち 午後 五 時を 

紐臂日 ず 人 食， 

プロ！ ドクで 个 一とぶ 五 

電すク W 00 と 0 
話 ナクグ l ^ c と- 


- 來 年度 貿易 

ま 京 特電 二十四日 發 n 某ち 方 
會 社の 豫 想に ょれば 明年の 貿ち 
は 解禁の 彭嚮で 輸ぉ入 共 激臧し 
上半 助 入超 ニ 億】 千 余巧瞄 かと 

特離殘 額 六 億 弱 

ま 京 特電 二十四日 發 U 補償 法 
じ 化る 恃則離 通は 回收 におめ た 
結ま趨 頼ち 億摹 割れ ど G つむが 
今後の 回 收は脚 難ら しい。 

生糸 操短 不成績 

まま 特電 二十四日 發 n 姑績操 
編は 一ケ 巧に 二日 化莱說 ホカピ 
U ら 、生糸 操短は 不成績で 實蹟 
擧ら やお 廻 b お 加し 當 業ち 對策 
じ 轉 也して 居る。 


.尋 れ人 

(靑 な縣) 巧お豊 一 ニ郎 (熊 本 
縣〕 西 木で 藏 (魔 島縣) る旧德 
一郎 (を 庫縣； 藤本 嘉八 (福 岡 
縣) 吉 W ぶ巧郞 (コ。 ン ピア 大 
學 出身) 富が 罔太郎 (愛媛 縣) 
池 田 通 一二 郞 (熊ぶ 縣) 松 本が 一 
郞 伊藤 嘉ホ牛 島 直 親 (長 
隨縣) 森 ホ 八 (福 ホ) 縣增 m 鹿 造 
右のを じ 通 か 致 度き 護ち 之 
お閱 本ん をく は痴 A ょ b 現 
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診療 

午前 十 時ょ b 十二 
時、 午を 六 時ょ b 
八 時、 日 おは 前が 
願 上 お 
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山 ロニ 一之助 
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診察 時間 

午を！ 時 ns 時 
午後と 時り 八 時 
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Bii は 巧め 願 上 巧 


診察 

午を 一二 時 よら ホ 時 
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窩見窒 ま 


ベ グビユ ー 病院 及 
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診察 時間 
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.齒 巧醫木 下义巿 

ゴ 0 巧. ご ニ hst . 

ぎ M 呈 1 二署 


もの-^ し < 護ら いて 

ぶ貨^^^現送ずろ迄 

一 赃腹じ 積を み 得る 額 ニ 巧 巧 弗 


I いよ {金 解镑の H は 明年 一 
i 月 十一 日 ごを をされ た、 これ じ 
I よつ てを 巧 H をは、 民間の おか 
一 まが ひで もを 接 金貨を 0 てす る 
I こご お ホる こごに なつた ので 
一 あろ、 尤も 今 H の 解禁の たが じ 
.用な された ご 一 協 四千 万阳 のだ^ 

一 r 貨 ご、 I 值の クンデ ットが あ 
一る の だから、 を 解禁 期日 直後 じ 
日本 じある をち がドシ 海を 
渡つ て 巧く £ いふ P うな こどは 
I 方 ある 主い £ 思 はれて 居 じが、 

I 巧 巧の 本化特 ちじ 突が 一二 井 保 巧 
一 か對乂 支が のた めじ 五十で 巧を 

ブ * レジ デント •ジェフ ァ ソン 號 

で 現を 中 ご 報じて 居る、 尤も 
^ 政府 としては、 こみ 上 じ 
も-股 固 民の 巧を 節め を 勸獎し 
七、 資 ちの 帳 虎を よ < しやう ご 
一力 レる こどで あらう から、 國民 
緊 张のタ ダの ゆるまね 限ら、 現 
ナ マが 口木から ドン； V 流出す 
る どい ふやう 結莱じ はなる ま 
レ ごされ てゐ るの だ、 し々 ^ ^ 一 解 
禁 . V してを 巧の 巧 入を 自由 じし 
ゎ 0 上は、 を かれ々 かれ 金貨 現 
送の 必要は もち るん 起つ てがる 
わけで、 今假 b に ニ 千巧圓 のを 
貨 たお 固 じ 送る ィ J した 場を-こ 
れを f うして 送る かピ いふじ'、- 
紙脫 ボラ ァキの が 連が 不 現が 化 
; のこ ごだ かも 一 バィの 船で 一ぺ 
んじも 送つ てし まへ る やう じ も 
- ちへ るが、 をむ はを う 巧かぬ、 

; も もろん を 船 じは、 をれ だけの 
摆聪 能力は あるが、 をれ ではが 
お 中のを おを 保証す る 保 險貪社 
が 引う けて ない、 をん な關 
巧で'- 搂 .八 船には 大体 四が 巧脑 
位し か税 まれ ト * い、 をの h 间じ 

K 閱が路 でも サンフランシスコ 

巧の 船で なければ 託を ちの ホで 
'再 ばの の だ、 をれ は 巧な、 巧で 
巧 ごい ふ 

; 大 お なる.-'- を 利 だけ ご 
一 も 大きい から ， I H でもを く 着 
'く 方を 巧む からだ、 サン フラン 
シスコ じけ 正货を 庵が あろから 
，同 灌じ陣 おげ すれば、 をみ りを 
もつ てを 波し が完 r される ので 
： バナマ 経 もの ニユ 3 — ク けの 船 

じがむ よら も、 一週 H 内外のを 
が お 助かる こい ふ综盤 - i なる の 
である、 かう した 顆 係で、 まご 
: してを 港 巧き な 船に よる ご。 を 
; ご' 巧み 納併サ - グ 巧五堡 C ら 
ひし か 便船が G いから、 ニ 千 巧 
劇を ぶ 送す る じは みーヶ 巧を 要 
一ず るので ある、 さてを 货 はどう 
i して 述 ばれる かど 云 ふじ、 H 本 
: 銀 巧から 自動が じっみ 注 まれて 
_ わ 巡 5 さんの 獲戒 で、 模渡波 A 
- 巧の 船 內に持 込まれ、 勒 巧を 庵 
'み 中に 山 巧 ごさいる、 を こで、 

; をのを が 一を 運 巧手の 所持す. る 
鍵で ピ タブ ご しめられて 目的地 
.じつく までをのを 庫な あか 中、 

トビ タ シ ヤツ ト アウト* こわ 

がが 巧 じで につく の だ ご 即度薛 
官 - s もの 谴ぃ 武装 倒 か 錫 砲-こい 
ふ 巧 おながで を 巧が 迎 へられ 

|| 譜續 •、一い ふ ミ じ。， こ 


ホ ー 方 ドア ツフの 段 ドグ 國アメ 
リカに このを 貨 •か 到着 するどを 
のを 頭には、 ザ 裝自觀 革^ 用惹 
されて、 もの しい 缕戒 のう 


會か 十四な じょつ て 今回 レィ 
ン あびを が 巧 維 業な 食を 組織 
する こご じみを した、 岡 協會測 
目的は を 加盟を 社 一般 お述問 
^じ顆 し、 化 直が 化 的し 活 勘ず 
飞が制 機 隅 ごし やぅと する じが 
I る、 す；；* はも ♦米 固 のん 造 絹糸 
てを け 僅々 蚊 年 問 じ 於て 急速の 
をを を 示せる が、 をの 巧 達 S 過 
码じ わいて、 袖々 の 率 俾が起 b 


もじ、 正貨む を 庫に 輸送の 手段を； 3。 ほ ホ 服 巧の ま！ 持 越せる 


がごら いるもの である、 り 本 も I 
金解禁. い 巧は もれば、 日本の ぉ 
貨 におして この ホ 嵩が、 み 画を 
波化お-し現出されるこご じ^:*る 
しかして、 この 船腹に つまれ* <|ー 
四 巧 巧 m のを 貨 の 箱が 要する 
ぺ！ ス がわょ を どれ 位か护 い. I 
ご デ プト乂 當間位 じは な もさず 
だ。 I 

鐵道 合同 

內國 商業 委員 會 I 
八が ぶりで 發 表/ 

ぶま 八 年の 义 しきじ 甘 Y r ん 
ブヵ證 食 5 內圍悔 業を 員 會で誠 
杳 中で あつたを ホ 鐵道會 社のを 一 
同ぶ び鐵道 網の 制を は 
即 もこれ 等 嫂 道 業を ぉぉ 志を 
無益な 競ず を 避けて 地盤を 固 
ぶせ しめな じ 完全 輕家 的の 
餓道網 制度を 設けて 運 巧 S が 
宜 、經豐 S 節約 導を 計る こご 
を 目的 ごした もので 
を 員 會は實 じ 過 ま 八 年の 义し き^ 
じ肯 6 誠査 しつ； ホつ たもので 
まる 二十 1 H 附を 0 て あ 表を 房 
4 じ まつた が、 右-し 巧れば を 米 
の鐵道 網を サ 一線 ごし、 この 中 
ニ 線け ヵナダ 鐵道 じ巧續 して 居 
る 鹏係上 何等か 5 力 法」 がる 連 
絡を 媛滋 I て 居る が、 この 中で. 
も 注目 じがず るのは 大化鐵 道 ど 
化 太ず 巧戲 道を 一線 じして 居ち 
がを 旨を の化畿 G る ものけ 單じ 
を おのが 益を ち是 し、 どい ふ 巧 
度 じ 止ま 6 何等 强制 的む 事項を 
附 して 居 G いけれ 共、 現にを 員 
中で も 四 人。 だ對 ，.意を 示し エ 
居る が、 縣保會 社中で もを のを 
M まを のても 略 的 のらの ィ 、見 お 
す 向き もを いので、 議脅 はみ 謡 
の： ご 一般 輿論の 賛否 化 ザ だ 
函乂 なる 欧治巧 題 ごなる じ 
であらぅ 、委員 會の懲 憩した 
線が は 左の かし。 

ポストン ごメ 1 ン 、ニユ へ. 个 
ン 、ニ ユヨ！ ク •七 ン トラ 火 
ペン シ八 ゲア ニア、 バ A チモ 
ア •オ^ヨ、 チゴサ ヒック ♦ 

ぶ ンド •ォ ！^31、 ニック^ 

フン—ト、ブバッシユ《シ*-| 
ボ ー ド 、 T ト ラ ン ブ ッ ク 沿锐 
サゥ ザ！ ン * ィリ ノホ •セン 
トラク、 シカゴ* ノ1スクス 
スタ— ン 、.グン— ト •ノ i ぶ 
ン 、ノ 1 ザンパ シフ キック 
ミが ウ才 キ •■"* 、 户 •一 ジン 
トン、 ユニオン •パ シフ キフ 
ク 、サン タフで、 ミ ゾリ 1® 
バン ブ キック、 ロブタァキ -^j 
ンド •フリス コ 、カナ デ アン 
ナシ 3 ナ^* カナ テ アン •ぃ 
シフ ネック 0 


多 謎 
• »(- 

-まる 

至 


，1 


人絹 業 合同 

統制 鹽體を 組織 


問 越が 少 くない、 これは、 これ 
等閒 趣を 解 次 じ 導 （中 必團 ホが 
これょ でか 如して ゐ たからで を 
るとの こどから、 一般 共通 利害 
じ おし、 相互 的 解 巧を 計る 上 じ 
最大の 機能を をが させる ベ <、 
この 新题 ホを 紐磁 ずる こごに 决 
定 したので ある、 をして 新 協を 
加 盛の 十四 化は 現# 巧 はれを る 
人 逛紐糸 製法み 四 法則に ょるを 
部を ふくみ、 かつを 米 じ わける 
A 絹を 産の ほ W んど 大部 サを占 
めて 居る、 巧協會 加盟 會 おはみ 
の 通 b である。 

ダイス コ 1 ス會 社、 デウ •ポ 

ンド •レイ ヨン 會 社、 イン ダ 

スト リア* •レイ 3 ン會 社， 
ホ國 チュウ ビッッ 人絕會 化、 
ホ國グ ランズ •，トップ 會を 
アクメ 《 レイ ヨン 會 化、 米 威 
エン ヵ會 社、 米 固 カチユ リオ 
ン會 な、 ベラ モ— ズ會 社、 デ 

ラウ 五 •レイ； H ン會 社、 

ニ' ユ！ •ぺブ ド フオ！ ド •レ 
イ 3 ン會 な、. ち •ゴム •ジヨ 
ン ソン •レイ ヨン 製織 エ處、 

タ チン ナン ドア •レイ ヨン 會 

社、 え 園べ ンぺ < ダ會社 
なほ間德會々襄じはゲキス コ！ 
ス寶祉 長 ザ ミ ュ—グ •ぶ •タ少 
ベ） デを が、 また 觀會 長には ザ 
ぅ •ボン ト •レィ ヨン會 社長 レ 
オナ ー ド •ュ •ャ ー ヶツ にが 選 
ばれむ、 をの 他 紐 織機 關 ごして 
特削委 貸 制度を 設け、 轉則 委員 

にが、 米閣グ ランズ •スト ブブ 
會祖 ぶび 米國 ペンべ 八 グ會社 ま 
巧 長ユス •ア！ 八 •フ .； レ 八 氏 
インダストリアル* レ -<:*3ン 貪 
社長 户イ ラム •リ ビッ 巧、 ニ. ユ 

— •ベ ブドブ ホ- — ド •ンイ ヨン 
會社 ぶび グラウ ゴア！ •レイ 3 

シ 會社稱 社長 ジ ぶー •ど！ •ぅ 
イト 找 ぶび 乂國チ ュ—ピ ッブ人 
褐會 社長 ビ] •ジ ー,.义 。！ タ 

1 巧 寒が 就任した、 をして 檢會 
事務 執 巧の ため ウネ リアム •シ 

— •マッチ ュ ー 氏が 協 會楠談 役 
のをを でを の 巧 じ當る こど じな 
つた。 


定融贵 補が 法の 解を 當時も 一部 
に 問題 ご。 b 、 つ ひ r をの 實現 
を 見す 今 H じちつ たみで あるが 
この 糸價補 巧を は 一部 錶巧並 じ 
製糸 あを ぅるは す も 的で ホつ て 
養 謹みの 立 摸を 無視ず る もの だ 
ごの 見 巧から、 これを 廣< 農が 
振 巧 じま大 る關 巧を ぶ ぼす 点 
を 力説し、 是非とも 巧議 會じ提 
案現實 をは かるつ もらで ある ど 
轉 へらる。 

快速 貨物船 

太 西が 航路へ 使用 

トキ ツの \ ン フ八グ •ア メリ 

々ン 滋船會 社は 今回 ン ブ八グ 
ニユョ ー ク間 就航の r グぺか • 
ダ 9 ン型ニ 万 トン 級 貨物船 五隻 
じ對 し、 を 装の 結を、 速力を な 
前 ょら 一 ノット 增 加して、 航海 
を 力 十九' ノット VJ する 旨 正ま發 
をし わ、 この 貨物船に 對 する あ 
海 速 カタ 巧 進は 客船の 快速船 ホ 
義 じ剌戟 された こどは もも ろん 


國務 長官が 祝電 

ワシントン 特電 二十 一二 日發 n 
目 ド 太 西洋を 鑽斷 中で ある 苦 
概垂權ょ^國務長官ス ブ ム ソ 
ン巧 じ黯し 頗る 叮重 U る謝電 
が 達した ので 國務長 宫け直 じ 
巧 機 氏 じ斟し 『貴で が 滯が中 
じ 於る 誠意 ホら 友證 ある 會話 
が 兩國の 會議じ 臨い べき 諮 解 
点-', 達した こごけ 我等の 等し 
く 喜び どす る 巧で ある』 と述 
ベ 查權の 電報は 度 もじ フ！ ゲ 
マ 大統領 じ も 傅へ たる 旨退電 
したが、 出郷 大使は 今朝な め 
て國務 をを 夫妻を を 邸 r 訪問 
してを 權 滞な 中の 厚窓を 深謝 
し、 同時に 國格省 をら をを じ 
訪間 L て 極を 課を ぷび 駐支を 
化に 巧 命され わジ "'ン ソン 氏 
駐 H を權 大使 キャップ - 6, 巧 等 
がを 權 一巧の ため， 接伴 役た 
もし こどを 戚 謝した 


.麵價 補償 法' 

養黨を 側が 運動 

養懲 をに 對 する 國家的 保 盛 ぁ 
る ひけ 蘭惜黎 をに おする 施設は 
これを 製品た る ホ 糸 あるひは 邀 
糸 業の 立場から （ら ベる ご搏め 
て 貧 おで ぁつて、 巧が 磬糸 震の 
化 鈴を U す養證 まの あ逮 助が 上 
あまらに も輕視 する ものである 
ごな し、 今 巧 長卽縣 一部 黨糸業 
落は まる 九 巧から 施 わした 糸櫃 
安定 離 資補潜 法 じなら つて 颠倘 
装 落に おしても、 この 補償 法の 
! 制を をなず やぅ 敗 衔じ釀 情す る 
こど： なし、 目す これ •か 其昧的 
み 法を 講究 中で をる この 蘭 偕 安 
米 固に がける をみ 化 學絶雞 致を 補 愼法引 制定には 巧 巧 糸懼安 


である々、 この バンフ グク • ア 

メ 9 力 線の 速々 增進醫 をはい ょ 
いょ 太两样 航路に 貨物船の 快を 
船 時化が 巧 じこ ごを 事實 じあ 明 
しだと ぶじ、 これが 間 按じは 巧 
が パナマ 經由 こユョ I ク 線じ對 
する 快速船の 配船を 刺戟す る こ 
ど； なる ベ'.、、- のた めを ねて 
座造對 叢を あせる = 木郵赃 のこ 
ユョ ー ク 航路 貨物船の 建造 期を 
促進させる こど じ G らぅ ど 見ら 
れて 居る。 • I 
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去る 月曜 H に ま b ま那の 銀塊 
巧 窺は。 ン ドン じがて は 千 化 巧 
一二 年 •當 地に*' は 千 九な 十五 年 
0 巧の. 最ほ 惟に 棠 をした、 即も 
ロンドン 相場は 二十 一志 八を の 
'と、 當她化 堤は 四十と 仙 四を の 
一 じ 蓮した、 暴を の 原 阻は 上海 
のぞ 那人 銀塊 ブ！ がが 頻 b じ 買 
込んだ ものを 巧 巧 時 巧を 維持す 
る こごが ホ ホ 中、 遂じ 手放した 
結ち この 動搖 ぉを 中る に まつた 
もので 從ホ街 塊 S 貫 & みは 支那 
どが 度に 限られて ゐ たみで ある 
が、 最近の 邱 巧は ニ千ガ ォンス 
の 需要 過 測を 巧し- ■おる ので 今 
回の 時 偕 泉を はを 然 ちが 人の 投 
資ゎ-じ^^るものである。 
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桑 山 淸ぉ郎 
實す U 一三 th Si •雪 a 星 hia Pa. 
覃 wU ニ这 t 


妻 


い ろより 母た 

戀 盤を 慕 礎 V 一した 結婚 生ぶ 破綻 

哲人 ラ ツセ ルが 了 タリ 力へ 


旨下當 地に 離が 中 f ある ィ V 
リスの 哲人 パ！ ト ランド •ラツ 
七片 巧は 最近 『結婚 ど錄 巧.！ じ 
賊 した 蓄述を 獲 表 I て廣 るが、 
をの 嘗人か アメリヵの 

離婚 の 流い を瑜烈 じ批泮 
しを 族 制度を 戀楚 S 上に 挺き 結 
婿の 目的け ず 女を もうける-- を 
るぇ ぞ那 の 黑 人を S 爐の や； な 
こごを 說 いて 居る。 哪 氏は 曰 
く 「結婚に おする 米國 人の 考へ 
は、 熟烈 U 鮮あ V ー淸を 徒の 道徳 
ごを 結びつけ やう ごする-しあ も 
しかし 戀巧ど 淸お徒 的な 德 とけ 
對底 結びつけられる もの ではな 
いから、 をう いふち への 結婚に 
は 帥々 な 破綻が 生やる、 今日の 
結贿 制度 じは 柿々' 个 部を ぃ A ぶ も 
あ もが、 しかしを の 制 巧は 常を 
をの ii じして 置..' ホ かよから 
う、 は 路はモ かを らうけ る 巧め 
の ものた るべき f 、 をれ 巧 巧の 
巧 もので . 0 なかる べきで ホら 戀 
巧を したら、 また 

戀愛 をし やう. こしたら し 
てゐては、 本當の結婚には^:^ら 
ない、 眞の 結婚 ミは、々 モ じど 
り、 鼓 化の 婿 遇の 下に 子女を も 
一う ける 擧だ H 的 どして 巧 子 ど 結 
j をず る こごで ホる、 配 遇 者の 巧 
がご か、 支た は' ト貞 U どごを ふ 
ことは， あまも 大した 閒 題では 
ぃ ょい、 义國じ 離婚が タ 過ぎる が 
をの 罪は、 をは 結婚の ぶ 礎で ぁ 
る ごぶ r •結婚を つぐけ て 巧け 
j るの も 愛 か あ もからで わるな ミ 
; ごを ふ。 マン チック i ：? 巧 念に あ 
るので ある、 かような ホ < さい 


かせき b で ホ氣だ •ホ國 では、 
を人が出ホじ t めで妻を殺すや 
ぅな 事が わ つても 無罪が を じな 
る ばから か、 事 じょる ど、 戀を 
の 巧 ± どして 嘗 讚を 雌す る 位で 
ある、 巧 図 ごいへ でも、 未だ 0 
マン チックの 域を 脫 して 居 ま、 
けれで も、 左は な 塔を にはを 速 
巧刑だ、 妻ま：：^は夫が' をみ 

趣味 や 性質から 他ん ど錢 
を 沙汰を 惹起した 旗を、 配偶を 
は をれ を 大目 じ 見るべき だ、 米 
閱んの やうに 直ぐ 離婚 さわぎを 
する のはよ くむい。 


謎の 殺人 


ロンドンで 一騷ぎ 
本社 おを 特電 か旣 煤した 细： 
當 地を 經 由して。 ン ドンに 赴い 
た長峭 一二 薬摧船 巧の 技師ず 尾 信 
i 氏の： 化 体が サウ ザンプ トン 恥 
あの ブント 两 ご 發見 された 事が 
よ 

他殺 の 疑 ひ濃隆 ど。 な、 

ロンドン 警視 廳 では サウ ザンプ 
トン 蠻擦 ご協力して、 大 活動を 
してなる .い、 巧 体から 胃 ご 思は 
れる 部を を 切 6 ごつ てロソ ドン 
じ送附 し、 毒藥 をのんで ゐ 化か 
否かを 內格 省の 薄巧醫 I - 换杳さ 


せて おも、 が屋 巧は まる 十月 ニ 
十二 曰 マゼス チック 號で米 顧 か 
ら英國 じ 巧ら、 二十 八. ホン ドの 
をを 巧 待して 居む が、 翌 HH 菱 
の 信用が でトー マス •クックが 
から 四な ポンドの をを 五十 ボン 
ド 化 八 枚で ず 取つ て 居る、 これ 
が 不化謁 な】 点で、 己菱 W 信用 
狀を なせ 

一二 菱で 現を じを へず 不利 

益な 制 引を ぅけて 主で ト！ マス 
クックに わつ たか、 恐らく 三菱 
で こん。 大金を 一時に 引き おす 
こど：^?例^疑ひを巧け< 8 -- > ない 
かごみ 恐い から、 目立たな いや 
ぅじ ど 時 じ クック おへ 巧つ たも 
のらし い、 更ら じ巧换 じず 尾 氏 
が 友人 じ 一言 も 吿げず じ 巧び サ 
ゥ ザンプ トン じ 巧つ ねかが 猛岡 
じな つてむ る、 巧 体の 發 をされ 
た 時には おは 少しも 殘 つて ゐな 
かつた、 らし 他殺 と すれば 最も 
おカ^^嫌疑者はホ國から 

一一 £ 船 してきて フランスの 
シ で！ プ 火で 下 b た ごい はれる 
々ナダ 人ど稱 する 巧で 同人は、 
船中で も 影の 形 じ 添 ふが 如 （じ 
ず 尾 氏に 掛 して 親切 じして 居た 
らしい が、 フランス じ 上陸した 
巧 巧び n ン ドンで ザ屋氏 じ會ひ 
クック 社で をを 引 おした 時 じ も 
飼わして おた、 化つ て 彼 か乂西 
がを また じか パて 化 事を する 塊 
漢 で。 いか ィーも おられ、。 ンド 
ン醬 視廳け 彼のん 相 寄を フラン 
ス磬察 じ も 廻し、 極み 同ん を搜 
査 中で ある。 


を權 つじ じを 曲 V 


i 觀 念は、 けが 梓 前に 流 巧つ む. 


の だ、 ホ闽 では、 巧んでも かで 
も 時代 ぉくれの 渡を々々 で、 家 
族 ごい ふこ ごを 甚だ ゆるやか じ 
してり る、 立派 衆な 制度を 傅 
へて むる ユダヤ人で すら、 来 固 
へ ホれば 祖先 傅 ホの 

M が 制 巧を わすれて 了 ふ 
程で あち、 フランス 人は 敏感で 
わるけ いで も、 不貞な でく いふ 
事を を b 氣じ かけず、 ホ閣 人の 
やう じ 離谣を 頻繁 じ 巧は じい、 

無 諸、 ザ圃 人の やうに、 戀 をの 
ためじ 子女を 遣棄 ずる どい ふこ 
ごを やら G い、 いふまで もな く 
巧は ま 要では わるが、 しかし、 

_ 巧んでも かで もを だけで 巧け る 
ものでは ない、 ホ 固 人の やう じ' 
巧の ためじ 頻繁に 離婚し、 其 子 
女を 巧規 じあ づける どい ふやう 
では、 父親は ついじ 家族の 一員 
たる 地 泣を 失 ひ、 子女は 片親 だ 
けの もの VJ なつて しま ふ、 現じ 
义齒 は、 今 巧を 國の 尤も リ もの 
ごな b、 をの 点じ おいて 

I •一む 化 エジプトの ホ 他に 比 
一. 煩 来 見ない ので ある、 米 國の女 
! はおなる 事よ らも、 妻た る 事 じ 
あぶを 直く、 それから 男女 共を 
I 巧の 一 貝 どして よ b も 個人 ご し 
j てを自 を 是てゐ る、 をれ で 子女 
一の 巻を やか 育 ごい ふ おも 一を の 
: 問題 ごして をへ 中、 巧 巧 ぞじま 


〔オリン ビック 號上神 子 島 持 お 員 二十 一日を〕 === 午 おに 入.^ 
てノ ゲアス コ シア 沖：.！ か、 5 し 頃寒氣 加なら 雪 ど。 つむが 海上 
靜穏 、食堂の 座席 順序は 我 圣權に 敬 息を 失 ふ もの あら 両を權 を 
顧問 等つ むじを まげ 食堂 じ おでず 船 巧 料理な でが じ 食事を した 


大 博ほ對 


當 地の 商人み 議 

モ 化む 一二 十二 年け 恰も 歐父ヮ 
シン トンの 誕生 二な 年 じ 相當す 
る ご、 ふので 當 化の 一部を 力 者 
は 化を 大巧 覺會を 計 蕾し つ、 あ 
つた •か、 一 ホ 期を 閒じ く- n 」 シ 
ヵゴ にも 方 國搏の 計 蜜が 旣じ發 
をを 見て 居る ので、 兩 都の 巧 國 
巧爭 ひは 興陳を W て 見られて 居 
たが 

當化 のち 力。 商ん 幽体で ある 
巧 人 協會の 幹部は 二十 二日 蠻 
務長官 ゥユ ー レン 巧を 畿長じ 
推し ホブ^ 業を、 劇 煤 ま、 衛 
聞 社 代を、 巧貨巧 巧を ご 長 時 
間 じちる 協議の 結を、 當地じ 
巧 固 醉覺會 を開懼 する ことは 
反が する ご 巧證 した 
をの 巧 ホと ずる 巧は 『最早 巧國 
がを 會を 通じて 丈 化の 向 b を 促 
す やうな 時化は 過ぎた、 近 化 都 
をは をん なわ 巧藏 ぎを しな < て 
も 立派に 文化を お 進す る こ とが 


て每週 素人 達の フ オタ！ を主瘍 
して 居る が 前週の フォ ザ— じ 

击， 心 願した 素人 俳 慶の中 じ 

あつむ n パ 1 ト ■ゼラ A ドごブ 
デー •メ ンゴ I ご 呼ぶ をい 男女 
は、 戀 仲の 濡 虔を淸 じじの が ほ 
ん もの i 戀愛 ごなら 二人は 愈々 
婚約 ごを めた のを 耳 じした 劇場 
ま、 早速 兩 人'^ も楠談 して 兩人 
の 結鴻を 舞臺の 上で 巧 ふこ ど、 
な b 廣く宣 傅を L た 甲斐 かを つ 
て、 當巧 でぁる 前 遇 ± 曜日の 巧 
は をれ こを 滿 員の 盛 巧を 呈 し、 
お 所の 商 巧は 廣吿の 意 ホで 素晴 
らしい 品物を プレ セントす るし 
ホブ^ からはを 月 旅 巧に 室を 無 
賃で 提供す る、 料理 巧は 一日 吉 


出 ホる』 ご ー占ム じぁる* 


密巧 旅行を 

暗い 獄舍に 


飛んだ 舞を 結婚 
ジ ヤシー 巧の々 ィオ 胁 族では 
おを の 人を を 巧ぶ 政策の 一とし 


闽の フリ！ •ミ！ 八 •チケットを 


贈る 等 頗る、 盛大な k ので 鹿 爪 


らしく ほんものぶ 


牧師が 舞 臺の人 どなつ て 
芽 目 度 結婚、 數 ちの 巧 衆から 歡 
呼の 聲を 浴びつ*- ジョ ー ナグ 

スコ でアの ホテ片 ■々レグ じ 宿 

つたを はを 巧 度い 話で あるが、 
巧 ザ) 人の 巧が 蠻官を 伴 ひて 新 
郞お婦 のをを 叩き 兩 人は 巧 巧の 
をち 旅 巧を 暗い 獄 をに 明かした 
新婦は ベネ ヨンに 住む ジョセフ 
トレ n ど 呼ぶ 巧の 妻ち だつ たの 
で ホる 0 
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號十 二百 六 干 一 第 


妻 艮瓣貪 规 


【日 巧 水】 


日 五廿巧 二十 年 四 巧 お rpui 





A 儲の 好機 會 

マ/ ツリ クン 
っ八ツ グ ！ ム 

豫夠製 造 


資本を 壹 I 億 曲 
拂込巧 資本を ホ j 千 巧 巧 
賴 立を 六 《で 巧な と 十 萬 西 

鎌竺弄 銀な— ち 巧 

本な 巧を 巧 日本 お 院本 巧 f 崖 町 五を 地】 « 
支店 . ホ 巧 日本 横 尤の內 (东 夏が 巧 
をを 屋を郡 大お西 (大 ぁ) 神 お 
巧を 下撕門 r 巧 若め お 岡を 》 
上 おおを を！：？ 晒 水 


按お乂 爲替’ 電信 送金， をを を’ 旅 巧 信用が 
商業 信用が 其 他 一般ち 巧 お 


ん 


; 巧 替を巧 


餘竺轰 J 

郷 を 送を ぃ 日本を 地み，； 手敕 巧--, 迅速な 巧 
本店 預金 (をが 逝 知 7- ニ禪) が 煩がな 扱 
本 支店 東京 (本ぶ〕 f 大 お# 戶 京都 
所在地を を 屋み格 上 お偷を 


▲鄕 を 送を 及び ホ^ー！ を (お 手を 巧)、 外 田 
島替賣 買、 荷 巧 f : が 組れ 立、 僖用肤 巧 
巧 等- 投银巧 楽聚御 便が じな 巧 可 仕 お 

造臺灣 &| お 張 所 

S 無 5淵 婦演、 大度、 寶 、上ち 巧 
ロ、 巧 巧 度 巧、 I 拙 巧 香ち 巧 東、 巧 

嘉坡 、スラバヤ、 杳- マラン、 バタ ビヤ、 まち 


*r / 7 ^ F _ 


JSJ を、 ト giv 巧 


I 、 資本を 賣億 I ニ を ぉ攝込 巧) 

I 、 橫 ホを 晉億 i 巧 白 五十を 圃 
內化本 ま 巧 uilf / 演 (本店) ま 京大 巧 
聲芦長 惊下關 名古屋 

機 獲ぶ 途 銀行— ち 巧 

ホ 圃をま 店 ulf : 巧 羅府沙 ボ巧座 
ぶ 地を 巧を 芭 f こを 都 ホ ユ支巧 及 3 火：^ 
ス有 之ち 巧 


本 巧 大阪化 寡 五 T 目 
な 育 支店が 育プ ! ドウ* 


.巧 四十 九を 

巧 


懿鞋な 銀 

3 一自 {を 京お濱 I 名右屋 京都が タ岡山 
a ホ‘ 尾ノ 道廣} 茵吳柳 井下/ 熙 
化 支 巧 I 巧 司、 小 倉 j 若 化 •博 多、 ん留 ホ‘ 熊 本 等 


本留 巧を、 I 


i ' 鄕里 をを 等は おめ 


て 御 便利を 速 じ 御 取 巧 可 申 お 


本店 朝鮮 巧が/ 

支店 出張所は 日本 巧 化の 樞を都 巧朝样 
お讲 、^那 のを 地 及び 浦 盛 巧 お 

朝 鱗 集な 紐 育 ぉ張所 

外 困爲替 一役^け 業務 精々 巧 便利 じな 投巧 
申上惧 一 

巧 外を、 お馈 、株を ノ賣買 及ビ巧 
化 お 立 一 ま 棟 便が ユ御取 圾をシ 
マス、 焼々 當巧ヲ 御 利用 下 ナィ 
巧 本 ビル 万口— 力— お 巧 姉巧會 な 

藤本 證券 會 tt 

同巧府 出張 巧 
同沙ポ 化理店 


掏お黑 、雜 貨卸賣 

森 村 ブうデ I ス 


® 羅府 、轰港 出帆 (ホ ノグ^ 経由) 

灌 がを る港發 

(午ち 二が 巧れ) (正午 巧 机) 

奢洋乂 十二月 サと日 十二 巧ち 日 
淺巧化 一巧 十日 一月 十 音 
大洋 化 ニ 巧 一一 一日 ニ 巧 ホ 日 
3 レャ乂 ご】 巧 五日， ごち 八日 

參 シアトル 出帆 (午前 十 時 出 机) 
靜岡化 一月 十一 日 
橫演 义 一月 廿 五日 
111 島 化 ニ巧廿 二日 
伊巧乂 一一 貝 八日 

@货を资0本斤巧れ 

をな か 一巧 十一 日 

琼 田..？ 一巧 基 日 

おを も 二月 八日 
▲巧 育 化れ 四を 馬經由 日本 巧 狂 物 躲一ち ニ 固 
▲商稱 お 扱。 ザ ホは が拥 斤、 南 ホ 巧 並に 芭を馬 
經 由た モ洋を 巧を おお 會 おさ 待 あを 4 荣が巧 
巧 讓萬事 巧 便を じ 取 計 ひ 申 上 i ザ 
A 乂國錫 道 切な、 寝さ 券 等 t お 博を に 取 お ひ 申 
上 ミず 


5 

2 

3 


■sf 

i 

5 

5 

咖 


n 




シアトル 出枫 (午前 十 時) 
あ. 〇 ぞな見 一巧 S 日 
を ふち か 化 一巧 十 H 
るん でん あ (巧 巧 化み) 十二ち ホ 四日 

►一等な あ 一允 最巧 - : 
を L ばりず みるん でんみ は 一 五 五 巧 
►一二を 日本 巧 五 五 巧 客室 大を遼 寒 巧 ま i 
►街を きに 巧 y 1 等 巧 5； をな 巧を 資 巧を ち 侯 

a 义了 A ゼ ルス 出帆 (午 壁 ニ 時) 
はわい 义 1 g 四日 
ら ぷら た 見 一月 サ 五日 

►一 ま 咨薄ニ HO 巧 粗は わい あを じらみ 一を 巧 
▼障が 兰等目 本污置 十九 巧 ▼一二 等 日本 巧 立 十五 巧 
►ホ 巧 巧 府斤荣 串 切符 廈奎寒 度入霉 度を 4 侯 
r 强專を パナマ 屋を 日本を 艰髮 窗紀月 一国 


雜貨 陶碟器 

ランプを びを 

太洋 貿易— 會社 

支 巧巧锻 を、 ボストン 


陶磁 叢雜货 類が 販賣 

絲賦 巧 木 桃 ホ 紐 


録が 日本 ド ライ ダー •ツ^!^^^ 


日本 陶破誤 雑貨 類卸賣 

ホ元ブ タザ I ス 


晚 j 蚕き 一週 一回 ぉ 帆 

A エン 一 レス 亞細亞 三 T 呂 口が) 

一 一月 十一 日 
▲エ ムーン ス 加を 太 (一二. 呂0 哦) 

ニ 巧 八日 

▲で ムぞス 繁西亞 ごニ •呂 0 巧) 

一 ご 頁】 日 
A ス ムすス 亞西亞 0 ニろ 00 巧) 

一 H 月廿 二日 
一等、 一一 等、 H 等 及び 下等を 設備 
最大、 里 美、 最快 をの 栗 洋航巧 船 


本 器は ホ 俄古巿 じがて 闕懼 せられた 0 查ホ夏 壤を歸 業を 化に 
コン セツ シヨ ニ 卞大會 r 巧 品し 數な碎 類の 巧 馬中最 優秀なる 
ダ ー A どして 大 好評を 德 した ホ 大豫欽 注文を ずた るの みなら 
や引續 きを 地ょ b 續 々巧を 到 ホし つ >ぁ6 
日本人 諸君 じして 騰冒御 希 導の 御 ホは 化際大 まを 御 申込みな 
ければ ホ 夏の 間にを 巧ね 恐れ ぁ > 

價格 壹臺な 或 拾 お 弗 (を 部 完備) 

ホる 一巧 十五 日までに 御 审这の そじ 限 6 特 U 二割 引 

發送 期日は ニ片 すぶ 日な 後 

了フ y 巧シ ゴ媒フ 製造 會社 

S が I 林鐵 次廊會 

I W S . 安 ま rkAve ., Ventnor , 尹 J , 

?パお たがな 1 ベを 了— 商會 

. I を ミ si 害ぎ f eland ぎ io 


わぶ 巧 御用 晶賣化 

が ホ 年始の 御用 品 最近 便じて 全部 取 
揃へ 居 也； 候 間口-々 御用 命の 程顯 h 候 

h を 間魄庙 n 

f 日ず 食料品 蘭會 

I. 酉 六十 五 T 目ち 五十を 
I 電話 エンデ n ット九 七 九 ニ 

桑 山. 商會 

を 五十 九 下 旨 酉 十觀番 
喔語ヴ オちン チヤ— ニニ ニ lllno を 五 セ 

巧 桐 兄弟 廊會 

ま 五十 九 下目 二百 二十 四を 
星 話ウ井 ツカ シ>ム 九 I 三 四 四 = 四 五 H 四 ホ n 四 セ 


もん. 鱗 i1 枚 一 弗 

御鏡餅は御好-^^^:第じおら へ まず 
何卒 早々 籍 命の 程を 願 ひまず 

i 高 橘 松風 軒 
桑 山商會 
;| が 桐 兄弟 商會 
」 日本食 料 晶商會 


衡 破器雜 貨卸賣 

春 旧藤會 


一 


軍縮 兩を權 送迎 後日 物語 

若概 さんの 氣焰當 るべ からず 
財 部 海相は 化 命の 重大性を 語る 

偏？^ じ 於げ る 五 留な議 じ 
巧むべく 前週を 化を 通 あしたを 


巧： 巧 も 今 明 H 中にはち 固の ± 
を 踏む 巧で あるが、 二十日 正午 
ホブ八 •プラザに 於け る 澤旧總 
領事の 歓迎 午餐 含 じ 出席して 有 
力；：：* る 乂人ど 巧が せる を お內を 
巧 ホ-巡して ボブ ホに々 な、 午 
を 六 時 U 本供樂 部じ销 かれた 日 


先導 じて 一同 大きを じを 
立 先 づ地ま 食を の挨 が ぁ b 兩を 
権の々 齋を 謝し 且つ 其巧務 のま 
大 。るを 說 いて 『會講 のが 否 じ 
拘 はら 中 正義と 人道 どの 上に 巧 
仰化づ るな きを 巧せられ たし」 
ご 述べ 若 概を權 は 歓迎の 謝辞 £ 
共 じ 金解禁、 經濟 圓復じ 度び が 
部 おかは 鍊留 艦隊 歓迎の 謝意を 


會 並に クラブ 聯 をの お 迎會じ 臨-表し みで 地 まきをの 期待 じ 背か 


席 t た。 當 H はま 催 者 側では 日 
米の 大駐 旗を おを して 敬 患を を 
したが、 巧 席问胞 I 二百 餘 名は 一 
こ 兩を權 、を 巧大將 、左 あ 司 中 
お、 巧 山 巧 捕 伯、 山川 貴族院 讓 
員、 齋お情 巧 部長 等と をず 接見 
を 了へ、 化 ま俱樂 部を 長の 


ざるを 誓 ふ ど 語調を 强 ふして 答 
へ 草 信 U 會 をの 發聲 じて を權の 
巧歲を 一二 堪し 立を 梁應じ 入ち 若 
概 さんは 座談に 大氣 縮を 吐きを 
をの 基 面 や 二十 數年 前の お 育 あ 
遇 威 想 U でを 巧ら して ゐ たが 午 
後 八 時半を 巧 じ 向つ た。 


ボストンの 

新名譽 領事 

タヴ ツカ ア氏選 まる 

ポストン 日本 路會 々頭 3 ! ト 

ネ— •クロ ブタア をは 今 罔 ボス 

トン 地方な 巧 H 本名 巷 領事に 速 
巧せられ たが、 ク 氏は 千 八な 八 
十一 年 二月 四 目 ポストン 巿じ生 
まれ 千 化な 一年 一 ァダァ I ド大 
巧を ネ 業し 千 九な 五年柯 法律 巧 
を 巧で i エグ •ユグ •ビ— の學位 
を 受け モ九百 十 年 よら 十 S 牟ま 

で マチ ♦ユ七 ツト州 化. 議± ごし 

て 巧 巧 下晓じ 巧し 千 九 百 十 云 年 
にはを お ま 員 長の 重任に 巧き 千 
化な 十五 年よ 6 十と 年を 间炯お 
巧黨ぉ 樂部鲁 長た b 、 千 化な ニ 
十四 年よ を 二十 六 年まで シャ 
因を 府の 的を 顧問 どして を 洋じ 
活動した 閱歴 とちして ゐる 。ク 
氏は 法曹 家で ぁつて 同時 じ 銭 巧 
をで ゐ b 狂つ ボブ トン じがけ る 
病院 其 化の 社爵 事を じら 顆 巧を 
有し 巧英蘭 地方 じがけ る 名望家 
ごして 知られて ゐを 0 


械育 H 本ん 敎會の 

基督 降誕 祭 

お 巧 巧 五十よ 了自 一二ち 一一 一十を 
! が 育 日本人 お 食の 基督 降誕を は 
あ々 明 二十 六 n 午後 正乂時 (前 
號本 巧所活 二十 五 H は 誤植) ょ 
6 學 わせら るべ くを るな 大家 シ 
エレ ィ陳 ± が 特にが お會の 巧め 
に ォ^ ボン 演奏を 快諾し、 第二 

まの， ぺ ア * ブロ グラム じは 
シエ レィ 棋± の ピアノ 伴奏 じて 

散 歌樓の 歌姫 小 池壽子 3 巧唔ぁ 
b 义で同 壤ど货 嫩ジョ ー ジ氏ど 
め 『ゼ •キング •オブ •マィ •シエ 

フフー ド •イ ゾ」 の 合唱が あ 6 夫 
よら 忡乂を 『ナヤ イ八ゾ •ジ卞 
パン」 の プレイを 满じ更 らじマ 
ジツク 曲 お 等 もみる 當 なをと 0 


£. 


H ネ A 美な お會の 

慈善 バ ザー 收益 

ネ巧旣 報 日本ん 美な おを 慈善 
X ザァ はを なかの 好成績を 寒げ 
; たがな 收 ちは おのかく、 實じ千 
一二が 十一 巧 餘の收 益を 示した。 
寄附を 及 切符-巧 h 高 か I 1 T 爱 
を 堂收乂 壹ク蓮 
貴 お收乂 さを ま 
合 計 一空 《•ニ 0 

巧 お 化 堯を 


.をを が 巧 三 专一セ 
ポスター 及 装飾 吾て 空 
巧 刷 廣吿及 封筒 切手 化 I 穴 八 ふ 一 
其 化 お 養 ま •蛋 
を 針 ま予ま 
差乳殘 金’ ニ 一二」 弗 九よ 化 

野 ロ齒科 院移轉 

巧 ロ 擅 巧 技工 巧は ネ固 移轉擴 

おじ あまられ ブ n ; ドク ユ ー ニ 
0 ニ 五番 ネゲァ ダ •ビグ グン グ 
第二 ニ 六 号 室に 轉 じた 由 じて 電 
話は エン ダ n ヴト】 五 化 ニ。 

學 術が 究會 講演 

美化 敎會 內學 痛が 巧 會第十 化 
回 講演 會は 二十 九日 午を 八 時ょ 
を 開かるべく 講歸は 高 橋 虔氏演 
題は 『變態 备理學 じ 就て J である 
が翌 I 二十日は か大學 歷お學 
の 敎授朝 河 貫 一 蹲 ± を 招碟し 午 
後 八 時ょ h 『歷 を學 のが 菊に 蘇 
て』 なる 特 が 講演 ある おじて 當 
事 者は を數 のを 籍を ホ 镇 ずる ピ 

歐洲 航路 新造船. 

H 本 郵船 會社 歐视 航路 新造 術 
照 威 化は 去る 十九り 長腾 一二 菱造 
船 巧 じて 進水せ るが 同船は ホ 年 
六 g ホ 日 漠濱ぉ 帆處女 航海に i 
る豫 をで 總嘴數 一巧 一千 八巧頓 
速力 十六 ノ ブト、 一等 百け 五ん 
二等 六十 化 人、 S 等み 十 人を 收 
をし 巧べ < 現在の 航お日 數じ比 
し 日 ン ドンを 四五 H を 巧 縮— 得 
る 答‘ 尙ほ 同船 锐航の は 加 茂 
化 巧、 熱 出 一二 船の 中 一 船は 療渊 
化 路じ姻 がさるべし ご C 

春 旧蹟 會の擴 張 

ぉ內 第五 おな 四十 一を H 本雜 
貨儀入 巧 春 旧巧會 では 渡 張の か 
要に 迫 まられ 叫 建築 內 三階を 部 
を 事務 ま ホ じ 陳别室 じ 宛つ る も 
ごな b 巧々 大修辖 を 加へ 年内 じ 
は完 r せし わべ （工事を 急ぎつ 
つ あるを。 


巧 賣なホ 【四十 】 

簡易食堂 喜 乂の家 

タ年巧 溝 商 巧 共同 經皆 をの 
人で ある 名阪 佐が 氏は 今 旧 ホ 巧 
東 五十六 了 目な ホ十吉 を 地 じ 於 
て 八 1 $ ン グ兼衝 易を を 『喜 久 
の 家 J を開篡 しぅ どん、 蒂を其 
化衡 あなを 事を 提 拱し 淸 潔、 輕 
便、 を 値の 巧 長を 發揮 する ミ ご 
なつた。 電話は ゲ オラン テア 化 
1 0 を。 


本局 締切 當日 午後よ 
時 日曜 S 化 目は 四時 
春洋を フリス コ苦 六日。 

プ レシ ザント •ゼ フア ソン n フ 

リス ユ 】 廿化 H 。 

アリゾナ 化 〔シ ャト こ 司。 

;ィ化〔同】化0。 

プ レシ デント •グラント 『シヤ 

ト 八】 一巧 ホ 日。 

ェム プレス • オプ •ェ ジア 【ゲ 

アンクー グ r 】】 巧 ホ 日。 


巧 


0 


着 


さ 


t / 

tow 


お 年 お 

諸 雜誌 


が稱 兄弟 商會 


關業御 披露 

年ぶ じ 隙し 孰れ も御タ 化の 事 
V 」 察 上ます なお 義 今回 左 おじ 
於て 『喜 义 のを』 ミ 申 簡易な を 
堂を 開き 皆 樣の御 便宜を 謀ら 
ますから 巧を 御 最負御 ホ东の 
穫を願 上ます 本を 堂の 時 長は 
淸 潔、 輕便 且つを 直な 一二 点じ 
あらます から 是非 间胞 諸賢の 
御會 食を 希望を ます。 

を 開業 御 披露まで 
昭か四 年 十二月せ お H 

名 阪佐市 

夏で 色呈 h S 三 ew ぎ k 呈 y 
ぎ さ 量 ei 三 0 


貸 室 


田島繁 ニ氏歸 任期 

かかな ホ歸巧 中の ご 巧 物を 紐 
育 支 巧 良田 島繫ニ 氏は 二十 H 横 
演巧 帆の 淺間化 じて-巧 一二 日を 
巧 着 十 円 前後を じ歸巧 する 由。 

鎌 田商會 電話 變更 

が内ブ n !ドゥ !巧と十盡 
實 を成貨 石商錬 旧お會 電話 番號 

は ネ回ヒ ブナ コック- 1 G 八 0 — 

八 一 じ錢更 した。 


H 當 6 宜き暖 き 一 ま 

を ニ 室 アパ^ — メン 
ト 、グ ブチネ ブト、 湯殿、 シン 
グ术 •ル ー ムらあ も 五 巧よ b 十 
ニ 巧 

A ご W . 1 を h SU 云 dhil 苦 ま 


装飾 綺麗の 室、 設備 
重 M 完き シ ン グ こ 週 

八玻 、ダブ グー 週 十 巧 

呈 TEL C 一吉 LE , 22 W . 呈さ 罕， 畳 y 


新 巧 書 到 葛 
上 村 行彰著 

ロ 本 遊里を ご Ir 五 C 
根本 圓通著 

名 南の 附け 々字引 一 •八 0 
ハか讓^^著 

テ もサス 無宿 其 他 一 •五 0 
鶴 見 親輔著 

最後の 舞踏 一 AO 

7 ォ .！ ド 博 十 著 
を かれざる 円本 - •五 0 


桑 山商會 

一三 SST 芸 ih ST ; こ. G . 
さ呈 e . さ I 呈 t まこ 133- 呈 57 


新年 號雜誌 到着 
講談 供樂が 五 0 
キ _ グ 五 0 

富 ± 五 0 
义藝 クラブ 五 0 
講談 嫌 誌 四 0 
十二 2 T 1 B 
婦人 蕾 報 八 0 
婦人を 論 と 0 
中 I 夹を論 八 0 
ぶ k お 0 
ゥキ 3 五 0 
實 業么醇 を— 一二 0 

を聲秀 天地 

y.4 正宗 

I - ホ 販賣元 

; 勝 .日本 貪 料 日 § 露會 

JA 芸 NP 夏 i 夏 夏，， 

一基 卓. 萬 thStJeU 真 ic を ちち 


新年の 贈鑛 

英文 小說 「梅の 道 J 
日本人の 親まで あるぶ デス 
ユ ー •ソ！ ャデ ホを の 著述 
- で 松 孕 節 子 姬にデ デヶ！ ト 
- せる もの、 日本 婦人の 優 < 
て强い 巧を を 解 說し盡 した 
を篇 、待 攫 ニ 弗 

紐 育 新報 社 
營業部 


以匯ド ろ \ と 室 7 パ ミ トメ 

擅ント ，療賃 と 十 

弗， ピアノぶ び あ具附 でを 價じ 
護 度し、 瘍 巧は 西 円 五十八 了 目 
五な 四を、 アバ！ トメ ント四 ニ 
電話 ビリン ダス 九 八 S 1 ニを 


fjt を 


タンク 


ン 


ブイラ— 巧 
ンノ！ ベ— シ 3 ン トランクを 

稅と弗 五十 伽よ 6 十二 乘 五十 她 
59 で 庄 苦 ih ぎ 置 
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0 

^ ay 

化 


.似 
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ブナ メ I 力 ！ の特 

日本人の わ 買物 じは 特別 お 員を 磨き 無 
巧で 御 案 內致巧 電話 义 はぉ 手が ホ窠御 
訪問して 御 便を を 計ら 初めての お ホに 
酱 しては 時 じ 注意 致します から 是非 わ 
立 寄を 願 ひ 巧、 巿巧 配達は 勿論 目 本 巧 
化が 化 宛の わ 荷物 發 送は 當 ホで をし 巧 
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日本 觸お 器雜貨 
ラム プ卸賣 

奈良 貿易商 會 


a 本 郵船 會卧 (並 ニを 鐵道會 お) 

代 運 店 巧 桐 兄弟 蘭會 

乗車、 乘舰 巧符が じみ 荷物 運送 御搜巧 じな 摄 申しまず 


日本 朽メー ル 
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本社 特製 新年 繪ハ ガキ 

印 綱は 紐脊 新報へ 

1■ I I ~~ )>\«1 

巧 話 ワトキンス ニ 九 0 九！ ニ 九」 0 

わ 晒 違^なく 新報へ 

巧內西 十よ 了 目 十 二番 十 階 日 

狀袋敞 特製の 新年 賀狀 

巧 刷は 紐 育 新報へ 
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財界に 影響な しと 見 ゴ 

.閣議の 結果^?^^ 解散を 上奏 

N 化替 明け 後 政 M は 直ちに 解散の 腹を 固む M 

束京特電ニ十セ日お.，^挺ロ首化.こを見し|^^に政黨の元をでぁる滿鐵總戴化石貫巧は 『藩會解 
散 U 巧 對爲の 出 やぅみ 巧」 とを 化 わ b 氣じ 語で たが、 山 本 達 雄 巧の かき 一 「政策 遂 わの 上に 於ても 
が 故は をが であを」 ど養邮 した。 I 一 

ま 京 特電 二十 六日 發— 政が は閣 謎の お^あ々 幾會 解散の 腹を 抱め 解散 じ 化る も 何 蓄財 巧に 影 
殺。 し. この 巧を お n お 相ょ h 染 h 陛下 じ 葵， I ム しじ、 郞 ちを 府は 政ぶ 會 S 息 向は 議會 解散 回避 じあ 
る-と ニ 明白で わるが、 ホ 患の 本を に めら 信 阀民じ 問 ふは 恵 法 政治の 常道で ある ご 根本 ホ かの か 
ちを おち じちつ たみ 巧で、 大阪の ニ n な る 實を家 間 じ も 解散 问 避の 運動を をし つ {わる もを 
おご L ては 能續 解散け を 厳 解な 巧み 附 細が じ 何等の 彩 響。 し ピカ 說 してなる、- ホ 淸潇圭 
ち 伯は お ロを 化を 巧閒 して 化づ めが 淨 化の 後講會 を解徽 しては 如时 ご窓談 したが 潰 ロ 首相は 『趣 
を-； はなおで わを が现 ドの 歧 情を W てし VI - は 到底 不可能で ある」 ど 言明し ねので、 伯は 更らじ ま 
巧， 内相 や 巧を 巧を 歷 がする 答で ある •か、 こ^は 巧 骑巧雄 氏】 派の 叫びつ、 ある 超が ホ 蘭の 總 選を 
.一. i .' ; 给 じ-ホ S 幽 係が ホ t のでは ゐ るまい^ ご 見られて むる、 かほ 內務 をでは 選擧當 日は を輕一 
ち：-— 化を せし わる 方針が 巧ぶ した。 

安達 巧 棚 薩派有 ホで」 輸議 

ま京特電ニ十六日發^政ぶをの化みを j !^ぉ政黨の舊故ぶ本黨 
系し ホを 廻 L 盛 色 解 撒の 巧 避を 述動 中で 一^る 爲め 民政 篇 .幹部は 
お 策を 曲 講中 じて 女連內 相は 薩 派の おぶ を 艳 待し 巧ぶ 反凿の 
選艰 地盤 じ 就て 協 爺した。 


佛 がの 输 定から 

お 西 太平洋 槪定へ 

現 實縮少 を 標榜ず もす 本の 化 置 


東京 特電 二十 五 a 發 【ニ ユ 3 

ク •タィ ムス 紙】..：：： バリ ー 致び I 
リンドン 主 b 達しつ； ある 新觀 I 
巧 煤の 地中 おに 於 パる 

佛伊 兩齒の おを。 ヵグノ 
な 約が 成立し ィ ¥ リス もこれ じ 
細 一 係して むる ごの 報 お U 巧孩當 
居ん 深甚なるを 目を 稳 いて ゐる 
盖 H 本が 軍當 おどして d 地中 
海に がける おが 巧轉 のが 軍 的な 
目は ホるべき。 ン ドン 會盛 をを 
機に 階ら しむら のみ。 らや斯 の 
かきだ おは おいて ィ •キリス 海軍 
の 態 巧を 益々 强视 ならし わべ く 
をの 結ち 自が 日本が 切络 しつ I 
ある ァメブ 力 海軍 力の 縮 少を圓 
靖 たらし わるもの どを てゐ る、 
を-化 じを した 撕 がの 協を 說は單 
r 地中 おじ 於け る 佛伊兩 國沿軍 
を 均等 力を 認めた るに あぎぬ ィ、 
ら のど、 兩 をの 間じィ ゲリ 
‘； がが 込みが々 いづれ かの 

侵略 的が 勘を 禁 比すべ < 

が 澄して & る どの ニ說 じかれ て 
ゐ るが、 この 協定が お 揮し 得る 
盛大 性は ヶ "ッグ 小戲條 おじ 則 
る 央米兩 段の 太 西げ n 力 グノ條 
め み 協ぶ が 可能 で わ る S をみす 
点 - i わり、 若し 觀る踪 をを 見る 
じを る じら ば 與ホ則 謂の 觀軍カ 
均 巧 基单は 日本の 欲する かく 縮 
少のお 迷を 化 進ずべ <闷 時 じこ 
の 梢 神を ぶ 平が 四 侧轉條 おごず 
お條 おを を 体-した 太や洋 C ヵグ 
ノ條 おを ホむ！ 至る かも かれ 灼 
ど 巧 測 さわ てた-*、 尤も マクド 
ナ户ド まかは 一"- 院ド おて 來 るべ 
み ごぶ. みだ： ♦ホめ 换を でみ 《て 


海軍 政策!^ 討 誰を 

1111 前 I どす る じ ホざる MJ を 
富 間して I りる もの ミ， 巧 （した 
裕 ぶみ^ おらに なれば 協議 範簡 
が巧强 海軍 政策に 及ぼすべき 
ミは 勿活； して、 日本は 匆論 富ん 
で これ じ 加は する であらぅ が 
卒 えして^ 導 するどい ふ 程度に 
はまって ゐ なぃ、 盖しロ 本の お 
軍 力 i 了のは 何等 アメ 9 力を 
脅威し いが、 アメリカの 海軍 
力は 明 じ H 本を 脅威して ゐる 
からで/ ゐ る、 勿論 日本を 權は万 
一 ホるべき 會給 じがて 佛が 兩國 
が ホ 岡- て アン グ日 サク ジン 閥 
に對 な，^ た 操を、 いづれ かにが 
ホす V , 了 J の 訓令を 受け 居ら や 
且つ 巧'!? 訓 ホを お 要と しないめ 
で， かを 盖し 彼が 兩國の 海軍 力 
なる もでは 柯等 

日 ホ じ勒 して 影響を 輿へ 
ざる じ ホし-- アメブ 々の 海軍を 
策は U 一で し 直接 彭馨 する 所 ぞく 
從 ってす 本のな 策は お ホ 親善を 
基礎 V | てなければ £:>ら ないから 
でを^ て、 日本は 潜水 磁閒 題に 
がて 41 ランスと 岡】 の立搜 じあ 
る も 潑を 体の 間 題 どして はア 
の 協調を 要し 巧し 曾證じ 
洲 大陸 お アンク ロナ クソ 
對立 となれば、 日本は 自 
然自樹 じ 最も 利雀熙 係の 深ぃ 後 
者 ご 巧！! 携卞る じ 至る であらぅ、 
即 もぶ ネの ホるべき。 ン ドン 會 
諮 •..去け る 立 お U る ものは ゼネ 
ゲて 一^ 蔑 じ 等し < 英米の 中間に 
-& b てを の バラン-，- を 握ら 仲 か 
ち ど-*! て 終始】 貫す る じ まるべ 



き は 

本質 的の もので をつ て， 
旣 にお 軍縮々 の 巧 則 じ 於て 日本 
と アメリヵの 意見は 巧 襯を灌 の 
訪 間-ご 成な したので あるから 日 
本は 稱び現 賞 的 縮 少の伸 か 者と 
して 奮 劇すべく H 英米 S 國のお 
軍 協定は 元 ょら H 本の 切望ず る' 
所ではん るが、 ィダ ブスが 果し 
てこい をを 諾 する や 否やは 頗る 
疑間視 されて ゐ る。 

根本 方 卸 

英ホ 妥協の 對策 

現實的 縮々 を 標榜す るを： い垂 
權の 一般の 訓み (旣 巧) に 附随 
しを 巧 的 事項 V - して 左の 細目 
案が 手を されて ゐ る。’ 

一、 まカ鑑 、巡が 盤、 願 逐鑑、 
潜水 鑑 、航空を 趣の 潑禪 别じ審 
議 する 主 じは 同意すべし。 

一、 まカ鑑 、が 空を 盤の 比率は 
シン トン 條 約を 尊重し 巧鑑じ 
就での 考慮 にら 貧 おする を。 

一、 隨 齡じ關 しては 巡 洋鑑ホ 年 
驅逐嚴 十六 年、 潜水艦 十 ホ 年 ま 
たは 十四 年。 

一、 協を せられた る 英米 解 軍の 
势 力は 軍縮の 精神 じ 反する 過大 
な るら のなる をな て 極力を の 引 
下を お 張す る 1 -、 殊に ホ 廣の一 
万嗯級 巡が 艦廿 一隻は 絕對 じを 
認 すべから ず。 

1、 まカ體 (ィ) お 型の 縮々、 ヮ 
シン トン 條 約に 親を せられた る 
一二 万おモ 巧を ニ 巧 五 千哦じ 引下 
ぐる i (こ瞄 碰ロ徑 十六 巧を 十 
四时じ 引下ぐ る i (パ} 黯齡、 7 
シン トン 條 巧の サ 年を 廿 H 年 乃 
まか 五 年に 延 接する i じは 賛成 
する も 起工が おは 可及的 條約通 
ら b 實 施し 竣工 期限の 延 をを 提 
畿 する ミ。 

ニ、 がを かお ヮン ン トン 條約 
じょる 單澄 哦戲ニ 乃と モ觸 を】 
巧 五 千 乃 ま： 一巧 咽に 引下 广 るろ 
一二、 補助 艦 八が 巡洋艦は 對义 
と 割を 確保す る 2 。 

四、 潜水艦 H 本の 函情だ 鑑み 
.現有 勢 方の よ 巧 A 千 五 巧 觸は絕 


大紐育 


'零 


み ニ 九年販 y 近く 發巧 


本 化が 巧に 箱 あを 巧いた しました 『大が 育 J は、 幸 ひじして 
江湖の 湧 （がかき 巧 巧を 巧し、 を じを がー 册殘ら や 巧 切れ ごな 
> ました、 巧て ネ 化は 溝 I 版め 巧を をを 巧が たじし、 貢 おた も 一 
巧 化しれ 千 九な 廿化年 版を 巧 じを 巧す る こご t な b ましね、 正 I 
確 じして 且つ 巧ら しいが 計と 事赏 をを 礎 じして、 熟々 錢 化する 
巧が 『大紐 育. 一の 眞 巧を 巧 ふるに 遺 巧な きこ ミを 巧して が b ま 
す。 巧は を 巧は 

豫狗 申を 者に 限リて 

特價と 十玄仙 

發巧 後の 御滕 買には 


を價金 


弗 


ごを しました、 速 かじ 豫お御 申込みを を 望いた します。 


十二 巧甘乂 0 


紐を 新報 社 


お*— 巧钉 する；。 

お、 制限 化 おお 左記 諸 お艇を 
制限み じ 溝く こごを ま 張す るを 
(ィ) 六な 順な 下の 小型 潜水 應 
(。 ) みの 條 かを 有する 水上 お 
お ▲六 巧 施を おサ ざる i Alii 
时を超 ゆる 砲 数 四 巧 0 すじる 
こ VJ ▲魚 蒂ぷ び 飛が 磯を 射を 
なし 得る やぅ 計 塞され または 
をの 装歷 なき こご ▲速力け 化 
ノット 口下た る こ < ▲裝 ザせ 
ざる こど ▲機 蕾 敷設を なし 得 
る やう 計 叢され またはを の裝 


置。 き- 


軍縮 方 卸 

フラ A スが 通碟 


パリ— 廿 六日 發 H フランス 政 

おは 塵に。 ン ドン 軍縮 會 議じ參 
加すべき 别强 じ對し フラン マの 
對會證 方針に 酷して 大要 左の 地 
く 通 吿を發 した、 

〔-】 日ン ドン 會議じ 於け る 
巧を 事項は 國 際聯顯 軍備 絡少 
委旨會 じて 吏ら じ 審議すべき 
もの ど認 わ。 

〔ニ】 ヶ 。ッグ 个戰條 約は 元 
ょな 平 か 確 化への 道に 相違な 
きもを は單 じを をの 輿論を 背 
嵩 ごする のみで ホ だ 現 實的じ 
轉家 のま 泰を保 霜ず る もの ご 
認 ぃる 能は や。 

ご ニ】 フランスの お 軍 力は 飽 
迄ら フランスの 國± 及び 爾王 
の 保護を 极本ど 17 シン トン 
食證 じがけ る按定 比率を お 礎 
ごし；： <> い C 

〔四) 地中 おじ 於け る 海軍 協 
をに 掛しツ クン スは 現に 太 ホ 
が义び 黒海 方面に 對 する ィ J 同 
除の 腹 約を 摧議 すべく、 これ 

こは ブ ランス、 キリス 、 T 

タリー 及び スぺ 1 ィンを をむ 
もの ミす る。 

この 中 e 梟 も 興 ホを 惹 きつ i あ 
るのは 地中が じ教 する フランス 
の 提議 じして ブラ； ンスピ しては 
これ じ 化 b 贿中 海に 於る 現 巧の 
海軍 力を 輕 操— 絕るこ £ を 理由 
ごし、 而か もこの 海軍 力を 四十 
方顺 ご見蹟 6 居る こ £ 、ホび じ 
總頗 歎じ 依る 縮 ホ ま 譲らを 協が 
成立し ね 場を は 敢て辭 せざる こ 
£ をび。 ン ドン 會議の 巧を 事項 
と國 際職盟 をを 離し 得ざる もの 
と 認めつ、 ある こごで 巧强 もこ 
の 提議を 目で 葛 蓋 中で あるが イ 
タリー 极府の 態 巧が 最も 注目 さ 
れてゐ る。 


ばが をのが 人學 をが お產 あお 的 
な 秘密 お 社を 設けて 學 ホの 巧 化 
じ 着手し 關孫學 役は 朝鮮を： 丄の 
四十 五 校 じぶんで 居る. か、 雨 借 


お ご しては 紛擾け 最早 鎭靜 
た ご 報じて 居る。 ^ 


米 墨 交 歎 I 


れ 


新 大統領の 訪术 

ワ シン トシ 二十 六日 發 n タキ 
シコ 某が 國の新 大統頭 バス pU 
ォ 八ムゾ •少 ど才 巧は 夫ん をび 


鮮人學 生 


が 壊 令息 等を 同伴、 大統衝 jj 


! 置 


後に アメ 9 力を 禪をお 光 虫节あ 


だ 入 


つた々 今鄭 首郡フ シン 
ら圍賓 ごして 四 曰を 糞ず こ _ てに 
なつむ、 _ 
即も國 務長宮 スチム ソン 


焉 ホ 

一一. 


妻を 始め 國務 、陸が 軍 化を 等 


停 


巧 


はた 統領の 一巧を ユ -I 
革蕩 じあ 迎 、海兵 簡儀化 下 
じ 一巧は メ キン n 大使館 の 
を どなち、 

直ちに ホフ キト；^ ウス じ大 
フー ゲァー 巧を を まじ 訪間 おわ 
るに 巧し、 フ ー ダア！ 氏 ホ ミは 
大統賴 ごしての を ホの. 慣阿 破 
ら 夫妻 閒道 じて メキシコ 大成 一5 館 
じ 新 大統領を 容禮の 爲め訪 巧し 


たが、 一巧 滯な 中は 大統領 j 
ま 躍の 大晚 餐爵 をが め ごし 
1 駐墨 大波、 國務 を 宫ス 
ン 氏の 晚餐會 、を 巧化ア 
スを 學校觀 ホ等頗 ぶが ム 

グラムで ある 


異妻 

モ 


ボ 


.溫蚀 娘 ピ葡進 ホ 黄を 標 おしつ 
つ ある も 急進派 5 巧 力け 頗る 
强く 最も 速 かなる 機 食 じめ て 
日ン ドン じ 自治が 制會議 のな 
集を ま 張し 居ら、 今日のを 氣 
を 0 て すれば 溫健 波の ま 張は 
葬られる であらぅ が、 

右じ關 しが ザ黨 及び 自由 黨は勞 
働黨內 関の 處廣を 遺憾と し 類な 
じ 非難して 居る、 蓋し マク ドナ 
八 ド 首相 •わ 巧 巧に 堤 蔑した 比 鞍 
的 自めぃ ょ' を 策 d 急進派の ま 張を 
緩 かせし め 中、. 却て これ 等 一脈 
の 勢力を 伸を せしめた 結 巧 ごな 
つて 居る 上、 過 殺本圃 を 巧榜陡 
の 巧 牵轉覆 事 かを が 益々 反勞截 
黨 派の 憤慨ず る 巧 ごな >、 寬大 
なる 政策の 實 施な 認を すべきら 
自治領 制は 謝 じて 時期 おを でを 
る-/」 ホ 張し 居 6、 

をす る じ 勞慟黨 め 施政は 巧 度 
じ おして 巧 等 翊家的 利 權お甚 
礎 ごしない 政策で ある ご ホ 難 
し 蔑 會の大 問奧を 惹起す るに 
至るべく 

特 し 巧ず 黨 のを 憤は 極度 じ 逢し 
て 屠る ので 巧 度 目 治 思 問題は 巧 
るべき 蹲 軍 編々 會議 じら 大 影響 
を 興 ふべ く、 巧 巧 じ 巧るべき 緩 
選擧を 前にした 勞勸黨 內閣じ W 
つても を 治 的に ゴ 頗るを た視さ 
れて 屠る。 


巧 度* 


露 支 新 儒を 

愈々 實行じ 入る 

東京 〔聯合〕 二十 六 a 發 U 東 ま 
鐵道じ 翩しレ 養 ま 兩齒の 紛擾 假 
竊 をは 愈々 な 効 ごな 6 0 ンァ側 
勞勵黨 み. ら等. の 新 ミ 配 人ジュ タァズ •デュ ジ 
ロンドンせ 五日 發 N 巧 度 I 自 補佐役 ダニ ソフ 等が 支 滞 化 あの 
治 制 樹立を 鼓 後の 目的 一て す护を 先導で ^ V ヒン -し疆 くべ く今钥 
巧 度 議禽は 窓々 今 遇よ. 了？. f ’1 お. ダ ランチ ナヤを 通邊 した ごの 
アで 召集され る こ f じ.！； つ I で 居轿聞 職を 恃電じ 唯 b 確め られ淫 
るが、 國ほ 運動の 第一-^. 者ゴを j じぶ 個け おじ 珪る赫 擾もか ホを 
る ボング ー 巧 一 添は この 一機を じ I 見る じ 至つ たが、 バ^ ピンの ま 


i 


赤化 嫌疑で 檢擧 

束 ま 特電 二十 セ日發 nl 二百 人 
じ垂 々ごする 朝 お人學 をは 第一 
飾 勘のを 嫁の 手に 依 も 神 田 美 ± 
化 和で 捕縛され たが、 彼等は 日 
本 共產黨 殘黨を 背景 じして 先づ 
內務 省から 參謀 本部- を裝 しお 
ら じを 圃 的を 命を をて たもので 
數 名の 首謀者は 逃 ごした。 

東 ま 【聯合〕 甘 六日 發 U 都下 大 
學 じ巧學 中で ある 鮮人學 生 巧 八 
十 人は 本年 十二月 化 日、 を蘭鮮 
に 直る 學 ホ ホ 化 運動 狩らで 捻擧 
された 丸 巧 人の 學生 運動に 關係 
した ものと 認められ 捻擧 されね 
事 實が本 H をのて 記事 解 紫 ごな 
つた、 新郎 紙の 報 やる 所に おれ 


於て 印 巧の 自治 制 即時 實雨一 
張し 居&じ 反し、 


一を ま I 那 官憲は 目下 

.. i されて 度る。 


巧の 歓迎 じを 殺 


ホ 社 東ま^ 雷】 (禁 無巧轉 載〕 


を 使 不ザ認 ミ 目 本 


〔サセ 日〕 國 民が 府 はと^ 回 正 ホに ホ 幡酉吉 巧の 駐支を 使た る 
をを 承認せ で ど 通牒し ホ I . し爲め 外務 當 局は 目下を の 善を 策を 
考兜中 じて 飽をも 氏のを，^ 迫る か然ら やん ば 現 駐日 支那を 使 
の 報 俊め 巧 還を ホむべし 责が强 硬 論 も 起つ てゐ るが、 支が 側の 
小 幡巧不 を認は 氏が 對交も 一個 條を あの 際 化を 駐化 化理を 使で 
をつ た J じある が、 小幡 も-がを の 後 支那を 使と してな 巧し 山 東 
省還附 を。 他の 重 嬰な 巧^ 一從 事し 支那 政 おから 叙 動され た 願 
陈も あるので 外務 當馬ご ム では 飽 迄ら 氏の 承認を 旗 張る 腹で を 


るら しい ~ 


聖上 闢驗 式に 行幸 


〔サセ 日】 聖上 陛 T にお 廿六 R 午前 九 時 S 十五 か 宮城 御 ぉ 門 
をを 齒薄 にて 貴族院に 行き、 第五 十 セ議會 開院 式 じ 臨ませられ 
十 時 救 語を 賜つ た、 貴 席 おはま 後が ちじ ホ 會し衆 薄院は 開會、 
熟語 奉答の 巧 謀を 通過 -■た。 ^ , 


を 權の後 P ぶ 議案 

ち】 化會 巧け 舆族院 じを 縮ん 虔 後援- >0 綱が 肅で 


〔甘 七日】 化會 巧け 舆族院 じ S み 縮み 權 後援- >0 綱が 肅正巧 議案 
上程のを 勢 あちを 派ち 患 動き ak ず。 一一 

小 橋巧义 召喚 

【廿セ 日】 小谣 一太 氏け 昨 目 また 巧^れ 练審制 事 よら 十 時 
間に 直ら 追を された がごで 一切 濟 むだ々 しい ど。 

小川 巧の 保 蝶 疑し 

〔サセ 日】 小川 平吉 、巧 岡直嘉 を 等は S ■挥は 困難 と 見られて 


居る が 佐せ！ ニ 吾 巧は ザ內 じが 
驛さ 化る であらぅ と 0 


一二 ホ 巧 巧 堂 逝 < 

【サ 七日】 一二 井 おを 衛巧 氏设堂 
は 逝 おしむ。 

佐 竹 義立男 起訴 

〔廿セ 日】 佐 竹 養を 巧は 爵位を 
辞退し 託 欺 罪で 起訴 さる。 

永 ホ 巧を 權 追加 

〔甘 セ 日】 駐白 大使 永 井 松 一二 氏 
は 軍縮を 權に 追加 巧 命され た 

地方 議會 終了ず 

〔甘 六日】 地 モ讓會 はを 部 終！ 
したがを 奠 審議 ホ 了で 巧 案 執 
巧ホ縣 もら。 

お 藤中將 男爵に 

【甘 六日】 元懸 型檢査 所長 造船 
申將巧 藤某樹 氏は 男爵を 授け 
られ た'。 


H 蕩法 違反 續お 

〔廿ホ 日) 生糸 操 錫 賞 施 じつき 
H 媛 法 違反 續 おし 社會 尚は 巌 
罰 ホで ある。 


顏 の歷史 


上 


淡々 亭主 人 

. … 皆さん 豚の 顔を あ ひ おし 
て 下さい ， T ノ圓潑 顏の しや 
くれた 豚が 皆は 恐ろしい みの 猪 


でを つじ ご考 へる 時人 間が 勸き 
かけて 野獸を 家畜 じまで してし 


まつた 人爲淘 をの 偉大なる 力を 
驚かざる を 得ません。 古い 書物 


じは パ—' ンャ— やョ！ タシャ* — 
の やう^ ソ- セ— ジ をの 物の や 
うな 豚は 出て むません。 アィ 
ランドの 昔の 豚は 背が 高く 瘦せ 
てゐる ロが ごんが b 牙が ぶ 派 じ 
みから 見へ てゐ ましたから、 も 
ょつご 猪 か 豚 かが 然に 苦しめら 
れ ました。 が、 をの もの こを 膝 
ご 猪を つなぎを せて くれて ゐる 
のです。 

をれ から 象の〜 じ 就て は 

化石 學の權 威 者ォマ ボンが 詳し 

說 明して む ミす が、 一 こ 百万 年 
前 象の 祖先は ホ 供の 玩具 じなら 
さうな 奴でした。 まだ 牙 もな く 
鼻せ だって 簇 .5 ゃうで 顏ゃ 頸は 
長が つたが をは おか i つた。 だ 
ん だん オが 長く 島が 延びる じ 化 
って 顔は 化く 頸は 縮ま も 踞聯作 
用で 足は 長 < な も 出した もので 
す。 をく 象の鼻は 一朝 じして 成 
つた ものでは ない のです。 鼻が 
手の 作用を する やう じなる なん 
て 事は を へられぬ 變 化です。 こ 
れは 人間の 知つ た ミでは なく 圣 

宮な淘 なの 結 あで ある。 

をき ごしを ける もの じは 

歷 をが ある。 進化の 跡が 歷然 W 
してを 巧して ゐ るら のを 獨 b 人 
聞 だけが 神化 作品 だ、 アダム 子 
孫 だ £ 頑張つ て 見た ところでが 
まらない。 をの 点】 部の 文明 人 
ど 等しく を 信じし ろ アラス々 の 
王 人は ト ー テム •ポ！ グ 等を 建 
て： 彼等の 祖先は ある 恃 をの 動 
物で あるを を 信じ タンダ^ 1 族 
だの 教羊族 a ど あるの も 面白い 
それでは 人間が 猿から ホ 
たか VJ いふ 交、 これ も 誤 6 であ 
る i を 知らぬ 人が ぞい。 成程 猿 
狐、 蜘蛛 猿、 H 本 猿、 ホ 長 猿、 
猩々 、大猩 々の 次 じオ！ マトラ 
リアの 主人に アフリカの 黒人、 


裳る 入、 3 1 J ッバ 人 V - 並べて 
是る どん 間ら しい 猿 も 居れば 猿 
み わい な 人間 もな て か 巧に も锁 
でつな がれて ゐる やうで をる か 
巧 物 園の 猿な 阿 巧よ でた っても 
天下を どらぬ だら うし、 また 秀 
まの 子供が 猿 じな つた ごは 巧 か 
ぬ。 を こで 昔々 人間 ご 猿の お統 
を 明らか じする ためじは 化石の 
研 兜が 問題 ごなら、 商 ホ 猿人 ど 
云つ たやうな 現 化の 最寂 等の 猿 
よろ 發 達した、 しかして か 巧な 
る 野蠻人 また 巧 人よ らも 劣つ た 
ものが あつて 巧 ♦の 祖先 どして 
が 巧して ゐ た証據 として 擧 げら 
れてゐ るが、、 巧し ろ 巧 方 年間 
の 出 ホ 事の 月籍 調べを しやう < 
云 ふの だからい は ゆる ミッ シン 
グ 、リンクが 多い。 

しかして 今や 文明 人 ど 野 

蠻 人との 間じ樣 々の 人轉が 巧を 
中 じを 布して ゐ るから 人類のを 
原を 明らか じする ためじは 人類 
發 をめ 地 お 閱題 ミなら、 地質 學 
的な 錢遷 まで 物語らねば ならな 

なる。 尙 ほお 實 な學說 どして 
認められて ゐ ない 程度の ものを 
詳述し やう ごは 思は ない。 

おは 人間の 顔の 藤 おを 物 
語らん ごして 猿から 人間 どい ふ 
誤 b を 正し 巧 ほ 進んで 猿 ご 人間 
だけが 同じ 幹から 技 みれ したば 
からでな <ム 間と 名が げられ る 
巧 前 じまで 邀 つて 進化論 的に 顔 
の變 遜を ながめて 巧きたい ご 思 
ふので ある 0 

幸 じして こ i じへ ブヶグ 

のをつ てゐる 生物 發 まの 巧 則 じ 
めつどる ミ じし やう。 邸ち 術 体 
發 ホが をめ 動物の 元祖の 經てホ 
た 系統 發 をを 繰 返す もので るつ 
て、. をの 動物が 屬 して ゐる よら 
下等なる もの ど ほ r 同じ 樣な時 
期を 經づ 巧る ものである。 巧し 

> k V > ミ Mik > • IT I 


てん 間は 卵 や 猜モの 中 じ 人 晒の 
形を しれ 腊巧 媽がゐ るを のでは 
なく、 顯徽鏡 下 じ 染を體 の 频駭 
み 裂から 受 橫の狀 態' をで 見る ミ 
が お ホる が、 受精卵た る や單細 
胞 動物 ァミ！ バじ 値する ホ 命の 
ホを おでぁら、 をれ がを 裂增殖 
する じつれ てを 植期 どなを、 パ 
シド ブナの 如き もの ょら 囊が巧 
ごなる じ 及んで はボグ ボックス 
じ 匹敵すべき もの どな b 、 やが 
てお膽 巧に をれば お 藤 動物の 水 
巧 やい を ぎん もや < の 時化を 經 
適する を じなる 0 

をのを 補々 なるお 態變 化を 辿 
ら 、脊索動物の 發生期 じ 似た 處 
も ぁ- " s '、 H 遇 巧 も すれば 脉话の 
額 部 じ 四 街の 化に 巧當 する 裂 溝 
を 認め、 また 立派な 尾を 有し、 
巧々 の 祖先が おの 细き 水中 生活 
をで ぁつれ ミを 明か じ 示して ゐ 
る。 なほ 鼻孔 ご ロめ 間が 開 あし 
てゐ るが 現じ 較 類では 鼻孔が ロ 
蓋 巧に 開化せ 中、 溝で もつ て ロ 
じあ じて むる ので ある。 眼 玉 も 
正 商から 見る ご垂 （巧 ホに お强 
らおた まじ やくしの わ 化を つく 
ら である。 なは ふご 昔の 巧說じ 
現れる 人魚なる 想像 勘 物のを 理 
的存 巧を 巧 かじした i じは なら 
ないか ご 思つ たが、 少< とも 脊 
椎 動物の 最下 等なる 巧と 摄 高等 
な るん 間の 間に 一髮を 入れの 時 
期の 實巧 する をを 思へ ばな しい 
ではない か。 
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Dr. M. MAISEL, 

139 E . け化リ .，お W む rk 
け扎 3 r(i Sve , & Irving PI 扣 e ) 

な t す 乂多お 急 ！ r 
が ド 年 病 巧 蜂 

を’ ぶ 午. 

待 這**^ I ： 境^ ザ^ 寒 

じ蹈液 男が； q ; 

親を 撥 女 十が 持 
切を を 至 時 ， i I を さ 

氏し 进 I A — ^ 
治 日 '正 巧知 
巧 本 皮'::' 





的. 1 amaguch !, M で. 

巧 お 3の卽 il 巧.， 

Te し U び aifie がが 


自ミ 

一 ノン 


助 


•願 八 時す 
‘上 時、 前^ 
巧’ 午 十*^ 
曰を 時 巧 e 
巧 六よ 獻 
は 巧け' 
前よ 十 
巧ら ニ 


Oriental Massage 
1871 Barnes Avenue 
Bronx , N . Y , 0. 

Tet . Under Hill 2674 


Dr . Sabro じ my , 

1035 Park Ave ., 
Tel . Sacramento 7980 


I DR . E . E . YOSHII , 

! 郎 7 化 お rd 化 

Tei . Riverside が 如 | 


DANCING 

411 W. 115 比 St 

Tei . Oaiheti 巧！ 4408 ミが 1 3 


KE 民 R&MAVO 民 

1023 Third Av ,, 

む I が & SI が s . Tekphone おが n け郎 8 


j THE HOUSE OF 

I QUALITY AND VALUES 




著 商人 本日 

巧專 靴型 小 

てし 玻巧貴 ほら 依に 沒を卸 
ザけ 留日 邸は 靴！) 取 k 法寸 

足 小を H . 足 ホき 廣ぶ ルき 巧 




堡貴歐 
巧が 
お 屬を 


觀巧 端 


タ 

ま 筆！ 


お ド 器 


御速ノ 電ス P 3 


◎ 

々ノ巧 
ラ远品 

ノ電 9 

f;pA : 柳 


まち 計 

◎ 

他 帯 

西 店 ニ 
I 四^ 最 

十 廉直 
S ニ 憤 お 

韻 

ヲ 



Ko み e Stu ぷ 〇 

730 巧 f 比 Ave . 
Cor . 的 化 み. 
TeL Circle 4406 


房 書 西 お 令 內案育 織 

Tte Ea お and W 的け が k 卽， The 姑 押 York TmiristSemce 

411 W な i 1 巧 fhSU lUtO . TsUa 比 e お al 4408 


望な A 屈 錦 薪 A 
ぶ定 をけ 注舊米 
げ憤御 致 文の 國 
まよ 注しみ 書に 
f ち 文 ま 發籍て 
。割じ す敏!^發 
お對 。蓮雜 巧 
しし じ-誌せ’ 
てて 御は る 


が 

ill 

十 ± 事 
上 研 


I 


巧 


- あ年卒 A 
や 聊藥化 
るかし は 
も 米 在- ン 
の 國ホヵ 
S の號ゴ 
信 事に 大 
じ 情廿學 
妹に 五を 


ま 御 〇 A 

す 愚 買 通 
。巧 物譯 

じ ◊◊ 

御 其 調 
取 他 ま 
扱 巧 ◊ 
をで 巧 
しも 渉 


Endo & Kodlsichi , ! 打 C ， 
が も 巧 nwich S お d , Ciijf 
T さし Wh お ha ! M 541-2 


遠 

藤 

小 

で 

商 

會 


諸银 化瓶篮 
荷 岀洋具 船 
物乂 をを 狗 
運 お 雜巧用 
搬期貨 お 巧 
化す お 
扱 績« 


んし CEASAR , M . D . 

127 East 8 が h 化扣 i 
bet . Park & Lexin か n lUes 

幫晦咽 鼻な！ 

巧 時 察を 
午 尼 モ 巧ト 前午自 
時 八を 時 ホ 後午自 
日 馆 

自 午前 十 時 ま 午を 一時 


DR. BLOOM DENTIST Inc . 

3 か h Street Cor . Nin 化 Avenue , N . Y , 

3 か } 1 5 れ e が Cor， Third Avemi ろ N . Y 
86 化 S かが t Cor , JLexing わ n Ave ,, N . Y 
125tb Stre が Cor . Paris Avenu ち N . Y 
王 2 巧 h Str が t と or . Seven 化 Ave ., ' N , Y 
- BROOKLYN — 


A!bee 了 heatre BMg.,DeKalb Ave . が St . 


日 化 午 察 
罹 時 前 時 
午 九 聞 
後 


曰- 



S を 


超 


え.-- かみ ザ: せ 


P 脱 巧 & 巧瞄 Y 

3 Maiden Lane N. Y. 

X 細洛鑛 銀を じ 幷巧稱 j を 

賴お寮 瞳 意新最 


轟蕾ゾ 

す ロ 



Oriental Art Studios 

124 W . お ホ 化 Op が お fe Ma 巧 's 
な K La 础が誦 a が 巧 


JAPAN ART 5 TUDSO 

122 L 57 MUei . i > arULeU ^= 

巧 L 化 做 8 お？ 


T. KASA! 

Mercha なを 
Taiior 

が 

欄巧即 比0 脳 
む扫 m 304 
がが 巧 牌 

Pb 打 e 

おが ni 2 糾 3 


F. K. Maruyama Co , ホ 

が W . 48 化 化 も T ぶ 

Ts しむが lU 巧 巧 



CLOTHES BUILDING 

"PAR EXCELLENCE ：" 


洋 

服 

蘭 
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Y. \TO 

巧 3 Eest 巧 ni 化 
Cor . Uxingt 抑む も， 


MIKADO TAILOR 

30 E . 65 th St . 

1扎 Rhineian お r が 30 
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十二 百 六 千 一 第 


讓输 畜ぶ进 


日賴: h 】 日 八廿巧 二十 年 四が 晒 【ニ】‘ 



i 塞か：、； ！ 

臣 ~ 巧設を (日) ろ 巧 一 
罹# 巧 (日 ご 一话キ 
庭 集ち (氷) 八 時 一 

露 鮮さ 

姑 人を 
I ホ t が# 

^ 伸 

寄宿 舍 、巧を をを 
«業 周 庭、 をの « 
人事の 巧 相 巧 じを 
じます 6 


診察' 

午を 
午後と 一 
を知巧學^ 



吉屏 
n 八 時 

- 

本 達 一 

取大學 及び 
病を 巧な 
; の 届 上を 



午 化 一二 時ょ ち ホ 時 
^ は 前め 巧 願 お 

J -.'.5 

f クトダ 

^€見豊ま 



が 察時閒 
午^ 化 時！ 十 時 
を六惊 1 八 時 

ホ 栗 幹 ごー 

組を 巧フブ ブ ー巧院 

巧 五 巧 病 お街稱 

一巧々 y バラン ド 

巧院 巧を 


资 巧は 一 
基に 谭 
で販賃 5 
ら乎智 
◎歐 ホを 
◎賛お 貴' 
◎を裡 萬- 
◎蓄音器 
◎寫を 器， 
◎解 切 心。 


S 誠意 迅 まま 萬の 
I を 物 一式 卸資 値段 
I します タ かじ 拘は 
; を 仰 かす さいょ せ 
取 時 許。 置 持 お 一 ま 
i み。 あお 器具】 ま 
.を。 をを お 鉛筆 
ン 3 ! ド 見本 陳巧 

タィプ タ ィタ 1 




. r 神 
ふ ^ -s 

w s h 

8 1< —lu 

了 h 

紙 


I 巧 主 谷 基 

自 午お乂 時：/:: 十二 持 
呂 午を 一‘ 時が ぶ 時 

火 罹 午， あ it 六 時 

はへ キン 卡 1 ファ 
ン デ— ッ 3 心 > ク タニ 
ブクじ お 化 


. lowlc 直 》 OGC 
ニ 1 W を呈 h 
呈 . 里さ 皇こ 夏 A sch _ 

—i 
H お 午 か 化 時 

ドクト^ 小 


M . D . 

，.す こ ミ 
を 1 S ま 

午を I 時 
午 獲 化 巧 



難 か 本人 

言 7 1 st Ave . f York 呈 


み。 1 ドゥで ー 百と 十 雪 I 
M 宰舘お 側を 货と 0 お號 室； 

巧 f 


170 巧是 を さ N . Y . G さ 
ぎ吉 tchco を 養 0た 夏 一 


g マ ツサ 1 ジ满 

I 亀 命 養生 院 

。’よ 巧 ホが 秀子 

治療 午醉 化咕ョ 
9 午を 化 時 
電話 前約 願 上 お 


ベ グビユ ー 病院 及 
お 育 乂學醫 巧 巧 勤 

江 見 H 朗 

を 察 時 巧 

每 H 午後 四時から 

夕ち 水、 を、 と 
時 からん 時を 


詔 I 彭療 

的お頤 上ち 

ゴーチ ゎ大ホ 

ドグト かホブ バグ y ) 

務學博 ± 

苦 居巧彌 


舞權 f I 

'►化を ダン* A 
マを おみ 操 A 

朝 十時ョ ，が 十一 辕 

シヤ タフ •ダン シ 

ン ダ# 範學 校卒案 

衫タ .ザ 


第五 街よ 一二 0 

へ クン 卞！ 

ビグ V ング巧 

小 池 爲眞舘 

お話サ 1 クか. 

の 四 0 丄ハ 


to 

課懲 

1 ぉ S 

•なお U が 
d TOT 

w L 


化育 州を 鼓 
内務省 弦詳 
東を 巧大控 巧大學 
を 婆 復習 巧 ホ 業 
巧 姐る 

產 婆が 本綠 


■Tt B 

が I 
お 
tnn 0 

3 

で W 
が邮 
.W IJ 

邮 叩 


成 巧の 秘款 

ホ园 ホみ 語を 話す 事 
たが 巧の 窠一 巧です 
本校には H 本人な 役 
じ おれた# 巧 婦人を 
邮ぁ b 恶切じ 會話通 
信 丈 社を 語を を授し 
ょす。 日！！ 週日 おじ 
午前 化が よ b 午を 十 
時まで 蘭 巧し 一 レツ 
スンと 十五 御づ 
今 H をち じホ换 あれ 


P - 

化 

ぶ 詰の 

がが hs 
§ 暖 姑. § 

HT1 

S 

PA H -> J 


0 

の 

U 

Y 


S 謹 治療 

； .ツサ！ ジ 、整形、 政 
お學巧 運動、 腊灌社 
水 治、 電氣 風呂、 ホ 
綜反電 を 治療 其 化 
I 紐 育が を嚴 

フイ ジオン ラ ピスト 

西 村 幸 男 

日 11外 巧 H 午前* 
時ョ ，午を 八 商を 
を 話 前 巧 願 上 お 


顯科醫 木 下义巿 


ゴ 0 去. ニニ h 田. 

TeL Monient 苦 置 


♦g 爆 ♦ お 誌- ♦巧輯 
絵覺を を辨 

執務 午 的 九 時 i ち 午を 五 時を 

紐脊 日本人 會 


電氣 、器械 工具 製 巧 
運動具* 巧 具* 費を 屬 
時計、 寫嚴 器を 現像 

松本バ チ\い 

美術 ェ藝晶 、レ デイ 

オ 、ゴ .グ フタ ラブ、 
ダンロップ ボ 1 グ、 

モ ー タ！ 膨狸 


H ネ 、支那 寶ぶ製 美 
術 お、 婦人 用 曾髓其 
媳裝飾 お 

闕島 nr ァが 

爵等 美滿爲 聲续、 

首 錦 轟、 スト タンダ 
H 本殿 毅綠 


笠#: 洋服 巧 


西 四十 六 了 目 六十と 番 
電話 プライア ントと 0 セ 九 


ま 五十 HT 目 

ニニ H 

S 

洋搬巧 

f ラ 导四四 化 


洋服 調進 

クブミ ニン ダ* ダィ 

ィング、 修戀等 一切 

ミカド 洋服 店 

を 本が 
常霸 ライン クンダ 1 

お八 ご！ 0 


C - 

巧 

紙 

肚品側 I 

韩 J - 

端 I 

願 I 祉 


稅關 事務’ 

東 巧ぶ 化幷 じを 世を 
の 顯巧入 ホ 法が 賴 す 
する 一が の 御 諮 間に 
應じ换 道 庚 船 貨物 運 
貸 ぷぉ帆 表 穂 親 手鑽 
聲等 進呈す。 重を 都 
が じ化埋 巧を おし 誠 
寶段速 御用み じ應や 

お 離か披 


满關 .事務 あ 扱 

WIEA 器 LB 妄 E & Go . 

I 一呂 三 基 11 巧 養を ミ-曰 ty 
す一 •ぎ 至 li ? G ま ミ 謹 4* 置 
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が 育生 命が 驗會社 化 巧 人 
巧 他 病 傷 保 隐を禪 

西な S 十八 T 目 五 百 0 毛番 

化 島覺ホ 

電話 ェぞ コム-四 九 六^ 


1 〔 ▲ミ 


I 眉 
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プル デン シャル 

连命保 驗會社 

を熙險 

ご！ 木を 香 
窥 视が满 


ニ 

積 


OIF-Iom 巧 00 M 6 】 w - 
.1け4 之 > ws>c ST : 

之 町 \AZ Yo 巧 K oiHY 

T - ra 广 • Bnnt < 5>z sbws 

Rmsiom 之 o 巧 
w 也 o §>DSWORHH >.< 円. 

T の 广 •さ > osvvo 巧 TH 70 の A 

ジ 3 a * < ン コック 

栖汪 生命 保 險曾社 


* 


♦ ミ— ミ 巧 




選擧 法な ぶの 調查 

婦人 參政權 問题も 考量 しゃ 


お 法の 如く 頻を すろ 疑獄 お 件 
を 巧 化し、 め 巧鄉淸 の資を わげ 
るた めじは、 選澤 をを、 黨餐を 
開のは かじみ もな しごして 、を 
巧 系の 淸漸乂 竹、 關巧 等の 進言 
も あら、 輿論 もこの 空氣 じさを 
はれつ、 わるので、 政府は 黨お 
を 超越して、 選舉 をを 改正す ベ 
く、 速を をな 正調 杳會を 設廣す 
る こご じ 巧を したので、 を 達內 
枯 はこの 除 婦人 じ 載し 先 づを民 
権を 

附 おし 漸み 国政 じ 參舆せ 

し 4；5 る こ ピが時 巧の 進 運 じ 添 ふ 
巧 0 である どのち を 0 て、 特に 
婦人を を 權 問題を も 調査 項目に 
加へ る こご じな つじ、 即も 同調 
杳 曾の 組 撰 並 じ 調査 事項は、 大 
要 左の かく 可及的を 內 じこれ が 
實現 をは かるは 中で わる。 

ィ 、構 あ範園 

をを 沒 ロち 相 

委貨を 達 巧 擦、 巧 中 文部 
小み 遞 信、 渡 邊哥法 
の 四 大臣、 貴を 兩院 
證 貴、 段 法 並に 巧投 
をを 等 

0 、 調を 巧 目 一 
選 擧る舊 
婦人 參な權 
選 擧瞄制 

司法 海を 權の獨 ホ 
爲费 ，'を 開 

な 上の 五 巧 目に わら •か、 遽擧の 
る 磬 じついて は、， を銷谋 說會媒 
冀の國 が诗擔 、選 擧演說 を磅捕 
者 自身 じ跟 をず るか、 あるい な 

代理を 許ず やを やぇた 

撫巧截 使 物 おがの！ 网を馈 端す 
るか 巧 か' 巧 巧を 制 巧を 選擧搜 
用し 巧を し、： れが 利用み 法を 
かが じす 4 か、 婦 ^ 參政權 を 巧 
則 的 じを お 權 Ih 働 進 的 •し圖 政 
'じぶ ぼす こご S 巧を、 選與 制を 
大選 舉區脚 ご-.. 六 も レ. 麽' .〔： 定員 
どす るか 巧 や、 これ-- 附随して 
比咧 化ぶ 制 巧の がな、 黨 を：；' を 
銷に啤 しては 黨 搜を窠 巧ょ ら徵 
收 すろ の 法 傅 的 おを をな，、 るの 
巧妄 、等-しついて 巧究 せらる >> 
こご-し。 つた' もじ 隅し 女逮 W 
相は 逃がを 當 論は 慧藥侧 人 ごし 
ては が來の 持論で わっ て、 致を 
郎淸は 逃が 弦を じ换つ 巧け。 い 
ど 為へ て语 を、 選舉避 用の 一 化 
操 準 V ぶめ •とれを 國みじ 於い 
て 一時な 轉 'ま おし、 を-」 淸算し 
て お 郁 者に 彿 はせ、 印刷物 等 も 
阀み 一"'- 印刷し、 がが 曾 もを 汲 其 
同じ 瞄 いて 織 引で 雌げ をき めて 
が說 させる 巧 ごいん み 化 わごれ 
だ、 をら 精め て 化かで 濟 いし、 
巧收 をの 化の 

離 遊な 。ホ 佛は 一切 彩を 
おつで わらぅ、 まむ お 薄け 締人 
公に 權賦 巧ら め巧淨 化の】 で 段 
で わる ご 思*、 調 巧が 脚の 設巧 
について ゴ總 观も澡 おで ある、 
一杜 I 晌人 ごして じ 出み 得る 限ち 
一が くな 軒し にい-. 一 おつて お，'：-、 
'ザ 巧 1 が ホる かごう か、 ミピ -V 
.ん ろまで 話に 進 A ト おこ 
幻、 諷 をが 劇が 設を さ-^- い •‘ し： 比 


例 化ん 制を ' の 他 現 巧選擧 をの 改 
亞も 巧が 問題と なる であらう』 
ご 語って おる、 を 界廓淸 のニ大 
眼目 < して 遵擧 のを 營 、黨雙 を 
開を 政 巧 じ 進言した 淸 瀬、 關、 
大竹巧 等の 實巧カ 法に 闕 する 意 
是は 左の かくで ホる 

)、 技黨が 政が のが 護 又は 補 
助 シー 巧く る 艰殊會 社ょ ら直按 
間ぶ にを 附 をを くる ことを 制 
限す 一る こご 

ニ、' 巧聲を もつ て 施 巧すべき 
事藥 (殊に 化 ホ 的 巧害關 巧を 
る專 業) を 黨勢擴 張の わめ じ 
利 巧せ， しめざる こご 

三 1、 镑密叟 、を 隙 獲 等の 特別 
检查を なすこ ご 
四、 お 氣事裝 、ダマ 事業 等を 
の 化 ごれ じ 類す る 事業の 認巧 
許可の 事 巧 も 法律を R て 巧を 
し麥」 を 正。 るを 議调 度に 化 
らしむ る こど 

お、'. 續職 罪の 規定を 譲 員じ凿 
し ニ衔遮 切なら しむる やうな 
亚 ずな こご 

ム ハ、 が 務官の 地 泣を 保 謡し、 
を 窝の 勢力に まき 遂 もれざる 
やうたず る こど 
七 •蠻 察赖度 をを 化ず もこと 
殊-巧 法 警察を 黨 派が じ 利用 
し义 2 么 をして 選擧 干渉の 磯 
願た もしめ ざる やう、 よ 組織 
ちびぞ統を更巧するこご 
八、 み踊權 力が 一' 身 ド 集中す 
る府縣 知事^ 齡 度し なをを 加 
ふるこ ど 

垂逆 値. 

ポ キントの 窜 をな 
'ふを 爲替銀 巧を 璧 
愚 近' 看な を あ搭じ ぉぃてけ 寶 
人は、 41- ぐ J を) 巧に 殴ら わて 
ゐ るか」 梢 場は 全く あ 金の 賣相 
操 か 何に 一 化つ て 左る されて むる 
しかる じー增 現の かく、 巧 巧 職は 
雄 化 述ら资 十八 ドグ 八を のと、 
十二 巧 十；： 物が 四十 九ドグ T 度 
であつ て _十 日 じ 一 お' <- ントの 開 
きご つ I てゐ るが、 これ じ關騎 
してみ の ごごき 不 がみな こど.^ 
ホ じて 心る： いはれ てゐ る、 す 
。けら 史ホ十 H じ 一 ポイントの 
開きは 乂 ‘ Jtil 過ぎる ので ゐる おょ 
して 十日せ じ 一回 建値 引 上け を 
巧 ふこ ご、 一一な れば巿 巧は 一陪け 

殺藝 .ず うける 時け 巧 散 ど 
なる 等、 極。^ てを をを か，、 こど 
どなる ので-かる、 J つて これを 
避ける ために、 現が 一 ポンドと 
勤が は 乂汾タ 一、 お英は 十六み 
の】 である 去 ざん を おらに 細を 
してザポ イ ンート をれ~^,^十六を 
の 一、 ミ 十二 かの 一 じして は 如 
巧 どい ふので、 か!- の ごとき 要 
啓が 爲替銀 巧 間 じ!- こぶる 高い 
もつ ども 現む でも 矿信 質は ホ 中 
の 惟 習 姐 b ザ ボイ‘'- ト きざみで 
镇 巧： しで 巧る のでぶ るから、 建 
がを な し；.* (て^ 巧い が、 爲 
巧ず がし S てけ I 

みム ^ 述 化 地‘—； T ホィ ント 
、がみで c ；* てなが' マ：. しじ L の 
でん-.' て、 過 ホ：.'- お！：， て t これ 


• I '‘三 ■ ■ rt I • —II 

は爲替 がわ 間の 賊題 どな たこ 
とが あるので あるから、 かたが 
たを 化け 雄 値な ぶのを も か磯會 
どい はれて むる， たぐし 前 巧は 
おいてら 正を は 香 上》」 {もじ 除 
名を 0 て 化 銀 巧を を 威した ので 
つ ひに 實現 されな かつた ので あ 
も、 また 今回 じしても) ボ イン 
ト單 位の 賣 買は 買物 殺 倒 巧 ± ご 
いふ 自邑 政策 じを いて ゐた爲 で 


に；： ►る』 ごの 理由の すじ 反掛し 
設立 中止を が 野 おじ 請願した。 

を國の 耕地 總 面積 

垂國雜 地の 總面稻 d 五な 八十 
化 方 町 ホに て 自作 化 五 割 一 ホ、 
耕作地 四 割 八か^ 割を どなつ て 
居る。 

小平權 一氏 局長 じ 

農が 省 截糸埼 長 必得小 平權一 
巧は 巧 長 ごな つた 0 


昭和 五 年の 新年 號 

十二 巧 I 二十 一日に 到着 ，しまず 

昭か五 年度の 我がが 育 耕 報は 新裝を 十み 貢 どし、 ホる 月曜日 
を おて 發 送’ 十二ち 己 十-日 じは 皆犧の 御手 託に 到着い ねし ま 
す、 を じを の 巧を の 一端を あ 表し 得る-) どは 閒んの 最も 喜びと 
する 所で あ もます。 


新年 號の 特別 讀# 

新年の 辭 若概 禮次郞 .が 部彪 
了 タリ 力の 景氣 、す 景氣 

ゥォ 巧の が 式 恐 おから フ—ゲ T ! 大統領の 致氣建 
直し 會議 の經 過を 通じて 見た ア タ 々繁 をの 將 ホを 諮 
いた もの。 

了/リカは 自豁獨 立 >し 得る か 

豊富な 自然 富 源、 協 端に 機械化され、 資ぶ 化されて 居 
る アメリカは 巧して 國を どして 自給 獨 立； 得る 國 でを 
るか、々」 ぅか、 營瞭 VJ 統計を 示 > じ 巧 倘の議 みものです 

藍の 銀紙 . 佐.々 木 指 巧 
馬の 話 一川 堂を 人 
一二は 得失の 手紙 宮义一 
黃禍の 素、 比島 放棄 諭 其 他 
外人 觀光客 吸收策 . 首 藤 安人 

間 答. 


紙 


k 


本年度の 本紙は 奶 がの 恒例 じ 彼 b ます 所の 質問 固 答を 
廢 し、 るを じ 訊して を々 紙し を 通じて 随息 r : 貿 賴を發 
し、 间答 をして 戴きを した、 従て 議趙 けを 方面に 直つ 
て 居 もまず、 提供され 化 論題と 質 聞を おびに 回答者は 
左の 諸 巧で あらます。 

日 化 お 化 巧の 敎 育が 〔举信 巧 治 もと 福 島が を 巧〕 ゴ 
^フじ 必勝す る縣訣 〔离 木隆 をを ど武 ザ 理 一二郎 巧、 
ま義 一、 首 藤を 人を〕 村 井 お 固 翁の 健康法 〔赏志 了 
巧が 井 翁〕 九】 と 十二の 縣炼 〔須 賀義 一た ピ椿本 十 
五郎た〕 第二 世の 敎 育の 化 方 〔脇 本 誠 一氏 ご 山 ロ 一二 
之 助 氏〕 知事を 遵論 〔香 おみ 郞 をと 水を 涉 S 巧」 も 
や A 活 生活の 改良 〔橫愿 を 政 巧ご尝 信が 治 氏〕 日本 
人 じ ゴがフ を 止めさせ るを 〔藤 野 長 一 巧 ご 高木 隆ま 
を〕 巧 聞 記を を 巧く ひつ かける 法 〔鈴 木 S 郎氏 £武 
ザ 埋 一二郎 氏：！ 

產兒 制限を 日本て 敎 へろ こごの 巧 否 
ニユ ョ—ク 生活て 最も 不自由な もの 

〔叫 答 者〕 H 淸ル ごみ 子、 早 化雪洲 、を ホ旧淸 、巧 山 
小义 、お 本み どら、 多賀 城、 巧 ロ 蓄类モ 'ホ お欽一 
■山 ロ雪モ 、巧 巧が 八、 觸尾壽 S 、 石を こう、 地ホ延 
之 巧、 風瞄武 一二郎 

紐 育 新報 社 


じ 結べる 木材の 日 ネ販貞 がは H 
を經 過し 繼 線を 渉 まど ま.』 、 
一二 菱 商事 之 ど 代 6 取栋 めみ It し 
2 0 

松 永 巧 盛んに 飛躍 

お 永 安 おエ巧 氏は S 井 側 ど 外 
齒 側の 役資 脚を 勘 かして 羣 力を 
が 一を 策し 東京 電燈 社長 わらん 
ど 運勸を 起す/一 いふ。 

東が モスみ 整 

ま洋 モス リン 整理 具体を 
百万 圓の優 化 株を 出し 資を 
をな し掷达 みは ニ 巧 巧圃で 
銀行 ご大倉 組で 引を ホみ 誰 

建物の 金飄 激增寸 

主巧拔 きの 建物を 融は十 
じ 四 倍 ごな つた。 


あるが、 かくの 如き 專橫な 態度 
をよ ろし < なめ、 化 銀 巧 ど 協調 
ずべき だと 言は わ て 居る ご 


財界の 動 & 

まま 特電 廿セ 日を 

をが 鑛業計 劃が 数 

忠巧お 巧は 中 禪寺湖 じ 一大 暇 
描を 鼓を 巧を 中で あるが 水戶市 
はは 『ホ 潰の 節は を ボが水 浸 b 


煙草 贈 償 額に 非難 

明年 產窠 煙草 賠償 額を 引下げ & 
わが 小賣 値は 引下げ かずを もの 咖 
非難 起る。 お 加 

淺野セ タント 罷 H 

巧 司の 淺野 セメント エ瘦は 同 
盟 罷業に ぉで 川 崎 等の エ煤も 同 
情 罷業 せんかと。 

木材め 販賣權 移る 

击子 製紙 系が 日 藻 木 巧 會社ご 
。シア 题營 木が 凉お曾 社 V の 間 j 


尋れ人 

(靑 叛縣) がお豊 一二 郞 貧 
縣) 西 木文藏 (魔 島縣 } 芝田德 
一部 (を 库縣 } 簇本遙 八 (親 岡 
縣 主ロ阳 ぶみ 郞 ( nn ン ビマ大 
學 出身) 富 お 罔太郞 (楚 姆縣) 
池 巧 通 一一! 郞 (熊 本縣) お 本评一 
郞が藤 嘉や牛 島 直 親 (長 
崎縣) 森 ホ 八 (福 ホ) 縣增旧 嫌 造 
をのを じを なを 度き 儀ち 之 
候 聞 本人 若く は细 人ょ 
住所 御 通 お 願と お j 

紐育属 鹽綾領 館 

1 京す ミ i ニ e こ ミこぶ 


を留 赛を瑪 想の 课お 

お 本人 靑年 曾^^ 
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動 其 力を 
物思^ 十 種 
一, 島リを 
切 iii ャ魚 
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Kawasoye Hotel 
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むしむ 化 ed 巧 I 9910 
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案 油 ! 
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段 則 儘 白 
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支 抓を 一 上 
• ±、 日 ^ 燒賣 
春搪蟹 頸を 種 


■ 

寸為 •燒 

がに 御 料理 


奥 旧 目なる ホに 同 脚 じな 巧 
なる 棋袭を 巧を ず 

宮川 事務所 

が 育 巧 西 四十 ニ 了 目な ホ 一番 

を ブライ， ント とと 八と 
誇 フライ アンを ハ 化 八 


槍 ル 


ング 


13 異で戌 5 置芭 r 罢 す 三 ork 
ジ I ちす ne Heg ： 呈 t 2187 


木 旧 ル 


一- ■ニ- ■ »\ 


ング 


1 呂 ？3 rtU ま. 巧 et . 59 實 量ぎ 雲 
を晋 ミニ {> 量 e 巧 3144 


▲淸ち 親切、 氣樂 nl ニ德マ 

勢侧錯 

•伊 巧 事を 义駭 まが 

段 5 E. 巧 8th S すま t 

ぎぎ ミす 马這 23 


巧 巧旅鑛 

お ま 住 田ネセ I 
旨で S ニ 置 S す eet- Tel. 巧ち V 夏 n こ 3 术 


力 旅館な め 

帝 國旅鑛 歸 W 一 

148 W. 雲 巧. f す rt| 

T 色 •ぎ squshamia 萬ち 


綴 育 旅 難 を S 

莱四十了目ニ四ニ？^^ 
TeL Calcdcnia S 374 ~ 


が タトン お 

富 ± 旅 豁大浦 末^ 

養 Worces す si. ぎ压 含ま 養. 
ぎ BJ. 舍 75 


費府 鄉旅鑛 
桑 山 清で^ 

さ 8 ぎ 瓦 h 9th sf. さ iia をを 万 la- 
Tel-walnu ニ だ 1 一 


戟泉並 U 御旅 舘 

生稻 をが 

な 巧ホ宙 八十 八 了 目 一二 ニニ 
« 巧ス 々イブ； と 八 ニニ 


皆 樣の御 嗜好に 適 ふ 
横な 美味の 御 巧理を 

S 廣唆樓 

差 上まず から 績 々御 
ホ 巧を 願 ひます 

S ホ 輿 織 

瞄揃 ひの 巧 理人お 名 
が 日本人 諸君の 嗜好 
じ 適する 巧 理を差 上 
よす。 執 一二 時 迄 開 巧 
(が 化 お T 目す ブ 
をを 巧の 下) 
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霉 

的 

...wi 

t 

巧 

辭 

疑 

ぇ- 


千 

六 

巧 

ニ 

• - 

十 

‘I 

號 


御 渡英を 前にして 

高 松 宮產業 御 研 ^ \ 

ィギリス 御 訪閒後 ィタ 一リ ー へ 

を 保 火將を 補導 役に 巧- 

を 京 特電 二十 六 a 巧： = 巧 年 六 巧 十日に。 ン ドン- 1 仰 到着、 を 
の滋 H をな てイ ゲリ A 阅王ピ 御 巧 面に 化成るべき 島が 巧 殿 ド お 
じが 巧 ドみ 姑が 役ピし t e y ドンが. む 曾 なぞ 事が 脚 かが 淸巧大 
將 V 起用す ベ （披 がは* をした。 


扁化冉 殿下 K ななん モ姬 ごの 
御 結婚を、 御间 化で ポ ー タ！ 劇 
巧 脚 咨禮め 巧と して 御波 英 あら 
せられる じついて、 か あ 洩れが 
る ごころ にょれ だ、 契闽 のを 菜 
が 態を' 親し，'、 

i 御舰察 ゐら せられる 御な 

I 肚の 趣き じて、 この じめ たり 课 
I H 本の 產 をが 態 じつき 詳細な 御 
ー飄 をを 進めら いつ 》 あるかで あ 
I る お、 殿下 じに 1 の 狗調帘 のた 
I め、 去ら 十 3T 二十の U 墳猫微 巧 
I じて 変 知 縣藉お 郡 じを かせられ 
一度 あの 费鷄 をの 化、 查 威で ら最 
! .も撫 なんが々 農家の 副莱 を御规 


茲 にも 人種 排巧 

、お ー ッじ國 煩な し'. 巧へ 
られて 居る が 今、 アメブ 力の 
庭球 巧には 人 邮閔题 で 異様 U 
氣 みを 生んで 属 る、 郎 もげ 今 

巧し 巧つ 了-居る ジユこ >•. ブ 
ニス •トー ナメン トに當 化^ 
キス ク 1 A 巧學の ニ黑ん 々を 
違 手が 立派 じ ホ 結を して 參加 
を 申这ん だか， 庭が 猫を 評 萬 
委員き は兩 入が 黒んで ぁるな 
じ 巧 総し じこ ミで、 黒 A 協會 
では 體 化に ぃ ょつ て攻擊 して 居 
る. か、 協會 側の 一役 員は 黒人 
じは 巢人 庭球 裕會が ぁつて 白 
人 輔お參 加し やぅた つて 參化 
もさす ま .、か，.‘。 結 扇 同じ こ ィー 
だ、 ごを 嘯 ひて 居る 巧 だ、 尤 
も黑 A 庭球 協 會のト I ナメン 
ト- し！ んだ つて 送 加を ホ & ん 
だ 白人 稱あ b や 否やは 疑弼で 
るるり 


皇室 U じめ 諸み 面に 掉參 わらせ 
られる 御ぶ あど 巧 祭 立- れ る’ 鶴 
を左を雄氏だぃ-れ黨^^ー御相談を 
中 トげて 居る が、 町^ 農相 も 先 
おこれに ついて 御な'- じな b、 
柿々 御下閒 をを けた ム のこと で 
ある、 而 して、 巧國 御 退 おを 
お 殿 ド 

御 共々 巧 ミ- f ' j ン マ-し 御 
歸 還の 上を かと 均 中が からで 旬 


職業 選手み 


しかけて イ タリ！ を御訪 間、 ち i 盗が お 席 あ 五十 余 名を ホ ー 八 •ト 


が。— マを おめ ナ .ホ ブ 、グエ 三 
ス 、ミラノ 等の 藝 術い. 香 b 离き 
南 歐の諸 都巿に 足跡を 巧せられ 
る 常で あるか、 ~~ マ 御 訪問の 
みぎら はィ タブ* 首相 ムツ ソブ 
こ 巧 ご御會 を 遊ばされる 御が を 
で、 近く 編成 さる、 御旅 科の 中 
じ、 をの 一項' ¥ 加 へられる やじ 
承は る、 これ はげ 年 未 ムツ ソブ 
こ 首相が 白お隊 記な 碑を H 本へ 
海 贈し、 伯爵 サン マグ チノ ー 氏 
が 違 かじ 携 へて ホ 辨しリ 時、 高 
松宮樣 には 『巧 超 儀 贈 白が 隊記 
念 碑 建設 會』 め 
總载ミ どならせを、 前 

記 サン マグ チノ ー 巧 ご 共 じ會を 
巧 格の 除幕 まじ 願 ませられた 御 
賊 巧から 同 首相に 狗會 見の 上 答 
禮を 述べさせられる もので、 こ- 
れが 一切の 举 備はィ タリ f じあ 
る ドを 春 苦 氏 ど 間 凰 駐割大 化が 
旧道 一氏の 手許で 化 迷 ばれる 普 
である、 殊に 下位 巧は 先 ザ 歸朝 
のが、 霞ヶ關 離宮で 催された 皇 
族 懇話 會じ 巧され、 ィ タリー 事 
情に 就いて 御講お 中ト： げた 隙、 
高 お宮 揉から 

謁を 賜は つた；」 がを 

化に 殿. ト 御渡歐 み 報傳 はる や 早 
くらを 获寮關 おの 某 宮內官 じ、 

一 资を海 甘 殿下の が 翅御訪 間を 
ひり すら 御诗も 申して 居る ごの 
こごで ムるご 


眼に 映る 

世界 i む 庭球 選手 

rj シエ ー は 第一な チルデン 一一 一位 


- 祭を‘. i' せられ •、みいて 阔縣 一宮 
'が じ おらせられ、 巧吼附 をの 小 
^ エ瘍細 織の 製 械エ巧 じて ラシ ャ 
:エ菜 わち 批 を御視 .おわ 上 御歸京 
I あらせ， つれた、 狗械 おじ じ 日常 
I の 質；^ を 目み あた h 御覺 遊ばさ 
一る ベ'.' 幽 をむ さくるー き爐所 ま 
j でも、 < まな，.' 飼 親を あら けら 
j^、 一々 御が 必じ說 巧 中 上げる 
一のを 御 媳化巧 化ら れ じどい こ S 
j でを る、。 は 殿で じは これらの 
I 御調が による 資 巧を 目下 御編篡 
I 中 じて， それけ 御渡妈 一い みぎら 
I H 本の 產 紫が 態を 化の 化 じ おか 
さるべく、 御 ±產 ごして お 西 


アメリヵ 庭球 協會 ではを <于 
几ら 二十 九を 度 じがる 吿化界 の 
庭球 港ず ランキングを 巧 表する 
こピに；？つておるか 一 

111 本に も ぉ挪染 がな く且 

っ 今では 化を 一流の 庭 ザ 職業 選 
手 ピ なつて 沒るゲ キン」 ント • 
リ チア，. ダは 本年度の； 乂 選手 
どして 左の A 々を 擧げム 、居る、 

wh 

1 U へ. ン 9 •コシ ぶ！ (鍊ご I 
n レ！ ン ♦ラコステ (佛 sin 

ゥキ 9 アム •チグ デ： 第 j j 祖 
(米 sn ジン •ボヴ 斗 ラ {:豐 
五 H バン タ ー (米) 六 デ 3! 
ジ •.ロット 「朱) と：：：：： ぶョ] ン 
ド ー ダ (米) ，.^^リ ジョ！ ン ♦グ 
アン • ブー ン (米) 九：：： f デ •モ 
术パ 方ゴ (伊) 十 U ホ 1 ステ 

ン寞) j 

タ チア] ダは この 番 附じ蹤 記し 
て 曰 < 『コン エーが 化 第一の 
大選キで あ る こ ど は巧人|><*= 

異 i 細' のない 所で ぁてて 本 
年度は 時に 彼が 庭球を ど 一しての 
過 まじ 顧みて 最もが 成綠 J 尸殘し 
たもので あち、 ホ 串 も 恐らく さ 
ぅで あらぅ ご ぶ 日 じて ゐ る、 か 
敢て 巧く 云 ふのは 最巧 同- トが巧 
京で 原 巧 武ボ君 じ 敗け た- j;」 を 
左程 じ 重要視して むな い^らで 
ある、 長途の 旅 巧 後 じ 庭な をす 
る こご じ 就て は 私 も かな b 經驗 
が ある だけに フランス 選手が 長 
をの 旅 巧から ト； 陸 後を もじ おを 
のがを に、 でんな 氣 持ちで お 場 
しかを 察する こごが お ホる、 が 


この 築： 戰じ敗 化した コシェ！ 
は をれ から！ 遇間呂 じは 極めて 
容易に 原 田を 敗つ てゐ るめ であ 
る、 これ こを n シエ！ の 

眞 償；； ^ の でぁぇ ラ n K 

テ 君の 踩测 じがけ も 記錄は コ シ 
で I W 大差の ない 巧 成績を 示し I 
て 居る が， 不幸 じして シ —ブン 
の ザ ばから 退いた のは おしい こ 
ごで をる、 增じ恢 る ど ラコステ 
はこれ で 永み じ 引退す る ごの こ 
ごで ホる、 チグ デンを 第 云を じ 
超いた 理由は、 をく 彼が フォ— 
レスト •ヒ がの 選ず 權じ 優勝し 
ねわらで あつて、 これ 0外 彼に 
は 左程 じ目醒 ましい 記錄 もない 
惟 歡か五 セ ブトで 八 ンタ； を 破 
クた爲 めじ この ランキングを 巧 

へる ので ある、 尤 コシェ ー 、 
ラコステ、 チグ デンの 順 巧には 
余ら 異‘論 も あるまい •か、 をれ 巧 
下の ラン. is- ング じは タみ 議論の 
余地が め るら の W 思 ふ』 云々 


アップし 列席を のがを 類 や 現金 
を 奪 去り、 採 偵は ピスト グを取 
上げられ たが、： の强盜 後駭時 
間。 ら やして 一部の 現を を騰き 
大部を の 盗難 おは 巧 巧 まの 手に 
误 され、 ジョンソンの ピスト 八 
もゲ アキ テ ー 八 巧 事の 手から お 
戾 された 事件に 離し、 營務 長官 
ゥエ— レン 氏は、 度 もじ ジ 3 ン 
ソン 探偵を 罷 宛して 杳問 會じ附 
して 審萬 中で あつたが 警察 側で 
取 誠べ じ結裝 この ホ I ルド アツ 
ブ はを お 巧言 沙 化で 目的は 化 じ 
あつた こごが 巧 然した、 哪も當 
巧の 宴 會を發 起した のはち 名な 
無 賴淺の 

一^ 1"^ で わる ィ タリ！ 入シ 
ロ •ブづ ノバ じて 岡 人は 囊じ當 
化で 繩 娘ず いから 闲 じく 無賴漢 
團の 親を'」 ある 五— かぶび マ！ 
ロ！ の 殺害を： 一 が畫 し、 これを シ 
ヵゴ おの 殺ん 瞄 じを 渉し ニ 巧 弗 
の 約束 t みわゼ しめね が、 五 千 
おの 手附 けを を擲つ たのみで 殘 
を 一巧 お 千 弗は 富を 左右 じして 
支拂 はや、 遂に シヵゴの 殺人 國 
'は 閒んの 契約書を 營察じ 密吿す 
ると 威 脅した に 始ま も、 この 證 
父. ダ 奪 返す 目的から 前記 ゲ アキ 
ブ ー ^ 判事 5 歡迎 宴會に 招待し 
をの 巧巧濟 すると 巧みに 欺いて 
招 巧し、 油 斷じ乘 じて 强盜巧 富 
を满 じた 上 

問 匙の 証文を 殺 A 画： 貝 か 
ら 奪取した VJ いふので ある- 蠻察 
側では ' > の確實む證據を場じの 
でを. しこのを 間會 となつ たもの 
でゥ で— レン 氏は 木曜 H シカゴ 
じ 急 巧し ゲ アキ ブ！^ 判事は を 
く彈 劾され る こど じ；：* つて 居る 
が查 間の' 進 巧に 伴 ひ 種々 ど 奇怪 
な學 賞が 暴繁 される でを らう ど 
を なれて 居る。 


判事、 無績漢 

疑獄 曝露 

司直は 飽迄も 追 溝 
今月 上巧ブ 《 ン クスの 『民 ホ 
黨』 員で ゐる こごを 踪榜 する 無 
賴漢の 一派が 休暇 中で ぁつ ゎ蠻 
を 法廷 巧事ゲ ァキ テー グの録 巧 
を 機會と して 盛んな 

宴 會を醒 した 節、 こ 3 

!ク を 察では 脑 利きみ 探偵 ジョ 
ン ソン 等 もこの 巧 じ 列席して 居 
たじ も關 はら ホ、 突が と 人の 强 




邦人 驢盜總 

小 木 曾判决 

無論 吿 にて 服罪 

墨に 當地香 西 龍 雄 巧 經營の 商 
巧 一.': ヒ スト をキ じして 强盜を 
働いた 前科 數姬の 邦人 强盜小 木 
曾の 審理は 去る 二十 111R 階審法 
廷で 審理に 附 せられ、 强を 犯、 
監視 付が 释 中の 違が 罪る び ビス 
トタ 所持 罪で 間 はれる 篱 であつ 
じが 官選 辨護 ± の 注意で 小 木 曾 
は 最初ょ 6 服罪の 中立て をした 
ので 審理 じ附 する こどな < ホ 年 
から 十五 年に 豆 も 州 監獄で ま禁 
麵じ處 する 旨宣吿 された、 同人 
は恕ら （オス ニン ダへ 送られる 
こご じなる でを らう 0 


へ ー ム •ビ！ チで 

强盜 y 働く 

邦人の 巧 衛嚴探 

バゲ アナ 二十四日 發電じ 娘れ 
ば キユ— パ 政府の 秘を 探偵は フ 
り リダ 贿 官憲の 依賴 じょ b 目下 
B 本人 スエ •マ タキ (松 井 ホの 
息が か) の 巧 衡を嚴 探 中で ゐる 
か、 この 日本人は パ，- ム •ビー 
チ じがて 最あ數 回に 直ら 强盜を 
衝 いた 上キュ ー バじ烏 飛びを し 
たらしい あ 跡が あるから ピぞ 0 


ホ ヮ井ト •へ ウスの 

事務室 燒朵 

降誕 祭の 前が じ 

降誕 巧の 前锭 、今年 フ ーヴァ 
大統領め 就任 後 じが 築され で大 
統領の 事務室が 燒 失した、 皆 時 
大統領 ホ まは あだか も ホ 7 予ト 
戶 ウスの 人々 の 子供さん 達扩集 
めて クリスマスの 話 じが も 取 じ 
て 盾た 時で あつたが ^ 

發 火の 原因は 化 F 室の 巧 t に 
あるら しく、 見る^.,.^ 洒じ燒 
失し 首都の 消防隊が 必死の 巧 
力 も 巧裴； L ょく 僅かに 重要!* 類 
のみを 持 おし タ< の 書^は 燒 
かれて T つた 

發火 W 同時に 軍隊 も ホ 動して 馨 
備 したが 損害は 約 八々 お 程度な 
るべき も 失 はれれ 蕾 類 中 L' は 重 
要な ものが かなら あつた、 大統 
領は痘 ちじ 議會の 協 貧を 御いで 
新築 じどら か i つたが、 こ I 當 
かは 9 ン 3 グン 木 統領め 為 名 
書齋を 臨時に 巧 用す る こどで な 
つて 唐 女。 

歡迦會 の 席上で 

上 山 草 人 持て 么 

十 1 年目じ歸朝した术£^映蕾 
をのん 氣佛優 上 山 草 人は A が 後 
援會ま 港の 歓迎 會唐上 じ て 映 
蠢の 部^ リ— ウッドの- H 私 親を 
して 列席のを 援者 ぶび 活動 ファ 

ク 

晋 

i 

巧た 

すれ 


ンを蓄 ばし むが、 持に：， ター 
ッド じがけ る H 本人 俳優の 
じついて 語る V こ 一ろ じょれ 
『駒 ホ 背 巧は 馆當 知られて 
が 出瞬ブ ッ子が 子 も特鹽 ど 
巿岡俊 裏は 美んで 評が がょ 
弈上 靑モは ァ—ナ 1* プ ラ' 
で (わ 蝶 ホ 人】 を 作製 中、 
雪 雄は ホ 道具、 を 裳の ホ lg| 
躍し、 小路は 背 暴 用の 植木 I 
巧し、 を 優 ホヤ ブ ブリンの 
高 巧 寅 一氏は チャップリン I 


巧 篤， 


々メラ 》 メン ごし I 


ザ*— 
青山 
で活 
で 成 
が 書 
の 信 
ては 


高が、 一二が、 橘、 早 川の 諸 I た 等 
が 活躍して 居る』 ど U 東京で S 
百 發 n 


ボタ ザ リス 巧の 個展 I 
。ン ドンの 滕刻 家で 東が I に 越 
ホ 深き サパ •ボタ ザ リマ 巧は 册 
日から 一巧 十 - H 迄 東六番 五十 
六 了 目の ボ ラタ！ で 個展を 禪< 


服喪 中 じが 年 まを 
始の禮 を 缺>」 申 膜 


ル か敕か 
同 德す 

14 若を ary St こ 
ジ n FrancisG 日这覃 


御ぶ 巧 用 贏 一 

きそば、 特製 新鮮 かま ぼ 
こ 『ホ 白』 わ 正 巧の お着 
しめ 等 

御用 命の 程 願 上ます 

f 都 

西 五十八 了 目 S 旧 0 

コ日ン バス 八 八 八 ニ 


巧 圃閑靜 
室 內淸お 

巧 人 クラ プ 白曲亭 

58 安 nds St . Brook 童. K . Y . 
Tel.lrille 之 75 

稱巧 掠な 中必 、摄 領事 お、： n よ 
錢船其 他 お 巧 大會な 近き 巧 巧 

桑 巧 J パ ホ テが 

が y 本を (特別 間 ぁ b) 

巧 一巧み 第 自勘そ 御 巧迎申 上ち 
空 2 妄 ifor 里 a s!u ミ FiisG 尸 Calif. 

レャト ルボ 

NP 旅鎭 

W0 すま h A さ • W? Seattl タ w&sbL- 
停单巧前ぁま ご一了左側^<階を 
H 本 巧 解 切 诏 お 汲 波 巧 場 送迎 
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支那 

旨午貌 十一 時 g 
まを 前 ニ 縣牢與 巧 
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ま 巧巧理 

が 廳あ屬 

司理 A お 蓮 
掛 榮のボ じは をな 
の辆 便利に 箱へ 巧 
間 倉 庵の 御用に 巧 
や V (お 間 约ホ祐 
す變わ おを 願 まな 
祗上御 ま 巧 中 上 候 


ん 

紙 

A W 

F も 4 
; けが 

ト 1 帥 

A 齡剛 

H m 

N 紀 

S 抓 
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支那 料理 

觀あ巧 

本 樓巧理 ん歐廉 が 
腐 前を 揮つ で 日本人 
諸君の 增 好に 適する 
巧 理を渔 上げます の 
で 第と 街の 百 二十 六 

T 目の チ卞プ スイと 

云へ ばを ぐ 日本人 諸 
替 じは 約る 程好 評を 
博して 屠ます 0 
巧卒繁 々御 ホ ホの 程 
ホ 上ます。 

± 、日 履は 銭 巧、 シ 
ゥ マィ、 當懲が ぁ b 
まずな 


日本 食料品 類々 ぴ雜貧 類 卸小賣 
巧么ま 大賣搁 桑 山商會 
新刊書 籍雜誌 小間物 日用品を 種 


去 を！ 


据 の蒲烧 おいしい 颁燒 

.會雕 御 料理 

畫 食は 未廣へ 

叮巧巧 巧を 巧 大巧 强 



ホ 上 金魚 巧 

這 ssiAve ._ す こ 夏 C さ. 

Pha まさ lunte ミゴち 


蒂譲 ブライ K V ト 

を皇 。八 八 基ぶ 八罢 

竹 中 重 雄 

雜育お 茜 頸 十四 TS 
一二 下 二八 番ご 磨) 
た是 NESE H 夏 m E 韋萬里 CY 

1 ニ； 118 W 另 t 44 thFN . y . c . 
ジ三ご a 瓦 萬 73 


正 巧の 御 煮し め 
新鮮なる 蒲 ば こ 

お类 ホし いのみ 巧ら へて 
居まず。 

階上 室を 修理し まし 日 
本式 大廣 巧に 致しました 
お年會 、新年 宴 會 はお 馴 
染の 太陽で 御 催 ふしを 願 
ひます 

@ を 太 陽 

西 ホ 十 あ T 目-四 八 

トラフ アグ ガ！ 00 哲一 

トク -心^タ化の爲め御菓子 

ホ A 食の 御を 义れ正 畳 

日 迄 御 受け 巧 ホません 

掏 菓す嫌 松風 和 

苦 去. 臺 巧. Tel.T 星 algar 1 岩 5 


罔 本 麵髮鑛 1日 

西 四十 一二 下目な 番地 ニ 呂五室 号 

ご 一階 r をち 窗 にお L) 

據埋 變巧鑛 S 斜 

荷 經營と 年閒リ 本人 諸君の 理髪 

の經驗 あら。 ジぶス •バア バア 

西 ホ 十五 了 目 一二 一番 地 
稽古 H 

み、 金曜 午後 九 時 1 十一 曝 

紐 育 柔道 俱樂部 

道場 及 擧務巧 ■ 

齒宮 十六 了 目 ニ あ 六 
(第 八 街ち) 四 潜 
Tei . 呈享 基を 19 



御 食事は 勿講 、食後の 御 話し 
じ ふさわしい 巧です、 衝ホホ 
の 程を 願 ひえす 


コロンバス 矢 巧 

岩 W . Bisrst . ぎ呂 [US 82 さ 


'•新鮮 魚介 一翊 

日本人 肉き の 生魚 深山な b 滿へ 
祷巧薰 潰で 大勉镇 をし ます 

サヴネ ナ魚巧 
實 量 置 F 星 書 iT 里 置 B 覃 

2 夏 West 81 荘货累 icier Ams す rda ヨ Ave . 
Jel . 呈 umbus 9123 


煎餅 锁 、小賣 
を 腐油蕩 
日本 食料品 一切 

り unr ち e 巧 ち巧 广 pke 0〇• 
芸 5 Ifhird A さ- 

ぎ 量 ニ 218 



ミ 五 五 A よ A 四 五 五 五 五 

0 0 0—0 0—0 Q - Q ^ Q .. 0-0 -- 

.てこ.',' ... ' 


N . Y . K . LINE 
社 會船郵 本 目 

San Firanc,isco 0 び i が： Los Angeles 0 だな が Seattle (> f む说. 

5 な Mark が St . 60S Sou 化 Grand Ave 140 4 Four 出 Avenue 

N 巨 W YORK OFMC 巨： 

8—10 Bridge St . TEL . BOWUNG GR 巨 EN 2ys 占 
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日 八廿巧 二十 年 四が お 



: HA 邮 TA & GO , 

141-147 Fifth Ave.. 

け 叫. 21s け i .) 

New York Cii; 

! Is し Wgo 叫 uin 2380.2391 







: , 1 成心^ゴ 产. 








新年 號雜誌 到着 
講康 供樂部 

辛'.'-. •ク 

富 十一 
文藝 クラブ 
講談 雜誌 
十二 同 一 H 

婦人 盡報 
婦人を 論 
中央を 論 
現' 化- 
クキ 9 

窗業么 化 巧 


雜搔府 、轰港 出帆 (ホ/^^ 綾 巧) 

. 雜府發 を 港を 

(午ち 二が ぉ A ) (正す 巧 か) 

を 巧 化 十二ち 廿ぶ H 十二 巧 型 日 
淺間化 一月 十 曰 一月 十五 H 
i 大洋 化 二月 一二 日 ニ 巧 六日 
コレ ャ見 I ニ— 巧 五— 日 S 巧 八日 

1!^ シアトル 巧 帆 (やが 十 時 出帆) 

' « 頻 S 藝 

一二 島 化 二月 廿 .二日 
が 巧— 見 _ 1— 三月 八日 

@ 裕敦资 日本 巧 出れ 

ぞ 化か 一巧 十一 日 

新 巧 も 一 月 基 日 

お 息 か 二月 八日 
A 紐 育化执 田を あ摇由 日ネ巧 g 物 巧 i さ 一回 
▲稱摇 取な。 ホ 化は なが 巧、 窗ホお 並に 田を ち 
摇由 たや ホを 巧を あ 化を ホ ミ 挣約あ y 弟紀切 
巧 等ち ザ 御 使を に 取 計 ひ 申 上 i ず 
▲ぶ 闽滋道 切 巧、 廈を务 等ら 御 お 宜じ取 かひ 申 
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資本を 
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掠な を 


rt 

H 
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i 

如 T M 
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! 邮 け 


な 社 ぉ 
本 巧 ま巧巿 H 本橋瞄 本を 崖 町 I 
支 巧 小 巧 日本 罹を 
を古属 を郁乂 巧を 
廣 を 下蝴巧 巧ち U 
II ! I 上が 倫を 費 脚 

お出 入 爲替’ 電信を 金‘ 化 送を’ 

商業 信用 狀其化 一 殺 镇巧采 

ん援 一一 一 萎 銀 巧 夺 まな 

鄕里 送を'* 日本を 地 無ず 巧み --j . 迅速な 度 
本店巧をで法期逝かノ ニ巧)巧^ 巧巧化1 
みまな 東 巧 (本 度大 おお 一う-!! 

巧 圧 化ち を 尾 ホ 巧と な 



名 聲を天 弛 

ぶ 宗 

一手 販賣元 

自本 食料 晶 轟' 

JAP 呈芸呈 S 曼呂-- 
1 基 W . 6置 St . ぎ 里 Dig 吉 ？ SI 



謹齊 をを の 御 引 立 £ 御 指導 じ 
化ら 漸ホ隆 島に なき 候 段 厚く 
御 應申上 おみ じ 本年 化 Sr 0 巧 
は 急速 じ發展 をし 每魄を 席な 
きち 樣 V てが 巧 御 お下された 
る じ 拘らず 空しく 歸ら るぇ 向 
き多數 じ上ト 旁々 を 位の 御 希 
留 もちを、 補々 計畫 したる 嫌 
果十 g 中旬； を 修理を 始め ネ 
お観 や < 完成 仕ら 目下 八十 庸 
な 上を を 易：.； 容る i じ 至 b 聊 
かを 位み 御 希望 じ 副 ひ 御滿足 
を おへ 得る 義 どが じ 运极間 あ 
年 御 散 ホの 脚ら はを ホ お々 常 
ら被下 候 樣相願 度 御 披露を 兼 
ね 御 案 內申上 候 
十二 巧 化 一日 大晦 H の 巧 
な 午前 一時 迄 開 巧を 居 俊 
すき 燒ホ御 料理 \ 

たるま 

第み 街-一四 五 
(四十 回 ご 四十を 了 目の 間) 


千九扣 二十 九 年 も 近々 較 日に 
して 逝かむ どして ゐ る。 吾々 は 
每ホ r 本年 こを に」 の レ グザゥ》 

» ン をが ンて 舆巧渔 進ずる けれ 
共 タ< は 『本年は 本年は ごて 當 
れ じけ b 」 の踐 巧を 巧す ので ぁ 
る。 本年 S がをは 柏を タ事 多端 
でぁつ た。 を 部 化 留时胞 のをす 
る 巧 一の 公共 檢關 たるが 育 日本 
人會 にがては 二月には 出 淵 大巧 
の 出 紐を 機 曾 どして 大使の 說を 
巧き、 四ち 

を期磁 るを 巧いて 新 理事 
を選舉 し、 ホ ま 招待 會の開 おが 
ぁ b 、 ホで お 巧な 育搏物 館の 大 
諸を じ 頗るち 意義；： T 子 巧 ディ』 
を 開いて が あを 收 め、 學童 作品 
麽党 會を懼 して 本巧學 童の お 想 
技巧を 化 <义 人 じ 紹介した。 本 
; 年は を 民法 間 題は. 小康を 得た 威 
が ぁるが、 巧 渡 お 許可の 申請、 

一 其 化の 事項 も 巧 當タ數 じ 上つ て 
I ゐ る。 更らじ 秋季 じ 入らて は 練 
i を 窓 探の 來が 歓迎、 華を 懇誤會 
i 開 おょら 十二 耳に 入 b 出 測 大使 
i 数迎 おを 會、 澤旧總 領事 觀迎會 
I 反び 愚 近に 至らて は若锁 を權歡 
-迦 曾等ゐ b 

共濟 率 項 ホ 欺からず 入院 
をを、 刑務所、 がをおに がける 
_ 巧 胞の慰 巧を も巧ぴ 、ホ 同 墓地 
一巧 巧が を もち 現した。 しかし 普 
吾け 遇 まじ 滿足 する ものでは な 


く お ホ-お 潜勉巧 力の 必要を 痛 
威す る。 特にな 留 同胞の みち 年 
がは 年 ど 共 じ 高く 而も 日米貿易 
厮係祟 業を 陈きホ だ 目を 族かず 
稍のを 废を 示して 居 U いの じ截 
しては お 互 じ 自省 自戒を サ ねば 
なるまい。 即も獨 立 事業 G 勃 巧 
は 自ら 巧く る 最善の 道で，^ らね 
ばなら ロが、 馨へ ぱ洋を の經 
營 、グリ ー ン 'ィ ゥスの 經 11^ 乃 ま 

日 支を f 支那 普 轟 

業の かき 事業の 績 々ごし 起っ 
て ホる のを 遵 みつ I ある ザれ 巧 

般的 にお 察 ずれば 進 ホ j せだ遲 
遲 ごして あはず、 H 本雜 其の 小 
賣袭 のかき 年々 萎縮せ むこす る 
は 大‘憂 ふべ く 怖 胞を自 3 腦カ 
ぐ 資力 芭 をを せて 轿ホ 面を 開が 


する の 勇 氣ど巧 力 ごを 化' 
いのでを つて、 現 巧の 儘 = 


を じて 居る 棟では 銘 二世す 飯 化 


の爲 めじを 必 ぎくせ ざ 
い。 予は 微力 爲 すな 


した 
ホが じ 


なを 得 

& 同胞 


/ IV J - - • t { rrr ^ 

諸氏の礫尾じ峭して吾々5^人社 
食の 裳展 をが る もので あを。' な 
じ おなじ 巧ら じ 悲觀の 狸に 年を 
巡して 退 巧 自 屈に 甘ん かで お 
f おじ 新なる 光明を 至す 往 
く 樣じ考 へたい もので あ寸 。あ 
國の 致氣は 必ずしも よく 一 i なら 
ないで あらう が、 吾々 の 蔡發次 
第で 拇 眷の發 摸を 琼る 11な. 髓か 
でもる ど 信ずを 0 


" ‘ - な 一：： ち 



吿 .示 

來ル 一巧 元る 午前 十一 
時が み ヨリ 零時 半 迄 日 
本 俱樂部 ニ 於 テ 遙拜式 
ラ 擧巧ス 

を 紐 育を 國總 領事 舘 


新刊 菩割着 
上が 巧彰著 

日. 本 遊 おお H 1 •五 0 
根本 圆通著 

を 前の 晰け方 字引 一 •八 0 
み 謹み 著 

テキサス 無宿 其 他 一. 五 0 

鹤見 祐輔を 

最後の 舞踏 7 八 0 

フォ！ ド 博 十 著 
底 かれざる H 本 一* 五 0 


桑 山商會 

二み 夏 ST 芸を ST : N . T . C . 
さ tme . さ lu 見 空 r S 3 ザ 萬 巧 


觀 爐器雜 貨卸寶 . 

'春 的® 翁 

ニ • 

み！ 共！^. み；. 


開業 御 披露 . 

年よ じ 際し 孰れら 御タ にの 事 
£ 察 上 i す 热お義 今回ぶ 記に 
がて 『喜 A の あ』 ど ホ 簡易な を 
堂を 醜き 皆 樣の御 便宜を 謀 b 
ますから 柯卒御 蟲貧御 ホ 巧の 
程を 願 上ます 本を 堂の 特長は 
淸 潔、 輕便 互つ をを な 一二な じ 
をら まずから 是ホ 间胞諾 費の 
御會 食を ホ 望を ます。 

お 開業 御 披露まで 

昭か巧 年 十二月 廿 五日 

を 阪佐巧 

養 East 5 害 St . New 一 ork 暑 
ぎ 含 S ミ 安 1 Q 

パ ー トナ— を 求む 

有利なら レプォ •ゲ ー ム (現 
巧繼お 中) に 信用すべき パ ー 
トナ Ik ホ レを 細は を 記へ 

K 0 MH 雲曼 

•"5 V . Fir 直ぎ す ち呈巧 N . K 



乎が 巧 二ず 九 竿 ダ 送り ゴ 

. 希 聖じ滿 ちた る 新 眷を迎 へむ 
が脊呈 人を S 草 唇 化 治巧談 




新年の 贈物 

お 义小說 「梅の 道」 
ロ 本人の 親を であ-る A チス 
ち； •ソ ー ャア み史の 著述 
で 化が 馈子姬 に ダ デ ヶート 
せる もの、 日本 婦人の 魔く 
て 强い內 おを 解說し 諮した 
を篇 、巧 懼ニ弗 

紐 育 新報 社 
營業部 


讓 度し ント 、家賃と 十 

巧、 ピアノぶ び あ 具 術で を懼じ 
讓 度し、 瘍 所け 西な 五十八 了 目 
五 巧 四 雷、 アパ！ トメ ント四 ニ 
電嚴 ビリン ダマ 九ん ご ニ 二番 


婦人服 橫演 ゆき子 

Mrs . Y . YOKOHAMA 
l>re ま 吕 aker 

287 去. 7 量 si .. 享 .一’ 产ブを I 驾 025 


タンク 


I トザン 
ブィラ ー 巧 
ィン ゾ] ベ ミン 3 ン トランクを 
顿毛轟 五十 姚 ょも 十二 雜 お 十诚 

苦で 包 蓄 h f et 


•と H 當もを き暧き 一室 
佳ゴ及 一室 こ！ トメ ン 

I ト 、ケッチ ネット、 湯殿、 シン 
.グ が •み-- ムもぁ b お 巧ょ b 十 

こお 一一' 

£ iw . 基 Ih St . 呈吉 hu を寞 S 


装餘 綺麗の 室、 設髓 
完き シン ご 一遇 

八ぉ、 グ 】 週十報 

ま TEL ご呈 LE . だ W . 呈 h 写. 因 巧 


絲 

雜 


スマ ツト將 軍 

聯盟 r 支持 

米國を 化モで 講演 
千 九ち 十 化 年 じ おにが ける や' 
かを 络の度 物で ある 國巧聯 おの 

父と 謂 はれ、 ク キかソ '》、 セ y 方 

卿な がょ b 國瞭 聯盟 論を ホ 張せ 
る 巧！： の 席 人 ジャン •ク 9 スチ 
r ン •スマ ブト お 軍は 魄巧 政權 
ょら がれて はむ るが 歡 おどして 
熟むな る齒 際蹄盟 支持 論を であ 
るが々— ォ *1 半み 助 化、 ホ 固 
を轉 聯盟* 校 巧 聯盟 お會 、を ホ か 
脚 かぶび 蹄 人脚 化の お聘じ おじ 
て 化 <來 米し 一月ぶ U 午後 メト 
n . ホ’ ブタン •オペラ じがて パト 
ラァが ±词 ちの 下-」. 前 陸軍 長官 
ご- ゥ トン •ベ！ 力 r 氏と 化 ハに 廣 

I 隙 聯盟の 過去 梨を 及びが ホじ關 
すを をを 4 W お 衣し お ほかを 政策 
巧兜會 午餐 替其 化を 地 じがけ 
强巧會 じ 臨い 常で るけ 聯巧 成立 
十を 記を の 運 勘で ある ど。 


力 者 


ネ？ •ク 


開始を 報吿 し. 鴨 井 共 碑 部を ょ 
ら死丘 四 件、 ん院 入獄 ぞ慰满 の 
- 件 ミを 報告し 共 岡 墓地 化 叢の 爲 
め 新 墓が 購買の 拌は特 を 員 じ 

任运 する じ 巧し 理事 进旧寬 巧 
辞な 補缺 ごして 田 中 ザ 置々 邮氏 
當 選し、 入退會 者の 承. 發み 二三 一 
件を 議了して 散 食。 

麾 おお H 本 協會の 

總 領事 歡迎楼 一 

本が 焼 報 S 如く ポ 


見 

- ンのお 

S 。 T 巧 


a 今闽目 本名 擧 領事に 処 巧され 
たが 右 じ ホ 与 巧 旧節藏 K がが 育 
媳 領事と して 着 巧せ る!^ め新總 
領事を 紹介を 同化 H 本 T 會ま醒 

の截迎 レ， セプシ ヨンを 一 H 十五 
B (水曜 目) 午後 八 時ょ 6 ニゥプ 
クー 街术爵 美術 巧 學め會 々箱に 
がて 開く をなる が 當が澤 旧總領 
事け 一場の 挨楼 を試シ るふ どな 
つて & る ご 0 


號 


紐靑 B 木ん 會 

歲晚 埋事會 

が 育 H 本人 會お 晚埋事 會は前 
遇 都に 巧て 開かれ お 巧 理事 十六 
人、 を 刻 草 信 食 長 燕を 席 じを き 
一を おず 巧 記を 前 凹の 記 お 朗讀を 
了して 會 おお 吿じ入 b 本年度 ホ 
十ぞ蔽 をと 巧 化 十一 一一 弗 じ 達した 
; る诗 の巧吿 、學を 化 おの 件、 出 
i 测 大巧 巧 見を S が 其 化の 巧を ゎ 
|ら、 を：^7;報吿巧社曾部ょら巧兒 
ー會 否支拂 .おる ホ經を ホめ 巧 巧な 
.く 扶 ：.、 中 山 商務 部；；. 八よ.''，. 小 
t 本 巧ぶ ごち 朝"；':- 巧 一 ホと して 
j 野ちヴ V- グ 。 ， 単 置 苗 


自本 俱樂部 贊 

ネ 夕施大 なる クク -个 ナィトを 
舉 巧して 忘年の 集會 I 尸 了る H 本 
巧樂鄉 じがて は元县 f 前 十一 時 


ザょ 6 十二時 半 ま 王 
惟の 新年 巧 質 式を 階 I 
於て 吉例 じ 巧み 會 ■! 
會を 催ず ホな & がを 
服装 自 を、 中 込は 主 


裙 事お丰 
了大廣 巧に 
の 新年 祝智 
量は ニ 弗、 
ニ 巧 H 十 お 


限. ウの i ご；；：^ つてみ、 る。 尙ほ巧 


樂 部け 例年の かく I お ニ 
h ’ h に巧锁 ずる 當 


朝 河敎授 S 挪演會 

前號巧 報學術 班^を ホ稱生 
V 灭學 おおず お が_^河 貫 一 晒 十 
山冻滿 はお 題 並 じ 脅 時 祕變が 


t 


さ-. 


f 


日本 郵船 會社 (並 ニを 游道 會髓) 

代理店 巧 晒 兄弟 蘭會 

を 車、 乘船 切符 ホ じ ホ满物 運送 御 樓利じ 取 巧 申しまず 
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シアトル お 帆 (午前 十 時) 
から ぞ なか 一ち 一二 日 
あ ふち か 化 一月 十 H 
.るん でんみ (ホ 巧 はれ〕 十二 巧 廿巧日 

ヤ 一-ず 復资一 化 五 弗 - L . L & 
づ 化し ば 4 ずみ るん どん 化は 一 五 五 巧 
►呈 V a ネ巧五 置 巧 ぞま大 を 憑を 巧 ま！ 
►お まに 巧ィ 一等 割 則せ 巧 切なを 巧を 巧ち 

ロスアンゼルス お 化 (午後 一二 時) 

2 ゎぃ义 】 g 四日 
こ ぷらた 化 一巧 か 五目 
▼一宙 一 链沒ニ 30 巧 化は わい みち レら み委巧 
►巧 抑 一一 ニ 奪 H 本朽狂 十九 巧 ▼一二 ま a 本 巧 友 十五 猪 
▼ホ 巧 商 巧 落 車 切 巧 寢奎赛 巧 入 巧 货巧か ち 
►紐 脊讓 パナマ 轻由目 本 まが 巧 貨物 紀巧 一圓' 




R 

Mli 

C 3 巧 s ■お 
巧^ 化-描 

S 耻 
巧 巧 抓 

巧 棘 m 

け 巾 

お 

T 


41 

0 L 

4— CV 
TI 


地 

わ S 

S .5 

H •ぶ 
巧 W 

一 曝 

7 

お 




雜貨 陶碟器 

ランプ 及び 常 
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▲郷里を を 及び ホな を (無ず 哉^ わ)、 か 固 
巧替資 買、 巧 巧 替お接 取 立で 巧 巧が あ 


巧 等 I 般 銀行を 巧 御 使 利 じ 


I 作 化 玻可仕 お 


S 臺灣銀 巧 紐 ふ 叢 所 


本店 覆 潰臺化 、自 
ま 巧を 巧、 巧濱 、大 あ、 神 戸 
ロ、 馬 巧 厦門、 拙が、 ぞ巧 

嘉坡 、スラバヤ 、スマラン •バム 

々 々ブタ 、倫を、 其 外を 逝 
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日本 觸潑 鶏雜貨 類卸賣 

ザ元ブ タザ ー ス 


本社 特製 新年 繪ハガ ホ 

印刷 於 紐 育 新報へ 


窜話ヮ y * キン K ニ 九 0 九 1 ニ か 1 0 

わ 間違^^く 新報へ 

'> w -> ;)■ U >.;111 

が內西 十と 了 目 十 二番 十 階 ロ 

狀袋敞 特製の 新年 賀狀 

、巧 刷は 紐 育 新報へ. 
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資本を 壹億圓 (を 巧拂込 一.' 
i 、 積な を 賣億八 育 五十を 觀1_ 

內地本 ま 巧： = お演 {よ 巧) 班' 杳大ぉ 
巧 戶長腑 下 一 {お 名を 屋 

構濱 正金 銀 巧 0 毒ち 庙 

义國 をち 店 U を 港羅が 化ず ボ哇 
な 化 世 ホを 固 重を 都 巧 ニ ま 巧ぶ ュ於ン 
ブ 有 之 侯 
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ち ノ道廣 島吳柳 井下"^ 

地 支 巧す 司， 小 倉' 若 巧 碟を欠 巧 

本 因 預金、 鄕里 送を 等は 警め 
て 御 便利る 速 じ 御 取を 可 半を 
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本店 朝鮮 京が 

ち 巧 お 張 巧は 日本 巧 化の おを ご 巧、 朝が 
おが、 支那のを 化を び 浦； 德 

朝鮮銀巧紐脊^^張所 

み闽爲替 一 般が巧業務愤々ぉ巧^^’じぉ圾巧 
申 上 候 
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■巧 外を、 赴 償、 株を ノ質 買ぶ ビ剌 
化な 立、 ーま播 便が ょ御お 環致シ 
マス、 精々 當店ヲ 御 利規下 サィ 
佩 制康本 ビル ブ日 1 力— 銀朽 城が 會莊 

藤本 證券 會社 

同‘ を 港 まな 
同羅が 出張所 
同 ホ 巿化理 巧 
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日本 觸斌 器雜貨 
ラ厶 プ卸賣 

.祭 良寶 易廊會 


巧 桐 スペシャル 

新 着 

鹽ぶリ 
驢 さけ 

新年 號 

諸 雜誌 


か禍 兄弟 請會 


わぶ 巧 觀 用晶賣 化 

一一 一 

年末が 姑の 細 巧 晶最お 便に てを 部 取 
揃へ 居り 候閒罩 々御 巧 命め 程 願と 候 


’夜閒 


關店 n 


が 桐 化 弟廟會 

一 東 五十 九 下目 二百 二十 四を 
笔話ゥ 井 ツカ シ ム九 =1 四 四 n 四 i 化 n 四 六 n 四 セ 

局 本 食料 轟商會 

一 西 六十 五 了 旨 巧 五十 番 
電話 エンデ □ ツト九 セ お ニ 

藻 山. 商會 

j を 五十 九 T 目 百 十四を 
電話 ヴ ，1 ラン チヤ ー 二-一二 Hno 五 置 七 


もん 餅！ 枚 一 弗 

御 鏡餅は 御 好みぶ 第 じ 巧ら へまず 
何卒 早々 御 巧 命の 程を 願 ひます 

鳥 橋 松風 軒 
桑 山商會 
- ごか 榻 兄弟 商會 
鬥本 食料品商 會 



あ b 左の か < 決定した ど 0 
題み ゼ八 マンが 職 じ 就て 
時日 S 十 H (貝) 午後 巧 時 
媳巧巧 だ 八 了 目 おなお 會 


寒 內山領 拳 新 電話 おみ 西と 十 
と 了 目 五十を ホブ^ •パ アク •プ 
ラ ザに 轉 あせる 內山 領事 新 電話 
は チスケ '，ナ 五 四 五八を。 

♦が 岡 ま 男 氏 夫人 円 ホ 時 巧 社 
を 持 岡 安 巧 氏 夫人は 盲胳炎 手術 
深 後 不良の ちめ 巧び 入院 療養中 
G るが 逐 H 轉 快の 由。 

> 石橋を 一郎 氏 醬油釀 造が 去 
るか 一日 着が ホブグ ペンに 投宿 
約 ニ遇閒 滞な の窜。 

ホ 上 敏氏學 習 院敎授 、去る 

一二 目 英國ょ b 着 械頤ホ 旅铺じ 
投宿！ 二十日 頃 西巧歸 朝の 由。 

山 ロ 巖巧右 同。' 

矢 野で 里 氏 松 山 高等 學巧敎 
環、 巧 上。 

小 阪をホ 氏滯紐 中の 小 殿な 
之 輔巧か 息、 廿 五： n お發 桑港經 
由歸 朝のを r 就；。 


0 —— 0 
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寸善 
巧 魔 


シン トンで、 ス テム 

ン君 ご 小手調べを 
ひ濟 よして 來 たお 概查 


權の P わ 中 最も 元氣 であつ わの 
は 矢 巧 御大の 巧概 さん、 苹盛頓 
では 毎晚 S 巧時跑 なよ ら寢 なか 
つた ど 云 ふ 轄カ家 だが A お 育へ 
ホる どみ を 家の ni トを脫 しで 
敢あ家 じ豹變 し、 早速を ャッッ 
- シッフ 氏の 墓 じ詣で I を 年 
を 追懐し、 自 本お樂 部の 歡迎食 
- しは を 解禁 問題を 論じて 解禁 直 
後の 反動を 注 恵し 且つ 隱 約の 裡 
じ お 奴 黨內顆 の 施政を 驅歌 1 る 
A 巧 卿の 飲 巧の 關係も ぁつたの 
であらぅ が 非常 5 元氣で 『政界 
の 巧 仕を も 困つ たもので すな』 

ど 水を おけな 記を じ 『いくら 濡 
あを 着ても ホ風義 巧の 境地 じ も 
や 驚''、 じは 足らん よ』 ど 明げ 
さを 示す A 記を が 『漬 ロさん の 
健康が よ < な いご 云ふ畴 が本當 
。らば 首相の 二度の 載め を あな 
だが やる 巧 目に なをまず か 』 f 
訊けば 『おみの 落が 澤 山を へて 
ゐ るから 化を をを 買 ふ 茶人 も 居 
い』 ご ホる A 話頭が 输敦 會議 
に 移つ て 『化 會讓 は艇巧 もの じ 
なるとい ふ豫 威が あ b ます かか 
柯 です』 と 出れば if 同僚 諸君が 
マク遣 クて吳 むる から 大丈夫 
さ』 ど 樂巧的 態度 じ 碑け る。 ち 
僚 畑から おじので は あるが 前 曾 
相若概 さんは サ クイ 人で 惡い戚 
じを 黯 でに 巧へ ない 。あれが 首 
席を 權の値 巧ら しい。 


日本 巧 タール 


本局 締切 當日 午後よ 
時 H 耀ど化 日け 四時 
リス コ 】 サ乂 日。 

アリゾナ 化 〔シ ヤト が〕 同。 

'ィ ワイ 化 局】 化 日。 

ブンシテ ' 1 ト * グラント 1 シャ 

ト 八】 一ち 六 曰。 

ェム プレス • ネブ • ホ ジ r 【ゲ 


r ン ク！ゲァ〕 1 巧六日* 


鴨說を 


♦紐 育 H 本人 敎 巧 
『鹽 ホ定』 

♦を 督敎 俊お會 
『强 ホを』 

♦が 巧 巧 おお 會 

『イで スの皆 諭 
の 典 窓」 


午後 八 時 
淸水 牧師 
午を 八 時 
播か師 
午前 十一 が 
高 橋 お 




